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　三国志は、いうまでもなく、今から約千八百年前の古典であるが、三国志の中に活躍している登場人物は、現在でも中国大陸の至る所にそのまま居るような気がする。──中国大陸へ行って、そこの雑多な庶民や要人などに接し、特に親しんでみると、三国志の中に出て来る人物の誰かしらときっと似ている。或いは、共通したものを感じる場合がしばしばある。

　だから、現代の中国大陸には、三国志時代の治乱興亡ちらんこうぼうがそのままあるし、作中の人物も、文化や姿こそ変っているが、なお、今日にも生きているといっても過言でない。

　　　　　　　　×

　三国志には、詩がある。

　単に尨大ぼうだいな治乱興亡を記述した戦記軍談の類たぐいでない所に、東洋人の血を大きく搏うつ一種の諧調かいちょうと音楽と色彩とがある。

　三国志から詩を除いてしまったら、世界的といわれる大構想の価値もよほど無味乾燥なものになろう。

　故に、三国志は、強しいて簡略にしたり抄訳しょうやくしたものでは、大事な詩味も逸いっしてしまうし、もっと重要な人の胸底を搏つものを失なくしてしまうおそれがある。

　で私は、簡訳や抄略をあえてせずに、長篇執筆に適当な新聞小説にこれを試みた。そして劉玄徳りゅうげんとくとか、曹操そうそうとか関羽かんう、張飛ちょうひそのほか、主要人物などには、自分の解釈や創意をも加えて書いた。随所、原本にない辞句、会話なども、わたくしの点描てんびょうである。

　　　　　　　　×

　いうまでもなく三国志は、中国の歴史に取材しているが、正史ではない。けれど史中の人物を巧妙自在に拉らっして活躍させ、後漢ごかんの第十二代霊帝の代（わが朝ちょうの成務天皇の御世、西暦百六十八年頃）から、武帝が呉を亡ぼす太康元年までのおよそ百十二年間の長期にわたる治乱が書いてある。構想の雄大と、舞台の地域の広さは、世界の古典小説中でも比類ないものといわれている。登場人物なども、審つまびらかに数えたなら何千何万人にものぼるであろう。しかも、これに加うるに中国一流の華麗豪壮な調ちょうと、哀婉あいえん切々の情、悲歌慷慨こうがいの辞句と、誇張幽幻な趣と、拍案はくあん三嘆たんの熱とを以て縷述るじゅつされてあるので、読む者をして百年の地上に明滅する種々雑多な人間の浮沈と文化の興亡とを、一巻に偲ばせて、転うたた深思しんしの感慨に耽ふけらしめる魅力がある。

　　　　　　　　×

　見方によれば三国志は、一つの民俗小説ともいえる。三国志の中に見られる人間の愛欲、道徳、宗教、その生活、また、主題たる戦争行為だとか群雄割拠ぐんゆうかっきょの状などは、さながら彩いろどられた彼の民俗絵巻でもあり、その生々動流せいせいどうりゅうする相すがたは、天地間を舞台として、壮大なる音楽に伴って演技された人類の大演劇だいドラマとも観られるのである。

　　　　　　　　×

　現在の地名と、原本げんぽんの誌しるす地名とは、当然時代による異ちがいがあるので、分っている地方は下に註を加えておいた。分らない旧名もかなりある。また、登場人物の爵位官職など、ほぼ文字で推察のつきそうなのはそのまま用いた。あまりに現代語化しすぎると、その文字の持っている特有な色彩や感覚を失ってしまうからである。

　　　　　　　　×

　原本には「通俗三国志」「三国志演義」その他数種あるが、私はそのいずれの直訳にもよらないで、随時、長所を択とって、わたくし流に書いた。これを書きながら思い出されるのは、少年の頃、久保天随氏の演義三国志を熱読して、三更こう四更こうまで燈下にしがみついていては、父に寝ろ寝ろといって叱られたことである。本来、三国志の真味を酌くむにはこの原書を読むに如しくはないのであるが、今日の読者にその難渋なんじゅうは耐え得ぬことだし、また、一般の求める目的も意義も、大いに異ちがうはずなので、あえて書肆しょしの希望にまかせて再訂上梓じょうしすることにした。

著者

桃園の巻



黄巾賊こうきんぞく



一



　後漢ごかんの建寧けんねい元年のころ。

　今から約千七百八十年ほど前のことである。

　一人の旅人があった。

　腰に、一剣を佩はいているほか、身なりはいたって見すぼらしいが、眉まゆは秀ひいで、唇くちは紅あかく、とりわけ聡明そうめいそうな眸ひとみや、豊ゆたかな頬をしていて、つねにどこかに微笑をふくみ、総じて賤いやしげな容子ようすがなかった。

　年の頃は二十四、五。

　草むらの中に、ぽつねんと坐って、膝をかかえこんでいた。

　悠久ゆうきゅうと水は行く──

　微風は爽さわやかに鬢びんをなでる。

　涼秋の八月だ。

　そしてそこは、黄河の畔ほとりの──黄土層の低い断きり岸ぎしであった。

「おーい」

　誰か河でよんだ。

「──そこの若い者ウ。なにを見ているんだい。いくら待っていても、そこは渡し舟の着く所じゃないぞ」

　小さな漁船から漁夫りょうしがいうのだった。

　青年は笑えくぼを送って、

「ありがとう」と、少し頭を下げた。

　漁船は、下流へ流れ去った。けれど青年は、同じ所に、同じ姿をしていた。膝をかかえて坐ったまま遠心的な眼をうごかさなかった。

「おい、おい、旅の者」

　こんどは、後ろを通った人間が呼びかけた。近村の百姓であろう。ひとりは鶏の足をつかんでさげ、ひとりは農具をかついでいた。

「──そんな所で、今朝からなにを待っているんだね。このごろは、黄巾賊こうきんぞくとかいう悪徒が立ち廻るからな。役人衆に怪あやしまれるぞよ」

　青年は、振りかえって、

「はい、どうも」

　おとなしい会釈えしゃくをかえした。

　けれどなお、腰を上げようとはしなかった。

　そして、幾千万年も、こうして流れているのかと思われる黄河の水を、飽あかずに眺めていた。

（──どうしてこの河の水は、こんなに黄色いのか？）

　汀みぎわの水を、仔細に見ると、それは水その物が黄色いのではなく、砥石といしを粉にくだいたような黄色い沙すなの微粒びりゅうが、水に混まじっていちめんにおどっているため、濁にごって見えるのであった。

「ああ……、この土も」

　青年は、大地の土を、一つかみ掌てに掬すくった。そして眼を──はるか西北の空へじっと放った。

　支那の大地を作ったのも、黄河の水を黄色くしたのも、みなこの沙の微粒である。そしてこの沙は中央亜細亜アジアの沙漠から吹いてきた物である。まだ人類の生活も始まらなかった何万年も前の大昔から──不断に吹き送られて、積り積った大地である。この広い黄土こうどと黄河の流れであった。

「わたしのご先祖も、この河を下くだって……」

　彼は、自分の体に今、脈うっている血液がどこからきたか、その遠い根元までを想像していた。

　支那を拓ひらいた漢民族も、その沙の来る亜細亜の山岳を越えてきた。そして黄河の流れに添いつつ次第にふえ、苗族びょうぞくという未開人を追って、農業を拓ひらき、産業を興おこし、ここに何千年の文化を植えてきたものだった。

「ご先祖さま、みていて下さいまし。いやこの劉備りゅうびを、鞭むち打って下さい。劉備はきっと、漢の民を興します。漢民族の血と平和を守ります」

　天へ向って誓うように、劉備青年は、空を拝していた。

　するとすぐ後ろへ、誰か突っ立って、彼の頭からどなった。

「うさんな奴やつだ。やいっ、汝は、黄巾賊こうきんぞくの仲間だろう？」




二



　劉備は、おどろいて、何者かと振りかえった。

　咎とがめた者は、

「どこから来たっ」と、彼の襟がみをもう用捨ようしゃなくつかんでいた。

「……？」

　見ると、役人であろう、胸に県の吏章りしょうをつけている。近頃は物騒ぶっそうな世の中なので、地方の小役人までが、平常でもみな武装していた。二人のうち一名は鉄弓てっきゅうを持ち、一名は半月槍はんげつそうをかかえていた。

「涿県たくけんの者です」

　劉備青年が答えると、

「涿県はどこか」と、たたみかけていう。

「はい、涿県の楼桑村ろうそうそん（現在・京広線の北京─保定間）の生れで、今でも母と共に、楼桑村に住んでおります」

「商売は」

「蓆むしろを織おったり簾すだれをつくって、売っておりますが」

「なんだ、行商人ぎょうしょうにんか」

「そんなものです」

「だが……」

　と、役人は急にむさい物からのくように襟がみを放して、劉備の腰の剣をのぞきこんだ。

「この剣には、黄金の佩環はいかんに、琅玕ろうかんの緒珠おだまがさがっているのではないか、蓆売むしろうりには過ぎた刀だ。どこで盗んだ？」

「これだけは、父の遺物かたみで持っているのです。盗んだ物などではありません」

　素直ではあるが、凛りんとした答えである。役人は、劉備青年の眼を見ると、急に眼をそらして、

「しかしだな、こんなところに、半日も坐りこんで、いったい何を見ておるのか。怪しまれても仕方があるまい。──折も折、ゆうべもこの近村へ、黄巾賊の群れが襲よせて、掠奪りゃくだつを働いて逃げた所だ。──見るところ大人しそうだし、賊徒とは思われぬが、一応疑ってみねばならん」

「ごもっともです。……実は私が待っているのは、今日あたり江こうを下ってくると聞いている洛陽船らくようぶねでございます」

「ははあ、誰か身寄りの者でもそれへ便乗して来るのか」

「いいえ、茶を求めたいと思って。──待っているのです」

「茶を」

　役人は眼をみはった。

　彼らはまだ茶の味を知らなかった。茶という物は、瀕死ひんしの病人に与えるか、よほどな貴人でなければのまないからだった。それほど高価でもあり貴重に思われていた。

「誰にのませるのだ。重病人でもかかえているのか」

「病人ではございませんが、生来、私の母の大好物は茶でございます。貧乏なので、めったに買ってやることもできませんが、一両年稼かせいでためた小費こづかいもあるので、こんどの旅の土産には、買って戻ろうと考えたものですから」

「ふーむ。……それは感心なものだな。おれにも息子があるが、親に茶をのませてくれるどころか──あの通りだわえ」

　二人の役人は、顔を見合せてそういうと、もう劉備の疑いも解けた容子ようすで、何か語らいながら立ち去ってしまった。

　陽ひは西に傾きかけた。

　茜あかねざした夕空を、赤い黄河の流れに対したまま、劉備はまた、黙想していた。

　と、やがて、

「おお、船旗が見えた。洛陽船にちがいない」

　彼は初めて草むらを起った。そして眉まゆに手をかざしながら、上流のほうを眺めた。




三



　ゆるやかに、江を下ってくる船の影は、舂うすずく陽ひを負って黒く、徐々と眼の前に近づいてきた。ふつうの客船や貨船とちがい、洛陽船はひと目でわかる。無数の紅い龍舌旗りゅうぜつきを帆ばしらにひるがえし、船楼せんろうは五彩さいに塗ってあった。

「おうーい」

　劉備りゅうびは手を振った。

　しかし船は一個の彼に見向きもしなかった。

　おもむろに舵かじを曲げ、スルスルと帆をおろしながら、黄河の流れにまかせて、そこからずっと下流の岸へ着いた。

　百戸ばかりの水村すいそんがある。

　今日、洛陽船を待っていたのは、劉備ひとりではない。岸にはがやがやと沢山な人影がかたまっていた。驢ろをひいた仲買人の群れだの、鶏車チイチャーと呼ぶ手押し車に、土地の糸や綿を積んだ百姓だの、獣の肉や果物を籠かごに入れて待つ物売りだの──すでにそこには、洛陽船を迎えて、市いちが立とうとしていた。

　なにしろ、黄河の上流、洛陽の都には今、後漢ごかんの第十二代の帝王、霊帝れいていの居城きょじょうがあるし、珍しい物産や、文化の粋すいは、ほとんどそこでつくられ、そこから全支那へ行きわたるのである。

　幾月かに一度ずつ、文明の製品を積んだ洛陽船が、この地方へも下江かこうしてきた。そして沿岸の小都市、村、部落など、市の立つところに船を寄せて、交易こうえきした。

　ここでも。

　夕方にかけて、おそろしく騒がしくまたあわただしい取引が始まった。

　劉備は、そのやかましい人声と人影の中に立ちまじって、まごついていた。彼は、自分の求めようとしている茶が、仲買人の手にはいることを心配していた。一度、商人の手に移ると、莫大ばくだいな値になって、とても自分の貧しい嚢中のうちゅうでは購あがなえなくなるからであった。

　またたく間に、市の取引は終った。仲買人も百姓も物売りたちも、三々五々、夕闇へ散ってゆく。

　劉備は、船の商人らしい男を見かけてあわててそばへ寄って行った。

「茶を売って下さい、茶が欲しいんですが」

「え、茶だって？」

　洛陽らくようの商人は、鷹揚おうように彼を振向いた。

「あいにくと、お前さんに頒わけてやるような安茶は持たないよ。一葉ひとはいくらというような佳品しか船にはないよ」

「結構です。たくさんは要いりませんが」

「おまえ茶をのんだことがあるのかね。地方の衆が何か葉を煮てのんでいるが、あれは茶ではないよ」

「はい。その、ほんとの茶を頒わけていただきたいのです」

　彼の声は、懸命だった。

　茶がいかに貴重か、高価か、また地方にもまだない物かは、彼もよくわきまえていた。

　その種子たねは、遠い熱帯の異国からわずかにもたらされて、周しゅうの代にようやく宮廷の秘用にたしなまれ、漢帝の代よ々よになっても、後宮こうきゅうの茶園に少し摘つまれる物と、民間のごく貴人の所有地にまれに栽培されたくらいなものだとも聞いている。

　また別な説には、一日に百草そうを嘗なめつつ人間に食物を教えた神農しんのうはたびたび毒草にあたったが、茶を得てからこれを噛むとたちまち毒をけしたので、以来、秘愛せられたとも伝えられている。

　いずれにしろ、劉備の身分でそれを求めることの無謀は、よく知っていた。

　──だが、彼の懸命な面おももちと、真面目まじめに、欲するわけを話す態度を見ると、洛陽の商人も、やや心を動かされたとみえて、

「では少し頒けてあげてもよいが、お前さん、失礼だが、その代価をお持ちかね？」と訊いた。




四



「持っております」

　彼は、懐中ふところの革嚢かわぶくろを取出し、銀や砂金を取りまぜて、相手の両掌りょうてへ、惜しげもなくそれを皆あけた。

「ほ……」

　洛陽の商人は、掌ての上の目量めかたを計りながら、

「あるねえ。しかし、銀ぎんがあらかたじゃないか。これでは、よい茶はいくらも上げられないが」

「何ほどでも」

「そんなに欲しいのかい」

「母が眼を細めて、よろこぶ顔が見たいので──」

「お前さん、商売は？」

「蓆むしろや簾すだれを作っています」

「じゃあ、失礼だが、これだけの銀かねをためるにはたいへんだろ」

「二年かかりました。自分の食べたい物も、着たい物も、節約して」

「そう聞くと、断われないな。けれどとても、これだけの銀と替えたんじゃ引合わない。なにかほかにないかね」

「これも添えます」

　劉備りゅうびは、剣の緒おにさげている琅玕ろうかんの珠を解いて出した。洛陽の商人は琅玕などは珍しくない顔つきをして見ていたが、

「よろしい。おまえさんの孝心に免じて、茶と交易してやろう」

　と、やがて船室の中から、錫すずの小さい壺つぼを一つ持ってきて、劉備に与えた。

　黄河は暗くなりかけていた。西南方に、妖猫ようびょうの眼みたいな大きな星がまたたいていた。その星の光をよく見ていると虹色の暈かさがぼっとさしていた。

　──世の中がいよいよ乱れる凶兆きょうちょうだ。

　と、近頃しきりと、世間の者が怖こわがっている星である。

「ありがとうございました」

　劉備青年は、錫の小壺を、両掌りょうてに持って、やがて岸を離れてゆく船の影を拝んでいた。もう瞼まぶたに、母のよろこぶ顔がちらちらする。

　しかし、ここから故郷の涿県楼桑村たくけんろうそうそんまでは、百里の余もあった。幾夜の泊りを重ねなければ帰れないのである。

「今夜は寝て──」と、考えた。

　彼方かなたを見ると、水村すいそんの灯ひが二つ三つまたたいている。彼は村の木賃きちんへ眠った。

　すると夜半頃。

　木賃の亭主が、あわただしく起しにきた。眼をさますと、戸外おもては真っ赤だった。むうっと蒸されるような熱さの中にどこかでパチパチと、火の燃える物音もする。

「あっ、火事ですか」

「黄巾賊こうきんぞくがやってきたのですよ旦那、洛陽船らくようぶねと交易した仲買人たちが、今夜ここに泊ったのを狙ねらって──」

「えっ。……賊？」

「旦那も、交易した一人でしょう。奴らが、まっ先に狙うのは、今夜泊った仲買たちです。次にはわしらの番だが、はやく裏口からお逃げなさい」

　劉備はすぐ剣を佩はいた。

　裏口へ出てみるともう近所は焼けていた。家畜は、異様なうめきを放ち、女子どもは、焔の下に悲鳴をあげて逃げまどっていた。

　昼のように大地は明るい。

　見れば、夜叉やしゃのような人影が、矛ほこや槍やりや鉄杖てつじょうをふるって、逃げ散る旅人や村の者らを見あたり次第にそこここで殺戮さつりくしていた。──眼をおおうような地獄がえがかれているではないか。

　昼ならば眼にも見えよう。それらの悪鬼は皆、結髪けっぱつのうしろに、黄色の巾きれをかりているのだ。黄巾賊の名は、そこから起ったものである。本来は支那の──この国のもっとも尊い色であるはずの黄土の国色も、今は、善良な民の眼をふるえ上がらせる、悪鬼の象徴しるしになっていた。




五



「ああ、酸鼻さんびな──」

　劉備りゅうびは、つぶやいて、

「ここへ自分が泊り合せたのは、天が、天に代って、この憐あわれな民を救えとの、思おぼし召めしかも知れぬ。……おのれ、鬼畜どもめ」

　と、剣に手をかけながら、家の扉とを蹴って、躍りだそうとしたが、いや待て──と思い直した。

　母がある。──自分には自分を頼みに生きているただ一人の母がある。

　黄巾の乱賊はこの地方にだけいるわけではない。蝗いなごのように天下いたるところに群むれをなして跳梁ちょうりょうしているのだ。

　一剣の勇では、百人の賊を斬ることもむずかしい。百人の賊を斬っても、天下は救われはしないのだ。

　母を悲しませ、百人の賊の生命いのちを自分の一命と取換えたとて何になろう。

「そうだ。……わしは今日も黄河の畔ほとりで天に誓ったではないか」

　劉備は、眼をおおって、裏口からのがれた。

　彼は、闇夜を駈けつづけ、ようやく村をはなれた山道までかかった。

「もうよかろう」

　汗をぬぐって振りかえると、焼きはらわれた水村は、曠野こうやの果ての焚火たきびよりも小さい火にしか見えなかった。

　空を仰いで、白虹はっこうのような星雲をかけた宇宙と見くらべると、この世の山岳の大も、黄河の長さも、支那大陸の偉いなる広さも、むしろ愍あわれむべき小さい存在でしかない。

　まして人間の小ささ──一個の自己のごときは──と劉備は、我というものの無力を嘆なげいたが、

「否いな！　否！　人間あっての宇宙だ。人間がない宇宙はただの空虚うつろではないか。人間は宇宙より偉大だ」と、われを忘れて、天へ向ってどなった。すると後ろのほうで、

　──然しかなり。然なり。

　と、誰かいったような気がしたが、振りかえって見たが、人影なども見あたらなかった。

　ただ、樹木の蔭に、一宇の古い孔子廟こうしびょうがあった。

　劉備は、近づいて、廟にぬかずきながら、

「そうだ、孔子、今から七百年前に、魯ろの国（山東省）に生れて、世の乱れを正し、今に至るまで、こうして人の心に生き、人の魂を救っている。人間の偉大を証拠だてたお方だ。その孔子は文を以て、世に立ったが、わしは武を以て、民を救おう──。今のように黄魔鬼畜こうまきちくの跳梁ちょうりょうにまかせている暗黒な世には、文を布く前に、武を以て、地上に平和をたてるしかない」

　多感な劉備青年は、あたりに人がいないとのみ思っていたので、孔子廟へ向って、誓いを立てるように、思わず情熱的な声を放って云った。

　──と、廟の中で、

「わはははは」

「あははは」

　大声で笑った者がある。

　びっくりして、劉備がたちかけると、廟の扉とを蹴けって、突然、豹ひょうのように躍りだしてきた男があって、

「こら、待て」

　劉備の襟首えりくびを抑えた。

　同時に、もう一人の大男は、廟の内から劉備の眼の前へと、孔子の木像を蹴とばして、

「ばか野郎、こんな物が貴様ありがたいのか。どこが偉大だ」と、罵ののしった。

　孔子の木像は首が折れて、わかれわかれに転がった。
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　劉備りゅうびは怖れた。これは悪い者に出合ったと思った。

　二人の巨男おおおとこを見るに、結髪を黄色の布で包んでいるし、胴には鉄甲を鎧よろい、脚には獣皮の靴をはき、腰には大剣を横たえている。

　問うまでもなく、黄巾賊の仲間である。しかも、その頭分かしらぶんの者であることは、面構つらがまえや服装でもすぐ分った。

「大方だいほう。こいつを、どうするんですか」

　劉備の襟がみをつかんだのが、もう一人のほうに向って訊くと、孔子の木像を蹴とばした男は、

「離してもいい。逃げればすぐ叩っ斬ってしまうまでのことだ。おれが睨んでいる前からなんで逃げられるものか」と、いった。

　そして廟の前の玉石たまいしに腰を悠然とおろした。

　大方だいほう、中方ちゅうほう、小方しょうほうなどというのは、方師ほうし（術者じゅつしゃ・祈祷師）の称号で、その位階をも現わしていた。黄巾賊の仲間では、部将をさして、みなそう呼ぶのであった。

　けれど、総大将の張角ちょうかくのことは、そうよばない。張角と、その二人の弟に向ってだけは、特に、

　大賢良師だいけんりょうし、張角

　天公将軍てんこうしょうぐん、張梁ちょうりょう

　地公将軍ちこうしょうぐん、張宝ちょうほう

　というように尊称していた。

　その下に、大方、中方などとよぶ部将をもって組織しているのであった──で今、劉備の前に腰かけている男は、張角の配下の馬元義ばげんぎという黄巾賊の一頭目であった。

「おい、甘洪かんこう」と、馬元義は手下の甘洪が、まだ危ぶんでいる様子に、顎あごで大きくいった。

「そいつを、もっと前へ引きずってこい──そうだ俺の前へ」

　劉備は、襟がみを持たれたまま、馬元義の足もとへ引き据えられた。

「やい、百姓」

　馬ばはねめつけて、

「汝われは今、孔子廟へ向って、大それた誓願せいがんを立てていたが、一体うぬは、正気か狂人か」

「はい」

「はいではすまねえ。黄魔鬼畜こうまきちくを討ってどうとかぬかしていたが、黄魔とは、誰のことだ、鬼畜とは、何をさしていったのだ」

「べつに意味はありません」

「意味のないことを独りでいうたわけがあるか」

「あまり山道が淋しいので、怖ろしさをまぎらすために出たらめに、声を放って歩いてきたものですから」

「相違ないか」

「はい」

「──で、何処まで行くのだ。この真夜中に」

「涿県たくけんまで帰ります」

「じゃあまだ道は遠いな。俺たちも夜が明けたら、北のほうの町まで行くが、てめえのために眼をさましてしまった。もう二度寝もできまい。ちょうど荷物があって困っていた所だから、俺の荷をかついで、供をしてこい──おい、甘洪かんこう」

「へい」

「荷物はこいつにかつがせて、汝われは俺の半月槍を持て」

「もう出かけるんですか」

「峠を降りると夜が明けるだろう。その間に奴らも、今夜の仕事をすまして、後から追いついてくるにちげえねえ」

「では、歩き歩き、通ったしるしを残して行きましょう」と、甘洪は、廟びょうの壁に何か書き残したが、半里も歩くとまた、道ばたの木の枝に、黄色の巾きれを結びつけて行く──

　大方だいほうの馬元義ばげんぎは、悠々と、驢ろに乗って先へ進んで行くのであった。




流行はやる童歌どうか



一



　驢は、北へ向いて歩いた。

　鞍上の馬元義は、ときどき南を振り向いて、

「奴らはまだ追いついてこないがどうしたのだろう」と、つぶやいた。

　彼の半月槍をかついで、驢の後からついてゆく手下の甘洪かんこうは、

「どこかで道を取っ違えたのかも知れませんぜ。いずれ冀州きしゅう（河北省保定の南方）へ行けば落ち合いましょうが」と、いった。

　いずれ賊の仲間のことをいっているのであろう──と劉備りゅうびは察した。とすれば、自分がのがれてきた黄河の水村を襲ったあの連中を待っているのかも知れない、と思った。

（何しろ、従順をよそおっているに如しくはない。そのうちには、逃げる機会があるだろう）

　劉備は、賊の荷物を負って、黙々と、驢と半月槍のあいだに挟まれながら歩いた。丘陵と河と平原ばかりの道を、四日も歩きつづけた。

　幸い雨のない日が続いた。十方碧落へきらく、一朶だの雲もない秋だった。黍きびのひょろ長い穂に、時折、驢も人の背丈せたけもつつまれる。

「ああ──」

　旅に倦うんで、馬元義は大きなあくびを見せたりした。甘も気けだるそうに居眠り半分、足だけを動かしていた。

　そんな時、劉備はふと、

　──今だっ。

　という衝動にかられて、幾度か剣に手をやろうとしたが、もし仕損じたらと、母を想い、身の大望を考えて、じっと辛抱していた。

「おう、甘洪」

「へえ」

「飯が食えるぞ。冷たい水にありつけるぞ──見ろ、むこうに寺があら」

「寺が」

　黍の間から伸び上がって、

「ありがてえ。大方だいほう、きっと酒もありますぜ。坊主は酒が好きですからね」

　夜は冷え渡るが、昼間は焦げつくばかりな炎熱であった。──水と聞くと、劉備も思わず伸び上がった。

　低い丘陵が彼方に見える。

　丘陵に抱かれている一叢ひとむらの木立と沼があった。沼には紅白の蓮花はちすがいっぱい咲いていた。

　そこの石橋を渡って、荒れはてた寺門の前で、馬元義は驢をおりた。門の扉は、一枚はこわれ、一枚は形だけ残っていた。それに黄色の紙が貼ってあって、次のような文が書いてあった。

蒼天已死そうてんすでにしす

黄夫当レ立こうふまさにたつべし

歳在二甲子一としこうしにありて

天下大吉てんかだいきち

　　○

大賢良師張角だいけんりょうしちょうかく


「大方ご覧なさい。ここにもわが党の盟符めいふが貼ってありまさ。この寺も黄巾の仲間に入っている奴ですぜ」

「誰かいるか」

「ところが、いくら呼んでも誰も出てきませんが」

「もう一度、どなってみろ」

「おうい、誰かいねえのか」

　──薄暗い堂の中を、どなりながら覗いてみた。何もない堂の真ん中に、曲彔きょくろくに腰かけている骨と皮ばかりな老僧がいた。しかし老僧は眠っているのか、死んでいるのか、木乃伊ミイラのように、空虚うつろな眼を梁うつばりへ向けたまま、寂然じゃくねんと──答えもしない。




二



「やい、老いぼれ」

　甘洪かんこうは、半月槍の柄で、老僧の脛すねをなぐった。

　老僧は、やっとにぶい眼をあいて、眼の前にいる甘と、馬と、劉りゅう青年を見まわした。

「食物があるだろう。おれたちはここで腹支度をするのだ、はやく支度をしろ」

「……ない」

　老僧は、蝋ろうのような青白い顔を、力なく振った。

「ない？　──これだけの寺に食物がないはずはねえ。俺たちをなんだと思う。頭髪あたまの黄巾きれを見ろ。大賢良師張角様の方将ほうしょう、馬元義というものだ。家探しして、もし食物があったら、素ッ首をはね落すがいいか」

「……どうぞ」

　老僧は、うなずいた。

　馬は甘をかえりみて、

「ほんとにないのかもしれねえな。あまり落着いていやがる」

　すると老僧は、曲彔きょくろくにかけていた枯木のような肘ひじを上げて、後ろの祭壇や、壁や四方をいちいちさして、

「ない！　ない！　ない！ ……仏陀の像さえない！ 一物もここにはないっ」と、いった。

　泣くがような声である。

　そしてにぶい眸ひとみに、怨みの光をこめてまたいった。

「みんな、お前方の仲間が持って行ってしまったのだ。蝗いなごの群れが通ったあとの田みたいだよここは……」

「でも、何かあるだろう。何か喰える物が」

「ない」

「じゃあ、冷たい水でも汲んでこい」

「井戸には、毒が投げこんである。飲めば死ぬ」

「誰がそんなことをした」

「それも、黄巾こうきんをつけたお前方の仲間だ。前の地頭じとうと戦った時、残党が隠れぬようにと、みな毒を投げこんで行った」

「しからば、泉があるだろう。あんな美麗な蓮花はちすが咲いている池があるのだから、どこぞに、冷水が湧わいているにちがいない」

「──あの蓮花が、なんで美しかろう。わしの眼には、紅蓮ぐれんも白蓮びゃくれんも、無数の民の幽魂ゆうこんに見えてならない。一花、一花呪のろい、恨み、哭なき戦おののきふるえているような」

「こいつめが、妙な世まい言ごとを……」

「嘘と思うなら池をのぞいてみるがよい。紅蓮の下にも、白蓮の根元にも、腐爛ふらんした人間の死骸がいっぱいだよ。お前方の仲間に殺された善良な農民や女子供の死骸だの、また、黄巾の党に入らないので、縊くびり殺された地頭やら、その夫人おくさんやら、戦って死んだ役人衆やら──何百という死骸がのう」

「あたり前だ。大賢良師張角様に反そむくやつらは、みな天罰でそうなるのだ」

「…………」

「いや。よけいなことは、どうでもいい。食べ物もなく水もなく、一体それでは、てめえは何を喰って生きているのか」

「わしの喰ってる物なら」と、老僧は、自分の沓くつのまわりを指さした。

「……そこらにある」

　馬元義は、何気なく、床を見まわした。根を噛かんだ生草なまぐさだの、虫の足だの、鼠の骨などが散らかっていた。

「こいつは参った。ご饗応きょうおうはおあずけとしておこう。おい劉りゅう、甘洪かんこう、行こうぜ」

　と出て行きかけた。

　すると、その時はじめて、賊の供をしている劉備の存在に気づいた老僧は、穴のあくほど、劉青年の顔を見つめていたが、突然、

「あっ？」と、打たれたような愕おどろきを声に放って、曲彔から突っ立った。
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　老僧の落ちくぼんでいる眼は大きく驚異きょういにみはったまま劉備りゅうびの面おもてをじいと見すえたきり、眼まばたきもしなかった。

　やがて、独りで、うーむと唸うなっていたが、なに思ったか、

「あ、あ！　あなただっ」

　膝を折って、床に坐り、あたかも現世の文殊もんじゅ弥勒みろくでも見たように、何度も礼拝して止まなかった。

　劉備は、迷惑がって、

「老僧、何をなさいます」と、手を取った。

　老僧は、彼の手にふれると、なおさら、随喜ずいきの涙を流さぬばかりふるえて、額に押しいただきながら、

「青年。──わしは長いこと待っていたよ。まさしく、わしの待っていたのはあなただ。──あなたこそ魔魅跳梁まみちょうりょうを退けて、暗黒の国に楽土を創たて、乱麻らんまの世に道を示し、塗炭とたんの底から大民を救ってくれるお方にちがいない」と、いった。

「とんでもない。私は涿県たくけんから迷ってきた貧しい蓆売むしろうりです。老僧はなしてください」

「いいや、あなたの人相骨がらに現われておるよ。青年、聞かしておくれ。あなたの祖先は、帝系の流れか、王侯の血をひいていたろう」

「ちがう」

　劉備は、首を振って、「父も、祖父も、楼桑村の百姓でした」

「もっと先は……」

「わかりません」

「分らなければ、わしの言を信じたがよい。あなたが佩はいている剣は誰にもらったのか」

「亡ち父ちの遺物かたみ」

「もっと前から、家におありじゃったろう。古びて見る面影もないがそれは凡人ただびとの佩はく剣ではない。琅玕ろうかんの珠たまがついていたはず、戛玉かつぎょくとよぶ珠だよ。剣帯けんたいに革か錦にしきの腰帛ようはくもついていたのだよ。王者の佩はいとそれを呼ぶ。何しろ、刀身なかみも無双むそうな名剣にまちがいない。試してみたことがおありかの」

「……？」

　堂の外へ先に出たが、後から劉備が出てこないので、足を止めていた賊の馬元義と甘洪は、老僧のぶつぶついっていることばを、聞きすましながら振向いていた。が、──しびれをきらして、

「やいっ劉。いつまで何をしているんだ。荷物を持って早くこいっ」と、どなった。

　老僧は、まだ何か、いいつづけていたが、馬の大声に恟すくんで、急に口をつぐんだ。劉備はその機しおに、堂の外へ出てきた。

　驢ろをつないでいる以前の門を踏みだすと、馬元義は、驢の手綱をときかける手下の甘を止めて、

「劉、そこへ掛けろ」と、木の根を指さし、自分も石段に腰かけて、大きく構えた。

「今、聞いていると、てめえは行く末、偉い者になる人相を備えているそうだな。まさか、王侯や将軍になれっこはあるめえが、俺も実は、てめえは見込みのある野郎だと見ているんだ──どうだ、俺の部下になって、黄巾党の仲間へ加盟しないか」

「はい。有難うございますが」と、劉備はあくまで、素直すなおをよそおって、

「私には、故郷くにに一人の母がいますので、せっかくですが、お仲間には入れません」

「おふくろなぞは、あってもいいじゃねえか。喰くい扶持ぶちさえ送ってやれば」

「けれど、こうして、私が旅に出ている間も、痩せるほど子の心配ばかりしている、至って子煩悩こぼんのうな母ですから」

「そりゃそうだろう。貧乏ばかりさせておくからだ。黄巾党に入って、腹さえふくらせておけば、なに、嬰児あかごじゃあるめえし、子の心配などしているものか」
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　馬元義は、功名に燃えやすい青年の心をそそるように、それから黄巾党の勢力やら、世の中の将来やらを、談義しはじめた。

「狭い目で見ている奴は、俺たちが良民いじめばかりしていると思っているが、俺たちの総大将張角ちょうかく様を、神の如く崇あがめている地方だってかなりある──」

　と、前提まえおきして、まず、黄巾党の起りから説きだすのだった。

　今から十年ほど前。

　鉅鹿郡きょろくぐん（河北省）の人で、張角という無名の士があった。

　張角はしかし稀世きせいの秀才と、郷土でいわれていた。その張角が、あるとき、山中へ薬をとりに入って、道で異相の道士どうしに出会った。道士は手に藜あかざの杖をもち、

（お前を待っていること久しかった）と、さしまねくので、ついて行ってみると、白雲の裡うちの洞窟へ誘いざない、張角に三巻の書物を授けて、（これは、太平要術という書物である。この書をよく体して、天下の塗炭とたんを救い、道を興し、善を施すがよい。もし自身の我意栄耀がいえいように酔うて、悪心を起す時は、天罰たちどころに身を亡ぼすであろう）と、いった。

　張角は、再拝して、翁おきなの名を問うと、

（我は南華老仙なんかろうせんなり）と答え、姿は、一颯さつの白雲となって飛去ってしまったというのである。

　張角は、そのことを、山を降りてから、里の人々へ自分から話した。

　正直な、里の人々は、（わしらの郷土の秀才に、神仙が宿った）と真まにうけて、たちまち張角を、救世の方師ほうしと崇あがめて、触れまわった。

　張角は、門を閉ざし、道衣どういを着て、潔斎けっさいをし、常に南華老仙の書を帯びて、昼夜行いすましていたが、或る年悪疫あくえきが流行して、村にも毎日おびただしい死人が出たので、

（今は、神が我をして、出でよと命じ給う日である）

　と、おごそかに、草門そうもんを開いて、病人を救いに出たが、その時もう、彼の門前には、五百人の者が、弟子にしてくれといって、蝟集いしゅうしてぬかずいていたということである。

　五百人の弟子は、彼の命に依って、金仙丹きんせんたん、銀仙丹ぎんせんたん、赤神丹せきしんたんの秘薬をたずさえ、おのおの、悪疫の地を視て廻った。そして、張角方師の功徳くどくを語り聞かせ、男子には金仙丹を、女子には銀仙丹を、幼児には赤神丹を与えると、神薬のききめはいちじるしく、皆、数日を出でずして癒なおった。

　それでも、癒らぬ者は、張角自身が行って、大喝だいかつの呪じゅを唱となえ、病魔を家から追うと称して、符水ふすいの法を施した。それで起きない病人はほとんどなかった。

　体の病人ばかりでなく、次には心に病のある者も集まってきて、張角の前に懺悔ざんげした。貧者も来た。富者も来た。美人も来た。力士や武術者も来た。それらの人々は皆、張角の帷幕いばくに参じたり、厨房ちゅうぼうで働いたり、彼のそば近く侍じしたり、また多くの弟子の中に交じって、弟子となったことを誇ったりした。

　たちまち、諸州にわたって、彼の勢力はひろまった。

　張角は、その弟子たちを、三十六の方を立たせ、階級を作り、大小に分かち、頭立つ者には軍帥ぐんすいの称を許し、また方帥の称呼を授けた。

　大方だいほうを行う者、一万余人。小方を行う者六、七千人。その部の内に、部将あり方兵ほうへいあり、そして張角の兄弟、張梁ちょうりょう、張宝のふたりを、天公将軍てんこうしょうぐん、地公将軍ちこうしょうぐんとよばせて、最大の権威をにぎらせ、自身はその上に君臨して、大賢良師だいけんりょうし張角ちょうかくと、称となえていた。

　これがそもそもの、黄巾党の起りだとある。初め張角が、常に、結髪を黄色い巾きれでつつんでいたので、その風ふうが全軍にひろまって、いつか党員の徽章きしょうとなったものである。
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　また、黄巾軍の徒党は、全軍の旗もすべて黄色を用い、その大旆おおはたには、

蒼天已死そうてんすでにしす

黄夫当レ立こうふまさにたつべし

歳在二甲子一としこうしにありて

天下大吉てんかだいきち


　という宣文を書き、党の楽謡部は、その宣文に、童歌風のやさしい作曲をつけて、党兵に唄わせ、部落や村々の地方から郡、県、市、都へと熱病のようにうたい流行はやらせた。

大賢良師張角！

大賢良師張角！


　今は、三歳の児童も、その名を知らぬはなく、

（──蒼天スデニ死ス。黄夫マサニ立ツベシ）

　と唄った後では、張角の名を囃はやして、今にも、天上の楽園が地上に実現するような感を民衆に抱かせた。

　けれど、黄巾党が跋扈ばっこすればするほど、楽土らくどはおろか、一日の安穏あんのんも土民の中にはなかった。

　張角は自己の勢力に服従してくる愚民どもへは、

（太平を楽しめ）と、逸楽いつらくを許し、

（わが世を謳歌せよ）と、暗あんに掠奪を奨励した。

　その代りに、逆さからう者は、仮借かしゃくなく罰し、人間を殺し、財宝を掠かすめとることが、党の日課だった。

　地頭じとうや地方の官吏も、防ぎようはなく、中央の洛陽らくようの王城へ、急を告げることもひんぴんであったが、現下、漢帝の宮中は、頽廃たいはいと内争で乱脈をきわめていて、地方へ兵をやるどころではなかった。

　天下一統の大業を完成して、後漢の代を興した光武帝から、今は二百余年を経、宮府の内外にはまた、ようやく腐爛ふらんと崩壊ほうかいの兆ちょうがあらわれてきた。

　十一代の帝、桓帝かんていが逝ゆいて、十二代の帝位についた霊帝は、まだ十二、三歳の幼少であるし、輔佐の重臣は、幼帝をあざむき合い、朝綱ちょうこうを猥みだりにし、佞智ねいちの者が勢いを得て、真実のある人材は、みな野に追われてしまうという状態であった。

　心ある者は、ひそかに、

（どうなり行く世か？）と、憂えているところへ、地方に蜂起ほうきした黄巾賊の口々から、

　──蒼天已死そうてんすでにしす

　の童歌が流行ってきて、後漢の末世を暗示する声は、洛陽らくようの城下にまで、満ちていた。

　そうした折にまた、こんなこともひどく人心を不安にさせた。

　ある年。

　幼帝が温徳殿うんとくでんに出御なされると、にわかに、狂風がふいて、長たけ二丈余の青蛇が、梁はりから帝の椅子のそばに落ちてきた。帝はきゃっと、床に仆たおれて気を失われてしまった。殿中の騒動はいうまでもなく、弓箭きゅうせんや鳳尾槍ほうびそうをもった禁門の武士がかけつけて、青蛇を刺止しとめんとしたところが、突如、雹ひょうまじりの大風が王城をゆるがして、青蛇は雲となって飛び、その日から三日三夜、大雨は底のぬけるほど降りつづいて、洛陽の民家の浸水みずつくもの二万戸、崩壊したもの千何百戸、溺死怪我人算なし──というような大災害を生じた。

　また、つい近年には。

　赤色の彗星すいせいが現れたり、風もない真昼、黒旋風こくせんぷうが突然ふいて、王城の屋根望楼を飛ばしたり、五原山げんざんの山つなみに、部落数十が、一夜に地底へ埋没してしまったり──凶兆ばかり年ごとに起った。
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　そんな凶兆のあるたびに、黄巾賊の「蒼天スデニ死ス──」の歌は、盲目的にうたわれて行き、賊党に加盟して、掠奪、横行、殺戮さつりく──の自由にできる「我党の太平を楽しめ」とする者が、ふえるばかりだった。

　思想の悪化、組織の混乱、道徳の頽廃たいはい。──これをどうしようもない後漢の末期だった。

　燎原りょうげんの火とばかり、魔の手をひろげて行った黄巾賊の勢力は、今では青州せいしゅう、幽州ゆうしゅう、徐州じょしゅう、冀州きしゅう、荊州けいしゅう、揚州ようしゅう、兗州えんしゅう、予州よしゅう等の諸地方に及んでいた。

　州の諸侯をはじめ、郡県市部の長おさや官吏は、逃げ散るもあり、降くだって賊となるもあり、屍かばねを積んで、焚やき殺された者も数知れなかった。

　富豪は皆、財を捧げて、生命を乞い、寺院や民家は戸ごとに、大賢良師張角──と書いた例の黄符こうふを門かどに貼って、絶対服従を誓い、まるで鬼神をまつるように、崇あがめ恐れた。そうした現状にあった。

　さて。……

　長々と、そうした現状や、黄巾党の勃興ぼっこうなどを、自慢そうに語りきたって、

「劉りゅう──」と、大方だいほう馬元義ばげんぎは、腰かけている石段から、寺の門を、顎あごでさした。

「そこでも、黄色い貼紙を見たろう。書いてある文句も読んだろう。この地方もずっと、俺たち黄巾党の勢力範囲なのだ」

「…………」

　劉備は、終始黙然と聞いているのみだった。

「いや、この地方や、十州や二十州はおろかなこと、今に天下は黄巾党のものになる。後漢の代は亡び、次の新しい代になる」

　劉備は、そこで初めて、こう訊ねた。

「では、張角良師は、後漢を亡ぼした後で、自分が帝位につく肚はらなんですか」

「いやいや。張角良師には、そんなお考えはない」

「では、誰が、次の帝王になるのでしょう」

「それはいえない。……だが劉備、てめえが俺の部下になると約束するなら聞かせてやるが」

「なりましょう」

「きっとか」

「母が許せばです」

「──では打明けてやるが、帝王の問題は、今の漢帝を亡ぼしてから後の重大な評議になるんだ。匈奴きょうど（蒙古族もうこぞく）のほうとも相談しなければならないから」

「へえ？　……なぜです。どうして支那の帝王を決めるのに、昔から秦しんや趙ちょうや燕えんなどの国境さかいを侵して、われわれ漢民族を脅おびやかしてきた異国の匈奴などと相談する必要があるのですか」

「それは大いにあるさ」と、馬は当然のように──

「いくら俺たちが暴れ廻ろうたって、俺たちの背後うしろから、軍費や兵器をどしどし廻してくれる黒幕がなくっちゃ、こんな短い年月に、後漢の天下を攪乱かくらんすることはできまいじゃねえか」

「えっ。では黄巾賊のうしろには、異国の匈奴がついているわけですか」

「だから絶対に、俺たちは敗まけるはずはないさ。どうだ劉、俺がすすめるのは、貴様の出世のためだ。部下になれ、すぐここで、黄巾賊に加盟せぬか」

「結構なお話です。母も聞いたら歓よろこびましょう。……けれど、親子の中にも礼儀ですから、一応、母にも告げた上でご返辞を……」

　云いかけているのに、馬元義は不意に起ち上がって、

「やっ、来たな」と、彼方の平原へ向って、眉に手をかざした。




白芙蓉びゃくふよう
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　それは約五十名ほどの賊の小隊であった。中に驢ろに乗っている二、三の賊将が鉄鞭てつべんを指さして、何かいっていたように見えたが、やがて、馬元義の姿を見かけたか、寺のほうへ向って、一散に近づいてきた。

「やあ、李朱氾りしゅはん。遅かったじゃないか」

　こなたの馬元義も、石段から伸び上がっていうと、

「おう大方だいほう、これにいたか」と、李と呼ばれた男も、そのほかの仲間も、つづいて驢の鞍から降りながら、

「峠の孔子廟こうしびょうで待っているというから、あれへ行った所、姿が見えないので、俺たちこそ、大まごつきだ。遅いどころじゃない」と、汗をふきふき、かえって馬元義に向って、不平を並べたが、同類の冗談半分とみえて、責められた馬ばのほうも、げらげら笑うのみだった。

「ところで、ゆうべの収穫みいりはどうだな。洛陽船を的あてに、だいぶ諸方の商人あきんどが泊っていた筈だが」

「大していう程の収穫もなかったが、一村焼き払っただけの物はあった。その財物は皆、荷駄にして、例の通りわれわれの営倉へ送っておいたが」

「近頃は人民どもも、金は埋いけて隠しておく方法をおぼえたり、商人なども、隊伍を組んで、俺たちが襲うまえに、うまく逃げ散ってしまうので、だんだん以前のようにうまいわけには行かなくなったなあ」

「ウム、そういえば、先夜も一人惜しいやつを取逃がしたよ」

「惜しい奴？　──それは何か高価な財宝でも持っていたのか」

「なあに、砂金や宝石じゃないが、洛陽船から、茶を交易した男があるんだ。知っての通り、盟主張角様には、茶ときては、眼のない好物。これはぜひ掠かすめとって、大賢良師だいけんりょうしへご献納もうそうと、そいつの泊った旅籠はたごも目ぼしをつけておき、その近所から焼き払って踏みこんだところ、いつの間にか、逃げ失うせてしまって、とうとう見つからない。──こいつあ近頃の失策だったよ」

　賊の李朱氾りしゅはんは、劉備のすぐそばで、それを大声で話しているのだった。

　劉備は、驚いた。

　そして思わず、懐中ふところに秘していた錫すずの小さい茶壺ちゃつぼをそっとさわってみた。

　すると、馬元義は、

「ふーむ」と、うめきながら、改めて後ろにいる劉青年を振向いてから、さらに、李へ向って、

「それは、幾歳いくつぐらいな男か」

「そうさな。俺も見たわけでないが、嗅かぎつけた部下のはなしによると、まだ若いみすぼらしい風態ふうていの男だが、どこか凛然りんぜんとしているから、油断のならない人間かも知れないといっていたが」

「じゃあ、この男ではないのか」

　馬元義は、すぐ傍らにいる劉備を指さして、いった。

「え？」

　李は、意外な顔をしたが、馬元義から仔細しさいを聞くとにわかに怪しみ疑って、

「そいつかもしれない。──おういっ、丁峰ていほう、丁峰」

　と、池畔に屯たむろさせてある部下の群れへ向ってどなった。

　手下の丁峰は、呼ばれて、屯の中から馳けてきた。李は、黄河で茶を交易した若者は、この男ではないかと、劉の顔を指さして、質問した。

　丁は、劉青年を見ると、惑うこともなくすぐ答えた。

「あ。この男です。この若い男に違いありません」

「よし」

　李は、そういって、丁峰を退けると、馬元義と共に、いきなり劉備の両手を左右からねじあげた。
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「こら、貴様は茶をかくしているというじゃないか。その茶壺をこれへ出してしまえ」

　馬元義も責め、李朱氾りしゅはんも共に、劉備のきき腕を、ねじ抑えながら脅おどした。

「出さぬと、ぶった斬るぞ。今もいった通り、張角良師のご好物だが、良師のご威勢でさえ、めったに手にはいらぬ程の物だ。貴様のような下民げみんなどが、茶を持ったところで、何となるものか。われわれの手を経て、良師へ献納してしまえ」

　劉備は、云いのがれのきかないことを、はやくも観念した。しかし、故郷くにの母が、いかにそれを楽しみに待っているかを思うと、自分の生命いのちを求められたより辛かった。

（何とか、ここをのがれる工夫はないものか）

　となお、未練をもって、両手の痛みをこらえていると、李朱氾の靴は、気早に劉備の腰を蹴とばして、「唖おしか、つんぼか、おのれは」と、罵ののしった。

　そして、よろめく劉備の襟がみを、つかみもどして、

「あれに、血に飢えている五十の部下がこちらを見て、餌えを欲しがっているのが、眼に見えないか。返辞をしろ」と、威猛高いたけだかにいった。

　劉備は二人の土足の前へ、そうしてひれ伏したまま、まだ、母の歓びを売って、この場を助かる気持になれないでいたが、ふと、眼を上げると、寺門の陰にたたずんで、こちらを覗いていた最前の老僧が、

（物など惜しむことはない。求める物は、何でも与えてしまえ、与えてしまえ）

　と、手真似をもって、しきりと彼の善処をうながしている。

　劉備もすぐ、（そうだ。この身体を傷つけたら、母にも大不孝となる）と思って、心をきめたが、それでもまだ懐中ふところの茶壺は出さなかった。腰に佩はいている剣の帯革を解いて、

「これこそは、父の遺物かたみですから、自分の生命いのちの次の物ですが、これを献上します。ですから、茶だけは見のがして下さい」と哀願した。

　すると、馬元義は、

「おう、その剣は、俺がさっきから眼をつけていたのだ。貰っておいてやる」と奪とり上げて、「茶のことは、俺は知らん」と、空うそぶいた。

　李朱氾りしゅはんは、前にもまして怒りだして、一方へ剣を渡して、俺になぜ茶壺を渡さないかと責めた。

　劉備は、やむなく、肌深く持っていた錫すずの小壺まで出してしまった。李は、宝珠ほうしゅをえたように、両掌りょうてを捧げて、

「これだ、これだ。洛陽の銘葉めいように違いない。さだめし良師がおよろこびになるだろう」と、いった。

　賊の小隊はすぐ先へ出発する予定らしかったが、ひとりの物見が来て、ここから十里ほどの先の河べりに、県の吏軍が約五百ほど野陣を張り、われわれを捜索しているらしいという報告をもたらした。で、にわかに、「では、今夜はここへ泊れ」となって、約五十の黄巾賊は、そのまま寺を宿舎にして、携帯の糧嚢りょうのうを解きはじめた。

　夕方の炊事の混雑をうかがって、劉備は今こそ逃げるによい機しおと、薄暮の門を、そっと外へ踏みだしかけた。

「おい。どこへ行く」

　賊の哨兵しょうへいは、見つけるとたちまち、大勢して彼を包囲し、奥にいる馬元義と李朱氾へすぐ知らせた。
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　劉備は縛いましめられて、斎堂さいどうの丸柱にくくりつけられた。

　そこは床に瓦を敷き詰め、太い丸柱と、小さい窓しかない石室だった。

「やい劉。貴様は、おれの眼をかすめて、逃げようとしたそうだな。察するところ、てめえは官の密偵だろう。いいや違えねえ。きっと県軍のまわし者だ。──今夜、十里ほど先まで、県軍がきて野陣を張っているそうだから、それへ連絡を取るために、脱ぬけ出そうとしたのだろう」

　馬元義と李朱氾は、かわるがわるに来て、彼を拷問ごうもんした。

「──道理で、貴様の面がまえは、凡者ただものでないはずだ。県軍のまわし者でなければ、洛陽の直属の隠密か。いずれにしても、官人だろうてめえは。──さ、泥を吐け。いわねば、痛い思いをするだけだぞ」

　しまいには、馬と李と、二人がかりで、劉を蹴って罵ののしった。

　劉は一口も物をいわなかった。こうなったからには、天命にまかせようと観念しているふうだった。

「こりゃひと筋縄では口をあかんぞ」

　李は、持てあまし気味に、馬ばへ向ってこう提議した。

「いずれ明日の早暁、俺はここを出発して、張角良師の総督府へ参り、例の茶壺を献上かたがた良師のご機嫌伺いに出るつもりだが、その折、こいつも引っ立てて行って、大方軍本部の軍法会議にさし廻してみたらどうだろう。思いがけない拾いものになるかもしれぬぜ」

　よかろうと、馬も同意だ。

　斎堂の扉は、かたく閉められてしまった。夜が更けると、ただ一つの高い窓から、今夜も銀河の秋天が冴えて見える。けれどとうてい、そこからのがれ出る工夫はない。

　どこかで、馬のいななきがする。官の県軍が攻めてきたのならよいが──と劉備は、望みをつないだが、それは物見から帰ってきた二、三の賊兵らしく、後は寂せきとして、物音もなかった。

「母へ孝養を努めようとして、かえって大不孝の子となってしまった。死ぬる身は惜しくもないが、老母の余生を悲しませ、不孝の屍むくろを野にさらすのは悲しいことだ」

　劉備は、星を仰いで嘆なげいた。そして、孝行するにも、身に不相応な望みを持ったのが悪かったと悔いた。

　賊府へひかれて、人中で生恥さらして殺されるよりは、いっそ、ここで、ひと思いに死なんか──と考えた。

　死ぬにも、身に剣はなかった。柱に頭を打ちつけて憤死するか。舌を噛んで星夜をねめつけながら呪死じゅしせんか。

　劉備は、悶々と、迷った。

　──すると彼の眸ひとみの前に一筋の縄が下がってきた。それは神の意志によって下がってくるように、高い切窓の口から石の壁に伝わってスルスルと垂れてきたのである。

「……あ？」

　人影もなにも見えない、ただ四角な星空があるだけだった。

　劉備は、身を起しかけた。しかしすぐ無益であることを知った。身は縛いましめにかかっている、この縄目の解けない以上、救い手がそこまで来ていても、すがりつく術すべはない。

「……ああ、誰だろう？」

　誰か、窓の下へ、救いに来ている。外で自分を待っていてくれる者がある。劉備は、なおさらもがいた。

　と、──彼の行動が遅いので、早くしろとうながすように、外の者は焦じれているのであろう。高窓から垂れている縄が左右に動いた。そして縄の端に結ゆいつけてあった短剣が、白い魚のように、コトコトと瓦かわらの床ゆかを打って躍った。
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　足の先で、短剣を寄せた。そしてようやく、それを手にして、自身の縄目を断ち切ると、劉備は、窓の下に立った。

（早く。早く）といわんばかりに、無言の縄は外から意志を伝えて、ゆれうごいている。

　劉備は、それにつかまった。石壁に足をかけて、窓から外を見た。

「……オオ」

　外にたたずんでいたのは、昼間、ただひとりで曲彔きょくろくに腰かけていたあの老僧だ。骨と皮ばかりのような彼の細い影であった。

「──今だよ」

　その手がさしまねく。

　劉備はすぐ地上へ跳びおりた。待っていた老僧は、彼の身を抱えるようにして、物もいわず馳けだした。

　寺の裏に、疎林そりんがあった。樹の間の細道さえ、銀河の秋はほの明るい。

「老僧、老僧。いったいどっちへ逃げるんですか」

「まだ、逃げるのじゃない」

「では、どうするんです」

「あの塔とうまで行ってもらうのじゃよ」

　走りながら、老僧は指さした。

　見るとなるほど、疎林の奥に、疎林の梢こずえよりも、高くそびえている古い塔がある。老僧は、あわただしく古塔の扉とをひらいて中へ隠れた。そしてあんなに急いだのに、なかなか出てこなかった。

「どうしたのだろう？」

　劉備は気を揉んでいる。そして賊兵が追ってきはしまいかと、あちこち見まわしているとやがて、

「青年、青年」

　小声で呼びながら、塔の中から老僧は何かひきながら出てきた。

「おや？」

　劉備は眼をみはった。老僧が引っぱっているのは駒の手綱だった。銀毛のように美しい白馬がひかれだしたのである。

　いや、いや、白馬の毛並の見事さや、背の鞍の華麗などはまだいうも愚おろかであった。その駒に続いて、後ろから歩みも嫋たおやかに、世間の風にも怖れるもののように、楚そ々そと姿をあらわした美人がある。眉まゆの麗しさ、耳の白さ、また、眼にふくむ愁うれいの悩ましいばかりなど、思いがけぬ場合ではあり、星夜の光に見るせいか、この世の人とも思えぬのであった。

「青年。わしがお前を助けて上げたことを、恩としてくれるなら、逃げるついでに、このお嬢じょうさまを連れて、ここから十里ほど北へ向った所の河べりに陣している県軍の隊まで、届けて上げてくれぬか。わずか十里じゃ、この白馬に鞭打てば──」

　老僧のことばに、劉備は、否いなやもなく、はいと答えるべきであるが、その任務よりも、届ける人のあまりに美し過ぎるので、なんとなくためらわれた。

　老僧は、彼のためらいを、どう解釈したか。

「そうだ、氏素性うじすじょうも知れない婦人をと、疑ぐっておるのじゃろうが、心配するな。このお方は、つい先頃までの、この地方県城を預かっておられた領主のお嬢じょうさまじゃ。黄巾賊の乱入にあって、県城は焼かれ、ご領主は殺され、家来は四散し、ここらの寺院さえ、あの通りに成り果てたが、その乱軍の中から迷うてござったお嬢さまを、実はわしが、ここの塔へそっと匿かくもうて──」

　と、老僧の眼がふと、古塔の頂いただきを見上げた時、疎林を渡る秋風の外に、にわかに、人の跫音や馬のいななきが聞えだした。
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　劉備りゅうびが、眼をくばると、

「いや、動かぬがよい。しばらくは、かえってここに、じっとしていたほうが……」

　と、老僧が彼の袖をとらえ、そんな危急の中になお、語りつづけた。

　県の城長の娘は、名を芙蓉ふようといい姓は鴻こうということ。また、今夜近くの河畔にきて宿陣している県軍は、きっと先に四散した城長の家臣が、残兵を集めて、黄巾賊へ報復を計っているに違いないということ。

　だから、芙蓉の身を、そこまで届けてくれさえすれば、後は以前の家来たちが守護してくれる──白馬の背へ二人してのって、抜け道から一気に逃げのびて行くように──と、祷いのるようにいうのだった。

「承知しました」

　劉備は、勇気を示して答えた。

「けれど和上わじょう、あなたはどうしますか」

「わしかの」

「そうです。私たちを逃がしたと賊に知られたら、和上の身は、ただでは済まないでしょう」

「案じることはない。生きていたとて、このさき幾年生きていられよう。ましてこの十数日は、草の根や虫など食うて、露命をつないでいたはかない身じゃ。それも鴻家こうけの阿嬢おむすめを助けて上げたい一心だけで生きていたが──今は、そのことも、頼む者に頼み果てたし、あなたという者をこの世に見出したので、思い残りは少しもない」

　老僧はそう云い終ると、風の如く、塔の中へ影をかくした。

　あれよと、芙蓉は、老僧を慕したって追いすがったが、とたんに、塔の口もとの扉は内から閉じられていた。

「和上さま。和上さま！」

　芙蓉は慈父を失ったように、扉をたたいて泣いていたが、その時、高い塔の頂いただきで、再び老僧の声がした。

「青年。わしの指をご覧。わしの指さすほうをご覧。──ここの疎林から西北だよ。北斗星ほくとせいがかがやいておる。それを的あてにどこまでも逃げてゆくがよい。南も東も蓮池はすいけの畔ほとりも、寺の近くにも、賊兵の影が道をふさいでいる。逃げる道は、西北しかない。それも今のうちじゃ。はやく白馬に鞭むち打たんか」

「はいっ」

　答えながら仰ぐと、老僧の影は、塔上の石欄せきらんに立って、一方を指さしているのだった。

「佳人かじん。はやくおのりなさい。泣いているところではない」

　劉備は、彼女の細腰さいようを抱き上げて、白馬の鞍にすがらせた。

　芙蓉の体はいと軽かった。柔軟で高貴な薫かおりがあった。そして彼女の手は、劉備の肩にまとい、劉の頬は、彼女の黒髪にふれた。

　劉備も木石ではない。かつて知らない動悸ときめきに、血が熱くなった。けれどそれは、地上から鞍の上まで、彼女の身を移すわずかな間でしかなかった。

「ご免」といいながら、劉備ものって一つ鞍へまたがった。そして片手に彼女をささえ、片手に白馬の手綱をとって、老僧の指さした方角へ馬首を向けた。

　塔上の老僧は、それを見おろすと、わが事おわれり──と思ったか、突然、歓喜の声をあげて、

「見よ、見よ。凶雲きょううん没ぼっして、明星みょうじょう出づ。白馬はくば翔かけて、黄塵こうじん滅めっす。──ここ数年を出でないうちじゃろう。青年よ、はや行け。おさらば」

　云い終ると、みずから舌を噛んで、塔上の石欄から百尺下の大地へ、身を躍らして、五体の骨を自分でくだいてしまった。




張飛卒ちょうひそつ
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　白馬は疎林そりんの細道を西北へ向ってまっしぐらに駆けて行った。秋風に舞う木の葉は、鞍上の劉備りゅうびと芙蓉ふようの影を、征箭そやのようにかすめた。

　やがて曠ひろい野に出た。

　野に出ても、二人の身をなお、箭やうなりがかすめた。今度のは木の葉のそれではなく、鋭い鏃やじりをもった鉄弓の矢であった。

「オ。あれへ行くぞ」

「女をのせて──」

「では違うのか」

「いや、やはり劉備だ」

「どっちでもいい。逃がすな。女も逃がすな」

　賊兵の声々であった。

　疎林の陰を出たとたんに、黄巾賊の一隊は早くも見つけてしまったのである。

　獣群の声が、鬨ときをつくって、白馬の影を追いつめて来た。

　劉備は、振り向いて、

「しまった！」

　思わずつぶやいたので、彼と白馬の脚とを唯一の頼みにしがみついていた芙蓉は、

「ああ、もう……」

　消え入るようにおののいた。

　万が一つも、助からぬものとは観念しながらも、劉備は励まして、

「大丈夫、大丈夫。ただ、振り落されないように、駒の鬣たてがみと、私の帯に、必死でつかまっておいでなさい」と、いって、鞭むち打った。

　芙蓉はもう返事もしない。ぐったりと鬣に顔をうつ伏せている。その容貌かんばせの白さはおののく白芙蓉びゃくふようの花そのままだった。

「河まで行けば。県軍のいる河まで行けば！ ……」

　劉備の打ちつづけていた生木なまきの鞭は、皮がはげて白木になっていた。

　低い土坡どはのうねりを躍り越えた。遠くに帯のように流れが見えてきた。しめたと、劉備は勇気をもり返したが、河畔まで来てもそこには何物の影もなかった。宵に屯たむろしていたという県軍も、賊の勢力に怖れをなしたか、陣を払って何処かへ去ってしまったらしいのである。

「待てッ」

　驢ろにのった精悍せいかんな影は、その時もう五騎六騎と、彼の前後を包囲してきた。いうまでもなく黄巾賊の小方しょうほう（小頭目しょうとうもく）らである。

　驢を持たない徒歩の卒どもは、駒の足に続ききれないで、途中であえいでしまったらしいが、李朱氾りしゅはんをはじめとして、騎馬の小方たち七、八騎はたちまち追いついて、

「止れッ」

「射るぞ」と、どなった。

　鉄弓の弦つるをはなれた一矢しは、白馬の環囲かんいに突きささった。

　喉のどに矢を立てた白馬は、棹立さおだちに躍り上がって、一声せいいななくと、どうと横ざまに仆れた。芙蓉ふようの身も、劉備の体も、共に大地へほうり捨てられていた。

　そのまま芙蓉は身動きもしなかったが、劉備は起ち上がって、

「何かっ！」と、さけんだ。彼は今日まで、自分にそんな大きな声量があろうとは知らなかった。百獣も為に怯ひるみ、曠野を野彦のびこして渡るような大喝だいかつが、唇くちから無意識に出ていたのである。

　賊は、ぎょっとし、劉備の大きな眼の光におどろき、驢は彼の大喝に、蹄ひづめをすくめて止った。

　だが、それは一瞬、

「何を、青二才」

「手むかう気か」

　驢を跳びおりた賊は、鉄弓を捨てて大剣を抜くもあり、槍を舞わして、劉備へいきなり突っかけてくるもあった。
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　どういう悪日と凶わるい方位をたどってきたものだろうか。

　黄河の畔ほとりから、ここまでの間というものは、劉備は、幾たび死線を彷徨ほうこうしたことか知れない。これでもかこれでもかと、彼を試さんとする百難が、次々に形を変えて待ちかまえているようだった。

「もうこれまで」

　劉備もついに観念した。避けようもない賊の包囲だ。斬り死じにせんものと覚悟をきめた。

　けれど身には寸鉄も帯びていない。少年時代から片時もはなさず持っていた父の遺物かたみの剣も、先に賊将の馬元義に奪とられてしまった。

　劉備は、しかし、

「ただは死なぬ」と思い、石ころをつかむが早いか、近づく者の顔へ投げつけた。

　見くびっていた賊の一名は、不意を喰らって、

「あッ」と、鼻ばしらをおさえた。

　劉備は、飛びついて、その槍を奪った。そして大音に、

「四民を悩ます害虫ども、もはや免ゆるしはおかぬ。涿県たくけんの劉備玄徳りゅうびげんとくが腕のほどを見よや」

　といって、捨身になった。

　賊の小方、李朱氾りしゅはんは笑って、

「この百姓めが」と半月槍をふるってきた。

　もとより劉備はさして武術の達人ではない。田舎の楼桑村ろうそうそんで、多少の武技の稽古はしたこともあるが、それとて程の知れたものだ。武技を磨いて身を立てることよりも、蓆むしろを織って母を養うことのほうが常に彼の急務であった。

　でも、必死になって、七人の賊を相手に、ややしばらくは、一命をささえていたが、そのうちに、槍を打落され、よろめいて倒れたところを、李朱氾に馬のりに組み敷かれて、李の大剣は、ついに、彼の胸いたに突きつけられた。

　──おおういっ。

　すると、……いやさっきからその声は遠くでしたのだが、剣戟けんげきのひびきで、誰の耳にも入らなかったのである。

　遥か彼方の野末から、

「──おおういっ。待ってくれい」

　呼ばわる声が近づいてくる。

　野彦のように凄い声は、思わず賊の頭を振り向かせた。

　両手を振りながら韋駄天いだてんと、こなたへ馳けてくる人影が見える。その迅いことは、まるで疾風に一葉の木の葉が舞ってくるようだった。

　だがまたたく間に近づいてきたのを見ると、木の葉どころか身の丈たけ七尺もある巨漢おおおとこだった。

「やっ、張卒ちょうそつじゃないか」

「そうだ。近頃、卒の中に入った下ッ端の張飛ちょうひだ」

　賊は、不審そうに、顔見合せて云い合った。自分らの部下の中にいる張飛という一卒だからである。他の大勢の歩卒は、騎馬に追いつけず皆、途中で遅れてしまったのに、張卒だけが、たとえひと足遅れたにせよ、このくらいの差で追いついてきたのだから、その脚力にも、賊将たちは愕おどろいたに違いなかった。

「なんだ、張卒」

　李朱氾りしゅはんは、膝の下に、劉備の体を抑えつけ、右手めてに大剣を持って、その胸いたに擬ぎしながら振り向いていった。

「小方、小方。殺してはいけません。その人間は、わしに渡して下さい」

「何？　……誰の命令で貴様はそんなことをいうのか」

「卒の張飛の命令です」

「ばかっ。張飛は、貴様自身じゃないか。卒の分際で」

　と、いう言葉も終らぬ間に、そう罵ののしっていた李朱氾の体は、二丈もうえの空へ飛んで行った。
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　卒の張飛が、いきなり李朱氾をつまみ上げて、宙へ投げ飛ばしたので、

「やっ、こいつが」と、賊の小方たちは、劉備もそっちのけにして、彼へ総掛りになった。

「やい張卒、なんで貴様は、味方の李小方を投げおったか。また、おれ達のすることを邪魔だてするかっ」

「ゆるさんぞ。ふざけた真似すると」

「党の軍律に照らして、成敗してくれる。それへ直れ」

　ひしめき寄ると、張は、

「わははははは。吠えろ吠えろ。胆きもをつぶした野良犬めらが」

「なに、野良犬だと」

「そうだ。その中に一匹でも、人間らしいのがおるつもりか」

「うぬ。新米しんまいの卒の分際で」

　喚おめいた一人が、槍もろとも、躍りかかると、張飛は、団扇うちわのような大きな手で、その横顔をはりつけるや否や、槍を引ッたくって、よろめく尻をしたたかに打ちのめした。

　槍の柄は折れ、打たれた賊は、腰骨がくだけたように、ぎゃっともんどり打った。

　思わぬ裏切者が出て、賊は狼狽したが、日頃から図抜けた巨漢おおおとこの鈍物と、小馬鹿にしていた卒なので、その怪力を眼に見ても、まだ張飛の真価を信じられなかった。

　張飛は、さながら岩壁のような胸いたをそらして、

「まだ来るか。むだな生命いのちを捨てるより、おとなしく逃げ帰って、鴻家こうけの姫と劉備りゅうびの身は、先頃、県城を焼かれて鴻家の亡びた時、降参と偽いつわって、黄巾賊の卒にはいっていた張飛という者の手に渡しましたと、有態ありていに報告しておけ」

「あっ！　……では汝は、鴻家の旧臣だな」

「いま気がついたか。此方は県城の南門衛少督なんもんえいしょうとくを勤めていた鴻家の武士で名は張飛ちょうひ、字あざなは翼徳よくとくと申すものだが無念や此方が他県へ公用で留守の間に、黄巾賊の輩やからのために、県城は焼かれ、主君は殺され、領民は苦しめられ、一夜に城地は焦土と化してしまった。──その無念さ、いかにもして怨うらみをはらしてくれんものと、身を偽り、敗走の兵と化けて、一時、其方どもの賊の中に、卒となって隠れていたのだ。──大方馬元義にも、また、総大将の兇賊張角にも、よく申しておけ。いずれいつかはきっと、張飛翼徳が思い知らせてくるるぞと」

　雷いかずちのような声だった。

　豹頭環眼ひょうとうかんがん、張飛がそういってくわっと睨ねめつけると、賊の小方らは、足もすくんでしまったらしいが、まだ衆をたのんで、

「さては、鴻家の残兵だったか。そう聞けばなおのこと、生かしてはおけぬ」と、一度に打ってかかった。

　張飛は、腰の剣も抜かず、寄りつく者をとっては投げた。投げられた者は皆、脳骨のうこつをくだき、眼窩がんかは飛びだし、またたくうちに碧血へきけつの大地、惨として、二度と起き上がる者はなかった。

　劉備は、茫然と、張飛の働きをながめていた。燕飛龍鬂えんぴりゅうびん、蹴れば雲を生じ、吠ほゆれば風が起るようだった。

「なんという豪傑だろう？」

　残る二、三人は、驢ろに飛びついて逃げうせたが、張飛は笑って追いもしなかった。そして踵きびすをめぐらすと、劉備のほうへ大股に近づいてきて、

「いや旅の人。えらい目に遭いましたなあ」

　と、何事もなかったような顔して話しかけた。そして直ぐ、腰に帯びていた二剣のうちの一つをはずし、また、懐中ふところから見おぼえのある茶の小壺を取出して、「これはあなたの物でしょう。賊に奪り上げられたあなたの剣と茶壺です。さあ取っておきなさい」と、劉の手へ渡した。
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「あ。私のです」

　劉備は、失くした珠が返ってきたように、剣と茶壺の二品を、張飛の手から受取ると、幾度も感謝をあらわして、「すでに生命いのちもないところを救っていただいた上に、この大事な二品まで、自分の手に戻るとは、なんだか、夢のような心地がします。大人たいじんのお名前は、さきほど聞きました。心に銘記しておいて、ご恩は生涯忘れません」と、いった。

　張飛は、首こうべを振って、

「いやいや徳は孤こならずで、貴公がそれがしの旧主、鴻家こうけの姫を助けだしてくれた義心に対して、自分も義をもってお答え申したのみです。ちょうど最前、古塔のあたりから白馬にのって逃げた者があると、哨兵の知らせに、こよい黄巾賊の将兵が泊っていたかの寺が、すわと一度に、混雑におちた隙すきをうかがい、夕刻見ておいた貴公のその二品を、馬元義と李朱氾の眠っていた内陣の壇からすばやく奪い返し、追手の卒と共にこれまで馳けてきたものでござる。貴公の孝心と、誠実を天もよみし賜うて、自然お手に戻ったものでしょう」

　と、理由わけをはなした。張飛が武勇に誇らない謙遜なことばに、劉備はいよいよ感じて、感銘のあまり二品のうちの剣のほうを差しだして、

「大人、失礼ですが、これはお礼として、あなたに差上げましょう。茶は、故郷くにに待っている母の土産なので、頒わかつことはできませんが、剣は、あなたのような義胆ぎたんの豪傑に持っていただけば、むしろ剣そのものも本望でしょうから」と、再び、張飛の手へ授けて云った。

　張飛は、眼をみはって、

「えっ、この品をそれがしに、賜ると仰っしゃるのですか」

「劉備の寸志です。どうか納めておいて下さい」

「自分は根からの武人ですから、実をいえば、この剣の世に稀な名刀だということは知っていますから、欲しくてならなかったところです。けれど、同時に貴公とこの剣との来歴も聞いていましたから、望むに望めないでおりましたが」

「いや、生命いのちの恩人へ酬いるには、これをもってしても、まだ足りません。しかも剣の真価を、そこまで、分っていて下されば、なおさら、差上げても張合いがあり、自分としても満足です」

「そうですか。しからば、ほかならぬ品ですから、頂戴しておこう」

　と、張飛は、自身の剣をすぐ解き捨て、渇望かつぼうの名剣を身に佩はいていかにもうれしそうであった。

「じゃあ早速ですが、まだ賊が押し返してくるにきまっている。それがしは鴻家のご息女を立てて、旧主の残兵を集め事を謀はかる考えですが──貴公も一刻もはやく、郷里へさしてお帰りなさい」

　張飛のことばに、

「おお、それでは」

　と、劉備は、芙蓉ふようの身を扶たすけて、張飛に託し、自分は、賊の捨てた驢ろをひろってまたがった。

　張飛は、先に自分が解き捨てた剣を劉備の腰に佩はかせてやりながら、

「こんな剣でも帯びておいでなされ。まだ、涿県たくけんまでは、数百里もありますから」といった。

　そして張飛自身も、芙蓉の身を抱いて、白馬の上に移り、名残り惜しげに、

「いつかまた、再会の日もありましょうが、ではご機嫌よく」

「おお、きっとまた、会う日を待とう。あなたも武運めでたく、鴻家の再興を成しとげらるるように」

「ありがとう。では」

「おさらば──」

　劉備の驢と、芙蓉を抱えた張飛の白馬とは、相顧あいかえりみながら、西と東に別れ去った。




桑の家
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　涿県たくけんの楼桑村ろうそうそんは、戸数二、三百の小駅であったが、春秋は北から南へ、南から北へと流れる旅人の多くが、この宿場で驢ろをつなぐので、酒を売る旗亭きていもあれば、胡弓こきゅうを弾ひくひなびた妓おんななどもいて相当に賑わっていた。

　この地はまた、太守たいしゅ劉焉りゅうえんの領内で、校尉こうい鄒靖すうせいという代官が役所をおいて支配していたが、なにぶん、近年の物情騒然たる黄匪こうひの跳梁ちょうりょうに脅おびやかされているので、楼桑村も例にもれず、夕方になると明るいうちから村はずれの城門をかたく閉めて、旅人も居住者も、いっさいの往来は止めてしまった。

　城門の鉄扉てっぴが閉まる時刻は、大陸の西厓さいがいにまっ赤な太陽が沈みかける頃で、望楼の役人が、六つの鼓こを叩くのが合図だった。

　だからこの辺の住民は、そこの門のことを、六鼓門こもんと呼んでいたが、今日もまた、赤い夕陽が鉄の扉とにさしかける頃、望楼の鼓が、もう二つ三つ四つ……と鳴りかけていた。

「待って下さい。待って下さいっ」

　彼方から驢を飛ばしてきたひとりの旅人は、危うく一足ちがいで、一夜を城門の外に明かさなければならない間ぎわだったので、手をあげながら馳けてきた。

　最後の鼓の一つが鳴ろうとした時、からくも旅人は、城門へ着いて、

「おねがい致します。通行をおゆるし下さいまし」

　と、驢をそこで降りて、型のごとく関門かんもん調べを受けた。

　役人は、旅人の顔を見ると、「やあ、お前は劉備りゅうびじゃないか」と、いった。

　劉備は、ここ楼桑村の住民なので、誰とも顔見知りだった。

「そうです。今、旅先から帰って参ったところです」

「お前なら、顔が手形てがただ、何も調べはいらないが、いったい何処へ行ったのだ。こんどの旅はまた、ばかに長かったじゃないか」

「はい、いつもの商用ですが、なにぶん、どこへ行っても近頃は、黄匪こうひの横行で、思うように商あきないもできなかったものですから」

「そうだろう。関門を通る旅人も、毎日へるばかりだ。さあ、早く通れ」

「ありがとう存じます」

　再び驢にのりかけると、

「そうそう、お前の母親だろう、よく関門まで来ては、きょうもまだ息子は帰りませぬか、今日も劉備は通りませぬかと、夕方になると訊ねにきたのが、この頃すがたが見えぬと思ったらわずらって寝ているのだぞ。はやく帰って顔を見せてやるがよい」

「えっ。では母は、留守中に、病気で寝ておりますか」

　劉備はにわかに胸さわぎを覚え、驢を急がせて、関門から城内へ馳けた。

　久しく見ない町の暮色にも、眼もくれないで彼は驢を家路へ向けた。道幅の狭い、そして短い宿場町はすぐとぎれて、道はふたたび悠長な田園へかかる。

　ゆるい小川がある。水田がある。秋なのでもう村の人々は刈入れにかかっていた。そして所々に見える農家のほうへと、田の人影も水牛の影も戻って行く。

「ああ、わが家が見える」

　劉備は、驢の上から手をかざした。舂うすずく陽ひのなかに黒くぽつんと見える一つの屋根と、そして遠方から見ると、まるで大きな車蓋しゃがいのように見える桑の木。劉備の生れた家なのである。

「どんなに自分をお待ちなされておることやら。……思えば、わしは孝養を励むつもりで、実は不孝ばかり重ねているようなもの。母上、済みません」

　彼の心を知るか、驢も足を早めて、やがて懐なつかしい桑の大樹の下までたどりついた。
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　この桑の大木は、何百年を経たものか、村の古老でも知る者はない。

　沓くつや蓆むしろをつくる劉備の家──と訊けば、あああの桑の樹の家さと指さすほど、それは村の何処からでも見えた。

　古老がいうには、

「楼桑村という地名も、この桑の木が茂る時は、まるで緑の楼台のように見えるから、この樹から起った村の名かもしれない」とのことであった。

　それはともかく、劉備は今、ようやく帰り着いたわが家の裏に驢をつなぐとすぐ、

「おっ母さん、今帰りました。玄徳げんとくです。玄徳ですよ」

　と、広い家の中へ馳けこむようにはいって行った。

　旧家なので、家は大きいが、何一つあるではなく、中庭は、沓くつを編あんだり蓆むしろを織る仕事場になっており、そこも劉備の留守中は職人も通っていないので、荒れたままになっていた。

「オヤ、どうしたのだろう。燈火あかりもついていないじゃないか」

　彼は召使いの老婆と、下僕しもべの名を呼びたてた。

　ふたりとも、返辞もない。

　劉備は、舌打ちしながら、

「おっ母さん」

　母の部屋をたたいた。

　阿備あびか──と飛びつくように迎えてくれるであろうと思っていた母の姿も見えなかった。いや母の部屋だけにたった一つあった箪笥たんすも寝台も見えなかった。

「や？　……どうしたのだろう」

　茫然、胸さわぎを抱いて、たたずんでいると、暗い中庭のほうで、かたん、かたん──と蓆むしろを織る音がするのであった。

「おや」

　廊へ出てみると、そこの仕事場にだけ、うす暗い灯影がたった一つかかげてあった。その灯の下に、白髪の母の影が後ろ向きに腰かけていた。ただ一人で、星の下に、蓆を織っているのだった。

　母は、彼が帰ってきたのも気がついていないらしかった。劉備がすがりつかんばかり馳け寄って、

「今、帰りました」

　と顔を見せると、母は、びっくりしたように起ってよろめきながら、

「おお、阿備か、阿備か」

　乳呑み児でも抱きしめるようにして、何を問うよりも先に、うれし涙を眼にいっぱいためたまま、しばしは、母は子の肌を、子は母親のふところを、相擁して温ぬくめ合うのみであった。

「城門の番人に、おまえの母親は病気らしいぞといわれて、気もそぞろに帰ってきたのですが、おっ母さん、どうしてこんな夜露の冷える外で、今頃、蓆むしろなど織っていらっしゃるのですか」

「病気？　……ああ城門の番人さんは、そういったかも知れないね。毎日のように関門までおまえの帰りを見に行っていたわたしが、この十日ばかりは行かないでいたから」

「では、ご病気ではないんですか」

「病気などはしていられないよ、おまえ」と、母はいった。

「寝台も箪笥もありませんが……」

　劉備が問うと、

「税吏が来て、持って行ってしまった。黄匪こうひを討伐するために、年々軍費がかさむというので、ことしはとほうもなく税が上がり、おまえが用意しておいただけでは間に合わない程になったんだよ」

「婆やが見えませんが、婆やはどうしましたか」

「息子が、黄匪の仲間にはいっているという疑いで、縛られて行った」

「若い下僕は」

「兵隊にとられて行ったよ」

「──ああ！　すみませんでしたおっ母さん」

　劉備は、母の足もとに、ひれ伏して詫わびた。
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　詫びても詫びても詫び足らないほど、劉備は母に対して済まない心地であった。けれども母は、久しぶりに旅から帰ってきた我が子が、そんな自責に泣きかなしむことは、かえって不愍ふびんやら気の毒やらで、自分の胸も傷いたむらしく、

「阿備や、泣いておくれでない。何を詫びることがあるものかね。お前のせいではありはしない。世の中が悪いのだよ。……どれ粟あわでも煮て、久しぶりに、ふたりして晩のお膳をかこもうね。さだめし疲れているだろうに、今、湯を沸かしてあげるから、汗でも拭いたがよい」

　と、蓆機むしろばたの前から立ちかけた。

　子の機嫌をとって、子の罪を責めない母のあまりなやさしさに、劉備はなおさら大愛の姿にぬかずいて、

「もったいない。私が戻りましたからには、そんなことは、玄徳がいたします。もうご不自由はさせません」

「いいえお前はまた、あしたから働いておくれ。稼ぎ人だからね、婆やも下僕もいなくなったのだから、台所のことぐらいは、わたしがしましょうよ」

「留守中、そんなことがあろうとは、少しも知らず、つい旅先で長くなって、思わぬご苦労をかけました。さあ、こんな大きな息子がいるんですから、おっ母さんは部屋へはいって、安楽に寝台で寝ていて下さい」と、いって劉備はむりに母の手を誘いざなったが、考えて見ると、その寝台も税吏に税の代わりに持って行かれてしまったので、母の部屋には、身を横たえる物もなかった。

　いや、寝台や箪笥たんすだけではない。それから彼が灯あかりを持って、台所へ行って見ると、鍋もなかった。四、五羽の鶏と一匹の牛もいたのであるが、そうした家畜類まで、すべて領主の軍需と税に徴発されて、目ぼしい物は何も残っていなかった。

「こんなにまで、領主の軍費も詰まってきたのか」

　劉備は、身の生活を考えるよりも、もっと大きな意味で、暗澹あんたんとなった。

　そして直ぐ、

「これも、黄匪の害の一つのあらわれだ。ああどうなるのだろう？」

　世の行く末を思いやると、彼はいよいよ暗い心にとざされた。

　物置をあけて、彼は夕餉ゆうげにする粟あわや豆の俵を見まわした。驚いたことには、多少その中に蓄えておいた穀物も干ほし肉も、天井につるしておいた乾菜かんさいまできれいに失くなっているのだった。──もう母に訊くまでもないことと、彼はまた、そこで茫失ぼうしつしていた。

　すると、むりに部屋へ入れて休ませておいた母が部屋の中で、何か小さい物音をさせていた。行って見ると、床板を上げて、土中の瓶かめの中から、わずかな粟と食物を取出している。

「……ア。そんな所に」

　劉備の声に、彼女はふり向いて、浅ましい自分を笑うように、

「すこし隠しておいたのだよ。生きてゆくだけの物はないと困るからね」

「…………」

　世の中は急転しているのだ。これはもうただ事ではない。何億の人間が、生きながら餓鬼となりかけているのだ。反対に、一部の黄巾賊が、その血をすすり肉をくらって、不当な富貴ふっきと悪辣あくらつな栄華えいがをほしいままにしているのだ。

「阿備や……。灯りを持っておいで、粟が煮えたよ。何もないけれど、二人して喰べれば、おいしかろう」

　やがて、老いたる母は、貧しい卓から子を呼んでいた。
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　貧しいながら、母子は久しぶりで共にする晩の食事を楽しんだ。

「おっ母さん、あしたの朝は、きっと歓んでいただけると思います。こんどの旅から、私はすばらしいお土産みやげを持って帰ってきましたから」

「お土産を」

「ええ。おっ母さんの、大好きな物です」

「ま。何だろうね？」

「生きているうちに、もいちど味わってみたいと、いつか仰っしゃったことがありましたろう。それですよ」

　母を楽しませるために、劉備も、それが洛陽らくようの銘茶であるということを、しばらく明かさなかった。

　母は、わが子のその気持だけでも、もう眼を細くして歓んでいるのである。焦じらされていると知りながら、

「織物かえ」と訊いた。

「いいえ。今もいったとおり、味わう物ですよ」

「じゃあ、食べ物？」

「──に、近いものです」

「何じゃろ。わからないよ、阿備や。わたしにそんな好物こうぶつがあるかしら」

「望んでも、望めない物と、諦あきらめの中に忘れておしまいになったんでしょう。一生に一度は、とおっ母さんが何年か前に云ったことがあるので、私も、一生に一度はと、おっ母さんにその望みをかなえてあげたいと、今日まで願望に抱いておりました」

「まあ、そんなに長年、心にかけてかえ？ ……なおさら、分らなくなってしもうたよ阿備。……いったいなんだねそれは」

「おっ母さん、実は、これですよ」

　錫すずの小さい茶壺ちゃつぼを取出して、劉備は、卓の上に置いた。

「洛陽の銘茶です。……おっ母さんの大好きなお茶です。……あしたの朝は、うんと早起きしましょう。そしておっ母さんは、裏の桃園に莚むしろをお敷きなさい。私は驢ろに乗って、ここから四里ほど先の鶏村けいそんまで行くと、とてもいい清水の湧わいている所がありますから、番人に頼んでひと桶おけ清水を汲くんできます」

「…………」

　母は眼をまるくしたまま錫の小壺を見つめて、物もいえなかった。ややしばらくしてから怖い物でもさわるように、そっと掌てに乗せて、壺の横に貼ってある詩箋しせんのような文字などを見ていた。そして大きな溜息をつきながら、眼を息子の顔へあげて、

「阿備や。……お前、いったいこれは、どうしたのだえ」

　声までひそめて訊ねるのだった。

　劉備は、母が疑いの余り案じてはならないと考えて、自分の気持や、それを手に入れたことなど、噛んでふくめるようにして話して聞かせた。民間ではほとんど手に入れがたい品にはちがいないが、自分が求めたのは、正当な手続きで購あがなったのだから少しも懸念をする必要はありません──とつけ加えていった。

「ああ、お前は！　……なんてやさしい子だろう」

　母は、茶壺を置いて、わが子の劉備に掌てをあわせた。

　劉備は、あわてて、

「おっ母さん、滅相もない。そんなもったいない真似はよして下さい。ただ歓んでさえいただければ」

　と、手を取った。そうして相擁したまま、劉備は自分の気もちの酬むくいられたうれしさに泣き、母は子の孝心に感動の余り涙にくれていた。

　翌る朝──

　まだ夜も白まぬうちに起きて、劉備は驢の背に水桶を結いつけ、自分ものって、鶏村けいそんまで水を汲みに行った。
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　もちろん劉備が出かけた頃、彼の母も夙とく起きていた。

　母はその間に、竈かまどの下に豆莢まめがらを焚たいて、朝の炊かしぎをしておき、やがて家の裏のほうへ出て行った。

　桑の大木の下を通って、裏へ出ると、牛のいない牛小屋があり、鶏のいない鶏とり小屋があり、何もかも荒れ果てて、いちめんに秋草がのびている。

　だが、そこから百歩ほど歩くと這うような姿をした果樹が、背を並べて、何千坪かいちめんに揃っていた。それはみんな桃の樹であった。秋は葉も落ちて淋しいが、春の花のさかりには、この先の蟠桃河ばんとうがが落花で紅くなるほどだったし、桃の実は市まちに売り出して、村の家何軒かで分け合って、それが一年の生計の重要なものになった。

「……オオ」

　彼女は、ひとりでに出たような声をもらした。桃園の彼方から陽が昇りかけたのだ。金色の日輪は、密雲を噛み破るように、端だけ見えていた。今や何か尊いものがこの世に生れかけているような感銘を彼女もうけた。

「…………」

　彼女は、ひざまずいて、三礼を施ほどこした。子どものことを祷いのっているらしかった。

　それから、箒ほうきを持った。

　たくさんの落葉がちらかっている。桃園は村の共有なので、日ごろ誰も掃除などはしない。彼女も一部を掃いただけであった。

　新しい莚むしろをそこへ敷いた。そして一箇の土炉どろと茶碗など運んだ。彼女はもともと氏素性うじすじょうの賤いやしくない人の娘であったし、劉家も元来正しい家柄なので、そういう品もどこかに何十年も使用せずにしまってあった。

　清掃した桃園に坐って、彼女は水を汲みに行った息子が、やがて鶏村から帰るのを、心静かに待っていた。

　桃園の梢の湖うみを、秋の小禽ことりが来てさまざまな音いろを転まろばした。陽はうらうらと雲を越えて、朝霧はまだ紫ばんだまま大陸によどんでいた。

「わしは倖しあわせ者よ」

　彼女は、この一朝の満足をもって、死んでもいいような気がした。いやいや、そうでないとも思う。独り強くそう思う。

「あの子の将来ゆくすえを見とどけねば……」

　ふと彼方を見ると、その劉備の姿が近づいてきた。水を汲んで帰ってきたのである。驢にのって、驢の鞍に小さい桶を結いつけて。

「おお。おっ母さん」

　桃園の小道をぬって、劉備は間もなくそこへきた。そして水桶をおろした。

「鶏村の水は、とてもいい水ですね。さだめし、これで茶を煮たらおいしいでしょう」

「ま。ご苦労だったね。鶏村の水のことはよく聞いているけれど、あそこはとても恐い谷間だというじゃないか。後でわたしはそれを心配していたよ」

「なあに、道なんかいくら嶮けわしくても何でもありませんがね、清水には水番がいまして、なかなかただはくれません。少しばかり金をやってもらって来ました」

「黄金の水、洛陽のお茶、それにお前の孝心。王侯の母に生れてもこんないい思いにはめぐり会えないだろうよ」

「おっ母さん、お茶はどこへ置きましたか」

「そうそう、私だけがいただいてはすまないと思い、ご先祖のお仏壇へ上げておいたが」

「そうですか、盗まれたらたいへんです。すぐ取って参りましょう」

　劉備は、家のほうへ馳けて、宝珠ほうしゅを抱くように、茶壺を捧げてきた。

　母は、土炉どろへ、火をおこしていた。その前にひざまずいて劉備が茶壺を差出すと、その時、何が母の眼に映ったのであろうか、母は手を出そうともしないで、劉備の身のまわりを改まった眸ひとみでじっと見つめた。
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　劉備は、母がにわかに改まって自分の身なりを見ているので、

「どうしたのですかおっ母さん」

　いぶかしげに訊いた。

　母は、いつになく厳粛な容子ようすをつくって、

「阿備あび」と、声まで、常とはちがって呼んだ。

「はい。何ですか」

「お前の佩はいている剣は、それは誰の剣ですか」

「わたくしのですが」

「嘘をおいい。旅に出る前の物とはちがっている。お前の剣は、お父さんから遺物かたみにいただいた──ご先祖から伝わっている剣のはずです。それを、何処へやってしまったのです？」

「……はい」

「はいではありません。片時でも肌身から離してはなりませぬぞと、わしからもくれぐれいってあるはずです。どうしたのだえ、あの大事な剣は」

「実は、その……」

　劉備はさしうつ向いてしまった。

　母の顔は、いよいよ峻厳に変っていた。劉備が口ごもっていると、なお追及して、

「まさか手放してしまったのではあるまいね」と念を押した。

　劉備は、両手をつかえて、

「申しわけありません。実は旅から帰る途中、ある者に礼として与えてしまいましたので」

　いうと、母は、「えっ、人に与えてしまったッて。──ま！ あの剣を」と、顔いろを変えた。

　劉備はそこで、黄巾賊の一群につかまって、人質になったことや、茶壺も剣も奪り上げられてしまったことや、それからようやく救われて、賊の群れから脱出してきたが、再び追いつかれて黄匪の重囲に陥ち、すでに斬り死しようとした時、卒そつの張飛という者が、一命を助けてくれたので、うれしさの余り、何か礼を与えようと思ったが、身に持っている物は、剣と茶壺しかなかったので、やむなく、剣を彼に与えたのです──とつぶさに話して、

「賊に捕まった時も、張卒に助けられた時も、その折はもう何も要らないという気持になっていたんです。……けれど、この銘茶だけは、生命がけでも持って帰って、おっ母さんに上げたいと思っていました。剣を手放したのは申しわけありませんが、そんなわけで、この銘茶を、生命から二番目の物として、持ち帰ったのでございます」

「…………」

「剣は、先祖伝来の物で、大事な物には違いありませんが、沓くつや蓆むしろをつくって生活くらしているあいだは、張卒から貰ったこれでも決して間にあわないこともありませんから……」

　母の惜しがる気持をなだめるつもりで彼がそういうと、何思ったか劉備の母は、

「ああ──わしは、お前のお父様に申しわけがない。亡き良人に顔向けがなりません。──わたしは、子の育て方を過あやまった！」と、慟哭どうこくして叫んだ。

「何を仰っしゃるんです。おっ母さん！ どうしてそんなことを」

　母の心を酌みかねて、劉備がおろおろというと、母はやにわに、眼の前にあった錫すずの小さい茶壺を取上げ、

「阿備あび、おいで！」と、きつい顔して、彼の腕を片手で引っ張った。

「何処へです。おっ母さん。……ど、どこへいらっしゃろうというんですか」

「…………」

　彼の母は、答えもせず、劉備の腕くびを固くつかんだまま、桃園の果てへ馳けだして行った。そしてそこの蟠桃河ばんとうがの岸までくると、持っていた錫すずの茶壺を、河の中ほど目がけてほうり捨ててしまった。
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「あッ。何で？」

　びっくりした劉備は、われを忘れて、母の手頸てくびをとらえたが、母の手から投げられた茶の壺は、小さいしぶきを見せて、もう河の底に沈んでいた。

「おっ母さん！　……おっ母さん！ ……一体、なにがお気にさわったのですか。なんで折角の茶を、河へ捨てておしまいになったんですか」

　劉備の声は、ふるえていた。母によろこばれたいばかりに、百難の中を、生命がけで持ってきた茶であった。

　母は、歓びの余りに、気が狂ふれたのではあるまいか？

「……何をいうのです。譟さわがしい！」

　母は、劉備の手を払った。

　そして亡ち父ちのような顔をした。

「…………」

　劉備は、きびしい母の眉に、思わず後ろへ退がった。生れてから初めて、母にも怖い姿があることを知った。

「阿備。お坐りなさい」

「……はい」

「お前が、わしを歓ばせるつもりで、はるばる苦労して持っておいでた茶を、河へ捨ててしもうた母の心がわかりますか」

「……わかりません。おっ母さん、玄徳げんとくは愚鈍です。どこが悪い、なにが気にいらぬと、叱って下さい。仰っしゃって下さい」

「いいえ！」

　母は、つよく頭を振り、

「勘ちがいをおしでない。母は自分の気ままから叱るのではありません。──大事な剣を人手に渡すようなお前を育ててきたことを、わたしは母として、ご先祖にも、死んだお父さんにも、済まなく思うたからです」

「私が悪うございました」

「お黙りっ！　……そんな簡単に聞かれては、母の叱言こごとがおまえに分っているとはいえません。──私が怒っているのは、お前の心根がいつのまにやら萎なえしぼんで、楼桑村の水呑百姓になりきってしもうたかと──それが口惜しいのです。残念でならないのです」

　母は、子を叱るために励ましているわれとわが声に泣いてしまって、袍ほうの袖を、老いの眼に当てた。

「……お忘れかえ、阿備。おまえのお父様も、お祖父じい様も、おまえのように沓くつを作り蓆むしろを織り、土民の中に埋もれたままお果てなされてはいるけれど、もっともっと先のご先祖をたずねれば、漢の中山靖王ちゅうざんせいおう劉勝りゅうしょうの正しい血すじなのですよ。おまえはまぎれもなく景帝けいていの玄孫げんそんなのです。この支那をひとたびは統一した帝王の血がおまえの体にながれているのです。あの剣は、その印綬いんじゅというてもよい物です」

「…………」

「だが、こんなことは、めったに口に出すことではない。なぜならば、今の後漢ごかんの帝室は、わたし達のご先祖を亡ぼして立った帝王だからです。景帝の玄孫とわかれば、とうに私たちの家すじは断たちきられておるでしょう。……だからというて、お前までが、土民になりきってしまってよいものか」

「…………」

「わたしは、そんな教育を、お前にした覚えはない。揺籃ゆりかごに入れて、子守唄をうとうて聞かせた頃から──また、この母が膝に抱いて眠らせた頃から──おまえの耳へ母はご先祖のお心を血の中へおしえこんだつもりです。──時の来ぬうちはぜひもないが、時節が来たら、世のために、また、漢の正統を再興するために、剣をとって、草廬そうろから起たねばならぬぞと」

「……はい」

「阿備。──その剣を人手に渡して、そなたは、生涯、蓆を織っている気か。剣よりも茶を大事にお思いか。……そんな性根しょうねの子が求めてきた茶などを、歓んで飲む母とお思いか。……わたしは腹が立つ。わたしはそれが悲しい」

　と、母は慟哭どうこくしながら、劉備の襟をつかまえて、嬰児あかごを懲こらすように折檻せっかんした。
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　母に打ちすえられたまま、劉備は身うごきもしなかった。

　打々ちょうちょうと、母が打つたびに、母の大きな愛が、骨身にしみ、さんさんと涙がとまらなかった。

「すみません」

　母の手をいたわるように、劉備はやがて、打つ手を抑えて、自分の額に、押しいただいた。

「わたくしの考え違いでございました。まったく玄徳の愚かがいたした落度でございます。仰っしゃる通り、玄徳もいつか、土民の中に貧窮しているため、心まで土民になりかけておりました」

「分かりましたか。阿備、そこへ気がつきましたか」

「ご打擲ちょうちゃくをうけて、幼少のご訓言が、骨身からよび起されて参りました。──大事な剣を失いましたことは、ご先祖へも、申しわけありませんが……ご安心下さいお母さん……玄徳の魂はまだ此こ身こにございます」

　──するとそれまで、老いの手が痺しびれるほど子を打っていた母の手は、やにわに阿備のからだをひしと抱きしめて、

「おお！　阿備や！　……ではお前にも、一生土民で朽ち果てまいと思う気持はおありかえ。まだ忘れないで、わたしの言葉を、魂のなかにお持ちかえ」

「なんで忘れましょう。わたくしが忘れても景帝の玄孫であるこの血液が忘れるわけはありません」

「よう云いなすった。……阿備よ。それを聞いて母は安心しました。ゆるしておくれ、……ゆるしておくれよ」

「何をなさるんです。わが子へ手をついたりして、もったいない」

「いいえ。心まで落ちぶれ果てたかと、悲しみと怒りの余り、お前を打擲したりして」

「ご恩です。大愛です。今のご打擲は、わたくしにとって、真の勇気をふるいたたせる神軍しんぐんの鼓つづみでございました。仏陀ぶっだの杖つえでございました。──もしきょうのお怒りを見せて下さらなければ、玄徳は何を胸に考えていても、おっ母さんが世にあるうちはと、卑怯ひきょうな土民をよそおっていたかも知れません。いいえそのうちについ年月を過して、ほんとの土民になって朽ちてしまったかもしれません」

「──ではお前は、何を思っても、この母が心配するのを怖れて、母が生きているうちはただ無事に暮していることばかり願っていたのだね。……ああ、そう聞けば、なおさらわたしのほうが済まない気がします」

「もう私も、肚がきまりました。──でなくても、今度の旅で、諸州の乱れやら、黄匪の惨害やら、地上の民の苦しみを、眼の痛むほど見てきたのです。おっ母さん、玄徳が今の世に生れ出たのは、天上の諸帝から、何か使命をうけて世に出たような気がされます」

　彼が、真実の心を吐くと彼の母は、天地に黙祷をささげて、いつまでも、両の腕かいなの中に額をうめていた。

　しかし、この日の朝のことは、どこまでも、母子おやこふたりだけの秘ひそかごとだった。

　劉備の家には、相変らず蓆機むしろばたを織る音が、何事もなげに、毎日、外へもれていた。

　土民の手あらの者が、職人として雇われてきて、日ごとに中庭の作業場で、沓くつを編み、蓆を荷造りして、それが溜ると、城内の市いちへ持って行って、穀物や布や、母の持薬などと交易してきた。

　変ったことといえば、それくらいなもので、家の東南たつみにある高さ五丈余の桑の大樹に、春は禽とりが歌い、秋は落葉して、いつかここに三、四年の星霜は過ぎた。

　すると、浅春の一日あるひ。

　白い山羊やぎの背に、二箇の酒瓶さかがめを乗せて、それをひいてきた旅の老人が、桑の下に立って、独りで何やら感嘆していた。
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　誰か、のっそりと、無断で家の横から中庭へはいってきた。

　劉備は、母と二人で、蓆を織っていた。無断といっても、土塀は崩れたままだし、門はないし、通り抜けられても、咎とがめるわけにもゆかないほどな家ではあったが──

「……おや？」

　振向いた母子おやこは目をみはった。そこに立った旅の老人よりも、酒瓶を背にのせている山羊の毛の雪白な美しさに、すぐ気をとられたのである。

「ご精が出るのう」

　老人は、なれなれしい。

　蓆機むしろばたのそばに腰をおろし、なにか話しかけたい顔だった。

「お爺さん、どこから来なすったね。たいそう毛のいい山羊だな」

　いつまでも黙っているので、かえって劉備から口を切ってやると、老人はさもさも何か感じたように、独りで首を振りながら云った。

「息子さんかの。このお方は」

「はい」と、母が答えると、

「よい子を生みなすったな、わしの山羊も自慢だが、この息子にはかなわない」

「お爺さんは、この山羊をひいて、城内の市いちへ売りに来なすったのかね」

「なあに、この山羊は、売れない。誰にだって、売れないさ。わしの息子だものな。わしの売物は酒じゃよ。だが道中で悪漢わるものに脅おどされて、酒は呑まれてしもうたから、瓶は二つとも空っぽじゃ。何もない。はははは」

「では、せっかく遠くから来て、おかねにも換えられずに帰るんですか」

「帰ろうと思って、ここまで来たら、偉い物を見たよわしは」

「なんですか」

「お宅の桑の樹さ」

「ああ、あれですか」

「今まで、何千人、いや何万人となく、村を通る人々が、あの樹を見たろうが、誰もなんともいった者はいないかね」

「べつに……」

「そうかなあ」

「珍しい樹だ、桑でこんな大木はないとは、誰もみないいますが」

「じゃあ、わしが告げよう。あの樹は、霊木れいぼくじゃ。この家から必ず貴人が生れる。重々ちょうちょう、車蓋しゃがいのような枝が皆、そういってわしへ囁いた。……遠くない、この春。桑の葉が青々とつく頃になると、いい友達が訪ねてくるよ。蛟龍こうりょうが雲をえたように、それからここの主あるじはおそろしく身の上が変ってくる」

「お爺さんは、易者かね」

「わしは、魯ろの李定りていという者さ。というて年中飄々ひょうひょうとしておるから、故郷にいたためしはない。山羊をひっぱって、酒に酔うて、時々、市へ行くので、皆が羊仙ようせんといったりする」

「羊仙さま。じゃあ世間の人は、あなたを仙人と思っているので？」

「はははは。迷惑なはなしさ。何しろきょうはよろこばしい人とはなし、珍しい霊木を見た。この子のおっ母さん」

「はい」

「この山羊を、お祝いに献上しよう」

「えっ？」

「おそらく、この子は、自分の誕生日も、祝われたことはあるまい。だが、今度は祝ってやんなさい。この瓶かめに酒を買い、この山羊を屠ほふって、血は神壇に捧げ、肉は羹あつものに煮て」

　初めは、戯れであろうと、半ば笑いながら聞いていたところ、羊仙はほんとに山羊を置いて、立ち去ってしまった。

　驚いて、桑の下まで馳けだし、往来を見まわしたが、もう姿は見えなかった。




橋畔風談きょうはんふうだん
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　蟠桃河ばんとうがの水は紅くなった。両岸の桃園は紅霞こうかをひき、夜は眉のような月が香った。

　けれど、その水にも、詩を詠よむ人を乗せた一艘の舟もないし、杖をひいて逍遥する雅人がじんの影もなかった。

「おっ母さん、行ってきますよ」

「ああ、行っておいで」

「なにか城内からおいしい物でも買ってきましょうかね」

　劉備は、家を出た。

　沓くつや蓆むしろをだいぶ納めてある城内の問屋へ行って、価あたいを取ってくる日だった。

　午ひるから出ても、用達をすまして陽のあるうちに、らくに帰れる道のりなので、劉備は驢ろにものらなかった。

　いつか羊仙のおいて行った山羊がよく馴れて、劉備の後についてくるのを、母が後ろで呼び返していた。

　城内は、埃ほこりッぽい。

　雨が久しくなかったので、沓くつの裏がぽくぽくする。劉備は、問屋から銭を受け取って、脂あぶら光りのしている市いちの軒なみを見て歩いていた。

　蓮根れんこんの菓子があった。劉備はそれを少し買い求めた。──けれど少し歩いてから、

「蓮根は、母の持病に悪いのじゃないか」と、取換えに戻ろうかと迷っていた。

　がやがやと沢山な人が辻に集まっている。いつもそこは、野鴨のがもの丸揚げや餅など売っている場所なので、その混雑かと思うていたが、ふと見ると、大勢の頭の上に、高々と、立札が見えている。

「何だろ？」

　彼も、好奇にかられて、人々のあいだから高札こうさつを仰いだ。

　見ると──

遍あまねく天下に義勇の士を募つのる


　という布告の文であった。

黄巾こうきんの匪ひ、諸州に蜂起してより、年々の害、鬼畜の毒、惨として蒼生そうせいに青田せいでんなし。

今にして、鬼賊を誅ちゅうせずんば、天下知るべきのみ。

太守たいしゅ劉焉りゅうえん、遂に、子民の泣哭きゅうこくに奮って討伐の天鼓を鳴らさんとす。故に、隠れたる草廬そうろの君子、野に潜ひそむの義人、旗下に参ぜよ。

欣然、各子の武勇に依って、府に迎えん。

涿郡たくぐん校尉こうい鄒靖すうせい

「なんだね、これは」

「兵隊を募つのっているのさ」

「ああ、兵隊か」

「どうだ、志願して行って、ひと働きしては」

「おれなどはだめだ。武勇もなにもない。ほかの能もないし」

「誰だって、そう能のある者ばかり集まるものか。こう書かなくては、勇ましくないからだよ」

「なるほど」

「憎にくい黄匪こうひめを討つんだ、槍の持ち方が分らないうちは、馬の飼糧かいばを刈っても軍いくさの手伝いになる。おれは行く」

　ひとりがつぶやいて去ると、そのつぶやきに決心を固めたように、二人去り、三人去り、皆、城門の役所のほうへ力のある足で急いで行った。

「…………」

　劉備は、時勢の跫音あしおとを聞いた。民心のおもむく潮うしおを見た。

　──が。蓮根の菓子を手に持ったまま、いつまでも、考えていた。誰もいなくなるまで、高札と睨み合って考えていた。

「……ああ」

　気がついて、間がわるそうに、そこから離れかけた。すると、誰か、楊柳ようりゅうのうしろから、

「若人。待ち給え」

　と、呼んだ者があった。
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　さっきから楊柳の下に腰かけて、路傍みちばたの酒売りを相手に、声高に話していた男のあったことは、劉備も知っていた。

　自分の容子を、横目ででも見ていたのだろうか、二、三歩、高札から足を退けると、

「貴公、それを読んだか」

　片手に、酒杯さかずきを持ち、片手に剣の把つかを握って不意に起ってきたのである。

　楊柳の幹より大きな肩幅を、後ろ向きに見ていただけであったが、立上がったのを見ると、実に見上げるばかりの偉丈夫であった。突然、山が立ったように見えた。

「……私ですか」

　劉備はさらに改めて、その人を見なおした。

「うむ。貴公よりほかに、もう誰もいないじゃないか」

　黒漆こくしつの髯ひげの中で、牡丹ぼたんのような口を開いて笑った。

　声も年頃も、劉備と幾つも違うまいと思われたが、偉丈夫は、髪から腮あごまで、隙間もないように艶々しい髯をたくわえていた。

「──読みました」

　劉備の答えは寡言かごんだった。

「どう読んだな、貴公は」と、彼の問いは深刻で、その眼は、烱々けいけいとして鋭い。

「さあ？」

「まだ考えておるのか。あんなに長い間、高札と睨み合っていながら」

「ここで語るのを好みません」

「おもしろい」

　偉丈夫は、酒売りへ、銭と酒杯さかずきを渡して、ずかずかと、劉備のそばへ寄ってきた。そして劉備の口真似しながら、

「ここで語るのを好みません……いや愉快だ。その言葉に、おれは真実を聴く。さ、何処かへ行こう」

　劉備は困ったが、「とにかく歩きましょう。ここは人目の多い市ですから」

「よし歩こう」

　偉丈夫は、闊歩かっぽした。劉備は並行してゆくのに骨が折れた。

「あの虹橋こうきょうの辺はどうだ」

「よいでしょう」

　偉丈夫の指さすところは町はずれの楊柳の多い池のほとりだった。虹をかけたような石橋がある。そこから先は廃苑はいえんであった。何とかいう学者が池をほって、聖賢の学校を建てたが、時勢は聖賢の道と逆行するばかりで、真面目に通ってくる生徒はなかった。

　学者は、それでも根気よく、石橋に立って道を説いたが、市の住民や童は、（気狂いだ）と、耳もかさない。それのみか、小賢こざかしい奴だと、石を投げる者もあったりした。

　学者は、いつのまにか、ほんとの狂人になってしまったとみえ、ついには、あらぬ事を絶叫して、学苑の中をさまよっていたが、そのうちに蓮池の中に、あわれ死体となって浮び上がった。

　そういう遺蹟であった。

「ここはいい。掛け給え」

　偉丈夫は、虹橋の石欄せきらんへ腰をかけ、劉備にもすすめた。

　劉備は、ここまで来る間に、偉丈夫の人物をほぼ観ていた。そして、（この人間は偽にせものでない）と思ったので、ここへ来た時は、彼もかなりな落着きと本気を示していた。

「時に、失礼ですが、尊名から先に承りたいものです。私はここからほど遠くない楼桑村の住人で、劉備玄徳という者ですが」

　すると偉丈夫は、いきなり劉備の肩を打って、「好漢。それはもう聞いておるじゃないか。この方の名だって、よくご承知のはずだが」といった。
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「えっ？　……私も以前からご存じの方ですって」

「お忘れかな。ははは」

　偉丈夫は、肩をゆすぶって、腮あごの黒い髯ひげをしごいた。

「──無理もない。頬の刀傷で、容貌も少し変った。それにここ三、四年はつぶさに浪人の辛酸をなめたからなあ。貴公とお目にかかった頃には、まだこの黒髯もたくわえてなかった時じゃ」

　そういわれても、劉備はまだ思い出せなかったが、ふと、偉丈夫の腰に佩はいている剣を見て、思わずあっと口をすべらせた。

「おお、恩人！　思い出しました。あなたは数年前、私が黄河から涿たく県のほうへ帰ってくる途中、黄匪こうひに囲まれてすでに危うかった所を助けてくれた鴻家こうけの浪士、張飛翼徳ちょうひよくとくと仰っしゃったお方ではありませんか」

「そうだ」

　張飛はいきなり腕をのばして、劉備の手を握りしめた。その手は鉄のようで、劉備の掌てを握ってなお、五指が余っていた。

「よく覚えていて下された。いかにもその折の張飛でござる。かくの如く、髯をたくわえ、容貌を変えているのも、以来、志を得ずに、世の裏に潜んでおるがためです。──で実は、貴公に分るかどうか試してみたわけで、最前からの無礼はどうかゆるされい。」

　偉丈夫に似あわず、礼には篤あつかった。

　すると劉備は、より以上、慇懃いんぎんにいった。

「豪傑。失礼はむしろ私のほうこそ咎めらるべきです。恩人のあなたを見忘れるなどということは、たとえいかに当時とお変りになっているにせよ、相済まないことです。どうか、劉備の罪はおゆるし下さい」

「やあ、ご鄭重で恐れいる。ではまあ、お互いとしておこう」

「時に、豪傑。あなたは今、この県城の市まちに住んでおるのですか」

「いや、話せば長いことになるが、いつかも打明け申した通り、どうかして黄巾賊に奪われた主家の県城を取返さんものと、民間にかくれては兵を興おこし、また、敗れては民間に隠れ、幾度も幾度も事を謀はかったが、黄匪の勢力はさかんになるばかりで、近頃はもう矢も尽き刀も折れたという恰好です。……で先頃から、この涿県たくけんに流れてきて、山野の猪いのこを狩って肉を屠ほふり、それを市にひさいで露命をつないでおるような状態です。おわらい下さい。ここのところ、張飛も尾羽おは打枯うちからした態ていたらくなので」

「そうですか。少しも知りませんでした。そんなことなら、なぜ楼桑村の私の家を訪ねてくれなかったのですか」

「いや、いつかは一度、お目にかかりに参る心ではいたが、その折には、ぜひ尊公に、うんと承知してもらいたいことがあるので──その準備がまだこっちにできていないからだ」

「この劉備に、お頼みとは、いったい何事ですか」

「劉君」

　張飛は、鏡のような眼をした。らんらんとそのなかに胸中の炬火きょかが燃えているのを劉備は認めた。

「尊公は今日、市で県城の布令を読まれたであろう」

「うむ。あの高札ですか」

「あれを見て、どう思われましたか。黄匪討伐の兵を募るという文を見て──」

「べつに、どうといって、なんの感じもありません」

「ない？」

　張飛は、斬りこむような語気でいった。明らかに、激怒の血を、顔にうごかしてである。

　けれど劉備は、

「はい。何も思いません。なぜなら、私には、ひとりの母がありますから。──従って、兵隊に出ようとは思いませんから」

　水のように冷静にいった。




四



　秋かぜが橋の下を吹く。

　虹橋の下には、枯蓮かれはすの葉がからから鳴っていた。

　びらっと、色羽の征箭そやが飛んだと見えたのは、水を離れた翡翠かわせみだった。

「嘘だっ」

　張飛は、静かな話し相手へ、いきなり呶鳴って、腰かけていた橋の石欄から突っ立った。

「劉君。貴公は、本心を人に秘して、この張飛へも、深くつつんでおられるな。いや、そうだ。張飛をご信用なさらぬのだ」

「本心？　……私の本心は今いった通りです。なにを、あなたにつつむものか」

「しからば貴公は、今の天下を眺めて、なんの感じも抱かれないのか」

「黄匪の害は見ていますが、小さい貧屋ひんおくに、ひとりの母さえ養いかねている身には」

「人は知らず、張飛にそんなことを仰っしゃっても、張飛はあなたを、ただの土民と見ることはできぬ。打明けて下さい。張飛も武士です。他言は断じて致さぬ漢おとこです」

「困りましたな」

「どうしても」

「お答えのしようがありません」

「ああ──」

　憮然ぶぜんとして、張飛は、黒漆こくしつの髯を秋かぜに吹かせていたが、何か、思い出したように、突然、佩はいている剣帯を解いて、

「お覚えがあるでしょう」と、鞘さやを握って、劉備の面おもてへ、横ざまに突きつけていった。

「これはいつか、貴公から礼にと手前へ賜わった剣です。また、私から所望した剣であった。──だが不肖は、いつか尊公に再び巡り合ったら、この品は、お手もとへ返そうと思っていた。なぜならば、これは張飛の如き匹夫ひっぷが持つ剣ではないからだ」

「…………」

「血しぶく戦場で、──また、戦いくさに敗れて落ち行く草枕の寝覚めに──幾たびとなく拙者はこの剣を抜き払ってみた。そして、そのたびに、拙者は剣の声を聞いた」

「…………」

「劉君、其許そこもとは聞いたことがあるか、この剣の声を！」

「…………」

「一揮きして、風を断てば、剣は啾々しゅうしゅうと泣くのだ。星衝ついて、剣把けんぱから鋩子ぼうしまでを俯仰ふぎょうすれば、朧夜おぼろよの雲とまがう光の斑ふは、みな剣の涙として拙者には見える」

「…………」

「いや、剣は、剣を持つ者へ訴えていうのだ。いつまで、わが身を、為なすなく室中に閉じこめておくぞと。──劉備どの、嘘と思わば、その耳に、剣の声を聞かそうか、剣の涙を見せようか」

「……あっ」

　劉備も思わず石欄から腰を立てた。──止める間はなかった。張飛は、剣を払って、ぴゅっと、秋風を斬った。正しく、剣の声が走った。しかもその声は、劉備の腸はらわたを断つばかり胸をうった。

「君聞かずや！」

　張飛は、いいながら、またも一振り二振りと、虚空に剣光を描いて、

「何の声か。そも」と、叫んだ。

　そしてなおも、答えのない劉備を見ると、もどかしく思ったのか、橋の石欄へ片足を踏みかけて、枯蓮の池を望みながら独り云った。

「可惜あたら、治国愛民の宝剣も、いかにせん持つ人もなき末世まっせとあってはぜひもない。霊あらば剣も恕じょせ。猪肉売いのこうりの浪人の腰にあるよりは、むしろ池中に葬って──」

　あなや、剣は、虹橋の下に投げ捨てられようとした。劉備は驚いて、走り寄るなり彼の腕を支え、「豪傑待ち給え」と、叫んだ。




五



　張飛はもとより折角の名剣を泥池に捨ててしまうのは本意ではないから、止められたのを幸いに、

「何か？」と、わざと身を退ひいて、劉備の言を待つもののように見まもった。

「まず、お待ちなさい」

　劉備は言葉しずかに、張飛の悲壮な顔いろをなだめて、

「真の勇者は慷慨こうがいせずといいます。また、大事は蟻ありの穴より漏るというたとえもある。ゆるゆるはなすとしましょう。しかし、足下そっかが偽ものでないことはよく認めました。偉丈夫の心事を一時でも疑った罪はゆるして下さい」

「おっ。……では」

「風にも耳、水にも眼、大事は路傍では語れません。けれど自分は何をつつもう、漢の中山靖王ちゅうざんせいおう劉勝りゅうしょうの後胤こういんで、景帝の玄孫にあたるものです。……なにをか好んで、沓くつを作り蓆むしろを織って、黄荒こうこうの末季まっきを心なしに見ておりましょうや」と、声は小さく語韻ごいんはささやく如くであったが、凛りんたるものをうちに潜ひそめていい、そしてにこと笑ってみせた。

「豪傑。これ以上、もう多言は吐く必要はないでしょう。折を見てまた会いましょう。きょうは市へきた出先で、遅くなると母も案じますから──」

　張飛は獅子首を突きだして、噛みつきそうな眼をしたまま、いつまでも無言だった。これは感きわまった時にやるかれの癖なのである。それからやがて唸るような息を吐いて、大きな胸をそらしたと思うと、

「そうだったのか！　やはりこの張飛の眼には誤りはなかった！ いやいつか古塔の上から跳び降りて死んだかの老僧のいったことが、今思いあたる。……ウウム、あなたは景帝の裔孫えいそんだったのか。治乱興亡の長い星霜のあいだに、名門名族は泡沫うたかたのように消えてゆくが、血は一滴でも残されればどこかに伝わってゆく。ああ有難い。生きていたかいがあった。今月今日、張飛は会うべきお人に会った」

　独りしてそう呻うめいていたかと思うと、彼はにわかに、石橋の石の上にひざまずき、剣を奉じて、劉備へいった。

「謹んで、剣は、尊手へおかえしします。これはもともと、やつがれなどの身に佩はくものではない。──が、ただしです。あなたはこの剣を受け取らるるや否や、この剣を佩くからには、この剣と共にある使命もあわせて佩かねばならぬが」

　劉備は、手を伸ばした。

　何か、おごそかな姿だった。

「享うけましょう」

　剣は、彼の手にかえった。

　張飛は、いく度も、拝姿の礼を、くり返して、

「では、そのうちに、きっと楼桑村へ、お訪ねして参るぞ」

「おお、いつでも」

　劉備は、今まで佩いていた剣と佩きかえて、前の物は、張飛へ戻した。それは張飛に救われた数年前に、取換えた物だったからである。

「日が暮れかけてきましたな。じゃあ、いずれまた」

　夕闇の中を、劉備は先に、足を早めて別れ去った。風にふかれて行く水色の服は汚れていたが、剣は眼に見える黄昏たそがれの万象の中で、なによりも異彩を放って見えた。

「体に持っている気品というものは争えぬものだ。どこか貴公子の風がある」

　張飛は見送りながら、独り虹橋の上に立ち暮れていたが、やがてわれにかえった顔をして、

「そうだ、雲長うんちょうにも聞かせて、早く歓ばしてやろう」と、何処ともなく馳けだしたが、劉備とちがってこれはまた、一陣の風が黒い物となって飛んで行くようだった。
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一



　城壁の望楼で、今しがた、鼓こが鳴った。

　市いちは宵の燈となった。

　張飛は一度、市の辻へ帰った。そして昼間ひろげていた猪いのこの露店をしまい、猪の股や肉切り庖丁などを苞つとにくくって持つとまた馳けだした。

「やあ、遅かったか」

　城内の街から城外へ通じるそこの関門は、もう閉まっていた。

「おうい、開けてくれっ」

　張飛は、望楼を仰いで、駄々っ子のようにどなった。

　関門のかたわらの小さい兵舎から五、六人ぞろぞろ出てきた。とほうもない馬鹿者に訪れられたように、からかい半分に叱りとばした。

「こらっ。なにをわめいておるか。関門が閉まったからには、霹靂へきれきが墜ちても、開けることはできない。なんだ貴様は一体」

「毎日、城内の市へ、猪の肉を売りに出ておる者だが」

「なるほど、こやつは肉売りだ。なんで今頃、寝ぼけて関門へやってきたのか」

「用が遅れて、閉門の時刻までに、帰りそびれてしまったのだ。開けてくれ」

「正気か」

「酔うてはいない」

「ははは。こいつ酔っぱらっているに違いない。三べんまわってお辞儀をしろ」

「なに」

「三度ぐるりと廻って、俺たちを三拝したら通してやる」

「そんなことはできぬが、このとおりお辞儀はする。さあ、開けてくれ」

「帰れ帰れ。何百ぺん頭を下げても、通すわけにはゆかん。市の軒下へでも寝て、あした通れ」

「あした通っていいくらいなら頼みはせん。通さぬとあれば、汝らをふみつぶして、城壁を躍り越えてゆくがいいか」

「こいつが……」と、呆れて、

「いくら酒の上にいたせ、よいほどに引っ込まぬと、素そッ首くびを刎はね落すぞ」

「では、どうしても、通さぬというか。おれに頭を下げさせておきながら」

　張飛は、そこらを見廻した。酔いどれとは思いながら、雲つくような巨漢おおおとこだし、無気味な眼の光にかまわずにいると、ずかずかと歩みだして、城壁の下に立ち、役人以外は登ることを厳禁している鉄梯子かなばしごへ片足をかけた。

「こらっ。どこへ行く」

　ひとりは、張飛の腰の紐帯ちゅうたいをつかんだ。他の関門兵は、槍をそろえて向けた。

　張飛は、髯の中から、白い歯を見せて、人なつこい笑い方をした。

「いいじゃないか。野暮やぼをいわんでも……」

　そしてたずさえている猪の肉の片股かたももと、肉切り庖丁とを、彼らの目のまえに突き出した。

「これをやろう。貴公らの身分では、めったに肉も喰らえまい。これで寝酒でもやったほうが、俺になぐり殺されるより遥かにましじゃろうが」

「こいつが、いわしておけば──」

　また一人、組みついた。

　張飛は、猪の股を振り上げて、突きだしてくる槍を束にして払い落した。そして自分の腰と首に組みついている二人の兵は、蠅でもたかっているように、そのまま振りのけもせず、二丈余の鉄梯子を馳け登って行った。

「や、やっ」

「狼藉者ろうぜきものっ」

「関門破りだっ」

「出合え。出合えっ」

　狼狽して、わめき合う人影のうえに、城壁の上から、二箇の人間が飛んできた。もちろん、投げ落された人間も血漿けっしょうの粉になり、下になった人間も、肉餅にくぺいのように圧しつぶされた。




二



　物音に、望楼の守兵と、役人らが出て見た時は、張飛はもう、二丈余の城壁から、関外の大地へとび降りていた。

「黄匪こうひだっ」

「間諜だ」

　警鼓けいこを鳴らして、関門の上下では騒いでいたが、張飛はふりむきもせず、疾風のように馳けて行った。

　五、六里も来ると、一条の河があった。蟠桃河ばんとうがの支流である。河向うに約五百戸ほどの村が墨のような夜靄よもやのなかに沈んでいる。村へはいってみるとまだそう夜も更ふけていないので、所々の家の灯皿に薄暗い明りがゆらいでいる。

　楊柳に囲まれた寺院がある。塀にそって張飛は大股に曲がって行った。すると大きな棗なつめの木が五、六本あって、隠士の住居とも見える閑寂な庭があった。門柱はあるが扉はない。そしてそこの入口に、
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　という看板がかかっていた。

「おういっ。もう寝たのか。雲長うんちょう、雲長」

　張飛は、烈しく、奥の家の扉をたたいた。すると横の窓に、うすい灯がさした。帳とばりを揚げて誰か窓から首を出したようであった。

「だれだ」

「それがしだ」

「張飛か」

「おう、雲長」

　窓の灯が、中の人影といっしょに消えた。間もなく、たたずんでいる張飛の前の扉がひらかれた。

「何用だ。今頃──」

　手燭に照らされてその人の面おもてが昼みるよりもはっきり見えた。まず驚くべきことは、張飛にも劣らない背丈と広い胸幅であった。その胸にはまた、張飛よりも長い腮髯あごひげがふっさりと垂れていた。毛の硬こわい者は粗暴で神経もあらいということがほんとなら、雲長というその者の髯のほうが、彼のものよりは軟かで素直でそして長いから、同時に張飛よりもこの人のほうが智的にすぐれているといえよう。

　智的といえば、額もひろい。眼は鳳眼ほうがんであり、耳朶じだは豊かで、総じて、体の巨おおきいわりに肌目きめこまやかで、音声もおっとりしていた。

「いや、夜中とは思ったが、一刻もはやく、尊公にも聞かせたいと思って──よろこびを齎もたらしてきたのだ」

　張飛のことばに、

「また、それを肴さかなに、飲もうというのじゃないかな」

「ばかをいえ。それがしを、そう飲んだくれとばかり思うているから困る。平常の酒は、鬱懐うっかいをはらすために飲むのだ。今夜はその鬱懐もいっぺんに散じて、愉快でならない吉報をたずさえて来たのだ。酒がなくても、ずいぶん話せることだ。あればなおいいが」

「ははははは。まあ入れ」

　暗い廊を歩いて、一室へ二人はかくれた。その部屋の壁には、孔子やその弟子たちの聖賢の図がかかっていた。また、たくさんな机が置いてあった。門柱に見えるとおり、童学草舎は村の寺子屋であり、主あるじは村童の先生であった。

「雲長──いつも話の上でばかり語っていたことだが、俺たちの夢がどうやらだんだん夢ではなく、現実になってきたらしいぞ。実はきょう、前からも心がけていたが──かねて尊公にもはなしていた劉備りゅうびという漢おとこ──それに偶然市で出会ったのだ。突っこんだ話をしてみたところ、果たして、ただの土民ではなく、漢室の宗族そうぞく景帝の裔孫えいそんということが分った。しかも英邁えいまいな青年だ。さあ、これから楼桑村の彼の家を訪れよう。雲長、支度はそれでよいか」




三



「相かわらずだのう」

　雲長うんちょうは笑ってばかりいる。張飛がせきたてても、なかなか腰を上げそうもないので、張飛は、「何が相かわらずだ」と、やや突っかかるような言葉で反問した。

「だって」と、雲長はまた笑い、「これから楼桑村へゆけば、真夜中まよなかを過ぎてしまう。初めての家を訪問するのに、あまり礼を知らぬことに当ろう。なにも、明日でも明後日でもよいではないか。さあといえば、それというのが、貴公の性質だが、偉丈夫たる者はよろしくもっと沈重な態度であって欲しいなあ」

　せっかく、一刻もはやくよろこんでもらおうと思ってきたのに、案外、雲長が気のない返辞なので、

「ははあ。雲長。尊公はまだそれがしの話を、半信半疑で聞いておるんじゃないか。それで、渋ッたい面おもてをしておるのだろう。おれのことを、いつも短気というが、尊公の性質は、むしろ優柔不断というやつだ。壮図そうとを抱く勇者たる者は、もっと事に当って、果断であって欲しいものだ」

「ははははは。やり返したな。しかしおれは考えるな。なんといわれても、もっと熟慮してみなければ、うかつに、景帝の玄孫などという男には会えんよ。──世間に、よくあるやつだから」

「そら、その通り、拙者の言を疑っておるのではないか」

「疑ぐるのが常識で、疑わない貴公が元来、生一本のばか正直というものじゃ」

「聞き捨てにならんことをいう。おれがどうしてばか正直か」

「ふだんの生活でも、のべつ人に騙だまされておるではないか」

「おれはそんなに人に騙されたおぼえはない」

「騙されても、騙されたと覚らぬほど、尊公はお人が好いのだ。それだけの武勇をもちながら、いつも生活に困って、窮迫したり流浪したり、皆、尊公の浅慮がいたすところである。その上、短気ときているので、怒ると、途方もない暴をやる。だから張飛は悪いやつだと反対な誤解をまねいたりする。すこし反省せねばいかん」

「おい雲長。拙者は今夜、なにも貴公の叱言こごとを聞こうと思って、こんな夜中、やって来たわけではないぜ」

「だが、貴公とわしとは、かねて、お互いの大志を打明け、義兄弟の約束をし、わしは兄、貴公は弟と、固く心を結び合った仲だ。──だから弟の短所を見ると、兄たるわしは、憂えずにはいられない。まして、秘密の上にも秘密にすべき大事は、世間へ出て、二度や三度会ったばかりの漢おとこへ、軽率に話したりなどするのはよろしくないことだ。そのうえ人の言をすぐ信じて、真夜中もかまわず直ぐ訪れようなんて……どうもそういう浅慮あさはかでは案じられてならん」

　雲長は、劉備の家を訪問するなどもってのほかだといわぬばかりなのである。彼は、張飛にとって、いわゆる義兄弟の義兄ではあるし、物分りもすぐれているので、話が、理になってくると、いつも頭は上がらないのであった。

　出ばなをくじかれたので、張飛はすっかり悄気しょげてしまった。雲長は気の毒になって、彼の好きな酒を出して与えたが、

「いや、今夜は飲まん」

　と、張飛はすっかり無口になって、その晩は、雲長の家で寝てしまった。

　夜が明けると、学舎に通う村童が、わいわいと集まってきた。雲長は、よく子供らにも馴なじまれていた。彼は、子どもらに孔孟こうもうの書を読んで聞かせ、文字を教えなどして、もう他念なき村夫子そんぷうしになりすましていた。

「また、そのうちに来るよ」

　学舎の窓から雲長へいって、張飛は黙々とどこかへ出て行った。
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　むっとして、張飛は、雲長の家の門を出た。門を出ると、振向いて、

「ちぇっ。なんていう煮え切らない漢おとこだろう」と、門へ罵ののしった。

　楽しまない顔色は、それでも癒いえなかった。村の居酒屋へくると、ゆうべから渇かわいていたように、すぐ呶鳴った。

「おいっ、酒をくれい」

　朝の空き腹に、斗酒としゅをいれて、張飛はすこし、眼のふちを赤黒く染めた。

　やや気色が晴れてきたとみえて居酒屋の亭主に、冗戯じょうだんなどいいだした。

「おやじ、お前んとこの鶏とりは、おれに喰われたがって、おれの足もとにばかりまとってきやがる。喰ってもいいか」

「旦那、召しあがるなら、毛をむしって、丸揚げにしましょう」

「そうか。そうしてくれればなおいいな。あまり鶏めが慕ってくるから、生なまで喰やろうと思っていたんだが」

「生肉をやると腹に虫がわきますよ、旦那」

「ばかをいえ。鶏とりの肉と馬の肉には寄生虫は棲すんでおらん」

「ヘエ。そうですか」

「体熱が高いからだ。すべて低温動物ほど寄生虫の巣だ。国にしてもそうだろう」

「へい」

「おや、鶏がいなくなった。おやじもう釜へ入れたのか」

「いえ。お代さえいただけば、揚げてあるやつを直ぐお出しいたしますが」

「銭はない」

「ごじょうだんを」

「ほんとだよ」

「では、お酒のお代のほうは」

「この先の寺の横丁を曲がると、童学草舎という寺子屋があるだろう。あの雲長のとこへ行って貰ってこい」

「弱りましたなあ」

「なにが弱る。雲長という漢おとこは、武人のくせに、金に困らぬやつだ。雲長はおれの兄哥あにきだ。弟の張飛が飲んで行ったといえば、払わぬわけにはゆくまい。──おいっ、もう一杯ついでこい」

　亭主は、如才なく、彼をなだめておいて、その間に、女房を裏口からどこかへ走らせた。雲長の家へ問合せにやったものとみえる。間もなく、帰ってきて何かささやくと、

「そうかい。じゃあ飲ませても間違いあるまい」

　おやじはにわかに、態度を変えて、張飛の飲みたい放題に、酒をつぎ鶏の丸揚げも出した。

　張飛は、丸揚げを見ると、

「こんな、鶏の乾物ひものなど、おれの口には合わん。おれは動いている奴を喰いたいのだ」

　と、そこらにいる鶏をとらえようとして、往来まで追って行った。

　鶏は羽ばたきして、彼の肩を跳び越えたり、彼の危うげな股をくぐって、逃げ廻ったりした。

　すると、しきりに、村の軒並を物色してきた捕吏が、張飛のすがたを認めると、率ひきつれている十名ほどの兵へにわかに命令した。

「あいつだ。ゆうべ関門を破った上、衛兵を殺して逃げた賊は。──要心してかかれ」

　張飛は、その声に、

「何だろ？」と、いぶかるように、あたりを酔眼で見まわした。一羽の若鶏が彼の手に脚をつかまえられて、けたたましく啼いたり羽ばたきをうっていた。

「賊っ」

「遁のがさん」

「神妙に縄にかかれ」

　捕吏と兵隊に取囲まれて、張飛ははじめて、おれのことかと気づいたような面もちだった。

「何か用か」

　まわりの槍を見まわしながら、張飛は、若鶏の脚を引っ裂いて、その股の肉を横にくわえた。




五



　酔うと酒くせのよくない張飛であった。それといたずらに殺伐さつばつを好む癖は、二つの欠点であるとは常々、雲長からもよくいわれていることだった。

　鶏とりを裂いて、股を喰らうぐらいな酒の上は、彼としては、いと穏当な芸である。──だが、捕吏や兵隊は驚いた。鶏の血は張飛の唇のまわりを染め、その炯々けいけいたる眼は怖ろしく不気味であった。

「なに？　……おれを捕まえにきたと。……わははははは。あべこべに取っつかまって、この通りになるなよ」

　裂いた鶏を、眼の高さに、上げて示しながら、張飛は取囲む捕吏と兵隊を揶揄やゆした。

　捕吏は怒って、

「それっ、酔どれに、愚図愚図いわすな。突き殺してもかまわん。かかれっ」と、呶号した。

　だが、兵隊たちは、近寄れなかった。槍ぶすまを並べたまま、彼の周囲を巡りまわったのみだった。

　張飛は、変な腰つきをして、犬みたいにつく這ばった。それがよけいに捕吏や兵隊を恐怖させた。彼の眼が向ったほうへ飛びかかってくる支度だろうと思ったからである。

「さあ、大きな鶏どもめ、一羽一羽、ひねりつぶすから逃げるなよ」

　張飛はいった。

　彼の頭にはまだ鶏を追いかけ廻している戯たわむれが連続していて、捕吏の頭にも、兵隊の頭にも、鶏冠とさかが生えているように見えているらしかった。

　大きな鶏どもは呆れかつ怒り心頭しんとうに発して、

「野郎っ」と、喚わめきながら一人が槍でなぐった。槍は正確に、張飛の肩へ当ったが、それは猛虎の髯にふれたも同じで、張飛の酔いをして勃然ぼつぜんと遊戯から殺伐へと転向させた。

「やったな」

　槍を引ったくると、張飛はそれで、莚むしろの豆幹まめがらでも叩くように、まわりの人間を叩き出した。

　叩かれた捕吏や兵隊も、はじめて死にもの狂いになり始めた。張飛は、面倒といいながら槍を虚空へ投げた。虚空へ飛んだ槍は、唸りを起したままどこまで飛んで行ったか、なにしろその附近には落ちてこなかった。

　鶏の悲鳴以上な叫喚きょうかんが、一瞬のまに起って、一瞬の間にやんでしまった。

　居酒屋のおやじ、居合せた客、それから往来の者や、附近の人たちは皆、家の中や木蔭にひそんで、どうなることかと、息をころしていたが、余りにそこが、急に墓場のような寂寞しじまになったので、そっと首を出して往来をながめると、ああ──と誰も呻うめいたままで口もきけなかった。

　首を払われた死骸、血へどを吐いた死骸、眼のとびだしている死骸などが、惨として、太陽の下もとにさらされている。

　半分は、逃げたのだろう。捕吏も兵隊も、誰もいない。

　張飛は？

　と見ると、これはまた、悠長なのだ。村はずれのほうへ、後ろ姿を見せて、寛々かんかんと歩いてゆく。

　その袂たもとに、春風はのどかに動いていた。酒のにおいが、遠くにまで、漂ただよってくるように──。

「たいへんだ。おい、はやくこのことを、雲長先生の家へ知らせてこい。あの漢おとこが、ほんとに、先生の舎弟なら、これはあの先生も、ただでは済まないぞ」

　居酒屋のおやじは、自分のおかみさんへ喚わめいた。だが、彼の妻はふるえているばかりで役に立たないので、ついに自分であたふたと、童学草舎の横丁へ、馳けよろめいて行った。




三花か一瓶ぺい
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　母と子は、仕事の庭に、きょうも他念なく、蓆機むしろばたに向って、蓆を織っていた。

　がたん……

　ことん

　がたん

　水車の回まわるような単調な音がくり返されていた。

　だが、その音にも、きょうはなんとなく活気があり、歓喜の譜ふがあった。

　黙々、仕事に精だしてはいるが、母の胸にも、劉備りゅうびの心にも、今日この頃の大地のように、希望の芽が生々と息づいていた。

　ゆうべ。

　劉備は、城内の市から帰ってくると、まっ先に、二つの吉事を告げた。

　一人の良き友に出会った事と、かねて手放した家宝の剣が、計らず再び、自分の手へ返ってきた事と。

　そう二つの歓びを告げると、彼の母は、

「一陽来復ようらいふく。おまえにも時節が来たらしいね。劉備や……心の支度もよいかえ」

　と、かえって静かに声を低め、劉備の覚悟を糺ただすようにいった。

　時節。……そうだ。

　長い長い冬を経て、桃園の花もようやく蕾つぼみを破っている。土からも草の芽、木々の枝からも緑の芽、生命のあるもので、萌もえ出ない物はなに一つない。

　がたん……

　ことん……

　蓆機むしろばたは単調な音をくりかえしているが、劉備の胸は単調でない。こんな春らしい春をおぼえたことはない。

　──我は青年なり。

　空へ向って言いたいような気持である。いやいや、老いたる母の肩にさえ、どこからか舞ってきた桃花の一片ひとひらが、紅あかく点じているではないか。

　すると、どこかで、歌う者があった。十二、三歳の少女の声だった。

妾ショウガ髪初メテ額ヒタイヲ覆オオウ

花ヲ折ッテ門前ニ戯タワムレ

郎ロウハ竹馬ニ騎シテ来キタリ

床ショウヲ繞メグッテ青梅ヲ弄ロウス


　劉備は、耳を澄ました。

　少女の美音は、近づいてきた。

……十四君キミノ婦ト為ナッテ

羞顔シュウガン未イマダ嘗カツテ開カズ

十五初メテ眉マユを展ノベ

願ワクバ塵チリト灰トヲ共ニセン

常ニ抱柱ホウチュウノ信ヲ存ソンシ

豈アニ上ノボランヤ望夫台ボウフダイ

十六君キミ遠クヘ行ク


　近所に住む少女であった。早熟な彼女はまだ青い棗なつめみたいに小粒であったが、劉備の家のすぐ墻隣かきどなりの息子に恋しているらしく、星の晩だの、人気ない折の真昼などうかがっては、墻の外へきて、よく歌をうたっていた。

「…………」

　劉備は、木蓮の花に黄金きんの耳環みみわを通したような、少女の貌かおを眼にえがいて、隣の息子を、なんとなく羨うらやましく思った。

　そしてふと、自分の心の底からも一人の麗人を思い出していた。それは、三年前の旅行中、古塔の下であの折の老僧にひき合わされた鴻家こうけの息女、鴻芙蓉こうふようのその後の消息であった。

　──どうしたろう。あれから先。

　張飛に訊けば、知っている筈である。こんど張飛に会ったら──など独り考えていた。

　すると、墻かきの外で、しきりに歌をうたっていた少女が、犬にでも噛まれたのか、突然、きゃっと悲鳴をあげて、どこかへ逃げて行った。




二



　少女は、犬に咬かまれたわけではなかった。

　自分のうしろに、この辺で見たこともない、剣を佩はいた巨きな髯漢ひげおとこが、いつのまにか来ていて、

「おい、小娘、劉備の家はどこだな」と、訊ねたのだった。

　けれど、少女は、振向いてその漢おとこを仰ぐと、姿を見ただけで、胆きもをつぶし、きゃっといって、逃げ走ってしまったのであった。

「あははは。わははは」

　髯漢は、小娘の驚きを、滑稽に感じたのか、独りして笑っていた。

　その笑い声が止むと一緒に、後ろの墻かきの内でも、はたと、蓆機むしろばたの音が止んでいた。

　墻といっても匪賊ひぞくに備えるためこの辺では、すべてといってよい程、土民の家でも、土の塀か、石で組上げた物でできていたが、劉家だけは、泰平の頃に建てた旧家の慣わしで、高い樹木と灌木に、細竹を渡して結ってある生垣だった。

　だから、背の高い張飛は、首から上が、生垣の上に出ていた。劉備の庭からもそれが見えた。

　ふたりは顔を見合って、

「おう」

「やあ」

　と、十年の知己のように呼び合った。

「なんだ、ここか」

　張飛は、外から木戸口を見つけてはいって来た。ずしずしと地が鳴った。劉家はじまって以来、こんな大きな跫音が、この家の庭を踏んだのは初めてだろう。

「きのうは失礼しました。君に会ったことや、剣のことを、母に話したところ、母もゆうべは歓んで、夜もすがら希望に耽ふけって、語り明かしたくらいです」

「あ。こちらが貴公の母者人ははじゃひとか」

「そうです。──母上、このお方です。きのうお目にかかった翼徳よくとく張飛という豪傑は」

「オオ」

　劉備の母は、機はたの前からすっと立って張飛の礼をうけた。どういうものか、張飛は、その母公の姿から、劉備以上、気高い威圧をうけた。

　また、実際、劉備の母にはおのずから備わっている名門の気品があったのであろう。世の常の甘い母親のように、息子の友達だからといって、やたらに小腰をかがめたりチヤホヤはしなかった。

「劉備からおはなしは聞きました。失礼ですが、お見うけ申すからに頼もしい偉丈夫。どうか、柔弱なわたしの一子を、これから叱咤しったして下さい。おたがいに鞭撻べんたつし合って、大事をなしとげて下さい」と、いった。

「はっ」

　張飛は、自然どうしても、頭を下げずにはいられなかった。長上ちょうじょうに対する礼儀のみからではなかった。

「母公。安心して下さい。きっと男児の素志をつらぬいて見せます。──けれどここに、遺憾なことが一つ起りました。で、実はご子息に相談に来たわけですが」

「では、男同士のはなし、わたくしは部屋へ行っていましょう。ゆるりとおはなしなさい」

　母は、奥へかくれた。

　張飛は、その後の床几しょうぎへ腰かけて、実は──と、自分の盟友、いや義兄とも仰いでいる、雲長のことを話しだした。

　雲長も、自分が見込んだ漢おとこで、何事も打明け合っている仲なので、早速、ゆうべ訪れて、仔細を話したところ、意外にも、彼は少しも歓んでくれない。

　のみならず、景帝の裔孫えいそんなどとは、むしろ怪しむべき者だ。そんな路傍のまやかし者と、大事を語るなどは、もってのほかであると叱られた。

「残念でたまらない。雲長めは、そういって疑うのだ。……ご足労だが、貴公、これから拙者と共に、彼の住居まで行ってくれまいか。貴公という人間を見せたら、彼も恐らくこの張飛の言を信じるだろうと思うから──」
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　張飛は、疑いが嫌いだ。疑われることはなお嫌いだ。雲長が、自分の言を信じてくれないのが、心外でならないのである。

　だから劉備を連れて行って、その人物を実際に示してやろう──こう考えたのも張飛らしい考えであった。

　しかし、劉備は、「……さあ？」と、いって、考えこんだ。

　信じない者へ、強しいて、自己を押しつけて、信じろというのも、好ましくないとする風だった。

　すると、廊のほうから、

「劉備。行っておいでなさい」

　彼の母がいった。

　母は、やはり心配になるとみえて、彼方かなたで張飛のはなしを聞いていたものとみえる。

　もっとも、張飛の声は、この家の中なら、どこにいても聞えるほど大きかった。

「やあ、お許し下さるか。母公のおゆるしが出たからには、劉君、何もためらうことはあるまい」

　促すと、母も共に、「時機というものは、その時をのがしたら、またいつ巡めぐってくるか知れないものです。──何やら、今はその天機が巡ってきているような気がするのです。些細ささいな気持などにとらわれずに、お誘いをうけたものなら、張飛どのにまかせて、行ってごらんなさい」

　劉備は、母のことばに、

「では、参ろう」と決心の腰を上げた。

　二人は並んで、廊のほうへ、

「では、行ってきます」

　礼をして、墻かきの外へ出て行った。

　すると、道の彼方から、約百人ほどの軍隊が、まっしぐらに馳けてきた。騎馬もあり徒歩の兵もあった。埃ほこりの中に、青龍刀の白い光がつつまれて見えた。

「あ……、また来た」

　張飛のつぶやきに、劉備はいぶかって、

「なんです、あれは」

「城内の兵だろう」

「関門の兵らしいですね。何事があったのでしょう」

「たぶん、この張飛を、召捕らえにきたのかも知れん」

「え？」

　劉備は、驚きを喫きっして、

「では、こっちへむかって来る軍隊ですか」

「そうだ。もう疑いない。劉君、あれをちょっと片づける間、貴公はどこかに休んで見物していてくれないか」

「弱りましたな」

「なに、大したことはない」

「でも、州郡の兵隊を殺戮さつりくしたら、とてもこの土地にはおられませんぞ」

　云っている間に、もう百余名の州郡の兵は張飛と劉備を包囲してわいわい騒ぎだした。

　だが、容易に手は下してはこなかった。張飛の武力を二度まで知っているからであろう。けれど二人は一歩もあるくことはできなかった。

「邪魔すると、蹴殺すぞ」

　張飛は、一方へこう呶鳴って歩きかけた。わっと兵は退ひいたが、背後から矢や鉄槍が飛んできた。

「面倒っ」

　またしても、張飛は持ち前の短気を出して、すぐ剣の柄つかへ手をかけた。

　──すると、彼方から一頭の逞たくましい鹿毛かげを飛ばして、

「待てっ、待てえ」

　と呼ばわりながら馳けてくる者があった。州郡の兵も、張飛も、何気なく眼をそれへはせて振向くと、胸まである黒髯こくぜんを春風になぶらせ、腰に偃月刀えんげつとうの佩環はいかんを戛々かつかつとひびかせながら、手には緋総ひぶさのついた鯨鞭げいべんを持った偉丈夫が、その鞭を上げつつ近づいてくるのであった。
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　それは、雲長であった。

　童学草舎どうがくそうしゃの村夫子そんぷうしも、武装すれば、こんなにも威風堂々と見えるものかと、眼をみはらせるばかりな雲長の風貌であった。

「待て諸君」

　乗りつけてきた鹿毛の鞍から跳び降りると、雲長は、兵の中へ割って入り、そこに囲まれている張飛と劉備を後ろにして、大手をひろげながらいった。

「貴公らは、関門を守備する領主の兵と見うけるが、五十や百の小人数をもって、一体なにをなさろうとするのか。──この漢おとこを召捕ろうとするならば」と、背後にいる張飛へ、顎を振向けて、

「まず五百か千の人数をそろえてきて、半分以上の屍しかばねはつくる覚悟がなければからめ捕ることはできまい。諸君は、この翼徳張飛よくとくちょうひという人間が、どんな力量の漢か知るまいが、かつて、幽州の鴻家こうけに仕えていた頃、重さ九十斤きん、長さ一丈八尺の蛇矛じゃぼこをふるって、黄巾賊こうきんぞくの大軍中へ馳けこみ、屍山血河しざんけつがをつくって、半日の合戦に八百八屍しの死骸を積み、張飛のことを、八百八屍将軍と綽名あだなして、黄匪こうひを戦慄させたという勇名のある漢だ。──それを、素手すでにもひとしい小人数で、からめ捕ろうなどは、檻へ入って、虎と組むようなもの、各〻おのおのが皆、死にたいという願いで、この漢へかまうなら知らぬこと、命知らずな真似はやめたらどうだ。生命の欲しい者は足もとの明るいうちに帰れ。ここは、かくいう雲長にまかせて、ひとまず引揚げろ」

　雲長は、実に雄弁だった。一息にここまで演説して、まったく相手の気をのんでしまい、さらに語をついでいった。

「──こういったら諸公は、わしを何者ぞと疑い、また、巧みに張飛を逃がすのではないかと、疑心を抱くであろうが、さに非あらず、不肖はかりそめにも、童学草舎を営み子弟の薫陶くんとうを任とし、常に聖賢の道を本義とし、国主を尊び、法令を遵守じゅんしゅすべきことを、身にも守り、子弟に教えている雲長関羽うんちょうかんうという者である。そして、これにいる翼徳張飛は、何をかくそう自身の義弟にあたる人間でもある。──だが、昨夜から今朝にかけて、張飛が官の吏兵を殺害し、関門を破り、酒の上で暴行したことを聞き及んで、ゆるしがたく思い、この上多くの犠牲いけにえを出さんよりは、義兄たるわが手に召捕りくれんものと、かくは身固め致して、官へ願い出で、宙を馳せてこれへ駆けつけてきたわけでござる──。張飛はこの雲長が召捕って、後刻、太守の県城へまで送り届けん。諸公は、ここの事実を見とどけて、その由、先へご報告おきねがう」

　雲長は、沓くつをめぐらして、きっと張飛のほうへ今度は向きなおった。

　そして、大喝だいかつ一声、

「ここな不届き者っ」

　と、鯨の鞭むちで、張飛の肩を打ちすえた。

　張飛は、むかっとしたような眼をしたが、雲長はさらに、

「縛ばくにつけ」と、跳びかかって、張飛の両手を後ろへまわした。

　張飛は、雲長の心を疑いかけたが、より以上、雲長の人物を信じる心のほうが強かった。

　で──何か考えがあることだろうと、神妙に縄を受けて、大地へ坐ってしまった。

「見たか、諸公」

　雲長は再び、呆っ気にとられている捕吏や兵の顔を見まわして、

「張飛は、後刻、それがしが県城へ直接参って渡すから、諸公は先へここを引揚げられい。それともなお、この雲長を怪しみ、それがしの言葉を疑うならば、ぜひもない、縄を解いて、この猛虎を、諸公の中へ放つが、どうだ」

　いうと、捕吏も兵も、逃げ足早く、物もいわず皆、退却してしまった。
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　誰もいなくなると、雲長はすぐ張飛の縄を解いて、

「よく俺を信じて、神妙にしていてくれた。事なく助ける策謀のためとはいえ、貴様を手にかけた罪はゆるしてくれ」

　詫びると、張飛も、

「それどころではない。また無益の殺生せっしょうを重ねるところを、尊兄のお蔭で助かった」と、今朝のむかっ腹もわすれて、いつになく、素直に謝った。そして、「──だが雲長。その身なりは一体、どうしたことか。俺を助けにくるためにしては、余りに物々しい装いではないか」

　怪しんで問うと、

「張飛。なにをとぼけたことをいう。それでは昨夜、あんなに熱をこめて、時節到来だ、良き盟友をえた、いざ、かねての約束を、実行にかかろうといったのは、嘘だったのか」

「嘘ではないが、大体、尊兄が不賛成だったろう。俺のいうこと何ひとつ、信じてくれなかったじゃないか」

「それは、あの場のことだ。召使いもいる、女どももいる。貴様のはなしは、秘密秘密といいながら、あの大声だ。洩れてはならない──そう考えたから一応冷淡に聞いていたのだ」

「なんだ、それなら、尊兄もわしの言葉を信じ、かねての計画へ乗りだす肚はらを固めてくれたのか」

「おぬしの言葉よりも、実は、相手が楼桑村の劉備どのと聞いたので、即座に心はきめていたのだ。かねがね、わしの村まで孝子という噂の聞えている劉備どの、それによそながら、ご素姓や平常のことなども、ひそかに調べていたので」

「人が悪いな。どうも尊兄は、智謀を弄ろうすので、交際つきあいにくいよ」

「ははは。貴様から交際いにくいといわれようとは思わなかった。人を殺し、酒屋を飲みたおし、その尻尾しっぽは童学草舎へ持って行けなどという乱暴者から、そういわれてはたまらない」

「もう行ったか」

「酒屋の勘定ぐらいならよいが、官の捕手とりてを殺したのは、雲長の義弟おとうとだと分ったひには、童学草舎へも子供を通わせる親はあるまい。いずれ官からこの雲長へも、やかましく出頭を命じてくるにきまっている」

「なるほど」

「他人事ひとごとのように聞くな」

「いや、済まん」

「しかし、これはむしろ、よい機しおだ。天意の命じるものである。こう考えたから、今朝、召使いや女どもへ、みな暇を出した上、通学してくる子供たちの親も呼んで、都合によって学舎を閉鎖するといい渡し、心おきなく、身一つになって、かくは貴様の後を追って来たわけだ。──さ。これから改めて、劉備どのの家へお目にかかりに行こう」

「いや。劉備どのなら、そこにいる」

「え？　……」

　雲長は、張飛の指さす所へ、眼を振り向けた。

　劉備は最前から、少し離れた所に立っていた。そして、張飛と雲長との二人の仲の睦むつまじさと、その信義に篤い様子を見て、感にたえている面もちだった。

「あなたが劉備様ですか」

　雲長は、近づいて行くと、彼の足もとへ最初から膝を折って、

「初めてお目にかかります。自分は河東解良かとうかいりょう（山西省さんせいしょう・解県かいけん）の産で、関羽かんう字あざなは雲長と申し、長らく江湖こうこを流寓りゅうぐうのすえ、四、五年前よりこの近村に住んで、村夫子となって草裡にむなしく月日を送っていた者です。かねてひそかに心にありましたが、計らずも今日、拝姿の栄に会い、こんな歓ばしいことはありません。どうかお見知りおき下さい」

　と、最高な礼儀をとって、慇懃いんぎんにいった。
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　劉備はあえて、卑下ひげしなかったが、べつに尊大に構えもしなかった。雲長関羽の礼に対して、当り前に礼を返しながら、

「ご丁寧に。……どうも申し遅れました。私は、楼桑村に永らく住む百姓の劉玄徳という者ですが、かねて、蟠桃河ばんとうがの上流かみの村に、醇風良俗の桃源があると聞きました。おそらく先生の高風に化されたものでありましょう。なにをいうにも、ここは路傍ですから、すぐそこの茅屋あばらやまでお越しください」

　と、誘えば、

「おお、お供しよう」

　関羽も歩み、張飛も肩を並べ、共にそこからほど近い劉備の家まで行った。

　劉備の母は、また新しい客がふえたので、不審がったが、張飛から紹介されて、関羽の人物を見、よろこびを現して、

「ようぞ、茅屋あばらやへ」と心から歓待した。

　その晩は、母もまじって、夜更けまで語った。劉備の母は、劉家の古い歴史を、覚えている限り話した。

　生れてからまだ劉備さえ聞いていない話もあった。

（いよいよ漢室のながれを汲んだ景帝けいていの裔孫えいそんにちがいない）

　張飛も、関羽も、今は少しの疑いも抱かなかった。

　同時に、この人こそ、義挙の盟主になすべきであると肚にきめていた。

　しかし、劉玄徳の母親思いのことは知っているので、この母親が、

（そんな危ない企たくらみに息子を加えることはできない）

　と、断られたらそれまでになる。関羽は、それを考えて、ぼつぼつと母の胸をたずねてみた。

　すると劉備の母は、みなまで聞かないうちにいった。

「ねえ劉や、今夜はもうおそいから、おまえも寝み、お客様にも臥床ふしどを作っておあげなさい。──そして明日はいずれまた、お三名して将来の相談もあろうし、大事の門出でもありますし、母が一生一度の馳走をこしらえてあげますからね」

　それを聞いて、関羽は、この母親の胸を問うなど愚ぐであることを知った。張飛も共に、頭を下げて、「ありがとうござる」と、心服した。

　劉備は、

「では、お言葉に甘えて、明日はおっ母さんに、一世一代の祝いを奢おごっていただきましょう。けれどそのご馳走は、吾々ばかりでなく、祭壇を設けて、先祖にも上げていただきたいものです」

「では、ちょうど今は、桃園の花が真盛りだから、桃園の中に蓆むしろを敷こうかね」

　張飛は手を打って、

「それはいい。では吾々も、あしたは朝から桃園を浄きよめて、せめて祭壇を作る手助けでもしよう」

　と、いった。

　客の二人に床しょうを与えて、眠りをすすめ、劉備と母のふたりは、暗い厨くりやの片隅で、藁をかぶって寝た。劉が眼をさましてみると、母はもういなかった。夜は明けていたのである。どこかでしきりに、山羊の啼く声がしていた。

　厨の窯かまどの下には、どかどかと薪まきがくべられていた。こんなに景気よく窯に薪の焚かれた例ためしは、劉備が少年の頃から覚えのないことであった。春は桃園ばかりでなく、貧しい劉家の台所に訪れてきたように思われた。




義盟ぎめい



一



　桃園へ行ってみると、関羽と張飛のふたりは、近所の男を雇ってきて、園内の中央に、もう祭壇を作っていた。

　壇の四方には、笹竹ささだけを建て、清縄せいじょうをめぐらして金紙きんし銀箋ぎんせんの華はなをつらね、土製の白馬を贄いけにえにして天を祭り、烏牛を屠ほふったことにして、地神を祠まつった。

「やあ、おはよう」

　劉備りゅうびが声をかけると、

「おお、お目ざめか」

　張飛、関羽は、振向いた。

「見事に祭壇ができましたなあ。寝る間はなかったでしょう」

「いや、張飛が、興奮して、寝てから話しかけるので、ちっとも眠る間はありませんでしたよ」

　と、関羽は笑った。

　張飛は劉備のそばへきて、

「祭壇だけは立派にできたが、酒はあるだろうか」

　心配して訊ねた。

「いや、母が何とかしてくれるそうです。今日は、一生一度の祝いだといっていますから」

「そうか、それで安心した。しかし劉兄、いいおっ母さんだな。ゆうべからそばで見ていても、羨うらやましくてならない」

「そうです。自分で自分の母を褒めるのもへんですが、子に優しく世に強い母です」

「気品がある、どこか」

「失礼だが、劉兄には、まだ夫人おくさんはないようだな」

「ありません」

「はやくひとり娶めとらないと、母上がなんでもやっている様子だが、あのお年で、お気の毒ではないか」

「…………」

　劉備は、そんなことを訊かれたので、またふと、忘れていた鴻芙蓉こうふようの佳麗なすがたを思い出してしまった。

　で、つい答えを忘れて、何となく眼をあげると、眼の前へ、白桃の花びらが、霏ひ々ひと情あるもののように散ってきた。

「劉備や。皆さんも、もうお支度はよろしいのですか」

　厨に見えなかった母が、いつの間にか、三名の後ろにきて告げた。

　三名が、いつでもと答えると、母はまた、いそいそと厨房ちゅうぼうのほうへ去った。

　近隣の人手を借りてきたのであろう。きのう張飛の姿を見て、きゃっと魂消たまげて逃げた娘も、その娘の恋人の隣家の息子も、ほかの家族も、大勢して手伝いにきた。

　やがて、まず一人では持てないような酒瓶さかがめが祭壇の莚むしろへ運ばれてきた。

　それから豚の仔を丸ごと油で煮たのや、山羊の吸物の鍋や、干菜かんさいを牛酪ぎゅうらくで煮つけた物だの、年数のかかった漬物だの──運ばれてくるごとに、三名は、その豪華な珍味の鉢や大皿に眼を奪われた。

　劉備さえ、心のうちで、

「これは一体、どうしたことだろう」と、母の算段を心配していた。

　そのうちにまた、村長の家から、花梨かりんの立派な卓と椅子いすがかつがれてきた。

「大饗宴だな」

　張飛は、子どものように、歓喜した。

　準備ができると、手伝いの者は皆、母屋へ退がってしまった。

　三名は、

「では」

　と、眼を見合せて、祭壇の前の蓆むしろへ坐った。そして天地の神へ、

「われらの大望を成就させ給え」

　と、祈念しかけると、関羽が、

「ご両所。少し待ってくれ」

　と、なにか改まっていった。




二



「ここの祭壇の前に坐ると同時に、自分はふと、こんな考えを呼び起されたが、両公の所存はどんなものだろうか」

　関羽は、そう云いだして、劉備と張飛へ、こう相談した。

　すべて物事は、体たいを基もととする。体形を整えていないことに成功はあり得ない。

　偶然、自分たち三人は、その精神において、合致がっちを見、きょうを出発として大事をなそうとするものであるが、三つの者が寄り合っただけでは、体をなしていない。

　今は、小なる三人ではあるが、理想は遠大である。三体一心の体を整えおくべきではあるまいか。

　事の中途で、仲間割れなど、よくある例である。そういう結果へ到達させてはならない。神のみ祷いのり、神のみ祀まつっても、人事を尽さずして、大望の成就はあり得べくもあるまい。

　関羽の説くところは、道理であったが、さてどういう体を備えるかとなると、張飛にも劉備にもさし当ってなんの考えもなかった。

　関羽は、語をつづけて、

「まだ兵はおろか、兵器も金も一頭の馬すら持たないが、三名でも、ここで義盟を結べば、即座に一つの軍である。軍には将がなければならず、武士には主君がなければならぬ。行動の中心に正義と報国を奉じ、個々の中心に、主君を持たないでは、それは徒党の乱に終り、烏合うごうの衆しゅうと化してしまう。──張飛もこの関羽も、今日まで、草田そうでんに隠れて時を待っていたのは、実に、その中心たるお人が容易にないためだった。折ふし劉備玄徳という、しかも血統の正しいお方に会ったのが、急速に、今日の義盟の会となったのであるから、今日ただいま、ここで劉備玄徳どのを、自分らの主君と仰ぎたいと思うが、張飛、おまえの考えはどうだ」

　訊くと、張飛も、手を打って、

「いや、それは拙者も考えていたところだ。いかにも、兄けいのいう通り、きめるならば、今ここで、神に祷いのるまえに、神へ誓ったほうがよい」

「玄徳様、ふたりの熱望です。ご承知くださるまいか」

　左右から詰めよられて、劉備玄徳は、黙然と考えていたが、

「待って下さい」

　と、二人の意気ごみを抑おさえ、なおややしばらく沈思してから、身を正していった。

「なるほど、自分は漢の宗室のゆかりの者で、そうした系図からいえば、主たる位置に坐るべきでしょうが、生来鈍愚、久しく田舎でんしゃの裡うちにひそみ、まだなにも各〻おのおのの上に立って主君たるの修養も徳も積んでおりませぬ。どうか今しばらく待って下さい」

「待ってくれと仰っしゃるのは」

「実際に当って、徳を積み、身を修め、果たして主君となるの資才がありや否や、それを自身もあなたたちも見届けてから約束しても、遅くないと思われますから」

「いや。それはもう、われわれが見届けてあるところです」

「左さはいえ、私はなお、憚はばかられます。──ではこうしましょう。君臣の誓いは、われわれが一国一城を持った上として、ここでは、三人義兄弟の約束を結んでおくことにして下さい。君臣となって後も、なお三人は、末永く義兄弟であるという約束をむしろ私はしておきたいのですが」

「うむ」

　関羽は、長い髯を持って、自分の顔を引っぱるように大きくうなずいた。

「結構だ。張飛、おぬしは」

「異論はない」

　改めて三名は、祭壇へ向って牛血と酒をそそぎ、ぬかずいて、天地の神祇しんぎに黙祷もくとうをささげた。




三



　年齢からいえば、関羽がいちばん年上であり、次が劉備、その次が張飛という順になるのであるが、義約のうえの義兄弟だから年順をふむ必要はないとあって、「長兄には、どうか、あなたがなって下さい。それでないと、張飛の我ままにも、おさえが利きませんから」と、関羽がいった。

　張飛も、ともども、

「それは是非、そうありたい。いやだといっても、二人して、長兄長兄と崇あがめてしまうからいい」

　劉備は強いて拒いなまなかった。そこで三名は、鼎座ていざして、将来の理想をのべ、刎頸ふんけいの誓ちかいいをかため、やがて壇をさがって桃下の卓を囲んだ。

「では、永く」

「変るまいぞ」

「変らじ」

　と、兄弟の杯を交わし、そして、三人一体、協力して国家に報じ、下万民の塗炭とたんの苦くを救うをもって、大丈夫の生涯とせんと申し合った。

　張飛は、すこし酔うてきたとみえて、声を大にし、杯を高く挙げて、

「ああ、こんな吉日はない。実に愉快だ。再び天にいう。われらここにあるの三名。同年同月同日に生まるるを希ねがわず、願わくば同年同月同日に死なん」

　と、呶鳴った。そして、

「飲もう。大いに、きょうは飲もう──ではありませんか」

　などと、劉備の杯へも、やたらに酒をついだ。そうかと思うと、自分の頭を、ひとりで叩きながら、「愉快だ。実に愉快だ」と、子供みたいにさけんだ。

　あまり彼の酒が、上機嫌に発しすぎる傾きが見えたので、関羽は、

「おいおい、張飛。今日のことを、そんなに歓喜してしまっては、先の歓びは、どうするのだ。今日は、われら三名の義盟ができただけで、大事の成功不成功は、これから後のことじゃないか。少し有頂天になるのが早すぎるぞ」と、たしなめた。

　だが、一たん上機嫌に昇ってしまうと、張飛の機嫌は、なかなか水をかけても醒さめない。関羽の生真面目を、手を打って笑いながら、

「わはははは、今日かぎり、もう村夫子は廃業したはずじゃないか。お互いに軍人だ。これからは天空海闊てんくうかいかつに、豪放磊落ごうほうらいらくに、武人らしく交際つきあおうぜ。なあ長兄」

　と、劉備へも、すぐ馴々なれなれといって、肩を抱いたりした。

「そうだ。そうだ」と、劉備玄徳は、にこにこ笑って、張飛のなすがままになっていた。

　張飛は、牛の如く飲み、馬のごとく喰ってから、

「そうそう。ここの席に、劉母公りゅうぼこうがいないという法はない。われわれ三人、兄弟の杯をしたからには、俺にとっても、尊敬すべきおっ母さんだ。──ひとつおっ母さんをこれへ連れてきて、乾杯しなおそう」

　急に、そんなことを云いだすと、張飛はふらふら母屋のほうへ馳けて行った。そしてやがて、劉母公を、無理に、自分の背中へ負って、ひょろひょろ戻ってきた。

「さあ、おっ母さんを、連れてきたぞ。どうだ、俺は親孝行だろう──さあおっ母さん、大いに祝って下さい。われわれ孝行息子が三人も揃いましたからね──いやこれは、独りおっ母さんにとって祝すべき孝行息子であるのみではない。支那の──国家にとってもだ、われわれこう三名は得がたい忠良息子ではあるまいか──そうだ、おっ母さんの孝行息子万歳、国家の忠良息子万歳っ」

　そしてやがて、こう三人の中では、酒に対しても一番の誠実息子たるその張飛が、まっ先に酔いつぶれて、桃花の下に大いびきで寝てしまい、夜露の降りるころまで、眼を醒まさなかった。
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　大丈夫の誓いは結ばれた。しかし徒手空拳としゅくうけんとはまったくこの三人のことだった。しかも志は天下にある。

「さて、どうしたものか」

　翌日はもう酒を飲んでただ快哉かいさいをいっている日ではない。理想から実行へ、第一歩を踏みだす日である。

　朝飯を食べると、すぐその卓の上で、いかに実行へかかるかの問題がでた。

「どうかなるよ。男児が、しかも三人一体で、やろうとすれば」

　張飛は、理論家でない。また計画家でもない。遮しゃ二無む二、実行力に燃える猪突邁進家ちょとつまいしんかなのである。

「どうかなるって、ただ貴公のように、力りきんでばかりいたってどうもならん。まず、一郡の士を持たんとするには、一旗の兵がいる。一旗の兵を持つには、すくなくとも相当の軍費と、兵器と、馬とが必要だな」

　が、関羽は、常識家であった。二人のことばを飽和ほうわすると、そこにちょうどよい情熱と常理との推進力が醸かもされてくる。

　劉備は、そのいずれへも、うなずきを与えて、

「そうです。こう三人の一念をもってすれば、必ず大事を成しうることは目に見えていますが、さし当って、兵隊です。──これをひとつ募つのりましょう」

「馬も、兵器も、金もなく、募りに応じてくれる者がありましょうか」

　関羽の憂いを、劉備はかろく微笑をもって打消し、

「いささか、自信があります。──というのは、実はこの楼桑村の内にも、平常からそれとなく、私が目にかけた、同憂の志を持っている青年たちが少々あります。──また近郷にわたって、檄げきを飛ばせば、おそらく今の時勢に、鬱念うつねんを感じている者もすくなくはありませんから、きっと、三十人や四十人の兵はすぐできるかと思います」

「なるほど」

「ですから、恐れいるが、関羽どのの筆で、ひとつ檄文げきぶんを起草して下さい。それを配るのは、私の知っている村の青年にやらせますから」

「いや、手前は、生来悪文の質たちですから、ひとつそれは、劉長兄に起草していただこう」

「いいや、あなたは多年塾を持って、子弟を教育していたから、そういう子弟の気持を打つことは、よくお心得のはずだ。どうか書いて下さい」

　すると張飛がそばからいった。

「こら関羽、怪けしからんぞ」

「なにが怪しからん」

「長兄劉玄徳のことば、主命の如く反そむくまいぞ、昨日、約束したばかりじゃないか」

「やあ、これは一本、張飛にやられたな、よし早速書こう」

　飛檄ひげきはでき上がった。

　なかなか名文である。荘重なる慷慨こうがいの気と、憂国の文字は、読む者を打たずにおかなかった。

　それが近郷へ飛ばされると、やがてのこと、劉玄徳の破れ家の門前には、毎日、七名十名ずつとわれこそ天下の豪傑たらんとする熱血の壮士が集まってきた。

　張飛は、門前へ出て、

「お前達は、われわれの檄を見て、兵隊になろうと望んできたのか」

　と、採用係の試験官になって、いちいち姓名や生国や、また、その志を質問した。

「そうです、大人たいじんがたのお名前と、義挙の趣旨に賛同して、旗下に馳せ参じてきた者どもです」

　壮士らは異口同音にいった。

「そうか、どれを見ても、たのもしい面魂つらだましい、早速、われわれの旗挙げに、加盟をゆるすが、しかしわれらの志は、黄巾賊の輩の如く、野盗掠奪を旨とするのとは違うぞ。天下の塗炭とたんを救い、害賊を討ち、国土に即した公権を確立し、やがては永遠の平和と民福を計るにある。分っておるかそこのところは！」

　張飛は、一場の訓示を垂れて、それからまた、次のように誓わせた。
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「われわれの旗下に加盟するからには、即ち、われわれの奉じる軍律に服さねばならん。今、それを読み聞かすゆえ、謹んで承うけたまわれ」

　張飛は、志願してきた壮士たちへいって、うやうやしく、懐中ふところから一通を取出して、声高く読んだ。

一　卒そつたる者は、将たる者に、絶大の服従と礼節を守る。

一　目前の利に惑わず、大志を遠大に備う。

一　一身を浅く思い、一世を深く思う。

一　掠奪断首りゃくだつだんしゅ。

一　虐民極刑ぎゃくみんきょっけい。

一　軍紀を紊みだる行為一切死罪。


「わかったかっ」

　あまり厳粛なので、壮士たちも、しばらく黙っていたが、やがて、

「分りました」と、異口同音にいった。

「よし、しからば、今よりそれがしの部下として用いてやる。ただし、当分の間は給料もつかわさんぞ。また、食物その他も、お互いにある物を分けて喰い、いっさい不平を申すことならん」

　それでも、募りに応じてきた若者輩ばらは、元気に兵隊となって、劉備、関羽らの命に服した。

　四、五日のうちに、約七、八十人も集まった。望外な成功だと、関羽はいった。

　けれど、すぐ困りだしたのは食糧であった。ゆえに、一刻もはやく、戦争をしなければならない。

　黄匪こうひの害に泣いている地方はたくさんある。まずその地方へ行って、黄巾賊を追っぱらうことだ。その後には、正しい税と食物とが収穫される。それは掠奪でない。天禄てんろくだ。

　するとある日。

「張将軍、張将軍。馬がたくさん通りますぞ、馬が」

　と、一人の部下が、ここの本陣へ馳せてきて注進した。

　何者か知らないが、何十頭という馬を数珠じゅずつなぎにひいて、この先の峠を越えてくる者があるという報告なのだ。

　馬と聞くと、張飛は、「そいつは何とか欲しいものだなあ」と正直にうなった。

　実際いま、喉のどから手の出るほど欲しい物は馬と金と兵器だった。だが、義挙の軍律というものを立てて部下にも示してあるので、「掠奪して来い」とは、命じられなかった。

　張飛は、奥へ行って、

「関羽、こういう報告があるが、なんとか、手に入れる工夫くふうはあるまいか。実に天の与えだと思うのだが」と、相談した。

　関羽は聞くと、

「よし、それでは、自分が行って、掛合ってみよう」と、部下数名をつれて、峠へ急いで行った。麓の近くで、その一行とぶつかった。物見の兵の注進に過あやまりなく、成程、四、五十頭もの馬匹をひいて、一隊の者がこっちへ下ってくる。近づいて見ると皆、商人ていの男なので、これならなんとか、話合いがつくと、関羽は得意の雄弁をふるうつもりで待ち構えていた。

　ここへきた馬商人あきんどの一隊の頭かしらは、中山ちゅうざんの豪商でひとりは蘇双そそう、ひとりは張世平ちょうせいへいという者だった。

　関羽は、それに着くと、自分ら三人が義軍を興すに至った、愛国の衷情をもって、切々訴えた。今にして、誰か、この覇業を建て、人天の正明をたださなければ、この世は永遠の闇黒であろうといった。支那大陸は、ついに、胡北こほくの武民に征服され終るであろうと嘆いた。

　張世平と蘇双の両人は、なにか小声で相談していたが、やがて、

「よく分りました。この五十頭の馬が、そういうことでお役に立てば満足です。差上げますからどうぞ曳いて行って下さい」と、意外にも、いさぎよく云った。
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　いずれ易々とは承知しまい。最悪な場合までを関羽は考えていたのである。それが案外な返辞に、

「ほ。……いや忝かたじけない。早速の快諾に、申しては失礼だが、利に敏さとい商人たるお身らが、どうしてそう一言のもとに、多くの馬匹ばひつを無料でそれがしへ引渡すといわれたか」

　掛合いにきた目的は達しているのに、こう先方へ要いらざる念を押すのも妙なはなしだと思ったが、あまり不審なので、関羽はこう訊ねてみた。

　すると、張世平はいった。

「はははは。あまりさっぱりお渡しするといったので、かえってお疑いとみえますな。いやごもっともです。けれど手前は、第一にまず大人たいじんが悪人でないことを認めました。第二に、ご計画の義兵を挙げることは、すこぶる時宜じぎをえておると存じます。第三は、あなた方のお力をもって、自分らの恨みをはらしていただきたいと思ったからです」

「恨みとは」

「黄巾賊の大将張角一門の暴政に対する恨みでございます。手前も以前は中山で一といって二と下らない豪商といわれた者ですが、かの地方もご承知の通り黄匪の蹂躙じゅうりんにあって秩序は破壊され、財産は掠奪され、町に少女の影を見ず、家苑かえんの小禽ことりすら啼なかなくなってしまいました。──手前の店なども一物もなく没収され、あげくの果てに、妻も娘も、暴兵にさらわれてしまったのです」

「むむ。なるほど」

「で、甥の蘇双そそうと二人して、馬商人に身を落し、市から馬匹を購入して、北国へ売りに行こうとしたのですが、途中まで参ると、北辺の山岳にも、黄賊が道をふさいで、旅人の持物を奪い、虐殺をほしいままにしておるとのことに、むなしくまた、この群馬をひいて立ち帰ってきたわけです。南へ行くも賊国、北へおもむくも賊国、こうして馬とともに漂泊しているうちには、ついに賊に生命まで共に奪われてしまうのは知れきっています。恨みのある賊の手に武力となる馬匹を与えるよりも、貴下の如きお志を抱く人に、進上申したほうが、はるかに意味のあることなんです。よろこんで手前がお渡しする気持というのは、そんなわけでございます」

「やあ、そうか」

　関羽の疑問も氷解して、

「では、楼桑村まで、馬をひいて一緒に来てくれないか。われわれの盟主と仰ぐ劉玄徳と仰っしゃる人にひきあわせよう」

「おねがい致します。手前も根からの商人ですから、以上申上げたような理由でもって、無料で馬匹を進上しましても、やはりそこはまだ正直、利益のことを考えておりますからな」

「いや、玄徳様へお目にかかっても、ただ今のところ、代金はお下げになるわけにはゆかぬぞ」

「そんな目先のことではありません。遠い将来でよろしいので。……はい。もしあなたがたが大事を成しとげて、一国を取り、十州二十州を平らげ、あわよくば天下に号令なさろうという筋書きのとおりに行ったらば、私へも充分に、利をつけて、今日の馬代金を払っていただきたいのでございます。私は、あなたの計画を聞いて、これがあなたがたの夢ではなく、わたしども民衆が待っていたものであるという点から、きっと成功するものと信じております。ですから、今日この処分に困っている馬を使っていただくのは、商人として、手前にも遠大な利殖の方法を見つけたわけで、まったくこんなよろこばしいことはありません」

　張世平は、そういって、甥の蘇双と共に、関羽に案内されてついて行ったが、その途中でも、関羽へ対して、こう意見を述べた。

「事を計るうえは、人物はお揃いでございましょうし、馬もこれで整いました。これで一体、あなた方のご計画の内輪には、よく経済を切りまわして糧食兵費の内助の役目をする算数の達識が控えているのでございますか。算盤そろばんというものも、充分お考えのうえでこのお仕事にかかっておいででございますか？」
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　張世平に、そう指摘されてみると、関羽は、自分らの仲間に、大きな欠陥けっかんのあるのを見いだした。

　経営ということであった。

　自分はもとより、張飛にも、劉玄徳にも、経済的な観念は至ってない。武人銭ぜにを愛さずといったような思想がはなはだ古くから頭の隅にある。経済といえばむしろ卑しみ、銭といえば横を向くをもって清廉の士とする風が高い。一個の人格にはそれも高風と仰ぎうるが、国家の大計となればそれでは不具を意味する。

　一軍を持てばすでに経営を思わねばならぬ。武力ばかりでふくらもうとする軍は暴軍に化しやすい。古来、理想はあっても、そのため、暴軍と堕だし、乱賊と終った者、史上決してすくなくない。

「いや、いいことを聞かしてくれた。劉玄徳様にも、大いにそのへんのことをはなして貰いたいものだ」

　関羽は、正直、教えられた気がしたのである。一商人のことばといえども、これは将来の大切な問題だと考えついた。

　やがて、楼桑村に着く。

　関羽はすぐ張世平と蘇双のふたりを、劉玄徳の前につれて来た。もちろん、玄徳も張飛も、張の好意を聞いて非常によろこんだ。

　張は五十頭の馬匹を、無償で提供するばかりでなく、玄徳に会ってから玄徳の人物をさらに見込んで、それに加うるに、駿馬に積んでいた鉄一千斤きんと、百反たんの獣皮織物と、金銀五百両を挙げてみな、「どうか、軍用の費に」と、献上した。

　その際も、張はいった。

「最前も、みちみち、申しました通り、手前はどこまでも、利を道とする商人です。武人に武道あり、聖賢に文道あるごとく、商人にも利道があります。ご献納申しても、手前はこれをもって、義心とは誇りません。その代り、今日さし上げた馬匹金銀が、十年後、三十年後には、莫大な利を生むことを望みます。──ただその利は、自分一個で飽慾ほうよくしようとは致しません。困苦の底にいる万民にお頒わかちください。それが私の希望であり、また私の商魂と申すものでございます」

　玄徳や関羽は、彼の言を聞いて大いに感じ、どうかしてこの人物を自分らの仲間へ留めおきたいと考えたが、張は、

「いやどうも私は臆病者で、とても戦争なさるあなた方の中にいる勇気はございません。なにかまた、お役に立つ時には出てきますから」といって、倉皇そうこう、何処ともなく立ち去ってしまった。

　千斤の鉄、百反の織皮しょくひ、五百両の金銀、思いがけない軍費を獲て、玄徳以下三人は、

「これぞ天のご援助」

　と、いやが上にも、心は奮い立った。

　早速、近郷の鍛冶工かじこうをよんできて、張飛は、一丈何尺という蛇矛じゃぼこを鍛うってくれと注文し、関羽は重さ何十斤という偃月刀えんげつとうを鍛きたえさせた。

　雑兵の鉄甲、盔かぶと、槍、刀などもあわせて誂あつらえ、それも日ならずしてできてきた。

日月じつげつの旗幟きし。

飛龍の幡ばん。

鞍くら、鏃やじり。


　軍装はまず整った。

　その頃ようやく人数も二百人ばかりになった。

　もとより天下に臨むには足りない急仕立ての一小軍でしかなかったが、張飛の教練と、関羽の軍律と、劉玄徳の徳望とは、一卒にまでよく行きわたって、あたかも一箇の体のように、二百の兵は挙手踏足きょしゅとうそく、一音に動いた。

「では。──おっ母さん。行って参ります」

　劉玄徳は、ある日、武装して母にこう暇を告げた。

　兵馬は、粛々、彼の郷土から立って行った。劉玄徳の母は、それを桑の木の下からいつまでも見送っていた。泣くまいとしている眼が湯の泉のようになっていた。




転戦
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　それより前に、関羽は、玄徳の書をたずさえて、幽州涿郡ゆうしゅうたくぐん（河北省・涿県）の大守劉焉りゅうえんのもとへ使いしていた。

　太守劉焉は、何事かと、関羽を城館に入れて、庁堂ちょうどうで接見した。

　関羽は、礼をほどこして後、

「太守には今、士を四方に求めらるると聞く。果して然りや」

　と、訊ねた。

　関羽の威風は、堂々たるものであった。劉焉は、一見して、これ尋常人に非ずと思ったので、その不遜ふそんを咎とがめず、

「然り。諸所の駅路に高札を建てしめ、士を募つのること急なり。卿けいもまた、檄げきに応じてきたれる偉丈夫なるか」と、いった。

　そこで関羽は、

「さん候。この国、黄賊の大軍に攻蝕こうしょくせらるること久しく、太守の軍、連年に疲敗ひはいし給い、各地の民倉は、挙げて賊の毒手にまかせ、百姓蒼生そうせいみな国主の無力と、賊の暴状に哭なかぬはなしと承る」

　あえて、媚びずおそれず、こう正直にいってからさらに重ねて、

「われら恩を久しく領下にうけて、この秋ときをむなしく逸人いつじんとして草廬そうろに閑かんを偸ぬすむをいさぎよしとせず、同志張飛その他二百余の有為の輩ともがらと団結して、劉玄徳を盟主と仰ぎ、太守の軍に入って、いささか報国の義をささげんとする者でござる。太守寛大、よくわれらの義心の兵を加え給うや否や」

　と、述べ、終りに、玄徳の手書を出して、一読を乞うた。

　劉焉りゅうえんは、聞くと、

「この秋ときにして、卿ら赤心の豪傑ら、劉焉の微力に援助せんとして訪ねらる、まさに、天祐のことともいうべきである。なんぞ、拒むの理があろうか。城門の塵ちりを掃き、客館に旗飾きしょくをほどこして、参会の日を待つであろう」

　といって、非常な歓びようであった。

「では、何月何日に、ご城下まで兵を率ひきいて参らん」と、約束して関羽は立帰ったのであるが、その折、はなしのついでに、義弟の張飛が、先ごろ、楼桑村の附近や市いちの関門などで、事の間違いから、太守の部下たる捕吏や役人などを殺傷したが、どうかその罪はゆるされたいと、一口ことわっておいたのである。

　そのせいか、あれっきり、市いちの関門からも、捕吏の人数はやって来なかった。いやそれのみか、あらかじめ、太守のほうから命令があったとみえ、劉玄徳以下の三傑に、二百余の郷兵が、突然、楼桑村から涿郡の府城へ向って出発する際には、関門のうえに小旗を立て、守備兵や役人は整列して、その行を鄭重に見送った。

　それと、眼をみはったのは、玄徳や張飛の顔を見知っている市の雑民たちで、

「やあ、先に行く大将は、蓆売むしろりの劉さんじゃないか」

「そのそばに、馬にのって威張って行くのは、よく猪いのこの肉を売りに出ていた呑んだくれの浪人者だぞ」

「なるほど。張だ、張だ」

「あの肉売りに、わしは酒代の貸しがあるんだが、弱ったなあ」

　などと群集のあいだから嘆声をもらして、見送っている酒売りもあった。

　義軍はやがて、涿郡の府に到着した。道々、風を慕って、日月の旗下に馳せ参じる者もあったりして、府城の大市へ着いた時は、総勢五百をかぞえられた。

　太守は、直ちに、玄徳らの三将を迎えて、その夜は、居館で歓迎の宴を張った。
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　大将玄徳に会ってみるとまだ年も二十歳台はたちだいの青年であるが、寡言沈厚かげんちんこうのうちに、どこか大器の風さえうかがえるので、太守劉焉りゅうえんは、大いに好遇に努めた。

　なお、素姓を問えば、漢室の宗親にして、中山靖王ちゅうざんせいおうの裔孫えいそんとのことに、

「さもあらん」と、劉焉はうなずくことしきりでなおさら、親しみを改め、左右の関、張両将をあわせて、心から敬うやまいもした。

　折ふし。

　青州大興山たいこうざんの附近一帯（山東省済南さいなんの東）に跳梁している黄巾賊五万以上といわれる勢力に対して太守劉焉は、家臣の校尉こうい鄒靖すうせいを将として、大軍を附与し、にわかに、それへ馳け向わせた。

　関羽と、張飛は、それを知るとすぐ、玄徳へ向って、「人の歓待は、冷さめやすいものでござる。歓宴長くとどまるべからずです。手はじめの出陣、進んでご加勢にお加わりなさい」と、すすめた。

　玄徳は、「自分もそう考えていたところだ。早速、太守へ進言しよう」と、劉焉に会って、その旨を申し出ると劉焉もよろこんで、校尉こうい鄒靖すうせいの先陣に参加することをゆるした。

　玄徳の軍五百余騎は、初陣ういじんとあって意気すでに天をのみ、日ならずして大興山の麓へ押しよせてみたところ、賊の五万は、嶮に拠よって、利戦を策し、山の襞ひだや谷あいへ虱しらみのごとく長期の陣を備えていた。

　時、この地方の雨期をすぎて、すでに初夏の緑草豊かであった。

　合戦長きにわたらんか、賊は、地の利を得て、奇襲縦横にふるまい、諸州の黄匪こうひ、連絡をとって、いっせいに後路を断ち、征途の味方は重囲のうちに殲滅せんめつの厄やくにあわんもはかりがたい。

　玄徳は、そう考えたので、

「いかに張飛、関羽。太守劉焉をはじめ、校尉鄒靖も、われらの手なみいかにと、その実力を見んとしておるに違いない。すでに、味方の先鋒たる以上、いたずらに、対峙して、味方に長陣の不利を招くべからずである。挺身、賊の陣近く斬入って、一気に戦いを決せんと思うがどうであろう」

　二人へ、計ると、「それこそ、同意」と、すぐ五百余騎を、鳥雲に備え立て、山麓まぢかへ迫ってからにわかに鼓こを鳴らし諸声もろごえあげて決戦を挑んだ。

　賊は、山の中腹から、鉄弓を射、弩どをつるべ撃ちして、容易に動かなかったが、

「寄手は、たかのしれた小勢のうえに、国主の正規兵とはみえぬぞ、どこかそこらから狩り集めてきた烏合の雑軍。みなごろしにしてしまえ」

　賊の副将鄧茂とうもという者、こう号令を下すや否や、柵さくを開いて、山上から逆落しに騎馬で馳けおりて来、

「やあやあ、稗粕ひえかすをなめて生きる、あわれな郷軍の百姓兵ども。官軍の名にまどわされて死骸の堤を築きに来りしか。愚かなる権力の楯につかわるるを止めよ。汝ら、槍をすて、馬を献じ、降を乞うなれば、わが将、大方だいほう程遠志ていえんしどのに申しあげて、黄巾こうきんをたまわり、肉食させて、世を楽しみ、その痩骨やせぼねを肥えさすであろう。否といわば、即座に包囲殲滅せん。耳あらば聞け、口あらば答えよ。──いかに、いかに！」と、呼ばわった。

　すると、寄手の陣頭より、おうと答えて、劉玄徳、左右に関羽、張飛をしたがえて、白馬を緑野の中央へすすめて来た。
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「推参すいさんなり、野鼠やその将」

　玄徳は、賊将程遠志の前に駒を止めて、彼のうしろにひしめく黄巾賊の大軍へも轟けとばかりいった。

「天地ひらけて以来、まだ獣族の長く栄えたる例はなし。たとい、一時は人政を紊みだし、暴力をもって権を奪うも、末路は野鼠の白骨と変るなからん。──醒めよ、われは、日月の幡はたを高くかかげ、暗黒の世に光明をもたらし、邪を退しりぞけ、正せいを明らかにするの義軍、いたずらに立ち向って、生命いのちをむだに落すな」

　聞くと、程遠志ていえんしは声をあげて、大笑し、

「白昼の大寝言、近ごろおもしろい。醒めよとは、うぬらのこと。いで」

　と、重さ八十斤と称する青龍刀をひッさげ、駒首おどらせて玄徳へかかってきた。

　玄徳はもとより武力の猛将ではない。泥土をあげて、蹄ひづめを後ろへ返す。その間へ、待ちかまえていた張飛が、

「この下郎っ」

　おめきながら割って入り、先ごろ鍛うたせたばかりの丈余の蛇矛じゃぼこ──牙形きばがたの大矛おおぼこを先につけた長柄を舞わして、賊将程遠志の盔かぶとの鉢金から馬の背骨に至るまで斬り下げた。

「やあ、おのれよくも」

　賊の副将鄧茂とうもは、乱れ立つ兵を励ましながら、逃げる玄徳を目がけて追いかけると、関羽が早くも騎馬をよせて、

「豎子じゅしっ、なんぞ死を急ぐ」

　虚空に鳴る偃月刀えんげつとうの一揮き、血けむり呼んで、人馬ともに、関羽の葬ほうむるところとなった。

　賊の二将が打たれたので、残余の鼠兵そへいは、あわて乱れて、山谷のうちへ逃げこんでゆく。それを、追って打ち、包んでは殲滅せんめつして賊の首を挙げること一万余。降人は容れて、部隊にゆるし、首級は村里の辻に梟かけならべて、

　──天誅てんちゅうはかくの如し。

　と、武威をしめした。

「幸先さいさきはいいぞ」

　張飛は、関羽にいった。

「なあ兄貴、このぶんなら、五十州や百州の賊軍ぐらいは、半歳のまに片づいてしまうだろう。天下はまたたく間に、俺たちの旗幟きしによって、日月照々だ。安民楽土の世となるにきまっている。愉快だな。──しかし、戦争がそう早くなくなるのがさびしいが」

「ばかをいえ」

　関羽は、首をふった。

「世の中は、そう簡単でないよ。いつも戦いくさはこんな調子だと思うと、大まちがいだぞ」

　大興山を後にして、一同はやがて幽州へ凱旋の轡くつわをならべた。

　太守劉焉りゅうえんは、五百人の楽人に勝利の譜を吹奏させ、城門に旗の列を植えて、自身、凱旋軍を出迎えた。

　ところへ。

　軍馬のやすむいとまもなく、青州の城下（山東省済南の東・黄河口）から早馬が来て、

「大変です。すぐ援軍のご出馬を乞う」と、ある。

「何事か」と、劉焉が、使いのもたらした牒文ちょうぶんをひらいてみると、

当地方ノ黄巾ノ賊徒等ゾクトラ県郡ニ蜂起ホウキシテ雲集シ青州ノ城囲マレ終ンヌ落焼ラクショウノ運命スデニ急ナリタダ友軍ノ来援ヲ待ツ

青州太守タイシュ龔景キョウケイ

　と、あった。

　玄徳は、また進んで、

「願わくば行ゆいて援たすけん」

　と申し出たので、太守劉焉はよろこんで、校尉こうい鄒靖すうせいの五千余騎に加えて、玄徳の義軍にその先鋒を依嘱した。
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　時はすでに夏だった。

　青州の野についてみると、賊数万の軍は、すべて黄の旗と、八卦はっけの文を証しるしとした幡はんをかざして、その勢い、天日をも侮あなどっていた。

「なにほどのことがあろう」と、玄徳も、先頃の初陣で、難なく勝った手ごころから、五百余騎の先鋒で、当ってみたが、結果は大失敗だった。

　一敗地にまみれて、あやうく全滅をまぬがれ、三十里も退いた。

「これはだいぶ強い」

　玄徳は、関羽へ計った。

　関羽は、

「寡かをもって、衆を破るには、兵法によるしかありません」と一策を献じた。

　玄徳は、よく人の言を用いた。そこで、総大将の鄒靖すうせいの陣へ、使いを立て、謀事をしめしあわせて、作戦を立て直した。

　まず、総軍のうち、関羽は約千の兵をひっさげて、右翼となり、張飛も同数の兵力を持って、丘の陰にひそんだ。

　本軍の鄒靖すうせいと玄徳とは、正面からすすんで、敵の主勢力へ、総攻撃の態を示し、頃あいを計って、わざと、潮のごとく逃げ乱れた。

「追えや」

「討てや」

　と、図にのって、賊の大軍は、陣形もなく追撃してきた。

「よしっ」

　玄徳が、駒を返して、充分誘導してきた敵へ当り始めた時、丘陵の陰や、曠野こうやの黍きびの中から、夕立雲のように湧いて出た関羽、張飛の両軍が、敵の主勢力を、完全にふくろづつみにして、みなごろしにかかった。

　太陽は、血に煙った。

　草も馬の尾も、血のかからない物はなかった。

「それっ、今だ」

　逃げる賊軍を追って、そのまま味方は青州の城下まで迫った。

　青州の城兵は、

　──援軍来る！

　と知ると、城門をひらいて、討って出た。なだれを打って、逃げてきた賊軍は、城下に火を放ち、自分のつけた炎を墓場として、ほとんど、自滅するかのような敗亡を遂げてしまった。

　青州の太守龔景きょうけいは、

「もし、卿けいらの来援がなければ、この城は、すでに今日は賊徒の享楽の宴会場になっていたであろう」

　と、人々を重く賞して、三日三晩は、夜も日も、歓呼の楽器と万歳の声にみちあふれていた。

　鄒靖は、軍を収めて、

「もはや、お暇いとません」

　と、幽州へ引揚げて行ったが、その際、劉玄徳は、鄒靖に向って、

「ずっと以前──私の少年の頃ですが、郷里の楼桑村に来て、しばらくかくれていた盧植ろしょくという人物がありました。私は、その盧植先生について、初めて文を学び、兵法を説き教えられたのです。その後先生はどうしたかと、時おり、思い出すのでしたが、近頃うわさに聞けば、盧植先生は官に仕えて、中郎将ちゅうろうしょうに任ぜられ、今では勅令をうけて、遠く広宗こうそう（山東省）の野に戦っていると聞きます。──しかしそこの賊徒は、黄匪こうひの首領張角将軍直属の正規兵だということですから、さだめしご苦戦と察しられるので、これから行って、師弟の旧恩、いささかご加勢してあげたいと思うのです」と、心のうちをもらした。

　そして、自分はこれから、広宗の征野へ、旧師の軍を援けにおもむくから、幽州の城下へ帰ったら、どうか、その旨を、悪しからず太守へお伝えねがいたいと、伝言を頼んだ。

　もとより義軍であるから、鄒靖も引止めはしない。

「しからば、貴下の手勢のみ率いて、兵糧そのほかの賄まかない、心のままにし給え」

　と、武人らしく、あっさりいって別れた。
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　討匪とうひ将軍の印綬いんじゅをおびて、遠く洛陽らくようの王府から、黄河口の広宗の野やに下り、五万の官軍を率いて軍務についていた中郎将盧植ろしょくは、

「なに。劉備玄徳りゅうびげんとくという者がわしを訪ねてきたと？ ……はてな、劉、玄徳、誰だろう」

　しきりに首をひねっていたが、まだ思い出せない容子ようすだった。

　戦地といっても、さすが漢朝の征旗を奉じてきている軍の本営だけに、将軍の室は、大きな寺院の中央を占め、境内から四門の外郭一帯にかけて、駐屯している兵馬の勢威は物々しいものであった。

「はっ。──確かに、劉備玄徳と仰っしゃって、将軍にお目にかかりたいと申して来ました」

　外門から取次いできた一人の兵はそういって、盧将軍の前に、直立の姿勢をとっていた。

「一人か」

「いいえ、五百人も連れてであります」

「五百人」

　唖然あぜんとした顔つきで、

「じゃあ、その玄徳とやらは、そんなにも自分の手勢をつれて来たのか」

「さようです。関羽、張飛、という二名の部将を従えて、お若いようですが、立派な人物です」

「はてなあ？」

　なおさら、思い当らない容子であったが、取次ぎの兵が、

「申し残しました。その仁は、涿たく県楼桑村の者で、将軍がそこに隠遁されていた時代に、読み書きのお教えをうけたことがあるとかいっておりました」

「ああ！　では蓆むしろ売りの劉少年かもしれない。いや、そういえば、あれからもう十年以上も経っておるから、よい若人になっている年頃だろう」

　盧植は、にわかに、なつかしく思ったとみえ、すぐ通せと命令した。もちろん、連れている兵は外門にとめ、二人の部将は、内部の廂ひさしまで入ることを許してである。

　やがて玄徳は通った。

　盧植は、ひと目見て、

「おお、やはりお前だったか。変ったのう」と、驚いた目をした。

「先生にも、その後は、赫々かっかくと洛陽にご武名の聞え高く、蔭ながらよろこんでおりました」

　玄徳は、そういって、盧植の沓くつの前に退がり、昔に変らぬ師礼をとった。

　そして彼は、自分の素志をのべた上、願わくば、旧師の征軍に加わって、朝旗のもとに報国の働きを尽したいといった。

「よく来てくれた。少年時代の小さな師恩を思い出して、わざわざ援軍に来てくれたとは、近頃うれしいことだ。その心もちはすでに朝臣であり、国を愛する士の持つところのものだ。わが軍に参加して、大いに勲功をたててくれ」

　玄徳は、参戦をゆるされて、約二ヵ月ほど、盧植の軍を援けていたが、実戦に当ってみると、賊のほうが、三倍も多い大軍を擁しているし、兵の強さも、比較にならないほど、賊のほうが優勢だった。

　そのため、官軍のほうが、かえって守勢になり、いたずらに、滞陣の月日ばかり長びいていたのだった。

「軍器は立派だし、服装も剣も華やかだが、洛陽の官兵は、どうも戦意がない。都に残している女房子供のことだの、うまい酒だの、そんなことばかり思い出しているらしい」

　張飛は、時々、そんな不平を鳴らして、

「長兄。こんな軍にまじっていると、われわれまでが、だらけてしまう。去って、ほかに大丈夫の戦う意義のある戦場を見つけましょう」

　と、玄徳へいったが、玄徳は、師を歓ばせておきながら、師へ酬いることもなく去る法はないといって、きかなかった。

　そのうちに、盧植ろしょくのほうから、折入って、軍機にわたる一つの相談がもちかけられた。
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　盧植がいうには、

　──そもそもこの地方は、嶮岨けんそが多くて、守る賊軍に利があり、一気に破ろうとすれば、多大に味方を損じるので、心ならずも、こうして長期戦を張って、長陣をしている理わけであるが、折入って、貴下に頼みたいというのは、賊の総大将張角の弟で張宝ちょうほう・張梁ちょうりょうのふたりは目下、潁川えいせん（河南省・許昌）のほうで暴威をふるっている。

　その方面へは、やはり洛陽の朝命をうけて、皇甫嵩こうほすう・朱雋しゅしゅんの二将軍が、官軍を率いて討伐に向っている。

　ここでも勝敗決せず、官軍は苦戦しているが、わが広宗の地よりも、戦うに益が多い。ひとつ貴下の手勢をもって、急に援軍におもむいてもらえまいか。

　賊の張梁・張宝の二軍が敗れたりと聞えれば、自然、広宗の賊軍も、戦意を喪失し、退路を断たれることをおそれて、潰走し始めることと思う。

「玄徳殿。行ってもらえまいか」

　盧植の相談であった。

「承知しました」

　玄徳は、もとより義をもって、旧師を援けにきたので、その旧師の頼みを、すげなく拒こばむ気にはなれなかった。

　即刻、軍旅の支度をした。

　手勢五百に、盧植からつけてくれた千余の兵を加え、総勢千五百ばかりで、潁川えいせんの地へ急いだ。

　陣地へ着くと、さっそく官軍の将、朱雋しゅしゅんに会って、盧植の牒文を示し、

「お手伝いに参った」とあいさつすると、

「ははあ。何処で雇やとわれた雑軍だな」と、朱雋は、しごく冷淡な応対だった。

　そして、玄徳へ、

「まあ、せいぜい働き給え。軍功さえ立てれば、正規の官軍に編入されもするし、貴公らにも、戦後、何か地方の小吏ぐらいな役目は仰せつかるから」

　などともいった。

　張飛は、

「ばかにしておる」

　と怒ったが、玄徳や関羽でなだめて、前線の陣地へ出た。

　食糧でも、軍務でも、また応対でも、冷遇はするが、与えられた戦場は、もっとも強力な敵の正面で、官軍の兵が、手をやいているところだ。

　地勢を見るに、ここは広宗地方とちがって、いちめんの原野と湖沼だった。

　敵は、折からの、背丈の高い夏草や野黍のきびのあいだに、虫のようにかくれて、時々、猛烈な奇襲をしてきた。

「さらば。一策がある」

　玄徳は、関羽と張飛に、自分の考えを告げてみた。

「名案です。長兄は、そもそも、いつのまにそんなに、孫呉の兵を会得えとくしておられたんですか」

　と、二人とも感心した。

　その晩、二更こうの頃。

　一部の兵力を、迂回させて、敵のうしろに廻し、張飛、関羽らは、真っ暗な野を這って、敵陣へ近づいた。

　そして、用意の物に、一斉に火を点じると、

「わあっ」

　と、鬨ときの声をあげて、炎の波のように、攻めこんだ。

　かねて、兵一名に、十把ぱずつの松明たいまつを負わせ、それに火をつけて、なだれこんだのである。

　寝ごみを衝かれ、不意を襲われて、右往左往、あわて廻る敵陣の中へ、投げ松明の光は、花火のように舞い飛んだ。

　草は燃え、兵舎は焼け、逃げくずれる賊兵の軍衣にも、火がついていないのはなかった。

　すると彼方から、一彪ぴょうの軍馬が、燃えさかる草の火を蹴って進んできた。見れば、全軍みな紅くれないの旗をさし、真っ先に立った一名の英雄も、兜かぶと、鎧よろい、剣装、馬鞍、すべて火よりも赤い姿をしていた。
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「やよ、それに来る豪傑。貴軍はそも、敵か味方か」

　玄徳のそばから大音で、関羽が彼方へ向って云った。

　先でも、玄徳たちを、

「官軍か賊軍か？」と疑っていたように、ぴたと一軍の前進を停めて、

「これは洛陽より南下した五千騎の官軍である。汝らこそ、黄匪に非ずや」

　と、呶鳴り返してきた。

　聞くと、玄徳は左将軍関羽、右将軍張飛だけを両側に従えて、兵を後方に残したまま数百歩駒をすすめ、

「戦場とて、失礼をいたした。それがしは涿県たくけん楼桑村の草莽そうもうより起って、いささか奉公を志し、討賊の戦場に参加しておる義軍の将、劉備玄徳という者です。それにおいである豪傑は、そも何ぴとなりや。願わくばご尊名をうかがいたい」

　いうと、紅の旗、紅の鎧、紅の鞍にまたがっている人物は、玄徳の会釈を、馬上でうけながら微笑をたたえ、「ごていねいな挨拶。それへ参って申さん」と、赤夜叉あかやしゃの如く、すべて赤く鎧よろった旗本七騎につつまれて、玄徳の間近まで馬をすすめて来た。

　近々と、その人物を見れば。

　年はまだ若い。肉薄く色白く、細眼長髯さいがんちょうぜん、胆量たんりょう人にこえ、その眸には、智謀はかり知れないものが見えた。

　声静かに、名乗っていう。

「われは沛国譙郡はいこくしょうぐん（安徽省・毫県）の生れで、曹操そうそう字あざなは孟徳もうとく、小字こあざなは阿瞞あまん、また吉利きつりともいう者です。すなわち漢の相国しょうこく曹参そうさんより二十四代の後胤こういんにして、大鴻臚たいこうろ曹崇そうすうが嫡男なり。洛陽にあっては、官騎かんき都尉といに封ぜられ、今、朝命によって、五千余騎にて馳せ来り、幸いにも、貴軍の火攻めの計に乗じて、逃ぐる賊を討ち、賊徒の首を討つことその数を知らないほどです。──ひとつお互いに両軍声をあわせて、天下の泰平を一日もはやく地上へ呼ぶため、凱歌をあげましょう」

「結構です。では、曹操閣下が矛ほこをあげて、両軍へ発声の指揮をしてください」

　玄徳が謙遜していうと、

「いやそれは違う。こよいの勝ち軍いくさはひとえに貴軍の謀略と働きにあるのですから、玄徳殿が音頭をとるべきです」と、曹操も譲りあう。

「では、一緒に、指揮の矛を揚げましょう」

「なるほど、それならば」

　と、曹操も従って、両将は両軍のあいだに轡くつわをならべ、そして三度、鬨ときの声をあわせて野をゆるがした。

　野火は燃えひろがるばかりで賊徒らの住む尺地も余さなかった。賊の大軍は、ほとんど、秋風に舞う木の葉のように四散した。

「愉快ですな」

　曹操は、かえりみて云った。

　兵をまとめて、両軍引揚げの先頭に立ちながら、玄徳は、彼と駒を並べ、彼と親しく話すかなりな時間を得た。

　彼の最前の名乗りは、あながち鬼面きめん人を脅おどすものではなかった。玄徳は正直に、彼の人物に尊敬を払った。晋文匡扶しんぶんきょうふの才なきを笑い、趙高王莽ちょうこうおうもうの計策はかりなきを嘲あざけって時々、自らの才を誇る風はあるが、兵法は呉子孫子をそらんじ、学識は孔孟の遠き弟子をもって任じ、話せば話すほど、深みもあり広さもある人物と思われた。

　それにひきかえて、本軍の総大将朱雋しゅしゅんは、かえって玄徳の武功をよろこばないのみか、玄徳が戻ってくると、すぐこう命令した。

「せっかく、潁川えいせんにまとまっていた賊軍を四散させてしまったので、必ず彼らは、大興山の友軍や広宗の張角軍と合体して、盧植ろしょく将軍のほうを、今度はうんと悩ますにちがいない。──貴公はすぐ広宗へ引っ返して、再び、盧植軍に加勢してやり給え。今夜だけ、馬を休めたら、すぐ発足するがよかろう」




檻車かんしゃ
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　義はあっても、官爵かんしゃくはない。勇はあっても、官旗を持たない。そのために玄徳の軍は、どこまでも、私兵としか扱われなかった。

（よく戦ってくれた）と、恩賞の沙汰か、ねぎらいの言葉でもあるかと思いのほか、休むいとまもなく、（ここはもうよいから、広宗の地方へ転戦して、盧将軍を援たすけにゆけ）

　という朱雋しゅしゅんの命令には、玄徳は素直な質たちなので、承知して戻ったが、関羽も、張飛も、それを聞くと、

「え。すぐにここを立てというんですか」

　と、むっとした顔色だった。ことに張飛は、

「怪しからん沙汰だ。いかに官軍の大将だからといって、そんな命令を、おうけしてくる法があるものか。昨夜から悪戦苦闘してくれた部下にだって、気の毒で、そんなことがいえるものか」と、激昂し、「長兄は、大人しいもんだから、洛陽の都会人などの眼から見るとなめられやすいのだ。拙者がかけ合ってくる」

　と、剣をつかんで、朱雋の本営へ出かけそうにしたので、玄徳よりは、同じ不快をこらえている関羽が、

「まあ待て」と、極力おさえた。

「ここで、腹を立てたら、折角、官軍へ協力した意義も武功も、みな水泡に帰してしまう。都会人て奴は、元来、わがままで思い上がっているものだ。しかし、黙ってわれわれが国事に尽していれば、いつか誠意は天聴にも達するだろう。眼前の利慾に怒るのは小人の業わざだ。われわれは、もっと高い理想に向って起つはずじゃないか」

「でも癪しゃくにさわる」

「感情に負けるな」

「無礼なやつだ」

「分った。分った。もうそれでいいだろう」

　ようやく宥なだめて、

「劉兄。お腹も立ちましょうが、戦場も世の中の一部です。広い世の中としてみればこんなことはありがちでしょう。即刻、この地を引揚げましょう」

　ついでに関羽は、玄徳の憂鬱もそういって慰めた。

　玄徳はもとより、そう腹も立っていない。こらえるとか、堪忍とか、二人はいっているが、彼自身は、生来の性質が微温的にできているのか、実際、朱雋の命令にしてもそう無礼とも無理とも思えないし、怒るほどに、気色を害されてもいなかったのである。

　兵には、一睡させて、せめて食糧もゆっくりとらせて、夜半から玄徳は、そこの陣地を引払った。

　きのうは西に戦い。

　きょうは東へ。

　毎日、五百の手勢と、行軍をつづけていても、私兵のあじけなさを、しみじみ思わずにいられなかった。

　部落を通れば、土民までが馬鹿にする。──その土民らを賊の虐圧ぎゃくあつと、悪政の下から救って、安心楽土の幸福な民としてやろうというこの軍の精神であるのに──そのみすぼらしい雑軍的な装備を見て、

「なんじゃ。官軍でもなし、黄巾賊でもないのが、ぞろぞろ通りよる」

　などと、陽なたに手をかざし合って、嘲弄ちようろうするような眼をあつめながら見物していた。

　けれど、先頭の玄徳、張飛、関羽の三人だけは、人目をひいた。威風が道を払った。土民らの中には土下座して拝する者もあった。

　拝されても、嘲弄されても、玄徳はいずれにせよ、気にかけなかった。自分が畑に働いていた頃の気持をもって、土民の気持を理解しているからだった。
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　駒を並べてくる関羽と張飛とはまだ朱雋しゅしゅんの無礼を思い出して、時々、腹が立ってくるものとみえ、官軍の風紀や、洛陽の都人士の軽薄を、しきりに声を大にして罵ののしっていた。

「およそ嫌なものは、官爵かんしゃくを誇って、朝廷のご威光を、自分の偉さみたいに、思い上がっている奴だ。天下の紊みだるるは、天下の紊れに非ず、官の廃頽たいはいによるというが、洛陽育ちの役人や将軍のうちには、あんなのが沢山いるだろうて」

　と、関羽がいえば、

「そうさ。俺はよッぽど、朱雋の面へ、ヘドを吐きかけてやろうと思ったよ」と張飛もいう。

「はははは。貴公のヘドをかけられたら、朱雋も驚いたろうな。しかし彼一人が官僚臭の鼻もちならぬ人間というわけではない。漢室の廟堂びょうどうそのものが腐敗しているのだ。彼は、その中に棲息せいそくしている時代人だから、その悪弊を持っているに過ぎない」

「それゃあ分っているが、とにかく俺は、目前の事実を憎むよ」

「いくら黄匪こうひを討伐しても、中央の悪風を粛正しなければ、ほんとのよい時代はやって来まいな」

「黄巾の賊はなお討つに易し。廟堂の鼠臣そしんはついに趁おうも難し──か」

「その通りだ」

「考えれば考えるほど、俺たちの理想は遠い──」

　道をながめ、空を仰ぎ、両雄は嘆じ合っていた。

　少し前へ立って、馬を進めていた玄徳は、二人の声高なはなしを先刻から後ろ耳で聞いていたが、その時、振りかえって、

「いやいや両人、そう一概にいってしまったものではない。洛陽の将軍のうちにも、立派な人物は乏しくない」と、いった。

　玄徳は、言葉をつづけて、

「たとえば先頃、野火の戦野で出会って挨拶を交わした──赤備あかぞなえの一軍の大将、孟徳曹操もうとくそうそうなどという人物は、まだ若いが、人品じんぴんといい、言語態度といい、まことに見あげたものだった。叡智の才を、洛陽の文化と、武勇とに磨いて、一個の人格に飽和させているところ、彼など真に官軍の将軍といって恥かしからぬ者であろう。ああいう武将というものは、やはり郷軍や地方の草莽そうもうのなかには見当らないと思うな」と、賞ほめたたえた。

　それには、張飛も関羽も、同感であったが、浪人の通有性として官軍とか官僚とかいうと、まずその人物の真価をみるより先に、その色や臭いを嫌悪してかかるので、玄徳にそういわれるまでは、特に、曹操に対しても、感服する気にはなれなかったのである。

「ヤ。旗が見える」

　そのうちに、彼らの部下は、こういって指さし合った。玄徳は、馬を止めて、

「なにが来るのだろうか」と、関羽をかえりみた。

　関羽は、手をかざして、道の前方数十町の先を、眺めていた。そこは山陰になって、山と山の間へ道がうねっているので、太陽の光もかげり、何やら一団の人間と旗とが、こっちへさして来るのは分るが官軍やら黄巾賊の兵やら──また、地方を浮浪している雑軍やら、見当がつかなかった。

　だが、次第に近づくに従って、ようやく旗幟きしがはっきり分った。関羽が、それと答えた時には、従う兵らも口々に云い交わしていた。

「朝旗をたてている」

「アア。官軍だ」

「三百人ばかりの官軍の隊」

「だが、おかしいぞ、熊でも捕まえて入れてくるのか、檻車かんしゃをひいて来るじゃないか」
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　大きな鉄格子の檻おりである。車がついているので驢ろにひかせることができる。まわりには、槍や棒を持った官兵が、怖い目をしながら警固してくる。

　その前に百名。

　その後ろに約百名。

　檻車を真ん中にして、七旒りゅうの朝旗は山風にひるがえっていた。そして、檻車の中に、揺られてくるのは、熊でも豹ひょうでもなかった。膝を抱いて、天日に面おもてを俯ふせている、あわれなる人間であった。

　ばらばらっと、先頭から、一名の隊将と、一隊の兵が、馳け抜けてきて、玄徳の一行を、頭から咎とがめた。

「こらっ、待てっ」というふうにである。

　張飛も、ぱっと、玄徳の前へ駒を躍らせて、万一をかばいながら、

「なんだっ、虫けら」と、いい返した。

　いわずともよい言葉であったが、潁川えいせん以来、とかく官兵の空威からいばりに、業腹ごうはらの煮えていたところなので、つい口をついて出てしまったのである。

　石は石を打って、火を発した。

「なんだと、官旗に対して、虫けらといったな」

「礼を知るをもって人倫じんりんの始まりという。礼儀をわきまえん奴は、虫けらも同然だ」

「だまれ、われわれは、洛陽の勅使、左豊卿さほうきょうの直属の軍だ。旗を見よ。朝旗が見えんか」

「王城の直軍とあれば、なおさらのことである。俺たちも、武勇奉公を任じる軍人だ。私軍といえど、この旗に対し、こらっ待てとはなんだ。礼をもって問えば、こちらも礼をもって答えてやる。出直してこい」

　丈八の蛇矛を斜しゃに構えて、かっとにらみつけた。

　官兵はちぢみ上がったものの、虚勢を張ったてまえ、退きもならず、生唾なまつばをのんでいた。玄徳は、眼じらせで、関羽にこの場を扱うように促した。

　関羽は、心得て、

「あいや、これは潁川えいせんの朱雋しゅしゅん・皇甫嵩こうほすうの両軍に参加して、これより広宗へ引っ返して参る涿県たくけんの劉玄徳の手勢でござる。ことばの行きちがい、この漢おとこの短慮はゆるし給え。──ついてはまた、貴下の軍は、これより何処へ参らるるか。そして、あれなる檻車かんしゃにある人間は、賊将の張角でも生擒いけどってこられたのであるか」

　詫びるところは詫び、糺ただすところは筋目をただして、質問した。

　官兵の隊将は、それに、ほっとした顔つきを見せた。張飛の暴言も薬になったとみえ、今度は丁寧に、

「いやいや、あれなる檻車に押しこめてきた罪人は、先頃まで、広宗の征野にあって、官軍一方の将として、洛陽より派遣せられていた中郎将盧植ちゅうろうしょうろしょくでござる。」

「えっ、盧植将軍ですって」

　玄徳は、思わず、驚きの声を放った。

「されば、吾々には詳しいことも分らぬが、今度勅命にて下られた左豊卿さほうきょうが、各地の軍状を視察中、盧植の軍務ぶりに不届きありと奏されたため、急に盧植の官職を褫奪ちだつされ、これよりその身がらを、一囚人として、都へ差し立てて行く途中なので──」

　と語った。

　玄徳も、関羽も、張飛も、

「嘘のような……」と、茫然たる面を見あわせたまま、しばしいうことばを知らなかった。

　玄徳はやがて、

「実は、盧植将軍は、自分の旧師にあたるお人なので、ぜひともひと目、お別れをお告げ申したいが、なんとか許してもらえまいか」と切に頼んだ。
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「ははあ。では、罪人盧植は、貴公の旧師にあたる者か。それは定めし、ひと目でも会いたかろうな」

　守護の隊将は、玄徳の切な願いを、肯きくともなく、肯かぬともなく、すこぶるあいまいに口を濁して、「許してもよいが、公の役目のてまえもあるしな」と、意味ありげに呟いた。

　関羽は、玄徳の袖をひいて、彼は賄賂わいろを求めているにちがいない。貧しい軍費ではあるが、幾分かをさいて、彼に与えるしかありますまいといった。

　張飛は、それを小耳にはさむと、怪しからぬことである。そんなことをしては癖くせになる。もしきかなければ、武力に訴えて、盧将軍の檻車へ迫り、ご対面なさるがよい。自分が引受けて、警固の奴らは近寄せぬからといったが、玄徳は、

「いやいや、かりそめにも、朝廷の旗を奉じている兵や役人へ向って、さような暴行はなすべきでない。といって、師弟の情、このまま盧将軍と相見ずに別れるにも忍びないから──」

　といって、なにがしかの銀を、軍費のうちから出させて、関羽の手からそっと、守護の隊将へ手渡し、

「ひとつ、あなたのお力で」

　と、折入っていうと、賄賂わいろの効き目は、手のひらを返したようにきいて、隊将は立ち戻って、檻車を停とめ、

「しばらく、休め」　と、自分の率いている官兵に号令した。

　そしてわざと、彼らは見て見ぬふりして、路傍に槍を組んで休憩していた。

　玄徳は、騎をおりて、その間に、檻車のそばへ馳け寄り、がんじょうな鉄格子へすがりついて、

「先生っ。先生っ。玄徳でございます。いったい、このお姿は、どうなされたことでござりますぞ」

　と、嘆いた。

　膝を曲げて、暗澹あんたんと、顔を埋めたまま、檻車の中に背をまるくしていた盧植は、その声に、はっと眼を向けたが、

「おうっ」

　と、それこそ、さながら野獣のように、鉄格子のそばへ、跳びついてきて、

「玄徳か……」と、舌をつらせて顫わなないた。

「いい所で会った。玄徳、聞いてくれ」

　盧植は、無念な涙に、眼も顔もいっぱいに曇らせながらいう。

「実は、こうだ。──先頃、貴公がわしの陣を去って、潁川えいせんのほうへ立ってから間もなく、勅使左豊という者が、軍監として戦況の検分に来たが、世事に疎うといわしは、陣中であるし、天子の使いとして、彼を迎えるに、あまりに真面目すぎて、他の将軍連のように、左豊に献物けんもつを贈らなかった。……するとあつかましい左豊は、我に賄賂まいないをあたえよと、自分の口から求めてきたが、陣中にある金銀は、みなこれ官の公金にして、兵器戦備の費ついえにする物、ほかに私財とてはなし。ことに、軍中なれば、吏に贈る財物など、何であろうかと、わしはまた、真っ正直に断った」

「……なるほど」

「すると、左豊は、盧植はわれを恥かしめたりと、ひどく恨んで帰ったそうだが、間もなく、身に覚えない罪名のもとに、軍職を褫奪ちだつされてこんな浅ましい姿をさらして、都へ差立てられる身とはなってしもうた。……今思えば、わしもあまり一徹であったが、洛陽の顕官どもが、私利私腹のみ肥やして、君も思わず、民をかえりみず、ただ一身の栄利に汲々きゅうきゅうとしておる状さまは、想像のほかだ。実に嘆かわしい。こんなことでは、後漢の霊帝の御世も、おそらく長くはあるまい。……ああどうなりゆく世の中やら」

　と、盧植は、身の不幸を悲しむよりも、さすがに、より以上、上下乱脈の世相の果てを、痛哭つうこくするのであった。
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　慰めようにも慰めることばもなく、鉄格子をへだてた盧植ろしょくの手を握りしめて、玄徳も共にただ悲嘆の涙にくれていたが、

「いや先生、ご胸中はお察しいたしますが、いかに世が末になっても、罪なき者が罰せられて、悪人や奸吏がほしいままに、栄耀えいようを全まっとうすることはありません。日月も雲におおわれ、山容も、烟霧えんむに真の象かたちを現さない時もあります。そのうちに、ご冤罪えんざいは拭ぬぐわれて、また聖代に祝しあう日もありましょう。どうか、時節をお待ちください。お体を大切に、恥をしのんで、じっとここは、ご辛抱ください」

　と励ました。

「ありがとう」と、盧植もわれにかえって、「思わぬ所で、思わぬ人に会ったため、つい心もゆるみ、不覚な涙を見せてしもうた。……わしなどはすでに老朽の身だが、頼むのは、貴公たち将来のある青年へだ。……どうか億生おくしょうの民草のために、頼むぞ劉備」

「やります。先生」

「ああしかし」

「何ですか」

「わしの如き、老年になっても、まだ佞人ねいじんの策におち、檻車に生き恥をさらされるような不覚をするのだ。汝おことらはことに年も若いし、世の経験に浅い身だ。くれぐれも、平時の処世に細心でなければ危ないぞ。戦を覚悟の戦場よりも、心をゆるめがちの平時のほうが、どれほど危険が多いか知れない」

「ご訓誡、肝きもに銘じておきます」

「では、あまり長くなっても、また迷惑がかかるといけないから──」

　と、盧植が、早く立去れかしと、玄徳を眼で急せき立てていると、それまで、檻車の横にたたずんでいた張飛が、突然、

「やあ長兄。罪もなき恩師が、獄府へ引かれて行くのを、このまま見過すという法があろうか。今のはなしを聞くにつけ、また先頃からの鬱憤もかさんでおる。もはや張飛の堪忍の緒はきれた。──守護の官兵どもを、みなごろしにして、檻車を奪い盧植様をお助けしようではないか」

　と、大声でいい放ち、一方の関羽をかえりみて、

「兄貴、どうだ」と、相談した。

　耳こすりや、眼まぜでしめし合わすのではない。天地へ向って呶鳴るのである。いくら背中を向けて見ぬ振りをしている官兵でも、それには総立ちになって、色めかざるをえない。しかし、張飛の眼中には、蠅が舞いだした程にもなく、

「なにを黙っておるのか。長兄らは、官兵が怖いのか。義を見て為なさざるは勇なきなり。よしっ、それでは、俺ひとりでやる。なんの、こんな虫籠のような檻車一つ」

　いきなり張飛は、その鉄格子に手をかけて、猛虎のように、ゆすぶりだした。

　いつもあまり大きな声を出さないし、めったに顔いろを変えない玄徳が、それを見ると、

「張飛！　何をするかッ」と、大喝して、「かりそめにも、朝命の科人とがにんへ、汝、一野夫の身として、何をなさんとするか。師弟の情は忍び難いが、なお、私情に過ぎない。いやしくも天子の命とあらば、地を噛んでも伏すべきである。世々の道に反そむかずということは、そもそも、われらの軍律の第一則であった。強たって、乱暴を働くにおいては、天子の臣に代り、また、わが軍律に照らして、劉玄徳が、まず汝の首を刎はねん。──いかに張飛、なおさわぐや」

　と、かの名剣の柄をにぎって、眦まなじりを紅に裂き、この人にしてこの血相があるかと疑われるばかりな声で叱りつけた。
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　──檻車は遠く去った。

　叱られて、思いとどまった張飛は、後ろの山のほうを向いて、見ていなかった。

　玄徳は、立っていた。

「…………」

　黙然と、凝視して、遠くなり行く師の檻車を、暗涙の中に見送っていた。

「……さ。参りましょう」

　関羽は、促うながして、駒を寄せた。

　玄徳は、黙々と、騎上の人になったが、盧植の運命の急変が、よほど精神にこたえたとみえ、

「……ああ」と、なお嘆息しては、振向いていた。

　張飛は、つまらない顔していた。彼にとっては、正しい義憤としてやったことが、計らずも玄徳の怒りを買い、義盟の血をすすり合ってから初めてのような叱られ方をした。

　官兵どもは、それを見て、いい気味だというような嘲笑を浴びせた。張飛たるもの、腐らずにいられなかった。

「いけねえや、どうも家の大将は、すこし安物の孔子こうしにかぶれている気味だて」

　舌打ちしながら、彼も黙りこんだまま、悄気しょげかえった姿を、駒にまかせていた。

　山峡の道を過ぎて、二州のわかれ道へきた。

　関羽は、駒を止めて、

「玄徳様」と、呼びかけた。

「これから南へ行けば広宗。北へさしてゆけば、郷里涿県たくけんの方角へ近づきます。いずれを選びますか」

「もとより、盧植先生が囚とらわれの身となって、洛陽へ送られてしまったからには、義をもってそこへ援軍にゆく意味ももうなくなった。ひとまず、涿県へ帰ろうよ」

「そうしますか」

「うム」

「それがしも、先刻からいろいろ考えていたのですが、どうも、残念ながら、一時郷里へ退くしかないであろう──と思っていたので」

「転戦、また転戦。──なんの功名ももたらさず、郷家に待つ母上にも、なんとなく、会わせる顔もないここちがするが……帰ろうよ、涿県へ」

「はっ。──では」

　と、関羽は、騎首をめぐらして、後からつづいて来る五百余の手兵へ、

「北へ、北へ！」

　と、指して歩行の号令をかけ、そしてまた黙々と、歩みつづけた。

「あア──、あ、あ」

　張飛は、大あくびして、

「いったい、なんのために、俺たちは戦ったんだい。ちっともわけが分らない。──こうなると一刻もはやく、涿県の城内へ帰って、市の酒屋で久しぶりに、猪いのこの股ももでもかじりながら、うまい酒でも飲みたいものだ」と、いった。

　関羽は、苦い顔して、

「おいおい、兵隊のいうようなことをいうな。一方の将として」

「だって、俺は、ほんとのことをいっているんだ。嘘ではない」

「貴様からして、そんなことをいったら、軍紀がゆるむじゃないか」

「軍紀のゆるみだしたのは、俺のせいじゃない。官軍官軍と、なんでも、官軍とさえいえば、意気地なく恐がる人間のせいだろ」

　不平満々なのである。

　その不平な気もちは、玄徳にも分っていた。玄徳もまた、不平であったからだ。そしてひと頃の張り切っていた壮志そうしのゆるみをどうしようもなかった。彼は、女め々めしく郷里の母を想い出し、また、思うともなくい鴻芙蓉こうふようの麗しい眉や眼などを、人知れず胸の奥所おくがに描いたりして、なんとなく士気の沮喪そそうした軍旅の虚無きょむと不平をなぐさめていた。

　すると、突然、山崩れでもしたように、一方の山岳で、鬨ときの声が聞えた。
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「何事か」

　玄徳は聞き耳たてていたが、四山にこだまする銅鑼どら、兵鼓へいこの響きに、

「張飛。物見せよ」と、すぐ命じた。

「心得た」

　と張飛は駒を飛ばして、山のほうへ向って行ったが、しばらくすると戻ってきて、

「広宗の方面から逃げくずれて来る官軍を、黄巾こうきんの総帥そうすい張角ちょうかくの軍が、大賢良師たいけんりょうしと書いた旗を進め、勢いに乗って、追撃してくるのでござる」と、報告した。

　玄徳は、驚いて、

「では、広宗の官軍は、総敗北となったのか。──罪なき盧植将軍を、檻車に囚えて、洛陽へ差し立てたりなどしたために、たちまち、官軍は統制を失って、賊にその虚をつかれたのであろう」

　と、嘆じた。

　張飛は、むしろ小気味よげに、

「いや、そればかりでなく、官軍の士風そのものが、長い平和になれ、気弱にながれ、思い上がっているからだ」と、関羽へいった。

　関羽は、それに答えず、

「長兄。どうしますか」

　と玄徳へ計った。

　玄徳は、ためらいなく、

「皇室を重んじ、秩序をみだす賊子を討ち、民の安寧あんねいを護らんとは、われわれの初めからの鉄則である。官の士風や軍紀をつかさどる者に、面白からぬ人物があるからというて、官軍そのものが潰滅するのを、拱手傍観きょうしゅぼうかんしていてもよいものではない」

　と、即座に、援軍に馳せつけて、賊の追撃を、山路で中断した。そしてさんざんにこれを悩ましたり、また、奇策をめぐらして、張角大方師の本軍まで攪乱した上、勢いを挽回した官軍と合体して、五十里あまりも賊軍を追って引揚げた。

　広宗から敗走してきた官軍の大将は、董卓とうたくという将軍だった。

　からくも、総敗北を盛返して、ほっと一息つくと、将軍は、幕僚にたずねた。

「いったい、かの山嶮で、不意にわが軍へ加勢し、賊の後方を攪乱した軍隊は、いずれ味方には相違あるまいが、どこの部隊に属する将士か」

「さあ。どこの隊でしょう」

「汝らも知らんのか」

「誰もわきまえぬようです」

「しからば、その部将に会って、自身訊ねてみよう。これへ呼んでこい」

　幕僚は、直ちに、玄徳たちへ董卓の意をつたえた。

　玄徳は、左将さしょう関羽、右将うしょう張飛を従えて、董卓の面前へ進んだ。

　董卓は、椅子を与える前に、三名の姓名をたずねて、

「洛陽の王軍に、卿けいらのごとき勇将があることは、まだ寡聞かぶんにして聞かなかったが、いったい諸君は、なんという官職に就かれておるのか」と、身分を糺ただした。

　玄徳は、無爵無官の身をむしろ誇るように、自分らは、正規の官軍ではなく、天下万民のために、大志を奮い起して立った一地方の義軍であると答えた。

「……ふうむ。すると、涿県の楼桑村から出た私兵か。つまり雑軍というわけだな」

　董卓の応対ぶりは、言葉つきからして違ってきた。露骨な軽蔑を鼻先に見せていうのだった。しかも、

「──ああそうか。じゃあ我が軍に従ついて、大いに働くがよいさ。給料や手当は、いずれ沙汰させるからな」

　と同席するさえ、自分の沽券こけんにかかわるように、董卓はいうとすぐ帷幕いばくのうちへ隠れてしまった。
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　官軍にとっては、大功を立てたのだ。董卓にとっては、生命の親だといってもよいのだ。

　然るに！

　何ぞ、遇ぐうするの、無礼。

　士を遇する道を知らぬにも程がある。

「…………」

　玄徳も、張飛と関羽も、董卓のうしろ姿を見送ったまま、茫然としていた。

「うぬっ」

　憤然と、張飛は、彼のかくれた幕とばりの奥へ、躍り入ろうとした。

　獅子のように、髪を立てて。

　そして剣を手に。

「あっ、何処へ行く」

　玄徳は、驚いて、張飛のうしろから組み止めながら、

「こらっ、また、わるい短慮を出すか」と、叱った。

「でも。でも」

　張飛は、怒りやまなかった。

「──ちッ、畜生っ。官位がなんだっ。官職がない者は、人間でないように思ってやがる。馬鹿野郎ッ。民力があっての官位だぞ。賊軍にさえ、蹴ちらされて、逃げまわって来やがったくせに」

「これッ、鎮まらんか」

「離してくれ」

「離さん。関羽関羽。なぜ見ているか、一緒に、張飛を止めてくれい」

「いや関羽、止めてくれるな。おれはもう、堪忍の緒おを切った。──功を立てて恩賞もないのは、まだ我慢もするが、なんだ、あの軽蔑したあいさつは。──人を雑軍かとぬかしおった。私兵かと、鼻であしらいやがった。──離してくれ、董卓の素ッ首を、この蛇矛じゃぼこで一太刀にかッ飛ばして見せるから」

「待て。……まあ待て。……腹が立つのは、貴様ばかりではない。だが、小人の小人ぶりに、いちいち腹を立てていたひには、とても大事はなせぬぞ。天下、小人に満ちいる時だ」

　玄徳は、抱き止めたまま、声をしぼって諭さとした。

「しかし、なんであろうと、董卓は皇室の武臣である。朝臣を弑逆しいぎゃくすれば、理非にかかわらず、叛逆の賊子といわれねばならぬ。それに、董卓には、この大軍があるのだ。われわれも共に、ここで斬り死しなければならぬ。聞きわけてくれ張飛。われわれは、犬死するために、起ったのではあるまいが」

「……ち、ち、ちく生ッ」

　張飛は、床を、大きく沓くつで踏み鳴らして、男泣きに、声をあげて泣いた。

「口惜しい」

　彼は、坐りこんで、まだ泣いていた。この忍耐をしなければ、世のために戦えないのか、義を唱となえても、遂になすことはできないのかと考えると悲しくなってくるのだった。

「さ。外へ出よう」

　赤ン坊をあやすように、玄徳と関羽の二人して、彼を、左右から抱き起こした。

　そして、その夜、「こんな所に長居していると、いつまた、張飛が虫を起さないとも限らないから」と、董卓の陣を去って、手兵五百と共に、月下の曠野を、蕭々しょうしょうと、風を負って歩いた。

　わびしき雑軍。

　そして官職のない将僚。

　一軍の漂泊さすらいは、こうして再び続いた。夜ごとに、月は白く小さく、曠野は果てなくまた露が深かった。

　渡り鳥が、大陸をゆく。

　もう秋なのだ。

　いちどは郷里の涿県へ帰ろうとしたが、それも残念でならないし、あまりに無意義──という関羽の意見に、張飛も、将来は何事も我慢しようと同意したので、玄徳を先頭にしたこの渡り鳥にも似た一軍は、また、以前の潁川えいせん地方にある黄匪討伐軍本部──朱雋しゅしゅんの陣地へと志して行ったのであった。




秋風陣しゅうふうじん



一



　潁川の地へ行きついてみると、そこにはすでに官軍の一部隊しか残っていなかった。大将軍の朱雋しゅしゅんも皇甫嵩こうほすうも、賊軍を追いせばめて、遠く河南の曲陽や宛城えんじょう方面へ移駐しているとのことであった。

「さしも旺さかんだった黄巾賊の勢力も、洛陽の派遣軍のために、次第に各地で討伐され、そろそろ自壊しはじめたようですな」

　関羽がいうと、

「つまらない事になった」

　と、張飛はしきりと、今のうちに功を立てねば、いつの時か風雲に乗ぜんと、焦心あせるのであった。

「──義軍なんぞ小功を思わん。義胆ぎたんなんぞ風雲を要せん」

　劉玄徳は、独りいった。

　雁かりの列のように、漂泊の小軍隊はまた、南へ向って、旅をつづけた。

　黄河を渡った。

　兵たちは、馬に水を飼った。

　玄徳は、黄いろい大河に眼をやると、憶おもいを深くして、

「ああ、悠久なる哉かな」

　と、呟いた。

　四、五年前に見た黄河もこの通りだった。おそらく百年、千年の後も、黄河の水は、この通りにあるだろう。

　天地の悠久を思うと、人間の一瞬がはかなく感じられた。小功は思わないが、しきりと、生きている間の生甲斐と、意義ある仕事を残さんとする誓願が念じられてくる。

「この畔ほとりで、半日もじっと若い空想にふけっていたことがある。──洛陽船から茶を購あがなおうと思って」

　茶を思えば、同時に、母が憶われてくる。

　この秋、いかに在おわすか。足の冷えや、持病が出てはこぬだろうか。ご不自由はどうあろうか。

　いやいや母は、そんなことすら忘れて、ひたすら、子が大業をなす日を待っておられるであろう。それと共に、いかに聡明な母でも、実際の戦場の事情やら、また実地に当る軍人同士のあいだにも、常の社会と変らない難しい感情やら争いやらあって、なかなか武力と正義の信条一点張りで、世に出られないことなどは、お察しもつくまい。ご想像にも及ぶまい。

　だから以来、なんのよい便りもなく、月日をむなしく送っている子をお考えになると、

（阿備あびは、何をしているやら）

　と、さだめしふがいない者と、焦じれッたく思っておいでになるに相違ない。

「そうだ。せめて、体だけは無事なことでも、お便りしておこうか」

　玄徳は、思いつめて、騎の鞍をおろし、その鞍に結びつけてある旅具の中から、翰墨かんぼくと筆を取りだして、母へ便りを書きはじめた。

　駒に水を飼って、休んでいた兵たちも、玄徳が箋葉せんように筆をとっているのを見ると、

「おれも」

「吾も」

　と、何か書きはじめた。

　誰にも、故郷がある。姉妹兄弟がある。玄徳は思いやって、

「故郷へ手紙をやりたい者は、わしの手もとへ持ってこい。親のある者は、親へ無事の消息をしたがよいぞ」と、いった。

　兵たちは、それぞれ紙片や木皮へ、何か書いて持ってきた。玄徳はそれを一嚢のうに納めて、実直な兵を一人撰抜し、

「おまえは、この手紙の嚢ふくろをたずさえて、それぞれの郷里の家へ、郵送する役目に当れ」

　と、路費を与えて、すぐ立たせた。

　そして落日に染まった黄河を、騎と兵と荷駄とは、黒いかたまりになって、浅瀬は徒渉としょうし、深い所は筏いかだに棹さおさして、対岸へ渡って行った。
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　先頃から河南の地方に、何十万とむらがっている賊の大軍と戦っていた大将軍朱雋しゅしゅんは、思いのほか賊軍が手ごわいし、味方の死傷はおびただしいので、

「いかがはせん」と、内心煩悶はんもんして、苦戦の憂いを顔にきざんでいたところだった。

　そこへ、

「潁川えいせんから広宗へ向った玄徳の隊が、形勢の変化に、途中から引っ返してきて、ただ今、着陣いたしましたが」と、幕僚から知らせがあった。

　朱雋はそれを聞くと、

「やあ、それはよい所へ来た。すぐ通せ、失礼のないように」

　と、前とは、打って変って、鄭重に待遇した。陣中ながら、洛陽の美酒を開き、料理番に牛など裂かせて、

「長途、おつかれであろう」と、歓待した。

　正直な張飛は、前の不快もわすれて、すっかり感激してしまい、

「士は己おのれを知る者の為に死す、である」

　などと酔った機嫌でいった。

　だが歓待の代償は義軍全体の生命に近いものを求められた。

　翌日。

「早速だが、豪傑にひとつ、打破っていただきたい方面がある」

　と、朱雋は、玄徳らの軍に、そこから約三十里ほど先の山地に陣取っている頑強な敵陣の突破を命じた。

　否む理由はないので、

「心得た」と、義軍は、朱雋の部下三千を加えて、そこの高地へ攻めて行った。

　やがて、山麓の野に近づくと天候が悪くなった。雨こそ降らないが、密雲低く垂れて、烈風は草を飛ばし、沼地の水は霧になって、兵馬の行くてを晦くらくした。

「やあ、これはまた、賊軍の大将の張宝が、妖気を起して、われらを皆ごろしにすると見えたるぞ。気をつけろ。樹の根や草につかまって、烈風に吹きとばされぬ用心をしたがいいぞ」

　朱雋からつけてよこした部隊から、誰いうとなく、こんな声が起って、恐怖はたちまち全軍を蔽おおった。

「ばかなっ」

　関羽は怒って、

「世に理のなき妖術などがあろうか。武夫もののふたるものが、幻妖げんようの術に怖れて、木の根にすがり、大地を這い、戦意を失うとは、何たるざまぞ。すすめや者ども、関羽の行く所には妖気も避けよう」

　と大声で鼓舞したが、

「妖術にはかなわぬ。あたら生命をわざわざおとすようなものだ」

　と、朱雋の兵は、なんといっても前進しないのである。

　聞けば、この高地へ向った官軍は、これまでにも何度攻めても、全滅になっているというのであった。黄巾賊の大方師だいほうし張角の弟にあたる張宝は、有名な妖術つかいで、それがこの高地の山谷の奥に陣取っているためであるという。

　そう聞くと張飛は、

「妖術とは、外道げどう魔物のする業わざだ。天地闢ひらけて以来、まだかつて方術者が天下を取ったためしはあるまい。怖おじる心、おそれる眼まなこ、わななく魂を惑わす術を、妖術とはいうのだ。怖れるな、惑うな。──進まぬやつは、軍律に照らして斬り捨てるぞ」

　と、軍のうしろにまわって、手に蛇矛じゃぼこを抜きはらい、督戦に努めた。

　朱雋の兵は、敵の妖術にも恐怖したが、張飛の蛇矛にはなお恐れて、やむなくわっと、黒風へ向って前進しだした。
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　その日は、天候もよくなかったに違いないが、戦場の地勢もことに悪かった。寄手にとっては、甚だしく不利な地の利にいやでも置かれるように、そこの高地は自然にできている。

　峨が々がたる山が、道の両わきに、鉄門のように聳そびえている。そこを突破すれば、高地の沢から、山地一帯の敵へ肉薄できるのだが、そこまでが、近づけないのだった。

「鉄門峡まで行かぬうちに、いつも味方はみなごろしになる。豪傑、どうか無謀はやめて、引っ返し給え」

　と、朱雋の軍隊の者は、部将からして、怯ひるみ上がっていうほどだから、兵卒が皆、恐怖して自由に動かないのも無理ではなかった。

　だが、張飛は、

「それは、いつもの寄手が弱いからだ。きょうは、われわれの義軍が先に立って進路を斬りひらく、武夫たる者は、戦場で死ぬのは、本望ではないか。死ねや、死ねや」と、督戦に声をからした。

　先鋒は、ゆるい砂礫されきの丘を這って、もう鉄門峡のまぢかまで、攻め上っていた。朱雋しゅしゅん軍も、張飛の蛇矛に斬り捨てられるよりはと、その後から、芋虫の群れが動くように這い上がった。

　すると、たちまち、一陣の風雷、天地を震動して木も砂礫も人も、中天へ吹きあげられるかとおぼえた時、一方の山峡の頂に、陣鼓を鳴らし、銅鑼どらを打ちとどろかせて、

　──わあっ。わあっ。

　と、烈風も圧するような鬨ときの声がきこえた。寄手は皆地へ伏し、眼をふさぎ、耳を忘れていたが、その声に振り仰ぐと、山峡の絶巓ぜってんはいくらか平盤な地になっているとみえて、そこに賊の一群が見え「地公将軍ちこうしょうぐん」と書いた旗や、八卦けの文を印した黄色の幟のぼり、幡はたなど立て並べて、

「死神につかれた軍が、またも黄泉よみじへ急いで来つるぞ。冥途めいどの扉とを開けてやれ」

　と、声を合わせて笑った。

　その中に一人、遠目にもわかる異相の巨漢があった。口に魔符まふを噛み、髪をさばき、印いんをむすんでなにやら呪文を唱えている容子だったが、それと共に烈風は益〻つのって、晦冥かいめいな天地に、人の形や魔の形をした赤、青、黄などの紙片がまるで五彩の火のように降ってきた。

「やあ、魔軍が来た」

「賊将張宝が、呪じゅを唱えて、天空から羅刹らせつの援軍を呼び出したぞ」

　朱雋の兵は、わめき合うと、逃げ惑って、途も失い、ただ右往左往うろたえるのみだった。

　張飛の督戦も、もう効きかなかった。朱雋の兵があまり恐れるので、義軍の兵にも恐怖症がうつったようである。そして風魔と砂礫にぶつけられて、全軍、進むことも退くこともできなくなってしまった時、赤い紙片かみきれや青い紙片の魔物や武者は、それ皆が、生ける夜叉か羅刹の軍のように見えて、寄手は完全に闘志を失ってしまった。

　事実。

　そうしている間に、無数の矢や岩石や火器は、うなりをあげ、煙をふいて、寄手の上に降ってきたのである。またたくうちに、全軍の半分以上は、動かないものになっていた。

「敗れた！　負けたっ」

　玄徳は、軍を率いてから初めて惨たる敗戦の味をいま知った。

　そう叫ぶと、

「関羽っ。張飛っ。はや兵を退ひけっ──兵を退けっ」

　そして自分もまっしぐらに、駒首を逆落しに向けかえし、砂礫とともに山裾へ馳け下った。
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　敗軍を収めて、約二十里の外へ退き、その夜、玄徳は関羽、張飛のふたりと共に、帷幕いばくのうちで軍議をこらした。

「残念だ、きょうまで、こんな敗北はしたことがないが」と、張飛がいう。

　関羽は、腕を拱くんでいたが、

「朱雋しゅしゅんの兵が、戦わぬうちから、あのように恐怖しているところを見ると、何か、あそこには不思議がある。張宝の幻術も、実際、ばかにはできぬかも知れぬ」と、呟いた。

「幻術の不思議は、わしには解とけている。それは、あの鉄門峡の地形にあるのだ。あの峡谷には、常に雲霧が立ちこめていて、その気流が、烈風となって、峡門から麓ふもとへいつも吹いているのだと思う」

　これは玄徳の説である。

「なるほど」と二人とも初めて、そうかと気づいた顔つきだった。

「だから少しでも天候の悪い日には、ほかの土地より何十倍も強い風が吹きまくる。この辺が、晴天の日でも、峡門には、黒雲がわだかまり、砂礫が飛び、煙雨が降り荒すさんでいる」

「ははあ、大きに」

「好んで、それへ向ってゆくので、近づけばいつも、賊と戦う前に、天候と戦うようなものになる。張宝の地公将軍とやらは、奸智に長たけているとみえて、その自然の気象を、自己の妖術かの如く、巧みに使って、藁わら人形の武者や、紙の魔形まぎょうなど降らせて、朱雋軍の愚かな恐怖をもてあそんでいたものであろう」

「さすがに、ご活眼です。いかにも、それに違いありません。けれど、あの山の賊軍を攻めるには、あの峡門から攻めかかるほかありますまい」

「ない。──それ故に、朱雋はわざと、われわれを、この攻め口へ当らせたのだ」

　玄徳は、沈痛にいった。

　関羽、張飛の二人も、良い策もない、唇をむすんで、陣の曠野へ眼をそらした。

　折から仲秋の月は、満目の曠野に露をきらめかせ、二十里外の彼方に黒々と見える臥牛のような山岳のあたりは、味方を悩ませた悪天候も嘘ごとのように、大気と月光の下もとに横たわっていた。

「いや、ある、ある」

　突然、張飛が、自問自答して云いだした。

「攻め口が、ほかにないとはいわさん。長兄、一策があるぞ」

「どうするのか」

「あの絶壁を攀よじ登って、賊の予測しない所から不意に衝きくずせば、なんの造作もない」

「登れようか、あの断崖絶壁へ」

「登れそうに見える所から登ったのでは、奇襲にはならない。誰の眼にも、登れそうに見えない場所から登るのが、用兵の策というものであろう」

「張飛にしては、珍しい名言を吐いたものだ。その通りである。登れぬものときめてしまうのは、人間の観念で、その眼だけの観念を超えて、実際に懸命に当ってみれば案外やすやすと登れるような例はいくらでもあることだ」

　さらに、三名は、密議をねって、翌る日の作戦に備えた。

　朱雋しゅしゆん軍の兵、約半分の数に、おびただしい旗や幟のぼりを持たせ、また、銅鑼どらや鼓こを打ち鳴らさせて、きのうのように峡門の正面から、強襲するような態ていを敵へ見せかけた。

　一方、張飛、関羽の両将に、幕下の強者つわものと、朱雋軍の一部の兵を率きつれた玄徳は、峡門から十里ほど北方の絶壁へひそかに這いすすみ、惨澹たる苦心のもとに、山の一端へ攀よじ登ることに成功した。

　そしてなお、士気を鼓舞するために、すべての兵が山巓さんてんの一端へ登りきると、そこで玄徳と関羽は、おごそかなる破邪攘魔はじゃじょうまの祈祷を天地へ向って捧げるの儀式を行った。
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　敵を前にしながら、わざとそんな所で、おごそかな祈祷の儀式などしたのは、玄徳直属の義軍の中にも、張宝の幻術を内心怖れている兵がたくさんいるらしく見えたからであった。

　式が終ると、

「見よ」

　玄徳は空を指していった。

「きょうの一天には、風魔もない、迅雷もない、すでに、破邪の祈祷で、張宝の幻術は通力を失ったのだ」

　兵は答えるに、万雷のような喊声かんせいをもってした。

　関羽と張飛は、それと共に、

「それ、魔軍の砦とりでを踏みつぶせ」

　と軍を二手にわけて、峰づたいに張宝の本拠へ攻めよせた。

　地公将軍の旗幟きしを立てて、賊将の張宝は、例によって、鉄門峡の寄手を悩ましにでかけていた。

　すると、思わざる山中に、突然鬨ときの声があがった。彼は、味方を振返って、

「裏切り者が出たか」と、訊ねた。

　実際、そう考えたのは、彼だけではなかった。裏切り者裏切り者という声が、何処ともなく伝わった。

　張宝は、

「不埓ふらちな奴、何者か、成敗してくれん」

　と、そこの守りを、賊の一将にいいつけて、自身、わずかの部下を連れて、山谷の奥にある──ちょうど螺らの穴のような渓谷を、驢ろに鞭打って帰ってきた。

　するとかたわらの沢の密林から、一すじの矢が飛んできて、張宝のこめかみにぐざと立った。張宝はほとばしる黒血へ手をやって、わッと口を開きながら矢を抜いた。しかし鏃やじりはふかく頭蓋の中に止まって、矢柄だけしか抜けてこなかったくらいなので、とたんに、彼の巨躯は、鞍の上から真っ逆さまに落ちていた。

「賊将の張宝は射止めたるぞ。劉玄徳、ここに黄匪の大方張角の弟、地公将軍を討ち取ったり」

　次に、どこかで玄徳の大音声がきこえると、四方の山沢、みな鼓を鳴らし、奔激の渓流、挙こぞって鬨ときをあげ、草木みな兵と化なったかと思われた。玄徳の兵は、一斉に衝いて出で、あわてふためく張宝の部下をみなごろしにした。

　山谷の奥からも、同時に黒煙濛々もうもうとたち昇った。張飛か、関羽の手勢が、本拠の砦とりでに、火をかけたものらしい。

　上流から流れてくる渓水は、みるまに紅の奔流と化した。山吠え、谷叫び、火は山火事となって、三日三晩燃えとおした。

　首馘きる数一万余、黒焦げとなった賊兵の死骸幾千幾万なるを知らない。殲滅戦の続けらるること七日余り、玄徳は、赫々たる武勲を負って朱雋しゅしゅんの本営へ引揚げた。

　朱雋は、玄徳を見ると、

「やあ、足下そっかは実に運がいい。戦いくさにも、運不運があるものでな」と、いった。

「ははあ、そうですか。ひと口に、武運ということもありますからね」

　玄徳は、なんの感情にも動かされないで、軽く笑った。

　朱雋は、さらにいう。

「自分のひきうけている野戦のほうは、まだいっこう勝敗がつかない。山谷の賊は、ふくろの鼠としやすいが、野陣の敵兵は、押せばどこまでも、逃げられるので弱るよ」

「ごもっともです」

　それにも、玄徳はただ、笑ってみせたのみであった。

　然るところ、ここに、先陣から伝令が来て、一つの異変を告げた。
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　伝令の告げるには、

「先に戦没した賊将張宝の兄弟張梁ちょうりょうという者、天公将軍の名を称し、久しくこの曠野の陣後にあって、督軍しておりましたが、張宝すでに討たれぬと聞いて、にわかに大兵をひきまとめ、陽城へたて籠って、城壁を高くし、この冬を守って越えんとする策を取るかに見うけられます」

　とのことだった。

　朱雋は、聞くと、

「冬にかかっては、雪に凍え、食糧の運輸にも、困難になる。ことに都聞みやこきこえもおもしろくない。今のうちに攻めおとせ」

　総攻撃の令を下した。

　大軍は陽城を囲み、攻めること急であった。しかし、賊城は要害堅固をきわめ、城内には多年積んだ食物が豊富なので、一月余も費やしたが、城壁の一角も奪れなかった。

「困った。困った」

　朱雋は本営で時折ため息をもらしたが、玄徳は聞えぬ顔をしていた。

　よせばいいに、そんな時、張飛が朱雋へいった。

「将軍。野戦では、押せば退ひくしで、戦いにくいでしょうが、こんどは、敵も城の中ですから、袋の鼠を捕るようなものでしょう」

　朱雋は、まずい顔をした。

　そこへ遠方から使いが来て、新しい情報をもたらした。それもしかし朱雋の機嫌をよくさせるものではなかった。

　曲陽の方面には、朱雋と共に、討伐大将軍の任を負って下っていた董卓とうたく・皇甫嵩こうほすうの両軍が、賊の大方張角の大兵と戦っていた。使いはその方面のことを知らせに来たものだった。

　董卓と皇甫嵩のほうは、朱雋のいういわゆる武運がよかったのか、七度戦って七度勝つといった按配であった。ところへまた、黄賊の総帥張角が、陣中で病没したため、総攻撃に出て、一挙に賊軍を潰滅させ、降人を収めること十五万、辻に梟かくるところの賊首何千、さらに、張角を埋いけた墳つかをあばいてその首級を洛陽へ上のぼせ、

（戦果かくの如し）と、報告した。

　大賢良師張角と称していた首魁しゅかいこそ、天下に満つる乱賊の首体である。張宝は先に討たれたりといっても、その弟にすぎず、張梁なおありといっても、これもその一肢体でしかない。

　朝廷の御感ぎょかんは斜めならず、

（征賊第一勲）

　として、皇甫嵩こうほすうを車騎将軍しゃきしょうぐんに任じ、益州えきしゅうの牧ぼくに封ぜられ、そのほか恩賞の令を受けた者がたくさんある。わけても、陣中常に赤い甲冑を着て通った武騎校尉曹操そうそうも、功によって、済南さいなん（山東省・黄河南岸）の相しょうに封じられたとのことであった。

　自分が逆境の中に、他人の栄達を聞いて、共によろこびを感じるほど、朱雋しゅしゅんは寛度でない。彼はなお、焦心あせりだして、

「一刻もはやく、この城を攻め陥し、汝らも、朝廷の恩賞にあずかり、封土へ帰って、栄達の日を楽しまずや」と、幕僚をはげました。

　もちろん、玄徳らも、協力を惜しまなかった。攻撃に次ぐ攻撃をもって、城壁に当り、さしも頑強な賊軍をして、眠るまもない防戦に疲れさせた。

　城内の賊の中に、厳政げんせいという男があった。これは方針をかえる時だとさとったので、ひそかに朱雋に内通しておき、賊将張梁の首を斬って、

「願わくば、悔悟かいごの兵らに、王威の恩浴を垂れたまえ」と、軍門に降ってきた。

　陽城を墜おとした勢いで、

「さらに、与党を狩りつくせ」

　と、朱雋の軍六万は、宛城えんじょう（湖北省・荊門県附近）へ迫って行った。そこには、黄巾の残党、孫仲そんちゅう・韓忠かんちゅう・趙弘ちょうこうの三賊将がたて籠っていた。
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「賊には援たすけもないし、城内の兵糧もいたずらに敗戦の兵を多く容れたから、またたく間に尽きるであろう」

　朱雋は、陣頭に立って、賊の宛城の運命を、かく卜うらなった。

　朱雋軍六万は、宛城の周囲をとりまいて、水も漏らさぬ布陣を詰めた。

　賊軍は、

「やぶれかぶれ」の策を選んだか、連日、城門をひらいて、戦を挑み、官兵賊兵、相互におびただしい死傷を毎日積んだ。

　然しいかんせん、城内の兵糧はもう乏しくて、賊は飢渇に瀕してきた。そこで賊将韓忠は遂に、降使を立てて、

「仁慈を垂れ給え」と、降伏を申し出た。

　朱雋は、怒って、

「窮きゅうすれば、憐あわれみを乞い、勢いを得れば、暴魔の威をふるう、今日に至っては、仁慈もなにもない」

　と、降参の使者を斬って、なおも苛烈に攻撃を加えた。

　玄徳は彼に諫いさめた。

「将軍、賢慮し給え。昔、漢の高祖の天下を統すべたまいしは、よく降人を容れてそれを用いたためといわれています」

　将軍は、嘲笑あざわらって、

「ばかをいい給え。それは時代による。あの頃は、秦しんの世が乱れて項羽のようながさつ者の私議暴論が横行して、天下に定まれる君主もなかった時勢だろ、ゆえに高祖は、讐あだある者でも、降参すれば、手なずけて用うことに腐心したのである。また、秦の乱世のそれと、今日の黄賊とは、その質がちがう。生きる利なく、窮地に墜ちたがゆえに、降を乞うてきた賊を、愍あわれみをかけて、救けなどしたら、それはかえって寇あだを長じさせ、世道人心に、悪業を奨励するようなものではないか。この際、断じて、賊の根を絶たねばいかん」

「いや、伺ってみると、たいへんごもっともです」

　玄徳は、彼の説に伏した。

「では、攻めて城内の賊を、殲滅するとしてもです。こう四方、一門も遁のがれる隙間なく囲んで攻めては、城兵は、死の一途いちずに結束し、恐ろしい最後の力を奮いだすにきまっています。味方の損害もおびただしいことになりましょう。一方の門だけは、逃げ口を与えておいて、三方からこれを攻めるべきではありますまいか」

「なるほど、その説はよろしい」

　朱雋は、直ちに、命令を変更して、急激に攻めたてた。

　東南たつみの一門だけ開いて、三方から鼓をならし、火を放った。

　果たして、城内の賊は、乱れ立って一方へくずれた。

　朱雋は、騎を飛ばして、乱軍の中に、賊将の韓忠を見かけ、鉄弓で射とめた。

　韓忠の首を、槍に突き刺させて、従者に高く振り上げさせ、

「征賊大将軍朱雋、賊徒の将、韓忠をかく葬ったり。われと名乗る者やなおある」

　と、得意になって呶鳴った。

　すると、残る賊将の趙弘ちょうこう、孫仲そんちゅうのふたりは、

「あいつが朱雋か」と、火炎の中を、黒驢こくろを飛ばして、名のりかけてきた。

　朱雋は、たまらじと、自軍のうちへ逃げこんだ。韓忠親分の讐かたきと怒りに燃えた賊兵は、朱雋を追って、朱雋の軍の真ん中を突破し、まったくの乱軍を呈した。

　賊の一に対して、官兵は十人も死んだ。朱雋につづいて、官軍はわれがちに十里も後ろへ退却した。

　賊軍は、気をもり返して、城壁の火を消し、再び四方の門を固くして、

「さあいつでも来い」と構えなおした。

　その日の黄昏たそがれ、多くの傷兵が、惨として夕月の野に横たわっている官軍の陣営へ、何処からきたか、一彪ぴょうの軍馬が馳けきたった。
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「何者か」

　と、玄徳らは、やがて近づいて陣門に入るその軍馬を、幕舎の傍らから見ていた。

　総勢、約千五百の兵。

　隊伍は整然、歩武堂々。

「そもこの精鋭を統すべる将はいかなる人物か」を、それだけでも思わすに足るものだった。

　見てあれば。

　その隊伍の真っ先に、旗手、鼓手の兵を立て、続いてすぐ後から、一頭の青驪せいりにまたがって、威風あたりを払ってくる人がある。

　これなんその一軍の大将であろう。広額こうがく、濶面かつめん、唇は丹たんのようで、眉は峨眉山がびさんの半月のごとく高くして鋭い。熊腰ゆうようにして虎態こたい、いわゆる威あって猛たけからず、見るからに大人の風を備えている。

「誰かな？」

「誰なのやら」

　関羽も張飛も、見まもっていたが、ほどなく陣門の衛将が、名を糺ただすに答える声が、遠くながら聞えてきた。

「これは呉郡富春ごぐんふしゅん（浙江省・富陽市）の産で、孫堅そんけん、字あざなは文台ぶんだいという者です。古いにしえの孫子が末葉であります。官は下邳かひの丞じょうですが、このたび王軍、黄巾の賊徒を諸州に討つと承って、手飼いの兵千五百を率い、いささか年来の恩沢にむくゆべく、官軍のお味方たらんとして馳せ参じた者であります。──朱雋しゅしゅん将軍へよろしくお取次を乞う」

　堂々たる態度であった。

　また、音吐おんども朗々と聞えた。

「…………」

　関羽と張飛は、顔を見合わせた。先には、潁川えいせんの野で、曹操そうそうを見、今ここにまた、孫堅そんけんという一人物を見て、

「やはり世間はひろい。秀ひいでた人物がいないではない。ただ、世の平静なる時は、いないように見えるだけだ」と、感じたらしかった。

　同じ、その世間を、

「甘くはできないぞ」

　という気持を抱いたであろう。なにしろ、孫堅の入陣は、その卒伍までが、立派だった。

　孫堅の来援を聞いて、

「いや呉郡富春に、英傑ありと、かねてはなしに聞いていたが、よくぞ来てくれた」

　と、朱雋はななめならずよろこんで迎えた。

　きょうさんざんな敗軍の日ではあったし、朱雋は、大いに力を得て、翌日は、孫堅が准泗わいしの精鋭千五百をも加えて、

「一挙に」と、宛城えんじょうへ迫った。

　即ち、新手の孫堅には、南門の攻撃に当らせ、玄徳には北門を攻めさせ、自身は西門から攻めかかって、東門の一方は、前日の策のとおり、わざわざ道をひらいておいた。

「洛陽の将士に笑わるるなかれ」

　と、孫堅は、新手でもあるので、またたく間に、南門を衝き破り、彼自身も青毛の駒をおりて、濠を越え、単身、城壁へよじ登って、

「呉郡の孫堅を知らずや」

　と賊兵の中へ躍り入った。

　刀を舞わして孫堅が賊を斬ること二十余人、それに当って、噴血を浴びない者はなかった。

　賊将の趙弘ちょうこうは、

「ふがいなし、彼奴きゃつ、何ほどのことやあらん」

　赫怒かくどして孫堅に名のりかけ、烈戦二十余合、火をとばしたが、孫堅はあくまでつかれた色も見せず、たちまち趙弘を斬って捨てた。

　もう一名の賊将孫仲は、それを眺めて、かなわじと思ったか、敗走する味方の賊兵の中にまぎれこんで、早くも東門から逃げ走ってしまった。
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　その時。

　ひゅっと、どこか天空で、弦を放たれた一矢の矢うなりがした。

　矢は、東門の望楼のほとりから、斜めに線を描いて、怒濤のように、われがちと敗走してゆく賊兵の中へ飛んだが、狙いあやまたず、今しも金蘭橋きんらんきょうの外門まで落ちて行った賊将孫仲の頸うなじを射ぬき、孫仲は馬上からもんどり打って、それさえ眼に入らぬ賊兵の足にたちまち踏みつぶされたかに見えた。

「あの首、掻き取ってこい」

　玄徳は、部下に命じた。

　望楼のかたわらの壁上に鉄弓を持って立ち、目ぼしい賊を射ていたのは彼であった。

　一方、官軍の朱雋しゅしゅんも、孫堅も城中に攻め入って、首をとること数万級、各所の火災を鎮め、孫仲・趙弘・韓忠三賊将の首を城外に梟かけ、市民に布告を発し、城頭の余燼まだ煙る空に、高々と、王旗をひるがえした。

「漢室万歳」

「洛陽軍万歳」

「朱雋大将軍万歳」

　南陽の諸郡もことごとく平定した。

　かの大賢良師張角が、戸ごとに貼らせた黄いろい呪符じゅふもすべてはがされて、黄巾の兇徒は、まったく影をひそめ、万戸泰平を謳歌するかに思われた。

　しかし、天下の乱は、天下の草民から意味なく起るものではない。むしろその禍根は、民土の低きよりも、廟堂の高きにあった。川下よりも川上の水源にあった。政を奉ずる者より、政をつかさどる者にあった。地方よりも中央にあった。

　けれど腐れる者ほど自己の腐臭には気づかない。また、時流のうごきは眼に見えない。

　とまれ官軍は旺さかんだった。征賊大将軍は功なって、洛陽へ凱旋した。

　洛陽の城府は、挙げて、遠征の兵馬を迎え、市は五彩旗に染まり、夜は万燈にいろどられ、城内城下、七日七夜というもの酒の泉と音楽の狂いと、酔どれの歌などで沸くばかりであった。

　王城の府、洛陽は千万戸という。さすがに古い伝統の都だけに、物資は富み、文化は絢爛けんらんだった。佳人貴顕たちの往来は目を奪うばかり美しい。帝城は金壁にかこまれ、瑠璃るりの瓦を重ね、百官の驢車ろしゃは、翡翠門ひすいもんに花のよどむような雑鬧ざっとうを呈している。天下のどこに一人の飢民でもあるか、今の時代を乱兆と悲しむいわれがあるのか、この殷賑いんしんに立って、旺さかんなる夕べの楽音を耳にし、万斛ばんこくの油が一夜にともされるという騒曲の灯の、宵早き有様を眺むれば、むしろ、世を憂え嘆く者のことばが不思議なくらいである。

　けれど。

　二十里の野外、そこに連つらなる外城の壁からもし一歩出てみるならば、秋は更けて、木も草も枯れ、いたずらに高き城壁に、蔓つる草の離々たる葉のみわずかに紅く、日暮れれば花々の闇一色、夜暁あければ颯々さっさつの秋風ばかり哭ないて、所々の水辺に、寒げに啼く牛の仔と、灰色の空をかすめる鴻こうの影を時たまに仰ぐくらいなものであった。

　そこに。

　無口に屯たむろしている人間が、枯れ木や草をあつめて焚火をしながら、わずかに朝夕の霜の寒さをしのいでいた。

　玄徳たちの義軍であった。

　義軍は、外城の門の一つに立って、門番の役を命じられている。

　といえば、まだ体裁はよいが、正規の官軍でなし、官職のない将卒なので、三軍洛陽に凱旋の日も、ここに停められて、内城から先へは入れられないのであった。

　鴻こうが飛んでゆく。

　野芙蓉のふようにゆらぐ秋風が白い。

「…………」

　玄徳も関羽も、この頃は、無口であった。

　あわれな卒伍は、まだ洛陽の温かい菜の味も知らない。土龍もぐらのように、鉄門の蔭に、かがまっていた。

　張飛も黙然と、水ばなをすすっては、時折、ひどく虚無に囚とらわれたような顔をして、空行く鴻の影を見ていた。




十常侍じょうじ
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「劉氏りゅううじ。もし、劉氏ではありませんか」

　誰か呼びかける人があった。

　その日、劉玄徳は、朱雋しゅしゅんの官邸を訪ねることがあって、王城内の禁門の辺りを歩いていた。

　振向いてみると、それは郎中張均ろうちゅうちょうきんであった。張均は今、参内するところらしく、従者に輿こしをかつがせそれに乗っていたが、玄徳の姿を見かけたので、

「沓くつを」と従者に命じて、輿から身をおろしていた。

「おう、どなたかと思うたら、張均閣下でいらっしゃいましたか」

　玄徳は、敬礼をほどこした。

　この人はかつて、盧植ろしょくをおとしいれた黄門左豊などと共に、監軍の勅使として、征野へ巡察に来たことがある。その折、玄徳とも知って、お互いに世事を談じ、抱懐ほうかいを話し合ったりしたこともある間なので、

「思いがけない所でお目にかかりましたな、ご健勝のていで、何よりに存じます」

　と、久濶きゆうかつを叙のべた。

　郎中張均ちょうきんは、そういう玄徳の、従者も連れていない、しかも、かつて見た征衣のまま、この寒空を孤影悄然と歩いている様子をいぶかしげに打眺めて、

「貴公は今どこに何をしておられるのですか。少しお痩せになっているようにも見えるが」

　と、かえって玄徳の境遇を反問した。

　玄徳は、ありのままに、なにぶんにも自分には官職がないし、部下は私兵と見なされているので、凱旋の後も、外城より入るを許されず、また、忠誠の兵たちにも、この冬に向って、一枚の暖かい軍衣、一片の賞禄をもわけ与えることができないので、せめて外城の門衛に立っていても、霜をしのぐに足る暖衣と食糧とを恵まれんことを乞うために、きょう朱雋しゅしゅん将軍の官宅まで、願書をたずさえて出向いて来たところです、と話した。

「ほ……」

　張均は、驚いた顔して、

「では、足下はまだ、官職にもつかず、また、こんどの恩賞にもあずかっていないんですか」

　と、重ねて糺ただした。

「はい、沙汰を待てとのことに、外城の門に屯たむろしています。けれどもう冬は来るし、部下が不愍ふびんなので、お訴えに出てきたわけです」

「それは初めて知りました。皇甫嵩こうほすう将軍は、功によって、益州えきしゅうの太守に封ぜられ、朱雋は都へ凱旋するとただちに車騎将軍となり河南の尹いんに封ぜられている。あの孫堅さえ内縁あって、別部司馬べつぶしばに叙せられたほどだ。──いかに功がないといっても、貴君の功は孫堅以下ではない。いや或る意味では、こんどの掃匪征賊の戦で、最も苦戦に当って、忠誠をあらわした軍は、貴下の義軍であったといってもよいのに」

「…………」

　玄徳の面にも、鬱々うつうつたるものがあった。ただ、彼は、朝廷の命なるがままに、思うまいとしているふうだった。そして部下の不愍を身の不遇以上にあわれと思いしめて噛んでいた唇の態であった。

「いや、よろしい」

　やがて張均はつよくいった。

「それも、これも、思い当ることがある。地方の騒賊を掃はらっても、社稷しゃしょくの鼠巣そそうを掃わなかったら、四海の平安を長く保つことはできぬ。賞罰の区々不公平な点ばかりでなく、嘆くべきことが実に多い。──貴君のことについては、特に帝へ奏聞そうもんしておこう。そのうちに明朗な恩浴をこうむることもあろうから、まあ気を腐らせずに待つがよい」

　郎中張均は、そう慰めて、玄徳とわかれ、やがて参内して、帝に拝謁した。
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　めずらしく帝のお側には誰もいなかった。

　帝は、玉座からいわれた。

「張郎中。きょうは何か、朕ちんに、折入って懇願あるということだから、近臣はみな遠ざけておいたぞ。気がねなく思うことを申すがよい」

　張均は、階下に拝跪はいきして、

「帝のご聡明を信じて、臣張均は今日こそ、あえて、お気に入らぬことをも申しあげなければなりません。照々として、公明な御心をもて、暫時、お聴きくださいまし」

「なんじゃ」

「ほかでもありませんが、君側の十常侍じょうじらのことについてです」

　十常侍ときくと、帝のお眸はすぐ横へ向いた。

　御気色がわるい──

　張均には分っていたが、ここを冒おかして真実の言をすすめるのが忠臣の道だと信じた。

「臣が多くを申しあげないでも、ご聡明な帝には、疾とくお気づきと存じますが、天下も今、ようやく平静に返ろうとして地方の乱賊も終熄しゅうそくしたところです。この際、どうか君側の奸を掃はらい、ご粛正を上よりも示して、人民たちに暗天の憂えなからしめ、業に安んじ、ご徳政を謳歌するように、ご賢慮仰ぎたくぞんじまする」

「張郎中。なんできょうに限って、突然そんなことを云いだすのか」

「いや、十常侍らが政事を紊みだして帝の御徳を晦くろうし奉っている事はきょうのことではありません。私のみの憂いではありません。天下万民の怨みとするところです」

「怨み？」

「はい。たとえば、こんどの黄巾の乱でも、その賞罰には、十常侍らの私心が、いろいろ働いていると聞いています。賄賂まいないをうけた者には、功なき者へも官禄を与え、しからざる者は、罪なくても官を貶おとし、いやもう、ひどい沙汰です」

　帝の御気色は、いよいよ曇って見えた。けれど、帝は何もいわれなかった。

　十常侍というのは、十人の内官のことだった。民間の者は、彼らを宦官かんがんと称した。君側の権をにぎり後宮こうきゅうにも勢力があった。

　議郎ぎろう張譲ちょうじょう、議郎ぎろう趙忠ちょうちゅう、議郎ぎろう段珪だんけい、議郎ぎろう夏輝かき──などという十名が中心となって、枢密すうみつに結束をつくっていた。議郎とは、参議という意味の役である。だからどんな枢密の政事にもあずかった。帝はまだお若くあられるし、そういう古池のぬしみたいな老獪と曲者くせものがそろっているので、彼らが遂行しようと思うことは、どんな悪政でもやって通した。

　霊帝はまだご若年じゃくねんなので、その悪弊に気づかれていても、いかんともする術すべをご存じない。また、張均の苦諫くかんに感動されても、何というお答えもでなかった。ただ眼を宮中の苑にわへそらしておられた。

「──遊ばしませ、ご断行なさいませ。今がその時です。陛下、ひとえに、ご賢慮をお決し下さいませ」

　張均は、口を酸すくし、われとわが忠誠の情熱に、眦まなじりに涙をたたえて諫言した。

　遂には、玉座に迫って、帝の御衣ぎょいにすがって、泣訴きゅうそした。帝は、当惑そうに、

「では、張郎中、朕ちんに、どうせいというのか」と、問われた。

　ここぞと、張均は、

「十常侍らを獄に下して、その首を刎ね、南郊に梟かけて、諸人に罪文と共に示し給われば、人心おのずから平安となって、天下は」

　云いかけた時である。

「だまれっ。──まず汝の首より先に獄門に梟けん」

　と、帳とばりの蔭から怒った声がして、それと共に十常侍十名の者が躍り出した。みな髪はつを逆立て、眦まなじりをあげながら、張均へ迫った。

　張均は、あッと驚きのあまり昏倒してしまった。

　手当されて、後に、典医から薬湯をもらったが、それを飲むと眠ったまま死んでしまった。
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　張均は、その時、そんな死に方をしなくても、帝へ忠諫したことを十常侍に聴かれていたから、必ずや、後に命を完まっとうすることはできなかったろう。

　十常侍も、以来、

「油断しておると、とんでもない忠義ぶった奴が現れるぞ」

　と気がついたか、誡いましめ合って、帝の周囲はもとより、内外の政にわたって、大いに警戒しているふうであった。

　それもあるし、帝ご自身も、功ある者のうちに、恩賞にももれて不遇をかこち、不平を抑えている者がすくなくないのに気がつかれたか、特に、勲功の再調査と、第二期の恩賞の実施とを沙汰された。

　張均のことがあったので、十常侍も反対せず、むしろ自分らの善政ぶりを示すように、ほんの形ばかりな辞令を交付した。

　その中に、劉備玄徳の名もあった。

　それによって、玄徳は、中山府ちゅうざんふ（河北省・定県）の安喜県あんきけんの尉いという官職についた。

　県尉けんいといえば、片田舎の一警察署長といったような官職にすぎなかったが、帝命をもって叙せられたことであるから、それでも玄徳は、ふかく恩を謝して、関羽、張飛を従えて、即座に、任地へ出発した。

　もちろん、一官吏となったのであるから、多くの手兵をつれてゆくことは許されないし、必要もないので五百余の手兵は、これを王城の軍府に託して、編入してもらい、ほんの二十人ばかりの者を従者として連れて行ったに過ぎなかった。

　その冬は、任地でこえた。

　わずか四ヵ月ばかりしか経たないうちに、彼が役についてから、県中の政治は大いに革あらたまった。

　強盗悪逆の徒は、影をひそめ、良民は徳政に服して、平和な毎日を楽しんだ。

「張飛も関羽も、自己の器量に比べては、今の小吏のするような仕事は不服だろうが、しばらくは、現在に忠実であって貰いたい。時節はあせっても求め難い」

　玄徳は、時おり二人をそういって慰めた。それは彼自身を慰める言葉でもあった。

　その代り、県尉の任についてからも、玄徳は、彼らを下役のようには使わなかった。共に貧しきにおり、夜も床を同じゅうして寝た。

　するとやがて、河北の野に芽ぐみだした春とともに、

「天子の使いこの地に来る」

　と、伝えられた。

　勅使の使命は、

「このたび、黄巾の賊を平定したるに、軍功ありといつわりて、政廟せいびょうの内縁などたのみ、みだりに官爵をうけ或いは、功ありと自称して、州都に私威を振舞う者多く聞え、よくよく、正邪を糺たださるべし」

　という詔みことのりを奉じて下向げこうしてきた者であった。

　そういう沙汰が、役所へ達しられてから間もなく、この安喜県へも、督郵とくゆうが下って来た。

　玄徳らは、さっそく関羽、張飛などを従えて、督郵の行列を道に出迎えた。

　何しろ、使いは、地方巡察の勅を奉じてきた大官であるから、玄徳たちは、地に坐して、最高の礼をとった。

　すると、馬上の督郵は、

「ここか安喜県とは。ひどい田舎だな。何、県城はないのか。役所はどこだ。県尉を呼べ。今夜の旅館はどこか、案内させて、ひとまずそこで休息しよう」

　と、いいながら、傲然ごうぜんと、そこらを見廻した。




四



　勅使督郵の人もなげな傲慢さを眺めて、

「いやに役目を鼻にかけるやつだ」と、関羽、張飛は、かたはらいたく思ったが、虫を抑えて、一行の車騎に従い、県の役館へはいった。

　やがて、玄徳は、衣服を正して、彼の前に、挨拶に出た。

　督郵は、左右に、随員の吏を侍立させ、さながら自身が帝王のような顔して、高座に構えこんでいた。

「おまえは何だ」

　知れきっているくせに、督郵は上から玄徳らを見下ろした。

「県尉玄徳です。はるばるのご下向、ご苦労にございました」

　拝はいをほどこすと、

「ああおまえが当地の県の尉か。途々、われわれ勅使の一行が参ると、うすぎたない住民どもが、車騎に近づいたり、指さしたりなど、はなはだ猥雑わいざつな態ていで見物しておったが、かりそめにも、勅使を迎えるに、なんということだ。思うに平常の取締りも手ぬるいとみえる。もちっと王威を知らしめなければいかんよ」

「はい」

「旅館のほうの準備は整うておるかな」

「地方のこととて、諸事おもてなしはできませんが」

「われわれは、きれい好きで、飲食は贅沢である。田舎のことだから仕方がないが卿けいらが、勅使を遇するに、どういう心をもって歓待するか、その心もちを見ようと思う」

　意味ありげなことをいったが、玄徳には、よく解し得なかった。けれど、帝王の命をもって下ってきた勅使であるから、真心をもって、応接した。

　そして、ひとまず退がろうとすると、督郵はまた訊いた。

「尉い玄徳。いったい卿は、当所の出身の者か、他県から赴任してきたのか」

「されば、自分の郷家は涿県たくけんで、家系は、中山靖王ちゅうざんせいおうの後胤こういんであります。久しく土民の中にひそんでいましたが、この度ようやく、黄巾の乱に小功あって、当県の尉に叙せられた者であります」

　と、いうと、

「こらっ、黙れ」

　督郵は、突然、高座から叱るようにどなった。

「中山靖王の後胤であるとかいったな。怪けしからんことである。そもそも、このたび、帝がわれわれ臣下に命じて、各地を巡察せしめられたのは、そういう大法螺おおぼらをふいたり、軍功のある者だなどといつわって、自称豪傑や、自任官職の輩やからが横行する由を、お聞きになられたからである。汝の如き賤しき者が、天子の宗族などといつわって、愚民に臨んでおるのは、怪しからぬ不敬である。──ただちに帝へ奏聞し奉って、追っての沙汰をいたすであろうぞ。退がれっ」

「……はっ」

「退がれ」

「…………」

　玄徳は、唇をうごかしかけて、何かいわんとするふうだったが、益なしと考えたか、黙然と礼をして去った。

「いぶかしい人だ」

　彼は、督郵の随員に、そっと一室で面会を求めた。

　そして、何で勅使が、ご不興なのであろうかと、原因をきいてみた。

　随員の下吏は、

「それや、あんた知れきっているじゃありませんか、なぜ今日、督郵閣下の前に出る時、賄賂まいないの金帛きんぱくを、自分の姿ほども積んでお見せしなかったんです。そしてわれわれ随員にも、それ相当のことを、いちはやく袖の下からすることが肝腎ですよ。何よりの歓迎というもんですな。ですからいったでしょう督郵様も、いかに遇するか心を見ておるぞよってね」

　玄徳は、唖然として、私館へ帰って行った。




五



　私館へ帰っても、彼は、怏々おうおうと楽しまぬ顔いろであった。

「県の土民は、みな貧しい者ばかりだ。しかも一定の税は徴収して、中央へ送らなければならぬ。その上、なんで巡察の勅使や、大勢の随員に、彼らの満足するような賄賂わいろを贈る余裕があろう。賄賂も土民の汗あぶらから出さねばならぬに、よくほかの県吏には、そんなことができるものだ」

　玄徳は、嘆息した。

　次の日になっても、玄徳のほうからなんの贈り物もこないので、督郵は、

「県吏をよべ」と、他の吏人を呼びつけ、

「尉玄徳は、不埓ふらちな漢おとこである。天子の宗族などと僭称しておるのみか、ここの百姓どもから、いろいろと怨嗟えんさの声を耳にする。すぐ帝へ奏聞して、ご処罰を仰ぐから、汝は、県吏を代表して、訴状をしたためろ」といった。

　玄徳の徳に服してこそはいるが、玄徳に何の落度も考えられない県の吏は、恐れわななくのみで、答えも知らなかった。

　すると、督郵も重ねて、

「訴状を書かんか、書かねば汝も同罪と見なすぞ」と、脅した。

　やむなく、県の吏は、ありもしない罪状を、督郵のいうままに並べて、訴状に書いた。督郵は、それを都へ急送し、帝の沙汰を待って、玄徳を厳罰に処せんと称した。

　この四、五日。

「どうも面白くねえ」

　張飛は、酒ばかりのんでいた。

　そう飲んでばかりいるのを、玄徳や関羽に知れると、意見されるし、また、この数日、玄徳の顔いろも、関羽の顔いろも、はなはだ憂鬱なので、彼はひとり、

「……どうも面白くねえ」をくり返して、どこで飲むのか、姿を見せず飲んでいた。

　その張飛が、熟柿じゅくしのような顔をして、驢ろに乗って歩いていた。町中の者は、県の吏人やくにんなので、驢と行きちがうと、丁寧に礼をしたが、張飛は、驢の上から落ちそうな恰好して、居眠っていた。

「やい。どこまで行く気だ」

　眼をさますと、張飛は、乗っている驢にたずねた。驢は、てこてこと、軽い蹄ひづめをただ運んでいた。

「おや、なんだ？」

　役所の門前をながめると、七、八十名の百姓や町の者が、土下座して、なにか喚わめいたり、頭を地へすりつけたりしていた。

　張飛は、驢をおりて、

「みんな、どうしたんだ。おまえら、なにを役所へ泣訴しておるんだ」と、どなった。

　張飛のすがたを見ると、百姓たちは、声をそろえていった。

「旦那はまだなにもご存じないんですか。勅使さまは、県の吏人に、訴状を書かせて、都へさし送ったと申しますに」

「なんの訴状をだ」

「日頃、わしらが、お慕い申している、尉の玄徳さまが、百姓いじめなさるとか、苛税かぜいをしぼり取って、私腹を肥やしなすっているとか、何でも、二十ヵ条も罪をかき並べて、都へその訴状が差廻され、お沙汰が来次第に罰せられるとうわさに聞きましたで。……わしら、百姓どもは、玄徳さまを、親のように思っているので、皆の衆と打揃うて、勅使さまへおすがりにきたところ、下吏したやくたちに叩き出され、この通り、役所の門まで閉められてしもうたので、ぜひなくこうしているとこでござりまする」

　聞くと、張飛は、毛虫のような眉をあげて、閉めきってある役館の門をはったと睨みつけた。




打風乱柳だふうらんりゅう



一



「おい」

　張飛はいった。大地に坐っている大勢の百姓町民へ向って、

「おまえ達は、退散しろ。これから俺がやることに、後で、かかり合いになるといけないぞ」

　しかし百姓たちは、泥酔しているらしい張飛が、何をやりだすのかと、そこを起っても、まだ附近から眺めていた。

　張飛は、門を打ち叩いて、

「番人どもっ、開けろ、開けなければ、ぶちこわすぞっ」と、どなり出した。

　役館の番卒は、「何者だっ」と、中から覗き合っていたが、重棗ちょうそうの如き面おもてに、虎髯こぜんを逆だて、怒れる形相に抹硃まっしゅをそそいだ巨漢おおおとこが、そこを揺りうごかしているので、

「誰だ、誰だ？」と、さわぎ立ち、県尉玄徳の部下だと聞くと、督郵とくゆうの家来たちは、

「開けてはならぬぞ」と、厳命した。そして人数をかためて、門の内へさらにまた、幾重にも人墻ひとがきを立ててひしめき合っていた。

　その気配に、張飛はいよいよ怒りを心頭に発して、

「よしっ、その分ならば！」

　門の柱へ両手をかけたと思うと、地震ないのようにみりみりとそれは揺れだして、あれよと人々の驚くうちに、すさまじい物音立てて内側へ仆れた。

　中にいた番卒や督郵の家来たちは、逃げおくれて、幾人かその下敷になった。張飛は、豹の如く、その上を躍り越えて、

「督郵はどこにいるかっ。督郵に会わんっ」と、咆哮ほうこうした。

　番卒たちは、それと見て、

「やるな」

「捕えろ」と、さえぎったが、

「えい、邪魔な」

　とばかり張飛は投げとばす、踏みつぶす、撲りたおす、あたかも一陣の旋風が、塵を巻いて翔かけるように、役館の奥へと躍りこんで行った。

　折から勅使督郵は、昼日中というのに、帳とばりを垂れて、この田舎町のひなびた唄うたい女めなどを相手に酒をのんでいたところだった。

　淫みだらな胡弓こきゅうの音を聞きつけて、張飛がその室をうかがうと、果たして正面の榻とうに美人を擁して酔いしれている高官がある。まぎれもない督郵だ。

　張飛は、帳を払って、

「やいっ佞吏ねいり、腐れ吏人やくにん。よくもわが義兄玄徳に汚名をぬりつけ、偽罪の訴状を作って都へ上のぼせたな。先頃からの傲慢無礼といい、勅使たる身がこの態たらくといい、もはや堪忍はならぬ。天に代って、汝を懲らしめてやるからそう思え」

　眼は百錬の鏡にも似、髯はさかしまに立って、丹の如き唇くちを裂いた。

「──きゃっ」と、胡弓や琴をほうりだして妓おんなたちは榻とうの下へ逃げこんだ。

　督郵も、ちぢみ上がって、

「なんじゃ、待て、乱暴なことをするな」

　と、ふるえ声で、逃げかけるのを、張飛はとびかかって、

「どこへ行く」

　軽く一つ撲ったが、督郵は顎あごでもはずしたように、ぐわっと、歯をむいたままふん反ぞった。

「じたばたするな」

　張飛は、その体を軽々と横に引っ抱えると、また疾風のように外へ出て行った。




二



　門外へ出てくると、

「犬にでも喰われろ」

　と、張飛は、引っ抱えてきた督郵のからだを、大地へたたきつけて罵った。

「汝のような腐敗した佞吏ねいりがいるから、天下が乱れるのだ。乱賊は打つも、佞吏を懲らす者はない。人のなし得ぬ正義をなし、人の抗し得ぬ権力に抗す。それを旗幟きしとする義軍の張飛を知らずや。やいっ」

　督郵の顔を踏んづけて、張飛がいうと、督郵は、手足をばたばたさせて、

「者どもっ。この狼藉ろうぜきを。──この乱暴者を、搦からめ捕れ。誰かいないか」

　悲鳴に似た声でわめいた。

「やかましい」

　髻もとどりをつかんで引廻した上、張飛は、門前の巨きな柳の樹に目をつけて、

「そうだ、見せしめのために」

　と、督郵の両手を有りあう縄で縛りあげ、その縄尻を柳の枝に投げて、吊しあげた。

　柳から生なった人間のように、督郵の足は宙に浮いた。張飛は、彼が暴れても落ちないように縄の端を幹に巻いて、

「どうだ、やいっ」

　と、一本の柳の枝を折って、まずぴしりと一つ撲った。

「痛いっ」

「あたり前だ」と、また一つ打ち、

「悪吏の虐政に苦しむ人民の傷いたみはこんなものじゃないぞ。汝も、廟鼠びょうその一匹だろう。かの十常侍じょうじなどいう佞臣ねいしんの端くれだろう。その醜い面をさらせよ。その卑しい鼻の穴を天日に向けて哭なけっ。──こうか、こうか、こうしてやる」

　柳の枝は、すぐ粉々になった。

　また新しい柳の枝を折って撲りつけるのだった。三十、四十、五十、二百以上も打ちすえた。

　督郵は、見栄もなく、ひイひイひイと声をあげて、

「ゆるせ」と、泣き声だし、

「待て、待ってくれ。なんでもいう通りにするから」

　と、遂には、涙さえこぼして、あわれっぽく叫んだが、

「だめだ。その手は食わぬ」

　と、張飛は、乱打をやめなかった。

　その日も玄徳は、私宅に閉じこもって、怏々おうおうとすぐれない一日を過していたが、誰やらあわただしく門をたたく者があるので自身出てみると四、五名の百姓が、

「大変です。今、張飛さまが、お酒に酔って、役所の門をぶちこわし、勅使の高官を、柳の木に吊しあげて打ちすえております」

　と、告げて去った。玄徳は驚いて、そのまま馳けだして行った。

　折ふし居合せた関羽も、

「ちぇッ、張飛のやつ、また持病を起したか」

　と、舌打ちしながら、玄徳の後から馳けつけた。

　見ると、柳に吊されている督郵は、衣裳もやぶれ、脛はぎは血を流し、顔面は紫いろにふくれていた。もう少し遅かったら、すんでのこと、撲り殺されていたであろう。

　仰天して、玄徳は、

「これっ、何をする」と、張飛の腕くびをつかんで叱りつけた。

　張飛は、大息つきながら、

「いや、止めないで下さい。民を害する逆賊とはこいつのことです。息のねを止めないでは俺の虫がおさまらん」

　と、玄徳のさえぎりなどは物ともせず、さらに、柳鞭りゅうべんをうならせて、督郵のからだを所きらわず打ちつづけた。




三



　悲鳴を放って、張飛の鞭にもがいていた督郵は、柳の梢から玄徳のすがたを見つけて、

「おお、それへ来たのは、県尉玄徳ではないか。公の部下の張飛が、酒に酔って、わしをかくの如く殺そうとしている。どうか早く止めてくれ。もしわしを助けてくれたなら、このまま、張飛の罪も不問にし、おん身には、帝に急使を立てて前の訴状をとどめ、代わるに充分な恩爵をもって酬むくゆるであろう」と、叫んでまた、

「はやく助けてくれ」

　と何度も悲鳴をくり返した。

　そのいやしい言葉を聞くと、張飛の暴を制しかけていた玄徳も、かえって止める意志をさまたげられた。

　けれど、彼は、いかに醜汚しゅうおな人間であろうとも、勅命をうけて下った天子の使いである。玄徳は、叱咤して、

「止めぬかっ張飛」と、彼の手から柳の枝を奪い、その枝をもって張飛の肩を一つ打った。

　玄徳に打たれたことは初めてである。さすがの張飛も、はっと顔色を醒まして棒立ちになった。もちろん不平満々たる色をあらわしてではあったが。

　玄徳は、柳の幹の縄を解いて、督郵のからだを大地へ下ろしてやった。すると、それまで、是とも非ともいわず黙って見ていた関羽が、つと馳け寄ってきて、

「長兄。お待ちなさい」

「なぜ」

「そんな人間を助けてやったところで、所詮、むだなことです」

「何をいう。わしはこの人間から利を得るために助けようとするのではない。ただ、天子の御名を畏おそるるのみだ」

「わかっております。しかしそういうお気持も、いったいどこに通じましょうか。前には、身命を賭として、大功を立てておられながら、わずか一県の尉に封ぜられたのみか、今また、督郵のごとき腐敗した中央の吏に、最大の侮辱をうけ、黙っていれば、罪もなき罪におとし入れられようとしているではありませんか」

「……ぜひもない」

「ぜひもないことはありません。こんな不法は蹴とばすべきです。先頃からそれがしもつらつら思うに、枳棘叢中ききょくそうちゅう鸞鳳らんほうの栖すむ所に非ず──と昔からいいます。棘いばらや枳からたちのようなトゲの木の中には良い鳳とりは自然栖んでいない──というのです。われわれは栖む所を誤りました。如しかずいちど身を退いて、別に遠大の計をはかり直そうではありませんか」

　関羽には、時々、訓おしえられることが多い。やはり学問においては、彼が一日の長を持っていた。

　玄徳はいつも聴くべき言はよく聴く人であったが、今も、彼の言をじっと聞いているうちに、大きくうなずいて、

「そうだ。……いいことをいってくれた。我れ栖む所を誤てり」

　と、胸にかけていた県尉の印綬いんじゅを解いて、督郵にいった。

「卿は、民を害する賊吏、今その首こうべを斬って、これに梟かけるはいと易いことながら、恥を思わぬ悲鳴を聞けば、畜類にも不愍ふびんは生じる。あわれ、犬猫と思うて助けてとらせる。──そしてこの印綬は、卿に託しておく。我れ今、官を捨てて去る。中央へよろしくこの趣おもむきを取次ぎたまえ」

　そして張飛、関羽のふたりをかえりみて、

「さ。行こう」

　と、風の如くそこを去った。

　霏ひ々ひと散りしいた柳葉の地上に督郵は、まだ何か、苦しげに喚わめいていたが、玄徳らの姿が遠くなるまで、前に懲りて、近づいていたわり助ける者もなかった。




岳南がくなんの佳人かじん



一



　いっさんに馳けた玄徳らは、ひとまず私宅に帰って、私信や文書の反故ほごなどみな焼きすて、その夜のうちに、この地を退去すべくあわただしい身支度にかかった。

　官を捨てて野に去ろうとなると、これは張飛も大賛成で、わずかの手兵や召使いを集め、

「ご主人には今度、にわかに、思うことがあって、県の尉いたる官職を辞め、しばらく野に下って、悠々自適なさることになった。しかし、実はおれが勅使督郵を半殺しの目にあわせたのが因もとだ。ついては、身の落着きの目あてのある者は、家に帰れ。あてのない者は、病人たりとも、捨てては行かぬ。苦楽を共にする気でご主人に従って参れ」と、いい渡した。

　貰う物を貰って、自由にどこかへ去る者もあり、どこまでも、玄徳様に従ってと、残る者もあった。

　かくて夜に入るのを待ち、手廻りの家財を驢ろや車に積み、同勢二十人ばかりで、遂に、官地安喜県を後に、闇にまぎれて落ちて行った。

　──一方の督郵は。

　あの後、間もなく、下吏の者が寄ってきて、役所の中へ抱え入れ、手当を加えたが、五体の傷は火のように痛むし、大熱を発して、幾刻かは、まるで人事不省であった。

　だが、やがて少し落着くと、

「県尉の玄徳はどうしたっ」

　と、うわ言ごとみたいに呶鳴った。

　その玄徳は、官の印綬を解いて、あなたの首へかけると、捨てぜりふをいって馳け走りましたが、今宵、一族をつれて夜逃げしてしまったという噂です──と側の者が告げると、

「なに。逃げ落ちたと。──ではあの張飛という奴もか」

「そうです」

「おのれ、このまま、おめおめと無事に、逃がしてなろうか。──つ、つかいを、すぐ急使をやれっ」

「都へですか」

「ばかっ。都へなど、使いを立てていたひには間にあうものか。ここの定州ていしゅう（河北省・保定・正定の間）の太守へだ」

「はっ。──何としてやりますか」

「玄徳、常に民を虐ぎゃくし、こんど勅使の巡察に、その罪状の発覚を恐るるや、かえって勅使に暴行を加え、良民を煽動せんどうして乱をたくめど、その事、いちはやく官の知るところとなり、一族をつれて夜にまぎれ、無断官地を捨てて逃げ去る──と」

「はっ。わかりました」

「待て。それだけではいかん。すぐさま、迅兵じんぺいをさし向けて、玄徳らを召捕え、都へご檻送かんそうくださるべしと、促すのだ」

「心得ました」

　早馬は、定州の府へ飛んだ。

　定州の太守は、

「すわ、大事」と、勅使の名におそれ、また、督郵の詭弁きべんにも、うまく乗せられて、八方へ物見を走らせ、玄徳たちの落ちていった先を探させた。

　数日の後。

「何者とも知れず、安喜県のほうから代州だいしゅう（山西省・代県）のほうへ向って、驢車ろしゃに家財を積み、十数名の従者をつれ、そのうち三名は、驢に乗った浪人風の人物で、北へ北へとさして行ったということでありますが」

　との報告があった。

「それこそ、玄徳であろう。からめ捕って、都へ差立てろ」

　定州の太守の命をうけて、即座に鉄甲の迅兵約二百、ふた手にわかれて、玄徳らの一行を追いかけた。
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　北へ、北へ、車馬と落ち行く人々の影はいそいだ。

　幾度か、他州の兵に襲われ、幾度か追手の詭計きけいに墜ちかかり、百難をこえ、ようやくにして代州の五台山下までたどりついた。

「張飛。御身の指図で、ここまではやって来たが何か落着く先の目的めあてはあるのか。──ここはもう、五台山の麓だが」

　関羽もいうし、玄徳も、実は案じていたらしく、

「いったい、これからどこへ落着こうという考えか」と、共々に訊ねた。

「ご安心なさるがよい」

　張飛は大のみこみで云った。そして岳麓がくろくの平和そうな村へ行き着くと、

「しばらく、ご一同は、その辺に車馬を休めて待っていて下さい」

　と、一人でどこへか立ち去ったが、ほどなく立ち帰ってきて、

「劉大人りゅうたいじんが承知してくれました。もう大船に乗った気でおいでなさい」

　と告げた。

「劉大人とは、どこの何をしておる人物かね」

「この土地の大地主です。まあ大きな郷士といったような家柄と思えばまちがいありません。常に百人や五十人の食客は平気で邸においているんですから、われわれ二十人やそこらの者が厄介になっても、先は平気です。またこの地方の人望家でもありますから、しばらく身をかくまっておいてもらうには、なによりな場所でしょうが」

「それは願ってもないことだが、御身との間がらは、どういう仲なのだ」

「劉大人も、今こそ、こんな田舎にかくれて、岳南の隠士などと気どっていますが、以前は、拙者の旧主鴻家こうけとは血縁もあって、軍糧兵馬の相談役もなされ、何かと、旧主鴻家とは、往来しておったのであります。──その頃、自分も鴻家の一家臣として、ご懇意をねがっていたので、鴻家が滅亡の後も、実は、拙者の飲み代しろだの、遺臣の始末などにも、ずいぶんご厄介になったもので」

「そうか。その上にまた、同勢二十人も、食客をつれこんでは、劉大人も、眉をひそめておいでだろう」

「そんな事はありません。非常に浪人を愛する人ですし、玄徳様のご素姓と、われわれ義軍が、官地を捨てて去ったことなど、つぶさにおはなししたところ、苦労人ですから、非常によく分ってくれて、二年でも三年でもいるがいいというわけなんで」

　張飛のことばに、

「そういう人物の邸なら身を寄せてもよかろう」

　と、玄徳も安心して、彼の案内について行った。

　すると、岳麓がくろくの疎林そりんのほとりに、一廓の宏壮な土塀が見えた。玄徳らを誘いざないながら、張飛が、

「あの邸です。どうです、まるで豪族の家のようでしょう」と、自分の住居ででもあるように誇って云った。

　玄徳がふと驢ろを止めて見ていると、その邸の並びの杏あんずの並木道を今、鄙ひなには稀まれな麗人が、白馬に乗って通ってゆくのが見えた。美人の驢の後からは、ひとりの童子が、琴を担になって、眠そうに供をして行った。
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「はて、どこかで見たような」

　玄徳はふとそんな気がした。

　遠目ではあったが、妙に印象づけられた。もっとも、殺伐さつばつな戦場生活だの、僻地へきちから曠野こうやを流浪るろうしてきた身なので、よけいに、彼方の女性が美しく見えたのかもしれない。

　麗人は、すぐ広い土塀に囲まれた、豪家の門のうちへ入ってしまった。

「そこが劉大人の邸だ」

　と、たった今、張飛に教えられたばかりなので、さては劉家の息女かなどと、玄徳はひとり想像していた。

　ほどなく、玄徳らの一行も、そこの門前に着いた。一同は車を停め、驢から降りて、埃ほこりまみれな旅の姿をかえりみた。

　ここの主あるじは浪人を愛し、常に多くの食客を養っているという。どんな人物であろうか、玄徳や関羽は、会わないうちはいろいろに想像された。

　けれど、張飛に案内されて、南苑なんえんの客館に通ってみると、まったく世の風雲も知らぬげな長閑のどけさで、浪人を愛するよりは、むしろ風流を愛すことのはなはだしい気持の逸人ではないかと思われた。

　やがてのこと、

「はい、てまえが、当家の主あるじの劉恢りゅうかいです。ようお越しなされました。お身の上は最前、張飛どのから聞きましたが、どうぞお気がねなく、一年でも二年でも遊んでいてください。その代りこんな田舎ですから、何もおかまいはできませんよ、豊かにあるのは、酒ぐらいなもので」

　こう主の劉恢りゅうかいが出てきてのあいさつに、張飛は、

「ありがたい。酒さえあれば何年だっていられますよ」

　と、もう贅沢をいう。

　玄徳はいんぎんに、

「何分」

　と、しばらくの逗留とうりゅうを頼み、関羽も姓名や郷地を名乗って、将来の高誼こうぎを仰いだ。

　劉大人は、いかにも大人らしい寡言かげんな人で、やがて召使いをよび、三名の部屋として、この南苑の客館を提供し、何かの事などいいつけ、ほどなく奥へかくれてしまった。

「どうです、落着くでしょう」

　張飛は手がら顔にいう。

「落着きすぎるくらいだ」と、関羽は笑って、

「ぼろを出さぬようにしてくれよ」

　と、暗に張飛の酒ぐせをたしなめた。

　年を越えた。春になった。

　五台山下の部落は、まことに平和なものだった。ここには、劉恢が土豪として、村長むらおさの役目をも兼ねているせいか、悪吏も棲まず、匪賊の害もなかった。

　しかし、張飛や関羽は、その余りにも無事なのにむしろ苦しんだ。酒にも平和にも倦うんだ。

　それとは違って、玄徳は近ごろひどく無口であった。常に物思わしいふうが見える。

「長兄も、この頃はようやく、ふたたび戦野が恋しくなってきているのではないかな。風雲児、とみに元気がないが」

　ある時、関羽がいうと、

「いやいや、戦野が恋しいのじゃないさ」

　と張飛は首を振った。

「では、郷里の母御のことでも案じておられるのかな？」

「それもあろうが、原因はもっとべつなほうにある。おれはそう覚さとっているが、わざと会わせないんだ」

「ふウむ。原因があるのか」

「ある」

　苦々にがにがしげに張飛はいった。その顔つきで思い出した。近頃、南苑に梨花りかが咲いて、夜は春月がそれに霞んでまたなく麗うるわしい。時折その梨苑をさまよう月よりも美しい佳人が見かけられる。そうするといつのまにか、この客館から玄徳のすがたが見えなくなるのだった。
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　張飛のはなしを聞いて関羽にも思い当るふしがあった。関羽はそれから特に玄徳の容子に注目していた。

　すると、それから数日後の宵であった。その夜は朧月おぼろづきが麗しかった。五台山の半身をぼかした夜霞が野にかけ銀を刷はいたような朧をひいていた。

「おや、いつのまにか」

　気がついて関羽はつぶやいた。三名して食卓を囲んでいたのである。張飛は例によっていつまでも酒をのんでいるし、自分も、杯をもって相手になっていたが、玄徳は室を去ったとみえて、彼の空席の卓には、皿や酒盞しゅさんしか残っていない。

「そうだ」

　こよいこそ彼の行動をつきとめてみよう。関羽はそう考えたので張飛にも黙って急に部屋から出て行った。

　そして南苑の白い梨花の径こみちを忍びながら歩いては見まわした。

　もう奥の内苑に近い。主の劉恢りゅうかいのいる棟やその家族らの住む棟の燈火は林泉をとおして彼方に見えるのであった。

「はて。これから先へゆく筈もないし」

　関羽がたたずんでいると、ほど近い木の間を、誰か、楚そ々そと通る人があった。見ると、劉恢の姪めいとかいうこの家の妙齢な麗人であった。

「……ははあ？」

　関羽は自分の予感があたってかえって肌寒いここちがした。物事の裏とか、人の秘密とかには、むしろ面おもてを横にして、無関心でいたい彼であったが、つい後から忍んで行った。

　劉恢の姪という佳人は、やがて鮮あざやかに月の下に立った。辺りには木蔭もなく物の蔭もなく、ただ広い芝生に夜露が宝石をまいたように光っていた。

　すると梨の花の径こみちからまたひとりの人影が忽然こつぜんと立ち上がった。それは花の中に隠れていた若い男性であった。

「オ。玄徳さま」

「芙蓉ふようどの」

　ふたりは顔を見あわせてニコと笑み交わした。芙蓉の歯が実に美しかった。

　相寄って、

「よく出られましたね」

　玄徳がいう。

「ええ」

　芙蓉はさしうつ向く。

　そして梨畑のほうへ、ふたりは背を擁ようし合いながら歩み出して、

「劉恢は、あれでとても、厳格な人ですからね。……食客や豪傑たちには、やさしい温情を示す人ですけれど、家庭の者には、おそろしくやかましい人なんです。……ですから、……、こうして苑にわへ出てくるにも、ずいぶん苦心して来るんですの」

「そうでしょう。何しろ、われわれのような食客が常に何十人もいるそうですからね。私も、関羽だの張飛だのという腹心の者が、同じ室にいて、眼を光らしているので、彼らにかくれて出てくるのもなかなか容易ではありません」

「なぜでしょうね」

「何がですか」

「そんなにお互いに苦労しながらでも、夜になると、どうしてもここへ出てきたいのは」

「私もそうです。自分の気もちがふしぎでなりません」

「美しい月ですこと」

「夏や秋の冴えた頃よりも、今頃がいいですね。夢みているようで」

　梨の花から梨の花の径をさまよって、二人は飽くことを知らぬげであった。夢みようと意識しながら、あえて、夢を追っているふうであった。
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　この家の深窓しんそうの佳人かじんと玄徳とが、いつのまにか、春宵しゅんしょうの秘語を楽しむ仲になっているのを目撃して、関羽は、非常なおどろきと狼狽ろうばいをおぼえた。

「ああ、平和は雄志を蝕むしばむ」

　彼は、慨嘆した。

　見まじきものを見たように関羽はあわてて後苑の梨畑から馳け戻ってきた。そして客館の食卓の部屋をのぞくと、張飛はただ一人でまだそこに酒を飲んでいた。

「おい」

「やあ、何処へ行っていたのだ」

「まだ飲んでいるのか」

「飲むよりほかに為すことはないじゃないか。いかに脾肉ひにくを嘆じたところで、時利あらず、風雲招かず、蛟龍こうりょうも淵に潜ひそんでいるしかない。どうだ、貴公も酒の淵に潜まんか」

「一杯もらおう、実は今、いっぺんに酒が醒めてしまったところだ」

「どうしたのか」

「……張飛」

「ウム」

「おれは、貴様のように、いたずらに現在の世態や時節の来ぬことを、そう悲観はしないつもりだが、今夜はがっかりしてしまった。──野やに隠れ淵に潜むとも、いつか蛟龍は風雲を捉とらえずにいないと信じていたが」

「ひどく失望の態だな」

「もう一杯くれ」

「めずらしく飲むじゃないか」

「飲んでから話すよ」

「なんだ」

「実は今、おれは、人の秘密を見てしまった」

「秘密を」

「されば。先頃から貴様が謎めいたことをいうので、こよい玄徳様が出て行った後からそっと尾つけて行ってみたのだ。するとどうだろう……ああ、おれは語るに忍びん。あんな柔弱な人物だとは思わなかった」

「なにを見たのだ一体」

「あろうことかあるまいことか。当家の深窓しんそうに養われている芙蓉娘ふようじょうとかいう麗人と、逢引きをしているではないか。ふたりはいつのまにか恋愛におちておるのだ。われわれ義軍の盟主ともある者が、一女性に心をとらわれなどして何ができよう」

「そのことか」

「貴様は前から知っていたのか」

「うすうすは」

「なぜわしに告げないのだ」

「でも、できてしまっているものは仕方がないからな」

　張飛も腐った顔つきしてつぶやいた。その顔を頬杖にのせて、片手で独り酒を酌ついであおりながら、

「英傑児も、あまり平和な温床に長く置くと黴かびが生えだして、ああいうことになるんだな」

「志を得ぬ鬱勃うつぼつをそういうほうへ誤魔化しはじめると、人間ももうおしまいだな。……また、あの女も女ではないか。あれは劉恢りゅうかいの娘でもないし、いったい何だ」

「訊かれると面目ない」

「なぜ？　なぜ貴様が面目ないのか」

「……実はその、あの芙蓉娘は拙者の旧主鴻家こうけのご息女なので、劉恢どのも鴻家とは浅からぬ関係があった人だから、主家鴻家の没落後、おれが芙蓉娘をこの家へ連れてきて、匿かくまっておいてくれるように頼んだお方なのだ」

「え。では貴様の旧主のご息女なのか」

「まだ義盟を結ばない数年前のはなしだが、その芙蓉娘と玄徳様とは、黄匪こうひに追われて、お互いに危うい災難に見舞われていた頃、偶然、或る地方の古塔の下で、出会ったことがあるので、とっくに双方とも知り合っていた仲なのだ」

「え。そんなに古いのか」

　関羽が呆れ顔した時、室の外に誰かの沓音くつおとが聞えた。
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　主あるじの劉恢であった。

　劉恢は、室内の様子を見て、

「おさしつかえないですか」と、二人の許しをうけてから入ってきた。そしていうには、

「困ったことができました。数日の内に、洛陽の巡察使と定州の太守が、この地方へ巡遊に来る。そしてわしの邸がその宿舎に当てられることになった。当然、あなた方の潜伏していることが発覚する。一時どこかへ隠れ場所をお移しなさらぬと危ないが」

　という相談であった。

　折も折である。

　関羽、張飛も、一時は途方にくれたここちがしたが、むしろこれは、天が自分らの懶惰らんだを誡いましむるものであると思って、

「いや、ご当家にも、だいぶ長い間の逗留となりました。そういうことがなくても、このへんで一転機する必要がありましょう。いずれわれわれども三名で相談の上、ご返辞申しあげます」

「なんともお気の毒じゃが。……なお、落着く先にお心当りもなければ、わしの信じる人物で安心のなる所へご紹介もして上げますから」

　劉恢は、そういって、戻って行った。

　後で、二人は顔見あわせて、

「玄徳様と芙蓉娘の仲を、主もさとってきて、これはいかんと、急にあんな口実をいってきたのではあるまいか」

「さあ。どうとも知れぬ」

「しかし、いい機しおだ」

「そうだ。玄徳様のためには至極いいことだ」

　翌朝。二人はさっそく、「云々しかじかのわけですが」と、玄徳に主の旨を伝えて、善後策をはかった。

　すると玄徳は、一時は、はっとした顔色だったが、直ぐうつ向いた眼ざしをきっとあげて、

「立退こう。恩人の劉大人にご迷惑をかけてもならぬし、自分もいつまで安閑とここにいる気もなかったところだから」と、いった。

　そういう玄徳の面には、深く現在の自身を反省しているらしい容子が見えた。

　そこで関羽は、思いきって、こういってみた。

「──ですが、お名残り惜しくはありませんか、この家の深窓の佳人に」

　玄徳は微笑のうちにも、幾分か羞恥しゅうちの色をたたえながら、

「否いなとよ、恋は路傍の花」

　と、答えた。

　その一言に、

「さすがは」

　と関羽も、自分の取越し苦労を打消し、すっかり眉をひらいた。

「そういうお気持なら安心ですが、実は、われわれの盟主たりまた、大望を抱いている英傑児が、一女性のために、壮志を蝕むしばまれてしまうなどとは、残念至極だと、張飛と共に、ひそかに案じていたところなのです。──ではあなたは飽くまで、芙蓉娘と本気で恋などにおちているわけではありますまいな」

「いや」

　玄徳は、正直にいった。

「恋をささやいている間は、恥かしいが、わしは本気で恋をささやいているよ。女を欺あざむけない、また、自分も欺けない。ただ、恋あるのみだ」

「え……？」

「だが両君。乞う、安んじてくれ給え。玄徳はそれだけが全部にはなりきれない。恋のささやきも一ときの間だ。すぐわれに返る。中山靖王ちゅうざんせいおうの後裔こうえい劉備玄徳というわれに返る。寒村の田夫でんぷから身を起し、義旗をひるがえしてからすでに両三年、戦野の屍しかばねとなりつるか、洛陽の府にさまよえるか、と故郷には今なお、わが子の我を待ち給う老母もいる。なんで大志を失おうや。……両君も、それは安心して可なりである。玄徳を信じてくれい」




故園こえん
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　その翌日である。玄徳たち三名は、にわかに五台山麓の地、劉恢りゅうかいの邸宅から一時身を去ることになった。

　別れにのぞんで、主の劉恢は、落魄らくはくの豪傑玄徳らのために別離の小宴をひらいて、さていうには、

「また、時をうかがって、この地へぜひ戻っておいでなさい。お連れになってきた二十名の兵や下僕しもべたちは、それまでてまえの邸に預かっておきましょう。そして今度お見えになった時こそ、再起のご準備におかかりなさい。黄巾の乱は小康を得ても、洛陽の王府そのものに自潰じかいの兆きざしがあらわれてきています。せっかく、自重自愛して、どうか国家のために尽してください」

「ありがとう」

　四人は起って乾杯した。

　劉恢のいうように、ここへくる時連れて来た二十名ばかりの一族郎党の身は、皆、劉家に託しておいて、関羽、張飛、玄徳、思い思いに別れて一時身をかくすこととなった。

　が──劉家の門を出る時は、三人一緒に出た。世間の眼もあるので、劉恢はわざと見送らなかった。けれど、邸内の楼台から三名の姿が遠くなるまで独り見送っている美人があった。いうまでもなく芙蓉娘ふようじょうであった。

　張飛は知っていた。

　しかし、わざと何もいわなかった。玄徳も黙々と歩いていた。

　もう五台山の影も後ろに遠く霞んでから、張飛がそっと玄徳へいった。

「きのうお言葉を伺って、もう自分らもあなたの心事を疑うような気もちは抱いておりません。むしろ大丈夫の多情多恨のおこころを推察しておりますよ。例えば、私が酒を愛するようなものですからな」

　彼は、酒と恋を、一つものに考えているのだ。

　その程度だから、玄徳の心に同情するといっても、およそ玄徳の感傷とははなはだ遠いものにちがいなかった。

「──だが、長兄」と、張飛はまた、玄徳の顔をさし覗いて云った。

「豪傑は色に触るべからずという法はない。あなただって一生涯独身でいられるわけもない。ほんとに芙蓉娘がお好きならこの張飛が話してどんなことにでもします。拙者にとっては、旧主のご息女ではあるし、ああいう頼りのないお身の上ですからむしろあなたに願っても生涯を見ていただきたいくらいなものですよ。けれど今はいけませんな。時でないでしょう。志を得た後のことにね」

「わかったよ」

　玄徳は、うなずいた。

　それから州道の道標の下まで来ると、

「じゃあ、わしはここから一人別れて、ひとまず郷里の涿県たくけんへ行くからね、いずれまた、一度この五台山下へ戻って来るが」と、いった。

　張飛も、関羽も、各〻そこから別れて、ひとまず思い思いに落ちてゆくつもりであったが、片時の間も離れたことのない三人なので、さすがに寂しげに、

「こんどはいつここで会おう」

「この秋」

　玄徳がいう。二人はうなずいて、

「ではあなたはこれから涿県の母御のもとへおいでになるつもりですか」

「うム。ご無事なお顔だけ拝したら、またすぐ風雲の裡うちへ帰ってくる。涼秋の八月、再び三人して、五台山の月を見よう」

「おさらば」

「気をつけて」

「お互いに」

　三名は三方の道へ、しばし別離の姿をかえりみ合った。
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　関羽と張飛のふたりに別れてから、玄徳は姿を土民のふうに変えて、ただ一人、故郷の涿県楼桑村たくけんろうそうそんへ、そっと帰って行った。

「ああ、桑の木も変らずにある……」

　何年ぶりかで、わが家の門を見た玄徳は、そこに立つと一番先に、例の巨きな桑の大樹を、懐かしげに見上げていた。

　──かたん。

　──ことん、かたん。

　すると蓆むしろを織る機はたの音が家の裏のほうで聞えた。玄徳は、はっと心を打たれた。ここ両三年は馬上に長槍をとって、忘れはてていたが、幼少から衣食してきた生業なりわいの莚織むしろおりの機はたは、今なお、この故郷の家では休んでいなかった。

　その機を、その筬おさを、今も十年一日のごとく動かしている者は誰だろうか。

　問うまでもない、玄徳の母であった。征野に立った息子の後を、ひとり留守している老いたる母にちがいなかった。

「いかにお淋しいことであったろう。また、ご不自由なことであったろう」

　家にはいらぬうちに、玄徳はもう瞼まぶたを涙でいっぱいにしていた。思えば幾年の間、転戦また転戦、故郷の母に衣食の費を送るいとまさえなかった。便りすら幾度か数えるほどしかしていなかった。

　──すみません。

　彼はまず故園の荒れたる門に心から詫びて、そして機の音の聞える裏のほうへ馳けこんで行った。

　ああそこに、黙然と、蓆むしろを織っている白髪の人。──玄徳は見るなり後ろから馳け寄って、母の足もとへ、

「母上っ」

　ひざまずいた。

「──母上。わたくしです。今帰って参りました」

「……？」

　老母は、驚いた顔して、機の手を休めた。そして、玄徳のすがたをじっと見て、

「……阿備か」

　と、いった。

「長い間、お便りもろくにせず、定めし何かとご不自由でございましたろう。陣中心にまかせず、転戦からまた転戦と、戦に暮れておりましたために」

　子の言葉をさえぎるように、

「阿備。……そしておまえはいったい、なにしに帰ってきたのですか」

「はい」

　玄徳は地に面を伏せて、

「まだ志も達せず、晴れて母上にお目にかかる時機でもありませんが、先頃から官地を去って、野に潜ひそんでおりますゆえ、役人たちの目をぬすんで、そっとひと目、ご無事なお顔を見に戻って参りました」

　老母の眼は明らかにうるんでみえた。髪もわずかのうちに梨の花を盛ったように雪白になっていた。眼もとの肉もやつれてみえるし──機はたにかけている手は藁わらゴミで荒れている。

　しかし、以前にかわらないものは、子に対してじっと向ける眸の大きな愛と峻厳しゅんげんな強さであった。こぼれ落ちそうな涙をもこらえて、老母は、静かにいうのだった。

「阿備……」

「はい」

「それだけで、そなたはこの家へ帰っておいでなのかえ」

「え。……ええ」

「それだけで」

「──母上」

　すがり寄る玄徳の手を、老母は、藁ゴミとともに裳もすそから払って、たしなめるようにきつく云った。

「なんです。嬰児あかごのように。……それで、おまえは憂国の偉丈夫ですか。帰ってきたものはぜひもないが、長居はなりませんぞ。こよい一晩休んだら、すぐ出てゆくがよい」
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　思いのほかな母の不機嫌な気色けしきなのである。それも、自分を励まして下さるためと、劉玄徳は、かえって大きな愛の下に泣きぬれてしまった。

　母は、その子を、大地に見ながら、なお叱っていった。

「まだおまえが郷土を出てから、わずか二年か三年ではないか。貧しい武器と、訓練もない郷兵を集めて、このひろい天下の騒乱の中へ打って出たおまえが、たった三年やそこらで、功を遂げ名をあげて戻ってこようなどと……そんな夢みたいなことを母は考えて待っておりはしない。……世の中というものはそんな単純ではありません」

「母上。……玄徳の過あやまりでございました。どこへ行っても、自分の正義は通らず、戦っても戦っても、なんのために戦ったのか、この頃、ふと失意のあまり疑いを抱いたりして」

「戦いくさに勝つことは、強い豪傑ならば、誰でもすることです。そういう正しい道のさまたげにも、自分自身を時折に襲ってくる弱い心にも打ち克たなければ、所詮しょせん、大事はなし遂げられるものではあるまいが」

「……そうです」

「ようく、お分りであろう。……もうそなたも三十に近い男児。それくらいなことは」

「はい」

「そこらの豪傑たちが、乱世に乗じて、一州一郡を伐取きりとりするような小さい望みとは違うはずです。漢の宗室の末孫、中山靖王の裔えいであるおまえが、万民のために、剣をとって起ったのですよ」

「はい」

「千億の民の幸いを思いなさい。老先のないこの母ひとりなどが何であろう。そなたの心が──せっかく奮い起した大志が──この母ひとりのために鈍にぶるものならば、母は、億民のために生命を縮めても、そなたを励ましたいと思うほどですよ」

「あ。母上」

　玄徳は驚いて、ほんとにそういう決心もしかねない母の袂たもとにすがって、

「悪うござりました。もう決して女め々めしい心はもちません。あしたの朝は、夜の明けぬうちにここを去りますから、どうかただ一晩だけお側において下さいまし」

「…………」

　老母も、くずれるように、地へ膝をついた。そして、玄徳の体を、そっと抱いて、白髪の鬢びんをふるわせながらささやいた。

「阿備や……。だが、わたしはね、亡きお父さんの代りにもなっていうのだよ。今のは、お父さまのお声だよ。お叱りだよ。──あしたの朝は、近所の人の人目にかからないように、暗いうちに立っておくれね」

　そういうと、老母はいそいそと母屋おもやのほうへ立ち去った。

　間もなく、厨くりやのほうから、夕餉ゆうげを炊かしぐ煙が這ってきた。失意の子のために、母はなにか温かい物でも夕餉にと煮炊きしているらしいのであった。

　玄徳は、その間に、蓆機むしろばたへ寄って、織りのこして行った幾枚かの蓆を織りあげていた。

　手もとが暗くなってくる。白い夕星がもう上にあった。

　機はたを離れて、彼はひとり、裏の桃林を逍遥していた。はや晩春なので、桃の花はみな散り尽して黒い花の蕋しべを梢に見るだけであった。

「ああ。故園は変らない──」

　玄徳は嘆じた。

　桃花はまた春に若やぐが、母の白髪が再び黒くかえる日はない。春秋は人の身のうえにのみ短い。しかも自分の思う望みは遠くまた大きく、いつの日、彼の母が心のそこからよろこんでくれる時がくるだろうか、考えると、いたずらに大きな嘆声が出るばかりであった。

「──阿備やあ。阿備やあ」

　もう暗い母屋のほうでは、母が夕餉ゆうげのできたことを告げて呼んでいる。玄徳は、なんの悩みもなかった少年の頃を思い出して、少年のように遠くから高く答えながら馳けだした。




乱兆らんちょう
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　時は、中平ちゅうへい六年の夏だった。

　洛陽宮らくようきゅうのうちに、霊帝れいていは重い病やまいにかかられた。

　帝は病の篤あつきを知られたか、

「何進かしんをよべ」

　と、病褥びょうじょくから仰せ出された。

　大将軍何進は、すぐ参内した。何進はもと牛や豚を屠殺とさつして業としている者であったが、彼の妹が、洛陽にも稀な美人であったので、貴人の娘となって宮廷に入り、帝の胤たねをやどして弁皇子べんおうじを生んだ。そして皇后となってからは何后かこうといわれている。

　そのため兄の何進も、一躍要職につき、権を握る身となったのである。

　何進は、病帝をなぐさめて、

「ご安心なさいまし。たとえ如何なることがあっても、何進がおります。また、皇子がいらっしゃいます」といって退がった。

　しかし、帝の気色は、慰なぐさまないようであった。

　帝には、なお、複雑な憂悶ゆうもんがあったのである。何后のほかに、王美人という寵姫があって、その腹にも皇子の協きょうが生れた。

　何后は、それを知って、大いに嫉妬し、ひそかに鴆毒ちんどくを盛って、王美人を殺してしまった。そして、生なさぬ仲の皇子協を、霊帝のおっ母さんにあたる董とう太后の手へあずけてしまったのである。

　ところが、董太后は、預けられた協皇子が可愛くてたまらなかった。帝もまた、何后の生んだ弁べんよりも、協に不愍ふびんを感じて偏愛されていた。

　で、十常侍じょうじの蹇碩けんせきなどが、時々そっと帝の病褥へ来てささやいた。

「もし、協皇子を、皇太子に立てたいという思し召ならば、まず何后の兄何進から先に誅罰ちゅうばつなさらなければなりません。何進を殺すことが、後患こうかんをたつ所以ゆえんです」

「……ウム」

　帝は蒼白い顔でうなずかれた。

　自己の病は篤い。いつとも知れない命数。

　帝は決意すると急がれた。

　にわかに、何進の邸へ向って、

「急ぎ、参内せよ」と、勅令があった。

　何進は、変に思った。

「はてな。きのう参内したばかりなのに？」

　急に帝の病状でも変ったのかと考えて、家臣に探らせてみるとそうでもない。のみならず、十常侍の蹇碩けんせきらが、なにか謀はかっている経緯いきさつがうすうす分ったので、

「小癪こしゃくな輩。そんな策てに乗る何進ではない」

　と、参内しないかわりに、廟堂の諸大臣を私館へ招いて、

「こういう事実がある。実に怪しからぬ陰謀だ。さなきだに天下みな、十常侍の輩を恨んで、機あらば、彼らの肉を啖くらわんとまで怨嗟えんさしている。おれもこの機会に、宦官かんがんどもをみな殺しにしようと思うが、諸公のご意見はどうだ」と、会議の席にはかった。

「…………」

　誰も皆、黙ってしまった。ただびっくりした眼ばかりであった。すると、座隅の一席からひとりの白皙はくせきの美丈夫が起立して、

「至極けっこうでしょう。しかし十常侍とその与党の勢力というものは、宮中においては、想像のほかと承ります。将軍、威あり実力ありといえども、うっかり手を焼くと、ご自身、滅族めつぞくの禍わざわいを求めることになりはしませんか」と忠言を吐いた。

　見るとそれは、典軍てんぐんの校尉曹操そうそうであった。何進の眼から見ればまことに微々たる一将校でしかない。何進は苦い顔して、

「だまれっ。貴様のような若輩の一武人に、朝廷の内事が分ってたまるものか、ひかえろ」

　と、一言に叱りつけた。

　ために、座中白け渡って見えた時、折も折、霊帝がたった今崩御ほうぎょされたという報らせが入った。
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　何進は、その報らせを手にすると、会議の席へ戻ってきて、諸大臣以下一同に向い、

「ただ今、重大なる報らせがあったが、まだ公の発表ではないから、そのつもりで聞いて欲しい」と、前提し、厳粛なる口調で、次のように述べた。

「天子、ご不例ふれい久しきにわたっておったが、今日ついに、嘉徳殿かとくでんにおいて、崩御あそばされた」

「…………」

　何進がそういい終っても、ややしばらくの間、会議の席は寂せきとして、声を発する者もなかった。

　諸大臣の面上には、はっとしたような色が流れた。予期していたことながら、

　──どうなることか？

　と、この先の政治的な変動やら一身の去就きょしゅうに、暗澹あんたんたる動揺がかくしきれなかった。

　しかも場合が場合である。

　何進が、十常侍をみな殺しにせんと息まいてこの席に計り、十常侍らは、何進を謀はかって、亡き者にしようと、暗躍しているという折も折であった。

　そも、何の兆きざしか。

　人々が一瞬自失したかのように、暗澹たる危惧きぐの底に沈んで、

　──ああ、漢朝四百年の天下も今日から崩れ始める兆きざしか。

　と、いうような予感に襲われたのも、決してむりではない。

　しばし、黙祷のうちに、人々は亡き霊帝をめぐる近年の宮廷の浅ましい限りの女人と権謀の争いやら、数々の悪政の頽廃を胸によびかえして、今さらのように、深い嘆息をもらし合った。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　霊帝は不幸なお方だった。

　何も知らなかった。十常侍たちの見せる「偽飾ぎしょく」ばかりを信じられて、世の中の「真実」というものは、何ひとつご存じなく死んでしまわれた。

　十常侍の一派にとっては、霊帝は即ち「盲帝もうてい」であった。傀儡かいらいにすぎなかった。玉座は彼らが暴政をふるい魔術をつかう恰好な壇上であり帳とばりであった。

　その悪政を数えたてればきりもないが、まず近年のことでは、黄巾の乱後、恩賞を与えた将軍や勲功者へ、裏からひそかに人をやって、

「公らの軍功を奏上して、公らはそれぞれ莫大な封禄の恩典にあずかりたるに、それを奏した十常侍に、なんの沙汰もせぬのは、非礼ではないか」

　などと賄賂わいろのなぞをかけたりした。

　恐れて、すぐ賂まいないを送った者もあるが、皇甫嵩こうほすうと、朱雋しゅしゆんの二将軍などは、

「何をばかな」

　と、一蹴したので、十常侍たちはこもごもに、天子に讒ざんしたので、帝はたちまち、朱雋、皇甫嵩のふたりの官職を剥いで、それに代るに、趙忠ちょうちゅうを車騎将軍に任命した。

　また、張譲ちょうじょうその他の内官十三人を列侯に封じ、司空張温しくうちょううんを大尉に昇せたりしたので、そういう機運に乗った者は、十常侍に媚びおもねって、さらに彼らの勢力を増長させた。

　たまたま、忠諫ちゅうかんをすすめ、真実をいう良臣は、みな獄に下されて、斬られたり毒殺されたりした。

　従って宮廷の紊みだれは、あざむかず、民間に反映して、地方にふたたび黄巾賊の残党やら、新しい謀叛人むほんにんが蜂起ほうきして、洛陽城下に天下の危機が聞えてきた。

　この動乱と風雲の再発に、人の運命も波浪にもてあそばれる如く転変をきわめたが、たまたま、幸いしたのは、前年来、不遇の地におわれて、代州の劉恢りゅうかいの情けにようやく身をかくしていた劉備玄徳りゅうびげんとくであった。
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　黄匪こうひの乱がやんでからまた間もなく、近年各地に蜂起した賊では、漁陽ぎょよう（河北省）を騒がした張挙ちょうきょ、張純ちょうじゅんの謀叛。長沙ちょうさ、江夏こうか（湖北省・麻城県附近）あたりの兵匪の乱などが最も大きなものだった。

「天下は泰平です。みな帝威に伏して、何事もありません」

　十常侍の輩は、口をあわせて、いつもそんなふうにしか、奏上していなかった。

　だが。

　長沙の乱へは、孫堅を向わせて、平定に努めていた。

　また劉焉りゅうえんを益州の牧ぼくに封じ、劉虞りゅうぐを幽州に封じて、四川しせんや漁陽方面の賊を討伐させていた。

　その頃。

　故郷の涿県たくけんから再び戻って、代州だいしゅうの劉恢りゅうかいの邸に身を寄せていた玄徳は、主あるじ劉恢から（時節は来た。これをたずさえて、幽州の劉虞りゅうぐを訪ねてゆき給え。虞ぐは自分の親友だから、君の人物を見ればきっと重用するだろう）

　といわれて、一通の紹介状をもらった。

　玄徳は恩を謝して、直ちに、関羽張飛などの一族をつれ、劉虞の所へ行った。劉虞はちょうど、中央の命令で、漁陽に起った乱賊を誅伐ちゅうばつにゆく出陣の折であったから、大いによろこんで、

（よし。君らの一身はひきうけた）と、自分の軍隊に編入して、戦場へつれて行った。

　四川、漁陽の乱も、ようやく一時の平定を見たので、その後、劉虞は朝廷へ表をたてまつって、玄徳の勲功あることを大いにたたえた。

　同時に、廟堂の公孫瓚こうそんさんも、

（玄徳なる者は、前々黄賊の大乱の折にも抜群の功労があったものです）と、上聞じょうぶんに達したので、朝廷でも捨ておかれず、詔みことのりを下して、彼を平原県へいげんけん（山東省・平原）の令に封じた。

　で、玄徳は、即時、一族を率いて任地の平原へさし下った。行ってみると、ここは地味豊饒ほうじょうで銭粮せんろうの蓄えも官倉に満ちているので、

（天、我に兵馬を養わしむ）と、みな非常に元気づいた。そこで玄徳以下、張飛や関羽たちも、ようやくここに酬むくいられて、前進一歩の地をしめ、大いに武を練り兵を講じ、駿馬に燕麦えんばくを飼って、平原の一角から時雲の去来をにらんでいた。

　──果たせるかな。

　一雲去れば一風生じ、征野に賊を掃はらい去れば、宮中の瑠璃殿裡るりでんりに冠帯かんたいの魔魅まみや金釵きんさいの百鬼は跳梁して、内外いよいよ多事の折から、一夜の黒風に霊帝は崩ぜられてしまった。

　紛乱ふんらんはいよいよ紛乱を見るであろう。漢室四百年の末期相まっきそうはようやくここに瓦崩がほうのひびきをたてたのである。──いかになりゆく世の末やらん、と霊帝崩御の由を知るとともに、人々みな色を失って、呆然、足もとの大地が九仞きゅうじんの底へめりこむような顔をしたのも、あながち、平常の心がけなき者とばかり嗤わらえもしないことであった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　会議の席も、寂せきとしてしまい、咳声しわぶきをする者すらなかったが、そこへまた、あわただしく、

「将軍。お耳を」と、室外にちらと影を見せた者があった。

　何進かしんに通じている禁門の武官潘隠はんいんであった。

「オ、潘隠か。なんだ」

　何進はすぐ会議の席をはずし、外廊で何かひそひそ潘隠のささやきを聞いていた。
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　潘隠が告げていうには、

「十常侍の輩は例によって、帝の崩御と同時に、謀議をこらし、帝の死を隠しておいて、まずあなたを宮中に召し、後の禍いを除いてから喪もを発し、協皇子を立てて御位を継がしめようという魂胆こんたんに密議は一決を見たようであります。──きっと今に、宮中から帝の名をもって、将軍に参内せよと、使いがやってくるにちがいありません」

　何進は聞いて、

「獣けだものめら、よしっ、それならそれで俺にも考えがある」

　憤怒ふんどして、会議の壇に戻り、潘隠の密報を諸大臣や、並いる文武官に公然とぶちまけて発表した。

　ところへ案の定、宮中からお召しという使者が来邸して、

「天子、今ご気息も危うし。枕頭ちんとうに公を召して、漢室の後事を託せんと宣のたまわる。いそぎ参内あるべし」と、うやうやしくいった。

「狸め」

　何進は、潘隠へ向って、

「こいつを血祭にしろ」と命じるや否や、再び、会衆の前に立って、

「もう俺の堪忍はやぶれた。断乎だんことして俺は欲することをやるぞ！」と呶鳴った。

　すると、先に忠言して何進に一喝された典軍の校尉曹操そうそうが、ふたたび沈黙を破って、

「将軍将軍。今日ついに断を下して計をなさんとするならば、まず、天子の位を正してしかる後に賊を討つことをなし給え」と叫んだ。

　何進も、今度は前のように、だまれとはいわなかった。大きくうなずいて、

「誰か我がために、新帝を正して、宮闕きゅうけつの謀賊どもを討ち尽さん者やある」

　爛らんたる眼をして、衆席を見まわすと、時に、彼の声に応じて、

「司隷校尉しれいこうい袁紹えんしょうありっ！」と名乗って起った者がある。

　人々の首こうべは、一斉にそのほうへ振向いた。見ればその人は、貌相ぼうそう魁偉かいい胸ひろく双肩そうけん威風をたたえ、武芸抜群の勇将とは見られた。

　これなん、漢の司徒袁安えんあんが孫、袁逢えんほうが子、袁紹えんしょうであった。袁紹字あざなは本初ほんしょといい、汝南じょなん汝陽じょよう（河南省・淮河わいが上流の北岸）の名門で門下に多数の吏事武将を輩出し、彼も現在は漢室の司隷校尉の職にあった。

　袁紹は、昂然とのべた。

「願わくば自分に精兵五千を授け給え。直ちに禁門に入って、新帝を擁立ようりつし奉り、多年禁廷に巣くう内官どもをことごとく誅滅ちゅうめつして見せましょう」

　何進はよろこんで、

「行けっ」と、号令した。

　この一声に洛陽の王府は一転戦雲の天と修羅の地になったのである。

　袁紹は、たちまち鉄甲に身を鎧よろい、御林ぎょりんの近衛兵五千をひっさげて、内裏だいりまで押通った。王城の八門、市中の衛門のこらず閉じて戒厳令を布き、入るも出ずるも味方以外は断乎として一人も通すなと命じた。

　その間に。

　何進もまた、車騎将軍たる武装をして何顒かぎょう、荀攸じゅんゆう、鄭泰ていたいなどの一族や大臣三十余名を伴ともない、陸続と宮門に入り、霊帝の柩ひつぎのまえに、彼が支持する弁太子べんたいしを立たせて、即座に、新帝ご即位を宣言し、自分の発声で、百官に万歳を唱えさせた。




舞刀飛首ぶとうひしゅ



一



　百官の拝礼が終って、

「新帝万歳」の声が、喪の禁苑きんえんをゆるがすと共に、御林軍ぎょりんぐん（近衛兵）を指揮する袁紹えんしょうは、

「次には、陰謀の首魁蹇碩けんせきを血まつりにあげん」

　と、剣を抜いて宣言した。

　そしてみずから宮中を捜しまわって、蹇碩のすがたを見つけ、

「おのれっ」と、何処までもと追いかけた。

　蹇碩はふるえ上がって、懸命に逃げまわったが、度を失って御苑の花壇の陰へ這いこんでいたところを、何者かに尻から槍で突き殺されてしまった。

　彼を突き殺したのは、同じ仲間の十常侍郭勝かくしょうだともいわれているし、そこらにまで、乱入していた一兵士だともいわれているが、いずれにせよ、それすら分らない程、もう宮闕きゅうけつの内外は大混乱を呈して、人々の眼も血ばしり、気も逆上あがっていたにちがいなかった。

　袁紹えんしょうは、さらに気負って、何進の前へ行き、

「将軍、なんで無言のままこの混乱を見ているんですか。時は今ですぞ、宮廷の癌がん、社稷しゃしょくの鼠賊そぞくども、十常侍の輩を一匹残らず殺してしまわなければいけません。この機を逸したら、再び臍ほぞを噛むような日がやってきますぞ」と、進言した。

「ウむ。……むむ」

　何進はうなずいていた。

　けれど顔色は蒼白で、日頃の元気も見えない。元来、小心な何進、一時は憤怒にかられて、この大事をあえて求めたが、一瞬のまに禁門の内外はこの世ながらの修羅地獄と化し、自分を殺そうと謀った蹇碩けんせきも殺されたと聞いたので、一時の怒りもさめて、むしろ自分のつけた火の果てなくひろがりそうな光景に、呆然と戦慄をおぼえているらしい容子であった。

　その間に。

　一方十常侍の面々は、

「すわ、大変」と、狼狽して、張譲ちょうじょうを始め、おのおの生きた心地もなく、内宮へ逃げこんで、窮余の一策とばかり、何進の妹にして皇后の位置にある何后かこうの裙下くんかにひざまずいて、百拝、憐愍れんびんを乞うた。

「よい、よい。安心せい」

　何后はすぐ、兄の何進を呼びにやった。

　そして何進をなだめた。

「私たち兄妹が、微賤びせんの身から今日の富貴ふうきとなったのも、そのはじめは十常侍たちの内官の推薦があったからではありませんか」

　何進は、妹にそういわれると、むかし牛の屠殺をしていた頃の貧しい自分の姿が思い出された。

「なに、俺は、俺を殺そうと謀った蹇碩の奴さえ誅戮ちゅうりくすればいいのだ」

　内宮を出ると、何進は、右往左往する味方や宮内官たちを、鎮撫する気でいった。

「蹇碩は、すでに誅罰した。彼は我を害さんとしたから斬ったのである。我に害意なき者には、我また害意なし。安心して鎮まれ！」

　すると、それを聞いて、

「将軍、何をばかなことをいうんですか」

　と、袁紹えんしょうは血刀を持ったまま彼の前へきて、その軽忽けいこつを責めた。

「この大事を挙げながら、そんな手ぬるい宣言を将軍の口から発しては困ります。今にして、宮闕きゅうけつの癌がんを除き、根を刈り尽しておかなければ、後日かならず後悔なさいますぞ」

「いや、そういうな。宮門の火の手が、洛陽一面の火の手になり、洛陽の火の手が、天下を燎原りょうげんの火としてしまったら取返しがつかんじゃないか」

　何進の優柔不断は、とうとう袁紹の言を容れなかった。




二



　一時、禁門の兵乱は、治まったかに見えた。

　その後。

　何后かこう、何進の一族は、

「邪魔ものは董太后とうたいこうである」

　と、悪策をめぐらして、太后を河間かかん（河北省・河間県）という片田舎へ遷うつしてしまった。

　故霊帝の母公たる董太后も、今は彼らの勢力に拒む力もなかった。これというのも、前帝の寵妃ちょうひだった王美人の生んだ協皇子を愛するのあまり、何后、何進らの一族から睨まれた結果と──ぜひなき運命の輦くるまのうちに涙にくれながら都離れた地方へ送られて行った。

　けれど、何后も何進も、それでもまだ不安を覚えて、ひそかに後から刺客をやって、董太后を殺してしまった。

　わずかの間に董太后はふたたび洛陽の帝城に還ってきたが、それは柩ひつぎの中に冷たい空骸むくろとなって戻られたのであった。

　京師では大葬が執行とりおこなわれた。

　けれど、何進は、

「病中──」と称して、宮中へも世間へも顔を出さなかった。

　彼は怒りっぽい。

　しかも、小心であった。

　彼は自己や一門の栄華のために大悪もあえてする。けれど小心な彼は半面でまた、ひどく世間に気がねし、自らも責めている。

　要するに何進は、下賤から人臣の上に立ったが、大なる野望家にもなりきれず、ほんとの悪人にもなりきれず、位階冠帯は重きに過ぎて、右顧左眄うこさべん、気ばかり病んでいるつまらない人物だった。

　貝殻が人の跫音に貝のフタをしているように、門から出ないので、或る日、袁紹は何進の邸を訪ねて、

「どうしました将軍」と、見舞った。

「どうもせんよ」

「お元気がないじゃないですか」

「そんなことはない」

「──ところで、聞きましたか」

「何を？　……じゃね」

「董太后のお生命をちぢめた者は何進なりと、また、例の宦官かんがんどもが、しきりと流言を放っているのを」

「……ふウむ」

「だから私がいわない事ではありません。今からでも遅くないでしょう。あくまでも、彼奴きゃつらは癌がんですよ。根こそぎ切ってしまわなければ、どう懲らしても、日が経てばすぐ芽を生やし、根を張って、増長わがまま、陰謀暗躍、手がつけられない物になるんです」

「……む、む」

「ご決断なさい」

「考えておこう」

　煮え切らない顔つきである。

　袁紹は舌打ちして帰った。

　奴僕ぬぼくの中に、宦官かんがんたちのまわし者が住みこんでいる。

「袁紹が来てこうこうだ」とすぐ密報する。

　諜報をうけて、

「また、大変だ」と、宦官らはあわてた。──だが、危険になると、消火栓のような便利な手がある。何進の妹の何后へすがって泣訴することであった。

「いいよ」

　何后は、彼らからあやされている簾中れんちゅうの人形だったが、兄へは権威を持っていた。

「何進をおよび」

　また、始まった。

「兄さん、あなたは、悪い部下にそそのかされて、またこの平和な宮中を乱脈に騒がすようなことを考えなどなさりはしないでしょうね。禁裡の内務を宦官がつかさどるのは、漢の宮中の伝統で、それを憎んだり殺したりするのは、宗廟に対して非礼ではありませんか」

　釘を刺すと、何進は、

「おれはなにもそんなことを考えておりはせぬが……」

　と、あいまいに答えたのみで退出してしまった。
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　宮門から退出してくると、

「将軍。どうでした」

　と、彼の乗物の蔭に待っていた武将が、参内の吉左右きっそうを小声でたずねた。

「ア。……袁紹えんしょうか」

「何太后に召されたと聞いたので、案じていたところです。何か、宦官かんがんの問題で、ご内談があったのでしょう」

「……ム。あったにはあったが」

「ご決意を告げましたか」

「いや、こちらから云いださないうちに、太后から、憐愍れんびんの取りなしがあったので」

「いけません」

　袁紹は、断乎としていった。

「そこが、将軍の弱点です。宦官どもは、一面にあなたを陥し入れるように、陰謀や悪宣伝を放って、露顕しかかると、太后の裳もやお袖にすがって、泣き声で訴えます。──お気の弱い太后と、太后のいうことには反そむかないあなたの急所を、彼らはみこんでやっている仕事ですからな」

「なるほど……」

　そういわれると、何進も、気づくところがあった。

「今です。今のうちです。今日をおいて、いつの日かありましょう。よろしく、四方の英雄に檄げきを飛ばし、もって万代ばんだいの計を、一挙に定められるべきです」

　彼の熱弁には、何進もうごかされるのである。なるほどと思い──それもそうだと思い、いつのまにか、

「よしっ、やろう。実はおれもそれくらいのことは考えていたのだ」と、いってしまった。

　二人の密談を、乗物のおいてある樹蔭の近くで聞いていた者がある。典軍の校尉曹操であった。

　曹操は、独りせせら笑って、

「ばかな煽動をする奴もあればあるものだ。癌がんは体じゅうにできている物じゃない。一個の元兇を抜けばいいのだ。宦官のうちの首謀者をつまんで牢へぶちこめば、刑吏の手でも事は片づくのに、諸方の英雄へ檄を飛ばしたりなどしたら、漢室の紊乱びんらんはたちまち諸州の野望家のうかがい知るところとなり、争覇の分脈は、諸国の群雄と、複雑な糸をひいて、天下はたちまち大乱になろう」

　それから、彼はまた、何進の輦くるまについて歩きながら、

「……失敗するにきまっている。さあ、その先は、どんなふうに風雲が旋めぐるか」

　と、独りごとにいっていた。

　けれど、曹操は、もう自分の考えを、何進に直言はしなかった。その点、袁紹の如く真っ正直な熱弁家でもないし、何進のような小胆者とも違う彼であった。

　彼は今、天下に多い野望家とつぶやいたが、彼自身もその一人ではなかろうか。白皙秀眉はくせきしゅうび、丹唇たんしんをむすんで、唯い々いとして何進の警固についてはいるが、どうもその輦の中にある上官よりも典軍の一将校たる彼のほうが、もっと底の深い、もっと肚も黒い、そしてもっと器うつわも大きな曲者ではなかろうかと見られた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　ここに、西涼せいりょう（甘粛省かんしゅくしょう・蘭州）の地にある董卓とうたくは、前に黄巾賊の討伐の際、その司令官ぶりは至って香かんばしくなく、乱後、朝廷から罪を問われるところだったが、内官の十常侍一派をたくみに買収したので、不問に終ったのみか、かえって顕官の地位を占めて、今では西涼の刺し史し、兵二十万の軍力をさえ擁していた。

　その董卓の手へ、

「洛陽からです」

　と或る日、一片の檄げきが、密使の手から届けられた。
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　洛陽にある何進かしんは、先ごろ来、檄を諸州の英雄に飛ばして、

天下の府、枢廟すうびょうの弊へいや今きわまる。よろしく公明の旌旗せいきを林集し、正大の雲会を遂げ、もって、昭々しょうしょう日月の下に万代の革政を諸公と共に正さん。


　といったような意味を伝え、その反響いかにと待っていたところ、やがて諸国から続々と、

「上洛参会じょうらくさんかい」

　とか、或いは、

「提兵援助」

　などという答文をたずさえた使者が日夜早馬で先触れして来て、彼の館門を叩いた。

「西涼の董卓とうたくも、兵をさげてやって来るようですが」

　──御史ぎょしの鄭泰ていたいなる者が、何進の前に来て云った。

「檄文は、董卓へもお出しになったんですか？」

「む。……出した」

「彼は、豺狼さいろうのような男だとよく人はいいます。京師へ豺狼を引入れたら人を喰いちらしはしませんかな」

　鄭泰ていたいが憂えると、

「わしも同感だ」

　と、室の一隅で、参謀の幕将たちと、一面の地形図をひらいていた一老将が、歩を何進のほうへ移してきながら云った。

　見ると、中郎将盧植ろしょくである。

　彼は黄匪討伐の征野から讒ざんせられて、檻車かんしゃで都へ送られ、一度は軍の裁廷で罪を宣せられたが、後、彼を陥し入れた左豊さほうの失脚とともに、免ゆるされて再び中郎将の原職に復していたのである。

「おそらく董卓は、檄文を見て時こそ来れりとよろこんだに違いない。政廟の革正をよろこぶのでなく、乱をよろこび、自己の野望を乗ずべき時としてです。──わしも董卓の人物はよく知っておるが、あんな漢おとこをもし禁廷に入れたら、どんな禍患を生じるやも計り知れん」

　盧植は、わざと、鄭泰のほうへ向って話しかけた。暗に何進を諫いさめたのである。だが何進は、用いなかった。

「そう諸君のように、疑心をもっては、天下の英雄を操縦はできんよ」

「──ですが」

　鄭泰ていたいがなお、苦言を呈しかけると何進はすこし不機嫌に、

「まだまだ、君たちは、大事を共に謀るに足りんなあ」と、いった。

　鄭泰も、盧植も、

「……そうですか」

　と、後のことばを胸にのんで退がってしまった。そしてこの両者をはじめ、心ある朝臣たちも、こんなことを伝え聞いて、そろそろ何進の人間に見限みきりをつけだして離れてしまった。

「董卓どのの兵馬は、もう澠池べんち（河南省・洛陽西方）まで来ているそうです」

　何進は、部下から聞いて、

「なぜすぐにやって来んのか。迎えをやれ」と、しばしば使いを出した。

　けれど、董卓は、

「長途を来たので、兵馬にも少し休養させてから」

　とか、軍備を整えてとか、何度催促されても、それ以上動いて来なかった。何進の催促を馬耳東風ばじとうふうに、豺狼さいろうの眼をかがやかしつつ、ひそかに、眈々たんたんと洛内の気配をうかがっているのであった。




五



　一方。宮城内の十常侍らも、何進が諸国へ檄げきをとばしたり、檄に応じて董卓などが、澠池附近にまできて駐軍しているなどの大事を、知らないでいる筈はない。

「さてこそ」と、彼らはあわてながらも対策を講ずるに急だった。そこで張譲らはひそかに手配にかかり、刀斧とうふ鉄弓をたずさえた禁中の兵を、嘉徳門や長楽宮の内門にまでみっしり伏せておいて、何太后をだまし何進を召すの親書を書かせた。

　宮門を出た使者は平和時のように、わざと美車金鞍びしゃきんあんをかがやかせ、なにも知らぬ顔して、書を何進の館門へとどけた。

「いけません」

　何進の側臣たちは、即座に十常侍らの陥穽かんせいを看破みやぶって諫めた。

「太后の御詔ごしょうとて、この際、信用はできません。危ない限りです。一歩もご門外に出ることはなさらぬほうが賢明です」

　こういわれると、それに対して自分にない器量をも見せたいのが何進の病であった。

「なにをいう。宮中の病廃を正し、政権の正大を期し、やがては天下に臨まんとするこの何進である。十常侍らの輩ともがらが我に何かせん。彼らごとき廟鼠輩びょうそはいを怖れて、何進門を閉ざせりと聞えたら天下の英雄どもも、かえって予を見くびるであろう」

　変にその日は強がった。

　すぐ車騎の用意を命じ、その代り鉄甲の精兵五百に、物々しく護衛させて、参内に出向いた。果たせるかな、青鎖門せいさもんまで来ると、

「兵馬は禁門に入ることならん。門外にて待ちませい」

　と隔てられ、何進は、数名の従者だけつれて入った。それでも彼は傲然ごうぜん、胸をそらし、威風を示して歩いて行ったが、嘉徳門のあたりまでかかると、

「豚殺し待てっ」

　と、物陰から呶鳴られて、あっとたじろぐ間に、前後左右、十常侍一味の軍士たちに取巻かれていた。

　躍りでた張譲ちょうじょうは、

「何進っ、汝は元来、洛陽の裏町に、豚を屠殺して、からくも生きていた貧賤ではなかったか。それを、今日の栄位まで昇ったのは、そもそも誰のおかげと思うか。われわれが陰に陽に、汝の妹を天子に薦すすめ奉り、汝をも推挙したおかげであるぞ。──この恩知らずめ！」と、面罵した。

　何進は、真ッ蒼になって、

「しまった！」

　と口走ったが、時すでに遅しである。諸所の宮門はみな閉ざされ、逃げまわるにも刀斧とうふ鉄槍、身を囲んで、一尺の隙もなかった。

「──わッっ。だっ！」

　何進はなにか絶叫した。空へでも飛び上がってしまう気であったか、躍り上がって、体を三度ほどぐるぐるまわした。張譲は、跳びかかって、

「下郎っ。思い知ったか」

　と、真二つに斬りさげた。

　青鎮門外ではわいわいと騒がしい声が起っていた。なにかしら宮門の中におかしな空気を感じだしたものとみえ、

「何将軍はまだ退出になりませんか」

「将軍に急用ができましたから、早くお車に召されたいと告げて下さい」

　などと喚いて動揺しているのであった。

　すると、城門の墻壁しょうへきの上から、武装の宮兵が一名首を出して、

「やかましいッ。鎮まれ。汝らの主人何進は、謀叛むほんのかどによって査問に付せられ、ただ今、かくの如く罪に服して処置は終った。これを車にのせて立帰れっ」

　なにか蹴鞠けまりほどな黒い物がそこからほうられてきたので、外にいた面々は、急いで拾い上げてみると、唇を噛んだ蒼い何進の生首であった。




蛍ほたるの彷徨さまよい



一



　何進の幕将で中軍の校尉袁紹えんしょうは、何進の首を抱いて、

「おのれ」と、青鎖門を睨んだ。

　同じ何進の部下、呉匡ごきょうも、

「おぼえていろ」と、怒髪を逆だて、宮門に火を放つと五百の精兵を駆って、なだれこんだ。

「十常侍をみなごろしにしろ」

「宦官かんがんどもを焼きつくせ」

　華麗な宮殿は、たちまち土足の暴兵に占領された。炎と、黒煙と、悲鳴と矢うなりの旋風つむじかぜであった。

「汝うぬもかっ」

「おのれもかっ」

　宦官と見た者は、見つかり次第に殺された。宮中深く棲んでいた十常侍の輩なので、兵はどれが誰だかよく分らないが、髯ひげのない男だの、俳優のようににやけて美装している内官は、みんなそれと見なして首を刎ねたり突き殺したりした。

　十常侍趙忠ちょうちゅうや郭勝かくしょうなどという連中も、西宮翠花門せいきゅうすいかもんまで逃げ転んできたが、鉄弓に射止められて、虫の息で這っているところを、ずたずたに斬りきざまれ、手足は翠花楼の大屋根にいる鴉からすへ投げられ、首は西苑の湖中へ跳ねとばされた。

　天日も晦くらく、地は燃ゆる。

　女人たちの棲む後宮の悲鳴は、雲にこだまし地底まで届くようだった。

　その中を、十常侍一派の張譲、段珪だんけいのふたりは、新帝と何太后と、新帝の弟にあたる協皇子──帝が即位してからは、陳留王ちんりゅうおうといわれている──の三人を黒煙のうちから救け出して、北宮翡翠門ひすいもんからいち早く逃げ出す準備をしていた。

　ところへ。

　戈ほこを引っさげ、身を鎧い、悍馬に泡を噛ませてきた一老将がある。宮門に変ありと、火の手を見るとともに馳せつけてきた中郎将盧植であった。

「待てっ毒賊。帝を擁し、太后をとって、何地いずちへゆかんとするかっ」

　大喝して、馬上から降りるまに張譲たちは、新帝と陳留王の車馬に鞭打って逃げてしまった。

　ただ何太后だけは、盧植の手にひき留められた。

　折ふし、宮中各所の火災を、懸命に部下を指揮して消し止めていた校尉曹操に出会ったので、ふたりは、

「新帝のご帰還あるまで、しばし、大権をお執りくだされたい」

　と請い、一方諸方に兵を派して、新帝と陳留王の後を追わせた。

　洛陽の巷にも火が降っていた。兵乱は今にも全市に及ぶであろうと、家財商品を負って避難する民衆で混乱は極まっている。その中を──張譲らの馬と、新帝、皇弟を乗せた輦くるまは、逃げまどう老父を轢ひき、幼子を蹴とばして、躍るが如く、城門の郊外遠くまで逃げ落ちてきた。

　けれど、輦の車輪はこわれ、張譲らの馬も傷ついたり、ぬかるみへ脚を入れたりして、みな徒歩かちにならなければならなかった。

「──ああ」

　帝は、時々、よろめいた。

　そして大きく嘆息された。

　かえりみれば、洛陽の空は、夜になってまだ赤かった。

「もう少しのご辛抱です」

　張譲らは、帝を離すまいとした。帝を擁することが自分らの強味だからである。

　草原の果てに、北邙山ほくぼうざんが見えた。夜は暗い。もう三更こうに近いであろう。すると一隊の人馬がおって来た。張譲は観念した。追手と直感したからである。

「もうだめだっ」

　無念を叫びながら、張譲は、自ら河に飛込んで自殺してしまった。帝と、帝の弟の陳留王ちんりゅうおうとは、河原の草の裡うちへ抱き合って、しばし近づく兵馬に耳をすましておられた。




二



　やがて河を越えて驟雨のように馳け去って行ったのは、河南の中部掾史ちゅうぶえんし、閔貢びんこうの兵馬であったが、なにも気づかず、またたくまに闇に消え去ってしまった。

「…………」

　しゅく、しゅく……と新帝は草むらの中で泣き声をもらした。

　皇弟陳留王は、わりあいにしっかりした声で、

「ああ飢餓きがをお覚えになりましたね。ごもっともです。私も、今朝から水一滴のんでいませんし、馴れない道を、夢中で歩いてきたので、身を起そうとしてもただ身がふるえるばかりです」と、慰めて──「けれど、この河原の草の中で、このまま夜を明かすこともできません。ことに、ひどい夜露、お体にもさわります。──歩けるだけ歩いてみましょう。どこか民家でもあるかもしれません」

「…………」

　帝は微かにうなずいた。

　二人は、衣の袂たもとと袂とを結び合わせ、「迷わないように」と、闇を歩いた。

　茨いばらか、野棗のなつめか、とげばかりが脚を刺した。帝も陳留王も生れて初めて、こうした世のあることを知ったので、生きた気もちもなかった。

「ああ、蛍が……」

　陳留王はさけんだ。

　大きな蛍の群れが、風のまにまに一かたまりになって、眼のまえをふわふわ飛んでゆく、蛍の光でも非常に心づよくなった。

　夜が明けかけた──

　もう歩けない。

　新帝はよろめいたまま起き上がらなかった。陳留王も、

「ああ」と、腰をついてしまった。

　昏々こんこんと、しばらくは何もしらなかった。誰かそのうちに起す者がある。

「どこから来た？」と、訊ねるのである。

　見まわすと、古びた荘院の土塀が近くにある。そこの主あるじかもしれない。

「いったい、そなた達は、何人なにびとのお子か」

　と、重ねて問う。

　陳留王は、まだしっかりした声を持っていた。帝を指さして、

「先頃、ご即位されたばかりの新帝陛下です。十常侍の乱で、宮門から遁れてきたが、侍臣たちはみなちりぢりになり、ようやく、私がお供をしてこれまで来たのです」と、いった。

　主は、仰天して、

「そして、あなたは」と、眼をまろくした。

「わしは、帝の弟、陳留王という者である」

「げっ、では真の？　……」

　主は、驚きあわてた様で、帝を扶けて、荘院のうちへ迎え入れた。古びた田舎邸やしきである。

「申しおくれました。自分儀は、先朝にお仕え申していた司徒しと崔烈さいれつの弟で、崔毅さいきという者であります。十常侍の徒輩が、あまりにも賢を追い邪を容れて、目をおおうばかりな暴状に、官吏がいやになって、野やに隠れていた者でございます」

　主は改めて礼をほどこした。

　その夜明け頃──

　河へ投身して死んだ張譲を見捨てて、段珪だんけいはひとり野道を逃げ惑うてきたが、途中、閔貢びんこうの隊に見つかって、天子の行方を訊かれたが、知らないと答えると、

「不忠者め」

　と、閔貢は、馬上から一颯さつに斬ってしまった。そしてその首を、鞍に結びつけ兵へ向って、

「なにせい、この地方に来られたに違いない」と、捜査の手分けを命じ、自身もただ一騎馳け、彼方此方あなたこなたと、血眼ちまなこで尋ねあるいていた。




三



　崔毅さいきの家をかこむ木立の空に、炊煙があがっていた。

　帝と陳留王のふたりを匿かくしておいた茅屋あばらやの板戸を開いて、崔毅は、

「田舎です、なにもありませんが、飢えをおしのぎ遊ばすだけと思おぼし召めして、この粥かゆなど一時召上がっていてください」と、食事を捧げた。

　帝も、皇弟も、浅ましきばかりがつがつと粥をすすられた。

　崔毅は涙を催して、

「安心して、お眠りください。外はてまえが見張っておりますから」と、告げて退がった。

　荒れた傾かしいだ荘院の門に立ったまま、崔毅は半日も立っていた。

　すると、戛々かつかつと、馬蹄の音が木立の下を踏んでくる。

「誰か？」

　どきっとしながらも、何くわぬ顔して、箒ほうきの手をうごかしていた。

「おいおい、家の主、なにか喰う物はないか。湯なと一杯恵んでくれい」

　声に振向くと、それは馬上の閔貢びんこうであった。

　崔毅は、彼の馬の鞍に結いつけてある生々しい首級を見て、

「おやすいことです。──ですが豪傑、その首は一体、誰の首です」

　閔貢は問われると、

「知らずや、これは十常侍張譲などと共に、久しく廟堂に巣くって、天下の害をなした段珪という男だ」

「えっ、ではあなたはどなたですか」

「河南の掾史閔貢えんしびんこうという者だが、昨夜来、帝のお行方が知れないので、ほうぼうお捜し申しておるのだ」

「ああ、では！」

　崔毅は、手をあげて、奥のほうへ転んで行った。

　閔貢は怪しんで、馬をつなぎ、後から駈けて行った。

「お味方の豪傑が、お迎えにやって来ましたよ」

　崔毅の声に、藁の上で眠っていた帝と陳留王は、夢かとばかり狂喜した。そしてなお、閔貢の拝座するすがたを見ると、うれし泣きに抱き合って号泣された。

帝も帝におわさず

王また王に非ず

千乗万騎走るなる

北邙ほくぼうの草野、夏なつ茫々ぼうぼう


　──思いあわせればこの夏の初め頃から、洛陽の童女のなかにこんな歌が流行はやっていた。天に口なく、無心の童歌をして、今日のことを予言していたものだろうか。

「天下一日も帝なかるべからずです。さあ、一刻も早く、都へご還幸なされませ」

　閔貢のことばに、崔毅は、自分の厩うまやから、一匹の痩馬そうばを曳いてきて、帝に献上した。

　閔貢は、自分の馬に、陳留王を乗せて、二騎の口輪をつかみ、門を出て、諸所へ散らかっている兵をよび集めた。

　二、三里ほど来ると、

「おお、帝はご無事でおわしたか」

　校尉袁紹えんしょうが馳せ出会う。

　また、司徒王允おういん、太尉楊彪ようひょう、左軍校尉さぐんこうい淳于瓊じゅんうけい、右軍の趙萌ちょうぼう、同じく後軍校尉ごぐんこうい鮑信ほうしんなどがめいめい数百騎をひきいて来合せ、帝にまみえて、みな哭ないた。

「還御を盛んにし、洛陽の市民にも安心させん」

　と、段珪の首を、早馬で先へ送り、洛陽の市街に曝さらし首として、同時に、帝のご無事と還幸を布告した。

　かくて帝の御駕ぎょがは、郊外の近くまでさしかかって来た。するとたちまち彼方の丘の陰から旺さかんなる兵気馬塵が立ち昇り、一隊の旌旗、天をおおって見えたので、

「や、や？」とばかり、随身の将卒百官、みな色を失って立ちすくんだ。




四



「敵か？」

「そも、何人なにびとの軍ぞ」

　帝をはじめ、茫然、疑い怖れているばかりだったが、時に袁紹えんしょうあって、鹵簿ろぼの前へ馬をすすめ、

「それへ来るは、何者の軍隊か。帝いま、皇城に還り給う。道をふさぐは不敬ではないか」

　と、大喝した。

　すると、

「おうっ。吾なり」

　と吠えるが如き答が、正面へきた軍の真ん中に轟き聞えた。

　千翻ぽんの旗、錦繍きんしゅうの幡旗はんき、さっと隊を開いたかと見れば駿馬は龍爪りゅうそうを掻いて、堂々たる鞍上の一偉夫を、袁紹の前へと馳け寄せてきた。

　これなん先頃から洛陽郊外の澠池べんちに兵馬を駐とめたまま、何進が再三召し呼んでも動かなかった惑星わくせいの人──西涼せいりょうの刺し史し董卓とうたくであった。

　董卓、字あざなは仲穎ちゅうえい、隴西臨洮ろうせいりんとう（甘粛省岷県）の生れである。身長八尺、腰の太さ十囲という。肉脂豊重、眼細く、豺智さいちの光り針がごとく人を刺す。

　袁紹えんしょうが、

「何者だっ」

　と、咎めたが、部将などは眼中にないといった態度で、

「天子はいずこに在おわすか」

　と、鹵簿ろぼの間近まで寄ってくる様子なのだ。帝は、戦慄されて、お答えもなし得ないし、百官も皆、怖れわななき、さすがの袁紹さえも、その容態の立派さに、呆っ気にとられて阻はばめもできなかった。

　すると、帝の御駕のすぐうしろから、

「ひかえろッ」

　涼すずやかに叱った者がある。

　凜たる音声に、董卓も思わず駒をすこし退ひいて、

「何。控えろと。──そういう者は誰だっ」と眼をみはった。

「おまえこそ、名をいえ」

　こういって馬を前へ出してきたのは、皇弟の陳留王であった。帝よりも年下の紅顔の少年なのである。

「……あっ。皇弟の陳留王でいらっしゃいますな」

　董卓も、気がついてあわてて、馬上で礼儀をした。

　陳留王は、あくまで頭を高く、

「そうだ。そちは誰だ」

「西涼の刺史董卓です」

「その董卓が、何しに来たか。──聖駕せいがをお迎えに参ったのか、それとも奪い取ろうという気で来たか」

「はっ……」

「いずれだ！」

「お迎えに参ったのでござる」

「お迎えに参りながら、天子のこれにましますに、下馬せぬ無礼者があるかっ、なぜ、馬をおりん！」

　身なりは小さいが、王の声は実に峻烈であった。威厳に打たれたか、董卓は二言もなく、あわてて馬からとびおりて、道のかたわらに退き、謹んで帝の車駕を拝した。

　陳留王は、それを見ると、帝に代って、

「大儀であった」

　と、董卓へ言葉を下した。

　鹵簿ろぼは難なく、洛陽へさして進んだ。心ひそかに舌を巻いたのは董卓であった。天性備わる陳留王の威風にふかく胆を奪われて、

「これは、今の帝を廃して、陳留王を御位に立てたほうが……？」

　と、いう大野望が、早くもこの時、彼の胸には芽を兆きざしていた。




呂布りょふ
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　洛陽の余燼よじんも、ようやく熄やんだ。

　帝と皇弟の車駕も、かくて無事に宮門へ還幸になった。

　何太后かたいこうは、帝を迎えると、

「おお」

　と、共に相擁したまま、しばらくは嗚咽おえつにむせんでいた。

　そして太后はすぐ、

「玉璽ぎょくじを──」

　と、帝のお手にそれを戻そうとして求めたが、いつのまにか紛失していた。

　伝国の玉璽が見えなくなったことは漢室として大問題である。だがそれだけに、絶対に秘密にしていたが、いつか洩れたとみえてひそかに聞く者は、

「ああ。またそんな亡兆ぼうちょうがありましたか」と、眉をひそめた。

　董卓とうたくはその後、澠池べんちの兵陣を、すぐ城外まで移してきて、自身は毎日、千騎の鉄兵をひきつれて市街王城をわが物顔に横行していた。

「寄るな」

「咎められるな」

　人民は恟々きょうきょうと、道をひらいて避けた。

　その頃、并州へいしゅうの丁原、河内かだいの太守王匡おうきょう、東郡の喬瑁きょうぼうなどと諸将がおくればせに先の詔書に依って上洛して来たが、董卓軍の有様を見て皆、なすことを知らなかった。

　後軍の校尉鮑信ほうしんは、ある時、袁紹えんしょうに向ってそっとささやいた。

「どうかしなければいかんでしょう。あいつらの沓くつは、内裏だいりも街もいっしょくたに濶歩しておる」

「なんのことだ」

「知れきったことでしょう。董卓とうたくとその周りの連中ですよ」

「だまっていたまえ」

「なぜです。私は、安からぬ思いがしてなりませんが」

「でも、この頃ようやく、宮廷も少しお静かになりかけたところだからな」

　鮑信はまた、同じような憂えを、司徒の王允おういんにもらした。けれど司法官たる王允でも、董卓のような大物となるとどうしようもなかった。

　網をたずさえた漁夫りょうしが、鯨をながめて嘆じるように、

「ううむ。まったくだ。同感だ。だが、どうしようもないじゃないか」

　疎髯そぜんをつまんで、とがった顎を引っ張りながら、そううそぶくだけだった。

「やんぬる哉かな──」

　鮑信は、嫌になって、自分の手勢だけを引具ひきぐし、泰山の閑地へ逃避してしまった。

　去る者は去り、媚こぶる者は媚びて董卓の勢力につき、彼の勢いは日増しに旺さかんになるばかりだった。

　董卓の性格は、その軍に、彼の態度に、ようやく露骨にあらわれてきた。

「李儒りじゅ」

「はい」

「断行しようと思うがどうだろう。もういいだろう」

　董卓は、股肱ここうの李儒に計った。それは、かねて彼の腹中にあった画策で、現在の天子を廃し、彼の見こんだ陳留王を位につけて、宮廷を私しようという大野望であった。

　李儒は、よろしいでしょうと云った。時機は今です、早くおやりなさいともつけ加えた。これも彼に劣らぬ暴逆家だ。しかし董卓は気にいった。

　翌日。温明園で大宴会がひらかれた。招きの主人名はいうまでもなく董卓である。ゆえに、その威を怖れて欠席した者はほとんどなかったというてよい。文武の百官はみな集まった。

「みなお揃いになりました」

　侍臣から知らせると、董卓は容態をつくろって、轅門えんもんの前でゆらりと駒をおり、宝石をちりばめた剣を佩はいて悠々と席へついた。




二



　美酒玉杯、数巡して、

「今日の宴に列せられた諸公にむかって、予は一言提議したい」

　董卓は起って、おもむろにこう発言した。

　なにをいうのかと、一同は静まり返った。董卓はその肥満した体をぐっとそらすと、

「予は思う。天子は天稟てんぴんの玉質であらねばならぬ。万民の景仰けいぎょうをあつめるに足るお方であらねばならぬ。宗廟社稷そうびょうしゃしょくを護りかためて揺ぎなき仁徳を兼ね備えておわさねばならぬ。しかるに、不幸にも新帝は薄志懦弱はくしだじゃくである。漢室のため、われわれ臣民の常に憂うるところである」

　大問題だ。

　聞く者みな色を醒さました。

　董卓は、寂せきとしてしまった百官の頭上を見まわして、左の拳こぶしを、剣帯に当てがい、右の手をつよく振った。

「ここにおいて、予はあえていおう。憂うるなかれ諸卿と。幸いにも、皇弟陳留王ちんりゅうおうこそは、学を好み、聡明におわし、天質玲瓏れいろう、まことに天子の器うつわといってよい。今や天下多事、よろしくこの際ただ今の天子に代うるに、陳留王をもってし、帝座の廃立を決行したいと考えるが、いかがあろうか。異論あるものは立って意見を述べ給え」

　驚くべき大事を、彼は宣言同様にいいだしたのである。広い大宴席に咳声せきひとつ聞えなかった。気をのまれた形でもあろう。董卓は、俺に反対する者などあるわけもない──といったように、自信のみちた眼で眺めまわした。

　すると、百官の席のうちから、突として誰か立つ音がした。一斉に人々の首は彼のほうを見た。

　并州へいしゅうの刺史丁原ていげんである。

「吾輩は起立した、反対の表示である」

　董卓はくわっと睨めて、

「木像を見ようとは思わない。反対なら反対の意見を吐け」

「天子の座は、天子の御意にあるものである。臣下の私議するものではない」

「私議はせん。故におれは公論に糺ただしておるのじゃっ」

「先帝の正統なる御嫡子おんちゃくしたる今の帝に、なんの瑕瑾かきんやあらん、咎めやあらん。こんな所で、帝位の廃立を議するとは何事だ。おそらく、纂奪さんだつを企たくらむ者でなくば、そんな暴言は吐けまい」

　皮肉ると、董卓は、

「だまれっ、われに反そむく者は死あるのみだぞ」

　繍袍しゅうほうの袖をはねて、佩剣はいけんの柄に手をかけた。

「なにをする気か」

　丁原は、びくともしなかった。

　それも道理、彼のうしろには、一個の偉丈夫が儼然と立っていて、

（丁原に指でもさしてみろ）といわんばかり恐ろしい顔していた。

　爛々らんらんたるその眸ひとみ、凜々りんりんたる威風、見るからに猛豹もうひょうの気がある。

　董卓の股肱として、常に秘書のごとく側へついている李儒りじゅは、あわてて主人の袖を引っぱった。

「きょうは折角の御宴ぎょえんです。かたくるしい国政向きのことなどは、席を改めて、他日になすっては如何です。とかく酒気のあるところでは、論議はまとまりません」

「……む、うむ」

　董卓も、気づいたので、不承不承、剣の柄から手をさげた。しかしどうも、丁原のうしろに立っている男が気になってたまらなかった。




三



　──けれど、董卓の野望は、丁原に反対されたぐらいで、決してしぼみはしなかった。

　大饗宴の席は一時、そんなことで白け渡ったが、酒杯の交歓ひとしきりあると、董卓はまた起って、

「最前、予の述べたところ、おそらく諸君の意中であり、天下の公論と思うがどうだろう」

　と、重ねて糺ただした。

　すると、席にあった中郎将盧植ろしょくが、率直に、彼を意見した。

「もうお止めなさい。あまり我意を押しつけようとなさると、天子の廃立に名分をかりて、董公ご自身が、簒奪さんだつの肚はらがあるのではないかと人が疑います。昔、殷いんの太甲たいこう無道むどうでありしため、伊尹いいんこれを桐宮とうきゅうに放ち、漢の昌邑しょうゆうが王位に登って──」

　なにか、故事をひいて、学者らしく諫言しかけると、董卓は、

「だまれっ、だまれっ──貴様も血祭りに首を出したいのか」

　と激怒して、周囲の武将をかえりみ、

「彼を斬れっ。斬っちまえ。斬らんかっ」と指さし震えた。

　けれど、李儒は、押止め、

「いけません」と、いった。

「盧植は海内の学者です。中郎将としてよりも、大儒たいじゅとして名が知られています。それを董卓が殺したと天下へ聞えることは、あなたの不徳になります。ご損です」

「では、追っ払えっ」

　董卓は、またつづけざまに怒号した。

「官職を引っ剥ぱいでだぞ。──盧植を官に置こうという者はおれの相手だ」

　もう、誰も止めなかった。

　盧植は、官を逐われた。この日から先、彼は世を見限って、上谷じょうこくの閑野かんやにかくれてしまった。

　それは、さておき、饗宴もこんなふうで、殺伐な散会となってしまった。帝位廃立の議は、またの日にしてと、百官は逃げ腰に閉会の乾杯を強しいてあげた。

　司徒王允おういんなどは、真っ先にこそこそ帰った。董卓はなお、丁原の反対に根をもって、轅門えんもんに待ちうけて、彼を斬って捨てんと、剣を按じていた。

　ところが。

　最前から轅門の外に、黒馬に踏みまたがって、手に方天戟ほうてんげきをひっさげ、しきりと帰る客を物色したり、門内をうかがったりしている風貌非凡な若者がある。

　ちらと、董卓の眼にとまったので、彼は李儒りじゅを呼んで訊ねた。李は外をのぞいて、

「あれですよ、最前、丁原のうしろに突っ立っていた男は」

「あれか。はてな、身なりが違うが」

「武装して出直して来たんでしょう。怖ろしい奴です。丁原の養子で、呂布りょふという人間です。五原郡ごげんぐん（内蒙古・五原市）の生れで、字あざなは奉先ほうせん、弓馬の達者で天下無双と聞えています。あんな奴にかまったら大事おおごとですよ。避けるに如しくはなし。見ぬふりをしているに限ります」

　聞いていた董卓は、にわかに恐れを覚え、あわてて園内の一亭へ隠れこんでしまった。

　重ね重ね彼は呂布のために丁原を討ち損じたので、呂布の姿を、夢の中にまで大きく見た。どうも忘れ得なかった。

　するとその翌日。

　こともにわかに、丁原が兵を率いて、董卓の陣を急に襲ってきた。彼は聞くや否や、大いに怒って、たちまち身を鎧い、陣頭へ出て見ていると、たしかに昨日の呂布、黄金の盔かぶとをいただき、百花戦袍かせんぽうを着、唐猊からししの鎧に、獅蛮しばんの宝帯ほうたいをかけ、方天戟をさげて、縦横無尽に馬上から斬りまくっている有様に──董卓は敵ながら見とれてしまい、また内心ふかく怖れおののいた。




赤兎馬せきとば
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　その日の戦いは、董卓とうたくの大敗に帰してしまった。

　呂布りょふの勇猛には、それに当る者もなかった。丁原ていげんも、十方に馬を躍らせて、董卓軍を蹴ちらし、大将董卓のすがたを乱軍の中に見かけると、

「簒逆さんぎゃくの賊、これにありしか」と、馳け迫って、

「漢の天下、内官の弊悪へいあくにみだれ、万民みな塗炭の苦しみをうく。しかるに、汝は涼州の一刺し史し、国家に一寸の功もなく、ただ乱隙らんげきをうかがって、野望を遂げんとし、みだりに帝位の廃立を議するなど、身のほど知らずな逆賊というべきである。いでその素頭すこうべを刎ねて、巷ちまたに梟かけ、洛陽の民の祭に供せん」

　と討ってかかった。

　董卓は、一言もなく、敵の優勢に怖れ、自身の恥ずる心にひるんで、あわてて味方の楯の内へ逃げこんでしまった。

　そんなわけで董卓の軍は、その日、士気のあがらないことおびただしく、董卓も腐りきった態で、遠く陣を退いてしまった。

　夜──

　本陣の燈下に、彼は諸将を呼んで嘆息した。

「敵の丁原はともかく、養子の呂布がいるうちは勝ち目がない。呂布さえおれの配下にすれば、天下はわが掌たなごころのものだが──」

　すると、諸将のうちから、

「将軍。嘆ずるには及びません」と、いった者がある。

　人々がかえりみると、虎賁中郎将こほんちゅうろうしょうの李粛りしゅくであった。

「李粛か。なんの策がある？」

「あります。私に、将軍の愛馬赤兎せきとと一嚢ふくろの金銀珠玉をお託しください」

「それをどうするのか」

「幸いにも、私は、呂布と同郷の生れです。彼は勇猛ですが賢才ではありません。以上の二品に、私の持っている三寸不爛ふらんの舌をもって、呂布を訪れ、将軍のお望みを、きっとかなえてみせましょう」

「ふム。成功するかな？」

「まず、おまかせ下さい」

　でもまだ迷っている顔つきで、董卓は、側にいる李儒りじゅの意見をきいた。

「どうしよう。李粛はあのように申すが」

　すると李儒は、

「天下を得るために、なんで一匹の馬をお惜しみになるんです」と、いった。

「なるほど」

　董卓は大きくうなずいて、李粛の献策を容れることにし、秘蔵の名馬赤兎せきとと、一嚢ふくろの金銀珠玉とを彼に託した。

　赤兎は稀代の名馬で、一日よく千里を走るといわれ、馬体は真っ赤で、風をついて奔馳ほんちする時は、その鬣たてがみが炎の流るるように見え、将軍の赤兎といえば、知らない者はないくらいだった。

　李粛は、二人の従者にその名馬をひかせ、金銀珠玉をたずさえて、その翌晩、ひそかに呂布の陣営を訪問した。

　呂布は彼を見ると、

「やあ、貴公か」と、手を打ってよろこび、「君と予とは、同郷の友だがその後お互いに消息も聞かない。いったい今はどうしているのか」と、帳中へ迎え入れた。

　李粛も、久濶きゅうかつを叙じょして、

「自分は漢朝に仕えて、今では虎賁こほん中郎将の職を奉じている。君も、社稷しゃしょくを扶けて大いに国事に尽していると聞いて、実は今夜、祝いに来たわけだ」と、いった。
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　その時、呂布はふと耳をそばだてて、李粛へ訊いた。

「今、陣外にいなないたのは、君の乗馬か、啼き声だけでもわかるが、素晴らしい名馬を持っているじゃないか」

「いや、外につないであるのは、自分の乗用ではない。足下そっかに進上するために、わざわざ従者に曳かせて来たのだ。気に入るかどうか、見てくれ給え」と、外へ誘った。

　呂布は、赤兎馬せきとばを一見すると、

「これは稀代の逸駿だ」と驚嘆して、

「こんな贈り物を受けても、おれはなにも酬いるものがないが」

　と、陣中ながら酒宴をもうけて歓待に努める容子は、心の底からよろこんでいるふうだった。

　酒、たけなわの頃を計って、

「だが呂布君。折角、君に贈った馬だが、赤兎馬のことは、足下の父がよく知っておるから、必ず君の手からとり上げてしまうだろう。それが残念だな」

　李粛がいうと、

「は……何をいうのか、君はだいぶ酔ってきたな」

「どうして」

「吾輩の父は、もう世を去ってこの世に亡ない人じゃないか。なんでおれの馬を奪おう」

「いやいや。わしのいうのは足下の実父ではない。養父の丁原ていげんのことだ」

「あ。養父のことか」

「思えば、足下ほどな武勇才略を備えながら、墻かきの内うちの羊みたいに飼われているのは、実に惜しいものだ」

「けれど、父亡き後、久しく丁原の邸に養われてきた身だから、今さら、どうにもならん」

「ならん？　……そうかなあ」

「おれだって、若いし、大いに雄才を伸ばしてみたい気もするが」

「そこだ、呂布君。良禽りょうきんは木を選んで棲すむという。日月は遷うつりやすし。空しく青春の時を過すのは愚かではないか」

「む、む。……では李君。貴公のみるところでは、今の朝臣の中で、英雄とゆるしてよい人は、一体誰だと思うか」

　李粛は一言のもとに、

「それやあ、董卓とうたく将軍さ」といった。

「賢を敬い、士に篤く、寛仁徳望を兼備している英傑といえば董卓をおいては、ほかに人物はない。必ずや将来大業をなす人はまずあの将軍だろうな」

「そうかなあ。……やはり」

「足下はどう思う」

「いや、実はこの呂布も、日頃そう考えているが、何しろ丁原と仲が悪いし、それに縁もないので──」

　聞きもあえず李粛は、たずさえてきた金銀珠玉をそれに取りだして、

「これこそ、その董卓公から、貴公へ礼物として送られた物だ。実は、予はその使いとして来たわけだ」

「えっ。これを」

「赤兎馬もご自身の愛馬で、一城とも取換えられぬ──といっておられるほど秘蔵していた馬だが、ご辺の武勇を慕って、どうか上げてくれというお言葉じゃ」

「ああ。それまでにこの呂布を愛し給うか。何をもって、おれは知己の篤い志に酬いたらいいのか」

「いや、それはやすいことだ。耳を貸し給え」と、李粛はすり寄った。

　陣帳風暗く、夜は更ふけかけていた。兵はみな睡ねむりに落ち、時おり、馴れぬ厩うまやにつながれた赤兎馬が、静寂しじまを破って、蹄ひづめの音をさせているだけだった。




三



「……よしっ」

　呂布は大きくうなずいた。

　何事かを、その耳へささやいた李粛は、彼の怪しくかがやく眼を見つめながら、そばを離れて、

「善は急げという。ご決心がついたら直ぐやり給え。予は、ここで酒を酌んで、吉左右きっそうを待っていよう」と、煽動した。

　呂布は、直ちに出て行った。

　そして営の中軍へ入って、丁原の幕中をうかがった。

　丁原は、燈火ともしびをかかげて、書物を見ていたが、何者か入ってきた様子に、

「誰だっ」と、振向いた。

　血相の変った呂布が剣を抜いて突っ立っているので、愕然がくぜんと立ち、

「呂布ではないか。何事だ、その血相は」

「何事でもない。大丈夫たるものなんで汝がごとき凡爺ぼんやの子となって朽くちん」

「ばッ、ばかっ。もう一度いってみい」

「何を」

　呂布は、躍りかかるや否や、一刀のもとに、丁原を斬り伏せ、その首を落した。

　黒血は燈火を消し、夜は惨として暗澹であった。

　呂布は、狂える如く、中軍に立って、

「丁原を斬った。丁原は不仁なるゆえに、これを斬った。志ある者はわれにつけ。不服な者は、我を去れっ」と、大呼して馳けた。

　中軍は騒ぎ立った。去る者、従う者、混乱を極めたが、半ばは、ぜひなく呂布についてとどまった。

　この騒ぎが揚ると、

「大事成れり」と、李粛は手を打っていた。

　やがて直ちに、呂布を伴い、董卓とうたくの陣へ帰ってきて、事の次第を報告すると、

「でかしたり李粛」と、董卓のよろこびもまた、非常なものであった。

　翌日、特に、呂布のために盛宴をひらいて、董卓自身が出迎えるというほどの歓待ぶりであった。

　呂布は、贈られたところの赤兎馬にまたがって来たが、鞍をおりて、

「士はおのれを知る者の為に死すといいます。今、暗きを捨てて明らかなるに仕う日に会い、こんなうれしいことはありません」と、拝跪はいきしていった。

　董卓もまた、

「今、大業の途に、足下のごとき俊猛をわが軍に迎えて、旱苗かんびょうに雨を見るような気がする」

　と、手をとって、酒宴の席へ迎え入れた。

　呂布は、有頂天になった。

　しかもまた、黄金の甲よろいと錦袍きんぽうとをその日の引出物として貰った。恐るべき毒にまわされて、呂布は有頂天に酔った。好漢、惜しむらくは眼前の慾望にくらんで、遂に、青雲の大志を踏み誤ってしまった。

　　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　呂布は、檻おりに入った。

　董卓はもう怖ろしい者あるを知らない。その威勢は、旭日のように旺さかんだった。

　自分は、前将軍を領し、弟の董旻とうびんを、左将軍に任じ、呂布を騎都尉きとい中郎将の都亭侯とていこうに封じた。

　思うことができないことはない。

　──が、まだ一つ、残っている問題がある。帝位の廃立である。李儒はまた、側にあって、しきりにその実現を彼にすすめた。

「よろしい。今度は断行しよう」

　董卓は、省中に大饗宴を催して再び百官を一堂に招いた。




四



　洛陽の都会人は、宴楽が好きである。わけて朝廷の百官は皆、舞楽をたしなみ、酒を愛し、長夜にわたるも辞さない酔客が多かった。

（──今日は、この間の饗宴の時よりも、だいぶ和なごやかに浮いているな）

　董卓は、大会場の空気を見まわして、そう察していた。

　時分は好し──と、

「諸卿！」

　彼は、卓から起って、一場の挨拶を試みた。

　初めの演舌は、至極、主人側としてのお座なりなものであったから、人々はみな一斉に酒盞しゅさんをあげて、

「謝す。謝す」と、声を和し、拍手の音も、しばし鳴りもやまなかった。

　董卓は、その沸騰ぶりを、自分への人気と見て、

「さて。──いつぞやは遂に諸公のご明判を仰いで議決するまでに至らなかったが、きょうはこの盛会と吉日を卜ぼくして、過日、未解決におわった大問題をぜひ一決して、さらに盞さんを重ねたいと思うのであるが、諸公のお考えは如何であるか」

　と、現皇帝の廃位と陳留王の即位推戴そくいすいたいのことを、突然、いいだした。

　熱湯が冷さめたように、饗宴の席は、一時にしんとしてしまった。

「…………」

「…………」

　誰も彼も、この重大問題となると唖おしのように黙ってしまった。

　すると、一つの席から、

「否！　否！」と叫んだ者がある。

　中軍の校尉袁紹えんしょうであった。

　袁紹は、敢然、反対の口火を切っていった。

「借問しゃもんする！ 董将軍。──あなたは何がために、好んで平地に波瀾を招くか。一度ならず二度までも、現皇帝を廃して、陳留王をして御位にかわらしめんなどと、陰謀めいたことを提議されるのか」

　董卓は、剣に手をかけて、

「だまれっ。陰謀とは何か」

「廃帝の議をひそかに計るのが陰謀でなくてなんだ」

　袁紹も負けずに呶鳴った。

　董卓はまッ青になって、

「いつ密議したか。朝廷の百官を前において自分は信ずるところをいっておるのだ」

「この宴は私席である。朝議を議するならば、なぜ帝の玉座の前で、なお多くの重臣や、太后のご出座をも仰いでせんか」

「えいっ、やかましいっ。私席で嫌なら、汝よりまず去れ」

「去らん。おれは、陰謀の宴に頑張って、誰が賛成するか、監視してやる」

「いったな、貴様はこの董卓の剣は切れないと思っておるのか」

「暴言だっ。──諸君っ、今の声を、なんと聞くか」

「天下の権は、予の自由だ。予の説に不満な輩は、袁紹と共に、席を出て行けっ」

「ああ。妖雷声をなす、天日も真まっ晦くらだ」

「世まい言を申しておると、一刀両断だぞ。去れっ、去れっ、異端者め」

「誰がおるか、こんな所に」

　袁紹は、身をふるわせながら、席を蹴って飛び出した。

　その夜のうち、彼は、官へ辞表を出して、遠く冀州きしゅうの地へ奔はしってしまった。




五



　席を蹴って、袁紹が出て行ってしまうと、董卓は、やにわに、客席の一方を強くさして、

「太傅たいふ袁隗えんかい！ 袁隗をこれへ引っ張ってこい」

　と、左右の武士に命じた。

　袁隗はまッ青な顔をして、董卓の前へ引きずられて来た。彼は、袁紹の伯父にあたる者だった。

「こら、汝の甥おいが、予を恥かしめた上、無礼を極めて出て行った態は、その眼でしかと見ていたであろうが。──ここで汝の首を斬ることを予は知っているが、その前に、ひと言訊いてつかわす。この世と冥途めいどの辻に立ったと心得て、肚をすえて返答をせい」

「はっ……はいっ」

「汝は、この董卓が宣言した帝位廃立をどう思う？ 賛同するか、それとも、甥の奴と同じ考えか」

「尊命の如し──であります」

「尊命の如しとは！」

「あなたのご宣言が正しいと存じます」

「よしっ。しからばその首をつなぎ止めてやろう。ほかの者はどうだ。我すでに大事を宣せり。背そむく者は、軍法をもって問わん」

　剣をあげて、雷の如くいった。

　並いる百官も、慴伏しょうふくして、もう誰ひとり反対をさけぶ者もなかった。

　董卓は、かくて、威圧的に百官に宣誓させて、また、

「侍中じちゅう周毖しゅうひ！ 校尉伍瓊ごけい！ 議郎何顒かぎょう！ ──」

　と、いちいち役名と名を呼びあげて、その起立を見ながら厳命を発した。

「我に背そむいた袁紹えんしょうは、必ずや夜のうちに、本国冀州へさして逃げて帰る心にちがいない。彼にも兵力があるから油断はするな。すぐ精兵を率いて追い討ちに打って取れ」

「はっ」

　三将のうち、二人は命を奉じて、すぐ去りかけたが、侍中周毖のみは、

「あいや、おそれながら、仰せはご短慮かと存じます。上策とは思われません」

「周毖っ。汝も背く者か」

「いえ、袁紹の首一つをとるために、大乱の生じるのを怖れるからです。彼は平常、恩徳を布き、門下には吏人やくにんも多く、国には財があります。袁紹叛旗はんきを立てたりと聞えれば、山東の国々ことごとく騒いで、それらが、一時にものをいいますぞ」

「ぜひもない。予に背く者は討つあるのみだ」

「ですが、元来、袁紹という人物は、思慮はあるようでも、決断のない男です。それに天下の大勢を知らず、ただ憤怒に駆られてこの席を出たものの、あれは一種の恐怖です。なんであなたの覇業を妨げるほどな害をなし得ましょうや。むしろ喰らわすに利をもってし、彼を一郡の太守に封じ、そっとしておくに限ります」

「そうかなあ？」

　座右をかえりみて呟くと、蔡邕さいようも大きに道理であると、それに賛意を表した。

「では、袁紹を追い討ちにするのは、見あわせとしよう」

「それがいいです、上策と申すものです」

　口々からでる讃礼さんらいの声を聞くと、董卓はにわかに気が変って、

「使いを立てて、袁紹を渤海郡ぼっかいぐんの太守に任命すると伝えろ」

　と、厳命を変更した。

　その後。

　九月朔日ついたちのことである。

　董卓は、帝を嘉徳殿に請じて、その日、文武の百官に、

　──今日出仕せぬ者は、斬首に処せん。

　という布告を発した。そして殿上に抜剣して、玉座をもしり目に、

「李儒りじゅ、宣文を読め」

　と股肱ここうの彼にいいつけた。
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　予定の計画である。李儒は、はっと答えるなり、用意の宣言文をひらいて、

「策文さくもんっ──」

　と高らかに読み始めた。

孝霊皇帝

眉寿ビジュノ祚サイワイヲ究キワメズ

早ク臣子ヲ棄給ステタマウ

皇帝承ウケツイデ

海内側望ス

而シテ天資軽佻ケイチョウ

威儀ツツシマズシテ慢惰マンダ

凶徳スデニアラワレ

神器ヲ損ソコナイ辱ハズカシメ宗廟ケガル

太后タイコウマタ教オシエニ母儀ナク

政治マツリゴト統スベテ荒乱

衆論ココニ起ル大革タイカクノ道


　李儒は、さらに声を大にして読みつづけていた。

　百官の面おもては色を失い、玉座の帝はおおのき慄ふるえ、嘉徳殿上寂せきとして墓場のようになってしまった。

　すると突然、

「ああ、ああ……」

　と、嗚咽おえつして泣く声が流れた。帝の側にいた何太后かたいこうであった。

　太后は涙にむせぶの余り、ついに椅子から坐りくずれ、帝のすそにすがりついて、

「誰がなんといっても、あなたは漢の皇帝です。うごいてはいけませんよ。玉座から降ってはなりませんよ」

　と、いった。

　董卓は、剣を片手に、

「今、李儒が読み上げた通り、帝は闇愚あんぐにして威儀なく、太后は教えにくらく母儀の賢けんがない。──依って今日より、現帝を弘農王こうのうおうとし、何太后は永安宮に押しこめ、代るに陳留王ちんりゅうおうをもって、われらの皇帝として奉戴ほうたいする」

　いいながら、帝を玉座から引き降ろして、その璽綬じじゅを解き、北面して臣下の列の中へ無理に立たせた。

　そして、泣き狂う何太后をも、即座にその后衣こういを剥はいで、平衣へいいとさせ、後列へしりぞけたので、群臣も思わず眼をおおうた。

　時に。

　ただ一人、大音をあげて、

「待てっ逆臣っ。汝董卓、そも誰から大権をうけて、天を欺あざむき、聖明の天子を、強しいてひそかに廃せんとするか。──如しかず！ 汝と共に刺しちがえて死のう」

　いうや否、群臣のうちから騒ぎだして、董卓を目がけて短剣を突きかけてきた者があった。

　尚書しょうしょ丁管ていかんという若い純真な宮内官であった。

　董卓は、おどろいて身をかわしながら、醜い声をあげて救けを呼んだ。

　刹那──

「うぬっ、何するかっ」

　横から跳びついた李儒りじゅが、抜打ちに丁管の首を斬った。同時に、武士らの刃もいちどに丁管の五体に集まり、殿上はこの若い一義人の鮮血で彩られた。

　さはあれ、ここに。

　董卓は遂にその目的を達し、陳留王を立てて天子の位につけ奉り、百官もまた彼の暴威に怖れて、万歳を唱和した。

　そして、新しき皇帝を献帝けんていと申上げることになった。

　だが、献帝はまだ年少である。何事も董卓の意のままだった。

　即位の式がすむと、董卓は自分を相国しょうこくに封じ、楊彪ようひょうを司徒とし、黄琬こうえんを太尉に、荀爽じゅんそうを司空に、韓馥かんふくを冀州きしゅうの牧に、張資ちょうしを南陽の太守に──といったように、地方官の任命も輦下れんかの朝臣の登用も、みな自分の腹心をもって当て、自分は相国として、宮中にも沓くつをはき、剣を佩はいて、その肥大した体躯をそらしてわが物顔に殿上に横行していた。

　同時に。

　年号も初平しょへい元年と改められた。




春園走獣しゅんえんそうじゅう



一



　まだ若い廃帝は、明け暮れ泣いてばかりいる母の何太后かたいこうと共に、永安宮の幽居に深く閉じこめられたまま、春をむなしく、月にも花にも、ただ悲しみを誘わるるばかりだった。

　董卓とうたくは、そこの衛兵に、

「監視を怠るな」と厳命しておいた。

　見張りの衛兵は、春の日永ひながを、あくびしていたが、ふと幽楼ゆうろうの上から、哀しげな詩うたの声が聞えてきたので、聞くともなく耳を澄ましていると、

春は来ぬ

けむる嫩草わかくさに

裊々じょうじょうたり

双燕は飛ぶ

ながむれば都の水

遠く一すじ青し

碧雲へきうん深きところ

これみなわが旧宮殿

堤上ていじょう、義人はなきや

忠と義とによって

誰か、晴らさん

わが心中の怨みを──


　衛兵は、聞くと、その詩を覚え書にかいて、

「相国しょうこく。廃帝の弘農王が、こんな詩を作って歌っていました」

　と、密告した。董卓は、それを見ると、

「李儒りじゅはいないか」

　と呼び立てた。そして、その詩を李儒に示して、

「これを見ろ、幽宮におりながら、こんな悲歌を作っている。生かしておいては必ずや後の害になろう。何太后も廃帝も、おまえの処分にまかせる。殺して来い」と、いいつけた。

「承知しました」

　李儒はもとより暴獣の爪のような男だ。情けもあらばこそ、すぐ十人ばかりの屈強な兵を連れて、永安宮へ馳せつけた。

「どこにおるか、王は」

　彼はずかずか楼上へ登って行った。折ふし弘農王と何太后とは、楼の上で春の憂いに沈んでおられ、突然、李儒のすがたを見たのでぎょっとした容子ようすだった。

　李儒は笑って、

「なにもびっくりなさる事はありません。この春日を慰め奉れ、と相国から酒をお贈り申しにきたのです。これは延寿酒といって、百歳の齢よわいを延ぶる美酒です。さあ一盞さんおあがりなさい」

　携えてきた一壺の酒を取り出して杯を強しいると、廃帝は、眉をひそめて、

「それは毒酒であろう」と、涙をたたえた。

　太后も顔を振って、

「相国しょうこくがわたし達へ、延寿酒を贈られるわけはない。李儒、これが毒酒でないなら、そなたがまず先に飲んでお見せなさい」といった。

　李儒は、眼を怒らして、

「なに、飲まぬと。──それならば、この二品をお受けなさるか」

　と、練絹ねりぎぬの縄と短刀とを、突きつけた。

「……おお。我に死ねとか」

「いずれでも好きなほうを選ぶがよい」

　李儒は冷然と毒づいた。

　弘農王は、涙の中に、

ああ、天道は易かわれり

人の道もあらじ

万乗ばんじょうの位くらいをすてて

われ何ぞ安からん

臣に迫られて命めいはせまる

ただ潸々さんさん、涙あるのみ


　と、悲歌をうたってそれへ泣きもだえた。

　太后は、はったと李儒を睨めつけて、

「国賊！　匹夫ひっぷ！ おまえ達の滅亡も、決して長い先ではありませぬぞ。──ああ兄の何進かしんが愚かなため、こんな獣どもを都へ呼び入れてしまったのだ」

　罵ののしり狂うのを、李儒はやかましいとばかり、その襟がみをつかみ寄せて、高楼の欄から投げ落してしまった。




二



「どうしたか」

　董卓は美酒を飲みながら、李儒の吉左右きっそうを待っていた。

　やがて李儒は、袍ほうを血まみれに汚して戻ってきたが、いきなり提げていた二つの首を突きだして、

「相国しょうこく、ご命令通り致してきました」と、いった。

　弘農王の首と、何太后の首であった。

　二つとも首は眼をふさいでいたが、その眼がかっと開いて、今にも飛びつきそうに、董卓には見えた。

　さすがに眉をひそめて、

「そんな物、見せんでもいい。城外へ埋めてしまえ」

　それから彼は、日夜、大酒をあおって、禁中の宮内官といい、後宮の女官といい、気に入らぬ者は立ちどころに殺し、夜は天子の床しょうに横たわって春眠をむさぼった。

　或る日。

　彼は陽城を出て、四頭立ての驢車ろしゃに美人を大勢のせ、酔うた彼は、馭者ぎょしゃの真似をしながら、城外の梅林の花ざかりを逍遥していた。

　ところが、ちょうど村社の祭日だったので、なにも知らない農民の男女が晴れ着を飾って帰ってきた。

　董相国とうしょうこくは、それを見かけ、

「農民のくせに、この晴日を、田へも出ずに、着飾って歩くなど、不届きな怠け者だ。天下の百姓の見せしめに召捕えろ」と、驢車の上で、急に怒りだした。

　突然、相国の従兵に追われて、若い男女は悲鳴をあげて逃げ散った。そのうち逃げ遅れた者を兵が拉らっして来ると、

「牛裂うしざきにしろ」

　と、相国は威猛高いたけだかに命じた。

　手脚に縄を縛りつけて、二頭の奔牛ほんぎゅうにしばりつけ、東西へ向けて鞭打つのである。手脚を裂かれた人間の血は、梅園の大地を紅くれないに汚した。

「いや、花見よりも、よほど面白かった」

　驢車は黄昏たそがれに陽城へ向って帰還しかけた。

　するとある巷ちまたの角から、

「逆賊ッ」と、喚おめいて、不意に驢車へ飛びついて来た漢おとこがある。

　美姫たちは、悲鳴をあげ、驢は狂い合って、端はしなくも、大混乱をよび起した。

「何するか、下司げすっ」

　肥大な体躯の持主である相国は、身うごきは敏速を欠くが、力はおそろしく強かった。

　精悍せいかんな刺客の男は、驢車へ足を踏みかけて、短剣を引抜き、相国の大きな腹を目がけて勢いよく突ッかけて行ったのであったが、董相国にその剣を叩き落され、しっかと、抱きすくめられてしまったので、どうすることもできなかった。

「曲者しれものめ。誰に頼まれた」

「残念だ」

「名を申せ」

「…………」

「誰か、叛逆を企む奴らの与党だろう。さあ、誰に頼まれたか」

　すると、苦しげに、刺客はさけんだ。

「叛逆とは、臣下が君にそむくことだ。おれは貴様などの臣下であった覚えはない。──おれは朝廷の臣、越騎校尉の伍俘ごふだっ」

「斬れッ、こいつを」

　驢車から蹴落すとともに、董卓の武士たちは伍俘の全身に無数の刃と槍を加えて、塩辛しおからのようにしてしまった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　都を落ちて、遠く渤海郡ぼっかいぐん（河北省）の太守に封じられた袁紹えんしょうはその後、洛陽の情勢を聞くにつけ、鬱勃うつぼつとしていたが、遂に矢も楯もたまらなくなって、在京の同志で三公の重職にある司徒王允おういんへ、ひそかに書を飛ばし、激越な辞句で奮起を促してきた。

　だが、王允は、その書簡を手にしてからも、日夜心で苦しむだけで、董相国を討つ計はなにも持たなかった。
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　日々、朝廷に上がって、政務にたずさわっていても、王允おういんはそんなわけで、少しも勤めに気がのらなかった。心中ひとり怏々おうおうと悶もだえを抱いていた。

　ところがある日、董相国の息のかかった高官は誰も見えず、皆、前朝廷の旧臣ばかりが一室にいあわせたので、（これぞ、天の与え）とひそかによろこんで、急に座中へ向って誘いかけた。

「実は、今日は、此方の誕生日なのじゃが、どうでしょう、竹裏館ちくりかんの別業べつぎょうのほうへ、諸卿お揃いで駕がを枉まげてくれませんか」

「ぜひ伺って、公の寿ことぶきを祝しましょう」

　誰も、差支えをいわなかった。

　董卓系の人間をのぞいて、水入らずに話したい気持が、期せずして、誰にも鬱していたからであった。

　別業の竹裏館へ、王允は先へ帰ってひそかに宴席の支度をしていた。やがて宵から忍びやかに前朝廷の公卿たちが集まった。

　時を得ぬ不遇な人々の密会なので、初めからなんとなく、座中はしめっぽい。その上にまた、酒のすすみだした頃、王允は、冷たい杯を見入って、ほろりと涙をこぼした。

　見とがめた客の一人が、

「王公。せっかく、およろこびの誕生の宴だというのに、なんで落涙されるのですか」といった。

　王允は、長大息をして、

「されば、自分の福寿も、今日の有様では、祝う気持にもなれんのじゃ。──不肖、前朝以来、三公の一座を占め、政まつりごとにあずかりなから、董卓の勢いはどうすることもできんのじゃ。耳に万民の怨嗟えんさを聞き、眼に漢室の衰亡を見ながら、なんでわが寿筵じゅえんに酔えようか」

　といって、指で瞼まぶたを拭った。

　聞くと一座の者も皆、

「ああ──」と、大息して、「こんな世に生れ合わせなければよかった。昔、漢の高祖三尺の剣をひっさげて白蛇を斬り、天下を鎮め給うてより王統ここに四百年、なんぞはからん、この末世に生れ合わせようとは」

「まったく、われわれの運も悪いものだ。こんな時勢に巡り合ったのは」

「──というて、少し大きな声でもして、董相国やその一類の誹謗ひぼうをなせば、この首の無事は保たもてないし」

　などと各〻、涙やら愚痴やらこぼして燭しょくもめいるばかりであったが、その時、末座のほうから突然、

「わはははは。あはッはははは」

　手を叩いて、誰か笑う者があった。公卿たちは、びっくりして、末席を振返った。見るとそこに若年の一朝臣が、独りで杯をあげ、白面に紅潮をみなぎらせて、人々が泣いたり愚痴るのを、さっきからおかしげに眺めていた。

　王允は、その無礼をとがめ、

「誰かと思えば、そちは校尉曹操そうそうではないか。なんで笑うか」

　すると、曹操はなお笑って、

「いや、すみません。しかしこれが笑わずにおられましょうか。朝廷の諸大臣たる方々が、夜は泣いて暁に至り、昼は悲しんで暮れに及び、寄るとさわると泣いてばかりいらっしゃる。これでは天下万民もみな泣き暮しになるわけですな。おまけに、誕生祝いというのに、わさわさ集まって、また泣き上戸の泣き競べとは──。わはははは。失礼ですが、どうもおかしくって、笑いが止まりませんよ。あははは、あははは」

「やかましいっ。汝はそもそも、相国曹参そうさんが後胤こういんで、四百年来、代々漢室の大恩をうけて来ながら、今の朝廷の有様が、悲しくないのか。われわれの憂いが、そんなにおかしいのか。返答によってはゆるさんぞ」
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「これは意外なお怒りを──」と、曹操はやや真面目に改まって、

「それがしとて何も理のないことを笑ったわけではありません。時の大臣おとどともあろう方々が、女童おんなわらべの如く、日夜めそめそ悲嘆しておらるるのみで董卓とうたくを誅伏ちゅうふくする計はかりごとといったら何もありはしない。──そんな意気地なしなら、時勢を慨嘆したりなどせずに、美人の腰掛けになって胡弓でも聴きながら感涙を流していたらよかろうに──と思ったのでつい笑ってしまった次第です」

　と臆面もなくいった。

　曹操の皮肉に王允おういんをはじめ公卿たちもむっと色をなして、座は白け渡ったが、

「しからば何か、そちはそのような広言を吐くからには、董卓を殺す計でもあるというのか。その自信があっての大言か」

　王允が再び急せきこんでなじったので、人々は、彼の返答いかにと、固唾かたずをのんで、曹操の白い面に眸ひとみをあつめた。

「なくてどうしましょう！」

　毅然として彼は眉をあげ、

「不才ながら小生におまかしあれば、董卓が首を斬って、洛陽の門に梟かけてごらんに入れん」

　と明言した。

　王允は、彼の自信ありげな言葉に、かえって喜色をあらわし、

「曹校尉、もし今の言に偽りがないならば、まことに天が義人を地上にくだして、万民の苦しみを助け給うものだ。そも、君にいかなる計やある。願わくば聞かしてもらいたいが」

「されば、それがしが常に董相国に近づいて、表面、媚こびへつらって仕えているのは、何を隠そう、隙もあれば彼をひと思いに刺し殺そうと内心誓っているからです」

「えっ。……では君には疾とくよりそれまでの決心を持っていたのか」

「さもなくて、何の大笑大言を諸卿に呈しましょう」

「ああ、天下になおこの義人あったか」

　王允はことごとく感じて、人々もまたほっと喜色をみなぎらした。

　すると曹操は、「時に、王公に小生から、一つのご無心がありますが」といいだした。

「何か、遠慮なくいうてみい」

「ほかではありませんが、王家には昔より七宝をちりばめた稀代の名刀が伝来されておる由、常々、承っておりますが、董卓を刺すために、願わくばその名刀を、小生にお貸し下さいませんか」

「それは、目的さえ必ず仕遂げてくれるならば……」

「その儀は、きっとやりのけて見せます。董相国も近頃では、それがしを寵愛ちょうあいして、まったく腹心の者同様にみていますから、近づいて一断に斬殺することは、なんの造作もありません」

「うム。それさえ首尾よく参るものなら、天下の大幸というべきだ。なんで家宝の名刀一つをそのために惜しもうや」

　と、王允はすぐ家臣に命じて、秘蔵の七宝剣を取りだし、手ずからそれを曹操に授け、かつ云った。

「しかし、もし仕損じて、事顕あらわれたら一大事だぞ、充分心して行おこなえよ」

「乞う、安やすんじて下さい」

　曹操は剣を受け、その夜の酒宴も終ったので、颯爽として帰途についた。七宝の利剣は燦として夜光の珠の帯の如く、彼の腰間にかがやいていた。




白面郎はくめんろう「曹操そうそう」
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　曹操そうそうはまだ若い人だ。にわかに、彼の存在は近ごろ大きなものとなったが、その年歯風采ねんしふうさいはなお、白面の一青年でしかない。

　年二十で、初めて洛陽の北都尉に任じられてから、数年のうちにその才幹は認められ、朝廷の少壮武官に列して、禁中紛乱、時局多事の中を、よく失脚もせず、いよいよその地歩を占しめて、新旧勢力の大官中に伍し、いつのまにか若年ながら錚々そうそうたる朝臣の一員となっているところ、早くも凡物でない圭角けいかくは現れていた。

　竹裏館の秘密会で、王允おういんもいったとおり、彼の家柄は、元来名門であって、高祖覇業を立てて以来の──漢の丞相じょうしょう曹参そうさんが末孫ばっそんだといわれている。

　生れは沛国譙郡はいこくしょうぐん（安徽省・毫県）の産であるが、その父曹嵩そうすうは、宮内官たりし職を辞して、早くから野に下り、今では陳留ちんりゅう（河南省・開封の東南）に住んでいて、老齢だがなお健在であった。

　その父曹嵩も、

「この子は鳳眼ほうがんだ」

　といって、幼少の時から、大勢の子のうちでも、特に曹操を可愛がっていた。

　鳳眼というのは鳳凰ほうおうの眼のように細くてしかも光があるという意味であった。

　少年の頃になると、色は白く、髪は漆黒しっこくで、丹唇明眸たんしんめいぼう、中肉の美少年ではあり、しかも学舎の教師も、里人も、「恐こわいようなお児こだ」と、その鬼才に怖れた。

　こんなこともあった。

　少年の曹操は、学問など一を聞いて十を知るで、書物などにかじりついている日はちっとも見えない。游猟ゆうりょうが好きで弓を持って獣けものを追ったり、早熟で不良を集めて村娘を誘拐かどわかしたり、そんなことばかりやっていた。

「困った奴だ」

　叔父なる人が、将来を案じて、彼の父へひそかに忠告した。

「あまり可愛がり過ぎるからいけない。親の目には、子の良い才ばかり見えて、奸才かんさいは見えないからな」

　父の曹嵩も、ちらちら良くないことを耳にしていた折なので、早速曹操を呼びつけて、厳しく叱り、一晩中お談義を聞かせた。

　翌る日、叔父がやって来た。

　すると曹操は、ふいに門前に卒倒して、癲癇てんかんの発作に襲われたみたいな苦悶をした。

　仮病とは知らず、正直な叔父は驚きあわてて奥の父親へ告げた。

　父の曹嵩も、可愛い曹操のことなので、顔色を変えて飛びだして来た。──ところが曹操は門前に遊んでいて、いつもと何も変わったところは見えない。

「曹操、曹操」

「なんです、お父さん」

「なんともないのか。今、叔父御が駆けこんで来て、お前が癲癇てんかんを起してひッくり返っている、大変だぞ、直ぐ行ってみろ、といわれて仰天して見にきたのだが」

「ヘエ……。どうしてそんな嘘ッぱちを叔父さんは知らせたんでしょう。私はこの通り何でもありませんのに」

「変な人だな」

「まったく、叔父さんは変な人ですよ。嘘をいって、人が驚いたり困ったりするのを見るのが趣味らしいんです。村の人もいっていますね。──坊っちゃんは、あの叔父さんに何か憎まれてやしませんかッて。なんでも、わたしの事を放蕩息子だの、困り者だの、また癲癇持ちだのって、方々へ行って、しゃべりちらしているらしいんですよ」

　曹操は、けろりとした顔で、そういった。彼の父は、そのことがあってからというもの、何事があっても、叔父の言葉は信じなくなってしまった。

「甘いもンだな。親父は」

　曹操はいい気になって、いよいよ機謀縦横に悪戯わるさをしたり、放埓ほうらつな日を送って育った。
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　二十歳まで、これという職業にもつかず、家産はあるし、名門の子だし、叔父の予言どおり困り息子で通ってきた曹操だった。

　しかし、人の憎みも多いかわり、一面任侠の風ふうもあるので、

「気の利きいた人だ」

　とか、また、

「曹操は話せるよ。いざという時は頼みになるからね」

　と、彼を取り巻く一種の人気といったようなものもあった。

　そういう友達の中でも、橋玄きょうげんとか、何顒かぎょうとかいう人々は、むしろ彼の縦横な策略の才を異いなりとして、

「今に、天下は乱れるだろう。一朝、乱麻となったが最後、これを収拾するのは、よほどな人物でなければできん。或いは後に、天下を安んずべき人間は、ああいったふうな漢おとこかも知れんな」

　と、青年たちの集まった場所で、真面目にいったこともある。

　その橋玄が、ある折、曹操へ向っていった。

「君は、まだ無名だが、僕は君を有為の青年と見ているのだ。折があったら、許子将きょししょうという人と交わるがいい」

「子将とは、どんな人物かね」

　曹操が問うと、

「非常に人物の鑑識に長たけている。学者でもあるし」

「つまり人相観みだね」

「あんないい加減なものじゃない。もっと炯眼けいがんな人物批評家だよ」

「おもしろい。一度訪うてみよう」

　曹操は一日、その許子将を訪れた。座中、弟子や客らしいのが大勢いた。曹操は名乗って、彼の忌憚きたんない「曹操評」を聞かしてもらおうと思ったが、子将は、冷たい眼で一眄べんしたのみで、卑いやしんでろくに答えてくれない。

「ふふん……」

　曹操も、持前の皮肉がつい鼻先へ出て、こう揶揄やゆした。

「──先生、池の魚は毎度鑑みておいでらしいが、まだ大海の巨鯨は、この部屋で鑑たことがありませんね」

　すると、許子将は、学究らしい薄べったくて、黒ずんだ唇から、抜けた歯をあらわして、

「豎子じゅし、何をいう！ お前なんぞは、治世の能臣、乱世の姦雄かんゆうだ」

　と、初めて答えた。

　聞くと、曹操は、

「乱世の姦雄だと。──結構だ」

　彼は、満足して去った。

　間もなく。

　年二十で、初めて北都尉ほくといの職についた。

　任は皇宮の警吏である。彼は就任早々、掟おきてを厳守し、犯す者は高官でも、ビシビシ罰した。時めく十常侍の蹇碩けんせきの身寄りの者でも、禁を破って、夜、帯刀で禁門の附近を歩いていたというので、曹操に棒で殴りつけられたことがあったりした程である。

「あの弱冠じゃっかんの警吏は、犯すと仮借かしゃくしないぞ」

　彼の名はかえって高まった。

　わずかな間に、騎都尉に昇進し、そして黄巾賊の乱が地方に起ると共に、征討軍に編入され、潁川えいせんその他の地方に転戦して、いつも紅の旗、紅の鞍、紅の鎧という人目立つ備え立てで征野を疾駆していたことは、かつて、張梁、張宝の賊軍を潁川えいせんの草原に火攻めにした折、──そこで行き会った劉玄徳りゅうげんとくとその旗下きかの関羽、張飛たちも、

（そも、何者？）

　と、目を見はったことのあるとおりである。

　そうした彼。

　そうした人となりの驍騎ぎょうき校尉曹操であった。

　王允おういんの家に伝わる七宝の名刀を譲りうけて、董相国とうしょうこくを刺すと誓って帰った曹操は、その夜、剣を抱いて床に横たわり、果たしてどんな夢を描いていたろうか。
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　その翌日である。

　曹操は、いつものように丞相府じょうしょうふへ出仕した。

「相国はどちらにおいでか」

　と、小役人に訊ねると、

「ただ今、小閣へ入られて、書院でご休息になっている」

　とのことなので、彼は直ちにそこへ行って、挨拶をした。董相国は、牀しょうの上に身を投げだして、茶をのんでいる様子。側には、屹きっと、呂布りょふが侍立していた。

「出仕が遅いじゃないか」

　曹操の顔を見るや否や、董卓はそういって咎めた。

　実際、陽はすでに三竿さんかん、丞相府の各庁でも、みなひと仕事すまして午ひるの休息をしている時分だった。

「恐れいります。なにぶん、私の持ち馬は痩せおとろえた老馬で道が遅いものですから」

「良い馬を持たぬのか」

「はい。薄給の身ですから、良馬は望んでもなかなか購あがなえません」

「呂布」と、董卓は振り向いて、

「わしの厩うまやから、どれか手ごろなのを一頭選んできて、曹操につかわせ」

「はっ」

　呂布は、閣の外へ出て行った。

　曹操は、彼が去ったので、

　──しめた！

　と、心は躍りはやったが、董卓とても、武勇はあり大力の持主である。

（仕損じては──）

　となお、大事をとって、彼の隙すきをうかがっていると、董卓はひどく肥満しているので、少し長くその体を牀しょうに正していると、すぐくたびれてしまうらしい。

　ごろりと、背を向けて、牀の上へ横になった。

（今だ！　天の与え）

　曹操は、心にさけびながら、七宝剣の柄に手をかけ、さっと抜くなり刃を背へまわして、牀の下へ近づきかけた。

　すると、名刀の光鋩こうぼうが、董卓の側なる壁の鏡に、陽炎かげろうの如くピカリと映った。

　むくりと、起き上がって、

「曹操、今の光は何だ？」

　と、鋭い眼をそそいだ。

　曹操は、刃を納めるいとまもなく、ぎょッとしたが、さあらぬ顔して、

「はっ、近頃それがしが、稀代の名刀を手に入れましたので、お気に召したら、献上したいと思って、佩はいて参りました。尊覧に入れる前に、そっと拭っておりましたので、その光鋩が室にみちたのでございましょう」

　と騒ぐ色もなく、剣を差出した。

「ふウむ。……どれ見せい」

　手に取って見ているところへ、呂布が戻ってきた。

　董卓は、気に入ったらしく、

「なるほど、名剣だ。どうだこの刀は」

　と、呂布へ見せた。

　曹操は、すかさず、

「鞘さやはこれです。七宝の篏飾かんしょく、なんと見事ではありませんか」

　と、呂布のほうへ、鞘をも渡した。

　呂布は無言のまま、刃やいばを鞘におさめて手に預かった。そして、

「馬を見給え」と促すと、曹操は、

「はっ、有難く拝領いたします」

　と、急いで庭上へ出て、呂布がひいて来た駿馬の鬣たてがみをなでながら、

「あ。これは逸物いちもつらしい。願わくば相国の御前おんまえで、ひと当て試し乗りに乗ってみたいものですな」

　という言葉に、董卓もつい、図に乗せられて、

「よかろう。試してみい」

　とゆるすと、曹操はハッとばかり鞍へ飛び移り、にわかにひと鞭あてるや否や、丞相府の門外へ馳けだして、それなり帰ってこなかった。
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「まだ戻らんか」

　董卓は、不審を起して、

「試し乗りだといいながら、いったい何処まで馳けて行ったのだ──曹操のやつは」

　と、何度も呟いた。

　呂布は初めて、口を開いた。

「丞相、彼はおそらく、もう此処に帰りますまい」

「どうして？」

「最前、あなたへ名刀を献じた時の挙動からして、どうも腑ふに落ちない点があります」

「ム。あの時の彼奴の素振りは、わしも少し変だと思ったが」

「お馬を賜わり、これ幸いと、風を喰らって逃げ去ったのかも知れませんぞ」

「──とすれば、捨ておけん曲者くせものだが。李儒りじゅを呼べ。とにかく、李儒を！」

　と、急に甲高くいって、巨きな躯を牀からおろした。

　李儒は来て、つぶさに仔細を聞くと、

「それは、しまったことをした。豹ひょうを檻おりから出したも同じです。彼の妻子は都の外にありますから、てッきり相国のお命を狙っていたに違いありません」

「憎ッくい奴め。李儒、どうしたものだろう」

「一刻も早く、お召しといって、彼の住居へ人をやってごらんなさい。二心なければ参りましょうが、おそらくもうその家にもおりますまい」

　念のためと、直ちに、使い番の兵六、七騎をやってみたが、果たして李儒の言葉どおりであった。

　そしてなお、使い番から告げることには──

「つい今しがた、その曹操は、黄毛の駿馬にまたがって、飛ぶが如く東門を乗打ちして行ったので、番兵がまた馬でそれを追いかけ、ようやく城外へ出る関門でとらえて詰問したところ、曹操がいうには──我は丞相の急命を帯びてにわかに使いに立つなり。汝ら、我をはばめて大事の急用を遅滞さすからには、後に董相国よりいかなるお咎めがあらんも知れぬぞ──とのことなので、誰も疑う者なく、曹操はそのまま鞭むちを上げて関門を越え、行方のほども相知れぬ由にござります」

　とのことであった。

「さてこそ」と、董卓は、怒気のみなぎった顔に、朱をそそいで云った。

「小才のきく奴と、日頃、恩をほどこして、目をかけてやった予の寵愛につけ上がり、予にそむくとは八ツ裂きにしても飽きたらん匹夫だ。李儒っ──」

「はっ」

「彼の人相服装を画かせ、諸国へ写しを配布して、厳重に布令をまわせ」

「承知しました」

「もし、曹操を生擒いけどってきた者あらば、万戸侯ばんここうに封じ、その首を丞相府に献じくる者には、千金の賞を与えるであろうと」

「すぐ手配しましょう」

　李儒が退がりかけると、

「待て。それから」と早口に、董卓はなお、言葉をつけ加えた。

「この細工は、思うに、白面郎の曹操一人だけの仕事ではなかろう。きっとほかにも、同謀の与類があるに相違ない」

「もちろんでしょう」

「なおもって、重大事だ。曹操への手配や追手にばかり気を取られずに一方、都下の与類を虱しらみつぶしに詮議して、引っ捕えたら拷問にかけろ」

「はっ、その辺も、抜かりなく急速に手を廻しましょう」

　李儒は大股に去って、捕囚庁ほしゅうちょうの吏人やくにんを呼びあつめ、物々しい活動の指令を発していった。


群星の巻



偽忠狼心ぎちゅうろうしん
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　曹操そうそうを搦からめよ。

　布令ふれは、州郡諸地方へ飛んだ。

　その迅速を競って。

　一方──

　洛陽らくようの都をあとに、黄馬に鞭をつづけ、日夜をわかたず、南へ南へと風の如く逃げてきた曹操は、早くも中牟県ちゅうぼうけん（河南省中牟・開封─鄭州ていしゅうの中間）──の附近までかかっていた。

「待てっ」

「馬をおりろ」

　関門へかかるや否や、彼は関所の守備兵に引きずりおろされた。

「先に中央から、曹操という者を見かけ次第召捕れと、指令があった。そのほうの風采と、容貌とは人相書にはなはだ似ておる」

　関の吏事やくにんは、そういって曹操が何と云いのがれようとしても、耳を貸さなかった。

「とにかく、役所へ引ッ立てろ」

　兵は鉄桶てっとうの如く、曹操を取り囲んで、吟味所へ拉らっしてしまった。

　関門兵の隊長、道尉陳宮ちんきゅうは、部下が引っ立ててくる者を見ると、

「あっ、曹操だ！　吟味にも及ばん」と、一見して云いきった。

　そして部下の兵をねぎらって彼がいうには、

「自分は先年まで、洛陽に吏事をしておったから、曹操の顔も見覚えている。──幸いにも生擒いけどったこの者を都へ差立てれば、自分は万戸侯という大身に出世しよう。お前たちにも恩賞を頒わかってくれるぞ。前祝いに、今夜は大いに飲め」

　そこで、曹操の身はたちまち、かねて備えてある鉄の檻車かんしゃにほうりこまれ、明日にも洛陽へ護送して行くばかりとなし、守備の兵や吏事たちは、大いに酒を飲んで祝った。

　日暮れになると、酒宴もやみ、吏事も兵も関門を閉じて何処へか散ってしまった。曹操はもはや、観念の眼を閉じているもののように、檻車の中によりかかって、真暗な山谷の声や夜空の風を黙然と聴いていた。

　すると、夜半に近い頃、

「曹操、曹操」

　誰か、檻車に近づいてきて、低声こごえに呼ぶ者があった。

　眼をひらいて見ると、昼間、自分をひと目で観破った関門兵の隊長なので、曹操は、

「何用か」

　嘯うそぶく如く答えると、

「おん身は都にあって、董相国とうしょうこくにも愛され、重く用いられていたと聞いていたが、何故に、こんな羽目になったのか」

「くだらぬことを問うもの哉かな。燕雀えんじゃくなんぞ鴻鵠こうこくの志を知らんやだ。──貴様はもうおれの身を生擒いけどっているんじゃないか。四の五のいわずと都へ護送して、早く恩賞にあずかれ」

「曹操。君は人を観みる明めいがないな。好漢惜しむらく──というところか──」

「なんだと」

「怒り給うな。君がいたずらに人を軽んじるから一言酬むくいたのだ。かくいう自分とても、沖天の大志を抱いておる者だが、真に、国の憂いを語る同志もないため、空むなしく光陰の過ぎるのを恨みとしておる。折から、君を見たので、その志を叩きにきたわけだが」

　意味ありげな言葉に、曹操も初めの態度を改めて、「然らばいおう」と、檻車の中に坐りなおした。
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　曹操は、口を開いた。

「なるほど董卓とうたくは、貴公のいわれたようにこの曹操を愛していたに違いない。──しかしそれがしは、遠く相国曹参そうさんが末孫にて、四百年来、漢室の禄ろくをいただいて来た。なんで成上がり者の暴賊董卓ごときに、身を屈すべきや」

　と語気、熱をおびてきて──

「如しかず国のため、賊を刺し殺して、祖先の恩を報ずべしと、董卓の命を狙ったが、天運いまだ我に非ず──こうして捕われの身となってしまった。なんぞ今さら、悔いることがあろうか」

　白面細眼、自若じじゃくとしてそういう容子、さすがに名門の血すじを引いているだけに、争いがたい落着きがあった。

「…………」

　黙然──ややしばらくの間、檻車の外にあってその態を見ていた関門兵の隊長は、

「お待ちなさい」

　いうかと思うと、檻車の鉄錠をはずして、扉を開き、驚く彼を中から引きだして、

「曹操どの、貴君はどこへ行こうとしてこの関門へかかったのですか」

「故郷──」

　曹操は、茫ぼうとした面持で、隊長の行為を怪しみながら答えた。

「故郷の譙郡しょうぐんに帰って、諸国の英雄に呼びかけ、義兵を挙げて再び洛陽へ攻め上り、堂々、天下の賊を討つ考えであったのだ」

「さもこそ」

　隊長は、彼の手をひいて、ひそかに自分の室へ請しょうじ、酒食を供して、曹操のすがたを再拝した。

「思うに違わず、ご辺は私の求めていた忠義の士であった。貴君に会ったことは実に喜ばしい」

「では御身も董卓に恨みのある者か」

「いや、いや、私怨しえんではありません。大きな公憤です。義憤です。万民の呪いと共に憂国の怒りをもって、彼を憎み止まぬ一人です」

「それは、意外だ」

「今夜かぎり、てまえも官を棄ててここから奔はしります。共に力を協あわせて、貴君のゆく所まで落ちのび、天下の義兵を呼び集めましょう」

「えっ、真実ですか」

「なんで嘘を。──すでにこういう前に、貴君の縄目を解いているではありませんか」

「ああ！」

　曹操は初めて、回生の大きな歓喜を、その吐息といきにも、満面にも現して、

「して、貴公は一体、何とおっしゃるご仁か」と、訊ねた。

「申しおくれました。自分は、陳宮ちんきゅう字あざなを公台こうだいという者です」

「ご家族は」

「この近くの東郡に住まっています。すぐそこへ参って、身支度を代え、すぐさま先へ急ぎましょう」

　陳宮は、馬をひきだして、先に立った。

　夜もまだ明けないうちに、二人はまた、その東郡をも後にすてて、ひた急ぎに、落ちて行った。

　それから三日目──

　日夜わかたず駆け通してきた二人は、成皐せいこう（河南省・滎陽けいよう附近）のあたりをさまよっていた。

「今日も暮れましたなあ」

「もうこの辺までくれば大丈夫だ。……だが、今日の夕陽は、いやに黄いろッぽいじゃないか」

「また、蒙古風もうこかぜですよ」

「あ、胡北の沙風さふうか」

「どこへ宿りましょう」

「部落が見えるが、この辺はなんという所だろう」

「先ほどの山道に、成皐路せいこうじという道標が見えましたが」

「あ。それなら今夜は、訪ねて行くよい家があるよ」

　と、曹操は明るい眉をして、馬上から行く手の林を指さした。
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「ほ、こんな辺鄙へんぴの地に、どういうお知合がいるのですか」

「父の友人だよ。呂伯奢りょはくしゃという者で、父とは兄弟のような交わりのあった人だ」

「それは好都合ですな」

「今夜はそこを訪れて一宿を頼もう」

　語りながら、曹操と陳宮の二人は、林の中へ駒を乗り入れ、やがてその駒を樹につないで、尋ね当てた呂伯奢の門をたたいた。

　主の呂伯奢は驚いて、不意の客を迎え入れ、

「誰かと思ったら、曹家のご子息じゃないか」

「曹操です。どうもしばらくでした」

「まあ、お入りなさい。どうしたのですか。一体」

「何がです」

「朝廷から各地へ、あなたの人相書が廻っていますが」

「ああその事ですか。実は、丞相じょうしょう董卓とうたくを討ち損じて、逃げて来たまでのことです。私を賊と呼んで人相書など廻しているらしいが、彼奴きゃつこそ大逆の暴賊です。遅かれ早かれ、天下は大乱となりましょう。曹操も、もうじっとしてはいられません」

「お連れになっている人はどなたですか」

「そうそう、ご紹介するのを忘れていた。これは道尉陳宮ちんきゅうという者で、中牟県ちゅうぼうけんの関門を守備しており、私を曹操と見破って召捕えたくらいな英傑ですが、胸中の大志を語り合ってみたところ、時勢に鬱勃うつぼつたる同憂の士だということが分ったので、陳宮は官を捨て、私は檻を破って、共にこれまでたずさえ合って逃げ走って来たというわけです」

「ああそうですか」

　呂伯奢りょはくしゃはひざまずいて、改めて陳宮のすがたを拝し、

「義人。──どうかこの曹操を扶たすけて上げてください。もしあなたが見捨てたら曹操の一家一門はことごとく滅んでしまうほかはありません」

　と、曹操の父の友人というだけに、先輩らしく慇懃いんぎんに将来を頼むのであった。

　そして呂伯奢は、いそいそと、

「まあ、ごゆるりなさい、てまえは隣村まで行って、酒を買って来ますから」

　と、驢ろに乗って出て行った。

　曹操と陳宮は、旅装を解いて、一室で休息していたが、主はなかなか帰ってこない。

　そのうちに、夜も初更の頃、どこかで異様な物音がする。耳をすましていると、刀でも磨とぐような鈍い響きが、壁を越えてくるのだった。

「はてな？」

　曹操は、疑いの目を光らし、扉とを排して、また耳をそばだてていたが、

「そうだ、……やはり刀を磨ぐ音だ。さては、主の呂伯奢は、隣村へ酒を買いに行くなどといって出て行ったが、県吏に密訴して、おれ達を縛らせ、朝廷の恩賞にあずかろうという気かも知れん」

　呟いていると、暗い厨くりやのほうで四、五名の男女の者が口々に──縛れとか、殺せとか──云いかわしているのが、曹操の耳へ、明らかに聞えてきた。

「さてこそ、われわれを、一室に閉じこめて、危害を加えんとする計にうたがいなし。──その分なれば、こっちから斬ッてかかれ」

　と、陳宮へも、事の急を告げて、にわかにそこを飛び出し、驚く家族や召使い八名までを、またたく間にみな殺しに斬ってしまった。

　そして、曹操が先に、

「いざ逃げん」と、促すと、どこかでまだ、異様な呻うめき声をあげて、ばたばた騒ぐものがある。

　厨の外へ出て見ると、生きている猪いのこが、脚を木に吊されて、啼いているのだった。

「ア、しまった！」

　陳宮ははなはだ後悔した。

　この家の家族たちは、猪を求めて来て、それを料理しようとしていたのだ──と、分ったからである。
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　曹操は、もう闇へ向って、急ごうとしていた。

「陳宮。はやく来い」

「はっ」

「何をくずぐずしているのだ」

「でも……。どうも、気持が悪くてなりません、慚愧ざんきにたえません」

「なんで」

「無意味な殺生をしたじゃありませんか。かわいそうに、八人の家族は、われわれの旅情をなぐさめるために、わざわざ猪いのこを求めてきて、もてなそうとしていたんです」

「そんなことを悔いて、家の中へ、掌を合わせていたのか」

「せめて、念仏でも申して、科とがなき人たちを殺した罪を、詫びて行こうと思いまして」

「はははは。武人に似合わんことだ。してしまったものは是非もない。戦場に立てば何千何万の生霊せいれいを、一日で葬ることさえあるじゃないか。また、わが身だって、いつそうされるか知れないのだ」

　曹操には、曹操の人生観があり、陳宮にはまた、陳宮の道徳観がある。

　それは違うものであった。

　けれど今は、一蓮托生れんたくしょうの道づれである。議論していられない。

　二人は、闇へ馳けた。

　そして、林の中につないでおいた駒を解き、飛び乗るが早いか、二里あまりも逃げのびてきた。

　──と、彼方から、驢ろに二箇の酒瓶さかがめを結びつけてくる者があった。近づき合うにつれて、ぷーんと芳熟した果実のよい匂いが感じられた。腕には、果物の籠も掛けているのだった。

「おや、お客人ではないか」

　それは今、隣村から帰って来た呂伯奢りょはくしゃであったのである。

　曹操は、まずい所で会ったと思ったが、あわてて、

「やあ、ご主人か。実は、きょうの昼間、これへ来る途中で寄った茶店に、大事な品を忘れたので、急に思い出して、これから取りに行くところです」

「それなら、家の召使いをやればよいに」

「いやいや、馬でひと鞭むち当てれば、造作もありませんから」

「では、お早く行っておいでなさい。家の者に、猪を屠ほふって、料理しておくようにいっておきましたし、酒もすてきな美酒をさがして、手に入れてきましたからね」

「は、は、すぐ戻ってきます」

　曹操は、返辞もそこそこに、馬に鞭打って呂伯奢と別れた。

　そして四、五町ほど来たが、急に馬を止め、

「君！」と、陳宮を呼びとめ、

「君はしばらく此処で待っていてくれないか」

　と云い残し、何思ったか、再び道を引っ返して馳けて行った。

「どこへ行ったのだろう？」と、陳宮は、彼の心を解きかねて、怪しみながら待っていたところ、やがてのこと曹操はまた戻ってきて、いかにも心残りを除いて来たように、

「これでいい！　さあ行こう。君、今のも殺やって来たよ。一突きに刺し殺してきた」

　と、いった。

「えっ。呂伯奢を？」

「うん」

「なんで、無益な殺生をした上にもまた、あんな善人を殺したのです」

「だって、彼が帰って、自分の妻子や雇人が、皆ごろしになったのを知れば、いくら善人でも、われわれを恨むだろう」

「それは是非もありますまい」

「県吏へ訴え出られたら、この曹操の一大事だ。背に腹はかえられん」

「でも、罪なき者を殺すのは、人道に反そむくではありませんか」

「否」

　曹操は、詩でも吟じるように、大声でいった。

「我をして、天下の人に反そむかしむるとも、天下の人をして、我に反かしむるを休やめよ──だ。さあ行こう。先へ急ごう！」




五



　──怖るべき人だ。

　曹操の一言を聞いて、陳宮はふかく彼の人となりを考え直した。そして心に懼おそれた。

　この人も、天下の苦しみを救わんとする者ではない。真に世を憂えるのでもない。──天下を奪わんとする野望の士であった。

「……過あやまった」

　陳宮も、ここに至って、ひそかに悔いを噛まずにいられなかった。

　男子の生涯を賭として、道づれとなったことを、早計だったと思い知った。

　けれど。

　すでにその道は踏み出してしまったのである。官を捨て、妻子を捨てて共に荊棘けいきょくの道を覚悟の上で来てしまったのだ。

「悔いも及ばず……」と、彼は心を取りなおした。

　夜がふけると、月が出た。深夜の月明りをたよりに、十里も走った。

　そして、何処か知らぬ、古廟こびょうの荒れた門前で、駒を降りてひと休みした。

「陳宮」

「はい」

「君もひと寝入りせんか。夜明けまでには間がある。寝ておかないと、あしたの道にまた、疲労するからな」

「寝やすみましょう。けれど大事な馬を盗まれるといけませんから、どこか人目につかぬ木蔭につないで来ます」

「ムム。そうか。……ああしかし惜しいことをしたなあ」

「何ですか」

「呂伯奢りょはくしゃを殺して戻ったくせにしてさ、おれとしたことが、彼がたずさえていた美酒と果実を奪ってくるのを、すっかり忘れていたよ。やはり幾らかあわてていたんだな」

「…………」

　陳宮には、それに返辞する勇気もなかった。

　馬を隠して、しばらくの後、またそこへ戻って来てみると、曹操は、古廟の軒下に、月の光を浴びていかにも快よげに熟睡していた。

「……なんという大胆不敵な人だろう」

　陳宮は、その寝顔を、つくづくと見入りながら、憎みもしたり、感心もした。

　憎むほうの心は、

（自分は、この人物を買いかぶった。この人こそ、真に憂国の大忠臣だと考えたのだ。ところがなんぞ計らん、狼虎にひとしい大野心家に過ぎない）

　と、思い、また敬服するほうの半面では、

（──しかし、野心家であろうと姦雄かんゆうであろうと、とにかく大胆さと、情熱と、おれを買いかぶらせた程の弁舌とは、非凡なものだ。やはり一方の英傑にちがいないなあ……）

　と、ひとり心のうちで思うのであった。

　そして、そう二つに観られる自分の心に質ただして、陳宮は、

「今ならば、睡っている間に、この曹操を刺し殺してしまうこともできるのだ。生かしておいたら、こういう姦雄は、後に必ず天下に禍わざわいするだろう。……そうだ、天に代って、今刺してしまったほうがいい」と、考えた。

　陳宮は、剣を抜いた。

　寝顔をのぞかれているのも知らず、曹操はいびきをかいていた。その顔は実に端麗であった。陳宮は迷った。

「いや、待てよ」

　寝込みを殺すのは、武人の本領でない。不義である。

　それに、今のような乱世に、こういう一種の姦雄を地に生れさせたのも、天に意こころあってのことかも知れない。この人の天寿を、寝ている間に奪うことは、かえって天の意に反そむくかも知れない。

「ああ……。なにを今になって迷うか。おれはまた煩悩ぼんのうすぎる。月は煌々こうこうと冴えている、そうだ、月でも見ながらおれも寝よう」

　思いとどまって、剣をそっと鞘さやにもどし、陳宮もやがて同じ廂ひさしの下に、丸くなって寝こんだ。




競きそう南風なんぷう
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　さて。──日も経て。

　曹操はようやく父のいる郷土まで行き着いた。

　そこは河南の陳留ちんりゅう（開封の東南）と呼ぶ地方である。沃土は広く豊饒ほうじょうであった。南方の文化は北部の重厚とちがって進取的であり、人は敏活で機智の眼がするどく働いている。

「どうかして下さい」

　曹操は、家に帰ると、事の次第をつぶさに告げて、幼児が母に菓子でもねだるような調子でせがんだ。

「──義兵の旗挙げをする決心です。誰がなんといっても、この決心はうごきません。そこで、父上にも、ひと肌ぬいでいただきたいんですが」と、いうのである。

　父の曹嵩そうすうも、

「ウーム……。偉いことをしでかして来おったな」

　と、呆れ顔に、呻うめいてばかりいたが、元来、幼少から兄弟中でいちばん可愛がっている曹操のことなので、

「どうかしてくれって、どうすればよいのじゃ」と、叱言こごとも出なかった。

「軍費が要り用なんです」

「軍費といったら、わしの家のこればかしな財産では、いくらの兵も養えまいが」

「ですから、父上のお顔で、富豪かねもちを紹介して下さい。曹家は、財産こそないが、遠くは夏侯かこう氏の流れを汲み、漢の丞相曹参の末流です。この名門の名を利用して、富豪から金を出させて下さい」

「じゃあ、衛弘えいこうに話してみるさ」

「衛弘って誰ですか」

「河南でも一、二を争う財産家だがね」

「じゃあ、父上が聘よんで、一日、酒宴を設けてくれませんか」

「おまえのいうことは、なんでも簡単だな」

「大きな仕事を手軽にやってのけるのが、大事を成す秘訣ですよ」

　父子おやこは、日を定めて、衛弘をわが邸に招待した。

　衛弘は、曹操をながめて、

「都へ行っていたと聞いていたが、いつのまにか、よい青年になったなあ」

　などといった。

　曹操は、彼を待遇するに、あらゆる慇懃いんぎんを尽した。

　そして、話のはずんできた頃、胸中の大事を打明けて、援助を依頼してみた。

　もし嫌だといったら、生かしては帰さないという気を、胸にふくんでの真剣な膝づめ談判であったから、静かに頼むうちにも、曹操の眸は、刃やいばのように研とげていたに違いなかった。

　ところが、衛弘は聞くとすぐ、

「よろしい。ご辺の忠義にめでて、ご援助しましょう。近ごろの天下の乱れを、わしも嘆いていたが、わしの器量にはないことだから、時勢の成行きを眺めていた折です。──いくらでも軍用金はご用立てしよう」と、承知してくれた。

　曹操は、よろこんだ。

「えっ、ではお引きうけ下さるか。しからば、私は早速、兵を集めにかかるが」

「おやんなさい。けれど、敗れるような戦いくさはすべきではありませんぞ。充分、勝算を握った上で、大挙なさるがよい」

「軍費のほうさえ心配なければ、どんなことでもできます。河南をわが義兵をもって埋めてごらんに入れるから見ていて下さい」

　父の曹嵩には、幾つになっても、子は子供にしか見えなかった。曹操のあまりな豪語に、衛弘がすこし乗り過ぎているのじゃないかと、かえって側はたで心配したほどだが、それから後、曹操のやることを見ていると、いよいよ不敵をきわめていた。

　まず彼は、近郷の壮丁を狩り集め、白い二旒りゅうの旗を作って、一旒には「義」と大書し、一旒には「忠」と大きく書いて、

「われこそ、朝廷から密詔をうけて、この地に降くだった者である」

　と唱えだした。




二



　今でこそ、地方の一郷士に落ちぶれているが、なんといっても、曹家は名門である。嫡子の曹操もまた出色しゅっしょくの才人と、遠近に聞えている。

「密勅をうけて降ったものである──」

　という曹操の声に、まず近村の壮丁や不遇な郷士が動かされた。

「陳宮、こんな雑兵じゃ仕方がないが、もっと有力な諸州の刺し史し、太守などが集まるだろうか」

　時々、彼は陳宮へ計った。

　陳宮は献策した。

「忠義を旗に書いて待っているだけでは駄目です。もっと憂国の至情を吐露とろなさい。鉄血、人を動かすものをぶっつけなさい」

「どうしたらいいか」

「檄げきを飛ばすことです」

「おまえ、書いてくれ」

「はい」

　陳宮は、檄文を書いた。

　彼は、心の底から国を憂えている真の志士である。その文は、読む者をして奮起せしめずにおかないものであった。

「──ああ名文だ。これを読めば、おれでも兵を引っさげて馳せ参ずるな」

　曹操は感心して、すぐ檄を諸州諸郡へ飛ばした。

　英雄もただ英雄たるばかりでは何もできない。覇業を成す者は、常に三つのものに恵まれているという。

　天の時と、

　地の利と、

　人である。

　まさに、曹操の檄は、時を得ていた。

　日ならずして、彼の「忠」「義」の旗下には続々と英俊精猛が馳せ参じてきた。

「それがしは、衛国えいこくの生れ、楽進がくしん、字あざなは文謙ぶんけんと申す者ですが、願わくば、逆賊董卓とうたくを、ともに討たんと存じ、麾下きかに馳せ参って候」

　と、名乗ってくる者や、

「──自分らは沛国譙郡はいこくしょうぐんの人、夏侯惇かこうじゅん、夏侯淵かこうえんという兄弟の者ですが、手兵三千をつれてきました」

　と、いう頼もしい者が現れてきたりした。

　もっとも、その兄弟は、曹家がまだ譙郡にいた頃、曹家に養われて、養子となっていた者であるから、真っ先に馳せつけて来るのは当然であったが、そのほか毎日、軍簿に到着をしるす者は、枚挙まいきょにいとまがないくらいであった。

　山陽鉅鹿きょろくの人で李典りてん、字あざなは曼成まんせいという者だの──徐州の刺し史し陶謙とうけんだの──西涼せいりょうの太守たいしゅ馬騰ばとうだの、北平ほくへい太守の公孫瓚こうそんさんだの──北海の太守孔融こうゆうなんどという大物が、おのおの何千、何万騎という軍を引いて、呼応して来た。

　彼の帷幕いばくにはまた、曹仁、曹洪のふたりの兄弟も参じた。

　一方、それらの兵に対して、曹操は、衛弘から充分の軍費をひき出して、武器糧食の充実にかかっていた。

「あのように、軍資金が豊富なところを見ると、彼の檄げきは、空文でない。ほんとに朝廷の密詔を賜わっているのかも知れん」

　形勢を見ていた者までが、その隆々たる軍備の急速と大規模なのを見て、

「一日遅れては、一日の損がある──」といわんばかり、争って、東西から来り投じた。

（河南の地を兵で埋めてみせん）

　と、いつか衛弘にいった言葉は、今や空なる豪語ではなくなったのである。

　従って、富豪衛弘も、投財を惜しまなかった。いや、彼以外の富豪までが、みな乞わずして、

「どうか、つかってくれ」と、金穀を運んできた。

　すでに曹操はもう、多くの将星を左右に侍はべらせ、三軍の幕中に泰然とかまえていて、そういう富豪の献物が取次がれて来ても、

「あ、さようか。持って来たものなら取っておいてやれ」

　と、いうぐらいのもので、会ってやりもしなかった。




三



　さきに都を落ちて、反董卓はんとうたくの態度を明らかにし、中央から惑星視されていた渤海ぼっかいの太守袁紹えんしょうの手もとへも、曹操の檄げきがやがて届いてきた。

「曹操が旗をあげた。この檄に対して、なんと答えてやるか」

　袁紹は、腹心をあつめて、さっそく評議を開いた。

　彼の幕下には、壮気にみちた年頃の大将や、青年将校が多かった。

　田豊でんほう。沮授そじゅ。許収きょしゅう。顔良がんりょう。

　また──

　審配しんぱい。郭図かくと。文醜ぶんしゅう。

　などという錚々そうそうたる人材もあった。

「誰か、一応、その檄文を読みあげてはどうか」

　とのことに、顔良が、

「しからば、てまえが」と、大きく読み出した。

　　檄

操等ソウラ、謹ンデ、

大義ヲモッテ天下ニ告グ

董卓、天ヲ欺アザムキ地ヲ晦クラマシ

君ヲ弑シイシ、国ヲ亡ボス

宮禁、為ニ壊乱カイラン

狠戻コンレイ不仁、罪悪重積ジュウセキス

今

天子ノ密詔ヲ捧ゲテ

義兵ヲ大集シ

群凶グンキョウヲ剿滅ソウメツセントス

願ワクバ仁義ノ師イクサヲ携タズサエ

来ッテ忠烈ノ盟陣メイジンニ会シ

上、王室ヲ扶タスケ

下、黎民レイミンヲ救ワレヨ

檄文到ランノ日

ソレ速ヤカニ奉行サルベシ


「これこそ、我々が待っていた天の声である。地上の輿論よろんである。太守、何を迷うことがありましょう。よろしく曹操と力を協あわすべき秋ときです」

　幕将は、口を揃えていった。

「──だが」と、袁紹は、なお少し、ためらっている風だった。

「曹操が、密詔をうけるわけはないがなあ？ ……」

「よいではありませんか。たとえ密詔をうけていても、いなくても。その為すことさえ、正しければ」

「それもそうだ」

　袁紹も遂に肚をきめた。

　評定の一決を見ると、さすがに名門の出であるし、多年の人望もあるので、兵三万余騎を立ちどころに備え、夜を日についで、河南の陳留へ馳せのぼった。

　来てみると、その旺さかんなのに袁紹も驚いた。軍簿の到着に筆をとりながら、重おもなる味方だけを拾ってみると、その陣容は大したものであった。

　まず──

　第一鎮ちんとして、後将軍南陽の太守袁術えんじゅつ、字あざなは公路を筆頭に、

　第二鎮

　冀州きしゅうの刺し史し韓馥かんふく

　第三鎮

　予州の刺史孔伷こうちゅう

　第四鎮

　兗州えんしゅうの刺史劉岱りゅうたい

　第五鎮

　河内郡かだいぐんの太守王匡おうきょう

　第六鎮

　陳留の太守張邈ちょうぼう

　第七鎮

　東郡の太守喬瑁きょうぼう

　そのほか、済北の相しょう、鮑信ほうしん、字あざなは允誠いんせいとか、西涼の馬騰ばとうとか、北平の公孫瓚こうそんさんとか、宇内の名将猛士の名は雲の如くで、袁紹の兵は到着順とあって、第十七鎮に配せられた。

「自分も参加してよかった」

　ここへ来て、その実状を見てから、袁紹も心からそう思った。時勢の急なるのに、今さら驚いたのである。




四



　第一鎮から第十七鎮までの将軍はみな、一万以上の手兵を率いて各〻の本国から参集してきた一方の雄なのである。

　その中にはまた、どんな豪強や英俊がひそんでいるかも知れなかった。

　わけて、第十六鎮の部隊には、時を待っていた深淵しんえんの蛟龍こうりょうがいた。

　北平の太守で奮武将軍の公孫瓚こうそんさんがその十六鎮の軍であったが、檄げきに応じて、北平から一万五千余騎をひっさげて南下してくる途中、冀州の平原県（山東省・津滬しんこ線平原）のあたりまで来かかると、

「しばらくっ、しばらくっ！」

　と、大声をあげて、公孫瓚の馬を止めた者がある。

「何者か？」と、旗本たちが振りかえると、かたわらの桑畑の中を二、三旒りゅうの黄なる旗がざわざわと翻ひるがえりつつ、此方へ近づいてくるのが見える。

「や？　何処の武士どもか」と、疑っている間に、それへ現れた三騎の武人は、家来の雑兵約十名ばかりと共に公孫瓚の馬前にひざまずいて、

「将軍、願わくば、われわれ三名の者も、大義の軍に入れて引具し給え。不肖ながら犬馬の労を惜しまず、討賊の先陣に立って、尽忠の誠を、戦場の働きに見せ示さんと、これにてご通過を待ちうけていた者でござります」と、いった。

　公孫瓚は、初めのうち、さてはこの辺の郷士かとながめていたが、そういう三名の中に、一名だけ、どこかで見覚えのある気がしたので、思いよりのまま試みに、

「もしや貴公は、劉備玄徳りゅうびげんとくどのには非ざるか」

　と、訊ねてみると、

「そうです。ご記憶でしたか、自分は劉玄徳です」

　との答え。

「おう、さてはやはり──」と、驚いて、

「黄巾の乱後、洛陽の外門でちょっとお会いしたことがあるが、その後、ご辺にはいかなる官職につかれておらるるか」

「お恥かしいことですが、碌々として、何の功も出世もなく、この片田舎の県令をやっていました」

「それはひどい微職だな。貴公のような人物を、こんな片田舎に埋めておくなどとは、もったいないことだ。──してまた、お連れの二人はいかなる人物か」

「これは、自分の義弟たちです」

「ほ、ご令弟か」

「ひとりは関羽、また次にひかえておる者は、張飛と申しまする」

「官職は」

「関羽は馬弓手ばきゅうしゅ、張飛は歩弓手ほきゅうしゅ。──共にまだ役儀といっては、ほんの卒伍にしか過ぎません」

「いずれも頼もしげなる大丈夫を可惜あたら、田野の卒として、朽ちさせておいたことよな。──よろしい、ご辺らも同じ志ならば、わが軍中に従って、共々お働きあるがよい」

「では、おゆるし下さるか」

「願うてもないことだ」

「必ず逆臣董卓とうたくを殺して、朝廟を清めます」

　玄徳も、関羽も、恩を謝して誓った。そして再拝しながら起ちかけると、張飛は、

「だからおれがいわぬことじゃない」と、ぶつぶついった。

「彼奴きやつが黄巾賊の討伐に南下していた頃、潁川えいせんの陣営で、おれが董卓を殺そうとしたのに、兄貴たちが止めたものだから、今日こんなことになってしまった。──あの折、おれに董卓を殺させてくれれば、今の乱は、起らなかったわけだ」

　玄徳は、聞き咎めて、

「張飛。何を無用なたわ言ごとをいっているか。早々、軍の後方につくがよい」

　と、叱った。そして自身もわざと、中軍より後の列に加わり共に曹操の大計画に参加したのであった。




五



　かくて──

　曹操の計画は、今やまったく確立したといってよい。

　布陣、作戦すべて成った。

　会合の諸侯十八ヵ国。兵力数十万。第一鎮より第十七鎮まで備えならべた陣地は、二百余里につづくと称せられた。

　吉日を卜ぼくして、曹操は、壇を築き、牛を斬り馬を屠ほふって祭り、

「われらここに起つ！」

　と、旗挙げの式を執り行った。

　その式場で、諸将から、

「今、義兵を興し、逆賊を討たんとする。よろしく三軍の盟主を立て、総軍の首将といただいて、われら命をうくべし」と、いう発議が出た。

「然るべし」

「そうあるべしだ」と異口同音の希望に、

「では、誰をか、首将とするべきか？」

　となると、人々はみな譲り合って、さすがに、われこそとあつかましく自己推薦をする者もない。

　で結局、曹操が、

「袁紹えんしょうはどうであろう」

　と、指名した。

「袁紹は元来、漢の名将の後胤こういんであるのみでなく、父祖四代にわたって、三公の重職に昇り、門下にはまた、四方に良い吏人やくにんが多い。その名望地位から見ても、袁紹こそ盟主として恥かしくない人物ではあるまいか」

　彼のことばに、

「いや、自分は到底、その器うつわではない」

　と袁紹は謙遜して、再三辞退したが、それは他の諸将に対する一片の儀礼である。遂に推されて、

「では」

　と、型の如く承諾した。

　次の日。

　式場に三重の壇を築き、五方に旗を立てて、白旄はくぼう、黄鉞こうえつ、兵符へいふ、印綬いんじゅなどを捧持する諸将の整列する中を、袁紹は衣冠をととのえ、剣を佩はいて壇にのぼり、

「赤誠の大盟ここになる。誓って、漢室の不幸をかえし、天下億民の塗炭とたんを救わん。──不肖袁紹、衆望に推されて、指揮の大任をうく。皇天后土、祖宗の明霊よ、仰ぎねがわくば、これを鑒かんせよ」

　香を焚いて、祭壇に、拝天の礼を行うと、諸将大兵みな涙をながし、

「時は来た」

「天下の黎明れいめいは来た」

「日ならずして、洛陽の逆軍を、必ず地上から一掃せん」

　と、歯をくいしばり、腕を撫ぶし、また、慷慨こうがいの気を新たにして、式終るや、万歳の声しばし止まず、ために、天雲も闢ひらけるばかりであった。

　袁紹はまた、諸将の礼をうけてから、

「われ今、菲才ひさいをもって、首将の座に推さる。かかる上は、功ある者は賞し、罪ある者は必ず罰せん。諸公、また部下に示すに、厳をもってのぞまれよ。つつしんで怠り給うなかれ」

　と、命令の第一言を発した。

「万歳っ。万歳っ」と、雷のような声をもって、三軍はそれに応えた。

　袁紹は、第二の命として、

「わが弟の袁術えんじゅつは、いささか経理の才がある。袁術をもって、今日より兵糧の奉行とし、諸将の陣に、兵站へいたんの輸送と潤沢じゅんたくを計らしめる」

　それにも、人々は、支持の声を送った。

「──次いで、直ちに我軍は、北上の途にのぼるであろう。誰か先陣を承って、汜水関しすいかん（河北省・汜水しすい）の関門を攻めやぶる者はないか」

　すると、声に応じて、

「われ赴ゆかん」

　と、旗指し物を上げて名乗った者がある。長沙の太守孫堅そんけんであった。




江東こうとうの虎とら
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　この暁。

　洛陽の丞相府じょうしょうふは、なんとなく、色めき立っていた。

　次々と着いてくる早馬は、武衛門ぶえいもんの楊柳ようりゅうに、何頭となくつながれて、心ありげに、いななきぬいていた。

「丞相じょうしょう、お目をさまして下さい」

　李儒りじゅは、顔色をかえて、董卓とうたくの寝殿の境をたたいていた。

　宿直とのいの番士が、

「お目ざめになりました。いざ」と、帳とばりを開いて、彼の入室をゆるした。

　艶なまめかしい美姫びきと愛くるしい女童めわらべが、董卓にかしずいて、玉盤に洗顔の温水をたたえて捧げていたが、秘書の李儒りじゅがはいって来たのを見ると、目礼して、遠い化粧部屋へ退がって行った。

「なんだな、早朝から」

　董卓は、脂肪ぶとりの肥大な体を、相かわらず重そうに揺ゆるがして、榻とうへよった。

「大事が勃発ぼっぱつしました」

「また、宮中にか？」

「いや、こんどは遠国ですが」

「草賊の乱か」

「ちがいます──かつてなかった叛軍の大がかりな旗挙げが起りました」

「どこに」

「陳留ちんりゅうを中心として」

「では、主謀者は曹操そうそうか袁紹えんしょうのやつだろう」

「さようです。たちまちのうちに、十八ヵ国の諸国をたぶらかし、われ密詔を受けたりと偽称して、幕営二百余里にわたる大軍を編制しました」

「そいつは捨ておけん」

「もとよりのことです」

「で──まだ詳報はこないか」

「昨夜、夜半から今暁こんぎょうにかけて、ひんぴんたるその早馬です。──すでに、敵は袁紹を総大将と仰ぎ、曹操を参謀とし、その第一手の先鋒を呉ごの孫堅そんけんがひきうけて、汜水関しすいかん近くまで攻め上ってきた由にございます」

「孫堅。──ああ、長沙の太守たいしゅだな。あれは戦いくさは上手かな？」

「上手なはずです。なにしろ、兵法で有名な孫子そんしの末孫ですから」

「孫子の末裔だと」

「はい、呉郡富春（浙江省・富陽市）の産で、孫、名は堅、字あざなは文台ぶんだいと申し、南方ではなかなか名の売れている男です」

　と、李儒は、かねて聞き及んでいる彼の人がらについて、こんな話をした。

　それは、孫堅が十七歳の頃のことである。

　孫堅は父に伴われて、銭塘せんとう地方へ旅行したことがある。当時、銭塘地方の港場は、海賊の横行おうこうが甚だしくて、その害をこうむる旅船や旅客は数知れないくらいだった。

　ある夕べ、孫堅が父と共に、港を歩いていると、海岸で何十人という海賊どもが、海から荷揚げした財貨を山分けするので騒いでいた。

　孫堅は、それを見かけると、わずか十七歳の少年のくせに、いきなり剣を抜いて、海賊の群れへ躍り入り、賊の頭目を真二つに斬って、

（我は、沿海の守護なり）

　と叫んで、阿修羅のごとく、暴れまわった。

　賊は驚いて、あらかた逃げてしまった。ために、山と積まれてあった盗難品の財宝は、後に、それぞれ被害者の手にかえった。その中には、銭塘の富豪が家宝とした宝石の匣こばこなどもあった。けれど孫堅は、一物も礼など受けなかった。

　以来、彼の名は、弱冠から南方にひびいて、その人望は、抜くべからざるものになってきた──という話なのである。

「ふーム。そいつは相当な男だとみえる。しからばこちらからも、由ゆ々ゆしい大物を大将として、討伐に向わせねばならんが……」

　董卓もさすがに、慎重になって、

「はて、誰がよいか」と、思案していた。

　すると、帳とばりの蔭にあって、

「丞相丞相、それがしのあるを、なにとて忘れ給うか」と、不平そうにいう者があった。
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「誰だ。帳の蔭でいう者は」

　董卓が咎とがめると、

「呂布りょふです」と、姿をあらわした。

　呂布は、一礼して、

「何をお迷いなされますか。たかの知れた曹操や袁紹輩はいの企くわだてなど片づけるに何の造作がありましょうや。こんな時、それがしをお用い下さらずして、何のために、赤兎馬せきとばを賜わったのですか」

　と、むしろ責めるような語気で、なお云った。

「この呂布を、お差向けねがいます。芥あくたの如き大軍をかき分けて、孫堅とやらを始め、曹操、袁紹など逆徒に加担の諸侯の首を、一々大地に梟かけならべてご覧に入れん」

「いや、たのもしい」と、董卓も大いによろこんで、

「そちがおればこそ儂みも枕を高くして、安臥やすうしておられるのだ。決して、寝所の帳か番犬のように、忘れ果てていたわけじゃない」と、慰めた。

　時すでに、丞相室の帳外には、変を聞いて馳けつけてきた諸将がつめあっていたが、

「呂布どの、待たれよ。鶏を裂くに、なんぞ牛刀を用うべき。敵の先鋒には、それがしまず味方の先鋒となって、ひと当り当て申さん」と、云いながら、はいってきた一将軍があった。

　諸人、眸ひとみをあつめて、誰かと見るに、虎体狼腰こたいろうよう、豹頭猿臂ひょうとうえんぴ、まことに稀代な骨こつがらを備えた勇将とは見えた。

　すなわち、関西かんせいの人、華雄かゆう将軍であった。

「おお、華雄か。いみじくも申したり。まず汝、汜水関しすいかんへ下って、よく嶮を守り、わが洛陽を安んぜよ」

　と、董卓は大いによろこんで、ただちに、印綬を彼にゆるし、与うるに五万の兵をもってした。

　華雄は再拝して退き、李粛りしゅく、胡軫こしん、趙岑ちょうしんの三名を副将として選抜し、威風堂々と、その日に、汜水関へと進発して行った。

　北軍到る！

　北軍南下す！

　飛報は早くも袁紹、曹操たちの革新軍へも聞え渡った。

　先手を承った孫堅の陣はもちろん、

「来れや、敵」と、覚悟のまえの緊張を呈していた。

　その後陣に、済北さいほくの鮑信ほうしんが備えていたが、北軍南下の報らせを聞くと、弟の鮑忠ほうちゅうをそっと呼んで、

「どうだ弟。おまえがひとつ、小勢をつれて間道を迂回うかいし、汜水関の敵へ、奇襲をやってみんか」

「やりましょう」

「実は、長沙の孫堅が、いちはやく先手を承ってしまったので、このままにいれば、われわれは彼の名誉の後塵を拝するばかりだ。残念ではないか」

「私もそう思っていたところです」

「では、すぐ行け。首尾よく関内に突撃したら、火をつけろ。煙を合図に外からおれが大挙して攻めかけるから」

「心得ました」

　鮑忠は、兄の鮑信としめし合わせ、夜のうちに五百騎ばかり引いて道なき山を越えて行った。

　しかし、それはすぐ、敵の華雄の知るところとなってしまった。物見の小勢につり込まれて、深入りした鮑忠は、難なく取りかこまれて五百の兵と共に敵地で全滅の憂き目に会ってしまった。

　その際。

　華雄は、自身馬をすすめて、鮑忠を一刀のもとに斬り落し、

「幸先さいさきよし」

　と、首を取って、その首を早馬で洛陽へ送った。

　董卓からは、感状と剣一振ひとふりとが直ちに届けられてきた。
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　味方の鮑忠が、抜け馳けして、早くも敵に首級を捧げ、敵をよろこばせていたとは知らず、先手の将、孫堅は、

「いで、ひと押しに」

　と、戦術の正法を行って、充分な備えをしてから、汜水関しすいかんの正面へ攻めかけ、

「逆臣を扶たすくる匹夫ひっぷ。なんぞ早く降伏を乞わざるか。われは、革新の先鋒たり。時勢はすでに刻々と革あらたまるを、汝ら、頑愚がんぐの眼にはまだ見えぬか」と、関城の下でどなった。

　華雄はこれを聞いて、

「笑うべきたわ言ごとをほざくやつだ」

　と、自分の周囲を見まわして、

「誰か、孫堅が首を取って、この関城に、第一の功を誇ろうとする者はないか」と、いった。

　副将の胡軫こしん、声に応じて、

「それがしに命じ給え」と、名乗り出た。

「胡軫か、よかろう」

　すなわち、華雄から五千の兵を分ち与えられて、胡軫は直ちに、関を下った。

　だが、華雄はなお不安と見たか、さらにまた、自身一万の兵をひいて、関の側面から出て行った。

　関下の激戦は、もう始まっていた。

　孫堅は、槍を押っとり、

「出で来りし者は、胡軫と見えたり。いでや来れ」

　寄せ合うと、胡軫も、

「なんの猪口才ちょこざいな」

　と、矛ほこを舞わし、悍馬かんばの腹を上げて、躍りかかってきた。

　すると、孫堅の旗本、程普ていふは、

「この狼め。ご主君の手をわずらわすまでもない。くたばれッ」と、横あいから槍を投げた。

　風を切って飛んだ投げ槍は、ぐざと、胡軫こしんの喉のどを突きとおし、しかも胡軫こしんのからだを馬の上からさらって、串刺くしざしにしたまま大地へ突き立ってしまった。

　北軍の華雄は、

「死なしたり」

　と、地じだんだ踏んだが、すでに胡軫の組五千は崩れ立った後なので、収拾もつかない。

「退ひけや、退けや」

　と、汜水関へひとまず兵をおさめて、関の諸門を閉め、勢いに乗じて、間近に寄せてきた敵へ、石、大木、鉄弓、火弓など、雨のように浴びせかけた。

　せっかく、敵の副将は討ち取ったが、そのため、孫堅は部下に多数の犠牲を出してしまった。

「かくては、益もなし」と、はやく機を察して、孫堅もまた、さっと見事な退陣ぶりを見せて、梁東りょうとうという部落の辺まで、兵を引いてしまった。

　そして、袁紹えんしょうの本陣へ、その日の獲物たる胡軫の首を送り届けて、同時に、

「兵糧を送られたい」と、云ってやった。

　ところが、本陣のうちに、孫堅へ恨みをふくむ者がいた。軍の総帥そうすいたる袁紹へささやいて、

「それは考えものですぞ」と讒言ざんげんした。

「彼──孫堅という人間は、江東の虎です。彼を先手として、もし洛陽を陥しいれ、董卓を殺し得たとしても、それは狼をのぞいて、虎を迎えてしまうようなものです。あの功に焦心あせっている容子を見れば、およそ邪心が察せられます。──兵糧が乏しくなってきたのはよい折、この折を幸いに、兵糧を送らずにおいて、彼自身の兵が意気沮喪そそうして、乱れ散るのを待つのがいいです。それが賢明というものです」

　袁紹は、そう聞くと、

「実げにも道理」

　と、その説を容れ、とうとう兵糧を送らなかった。諸州十八ヵ国から集まってきた将軍同志の胸には味方とはいえ、おのおの虎視眈々たんたんたるものや、異心があったのは、是非もないことである。




関羽かんう一杯ぱいの酒さけ
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　汜水関しすいかんのほうからは、たえず隠密を放って、寄手の動静をさぐらせていたが、その細作さいさくの一名が、副将の李粛りしゅくへ、ある時こういう報告をしてきた。

「どうもこの頃、孫堅の陣には、元気が見えません。おかしいのは兵站部へいたんぶから炊煙すいえんがのぼらないことです。まさか、喰わずに戦っているわけでもないでしょうが」

　李粛は、それを聞きおいて、次の日、べつな方面から、また二名の細作を呼び寄せて質ただした。

「近頃、寄手の後方に変りはないか」

「敵の糧道はどうだ」

「ここ一ヵ月半ばかり、糧車は通ったことはありません」

　李粛はうなずいて、もう一名の細作へ向い、

「敵の馬は、よく肥えているか」

「このごろ妙に痩せてきたように見られます」

「敵の兵隊は、どんな歌を謡うたうか」

「慕郷ぼきょうの歌をよく謡っています」

「よろしい」

　細作たちを退けると、李粛はすぐに、大将華雄に会って、一策を献じた。

「寄手の孫堅を生擒いけどってしまう時がきました。こよい手前は、一軍をひいて間道かんどうから敵の後ろへまわり、不意に夜討ちをかけますから、将軍は火光を合図に関門をひらき、正面から一挙に押し出してください」

「成功の見込みがあるかね」

「ありますとも。てまえが探り得たところでは、孫堅はなにか疑われて、後方の味方から兵糧の輸送を絶たれているようです。そのため兵気はみだれ、戦意は昂あがらず、ここ内紛を醸かもしておるようです。──今こそ、孫堅の首は、手に唾つばして奪とるべしです」

「そうか。──今夜は月明だな」

「絶好な機しおではありませんか」

「よし、やろう」

　秘策は、夕方までに一決した。

　その夜、李粛は、一軍の奇兵をひいて、月明りをたよりに、間道をすすみ、梁東の部落を本拠に布陣している寄手の背後へまわって、突如、喊ときの声をあげた。

「わあッ──、わあッ」

　闇にまぎれて、孫堅の幕中へ突き入り、諸所へ火を放ち、弓の弦を切って迫った。

　梁東の空に、赤い火光を見ると、かねての手筈である、華雄は、汜水関の大扉を、八文字にひらかせて、

「それっ、孫堅を生擒りにしてこの門へ迎え捕れ」

　と、ばかり万軍の中に馬を駆って、あたかも峡谷を湧きでる山雲のように、関下へ向って殺到した。

　なんでたまろう。梁東の寄手は、たちまち駆けみだされた。

「退くな」

「あわてるな」

　と、孫堅の旗本は、善戦して部下を励ましたが、その兵は、甚だしく弱かった。

　一ヵ月も前から、なぜか、味方の後方から兵糧の輸送が絶えていたため、彼らは不平に燃え、軍紀は行われず、兵も痩せ、馬も痩せていたからである。

「無念」

　と、思ったが孫堅も、ほどこす術すべがなかった。

　旗本の程普ていふとか黄蓋こうがいなどとも駈け隔てられてしまい、祖茂そもという家来一人をつれたのみで、遂に、みじめな敗戦の陣地から、馬に鞭打って逃げ走った。

　それと見るや、敵将の華雄は、飛ぶが如く馬を打って、

「孫堅、卑怯なり、返せっ」

　と呼ばわった。

「何を」

　孫堅は、振向いて馬上から、弓をもってそれに酬いた。二すじまで射たが、弓はみな反それた。焦心あせりながら、第三矢をつがえたが、あまり強く引いたので、弓は二つに折れてしまった。
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「しまったッ──」

　折れた弓を投げ捨てて、孫堅また駒をめぐらし、林の中へと逃げ入った。

「ご主君、ご主君」

　祖茂は、馳けつづいて来ながら、孫堅にいった。

「──盔かぶとをお脱とりなさい。あなたの朱金の盔は、燦として、あまりに赤いから眼につきます。敵の目印めじるしになります」

「や、そうか」

　道理で、ひどく追い矢が集まると思い当ったので、孫堅は頭にかぶっていた「幘さく」という朱金襴しゅきんらんの盔を手ばやく脱いで、焼け残りの民家の軒柱へそれをかけ、あわてて附近の密林へかくれこんでいた。

　見ていると、──案のじょう、その盔へ雨霰のように、敵の矢が飛んできた。

　だが、いくら射ても、射ても盔は燦爛として、位置も変らないので、射手の兵は怪しみだし、やがて近づいてきて、

「や、孫堅はいない」

「盔ばかりだ」と、立騒いでいた。

　林の上に、月は煌こうとして冴えていた。白影黒影、さながら魚群の泳ぐように、孫堅の行方をさがし求めている。

　その中に、華雄の姿もあった。

　孫堅の臣、祖茂そもは、木かげに潜くぐっていたが、それを見るとむらむらとして、

「うぬっ、董賊とうぞくの股肱ここうめッ」と、槍をしごいて、突かんとした。

　眼ばやく、ちらと、こちらへ眸をうごかした華雄は、

「敗残の匹夫、そこにいたかッ」

　と、雷喝した声は、まるで大樹も裂くばかりで、刃鳴じんめい一閃のもとに祖茂の首は飛んでしまった。

　青い血けむりを後に、

「誰か、今の首を拾って来い」

　と、兵に云い捨てて華雄は悠々とほかへ駒を向けて立去った。

「……ああ、危なかった」

　後に。──孫堅はほっと辺りを見まわしていた。首のない祖茂の胴体がほうりだされてあるすぐ近くの灌木の茂みの中に、孫堅も息をこらして潜ひそんでいたのである。

「……祖茂よ、ああ惨さんだ」

　孫堅は落涙した。祖茂が日ごろの忠勤を思い出して、胸が痛んだ。

　さはいえ、敵の重囲のなかだ。孫堅は気を取り直して、血路を思案した。矢傷の苦痛もわすれて二里ばかり歩いた。

　やがて、逃げのびてきた味方を集めたが、それは全軍の十分の一にも足らない数だった。ほとんど、全滅的な敗北を遂げたのである。

　悲痛なる夜は明けた。

　敗れた者の傷魂のように、その晩、残月のみが白かった。

「先鋒の味方は全滅したぞ」

「敵の大軍は、勝ちに乗って刻々迫って来つつある──」

　後方の本陣は大動揺を起した。

　総帥の袁紹えんしょう、唯幕いばくの曹操、みな色を変えた。

　前さきには。

　鮑ほう将軍の弟の鮑忠が、抜けがけをして、かなりの味方を損じたという不利な報告があったし、今また、先鋒の孫堅が、木ッ端微塵みじんな大敗をこうむったという知らせに、幕営の諸将も、全軍の兵気も、

「いかがすべき？」と、いわんばかり、すっかり意気沮喪そそうの態ていであった。

　それか、あらぬか。

　袁紹、曹操を始めとして、十七鎮の諸侯は、その日、本営の一堂に会して、頽勢たいせい挽回の大作戦会議をこらしていた。けれど、敵軍の旺さかんなことや、敵将華雄の万夫不当ばんぷふとうの勇名に圧しられてか、なんとなく会も萎縮していた。

　総帥の袁紹も、はなはだ冴えない顔をしていたが、ふと座中の公孫瓚こうそんさんのうしろに立って、ニヤニヤ笑みをふくんでいる者が眼についたので、

「公孫瓚、貴公のうしろに侍立している人間は誰だ。いったい何者だ」

　と、質ただした。──不愉快な！ といわんばかりな語気をもってである。
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　袁紹に訊ねられて、公孫瓚は、自分のうしろをちょっと振向いて、

「あ、この者ですか」と、それを機しおに一堂の諸将軍へも、改めて紹介した。

「これは涿県楼桑村たくけんろうそうそんの生れで、それがしとは幼少からの朋友です。劉備りゅうび字あざなは玄徳げんとくといって、つい先頃までは、平原県へいげんけんの令れいを勤めていた者です。──どうかよろしく」

　曹操は、眼をみはって、

「オオ、ではかつて、黄巾の乱の折、広宗こうそうの野や潁川えいせん地方にあって、武名を鳴らした無名の義軍を率いていた人か」

「そうです」

「道理で──どこかで見たことがあるような気がしていたが。……そうそう潁川の合戦で、賊を曠野につつんで焼打ちした時、陣頭でちょっと会釈を交わしたことがある。だいぶ前になるので、とんと見忘れていた」

　袁紹も、初めて疑いを解いて、ぶしつけな質問をした不礼を詫び、

「楼桑村に名族の子孫ありとはかねがね耳にしていた。その玄徳どのとあれば、漢室の宗親である。誰か、席を与え給え」と、いった。

　一将軍が、座を譲って、

「おかけなさい」と、すすめると、玄徳は初めて口をひらいて、

「いやいや、私は、将軍方とは比較にならない小県の令です。身分がちがいます。どうして諸公と並んで席に着けましょう。これで結構です」

　と、かたく辞退し、そのまま公孫瓚のうしろに侍立していた。

　袁紹はかぶりを振って、

「ご遠慮には及ぶまい。なにもご辺の公職に席を上げようといったのではなく、ご辺の祖先は前漢の帝系であり、国のため功績もあったことだから、それに対して敬意を払ったわけだ。遠慮なく席に着かれるがよい」

　公孫瓚も、共にいった。

「折角のご好意だから、頂戴したがよかろう」

　諸将軍も、またすすめるので、

「──では」

　と玄徳は、堂上の一同へ、拝謝をした上、初めて一つの席を貰った。

　で、関羽と張飛のふたりは、歩を移して、改めて玄徳の背後に屹きっと侍立じりつしていた。

　──時しも。

　暁天に始まって、すでに半日の余にわたる大戦は、いよいよたけなわであった。

　先頃からの勝ちに誇って、

「十八ヵ国十七鎮の大兵と誇称するも、反逆軍は烏合うごうの勢せいとみえたり。何ほどのこともないぞ」

　と、甘く見た華雄軍は、その擁ようする洛陽の精兵を挙げて、孫堅の一陣を踏みちらし、勢いに乗って汜水関しすいかんの守りを出たものであった。そしてすでに数十里を風が木の葉を捲くごとく殺到し、鼓は雲にひびき、鬨ときの声は、山川をゆるがし、早くも、ここ革新軍の首脳部たる本陣の間近まで迫って来たらしくある。

「味方の二陣は、ついに、突破されました」

「三陣も！」

「残念。中軍もかき乱され、危うく見えます」

　刻々の敗報である。

　そして、敵の華雄軍は、長い竿さおの先に孫堅の朱い盔かぶとをさしあげ、罵詈ばり悪口をついて、大河の如くこれへ襲よせてくる──という伝令のことばだった。
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　ひきもきらぬ伝令が、みな味方の危機を告げるばかりなので総大将袁紹をはじめ、満堂の諸将軍もさすがに色を失って、

「いかがせん！」と、浮腰うきごしになった。

　曹操は、さすがに、

「狼狽してもしかたがない。こんな時は、よけい胆気たんきをすえるに限る」

　と、侍立の部下をかえりみて、

「酒を持ってこい」と、命じた。

「はっ」

　酒杯は、各将軍の卓にも、一ツずつ置かれた。曹操は、杯をもつと、ぐびぐび飲んでいた。

　わあっッ……

　うわあっ

　百雷の鳴るような鬨ときの声だ。大地が、ぐわうぐわうと地鳴りしている。

　また、血まみれの斥候が一名、堂の階下へ来て、

「だっ、だめですっ」

　絶叫してこときれてしまった。

　すぐまた、次の二、三騎が、

「味方の中軍は、敵の鉄兵に蹂躙じゅうりんされ、ために、四散して、もはやここの備えも、手薄となりました」

「本陣を、至急、ほかへ移さぬと危ないと思われます。包囲されます」

「あれあれ、あの辺りに、もはや敵の先駆が──」

　告げ来り、告げ去り、もはやここの本陣も、さながら暴風の中心に立つ一木の如く、枝し々しみな震い樹葉みなふるえた。

「つげ」

　曹操は、部下に酒をつがせ、なお腰をすえていたが、酔うほどに蒼白となった。

「包囲されては」と、早くも、本陣の退却を、ひそひそ議する者さえある。

　酒どころか、諸将軍の顔の半分以上は、土気色だった。

　万丈の黄塵は天をおおい、山川草木みな血に嘯うそぶく。

　──時に、突如席を立って、

「云いがいなき味方かな。このうえは、それがしが参って、敵勢をけちらし、味方の頽勢たいせいを一気にもり返してお目にかけん」

　と、咆ほゆるが如くいって、はや剣を鳴らした者がある。

　袁紹えんしょう将軍の寵将ちょうしょうで、武勇の誉れ高い兪渉ゆしょうという大将であった。

「行け」

　袁紹は、壮なりとして、彼に杯を与えた。

　兪渉は、ひと息に飲んで、

「いでや」とばかり、兵を引いて、敵軍のまっただ中へ駆け入ったが、またたく間に、彼の手兵は敗走して来て、

「兪渉将軍は、乱軍の中に、敵将華雄と出会って、戦うこと、六、七合、たちまち彼の刀下に斬って落された」

　とのことに、満堂の諸侯は、驚いていよいよ肌に粟あわを覚えた。

　すると、太守韓馥かんふくが、

「さわぎ給うな。われに一人の勇将あり。いまだかつて、百戦におくれをとったことを知らない潘鳳はんほうという者である。彼なれば、たやすく華雄を打取ってくるにちがいありません」

　袁紹は、よろこんで、

「どこにおるか、その者は」

「たぶん、後陣の右翼におりましょう」

「すぐこれへ呼べ」

「はっ」

　潘鳳は、召しに応じて手に大きな火焔斧かえんふをひっさげ、黒馬をおどらして、本陣の階下へ馳けて来た。

「いかさま、頼もしげなる豪傑だ。すぐ馳け入って、敵の華雄を打取ってこい」

　袁紹の命に潘鳳はかしこまって、直ちに乱軍の中へはいって行ったが、間もなく潘鳳もまた、華雄のために討ち取られ、その首は、敵の凱歌の中に、手玉にとられて、敵を歓ばしめているという報らせに、満堂ふたたび興をさまし、戦意も失ってしまったかに見えた。
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　袁紹えんしょうは、股ももを打って嘆声を発した。

「ああ、惜しいかな。こんなことになるならば、わが臣下の、顔良がんりょうと文醜ぶんしゅうの二大将をつれて来るのだったに」

　席を立って、地だんだを踏んだり、また席に返って、嗟嘆さたんをつづけた。

「その顔良、文醜の両名は、後詰めの人数を催すために、わざと、国もとへのこして来てしまったが、もしそのうちの一人でもここにいたら敵の華雄を打つことは、手のうちにあったものを！ ……」

　と、一座は黙然。

　袁紹の叱咤ばかり高かった。

「ここには、国々の諸侯もかくおりながら、その臣下に、華雄を討つほどの大将一人持っていないとあっては、天下のあざけりではあるまいか。後代までの恥辱ではあるまいか」

　とはいえ、総帥の彼自身が、すでに及ばぬ悔いばかり呶鳴って、焦躁に駆られているので、満座の諸侯とて言葉もなく、皆さしうつ向いているばかりだった。

　すると、その沈痛を破って、

「ここに人なしとは誰かいう。それがし願わくば、命ぜられん。またたく間に、華雄が首をとって、諸侯の台下に献じ奉らん」と、叫んだ者があった。

　諸人、驚いて、

「誰か」

　と、階下を見ると、その人、身の丈は長幹の松の如く、髯の長さ剣把けんぱに到り、臥蚕がさんの眉、丹鳳たんほうの眼まなこ、さながら天来の戦鬼が、忽こつとして地に降りたかと疑われた。

「彼は、何者か。いったい誰の手に属している大将か」

　袁紹が訊ねると、公孫瓚こうそんさん、それに答えて、

「されば、ここにおる玄徳の弟で、関羽という者です」

「ほ。玄徳の弟か。して、いかなる官職にあった者か」

「玄徳の部下として、馬弓手ばきゅうしゅをやっていたそうです」

　聞くなり袁紹は非常に怒って関羽を見下し、

「ひかえろ、汝、足軽の分際でありながら、諸侯の前もはばからず、人もなげなる広言。この忙せわしない軍中にいけ邪魔な狂人めが、──やおれ部下どもこの見ぐるしい曲者を、眼のまえから追いのけろっ」

　と大喝して叱った。

　すると、曹操が諫いさめて、

「待ち給え。味方同士、怒り合っている場合でない。この人物も、かく諸侯列座のまえで、大言をはくからには、よもいたずらのたわ言ごととは思えん。試みに、駆け向わせてみたら如何でしょう。もし敗れて逃げ帰って来たら、その上で罰をただし給え」

「いや、曹操の仰せも、一理あるが如しとはいえ、足軽者の馬弓手などを出して駆け向わせたら、敵の華雄に笑われて、よい土産ばなしと、洛陽までもいい伝えられようが」

「笑わば笑え。曹操が見るところでは、この男、一馬弓手とはいえ、世の常ならぬ面だましいを備えおる。──はや敵も間近、時おくれては、この本陣も蹂躙されん。是非の軍法は後にして執り行えばよし。──関羽。関羽。この酒をひと息のんで、すぐ駆け向え。はや戦え」

　曹操が、酒をついで与えると、関羽は、杯を眺めただけで、再拝しながら、

「ありがたい御意ぎょいですが、そこにお預かりおき下さい。ひと走り行って、華雄の首を引ッさげ帰り、お後で頂戴いたしますから」

　と、八十二斤と称する大青龍刀を横ざまに擁し、そこにあった一頭の馬をひきよせ、ぱっと腰を鞍上へ移すや否、漆黒しっこくの髯は面から二つに分かれて風を起し、たちまち戦塵のなかへ姿を没してしまった。
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　関羽の揮ふるう青龍刀の向うところ、万丈の血けむりと、碧血へきけつの虹が走った。

　はるかに、味方の陣を捨て、むらがる敵軍の中へ馳け入るなり、

「華雄やある。敵将華雄はいずれにあるぞ。わが雄姿に恐れをなして潜んだるか。出合えっ」

　と、呼ばわった。猛虎が羊の群れを追うように、数万の敵は浪打って散った。

　喊ときの声は、天地をつつみ、鼓声こせいはみだれ、山川もうごくかと思われた。

　此方こなた──敗色にみなぎっていた味方の本陣では、彼の働きに、一縷るののぞみをかけて、

「戦況いかに？」

　と、袁紹、曹操をはじめ、国々の諸侯みな総立ちとなって、帷幕いばくのうちから、戦いの空を見まもっていた。

　すると、やがて。

　敵も味方も、鳴りを忘れて、ひそとなった一瞬──まるで血の池を渡って来たような黒馬にまたがって、関羽は静々と、数万の敵兵をしり目に、袁紹、曹操たちの眼のまえに帰ってきた。

　ひらと、駒を降りるや、

「いざ、諸侯のご実検に」

　と、階を上がって、中央の卓の上に、まだ生々しい一個の首級を置いた。

　それは、敵の大将、華雄の首であったから、満堂の諸侯も、階下の兵も、われをわすれて、

「おお、華雄だ」

「華雄の首を打った」

　と、期せずして、万歳をさけぶと、その動揺どよめきに和して、味方の全軍も、いちどに勝鬨かちどきをあげた。

　関羽は、数歩すすんで、曹操の前に立ち、血まみれな手のまま、先に預けておいた酒杯さかずきを取りあげて、

「──では、このご酒を、頂戴いたします」

　と、胸を張って、ひと息に飲みほした。

　酒は、まだあたたかだった。

　曹操は、彼の労を多として、

「見事だ。もう一献こん、ついでやろう」

　と、手ずから瓶びんを持つと、

「いや、ひとりそれがしの誉れとしては済みません。どうか、その一献は、全軍のために挙げて下さい」

「そうか。いかにも。──では万歳を三唱しよう」

　酒杯さかずきを持って、曹操が起立すると、ふたたび破れんばかりな勝鬨の嵐が起った。

　すると、玄徳のうしろから、

「あいや、勝利に酔うのはまだ早い。義兄関羽が、華雄を斬うち取ったからには、此方とても、ひと手柄してみせる。この機をはずさず、全軍をすすめ給え。此方、先鋒に立ってまたたくまに洛陽へ攻め入り、董相国とうしょうこくを生擒いけどって、諸侯の階下にひきすえてお見せ申さん」と、誰か叫んだ。

　人々が、振向いてみると、それは一丈八尺の蛇矛じゃぼこを突っ立てて玄徳のそばに付いていた張飛であった。

　袁紹の弟、袁術えんじゅつは、にがにがしげに見やって、

「いらざる雑言を申すな。諸侯高官、国々の名将も、各〻おのおの、謙譲の口をとじて、さし控えておるに、汝、一県令の部下として、身のほどをわきまえんか。僭上なやつだ。だまれっ」

　と、叱った。

　曹操が、なだめると、袁術はなおつむじを曲げて、

「かような軽輩を用いて、吾々と同視するなら、自分は自分の兵をまとめて、本国へ帰る」

　と、憤然としていった。

　むずかしくなりそうなので、曹操は、公孫瓚こうそんさんに告げて、玄徳、関羽、張飛の三人を、席から退ひかした。

　そして、夜になってから玄徳のところへ、ひそかに酒肴を贈って、悪く思わないようにと、三名の心事を慰めた。




虎牢関ころうかん



一



　──華雄かゆう討たれたり

　──華雄軍崩れたり

　敗報の早馬は、洛陽をおどろかせた。李粛りしゅくは、仰天して、董相国とうしょうこくに急を告げた。董卓も、色を失っていた。

「味方は、どう崩れたのだ」

「汜水関しすいかんに逃げ帰っています」

「関を出るなと命じろ」

「取りあえず、援軍の行くまで、そうしておれと命令しておきました」

「どうして、あの華雄ほどな勇将が、むざむざ討たれたのだろう」

「なんといっても、袁紹えんしょうには、地方的な勢力も徳望もありますから」

「袁紹の叔父、袁隗えんかいは、まだ洛陽の府内にいたな」

「太傅たいふの官にあります」

「物騒千万だ。この上、もし内応でもされたら、洛陽はたちまち壊乱かいらんする」

「てまえも案じていますが」

「由々しいものを見のがしておった。すぐ除いてしまえ」

　太傅袁隗のやしきへ、すぐ丞相府じょうしょうふの兵千余騎が向けられた。

　表裏から火を放って、逃げだしてくる男女の召使いも武士も、みな殺しにしてしまった。もちろん、袁隗も逃がさなかった。

　即日、二十万の大兵は、洛陽を発した。

　その一手は、李傕りかく、郭汜かくしの二大将に引率され五万余騎、汜水関しすいかんの救護に向った。

　また、別の一手は。

　これは十五万と算かぞえられ、董卓とうたく自身が率いて、虎牢関ころうかんの固めにおもむいたのである。

　董卓を守る旗本の諸将には、李儒、呂布りょふをはじめとして、張済、樊稠はんちゅうなどという錚々そうそうたる人々がいた。虎牢関の関は、洛陽をへだたること南へ五十余里、ここの天嶮に、十万の兵を鎮ちんすれば、天下の諸侯は通路を失うといわれる要害だった。

　董卓は、そこに本陣を定めると、股肱ここうの呂布をよんで、

「そちは関外に陣取れ」

　と、三万の精兵を授けた。

　この要害に、董卓自ら守りに当って、十二万の兵を鎮し、さらに三万の精兵を前衛に立てて、万夫不当ばんぷふとうといわれる呂布をその先手に置いたのであるから、まさに金城鉄壁の文字どおりな偉観であった。

　かく、十州の通路を断たれて、諸侯が各〻その本国との連絡を脅かされてきたので、寄手の陣には、動揺の兆しがあらわれた。

「由々しいこととなった。今のうちに、謀はかりごとを議して、方針を示しておこう」

　袁紹は、曹操へ耳打ちした。

　曹操も、同感であるとて、さっそく評議をひらき、軍の方針を明らかにした。

　敵が、二手となって、南下して来たので、当然、こちらの兵力も二手とした。

　で、一部を汜水関に残し、あとの軍勢は挙げて、虎牢関に向うこととなった。総兵力は八ヵ国といわれ、その八諸侯は、王匡おうきょう、鮑信ほうしん、喬瑁きょうぼう、袁遺えんい、孔融こうゆう、張楊、陶謙、公孫瓚などであった。

　曹操は、遊軍として臨んだ。味方の崩れや弱みを見たら、随意に、そこへ加勢すべく、遊兵の一陣を擁して、控えていた。

「……来たな」と、北軍の呂布は、例の名馬赤兎にまたがり、虎牢関の前衛軍のうちから、悠々、寄手の備えをながめていた。

　呂布、その日のいでたちは。

　朱地錦あかじにしきの百花戦袍かせんぽうを着たうえに、連環れんかんの鎧よろいを着かさね、髪は三叉さんしゃに束つかね、紫金冠しきんかんをいただき、獅子皮ししひの帯に弓箭きゅうせんをかけ、手に大きな方天戟ほうてんげきをひっさげて、赤兎馬も小さく見えるばかり踏みまたがった容子は──寄手の大軍を圧して、

「あれこそ、呂布か」と、眼をみはらせるばかりだった。




二



　そのうちに寄手の陣頭から、河内かだいの太守王匡おうきょう、その部下の猛将方悦ほうえつと共に、

「呂布を討って取れ」

　と、呼ばわりながら、河内の強兵をすぐって、呂布の軍へ迫った。

　敵が打鳴らす鼓この轟きを耳にしながら、

「動くな。近づけろ」

　呂布は、味方を制しながら、落着き払っていたが、やがて敵味方、百歩の間に近づいたと見るや、

「それっ、みな殺しにしてしまえ」

　と号令一下、呂布自身も、またがれる赤兎馬に鉄鞭一打ちくれて、むらがる河内兵の中へ突入して行った。

「わッしょっ」

　呂布の懸け声だ。

　画桿がかんの方天戟を、馬上から右に左に。

「えおオッ！　……」

　と振るたびに、敵兵の首、手足、胴など血けむりといっしょに、吹き飛んでゆくかと見えた。

「やあ、口ほどもないぞ、寄手の奴輩やつばら、呂布これにあり。呂布に当らんとする者はないのか」

　傲語ごうごを放ちながら、縦横無尽な疾駆ぶりであった。

　無人の境を行くが如しとは、まさに、彼の姿だった。何百という雑兵が波を打ってその前をさえぎっても、鎧袖がいしゅう一触しょくにも値しないのである。

　馬は無双の名馬赤兎。その迅さ、強靱さ、逞しさ。赤兎の蹄ひづめに踏みつぶされる兵だけでも、何十か何百か知れなかった。

　洛陽童子でも、それは唄にまで謡っている──

牧場に駒は多けれど

馬中の一は

赤兎馬せきとばよ

洛陽人は多けれど

勇士の一は

呂布奉先りょふほうせん


　従って、かねて聞く五原郡の呂布を討ち取った者こそ、こんどの大戦第一の勲功となろうとは──寄手もひとしく思い目がけているところだった。

　河内の猛将方悦は、

「われこそ」

　と、呂布へ槍を突っかけたが、二、三合とも戦わぬうちに、呂布の方天戟の下に、馬もろとも、斬り下げられた。

　太守王匡おうきょうは、またなき愛臣を討たれて、

「おのれ、匹夫」

　と、みずから半月槍を揮って、呂布へ駒を寄せ合わせたが、「太守危うし」と、加勢にむらがる味方がばたばたと左右に噴血をまいて討死するのを見て、色を失い、あわてて駒を引返した。

「王匡おうきょう、恥を忘れたな」

　呂布がうしろから笑った。しかし、王匡の耳には入らなかった。

　もっともその時。味方の危機と見て、喬瑁軍きょうぼうぐんと袁遺えんい軍の二手の勢が、呂布の兵を両翼から押し狭めて、

　うわッっ……

　うわあ……っッ

　と、鼓を鳴らし、矢を射、砂煙をあげて、牽制して来たのだった。

　赤兎馬は、怯ひるまない。たちまち、その一方に没したかと見ると、そこを蹂躙じゅうりんしつくして、またたちまち一方の敵を蹴ちらすという奮戦ぶりだった。

　上党じょうとうの太守張楊の旗下に、穆順ぼくじゅんという聞えた名槍家があった。その穆順の槍も、呂布と戦っては、苦もなく真二つにされてしまった。

　北海の太守孔融こうゆうの身内で、武安国ぶあんこくという大力者があったが、それも、呂布の前に立つと、嬰児あかごのように扱われ、重さ五十斤という鉄の槌つちも、いたずらに空を打つのみで、片腕を斬り落され、ほうほうの態ていで味方のうちへ逃げこんでしまった。
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　呂布にはもう敵がなかった。

　無敵な彼のすがたは、ちょうど万朶ばんだの雲を蹴ちらす日輪のようだった。

　彼の行くところ八州の勇猛も顔色なく、彼が馳駆するところ八鎮の太守も駒をめぐらして逃げまどった。

　袁紹えんしょうも、策を失って、「どうしたものか」と、曹操へ計った。

　曹操も腕をこまぬいて、

「呂布のごとき武勇は、何百年にひとり出るか出ないかといってもよい人中の鬼神だ。おそらく尋常に戦っては、天下に当る者はあるまい。──この上は、十八ヵ国の諸侯を一手として、遠巻きに攻め縮め、彼の疲れを待って、一斉に打ちかかり、生擒いけどりにでもするしか策はありますまい」

「自分もそう思う」

　と、袁紹はすぐ軍令を認めて、汜水関しすいかんの方面に抑えとしてある十ヵ国の諸侯へ向け、にわかに、伝令の騎士を矢つぎ早に発した。

　すると。

　その伝令が十騎と出ない間に、

「呂布だっ」

「呂布来る」

　と、耳を突き抜くような声がしはじめた。

　さながら怒濤に押されて来る芥あくたのように、味方の軍勢が、どっと、味方の本陣へ逃げくずれて来た。

「すわ」

　とばかり袁紹のまわりには、旗本の面々が、鉄桶てっとうの如く集まって、これを守り固めるやら、

「退ひくなッ」と、督戦するやら、

「かかれ、かかれっ」

「呂布、何者」

「総がかりして討取れ」

　などと、口々には励ましたが、誰あって、生命を捨てに出る者はない。ただ陣中は混乱をきわめ、阿鼻叫喚あびきょうかん、奔馬狼兵ほんばろうへい、ただ濛々もうもうの悽気が渦まくばかりであった。

　その間に、

「呂布なり、呂布なり。──曹操に会おう。敵将袁紹えんしょうに見参げんざんせん。──曹操は何処いずこにありや」

　と、明らかに、呂布の声が聞えたが、袁紹はいち早く雑兵の群れへまぎれこんでいたので、遂に彼の眼に止まらず、呂布の赤兎馬は、暴風のごとく、陣の一角を突破して、さらに、次の敵陣を蹴ちらしにかかった。

　それこそは、劉備玄徳の従軍していた公孫瓚こうそんさんの陣地だったのである。

　呂布は、直ちに、林立する幡旗はんきを目がけて、

「公孫瓚、出合えっ」

　と、猪突ちょとつして行った。

　数十旒りゅうの営旗は、風に伏す草の如く、たちまち、赤兎馬に蹴ちらされて、戟ほこは飛び、槍は折れ、鉄弓も鉄鎚も、まるで用をなさなかった。

「おのれ、よくも」

　公孫瓚は、歯がみをして、秘蔵の戟を舞わし、近づいて戦わんとしたが、

「いたかっ」

　と、赤兎馬を向けて、驀進ばくしんしてくる呂布の眼光を見ると、胆を冷やして、ひと支えもなし得ず、逃げ走ってしまった。

「口ほどにもない奴、その首を置いてゆけ」

　千里を走るという駒の蹄ひづめから砂塵をあげて追いかけにかかると、その時、横合いから突として、

「待てっ、呂布。燕人えんじん張飛ちょうひここにあり。その首から先に貰った」

　と、一丈余りの蛇矛じゃぼこを舞わして、りゅうりゅうと打ってかかった男があった。




四



「何ッ」

　呂布は、赤兎馬を止めて、きっと振返った。

　見れば、威風すさまじき一個の丈夫だ。虎髯とらひげを逆立て、牡丹ぼたんの如き口を開け、丈八の大矛おおほこを真横に抱えて、近づきざま打ってかかろうとして来る容子。──いかにも凜々たるものであったが、その鉄甲や馬装を見れば、甚だ貧弱で、敵の一歩弓手にすぎないと思われたから、

「下郎っ。退がれッ」

　と、呂布はただ大喝を一つ与えたのみで、相手に取るに足らん──とばかりそのまままた進みかけた。

　張飛は、その前へ迫って、駒を躍らせ、

「呂布。走るを止めよ。──劉備玄徳のもとに、かくいう張飛のあることを知らないか」

　早くも、彼の大矛は、横薙ぎに赤兎馬のたてがみをさっとかすめた。

　呂布は、眦まなじりをあげて、

「この足軽め」

　方天戟ほうてんげきをふりかぶって、真二つと迫ったが、張飛はすばやく、鞍横へ馳け迫って、

「おうっッ」

　吠え合わせながら、矛ほこに風を巻いて、りゅうりゅう斬ってかかる。

　意外に手ごわい。

「こいつ莫迦ばかにできぬぞ」

　呂布は、真剣になった。もとより張飛も必死である。

　貧しい郷軍を興して、無位無官をさげすまれながら、流戦幾年、そのあげくはまた僻地に埋もれて、髀肉ひにくを嘆じていたこと実に久しかった彼である。

　今、天下の諸侯と大兵が、こぞって集まっているこの晴れの戦場で、天下の雄と鳴り響いた呂布を相手にまわしたことは、張飛としてけだし千載ざいの一遇といおうか、優曇華うどんげの花といおうか、なにしろ志を立てて以来初めて巡り合った機会といわねばなるまい。

　とはいえ、呂布は名だたる豪雄である。やすやすと討てるわけはない。

　両雄は実に火華をちらして戦った。丈八の蛇矛と、画桿がかんの方天戟は、一上一下、人まぜもせず、秘術の限りを尽し合っている。

　さしもの張飛も、

「こんな豪傑がいるものか」

　と、心中に舌を巻き、呂布も心のうちで、

「どうしてこんなすばらしい漢おとこが歩弓手などになっているのだろう」

　と、おどろいた。

　幾度か、張飛の蛇矛は、呂布の紫金冠や連環れんかんの鎧よろいをかすめ、呂布の方天戟は、しばしば、張飛の眉前や籠手こてをかすって、今にもいずれかが危うく見えながら、しかも両雄は互いにいつまでも喚わめき合い叫び合い、かえってその乗馬のほうが、汗もしとどとなって轡くつわを噛み、馬は疲れるとも、馬上の戦いは疲れて止むことを知らなかった。

　あまりの目ざましさに、両軍の将兵は、

「あれよ、張飛が」

「あれよ、呂布が──」

　と、しばし陣をひらいて見とれていたが、呂布の勢いは、戦えば戦うほど、精悍の気を加えた。それに反して、張飛の蛇矛は、やや乱れ気味と見えたので、遥かに眺めていた曹操、袁紹をはじめ十八ヵ国の諸侯も、今は、内心あやぶむかのような顔色を呈していたが、折しも、突風のようにそこへ馳けつけて行った二騎の味方がある。

　一方は、関羽だった。

「義弟おとうと、怯ひるむな」

　と、加勢にかかれば、また一方の側から、

「われは劉備玄徳なり、呂布とやらいう敵の勇士よ、そこ動くな」

　と、名乗りかけ、乗り寄せて、玄徳は左右の手に大小の二剣をひらめかし、関羽は八十二斤の青龍刀に気をこめて、義兄弟三人三方から、呂布をつつんで必死の風を巻いた。
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　いくら呂布でも、今はのがれる術すべはあるまい。たちまち、斬って落されるだろう。

　そう見えたが、

「なにをっ」

　と、猛風一吼くして、

「束たばになって来い」

　と呂布はまだ嘲笑あざわらう余裕さえあった。関羽、張飛、玄徳の三名を物ともせず、右に当り左に薙なぎ、閃々せんせんの光、鏘々しょうしょうの響き、十州の戦野の耳目は、今やここに集められたの観があった。

　両軍の陣々にあった国々の諸侯も、みな酒に酔ったように、遥かにこれを眺めていた。そのうちに呂布の一撃が、あわや玄徳の面を突こうとした刹那、

「えおうッ」

「うわうッ」

　双龍の水を蹴って、一つの珠を争うごとく、張飛、関羽のふたりが、呂布の駒を挟んだ。

　呂布の鞍と、関羽の鞍とが、打ぶつかり合ったほどだった。

　ダダダダ──と赤兎馬は、蹄を後ろへ退いた。とたんに、

「こは敵かなわじ」

　と思ったか、呂布は、

「後日再戦」

　と三名の敵へ云いすて、いっさんに馬首をかえして、わが陣地のほうへ引返した。

　──ここで彼を逸しては。

　とばかり玄徳、関羽、張飛の三騎も駒をそろえて追いかけた。

「あす知れぬ士さむらい同士だぞ。戦場の出合いに後日はない、返せっ呂布ッ」

　と玄徳がさけぶと、

　──ぴゅッん

　と呂布から一矢飛んできた。

　呂布は、駒を走らせ走らせ、振返って、獅子皮の帯の弓箭きゅうせんを引抜き、

「悪あしければ、おれの陣まで送って来い」

　とまた、一矢放った。

　三本まで射た。

　そして、またたく間に、虎牢関の内へ逃げこんでしまった。

「残念っ」

　張飛も関羽も、歯がみをしたがどうしようもない。

　それもその筈、一日千里を走る赤兎馬である。張飛、関羽らの乗っている凡馬とは、ほんとに走るだんになると較くらべものにはならなかった。

　しかし。

　呂布が逃げたので、一時はさんざんな態ていだった味方は、果然、意気を改めた。国々の諸侯は総がかりを号令し、喊ときの声は大いに奮った。

　敵軍は、呂布につづいて、虎牢関へ引き退いたが、その大半は、関門へ逃げ入れないうちに討たれてしまった。

　潮うしおのごとく、寄手は関へ迫った。関門の鉄扉かたく閉ざされて敗北のうめきを内にひそめていた。

　関羽、張飛は関門のすぐ真下まで来て、踏み破らんと焦あせったが、天下の嶮といわれる鉄壁。如何いかんとも手がつけられない。

　──時に、ふと。

　関上遥けき一天を望むと、錦繍きんしゅうの大旆たいはいやら無数の旗幟きしが、颯々さっさつとひるがえっている所に、青羅の傘蓋さんがいが揺々ようようと風に従って雲か虹のように見えた。

　張飛は、くわっと口をあいて、思わず大声をあげ、

「おうっ、おうっ。──あれに見える者こそまさしく敵の総帥董卓とうたくだ。彼奴きゃつの姿を目前に見て、空しくおられようか。続けや者ども」

　と、真先に、城壁へすがりついて、よじ登ろうとしたが、たちまち櫓の上から巨木岩石が雨の如く落ちてきたので、関羽は、地だんだ踏んで口惜しがる張飛を諫いさめて、ようやく、そこの下から百歩ほど退かせた。

　この日の激戦は、かくて引き別れとなった。世に伝えて、これを虎牢関ころうかんの三戦という。




洛陽落日賦らくようらくじつふ
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　味方の大捷たいしょうに、曹操をはじめ、十八ヵ国の諸侯は本陣に雲集して、よろこびを動揺どよめかせていた。

　そのうちに、討取った敵の首級何万を検し大坑おおあなへ葬った。

「この何万の首のうちに、一つの呂布りょふの首がないのだけは、遺憾だな」

　曹操がいうと、

「いや、張飛や関羽などという雑兵に負けて逃げるようでは、呂布の首の値打ちも、もう以前のようにはない」と、袁紹えんしょうは大きく笑った。

　勝てば皆、軍いくさは自分ひとりでしたように思い、負ければ、皆負けた原因を、他人に向けて考える。

　凱歌と共に、杯を挙げて、一同はひとまず各〻の陣地へもどった。すると、誰か、

「待ち給え袁術えんじゅつ」と、一人の将軍を呼び止めた者がある。

　袁術は、袁紹の弟で、兵糧方を一手に指揮している者だ。誰かと思ってふりかえると、それは、さきに汜水関しすいかんの第一戦で惨敗を喫してから後、常に、陣中でもうけが悪いので肩身せまそうにしていた長沙ちょうさの太守孫堅そんけんだった。

「やあ。孫堅か。足下そっかも陣地へ引揚げるところか」

「いや、貴公の陣地へ、わざわざ貴公を訪ねて来たのだ」

「──とはまた、どんなご用で」

「ほかでもないが、さきごろ、それがしが先鋒を承って、汜水関の攻撃に向っていた際に、何ゆえ、貴公は故意に兵糧の輸送を止めたか。返答あらば承ろう」

　剣の柄に手をかけて詰問きつもんした。

　袁術は、蒼くなって、

「いや、あのことか、あのことについてならば、一度足下に親したしく事情を語ろうと思っていたが、陣中、つい遑いとまもなかったので」

「そんなことを糺ただすのではない。なぜ兵糧を送らなかったか、それだけを聞けば此方にも覚悟があるのだ。そもそも、この孫堅は、董卓とはもともと何の怨みがあるわけでもない。ただ、こんどの檄げきに応じて戦に加わったのは、上は国家のため、下は百姓の苦しみを救わんがためだ。しかるに雑人ぞうにんばらの讒言ざんげんを信じて、故意に、この孫堅に敗軍の憂き目を見せたことは、味方同士とはいえ、ゆるしておき難い。返答によっては、今日ここにおいて、おん身の首を申しうける覚悟できた。……さっ、申し開きがあるなら云ってみろ」

　孫堅の人物は疾とく知っている。気の短い、そして猛々しい南方の生れだ。青白い面色して、眦まなじりをつりあげながら迫るのだった。袁術は、脚のくる節からふるえが這いのぼってくるのを覚えた。

「ま、ま。そう怒らないで。──まったく、後では自分も申し訳なく思っていた。それにつけても憎ッくい奴は、足下の讒訴ざんそを云いふらした男じゃ。その者の首を刎はねて、陣中に高札し、足下の冤えんをそそぐから、胸をなでてくれ給え」

　平謝りに謝って、袁術は自分の命惜しさに、前に自分へ向って、兵糧止めを進言した隊中の部将を呼びつけ、理由も告げず縛らせて、

「この男です。この男が足下のことをあまり讒言するので、つい口に乗ったわけで──。どうかこれをもって、鬱憤うっぷんをなぐさめてくれ給え」

　左右の家臣に命じて、即座に部将の首を刎ねてしまった。

　こういう小人をあいてにとって怒ってみてもはじまらないと考えたのか──孫堅は苦笑いして、わが陣地へ帰ってしまった。そして久しぶりに、帳とばりを垂れて長々と眠りかけると、夜営の哨兵が、なにか呶鳴る声がした。

「……何か？」と、身を起していると、常に彼の傍らに警固している程普ていふ、黄蓋こうがいの二大将が、

「太守。起きておいでですか」と、帳の間から小声でいった。
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「なんだ、夜中」

　孫堅は、寝所の帳を払って、腹心の程普にたずねた。

　程普は、彼の耳へ、顔を寄せんばかり近寄って、

「この深夜に、陣門を叩く者がありました。何者かと思えば、敵方の密使二騎で、ひそかに太守にお目にかかりたいと申しますが」

「何。董卓とうたくから？」

　孫堅は、意外に思って、

「ともかく会ってみよう」と、使者を室へ入れて見た。

　生命がけで来た敵は、孫堅のすがたに接すると、懸命な弁をふるって云った。

「それがしは、董相国の幕下の一人、李傕りかくという者ですが、丞相じょうしょうは常々からふかく将軍を慕っておられるので、特に、それがしに使いを命ぜられ、長くあなたと好誼よしみを結んでゆきたいとの仰せであります。──それも言辞の上や形式だけの好誼でなく、幸い、董相国には妙齢なご息女がありますから、将軍のご子息の一方を、婿として迎えられ、一門子弟、ことごとく郡守刺し史しに封ぜんとのお旨であります。こんな良縁と、ご栄達の機会は、またとあるまいかと存じられますが……」

　みなまで聞かぬうちに、

「だまれッ」

　孫堅は、一喝かつを加えて、

「順逆の道さえ知らず、君を弑しいし民を苦しめ、ただ、我慾あるのみな鬼畜に、なんでわが子を婿などにくれられようか。──わが願望は逆賊董卓を打ち、あわせてその九族を首斬って、洛陽の門に梟かけならべて見せんということしかない。──その望みを達しない時は、死すとも、眼をふさがじと誓っておるのだ。足もとの明るいうちに立帰って、よく董卓に伝えるがいい」

　と、痛烈に突っぱねた。

　鉄面皮な使者は、少しも怯ひるまず、

「そこです。将軍……」

　となお、くどく云いかけるのを、孫堅は耳にもかけず、押しかぶせて呶鳴った。

「汝らの首も斬り捨てるところだが、しばらくのあいだ預けておく。早々立帰って董卓にこの由を申せ」

　使者の李傕りかくともう一名の者は、ほうほうの態で洛陽へ逃げ帰った。

　そして、ことの仔細を、ありのままに丞相へ報告に及んだ。

　董卓は、虎牢関ころうかんの大敗以来、このところ意気銷沈していた。

「李儒りじゅ、どうしたものか」と、例によって、丞相のふところ刀といわれる彼に計った。

　李儒はいう。

「遺憾ながら、ここは将来の大策に立って、味方の大転機を計らねばなりますまい」

「大転機とは」

「ひと思いに、洛陽らくようの地を捨て長安ちょうあんへ都をお遷うつしになることです」

「遷都せんとか」

「さればです。──さきに虎牢関の戦いで、呂布すら敗れてから、味方の戦意は、さっぱり振いません。如しかず、一度兵を収おさめて、天子を長安にうつし奉り、時を待って、戦うがよいと思います。──それに近頃、洛内の児童が謡っているのを聞けば、

西頭セイトウ一箇コノ漢

東頭一箇ノ漢

鹿ロクハ走ッテ長安ニ入ル

マサニ斯コノ難ナカルベシ


　とあります。歌の詞を按あんずるに、西頭一箇の漢とは高祖をさし、長安十二代の泰平をいって、同時に、長安の富饒ふじょうにおいでになったことのある丞相の吉方きっぽうを暗示しているものと考えられます。東頭一箇の漢とは、光武洛陽に都してより今にいたるまで十二代。それを云ったものでしょう。天の運数かくの如しです。──もし長安へおうつりあれば、丞相のご運勢は、いよいよ展ひらけゆくにちがいありません」

　李儒の説を聞くと、董卓は、にわかに前途が展けた気がした。その天文説は、たちまち、政策の大方針となって、朝議にかけられた。──いや独裁的に、百官へ云い渡されたのであった。
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　廟議びょうぎとはいえ、彼が口を開けば、それは絶対なものだった。

　けれどこの時は、さすがに、百官の顔色も動揺どよめいた。

　第一、帝もびっくりされた。

「……遷都？」

　事の重大に、にわかに、賛同の声も湧かなかった。代りにまた、反対する者もなかった。

　寂せきたる一瞬がつづいた。

　すると、司徒の楊彪ようひょうが、初めて口を切った。

「丞相。今はその時ではありますまい。関中の人民は、新帝定まり給うてから、まだ幾日も、安き心もなかった所です。そこへまた、歴史ある洛陽を捨てて、長安へご遷都などと発布されたら、それこそ、百姓たちは、鼎かなえのごとく沸いて、天下の乱を助長するばかりでしょう」

　太尉黄琬こうえんも、彼についで、発言した。

「そうです。今、楊彪ようひょうの申されたとおり、遷都の儀は、然るべからずと存じます。その理由は、明白です。──ここにある百官の諸卿も、胸にその不可は知っても、ただ丞相の意に逆さからうことを恐れて、黙しておるのみでしょう」

　続いて、荀爽じゅんそうも、反対した。

「もし今、挙げて、王府をこの地から掃はらえば、商賈しょうこは売るに道を失い、工匠は職より捨てられ、百姓は流離して、天を怨みましょう。──丞相どうか草民をあわれんで下さい」

　つづけざまに異論が沸きそうに見えたので、董卓は、形相をなして呶鳴った。

「わずかな百姓が何だっ。天下の計をなすのに、いちいち百姓のことなど按じていられるか」

　荀爽は、またいった。

「百姓は邦くにの本もとですぞ。百姓なくして、国家がありましょうか」

「おのれ、まだいうかっ。彼奴きゃつらの官職を剥ぎ、位階を奪とり上げろ」

　董卓は、云い捨てて、廟びょうを下り、即座に、車馬千駄の用意を命じて、自分はひとまず宮門から自邸へと輦くるまを急がせた。

　すると、その途上を、街路樹の木蔭で待ちうけていたらしい若い武士もののふが二人、

「丞相、しばらくっ」

「しばらくお待ち下さい」

　と追いかけてきて、輦くるまの前にひざまずいた。見れば、城門の校尉伍瓊ごけいと、尚書しょうしょの周毖しゅうひであった。

「なんだ、汝ら、わが途上をさえぎって」

「無礼なお咎めは、覚悟のまえで申上げにきました」

「覚悟のまえだと。なにをわれに告げようというのか」

「今日、宮中において、遷都せんとのご内定があったかに承りますが」

「内定ではない。決議だ」

「洩れ伺って、われわれ末輩まで、驚倒いたしました。伝統ある都府は、一朝一夕にはできません。いわんや漢室十二代の光輝あるこの土どを捨てて」

「蠅はえめら、何をいう。書生の分際で、朝議の決議に、異議を申したてるなど、もってのほかな奴だ。しかも路傍で──」

「いかほどお怒りをうけましょうとも、天下の為、坐視はできません」

「坐視できぬ。さては敵の廻し者か。生かしておいては、後日の害だ。こやつらの首を刎ねろっ」

　云い放って、輦くるまを進めると、二人はなお、忠諫ちゅうかんを叫びながら、輦の輪に取りすがった。

　そこを、董卓の家臣たちが、背から突き、頭から斬り下げたので、車蓋まで鮮血は飛び、車の歯にも肉漿にくしょうがかかって、赤い線がからまってぐわらぐわらまわって行くように見えた。

　それを見た洛陽の市民はみな泣いた。また、遷都のうわさは半日の間にひろまって、聞く者みな茫然としてしまった。

　夜に入ると、心なしか、地は常よりも暗く、天は常よりも怪しげな妖星の光が跳ねおどっていた。
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「遷都だ。遷都のお触ふれが出たぞ」

「ここを捨てて長安へ」

「後はどうなるのだろう」

　洛陽の市民は、寝耳に水の驚きに打たれて、なすことも知らなかった。

　それにきのうの白昼、董相国の輦に向って直諫ちょっかんした二忠臣が、相国の怒りにふれて、

　──斬れっ。

　というただ一喝のもとに、武士たちの刀槍の下に寸断された非業ひごうな死にざまをも、市民は、まざまざと目撃しているので、

「ものをいうな」

「何もいうな」

「殺されるぞ」

　と、ひたすら懼おそれて、不平の叫びすらあげえないのであった。

　危うい哉かな、董卓は、天をも惧おそれない、また、地に満つる民心の怨みも意としない。彼は、一夜を熟睡して、醒めるとすぐ、

「李儒、李儒」

「はっ、これにいます」

「遷都の発令はすんだか」

「万端終りました」

「朝廷においても、公卿百官もみな心得ているだろうな」

「引移る準備に狂奔しております。それから都門へ高札を立て、なおそれぞれ役人から触れさせましたから、洛内の人民どもも、おそらく車駕について大部分は長安へ流れてきましょう」

「いや、それは貧乏人だけだ。富貴な金持は、たちまち家財を隠匿して、閑地へ散ってしまう。丞相府にも朝廷にも、金銀はすでに乏しかろう」

「さればです。遷都令と同時に軍費徴発令をお発しありたいと存じます」

「いいようにやれ、いちいち法文を発するには及ばん」

「では、ご一任ください」

　李儒は五千人を選んで、市中に放ち、遷都と軍事の御用金を命ずると称して、洛中の目ぼしい富豪を片っぱしから襲わせた。そして金銀財宝を山のごとくあつめ、それを駄馬や車輛に積んでは、そばからそばから長安へ向けて輸送した。

　洛陽は、無政府状態となった。

　官紀も、警察制度もすべての秩序も一日のまに喪失そうしつして、市街は混乱におちいった。

　富家の財宝を没収するやり方も実にひどかった。

　狂風に躍る暴兵は、ここぞと思う富豪の邸へ目をつけると、四方を取囲んでおいて、突然、邸内へ乱入し、家財金銀を担ぎだして手むかう者は立ちどころに斬り殺した。年若い女子の悲鳴が、その間に、陰々と、人目のない所から聞えてきたり、また公然と、さらわれて行ったり、眼もあてられない有様だった。

　また、発令の翌日。

　御林軍ぎょりんぐんの将校たちは、流民が他国へ移るを防ぐために、強制的に兵力でこれを一ヵ所にまとめ、百姓の家族たちを五千、七千と一団にして、長安のほうへ送った。

　乳のみ児を抱えた女房や、老人、病人を負った者や、なけなしの襤褸ぼろだの貧しい家財を担になって子の手をひいてゆく者だの──明日知れぬ運命へ駆り立てられながら、山羊の群れの如く真っ黒に追われて歩く流民の姿は、実に憐れなものだった。

　鬼畜の如き暴兵は、手に刀を、たえず鞭の如く振って、

「歩け、歩け、歩かぬやつは斬るぞ」

「病人など捨てて歩け」と、脅しつけたり、白昼人妻に戯れたり、その良人を刺し殺したり、ほしいままな暴虐ぼうぎゃくを加えて行った。

　ために、流民の号泣する声が、野山にこだまして、天も曇るかと思われた。
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　同じ日──

　董卓もその私邸官邸を引払い、私蔵する財物は、八十輛の馬車に積んで連ね、

「さらば立とうか」と、彼も輦くるまにかくれた。

　彼にはこの都に、なんの惜し気もなかった。もともと一年か半年の間に横奪よこどりした都府であるから。

　けれど、公卿百官のうちには、長い歴史と、祖先の地に、恋々と涙して、

「ああ、遂に去るのか」

「長生きはしたくない」

　と、慟哭どうこくしている老官もあった。

　そのため、遷都の発足は、いたずらに長引きそうなので、董卓は、李粛を督して、強権を布令させた。

　今朝寅とらの刻こくを限って、宮門、離宮、城楼、城門、諸官衙しょかんが、全市街の一切にわたって火を放ち、全洛陽を火葬に附すであろう。

　という命である。

　ひとつは、やがて必ず殺到するであろう袁紹えんしょうや曹操らの北上軍に対する焦土戦術の意味もある。

　なににしても、急であった。

　その混乱は、名状しようもない。そのうちに、寅の刻となった。

　まず、宮門から火があがった。

　紫金殿の勾欄こうらん、瑠璃楼るりろうの瓦かわら、八十八門の金碧きんぺき、鴛鴦池えんおうちの珠たまの橋、そのほか後宮の院舎、親王寮、議政廟ぎせいびょうの宏大な建築物など、あらゆる伝統の形見は、炎々たる熱風のうちに見捨てられた。

「幾日燃えているだろうな」

　董卓は、そんなことを思いながら、この大炎上を後に出発した。

　彼の一族につづいて、炎の中から、帝王、皇妃、皇族たちの車駕が、哭くがごとく、列を乱して遁のがれてきた。

　また、先を争って、公卿百官の車馬や、後宮の女子たちの輿こしや、内官どもの馬や財産を積んだ車や、あらゆる人々が──その一人も後に停まることなく──雪崩なだれあって、奔々ほんぽんと洛陽の外へ吐き出されて行った。

　また、呂布は。

　かねて、董卓から密々の命をうけていて、これはまったく、別の方面へ出て働いていた。一万余人の百姓や人夫を動員し、数千の兵を督して、前日から、帝室の宗廟そうびょうの丘に向い、代々の帝王の墳墓から、后妃や諸大臣の塚までを、一つ残さず掘り曝あばいたのだ。

　帝王の墳墓には、その時代時代の珍宝や珠玉が、どれほど同葬してあるかしれない。皇妃皇族から諸大臣の墓まで数えればたいへんな物である。中には得がたい宝剣や名鏡から、大量な朱泥金銀などもある。もとより埴輪はにわや土器などには目もくれない。

　これは車輛に積むと数千輛になった。値にすれば何百億か知れない土中の重宝だった。

「夜を日についで長安へこれを運べ」

　呂布は、兵をつけて、続々とこれを長安へ送り立てると同時に、一方、今なお虎牢関の守りに残っている味方の殿軍しんがりに対して、

「関門を放棄ほうきせよ」と、使いをやり、

「疾風の如く、長安まで退け」と、命令した。

　殿軍しんがりの大将趙岑ちようしんは、

「長安までとは、どういうわけだろう」

　と、怪しんだがともかく関をすてて全軍、逃げ来って見ると、すでに洛陽は炎々たる火と煙のみで、人影もなかった。

　先に、知らせると、守備の兵が動揺して、遷都の終らぬまに、敵軍が堰せきを切って奔入してくるおそれがあるのでわざと間際まで知らせなかったのであるが、しかし、それほど遷都は早く行われたのであった。

　もちろん。

　呂布もいち早く、掘りあばいた帝王陵の坑あなを無数に残して、蜂のごとく、長安へ飛び去っていた。




六



　当時、寄手の北上軍のほうでも、ここ二、三日、何となく敵方の動静に、不審を抱いていた。

　折から、諜報が入ったので、

「すわや」と色めき、

「一挙に占とれ」とばかり、国々の諸侯は、われがちに軍をうごかし、汜水関しすいかんへは、孫堅軍が先の雪辱をとげて一番に馳け入り、虎牢関の方面では、公孫瓚こうそんさんの軍勢に打ちまじって、玄徳、関羽、張飛の義兄弟が第一番に踏みのぼり、関頭に立って名乗りをあげた。

「おお、焼けている！」

「洛陽は火の海だ」

　そこに立てば、すでに関中は指呼することができる。

　渺茫びょうぼう三百余里が間、地をおおうものはただ黒煙くろけむりだった。天を焦こがすものは炎の柱だった。

　──これがこの世の天地か。

　一瞬、その悽愴せいそうさに打たれたが、いずれも入城の先頭をいそいで、十八ヵ国の兵は急潮のごとく馳け、前後して洛中へ溢れ入った。

　孫堅は、馬をとばして、まず先に市中の巡回を開始し、惨たる灰燼に、そぞろ涙を催したが、熱風の裡うちから声を励まして、

「火を消せ。消火につとめろ、財物を私するな、逃げおくれた老幼は保護してやれ、宮門の焼け址あとへ歩哨を配置せい！」と、将兵に下知げちして、少しも怠るところがなかった。

　諸侯の軍勢も、各〻、地を選んで陣を劃したが、曹操そうそうは早速、袁紹に会って忠告した。

「何もお下知が出ないようですが、この機をはずさず、長安へ落ちて行った董卓を追撃すべきではないでしょうか。なんで、悠々閑々と、無人の焼け址に、腰をすえておられるか」

「いや、月余の連戦で、兵馬はつかれている。すでに洛陽を占領したのだから、ここで二、三日の休養はしてもよかろう」

「焦土を奪って、なんの誇るところがあろう。かかる間にも、兵は驕おごり、気は堕だしてくる。弛ゆるまぬうちに、疾く追撃にかかり給え」

「君は予を奉じた者ではないか。追討ちにかかる時には、軍令をもって沙汰する。いたずらに私言をもてあそんでは困る」

　袁紹は、横を向いてしまった。

「ちぇッ……」

　持ち前の気性が、むらむらと曹操の胸へこみあげてきた。一喝、彼の横顔へ、

「豎子じゅし、共に語るに足らん！」と罵ののしると、たちまち、わが陣地へ帰って来て、

「進軍っ。──董卓を追いまくるのだっ」と、叫んだ。

　彼の手勢としては、夏侯淵かこうえん、曹仁、曹洪そうこうなどの幕下をはじめとして一万余騎がある。西方長安へさして落ちのびて行った敵は、財宝の車輛荷駄や婦女子の足手まといをつれ、昏迷狼狽の雪崩なだれを打って、列伍もなさず、戦意を喪失しているにちがいない。

「追えや、追えや。敵はまだ遠くは去らぬぞ」

　と、曹操は急ぎに急いだ。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　一方──

　帝の車駕をはじめおびただしい洛陽落ちの人数は、途中、行路の難に悩みながら、滎陽けいようまで来て、ひと息ついていた所へ、早くも、

「曹操の軍が追ってきた」

　との諜報に、色を失って、帝をめぐる女子たちの車からは悲しげな嗚咽おえつさえ洩れた。

「さわぐことはありません。相国しょうこく、ここの天嶮は、伏兵ふくへいをかくすに妙です」

　李儒は、滎陽城けいようじょうのうしろの山岳を指さした。彼はいつも董卓の智慧嚢ぶくろだった。彼の口が開くと、董卓はそれだけでも心が休まるふうに見えた。




七



　帝陵の丘をあばいて発掘した莫大な重宝を、先に長安へ輸送して任を果たし終った呂布軍も、一足あとから滎陽の地を通りかけた。

　するといきなり彼の軍へ向って城内から矢石しせきを浴びせかけて来たので、

「太守徐栄じょえいは、相国のため道を開き、帝の御車みくるまをお迎えして、ここに殿軍しんがりなすと聞いたので、安心して参ったが、さては裏切りしたか。その分なれば、踏みつぶして押し通れ」

　と、呂布は激怒して、合戦の備えにかかった。

「やあ、呂布であったか」

　城壁の上で声がした。見ると李儒だった。

「──敵の追手が迫ると聞き、曹操の軍と見ちがえたのだ。怒り給うな、今、城門をあけるから」

　早速、呂布を迎えて仔細を告げて詫びた。

「そうか。では相国には、たった今落ちのびて行かれたか」

「まだ、この城楼から見えるほどだ。オオ、あれへ行くのがそうだ。見給え」

　と、楼台に誘って、彼方の山岳を指さした。

　羊腸ようちょうたる山谷の道を、蟻のように辿たどってゆく車駕や荷駄や大兵の列が見える。

　やがてそれは雲の裡にかくれ去った。

　呂布は、眼を辺りへ移して、

「この小城では守るに足らん。李儒、貴公はここで曹操の追手を防ぐ気か」と、たずねた。

　李儒は、頭を振って、

「いやこの城は、わざと敵に与えて敵の気を驕おごらせるためにあるのだ。殿軍の大兵は、みな後ろの山谷に伏兵として潜めてある。──足下もここにいては、呂布ありと敵が大事をとって、かえって誘うに困難だから、あの山中へひいて潜んでいてくれ」といった。

　李儒の謀計を聞いて、

「心得た」

　呂布もいさぎよく山へかくれた。

　かかる所へ、曹操は一万余の手勢をひいて、ひたむきに殺到した。

　またたく間に、滎陽城けいようじょうを突破し逃げる敵を追って、山谷へ入った。

　不案内な山道へ誘いこまれたのである。しかもなお、曹操は、

「この分なら、董卓や帝の車駕に追いつくのも、手間ひまはかからぬぞ、殿軍の木ッ端どもを蹴ちらして追えや追えや」と、いよいよ意気を昂あげていたのであった。

　なんぞ知らん。

　鹿を追うこと急にして、彼ほどな男も、足もとに気づかなかった。

　突如として。

　四方の谷間や断崖から、鬨ときの声が起ったのだ。

「伏せ勢？」

　気のついた時は、すでに曹操ばかりでなく、彼の一万余兵は、まったく袋の中の鼠になっていた。

　道を求めんと、雪崩れ打てば、断崖の上から大石が落ちてきて道を埋め、渓流を渡って、避けんとすれば、彼方の沢や森林から雨のごとく矢が飛んできた。

　曹操の軍は、ここに大敗を遂げた。殲滅せんめつ的に打ちのめされた。

「あれも斃れたか。おお、あれも死んだか」

　曹操は、自分の目の前で、死を急いでゆく幕下の者を見ながら、なお戦っていた。

　時分はよしと思ったか、呂布は谷ふところの一方から、悠々、馬を乗り出して、彼へ呼びかけた。

「おうっ、驕慢児きょうまんじ曹操っ。野望の夢もいま醒めたろう。笑止や、主にそむいた亡恩の天罰、思い知るがいい」

　呂布は、死にもの狂いの曹操を雑兵の囲みにまかせて、自分は小高い所から眺めていた。




生死せいし一川せん
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　曹操は、見つけて、

「おのれ、あれなるは、たしかに呂布」と、さえぎる雑兵を蹴ちらして、呂布の立っている高地へ近づこうとしたが、董卓とうたく直参じきさんの李傕りかくが、横合いの沢から一群を率いてどっと馳けおり、

「曹操を生擒いけどれ」

「曹操を逃がすな」

「曹操こそ、乱賊の主魁しゅかいぞ」

　と、口々に呼ばわって、伏兵の大軍すべて、彼ひとりを目標に渦まいた。

　八方の沢や崖から飛んでくる矢も、彼の前後をつつむ剣も戟ほこも、みな彼一身に集まった。

　しかも曹操の身は今や、まったく危地に墜ちていた。うまうまと敵の策中にその生殺を捉われてしまった。

　──君は戦国の奸雄かんゆうだ。

　と、予言されて、むしろ本望なりとかつてみずから祝した驕慢児きょうまんじも、今は、絶体絶命とはなった。

　奇才縦横、その熱舌と気魄をもって、白面の一空拳よく十八ヵ国の諸侯をうごかし、ついに、董卓をして洛陽を捨てるのやむなきにまで──その鬼謀は実現を見たが──彼の夢はやはり白面青年の夢でしかなく、はかない現実の末路を遂とげてしまうのであろうか。

　そう見えた。

　彼もまた、そう覚悟した。

　ところへ、一方の血路を斬りひらいて、彼の臣、夏侯淵かこうえんは主を求めて馳けつけてきた。

　そしてここの態を見るや否や、「主君を討たすな」と、一角から入りみだれて猛兵を突っこみ、李傕りかくを追って、ようやく、曹操を救けだした。

「ぜひもありません。かくなる上は、お命こそ大事です。ひとまず麓の滎陽けいようまで引退がった上となさい」

　夏侯淵は、わずか二千の残兵を擁して踏みとどまり、曹操に五百騎ほど守護の兵をつけて、

「早く、早く」と促した。

　顧かえりみれば、一万の兵は、打ちひしがれて、三千を出なかった。

　曹操は、麓へ走った。

　しかし、道々幾たびも、伏兵また伏兵の奇襲に脅やかされた。従う兵もさんざんに打ち減らされ、彼のまわりにはもう十騎余りの兵しか見えなかった。

　それも、馬は傷つき、身は深傷ふかでを負い、共に歩けぬ者さえ加えてである。

　みじめなる落武者の境遇を、曹操は死線のうちに味わっていた。

　人心地もなく、迷いあるいて、ただ麓へ麓へと、うつろに道を捜していたが、気がつくと、いつか陽も暮れて、寒鴉かんがらすの群れ啼く疎林そりんのあたりに、宵月の気けはいが仄ほのかにさしかけている。

「ああ、故郷の山に似ている」

　ふと、曹操の胸には父母のすがたがうかんできた。大きな月のさしのぼるのを見ながら、

「親不孝ばかりした」

　驕慢児きょうまんじの眼にも、真実の涙が光った。脆もろい一個の人間に返った彼は、急に五体のつかれを思い、喉の渇かつに責められた。

「清水が湧いている……」

　馬を降りて、彼は清水へ顔を寄せた。そして、がぶとひと口飲み干したと思うと、またすぐ近くの森林から執念ぶかい敵の鬨ときの声が聞えた。

「……やっ？」

　ぎょッとして、駒の背へ飛び移るまに、もう残るわずかな郎党も矢に斃たおれたり、逃げる力もなく、草むらに、こときれてしまっている。

　追いかけて来たのは、滎陽城太守の徐栄の新手あらてであった。徐栄は、逃げる一騎を曹操と見て、

「しめたッ」

　ひきしぼった鉄弓の一矢を、ぶん！ ──と放った。

　矢は、曹操の肩に立った。
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「──しまったッ」

　曹操は叫びながら、駒のたてがみへうつ伏した。

　またも、徐栄の放った二つの矢が、びゅんと耳のわきをかすめてゆく。

　肩に突っ立った矢を抜いている遑いとまもなかったのである。

　その矢傷から流れ出る血しおに駒のたてがみも鞍も濡れひたった。駒は血を浴びてなお狂奔をつづけていた。

　すると、一叢ひとむらの木蔭に、ざわざわと人影がうごいた。

「あっ、曹操だっ」と、いう声がした。

　それは徐栄の兵だった。徒歩かち立ちで隠れていたのである。一人がいきなり槍をもって、曹操の馬の太腹を突いた。

　馬は高くいなないて、竿立ちに狂い、曹操は大地へはね落された。

　徒歩兵かちへい四、五人が、わっと寄って、

「生擒いけどれっ」とばかり折り重なった。

　仰向けに仆れたまま、剣を抜き払って、曹操は二人を斬っただけで、力尽きてしまった。

　落馬した刹那に、馬の蹄ひづめで肋骨あばらをしたたかに踏まれていたからだった。

　時に。

　曹操の弟曹洪そうこうは、乱軍の中から落ちて一人この辺りをさまよっていたが、異なる馬の啼き声がしたので、

「や。……今のは兄の愛馬の声ではないか」と、馳けつけてきて、月明りにすかしてみると、今しも兄の曹操はわずかな雑兵輩ぞうひょうばらの自由になって、高手小手に縛いましめられようとしている様子である。

「くそッ」

　跳ぶ如く馳け寄って、一人を後ろから斬り伏せ、一人を薙なぎつけた。驚いて、逃げるは追わず、すぐ兄の身を抱き上げて、

「兄上っ、兄上。しっかりして下さい。曹洪です」

「あ、おまえか」

「お気がつきましたか。──さっさっ、私の肩につかまってお起たちなさい。今逃げた兵が、徐栄の軍を呼んでくるに違いありません」

「だ、だめだ……曹洪」

「なんですと？」

「残念ながら、矢傷を負い、馬に踏まれた胸も苦しい。この身は打捨てて行け。おまえだけ、早く落ちて行ってくれ」

「心弱いことを仰っしゃいますな。矢傷ぐらい、大したことはありません。いま、天下の大乱、この曹洪などはなくとも、曹操はなくてはなりません。一日でも、生きてゆくのは、あなたの天から享うけている使命です」

　曹洪は、こう励まして、兄の着ている鎧甲よろいかぶとを解いて身軽にさせ、小脇に抱いて、敵の捨てたらしい駒の背へしがみついた。

　果して。

　わあっ……と、徐栄の手勢が、後から追って来た。

　曹洪は、心も空に、片手に兄を抱え、片手に手綱をとり、眼をふさいで、

「この身はともかく、兄曹操の一命こそ、大事の今。諸仏天しょぶってん加護ありたまえ」

　と、祷いのりながら無我夢中に逃げつづけた。

　逆落しに、山上から曠野まで馳せおりて来た心地がした。

「やれ、麓へ出たか」と、思ってふと見ると、満々たる大河が行く手に横たわっているではないか。それと見た曹操は、苦しげに、弟をかえりみて、

「ああ、わが命数も極まったとみえる。曹洪、降ろしてくれ、いさぎよくおれはここで自害する。──敵のやって来ないうちに」と、死を急いだ。
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　曹洪は、兄を抱いて、馬から降りたが、決して抱いている手をゆるめなかった。

「なんです、自害するなんて、平常のあなたのご気性にも似あわぬことを！」と、わざと叱咤して、

「前にはこの大河、うしろからは敵の追撃、今やわたし達の運命は、ここに終ったかの如く見えますが、物もの窮きわまれば通ず──という言葉もある。運を天にまかせて、この大河を越えましょう」

　河岸に立つと、白浪のしぶきは岸砂を洗い、流れは急で、飛鴻ひこうも近づかぬ水の相すがたであった。

　身に着けている重い物は、すべて捨てて、曹洪は一剣を口にくわえ、傷負ておいの兄をしっかと肩にかけると、ざんぶとばかり濁流の中へ泳ぎ出した。

　江に接していた低い雨雲がひらくと、天の一角が鮮明に彩いろどられてきた。いつか夜は白みかけていたのである。満々たる江水は虹に燃え立って、怪魚のように泳いでゆく二人の影を揉みに揉んでいた。

　流れは烈しいし、深傷ふかでを負っているので、曹洪の四肢は自由に水を切れなかった。見る見るうちに、下流へ下流へと押流されてゆく。

　しかし、ついに彼岸ひがんは、眼のまえに近づいた。

「もうひと息──」と、曹洪は、必死に泳いだ。

　対岸の緑草は、ついそこに見えながら、それへ寄りつくまでが容易でなかった。激浪がぶつかっては、渦となって波流を渦巻いているからだった。

　すると。

　その河畔からやや離れた丘に徐栄の一部隊が小陣地を布いていた。河筋を監視するために、二名の歩哨が立って、暁光の美観に見とれていたが──

「やっ？　なんだろ」

　一人が指さした。

「怪魚か」

「いや、人間だっ」

　あわてて部将のところへ報しらせに馳けた。

　部将もそれへ来て、

「曹操軍の落武者だ。射てしまえ」と、弩弓手どきゅうしゅへ号令した。

　まさかそれが曹操兄弟とは気づかなかったので、緩慢かんまんにも弓組の列を布いて、射術を競わせたものだった。

　びゅっん──

　ぶうっん──

　弦は鳴り矢はうなって、彼方かなたの水ぎわへ、雨かとばかり飛沫を立てた。

　曹洪は、すでに岸へ這いついていたが、前後に飛んでくる敵の矢に、しばらく、死んだまねをしていた。

　その間に、「どう逃げようか」を、考えていた。

　ところがかえって、遥か河上から、一手の軍勢が、河に沿って下って来るのが見えた。朝雲の晴れ渡った下にひるがえる旗幟きしを望めば、それはまぎれもなく滎陽城の太守徐栄の精鋭だった。

「あれに見つかっては」と、曹洪は、気も顛動てんどうせんばかりにあわてた。矢ばしりの中も今は恐れていられなかった。剣を舞わして、矢を縦横に薙なぎ払いながら馳け出した。

　曹操も、矢を払った。二人か一人か、それは遠目には分らないほど、相擁しながら馳けたのである。

　丘の上の隊も、河に沿って来た一群の軍勢も、曹操兄弟が矢風の中を凌しのいで馳け出した影を見ると、

「さては、名のある敵にちがいないぞ。逃がすな」

　と、たちまち砂塵をあげて、東西から追いちぢめ、そのうち一小隊は、早くも先へ馳け抜けて、二人の前をも立ちふさいでしまった。
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　丘から射放つ矢は集まってくる。

　止とどまるも死、進むも死だった。

　一難、また一難。死はあくまで曹操をとらえなければ止まないかに見えた。

「この上は、敵の屍を山と積み、曹家の兄弟が最期として、人に笑われぬ死に方をして見せましょう。兄上も、お覚悟ください」

　曹洪も、ついに決心した。

　そして兄曹操と共に、剣をふりかざして、敵の中へ斬りこんだ。

　敵は、さわいで、

「やあ、曹家といったぞ。さては曹操、曹洪の兄弟と見えたり」

「思いがけない大将首、あれを獲とらずにあるべきや」

　餓狼がろうが餌を争うように二人を蔽おおいつつんだ。

　すると。

　彼方の野末から、一陣の黄風をあげて、これへ馳けて来る十騎ほどの武士があった。

　ゆうべから主君曹操の行方をさがし歩いていた夏侯惇かこうじゅん、夏侯淵かこうえんの二将の旗下はたもとたちだった。

「おうっ、ご主君これにか」

　十槍の穂先をそろえて、どっと横から突き崩して来た。

「いざ、疾とく」

　と曹兄弟に、駒をすすめ、夏侯惇はまっ先に、

「それっ、落ちろっ」と気を揃えて逃げだした。

　矢は急霰きゅうさんのように追ったが、徐栄軍はついに追いきれなかった。曹操たちは、一叢ひとむらの蒼林そうりんを見て、ほっと息をついた。見ると五百ばかりの兵馬がそこにいる。

「敵か、味方か？」

　物見させてみると、僥倖ぎょうこうにも、それは曹操の家臣、曹仁、李典、楽進たちであった。

「おお、君には、ご無事でおいで遊ばしたか」

　と、楽進、曹仁らは、主君のすがたを迎えると、天地を拝して歓び合った。

　戦は、実に惨憺たる敗北だったが、その悲境の中に、彼らは、もっとも大きな歓びをあげていたのだった。

　曹操は、臣下の狂喜している様を見て、

「アア我誤てり。──かりそめにも、将たる者は、死を軽んずべきではない。もしゆうべから暁の間に、自害していたら、この部下たちをどんなに悲しませたろう」と、痛感した。

「訓おしえられた。訓えられた」と彼は心で繰返した。

　敗戦に訓えられたことは大きい。得がたい体験であったと思う。

「戦にも、負けてみるがいい。敗れて初めて覚さとり得るものがある」

　負け惜しみでなくそう思った。

　一万の兵、余すところ、わずか五百騎、しかし、再起の希望は、決して失われていない。

「ひとまず、河内郡かだいぐんに落ちのびて、後図こうとを計るとしよう」

　曹操はいった。

　夏侯惇、曹仁たちも、

「それがよいでしょう」

　兵馬に令してそこを発たった。

　一竿かんの列伍は淋しく河内へ落ちて行った。山河は蕭々しょうしょうと敗将の胸へ悲歌を送った。生れながら気随気ままに育って、長じてもなお、人を人とも思わなかった曹操も、こんどという今度はいたく骨身に徹こたえたものがあるらしかった。

　途すがら、耿々こうこうの星を仰ぐたびに、彼はひとり呟いた。

「──君は乱世の奸雄だと、かつて予言者がおれにいった。おれは満足して起った。よろしい、天よ、百難をわれに与えよ、奸雄たらずとも、必ず天下の一雄になってみせる」




珠たま
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　──一方。

　洛陽の焦土に残った諸侯たちの動静はどうかというに。

　ここはまだ濛々もうもうと余燼よじんのけむりに満ちている。

　七日七夜も焼けつづけたが、なお大地は冷さめなかった。

　諸侯の兵は、思い思いに陣取って消火に努めていたが、総帥袁紹えんしょうの本営でも、旧朝廷の建章殿の辺ほとりを本陣として、内裏だいりの灰を掻かせたり、掘りちらされた宗廟そうびょうに、早速、仮小屋にひとしい宮を建てさせたりして、日夜、戦後の始末に忙殺されていた。

「仮宮も出来あがったから、とりあえず、太牢たいろうを供えて、宗廟の祭を営いとなもう」

　袁紹は、諸侯の陣へ、使いを派して、参列を求めた。

　いと粗末ではあったが、形ばかりの祭事を行って後、諸侯は連れ立って、今は面影もなくなり果てた禁門の遠方此方おちこちを、感慨に打たれながら見廻った。

　そこへ、

「滎陽けいようの山地で、曹操の軍は、敵のため殲滅的な敗北をとげ、曹操はわずかな旗下に守られて河内かだいへ落ちて行った──」

　という報らせが入った。

　諸侯は、顔見合わせて、

「あの曹操が……」とのみで、多くを語らなかったが、袁紹は、

「それ見たことか」と、聞えよがしにいった。

　そしてまた、

「董卓が洛陽を捨てたのは、李儒の献策で、余力をもちながら、自ら先んじて、都府を抛擲ほうてきしたものだ。──それを一万やそこらの小勢で、追討ちをかけるなど、曹操もまだ若い」

　と、その拙せつを嘲笑った。

　半焼となっている内裏の鴛鴦殿えんおうでんで、一同は小盞しょうさんを酌み交わしてわかれた。

　折ふし黄昏たそがれかけてきたので、池泉の畔ほとりには芙蓉の花がほの白く、多恨な夕風に揺れていた。

　諸侯はみな帰ったが、孫堅は二、三の従者をつれて、なお去りがてに、逍遥しょうようしていた。

「ああ……そこらの花陰や泉の汀なぎさで、後宮の美人たちがすすり泣きしているようだ。兵馬の使命は、新しい世紀を興すにあるが、創造のまえに破壊がともなう。……ああいかん、多情多恨にとらわれては」

　ひとり建章殿の階きざはしに坐って、星天を仰ぎ、じっと黙思していた。

　茫ぼう──と、白い一脈の白気が、星の光群をかすめていた。孫堅は、天文を占って、

「帝星ていせい明らかならず、星座星環せいかんみな乱る。──ああ乱世はつづく。焦土はここのみには、止とどまるまい」と、思わず嘆声をあげた。

　すると、階下にいた彼の郎党のひとりが、

「殿。……なんでしょう？」

　怪しんで指さした。

「なにが？」

　孫堅も、眸ひとみをこらした。

「さっきから見ていますと、この御殿の南の井戸から、時々、五色の光が映さしては消え、映しては消え、暗闇で宝石でも見ているようです。……どうも眼のせいとも思われませんが」

「ムム、なるほど。……そういわれてみれば、そんな気もする。炬火たいまつをともして、井戸の中を調べてみろ」

「はっ」

　郎党たちは馳けて行った。

　程なく、井戸のまわりでかざし合う炬火が彼方にうごいていた。そのうちに、郎党たちが、なにか、大声あげて騒ぎだした様子に孫堅も近づいてそこを覗いて見ると、水びたしになった若い女官の死体が引揚げられてあった。──すでに日も経ているらしいが、その装束も尋常よのつねの女性にょしょうとは思われないし、なお、生けるままな容貌かんばせは白玕はっかんのように美しかった。
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　いや、そればかりではない。

　死美人の屍かばねには、もっと麗わしい物が添っていた。それは襟頸にかけて抱いている紫金襴しきんらんの嚢ふくろだった。

　蝋ろうより真白い指が、しっかとそれを抱いている。──死んでも離すまいとする死者の一念が見えた。

　孫堅は、そばへ寄って、近々と死体をながめていたが、

「なんだろう。はて、この嚢を取りあげてみろ」

　郎党に命じて身を退いた。

　彼の従者は、すぐ死美人の頸からそれをはずし取って、孫堅の手へ捧げた。

「おい、炬火たいまつを出せ」

「はっ」

　従者は、彼の左右から、炬火をかざした。

「……？」

　孫堅の眼は、なにか、非常な驚きに輝きだしていた。紫金襴の嚢には、金糸銀糸で瑞鳳彩雲ずいほうさいうんの刺繍ぬいがしてあった。打紐うちひもを解いてみると、中から朱い匣はこがあらわれた。その朱さといったらない。おそらく珊瑚朱さんごしゅか堆朱ついしゅの類であろう。

　可愛らしい黄金の錠がついている。鍵は見当らない。孫堅は、歯で咬かんでそれをねじ切った。

　中から出てきたのは、一顆かの印章であった。とろけるような名石で方円四寸ばかり、石の上部には五龍を彫り、下部の角かどのすこし欠けた箇所には、黄金の繕つくろいがほどこしてある。

「おい、程普ていふを呼んで来い。──大急ぎで、ひそかに」

　孫堅は、あわてて云った。

　そしてなおも、

「はてな？　……これは尋常の印顆いんかではないが」

　と、掌中の名石を、恍惚こうこつとして凝視していた。

　程普が来た。

　息をきって、使いの者と共に、ここへ近づいて来るなり、

「なんぞ御用ですか」と、訊ねた。

　孫堅は、印顆を示して、

「程普。これをなんだと思う？」と、鑑識させた。

　程普は、学識のある者だった。手に取って、一見するなり驚倒せんばかり驚いた。

「太守。あなたはこれを一体、どうなされたのですか」

「いや、いまここを通りかかると井戸のうちから怪しい光を放つので、調べさせてみたところ、この美人の死体が揚ってきた。それはこの死美人が頸にかけていた錦の嚢から出てきた物だ」

「ああもったいない……」と程普は自分の掌に礼拝して、

「──これは伝国でんこくの玉璽ぎょくじです。まぎれもなく、朝廷の玉璽でございます」

「えっ、玉璽だと」

「ごらんなさい。篤とくと──」

　程普は、炬火のそばへ、玉璽を持って行って、それに彫ってある篆字てんじの印文を読んで聞かせた。

受命于天めいをてんにうく

既寿永昌きじゅえいしょう


「……とございましょうが」

「むむ」

「これはむかし荊山けいざんのもとで、鳳凰ほうおうが石に棲むのを見て、時の人が、石の心部を切って、楚そ国の文王に献じ、文王は、稀世の璞玉あらたまなりと、宝としていましたが、後、秦しんの始皇しこうの二十六年に、良工を選んでみがかせ、方円四寸の玉璽に作りあげ、李斯りしに命じて、この八字を彫らせたものであります」

「ウーム……。なるほど」

「二十八年始皇帝が洞庭湖どうていこをお渡りの折、暴風のために、一時この玉璽も、湖底に沈んだことなどもありましたが、ふしぎにもこの玉璽を持つ者は、一身つつがなく栄え、玉璽もいつか世に現れて、累世るいせい朝廷の奥に伝国の宝として、漢の高祖より今日まで、伝え伝えて参った物ですが……どうしてこれが今日の兵火に無事を得たのでしょうか。思えば、実に奇瑞きずいの多い玉璽ではあります」
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　玉璽を掌てにしたまま孫堅は、茫然と、程普の物語る由来に聞き恍ほれていた。

　そしてひそかに、思うらく、

（どうして、こんな名宝が、おれの掌に授かったのだろうか？）

　なにか恐ろしい気持さえした。

　程普は、語りつづけて。

「──今、思い合せれば、先年、十常侍じょうじらの乱をかもした折、幼帝には北邙山ほくぼうざんへお遁れ遊ばしましたが、その頃、にわかに玉璽が紛失したという噂が一時立ちました。──今、その玉璽が計らずも、井泉せいせんの底より拾い上げられて、太守のお掌に授かるというのは、ただ事ではありません」

「ウーム、自分もそう思う。……まったくこれはただ事ではない」

　孫堅も呻うめいた。

　程普は、主君の耳へ口をよせて、

「──天が授けたのです。天が、あなた様をして、九五きゅうごの御位みくらいにのぼせ、子孫にわたって、伝国の大統を指命せられた祥瑞しょうずいと思われます。……はやく本国へお帰りあって、遠大の計をめぐらすべきではありませんか」と、ささやいた。

　孫堅は、大きくうなずいて、

「そうだ」と、深く期すもののように、眼を輝かして、居合わせた郎党たちへ云い渡した。

「こよいのことは、断じて、他言は相成らぬぞ。もしほかへ洩らした者あらば、必ず首を刎ねるからそう心得よ」

　やがて、夜も更けて。

　孫堅は、自分の陣へこっそり帰って寝たが、程普は味方の者へ、

「ご主君には、急病を発しられたゆえ、明日、陣を払って、急に本国へお帰りになることになった」

　と、虚病けびょうを触れて、その夜からにわかに行旅の支度にかからせた。

　ところが。

　その混雑中に、孫堅についていた郎党のひとりが、袁紹えんしょうの陣へ行って、内通した。一部始終を袁紹に告げて、わずかな褒美をもらって姿をくらましていた。

　だから袁紹は、あらかじめ玉璽の秘密を知っていた。

　夜が明けると、孫堅は、何喰わぬ顔して、暇乞いにやって来た。孫堅はわざと、憔悴しょうすいした態をよそおって、

「どうも近頃、健康がすぐれないので、陣中の務めも懶ものうくてならんのです。はなはだ急ですが、しばらく本国へ帰って静養したいと思います。──当分は風月を友にして」

　云いかけると、袁紹は、

「あはははは」と、横を向いて笑った。

　孫堅はむっとして、

「何で総帥には、それがしが真面目に別辞を述べているのに、無礼な笑い方をなさるのか」

　と、剣に手をかけて詰問なじった。

　袁紹は露骨に、

「君は、虚病けびょうもうまいが、怒る真似もうまい。いや裏表の多い人物だ。──君の静養というのは、伝国の玉璽ぎょくじをふところに温めて、やがて鳳凰ほうおうの雛ひなでも孵かえそうという肚はらだろう」

「な、なにっ？」

「あわてんでもよい。こら孫堅、身のほどを知れよ。建章殿の井のうちから、昨夜、拾いあげた物をこれへ出せ」

「そんなことは知らん」

「不届きな！　汝、天下を奪う気か」

「知らん。なにをもって、このほうを謀叛人むほんにんというか」

「だまれ。国々の諸侯が、義兵をあげて、この艱苦を共にしているのは、漢の天下を扶けて、社稷しゃしょくをやすんぜんがためだ。玉璽は、朝廷に返上すべきもので、匹夫ひっぷの私わたくしすべきものではない」

「なにを、ばかなっ」

「ばかなとは、何事だ」

　袁紹も、彼に対して、あわや剣を抜こうとした。
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「や、剣に手をかけたな。──汝、この孫堅を斬ろうという気か」

　孫堅がいえば、

「おうっ」と、袁紹もいきり立って、

「貴様の如き黄口児こうこうじになんでこの袁紹が欺あざむかれようぞ。いかに嘘を構えても、謀叛心はもはや歴然だ。成敗して陣門にさらしてくれる」

「なにをっ」

　孫堅は、いうより早く剣を抜いた。袁紹も、大剣を払い、双方床を蹴って躍らんとした。

「すわや！」と、満堂は殺気にみちた。

　袁紹が後ろには、顔良、文醜ぶんしゅうなどの荒武者どもが控えている。──また、孫堅がうしろには程普、黄蓋、韓当などの輩が、

「主人の大事」と、ばかり各〻、剣環けんかんを鳴らしてざわめき立った。

　洛陽入りの後はここに戦いもなかった。長陣の鬱気うっきばらしに、ひと喧嘩、血の雨も降りそうな時分である。

　だが、驚いたのは、満堂の諸侯で、総立ちになって、双方を押しへだてた。──日頃、盟ちかいの血をすすり、義を天下に唱えながら、こんな仲間割れの醜態を、世上へさらしたら、民衆の信望はいっぺんに失墜してしまうに相違ない。義軍の精神は疑われ、長安へ落ちた董卓軍は、それ見たことか、と、手を打って歓ぶにちがいない。

「まあ、まあ、ここは」

「孫堅も、あれまでに、身の潔白を云い立てておるのですから、よもや仮病などではありますまい」

「総帥も、お立場上、自重してくださらなければ困る」

　諸侯の仲裁で、やっと、

「では、各〻に任すが、孫堅はきっと、玉璽を盗んでいないか。その証あかしはどうして見せるか」

　袁紹がいうと、孫堅は、

「われも漢室の旧臣、なんで伝国の玉璽を奪って謀叛などせんや。──天地神明に誓ってさようなことはない」と絶叫した。

　その血相に、誰も、「あれほどいうからには」と、信じきって、仲直りに、杯を挙げて別れたところが、なんぞ計らん、それから一刻も経たないうちに、孫堅の陣地には、もう一兵の影も見えなかった。

「さては、怪しい？」と、袁紹も焦立いらだち、諸侯の陣もなんとなく動揺しだして見えた所へ、さきに董卓を追って、滎陽けいようで大敗を喫した曹操が、わずかな残兵をひいて、洛陽へ帰って来た。

　袁紹は、折も折とて、彼に計ろうと酒宴を設け、諸侯を呼んで、曹操を慰めると、曹操はむしろ憤然として、

「口に大義を唱えても、心に一致する何ものもなければ、同志も同志ではない。いたずらに民を苦しめ、無益の人命と財宝を滅すのみだ。小生はしばらく山野へ帰って考え直す。諸氏も、熟慮してみたがよかろう」と、即日、洛陽を去って揚州ようしゅうの方面へ立ってしまった。

　その頃、孫堅はすでに、ひた走りに本国へさして逃げ帰っていた。

　途中。

　袁紹の追討令で、追手の軍に追われたり、諸城の太守に遮とどめられたり、さんざんな憂き目に遭ったが、ついに黄河のほとりまで逃げのびて、一舟しゅうを拾い、からくも江東へ逃げ渡った。

　舟中の身辺をかえりみると、幕下の将兵わずか数名しかいなかった。けれど、彼のふところには伝国の玉璽がまだ失われずにあった。
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　破壊は一挙にそれをなしても、文化の建設は一朝にしては成らない。

　また。

　破壊までの目標へは、狼煙ろうえん一つで、結束もし、勇往邁進ゆうおうまいしんもするが、さて次の建設の段階にすすむと、必ずや人心の分裂が起る。

　初めの同志は、同志ではなくなってくる。個々の個性へ返る。意見の衝突やら紛乱ふんらんが始まる。熱意の冷却が分解作用を呼ぶ。そして第二の段階へ、事態は目に見えぬまに推移してゆくのである。

　曹操、袁紹らの挙兵も、今やそこへ逢着ほうちゃくして来たのであった。

　当初の理想もいま何処へ。

　まず、その狼煙を最初に揚げて、十八ヵ国の諸侯を糾合きゅうごうした曹操自身からまっ先に、袁紹の優柔不断ゆうじゅうふだんに腹を立てて、（おれは俺でやろう）と決意したものの如く、大勢には勝利を占めながら、残り少なきわずかな手勢と、鬱勃うつぼつたる不平と、惨心とを抱いて、いちはやく揚州の地へ去ってしまった。

　また。

　廃墟となった禁門の井戸から、計らずも玉璽を拾った孫堅は孫堅で、珠たまを抱いだくと、たちまち心変りして、袁紹と烈しい喧嘩別れをして、即日、これも本国へさして急いでしまったが、途上、荊州けいしゅうの劉表りゅうひょうに遮さえぎられて、その軍隊はさんざんな傷手をうけ、身をもって黄河を遁れ渡った時は──その一舟中に生き残っていた者、わずかに、程普と黄蓋などの旗本六、七人に過ぎなかったという──後日の沙汰であった。

　そんな折も折。

　東郡の喬瑁きょうぼうと、刺史劉岱りゅうたいとが、またぞろ洛陽の陣中、兵糧米の借り貸しか何かのつまらないことから喧嘩を起し、劉岱はふいに夜中、相手の陣営へ斬りこんで、喬瑁を斬り殺してしまった──などという事件が起ったりした。

　諸侯の間でさえそんな状態であったから、以下の将校や卒伍の乱脈は推して知るべきであった。

　掠奪はやまない。酒は盗む。喧嘩はいつも女や賭博のことから始まった。──軍律はあれど威令が添わないのである。洛陽の飢民は、夜ごと悲しげに、廃墟の星空を仰いで、

（こんなことなら、まだ前の董相国とうしょうこくの暴政のほうがましだった）と、呟つぶやき合った。

　夜となれば人通りもなく、たまたま闇に聞えるのは、人肉を喰って野生に返った野良犬のさけびか、女の悲鳴ばかりだった。

「太守、お呼びですか」

　劉備玄徳りゅうびげんとくは、一夜ひそかに、公孫瓚こうそんさんの前に立っていた。

　公孫瓚は、彼に告げた。

「ほかではないが、このごろ、つくづく諸侯の心やまた、総帥そうすい袁紹えんしょうの胸を察するに、どうも面白くないことばかりだ。袁紹には、この後を処理してゆく力がない。要するに彼は無能だ。きっと今に、収拾できない混乱が起ると思う」

「はい……」

「君もそう思うだろう。君を始め、関羽、張飛などにも、抜群な働きをさせて、なんの酬いるところもなくて気の毒だが、ひとまず洛陽を去って、ご辺も平原へ帰ってはどうか。──自分も陣を引払って去ろうと考える」

「そうですか。──いやまた、時節がありましょう。ではお暇いとまいたします」

　玄徳は、別れを告げた。

　かくて彼は、関羽、張飛のふたりにも、事態をつげて、平原をさして行った。

　洛陽には入ったが、ついに、何物も得るところはなく──である。従兵馬装、依然として貧しき元の木阿弥もくあみだった。

　けれど、関羽も張飛も、相かわらず朗らかなものだった。馬上談笑して、村へ着けば、時折に酒など買い、

「おい、飲まないか。まだおれ達の祝杯は、前途いつのことだか分らないが、生命だけはたしかに持って帰れるんだから──少しくらいは祝ってもよかろう。馬上で飲み廻しの旅なんて、洒落しゃれているぞ」

　などと張飛は笑わせて、いつも日々是これ好日の態ていだった。
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　さて、その後。

　──焦土の洛陽らくように止まるも是非なしと、諸侯の兵も、ぞくぞく本国へ帰った。

　袁紹えんしょうも、兵馬をまとめて一時、河内郡かだいぐん（河南省かなんしょう・懐慶かいけい）へ移ったが、大兵を擁していることとて、立ちどころに、兵糧に窮してしまった。

「兵の給食も、極力、節約を計っていますが、このぶんでゆくと、今に乱暴を始め出して、民家へ掠奪に奔はしるかもしれません。さすれば将軍の兵馬は、たちまち土匪どひと変じます。昨日の義軍の総帥もまた、土匪の頭目と人民から見られてしまうでしょう」

　兵糧方の部将は、それを憂いて幾たびも、袁紹へ、対策を促した。

　袁紹も、今は、見栄を張っていられなくなったので、

「では、冀州きしゅう（河北省かほくしょう・中南部）の太守韓馥かんふくに、事情を告げて、兵糧の資もとを借りにやろう」

　と、書状を書きかけた。

　すると、逢紀ほうきという侍大将のひとりが、そっと、進言した。

「大鵬たいほうは天地に縦横すべしです。なんで区々たる窮策を告げて、人の資たすけなどおたのみになるのでござるか」

「逢紀か。いや、ほかに策があれば、なにも韓馥などに借米はしたくないが、なにか汝に名案があるのか」

「ありますとも。冀州は富饒ふじょうの地で、粮米ろうまいといわず金銀五穀の豊富な地です。よろしく、この国土を奪取して、将来の地盤となさるべきではありますまいか」

「それはもとより望むところだが、どういう計をもってこれを奪とるか」

「ひそかに北平ほくへい（河北省・満城附近）の太守公孫瓚こうそんさんへ使いを派し、冀州を攻うって、これを割わけ奪りにしようではないか。──そういってやるのです」

「むム」

「必ずや、公孫瓚も食指をうごかすでしょう。そうきたら、将軍はまた、一方韓馥へも内通して、力とならんといっておやりなさい。臆病者の韓馥は、きっと将軍にすがります。──その後の仕事は掌たなごころにありというものでしょう」

　袁紹は歓んで直ちに、逢紀の献策を、実行に移した。

　冀州の牧ぼく、韓馥は、袁紹から書面を受けて、何事かとひらいてみると、

（北平の公孫瓚、ひそかに大兵を催し、貴国に攻め入らんとしておる。兵備、怠り給うな）

　という忠言だった。

　もちろん、その袁紹が、一方では公孫瓚を使嗾しそうしているなどとは知らないので、韓馥は大いに驚いて、群臣と共に、どうしたものかと、評議にかけた。

「この忠言をしてくれた袁紹は、先に十八ヵ国の軍にのぞんで総帥そうすいたる人。また、智勇衆望も高い名門の人物。よろしくこの人のお力を頼んで、慇懃いんぎん、冀州へお迎えあるがしかるべきでございましょう。──袁紹お味方と聞えなば、公孫瓚たりといえども、よも手出しはできますまい」

　群臣の重なる者は、みなその意見だった。

　韓馥も、また、「それはよからん」と、同意した。

　ひとり長史耿武こうぶは、憤然と、その非をあげて諫いさめた。

　けれど、彼の直言は、用いられなかった。評定は紛論ふんろんにおちいり、耿武の力説を正しとして、席を蹴って去る者三十人に及んだ。

　耿武も遂に、用いられないことを知って、

「やんぬる哉かな！」と、即日、官をすてて姿をかくした。

　けれど、彼は忠烈な士であったから、みすみす主家の亡ぶのを見るに忍びず、日を待って、袁紹が冀州へ迎えられる機会をうかがっていた。

　袁紹はやがて、韓馥の迎えによって、堂々と、国内の街道へ兵馬を進めてきた。──忠臣耿武は、その日を剣を握って、道の辺の木陰に待ちかまえていた。
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　耿武こうぶは、身を挺して、袁紹えんしょうを途上に刺し殺し、そして君国の危殆きたいを救う覚悟だった。

　すでに袁紹の列は目の前にさしかかった。

　耿武は、剣を躍らせて、

「汝、この国に入るなかれ」

　と、さけんで、やにわに、袁紹の馬前へ近づきかけた。

「狼藉者ろうぜきものっ」

　侍臣たちは、立騒いで防ぎ止めた。大将顔良がんりょうは、耿武のうしろへ廻って、

「無礼者っ」と、一喝して斬りさげた。

　耿武は、天を睨んで、

「無念」と云いざま、剣を、袁紹のすがたへ向って投げた。

　剣は、袁紹を貫かずに、彼方かなたの楊柳の幹へ突刺さった。

　袁紹は、無事に冀州へ入った。太守韓馥かんふく以下、群臣万兵、城頭に旌旗せいきを掲げて、彼を国の大賓として出迎えた。

　袁紹は、城府に居すわると、

「まず、政まつりを正すことが、国の強大を計る一歩である」

　と、太守韓馥を、奮武ふんぶ将軍に封じて、態ていよく、自身が藩政を執り、もっぱら人気取りの政治を布いて、田豊でんほう、沮授そじゅ、逢紀ほうきなどという自己の腹心を、それぞれ重要な地位へつかせたので、韓馥の存在というものはまったく薄らいでしまった。

　韓馥は、臍ほぞを噛んで、

「ああ、われ過てり。──今にして初めて、耿武の忠諫ちゅうかんが思いあたる」

　と、悔いたが、時すでに遅しであった。彼は日夜、懊悩煩悶おうのうはんもんしたあげく、終に陳留ちんりゅうへ奔はしって、そこの太守張邈ちょうぼうの許もとへ身を寄せてしまった。

　一方。

　北平の公孫瓚こうそんさんは、「かねての密約」と、これも袁紹の前言を信じて、兵を進めて来たが、冀州きしゅうはもう袁紹の掌てに落ちているので、弟の公孫越を使者として、

「約定のごとく、冀州は二分して、一半の領土を当方へ譲られたい」

　と、申込むと、袁紹は、

「よろしい。しかし、国を分つことは重大な問題だから、公孫瓚自身参られるがよい。必ず、約束を履行するであろう」と、答えた。

　公孫越は満足して、帰路についたが、途中、森林のうちから雨霰あめあられの如き矢攻めに遭って、無残にも、立往生のまま射殺されてしまった。

　それと聞えたので、公孫瓚の怒りは、いうまでもないこと。一族みな、血をすすって、袁紹の首を引っさげずに、なんで、再び郷土の民にまみえんや──とばかり盤河ばんがの橋畔まで押して来た。

　橋を挟んで、冀州の大兵も、ひしめき防いだ。中に袁紹の本陣らしい幡旗はんきがひるがえって見える。

　公孫瓚は、橋上に馬をすすませて、大音に、

「不義、破廉恥はれんち、云いようもなき人非人ひとでなしの袁紹、いずこにあるぞ。──恥を知らば出いでよ」

　と、いった。

「何を」と、袁紹も、馬を躍らせて来て、共に盤河橋を踏まえ、

「韓馥は、身不才なればとて、この袁紹に、国を譲って、閑地へ後退いたしたのだ。──破廉恥とは、汝のことである。他国の境へ、狂兵を駆り催してきて、なにを掠かすめ奪とらんとする気か」

「だまれっ袁紹。先つ頃は、共に洛陽に入り、汝を忠義の盟主と奉じたが、今思えば、天下の人へも恥かしい。狼心狗行ろうしんくこうの曲者くせものめが、なんの面目めんぼくあって、太陽の下に、いけ図々ずうずうしくも、人間なみな言を吐きちらすぞ」

「おのれよくも雑言を。──誰かある、彼奴きゃつを生擒いけどって、あの舌の根を抜き取れ」
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　文醜ぶんしゅうは、袁紹の旗下きかで豪勇第一といわれている男である。

　身丈みのたけ七尺をこえ、面おもては蟹かにのごとく赤黒かった。

　大将袁紹の命に、

「おうっ」

　と、答えながら、橋上へ馬を飛ばして来るなり、公孫瓚こうそんさんへ馳け向って戦を挑いどんで来た。

「下郎、推参すいさん」

　槍を合わせて、公孫瓚も怯ひるまず争ったが、とうてい、文醜の敵ではなかった。

　──これは敵かなわじ。

　と思うと、公孫瓚は、橋東の味方のうちへ、馬を打って逃げこんでしまった。

「汚し」と文醜は、敵の中軍へ割って入り、どこまでも、追撃を思い止まらなかった。

「遮さえぎれ」

「やるな」と、大将の危機と見て、公孫瓚の旗下、侍大将など、幾人となく、彼に当り、また幾重となく、文醜をつつんだが、みな蹴ちらされて、死屍累々ししるいるいの惨状を呈した。

「おそろしい奴だ」

　公孫瓚は、胆きもを冷やして、潰走する味方とも離れて、ただ一騎、山間の道を逃げ走ってきた。

　すると後ろで、

「生命いのちおしくば、馬を降りて、降伏しろ。今のうちなら、生命だけは助けてくれよう」

　またも文醜の声がした。

　公孫瓚は、手の弓矢もかなぐり捨てて、生きた心地もなく、馬の尻を打った。馬はあまりに駆けたため、岩につまずいて、前脚を折ってしまった。

　当然、彼は落馬した。

　文醜はすぐ眼の前へ来た。

「やられた！」

　観念の眼をふさぎながら、剣を抜いて起きなおろうとした時、何者か、上の崖から飛下りた一個の壮漢が、文醜の前へ立ちふさがるなり、物もいわず七、八十合も槍を合わせて猛戦し始めたので、「天の扶け」とばかり公孫瓚は、その間に、山の方へ這い上がって、からくも危うい一命を拾った。

　文醜もついに断念して、引っ返したとのことに、公孫瓚は、兵を集めて、さて、

「きょう不思議にも、自分の危ういところを助けてくれた者は、一体どこの何人なんぴとか」

　と、部将に問うて、各〻の隊を調べさせた。

　やがて、その人物は、公孫瓚の前にあらわれた。しかし、味方の隊にいた者ではなく、まったくただの旅人だということが知れた。

「ご辺は、どこへ帰ろうとする旅人か」

　公孫瓚の問いに、

「それがしは、常山真定じょうざんしんてい（河北省かほくしょう・正定せいていの附近）の生れゆえ、そこへ帰ろうとする者です。趙雲ちょううん、字あざなは子龍しりゅうと云います」

　眉濃く、眼光は大に、見るからに堂々たる偉丈夫だった。

　趙子龍ちょうしりゅうは、つい先頃まで、袁紹の幕下にいたが、だんだんと袁紹のすることを見ているに、将来長く仕える主君でないと考えられてきたので、いっそ故郷へ帰ろうと思いここまで来たところだとも云い足した。

「そうか。この公孫瓚とても、智仁兼備ちじんけんびの人間ではないが、ご辺に仕える気があるなら、力を協せて、共に民の塗炭とたんの苦しみを救おうではないか」

　公孫瓚のことばに、趙子龍は、

「ともかく、止まって、微力を尽してみましょう」と、約した。

　公孫瓚は、それに気を得て、次の日、ふたたび盤河ばんがの畔に立ち、北国産の白馬二千頭を並べて、大いに陣勢を張った。

　公孫瓚が、白い馬をたくさん持っていることは、先年、蒙古もうことの戦に、白馬一色の騎馬隊を編制して、北の胡族えびすを打破ったので、それ以来、彼の「白馬陣」といえば、天下に有名になっていた。
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「やあ、なかなか偉観だな」

　対岸にある袁紹は、河ごしに、小手をかざして、敵陣をながめながら云った。

「顔良がんりょう、文醜ぶんしゅう」

「はっ」

「ふたりは、左右ふた手にわかれて、両翼の備えをなせ。また、屈強の射手千余騎に、麹義きくぎを大将として、射陣を布け」

「心得ました」

　命じておいて、袁紹は旗下一千余騎、弩弓手どきゅうしゅ五百、槍戟そうげきの歩兵八百余に、幡はん、旒旗りゅうき、大旆たいはいなどまんまるになって中軍を固めた。

　大河をはさんで、戦機はようやく熟して来る。東岸の公孫瓚は、敵のうごきを見て、部下の大将厳綱げんこうを先手とし、帥すいの字を金線で繍ぬった紅の旗をたて、

「いでや」と、ばかり河畔へひたひたと寄りつめた。

　公孫瓚は、きのう自分の一命を救ってくれた趙雲子龍ちょううんしりゅうを非凡な人傑とは思っていたが、まだその心根を充分に信用しきれないので、厳綱げんこうを先手とし、子龍にはわずか兵五百をあずけて、後陣のほうへまわしておいた。

　両軍対陣のまま、辰たつの刻こくから巳みの刻の頃おいまで、ただひたひたと河波の音を聞くばかりで、戦端はひらかれなかった。

　公孫瓚こうそんさんは、味方をかえりみて、「果てしもない懸引き、思うに、敵の備えは虚勢とみえる。一息に射いつぶして、盤河橋ばんがきょうをふみ渡れ」と、号令した。

　たちまち、飛箭ひせんは、敵の陣へ降りそそいだ。

　時分はよしと、東岸の兵は、厳綱を真っ先にして、橋をこえ、敵の先陣、麹義きくぎの備えへどっと当って行った。

　鳴りをしずめていた麹義は、合図ののろしを打揚げて、顔良、文醜の両翼と力をあわせ、たちまち、彼を包囲して大将厳綱を斬って落し、その「帥」の字の旗を奪って、河中へ投げこんでしまった。

　公孫瓚は、焦心いらだって、

「退くなっ」

　と、自身、白馬を躍らして、防ぎ戦ったが、麹義の猛勢に当るべくもなかった。のみならず、顔良、文醜の二将が、「あれこそ、公孫瓚」と目をつけて、厳綱と同じように、ふくろづつみに巻いて来たので、公孫瓚は、歯がみをしながら、またも、崩れ立つ味方にまじって逃げ退のいた。

「戦は、勝ったぞ」と、袁紹は、すっかり得意になって、顔良、文醜、麹義などの奔突ほんとつしてゆく後ろから、自身も、盤河橋をこえて、敵軍の中を荒しまわっていた。

　さんざんなのは、公孫瓚の軍だった。一陣破れ、二陣潰ついえ、中軍は四走し、まったく支離滅裂しりめつれつにふみにじられてしまったが、ここに不可思議な一備えが、後詰にあって、林のごとく、動かず騒がず、森しんとしていた。

　その兵は、約五百ばかりで、主将はきのう身を寄せたばかりの客将、趙雲子龍その人であった。

　なんの気もなく、

「あれ踏みつぶせ」と、麹義は、手兵をひいて、その陣へかかったところ、突如、五百の兵は、あたかも蓮花はちすの開くように、さっと、陣形を展ひろげたかと見るまに、掌てに物を握るごとく、敵をつつんで、八方から射浴びせ突き殺し、あわてて駒を返そうとする麹義を見かけるなり、趙子龍は、白馬を飛ばして、馬上から一気に彼を槍で突き殺した。

　白馬の毛は、紅梅の落花を浴びたように染まった。きのう公孫瓚から、当座の礼としてもらった駿足である。

　子龍は、なおも進んで敵の文醜、顔良の二軍へぶつかって行った。にわかに、対岸へ退こうとしても、盤河橋の一筋しか退路はないので、河に墜ちて死ぬ兵は数知れなかった。




五



　深入りした味方が、趙子龍のために粉砕されたとはまだ知らない──袁紹えんしょうであった。

　盤河橋をこえて、陣を進め、旗下三百余騎に射手百人を左右に備え立て、大将田豊でんほうと駒をならべて、

「どうだ田豊。──公孫瓚も口ほどのものでもなかったじゃないか」

「そうですな」

「白馬二千を並べたところは、天下の偉観であったが、ぶッつけてみると一たまりもない。旗を河へ捨て、大将の厳綱を打たれ、なんたる無能な将軍か。おれは今まで彼を少し買いかぶっておったよ」

　云っているところへ、俄雨のように、彼の身のまわりへ敵の矢が集まって来た。

「や、や、やっ」

　袁紹は、あわてて、

「何処にいる敵が射てくるのか」と、急に備えを退いて、楯囲たてがこいの中へかけ込もうとすると、

「袁紹を討って取れ」

　とばかり、趙雲の手勢五百が、地から湧いたように、前後から攻めかかった。

　田豊は、防ぐに遑いとまもなく、あまりに迅速な敵の迫力にふるい恐れて、

「太守太守、ここにいては、流れ矢にあたるか、生擒いけどられるか、滅亡をまぬかれません。──あれなる盤河橋の崖の下まで退いて、しばらくお潜ひそみあるがよいでしょう」

　袁紹は、後ろを見たが、後ろも敵であった。しかも、敵の矢道は、縦横に飛び交っているので、

「今は」と、絶体絶命を観念したが、いつになく奮然と、着たる鎧を地に脱ぎ捨て、

「大丈夫たるもの、戦場で死ぬのは本望だ。物陰にかくれて流れ矢になどあたったらよい物笑い。なんぞ、この期ごに、生きるを望まん」と、叫んだ。

　身軽となって真っ先に、決死の馬を敵中へ突き進ませ、

「死ねや、者ども」

　とばかり力闘したので、田豊もそれに従い、他の士卒もみな獅子奮迅して戦った。

　かかるところへ逃げ崩れて来た顔良、文醜の二将が、袁紹と合体して、ここを先途せんどとしのぎを削ったので、さしも乱れた大勢を、ふたたび盛り返して、四囲の敵を追い、さらに勢いに乗って、公孫瓚こうそんさんの本陣まで迫って行った。

　この日。

　両軍の接戦は、実に、一勝一敗、打ちつ打たれつ、死屍は野を埋め、血は大河を赤くするばかりの激戦で、夜明け方から午ひる過ぐる頃まで、いずれが勝ったとも敗れたとも、乱闘混戦を繰返して、見定めもつかないほどだった。

　今しも。

　趙雲の働きによって、味方の旗色は優勢と──公孫瓚の本陣では、ほっと一息していたところへ、怒濤のように、袁紹を真っ先として、田豊、顔良、文醜などが一斉に突入して来たので、公孫瓚は、馬をとばして、逃げるしか策を知らなかった。

　その時。

　轟然ごうぜんと、一発の狼煙のろしは、天地をゆすぶった。

　碧空へきくうをかすめた一抹まつの煙を見ると、盤河の畔は、みな袁紹軍の兵旗に満ち、鼓こを鳴らし、鬨ときをあげて、公孫瓚の逃げ路を、八方からふさいだ。

　彼は生きたそらもなかった。

　二里──三里──無我夢中で逃げ走った。

　袁紹は勢いに乗じて急追撃に移ったが、五里余りも来たかと思うと、突如、山峡やまかいの間から、一彪ぴょうの軍馬が打って出て、

「待ちうけたり袁紹。われは平原の劉玄徳りゅうげんとく──」

　と、名乗る後から、

「速やかに降参せよ」

「死を取るや、降伏を選ぶや」

　と、関羽、張飛など、平原から夜を日に次いで駆けつけて来し輩ともがらが、一度に喚おめきかかって来た。

　袁紹は、仰天して、

「すわや、例の玄徳か」と、われがちに逃げ戻り、人馬互いに踏み合って、後には、折れた旗、刀の鞘、兜かぶと、槍など、道に満ち散っていた。
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　闘い終って。

　公孫瓚は、劉玄徳を、陣に呼び迎え、

「きょうの危機に、一命を拾い得たのは、まったくご辺のお蔭であった」

　と、深く謝して、また、「先にも、自分の危ういところを、折よく救ってくれた一偉丈夫がある。ご辺とはきっと心も合うだろう」と、趙子龍ちょうしりゅうを迎えにやった。

　子龍はすぐ来て、

「何か御用ですか」と、いった。

　公孫瓚は、

「この人物です」と、玄徳へ紹介して、きょうの激戦で目ざましい働きをした子龍の用兵の上手さや、その人がらを、口を極めてたたえた。

　子龍は、大いに羞恥はじらって、

「太守、それがしを召しおいて、知らぬ人の前なのに、そうおからかいになるものではありません。穴でもあらば、隠れたくなります」と、謙遜した。

　星眸濶面せいぼうかつめんの見るからに威容堂々たる偉丈夫にも、童心のような羞恥はじらいのあるのをながめて、玄徳は思わずほほ笑んだ。

　その笑みを見て、趙子龍も、

「やあ」

　ニコと、笑った。

　玄徳の和なごやかな眸。

　彼の秋霜のような眼光。

　それが、初めて相見て、笑みを交わしたのであった。

　公孫瓚は、玄徳をさして、

「こちらが、劉備玄徳といって、きょう平原から馳けつけて、自分を扶たすけてくれた恩人だ。以前から誼よしみを持って、お互いに扶け合ってきた友人ではあるが」

　と、姓名を告げると、趙子龍は、非常に驚いて、

「では、かねがね噂に聞いていた関羽、張飛の二豪傑を義弟おとうとに持っておられる劉玄徳と仰せられるのはあなたでありましたか。──これは計らずも、よい折に」

　と、機縁をよろこんで、

「それがしは、常山真定じょうざんしんていの生れで、趙雲ちょううん、字あざなは子龍しりゅうともうす者。仔細あって公太守の陣中にとどまり、微功を立てましたが、まだ若輩の武骨者にすぎません。どうぞ将来、よろしくご指導ください」

　と、辞を低うして、慇懃いんぎんなあいさつをした。

　玄徳も、

「いや、ご丁寧に、恐縮なごあいさつです。自分とてもまだ飄々ひょうひょうたる風雲の一槍夫そうふ。一片の丹心あるほかは、半国の土地も持たない若年者です。私のほうからこそ、よろしくご好誼をねがいます」

　二人は、相見た一瞬に、十年の知己のような感じを持った。

　玄徳は、ひそかに、

（これはよい人物らしい。尋常よのつねの武骨ではない）

　と、心中に頼もしく思い、趙雲子龍も同じように、

（まだ若いようだが、かねて噂に聞いていた以上だ。この劉玄徳という人こそ、将来ある人傑ではあるまいか。──主君と仰ぐならば、このような人をこそ）

　と、心から尊敬を抱いた。

　玄徳も、子龍も、ふたりともに客分といったような格で、公孫瓚にとっては、その点、すこし淋しい気もしたが、しかし、二人を引合わせて、彼も共にうれしい気がした。

　玄徳には、後日の賞を約し、子龍には自分の愛馬──銀毛雪白ぎんもうせっぱくな一頭を与えて、またの戦いに、協力を励まして別れた。

　子龍は、拝領の白馬にまたがって、わが陣地へ帰って行ったが、意中に強く印象づけられたものは、公孫瓚の恩ではなく、玄徳の風貌だった。




溯江そこう
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　遷都せんと以後、日を経ふるに従って、長安の都は、おいおいに王城街の繁華を呈し、秩序も大いにあらたまって来た。

　董卓とうたくの豪勢なることは、ここへ遷うつってからも、相変らずだった。

　彼は、天子を擁して、天子の後見をもって任じ、位くらいは諸大臣の上にあった。自ら太政相国だいじょうしょうこくと称し、宮門の出入には、金花の車蓋しゃがいに万珠の簾れんを垂れこめ、轣音れきおん揺々ようようと、行装の綺羅きらと勢威を内外に誇り示した。

　ある日。

　彼の秘書官たる李儒りじゅが、彼に告げた。

「相国」

「なんじゃ」

「先頃から、袁紹えんしょうと公孫瓚こうそんさんとが、盤河ばんがを挟んで戦っていますが」

「ム。そうらしいな。どんな形勢だ」

「袁紹のほうが、やや負け色で、盤河からだいぶ退いたようですが、なお、両軍とも対陣のまま、一ヵ月の余も過しております」

「やるがいい、両軍とも、わしに叛そむいたやつだ」

「いや、ここ久しく、朝廷におかれても、遷都後の内政にいそがしく、天下の事は抛擲ほうてきした形になっていますが、それでは、帝室のご威光を遍あまねからしめるわけにゆきません」

「なにか、策があるのか」

「相国から奏上して、天子の詔みことのりをうけ、勅使を盤河へつかわして、休戦をすすめ、両者を和睦わぼくさせるべきかと存じます」

「なるほど」

「両方とも、おびただしい痛手をうけて、戦い疲れている折ですから、和睦の勅使を下せば、よろこんで承知するでしょう。──そしてその恩徳は、自然、相国へ対して、帰服することとなって来ましょう」

「大きにもっともだ」

　董卓は、早速、帝に奏して、詔を奏請し、太傅たいふ馬日磾ばじってい、趙岐ちょうきのふたりを勅使として関東へ下した。

　勅使馬太傳は、まず袁紹の陣へ行って、旨を伝え、それから公孫瓚の所へ行って、董相国とうしょうこくの和解仲裁の意をもたらした。

「袁紹さえ異存なくば」

　と、一方がいえば、一方も、

「彼が兵を退ひくならば」

　との云い分で、両方とも、渡りに舟とばかり、勅命に従った。

　そこで馬太傳は、盤河橋畔ばんがきょうはんの一亭に、両軍の大将をよんで、手を握らせ、杯を交わしあって、都へ帰った。

　袁紹も、公孫瓚も、同日に兵馬をまとめて、おのおの帰国したが、その後、公孫瓚は、長安へ感謝の表を上せて、そのついでに、劉備玄徳を、平原へいげんの相しょうに封じられたいという願いを上奏した。

　朝廷のゆるしは間もなく届いた。公孫瓚は、それを以て、

「貴下に示す自分の微志である」と、玄徳に酬いた。

　玄徳は、恩を謝して、平原へ立つことになったが、その送別の宴が開かれて、散会した後、ひそかに、彼の宿舎を訪れて来た者がある。趙雲子龍であった。

　子龍は、玄徳の顔を見ると、

「もう、今宵かぎり、お別れですなあ」

　と、いかにも名残り惜しげに、眼に涙すらたたえて云った。

　そして、いつまでも、話しこんで帰ろうともしなかったが、やがて思いきったように、子龍は云いだした。

「劉兄りゅうけい。──明日ご出発のみぎりに、それがしも共に平原へ連れて行ってくれませんか。こう申しては押しつけがましいが、私は、あなたとお別れするに忍びない。──それほど心中に深くお慕い申しているわけです」

　と鬼をあざむく英傑が、処女の如く、さしうつ向いていうのであった。




二



　玄徳もかねてから、趙子龍の人物には、傾倒していたので、彼に今、別離の情を訴えられると、

「せっかく陣中でよい友を得たと思ったのに、たちまち、平原へ帰ることになり、なにやら自分もお別れしとうない心地がする」と、いった。

　子龍は、沈んだ顔をして、

「実は、それがしは、ご存じの如く、袁紹えんしょうの旗下きかにいた者ですが、袁紹が洛陽以来の仕方を見るに、不徳な行為が多いので、ひるがえって、公孫瓚こうそんさんこそは、民を安める英君ならんと、身を寄せた次第です。──ところが、その公孫瓚も、長安の董卓とうたくから仲裁の使いをうけると、たちまち、袁紹と和解して、小功に甘んじるようでは、その器うつわもほどの知れたもので、とうてい、天下の窮民を救う英雄とも思われません。まずまず、袁紹とちょうどよい相手といってよいでしょう」

　こう嘆いてから、彼は、玄徳に向って、自分の本心を訴えた。

「劉大兄。お願いです。それがしを平原へお伴ともない下さい。あなたこそ、将来、為なすある大器なりと、見込んでのお願いです。……どうぞ、それがしを家臣として行く末までも」

　子龍は、床にひざまずいて、真実を面に、哀願した。

　玄徳は、瞑目めいもくして、考えこんでいたが、

「いや、私はそんな大才ではありません。けれど、将来において、また再会のご縁があったら、親しく今日の誼よしみをまた温めましょう。──今は時機ではありません。私の去った後は、なおのこと、どうか公孫瓚を助けてあげて下さい。時来るまで、公孫瓚の側にいて下さい。それが、玄徳からお願い申すところです」

　諭さとされて、子龍もぜひなく、

「では、時を得ましょう」と、涙ながら後に留まった。

　翌日。

　玄徳は、張飛、関羽などの率いる一軍の先に立って、平原へ帰った。──即ち、その時から彼は平原へいげんの相しょうとして、ようやく、一地方の相たる印綬いんじゅを帯びたのだった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　ここに、南陽の太守で、袁術えんじゅつという者がある。

　袁紹の弟である。

　かつては、兄袁紹の旗下にあって、兵糧方を支配していた男だ。

　南陽へ帰ってからも、兄からはなんの恩禄をくれる様子もないので、

「怪けしからぬ」と、不平でいっぱいだった。

　彼は、書面を送って、

「先頃からの賞として、冀北きほくの名馬千匹を賜わりたい。くれなければ考えがある」

　と兄へ申入れた。

　袁紹は、弟の強請ゆすりがましい恩賞の要求に、腹を立てたか、一匹の馬も送ってよこさないばかりか、それについての返辞も与えなかった。

　袁術は大いに怨んで、それ以来、兄弟不和となっていたが、兵馬の資財はすべて兄のほうから仰いでいたので、たちまち、経済的に苦しくなって来た。

　で、荊州けいしゅうの劉表りゅうひょうへ使いをやって、兵糧米二万斛こくの借用を申しこむと、劉表からも態ていよく断られてしまった。

「こいつも兄の指し金だな」

　袁術は、憤怒を発して、とうとう自暴自棄の兆ちょうをあらわした。

　彼の密使は、暗夜ひそかに、呉へ渡って、呉の孫堅へ一書を送った。

　文面は、こうであった。

異日、印を奪わん為、洛陽の帰途を截たち、公を苦しめたるものは袁紹えんしょうの謀事はかりごとなり。今また、劉表と議し、江東を襲って、公の地を掠かすめんと企くわだつ。いうに忍びず、ただ、公は速やかに兵を興して荊州を取れ。われもまた兵を以て助けん。公荊州を得、われ冀州きしゅうを取らば、二讐しゅう一時じに報ずるなり。誤ち給うなかれ。





三



　ここは揚子江支流の流域で、城下の市街は、海のような太湖たいこに臨んでいた。孫堅のいる長沙城ちょうさじょう（湖南省こなんしょう）はその水利に恵まれて、文化も兵備も活発だった。

　程普ていふは、その日旅先から帰ってきた。

　ふと見ると、大江たいこうの岸にはおよそ四、五百艘の軍船が並んでおびただしい食糧や武器や馬匹などをつみこんでいるのでびっくりした。

「いったい、どこにそんな大戦が起るというのか」

　従者をして、船手方の者にただしてみると、よく分らないが、孫堅将軍の命令が下り次第に、荊州（揚子江沿岸）の方面の戦争にゆくらしいとのことだった。

「はてな」

　程普ていふはにわかに、私邸へ帰るのを見合わせて、途中から登城した。そして同僚の幕将たちにわけを聞いていよいよ驚いた。

　彼はさっそく太守の孫堅に謁えっして、その無謀を諫めた。

「承れば、袁術えんじゅつと諜しめし合わせて、劉表、袁紹を討とうとの軍備だそうですが、一片の密書を信じて、彼と運命を共にするのは、危ない限りではありますまいか」

　孫堅は笑って、

「いや程普、それくらいなことは、自分も心得ておるよ。袁術はもとより詐いつわり多き小人だ。──しかし、予は彼の力をたのんで兵を興すのではない。自分の力をもってするのだ」

「けれど、兵を挙げるには、正しい名分がなければなりません」

「袁紹は先に、洛陽において、わしをあのように恥かしめたではないか。また、劉表はそのさしずをうけて、予の軍隊を途中で阻はばみ、さんざんにこの孫堅を苦しめた。今、その恥と怨みとをそそぐのだ」

　程普も、それ以上、諫言かんげんのことばもなく、自らまたすすんで軍備を督励した。

　吉日をえらんで、五百余艘の兵船は、大江を発するばかりとなった。──早くもこの沙汰が、荊州の劉表へ聞えたので、劉表は、

「すわこそ」と、軍議を開いて、その対策を諸将にたずねた。

　時に、蒯良かいりょうという一将がすすみ出て、意見を吐いた。

「なにも驚き騒ぐほどな敵ではありません。よろしく江夏城こうかじょうの黄祖こうそをもって、要害をふせがせ、荊州襄陽じょうようの大軍をこぞって、後軍に固く備えおかれれば、大江を隔てて孫堅もさして自由な働きはできますまい」

　人々も皆、

「もっともな説」と、同意して、国中の兵力をあつめ、それぞれ防備の完璧を期していた。

　湖南の水、湖北の岸、揚子江の流域はようやく波さわがしい兆きざしをあらわした。

　さて、ここに。

　孫堅方では、その出陣にあたって、閨門けいもんの女性やその子達をめぐって、家庭的な一波紋が起っていた。

　彼の正室である呉氏の腹には、四人の子があった。

　長男の孫策、字あざなは伯符はくふ。

　第二子孫権、字は仲謀。

　第三男、孫翊そんよく。

　第四男、孫匡そんきょう。

　などの男ばかりだった。

　また、呉氏の妹にあたる孫堅の寵姫ちょうきからは、孫朗そんろうという男子と、仁じんという女子との二人が生れていた。

　また、兪氏ゆしという寵妾ちょうしょうにも、ひとりの子があった。孫韶そんしょう、字は公礼こうれいである。

　──明日は出陣。

　と聞えた前夜のこと。その大勢の子らをひきいて、孫堅の弟孫静は、なにか改まって、兄孫堅の閣へたずねて来た。
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「舎弟おとうとか、──やあ大勢で揃って来たな。明日は出陣だ。みんなして門出を祝いに来たか」

　孫堅は、上機嫌だった。

　弟の孫静は、

「いや兄上」と改まって、

「あなたのお子たちをつれて、こう皆して参ったわけは、ご出戦をお諫いさめにきたので、お祝いをのべに来たのではありません」

「なに。諫めに？」

「はい。もし大事なお身に、間違いでもあったら、この大勢の公達きんだちや姫たちは、どうなされますか。このお子たちの母たる呉夫人も、呉姫も、兪美人ゆびじんも、どうか思い止まって下さるようと、私を通じてのおすがりです」

「ばかをいえ、この期ごになって──」

「でも、敗れて後、戟ほこをおさめるよりはましでしょう」

「不吉なことを申すな」

「すみません、しかし兄上、これが、天下の乱にのぞんで億民の救生に起つという戦なら、私はお止めいたしません。たとえ三夫人の七人のお子がいかにお嘆きになろうとも、孫静が先に立ってご出陣を慶します。──けれどこんどの軍いくさは、私怨です。自我の小慾と小義です。その為、兵を傷つけ、百姓を苦しめるようなお催しは、絶対にお見合せになったほうがよいと考えられますが」

「だまれ、おまえや女子供の知ったことじゃない」

「いや、そう仰っしゃっても」

「黙らぬかっ。──汝は今、名分のない戦といったが、誰か、孫堅の大腹中を知らんや。おれにも、救世治民きゅうせいちみんの大望はある。見よ、今に天下を縦横して、孫家の名を重からしめてみせるから」

「ああ」

　孫静は、ついに黙ってしまった。

　すると、呉夫人の子の長男孫策は、ことし紅顔十七歳の美少年だったが、つかつかと前へ進んで、

「お父上が出陣なさるなら、ぜひ私も連れて行ってください。七人の兄弟のうちでは、私が年上ですから」と、いった。

　にがりきっていた孫堅は、長男の健気けなげなことばに、救われたように機嫌を直した。

「よくいった。幼少からそちは兄弟中でも、英気すぐれ、物の役にも立つ子と、わしも見込んでいただけのものはあった。明日、わしの立つまでに、身仕度をしておるがよい」

　孫堅は、さらに、大勢の子と、弟とを見まわして、

「次男の孫権は、叔父御の孫静と心をあわせて、よく留守を護っておれよ」と、云い渡した。

　次男の孫権は、

「はい」と、明瞭に答えて、父の面に、じっと訣別けつべつを告げていた。

　孫策の母の呉夫人は、叔父と共に諫めに行った長男が、かえって父について戦に征ゆくと聞いて、

「とんでもない。あの子を呼んでおくれ」

　と、侍女を迎えにやったが、それがまだ夜も明けない頃だったのに、長男の孫策は、もう城中にいなかった。

　孫策は、もし母が聞いたら、必ず止めるであろうと、あらかじめ察していたし、また、彼は鷹の子の如く俊敏な気早な若武者でもあったから、父の出陣の時刻も待たず、

「われこそ一番に」と、まだ暗いうちに大江の畔ほとりへ出て、早くも軍船の一艘に乗込み、真っ先に船をとばして、敵の鄧城とうじょう（河南省・鄧県）へ攻めかかっていたのであった。
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　黎明れいめいと共に、出陣の鼓こは鳴った。長沙の大兵は、城門から江岸へあふれ、軍船五百余艘、舳艫じくろをそろえて揚子江へ出た。

　孫堅は、長男の孫策が、すでに夜の明けないうち、十艘ばかり兵船を率いて、先駆けしたと聞いて、「頼もしいやつ」と、口には大いにその健気さを賞したが、心には初陣の愛児の身に万一の不慮を案じて、

「孫策を討たすな」と、急ぎに急いで、敵の鄧城へ向った。

　劉表りゅうひょうの第一線は、黄祖を大将として、沿岸に防禦の堅陣を布しいていた。

　孫策は、父の本軍より先に来て、わずかな兵船をもって、一気に攻めかかっていたが、陸上から一斉に射立てられて、近づくことさえできなかった。

　その間に、味方の五百余艘が、父孫堅の龍首船をまん中にして、江上に船陣を布き、

「孫策、はやまるな」

　と、小舟をとばして伝令して来たので、孫策もうしろへ退いて、父の船陣の内へ加わった。

　孫堅は、充分に備え立て、各船の舳みよしに楯と射手いてをならべ、弩弓どきゅうの弦つるを満々とかけて、

「いざ、進め」と、白浪をあげながら江岸へ迫った。

　そして、射かける間に、各親船から小舟をおろし、戟ほこ、剣の精鋭を陸へ押しあげて、一気に沿岸の防禦を突破しようという気勢であった。

　しかし、敵もさるものである。

　防禦陣の大将黄祖は、かねて手具脛てぐすねひいて待っていたところであるから、

「怨敵おんてきござんなれ」と、鳴りをしずめたまま、兵船の近づくまで、一矢も放たなかった。

　そして、充分、機を計って、

「よしっ」

　と、黄祖が、一令を発すると、陸上に組んである多くの櫓やぐらや、また、何町という間、布しき列ねてある楯や土塁の蔭から、いちどに飛箭ひせんの暴風を浴びせかけた。

　両軍の射交わす矢うなりに、陸地と江上のあいだは矢の往来で暗くなった。黄濁な揚子江の水は岸に激して凄愴な飛沫しぶきをあげ、幾度かそこへ、小舟の精兵が群れをなして上陸しようとしたが、皆ばたばたと射殺されて、死体はたちまち、濁流の果てへ、芥あくたのように消えて行った。

「退けや、退けや」

　孫堅は、戦不利と見て、たちまち船陣を矢のとどかぬ距離まで退いてしまった。

　彼は、作戦を変えた。

　夜に入ってからである。さらに、附近の漁船まで狩りだして、それに無数の小舟を列つらね、赤々と、篝火かがりびを焚たかせて、あたかも夜襲を強行するようにみせた。

　江上は、真っ暗なので、その火ばかりが物すごく見えた。陸上の敵は、

「すわこそ」と、昼にもまして、弩弓や火箭ひやを射るかぎり射てきた。

　しかしそれには、兵は乗っていなかったのである。舟をあやつる水夫かこだけであった。孫堅の命令で、水夫は、敵にいたずらな矢数をつかい果たさせるため、暗澹あんたんたる江上の闇で、ただ、わあわあっと、声ばかりあげていた。

　夜が明けると、小舟も漁船も、敵に正体を見られぬうちに、四散してしまった。そして、夜になるとまた、同じ策を繰返した。

　こうして七日七夜も、毎夜、空船からぶねの篝かがりで敵を欺あざむき、敵がつかれ果てた頃、一夜、こんどはほんとに強兵を満載して、大挙、陸上へ馳けのぼり、黄祖の軍勢をさんざんに追い乱した。
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　船手の水軍は、すべて曠野へ上がって、雲の如き陸兵となった。

　鄧城とうじょうへ逃げこんだ敵の黄祖は、張虎、陳生の両将を翼として、翌日ふたたび猛烈に撃退しにかかって来た。

　そして、乱軍となるや、「孫堅を始め、一人も生かして帰すな」とばかり、張虎、陳生らは、血眼になって馳けまわり、孫堅の本陣へ突いてくると、大音で罵ののしった。

「汝ら、江東の鼠、わが大国を犯して、なにを求めるかっ」

　聞いて、孫堅は、

「口はばったい草賊そうぞくめら、あの二人を討て」と、左右へ下知した。

　幕下の韓当かんとうは、

「われこそ」と、刀を舞わして、張虎へ当り、戦うこと三十余合、火華は鏘々しょうしょうと、両雄の眸を焦やいた。

　陳生、それを見て、

「助太刀」と、呼ばわりながら、張虎を扶たすけて韓当を挟はさみ撃ちに苦しめた。

　さしもの韓当もすでに危うしと見えた時である。──父孫堅の傍らにあった孫策は、従者の持っていた弓を取りあげて、キリキリと箭やを眦まなじりへ当ててふかく引きしぼり、

「おのれ」と、弦つるを切って放った。

　箭は、ぴゅっと、味方の上を越えて、彼方なる陳生の面に立った。

　陳生は、物すごい叫びをあげて、どうと鞍から転まろび落ちる──

「や、やっ」

　張虎は、怖れて、にわかに逃げかけた。やらじと追いかけて、韓当はそのうしろから、張虎の盔かぶとの鉢上をのぞんで重ね討ちに斬りさげた。

　──二将すでに討たる！

　と聞えて、全軍敗色につつまれ出したので、黄祖は狼狽して、蜘蛛くもの子のように散る味方の中、馬を打って逃げ走った。

「黄祖を擒とれ」

「生擒いけどりにせよ」

　若武者孫策は、槍をかかえて彼を追うこと急だった。

　幾たびか、孫策の槍が、彼のすぐ後ろまで迫った。

　黄祖は、盔も捨て、ついには、馬までおりて、徒歩かちの雑兵たちの中へまぎれこんで、危うくも、一つの河をわたり、鄧城の内へ逃げ入った。

　この一戦に、荊州の軍勢はみだれて、孫堅の旗幟きしは十方の野やを圧した。

　孫堅は、ただちに、漢水まで兵をすすめ、一方、船手の軍勢を、漢江に屯たむろさせた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

「黄祖が大敗しました」

　早馬の使いから、次々、敗報をうけて、劉表は色を失っていた。

　蒯良かいりょうという臣が云った。

「この上は、城を固めて、一方、袁紹へ急使をつかわし、救いをお求めなされるがよいでしょう」

　すると、蔡瑁さいぼうは、

「その計、拙つたなし」と反対して、「敵すでに城下に迫る。なんで手をつかねて生死を他国の救いに待とうぞ。それがし不才なれど、城を出て、一戦を試みん」と豪語した。

　劉表も、それを許した。

　蔡瑁さいぼうは、一万余騎をひきいて、襄陽城じょうようじょうを発し、峴山けんざん（湖北省・襄陽の東）まで出て陣を張った。

　孫堅は、各所の敵を席捲して、着々戦果を収めて来た勢いで、またたちまち、峴山の敵も撃破してしまった。

　蔡瑁は、口ほどもなく、みじめな残兵と共に、襄陽城へ逃げ帰って来た。
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　大兵を損じたばかりか、おめおめ逃げ帰って来た蔡瑁を見ると、初めに、劉表の前で、卑怯者のようにいい負かされた蒯良かいりょうは、

「それみたことか」と、面罵めんばして怒った。

　蔡瑁は、面目なげに、謝ったが蒯良は、

「わが計事はかりごとを用いないで、こういう大敗を招いたからには、責めを負うのが当然である」

　と、軍法に照らして、その首を刎はねん──と太守へ申し出た。

　劉表は、困った顔して、

「いや今は、一人の命も、むだにはできない場合だから」

　と、なだめて、ついに、彼を斬ることは許さなかった。

　──というのは、蔡瑁の妹は絶世の美人であって、近ごろ劉表は、その妹をひどく愛していたからであった。

　蒯良かいりょうも、ぜひなく黙ってしまった。大義と閨門けいもんとはいつも相剋そうこくし葛藤かっとうする──。が、今は争ってもいられない場合だった。

「頼むは、天嶮と、袁紹の救援あるのみ」

　と、蒯良は、悲壮な決心で、城の防備にかかった。

　この襄陽の城は、山を負い、水をめぐらしている。

　荊州の嶮けん。

　と、いわれている無双な要害であったから、さすが寄手の孫堅軍も、この城下に到ると、攻めあぐんで、ようやく、兵馬は遠征の疲労と退屈を兆していた。

　するとある日。

　ひどい狂風がふきまくった。

　野陣の寄手は、砂塵と狂風に半日苦しんだ。ところが、どうしたことか、中軍に立っている「帥」の文字をぬいとってある将旗の旗竿が、ぽきんと折れてしまった。

「帥」の旗は、総軍の大将旗である。兵はみな不吉な感じにとらわれた。わけて幕僚たちは眉をくもらせて、

「ただ事ではない」と、孫堅をかこみ、そしておのおの口を極めていった。

「ここ戦いくさもはかばかしからず、兵馬もようやく倦うんできました。それに、家郷を遠く離れて、はや征野の木々にも冬の訪れが見えだしたところへ──朔風さくふうにわかにふいて、中軍の将旗の旗竿が折れたりなどして、皆不吉な予感にとらわれています。もうこの辺で、いちど軍をお退ひきになられてはいかがでしょうか」

　すると孫堅は

「わははは。其方どもまで、そんな御幣ごへいをかついでいるのか」と、哄笑こうしょうした。

　彼は、気にもかけていなかった。しかし、士気に関することであるから、孫堅も、真面目になって云い足した。

「風はすなわち天地の呼吸である。冬に先立って、こういう朔風がふくのは冬の訪れを告げるので旗竿を折るためにふいてきたのではない。──それを怪しむのは人間の惑まどいに過ぎん。もうひと押し攻めれば、落ちるばかりなこの城だ。掌てのうちにある敵城をすてて、なんでここから引っ返していいものか」

　いわれてみれば、道理でもあった。諸将は二言なく、孫堅の説に服して、また、士気をもり返すべく努めた。

　翌日から、寄手はまた、大呼たいこして城へ迫った。水を埋め、火箭ひや鉄砲をうち浴あびせ、軽兵は筏いかだに乗って、城壁へしがみついた。

　しかし、襄陽の城は、頑としていた。

　霜が降りてくる。

　霙みぞれが夜々降る。

　蕭々しょうしょうたる戦野の死し屍しは、いたずらに、寒鴉かんあを歓ばすのみであった。
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　旋風つむじかぜのあった翌日である。

　襄陽城の内で、蒯良かいりょうは、劉表りゅうひょうのまえに出て、ひそかに進言していた。

「きのうの天変は凡事ただごとではありません。お気づきになりましたか」

「ムム。あの狂風か」

「昼の狂風も狂風ですが、夜に入って、常には見ない熒星けいせいが、西の野に落ちました。按ずるに将星地に墜つの象かたち、まさに、天人が何事かを訓おしえているものです」

「不吉を申すな」

「いや、味方に取っては、憂うべきことではありません。むしろ、壇を設けて祭ってもいいくらいです。方ほうをはかるに、凶兆は敵孫堅の国土にあります。──機をはずさず、この際、袁紹えんしょうが方かたへ人をつかわして、援助を乞われたら、寄手の敵は四散するか、退路を断たれて袋の鼠となるか、二つに一つを選ばねばならなくなるでしょう」

　劉表は、うなずいて、

「誰か、城外の囲みを突破して、袁紹のもとへ使いする者はないか」と、家臣の列へ云った。

「参りましょう」

　呂公りょこうは、進んで命をうけた。蒯良は、彼ならばよかろうと、人を払って、呂公に一策を授さずけた。

「強い馬と、精猛な兵とを、五百余騎そろえて射手いてをその中にまじえ、敵の囲みを破ったら、まず峴山けんざんへ上るがよい。必ず敵は追撃して来よう。このほうはむしろそれを誘って、山の要所に、岩石や大木を積んで置き、下へかかる敵を見たら一度に磐石ばんせきの雨を浴びせるのだ。──射手は敵の狼狽をうかがって、四林から矢をそそぎかけろ、──さすれば敵は怯ひるみ、道は岩石大木に邪さまたげられ、やすやすと袁紹のところまで行くことができよう」

「なるほど、名案ですな」

　呂公は、勇んで、その夜、ひそかに鉄騎五百を従えて、城外へ抜けだした。

　馬蹄をしのばせて、蕭殺しょうさつたる疎林そりんの中を、忍びやかに進んで行った。万樹すべて葉をふるい落し、はや冬めいた梢は白骨を植え並べたように白かった。

　細い月が懸かっていた。──と敵の哨兵しょうへいであろう、疎林の端まで来ると、

「誰だ」と、大喝した。

　どっと、先頭の十騎ばかりが、跳びかかって、たちまち五人の歩哨を斬りつくした。

　すぐ、そこは、孫堅の陣営だったから、孫堅は、直ちに、馳けだして、

「今、馳け通った馬蹄の音は敵か、味方か」と、大声で訊ねた。

　答えはなく、五人の歩哨は、二日月の下に、碧あおい血にまみれていた。

　孫堅は、それを見るなり、

「やっ。さては」と、直覚したので、馬にとび乗るが早いか、味方の陣へ、

「城兵が脱出したぞっ。──われにつづけっ」

　と、呼ばわって、自身まっ先に呂公の五百余騎を追いかけて行った。

　急なので、孫堅の後からすぐ続いた者は、ようやく、三、四十騎しかなかった。

　先の呂公は振りかえって、

「来たぞ、追手が」

　かねて計っていたことなので、驚きもせず、疎林の陰へ、射手を隠して、自分らは遮二無二、山上へよじ登って行った。そして敵のかかりそうな断崖の上に、岩石を積みかさねて、待ちかまえていた。

　──程なく。

　十騎、二十騎、四、五十騎と、敵らしい影が、林の中から山の下あたりへ、わウわウと殺到して、なにか口々に罵ののしっていた。
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　中に、孫堅の声がした。

「敵は、山上に逃げたにちがいない。──なんの、これしきの断崖、馬もろとも、乗り上げろっ」

　猛将の下、弱卒はない。

　孫堅が、馬を向けると後から後から駈けつづいて来た部下も、どっと、峴山けんざんの登りへかかりかけた。

　けれど、足もとは暗く、雑草の蔓つると、雪崩なだれやすい土砂に悩まされて、孫堅の馬も、ただいななくのみだった。

　断崖の上からうかがっていた呂公は、今ぞと思って、

「それっ、落せっ、射ろ」と、山上山下へ、両手を振って合図をした。

　大小の岩石は、一度に、崖の上から落ちてきて、下なる孫堅とその部下三、四十人を埋めてしまうばかりだった。しかも、あわてて遁のがれようとすれば、四方の木陰から、凄まじい矢うなり疾風はやてが身をつつむ。

「しまった！」

　孫堅の眼が、二日月を睨んだ。とたんに、彼の頭の上から、一箇の巨大な磐石ばんせきが降って来た。

　ずしんっ──

　地軸の揺れるのを覚えた刹那、孫堅の姿も馬も、その下になっていた。あわれむべし血へどを吐いた首だけが、磐石の下からわずかに出ていた。

　孫堅、その時、年三十七歳。

　初平三年の辛未かのとひつじ、十一月七日の夜だった。巨星は果たして地に墜ちたのだ。夜もすがら万梢悲々ばんしょうひひと霜風そうふうにふるえて、濃き血のにおいとともに夜はあけた。

　朝陽あさひを見てから、敵も味方も気づいて、騒ぎ出したことだった。

　呂公は、自分の殺した三十余騎の追手中に、敵の大将がいようなどとは、夢にも気がつかなかったのである。

　が──疎林そりんの内に残っていた射手の一隊が、夜明けと同時に発見して、

「これこそ孫堅だ」

　と、その死体を、狂喜して城内へ奪い去り、呂公は、連珠砲を鳴らして、城内へ異変を告げた。

　寄手の勢もにわかの大変に、その狼狽や動揺はおおうべくもない。──号泣する者、喪失して茫然たる者、血ばしって弓よ刀よと騒動する者──兵はみだれ、馬はいななき、早くも陣の備えはその態を崩しはじめた。

　劉表りゅうひょう、蒯良かいりょうなど、城内の者は、手を打ちたたいて、

「孫堅、洛陽に玉璽ぎょくじを盗んで、まだ二年とも経たぬ間に、はやくも天罰にあたって、大将にあるまじき末期まつごを遂げたか。──すわや、この虚をはずすな」

　黄祖、蔡瑁さいぼう、蒯良なんどみな一度に城戸きどをひらいて、どっと寄手のうちへ衝いて行った。

　すでに大将を失った江東の兵は戦うも力はなく、打たるる者数知れなかった。

　漢江の岸に、兵船をそろえていた船手方の黄蓋こうがいは、逃げくずれてきた味方に、大将の不慮の死を知って、大いに憤り、

「いでや、主君の弔とむらい合戦」

　とばかり、船から兵をあげて、折りから追撃して来た敵の黄祖軍に当り、入り乱れて戦ったが、怒れる黄蓋は、獅子奮迅して、敵将黄祖を、乱軍のなかに生擒いけどって、いささか鬱憤をはらした。

　また。

　程普ていふは、孫堅の子、孫策を扶けて襄陽城外から漢江まで無二無三逃げて来たが、それを見かけた呂公が、

「よい獲物」とばかり孫策を狙って、追撃して来たので、程普は、

「讐かたきの片割れ、見捨てては去れぬ」と、引っ返して渡り合い、孫策もまた、槍をすぐって程普を助けたので、呂公はたちまち、馬より斬って落されて、その首を授けてしまった。




三



　両軍の戦うおめき声は、暁になって、ようやくやんだ。

　何分この夜の激戦は、双方ともなんの作戦も統御もなく、一波が万波をよび、混乱が混乱を招いて、闇夜に入り乱れての乱軍だったので、夜が明けてみると、相互の死傷は驚くべき数にのぼっていた。

　劉表りゅうひょうの軍勢は、城内にひきあげ、呉軍は漢水方面にひき退しりぞいた。

　孫堅の長男孫策は漢水に兵をまとめてから、初めて、父の死を確かめた。

　ゆうべから父の姿が見えないので、案じぬいてはいたがそれでもまだ、どこからか、ひょっこり現れて、陣地へ帰って来るような気がしてならなかったが、今はその空しいことを知って声をあげて号泣した。

「この上は、せめて父の屍かばねなりとも求めて厚く弔とむらおう」と、その遭難の場所、峴山の麓を探させたが、すでに孫堅の死骸は、敵の手に収められてしまった後だった。

　孫策は、悲痛な声して、

「この敗軍をひっさげ、父の屍も敵に奪られたまま、なんでおめおめ生きて故国へ帰られよう」

　と、いよいよ、慟哭どうこくしてやまなかった。

　黄蓋は、慰めて、

「いやゆうべ、それがしの手に、敵の一将黄祖という者を生擒いけどってありますから、生ける黄祖を敵へ返して、大殿おおとのの屍を味方へ乞い請けましょう」と、いった。

　すると、軍吏ぐんり桓楷かんかいという者があって、劉表とは、以前の交誼よしみがあるとのことなので、桓楷を、その使者に立てた。

　桓楷は、ただ一人、襄陽城におもむいて、劉表に会い、

「黄祖と、主君の屍とを、交換してもらいたい」

　と、使いの旨を告げると、劉表はよろこんで、

「孫堅の死体は、城内に移してある。黄祖を送り返すならば、いつでも屍は渡してやろう」と、快諾し、また、

「この際、これを機会に、停戦を約して、長く両国の境に、ふたたび乱の起らぬような協定を結んでもいい」と、いった。

　使者桓楷かんかいは、再拝して、

「では、立帰って、早速その運びをして参りましょう」

　と、起ちかけると、劉表の側に在った蒯良かいりょうが、やにわに、

「無用、無用」と、叫んで、主の劉表に向かって諫言した。

「江東の呉軍を破り尽すのは、今この時です。しかるに、孫堅の屍を返して、一時の平和に安んぜんか、呉軍は、今日の雪辱を心に蓄えて、必ず兵気を養い、他日ふたたびわが国へ仇をなすことは火を見るよりも明かなことだ。──よろしく使者桓楷の首を刎はねて、即座に、漢水へ追撃の命をお下しあるように望みます」

　劉表は、ややしばらく、黙考していたが、首を振って、

「いやいや、わしと黄祖とは、心腹の交わりある君臣だ。それを見殺しにしては、劉表の面目にかかわる」と、蒯良のことばを退けて、遂に屍を与えて、黄祖の身を、城内へ受取った。

　蒯良は、そのことの運ばれる間にも、幾度となく、

「無用の将一人をすてても、万里の土地を獲うれば、いかなる志も後には行うことができるではありませんか」と、口を酸すくして説いたが、遂に用いられなかったので、

「ああ、大事去る！」と、独り長嘆していた。

　一方、呉の兵船は、弔旗ちょうきをかかげて、国へ帰り、孫策は、父の柩ひつぎを涙ながら長沙城に奉じて、やがて曲阿きょくあの原に、荘厳な葬儀を執り行った。

　年十七の初陣に、この体験をなめた孫策は、父の業を継ぎ、賢才を招き集めて、ひたすら国力を養い、心中深く他日を期しているもののようであった。




牡丹亭ぼたんてい



一



「呉の孫堅が討たれた」

　耳から耳へ。

　やがて長安（陝西せんせい省・西安）の都へその報は旋風のように聞えてきた。

　董卓とうたくは、手を打って、

「わが病の一つは、これで除かれたというものだ。彼の嫡男ちゃくなん孫策はまだ幼年だし……」

　と、独りよろこぶこと限りなかったとある。

　その頃、彼の奢おごりは、いよいよ募つのって、絶頂にまで昇ったかの観がある。

　位くらいは人臣をきわめてなおあきたらず、太政太師だいじょうたいしと称していたが、近頃は自ら尚父しょうふとも号していた。

　天子の儀仗ぎじょうさえ、尚父の出入の耀かがやかしさには、見劣みおとりがされた。

　弟の董旻とうびんに、御林軍の兵権を統すべさせ、兄の子の董璜とうこうを侍中じちゅうとして、宮中の枢機すうきにすえてある。

　みな彼の手足であり、眼であり、耳であった。

　そのほか、彼につながる一門の長幼縁者は端にいたるまで、みな金紫きんしの栄爵えいしゃくにあずかって、わが世の春に酔っていた。

　郿塢びう──

　そこは、長安より百余里の郊外で、山紫水明の地だった。董卓は、地を卜ぼくして、王城をもしのぐ大築城を営み、百門の内には金玉きんぎょくの殿舎楼台を建てつらね、ここに二十年の兵糧を貯え、十五から二十歳ぐらいまでの美女八百余人を選んで後宮こうきゅうに入れ、天下の重宝を山のごとく集めた。

　そして、憚はばかりもなく、常にいうことには、

「もし、わが事が成就すれば、天下を取るであろう。事成らざる時は、この郿塢城びうじょうに在って、悠々ゆうゆう老いを養うのみだ」──と。

　明らかに、大逆の言だ。

　けれど、こういう威勢に対しては、誰もそれをそれという者もない。

　地に拝伏して、ただ命めいをおそれる者──それが公卿百官であった。 こうして、彼は、自分の一族を郿塢城において、半月に一度か月一度ぐらいずつ、長安へ出仕していた。

　沿道百余里、塵ちりをもおそれ、砂しゃを掃き、幕をひき、民家は炊煙も断たって、ただただ彼の車蓋の珠簾じゅれんとおびただしい兵馬鉄槍が事なく通過するのみを祷いのった。

「太師。お召しですか」

　天文官の一員は彼によばれて、ひざまずいた。

　その日、朝廷の宴楽台えんがくだいに、酒宴のあるという少し前であった。

「なにか変ったことはないか」

　董卓の訊たずねに、

「そういえば昨夜、一陣の黒気こっきが立って、月白げっぱくの中空をつらぬきました。なにか、諸公のうちに、凶気を抱く者があるかと思われます」

「そうだろう」

「なにかお心あたりがおありでございますか」

　すると董卓は、はったと睨みつけて云った。

「そちらの知ったことではない。我より問われて初めて答えをなすなど怠慢至極たいまんしごくだ。天文官は、絶えず天文を按じ、凶事の来らぬうちに我へ告げねば、なんの役に立つかっ」

「はっ。恐れ入りましてございます」

　天文官は、自分の首の根から黒気の立たないうちに、蒼くなってあたふた退出した。

　やがて、時刻となると、公卿百官は、宴に蝟集いしゅうした。すると、酒もたけなわの頃、どこからか、呂布りょふがあわただしく帰って来て、

「失礼します」と、董卓のそばへ行って、その耳元へなにやらささやいた。

　満座は皆、杯もわすれて、その二人へ、神経をとがらしていた。

　──と、董卓は、うなずいていたが、呂布へ向って低声こごえに命じた。

「逃がすなよ」

　呂布は、一礼して、そこを離れたと見ると、無気味な眼を光らして、百官のあいだを、のそのそと歩いて来た。




二



「おい。ちょっと起て」

　呂布の腕が伸びた。

　酒宴の上席のほうにいた司空しくう張温ちょううんの髻もとどりを、いきなりひッ掴んだのである。

「あッ、な、なにを」

　張温の席が鳴った。

　満座、色いろ醒さめて、どうなることかと見ているまに、

「やかましい」

　呂布は、その怪力で、鳩でも掴むように、無造作に、彼の身を堂の外へ持って行ってしまった。

　しばらくすると、一人の料理人が、大きな盤に、異様な料理を捧げて来て、真ん中の卓においた。

　見ると、盤に盛ってある物は、たった今、呂布に掴み出されて行った張温の首だったので、朝廷の諸臣は、みなふるえあがってしまった。

　董卓とうたくは、笑いながら、

「呂布は、いかがした」と呼んだ。

　呂布は、悠々、後から姿をあらわして、彼の側に侍立じりつした。

「御用は」

「いや、そちの料理が、少し新鮮すぎたので、諸卿みな杯を休めてしまった。安心して飲めとお前からいってやれ」

　呂布は満座の蒼白い顔に向って、傲然ごうぜんと、演説した。

「諸公。もう今日の余興はすみました。杯をお挙げなさい。おそらく張温のほかに、それがしの料理をわずらわすようなお方はこの中にはおらんでしょう。──おらない筈と信じる」

　彼が、結ぶと、董卓もまた、その肥満した体躯を、ゆらりと上げて云った。

「張温を誅ちゅうしたのは、ゆえなきことではない。彼は、予に叛いて、南陽の袁術と、ひそかに通謀したからだ。天罰といおうか、袁術の使いが密書を持って、過って呂布の家へそれを届けてきたのじゃ。──で彼の三族も、今し方、残らず刑に処し終った。汝ら朝臣も、このよい実例を、しかと見ておくがよい」

　宴は、早めに終った。

　さすが長夜の宴もなお足らないとする百官も、この日は皆、匆々そうそうに立ち戻り、一人として、酔った顔も見えなかった。

　中でも司徒王允おういんは、わが家へ帰る車のうちでも、董卓の悪行や、朝廟ちょうびょうの紊みだれを、つくづく思い沁しめて、

「ああ。……ああ」

　歎息ばかり洩らしていた。

　館やかたに帰っても、憤念のつかえと、不快な懊悩おうのうは去らなかった。

　折ふし、宵月が出たので、彼は気をあらためようと、杖をひいて、後園を歩いてみたが、なお、胸のつかえがとれないので、茶蘼やまぶきの花の乱れ咲いている池畔へかがみこんで、きょうの酒をみな吐いてしまった。

　そして、冷たい額に手をあてながら、しばらく月を仰ぎ、瞑目めいもくしていると、どこからか春雨の咽むせぶがようなすすり泣きの声がふと聞えた。

「……誰か？」

　王允は見まわした。

　池の彼方に、水へ臨んでいる牡丹亭ぼたんていがある。月は廂ひさしに映じ窓にはかすかな灯が揺れている。

「貂蝉ちょうせんではないか。……なにをひとりで泣いているのだ」

　近づいて、彼は、そっと声をかけた。

　貂蝉は、芳紀とし十八、その天性の麗わしさは、この後園の芙蓉の花でも、桃李とうりの色香でも、彼女の美には競えなかった。

　まだ母の乳も恋しい幼い頃から、彼女は生みの親を知らなかった。襁褓むつきの籠と共に、市に売られていたのである。王允は、その幼少に求めてわが家に養い、珠をみがくように諸芸を仕込んで楽女がくじょとした。

　薄命な貂蝉ちょうせんはよくその恩を知っていた。王允もわが子のごとく愛しているが、彼女も聡明で、よく情に感じる性質であった。




三



　楽女とは、高官の邸に飼われて、賓客のあるごとに、宴にはべって歌舞吹弾かぶすいだんする賤女せんじょをいう。

　けれど、王允おういんと、貂蝉ちょうせんとは、その愛情においては、主従というよりも、養父と養女というよりも、なお、濃いものであった。

「貂蝉、風邪をひくといけないぞよ。……さ、おだまり、涙をお拭き。おまえも妙齢としごろとなったから、月を見ても花を見ても、泣きたくなるものとみえる。おまえくらいな妙齢は、羨ましいものだなあ」

「……なにを仰っしゃいます。そんな浮いた心で、貂蝉は悲しんでいるのではございません」

「では、なんで泣いていたのか」

「大人たいじんがお可哀そうでならないから……つい泣いてしまったのです」

「わしが可哀そうで……？」

「ほんとに、お可哀そうだと思います」

「おまえに……おまえのような女子にも、それが分るか」

「分らないでどうしましょう……。そのおやつれよう。お髪ぐしも……めっきり白くなって」

「むむう」

　王允も、ほろりと、涙をながした。──泣くのをなだめていた彼のほうが、滂沱ぼうだとして、止まらない涙に当惑した。

「なにをいう。そ……そんなことはないよ。おまえの取りこし苦労じゃよ」

「いいえ、おかくしなさいますな。嬰児あかごの時から、大人のお家に養われてきた私です。この頃の朝夕のご様子、いつも笑ったことのないお顔……。そして時折、ふかい嘆息を遊ばします。……もし」

　貂蝉ちょうせんは、彼の老いたる手に、瞼まぶたを押しあてて云った。

「賤しい楽女のわたくし、お疑い遊ばすのも当り前でございますが、どうか、お胸の悩みを、打明けて下さいまし。……いいえ、それでは、逆さかしまでした。大人のお胸を訊く前に、わたくしの本心から申さねばなりません。──私は常々、大人のご恩を忘れたことはないのです。十八の年まで、実まことの親も及ばないほど愛して下さいました。歌吹かすい音楽のほか、人なみの学問から女の諸芸、学び得ないことはなに一つありませんでした。──みんな、あなた様のお情けにちりばめられた身の宝です。……これを、このご恩を、どうしてお酬むくいしたらよいか、貂蝉は、この唇くちや涙だけでは、それを申すにも足りません」

「…………」

「大人。……仰っしゃって下さいませ。おそらく、あなたのお胸は、国家の大事を悩んでいらっしゃるのでございましょう。今の長安の有様を、憂い患わずらっておいでなのでございましょう」

「貂蝉ちょうせん」

　急に涙を払って、王允は思わず、痛いほど彼女の手をにぎりしめた。

「うれしい！　貂蝉、よく云ってくれた。……それだけでも、王允はうれしい」

「私のこんな言葉だけで、大人の深いお悩みは、どうしてとれましょう。──というて、男の身ならぬ貂蝉では、なんのお役にも立ちますまいし……。もし私が男であるならば、あなた様のために、生命を捨ててお酬むくいすることもできましょうに」

「いや、できる！」

　王允は、思わず、満身の声でいってしまった。

　杖をもって、大地を打ち、

「──ああ、知らなんだ。誰かまた知ろう。花園のうちに、回天の名珠をちりばめた誅悪ちゅうあくの利剣がひそんでいようとは」

　こういうと、王允は、彼女の手を取らんばかりに誘って、画閣の一室へ伴い、堂中に坐らせてその姿へ頓首再拝とんしゅさいはいした。

　貂蝉は、驚いて、

「大人。何をなさいますか、もったいない」

　あわてて降くだろうとすると、王允は、その裳もすそを抑えて云った。

「貂蝉。おまえに礼をほどこしたのではない。漢の天下を救ってくれる天人てんじんを拝したのだ。……貂蝉よ、世のために、おまえは生命をすててくれるか」
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　貂蝉は、さわぐ色もなく、すぐ答えた。

「はい。大人のおたのみなら、いつでもこの生命は捧げます」

　王允は、座を正して、

「では、おまえの真心を見込んで頼みたいことがあるが」

「なんですか」

「董卓とうたくを殺さねばならん」

「…………」

「彼を除かなければ、漢室の天子はあってもないのと同じだ」

「…………」

「百姓万民の塗炭とたんの苦しみも永劫えいごうに救われはしない……貂蝉」

「はい」

「おまえも薄々は、今の朝廷の累卵るいらんの危うさや、諸民の怨嗟えんさは、聞いてもいるだろう」

「ええ」

　貂蝉ちょうせんは、目瞬まばたきもせず、彼の吐きだす熱い言々を聞き入っていた。

「──が、董卓を殺そうとして、効を奏した者は、きょうまで一人としてない。かえって皆、彼のために殺し尽されているのだ」

「…………」

「要心ぶかい。十重二十重とえはたえの警固がゆき届いている。また、あらゆる密偵が網の目のように光っている。しかも、智謀無類の李儒りじゅが側にいるし、武勇無双の呂布りょふが守っている」

「…………」

「それを殺さんには……。天下の精兵を以てしても足らない。……貂蝉。ただ、おまえのその腕かいなのみがなし得る」

「……どうして、私に？」

「まず、おまえの身を、呂布に与えると欺あざむいて、わざと、董卓のほうへおまえを贈る」

「…………」

　さすがに、貂蝉の顔は、そう聞くと、梨の花みたいに蒼白あおじろく冴えた。

「わしの見るところでは、呂布も董卓も、共に色に溺れ酒に耽ふける荒淫こういんの性たちだ。──おまえを見て心を動かさないはずはない。呂布の上に董卓あり、董卓の側に呂布のついているうちは、到底、彼らを亡ぼすことは難むずかしい。まずそうして、二人を割さき、二人を争わせることが、彼らを滅亡へひき入れる第一の策だが……貂蝉、おまえはその体を犠牲いけにえにささげてくれるか」

　貂蝉は、ちょっと、うつ向いた。珠のような涙が床ゆかに落ちた。──が、やがて面を上げると、

「いたします」

　きっぱりいった。

　そしてまた、「もし、仕損じたら、わたしは、笑って白刃の中に死にます。世々ふたたび人間の身をうけては生れてきません」と、覚悟のほどを示した。

　数日の後。

　王允おういんは、秘蔵の黄金冠おうごんかんを、七宝しっぽうをもって飾らせ、音物いんもつとして、使者に持たせ、呂布の私邸へ贈り届けた。

　呂布は、驚喜した。

「あの家には、古来から名剣宝珠が多く伝わっているとは聞いたが、洛陽から遷都せんとして来た後も、まだこんな佳品があったのか」

　彼は、武勇絶倫ぜつりんだが、単純な男である。歓びの余り、例の赤兎馬せきとばに乗って、さっそく王允の家へやってきた。

　王允は、あらかじめ、彼が必ず答礼に来ることを察していたので、歓待の準備に手ぬかりはなかった。

「おう、これは珍客、ようこそお出でくだされた」と、自身、中門まで出迎えて、下へも置かぬもてなしを示し、堂上に請しょうじて、呂布を敬うやまい拝した。




傾国けいこく



一



　王允おういんは、一家を挙げて、彼のためにもてなした。

　善美の饗膳きょうぜんを前に、呂布は、手に玉杯をあげながら主人へ云った。

「自分は、董太師とうたいしに仕える一将にすぎない。あなたは朝廷の大臣で、しかも名望ある家の主人だ。一体、なんでこんなに鄭重ていちょうになさるのか」

「これは異なお訊たずねじゃ」

　王允は、酒をすすめながら、

「将軍を饗するのは、その官爵を敬うのではありません。わしは日頃からひそかに、将軍の才徳と、武勇を尊敬しておるので、その人間を愛するからです」

「いや、これはどうも」と、呂布は、機嫌のよい顔に、そろそろ微紅びこうを呈して、「自分のようながさつ者を、大官が、そんなに愛していて下さろうとは思わなかった。身の面目というものだ」

「いやいや、計らずも、お訪ねを給わって、名馬赤兎を、わが邸の門につないだだけでも、王允一家の面目というものです」

「大官、それほどまでに、この呂布を愛し給うなら、他日、天子に奏して、それがしをもっと高い職と官位にすすめて下さい」

「仰せまでもありません。が、この王允は、董太師を徳とし、董太師の徳は生涯忘れまいと、常に誓っておる者です。将軍もどうか、いよいよ太師のため、自重じちょうして下さい」

「いうまでもない」

「そのうちに、おのずから栄爵に見舞われる日もありましょう。──これ、将軍へ、お杯をおすすめしないか」

　彼は、ことばをかえて、室内に連環れんかんして立っている給仕の侍女たちへ、いった。

　そして、その中の一名を、眼で招いて、

「めったにお越しのない将軍のお訪ね下すったことだ。貂蝉ちょうせんにもこれへ来て、ちょっと、ごあいさつをするがよいといえ」

　と、小声でいいつけた。

「はい」

　侍女は、退がって行った。間もなく、室の外に、楚そ々そたる気はいがして、侍立の女子が、帳とばりをあげた。客の呂布は、杯をおいて、誰がはいって来るかと、眸を向けていた。

　丫鬟あかんの侍女こしもとふたりに左右から扶けられて、歩々、牡丹の大輪が、かすかな風をも怖がるように、それへはいって来た麗人がある。

　楽女がくじょ貂蝉ちょうせんであった。

「……いらっしゃいませ」

　貂蝉は、客のほうへ、わずかに眼を向けて、優しとやかにあいさつした。雲鬢うんぴん重たげに、呂布の眼を羞恥はじらいながら、王允の蔭へ、隠れてしまいたそうにすり寄っている。

「……？」

　呂布は、恍惚とながめていた。

　王允は、自分の前の杯を、貂蝉にもたせて云った。

「おまえの名誉にもなる。将軍へ杯をさしあげて、おながれをいただくがよい」

　貂蝉は、うなずいて、呂布のまえへ進みかけたが、ちらと、彼の視線に会うと、眼もとに、まばゆげな紅くれないをたたえ、遠くからそっと、真白な繊手せんしゅへ、翡翠ひすいの杯をのせて、聞きとれないほどな小声でいった。

「……どうぞ」

「や。これは」

　呂布は、われに返ったように、その杯を持った。──なんたる可憐かれん！

　貂蝉は、すぐ退がって、帳とばりの外へ隠れかけた。呂布はまだ、手の杯を、唇くちにもしない。──彼女がそのまま去るのを残り惜しげに、眼も離たずにいた。酒を干すいとますらない眼であった。




二



「貂蝉。──お待ち」

　王允は、彼女を呼びとめて、客の呂布と等分に眺めながら云った。

「こちらにいらっしゃる呂将軍は、わしが日頃、敬愛するお方だし、わが一家の恩人でもある。──おゆるしをうけて、そのままお側におるがよい。充分に、おもてなしをなさい」

「……はい」

　貂蝉は、素直に、客のそばに侍した。──けれど、うつ向いてばかりいて、何もいわなかった。

　呂布は、初めて、口を開いて、

「ご主人。この麗人は、当家のご息女ですか」

「そうです。女むすめの貂蝉というものです」

「知らなかった。大官のお女むすめに、こんな美しいお方があろうとは」

「まだ、まったく世間を知りませんし、また、家の客へも、めったに出たこともありませんから」

「そんな深窓しんそうのお女むすめを、きょうは呂布のために」

「一家の者が、こんなにまで、あなたのご来訪を、歓んでいるということを、お酌み下されば倖せです」

「いや、ご歓待は、充分にうけた。もう、酒もそうは飲めない。大官、呂布は酔いましたよ」

「まだよろしいでしょう。貂蝉、おすすめしないか」

　貂蝉は、ほどよく、彼に杯をすすめ、呂布もだんだん酔眼になってきた。夜も更けたので、呂布は、帰るといって立ちかけたが、なお、貂蝉の美しさを、くり返して称たたえた。

　王允は、そっと、彼の肩へ寄ってささやいた。

「おのぞみならば、貂蝉を将軍へさしあげてもよいが」

「えっ。お女むすめを。……大官、それはほんとですか」

「なんで偽りを」

「もし、貂蝉を、この呂布へ賜うならば、呂布はお家のために、犬馬の労を誓うでしょう」

「近い内に、吉日を選んで、将軍の室へ送ることを約します。……貂蝉も、今夜の容子では、たいへん将軍が好きになっているようですから」

「大官。……呂布は、すっかり酩酊めいていしました。もう、歩けない気がします」

「いや、今夜ここへお泊めしてもよいが、董とう太師に知れて、怪しまれてはいけません。吉日を計って、必ず、貂蝉はあなたの室へ送るから、今夜はお帰りなさい」

「間違いはないでしょうな」

　呂布は、恩を拝謝し、また、何度もくどいほど、念を押してようやく帰った。

　王允は、後で、

「……ああ、これで一方は、まずうまく行った。貂蝉、何事も天下のためと思って、眼をつぶってやってくれよ」と、彼女へ云った。

　貂蝉は、悲しげに、しかしもう観念しきった冷たい顔を、横に振って、

「そんなに、いちいち私をいたわらないで下さい。おやさしくいわれると、かえって心が弱くなって、涙もろくなりますから」

「もういうまい。……じゃあかねて話してある通り、また近いうちに、董卓とうたくを邸へ招くから、おまえは妍けんをこらして、その日には歌舞吹弾もし、董卓の機嫌もとってくれよ」

「ええ」

　貂蝉は、うなずいた。

　次の日、彼は、朝ちょうに出仕して、呂布の見えない隙をうかがい、そっと董卓の閣へ行って、まずその座下に拝跪はいきした。

「毎日のご政務、太師にもさぞおつかれと存じます。郿塢城びうじょうへお還りある日は、満城を挙げて、お慰みを捧げましょうが、また時には、茅屋ぼうおくの粗宴も、お気が変って、かえってお慰みになるかと思われます。──そんなつもりで実は、小館にいささか酒宴の支度を設けました。もし駕がを枉まげていただければ、一家のよろこびこれにすぎたるものはありませんが」

　と、彼の遊意を誘った。
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　聞くと、董卓は、

「なに、わしを貴邸へ招いてくれるというのか。それは近頃、歓ばしいことである。卿けいは国家の元老、特にこの董卓を招かるるに、なんで芳志にそむこう」

　と、非常な喜色で、

「──ぜひ、明日行こう」と、諾した。

「お待ちいたします」

　王允おういんは、家に帰ると、この由を、ひそかに貂蝉にささやき、また家人にも、

「明日は巳みの刻こくに、董太師がお越しになる。一家の名誉だし、わし一代のお客だ。必ず粗相そそうのないように」と、督して、地には青砂をしき、床しょうには錦繍きんしゅうをのべ、正堂の内外には、帳とばりや幕をめぐらし、家宝の珍什ちんじゅうを出して、饗応の善美をこらしていた。

　次の日。──やがて巳の刻に至ると、

「大賓たいひんのお車が見えました」と、家僕が内へ報じる。

　王允は、朝服をまとって、すぐ門外へ出迎えた。

　──見れば、太師董卓とうたくの車は、戟ほこを持った数百名の衛兵にかこまれ、行装の絢爛けんらんは、天子の儀仗もあざむくばかりで、車簾しゃれんを出ると、たちまち、侍臣、秘書、幕側の力者りきしゃなどに、左右前後を護られて、佩環はいかんのひびき玉沓ぎょくとうの音、簇擁ぞくようして門内へ入った。

「ようおいでを賜わりました。きょうはわが王家の棟に、紫雲しうんの降りたような光栄を覚えまする」

　王允は、董太師を、高座に迎えて、最大の礼を尽した。

　董卓も、全家の歓待に、大満足な容子で、

「主人は、わが傍らにあがるがよい」と、席をゆるした。

　やがて、嚠喨りゅうりょうたる奏楽と共に、盛宴の帳とばりは開かれた。酒泉を汲みあう客たちの瑠璃杯るりはいに、薫々くんくんの夜虹やこうは堂中の歓語笑声をつらぬいて、座上はようやく杯盤狼藉はいばんろうぜきとなり、楽人楽器を擁してあらわれ、騒客そうかく杯を挙げて歌舞し、眼も綾あやに耳も聾ろうせんばかりであった。

「太師、ちとこちらで、ご少憩あそばしては」

　王允は誘った。

「ウム……」

　と、董卓は、主にまかせて、護衛の者をみな宴に残し、ただ一人、彼について行った。

　王允おういんは、彼を、後堂に迎えて、家蔵の宝樽ほうそんを開け、夜光の杯さかずきについで、献じながら静かにささやいた。

「こよいは、星の色までが、美しく見えます。これはわが家の秘蔵する長寿酒です。太師の寿を万代にと、初めて瓶へいをひらきました」

「やあ、ありがとう」

　董卓は、飲んで、

「こう歓待されては、何を以て司徒の好意にむくいてよいか分らんな」

「私の願うようになれば私は満足です。──私は幼少から天文が好きで、いささか天文を学んでおりますが、毎夜、天象を見ておるのに、漢室の運気はすでに尽きて、天下は新たに起ろうとしています。太師の徳望は、今や巍ぎ々ぎたるものですから、古いにしえの舜しゅんが堯ぎょうを受けたように、禹うが舜の世を継いだように、太師がお立ちになれば、もう天下の人心は、自然、それにしたがうだろうと思います」

「いや、いや。そんなことは、まだわしは考えておらんよ」

「天下は一人のひとの天下ではありません。天下のひとの天下です。徳なきは徳あるに譲る。これはわが朝のしきたりです。世よ定さだまれば、誰も叛逆とはいいません」

「ははははは。もし董卓に天運が恵まれたら、司徒、おん身も重く用いてやるぞ」

「時節をお待ちします」

　王允は再拝した。

　とたんに、堂中の燭はいっぺんに灯ともって、白日のようになった。そして正面の簾すだれがまかれると、教坊の楽女たちが美音をそろえて歌いだし、糸竹管弦しちくかんげんの妙たえな音にあわせて、楽女がくじょ貂蝉ちょうせんが、袖をひるがえして舞っていた。
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　客もなく、主もなく、また天下の何者もなく、貂蝉ちょうせんのひとみは、ただ舞うことに、澄みかがやいていた。

　舞う──舞う──貂蝉は袖をひるがえして舞う。教坊の奏曲は、彼女のために、糸竹と管弦の技わざをこらし、人を酔わしめずにおかなかった。

「ウーム、結構だった」

　董卓は、うめいていたが、一曲終ると、

「もう一曲」と、望んだ。

　貂蝉が再び起つと、教坊の楽手は、さらに粋を競って弾じ、彼女は、舞いながら哀々あいあいと歌い出した。

紅牙コウガ催拍サイハクシテ燕ノ飛ブコト忙セワシ

一片ノ行雲コウウン画堂ガドウニ到ル

眉黛ビタイ促モヨオシテ成ス遊子ノ恨ミ

臉容レンヨウ初ハジメテ故人ノ腸ハラワタヲ断ツ

楡銭ユセン買ワズ千金ノ笑

柳帯リュウタイナンゾ用イン百宝ノ粧ヨソオイ

舞マイ罷ヤミ簾レンヲ隔テテ目送スレバ

知ラズ誰カコレ楚ソノ襄王ジョウオウ


　眼を貂蝉のすがたにすえ、歌詞に耳をすましていた董卓は、彼女の歌舞が終るなり、感極まった容子ようすで、王允へ云った。

「主あるじ。あの女性は、いったい誰の女むすめか。どうも、ただの教坊の妓おんなでもなさそうだが」

「お気に召しましたか。当家の楽女、貂蝉ちょうせんというものですが」

「そうか。呼べ」と、斜めならぬ機嫌である。

「貂蝉、おいで」

　王允は、さし招いた。

　貂蝉は、それへ来て、ただ羞恥はじらっていた。董卓は、杯を与えて、

「幾歳いくつか」と、訊いた。

「…………」

　答えない。

　貂蝉は、小指を、唇のそばの黒子ほくろに当てて、王允の陰に、うつ向いてしまった。

「ははは、恥かしいのか」

「たいへんな羞恥はにかみ性しょうです。なにしろめったに人に接しませんから」

「いい声だの。すがたも、舞もよいが。……主あるじ、もう一度、歌わせてくれないか」

「貂蝉。あのように、今夜の大賓が、求めていらっしゃる。なんぞもう一曲……お聴きしていただくがよい」

「はい」

　貂蝉は、素直にうなずいて、檀板だんばんを手に──こんどはやや低い調子で──客のすぐ前にあって歌った。

一点ノ桜桃絳唇コウシンヲ啓ヒラク

両行リョウコウノ砕玉サイギョク陽春ヲ噴ハク

丁香チョウコウノ舌ハ衠鋼シュンコウノ剣ヲ吐キ

姦邪カンジャ乱国ランゴクノ臣ヲ斬ラント要ス


「いや、おもしろい」

　董卓は、手をたたいた。

　前に歌った歌詞は自分を讃美していたので、今の歌が自分をさして暗に姦邪かんじゃ乱国らんごくの臣としているのも、気づかなかった。

「神仙の仙女とは、実に、この貂蝉のようなのをいうのだろうな。いま、郿塢城びうじょうにもあまた佳麗はいるが、貂蝉のようなのはいない。もし貂蝉が一笑したら、長安の粉黛ふんたいはみな色を消すだろう」

「太師には、そんなにまで、貂蝉がお気に入りましたか」

「む……。予は、真の美人というものを、今夜初めて見たここちがする」

「献じましょう。貂蝉も、太師に愛していただければ、無上の幸せでありましょうから」

「え。この美人を、予に賜わるというのか」

「お帰りの車の内に入れてお連れください。──そういえば、夜も更けましたから、相府しょうふのご門前までお送りしましょう」

「謝す。謝す。──王允司徒おういんしと、ではこの美女は、氈車せんしゃに乗せて連れ帰るぞ」

　董卓は、ほとんど、その満足をあらわす言葉も知らないほど歓んで、貂蝉ちょうせんを擁して、車へ移った。
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　王允は、心のうちで、しすましたりと思いながら、貂蝉と董卓の車を丞相府じょうしょうふまで送って行った。

「……では」と、そこの門で、董卓に暇を乞うていると、ふと、氈車せんしゃの内から、貂蝉のひとみが、じっと、自分へ、無言の別れを告げているのに気づいた。

「では、これにて」

　王允は、もういっぺん、くり返して云った。それは貂蝉へ、それとなく返した言葉であった。

　貂蝉のひとみは、涙でいっぱいに見えた。王允も、胸がせまって、長くいられなかった。

　あわてて彼は、わが家のほうへ引っ返してきた。すると、彼方の闇から、二列に松明たいまつの火を連ね、深夜を戛々かつかつと急いでくる騎馬の一隊がある。

　近づいてくると、その先頭には赤兎馬に踏みまたがった呂布りょふの姿が見えた。──はっと思うまもなく、呂布は、王允の姿を見つけて、

「おのれ、今帰るか」

　と、馬上から猿臂えんぴを伸ばして、王允の襟がみをつかみ大の眼まなこをいからして、

「よくも汝は、先日、貂蝉をこの呂布に与えると約束しておきながら、こよい董太師に供えてしまいおったな。憎いやつめ。おれを小児のようにもてあそぶか」と、どなった。

　王允は、騒ぐ色もなく、

「どうして将軍は、そんなことをもうご存じなのか。まあ、待ち給え」と、なだめた。

　呂布は、なお怒って、

「今、わが邸へ、董太師が美女をのせて、相府へ帰られたと、告げて来た者があるのだ。そんなことが知れずにいると思うのか。この二股膏薬ふたまたこうやくめ。八ツ裂きにしてくれるから覚えておれよ」

　と、従う武士にいいつけて、はや引ったてようとした。

　王允は、手をあげて、

「はやまり給うな将軍。あれほど固く約したこの王允を、なにとて、お疑いあるぞ」

「やあ、まだ吐ぬかすか」

「ともあれ、もう一度邸へお越しください。ここではお話もしにくいから」

「そうそう何度も、貴様の舌には欺あざむかれぬぞ」

「その上でなお、お合点がゆかなかったら、即座に、王允の首をお持ち帰りください」

「よしっ、行ってやる」

　呂布は彼について行った。

　密室に通して、王允は、

「仔細はこうです」と、言葉巧みに云った。

「──実はこよい、酒宴の果てた後で、董太師が興じて仰せられるには、そちは近頃、呂布へ貂蝉を与える約束をした由だが、その女性を、ひとまず予が手許へあずけて置け。そして吉日を卜ぼくして大いに自分が盛宴を設け、不意に、呂布と娶めあわせて、やんやと、酒席の興にして、大いに笑い祝す趣向とするから。──と、かような言葉なのでした」

「えっ。……では、董太師が、おれの艶福をからかう心算つもりで、つれておいでになったのか」

「そうです。将軍のてれる顔を酒宴で見て、手を叩こうという、お考えだと仰っしゃるのです。──で、折角の尊命をそむくわけにも参りませんから、貂蝉をおあずけした次第です」

「いや、それはどうも」と、呂布は、頭をかいて、

「軽々しく、司徒を疑って、何とも申しわけがない。こよいの罪は、万死に値するが、どうかゆるしてくれい」

「いや、お疑いさえ解ければ、それでいい。必ず近日のうちに、将軍の艶福のために、盛宴が張られましょう。貂蝉もさだめし待っておりましょう。いずれ彼女あれの歌舞の衣裳、化粧道具など一切もお手許のほうへ送らせることといたします」

　呂布は、そう聞くと、三拝して、立帰った。




痴蝶鏡ちちょうきょう
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　春は、丈夫の胸にも、悩ましい血を沸かせる。

　王允おういんのことばを信じて、呂布りょふはその夜、素直に邸に帰ったもののなんとなく寝ぐるしくて、一晩中、熟睡できなかった。

「──どうしているだろう、貂蝉ちょうせんは今頃」

　そんなことばかり考えた。

　董とう太師の館やかたへ伴ともなわれて行ったという貂蝉が、どんな一夜を明かしているかと、妄想をたくましゅうして、果ては、牀しょうのうえにじっとしていられなくなった。

　呂布は、帳とばりを排して、窓外へ眼をやった。そして彼女のいる相府しょうふの空をぼんやり眺めていた。

　鴻こうが鳴き渡ってゆく。

　朧月おぼろづきが更ふけている。──夜はまだ明けず、雲も地上も、どことなく薄明るかった。庭前を見れば、海棠かいどうは夜露をふくみ、茶蘼やまぶきは夜靄よもやにうな垂だれている。

「ああ」

　彼は、独り呻うめきながら、また、牀へ横たわった。

「こんなに心のみだれるほど想い悩むのは、俺として生れてはじめてだ。──貂蝉、貂蝉、おまえはなぜ、あんな蠱惑こわくな眼をして、おれの心を囚とらえてしまったのだ」

　彼は、夜明けを待ちかねた。

　──が、朝となれば、彼は毅然たる武将だった。邸にも多くの武士を飼っている彼だ。朝陽を浴びて颯爽と、例の赤兎馬せきとばに乗って、丞相府へ出仕した。

　べつに、そう急用もなかったのであるが、彼は早速、董卓とうたくの閣へ出向いて、

「太師はお目ざめですか」と、護衛の番将に訊ねた。

　番将は懶ものうげに、そこから後堂の秘園をふり向いて、

「まだ帳とばりを下ろしていらっしゃるようですな」と、無感情な顔して云った。

「ほ」

　呂布は、何かむらむらと、不安に襲われたが、わざと長閑のどかな陽を仰いで云った。

「もう午うまの刻にも近いのに、まだお寝みなのか」

「後堂の廊も、あの通り閉とざしたままですから」

　静かに、春園しゅんえんの禽きんは、昼を啼きぬいていた。

　──寝殿は帳を垂れたまま寂じゃくとして、陽の高きも知らぬもののように見える。

　呂布はおおい難がたい顔いろの裡からやや乱れた言葉でまた訊ねた。

「太師には、昨夜、よほどお寝みがおそかったとみえますな」

「ええ、王允の邸へ、饗宴に招かれて、だいぶごきげんでお帰りでしたからね」

「非常な美姫びきをお伴つれになったそうですな」

「や、将軍もそれを、もうご存じですか」

「ムム、王允の家の貂蝉ちょうせんといえば有名な美人だから」

「それですよ、太師のお目ざめが遅いわけは。昨夜、その美人を幸さいわいして、春宵の短きを嘆じていらっしゃることでしょう。……何しても、きょうはよい日和ひよりですな」

「あちらで待っているから、太師がお目ざめになったら知らしてくれ」

　呂布は、思わず、憤然と眉に色を出して、そこから立去った。

　相府の一閣で、彼はぼんやりと腕ぐみしていた。気にかかるので、時折、池の彼方の閣を見まもっていた。後堂の寝殿は、真午まひるになって、ようやく窓をひらいた様子であった。

「太師には、ただ今、お目ざめになられました」

　さっきの番将が告げに来た。

　呂布は、取次も待たずに、董卓の後堂へ入って行った。そして、廊にたたずみながら奥をうかがうと、臥房がぼう深き所、芙蓉の帳とばりまだみだれて、ゆうべいかなる夢をむすんだか、鏡に向って、臙脂えんじを唇に施している美姫のうしろ姿がちらと見えた。
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　呂布は、われを忘れて、臥房のすぐ扉口とぐちの外まで、近づいて行った。

「オ……。貂蝉」

　彼は、泣きたいように胸を締めつけられた。七尺の偉丈夫も、魂を掻きむしられ、沈吟ちんぎん、去りもやらず、鏡の中に映る彼女のほうを偸ぬすみ見していた。

　そして、煮え沸たぎる心の底で、

「貂蝉はもう昨夜かぎりで、処女おとめではなくなっている！ ……。ここの臥房には、まだすすり泣きの声が残っているようだ。……ああ、董とう太師もひどい。貂蝉もまた貂蝉だ。……それとも王允がおれを欺いたのか。いやいや董太師に求められては、かよわい貂蝉はもうどうしようもなかったろう」

　彼の蒼白い顔は、なにかのはずみに、ふと室内の鏡に映った。

　貂蝉は、

「あら？」

　びっくりして振向いた。

「…………」

　呂布は、怨みがましい眼をこらして、彼女の顔をじっと睨んだ。──貂蝉は、とたんに、雨をふくんだ梨花のようにわなないて、

（──ゆるして下さい。わたくしの本心ではありません。胸をなでて……怺こらえて……。このつらいわたしの胸も分っていて下さるでしょう）

　哀れを乞うような、すがりついて泣きたいような、声なき想いを、眼と姿態しなにいわせて呂布へ訴えた。

　すると、壁の陰で、

「貂蝉。……誰かそれへ参ったのか」と、董卓の声がした。

　呂布は、ぎょっとして、数歩跫音あしおとをしのばせて、室を離れ、そこからわざと大股に、ずっとはいって来て、

「呂布です。太師には、今お目ざめですか」と、常と変らない態ていを装よそおって礼をした。

　春宵の夢魂、まだ醒めやらぬ顔して、董卓は、その巨躯を、鴛鴦えんおうの牀しょうに横たえていたので、唐突な彼の跫音に、びっくりして身を起した。

「誰かと思えば、呂布か。……誰に断って、臥房へ入って来た」

「いや、今、お目ざめと、番将が知らしてくれたものですから」

「いったい、何の急用か」

「は……」

　呂布は、用向きを問われて口ごもった。──臥房へまで来て命を仰ぐほどな用事は何もないのであった。

「実は……こうです。夜来、なんとなく寝ぐるしいうちに、太師が病にかかられた夢を見たものですから、心配のあまり、夜が明けるのを待ちかねて、相府へ詰めておりました。──がしかし、お変りのない容子を見て、安心いたしました」

「何をいっておるのか」

　董卓は、彼のしどろもどろな口吻くちぶりを怪しんで、舌打ちした。

「起きぬけから忌いまわしいことを聞かせおる。そんな凶夢を、わざわざ耳に入れにくるやつがあるか」

「恐れ入りました。常々健康をお案じしておるものですから」

「嘘をいえ」と、叱って、「そちの容子は、なんとなくいぶかしいぞ。その眼の暗さはなんだ。その挙動のそわそわしている様さまはなんだ。去れっ」

「はっ」

　呂布は、うつ向いたまま、一礼して悄然と、影を消した。

　その日、早めに邸へ帰って来ると、彼の妻は、良人の顔色の冴えないのを憂いて訊いた。

「なにか太師のごきげんを損そこねたのではありませんか」

　すると呂布は、大声で、

「うるさいっ。董太師がなんだ。この呂布を圧おさえることは、太師でもできるものか。貴さまは、できると思うのか」

　と、妻に当って、どなりちらした。
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　呂布の容子は、目立って変ってきた。

　相府への出仕も、休んだり遅く出たり、夜は酒に酔い、昼は狂躁に罵ののしったり、また、終日、茫然とふさぎ込んだまま、口もきかない日もあった。

「どうしたんですか」

　妻が問えば、

「うるさい」としかいわない。

　床を踏み鳴らして、檻おりの猛獣のように、部屋の中を独り廻っている時など、頬を涙にぬらしていることがあった。

　そうこうする間に、一月余りは過ぎて、悩ましい後園の春色も衰え、浅翠あさみどりの樹々に、初夏の陽が、日ましに暑さを加えてきた。

「お勤めはともかく、この際、お見舞にも出ないでは、大恩のある太師へ叛そむく者と、人からも疑われましょう」

　彼の妻はしきりと諫めた。

　近頃、董とう太師が、重いというほどでもないが、病床にあるというので、たびたび、出仕をすすめるのだった。

　呂布もふと、

「そうだ。出仕もせず、お見舞にも出なくては、申し訳ない」

　気を持ち直したらしく、久しぶりで、相府へ出向いた。

　そして、董卓の病床を見舞うと、董卓は、もとより、彼の武勇を愛して、ほとんど養子のように思っている呂布のことであるから、いつか、叱って追い返したようなことは、もう忘れている顔で、

「オオ、呂布か、そちも近頃は、体が勝すぐれないで休んでいるということではないか。どんな容体だの」と、かえって病人から慰められた。

「大したことではありません。すこしこの春に、大酒が過ぎたあんばいです」

　呂布は、淋しく笑った。

　そしてふと、傍らにある貂蝉ちょうせんのほうを眼の隅から見やると、この半月の余は、董卓の枕元について帯も裳もすそも解かず、誠心から看護して、すこし面おもやつれさえして見える容子なので──呂布はたちまち、むらむらと嫉妬の火に全身の血を燃やされて、

（初めは、心にもなくゆるした者へも、女はいつか、月日と共に、身も心も、その男に囚とらわれてしまうものか）と、遣やるかたなく、煩悶はんもんしだした。

　董卓は、咳入せきいった。

　その間に、呂布は、顔いろをさとられまいと、牀しょうの裾へ退いた。──そして董卓の背をなでている貂蝉の真白な手を、物に憑つかれた人間のように見つめていた。

　すると、貂蝉は、董卓の耳へ、顔をすりよせて、

「すこし静かに、おやすみ遊ばしては……」

　とささやいて、衾ふすまをおおい、自分の胸をも、上からかぶせるようにした。

　呂布の眼は、焔になっていた。その全身は、石の如く、去るのを忘れていた。貂蝉は、病人の視線を隠すと、その姿を振向いて、片手で袖を持って、眼を拭った。……さめざめと、泣いてみせているのである。

（──辛い。わたしは辛い。想っているお方とは、語らうこともできず、こうして、いつまで心にもない人と一室に暮らさなければならないのでしょう。あなたは無情です。ちっともこの頃は、お姿を見せてくださらない！ せめて、お姿を見るだけでも、わたしは人知れず慰められているものを）

　もとより声に出してはいえなかったが、彼女の一滴一滴の涙と、濡れた睫毛まつげと、物いえぬ唇のわななきは、言葉以上に、惻々そくそくと、呂布の胸へ、その想いを語っていた。

「……では、では、そなたは」

　呂布は、断腸の思いの中にも、体中の血が狂喜するのをどうしようもなかった。盲目的に彼女のうしろへ寄って行った。そして、その白い頸うなじを抱きすくめようとしたが、屏風びょうぶの角に、剣の佩環はいかんが引っかかったので、思わず足をすくめてしまった。

「呂布っ。何するか」

　病床の董卓は、とたんに、大喝して身をもたげた。
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　呂布は、狼狽して、

「いや、べつに……」と、牀しょうの裾へ退がりかけた。

「待てっ」と、董卓は、病も忘れて、額に青すじを立てた。

「今、おまえは、わしの眼を偸ぬすんで、貂蝉ちょうせんへたわむれようとしたな。──わしの寵姫ちょうきへ、みだらなことをしかけようとしたろう」

「そんなことはしません」

「ではなぜ、屏風の内へはいろうとしたか。いつまで、そんな所に物欲しそうにまごついているか」

「…………」

　呂布は、いい訳に窮して、真っ蒼な顔してうつ向いた。

　彼は、弁才の士ではない。また、機知なども持ち合わせない人間である。それだけに、こう責めつけられると、進退きわまったかの如く、惨澹さんたんたる唇を噛むばかりだった。

「不届き者めッ、恩寵を加えれば恩寵に狎なれて、身のほどもわきまえずにどこまでもツケ上がりおる！ 向後こうごは予の室へ、一歩でもはいると承知せぬぞ。いや、沙汰あるまで自邸で謹慎しておれ。──退がらぬかっ。これ、誰かある、呂布をおい出せ」

　と、董卓の怒りは甚しく、口を極めて罵ののしった。

　どやどやと、室外に、武将や護衛の力者りきしゃたちの跫音あしおとが馳け集まった。──が、呂布は、その手を待たず、

「もう、来ません！」

　云い放って、自分からさっと、室の外へ出て行った。

　ほとんど、入れちがいに、

「何です？　何か起ったのですか」と、李儒りじゅが入ってきた。

　まだ怒りの冷さめない董卓は、火のような感情のまま、呂布が、この病室で、自分の寵姫に戯れようとした罪を、外道げどうを憎むように唾つばして語った。

「困りましたなあ」

　李儒は冷静である。にが笑いさえうかべて聞いていたが、

「なるほど、不届きな呂布です。──けれど太師。天下へ君臨なさる大望のためには、そうした小人の、少しの罪は、笑っておゆるしになる寛度かんどもなければなりません」

「ばかな」

　董卓は、肯がえんじない。

「そんなことをゆるしておいたら、士気はみだれ、主従のあいだはどうなるか」

「でも今、呂布が変心して、他国へ奔はしったら、大事はなりませぬぞ」

「…………」

　董卓も、李儒に説かれているうちに、やや激怒もおさまって来た。ひとりの寵姫よりは、もちろん、天下は大であった。いかに貂蝉ちょうせんの愛に溺れていても、その野望は捨てきれなかった。

「だが李儒。呂布のやつは、かえって傲然ごうぜんと帰ってしまったが、では、どうしたらよいか」

「そうお気づきになれば、ご心配はありません。呂布は単純な男です。明日、お召しあって、金銀を与え、優しくお諭しあれば、単純だけに、感激して、向後はかならず慎むでしょう」

　李儒の忠言を容れて、彼はその翌日、呂布を呼びにやった。

　どんな問罪を受けるかと、覚悟してきて見ると、案に相違して、黄金十斤きん、錦二十匹を賜わった上、董卓の口から、

「きのうは、病のせいか、癇癖かんぺきを起して、そちを罵ののしったが、わしは何ものよりも、そちを力にしておるのだ。悪く思わず、以前のとおりわが左右を離れずに、日ごとここへも顔を見せてくれい」

　と、なだめられたので、呂布はかえって心に苦しみを増した。しかし主君の温言のてまえ、拝跪はいきして恩を謝し、黙々とその日は無口に退出した。




絶纓ぜつえいの会かい
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　その後、日を経て、董卓とうたくの病もすっかりよくなった。

　彼はまた、その肥大強健な体に驕おごるかのように、日夜貂蝉ちょうせんと遊楽して、帳裡ちょうりの痴夢ちむに飽あくことを知らなかった。

　呂布も、その後は、以前よりはやや無口にはなったが、日々精勤して、相府の出仕は欠かさなかった。

　董卓が朝廷へ上がる時は、呂布が赤兎馬せきとばにまたがって、必ずその衛軍の先頭に立ち、董卓が殿上にある時は、また必ず呂布が戟ほこを持って、その階下に立っていた。

　或る折。

　天子に政事まつりごとを奏するため、董卓が昇殿したので、呂布はいつものように戟を執って、内門に立っていた。

　壮者の旺さかんな血ほど、気懶けだるい睡気ねむけを覚えるような日である。呂布は、そこここを飛びかう蝶にも、睡魔に襲われ、眼をあげて、夏近い太陽に耀かがやく木々の新翠しんすいや真紅の花を見ては、「──貂蝉ちょうせんは何をしているか」と、煩悩ぼんのうにとらわれていた。

　ふと、彼は、

「きょうは必ず董卓の退出は遅くなろう。……そうだ、この間に」と考えた。

　むらむらと、思慕の炎に駆られだすと、彼は矢も楯もなかった。

　にわかに、どこかへ、駆けだして行ったのである。

　董卓の留守の間に──と、呂布はひとり相府へ戻って来たのだった。そして勝手を知った後堂へ忍んで行ったと思うと、戟ほこを片手に、

「貂蝉。──貂蝉」と、声をひそめながら、寵姫の室へ入って、帳とばりをのぞいた。

「誰？」

　貂蝉は、窓に倚よって、独り後園の昼を見入っていたが、振向いて、呂布のすがたを見ると、

「オオ」

　と、馳け寄って、彼の胸にすがりついた。

「まだ太師も朝廷からお退さがりにならないのに、どうしてあなただけ帰って来たのですか」

「貂蝉。わしは苦しい」

　呂布は、呻うめくように云った。

「この苦しい気もちが、そなたには分らないのだろうか。実は、きょうこそ太師の退出が遅いらしいので、せめて束つかの間までもと、わし一人そっとここへ走り戻って来たのだ」

「では……そんなにまで、この貂蝉を想っていて下さいましたか。……うれしい」

　貂蝉は、彼の火のような眸を見て、はっと、脅おびえたように、

「ここでは、人目にかかっていけません。後から直ぐに参りますから、園のずっと奥の鳳儀亭ほうぎていで待っていてください」

「きっと来るだろうな」

「なんで嘘をいいましょう」

「よし、では鳳儀亭に行って待っているぞ」

　呂布はひらりと庭へ身を移していた。そして、木の間を走るかと思うと、後園の奥まった所にある一閣へ来て、貂蝉を待っていた。

　貂蝉は彼が去ると、いそいそと化粧をこらし、ただ一人で忍びやかに、鳳儀亭の方へ忍んで行った。

　柳は緑に、花は紅くれないに、人なき秘園は、熟うれた春の香においにむれていた。

　貂蝉ちょうせんは、柳の糸のあいだから、そっと鳳儀亭のあたりを見まわした。

　呂布は、戟ほこを立てて、そこの曲欄きょくらんにたたずんでいた。
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　曲欄の下は、蓮池はすいけだった。

　鳳儀亭ほうぎていへ渡る朱の橋に、貂蝉の姿が近づいて来た。花を分け柳を払って現れた月宮げっきゅうの仙女かと怪しまれるほど、その粧よそおいは麗わしかった。

「呂布さま」

「おう……」

　ふたりは亭の壁の陰へ倚よった。そして長いあいだ無言のままでいた。呂布は、体じゅうの血が燃えるかと思った。うつつの身か、夢の身かを疑っていた。

「……おや、貂蝉、どうしたのだね」

「…………」

「ええ、貂蝉」

　呂布は、彼女の肩をゆすぶった。──彼の胸に顔をあてていた貂蝉が、そのうちにさめざめと泣き出したからであった。

「わしとこうして会ったのを、そなたはうれしいと思わないのか。いったい、何をそんなに泣くのか」

「いいえ、貂蝉は、うれしさのあまり、胸がこみあげてしまったのです。──お聞きください。呂布さま。わたくしは王允おういん様の真の子ではありません。さびしい孤児みなしごでした。けれど、わたしを真の子のように可愛がって下された王允様は、行く末は必ず、凜り々りしい英傑の士を選んで嫁かしずけてやるぞ──といつも仰っしゃって下さいました。それかあらぬか、将軍をお招きした夜、それとなく私とあなたとを会わせて賜わりましたから、私は、ひとたび、あなたにお目にかかると、これで平生の願いもかなうかと、その夜から、夢にも見るほど、楽しんでおりました」

「ウむ。……ムム」

「ところが、その後、董太師とうたいしのために、心に秘めていた想いの花は、ふみにじられてしまいました。太師の権力に、泣く泣く心にそまぬ夜々を明かしました。もうこの身は、以前のきれいな身ではありません。……いかに心は前と変らず持っていても、汚けがされた身をもって、将軍の妻室さいしつにかしずくことはできませんから、それを思うと、恐ろしくて、口惜くやしくて……」

　貂蝉は、あたりへ聞えるばかり嗚咽おえつして、彼の胸に、とめどなく悶もだえて泣いていたが、突然、

「呂布さま。どうか貂蝉の心根だけは、不愍ふびんなものと、忘れないでいてください」

　と、叫びざま、曲欄へ走り寄って、蓮の池へ身を投げようとした。

　呂布は、びっくりして、

「何をする」と、抱き止めた。

　その手を、怖ろしい力で、貂蝉は振りのけようと争いながら、

「いえ、いえ、死なせて下さい。生きていても、あなたとこの世のご縁はないし、ただ心は日ごと苦しみ、身は不仁ふじんな太師の贄にえになって、夜々、虐さいなまれるばかりです。せめて、後世ごせの契ちぎりを楽しみに、冥世あのよへ行って待っております」

「愚かなことを。来世を願うよりも今生こんじょうに楽しもう。貂蝉、今にきっと、そなたの心に添うようにするから、死ぬなどと、短気なことは考えぬがいい」

「えっ……ほんとですか。今のおことばは、将軍の真実ですか」

「想う女を、今生において、妻ともなし得ないで、豈あに、世の英雄と呼ばれる資格があろうか」

「もし、呂布さま。それがほんとなら、どうか貂蝉の今の身を救うて下さいませ。一日も一年ほど長い気がいたします」

「時節を待て。それも長いこととはいわぬ──また、今日は老賊に従って、参殿の供につき、わずかな隙すきをうかがってここへ来たのだから、もし老賊が退出してくるとたちまち露顕ろけんしてしまう。そのうちに、またよい首尾をして会おう」

「もう、お帰りですか」

　貂蝉は、彼の袖をとらえて、離さなかった。

「将軍は、世に並ぶ者なき英雄と聞いていましたのに、どうしてあんな老人をそんなに、怖れて、董卓の下風かふうに従ついているのですか」

「そういうわけではないが」

「私は、太師の跫音あしおとを聞いても、ぞっと身がふるえてきます。……ああいつまでも、こうしていたい」

　なお、寄りすがって、紅涙雨の如き姿態しなであった。──ところへ、董卓は朝ちょうから帰って来るなり、ただならぬ血相をたたえて彼方から歩いて来た。




三



「はて。貂蝉も見えないし、呂布もどこへ行きおったか？」

　董卓の眸は、猜疑さいぎに燃えていた。

　今し方、彼は朝廷から退出した。呂布の赤兎馬せきとばは、いつもの所につないであるのに、呂布のすがたは見えなかった。怪しみながら、車に乗って相府へ帰ってみると、貂蝉の衣は、衣桁いこうに懸っているが、貂蝉のすがたは見当らないのである。

「さては」

　と、彼は、侍女を糺ただして、男女の姿を見つけに、自身、後園の奥へ捜しに来たのであった。

　二人は鳳儀亭の曲欄きょくらんにかがみこんで、泣きぬれていた。貂蝉は、ふと、董卓の姿が彼方に見えたので、

「あっ……来ました」と、あわてて呂布の胸から飛び離れた。

　呂布も、驚いて、

「しまった。……どうしよう」

　うろたえている間に、董卓はもう走り寄って来て、

「匹夫ひっぷっ。白日はくじつも懼おそれず、そんな所で、何しているかっ」

　と、怒鳴った。

　呂布は、物もいわず、鳳儀亭の朱橋を躍って、岸へ走った。──すれ交かいに、董卓は、

「おのれ、どこへ行く」と、彼の戟ほこを引ったくった。

　呂布が、その肘ひじを打ったので、董卓は、奪った戟を取り落してしまった。彼は、肥満しているので、身をかがめて拾い取るのも、遅鈍ちどんであった。──その間に、呂布はもう五十歩も先へ逃げていた。

「不埓者ふらちものっ」

　董卓は、その巨きな体を前へのめらせながら、喚わめいて云った。

「待てっ。こらっ。待たぬかっ、匹夫め」

　すると、彼方から馳けて来た李儒が、過って出会いがしらに、董卓の胸を突きとばした。

　董卓は、樽の如く、地へ転げながら、いよいよ怒って、

「李儒っ、そちまでが、予をささえて、不届きな匹夫を援たすけるかっ。──不義者をなぜ捕えん」

　と、呶号した。

　李儒は、急いで、彼の身を扶け起しながら、

「不義者とは、誰のことですか。──今、てまえが後園に人声がするので、何事かと出てみると、呂布が、太師狂乱して、罪もなきそれがしを、お手討になさると追いかけて参るゆえ、何とぞ、助け賜われとのこと、驚いて、馳けつけて来たわけですが」

「何を、ばかな。──董卓は狂乱などいたしてはおらん。予の目を偸ぬすんで、白昼、貂蝉に戯れているところを、予に見つけられたので、狼狽のあまり、そんなことを叫んで逃げ失うせたのだろう」

「道理で、いつになく、顔色も失って、ひどく狼狽の態でしたが」

「すぐ、引っ捕えて来い。呂布の首を刎はねてくれる」

「ま。そうお怒りにならないで、太師にも少し落着いて下さい」

　李儒は、彼の沓くつを拾って、彼の足もとへ揃えた。

　そして、閣の書院へ伴い、座下に降って、再拝しながら、

「ただ今は、過ちとはいえ、太師のお体を突き倒し、罪、死に値します」

　と、詫び入った。

　董卓はなお、怒気の冷めぬ顔を、横に振って、

「そんなことはどうでもよい。速やかに、呂布を召捕って来て、予に、呂布の首を見せい」

　といった。

　李儒は、あくまで冷静であった。董卓が、怒るのを、あたかも痴児の囈言たわごとのように、苦笑のうちに聞き流して、

「恐れながら、それはよろしくありません。呂布の首を刎ねなさるのは、ご自身の頸うなじへご自身で刃やいばを当てるにも等しいことです」と、諫いさめた。
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「なぜ悪いかっ。なぜ、不義者の成敗をするのが、よろしくないか」

　董卓は、そう云いつのって、どうしても、呂布を斬れと命じたが、李儒は、

「不策です。いけません」

　頑として、彼らしい理性を、変えなかった。

「太師のお怒りは、自己のお怒りに過ぎませんが、てまえがお諫め申すのは、社稷しゃしょくのためです。──昔、こういう話があります」

　と、李儒は、例をひいて、語りだした。

　それは、楚国そこくの荘王そうおうのことであるが、或る折、荘王が楚城のうちに、盛宴をひらいて、武功の諸将をねぎらった。

　すると──宴半ばにして、にわかに涼風が渡って、満座の燈火がみな消えた。

　荘王、

（はや、燭しょくをともせ）と、近習へうながし、座中の諸将は、かえって、

（これも涼しい）と、興ありげにさわいでいた。

　──と、その中へ、特に、諸将をもてなすために、酌にはべらせておいた荘王の寵姫へ、誰か、武将のひとりが戯れてその唇を盗んだ。

　寵姫は、叫ぼうとしたが、じっとこらえて、その武将の冠かんむりの纓おいかけをいきなりむしりとって、荘王の側へ逃げて行った。

　そして、荘王の膝へ、泣き声をふるわせて、

「この中で今、誰やら、暗闇になったのを幸いに、妾わらわへみだらに戯れたご家来があります。はやく燭をともして、その武将を縛からめてください。冠の纓の切れている者が下手人です」

　と、自分の貞操をも誇るような誇張を加えて訴えた。

　すると荘王は、どう思ったか、

「待て待て」と、今しも燭を点じようとする侍臣を、あわてて止め、

「今、わが寵姫が、つまらぬことを予に訴えたが、こよいはもとより心から諸将の武功をねぎらうつもりで、諸公の愉快は予の愉快とするところである。酒興の中では今のようなことはありがちだ。むしろ諸公がくつろいで、今宵の宴をそれほどまで楽しんでくれたのが予も共にうれしい」

　と、いって、さてまた、

「これからは、さらに、無礼講として飲み明かそう。みんな冠の纓おいかけを取れ」と、命じた。

　そしてすべての人が、冠の纓を取ってから、燭を新たに灯ともさせたので、寵姫の機智もむなしく、誰が、女の唇を盗んだ下手人か知れなかった。

　その後、荘王は、秦しんとの大戦に、秦の大軍に囲まれ、すでに重囲のうちに討死と見えた時、ひとりの勇士が、乱軍を衝ついて、王の側に馳けより、さながら降天こうてんの守護神のごとく、必死の働きをして敵を防ぎ、満身朱あけになりながらも、荘王の身を負って、ついに一方の血路をひらいて、王の一命を完うした。

　王は、彼の傷手いたでのはなはだしいのを見て、

「安んぜよ、もうわが一命は無事なるを得た。だが一体、そちは何者だ。そして如何なるわけでかくまで身に代えて、予を守護してくれたか」と、訊ねた。

　すると、傷負ておいの勇士は、

「──されば、それがしは先年、楚城の夜宴で、王の寵姫に冠の纓をもぎ取られた痴者ちしゃです」

　と、にこと笑って答えながら死んだという。

　──李儒は、そう話して、

「いうまでもなく、彼は、荘王の大恩に報じたものです。世にはこの佳話を、絶纓ぜつえいの会かいと伝えています。……太師におかれても、どうか、荘王の大度たいどを味わってください」

　董卓は、首を垂れて聞いていたが、やがて、

「いや、思い直した。呂布の命は助けておこう。もう怒らん」

　翻然ほんぜんと、諫めを容れて去った。
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　李儒はかねて、呂布が何を不平として、近ごろ董卓に含んでいるか、およそ察していたので、

──困ったものだ。

　と、内心、貂蝉ちょうせんに溺れている董卓にも、それに瞋恚しんいを燃やしている呂布にも、胸を傷めていた折であった。

　それゆえ、「絶纓の会」の故事をひいて、諄々じゅんじゅんと、諫めたところ、さすが、董卓も暗愚ではないので、

「忘れおこう、呂布はゆるせ」と、釈然と悟った容子ようすなので、これ、太師の賢明によるところ、覇業はぎょう万歳ばんざいの基であると、直ちに、呂布へもその由を告げて、大いに安心していた。

　董卓は、李儒を退しりぞけると、すぐ後堂へ入って行ったが、見ると、帳とばりにすがって、貂蝉はまだ独りしくしく泣いていた。

「何を泣くか。女にも隙すきがあるから、男が戯れかかるのだ。そなたにも半分の罪があるぞ」

　董卓が、いつになく叱ると、貂蝉はいよいよ悲しんで、

「でも、太師は常に、呂布はわが子も同様だと仰っしゃっていらっしゃいましょう。──ですから私も、太師のご養子と思って、敬まっていたんです。それを今日は、恐い血相で、戟ほこを持って私を脅おどし、むりやりに鳳儀亭ほうぎていに連れて行ってあんなことをなさるんですもの……」

「いや、深く考えてみると、悪いのは、そなたでも呂布でもなかった。この董卓が愚おろかだった。──貂蝉、わしが媒なかだちして、そなたを呂布の妻にやろう。あれほど忘れ難がたなく恋している呂布だ。そなたも彼を愛してやれ」

　眼まなこをとじて、董卓がいうと、貂蝉は、身を投げて、その膝にとりすがった。

「なにをおっしゃいます。太師に捨てられて、あんな乱暴な奴僕ぬぼくの妻になれというのですか。嫌いやなことです。死んだって、そんな辱はずかしめは受けません」

　いきなり董卓の剣を抜きとって、咽のどに突き立てようとしたので、董卓は仰天して、彼女の手から剣を奪りあげた。

　貂蝉は、慟哭どうこくして、床に伏しまろびながら、

「……わ、わかりました。これはきっと、李儒が呂布に頼まれて、太師へそんな進言をしたにちがいありません。あの人と呂布とは、いつも太師のいらっしゃらない時というと、ひそひそ話していますから。……そうです。太師はもう、私よりも、李儒や呂布のほうがお可愛いんでしょう。わたしなどはもう……」

　董卓は、やにわに、彼女を膝に抱きあげて、泣き濡れているその頬やその唇へ自分の顔をすり寄せて云った。

「泣くな、泣くな、貂蝉、今のことばは、冗戯じょうだんじゃよ。なんでそなたを、呂布になど与えるものか。──明日、郿塢びうの城へ帰ろう。郿塢には、三十年の兵糧と、数百万の兵が蓄えてある。事成れば、そなたを貴妃きひとし、事成らぬ時は、富貴の家の妻として、生涯を長く楽しもう。……嫌か、ウム、嫌ではあるまい」

　次の日──

　李儒は改まって、董卓の前に伺候した。ゆうべ、呂布の私邸を訪い、恩命を伝えたところ、呂布も、深く罪を悔いておりました──と報告してから、

「きょうは幸いに、吉日ですから、貂蝉を呂布の家にお送りあってはいかがでしょう。──彼は単純な感激家です。きっと、感涙をながして、太師のためには、死をも誓うにちがいありません」

　と、いった。

　すると董卓は、色を変じて、

「たわけたことを申せ。──李儒っ、そちは自分の妻を呂布にやるかっ」

　李儒は、案に相違して、唖然としてしまった。

　董卓は早くも車駕を命じ、珠簾しゅれんの宝台ほうだいに貂蝉を抱き乗せ、扈従こじゅうの兵馬一万に前後を守らせ、郿塢びうの仙境をさして、揺々ようようと発してしまった。




天颷てんぴょう



一



　董太師とうたいし、郿塢びうへ還る。──と聞えたので、長安の大道は、拝跪はいきする市民と、それを送る朝野ちょうやの貴人で埋まっていた。

　呂布りょふは、家にあったが、

「はてな？」

　窓を排して、街の空をながめていた。

「今日は、日も吉よいから、貂蝉ちょうせんを送ろうと、李儒は云ったが？」

　車駕の轣音れきおんや馬蹄のひびきが街に聞える、巷ちまたのうわさは嘘とも思えない。

「おいっ、馬を出せっ、馬を」

　呂布は、厩うまやへ馳け出して呶鳴った。

　飛びのるが早いか、武士も連れず、ただ一人、長安のはずれまで鞭むち打った。そこらはもう郊外に近かったが、すでに太師の通過と聞えたので、菜園の媼おうなも、畑の百姓も、往来の物売りや旅芸人などまで、すべて路傍に草の如く伏していた。

　呂布は、丘のすそに、駒を停めて、大樹の陰にかくれてたたずんでいた。そのうちに車駕の列が蜿蜒えんえんと通って行った。

　──見れば、金華の車蓋しゃがいに、珠簾しゅれんの揺れ鳴る一車がきしみ通って行く。四方翠紗すいしゃの籠屏ろうびょうの裡に、透いて見える絵の如き人は貂蝉ちょうせんであった。──貂蝉は、喪心そうしんしているもののように、うつろな容貌かおをしていた。

　ふと、彼女の眸は、丘のすそを見た。そこには、呂布が立っていた。──呂布は、われを忘れて、オオと、馳け寄らんばかりな容子だった。

　貂蝉は、顔を振った。その頬に、涙が光っているように見えた。──前後の兵馬は、畑土を馬蹄にあげて、たちまち、その姿を彼方へ押しつつんでしまった。

「…………」

　呂布は、茫然と見送っていた。──李儒の言は、ついに、偽りだったと知った。いや、李儒に偽りはないが、董卓が、頑として、貂蝉を離さないのだと思った。

「……泣いていた、貂蝉ちょうせんも泣いていた。どんな気もちで郿塢びうの城へいったろう」

　彼は、気が狂いそうな気がしていた。沿道の百姓や物売りや旅人などが、そのせいか、じろじろと彼を振向いてゆく。呂布の眼はたしかに血走っていた。

「や、将軍。……こんな所で、なにをぼんやりしているんですか」

　白い驢ろを降りて、彼のうしろからその肩を叩いた人がある。

　呂布は、うつろな眼を、うしろへ向けたが、その人の顔を見て、初めてわれにかえった。

「おう、あなたは王司徒おうしとではないか」

　王允おういんは、微笑して、

「なぜ、そんな意外な顔をなされるのか。ここはそれがしの別業べっそうの竹裏館ちくりかんのすぐ前ですのに」

「ああ、そうでしたか」

「董太師とうたいしが郿塢へお還りと聞いたので、門前に立ってお見送りしたついでに、一巡りしようかと驢を進めて来たところです。──将軍は、何しに？」

「王允、何しにとは情けない。其許そこもとがおれの苦悶をご存じないはずはないが」

「はて。その意味は」

「忘れはしまい。いつか貴公はこの呂布に、貂蝉を与えると約束したろう」

「もとよりです」

「その貂蝉は老賊に横奪りされたまま、今なお呂布をこの苦悩に突きおとしているではないか」

「……その儀ですか」

　王允は、急に首を垂れて、病人のような嘆息をもらした。

「太師の所行はまるで禽獣きんじゅうのなされ方です。わたくしの顔を見るたびに、近日、呂布の許へ貂蝉は送ると、口ぐせのようにいわるるが、今もって、実行なさらない」

「言語道断だ。今も、貂蝉は、車のうちで泣いて行った」

「ともかく、ここでは路傍ですから……、そうだ、ほど近い私の別業べっそうまでお越し下さい。篤とくと、ご相談もありますから」

　王允は、慰めて、白驢に乗って先へ立った。




二



　そこは長安郊外の、幽邃ゆうすいな別業であった。

　呂布は、王允に誘いざなわれて、竹裏館の一室へ通されたが、酒杯さかずきを出されても、沈湎ちんめんとして、溶とけぬ忿怒ふんぬにうな垂れていた。

「いかがです、おひとつ」

「いや、今日は」

「そうですか。では、あまりおすすめいたしません。心の楽しまぬ時は、酒を含んでも、いたずらに、口にはにがく、心は燃えるのみですから」

「王司徒」

「はい」

「察してくれ……。呂布は生れてからこんな無念な思いは初めてだ」

「ご無念でしょう。けれど、私の苦しみも、将軍に劣りません」

「おぬしにも悩みがあるか」

「あるか──どころではないでしょう。折角、将軍の室へ娶めとっていただこうと思ったわが養女むすめを、董太師に汚され、あなたに対しては、義を欠いている。──また、世間は将軍をさして、わが女房を奪われたる人よ、と蔭口をきくであろうと、わが身に誹そしりを受けるより辛く思われます」

「世間がおれを嘲わらうと！」

「董太師も、世の物笑いとなりましょうが、より以上、天下の人から笑い辱はずかしめられるのは、約束の義を欠いた私と、将軍でしょう。……でもまだ私は老いぼれのことですから、どうする術すべもあるまいと、人も思いましょうが、将軍は一世の英雄でありまた、お年も壮さかんなのに、なんたる意気地のない武士ぞといわれがちにきまっています。……どうぞ、私の罪を、おゆるし下さい」

　王允がいうと、

「いや、貴下の罪ではない！」

　呂布は、憤然、床を鳴らして突っ立ったかと思うと、

「王司徒、見ておれよ。おれは誓って、あの老賊をころし、この恥をそそがずにはおかぬから」

　王允は、わざと仰山ぎょうさんに、

「将軍、卒爾そつじなことを口走り給うな。もし、そのようなことが外へ洩れたら、お身のみか、三族を亡ぼされますぞ」

「いいや、もうおれの堪忍かんにんもやぶれた。大丈夫たる者、豈あに鬱々うつうつとして、この生を老賊の膝下に屈かがんで過そうや」

「おお、将軍。今の僭越せんえつな諫言をゆるして下さい。将軍はやはり稀世の英邁えいまいでいらっしゃる。常々ひそかに、将軍の風姿を見ておるに、古いにしえの韓信かんしんなどより百倍も勝すぐれた人物だと失礼ながら慕っていました。韓信だに、王に封ぜられたものを、いつまで、区々たる丞相府じょうしょうふの一旗下で居たまうわけはない……」

「ウーム、だが……」

　呂布は牙を噛んで呻うめいた。

「──今となって、悔いているのは、老賊の甘言にのせられて、董卓と義父養子の約束をしてしまったことだ。それさえなければ、今すぐにでも、事を挙げるのだが、かりそめにも、義理の養父と名のついているために、おれはこの憤りを抑えておるのだ」

「ほほう……。将軍はそんな非難を怖れていたんですか。世間は、ちっとも知らないことですのに」

「なぜ」

「でも、でも、将軍の姓は呂りょ、老賊の姓は董とうでしょう。聞けば、鳳儀亭ほうぎていで老賊は、あなたの戟ほこを奪って投げつけたというじゃありませんか。父子の恩愛がないことは、それでも分ります。ことに、未だに、老賊が自分の姓を、あなたに名乗らせないのは、養父養子という名にあなたの武勇を縛っておくだけの考えしかないからです」

「ああ、そうか。おれはなんたる智恵の浅い男だろう」

「いや、老賊のため、義理に縛られていたからです。今、天下の憎む老賊を斬って、漢室を扶け、万民へ善政を布しいたら、将軍の名は青史せいしのうえに不朽の忠臣としてのこりましょう」

「よしっ、おれはやる。必ず、老賊を馘くびきってみせる」

　呂布は、剣を抜いて、自分の肘ひじを刺し、淋漓りんりたる血を示して、王允おういんへ誓った。




三



　呂布の帰りを門まで送って出ながら、王允は、そっとささやいた。

「将軍、きょうのことは、ふたりだけの秘密ですぞ。誰にも洩らして下さるな」

「もとよりのことだ。だが大事は、二人だけではできないが」

「腹心の者には明かしてもいいでしょう。しかし、この後は、いずれまた、ひそかにお目にかかって相談しましょう」

　赤兎馬せきとばにまたがって、呂布は帰って行った。王允は、その後ろ姿を見送って、

　──思うつぼに行った。

　と独りほくそ笑んでいた。

　その夜、王允はただちに、日頃の同志、校尉こうい黄琬こうえん、僕射士ぼくやし孫瑞そんずいの二人を呼んで、自分の考えをうちあけ、

「呂布の手をもって、董卓を討たせる計略だが、それを実現するに、何かよい方法があるまいか」

　と、計った。

「いいことがあります」と、孫瑞がいった。

「天子には、先頃からご不予ふよでしたが、ようやく、この頃ご病気も癒いえました。ついては、詔みことのりと称し、偽にせの勅使を郿塢びうの城へつかわして、こういわせたらよいでしょう」

「え。偽勅ぎちょくの使いを？」

「されば、それも天子の御為ならば、お咎めもありますまい」

「そしてどういうのか」

「天子のおことばとして──朕ちん病弱のため帝位を董太師に譲るべしと、偽りの詔を下して彼を召されるのです。董卓はよろこんで、すぐ参内するでしょう」

「それは、餓虎がこに生餌いきえを見せるようなものだ。すぐ跳びついてくるだろう」

「禁門に力ある武士を大勢伏せておいて、彼が、参内する車を囲み、有無をいわせず誅戮ちゅうりくしてしまうのです。──呂布にそれをやらせれば、万に一つものがす気遣いはありません」

「偽勅使には誰をやるか」

「李粛りしゅくが適任でしょう。私とは同国の人間で、気性も分っていますから、大事を打明けても、心配はありません」

「騎都尉きといの李粛か」

「そうです」

「あの男は、以前、董卓に仕えていた者ではないか」

「いや、近頃勘気をうけて、董卓の扶持ふちを離れ、それがしの家に身を寄せています。なにか、董卓にふくむことがあるらしく、怏々おうおうとして浮かない日を過しているところですから、よろこんでやりましょうし、董卓も、以前目をかけていた男だけに、勅使として来たといえば、必ず心をゆるして、彼の言を信じましょう」

「それは好都合だ。早速、呂布に通じて、李粛と会わせよう」

　王允は、翌晩、呂布をよんで、云々しかじかと、策を語った。──呂布は聞くと、

「李粛なら自分もよく知っている。そのむかし赤兎馬をわが陣中へ贈ってきて、自分に、養父の丁建陽ていけんようを殺させたのも、彼のすすめであった。──もし李粛が、嫌いやのなんのといったら、一刀のもとに斬りすててしまう」と、いった。

　深夜、王允と呂布は、人目をしのんで、孫瑞そんずいの邸へゆき、そこに食客となっている李粛に会った。

「やあ、しばらくだなあ」

　呂布はまずいった。李粛は、時ならぬ客に驚いて唖然としていた。

「李粛。貴公もまだ忘れはしまいが、ずっと以前、おれが養父丁原と共に、董卓と戦っていた頃、赤兎馬や金銭をおれに送り、丁原に叛かせて、養父を殺させたのは、たしか貴公だったな」

「いや、古いことになりましたね。けれど一体、何事ですか、今夜の突然のお越しは」

「もう一度、その使いを、頼まれて貰いたいのだ。しかし、こんどは、おれから董卓のほうへやる使いだが」

　呂布は、李粛のそばへ、すり寄った。そして、王允に仔細を語らせて、もし李粛が不承知な顔いろを現したら、即座に斬って捨てんとひそかに剣を握りしめていた。
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　ふたりの密謀を聞くと、李粛は手を打って、

「よく打明けて下すった。自分も久しく董卓を討たんとうかがっていたが、めったに心底を語る者もないのを恨みとしていたところでした。善哉善哉よいかなよいかな、これぞ天の助けというものだろう」

　と喜んで、即座に、誓いを立てて荷担かたんした。

　そこで三名は、万事を諜しめしあわせて、その翌々日、李粛は二十騎ほど従えて郿塢びうの城へおもむき、

「天子、李粛をもって、勅使として降し給う」と、城門へ告げた。

　董卓は、何事かと、直ぐに彼を引いて会った。

　李粛は恭うやうやしく、拝をなして、

「天子におかれては、度々のご不予のため、ついに、太師へ御位みくらいを譲りたいとご決意なされました。どうか天下の為、すみやかに大統をおうけあって、九五きゅうごの位にお昇りあるよう。今日の勅使は、その御内詔をお伝えに参ったわけです」

　そういって、じっと董卓の面を見ていると、つつみきれぬ喜びに、彼の老顔がぱっと紅くなった。

「ほ。……それは意外な詔みことのりだが、しかし、朝臣の意向は」

「百官を未央びおう殿にあつめ給い、僉議せんぎも相すみ、異口同音、万歳をとなえて、一決いたした結果です」

　聞くと、董卓は、いよいよ眼を細めて、

「司徒王允は、何といっておるかの」

「王司徒は、よろこびに堪えず、受禅台じゅぜんだいを築いて、早くも、太師の即位を、お待ちしているふうです」

「そんなに早く事が運んでいるとは驚いた。ははは。……道理で思い当ることがある」

「なんですか。思い当ることとは」

「先頃、夢を見たのじゃ」

「夢を」

「むむ。巨龍雲を起して降り、この身に纏まとうと見て目がさめた」

「さてこそ、吉瑞きちずいです。一刻も早く、車をご用意あって、朝へ上り、詔をおうけなされたがよいと思います」

「この身が帝位についたら、そちを執金吾しつきんごに取立てて得させよう」

「必ず忠誠を誓います」

　李粛が、再拝しているまに、董卓は、侍臣へ向って、車騎行装しゃきぎょうそうの支度を命じた。

　そして彼は、馳けこむように、貂蝉ちょうせんの住む一閣へ行って、

「いつか、そなたに云ったことがあろう。わしが帝位に昇ったら、そなたを貴妃きひとして、この世の栄華を尽させんと。とうとうその日が来た」と、早口に云った。

　貂蝉は、チラと、眼をかがやかしたが──すぐ無邪気な表情をして、

「まあ。ほんとですか」と、狂喜してみせた。

　董卓はまた、後堂から母をよび出して、事の由よしをはなした。彼の母はすでに年九十の余であった。耳も遠く眼もかすんでいた。

「……なんじゃ。俄に、どこへ行くというのかの」

「参内して、天子の御位をうけるのです」

「誰がの？」

「あなたの子がです」

「おまえがか」

「ご老母。あなたも、いい伜せがれを持ったお蔭で、近いうちに、皇太后と敬うやまわれる身になるんですぞ。嬉しいと思いませんか」

「やれやれ。わずらわしいことだのう」

　九十余歳の老媼ろうおうは、上唇をふるわせて、むしろ悲しむが如く、天井を仰いだ。

「あははは、張合いのないものだな」

　董卓は、嘲あざけりながら、濶歩して一室へかくれ、やがて盛装をこらして車に打乗り、数千の精兵に前後を護られて郿塢山びうさんを降って行った。




人間燈にんげんとう



一



　蜿蜒えんえんと行列はつづいた。

　幡旗はんきに埋められて行く車蓋しゃがい、白馬はくば金鞍きんあんの親衛隊、数千兵の戟ほこの光など、威風は道を掃はらい、その美しさは眼もくらむばかりだった。

　すでに十里ほど進んで来ると、車の中の董卓とうたくは、ガタッと大きく揺すぶられたので、

「どうしたのだっ」と、咎めた。

「お車の輪が折れました」と、侍臣が恐懼きょうくして云った。

「なに。車の輪が折れた」

　彼は、ちょっと機嫌を曇らし、

「沿道の百姓どもが、道の清掃を怠って、小石を残しておいたからだろう。見せしめのため、村長むらおさを馘くびきれ」

　彼は、傾いた車を降りて、逍遥玉面しょうようぎょくめんというべつな車馬へ乗りかえた。

　そしてまた、六、七里も来たかと思うと、こんどは馬が暴れいなないて、轡くつわを切った。

「李粛りしゅく、李粛」と、金簾きんれんのうちから呼んで、彼は怪しみながら訊ねた。

「車の輪が折れたり、馬が轡を噛み切ったり、これは一体、どういうわけだろう」

「お気にかけることはありません。太師が、帝位に即つき給うので、旧ふるきを捨て新しきに代る吉兆です」

「なるほど。明らかな解釈だ」

　董卓はまた、機嫌を直した。

　途中、一宿して、翌日は長安の都へかかるのだった。ところがその日は、めずらしく霧がふかく、行列が発する頃から狂風が吹きまくって、天地は昏々こんこんと暗かった。

「李粛。この天相は、なんの瑞祥ずいしょうだろうか」

　事毎に、彼は気に病んだ。

　李粛は笑って、

「これぞ、紅光紫霧こうこうしむの賀瑞がずいではありませんか」と、太陽を指した。

　簾すだれの陰から、雲を仰ぐと、なるほど、その日の太陽には、虹色の環わがかかっていた。

　やがて長安の外城を通り、市街へ進み入ると、民衆は軒を下ろし、道にかがまり、頭をうごかす者もない。

　王城門外には、百官が列をなして出迎えていた。

　王允おういん、淳于瓊じゅんうけい、黄琬こうえん、皇甫嵩こうほすうなども、道の傍に、拝伏して、

「おめでとう存じあげます」と、慶賀を述べ、臣下の礼をとった。

　董卓は、大得意になって、

「相府にやれ」と、車の馭官ぎょかんへ命じた。

　そして丞相府にはいると、

「参内は明日にしよう。すこし疲れた」と、いった。

　その日は、休憩して、誰にも会わなかったが、王允だけには会って、賀をうけた。

　王允は、彼に告げて、

「どうか、こよいは悠々身心をおやすめ遊ばして、明日は斎戒沐浴さいかいもくよくをなし、万乗の御位みくらいを譲り受け給わらんことを」と、祷いのって去った。

「ご気分はいかがです」と、誰かその後から帳とばりをうかがう者があった。

　呂布であった。

　董卓は、彼を見ると、やはり気強くなった。

「オオ、いつもわしの身辺を護っていてくれるな」

「大事なお体ですから」

「わしが位くらいについたら、そちには何をもって酬いようかな。そうだ、兵馬の総督を任命してやろう」

「ありがとうございます」

　呂布は、常のように戟ほこを抱え、彼の室外に立って、夜もすがら忠実に護衛していた。
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　その夜は、さすがに彼も、婦女を寝室におかず、眠りの清浄を守った。

　けれど、明日は、九五きゅうごの位をうける身かと思うと、心気昂たかぶって、容易に眠りつけない様子だった。

　──と、室の外を。

　戛かつ。戛。

　と、誰か歩く靴音がする。

　むくと、身を起し、

「誰かっ」と咎めると、帳の外に、まだ起きていた李粛が、

「呂布が見廻っているのです」と、答えた。

「呂布か……」

　そう聞くと、彼はすっかり安心してかすかに鼾いびきをかき始めたが、また、眼をさまして、しきりと、耳をそばだてている。

　──遠く、深夜の街に、子どもらの謡うたう童歌が聞えた。

青々せいせい、千里の草も

眼に青けれど

運命の風ふかば

十日の下もとは

生き得まじ


　風に漂ってくる歌声は、深沈と夜をながれて、いかにも哀切な調子だった。

　彼は、それが耳について、

「李粛」と、また呼んだ。

「は。まだお目をさましておいででしたか」

「あの童謡は、どういう意味だろう。なんだか、不吉な歌ではないか」

「その筈です」

　李粛は、でたらめに、こう解釈を加えて、彼を安心させた。

「漢室の運命の終りを暗示しているんですから。──ここは長安の帝都、あしたから帝が代るのですから、無心な童謡にも、そんな予兆が現れないわけはありません」

「なるほど。そうか……」

　憐れむべし、彼はうなずいて、ほどなく昏々こんこんと、ふかい鼾の中に陥ちた。

　後に思えば。

　童謡の「千里の草」というのは「董とう」の字であり、「十日の下」とは卓の字のことであった。

千里草

何青々

十日下

猶不生


　と街に歌っていた声は、すでに彼の運命を何者かが嘲笑していた暗示だったのであるが、李粛の言にあやされて、さしもの奸雄かんゆうも、それはわが身ならぬ漢室のことだと思っていたのである。

　朝の光は、彼の枕辺に映うつしこぼれてきた。

　董卓は、斎戒沐浴した。

　そして、儀仗ぎじょうをととのえ、きのうに勝まさる行装をこらして、朝霧のうすく流れている宮門へ向って進んでゆくと、一旒りゅうの白旗をかついで青い袍ほうを着た道士が、ひょこり道を曲ってかくれた。

　その白旗に、口の字が二つ並べて書いてあった。

「なんじゃ、あれは」

　董卓が、李粛へ問うと、

「気の狂った祈祷師です」と、彼は答えた。

　口の字を二つ重ねると「呂」の字になる。董卓はふと、呂布のことが気になった。鳳儀亭ほうぎていで貂蝉ちょうせんと密会していた彼のすがたが思い出されていやな気もちになった。

　──と、もうその時、儀杖の先頭は、宮中の北掖門ほくえきもんへさしかかっていた。
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　禁門きんもんの掟おきてなので、董卓も、儀仗の兵士をすべて、北掖門にとどめて、そこから先は、二十名の武士に車を押させて、禁廷へ進んだ。

「やっ？」

　董卓は、車の内でさけんだ。

　見れば、王允おういんと黄琬こうえんの二人が、剣を執って、殿門の両側に立っているではないか。

　彼は、何か異様な空気を感じたのであろう。突然、

「李粛李粛。──彼らが、抜剣して立っているのは如何なるわけか」

　と、呶鳴った。

　すると、李粛は車の後ろで、

「されば、閻王えんおうの旨により、太師を冥府めいふへ送らんとて、はや迎えに参っているものとおぼえたりっ」

　と、大声で答えた。

　董卓は、仰天して、

「な、なんじゃと？」

　膝を起そうとした途端に、李粛は、それっと懸け声して、彼の車をぐわらぐわらと前方へ押し進めた。

　王允は、大音あげて、

「郿塢びうの逆臣が参ったり、出でよっ、武士どもっ」

　声を合図に──

「おうっ」

「わあっ」

　馳け集まった御林軍の勇兵百余人が、車を顛覆くつがえして、董卓を中からひきずり出し、

「賊魁ぞっかいッ」

「この大奸たいかん」

「うぬっ」

「天罰」

「思い知れや」

　無数の戟ほこは、彼の一身へ集まって、その胸を、肩を、頭を滅多打ちに突いたり斬り下げたりしたが、かねて要心ぶかい董卓は、刃はもとおさぬ鎧よろいや肌着に身をかためていたので、多少血しおにはまみれてもなお、致命傷には至らなかった。

　巨体を大地に転まろばせながら、彼はその間に絶叫を放っていた。

「──呂布りょふっ、呂布ッ。──呂布はあらざるかっ、義ち父ちの危難を助けよ」

　すると、呂布の声で、

「心得たり」と、聞えたと思うと、彼は画桿がかんの大戟おおほこをふりかぶって、董卓の眼前に躍り立ち、「勅命によって逆賊董卓を討つ」と、喚おめくや否、真っ向から斬り下げた。

　黒血は霧のごとく噴いて、陽も曇るかと思われた。

「うッ──むっ。……おのれ」

　戟はそれて、右の臂ひじを根元から斬り落したにすぎなかった。

　董卓は、朱あけにそまりながら、はったと呂布をにらんで、まだなにか叫ぼうとした。

　呂布は、その胸元をつかんで、

「悪業のむくいだ」と罵りざま、ぐざと、その喉のんどを刺しつらぬいた。

　禁廷の内外は、怒濤のような空気につつまれたが、やがて、それと知れ渡ると、

「万歳っ」

　と、誰からともなく叫びだし、文武百官から厩うまやの雑人や、衛士にいたるまで、皆万歳万歳を唱え合い、その声、そのどよめきは、小半刻ほど鳴りもやまなかった。

　李粛は、走って、董卓の首を打落し、剣尖に刺して高くかかげ、呂布はかねて王允おういんから渡されていた詔書をひらいて、高台に立ち、

「聖天子のみことのりにより、逆臣董卓を討ち終んぬ。──その余は罪なし、ことごとくゆるし給う」

　と、大音で読んだ。

　董卓、ことし五十四歳。

　千古に記しるすべきその日その年、まさに漢の献帝けんていが代の初平三年壬申みずのえさる、四月二十二日の真昼だった。
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　大奸を誅ちゅうして、万歳の声は、禁門の内から長安の市街にまで溢れ伝わったが、なお、

「このままではすむまい」

「どうなることか」と、戦々兢々せんせんきょうきょうたる人心の不安は去りきれなかった。

　呂布は、云った。

「今日まで、董卓のそばを離れず、常に、董卓の悪行を扶たすけていたのは、あの李儒りじゅという秘書だ。あれは生かしておけん」

「そうだ。誰か行って、丞相府から李儒を搦からめ捕って来い」

　王允が命じると、

「それがしが参ろう」

　李粛は答えるや否、兵をひいて、丞相府へ馳せ向った。

　すると、その門へ入らぬうちに、丞相府の内から、一団の武士に囲まれて、悲鳴をあげながら、引きずり出されて来るあわれな男があった。

　見ると、李儒だった。

　丞相府の下部しもべたちは、

「日頃、憎しと思う奴なので、董太師が討たれたりと聞くや否、かくの如く、われわれの手で搦め、これから禁門へつきだしに行くところでした。どうか、われわれには、お咎とがめなきよう、お扱いねがいます」と、訴えた。

　李粛は、なんの労もなく、李儒を生擒いけどったので、すぐ引っさげて、禁門に献じた。

　王允は、直ちに、李儒の首を刎はねて、

「街頭に梟かけろ」と、それを刑吏へ下げた。

　なお、王允がいうには、

「郿塢びうの城には、董卓の一族と、日頃養いおいた大軍がいる。誰か進んでそれを掃討してくれる者はいないか」

　すると、声に応じて、「それがしが参る」と、真っ先に立った者がある。

　呂布であった。

「呂布ならば」と、誰も皆、心にゆるしたが、王允は、李粛、皇甫嵩こうほすうにも、兵をさずけ、約三万余騎の兵が、やがて郿塢へさして下って行った。

　郿塢には、郭汜かくし、張済ちょうさい、李傕りかくなどの大将が一万余の兵を擁して、留守を護っていたが、

「董太師には、禁廷において、無残な最期を遂げられた」

　との飛報を聞くと、愕然、騒ぎだして、都の討手が着かないうちに、総勢、涼州りょうしゅう方面へ落ちてしまった。

　呂布は、第一番に、郿塢の城中へ乗込んだ。

　彼は、何者にも目をくれなかった。

　ひたむきに、奥へ走った。

　そして、秘園の帳内を覗きまわって、

「貂蝉ちょうせんっ、貂蝉っ……」

　と、彼女のすがたを血眼で捜し求めた。

　貂蝉は、後堂の一室に、黙然とたたずんでいた。呂布は、走りよって、

「おいっ、歓べ」と、固く抱擁しながら、物いわぬ体を揺すぶった。

「うれしくないのか。あまりのうれしさに口もきけないのか。貂蝉、おれはとうとうやったよ。董卓を殺したぞ。これからは二人も晴れて楽しめるぞ。さあ、怪我をしては大変だ。長安へお前を送ろう」

　呂布はいきなり彼女の体を引っ抱えて、後堂から走り出した。城内にはもう皇甫嵩や李粛の兵がなだれ入って、殺戮さつりく、狼藉ろうぜき、放火、奪財だつざい、あらゆる暴力を、抵抗なき者へ下していた。

　金銀珠玉や穀倉やその他の財物に目を奪われている味方の人間どもが、呂布には馬鹿に見えた。

　彼は、貂蝉をしかと抱いて、乱軍の中を馳け出し、自分の金鞍きんあんに乗せて、一鞭べん、長安へ帰って来た。
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　郿塢びう城の大奥には、貂蝉のほかにも良家の美女八百余人が蓄えられてあった。

　繚乱りょうらんの百花は、暴風の如く、馳け入る兵に踏み荒され、七花八裂、狼藉ろうぜきを極めた。

　皇甫嵩こうほすうは、部下の兵が争うて奪うにまかせ、なお、

「董卓が一族は、老幼をわかたず、一人残らず斬り殺せ」と、厳命した。

　董卓の老母で今年九十幾歳という媼おうなは、よろめき出て、

「扶たすけ給え」と、悲鳴をあげながら、皇甫嵩の前へひれ伏したが、ひとりの兵が跳びかかったかと見るまにその首はもう落ちていた。

　わずか半日のまに、誅殺ちゅうさつされた一族の数は男女千五百余人に上ったという。

　それから金蔵を開いてみると、十庫の内に黄金二十三万斤、白銀八十九万斤が蓄えられてあった。また、そのほかの庫内からも金繍きんしゅう綾羅りょうら、珠翠しゅすい珍宝ちんぽう、山を崩して運ぶ如く、続々と城外へ積み出された。

　王允は、長安から命を下して、

「すべて、長安へ移せ」と、いいつけた。

　また、穀倉の処分は、「半ばを百姓に施ほどこし、半ばは官庫に納むべし」と、命令した。

　その米粟べいぞくの額も八百万石という大量であった。

　長安の民は賑わった。

　董卓が殺されてからは、天の奇瑞きずいか、自然の暗合か、数日の黒霧も明らかに霽はれ、風は熄やんで地は和なごやかな光に盈みち、久しぶりに昭々たる太陽を仰いだ。

「これから世の中がよくなろう」

　彼らは、他愛なく歓び合った。

　城内、城外の百姓町人は、老いも若きも、男も女も祭日のように、酒の瓶を開き、餅を作り軒のきに彩聯さいれんを貼り、神に燈明を灯し、往来へ出て、夜も昼も舞い謡うたった。

「平和が来た」

「善政がやって来よう」

「これから夜も安く眠られる」

　そんな意味の詞ことばを、口々に唄い囃はやして、銅鑼どらをたたいて廻った。

　すると彼らは、街頭に曝さらしてあった董卓の死骸に群れ集まって、

「董卓だ董卓だ」と、騒いだ。

「きょうまで、おれ達を苦しめた張本人」

「あら憎や」

　首は足から足へ蹴とばされ、また首のない屍かばねの臍ほぞに蝋燭をともして手をたたいた。

　生前、人いちばい肥満していた董卓なので、膏あぶらが煮えるのか、臍の燈明は、夜もすがら燃えて朝になってもまだ消えなかったということである。

　また。

　董卓の弟の董旻とうびん、兄の子の董璜とうこうのふたりも、手足を斬られて、市に曝さらされた。

　李儒は、董卓のふところ刀と日頃から憎しみも一倍強くうけていた男なので、その最期は誰よりも惨たるものだった。

　こうして、ひとまず誅滅ちゅうめつも片づいたので、王允は一日、都堂に百官をあつめて慶びの大宴を張った。

　するとそこへ、一人の吏が、

「何者か、董卓の腐った屍を抱いて、街路に嘆いている者があるそうです」

　と、告げて来たので、すぐ引っ捕えよと命じると、やがて縛られて来たのは、侍中じちゅう蔡邕さいようであったから人々はみなびっくりした。

　蔡邕は、忠孝両全の士で、また曠世の逸才といわれる学者だった。だが、彼もただ一つ大きな過ちをした。それは董卓を主人に持ったことである。

　人々は、彼の人物を惜しんだが、王允は獄に下して、免ゆるさなかった。そのうちに何者かのために獄の中で縊しめ殺されてしまった。彼ばかりか、こういう惜しむべき人間もまた、幾多犠牲になったことか知れないであろう。
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　都堂の祝宴にも、ただひとり顔を見せなかった大将がある。

　呂布りょふであった。

「微恙びようのため」と断ってきたが、病気とも思われない。

　長安の市民が七日七夜も踊り狂い、酒壺を叩いて、董卓の死を祝している時、彼は、門を閉じて、ひとり慟哭どうこくしていた。

「貂蝉ちょうせん、貂蝉っ……」

　それは、わが家の後園を、狂気のごとく彷徨さまよいあるいている呂布の声だった。

　そして、小閣の内へかくれると、そこに横たえてある貂蝉の冷たい体を抱きあげてはまた、「なぜ死んだ」と、頬ずりした。

　貂蝉は、答えもせぬ。

　彼女は、郿塢びう城の炎の中から、呂布の手にかかえられて、この長安へ運ばれ、呂布の邸にかくされていたが、呂布がふたたび戦場へ出て行った後で、ひとり後園の小閣にはいって、見事、自刃してしまったのである。

「もう貂蝉ちょうせんも、おれのものだ。はれておれの妻となった」

　やがて帰って来た呂布は、それまでの夢を打破られてしまった。

　貂蝉の自殺が、

「なぜ死んだか」

　彼には解けなかった。

「──貂蝉は、あんなにも、おれを想っていたのに。おれの妻となるのを楽しんでいたのに」

　と思い迷った。

　貂蝉は、何事も語らない。

　だが、その死顔には、なんの心残りもないようであった。

　──すべきことを為しとげた。

　微笑の影すら唇くちのあたりに残っているように見えた。

　彼女の肉体は獣王の犠牲にえにひとたびは供されたが、今は彼女自身のものに立ち返っていた。天然の麗質れいしつは、死んでからよけいに珠たまのごとく燦かがやいていた。死屍の感はすこしもなく、生けるように美しかった。

　呂布の煩悩ぼんのうは、果てしなく醒さめなかった。彼の一本気は、その煩悩まで単純であった。

　きのうも今宵も、彼は飯汁も喉へ通さなかった。夜も、後園の小閣に寝た。

　月は晦くらい。

　晩春の花も黒い。

　懊悩おうのうの果て、彼は、貂蝉の胸に、顔を当てたままいつか眠っていた。ふと眼がさめると、深夜の気はひそとして、闇の窓から月がさしていた。

「おや、何か？」

　彼は、貂蝉の肌に秘められていた鏡嚢かがみぶくろを見つけて、何気なく解いた。中には、貂蝉が幼少から持っていたらしい神符札まもりふだやら麝香じゃこうなどがはいっていた。それと、一葉の桃花箋に詩を書いたものが小さく折りたたんであった。

　詩箋しせんは麝香に染しみて、名花の芯をひらくような薫りがした。貂蝉の筆とみえ、いかにも優しい文字である。呂布は詩を解さないが、何度も読んでいるうちに、その意味だけは分った。

女の皮膚は弱いというが

鏡にかえて剣を抱けば

剣は正義の心を強めてくれる

わたしはすすんで荊棘けいきょくへ入る

父母以上の恩に報いる為に

またそれが国の為と聞くからに

楽器を捨て、舞踊する手に

匕首ひしゅを秘めて獣王へ近づき

遂に毒杯を献じたり、右と左にそして最後の一盞さんにわれを仆たおしぬ

聞ゆ──今、死の耳に

長安の民が謡う平和の歓び

われを呼ぶ天上の迦陵頻伽かりょうびんがの声


「あ……あっ。では……？」

　呂布もついに覚さとった。貂蝉の真の目的が何にあったかを知った。

　彼は、貂蝉の死体を抱えて、いきなり馳け出すと、後園の古井戸へ投げこんでしまった。それきり貂蝉のことはもう考えなかった。天下の権を握れば、貂蝉ぐらいな美人はほかにもあるものと思い直した容子ようすだった。




大権転々



一



　西涼せいりょう（甘粛省かんしゅくしょう・蘭州）の地方におびただしい敗兵が流れこんだ。

　郿塢びうの城から敗走した大軍だった。

　董卓とうたくの旧臣で、その四大将といわれる李傕りかく、張済ちょうさい、郭汜かくし、樊稠はんちゅうなどは、連名して、使者を長安に上せ、

「伏して、赦しゃを乞う」

　と、恭順を示した。

　ところが、王允おういんは、

「断じて赦ゆるせない」

　と、使いを追い返し、即日、討伐令を発した。

　西涼の敗兵は、大いに恐れた。

　すると、謀士の聞えある賈詡かくが云った。

「動揺してはいけない。団結を解いてはならん。もし諸君が、一人一人に分離すれば、田舎の小役人の力でも召捕ることができる。よろしく集結を固め、その上に、陝西せんせいの地方民をも糾合きゅうごうしして、長安へ殺到すべしである。──うまくゆけば、董卓の仇を報じて、朝廷をわれらの手に奉じ、失敗したらその時逃げても遅くない」

「なるほど」

　四将は、その説に従った。

　すると、西涼一帯に、いろいろな謡言ようげんが流布るふされて、州民は、恐慌きょうこうを起した。

「長安の王允が、大兵を向けて、地方民まで、みなごろしにすると号している」と、いう噂だ。

　その人心へつけ入って、

「坐して死を待つより、われわれの軍と共に、抗戦せよ！」と、四将は煽動せんどうした。

　集まった雑軍を入れて、十四万という大軍になった。

　気勢をあげて、押し進むと、途中で董卓の女婿じょせいの中郎将ちゅうろうしょう牛輔ぎゅうほも、残兵五千をつれて、合流した。

　いよいよ意気は昂あがった。

　だが、やがて敵と近づいて対峙たいじすると、

「これはいかん」と、四将の軍は、たちまち意気沮喪そそうしてしまった。

　それは、有名な呂布りょふが向って来たと分ったからである。

「呂布にはかなわない」と戦わぬうちから観念したからであった。

　で、一度は退しりぞいたが、謀士の賈詡かくが、夜襲しろといったので、夜半、ふいに戻って敵陣をついた。

　ところが、敵は案外もろかった。

　その陣の大将は呂布でなく、董卓誅殺の時、郿塢びうの城へ偽勅使にせちょくしとなって来た李粛りしゅくだった。

　油断していた李粛は、兵の大半を討たれ、三十里も敗走するという醜態だった。

　後陣の呂布は、

「何たるざまだ」と、激怒して、「戦の第一に、全軍の鋭気をくじいた罪は浅くない」と、李粛を斬ってしまった。

　李粛の首を、軍門に梟かけるや、彼は自身、陣頭に立ち、またたくまに牛輔ぎゅうほの軍を撃破した。

　牛輔は、逃げ退いて、腹心の胡赤児こせきじという者へ、蒼くなってささやいた。

「呂布に出て来られては、とても勝てるものではない。いっそのこと、金銀をさらって、逃亡しようと思うが」

「そのことです。足もとの明るいうちだと、私も考えていたところで」

　四、五名の従者だけをつれて、未明の陣地から脱走した。

　だが、この主君の下にこの家来ありで、胡赤児は、途中の河べりまで来ると、川を渉わたりかけた牛輔を、不意に後ろから斬って、その首を掻き落してしまった。

　そして、呂布の陣へ走り、

「牛輔の首を献じますから、私を取立てて下さい」と、降伏して出た。

　だが、仲間の一人が、胡赤児が牛輔を殺したのは、金銀に目がくれて、それを奪おうためであると、陰へ廻って自白したので、呂布は、

「牛輔の首だけでは取立ててやるには不足だ。その首も出せ」

　と、胡赤児を叱咤しったし、その場ですぐ彼をも馘くびきってしまった。




二



　牛輔の死が伝えられた。また、それを殺した胡赤児も、呂布に斬られたという噂が聞えた。

「この上は、死か生か、決戦あるのみだ」と、敵の四将も臍ほぞをかためたらしい。

　四将の一人、李傕りかくは、「呂布には、正面からぶつかったのでは、所詮しょせん、勝ち目はない」と、呂布が勇のみで、智謀に長たけないのをつけ目として、わざと敗れては逃げ、戦っては敗走して、呂布の軍を、山間に誘いこみ、決戦を長びかせて、彼をして進退両難におちいらしめた。

　その間──

　張済ちょうさいと樊稠はんちゅうの二将は、道を迂回して、長安へ進んでしまった。

「長安が危ない。はやく引返して防げ」と、王允おういんから幾たびも急使が来たが、呂布は動きがつかなかった。

　山峡やまかいの隘地あいちを出て、軍を返そうとすれば、たちまち、李傕や郭汜かくしの兵が、沢や峰や渓谷の陰から、所きらわず出て来て戦を挑むからだった。

　好まない戦だが、応戦しなければ潰滅かいめつするし、応戦していれば果てしがない。

　結局、空しく、進退を失ったまま、幾日かを過ごしていた。

　一方。

　長安へ向って、殺到した張済、樊稠の軍は、行くほどに、勢いをまして、

「董卓とうたくの仇をとれ」

「朝廷をわが手に奉ぜよ」と、潮の決するような勢いで、城下へ肉薄して行った。

　しかし、そこには、鉄壁の外城がある。いかなる大軍も、そこでは喰い止められるものと人々は考えていたところ、なんぞ計らん、長安の市中に潜伏して生命いのちを保っていた無数の旧董卓派の残党が、

「時こそ来れ」と、ばかり白日の下におどり出して、各城門を内部からみな開けてしまった。

「天われに与くみす」と、西涼軍は、雀躍こおどりして、城内へなだれこんだ。それはまるで、堤を切った濁流のようだった。

　雑軍の多い暴兵である。ひとたび長安の巷におどると、狼藉ろうぜきいたらざるなしの態ていたらくであった。

　ついこの間、酒壺をたたき、平和来へいわらいを謳うたって、戸ごとに踊り祝っていた民家は、ふたたび暴兵の洪水に浸ひたされ、渦まく剣光を阿鼻叫喚あびきょうかんに逃げまどった。

　どこまで呪われた民衆であろうか。

　無情な天は、そこからあがる黒煙に、陽を潜め、月を隠し、ただ暗々あんあん瞑々めいめい、地上を酸鼻さんびにまかせているのみであった。

　変を聞いて。

　呂布は、一大事とばかり、ようやく山間の小競り合いをすてて引返して来た。

　だが、時すでに遅し──

　彼が、城外十数里のところまで駆けつけて来てみると、長安の彼方、夜空いちめん真赤だった。

　天に冲ちゅうする火焔は、もうその下に充満している敵兵の絶対的な勢力を思わせた。

「……しまった！」

　呂布は呻うめいた。

　茫然と、火光の空を、眺めたまましばらく自失していた。

　やんぬる哉かな。さすがの呂布も、今はいかんともする術すべもなかった。手も足も出ない形とはなった。

「そうだ、ひとまず、袁術の許へ身を寄せて後図こうとを計ろう」

　そう考えて、軍を解き、わずか百余騎だけを残し、にわかに道をかえて、夜と共に悄然しょうぜんと落ちて行った。

　前には、恋の貂蝉ちょうせんを亡うしない、今また争覇の地を失って、呂布のうしろ影には、いつもの凜々りんりんたる勇姿もなかった。

　好漢惜しむらくは思慮が足らない。また、道徳に欠けるところが多い。──天はこの稀世の勇猛児の末路を、そも、何処いずこに運ぼうとするのであろうか。




三



　騒乱の物音が遠くする。

　夜も陰々いんいんと。

　昼間も轟々ごうごうと。

　宮中の奥ふかき所──献帝けんていはじいっと蒼あおざめた顔をしておられた。

　長安街上に躍る火の魔、血の魔がそのお眸には見えるような心地であられたろう。

「皇宮の危機が迫りました」

　侍従が云って来た。

　しばらくするとまた、

「西涼軍せいりょうぐんが、潮のごとく、禁門の下へ押して参りました」と、侍臣が奏上した。

　──こんどは朝廷へ襲やってくるな、とはや、観念されたように、献帝は眼をふさいだまま、

「ウム。……むむ」

　うなずかれただけだった。

　事実、朝臣すべても、この際、どうしたらいいか、為なすことを知らなかった。

　すると侍従の一人が、

「彼らも、帝座の重きことはわきまえておりましょう。この上は、帝ご自身、宣平門せんへいもんの楼台に上がられて、乱をご制止あそばしたら、鎮まるだろうと思います」と奏請そうせいした。

　献帝は、玉歩ぎょくほを運んで宣平門へ上がった。血に酔って、沸わいていた城下の狂軍は、禁門の楼台に瑤々ようようと翳かざされた天子の黄蓋こうがいにやがて気づいて、

「天子だ」

「ご出御だ」

　と、その下へ、わいわいと集まった。

　李傕りかく、郭汜かくしの二将は、

「しずまれっ。鎮まれっ」

　と、にわかに味方を抑え、必死に暴兵を鎮圧して、自分らも、宣平門の下へ来た。

　献帝は門上から、

「汝ら、何ゆえに、朕ちんがゆるしも待たず、ほしいままに長安へ乱入したか」と、大声で詰問きつもんされた。

　すると、李傕りかくは、

「陛下っ。亡き董太師とうたいしは、陛下の股肱ここうであり、社稷しゃしょくの功臣でした。しかるに、ゆえなくして、王允おういんらの一味に謀殺され、その死骸は、街路に辱められました。──それ故に、われわれ董卓恩顧おんこの旧臣が、復讐を計ったのであります。謀叛むほんでは断じてありません。──今、陛下のお袖の陰にかくれている憎ッくき王允の身を、われらにおさげ下さるなら、われらは、即時禁門から撤兵します！」と、宙を指さして叫んだ。

　その声を聞くと、全軍、わあっと雷同して、献帝の答えいかにと要求を迫る色を示した。

　献帝は、ご自身の横を見た。

　そこには王允が侍している。

　王允は、蒼ざめた唇をかんで、眼下の大軍を睨んでいたが、献帝の眸が自分のもとにそそがれたと知ると、やにわに起って、

「一身何かあらん」と、門楼のうえから身をなげうって飛び降りた。

　犇々ひしひしと林立していた戟ほこや槍の上へ、彼の体は落ちて来た。

　なんで堪たまろう。

「おうっ、こいつだ」

「巨魁きょかいっ」

「主しゅの讐かたきめ」

　寄りたかった剣槍は、たちまち、王允の体をずたずたにしてしまった。

　兇暴な彼らは、要求が容れられても、まだ退かなかった。この際、天子を弑しいし、一挙に大事を謀はからんなど、区々まちまちな暴議をそこで計っている様子だった。

「だが、そんな無茶をしても、恐らく民衆が服従しないだろう。おもむろに、天子の勢力を削そいで、それからの仕事をしたほうが賢明だろう」

　樊稠はんちゅうや、張済ちょうさいの意見に、軍はようやく鎮まった気ぶりだが、なお退かないので帝は、

「はや、軍馬を返せ」と、ふたたび諭さとされた。

　すると壁下の暴将兵は、

「いや、王室へ功をいたしたわれわれ臣下にまだ勲爵くんしゃくの沙汰がないので、待っているわけです」

　と、官職の要求をした。




四



　宮門に軍馬をならべて、官職を与えよと、強請する暴臣のさけびに、帝も浅ましく思われたに違いないが、その際、帝としても、如何とする術すべもなかった。

　彼らの要求は認められた。

　で──李傕りかくは車騎将軍しゃきしょうぐんに、郭汜かくしは後将軍こうしょうぐんに、樊稠はんちゅうは右将軍うしょうぐんに任ぜられた。

　また、張済ちょうさいは驃騎将軍ひょうきしょうぐんとなった。

　匹夫ひっぷみな衣冠いかんして、一躍、廟堂びょうどうに並列したのである。──実に、一個の董卓の掌てのひらから、天下の大権は、転々と騒乱のうちにもてあそばれ、こうしてまたたちまち、四人の掌に移ったのであった。

　猜疑心さいぎしんは、成りあがり者の持前である。彼らは、献帝のそばにまで、密偵を立たせておいた。

　こういう政府が、長く人民に平和と秩序を布しいてゆけるわけはない。

　果たして。

　それから程なく、西涼の太守馬騰ばとうと、并州へいしゅうの刺し史し韓遂かんすいのふたりは、十余万の大軍をあわせて、「朝廟ちょうびょうの賊を掃討せん」と号して長安へ押しよせて来た。

　李傕たちの四将は、「どうしたものか」と、謀士賈詡かくに計った。

　賈詡は、一策を立てて、消極戦術をすすめた。

　長安の周囲の外城をかため、塁の上に塁を築き、溝はさらに掘って溝を深くし、いくら寄手が喚わめいて来ても、「相手にするな」と、ただ守り固めていた。

　百日も経つと、寄手の軍は、すっかり意気を沮喪そそうさせてしまった。糧草の欠乏やら、長期の滞陣に士気は倦うみ、あげくの果てに、雨期をこえてからおびただしい病人が出たりして来たのである。

　機をうかがっていた長安の兵は、一度に四門をひらいて寄手を蹴ちらした。大敗した西涼軍は、ちりぢりになって逃げ走った。

　すると、その乱軍の中で、并州の韓遂かんすいは、右将軍の樊稠はんちゅうに追いつかれて、すでに一命も危うかった。

　韓遂は、苦しまぎれに、以前の友誼ゆうぎを思い出してさけんだ。

「樊稠はんちゅう樊稠っ。貴公とわしとは同郷の人間ではないか」

「ここは戦場だ。国乱をしずめるためには、個々の誼よしみも情も持てない」

「とはいえ、おれが戦いに来たのも、国家のためだ。貴公が国士なら、国士の心もちは分るだろう。おれは君に討たれてもよいが、全軍の追撃をゆるめてくれ給え」

　樊稠は、彼のさけびに、つい人情にとらわれて、軍を返してしまった。

　翌日、長安の城内で勝軍の大宴がひらかれたが、その席上、四将の一人李傕りかくは、樊稠のうしろへ廻って、

「裏切者っ」と、突然、首を刎ねた。

　同僚の張済は驚きのあまり床へ坐って、慄ふるえおののいてしまった。李傕は、彼を扶け起して、

「君にはなんの科とがもない。樊稠はきのう戦場で、敵の韓遂を故意に助けたから誅罰したのだ」といった。

　樊稠のことを叔父に密告したのは李傕の甥おいの李別りべつという者だった。李別は、叔父に代って、

「諸君、こういうわけだ」と、樊稠の罪を、席上の将士へ、大声で演舌した。

　最後に、李傕はまた、張済の肩をたたいて、

「今も甥がいったようなわけで樊稠は刑罰に附したが、しかし、貴公はおれの腹心だから、おれは貴公になんの疑いも抱いてはおらんよ。安心し給え」

　と、樊稠隊の統率を、みな張済の手に移した。




秋雨あきさめの頃ころ



一



　諸州の浪人の間で、

「近ごろ兗州えんしゅうの曹操そうそうは、頻しきりと賢けんを招き、士を募って、有能の士には好遇を与えるというじゃないか」と、もっぱら評判であった。

　聞きつたえて、兗州（山東省西南部）へ志してゆく勇士や学者が多かった。

　ここ山東の天地はしばらく静かだったが、帝都長安の騒乱は、去年からたびたび聞えて来た。

「こんどは、李傕りかく、郭汜かくしなどという者が、兵権も政権も左右しているそうだ」

　とか、

「西涼軍は、木ッぱ微塵みじんに敗れて、再起もおぼつかないそうだ」

　とか、また、

「李傕という男も、朝廷を切ってまわすくらいだから、前の董卓にもおとらない才物とみえる」

　などと大国だけに、都の乱もひと事のように語っていた。

　そのうちに青州地方（済南の東）にまた黄巾賊こうきんぞくが蜂起ほうきしだした。中央が乱れると、響きに答えるように、この草賊はすぐ騒ぎ出すのである。

　朝廷から曹操そうそうへ、

「討伐せよ」と、命が下ってきた。

　曹操は、近頃、朝廷に立ってほしいままに兵馬政権をうごかしている新しい廟臣たちを、内心では認めていない。

　だが、朝廷という名において、命に服した。また、どんな機会にでも、自分の兵馬をうごかすのは一歩の前進になると考えるので、命を奉じた。

　彼の精兵は、たちまち、地方の鼠賊そぞくを掃滅そうめつしてしまった。朝廷は、彼の功を嘉よみし、新たに、「鎮東将軍ちんとうしょうぐん」に叙した。

　けれど、その封爵ほうしゃくの恩典よりも、彼の獲た実利のほうがはるかに大きかった。

　討伐百日の戦に、賊軍の降兵三十万、領民のうちからさらに屈強な若者を選んで総勢百万に近い軍隊を新たに加えた。もちろん、済北済南の地は肥沃ひよくであるから、それを養う糧草や財貨もあり余るほどだった。

　時は初平三年十一月だった。

　こうして彼の門には、いよいよ諸国から、賢才や勇猛の士が集まった。

　曹操が見て、

「貴様は我が張子房ちょうしぼうである」

　と許したほどの人物、荀彧じゅんいくもその時に抱かかえられた。

　荀彧はわずか二十九歳だった。また甥の荀攸じゅんゆうも、行軍教授こうぐんきょうじゅとして、兵学の才を用いられて仕え、そのほか、山中から招かれて来た程昱ていいくだの、野に隠れていた大賢人だいけんじん郭嘉かくかだの、みな礼を篤うしたので、曹操の周囲には、偉材が綺羅星きらぼしのごとく揃った。

　わけても、陳留ちんりゅうの典韋てんいは、手飼いの武者数百人をつれて、仕官を望んで来た。身丈は一丈に近く眼は百錬の鏡のようだった。戦えば常に重さ八十斤の鉄の戟ほこを左右の手に持って、人を討つこと草を薙なぐにひとしいと豪語してはばからない。

「嘘だろう」

　曹操も信じなかったが、

「さらば、お目にかけん」と、典韋は、馬を躍らせて、言葉のとおり実演して見せた。ちょうどまた、その折、大風が吹いて、営庭の大旗がたおれかかったので、何十人の兵がかたまって、旗竿をたおすまいとひしめいていたが、強風の力には及ばず、あれよあれよと騒いでいるのを見て、典韋は、

「みんな退のけ」と、走りよって、片手でその旗竿を握り止めてしまったのみか、いかに烈風が旗を裂くほど吹いても、両掌を用いなかった。

「ウーム、古いにしえの悪来あくらいにも劣らない男だ」

　曹操も舌を巻いて、即座に彼を召抱え、白金襴しろきんらんの戦袍せんぽうに名馬を与えた。

　悪来というのは、昔、殷いんの紂王ちゅうおうの臣下で、大力無双と名のあった男である。曹操がそれにも勝まさると称したので、以来、典韋の綽名あだなになった。
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　曹操は、一日ふと、

「おれも今日までになるには、随分親に不孝をかさねてきた」と、故山の父を思い出した。

　彼の老父は、その頃もう故郷の陳留にもいなかった。瑯琊ろうやという片田舎に隠居していると聞くのみであった。

　山東一帯に地盤もでき、一身の安定もつくと、曹操は老父をそうしておいては済まないと思い出した。

「わしの厳父を迎えて来い」

　彼は、泰山の太守応劭おうしょうを、使いとして、にわかに瑯琊へ向けた。

　迎えをうけて、曹操の父親の曹嵩そうすうは、夢かとばかり歓んだ。それと共に、周囲へ向って、

「それみろ」と、曹嵩の息子自慢はたいへんなものだった。

「あれの叔父貴も、親類どもも、曹操が少年時分には行く末が案じられる不良だなどと、口をきわめて、悪く云いおったが──なアに、あいつは見所があるよと、大まかに許していたのは、わしばかりじゃった。やはりわしの眼には狂いがなかったんじゃ」

　落ちぶれても、一家族四十何人に、召使いも百人からいた。それに家財道具を、百余輛の車につんで、曹嵩一家は、早速、兗州えんしゅうへ向って出発した。

　折から秋の半ばだった。

「楓林停車ふうりんていしゃ」という南画の画題そのままな旅行だった。老父は時おり、紅葉の下に車を停めさせて、

「こんな詩ができたがどうじゃ。──ひとつ曹操に会ったら見せてやろう」

　などと興じていた。

　途中、徐州じょしゅう（江蘇省こうそしょう・徐州）まで来ると、太守陶謙とうけんが、わざわざ自身、郡境まで出迎えに出ていた。そして、

「ぜひ、こよいは城内で」と、徐州城に迎え、二日にわたって下へもおかないほど歓待した。

「一国の太守が、老いぼれのわしを、こんなに待遇するはずはない。曹操が偉いからだ。思えばわしはよい子を持った」

　曹嵩は、城内にいる間も、息子自慢で暮していた。

　事実、ここの太守陶謙はかねてから曹操の盛名を慕って、折あれば曹操と誼よしみを結びたいと思っていたが、よい機会もなかったのである。──ところへ、曹操の父が一家をあげて、自分の領内を通過して兗州へ引移ると聞いたので、「それはよい機会だ」と、自身出迎えて、一行を城内に泊め、精いっぱいの歓迎を傾けたのであった。

「陶謙は好い人らしいな」

　曹操の老父は、彼の人物にふかく感じた。陶謙が温厚な君子であることは、彼のみでなく、誰も認めていた。

　恩を謝して、老父の一行は、三日目の朝、徐州を出発した。陶謙は特に、部下の張闓ちょうがいに五百の兵隊をつけて、「途中、間違いのないよう、お送り申しあげろ」と、いいつけた。

　華費かひという山中まで来ると、変りやすい秋空がにわかにかき曇って、いちめんの暗雲になった。

　青白い電光が閃ひらめいてきたかと思うと、ぽつ、ぽつと大粒の雨が落ちて来た。木の葉は、山風に捲かれ、峰も谷も霧にかくれて、なんとなく物凄い天候になった。

「通り雨だ。どこか、雨宿りするところはないか」

「寺がある。山寺の門が」

「あれへ逃げこめ」

　馬も車も人も雨に打ち叩かれながら山門の陰へ隠れこんだ。

　そのうちに、日が暮れてきたので、

「こよいはこの寺へ泊るから、本堂を貸してくれと、寺僧へ掛合って来い」

　と、張闓ちょうがいは兵卒へ命じた。

　彼は日頃、部下にも気うけのよくない男と見え、濡れ鼠となった兵隊は皆何か不平にみちた顔をしていた。
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　冷たい秋の雨は、蕭条しょうじょうと夜中までつづいていた。

　暗い廊に眠っていた張闓は、何思ったか、むっくりと起きて、兵の伍長を、人気のない所へ呼びだしてささやいた。

「宵から、兵隊たちが皆、不平顔をしているじゃないか」

「仕方がありません。なにしろ日頃の手当は薄いし、こんなつまらぬ役をいいつかって、兗州まであんな老いぼれを護送して行っても、なんの手功てがらにもならないことは知れていますからね」

　伍長は、嘯うそぶいて云った。叱るのかと思うと、張闓は、

「いや、もっともだ、無理はない」と、むしろ煽動して、

「なにしろ、俺たちは、もともと黄巾賊の仲間にいて、自由自在に、気ままな生活をしていたんだからな。──陶謙に征伐されて、やむなく仕えてみたが、ただの仕官というやつは、薄給で窮屈で、兵隊どもが、不平勝ちに思うのも仕方がない。……どうだ、いっそのこと、また以前の黄色い巾きれを髪につけて、自由の野に暴れ出そうか」

「──といっても、今となっちゃあ遅蒔おそまきでしょう」

「なあに、金さえあればいいのだ。幸い、俺たちの護衛して来た老いぼれの一族は、金もだいぶ持っているらしいし、百輛の車に、家財を積んでいる。こいつを横奪りして山寨さんさいへ立て籠るんだ」

　こんな悪謀がささやかれているとは知らず、曹嵩そうすうは、肥えた愛妾と共に、寺の一室でよく眠っていた。

　夜も三更に近い頃──

　突然、寺のまわりで、喊声かんせいがわきあがったので、老父の隣の部屋に寝ていた曹操の実弟の曹徳が、

「やっ。何事だろう」と、寝衣のまま、廊へ飛び出したところを、物もいわず、張闓が剣をふりかざして斬り殺してしまった。

　──ぎゃっッ。

　という悲鳴が、方々で聞えた。曹嵩のお妾めかけは、

「ひッ、ひと殺しっ」

　と絶叫しながら、方丈の墻かきをこえて逃げようとしたが、肥っているので転げ落ちたところを、張闓の手下が槍で突き刺してしまった。

　護衛の兵は、兇悪な匪賊と変じて、一瞬の間に殺戮をほしいままにしはじめたのである。

　老父の曹嵩も厠かわやへかくれたが発見されて、ズタズタに斬り殺されてしまい、その他の家族召使いなど百余人、すべて血の池の中へ葬られてしまった。

　曹操から迎えのため派遣されて付いていた使者の応劭おうしょうは、この兇変に度を失って、わずかな従者と共に危難は脱したが、自分だけ助かったので後難をおそれたか、主君の曹操のところへは帰りもせず、その地から袁紹えんしょうを頼って逃亡してしまった。

　──酸鼻な夜は明けた。

　まだそぼ降っている秋雨の中に、山寺は火を放たれて焼けていた。そして、張闓一味の兇兵は、百余輛の財物と共に、もう一人もいなかった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　兗州えんしゅうの曹操は、変を聞いて、嚇怒かくどした。

「老父をはじめ、我が一家の縁者を、みな殺しにした陶謙こそ、不倶戴天ふぐたいてんの仇敵きゅうてきである」

　と、眦まなじりを裂いて云った。

　彼はあくまで、老父の遭難を陶謙の罪として怨んだ。

　若年の頃、自分の邪推から、叔父の一家をみな殺しにして、平然とすましていた曹操ではあったが、それと似た兇変が今、自分の身近にふりかかってみると、その残虐を憎まずにいられなかった。その酷むごたらしさを聞いて哭なかずにいられなかった。

「徐州を討て」

　即日、大軍動員の令は発せられた。軍の上には報讐雪恨ほうしゅうせっこんと書いた旗がひるがえった。
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　復讐の大軍を催して、曹操が徐州へ攻進するという噂が諸州へ聞えわたった前後、

「ぜひ会わせて下さい」と、曹操を陣門に訪ねて来た者があった。

　それは陳宮ちんきゅうであった。

　陳宮は、かつて曹操が、都から落ちて来る途中、共に心肚しんとを吐いて、将来を盟ちかい合ったが、やがて曹操の性行を知って、

（この人は、王道に拠よって、真に国を憂うる英雄ではない。むしろ国乱をして、いよいよ禍乱からんへ追い込む覇道の姦雄かんゆうだ）と怖れをなして、途中の旅籠はたごから彼を見限り、彼を棄てて行方をくらましてしまった旧知であった。

「君は今、何しているか」

　曹操に訊かれると、陳宮は、すこし間が悪そうに、

「東郡の従事じゅうじという小役人を勤めています」と、答えた。

　すると曹操は、皮肉な笑みをたたえながら、早くも相手の来意を読んでいた。

「じゃあ、徐州の陶謙とうけんとは親しい間がらとみえるね。たぶん君は、その知己のために、予をなだめに来たのだろうが、おそらく君の懇願も、この曹操の恨みと憤りを解くのは不可能だと思う。──まあ遊んで行き給え」

「お察しの通りな目的で来ました。小生の知る陶謙は、世に稀な仁人じんじんです、君子です。──ご尊父がむごたらしい難に遭われたのは、まったく陶謙の罪ではなく、張闓ちょうがいの仕業しわざです。小生は、ゆえなき戦乱のため、仁君子じんくんしが苦しめられ、同時に将軍の声望が傷つけられんとするのを見て、悲しまずにいられません」

「ばかをいえ」

　曹操は、今までの微笑を一喝かつに変えて云い放った。

「父や弟の恨みをそそぐのが、なんでわが声望の失墜になるか、君は元来、逆境の頃の予を見捨てて走った男ではないか、人に向って遊説ゆうぜいして歩く資格があると思うのか」

　陳宮は、顔赤らめて、辞し去ったが、その不成功を、陶謙に復命する勇気もなく、そこから陳留の太守張邈ちょうぼうの所へ走ってしまった。

　かくて「報讐雪恨ほうしゅうせっこん」の大旗は、曹操の怒りにまかせて、陶謙の胆を抉えぐり肉を喰らわねばやまじ──とばかりの勢いで、徐州城下へ向って進発した。

　行く行くこの猛軍は人民の墳墓をあばいたり、敵へ内通する疑いのある者などを、仮借かしゃくなく斬って通ったので、民心は極端に恐れわなないた。

　徐州の老太守陶謙は、

「曹操の軍には、とても敵しようもない。彼の恨みをうけたは皆、自分の不徳である。──自分は縛ばくをうけて、甘んじて、彼の憤刀ふんとうへこの首を授けようと思う。そして百姓や城兵の命乞いを彼にすがろう」

　諸将を集めてそう告げた。しかし、将の大部分は、

「そんなことはできません。太守を見殺しにして、なんで自分らのみ助けをうけられましょうや」

　と、策を議して、北海ほっかい（山東省さんとうしょう・寿光県）に急使を派し、孔子二十世の孫で泰山の都尉とい孔宙こうちゅうの子孔融こうゆうに援けを頼んだ。

　折からまた、黄巾の残党が集結して、各所で騒ぎだしていた。北平の公孫瓚こうそんさんも、国境へ征伐に向っていたが、その旗下にあった劉備玄徳りゅうびげんとくは、ふと徐州の兵変を聞いて、義のため、仁人の君子といううわさのある陶謙を援けに行きたいと、公孫瓚にはなしてみた。

　公孫瓚は、むしろ不賛成で、

「よしてはどうだ。なにも君は曹操に恨みがあるわけでもなし、陶謙に恩もないだろうに」

　と、止めた。

　けれど、玄徳は、義の廃すたれた今、義を示すのは今だと思った。強しいて暇いとまを乞い、また、幕僚の趙雲ちょううんを借りて、総勢五千人を率い、曹操の包囲を突破して、遂に徐州へ入城した。

　太守陶謙は、手をとらんばかり玄徳を迎え、

「今の世にも、貴君のごとき義人があったか」と、涙をたたえた。




死活往来しかつおうらい
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　城兵の士気は甦よみがえった。

　孤立無援こりつむえんの中に、苦闘していた城兵は、思わぬ劉玄徳りゅうげんとくの来援に、幾たびも歓呼かんこをあげてふるった。

　老太守の陶謙とうけんは、「あの声を聞いて下さい」と、歓びにふるえながら、玄徳を上座に直すと、直ちに太守の佩印はいいんを解いて、

「今日からは、この陶謙に代って、あなたが徐州の太守として、城主の位置について貰いたい」

　といった。

　玄徳は驚いて、

「飛んでもないことです」と、極力辞退したが、

「いやいや、聞説きくならく、あなたの祖は、漢の宗室というではないか。あなたは正しく帝系の血をうけている。天下の擾乱じょうらんを鎮め、紊みだれ果てた王綱おうこうを正し、社稷しゃしょくを扶けて万民へ君臨さるべき資質を持っておられるのだ。──この老人の如きは、もうなんの才能も枯れている。いたずらに、太守の位置に恋々としていることは、次に来る時代の黎明れいめいを遅くさせるばかりじゃ。わしは今の位置を退きたい。それを安んじて譲りたい人物も貴公以外には見当らない。どうか微衷びちゅうを酌んで曲げてもご承諾ねがいたい」

　陶謙のことばには真実がこもっていた。うわさに聞いていた通り、私心のない名太守であった。世を憂い、民を愛する仁人であった。

　けれど劉備玄徳は、なお、

「自分はあなたを扶けに来た者です。若い力はあっても、老台ろうだいのような徳望はまだありません。徳のうすい者を太守に仰ぐのは、人民の不幸です。乱の基です」

　と、どうしても、彼もまた、固辞こじして肯きき容れなかった。

　張飛、関羽のふたりは、彼のうしろの壁ぎわに侍立じりつしていたが、

「つまらない遠慮をするものだ。どうも大兄は律義りちぎすぎて、現代人でなさ過ぎるよ、……よろしいと、受けてしまえばよいに」と、歯がゆそうに、顔見合わせていた。

　老太守の熱望と、玄徳の謙譲とが、お互いに相手を立てているのに果てしなく見えたので、家臣糜竺びじくは、

「後日の問題になされては如何ですか。何ぶん城下は敵の大軍に満ちている場合ではあるし」

　と、側から云った。

「いかにも」

　二人もうなずいて、即刻、評議をひらき、軍備を問い、その上で、一応はこの解決を外交策に訴えてみるも念のためであるとして、劉玄徳から曹操へ使いを立て、停戦勧告の一文を送った。

　曹操は、玄徳の文を見ると、

「何。……私の讐事あだごとは後にして、国難を先に扶たすけよと。……劉備ごときに説法を受けんでも、曹操にも大志はある。不遜ふそんな奴めが」

　と、それを引っ裂いて、

「使者など斬ってしまえ」と、一喝に退しりぞけた。

　時しもあれ、その時、彼の本領地の兗州えんしゅうから、続々早打ちが駆けつけて来て、

「たいへんです。将軍の留守をうかがって、突如、呂布りょふが兗州へ攻めこみました」

　と、次々に報らせが来た。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　呂布がどうして、曹操の空巣をねらってその根拠地へ攻めこんできたのであろうか。

　彼も、都落ちの一人である。

　李傕りかく、郭汜かくしなどの一味に、中央の大権を握られ、長安を去った彼は、一時、袁術えんじゅつの所へ身を寄せていたが、その後また、諸州を漂泊して陳留の張邈ちょうぼうを頼り、久しくそこに足を留めていた。

　すると一日あるひ、彼が閣外の庭先から駒を寄せて、城外へ遊びに出かけようとしていると、

「ああ、近頃は天下の名馬も、無駄に肥えておりますな」

　呂布の顔の側へきて、わざと皮肉に呟いた男があった。
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　──変なことをいう奴だ。

　呂布は迂うさん臭い顔して、その男の風采ふうさいを黙って見つめていた。

　それは、陳宮ちんきゅうであった。

　先頃、陶謙に頼まれて、曹操の侵略を諫止かんしせんと、説客せっきゃくにおもむいたが、かえって曹操に一蹴されて不成功に終ったのを恥じて、徐州に帰らず、そのままこの張邈ちょうぼうの許へ隠れていた彼だった。

「なんで吾輩の馬が、いたずらに肥えていると嘆くのか。よけいなおせっかいではないか」

　呂布がいうと、

「いや、もったいないと申したのです」と、陳宮はいい直して、

「駒は天下の名駿めいしゅん赤兎馬せきとば、飼い人は、三歳の児童もその名を知らぬはない英傑であられるのに、碌々ろくろくとして、他家に身を寄せ、この天下分崩ぶんほう、群雄の競い立っている日を、空しく鞭を遊ばせているのは、実に惜しいことだと思ったのです」

「そういう君は一体誰だ」

「陳宮という無名の浪人です」

「陳宮？　……。では以前、中牟県ちゅうぼうけんの関門を守り、曹操が都落ちをした時、彼を助けるため、官を捨てて奔はしった県令ではないのか」

「そうです」

「いや、それはお見それした。だが、君は吾輩に今、謎みたいなことをいわれたが、どういう真意なのか」

「将軍は、この名馬をひいて、生涯、食客や遊歴に甘んじているおつもりか。それを先に聞きましょう」

「そんなことはない。吾輩にだって志はあるが時とき利りあらずで」

「時は眼前に来ているではありませんか。──今、曹操は徐州攻略に出征して、兗州えんしゅうにわずかな留守がいるのみです。この際、兗州を電撃すれば、無人の野を収める如く、一躍尨大ぼうだいな領土が将軍のものになりましょう」

　呂布の顔色に血がさした。

「あっ、そうか。よく云ってくれた。君の一言は、吾輩の懶惰らんだをよく醒さましてくれた。やろう！」

　それからのことである。

　兗州は兵乱の巷になり、虚を衝いて侵入した呂布の手勢は、曹操の本拠地を占領してから、さらに、勢いにのって、濮陽ぼくよう方面（河北省・開州）にまで兵乱をひろげていた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

「不覚！」

　曹操は、唇を噛んだ。

　われながら不覚だったと悔いたがもう遅い。彼は、徐州攻略の陣中で、その早打ちを受けとると、

「どうしたものか」と、進退きわまったものの如く、一時は茫然ぼうぜん自失した。

　けれど、彼の頭脳は、元来が非常に明敏であった。また、太ッ腹でもあった。一時の当惑から脱すると、すぐ鋭い機智が働いて、常の顔いろに返った。

「最前、城内からの劉備玄徳の使者は、まだ斬りはしまいな。──斬ってはならんぞ。急いでこれへ連れて来い」

　それから彼は、玄徳の使いに、

「深く考えるに、貴書の趣には、一理がある。仰せにまかせて、曹操はいさぎよく撤兵を断行する。──よろしく伝えてくれい」

　と、掌てのひらを返すように告げて、使者を鄭重ていちょうに城中へ送り帰し、同時に洪水の退ひくように、即時、兗州へ引揚げてしまった。

　偶然だが、玄徳の一文がよくこの奇効を奏したので、城兵の随喜ずいきはいうまでもなく、老太守の陶謙はふたたび、

「ぜひ自分に代って、徐州侯の封ほうを受けてもらいたい、自分には子もあるが、柔弱者で、国家の重任にたえないから──」と、玄徳へ、国譲りを迫った。

　しかし玄徳は、なんとしても肯きき入れなかった。そしてわずかに近郷の小沛しょうはいという一村を受けて、ひとまず城門を出、そこに兵を養いながら、なおよそながら徐州の地を守っていた。
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　快鞭かいべん一打──

　曹操は、大軍をひっさげて、国元へ引っ返した。

　彼は、難局に立てば立つほど、壮烈な意気にいよいよ強靱きょうじんを加える性たちだった。

「呂布、何者なにもの」

　とばかり、すでに相手をのんでいた。奪われた兗州えんしゅうを奪回するに、何の日時を費ついやそうぞと、手に唾つばして向っていった。

　軍を二つに分け、旗下の曹仁をして兗州を囲ませ、自身は濮陽ぼくようへ突進した。敵の呂布は、濮陽を占領して、そこの州城にいると見たからである。

　濮陽に迫ると、

「休め」

　と、彼は兵馬にひと息つかせ、真ッ紅な夕陽が西に沈むまで、動かなかった。

　その前に、旗下の曹仁が、彼に向って注意した言葉を、彼はふと胸に思い出した。

　それは、こういうことだった。

「呂布の大勇にはこの近国で誰あって当る者はありません。それに近頃彼の側には例の陳宮が付き従っているし、その下には文遠ぶんえん、宣高せんこう、郝萌かくほうなどとよぶ猛将が手下に加わっておるそうです。よくよくお心をつけて向わぬと、意外に臍ほぞを噛むやも知れませんぞ──」

　曹操は、その言葉を今、胸に反復してみても、格別、恐怖をおぼえなかった。呂布に勇猛あるかも知れぬが、彼には智慮がない。策士陳宮の如きは、たかの知れた素浪人、しかも自分を裏切り去った卑怯者、目にもの見せてやろうと考えるだけであった。

　一方。

　呂布は、曹操の襲来を知って、藤県とうけんから泰山たいざんの難路をこえて引っ返して来た。彼もまた、

「曹操、何かあらん」という意気で、陳宮の諫めも用いず、総軍五百余騎をもって対峙たいじした。

　曹操の炯眼けいがんでは、「彼の西の寨とりでこそ手薄だな」と見た。

　で、暗夜に山路を越え、李典りてん、曹洪そうこう、于禁うきん、典韋てんいなどを従えて、不意に攻めこんだ。

　呂布はその日正面の野戦で曹操の軍をさんざんに破っていたので、勝戦かちいくさに驕おごり、陳宮が、

「西の寨とりでが危険です」と、注意したにもかかわらず、そう気にもかけず眠っていた。

　濮陽ぼくようの城内は混乱した。西の寨はたちまちに陥落して曹操の兵が旗を立てた。けれどはね起きた呂布が、

「寨は我一人でも奪回して見せん。汝ら入りこんだ敵の奴ばらを、一匹も生かして帰すな」

　と、指揮に当ると、彼の麾下きかはまたたくまに、秩序をとりかえし、鼓こを鳴らして包囲して来た。

　山間の嶮をこえて深く入り込んだ奇襲の兵は、もとより大軍でないし、地の理にも晦くらかった。一度、占領した寨は、かえって曹操らの危地になった。

　乱軍のうちに、夜は白みかけている。身辺を見るとたのむ味方もあらかた散ったり討死している。曹操は死地にあることを知って、

「しまった」

　にわかに寨を捨てて逃げ出した。

　そして南へ馳けて行くと、南方の野も一面の敵。東へ逃げのびんとすれば、東方の森林も敵兵で充満している。

「愈〻いよいよいかん」

　彼の馬首は、行くに迷った。ふたたびゆうべ越えて来た北方の山地へ奔はしるしかなかった。

「すわや、曹操があれに落ちて行くぞ」

　と、呂布軍は追跡して来た。もちろん、呂布もその中にいるだろう。

　逃げまわった末、曹操は、城内街まちの辻を踏み迷って、鞭も折れんばかり馬腹を打って来た。するとまたもや前面にむらがっていた敵影の中から、カンカンカンカンと梆子ひょうしぎの音が高く鳴ったと思うと、曹操の身一つを的まとに、八方から疾風のように箭やが飛んで来た。

「最期だっ。予を助けよ。誰か味方はいないか！」

　さすがの曹操も、思わず悲鳴をあげながら、身に集まる箭を切り払っていた。
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　──時に、彼方から誰やらん、おうっ──と吠えるような声がした。

　見れば、左右の手に、重さ八十斤もあろうかと見える戟ほこをひっさげ、敵の真っただ中を斬り開いて馳せつけて来る者がある。馬も人も、朱血あけを浴びて、焔が飛んで来るようだった。

「ご主君、ご主君っ、馬をお降りあれ。そして地へ這いつくばり、しばらく敵の矢をおしのぎあれ」

　矢攻めの中に立ち往生している曹操へ向って、彼は近よるなり大声で注意した。

　誰かと思えば、これなん先ごろ召抱えたばかりの悪来あくらい──かの典韋てんいであった。

「おお、悪来か」

　曹操は急いで馬を跳び下り、彼のいう通り地へ這った。

　悪来も馬を降りた。両手の戟を風車のように揮って矢を払った。そして敵軍に向って濶歩しながら、

「そんなヘロヘロ矢がこの悪来の身に立ってたまるか」

　と、豪語した。

「小癪なやつ。打殺せ」

　五十騎ほどの敵が一かたまりになって馳けて来た。

　悪来は善く戦い、敵の短剣ばかり十本も奪い取った。彼の戟はもう鋸のこぎりのようになっていたので、それをなげうって、十本の短剣を身に帯びて、曹操の方を振向いた。

「──逃げ散りました。今のうちです。さあおいでなさい」

　彼は、徒歩かちのまま、曹操の轡くつわをとって、また馳け出した。二、三の従者もそれにつづいた。

　けれど矢の雨はなお、主従を目がけて注そそいで来た。悪来は、盔かぶとの錣しころを傾けてその下へ首を突っ込みながら、真っ先に突き進んでいたが、またも一団の敵が近づいて来るのを見て、

「おいっ、士卒」と、後ろへどなった。

「──おれは、こうしているから、敵のやつが、十歩の前まで近づいたら声をかけろ」

　と命じた。

　そして、矢唸やうなりの流れる中に立って、眠り鴨がものように、顔へ錣しころをかざしていた。

「十歩ですっ」

　と、後ろで彼の従者が教えた。

　とたんに、悪来は、

「来たかっ」

　と、手に握っていた短剣の一本をひゅっと投げた。

　われこそと躍り寄って来た敵の一騎が、どうっと、鞍からもんどり打って転げ落ちた。

「──十歩ですっ」

　また、後ろで聞えた。

「おうっ」

　と、短剣が宙を切って行く。

　敵の騎馬武者が見事に落ちる。

「十歩っ」

　剣はすぐ飛魚の光を見せて唸うなってゆく──

　そうして十本の短剣が、十騎の敵を突き殺したので、敵は怖れをなしたか、土煙の中に馬の尻を見せて逃げ散った。

「笑止なやつらだ」

　悪来はふたたび曹操の駒の轡くつわをとって、逃げまどう敵の中へ突ッ込んで行った。そして敵の武器によって敵をなで斬りにしながら、ようやく一方の血路をひらいた。

　山の麓まで来ると、旗下の夏侯惇かこうじゅんが数十騎をつれて逃げのびて来たのに出会った。味方の手負いと討死は、全軍の半分以上にものぼった。──惨憺たる敗戦である。いや曹操の生命が保たれたのはむしろ奇蹟といってよかった。

「そちがいなかったら、千に一つもわが生命はなかったろう」

　曹操は、悪来へ云った。──夜に入って大雨となった。越えてゆく山嶮は滝津瀬たきつせにも似ていた。

　帰ってから悪来の典韋てんいは、この日の功によって、領軍都尉りょうぐんといに昇級された。
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　ここ呂布は連戦連勝だ。

　失意の漂泊さすらいをつづけていた一介の浪人は、またたちまち濮陽城ぼくようじょうの主あるじだった。先に曹操を思うさま痛めつけて、城兵の士気はいやが上にも昂たかまっていた。

「この土地に、田氏でんしという旧家があります。ごぞんじですか」

　謀士の陳宮が、唐突に云い出したことである。呂布も近頃は、彼の智謀を大いに重んじていたので、また何か策があるかと、

「田氏か。あれは有名な富豪だろう。召使っている僮僕どうぼくも数百人に及ぶと聞いているが」

「そうです。その田氏をお召出しなさいまし。ひそかに」

「軍用金を命じるのか」

「そんなつまらないことではありません。領下の富豪から金をしぼり取るなんていうことは、自分の蓄えを気短かに喰ってしまうようなものです。大事さえ成れば、黄金財宝は、争って先方がご城門へ運んで来ましょう」

「では、田氏をよびつけて何をさせるのか」

「曹操の一命を取るのです」

　陳宮は、声をひそめて、なにかひそひそと呂布に説明していた。

　それから数日後。

　ひとりの百姓が、竹竿の先に鶏とりの蒸したのを苞つとにくるみ、それを縛って、肩にかつぎながら、寄手の曹操の陣門近くをうろついていた。

「胡散うさんな奴」と、捕えてみると、百姓は、

「これを大将に献じたい」と、伏し拝んでいう。

「密偵だろう」

　と、有無をいわさず、曹操の前へ引っぱって来た。すると百姓は態度を変えて、

「人を払って下さい、いかにも私は密使です。けれど、あなたの不為になる使いではありません」

　と、いった。

　近臣だけを残して、士卒たちを遠ざけた。百姓は、鶏の苞つとを刺していた竹の節ふしを割って、中から一片の密書を出して曹操の手へ捧げた。

　見ると、城中第一の旧家で富豪という聞えのある田氏の書面だった。呂布の暴虐に対する城中の民の恨みが綿々と書いてある。こんな人物に城主になられては、わたくし達は他国へ逃散ちょうさんするしかないとも認しるしてある。

　そして、密書の要点に入って、

（──今、濮陽城ぼくようじょうは留守の兵しかいません。呂布は黎陽れいようへ行っているからです。即刻、閣下の軍をお進め下さい。わたくしどもは機を計って内応し、城中から攪乱かくらんします。義の一字を大きく書いた白旗を城壁のうえに立てますから、それを合図に、一挙に濮陽の兵を殲滅せんめつなさるように祷いのる──機はまさに今です）と、ある。

　曹操は、破顔してよろこんだ。

「天、われに先頃の雪辱をなさしめ給う。濮陽はもう掌のうちの物だ！」

　使いを犒ねぎらって、承諾の返辞を持たせ帰した。

「危険ですな」

　策士の劉曄りゅうようがいった。

「念のため、軍を三分して、一隊だけ先へ進めてごらんなさい。呂布は無才な男ですが、陳宮には油断はできません」

　曹操も、その意見を可として、三段に軍を立てて、徐々と敵の城下まで肉薄して行った。

「オオ、見える」

　曹操はほくそ笑んだ。

　果たせるかな、大小の敵の旌旗せいきが吹きなびいている城壁上の一角──西門の上あたりに一旒りゅうの白い大旗がひるがえっていた。手をかざして見るまでもなく、その旗には明らかに「義」の一字が大書してあった。
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「もはや事の半ばは成就したも同じだ」

　曹操は左右へいって、

「──だが、夜に入るまでは、息つきの小競こぜり合いに止めておいて敵が誘うとも深入りはするな」

　と、誡いましめた。

　城下の商戸はみな戸を閉ざし、市民はみな逃げ去って、町は昼ながら夜半のようだった。曹操の軍馬はそこ此処に屯たむろして、食物や飲水を求めたり、夜の総攻撃の準備をしていた。

　果たして、城兵は奇襲して来た。辻々で少数の兵が衝突して、一進一退をくり返しているうちに陽はやがて、とっぷり暮れて来た。

　薄暮のどさくさまぎれにひとりの土民が曹操のいる本陣へ走りこんできた。捕えて詰問すると、

「田氏から使いです」と密書を示していう。

　曹操は聞くとすぐ取寄せてひらいてみた。紛れもない田氏の筆蹟である。

初更しょこうの星、燦々さんさんの頃

城上に銅鑼どら鳴るあらん

機、逸し給うなかれ、即すなわち前進。

衆民、貴軍の蹄戛ていかつを待つや久し

鉄扉てっぴ、直ちに内より開かれ

全城を挙げて閣下に献ぜん


「よしっ。機は熟した」

　曹操は、密書の示す策によって、すぐ総攻撃の配置にかかった。

　夏侯惇かこうじゅんと曹仁そうじんの二隊は、城下の門に停めておいて、先鋒には夏侯淵かこうえん、李典りてん、楽進と押しすすめ、中軍に典韋てんいらの四将をもって囲み、自身はその真ん中に大将旗を立てて指揮に当り、重厚な陣形を作って徐々と内城の大手へ迫った。

　しかし李典は、城内の空気に、なにか変な静寂を感じたので、

「一応、われわれが、城門へぶつかって、小当りに探ってみますから、御大将には、暫時、進軍をお待ちください」と、忠言してみた。

　曹操は気に入らない顔をして、

「兵機というものは機をはずしては、一瞬勝ち目を失うものだ。田氏の合図に手違いをさせたら、全線が狂ってしまう」

　といって肯きき入れないのみか、なお逸はやって自身、真っ先に馬を進めだした。

　月はまだ昇らないが満天の星は宵ながら繚乱りょうらんと燦きらめいていた。たッたッたッたッ──と曹操に馳けつづく軍馬の蹄が城門に近づいたかと思うと、西門あたりに当って、陰々と法螺貝ほらがいの音が尾をひいて長く鳴った。

「やっ、なんだっ」

　寄手の諸将はためらい合ったが、曹操はもう濠ほりの吊橋つりばしを騎馬で馳け渡りながら、

「田氏の合図だっ。何をためらっているか。この機に突っこめっ──」と、振向いてどなった。

　とたんに、正面の城門は、内側から八文字に開け放されていた。──さては、田氏の密書に嘘はなかったかと、諸将も勢いこんで、どっと門内へなだれ入った。

　──が、とたんに、

「わあっ……」

　と、闇の中で、喊声かんせいがあがった。敵か味方か分らなかったし、もう怒濤どとうのように突貫の行き足がついているので、にわかに、駒を止めて見返してもいられなかった。

　すると、どこからともなく、石の雨が降って来た。石垣の陰や、州の政庁の建物などの陰から、同時に無数の松明たいまつが光りかがやき、その数は何千か知れなかった。

「や、や、やっ？」

　疑う間に投げ松明だ。軍馬の上に、大地に、盔かぶとに、袖に、火の雨がそそがれ出したのである。曹操は仰天して、突然、

「いかんっ。──敵の謀計にひッかかった。退却しろ」

　と、声をかぎりに後ろへ叫んだ。
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　敵の計に陥ちたとさとって、曹操が、しまったと馬首をめぐらした刹那せつな、一発の雷砲が、どこかでどん──と鳴った。

　彼につづいて突入してきた全軍は、たちまち混乱に墜ちた。奔馬と奔馬、兵と兵が、方向を失って渦巻くところへなお、

「どうしたっ？」

「早く出ろ」と、後続の隊は、後から後からと押して来た。

「退却だっ」

「退くのだっ」

　混乱は容易に救われそうもない。

　石の雨や投げ松明の雨がやんだと思うと、城内の四門がいちどに口を開いて、中から呂布の軍勢が、

「寄手の奴らを一人も生かして帰すな」と、東西から挟撃きょうげきした。

　度を失った曹操の兵は、網の中の魚みたいに意気地もなく殲滅せんめつされた。討たれる者、生捕られる者数知れなかった。

　さすがの曹操も狼狽して、

「不覚不覚」

　と憤然、唇を噛みながら、一時北門から逃げ退こうとしたが、そこにも敵軍が充満していた。南門へ出ようとすれば南門は火の海だった。西門へ奔はしろうとすれば、西門の両側から伏兵が現れてわれがちに喚わめきかかってくる。

「ご主君ご主君。血路はここに開きました。早く早く」

　彼を呼んだのは悪来の典韋であった。典韋は、歯をかみ眼まなこをいからして、むらがる敵を蹴ちらし、曹操のために吊橋つりばしの道を斬り開いた。

　曹操は、征矢そやの如く駆けぬけて城下の町へ走った。殿しんがりとなった悪来も、後を追ったが、もう曹操の姿は見あたらない。

「おういっ。……わが君っ」

　悪来が捜していると、

「典韋じゃないか」と、誰か一騎、馳け寄って来た味方がある。

「オオ、李典りてんか、ご主君の姿を見なかったか」

「自分も、それを案じて、お捜し申しているところだ」

「どう落ちて行かれたやら」

　兵を手分けして、二人は八方捜索にかかったが、皆目かいもく知れなかった。

　何処いずこを見ても火と黒煙と敵兵だった。曹操自身さえ南へ馳けているのか西へ向っているのか分らない。ただ果てしない乱軍の囲みと炎の迷路だった。その中からどうしても出ることができないほど、頭脳も顛倒てんとうしていた。

　──すると彼方の暗い辻から、一団の松明たいまつが、赤々と夜霧をにじませて曲って来た。

　近づいて見るまでもなく敵にちがいない。曹操は、

「南無三なむさん」と、思ったが、あわてて引っ返してはかえって怪しまれる。肚をすえて、そのまま行き過ぎようとした。

　何ぞ計らん、従者の松明に囲まれて戛々かつかつと歩いて来たのは、敵将の呂布であった。例の凄まじい大戟おおほこを横たえ、左に赤兎馬せきとばの手綱を持って悠然と来る姿が、はっと、曹操の眸に大きく映った。

　ぎょっとしたが、すでに遅し！ である。曹操は顔をそ向け、その顔を手で隠しながら、何気ない素振りを装ってすれ違った。

　すると呂布は、何思ったか、戟の先を伸ばして曹操の盔かぶとの鉢金をこつんと軽く叩いた。そして──恐らくは自分の味方の将と間違えたのだろう、こう訊たずねた。

「おい。曹操はどっちへ逃げて行ったか知らんか。──敵の曹操は？」

「はっ」

　曹操は、作り声で、

「それがしも彼を追跡しているところです。何でも、毛の黄色い駿足にまたがって、彼方へ走って行ったそうで」と、指さすや否、その方角へ向って、一散に逃げ去った。




八



「やっ、怪しい……？」と、後見送りながら、呂布が気づいた時は、すでに曹操の影は、町中に立ちこめている煙の中に見えなくなっていた。

「ああ、危うかった」

　曹操は、夢中で逃げ走ってきてから、ほっと駒を止めて呟いた。真に虎口を脱したとは、このことだろうと思った。

　──が、一体ここは何処か。西か東か。その先の見当は依然として五里霧中のここちだった。

　そうしてさまよっているうちに、ようやく自分を捜している悪来あくらいに出会った。そして悪来に庇護ひごされながら、辻々で血路を斬り開き、東の街道に出る城外の門まで逃げてきた。

「やあ、ここも出られぬ！」

　曹操は、思わず嘆声をあげた。駒も大地を蹄ひづめでたたくばかりで前へ出なくなった。

　それも道理。街道口の城門は、今、さかんに焼けていた。長い城壁は一連の炎の樋といとなって、火熱は天地も焦がすばかりである。

「どうッ。どうッ。どうッ……」

　熱風を恐れて駒は狂いに狂う。鞍つぼにも、盔かぶとへも、パラパラと火の粉は降りかかる。

　曹操は、絶望的な声で、

「悪来。戻るより外はあるまい」と、後ろを見て云った。

　悪来は、火よりも赤い顔に、眦まなじりを裂いて睨んでいたが、

「引っ返す道はありません。ここの門が幽明ゆうめいの境さかいです。てまえが先に馳け抜けて通りますから、すぐ後からお続きなさい」

　楼門は一面焔につつまれている。城壁の上には、沢山な薪たきぎや柴に火が移っている。まさに地獄の門だ。その下を馳け抜けるなどは、九死に一生を賭す芸当より危険にちがいない。

　しかし、活路はここしかない。

　悪来の乗っている馬の尻に、びゅんッと凄い音がした。彼の姿はとたんに馬もろとも、火焔の洞門を突破して行った──と見るや否、曹操も、戟ほこをもって火塵を払いながら、どっと焔の中へ馳けこんだ。

　一瞬に、呼吸がつまった。

　眉も、耳の穴の毛までも、焼け縮れたかと思われた時は、曹操の胸がもう一歩で、楼門の向う側へ馳け抜けるところだった。

　──が、その刹那。

　楼上の一角が、焼け落ちて来たのである。何たる惨！ 火に包まれた巨大な梁はりが、そこから電光の如く落下してきた。そしてちょうど曹操の乗った馬の尻をうったので、馬は脚をくじいて地にたおれ、ほうり出された曹操の体のほうへ、その梁はまたぐわらっと転がって来た。

「──あっ」

　曹操は、仰向けにたおれながら、手をもってその火の梁はりを受けた。──当然、掌ても肱ひじも、大火傷おおやけどをした。自分の体じゅうから、焦こげくさい煙が立ちのぼった。

「……ウウム！」

　彼は手脚を突っ張ってそり返ったまま焔の下に、気を失ってしまった。

　しきりと自分を呼ぶ者がある。──どれくらい時が経っていたか、とにかくかすかに意識づいた時は、彼は、何者かの馬上に引っ抱えられていた。

「悪来か。悪来か」

「そうです。もうご安心なさい。ようやく敵地も遠くなりましたから」

「わしは、助かったのか」

「満天の星が見えましょう」

「見える……」

「お生命いのちはたしかです。お怪我も火傷やけどの程度だから、癒るにきまっています」

「ああ……。星空がどんどん後ろへ流れてゆく」

「後から馳け続いて来るのは、味方の夏侯淵かこうえんですから、ご心配には及びませんぞ」

「……そうか」

　うなずくと曹操はにわかに苦しみ始めた。安心すると同時に半身の大火傷の痛みも分ってきたのである。
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　夜は白々と明けた。

　将も兵もちりぢりばらばらに味方の砦とりでへ帰って来た。どの顔も、どの姿も、惨憺たる敗北の血と泥にまみれている。

　しかも、生きて還ったのは、全軍の半分にも足らなかったのである。

　そこへ、悪来と夏侯淵かこうえんに扶けられた曹操が、馬の鞍に抱えられて帰ってきたので、全軍の士気は墓場のように銷沈しょうちんしてしまい、滅失めっしつの色深い陣営は、旗さえ朝露重たげにうなだれていた。

「何。将軍が戦傷なされたと？」

「ご重傷か」

「どんなご容体か」

　聞き伝えた幕僚の将校たちは、曹操の抱えこまれた陣幕の内へ、どやどやと群れ寄ってきた。

「しッ……」

「静かに」

　と、中の者に制されて、なにかぎょっとしたものを胸に受けながら、将校たちは急に厳粛な無言を守り合っていた。

　手当てに来ていた典医がそっと戻って行った。典医の顔も憂色に満ちている。それを見ただけで、幕僚たちは胸が迫ってきた。

　──すると、突然幕とばりのうちで、

「わははは、あははは」

　曹操の笑う声がした。

　しかも、平常よりも快活な声だ。

　驚いて一同、彼の横臥している周りを取巻いて、その容体をのぞきこんだ。

　右の肱から肩、太股ふとももまで、半身は大火傷にただれているらしい。繃帯ほうたいですっかり巻かれていた。顔半分も、薬を塗って、白い覆面をしたように片目だけ出していた。玉蜀黍とうもろこしの毛のように、髪の毛まで焦げている。

「もう、いい。心配するな」

　片目で幕僚を見まわしながら、曹操は強いて笑いを見せて、

「考えてみると、何も、敵が強いのでもなんでもない。おれは火に負けたまでだ。火にはかなわんよ。──なあ、諸君」と、いってまた、「それと、少し軽率だった。たとえ、過あやまちにせよ、匹夫ひっぷ呂布ごとき者の計におちたのは、われながら面目ない。しかしおれもまた彼に向って計をもって酬いてくれる所存だ。まあ見ておれ」

　すこし身をねじろうとしたが、体が動かない。無理に首だけ動かして、

「夏侯淵」

「はっ」

「貴様に、予の葬儀を命ずる。葬儀指揮官の任につけ」

「不吉なお言葉を」

「いや、策だ。──今暁、曹操遂に死せりと、喪もを発するがよい。伝え聞くや、呂布はこの時とばかり、城を出て攻め寄せて来るにちがいない。仮埋葬かりまいそうを営むと触ふれてわが仮の柩ひつぎを、馬陵山ばりょうざんへ葬れ」

「はっ……」

「馬陵山の東西に兵を伏せ、敵をひき寄せ、円陣のうちにとらえて、思う存分、殲滅せんめつしてくれるのだ。わかったか」

「わかりました」

「どうだ、諸君」

「ご名策です」

　幕僚は、その場で皆、喪章もしょうをつけた。──そして将軍旗の竿頭かんとうにも、弔章ちょうしょうが附せられた。

　──曹操死す。

　の声が伝わった。まことしやかに濮陽ぼくようにまで聞えて来た。呂布は耳にすると、

「しめた、おれの強敵は、これで除かれた」

　と膝を叩き、念のため、探さぐりを放って確かめると、喪の敵陣は、枯野のように、寂せきとして声もないという。

　馬陵山の葬儀日を狙って、呂布は濮陽城を出て、一挙に敵を葬り尽そうとした。ところがなんぞ計らん。それは呂布を拉らっして冥途あのよへ送らんとする偽りの葬列だった。

　起伏する丘陵一帯の陰から、たちまち鳴り起った陣鼓鑼声じんこらせいは、完全に呂布軍をたたきのめした。

　呂布は、命からがら逃げた。一万に近い犠牲と面目を馬陵山に捨てて逃げた。──以来、それにこりごりして、濮陽を堅く守り、容易にその城から出なかった。




牛うしと「いなご」



一



　穴を出ない虎は狩れない。

　曹操は、あらゆる策をめぐらして、呂布へ挑んだが、

「もうその策には乗らない」と、彼は容易に、濮陽ぼくようから出なかった。

　そのくせ、前線と前線との、偵察兵や小部隊は日々夜々小ぜりあいをくり返していたが、戦いらしい戦いにもならず、といってこの地方が平穏にもならなかった。

　いや、世の乱脈な兇相は、ひとりこの地方ばかりではない。土のある所、人間の住む所、血腥ちなまぐさい風に吹き捲まくられている。

　こういう地上にまた、戦争以上、百姓を悲しませる出来事が起った。

　或る日。

　一片の雲さえなく晴れていた空の遠い西の方に、黒い綿を浮かべたようなものが漂ただよって来た。やがて、疾風雲はやてぐものように見る見るうちにそれが全天に拡がって来たかと思うと、

「いなごだ。いなごだ」

　百姓は騒ぎ始めた。

　いなごの襲来と伝わると、百姓は茫然、泣き悲しんで、鋤鍬すきくわも投げて、土蜂の巣みたいな土小屋へ逃げこみ、

「ああ。しかたがない」

　絶望と諦あきらめの呻うめきを、おののきながら洩らしているだけだった。

　いなごの大群は、蒙古風もうこかぜの黄いろい砂粒よりたくさん飛んで来た。天をおおういちめんの雲かとも紛まごう妖虫の影に、白日もたちまち晦くらくなった。

　地上を見れば、地上もいなごの洪水であった。たちまち稲の穂を蝕くい尽してしまい、蝕う一粒の稲もなくなると、妖虫の狂風は、次々と、他の地方へ移動してゆく。

　後からくるいなごは、喰う稲がない。遂には、餓殍がひょうと餓殍が噛みあって何万何億か知れない虫の空骸なきがらが、一物の青い穂もない地上を悽惨に敷きつめている。

　──が、その浅ましい光景は、虫の社会だけではない。やがて人間も噛み合い出した。

「喰う物がない！」

「生きて行かれないっ」

　悲痛な流民は、喰う物を追って、東西に移り去った。

　糧食とそれを作る百姓を失った軍隊は、もう軍隊としての働きもできなくなってしまった。

　軍隊も「食」に奔命ほんめいしなければならない。しかも山東の国々ではその年、いなごの災厄のため、物価は暴騰に暴騰をたどって、米一斛こくの価あたいは銭百貫を出しても、なかなか手に入らなかった。

「やんぬる哉かな」

　曹操は、これには、策もなく、手の下しようもなかった。

　戦争はおろか、兵が養えないのである。やむなく彼は、陣地を引払って、しばらくは他州にひそみ、衣食の節約を令して、この大飢饉をしのぎ、他日を待つしか方法はあるまいと観念した。

　同じように、濮陽ぼくようの呂布たりといえども、この災害をこうむらずにいるわけはない。

「曹操の軍も、とうとう囲みを解いて、引揚げました」

　そう報告を聞いても、

「うむ。そうか」とのみで、彼の愁眉しゅうびはひらかれなかった。

　彼もまた、

「細く長く喰え」

　と、兵糧方に厳命した。

　自然──

　双方の戦争はやんでしまった。

　いなごが、人間の戦争を休止させてしまったのである。

　とはいえ。

　また、春は来る、夏は巡って来る。大地は生々と青い穀物や稲の穂を育てるであろう。いなごは年々襲っては来ないが、人間同士の戦争は、遂に、土が物を実らせる力のある限り永劫えいごうに絶えそうもない。




二



　ここに、徐州の太守たいしゅ陶謙とうけんはまた、誰に我がこの国を譲って死ぬべきや──を、日ごと、病床で考えていた。

「やはり、劉備玄徳りゅうびげんとくをおいては、ほかにない」

　彼はもう年七十になんなんとしていた。ことにこんどは重態である。自ら命数めいすうを感じている。けれど、国の将来に安心の見とおしがつかないのが、なんとしても心の悩みであった。

「お前らはどう思う」

　枕頭に立っている重臣の糜竺びじく、陳登ちんとうのふたりへ、鈍にぶい眸をあげて云った。

「ことしは、いなごの災害のために、曹操は軍をひいたが、来春にでもなればまた、捲土重来けんどちょうらいしてくるだろう。その時、ふたたびまた、呂布が彼の背後を襲うような天佑があってくれれば助かるが、そういつも奇蹟はあるまい。わしの命数も、この容子ではいつとも知れないから、今のうちに是非、確たる後継者をきめておきたいが」

「ごもっともです」

　糜竺びじくは、老太守の意中を察しているので、自分からすすめた。

「もう一度、劉玄徳どのをお招きになって、懇ねんごろにお心を訴えてごらんになっては如何ですか」

　陶謙は、重臣の同意を得、少し力づいたものの如く、

「早速、使いを派してくれ」と、いった。

　使いをうけた玄徳は、取る物も取りあえず、小沛しょうはいから駈けつけて、太守の病を見舞った。

　陶謙は、枯木のような手をのばして、玄徳の手を握り、

「あなたが、うんと承諾してくれないうちは、わしは安心して死ぬことができない。どうか、世の為に、また、漢朝の城地を守るために、この徐州の地をうけて、太守となってもらいたいが」

「いけません。折角ですが」

　玄徳は、依然として、断りつづけた。そして──

（あなたには、二人のご子息があるのに）と、理由を云いかけたが、それをいうとまた、重態の病人が、出来の悪い不肖ふしょうの実子のことについて、昂奮して語り出すといけないので、──玄徳はただ、

「私は、その器うつわでありません」と、ばかり頑かたくなに首をふり通してしまった。

　そのうちに、陶謙は、ついに息をひきとってしまった。

　徐州は喪もを発した。城下の民も城士もみな喪服を着け、哀悼あいとうのうちに籠った。そして葬儀が終ると、玄徳は小沛へ帰ったが、すぐ糜竺、陳登などが代表して、彼を訪れ、

「太守が生前の御意ぎょいであるから、まげても領主として立っていただきたい」

　と、再三再四、懇請した。

　すると、また、次の日、小沛の役所の門外に、わいわいと一揆きのような領民が集まって来た。──何事かと、関羽、張飛を従えて、玄徳が出てみると、何百とも知れない民衆は、彼の姿をそこに見出すと、

「オオ、劉備さまだ」と、一斉に大地へ坐りこんで、声をあわせて訴えた。

「わたくしども百姓は、年々戦争には禍いされ、今年はいなごの災害に見舞われて、もうこの上の望みといったら、よいご領主様がお立ちになって、ご仁政をかけていただくことしかございません。もし、あなた様でなく他のお方が、太守になるようでもあったら、私どもは、闇夜から闇夜を彷徨さまよわなければなりません。首をくくって死ぬ者がたくさん出来るかも知れません」

　中には、号泣する者もあった。

　その愍あわれな飢餓の民衆を見るに及んで、劉備もついに意を決した。即ち太守牌印たいしゅはいいんを受領して、小沛から徐州へ移ったのである。




三



　劉玄徳は、ここに初めて、一州の太守という位置をかち得た。

　彼の場合は、その一州も、無名の暴軍や悪辣あくらつな策謀を用いて、強しいて天に抗して横奪おうだつしたのではなく、きわめて自然に、めぐり来る運命の下に、これを授けられたものといってよい。

　涿県たくけんの一寒村から身を起して今日に至るまでも、よく節義を持して、風雲にのぞんでも功を急がず、悪名を流さず、いつも関羽や張飛に、「われわれの兄貴は、すこし時勢向きでない」と、歯がゆがられていたことが、今となってみると、遠い道を迂回していたようでありながら、実はかえって近い本道であったのである。

　さて、彼は、徐州の牧ぼくとなると、第一に先君せんくん陶謙とうけんの霊位を祭って、黄河の原でその盛大な葬式を営んだ。

　それから陶謙の徳行や遺業を表に彰あらわして、これを朝廷に奏した。

　また、糜竺びじくだの、孫乾そんけん、陳登ちんとうなどという旧臣を登用して、大いに善政を布いた。

　こうして「いなご飢饉」と戦争に、草の芽も枯れ果てた領土へのぞんで、民力の恢復かいふくを計ったので、百姓たちのひとみにも、生々と、希望がよみがえって来た。

　ところが、百姓たちの謳歌して伝えるその名声を耳にして、

「なに。──劉玄徳が徐州を領したと。あの玄徳が、徐州の太守に坐ったのか」

　いかにも意外らしく、また、軽蔑しきった口ぶりで、こう洩らしたのは、曹操であった。

　彼はその新しい事実を知ると意外としたばかりでなく、非常に怒って云った。

「死んだ陶謙は、わが亡父の讐あだなることは、玄徳も承知のはずだ。その讐はまだ返されていないではないか。──しかるに玄徳が、半箭はんせんの功もなき匹夫ひっぷの分際をもって、徐州の太守に居坐るなどとは、言語道断な沙汰だ」

　曹操は、いずれ自分のものと、将来の勘定に入れていた領地に、思わぬ人間が、善政を布いて立ったので、違算を生じたばかりでなく、感情の上でも、はなはだ面白くなかったのであろう。

「予と徐州のいきさつを承知しながら、徐州の牧ぼくに任ずるからには、それに併せて、この曹操にも宿怨しゅくえんを買うことは、彼は覚悟の上で出たのだろう。──このうえはまず劉玄徳を殺し、陶謙の屍しかばねをあばいて、亡父の怨みをそそがねばならん！」

　曹操は、直ちに、軍備を命じた。

　すると、それを諫めたのは、荀彧じゅんいくであった。──召抱えられた時、曹操から、

（そちは我が張子房なり）と、いわれた人物であった。

　荀彧がいうには、

「今いるこの地方は、天下の要衝で、あなたにとっては、大事な根拠地です。その兗州えんしゅうの城は、呂布に奪われているではありませんか。しかも、兗州を囲めば、徐州へ向ける兵は不足です。徐州へ総がかりになれば、兗州の敵の地盤は固まるばかりです。徐州も陥ちず、兗州も奪還できなかったら、あなたはどこへ行かれますか」

「しかし、食糧もない飢饉の土地に、しがみついているのも、良策ではあるまいが」

「さればです。──今日の策としては、東の地方、汝南じょなん（河南省かなんしょう・汝南）から潁州えいしゅうの一帯で、兵馬を養っておくことです。あの地方にはなお、黄巾の残党どもが多くいますが、その草賊を討って、賊の糧食を奪い、味方の兵を肥やしてゆけば、朝廷に聞えもよく、百姓も歓迎しましょう。これが一石二鳥というものです」

「よかろう。汝南へ進もう」

　曹操は、気のさっぱりした男である。人の善言を聴けば、すぐ用いるところなど彼の特長といえよう。──彼の兵馬はもう東へ東へと移動を開始していた。
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　その年の十二月、曹操の遠征軍は、まず陳の国を攻め、汝南（河南省）潁川えいせん地方（河南省・許昌）を席巻せっけんして行った。

　──曹操来きたる。

　──曹操来る。

　彼の名は、冬風の如く、山野に鳴った。

　ここに、黄巾の残党で、何儀かぎと黄邵こうしょうという二頭目は、羊山ようざんを中心に、多年百姓の膏血こうけつをしぼっていたが、

「なに曹操が寄せて来たと。曹操には兗州という地盤がある。偽ものだろう。叩きつぶしてしまえ」

　羊山の麓にくり出して、待ちかまえていた。

　曹操は、戦う前に、

「悪来、物見して来い」と、いいつけた。

　典韋てんいの悪来は、

「心得て候」とばかり馳けて行ったが、すぐ戻って来て、こう復命した。

「ざっと十万ばかりおりましょう。しかし狐群狗党こぐんくとうの類で、紀律も隊伍もなっていません。正面から強弓をならべ、少し箭風やかぜを浴びせて下さい。それがしが機を計って右翼から駈け散らします」

　戦の結果は、悪来のことば通りになった。賊軍は、無数の死骸をすてて八方へ逃げちるやら、または一団となって、降伏して出る者など、支離滅裂しりめつれつになった。

「いくら鳥なき里の蝙蝠こうもりでも、十万もいる中には、一匹ぐらい、手ごたえのある蝙蝠がいそうなものだな」

　曹操をめぐる猛将たちは、羊山の上に立って笑った。

　すると、次の日、一隊の豹卒ひょうそつを率いて、陣頭へやって来た巨漢おおおとこがある。

　この漢おとこ、馬にも乗らず、七尺以上もある身の丈を持ち、鉄棒をかい込んで双の眼をつりあげ、漆黒の髯を山風に顔から逆しまに吹かせながら、

「やあやあ、俺を誰と思う。この地方に隠れもない、截天夜叉せってんやしゃ何曼かまんというのはおれのことだ。曹操はどこにいるか。真の曹操ならこれへ出て、われと一戦を交えろ」

　と、どなった。

　曹操は、おかしくなって、

「誰か、行ってやれ」と、笑いながら下知した。

「よし、拙者が」と、旗本の李典が行こうとすると、いやこのほうに譲れと、曹洪が進み出て、わざと馬を降り、刀を引っ提げて、何曼かまんに近づき、

「真の曹将軍は、貴様ごとき野猪やちょの化け物と勝負はなさらない。覚悟しろ」

　斬りつけると、何曼は怒って、大剣をふりかぶって来た。

　この漢、なかなか勇猛で、曹洪も危うく見えたが、逃げると見せて、急に膝をつき後ろへ薙なぎつけて見事、胴斬りにしてようやく屠った。

　李典は、その間に、駒をとばして、賊の大将黄邵こうしょうを、馬上で生擒いけどりにした。──もう一名の賊将、何儀のほうは、二、三百の手下をつれて、葛陂かつはの堤を、一目散に逃げて行った。

　すると、突然──

　一方の山間から旗印も何も持たない変な軍隊がわっと出て来た。その真っ先に立った一名の壮士は、やにわに路を塞ふさいで、何儀を馬から蹴落した。もんどり打って馬から落ちた何儀は、

「うぬ何者だ」

　と、槍を持ち直したが、壮士はいちはやくのしかかって、何儀を縛りあげてしまった。

　何儀についていた賊兵は、怖れおののいて皆、壮士の前に降参を誓った。壮士は、自分の手勢と降人を合わせて、意気揚々、もとの山間へひきあげて行こうとした。

　こんなこととは知らず、何儀を追いかけて来た悪来典韋は、それと見て、

「待て待て。賊将の何儀をどこへ持って行くか。こっちへ渡せ」

　と、壮士へ呼びかけたが、壮士は肯かないので、たちまち、両雄のあいだに、龍攘虎搏りゅうじょうこはくの一騎討が起った。
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　この壮士は一体何者だろう。

　悪来典韋は、闘いながらふと考えた。

　賊将を生擒って、どこかへ拉らっして行こうとする様子から見れば、賊ではない。

　といって、自分に刃向って来るからには、決して味方ではなおさらない。

「待て壮士」

　悪来は、戟ほこをひいて叫んだ。

「無益な闘いは止めようじゃないか。貴様は黄巾賊こうきんぞくの残党でもないようだ。賊将の何儀を、われらの大将、曹操様へ献じてしまえ。さすれば一命は助けてやる」

　すると壮士は、哄笑して、

「曹操とは何者だ。汝らには大将か知らぬが、おれ達には、なんの恩顧もない人間ではないか。せっかく、自分の手に生擒った何儀を、縁もゆかりもない曹操へ献じる理由はない」

「おのれ一体、どこの何者か」

「おれは譙県しょうけんの許褚きょちょだ」

「賊か。浪人か」

「天下の農民だ」

「うぬ、土民の分際で」

「それほど俺の生擒った何儀が欲しければ俺の手にあるこの宝刀を奪ってみろ。そうしたら何儀を渡してやる」

　悪来典韋はかえって、許褚のために愚弄ぐろうされたので烈火の如く憤った。

　悪来は、双手もろてに二振ふりの戟ほこを持って、りゅうりゅうと使い分けながら再び斬ってかかった。しかし、許褚の一剣はよくそれを防いで、なお、反対に悪来をしてたじろがせるほどな余裕と鋭さがあった。

　でも、悪来はまだかつて自分を恐れさせたほどな強い敵に出会ったことはないとしていたので、「この男、味をやるな」ぐらいに、初めは見くびってかかっていた。

　ところが、刻々形勢は悪来のほうが悪くなった。悪来が疲れだしたなと思われると、俄然、許褚の勢いは増してきた。

「これは！」

　と、悪来も本気になって、生涯初めての脂汗あぶらあせをしぼって闘った。しかし許褚は毫ごうも乱れないのである。いよいよ、勇猛な喚きを発して、一電、また一閃、その剣光は、幾たびか悪来の鬢髪びんぱつをかすめた。

　こうして、両雄の闘いは、辰たつの刻こくから午うまの刻にまで及んだが、まだ勝負がつかなかったのみか、馬のほうが疲れてしまったので、日没とともに、勝負なしで引分けとなった。

　曹操は、後から来て、この勝負を高地から眺めていたが、そこへ悪来がもどってくると、

「明日は偽って、負けた振りして逃げることにしろ」と、云いふくめた。

　翌日の闘いでは、曹操にいわれた通り、悪来は三十合も戟を合わせると、にわかに、許褚にうしろを見せて逃げ出した。

　曹操も、わざと、軍を五里ほど退いた。そしていよいよ相手に気を驕おごらせておいて、また次の日、悪来を陣頭へ押し出した。

　許褚は彼のすがたを見ると、

「逃げ上手の卑怯者め。また性懲しょうこりもなく出てきたか」と、駒をとばして来た。

　悪来は、あわてふためくと見せかけて、味方へは、懸れ懸れと下知しながら、自分のみ真ッ先に逃げ走った。

「おのれ、きょうは遁のがさん」

　許褚は、まんまと、曹操の術中へ躍り込んでしまった。およそ一里も追いかけて行くかと見えたが、そのうちに、かねて曹操が掘らせておいた大きな陥おとし坑あなへ、馬もろとも、どうっと、転げ込んでしまった。

　それとばかり、四方から馳け現れた伏兵は、坑の周りに立ち争って、許褚の体を目がけて、熊手や鈎棒かぎぼうなどを滅茶苦茶に突っこんだ。

　罠にかかった許褚は、たちまち、曹操の前へひきずられて来た。
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　まるで材木か猪いのこでも引っぱるように、熊手や鈎棒かぎぼうでわいわいと兵たちが許褚きょちょの体を大地に摺って連れて来たので、

「ばかっ。縄目にかけた人ひとりを捕えて来るに、なんたる騒ぎだ」と、曹操は叱りつけた。

　そしてまた、部将や兵に、

「貴様たちには、およそ人間を観る目がないな。士を遇する情けもない奴だ。──はやくその縄を解いてやれ」と、案外な言葉であった。

　それもその筈。曹操はこの許褚と悪来とが、火華をちらして夕方に迫るまで闘っていた一昨日の有様を、とくと実見していたので、心のうちに（これはよい壮士を見出した）と早くも、自分の幕下へ加えようと、目算を立てていたからであった。

　曹操から、俺の敵と睨まれたら助からないが、反対に彼が、この男はと見込むと、その寵遇ちょうぐうは、どこの将軍にも劣らなかった。

　彼は、士を愛することも知っていたが、憎むとなると、憎悪も人一倍強かった。──許褚の場合は、一目見た時から、愉快なやつと惚ほれこんで、（殺すのは惜しい。何とかして、臣下に加えたいが）と、考えていたものだった。

「彼に席を与えろ」

　と、曹操は、引っ立てて来た部下に命じ、自ら寄って、許褚の縄目を解いてやった。

　思わぬ恩情に、許褚は意外な感に打たれながら、曹操の面を見まもった。曹操は、改めて彼の素姓をたずねた。

「譙県しょうけんの生れで、許褚といい、字あざなは仲康ちゅうこうという者です。これといって今日まで、人に語るほどの経歴は何もありません。──なぜ山寨さんさいに住んでいたかといえば、この地方の賊害に災いされて、わたくしどもは安らかに耕農に従事していられないのみか、食は奪われ、生命も常に危険にさらされています。──でついに一村の老幼や一族をひきつれ山に砦とりでを構えて賊に反抗していたわけです」

　許褚は、そう告げてから、その間にはこんなこともあったと苦心を話した。

　賊軍の襲来をうけても自分の抱えている部下は善良な土民なので彼らのように武器もない。そこで常に砦のうちに礫こいしを蓄えておき、賊が襲よせて来ると礫つぶてを投げて防ぐ。──自慢ではないが、私の投げる礫は百発百中なので賊も近ごろは怖れをなし、あまり襲って来なくなりました。

　また、或る時は──

　砦の内に米がなくなってしまい何とかして米を手に入れたいがと思うと、幸い、二頭の牛があったので、賊へ交易を申しこみました。すると賊のほうでは、すぐ承知して米を送って来ましたから、即座に牛を渡しましたが、賊の手下が牛をひいて帰ろうとしても牛はなかなか進まず、中途まで行くと暴れて私たちの砦へ帰って来てしまいます。

　そこで私は、二頭の巨牛おおうしの尻尾を両手につかまえ、暴れる牛を後ろ歩きにさせて賊の屯たむろの近所まで持って行ってやりました。──すると賊はひどく魂消たまげて、その牛を受取りもせず、翌日は麓の屯まで引払ってどこかへ立ち退いてしまいました。

「あはははは、すこし自慢ばなしでしたが、まアそんなわけで、今日まで、一村の者の生命を、どうやら無事に守ってきました。──けれど貴軍の力で、賊を掃蕩そうとうしてくれれば、もはや私という番人を失っても、村の老幼は、田畠へ帰って鍬くわを持てましょう。思いのこすことはありません、将軍、どうか首を刎ねて下さい」

　許褚きょちょは、悪びれもせず、始終、笑顔で語っていた。曹操は、死を与える代りに、恩を与えた。もちろん許褚はよろこんで、その日から彼の臣下になった。




愚兄と賢弟



一



　出稼ぎの遠征軍は、風のままにうごく。蝗いなごのように移動してゆく。

　近頃、風のたよりに聞くと、曹操そうそうの古巣の兗州えんしゅうには、呂布の配下の薛蘭せつらんと李封りほうという二将がたて籠っているが、軍紀はすこぶるみだれ兵隊は城下で掠奪や悪事ばかり働いているし、城中の将は、苛税をしぼって、自己の享楽にばかり驕おごり耽ふけっているという。

「今なら討てる」

　曹操は、直感して、軍の方向を一転するや、剣をもって、兗州を指した。

「われわれの郷土へ帰れ！」

　颷兵ひょうへいは、またたくまに、目的の兗州へ押寄せた。

　李封りほう、薛蘭せつらんの二将は、「よもや？」と、疑っていた曹軍を、その目に見て、驚きあわてながら、駒を揃えて、討って出た。

　新参の許褚きょちょは、曹操のまえに出て、

「お目見得の初陣に、あの二将を手捕りにして、君前へ献じましょう」といって、駆け出した。

　見ているまに、許褚は、薛蘭、李封の両人へ闘いを挑んで行った。面倒と思ったか、許褚は、李封を一気に斬ってしまった。それにひるんで、薛蘭が逃げ出してゆくと、曹操の陣後から、呂虔りょけんがひょうッと一箭を放った。──箭やは彼の首すじを射ぬいたので、許褚の手を待つまでもなく、薛蘭も馬から転げ落ちた。

　兗州の城は、そうして、曹操の手に還った。が、曹操は、

「この勢いで濮陽ぼくようも収めろ」と、呂布りょふの根城へ逼せまった。

　呂布の謀臣陳宮は、

「出ては不利です」と、籠城をすすめたが、

「ばかをいえ」と、呂布はきかない。

　例の気性である。それに、曹操の手心もわかっている。一気に撃滅して、兗州もすぐ取返さねば百年の計を誤るものだと、全城の兵をくり出して、物々しく対陣した。

　呂布の勇猛は、相変らずすこしも老いていない。むしろ年と共にその騎乗奮戦の技は神しんに入って、文字どおり万夫不当ばんぷふとうだ。まったく戦争するために、神が造った不死身の人間のようであった。

「おうっ、自分にふさわしい好敵手を見つけたぞ」

　許褚きょちょは、見事なる敵将の呂布を見かけると、自分までがはなはだしく英雄的な精神を昂たかめられた。

「いで、あの敵を！」と、目がけてかかった。

　だが、呂布は、彼如きを近づけもしないのである。許褚は、歯がみをして彼の前へ前へと、しつこくつけ廻った。そして戟ほこを合わせたが、勝負はつかない。

　そこへ、悪来典韋てんいが、

「助太刀」と、喚きかかったが、この両雄が、挟撃しても、呂布の戟にはなお余裕があった。

　折からまた、夏侯惇かこうじゅんその他、曹操幕下の勇将が六人もここへ集まった。──今こそ呂布を遁にがすなとばかりにである。──呂布は、危険を悟ったか、さっと一角を蹴破るや否や、赤兎馬に鞭をくれて逃げてしまった。

　わが城門の下まで引揚げて来た。だが、呂布はあッと駒を締めて立ちすくんだ。こは抑そもいかに？ ──と眼をみはった。

　城門の吊橋がはね上げてあるではないか。何者が命令したのか。彼は、怒りながら、大声で、濠ほりの向うへどなった。

「門を開けろ。──橋を下ろせ！ ばかっ」

　すると、城壁の上に、小兵な男が、ひょッこり現れた。かつては呂布のために、曹操の陣へ、反間はんかんの偽書を送って、曹軍に致命的な損害を与えた土地の富豪の田氏でんしであった。

「いけませんよ。呂大将」

　田氏は歯をむいて城壁の上から嘲笑を返した。

「きのうの味方もきょうの敵ですからね。わたくしは初めから利のあるほうへ付くと明言していたでしょう。もともと、武士でもなんでもない身ですから、きょうからは曹将軍へ味方することにきめました。どうもあちらの旗色のほうが良さそうですからな。……へへへへ」
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　呂布は牙きばを噛んで、

「やいっ、開けろ、城門を開けおらんか。うぬ、憎ッくい賤民せんみんめ、どうするか見ておれ」

　と、口を極めて罵ってみたが、どうすることもできないのみか、城壁の上の田氏は、

「もうこの城は、お前さんの物ではない。曹操様へ献上したのだ。さもしい顔をしていないで、足もとの明るいうちに、どこへでも落ちておいでなさい。──いや、なんともお気の毒なことで」

　といよいよ、嘲弄ちょうろうを浴びせかけた。

　利を嗅かいで来た味方は、また利を嗅いで敵へ去る。小人を利用して獲た功は、小人に裏切られて、一挙に空しくなってしまった。呂布は、散々に罵り吠えていたが、結局、そこで立ち往生していれば、曹軍に包囲されるのを待っているようなものである。ぜひなく定陶ていとう（山東省・定陶）をさしてひとまず落ちて行った。

　かくと聞いて、陳宮は、

「田氏を用いて、彼に心をゆるしていたのは、自分の過ちでもあった」

　と、自責にかられたか、急遽、城の東門へ迫って、内部の田氏に交渉し、呂布の家族たちの身を貰いうけて、後から呂布を追い慕って行った。

　城地を失うと、とたんに、従う兵もきわだって減ってしまう。

（この大将に従ついていたところで──）と、見限みきりをつけて四散してしまうのである。田氏は田氏ひとり在るのみではなかった。無数の田氏が離合集散している世の中であった。

　だが、ひとたび敗軍を喫して漂泊の流軍に転落すると、大将や幕僚は、結局そうなってくれたほうが気が安かった。何十万というような大軍は養いかねるからである。いくら掠奪して歩いても、一村に千、二千という軍がなだれこめば、たちまち村の穀倉は、いなごの通った後みたいになってしまう。

　呂布は、ひとまず定陶ていとうまで落ちてみたが、そこにも止ることができないで、

「この上は、袁紹えんしょうを頼って、冀州きしゅうへ行ってみようか」と、陳宮に相談した。

　陳宮は、さあどうでしょう？ と首をかしげて、すぐ賛成しなかった。呂布の人気は、各地において、あまり薫かんばしくないことを知ったからである。

　で、一応、先に人を派して、それとなく袁紹の心を探らせてみているうちに、袁紹は伝え聞いて謀士の審配しんぱいへ意見を徴していた。

　審配は、率直に答えた。

「およしなさい、呂布は天下の勇ですが、半面、豺狼さいろうのような性情を持っています。もし彼が勢力を持ち直して、兗州えんしゅうを奪りかえしたら、次には、この冀州を狙って来ないとは限りません。──むしろ曹操と結んで、呂布のごとき乱賊は殺したほうがご当家の安泰でしょう」

「大きにそうだった」

　袁紹は、直ちに、部下の顔良がんりょうに五万余の兵をさずけ、曹操の軍に協力させ、曹操へ親善の意をこめた書を送った。

　呂布はうろたえた。

　逆境の流軍はあてなく歩いた。

「そうだ。近頃、新しく徐州の封をうけて、陶謙とうけんの跡目をついで立った劉玄徳りゅうげんとくを頼ってゆこう。……どうだろう陳宮」

「そうですな。徐州の新しい太守は、世間の噂がよいようです。先さえ吾々を容れるものなら、徐州を頼るに越したことはありません」

　そこで、呂布は、玄徳のところへ使いを立てた。

　劉備は、自分の領地へ、呂布一族が来て、仁を乞うと聞くと、

「あわれ。彼も当世の英雄であるのに」

　と、関羽、張飛をつれて、自ら迎えに出ようとした。

「とんでもないことです」

　家臣の糜竺びじくは、出先をさえぎって、極力止めた。




三



　糜竺はいうのである。

「呂布の人がらは、ご承知のはずです。袁紹えんしょうですら、容いれなかったではありませんか。徐州は今、太守の鎮守せられて以来、上下一致して、平穏に国力を養っているところです。なにを好んで、餓狼がろうの将を迎え入れる必要がありましょう」

　側にいた関羽も張飛も、

「その意見は正しい」と、いわんばかりの顔してうなずいた。

　劉玄徳も、うなずきはしたけれど、彼はこういって、肯きかなかった。

「なるほど、呂布の人物は、決して好ましいものではない。──けれど先頃、もし彼が曹操のうしろを衝いて、兗州えんしゅうを攻めなかったら、あの時、徐州は完全に曹操のために撃破されていたろう。それは呂布が意識して徐州にほどこした徳ではないが、わしは天佑てんゆうに感謝する。──今日、呂布が窮鳥きゅうちょうとなって、予に仁愛を乞うのも、天の配剤かと思える。この窮鳥を拒むことは自分の気持としてはできない」

「……は。そう仰っしゃられれば、それまでですが」

　糜竺も口をつぐんだ。

　張飛は、関羽をかえりみて、

「どうも困ったものだよ。われわれの兄貴は人が好すぎるね。狡ずるい奴は、その弱点へつけ込むだろう。……まして、呂布などを出迎えに出るなんて」と、不承不承ふしょうぶしょう従った。

　玄徳は車に乗って、城外三十里の彼方まで、わざわざ呂布を迎えに行った。

　流亡りゅうぼうの将士に対して、実に鄭重ていちょうな礼であったから、呂布もさすがに恐縮して、玄徳が車から出るのを見ると、あわてて駒をおり、

「なんでそれがし如きを、かように篤あつく迎えられるか、ご好意に応こたえようがない」

　と、いうと、劉備は、

「いや私は、将軍の武勇を尊敬するものです。志むなしく、流亡のお身の上と伺って、ご同情にたえません」

　呂布は、彼の謙譲を前に、たちまち気をよくして、胸を張った。

「いや、察して下さい。天下の何人も、どうすることもできなかった朝廟ちょうびょうの大奸だいかん董卓とうたくを亡ぼしてから、ふたたび李傕りかく一派の乱に遭い、それがしが漢朝に致した忠誠も水泡に帰して、むなしく地方に脱し、諸州に軍を養わんとしてきましたが、気宇きうの小さい諸侯の容れるところとならず、未だにかくの如く、男児の為すある天地をたずね歩いておる始末です」と、自嘲しながら、手をさしのべて、玄徳の手を握り、「どうですか。将来、貴下のお力ともなり、また、それがしの力ともなっていただいて、共々大いにやって行きたい考えですが……」

　と、親しみを示すと、劉備は、それには答えないで、袂たもとの中から、かねて先太守陶謙から譲られた「徐州の牌印はいいん」を取出し、彼のまえに差しだした。

「将軍。これをお譲りしましょう。陶太守の逝去の後、この地を管領する人がないため、やむなく私が代理していましたが、閣下がお継ぎ下さればこれに越したことはありません」

「えっ、それがしに、この牌印を」

　呂布は、意外な顔と同時に、無意識に大きな手を出して、次にはすぐ、（しからば遠慮なく）と、受取ってしまいそうな容子だったが、ふと、玄徳のうしろに立っている人間を見ると、自分の顔いろを、くわッと二人して睨みつけているので、

「ははははは」と、さり気なく笑って、その手を横に振った。

「何かと思えば、徐州の地をお譲り下さるなどと、あまりに望外過ぎて、ご返辞にうろたえます。──それがしは元来、武弁ぶべん一徹てつ、州の吏務りむをつかさどるなどということは、本来の才ではありません。まあ、まあ」

　と、云いまぎらわすと、側にいた彼の謀臣陳宮も、口をあわせて辞退した。




四



　そこから劉玄徳は先に立って、呂布の一行を国賓として城内に迎え、夜は盛宴をひらいて、あくまで篤くもてなした。

　呂布は、翌る日、

「その答礼に」と、披露して、自分の客舎に、玄徳を招待したいと、使いをよこした。

　関羽、張飛のふたりは、こもごも、玄徳に云った。

「お出でになるつもりですか」

「行こうと思う、折角の好意を無にしては悪いから」

「なにが好意なものか。呂布の肚の底には、この徐州を奪おうとする下心したごころが見える、断ってしまったほうがいいでしょう」

「いや、わしはどこまでも、誠実をもって人に接してゆきたい」

「その誠実の通じる相手ならいいでしょうが」

「通じる通じないは人さまざまで是非もない。わたしはただわしの真心まごころに奉じるのみだ」

　玄徳は、車の用意を命じた。

　関羽、張飛も、ぜひなく供について、呂布の客舎へのぞんだ。──もちろん、呂布は非常な歓びで、下へもおかない歓待ぶりである。

「何ぶん、旅先の身とて、充分な支度もできませんが」と、断って、直ちに、後堂の宴席へ移ったが、日ごろ質素な玄徳の眼には、豪奢ごうしゃ驚くばかりだった。

　宴がすすむと、呂布は、自分の夫人だという女性を呼んで、

「おちかづきをねがえ」

　と、玄徳に紹介ひきあわせた。

　夫人は、嬋娟せんけんたる美女であった。客を再拝して、楚そ々そと、良人のかたわらに戻った。

　呂布はまた、機嫌に乗じてこういった。

「不幸、山東を流寓りゅうぐうして、それがし逆境の身に、世間の軽薄さを、こんどはよく味わったが、昨日今日は、実に愉快でたまらない。尊公の情誼じょうぎにふかく感じましたよ。──これというのも、かつて、この徐州が、曹操の大軍に囲まれて危殆きたいに瀕ひんした折、それがしが、彼の背後の地たる兗州えんしゅうを衝いたので、一時に徐州は敵の囲みから救われましたな。──あの折、この呂布がもし兗州を襲わなかったら、徐州の今日はなかったわけだ。──自分の口からいっては恩着せがましくなるが、そこをあなたが忘れずにいてくれたのは実によろこばしい。いい事はしておくものだ」

　玄徳は、微笑をふくんで、ただうなずいていたが、今度は、彼の手を握って、

「はからずも、その徐州に身を寄せて、賢弟の世話になろうとは。──これも、なにかの縁というものだろうな」

　と酔うに従って、呂布はだんだんなれなれしく云った。

　始終、気に入らない顔つきをして、黙って飲んでいた張飛は、突然、酒杯さかずきを床へ投げ捨てたかと思うと、

「何、なんだと、もういちどいってみろ」と、剣を握って突っ立った。

　なにを張飛が怒りだしたのか、ちょっと見当もつかなかったが、彼の権まくに驚いて、呂りょ夫人などは悲鳴をあげて、良人のうしろへ隠れた。

「こらっ呂布。汝は今、われわれの長兄たり主君たるお方に対して、賢弟などとなれなれしく称よんだが、こちらはいやしくも漢の天子の流れをくむ金枝玉葉きんしぎょくようだ、汝は一匹夫ひっぷ、人家の奴に過ぎない男ではないか。無礼者め！ 戸外そとへ出ろっ、戸外へ」

　酔った張飛が、これくらいなことを云いだすのは、歌を唄うようなものだが、彼の手は、同時に剣を抜き払ったので、馴れない者は仰天して色を失った。




五



「これっ。何をするっ」

　劉備は、一喝に、張飛を叱りつけた。関羽も、あわてて、

「止さないか、場所がらもわきまえずに」と張飛を抱きとめて、壁ぎわへ押しもどした。

　が、張飛は、やめない。

「ばかをいえっ。場所がらだから承知できないのだ。どこの馬の骨か分りもしない奴に、われわれの主君たり義兄たるお方を、手軽に賢弟などと、弟呼ばわりされてたまるか」

「わかったよ、分った」

「そればかりでない。さっきから黙って聞いていれば、呂布のやつめ、自分の野望で兗州えんしゅうを攻めたことまで、恩着せがましくいってやがる。こっちが、謙遜して下手に出れは、ツケ上がって！」

「止せといったら。それだから貴様は、真情ですることも、常に、酒の上だと人にいわれるのだ」

「酒の上などではない」

「では、黙れ」

「ウウム。いまいましいな」

　張飛は、憤然たるまま、ようやく席にもどったが、よほど腹が癒いえないとみえて、ひとり手酌で大杯をあおりつづけていた。

　劉備は、当惑顔に、

「どうも、折角のお招きに、醜態をお目にかけて、おゆるしください。舎弟の張飛は、竹を割ったような気性の漢やつですが、飲むと元気になり過ぎましてな。……はははは」

　笑いにまぎらしながら詫びた。

　呂布は、蒼白になっていたが、劉備の笑顔に救われて、強しいて快活を装いながら、

「いやいや、なんとも思っておりはしません。酒のする業わざでしょうから」

　それを聞くと、張飛はまた、

（何ッ？）

　と云いたげな眼光を呂布へ向けたが、劉備の顔を見ると、舌うちして、黙ってしまった。

　宴は白けたまま、浮いてこない。呂夫人も、恐がって、いつの間にか姿を消してしまった。

「夜も更ふけますから」と、劉備はほどよく礼をのべて門を辞した。

　客を見送るべく呂布も門の外までついて出た。すると、一足先に門外へ出ていた張飛が馬上に槍を横たえて突然呂布の前へ立ち現れ、

「さあ、星の下で俺と三百合まで勝負しろっ。三百合まで戟ほこを合わせてもなお勝負がつかなかったら、生命は助けておいてやる！」と、どなった。

　劉備は驚いて彼の乱暴を叱りつけ、関羽もまた劉備と共に躍り狂う駒の口輪をつかんで、

「いい加減にしろっ」と、必死に喰い止めながら、遮二無二帰り道へひいて行った。

　その翌る日、呂布は少し銷沈しょうちんして劉備を城へ訪ねて来た。

　そして、いうには、

「あなたのご厚情は、充分にうけ取れるが、どうもご舎弟たちは、それがしを妙に見ておられるらしい。所詮、ご縁がないのであろう──ついては、他国へ行こうと思うので、今日は、お暇乞いに来たわけです」

「それでは私が心苦しい。……どうもこのままお別れではいさぎよくありません。家弟の無礼は、私から謝します。まあ、しばらくお駐とまりあって、ゆるゆる兵馬をお養い下さい。狭い土地ですが、小沛しょうはいは水もよし、糧食も蓄えてありますから」

　強たって、玄徳はひき止めた。そして自分が前にいた小沛の宅地を彼のために提供した。それもあくまで慇懃いんぎんな勧すすめである。呂布もどうせにわかに的あてもない身空なので、一族兵馬をひきつれて、彼の好意にまかせて小沛へ住むことになった。




毒と毒



一



　一銭を盗めば賊といわれるが、一国を奪とれば、英雄と称せられる。

　当時、長安の中央政府もいいかげんなものに違いなかったが、世の中の毀誉褒貶きよほうへんもまたおかしなものである。

　曹操は、自分の根城ねじろだった兗州えんしゅうを失地し、その上、いなご飢饉ききんの厄やくにも遭いなどして、ぜひなく汝南じょなん、潁川えいせん方面まで遠征して地方の草賊を相手に、いわゆる伐きり奪とり横行おうこうをやって苦境をしのいでいたが、その由、長安の都へ聞えると、朝廷から、

（乱賊を鎮定して、地方の平穏につくした功によって、建徳将軍けんとくしょうぐん費亭侯ひていこうに封じ給う）

　と、嘉賞かしょうの沙汰を賜わった。

　で、曹操は、またも地方に勢威をもりかえして、その名、いよいよ中外に聞えていたが、そうした中央の政廟には、相かわらず、その日暮しな政策しか行われていなかった。

　長安の大都は、先年革命の兵火に、その大半を焼き払われ、当年の暴宰相董卓とうたくは殺され、まったく面目を一新するかと思われたが、その後には李傕りかく、郭汜かくしなどという人物が立って、依然政事を私し、私慾を肥やし、悪政ばかり濫発らんぱつして、すこしも自粛するところがなかったため、民衆は怨嗟えんさを放って、「一人の董卓が死んだと思ったら、いつのまにか、二人の董卓が朝廷にできてしまった」と、いった。

　けれど誰も、それを大声でいう者はない。司馬李傕りかく、大将軍郭汜かくしの権力というものは、百官を圧伏せしめて、絶対的なものとなっている。

　ここに太尉たいい楊彪ようひょうという者があった。或る時朱雋しゅしゅんと共に、そっと献帝に近づいて奏上した。

「このままでは、国家の将来は実に思いやられます。聞説きくならく、曹操は今、地方にあって二十余万の兵を擁し、その幕下には、星のごとく、良い武将と謀臣をかかえているそうです。ひとつ、彼を用いて、社稷しゃしょくに巣くう奸党を剿滅そうめつなされたら如何なものでしょう。……われわれ憂いを抱く朝臣はもとより、万民みな、現状の悪政を嘆いておりますが」

　暗に、二奸の誅戮ちゅうりくを帝にすすめたのであった。

　献帝は落涙され、

「おまえたちがいうまでもない。朕ちんが、彼ら二賊のために、苦しめられていることは、実に久しいものだ。日々、朕は、我慢と忍辱にんじょくの日を送っている。……もし、あの二賊を討つことができるものなら、天下の人民と共に朕の胸中もどんなに晴々するかと思う。けれど悲しいかな、そんな策はあり得まい」

「いや、ないことはありません。帝の御心さえ決するなれば」

「どうして討つか」

「かねて、臣の胸に、ひとつの策が蓄えてあります。郭汜かくしと李傕りかくとは、互に並び立っていますから計略をもって、二賊を咬かみ合わせ、相叛あいそむくようにして、しかる後、曹操に密詔を下して、誅滅ちゅうめつさせるのです」

「そう行くかの」

「自信があります。その策というのは、郭汜の妻は、有名な嫉妬やきもちやきですから、その心理を用いて、彼の家庭からまず、反間の計を施すつもりです。おそらく失敗はあるまいと思います」

　帝の内意をたしかめると、楊彪ようひょうは秘策を胸にねりながら、わが邸へ帰って行った。帰るとすぐ、彼は妻の室へはいって、

「どうだな。この頃は、郭汜かくしの令夫人とも、時々お目にかかるかね。……おまえたち奥さん連ばかりで、よく色々な会があるとのことだが」

　と、両手を妻の肩にのせながら、いつになく優しい良人になって云った。




二



　楊彪の妻は怪しんで、良人を揶揄やゆした。

「あなた。どうしたんですか、いったい今日は」

「なにが？」

「だって、常には、私に対して、こんなに機嫌をとるあなたではありませんもの」

「あははは」

「かえって、気味が悪い」

「そうかい」

「なにかわたしに、お頼みごとでもあるんでしょ、きっと」

「さすがは、おれの妻だ。実はその通り、おまえの力を借りたいことがあるのだが」

「どんなことですか」

「郭汜の夫人は、おまえに負けない嫉妬やきだというはなしだが」

「あら、いつ私が、嫉妬なんぞやきましたか」

「だからさ、おまえのことじゃないよ。郭汜夫人が──といっているじゃないか」

「あんな嫉妬しっと深い奥さんと一緒にされてはたまりませんからね」

「おまえは良妻だ。わしは常に感謝している」

「嘘ばかり仰っしゃい」

「冗談は止めて。──時に、郭汜の夫人を訪問して、ひとつ、おまえの口先であの人の嫉妬をうんと焚きつけてくれないか」

「それがなんの為になるんですか。他家の奥さんを悋気りんきさせることが」

「国家のためになるのだ」

「また、ご冗談を」

「ほんとにだ。──ひいては漢室のお為となり、小さくは、おまえの良人楊彪の為にもなることなのだから」

「分りません。どうしてそんなつまらないことが、朝廷や良人の為になりますか」

「……耳をお貸し」

　楊彪は、声をひそめて、君前の密議と、意中の秘策を妻に打明けた。

　楊彪の妻は、眼をまろくして、初めのうちは、ためらっていたが良人の眼を仰ぐと、くわっと、恐ろしい決意を示しているので、

「ええ。やってみます」と、答えた。

　楊彪は、圧おしかぶせて、

「やってみるなんて、生なまぬるい肚ではだめだ。やり損じたら、わが一族の破滅にもなること。毒婦になったつもりで、巧くやり終せてこい」と、云い含めた。

　翌る日。

　彼の妻は、盛装をこらし、美々しい輿くるまに乗って、大将軍郭汜夫人を訪問に出かけた。

「まあ、いつもお珍しい贈り物をいただいて」と、郭汜夫人は、まず珍貴な音物いんもつの礼をいって、

「よいお召服ですこと」と、客の着物や、化粧ぶりを褒めた。

「いいえ、わたくしの主人なんかちっとも衣裳などには構ってくれませんの。それよりも、令夫人のお髪ぐしは、お手入れがよいとみえて、ほんとにお綺麗ですこと。いつお目にかかっても、心からお美しいと思うお方は、世辞ではございませんが、そうたんとはございません。……それなのに、男というものは」

「オヤ、あなたは、わたくしの顔を見ながらなんで涙ぐむのですか」

「いいえ、べつに……」

「でも、おかしいではございませんか、なにか理わけがあるのでしょう。隠さないで、はなして下さい。私にいえないことですか」

「……つい、涙などこぼして、夫人様おくさまおゆるし下さいませ」

「どうしたんです、一体」

「では、おはなし申しますが、ほんとに、誰にも秘密にして下さらないと」

「ええ、誰にも洩らしはしません」

「実はあの……夫人様おくさまのお顔を見ているうちに、なにもご存じないのかと、お可哀そうになって来て」

「え。わたしが、可哀そうになってですって。──可哀そうとは、一体、どういうわけで。……え？ え？」

　郭夫人は、もう躍起になって、楊彪ようひょうの妻に、次のことばをせがみたてた。
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　楊彪の妻は、わざと同情にたえない顔をして見せながら、

「ほんとに夫人様は、なにもご存じないんですか」

　と、空おそろしいことでも語るように声をひそめた。

　郭汜かくしの夫人は、もう彼女の唇の罠わなにかかっていた。

「なにも知りません。……なにかあの、宅の主人に関かかわることではありませんか」

「え、そうなんですの……奥さま、どうか、あなたのお胸にだけたたんでおいて下さいませ。あの、お綺麗なんで有名な李司馬りしばのお若い奥様をご存じでいらっしゃいましょ」

「李傕りかく様と良人たくとは、刎頸ふんけいの友ですから、私も、あの夫人とは親しくしておりますが」

「だから夫人様は、ほんとにお人が好よすぎるって、世間でも口惜しがるんでございましょうね。あの李夫人と、お宅の郭将軍とは、もう疾とうからあの……とても……何なんですって」

「えっ。主人と、李夫人が？」

　郭汜の妻は、さっと、顔いろを変えて、

「ほ、ほんとですか」と、わなないた。

　楊彪の妻は、「奥さま。男って、みんなそうなんですから、決して、ご主人をお怨みなさらないがようございますよ。ただ私は、李夫人が、憎らしゅうございますわ。あなたという者があるのを知っていながら、何ていうお方だろうと思って──」と、すり寄って、抱かないばかりに慰めると、郭夫人は、

「道理でこの頃、良人たくの容子ようすが変だと思いました。夜もたびたび遅く帰るし、私には、不機嫌ですし……」と、さめざめと泣いた。

　楊彪の妻が、帰ってゆくと、彼女は病人のように、室へ籠ってしまった。その夜も、折悪しく、彼女の良人は夜更けてから、微酔をおびて帰って来た。

「どうしたのかね。おい、真まっ蒼さおな顔しておるじゃないか」

「知りません！　うっちゃッておいて下さい」

「また、持病じびょうか。ははは」

「…………」

　夫人は、背を向けて、しくしく泣いてばかりいた。

　四、五日すると、李傕司馬りかくしばの邸から、招待があった。郭夫人は、良人の出先に立ちふさがって、

「およしなさい。あんな所へ行くのは」と、血相を変えて止めた。

「いいじゃないか。親しい友の酒宴に行くのが、なぜ悪いのか」

「李司馬だって、あなたを心で怨んでいるにちがいありません」

「なぜ」

「なぜでも」

「分らんやつじゃな」

「今に分りましょう。古人も訓おしえております。両雄ならび立たずです。その上、個人的にも、面白くないことが肚にあるんですもの。──もしあなたが、酒宴の席で、毒害でもされたら私たちはどうなりましょう」

「はははは。なにかおまえは、勘ちがいしてるんじゃろ」

「なんでもようございますから、今夜は行かないで下さい。ね、あなた、お願いですから」

　果ては、胸にすがって、泣かれたりしたので、郭汜かくしも、振りもぎっても行かれず、遂に、その夜の招宴には、欠席してしまった。

　──と、次の日李傕りかくの邸からわざわざ料理や引出物を、使いに持たせて贈って来た。厨房ちゅうぼうを通して受け取った郭汜の妻は、わざとその一品の中に、毒を入れて良人の前へ持って来た。

　郭汜は何気なく、

「美味うまそうだな」と、箸を取りかけると、夫人はその手を振りのけて、

「大事なお体なのに、他家から来た喰べ物を、毒味もせずに召上がるなんて、飛んでもない」

　と、その箸をもって、料理の一品をはさんで、庭面にわもへ投げやると、そこにいた飼犬が、とびついて喰べてしまった。

「……やっ？」

　郭汜は驚いた。見ているまに、犬は独楽こまのごとく廻って、一声絶叫すると、血を吐いて死んでしまった。
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「おお！　怖ろしい」

　郭夫人は、良人にしがみつきながら、大仰おおぎょうに、身をふるわせて云った。

「ごらんなさい。妾わたしがいわないことではないでしょう。この通り、李司馬から届けてよこした料理には毒が入っているではありませんか。人の心だって、これと同じようなものです」

「ウむむ……」と、郭汜もうめいたきり、目前の事実に、ただ茫然としていた。

　こんなこともあってから、郭汜の心には、ようやく李傕りかくに対しての疑いが、芽を伸ばしていた。

「はてな、あの漢おとこ？」と、視る眼を、前とちがって、事ごとに歪ゆがんで視るようになった。

　それから一ヵ月ほど後、朝廷から退出して帰ろうとする折を、李傕に強たって誘われて、郭汜はぜひなく彼の邸へ立ち寄った。

「きょうは、少し心祝いのある日だから、充分に飲んでくれ給え」

　例によって、李司馬は、豪奢な食卓に、美姫をはべらせて、彼をもてなした。

　郭汜はつい帯紐おびひも解といて、泥酔して家に帰った。

　だが、帰る途中で、彼はすこし酔がさめかけた。──というのは生酔なまよい本性ほんしょうにたがわずで、なにかのはずみにふと、神経を起して、

「まさか、今夜の馳走には、毒は入っていなかったろうな？」

　と、いつぞや毒にあたって死んだ犬の断末魔だんまつまの啼き声を思い出してきたからであった。

「……大丈夫かしら？」

　そう神経が手伝いだすと、なんとはなく胸がむかついて来た。急に鳩尾みぞおちのあたりへそれが衝つきあげてくる。

「あ。これはいかん」

　彼は、額の汗を指で撫でた。そして車の者に、

「急げ、急げ」と、命じた。

　邸へ戻るなり、彼は、あわてて妻を呼び、

「なにか、毒を解けす薬はないか」

　と、牀しょうへ仰向けに仆たおれながら云った。

　夫人は、理わけを聞くと、この時とばかり、薬の代りに糞汁ふんじゅうをのませて、良人の背をなでていた。さらぬだに、神経を起していた郭汜はあわてて異様なものを嚥のみくだしたので、とたんに、牀の下へ、腹中のものをみな吐き出してしまった。

「オオ。いい塩梅あんばいに、すぐ薬が効きました。これでさっぱりしたでしょう」

「ああ、苦しかった」

「もうお生命は大丈夫です」

「……ひどい目に遭った」

「あなたもあなたです。いくら妾わたしがご注意しても、李司馬を信じきっているから、こんなことになるんです」

「もう分った。われながら、おれはあまり愚直ぐちょくすぎた。よろしい、李司馬がその気なら、おれにも俺の考えがある」

　蒼白になった額を、自分の拳こぶしで、二つ三つ叩いていたが、やにわに室を躍りだしたと思うと、郭汜は、その夜のうちに、兵を集め、李司馬の邸へ夜討をかけた。

　李傕の方にも、いちはやく、そのことを知らせた者があるので、

「さては、此方を除いて、おのれ一人、権を握らんとする所存だな。いざ来い、その儀ならば」

　と、すでに彼のほうにも、充分な備えがあったので、両軍、巷ちまたを挟んで、翌日もその翌日も、修羅しゅらの巷を作って、血みどろな戦闘を繰返すばかりだった。

　一日ごとに、両軍の兵は殖え、長安の城下にふたたび大乱状態が起った。──その混乱の中に、李司馬の甥の李暹りせんという男は、

「そうだ。……天子をこっちへ」

　と、気づいて、いちはやく龍座りゅうざへせまって、天子と皇后を無理無態に輦くるまへうつし、謀臣の賈詡かく、武将左霊されいのふたりを監視につけ、泣きさけび、追い慕う内侍や宮内官などに眼もくれず、後宰門こうさいもんから乱箭らんせんの巷へと、がらがら曳きだして行った。
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「李司馬の甥が、天子を御輦みくるまにのせて、どこかへ誘拐かどわかして行きます」

　部下の急報を聞いて、郭汜かくしは非常に狼狽した。

「ああ、抜かった。天子を奪われては、一大事だ。それっ、やるな！」

　にわかに、後宰門外へ、兵を走らせたが、もう間にあわなかった。

　奔馬と狂兵にひかれてゆく龍車は、黄塵をあげて、郿塢街道びうかいどうのほうへ急いでいた。

「あれだあれだ」

　郭汜の兵は、騒ぎながら、ワラワラと追矢を射かけた。しかし、敵の殿軍しんがりに射返されて、却っておびただしい負傷者を求めてしまった。

「出し抜かれたか。くそいまいましいことではある」

　郭汜は、自分の不覚の鬱憤ばらしに兵を率いて、禁闕きんけつへ侵入し、日頃気にくわない朝臣を斬り殺したり、また、後宮の美姫や女官を捕虜として、自分の陣地へ引っ立てた。

　そればかりか、すでに帝もおわさず、政事まつりごともそこにはない宮殿へ無用な火を放って、

「この上は、あくまで戦うぞ」と、その炎を見て、いたずらに快哉かいさいをさけんだ。

　一方──

　帝と皇后の御輦みくるまは、李暹りせんのために、李司馬の軍営へと、遮しゃ二無む二、曳きこまれて来たが、そこへお置きするのはさすがに不安なので李傕りかく、李暹の叔父甥は、相談のうえ、以前、董相国とうしょうこくの別荘でありまた、堅城でもある郿塢びうの城内へ、遷うつし奉ることとした。

　以来、献帝並びに皇后は、郿塢城の幽室に監禁されたまま、十数日を過しておられた。帝のご意志はもとよりのこと、一歩の自由もゆるされなかった。

　供御くごの食物なども、実にひどいもので、膳がくれば、必ず腐臭ふしゅうがともなっていた。

　帝は、箸はしをお取りにならない。侍臣たちは、強しいて口へ入れてみたが、みな嘔吐おうとをこらえながら、ただ、涙をうかべあうだけだった。

「侍従どもが、餓鬼のごとく痩せてゆくのは、見ている身が辛つらい。願わくは、朕ちんへ徳をほどこす心をもて、彼らに愍あわれみを与えよ」

　献帝は、そう仰っしゃって、李司馬の許へ使いを立て、一嚢のうの米と、一股この牛肉を要求された。すると、李傕がやって来て、

「今は、闕下けっかに大乱の起っている非常時だ。朝夕の供御は、兵卒から上げてあるのに、この上、なにを贅沢なご託たくをならべるのかっ」

　と、帝へ向って、臣下にあるまじき悪口あっこうをほざいた。そして、なにか傍らから云った侍従をも撲なぐりつけて立ち去ったが、さすがに後では、少し寝ざめが悪かったものとみえ、その日の夕餉ゆうげには若干の米と、腐った牛肉の幾片かが皿に盛られてあった。

「ああ。これが彼の良心か」

　侍従たちは、その腐った物の臭気しゅうきに面をそむけた。

　帝は、いたく憤られて、

「豎子じゅし、かくも朕ちんを、ないがしろに振舞うか」

　と、袞龍こんりょうの袖そでをお眼にあてたまい身をふるわせてお嘆きになった。

　侍臣のうちに、楊彪ようひょうもひかえていた。──

　彼は、断腸の思いがした。

　自分の妻に、反間の計をふくめて、今日の乱を作った者は、誰でもない楊彪である。

　計略図にあたって、郭汜かくしと李傕りかくとが互に猜疑さいぎしあって、血みどろな角逐かくちくを演じ出したのは、まさに、彼の思うつぼであったが、帝と皇后の御身に、こんな辛酸が下ろうとは、夢にも思わなかったところである。

「陛下。おゆるし下さい。そして李傕の残忍を、もうしばらく、お忍び下さい。そのうちに、きっと……」

　云いかけた時、幽室の外を、どやどやと兵の馳ける跫音あしおとが流れて行った。そして城内一度に、何事か、わあっと鬨ときの声に揺れかえった。
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　折も折である。

　帝は、容色かおいろを変えて、

「何事か？」と、左右をかえりみられた。

「見て参りましょう」

　侍臣の一人があわてて出て行った。そして、すぐ帰って来ると、

「たいへんです。郭汜かくしの軍勢が城門に押しよせ、帝の玉体を渡せと、喊ときのこえをあげ、鼓こを鳴らして、ひしめいておりまする」と、奉答した。

　帝は、喪心そうしんせんばかり驚いて、

「前門には虎、後門には狼。両賊は朕ちんの身を賭物かけものとして、爪牙そうがを研とぎあっている。出ずるも修羅、止まるも地獄、朕はそもそも、いずこに身を置いていいのか」と、慟哭どうこくされた。

　侍中郎じちゅうろうの楊琦ようきは、共に涙をふきながら、帝を慰め奉った。

「李傕りかくは、元来が辺土の夷えびすそだちで最前のように、礼をわきまえず、言語も粗野な漢おとこですが、あの後で、心に悔いる色が見えないでもありませんでした。そのうちに、不忠の罪を慚はじて、玉座の安泰をはかりましょう。ともあれ、ここは静かに、成行きをご覧あそばしませ」

　そのうちに、城門外では、ひと合戦終ったか、矢叫やたけびや喊声かんせいがやんだと思うと、寄手の内から一人の大将が、馬を乗出して、大音声にどなっていた。

「逆賊李傕りかくにいう。──天子は天下の天子なり、何故なにゆえなれば、私わたくしに、帝をおびやかし奉り、玉座を勝手にこれへ遷うつしまいらせたか。──郭汜かくし、万民に代って汝の罪を問う、返答やあるっ！」

　すると、城内の陰から李傕、さっさっと駒をすすめて、

「笑うべきたわ言ごとかな。汝ら乱賊の難を避けて帝おん自らこれへ龍駕りゅうがを奔はしらせ給うによって、李傕御座ぎょざを守護してこれにあるのだ。──汝らなお、龍駕をおうて天子に弓をひくかっ」

「だまれっ。守護し奉るに非ず、天子を押しこめ奉る大逆、かくれないことだ。速やかに、帝の御身を渡さぬにおいては、立ちどころに、その素っ首を百尺の宙へ刎ねとばすぞ」

「なにをっ、小ざかしい」

「帝を渡すか、生命を捨てるか」

「問答無用っ」

　李傕は、槍を振って、りゅうりゅうと突っかけてきた。

　郭汜は、大剣をふりかざし、おのれと、唇をかみ、眦まなじりを裂いた。双方の駒は泡あわを噛んで、いななき立ち、一上一下、剣閃槍光けんせんそうこうのはためく下に、駒の八蹄ていは砂塵を蹴上げ、鞍上あんじょうの人は雷喝らいかつを発し、勝負は容易につきそうもなかった。

「待ち給え。両将、しばらく待ち給え！」

　ところへ。

　城中から馳はせ出して、双方を引分けた者は、つい今し方、帝のお傍から見えなくなっていた太尉楊彪ようひょうだった。

　楊彪は、身を挺してふたりに向って、懸河けんがの弁をふるい、

「ひとまず、ここは戦をやめて、双方、一応陣を退きなさい。帝の御命でござる。御命に背そむく者こそ、逆賊といわれても申し訳あるまい」と、いった。

　その一言に、双方、兵を収めてついに引退ひきしりぞいた。

　楊彪は、翌日、朝廷の大臣以下、諸官の群臣六十余名を誘いざなって、郭汜かくしの陣中におもむいた。そして一日もはやく李傕りかくと和睦してはどうかとすすめてみた。

　誰もまだ気づかないが、もともとこの戦乱の火元は楊彪なのである。ちと薬が効きすぎたと彼もあわてだしたのだろうか。それともわざと仲裁役を買ってことさら、仮面の上に仮面をかむって来たのだろうか。彼もまた複雑な人間の一人ではある。


草莽の巻



巫女みこ
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「なに、無条件で和睦わぼくせよと。ばかをいい給え」

　郭汜かくしは、耳もかさない。

　それのみか、不意に、兵に令を下して、楊彪ようひょうについて来た大臣以下宮人など、六十余人の者を一からげに縛ってしまった。

「これは乱暴だ。和議の媒介なかだちに参った朝臣方を、なにゆえあって捕え給うか」

　楊彪が声を荒くしてとがめると、

「だまれっ。李司馬りしばのほうでは、天子をさえ捕えて質しちとしているではないか。それをもって、彼は強味としているゆえ、此方もまた、群臣を質として召捕っておくのだ」

　傲然ごうぜん、郭汜は云い放った。

「おお、なんたることぞ！ 国府の二柱たる両将軍が、一方は天子を脅おびやかして質となし、一方は群臣を質としてうそぶく。浅ましや、人間の世もこうなるものか」

「おのれ、まだ囈言たわごとをほざくかっ」

　剣を抜いて、あわや楊彪を斬り捨てようとしたとき、中郎将楊密ようみつが、あわてて郭汜の手を抑えた。楊密の諫いさめで、郭汜は剣を納めたけれども縛りあげた群臣はゆるさなかった。ただ楊彪と朱雋しゅしゅんの二人だけ、ほうりだされるように陣外へ追い返された。

　朱雋は、もはや老年だけに、きょうの使いには、ひどく精神的な打撃をうけた。

「ああ。……ああ……」

　と、何度も空を仰いで、力なく歩いていたが、楊彪をかえりみて、

「お互いに、社稷しゃしょくの臣として、君を扶け奉ることもできず、世を救うこともできず、なんの生き甲斐がある」と歎いた。

　果ては、楊彪と抱きあって、路傍に泣きたおれ、朱雋は一時昏絶こんぜつするほど悲しんだ。

　そのせいか、老人は、家に帰るとまもなく、血を吐いて死んでしまった。楊彪が知らせを受けて馳けつけてみると、朱雋老人の額は砕けていた。柱へ自分の頭をぶっつけて憤死したのである。

　朱雋でなくとも、世の有様を眺めては、憤死したいものはたくさんあったろう。──それから五十余日というもの、明けても暮れても、李傕りかく、郭汜の両軍は、毎日、巷へ兵を出して戦っていた。

　戦いが仕事のように。戦いが生活のように。戦いが楽しみのように。意味なく、大義なく、涙なく、彼らは戦っていた。

　双方の死骸は、街路に横たわり、溝をのぞけば溝も腐臭ふしゅう。木陰にはいれば木陰にも腐臭。──そこに淋しき草の花は咲き、虻あぶがうなり、馬蠅うまばえが飛んでいた。

　馬蠅の世界も、彼らの世界も、なんの変りもなかった。──むしろ馬蠅の世界には、緑陰りょくいんの涼風があり、豆の花が咲いていた。

「死にたい。しかし死ねない。なぜ、朕ちんは天子に生れたろうか」

　帝は、日夜、御涙おんなみだの乾く時もなく沈んでおられた。

「陛下」

　侍中郎じちゅうろうの楊琦ようきがそっとお耳へささやいた。

「李傕りかくの謀臣に、賈詡かくという者がおります。──臣がひそかに見ておりますに、賈詡には、まだ、真実の心がありそうです。帝の尊ぶべきことを知る士さむらいらしいと見ました。いちどひそかにお召しになってごらんなさい」

　或る時、賈詡は用があって、帝の幽室へはいって来た。帝は人をしりぞけて突然陪臣の賈詡の前に再拝し、

「汝、漢朝の乱状に義をふるって、朕にあわれみを思え」と、宣のたもうた。

　賈詡は、驚いて、床にひざまずき、頓首とんしゅして答えた。

「今の無情は、臣の心ではありません。時をお待ち遊ばしませ」

　そこへ、折悪く李傕がはいってきた。長刀を横たえ、鉄の鞭をさげ、帝の顔をじっと睨みつけたので、帝は、お顔を土気色にして恐れおののいた。

「すわ！」

　と侍臣達は万一を思って、帝のまわりに総立ちになり、おのおの、われを忘れて剣を握った。

　その空気に、かえって李傕のほうが、怖れをなしたらしく、

「あははは。なにを驚いたのかね。……賈詡、なんぞ面白いはなしでもないか」

　などと笑いにまぎらして、間もなく外へ立ち去った。
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　李傕の陣中には、巫女みこがたくさんいた。みな重く用いられ、絶えず帷幕いばくに出入りして、なにか事あるごとに、祭壇に向って、祷いのりをしたり、調伏ちょうぶくの火を焚いたり、神降かみおろしなどして、

「神さまのお告げには」と、妖しげなご託宣を、李傕へ授けるのであった。

　李傕は、おそろしく信用する。何をやるにもすぐ巫女を呼ぶ。そして神さまのお告げを聴く。

　巫女の降す神は邪神とみえ、李傕は天道も人道も怖れない。いよいよ乱を好んで、郭汜かくしといがみあい、兵を殺し、民衆を苦しめてかえりみなかった。

　彼と同郷の産、皇甫酈こうほれきは、或る時、彼を陣中に訪れて、

「無用な乱は、よい加減にやめてはどうです。君も国家の上将として、爵禄しゃくろくを極め、何不足もないはずなのに」と、いった。

　李傕は、嘲笑って、

「君は、何しに来たか」

　と、反問した。

　皇甫酈もニヤリとして、

「どうも、将軍はすこし神懸かみがかりにかかっているようだから、将軍に憑ついている邪神を掃はらい落して上げようと思って来た」と、答えた。

　彼は、弁舌家なので、滔々とうとうと舌ぜつをふるい、私闘のために人民を苦しめたり、天子を監禁したりしている彼の罪を鳴らし、今にして悔い改めなければ、ついに、天罰があたるといった。

　李傕は、いきなり剣を抜いて、彼の顔に突きつけ、

「帰れっ。──まだ口を開いていると、これを呑ませるぞ」と、どなりつけた。そして、「──さては、天子の密旨をうけて、おれに和睦をすすめに来たな。天子のご都合はよいか知らぬが、おれには都合が悪い。誰かこの諜者まわしものをくれてやるから、試し斬りに用いたい者はいないか」

　すると、騎都尉きといの楊奉ようほうが、

「それがしにお下げください。内密のお差向けとは申せ、将軍が勅使を虐殺したと聞えたら、天下の諸侯は、敵方の郭汜かくしへみな味方しましょう。将軍は世の同情を失います」

「勝手にしろ」

「では」と、楊奉は、皇甫酈を、外へ連れ出して放してやった。

　皇甫酈は、まったく、帝のお頼みをうけて、和睦の勧告に来たのだったが、失敗に終ったのでそこから西涼へ落ちてしまった。

　だが、途々みちみち、「大逆無道の李傕は、今に天子をも殺しかねない人非人だ。あんな天理に反そむいた畜生は、必ずよい死に方はしないだろう」

　と、云いふらした。

　ひそかに、帝に近づいていた賈詡も、暗に、世間の悪評を裏書きするようなことを、兵の間にささやいて、李傕の兵力を、内部から切りくずしていた。

「謀士賈詡さえ、ああ云うくらいだから、見込みはない」

　脱走して、他国や郷土へ落ちてゆく兵がぼつぼつ殖えだした。

　そういう兵には、

「おまえたちの忠節は、天子もお知りになっておる。時節を待て。そのうちに、触れが廻るであろうから」と、云いふくめた。

　一隊、一隊と、目に見えて、李傕の兵は、夜の明けるたび減って行った。

　賈詡は、ほくそ笑んだ。そしてまた、或る時、帝に近づいて献策した。

「この際、李傕の官職を大司馬だいしばにのぼせ、恩賞の沙汰をお降し下さい──目をおつぶり遊ばして」
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　李傕は、煩悶はんもんしていた。夜が明けるたび営中の兵が減って行く。

「なにが原因か？」

　考えても、分からなかった。

　不機嫌なところへ、反対に、思いがけない恩賞が帝から降った。彼は有頂天になって、例のごとく巫女みこを集め、

「今日、大司馬の栄爵えいしゃくを賜わった。近いうちに、何か、吉事があると、おまえ達が預言したとおりだった。祈祷の験しるしはまことに顕あらたかなもんだ。おまえ達にも、恩賞をわけてつかわすぞ」

　と、それぞれの巫女へ、莫大な褒美を与えて、いよいよ妖邪の祭りを奨励した。

　それにひきかえ将士には、なんの恩賞もなかった。むしろこの頃、脱走者が多いので叱られてばかりいた。

「おい楊奉」

「やあ、宋果そうかか。どこへゆく」

「なに……。ちょっと、貴公に内密で話したいと思って」

「なんだ？　ここなら誰もいないが、君らしくもなく、ふさいでいるじゃないか」

「楽しまないのは、この宋果ばかりではない。おれの部下も、営内の兵は皆、あんなに元気がない。これというのも、われわれの大将が将士を愛する道を知らないからだ──悪いことはみな兵のせいにし、よいことがあれば、巫女の霊験と思っている」

「ううム。……まったく、ああいう大将の下にいたら、将士も情けないものだ。われわれは常に、十死に一生をひろい、草を喰い石に臥し修羅の中に生命をさらして働いている者だが……その働きはあの巫女にも及ばないのだから」

「楊奉。──お互いに部下をあずかる将校として部下が可哀そうじゃないか」

「でも仕方があるまい」

「それで実は、君に……」と、同僚の宋果は、一大決心を、楊奉の耳へささやいた。

　叛乱はんらんを起そうというのだ。楊奉も異存はない。天子を扶けだしてやろうとなった。

　その夜の二更こうに、宋果は、中軍から火の手をあげる合図だった。──楊奉は、外部にあって、兵を伏せていた。

　ところが、時刻になっても、火の手はあがらない。物見を出してうかがわせると、事前に発覚して、宋果は、李傕に捕われて、もう首を刎ねられてしまったとある。

「しまった」と、狼狽しているところへ、李傕の討手が、楊奉の陣へ殺到して来た。すべてが喰い違って、楊奉は度を失い、四更の頃まで抗戦したが、さんざんに打負かされて、彼はついに夜明けとともに、何処いずこともなく落ちのびてしまった。

　李傕の方では、凱歌をあげたが、おかしなものである。実はかえって大きな味方の一勢力を失ったのだ。──日をおうに従って、彼の兵力はいちじるしく衰弱を呈してきた。

　一方、郭汜軍も、ようやく、戦い疲れていた。そこへ、陝西せんせい地方から張済ちょうさいと称する者が、大軍を率いて仲裁に馳け上り、和睦を押しつけた。

　いやといえば、新手の張済軍に叩きのめされるおそれがあるので、

「爾今、共に協力して政事まつりごとをたて直そう」と、和解した。

　質となっていた百官も解放され、帝もはじめて眉をひらいた。帝は張済の功を嘉よみし、張済を驃騎将軍ひょうきしょうぐんに命じた。

「長安は大廃しました。弘農こうのう（陝西省・西安附近）へお遷うつりあってはいかがです」

　張済のすすめに、帝も御心をうごかした。

　帝には、洛陽の旧都を慕うこと切なるものがあった。春夏秋冬、洛陽の地には忘れがたい魅力があった。

　弘農は、旧都に近い。御意ぎょいはたちまち決った。

　折しも、秋の半ば、帝と皇后の輦くるまは長い戟を揃えた御林軍の残兵に守られて、長安の廃墟を後に、曠茫こうぼうたる山野の空へと行幸せられた。
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　行けども行けども満目の曠野である。時しも秋の半ば、御車みくるまの簾すだれは破れ、詩もなく笑い声もなく、あるはただ、惨心のみであった。

　旅の雨にあせた帝の御衣には虱しらみがわいていた。皇后のお髪ぐしには油の艶も絶え、お涙の痩せをかくすお化粧の料もなかった。

「ここは何処か」

　吹く風の身に沁みるまま帝は簾のうちから訊かれた。薄暮の野に、白い一水が蜿々うねうねと流れていた。

「覇陵橋はりょうきょうの畔ほとりです」

　李傕りかくが答えた。

　間もなく、その橋の上へ、御車がかかった。すると、一団の兵馬が、行手をふさぎ、

「車上の人間は何ものだ」と、咎めた。

　侍中郎の楊琦ようきが、馬をすすめ、

「これは、漢の天子の弘農こうのうへ還幸かんこうせらるる御車である。不敬すな！」と、叱咤した。

　すると、大将らしい者二人、はっと威に恐れて馬を降り、

「われわれどもは、郭汜かくしの指図によって、この橋を守り、非常を戒めている者でござるが、真の天子と見たならば、お通し申さん。願わくは拝をゆるされたい」

　楊琦は、御車の簾をかかげて見せた。帝のお姿をちらと仰ぐと、橋を固めていた兵は、われを忘れて、万歳を唱えた。

　御車が通ってしまった後から、郭汜が馳けつけて来た。そして、二人の大将を呼びつけるなり呶鳴りつけた。

「貴様たちは、なにをしていたのだ。なぜ御車を通したか」

「でも、橋を固めておれとのお指図はうけましたが、帝の玉体を奪い取れとはいいつかりませんでした」

「ばかっ。おれが、張済のいうに従って、一時兵を収めたのは、張済を欺くためで、心から李傕と和睦したのじゃない。──それくらいなことが、わが幕下でありながら分らんのかっ」

　と、二人の将を、立ちどころに縛からめて、その首を刎ねてしまった。

　そして、声荒く、

「帝を追えっ」

　と、罵ののしって、兵を率いて先へ急いだ。

　次の日、御車が華陰県かいんけんをすぐる頃に、後から喊ときの声が迫った。

　振向けば、郭汜の兵馬が、黄塵こうじんをあげて、狂奔してくる。帝は、あなとばかり声を放ち、皇后は怖れわなないて、帝の膝へしがみついてはや、泣き声をおろおろと洩らし給う。

　前後を護る御林の兵も、きわめて僅かしかいないし、李傕もすでに、長安で暴れていたほどの面影はない。

「郭汜だ。どうしよう」

「おお！　もうそこへ」

　宮人たちは、逃げまどい、車の陰にひそみ、唯うろたえるのみだったが──時しもあれ一彪ぴょうの軍馬がまた、忽然こつぜんと、大地から湧きだしたように、彼方の疎林や丘の陰から、鼓こを打鳴らして殺到した。

　意外。意外。

　帝を護る人々にも、帝の御車を追いかけて来た郭汜にも、それはまったく意外な者の出現だった。

　見れば──

　その勢一千余騎。まっ黒に馳け向って来る軍の上には「大漢楊奉たいかんようほう」と書いた旗がひらめいていた。

「あっ。楊奉？」

　誰も、その旗には、目をみはったであろう。先頃、李傕に叛そむいて、長安から姿を消した楊奉を知らぬはない。──彼はその後、終南山しゅうなんざんにひそんでいたが、天子ここを通ると知って、にわかに手勢一千を率そっし、急雨の山を降くだるが如く、野を捲いて、これへ馳けて来たものだった。




緑林りょくりんの宮みや
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　楊奉の部下に、徐晃じょこう、字あざなを公明こうめいと称よぶ勇士がある。

　栗色の駿馬しゅんめに乗り、大斧をふりかぶって、郭汜かくしの人数を蹴ちらして来た。それに当る者は、ほとんど血煙と化して、満足な形骸むくろも止めなかった。

　郭汜の手勢を潰滅かいめつしてしまうと楊奉はまた、その余勢で、

「鑾輿らんよを擁して逃亡せんとする賊どもを、一人も余さず君側から掃蕩してしまえ」

　と、徐晃にいいつけた。

「心得た」とばかり、徐晃は、火焔の如き血の斧おのをふりかぶって、栗色の駒を向けてきた。

　御車を楯に隠れていた李傕とその部下は、戦う勇気もなくみな逃げ奔はしった。しかし、宮人たちは帝を捨てて逃げもならず、一斉に地上に坐って、楊奉の処置にまかせていた。

　楊奉は、やがて戟をおさめると、兵を整列させて、御車を遥拝させた。そして彼自身は、盔かぶとを手に持って、帝の簾下れんかにひざまずいて頓首していた。

　帝は、歓びのあまり御車を降りて、楊奉の手を取られた。

「危うきところを救いくれし汝の働きは、朕ちんの肺腑はいふに銘じ、永く忘れおかぬぞ」

　そして、また、「先に、大斧を揮っていた目ざましき勇士は何者か」と、訊ねられた。

　楊奉は、徐晃をさしまねいて、

「河東楊郡かとうようぐんの生れで徐晃、字を公明といい、それがしの部下です」

　と奏して、徐晃にも、光栄を頒わかった。

　その夜。

　帝の御車は、華陰かいんの寧輯ねいしゅうという部落にある楊奉の陣所へ行って、営中にお泊りになった。

　夜明け方、そこを出発なさろうと準備していると、「敵だッ」と、思わぬ声が走った。

　朝討ちを狙って来た昨日の敵の逆襲だった。しかも昨日に数倍する大軍で襲よせて来たのである。

　楊奉におわれた李傕りかくと楊奉に粉砕された郭汜かくしとが、お互いに敗軍の将となり下がって、同傷の悲憤を憐れみ合い、

（ここはお互いに団結して、邪魔者の楊奉を除いてしまおうではないか。さもないと、二人とも、憂き目を見るにきまっている）と、にわかに、協力しだして、昨夜からひそかに蠢動しゅんどうし、近県の無頼漢や山賊の類たぐいまで狩りあつめて、さてこそ、わあっと一度に営を取囲んだものだった。

　徐晃じょこうは、きのうに劣らぬ奮戦ぶりを示したが、味方は小勢だし、それに何といっても、帝の御車や宮人たちが足手まといとなって、刻々、危急にひんして来た。

　折から、幸いにも、帝の寵妃ちょうひの父にあたる董承とうじょうという老将が、一隊の兵を率いて、帝の御車を慕って来たので、帝は、虎口を脱して、先へ逃げ落ちて行かれた。

「やるな、御車を」

「帝を渡せ」

　と、郭汜、李傕の部下は、叱咤されながら、御車を追いかけて来た。

　楊奉は、その敵が、雑多な雑軍なのを見て、

「珠玉、財物を、みな道へ捨てなさい」

　と、帝や随臣ずいしんにすすめた。

　皇后には、珠の冠や胸飾りを、帝には座右の符冊典籍ふさくてんせきまでを、車の上から惜しげなく捨てられた。

　宮人や武将たちも、衣をはぎ、金帯をはずし、生命にはかえられないと、持つ物をみな撒き捨てて奔った。

「やあ、珠が落ちてる」

「釵かんざしがあった」

「金襴きんらんの袍ほうがあるぞ」

　追いかけて来た兵は皆、餓狼がろうのごとく地上の財物に気をとられてそれを拾うに、われ勝ちな態だった。

「ばか者っ、進め！　帝の御車を追うんだっ。そんな物を拾っていてはならん」

　と、李傕や郭汜が、馬で蹴ちらして喚わめいても、金襴や珠にたかっている蛆虫うじむしはそこを離れなかった。彼らには、帝王の轍わだちの跡を追うよりは手に抱えた百銭の財の方がはるかに大事だった。




二



　陝西せんせいの北部といえば、まだ未開の苗族びょうぞくさえ住んでいる。人文に遠い僻地へきちであることはいうまでもない。

　目的のために狎なれ合った郭と李の聯合勢が、どこまでも執拗しつように追撃して来るので、帝の御車は道をかえて、遂にそんな地方へ逃げ隠れてしまわれた。

「この上はやむを得ません。白波帥はくはすいの一党へ、聖旨せいしを降して、お招きなさいませ。彼らをもって、郭汜、李傕の徒を追いしりぞけるのが、残されているたった一つの策かと思われます」

　と、帝の周囲は、帝にすすめ参らせた。

　白波帥とは、何者の党か。

　帝には、ご存じもない。

　いわるるまま詔書を発せられた。

　いかに乱世でも、思いがけないことが降って来るもの哉かな──と、それを受けた白波帥の頭目どもは驚いたにちがいない。

　彼らは、太古の山林に住み、旅人や良民の肉を喰らい血にうそぶいて生きている緑林りょくりんの徒──いわゆる山賊強盗を渡世とした輩やからだったからである。

「おい。出向いてみようか」

「ほんとかい。天子の詔書が、俺たちを呼びにくるなんて」

「嘘じゃあるめえ。なんでも、長安のどさくさから、逃げ惑っておいでなさるってえ噂はちらほら聞えている」

「一党を率いて、出向いたところを一網に御用ってな陥おとし穽あなじゃあるめえな」

「先にそんな軍勢がいるものか。いつまで俺たちも、虎や狼の親分でいても仕方がねえ。一足跳びの立身出世は今この時だ。手下を率ひき連れて出かけよう」

　李楽りがく、韓暹かんせん、胡才こさいの三親分は、評議一決して、山林の豺狼さいろう千余人を糾合きゅうごうし、

「おれたちは、今日から官軍になるんだ。ちっとばかり、行儀を良くしなくッちゃいけねえぞ」

　と、訓令して、馳せつけた。

　味方を得て、御車はふたたび、弘農をさして急いだ。途上、たちまち郭と李の聯合勢とぶつかった。

　彼らの軍にも、土匪山賊がまじっている、猛獣と猛獣の咬かみあいだ。その惨たることは、太陽も血に黒く霞むばかりだった。

「敵兵はあらかた緑林の仲間だな」

　そう気がつくと、郭汜かくしは先ごろ自分の兵が御車の上や扈従こじゅうの宮人たちの手から、撒き捨てられた財物に気を奪われたことを思い出して、その折、兵から没収して一輛の車に積んでいた財物や金銀を戦場へ向って撒きちらした。

　果たして、李楽らの手下は、戦をやめて、それをあばき合った。

　ために、せっかくの官軍も、なんの役にも立たなくなったばかりか、胡才親分は討死してしまい、李楽も御車を追って、生命からがら逃げだした。

　帝の御車は、ひた急ぎに、黄河の岸まで落ちて来られた。──李楽は断崖を下りて、ようやく一艘の舟を探しだしたが、岸壁は屏風のような嶮けわしさで、帝は下を覗のぞかれただけで、絶望の声を放たれ、皇后には、よよと哭なき惑われるばかりだった。

　楊奉、楊彪らの侍臣も、「どうしたものか」と、思案に暮れたが、敵は早くも間近まで追い詰めて来た様子──しかも前後に見える味方はもうきわめて僅かだった。

　皇后の兄にあたる伏徳ふくとくという人が、数十匹の絹を車から下ろして、天子と皇后の御体をつつんでしまい、絶壁の上から縄で吊り下ろした。

　ようやく、小舟に乗ったのは、帝と皇后のほかわずか十数人に過ぎなかった。それ以外の兵や、遅れた宮人たちも、黄河の水に跳びこんで、共に逃げ渡ろうと、水中から舷ふなべりへ幾人もの手が必死にしがみついたが、

「駄目だ、駄目だ。そう乗っちゃあ、俺たちが助からねえ」

　と、李楽は剣を抜いて、その指や手頸てくびをバラバラ斬り離した。ために、舷をうつしぶきも赤かった。




三



　ここまで帝にかしずいて来た宮人らも、あらかた舟に乗り遅れて殺されたり、また舷に取りすがった者も、情け容赦なく突き離されて、黄河の藻屑もくずとなってしまった。

　帝は滂沱ぼうだの御涙おんなみだを頬にながして、

「あな、傷いたまし。朕ちん、ふたたび祖廟そびょうに上る日には、必ず汝らの霊をも祭るであろう」

　と、叫ばれた。

　あまりの酷むごたらしさに皇后は、顔色もなくお在わしたが、舟がすすむにつれ、風浪も烈しく、いよいよ生ける心地もなかった。

　ようやく、対岸に着いた時は、帝の御衣もびッしょり濡れていた。皇后は舟に暈よわれたのか、身うごきもなさらない。伏徳が背に負いまいらせてとぼとぼ歩きだした。

　秋風は冷々と蘆荻ろてきに鳴る。曇天なので、人々の衣は、いとど乾かず、誰の唇も紫色していた。

　それに、御車は捨ててもうないので、帝は裸足はだしのままお歩きになるしかなかった。馴れないお徒歩ひろいなので、たちまち足の皮膚はやぶれて血をにじませ、見るだに傷々いたいたしいお姿である。

「もう少しのご辛抱です。……もうしばらく行けば部落があるかと思われますから」

　楊奉は、お手を扶けながら、しきりと帝を励ましていたが、そのうちに後ろにいた李楽が、

「あっ、いけねえ！　対むこう岸の敵の奴らも漁船を引っぱりだして乗りこんで来るっ。ぐずぐずしていると追いつかれるぞ」と、例によって、野卑なことばで急せきたてた。

　楊奉は帝の側を去って、

「あれに一軒、土民の家が見えました。しばらく、これにてお待ちください」と、馳けて行った。

　間もなく、彼は、彼方の農家から一輛の牛車を引っ張って来た。

　もとより耕農に使うひどいガタ車であったが、莚むしろを敷いて帝と皇后の御座みくらをしつらえ、それにお乗せして、

「さあ、急ごう」と、楊奉が手綱をひいた。

　李楽は、細竹をひろって、

「馳けろっ、馳けろっ」と、牛の尻を打ちつづけた。

　車上の御座は、大浪の上にあるようにグワラグワラ揺れた。──灯ともる頃、ようやく、大陽という部落までたどりついて、農家の小屋を借り、帝の御駐輦所ごちゅうれんじょとした。「貴人がお泊りなさった」と、部落の百姓たちはささやきあったが、まさかそれが、漢朝の天子であろうとは知るわけもなかった。

　そのうちに、一人の老媼ろうおうが、

「貴人にあげて下さい」と、粟飯あわめしを炊たいて来た。

　楊奉の手から、それを献じると帝も皇后も、飢え渇かつえておられたところなので、すぐお口にされたが、どうしても喉のどを下らないご容子だった。

　夜が明けると、

「やあ、これにおいでになったか」

　と、乱軍の中ではぐれた太尉楊彪ようひょうと太僕たいぼく韓融かんゆうの二人が、若干の人数をつれて探し当てて来た。

「では昨日、後から漁船に乗って黄河を渡って来たのは貴公だったのか」

　と、楊奉を始め、扈従こじゅうの人々も歓びあい、わけて帝には、この際一人の味方でも心強く思われるので、

「よくぞ無事で」と、またしても御涙であった。

　それにしても、ここはいつまでもおる所ではない。少しも先へと、扈従の人々は、また牛車の上の素莚すむしろへ、帝と皇后をお乗せして部落を立った。

　すると途中で、太僕韓融は、

「成功するや否やわかりませんが郭汜も李傕も手前を信用しています。この旧縁を力に、これから後へ戻って、彼らに兵を収めるように、一つ生命がけで、勧告してみましょう──彼らとて、肯うなずかないこともないかと思われますから」と、人々へ告げて、一人道を引っ返して行った。




四



　流民るみんに等しい帝の漂泊は、なお幾日もつづいた。

　後からぼつぼつ追いついて来た味方はあるが、それはほとんど野卑獰猛どうもうな李楽の手下ばかりだった。

　だから李楽だけは一行の中でも二百余人の手下を持ち、誰よりも一番威張りだした。

　太尉楊彪ようひょうは、

「ひとまず、安邑県あんゆうけん（山西省・函谷関の西方）へおいであって、しばし仮の皇居をお構え遊ばし、玉体を保たせられては如何ですか」と、帝へすすめた。

「よいように」

　帝はもうすべてを観念なされているかのように見えた。

「さらば──」

　と、牛車の龍駕りゅうがは安邑まで急いだ。しかしこことて仮御所にふさわしいような家などはない。

「一時、ここにでも」と、人々が見つけた所は、土塀らしい址あとはあるが、門戸もなく、荒草離々こうそうりりと生い茂った中に、朽ち傾いた茅屋あばらやがあるに過ぎなかった。

「まことに、これは朕ちんがいま住む所にふさわしい。見よ、四方は荊棘いばらのみだ。荊棘の獄よ」

　と、帝は皇后にいわれた。

　けれど、どんな廃屋でも、御所となれば、ここは即座に禁裏きんりであり禁門である。

　緑林の親分李楽も、帝に従ってから、征北将軍といういかめしい肩書を賜わっていたので、長安や洛陽の宮城を知らない彼は、ここにいても、結構いい気持になれた。

　その増長がつのって、近頃は、側臣からする上奏を待たずに、ずかずか玉座へやって来て、

「陛下。あっしの子分どもも、ああやって、陛下のために苦労してきた奴らですから、ひとつ官職を与えてやっておくんなさい。──御史ぎょしとか、校尉とか、なんとか、肩書をひとつ」

　と、強請ゆすったりした。

　あまりの浅ましさに、侍臣たちがさえぎると、李楽はなおさら地じを露わして、

「黙ッてろ、てめえたち！」と、朝官の横顔をはりたおした。

　それくらいはまだ優しい方で、ひどく癇癪かんしゃくを起した時は、帝の側臣を蹴とばしたり、耳をつかんで屋外へほうりだしたりした。

　帝には、それをご存じなので、李楽のいうままに、何事もうなずいておられた。けれど、官職を下賜されるには、玉璽ぎょくじがなければならない。筆墨や料紙はなんとか備えてあるが玉璽は今、お手許にない。──ゆえに、

「しばし待て」と、仰せられると李楽は、そんな故実など認めない。玉璽というのは、帝のご印章であろう、それならここでお手ずから彫らばすぐ間に合うではないかと無茶なことをいう。

「荊棘いばらの木を切って来よ」

　帝は、求められて、それを印材とし、彫刀もないので、錐をもって、手ずから印をお彫りになった。

　李楽は、大得意だった。

　子分たちの屯たむろしている中へ来て手柄顔に、わけを話し、「さあ、てめえには、御史をくれてやる。汝われは、校尉ってえ官職につかせてやろう。なおなお、おれのために、働けよ。──今夜はひとつ祝え。なに、酒がねえと。どこか村へ行って探して来い。たいがい床下をはがしてみると、一瓶や二瓶は出てくるものだ」

　醜態暴状、見てはいられない。

　ところへ、河東の太守王邑おうゆうから、些細ささいな食物と衣服が届けられた。──帝と皇后は、その施しでようやく、飢えと寒さから救われた。




五



　前さきに。

　帝の一行と別れて、ただ一名、李傕りかくや郭汜かくしに会って兵をやめるよう勧請かんじょうしてみる──と、途中から去った太僕たいぼく韓融かんゆうは、やがて、大勢の宮人や味方の兵をつれてこれへ帰って来た。

　すぐ闕下けっかに伏して、

「ご安心ください。彼らも、私の勧告に従って、兵戦を休め、沢山な捕虜とりこをみな放してよこしました」と、奏上した。

　あの暴将の李と郭が、一片の勧告でよくそんな神妙に心をひるがえしたものだ──と人々は怪しんだが、韓融かんゆうからだんだん仔細をきいてみると、

「いや、彼らの良心よりも、飢饉ききんの影響が否応いやおうなく、戦争をやめさせたのだ」

　と、いうことであった。

　秋から冬にかかってくると、その年の大飢饉は、深刻に、庶民の生活に現れてきた。

　百姓たちは、棗なつめを採って咬かんだり、草を煮て、草汁を飲んでしのいだり、もうその草も枯れてくると枯草の根や、土まで喰ってみた。ここ茅屋あばらやの宮廷も、にわかに宮人が増して帝のお心は気づよくなったが、さしあたって、朝官たちの食う物に窮してしまった。

「洛陽へ還ろう」

　帝は、しきりに、仰せられた。

　すると、李楽がいつも、

「洛陽へ行っても、この飢饉は同じことだ」と、反対を唱えた。

　しかし、朝臣の総意は、

「かかる狭小な地に、長く聖駕せいがをお駐とめするわけにはゆかぬ。洛陽は古いにしえから天子建業の地でもあれば──」と皆、還幸を望んでいた。

　が、どうも李楽ひとりが、頑張るのでいつも評議はぶっこわしになる。

　そこで、一夜、李楽が手下をつれて、また、村へ酒や女を捜しに行った留守の間に、かねて計り合わせていた朝臣や侍側の将たちは、にわかに御車みくるまをひき出し、

「洛陽へ還幸」

　と、触ふれだした。

　楊奉、楊彪、董承とうじょうの輩ともがらが、御車を守護しつつ、闇を急いだ。──そして、幾日幾夜の難路を急ぎ、やがて箕関きかん（河南省・河南附近）という所の関所にかかると、その夜もすでに四更の頃、四山の闇から点々と松明たいまつの光が閃ひらめき迫って来て、それが喊ときの声に変ると、

「李傕、郭汜、この所にて待ち伏せたり」と、いう声が四方に聞えた。

　楊奉は、おどろく帝をなぐさめて、

「いやいや何条なんじょう、李傕や、郭汜がこんな所に出現しましょう。察するところ、李楽がいつわって、襲うて来たにちがいありません。──徐晃じょこう徐晃、徐晃やある」と呼ばわった。

「これにいます」

　徐晃は、御車のうしろで答えた。楊奉は、命じて、

「殿軍しんがりは、汝にまかせる。きょうこそ、堪忍の緒をきってもよいぞ」と、いった。

「あっ」と、徐晃は歓び勇んで、

「お先へ、お先へ」と、御車を促した。

　そして自身は、そこに踏みとどまり、やがて李楽が追いかけて来ると、馬上、大手をひろげて、

「獣っ、待てっ、これから先は洛陽の都門、獣類の通る道でないっ」と、どなった。

「なにッ、俺ッちを、獣だと。この青二才め」

　喚わめきかかって来るのを引っぱずして、徐晃は、雷声一撃。

「よくも今日まで！」

　と、日頃こらえにこらえていた怒りを一度に発して、大刀の下に見事李楽を両断してしまった。




改元



一



　幾度か、虎口を遁れ、百難をこえて、帝は、ようやく洛陽の旧都へ還られた。

「──ああ。これが洛陽だったろうか？」

　帝は、憮然ぶぜんとして、そこに立たれた。

　侍衛の百官も、「変れば変るもの」と、涙を催さぬ者はなかった。

　洛陽千万戸、紫瑠璃黄玉しるりこうぎょくの城楼宮門の址あとも、今は何処いずこ？

　見わたす限り草茫々ぼうぼうの野原に過ぎなかった。石あれば楼台の址あと、水あれば朱欄しゅらんの橋や水亭の玉池ぎょくちがあった蹟あとである。

　官衙かんがも民家も、すべて、焼け石と材木を草の中に余しているだけだった。秋も暮れて、もう冬に近いこの蕭々しょうしょうたる廃都には、鶏犬の声さえしなかった。

　でも、帝には、

「ここらが、温徳殿うんとくでんの址ではないか。この辺りか、商金門の蹟……」

　と、なつかしげに禁門省垣せいえんの面影を偲びながら、半日もさまよい歩かれた。

　それにつけても、董卓とうたくがこの都を捨てて、長安へ遷都を強しいたあの時の乱暴さと、すさまじい兵乱の火が、帝のお胸に、悔恨となってひしと思い起された。

　しかし、その董卓も、当時の暴臣どもも、多くは、すでに異郷で白骨になっている。──ただ今なお、董卓の遺臣の郭汜かくし、李傕りかくのふたりがあくまで、漢室の癌がんとなって、帝に禍いしていた。

　漢室と董卓とは、思えば、よほどの悪因縁あくいんねんに見える。

「人は住んでいないのであろうか」

　帝は、あまりの淋しさに、扈従こじゅうの人々をかえりみて問われた。

「以前の城門街あたりに、みすぼらしい茅屋あばらやが、数百戸あるようです。──それも連年の飢饉ききんや疫病えきびょうのために、辛くも暮している民ばかりのようです」

　侍臣は、そうお答えした。

　その後、公卿くげたちは、戸帳こちょうを作り、住民の数を詮議せんぎし、同時に年号も、

　建安けんあん元年

　と、改元した。

　何にしても、皇居の仮普請が急がれたが、そういう状態なので、土木を起すにも人力はなし、また、朝廷に財もないので、きわめて粗末なただ雨露をしのぎ、政事まつりごとを執るに足るだけの仮御所がそこに建てられた。

　ところが。

　仮御所は建っても、供御くごの穀物もなければ、百官の食糧もない。

　尚書郎しょうしょろう以下の者は、みな跣足はだしとなり、廃園の瓦を起して、畑を耕し、樹の皮をはいで餅とし、草の根を煮て汁としたりして、その日その日の生計に働いた。

　また、それ以上の役人でも、どうせ朝廟の政務といっても、さし当って何もないので、暇があれば、山に入って木の実を採り、鳥獣を漁あさり、薪や柴を伐きりあつめて来て、辛くも、帝の供御くごを調ととのえた。

「あさましい世を見るものであります。けれど、いつまでこうしていても、ひとりでに、忠臣が顕あらわれ、万戸が建ち並んで、昔日せきじつの洛陽にかえろうとも思われません。──なんとかご思案なければなりますまい」

　或る時、太尉楊彪ようひょうから、それとなく帝に奏上した。

　もとより、帝にも、「よい策だにあれば」という思召しであるから、楊彪に、如何にせばよいかと、ご下問あると、楊彪はここに一策ありと次のような意見をのべた。

「今、山東の曹操そうそうは、良将謀士を麾下きかに集めて、蓄うところの兵数十万といわれています。ただ、彼に今ないものは、その旗幟きしの上に唱える大義の名分のみです。──今もし、天子、勅を下し給うて、社稷しゃしょくの守りをお命じあれば、曹操は風を望んで参りましょう」

　帝は、楊彪の意見を、許容なされた。そこで間もなく、勅使は洛陽を立って、山東へ急ぎ下った。
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　山東の地は遠いが、帝が洛陽へ還幸かんこうされたことは、いちはやく聞えていた。

　黄河の水は一日に千里を下る。夜の明けるたび、舟行の客は新しい噂を諸地方へ撒まいてゆく。

「目に見えないが大きく動いている。刻々、動いて休まない天体と地上。……ああ偉大だ、悠久な運行だ。大丈夫たる者、この間に生れて、真に、生き甲斐ある生命をつかまないでどうする！ おれもあの群星ぐんじょうの中の一星であるに」

　曹操は天を仰いでいた。

　山東の気温はまだ晩秋だった。城楼の上、銀河は煙り、星夜の天は美しかった。

　彼も今は往年の白面慷慨こうがいの一青年ではない。

　山東一帯を鎮撫してから、一躍建徳将軍に封ぜられ、費亭侯ひていこうの爵しゃくに叙せられ、養うところの兵二十万、帷幕に持つ謀士勇将の数も、今や彼の大志を行うに不足でなかった。

「これからだ！」

　彼は、自分にいう。

「曹操が、曹操の生命を真につかむのは、これからだ。──われこの土に生れたり矣。──見よ、これからだぞ」

　彼は、今の小成と栄華と、人爵とをもって、甘んじる男ではなかった。

　その兵は、現状の無事を保守する番兵ではない。攻進を目ざしてやまない兵だ。その城は、今の幸福を偸ぬすむ逸楽いつらくの寝床ではない、前進また前進の足場である。彼の抱負ははかり知れないほど大きい。彼の夢はたぶんに、詩人的な幻想をふくんではいる。けれど、詩人の意思のごとく弱くない。

「将軍。……そんな所においででしたか。宴席からお姿が見えなくなったので、皆どこへ行かれたのかと呟いています」

「やあ、夏侯惇かこうじゅんか。いつになく今夜は酔ったので、独り酒を醒さましに出ていた」

「まさに、長夜の御宴ぎょえんにふさわしい晩ですな」

「まだまだ歓楽も、おれはこんなことでは足らない」

「──が、みな満足しております」

「小さい人々だ」

　そこへ、曹操の弟曹仁が、なにか、緊張した眼まなざしをして登って来た。

「兄上っ」

「なんだ、あわただしく」

「ただ今、県城から早打ちが来ました。洛陽から天子の勅使が下向されるそうです」

「わしへ？」

「もとよりです。黄河を上陸あがって旅途をつづけ、勅使の一行は、明日あたり領内へ着こうとの知らせでした」

「ついに来たか、ついに来たか」

「え。──兄上には、もう分っていたんですか」

「分るも分らぬもない。来るべきものが当然に来たのだ」

「ははあ……？」

「ちょうど今宵はみな宴席にいるな」

「はい」

「口を嗽すすぎ、手を浄きよめ、酒面を洗って、大評議の閣へ集まれと伝えろ。わしも直ぐそれへ臨むであろう」

「はっ」

　曹仁は、馳け去った。

　楼台を降った曹操は、冷泉に嗽うがいし、衣服をかえ、帯剣を鏘々しょうしょうと鳴らしながら、石廊を大歩して行った。

　閣の大広間には、すでに群臣が集まっていた。たった今まで酒席にはしゃいでいた諸将も、一瞬に、姿勢を正し、烱々けいけいと眸をそろえながら、大将曹操の姿を迎えた。

「荀彧じゅんいく」

　曹操は、指名して云った。

「きのう、そちが予に向って吐いた意見を、そのまま、この席でのべろ。──勅使はすでに山東に下られている。曹操の肚はもうきまっているが、一応荀彧から大義を明らかにのべさせる。荀彧、立て」

「はっ」

　荀彧は起立して、今、天子を扶くる者は、英雄の大徳であり、天下の人心を収おさめる大略であるという意見を、理論立てて滔々とうとうと演説した。
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　勅使が、山東へ降ってから、一ヵ月ほど後のことである。

「たいへんです」

　洛陽の朝臣は、根をふるわれた落葉のように、仮普請かりぶしんの宮門を出入りして、みな顔色を失っていた。

　一騎。

　また、一騎。

　この日、早馬が引きもきらず、貧しい宮門に着いて、鞍から飛びおりた物見の武士は、転まろぶが如く次々に奥へかくれた。

「董承とうじょう。いかにせばよいであろうか」

　帝のお顔には、この夏から秋頃の、恐ろしい思い出がまた、深刻ににじみ出ているのが仰がれた。

　李傕りかくと郭汜かくしの二軍が、その後、大軍を整え、捲土重来けんどちょうらいして、洛陽へ攻め上って来るとの急報が伝えられて来たのである。

「曹操へつかわした使者はまだ帰らず、朕ちん、いずこにか身を隠さん」

　と、帝は、諸臣に急を諮はかりながら、呪のろわれたご運命を、眸ひとみのうちに哭ないておられた。

「ぜひもありません」

　董承は、頭をたれて、

「──この上は、再び、仮宮をお捨てあって、曹操が方へ、お落ちになられるが、上策かと思われますが」

　すると、楊奉ようほう、韓暹かんせんの二人がいった。

「曹操をお頼りあるも、曹操の心の程はわかりません。彼にも如何なる野心があるか、知れたものではないでしょう。──それよりは、臣らがある限りの兵をひっさげて、賊を防いでみます」

「お言葉は勇ましいが、門郭もんかく城壁の構えもなく、兵も少ないのに、どうして防ぎきれようか」

「侮り給うな。われらも武人だ」

「いや、万一、敗れてからでは、間に合わぬ。天子を何処いずこへお移し申すか。暴賊の手にまかすような破滅となったら、それこそおのおのの武勇も……」

　と、争っているところへ、室の外で、誰か二、三の人々が呶鳴った。

「何を長々しいご詮議だて、そんな場合ではありませんぞ、もはや敵の先鋒が、あれあのとおり、馬煙うまけむりをあげ、鼓こを鳴らして、近づいて来るではありませんかっ」

　帝は、驚愕して、座を起たれ、皇后の御手を取って、皇居の裏から御車みくるまにかくれた。侍衛の人々、文武の諸官、追うもあり、残るもあり、一時に混雑に陥ちてしまった。

　御車は、南へ向って、あわただしく落ちて行かれた。

　街道の道の辺べには、飢民が幾人もたおれていた。

　飢えた百姓の子や老爺は、枯れ草の根を掘りちらしていた。餓鬼のごとく、冬の虫を見つけて、むしゃむしゃ喰っている。腹膨はらぶくれの幼児があるかと思うと、土を舐なめながら、どんよりした眼で、

　──なぜ生れたのか。

　と云いたげに、この世の空をぼんやり見ている女がある。

　奔馬や、帝の御車や、裸足はだしのままの公卿たちや、戟ほこをかかえた兵や将や、激流のような一陣の砂けむりが、うろたえた喚き声をつつんで、その前を通って行った。

　土を舐め、草の根を喰っている、無数の飢えたる眼の前を後から後から通って行くのであった。

「アレ。なにけ？　……」

「なんじゃろ？」

　無智な飢民きみんの眼には、悲しむべきこの実相も、なんの異変とも映らぬもののようだった。

　戟の光を見ても、悍馬かんばのいななきを聞いても、その眼や耳は、おどろきを失っていた。恐怖する知覚さえ喪失そうしつしている飢民の群れだった。

　──が、やがて。

　李傕、郭汜の大軍が、帝の御車を追って、後方から真っ黒に地をおおって来ると、どこへくぐってしまったものか、もう飢民の影も、鳥一羽も、野には見えなかった。
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　砂塵と悲鳴につつまれながら、帝の御車は辛くも十数里を奔はしって来られたが、ふと行く手の曠野に横たわる丘の一端から、たちまち、漠々たる馬煙うまけむりが立昇って来るのが見えたので、

「や、や？」

「あの大軍は？」

「敵ではないか？」

「早……前にも敵か？」

　と、扈従こじゅうの宮人たちは、みなさわぎ立て、帝にも、愕然がくぜんと眉をひそめられた。

　進退ここにきわまるかと、御車に従う者たちが度を失って喚くので、皇后も泣き声を洩らさせ給い、帝も、御簾みすのうちから幾度となく、

「道を変えよ」と叫ばれた。

　しかし、今さら道を変えて奔ってもどうなろう。後ろも敵軍、前も敵軍。

　そう考えたか、扈従の武臣朝官たちは、早くもここを最期と叫んだり、或る者は、逃げる工夫に血眼をさまよわせていた。

　ところへ！

　彼方から唯二、三騎。それは武者とも見えない扮装いでたちの者が、何か懸命に大声をあげながら、こなたへ馳けて来るのが見えた。

「あっ。見たような」

「朝臣らしいぞ」

「そうだ、前に、勅使として、山東へ下った者たちだ」

　意外。その人々は、やがて息せきながら駒を飛び降りるや、御車の前へひれ伏して、

「陛下。ただ今帰りました」

　と、奏上した。

　帝には、なお、怪訝いぶかりのとけぬご容子で、

「あれに見ゆる大軍は、そも、何ものの軍勢か」

「さればにて候、──山東の曹将軍には、われらを迎え、詔勅を拝するや、即日、お味方を号令し給い、その第一陣として、夏侯惇かこうじゅん、そのほか十余将の御幕下に、五万の兵を授けられ、はやこれまで参ったものでござりまする」

「えっ……ではお味方に馳せ上った山東の兵よな」

　御車の周囲にひしめいていた人々は、使者のことばを聞くと、一度に生色を取りもどし躍り上がらんばかりに狂喜した。

　そこへ、鏘々そうそうたる鎧光がいこうをあつめた一隊の駿馬は早、近づいて来た。

　夏侯惇かこうじゆん、許褚きょちょ、典韋てんいなどを先にして、山東の猛将十数名であった。

　御車を見ると、

「礼！」

　と、戒いましめ合って、さすがに規律正しく一斉にザザザッと、鞍から飛びおりた。

　そして、列を正しながら、約十歩ほど出て、夏侯惇が一同を代表していった。

「ご覧の如く、臣ら、長途を急ぎ参って、甲冑かっちゅうを帯し、剣を横たえておりますれば、謹んで、闕下けっかにご謁を賜う身仕度もいたしかねます。──願わくは、軍旗をもって、直奏ちょくそうおゆるしあらんことを」

　さすがに聞えた山東の勇将、言語明晰めいせき、態度も立派だった。

　帝は、一時のお歓びばかりでなく、いとど頼母たのもしく思し召されて、

「鞍馬あんば長途の馳駆ちく、なんで服装を問おう。今日、朕ちんが危急に馳せ参った労と忠節に対しては、他日、必ず重き恩賞をもって酬ゆるであろうぞ」

　と、宣のたもうた。

　夏侯惇以下、謹んで再拝した。

　その後で夏侯惇はふたたび、

「主人曹操は、大軍を調うため、数日の暇を要しますが、臣ら、先鋒として、これに参りましたからには、何とぞ、御心安らかに、何事もおまかせおき給わりますように」と、奏した。

　帝は、御眉を開いてうなずかれた。

　御車をかこむ武臣も宮人たちも、異口同音、万歳万歳を歓呼した。

　──ところへ、

「東の方より敵が見える」と、告げる者があった。
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「いや、敵ではあるまい。お鎮まりあれ」と、夏侯惇はすぐ馬を駆って、鞍の上からはるかへ手をかざしていたが、やがて戻って来ると、一同へ告げた。

「案のごとく、ただ今、東方から続々と影を見せて来た軍勢は、敵にはあらで、曹将軍の御弟曹洪そうこうを大将とし、李典、楽進を副将として、先陣の後ろ備えとして参った歩兵勢かちぜい三万にござります」

　帝は、いやが上にも、歓ばれて、

「またも、味方の勢か」

　と、一度に御心を安んじて、かえって、がっかりなされたほどだった。

　間もなく、曹洪の歩兵勢も、着陣の鐘を鳴らし、万歳の声のうちに、大将曹洪は、聖駕せいがの前へ進んで礼を施した。

　帝は、曹洪を見て、「御身の兄曹操こそ、真に、朕ちんが社稷しゃしょくの臣である」といわれた。

　都落ちのはかない轍わだちを地に描いて来た御車は、いちやく、八万の精兵に擁せられて、その轍の跡をすぐ洛陽へ引っ返して行った。

　──とは知らず、洛陽を突破して、殺到した郭汜かくし、李傕りかくの聯合勢は、その前方に、思わぬ大軍が上って来るのを見て、

「はてな？」と、眼をこすった。

「いぶかしいことではある。朝臣のうちに、何者か、妖邪の法を行う者があるのではないか。たった今、わずかの近臣をつれて逃げのびた帝のまわりに、あのような軍馬が一時に現れるわけはない。妖術をもって、われらの目をくらましている幻の兵だ。恐るることはない。突き破れ」

　と、当って来た。

　幻の兵は、強かった。現実に、山東軍の新しい兵備と、勃興的ぼっこうてきな闘志を示した。

　何かは堪たまるべき。

　雑軍に等しい──しかも旧態依然たる李傕や郭汜の兵は存分に打ちのめされて、十方へ散乱した。

「血祭の第一戦だ。──斬って斬って斬りまくれ」

　夏侯惇は、荒ぶる兵へ、なおさら気負いかけた。

　血、血、血──曠野から洛陽の中まで、道は血しおでつながった。

　その日、半日だけで、馘くびきった敵屍体の数は、一万余と称せられた。

　黄昏たそがれごろ。

　帝は玉体につつがもなく、洛陽の故宮こきゅうへ入御じゅぎょされ、兵馬は城外に陣を取って、旺さかんなる篝火かがりびを焚いた。

　幾年ぶりかで、洛陽の地上に、約八、九万の軍馬が屯たむろしたのである。篝火に仄赤ほのあかく空が染められただけでも、その夜、帝のお眠りは久々ぶりに深かったに違いない。

　程なく。

　曹操もまた、大軍を率いて、洛陽へ上って来た。その勢威だけでも、敵は雲散霧消してしまった。

「曹操が上洛した」

「曹将軍が上られた」

　人心は日輪を仰ぐごとく彼の姿を待った。彼の名は、彼が作ったわけでもない大きな人気につつまれて洛陽の紫雲しうんに浮かび上がってきた。

　彼が、都に入る日、その旗本はすべて、朱い盔かぶと、朱地金襴きんらんの戦袍せんぽう、朱柄あかえの槍、朱い幟旗しきを揃えて、八卦はっけの吉瑞きちずいにかたどって陣列を立て、その中央に、大将曹操をかこんで、一鼓こ六足そく、大地を踏み鳴らして入城した。

　迎える者、仰ぐ者、

「この人こそ、兵馬の長者」と懼おそれぬはなかった。

　が、曹操は、さして驕らず、すぐ帝にまみえて、しかも、帝のおゆるしのないうちは、階下に低く屈して、貧弱な仮宮とはいえ、いたずらに殿上を踏まなかった。
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　曹操は、さらにこう奏上して、帝に誓った。

「生を国土にうけ、生を国恩に報ぜんとは、臣が日頃から抱いていた志です。今日、選ばれて、殿階でんかいの下もとに召され、大命を拝受するとは、本望これに越したことはありません。──不肖ふしょう、旗下の精兵二十万、みな臣の志を体している忠良でありますから、なにとぞ、聖慮を安んぜられ、期して万代泰平の昭日しょうじつをお待ちくださいますように」

　彼の退出は、万歳万歳の声につつまれ、皇居宮院も、久ぶりに明朗になった。

　──けれど一方、大きな違算に行き当って、進退に迷っていたのは、今は明らかに賊軍と呼ばれている李傕りかく、郭汜かくしの陣営だった。

「なに、曹操とて、大したことはあるまい。それに遠路を急ぎに急いで来たので、人馬は疲れているにちがいない」

　二人とも、意見はこう一致して、ひどく戦に焦心あせっていたが、謀将の賈詡かくがひとり諫めて承知しないのである。

「いや、彼を甘く見てはいけません。なんといっても曹操は当代では異色ある驍将ぎょうしょうです。ことに以前とちがって、彼の下には近ごろ有数な文官や武将が集まっています。──如しかず、逆を捨て、順に従って、ここは盔かぶとを脱いで降人に出るしかありますまい。もし彼に当って戦いなどしたら、あまりにも己を知らな過ぎる者と、後世まで笑いをのこしましょう」

　正言せいげんは苦にがい。

　李傕も、郭汜も、

「降服をすすめるのか。戦の前に、不吉なことば。あまつさえ、己を知らんなどとは、慮外りょがいな奴」

　斬ってしまえと陣外へ突きだしたが、賈詡の同僚が憐れんで懸命に命乞いをしたので、

「命だけは助けておくが、以後、無礼な口を開くとゆるさんぞ」

　と、幕中に投げこんで謹慎を命じた。──が、賈詡はその夜、幕を噛み破って、どこかへ逃亡してそのまま行方をくらましてしまった。

　翌朝。──賊軍は両将の意思どおり前進を開始して、曹操の軍勢へひた押しに当って行った。

　李傕の甥に、李暹りせん、李別りべつという者がある。剛腕をもって常に誇っている男だ。この二人が駒をならべて、曹操の前衛をまず蹴ちらした。

「許褚きょちょ、許褚っ」

　曹操は中軍にあって、

「行け、見えるか、あの敵だぞ」と、指さした。

「はっ」と、許褚は、飼い主の拳こぶしを離れた鷹のように馬煙うまけむりをたてて翔け向った。そして目ざした敵へ寄るかと見るまに、李暹りせんを一刀のもとに斬り落し、李別が驚いて逃げ奔るのを、

「待てっ」

　と、うしろから追いつかみ、その首をふッつとねじ切って静々と駒を返して来るのだった。

　その剛胆と沈着な姿に、眼のあたりにいた敵も彼を追わなかった。許褚は、曹操の前に二つの首を並べ

「これでしたか」と、庭前の落柿でも拾って来たような顔をして云った。

　曹操は、許褚の背を叩いて、

「これだこれだ。そちはまさに当世の樊噲はんかいだ。樊噲の化身けしんを見るようだ」

　と、賞ほめたたえた。

　許褚は、元来、田夫でんぷから身を起して間もない人物なので、あまりの晴れがましさに、

「そ、そんなでも、ありません」と、顔を赭あかくしながら諸将の間へかくれこんだ。

　その容子がおかしかったか、曹操は、今たけなわの戦もよそに、

「あははは、可愛い奴じゃ。ははは」と、哄笑していた。

　そういう光景を見ていると、諸将は皆、自分も生涯に一度は、曹操の手で背中を叩かれてみたいという気持を起した。




二



　戦の結果は、当然、曹操軍の大勝に帰した。

　李傕りかく、郭汜かくしの徒は、到底、彼の敵ではなかった。乱れに乱れ、討たれに討たれ、網をもれた魚か、家を失った犬のごとく、茫々と追われて西の方へ逃げ去った。

　曹操の英名は、同時に、四方へ鳴りひびいた。

　彼は、賊軍退治を終ると、討ち取った首を辻々に梟かけさせ、令を発して民を安め、軍は規律を厳にして、城外に屯剳とんさつした。

「──何のことはない。これじゃあ彼の為にわれわれは踏み台となったようなものではないか」

　楊奉ようほうは、日に増して曹操の勢いが旺さかんになって来たのを見て、或る折、韓暹かんせんに胸の不平をもらした。

　韓暹は、今こそ禁門に仕えているが、元来、李楽などと共に、緑林りょくりんに党を結んでいた賊将の上がりなので、たちまち性根を現して、

「貴公も、そう思うか」と、曹操に対して、同じ嫉視しっしの思いを、口汚く云いだした。

「今日まで、帝をご守護して来たおれたちの莫大な忠勤と苦労も、こうして曹操が羽振りをきかしだすと、どうなるか知れたものじゃない。──曹操は必ず、自分たち一族の勲功を第一にして、おれたちの存在などは認めないかも知れぬ」

「いや、認めまいよ」

　楊奉は、韓暹に、なにやら耳打ちして、顔色をうかがった。

「ウム……ムム。……やろう！」

　韓暹は眼をかがやかした。それから四、五日ほど、何か二人で密々みつみつ策動していたようだったが、一夜忽然こつぜんと、宮門の兵をあらかた誘い出して、どこかへ移動してしまった。

　宮廷では驚いて、その所在をさがすと、前に逃散した賊兵を追いかけて行くと称しながら、楊奉、韓暹の二人が引率して大梁たいりょう（河南省）の方面へさして行ったということがやっと分った。

「曹操に諮はかった上で」

　帝は朝官たちの評議に先だって、ひとりの侍臣を勅使として、彼の陣へつかわされた。

　勅使は、聖旨を体して、曹操の営所へおもむいた。

　曹操は、勅使と聞いて、うやうやしく出迎え、礼を終って、ふとその人を見ると、何ともいえない気に打たれた。

「…………」

　人品の床ゆかしさ。

　人格の気高い光──にである。

「これは？」と、彼はその人間を熟視して、恍惚こうこつ、われを忘れてしまった。

　世相の悪いせいか、近年は実に人間の品が下落している。連年の飢饉、人心の荒廃など、自然人々の顔にも反映して、どの顔を見ても、眼はとがり、耳は薄く、唇は腐色ふしょくを呈し、皮膚は艶やかでない。

　或る者は、豺さいの如く、或る者は魚の骨に人皮を着せた如く、また或る者は鴉からすに似ている。それが今の人間の顔だった。

「──しかるに、この人は」と、曹操は見とれたのである。

　眉目は清秀で、唇は丹あかく、皮膚は白皙はくせきでありながら萎しなびた日陰の美しさではない。どこやらに清雅縹渺せいがひょうびょうとして、心根のすずやかなものが香におうのである。

「これこそ、佳い人品というものであろう。久しぶりに人らしい人を見た」

　曹操は、心のうちに呟きながら、いとも小憎く思った。

　いや、怖ろしく思った。

　彼のすずやかな眼光は、自分の胸の底まで見透している気がしたからである。──こういう人間が、自分の味方以外にいることは、たとえ敵でなくとも、妨さまたげとなるような気がしてならなかった。

「……時に。ご辺は一体、どういうわけで、今日の勅使に選ばれてお越しあったか。ご生国は、何処でおわすか」

　やがて席をかえてから、曹操はそれとなく訊ねてみた。




三



「お尋ねにあずかって恥じ入ります」と、勅使董昭とうしょうは、言葉少なに、曹操へ答えた。

「三十年があいだ、いたずらに恩禄をいただくのみで、なんの功もない人間です」

「今の官職は」

「正議郎せいぎろうを勤めております」

「お故郷は」

「済陰定陶さいいんていとう（山東省）の生れで董昭とうしょう字あざなは公仁こうじんと申します」

「ホ、やはり山東の産か」

「以前は、袁紹えんしょうの従事じゅうじとして仕えていましたが、天子のご還幸を聞いて、洛陽へ馳せのぼり、菲才ひさいをもって、朝に出仕いたしております」

「いや、不躾ぶしつけなことを、つい根掘り葉掘り。おゆるしあれ」

　曹操は、酒宴をもうけ、その席へ、荀彧じゅんいくを呼んで、ともに時局を談じていた。

　ところへ。──昨夜来、朝廷の親衛軍と称する兵が関外から地方へさして、続々と南下して行くという報告が入った。

　曹操は聞くと、

「何者が勝手に禁門の兵をほかへ移動させたか。すぐその指揮者を生擒いけどって来い」

　と、兵をやろうとした。

　董昭は、止めて、

「それは不平組の楊奉と、白波帥はくはすいの山賊あがりの韓暹かんせんと、二人がしめし合わせて、大梁たいりょうへ落ちて行ったものです。──将軍の威望をそねむ鼠輩そはいの盲動。何ほどのことをしでかしましょうや。お心を労ついやすまでのことはありますまい」と、いった。

「しかし、李傕や郭汜の徒も、地方に落ちておるが」

　曹操が、重ねていうと、董昭はほほ笑んで、

「それも憂えるには足りません。一幹の梢こずえを振い落された片々の枯葉、機おりをみて掃き寄せ、一炬きょの火として焚たいてしまえばよろしいかと思います。──それよりも、将軍のなすべき急務はほかにありましょう」

「ヤヤ、それこそ、予が訊きたいと希ねがうことだ。乞う、忠言を聞かせ給え」

「将軍の大功は天子もみそなわし、庶民もよく知るところですが、朝廟の旧殻きゅうかくには、依然、伝統や閥ばつや官僚の小心なる者が、おのおの異ちがった眼、異った心で将軍を注視しています。それに、洛陽の地も、政をあらためるに適しません。よろしく天子の府を許昌きょしょう（河南省・許州）へお遷しあって、すべての部門に溌剌はつらつたる革新を断行なさるべきではないかと考えられます」

　耳を傾けていた曹操は、

「近頃含蓄がんちくのある教えを承った。この後も、何かと指示を与えられよ。曹操も業を遂げたあかつきには必ず厚くお酬いするであろう」と、その日は別れた。

　その夜また、客があって、曹操にこういう言をなす者があると告げた。

「このほど、侍中太史令じちゅうたいしれいの王立おうりゅうという者が、天文を観るに、昨年から太白星たいはくせいが天の河をつらぬき、熒星けいせいの運行もそれへ向って、両星が出合おうとしている。かくの如きは千年に一度か二度の現象で、金火の両星が交会すれば、きっと新しい天子が出現するといわれている。──思うに大漢の帝系もまさに終らんとする気運ではあるまいか。そして新しい天子が晋魏しんぎの地方に興る兆きざしではあるまいか。──と王立は、そんな予言をしておりました」

　曹操は黙って、客のことばを聞いていたが、客が帰ると、荀彧じゅんいくをつれて、楼へ上って行った。

「荀彧。こう天を眺めていても、わしに天文は分らんが、さっきの客のはなしは、どういうものだろう」

「天の声かも知れません。漢室は元来、火性の家です。あなたは土命どめいです。許昌きょしょうの方位は、まさに土性の地ですから、許昌を都としたら、曹家は隆々と栄えるにちがいありません」

「む、そうか。……荀彧。王立という者へ早速使いをやって、天文の説は、人にいうなと、口止めしておけ。よろしいか」




四



　迷信とは思わない。

　哲学であり、また、人生科学の追求なのである。すくなくも、その時代の知識層から庶民に至るまでが、天文の暦数れきすうや易経えききょうの五行説ぎょうせつに対しては、そう信じていたものである。

　──崇高な運命学の定説として彼らの運命観のなかには、星の運行があり、月蝕があり、天変地異があり、易経の暗示があり、またそれを普遍ふへんする予言者の声にも自ら多大な関心をはらう習性があった。

　この渺々びょうびょうとした黄土の大陸にあっては、漢室の天子といい、曹操といい、袁紹といい、董卓といい、呂布といい、劉玄徳といい、また孫堅その他の英傑といい、一面みな弱いはかない「我れ」なることを知っていた。──広茫こうぼう無限な大自然の偉力に対して、さしもの英傑豪雄の徒も人間の小ささを、父祖代々生れながらに、知りぬいていた。

　例えば。

　黄河や大江の氾濫はんらんにも。

　いなごの飢饉ききんにも。

　蒙古からふく黄色い風にも。

　大雨、大雪、暴風、そのほかあらゆる自然の力に対しては、どうする術すべも知らない文化の中の英雄たり豪傑だった。

　だから、その恐れを除いては、彼らは黄土の大陸の上に、人智人力の及ぶかぎりな建設もしたり、またたちまち破壊し去ったり情痴と飽慾ほうよくをし尽したり、自解して腐敗を曝さらしたり、戦ったり、和したり、歓楽に驕おごったり、惨たる憂き目にただよったり──一律の秩序あるごとくまた、まったく無秩序な自由の野民の如く──実に古い歴史のながれの中に治乱興亡の人間生態図を描いてきているのであるが、そういう長い経験の下に、自然、根づよく恐れ信じられてきたものは、ただ──人間は運命の下にある。

　ということだった。

　運命は、人智では分らないが、天は知っている。自然は予言する。

　天文や易理えきりは、それが為に、最高な学問だった。いやすべての学問──たとえば政治、兵法、倫理までが、陰陽の二元と、天文地象の学理を基本としていた。

　曹操は、謹んで、天子へ奏した。

「──臣、ふかく思いますに、洛陽の地は、かくの如く廃墟と化し、その復興とて容易ではありません。それに将来、文化の興隆という上から観ても、交通運輸に不便で、地象悪あしく、民心もまた、この土を去って再びこの土を想い慕っておりません」

　曹操はなお、ことばを続け、

「それに較べると、河南の許昌きょしょうは、地味豊饒ちみほうじょうです。物資は豊富です。民情も荒すさんでいません。もっといいことには、かの地には城郭も宮殿も備わっています。──ゆえに、都をかの地へお遷うつしあるように望みます。──すでに、遷都せんとの儀仗ぎじょう、御車みくるまも万端、準備はととのっておりますから」

「…………」

　帝はうなずかれたのみである。

　群臣は、唖然としたが、誰も異議は云いたてない。曹操が恐こわいのである。また、曹操の奏請も、手際がいい。

　ふたたび遷都が決行された。

　警固、儀伎の大列が、天子を護って、洛陽を発し、数十里ほど先の丘にかかった時であった。

　漠々ばくばくの人馬一陣、

「待てッ。曹操っ」

「天子を盗んで何処へ行く……」

　と、呼ばわり、呼ばわり、猛襲して来た。

　楊奉ようほう、韓暹かんせんの兵だった。中にも楊奉の臣、徐晃じょこうは、

「木ッぱ武者に、用はない。曹操に見参……」

　と、大斧おおおのをひっさげて、馬に泡をかませて向って来た。

「やあ、許褚きょちょ許褚。──あの餌は汝にくれる。討ち取って来い」

　曹操が、身をかわして命じると許褚は、その側から鷲のごとく立って、徐晃の馬へ自分の馬をぶつけて行った。




五



　徐晃も絶倫の勇。

　許褚もまた「当代の樊噲はんかい」とゆるされた万夫不当ばんぷふとうである。

「好敵手。いで！」と、槍を舞わして、許褚が挑めば徐晃も、大斧をふるって、

「願うところの敵、中途にて背後を見せるな」と、豪語を放った。

　両雄は、人まぜもせず、五十余合まで戦った。馬は馬体を濡れ紙のように汗でしとどにしても、ふたりは戦い疲れた風もなかった。

「──いずれが勝つか？」

　しばしが程は、両軍ともにひそまり返って見てしまった。すばらしい生命力と生命力の相搏あいうつ相そうは魔王と獣王の咆哮ほうこうし合うにも似ていた。またそれはこの世のどんな生物いきものの美しさも語るに足りない壮絶なる「美」でもあった。

　はるかに、見まもっていた曹操は、なに思ったか突然、

「鼓手っ、銅鑼どらを打て」と、命じた。

　口せわしくまた、「退ひき銅鑼だぞ」と、追い足した。

「はっ」と、鼓手は揃って、退ひけ──！ の銅鑼を打ち鳴らした。

　何事が降って湧いたかと、全軍は陣を返し、もちろん、許褚も敵を捨てて帰って来た。

　曹操は、許褚を始め、幕僚を集めて云った。

「諸君は不審に思ったろうが、にわかに銅鑼を鳴らしたのは、実は、徐晃という人間を殺すにしのびなくなったからだ。──われ今日、徐晃を見るに、真に稀世の勇士だ、大方の大将としても立派なものだ。敵とはいえ、可惜あたら、ああいう英材をこんな無用の合戦に死なせるのは悲しむべきことだ。──わが願うところは、彼を招いて、味方にしたいのだが、誰か徐晃を説いて、降参させる者はないか」

　すると、一名、

「私に仰せつけ下さい」

　と、進んでその任に当ろうという者が現れた。山陽の人、満寵まんちょう字あざなを伯寧という者だ。

「満寵か。──よかろう。そちに命じる」

　曹操はゆるした。

　満寵はその夜、ひとり敵地へまぎれ入り、徐晃の陣をそっとうかがった。

　木の間洩る月光の下に、徐晃は甲かぶともとかず、帳とばりを展のべて坐っていた。

「……誰だっ。それへ来て、うかがっている者は」

「はっ……。お久しぶりでした。徐晃どの、おつつがもなく」

「オオ。満寵ではないか。──どうしてこれへ来たか」

「旧交を思い出して、そぞろお懐かしさの余りに」

「この陣中、敵味方と分れた以上は、旧友とて」

「あいや。それ故にこそ、特に私が選ばれて、大将曹操から密々みつみつにお旨をうけて忍んで来たわけです」

「えっ、曹操から？」

「きょうの合戦に、曹操第一の許褚を向うに廻して、あなたの目ざましい働きぶりを見られ、曹将軍には、心からあなたを惜しんで、にわかに、退け銅鑼を打たせたものです」

「ああ……そうだったか」

「なぜ、御身ほどな勇士が楊奉の如き、暗愚な人物を、主と仰いでおられるのか、人生は百年に足らず、汚名は千載を待つも取返しはつきませんぞ。良禽りょうきんは木を選んで棲むというのに」

「いやいや、自分とても、楊奉の無能は知っているが、主従の宿縁今さらどうしようもない」

「ないことはありません」

　満寵はすり寄って、彼の耳に何かささやいた。徐晃は、嘆息して、

「──曹将軍の英邁えいまいはかねて知っているが、さりとて、一日でも主とたのんだ人を首として、降服して出る気にはなれん」

　と、顔を横に振った。




両虎りょうこ競食きょうしょくの計けい



一



　楊奉ようほうの部下が、

「徐晃じょこうが今、自分の幕舎へ、敵方の者をひき入れて何か密談しています」

　と、彼の耳へ密告した。

　楊奉は、たちまち疑って、

「引っ捕えて糺ただせ」と、数十騎を向けて、徐晃の幕舎をつつみかけた。すると、曹操の伏勢が起って、それを追い退け、満寵は徐晃を救いだして、共に、曹操の陣へ逃げて来た。

　曹操は、望みどおり徐晃を味方に得て、

「近来、第一の歓びだ」と、いった。

　士を愛すること、女を愛する以上であった曹操が、いかに徐晃を優遇したかいうまでもなかろう。

　楊奉、韓暹かんせんのふたりは、奇襲を試みたが、徐晃は敵方へ走ってしまったし、所詮、勝ち目はないと見たので、南陽（河南省）へと落ちのび、そこの袁術えんじゅつを頼って行った。

　──かくて、帝の御車と、曹操の軍は、やがて許昌きょしょうの都門へ着いた。

　ここには、旧い宮門殿閣があるし、城下の町々も備わっている。曹操はまず、宮中を定め、宗廟を造営し、司院官衙かんがを建て増して、許都の面目を一新した。

　同時に、

　旧臣十三人を列侯に封じ、自身は、

　大将軍武平侯たいしょうぐんぶへいこう

　という重職に坐った。

　また董昭とうしょうは──前さきに、帝の勅使として来て曹操にその人品を認められていたかの董昭公仁こうじんは──この際いちやく、洛陽の令れいに登用された。

　許都の令には、功に依って、満寵まんちょうが抜擢ばってきされた。

　荀彧じゅんいくは、侍中尚書令じちゅうしょうしょれい。

　荀攸じゅんゆうは軍師に。

　郭嘉かくかは、司馬祭酒しばさいしゅに。

　劉曄りゅうようは、司空曹掾しくうそうじょうに。

　催督さいとくは、銭料使せんりょうしに。

　夏侯惇かこうじゅん、夏侯淵かこうえん、曹仁そうじん、曹洪そうこうなど直臣じきしん中の直臣は、それぞれ将軍にのぼり、楽進がくしん、李典りてん、徐晃じょこうなどの勇将はみな校尉に叙せられ、許褚きょちょ、典韋てんいは都尉といに挙げられた。

　多士済々、曹操の権威は、自おのずから八荒こうにふるった。

　彼の出入には、常に、鉄甲の精兵三百が、弓箭戟光きゅうせんげきこうをきらめかせて流れた。──それにひきかえて、故老の朝臣は名のみ、大臣とか元老とかいわれても、日ましに影は薄れて行った。

　また、それらの人々も、今はまったく曹操の羽振りに慴伏しょうふくして、いかなる政事も、まず曹操に告げてから、後に、天子へ奏するという風に慣ならわされて来た。

「ああ。──一人除けばまた一人が興る。漢家のご運もはや西に入る陽か」

　嘆く者も、それを声には出さないのである。──ただ無力なにぶい瞳のうちに哭ないて、木像のごとく帝の側に佇立ちょりつしているだけだった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　軍師、謀士。

　そのほか、錚々そうそうたる幕僚の将たちが、痛烈に会飲していた。

　真ン中に、曹操がいた。面上、虹のごとき気宇を立って、大いに天下を談じていたが、たまたま劉備玄徳りゅうびげんとくのうわさが出た。

「あれも、いつのまにか、徐州の太守となりすましているが、聞くところによると、呂布を小沛しょうはいに置いて扶持ふちしているそうだ。──呂布の勇と、玄徳の器量が、結びついているのは、ちと将来の憂いかと思う。もし両人が一致して、力を此方へ集中して来ると、今でもちとうるさいことになる。──なにか、未然にそれを防止する策はないか」

　曹操がいうと、

「いと易いこと。それがしに精兵五万をおさずけ下さい。呂布の首と、玄徳の首を、鞍の両側に吊るし帰って来ます」と、許褚きょちょがいった。

　すると、誰か笑った。

「ははははは。酒瓶さかがめではあるまいし……」

　荀彧である。

　笑った唇へ、酒を運びながら、謀士らしい細い眼の隅から、許褚をながめて云ったのである。




二



　荀彧に嗤わらわれて、許褚は口をつぐんでしまった。彼は自分がまだ、智者の間に伍しては、一野人にすぎないことを知っていた。

「だめでしょうか、私の策は」

「君のいうことは、策でもなんでもない。ただ、勇気を口にあらわしただけのものだ。玄徳、呂布などという敵へ、そういう浅慮あさはかな観察で当るのは危険至極というものだ」

　曹操は、面おもてを向けかえて、

「荀彧。──ではそちの考えを聞こうじゃないか。なにか名案があるか」

「ないこともありません」

　荀彧は、胸を正した。

「今のところ──ここしばらくは、私は不戦論者です。なぜなら、遷都のあと、宮門そのほか、容かたちはやっと整えましたが、莫大な建築、兵備施設などに、多くを費やしたばかりのところですから」

「む、む……して」

「ですから、玄徳、呂布に対しては、どこまでも外交的な手腕をもって、彼らを自滅に導くをもって上策とします」

「それは同感だ。──偽って彼らと交友を結べというか」

「そんな常套じょうとう手段では、むしろ玄徳に利せられるおそれがあります。それがしの考えているのは、二虎こ競食きょうしょくの計という策略です」

「二虎競食の計とは」

「たとえば、ここに二匹の猛虎が、おのおの、山月にうそぶいて風雲を待っていると仮定しましょう。二虎、ともに飢えています。よって、これにほかから香かんばしい餌を投げ与えてごらんなさい。二虎は猛然、本性をあらわして咬かみあいましょう。必ず一虎は仆れ、一虎は勝てりといえども満身痍きずだらけになります。──かくて二虎の皮を獲ることはきわめて容易となるではございませんか」

「むむ。いかにも」

「──で、劉玄徳は、今徐州を領しているものの、まだ正式に、詔勅をもってゆるされてはおりません、それを餌えとして、この際、彼に勅を下し、あわせて、密旨を添えて、呂布を殺せと命じるのです」

「あ。なるほど」

「それが、玄徳の手によって完全になされれば、彼は自分の手で、自分の片腕を断ち切ることになり──万一、失敗して、手を焼けば、呂布は怒って、必ずあの暴勇をふるい、玄徳を生かしてはおかないでしょう」

「うむ！」

　曹操は、大きくうなずいたのみで、後の談話はもうそのことに触れなかった。

　が、彼の肚はきまっていたのである。それから数日の後には、帝の詔勅を乞うて、勅使が、徐州へ向って立った。同時に、その使者が曹操の密書をもあわせて携たずさえて行ったことは想像に難くない。

　徐州城に、勅使を迎えた劉玄徳は、勅拝の式がすむと、使者を別室にねぎらって、自身は静かに、平常の閣へもどってきた。

「なんであろうか」

　玄徳は、使者からそっと渡された曹操の私書を、早速、そこでひらいて見た。

「……呂布りょふを？」

　彼は眼をみはった。

　何度も、繰返し繰返し読み直していると、後ろに立っていた張飛、関羽のふたりが、

「何事を曹操からいってよこしたのですか」と、訊ねた。

「まあ、これを見るがいい」

「呂布を殺せという密命ですな」

「そうじゃ」

「呂布は、兇勇のみで、もともと義も欠けている人間ですから、曹操のさしずをよい機として、この際、殺してしまうがよいでしょう」

「いや、彼はたのむ所がなくて、わが懐ふところに投じてきた窮鳥きゅうちょうだ。それを殺すは、飼禽かいどりを縊くびるようなもの。玄徳こそ、義のない人間といわれよう」

「──が、不義の漢おとこを生かしておけば、ろくなことはしませんぞ。国に及ぼす害は、誰が責めを負いますか」

「次第に、義に富む人間となるように、温情をもって導いてゆく」

「そうやすやす、善人になれるものですか」

　張飛は、あくまでも、呂布討つべしと主張したが、玄徳は、従う色もなかった。

　すると翌日、その呂布が、小沛しょうはいから出てきて登城した。




三



　呂布は、なにも知らない様子であった。

　彼はただその日、劉備玄徳に勅使が下って、正式に徐州の牧ぼくの印綬いんじゅを拝したと聞いたので、その祝辞をのべるために、玄徳に会いに来たのである。

　で──しばらく玄徳とはなしていたが、やがて辞して、長い廊を悠然と退がって来ると、

「待てっ。呂布」と、物陰で待ちかまえていた張飛が、その前へ躍り立って、

「一命は貰ったッ」

　と、いうや否、大剣を抜き払って、呂布の長躯をも、真二つの勢いで斬りつけて来た。

「あっ」

　呂布の沓くつは、敷き詰めてある廊の瓦床がしょうを、ぱっと蹴った。さすがに油断はなかった。七尺近い大きな体躯も、軽々と、後ろに跳びかわしていた。

「貴様は張飛だなっ」

「見たら分ろう」

「なんで俺を殺そうとするか」

「世の中の害物を除くのだ」

「どうして、俺が世のなかの、害物か」

「義なく、節なく、離反りはん常なく、そのくせ、生半可なまはんかな武力のある奴。──ゆく末、国家のためにならぬから、殺してくれと、家兄玄徳のところへ、曹操から依頼がきている。それでなくても平常から汝はこの張飛から見ると、傲慢不遜ごうまんふそんで気にくわぬところだ。覚悟をしちまえ」

「ふざけるなっ。貴様ごときに俺が、この首を授けてたまるか」

「あきらめの悪いやつが」

「待てっ、張飛」

「待たん！」

　戛然かつぜんと、二度目の剣が、空間に鳴った。

　斬り損ねたのである。

　誰か、うしろから張飛の肱ひじを抑えて、抱きとめた者があったからである。

「ええいッ、誰だっ。邪魔するな」

「これっ、鎮まらぬかっ。愚者おろかものめが」

「あっ。家兄か」

　玄徳は、声を励まして、

「誰が、いつ、そちに向って、呂布どのを殺せといいつけたか。呂兄りょけいはこの玄徳にとっては、大切な客分である。わが家の客に対して、剣を用いるのは、玄徳に対して戟ほこを向けるも同じであるぞ」と、叱りつけた。

「ちぇっ。こんな性根の悪い食客を、兄貴は一体、なんの弱味があってそうまで大事がるのか料簡りょうけんがわからない」

「だまれ、無礼な」

「誰にですか」

「呂布どのに対して」

「なにをっ……ばかな」

　張飛は横へ唾つばを吐いた。しかし玄徳に対しては、絶対に弟であり目下であるということを忘れない彼である。──じっと家兄に睨みつけられると、不平満々ながら、やがて沓音くつおとを鳴らして立去ってしまった。

「おゆるし下さい。……あの通りな駄々ッ児です。まるで子どものように単純な漢おとこですから」

　張飛の乱暴を詫び入りながら、玄徳はもう一度、自分の室へ呂布を迎え直して、

「今、張飛が申したことばの中、曹操から貴君を刺せと密命があったということだけはほんとです。──が、私にはそんな意志がないし、また、要いらざることを、貴君の耳へ入れてもと考えて、黙殺していたわけですが、お耳に入ったからには、明らかにしておきましょう」

　と、曹操から来た密書を、呂布に見せて、疑いを解いた。

　呂布も、彼の誠意に感じたと見えて、

「いやよく分った。察するところ、曹操は、あなたと自分との仲を裂こうと謀はかったのでしょう」

「その通りです」

「呂布を信じて下さい。誓って呂布は、不義をしません」

　呂布は却って感激して退がった。──その様子を、ひそかにうかがっていた曹操の使者は、

「失敗だ。これでは、二虎競食の計もなんの意味もない」

　と、苦々にがにがしげに呟いていた。




禁酒きんしゅ砕杯さいはいの約やく



一



　張飛は、不平でたまらなかった。──呂布が帰るに際して、玄徳が自身、城門外まで送りに出た姿を見かけたので、なおさらのこと、

「ごていねいにも程がある」と、業腹が煮えてきたのであった。

「家兄。お人よしも、度が過ぎると、馬鹿の代名詞になりますぞ」

　その戻るところをつかまえて、張飛は、さっき貰った叱言こごとへ熨斗のしをつけて云い返した。

「ほう、張飛か。なにをいつまで怒っているのか」

「なにをッて、あまりといえば、歯がゆくて、馬鹿馬鹿しくて、腹を立てる張りあいもない」

「ならば、そちのいう通り、呂布を殺したらなんの益がある」

「後の患うれいを断つ」

「それは、目先の考えというものだ。──曹操の欲するところは、呂布と我とが血みどろの争いをするにある。両雄並び立たず──という陳腐ちんぷな計りごとを仕掛けてきたのじゃ。それくらいなことがわからぬか」

　側にいた関羽が、

「ああ。ご明察……」

　と、手を打って賞ほめてしまったので、張飛はまたも云い返すことばに窮してしまった。

　玄徳はまた、その翌る日、勅使の泊っている駅館へ答礼に出向いて、

「呂布についてのご内命は、事にわかには参りかねます。いずれ機を図って命を果たす日もありましょうが、今しばらくは」と、仔細は書面にしたためて、謝恩の表と共に、使者へ託した。

　使者は、許都へ帰った。そしてありのまま復命した。

　曹操は荀彧じゅんいくをよんで、

「どうしたものだろう。さすがは劉玄徳りゅうげんとく、うまくかわして、そちの策には懸からぬが」

「では、第二段の計を巡らしてごらんなさい」

「どうするのか」

「袁術えんじゅつへ、使いを馳はせて、こういわせます。──玄徳、近ごろ天子に奏請して、南陽を攻め取らんと願い出ていると」

「むム」

「また、一方、玄徳が方へも、再度の勅使を立て──袁術、朝廷に対して、違勅の科とがあり、早々、兵を向けて南陽を討つべしと、詔を以て、命じます。正直真っ法の玄徳、天子の命とあっては、違背いはいすることはできますまい」

「そして？」

「豹ひょうへ向って、虎をけしかけ、虎の穴を留守とさせます。──留守の餌をねらう狼が何者か、すぐお察しがつきましょう」

「呂布か！　なるほど、あの漢おとこには狼性がある」

「駆虎呑狼くこどんろうの計です」

「この計ははずれまい」

「十中八九までは大丈夫です。──なぜならば、玄徳の性質の弱点をついておりますからな」

「うム。……天子の御命をもってすれば、身うごきのつかない漢おとこだ。さっそく運ぶがいい」

　南陽へ、急使が飛んだ。

　一方、それよりも急速に、二度目の勅使が、徐州城へ勅命をもたらした。玄徳は、城を出て迎え、詔しょうを拝して、後に、諸臣に諮はかった。

「また、曹操の策略です。決してその手に乗ってはいけません」

　糜竺びじくは、諫いさめた。

　玄徳は沈湎ちんめんと考えこんでいたが、やがて面を上げると、

「いや、たとえ計りごとであっても、勅命とあっては、違背はならぬ。すぐ南陽へ進軍しよう」

　弱点か、美点か。

　果たして彼は、敵にも見抜かれていた通り、勅の一語に、身うごきがつかなかった。
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　玄徳の決意は固い。

　糜竺をはじめ諸臣は、皆それを知ったので口をつぐんだ。

　孫乾そんけんが云い出した。

「どうしても、勅を奉じて、南陽へご出陣あるならば、第一に、後の用心が肝要でありましょう。誰に徐州の留守をおあずけなさいますか」

「それがだ」と玄徳も熟考して、

「関羽か張飛のうちのいずれか一名を残して行かねばなるまい」

　関羽は、進み出て、

「願わくは、それがしに仰せつけ下さい。後顧の憂いなきよう必ず留守しておりまする」

　と、自薦して出た。

「いやいや、其方そちなら安心だが、其方は、朝夕事を議すにも、また何かにつけても、玄徳の側になくてはならぬ者。……はて、誰に命じたものか？」

　と、玄徳が沈思していると、つと、張飛は一歩進み出して、例のように快然と云った。

「家兄。この徐州城に人もなきように、なにをご思案あるか。不肖、張飛もこれに在る。それがしここに留まって死守いたそう。安んじてご出馬ねがいたい」

「いや、其方にはたのみがたい」

「なぜでござるか」

「そちの性は、進んで破るにはよいが、守るには適しない」

「そんな筈はござらん。張飛のどこが悪いと仰せあるか」

「生来、酒を好み、酔えば、みだりに士卒を打擲ちょうちゃくし、すべてに軽率である。もっとも悪いのは、そうなると、人の諫めも聞かぬことだ。──其方を留めておいては、玄徳もかえって、心がかりでならん。この役は、ほかの者に申しつけよう」

「あいや、家兄。そのご意見は胆きもに銘じ、自分も平素から反省しているところでござる。……そうだ、こういう折こそいい時ではある。今度のご出馬を機会として、張飛は断じて酒をやめます。──杯はいを砕いて禁酒する！」

　彼は常に所持している白玉はくぎょくの杯さかずきを、一同の見ている前で、床に投げつけて打ち砕いた。

　その杯は、どこかの戦場で、張飛が分捕った物である。敵の大将でも落して行ったものか、夜光の名玉を磨いたような馬上杯で、（これ、天より張飛に賜うところの、一城にも優まさる恩賞なり）といって、常に肌身はなさず持って、酒席とあれば、それを取出して、愛用していた。

　酒を解さない者には、一箇の器物でしかないが、張飛にとっては、わが子にも等しい愛着であろう。その上に、禁酒の約を誓言したのである。その熾烈しれつな心情に打たれ、玄徳はついにこういって彼を許した。

「よくぞ申した。そちが自己の非を知って改めるからには、なんで玄徳も患うれいをいだこう。留守の役は、そちに頼む」

「ありがたく存じます。以後はきっと、酒を断ち、士卒を憐あわれみ、よく人の諫めに従って、粗暴なきようにいたしまする」

　情に感じ易い張飛は、玄徳の恩を謝して、心からそう答えた。すると糜竺びじくが、

「そうはいうが、張飛の酒狂いは、二つの耳の如く、生れた時から持っている性質、すこし危ないものだな」と、冷やかした。

　張飛は怒って、

「何をいう。いつ俺が、俺の家兄に、信を裏切ったことがあるか」と、もう喧嘩腰になりかけた。

　玄徳はなだめて、留守中は何事も堪忍かんにんを旨とせよと訓え、また、陳登ちんとうを軍師として、

「万事、よく陳登と談合して事を処するように」

　と云いのこし、やがて自身は、三万余騎を率いて、南陽へ攻めて行った。
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　今、河南の地、南陽にあって、勢い日増しに盛大な袁術えんじゅつは、かつて、この地方に黄巾賊こうきんぞくの大乱が蜂起した折の軍司令官、袁紹えんしょうの弟にあたり、名門袁一族中では、最も豪放粗剛ごうほうそごうなので、閥族ばつぞくのうちでも恐れられていた。

「許都の曹操から急使が参りました」

「書面か」

「はっ」

「使者をねぎらってやれ」

「はっ」

「書面をこれへ」

　袁術は、ひらいて見ていたが、

「近習の者」

「はい」

「即時、城中の紫水閣しすいかくへ、諸将に集まれと伝えろ」

　袁術は気色けしきを変えていた。

　城内の武臣文官は、

「何事やらん？」と、ばかりに、蒼惶そうこうとして、閣に詰め合った。

　袁術は、曹操からきた書面を、一名の近習に読み上げさせた。

劉玄徳、天子に奏し

年来の野望を遂げんと

南陽侵略の許しを朝に請う

君と予とは

また、年来の心友

何ぞ黙視し得ん

ひそかに、急を告ぐ

乞う

油断あるなかれ


「聴かれたか。一同」と、次に袁術は声を大にし、面に朱をそそいで罵った。

「玄徳とは何者だっ。つい数年前まで、履くつを編み蓆むしろを売っていた匹夫ひっぷではないか。先頃、みだりに徐州を領して、ひそかに太守と名のり、諸侯と列を同じゅうするさえ奇怪至極と思うていたに、今また、身のほどもわきまえず、この南陽を攻めんと企ておるとか。──天下の見せしめに、すぐ兵を向けて踏みつぶしてしまえ」

　令が下ると、

「行けや、徐州へ」と、十万余騎は、その日に南陽の地を立った。

　大将は、紀霊きれい将軍だった。

　一方、南下して来た玄徳の軍も、道を急いで来たので、両軍は臨淮郡りんわいぐんの盱眙くい（安徽省あんきしょう・鳳陽県東方）というところで、果然、衝突した。

　紀霊は、山東の人で、力ちから衆しゅうにすぐれ、三尖の大刀をよく使うので勇名がある。

「匹夫玄徳、なにとて、わが大国を侵すか。身のほどをわきまえよ」

　と、陣頭へ出て呼ばわると、

「勅命、わが上にあり。汝ら好んで逆賊の名を求めるか」

　と、玄徳も云い返した。

　紀霊の配下に荀正じゅんせいという部将がある。馬を駆って、躍り出し、

「玄徳が首こうべ、わが手にあり」

　と、喚わめきかかった。

　横合から、関羽が、

「うぬっ、わが君へ近づいたら眼がくらむぞ」と、八十二斤の青龍刀を舞わしてさえぎった。

「下郎っ、退けっ」

「汝ごときを、相手になされるわが君ではない。いざ来い」

「何を」

　荀正は、関羽につりこまれて、つい玄徳を逃がしてしまったばかりでなく、勇奮猛闘、汗みどろにかかっても、遂に、関羽へかすり傷一つ負わせることができなかった。

　戦い戦い浅い河の中ほどまで二騎はもつれ合って来た。関羽は、面倒くさくなったように、

「うおうーッ」

　と獅子吼ししく一番して、青龍刀を高く振りかぶると、ざぶんと、水しぶき血しぶき一つの中に、荀正を真二つに斬り捨てていた。

　荀正が討たれ、紀霊も追われて、南陽の全軍は潰走しだした。淮陰わいいんのあたりまで退いて、陣容を立て直したが、玄徳あなどり難しと思ったか、それから矢戦にのみ日を送って、にわかに、押してくる様子も見えない。
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　さてまた。

　留守城の徐州では、

「者ども、警備を怠るな」と、張飛は張切って、日夜、望楼に立ち、家兄玄徳の軍旅の苦労をしのんで、自分も軍衣を解いて牀しょうに長々と寝るということもなかった。

「さすがは張将軍である」と、留守の将士も服していた。彼の一手一足に軍律は守られていた。

　きょうも彼は、城内の防塁を見廻った。皆、よくやっている。城中でありながら士卒も部将も、野営同様に、土に臥し、粗食に甘んじている。

「感心感心」

　彼は、士卒の中を、賞め歩いていた。──が、その感賞を、張飛は、言葉だけで、世辞のように振りまいて歩いているのは、なんだか気がすまなかった。

「弓も弦つるを懸けたままにしておいては、ゆるんでしまう。たまには、弦をはずして、暢のびるのもよいことだ。──その代り、いざとなったら直ぐピンと張れよ」

　こういって、彼は、封印しておいた酒蔵から、大きな酒瓶さかがめを一箇、士卒に担わせて来て、大勢の真ん中へ置いた。

「さあ飲め、毎日、ご苦労であるぞ。──これは其方どもの忠勤に対する褒美だ。仲よく汲みわけて、今日は一献ずつ飲め」

「将軍、よろしいのですか」

　部将は、怪しみ、かつ、おそれた。

「よいよい、おれが許すのだ。さあ卒ども、ここへ来て飲め」

　もとより士卒たちは、雀躍こおどりしてみなそこに集まった。──だが、それを眺めて、少しぼんやりしている張飛の顔を見ると、何か悪い気がして、

「将軍は、お飲あがりにならないのですか」と、訊ねた。

　張飛は、首を振って、

「おれは飲まん、おれは杯を砕いておる」と、立ち去った。

　しかし、他の屯たむろへ行くと、そこにも不眠不休の士卒が、大勢、城壁を守っているので、

「ここへも一瓶持ってこい」

　また、酒蔵から運ばせた。

　彼方の兵へも、此方の兵へも、張飛は、平等に飲ませてやりたくなった。酒蔵の番をしている役人は、

「もう十七瓶も出したから、これ以上はおひかえ下さい」と、扉に封をしてしまった。

　城中は、酒のにおいと、士卒たちの歓声かんせいに賑わった。どこへ行ってもふんぷんと匂う。張飛は、身の置き所がなくなった。

「お一杯ひとつくらいはよいでしょう」

　士卒のすすめたのを、つい手にして舌へ流しこむと、もうたまらなくなったものか、

「こらこらっ。その柄杓ひしゃくで、それがしにも一杯よこせ」

　と、渇かわいている喉へ水でも流しこむように、がぶがぶ、立て続けに二、三杯飲んでしまった。

「なに、酒蔵役人がもう渡さんと。──ふ、ふ、不埓ふらちなことを申すやつだ。張飛の命令であるといって持ってこい。もし、嫌の応のといったら、一小隊で押しよせて、酒蔵を占領してしまえ。……あはははは」

　幾つかの酒瓶を転がして、自分の肚も酒瓶のようになると、彼はしきりと、

「わははは。いや愉快愉快、誰か勇壮な歌でも唄え。其方どもがやったら俺もやるぞ」

　酒蔵役人の注進で、曹豹そうひょうが、びっくりして駆けつけて来た。見ればこの態ていたらくである。──唖然として呆れ顔していると、

「やあ、曹豹か。どうだ、君も一杯やらんか」

　張飛が酒柄杓をつきつけた。

　曹豹は、振り払って、

「これ！　貴公はもう忘れていたのか。あれほど広言した誓約を」

「なにをぶつぶついう。まあ一杯やり給え」

「馬鹿なっ」

「なに。馬鹿なとはなんだっ。この芋虫いもむしめッ」

　いきなり酒柄杓で、曹豹の顔を撲りつけ、あッと驚くまに、足を上げて蹴倒した。
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　曹豹は、勃然ぼつぜんと怒って、

「おのれ、なにとて我れを辱はずかしめるか。よくも衆の前で蹴ったな」

　起き直って、つめ寄った。

　張飛は、その顔へ、虹のような酒の息を吐きかけて、

「蹴倒したが悪いか。汝は文官だろう。文官のくせに、大将たる俺に向って、猪口才ちょこざいなことを申すからこらしめたまでだ」

「友の忠言を」

「貴様のような奴はわが友ではない。酒も飲めぬくせに」

　とまた、鉄拳をふり上げて、曹豹の顔をはりとばした。

　見るに見かねて、兵卒たちが、張飛の腕につかまったり腰にたかったりして止めようとしたが、

「ええい、うるさい」と、ひとゆすり体を振ると、みな振り飛ばされてしまった。

「わははははは、逃げやがった。見ろ、見ろ、曹豹のやつが、俺に撲られた顔を抱えて逃げてゆく態ざまを。ああ愉快、あいつの顔はきっと、樽のようにふくれあがって、今夜一晩じゅううなって寝るにちがいない」

　張飛は、手をたたいた。

　そして兵隊を相手に、角力を取ろうと云いだしたが、誰も寄りつかないので、

「こいつら、俺を嫌うのか」と、大手をひろげて、逃げ廻る兵を追いかけまわした。まるで、鬼と子供の遊戯の図でも見るように。

　一方の曹豹は、熱をもった顔を抱えて、どこやらへ姿を隠してしまったが、「……ウウム、無念だ」と、顔のずきずき痛むたびに、張飛に対する恨みが骨髄にまで沁しみてきた。

「どうしてやろう？」

　ふと、彼は怖ろしい一策を思いついた。早速、密書をしたためて、それを自分の小臣こものに持たせて、ひそかに、小沛しょうはいの県城へ走らせた。

　小沛までは、幾らの道のりもない。徒歩で走れば二刻、馬で飛ばせば一刻ともかからない。およそ四十五里（支那里）の距離であった。

　ちょうど、呂布は眠りについたばかりのところだった。

　そこへ腹心の陳宮が曹豹そうひょうの小臣から事情を聞きとって、密書を手に、入って来た。

「将軍、お起きなさい。──将軍将軍、天来の吉報ですぞ」

「誰だ。……眠い。そうゆり起すな」

「寝ている場合ではありません。蹶起けっきすべき時です」

「なんだ……陳宮か」

「まあ、この書面をご一読なさい」

「どれ……」と、ようやく身を起して、曹豹の密書を見ると、いま徐州の城は張飛一人が守っているが、その張飛も今日はしたたかに酒に酔い、城兵もことごとく酔い乱れている。明日を待たず兵を催して、この授け物を受けに参られよ。曹豹、城内より門を開いて呼応こおう仕らん──とある。

「天の与えとはこのことです。将軍、すぐお支度なさい」

　陳宮がせきたてると、

「待て待て。いぶかしいな。張飛はこの呂布を目の敵かたきにしている漢おとこだ。俺に対して油断するわけはないが」

「何を迷うておられるのです。こんな機会を逸したら、二度と、風雲に乗ずる時はありません」

「大丈夫かな？」

「常のあなたにも似合わぬことだ。張飛の勇は恐るべきものだが、彼の持ち前の酒狂は、以て此方の乗ずべき間隙です。こんな機会をつかめぬ大将なら、私は涙をふるってあなたの側から去るでしょう」

　呂布もついに意を決した。

　赤兎馬せきとばは、久しぶりに、鎧甲がいこう大剣の主人を乗せて、月下の四十五里を、尾をひいて奔った。

　呂布につづいて、呂布が手飼いの兵およそ、八、九百人、馬やら徒歩やら、押っとる得物も思い思いに我れおくれじと徐州城へ向って馳けた。
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「開門！　開門っ」

　呂布は、城門の下に立つと、大声でどなった。

「戦場の劉使君りゅうしくんより火急の事あって、それがしへ使いを馳せ給う。その儀について、張将軍に計ることあり。ここを開けられよ」と、打ち叩いた。

　城門の兵は、楼からのぞいたが、なにやら様子がおかしいので、

「一応、張大将に伺ってみた上でお開け申す、しばらくそれにてお控えあれ」

　と、答えておいて、五、六人の兵が、奥へ告げに行ったが、張飛の姿が見あたらない。

　その間に、城中の一部から、思いもよらぬ喊ときの声が起った。曹豹が、裏切りをはじめたのである。

　城門は、内部から開かれた。

「──それっ」とばかり呂布の勢は、潮のごとく入って来た。

　張飛は、あれからもだいぶ飲んだとみえて、城郭の西園へ行って酔いつぶれ、折ふし夕方から宵月もすばらしく冴えていたので、

　──ああいい月だ！

　と、一言、独り語ごとを空へ吐いたまま前後不覚に眠っていたのであった。

　だから幾ら望楼の上だの、彼の牀しょうのある閣などを兵が探しまわっても、姿が見えないはずだった。

　そのうちに、

「……やっ？」

　喊ときの声に、眼がさめた。──剣の音、戟ほこのひびきに、愕然がくぜんと突っ立ち上がった。

「しまッた！」

　猛然と、彼は、城内の方へ馳けだして行った。

　が、時すでに遅し──

　城内は、上を下への混乱に陥っている。足につまずく死骸を見れば、みな城中の兵だった。

「うぬ、呂布だなっ」

　気がついて、駒にとび乗り、丈八の大矛おおほこをひッさげて広場へ出てみると、そこには曹豹そうひょうに従う裏切者が呂布の軍勢と協力して、魔風の如く働いていた。

「目にもの見せん」と、張飛は、血しおをかぶって、薙なぎまわったが、いかんせん、まだ酒が醒めきっていない。大地の兵が、天空に見えたり、天空の月が、三ツにも四ツにも見えたりする。

　いわんや、総軍のまとまりはつかない。城兵は支離滅裂となった。討たれる者より、討たれぬ前に手をあげて敵へ降服してしまう者のほうが多かった。

「逃げ給え」

「ともあれ一時ここを遁れて──」と、張飛を取り囲んだ味方の部将十八騎が、無理やりに彼を混乱の中から退かせ、東門の一ヵ所をぶち破って、城外へ逃げ走って来た。

「どこへ行くのだっ。──どこへ連れて行くのだ」

　張飛は、喚わめいていた。

　まだ酒の気が残っていて、夢でも見ているような心地がしているものとみえる。

　すると、後ろから、

「やあ、卑怯だぞ張飛、返せ返せっ」と、百余騎ばかりを従えて、追いかけて来る将があった。

　前の恨みをそそがんと、腕ききの兵つわものばかりを選りすぐって、追いつつみに来た曹豹であった。

「何を」

　張飛は、引っ返すや否、その百余騎を枯葉のごとく蹴ちらして、逃げる曹豹を、真二つに斬りさげてしまった。

　血は七尺も噴騰ふんとうして月を黒い霧にかすめた。満身の汗となって、一斗の酒も発散してしまったであろう張飛は、ほっとわが姿を見まわして、

「ああ！」

　急に泣きだしたいような顔をした。




母と妻と友
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　呂布りょふは、呂布らしい爪牙そうがをあらわした。猛獣はついに飼主の手を咬かんだのである。

　けれど彼は元来、深慮遠謀な計画のもとにそれをやり得るような悪人型ではない。猛獣の発作ほっさのごとく至って単純なのである。欲望を達した後は、ひそかに気の小さい良心にさえ咎とがめられているふうさえ見える。

　それかあらぬか、彼は、徐州城を占領すると、即日城門の往来や町の辻に、次のような高札など建てて、自身の心に言い訳をしていた。

　　公布

われ久しく玄徳が恩遇を享うく。今、かくのごとしといえども、忘恩無情の挙にあらず、城中の私闘を鎮しずめ、利敵の徒を追い、征後の禍根を除きたるまでなり。

それ軍民ともに速やかに平日の務めに帰し、予が治下に安んぜよ。


　呂布はまた、自身、城の後閣へ臨んで、

「婦女子の捕虜とりこを手荒にいたすな」と、兵士たちを戒いましめた。

　後閣には、玄徳の家族たちが住んでいた。しかし、落城と共に、召使いの婦女子を除いて、その余の主なる人々はみな逃げ落ちたことであろうと思っていたところ、意外にも、奥まったほの暗い一室に、どこか気品のある老母と若い美婦人と幼な児たちが、一かたまりになって、じっと、たたずんでいるのを見出した。

「お……おん身らは、劉玄徳の家族たちか」

　呂布は、すぐ察した。

　ひとりは玄徳の母。

　その傍らにあるのは夫人。

　手をひいている幼な児たちは玄徳の子であろう。

「…………」

　老母は、なにもいわない。

　夫人もうつろな眼をしている。

　ただ、白い涙のすじが、その頬をながれていた。そして、──どうなることか？

　と、恐怖しているものの如く、無言のうちに、微かすかなおののきを、その青白い顔、髪の毛、唇などに見せていた。

「ははは、あははは」

　呂布は突然笑った。

　わざと、笑いを見せるために笑ったのであった。

「夫人。ご母堂。──安心するがよい。わしは御身らのごとき婦女子を殺すような無慈悲な者ではない。……それにしても、主君の家族らを捨てて、逃げ落ちた不忠な奴輩やつばらは、どの面つらさげて、玄徳にまみえるつもりか、いかに狼狽したとはいえ、見さげ果てた者どもではある」

　呂布は、傲然ごうぜんと、そう呟きながら、部将を呼んで、いいつけた。

「玄徳の老母や妻子を、士卒百人で守らせておけ、みだりにこの室へ人を入れたりなどしてはならんぞ。また、護衛の者どもも、無慈悲なことのないようにいたせよ」

　呂布はまた、そう云いわたしてから、夫人と老母の姿を見直した。こんどは安心しているかと思ったからである。

　──が、玄徳の母も、夫人の面も、石か珠のように、血の気もなく、また、何の表情も示さなかった。

　涙のすじは、止めどなく、二つの面にながれている。そして物をいうことを忘れたように、唇をむすんでいた。

「安心せい。これで、安心したであろう」

　呂布は恩を押売りするようにいったけれど、夫人も老母もその頭を下げもしなかった。歓びや感謝の念とは似ても似つかない恨みのこもった眼の光が、涙の底から針のように、呂布の面を、じっと射ていた。

「そうだ。これから俺はいそがしい身だ。──こらっ番士、きっと、護衛を申しつけたぞ」

　呂布は、自分を誤魔化すように、そう云いちらして立ち去った。
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　さて、玄徳のほうでは、留守の徐州にそんな異変が起ったとは知るはずもなく、敵の紀霊きれいを追って、その日、淮陰わいいんの河畔へ陣をすすめていた。

　黄昏たそがれごろ──

　関羽は部下を従えて、一巡り前線の陣地を見廻って戻ってきた。

　すると、歩哨の兵が、

「敵か」

「敵らしいぞ」と、野末のずえのほうへ、小手をかざしてさわぎ合っている。

　見ると、なるほど、舂うすずきかけた曠野の果てから、夕陽を負ってとぼとぼとこっちへ向って来る一群れの人馬がある。

　関羽も、いぶかしげに見まもっていたが、そのうちに、こちらからたしかめるべく馳けて行った兵が、

「張大将だ。張飛どのと、ほか十八騎の味方がやって来られるのだ」と、大声で伝えてきた。

「何。……張飛が来た？」

　関羽はいよいよ怪しんだ。ここへ来るわけのない彼が来たとすればこれは、──吉事でないに決っている。

「何事が起ったのか？」

　顔を曇らして待っていた。

　程なく、張飛と、十七、八騎の者は、落武者の姿もみじめに、それへ来て駒を下りた。

　関羽は、彼の姿を見たとたんに、胸へずきと不吉な直感をうけた。いつもの張飛とは別人のようだからである。元気もない。ニコともしない。──あの豪放磊落ごうほうらいらくな男がしおれ返って、自分の前に頭を下げているではないか。

「おい、どうしたんだ」

　肩を打つと、張飛は、

「面目ない、生きてお身や家兄に合わせる顔もないんだが、……ともかく罪を謝すために、恥をしのんでこれまでやって来た。どうか、家兄に取次いでくれい」と、力なく云った。

　兎も角と、関羽は張飛をともなって玄徳の幕舎へ来た。玄徳も、

「え。張飛が見えたと？」

　驚きの目で彼を迎えた。

「申しわけございません」

　張飛は平蜘蛛ひらぐものようにそれへ平伏して、徐州城を奪われた不始末を報告した。──あれほど誓った禁酒の約を破って、大酔したことも、正直に申し立てて面も上げず詫び入った。

「…………」

　玄徳は黙然としていたが、やがて訊ねた。

「ぜひもない。だが母上はどうしたか。わが妻子は無事か。母や妻子さえ無事ならば、一城を失うも時、国を奪わるるも時、武運だにあらばまたわれにかえる時節もあろう」

「…………」

「張飛。なぜ答えぬか」

「……はい」

　張飛らしくもない蚊の啼くような声だ。彼は鼻をすすって泣きながら云った。

「愧死きししても足りません。大酔していたため、ついその……後閣へ馳はしって、城外へお扶けするいとまもなく」

　聞くや否、関羽は急せきこんで、

「では、ご母堂も、ご夫人も、お子様たちも、呂布の手にゆだねたまま、汝われひとり落ちてきたのかっ」

　と赫かっとなった。

「ああっ、この俺はどうしてこんな愚物に生れてきたか、家兄おゆるし下さい。──関羽、嘲わらってくれい」

　張飛は、泣きながら、そう叫んで、二つ三つ自分の頭を自分の拳こぶしで撲りつけたが、それでもまだ「愚鈍なる我」に対して腹が癒えないとみえて、やにわに剣を抜いて、自ら自分の首を刎はね落そうとした。




三



　突然、剣を抜いて、張飛が自刃しようとする様子に、玄徳は、びっくりして、

「関羽。止めよっ」と、叫んだ。

　あっと、関羽は、張飛の剣を奪とり上げて、

「何をするっ。莫迦ばかなっ」と、叱りつけた。

　張飛は、身もだえして、

「武士の情けに、その剣で、この頭を刎ね落してくれ。なんの面目あって生きていられようか」

　と、慟哭どうこくした。

　玄徳は、張飛のそばへ歩み寄って、病人をいたわるような言葉でいった。

「張飛よ。落着くがいい。いつまで返らぬ繰り言をいうのではない」

　優しくいわれて、張飛はなおさら苦しげだった。むしろ笞しもとで打ッて打ッて打ちすえてほしかった。

　玄徳は膝を折って彼の手を握り取り、しかと、手に力をこめて、

「古人のいった言葉に──兄弟ハ手足ノ如ク、妻子ハ衣服ノ如シ──とある。衣服はほころぶもこれを縫えばまだまとうに足る。けれど、手足はもしこれを断って五体から離したならいつの時かふたたび満足に一体となることができよう。──忘れたか張飛。われら三人は、桃園に義を結んで、兄弟の杯さかずきをかため、同年同日に生るるを求めず、同年同日に死なんと──誓い合った仲ではなかったか」

「……はっ。……はあ」

　張飛は大きく嗚咽おえつしながらうなずいた。

「われら兄弟三名は、各〻がみな至らない所のある人間だ。その欠点や不足をお互いに補い合ってこそ始めて真の手足であり一体の兄弟といえるのではないか。そちも神ではない。玄徳も凡夫である。凡夫のわしが、何を以て、そちに神の如き万全を求めようか。──呂布のために、城を奪われたのも是非のないことだ。またいかに呂布でも、なんの力もない我が母や妻子まで殺すような酷むごいこともまさか致しはすまい。そう嘆かずと、玄徳と共に、この後とも計をめぐらして、我が力になってくれよ。……張飛、得心とくしんが参ったか」

「……はい。……はい。……はい」

　張飛は、鼻柱から、ぽとぽとと涙を垂らして、いつまでも、大地に両手をついていた。

　玄徳のことばに、関羽も涙をながし、そのほかの将も、感に打たれぬはなかった。

　その夜、張飛はただ一人、淮陰わいいんの河べりへ出て、なお、哭なき足らないように月を仰いでいた。

「愚哉ぐや！　愚哉！ ……おれはどこまでも愚物だろう。死のうとしたのも愚だ。死んだら詫びがすむと考えたのも、実に愚だ。──よしっ、誓って生きよう。そして家兄玄徳のために、粉骨砕身する。それこそ今日の罪を詫び、今日の辱はじをそそぐものだ」

　大きな声で、独り言を洩らしていた。その顔を、ほとりにいた馬が、不思議そうにながめていた。

　馬は月に遊んでいた。河の水に戯れ、草を喰はんで、明日の英気を養っているかに見える。

　──その夜、合戦はなかった。

　次の日も、これというほどな戦いもない。前線の兵は、敵もうごかず味方も動かずであった。時おり、矢と矢が交わされる程度で、なお、幾日かを対陣していた。

　ところが。

　その間に、早くも、袁術えんじゅつのほうでは、手をまわし徐州の呂布へ、外交的に働きかけていた。

「もし足下が、玄徳の後ろを攻めて、わが南陽軍に利を示すならば、予は戦後君に対して、糧米五万石、駿馬五百匹、金銀一万両、緞子どんす千匹を贈るであろう」

　という好餌こうじをもって、呂布を抱きこみにかかったのである。




四



　勿論、呂布はよろこんで袁術から申し出た密盟みつめいに応じた。

　すぐ、部下の高順に、三万の兵をさずけて、

「玄徳の後ろを襲え」と、盱眙くいへ急がせた。

　盱眙の陣にあった玄徳は、早くもその情報を耳にして、

「如何にしたものか」を、幕僚に謀った。

　張飛、関羽は口をそろえて、

「たとえ前後に敵をうけて、不利な地に立つとも、紀霊、高順の徒、何ほどのことかあらん」

　と、悲壮な臍ほぞをかためて、乾坤けんこん一擲てきの決戦をうながしたが、玄徳は、

「いや、いや。ここは熟慮すべき大事なところだろう。どうもこの度の出陣は、何かと物事が順調でなかった。運命の波長が逆に逆にとぶつかってくる。思うに今、玄徳の運命は順風にたすけられず、逆浪にもてあそばれる象かたちである。──天命に従順になろう。強しいて破船を風浪へ向けて自滅を急ぐは愚である」と、説いて、自重することを主張した。

「わが君に戦意がないものを、どうしようもあるまい」

　と、ほかの幕将たちは、張飛や関羽をなだめて、評議は、逃げ落ちることに一決した。

　大雨の夜だった。

　淮陰わいいんの河口は大水があふれて、紀霊軍も追撃することはできなかった。その暴風雨あらしの闇にまぎれて、玄徳は、盱眙くいの陣をひきはらい、広陵こうりょうの地方へ落ちて行った。

　高順の三万騎が、ここへ着いたのは翌る日だった。みれば、草はみな風雨に伏し、木は折れ、河はあふれて、人馬の影はおろか、陣地の跡に一塊の馬糞もなかった。

「敵は、高順の名を聞いただけで逃げ落ちてしまったぞ、なんと笑止なことではないか」

　高順は早速、紀霊の陣へ出向いて、紀霊と会見の後で、

「約束のごとく、玄徳の軍を追い落したから、ついては、条件の金銀粮米りょうまい、馬匹、絹布などの品々を頂戴したい」と、申し出た。

　すると紀霊は、

「やあ、それは主人袁術えんじゅつと、ご辺の主君呂布との間で結ばれた条件であろうが、このほうはまだ聞いていない。また聞いていたところで、そんな多額な財貨をそれがし一存でどうしようもない。いずれ帰国の上、主人袁術へ申しあげておくから、尊公もひとまずお帰りあって、何ぶんの返答をお待ちあるがよかろう」と、答えた。

　無理もない話なので、高順は、徐州へ立ち帰って、そのとおりに呂布へ復命しておいた。

　ところが、その後、袁術から来た書簡をひらいて見ると、

玄徳、今、広陵にひそむ

速やかに彼が首を挙げ、

先に約せる財宝を購あがなえ。

価あたいを払わずして、

何ぞ、求むるのみを知るや。


「なんたる無礼な奴だろう。おれを臣下とでも思っているのか、自分のほうから提示した条件なのに、欲しければ、玄徳の首を値に持ってこいと、人を釣るようなこの文言は何事か」

　呂布は、忿怒ふんどした。

　われを欺あざむいた罪を鳴らし、兵を向けて、袁術を打ち破らんとまで云いだした。

　例によって、彼の怒りをなだめる役は、いつも陳宮ちんきゅうであった。

「袁一門には、袁紹えんしょうという大物がいることを忘れてはいけません。袁術とても、あの寿春城じゅしゅんじょうに拠って、今河南第一の勢いです。──それよりは、落ちた玄徳を招いて、巧みに用い、玄徳を小沛の県城に住まわせて、時節をうかがうことです。──時到らば兵を起し、玄徳を先手とし、袁術を破り、次いで、袁閥えんばつの長者たる袁紹をも亡ぼしてしまうのです。さもあれば天下の事、もう半ばは、あなたの掌にあるではありませんか」




五



　翌日。呂布の使いは、広陵こうりょう（江蘇省・楊州）へ立った。

　玄徳は、その後、わずかな腹心と共に、広陵の山寺にかくれていた。

　乱世の慣いとはいえ、一歩踏みはずすと、その顛落てんらくは実に早い。三日大名、一夜乞食ということは当時の興亡浮沈にただよわされていた無数の英雄門閥の諸侯にそのまま当てはまっている言葉だった。

　玄徳といえども、その風雲の外にはいられなかった。あれから袁一門の部族からこもごも奇襲をうけて、敗亡また敗亡の非運をつづけていた。──食糧と財がなければ、兵はみな馬や武器を盗んで、

「今が見限みきり時」とばかり、陣を脱して逃亡してしまうのも、当り前のようにしている彼らの乱世生活であった。

　山深く、廃寺の奥にひそんで、玄徳が身辺を見まわした時は、関羽、張飛、そのほか十数名の直臣と、数十騎の兵しか残っていなかった。

　そこへ、呂布の使いが来た。

「また、何か詐いつわりを構えて来たのだな」

　関羽は、その内容の如何を問わず反対した。張飛もまた、

「家兄、行ってはなりませんぞ」と、止めた。

「否いなとよ」

　が、玄徳は、彼らをなだめて、呂布の招きに応じようとした。その理由は、

「すでに、彼も善心を起して、自分へ情けを寄せてきたのだ。人の美徳を辱めるのは、人間の良心へ唾つばすることになろう。この暗澹あんたんたる濁世じょくせにも、なお、人間の社会が獣にまで堕落しないのは、天性いかなる人間にも、一片の良心は持って生れてきているからである。──だから人の良心と美徳は尊ばねばならぬ」と、いうのであった。

　張飛は、蔭で舌打ちした。

「すこし兄貴は孔子にかぶれておる。武将と孔子とは、天職がちがう。──関羽、貴様もよくないぜ」

「なぜ俺が悪い？」

「閑ひまがあると、おぬしは自分の趣味で、兄貴へ学問のはなしをしたり、書物をすすめたりするからいけないんだ。──なにしろおぬしも根は童学草舎どうがくそうしゃの先生だからな」

「ばかをいえ、じゃあ、武ばかりで文がなかったら、どんな人物ができると思う。ここにいる漢おとこみたいな人間ができはせんか」

　と関羽は指で張飛の鼻をそっと突いた。張飛は、ぐっと詰って、鼻をへこましてしまった。

　日を改めて、玄徳は、徐州の境までおもむいた。

　呂布は、玄徳の疑いを解くために、まず途中まで彼の母堂、夫人などの家族を送って対面させた。

　玄徳は、母と妻とを、両の手に迎え入れ、わが子にまつわられながら、

「オオ、有難いことよ」と、皆の無事を、天に謝した。

　夫人の甘氏かんしと糜氏びしは、

「呂布は、わたし達の門を守らせて、時おり、物を贈って、よく見舞ってくれました」と、告げた。

　やがてまた、呂布自身、玄徳を城門に出迎えて、

「自分は決して、この国を奪うたのではない。城内に私闘が起って、自壊の兆きざしがみえたから、未然に防いで、暫時守備の任に当っていたまでである」と、言い訳した。

「いや、私は初めから、この徐州は、将軍に譲ろうと思っていたくらいですから、むしろ適当な城主を得たとよろこんでいる程です。どうか、国を隆盛にし、民を愛して下さい」

　呂布は、心とは反対に、再三辞退したが、玄徳は、彼の野望を満足さすべく、身を退いて、小沛の田舎城いなかじろにひき籠ってしまった。そしてしきりと憤慨する左右の者をなだめて、こういった。

「身を屈くっして、分を守り、天の時を待つ。──蛟龍こうりょうの淵ふちにひそむは昇らんがためである」




大江たいこうの魚うお



一



　大河は大陸の動脈である。

　支那大陸を生かしている二つの大動脈は、いうまでもなく、北方の黄河こうがと、南方の揚子江ようすこうとである。

　呉ごは、大江たいこうの流れに沿うて、「江東の地」と称うたわれている。

　ここに、呉の長沙ちょうさの太守孫堅そんけんの遺子わすれがたみ孫策そんさくも、いつか成人して、当年二十一歳の好青年となっていた。

「彼は、親まさりである。江東の麒麟児きりんじとは、彼であろう」

　世間でも、父の遺臣の中でも、彼の成長に期する者は多かったが、如何せん、父孫堅の屍を曲阿きょくあの原に葬って、惨たる敗軍をひいて帰ったその年は、まだ年歯わずか十七歳で──。以来、賢をあつめ、兵を練り、ひそかに家名の再興を計っていたが、逆境のつづく時はどうしようもなく、遂にその後長沙の地を守りきれない悲運に会してしまった。

「時節が来たらお迎えに来ますから、しばらく、田舎に隠れていて下さい」

　彼は、老母と一族を、曲阿の身寄りへあずけておいて、十七歳の頃から諸国を漂泊した。

　ひそかに誓う大志を若い胸に秘めて、国々の人情、地理、兵備などを見て歩いた。いわゆる武者修行の辛酸をつぶさになめて遍歴したのである。

　そして、二年ほど前から、淮南わいなんに足をとめて、寿春城じゅしゅんじょうの袁術えんじゅつの門に、食客として養われていた。

　袁術と、亡父孫堅とは、交わりのあった仲であるのみならず、孫堅が劉表りゅうひょうと戦って、曲阿の地で討死したのも──まったく袁術の使嗾しそうがあの合戦の動機でもあったから、──袁術も同情して、

「わが手許におるがよい」と、特にひきとめて、子の如く愛していたのであった。

　その間、涇県けいけんの戦に出て、大功をあらわし、盧江ろこうの陸康りくこうを討伐に行って、比類なき戦績をあげた。

　平常は書をよみ、挙止きょし物静かで、よく人に愛賢あいけんを持っていたので、ここでも、

「彼は、大江の鱖魚けつぎょだ」と、人々に嘱目しょくもくされていた。

　その孫策そんさくは、ことし二十一。──暇あれば、武技を練り、山野に狩猟して、心身を鍛えていたが、その日も、わずかな従者をつれて、伏牛山ふくぎゅうさんに一日を狩り暮し、

「ああ、くたびれた」と、中腹の岩に腰かけて、荘厳なる落日の紅雲をながめていた。

　袁術の州府寿春城から淮南一帯の町々や部落は、目の下に指される。

　──うねうねとそこを流れている一水は淮河わいがの流れである。

　淮河は狭い。

　大江の流域からくらべれば比較にならないほどである。しかし、孫策は、

「ああ、いつの日か、大江の水にのせて、わが志を展のべる時が来ることか」

　と、すぐ江東の天に思いを馳せずにはおられなかった。

「曲阿の母は」と憶おもいに沈み、

「いつ、恥なき子として、父の墳墓の草を掃くことができるだろうか」と独り嘆じていた。

　すると、物蔭に休んでいた従者のひとりががさがさと、歩み寄ってきて、

「御曹司、なにを無益に嘆き給うか。──あなたは、前途ある青年ではないか。この落日は明日のない落日ではありませんぞ」と、いった。

　誰かと驚いてみると、朱治しゅち字あざなは君理くんり、その以前、父孫堅の家臣のひとりだったという者である。

「おお、君理か。きょうも一日暮れてしまった。山野を狩りして何になろう……。わしは毎日空むなしくこういう日を過しているのが、天地にすまない気がするのだ。一日として、それを心に詫びない日はない、いたずらに、慕郷ぼきょうの情にとらわれて、女め々めしく哭ないているわけではないよ」

　孫策は、真面目にいった。




二



　君理は、孫策の意中を聞くと、共に嘆じた。

「ああ、やはりそうしたお心でしたか。少年日月じつげつ早し。──鬱勃うつぼつたるお嘆きはけだし当然です」

「わかるだろう、君理。……わしの悶々もんもんたる胸のうちが」

「日頃から拝察しています。わたくしも、呉に生れた一人ですから」

「祖先の地を失って、他国の客となり、青春二十一、なお空しく山野に鳥獣をおう。……ああ、わしは考えると、今の境遇に耐えられなくなる」

「御曹司……孫策様……。それほどまでに思し召すなら、なぜ大丈夫たるもの、思いきって、亡き父上の業を継ごうとしないのです」

「でも、わしは一介の食客だ。いかに袁術が可愛がってくれても、わしに獣けだものをおう狩猟弓は持たせても、大事を興す兵馬の弓箭ゆみやは持たせてくれない」

「ですから、その温床に甘えてはいけません。──あなたを甘やかすもの、愛撫するもの、美衣美食、贅沢ぜいたくな生活。すべてあなたの青春を弱める敵です」

「でも、袁術の情けにも、裏切れない」

「そんな優柔不断は、ご自身で蹴ってしまわなければ、生涯、碌々ろくろくと終るしかありますまい。──澎湃ほうはいたる世上の風雲をごらんなさい、こういう時代に生れ会いながら、綿々たる愚痴にとらわれていてどうなりましょう」

「そうだ。真実、わしもそれを痛感しているのだ。──君理、どうしたらわしは、何不自由もない今の温床を脱して、生きがいのある苦難と闘う時代の子となれるだろうか」

「あなたの叔父様に、不運な方があるでしょう。──え、丹陽たんようの太守であった」

「ウむ。母方の叔父、呉景ごけいのことかね」

「そうです。呉景どのは今、丹陽の地も失って、落ちぶれているとか伺いましたが……その逆境の叔父御を救うためと称して、袁術えんじゅつに暇を乞い、同時に兵をお借りなさい」

「なるほど！」

　孫策は、大きな眼をして、夕空を渡る鳥の群れを見あげながらじっと考えこんでいた。

　すると、さっきから木陰にたたずんで、二人の話を熱心に立ち聞きしていたものがある。

　二人の声が途切れると、ずかずかとそれへ出てきて、

「やよ、江東の麒麟児きりんじ、なにをためらうことがあろう。父業を継いで起ち給え。不肖ながらまず第一にわが部下の兵百余人をつれて、真っ先に力をそえ申そう」と、唐突にいった。

　驚いて、二人が、

「何者？」

　と、その人を見れば、これは袁術の配下で、この辺の郡吏を勤めている呂範りょはん字を子衡しこうという男であった。

（子衡はひとかどの謀士である）と家中でもその才能は一部から認められていた。孫策は、この知己を得て、非常な歓びを覚えながら、

「そちもまた、わが心根をひそかに憐れむ者か」と、いった。

　子衡は、誓言を立てて、

「君、大江たいこうを渡るなれば」と、孫策を見つめた。

　孫策は、火の如き眸に答えながら、

「渡らん、渡らん、大江の水、溯のぼらん、溯らん、千里の江水こうすい。──青春何ぞ、客園の小池に飼われて蛙魚泥貝あぎょでいばいの徒と共に、惰眠だみんをむさぼらんや」

　と叫ぶと、忽然こつぜんと起って、片手の拳を天に振った。

　子衡しこうは、その意気をおさえて、

「しかし、孫策様。てまえが推量いたすに、袁術えんじゅつは、決して兵を貸しませんぞ。なんと頼んでも、兵だけは貸しません。──その儀はどうなさいますか」

「心配するな。覚悟さえ決めたからには、この孫策に考えがある」

　弱冠、早くも孫策は、この一語のうちに、未来の大器たるの片鱗へんりんを示していた。




三



「どうして袁術から兵をお借りになりますか」

　子衡、君理くんりのふたりは、孫策の胸をはかりかねて、そう質ただした。すると孫策は、

「袁術が日頃から欲しがっている物を、抵当として渡せば、必ず兵を借りうけられよう」

　と、自信ありげに微笑した。

　──袁術の欲しがっている物？

　二人は小首をかしげたが分らなかった。さらに、それはなにかと訊くと、孫策は自分の肌を抱きしめるようにして、

「伝国でんこくの玉璽ぎょくじ！」

　と、強くいった。

「えっ？　……玉璽ですって」

　二人は疑わしげな顔をした。

　玉璽といえば、天子の印章である。国土を伝え、大統たいとうを継ぐにはなくてはならない朝廷の宝器ほうきである。ところがその玉璽は、洛陽の大乱のみぎりに、紛失したという沙汰がもっぱらであった。

「ああ。では……伝国の玉璽は、今ではあなたのお手にあったのですか」

　子衡はうなるように訊ねた。──洛陽大乱の折、孫策の父孫堅が、禁門の古井戸から発見して、それを持って国元へ逃げたという噂は当時隠れもないことであった。子衡はふと、その頃の風説を思い起したのであった。

　孫策は、あたりを見廻して、

「ウム。これに」と、ふたたび自分の胸をしかと抱いて見せながら云いだした。

「亡ち父ち孫堅から譲られて、常に肌身に護持しておるが、いつか袁術はそれを知って、この玉璽に垂涎すいぜんを禁じ得ないふうが見える。──元々、彼は身の程も知らず、帝位に即つこうとする野心があるので、それには、玉璽をわが物にしなければと考えておるものらしい」

「なるほど、それで読めました。袁術があなたを我が子のように愛しているわけが」

「彼の野心を知りながら、知らぬような顔をしていたればこそ、自分も無事にきょうまで袁術の庇護ひごをうけてこられたのだ。いわばこの身を守り育ててくれたのは、玉璽のお蔭といってよい」

「しかし、その大切な玉璽を、袁術の手へ、お渡しになるご決心ですか」

「いかに大事な品であろうと、この孫策は、一箇の小筐こばこの中になど大志は寄せぬ。わが大望は天地に持つ」

　孫策の気概を見て、二人はことごとく心服した。その日、三名のあいだに、約束はすっかりできていた。

　日を経て、孫策は、寿春城の奥まった所で、袁術にこう訴えた。

「いつか三年のご恩になりました。そのご恩にも酬いず、こういうお願いをするのは心苦しいきわみですが、先ごろ、故郷から来た友達の話を聞くと、叔父の呉景が、楊州の劉繇りゅうように攻めたてられ、身の置き所もない逆境だということです。曲阿にのこしてある私の母や叔母や幼い者たちも、一家一族、非運の底におののいていると聞きます……」

　孫策はさしうつ向いて、涙声になりながら云いつづけた。

「──お蔭で私も、はや二十一となりましたが、未だ父の墓も掃はかず、日々安閑としているのは、もったいなくもあり、また、腑がいない心地もします。どうか一軍の雑兵を私にお貸し下げください。江を渡って、叔父を救け、いささか亡父の霊をやすめ、せめて母や妹たちの安穏あんのんを見て再び帰って参りますから」

　彼は、そう云い終ると、黙然と考えこんでいる袁術の眸の前へ──伝国の玉璽の入っている小筐をうやうやしくささげて出した。

　眼は心の窓という。一目それを見ると、袁術の顔はぱっと赭あかくなった。つつみきれない歓びと野望の火が、眸の底に赫々とうごいた。




四



「この玉璽を質しちとしてお手にあずけておきますから、願いの儀を、どうかお聞き届けくださいまし」

　孫策がいうと袁術は、

「何。玉璽をわしの手に預けたいと？」

　待っていたといわぬばかりな口ぶりで快諾した。

「よいとも、よいとも、兵三千に、馬五百匹を貸し与えよう。……それに、官爵の職権もなくては、兵を下知するに、威が届くまい」

　袁術は、多年の野望がかなったので、孫策に、校尉の職を与え、また殄寇将軍てんこうしょうぐんの称をゆるした上、武器馬具など、すべて整えてくれた。

　孫策は、勇躍して、即日、勢を揃えて出立した。

　従う面々には、先の君理、子衡しこうをはじめとして、父の代から仕えて、流浪中も彼のそばを離れずにきた程普ていふ、黄蓋こうがい、韓当かんとうなどの頼もしい者もいた。

　暦陽（江西省）のあたりまで来ると、彼方から一面の若武者が来て、

「おっ、孫君」と、馬を下りて呼んだ。

　見れば、姿風しふう秀麗、面は美玉のごとく、年頃も孫策と同じくらいな青年だった。

「やあ、周君か。どうしてここへ来たか」

　なつかし気に孫策も馬を下りて、手を握り合った。

　彼は盧江ろこう（安徽省あんきしょう）の生れで、周瑜しゅうゆ字あざなを公瑾こうきんといい、孫策とは少年時代からの竹馬の友だったが、その快挙を聞いて、共に助けんと、ここまで急いで来たのだと語った。

「持つべきものは友だ。よく来てくれた。どうか一臂いっぴの力をかしてくれ給え」

「もとより君のためなら犬馬の労もいとわないよ」

　ふたりは駒を並べて進みながら睦むつまじそうに語らった。

「時に君は、江東の二賢を知っているか」

　周瑜しゅうゆのことばに、

「江東の二賢とは？」

「野に隠れている二人の賢人さ。ひとりは張昭ちょうしょうといい、ひとりは張紘ちょうこうという。だから江東の二張とも称ばれている」

「そんな人物がいるのか」

「ぜひ二賢を招いて、幕僚に加え給え。張昭は、よく群書ぐんしょをみて、天文地理の学問に明らかなんだし、また張紘のほうは、才智縦横、諸経しょけいに通じ、説を吐けば、江東江南の百家といえど彼の右に出る者はない」

「どうしたらそんな賢人を招けるだろうか」

「権力をもってのぞんでもだめだし、財物を山と運んでも動くまい、人生意気に感ず──ということがあるから、君自身が行って、礼をつくし、深く敬うやまって、君の抱懐している真実を告げるんだね。……そしたら事によると、起つかも知れない」

　孫策は、よろこんで、やがてその地方に至ると、自身、張昭の住んでいる田舎を訪れ、その隠棲いんせいの閑居をたずねた。

　彼の熱心は、遂に張昭をうごかした。

「どうか、若年の私を叱って、父の讐かたきを報じさせて下さい」

　その言葉が、容易に出ない隠士張昭を起たせたのである。

　また。

　その張昭と周瑜しゅうゆを使いとして、もう一名の張紘ちょうこうをも説かせた。

　彼の陣中には、望みどおりの二賢人が、左右の翼となって加わった。

　張昭を、長史中郎将ちょうしちゅうろうしょうと敬い、張紘を参謀正義校尉さんぼうせいぎこういと称えて、いよいよ一軍の偉容はととのった。

　さて、そこで。

　孫策が、第一の敵として、狙いをつけたのは叔父呉を苦しめた楊州の刺史劉繇りゅうようである。

　劉繇は、揚子江岸の豪族であり、名家である。

　血は漢室のながれを汲み、兗州えんしゅうの刺史劉岱りゅうたいは、彼の兄にあたる者だし、太尉劉寵りゅうちょうは、伯父である。

　そして今、大江の流れに臨む寿春じゅしゅん（江西省・九江）にあって、その部下には、雄将が多かった。──それを正面の敵とする孫策の業もまた難かたい哉かなといわなければならない。




神亭廟しんていびょう



一



　牛渚ぎゅうしょ（安徽省）は揚子江に接して後ろには山岳を負い、長江の鉄門といわれる要害の地だった。

「──孫堅の子孫策が、南下して攻めて来る！」

　と、聞え渡ると、劉繇りゅうようは評議をひらいて、さっそく牛渚の砦とりでへ、兵糧何十万石を送りつけ、同時に、張英という大将に大軍を授けて防備に当らせようとした。

　その折、評議の末席にいた太史慈たいしじは、進んで、

「どうか、自分を先鋒にやって下さい。不肖ながら必ず敵を撃破して見せます」

　と、希望したが、劉繇りゅうようはじろりと、一眄べんしたのみで、「そちにはまだ資格はない」と、一言のもとに退けた。

　太史慈は顔を赧らめて沈黙した。彼はまだ三十歳になったばかりの若年だし、劉繇に仕えてから年月も浅い新参でもあったりするので、

「さし出がましい者」という眼で大勢に見られたのを恥じたような態であった。

　張英は、牛渚ぎゅうしょの要塞にたてこもると、邸閣ていかくとよぶ所に兵糧を蓄えて、悠々と、孫策の軍勢を待ちかまえていた。

　それより前に、孫策は、兵船数十艘をととのえて、長江に泛うかみ出て、舳艫じくろをつらねて溯江そこうして来た。

「オオ、牛渚だ」

「物々しい敵の備え」

「矢風にひるむな。──あの岸へ一せいに襲よせろ」

　孫策を始め、子衡しこう、周瑜しゅうゆなどの将は、各〻、わが船楼のうえに上って、指揮しはじめた。

　陸地から飛んで来る矢は、まるで陽も晦くらくなるくらいだった。

　舷を搏うつ白浪。

　岸へせまる鬨ときの声。

「つづけや、我に」

　とばかり早くも孫策は、舳へさきから陸地へ跳び降りて、むらがる敵のうちへ斬って入る。

「御曹司を討たすな」と、他の船からも、続々と、将兵が降りた。また、馬匹が上げられた。

　味方の死骸をこえて、一尺を占め、また死骸をふみこえて、十間の地を占め──そうして次第に全軍は上陸した。

　中でも、その日、目ざましい働きをしたのは孫策軍のうちの黄蓋こうがいだった。

　彼は、敵将張英を見つけて、

「ござんなれ」と、奔馬ほんばをよせて斬りかけた。

　張英も豪の者、

「なにを」と、喚おめきあって、力戦したが、黄蓋にはかなわなかった。馬をめぐらして急に味方の中へ逃げこむと、総軍堤の切れたように敗走しだした。

　ところが。

　牛渚の要塞へと逃げて来ると、城門の内部や兵糧庫のあたりから、いちめんの黒煙があがっていた。

「や、や、何事だ」

　張英が、うろたえていると、要塞の内から、味方の兵が、

「裏切者だっ」

「裏切者が火を放った」と、口々にさけびながら煙と共に吐き出されてきた。

　火焔はもう城壁の高さを越えていた。

　張英は、逃げまどう兵をひいて、ぜひなく山岳のほうへ走った。──振りかえれば、勢いに乗った孫策の軍は、おそろしい迅はやさで追撃して来る。

「いったい何者が裏切りしたのか。いつの間に、孫策の手が味方の内へまわっていたのだろうか？」

　山深く逃げこんだ張英は、兵をまとめて一息つくと共に、何か、魔に襲われたような疑いにつつまれて、敗戦の原因を考えこんでいた。




二



　孫策の軍は、大勝を博したが、その日の大勝は、孫策にとっても、思いがけない奇捷きしょうであった。

「いったい城中よりの火の手をあげて、われに内応したのは何者か」と、いぶかっていると、搦手からめての山道からおよそ三百人ほどの手下を従えて、鉦鼓しょうこをうち鳴らし、旗をかかげ、

「おーい。箭やを放つな。おれ達は孫将軍のお味方だ。敵の劉繇りゅうようの手下と間違えられては困る」

　呶鳴りながら降りてくる一群の兵があった。

　やがてその中から、大将らしい者が二人。

「孫将軍に会わせてくれ」と、先へ進んできた。

　孫策は、近づけて、その二人を見るに、ひとりは、漆うるしを塗ったような黒面に、太くして偉なる鼻ばしらを備え、髯ひげは黄にして、鋭い犬歯一本、大きな唇をかんでいるという──見るからに猛気にみなぎっている漢おとこだった。

　また、もうひとりのほうは、眼まなこ朗ほがらかに、眉濃く、背丈すぐれ、四肢暢のびやかな大丈夫で、両名とも、孫策の前につくねんと立ち、

「やあ、お初に」

「あなたが孫将軍で」

　と、礼儀もよくわきまえない野人むきだしな挨拶の仕振りである。

「君たちは、一体、誰かね」

　孫策が、訊ねると、大鼻の黒面漢が、先に答えた。

「おれたち二人は、九江の潯陽湖じんようこに住んでいる湖賊の頭で、自分は公奕こうえきといい、ここにいるのは弟分の幼平という奴です」

「ホ、湖賊？」

「湖に船をうかべて住み、出ては揚子江を往来する旅泊の船を襲い、河と湖水を股にかけて稼いできたんでさ」

「わしは良民の味方で、良民を苦しめる賊はすなわち我が敵だ。白昼公然と、わが前に現れたは何の意か」

「いや、実あ今度お前さんがこの地方へ来ると聞いて、弟分の幼平と相談したんでさ。──いつまで俺たちも湖賊でもあるまいとね。それと、孫堅将軍の子ならきっと一ひとかどの者だろう。征伐されちゃあたまらない。それよりいッそ足を洗って、真人間に返ろうじゃねえかというわけで」

「ふム」

　孫策は、苦笑した。そしてその正直さを愛した。

「──それにしても、手ぶらで兵隊の中へ加えておくんなせえといってでるのも智慧がなさ過ぎる。何か一ひと手柄たててそれを土産に家臣に加えてくれといえば待遇もいいだろう。──よかろう。やろうというわけで、一昨日おとといの晩から、牛渚ぎゅうしょの砦とりでの裏山へ嶮岨けんそをよじて潜もぐりこみ、きょうの戦で、城内の兵があらかた出たお留守へ飛びこみ、中から火をつけて、残っている奴らをみなごろしに片づけてきたという次第なんで……。へい。どんなもんでしょうか御大将。ひとつ、あっしどもを、旗下に加えて使っておくんなさいませんか」

「はっははは」

　孫策は、手をたたいて、傍らにいる周瑜しゅうゆや謀士の二張をかえりみながら、

「どうだ、愉快な奴どもではないか。──しかし、あまり愉快すぎるところもあるから、貴公らの仲間に入れて、すこし武士らしく仕込んでやるがいい」と、いった。

　随身を許されて、二人は、喜色をたたえながら、いかめしい顔を並べている諸将へ向って、

「へい、どうかまあ、これからひとつ、ご昵懇じっこんにおねがい申します」

　と、仁義を切るようなお辞儀をした。

　一同もふき出した。けれど、当人は大真面目である。のみならず敵の兵糧倉からは兵糧を奪い取ってくるし、附近の小賊や、無頼漢なまけものなどを呼び集めてきたので、孫策の軍は、たちまち四千以上の兵力になった。




三



　鉄壁と信じていた防禦線の一の砦とりでが、わずか半日のまに破られたと聞いて、劉繇りゅうようは、

「一体味方の勢はいたのか、いないのか」と愕然がくぜん、色を失った。

　そこへ張英が、敗走の兵と共に、霊陵城れいりょうじょうへ逃げこんで来たから、彼の憤怒ふんぬはなおさらであった。

「なんの顔容かんばせあって、おめおめ生き返ってきたか。手討ちにして、衆人の見せしめにせん」

　とまで息まいたが、諸臣のなだめに、張英はようやく一命を助けられた。

　動揺は甚だしい。

　そこでにわかに霊陵城の守りをかため直し、劉繇りゅうようみずから陣中に加わって、神亭山の南に司令部をすすめた。

　孫策の兵四千余も、その前日、神亭の山の北がわへ移動していた。

　そこに駐軍してから数日後のこと、孫策は土地の百姓の長をよんで訊ねていた。

「この山には、後漢の光武帝の御霊廟みたまやがあるとか、かねて聞いていたが、今でもその廟はあるのかね」

「へい、御霊廟は残っておりますが、誰も祭る者はございませぬので、いやもうひどく荒れておりまする」

「嶺みねの上か。そこは」

「頂上よりは下った中腹で、そこへ登りますると、鄱陽湖はようこから揚子江のながれは目の下で、江南江北も一目に見わたされまする」

「明日、われをそこへ案内せい。自身参って、廟びょうを掃はらい、いささか心ばかりの祭をいたすであろう」

「かしこまりました」

　里長さとおさが帰って行った後で、張昭は、彼に諫めた。

「廟の祭をなさるのも結構ですが、戦終った後でなされてもいいでしょう」

「いや、急になにか、詣もうでたくなった。行かないと気がすまない」

「それはまた、なぜですか」

「ゆうべ夢を見た」

「夢を？」

「光武帝がわが枕元に立たれて、招くかと思えば、松籟しょうらい颯々さっさつと、神亭の嶺に、虹のごとき光を曳ひいて見えなくなった」

「……でも今、山の南には、劉繇りゅうようが本陣をすすめております。途中もし伏勢にでもお遇い遊ばしたら」

「いやいや、われには神明の加護がある。神の招きによって、神の祭に詣もうずるのだ。なんの怖れやあろう」

　次の日。──約束の里長を案内者として、彼は騎馬で山道へ向った。

　随従の輩ともがらには、

　程普、黄蓋こうがい、韓当、蒋欽しょうきん、周泰などの十三将がつづいた。おのおの槍をさげ戟ほこを横たえ、追々と登りつめて行くほどに、十方の視野はひらけ、雲から雲まで、続く大陸を、長江千里の水は、初めもなく果てもなく、ただ蜿蜒えんえんと悠久な姿を見せている。

　それはまた、沿岸いたる所にある無数の湖や沼とどこかでつながっていた。黄土の大陸の十分の一は巨大な水溜たまりばかりだった。──そのまた土壌の何億分の一くらいな割合に、鳥の糞をこぼしたような部落があった。それの少し多く集まっているのが町である。城内である。

「オオ、此処か」

　廟を仰ぐと、人々は馬を降り、辺りの落葉を掃はらって、供え物を捧げた。

　孫策は香を焚いて、廟前にぬかずくと、詞をもって、こう祈念した。

「尊神よ。願わくは、わたくしに亡父の遺業を継がせて下さい。不日、江東の地を平定いたしましたら、かならず御廟を再興して、四時怠らず祭をしましょう」

　そして、そこを去ると、彼は、嶺の道を、もとのほうへは戻らずに、南へ向って降りて行こうとするので諸将は驚きあわてて、

「ちがいます。道がちがう。そう参っては、敵地へ降りてしまいますぞ」と、注意した。




好敵手こうてきしゅ



一



「違わぬ違わぬ」

　孫策は、振向きもしない。

　供の諸将は、怪しんで、

「味方の陣地は、北の道を降りるのですが」と、重ねていうと、

「だから南へ降りるのだ。ここまで来て、空しく北へ降りるのは遺憾千万ではないか。……事のついでに、この谷を降り、彼方の嶺をこえて、敵の動静を探って帰ろう」

　と孫策が始めて意を明かすと、さしも豪胆な武将たちも、びっくりした。

「えっ。この十三騎で？」

「ひそかに近づくには、むしろ小勢がよかろう。臆病風にふかれて危ぶむ者は、帰っても苦しゅうないぞ」

　そういわれては、帰る者も諫める者もあるわけはなかった。

　渓流へ下りて、馬に水飼い、また一つの嶺をめぐって、南方の平野をのぞきかけた。

　すると早くも、その附近まで出ていた劉繇りゅうようの斥候せっこうが、

「孫策らしい大将が、わずか十騎ばかりで、すぐあの山まで来ています」

　と、中軍──即ち司令部へ馳けこんで急報した。

「そんなはずはない」

　劉繇は、信じなかった。

　次の物見がまた、

「たしかに孫策です」と、告げてくると、

「しからば計略だ。──敵の謀略にのってかろがろしく動くな」と、なおさら疑った。

　幕将の中でも下級の組に、年若いひとりの将校がいた。彼はさっきから斥候の頻々たる報告を聞いて、ひとり疼々うずうずしているふうだったが、ついに、諸将のうしろから躍りでて叫んだ。

「天の与えというものです。この時をはずしてどうしましょう。どうか、それがしに、孫策を生け捕ってこいとお命じ下さい」

　劉繇は、その将校を見て、

「太史慈たいしじ。──また、広言を吐くか」と、いった。

「広言ではございません。かかる時をむなしく過して、手をこまねいているくらいなら、戦場へ出ないほうがましです」

「行け。それほど申すなら」

「有難うぞんじます」と一礼して、太史慈は勇躍しながら、

「おゆるしが出た。われと思わん者はつづけ」

　と、たった一人、馬に跳び乗るが早いか、馳けだして行った。

　すると座中からまた一名の若い武将が立ち上がって、

「孫策は、まことの勇将だ。見捨ててはおけない」と、馬を出して馳け去った。

　満座、みな大いに笑う。

　一方、孫策は、敵の布陣をあらまし見届けたので、

「帰ろうか」と、馬をかえしかけていた。

　ところへ、麓のほうから、

「逃ぐるなかれ！　孫策っ、逃ぐるなかれ！」と、呼ばわる者がある。

「──誰だ？」

　屹きっと振返ってみると、駒を躍らせて、それへ登って来た太史慈は、槍を横たえて、

「その内に、孫策はなきか」と、たずねた。

「孫策はここにおる」

「おッ。そちか孫策は」

「しかり！　汝は？」

「東莱とうらいの太史慈たいしじとは我がことよ。孫策を手捕りにせんため、これまで参ったり」

「ははは。物ずきな漢おとこ」

「後に従う十三騎も、束たばになって掛るがよい。孫策、用意はいいか」

「何を」

　槍と槍、一騎と一騎、火をちらして戦うこと五十余合、見るものみな酔えるが如く、固唾かたずをのんでいたが、そのうちに太史慈は、わざと馬を打って森林へ走りこんだ。孫策は、追いかけながら、その背へ向って、ぶうんと、槍を投げつけた。




二



　投げた槍は、太史慈の身をかすめて、ぶすっと、大地へ突き立った。

　太史慈はひやりとした。

　そしてなおなお、林の奥へと、駒をとばしながら、心のうちでこう思っていた。

「孫策の人となりは、かねて聞いていたが、聞きしに勝る英武の質だ。うっかりすると、これはあぶない──」

　同じように。

　彼をうしろから追ってくる孫策もまた、心中、

「これは名禽めいきんだ。手捕りにしてわが籠に飼わねばならん。どうしてこんないい若武者が、劉繇などに仕えていたのかしら？」

　そこで孫策は、

「おオオい、待てえっ。──名も惜しまぬ雑兵なら知らぬこと、東莱の太史慈とも名乗った者が、汚い逃げざまを、恥かしくないのか。返せ返せ。返さねばわが生涯、笑いばなしとして、天下に吹聴ふいちょうするぞ」と、わざと辱めた。

　太史慈は、耳もないように、走っていたが、やがて嶺をめぐって、裏山の麓まで来ると、

「やあ孫策。やさしくも追ってきたな。その健気に愛めでて勝負してやろう。ただし、改めて我れに立ちむかう勇気があるか」と、馬をかえして云った。

　馳け寄せながら孫策は、

「汝は、口舌こうぜつの匹夫で、真の勇士ではあるまい。そういいながらまた逃げだすなよ」

　と、大剣を抜きはらった。

「これでも、口舌の徒か」

　太史慈は、やにわに槍をくりのばして、孫策の眉間みけんをおびやかした。

「あっ」

　孫策は、とっさに馬のたてがみへ顔を沈めたが、槍は、盔かぶとの鉢金をカチッとかすめた。

「おのれ！」

　騎馬戦のむずかしさは、たえず手綱を上手に操って、敵の背後へ背後へと尾ついてまわりながら馳け寄せる呼吸にある。

　ところが、太史慈たいしじは、稀代な騎乗の上手であった。尾側びそくへ狙つけいろうとすると、くるりと駒を躍らせて、こっちの後ろへ寄ってくる。あたかも波上の小舟と小舟の上で斬りむすんでいるようなものである。従って、腕の強さばかりでなく、駒の駈引きも、虚々実々をきわめるので、勝負はなかなか果てしもない。無慮百余合も戦ったが、双方とも淋漓りんりたる汗と気息にもまれるばかりであった。

「えおうッ」

「うオーッ」

　声は、辺りの林に木魂こだまして、百獣もために潜むかと思われたが落つるは片々と散る木の葉ばかりで、孫策はいよいよ猛く、太史慈もますます精悍せいかんを加えるのである。

　どっちも若い体力の持主でもあった。この時孫策二十一歳、太史慈三十歳。──実に巡り会ったような好敵手だった。

「組まねばだめだ」

　孫策が、そう考えた時、太史慈も心ひそかに、

「長びく間に、孫策の将士十三騎が追ってくると面倒」

　と、勝負を急ぎだした。

　だっと、両方の鐙あぶみと鐙とがぶつかったのは、両人の意志が、期せずして、合致したものとみえる。

「喝かッ」

　と、突出してくる槍を、孫策は交かわわして柄えを抱きこみ、とっさ、真二つになれと相手へ見舞った剣の手元は、これも鮮やかに、太史慈の交わすところとなって、その手頸をにぎり取られ──おうっッ──と引き合い、押し合ううちに、二つの体は、はね躍った馬の背から大地へころげ落ちていた。

　空身からみとなった奔馬は、たちまち、何処ともなく馳け去ってしまう。

　組んず、ほぐれつ、太史慈と孫策とは、なお揉み合っていたが、そのうち孫策は、よろめきざま太史慈が背に挿していた短剣を抜き取って、突き伏せようとしたが、

「さはさせじ」

　と、太史慈はまた、孫策の盔かぶとを引ッつかんで、離さなかった。




三



「太史慈が今、ついそこで、敵の孫策と一騎打ちしているが、いつ勝負がつくとも見えません。疾とくご加勢あれば、生擒いけどれましょう」

　一騎、劉繇りゅうようの陣へ飛んできて、こう急を告げた。

　劉繇は、聞くとすぐ、

「それッ」と、千余騎をそろえて、漠々ばくばくと馳けはしって行った。

　金鼓は地をゆるがし、またたく間に、ふもとの林へ近づいた。

　太史慈と孫策とは、その時まだ、ガッキと組み合ったまま、互いに、焔のような息をはずませていた。

「しまった！」

　孫策は、近づく敵の馬蹄のひびきに、一気に相手を屠ほふってしまおうと焦あせったが、太史慈の手が、自分のきている盔かぶとをつかんだまま離さないので、

「む、むッ！」

　獅子の如く首を振った。

　そして、相手の肩越しに、太史慈が肩に懸けている短剣の柄を握って孫策も離さなかった。

　そのうちに、盔がちぎれたはずみに、二人とも、勢いよくうしろへ仆れた。

　孫策の盔は、太史慈の手にあった。

　また、太史慈の短剣は、孫策の手にあった。

　ところへ──

　劉繇の騎兵が殺到した。

　同時に、

「君の安危やいかに？」と、孫策の部下十三騎の人々もここへ探しあてて来た。

　当然、乱軍となった。

　しかし衆寡しゅうか敵せず、孫策以下の十三騎も、次第に攻めたてられて、狭い谷間まで追いつめられたが、たちまち、神亭廟しんていびょうのあたりから喊ときの声が起って、一隊の精兵が、

「オオ。救えッ」

　と、雲のうちから馳け下って来た。

　──われには神の加護あり……

　と、孫策がいったとおり、光武帝の神霊が、早くも奇瑞きずいをあらわして味方したもうかと思われたが、それは彼の幕将周瑜しゅうゆが、孫策の帰りがおそいので、手兵五百を率ひきいてさがしに来たものだった。

　そしてすでに陽も西山に沈もうとする頃、急に、黒雲白雲たちこめて、沛然はいぜんと大雨がふりそそいできた。

　それこそ神雨だったかも知れない。

　両軍、相引きに退しりぞいて、人馬の喚きも消え去った後、山谷の空には、五彩の夕虹ゆうにじがかかっていた。

　明くれば、孫策は、

「きょうこそ、劉繇りゅうようが首を見、太史慈を生捕って帰ろうぞ」

　とばかり暁に早くも山を越えて、敵の陣前へひた押しに攻めよせ、

「やあ、見ずや、太史慈」と、高らかに呼ばわった。

　きのうの一騎打ちに、彼の手から奪い取った例の短剣を、旗竿に結びつけて、士卒に高く打振らせていた。

「武人たる者が、大事の剣を取落して、命からがら逃げ出して、恥とは思わぬか。──見よや、敵も味方も。これなん太史慈の短剣なるぞ」

　どっと笑って、辱はずかしめた。

　すると劉繇の兵の中からも、一本の旗竿が高く差し伸べられた。見ればその先には、一着の盔かぶとがくくりつけてある。

「やあ、孫策は無事なのか」

　陣頭に馬をすすめて、太史慈はほがらかに云い返した。

「君よ、見給え。ここにあるのは君の頭こうべではないか。武士たる者が、わが頭を敵にわたし、竿頭かんとうの曝さらし物とされては、もはや利きいたふうな口はきけない筈だがな。……あははは。わははは」




小覇王しょうはおう



一



　曠はれの陣頭で、晴々と、太史慈たいしじに笑いかえされたので、年少な孫策は、

「よしッ今日こそ、きのうの勝負をつけてみせる」と、馬を躍らしかけた。

「待ちたまえ」と、腹心の程普ていふは、あわてて彼の馬前に立ちふさがりながら、

「口賢くちざかしい敵の舌先に釣りこまれたりなどして、軽々しく打って出てはいけません。あなたの使命はもっと大きい筈でしょう」と、押し戻した。

　そしてはやりたつ孫策の馬の轡くつわを、ほかの将に預けて、程普は、自分で太史慈に向って行った。

　太史慈は、彼を見ると、相手にもせず云い放った。

「東莱とうらいの太史慈は、君の如き小輩を斬る太刀は持たない。わが馬に踏みつぶされぬうちに、疾とく逃げ帰って、孫策をこれへ出すがいい」

「やあ、大言なり、青二才」

　程普は怒って、まっしぐらに打ってかかった。

　すると、戦がまだ酣たけなわともならないうちに、劉繇りゅうようはにわかに陣鼓を打ち、引鐘を鳴らして退却を命じた。

「何が起ったのか」と、太史慈も戟ほこをおさめて、急に引退いたが、不平でならなかった。

　で、劉繇りゅうようの顔を見ると、「惜しいことをしました。きょうこそ孫策を誘おびき寄せてと計っていたのに。──一体、なにが起ったのですか」と、詰なじらずにいられなかった。

　劉繇は、苦々しげに、

「それどころではない。本城を攻め取られてしまったわ。──貴様たちが前の敵にばかり気をとられておるからだ」と、声をふるわせて云った。

「えっ、本城が？」

　太史慈も、おどろいた。

　──聞けば、いつのまにやら、敵は一部の兵力を分けて、曲阿へ向け、曲阿方面から劉繇りゅうようの本城──霊陵れいりょう城のうしろを衝いていた。

　その上に。

　ここにまた、盧江ろこう松滋しょうじ（安徽省・安慶）の人で、陳武ちんぶ、字あざなを子烈しれつというものがある。陳武と周瑜しゅうゆとは同郷なので、かねて通じていたものか、

（時こそ来れ！）とばかりに江を渡って、孫軍と合流し、共に劉繇の留守城を攻めたので、たちまちそこは陥落してしまったのであった。

　何にしても、かんじんな根拠地を失ったのであるから、劉繇の狼狽も無理ではない。

「この上は、秣陵まつりょう（江蘇省・南京の南方鳳凰山ほうおうざん）まで引上げ、総軍一手となって防ぐしかあるまい」と、全軍一夜に野を払って、秋風の如く奔はしり去った。

　ところが、奔り疲れて、その夜、露営しているとまた、孫策の兵が、にわかに夜討ちをかけてきて、さらぬだに四分五裂の残兵を、ここでも散々に打ちのめした。

　敗走兵の一部は、薛礼せつれい城へ逃げこんだ。そこを囲んでいるまに、敵将劉繇りゅうようが、小癪にも味方の牛渚ぎゅうしょの手薄を知って攻めてきたと聞いたので、

「よしッ、袋の鼠だ」と、孫策は、直ちに、駒をかえして、彼の側面を衝いた。

　すると、敵の猛将干糜かんびが、捨て鉢にかかって来た。孫策は、干糜を手捕りにして、鞍のわきに引っ抱えて悠々と引上げてきた。

　それを見て、劉繇の旗下、樊能はんのうという豪傑が、

「孫策、待てッ」と、馬で追って来た。

　孫策は、振向きざま、

「これが欲しいか！」と、抱えていた干糜の体を、ぎゅッと締めつけると、干糜の眼は飛び出してしまった。そしてその死体を、樊能へ投げつけたので、樊能は馬からころげ落ちた。

「仲よく、冥途あのよへ行け」

　と、孫策は、馬上から槍をのばして、樊能を突き殺し、干糜の胸板にも止とどめを与えて、さッさと味方の陣地へ入ってしまった。




二



　最後の一策として試みた奇襲も惨敗に帰したばかりか、たのみとしていた干糜、樊能の二将まで目のまえで孫策のために殺されてしまったので、劉繇りゅうようは、

「もう駄目だ」と、力を落して、わずかな残兵と共に、荊州けいしゅうへ落ちて行った。

　荊州（湖北省・江陵・揚子江流域）には一方の雄たる劉表りゅうひょうがなお健在である。

　劉繇は始め、秣陵まつりょうへ退いて、陣容をたて直すつもりだったが、敗戦の上にまた敗北を重ねてしまい、全軍まったく支離滅裂となって、彼自身からして抗戦の気力を失ってしまったので、

「この上は、劉表へすがろう」とばかり、命からがら逃げ落ちてしまったのである。

　ここかしこの荒野に捨て去られた屍は一万の余を超えていた。

「劉繇、たのむに足らず」

　と見かぎって、孫策の陣門へ降参してゆく兵も一群れまた一群れと、数知れなかった。

　しかし、さすが大藩の劉繇の部下のうちには、なお降服を潔しとしないで、秣陵城をさして落ち合い、そこで、

「華々しく一戦せん」と、玉砕を誓った残党たちもあった。

　張英、陳横などの輩ともがらである。

　沿岸の敗残兵を掃蕩しながら、やがて孫策は秣陵まつりょうまで迫って行った。

　張英は、城中の矢倉から敵の模様をながめていたが、近々と濠ぎわまで寄せてきた敵勢の中に、ひときわ目立つ若い将軍が指揮している雄姿を見つけて、

「あっ、孫策だ」と、あわただしく弓をとって引きしぼった。

　狙いたがわず、矢は、若い将軍の左の腿ももにあたり、馬よりどうと転げ落ちた。──あッと、辺りの兵は驚きさわいで、将軍のまわりへ馳け寄って行く──。

　それこそ、孫策であった。

　孫策は、起たなかった。

　大勢の兵は、彼の体をかつぎ上げて、味方の中へ隠れこんだ。

　その夜。

　寄手は急に五里ほど陣をひいてしまった。陣中は寂として、墨の如く夜霧が降りていた。そして、随処ずいしょに弔旗ちょうきが垂れていた。

「急所の矢創やきずが重らせたもうて、孫将軍には、あえなく息を引取られた」と、士卒の端まで哭なき悲しんでいた。まだ、喪もはふかく秘せられているが、不日、柩ひつぎを奉じて引揚げるか、埋葬の地をさだめて、戦場の丘に仮の葬儀が営まれるであろうと、ささやき合ったりしていた。

　城中から捜りに出ていた細作おんみつは、さっそく、立帰って、

「孫策は死にました」と、張英に知らせた。

　張英は膝を打って、

「そうだろう！　おれの矢にあたって、助かった者はない」と、衆に誇った。

　しかし、なお念のためにと、陳横の手から、再度、物見を放って見ると、その朝、附近の部落民が、怖ろしくがんじょうな柩ひつぎを、大勢して重そうに陣門へ担にないこんでゆくのを見た。

「間違いはありません。孫策はたしかに落命しました。そして葬儀も近いうち仮に営むらしく、そっと支度しています」

　物見の者は、一点の疑いも挟まず、ありのまま復命した。

　張英、陳横は、顔見合わせて、

「うまく行ったな」

　ニタリと笑いあった。
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　星の静かな夜であった。

　一軍の兵馬が、ひっそりと、水の流れるように、野を縫ってゆく。

　哀々あいあいたる銅角どうかくを吹き、羯鼓かっこを打ち鳴らし、鉦板しょうばんをたたいて行く──葬送の音楽が悲しげに闇を流れた。兵馬みな黙し、野面を蕭々しょうしょうと風も哭なく。

　一かたまりの松明たいまつのひかりの中に新しい柩が守られていた。

　ひらめく五色の弔旗も、みな黒く見えた。──柩の前後に従ついてゆく諸将も、

「──ああ」

　と、時折、空を仰いだ。

　これなん死せし孫策の遺骸をひそかに葬るものであると見て、その日、早くも探り知った張英、陳横の二将は、突如のろしを打ちあげて、この葬列を不意討ちした。

　それまで──

　草かと見えたものも、石か木かと見えたものもすべて喊ときの声をあわせて襲ってきた。

　すでに、大きな支柱を亡うしなった孫軍は、いかに狼狽するかと思いのほか、

「来たぞ」

　葬列は、たちまち、五行にわかれて整然たる陣容をつくり、

「張英、陳横を逃がすな」

　という号令の声が高く聞えた。

　張英は驚いて、

「あッ、敵には備えがあったらしいぞ、立騒がぬところを見ると、何か、計があるやも知れぬ」

　味方の軽はずみを戒めて戦っていたが、もとより秣陵まつりょうの城内をほとんど空にして出て来た小勢である。たちまち、撃退されて、

「もどれもどれ。城中へひきあげろ」と、争って引っ返した。

　すると途中の林の中から、

「孫策これにあり！　秣陵の城はすでに、わが部隊の手に落ちているのに、汝らは、どこへ帰る気かッ」と、呼ばわりながら、騎馬武者ばかりおよそ四、五人、真っ黒に馳けだして来て、張英の行く手をふさいだ。

　張英は、わが耳を疑いながら、たかの知れた敵蹴ちらして通れ──と下知しながら、はや血戦となった中を馳けていたが、そのうちに、

「張英とは、汝かっ」

　と、正面へ躍ってきた一騎の若武者がある。

　見れば、過ぐる日、自分が城の矢倉から狙い撃ちして、見事、射止めたと信じていた孫策であったので、

「やっ、死んだとは、偽りであったか」

　仰天して逃げかけると、

「浅慮者あさはかものッ」と、大喝して、孫策の馬は後ろから彼の馬の尻へ重なった。

　とたんに張英の胴は、黒血三丈を噴いて、首はどこかに飛んでいた。

　陳横も、討たれた。

　もとより孫策は、深く計っていたことなので、そのまま、秣陵の城へ進むと、先に城中に押入っていた味方が、門を開いて、彼を迎え入れた。

　一同、勝鬨かちどきの声をあわせて、万歳を三唱した頃、長江の水は白々と明け放れ、鳳凰山ほうおうざん、紫金山の嶺々に朝陽あさひは映えていた。

　孫策は、即日、法令を布いて、人民を安んじ、秣陵には、味方の一部をのこして、直ちに、涇県けいけん（安徽省・蕪湖の南方）へ攻め入った。

　この頃から、彼の勇名は、一時に高くなって、彼を呼ぶに、人々はみな、

　江東の孫郎そんろう、

　と、称たたえたり、また、

　小覇王しょうはおう、

　と唱えて敬い畏れた。




日時計ひどけい
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　かくて、小覇王孫郎の名は、旭日のような勢いとなり、江東一帯の地は、その武威にあらまし慴伏しょうふくしてしまったが、ここになお頑健な歯のように、根ぶかく歯肉たる旧領を守って、容易に抜きとれない一勢力が残っていた。

　太史慈たいしじ、字あざなは子義しぎ。

　その人だった。

　主柱たる劉繇りゅうようが、どこともなく逃げ落ちてしまってからも、彼は、節を変えず、離散した兵をあつめ、涇県けいけんの城にたてこもり、依然として抗戦しつづけていた。

　きのうは九江に溯江そこうし、きょうは秣陵に下り、明ければまた、涇県へ兵をすすめて行く孫策は、文字どおり南船北馬の連戦であった。

「小城だが、北方は一帯の沼地だし、後ろは山を負っている。しかも城中の兵は、わずか二千と聞くが、この最後まで踏み止まっている兵なら、おそらく死を決している者どもにちがいない」

　孫策は、涇県に着いたが、決して味方の優勢を慢まんじなかった。

　むしろ戒いましめて、

「みだりに近づくな」と、寄手の勢を遠巻きに配して、おもむろに城中の気はいを探っていた。

「周瑜しゅうゆ」

「はっ」

「君に問うが、君が下知するとしたら、この城をどうしておとすかね」

「至難です。多大な犠牲を払う覚悟でなければ」

「君も至難と思うか」

「ただ、わずかに考えられる一つの策は、死を惜しまぬ将一人に、これも決死の壮丁十人を募り、燃えやすい樹脂や油布ゆふを担になわせて、風の夜、城中へ忍び入り、諸所から火を放つことです」

「忍び入れるだろうか」

「大勢では見つかりましょう」

「でも、あの高い城壁を」

「よじ登るに、法を以てすれば、登れぬことはありません」

「だが──誰をやるか」

「陳武ちんぶが適任でしょう」

「陳武は、召抱えたばかりの者だし、将来も使えるいい大将だ。それを死地へやるのは惜しい。──また、もっと惜しいのは、敵ながら太史慈たいしじという人物である。あれは生擒いけどりにして、味方に加えたいと望んでおるのだが」

「それでは、こうしては如何です。──中に火光が見え出したら、同時に三方から息もつかず攻めよせ、北門の一方だけ、わざと手薄にしておきます。──太史慈はそこから討って出ましょう。──出たら彼一名を目がけて追いまくり、その行く先に、伏兵をかくしておくとすれば」

「名案！」

　孫策は、手を打った。

　陳武の下に、十名の決死隊が募られた。もし任務をやりとげて、生きてかえったら、一躍百人の伍長にすすめ、莫大な恩賞もあろうというので、たくさんの志望者が名のりでた。

　その中から十名だけの壮丁を選んで、風の夜を待った。

　無月黒風の夜はやがて来た。

　油布、脂柴あぶらしばなどを、壮丁の背に負わせて、陳武も身軽にいでたち、地を這い、草を分けて、敵の城壁下まで忍びよった。

　城壁は石垣ではない。高度な火で土を焼いた磚せんという一種の瓦を、厚さ一丈の余、高さ何十丈に積みかさねたものである。

　──が、何百年もの風雨に曝さらされているので、磚かわらと磚とのあいだには草が生え、土がくずれ、小鳥が巣をつくり、その壁面はかなり荒れている。

「おい一同。まず俺ひとりが先へ登って行って、綱を下ろすから、そこへかがみこんだまま、敵の歩哨を見張っておれ。──いいか、声を出すな、動いて敵に見つかるな」

　陳武は、そう戒めてから、ただ一人でよじ登って行った。──磚と磚のあいだに、短剣をさしこんで、それを足がかりとしては、一歩一歩、剣の梯子を作りながら踏み登って行くのであった。
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「──火だっ」

「火災だっ」

「怪し火だ！」

　銭糧倉せんりょうぐらから、また、矢倉下から、書楼の床下から、同時にまた、馬糧舎からも、諸門の番人が、いちどに喚わめき出した。

　城将の太史慈は、

「さわぐな。敵の計だ。──うろたえずに消せばよい」

　と、将軍台から叱咤して、消火の指揮をしていたが、城中はみだれ立った。

　──びゅっッ！

　──ぴゅるん！

　太史慈の体を、矢がかすめた。

　台うてなに立っていられないほど風も強い闇夜である。

　諸所の火の手は防ぎきれない。一方を消しているまに、また一箇所から火があがる。その火はたちまち燃えひろがった。

　のみならず城の三方から、猛風に乗せて、喊ときの声、戦鼓のひびき、急激な攻め鉦がねの音などがいちどに迫ってきたので、城兵は消火どころではなく、釜中ふちゅうの豆の如く沸いて狼狽しだした。

「北門をひらいて突出しろ」

　太史慈は将軍台から馳け下りながら、部将へ命令した。そして真っ先に、

「城外へ出て、一挙に、孫策と雌雄を決しよう！ 敵は城を囲むため、三方へ全軍をわけて、幸いにも北方は手薄だぞ」と、猛風をついて、城の外へ馳けだした。

　火にはおわれ、太史慈には励まされたので、当然釜中の豆も溢れだした。

　ところが、手薄と見えた城北の敵は、なんぞ知らん、案外に大勢だった。

「それっ、太史慈が出たぞ」と合図しあうと、八方の闇から乱箭らんせんが注がれてきた。

　太史慈の兵は、敵の姿を見ないうちに、おびただしい損害をうけた。

　それにも怯ひるまず、

「かかれかかれ！　敵の中核を突破せよ！」

　と、太史慈はひとり奮戦したが、彼につづく将士は何人もなかった。

　その少い将士さえ斃れたか、逃げ散ったか、あたりを見廻せば、いつの間にか、彼は彼ひとりとなっていた。

「──やんぬる哉かな、もうこれまでだ」

　焔の城をふり向いて、彼は唇を噛んだ。この上は、故郷の黄県東莱こうけんとうらいへひそんで、再び時節を待とう。

　そう心に決めたか。

　なおやまない疾風と乱箭の闇を馳けて、江岸のほうへ急いだ。

　すると後ろから、

「太史慈をにがすな！」

「太史慈、待てっ」

　と、闇が吼ほえる。──声ある烈風が追ってくる。十里、二十里、奔っても奔っても追ってくる。

　この地方には沼、湖水、小さな水溜たまりなどが非常に多い。長江のながれが蕪湖ぶこに入り、蕪湖の水がまた、曠野の無数の窪くぼにわかれているのだった。

　その湖沼や野にはまた、蕭々たる蘆や葭よしが一面に生い茂っていた。──ために、彼は幾たびか道を見失った。

「──しまッた！」

　ついに、彼の駒は、沼の泥土へ脚を突っこんで、彼の体は、蘆のなかへほうり出されていた。

　すると、四方の蘆のあいだから、たちまち熊手が伸びた。

　分銅ふんどうだの鈎かぎのついた鎖だのが、彼の体へからみついた。

「無念っ」

　太史慈は、生擒いけどられた。

　高手小手に縛いましめられて、孫策の本陣へとひかれてゆく途中も、彼は何度も雲の迅い空を仰いで、

「残念だっ」と、眦まなじりに悲涙をたたえた。




三



　やがて彼は、孫策の本陣へ引かれて来た。

「万事休す」と観念した彼は、従容しょうようと首の座について、瞑目めいもくしていた。

　すると誰か、「やあ、しばらく」と、帳とばりをあげて現れた者が、友人でも迎えるように、馴々しくいった。

　太史慈が、半眼をみひらいて、その人を見れば余人ならぬ敵の総帥そうすい孫策そんさくであった。

　太史慈は毅然として、

「孫郎か、はやわが首を刎ね落し給え」と、いった。

　孫策は、つかつかと寄って、

「死は易やすく、生は難かたし、君はなんでそんなに死を急ぐのか」

「死を急ぐのではないが、かくなる上は、一刻も恥をうけていたくない」

「君に恥はないだろう」

「敗軍の将となっては、もうよけいな口はききたくない。足下もいらざる質問をせず、その剣を抜いて一颯さつに僕の血けむりを見給え」

「いやいや。予は、君の忠節はよく知っておるが、君の噴血をながめて快笑しようとは思わぬ。君は自分を敗軍の将と卑下ひげしておらるるが、その敗因は君が招いたものではない。劉繇りゅうようが暗愚なるためであった」

「…………」

「惜しむらく、君は、英敏な資質をもちながら、良き主にめぐり会わなかったのだ。蛆うじの中にいては、蚕かいこも繭まゆを作れず糸も吐けまい」

「…………」

　太史慈が無言のままうつ向いていると、孫策は、膝を折って、彼の縛いましめを解いてまた云った。

「どうだ。君はその命を、もっと意義ある戦と、自己の人生のために捧げないか。──云いかえれば、わが幕下となって、仕える気はないか」

　太史慈は、潔いさぎよく、

「参った。降伏しました。願わくはこの鈍材を、旗下において、なんらかの用途に役立ててください」

「君は、真に快男子だ。妙に体面ぶらず、その潔いところも気に入った」

　手を取って、彼は、太史慈を自分の帷幕いばくへ迎え入れ、

「ところで君、先頃の神亭の戦場では、お互いに、よく戦ったが、あの際、もっと一騎打ちをつづけていたら、君はこの孫策に勝ったと思うかね」と、笑いばなしにいった。

　太史慈も、打笑って、

「さあ、どんなものでしょうか。勝敗のほどはわかりませんな」

「だが、これだけは確実だったろう。──予が負けたら、予は君の縄目をうけていた」

「勿論でしょう」

「そうしたら、君は予の縄目を解いて、予がなした如く、予を助けたであろうか」

「いや、その場合は、恐らくあなたの首はなかったでしょうな。──なぜならば、私にはその気もちがあっても、劉繇が助けておくはずがありませんから」

「ははは、もっともだ」

　孫策は、哄笑した。

　酒宴をもうけて、二人はなお愉快そうに談じていた。孫策は、彼に向って、

「これから戦いの駈引きについてもいろいろ君の意見を訊くから、良計があったら、教えてもらいたい」といったが、太史慈は、

「敗軍の将は兵を語らずです」と、謙遜した。

　孫策は、追及して、

「それはちがう。昔の韓信かんしんを見たまえ。韓信も、降将こうしょう広武君こうぶくんに謀計をたずねておる」

「では、大した策でもありませんが、あなたの帷幕いばくの一員となった証しるしに愚見を一つのべてみます。……がしかし私の言は、恐らく将軍のお心にはあわないでしょう」

　太史慈は、孫策の面を見ながら、微笑をふくんだ。
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　孫策も、微笑した。

「ははあ、では君は、せっかく進言しても、この孫策に用いる度量があるまいといわるるのか」

「そうです」

　太史慈は、うなずいて、

「──それをおそれます。しかし一応、申しのべてみましょう」

「うむ。聞こう」

「ほかでもありませんが、劉繇りゅうように付き従っていた将士は、その後、主とたのむ彼を見失って、四散流迷しております」

「あ。敗残兵のことか」

「ひと口に、敗残軍といえば、すでに弱力化した無能の群れとして、これを無視してしまう傾きがありますが、時利あらずで、その中には、惜しむべき大将や兵卒らも入りまじっています」

「うむ。それをどうせよと、君は進言するか」

「今、この太史慈を、三日間ほど、自由に放して下されば、私が行って、それらの残軍を説き伏せ、粗そを捨て、良を選び、必ず将来、あなたの楯となるような精兵三千をあつめて帰ります。──そしてあなたに忠誠を誓わせてご覧にいれますが」

「よし。行ってくれ給え」

　孫策は、度量を見せて、すぐ許したが、

「──だが、きょうから三日目の午うまの刻（正午）までには、必ず帰って来なければいかんよ」

　と、念を押して、一頭の駿馬を与え、夜のうちに、彼を陣中から放してやった。

　翌朝。

　帷幕の諸将は、太史慈のすがたが見えないので、怪しんで孫策にたずねると、ゆうべ彼の進言にまかせて、三日の間、放してやったとのことに、

「えっ。太史慈を？」と、諸将はみな、せっかく生捕った檻おりの虎を野へ放したように唖然とした。

「おそらく、太史慈の進言は、偽りでしょう。もう帰って来ないでしょう」

　そういう人々を笑いながら、孫策は、首を振った。

「なに、帰って来るさ。彼は信義の士だ。そう見たからこそ、予は彼の生命を惜しんだので、もし信義もなく、帰って来ないような人間だったら、再び見ないでも惜しいことはない」

「さあ、どうでしょう」

　諸将はなお信じなかった。

　三日目になると、孫策は、陣外へ日時計をすえさせて、二人の兵に日影を見守らせていた。

「辰たつの刻こくです」

　番兵は、一刻ごとに、孫策へ告げにきた。しばらくするとまた、

「巳みの刻となりました」

　と、報らせてくる。

　日時計は、秦しんの始皇帝しこうていが、陣中で用いたのが始めだという。「宋史そうし」には何承天かしょうてんが「表候日影ひょうこうにちえい」をつかさどるとある。明代みんだいには晷影台きえいだいというのがある。日時計の進歩したものである。

　後漢時代のそれは、もちろん原始的なもので、垂直の棒を砂上に立て、その投影と、陰影の長さをもって、時刻を計算したものだった。

　砂地のかわりに、床を用いたり、また、壁へ映る日影を記録したりする方法などもあった。

「午うまの刻です！」

　陣幕のうちへ、刻ときの番の兵が大声で告げると、孫策は、諸将を呼んで、

「南のほうを見ろ」と、指さした。

　果たせるかな、太史慈は、三千の味方を誘って、時も違えず、彼方の野末のずえから、一陣の草ぼこりを空にあげて帰って来た。

　孫策の烱眼けいがんと、太史慈の信義に感じて、先に疑っていた諸将も、思わず双手を打ちふり、歓呼して彼を迎えた。
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　ひとまず、江東も平定した。

　軍勢は日ましに増強するばかりだし、威風は遠近をなびかせて、孫策の統業は、ここにその一段階を上がったといってよい。

「ここが大事だ。ここで自分はなにをなすべきだろうか？」

　孫策は自問自答して、

「そうだ、母を呼ぼう」という答えを得た。

　彼の老母や一族は、柱とたのむ故孫堅こそんけんの没後、永らく曲阿の片田舎にひきこもって、あらゆる迫害をうけていた。

　珠簾しゅれんの輿こし、錦蓋きんがいの美車。

　加うるに、数多の大将や護衛の兵を送って、彼は曲阿の地から老母とその一族をむかえてきた。

　孫策は、久方ぶりに、母の手を取って、宣城せんじょうに奉じ、

「もう、安心して、余生をここでお楽しみください。──孫策も大人になりましたから」

　といった。

　もう白髪となった老母は、ただおろおろしていた。歓びのあまり、

「そなたの亡ち夫ちがいたらのう」と、かえって泣いてばかりいる。

　孫策は弟の孫権に、

「おまえに大将周泰しゅうたいをつけておくから、宣城を守り、わしに代って母に孝養をしてあげてくれ」

　そう云い残して、彼はふたたび南方の制覇におもむいた。

　彼は、戦い取った地には、すぐ治安を布しいて、民心を得ることを第一義とした。

　法をただし貧民を救い、産業を扶たすける一方、悪質な違反者には、寸毫すんごうもゆるさぬ厳罰を加えた。

　──孫郎来る！

　という声だけでも、良民はあわてて道をひらいて路傍に拝し、不良民は胆きもをひやして影をかくした。

　それまで、州や県の役所や城をすてて、山野へ逃げこんでいた多くの官吏も、

「孫郎は民を愛し、信義の士をよく用うる将軍らしい」

　と、分ると、ぞくぞく郷へ帰ってきて仕官を願い出てくるものが絶えなかった。

　孫策は、それらの文吏ぶんりをも採用してよく能才を用い、平和の復興に努めさせた。

　そしてなお後図こうとの治安は治安として、自身は征馬を南へすすめていたのである。

　その頃、呉郡（浙江省）には、

　東呉とうごの徳王とくおう

　と、自ら称している厳白虎げんぱくこが威を揮ふるっていたが、孫策の襲来が、ようやく南へ進路をとってくる様子と聞いて、

「すわこそ！」

　と、どよめき立ち、厳白虎の弟厳与げんよは、楓橋ふうきょう（江蘇省・蘇州附近）まで兵を出して防寨ぼうさいに拠よった。

　この際、孫策は、

「たかのしれた小城」

　と、自身、前線へ立って、一もみに、突破しようとしたが、張紘ちょうこうにたしなめられた。

「大将の一身は、三軍の生命です。もうあなたは、中軍にあって、天授のお姿を、自重していなければいけません」

「そうか」

　孫策は、諫めをきいて、大将韓当かんとうに先鋒をいいつけた。

　陳武、蒋欽しょうきんの二将は、小舟にのって、楓橋のうしろへ廻り、敵を挟撃したので、厳与げんよは支えきれず、呉城へ後退してしまった。

　息もつかせず、呉城へ迫った孫策は、濠ばたに馬を立てて、攻め競う味方を指揮していた。

　すると、呉城の高矢倉の窓から半身のり出して、左の手を梁うつばりにかけ、右の手で孫策を指さしながら、何か、口汚く罵っている大将らしい漢おとこがある。

「憎き奴かな」

　と、孫策がうしろを見ると、味方の太史慈たいしじも、目をとめて、弓をひきしぼっていた。──太史慈の指が、弦を切って、ぶうんと、一矢放つと、矢はねらいたがわず、高矢倉の梁はりに突き立った。

　しかも、敵の大将らしい漢おとこの手を、梁へ射つけてしまったので、孫策が、

「見事！」と、鞍を叩いて賞めると、全軍みな、彼の手ぎわに感じて快哉をさけび合い、その声からしてすでに呉城を圧していた。
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　太史慈のあざやかな一矢に、高矢倉の梁に掌を射とめられた大将は、

「誰か、この矢をはやく抜き取ってくれ」と、悲鳴をあげて、もがいていたが、そのうちに、馳け寄ってきた兵が、矢を抜いて、どこかへ扶けて行った。

　その大将は、よい物笑いとなった。太史慈の名は、「近ごろの名射手よ」と、聞え渡った。多年、浙江せっこうの一地方にいて、みずから「東呉の徳王」などと称していた厳白虎げんぱくこも、

「これは侮あなどれんぞ」と、年来の自負心に、すこし動揺をおぼえだした。

　寄手を見ると、総帥の孫策をはじめ、旗下の将星は、みな驚くほど年が若い。

　新しい時代が生みだした新進の英雄群が、旺さかんな闘志をもって、轡くつわをそろえているような盛観だ。

「厳与げんよ。──ここはひとつ考えるところだな」

　彼は、弟をかえりみながら、大きく腕をくんで云った。

「どう考えるんです」

「どうって、まあ、一時の辱はじはしのんでも深傷ふかでを負わぬうちに、和睦するんだな」

「降服するんですか」

「彼に、名を与えて、実権を取ればいいさ。彼らは若いから、戦争には強いが、深慮遠謀はあるまい。和睦した後で、こちらには、打つ手がある」

　兄に代って、厳与は早速、講和の使者として、孫策の軍中へおもむいた。

　孫策は、対面して、

「君が、東呉の徳王の弟か。なるほど……」と、無遠慮に、顔をながめていたが、すぐ酒宴をもうけさせて、「まあ、飲んで話そう」と、酒をすすめた。

　厳与は、心のうちで、

「さすが、江東の小覇王しょうはおうとかいわれるだけあって、颯爽さっそうたるものだが、まだ乳くさいところは脱けないな。理想主義の書生が、ふと時を得て、兵馬を持ち、有頂天になったというところだろう」

　と、観察していた。そして相手の若さを甘く見て、しきりとまず、おだて上げていた。

　すると、酒半酣さけはんかんのころ、孫策はふいに、

「君は、こうしても、平然としておられるかね」と、何かわけの分らないことを質問しだした。

「こうしてもとは？」

　厳与が、訊きかえすと、孫策は突然、剣を抜いて、

「こうしてもだッ」

　と、彼の腰かけている椅子の脚を斬った。

　厳与は仰向けにひッくり返った。孫策は、腹をかかえて笑いながら、

「だから断っておるのに」

　と、転がったほうが悪いように云いながら、剣をおさめて、おどろいたまま蒼ざめている厳与に、手を伸ばして、

「さあ、起き給え。酒のうえの戯れだ。──時に、東呉の徳王がお使者、ご辺の兄上には、いったいこの孫策へ向って、いかなる条件で、和睦を求めらるるのか。ご意向を承ろう」

「兄が申すには……」と、厳与は腰のいたみをこらえながら、威儀をつくろい直していった。

「つまりその、……益なき戦をして兵を損ぜんよりは、長く将軍と和をむすんで、江東の地を平等に分け合おうではありませんか。兄の意はそこにあるんですが」

「平等に？」

　孫策は、眦まなじりをあげて、

「汝らの如き軽輩が、われわれと同格の気で、国を分け取りにせんなどとは、身の程を知らぬも甚だしい。帰れッ」と、罵った。

　和睦不調と見て、厳与が、黙然と帰りかける後ろへ、とびかかった孫策は、一刀にその首を刎ね落して、血ぶるいした。
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　孫策は、剣を拭って、片隅にふるえている厳与の従者たちに向い、

「──拾って行け」と、床の上にころがっている厳与の首を指さしながら、重ねて云った。

「当方の返辞は、その首だ。立ち帰って、厳白虎に、ありのまま、告げるがいい」

　従者は、主人の首を抱えて、逃げ帰った。

　厳白虎は弟が首になって帰ったのを見ると、復讐を思うよりはかえって孫策のすさまじい挑戦ぶりにふるえあがって、

「単独で戦うのは危険だ」と、考えた。

　ひとまず会稽かいけい（浙江省せっこうしょう・紹興）へ退いて、浙江省の諸雄をたのみ、策を立て直そうと、ひどく弱気になって、烏城うじょうを捨て、夜中にわかに逃げだしてしまった。

　寄手の太史慈たいしじや黄蓋などはそれを追いまくって、存分な勝ちを収めた。

　きのうまでの、「東呉の徳王」も、見る影もなくなってしまった。到るところで追手の軍に打ちのめされ、途中、民家をおびやかしてからくも糧食にありついたり、山野にかくれたりしてようやく会稽へたどり着いた。

　その時、会稽の太守は、王朗おうろうという者だった。王朗は厳白虎を助けて、大軍をくり出し、孫策の侵略に当ろうとした。

　すると、臣下のうちに、虞翻ぐほん、字あざなは仲翔ちゅうしょうという者があって、

「時が来ました。時に逆らう盲動は、自分を亡ぼすのみです。この戦はお避けなさい」

　と、諫言した。

「時とは何だ？」

　王朗がと問うと、

「時代の波です」と、仲翔は言下に答えた。

「──では、外敵の侵略にまかせて、手をこまねいていろというのか」

「厳白虎げんぱくこを捕えて、孫策に献じ、彼と誼よしみをむすんで、国の安全をおはかりなさい。──それが時代の方向に沿うというものです」

「ばかを申せ。孫策ずれに、会稽の王朗が見っともない媚こびを呈せられようか。それこそ世の物笑いだ」

「そうではありません。孫策は、義を尊び、仁政じんせいを布しき、近来、赫々たる民望をはやくも負っています。それにひきかえ厳白虎は、奢侈しゃし、悪政、善いことは、何一つしてきませんでした。しかも頭の古い旧時代の人間です。あなたが手をださなくても、もう時代と共に亡び去る物のひとつです」

「いや、厳白虎とわしとは、旧交も深い。孫策如きは、われわれの平和をみだす外敵だ。こんな時こそ聯携して、侵略の賊を打たねばならん」

「ああ。あなたも、次の時代に用のないお方だ」

　仲翔ちゅうしょうが長嘆すると、王朗は、激怒して、

「こやつめ、わしの滅亡を希ねがっておるな。目通りはならん。去れっ」と、追放を命じた。

　仲翔は甘んじて、国外へ去った。

　邸を追われる時、彼はもとより一物も持って出なかったが、平常、籠に飼っていた雲雀ひばりだけは、

「おまえも心なき人には飼われたくないだろう」と呟いて、籠のまま抱えて立ち退いた。

　彼が王朗に説いたいわゆる時代の風浪は、山野にかくれていた賢人をひろい上げてもゆくが、また、官衙かんがや武府の旧勢力のうちにもいる多くの賢人をたちまち、山林へ追いこんでしまう作用もした。

　仲翔もその一人だった。

　彼は、黙々と、野を歩いて、これから隠れすむ草廬の地をさがした。

　そして、名もない田舎の山にかかると、ほっとしたように、

「おまえも故郷に帰れ」と、籠の小禽ことりを青空へ放した。

　仲翔は、ほほ笑みながら、青空へ溶け入る小禽の影を見送っていた──これから生きる自分のすがたと同じものにそれが見えたからであろう。
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　仲翔が放してやった籠の小禽が、大空へ飛んでいた頃、もう下界では、会稽かいけいの城と、潮のような寄手のあいだに、連日、激戦がくり返されていた。

　会稽の太守王朗おうろうは、その日、城門をひらいて、自身、戦塵のうちを馳けまわり、

「黄口児孫策、わが前に出でよ」と、呼ばわった。

「孫策は、これにあり」

　と声に応じて、鵯ひよどりのような若い将軍は、鏘々そうそうと剣甲をひびかせて、彼の眼前にあらわれた。

「おう、汝が、浙江せっこうの平和を騒がす不良青年の頭かしらか」

　聞きもあえず、孫策は、

「この老猪ろうちょめ、なにをいうか。良民の膏血こうけつをなめ喰って脂ぶとりとなっている惰眠だみんの賊を、栄耀えいようの巣窟から追い出しにきた我が軍勢である。──眼をさまして、疾とく古城を献じてしまえ」

　と、云い返した。

　王朗おうろうは、怒って、

「虫のいいことをいうな」とばかり、打ってかかった。

　孫策も、直ちに戟ほこを交えようとすると、

「将軍、豚を斬るには、王剣を要しません」

　と、後ろからさっと一人の旗下が躍って孫策に代って王朗へ槍をつけた。

　これなん太史慈たいしじである。

　すわ──と王朗の旗下からも周昕しゅうきんが馬をとばして、太史慈へぶつかってくる。

「王朗を逃がすな！」

「太史慈を打ちとれ！」

「周昕しゅうきんをつつめ」

「孫策を生け捕れッ」

　双方の喚きは入りみだれ、ここにすさまじい混戦となったが、孫軍のうちから周瑜しゅうゆ、程普ていふの二将が、いつのまにか後ろへまわって退路をふさぐ形をとったので、会稽かいけい城の兵は全軍にわたって乱れだした。

　王朗は、命からがら城へひきあげたが、その損害は相当手痛いものだったので、以来、栄螺さざえのように城門をかたく閉めて、「うかつに出るな」と、もっぱら防禦に兵力を集中してうごかなかった。

　城内には、東呉から逃げて来た厳白虎もひそんでいた。厳白虎も、

「寄手は、長途の兵、このまま一ヵ月もたてば兵糧に困ってきます。──長期戦こそ、彼らの苦手ですから、守備さえかためていれば、自然、孫策は窮してくるにきまっている」

　と、一方の守備をうけ持って、いよいよ築土を高くし、あらゆる防備を講じていた。

　果たして、孫策のほうは、それには弱っていた。いくら挑戦しても、城兵は出てこない。

「まだ、麦は熟さず、運輸には道が遠い。良民の蓄えを奪い上げて、兵糧にあててもたちまち尽きるであろうし、第一われらの大義が立たなくなる。──如何いたしたものだろう」

「孫策よ。わしに思案があるが」

「おお、叔父上ですか。あなたのご思案と仰っしゃるのは？」

　孫策の叔父孫静そんせいは、彼の問いに答えて、

「会稽の金銀兵糧は、会稽の城にはないことを御身は知っているか」

「存じませんでした」

「ここから数十里先の査涜さとくにかくしてあるんじゃよ。だから急に、査涜を攻めれば、王朗はだまって見ておられまい」

「ごもっともです」

　孫策は、叔父の説をいれた。その夜、陣所陣所にたくさんな篝かがりを焚かせ、おびただしい旗を立てつらね、さも今にも会稽城へ攻めかかりそうな擬兵ぎへいの計をしておいて、その実、査涜へ向って、疾風の如く兵を転じていた。
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　擬兵の計を知らず、寄手のさかんな篝火かがりびに城兵は、「ぬかるな！ 襲って来るぞ」と、眠らずに、防備の部署についたが、夜が白んで、城下の篝火が消えて見ると、城下の敵は一兵も見えなかった。

「査涜さとくが襲われている！」

　こう聞いた王朗おうろうは、仰天して城を出た。そして査涜へ駆けつける途中、またも孫策の伏兵にかかって、ついに王朗の兵は完膚かんぷなきまでに殲滅せんめつされた。

　王朗は、ようやく身をもって死地をのがれ、海隅かいぐう（浙江省・南隅）へ逃げ落ちて行ったが、厳白虎は余杭よこう（浙江省・杭州）へさして奔ってゆく途中、元代げんだいという男に酒を飲まされて、熟睡しているところを、首を斬られてしまった。

　元代は、その首を孫策へ献じて、恩賞にあずかった。

　こうして、会稽かいけいの城も、孫策の手に落ち、南方の地方はほとんど彼の統治下になびいたので、叔父、孫静を、会稽の城主に、腹心の君理くんりを、呉郡の太守に任じた。

　すると、その頃、宣城から早馬が来て、彼の家庭に、小さな一騒動があったことを報らせてきた。

「或る夜、近郷の山中に住む山賊と、諸州の敗残兵とが、一つになって、ふいに宣城へ襲よせてきました。弟様の孫権そんけん、大将周泰しゅうたいのおふた方で、防ぎに努めましたが、その折、賊のなかへ斬って出られたご舎弟孫権様をたすけるため、周泰どのには、甲も着ず、真ッ裸で、大勢を相手に戦ったため、槍刀創きずを、体じゅうに十二ヵ所も受けられ、瀕死の容態でございます」

　使いのはなしを聞くと、孫策は急いで宣城へ帰った。なによりも、案じられていた母の身は、つつがなかったが、周泰は、想像以上、ひどい重傷で、日夜苦しがっていた。

「なんとかして、助けてやりたいが、よい名薬はないか」

　と、家臣へ、知識を求めると、先に厳白虎の首を献じて、臣下の一員となっていた元代が、

「もう七年も前ですが、海賊に襲われて、手前がひどい矢疵やきずを受けた時、会稽の虞翻ぐほんという者が自分の友だちに、名医があるといって紹介してくれまして、その医者の手当で、わずか十日で全治したことがありましたが」

　と、話した。

「虞翻とは、仲翔ちゅうしょうのことではないか」

「よくご存じで」と、元代は、孫策のことばに眼をみはった。

「いや、その仲翔は、王朗の臣下だったが、探しだして用うべき人物だと、わしは張昭から薦められていたところだ。──さっそく、仲翔をさがしだし、同時に、その名医も、つれて来てもらいたいが」

　孫策の命に、

「仲翔は今、どこにいるか」と、諸郡の吏に、捜索の令が行き渡った。

　仲翔は、つい先ごろ、野にかくれたばかりだが、またすぐに見出されて孫策の命を聞くと、

「人ひとりの命を助けるためとあれば」

　と、友人の医者を伴い、さっそく宣城へやってきた。

　仲翔の親友というだけであって、その医者も変っていた。

　白髪童顔の老人で、いかにも清々と俗気のない姿だ。

　野茨のいばらかなにか、白い花を一輪持って、たえず嗅ぎながら歩いている。あんまり人間くさい中へ来たので、野のにおいが恋しいといったような顔つきだ。

　孫策が、会って名を問うと、

「華陀かだ」と、答えた。

　沛国譙郡はいこくしょうぐんの生れで、字あざなを元化げんかという。素姓はあるが、よけいなことは云いたがらないのである。

　すぐ病人を診みて、

「まず、ひと月かな」と、つぶやいた。

　果たして、一月の中に、周泰の瘡きずは、拭ったように全治した。

　孫策は、非常によろこんで、

「まことに、君は名医だ」と、いうと華陀は、

「あなたもまた、国を治す名医じゃ。ちと、療治は荒いが」

　と、笑った。

「なにか、褒美に望みはないか」

　と、孫策がきくと、

「なにもない。仲翔を用いて下されば、有難い」

　と、答えた。




平和主義者
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　江南江東八十一州は、今や、時代の人、孫策そんさくの治めるところとなった。兵は強く、地味は肥沃ひよく、文化は溌剌はつらつと清新を呈してきて、

　小覇王しょうはおう孫郎そんろう

　の位置は、確固たるものになった。

　諸将を分けて、各地の要害を守らせる一方、ひろく賢才をあつめて、善政を布しいた。やがてまた、朝廷に表ひょうを捧げて、中央の曹操そうそうと親交をむすぶなど、外交的にも進出するかたわら、かつて身を寄せていた淮南わいなんの袁術えんじゅつへ、

「爾来、ごぶさたをいたしていましたが」

　と、久しぶりに消息を送って、さて、その使者をもって、こういわせた。

「かねて、お手許へお預けしておいた伝国でんこくの玉璽ぎょくじですが、あれは大切なる故人孫堅の遺物かたみですから、この際お返しねがいたいものです。──もちろん、当時拝借した兵馬に価する物は、十倍にもしてお返し申しますが」

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　時に。

　その後の袁術の勢力はどうかというに、彼もまた淮南わいなんを中心に、江蘇こうそ、安徽あんき一帯にわたっていよいよ強大を加え、しかも内心不敵な野望を抱いていたから、軍備城塞にはことに力を注いでいた。

「今日、この議閣に諸君の参集を求めたのはほかでもないが、今となって孫策から、にわかに、伝国の玉璽を返せと云ってきた。──どう答えてやったものだろうか。それについて、各〻に意見あらば云ってもらいたい」

　その日。

　袁術は、三十余名の諸大将へ向って諮はかった。

　長史ちょうし楊大将ようたいしょう、都督ととく長勲ちょうくんをはじめとして、紀霊きれい、橋甤きょうずい、雷薄らいはく、陳闌ちんらん──といったような歴々がのこらず顔をそろえていた。

「真面目にご返辞などやるには当りますまい、黙殺しておけばよろしい」

　一人の大将がいう。

　すると、次席の将がまた、

「孫策は、忘恩の徒だ。──ご当家で養われたばかりか、偽って、三千の兵と、五百頭の馬を拝借して去ったまま、今日まで何の沙汰もして来ない。──便りをしてきたと思えば、預けた品を返せとはなんたる無礼か」と、罵った。

「ウム、ウム」

　袁術の顔色は良かった。

　諸臣はみな彼の野望をうすうす知っていた。で、一斉に、

「よろしく江東に派兵して、忘恩の徒を懲こらすべきである」と、衆口こぞって云った。

　しかし、楊大将は反対して、

「江東を討つには、長江の嶮を渡らねばならん。しかも孫策は今、日の出の勢いで、士気はあがっている──如しかず、ここは一歩自重してまず北方の憂いをのぞき、味方の富強を増大しておいてから悠々南へ攻め入っても遅くないでしょう」

「そうだ。……北隣の憂いといえば小沛しょうはいの劉備りゅうびと、徐州の呂布りょふだが」

「小沛の劉備は小勢ですから、踏みやぶるに造作はありませんが、呂布がひかえています。──そこで謀計をもって、二者を裂かねばかかれません」

「いかにして、二者を反そむかせるか」

「それは易々やすやすとできましょう。ただし、先にご当家から呂布へ与えると約束した兵糧五万斛ごく、金銀一万両、馬、緞子どんすなどの品々を、きれいにくれてやる必要がありますが」

「よし、やろう」

　袁術は、即座にその説を取り上げた。

「やがて、小沛と徐州がおれの饗膳きょうぜんへ上るとすれば、安い代価だ」

　先に、劉備と戦った折、呂布へ与えると約束して与えなかった糧米、金銀、織布、名馬など、莫大なものが、ほどなく徐州へ向けて蜿蜒えんえんと輸送されて行った。

　呂布の歓心を求める為に。

　そして、劉備を孤立させ、その劉備を屠ほふってから、呂布を制する謀計であることはいうまでもない。
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　呂布も、そう甘くはない。

「はてな、今となって、あの袁術えんじゅつが、莫大な財貨を贈ってきたのは、どういう肚なのだろう」

　もとより、意欲では歓んだが、同時に疑心も起した。

「陳宮ちんきゅう、そちはどう思う」

　腹心の陳宮に問うと、

「見えすいたことですよ」と陳宮は笑った。

「あなたを牽制しておいて、一方の劉備を討とうという袁術の考えでしょう」

「そうだろうな。おれもなんだかそんな気がした」

「劉備が小沛しょうはいにいることは、あなたにとっては前衛にはなるがなんの害にもなりません。それに反して、もし袁術の手が伸びて、小沛が彼の勢力範囲になったら、北方の泰山たいざん諸豪しょごうとむすんでくるおそれもあるし、徐州は枕を高くしていることはできなくなる」

「その手には乗らんよ」

「そうです。乗ってはなりません。受ける物は遠慮なく受けて、冷観しておればよろしいのです」

　数日の後。

　果たせるかな情報が入った。

　淮南兵わいなんへいの怒濤が、小沛へ向って活動しだしたというのである。

　袁術の幕将の一人たる紀霊きれいがその指揮にあたり、兵員十万、長駆して小沛の県城へ進軍中と聞えた。

　もちろん、袁術から、先に代償を払っているので、徐州の呂布には懸念なく、軍を進めているらしい。

　一方、小沛にある劉玄徳りゅうげんとくは、到底、その大軍を受けては、勝ち目のないことも分っているし、第一兵器や糧秣さえ不足なので、

「不測の大難が湧きました。至急、ご救援をねがいたい」

　と、呂布へ向って早馬を立てた。

　呂布は、ひそかに動員して、小沛へ加勢をまわしたのみか、自身も両軍の間に出陣した。

　淮南軍は、意外な形勢に呂布の不信を鳴らした。大将の紀霊からは、激越な抗議を呂布の陣へ持込んできた。

　呂布は、双方の板ばさみになったわけだが、決して困ったような顔はしなかった。

　袁術からも、劉備からも、双方ともにおれを恨まぬように裁いてやろう。

　呂布のつぶやくのを聞いて、陳宮は、彼にそんな器用な捌さばきがつくかしらと疑いながら見ていた。

　呂布は、二通の手紙を書いた。

　そして紀霊と劉備を同日に、自分の陣へ招待した。

　小沛の県城からすこし出て、玄徳も手勢五千たらずで対陣していたが、呂布の招待状が届いたので、「行かねばなるまい」と、起ちかけた。

　関羽は、断じて引止めた。

「呂布に異心があったらどうしますか」

「自分としては、今日まで彼に対して節義と謙譲を守ってきた。彼をして疑わしめるような行為はなにもしていない。──だから彼が、予を害そうとするわけはない」

　玄徳は、そういって、もう歩を運びかけた。すると張飛が、前に立って、

「あなたは、そういっても、われわれには、呂布を信じきれない。──しばらくお出ましは待って下さい」

「張飛ッ。どこへ行く気か」

「呂布が城外へ出て、陣地にあるこそもっけの幸いです。ちょっと、兵を拝借して彼奴の中軍をふいに襲い、呂布の首をあげて、ついでに、紀霊の先鋒をも蹴ちらして帰ってきます。二刻ふたときとはかかりません」

　玄徳は、呂布の迎えよりも、彼の暴勇のほうをはるかに恐れて、

「関羽ッ、孫乾そんけんッ、はやく張飛を止めろ」

　と左右へいった。

　張飛はもう剣を払って馳けだしていたが、人々に抱き止められてようやく連れ戻されて来た。
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　関羽は張飛を諭さとした。

「貴様、それほどまで、呂布を疑って万一を案じるなら、なぜ、命がけでも、守護するの覚悟をもって、家兄のお供をして呂布の陣へ臨まないか」

　張飛は、唾つばするように、

「行くさ！　誰が行かずにいるものか」と、玄徳に従って、自分もあわてて馬に乗った。

　関羽が苦笑すると、

「何を笑う。自分だって、行くなと止めた一人じゃないか」

　と、まるで子どもの喧嘩腰である。

　呂布の陣へ来ると、なおさら張飛の顔はこわばったまま、ニコともしない。さながら魁偉かいいな仮面だ。眼ばかり時々左右へ向ってギョロリとうごく。

　関羽も、油断せず玄徳のうしろに屹然きつぜんと立っていた。

　やがて、呂布が席についた。

「よう来られた」

　この挨拶はいいが、その次に、「この度はご辺の危難をすくうためこの方もずいぶん苦労した。この恩を忘れないようにして貰いたいな」と、いった。

　張飛、関羽の二つの顔がむらむらと燃えている。──が、玄徳は頭かしらを低く下げて、

「ご高恩のほど、なにとて忘れましょう。かたじけのうぞんじます」

　そこへ、呂布の家臣が、

「淮南の大将紀霊どのが見えました」

「オ。はや見えたか。これにご案内しろ」

　呂布は、軽く命じて、けろりと澄ましているが、玄徳は驚いた。

　紀霊は、敵の大将だ。しかも交戦中である。あわてて席を立ち、

「お客のようですから、私は失礼しておりましょう」

　と、避けてそこをはずそうとすると、呂布は押止めて、

「いや、今日はわざと、足下と紀霊とを、同席でお呼びしてあるのだ。まあ、相談もあるから、それへかけておいでなさい」

　そのうちに、もう紀霊が、つい外まで案内されて来た様子。

　呂布の臣となにか話しながらやってくるらしく、豪快な笑い声が近づいてくる。

「こちらです」

　案内の武士が、営門の帷とばりをあげて、閣の庭を指すと、紀霊は何気なく入りかけたが、

「……あっ？」と、顔色を変えて、そこへ足を止めてしまった。

　玄徳、関羽、張飛。

　敵方の三人が、揃いも揃ってそこの席にいたのである。──紀霊にしても驚いたのはむりもない。

　呂布は、振返って、「さ。これへ来給え」と、空あいている一席を指さした。

　しかし、紀霊は、疑わずにいられなかった。恐怖のあまり彼は身をひるがえして、外へ戻ってしまった。

「来給えというのに。なにを遠慮召さるか」

　呂布は立って行って、彼の臂ひじをつかまえた。そして、小児の如く吊り下げて、中へ入れようとするので、紀霊は、

「呂公、呂公。何科なにとがあって、君はこの紀霊を、殺そうとし給うのか」と、悲鳴をあげた。

　呂布は、くすくす笑って、

「君を殺す理由はない」

「では、玄徳を殺す計で、あれに招いておるのか」

「いや、玄徳を殺す気もない」

「しからば……しからば一体どういうおつもりで？」

「双方のためにだ」

「分らぬ。まるで狐につままれたようだ。そう人を惑わせないで、本心を語って下さい」

「おれの本心は、平和主義だ。おれは元来、平和を愛する人間だからね。──そこで今日は、双方の顔をつき合わせて、和睦わぼくの仲裁をしてやろうと考えたわけだ。この呂布が仲裁では、君は役不足というのか」
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　平和主義も顔負けしたろう。

　それも、余人がいうならともかく、呂布が自分の口で、（おれは平和主義だ）と、見得みえを切ったなどは、近ごろの珍事である。

　もとより紀霊も、こんな平和主義者を、信用するはずはない。おかしいよりも、彼は、なおさら疑惑に脅おびやかされた。

「和睦といわれるが、いったい和睦とは、どういうわけで？」

「和睦とは、合戦をやめて、親睦をむすぶことさ。知らんのか君は」

　紀霊は、呆っ気にとられた。

　その顔つきを煙にまいて、呂布は、彼の臂を引っ張ッたまま席へつれてきた。

　変なものができあがった。

　座中の空気は白けてしまう。紀霊と玄徳とは、ここで、客同士だが、戦場では当面の敵と敵である。

「…………」

「…………」

　お互いにしり眼に見合って、毅然と構えながらももじもじしていた。

「こう並ぼう」

　呂布は、自分の右へ、玄徳を招じ、左のほうへ、紀霊の座をすすめた。

　酒宴になった。

　だが、酒のうまかろうはずがない。どっちも、黙々と、杯の端を舐なめるようなことをしている。

　そのうちに呂布が、

「さあ、これでいい。──これで双方の親交も成立した。胸襟をひらいて、ひとつ乾杯しよう」

　と、ひとり飲みこんで杯を高くあげた。

　しかし、挙がった手は、彼の手だけだった。

　ここに至っては、紀霊も黙っていられない。席を蹴らんばかりな顔をして、

「冗談は止めたまえ」と、呂布へ正面を切った。

「なにが冗談だ」

「考えてもみられよ。それがしは君命をうけて、十万の兵を引率し、玄徳を生捕らずんば生還を期せずと、この戦場に来ておるのだ」

「分っておる」

「百姓町人の擲なぐり合いかなんぞなら知らぬこと。そう簡単に、兵を引揚げられるものではない。それがしが戦をやめる日には玄徳を生捕るか、玄徳の首を戟ほこにつらぬいて、凱歌をあげる日でなければならん」

「…………」

　玄徳は、黙然と聞いていたが、その後ろに立っていた関羽、張飛の双眼には、ありありと、烈火がたぎっていた。

　──と思うまに、張飛は、玄徳のうしろから戛々かつかつと、大股に床ゆか踏ふみ鳴らして、

「やい紀霊ッ。これへ出ろ。──黙っておれば、人もなげな広言。われわれ劉玄徳と誓う君臣は、兵力こそ少いが、汝ら如き蛆虫うじむしや、いなごとは実力がちがう。そのむかし、黄巾の蜂徒ほうと百万を、僅か数百人で蹴散らした俺たちを知らないか。──もういちどその舌の根をうごかしてみろ！ ただは置かんぞッ」

　あわや剣を抜いて躍りかかろうとするかの血相に、関羽は驚いて、張飛を抱きとめ、

「そう貴様一人で威張るな。いつも貴様が先に威張ってしまうから、俺などの出る所はありはしない」

「ぐずぐず云っているのは、それがし大嫌いだ。やい紀霊、戦場に所は選ばんぞ。それほど、わが家兄の首が欲しくば取ってみろ」

「まあ、待てと申すに。──呂布にもなにか考えがあるらしい。呂布がどう処置をとるか、もうしばらく、家兄のように黙りこくって見ているがいい」

　すると、張飛は、

「いや、その呂布にも、文句がある。下手な真似をすると、呂布だろうが、誰だろうが、容赦ようしゃはしていねえぞ」

　と、髪は、冠をとばし、髯は逆さかしまに分かれて、丹たんの如き口を歯の奥まで見せた。
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　そう張飛に挑戦されては、紀霊もしりごみしてはいられない。

「この匹夫めが」

　剣を鳴らして起ちかけた。

　呂布は、双方を睨みつけて、

「やかましい。無用な騒ぎ立てするな」と、大喝して、

「誰か、来い」と、後ろへもどなった。

　そして馳け集まって来た家臣らに向い、

「おれの戟ほこを持って来い。おれの画桿がかんの大戟のほうだ」と、すさまじい語気でいいつけた。

　出来合いの平和主義も、意のままにならないので、立ち所に憤怒ふんぬの本相をあらわす気とみえる。彼が立腹したら何をやりだすか分らない。紀霊も非常に恐れたし、玄徳も息をのんで、

「どうなることか」と、見まもっている。

　画桿の大戟は彼の手に渡された。それを引っ抱えながら一座を睨ねめまわして、呂布はこう云いだした。

「今日、おれが双方を呼んで、和睦しろというのは、おれがいうのじゃない。天が命じているのだ。それに対して、私の心をはさみ、四の五の並べ立てるのは天の命に反そむくものだぞ」

　果然、彼はまだ、厳かな平和主義者の仮面を脱がない。

　なに思ったか、呂布は、そういうや、否、ぱっと、閣から走りだして、彼方、轅門えんもんのそばまで一息に飛んでゆくと、そこの大地へ、戟を逆しまに突きさして帰って来た。

　そしてまた云うには、

「見給え、ここから轅門までのあいだ、ちょうど百五十歩の距離がある」

　一同は、彼の指さすところへ眼をやった。なんのために、あんな所へ戟を立てたのか、ただいぶかるばかりだった。

「──そこでだ。あの戟の枝鍔を狙って、ここからおれが一矢射て見せる。首尾よくあたったら、天の命を奉じて、和睦をむすんで帰り給え。あたらなかったら、もっと戦えよという天意かも知れない。おれは手を退いて干渉を止めよう。勝手に、合戦をやりつづけるがいい」

　奇抜なる提案だ。

　紀霊は、あたるはずはないと思ったから、同意した。

　玄徳も、

「おまかせする」と、いうしかなかった。

「では、もう一杯飲んで」と、席に着き直って、呂布はまた、一巡酒をすすめ、自分も彼方の戟を見ながら飲んでいたが、やがてぽっと酔いが顔にきざしてきた頃、

「弓をよこせ！」と、家臣へどなった。

　閣の前へ出て、呂布は正しく片膝を折った。

　弓は小さかった。

　弭つのゆみ──または李満弓りまんきゅうともいう半弓型のものである。けれど梓あずさに薄板金を貼り、漆巻うるしまきで緊しめてあるので、弓勢ゆんぜいの強いことは、強弓とよぶ物以上である。

「…………」

　ぶツん！

　弦はぴんと返った。切ってはなたれた矢は笛の如く風に鳴って、一線、鮮やかに微光を描いて行ったが、カチッと、彼方で音がしたと思うと、戟の枝鍔は、星のように飛び散り、矢は砕けて、三つに折れた。

「──あたった！」

　呂布は、弓を投げて、席へもどった。そして紀霊に向い、

「さあ約束だ。すぐ天の命を受け給え。何、主君に対して困ると。──いや袁術えんじゅつへは、こちらから書簡を送って、君の罪にならぬようにいっておくからいい」

　彼を、追いかえすと、呂布は玄徳へ、得意になって云った。

「どうだ君。もし俺が救わなかったら、いかに君の左右に良い両弟が控えていても、まず今度は、滅亡だったろうな」

　売りつける恩とは知りながらも、玄徳は、

「身の終るまで、今日のご恩は忘れません」

　と、拝謝して、ほどなく小沛へ帰って行った。




花嫁



一



「このまま踏み止まっていたら、玄徳はさておいて、呂布が、違約の敵と名乗って、総勢で攻めてくるにちがいない」

　紀霊きれいは、呂布を恐れた。

　何だか呂布に一ぱい喰わされた気もするが、彼の太い神経には、まったく圧服されてしまった。

　やむなく紀霊は、兵を退いて、淮南わいなんへ帰った。

　彼の口から、仔細を聞いて、嚇怒かくどしたのは、袁術であった。

「彼奴きゃつ。どこまで図太ずぶとい奴か底が知れん。莫大な代償を受取っておきながら、よくも劉備りゅうびを庇かばいだてして、無理押しつけな和睦などを酬いおったな」

　虫がおさまらない。

　袁術、堪忍をやぶって、

「この上は、予が自身で、大軍をすすめ、徐州も小沛も、一挙に蹴ちらしてくれん」

　と、令を発せんとした。

　紀霊は、自己の不面目を、ふかく恥じていたが、

「いけません。──断じて、うかつには」と、諫いさめた。

「呂布の勇猛は、天下の定評です。勇のみかと思っていたら、どうして、機智も謀才もあるのには呆れました。それが徐州の地の利をしめているのですから、下手に出ると、大兵を損じましょう」

「というと、彼奴が北隣に蟠踞ばんきょしていては、将来ともこの袁術は、南へも西へも伸びることができないではないか」

「それについて、ふと思い当ったことがあります。聞くところによると、呂布には妙齢としごろの美しい娘がひとりあるそうです」

「妾しょうの腹か、妻女の子か」

「妻女の厳氏げんしが生んだ愛娘まなむすめだというはなしですから、なお、都合がいいのです」

「どうして」

「ご当家にも、はや嫁君を迎えてよいご子息がおありですから、婚を通じて、まず、呂布の心を籠絡ろうらくするのです。──その縁談を、彼が受けるか受けないかで、彼の向背こうはいも、はっきりします」

「む、む」

「もし彼が、縁談をうけて、娘をご子息へよこすようでしたら──しめたものです。呂布は、劉備を殺すでしょうよ」

　袁術は、膝を打って、

「よい考えだ。良策を献じた褒美として、このたびの不覚は、罪を問わずにおいてやる」

　と、いった。

　袁術はまず、一書を認めて、このたび和睦の労をとられた貴下のご好意に対して、満腔の敬意と感謝を捧げる──と慇懃いんぎんな答礼を送った。

　日をはかって、それからわざと二月ほど間をおいてから、

「──時に、光栄ある貴家と姻戚いんせきの縁をむすんで、永く共栄をわかち、親睦のうえにも親睦を篤うしたいが」と、縁談の使いを向けた。

　もちろんその返辞は、

「よく考えた上、いずれご返辞は、当方より改めて」と、世間なみな当座の口上であった。

　先には、和睦の仲介へ、篤く感謝して来ているし、それからの縁談なので、呂布は、真面目に考慮した。

「わるい話でもないな。……どうだね。お前の考えは」

　妻の厳氏に相談した。

「さあ……？」

　愛いとしいひとり娘なので、彼の妻も、象牙ぞうげを削ったような指を頬にあてて考えこんだ。

　後園の木蘭の花が、ほのかに窓から匂ってくる。呂布のような漢おとこでも、こういう一刻は和なごやかな眼をしているよい父親であった。




二



　第一夫人、第二夫人、それと、いわゆる妾しょうとよぶ婦人と。

　呂布の閨室けいしつは、もともと、そう三人あった。

　厳氏げんしは正妻である。

　その後、曹豹そうひょうの女むすめを入れて、第二の妻としたが、早逝してしまったので子供もなかった。

　三番目のは妾である。

　妾の名は、貂蝉ちょうせんという。

　貂蝉といえば、彼が、まだ長安にいた頃、熱烈な恋をよせ、恋のため、董相国とうしょうこくに反そむいて、遂に、時の政権をくつがえしたあの大乱の口火となった一女性であるが──その貂蝉はまだ彼の秘室に生きていたのだろうか。

「貂蝉よ、貂蝉よ」

　彼は今も、よくそこの閨園けいえんでは呼んでいる。だが、その後、彼にかしずいている貂蝉は、かの王允おういんの養女であった薄命な貂蝉とは、名こそ同じだが、別人であった。

　どこか、似てはいる。

　しかし、年もちがう、気だてもちがう。

　呂布も、煩悩児ぼんのうじであった。

　長安大乱のなかで死んだ貂蝉があきらめきれなかった。それ故、諸州にわたって、貂蝉に似た女性をさがし、ようやくその面影をどこかしのべる女を得て、

「貂蝉、貂蝉」と、呼んでいるのだった。

　その貂蝉にも、子はなかったので、子供といっては、厳氏の腹から生れた娘があるだけである。

　煩悩な父親は、その愛娘へも、人なみ以上な鍾愛しょうあいをかけている。──子の幸福を、自分の行く末以上に案じている。

「どうだね？」

　袁術からの縁談には、彼はほとほと迷っていた。

　男親は、あまりに、多方面から考えすぎる。

　一面では良縁と思うし、一面では危うさを覚える。

「……わたしは、いいおはなしと思いますが」

　正妻の厳氏はいった。

「なぜならば、わたしが、ふと聞いたうわさでは、袁術という人は、早晩、天子になるお方だそうですね」

「誰に聞いた？」

「誰とはなく、侍女こしもとたちまで、そんな噂をささやきます。──天子の位につく資格をもっているんですって」

「彼の手には、伝国でんこくの玉璽ぎょくじがある。それでだろう。──しかし、衆口のささやき伝える力のほうが怖しい。実現するかもしれないな」

「ですから、よいではございませんか。娘を嫁入らせば、やがて皇妃こうひになれる望みがありましょう」

「おまえも、偉いところへ眼をつけるな」

「女親のいちばん考える問題ですもの。ただ、先方に何人の息子がいるか、それは調べておかなければいけませんね。大勢のなかの一番出来の悪い息子なんかに貰われたら後悔しても追いつきませんから」

「その点は、不安はない。袁術には、一人しか息子はいないのだから」

「じゃあ、考えていらっしゃることはないじゃありませんか」

　雌鶏めんどりのことばに、雄鶏おんどりも羽ばたきした。──袁家えんけから申しこんできた「共栄の福利を永久に頒わかたん」との辞令が、真実のように思い出された。

　返辞を待ちきれないように、袁家からは、再度韓胤かんいんを使者として、

「ご縁談の儀は、いかがでしょうか。一家君臣をあげて、この良縁の吉左右きっそうを、鶴首かくしゅしておるものですから」

　と、内意をただしにきた。

　呂布は、韓胤を駅館に迎えて、篤くもてなし、承知の旨を答えるとともに、使者の一行にたくさんな金銀を与え、また帰る折りには、袁術へ対して、豪華な贈物を馬や車に山と積んで持たせてやった。

「申し伝えます。さだめし袁ご一家におかれても、ご満足に思われましょう」

　韓胤の帰った翌日である。

　例のむずかしやの陳宮が、いとどむずかしい顔をして、朝から政務所の閣にひかえ、呂布が起きだしてくるのを待っていた。




三



　やがて、呂布が起きてきた。

「おお、陳宮か、早いな」

「ちと、おはなしがありまして」

「なんじゃ」

「袁家とのご縁談の儀で」

　陳宮の顔つきから見て、呂布は心のうちで、ちょっと当惑した。

　また何か、この諫言家かんげんかが、自分を諫めにきたのではないか。

　もう先方へは承諾を与えてある。今、内輪から苦情をもち出されてはうるさい。

「…………」

　そんな顔しながら、寝起きの鈍にぶい眼を、横へ向けていた。

「おさしつかえございませんか。ここで申し上げても」

「反対かな。そちは」

「いや、決して」

　陳宮が、頭を下げたので、呂布はほっとして、

「吏員どもが出てくるとうるさい。あの亭ちんへ行こう」

　閣を出て、木蘭の下を歩いた。

　水亭の一卓を囲んで、

「そちにはまだ話さなかったが、妻も良縁というから、娘をやることに決めたよ」

「結構でしょう」

　陳宮の答えには、すこし奥歯に物がはさまっている。

「いけないかね」

　呂布は、彼の諫めをおそれながら、彼の保証をも求めていた。

「いいとは思いますが、その時期が問題です。挙式は、いつと約しました」

「いや、まだそんなところまでは進んでいない」

「約束からお輿入こしいれまでの日取りには、古来から一定した期間が定まっておりましょう」

「それによろうと思う」

「いけません」

「なぜ」

「世上一般の慣例としては、婚約の成立した日から婚儀までの期間を、身分によって四いろに分けています」

「天子の華燭かしょくの式典は一ヵ年、諸侯ならばそのあいだ半年、武士諸大夫は一季、庶民は一ヵ月」

「その通りです」

「そうか。むむ……」と、呂布はのみこみ顔で、

「袁術は、伝国の玉璽を所有しておるから、早晩、天子となるかもしれない。だから、天子の例にならえというのか」

「ちがいます」

「では、諸侯の資格か」

「否」

「大夫の例で行えというか」

「いけません」

「しからば……」と、呂布も気色けしきばんだ。

「おれの娘をやるのに、庶民なみの例で輿入れせよと申すか」

「左様なことは、誰も申し上げますまい」

「わからぬことをいうやつ、それでは一体、どうしろというのか」

「事は、家庭のご内事でも、天下の雄将たるものは、常に、風雲をながめて何事もなさるべきでしょう」

「もちろん」

「驍勇ぎょうゆう並ぶ者なきあなたと、伝国の玉璽を所有して、富国強兵を誇っているところの袁家とが、姻戚いんせきとして結ばれると聞いたら、これを呪咀じゅそし嫉視しっしせぬ国がありましょうか」

「そんなことを怖れたらどこへも娘はやれまい」

「しかし、万全を図るべきでしょう。ご息女のお為にも。──お輿こし入れの吉日を、千載の好機と待ちかまえ、途中、伏兵でもおいて、花嫁を奪い去るようなおそれがないといえますか」

「それもそうだ……じゃあどうしたらいいだろう」

「吉日を待たないことです。身分も慣例も構うことではありません。四隣の国々が気づかぬまに、疾風迅雷しっぷうじんらい、ご息女のお輿を、まず袁家の寿春じゅしゅんまで、お送りしてしまうことです」




四



「なるほど」

　呂布も、彼にいわれてみれば、至極、もっともであると思うのだった。

「だが、弱ったなあ」

「何がお困りですか」

　陳宮は突っこんで訊ねた。

　呂布は頭をかいて、

「実は、夫人おくもこの縁談には乗り気で、非常な歓びだものだから……つい其方にも計らぬうち、袁術の使者へ、承諾の旨を答えてしまった」

「結構ではありませんか。てまえはべつに今度の縁談をお止め申しているのではございません」

「──だが、使者の韓胤かんいんは、もはや淮南わいなんへ、帰国してしまったのだ」

「それも構いません」

「なぜ。どうして」

　呂布は、怪しんだ。

　あまりに陳宮が落着きはらっているので妙に思われて来たらしい。

　陳宮は、こう打明けた。

「──実はです。今朝、てまえ一存で、ひそかに韓胤の旅館を訪問し、彼とは内談しておきました」

「なに。袁術の使者と、おれに黙って会っていたのか」

「心配でなりませんから」

「──で。どういうはなしを致したのか」

「わたしは、韓胤に会うと、単刀直入に、こう口を切っていいました。

こんどのご縁談は

つまるところ──

貴国においては

劉備の首がお目あてでしょう。

花嫁は花嫁として

後から欲しいお荷物は

劉備の首、それでしょう！


　いきなり手前がいったものですから韓胤は驚いて、顔色を失いましたよ」

「それはそうだろう。……そしたら韓胤はなんと答えたか」

「ややしばらくてまえの面を見ていましたが、やがて声をひそめて、

──左様な儀は

どうか大きなお声では

仰っしゃらないように。


　と、あれもなかなか一くせある男だけに、いい返辞をしたものです」

「ふウム。それから、其方はなにをいおうとしたのか」

「花嫁のお輿こし入れは、世間の通例どおりにしては、必ず、不吉が起る。順調に運ぶとは思われない。だから、自分からも、主君にそうおすすめ申すから、貴国のほうでも、即刻お取急ぎ下さるように。……こう申して帰ってきたのです」

「韓胤は、おれには、何もいわなかった」

「それはいわないでしょう。この縁談は、政略結婚ですと、明らかにいって来るお使者はありませんからな」

　陳宮は、こういったら、呂布が考え直すかと思って、その顔いろを見つめていたが、呂布の心は、娘を嫁がせる支度やその日取りにばかりもう心を奪われていた。

「では、日取りは、早いほどいいわけだな。何だか、ばかに気ぜわしくなったぞ」

　彼はまた、後閣へ向って、大股にあるいて行った。

　妻の厳氏にいいふくめて、それから、夜を日についで、輿入れの準備をいそがせた。

　あらゆる華麗な嫁入り妝匣どうぐがそろった。おびただしい金襴きんらんや綾羅りょうらが縫ぬわれた。馬車や蓋かさが美々しくできた。

　いよいよ花嫁の立つ朝は来た。東雲しののめの頃から、徐州城のうちに、鼓楽こがくの音がきこえていた。ゆうべから夜を明かして、盛大な祝宴は張られていたのである。

　やがて、禽とりの啼く朝の光と共に、城門はひらかれ、花嫁をのせた白馬金蓋きんがいの馬車は、たくさんな侍女侍童や、美装した武士の列に護られて、まるで紫の雲も棚びくかとばかり、城外へ送り出されてきた。




五



　陳珪ちんけいは、老齢なので、息子の邸で病を養っていた。

　彼の息子は、劉玄徳の臣、陳登ちんとうであった。

「なんだね、あの賑やかな鼓楽は？」

　病室にかしずいている小間使いが、

「ご隠居さまには、まだご存じないんですか」と、徐州城を出た花嫁の行列が、遠い淮南わいなんへ立ってゆくのを、町の人たちが今、歓呼して見送っているのですと話した。

　すると、陳珪は、

「それは大変じゃ、こうしては居られない」と、病室から歩みだし、

「わしを驢ろに乗せて、お城まで連れてゆけ」と、いって、どうしても肯きかなかった。

　陳珪は、息をきりながら徐州城へ上がって、呂布へ目通りをねがった。

「病人のくせに、何で出てきたのか。祝いになど来ないでもいいのに」と、呂布がいうと、

「あべこべです」

　陳珪は、強くかぶりを振って、云いだした。

「──あなたのご臨終もはや近づいたので、今日は、お悼くやみをのべに上がりました」

「老人。おまえは、自分のことを云っているのじゃないか」

「いいえ、老病のわたくしよりもあなたのほうが、お先になりました」

「なにを、ばかな」

「でも、命数は仕方がございません。ご自分で、冥途めいどへ冥途へと、自然、足をお向けになるんですから」

「不吉なことを申すな。このめでたい吉日に」

「きょうが吉日とお考えになられるのからして、もう死神につかれているのです。──なぜならば、こんどのご縁談は、袁術の策謀です。あなたに、劉備という者がついていては、あなたを亡ぼすことができないため、まずご息女を人質に取っておいて、それから劉備のいる小沛へ攻め寄ろうとする考えなのです」

「…………」

「劉備が攻められても、今度はあなたも、劉備へ加勢はできますまい。彼を見殺しにすることは、ご自身の手脚がもがれて行くことだとお思いになりませんか」

「…………」

「やれやれ、ぜひもない！ 怖ろしいのは、人の命数と、袁術の巧妙な策略じゃ」

「ウーム……」

　呂布はうなっていたが、やがて陳珪をそこへ置き放したまま、大股にどこかへ出て行った。

「陳宮っ。陳宮！」

　閣の外に、呂布の大声が聞えたので、何事かと、陳宮が詰所から走ってゆくと、その面を見るなり、呂布は、

「浅慮者あさはかものめ。貴様はおれを過あやまらせたぞッ」と、呶鳴りつけた。

　そしてにわかに、騎兵五百人を庭上へ呼んで、

「姫の輿こしを追いかけて、すぐ連れもどしてこいっ。──輿入れは中止だ」と、云いわたした。

　呂布のむら気はいつものことだが、これにはみんな泡をくった。騎兵隊は、即刻、砂けむりあげて、花嫁の行列を追った。

　呂布は、書面を認したためて、

「昨夜から急に、むすめが微恙びようで寝ついたので、輿入れの儀は、当分のあいだ延期とご承知ねがいたい」と、袁術のほうへ、早馬で使いをやった。

　病人の陳珪老人は、その夕方まで城内にいたが、やがてトボトボ驢ろの背にのってわが家へ帰りながら、

「ああ、これで……伜のご主君のあぶない所が助かった」

　と、まばらな髯ひげのなかで、独りつぶやいていた。




馬盗人うまぬすびと
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　次の日、陳珪ちんけいは、また静かに、病床に横臥していたが、つらつら険悪な世上のうごきを考えると小沛しようはいにいる劉玄徳りゅうげんとくの位置は、実に危険なものに思われてならなかった。

「呂布は前門の虎だし、袁術えんじゅつは後門の狼にも等しい。その二人に挟まれていては、いつかきっと、そのいずれかに喰われてしまうにきまっている」

　彼は心配のあまり、病床で筆をとって、一書をしたため、使いを立てて呂布の手もとへ上申した。その意見書には、こういう献策がかいてあった。

近ごろ、老生の聞く所によると、袁術は、玉璽ぎょくじを手にいれ、不日天子の称を冒おかさんとしている由です。

明らかな大逆です。

この際、あなたとしては、ご息女の輿入れをお見合わせになったのを幸いに、急兵を派して、まだ旅途にある使者の韓胤かんいんを搦からめ捕り、許都の朝廷へさし立てて、順逆を明らかにしておくべきではありませんか。

曹操そうそうは、あなたの功を認めるでしょう。あなたは、官軍たるの強みを持ち、曹操の兵を左翼に、劉玄徳を右翼として、大逆の賊を討ち掃はらうべきです。

今こそ、その秋ときです。

曠世の英名をあげて、同時に一代の大計をさだめる今を、むなしく逸してはいけません。こういう機会は、二度と参りますまい。


「……あなた、何を考えこんでいらっしゃるのですか」

　妻の厳氏は、呂布の肩ごしにそれをさしのぞいて陳珪の意見書を共に読んでしまった。

「いや、陳珪のいうところも、一理あるから、どうしようかと思案していたのさ」

「死にかけている病人の意見などに動かされて、せっかくの良縁を、あなたは破棄してしまうおつもりですか」

「むすめは、どうしているね」

「泣いておりますよ、可哀そうに……」

「弱ったなあ」

　呂布はつぶやきながら、吏士たちの詰めている政閣のほうへ出て行った。

　すると何事か、そこで吏士たちがさわいでいた。

　侍臣に訊かせてみると、

「小沛の劉備が、どこからか、続々と、馬を買いこんでいるといっているのです」

　と、告げた。

　呂布は、大口あいて笑った。

「武将が、馬を買入れるのは、いざという時の心がけで、なにも、目にかどを立ててさわぐこともあるまい──わしも良馬を集めたいと思って、先ごろ、宋憲そうけん以下の者どもを山東へつかわしてあるが、彼らも、もう帰ってくる時分だろう」

　それから三日目だった。

　山東地方へ軍馬を求めに出張していた宋憲と、その他の役人どもは、まるで狐にでもつままれたような恰好で、ぼんやり城中へ帰ってきた。

「軍馬はたくさん集めてきたか。さっそく逸物を五、六頭ひいて見せい」

　呂布がいうと、

「申し訳ございません」と、役人どもは、彼の怒りを恐れながら、頭をすりつけて答えた。

「名馬三百匹をひいて、一昨夜、小沛の境までかかりました所、一団の強盗があらわれて、そのうち二百頭以上の逸物ばかり奪い去ってしまいました。……われら、きのうも今日も、必死になって、後をさがしましたが、山賊どもも、馬の群れも、まったく行方がわかりませんので、むなしく残りの馬だけひいて、ひとまず立ち帰って参りました」

「なに、強盗の一団に、良馬ばかり二百頭も奪われてしまったというのか」

　呂布の額には、そういううちにもう青筋が立っていた。
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「穀ごくつぶしめ。貴様たちは日頃、なんのために禄ろくを喰っているか」

　呂布は、声荒らげて、宋憲らの責任を糺ただした。

「──大事な軍馬を数多強盗に奪われましたと、のめのめと面を揃えて立帰ってくる役人がどこにあるっ。強盗などを見かけたら即座に召捕るのが汝ら、吏たる者の職分ではないか」

「お怒りは、重々、ごもっともでございまするが」と、宋憲は、怒れる獅子王の前に、ひれ伏したまま言い訳した。「何ぶんにも、その強盗が、ただの野盗や山賊などではございません、いずれも屈強な男ばかりでみな覆面しておりましたが、中にもひときわ背のすぐれた頭目などは、われわれどもを、まるで小児の如く取って投げ、近寄ることもどうすることもできません。──しかもその行動はおそろしく迅速で、規律正しく、われわれの乗馬を奪って跳びのるが早いか、その頭目の号令一下に、馬匹の群れに鞭を加え、風のように逃げてしまったのです。……あまりに鮮やかなので、不審に思って、内々、取調べてみますと、われわれの手には及ばなかったはずです。──その覆面の強盗どもは、実は、小沛の劉玄徳の義弟、張飛ちょうひという者と、その部下たちでありました」

「なに。それが張飛だったと……？」

　呂布の忿怒ふんぬは、小沛の方へ向けられた。しかしまだ多少疑って、

「たしかか。──たしかにそれに相違ないか」と、念を押した。

「決して、偽りはありません」

「うぬっ」と、呂布は歯を噛んで、席を突っ立ち、

「おれの堪忍はやぶれた」と、咆哮ほうこうした。

　城中の大将たちは、直ちに呼びだされた。呂布は立ったままでいた。そして一同そこに立ち揃うと、

「劉備へ宣戦する！　すぐさま小沛へ押し寄せろ」

　命を下すや否、彼も甲冑をつけて、赤兎馬に跨またがり、軍勢をひいて小沛の県城へ迫った。

　驚いたのは、玄徳である。

「何ゆえに？」

　理由がわからない。

　しかし事態は急だ。防がずにいられない。

　彼も、兵を従えて、城外へすすみ出た。そして大音をあげて、

「呂将軍、呂将軍。この態ていはそも、何事ですか。故なく兵をうごかし給うは近頃、奇怪なことに思われますが」

「ほざくな、劉備」

　呂布は、姿を見せた。

「この恩知らず！　先に、この呂布が、轅門えんもんの戟ほこを射て、危ういところを、汝の一命を救ってやったのに、それに酬いるに、わが軍馬二百余頭を、張飛に盗ませるとは何事だ。偽君子め！ 汝は強盗を義弟として、財を蓄える気か」

　ひどい侮辱である。

　玄徳は顔色を変えたが、身に覚えないことなので、茫然、口をつぐんでいた。すると張飛はうしろから戟ほこをさげて進み出で、劉備の前に立ちふさがって云い放った。

「吝しみッたれ奴め！ 二百匹ばかりの軍馬がなんだ。あの馬を奪りあげたのは、かくいう張飛だが、われをさして強盗とは聞き捨てならん。おれが強盗なら汝は糞賊ふんぞくだ」

「なに、糞賊？」

　呂布もまごついた。世にさまざまな賊もあるが、まだ糞賊というのは聞いたこともない。張飛のことばは無茶である。

「そうではないか！　汝は元来、寄る辺べなく、この徐州へ頼ってきた流寓りゅうぐうの客にすぎぬ。劉兄のお蔭で、いつのまにか徐州城に居直ってしまい、太守面たいしゅづらをしているのみか、国税もすべて横領し、むすめの嫁入り支度といっては、民の膏血こうけつをしぼり、この天下多難の秋ときに、眷族けんぞくそろって、能もなく、大糞ばかりたれている。されば汝ごとき者を、国賊というのももったいない。糞賊というのだ。わかったか呂布っ」
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　張飛の悪たれが終るか終らない咄嗟とっさだった。

　呂布は颯さッと満面の髯も髪もさかだてて、画桿がかんの大戟おおほこをふりかぶるやいな、

「下郎っ」と、凄まじい怒りを見せて打ってかかった。

　張飛は、乗ったる馬を棹さお立ちに交わしながら、

「よいしょッ」

　と、相手の反それた戟へ、怒声をかけてやった。

　揶揄やゆされた呂布は、いよいよ烈火のようになって、

「おのれ」

　と、さらに、戟を持ち直し、正しく馬首を向け直すと、張飛も、

「さあ、おいで」

　と、一丈八尺の矛ほこを構えて、炬きょのごとき眼まなこを、呂布に向けた。

　これは天下の偉観といってもよかろう。張飛も呂布も、当代、いずれ劣らぬ勇猛の典型である。

　けれど同じ鉄腕の持ち主でも、その性格は甚だしくちがっている。張飛は、徹底的に、呂布という漢おとこが嫌いだった。呂布を見ると、なんでもない日頃の場合でも、むらむらと闘志を挑発させられる。同様に、呂布のほうでも、常々、張飛の顔を見ると、ヘドを催すような不快に襲われる。

　かくの如く憎み合っている両豪が、今や、戦場という時と所を得て、対むかい合ったのであるからその戦闘の激烈であったことは言語に絶している。

　戟を交わすこと二百余合、流汗は馬背にしたたり、双方の喚きは、雲に谺こだまするばかりだった。しかもなお、勝敗はつかず、馬蹄のためにあたりの土は掘り返り、陽はいつのまにか暮れんとしている。

「張飛、張飛っ。なぜ引揚げぬか。家兄の命令になぜ従わん」

　後ろのほうで、関羽の声がした。

　気がついて、彼が前後を見まわすと、もう薄暮の戦場にのこっているのは、自分ひとりだけであった。

　そして敵兵の影を遠巻きに退路をつつみ、草靄くさもやが白く野を流れていた。

「オーッ。──関羽かっ」

　張飛は答えながら、なおも、呂布と戦っていたが、なるほど、味方の陣地のほうで遠く退ひき鐘が鳴り響いている──。

「はやく来い。そんな敵は打ちすてて引揚げろ」

　関羽は、彼のために、遠巻きの敵の一角を斬りくずしていた。張飛もいささか慌あわてて、

「呂布、明日また来い」と云いすてて馳けだした。

　何か、呂布の罵る声がうしろで聞えたが、もう双方の姿もおぼろな夕闇となっていた。関羽は、彼のすがたを見ると馳け寄ってきて、

「家兄がご立腹だぞ」と、ささやいた。

　県城へ引揚げてくると、劉備はすぐ張飛を呼んで詰問した。

「またも其方は禍いをひき起したな。──一体、盗んだ馬は、どこに置いてあるのか」

「城外の前の境内にみなつないであります」

「道ならぬ手段をもって得た馬を玄徳の厩うまやにつなぐことはできない。──関羽、その馬匹をことごとく呂布へ送り返せ」

　関羽はその晩二百余頭の馬匹をすべて呂布の陣へ送り返した。

　呂布は、それで機嫌を直して、兵を引こうとしたが、陳宮がそばから諫めた。

「今もし玄徳を殺さなければ、必ず後の禍いです。徐州の人望は、日にまして、あなたを離れて、彼の身にあつまりましょう」

　そう聞くと呂布は、玄徳の道徳や善行が、かえって恐ろしくも憎くもなった。

「そうだ。人情はおれの弱点だ」

　そのまま、息もつかず翌日にわたって、攻め立てたので、小勢の県城は、たちまち危なくなった。

「どうしよう？」

　玄徳が、左右に諮はかると、孫乾そんけんがいった。

「この上はぜひもありません。いったん城を捨てて、許都きょとへ走り、中央にある曹操そうそうへたのんで、時をうかがい、今日の仇を報じようではありませんか」

　玄徳は、彼の説に従って、その夜三更、搦手からめてから脱けだして、月の白い道を、腹心の者とわずかな手勢だけで、落ちのびて行った。




胡弓夫人こきゅうふじん
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　張飛ちょうひと関羽かんうのふたりは、殿軍しんがりとなって、二千余騎を県城の外にまとめ、

「この地を去る思い出に」

　とばかり、呂布りょふの兵を踏みやぶり、その部将の魏続ぎぞく、宋憲などに手痛い打撃を与えて、

「これで幾らか胸がすいた」と、先へ落ちて行った劉玄徳りゅうげんとくのあとを追い慕った。

　時は、建安元年の冬だった。

　国なく食なく、痩せた馬と、うらぶれた家の子郎党をひき連れた劉玄徳は、やがて許昌きょしょうの都へたどり着いた。

　曹操そうそうは、しかし決してそれに無情ではなかった。

「玄徳は、わが弟分である」

　といって、迎うるに賓客ひんきゃくの礼をとり、語るに上座を譲ってなぐさめた。

　なお、酒宴をもうけて、張飛や関羽をもねぎらった。

　玄徳は、恩を謝して、日の暮れがた相府しょうふを辞し、駅館へひきあげた。

　すると、その後ろ姿を見送りながら、曹操の腹心、荀彧じゅんいくは、

「玄徳はさすがに噂にたがわぬ人物ですな」と、意味ありげに、独り言をもらした。

「むむ」とうなずいたのみで曹操が黙然もくねんとしていると、荀彧はその耳へ顔を寄せて、

「彼こそ将来怖るべき英雄です。今のうちに除いておかなければ、ゆく末、あなたにとっても、由ゆ々ゆしい邪魔者となりはしませんか」と、暗に殺意を唆そそった。

　曹操は、何か、びくとしたように、眼をあげた。その眸は、赤い熒光けいこうを放ったように見えた。

　ところへ、郭嘉かくかが来て、曹操からその相談をうけると、

「とんでもない事です──」といわんばかりな顔して、すぐ首を横に振った。

「彼がまだ無名のうちならとにかく、すでに今日では、義気仁愛のある人物として、劉玄徳の名は相当に知られています。もしあなたが、彼を殺したら、天下の賢才けんさいは、あなたに対する尊敬を失い、あなたの唱となえてきた大義も仁政も、嘘としか聞かなくなるでしょう。──一人の劉備を怖れて、将来の患わずらいを除くために、四海の信望を失うなどは、下げの下策げさくというもので、私は絶対に賛成できません」

「よく申した」

　曹操の頭脳は明澄めいちょうである。彼の血は熱しやすく、時に、また濁にごりもするが、人の善言をよくうけ入れる本質を持っている。

「予もそう思う。むしろ今逆境にある彼には、恩を恵むべきである」といって、やがて朝廷に上がった日、玄徳のため、予州（河南省）の牧を奏請して、直ちに任命を彼に伝えた。

　さらに。

　玄徳が、任地へおもむく時には、兵三千と糧米一万斛ごくを贈り、

「君の前途を祝す予の寸志である」と、その行を盛んにした。

　玄徳は、かさねがさねの好意に、深く礼をのべて立ったが、別れる間際に、曹操は、

「時来れば、君の仇を、君と協力して討ちに行こう」と、ささやいた。

　勿論、曹操の胸にも、いつか誅伐ちゅうばつの時をと誓っているのは、呂布という怪雄の存在であった。

「…………」

　玄徳は、唯い々いとして、何事にも微笑をもってうなずきながら任地へ立った。

　ところが、曹操の計画だった呂布征伐の実現しないうちに、意外な方面から、許都きょとの危機が伝えられだした。

　許都は今、天子の府であり、曹操は朝野の上にあって、宰相の重きをなしている。

「この花園をうかがう賊は何者なりや！」と、彼は憤然と、剣を杖として立ち、刻々、相府へ馳けこんでくる諜報員の報告を、厳しい眼で聞きとった。
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　この許昌へ遷都となる以前、長安に威を振っていたもとの董相国とうしょうこくの一門で張済ちょうさいという敗亡の将がある。

　先頃から董一族の残党をかりあつめて、

　王城復古

　打倒曹閥そうばつ

　の旗幟きしをひるがえし、許都へ攻めのぼろうと企てていた一軍は、その張済の甥おいにあたる張繍ちょうしゅうという人物を中心としていた。

　張繍は諸州の敗残兵を一手に寄せて、追々と勢威を加え、また、謀士賈詡かくを参謀とし、荊州けいしゅうの太守劉表りゅうひょうと軍事同盟をむすんで、宛城えんじょうを根拠としていた。

「捨ておけまい」

　曹操は、進んで討とうと肚をきめた。

　けれど彼の気がかりは、徐州の呂布であった。

「もし自分が張繍を攻めて、戦が長びけば、呂布は必ず、その隙に乗じて、玄徳を襲うであろう。玄徳を亡ぼした勢いを駆って、さらに許都の留守を襲撃されたらたまらない──」

　その憂いがあるので、曹操がなお出陣をためらっていると、荀彧じゅんいくは、

「その儀なれば、何も思案には及びますまい」と、至極、簡単にいった。

「そうかなあ。余人は恐るるに足らんが、呂布だけは目の離せない曲者くせものと予は思うが」

「ですから、与くみし易やすしということもできましょう」

「利を喰わすか」

「そうです。慾望には目のくらむ漢おとこですから、この際、彼の官位を昇せ、恩賞を贈って、玄徳と和睦せよと仰っしゃってごらんなさい」

「そうか」

　曹操は、膝を打った。

　すぐ奉車都尉ほうしゃといの王則おうそくを正式の使者として、徐州へ下し、その由を伝えると、呂布は思わぬ恩賞の沙汰に感激して、一も二もなく曹操の旨に従ってしまった。

　そこで曹操は、

「今は、後顧の憂いもない」と、大軍を催して、夏侯惇かこうじゅんを先鋒として、宛城えんじょうへ進発した。

　淯水いくすい（河南省・南陽附近）のあたり一帯に、十五万の大兵は、霞のように陣を布いた。──時、すでに春更たけて建安二年の五月、柳塘りゅうとうの緑は嫋々じょうじょうと垂れ、淯水の流れは温ぬるやかに、桃の花びらがいっぱい浮いていた。

　張繍ちょうしゅうは、音に聞く曹操が自らこの大軍をひきいて来たので、色を失って、参謀の賈詡かくに相談した。

「どうだろう、勝ち目はあるか」

「だめです。曹操が全力をあげて、攻勢に出てきては」

「では、どうしたらいいか」

「降服あるのみです」

　さすがに賈詡は目先がきいている。張繍にすすめて、一戦にも及ばぬうち降旗を立てて自身、使いとなって、曹操の陣へおもむいた。

　降服に来た使者だが、賈詡の態度ははなはだ立派であった。のみならず弁舌すずやかに、張繍のために、歩ぶのよいように談判に努めたので、曹操は、賈詡の人品にひとかたならず惚れこんでしまった。

「どうだな、君は、張繍の所を去って、予に仕える気はないか」

「身にあまる面目ですが、張繍もよく私の言を用いてくれますから、棄てるにしのびません」

「以前は、誰に仕えていたのかね」

「李傕りかくに随身していました。しかしこれは私一代の過ちで、そのため、共に汚名を着たり、天下の憎まれ者になりましたから、なおさら、自重しております」

　宛城の内外は、戦火をまぬかれて、平和のための外交がすすめられていた。

　曹操は、宛城に入って、城中の一郭に起居していたが、或る夜のこと、張繍らと共に、酒宴に更けて、自分の寝殿に帰って来たが、ふと左右をかえりみて、「はてな？ この城中に美妓がいるな。胡弓こきゅうの音がするぞ」と、耳をすました。




三



　彼の身のまわりの役は、遠征の陣中なので、甥の曹安民そうあんみんが勤めていた。

「安民。おまえにも聞えるだろう。──あの胡弓の音が」

「はい、ゆうべも、夜もすがら、哀かなしげに弾ひいていたようでした」

「誰だ？　いったい、あの胡弓を弾いている主は」

「妓女ぎじょではありません」

「おまえは、知っているのか」

「ひそかに、垣間見かいまみました」

「怪しからんやつだ」

　曹操は、戯れながら、苦笑してなお訊ねた。

「美人か、醜女か」

「絶世の美人です」

　安民は、大真面目である。

「そうか、……そんな美人か……」と、曹操は、酒の香をほッと吐いて、春の夜らしい溜息をついた。

「おい。連れて来い」

「え。……誰をですか」

「知れたことを訊くな。あの胡弓を奏かなでている女をだ」

「……ところが、あいにくと、あの美女は、未亡人だそうです。張繍ちょうしゅうの叔父、張済ちょうさいが死んだので、この城へ引きとって張繍が世話をしているのだとか聞きました」

「未亡人でも構わん。おまえは口をきいたことがあるのだろう。これへ誘ってこい」

「奥郭おくぐるわの深園にいるお方、どうして、私などが近づけましょう。言葉を交わしたことなどありません」

「では──」と、曹操はいよいよ語気に熱をおびて、いいつけた。

「混盔ひたかぶとの兵、五十人を率いて、曹操の命なりと告げて、中門を通り、張済の後家に、糺ただすことあれば、すぐ参れと、伴ともなってこい」

「はいっ」

　曹安民は、叔父の眼光に、嫌ともいえず、あわてて出て行ったが、しばらくすると、兵に囲ませて、一人の美人をつれて来た。

　帳外の燭は、ほのかに閣の廊に揺れていた。

　曹操は、佩剣を立てて、柄頭つかがしらのうえに、両手をかさねたままじっと立っていた。

「召しつれました」

「大儀だった。おまえ達はみな退がってよろしい」

　曹安民以下、兵たちの跫音あしおとは、彼方の衛舎へ遠ざかって行く。──そして後には、悄然たるひとりの麗人の影だけがそこに取り残されていた。

「夫人、もっと前へおすすみなさい。予が曹操だ」

「…………」

　彼女は、ちらと眸をあげた。

　なんたる愁艶しゅうえんであろう。蘭花に似た瞼まぶたは、ふかい睫毛まつげをふせておののきながら曹操の心を疑っている。

「怖れることはない。すこしお訊ねしたいことがある」

　曹操は、恍惚と、見まもりながら云った。

　傾国の美とは、こういう風情ふぜいをいうのではあるまいか。──夫人は、うつ向いたまま歩を運んだ。

「お名まえは。姓は？」

　重ねて問うと、初めて、

「亡き張済の妻で……鄒氏すうしといいまする」

　かすかに、彼女は答えた。

「予を、ご存じか」

「丞相じょうしょうのお名まえは、かねてから伺っておりますが、お目にかかるのは……」

「胡弓をお弾きになっておられたようだな。胡弓がおすきか」

「いいえ、べつに」

「では何で」

「あまりのさびしさに」

「おさびしいか。おお、秘園の孤禽こきんは、さびしさびしと啼くか。──時に夫人、予の遠征軍が、この城をも焼かず、張繍の降参をも聞き届けたのは、いかなる心か知っておられるか」

「…………」

　曹操は、五歩ばかりずかずかと歩いて、いきなり夫人の肩に手をかけた。

「……お分りか。夫人」

　夫人は、肩をすくめて貌容かんばせを紅くれないの光に染めた。

　曹操は、その熱い耳へ、唇をよせて、

「あなたへ恩を売るわけではないが、予の胸一つで張繍一族を亡ぼすも生かすも自由だということは、お分りだろう。……さすれば、予がなんのために、そんな寛大な処置をとったか。……夫人」

　幅広い胸のなかに、がくりと、人形のような細い頸うなじを折って仰向いた夫人は、曹操の火のような眸に会って、麻酔にかかったようにひきつけられた。

「予の熱情を、御身はなんと思う。……淫みだらと思うか」

「い……いいえ」

「うれしいと思うか」

　たたみかけられて、夫人の鄒氏すうしはわなわなふるえた。蝋涙ろうるいのようなものが頬を白く流れる。──曹操は、唇をかみ、つよい眸をその面おもてに屹きっとすえて、

「はっきりいえっ！」

　難攻の城を攻めるにも急激な彼は、恋愛にも持ち前の短気をあらわして武人らしく云い放った。

　すこし面倒くさくなったのである。

「おいっ、返辞をせんかっ」

　ゆすぶられた花は、露をふりこぼしてうつ向いた。そして唇のうちで、何かかすかに答えた。

　嫌とも、はいとも、曹操の耳には聞えていない。しかし曹操はその実、彼女の返辞などを気にしているのではない。

「何を泣く、涙を拭け」

　云いながら、彼は室内を大股に濶歩かっぽした。




淯水いくすいは紅あかし
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　今朝、賈詡かくのところへ、そっと告げ口にきた部下があった。

「軍師。お聞きですか」

「曹操のことだろう」

「そうです」

「急に、閣を引払って、城外の寨とりでへ移ったそうだな」

「そのことではありません」

「では、何事か」

「申すもちと、はばかりますが」

　と、小声を寄せて、鄒氏すうしと曹操との関係をはなした。

　賈詡かくは、その後で主君の張繍ちょうしゅうの座所へ出向いた。

　張繍も、いやな顔をして、ふさいでいたが、賈詡の顔を見ると、いきなり鬱憤うっぷんを吐きだすようにいった。

「怪しからん！　──いかに驕おごり誇っているか知らんが、おれを辱はずかしめるにも程がある。おれはもう曹操などに屈してはいられないぞ」

「ごもっともです」

　賈詡は、張繍の怒っている問題にはふれないで、そっと答えた。

「……が、こういうことは、あまりお口にしないほうがよいでしょう。男女のことなどというものは論外ですからな」

「しかし、鄒氏も鄒氏だ……」

「まあ、胸をさすっておいで遊ばせ。その代りに、曹操へは、酬うべきものを酬うておやりになればよいでしょう」

　謀士賈詡は、何事か、侍臣を遠ざけて密語していた。

　すると次の日。

　城外に当る曹操の中軍へ、張繍がさりげなく訪ねてきて、

「どうも困りました。私を意気地ない城主と見限ったものか、城中の秩序がこのところゆるんでいるので、部下の兵が、勝手を振舞い、他国へ逃散ちょうさんする兵も多くて弱っておりますが」

　と、愚痴をこぼした。

　曹操は、彼の無智をあわれむように、打笑って、

「そんなことを取締るのは君、造作もないじゃないか。城外四門へ監視隊を備え、また、城の内外を、たえず督軍で見廻らせて、逃散の兵は、即座に、首を刎ねてしまえば、すぐやんでしまうだろう」

「そうも考えましたが、降服した私が、自分の兵とはいえ、貴軍へ無断で、配備をうごかしては……とその辺をはばかっておるものですから」

「つまらん遠慮をするね。君のほうは君の手で、びしびし軍律を正してくれなければ我軍としても困るよ」

　張繍は、心のうちで、「思うつぼ」と、歓んだが、さあらぬ顔して、城中へ帰ってくると、すぐその由を、賈詡に耳打ちした。

　賈詡はうなずいて、

「では、胡車児こしゃじをこれへ、お呼び下さい。私からいいつけましょう」と、いった。

　城中第一の勇猛といわれる胡車児はやがて呼ばれて来た。毛髪は赤く、鷲わしのような男である。力能く五百斤を負い、一日七百里（支那里）を馳けるという異人だった。

「胡車児。おまえは、曹操についている典韋てんいと戦って、勝てる自信があるか」

　賈詡が問うと、胡車児は、すこぶるあわてた顔いろで、顔を横にふった。

「世の中に誰も恐ろしい奴はありませんが、あいつには勝てそうもありません」

「でも、どうしても、典韋を除いてしまわなければ曹操は討てない」

「それなら、策があります。典韋は酒が好きですから、事によせて、彼を酔いつぶし、彼を介抱する振りをして、曹操の中軍へ、てまえがまぎれこんで行きます」

「それだ！　わしも思いついていたのは。──典韋を酔いつぶして、彼の戟ほこさえ奪っておけば、おまえにも彼を打殺すことができるだろう」

「それなら、造作もありません」

　胡車児は、大きなやえ歯をむきだして笑った。




二



　本尊様と狛犬こまいぬのように、常に、曹操のいる室外に立って、爛々らんらんと眼を光らしている忠実なる護衛者の典韋は、

「ああ、眠たい」

　閑なので、欠伸あくびをかみころしながら、司令部たる中軍の外に舞う白い蝶を見ていた。

「もう、夏が近いのに」と、無聊ぶりょうに倦うんだ顔つきして、同じ所を、十歩あるいては十歩もどり、今度の遠征ではまだ一度も血にぬらさない手の戟を、あわれむ如くながめていた。

　かつて、曹操が兗州えんしゅうから起つに当って、四方の勇士を募った折、檄げきに応じて臣となった典韋は、その折の採用試験に、怪力を示して、曹操の口から、

（そちは、殷いんの紂王ちゅうおうに従っていた悪来にも劣らぬ者だ）

　といわれ、以来、典韋と呼ばれたり、悪来とも呼ばれたりしてきた彼である。

　だが、その悪来典韋も、狛犬がわりに、戟を持って、この長日を立っているのは、いかにも気だるそうであった。

「こらっ、何処へゆく」

　ふと、ひとりの兵が、閣の廊をうかがって、近づいて来たので、典韋はさっそく、退屈しのぎに、呶鳴りつけた。

　兵は、膝をついて、彼を拝しながら、手紙を出した。

「あなたが、典韋様ですか」

「なんだ、おれに用か」

「はい、張繍様からのお使いです」

「なるほど、おれへ宛てた書状だが、はて、何の用だろう」

　ひらいてみると、長いご陣中の無聊をおなぐさめ申したく、粗樽そそんをもうけてお待ちしているから明夕みょうせき城中までお越し給わりたい──という招待状であった。

「……久しく美酒も飲まん」

　典韋は、心のなかで呟いた。翌日は、昼のうちだけ非番だし、行こうと決めて、

「よろしくお伝えしてくれ」と、約束して使いの兵を帰した。

　次の日、まだ日の暮れないうちから出向いて、二更の頃まで、典韋は城中で飲みつづけた。そしてほとんど、歩くのもおぼつかない程、泥酔して城外へもどって来た。

「主人のいいつけですから、私が中軍までお送りします。わたくしの肩におつかまり下さい」

　一人の兵が、介抱しながら、親切に体を扶たすけてくれる。見るときのう手紙を持って使いに来た兵である。

「おや、おまえか」

「ずいぶんご機嫌ですな」

「何しろ一斗は飲んだからな。どうだ、この腹は。あははは、腹中みな酒だよ」

「もっと飲めますか」

「もう飲めん。……おや、おれは随分、大漢おおおとこのほうだが、貴様も大きいな。背がほとんど同じぐらいだ」

「あぶのうございます。そんなに私の首に捲きつくと、私も歩けません」

「貴様の顔は、すごいな。髯も髪の毛も、赤いじゃないか」

「そう顔を撫でてはいけません」

「なんだ、鬼みたいな面つらをしながら」

「もうそこが閣ですよ」

「何、もう中軍か」

　さすがに、曹操の室の近くまで来ると、典韋は、ぴたとしてしまったが、まだ交代の時刻まで間があったので、自分の部屋へはいり込むなり前後不覚に眠ってしまった。

「お風邪をひくといけませんよ。……ではこれでお暇いたしますよ」

　送ってきた兵は、典韋の体をゆり動かしたが、典韋の鼾声いびきは高くなるばかりであった。

「……左様なら」

　赤毛赤髯あかひげの兵卒は、後ずさりに、出て行った。その手には、典韋の戟ほこを、いつのまにか奪りあげて持っていた。
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　曹操はこよいも、鄒氏すうしと共に酒を酌みかわしていた。

　ふと、杯をおいて、

「なんだ、あの馬蹄の音は」と、怪しんで、すぐ侍臣を見せにやった。

　侍臣は、帰ってきて、

「張繍の隊が、逃亡兵を防ぐため、見廻りしているのでした」と、告げた。

「ああそうか」

　曹操は、疑わなかった。

　けれどまた、二更の頃、ふいに中軍の外で、吶喊とっかんの声がした。

「見てこい！　何事だ？」

　ふたたび侍臣は馳けて行った。そして帳外からこう復命した。

「何事でもありません。兵の粗相から馬糧を積んだ車に火がついたので、一同で消し止めているところです」

「失火か。……何のことだ」

　すると、それから間もなく、窓の隙間に、ぱっと赤い火光が映じた。宵から泰然とかまえていた曹操も、ぎょッとして、窓を押し開いてみると、陣中いちめん黒煙くろけむりである。それにただ事ならぬ喊声かんせいと人影のうごきに、

「典韋てんいっ、典韋！」と呼びたてた。

　いつになく、典韋も来ない。

「──さては」と、彼はあわてて鎧甲よろいかぶとを身につけた。

　一方の典韋は、宵から大鼾おおいびきで眠っていたが、鼻をつく煙の異臭に、がばとはね起きてみると、時すでに遅し、──寨とりでの四方には火の手が上がっている。

　すさまじい喊殺かんさつの声、打鳴らす鼓の響き。張繍ちょうしゅうの寝返りとはすぐ分った。

「しまった！　戟ほこがない」

　さしもの典韋もうろたえた。

　しかも暑いので、半裸体で寝ていたので、具足をつけるひまもなかった。

　──がそのまま彼は外へ躍りだした。

「典韋だ！　悪来あくらいだ！」

　敵の歩卒は、逃げだした。

　その一人の腰刀を奪い、典韋は、滅茶苦茶に斬りこんだ。

　寨とりでの門の一つは、彼ひとりの手で奪回した。しかしまたたちまち、長槍を持った騎兵の一群が、歩卒に代って突進して来た。

　典韋は、騎士歩卒など、二十余人の敵を斬った。刀が折れると、槍を奪い、槍がササラのようになると、それも捨てて左右の手に敵兵二人をひッさげ、縦横にふり廻して暴れまわった。

　こうなると、敵もあえて近づかなかった。遠巻きにして、矢を射はじめた。半裸体の典韋に矢は仮借かしゃくなく注ぎかけた。

　それでも典韋は、寨門さいもんを死守して、仁王のごとく突っ立っていた。しかし余り動かないので恐々こわごわと近づいてみると、五体に毛矢けやを負って、まるで毛虫のようになった典韋は、天を睨んで立ったまま、いつの間にか死んでいた。

　かかる間に、曹操は、

「空むなしくこんな所で死すべからず──」

　とばかり、馬の背にとび乗って、一散に逃げだした。

　よほど機敏に逃げたとみえ、敵も味方も知らなかった。ただ甥の曹安民そうあんみんただ一人だけが裸足で後からついて行った。

　しかし、曹操逃げたり！ とは直ぐ知れ渡って、敵の騎馬隊は、彼を追いまくった。追いかけながら、ぴゅんぴゅんと矢を放った。

　曹操の乗っている馬には三本の矢が立った。曹操の左の肘ひじにも、一箭せん突き通った。

　徒歩の安民は、逃げきれず、大勢の敵の手にかかって、なぶり殺しに討たれてしまう。

　曹操は、傷負ておいの馬に鞭うちながら、ざんぶと、淯水いくすいの河波へ躍りこんだが、彼方の岸へあがろうとした途端に、また一矢、闇を切ってきた鏃やじりに、馬の眼を射ぬかれて、どうと、地を打って倒れてしまった。




四



　淯水の流れは暗い。もし昼間であったら紅に燃えていたろう。

　曹操も満身血しお、馬も血みどろであった。しかも馬はすでに再び起たない。

　逃げまどう味方の兵も、ほとんどこの河へ来て討たれた様子である。

　曹操は、身一つで、ようやく岸へ這いあがった。

　すると闇の中から、

「父上ではありませんか」と、曹昂そうこうの声がした。

　曹昂は、彼の長子である。

　一群の武士と共に、彼も九死に一生を得て、逃げ落ちてきたのであった。

「これへお召しなさい」

　曹昂は、鞍をおりて、自分の馬を父へすすめた。

「いい所で会った」

　曹操はうれしさにすぐ跳び乗って馳けだしたが、百歩とも駈けないうちに、曹昂は、敵の乱箭らんせんにあたって、戦死してしまった。

　曹昂は、弊たおれながら、

「わたくしに構わないでお落ち下さい。父上っ。あなたのお命さえあれば、いつだって、味方の雪辱はできるんですから、私などに目をくれずに逃げのびて下さい」と、叫んだ。

　曹操は、自分の拳で自分の頭を打って悔いた。

「こういう長子を持ちながら、おれは何たる煩悩な親だろう。──遠征の途にありながら、陣務を怠って、荊園けいえんの仇花あだばなに、心を奪われたりなどして、思えば面目ない。しかもその天罰を父に代って子がうけるとは。──ああ、ゆるせよ曹昂」

　彼は、わが子の死体を、鞍のわきに抱え乗せて、夜どおし逃げ走った。

　二日ほど経つと、ようやく、彼の無事を知って、離散した諸将や残兵も集まって来た。

　折も折、そこへまた、

「于禁うきんが謀叛を起して、青州の軍馬を殺した」といって、青州の兵らが訴えてきた。

　青州は味方の股肱ここう、夏侯惇かこうじゅんの所領であり、于禁も味方の一将である。

「わが足もとの混乱を見て、乱を企むとは、憎んでも余りある奴」

　と、曹操は激怒して、直ちに于禁の陣へ、急兵をさし向けた。

　于禁も、先頃から張繍攻めの一翼として、陣地を備えていたが、曹操が自分へ兵をさし向けたと聞くと、慌てもせず、

「塹壕ざんごうを掘って、いよいよ備えを固めろ」と、命令した。

　彼の臣は日頃の于禁にも似あわぬことと、彼を諫めた。

「これはまったく青州の兵が、丞相に讒言ざんげんをしたからです。それに対して、抵抗しては、ほんとの叛逆行為になりましょう。使いを立てて明らかに事情を陳弁なされてはいかがですか」

「いや、そんな間はない」

　于禁は陣を動かさなかった。

　その後、張繍の軍勢も、ここへ殺到した。しかし于禁の陣だけは一糸みだれず戦ったので、よくそれを防ぎ、遂に撃退してしまった。

　その後で、于禁は、自身で曹操をたずねた。そして青州の兵が訴え出た件は、まったく事実とあべこべで、彼らが、混乱に乗じて、掠奪をし始めたので、味方ながらそれを討ち懲こらしたのを恨みに思い、虚言を構えて、自分を陥さんとしたものであると、明瞭に云い開きを立てた。

「それならばなぜ、予が向けた兵に、反抗したか」と、曹操が詰問すると、

「──されば、身の罪を弁疏いいわけするのは、身ひとつを守る私事です。そんな一身の安危になど気をとられていたら、敵の張繍に対する備えはどうなりますか。仲間の誤解などは後から解けばよいと思ったからです」

　と、于禁は明晰めいせきに答えた。




五



　曹操はその間、じっと于禁の面を正視していたが、于禁の明快な申し立てを聞き終ると、

「いや、よく分った。予が君に抱いていた疑いは一掃した」

　と、于禁へ手をさしのべ、力をこめて云った。

「よく君は、公私を分別して、混乱に惑わず、自己一身の誹謗ひぼうを度外視して、味方の防塁を守り、しかも敵の急迫を退けてくれた。──真に、君のごとき者こそ、名将というのだろう」

　と、口を極めて賞讃し、特にその功として、益寿亭侯えきじゅていこうに封じ、当座の賞としては、黄金の器物一副そえをさずけた。

　また。

　于禁を誹そしって訴えた青州の兵はそれぞれ処罰し、その主将たる夏侯惇かこうじゅんには、

「部下の取締り不行届きである」との理由で、譴責けんせきを加えた。

　曹操は今度の遠征で、人間的な半面では、大きな失敗を喫したが、一たん三軍の総帥に立ち返って、武人たるの本領に復せば、このように賞罰明らかで、いやしくも軍紀の振粛をわすれなかった。

　賞罰のことも片づくと、彼はまた、祭壇をもうけて、戦没者の霊を弔った。

　その折、曹操は、全軍の礼拝に先だって、香華の壇にすすみ、涙をたたえて、

「典韋。わが拝をうけよ」と、いった。

　そして、瞑目めいもく久しゅうして、なお去りやらず、三軍の将士へ向って、

「こんどの戦で、予は、長子の曹昂そうこうと、愛甥あいせいの曹安民とを亡くしたが、予はなお、それを以て、深く心を傷ましはしない。……けれど、けれど、日常、予に忠勤を励んだ悪来の典韋を死なせたのは、実に、残念だ。──典韋すでに亡しと思うと、予は泣くまいとしても、どうしても泣かずにはおられない」と、流涕りゅうていしながらいった。

　粛として、彼の涙をながめていた将士は、みな感動した。

　もし曹操の為に死ねたら幸福だというような気がした。忠節は日常が大事だとも思った。

　何せよ、曹操は、惨敗した。

　しかし味方の心を緊め直したことにおいては、その失敗も償つぐなって余りがあった。

　逆境を転じて、その逆境をさえ、前進の一歩に加えて行く。──そういうこつを彼は知っていた。

　故あるかな。

　過去をふりむいて見ても、曹操の勢力は、逆境のたびに、躍進してきた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　一たん兵を退いて都の許昌に帰ってくると、曹操のところへ、徐州の呂布りょふから使者が来て、一名の捕虜を護送してよこした。

　使者は、陳珪ちんけい老人の子息陳登ちんとうであり、囚人めしゅうどは、袁術の家臣、韓胤かんいんであった。

「すでにご存じでしょうが、この韓胤なる者は、袁術の旨をうけて、徐州へ来ていた婚姻の使者でありました。──呂布は、先頃、あなたからの恩命に接し、朝廷からは、平東将軍の綬を賜わったので、いたく感激され、その結果、袁術と婚をなす前約を破棄して、爾後じご、あなたと親善をかためてゆきたいという方針で──その証あかしとして、韓胤を縛りあげ、かくの如く、都へ差立てて来た次第でありまする」

　陳登は、使いの口上をのべた。

　曹操はよろこんで、

「双方の親善が結ばれれば、呂布にとっても幸福、予にとっても幸福である」

　と、すぐ刑吏に命じて、韓胤の首を斬れといった。

　刑吏は、市いちにひき出して、特に往来の多い許都きょとの辻で、韓胤を死刑に処した。

　その晩、曹操は、

「遠路、ご苦労であった」

　と、使いの陳登を私邸に招待して、宴をひらいた。




陳大夫ちんたいふ



一



　酒宴のうちに、曹操は、陳登ちんとうの人間を量はかり、陳登は、曹操の心をさぐっていた。

　陳登は、曹操にささやいた。

「呂布りょふは元来、豺狼さいろうのような性質で、武勇こそ立ち優まさっていますが、真実の提携はできない人物です。──こういったら丞相じょうしょうは呂布の使いにきた私の心をお疑いになりましょうが、私の父陳珪ちんけいも、徐州城下に住んでいるため、やむなく呂布の客臣となっていますが、内実、愛想をつかしておるのです」

「いや、同感だ」

　果たして、曹操の腹にも二重の考えが、ひそんでいたのである。陳登が、口を切ったので、彼もまた、本心をもらした。

「君のいう通り、呂布の信じ難い人間だということは予も知っている。しかし、それさえ腹に承知して交際つきあっているぶんには、彼が豺狼の如き漢おとこであろうと、何であろうと、後に悔いるようなことは、予も招かぬつもりだ」

「そうです。その腹構えさえお持ちでしたら、安心ですが」

「幸い、君と知己になったからには、今後とも、予のために、蔭ながら尽力してもらいたい。……君の厳父陳大夫の名声は、予も夙つとに知っておる。帰国したらよろしく伝えてくれ」

「承知しました。他日、丞相がもし何かの非常手段でもおとりになろうという場合は、必ず、徐州にあって、われわれ父子おやこ、内応してお手伝いしましょう」

「たのむ。……今夜の宴は、計らずも有意義な一夜だった。今のことばを忘れないように」

　と曹操と陳登は、盞さかずきをあげて、誓いの眸を交わした。

　曹操は、その後、朝廷に奏し、陳登を広陵こうりょうの太守に任じ、父の陳珪にも老後の扶持ふちとして禄二千石を給した。

　その頃。

　淮南わいなんの袁術えんじゅつのほうへは、早くも使臣の韓胤かんいんが、許都の辻で馘くびきられたという取沙汰がやかましく伝えられていた。

「言語道断！」

　袁術は、呂布の仕方に対して、すさまじく怒った。

「礼儀を尽したわが婚姻の使者を捕えて、曹操の刑吏にまかせたのみか、先の縁談は破棄し、この袁術に拭うべからざる恥辱をも与えた」

　即座に、二十余万の大軍は動員され、七隊に分れて、徐州へ迫った。

　呂布の前衛は、木の葉の如く蹴ちらされ、怒濤の如く一隊は小沛しょうはいに侵入し、そのほか、各処の先鋒戦で、徐州兵はことごとく潰滅かいめつされ、刻々、敗兵が城下に満ちた。

　呂布は事態の悪化に、あわて出して、にわかに重臣を呼びあつめた。

「誰でもよい。今日は忌憚きたんなく意見を吐け。それがこの徐州城の危急を救う策ならば、何なりとおれは肯きこう」と、いった。

　席上、陳宮がいった。

「今にして、お気がつかれたでしょう。かかる大事を招いたのは、まったく陳珪父子おやこのなせる業わざです。──その証拠には、あなたは陳珪父子をご信用あって、許都への使いもお命じになりましたが、どうです。彼らは朝廷や曹操にばかり媚こびて、巧みに自身の爵禄しゃくろくと前途の安泰を計り、今日この禍いが迫っても、顔を見せないではありませんか」

「然り！　然り！」と、誰か手を打って、陳宮の説を支持する者があった。

　陳宮は、なお激語をつづけて、

「──ですから、当然な報酬として、陳珪父子の首を斬り、それを持って、袁術へ献じたら、袁術も怒りを解いて、兵を退くでしょう。悪因悪果、彼らに与えるものと、徐州を救う方法は、それしかありません」

　呂布は、たちどころにその気になった。すぐ使いをやって陳珪父子を城中に呼びつけ、罪を責めて、首を斬ろうとした。

　すると、陳大夫は、からからと高笑いして、

「病にも死なず、さりとて、花も咲かず、枯木の如く老衰したわしの首など、梅の実み一つの値打ちもありません。伜の首も御用とあればさしあげましょう。……しかしまあ、あなたは何という臆病者だろう。アハハハハ、天子に対して恥かしくはありませんか」

　と、なおも笑いこけた。




二



「なにを笑う」

　呂布は、くわっと、眼をいからせて、陳珪ちんけい父子を睨ねめつけた。

「われを臆病者とは、云いも云ったり。さほど大言を吐くからには、汝に、敵を破る自信でもあるのか」

「なくてどうしましょう」

　陳大夫は澄ましたものである。

　呂布はせきこんで、

「あらば申してみよ。もし、確乎たる良策が立つなら、汝の死罪はゆるしてくれよう」

「計りごとはありますが、用いると用いざるとは、あなたの胸一つでしょう。いかなる良策でも、用いなければ空想を語るに過ぎません」

「ともかく申してみい」

「聞説きくならく、淮南わいなんの大兵二十余万とかいっています。しかし、烏合うごうの衆でしょう。なぜならば、袁術はここにわかに、帝位につかんという野心から、急激にその軍容を膨脹ぼうちょうさせました。ご覧なさい、第六軍の将たる韓暹かんせんは、以前、陝西せんせいの山寨さんさいにいた追剥おいはぎの頭目ではありませんか。また、第七軍を率いている楊奉は、叛賊李傕りかくの家来でしたが、李傕を離れて、曹操にも追われ、居る所なきまま袁術についている輩ともがらです」

「ウム。なるほど」

「それらの人間の素姓は、あなたもよくご存じのはずですのに、何を理由に、袁術の勢を怖れますか。──まず、利を以て、彼らを抱きこみ、内応の約をむすぶことです。そして寄手を攪乱かくらんせしめ、使いを派して、こちらは劉玄徳りゅうげんとくと結託します。玄徳は温良高潔の士、必ず今でも、あなたの苦境は見捨てますまい」

　陳大夫のさわやかな弁に呂布は酔えるが如く聞き入っていたが、

「いや、おれは決して、彼らを恐れてはいない。ただ大事をとって、諸臣の意見を徴してみたまでだ」と、負け惜しみをいって、陳父子の罪は、そのまま不問に附してしまった。

　そのかわり陳珪、陳登のふたりは謀略を施して、敵の中から内応を起させる手段をとるべし──と任務の責めを負わされて、一時、帰宅をゆるされた。

「伜。あぶない所だったな」

「父上も、思いきったことをおっしゃいましたな。今日ばかりは、どうなることかと、ひやひやしておりましたよ」

「わしも観念したな」

「ところで、よいご思案があるんですか」

「いや、何もないよ」

「どうなさるので？」

「明日は明日の風が吹こう」

　陳大夫は、私邸やしきの寝所へはいると、また、老衰の病人に返ってしまった。

　一方、袁術のほうでは。

　婚約を破棄した呂布に対し、報復の大兵を送るに当って、三軍を閲けみし、同時に、（これ見よ）といわぬばかりに、ここに、多年の野望を公然とうたって、皇帝の位につく旨を自らふれだした。

　小人しょうじん珠たまを抱いて罪あり、例の孫策が預けておいた伝国でんこくの玉璽ぎょくじがあったため、とうとうこんな大それた人間が出てしまったのである。

「むかし、漢の高祖は、泗上しじょうの一亭長ていちょうから、身を興し、四百年の帝業を創たてた。しかし、漢室の末、すでに天数尽き、天下は治まらない。わが家は、四世三公を経、百姓に帰服され、予が代にいたって、今や衆望沸き、力備わり、天応命順てんおうめいじゅんの理に促され、今日、九五きゅうごの位に即くこととなった。爾なんじらもろもろの臣、朕ちんを輔たすけて、政事に忠良なれ」

　彼はすっかり帝王になりすましてから群臣に告げ、号を仲氏ちゅうしと立て、台省官府だいしょうかんぷの制を布き、龍鳳の輦れんにのって南北の郊を祭り、馮氏ふうしのむすめを皇后とし、後宮の美姫数百人にはみな綺羅錦繍きらきんしゅうを粧よそおわせ、嫡子をたてて東宮と僭称せんしょうした。




三



　慢心した暴王に対しては、命がけで正論を吐いて諫める臣下もなかったが、ただひとり、主簿しゅぼの閻象えんしょうという者が折をうかがって云った。

「由来、天道に反そむいて、栄えた者はありません。むかし周公は、后稜こうしょくから文王におよぶまで、功を積み徳をかさねましたが、なお天下の一部をもち、殷いんの紂王ちゅうおうにすら仕えていました。いかにご当家が累代盛んでも、周の盛代には及ぶべくもありません。また漢室の末が衰微しても、紂王のような悪逆もしておりません」

　袁術は聞いているうちにもう甚だしく顔いろを損じて、皆までいわせず、

「だから、どうだというのか」と、怖ろしい声を出した。

「……ですから」

　閻象はふるえ上がって、後のことばも出なくなった。

「だまれッ。学者ぶって、小賢こざかしいやつだ。──われに伝国の玉璽が授かったのは偶然ではない。いわゆる天道だ。もし、自分が帝位に即つかなければかえって天道に反く。──貴さまの如き者は書物の紙魚しみと共に日なたで欠伸あくびでもしておればよろしい。退れっ」

　袁術は、臣下の中から、二度とこんなことをいわせないために、

「以後、何者たりと、わが帝業に対して、論議あげつらいするやつは、即座に断罪だぞ」と、布令させた。

　そこで彼は、すでに告発した大軍の後から、さらに、督軍親衛軍の二軍団を催して、自身、徐州攻略におもむいた。

　その出陣にあたって、兗州えんしゅうの刺し史し金尚きんしょうへ、

「兵糧の奉行にあたれ」と、任命したところ、何のゆえか、金尚がその命令にグズグズいったというかどで、彼は、たちまち親衛兵を向け、金尚を搦からめてくると、

「これ見よ」とばかり首を刎ねて、血祭りとした。

　督軍、親衛の二軍団がうしろにひかえると、前線二十万の兵も、

「いよいよ、合戦は本腰」と、気をひきしめた。

　七手にわかれた七将は、徐州へ向って、七つの路から攻め進み、行く行く郡県の民家を焼き、田畑をあらし、財を掠かすめていた。

　第一将軍張勲ちょうくんは、徐州大路へ。

　第二将軍橋甤きょうずいは、小沛路しょうはいじへ。

　第三陳紀ちんきは、沂都路ぎとろへ。

　第四雷薄らいはくは、瑯琊ろうやへ。

　第五陳闌ちんらんの一軍は碣石かっせきへ。

　第六軍たる韓暹かんせんは、下邳かひへ。

　第七軍の楊奉ようほうは峻山しゅんざんへ。

　──この陣容を見ては、事実呂布がふるえあがったのも、あながち無理ではない。

　呂布は、陳大夫が、やがて「内応の計」の効果をあげてくるのを心待ちにしていたが、陳父子はあれきり城へ顔も出さない。

「如何したのか！」と、侍臣をやって、彼の私邸をうかがわせてみると、陳大夫は長閑のどかな病室で、ぽかんと、陽なたぼッこしながら、いかにも老いを養っているという暢気のんきさであるという。

　短気な呂布、しかも今は、陳大夫の方策ひとつにたのみきっていた彼。

　何で穏やかに済もう。すぐ召捕ッてこいという呶鳴り方だ。先には、彼の舌にまどわされてゆるしたが、今度は顔を見たとたんに、あの白髪首をぶち落してくれねばならん！

　捕吏が馳け向った後でも、呂布はひとり忿憤ふんぷんとつぶやきながら待ちかまえていた。

　──ちょうど黄昏たそがれどき。

　陳大夫の邸では、門を閉じて、老父の陳大夫を中心に、息子の陳登も加わって、家族たちは夕餉ゆうげの卓をかこんでいた。

「オヤ、何だろう」

　門のこわれる音、屋鳴り、召使いのわめき声。つづいてそこへどかどかと捕吏や武士など大勢、土足のままはいって来た。
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　否応もない。陳大夫父子は、その場から拉致らっちされて行った。

　待ちかまえていた呂布は、父子が面前に引きすえられると、くわっと睨めつけ、

「この老ぼれ。よくもわれをうまうまとあざむいたな。きょうこそは断罪だ」

　と、直ちに、武士に命じて、その白髪首を打ち落せ──と猛たけった。

　陳大夫は相かわらず、にやにや手応えのない笑い方をしていたが、それでも、少し身をうごかして両手をあげ、

「ご短気、ご短気」

　と、煽あおぐようにいった。

　呂布はなおさら烈火の如くになって、殿閣の梁うつばりも震動するかとばかり吼えた。

「おのれ、まだわれを揶揄やゆするか。その素っ首の落ちかけているのも知らずに」

「待たしゃれ。落ちかけているとは、わしが首か。あなたのお首か」

「今、眼に見せてやる」

　呂布が、自身の剣へ手をかけると、陳大夫は、天を仰ぐように、

「ああ、ご運の末か。一代の名将も、こう眼が曇っては救われぬ。みすみすご自身の剣で、ご自身の首を刎ねようとなさるわ」

「何を、ばかな！」と、いったが、呂布も多少気味が悪くなった。

　その顔いろの隙へ、陳大夫の舌鋒はするどく切りこむように云った。

「確か、先日も申しあげてあるはずです。いかなる良策も、お用いなければ、空想を語るに等しいと。──この老ぼれの首を落したら、誰かその良策を施して、徐州の危急を救いましょうか。──ですからその剣をお抜きになれば、ご自身の命を自ら断つも同じではございませんか」

「汝の詭弁きべんは聞き飽いた。一時のがれの上手をいって、邸に帰れば、暢気のんきに寝ておるというではないか。──策を用いぬのは、われではなく汝という古狸だ」

「ゆえに、ご短気じゃというのでござる。陳大夫は早ひそかに、策に着手しています。即ち近日のうちに、敵の第六軍の将韓暹かんせんと、某所で密会する手筈にまでなっておるので」

「えっ。ほんとか」

「何で虚言を吐きましょう」

「しからば何で、私邸の門を閉じて、この戦乱のなかを、安閑と過しているのか」

「真の策士はいたずらに動かず──という言葉をご存じありませんか」

「巧言をもって、われを欺あざむき、他国へ逃げんとする支度であろう」

「大将軍たる者が、小人のような邪推をまわしてはいけません。それがしの妻子眷族けんぞくは、みな将軍の掌ての内にあります。それらの者を捨てて、この老人が身一つ長らえて何国いずこへ逃げ行きましょうや」

「では、直ちに、韓暹かんせんに行き会い、初めに其方が申した通り、わが為に、最善の計はかりごとを施す気か、どうだ？」

「それがしはもとよりその気でいるのですが、肝腎かんじんなあなたはどうなんです」

「ウーム。……おれの考えか。おれもそれを希ねがっているが、ただ悠長にだらだらと日を過しているのは嫌いだ。やるなら早くいたせ」

「それよりも、内心この陳大夫をお疑いなのでしょう。よろしい。しからばこうしましょう。せがれ陳登は質子ちしとして、ご城中に止めておき、てまえ一人で行ってきます」

「でも、敵地へ行くのには、部下がなければなるまい」

「つれてゆく部下には、ちと望みがございます」

「何十名いるか。また、部将には誰をつれて行きたいか」

「部将などいりません。供もただ一匹で結構です」

「一匹とは」

「お城の牧場から一頭の牝羊めひつじをお下げ渡してください。韓暹かんせんの陣地は、下邳かひの山中と聞く。──道々、木の実を糧とし、羊の乳をのんで病躯を力づけ、山中の陣を訪れて、きっと韓暹を説きつけてみせます。ですから、あなたのほうでも、おぬかりなく、劉玄徳へ使いを立て、万端、お手配をしておかれますように」

　陳大夫はその日、一頭の羊をひいて、城の南門から、飄然ひょうぜんと出て行った。




増長冠ぞうちょうかん
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　下邳かひは徐州から東方の山地で、寄手よせて第六軍の大将韓暹かんせんは、ここから徐州へ通じる道を抑え、司令部を山中の嘯松寺しょうしょうじにおいて、総攻撃の日を待っている。

　もちろん、街道の交通は止まっている。野にも部落にも兵が満ちていた。

　──けれど陳大夫ちんたいふは平然と通って行った。

　白い羊を引いて。

　そして、疎髯そぜんを風になびかせながら行く。

「なんだろ、あの爺おやじは」と、指さしても、咎とがめる兵はなかった。

　咎めるには、あまりに平和なすがたである。戦場のなかを歩いていながら少しも危険を意識していない。そういうものにはつい警戒の眼を怠る。

「もうほど近いな」

　陳大夫は、山にかかると、時折、岩に腰かけた。この山には、清水がない。羊の乳を器うつわにしぼって、わずかに渇かつと飢うえをしのいだ。

　時は、真夏である。

　満山、蝉せみの声だった。岩間岩間に松が多い。やがて、嘯松寺の塔が仰がれた。

「おやじ。どこへ行く」

　中軍の門ではさすがに咎められた。陳大夫は、羊を指さしていった。

「韓将軍へ、献上に来たのです」

「村の者か、おまえは」

「いいや、徐州の者だよ」

「なに、徐州から来たと」

「陳珪ちんけいという老爺が、羊をたずさえて訪ねてきたと、将軍に取次いでもらいたい」

　陳珪と聞いて、門衛の部将は驚いた。呂布りょふの城下に住み、徐州の客将だ。しかも先頃、曹操そうそうの推薦で朝廷から老後の扶養として禄二千石をうけたという。なにしろ名のある老人だ。

　より驚いたのは、取次からそれを聞いた大将の韓暹かんせんである。

「何はともあれ会ってみよう」と、堂に迎え、慇懃いんぎんにもてなした。

「これは、ほんの手土産で」と、陳大夫は、韓暹の家来に羊を渡し、世間ばなしなどし始めた。何の用事で来たかわからない。

　そのうち日が暮れると、

「今夜は月がよいらしい。室内はむし暑いから、ひとつあの松の木の下で、貴公と二人きりで、心のまま話したいものだが」と、陳大夫は望んだ。

　松下に莚むしろをのべて、その夜韓暹と彼は、人を避けて語った。聴くものは、梢の月だけだった。

「老人は呂布の客将。いったい何の用で、敵のそれがしを、突然訪ねてこられたか」

　韓暹が、そう口を切ると、老人は初めて態度を正した。

「何をいわるるか。わしは呂布の臣ではない。朝廷の臣下である。徐州の地に住んでいるからよく人はそういうが、徐州も王土ではないか」

　それから老人は急に雄弁になりだした。諸州の英雄をあげ、時局を談じ、また風雲の帰するところを指して、

「尊公の如きは、実に惜しいものである」と、嘆いた。

「ご老体。何故、そのように此方のためにお嘆きあるか。願わくは教え給え」

「されば、それを告げんがために、わざわざ参ったことゆえ、申さずにはおられん。──思い給え、尊公はかつて、天子が長安から還幸の途次、御輦を護って、忠勤を励んだ清徳な国士ではなかったか。しかるに今日、偽帝袁術えんじゅつをたすけ、不忠不義の名を求めんとしておる。──しかも偽帝の運命のごときは、尊公一代のうちにも滅亡崩壊するにきまっている。一年か二年の衣食のため、君は生涯の運命を売り、万世までの悪名を辞さない気でおられるのか。もしそうだとしたら、君のために嘆く者は、ひとりこの老人のみではあるまい」
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　陳大夫は次に、呂布の書簡を取出して、

「以上、申しあげた儀は、それがしの一存のみでなく、呂布の意中でもあること。仔細はこの書面に──」と、披見ひけんを促した。

　韓暹かんせんは始終、沈湎ちんめんと聞いていたが、呂布の書簡をひらいて遂に肚を決めたらしく、

「いや、実を申せば、自分も常々、袁術の増長ぶりには、あいそも尽き、漢室に帰参したいものと考えていたものの、何せん、よい手蔓てづるもなかったので──」と、本心を吐いた。

　ここまでくれば、もう掌上の小鳥。陳大夫は心にほくそ笑みながら、

「第七軍の楊奉ようほうと尊公とは、常から深いお交わりであろうが。──楊将軍を誘って、共に合図をおとり召されては如何」

「合図をとれとは？」

　韓暹は、小声のうちにも、息をはずませた。ここ生涯の浮沈とばかり、心中波立っている容子が明らかであった。

　陳大夫も、声をひそめて、

「されば、徐州に迫る日を期して、ご辺へんと楊奉とで諜しめしあわせ、後ろより火の手をあげて裏切りし給え。同時に、呂布も精鋭をひきいて、一揉みに駆けちらせば、袁術の首を見るは半日の間も待つまい」

「よし。誓って──」と、韓暹は月を見た。夜は更けて松のしずくが梢に白い。陣中、誰のすさびか笙しょうを吹き鳴らしている者がある。兵も、暑いので眠られないとみえる。

　短い夏の夜は明ける。

　いつのまに帰ったか、陳大夫のすがたは朝になるともう見えなかった。陽が高くなると、きょうも酷熱である。その中を、袁術の本営から伝騎の令は八方へ飛んだ。

　七路の七軍は一斉にうごきだした。雲は低く、おどろおどろ遠雷が鳴りはためいている。

　徐州城は近づいた。

　一天晦瞑てんかいめい、墨をながしたような空に、青白い電光がひらめく度に、城壁の一角がぱっと明滅して見える。

　ぽつ！　ぽつ！　と大つぶの雨と共に、雷鳴もいよいよ烈しい。戦は開始された。

　七路に迫る寄手は喊声かんせいをあげてきた。呂布ももちろん、防ぎに出ていた。──驟雨しゅううは沛然はいぜんとして天地を洗った。

　夜になったが、戦況はわからない。そのうちにどうしたのか、寄手の陣形は乱脈に陥り、流言、同士討ち、退却、督戦、また混乱、まったく収まりがつかなくなってしまった。

「裏切りが起った」

　夜が明けて、初めて知れた。第一軍張勲ちょうくんのうしろから、第七軍の楊奉ようほう、第六軍の韓暹が、火の手をあげて、味方へ討ってかかってきたのである。

　──と知った呂布は、

「今だっ」と、勢いを得て、敵の中央に備え立てている紀霊きれい、雷薄らいはく、陳紀ちんきなどの諸陣を突破して、またたくまに本営に迫った。

　楊奉、韓暹の手勢は、その左右から扶けた。袁術の大軍二十万も凩こがらしに吹き暴あらさるる木の葉にもひとしかった。

　呂布は、無人の境を行くごとく、袁術いずこにありやと、馳けまわっていたが、そのうちに彼方の山峡から一颷ぴょうの人馬が駈け出でてさっと二手にわかれ、彼の進路をさえぎったかと思うと、突然、山上から声があった。

「匹夫呂布、自ら死地をさがしに来たるかっ」

「──あっ？」

　と、驚いて見あげると、日月の旗、龍鳳りゅうほうの幡はん、黄羅こうらの傘を揺々ようようと張らせ、左右には、金瓜きんか、銀斧ぎんふの近衛兵をしたがえた自称帝王の袁術えんじゅつが、黄金のよろいに身をかためて、傲然ごうぜんと見おろしていた。




三



　雲間の龍を見て吼ほえる虎のように、呂布は、袁術のいる所を仰いでいった。

「おうっ、われ今そこへ行かん。対面して、返辞をしよう。うごくな袁術っ」

　馬をすすめて、中軍の前備えを一気に蹴やぶり、峰ふところへ躍り入ると、

「呂布だぞ」

「近づけるな」

　と、袁術の将星、梁紀りょうき、楽就がくしゅうの二騎が、土砂まじりの山肌をすべるが如く馳け下ってきて、呂布を左右から挟んで打ってかかる。

「邪魔するな」

　呂布は、馬首を高く立て楽就の駒を横へ泳がせ、画桿がかんの方天戟ほうてんげきをふりかぶったかと思うと、人馬もろとも、楽就は一抹の血けむりとなって後ろに仆れていた。

「卑怯ひきょうっ」

　逃ぐるを追って、梁紀の背へ迫ってゆくと、横あいから、

「呂布、待て」と、敵の大将李豊りほう、捨身に槍をしごいて、突ッかけてくる。

　同時に、四沢たくの岩石が一度になだれ落ちてくるかのように、袁術の旗下はたもとや部下のおびただしい人馬が駆け寄せ、

「呂布を討て」と、喚き合った。

「虎は罠わなにかかったぞ」

　袁術も、山を降りて、味方のうしろから督戦に努め、

「呂布の首も、今こそ、わが手の物」と、小気味よげに、指揮をつづけていた。

　ところへ、昨夜、内部から裏切って、前線の味方を攪乱かくらんした韓暹かんせん、楊奉ようほうの二部隊が、突然、間道を縫って、谷あいの一方にあらわれ、袁術の中軍を側面から衝いた。そのため、

　──もう一息！

　と、いうところで、呂布を討ちもらしたばかりか、形勢は逆転して、呂布と裏切者のために、袁術は追いまくられ、峰越えに高原の道二里あまりを、命からがら逃げのびてきた。

　すると、またも。

　高原の彼方に、一朶だの雲かと見えたのが、近づくに従って、一颷ぴょうの軍馬と化し、敵か味方かと怪しみ見ているいとまもなく、その中から馳けあらわれた一人の大将は漆艶うるしつやのように光る真っ黒な駿馬しゅんめにうちまたがり、手に八十二斤の大青龍刀をひっさげ、袁術のまえに立ちふさがって、

「これは予州よしゅうの太守劉玄徳りゅうげんとくが義弟の関羽かんう字あざなは雲長うんちょうなり、家兄玄徳の仰せをうけて、義のため、呂布を扶けに馳けつけて参った。──それへ渡らせられるは、近ごろ自ら皇帝と僭称せんしょうして、天をおそれぬ増長慢の賊、袁術とはおぼえたり。いで、関羽が誅罰ちゅうばつをうけよ」と、名乗りかけた。

　袁術は、仰天して、逃げ争う大将旗下のなかに包まれたまま、馬に鞭打った。

　関羽は、追いかけながら、さえぎる者をばたばた斬り伏せ、袁術の背へ迫るや、臂ひじを伸ばして、青龍刀のただ一揮きに、

「その首、貰ッた」

　と、横なぐりに、払ったが、わずかに、馬のたてがみへ、袁術が首をちぢめたため、刃はその盔かぶとにしか触れなかった。

　しかし、自称皇帝の増長の冠かんむりは、ために、彼の頭を離れ、いびつになったまま素ッ飛んだ。

　こうして袁術はさんざんな敗北を喫し、紀霊を殿軍にのこして、辛くも、生命をたもって淮南わいなんへ帰った。

　それに反して、呂布は、ぞんぶんに残敵の剿滅そうめつを行い、意気揚々、徐州へひきあげて、盛大なる凱旋祝賀会を催した。

「こんどの戦で、かくわれをして幸いせしめたものは、第一に陳珪ちんけい父子ふしの功労である。第二には、韓暹、楊奉の内応の功である。──それからまた、予州の玄徳が、以前の誼よしみをわすれず、かつての旧怨もすてて、わが急使に対し、速やかに、愛臣関羽に手勢をつけて、救援に馳けつけてくれたことである。そのほか、わが将士の力戦をふかく感謝する」

　と、呂布はその席で、こう演舌して、一斉に、勝鬨かちどきをあわせ、また、杯をあげた。
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　祝賀のあとでは、当然恩賞が行われた。

　関羽は次の日、手勢をひきいて予州へ帰って行った。

　以来、呂布はすっかり陳大夫を信用して、何事も彼に謀はかっていたが、

「時に、韓暹と楊奉のうち、一名は自分の左右に留めておこうと思うが、老人の考えはどうか」

　と、今日もたずねた。

　陳珪は、答えていった。

「将軍の座右には、すでに人材が整うています。一羽の馴れない鶏を入れたために、鶏舎の群鶏ぐんけいがみな躁狂そうきょうして傷つく例もありますから、よほど考えものです。むしろ二人を山東へやって、山東の地盤を強固ならしめたら、一、二年の間に大いに効果があがるでしょう」

「実げにも」と、呂布はうなずいた。

　で、韓暹を沂都ぎとへ、楊奉を瑯琊ろうやへ役付けて、赴任させてしまった。

　老人の子息陳登ちんとうは、そのよしを聞いて、不平に思ったのか、或る時、ひそかに父の料簡をただした。

「生意気をいうようですが、すこし父上のお考えと私の計画とはちがっていたようですね。私は、あの二人を留め置いて、いざという時、われわれの牙として、大事に協力させようと思っていたのに」

　皆まで聞かず、陳大夫は、若い息子のことばを打消して、そっとささやいた。

「その手は巧くゆかんよ。なぜなら、いくら手なずけても、元来彼らは卑しい心性しかない。わしら父子に与くみすよりは、日のたつほど呂布に諂へつらい、呂布の走狗そうくとなってゆくに違いない。さすれば却って、虎に翼を添えてやるようなものだ。呂布を殺す時の邪魔者になる……」

　陳大夫はまた門を閉じて、病室に籠った。呂布から呼び迎えに来てもよほどのことでないと、めったに出てもゆかないのである。

　梧桐ごどうは落ちはじめた。夏去り、秋は近くなる。

　淮南わいなんの一水にも、秋色は澄み、赤い蜻蛉あきつが、冴えた空に群れをなして舞う。

　袁術皇帝は、この秋、すこぶる御気色みけしきうるわしくない。

「呂布め。裏切者どもめ」

　いかにして先頃の恥をそそごうかと、おごそかな帝座に在って、時々、爪を噛んでいた。

　こういう時、思い出されるのは、かつて自分の手もとにいた孫策そんさくである。

　その孫策はいつのまにか、大江を隔てて呉の沃土をひろく領し、江東こうとうの小覇王しょうはおうといわれて、大きな存在となっているが、袁術は彼の少年頃から手もとに養っていたせいか、いつでも、自分のいうことなら、嫌いやとはいわないような気がする──

　そこで彼は、孫策のところへ、使いを立てた。

蔭ながら御身の成功をよろこんでおる。

御身もまた我との誼よしみをわすれはしまい。

近ごろ御身の呉国はいよいよ隆昌に向い、文武の大将も旗下に多いと聞く。この際、我と力をあわせ、呂布を討って、彼の領を処理し、さらに、呉に勢威を加えてはどうか。

それは、御身のため、長久ちょうきゅうの計でもあろう。


　と、いうような書翰だった。

　江を渡った使者の船は、呉城に入って、正式に孫策と面会し、袁術の手簡を捧げた。

　孫策はすぐ返辞を書いて、

「委細はこのうち」と、軽く使者を追い返した。

　袁術は、その返書をひらいてみると、こう書いてあった。

老君、予の玉璽ぎょくじを返さず、帝位を僭して、さらに世を紊みだす。

予、天下に謝すの途みちを知る。

いつの日か、必ずまみえん。

乞う、首をあろうて待て。


「豎子じゅしっ。よくも朕ちんをかく辱はずかしめたな」

　袁術は、書面を引裂いて、直ちに呉へ出兵せよといったが、群臣の諫めに、ようやく怒りをおさえて時を待つことにした。




仲秋荒天ちゅうしゅうこうてん
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「袁術えんじゅつ先生、予のてがみを読んで、どんな顔をしたろう」

　淮南わいなんの使いを追い返したあとで、孫策はひとりおかしがっていた。

　しかし、また一方、

「かならず怒り立って、攻め襲うて来るにちがいない」

　とも思われたので、大江の沿岸一帯に兵船をうかべ、いつでもござんなれとばかり備えていた。

　ところへ、許都きょとの曹操そうそうから使者が下って、天子のみことのりを伝え、孫策を会稽かいけいの太守に封じた。

　孫策は、詔をうけたが、同時に曹操からの要求もあった。

　いやそれは朝命としてであった。

　──直ちに、淮南へ出兵し、偽帝袁術を誅伐ちゅうばつせよ。

　という命令である。

　もとより拒むところでない。玉璽をあずけた一半の責任もある。孫策は、

「畏かしこまりて候」と、勅に答えた。

　許都の使いが帰った日である。

　呉の長史──孫策の家老格である張昭ちょうしょうは彼に目通りしていった。

「唯い々いとご承諾になったようですが、何といっても淮南わいなんは豊饒ほうじょうの地、袁えん一族は名望と伝統のある古い家柄です。先ごろ呂布と一戦してやぶれたりといえども、決して軽々しく見ることはできません。──それにひきかえ、わが呉は、新興の国です。鋭気や若さはありますが、財力、軍の結束などまだ足りません」

「やめろというのか」

「勅を拝して、今さら命に背そむけば、異心ありとみなされます」

「では、どうする？」

「如しかず、この際は──あなたから曹操へ急書を発し、こちらは江を渡って袁術の側面を衝くゆえ、許都きょとから大軍を下し、彼の正面に当り給え──と、もっぱら曹操の軍に主戦をやらせるのです。そしてご当家はあくまでも、援兵というお立場をおとりなさい」

「なるほど」

「一にも二にも、曹操を助けると唱となえておけばです、後日ご当家に危急のあった折に、曹操へ援兵を要求することだってできましょう」

「や、ありがとう。長史のことばは、近頃の名言だ。その通りに計らおう」

　彼の発した書簡は、日ならずして、許都の相府しょうふに着いた。

　この秋、相府の人々は、

「丞相じょうしょうは近ごろ、愚に返ったんじゃないか」

　と、憂いあうほど、曹操はすこしぼんやりしていた。

　この春、張繍ちょうしゅうを討つべく遠征して、かえって惨敗を負って帰ったので、彼の絶大な自信にゆるぎがきたのか、また多情多恨な彼のこととて、今なお、芙蓉帳裡ふようちょうりの明眸めいぼうや、晩春の夜の胡弓の奏かなでが忘れ得ないのか──とにかく、この秋の彼の姿は、いつになく淋しい。

「否、否。──丞相はそれほど甘い煩悩児ぼんのうじでもないよ」

　と、相府のある者は、彼のすがたをよく新しい祠堂しどうの道に見るといって、人々の愚かな臆測をうち消した。

　新しい祠堂というのは、張繍との戦に奮戦して討死した悪来あくらい典韋てんいのために建てた廟びょうであった。

　曹操は、帰京後も典韋の霊をまつり、子の典満てんまんを取りたてて、中郎に採用し、果てしなく彼の死を愁いたんでいた。

　そこへ、呉の孫策から急書がとどいた。曹操は、一議におよばず承知のむねを返辞して、即日三十余万の大兵を動員した。一面は痴児のごとく、めそめそ悲しむくせがあるかと思えば、たちまち果断邁進、三軍を叱咤しったするの一面を示す彼であった。

　大軍は、続々都を立った。

　時、建安の二年秋九月。許都きょとはうるわしい月夜だった。
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　南征の師は、号して三十万とはいうが、実数は約十万の歩兵と、四万の騎兵隊と、千余車の輜重しちょうとで編制されていた。

　許都を立つに先だって、もちろん曹操は予州の劉備玄徳りゅうびげんとくへも、徐州の呂布りょふへも、参戦の誘文を発しておいた。

秋天しゅうてん将まさにたかし。

われ淮水わいすいに向って南下す。

乞う途上に会同せられよ。


　檄げきによって劉玄徳は、関羽かんう張飛ちょうひなどの精猛をひきつれて、予州の境で待ちあわせていた。

　曹操は、彼を見ると、晴々と、

「いつもながら信義に篤い足下の早速な会同を満足におもう」と、いった。

　盟軍の旗と旗とは交歓され、その下にしばし休息しながら、両雄は睦むつまじそうに語らっていた。

　玄徳は、関羽をかえりみて、「あれを、ここへ」と、いいつけた。

　関羽の手で、そこへ差出されたのは、二顆かの首級だった。

　驚いて、曹操は、

「何者の首か？」と眼をみはった。

　玄徳は答えて、

「一つは韓暹かんせんの首、一つは楊奉ようほうの首です」

「袁術の内部から裏切りして、呂布の味方につき、地方へ赴任したあの二人か」

「そうです。その後の両名は、沂都ぎと、瑯琊ろうやの両県に来て吏庁にのぞんでいましたが、たちまち苛税かぜいを課し良民を苦しめ、部下に命じて掠奪を行わしめ、婦女子をとらえて姦かんするなど、人心を険悪にすること一通りでありません。依って、人民の乞いをいれ、また、吏道を正す意味で、ひそかに関羽、張飛に命じ、両名を酒宴に招いて殺させました」

「ほう。そうか」

「ついては、丞相じょうしょうの命を待たずに行ったことですから、今日はご処罰を仰ぐつもりでおります──独断をもって、両名を誅伐した罪、どうかお糺ただしください」

「何をいう。君のしたことは、吏道を粛正し、良民の害をのぞいたので、私怨私闘とはちがう。その功を、賞めこそすれ、咎める点はない」

「おゆるし給わるか」

「もちろん、呂布へは、自分からも、よきように云っておこう。ご安堵あるがよい」

　ここ数日、秋の空はよく澄んで、日中は暑いくらいだった。

　しかし、南下するに従って、行軍は道に悩んだ。

　──というのは今年、徐州以南の淮水わいすいの地方は、かなり大雨がつづいたらしい。

　ために、諸所の河川は氾濫はんらんし、崖はくずれ、野には無数の大小の湖ができてしまい、馬も人も、輜重の車も、泥濘に行きなやむこと一通りでなかった。

「やあ、難行軍だったでしょう」

　呂布は、徐州の堺まで迎えに出ていた。

　曹操はあいそよく、「ご健勝でよろこばしい」と、会釈の礼を交わし、兵馬は府外に駐屯し、その後、駅館の歓迎宴では、劉玄徳も同席して、袁術討伐の気勢をあげた。

　如才じょさいない曹操は、

「このたびの南征には、大いに君の力を借りねばならんが、ついては、自分から朝廷に奏して、君を左将軍に封じておいた。──印綬は、いずれ戦後、改めて下賜されよう」と、告げた。

　呂布はもとよりそういう好意に対しては過大によろこぶ漢おとこである。

「犬馬の労も惜しまず」と、ばかり意気ごむ。

　ここに、曹、玄、呂の三軍は一体となって、続々、南進をつづけ、陣容は完まったく成った。

　すなわち曹操を中軍として、玄徳は右をそなえ、呂布は左にそなえた。

　これに対し、淮南わいなんの自立皇帝じりつこうてい袁術えんじゅつには、そもどういう対策があろうか。
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「すわ！」

　国境で哨兵しょうへいは狼火のろしをあげた。

「一大事」とばかり伝騎は飛ぶ。

　早打ち、また早打ち。──袁術えんじゅつの寿春城じゅしゅんじょうへさして、たちまち櫛くしの歯をひくように変を知らせてきた。

「曹、玄、呂、三手の軍勢が一体となって──」

　と聞くと、さすがの袁術も、もってのほかに驚倒した。

「とりあえず橋甤きょうずいまいれ」と、防戦に立たせ、袁術は即刻大軍議をひらいたが、とやかく論議しているまにも、頻々として、

「敵は早くも、国境を破り、なだれ入って候ぞ」との警報である。

　袁術も臍ほぞをかため、自ら五万騎をひいて寿春を出で、敵を途中にくいとめんとしたが、

「先鋒の味方あやうし」

　という敗報がすでに聞え渡ってきた。

　と、思うに、

「味方の先鋒の大将橋甤きょうずいは、惜しくも敵方の先手の大将夏侯惇かこうじゅんとわたりあい、乱軍のなかにおいて、馬上より槍にて突き伏せられました」

　と、またもや、おもしろくない注進であった。

　袁術の顔いろが悪くなるたびに、袁術の中軍は動揺しだした。

「あれあれ、あの馬けむりは、敵の大軍が近づいてきたのではないか」

　ひるみ立った士気には、「退ひくな」と必死に督戦する中軍の令も行われず、全軍、目ざましい抗戦もせず総退却してしまった。

　袁術もやむなく、中軍を退いて寿春城の八門をかたく閉ざし、

「この上は、城地を守って、遠征の敵の疲れを待とう」と、長期戦を決意した。

　寄手は、浸々しんしんと、寿春へつめよせる。

　呂布の軍勢は、東から。劉玄徳の兵は西から。

　また、曹操は北方の山をこえて、淮南わいなんの野やを真下にのぞみ、すでにその総司令部を寿春からほど遠からぬ地点まで押しすすめてきたという。

　寿春の上下は色を失い、城中の諸大将も、評議にばかり暮しているところへ、またまた、西南の方面から、霹靂へきれきのような一報がひびいてきた。

　曰いわく、

「──呉の孫策、船手ふなでをそろえて、大江を押渡り、曹操と呼応して、これへ攻めよせてくるやに見えます！」

　西南の急報を聞いて、

「なに、孫策が」と、袁術は仰天した。

　彼は、先頃その孫策からうけた無礼な返書を思いあわせて、身を震わせた。

「恩知らず。忘恩の賊子め」

　しかし、いくら罵ってみても事態はうごかない。

　袁術は今や手足のおく所も知らなかった。眼前の曹軍があげる喊ときの声は、満山の吼ほえるが如く、背後にせまる江南数百の兵船は海嘯つなみのように彼を脅かして、夜の眠りも与えなかった。

　睡眠不足になった袁術皇帝をかこんで、きょうも諸大将は陰々滅々たる会議に暮らしていたが、時に、楊大将がいった。

「陛下。もういけません。寿春に固執して、ここを守ろうとすれば、自滅あるのみです。おそれながら、かくなる上は、御林ぎょりんの護衛軍をひきいて、一時淮水わいすいを渡られ、ほかへお遷りあって、自然の変移をお待ちあるしかございますまい」




空腹・満腹
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　──一時、この寿春じゅしゅんを捨て、本城をほかへ遷うつされては。

　と、いう楊大将の意見は、たとえ暫定的なものにせよ、ひどく悲観的であるが、袁術えんじゅつ皇帝をはじめ、諸大将、誰あって、

「それは余りにも、消極策すぎはしないか」と、反対する者もなかった。

　それには理由がある。

　誰も口にはしないが、実をいえば、内部的に大きな弱点があることを、誰も知悉ちしつしているからだった。

　というのは、この年、寿春地方は、水害がつづいて、五穀熟せず、病人病馬は続出し、冬期の兵糧もはなはだ心もとなかった。

　ところへ、この兵革をうけたので、それも士気の振わない一因だった。──で、楊大将の考えとしては、皇帝の眷族けんぞくと、本軍の大部分を水害地区の外にうつし、ひとつに兵糧持久の策とし、二つには目前の敵の鋭気を避け、遠征軍には苦手にがてな冬季を越える覚悟で、時々奇襲戦術をもって酬い、おもむろに事態の変化を待とうというのである。

「なるほど、これが万全かもしれない」

　長い沈黙はつづいたが、やがて各〻うなずいた。

　袁術皇帝も、

「その儀、しかるべし」

　と、許容あって、立ちどころに大々的脱出の手配にかかった。

　李豊りほう、楽就がくしゅう、陳紀ちんき、梁剛りょうごうの四大将は、あとに残って、寿春を守ることになり、これに属する兵はおよそ十万。

　また、袁術とその眷族けんぞくに従って、城を出てゆく本軍側には、将士二十四万人が附随し、府庫宮倉ふこきゅうそうの金銀珍宝はいうまでもなく、軍需の貨物や文書官冊などもみな、昼夜、車につんで陸続と搬出し、これを淮水わいすいの岸からどしどし船積みして何処ともなく運び去った。

　袁術も、扈従こじゅうの臣も、もちろんいちはやく、淮水の彼方へ渡って、遠く難を避けてしまった。

　残るはただ満々たる水と、空骸にひとしい城があるばかり。──曹操そうそう以下、寄手の三十万が、城下へ殺到したのは、実にその直後だったのである。

　ここへ来て、曹操もまた、大いに弱っていた。

　寿春へ近づくほど、水害の状況がひどい。想像以上な疲弊ひへいである。

　城内の町は分らないが、郊外百里の周囲は、まだ洪水のあとが生々なまなましく、田は泥湖どろうみと化し、道は泥没でいぼつし、百姓はみな木の皮を喰ったり、草の葉に露命をつないでいる状態である。果然、彼の兵站部へいたんぶは大きな誤算にゆきあたって、

「どうしたら三十万の兵を養うか」に苦労しはじめた。

　遠征の輜重しちょうは、もとよりそう多くの糧米は持ってあるけない。行く先々の敵産が計算に入れてある。

「これ程とは！」

　と、糧米総官の王垢おうこうが、この地方一帯の水害を見た時、茫然、当惑したのも無理はなかった。

　それも、七日や十日は、まだ何とかしのぎもついてゆく。

　半月となるとこたえて来た。

　ところが滞陣はすでに一ヵ月に近くなった。陣中の兵糧は涸渇こかつを呈した。

「一時に攻め陥せ」

　むろん曹操もあせりぬいている。しかし攻城作戦のほうも水害のため、兵馬のうごきは不活溌となるし、城兵は頑強だし、容易にはかどらないのである。

　そこで曹操は、呉の孫策へあてて、一書を認したため、早馬で飛ばした。

秋高の天、地は水旱すいかん

精兵は痩やせ、肥馬は衰おとろう

呉船来るを待つや急なり

慈米じまい十万は百万騎に勝る
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　呉ごの孫策そんさくは、すでに、曹操との軍事経済同盟の約束によって、大江をわたり、南のほうから進撃の途中にあったが、曹操の書簡を手にして、

「すぐ糧米を運漕せよ」と、彼の乞いに応じるべく、本国へ手配をいいやった。

　けれど、何分、道は遠い。途中揚子江ようすこうの大江はあるし、護送には、おびただしい兵馬も要る。

　とやかくと、日数はかかった。──そのあいだにも、曹操の陣中では、いよいよ兵糧総官の王垢おうこうも悲鳴をあげだしていた。

「丞相。──申しあげます」

「なんだ、王垢と任峻じんしゅんではないか。両名とも元気のない顔をそろえて何事だ」

　任峻は、倉奉行である。

　王垢と共に、曹操のまえへ出て、遂に、窮状を訴えた。

「もはや、兵の糧かては、つづきません、幾日分もございません」

「それがどうした？」

　曹操は、わざと、そううそぶいて云い放った。

「予に相談してどうなるか。予は倉奉行でもないし、兵糧総官でもないぞ」

「はっ……」

「辞めてしまえっ。左様なことぐらいでいちいち予に相談しなければ職が勤まらぬほどなら」

「はいっ」

「──が、こんどだけは、智恵をさずけてやろう。今日から、糧米を兵へ配る桝ますをかえるがいい。小桝を使うのだ小桝を。──さすればだいぶ違うだろう」

「桝目を減じれば大へん違ってまいります」

「そういたせ」

「はっ」

　二人は倉皇と退がって、直ちにその日の夕方から、小桝こますを用いはじめた。

　一人五合ずつの割りあてが、一合五勺減しゃくべりの小桝となった。もちろん粟、黍きび、草根まで混合してある飢饅時の糧米なので、兵の胃ぶくろは満足する筈がない。

「どんな不平を鳴らしているか」

　曹操はひそかに、下級兵のつぶやきに耳をたてていた。もちろん喧々囂々けんけんごうごうたる悪声であった。

「丞相じょうしょうもひどい」

「これでは出征の時の宣言と約束がちがう」

「こんなもので戦えるか」

　要するに、怨嗟えんさは曹操にあつまっている。喰い物のうらみは強い。曹操は、糧米総官の王垢おうこうを呼んだ。

「不平の声がみちているな」

「どうも……取鎮とりしずめてはおりますが、如何とも」

「策はあるまい」

「ございません」

「ゆえに予は、おまえから一物を借りて、取鎮めようと思う」

「わたくし如き者から、何を借りたいと仰せられますか」

「王垢。おまえの首だ」

「げッ……？」

「すまないが貸してくれい。もし汝が死なぬとせば、三十万の兵が動乱を起す。三十万の兵と一つの首だ。──その代りそちの妻子は心にかけるな。曹操が生涯保証してやる」

「あっ。それは、それはあんまりです。丞相ッ、助けてください」

　王垢は泣きだしたが、曹操は平然と、かねて云い含ませてある武士に眼くばせした。武士は飛びかかッて、王垢の首を斬り落した。

「すぐ陣中に梟かけろ」

　曹操は命じた。

　王垢の首は竿に梟けられて陣中に曝さらされた。それに添える立札まで先に用意されてあった。

　立札には、

王垢、糧米を盗み、小桝を用いて私腹をこやす。

罪状歴然れきぜん。軍法に依ってここに正す。


　と、書いてあった。

「さては、小桝を用いたのは、丞相の命令ではなかったとみえる。ひどい奴だ」

　兵は、王垢を怨んで、曹操に抱いていた不平は忘れてしまった。その士気一変の転機をつかんで、曹操は即日大号令を発した。

「こん夜から三日のうちに、寿春じゅしゅんを攻め陥すのだ。怠おこたる者は首だぞ。立ちどころに死罪だぞ！」
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　その夜、曹操は軍兵に率先して、みずから壕ほりぎわに立ち、

「壕を埋めて押しわたれ。焼草を積んで城門矢倉を焼き払え」と、必死に下知した。

　それに対して敵も死にもの狂いに、大木大石を落し、弩弓どきゅうを乱射した。

　矢にあたり、石につぶされる者の死骸で、濠も埋まりそうだった。ために怯ひるみ立った寄手のなかに、身をすくめたままで、前へ出ない副将が二人いた。

「卑怯者っ」

　曹操は叱咤するや否や、その二人を斬ってしまった。

「まず、味方の卑怯者から先に成敗するぞ」

　自身、馬を降りて土を運び、草を投げこみ、一歩一歩、城壁へ肉薄した。

　軍威は一時に奮い立った。

　一隊の兵は、城によじ登り、早くも躍りこんで、内部から城門の鎖を断ちきった。どッと、喊声かんせいをあげて、そこから突っこむ。

　堤の一角はやぶれた。洪水のように寄手の軍馬はながれ入る。あとは殺戮さつりくあるのみである。守将の李豊りほう以下ほとんど斬り殺されるか生擒いけどられてしまい、自称皇帝の建てた偽宮──禁門朱楼きんもんしゅろう、殿舎碧閣でんしゃへきかく、ことごとく火をかけられて、寿春城中、いちめんの大紅蓮だいぐれんと化し終った。

「息もつくな。すぐ船、筏いかだをととのえて、淮河わいがをわたり、袁術を追って、最後のとどめを与えるのだ」

　将領たちを督励して、さらに、追撃の準備をしている数日の間に、

「荊州けいしゅうの劉表りゅうひょうが、さきの張繍ちょうしゅうと結託して、不穏な気勢をあげている──」

　と、許都からの急報である。

　曹操は、眉をひそめ、

「張繍はともかく、劉表りゅうひょうがうごいては、由々しい大事となろうかも知れぬ」

　と、征途を半ばにして、すぐ都へ引揚げた。

　許都へ帰るにあたって、彼は、呉の孫策へ早馬をとばし、

「君は、兵船を以て、長江を跨ぐがごとく布陣し、上流荊州の劉表を、暗に威嚇いかくしておるように」

　と、申入れた。

　また、呂布と玄徳には、

「以前の誼よしみを温めて、徐州と小沛しょうはいを守り合い、唇歯しんしの交わりを以て、新たに義を結びたまえ」

　と、二人に誓いの杯を交わさせた。そして劉玄徳へは、特に、

「もうこれで呂布にも異存はあるまいから、ご辺も予州を去り、もとの小沛の城へ帰られるがよい」

　と、命じた。

　玄徳は、好意を謝し、別れようとすると、曹操は、呂布のいないのを見すまして、

「……君を、小沛に置くのは、虎狩りの用意なのだ。陳大夫と陳登父子が、ぼつぼつ陥おとし穽あなをほりかけている。あの父子と計らって、ぬからぬように準備し給え」

　とささやいた。

　かくて曹操は、後図こうとの憂いにも万全を期し、やがて、総軍をひいて許都へ帰ってくると、段煨だんわい、伍習ごしゅうという二名の雑軍の野将が、私兵をもって、長安の李傕りかくと郭汜かくしを打ち殺したといって、その首を朝廷へ献上しに来た。

　李傕、郭汜は、長安大乱以来の朝敵である。公卿百官は、思わぬ吉事と慶びあって、帝に奏上し、段煨と伍習には、恩賞として、官職を与え、そのまま長安の守りを命じた。

「太平の機運が近づいた」と、なして、朝野は賀宴を催して祝った。町には、二箇の逆賊の首が七日間さらされていた折も折、征途から帰還した、曹操の兵三十万も、この祝日に出会ったので、飲むわ、喰うわ、躍るわ、許都きょとは一時、満腹した人間の顔と、祝賀の一色に塗りつぶされた。




梅酸ばいさん・夏なつの陣じん
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　年明けて、建安三年。

　曹操もはや四十を幾つかこえ、威容人品じんぴんふたつながら備わって、覇気熱情はきねつじょうも日頃は温雅典麗おんがてんれいな貴人の風につつまれている。時には閑を愛して独り書を読み、詩作にふけり、終日、春闌の室を出ることもなかった。また或る日は家庭の良き父となりきって、幼い子女らと他愛なく遊び戯たわむれ、家門は栄え、身は丞相じょうしょうの顕職けんしょくにあり、今や彼も、功成り名遂とげて、弓馬剣槍のこともその念頭を去っているのであるまいかと思われた。

　正月、朝ちょうにのぼって彼は天子に謁えっし、賀をのべた後で、

「ことしもまた、西へ征旅に赴かねばなりますまい」

　と、いった。

　南の淮南わいなんは、去年、一年たたきに叩いて、やや小康を保っている。

　西といえば、さし当って、近ごろ南陽（河南省・南陽）から荊州地方に蠢動しゅんどうしている張繍ちょうしゅうがすぐ思い出される。

　果たせるかな。その年、初夏四月。

　丞相府の大令が発せられるや、一夜にして、大軍は西方へ行動を起した。

　討伐張繍！

　土気は新鮮だった。軍紀は凜々りんりんとふるった。

　天子は、みずから鑾駕らんがをうながして、曹操を外門の大路まで見送られた。

　ちょうど夏の初めなので、麦はよく熟している。大軍が許都郊外から田舎道へ流れてゆくと、麦畑に働いていた百姓たちは、恐れて、われがちに逃げかくれた。

　曹操は、それを眺めて、「地頭や村老をよべ」と命じ、やがて、恐る恐る揃って出た村長むらおさや百姓たちに向って、こう諭さとした。

「せっかくお前たちの汗と丹精によって、このように麦の熟した頃、兵馬を出すのも、またやむを得ない国策によるのである。──だが案じるな。ここを通るわが諸大将の部隊に限っては、断じて、田畑を踏みあらすことのないように軍令を発してある。また、村々において、寸財の物でも掠かすめ取る兵があれば、すぐ訴え出ろ。われわれ麾下きかの大将は、立ちどころに犯した兵を斬り捨ててしまうであろう」

　このことを伝え聞いて、村老野娘そんろうやじょうも、畑にありながら、安心して、軍隊を見送った。

　軍律はよく行き渡っている。兵も馬も、狭い麦のほとりを通る時は、馬の手綱をしめ、手をもって麦を分けながら行った。

　ところが。

　曹操の乗っていた馬が、どうしたのか、ふと、野鳩の羽音におどろいて、急にはねあがり、麦畑へ狂いこんで、麦を害そこねた。

　曹操は、何思ったか、

「全軍、止れ！」

　と、急に命じ、行軍主簿こうぐんしゅぼを呼んでいうには、

「今、不覚にも自分は、みずから法令を出して、その法を犯してしまった。すでに、統率者自身、統率をやぶったのだ。何をもって、人を律し、人を正し、人を服させよう。──予は、自害して、法を明らかにするのが、予の任務であると信じる。諸軍よ、予の死を悲しまず、さらに軍紀を振起し、一意、天下の為に奉ぜよ」

　云い終ると、剣を抜いて、あわや自刃しようとした。

「滅相めっそうもない！」

　諸将は、愕然として、彼の左右から押しとどめた。

「お待ち下さい。春秋の語にも、法は尊きに加えず──とあります。丞相は大軍を統すべ給う身、丞相の生死は、軍全体の死活です。われわれが可愛いと思ったら、ご自害はお止とどまりください」

「ムム、そうか。春秋の時すでにそういう古例があったか。しからば、父の賜ものたる髪を切って、断罪の義に代え法に服した証あかしとなそう」

　と、わが髪をつかみ、片手の短剣をもって、根元からぶすりときって、主簿に渡した。

　秋霜厳烈！

　それを目に見、耳につたえて、悚然しょうぜん、自分を誡いましめない兵はなかった。
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　行軍は、五月から六月にかかった。六月、まさに大暑である。

　わけて河南の伏牛山脈ふくぎゅうさんみゃくをこえる山路の難行はひと通りでない。

　大列のすぎる後、汗は地をぬらし、草はほこりをかぶり、山道の岩砂は焼け切って、一滴の水だに見あたらない。兵は多く仆たおれた。

「水がのみたい」

「水はないか」

　斃たおれた兵も呻うめく。なお、進む兵もいう。

　すると、曹操が、突然、馬上から鞭むちをさして叫んだ。

「もうすこしだ！　この山を越えると、梅の林がある。──疾とく参って梅林の木陰に憩いこい、思うさま梅の実みをとれ。──梅の実をたたき落して喰え」

　聞くと、奄々えんえんと渇かつにくるしんでいた兵も、

「梅でもいい！」

「梅ばやしまで頑張れ」と、にわかに勇気づいた。

　そして無意識のうちに、梅の酸すっぱい味を想像し、口中に唾つばをわかせて、渇を忘れてしまっていた。

　──梅酸ばいさん渇かつを医す。

　曹操は、日頃の閑に、何かの書物で見ていたことを、臨機に用いたのであろうが、後世の兵学家は、それを曹操の兵法の一として、暑熱甲冑を焦やく日ともなれば、渇を消す秘訣のことばとして、思い出したものである。

　伏牛山脈をこえてくる黄塵は、早くも南陽の宛城えんじょうから望まれた。

　張繍ちょうしゅうは、うろたえた。

「はや、後詰ごづめしたまえ」

　と、荊州の劉表へ、援助をたのむ早打ちをたて、軍師の賈詡かくを城にとどめて、

「つかれ果てた敵の兵馬、大軍とて何ほどかあろう」と、自身防ぎに出た。

　だが、配下の勇士張先ちょうせんが、まっ先に曹操の部下許褚きょちょに討たれたのを始めとして、一敗地にまみれてしまい、口ほどもなくまたたちまちみだれ合って、宛城のうちへ逃げこんでしまった。

　曹操の大軍は、ひた寄せに城下にせまって、四門を完全に封鎖した。

　攻城と籠城の形態に入った。

　籠城側は新手あらての戦術に出て、城壁にたかる寄手の兵に沸にえたぎった熔鉄ようてつをふりまいた。

　金屎かなくそか人間かわからない死骸が、蚊のごとく、ばらばら落ちては壁下の空壕からぼりを埋うずめた。

　が、そんなことにひるむ曹操の部下ではない。曹操もまた、みずから、

「ここを突破してみせん」

　と、西門に向って、兵力の大半を集注し、三日三晩、息もつかずに攻めた。

　なんといっても、主将の指揮するところが主力となる。

　雲の梯かけはしにもまごう櫓やぐらを組み、土嚢を積み、壕ほりをうずめ、弩弓の乱射、ときの声、油の投げ柴、炎の投げ松明たいまつなど──あらゆる方法をもって攻めた。

　張繍は防ぐ力も尽きて、

「──賈詡、荊州の援軍は、いつ頃着くだろう。もう城の余命も少ないが。……間にあうか、どうか」とたずねた。

　軍師たる賈詡の顔いろが、今はただ一つのたのみだった。賈詡は落着いて答えた。

「だいじょうぶです」

「まだ大丈夫か」

「まだ？　……いやいや、頑としてなお、この城は支えられます。のみならず、曹操を生擒いけどりにするのも、さして難かしいことではありません」

「えっ。曹操を」

「大言と疑って、わたくしの言を疑うことがなければ、必ず、曹操の一命は、あなたの掌の物としてご覧にいれます」

「どういう計りごとで？」

　張繍はつめ寄った。
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　賈詡かくが胸中の計とは何？

　彼は、張繍ちょうしゅうに説いた。

「こんどの戦闘中、ひそかに、それがしが矢倉のうえから見ていると、曹操は、城攻めにかかる前に、三度、この城を巡って、四門のかためを視察していました。──そして彼がもっとも注意したらしい所は、東南の巽たつみの門です。──なぜ注意したといえば、あそこは逆茂木さかもぎの柵も古く、城壁も修理したばかりで、磚かわらは古いのと新しいのと不揃いに積み畳まれている。……要するに、防塁の弱点が見えるのです」

「ムム、なるほど」

「──で、烱眼けいがんな曹操はすぐ、この城を陥す攻め口はここと、肚のうちでは決めているに違いないのです。──そこで彼は次の日から、西門に主力をそそぎ、自分もそこに立って、躍起と攻め始めたものでしょう」

「東南門の巽の口を、攻め口ときめておりながら、なぜ西門へ、あんな急激にかかってきたのか」

「偽撃転殺ぎげきてんさつの計けいです。──つまり西門に防戦の力をそそがせておいて、突然巽の門をやぶり、一殺に、宛城を葬らんとする支度です」

　張繍は聞いて、慄然りつぜん、肌に粟を生じた。

「それがしにお任せください」

　賈詡は、直ちに、それに備える手筈にかかった。

　この城中に、賈詡のあることは、曹操も疾とく知っている。また賈詡の人物も、知りぬいているはずである。

　──にもかかわらず、

　曹操ほどな智者も、自分の智には墜ちいりやすいものとみえる。

　彼は、その夜、西門へ総攻撃するようにみせかけて、ひそかによりすぐった強兵を巽にまわし、自身まッ先に進んで、鹿垣ししがき、逆茂木を打越え、城壁へ迫って行ったが、ひそとして迎え戦う敵もない。

　曹操は、快笑して、

「笑止や。わが計にのって、城兵はみな西門の防ぎに当り、かくとも知らぬ様子だぞ」

　一挙に、そこを打破って、壁門の内部へ突入した。

　──と、こはいかに、内部も暗々黒々として篝かがりの火一つみえない。あまりの静けさに、

「はてな？」

　駒脚を止めて見廻したとたんに、ぐわあん！ ──と一声の狼火のろしがとどろいた。

「しまった」

　曹操は、つづく手勢を振向いて、絶叫した。

「──虚誘掩殺きょゆうえんさつの計はかりごとだっ。──退却っ、退却っ！」

　しかし、もう遅かった。

　地をゆるがす鬨ときの声と共に、十方の闇はすべて敵の兵となって、

「曹操を生捕れ」とばかり圧縮してきた。

　曹操は単騎、鞭打って逃げ走ったが、その夜、巽の口で討たれた部下の数は、何千か何万か知れなかった。

　ここばかりでなく、偽攻の計を見やぶられたので、西門のほうでも、さんざんに張繍のために破られ、全線にわたって、破綻はたんを来したため、五更の頃まで、追撃をうけ、夜も明けて陽を仰いだ頃、城下二十里の外に退いて、損害を調べると、一夜のうちに味方の死者五万余人を生じていたことが分かった。折からまた、

「荊州けいしゅうの劉表りゅうひょう、にわかに兵をうごかし、わが退路を断って、許都を衝かんとする姿勢にうかがわれる」

　という凶報は来るし──曹操は、惨たる態ていで、歯がみしたが、

「今にみよ」と、恨みの一言を、敗戦場に吐きすてて、「退くも兵法」とばかり向きをかえて、許都へひっ返した。

　途中まで来ると、

「劉表は一たん大兵を出そうとしたが、呉の孫策が、兵船をそろえ、江をさかのぼって、荊州を荒さん──と聞えたので、怯気おじけづいて、出兵の可否に迷っておる」という情報が入った。




四



　古今の武将のうち、戦をして、彼ほど快絶な勝ち方をする大将も少ないが、また彼ほど痛烈な敗北をよく喫している大将も少ない。

　曹操の戦は、要するに、曹操の詩であった。詩を作るのと同じように彼は作戦に熱中する。

　その情熱も、その構想も、たとえば金玉の辞句をもって、胸奥の心血を奏かなでようとする詩人の気持と、ほとんど相似たものが、戦にそのまま駆りたてられているのが、曹操の戦ぶりである。

　だから、曹操の戦は、曹操の創作である。──非常な傑作があるかと思えば、甚だしい失敗作も出る。

　いずれにせよ、彼は、戦を楽しむ漢おとこであった。楽しむほどだから、惨敗を喫しても、しおれないかといえばそうでもない。

　さすがの曹操も、大敗して帰る途中は、凄愴せいそうな眉と、惨たるものを顔色に沈めてゆく。

梅酸ばいさんも酸味さんみ

敗戦もまた酸さん

不同おなじからずといえども似たり

心舌しんぜつを越えて甘し


　馬上、ゆられながら、彼はいつか詩など按あんじていた。逆境の中にも、なお人生を楽しもうとする不屈な気力はある。決して、さし迫ることはない。

　襄城じょうじょうをすぎて、淯水いくすいの畔ほとりにかかった。

　ふと、彼は馬を止めて、

「……ああ」と、低徊ていかいしながら、頬に涙さえながした。

　怪しんで、諸将がたずねた。

「丞相、何でそのように悲しまれるのですか」

「ここは淯水ではないか」

「そうです」

「去年、やはりこの地に張繍を攻めて、自分の油断から、典韋てんいを討死させてしまった。……典韋の死を傷んで、ついその折の事どもを思い出したのだ」

　彼は、馬を降りて、水辺の楊柳やなぎにつなぎ、一基の石を河原の小高い土にすえて、牛を斬り、馬を屠ほふった。そして典韋の魂魄こんぱくをまねくの祀まつりをいとなみ、その前に礼拝して、ついには声を放って哭ないた。

　多くの将士もみな、曹操の情に厚い半面に心を打たれ、こもごも、拝礼した。

　次に、曹操の嫡子曹昂そうこうの霊をまつり、また甥の曹安民そうあんみんの供養をもなした。──楊柳の枝は長く垂れて、水はすでに秋冷の気をふくみ、黒い八哥鳥はっかちょうがしきりと飛び交っていた。

　──諸軍号哭ごうこくの声やまず。

　と、原書は支那流に描写している。初夏、麦を踏んで意気衝天いきしょうてんの征途につき、涼秋八月、満身創痍の大敗に恥を噛んで国へ帰る将士の気持としては、あながち誇張のない表現かもしれない。

　顧みれば、呂虔りょけんとか于禁うきんなどの幕将まで負傷している。無数の輜重しちょうは敵地へ捨ててきた。──ああ。仰げば、暮山すでに晦くらく陽はかげろうとしている。

「あっ、何者か来る」

「味方の早打ちだ」

　士卒が口々にいった時、彼方から早馬一騎、鞭をあててこれへ来た。

　許都に残っている味方の荀彧じゅんいくから来た使いである。もちろん書簡をたずさえている。

　さっそく曹操がひらいて見ると、

荊州の劉表、奇兵きへいを発し

ご帰途を安象あんしょう附近に待って

張繍と力を協す。

ご警戒あるように。


　という報だった。




五



「それくらいなことはあろうと、かねての用意はある」

　曹操はさわがなかった。荀彧じゅんいくの使いにも、

「案じるな」と、云って返した。

　安象の堺まで来ると、果たせるかな劉表の荊州兵と張繍の聯合勢とが難所をふさいでいた。

「彼に地の利あれば、われにも地の利を取らねばなるまい」

　曹操もまた、一方の山に添うて陣をしいた。そして、その行動が日没から夜にわたっていたのを幸いに、夜どおしで、道もなさそうな山に一すじの通りを坑ほり、全軍の八割まで山陰の盆地へ、かくしてしまった。

　夜が明けて、朝霧もはれかけてくると、小手をかざして彼方の陣地から見ていた劉表、張繍の兵は、

「なんだ、あんな小勢か」と、呟いている様子だった。

「あんなものだろう」と、うなずく者はいった。

「このあいだは五万から戦死しているし、それに、難行苦行、敗け軍のひきあげだ。途中、逃亡兵も続出する。病人もすててくる。──あれだけでもよく還ってきたくらいなものだろう」

　軍の幹部たちも、その程度の見解を下したものか、やがて要害を出て、野を真っ黒に襲撃してきた。

　充分、侮あなどらせて。

　また、近よせておいて。

　曹操は、突然山の一角に立ち現れて、

「盆地の襲兵ども、今だぞ、淵ふちを出て雲と化なれ！ 野をめぐって敵を抱きこみ、みなごろしにして、血の雨を見せよ」

　と、号令を下した。

　眼に見えていた兵数の八倍もある大兵が、地から湧いて、退路をふさぎ、側面前面からおおいつつんで来たので、劉表、張繍の兵はまったく度を失った。

　曠野の秋草は繚乱りょうらんと、みな血ぶるいした。所々に、死骸の丘ができた。逃げ争って行った兵は、要害にいたたまらず、山向うの安象の町へ逃げこんだ。

「県城も焼きつぶせ」

　曹操の兵は、鬱憤うっぷんばらしに追撃を加えて行ったが、その時またも──実にいつも肝腎なもう一攻めという時に限って意地わるくくる──都の急変が報じられてきた。

河北の袁紹えんしょう、都の空虚をうかがい

大動員を発布。


　と、いうのであった。

「──袁紹が！」

　これにはよほど愕おどろいたとみえて、曹操は何ものもかえりみず、許都きょとへさして昼夜をわかたず急いだ。

　張繍、劉表は彼のあわて方を見て、こんどは逆に追おうとした。

「追ったら必ず手痛い目にあいますぞ」

　賈詡かくは諫いさめたが、二将は追撃した。案の定、途中、屈強な伏兵にぶつかって、惨敗の上塗りをしてしまった。

　賈詡は、二将が懲こりた顔をしているのを見て、

「──何をしているんです！ 今こそ追撃する機会です。きっと大捷たいしょうを博しましょう」

　と、励ました。

　二の足ふんだが、賈詡があまり自信をもって励ますので、再び曹操の軍に追いついて、戦を挑むと、こんどは存分に勝って、凱歌をあげて帰った。

「実に妙だな。賈詡、いったい其許そこもとには、どうしてそのように、戦いの勝敗が、戦わぬ前にわかるのか」

　後で、二将が訊くと、賈詡は笑って答えた。

「こんな程度は、兵学では初歩の初歩です。──第一回の追撃は敵も追撃されるのを予想していますから、策を授け、兵も強いのを残して、後ろに備えるのが常識の退却法です。が、──二度目となると、もう追いくる敵もあるまいと、強兵は前に立ち、弱兵は後となって、自然気もゆるみますから、その虚きょを追えば、必ず勝つなと信じたわけであります」




北客ほっきゃく



一



　ようやく許都に帰りついた曹操は帰還の軍隊を解くにあたって、傍らの諸将にいった。

「先頃、安象あんしょうで大敵に待たれた時、見つけない一名の将が手勢百人たらずを率い、予の苦戦を援けていたが、さだめし我に仕官を望む者であろう。いずれの隊伍に属しておるか、糺ただしてみよ」

　命に依って、幕僚の一名は、将台に立って、その由を、全軍の上に伝えた。

　すると、隊列の遥か後ろのほうから声に応じて、一かどの面だましいを備えた武将が、槍を小脇にさしはさんで進み出で、

「此方であります」

　と、曹操の前にかしこまった。

　曹操は、一瞥べつして、

「如何なる素姓すじょうの者か」と、たずねた。

「はっ、或いはなお、ご記憶にありはせぬかと存じますが。──自分はかつて、黄巾賊こうきんぞくの乱にもいささか功をたて、一時は鎮威中郎将ちんいちゅうろうしょうの栄職にありましたが、その後、思うところあって、故郷汝南じょなんに帰っていました。──李通りつう字あざなを文達ぶんたつと申す者であります」

　旧交はないが、夙つとに名は聞いている。曹操は拾い物をしたように、

「よく機をつかんで、予の急を救たすけ、予に近づいたのも、一方の将たるに足る才能である。神妙のいたりだ。郷土にもどって、汝南の守りにつくがいい」

　と、稗将軍建功侯ひしょうぐんけんこうこうに封じた。

　また、その日ではないが。

　許都に留守届していた荀彧じゅんいくが、曹操の帰還を祝したあとで、ふと訊ねた。

「いつぞや、私より早馬をもってご帰途の途中に向けて劉表、張繍ちょうしゅうの両軍が嶮をふさいで待ちかまえている由をお報らせしたところ、丞相のご返簡には、──案じるな、我には必ず破るの計がある。──とございましたが、丞相にはどうして、そんな先の確信がおありだったのですか」

　曹操は、答えて、

「ああ、あの時か。──あの時は、疲労困憊ひろうこんぱいの極に達していたわれわれに対して、劉表と張繍は必殺の備えをして待ちかまえていた。これ、死一道の覚悟をわれらに与えたものである。ために味方の将士は、のがれぬ所と捨身になって凄い戦闘を仕かけた。──人間の逆境も、あれくらいまで絶体絶命に押しつけられると、死中自ら活路ありで──その道理から予も、とっさに、勝つと確信をもったわけである」と、笑っていった。

　そのことばを人々、伝え合って、

「丞相の如きこそ、真の孫子そんしの玄妙げんみょうを体得した人というのだろう」

　と、大敗して帰った彼に対して、却かえって一そう心服を深めたということである。

　しかし、さすがに今年の秋は、去年のような祝賀の祭もなかった。

　とはいえ去燕雁来きょえんがんらいの季節である。洛内の旅舎は忙しい。諸州から秋の新穀しんこく鮮菜せんさい美果びかなどおびただしく市にはいってくるし、貢来こうらいの絹布や肥馬も輻輳ふくそうして賑わしい。

　その中に、従者五十人ばかりを連れ、羈旅きりょ華やかな一行が、或る時、駅館の門に着いた。

「冀州きしゅうの袁紹えんしょう様のお使者として来た大人だそうだよ」

　旅舎の者は、下へもおかないあつかいである。

　この都でも、冀州の袁紹と聞けば、誰知らぬ者はない。天下の何分の一を領有する北方の大大名として、また、累代漢室に仕えた名門として、俗間の者ほど、その偉さにかけては、新興勢力の曹操などよりははるかに偉い人──という先入主をもっていた。




二



　今しがた禁裏きんりを退出した曹操は、丞相府へもどって、ひと休みしていた。

　そこへ郭嘉かくかが、

「お取次いたします」と、牀下しょうかに拝礼した。

「なんだ。書簡か」

「はい、袁紹えんしょうの使いが、はるばる、都下の駅館に到着いたして、丞相にこれをご披露ねがいたいとのことで」

「──袁紹から？」

　無造作にひらいて、曹操は読み下していたが、秋の日に萱かやが鳴るように、からからと笑った。

「虫のいい交渉だ。──先ごろ、この曹操が都をあけていた折はあわよくば洛内に軍を進めんとうかがったりしながら、この書面を見れば、北平ほくへいの公孫瓚こうそんさんと国境の争いを起したによって、兵糧不足し、軍兵も足りないから、合力ごうりきしてくれまいか──という申入れだ。しかも、文辞傲慢ぶんじごうまん、この曹操を都の番人とでも心得ておるらしい」

　不快となると、はっきり不快な色を面上にみなぎらせる。それでも足りないように、曹操は書簡を叩きつけた。

　そして、郭嘉かくかに向って、なお、余憤をもらした。

「袁紹の尊傲そんごう無礼はこの事ばかりではない。日ごろ帝の御名をもって政務の文書を交わしても、常に不遜の辞句を用い、予を一吏事のごとく見なしておる。──いつかはそのおごれる鼻をへし折ってくれんものと、じっと隠忍しておるがいかんせん、冀州一円にわたる彼の旧勢力も、まだなかなか……自己の力の不足をかえりみ、独り嘆じている程なのに、この上北平を攻めるものだから兵力を貸せ、食糧を貸せとはどこまで予を与くみしやすしと思っているのか底の知れぬ横着者ではある」

「……丞相」

　郭嘉は彼の激色がうすらぐのを待って静かにいった。

「童子も知っていることを改めて申すようですが、むかし漢の高祖が項羽を征服した例を見るに、高祖は決して項羽よりも強いのではありません。強さにかけては項羽のほうがはるかに上でしょう。にもかかわらず、高祖に亡ぼされたのは勇をたのんで、智を軽かろんじたせいです。それと、高祖の隠忍がよく最後の勝ちを制したものと思います」

「そのとおりだ」

「わたくしごときが、丞相を批評しては、罪死に値しますが、忌憚きたんなく申しあげれば、袁紹の人物と丞相とを比較してみますと、わが君には十勝の特長があり、袁紹には十敗の欠点があります」

　といって、郭嘉は指を折りながら、両者の得失をかぞえあげた。

一……袁紹は時勢を知らない。その思想は、保守的というより逆行している。


が──君は、時代の勢いに順したがい、革新の気に富む。


二……袁紹は繁文縟礼はんぶんじょくれい、事大主義で儀礼ばかり尊ぶ。


が──君は、自然で敏速で、民衆にふれている。


三……袁紹は寛大のみを仁政だと思っている。故に、民は寛に狎なれる。


が──君は、峻厳しゅんげんで、賞罰明らかである。民は恐れるが、同時に大きな歓びも持つ。


四……袁紹は鷹揚おうようだが内実は小心で人を疑う。また、肉親の者を重用しすぎる。


が──君は、親疎しんそのへだてなく人に接すること簡で、明察鋭い。だから疑いもない。


五……袁紹は謀事はかりごとをこのむが、決断がないので常に惑う。


が──君は、臨機明敏である。


六……袁紹は、自分が名門なので、名士や虚名をよろこぶ。


が──君は、真の人材を愛する。


「もうよせ」

　曹操は、笑いながら急に手を振った。

「そうこの身の美点ばかり聞かせると、予も袁紹になるおそれがある」




三



　その夜──

　彼は、独坐していた。

「右すべきか、左すべきか。多年の宿題が迫ってきた」

　袁紹えんしょうという大きな存在に対して深い思考をめぐらそうとする時、さすがの彼も眠ることができなかった。

「恐るるには足らない」

　心の奥では呟いてみる。

　しかし、そのそばから、

「侮あなどれない──」とも、すぐ思う。

　袁紹と自分とを、一個一個の人間として較べるなら郭嘉かくかが、

（君に十勝あり。袁紹に十敗あり）

　と、指を折って説かれるまでもなく、曹操自身も、

「自分のほうがはるかに人間は上である」と、充分自信はもっているが、単にそれだけを強味として相手を鵜呑うのみにしてしまうわけにもゆかなかった。

　袁えん一門の閥族中には、淮南わいなんの袁術えんじゅつのような者もいるし、大国だけに賢士を養い、計謀の器うつわ、智勇の良臣も少なくない。

　それに、何といっても彼は名家の顕門けんもんで、いわば国の元老にも擬せられる家柄であるが、曹操は一宮内官の子で、しかもその父は早くから郷土に退き、その子曹操は少年から村の不良児といわれていた者にすぎない。

　袁紹が洛陽の都にあって、軍官の府に重きをなしていた頃、曹操はまだやっと城門を見廻る一警吏にすぎなかった。

　袁紹は風雲に追われて退き、曹操は風雲に乗じて躍進を遂げたが、名門袁紹にはなお隠然として保守派の支持があるが、新進曹操には、彼に忠誠なる腹心の部下をのぞく以外は嫉視しっし反感あるのみだった。

　天下はまだ曹操の現在の位置を目して、「お手盛りの丞相」と、蔭口をきいていた。その武力にはおそれても、その威に対しては心服していないのである。

　そういう微妙な人心にくらい曹操ではない。彼はなお自分の成功に対して多分に不満であり不安であった。

　敵は武力で討つことはできるが、徳望は武力でかち得ないことは知っている。

　こういう際、「袁紹と事を構えたら？」と、そこに多分な迷いが起ってくる。

　今、地理的に。

　この許都を中心として西は荊州けいしゅう、襄陽じょうようの劉表りゅうひょう、張繍ちょうしゅうを見ても、東の袁術、北の袁紹の力をながめても、ほとんど四方連環れんかんの敵であって、安心のできる一方すら見出せない。

「──だが、この連環のなかにじっとしていたら、結局、自分は丞相という名だけを持って、窒息ちっそくしてしまう運命に立到るであろう。自分の位置は、風雲によって生れたのであるから、天下の全土を完全に威服させてしまうまでは、寸時も生々躍動の前進を怠ってはならない。打開を休やめてはならない。旧態の何物をも、ゆるがせに見残しておいてはならない」

　曹操の意志は、大きな決断へ近づきだした。

「そうだ。──打開にはいつも危険が伴うのはあたりまえだ。──袁紹何ものぞ。すべて旧い物は新しい生命と入れ代るは自然の法則である。おれは新人だ、彼は旧勢力の代表者でしかない。よし！ やろう」

　肚はすわった。

　彼はそう決意して眠りについたが、翌日になると、なお、もう一応自己の信念をたしかめてみたくなったか、丞府の吏に、

「荀彧じゅんいくを呼びにやれ」と、いいつけた。




四



　やがて、荀彧じゅんいくは召しによって府へ現れた。

　曹操は、特に人を遠ざけて、閣のうちに彼を待っていた。

「荀彧か。きょうはそちに、取りわけ重大な意見を問いたいため呼んだわけだが、まず、これを一見するがよい」

「書簡ですか」

「そうだ。昨日、袁紹えんしょうの使いが着いて、はるばる齎もたらしてきたもの。即ち、袁紹の自筆である」

「……なるほど」

「これを読んで、そちはどう感じるな」

「一言で申せば、辞句は無礼尊大であるし、また、書面でいってきたことは、虫のよい手前勝手としか思われません」

「そうだろう。──袁紹の無礼には、積年、予は忍んできたつもりだが、かくまで愚弄ぐろうされては、もはや堪忍もいつ破れるか知れぬ気がする」

「ごもっともです」

「──ただ、どう考えても、袁紹を討つには、まだいささか予の力が不足しておる」

「よくご自省なさいました。その通りであります」

「しかし、断じて予は彼を征伐しようと思う。そちの意見は、どうだ？」

「必ず行うてよろしいでしょう」

「賛成か」

「仰せまでもございません」

「予は勝つか」

「ご必勝、疑いもありません。わが君には四勝の特長あり、袁紹には四敗の欠点がありますから」

　と、荀彧は、きのう郭嘉かくかがのべた意見と同じように、両者の人物を比較して、その得失を論じた。

　曹操は、手を打って、大いに笑いながら、

「いや、そちの意見も、郭嘉のことばも、まるで割符わりふを合わせたようだ。予も、欠点の多いことは知っている。そういいところばかりある完全な人間ではないよ」

　と、彼の言をさえぎってからまた、真面目に云い直した。

「しからば、袁紹の使いを斬って、即時、彼に宣戦してもよいか」

「いや！　その儀は？」

「いけないか」

「断じて、今は」

「なぜ」

「呂布をお忘れあってはなりません。常に、都をうかがっている後門の虎を。──それに、荊州方面の物情もまだ決して安んじられません」

「では、なお将来まで、袁紹の無礼に忍ばねばならんか」

「至誠をもって、天子を輔たすけ、至仁をもって士農を愛し、おもむろに新しい時勢を転回して、時勢と袁紹とを戦わせるべきです。──ご自身、戦う必要のないまでに、時代の推移に、袁紹の旧官僚陣が自壊作用を起してくるのを待ち、最後の一押しという時に、兵をうごかせば、万全でしょう」

「ちと、気が長いな」

「何の、一瞬です。──時勢の歩みというものは、こうしている間も、目に見えず、おそろしい迅さでうごいている。──が、植物の成長のように、人間の子の育つように、目には見えぬので、長い気がするのですが、実は天地の運行と共に、またたくうちに変ってゆくものです。──何せよ、ここはもう一応、ご忍耐が肝要でしょう」

　郭嘉、荀彧ふたりの意見が、まったく同じなので曹操も遂に迷いを捨て、次の日、袁紹の使者を丞相府に呼んで、

「ご要求の件、承知した」

　と、曹操から答えて、糧米りょうまい、馬匹ばひつ、そのほか、おびただしい軍需品をととのえて渡した。そして、使者には、盛大な宴を設けてねぎらい、また、その帰るに際しては特に、朝廷に奏請して、袁紹を大将軍太尉にすすめ、冀州きしゅう、青州、幽州、并州へいしゅうの四州をあわせて領さるべし──と云い送った。
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　黄河をわたり、河北の野遠く、袁紹えんしょうの使いは、曹操から莫大な兵糧軍需品を、蜿蜒えんえん数百頭の馬輛に積載して帰って行った。

　やがて、曹操の返書も、使者の手から、袁紹の手にとどいた。

　袁紹のよろこび方は絶大なものだった。それも道理、曹操の色よい返辞には、次のような意味が認したためてあった。

まず、閣下かっかの健勝を祝します。

次には、

閣下がこの度、北平（河北省・満城附近）の征伐を思い立たれたご壮図そうとに対しては、自分からも満腔の誠意をもって、ご必勝を祈るものであります。

馬匹ばひつ糧米りょうまいなど軍需の品々も、できる限り後方よりご援助しますから、河南には少しもご憂慮なく、一路北平の公孫瓚こうそんさんをご討伐あって万民安堵あんどのため、いよいよ国家鎮護の大を成し遂げられんことを万祷ばんとうしております。

ただ、お詫びせねばならぬ一事は、不肖ふしょう、守護の任にある許都の地も、何かと事繁く、秩序の維持上、兵を要しますので、折角ながら兵員をお貸しする儀だけは、ご希望にそうことができません。なお、

勅命に依って、

貴下を、大将軍太尉にすすめ、併せて冀、青、幽、并の四州の大侯たいこうに封ずとのお旨であります。ご領受あらんことを。


「いや、曹操の返辞も、どうかと思っていたが、この文面、このたびの扱い、万端、至れり尽せりである。彼も存外、誠実な漢おとことみゆる」

　袁紹は安心した。

　そこで大挙、北平攻略への軍事行動を開始し、しばらく西南の注意を怠っていた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　夜は、貂蝉ちょうせんをはべらせて、酒宴に溺れ、昼は陳大夫ちんたいふ父子を近づけて、無二の者と、何事も相談していた。

　それが、呂布の近状であった。

　ひそかに憂えていた臣は陳宮ちんきゅうである。きょうもにがにがしげに彼は呂布へ諫言を呈した。

「陳珪ちんけい父子の者を、ご信用になるも結構ですが、あまり心腹の大事まで彼らにお諮はかりあるのは如何かと思われます。──言葉の色よく媚言びげん巧みに、彼らが君を甘やかしている態度は、まるで幇間ほうかんではありませんか」

「陳宮、そちはこの呂布を、暗愚だというのか」

「そんなわけではありません」

「ではなぜ、おれに讒言ざんげんして、賢人をしりぞけようとするか」

「彼ら父子を、真実、賢人だと思っていらっしゃるのですか」

「少なくとも、呂布にとってはまたなき良臣といえる」

「──ああ」

「何がああだ、人の寵ちょうをそねむものと、貴様こそ、諂佞てんねいの誹そしりをうけるぞ」

「もう何も申しあげる力もございません」

　陳宮は、退いた、忠ならんとすれば、却って諂佞の臣と主人の口からまでいわれる。

「如しかず、門を閉じて」と、彼はしばらく引籠ったまま徐州城へも出なかった。そのうち北方の公孫瓚と袁紹との戦乱が聞えてくる。四隣の物情はなんとなく騒然たるものを感ぜしめる。

「そうだ。狩猟にでも行って、浩然こうぜんの気を養おう」

　一僕を連れて、彼は秋の山野を狩り歩いた。

　すると、一人の怪しげな男を認めた。旅姿をしたその男は陳宮の顔を見ると、あわてて逃げだした。

「……はてな？」

　やり過してから、陳宮は小首を傾けていたが、何思ったか、にわかに弓に矢をつがえて、馳けてゆく先の男へ狙いすました。
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　矢は狙いあやまたず、旅人の脚を射止めた。

　猟犬のように、下僕の童子はそれへ飛びかかってゆく。

　陳宮も、弓を投げすてて、後から馳けだした。猛烈に反抗するその男を召捕って、きびしく拷問ごうもんしてみると、それは、小沛しょうはいの城から玄徳の返簡へんかんをもらって、許都へ帰る使いの者ということが分った。

「曹操の密書をおびて、玄徳へ手わたしてきた、というのか」

「はい……」

「では、玄徳から曹操へ宛てた返書を、それに持っておるだろう」

「いえ、それはもう、先へ行った伝馬てんまの者がたずさえてゆきましたから手前は持っておりません」

「偽りを申せ」

「嘘ではございません」

「きっとか」

　陳宮が、剣に手をかけると、旅の男は、飛び上がった。

　とたんに、真赤な霧風が剣光をまいた。大地には、首と胴が形を変えて離ればなれになっている。

「童子、死骸を検しらべてみろ」

「ご主人様。……袍ほうの襟を解いたらこんな物が出てきました」

「オオ。玄徳の返書だ」

　陣宮は、一読すると、

「誰にも、口外するなよ。わしはこれから、徐州城へ参るゆえ、弓を持って、おまえは先に邸へ帰れ」

　供の童子にいい残して、陳宮はその足ですぐ登城した。

　そして、呂布に謁えっし、云々しかじかと仔細を告げて、玄徳から曹操へ宛てた返簡を見せると、呂布は、鬢髪びんぱつをふるわせて、激怒した。

「匹夫、玄徳め。──いつのまにか曹操と諜しめしあわせて、この呂布を亡ぼさんと謀はかっておったな」

　直ちに、陳宮、臧覇ぞうはの二大将に兵を授け、

「小沛の城を一揉みにもみ潰し、玄徳を生捕って来れ」と、命じた。

　陳宮は謀士である。小沛は小城と見ても無謀には立ち向わない。

　彼は、附近の泰山にいる強盗群を語らって、強盗の領袖りょうしゅう、孫観そんかん、呉敦ごとん、昌豨しょうき、尹礼いんれいなどという輩やからに、

「山東の州軍を荒し廻れ。今なら、伐取きりとり勝手次第」と、けしかけた。

　宋憲、魏続ぎぞくの二将はいちはやく汝頴じょえい地方へ軍を突き出して、小沛のうしろを扼し、本軍は徐州を発して正面に小沛へ迫り、三方から封鎖しておめきよせた。

　玄徳は、驚愕した。

「さては、返書を持たせて帰した使いが、途中召捕られて、曹操の意思が、呂布へ洩れたか」

　と、胆きもを寒うした。

　先頃、曹操から、密書をもって云いよこしたことばには、呂布を討つ機会は、実に今をおいてはない。北方の袁紹も、北平と事を構えて、黄河からこっちを顧みている遑いとまはなし、呂布、袁術のあいだも、国交の誼よしみなく、予と其許そこもととが呼応して起てば、呂布は孤立の地にある。まことに、易々たる事業というべきではないか。

　要するに、戦備の催促である。もちろん劉玄徳は、敢然、協力のむねを返簡した。──呂布が見て怒ったのも当然であった。

「関羽かんうは西門を守れ、張飛ちょうひは東門に備えろ、孫乾そんけんは北門へ。また、南門の防ぎには、この玄徳が当る」

　取りあえず部署をさだめた。

　なにしろ急場だ。城内鼎かなえの沸くような騒ぎである。──その混乱というのに、関羽と張飛のふたりは、何事か西門の下で口論していた。
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　なにを口喧嘩しているのか。

　この戦の中に。

　また、義兄弟きょうだい仲のくせして。──と兵卒たちが、守備をすてて、関羽、張飛のまわりへ立って聞いていると、

「なぜ、敵将を追うなと止めるか。敵の勇将を見て、追わぬほどなら、戦などやめたがいい」

　といっているのが張飛。

　それに対して、関羽は、

「いや、張遼ちょうりょうという人物は、敵ながら武芸に秀で、しかも恥を知り、従順な色が見える。──だから生かしておきたいのだ。そこが武将のふくみというものではないか」

　と、諭さとしたり、説破せっぱしたり、論争に努めている。

　玄徳の耳にはいったとみえ、

「この際、何事か」と、叱りがきた。

「関羽、どっちが理か非か。家兄の前へ出て埓らちを明けよう」

　張飛は、関羽を引っぱって、遂に、玄徳の前まで議論を持ちだした。

　で、双方の云い分を玄徳が聞いてみると、こういう次第であった。

　その日、早朝の戦に。

　呂布の一方の大将張遼が、関羽の守っている西門へ押しよせて来た。

　関羽は、城門の上から、

「敵ながらよい武者振りと思ったら、貴公は張遼ではないか。君ほどな人物も、呂布の如き粗暴で浅薄な人間を主君に持ったため、いつも無名の戦や、反逆の戦場に出て、武人か強盗か疑われるような働きをせねばならぬとは、同情にたえないことだ。──武将と生れたからには戦わば正義の為、死なば君国の為といわれるような生涯をしたいものだが、可惜あたら、忠義のこころざしも、貴公としては、向け場がござるまい」

　と、大音ながら、話しかけるような口調で呼びかけた。

　すると──

　寄手をひいて、猛然、攻めかけてきた張遼が、なに思ったか、急に馬をめぐらして、今度は張飛の守っている東の門へ攻めに廻った様子である。

　そこで関羽は、馬を馳せて、張飛の守っている部署へ行き、

「討って出るな」と、極力止めた。

「──張遼は惜しい漢おとこだ。彼には正義の軍につきたい心と、恥を知る良心がある」

　と、敵とはいえ、助けておきたい心もちと理由とを、張飛に力説した。

「おれの部署へ来て、よけいな指揮はしてもらいたくない」

　張飛は、肯きかない。

　そこで口論となり、時を移してしまったので、寄手の張遼も、余りに無反応な城門に、不審を起したものか、やがて、退ひいてしまったというわけであった。

「惜しいと云いたいのは、張遼を討ちもらしたことで、まったく、関羽に邪魔されたようなものだ。家兄、これでも、関羽のほうに理がありましょうか」

　張飛は、例の如く、駄々をこねだして、玄徳に訴えた。

　玄徳も、裁きに困ったが、

「まあ、よいではないか。捕えても逃がしても、大海の魚一尾、張遼一名のために、天下が変るわけもあるまい」

　と、どっちつかずに、双方を慰撫いぶした。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　どこかで、可憐な少女おとめの歌う声がする。

　十里城外は、戦乱の巷というのに、ここの一廓かくは静かな秋の陽にみち、芙蓉の花に、雲は麗しく、木犀もくせいのにおいを慕って、小さい秋蝶が低く舞ってゆく。

にらの花が、地面にいっぱい

金かんざし、銀かんざし

お嫁にゆく小姑に似合おう

小姑のお聟むこさんは

背むしの地主老爺おやじ

床とこにねるにも、おんぶする

卓へつくにも、だっこする

隣のお百姓さん

見ない振りしておいで

誰も笑わないことにしよう

前世の因縁いんねん、しかたがない


　徐州城内の、北苑ほくえん、呂布の家族や女たちのみいる禁園であった。十四ばかりの少女が、芙蓉の花を折りながら歌っている。歌に甘えて、その背へ、うしろから抱きついているのは、少女の妹であろう。やっと歩けるほどな幼さである。
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　誰もいないと思ってか、少女は手折った芙蓉を髪に挿さし、また、声を張りあげて歌っていた。

妹是桂花むすめ・かつらのはな 香千里せんりもにおう

哥是蜜蜂おとこ・みつばち 万里来ばんりもかよう

蜜蜂見花みつばち・はなみて 団々転うようようつる

花見蜜蜂はなは・みつばちみて 朶々開なよなよひらく


　呂布はその声に、後閣の窓から首を出した。

　眼をほそめて、娘の歌に聞き恍とれている顔つきである。

「…………」

　姉は十四、妹は五ツ。

　ふたりとも、呂布の娘である。

　十四の姉のほうは、先頃、袁術えんじゅつの息子へ嫁がせるまでになって、一夜、盛大な歓宴をひらき、珠簾しゅれんの輿こしにのせて、淮南わいなんの道へと見送ったが、にわかに、模様が変ったため、兵を派して輿を途中から連れもどし、そのまま、もとの深窓に封じてしまった、──あの花嫁御寮なのである。

　花嫁はまだ小さい。

　国と国の政略も知らない。戦争がどこに起っているかも知らない。父親の胸のうちも、徐州の城の運命も知らない。

　ただ歌っている──そして幼い妹と手をつないでくるくるめぐっていたが、ふと、父の呂布の顔を、後閣の窓に見たので、

「あら！」

　と、顔を紅あからめながら母たちの住んでいる北苑ほくえんの深房しんぼうへ馳けこんでしまった。

「はははは。まだまことに無邪気な姫君でいらっしゃいますな」

　呂布のそばには、家臣の郝萌かくほうが顔をならべてたたずんでいた。

「む、む。……あのようにまだ子どもだからな、可憐いじらしいよ」

　呂布は腕をくんだ。──なにか娘のことについて、沈吟ちんぎんしているようだった。

　室には郝萌と彼と、ただ二人きりで、最前から何か密談していたところである。

　その郝萌は、玄徳から曹操へ宛てた例の返簡が、呂布の手に入って、こんどの戦端となった、その日に、

（急ぎ淮南わいなんへ参って、袁術えんじゅつに会い、先頃の縁談は、まったく曹操にさまたげられて、一旦はお約束にそむいたものの、依然、貴家との婚姻はねがっているところである。──と申して、至急取りまとめて来い）との秘命をうけて、早馬で淮南へ向い、つい今しがた、袁術からの返辞を持って、これへ帰ってきたものであった。

　急に、婚約の儀を蒸し返して、袁術へ、唇歯しんしの交わりを求める裏には、

（二家姻戚いんせきとして、二国同盟して、共に、曹操を打破ろうではないか）

　と、いう軍事的な意味がもちろん含まれている。

　袁術とても、もとより息子の嫁の縹緻きりょうや気だてなどより、重点はそこにあるので、慎重評議の結果、やはり呂布は味方に抱きこみたいが、呂布の変り易い信義にはまだ疑いがあるとて、

（ともあれ愛娘あいじょうの身を先に淮南へお送りあるなれば、充分、好意をもってご返答に及ぼう）

　という、返辞だった。

　要するに、愛娘を先に質子ちしとして送り、信義を示すならば──という条件なのである。

　呂布の胸は今、郝萌かくほうからその復命を聞いて迷っていた。

「娘を淮南へ送ったものか、どうしたものか？ ……」と。

　そして、すでに、

「やろう」と、肚をきめかけた時、ふと、愛娘の歌声が聞えてきたのである。可憐な、そしてまだ無邪気な愛娘のすがたを、苑に見ると、彼はまた気が変って、

「……いや。花嫁としてやるならばだが、質子として、遠い淮南へ、むすめをやるほど、呂布もまだ落ち目になっておらん。袁術のほうでそう高くとまっているなら、この問題はもっと先のことにしよう。……郝萌、使いの役目、大儀だった。退がって休息するがいい」

　と、いった。そして遂に、袁術へ提携を呼びかけた婚姻政略の蒸し返しは、一時、断念してしまった。




五



　呂布は、小沛しょうはいの敵──劉玄徳りゅうげんとくには、そう恐れを抱いていない。

　彼が恐れているのは、曹操を敵にまわすことである。

　が、玄徳を攻めれば、当然、曹操を敵として、乾坤けんこん一擲てきの運命を賭すまでの局面へ行き当る──それは、避けたいのだ。しかし目前の玄徳は討たざるを得ない。すでに、小沛の城は三方から自分の兵で押しつつんでいる。

（袁術との同盟さえ成れば、曹操が起っても、恐るるには足らないが）

　と考えて、彼は急遽、郝萌かくほうを淮南へ飛ばし、袁術の肚を当ってみたわけであるが、先も足もとを見て、妥協しかねる条件を持ち出すなど、不遜な態度を示したので、呂布は自己の面子メンツとしても、また、わが娘への愛着からも、これ以上の屈辱には忍べなかった。

　で。──そのほうが望み薄ときまると、却って彼は肚がすわったように、

「よし、この上は」と翌日は、自身、戦場に臨んで、督戦した。

「こんな小城一つに、幾日、攻めあぐねておるぞ。一押しに、踏みつぶせ」

　味方を叱咤しったしながら、彼を乗せた赤兎馬は、はや小沛の城の下まで迫っていた。

　すると城壁の上に、劉玄徳がすがたを現わして、呂布へ呼びかけ、諄々じゅんじゅんといった。

「呂将軍、呂将軍、何とてかくは烈しく囲み給うか。それがしと将軍とは、情あり恩あり、誼よしみこそあれ、仇あだはない筈。──先に、曹操より天子の勅命として、それがしに兵を催せとの厳命ゆえ、やむなく承知の返簡は認めたが、なんで立ちどころに将軍との旧交を捨てて故なき害意をさし挟もうや。願わくは、ご賢慮あれ。──将軍とこの劉備りゅうびとが戦って、相互の兵力を多大に消耗し尽すを、陰でよろこび、陰で利益する者は、何者なるかを、深くご賢察あれや」

　呂布は、それを聞くと、しばらく馬上に黙然としていたが、突然、

「包囲は解くな」

　と、味方へいいつけて、ひらりと、陣後へ馬をかえしてしまった。

　弱点といおうか、人間性に富むといおうか、呂布は実に迷いの多い漢おとこではあった。ここまで駒を寄せながら、玄徳が理を尽して説くと、また、

（そうかな？）

　という気迷いにとらわれて、自身は徐州の城へ帰ってしまった。

　従って寄手の包囲陣も、そのまま、むなしく日を送っているまに、それより前に小沛を脱出していた劉玄徳の急使は、早くも許都きょとに着いて、

「委細は、主人劉備の書中にございますが、かくかくの次第、一刻もはやくご救援を乞いまする」

　と、告げた。

　曹操は、直ちに相府へ諸大将をあつめて、小沛の急変を伝え、同時に、

「劉備を見ごろしにしては、予の信義に反そむく。今、袁紹えんしょうは北平の討伐に向い、それに憂いはないが、なお予の背後には張繍ちょうしゅう、劉表りゅうひょうの勢力が、常に都の虚をうかがっている。──とはいえ、呂布を放置しておかんか、これまた、いよいよ勢いを強大にし、将来の患かんとなるのは目に見えておる。──如しかず、一部の者に、許都の留守をあずけ、予は劉備を援けて、共にこの際、呂布の息の根をとめてこようと思う。汝らは、如何に思うか」

　と、評議に諮はかった。




六



　堂中の諸大将を代表して、荀攸じゅんゆうが起立して答えた。

「出師すいしのご発議、われらに於てもしかるべく存じます。劉表、張繍とても、先ごろ手痛く攻撃された後のこと、軽々しく兵をおこして参ろうとは思われません。──それをはばかって、もしこの際、呂布のなすままに委せておいたら、袁術と合流して、泗水しすい淮南わいなんに縦横し、遂には将来の大患となりましょう。彼の勢いのまだ小なるうちに、よろしく禍いの根を断つこそ急務と思われます」

　曹操は左の手を胸に当て、右手を高く伸ばして、

「いしくも申したり。──満座、異議はないか」

　といった。

　異口同音に、

「ありません」

　諸大将、すべて起立して、賛意を表した。

「さらば征ゆいて、小沛の危急を救え」とばかり、まず夏侯惇かこうじゅん、呂虔りょけん、李典りてんの三名を先鋒に、五万の精兵をさずけ、徐州の境へ馳せ向かわした。

　呂布の麾下きか、高順の陣は、突破をうけて潰乱した。

「なに。曹操の先手が、はや着いたとか」

　呂布は狼狽した。もう曹操との正面衝突は、避け難い勢いに立到ったものと観念した。

「侯成こうせい、はや参れ。郝萌かくほう、曹性そうせいも馳け向かえ。──そして高順を助けて、遠路につかれた敵兵を一挙に平げてしまえ」

　呂布の命令に、呂布の軍は直ちに軍の移動を起した。

　それまで、小沛を遠巻きにしていた彼の大兵が、一部、それに向ったので、全軍三十里ほど、小沛から退いたのであった。

　城中の玄徳は、

「さてこそ、許都の援軍が徐州の境まで着いたと見ゆる」と察して、孫乾そんけん、糜竺びじく、糜芳びほうらを城内にのこし、自身は関羽、張飛の両翼を従えて今までの消極的な守勢から攻勢に転じ、俄然、凸形とつけいに陣容をそなえ直した。

　──が、なおそこは、静かなること林の如く、動かざること山のようであったが、すでに呂布軍の一角と、曹操軍の尖端とは激突して、戦塵をあげ始めていた。

　その日の戦に。

　曹操麾下の夏侯惇かこうじゅんは、呂布の大将高順と名乗りあって、五十余合戦ったが、そのうち高順が逃げだしたので、

「きたなし、返せ返せ」と、呼ばわりながらあくまで追い馳けまわして行った。

　すると、高順の味方曹性が、「すわ、高順の危急」と見たので、馬上、弓をつがえて、近々と走り寄り、夏侯惇の面をねらって、ひょうと射た。

　矢は、夏侯惇の左の眼に突き刺さった。彼の半面は鮮血に染み、思わず、

「あッ」

　と、鞍の上でのけ反ぞったが、鐙あぶみに確しかと踏みこたえて、片手でわが眼に立っている矢を引き抜いたので、鏃やじりと共に眼球も出てしまった。

　夏侯惇は、どろどろな眼の球のからみついている鏃を面上高くかざしながら、

「これは父の精、母の血液。どこも捨てる場所がない。──あら、もったいなや」

　と、大音で独り言をいったと思うと、鏃を口に入れて、自分の眼の球を喰べてしまった。

　そして、真っ赤な口を、くわっと開いて、片眼に曹性のすがたを睨み、

「貴様かッ」

　と、馬を向け跳びかかってくるや否、ただ一槍の下に、片眼の讐かたきを突き殺してしまった。




七



　おそらく天下第一の健啖家けんたんかは、夏侯惇であろう。

　──後には、人々の話題をにぎわし、夏侯惇もよく笑いばなしに語ったが、わが眼を喰って血戦したその場合の彼の心は、悲壮とも壮絶ともいいようはない。

　眼球を抜かれた一眼の窪くぼからあふれでる鮮血は止まらない。もちろん激痛も甚だしかった。

「今はこれまで」と、彼も最期を思ったほど、敵の中に囲まれていたのである。

　その重囲を、一角から斬りくずして、彼の身を救って出たのは、彼の弟夏侯淵かこうえんであった。

　夏侯淵は、兄を助けて、

「ひとまず退きましょう」

　味方の李典、呂虔りょけんの陣へ走りこんで一手となった。

　勢いにのった呂布軍は、全線にわたって、攻勢を示し、

「この図をはずすな」と、呂布自身、馬をとばして、押し進んできた。

　李典、呂虔の兵は、済北まで引きしりぞいた。呂布は、全戦場の形勢から、

「勝機は今！」と、確信したものか、奔濤ほんとうの勢いをそのまま揚げて、直ちに、小沛まで詰め寄せてきた。

　ここには、関羽、張飛が、「ござんなれ」と、備えていた。

　敵を代えて、呂布は、新手の玄徳軍と猛戦を開始した。

　高順、張遼の二軍は、張飛の備えに打ってかかり、呂布自身は、関羽に当った。

　乱箭らんせんの交換に、雲は叫び、肉闘剣戟にくとうけんげきの接戦となって、鼓こは裂け、旗は折れ、天地は震撼しんかんした。

　だが、なんといっても、玄徳の小沛勢は小勢である。張飛、関羽がいかに勇なりといえど、呂布の大軍には抗し得なかった。

　当然、敗退した。

　城中へ城中へと先を争って逃げてゆく、その小勢のなかに、玄徳のうしろ姿を見つけた呂布は、

「大耳児だいじじ。待て」と、呼びかけた。

　玄徳は生れつき耳が大きかった。兎耳うさぎみみと綽名あだなされていた。それゆえに呂布はそう叫んだのである。

　玄徳は、その声に、

「追いつかれては──」と、戦慄した。

　きょうの呂布の血相では、所詮、口さきで彼の戟を避けることはできそうもない。

「逃げるに如しくなし」

　玄徳は、うしろも見ず、馬に鞭打った。

　ところが、余りに、追迫されたので、彼が、城門の濠橋ごうきょうまで来てみるともう橋はあげてある。

「玄徳なるぞ、吊橋つりばしを下ろせ」

　城中の兵は、彼の姿にあわてて、内から門をひらき、橋を渡したが──玄徳が急いで逃げ渡ろうとするまでに、呂布も、疾風のごとく、共に橋をこえていた。

「あれよ！　呂布が」と、味方の兵は、弓に矢をつがえたが、何分、主人の玄徳と、呂布の体がほとんど一体になってからみ合ったまま、だーっと城門内まで馳けこんでしまったので、

「もし、主人を射ては」と、手もすくんで、遂に一矢も放つことができなかった。

　もちろん呂布の前には、たちまち、十騎二十騎と立ちふさがったが、彼の大戟おおほこが呼ぶ血風の虹をいよいよ壮絶にするばかりだった。

　その間に。

　呂布につづく高順、張遼の軍勢も、またたくうち橋を渡って、城門内を埋めてしまい、楼台城閣は炎を吐き、小沛の小城は今や完全に、彼の蹂躪じゅうりんするところとなってしまった。




黒風こくふう白雨はくう



一



　今は施ほどこすすべもない。なにをかえりみているいとまもない。業火ごうかと叫喚きょうかんと。

　そして味方の混乱が、否応もなく、玄徳を城の西門から押し出していた。

　火の粉と共に、われがちに、逃げ散る兵の眼には、主君の姿も見えないらしい。

　玄徳も逃げた。

　けれど、いつのまにか、彼はただ一騎となっていた。

　小沛しょうはいから遠く落ちて、ただの一騎となった身に、気がついた時、玄徳は、

「ああ、恥かしい」と思った。

　もう一度、城へ戻って戦おうかと考えた。小沛の城には老母がいる、妻子が残してある。

「──何で、われ一人、このまま長らえて落ちのびられよう」

　慚愧ざんきにとらわれて、しばし後ろの黒煙をふり向いていたが、

「いや待て。──ここで死ぬのが孝の最善か。妻子への大愛か。──呂布もみだりに老母や妻子を殺しもしまい。今もどって、いたずらに呂布を怒らすよりはむしろ呂布に完全な勝利を与えて、彼の心に寛大な情のわくのを祈っていたほうがよいかもしれぬ」

　玄徳は、そう思慮して、悄然しょうぜんとひとり落ちて行った。

　彼のその考えは後になってみると賢明であった。

　呂布は、小沛を占領すると糜竺びじくをよんで、

「玄徳の妻子は、そちの手に預けるから、徐州の城へ移して、固く守っておれ。擒虜とりこの女子供をあなどって、みだりに狼藉ろうぜきする兵でもあったら、これを以て斬り捨ててさしつかえない」

　と、自身の佩はいていた剣をといて授けた。

　糜竺は拝謝して、玄徳の妻子を車にのせ徐州へ移った。

　呂布はまた、高順、張遼の両名を、この小沛の城に籠めて自身は、山東、兗州えんしゅうの境にまで進み、威を振って敗残の敵を狩りつくした。

　関羽。

　張飛。

　孫乾そんけんなど。

　諸将の行方を追及することも急だったが、彼らは山林ふかく身を寓よせて、呂布の捜索から遁れていたので、遂に、網の目にかからなかった。

　玄徳は、許都きょとへ志した。思えばそういう中をただ一騎、無事に落ちのびられたのは、奇蹟といってもよい。

　山に臥し、林に憩い、惨たる旅をつづけてゆくうちに、

「わが君。わが君っ──」

　と或る谷あいで追いついてくる数十騎の者があった。見ると、孫乾であった。

「ようこそご無事に」と、孫乾は、玄徳のすがたを見ると、声をあげて哭ないた。

「嘆いている場合ではない。とにかく許都へ上って、曹操に会い、将来を計ろう」

　主従は道をいそいだ。

　わびしき山村が見えた。玄徳以下、飢えつかれた姿で、村にたどり着いた。

　すると、誰が伝えたわけでもないのに、

「小沛の劉玄徳様が、戦に負けて、ここへ落ちてござられたそうな」

「あの、劉予州りゅうよしゅう様かよ」

「おいたわしい事ではある」

　と、そこらの茅屋あばらやから村の老幼や、女子どもまで走りでて、路傍に坐り、彼の姿を拝して、涙をながした。

　田夫でんぷ野人やじんと呼ばれる彼らのうちには、富貴の中にも見られない真情がある。人々は、食物を持って来て玄徳に献げた。またひとりの老媼おうなは、自分の着物の袖で、玄徳の泥沓どろぐつを拭いた。

　無智といわれる彼らこそ、人の真価を正しく見ていた。日頃の徳政を通して、彼らは、

「よいご領主」

　と、玄徳の人物を、夙つとに知っていたのであった。




二



　その夜は猟師りょうしの家に宿った。

　猟師という主あるじの男は、感涙をながして、

「こんな山家にご領主をお泊め申すことは勿体ないやら有難いやらで、どうおもてなし致していいかわかりません」と、拝跪はいきしていった。

　玄徳は見て、

「主は、以前からこの村に住居しておる者か」と、たずねた。

　猟師にしては、どこか骨柄こつがらの秀ひいでたところが見えたからである。

　主は、破れ床に平伏して、

「お恥かしい次第ですが、祖先は漢家のながれをくみ、劉氏の苗裔びょうえいで、自分は劉安りゅうあんと申すものでございます」と、答えた。

　その晩、劉安は肉を煮て玄徳に饗きょうした。

　飢えぬいていた玄徳主従は、歓んで箸を取った。そして「何の肉か」と、たずねると、

「狼の肉です」という劉安の返辞だった。

　ところが、翌朝出発に際し、孫乾が馬を引出そうとして、何気なく厨くりやをのぞくと、女の死骸があった。

　おどろいて、主の劉安に、

「いかなるわけか」

　と質すと、劉安は泣いて、

「わたくしの愛妻ですが、ご覧のごとく、家貧しく殿へ饗すべき物もありませんので、実は、妻の肉を煮ておもてなしに捧げたわけでございます」と、初めて打明けた。

　孫乾からそれを聞いて、玄徳は感傷してやまなかった。で、劉安にこうすすめた。

「どうだ、都へのぼって任官をしては」

　すると、劉安は顔を振って、

「思し召はありがとうぞんじますが、手前が都へ行っては、ひとりの老母を養う者がありません。老母は、動かせない病人ですから、どうもその儀は」

　と、断った──という。

＝読者へ

　作家として、一言ここにさし挟むの異例をゆるされたい。劉安が妻の肉を煮て玄徳に饗したという項は、日本人のもつ古来の情愛や道徳ではそのまま理解しにくいことである。われわれの情美感や潔癖けっぺきは、むしろ不快をさえ覚える話である。

　だから、この一項は原書にはあっても除こうかと考えたが、原書は劉安の行為を、非常な美挙として扱っているのである。そこに中古支那の道義観や民情もうかがわれるし、そういう彼我ひがの相違を読み知ることも、三国志の持つ一つの意義でもあるので、あえて原書のままにしておいた。

　読者よ。

　これを日本の古典「鉢はちの木き」と思いくらべてみたまえ。雪の日、佐野の渡しに行き暮れた最明寺時頼さいみょうじときよりの寒飢かんきをもてなすに、寵愛の梅の木を伐きって、炉にくべる薪とした鎌倉武士の情操と、劉安の話とを。──話の筋はまことに似ているが、その心的内容には狼の肉の味と、梅の花の薫かおりくらいな相違が感じられるではないか。


　閑話休題それはさておき。

　玄徳は次の日、そこを立って梁城りょうじょうの附近に到ると、彼方から馬けむりをあげてくる大軍があった。

　これなん、曹操そうそう自身が、許都の精猛を率いて、急ぎに急いできた本軍であった。

　地獄で仏に。

　玄徳は、計らずも曹操にめぐり会って、まったくそんな心地であった。

　曹操は始終を聞いて、

「乞う。安んじ給え」

　と、彼をなぐさめ、なお、前の夜玄徳が泊った宿の主、劉安の義侠を聞いて、金若干を与え、

「老母を養うべし」と、使いにいわせた。




三



　曹操の本軍が済北さいほくに到着すると、先鋒の夏侯淵かこうえんは片眼の兄を連れて、

「ご着陣を祝します」と、第一に挨拶に来た。

「夏侯惇か、その眼はどうしたのだ」

　曹操の訊ねをうけて夏侯惇は片眼の顔を笑いゆがめて、

「先の戦場において喰べてしまいました」

　と、仔細しさいをはなした。

「あははは。わが眼を喰った男は人類はじまって以来、おそらく汝ひとりであろう。身体髪膚しんたいはっぷこれ父母に享うくという。汝はまた、孝道の実践家じっせんかだ。──暇をつかわすゆえ、許都へ帰って眼の治療をするがいい」

　曹操は大いに笑ったが、次々と挨拶にくる諸将を引見して、

「ところで、呂布のほうはどんな情勢にあるか」と、おのおのの意見を徴した。

　ひとりがいう。

「呂布はあせっております。自己の勢力を拡大すべく味方となる者なら強盗であろうと山賊であろうと党を選ばず扶持ふちして、軍勢に加え、いたずらにその数を誇示こじし、兗州えんしゅうその他の境を侵して、ともかく軍の形容だけは、このところ急激に膨脹して、勢い隆々たるものがあります」

「小沛しょうはいの城は」

「目下、呂布の部下、張遼ちょうりょう、高順こうじゅんの二将がたて籠っております」

「ではまず、玄徳の復讐のために、小沛を攻めて、奪回しろ」

　一令の下に、諸将は、各〻の陣所につき、中軍のさしずを待ちかまえた。

　曹操は、玄徳と共に、山東の境へ突出とっしゅつして、はるか蕭関しょうかんのほうをうかがった。

　その方面には──

　泰山たいざんの強盗群、孫観そんかん、呉敦ごとん、尹礼いんれい、昌豨しょうきなどの賊将が手下のあぶれ者、三万余を糾合きゅうごうして、

「山岳戦ならお手のものだ。都の弱兵などに負けてたまるか」

　と、威を張り、陣を備えて、賊党とはいえ、なかなか侮りがたい勢いだった。

「許褚きょちょ。突きすすめ」

　曹操は、けしかけるように、許褚へ先駆を命じた。

　許褚は、

「仰せ、待っていました」とばかり手勢をひいて敵中へ突撃した。泰山たいざんの大盗だいとう孫観そんかん、呉敦ごとんをはじめ、馬首をそろえて、彼へ喚きかかってきたが、一人として許褚きょちょの前に久しく立っていることはできなかった。

　山兵は、つなみの如く、蕭関しょうかんへさして逃げくずれた。

「追えや。今ぞ」

　曹操の急追に、山兵の死骸は、谷をうずめ、峰を紅く染めた。

　その間に、幕下の曹仁は、手勢三千余騎をさずけられて、間道を縫い、目ざす小沛の城へ、搦手からめてから攻めかけていた。

　小沛から徐州へ──

　ひんぴんとして伝令は馳けた。

　呂布は、徐州に帰っていた。

　兗州えんしゅうから帰って、席あたたまるいとまもなく、眉に火のつくような伝令また伝令のこの急場に接したのであった。

「小沛は徐州の咽喉いんこうだ。自身参って、防ぎ支えねばならん」

　彼は、陳大夫、陳登ちんとうの父子おやこをよんで、防戦の策を計り、陳登は、われに従え、陳大夫は残って徐州を守れと命じた。

「心得ました」

　父子は、呂布の前をさがると、城中人馬の用意に物騒がしい中を、いつも密談の場所としてある真っ暗な一室にかくれて、ささやき合っていた。

「父上、呂布の滅亡も近づきましたな」

「ウム。いよいよわしら父子の待ってる日が来た」

「幸いに、私は、彼に従って、小沛へ行きますから、戦の出先で、ある妙計を施します。──その結果、呂布が曹操に追われて、徐州へ逃げてくるかも知れませんが、その時こそ、父上は城門を閉じて、呂布を断じてこの城へ入れないで下さい。よろしゅうございますか」

　陳登は、かたく念を押したが、陳大夫は、すぐうんとはうなずかなかった。
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「父上。なぜ、ご返辞がないのですか」

「でも……。いくらわしが、この城の守りに残っていても、城中には、呂布の一族妻子などが大勢いるではないか。──呂布が城門まで逃げ帰ってきたのを見たら、わしが開けるなといっても、一族の輩やからが承知するはずはない」

「ですから、それも私が、一策を講じてよいようにして行きます」

　暗黒の密室にかくれて、父子が諜しめし合わせていると、隣の武器庫で、

「陳大夫はどうしたのだろう」

「陳登の姿も見えぬが」と、ほかの大将が話していた。

　父子は眼を見合せて、しばし息をこらしていたが、隙すきを見て、別れ別れに出て行った。

「何しておったか」

　呂布は、それへ来た陳登のすがたを見ると、一喝かつした。

　無理はない。もう出陣の身支度も終って、閣の外に、勢揃いしていたところである。

　陳登は悪びれず、彼の床几しょうぎの前に拝伏して、

「実は、父があまりにも、お留守の大役を案じるので、励ましていたものですから」と言い訳した。

　呂布は眉をひそめて、

「徐州の留守が、どうしてそんな心配になると、陳大夫はいうのか？」

「何分こんどは、今までの一方的な戦争とちがって、曹軍の大勢は、この徐州の四面を遠くから包囲してきております。もし、万が一にも、事態が急に迫った時は、城中のご一族、金銀兵糧なども、にわかにはほかへ移しようもございません。──老人の取越し苦労といいましょうか、老父はひどくそれを案じておりました」

「ああ、なる程。その憂いも一理あるな」

　呂布は急に糜竺びじくを招いて、

「そちは陳大夫と共に城に残ってわが妻子や金銀兵糧などを、すべて下邳かひの城のほうへ移しておけ。よろしいか」と、いいつけた。

　彼は、後方の万全を期したつもりで、勇躍、徐州城から馬をすすめて行ったが、何ぞ知らん、その糜竺も、疾くから陳大夫父子と気脈を通じて、呂布の陥穽かんせいを掘っていた一人だったのである。

　──が。呂布はなお気づかなかった。

　小沛の危急を救うつもりで、途中まで来ると、

「蕭関しょうかんが危ない」と聞えてきた。

　呂布は、気が変って、

「さらば、蕭関から先に喰い止めよう」と、急に道をかえた。

　陳登は、諫いさめた。

「将軍は、お後から徐々と、なるべくお急ぎなくお進みなさい」

「なぜ、急ぐなというか」

「蕭関の防ぎには、お味方の陳宮や臧覇ぞうはも向っていますが、多くは泰山の孫観そんかんとか呉敦ごとんなどの兵です。彼らはもともと山林の豺狼さいろう、利に遭えば、いつ寝返りを打つかも知れません。まずそれがしが先に数十騎をひきいて蕭関をのぞみ、陣中の気ぶりを見た上でお迎えに馳け戻ってきましょう」

「よく気がついた。わが命を守って、細やかな心くばり。そちの如き者こそ、真の忠義の士というのだろう。早く行け」

「では、殿にはお後から」と、陳登は先に馳けた。

　そして蕭関の砦とりでへ来ると、味方の陳宮、臧覇ぞうはに会見して、戦いのもようを問い、

「時に、呂将軍は、なぜか容易にこれへお進みがない。──なにかご辺たちは、殿から疑われるような覚えはござらぬか」と、ささやいた。

「……はてな？　そんな覚えはないが」

　陳宮、臧覇は、顔を見合わせた。けれど、なんの覚えはなくとも、敵と対峙たいじしている前線にあって、後方の司令部から疑惑されていると聞いては、不安を抱かずにいられなかった。

　その夜のことである。

　独りひそかに、砦の高櫓たかやぐらへのぼって行った陳登ちんとうは、はるか曹操の陣地とおぼしき闇の火へ向って、一通の矢文やぶみを射込み、何喰わぬ顔をしてまた降りてきた。
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　そこを去って、蕭関しょうかんの砦とりでを後にすると、陳登は、暗夜に鞭をあげて、夜明け頃までにはまた、呂布りょふの陣へ帰っていた。

　待ちかねていた呂布は、

「どうだった？　……蕭関の様子は」と、すぐ糺ただした。

　陳登はわざと眉を曇らして、

「案の定、まことに憂うべき状態です」と、いった。

　呂布はもちろん顔色を変えた。

「では、わが眼のとどかぬ出城へ移って、早くも陳宮は異心をさし挟んでおる様子か」

「孫観そんかん、呉敦ごとんの輩ともがらは、もともと山野の賊頭なので、利を見て動くこともあろうかと、ひそかにおそれていましたが、陳宮のようなご恩顧の直臣までが、裏切りを謀っておろうとは思いませんでした。実に、人の心は頼み難いものです」

「いや陳宮は近頃、自分の言が事ごとに容いれられないので、おれにすねているふうがあった。危うい哉かな──何も知らずに蕭関へ臨んだら、呂布は一生の大事を過あやまるところだった」

　彼は、陳登の功をたたえ、次の如き一策をさずけて、再び陳登を蕭関へ返した。

「──おれの伝令と偽って、陳宮に会い、何事でもよいから評議に時を移し、なるべく陳宮を酒に酔わしておけ。そして城楼から火の手をあげ、乾いぬいの門をあけておくのだ。火の手と共におれが突き進んで、自身、彼を成敗してしまうから」

　呂布は、すこぶる賢明な策のつもりだった。──で、日没頃から徐々と移動を起し、全軍、蕭関へ向って近づいていた。

　先に引っ返した陳登は、宵闇よいやみのとっぷりと迫った頃、蕭関に行き着いて、駒を降りるや否、

「一大事が起った」と、あわただしく、陳宮を呼びだして、息を喘せきながら告げていた。

「──今日、曹操の大軍は、急角度に方向を変え、泰山たいざんの嶮けんや谷間をわたって、一斉に徐州へ攻め入ったという急報です。それ故、ここをお守りあっても、何の効かいもありません。速やかに、手勢をひいて、徐州を助けに向えとの命令です」

「えっ？」

　陳宮は、愕然と、胆きもを冷やした顔いろだった。

　応おうとも、否いなとも、陳宮が答えないまに、陳登はそう云い放したまま、すぐ駒にとび乗って、闇の中へ馳け去ってしまった。

　陳宮は、信じたとみえて、それから半刻とも経たないうちに、蕭関の守兵は、続々と砦とりでを出て徐州のほうへ急いで行った。

　砦はがら空あきになった。

　するとその──寂じゃくたる暗天の望楼台に、一つの人影が起ち上がった。

　駒を飛ばして駈け去ったはずの陳登であった。

　陳登は鏃やじりに密書をむすび、その矢をつがえて、搦手からめての山中へ、ひょうっと射た。

「……？」

　真っ暗な山ふところを見つめていると、やがて、松明たいまつを振っていた。

（矢文やぶみ、見た、承知）

　の火合図なのである。

　暫くすると、乾いぬい、巽たつみの二つの門から、ひたひたと、夜の潮のように、おびただしい人馬が、声もなく火影ほかげもなく、城内にはいって来た。そしてまた、墓場のようにしんとしていた。

　陳登は、見届けると、第二の合図をあげた。それは望楼から打揚げた狼烟のろしであった。シュルシュルシュルと火鼠のような光が空へ走る。

　城外十里の彼方にあって、その火の手を待っていた呂布は、

「それっ、蕭関へ」と、一斉に駈けだした。

　揉もみに揉んで、全軍、道を急いで行くと、同じような速度で砦から出てきた大部隊があった。

　徐州を救えと、何も知らずに急いできた陳宮の軍隊だった。

　呂布のほうでも知る筈はない。暗さは暗し、双方とも疑心暗鬼ぎしんあんきに襲われているところである。──当然、大衝突を起すと共に、かつての戦史にも見られない程な──酸鼻さんびな同士討ちを徹底的に演じてしまった。




二



「はてな？」

　呂布はようやく気がついた。

　同時に、相手の軍勢の中でも、

「戟ほこを引け、者どもしずまれ。──もしや相手は味方ではないか。曹操の軍とも思われぬふしがある」と、陳宮の声がしきりとしていた。

「馬鹿っ。同士討ちだっ」

　呂布はどなった。

　けれど、そう気がついたのがすでに遅い。双方ともおびただしい死傷を出し、お互いに意味なき戦をしたことに呆あきれはてて、茫然たるばかりだった。

「怪しからぬ陳登の虚言。おれに報告したことと、そちに云ったこととはまるで違う。……ともあれ、砦とりでへ行ってよく聞こう」

　呂布は、怪しみながらも、そこで出会った陳宮の兵を合わせ、彼を連れて蕭関へ急いで来たが、そこへ近づくや否や、砦の内から一斉に曹操の兵が不意を衝いて喚おめきかかってきた。

　こんどは本当の曹操の兵だった。先に陳登が引入れておいたものである。鳴りをしずめて待ち構えていた矢先でもある。何でたまろう、呂布、陳宮の兵は、潰乱混走かいらんこんそうを重ね、またしても、徹底的な打撃をうけてしまった。

　呂布さえ、闇を逃げまどって、からくも夜が明けてから、山間の岩陰から出てきたほどである。

　幸いに、陳宮に出会ったので、残り少ない味方をあつめ、

「ともかく、この上は、徐州へ帰って、一思案し直そう」と、悄然しょうぜんと急いだ。

　ところが。

　徐州の城門へ馳け入ろうとすると、櫓の上からバシャバシャッと雨のような矢が降って来た。

「こはいかに？」

　と仰天ぎょうてんして、いななく駒の手綱をしめながら、城楼をふり仰ぐと、糜竺びじくが壁上にあらわれて、

「匹夫ひっぷ。何しに来たか」と、大音で罵った。

「この城こそは、さきに汝が詐いつわってわが旧主玄徳様から騙だまし奪ったもの。当然、今日もとの主人の手に返った。もはや汝の家ではないのだ。どこへでも行きたい方角へ落ちて行け！」

　呂布は、鐙あぶみに立って、歯がみをしながら、

「陳大夫はいないかっ。城内に陳大夫がいるだろう。──陳大夫！ 顔を見せろ」

　と、さけんだ。

　糜竺は、からからと笑って、

「陳老人は今、奥にあって、祝杯をあげてござる。まんまと計られた相手に、この上、未練なすがたを見せたいのか」

　云い終ると、彼のすがたも、ひらりと楼の内にかくれ、後にはどっと手をうって笑う声のみが聞えた。

「無念だ。無念だ。……だが、まさか陳大夫が俺を？」

　呂布は、狂いまわる駒と共に、低徊ていかいしてそこを去らなかった。

　陳宮は、歯ぎしりして、

「まだ悪人の奸計かんけいとおさとりなく、愚かな後悔に恋々とご苦悶あるか。悲しい哉、わが主君は、死ななければ目の醒めないお人だ」

　あまりな呂布の醜態に、陳宮は腹を立てて、独り先へ駒を引っ返してゆくと、呂布もあわてて後を追ってきた。

　そして、力なく、

「小沛しょうはいへ行こう。小沛の城には、腹心の張遼ちょうりょう、高順こうじゅんのふたりを入れて守らせてある。しばらく小沛に拠って形勢を見よう」と、いった。

　実際、残る策としては、それしかなかった。さすがの陳宮も万策つきたか、黙々と呂布に従って行った。

　すると、どうだろう？

　まぎれもない張遼、高順の二将が彼方から来るではないか。しかも小沛の兵をのこらずひきつれ、砂けむりをあげて、こっちへ急いでくる様子なのだ。──呂布、陳宮は眼をみはって、

「おやっ？　何で……」

　と、またしても、呆ッ気にとられた顔をして口を開いていた。
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　一方。

　それへ近づいてきた高順と、張遼のほうでも呂布の姿を見て、心から不審そうに、

「やっ、これはわが君、どうしてこれへお越しなされましたか」と、訊ねた。

「いや、おれよりも、その方どもこそ、一体何しにこんな所へ急いできたか」

　呂布の反問に高順、張遼はいよいよ解げせない顔して、

「これはいかな事、われわれ両名は、固く小沛を守って動かぬことを欲していましたが、つい二刻ふたときほど前、陳登馬を飛ばして馳せきたり、わが君には昨夜来、曹操そうそうの計にかかって重囲に陥ち給えり、疾とく疾く徐州へ急いで主君を救い奉れ──と、こう城門で呼ばわるなり、鞭打って立去りました故、すわこそと、にわかに用意をととのえ、これまで参ったところでござる」

　そばで聞いていた陳宮は、もう笑う元気も、怒る勇気もなくなったような、ただほろ苦にがい唇をゆがめて、

「それもこれも、みな陳大夫陳登父子おやこの謀たくらみ事、さてさて首尾よくもかかったり、悔めど遅し、醒さむれど及ばず。──ああ」

　と、横を向いた。

　呂布は恨みがましく、はったと眼を天の一方にすえて、

「ううむ、よくもおれに苦杯をのましたな。おれがいかに陳登父子を寵用ちょうようして目をかけてやったか、誰もみな過分と知っておるところだ。忘恩の悪漢め、どうするか見ておれ」

　陳宮は、冷ややかにいった。

「ご主君、ようやくおわかりになりましたか。しかし、これからどうなさいます」

「小沛へ行こう」

「およしなさい。恥をかさねるだけです。──陳登はもう曹操の軍を引入れて、祝杯をむさぼっているに違いありません」

「さもあらばあれ、彼奴きゃつらの如き、蹴ちらして奪いかえすまでだ」

　猛然先に立って、小沛の城壁の下まできた。

　陳宮のいった通り、城頭にはもう敵の旌旗せいきが翩翻へんぽんとみえる。──そして呂布来れりと聞くとそこの高櫓たかやぐらへ登った陳登が、声高に笑っていった。

「あれ見ろ、赤い馬に乗った物乞いを。飢えたか、何を吠えているぞ。岩石でも喰らわしてやれ」

「忘恩の賊陳登。おれの恩を忘れたか。きのうまで、誰のために着、誰のために禄を喰はんでいたか」

「だまれ、我もと漢朝の臣、あに汝ごとき粗暴逆心そぼうぎゃくしんの賊に心から随身なそうや。──愚かものめ！」

「うぬっ、その細首の髻もとどりを、この手につかまぬうちは、誓ってここを退かんぞ！ 陳登、城を出て闘え」

　喚わめいているところへ、後ろにある高順の陣をめがけて、突然、一彪ぴょうの軍馬が北方から猛襲して来た。

「さてはまだ曹操の兵が、城外にもいたのか」

　と、大いに動揺して、左右の陣を、にわかに後ろへ開いて、鶴翼に備え立て、

「いざ、来い」と、おのおの手に唾つばして待ちかまえたが、近づくと、それは曹操の兵とも見えない。おそろしく薄ぎたなくて雑多な混成軍であった。馬も悪いし武器も不揃いだった。しかし、勢いは甚だしくすさまじい。どっと向う見ずに吶喊とっかんしてきたかと思うと、先手と先手のぶつかり合った波頭線の人馬は、血けむりに赤く霞んで、双方の喚きは、直ちに惨烈をきわめた。すると、たちまちに四散して、馬前、人もなき鮮血の大地を蹴って、

「劉玄徳りゅうげんとくの舎弟しゃてい関羽かんう！」

「玄徳の義弟おとうと張飛ちょうひとはおれのこと、この顔を覚えておれ」

　と、名のりながら、馬を獅子の如く躍らしてくる二騎があった。




四



　見れば、ひとりは豹頭虎眉ひょうとうこびの猛者もさ、すなわち張飛、ひとりは朱面長髯しゅめんちょうぜんの豪傑、すなわち関羽であった。

「や。や。玄徳の義弟おとうとだ」

「張、関が現れたぞ」

　眼に見、耳に聞いただけでも、呂布の兵は震い怖れた。ふたりは無人の境を行くように、呂布の備えを蹂躪じゅうりんした。

「ふがいなき味方かな」と、大将高順は部下を叱咤しったし、張飛の前に立ちふさがって、鏘々そうそう、火花を交わしたが、たちまち、馬の尻に鞭打って、潰走する味方の中に没し去った。

　関羽は、八十二斤の青龍刀をひっさげ、あえて、雑兵には眼もくれず、中軍へ猪突ちょとつして、

「めずらしや呂布、赤兎馬せきとばはなお健在なりや」と、呼びかけた。

　事の不意と、意外な敵の出現に呂布は動転していたが、是非なく、馬を返して戦った。

　ところへまた、

「兄貴、その敵は、おれにくれ」と、張飛が見つけて、迅雷じんらいのようにかかって来た。

　呂布は心中に、

「きょうは悪日」と呟いて、あわてふためきながら逃げだした。

「や、おのれ、待て」と、張飛は追う。

　関羽も跳ぶ。

　赤兎馬の尾も触れんばかり後ろに迫ったが、彼の馬と、呂布の馬とは、その脚足がまるで違う。

　駿足赤兎馬の迅はやい脚は、辛くも呂布の一命を救った。

　徐州は奪とられ、小沛にははいれず、呂布は遂に、下邳かひへ落ちて行った。

　下邳は徐州の出城のようなもので、もとより小城だが、そこには部下の侯成こうせいがいるし、要害の地ではあるので、

「ひとまずそこに拠よって」と、四方の残兵を呼び集めた。

　かくて戦は、曹操の大捷たいしょうに帰し、曹操は玄徳に対して、

「もともと其許そこもとの城だから、其許は以前の如く、徐州に入城して、太守の座に直りたまえ」

　といった。

　徐州には彼の妻子が監禁されていたが、糜竺びじくや陳大夫ちんたいふに守られていたので、みな恙つつがなく、玄徳を迎えて対面した。

　久しぶり、一家君臣一座に会して、

「関羽と張飛は、小沛を離散の後、いずこに身をひそめていたのか」

　玄徳が問うと、

「てまえは海州の片田舎にかくれました」

　と、関羽は答えたが、張飛は、

「ぜひなく㟐蕩山ぼうとうざんにのがれて、山賊をやっていた」

　と、正直に語ったので人々は大笑いした。

　数日の後。

　曹操は、中軍を会場として、盛大な賀宴をひらいた。

　その時、彼は自分の左の席を、玄徳に与えた。右のほうは空席にしていた。

　それから順に、従軍の諸大将や文官も席に着いたところで、曹操は立って、

「この度、第一の功は、陳大夫陳登父子の働きである。予の右座は、陳老人に与うるものである」

　と、述べた。

　全員、拍手の中に、陳大夫老人は末席から息子に手をひかれて曹操の右側に着席した。

「あなたには、十県の禄ろくを与え、子息陳登には、伏波ふくは将軍の職を贈る」

　と、曹操はなお犒ねぎらった。

　歓語快笑かんごかいしょうのうちに宴はすすみ、その中でまた、

「いかにして、呂布を生虜いけどるべきか？」

　の最後の作戦が、和気藹々あいあいのうちに種々検討された。──生虜るか殺すかこんどこそ呂布の始末をつけないうちは曹操は許都きょとへ退かない決心であった。




五



　下邳かひの小城は、呂布にとって逃げこんだ檻にひとしい。

　呂布はすでに檻の虎だ。

　しかし、窮鼠きゅうそが猫を咬かむの喩たとえもあるから、檻の虎の料理は、易やさしきに似て、下手をすれば、咬みつかれる怖れがある。

　その席上、程昱ていいくがいった。

「遠火とおびで魚をあぶるように、ゆるゆると攻め殺すがよいでしょう。短兵急に押し詰めると、いわゆる破れかぶれとなって、思慮にとぼしい呂布のこと、どんな無謀をやるかもしれません」

　呂虔りょけんも、程昱の意見、しかるべしと賛同して、

「呂布の立場になってみると、今はただ臧覇ぞうは、孫観そんかんなどの泰山の賊党がたのみであろうと思われる。──それもはかなく、いよいよ面子メンツもなく──最後の切札を選ぶとなれば──淮南わいなんの袁術えんじゅつへすがって、無条件降伏を申し入れ、袁術の援けをかりて、猛然、反抗して来るにちがいありません」

　曹操は、両者の言へ、等分にうなずいて、

「いずれの説も、予の意中と変りはない。予のおそるるところも、呂布と袁術とが、結ばれる点にある。──山東の道々は、予自身の軍をもって遮断しゃだんするから、劉玄徳は、その麾下きかをよく督して下邳かひより淮南わいなんのあいだの通路を警備したまえ」と、いった。

　玄徳は、謹んで、

「尊命、承知いたしました」と、誓った。

　宴は終って、一同、万歳を唱え、おのおの陣所へ帰って行く。

　玄徳は即日、兵馬をととのえ、徐州には糜竺びじくと簡雍かんようの二人をとどめて、自身、関羽、張飛、孫乾の輩ともがらを率きつれて、邳郡ひぐんから淮南への往来を断きり塞ぐべく出発した。

　それも──

　下邳の窮敵きゅうてきに気づかれると、死にもの狂いの抵抗をうけることは必然なので、山を伝い、山間を抜け、ようやく呂布の背面にまわった。

　要路の地勢を考えて、まず柵を結ゆい、関所を設け、丸木小屋の見張所を建て、望楼を組上げなどして、街道はおろか、峰の杣道そまみち、谷間の細道まで、獣一匹通さぬばかり監視は厳重をきわめていた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　冬は近づく。

　泗水しすいの流れはまだ凍るほどにも至らないが、草木は枯れつくし、満目蕭条しょうじょうとして、寒烈かんれつ肌身はだみに沁しみてくる。

　呂布は、城をめぐる泗水の流れに、逆茂木さかもぎを引かせ、武具兵糧も、充分城内に積み入れて、

「雪よ。早く山野を埋めろ」と、天に祷いのった。

　彼は自然の他力をたのみにしていたが、人智に長たけた陳宮は、冷笑して彼に諫いさめた。

「曹操の勢は、遠路を来て、戦いつづけ、まだ配備もととのわず、冬を迎えて陣屋の設けもできていません。今、直ちに逆寄さかよせをなし給えば、逸いつをもって労を撃つで──必ず大捷たいしょうを博すだろうと思います」

　呂布は首を振った。

「そううまくは行くまい。敗軍のあげくだから、まだ此方の将士こそ士気が揚っていない。彼の来り攻めるを待って、一度に突いて出れば、曹軍の大半は泗水しすいに溺れてしまうだろう」

「は。……そうですか」

　陳宮も近頃は、彼に対する情熱を持ちきれないふうである。抗弁もせず嘲笑あざわらって引き退がった。

　とこうするまに、早くも曹操は山東の境を扼やくし、また当然下邳かひへ押しよせて、城下を大兵で取固めた。

　そして二日余りは矢戦に送っていたが、やがて曹操自身、わずか二十騎ほどを従えて、何思ったか、泗水の際きわまで駒を出して、

「呂布に会わん」

　と、城中へ呼びかけた。


臣道の巻



煩悩攻防戦ぼんのうこうぼうせん



一



　呂布りょふは、櫓やぐらに現れて、

「われを呼ぶは何者か」と、わざと云った。

　泗水しすいの流れを隔てて、曹操の声は水にこだまして聞えてきた。

「君を呼ぶ者は君の好き敵である許都きょとの丞相じょうしょう曹操だ。──しかし、君と我と、本来なんの仇があろう。予はただご辺が袁術えんじゅつと婚姻を結ぶと聞いて、攻め下ってきたまでである。なぜならば、袁術は皇帝を僭称せんしょうして、天下をみだす叛逆の賊である。かくれもない天下の敵である」

「…………」

　呂布は、沈黙していた。

　河水をわたる風は白く、蕭々しょうしょうと鳴るは蘆荻ろてき、翩々へんぺんとはためくは両陣の旌旗せいき。──その間一すじの矢も飛ばなかった。

「予は信じる。君は正邪の見極めもつかないほど愚かな将軍ではないことを。──今もし戈ほこを伏せて、この曹操に従うならば、予は予の命を賭しても、天子に奏して君の封土ほうどと名誉とを必ず確保しておみせしよう」

「…………」

「それに反し、この際、迷妄めいもうにとらわれて降らず、君の城郭もあえなく陥落する日となっては、もう何事も遅い、君の一族妻子も、一人として生くることは、不可能だろう。のみならず、百世の後まで、悪名を泗水に流すにきまっている。よくよく賢慮けんりょし給え」

　呂布は動かされた。それまで黙然と聞いていたが、やにわに手を振り上げ、

「丞相丞相。しばらくの間、呂布に時刻の猶予ゆうよをかし給え。城中の者とよく商議して、降使をつかわすことにするから」

　傍にいた陳宮は、意外な呂布の返辞に愕然として跳び上がり、

「な、なにをばかなことを仰っしゃるかっ」

　と、主君の口をふさぐように、突然、横あいから大音声で曹操へ云い返した。

「やよ曹賊そうぞく。汝は、若年の頃から口先で人をだます達人だが、この陳宮がおる以上、わが主君だけは欺あざむかれんぞ。この寒風に面皮めんぴをさらして、無用の舌の根をうごかさずと、早々退散しろ」

　言葉の終った刹那、陳宮の手に引きしぼられていた弓がぷんと弦鳴つるなりを放ち、矢は曹操の盔かぶとの眉庇まびさしにあたってはね折れた。

　曹操は、くわっと眦まなじりをあげて、

「陳宮ッ、忘るるな、誓って汝の首を、予の土足に踏んで、今の答えをなすぞ」

　そして左右の二十騎に向って、即時、総攻撃にうつれと峻烈しゅんれつに命じた。

　櫓やぐらの上から呂布はあわてて、

「待ちたまえ、曹丞相そうじょうしょう。今の放言は、陳宮の一存で、此方の心ではない。それがしは必ず商議の上、城を出て降るであろう」

　陳宮は、弓を投げつけて、ほとんど喧嘩面けんかづらになって云った。

「この期ごになって、なんたる弱音よわねをはき給うことか。曹操の人間はご存じであろうに。──今、彼の甘言にたばかられて、降伏したが最後、二度とこの首はつながりませんぞ」

「だまれっ、やかましいっ。汝一存を以てなにを吠ゆるか」

　呂布も躍起となって、云い争い、果ては剣に手をかけて、陳宮を成敗せんと息巻いた。

　敵の目からも見ゆる櫓のうえである。主従の喧嘩は醜態だ。高順や張遼たちは、見るに見かねて、二人を押しへだて、

「まあ、ご堪忍ください。陳宮も決して自分のために、面おもてを冒おかしていっているわけではなし、みな忠義のほとばしりです。元来、忠諫ちゅうかんの士です。今、唯一つのお味方を失っては決していいことはありますまい」

　呂布もようやく悪酔いのさめたようにほっと大息を肩でついて、

「いや、ゆるせ陳宮。今のは戯れだ。──それより何か良計があるなら惜しまず俺に教えてくれい」

　と、云い直した。




二



　呂布には、ほとほと愛想もつきたらしい陳宮であったが、かりそめにも主君である。その主君から頭を下げて機嫌をとられると、彼はまた、忠諫の良臣となって粉骨砕身せずにはいられない気持になった。

「良計はなきにしも非ずですが」

　陳宮も辞を低うして答えた。

「ただお用いあるか否かが問題です。ここに取るべき一策としては『掎角きかくの計はかりごと』しかありません。将軍は精兵を率いて、城外へ出られ、それがしは城に在って、相互に呼吸をあわせ、曹操をして、首端しゅたんの防ぎに苦しませるものであります」

「それを掎角の計というか」

「そうです。将軍が城外へ出られれば、必ず曹操はその首勢を、将軍へ向けましょう。すると、それがしは直ぐ城内からその尾端びたんを叩きます。また、曹操がお城のほうへ向かえば、将軍も転じて、彼の後方を脅おびやかし、かくして、掎角の陣形に敵を挟み、彼を屠ほふるの計であります」

「ムム、なるほど、良計良計。孫子も裸足はだしだろう」

　呂布は、たちまち、戦意を昂たかめて、立ちどころに出城の用意と云いだした。

　山野に出れば、寒気はことに烈しかろうと想像されるので、将士はみな戦袍せんぽうの下に綿衣を厚く着こんだ。

　呂布も奥へはいって、妻の厳氏げんしに、肌着や毛皮の胴服など、氷雪をしのぐに足る身支度をととのえよといいつけた。

　厳氏は、良人の容子を怪しみながら、

「いったい、何処へお出ましですか」と、たずねた。

　呂布は、城を出て戦う決意を語って、

「陳宮という男は、実に智謀の嚢ふくろのような人間だ。彼の授けた掎角の計をもってすれば、必勝は疑いない」と、あわただしく、身に物の具をまといだした。

　すると厳氏は、

「まあ、ここを他人の手に預けて、城外へ出ると仰せなさいますか」

　色を失った面持おももちで、急にさめざめと泣きだした。

　そして、なお、掻かき口説くどいて、

「あなたは、後に残る妻子を、可哀そうともなんとも思いませんか。陳宮の考えだそうですが、陳宮の前身を思うてごらんなさい。あれは以前、曹操と主従の約をむすんでいたのを、途中から変心して、曹操を見捨てて奔はしった男ではありませんか。──ましてあなたは、その曹操ほども、陳宮を重く用いてはこなかったでしょう」

「…………」

　妻が真剣に泣いて訴えはじめたので、呂布は途方に暮れた顔をしていた。

「……ですもの、陳宮が、どうして曹操以上に、あなたへ忠義を励みましょう。陳宮に城を預けたら、どんな変心を抱くかしれたものではありません。……そうなったら、妾わたしたち妻子は、またいつの日、あなたに会うことができましょう」

　綿々と、恨みつらみを並べた。

　呂布は、着かけていた毛皮の鎧下よろいしたを脱ぎすてて、

「ばか、泣くな。戦の門出に、涙は不吉だ。明日にしよう、明日に」

　急に、そういって、

「娘は何をしているか」

　と妻と共に、娘たちのいる部屋へ入って行った。

　明日になっても呂布は立つ気色もない。二日も過ぎ、三日も過ぎた。

　陳宮がまた、顔を見せた。

「将軍。──一日も早く城を出て備えにおかかりなさらないと、曹操の大兵は、刻々と城の四囲に勢いを張るばかりですぞ」

「や、陳宮か、おれもそう思うが、やはり遠く出て戦うよりは、城に居て堅く守るが利という気もするが」

「いや、機はまだ遅くありません。この日頃、許都きょとのほうからおびただしい兵糧が曹操の陣地へ運送されて来るという情報が入りました。将軍が兵をひいて城外へ出られれば、その糧道も併せて断つことができる。──これ一挙両得です。敵にとっては致命的な打撃となること、いうまでもありません」




三



「なに。曹操の陣へ、都から兵糧の運送が続々と下ってくると。……フム、その途みちを中断するのか。よしっ、明日は兵をひいて城を出よう」

　たちまち、呂布は肚はらをきめて、闘志燃ゆるが如き面をして云ったので陳宮も安心して、

「何とぞ、この機をはずさず」

　と、わざと多言を吐かずに退いた。

　その夜、呂布は貂蝉ちょうせんの室へはいった。見れば、貂蝉は帳とばりを垂れ泣き沈んでいる。どうしたのかと訊くと、海棠かいどうの雨に打たれたような瞼を紅にはらして、

「もう再びこの世で将軍とお会いできないかと思うと泣いても泣いても足りません。行く先誰をたのみに世を送りましょう」と、なお悲しんだ。

「何をいう。おれはこの通り健在ではないか。この城にはまだ冬を越す兵糧もある。万余の精兵もいる」

「いいえ、妾わたしは夫人から伺いました。将軍は妾たちをすてて、お城をお出になるのでしょう」

「勝利を獲るために出て戦うので何も好んで死地へ行くわけではないよ」

「……でも。……でも案じられます。なぜならばお留守をあずかる陳宮と高順とは、日頃から不和で、将軍がお城にいなければ、きっと敵に虚をつかれて乱れます」

「二人はそんなに仲が悪いのか」

「わけて陳宮という人の肚は分らないと、夫人も憂いていらっしゃいます。──将軍、お娘様こさまもおいとしいではございませんか。夫人おくさまや妾たちも不愍ふびんと思うてくださいませ」

　貂蝉は、呂布の胸へひたと涙の顔をあてた。

　呂布はその肩を軽く打って、

「あはははは」と強いて大笑した。

「他愛ないやつだ。泣くな、もう悲しむな。城を出ることは止めにしたよ。おれに画桿がかんの戟ほこと赤兎馬せきとばのあるうちは、天下の何人だろうが、この呂布を征服することができるものか。──安心せい、安心せい」

　背をなでて、ともに牀しょうへ憩い、侍女に酒を酌ませて、自ら貂蝉の唇へ飲ませてやった。

　次の日。こんどは彼も少し間が悪いとみえて、呂布のほうから陳宮を呼びにやって、さて、陳宮の顔を見るといった。

「念のためおれが探らせたところでは敵の陣へ都から続々兵糧が運送されつつあるとの報告は、どうも虚報らしいぞ。案ずるところ、おれを城外へ誘い出そうとする曹操のわざといわせている流言にちがいない。そんな策に乗ったら大不覚だ。おれは自重するときめた。城を出る方針は中止とする」

　陳宮は、彼の室を出ると慨然がいぜんと長大息して──

「……ああ、もはや何をかいわんやだ。われわれは遂に身を葬る天地もなくなるだろう」

　と、力なく云った。

　それからというもの、呂布は日夜酒宴に溺れて、帳にかくれれば貂蝉と戯れ、家庭にあれば厳氏や娘に守られて、しかも酒がさめれば怏々おうおうとしていた。

「折入ってお目通りねがいたい儀がございまして──」

　と、侍臣を通じて許しを得、彼の前に拝をなした二人の家人がある。

　許汜きょしと、王楷おうかいだった。

　二人とも陳宮の部下に属している者なので、

「何だ」と、呂布は警戒顔していう。

　王楷がまずいった。

「聞説きくならく──淮南わいなんの袁術えんじゅつは、その後も勢力甚ださかんな由であります。将軍には先に、ご息女をもって袁家の息にゆるされ、婚姻の盛儀を挙げんとまでなされましたのに、なぜ今、疾とく使いを馳せて、袁術の救いをお求めになりませんか。──婚約のことも、まだ破談ときまったわけでもなし、臣らが参ってとくと先方に話せば、たちまち諒解を得られようと思われますが」
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「そうだ。……あの縁談も破談となり終ったわけではないな」

　呂布は暗中に、一つの光明を見出したように呻うめいた。

　そして、二人の臣へ、

「では、其方たちが、進んで淮南へ使いに立つと申すか」

「不肖なれど、ご当家の浮沈にかかわる大事、一命を賭して、致したいと存じます」

「殊勝しゅしょう殊勝。よくいってくれたぞ。──では早速、袁術へ宛て、書簡をしたためるからそれを携えて、淮南へ急いでくれい」

「御命、かしこまりました──しかし、この下邳かひの城は、すでに敵の重囲にあり、また、淮南の通路は、劉玄徳りゅうげんとくが関をもうけて、往来を厳しく監視しておりますとか。……何とぞ臣らの使命のため、一軍の兵をお出しあって、通路の囲みを突破していただきたく存じますが」

「よろしい、さもなくては淮南へ出ることはかなうまい」

　呂布は、直ちに張遼ちょうりょう、郝萌かくほうの二大将をよび、各〻へ五百余騎をさずけて、

「両名を淮南の境まで送るように」と、いいつけた。

「畏まって候」とばかり、張遼の五百余騎は前に立ち、郝萌はうしろに備えて、飛龍の勢目せいもくを形づくり、城門をひらいて突出とっしゅつした。

　敵中横断の挙は、もちろん深夜を選ばれて決行されたものである。まんまと曹操の包囲戦線も越え、次の夜、玄徳の陣をも駆け通りに突破してしまった。

「上々首尾！」

　両使は、淮南の境を出ると、喊呼かんこした。

「でも、まだ、帰りの危険もあるから」

　と、郝萌かくほうの五百騎だけは、使者について、淮南まで随行した。

　張遼は、手勢の五百騎だけを従えて、もとの道へ引っ返したが、こんどは玄徳陣の警戒線に引っかかって、

「どこへ参る」と、一隊の兵馬に道をさえぎられた。

　張遼がふと敵の将を見ると、それはかつて小沛しようはいの城を攻めた時、城頭から自分に向って正義の意見を呈してくれた関羽であった。──で、互いに顧眄こべんの心があるので、敵ながらすぐ弓や戟ほこに物をいわせようとせず、二、三の問答を交わしているうちに、下邳かひのほうから高順こうじゅん、侯成こうせいが助けにきてくれたので、張遼は危ういところで虎口をのがれ、無事城中へ帰ることができた。

　──だが、その後。

　淮南わいなんに着いて、袁術えんじゅつに謁えっし、呂布の書簡を呈してやがて戻ってきた許汜きょし、王楷おうかいの二使は、そうは行かなかった。

　袁術に会見しての結果は、まず成功のほうだった。二使も外交的な才弁をふるって大いに努めたので、袁術は、

「呂布は、反覆はんぷく常なく、書簡の上だけでは、とうてい信用できかねるが、もしこの際でも、愛娘あいじょうを送ってくるほどな熱意を示すならば、それを誠意の証あかしとみとめて、朕も国中の兵をあげて救けつかわすであろう」と、いう返辞だった。

　二使は、大よろこびで、道を急いで帰ってきたが、二更の頃、関所の辺を駈け通りに駈け抜けようとすると、

「夜中に、馬を早めて行くは何者の隊だ」と、張飛の陣にさとられて、たちまち包囲されてしまった。

　二使の守りについていた郝萌かくほうは、張飛に出会って、馬上から組み落され、高手小手たかてこてに縛られて、捕虜になってしまった。

　五百の兵も虱しらみつぶしにあらましは討たれたが、僥倖ぎょうこうにも乱戟混戦らんげきこんせんの闇にまぎれて、許汜、王楷の二使だけは辛くも身一つで下邳かひの城まで逃げ着いた。
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　その夜、郝萌かくほうを生捕った張飛は、縄尻を取って、すぐ玄徳の営に出向き、

「こやつは、不敵にも守備の眼をかすめて、淮南へ往来した特使の大将。ぶっ叩いてお調べください」と、突き出した。

　玄徳は彼の功を賞して、直ちに取調べたが、郝萌は容易に実を吐かない。

　張飛は、もどかしと、かたわらの士卒へ、

「拷問ごうもんにかけろ」と、声を大にしていいつけた。

　士卒は、仮借かしゃくなく、郝萌の背に百鞭を加えた。郝萌は、のがれぬところと思ったか、悲鳴の下から、

「玄徳どの、縄目をゆるめ給え、申し告げることがある」と、叫んだ。

　一切を自白したので、夜が明けると、玄徳はその趣を書面にして、曹操のもとへ知らせた。

　曹操は、さてこそと、

「郝萌は首を刎はねよ。往来はいよいよ厳にし、呂布及び呂布の使者など、断じて淮南へ通すなかれ」

　と、返翰へんかんしてきた。

　依って、玄徳は、諸将を集めて、再度、厳重に云いわたした。

「われらの任は、今や重い。窮するの極み、必ず、呂布はここを通るであろう。ここは淮南への正路、一鼠そだに洩らしてはならん。王法ニ親シンナシ──怠る者は、軍法に照らし必ず断罪に処すぞ」

「仰せまでもないこと」

　諸将は、命を奉じて、これからは昼夜を分かたず、甲冑かっちゅうを脱ぐまいぞ──と、申し合わせた。

　張飛は、その後で、

「しかし、曹操は、おれが郝萌を生虜いけどったというのに、なんの恩賞も沙汰してこない。厳重に、厳重にと、その実、冗談半分にいってるんじゃないか」と不用意な言を放った。

　玄徳は、小耳にはさんで、

「数十万の大軍を統すべたもう曹丞相そうじょうしょうが、かりそめにも、軍令を口頭の戯れになさろうか。汝こそ、よしなき臆測を軽々しく口にいたすなど、匹夫の根性というべきである。油断に馴れ、たかをくくって、千歳ざいの汚名を招くな」と、痛烈に叱った。

「はい」

　張飛は、頬髯ほおひげを撫ぶしながら、ひき退った。一夜の功労も一言で失してしまった形である。

　一方。──下邳かひ城内では。

　許汜きょし、王楷おうかいの二使が、

「袁術は、なお深く疑って、尋常では、当方の要求を容れる気色もありません。ただ、ご息女との婚儀には、わが子可愛さで、恋々たる未練がありそうですから、なによりもまず彼の求むるままにご息女をかの地へ送ってやることです。それも迅速に運ばねば、焦眉の急に、意味ないことになりましょう」と、淮南の復命と共に、自分たちの意見をものべていた。

　呂布は、当惑顔に、

「むすめをやるはいいが、今この重囲の中、どうして送るか？」

「ほかならぬ深窓の御方。それにはどうしても、将軍御みずから送りに立たねばかないますまい」

「むすめは、わが命につぐものだ。戦の巷ちまたはおろか、世の寒風にもあてたことのない白珠しらたまだ。よし、おれ自身、淮南の境まで守ってやろう」

「きょうは、凶神きょうしんの辰ときにあたる悪日ですから、明日になされたがよろしいでしょう。──明夜、戌亥の頃を計って」

「張遼ちょうりょうと侯成こうせいを呼べ」

　呂布も、遂に心をきめた。二人の大将に、三千余騎を与え、軍中に車をひかせて、淮南へ供して行けといいつけた。

　けれど、その車に、娘は乗せて出さなかった。敵の囲みを突破するまでは──と、呂布は自分の背に負って行った。何も知らない十四の花嫁は、厚い綿と錦繍きんしゅうにくるまれて、父の冷たい甲冑の背中に、確固しっかと結びつけられていたのである。
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　寒月は皎々こうこうとして、泗水しすいの流れを鏡の如く照り返している。

　氷山雪地ひょうざんせっち。風まで白い。

　戛かつ、戛、戛──

　人馬の影が黒く黒く。

　張遼ちょうりょう、侯成こうせいの三千余騎だった。呂布を真ん中にして、忍びやかに、下邳かひの城から立って行く。

「物見。何事もないか」

　一歩一歩、薄氷を踏む思いで進むのだった。──こもごもに物見が先に走っては、行く手の様子を告げてくる。

「敵の哨兵も、この寒さに、どこへやらもぐり込んで、寂としています」との報らせに、

「天の与え」

　と、呂布は馬を早めた。

　彼の今日ある第一の功労者といえば赤兎馬せきとばであろう。その赤兎馬もいよいよ健在に、こよいも彼を螺鈿らでんの鞍上あんじょうに奉じてよく駆けてゆく。

　呂布の姿も、ひとたびこの馬上に仰ぎ直すと、日頃の彼とは、人間が変ったように、偉おおきく見えるのも不思議だった。

　雄姿──そのものといえる。無敵な威風は真に四辺あたりを払う。

　さるにても、偉大なる煩悩将軍ぼんのうしょうぐんではある。彼の如き鬼傑きけつでも、わが娘こへの愛には、この三千余騎を具してもなお、敵の哨兵の眼さえ恐い。白皚々はくがいがいの天地をよぎる一羽の鴻こうの影にさえ胸がとどろく。

「むすめよ。恐くはないぞ」

　幾たびも、わが背へいった。

　綿と錦繍につつまれた白珠しらたまの如き十四の処女おとめはこうして父に負われて城を立つ時から、もう半ば失神していた。

「──行く末おまえを皇后に立てて下さろうという寿春城じゅしゅんじょうの袁家へお嫁に行くのだよ」

　彼女の母は泣きながら云い聞かせたが──これが花嫁の踏まなければならない途中の道なのか？ ──彼女の白い顔は氷化し、黒い睫毛まつげは上の瞼と下の瞼とを縫い合わせたように凍りついていた。

　かくて行くこと百余里。

　翌晩も寒林の中に月は怖ろしいほど冴えていた。

　突として、鼓声鉦雷こせいしょうらいのひびきが、白夜を震撼しんかんした。

　数千羽の烏のように、寒林を横ぎってくる慓悍ひょうかんなる騎兵があった。

「あっ、関羽の隊だ！」

　張遼は、絶叫して、

「ご用心あれ」と、呂布を振向いた。

　間もあらず、

「それッ」と、馬前はすでに、飛雪に煙る。

　びゅッん！

　矢風は、身をかすめ、鉄鎧てつがいにあたって砕けた。ここかしこに、喚わめき、呻うめきがあがる。そして噴血は黒くぶちまかれた。

「──怖いッ！」

　呂布は、耳元に、帛きぬを裂くような悲鳴を聞いた。

　背の処女は、父の体に爪を立てんばかりしがみついた。ひいッ！ と身も世もない声を二度ほどあげた。

　猛然、赤兎馬は悍気かんき立つ。

　──だが、呂布もこよいばかりは、その奔馬ほんばを引止めるのに汗をかいた。もし敵の一矢でも、一太刀でも、背の娘にうけたらと、それのみに心をひかれるからであった。

「関にかかった敵は凡者ただものともおぼえぬぞ」

「呂布がいる！　呂布らしい大将が」

　取囲む兵は叫ぶ。

　もし関羽に出会ったら──と思うと呂布は身もすくんで、なんの働きもできなかった。

「無念だが、娘を傷つけては」

　空むなしく、彼は赤兎馬を向け直して、もとの道へと逃げ出した。

　途中、しばしば、

「曹操の部下徐晃じょこう！」

「曹操の旗下許褚きょちょ、見参げんざん」

　などと名乗って、横道から挑みかかる強敵に襲われたが、呂布は眼をふさぎ、ただ赤兎馬の尻のみ無二無三打ちつづけて、下邳かひの城まで一息に駆けもどってきた。




破瓶はへい



一



　最後の一計もむなしく半途に終って、それ以来、呂布は城にあって、日夜悶々もんもんと、酒ばかりのんでいたが、──その呂布を攻め、城を取囲んでいる曹操のほうにも、すでに安からぬ思いが濃かった。

「この城を囲んでからも六十余日になる。しかもなお、頑として、城は陥ちない。こうしている間に、もし後方に敵が起ったらわが全軍はこの大寒の曠野こうやに自滅するほかはない」

　曹操は憂いていた。

　戦はすでに冬期に入って、兵馬の凍死するのも数知れなかった。糧草は尽きんとしているし、雪は山野を埋め、今さら、軍を退いて遠く帰ることすら困難であった。

「どうしたものか？」

　焦躁しょうそうの気を眉にあつめて、不落の敵城を見つめたまま、独り沈思していると、吹雪ふぶきを衝いて、陣へたどり着いた早打ちがあった。

「河内かだいの張楊ちょうようは、呂布と交誼よしみがあるので後詰ごづめして、呂布を助けんと称し、兵をうごかしました。ところが手下の楊醜ようしゅうが、たちまち心変りして張楊を殺し、その軍を奪とったところから大混乱となり、軍の眭固けいこと申す者が、またまた、張楊の讎あだといって、楊醜を討ち殺し、人数をひきいて、犬山けんざん方面まで動いて参りました」との注進であった。

　曹操は、折も折と、

「捨ておけまい。史渙しかん、そちの一部隊を、犬山にあてて、眭固けいこを打ち取れ」

　と、すぐかたわらの大将史渙にいって、万一に備えさせた。

　史渙の隊は、雪を冒して、犬山へ向った。──曹操の心は、いよいよ晏如あんじょたり得ない。冬は長い。実に冬は長いのである。明けても暮れても大陸の空は灰色に閉じて白いものを霏ひ々ひと舞わせている。

「こう城攻めも長びいては、必ず心腹の患いが起きるだろう。曹操の武力を侮り、後方に小乱の蜂起するは目に見えている。しかも都の北には、西涼せいりょうの憂いがあるし、東には劉表りゅうひょう、西には張繍ちょうしゅう、おのおの、虎視眈々こしたんたんと、この曹操が脚を失って征途につかれるのをうかがっているところだ……」

　思いあまってか、諸大将をあつめた上で、曹操もとうとう弱音を吐いてしまった。

「師いくさを帰そう！ 残念だがぜひもない。……また、機を計って、遠征に来るとしよう！」

　すると、荀攸じゅんゆうが、

「丞相にも似あわぬおことばを聞くものである」と、声を励まして諫めた。

「いかさま、この長期にわたって、お味方の艱苦かんくたるや、言語に絶したものに相違ございませんが、城中の者の不安と苦しみもまた、これ以上のものに違いありません。今は、籠城の者と寄手の根くらべです。城中の兵は、退くに退けない立場にあるだけ、覚悟においては、寄手以上の強味をもっている。──ゆえに、寄手の将たる者は、夢々帰る都があるなどと自身も思ってはならないし、兵にも思わせてはならないのです。──しかるに、丞相おん自らそのように気を落して、いかで諸軍の心が振いましょうか」

　荀攸じゅんゆうは、心外なりとばかり、口を極めて、退くことの不利を説いた。

　さらにまた、郭嘉かくかが、

「この下邳かひの陥ちないのは、泗水しすい、沂水ぎすいの地の利あるゆえですが、その二水の流れを、味方に利用せば、敵はたちまち破れ去ること疑いもありません」と、一策を提出した。

　それは泗水河しすいがと沂水河ぎすいがに堰を作って、両水をひとつに向け、下邳の孤城こじょうを水びたしにしてしまうことだった。

　この計画は成功した。

　人夫二万に兵を督して、目的どおり二つの河をひとつにあつめた。折ふしまた、暖日の雨がつづいたので、孤城はたちまち濁流にひたされ、敵はみな高い所へ這いのぼって、刻々と水嵩みずかさを盛り上げてくる城壁の水勢に施す術すべもなく騒いでいる様子が、寄手の陣地からも眺められた。




二



　二尺、四尺、七尺──と夜の明けるたび水嵩は増していた。城中いたるところ浸々しんしんと濁流が渦巻いて、膨ふくれあがった馬の屍かばねや兵の死骸が芥あくたと共に浮いては流されて行く。

「どうしたものだろう？」

　城中の兵は、生きた空もなく、次第に居どころを狭められた。しかし呂布は、うろたえ騒ぐ大将たちに、わざと傲語ごうごしていった。

「驚くことはない。呂布には名馬赤兎がある。水を渡ることも平地の如しだ。ただ汝らは、みだりに立ち騒いで、溺れぬように要心すればよい。……なアに、そのうちには大雪風がやってきて、一夜のうちに曹操の陣を百尺の下に埋めてしまうだろう」

　彼はなお、恃たのみなきものを恃んで、日夜、暴酒に耽っていた。彼の心の一部にある極めて弱い性格が、酔って現実を忘れることを好むのであった。

　ところが、或る時。

　ふと、宿酔ふつかよいからさめて、呂布は鏡を手に取った。そして愕然がくぜんと、鏡の中に見た自分のすがたに嘆声をもらした。

「ああ……いつのまに俺はこんなに老ふけてしまったのだろう。髪の色まで灰色になった。眼のまわりも青黒い」

　彼は、身を戦おののかして、鏡をなげうち、また、独りでこう呻うめいた。

「こいつはいかん。まだおれはこう老いぼれる年齢ではない。酒の毒だ。暴酒が肉体をむしばむのだ。断然、酒はやめよう！」

　ひどく感じたとみえて、たちまち禁酒してしまった。それはよいが同時に城中の将士に対しても、飲酒を厳禁し、

　──酒犯しゅはんの者は首を刎はねん

　という法令を出した。

　するとここに城中の大将の一人侯成こうせいの馬が十五匹、一夜に紛失した事件が起った。調べてみると馬飼の士卒が結託して馬を盗みだし、城外に出て、敵へそれを献じ、敵の恩賞にあずかろうと小慾な企てをしていたということが分った。

　侯成は聞きつけて馬飼の者どもを追いかけ、不埓者ふらちものをみなごろしにして、馬もすべて取返してきた。

「よかった、よかった」と、ほかの大将たちも、賀しあって、侯成に、

「奢おごるべし、祝うべし」と、囃はやした。

　折ふし城中の山から、猪いのこを十数匹猟とってきた者があるので、酒倉を開き、猪を料理させて、

「きょうは大いに飲もう」と、なった。

　そこで侯成は酒五瓶かめと、猪の肥えたのを一匹、部下にかつがせて、主君の前にやって来た。そして告げるに、降人の成敗と、愛馬を取返した事実をもってし、

「これも将軍の虎威こいによるところと、諸大将相賀して、折ふし猪を猟して、いささか祝宴をひらいております。どうかご主君にも、ご一笑下さいまし」

　と、品々をそこにならべて拝伏した。

　すると呂布は、勃然ぼつぜんと、怒を発して、

「なんだっ、これは」と、酒瓶さけがめを蹴仆した。

　一つの酒瓶が他の酒瓶に当ったので、瓶は腹を破って、一斛こくの酒がそこに噴き出した。侯成は全身に酒を浴び、強烈な香気は、呂布の怒りをなお甚だしくさせた。

「おれ自身、酒を断ち、城中にも禁酒の法を出してあるのに、汝ら大将たる者が、歓びに事よせて、酒宴をひらくとは何事だ」

　呂布は左右の武士に向って、侯成を斬れと罵った。

　仰天した侍臣の一名が、ほかの大将たちを呼んできた。諸人は哀訴あいそ百拝して、

「助けたまえ」

　と、侯成のために命乞いをしたが、呂布は容易に顔色をおさめなかった。




三



「この際、侯成のごとき得難い大将を馘くびきるのは、敵に歓びを与え、味方の士気を損じるのみで、実に悲しいことです」

　と諸大将はなお、口を極めて、命乞いをした。

　呂布もとうとう我を折って、

「それ程まで、汝らが申すなら、命だけは助けてくれる」といったが、「禁酒令を破った罪は不問に附すわけにはゆかん。百杖を打って、見せしめてくれん」と、直ちに、二人の武士へ、鞭を与えた。

　二名の武士は、拝跪はいきしたまま動かぬ侯成の背に向って、かわるがわるに、

「一つ……」

「二つ……」

「三つ！」

「四つ！」

　と、掛声をかけながら鞭を下し始めた。

　たちまち、侯成の衣は破れ、肌が露あらわれた。その肌もみるみるうちに血を噴いて、背なか一面、斑魚はんぎょの鱗うろこのようにそそけ立った。

「三十！」

「三十一！」

　諸大将は、面をそむけた。

　侯成は歯ぎしり噛んで、じっとこらえていたが、りゅうりゅうと鳴る杖、掛声が、

「七十五っ」

「七十六っ」

　と、数えられてきた頃、ウームと一声うめいて、悶絶もんぜつしてしまった。

　呂布はそれを見ると、ぷいと閣の奥へかくれ去った。

　諸大将は、武士に眼くばせを与えて、杖の数をとばして読ませた。

　やがて、侯成が気がついて、己の身を見まわすと、一室のうちに寝かされて、幕僚の者に看護されていた。──彼は、潸然さんぜんとなみだを流し、苦しげに顔をしかめた。

「痛いか。苦しいだろう」と、友の魏続ぎぞくが慰めると、

「おれも武人だ。苦痛で哭なくのではない」といった。

「──では、なんで哭くのか」

　魏続が聞くと、侯成は、枕頭を見まわして、

「今、ここにいるのは、君と宋憲そうけんだけか」

「そうだ……。この三名は日頃から何事もへだてのない仲だ。なんでも安心して話し給え」

「……ではいうが呂将軍に恨みとするのは、われわれ武人は芥あくたのごとく軽んじ、妻妾の媚言びげんには他愛なく動かされることだ。このような状態では、遂に、われわれは犬死するほかあるまい──おれはそれを悲しむのだ」

「侯成！　……」と宋憲は寄り添って、彼の耳もとへ熱い息でささやいた。

「まったくだ。実に、それがし達もそれを悲しむ。いっそのこと、城を出て、曹操の陣門に降ろうではないか」

「……でも、城壁の四方は滔々とうとうたる濁流だろう」

「いやまだ東の関門だけは、山の裾にかかっているので、道も水に浸ひたされていない」

「そうか……」

　侯成は、血の中から眼を開いて、ぽかっと天井を見ていたが、不意に、むっくりと起き上がって、

「やろう！　決行しよう。……呂布が頼みにしているのは赤兎馬だ。彼はわれわれ大将よりも赤兎馬を重んじ、婦女子を愛している。──だから、おれは彼の厩うまやへ忍んで、赤兎馬を盗みだし、そのまま、城外へ脱出するから、君たちは後に残って、呂布を生虜いけどりたまえ」

「心得た！　……しかしその重態な体で、君は大丈夫か」

「なんの、これしきの傷手いたで」

　と侯成は唇をかんで、ひそかに身支度を替え、夜の更けるのを待っていた。

　四更の頃、彼は闇にまぎれて、閣裡かくりの厩舎うまやへ這い忍んで行った。遠くからうかがうと、折もよし、番の士卒はうずくまって居眠っている様子である。




白門楼始末はくもんろうしまつ



一



　曹操は、侍者に起されて、暁の寒い眠りをさました。夜はまだ明けたばかりの頃である。

「何か」と、帳を払って出ると、

「城中より侯成こうせいという大将が降こうを乞うて出で、丞相に謁えつを賜りたいと陣門にひかえております」

　と、侍者はいう。

　侯成といえば、敵方でも一方の雄将と知っている。曹操はすぐ幕営に引かせて彼に会った。

　侯成は脱出を決意した次第を話して、呂布の厩うまやから盗んできた赤兎馬を献じた。

「なに、赤兎馬を」

　曹操のよろこび方は甚だしかった。彼自身の立場こそ、実は進退きわまっていたところである。

　窮すれば通ず。彼にとっては、天来の福音だった。で、曹操は特に、侯成をいたわって、いろいろと糺ただした。

　侯成はなお告げた。

「同僚の魏続ぎぞく、宋憲そうけんのふたりも、城中にあって、内応する手筈になっております。丞相にしてお疑いなく一挙に攻め給うならば、二人は城中に白旗を掲げ、直ちに、東の門をひらいてお迎え申しましょう」

　曹操は、限りなく喜悦きえつして、さらばとばかり、直ちに、檄文げきぶんを認めて、城中へ矢文を射させた。

　その文には、

今、明詔ヲ奉ジテ呂布ヲ征ス、モシ大軍ヲ抗拒コウキョスル者アラバ満門悉コトゴトク誅滅チュウメツセン

モシ城内ノ上ハ将校ヨリ庶民ニ至ル迄ノ者、呂布ガ首ヲ献ゼバ、重ク官賞ヲ加エン

大将軍ダイショウグン曹ソウ・押字カキハン

　朝焼けの雲は紅々あかあかと城東の空にながれていた。同文の矢文が何十本となく射込まれたのを合図に、金鼓の響き、喊ときの声は、地を震わし、十数万の寄手は、いちどに城へ攻めかかった。

　呂布は愕いて、早暁から各所の攻め口を駆けまわり、自身、督戦に当ったり、戟をふるって、城壁に近づく敵を撃退していた。

　ところへ、厩の者が、

「昨夜、赤兎馬が、忽然こつぜんと姿を消しました」と、訴えてきた。

　呂布は眉をひそめたが、

「番人の怠っているすきに手綱を断きって、搦手からめての山へのぼって草でも食っているのだろう。早く探してつないでおけ」と、罵った。

　前面の防ぎに、叱っているいとまもなかったのである。それほどこの日の攻撃は烈しかった。

　敵は、次々と、筏いかだを組んで、濁水を越え、打ち払っても打ち退けてもひるまずによじ登ってくる。午うまの刻を過ぎる頃には、両軍の水つく屍に壁へきは泥血に染まり、濁水の濠ほりも埋まるばかりに見えた。

　ようやく、陽も西に傾く頃、寄手は攻めあぐねて、やや遠く退いた。早朝から一滴の水ものまず、食物もとらず奮戦をつづけていた呂布は、

「ああ。……まずこれまで」

　と、ほっと、一息つくと共に、綿のように疲れた体を、一室の榻とうに倚せて、居眠るともなく、うつらうつらとしていた。

　──と、彼の息をうかがって、音もなく床を這い寄って来た一人の将校がある。魏続ぎぞくであった。

　呂布のもたれている戟ほこの柄が榻の下に見える。──魏続は手をのばして榻の下からその柄を強く引っ張った。居眠っていた呂布は、不意に支えをはずされたので、

「──あっ」

　と、半身を前へのめらせた。

「しめたっ」

　魏続が、奪った戟を後ろへほうるとそれを合図に、一方から宋憲そうけんが躍りだして、呂布の背をつきとばした。

「何をするっ」

　猛虎は、床に倒れながら、両脚で二人を蹴上げたが、とたんに魏続、宋憲の部下の兵が、どやどやと室に満ちて、吠える呂布へ折重なって、やがて鞠の如く、縛り上げてしまった。




二



「捕とったっ」

「呂布を縛からめた！」

　諸声もろごえあげて、反軍の将士が、そこでどよめきをあげた頃──城頭のやぐらでは、一味の者が、白旗を振って、

「東門は開けり」と、寄手へ向って、かねての合図を送っていた。

　それっ──と曹操の大軍は、いちどに東の関門から城中へなだれ入ったが、用心深い夏侯淵かこうえんは、

「もしや敵の詭計きけいではないか」

　と、疑って、容易に軍をうごかさなかった。

　宋憲は、それと見て、

「ご疑念あるな」と、城壁から彼の陣へ、大きな戟を投げてきた。

　見るとそれは呂布が多年戦場で用いていた画桿がかんの大戟だった。

「城中の分裂、今はまぎれもなし」

　と、夏侯惇じゅんも、つづいて関内へ駸入し、その余の大将も、続々入城する。

　城内はまだ鼎かなえのわくがごとき混乱を呈していた。

「呂将軍が捕われた」と伝わったので、城兵の狼狽は無理もなかった。去就きょしゅうに迷って殲滅の憂き目に会う者や、いち早く、武器を捨て、投降する者や、右往左往一瞬はさながら地獄の底だった。

　中にも。

　高順、張遼の二将は、変を知るとすぐ、部隊をまとめて、西の門から脱出を試みたが、洪水の泥流深く、進退極まって、ことごとく生虜いけどられた。

　また。──南門にいた陳宮は、「南門を、死場所に」と、防戦に努めていたが、曹操麾下きかの勇将徐晃じょこうに出会って、彼もまた、捕虜の一人となってしまった。

　こうして、さしもの下邳城かひじょうも、日没と共に、まったく曹操の掌中に収められ、一夜明けると、城頭楼門の東西には、曹軍の旗が満々と、曙光しょこうの空にひるがえっていた。

　曹操は、主閣白門楼はくもんろうの楼台に立って、即日、軍政を布しき人民を安んじ、また、玄徳を請じて、傍らに座を与え、

「いざ。降人を見よう」

　と、軍事裁判の法廷をひらいた。

　まず第一に、呂布が引立てられて来た。呂布は身長みのたけ七尺ゆたかな偉大漢なので、団々と、巨大な鞠まりの如く縄をかけられたため、いかにも苦しげであった。

　白門楼下の石畳の上にひきすえられると、彼は、階上の曹操を見上げて、

「かくまで、辱めなくてもよかろう。曹操、おれの縄目を、もう少しゆるめるように、吏へ命じてくれ」と、いった。

　曹操は苦笑をたたえて、

「虎を縛るに、人情をかけてはおられまい。──しかし、口がきけないでも困る。武士ども、もうすこし手頸てくびの縄をゆるめてやれ」

　すると、主簿しゅぼの王必おうひつがあわてて、遮さえぎった。

「滅相めっそうもない。呂布の猛勇は尋常な者とはちがいます。滅多に憐愍れんびんをかけてはなりません」

　呂布は、はったと王必を睨ねめつけて、

「おのれ、要らざる差し出口を」

　と、牙きばをむいて咬みつきそうな顔をした。

　そしてまた、眼を階下に並居る諸将に向けた。そこには魏続や侯成や宋憲など、きのうまで自分を主君とあがめていた者が、曹操の下に甘んじて居並んでいる。──呂布は、眼をいからして、その人々の顔を睨めまわし、

「汝らは、どの面さげて、この呂布に会えた義理か。わが恩を忘れたか」

　侯成は、あざ笑って、

「その愚痴は、日頃、将軍が愛されていた秘院の女房や寵妾へおっしゃったらいいでしょう。われわれ武臣は、将軍から百杖の罰や苛酷な束縛は頂戴したおぼえはあるが、将軍の愛する婦女子ほどの恩遇もうけたためしはありません」と云い返した。

　呂布は、黙然と、うなだれてしまった。




三



　運命は皮肉を極む。時の経過に従って起るその皮肉な結果を、俳優自身も知らずに演じているのが、人生の舞台である。

　陳宮と曹操のあいだなども、その一例といえよう。そもそも、陳宮の今日の運命は、そのむかし、彼が中牟ちゅうぼうの県令として関門を守っていた時、捕えた曹操を救けたことから発足している。

　当時、曹操は、まだ白面の一志士であって、洛陽らくようの中央政府の一小吏に過ぎなかったが、董卓とうたくを暗殺しようとして果たさず、都を脱出して、天下に身の置き所もなかったお尋ね者の境遇だった。

　それが、今は。

　かつての董卓をもしのぐ位置に登って大将軍だいしょうぐん曹丞相そうじょうしょうと敬われ、階下にひかれてきた敗将の陳宮を、冷然と見くだしているのであった。

「…………」

　陳宮は、立ったまま、じっと曹操の面を、しばらく見つめていた。

（──もし、曹操を、そのむかし中牟の関門で助けなどしなかったら、今日の俺も、こんな運命にはなるまいに）と、その眼は、過去の悔みと恨みを、ありありと語っていた。

「坐らぬかっ」

　縄尻を持った武士に腰を蹴られて、陳宮は折れるが如く身を崩した。

　曹操は、階の上から、冷ややかに見て、

「陳宮か。ご辺とは実に久しぶりの対面だ。その後は、恙つつがないか」

「見た通りである。──恙なきや、との訊ねは、自己の優越感を満足させるために、此方を嘲弄ちょうろうすることばと受取れる。相変らず、冷酷な小人ではある。嗤わらうにたえぬことだ」

「小人とは、そちの如き者をいう。理智の小さな眼の孔あなからばかり人間を観るので、予の如き大きな人物を見損うのだ。──そのために、遂に、こういうことになったが何よりの実証ではないか」

「いや、たとい今日、かかる辱はじをうけても、心根の正しくない汝についているよりはましだった。奸雄かんゆう曹操ごとき者を見捨てたのは、自身、以て先見の明を誇るところで、寸毫すんごう、後悔などはしておらん」

「予を、不義の人物といいながら、しからばなぜ、呂布のような、暴逆の臣を扶たすけて、その禄を喰はんできたか。君は、すこぶる愛嬌のある口頭正義派の旗持ちとみえる。口先だけの正義家で衣食の道はべつだというまことにご都合のいい主義だ。いや笑止笑止」

「だまれ」

　陳宮は胸をそらして、

「いかにも呂布は暗愚で粗暴の大将にちがいない。しかし彼には汝よりも多分に善性がある。正直さがある。すくなくも、汝のごとく、酷薄こくはくで詐言いつわりが多く、自己の才謀に慢じて、遂には、上をも犯すような奸雄では絶対にない」

「ははは。理窟はどうにでもつく。だが、今日の事実をどう思うか。縄目にかけられた敗軍の将の感想を訊きたいものだが」

「勝敗は、時の運だ。ただ、そこに在る人が、それがしの言を用いなかったために、この憂き目を見たに過ぎない」と、傍にうつ向いたままである呂布のすがたを、顔で指して、

「さもなければ、やわか、汝ごときに敗れ去る陳宮ではない」と、傲然ごうぜん、云い放った。

　曹操は、苦笑して、

「時に、ご辺は今、自分の身をどうしようと思うか」と、訊ねた。

　陳宮は、さすがに、さっと顔いろに、感情をうごかして、

「ただ、死あるのみ。早く首を打ち給え」と、いった。

「なるほど、臣として忠ならず、子として孝ならず、死以外に、途みちはあるまい。しかしご辺には老母がある筈。──老母はいかにするつもりか」

　そういわれると、陳宮はにわかにうつ向いて、さんさんと落涙した。




四



　やがて、陳宮は、面をあげて、曹操の人情へ、訴うる如くいった。

「人の道として、幼少からわれも聴く。さだめし、足下も学びつらん。──天下ヲ治オサムル者ハ人ノ親ヲ殺サズ──と。老母の存亡は、ただ足下の胸にあること。いかようともなし給え」

「老母のほかに、ご辺には妻子もあろう。死後、妻子の行く末はいかに思うか」

「思うても、是非ないこと、何も思わぬ。──が、我聞く、天下ニ仁政ヲ施スモノハ人ノ祭祀マツリヲ絶タタズ──と」

「…………」

　曹操は、何とかして、陳宮を助けたいと思っていた。

　──というよりは、殺すに忍びなかったのである。

　留恋りゅうれんの私情と、裁く者の法人的な意思とが今、しきりと彼の心のうちで闘っていた。──陳宮はその顔いろを察して、

「無用な問いはもう止め給え。願わくは、速やかに軍法にてらして、陳宮に誅刀ちゅうとうを加えられよ。──これ以上、生くるは辱はじのみだ」

　云い捨てて、決然とそこから起ち上がった。そして、階下の一方にうずくまっている捕虜とりこの呂布へ、冷然と一眄べんを与えると、自身、白門楼の長い石段を降って、──下なる首の座に坐った。

　その後ろ姿に、

「ああ──」

　と、曹操は、階上の廊に立ち上がって、しきりと涙をながしていた。諸人もみな伸び上がって、白門楼下の刑場を見まもった。

　陳宮は、死の莚むしろにすわって、黙然と首をのべていたが、ふと、薄曇りの空を啼き渡る二、三羽の鴻こうの影に面をあげて、静かに、刑吏の戟を振り向き、

「もう、よろしいか」と、あべこべに促した。

　一閃の刑刀は下った。

　頸骨けいこつが戛かっと鳴って、噴血の下、首は四尺も飛んだ。

　曹操は、さっと酒の醒めたように、

「次は、呂布の番だ。呂布を成敗しろ！」と命を下した。すると呂布は急に、大声でわめきだした。

「丞相、曹丞相。もう閣下の患とする呂布はかくの如く、降伏して、除かれているではないか。この上は、われを助けて、騎将とし、天下の事に用いれば、四方を定める力ともなろうに。──ああ、なんで無用に、殺そうとするか。助け給え。呂布はすでに、心から服している」

　曹操は、横を向いて、

「劉備りゅうびどの。彼の哀訴を、聞き届けてやったものだろうか、それとも、断罪にしたものだろうか」

　と、小声で訊いた。

　玄徳は、是とも非ともいわなかった。ただこう答えた。

「さあ。その儀は、如何したものでしょうか。ここ今日、思い起されるのは、彼がむかし、養父の丁原ていげんを殺害して、董卓とうたくに降って行きながら、またその董卓を裏切って、洛陽にあの大乱をかもしたことなどですが……」

　呂布は、小耳にはさむと、土気色に顔を変じて、

「だまれっ。兎耳児うさぎみみの悪人め。いつか俺が、轅門えんもんの戟を射て助けた恩を忘れたかっ」

　と、睨みつけた。

「刑吏ども。早その首を縊しめてしまえ」

　曹操の一令に、執行の役人たちは、縄を持って、呂布のそばへ寄った。呂布は暴れて、容易に彼らの手にかからなかったが、遂に、遮二無二抑えつけられたまま、その場で縊殺いさつされてしまった。

　張遼ちょうりょうにも、当然、斬られる番が迫ってきたが、玄徳は、突如立って、

「張遼は、下邳城中かひじょうちゅう、ただ一人の心正しき者です。願わくは、ゆるしたまえ」

　と曹操を拝した。

　曹操は、玄徳の乞いをいれて、彼を助命したが、張遼は辱じて、自ら剣を奪とって死のうとした。

「大丈夫たる者が、こんな穢けがらわしい場所で、犬死する奴があるか」

　と、彼の剣を奪って止めたのは、かねて彼を知る関羽だった。

　曹操は、平定の事終ると、陳宮の老母と妻子を探し求め、師いくさを収めて、許都きょとへ還った。
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　都へ還る大軍が、下邳かひ城を立ち出で、徐州へかえると、沿道の民は、ちまたに溢れて、曹操以下の将士へ、歓呼を送った。

　その中から、一群れの老民が道に拝跪はいきしながら進みでて、曹操の馬前に懇願こんがんした。

「どうか、劉玄徳様を、太守として、この地におとどめ願います。呂布の悪政をのがれて、平和に耕田の業や商工の営みができますことは、無上のよろこびでございますが、玄徳様がこの国を去るのではないかと、みなあのように悲しんでおりまするで」

　曹操は、馬上から答えた。

「案じるな。劉使りゅうし君は、莫大な功労があるので、予と共に都へ上って、天子へ拝謁はいえつし、やがてまた、徐州へ帰って来るであろう」

　そう聞くと、沿道の民は、諸声もろごえあげて、どっと歓び合った。

　ふかく民心の中に根をもっている玄徳の信望に、曹操はふと妬ねたみに似たものを覚えながら、面には莞爾かんじと笑みをたたえながら、

「劉使君。このような領民は、子のように可愛いだろうな。天子に拝をすまされたら、早く帰って、もとの如く徐州を平和に治めたまえ」と、振向いていった。

　──日を経て。

　三軍は許都に凱旋した。

　曹操は、例によって、功ある武士に恩賞をわかち、都民には三日の祝祭を行わせた。朝門街角がいかくともその数日は、挙げてよろこびの声に賑わった。

　玄徳の旅舎は丞相府じょうしょうふのひだりに定められた。特に一館を彼のために与えて、曹操は礼遇の意を示した。

　のみならず、翌日、朝服に改めて参内するにも、玄徳を誘って、ひとつ車に乗って出かけた。

　市民は軒ごとに、香を焚たいて道を浄め、ふたりの車を拝跪した。

　そして、ひそかに、

「これはまた、異例なことだ」と、眼をみはった。

　禁中へ伺候すると、帝は、階下遠く地に拝伏している玄徳に対し、特に昇殿をゆるされて、何かと、勅問のあって後、さらに、こう訊ねられた。

「其方の先祖は、そも、何地いずちの如何なるものであるか」

「……はい」

　玄徳は、感泣のあまり、しばしは胸がつまって、うつ向いていた。──故郷楼桑村ろうそうそんの茅屋あばらやに、蓆むしろを織って、老母と共に、貧しい日をしのいでいた一家の姿が、ふと熱い瞼まぶたのうちに憶い出されたのであろう。

　帝は、彼の涙をながめて、怪しまれながら、ふたたび下問された。

「先祖のことを問うに、何故そちは涙ぐむのか」

「──さればにござります」

　玄徳は襟を正し、謹んでそれに答えた。

「いま、御勅問に接し、おぼえず感傷のこころをうごかしました。──という仔細は、臣が祖先は中山靖王ちゅうざんせいおうの後胤こういん、景帝の玄孫げんそんにあたり、劉雄りゅうゆうが孫、劉弘りゅうこうの子こそ、不肖玄徳でありまする。中興の祖劉貞りゅうていは、ひとたびは、涿県たくけんの陸城亭侯りくじょうていこうに封ぜられましたが、家運つたなく、以後流落して、臣の代にいたりましては、さらに、祖先の名を辱めるのみであります。……それ故、身のふがいなさと、勅問のかたじけなさに思わず落涙を催した次第でありまする。みぐるしき態をおゆるし下しおかれますように」

　帝は、驚きの眼まなこをみはって、

「では、わが漢室の一族ではないか」

　と、急に朝廷の系譜けいふを取りよせられ、宗正そうせい卿をして、それを読み上げさせた。

漢カンノ景帝ケイテイ、十四子ヲ生ム。乃スナワチ中山靖王セイオウ劉勝リュウショウ。──勝。陸城亭侯リクジョウテイコウ劉貞リュウテイヲ生ム。貞テイ。沛侯ハイコウ劉昂リュウコウヲ生ム。昂コウ。漳侯ショウコウ劉禄リュウロクヲ生ム。禄ロク。沂水侯ギスイコウ劉恋リュウレンヲ生ム。恋レン。欽陽侯キンヨウコウ劉英リュウエイヲ生ム。英……。


　朗々と、わが代々の先祖の名が耳をうってくる。

　──その末裔すえの末裔に、今、我なるものが、ここにあるのかと思うと、玄徳は体じゅうの血が自分のものでないように熱くなった。




二



　漢家代々の系譜に照らしてみると、玄徳が、景帝の第七子の裔であることは明らかになった。

　つまり景帝の第七子中山靖王ちゅうざんせいおうの裔えいは、地方官として朝廷を出、以後数代は地方の豪族として栄えていたが、諸国の治乱興亡のあいだに、いつか家門を失い、土民に流落して、劉玄徳りゅうげんとくの両親の代には、とうとう沓売りや蓆織りを生業なりわいとしてからくも露命をつなぐまでに落ちぶれ果てていたのであった。

「世譜せいふに依れば、正しく、朕の皇叔こうしゅくにあたることになる。──知らなかった。実に今日まで、夢にも知らなかった。朕に、玄徳のごとき皇叔があろうとは」

　と、帝のおよろこびは一通りでない。御涙さえ流して、邂逅かいこうの情を繰返された。

　改めて、叔甥おじおいの名乗りをなし、帝は慇懃礼いんぎんれいをとって、玄徳を便殿べんでんへ請しょうじられた。そして曹操もまじえて酒宴を賜わった。

　帝はいつになく杯を重ねられ、龍顔は華やかに染められた。こういう御気色はめずらしいことと侍側の人々も思った。──知らず、玄徳を見て、帝のお胸に、どんな灯が点ともったであろうか。

　ここ許昌きょしょうの都に、朝廷を定められて以来、本来ならば、王道の隆昌と漢家の復古を、万民と共に、祝福して、帝の御気色をうるわしくしなければならないのに、侍従の人々が見るところでは、さはなくて、帝にはむしろ怏々おうおうと何か常に楽しまぬご容子に察しられた。一日とて、憂暗ゆうあんなお眸ひとみの清々と晴れていたことはない。

「それなのに、今日ばかりは、何という明るいご微笑だろう？」

　と侍従たちにも怪しまれるほど、その日の宴は、帝にも心からご愉快そうであった。

　帝の特旨に依って、玄徳は、左将軍さしょうぐん宜城亭侯ぎじょうていこうに封ぜられた。

　また、それ以来、朝野の人々も、玄徳をよぶのに「劉皇叔りゅうこうしゅく」と敬称した。

　──が、ここに、当然、彼の擡頭たいとうをあまりよろこばない一部の気運も醸かもされてきた。

　それは、丞相府じょうしょうふにあって、軍力政権ふたつながら把握している曹操が股肱ここう──荀彧じゅんいくなどの諸大将だった。

「承れば、天子には、玄徳を尊んで、叔父となされ、ご信任も並ならぬものがあるとか。……将来、丞相の大害となるを、ひそかにみな憂えていますが」

　と、或る時、荀彧じゅんいくや劉曄りゅうようが、そっと曹操に関心をうながすと、曹操は打ち笑って、

「予と玄徳とは、兄弟もただならぬ間柄だ。なんで、予の害になろう」と、取合わなかった。

「いや、丞相のお心としてはそうでしょうが、つらつら玄徳の人物を観るに、まことに、彼は一世の英雄にちがいありません。いつまで、丞相の下風かふうについているか知れたものではない。親しき仲にも、特に、用心がなくてはかないますまい」

　劉曄りゅうようも切に注意した。

　曹操は、なお、度量の大を示すように、笑い消して、

「好よきもまた、交わること三十年。悪あしきもまた、交わること三十年。好友悪友も、根元は、わが心の持ちかたにあろう」と、意にかける風もなかった。

　そして彼と玄徳との交わりは、日をおうほど親密の度を加え、朝に出るにも車を共にし、宴楽するにも、常に席を一つにしていた。
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　一日。

　相府の一閣に、程昱ていいくが来て、曹操とふたりきりで、密談していた。

　程昱は、野心勃々ぼつぼつたる彼が腹心のひとりである。しきりに天下の事を論じたあげく、

「丞相。もはや今日は、なすべきことをなす時ではありませんか。何故、猶予ゆうよしおられるのですか」

　と、なじった。

　曹操は、そら嘯うそぶいて、

「なすこととは？」と、わざと反問した。

「覇道はどうの改革を決行することです。──王道の政治まつりすたれてもはや久しく、天下はみだれ民心は飽いています。覇道独裁の強権がしかれることを世間は待望していると思います」

　程昱のいう裏には、明らかに朝廷無視の叛意がふくまれている。──が、曹操は、それを否定もせず、たしなめもしなかった。

「まだ、早い」

　といっただけである。

　程昱がかさねて、

「しかし、今、呂布も亡んで、天下は震動しています。雄略胆才ゆうりゃくたんさいもみな去就に迷い、紛乱昏迷ふんらんこんめいの実情です。この際、丞相が断乎だんことして、覇道を行えば……」

　と、なお云いかけると、曹操は細い鳳眼ほうがんをかっとひらいて、

「めったなことを口外するな、朝廷にはまだまだ股肱ここうの旧臣も多い。機も熟さぬうち事を行えば自ら害を招くような結果を見よう」と、声を以て、彼の声を抑えつけた。

　けれど曹操の胸に、すでにこの時、人臣の野望以上のものが、芽を萌きざしていたことは争えぬ事実だった。──彼は、程昱に口をつぐませて、自分もしばらく沈思していたが、やがて血色の醒さめた面をあげ、常の如き細い眸に熒々けいけいたる光をひそめながら独りつぶやいた。

「そうだ。ここ久しく戦に忙しく、狩猟に出たこともない。天子を許田きょでんの猟かりに請じて、ひとつ諸人の向背こうはいを試してみよう」

　急に、彼は思い立った。──即ち犬や鷹の用意をして、兵を城外に調え、自身宮中に入って、帝へ奏上した。

「許田へ行幸みゆきあって、親しく臣らと共に狩猟をなされては如何ですか。清澄な好日つづきで、野外の大気もひとしおですが」

　帝は、お顔を振って、

「猟かりへ出よとか。田猟は聖人の楽しみとせぬところ。朕も、それ故に、猟は好まぬ」

「いや、聖人は猟をしないかもしれませんが、いにしえの帝王は、春は肥馬強兵ひばきょうへいを閲み、夏は耕苗こうびょうを巡視し、秋は湖船をうかべ、冬は狩猟し、四時郊外に出て、民土の風に親しみ、かつは武威を宮外に示したものです。おそれながら、常々、深宮にのみ御座ぎょざあっては、陛下のご健康もいかがかと、臣らもひそかに案じられてなりません。──かたがた、天下はなはだ多事の折でもあり、陛下のみならず公卿たちも、稀まれには、大気に触れ、心身を鍛え、宏濶こうかつな気を養うことが刻下の急務かと考えられますが」

　帝は、拒むお言葉を知らなかった。曹操の実力と強い性格とは、形や言葉でなく、何とはなしに帝を威圧していた。

「……では、いつか行こう」

　お気のすすまない容子ようすながら、帝は、行幸を約束された。何ぞ知らん、すでに兵車の用意は先にできていたのである。帝は、曹操の我意に、人知れず、眉をふるわせられたが、ぜひなく、

「さらば、劉皇叔りゅうこうしゅくも、供して参れ」

　と、にわかに詔みことのりして、御手みてに彫弓ちょうきゅう、金鈚箭きんひせんをたずさえ、逍遥馬しょうようばに召されて宮門を出られた。

　今朝方から、曹操の兵が城外におびただしく、禁門の出入りも何となく常と違うので、早くから衛府に詰めていた玄徳は、それと見るや、自身、逍遥馬の口輪をとって、帝のお供に従った。

　関羽、張飛、その余の面々も、弓をたばさみ、戟ほこを擁し、玄徳と共に、扈従こじゅうの列に加わった。
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　御猟みかりの供は十万余騎と称となえられた。騎馬歩卒などの大列は、蜿蜒えんえん、宮門から洛内をつらぬき、群星地を流れ、彩雲さいうん陽ひをめぐって、街々には貴賤老幼が、蒸むされるばかりに蝟集いしゅうしていた。

「あれが、劉皇叔りゅうこうしゅくよ」

　などと、警蹕けいひつのあいだにも、ささやく声が流れる。

　この日。

　曹操は、「爪黄飛電そうこうひでん」と名づける名馬にまたがって、狩装束かりしょうぞくも華やかに、ひたと天子のお側に寄り添っていた。

　その曹操が前後には、彼の股肱ここうとする大将旗下がおのおの武器をたずさえ、豪歩簇擁ごうほぞくよう、尺地もあまさぬばかり続いて行くので、朝廷の公卿百官は、帝の側近くに従うこともできなかった。はるか後ろのほうから甚だ手持ち不沙汰な顔を揃えて歩いていた。

　かくて御料の猟場かりばに着くと、許田きょでん二百余里（支那里）のあいだを、十万の勢子せこでかこみ、天子は、彫弓ちょうきゅう金鈚箭きんひせんを御手に、駒を野に立てられ、玄徳をかえりみて宣のたもうた。

「皇叔よ。今日の猟かりを、朕ちんのなぐさみと思うな。朕は、皇叔が楽しんでくれれば共にうれしかろう」

　玄徳は、恐懼きょうくして、

「おそれ多いことを」

　と、馬上ながら、鞍の前輪に顔のつくばかり、拝伏した。

　ところへ、勢子の喊声かんせいにおわれて、一匹の兎が、草の波を跳び越えてきた。

　帝は、眼ばやく、

「獲物ぞ。あれ射てとれ」

　と、早口にいわれた。

「はっ」

　と、玄徳は馬をとばして、逃げる兎と、併行しながら、弓に矢をつがえてぴゅっんと放した。

　白兎は、矢を負って、草の根にころがった。帝は、その日、朝門を出御ある折から、始終、ふさぎがちであった御眉を、初めてひらいて、

「見事」

　と、玄徳の手ぎわを賞し、

「彼方の丘を巡ろうか。皇叔、朕がそばを離れないでくれよ」

　と堤のほうへ、先に駒をすすめて行かれた。

　すると、一叢ひとむらの荊棘けいきょくの中から、不意にまた、一頭の鹿が躍りだした。帝は手の彫弓ちょうきゅうに金鈚箭きんひせんをつがえて、はッしと射られたが、矢は鹿の角をかすめて外それた。

「あな惜しや」

　二度、三度まで、矢をつづけられたが、あたらなかった。

　鹿は、堤から下へ逃げて行ったが、勢子の声におどろいて、また跳ね上がってきた。

「曹操、曹操っ。それ射止めてよ」

　帝が急せきこんで叫ばれると、曹操はつと馳け寄って、帝の御手から弓矢を取り、それをつがえながら爪黄馬そうこうばを走らすかと見る間に、ぶんと弦鳴つるなりさせて射放った。

　金鈚箭きんひせんは飛んで鹿の背に深く刺さり、鹿は箭やを負ったまま百間ばかり奔はしって倒れた。

　公卿百官を始め、下、将校歩卒にいたるまで、金鈚箭の立った獲物を見て、いずれも、帝の射給うたものとばかり思いこんで、異口同音に万歳を唱えた。

　万歳万歳の声は、山野を圧して、しばし鳴りも止まないでいると、そこへ曹操が馬を飛ばしてきて、

「射たるは、我なり！」

　と、帝の御前に立ちふさがった。

　そして彫弓ちょうきゅう金鈚箭きんひせんを諸手にさしあげ、群臣の万歳を、あたかも自身に受けるような態度を取った。

　はっと、諸人みな色を失い興をさましてしまったが、特に、玄徳のうしろにいた関羽の如きは、眼を張り、眉をあげて、曹操のほうをくわっとにらめつけていた。
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　その時、関羽は、

「人もなげな曹操の振舞い。帝をないがしろにするにも程がある！」

　と、口にこそ発しなかったが、怒りは心頭に燃えて、胸中の激血はやみようもなかったのである。

　無意識に、彼の手は、剣へかかっていた。玄徳ははっとしたように、身を移して、関羽の前に立ちふさがった。そして手をうしろに動かし、眼をもって、関羽の怒りをなだめた。

　ふと、曹操の眸が、玄徳のほうへうごいた。玄徳は咄嗟に、ニコと笑みをふくんでその眼に応えながら、

「いや、お見事でした。丞相の神射しんしゃには、おそらく及ぶ者はありますまい」

「はははは」

　曹操は高く打笑って、

「お褒めにあずかって面はゆい。予は武人だが、弓矢の技などは元来得手としないところだ。予の長技は、むしろ三軍を手足の如くうごかし、治にあっては億民を生に安からしめるにある。──さるを奔はしる鹿をもただ一矢で斃たおしたのは、これ、天子の洪福こうふくというべきか」

　と、功を天子の威徳いとくに帰しながら、暗に自己の大なることを自分の口から演舌した。

　それのみか、曹操は、忘れたように、帝の彫弓ちょうきゅう金鈚箭きんひせんを手挟たばさんだまま、天子に返し奉ろうともしなかった。

　猟が終ると、野外に火を焚たき、その日、獲たところの鳥獣の肉を焙あぶって、臣下一統に酒を賜わったが、何となく公卿百官のあいだには、白けた空気がただよって、そこに一抹の暗影を感じないわけにはゆかなかった。

　やがて、帝には還御となる。

　玄徳も洛中に帰った。その後、彼は一夜ひそかに、関羽を呼んで、

「いつぞやの御猟みかりの節、何故、曹操に対して、あのような眼まなざしを向けたか。誰も気づかぬ様子であったからよいが、近頃、其方にも似合わぬ矯激きょうげきな沙汰ではないか」

　と、戒めた。

　関羽は、頭を垂れて、神妙に叱りをうけていたが、静かに面をあげて、

「ではわが君には、曹操のあの折の態度に、何の感じもお抱きになりませんでしたか」

「そんなこともないが」

「私はむしろ、わが君が、何で私を制止されたか、お心を疑うほどです。この許昌きょしょうの都に親しく留まって以来、眼にふれ耳に聞えるものは、ことごとく曹操の暴戻ぼうれいなる武権の誇示こじでないものはありません。彼は決して、王道をまもる武臣の長者とはいえぬ者です。覇気横溢はきおういつのまま覇道はどうを行おうとする奸雄かんゆうです。その野心をはや露骨にして、公卿百官を始め、十万の将士を前に、上かみを冒おかし奉り、上を立ちふさいで、自身が臣下の万歳をうけるなどという思い上がった態を見ては、余人よじんは知らず、関羽は黙止しておられません。……たとえ如何ようなお咎めをうけるとも、関羽には忍び難がとうて、この身がふるえます」

「もっともなことだ……」

　玄徳は、うなずいた。幾たびも同感のうなずきを見せた。

「──だが関羽。ここは深慮すべき秋ときではないか。鼠を殺すのに、手近な器物を投げつけるとする。鼠の価値と、器物の価値とを、考え合わす必要があろう。われら、義兄弟の生命は、そんな安価なものではない筈だ。もしあの折、かりにそちが目的を仕遂げたところで、彼には十万の兵と無数の大将がひかえている。われらも共に許田の土と化さねばなるまい。そしてまたまた大乱のうちから、次の曹操が現われたら何にもならないことになるではないか。──張飛なら知らぬこと、其方までがそんな短慮では困る。夢、ことばの端にも、そんな激色を現わしてはならぬ」

　諄々じゅんじゅんと説かれて、関羽はかえすことばもなかった。

　しかし彼は、独り星夜の外に出ると、長嗟ちょうさして、天へ語った。

「今日、あの奸雄を刺さなければ、やがて明日あすの禍いとなるは必定だ。誓っていう！ 天下の乱兆は、さらに、曹操が生きてゆくほど大になろう！」




秘勅ひちょくを縫う
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　禁苑きんえんの禽とりは啼いても、帝はお笑いにならない。

　簾前れんぜんに花は咲いても、帝のお唇くちは憂いをとじて語ろうともせぬ。

　きょうも終日ひねもす、帝は、禁中のご座所に、物思わしく暮しておわした。

　三名の侍女が夕べの燭しょくを点じて去る。

　なお、御眉の陰のみは暗い。

　伏皇后ふくこうごうは、そっと問われた。

「陛下。何をそのようにご宸念しんねんを傷めておいで遊ばしますか」

「朕ちんの行く末は案じぬが、世の末を思うと、夜も安からず思う。……哀かなしい哉、朕はそも、いかなれば、不徳に生れついたのであろう」

　はらはらと、落涙されて、

「──朕が位に即ついてから一日の平和もなく、逆臣のあとに逆臣が出て、董卓とうたくの大乱、李傕りかく、郭汜かくしの変と打ちつづき、ようやく都をさだめたと思えば、またも曹操が専横せんおうに遭い、事ごとに、廟威びょういの失墜を見ようとは……」

　共にすすり哭なく伏皇后の白い御頸おんうなじに、燭は暗くまたたいた。

「政治まつりは朝廟ちょうびょうで議するも、令は相府に左右される。公卿百官はおるも、心は曹操の一顰びん一笑しょうのみ怖れて、また、宮門の直臣たる襟度きんどを持しておる者もない。──朕においてすら、身は殿上にあるも、針の氈むしろに坐しているここちがする。──ああ、いつの日、この虐しいたげと辱はじとからのがれることができるであろう。漢室四百余年の末、今ははや一人の忠臣もないものか。──朕が身を歎くのではないぞ。朕は、末世まっせをかなしむのである」

　すると。

　御簾ぎょれんの彼方に誰やら沓くつの音がした。帝も皇后もはっとお口をとじた。──が、幸いに案じた人ではなかった。伏皇后の父の伏完ふくかんであった。

「陛下、お嘆きは、ご無用でございます。ここに伏完もおりまする」

「皇父。……御身は、朕が腹中のことを知って、そういわるるのか」

「許田きょでんに鹿を射る事──誰か朝廷の臣として、切歯せっししない者がありましょう。曹操が逆意は、すでに、歴々といえまする。あの日、彼があえて、主上を僭おかし奉って、諸人の万歳をうけたのも、自己の勢威を衆に問い、自己の信望を試みてみた奸策にまぎれなしと、わたくしは見ておりました」

「皇父。ひそかに申せ。禁中もことごとく曹操の耳目と思ってよいほどであるぞ」

「お案じ遊ばしますな。こよいは侍従宿直とのいも遠ざけて、わずか忠良な者だけが遠くおるに過ぎませんから」

「では、そちの意中をまずきこう」

「臣の身がもし陛下の親しい国戚こくせきでなかったら、いかに胸にあることでも、決して口外はいたしません」と伏完はここに初めて、曹操そうそう調伏ちょうぶくの意中を帝に打明け、帝もまた、お心をうごかした。

「──が、いかにせん、臣はもはや年も衰え、威名もありません。今、曹操を除くほどな者といえば、車騎将軍の董承とうじょうしかないと思います。董承をお召しあって、親しく密詔を降し給わば必ず御命を奉じましょう」

　事は、重大である。秘中の秘を要する。

　──が、深く思いこまれた帝は自ら御指をくいやぶって、白絖しろぎぬの玉帯ぎょくたいへ、血しおを以て詔詞みことのりを書かれ、伏皇后にお命じあって、それに紫錦しきんの裏をかさね、針の目もこまかに玉帯の芯しんに縫いこんでしまわれた。
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　次の日、帝は、ひそかに勅し給うて、国舅こっきゅうの董承とうじょうを召された。

　董承は、長安このかた、終始かたわらに仕えてあの大乱から流離のあいだも、よく朝廷を護り支えてきた御林ぎょりんの元老である。

「何ごとのお召しにや？」と、彼は急いで参内した。

　帝は、彼に仰せられた。

「国舅。いつも体は健やかにあるか」

「聖恩に浴して、かくの如く、何事もなく老いを養っております」

「それは何よりもめでたい。実は昨夜、伏皇后と共に、長安を落ちて、李傕、郭汜などに追われた当時の苦しみを語りあい、そちの功労をも思い出して涙したが、考えてみると、今日まで、御身にはさしたる恩賞も酬わで過ぎた。──国舅、この後とも、朕が左右を離れてくれるなよ」

「もったいない御意を……」

　董承とうじょうは、恐懼きょうくして、身のおくところも知らなかった。

　帝はやがて董承を伴って、殿廊を渡られ、御苑を逍遥して、なお、洛陽から長安、この許昌きょしょうと、三度も都を遷うつしたあいだの艱難を何かと語られて、

「思うに、いくたびか、存亡の淵を経ながらも、今日なお、国家の宗廟そうびょうが保たれていることは、ひとえに、御身のような忠節な臣のあるおかげだ」

　と、しみじみいわれた。

　玉歩は、さらに、彼を伴ったまま大廟の石段を上がられて行った。帝は、大廟に入ると、直ちに、功臣閣にのぼり、自ら香を焚たいて、その前に三礼された。

　ここは漢家歴代の祖宗を祠まつってある霊廟である。左右の壁間には、漢の高祖から二十四代にわたる世々の皇帝の肖像が画かれてあった。

　帝は、董承にむかって、

「国舅──。朕ちんが先祖は、いずこから身をおこして、この基業を建て給うたか。朕が学問のために、由来をのべられい」と、襟を正して下問された。

　董承は、おどろき顔に、

「陛下。臣に、いささか、おたわむれ遊ばすか」と、身をすくめた。

　帝は、ひとしお厳粛げんしゅくに、

「聖祖の御事。かりそめにも、たわむれようぞ。すみやかに説け」

　董承はやむなく、

「高祖皇帝におかれましては、泗上しじょうの亭長に身を起したまい、三尺の剣をさげて、白蛇を㟐蕩山ぼうとうざんに斬り、義兵をあげて、乱世に縦横し、三年にして秦しんをほろぼし、五年にして楚そを平げ、大漢四百年の治をひらいて、万世の基本もといをお建て遊ばされたことは、──臣が改めて申しあげるまでもなく、児童走卒といえどもわきまえぬはございません」

　と、述べた。

　帝は、自責して、さんさんと御涙をたれられた。

「……陛下。何をそのようにお嘆きあそばすか」

　董承が、畏おそる畏る伺うと、帝は嘆息していわれた。

「今、御身の説かれたような先祖をもちながら、子孫には、朕のごとき懦弱だじゃくなものが生れたかと思うて、朕は朕の身をかなしむのである。……国舅、さらに説いて、朕に訓おしえよ。してまた、その高祖皇帝の画像の両側に立っている者は、どういう人物であるか」

　何か深い叡慮えいりょのあることとは、董承にもはや察しられたが、帝のあまりにもきびしい御眼おんまなざしに身もこわばって、彼はにわかに唇もうごかなかった。
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　壁の画像をさして、帝は、重ねて董承の説明を求められた。──高祖皇帝の両側に侍じせるはそも如何なる人か、と。

　董承は謹んで答えた。

「上は張良ちょうりょう。下は蕭何しょうかであります」

「うム。して張良、蕭何のふたりは、どういう功に依って、高祖のかたわらに立つか」

「張良は、籌はかりごとを帷幄いあくの中にめぐらして、勝ちを千里の外に決し、蕭何は国家の法をたてて、百姓をなずけ、治安を重くし、よく境防を守り固めました。高祖もつねにその徳を称せられ、高祖のおわすところ必ず二者侍立しておりましたとか。──ゆえに後代ふたりを以て建業の二功臣とあがめ、高祖皇帝を画けば、必ずその左右に、張良、蕭何の二忠臣を書くこととなったものでありましょう」

「なるほど、二臣のような者こそ、真に、社稷しゃしょくの臣というのであろうな」

「……はっ」

　董承は、ひれ伏していたが、頭上に帝の嘆息を聞いて、何か、責められているような心地に打たれていた。

　帝は、突然、身をかがめて董承の手をおとりになった。はっと、董承が、恐懼きょうくして、うろたえを感じていると、低いお声に熱をこめて、

「国舅こっきゅう。御身も今からはつねに、朕がかたわらに立って、張良、蕭何の如く勤めてくれよ」

「畏れ多い御意を」

「否とか」

「滅相めっそうもない。ただ、臣の駑才どさい、何の功もなく、いたずらに侍側の栄を汚すのみに終らんことをおそれまする」

「いやいや、往年長安の大乱に、朕が逆境に浮沈していた頃から卿のつくしてくれた大功は片時も忘れてはいない。何を以て、その功にむくいてよいか」

　帝は、そう宣のたまいながら、みずから上の御衣を脱いで、玉帯をそれに添え、御手ずから董承に下賜かしされた。

　董承は、あまりの冥加みょうがに、ややしばし感泣していた。そして拝受した御衣玉帯の二品をたずさえ、間もなく宮中から退出した。

　すると、早くも。

　この日、帝と董承の行動は、もう曹操の耳に知れていた。誰か密報した者があったにちがいない。曹操は聞くと、

「さては？　……」と、針のような細い目を熒々けいけいと一方に向けて、猜疑さいぎの唇を噛んでいた。

　思いあたる何ものかがあったとみえる。曹操はにわかに車や供揃えを命じ、あわただしく宮門へ向って参内して来た。

　禁衛の門へかかると、

「帝には、今日、どこの台閣においで遊ばすか」

　と、家臣をして、衛府の吏りに問わせた。

「ただ今、大廟たいびょうに詣でられて、功臣閣へおのぼりになっておられます」

　と、聞くと、曹操は、さてこそといわぬばかりな面持で、宮門の外に車を捨て、足の運びも忙しげに、禁中へ進んで行った。

　──と。折も折。

　南苑の中門まで来ると、ちょうど今、彼方から退出して来る董承とばったり出会ってしまった。

　董承は、曹操のすがたを見かけると、ぎょッと顔色を変えた。抱えていた恩賜おんしの御衣と玉帯を、あわてて、袂たもとでおおいかくしながら、苑門えんもんのかたわらに身を避けていた。




四



　董承は体のふるえが止まらなかった。生きたそらもなくたたずんでいた。

「おう、国舅こっきゅう。はやご退出か？」

　曹操は、声をかけながら、歩み寄ってきた。

　ぜひなく董承も、

「これは丞相でしたか。いつもご機嫌よく、何よりに存じます」

　さりげなく会釈を返すと、曹操は、口辺に微苦笑をたたえながら、

「──時に、国舅には、今日、何事のご出朝であるか？」

　と、いぶかるような眼を露骨に向けて訊ねた。

「はっ、実は……」

　と、董承は答えもしどろもどろに、

「天子のお召しに応じて、何事かと、参内いたしましたところ、思いがけなく、錦の御衣と玉帯とを賜わり、天恩のかたじけなさに、実は、気もそぞろに、私第していへ退がって参ったところです」

「ほう。……天子より御衣玉帯を賜われたとか。それは近頃、ご名誉なことである。しかし、何の功があって、さような栄に浴されたかな」

「往年、長安からご遷都せんとのみぎり、不肖、身をもって賊徒を防ぎ奉った功労を、時に思し召されて」

「何。あの時の恩賞を今頃？ ……。さりとは遅いお沙汰ではあるが、陛下の御衣玉帯を親しく賜わるなどは、例外な特旨。何してもご名誉この上もないことだ」

「徳うすく功も乏しき微臣に、まったく冥加みょうがに余ることと感泣しております」

「さもあろう。曹操なども、少しあなたにあやかりたいものだ。その御衣と玉帯を、ちょっと、予に見せて給わらぬか」

　曹操は手を出して迫った。そして董承の顔色を読むようにじっと見るのであった。董承は、踵かかとの下から全身に慄ふるえの走るのをどうしようもなかった。

　──今日、功臣閣での帝の御気色といい、その折の意味ありげなおことばといい、董承は、ただごとではないと恐察きょうさつしていた。もしや賜わった御衣玉帯のうちに、密詔でも秘め置かれてあるのではないか？ ──と、何となく、危ぶみおそれていたので、曹操のするどい眼に迫られると、とたんに彼は背に冷や汗をながしたのである。

「見せ給え」

　曹操にせがまれて、彼は、ぜひなく御衣玉帯をその手に捧げた。

　曹操は無造作に、御衣をぱらりとひろげて、陽にかざした。そして自分の体に重ね著して玉帯を掛け、左右の臣をかえりみて、

「どうだ、似合うか」と、たずねた。

　誰も笑えなかった。

「似合うだろう。これはいい」

　曹操は独り笑い興じながら、

「国舅、これは予に所望させ給え。何か代りの礼はするゆえ、曹操に譲ってくれい」

「とんでもないことです。ほかならぬ恩賜おんしの品。差上げるわけにはゆきません」

　董承が容かたちを改めていうと、

「しからば、何かこのうちに、帝と国舅のあいだに謀略が秘めてあるのではないか」

「そうお疑いになればぜひもありません。御衣も玉帯も、献じましょう」

「いや冗談だよ」

　曹操は急に打消して、

「なんでみだりにひとの恩賜を、予が横奪りしよう。戯れてみたに過ぎん」

　と、二品を返して、宮殿の方へ足早に立去ってしまった。




油情燈心ゆじょうとうしん
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「ああ危なかった」

　虎口をのがれたような心地を抱えて、董承とうじょうはわが邸へいそいだ。

　帰るとすぐ、彼は一室に閉じこもって、御衣と玉帯をあらためてみた。

「はてな。何物もないが？」

　なお、御衣を振い、玉帯の裏表を調べてみた。しかし一葉の紙片だに現れなかった。

「……自分の思い過しか」

　畳み直して、恩賜の二品を、卓の上においたが、何となく、その夜は、眠れなかった。

　二品を賜わる時、帝は意味ありげに、御眼をもって、何事か、暗示された気がする。──その時の帝のお顔が瞼まぶたから消えやらぬのであった。

　それから四、五日後のことである。董承とうじょうはその夜も卓に向って物思わしく頬杖ついていた。──と、いつのまにか、疲れが出て、うとうとと居眠っていた。

　折ふし、かたわらの燈火が、ぽっと仄暗ほのぐらくなった。洩れくる風にまたたいて丁子頭ちょうじがしらがポトリと落ちた。

「…………」

　董承はなお居眠っていたが、そのうちに、ぷーんと焦げくさい匂いが鼻をついた。愕いて眼をさまし、ふと、見まわすと、燈心の丁子が、そこに重ねてあった玉帯のうえに落ちて、いぶりかけていたのであった。

「あ……」

　彼の手は、あわててもみ消したが、龍の丸の紫金襴しきんらんに、拇おや指の頭ぐらいな焦げの穴がもうあいていた。

「畏れ多いことをした」

　穴は小さいが、大きな罪でも犯したように、董承は、すっかり睡気ねむけもさめて、凝視していたが、──見る見るうちに、彼のひとみはその焦穴こげあなへさらにふたたび火をこぼしそうな耀きを帯びてきた。

　玉帯の中の白絖しろぎぬの芯が微かにうかがえたのである。それだけならよいが、白絖には、血らしいものがにじんでいる。

　そう気がついて、つぶさに見直すと、そこ一尺ほどは縫い目の糸も新しい。──さては、と董承の胸は大きく波うった。

　彼は小刀を取出して、玉帯の縫い目を切りひらいた。果たして、白絖に血をもって認めた密詔みっしょうがあらわれた。

　董承は、火をきって、敬礼をほどこし、わななく手に読み下した。

朕チン聞ク。

人倫ノ大ナルハ、父子ヲ先トシ、尊卑ノコトナルハ、君臣ヲ重シトスト。

近者チカゴロ。──曹賊ソウゾク出イデテヨリ閣門カクモン濫叨ラントウシ、輔佐ノ実ナク、私党結連、朝綱タチマチ敗壊ハイエス。

勅賞封罰ホウバツミナ朕ガ胸ニアラズ。

夙夜シュクヤ、憂思ユウシシテ恐ル、将マサニ天下危ウカラントスルヲ。

卿キョウハスナワチ国ノ元老、朕ガ至親シシンタリ。高祖ガ建業ノ艱カンヲオモイ、忠義ノ烈士ヲ糾合キュウゴウシ、姦党カントウヲ滅シ、社稷シャショクノ暴ヲ未萌ミホウニ除キ、以テ祖宗ノ治業大仁ヲ万世ニ完マッタカラシメヨ。

愴惶ソウコウ、指ヲ破ッテ詔ヲ書キ、卿ナンジニ付ス。再四慎ツツシンデコレニ負ソムクコトアルナカレ。

　　建安ケンアン四年春三月詔


「…………」

　涙は滂沱ぼうだと血書にこぼれ落ちた。董承は俯し拝んだまましばし面もあげ得なかった。

「かほどまでに。……何たる、おいたわしいお気づかいぞ」

　同時に、彼はかたく誓った。この老骨を、さほどまでたのみに思し召すからには、何で怯ひるもうと、何で、余命を惜しもうと。

　しかし、事は容易でない。

　彼は血の密詔を、そっと袂たもとに入れて、書院のほうへ歩いて行った。
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　侍郎じろう王子服おうじふくは、董承とうじょうの無二の親友であった。朝廷に仕える身は、平常外出も自由でないが、その日、小暇を賜わったので、日頃むつまじい董承のやしきを訪れ、家族の中にまじって、終日、奥で遊んでいた。

「ご主人はどうしましたか」

　夕方になっても、董承が顔を見せないので、王子服は、すこし不平そうにたずねた。

　家族のひとりが答えて、

「奥にいらっしゃいますけれど、先日から調べ物があると仰っしゃって引きこもったきり、どなたにもお会いしないことにしております」と、いった。

「それは、変だな。一体、何のお調べ事ですか」

「何をお調べなさるのか、私たちには分りませんが」

「そう根気をつめては、お体にも毒でしょう。小生が参って、みんなと共に、今夜は笑い興じるようにすすめてきましょう」

「いけません。王子服様、無断で書斎へ行くと怒られますよ」

「怒ったってかまいません。親友の小生が室をうかがったといって、まさか絶交もしやしないでしょう」

　自分の家も同様にしている王子服なので、家人の案内もまたず主人の書院のほうへ独りで通って行った。家族たちも、ちょっと困った顔はしたものの、ほかならぬ主人の親友なので、晩餐ばんさんの支度にまぎれたまま打捨てておいた。

　主人の董承は、先頃から書院に閉じこもったきり、どうしたら曹操の勢力を宮中から一掃することができるか、帝のご宸襟しんきんを安んじてご期待にこたえることができようか。朝念暮念ちょうねんぼねん、曹操を亡ぼす計策に腐心して、今も、書几つくえによって思い沈んでいた。

「……おや。居眠っておられるのか？」

　そっと、室をうかがった王子服は、そのまま彼のうしろに立って、何を肘ひじの下に抱いているのかと、書几の上をのぞいてみた。

　血で書いた白絖しろぎぬの文のうちに「朕」という文字がふと眼にうつった。王子服が、はっとしたとたんに、董承は、誰やら背後うしろに人のいる気はいを感じて、何気なく振向いた。

「あっ、君か」

　びっくりしたように、彼はあわてて几上きじょうの一文を袂たもとの下にしまいかくした。王は、それへ眼をとめながら、

「──何ですか、今のは？」と、軽く追及した。

「いや、べつに……」

「たいそうお疲れのようにお見うけされますが」

「ちと、ここ毎日、読書に耽ふけっているのでな」

「孫子の書ですか」

「えっ？」

「おかくしなさってもいけません。お顔色に出ています」

「いや、疲労じゃよ」

「そうでしょう、ご心労もむりはない。まちがえば、朝門ちょうもんは壊ついえ、九族は滅ぼされ、天下の大乱ですからな」

「げっ……。君は。……君はいったい、何を戯れるのじゃ」

「国舅こっきゅう。もし小生が、曹操のところへ、訴人に出たらどうしますか」

「訴人に？」

「そうです。小生は今日まで、あなたとは刎頸ふんけいの交まじわりを誓ってきたものとのみ思っていました。──ところが、何ぞ知らん、あなたは小生に水くさい秘し事を抱いておいでになる」

「…………」

「無二の親友と信じてきたのは、小生だけのうぬ惚れでした。訴人します。──曹操のところへ」

「あっ、待ち給え」

　董承は、彼の袖をとらえ、眼に涙をうかべて云った。

「もしご辺がそれがしの秘事を覚って、曹操へ訴え出るなら、漢室は滅亡するほかない。君も累代るいだい漢室のご恩をこうむった朝臣のひとりではないか。……どんな親密な仲であろうと、友への怒りは私怨である。君は、私怨のために大義を忘れるような人ではなかったはずだが」
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　親友であるが、相手の答えによっては、刺しちがえて死なんともするような董承の血相であった。王子服は静かに笑って、

「安んじて下さい。小生とても、なんで漢室の鴻恩こうおんを忘れましょうや。今いったのは戯れです。──だが、尊台が大事を秘すのあまり、小生にもかくして、ただお独りで憂い窶やつれておられることは、親友として不満でなりません」と、いった。

　董承は、ほっと、胸をなでおろしながら、彼の手をいただいて額ひたいに拝し、

「ゆるし給え。決して君の心を疑っていたわけではないが、まだ自分は明らかな計策がつかないので、数日、混沌こんとんと思いわずらっていたわけです。──もし君も力をかして、わが大事に与くみしてくれれば、それこそ天下の大幸というものだが」

「およそ貴憂きゆうは察しています。願わくば、一臂ぴの力をお扶たすけして、義を明らかにしてみせましょう」

「ありがとう。今は何をかくそう。すべてを打明ける。うしろの扉をしめてくれたまえ」

　董承は襟を正した。そして彼に示すに、帝の血書の密詔を以てし、声涙共にふるわせながら、意中を語り明かした。

　王子服も、共々、熱涙をうかべて、しばし燭しょくに面をそむけていたが、やがて、

「よく打明けてくださいました。よろこんで義に与くみします。誓って、曹操を討ち、帝のおこころを安んじましょう」と、約した。

　そこで二人は、密室の燭をきって、改めて義盟の血をすすりあい、後、一巻の絹を取出して、まずそれに董承が義文を認めて署名する。次に、王子服も姓名を書き載せて、その下に血判した。

「これで、君もわれとの義盟にむすばれたが、なお、よい同志はないであろうか」

「あります。将軍しょうぐん呉子蘭ごしらんは、小生の良友ですが、特に忠義の心の篤い人物です。義を以て語れば、必ずお力となりましょう」

「それは頼もしい。朝廟にも校尉こうい种輯ちゅうしゅう、議郎ぎろう呉碩ごせきの二人がある。二人とも漢家の忠良だ。吉よい日をはかって、打明けてみよう」

　夜も更けたので、王子服はそのまま泊ってしまった。そして翌る日も、主人の書斎で何事かひそかに話しこんでいたが、午頃ひるごろ、召使いがそこへ来客の刺を通じた。

「うわさをすれば影。よいところへ」と、董承は手を打った。

「誰ですか、お客は」

　王子服がたずねると、

「ゆうべ君にもはなした宮中の議郎呉碩と校尉种輯じゃよ」

「連れ立って来たのですか」

「そうじゃ。君もよく知っているだろう」

「朝夕、宮中で会っています。──が、両名の本心を見るまで、小生は屏風の陰にかくれていましょう」

「それがいい」

　客の二人は召使いの案内で通されてきた。

　董承は出迎えて、

「やあ、ようお越し下すった。きょうは徒然つれづれのあまり読書に耽っていたところ、折からのご叩門こうもん、うれしいことです」

「読書を。それは折角のご静日を、お邪魔いたしましたな」

「何、書にも倦うんでいたところじゃ。しかし、史はいつ読んでもおもしろいな」

「春秋ですか。史記ですか」

「史記列伝を」

「時に」と、呉碩ごせきが、はなしの穂を折って、唐突に云いだした。

「先ごろの御猟みかりの日には、国舅こっきゅうもお供なされておりましたね」

「むむ、許田の御猟か」

「そうです。あの日、何かお感じになったことはございませんか」

　計らずも、自分の問おうとする所を、客の方から先に訊ねられたので、董承はハッと眉をあらためた。
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　……だがなお、相手の心は推し測はかれない。人のこころは読み難い。

　董承はふかく用心して、

「いや、許田の御猟は、近来のご盛事じゃったな。臣下のわれわれも、久しぶり山野に鬱うつを散じて、まことに、愉快な日であった」

　さりげなく答えると、呉碩ごせき、种輯ちゅうしゅうのふたりは、改まって、

「それだけですか」となじるようにいった。

「──愉快な日であったとは、国舅のご本心ではありますまい。われわれはむしろ今も痛恨を胆きもに銘じております。──なんで愉快な日であるものか。許田の御猟は、漢室の恥辱日ちじょくびです」

「なぜかの……」

「なぜかとお問いなさいますか。では国舅には、あの日の曹操の振舞いを、その御眼に、何とも思わずご覧なさいましたか」

「……すこし、声をしずかにし給え。曹操は、天下の雄、壁に耳ありのたとえ、もしそのような激語が洩れ聞えたら」

「曹操がなんでそんなに怖ろしいのですか。雄は雄にちがいありませんが、天の与くみさぬ奸雄です。われら、微力といえども、忠誠を本義とし、国家の宗廟を護る朝廷の臣から見れば、なんら、怖るるに足る賊ではありません」

「卿けいらは、そんなことを、本心からいわるるのか」

「もとよりこんなことは、戯れに口にする問題ではありますまい」

「だが、いかに痛恨つうこんしてみても、実力のある曹操をどうしようもあるまいが」

「正義が味方です。天の加護を信じます。ひそかに、時を待って、彼の虚をうかがっていれば、たとい喬木でも、大廈高楼たいかこうろうでも、一挙の義風に仆せぬことはありますまい。……実は、今日こそ、国舅のお胸を叩いて、真実の底をうかがいたいものと、ふたりして伺った次第です」

「…………」

「国舅、あなたは先日、ひそかに帝のお召しをうけ、大廟の功臣閣にのぼられて、その折何か、直々じきじきに、特旨とくしをおうけ遊ばしたでございましょうが。……ご隔意なく打明けてください。われわれとて、累代るいだい、漢の禄ろくを喰はんできた朝臣です」

　この少壮な宮中の二臣は、つい声が激してくるのを忘れて、董承へ問い迫っていた。

　──と、さっきから屏風のうしろにひそんでいた王子服は、ひらりと姿を現して、

「曹丞相を殺さんとなす謀叛人むほんにんども、そこをうごくな。すぐ訴人してこれへ相府の兵を迎えによこすであろう」と、大喝した。

　种輯ちゅうしゅう、呉碩ごせきのふたりは、驚きもしなかった。冷ややかに王子服を振向いて、

「忠臣は命を惜しまず、いつでも一死は漢にささげてある。訴人するならいたしてみろ」

　と、剣に手をかけて、彼が背を見せたら、うしろから、一撃に斬って捨てん──とするかのような眼光で答えた。

　王子服と董承は、

「いや、お心のほど、確しかと見とどけた」

　と、同時にいって、ふたりの激色をなだめた。そして改めて密室に移り、試みた罪を謝して、

「これを見給え」と、帝の血書と、義文連判の一巻とを、それへ展のべた。

　种輯、呉碩は、

「さてこそ」

　と、血の御文を拝し、哭ないて、連判に名をしるした。

　折も折、そこへ、取次の家人から、

「──西涼せいりょうの太守たいしゅ馬騰ばとう様が、本国へお帰りになるとかで、おわかれの挨拶にと、お越しになりましたが」と、告げてきた。
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「悪いところへ」

　董承は舌打ちをした。客の王子服や呉碩たちも、眉をひそめて、

「本国へ帰る挨拶に伺ったとあれば、お会いにならないわけにもいかないでしょうが」

　と、主あるじの顔を見まもった。

　董承は、顔を振って、

「いや、会うまい。ふと、変に気どられまいものでもない」

　あくまで要心して、取次の者に、許田の御猟みかりからずっと病気で引きこもっているから──と丁寧に断らせた。

　だが取次ぎの者は、何べんもそこへ通ってきた。

「──病床でもよろしいからお目にかかりたいと云って、いくらお断り申しあげても帰りません」

　と、いうのである。

「──それにまた、御猟以来、ご病気中とのことだが、先頃、宮門に参内する姿をちらりとお見かけした程だから、さほどご重病でもあるまいと、威猛高いたけだかに仰っしゃって、容易にお戻りになる気色もございませんので」と、取次の家人は果ては、泣声で訴えてくるのだった。

「しかたがない。──では、別室でちょっと会おう」

　遂に、董承も根負けして、ぜひなく病態をつくろって、馬騰ばとうをべつな閣へ通した。

　西涼の太守馬騰ばとうは、ぷんぷんおこりながら客院へ入ってきた。そして主の顔を見るなりいった。

「国舅こっきゅうは、天子のご外戚がいせき、国家の大老と敬って、特に、おわかれのご挨拶に伺ったのに、門前払いとは、余りなお仕打ちではないか。何かこの馬騰に、ご宿意しゅくいでもおありでござるか」

「宿意などとはとんでもない。病中ゆえ、かえって失礼と存じたまでのこと」

「それがしは、遠い辺土の国境にあって、西蕃せいばんの守りに任じ、天子に朝拝する折もめったになく、国舅とも稀にしかお目にかかれんで、押してご面会をねがったわけだが──こう打見るところ、さしてご病中のようにも見られぬ。何故、それがしを軽んじて、門前から逐い返さんとなされたか。近ごろ心得ぬことではある」

「…………」

「なんでご返辞もないか」

「…………」

「うつむいたまま唖の如く一言もないとは、どういうわけだ。──ああ、今まで、御身を、馬騰はひとりで買いかぶっていたとみえる」

　憤然と、彼は席を立ちながら、主の沈黙へ唾つばするように云い捨てた。

「これも国の柱石ではない！ 無用な苔こけばかりはやした、ただの石塊いしころだったか──」

　董承は、彼の荒い跫音にやにわに面をあげて、

「将軍っ、待ちたまえ」

「なんだ、苔石こけいし」

「儂みを国の柱石でないとは、いかなるわけか。理由を聞きたい」

「怒ったのか。怒るところを見ればこの石ころにもまだ少し脈はあると見える。──眼をこらしてよく見よ、曹操が御猟の日に鹿を射るの暴状を。──心耳しんじを澄ましてよく聴くがいい、為に怒る義人の血の音を」

「曹操は、兵馬の棟梁とうりょう、一世の丞相、その怒りを抱いたところでどうしよう」

「ばかな！」

　馬騰は眉をあげて、

「生をむさぼり、死をおそるる者とは、共に大事を語るべからず。──いや、お邪魔いたした。其許そこもとはせいぜい陽ひなたで贅肉ぜいにくをあたためて頭や腮あごの白い苔こけを養っているがよろしかろう」

　すでに大股に帰りかけてゆく馬騰を追って董承は、

「待たれい。この苔石がも一言ひとこと、改めておはなし致したいことがある」

　と、むりに袂たもとをひいて、奥の閣に誘いざない、そこで初めて董承は、密詔のことと自分の心の底を割って語った。
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　馬騰ばとうは、彼の真意を聞き、また帝の密詔を拝するに及んで、男泣きに慟哭どうこくした。彼は、遠い境外の西蕃せいばんからも、西涼の猛将軍と恐れられていたが、涙もろく、そして義胆ぎたん鉄てつのごとき武人だった。

「お身にも、自分と同じ志があると知ったとき、この董承の胸は、血で沸くばかりじゃったが、待てしばしと、なお、無礼もかえりみず、ご心底をはかっていたわけじゃ。幸いにも、将軍が協力してくれるならば、大事はもう半ば、成就したようなもの。──この連判に御身も加盟して賜わるか」

　董承がいうと馬騰は、ためらいなく自分の指を口中に突っこんだ。そして舌尖に血をながし、直ちに血判して、

「もし、この都の内で、曹操に対し、あなたが大事を決行する日が来たら、それがしは必ず西涼の遠きより烽火のろしをあげて、今日の約にお応こたえ申さん」

　云ううちにも馬騰はまなじりを裂き、髪さかだち、すでに風雲に嘯うそぶく日のすがたをおもわせるほどだった。

　董承はまた改めて、王子服おうじふくと、种輯ちゅうしゅう、呉碩ごせきの三名をよんで、馬騰にひきあわせた。義状に血誓した同志はここに五名となったわけである。

「きょうはなんという吉日だろう。こういう日に事をすすめれば順調に運ぶにちがいない。ついでのことに王子服が、日頃人物を観ぬいているという呉子蘭ごしらんもここへ招いて、大事を諮ってみてはどうか」

　董承のことばに、人々も同意したので、王子服はすぐ駒をとばして、呉子蘭を迎えに行った。

　呉子蘭も、この日、一員に加わった。同志は六名となった。

「真に心のかたい者が、十名も寄れば、大事は成るか」と、そこの密室は、やがて前途を祝う小宴となって、各〻、義杯を酌みかわしながら、そんなことを談じ合った。

「そうだ……宮中の列座鴛行鷺序れつざえんこうろじょをとりよせて、一人一人、点検してみよう」

　董承は思いついて、直ちに記録所へ使いを走らせてそれを取寄せた。

　列座鴛行鷺序れつざえんこうろじょというのは殿上の席次と地下諸卿じげしょきょうにいたるまでの名をしるした官員録である。それをひらいて順々に見て行ったが、さて、人は多いが真に信頼のできる人はなかった。すると馬騰が、

「あった！　ここに唯ひとり人物がある」と、さけんだ。

　彼の声は、いくら側の者がたしなめても、常に人いちばい大きいので人々はびくびくしたが、あったと聞いて、

「誰か」と、彼の手にある一帖へ顔をあつめた。

「しかも、漢室の宗族のうちにこの人があろうとは、正に、天佑ではないか。見たまえ、ご列親のうちに予州よしゅうの刺し史し劉玄徳りゅうげんとくの名があるではないか」

「おお……」

「爾余じよの十人よりも、この人ひとりを迎えれば、われわれの誓いは千鈞せんきんの重きを加えよう。……なおなお、ありがたいことには、玄徳と彼の義兄弟のあいだにも、いつかは曹操を討たんとする意志があることだ」

「それはどうして分りますか」

「御猟みかりの日、傍若無人ぼうじゃくぶじんな曹賊そうぞくが、帝のおん前に立ちふさがって、諸人の万歳をわがもの顔にうけた時、玄徳の舎弟関羽かんうが、斬ッてかかりそうな血相をしておった。思うに玄徳も、機を計って、隠忍いんにんしておるに相違ない」

　馬騰のことばに、董承はじめ同志の人たちは、はや黎明れいめいを望んだように、前途に意を強うした。

　しかし、玄徳の人物をよく知っているだけに、彼をひき入れることは容易ではないと思った。大事の上にも大事を取ったがよかろうと、その日は立別れて、おもむろに好い機会を待つこととした。




鶏鳴けいめい
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　昼は人目につく。

　董承とうじょうは或る夜ひそかに、密詔をふところに秘めて頭巾に面をかくして、

「風雅ふうがの友が秦代しんだいの名硯めいけんを手に入れたので、詩会を催すというから、こよいは一人で行ってくる」

　と、家人にさえ打明けず、ただ一人驢ろにまたがって、玄徳の客館へ出向いて行った。

　それも、ふと曹操の密偵にでも見つかって、あとを尾行つけられてはならぬと、日頃、詩文だけの交わりをしている風雅の老友を先に訪ね、わざと深更まではなしこんで、夜も三更こうのころ気がついたように、

「やあ、思わず今夜は、はなしに実がいって、長座いたした。どうも詩や画のはなしに興じていると、つい時も忘れ果てて」

　などと云いながら、あわててその家を辞した。

　そこは郊外なので、玄徳の客舎へ来たのは、もう四更に近かった。

　深夜。しかも、時ならぬ人の訪れに、

「何ごとか」と、玄徳もあやしみながら彼を迎え入れた。

　が、──彼は、およそ客の用向きを察していたらしく、家僕が客院に燭をともしかけると、

「いや、奥の小閣にしよう」と、自ら董承をみちびいて、庭づたいに、西園の一閣へ案内した。

　許都へ来た当座は、曹操の好意で、相府のすぐ隣の官邸を住居としてあてがわれていたが、

「ここは帝都の中心で、田舎漢いなかものの住居には、あまり晴れがましゅうござれば」

　と、今のところへ引移っていたのだった。

「何もありませんが」

　と、すぐ青燈の下に、小酒宴こざかもりの食器や杯がならべられた。それらの陶器といい室の飾りといい、清楚閑雅せいそかんがな主あるじの好みがうかがわれて、董承はもう、この人ならではと思いこんでいた。

　四方よものはなしの末に、

「時ならぬご来駕は、何事でございますか」と、玄徳から訊ねだした。

　董承はあらたまって、

「余の儀でもありませんが、許田きょでんの御猟みかりの折、義弟関羽どのが、すでに曹操を斬ろうとしかけたのを、あなたが、そっと眼や手をもって、押し止めておいでになったが、その仔細しさいを伺いたいと思って参上したわけです」

　玄徳は、色を失った。自分の予感とちがって、さては曹操の代りに、詰問に来たのかと思われたからである。

　──が、隠すべきことでもなく、隠しようもない破目と、玄徳は心をきめた。

「舎弟の関羽は、まことに一徹者ですから、あの日、丞相のなされ方が、帝威をおかすものと見て、一時に憤激したものでしょう。……や、や？ ……国舅こっきゅう、あなたは何故、わたくしの言を聞いて泣かれるのですか」

「いや、おはずかしい。実は今のおことばを伺って、今もし、関羽どののような心根の人が幾人かいたならば……と、つい愚痴を思うたのでござる」

「府に、曹丞相あり、朝にあなたのような輔佐があって、世は泰平に治まっているではありませんか。なにを憂いとなされるか」

「皇叔こうしゅく──」

　董承は濡れた瞼をあげて、屹きっといった。

「御身は、わしが曹操にたのまれて、肚はらでも探りにきたものと、ひそかに要心しておられようが。……疑うをやめ給え。ご辺は天子の皇叔、此方もまた外戚がいせきの端にあるもの、なんで二人のあいだに詐いつわりをさし挟もう。今、明らかに、実を告げる。これを見てください」

　董承は、席を改め、口を嗽うがいして、密詔を示した。

　燈火をきって、それへ眸をじっと落していた玄徳は、やがてとめどもなくながれる涙を両手でおおってしまった。悲憤のあまり彼の鬢髪びんぱつはそそけ立って燈影ほかげにおののき慄ふるえていた。
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「おしまい下さい」

　涙をふき、密詔を拝して、玄徳はそれを、董承の手へ返した。

「国舅のご胸中、およそわかりました」

「ご辺も、この密詔を拝して、世のために涙をふるって下さるか」

「もとよりです」

「かたじけない」と、董承は、狂喜して、幾たびか彼のすがたを拝した後、

「では、さらにもう一通、これをごらん願いたい」と、巻をひらいた。

　同志の名と血判をつらねた義状である。

　本頭ほんとうに、車騎将軍しゃきしょうぐん董承とうじょう。

　第二筆に、長水校尉ちょうすいこうい种輯ちゅうしゅう。

　第三には、昭信将軍しょうしんしょうぐん呉子蘭ごしらん。第四、工部郎中こうぶろうちゅう王子服おうじふく。第五、議郎ぎろう呉碩ごせきなどとあって、その第六人目には、西涼之太守せいりょうのたいしゅ、馬騰ばとう。

　と、ひときわ筆太ふでぶとに署名されてある。

「おう、もはやこれまでの人々をお語らいになりましたか」

「世はまだ滅びません。たのもしき哉、濁世だくせいのうちにも、まだ清隠の下、求めれば、かくの如き忠烈な人々も住む」

「この地上は、それ故に、どんなに乱れ腐すえても、見限ってはいけません。わたくしはいつもそれを信じている。ですから、どんなに悪魔的世相があらわれても、決して悲観しません。人間はもう駄目だとは思いません。むしろ、見えないところに、同じ思いを抱いている草間がくれの清冽せいれつをさがし、人間の狂気した濁流をいつかは清々淙々せいせいそうそうたる永遠の流れに化さんことの願望をふるい起すのが常であります」

「皇叔。おことばを伺って、この老骨は、実にほっとしました。この年して初めてほんとの人間と天地の不朽ふきゅうを知ったここちがします。ただいかにせん、自分には乏しい力と才しかありません。お力をかして賜わるか」

「仰せまでもない儀。──ここに名を連ねる諸公がすでに立つからには、玄徳もなんで犬馬の労を惜しみましょうや」

　彼は起って、自身、筆硯ひっけんを取りに行った。

　その時。

　小閣の外、廊や窓のあたりは、かすかに微光がさし始めていた。

　夜は明けかけていたのである。外廊の廂ひさしからぽとぽと霧の降る音がしていた。そこで何者か、声を出して泣いている人影があった。

　玄徳は見向きもしない。けれど董承は、ぎょっとして、廊をさしのぞいた。

　見れば、玄徳の護衛のため、夜どおし外に佇立ちょりつしていた臣下であった。いや義弟の関羽と張飛の二名だった。抱き合って、うれし泣きに、泣いている様子なのである。

「……あ、二人も、ここの密談を洩れ聞いて」

　董承は、羨ましいものさえ覚えた。義状に名をつらねた人々のちかいも、もし玄徳と義弟たちの間のように、濃くふかく結ばれたら、必ず大事は成就するが──と思った。

　硯すずりを持って、玄徳は静かに、彼の前へもどってきた。

　そして、義状の第七筆に、

　左将軍劉備りゅうび。

　と、謹厳に書いた。

　筆をおいて、

「決して生命いのちを惜しむのではありませんが、これだけはかたく奉じていただきたい。ゆめ、軽々しく、動かないことです。時いたらぬうちに軽挙妄動するの愚を戒いましめあうことです」

　暁の微光が、そういう玄徳の横顔を、見ているまに、鮮やかにしていた。遠く、鶏鳴けいめいが聞えた。

「……では、いずれまた」

　客は、驢に乗って、朝霧のなかを、ひそかに帰って行った。




青梅セイバイ、酒ヲ煮ニテ、英雄ヲ論ズ
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「張飛。──欠伸あくびか」

「ムム、関羽か。毎日、することもないからな」

「また、飲んだのだろう」

「いや、飲まん飲まん」

「夏が近いな、もう……」

「梅の実も大きくなってきた。しかし一体、うちの大将は、どうしたものだろう」

「うちの大将とは」

「兄貴さ」

「この都にいるうちは少しことばをつつしめ。ご主君をさして、兄貴だの、うちの大将だのと」

「なぜ悪い。義兄弟の仲で」

「貴様はそう心易くいうが、朝廷では皇叔、外にあっては、左将軍劉予州りゅうよしゅうともあるお方だ。むかしの口癖はよせ。わが主君の威厳いげんを、わが口で落すようなものだ」

「そうか。……なるほど」

「何をつまらなそうな顔しておるんだ」

「何をって、その左将軍たるものが、ここのところ毎日、何をやっているか知っているか貴様は」

「知っている」

「陽気のせいで、すこし頭が悪くなったんじゃないかとおれは真面目に心配しておるのだ」

「誰のことを」

「だからよ。わが主君たる人の行いをさ」

「どうして？」

「どうしてだと。まあ立ち話ではできん。かりそめにも、ご主君のうわさだから」

「すぐしッぺ返しをしおる。貴様ほど意地ッ張りなやつはないな」

　苦笑しながら、関羽もならんでそこらの石に腰かけた。

　彼方に、たくさんの馬を繋いでいる厩舎が見える。

　ここは下僕しもべ部屋のある邸内の空地だ。

　桃の花が散ってくる。

　詩は感じないでも、桃の花をみると二人は楼桑村ろうそうそんの桃園を憶いおこす。

　張飛は、最前から独りでつまらなそうに樹の下に腰かけて頬杖つきながら、それを眺めていたところだった。

「なんだ一体、ご主君の行いについて、貴様の不平とは？」

「この頃、玄徳様には邸内の畑へ出て、百姓のまね事ばかりしているではないか。菜園へ出るもよいが、自分で水を担になったり、肥料こえをやったり、鍬くわをもって、菜や人参を掘りちらさないでもよかろうじゃないか」

「そのことか」

「百姓がしたいなら、楼桑村へ帰りゃあいい。何も都に第宅ていたくを構え左将軍なんていう官職はいるまい。肥桶こえおけをかつぐに、われわれ兵隊などもいらんわけだ」

「きさま、そういうな」

「だから、おれは、これは天候のせいかも知れないと、憂いているんだ。どう思う、兄貴は」

「君子のことばに、晴耕雨読せいこううどくということがある。雨の日にはよく書物に親しんでおられるから、君子の生活を実践しておられるものだとおれは思うが」

「困るよ、今から隠者いんじゃになられては。──そもそもわれわれは、これから大いに世に出て為なすあらんとしている者ではないか」

「もちろん」

「よしてくれ！　君子の真似なんか！」

「おれにいっても仕方がない」

「きょうも畑に出ているようか」

「やっておられるらしい」

「二人して、意見しに行こうじゃないか」

「さあ？」

「何をためらうか。貴様はたった今、主君の威厳にさわるとか、おれをたしなめたではないか。おれには何でもいえるが、主君の前へ出ては、何もいえないのか」

「ばかをいえ」

「では行こう、ついて来い。忠義の行いでいちばん難しいことは、上に善言して上より死を賜うも恨まずということだぞ」
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　ぼくっ、ぼくっ、と鍬くわを打つ。土のにおいが面にせまる。

　玄徳は、野良着の肱ひじで、額の汗をこすった。

「…………」

　黙然と、鍬を杖に、初夏の陽を仰いでいる。一息して、鍬をすてると、彼は糞土ふんどの桶を担になって、いま掘りかえした菜根の土へ、こやしを施していった。

「わが君！　冗談ではありませんぞ。この時勢に、そんな小人の業わざを学んでどうするのですっ。馬鹿馬鹿しい」

　うしろで張飛の大声がした。

　玄徳はふり向いて、

「おお、何用か」

　ことばだけは、左将軍劉備らしい。それだけに、張飛はなお馬鹿げた気がしてならない。が、由来彼は弁舌の士でなかった。乱暴な口ならいくらもたたくが、主君に忠諫ちゅうかんなどは、得手えてでない限りである。

「関羽、云ってくれ」

　そっと、突っつくと、

「なんだ、貴様がおれの手をひッぱってきたくせに」

「おれは、後でいうから」

「家兄。──きょうはそう呼ぶことをおゆるし下さい」

　関羽は畑にひざまずいた。

「なんじゃ改まって」

「われわれ愚鈍な生れには、ちと解げし難く、思われてなりませんので、ご意中を伺いに参った次第で」

　云いかけると、張飛は、

「手ぬるい手ぬるい。そんな云い方ではだめだ。面を冒おかして直諫ちょっかんしてこそ、忠臣のことばというものじゃないか」と、小声でけしかけた。

「うるさい、黙っておれ──」と側の張飛を叱って、関羽はまた、

「さだめし、何か深いお考えのあることとは存じますが、ここ二月も毎日菜園へ出られ、黙々、百姓の真似事ばかりなされておいでになりますが、なぜ、ご自身で糞土を担かつがなければなりませんか。──お体のためとあらば、弓馬の鍛錬をあそばしていただきたいものと思いますが」

「そうだ！」と、張飛はその図にのって、

「今から君子や隠者いんじゃの生活でもありますまい。百姓をやるなら何もわれわれ桃園に血をすすり合って、こんなとこまで、旗をかついで来なくともよかったんだ。失礼ながら、あなたの料簡りょうけんがわれわれに分りかねる」

　玄徳は、笑みをふくんだまま、黙って聞いていたが、

「汝らの知るところではない。分らなければ、黙って、そち達はそち達の勤めをしておれ」

「そうはいかない」

　張飛は喰ってかかった。

「三人の血はひとつだ。三人は一心同体だと、家兄も常にいっておるのではないか。われわれという手脚が、明け暮れ弓矢をみがいていても、肩が糞土をかついでいたり、頭が百姓になっていたんでは、一心同体とは申されまい」

「いや、参った」

　玄徳はかろく笑い流して、「そのとおりである。──が、今にわかる時節もある。ふかい考えがあってのこと。心配するな」と、なだめた。

　そういわれると何もいえない。やはり曹操を謀はかるためかもしれぬ。よく考えてみると、玄徳の日課は、董承とうじょうと密会した以後から始まっている。

　思い直して、二人はなお、毎日の退屈を、なぐさめ合っていた。ところが、それから数日の後、連れ立って外出したが、邸へ帰ってみると、毎日すがたの見える菜園にも、奥にも玄徳が見えなかった。
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「ご主君は、どこへ行かれたか」

　張飛、関羽は、眼のいろ変えて、留守の家臣にたずねた。

「相府しょうふへお出ましになりました」

「えっ、曹操の召しでか」

「はい、曹丞相そうじょうしょうが何やら急に、お迎えを向けられたので」

　聞くと、ふたりは呆然顔を見あわせて、

「しまった……。われわれが居れば、是が非でも、お供について行かれたものを」

　思いあたることがある。日ごろ沈着な関羽さえ、気もそぞろに、玄徳の身を案じた。

「迎えには、誰と誰が来たか」

「曹操の腹心、許褚きょちょ、張遼ちょうりょうのおふたりが、車をもって参りました」

「いよいよ怪しい」

「兄貴、考えている場合ではない。後からでも構うまい。もし門を通さぬとあれば、ぶちこわして押し通るまでだ」

「おお、急げ」

　ふたりは宙を飛んで、許都の大路を、丞相府のほうへ駈けて行った。

　それより数時前に。

　玄徳は曹操からふいの迎えをうけて、心には、何事かと、危ぶまれたが、使いの許褚、張遼にたずねてみても、

「御用のほどは何事か、われらには、わきまえ知るよし候わず」と、にべもない返辞。

　といって、断るすべもなく、彼は心中、薄氷を踏むような思いを抱きながら、相府の門をくぐった。

　導かれたところは、庁ちょうではなく曹操の第宅につづく南苑の閣だった。

「やあ、しばらく」

　曹操は待っていた。

　痩躯そうく長面、いつも鳳眼ほうがんきらりとかがやいて、近ごろの曹操は、威容気品ふたつながら相貌そうぼうにそなわってきた風が見える。

「つい、ここ二月ほど、ご無沙汰にすぎました。いつもお健やかで」

　玄徳もさりげなく会釈すると、曹操は、その面をじろじろ見ながら、

「健康といえば、たいそう君は陽にやけたな。聞けば近頃は、菜園に出て、百姓ばかりしているというが、百姓仕事というのは、そんな楽しみなものかね」

「実に楽しいものです」

　心のうちで、玄徳は、まずこの分ならと幾らか胸をなでていた。

「──丞相の政令がよく行きわたっていますから、世は無事です。故に、閑をわすれるため、後園で畑を耕していますが、費ついえもかからず、体にもよく、晩飯はおいしくたべられます」

「なるほど、金はかかるまいな。君は欲なしかと思うたら、蓄財の趣味はあるとみえる」

「これは、痛烈なお戯れを」

　玄徳はわざと、辱はじらうようにうつ向いた。

「いや、冗談冗談。気にかけ給うな。──実はきょう、君を迎えたのは、この相府の梅園に、梅の実の結んだのを見て、ふと先年、張繍ちょうしゅう征伐に出向いた行軍の途中を思い起したのだ。炎暑に渇かわききって、水もなく苦しみ弱る兵らに向い、この先へ行けば、小梅の熟したる梅林があるぞ。そこまで急げや──と詐いつわって進むほどに、兵は皆、口中に唾つばのわくを覚え、遂に、渇をわすれて長途の夏を行軍したことがある」

　曹操は、そのはなしが、自慢らしい。そう語って、

「──で、急に君と、その小梅の実を煮て賞翫しょうがんしながら、一酌くみ交わしたいものと思い出したわけなんだ。まあ来たまえ。梅林を逍遥しょうようしながら、設けの宴席へ、予が案内するから」

　曹操は、先に立って、はや広い梅園の道をあるいていた。
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「ほ……。これは宏大な梅林ですな」

　曹操の案内に従って、玄徳も遠方此方おちこち、逍遥しょうようしながら、嘆服たんぷくの声を放った。

「劉予州りゅうよしゅう。──君はここを見るのは、初めてかね」

「南苑のご門内に通ったのは、今日が初めてです」

「それなら、花の頃にも、案内すればよかったな」

「丞相おんみずからご案内に立たれるだけでも、恐懼きょうくの極みであります」

「酒席の小亭は、まだ彼方の梅渓ばいけいをめぐって、向う側にある眺めのよい場所だよ」

　──と、俄に。

　ばらばらっと頭上へも大地へも降り落ちてきた物がある。みな青梅の実であった。

「……オオ！」

　とたんに樹々の嫩葉わかばも梢もびゅうびゅうと鳴って、一点暗黒となったかと思うまに、一柱ちゅうの巻雲まきぐもが、はるか彼方の山陰をかすめて立ち昇った。

「──龍だ、龍だ」

「あれよ、龍が昇天した」

　そこらを馳けてゆく召使いの童子や家臣が、口々に風のなかで云っていた。──そして一瞬、掃いてゆくような白雨びゃくうが、さあっと迅はやい雨脚あまあしでかけぬけた。

「すぐやもう」

　曹操と玄徳は、樹蔭こかげに雨やどりして、雨の過ぎるのを待っていた。

　そのあいだに、曹操は、玄徳へこんなことを話しかけた。

「君は、宇宙の道理と変化を、ご存じか」

「いまだわきまえません」

「龍というものがよくそれを説明している。龍は、時には大に、時には小に、大なるは霧を吐き、雲をおこし、江をひるがえし、海を捲く。──また小なれば、頭を埋め、爪をひそめ、深淵しんえんにさざ波さえ立てぬ。その昇るや、大宇宙を飛揚ひようし、そのひそむや、百年淵ふちのそこにもいる。──が、性の本来は、陽物ようぶつだから時しも春更たけて、今ごろとなれば大いにうごく。龍起れば九天といい、人興って志気しきと時運を得れば、四海に縦横じゅうおうするという」

「実在するものでしょうか」

「ありとみればあり、なしとみればないかも知れん。──たとえば今」と、天を指して、「雲の柱が彼方の山岳をかすめて、すさまじく立ち昇ったかと見えた。だが、雲表うんぴょうの神秘、自然の迅速、誰かよく、その痕跡こんせきをとらえて実証できよう」

「古来、龍のはなしは、無数に聞いていますが、まだこれが真の龍だという実物は片鱗へんりんも見ませんが」

「否！」

　曹操はつよく顔を振って、

「予は見ている！　この眼で」

「ほ。左様ですか」

「──だが、神秘の龍ではない。この地上、風雲に会っては起る幾多の人龍だ。要するに、龍は人間だというのが予の自説だが」

「そうもいえましょう」

「君もその一龍であろう」

「いかにせん、電飛でんぴの神通力なく、把握の爪なく、隠顕いんけん自在の才もありません。まず龍は龍でも、頭に土の字のつく龍のほうでしょうか」

「ご謙遜あるな。……がご辺には、ずいぶん諸国を遍歴もされたであろうゆえ、かならず当世の英雄は知っておられるにちがいない。まず当代、英雄とゆるしてよい人物は誰と誰とであろうか」

「さあ？　……むずかしいお訊ねですな。われらごとき凡眼をもっては」

「いや、君の胸中にある者、誰でもよいから云ってみられい」

　玄徳は、彼の執しつこい眼ざしからのがれたくなって、

「オ。……雨もやみましたな」

　と、先に木蔭を出て、空を見上げた。




雷怯子らいきょうし
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　雨やどりの間の雑談にすぎないので巧みに答えをかわされたが、曹操は、腹も立てられなかった。

　玄徳は、すこし先に歩いていたが、よいほどな所で、彼を待ち迎えて、

「まだ降りそうな雲ですが」

「雨もまた趣があっていい。雨情ということばもあるから」

「今の驟雨しゅううで、たいそう青梅の実が落ちましたな」

「まるで、詩中の景ではないか」

　曹操は、立ちどまった。

　玄徳も見た。

　後閣に仕える侍女こしもとたちが、雨やみを見て、青梅の実を拾いあつめているのである。美姫は手に手に籠をたずさえ、梅の実の数を誇りあっていた。

「……あ。丞相がおいでになった」

　曹操のすがたを見ると、女院の廂ひさしのほうへ、彼女たちは、逃げ散るようにかくれた。曹操は、詩を感じているのか、或いは彼女たちの若さに喜悦しているのだろうか、その鳳眼ほうがんに笑みをたたえて見送っていたが、──ふと客の玄徳に気づいて、

「いじらしいものですな、女というものは。あれが生活です」

「よくあんな美しい侍女こしもとばかりお集めになられましたな。さすがは、都というものでしょうか」

「ははは。しかし、この梅林の梅花がいちどに開いて、芳香を放つ時は、彼女らの美は、影をひそめてしまいますよ。恨むらくは、梅花は散ってしまう」

「美人の美も長くはありません」

「そう先を考えたら何もかも儚はかなくなる。予は人生の七十年、或いは八十年、人寿じんじゅの光陰こういんを最大の長さに考えたい。──仏者は、短し短しといい、空間の一瞬というが」

「お気持はわかります」

「予は、仏説や君子の説には、無条件で服することができん。性来の叛骨はんこつとみえる。しかし、大丈夫のゆく道は、おのずから大丈夫でなくては解し難い」

　と、口をむすんで、運びだす足と共に、いつかまた、前の話題にもどってきた。

「──どうですか、君。最前も云ったことだが、一体、当今の英雄は誰か。いないのか、いるのか、ご辺の胸中にある人を、云ってみたまえ」

「その問題ですか。どうも、自分には、これという人も覚えておりません。ただ丞相のご恩顧を感じ、朝廷に仕えておりますが」

「ご辺の考えで、英雄といい切れる人が見当らぬというなれば、俗聞でもいい、世上の俗間では、どんなことを云っているか、論じ給え」

　性格でもあろうが、実に熱い。そのねばっこい質問には、玄徳もかわしきれなくなった。

　で、遂に、

「聞き及ぶところでは、淮南わいなんの袁術えんじゅつなど、英雄といわれる方でしょうか。兵事に精通し、兵糧は足り、世間ももっぱら称揚しておるようです」

　聞くと、曹操は笑って、

「袁術か。あれはもう生きている英雄ではあるまい。塚の中の白骨だ。不日ふじつ、この曹操がかならず生捕ってみせる」

「では、河北の袁紹えんしょうがあげられましょう。家系は四代三公の位にのぼり、門下には有数な官吏が多く出ております。そして今、冀州きしゅうに虎踞こきょして謀士勇将は数を知らずといわれ、前途の大計は、臆測をゆるしません。まず彼など、時代の英雄とゆるしてもいいのではありますまいか」

「ははは、そうかな」

　曹操は、なお笑って、

「袁紹は、胆きものうすい、決断のない、いわゆる疥癬かいせんの輩ともがらという人物さ。大事におうては身を惜しみ、小利をみては命も軽んじるという質だ。そんな人間が、いかで時代の英雄たり得ようや」

　誰の名をあげてみても、彼はそういう調子で、真っ向から否定してしまうのだった。
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　否定はするが、あいまいではない。

　曹操の否定は明快だった。痛烈な快感すら、聞く者の耳におぼえさせる。

　玄徳も、その興味につい誘いこまれた。

　そうして、当今の英雄について、玄徳が名をあげ、曹操が論破し、思わず話に身がいったせいか、いつのまにか酒席の小亭の前に来ていた。

「ここは風雅だろう、君」

「なるほどよい場所です」

「観梅の季節には、よくここで宴をひらく。野趣があって甚だいい。きょうもかたい礼儀はやめて、くつろごうではないか」

「結構です」

「途々みちみち、当今の英雄についてだいぶしゃべってきたが、予にはまだ書生論を闘わした時代の書生気分が抜けていないのか、談論風発だんろんふうはつは甚だ好むところだ。きょうはひとつ、大いに語ろう」

　彼は胸襟をひらいて、赤裸の自己を見せるつもりでいう。

　いかにも自然児らしく、今なお洛陽の一寒生らしくも見える。

　だが、そのどこまでが、ほんとうの曹操か。

　玄徳は、彼の調子にのって、自分の帯紐おびひもをといてしまうような風は容易に示さない。

　玄徳が、曹操の程度に自己を脱いで見せれば、それはすっかり自己の全部を露呈してしまうからともいえよう。──玄徳は自分をつつむのに細心で周到であった。いや臆病おくびょうなほどですらある。

　よく取れば、それは玄徳が人間の本性をふかく観みつめ、自己の短所によく慎み、あくまで他人との融和ゆうわに気をつけている温容おんようとも心がけともいえるが、悪く解すれば、容易に他人に肚をのぞかせない二重底、三重底の要心ぶかい性格の人ともいえる。

　すくなくも、曹操の人間は、彼よりはずっと簡明である。時おり、感情を表に現わしてみせるだけでも、ある程度の腹中はうかがえる。

　──が、そうかといって、玄徳は肚ぐろく曹操はより人がよいとも、云いきれない。なぜならば、彼が現わしてみせる感情にも、快活な放言にも、書生肌な胸襟の開放にも、なかなか技巧や機智がはたらいているからである。むしろそれは自分からくだけて相手を油断させる策とも見えないことはない。ただ曹操の場合は本来の性質でするそれと、機智技巧でするそれとを、自分でも意識しないでやっているところがある。だから彼自身は、決してふたつのものを、挙止言動に、いちいちつかい分けているなどとは思っていないかもしれない。

　麗玉れいぎょくの酒杯。

　美陶びとうの瓶へい。

　そして肴は青い小梅の実。

　さっき梅の実をひろっていた美姫の群れの中で見かけたような美人が、幾人かこれへ来て、ふたりの酒宴に侍していた。

「ああ、酔うた。梅の実で飲むと、こう酔いが発するものだろうか」

「わたくしもだいぶ過しました。近頃、かように快くご酒をいただいたことはありません」

「青梅セイバイ、酒ヲ煮ニテ、英雄ヲ論ズ──。さっきから詩の初句だけできているが、後ができない。君、ひとつそれに、あとの詩句をつけてみんか」

「できません、所詮しょせん」

「詩は作らんかね」

「どうも生れつき不風流にできているとみえまする」

「おもしろくない男だなあ、実に君という人物は」

「恐縮です」

「では、飲む一方とするか。なぜ酒杯を下におかれるか」

「興も充分に尽しました。もはやお暇を告げたいと存じますから」

「いかん！」

　曹操は自分のさかずきを突きつけて云った。

「まだ英雄論も語りつくしておらんではないか。──君はさっき、袁術、袁紹のふたりを当世の英雄にあげたが、もうほかに天下に人物なしと心得ておられるか。──借問しゃもんす！ 現代は事実、そんなにも人材が貧困だろうか」
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　強しいられる酒杯さかずきと、向けてくる話題に、玄徳は、むげにも座を立ちかねて、

「いや、最前あげた名は、世俗の聞きおよびを、申しあげてみたまでに過ぎません」

　と、またつい、さされる一盞さんをうけてしまった。

　曹操は、矢つぎ早に、

「俗衆の論でもいい、袁紹、袁術のほかには、誰がもっぱら、当今の英雄と擬せられているか」

「次には、荊州けいしゅうの劉表りゅうひょうでしょうか」

「劉表」

「威は九州を鎮めて、八俊しゅんと呼ばれ、領治にも見るべきものがあるとか、聞き及んでいますが」

「だめ、だめ、領治など、彼の部下のちょっぴり小利巧こりこうなやつがやっているに過ぎん。劉表の短所は、なんといっても、酒色に溺れやすいことだ。呂布と共通なところがある。なんで時代の英雄たるを得よう」

「では、呉ごの孫策そんさくは」

「ムム、孫策か」

　曹操は、笑い飛ばさなかった。ちょっと、小首をかしげている。

「丞相のお眼には、孫策をどうご覧になられていますか。彼は江東の領袖りょうしゅう、しかも弱冠、領民からも、小覇王しょうはおうとよばれて、信頼されておるようですが」

「いうに足るまい。奇略、一時の功を奏しても、もともと、父の盛名という遺産をうけて立った黄口こうこうの小児」

「では、益州えきしゅうの劉璋りゅうしょうは」

「あんな者は、門を守る犬だ」

「──しからば、張繍ちょうしゅう、張魯ちょうろ、韓遂かんすいなどの人々はいかがですか。彼らもみな英雄とはいえませんか」

「あははは。ないものだな、まったく」

　手をうって、曹操はあざ笑った。

「それらはみな碌々ろくろくたる小人のみで論ずるにも足らん。せめてもう少し、人間らしい恰好をしたのはおらんかね」

「もうその余には、わたくしの聞き及びはありません」

「情けないことかな、それ英雄とは、大志を抱き、万計ばんけいの妙を蔵ぞうし、行って怯ひるまず、時潮におくれず、宇宙の気宇、天地の理を体得して、万民の指揮にのぞむものでなければならん」

「今の世に、誰かよく、そんな資質を備えた人物がおりましょう。無理なお求めです」

「いや、ある！」

　曹操はいきなり指をもって、玄徳の顔を指さし、またその指を返して、自分の鼻をさした。

「君と、予とだ。今、天下の英雄たり得るものは大言ではないが、予と足下そっかの二人しかあるまい」

　そのことばも終らないうちであった。

　ぴかっ──と青白い雷光いなびかりが、ふたりの膝へ閃いた、と思うと、沛然はいぜんたる大雨と共に、雷鳴がとどろいて、どこかの大木にかみなりが落ちたようであった。

「──あッ」

　玄徳は、手にしていた箸はしを投げ、両耳をふさいで、席へうっ伏してしまった。

　それは天地も裂けるような震動だったにちがいないが、余りな彼のおののきに、席にいあわせた美姫たちまで、

「ホ、ホ、ホ、ホ」と、笑いこけた。

　曹操は、疑った。しばし顔も上げないでいる玄徳を、きびしい眼で見ていた。しかし美姫たちまであざけり笑ったので、思わず苦笑の口もとをゆがめ、

「どう召された。もう空ははれているのに」と、いった。

　玄徳は酒も醒め果てたように、

「ああ驚きました。生来、雷鳴かみなりが大嫌いなものですから」

「雷鳴は天地の声、どうしてそんなに怖いのか」

「わかりません。虫のせいでしょう。幼少から雷鳴というと、身をかくす所にいつもまごつきます」

「……ふうむ」

　曹操はとうとう自分の都合のよいように歓んだ。玄徳の人物もこの程度ならまず世に無用な人と観てしまったのである。……彼の遠謀とも知らずに。




四



　ちょうどその頃。

　南苑の門のあたりでも、さながら雷鳴のような人声が轟いていた。

「開けろっ、開けろっ。開門せねば、ぶちこわして踏み通るぞッ」

　苑内の番卒はおどろいて、

「こわしてはいかん。何者だ。何者だ」

　問い返すまにも、巨きな門がゆらゆらとゆれている。瑠璃瓦るりがわらの二、三片が、門屋根からぐわらぐわら落ちて砕け散った。

「あっ、狼藉ろうぜきな。──何者か名を申せ、何用か、用向きをいえ」

　すると、門の外で、

「ぐずぐずいっているいとまはない。われら両名は、きょう丞相に招かれた客、劉玄徳が義弟どもだ」

「あっ、では関羽と張飛か」

「開けろッ、早く」

「相府のおゆるしを得て参ったか」

「そんなことをしている暇はないというのに分らん奴、エエ面倒だっ、兄貴、そこを退いていろ。この大石を門扉へたたきつけてくれる」

　中の番卒は仰天して、

「待て待て。無茶なまねをいたすな。開けないとはいわん」

「早くいたせ！　早くッ」

「仕方がないやつ」

　慄ふるえあがって、渋々、開けようとしていると、関羽、張飛のふたりを追ってきたらしい相府の役人や兵たちが、

「ならんならん。丞相のおゆるしを得てというのに、理不尽に押し通った乱暴者、通ってはならんぞ」

　と、どなりながら、左右から組みついてきた。

「虫ケラ。踏みつぶされたいかッ」

　叩きつける、踏み放す、つまんで投げ上げる。

　わっと、怯んで逃げるまに、張飛は大石を抱えあげて、門へぶっつけた。

　ふたりは躍りこんで、梅林のあいだを疾風のごとく馳けた。玄徳は今しも、宴の席を辞してかえりかけているところだったが、その小亭の下まで来るやふたりは、

「おおっ、わが君」

「家兄っ」

　と、大地にペタとひざまずき、その無事なすがたを見て、こみあげるうれし涙とともに、一時にがっかりしてしまって、しばし肩で大息をついていた。

　曹操は、見とがめて、

「関羽と張飛の二人よな。招きもせぬに、何しに来たか」

「はっ……」と、関羽は咄嗟に答えにつまって、

「さ、されば……折ふしのご酒宴とも承り、やつがれども、つたない剣を舞わして、ご一興を添えんものと、無礼もかえりみず推参いたしました」

　苦しげに云い抜けると、曹操は開口一番、限りもなく大笑した。

「わははは、何を戸惑うて。──これ両人、きょうは古いにしえの鴻門こうもんの会ではないぞ。いずくんぞ項荘こうそう、項伯こうはくを用いんや、である。のう劉皇叔りゅうこうしゅく」

　玄徳も、共に、

「いや、ふたりとも、粗忽者そこつものですから」

　笑いにまぎらすと、

「どうして、粗忽者どころか、雷怯子らいきょうしの義弟としては出来すぎている程だ」

　と、曹操は眸ひとみもはなたず二人を見ていたが、やがて、

「せっかく参ったものだ。剣の舞は見るにおよばんが、二樊噲はんかいに酒杯さかずきをつかわせ」

　と、亭上から云った。

　張飛は拝謝して、腹癒はらいせのように痛飲したが、関羽は口にふくんだ酒を、曹操の眼がそれた隙に、うしろへ吐いてしまった。

　雨後の夕空には白虹はっこうがかかっていた。虎口の門をのがれ出た玄徳の車は、ふたりの義弟に護られながら、虹の下を、無事、轍わだちをめぐらしつつ戻って行く──。




兇門脱出きょうもんだっしゅつ
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　幾日かをおいて、玄徳は、きょうは先日の青梅の招きのお礼に相府へ参る、車のしたくをせよと命じた。

　関羽、張飛は口をそろえて、

「曹操の心根には、なにがひそんでいるか知れたものではない。才さい長たけた奸雄かんゆうの兇門へは、こっちから求めて近づかぬほうが賢明でしょう」と、不敵な二人も、曹操だけには警戒を怠らない──というよりは、むしろ切に玄徳の自重をうながした。

　玄徳は、うなずき、かつほほ笑んでいうには、

「だからわしも、努めて菜園に肥桶こえおけを担になったり、雷鳴に耳をふさいだり、箸を取落したりして見せている次第だ。しかし、聡明敏感な彼のことだから、避けて近づかなければ、また、猜疑さいぎするだろう。むしろいよいよ保命ほめいの鼻毛をのばして、時々、彼の嘲笑をうけに行ったほうが無事かと思う」

　初めて玄徳の口から菜園に鍬くわをとるの深慮おもんぱかりを聞かされ、霹靂へきれきに耳をふさぐの遠謀を説き明かされて、ふたりも周到な用意に今さら舌をまき、家兄にそこまでの心構えある以上、何をか曹操に近づくを恐れんや──とばかり供に従って車のあとに歩いた。

　曹操は、玄徳を見ると、きょうも至極機嫌よく、

「皇叔こうしゅく。今日はこのあいだと違って、無風晴穏せいおん、かみなりも鳴るまいから、ゆるゆる、興を共にしたまえ」

　と、いつぞやの清雅淡味せいがたんみと趣をかえて、その日は、贅美濃厚ぜいびのうこうな盞肴さんこうをもって、卓をみたした。

　ところへ、侍臣が、

「河北の情勢をうかがいに行った満寵まんちょうが、手先の密偵の諜報を悉皆しっかいあつめて、ただいま立ち帰ってまいりましたが」

　と、席へ告げた。

　曹操は眼の隅からちろと玄徳の面を見たが、

「オ。満寵まんちょうが帰ったか。すぐここへ通せ」と、いいつけた。

　やがて満寵は、侍臣にともなわれて、席の一隅に起立した。曹操は、

「河北の情勢はどうか。袁紹えんしょうが虚実をよく視てきたか」と、その報告を求めた。

　満寵は答えて、

「河北には、別して変った事態も起っておりませんが、北平ほくへいの公孫瓚こうそんさんは、袁紹のために亡ぼされました」

　聞いて驚いたのは座にあった玄徳である。

「えっ、公孫瓚が亡ぼされましたと。あれほどな勢力地盤を有し、徳も備えた人が、どうして一朝に滅亡を遂げたものか……ああ」

　儚はかなげに嘆息して、手の杯も忘れている様を見て、曹操は、怪しみながら、

「君は、何故そのように、公孫瓚の死を嘆じるのかね。わからんな予には──興亡は兵家の常じゃないか」

「それはそうですが、公孫瓚は年来親しくしているわたくしの恩友です。かつて、黄巾こうきんの乱のはじめ、貧しき中に志をたて、まだろくな武備も人数も持たない私は、関羽、張飛のふたりと共に、乱におもむく公孫瓚の列に加えてもらい、またその陣を借りて戦いなどいたし、何かとお世話になったお方であります。──あいや、満寵まんちょうどの、どうかもう少しくわしくお語り下さるまいか」

　そう聞いて、曹操も、

「なるほど、君と彼とは、君が無名の頃から浅くない仲だったな。これ、満寵満寵。貴賓もあのように求めらるる。公孫瓚が滅亡の仔細、なおつまびらかに、それにて語れ」と、いった。

　さればその次第は──と、満寵はつぶさに語りだした。




二



　もとより満寵は、それらの見聞をあつめに行って帰ってきた者、その語るところはつぶさだし、信もおける。

　彼の言によれば。

　北平の公孫瓚こうそんさんは、近年、冀州きしゅうの要地に、易京楼えきけいろうと名づける大城郭を興し、工も完まったく成ったので、一族そこへ移っていた。

　易京楼の規模はおそろしく宏大で、一見、彼の勢威いよいよ旺さかんなりとも思えるが、事実は左にあらずで、年ごとに領境を隣国の袁紹えんしょうに蚕食さんしょくされ、旧来の城池では不安をおぼえてきたための大土木であり、そこへ移ったのは、すでに後退を示した衰兆すいちょうの一歩であった。

　公孫瓚はそこに粮米ろうまい三十万石と大兵とを貯え、以後、数度の戦にも、まず一応強国の面目をたもっていたが、或る折、味方の一部隊を、敵のなかに捨てごろしにしたことから、彼の信望はうすれ、士気は荒すさび出してきた。

　その日城外へ出て、乱軍となったあげく、敗退して、われがちに引きあげ、易京楼の城門をかたく閉じてから、気づいたのである。

（敵のなかに、まだ味方の兵五百余りが退路をたたれて残っている。捨ててはおけまい。援軍を組織して、助けに行け）

　またすぐ城門をひらいて、救助に出ようとすると、公孫瓚は、

（それには及ばん。五百の兵を救うため、千の兵を失い、城門の虚を衝かれて、敵になだれ込まれたら、大損害をうけよう）と、許さなかった。

　すると、その後。

　袁紹えんしょうの軍が、城のそばまでおしよせて来たところ、城中の不平分子は、不意にどやどやと城を出て、千人以上も、一かたまりとなって、敵へ降伏してしまった。

　降人に出た兵は敵の取調べに対して、

（公孫瓚は、われわれどもを、貨幣か物のようにしか考えぬ。損得勘定で、五百の生命を見ごろしに敵の中へ捨てた。だから、われわれは彼に、千の損失をかけてやろうと、相談したわけなんで……）と、述べてはばからなかった。

　敵へ投降した千だけに止まらず、残った諸軍の士気もその後はどうも冴えない。そこで、公孫瓚は、黒山こくざんの張燕ちょうえんに協力をもとめ、袁紹を挟み討ちする策をたてたが、密計のうらをかかれて、これまた惨敗に終ってしまった。

　それからは、易京楼の守りをたのみとし、警戒して出ないので、袁紹も攻めあぐねていた。

（易京楼を落すには、少なくも、城兵が三十万石の粮米を喰い尽すあいだだけの月日は、完全にかかるだろう）

　こういう風評だった。ところが、さすが袁紹の帷幕いばく、よほど鬼謀の軍師がいるとみえ、地の底を掘って、日夜、坑道を掘りすすめ、とうとう城中に達して、放火、攪乱かくらん、殺戮さつりくの不意討ちをかけると共に、外からも攻めて、一挙に全城を屠ほふってしまった。

　公孫瓚は、逃げるに道なく、自ら妻子を刺して、自身も自害して果てた。

「──そういうわけで、袁紹の領土は拡大され、兵馬は増強されつつあります。のみならず、近ごろ彼の弟、淮南わいなんの袁術えんじゅつも一時は自ら帝位を冒していましたが、自製皇帝の位も持ちきれなくなり、兄袁紹へ例の伝国でんこくの玉璽ぎょくじを贈って、兄に皇帝の名を取らせ、自分は実利をせしめんものと、合体運動を起しております。こう二つのものがまた、合併されるとなると、いよいよ由々しい大勢力と化し、ほかに歯の立つ国はなくなるのではないかと存ぜられます」

　満寵まんちょうは報告をむすんだ。

　曹操は甚だおもしろくない態ていである。

「丞相、折入って、願いの儀がございます。お聞き入れくださいましょうや」

　畏る畏るその不興な顔へ向って、こういったのは、玄徳であった。
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「皇叔こうしゅく、改まって、予に願いとは、何であるか」

「それがしに、丞相の一軍をおかし賜わりたいのであります」

「わが一軍をひきいて、君はそもどこへ赴こうとするか」

「いま満寵が語るを聞けば、淮南わいなんの袁術えんじゅつは自己の僭称せんしょうせる皇帝の名と共に、持つところの伝国の玉璽ぎょくじをも、兄袁紹えんしょうへ譲与じょうよして、内にはふたり力をあわせ、外には河北、淮南を一環に合体して、いよいよ中原ちゅうげんへ羽翼うよくを伸張しきたらんとする由。──これは丞相にとっても、捨ておきがたい兆きざしではありますまいか」

「もとより由々しい大事だが──それについて、君に何かの対策があるか？」

「袁術が淮南をすてて河北に行くには、かならず徐州じょしゅうの地を通らねばなりません。それがし今、一軍を拝借して、急に馳せむかい、彼の半途を襲えば、かならず丞相の憂いを除き、ふたつには袁紹が帝位をのぞむ僭上せんじょうを懲らし、すべて彼らが企むところの野心を未然に粉砕してお目にかけまする」

「君にしては、常にない勇気であるが、どうして君はそう俄に思い立たれたか」

「袁術、袁紹を不利ならしめれば、いささか恩友公孫瓚こうそんさんの霊も、なぐさめ得られようかと思いまして」

「なるほど、君の信義もあるのか。袁紹は恩友のかたきでもあれば、──というわけだな。よろしい、明朝、相伴うて天子に謁えっし、君の望みを奏上しよう。君が赴いてくれれば予も気づよい」

　翌日、朝廷に出て、曹操から右のよしを帝に達すると、帝は御涙をうかべて、玄徳を宮門まで見送られた。

　玄徳は、将軍の印を腰におび、朝ちょうをさがって相府に立寄った。そして曹操から、五万の精兵と二人の大将を借りうけるや、取るものも取りあえず、許都の邸館をひき払って出発した。

「なに、劉皇叔りゅうこうしゅくが、許都を立ったと？」

　驚いたのは、かの董承とうじょうである。──董承は、十里亭まで、馬をとばして、玄徳を追いかけてきた。

　玄徳は、董承にむかって、

「国舅こっきゅう、安んじ給え。日頃の約を忘れるわれに非ず。都を去るとも、わが心は、寸時も天子のお側を離るることなからん。ただ、かねての大事を、曹操に気どられぬよう、御身をよく慎まれよ」

　と、諭さとして別れた。

　そして彼はなお急ぎに急いで昼夜、行軍をつづけた。

　関羽、張飛はあやしんで、

「いつにもない家兄の急。何故そのように、あわてふためいて、都をば出られるので？」

　訊くと、玄徳は、

「今だから、いうが、われ許都にあるうちは、一日たりとも、無事に安んじていたことはない。許都にいた間の身は、籠の中の鳥、網の中の魚にもひとしい生命であった。もし、ひょッとでも曹操の気が変ったら、いつ何時彼のために死を受けようも知らなかった。……ああようやく、都門を脱して、今は魚の大海に入り、鳥の青天へ帰ったようなここちがする」と、心から述懐した。

　そう聞いて関羽、張飛は、

「実げにも」と今さらの如く、玄徳の心労にふかく思いを打たれた。──無事と見えた日ほど玄徳の心労はかえって多かったのである。

　──一方、その後で。

　諸軍の巡検から許都に帰ってきた郭嘉かくかは相府に出て、初めて玄徳の離京と、大軍を借りうけて行った事実を知り、

「もってのほか！」と愕おどろいて、すぐ曹操に会い、口を極めて、その無謀をなじった。

「何だって、虎に翼を貸し、あまつさえ、野に放ったのですか。一体あなたは、玄徳をすこし甘く見過ぎていませんか」とまで彼は切言した。
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「……そうかな？」

　曹操の面には動揺が見えだした。

「そうですとも」

　郭嘉かくかは、さらに痛言した。

「露骨にいえば、あなたは玄徳に一ぱい喰わされた形です」

「どうして」

「玄徳は、あなたが観ているようなお人よしの凡物ではありません」

「いや、予も初めはそう考えていたが」

「そうでしょう、その玄徳が、何でにわかに、菜園に肥桶こえおけをになったり、鼻毛をのばしていたかです。──丞相ほどな熒眼けいがんが、どうして玄徳だけにはそうお甘いのでしょうか」

「では彼が、予の軍勢を借りて、予のために袁術を敗らんといったのは嘘だろうか」

「まんざら、嘘でもありますまい。けれど丞相のためなどと自惚うぬぼれておいでになったら大間違いですぞ。彼の行動はあくまで彼のためでしかありません」

「しまった……」

　曹操は足ずりして、悔いをくちびるに噛み、これわが生涯の過ち、あの雷怯子らいきょうしめにしてやられたり矣──と長嘆した。

　時に帳外に声あって、

「丞相。何をか悔い給うぞ。それがしが一鞭に追いかけ、彼奴めをこれへ生捕って参り候わん」

　と、いう者がある。

　諸人、これを見れば、虎賁校尉こほんこうい許褚きょちょである。

「許褚か。いしくも申したり。急げ！」

　軽騎の猛者五百をすぐって、許褚は疾風のごとく玄徳を追いかけた。

　馳け飛ぶこと四日目、追いついて、許褚、玄徳の双方は、各〻の兵をうしろにひかえて馬上のまま会見した。

　玄徳はいう。

「校尉。なにとて、ここへは来給える？」

　許褚は答えて、

「丞相の命である。兵をそれがしに渡し、直ちに都へ引っ返されい」

「こは思いがけぬこと。われは天子にまみえて詔詞みことのりを賜い、また親しく丞相の命をも受けて、堂々と都を立って来たものである。しかるに今、後よりご辺をさし向けて兵を返せとは。ははあ、わかった。さては汝も、郭嘉かくか、程昱ていいくなどの輩と同腹のいやしき物乞いの仲間か」

「なに、物乞いの徒だと」

「さなり！　怒りをなす前に、まず自身を質ただせ。われ出発の前、郭嘉、程昱の両名が、しきりと賄賂わいろをもとめたが、相手にもせず拒んだゆえ、その腹いせに、丞相へ讒言ざんげんして、ご辺をして追わしめたものと思わるる……あら笑止、物乞いの舌さきにおどらせられて、由々しげに使いして来た人の正直さよ」

　玄徳は、呵か々かと笑って、

「それとも、腕ずくでも、われを引き戻さんとなれば、われに関羽、張飛あり、ご挨拶させてもよろしい。しかし、丞相のお使いを、首にして返すもしのびぬ心地がする。──ご辺もよくよく賢慮あって、右の趣を、よく相府に伝え給え」

　云いすてると、玄徳は、大勢の中へ姿をかくし、その軍勢はすぐ歩旗整々ほきせいせい、先へ行ってしまった。

　許褚は、ほどこす手もなく、むなしく都へ引っ返して、ありのままを曹操へ復命した。

　曹操は憤いきどおって、すぐ郭嘉をよびつけ、賄賂のことを厳問した。

　郭嘉は、色をなして、

「何たることです。手前のいうそばから、また玄徳めに欺あざむかれて、手前までを邪視なされるとは」

　すると曹操もすぐ覚ったらしく、快然と笑って、郭嘉の顔いろをなだめた。

「今のは一場の戯れだよ。月日は呼べどかえらず、過失は追うも旧にもどらず。もう君臣の仲で愚痴はやめにしよう。……愚かだ、愚かだ。むしろ一杯を挙げて新に備え、後日、きょうのわが失策を百倍にして玄徳に思い知らせてくれん。郭嘉、楼へのぼって酒を酌くもうではないか」




偽帝ぎていの末路まつろ
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　かねて董承とうじょうに一味して、義盟に名をつらねていた西涼せいりょうの太守たいしゅ馬騰ばとうも、玄徳が都を脱出してしまったので、

「前途はなお遼遠りょうえん──」

　と見たか、本国に胡族えびすの襲来があればと触れて、にわかに、西涼へさして帰った。

　時しも建安四年六月。

　玄徳はすでに、徐州に下着していた。

　徐州の城には、さきに曹操が一時的にとどめておいた仮の太守車冑しゃちゅうが守っていた。

　車冑は、出迎えて、

「見れば、相府直属の大軍をひきい給うて、何事のため、にわかなご下向でござるか」

　と、いぶかりながらも、その夜は、城中に盛宴をひらき、軍旅のつかれを慰めたいといった。

　宴へ臨む前に、玄徳は車冑と、べつの一閣に会って、

「丞相がそれがしに五万の兵を授けられたのは、かねて伝国の玉璽を私し、皇帝の位を僭せんしていた袁術えんじゅつが、兄の袁紹えんしょうと合体して、伝国の玉璽を河北へ持ちゆかんとしているのを、半途にて討たんがためである。──ついては、急速に、またひそかに、袁術の近況と、淮南わいなんの情勢とを、御身も力をあわせて探索してもらいたい」と、協力をもとめた。

「承知致しました。──して丞相より軍勢に付けおかれた二人の大将とは、誰と誰とでござるか」

「朱霊しゅれい、露昭ろしょうの両人である」

　話しているところへ、

「ご健勝のていを拝し、こんな歓びはございません」

　と、旧臣の糜竺びじくや孫乾そんけんたちも会いにきたので、打揃って、当夜の宴に臨んだ。

　宴の終るのを待ちかねて、玄徳は、糜竺や孫乾などと共に、城を出た。そして妻子のいる旧宅へ久しぶりに帰った。

　玄徳はまず、老母の室へ行って、老母の膝下にひざまずき、

「母上、あなたの息子は、今帰って来ました。阿備あびとお呼び下さい。阿備ですよ」

　と、手をさしのべた。

「おお、……阿備か」

　老母は、玄徳の手を撫で、肩を撫でまわし、やがてその顔を抱えこんだ。

「ようご無事で……」

　老母はすぐ涙ぐむ。近頃は眼もかすみ、耳も遠く、歩行も独りではできなくなっていた。しかし何不自由なく、いつも柔かい絹や獣皮や羽毛に埋もって、ひたすら息子の無事ばかり祈っていた。

「よろこんで下さい母上。こんど都に上って、天子に謁えっし、その折、ご下問によって、初めて、わが家の家系をお耳に達しましたところ、天子には直ちに、朝廷の系譜をお調べになり、まぎれもなく、劉玄徳が祖先は、わが漢室の支わかれた者の裔すえである──玄徳は朕ちんが外叔がいしゅくにあたるものぞと、勿体ない仰せをこうむりました。……これで長らく埋もれていたわが家も、ふたたび漢家の系譜に記録せられ、いささか地下の祖先の祠まつりもできるようになりました。……これもみな母上のおちからが、私という苗木なえぎを通じて、ひとつの華はなを咲かせてきた結果でございます。母上、どうぞ長らくお生き遊ばして、もっともっと、劉家の庭に華の咲く日を見ていてください」

「……そうか。オオ──そうか──」

　老母は、歓びの表情を、ただ涙でばかり示している。ほろほろとうなずいてばかりいる。

　やがて一堂は春風のような団欒まどいに賑わう。妻もまじり、子たちも集まってくる。玄徳もいつかその中に溶け入って、他愛ない家庭人となりきっていた。
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　ここに、淮南わいなんの袁術えんじゅつは、みずから皇帝と称して、居殿後宮も、すべて帝王の府に擬ぎし、莫大な費ついえをそれにかけたので、いきおい民に重税を課し、暴政のうえにまた暴政を布しくという無理をとらなければ、その維持もできない状態になってしまった。

　当然──、

　民心はそむく、内部はもめる。

　雷薄らいはく、陳闌ちんらんなどという大将も、これでは行く末が思いやられると、嵩山すうざんへ身をかくしてしまうし、加うるに、近年の水害で、国政はまったく行き詰まってしまった。

　そこで、袁術が、起死回生の一策として、思いついたのが、河北かほくの兄袁紹えんしょうへ、持て余した帝号と、伝国の玉璽を押しつけて、いよいよ身を守ることだった。

　袁紹には、もとより天下の望みがある。

　それにまた先頃、北平ほくへいの公孫瓚こうそんさんを亡ぼして、一躍領土は拡大されている。もとより兵糧財貨には富んでいるし、隆々たる勢いの折も折であったから、一も二もなく、

「淮南を捨て、河北へ来るならば、如何ようにも、後事を図はかってやろう」と、それに答えた。

　そこで。

　袁術は浅慮あさはかにも、一切の人馬をとりまとめ、ただ水害に飢えてうごけない住民だけを残して、淮南から河北へ移ろうと決めた。

　皇帝の御物、宮門の調度ばかりでも、数百輛の車を要した。後宮の女人をのせた駕車や一族老幼をのせた驢の背だけでも、蜿蜒えんえん数里にもわたった。もちろん、それに騎馬徒歩の軍隊もつづき将士の家族から家財まで従ってゆくので、前代未聞の大規模な引っ越しだった。その大列は、蟻の如く、根気よく野を進み、山をめぐり、河を渡り、悠々晨あしたは霧のまだきに立ち、夕べは落日に停って、北へ北へ移動して行った。

　徐州の近くである。

　玄徳の軍は待ちうけていた。

　総勢五万、朱霊、露昭を左右にそなえ、玄徳をまん中に、鶴翼を作って包囲した。

「小ざかしき蓆織りの匹夫めが」と、袁術の先鋒から大将の紀霊が討って出る。

　張飛、それを見て、

「待つこと久し」

　とばかり、馬を寄せ、白光閃々、十合ばかり喚き合ったが、たちまち、紀霊を一槍に刺しころし、

「かくの如くなりたい者は、張飛の前に名のって出よ」

　と、死骸を敵へほうりつけた。

　次々と、袁術の麾下は、討ち減らされていった。そのうえ、乱れ立ったうしろから、一彪の軍馬が、袁術の中軍を猛襲し、兵糧財宝、婦女子など、車ぐるみ奪掠していった。

　白昼の公盗は、まだ戦っているうちに、行われたのである。しかもその盗賊軍は、さきに袁術を見限って嵩山へかくれた旧臣の陳闌、雷薄などの輩だった。

「おのれ、不忠不義の逆賊めら」

　袁術は怒って、悲鳴をあげる婦女子を助けんものと、自ら槍をもって狂奔していたが、かえりみると、いつか味方の先鋒も潰滅し、二陣も蹴やぶられ、黄昏かけた夕月の下に、累々と数えきれない味方の死骸が見えるばかりだった。

「すわ。わが身も危うし」と、気がついて、昼夜もわかたず逃げだしたが、途中、強盗山賊の類にはおびやかされるし、強壮な兵は、勝手に散ってしまうしで、ようやく江亭こうていという地まで引揚げて、味方をかぞえてみると、千人にも足らない小勢となっていた。

　しかも、その半分が、肥えふくれた一族の者とか、物の役に立たない老吏や女子供だった。
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　時は、大暑の六月なのでその困苦はひとかたでなかった。

　炎天に焦いりつけられて、

「もう一歩もあるけぬ」と訴える老人もある──。

「水がほしい。水をくれいッ」と、絶叫しながら息をひきとってしまう病人や傷負ておいもある。

　落人の人数は、十里行けば十人減り、五十里行けば五十人も減っていった。

「歩けぬ者はぜひもない。傷負ておいや病人も捨てて行け。まごまごしていれば玄徳の追手に追いつかれよう」

　袁術は一族の老幼や、日頃の部下も惜しげなく捨てて逃げた。

　だが幾日か落ちて行くうち、携たずさえていた兵糧もなくなってしまった。袁術は麦の摺屑すりくずを喰って三日もしのんだがもうそれすらなかった。

　餓死するもの数知れぬ有様である。あげくの果て、着ている物まで野盗に襲われてはぎ取られてしまい、よろ這ぼう如く十幾日かを逃げあるいていたが、顧みるといつか自分のそばには、もう甥の袁胤えんいんひとりしか残っていなかった。

「あれに一軒の農家が見えます。あれまでご辛抱なさいまし」

　もう気息奄々きそくえんえんとしている袁術の手を肩にかけながら、甥の袁胤えんいんは炎天の下を懸命にあるいていた。

　二人は餓鬼のごとく、そこの農家の厨くりやまで、這って行った。袁術は大声でさけんだ。

「農夫農夫、予に水を与えよ。……蜜水みつすいはないか」

　すると、そこにいた一人の百姓男が嗤わらって答えた。

「なに。水をくれと。血水けっすいならあるが、蜜水などあるものか。馬の尿いばりでものむがいいさ……」

　その冷酷なことばを浴びると袁術は両手をあげてよろよろと立ち上がり、

「ああ！　おれはもう一人の民も持たない国主だったか。一杯の水をめぐむ者もない身となったか」

　大声で号泣したかと思うと、かっと口から血を吐くこと二斗、朽ち木の仆れるがように死んでしまった。

「あっ伯父上」

　袁胤はすがりついて、声かぎり呼んだが、それきり答えなかった。

　泣く泣く彼は袁術の屍を埋め、ひとり盧江ろこう方面へ落ちて行ったが、途中、広陵こうりょうの徐璆じょきゅうというものが、彼を捕えたので、その体を調べてみると、意外な物を持っていたのを発見した。

　伝国の玉璽ぎょくじである。

「どうして、こんな物を所持しているか」

　と、拷問にかけて問いただすと、袁術の最期の模様をつまびらかに白状したので、徐璆はおどろいて、すぐ曹操に文書をもって報らせ、あわせて、伝国の玉璽をも曹操のところへ送った。

　曹操は、功を賞して徐璆を広陵の太守に封じた。

　また一方、玄徳は所期の目的を果たしたので、朱霊しゅれい、露昭ろしょうの二大将を都へ返し、曹操から借りてきた五万の兵は、

「境を守るために」と称して、そのまま徐州にとどめおいた。

　朱霊、露昭の二将は都へ帰って、その由を曹操に告げると、曹操は、烈火のごとく怒って、

「予が兵を、予のゆるしを待たず何故、徐州にのこして来たか」

　と、即座にふたりの首を刎ねんとしたが、荀彧じゅんいくが諫いさめていうには、

「すでに丞相がさきに、玄徳が総大将とおゆるしになったため軍の指揮も当然玄徳に帰していたわけです。ふたりは玄徳の部下として行ったものゆえ彼の威令に従わないわけにゆかなかったでしょう。もうやむを得ません、この上は車冑しゃちゅうに謀略をさずけて、玄徳を今のうちに討つあるのみです」

「実げにも」と曹操は、彼の言を容れて、それからはもっぱら玄徳を除く工夫をこらし、ひそかに、書を車冑へ送ってその策をさずけた。




霧風むふう
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　陳大夫ちんたいふの息子陳登ちんとうは、その後も徐州じょしゅうにとどまって城代の車冑を補けていたが、一日、車冑の使いをうけて、何事かと登城してみると、車冑は人を払って、

「実は、曹丞相から密書をもって玄徳を殺すべしというご秘命だが、やり損じたら一大事である。なにか其許そこもとに必殺の名案はあるまいか」と、声をひそめての相談であった。

　陳登は、内心おどろいたが、さあらぬ顔して、

「いま、玄徳を殺すことは、嚢中のうちゅうの物をつかむも同様で、いと易いことではありませんか。城門の内に、伏兵を詰めおき、彼を招いて通過の節、十方より剣槍の餌となし給え。それがしは櫓やぐらの上にあって、彼につづく部下の者を、門橋より濠ほりぎわにわたって、つるべ撃ちに射伏せてお目にかけましょう」

　車冑はよろこんで、

「しからば、早速にも」と、兵の手配にかかり、一方城外の玄徳へ使いを派して涼秋八月、まさに観月の好季、清風に駕を乗せて一夜、城楼の仰月台ぎょうげつだいまでおいで願いたい。美姫びき玉杯をつらねて臨座をお待ちすると云いやった。

　同日、陳登は家に帰ると、すぐ父の陳大夫に、そのことを打明けて、父の顔いろをうかがってみた。しかし陳大夫が玄徳に対する誼よしみは、以前とすこしも変っていなかった。

「玄徳は仁者じゃ。わしたち父子は、曹操から恩禄はうけているが、さればといって、玄徳を殺すにはしのびぬ。そちはどう考えているか」

「元より私とて、車冑へ答えたことばが、本心ではありません」

「では、すぐさま、玄徳のほうへその由を、そっと報らせてやるがよい」

「使いでは不安ですから、夜に入るのを待って、自身で行って参ります」

　やがて陳登は、宵闇の道を、驢ろに乗って出て行った。そして玄徳の旧宅を訪れたが、玄徳には会わず、関羽、張飛のふたりを呼び出し、車冑の企てをはなした。

　そう聞くや否、張飛は、

「さては先ほど、白々しい礼を執って、観月の宴に、お招きしたいとかいって帰った使者がそれだろう。小賢こざかしい曲者しれものめが」と、牙きばを咬かんで、すぐにも軽騎七、八十を引具し、城内へ突入して、車冑の首をひきちぎってくると、はしゃぎたてた。

「あわてるな、敵にも備えのあることだ」

　関羽は、彼の軽忽けいこつをたしなめ、一計を立てて、夜の更けるのを待った。

「こんなことは、家兄の耳に入れるまでもない些事さじに過ぎん。ふたりだけで、黙って片づけてしまおう」

　関羽の思慮に張飛も服した。

　そして共に、彼の立てた計略に従った。

　さきに許都きょとからついてきた五万の軍隊は、曹操の旗じるしを持っている。関羽は、その旗幟きしを利用して、まだ霧の深い暁闇の頃、粛々と兵馬を徐州の濠ぎわまですすめて行った。

　そして、大音声をあげ、

「開門せよ、開門せよ」と、呼ばわった。

　時ならぬ軍馬に、

「何者だ」と、門内の部将は、すくなからず緊張して、容易に開ける様子もない。

　関羽は声を作って、

「これは、曹丞相のお使いとして、火急の事あって、許都より急ぎ下ってきた張遼ちょうりょうという者。疑わしくば、丞相より降したまえる旗じるしを見よ」

　と、暁の星影に、しきりと旗幟を打ち振らせた。

　折も折、曹操からの急使と聞いて、車冑は、思い惑った。陳登はそれより前に、城内へ帰っていたので、彼が狐疑こぎしているていを見ると、

「何をしているのです。早く城門をお開けなさい。あのとおり丞相の旗を打ち振っているではありませんか。もし使者の張遼の心証を害して、後難を受けられても、それがしは関知しませんぞ」

　と、暗に脅おどかした。
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　車冑しゃちゅうもさるものである。陳登にせかれたり脅おどかされたりしても、

「いや、夜明けを待って開けても遅くはない。何分にも、まだ城門の外は暗いし、前触れもない不意の使者、めったに開けることはならん」と、云い張っていた。

　夜が明けては万事休すである。関羽は気が気ではなく、

「開けないか！　火急、機密の大事あって、曹丞相からさし向けられたこの張遼を、何故、城門を閉じてこばむか。……ははあ、さては車冑には異心ありとおぼえたり。よろしい、立ち帰って、この趣をありのまま丞相におつたえ申すから後に悔ゆるな」

　云い放って、後にしたがう隊伍の者へ、引っ返せとわざと大声で号令を発していた。

　車冑は狼狽して、

「あいや待たれよ、東の空も白みかけて、実否のほども、仄ほのかにわきまえられて参った。丞相のお使者に相違あるまい。──お通りあれ」

　と直ちに、城門をさっと開かせた。

　とたんに、濠の面にたちこめた白い朝霧が濛々もうもうとはいってきた。その中をどかどかと渡ってくる兵や馬蹄の跫音は余りにもおびただしかった。けれど夜はまだ明けきれていないので、顔と顔とをぶつけ合わせなければ、誰が誰やら分らなかった。

「車冑とは君か」

　関羽が近づいて行くと、変に思った車冑は、突然、

「──あッ、汝らは？」と絶叫をのこして、すばやく何処かへ逃げてしまった。

　沛然はいぜんと、ここ一箇所に、血の豪雨がふりそそぎ、城中の兵は、みなごろしの目に遭った。

　大半の城兵は、まだ眠っていたところである。そこへ関羽、張飛の手勢一千は、前夜から手具脛てぐすねひいて来たのであるから、大量な殺戮さつりくも思いのまま行われた。

　陳登は、いちはやく、城楼に駈けのぼって、かねてそこに伏せておいた沢山な弩弓手どきゅうしゅに、

「車冑の部下を射ろ」と、命じた。

　弓をつらねていた兵は、味方を射ろという命令にまごついたが、陳登が剣を抜いてうしろに立っているので、一斉に、逃げまどう味方の上に矢を注ぎかけた。

　乱箭らんせんの下に仆れる城兵も無数であった。城代の車冑は、厩うまやから馬を引き出すと、一目散に、門楼をこえて、逃げだしたが、

「この虻あぶめ、どこへ失せるか」

　追いしたってきた関羽の一閃刀に、その首を大地へ委してしまった。

　夜が明けた。

　玄徳は、変を聞いて、

「大変なことをしてくれた」

　と、俄に家を出て、徐州城へ馳せつけようとすると、すでに関羽は鮮血淋漓せんけつりんりとなって車冑の首を鞍にひっくくり、凱歌がいかをあげながら引き揚げてきた。

　ひとり浮かぬ顔は、それを迎えた玄徳で、

「車冑は、曹操の信臣、また徐州の城代である。これを殺せば、曹操の憤怒は、百倍するにちがいない。自分が知っていたら、殺すのではなかったのに」と、悔やんだ。

　そして、この中にまだ張飛の姿が見えないがと、案じていると、その張飛もまた、ひと足あとから、これへ駈けもどってきて、

「ああ、さっぱりした。朝酒でもぐっと飲みほしたような朝だ」と、血ぶるいしていた。

　玄徳が、眉をひそめて、

「車冑の妻子眷族けんぞくは、どう処分してきたか」

　と訊ねると、張飛は、いと無造作に、

「それがしがあとに残って、ことごとく斬りころして来ましたから、ご安心あって然るべしです」

　と昂然、答えた。

「なぜ、そんな無慈悲なことをしたか」

　玄徳は、張飛の狂躁をふかく戒いましめたが、叱ってみても、もう及ばないことだった。許都の曹操に対して、彼の憂いと畏怖は人知れず深かった。




一書しょ十万兵まんぺい
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　その後、玄徳は徐州の城へはいったが、彼の志とは異っていた。しかし事の成行き上、また四囲の情勢も、彼に従来のようなあいまいな態度や卑屈はもうゆるさなくなってきたのである。

　玄徳の性格は、無理がきらいであった。何事にも無理な急ぎ方は望まない。──今、曹操とは正しく相反あいそむいたが、それとてもこんどのような事件を惹起じゃっきして、曹操の怒りに油をそそぐようなことは、決して、玄徳の好むところではなかった。

「曹操の気性として、かならず自身大軍をひきいて攻めてくるであろう。何をもって、自分は彼に抗し得ようか」

　彼は、正直に憂えた。

「ご心配は無用です」

　陳登ちんとうが彼にそういった。

　玄徳はあやしんで、その理由を反問した。すると陳登は、

「この徐州の郊外に、ひとり詩画琴棋しがきんきをたのしんで、余生をすごしている高士こうしがおります。桓帝かんていの御世宮廷の尚書を勤め、倉厨そうちゅうは富み、人品もよく……」と、まるで別なことを話し出した。

「陳登、其許そこもとはわれに何を説こうというのか」

「さればです。もしあなたが、今の憂いを払わんと思し召すなら、いちどその高士こうし鄭玄ていげんをお訪ねなされては如何かと？」

「書画琴棋の慰みなどは、玄徳の心に何のひびきもない」

「彼は世外せがいの雅客ですが、あなたにまで、風月に遊べとおすすめ申すのではありません。──高士鄭玄ていげんと、河北の袁紹えんしょうとは共に宮中の顕官であった関係から三代の通家であります」

「……？」

　玄徳は、深い眼をすました。

「──いま曹操の威と力とを以てしても、なお彼が常に恐れはばかっている者は、河北の袁紹しかありません。河北四州の精兵百余万と、それを囲繞いにょうする文官、武将、謀士、また河北の天地の富や彼の門地など、抜くべからざる大勢力です。失礼ながらまだまだあなた如きは、そう彼の眼中にはないでしょう」

「……うム」

　玄徳は苦笑した。──そうだ曹操の眼にはまだ自分などは──と、みずからほくそ笑まれたのである。

「親しく鄭玄ていげんにお会いあって、袁紹への手紙をひとつ書いておもらいなさい。鄭玄が書簡をかけば、袁紹はきっとあなたに好意を示しましょう。袁紹の合力さえあれば、曹操とて、恐れるに足りません」

「なるほど。……御身の深謀は珍重にあたいするが、成功はしまい」

「なぜですか」

「思うてもみよ。わしはすでに袁紹の弟、袁術をこの地に滅ぼしているではないか」

「ですから、そこを鄭玄ていげんにとりなしてもらうのです。ともかく、世外せがいの高士に、世俗の働きをさせるところが、この策の妙たるところなんです」

　遂に彼を案内として、玄徳は、高士鄭玄の門をたたいた。鄭玄は快く会ってくれたのみならず、慇懃いんぎん、膝下にひざまずいて志をのべる玄徳を見て、

「君のような仁者のために、計らずも世俗の用を久しぶりに論じるのは、老後の閑人にとって、むしろ時ならぬ快事じゃよ」と、さっそく筆をとって、細々と自分の意見をも加え、河北の袁紹へ宛て、一書をかいてくれた。

どうか小さな私怨などわすれて、劉玄徳に協力を与えて欲しい。青史は昭々、万代滅せず、今日の時運は歴々、大義大道の人に向いている。この際、劉玄徳を得るは、いよいよ袁家えんけの大慶でもあることと信じ、自分も欣然この労をとった。


「これでよいかの」

　鄭玄は自分の文を詩のように吟誦ぎんしょうしてから封をした。玄徳は押しいただいて門を辞した。驢をめぐらして城に帰ると、すぐ部下の孫乾そんけんを河北へ使いに立てた。
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　はるばる徐州の使い孫乾が、書簡をたずさえて、河北の府に来れりというので、袁紹えんしょうは、日を期して謁見を与えた。

　孫乾は、まず玄徳の親書を捧呈してから、

「願わくは、閣下の精練の兵武をもって、許都の曹賊そうぞくを討平とうへいし、大きくは漢朝のため、小にはわが主玄徳のため、この際、平常のご抱負をのべ、奮勇一番、ご蹶起けっきあらんことを」

　と、再拝低頭、畏おそれ慎んで云いながらも、相手の腹中にはいって懇願した。

　袁紹は一笑した。

「何かと思えば、虫のよい玄徳の頼み。彼は先頃、わが弟の袁術を殺したではないか。いずれ弟の仇を思い知らしてやろうとは考えていたが、彼に助力を与えんなどとは、思ってみたこともない。何を戸惑うてこの袁紹に……。あははは、使者にくる者もくる者。仮面めんでもつけて参ったか」

「閣下。そのお恨みは、曹操にこそ向けられるべきです。何事につけ廟堂びょうどうの奸賊は、朝命をもって、みだりに命じ、そむけば違勅の罪を鳴らそうというのであります。わが主玄徳のごときも、まったく心なく淮南わいなんの役えきにさし向けられ、しかも功は問わず、非のみ責める曹操の非道に、遂に、堪忍をやぶって、今日わたくしを遠く使いせしめるに至ったものでございます。何とぞご賢慮をもって、這般しゃはんのいきさつを深くご洞察ねがわしゅうぞんじます」

「おそらくそれは真実の言だろう。曹操なる者は、元来がそうした奸才に長たけた人間だ。配するにお人よしの玄徳ときては、さもある筈。しかし玄徳は、一面、実直で信義に篤く、自然人望に富むという取柄とりえもあるから、彼が心から悔いているなら救うてやらぬこともないが、一応、評議のうえ返答に及ぶであろう。数日、駅館にて休息しておるがよい」

「何分のおはからいを待ちおりまする。──ついては、べつにこの一通は、日ごろ主人玄徳を、子のごとく愛され、また、無二の信頼をおかけ下されている高士こうし鄭玄ていげんより特に託されて参ったご書面にございまする。後にて、ご一見くだしおかれますように」と、その日は退がった。

　後で、鄭玄の手紙を見てから、袁紹のこころは大いにうごいた。元々、彼としては、北支四州に満足はしていない。進んで中原に出で、曹操の勢力を一掃するの機会を常にうかがっているのである。弟の恨みよりも、玄徳を麾下きかに加えておいたほうが、将来の利であると考え直してきたのだった。

　つぎの日。

　台閣の講堂に諸大将は参集していた。

「曹操征伐の出軍、今を可とするか、今は非とするか」

　について、議論は白熱し、謀士、軍師、諸大将、或いは一族、側近の者など、是非二派にわかれて、舌戦果てしもなかった。

　河北随一の英傑といわれ、見識高明のきこえある田豊でんぽうは、

「ここ年々の合戦つづきに、倉廩そうりんの貯えも、富めりとはいえないし、百姓の賦役ふえきも、まだ少しも軽くはなっておらない。まず、国内の患うれいを癒いやし、辺境の兵馬を強め、河川には船を造らせ、武具糧草をつみ蓄えて、おもむろに機を待てば、かならず三年のうちに、自然、許都の内より内訌ないこうの兆きざしがあらわれよう。それまでは、朝廷に貢みつぎをささげ、農政に務め、民を安んじ、ひたすら国力を養っておくべきである」と、述べた。

　すると一名、すぐ起って、

「今のお説は、甚だしくわが意にかなわん。河北四州の精猛に、主公のご威武をいただき、何すれば、曹操ごときを、さまで怖れたもうか。兵法にいう、十囲五攻、すべて一歩の機と。今日のような変動の激しい時勢に、三年もじっと受身でいたらひとりでに国が富み栄えるなどとは、痴者の夢よりもまだ愚かしい。機なしとせば十年も機なし。活眼電瞬、今こそ、中原に出る絶好の秋ときではないか」

　と、大声で駁ばくしたてた。誰かとみれば、相貌端荘そうぼうたんそう、魏郡ぎぐんの生れで、審配しんぱい字あざなを正南せいなんという大将だった。
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　すると、また一名、

「いやいや、そのお説は、耳には勇ましく聞えるが、一国の浮沈を賭けて、自己の驕慢きょうまんを満足させようとするようなもの。いわば大きな賭博を打つにも異ならぬ暴挙である」

　と起ち上がって、審配の言に、反対した大将がある。

　諸人、これを見れば、広平の人、沮授そじゅであった。

　沮授はいう。

「義兵は勝ち、驕兵はかならず敗やぶる。誰も知る戦の原則である。──曹操はいま許昌きょしょうにあって、天下を制しているが、命めいはみな帝の御名を以てし、士卒は精練、彼自身は、機変妙勝の胆略を蔵している。故に、彼の出す法令には、誰も拒むことができない。しかるに──」

「待たれい」

　審配は、奮然とまた起って、

「沮授そじゅどのには、曹操を讃美して、われらの説は、驕兵の沙汰といわるるのか」

「そうである！」

「何っ」

「敵を知らずして、敵に勝つことはできませんぞ」

「知るにあらず、尊公のはただ怖れるのだ」

「然り、自分は、曹操を怖れます。彼を、先に滅んだ公孫瓚こうそんさんごときものと同一視されると、とんだことになりますぞ」

「あははは」

　審配は、満座へ向って、哄笑を発しながら、

「えらい恐曹病者もいるものだ。恐曹患者と議論は無益だ」

　と、云いながら、側にいる郭図かくとの顔を見た。

　大将郭図は、日ごろから沮授そじゅと仲が悪いので、彼こそ自分の説を支持するだろうと思ったからである。

　案の定、郭図は次に起立して、

「いま曹操を討つのを、誰が無名のいくさと誹そしりましょうぞ。武王の紂ちゅうを討ち、越王えつおうの呉を仆す、すべて時あって、変に応じたものです。いたずらに安泰をねがって、世のうごきを拱手傍観きょうしゅぼうかんしていた国で、百年の基礎をさだめた例がありましょうか。──しかも、賢士鄭玄ていげんさえ、遠く書をわが君に送って、玄徳をたすけ、共に曹操を討つこそ、実に今日をおいてはあるべからずと云ってきているではありませんか。わが君には、何故のご猶予ですか。疾とく無益な紛論をやめて、即刻、ご出兵の命こそ、臣ら一同の待つものでございます」と、郭図のことばは、その内容は浅いが、音吐朗々、態度が堂々としているので、一時、紛々の衆議を、声なくしてしまった。

「そうだ。鄭玄は一世の賢士である。彼が、この袁紹のために、わざわざ悪いことをすすめてくるはずはない」

　遂に、袁紹も意をきめて、一方の出軍説を採ることになった。郭図かくと、審配などの強硬派は、凱歌をあげて退出し、反対した田豊や沮授そじゅの輩も、

「このうえは是非もない」と、黙々、議堂から溢れて、やがて出征の命を待った。

　許都へ！　中原へ！

　十万の大軍は編制された。

　審配、逢紀ほうきのふたりを総大将に。田豊、筍諶じゅんじん、許攸きょゆうを参軍の謀士に。また顔良がんりょう、文醜ぶんしゅうの二雄を先鋒の両翼に。

　騎馬兵二万、歩兵八万、そのほかおびただしい輜重しちょうや機械化兵団まで備わっていた。

　河北の地に、空もおおうばかりな兵塵のあがり出した頃、玄徳の使い孫乾そんけんは、

「得たり！　わが君のご武運はまだつきない」

　と、鞭を高く、徐州へさして、急ぎ帰っていた。

　ふところには「援助の儀承諾」の旨を直書した袁紹の返簡を持っている。

　時に、用いかた如何に依っては、閑人の一書といえども、馬鹿にできない働きをする。高士鄭玄の一便は、かくて、河北の兵十万を、曹操へ向わしめたのであった。
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　その頃、北海（山東省・寿光県）の太守孔融こうゆうは、将軍に任命されて、都に逗留とうりゅうしていたが、河北の大軍が、黎陽れいようまで進出してきたと聞いて、すぐさま相府に馳けつけ、曹操に謁して、こう直言した。

「袁紹えんしょうとは決して軽々しく戦えません。多少は彼の条件を容れても、ここはじっとご自重あって対策を他日に期して和睦わぼくをお求めあることが万全であろうと考えられますが」

「貴公もそう思うか」

「勢いの旺なるものへ、あえて当って砕けるのは愚の骨頂です」

「旺勢は避けて、弱体を衝く。──当然な兵法だな。──だがまた、装備を誇る驕慢な大軍は、軽捷けいしょうな寡兵かへいをもって奇襲するに絶好な好餌こうじでもあるが？」

　曹操はそうつぶやいて、是とも非とも答えずにいたが、再び口を開いて、

「ともあれ、諸人の意見に問おう。きょうの軍議には、御身もぜひ列席してくれい」と、いった。

　その日の評議にのぞんで、曹操は満堂の諸将にむかい、

「和睦か、将はた、決戦か」

　の忌憚きたんなき意見をもとめた。

　荀彧じゅんいくが、まず云った。

「袁紹えんしょうは、名門の族で、旧勢力の代表者です。時代の進運をよろこばず、旧時代の夢を固持している輩のみが、彼を支持して、時運の逆行に焦心あせっているのであります。かくの如き無用な閥族の代表者は、よろしく一戦のもとに、打ち破るべきでありましょう」

　孔融こうゆうは、彼の言が終るのを待って、

「否！」と、起ち上がった。

「河北は、沃土ひろく、民性は勤勉です。見かけ以上、国の内容は強力と思わねばなりますまい。のみならず、袁紹一族には、富資ふし精英の子弟も多く、麾下には審配しんぱい、逢紀ほうきなどのよく兵を用うるあり、田豊、許攸きょゆうの智謀、顔良、文醜ぶんしゅうらの勇など、当るべからざる概があります。また沮授そじゅ、郭図かくと、高覧、張郃ちょうごう、于瓊うけいなどという家臣も、みな天下に知られた名士である。どうして、彼の陣容を軽々と評価されようか」

　荀彧じゅんいくは、にやにや笑って聞いていたが、孔融の演舌がすむと、やおら答えて、

「足下は、一を知って二を知りたまわず、敵を軽んずるのと、敵の虚を知るのとは、わけがちがう。そもそも袁紹は国土にめぐまれて富強第一といわれているが、国主たる彼自身は、旧弊型の人物で、事大主義で、新人や新思想を容れる雅量はなく、ゆえに、国内の法は決して統治されていない。その臣下にしても、田豊は剛毅ではあるが、上を犯す癖あり、審配はいたずらに強がるのみで遠計なく、逢紀は、人を知って機を逸す類の人物だし、そのほか顔良、文醜などに至っては、匹夫の勇にすぎず、ただ一戦にして生捕ることも易かろう。──なお、見のがし難いことは、それらの碌々ろくろくたる小人輩が、たがいに権を争い、寵ちょうを妬ねたみあって、ひたすら功を急いでいることである。──十万の大軍、何するものぞ。彼より来るこそ、お味方の幸いである。いま一挙に、それを討たないで、和議など求めて行ったら、いよいよ彼らの驕慢をつのらせ、悔いを百年にのこすであろう」

　両者の説を黙然と聞いていた曹操は、しずかに口を開いて、断を下した。

「予は戦うであろう！　議事は終りとする。はや出陣の準備につけ！」

　その夜の許都は、真赤だった。

　前後両営の官軍二十万、馬はいななき、鉄甲は鏘々そうそうと鳴り、夜が明けてもなお陸続とたえぬ兵馬が黎陽れいようをさしてたって行った。
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　曹操はもちろんその大軍を自身統率して、黎陽へ出陣すべく、早朝に武装のまま参内して、宮門からすぐ馬に乗ったが、その際、部下の劉岱りゅうたい、王忠おうちゅうのふたりに、五万の兵を分け与えて、

「其方そちどもは、徐州へ向って、劉玄徳にあたれ」と、命じた。

　そして自分のうしろに捧げている旗手の手から、丞相旗を取って、

「これを中軍に捧げ、徐州へはこの曹操が向っておるように敵へ見せかけて戦うがよい」

　と策を授け、またその旗をもふたりへ預けた。

　勇躍して、ふたりの将は、徐州へ向ったが、後で、程昱ていいくがすぐ諫いさめた。

「玄徳の相手として、劉岱りゅうたい、王忠のふたりでは、智力ともに不足です。誰かしかるべき大将をもう一名、後から参加させてはどうですか」

　すると曹操は、聞くまでもないこととうなずいて、

「その不足はよく分っておる。だからわが丞相旗を与えて、予自身が打ち向ったように見せかけて戦えと教えたのだ。玄徳は、予の実力をよくわきまえておる。曹操自身が来たと思えば、決して、陣を按じて進んで来まい。そのあいだに、予は袁紹の兵をやぶり、黎陽れいようから勝ちに乗って徐州へ迂回し、手ずから玄徳の襟がみをつかんで都への土産として凱旋するつもりだ」と、豪笑した。

「なるほど、それも……」と、程昱は二言もなく彼の智謀に伏した。

　こんどの決戦は、黎陽のほうこそ重点である。黎陽さえ潰滅すれば、徐州は従って掌のうちにある。

　それを、徐州へ重点をおいて、良い大将や兵力を向ければ、敵は、徐州へ多くの援護を送るにちがいない。

　そうなると、徐州も落ちず、黎陽もやぶれずという二兎と両逸りょういつの愚戦に終らないかぎりもない。

「丞相に対しては、めったに献言はできない。自分の浅慮を語るようなものだ」

　程昱はひとり戒めた。

　黎陽れいよう（河南省・浚県附近）──そこの対陣は思いのほか長期になった。

　敵の袁紹えんしょうと、八十余里を隔てたまま、互いに守るのみで、八月から十月までどっちからも積極的に出なかった。

「はて、なぜだろう？」

　万一、彼に大規模な計略でもあるのではないかと、曹操もうごかず、ひそかに細作さいさくを放って、内情をさぐってみると、そうでもない実情がわかった。

　敵の一大将、逢紀ほうきはここへ来てから病んでいた。そのため審配がもっぱら司令にあたっていたが、日頃からその審配と不和な沮授そじゅは、事ごとに彼の命を用いないらしいのである。

「ははあ、それで袁紹も、持ちまえの優柔不断を発揮して、ここまで出てきながら戦いを挑まないのであったか。この分ではいずれ内変が起るやも知れん」

　彼は、そう見通しをつけたので、一軍をひいて、許都へ帰ってしまった。

　──といっても、もちろん後には、臧覇ぞうは、李典りてん、于禁うきんなどの諸大将もあらかた留め、曹仁を総大将として、青州徐州の境から官渡かんとの難所にいたるまでの尨大ぼうだいな陣地戦は、そのまま一兵の手もゆるめはしなかった。ただ機を見るに敏な彼は、

「予自身、ここにいても、大した益はない」

　と戦の見こしをつけた結果である。それと、徐州のほうの戦況も気にかかっていたにはちがいない。




鬮くじ



一



　許都に帰ると、曹操はさっそく府にあらわれて、諸官の部員から徐州の戦況を聞きとった。

　一名の部員はいう。

「戦況は八月以来、なんの変化もないようであります。すなわち丞相じょうしょうのお旨にしたがい、発向の折、親しく賜わった丞相旗をうちたて、曹丞相みずから征してこの軍にありと敵に見せかけ、徐州を隔つこと百里の前に陣をとりて、あえて、軽々しく動くことを誡いましめ、まだ一回の攻撃もしておりません」

　曹操はそう聞くと、いかにも呆れ返ったように、

「さてさて鈍物という者は仕方がないものだ。機に応じ変に臨んで処することを知らん。下手に戦うなといえば、十年でも動かずにいる気であろうか。曹操自身、軍にあるものなら、百里も敵と隔てたまま、八月以来の長日月を、無為にすごしているわけはないと、かえって敵が怪しむであろう」

　彼は、歯がゆく思ったか、急に軍使を派して、

「すみやかに徐州へ攻めかかって、敵の虚実きょじつを計れ」と、厳しく催促した。

　日ならずして曹操の軍使は、徐州攻略軍の陣中に着いた。寄手の二大将、劉岱りゅうたい、王忠おうちゅうのふたりは、

「何事のお使いにや？」と、鞠躬如きっきゅうじょとして出迎えた。

　軍使は、曹操の指令をつたえ、

「丞相のおことばには、其許そこもとたちへは、生きた兵をあずけてあるに、何故、藁人形わらにんぎょうの如き真似しておるかと、きついご不興である。一刻もご猶予はあるべからず」と、ありのままを伝えた。

　劉岱りゅうたいは、聞くと、その場で、

「いかさま、長い月日、ただ丞相の大旗をたてて、こうしているのもあまり無策と思おう。王忠殿、足下まず一押しして、敵がどう変じてくるか、一戦試みられい」と、いった。

　王忠は、首を横に振って、

「こは意外な仰せではある。都を出る時、曹丞相には、親しく貴公へ向って、策をさずけ賜うたのではないか。貴公こそ先に戦って、敵の実力を計るべきだのに」

「いやいや、自分は寄手の総大将という重任をうけたまわっておる者、豈あに、軽々しく陣頭にすすみ得ようか。──其許まず先鋒に立ちたまえ」

「異なおことば哉かな。ご辺と、それがしとは、官爵の高下もないに、何で、それがしを下風に視られるか」

「いや、何も、下風に見くだすわけではないが」

「今の口ぶりはこの王忠を、部下といわないばかりではないか」

　ふたりが争いだしたので軍使は眉をひそめながら、

「まあ待ちたまえ。まだ一戦もせぬうちに、味方のなかで確執を起すなど是非によらず、どちらも醜みにくしと人にいわれよう。──それよりは拙者がいま、鬮くじを作るから、鬮を引いて、先鋒と後詰めの任をきめられては如何か」

「なるほど、それも一案」と、王忠も劉岱と同意したので、異存なくばと、念を押したうえ、軍使は二本の鬮をこしらえて二人に引かせた。

　劉岱りゅうたいの鬮には、

　後

　と、書いてあった。

　王忠が「先」を引いたのである。そこで否応いやおうなく、王忠は一軍を率いて、徐州城へ攻めかかった。

　玄徳は徐州城の内にあって、かくと知ると、すぐ防禦を見まわった上、陳登に対策をたずねた。

　陳登はその前から、寄手の丞相旗には不審を抱いていた。必定、これは曹操の詭計きけいであろうと、看破していたので、

「まずひと当り当ってみれば、敵の実力がわかります。策はその上でいいでしょう」と、答えた。

「然り、それがしが参って、彼の虚勢か実体かを試み申さん」

　と、列座の中から進み出た者がある。その大声だけでもすぐそれとわかる張飛であった。
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　張飛が進んで、城外の敵に当らんと望んで出ると、玄徳は、むしろ歓ばない色を顔に示して、

「いつもながらさわがしき男ではある。待て、待て」

　と押し止め、行けとも、行ってはならんともいわなかった。

「それがしの武勇では、危ないと仰せられるのでござるか」

　張飛が不平を洩らすと、

「いや、汝の性質は、至って軽忽で、さわがしいばかりであって、そのため事を仕損じ易いから、わしはその点を危惧きぐしているのだ」と、玄徳は飾らずいった。

　張飛は、なお面ふくらませて、

「もし、曹操に出会ったら、木こッ端ぱみじんに敗れて帰るだろうと、それを心配なさるのでござろう。笑止笑止。曹操が出てきたら、むしろもっけの幸い、引ッつかんで、これへ持ちくるまでのこと」

「だまれ、それだからそちはさわがしい男というのだ。曹操は、その心底には、漢室にとって、怖るべき逆意を抱いているが、名分の上では、常に勅令を号することを忘れておらぬ。──故に、今われ彼に敵対すれば、曹操は得たりとして、われを朝敵と呼ぶであろう」

「この期になっても、まだそんな名分にくよくよしておられるのですか。では、彼が攻め襲よせてきても手をこまねいて、自滅を待っているつもりですか」

「袁紹えんしょうの救いがくれば、何とかこの危機も打開できようが、それもあてにはならないし、曹操からも敵視されては、はや、死するも門なからん……である。まったく玄徳の浮沈は今に迫っておる」

「はてさて、弱気なおことば、将たる者がご自身味方の気を減らしたもうことやある」

「彼を知り、己を知るは、将たる者の備え、決して、いたずらに憂いているのではない。いま城中にある兵糧は、よく幾月を支え得ようか。またその兵糧を喰う大部分の軍兵は、元来、曹操から預ってきた者どもで、みな許都へ帰りたがっておるであろう。かかる弱体をもって、曹操に当らんなど、思いもよらぬことである。ただ千に一つのたのみは、袁紹の来援であるが、これとても……」

　彼の正直な嘆息に、帷幕いばくの人々も何となく意気があがらない態だった。──あまりに正直すぎる大将という者も困りものだ。こんな気の弱いご主君はほかにあるまい──と張飛も奥歯をかみながら黙ってしまう。

　──と。次に、関羽が前へ出ていった。

「ご深慮はもっともです。けれど、坐して滅亡を待つべきでもありますまい。それがし城外へまかり向って、およそ寄手の兵気虚実をさぐる程度に、小当りに当ってみましょう。策は、その上で」

　と、陳登と同意見をのべた。穏当なりと認めたか、玄徳は、

「行け」

　と、関羽にゆるした。

　関羽は、手勢三千を率して城外へ打って出た。折ふし、十月の空は灰いろに閉じて、鵞毛がもうのような雪が紛々ふんぷんと天地に舞っていた。

　城を離れた三千騎の兵馬は、雪を捲いて寄手王忠軍へ衝つッかけていた。

　雪と馬、雪と戟、雪と兵、雪と旗、卍まんじとなって、早くも混戦になった。

「そこにあるは、王忠ではないか。なんで楯たてのかげばかり好むぞ」

　大青龍刀をひっさげながら、関羽は馬を乗りつけて、敵の中軍へ呼びかけた。

　王忠も躍りあわせて、

「匹夫っ、降くだるなら、今のうちだぞ。わが中軍には、曹丞相あり。あの御旗が目に見えぬか」

　といった。

　ふる雪に、牡丹ぼたんのような口を開いて、関羽はからからと大笑した。

「曹操がおるなれば、なによりも望む対手。これへ出せ」
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　王忠は、唾つばして云い返した。

「かりにも、曹丞相ほどなお方が、汝ごとき下賤げせんの蛮夫ばんぷと、なんで戦いを交えようか。もう一度生れ直してこい」

「ほざいたな。王忠」

　関羽が馬を駆け寄せると、王忠も槍をひねって、突っかけてくる。関羽はよいほどにあしらって、わざと逃げだした。

「口ほどにもない奴」と、浅慮にも、王忠は図にのって関羽を追っかけた。

「口ほどもないか、あるか、鞍の半座を分けてつかわす。さあ、王忠、こっちへ来い」

　関羽は、青龍刀を左の手に持ち変えた。王忠は、あわてて馬の首をうしろへ向けた。が、早くも関羽の臂ひじは彼の鎧よろいの上小帯をつかみ、

「じたばたするな」

　と、ばかり軽々かるがる小脇に引っ抱えて馳けだした。

　潰乱かいらんする王忠軍を蹴ちらして、馬百匹、武器二十駄を分捕って、関羽の手勢はあざやかに引揚げた。

　帰城すると、早速、関羽は王忠をしばりあげて、玄徳の前に献じた。

　玄徳は王忠に向って、

「汝、何者なれば、詐いつわって、曹丞相の名を偽称したか」と、詰問した。

　王忠は答えて、

「詐りは、われらの私心ではない。丞相がわれらに命じて、御旗をさずけ、擬兵の計事はかりごとをさせられたのである」と、ありのままに云った。

　そして、なお、

「不日、袁紹を破って、丞相がこれに来給えば、徐州ごときは、一日に踏みつぶしてしまわれるであろう」と豪語を放った。

　玄徳はどう考えたか、王忠の縄を解いて、

「君の言は、まことに、神妙である。事の成行きから、丞相のお怒りをうけ、征を受けて、やむなくこの徐州を守るものの、玄徳には曹操に敵対する意志はない。君もしばらく、当城にあって、四囲の変化を待ち給え」と、彼を美室に入れて、衣服や酒を与えた。

　王忠を奥に軟禁してしまうと、玄徳はまた近臣を一閣に集めて、

「誰ぞ、この次に、もうひとりの劉岱りゅうたいを、敵の陣から生捕ってくる智者はないか」と、いった。

　関羽は、雑談的に、

「やはり家兄のお心はそこにありましたか。実は、王忠と出会った時、よほど一戟げきのもとに斬って捨てんかと思ったなれど、いやいや或いは兄このかみのご本心は、曹操と和せず戦わず──不戦不和──といったような微妙な方針を抱いておられるのではないかとふと考えつき、わざと手捕りにして持ち帰りましたが」と語って、自分の推測があたっていたか否かを、率直にたずねた。

　すると、玄徳は、会心の笑みをもらして、

「さなり、さなり！　不戦不和とは、よくわが意中の計を観た。さきに張飛がすすんで行こうといったのを止めたのも、張飛のさわがしい性質では、必ず王忠を殺してくるにちがいないとおそれたからである。王忠、劉岱のごとき輩を殺したところで、われには何の益もなく、かえって曹操の怒りを煽あおるのみであるし、もし、生かしておけば、曹操がわれに対する感情もいくらか緩和されてくるであろう」

　そう聞くと、張飛はまた、前へ進み出て、玄徳にいった。

「わかりました。そうご意中を承れば、こんどは、此方こなたが出向いて、必ず劉岱をひきずり参らん。どうか此方をおつかわし下さい」

「参るもよいが、王忠と劉岱とは、対手あいてがちがうぞ」

「どう違いますか」

「劉岱は、むかし兗州えんしゅうの刺史であった頃、虎牢関ころうかんの戦いで、董卓とうたくと戦い、董卓をさえ悩ましたほどの者である。決してかろんずる敵ではない。それさえわきまえておるならば行くがよい」




不戦不和



一



　どうも煮えきらない玄徳の命令である。争気満々たる張飛には、それがもの足らなかった。

「劉岱りゅうたいが虎牢関でよく戦ったことぐらいは、此方とても存じておる。さればとて、何程のことがあろう。即刻、馳せ向って、この張飛が、彼奴きゃつをひッ掴んでこれへ持ちきたってご覧に入れます」

「そちの勇は疑わぬが、そちのさわがしい性情をわしは危ぶむのだ。必ず心して参れよ」

　玄徳の訓戒に、張飛は、むっと腹をたてて、

「さわがしさわがしと、まるで耳の中の虻あぶか、懐中の蟹かにみたいに、この張飛をお叱りあるが、もし劉岱を殺して来たら、何とでもいうがいい。いくら兄貴でも主君でも、そう義弟をばかにするものじゃない」と、云いちらして、彼はぷんぷん怒りながら閣外へ出て行った。

　そして、三千の兵を閲えっして、

「これから劉岱を生捕りに行くんだ。おれは関羽とちがって軍律は厳しいぞ」

　と、兵卒にまで当りちらした。

　張飛に引率されて行く兵は、敵よりも自分たちの大将に恐れをなした。──一方、寄手の劉岱も、張飛が攻めてきたと知って、ちぢみ上がったが、

「柵、塹壕ざんごう、陣門をかたく守って、決して味方から打って出るな」と、戒めた。

　短兵急に押しよせた張飛も、蓑虫みのむしのように出てこない敵には手の下しようもなく、毎日、防寨ぼうさいの下へ行っては、

「木偶でくの棒ぼうっ。──糞くそひり虫。──糞ひることも忘れたのだろ」と、士卒をけしかけて、悪口雑言をいわせたが、何といわれても、敵は防禦の中から首も出さなかった。

　張飛は、持ち前の短気から、業ごうをにやしてきたとみえ、

「もうよそよそ。このうえは夜討ちだ。こよい二更の頃に、夜討ちをかけて、蛆虫どもを踏みつぶしてくれる。用意用意」と、声あららかに命じ、準備がととのうと、

「元気をつけておけ」と、昼のうちから士卒に酒を振舞い、彼自身も、したたか呑んだ。

「景気のいい大将」と、兵隊たちも、酒を呑んでいるうちは、張飛を礼讃らいさんしていたが、そのうちに、何か気に喰わないことがあったのか、張飛は、咎もないひとりの士卒を、さんざんに打擲ちょうちゃくしたあげく、

「晩の門出に、軍旗の血祭りにそなえてくれる。あれに見える大木の上にくくり上げておけ」

　と、云いつけた。

　士卒は、泣き叫んで、掌てを合わせたがゆるさない。高手小手にいましめられて、大木のうえに、生き礫刑はりつけとされてしまった。

　夕方になると、たくさんな鴉がその木に群れてきた。張飛に打ちたたかれて、肉もやぶれ皮も紫いろになっている士卒は、もう死骸に見えるのか、鴉はその顔にとまって、羽ばたきしたり、嘴くちばしで眼を突ッついたり、五体も見えないほど真黒にたかってさわいだ。

「ひィっ……畜生っ」

　悲鳴をあげると、鴉はぱっと逃げた。ぐったり、首を垂れていると、また集まってくる。

「──助けてくれっ」

　士卒はさけび続けていた。

　すると、夕闇を這って、仲間のひとりが、木に登ってきた。何か、彼の耳もとにささやいてから、縄目を切ってくれた。

「畜生、この恨みをはらさずにおくものか」

　半死半生の目に会った士卒も、その友を助けた士卒も、抱き合って、恨めしげに張飛の陣地を振向き、闇にまぎれて何処ともなく脱走してしまった。
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　陣営のうちで、張飛はまだ酒をのみつづけていた。

　そこへ士卒の一伍長が、あわただしく馳けこんできて、

「見張りの者の怠りから大失態を演じました。申しわけもございません」

　と、懲罰ちょうばつに処した樹上の士卒が、いつの間にか逃走した由を、平蜘蛛ひらぐものようになって慄えながら告げた。

「知っとる知っとる。将として、それくらいなこと、知らんでどうする。……あはははは、それでいいのだ」

　彼は、大杯をあげて、自ら祝すように飲み干し、幕営を出て、星を仰いだ。

「そろそろ二更の頃だな。──わが三千の兵は三分して各自の行動に移れ。──その一は、間道をしのび、その一は、山を越え、その一は、止まって敵の前面へ向う」

　張飛の命令が伝わると、やがて夜靄よもやのなかに、まず二千の兵が先に、どこかへうごいて行った。

　それは、敵の防寨ぼうさいの背後へまわって忍ぶ潜兵らしかった。

「まだちと早い。もう一杯飲んでからでいい」

　張飛は、残る三分の一の兵をそこに止めて、なお一刻ほど、酒壺しゅこを離さず、時おり、星の移行を測っていた。

　その宵。

　劉岱の防寨のほうでは、早くも、今夜敵の張飛が夜討ちをかけてくるということを知って、ひどく緊張していた。

「あわてるな。敵の脱走兵の訴えとて、めったに信じるとは危険だ。おれ自身、その兵を取調べてみよう。ここへ其奴そやつを引ッ張ってこい」

　劉岱は、部下の動揺を戒めて、その夕方、密告に馳けこんできたという二人の敵の脱走兵を、自分の前に呼びだした。

　見ると、ひとりはただの士卒だが、もう一名のほうは、手足も傷だらけで、顔は甕のごとくはれあがっている。

「こら、敵の脱走兵。貴様たちは、張飛から策をうけて、今夜、夜討ちをしかけるなどとあらぬことを密告に来、わが陣地を攪乱かくらんせんとたくらんできたにちがいあるまい。そんな甘手にのる劉岱ではないぞ」

「めっそうもないことを。……手前どもは鬼となっても、張飛のやつを、全滅の憂き目に会わせてくれねばと……死を賭して、ご陣地へ逃げこんで来た者でございます」

「いったい、なんで張飛に対し、そのように根ぶかい恨みを抱くのか」

「くわしいことは、先にご家来方まで、申しあげた通りで、そのほかに、仔細はございません」

「なんの咎もないのに打擲されたあげく、大樹の梢にしばりあげられたというが」

「へい。あまりといえば、むごい仕方ですから、その返報にと思いまして」

「……これ。誰かあの脱走兵の訴人を裸体はだかにしてみい」

　劉岱は傍らの者に命じた。

　言下に、訴人の兵は、真っ裸にされた。──見れば、顔や手足ばかりでなく、背にも臂ひじにも、縄目のあとが痣あざになっていた。そして全身、鼈甲べっこうの斑みたいにはれている。

「……なるほど、詐いつわりでもないらしいが」と、疑いぶかい劉岱も、半分以上、信じてきたが、まだ決しかねて、敵の夜討ちに備える手配も怠っていた。

　すると、果たして。

　二更もすこし過ぎた頃、防寨の丸木櫓まるきやぐらにのぼっている不寝番ねずのばんが、

「夜襲らしいぞ」と、警板をたたいた。

　夜霜のうちから潮のような鬨ときの声が聞えた。と思うと、陣門の前面に、敵が柴をつんで焼き立てる火光がぼっと空に映じた。矢うなりはもう劉岱の身辺にも落ちてきた。

「しまった！　……敵兵の密訴は嘘でもなかったのだ。それっ、一致して防戦にあたれ」

　あわてふためいた劉岱は、自分も得物を取って、直ちに防ぎに走りだした。




三



　諸所へ火を放ち、矢束を射込み、鼓を鳴らし、鬨ときの声をあげなどして、張飛の夜襲はまことに張飛らしく、派手に押しよせてきた。

　劉岱りゅうたいは、それを見て、

「彼奴、勇なりといえども、もとより智謀はない男、何ほどのことやあらん」

　とひと跳びの意気で、防戦にあたった。

　劉岱の指揮の下に、全塁の将卒がこぞって駈け向ったので、たちまち、夜襲の敵は撃退され、いかに張飛が、

「退くなっ」と、声をからしても、総くずれのやむなきに立到り、張飛も柴煙濛々さいえんもうもうたるなかを、逃げる味方と火に捲かれて、逃げまどっていた。

「こよいこそ、張飛の首はわが手のもの。寄手の奴ばらは一人も生かして返すな」

　劉岱は、最後の号令を発し、ついに、防寨の城戸きどをひらいて、どっと追いかけた。

　張飛はそれと見て、

「しめた。思うつぼに来たぞ」

　にわかに、馬を向け直し、まず劉岱を手捕りにせんと喚きかかった。

　それまで、逃げ足立っていた敵が、案に相違して、張飛と共に、俄然攻勢に転じてきたので、要心深い劉岱は、

「これは怪訝いぶかしい」

　とあわてて、味方の陣門へ引っ返そうとしたところ、時すでに遅かった。

　その夜、正面に来た寄手は、張飛の兵の三分の一にすぎず、三分の二の主隊は、防寨のうしろや側面の山にまわっていたものなので、それが機をみるや一斉になだれこんで来たため、すでに彼の防塁は、彼のものでなくなっていた。

「計られたか」

　と、うろたえている劉岱を見つけて、張飛は馬を駈け寄せてゆくなり引っ掴んで大地へほうりだし、

「さあ、持って帰れ」と、士卒にいいつけた。

　すると、防寨の中から、

「その縄尻は、私たちに持たせて下さい」

　と走り出てきた二名の兵卒がある。それは張飛の命に依ってわざと張飛の陣を脱走し、劉岱へこよいの夜襲を密告して、彼らの善処をいとまなくさせた殊勲の二人だった。

「ゆるす。引っ立てろ」

　張飛は、その二人に縄尻を持たせて、意気揚々ひきあげた。

　残余の敵兵も、あらかた降参したので、防寨は焼き払い、劉岱以下、多くの捕虜を徐州へ引きつれて帰った。

　この戦況を聞いて、玄徳のよろこびかたは限りもない程だった。わが事のように、彼の巧者な手際てぎわを褒めて、

「張飛という男は、生来、ものさわがしいばかりであったが、こんどは智謀を用いて、戦の功果をあげた。これでこそ、彼も一方の将たる器量をそなえてきたものといえよう」

　そういって彼自身、城外に出迎えた。張飛は大音をあげて、

「家兄このかみ、家兄。いつもあなたは、この張飛を、耳の中の虻あぶか、懐中の蟹のごとく、ものさわがしき男よと口癖におっしゃるが、今日は如何？」

　と、得意満面でいう。

　玄徳が打ち笑って、

「きょうの御身は、まことに稀代の大将に見える」というと、そばから関羽が、

「しかしそれも先に、家兄がふかく貴様をたしなめなかったら、こんなきれいな勝ちぶりはしまい。この劉岱の首などは、とうに引きちぎッてたずさえて来たであろう」と、まぜかえした。

「いや、そうかも知れんて」

　張飛が、爆笑すると、玄徳も笑った。関羽も哄笑こうしょうした。

　三人三笑のもとに、縄目のまま、引きすえられていた劉岱は、ひとりおかしくもない顔をしていた。




四



　その劉岱りゅうたいのすがたへ、ふと眼をとめると、玄徳は何思ったか、劉岱の縛いましめを解いて、

「さあ、こちらへ」と、一閣の内へ、自身で案内して行った。

　そこには、さきに捕虜とされた王忠が贅沢な衣服や酒食を与えられて、軟禁されていた。

　玄徳は、敵の虜将たる二人を、美酒佳肴かこうの前にならべて置いてこういった。

「敵の玄徳に、酒食を饗せられるは心外なりと思し召すやも知れませんが、どうかそんなご隔意はすてて充分おすごし下されたい」

　杯をすすめ、礼言を重んじ、すこしも対手あいてを敗軍の虜将と蔑さげすむふうもなく、

「──まことに、この度のまちがいは、不肖玄徳にとっても、あなた方にとっても、不幸なる戦いでした。もともと、自分は丞相から大恩をうけていますし、まして丞相の命は、朝廷の御命です。何でそれに叛きましょうか。常に、折あらば報ぜんと思い、事ありては、かく誤解されている身の不徳を嘆いているのです。どうか、都へお立帰りの上は、この玄徳の衷情ちゅうじょうを、丞相へくれぐれも篤くお伝えしていただきたい」

　劉岱と王忠は、彼の慇懃いんぎんと、その真実をあらわしていう言葉に、ただ意外な面持であった。

　で、二人も、誠意をもって答えずにいられなかった。

「いや、劉予州。御身の真実はよく分った。けれど、われわれは足下の擒人とりこである。どうして都の丞相へ、そのことばをお取次ぎできようか」

「一時たりとも、縄目の恥をお与えして、申しわけないが、元より玄徳には、ご両所の生命を断たんなどという不逞な考えはありません。いつでも城外へお立ち出で下さい。それも玄徳が丞相の軍に対して、恭順を示し奉る実証のひとつとお分り下されば、有難いしあわせです」

　果たして、翌日になると、玄徳はふたりを城外へ送りだしたのみか、捕虜の部下もすべて劉岱、王忠の手に返した。

「まったく、玄徳に敵意はない。しかも彼は、兵家の中にはめずらしい温情な人だ」

　ふたりは感激して、匆々そうそう、兵をまとめ、許都へさして引揚げて行ったが、途中まで来ると、一叢の林の中から、突として、張飛の軍隊が襲ってきた。

　張飛は二将の前に立ちふさがって、眼をいからしながら、

「せっかく生捕りにした汝らふたりを、むざむざ帰してたまるものか。兄貴の玄徳が放してもおれは放さん。通れるものなら通ってみろ」と、例の丈八の大矛おおほこをつきつけて云った。

　劉岱と王忠も今は戦う気力もなく、ただ馬上で震えあがっていた。すると、後からただ一騎、かかることもあろうかと玄徳のさしずで追いかけてきた関羽が、

「やあ張飛！　張飛！　またいらざる無法をするか。家兄このかみの命にそむくか！」

　と、大声で叱りつけた。

「やあ兄貴か、何で止める。今こやつらを放せば、ふたたび襲ってくる日があるぞ」

「重ねて参らば、重ねて手捕りにするまでのことだ」

「七面倒な！　それよりは」

「ならんと申すに」

「だめか」

「強いて両将を討つなら、関羽から先に対手あいてになってやる。さあ来い」

「ば、ばかをいえ」

　張飛は横を向いて、舌打ちを鳴らした。

　劉岱、王忠のふたりは、重ね重ねの恩を謝し、頭を抱えんばかりの態で許都へ逃げ帰った。

　その後。

　徐州は守備に不利なので、玄徳は小沛しょうはいの城に拠よることとし、妻子一族は関羽の手にあずけて、もと呂布のいた下邳かひの城へ移した。




奇舌学人きぜつがくじん



一



　劉岱りゅうたい、王忠は、やがて許都へたち還ると、すぐ曹操にまみえて、こう伏答ふくとうした。

「玄徳にはなんの野心もありません。ひたすら朝廷をうやまい、丞相にも服しております。のみならず土地の民望は篤く、よく将士を用い、敵のわれわれに対してすら徳を垂れることを忘れません。まことに人傑というべきで、ああいう器うつわを好んで敵へ追いやるというのも甚だ策を得たものではあるまいと存じまして」

　皆まで聞かないうちに、曹操の眉端びたんはピンとはね上がっていた。烈火の如き怒りをふくんだ気色である。

「だまれ、汝らは曹操の臣か玄徳の臣か。予の丞相旗をかかげ、わが将士を率い、何のために徐州へ赴いたか」

　彼はまた左右の武将をかえりみて云った。かくの如く、他国に征して、他国にわが名を辱はずかしめた不届き者は、諸人の見せしめ、各営門を曳き廻した上、死罪にせよ、と厳命した。

　すると、かたわらに在った孔融こうゆうが、彼の怒気をなだめて云った。

「もともと劉岱、王忠の輩は、玄徳の相手ではありません。それは、丞相もあらかじめお感じになっていたことかと拝察いたします。しかるを今、その結果を両名の罪にばかり帰して、これを死罪になし給えば、かえって諸人の胸に丞相のご不明を呼び起し、同じ主君に仕える者どもは、ひそかに安き思いを抱かないでしょう。これは、人心を得る道ではありません」

　孔融こうゆうのことばが終る頃には、曹操の顔いろも常に返っていた──実げにもと、うなずいて、二人の死罪はゆるす代りに、その官爵を取りあげて、身の処置は、後日の沙汰と云い渡した。

　その後、日をあらためて、曹操は自身大軍をひきいて、徐州へ攻め下らんと議したが、孔融はまた、彼に自重をすすめた。

「今、極寒の冬の末に向って、みだりに兵を動かすのも如何なものでしょうか。来春を待ってご発向あるも遅くはありますまい。その間になすべきことがないではありません。まず外交内結、国内を固めておくべきでしょう。愚臣の観るところでは、荊州けいしゅうの劉表りゅうひょうと、襄城じょうじょう（河南省・許昌西南）の張繍ちょうしゅうとは、ひそかに聯携して、あえて、朝廷にさえ不遜な態度を示しています。──いま丞相が使臣をそれへ遣わされて、その不平を慰撫いぶし、その欲するものを与え、その誇るものを煽賞せんしょうし、一時、虫をこらえて、礼を厚うしてお迎えあらば、彼らはかならず来って丞相の麾下きかに合流しましょう。──すでに荊州襄城のふたつを、丞相の勢力下に加えておしまいになれば、天下、ひびきに応ずるごとく、諸〻の群雄も、風になびいてくるにちがいありません」

「その経策は、予の意志とよく合致する。さっそく、人をやろう」

　そこで、襄城の張繍へは、曹操の代理として、劉曄りゅうようが使いに立った。

　襄城第一の謀士賈詡かくは、曹操の使いを迎えて、心中大いに祝しながら、来意を問うと、劉曄は、

「当今、乱麻らんまの世にあたって、その仁、その勇、その徳、その信、その策、真に漢の高祖のような英傑を求めたなら、わが主君、曹操をおいてはほかにあろうとも思われません。あなたは湖北に隠れなき烱眼洞察けいがんどうさつの士と聞いていますが、どう思われますか」

「然り。わたくしの考えも同じである」

　賈詡は、そう答えた上、その答えの詐いつわりでない証拠にと、主人張繍にむかって、曹操の美徳をたたえ、

「この際、おすすめに任せて、曹丞相に服し給うこそ、ご当家にとっても、最善な方策でありましょう」と、転向をうながした。

　ところへまた、折も折、河北の袁紹えんしょうからも、同じような目的のもとに、特使が来て、袁紹の書簡を襄城にもたらした。




二



　同じ密命をもった一国の使臣と使臣が、その目標国の城内で、しかも同じ時にぶっつかったのである。

　曹操の使臣たる劉曄は、すくなからず心をいためた。──河北の袁紹からきた特使とあっては、いかに自国を贔屓目ひいきめに見ても、ひけめを抱かずにはいられなかったからである。

「ご心配には及ばん。あなたは、拙者の私邸に移って、成行きを見ておられるがいい」

　彼が唯一の力とたのむ賈詡がそういってくれたので、劉曄はいささか希望をもち、賈詡の私邸に泊っていた。

　賈詡は、袁紹の使いを、城中に迎えて、対面した。そして、問うて曰いわく、

「さきごろ、貴国では、兵を催もよおして、曹操を攻められた由ですが、まだ寡聞かぶんにして、その結果を聞いておりません。勝敗はどうついたのですか」

　特使は、答えていう。

「なにぶん冬期にかかりましたので、しばらく戦を休め、決戦は来春のこととして、待機しておるわけであります。──折からわが大君袁紹におかれては、常に荊州けいしゅうの劉表と襄城の張繍とは、共に真の国士なり、と仰せられていましたが、せつに両雄を傘下さんかにお迎えありたい意志があります。依って不肖それがしを使いとして、今日、さし向けられた次第。よろしく台下にお取次ぎあらんことを」

　再拝して、切口上を述べたてるのを、賈詡はあざ笑って、

「なにかと思えば、そんなことであったか。特使にはご苦労だったが、はやはや国へ立ち帰って、袁紹にしかと告げよ。──自分の骨肉たる袁術えんじゅつに対してさえ、常に疑いをさし挟んで容れ得なかったではないか。そんな狭量をもって、いずくんぞ天下の国士を招いて用いることができようか──と」

　書簡を破りすてて、追い返してしまったので、それを後で聞いた彼の主人張繍は色を失って、

「なんで、儂わしにも取次がずに、そんな無礼を振舞ったか」と、賈詡をなじった。

　賈詡は、恬然てんぜんとして、

「同じ下風につくなら、曹操に降ったほうがましだからです」と、いった。

　張繍は、顔を横に振って、

「否とよ。其方はもう往年の戦を忘れたのか。儂みと曹操とは、宿怨しゅくえんのあいだがら、以来何も溶とけてはいない。──いまもし、彼の誘交にまかせて、彼の下風に降れば、後にかならず害されるにきまっておる」

「いやいや、それは余りにも、英傑の心事を知らないものです。曹操の大志、なんで過去の敗戦などを、いつまで怨みとしていましょう。──また、袁紹と比較してみると、曹操には、三つの将来が約されています。一は、天子を擁し、二は時代の気運にそい、三は、大志あってよく治策を知ることです」

「しかし、袁紹は富強だが、曹操は、それに較べると、まだ甚だ弱小だが」

「わたくしは、現世を問うのではありません。将来を云っているのであります。まず一、二年ぐらいな安泰をお望みなら、袁紹のほうへおつきなさい」

　賈詡にそう突き放されると、張繍の自信も、心細いものだった。賈詡は次の日、劉曄を伴ってきて、張繍に会わせた。──劉曄も口をきわめて、

「曹操は、決して、過去の讐あだなどを、くよくよ心にとめている人ではありません。そんなことにこだわっているほどなら、何で今日、礼を厚うして、わたくしなどを差しつかわしましょうや」

　と、説いた。

　遂に、張繍の心もうごいて、曹操の誘いにまかせ、襄城を発して、降をその門に誓った。

　曹操は、自身出迎えて、張繍の手を取らんばかり、堂に迎えた。そして、彼を揚武将軍ようぶしょうぐんに任じ、またこの斡旋あっせんに功労のあった賈詡を執金吾しっきんごとした。

　襄城の誘降は、外交だけで、かくの如き大成功を見たが、一方、荊州のほうは、完全に失敗していた。




三



　荊州の劉表（湖北・湖南を領す。州治は襄陽）は、諸国に割拠する群雄のうちでも、たしかに群を抜いた一方の雄藩であった。

　第一には、江岸の肥沃な地にめぐまれていたし、兵馬は強大だし、かつては江東の孫策そんさくの父孫堅そんけんすら、その領土へ侵入しては、惨敗の果てその身も戦死をとげ、恨み多き哀碑あいひを建てて、いたずらに彼を誇らせたほどな地である。

　──で、当然のように。

　曹操から派遣された誘降の使者は、劉表の一笑に会って、まるで対手にもされず追い返されてしまったのである。

　その経過を聞いて、張繍は、曹操に随身した手初めの働きにと、

「自分から劉表へ書簡をしたためましょう。わたくしと彼とは、多年の交わりですから」

　と、申し出た。

　彼は、書簡のうちに、天下の趨勢すうせいやら、利害やらこまごま書いて、公私の両面から、説破を筆に尽したが、なお念のために、

「たれか、弁舌の士が、これをたずさえて行けば、かならず功を奏すかと思いますが」

　と、云い添えて、曹操の手もとへさし出した。

「誰か、しかるべき説客はないだろうか」

　曹操がたずねると、侍臣のうちから孔融が答えた。

「わたくしの知る範囲では、平原へいげんの禰衡ねいこうしかありません。禰衡ならば、荊州に使いしても、先にひるまず丞相のお名も辱めまいと思われますが」と、推薦した。

「禰衡とは、いかなる人物か」

「わたくしの邸の近所に住んでいるものであります。才学たかく、奇舌縦横ですが、生れつき狷介けんかいで舌鋒人を刺し、諷言飄逸ふうげんひょういつ、おまけに、貧乏ときていますから、誰も近づきません。──しかし、劉表とは、書生時代から交わりがあって今でも文通はしておるらしいようです」

「それは適任だ」

　すぐ召し呼べとあって、相府から使いが走った。

　平原の禰衡、字あざなは正平しょうへい。迎えをうけて、ふだん着の垢あか臭い衣服のまま、飄々乎ひょうひょうことしてやってきたが曹操以下の並居る閣のまん中に立つと、無遠慮に見廻して、

「ああ、人間がいない、人間がいない。天地の間は、こんなに濶ひろいのに、どうして人間は、こういないのだろう！」と、大声を発していった。

　曹操は聞きとがめて、

「禰衡とやら、なんで人間がいないというか、天地間はおろか、この閣中に於てすら、多士済々せいせいたる予の麾下の士が眼に見えぬか」と、彼も、大音でいった。

　禰衡は、かさかさと、枯葉のように笑って、

「ははあ、そんなにおりましたかな。願わくば、どう多士済々か、どう人間らしいのがいるか、つまびらかに、その才能をうかがいたいものだが」と、何のおそれ気もなく云い放った。

　かねて、奇弁畸行きこうの学者と、その性情を聞いている上なので、曹操も別に咎めもせず、また驚きもせず、

「おもしろい奴、しからば右列の者から順に教えてやるから、よく眼に観、耳に聞いておぼえておくがよい──まずそれにおる荀彧じゅんいく、荀攸じゅんゆうはみな智謀ふかく、用兵に達し、いにしえの蕭何しょうかとか、陳平ちんぺいなどという武将も遠く及ばん人材である。また次なる張遼、許褚きょちょ、李典りてん、楽進がくしんの輩ともがらは勇においてすぐれ、その勇や万夫不当ばんぷふとう、みな千軍万馬往来の士である。なお見よ。左列の于禁うきん、徐晃じょこうのふたりは、古いにしえの岑彰しんほう、馬武ばぶにも勝る器量をそなえ、夏侯惇かこうじゅんは、軍中の第一奇才たり。曹子孝そうしこうは、平常治策の良能、世間の副将というべきか。──どうだ、学人。これでも人なしというか」




四



　禰衡ねいこうは、聞くとたちまち、腹をかかえて傍若無人に打笑った。

「さてさて、丞相もよい気なもの哉。──わが観る眼とは、大きに違う」

「臣を観ること君に如しかず──というに、この曹操が麾下に対してさる眼ちがいでは大事を誤ろう。学人、忌憚きたんなく、汝の評をいってみよ」

「では、わしが遠慮なく、列座の面々を月旦げったんするが、気を腐らしたもうなよ。──まず、荀彧には病を問わせ、喪家そうかの柩ひつぎを弔とむらわしむべし。荀攸じゅんゆうには、墓を掃かせ、程昱ていいくには門の番をさせるがいい。郭嘉かくかには、文を書かせ詩でも作らせておけば足る。張遼には、鼓つづみの皮でも張らせ、鉦かねをたたかせたら上手かも知れん。許褚きょちょには、牛馬や豚を飼わせておけばよくやるだろう。李典は、書簡を持たせて、使奴につかえば似合う。満寵まんちょうには、酒糟さけかすでも喰らわせておき、酒樽のタガを叩かせておくとちょうどいい。徐晃じょこうは、狗いぬころしに適任だ。于禁うきんは、背に板を負わせて、墻かきをきずかせればよく似合うし、夏侯惇は片目だから眼医者の薬籠でも持たせたら、恰好かっこうな薬持ちになれるだろうに。──そのほかの者どもに至っては、いちいちいうもわずらわしいが、衣を着るゆえに衣桁いこうの如く、飯をくらうゆえに飯ぶくろの如く、酒を飲むゆえに酒桶の如く、肉をくらうがゆえに肉ぶくろに似たるのみだ。時に、手足をうごかし、時に口より音を発するからとて、人間なりとは申されん。蟷螂とうろうも手足を振舞い蚯蚓みみずも音を発する。──丞相のおん眼はふし穴か、これがみな人間に見えるとは。──ああ、おかしい、ああおかしい」

　ひとり手を打って笑う者は禰衡だけで、あまりな豪語と悪たいに、満堂激色をしずめて寂としてしまった。

　さすがの曹操も、心中ひどく怒りを燃やしていた。あらかじめ、奇舌縦横の野人と、断りつきを承知で招いたので、どうしようもなかったが、にが虫を噛みつぶしたような面持で、

「学人。さらばそちに問うが、そち自身は、そもそも、なんの能があるかっ」

　と、憤然、高いところから声をあらげて質問した。

　禰衡ねいこうは、にんやりと唇を大きくむすんで、傲慢不遜ごうまんふそんな鼻の穴を、すこし仰向けながら、鼻腔で息をした後、

「──天文地理の書、一として通ぜずということなく、九流三教の事、暁さとらずということなし。そのことばは、かくいう禰衡を称するためできているようなものだ。……いやまだ云い足らん。上はもって君を尭舜ぎょうしゅんにいたすべく、下はもって徳を孔顔に配すべし。……ちと難しいな。わかるまい。もっとくだけていおうならば、胸中には、国を治め、民を安んずる経綸けいりんがいっぱいで、ほかに私慾をいれる余地もないくらいだというのだ。こういう器うつわをこそ、ほんとの人間というので、そこらの糞ぶくろとひとつに観られては迷惑する」

　すると、突然、列座のなかほどで、剣環けんかんが鳴ったと思うと、

「いわしておけば、いいたい放題な悪口を。──うぬっ、舌長な腐れ学者め！ うごくなっ」と、どなりながら、起ちあがった者がある。

　見れば、さきほどから穏やかでない眉をして、じっと怺こらえていた張遼が、遂に、堪忍ぶくろを切って剣のつかへ手をかけ、あわや跳びかかって、禰衡を斬ッてしまおうとする形相であった。

「待てっ」

　曹操は、鋭く押しとどめて、かつ、語をあらためて、列臣へ告げわたした。

「いま、禁裡きんりの楽寮に、鼓つづみを打つ吏員を欠いておると聞く。──近日、朝賀のご酒宴が殿上で行われるから、その折、禰衡をもちいて鼓を打たそうではないか。──いかに学人、行くとして可ならざるなきそちの才能とあれば、鼓も打てよう。異存はあるまいな」

　彼を困らしてやろうという曹操の考えであることは分りきっている。だが、禰衡はあえて辞さなかった。むしろ得意げに、

「なに、鼓か。よろしい」と、ひきうけて、その日は、悠々と退いた。




雷鼓らいこ



一



　実に、とんでもない漢おとこを、推薦してしまったというほかはない。人の推挙などというものは、うっかりできないものである──と、ひとり恐れ悔いて、当惑の色ありありと見えたのは、禰衡ねいこうを推挙した孔融こうゆうであった。

　その日、そのせいか、孔融はいつ退出したか、誰も知らなかった。

　あとに残った人々の憤々たる声や怒るつぶやきはやかましいほどだった。

　張遼ちょうりょうのごときは、わけても憤りが納まらないで、曹操に向って、

「なぜあんな乞食儒者に、勝手な熱をふかせて、丞相たるあなたが斬捨てておしまいにならなかったのですか」と、烈しく詰問なじった。

　曹操は、それに答えて、

「いや、予も腹にすえかねて、身が震えるほどだったから、よほど斬捨ててくれようかと思ったが、彼の畸行きこうは、世間に評判のようだし、彼の奇舌は、世上に虚名を博しておる。いわば一種の反動者として、民間へは妙な人気のありそうな漢おとこだ。──そういう人気者へ、丞相たる予が、まじめに怒ってそれを手打ちにしたなどと聞えると民衆はかえって、予の狭量をあざけり、予に期待するものは失望を抱くであろう……愚である愚である。それよりも彼が誇る才能には不得手な鼓つづみを打たせて、殿上で嘲わらってやったほうが、面白かろうではないか」と、いった。

　時に、建安の四年八月朔日、朝賀の酒宴は、禁裡きんりの省台にひらかれた。曹操ももちろん、参内し、雲上の諸卿、朝門の百官、さては相府の諸大将など、綺羅星のごとく賓客ひんきゃくの座につらなっていた。

　拝賀、礼杯れいはいの儀式もすすみ、宴楽の興、ようやくたけなわとなった頃、楽寮の伶人や、鼓手など、一列となって堂の中央にすすみ、舞楽を演じた。

　かねて、約束のあった禰衡も、その中にまじっていた。彼は、鼓を打つ役にあたって、「漁陽ぎょようの三撾た」を奏していたが、その音節の妙といい、撥律の変化といい、まったく名人の神響でも聞くようであったので、人々みな恍惚と聞きほれていた。

　──が、舞曲の終りとともに、われに返った諸大将は、とたんに声をそろえて、禰衡の無礼を叱った。

「やあ、それにおる穢むさき者。朝堂の御賀ぎょがには、楽寮の役人はいうまでもなく、舞人鼓手もみな、浄らかな衣服を着るのに、汝、何ゆえに汚れたる衣をまとい、あたりに虱しらみをふりこぼすぞっ」

　さだめし顔をあからめて恥じるかと思いのほか、禰衡はしずかに帯を解きはじめて、

「そんなに見ぐるしいか」

　と、ぶつぶつ云いながら、一枚脱ぎ、二枚脱ぎ、ついに、真ッ裸になって赤い犢鼻褌ふんどし一つになってしまった。

　場所が場所なので、満堂の人は呆あっ気けにとられ、あれよあれよと興ざめ顔に見ていたが、禰衡はすましたもので、赤裸のまま、ふたたび鼓を取って三通つうまで打ち囃した。

　荒胆あらぎもでは、人におくれをとらない諸武将すら、度胆をぬかれた顔しているので、たまりかねて曹操が雷喝らいかつした。

「畏れ多くも、朝賀の殿上において赤裸をあらわすは何者だっ！ 無礼ものめッ！」

　禰衡は、鼓を下においてぬっくと立ち、正しく曹操の席のほうへ臍を向けて、彼にも負けない声でいった。

「天をあざむき、上をいつわる無礼と、父母からうけたこのからだを、ありのまま露呈してご覧に入れる無礼と、どっちが無礼か、思いくらべてみよ。──わしは、この通り正しく裏も表もない人間であることを見せてはばからん。丞相、口惜しければ、閣下も、冠衣かんいを脱ぎ去って、わしのように、表裏一枚の皮しかないところを見せたまえ」

「だっ、だまれ」

　曹操も、遂に怒ってしまったか。──雲上殿裡うんじょうでんり、二つの雷鳴が噛みあっているような声と声の震動だった。




二



　曹操は遂に、激して云った。

「これ、腐れ学者。──汝は口をあけば常に自分のみを清白のようにいい、人を見ればかならず、汚濁おだくのように誹そしるが、どこにそんな濁った者がいるか」

　禰衡ねいこうも、負けずにいう。

「臭いもの身知らずである。──丞相には、自分の汚濁がお分りにならないとみえる」

「なに。予を濁にごれるものというか」

「然り。──あなたは賢そうに構えているが、その眼はひとの賢愚をすら識別みわけがつかない。眼の濁っている証拠である」

「……申したな。おのれ」

「また、詩書を読んで心を浄化することも知らない。語は心を吐くという。あなたの口の濁っているのは、高潔な修養をしていない証拠だ」

「……うウむ」

「ひとの忠言を聞かない、これを耳の濁りという。古今に通ぜぬくせに、我意ばかり猛々たけだけしい。これを情操の濁りと申す。日々坐臥ざがの行状は、一として潔きよらかなるなく、一として放恣ほうしならざるはない。これ肉体の濁りである」

「…………」

「さらに、その諸濁の心は、誰ひとり頭の抑え手もないままに、いつとなく思いあがって、遂には、反逆の心芽を育て、行く行くは、身みずからの荊棘けいきょくを作るにいたる。──愚かしきかな。笑うべき哉」

「…………」

「われ禰衡は、天下の名士であるものを、おん身は、礼遇もしないばかりか、鼓を打たせて辱めようとされた。まことに小人の沙汰である。むかし陽貨ようかが孔子こうしをうらんで害を加えんとしたり、臧倉ぞうそうなどという輩やからが孟子に向って唾つばを吐いたしぐさにも似ておる。おん身の内心には、人もなげなる覇道はどうの遂行を思いながら、行うことといったら、かくの如き小心翼々たるものだ。小心にして鬼面きめん人をおどすもの、これを、匹夫という。──実げにも稀代の匹夫が玉殿にあらわれたものだ。時の丞相曹操！ ああ偉大だ！ 偉大な匹夫だ！」

　手をたたいて慢罵嘲笑する彼の容子は、それこそ、偉大な狂人か、生命知らずの馬鹿者か、それとも、天が人をしていわしめるため、ここへ降した大賢か──とにかく推しはかれないものがあった。

　曹操の面は、蒼白になっている。否、殿上はまったく禰衡一人のために気をのまれてしまったかたちで、この結果が、どんなことになるかと、人ごとながら文武の百官は唾をのみ歯の根を噛んで、悽愴せいそうな沈黙をまもりあっていた。

　孔融こうゆうは心のうちで、今にも曹操が、禰衡を殺害してしまいはせぬかと──眼をふさいで、はらはらしていた。

　その耳には、やがて満座の諸大将が、剣をたたき、眦まなじりをあげて、

「舌長なくされ学者め。いわしておけば野放図もない悪口雑言。四肢十指をばらばらに斬りさいなんで目にものをみせてくれる」

　騒然、立ちあがる気配が聞えた。──孔融はハッと眼をみひらいたが、とたんに満身の毛穴から汗がながれた。

　曹操も立ちあがっていたからである。──が、曹操は、剣をつかんで雪崩なだれ行こうとする諸大将のまえに両手をひろげて、こう叫んでいた。

「ならん、誰が禰衡ねいこうを殺せと命じたか。──予を偉大な匹夫といったのは、当らずといえども遠からずで、そう怒り立つ値打はない。しかも、この腐儒ふじゅなどは、鼠のごときもので、太陽、大地、大勢を知らず、町にいては屋根裏や床下でひとり小理窟をこね、誤って殿上に舞いこんでも、奇矯な動作しか知らない日陰の小動物だ。斬り殺したところでなんの益にもならん。それよりは予が、彼に命じることがある」

　一同を制した後、曹操は、あらためて禰衡を舞台から呼びよせ、衣服を与えて、

「荊州の劉表りゅうひょうと交わりがあるか」と、たずねた。




三



「むむ。劉表とは多年、交わりがあるが──」と、禰衡が鼻さきで答えると、

「しからば、予のために、すぐ荊州へ下って、使いをせい」という曹操の命であった。

　いま彼の命令とあれば、宮中でも相府でも、行われないことはなかったが、禰衡は、首を横に振った。

「いやだ」

「なぜ、いやか」

「おおかた用向きは分っておるから、わしの任ではないと思うだけだ」

「予がまだ何もいわぬのに、使命は推察がつくというか」

「荊州の劉表を説いて、あなたの門に駒をつながせたら、あなたはたちまちご機嫌がよくなるだろう」

「その通りだ。劉表に会ってよく利害を説き、この曹操に降こうを誓わせて帰ったら──汝を宮中の学府に入れ、公卿くぎょうとして重く用いてつかわすが、どうだな」

「ははは、鼠が衣冠したら、さぞ滑稽であろう」

「予は、汝の一命を、汝に貸し与えておくものである。否も応もいわさん。すぐ出立せい」

　曹操は、武官を顧みて、

「この者に、良い馬をとらせ、華々しく、酒肴を調えて、門出の餞別はなむけをしてつかわせ」

　と、いいつけた。

　人々は、禰衡をかこんで、わざと口々に囃はやしたて、また、杯をあげて、彼にもしたたかに飲ませた。

　そして東門廊ろうまで大勢で送りだし、馬を引き寄せて、鞍の上まで手伝って押し上げた。

　曹操はまた下知して、

「予の命をおびて出立する大使のために、一同、東門の外に整列して、見送りをいたせ」

　と、いった。

　さっき禰衡が、名声ある学者に対して、礼遇をしないという点をあげて罵ののしっていたから、曹操は、さっそく彼の意を迎えて、この使者を有効に用いてやろうとする考えになっていたに違いない。しかし、それと分りきっていても、文武の諸官は、心外な様子を示して、

「あんな気のふれた乞食儒者に、厳かな列送の礼がとれるものか」

　と、誰ひとり真面目に立つ者はいなかった。

　ことに、荀彧じゅんいくなどは、ぷんぷん怒りながら、部下の兵に向って、公然と、

「禰衡ねいこうがここへ出てきても、立って送る必要はないぞ。みんな坐っていてよろしい。あぐらを組んで、あいつが否応いやおうなく立ってゆく泣ッ面を見送ってやれ」と、いってはばからなかった。

　馬に乗せられた禰衡は、やがて馬の歩むままに、壮大なる東華門のうちからのこのこ出てきた。

　馬も使者も、しょぼしょぼとしていたが、内では歓送の声と、旺な音楽がどよめいていた。門を出て見ると、荀彧じゅんいくの隊にならって、どの兵隊も大将もあぐらを組んでうららかに坐りこんでいる。

「……ああ、悲しい」

　禰衡は、馬をとめて、そう咳いていたが、たちまち声をはなって哭なきだした。

　日向ひなたの兵隊も日陰の兵隊もみなゲラゲラ笑い出した。荀彧は心地よげに、禰衡を見てからかった。

「先生。──晴れの首途かどでに、何をそんなに泣くのでござるか」

　すると禰衡は言下に答えた。

「見まわせば、数千の輩やからが、みな腰をぬかして、立つことを知らない。さながら死人の原だ。死人の原や死人の山のなかを行く。これが悲しくなくてどうしよう」

「われわれを死人だと。あははは、そういう貴様こそ、おれたちの眼から見れば、首のない狂鬼だぞ」

「いや、いや。わしは漢朝の臣だよ……」

　禰衡ねいこうの返辞は、まるで見当ちがいである。何をまた云いだそうとするのか、荀彧じゅんいくは面喰らったかたちで、眼をしばたたいた。




四



「なに漢朝の臣だと。──われわれもみな漢朝の臣だ。貴様ひとりが、なんで漢朝の臣か」

「そうだ、漢朝の臣は、ここにはわしひとりしか居ない。おまえ方はみな曹操の臣だろう」

「どっちでも同じこった」

「嘘をいえ、盲どもめ」

「盲だと」

「ああ暗い暗い、このとおり世の中は真っ暗だ。──聞けよ、蛆虫うじむしたち、この禰衡だけは、汝らとちがって、反逆者の臣ではないぞ」

「反逆者とは誰のことをいうか」

「もちろん曹操のことである。この禰衡ねいこうをさして、首のない狂鬼だなどとおまえ方はいうが、反逆者に与くみするおまえ方の首こそ明日をも知れないものだ」

　禰衡と荀彧じゅんいくの問答を、その周りで聞いていたほかの部将たちは、いよいよ憤って、

「荀彧！　なぜそいつを鞍から引きずり下ろしてしまわないのだ。おれたちの前へほうってくれ。膾斬なますぎりに叩ッ斬ってくれるから」と戟や剣をひしめかした。

　荀彧も、殺意と癇癪かんしゃくが、一緒にこみあげて、ひとの手を待つまでもなく、ただ一太刀にと思ったが、曹操でさえ、堪忍して使者に用いたものを、みだりにここで殺しては──と、じっとこらえて、

「いや待て待て。丞相もさきほど仰せられた。こいつは鼠のごときものだと。鼠を斬ったら、おれたちの刀のけがれだ。まあ、鎮まれ鎮まれ」

　禰衡は聞くと、馬の上から左右の大将たちを、キラキラ眺めまわして、

「とうとうわしを鼠にしおったな。だが、鼠にはなお人に近い性がある。気の毒だが、おまえ方はまず糞虫くそむしだ。糞壺ふんこにうごめく蛆虫うじむしとしかいえんな」

「なにをッ」

　戟戛げきかつして、つめよる諸将を、荀彧はやっと押しへだてて、

「まあ、いわしておけ、正気じゃない。いずれ荊州に行ってしくじるか、能もなく立ち帰って、大恥をさらすか、どっちにしろそれまで胴の上に乗ッかっている彼奴きゃつの首にすぎん。あははは、むしろ嗤わらえ嗤え」

　諸将から兵隊まで、こぞって嘲り嗤うなかを、禰衡は通って、禁門の外へのがれた。

　或いは、そのまま家へ帰って、逃げかくれてしまいはせぬかと、二、三の兵があとを尾けて行ったが、そうでもなく、驢背ろはいの姿は、急ぎもせず、怠りもせず、黙々と、荊州の方角へ向って行った。

　日ならずして、禰衡は、荊州の府に着いた。

　劉表は、旧知なのでさっそく会うことは会ったが、内心、

（うるさい奴が来たものだ）と、いう顔つきである。

　禰衡の怪舌は、ここでも控え目になどしていないから、使者の格で来た手前、大いに劉表の徳を称しはしたが、一面またすぐ毒舌のほうで相殺してしまうから何にもならなかった。

　劉表はこころに彼を嫌い、うるさがっていたので、態ていよく、江夏こうかの城へ向けてしまった。

　江夏には、臣下の黄祖が守っている。黄祖と禰衡とは、以前、交際があったので、

「彼も会いたがっているし、江夏は風景もよく、酒もうまいから、数日遊んでおいでなさい」

　と、態よく追い払ったのである。

　その後で、ある人が、劉表に向って、不審をただした。

「禰衡の滞城中、おそばで伺っておると、実に無遠慮な──というよりも言語道断な奇舌をもてあそんで、あなたを罵り辱めておったが、なぜあなたは彼を殺しもせず、江夏へやってしまったのですか」

　劉表は笑って答えた。

「曹操さえ忍んで殺さなかったのは、理由のあることに違いない。曹操の考えは、この劉表の手で、彼を殺させようとして、使者によこしたものだろう。もし自分が禰衡を殺したら、曹操はさっそく天下に向って、荊州の劉表は、学識ある賢人を殺したりと、悪あしざまに吹聴ふいちょうするにきまっている。──誰がそんな策にのるものではない。曹操も喰えない漢おとこだからな。ははははは」




鸚鵡州おうむしゅう



一



　禰衡ねいこうが江夏こうかへ遊びに行っている間に、曹操の敵たる袁紹えんしょうのほうからも、国使を差向けて、友好を求めてきた。

　荊州は両国からひッぱり凧だこになったわけである。いずれを選ぶも劉表りゅうひょうの胸ひとつにある。こうなると劉表は慾目に迷って、かえって大勢の判断がつかなくなった。

「韓嵩かんすう。其方の考えではどう思うな。曹操についたほうがよいか、袁紹の求めに従ったほうが利か？」

　従事中郎将の韓嵩は、群臣を代表して、つつしんで答えた。

「要するに、その大方針は、あなたのお胸から先に決めなければなりますまい。もしあなたに天下のお望みがあるなら曹操に従うべきです。もし天下に望みがなければ、どっちでも歩ぶのいいほうをにらみ合わせて荷担かたんすればよろしいでしょう」

　劉表の顔色を見ると、まんざら天下に望みがないふうでもない。で、韓嵩はまた云い足した。

「なぜならば、曹操は天子を擁し、その戦は、常に大義を振りかざすことができます」

「しかし袁紹の雄大な国富と勢力も侮あなどれんが」

「ですから、曹操が敗れて、自ら破綻はたんを生じ、いまの位置から失脚でもすれば、そこに必然彼に取ってかわる機会もあるというものではありませんか」

　劉表はなお決しかねていたが、翌る日、また韓嵩をよび出して云いつけた。

「いろいろ考えてみたが、まず其方が都へのぼって、仔細に洛内の実情や、曹操の内ぶところをうかがって来ることがよいな。こっちの去就は、そのあとできめてもよかろう」

　韓嵩はよろこばない色を示して、しばらく考えていたが、やがてそれに答えて、

「わたくしは節義を守る人間だということをお信じねがいます。あなたが天子に順なるを旨とされて、天子の下にある曹操とも提携して行こうというお考えならば、使いに参っても心安くぞんじますが、もしそうでないと、わたくしは節義のために非常に苦境におちいるやも知れません」

「なぜそんな心配を抱くのか。わしには分らんが」

「てまえを都へお遣つかわしになると、曹操はかならずわたくしの歓心を迎えましょう。また万一には天子から官爵をくだし賜わるかも知れません。諸州の臣下が上洛した場合の例を見てもそれが考えられます。……するとてまえは、正しく漢朝の恩を着ますし、また漢家の臣であるに相違ありませんから、あなたに対しては故主、旧もとのご主人といったような気持になるかと思います。──そうなると事ある場合、天子の命に服しても、あなたのお為には働けないかも知れません」

「何かと思えば、そんな先の先までの取越し苦労をしているのか。諸州の雄藩の臣にも、朝廷から官爵をもらっている者はいくらでもあるではないか。まあ、わしにはわしとして、別に考えのあることじゃ。すみやかに都にのぼり、曹操の内幕や、虚実のほどを充分にさぐって来い」

　韓嵩かんすうはやむなく命をうけて、荊州の物産や数々の珍宝を車馬に積み、数日ののち城下を発して許都へ向った。

　彼はさっそく相府の門をおとずれて、多くの土産ものを披露した。

　曹操は先ごろ自分の使いとして、禰衡ねいこうをやってあるところへ変だなとは思ったが、ともかく対面して、好意を謝し、また盛宴をひらいて長途の旅をなぐさめたりなどした。そしてまた如才じょさいなく朝廷に奏請して、彼のために侍中零陵じちゅうれいりょうの太守という官職を与えて帰した。

　半月ほど滞在して、韓嵩が都を立つと、すぐそのあとで、荀彧じゅんいくが、曹操のまえに出て云った。

「なぜあんな者を、無事に帰してしまわれたのですか。彼は、許都の内情をさぐりに来たものに違いない。それを賓客ひんきゃくあつかいなどして、まことに言語道断である。もうすこし中央の府たるものは、他州の外臣に対して、戒心を厳にせねばなりませんな」




二



「もっともな言である」と、一応は聞いているようだったが、うなずきのなかに笑いをたたえて、曹操はやがて荀彧に諭した。

「予には、作戦以外に、虚実はない。だから何を探って帰ろうと、予の実力の正価を知って戻るのみで、かえって歓迎すべき諜客ちょうかくといえようではないか。──それにいま荊州へは禰衡ねいこうを派遣してある。予が期待しているのは、その禰衡を劉表の手で殺してくれることである。なにをそれ以上いま駈引きをする必要があろうか」

　彼の高論に、荀彧も服し、諸人もなるほどと感心した。

　一方の韓嵩は、荊州へ立ち帰ると、すぐ劉表にまみえて、許都の上下にみちている勃興気運のさかんなことを極力告げて、

「臣、愚考いたしますに、あなたの御子のうち、お一方様を、朝廷の仕官にさし出して、都へ人質として留めおかれたら、曹操も疑うことなく、従って将来、ご家運のほどもいよいよ長久と存じられますが」と、述べた。

　気に入らないとみえて、劉表は彼の話なかばから横を向いていたが、突然、

「二心をいだく双股膏薬ふたまたこうやくめ。──韓嵩を縛して斬り捨てい！」と、あたりの武士へ命じた。

　武士たちは剣に手をかけながらさっと韓嵩のうしろに立った。韓嵩は手を振って叩頭こうとう百遍しながら、

「──ですから臣がお使いをうける前に、再三申しあげたではございませんか。わたくしは私の信じることを申しあげるのが、最善の臣道と心得、またお家の為と思っておすすめしたに過ぎません。お用いあるとないとは、あなたのお考え次第のことです」と、陳弁これ努めた。

　侍臣の蒯良かいりょうも、劉表のかたわらにあって共々、彼の言い訳をたすけて、

「韓嵩のいっていることは、少しも詭弁きべんではありません。彼は都へ立つ前にも、口を酸すっぱくして、今のとおりなことを申し述べていました。ですから、都へ行ったため、にわかに豹変ひょうへんしたものとも、二心あるものともいえませぬ。──それに、彼はすでに、朝廷から恩爵をうけて帰りましたから、いま直ぐにご成敗ある時は、朝廷に対しても、おそれあること、平にここはご寛大にさしおかれますように」と懇願した。

　劉表は、まだ甚だ釈然としない気色であったが、蒯良かいりょうの事理明白なことばに、否むよしもなく、

「目通りはかなわん。死罪だけは許しておくが、獄に下げて、かたくつないでおけい」と、命じた。

　韓嵩は、武士たちの手に、引っ立てられながら、

「都へ行けばこうなる、荊州へ帰ればかくの如くなると、分りきっておりながら、遂に、自分の思っていた通りに自分を持ってきてしまった。不信の末はかならず非業に終るし、信ならんとすれば、またこうなる。世に選ぶ道というものは難しい！　　……」

　と、大きく嗟嘆さたんをもらして行った。

　彼の姿が消えると、すぐ入れちがいに、江夏から人が来て、

「賓客の禰衡が、とうとう黄祖のために殺されました」

　という耳新しい事実を伝えてきた。

「なに、奇舌学人が……黄祖の手にかかって？」

　予期していたことではあるが、そう聞くと、みな愕然とした色を顔にたたえた。劉表は、さっそく江夏からきた者を面前に呼び出して、

「どういう経緯いきさつで殺したのか、またあの奇儒が、どんな死方をしたか？」

　と、半ば、曹操に対するおそれと、半ば、好奇心をもって自身訊ねた。




三



　江夏の使いは、顛末てんまつを仔細にこう語りだした。──

　その話によると、

　禰衡ねいこうは江夏へ行ってからも相変らずで、人もなげに振舞っていたが、ある時、城主の黄祖が、彼が欠伸あくびしているのを見て、

「学人。そんなに退屈か」と、皮肉に訊ねた。

　禰衡は、打ちうなずいて、

「なにしろ話し相手というものがないからな」

「城内には、それがしもおり、多くの将兵もいるのに、なんでまた」

「ところが一人として、語るに足る者はおらん。都は蛆虫うじむしの壺だし、荊州は蠅のかたまりだし、江夏は蟻の穴みたいなものだ」

「するとそれがしも」

「そんなもんじゃろ。何しても退屈至極だ。蝶々や鳥と語っているしかない」

「君子は退屈を知らずとか聞いておるが」

「嘘をいえ。退屈を知らん奴は、神経衰弱にかかっておる証拠だ。ほんとうに健康なら退屈を感じるのが自然である」

「では一夕、宴をもうけて、学人の退屈をおなぐさめいたそう」

「酒宴は真っ平だ。貴公らの眼や口には、酒池肉林しゅちにくりんが馳走に見えるか知らんが、わしの眼から見るとまるで芥溜ごみためを囲んで野犬がさわいでいるような気がする。そんな所へすえられて、わしを肴さかなに飲まれてたまるものか」

「否、否。……きょうはそんな儀式張らないで二人きりで飲やりましょう。あとでお越し下さい」

　黄祖は去ったが、しばらくすると、小姓の一童子をよこして、禰衡ねいこうを誘った。

　行ってみると、城の南苑に、一枚の莚むしろと一壺この酒をおいたきりで、黄祖は待っていた。

「これはいい」

　口の悪い禰衡も初めて気に入ったらしく、莚の上に坐った。

　側には、一幹の巨松が、大江の風をうけて、颯々さっさつと天声の詩を奏かなでていた。壺酒はたちまち空になって、また一壺、また一壺と童子に運ばせた。

「学人に問うが……」と、黄祖もだいぶ酩酊めいていして、唇をなめあげながら云いだした。

「学人には……だいぶ長いこと、都に居ったそうだが、都では今、誰と誰とを、真の英雄と思われるな？」

　禰衡は、言下に、

「大人では孔文挙こうぶんきょ、小児こどもなら楊徳祖ようとくそ」と、答えた。

　黄祖は、すこし巻舌で、

「じゃあ、吾輩はどうだ。この黄祖は」と、片肱かたひじを張って、自分を前へ押しだした。

　禰衡はからからと笑って、

「君か。君はまあ、辻堂の中の神様だろう」

「辻堂の神様？　それは一体どういうわけだ」

「土民の祭をうけても、なんの霊験もないということさ」

「なにッ。もう一ぺんいッてみろ」

「あははは。怒ったのか。──お供物くもつ泥棒の木偶人形でくにんぎょうが」

「うぬっ」

　黄祖はかっとして剣を抜くやいなや、禰衡を真二つに斬り下げて、その満身へ、返り血をあびながら発狂したようにどなっていたということである。

「片づけろ片づけろ。この死体をはやく埋めてしまえ。此奴は死んでもまだ口をうごかしている！」

　──以上。

　ありのままな顛末てんまつを聞いて、劉表も哀れを催したか、その後、家臣をやって、禰衡の屍かばねを移し、鸚鵡州おうむしゅうの河畔にあつく葬らせた。

　禰衡の死はまた、必然的に、曹操と劉表との外交交渉のほうにも、絶息を告げた。

　曹操は、禰衡の死を聞いた時、こういって苦笑したそうである。

「そうか、とうとう彼も自分の舌剣で自分を刺し殺してしまったか。彼のみではない。学問に慢じて智者ぶる人間にはままある例だ。──そういう意味で彼の死も、鴉からすが焼け死んだぐらいな意味はある」




太医たいい吉平きっぺい



一



　そのむかし、まだ洛陽の一皇宮警吏にすぎなかった頃、曹操という白面の青年から、おれの将来を卜ぼくしてくれといわれて、

「おまえは治世の能臣だが、また乱世の奸雄だ」

　と予言したのは、洛陽の名士許子将きょししょうという人相観だった。

　怒るかと思いのほか、その時、曹操という素寒貧すかんぴんの一青年は、

「奸雄、結構結構」と、歓んで立ち去ったといわれている。

　子将の予言はあたっていた。

　しかし今日の曹操が在ることを誰が風雲のあいだに予見していたろう。歳月は長しといえどもまだそれから今日までわずか十数年の星霜しか過ぎていないのである。

　或いは、曹操自身でさえ、こう早く天下の相貌が変って、現在のような位置になろうとは思いのほかであったかもしれない。

　年といえば、まだ男ざかりの四十台で覇心はしんいよいよ勃々ぼつぼつたるものがある。

　彼をして、かくも迅速に、今日の大だいを成さしめたものはもちろん彼自身の素質だが、それを扶けたのは彼をめぐって雲のごとく起った謀士良将の一群であり、とりわけ荀彧じゅんいくのような良臣の功も見のがせない。

　荀彧は常にかれの側にいて、実によく善言を呈している。いまの彼は曹操の片腕ともいうべき存在であった。

　その荀彧は、ではどんなに老成した人物かというと、曹操より七ツも年下で、まだ三十だいの人物だった。

　潁川えいせんの産れで家柄はよく、後漢の名家の一つで、傑士荀淑の孫にあたっている。

　名家の子や孫に、英俊はすくないが、荀彧はまだ学生の頃からその師何顒かぎょうに、

「王佐の才である」と、歓称されていた。

　王佐の才とは、王道の輔佐たるに足る大政治家の質があるということである。乱世にはめずらしい存在といわねばならぬ。

　だから河北の袁紹えんしょうなども、かつては、上賓の礼をとって、かれを迎えようとしたが、荀彧はいちど曹操と会ってから、たちまち肝胆かんたん相照らして、曹操の麾下きかへ進んで加わったものであった。

　曹操には、やはりそれだけの魅力があった。曹操の長所のうちで最も大きな長所は有為な人物を容れるその魅力と包容力である。

　かれもまた、よく士を愛し、とりわけ荀彧に対してなどは、

「君は予の張良である」とさえいって歓んだ。張良といえば、漢の高祖の参謀総長に位する重臣である──このことばの裏をうかがうと、ひそかに自分を漢の高祖に擬しているなど、かれの腹中には、なおなお底知れないものが蔵されている。

　──であるからして、奇舌学人の禰衡ねいこうが死んだことなどは、かれの眼から見れば、まったく鴉からすが焼け死んだくらいな一笑話に過ぎなかったのもあたりまえである。

　さはいえ、また。

　かりそめにも曹操の使いとして立てた一国の使者であるものを、荊州の地で、しかも劉表の一部下が手にかけて殺したということは、重大な国際問題として取上げる材料になる。

「このままには捨ておきがたい。彼を討つよい口実でもある」

　曹操はこの際、一気に大軍を向けて、荊州を奪ろうかと議した。

　諸将も、奮ふるいたったが、荀彧じゅんいくは賛成しなかった。その理由は、

「袁紹との戦も、まだ片づいていませんし、徐州には玄徳が健在です。それを半途に、また、東方に軍事を起すのは、心腹の病をあとにして、手足の瘡きずを先にするようなものでしょう。──まず病の根本たる袁紹から征伐し、つぎに玄徳をのぞき、江漢の荊州などはそれからにしても遅くはありません」というのであった。

　かれの言に従って、曹操は、荊州への出軍を一時思いとどまった。
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　そういう風に、荀彧の言には、曹操もよく従った。

　曹操が今日の成功をおさめ得た重大な機略の根本は、なんといっても朝廷の危急に際して、献帝けんていのお身をいち早くこの許都きょとへ奉迎したことにあるが──それも荀彧が最初から、

「主上を奉じて人望に従う大順こそ、あなたの運命をひらく大道でもあります。他人に先んじられぬうちに早くご決行なさい」と、切にすすめた大策であったのである。

　当時、他の諸将軍が、洛陽の離散から長安の大乱と果てなき兵燹乱麻へいせんらんまのなかに、ただおたがいの攻伐にばかり日を暮し合っていた際に──ひとりそこへ着眼した若き荀文若じゅんぶんじゃく──荀彧じゅんいくの達見はさすがのものであった。

　袁紹えんしょうの謀臣、沮授そじゅなども、同じ先見を抱いて、袁紹にその計をすすめたこともあるが、袁紹の優柔不断な性格がぐずぐずしているまに、機を逸して曹操に先を越されてしまい、歴代漢朝の名門でありながら、その強大な勢力も今では地方的な存在に置きかえられてしまったのである。

　荀彧は、内治の策にも、着々と功績をあげてきた。

　許都を中心に、屯田策とんでんさくを採用し、地方の良民のうえに、さらに人望のある戸長を用い、各州郡に田官というものをおいて、その単位を組織し善導し、大いに農耕を奨励したりしたので、一面戦乱のなかにありながら、産業は振興して、五穀の増産額だけでも年々百万石を超えてゆくという活況であった。

　このように、今、許都は軍事経済の両面とも、盛大に向っていた。

　けれど首府の殷賑いんしんがそのまま朝廷の盛大をあらわすものとはいえなかった。──許都の旺さかんなるは、曹操の旺なるを示すだけに止まるものであって、極端な武権政治が相府というかたちでここに厳存し、朝廷の勢威も存立もかえって日ごとに薄れてきたかのごとく誰の眼にも見えてきた。

　──ここに。

　その推移をながめながら、怏々おうおうと、ひと知れず心を苦しめていたひとは、この国舅こっきゅうとよばるる車騎将軍──董承とうじょうであった。

　功臣閣の秘宮を閉じて、帝御みずからの血をもって書かれた秘勅をうけてから日夜、肝胆かんたんをくだいて、

「いかにして、曹操をころすべきか。どうしたら武家専横の相府をのぞいて、王政をいにしえに回復できようか」と、寝食もわすれて、そればかりに腐心していたが、月日はいたずらに過ぎ、頼みにしていた玄徳も都を去ってしまうし、馬騰ばとうも西涼へ帰ってしまった。

　その後、一味の王子服などとも、ひそかに密会はかさねているが、何分にも実力がまるでなかった。公卿くげの一部でも、相府の武権派に対して、明らかに反感をいだいているし、曹操の驕慢独歩な宮門の出入ぶりをながめるにつけ、無念の思いを秘めている朝臣はかなりあったが、

「ぜひもない時勢」と、無気力なあきらめの中に自分を隠しておくことを、みな保身の術として口をむすんでいた。

　董承は、そういううちに、病やまいにかかって、日ましに容体も重り、近頃は、まったく自邸に病臥していた。

　帝は、かれの病の篤い由を聞かれると、ひと事ならずお胸をいためられて、さっそく典薬寮てんやくりょうの太医、吉平きっぺいというものに命ぜられて、かれの病を勅問された。

　吉平は、みことのりを奉じて、さっそく董承のやしきへ赴いた。有難いお沙汰に、一門の者ども、出迎えに立ったが、その時、吉平のまえに進んで、薬籠を捧げ持ったのは、董家の召使いの慶童けいどうという小姓であった。
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　吉平はもと洛陽の人で本草ほんぞうにくわしく、夙つとに仁徳があって、その風采は神渺しんびょうたるものがあり、当代随一の名医といわれていた。

　迎えに出た董一家の者にむかって、帝の優渥ゆうあくなる恩命を伝え、それから静かに病室へはいって、董承の容体をつまびらかに診察した。

「ご心配には及びません」

　吉平は、慶童子の捧げている薬籠を取って、八味の神薬を調合あわせ、

「これを朝暮にさしあげてください。かならず十日のうちにお元気になりましょう」

　と、いって、その日は帰った。果たして、食慾もつき、容体も日ごとにあらたまってきた。けれど依然、病床から離れるほどにはならなかった。

「いかがですか」

　吉平は毎日のように来て、かれの脈をみたり、舌苔ぜったいをのぞいていた。

「もうおよろしいでしょう。すこし苑にわでも歩いてみるお気持になりませんか」

「……どうも、まだ」

　董承は、仰向いたまま、板のように薄い自分の胸に、両手を当てながら顔を振った。

「おかしいですな。……もうどこもお悪くはないはずですが」

「……でも、すこし動くと、まだここが」

「お胸がくるしいので？」

「このとおり、何か話しても、すぐ語韻ごいんが喘あえいでまいるのじゃ」

「ははは、神経ですよ」と、吉平きっぺいは笑い消したが、実はこの病人については、初めから吉平もこころのうちで首をかしげていた。実際、ひどく衰弱はしているが、単なる老衰ろうすいでもないし、持病らしい宿痾しゅくあも見あたらないのである。

「時務のお疲れでしょう。何かひどく、心悸しんきを労されたことはありませんか」

「いや閑職の身じゃ。さしたることも……」

「左様ですかの。何せい、はやく国舅こっきゅうがおなおりくださらぬと、陛下のご軫念しんねんもひとかたではございませぬ。きのうも今朝も、ご下問がございました」

「…………」

　陛下ということばを聞くと、董承とうじょうの瞼まぶたは涙をためてくる。眦まなじりから枕の布へしばし流涕がやまなかった。

　きょうばかりではない。帝の御名が出るといつも彼の眼があやしく曇る。吉平はかれの病根とそれを思いあわせて、独り何かうなずいていた。

　およそ一箇月ばかりの後の正月十五日のことだった。こよいは上元じょうげんの佳節かせつというので、親族や知己朋友が集まっていた。董承も病室ではあるが、吉例として数献すうこんの酒をかたむけ、いつかとろとろと牀しょうによって眠ってしまった。

　…………

　……と。彼を取りかこんで、口々に云い逸はやる人々がある。

（国舅国舅。かねてのこと、成就の時はきましたぞ。荊州けいしゅうの劉表りゅうひょう、河北の袁紹えんしょうとむすび、五十万の軍勢をおこす。また西涼の馬騰ばとう、并州へいしゅうの韓遂かんすい、徐州じょしゅうの玄徳げんとくなんども、各地から心をあわせて一せいに起ち、その兵七十万と聞えわたる。──曹操その故におどろきあわてて諸方へ討手をわかち、ために、洛内は今、まったく手薄となりました。相府、都市の警兵をあわせても、千人に足りますまい。──時しもこよいは上元の佳節、相府でも宴をひらいて乱酔しておること必定です。いでやすぐさまお越しあれ、一味のものは早、馬を寄せて、門前にお待ちもうしておりますぞ）

　──誰かと見まわせば、血詔けっしょうを奉じて、密盟に名をつらねている一味の王子服おうじふく、种輯ちゅうしゅう、呉碩ごせき、呉子蘭ごしらんなどの人々だった。
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　……董承とうじょうがなお疑わしげに見まわしていると、面々は、かれの手を取り沓くつをそろえて、

（今こそ、天の与える時節。はや陣頭に立って、一挙に曹操を討ちとり給え）

　と、病室から拉らっして行った。

　見れば、邸の門々には、味方の兵がみちている。董承もそれに励まされて、物具もののぐを着こみ、槍をひッさげ、郎党の寄せる馬上へとび移るや、攻せめ鼓つづみの潮うしおとともに、相府の門へ襲よせかけた。

　火を八方から放ち、味方の勇士と共に府内へなだれ入った。

（逆賊曹操、逃ぐるな）と、火中に敵を追いまわし追いまわして、槍も砕け、剣も火と化すばかり戦ううち、焔々えんえんたる炎のなかに、曹操の影が、ぱっと不動明王のように見えた。

（おのれっ、居たかっ）

　跳びかかって、董承とうじょうが大剣を加えると、曹操の首は、一炬きょの火の玉となって、宙へとび上がった。……あれよと、仰ぐうちにも、焔ほのおの首は黒煙をつらぬいて、どこまでもどこまでも昇天して行き、やがて、その赤きもあまりに遠ざかって薄れたかと思うと、白玲瓏びゃくれいろうたる十五夜の月が、下界を嘲笑あざわらうかのように満々と雲間にかかっていた。──

　…………

「……ううむ。う、う、む」

　董承はうなされていた。

「国舅こっきゅう国舅。いかがなされた？」

　しきりと自分をゆり起していた者がある。董承はハッと眠りからさめて、その人を見ると、こよい客として奥に来ていた侍医の吉平であった。

「ああ。……さては、夢？」

　遍身へんしんの汗に、肌着もしとどに冷えていた。

　そのひとみは、醒めてまだ落着かないように、天井を仰いだり、壁を見まわしていた。

「水なとひと口おあがりなされたがよい」

「ありがとう。……ああ、あなたじゃったか、なにか、わしは囈言うわごとをいうたかの」

「国舅……」と、吉平は声をひそめて、病人の手をかたく握った。

「ようやくあなたの病根をつきとめました。──あなたのご病気は、あなたの腹中にも爪のさきにもない。乱脈な世の大患を、ふかくそのお心に煩わずらって、悪熱をやどし、一面には、漢室の衰えに痛恨して、お食もすすまぬ重態となられたのでござろうが」

「……えっ」

「おかくしあるな、それも病を篤あつうさせた原因の一つです。日頃からおよそは、察していましたが、それほどまでにお覚悟あって、君のため三族を捨てて、忠義の鬼とならんと遊ばすお心根なら、この吉平もかならずお力添えいたしましょう。──いや、あなたのご病気を誓って癒なおして進ぜましょう」

「国手こくしゅ、なにを申されるか。壁にも耳のある世間、めったなことを……」

「まだ、それがしをお疑いか。医は人間の病をなおすことのみが能ではない。真の太医は国の患いも医すと聞いている。わたくしに、それほどな力はないが、志はあるつもりなのに、意志の薄弱な長袖者と思われておつつみあそばさるるか──」

　そう嘆じると、吉平は指を口へ入れて、ぶっと喰いやぶった。そして、他言せぬという誓いを、血をもって示した。

　董承は、愕がくとして、その面を見つめていたが、吉平の義心を見きわめると、今はこの人につつむ理由もないと、一切の秘事をうちあけた後、血詔けっしょうの衣帯いたいをとり出して示した。

　吉平はそれを拝すると、共々、漢朝のために哭ないて、やがて威儀を改めていうには、

「ここに大奸曹操を一朝にして殺す妙策があります。しかも兵馬を用いず、庶民に兵燹へいせんの苦しみも及ぼさずに行えることですから、わたくしにお任せおき下さるまいか」

「そんな妙計があろうか」

「かれは健康ですが、ただ一つ頭風とうふうの持病をもっているので、その持疾が起ると、狂気のごとく骨髄の痛みを訴えます。それに投薬するものは、わたくし以外にありません」

「あっ？　……では毒を」

　ふたりは、ひたと口をつぐんだ。その時、室の帳外に、風のないのに、何やら物の気配のうごく気がしたからであった。




美童びどう
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　冬をこえて南枝なんしの梅花のほころぶを見るとともに、董家の人々も眉をひらいた。近ごろ主人の董承とうじょうはすっかり体も本復ほんぷくして、時おり後閣の春まだ浅い苑にわに逍遥する姿などを見かけるようになったからである。

「……雁かりが帰る。燕つばくろが来る。春は歩いているのだ。やがて、吉平きっぺいからも何かいい報らせがあろう」

　かれの皮膚には艶つやが出てきた。眉に希望があらわれている。

（一服の毒を盛って、曹操の一命を！）

　正月十五日の夜、吉平のささやいたことばがたえず耳の底にある。その実現こそ、彼の老いた血にも一脈の熱と若さを覚えさせてくる待望のものだった。天地の陽気はまさに大きくうごきつつあることを彼は特に感じる。

　こよいも彼は食後ひとり後苑へ出て疎梅そばいのうえの宵月を見出していた。薫々くんくんたる微風が梅樹の林をしのんでくる。──彼の歩みはふと止まった。

　一篇の詩となるような点景に出会ったからである。

　男と女だった。

　ふたりは恋を語っている。

　暗香疎影あんこうそえい──ふたつの影もその中のものだし、董承とうじょうの影と明暗の裡にたたずんでいるので──彼らはすこしも気がつかないらしい。

「……一幅ぷくの絵だ」

　董承は口のうちで呟きながら、恍惚と遠くから見まもっていた。

　水々しい春月が、男女の影に薄絹をかけていた。男はうしろ向きに──羞恥はにかんでいるのか、うつ向いて爪を噛んでいる。

　背中あわせに、女はそこらの梅を見ていた。そのうちに、女から振向いて、何か、男に云いかけたが、男はいよいよ肩をすぼめ、かすかに顔を横に振った。

「お嫌いや？」

　女は、思いきったように、ひら──と寄ってのぞきこんだ。

　その刹那、老人の体のなかにもあった若い血は、とたんに赫怒となって、

「不義者めッ」と、突如な大声が、董承とうじょうの口を割ってでた。

　男女はびっくりしてとびはなれた。もちろん董承のあたまにはもうそれを詩と見ていることなど許されない。──女性は後閣に住んでいる彼の秘妾ひしょうであり、男はかれの病室に仕えていた慶童子けいどうじとよぶ小さい奴僕ぬぼくだった。

「この小輩め。不、不埓者ふらちものめが！」

　董承は逃げる慶童の襟がみをつかんで、さらに大声で彼方へどなった。

「誰ぞ、杖を持ってこい、杖と縄を」

　その声に、家臣たちが、馳けつけてくると、董承は、身をふるわして杖で打てといいつけた。

　秘妾は百打たれ、慶童は百以上叩かれた。

　それでもなお飽きたらないように、董承は、慶童子を木の幹に縛らせた。そして秘妾の身も後閣の一室に監禁させた。

「疲れたから今夜は眠る」と、ふたりの処分を明日にして自分の室へかくれてしまった。

　ところが、その夜中、慶童は縄を噛み切って逃げてしまった。

　高い石塀を躍りこえると、どこか的あてでもあるように深夜の闇を跳ぶがごとく馳けていた。

「見ていやがれ、老いぼれめ」

　美童に似あわない不敵な眼を主人の邸へふり向けていった。もとより幼少の時、金で買われてきた奴隷どれいにすぎないから、主従の義もうすいに違いないが、生れつき容姿端麗な美童だったから、董承も身近くおいて可愛がり、家人もみな目をかけていた者だった。

　──にも関わらず、慶童は、怨むことだけを怨んだ。その奴隷どれい根性の一念から怖るべき仕返しをこころに企んで、彼はやがて盲目的に曹操のところへ密訴に馳け込んでいた。
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　時ならぬ深夜、相府の門をたたいて、

「天下の大変をお訴えに出ました。丞相じょうしょうを殺そうとしている謀叛人むほんにんがあります」

　と、駈け込んで来た一美童に、役人たちは寝耳に水の愕おどろきをうけた。

　いやもっと愕いたのは、慶童の口から、董承一味の企てを、直接聞きとった曹操自身であった。

「どうして其方は、そんな主人の大事を、つぶさに知っておるのか。そちも一味の端くれであろうが」

　とわざと脅しをかけてみると、慶童はあわてて顔を横に振って、

「滅相もないことを仰っしゃいませ。私は何も存じませんが、正月十五日の夜、いつもくる典医の吉平と主人が、妙に湿ッぽく話しこんでいたり、慨嘆して哭ないたりしていますので、次の間の垂帳すいちょうのかげでぬすみ聞きしていましたところ、いま申しあげたように、丞相様に毒を盛って、他日きっと殺してみせると約束しているではございませんか……。怖ろしさのあまり身がふるえ、それからというもの、私は主人の顔を仰ぐのも何だか恐くなっておりました」

　曹操は動じない面目を保とうとしていたが、明らかに、内心は静かとも見えなかった。

　階下の家臣に向って、

「事の明白となるまでその童僕は府内のどこかへ匿かくまっておけ。なお、この事件については、一切口外はまかりならぬぞ」と、云い渡し、また慶童に対しては、

「他日、事実が明らかになったならば、其方にも恩賞をつかわすであろう」といって退けた。

　次の日、また次の日。相府の奥には不気味な平常のままが続いていた。──と思うと、あれから四、五日目の明け方のことだった。にわかに一騎の使いが駈けて、典医吉平の薬寮を訪ね、

「昨夜から丞相がまたいつもの持病の頭風をおこされ、今朝もまだしきりと苦しみを訴えておられまする。早暁お気のどくでござるが、すぐご来診ねがいたい」

　との、ことばであった。

　吉平は心のうちでしめたと思ったが、さあらぬ態で、

「すぐお後より──」と先に使いを帰しておき、さてひそかに、かねて用意の毒を薬籠の底にひそめ、供の者一名を召しつれ驢に乗って患家へ赴いた。

　曹操は、横臥して、彼のくるのを待ちかねていた。

　自分の顔を、拳こぶしで叩きながら、吉平の顔を見るなり、たまらないように叫んだ。

「太医、太医。はやくいつもの薬を調合あわせてこの痛みをのぞいてくれい」

「ははあ、またいつものご持病ですな。お脈にも変りはない」

　次の間へさがると、彼はやがて器に熱い煎薬を捧げてきて、曹操の横たわっている病牀の下にひざまずいた。

「丞相。お服のみください」

「……薬か」

　片肱をついて、曹操は半身をもたげた。そして薬碗からのぼる湯気をのぞきながら、

「いつもと違うようだな。……匂いが」と、つぶやいた。

　吉平は、ぎょっとしたが、両手で捧げている薬碗にふるえも見せず、なごやかな目笑を仰向けて答えた。

「丞相の病根を癒し奉ろうと心がけて、あらたに媚山びざんの薬草を取寄せ、一味を加えましたから、その神薬の薫りでございましょう」

「神薬。……嘘をいえ。毒薬だろう！」

「えっ」

「飲め。まず其方から飲んでみせい。……飲めまい」

「…………」

「なんだ、その顔色は！」

　がばと、起つや否、曹操は足をあげて、煎薬の碗と共に、吉平の顎を蹴とばした。

「この藪やぶ医者を召捕れっ」

　次いで、彼の呶号がとどろいた。応っ──とばかり一団の壮丁は、声と共にとびこんできて、吉平を高手小手に縛りあげてしまった。
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　吉平の縄じりをとって、相府の苑にわにひき出した武士獄卒たちは、

「さあ、ぬかせ」

「誰にたのまれて、丞相に毒をさしあげたか」

　と、打ち叩いたり、木の枝に逆しまに吊るしあげたりして拷問ごうもんしたが、

「知らん。むだなことを訊くな」

　とばかりで、吉平は悲鳴一つあげなかった。

　曹操は、侍臣を見せにやって、

「容易に口をあくまい。こっちへひっぱって来い」と、命じた。

　聴訴閣ちょうそかくの一面に座を設け、やがて階下にひきすえられた吉平を、曹操は、くわっと睨ねめつけて云った。

「老いぼれ、顔をあげろ。医者の身として、予に毒を盛るなど、ただごとの謀たくらみではあるまい。汝をそそのかした背後の者をのこらず申せ。さすれば、そちの一命だけは助けてとらそう」

「ははは」

「汝、なにを笑うか」

「おかしいゆえ、笑うのみじゃ。おん身を殺さんと念じる者、ひとりこの吉平や、わずかな数の人間と思うか。主上を僭おかし奉る憎ッくき逆賊、その肉を啖くらわんと欲するものは、天下に溢るるほどある。いちいちそんな大勢の名があげられようか」

「口幅くちはばたいヘボ医者め。何としても申さぬな。きっといわんな」

「益えきなき問答」

「まだ拷問ごうもんが足らんとみえる。もっと痛い目をみたいか」

「事あらわれたからには、死ぬるばかりが望みじゃ。ひと思いに斬りたまえ」

「いや、容易にはころさぬ。獄卒ども、この老医の毛髪がみな脱け落ちるまで責めつけろ。息の根の絶えぬほどに」

　下知をうけると、獄卒たちは仮借かしゃくをしない。あらゆる方法で吉平の肉身をいじめつけた。けれど吉平の容子は──その五体の皮肉こそ朱あけにまみれてはいたが──常の落着きとすこしも変るふうはなかった。

　むしろ見ている人々のほうが凄惨な気につつまれてしまった。曹操は余り度をこして、臣下の胸に自分を忌いみ厭うものの生じるのをおそれて、

「獄に下げて、薬をのませておけ、毒薬でなくてもよろしいぞ」

　と、唾するように云った。

　それからも連日、苛責はかれに加えられたが、吉平はひと口も開かなかった。ただ次第に、乾魚のように肉体が枯れてゆくのが目に見えて来るだけである。

「策てを変えよう」

　曹操は一計を按じて、近ごろ微恙びようであったが、快癒したと表へ触れさせた。そして、招宴の賀箋がせんを知己に配った。

　その一夕せき、相府の宴には、踵きびすをついでくる客の車馬が迎えられた。相府の群臣も陪席し、大堂の欄や歩廊の廂ひさしには、華燈のきらめきと龕がんの明りがかけ連ねられた。

　こよいの曹操はひどく機嫌よく、自身、酒間をあるいて賓客をもてなしなどしている風なので、客もみな心をゆるし、相府直属の楽士が奏する勇壮な音楽などに陶酔して、

「宮中の古楽もよいが、さすがに相府の楽士の譜は新味があるし、哀調がありませんな。なんだか、心が濶ひろくなって、酒をのむにも、大杯でいただきたくなる」

「譜は、相府の楽士の手になったものでしょうが、今の詩は丞相が作られたものだそうです」

「ほう。丞相は詩もお作りになられますか」

「迂遠なことを仰っしゃるものではない。曹丞相の詩は夙つとに有名なものですよ。丞相はあれでなかなか詩人なんです」

　そんな雑話なども賑わって酒雲吟虹しゅうんぎんこう、宴の空気も今がたけなわと見えた折ふし、主人曹操はつと立って、

「われわれ武骨者の武楽ばかりでも、興がありますまいから、各位のご一笑までに、ちょっと、変ったものをご覧に入れる。どうか、酒をお醒ましならぬように」

　と、断りつきの挨拶をして、傍らの侍臣へ、何か小声でいいつけた。
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　なにか余興でもあるのかと、来賓は曹操のあいさつに拍手を送り、いよいよ興じ合って待っていた。

　ところが。──やがてそこへ現れたのは、十名の獄卒と、荒縄でくくられた一名の罪人だった。

「……？」

　宴楽の堂は、一瞬に、墓場の坑あなみたいになった。曹操は声高らかに、

「諸卿は、このあわれな人間をご承知であろう。医官たる身でありながら、悪人どもとむすんで、不逞な謀たくらみをしたため、自業自得ともいおうか、予の手に捕われて、このような醜態を、各〻のご酒興にそなえられる破目となりおったものである。……天網恢々てんもうかいかい、なんと小癪こしゃくな、そして滑稽なる動物ではないか」

「…………」

　もう誰も拍手もしなかった。

　いや、咳一つする者さえない。

　ひとり、なお余息を保っている吉平は、毅然として、天地に恥じざるの面おもてをあげ、曹操をにらんで云った。

「情けを知らぬは大将の徳であるまい。曹賊。なぜわしを早く殺さぬか。──人は決してわしの死を汝に咎とがめはしまい。けれど人は、汝がかくの如く無情なることを見せれば、無言のうちに汝から心が離れてゆくぞ」

「笑止な奴。そのような末路を身で示しながら、誰がそんな口賢いことばに耳をかそうか。獄の責苦がつらくて早く死にたければ、一味徒党の名を白状するがよい。──そうだ、各〻、吉平の白状を聞き給え」

　彼は直ちに、獄吏に命じて、そこで拷問ごうもんをひらき始めた。

　肉をやぶる鞭の音。

　骨を打つ棒のひびき。

　吉平のからだは見るまに塩辛しおからのように赤くくたくたになった。

「…………」

　満座、酒をさまさぬ顔はひとつとしてなかった。

　わけてもがくがくと、ふるえおののいていたのは、王子服おうじふく、呉子蘭ごしらん、种輯ちゅうしゅう、呉碩ごせきの四人だった。

　曹操は、獄吏へ向って、

「なに、気を失ったと。面に水をそそぎかけて、もっと打て、もっと打て」と、励ました。

　満水をかぶると、吉平はまた息を吹きかえした。同時に、その凄い顔を振りながら、

「ああ、わしはたッた一つ過った。──汝にむかって情を説くなど、木に魚を求めるよりも愚かなことだった。汝の悪は、王莽おうもうに超え、汝の姦佞かんねいなことは、董卓とうたく以上だ。いまに見よ。天下ことごとく汝をころして、その肉を啖くらわんと願うであろう」

「いうてよいことはいわず、いえばいうほど苦しむことをまだ吐ほざくか」

　曹操は、沓くつをあげて、彼の横顔を蹴った。吉平は大きなうめき声をだして絶え入った。

「殺すな。水をのませろ」

　酒宴の客はみなこそこそと堂の四方から逃げだしていた。

　王子服達の四人も、すきを見てぱっと扉のそばまで逃げかけたが、

「あ、君達四人は、しばらく待ちたまえ」

　と、曹操の指が、するどく指して、その眼は、人の肺腑はいふをさした。

　王子服達のうしろには、すでに大勢の武士が墻かきをつくっていた。曹操は冷ややかに笑いながら四人の前へ近づいてきた。

「各〻には、そう急ぐにもあたるまい。これから席をかえて、ごく小人数で夜宴を催そう。……おいっ、特別の賓客をあちらの閣へご案内しろ」

「はっ。……歩け！」

　一隊の兵は、四人の前後を、矛ほこや槍でうずめたまま、一閣の口へながれこんだ。呉子蘭の足も王子服の足も明らかにふるえていた。四人の魂はもうどこかへ飛んでしまっている。
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　やがて後から曹操が大股に歩いて入ってきた。

　胸におぼえのあることなので、王子服らの四人は、かれの眼を、正視できなかった。

「君たちは、この曹操を殺したがっておるそうだな。董承とうじょうの邸にあつまって、だいぶ相談したそうじゃないか」

　激語になると、曹操は、白面の一書生だった頃の地金が出てくる。また彼はその洛陽時代には、宮門の警吏をしていたので、罪人に対する手ごころは巧みでことのほか峻烈しゅんれつだった。

「い、いいえ。……丞相。……何かおまちがいではありませんか」

　王子服が、空とぼけて、顔を振りかけると、その頬を、いやというほど平手で撲なぐって、

「ひとを愚にするな。そんな小役人へするような答えに甘んじる曹操ではない」

「お怒りをしずめて下さい。董承の家に集まったのは、まったく平常の交わりにすぎません」

「平常の交わりに、血書の衣帯などを拝み合うのか」

「えっ。……な、なに事を仰せられるのか、とんと思いあたりがございませんが」

「ふ、ふん……」

　曹操は、鼻さきで白々と笑いながら、閣の入口をふり向いてどなった。

「兵士！　慶童けいどうをそれに連れてきておるか」

「ひきつれて来ました」

「よしっ。ここへ突きだせ」

「はっ」

　番兵が手をあげると、階下にどよめいている兵たちが、美少年慶童をひっ張ってきて、四人のまえに突き仆した。

　曹操は指さして、

「この者を存じておるか」と、いった。

　王子服も呉子蘭も、あっと色を失った。种輯ちゅうしゅうは、愕おどろきのあまりとびあがって、

「慶童！　慶童ではないか貴様は。いったい何だってこんな所へ出てきたのだ」

　慶童はそれに対して、小賢こざかしい唇を喋々ちょうちょうとうごかした。

「何しに来ていたって、大きなお世話でしょう。それよりもお前さんたちは、もう観念したらどうです。いけませんよ。そんなそらッとぼけた顔していたって」

「こ、この小輩め！　何を申すか、身に覚えもないことを」

「覚えがなければ、もう、落着いていたらどうです。お前さんたち四人に、馬騰ばとう、玄徳げんとくも加わって一味六人が、義状に連判したのはあれは何日いつでしたッけね」

「うぬっ」

　种輯が跳びかかろうとすると、曹操は横あいから、その脛すねを跳ねとばした。

「不逞漢めっ。予の面前で、予の生き証人を何とする気だ。──汝らことごとく前非を悔い、ここにおいて有ありていにすべてを自白すればよし、さもなくば、難儀は一門三族にまで及ぶがどうだ！」

「…………」

「泥を吐け。──素直に一切を、ここに述べて、予のあわれみを乞え」

　すると、四名ひとしく毅然と胸をならべて答えた。

「知らん！」

「存ぜぬ！」

「覚えはない！」

「いかようにもなし給え！」

　曹操はずいと身を退いて、四つの顔を一様に見すえていたが、

「よしっ、もう問わん」

　ひらりと、閣外へ身をうつし、兵のあいだを割って、彼方へ立ち去ってしまった。

　もちろん閣の口はすぐ厳重に閉ざされ、鉄槍の墻かきをもってぐるりと昼夜かこまれていた。

　次の日。

　曹操は、千余の騎兵をしたがえ、車馬の行装ものものしく公然と、国舅こっきゅう董承とうじょうの邸を訪問した。




火ひか人ひとか
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　董承に対面を強いて、客堂で出会うとすぐに曹操は彼にただした。

「国舅こっきゅうのお手もとへは、予から出した招待の信箋しんせんが届かなかったであろうか」

「いや、ご書箋はいただいたが、折返して不参のおもむきを、書面でお断り申しあげてある」

「昨夜の会に、百官みな宴に揃いながら、国舅ひとりお顔が見えん。いかなるわけでご不参だったか」

「されば、昨年からの痼疾こしつの病のため、心ならずも」

「はははは。卿の痼疾の病は、吉平に毒を盛らせたら癒いえるものであろう」

「げッ。……な、なんのお戯れをば」

　董承は、震い恐れた。

　語尾はかすれて、歯の根もあわない。曹操はその態を白眼に見て、

「近ごろも、太医吉平と、お会いあるか」

「い、いえ、久しく会いませぬが……」

　従えてきた武士へ向って、あの者をここへ連れてこいと命じた。言下に、三十余名の獄吏と兵は、客堂の階下へ、物々しく吉平をひきすえた。

　蹌踉そうろうとよろめいてきた吉平は、幽鬼のごとく、ぺたとそれへ坐ったが、しかも烈しい眼光と呼吸をもって、

「天をあざむく逆子、いつか天罰をうけずに済もうか。これ以上、わしを拷問して何を得るところがある」と、彼のほうから叫んだ。

　曹操は、耳にもかけず、

「王子服、呉子蘭、呉碩ごせき、种輯ちゅうしゅうの四人はすでに捕えて獄に下したが、そのほかにまだもう一名、不逞の首魁しゅかいが、この都のうちにおるらしい。……国舅、あなたにもお心当りはないかな？」

「…………」

　董承は生ける心地もなく、ただあわてて顔を横に振った。

「吉平。汝は知らんか」

「知らぬ」

「汝に智恵をさずけて、予に毒をのませんと計った首謀者は何者か」

「三歳の童子ですら、みずから為すことはみずから知る。朝廷破壊の逆臣、天に代って、生命をとらんと誓ったのは、かくいう吉平自身である。何でひとの智恵を借ろうか」

「舌長な曲者くせものめ。しからば、汝の手の指のひとつ足らぬは如何なるわけか」

「すなわち、この指を咬み切って悪逆曹操をかならず討たんと、天地に誓いをたてたのじゃ」

「ええ、いわしておけば」

　と、曹操は、獅子のごとく忿怒ふんどして、残る九本の指をみな斬り落せと獄吏に命じた。

　吉平は、ひるむ気色もなく、九本の指を斬られてもまだ、

「われ口あり、賊を呑むべし。われ舌あり賊を斬るべし」とさけんだ。

「その舌を引き抜いてしまえ」

　曹操の大喝に、獄卒たちが彼を仰向けに押したおすと、吉平は初めて絶叫をあげ、

「待て。待ってくれ。舌を抜かれてはたまらん。乞う。しばしわしの縄を解いてくれい。この上はわしの手で、首謀者を丞相の前へ突きだして見せるから」と、いった。

「望みにまかせて解いてやれ。狂いだそうと、何ほどのこともなし得まい」

　曹操のことばに、彼は縄を解かれた。

　吉平は大地に坐り直し禁門のほうに向って両手をつかえた。そして流涕滂沱りゅうていぼうだ、再拝して後いった。

「──臣、不幸にしてここに終る。実に、極まりもございませんが、天運なんぞ悪逆に敗れん。鬼となっても禁門を守護しておりますれば、時いたる日を御心ひろくお待ちあそばすように」

　曹操は雷火のように立ち上がって、

「斬れッ！」

　と、どなったが、兵の跳びかかる剣風も遅しとばかり吉平はわれと吾が頭を、階きざはしの角にたたきつけて死んでしまった。
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　凄愴の気はあたりをつつむ。

　その凄気を圧して、

「次に、慶童をひき出せっ」と、曹操の叱咤はいよいよ烈しい。一片の情、一滴の涙も知らぬような面は、閻王えんおうを偲ばしめるものがあった。

　呼びだした慶童を突きあわせて、董承の吟味にかかる段となると、彼の姿は、火か人か、猛言辛辣しんらつ、彼の部下すら、正視していられないほどだった。

　董承も初めのうちは、

「知らぬ、存ぜぬ。いっこう覚えもないことじゃ。何とてわしを、さように嫌疑したもうか」と、あくまで彼の厳問を拒否していたが、なにしろ召使いの慶童が、傍からいろいろな事実をあげて、曹操の調べにうごかぬ証拠を提供するので、にわかに、云いぬけることばを失って、がばと床にうっ伏してしまった。

「恐れ入ったかっ」

　勝ちほこるが如く曹操が雷声を浴びせると、とたんに董承は身を走らせて、

「ここな人非人めが」と、慶童の襟がみをつかんで引き仆し、手ずから成敗しようとした。

「国舅こっきゅうに縄を与えい！」

　曹操の部下は、その峻命にこたえて、一斉におどりかかり、たちまち、董承とうじょうに縛ばくをかけて、欄階らんかいにくくりつけてしまった。

　そして客堂をはじめ、書院、主人の居室、家族の後房、祖堂、宝庫、傭人たちの住む邸内の各舎まで、千余の兵でことごとく家探しをさせ、ついに、血詔の御衣玉帯と共に、一味の名を書きつらねた血判の義状をも発見して、ひとまず相府へひきあげた。

　もちろん董一家の男女は一名もあまさず捕われ、府内の獄に押しこめられたので、哀号悲泣あいごうひきゅうの声は憐れというもおろかであった。

　時に、荀彧は、府門を通って、思わず耳をおおい進んで曹操の座側へのぼると、さっそく彼に向って質ただした。

「遂に、激発なされましたな。これからの処置をどうなさるおつもりですか」

「荀彧か。いくら予が堪忍づよくても、これに対して平気ではおられん」と、帝の血詔と、義盟の連判とを、荀彧の眼のまえに示し、なお冷めやらぬ朱の眦まなじりを吊って云った。

「──見よこれを。献帝の今日あるは、ひとえにこの曹操が功ではないか。平安燼滅へいあんじんめつのあと、新都の建業、王威の恢復など、どれほど粉骨砕身してきたか知れん。しかるに、いまとなってこの曹操をのぞかんとするは何事であるか、暴に対しては暴をもって酬うが予の性格である、逆子乱臣と呼ばば呼べ、予は決意した。いまの天子をのぞいて、他の徳のある天子を立てようと」

「お待ちなさい」

　荀彧はあわてて、彼の激語をさえぎりながら、

「いかにも、許都の中興は、一にあなたの勲いさおしにちがいありません。──けれどその勲功も帰するところ、天子を奉戴ほうたいしたからこそできたことでしょう。もしあなたの旗のうえに、朝威がなかったら。あなたの今日もありませんでした」

「うむむ。それには違いないが……」

「それを今、あなた自身が、朝廷の破壊者となったら、その日からあなたの府軍には、もう大義の名はありませんぞ。同時に、天下があなたを視る眼は一変します」

「分った。もういうな」

　曹操は、自分の胸の火を、自分で消しまわるに苦しんでいるようだった。

　人いちばい明晰めいせきな理念と、人いちばい烈しい感情とが、ここ数日、いかに彼を懊悩させたかは、他人の想像も及ばなかった。しかも彼の充血した眼は容易に冷静に返り得ないのである。その結果として、董承とうじょうの一家一門、そのほか王子服、呉子蘭などの一党とその家族ら、あわせて七百余人は、都のちまたを引き廻されて、一日のうちにみな斬殺されてしまった。
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　董貴妃は深窓にあるうちから美人の誉れがあった。召されて、宮中に入り、帝の寵幸ちょうこうをたまわってから、やがて身は懐妊かいにんのよろこびを抱いていた。

　彼女は董承とうじょうの娘であった。

　虫のしらせか、その日貴妃は、なんとなく落ち着かない。絶えず胸さわぎのようなものを覚えていた。

　秘園の春は浅く、帳裡ちょうりの瓶花へいかはまだ紅唇こうしんもかたい。

「貴妃、すぐれない顔色だが、どこか悪いのではないか」

　帝は、伏皇后ふくこうごうを伴うて、共に彼女の後宮を見舞われた。

　貴妃は、雲鬢うんびん重たげに、

「いいえ……」と、かすかに花顔を横に振っていう。

「なんですか、ふた晩つづいて、父の夢を見たものですから」

　そう聞くと、帝も皇后も、ふと眉をくもらせた。董承のことはかねがねべつな意味で、案じられているところである。

　折ふし、宮中に騒然たる物音がわきはじめた。何事かと疑っているうちに、後宮の碧門へきもんを排し、突忽とっこつとして姿を現した曹操と武士たちが、玉廊を渡ってこれへ馳けてきた。

　曹操は、突っ立ったまま、

「ああ。何たる悠長さだ。陛下。董承とうじょうの謀叛むほんもご存じないのか」と、声を励ましていった。

　帝は、冷静に、

「董卓は、もう亡ほろんでいる」と、機智をもって答えられた。

「董卓などのことではありません！ 車騎将軍董承のことである」

「えっ……董承がどうしたというのか。朕ちんは何事もわきまえぬが」

「御みずから指をかみやぶり、玉帯に血詔けっしょうを書いて降し給うたことはもうお忘れか」

　愕然、帝は魂を天外へ飛ばし、龍顔は蒼白となって、わななく唇からもう御声も出なかった。

「一人謀叛すれば九族滅めっすという。知れきった天下の大法である。──それッ武士ども、董承のむすめ貴妃を、門外にひき出して斬ってしまえ」

　曹操の下知に、帝も皇后も、のけ反るばかり愕おどろかれて、臣下たる彼へむかって、万斛ばんこくの涙をながして憐愍れんびんを乞うたが、曹操は、頑としてきかない。彼の満面、彼の全身、さながら憤情の炎であった。

　貴妃もまた曹操の足もとへ伏し転まろんで、

「自分のいのちは惜しみませんが、胎内たいないのお子を産みおとすまで、どうかお情けに、生きることをゆるして下さい」と、慟哭どうこくして訴えた。

　曹操の感情も、極端に紛乱していたが、われとわが半面の弱気を、強いて猛罵もうばするかのように、

「いかん！　いかん！　かなわぬ願いだっ。逆賊の胤たねを世にのこしおけば、やがて予に対して祖父の讐あだの母の仇かたきのと、後日のたたりをなすは必定である。──これまでの運命と思いあきらめ、せめて屍かばねを全うしたがいい」

　と、一すじの練帛ねりぎぬをとり寄せて、貴妃の眼のまえにつきつけた。斬られるのがいやなら自決せよという酷薄無残な宣告なのである。

　貴妃は哭ないて、練帛を手にうけた。悲嘆に狂乱された帝は、

「妃ひよ、妃よ、朕をうらむな。かならず九泉の下にて待て」

　と、さけばれた。

「あははは。女童めわらべみたいな世まい言を」

　曹操は、強いて豪笑しながら、しかもさすがに、そこの悲鳴号泣には、耳をふさぎ眼をそらして、大股に立ち去ってしまった。

　哀雲後宮をつつみ、春雷殿楼をゆるがして、その日なお董承と日ごろ親しい宮官何十人が、みな逆党の与類と号されて、あなたこなたで殺刃をこうむった。

　曹操は血を抱いて、やがて禁門を出ずると、直ちに、自身直属の兵三千を、御林の軍と称して諸門に立てさせ、曹洪そうこうをその大将に任命した。




小児病患者
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　粛正の嵐、血の清掃もひとまず済んだ。腥風せいふう都下を払って、ほっとしたのは、曹操よりも、民衆であったろう。

　曹操は、何事もなかったような顔をしている。かれの胸には、もう昨日の苦味も酸味もない。明日への百計にふけるばかりだった。

「荀彧じゅんいく。──まだ片づかんものが残っておるな。しかも大物だ」

「西涼せいりょうの馬騰ばとうと、徐州じょしゅうの玄徳げんとくでしょう」

「それだ。両名とも、董承とうじょうの義盟に連判し、予に対して、叛心歴々たるものども。何とかせねばなるまい」

「もとより捨ておかれません」

「まず、そちの賢策を聞こう」

「由来、西涼の州兵は、猛気さかんです。軽々しくは当れません。玄徳もまた徐州の要地をしめ、下邳かひ、小沛しょうはいの城と掎角きかくの備えをもち、これも小勢力ながら、簡単に征伐はできないかと思われまする」

「そう難しく考えたら、いずれの敵にせよ、みな相当なものだから、どっちへも手は出まい」

「河北の袁紹えんしょうなくんば憂いはありませんが、袁紹の国境軍は、過日来、官渡のあたりに、いよいよ増強されておるようです。丞相の大敵は、何といっても彼で、彼こそ今、丞相と天下を争うものでしょう」

「だから、その手足たる玄徳を、先に徐州へ攻めようと思うのだが」

「いやいや、滅多に今、この許都を手薄にはできません。それよりは、甘言をもって、まず西涼の馬騰を都へよびよせ、あざむいてこれを殺し、次に玄徳へも、おもむろに交術を施して、その鋭気をそぎ、一面、流言の法を行って、彼と袁紹とのあいだを猜疑さいぎせしめるを以て、万全の計とわたくしは考えます」

「ちと悠長すぎる。計りごと遅々なれば計りごと変ず。そのまに、また四囲の情勢が変ってこよう。──それに応じてまた中途から計りごとをかえたりするのは、下の下策ではないか」

　曹操はどこまでも、玄徳をさきに討とうと望んでいるらしい。玄徳に対しては、ひと頃、熱愛を傾けて交わっていただけに、反動的な感情がいまはこみあげている。国事に関する大策にでも、どうしても幾分かの感情をまじえないではいられないのは、曹操の特質であった。

　謀議の室を閉じて、ふたりがこう議しているところへ、ちょうど郭嘉かくかが入ってきた。郭嘉もまた曹操が信頼している帷幕いばくのひとりである。

「いいところへ来た。其方はどう思うか」

　郭嘉は即答した。

「それは一気に玄徳を討伐してしまうに限ります。なぜなら、玄徳はまだ徐州を治めても、歳月は浅いので、州民の心はつかみきれておらない。また袁紹は気勢ばかりあげているが、部下の田豊でんほう、審配しんぱい、許攸きょゆうなどの良将もみな一致を欠き、加うるに、袁紹自身の優柔不断、なんで神速の兵をうごかせましょうや」

　その説は、自分の志望と合致したので、曹操はたちどころに決心して、軍監、参謀、各司令、糧食、輸送などの各司令を一堂によび集め、

「兵二十万をととのえ、五部隊にわかち、三道より徐州へ攻め下れ」と、軍令を発した。

　諸大将の兵馬はたちまち徐州へむかった。──早くもこのことは伝播でんぱして徐州へ伝わってゆく。

　まっさきに、それを早耳に入れたものは孫乾そんけんであった。

　下邳かひの城にある関羽のところへ急を告げ、その脚ですぐ玄徳のほうへ馬を飛ばした。

　玄徳は、小沛の城にいる。彼の驚愕もひと通りでない。

「血詔の秘事ひじ露顕ろけんして董国舅とうこっきゅう以下のあえないご最期。いずれはかくあろうかとも覚悟していたが……」

「袁紹へ、書簡をおしたためなさいまし。それを携えて、河北の救援を求めにまいりましょう。それしか方法はありません」

　孫乾は、玄徳の一書をうけて、ふたたび駒の背に伏し、河北へむかって、夜を日についで急いでいた。
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　孫乾は、冀州きしゅうへ着いた。

　まず袁家の重臣田豊を訪れて、彼の斡旋のもとに、次の日、大城へ導かれて、袁紹に謁見した。

　どうしたのか、袁紹はいたく憔悴しょうすいしていて、衣冠もただしていない。

　田豊はおどろいて、

「どうなさいましたか？」と、怪しんで問うた。

　袁紹は、ことばにも力がなく、

「わしはよくよく子ども運がわるいとみえる。児女はたくさんあるがみな出来がよくない。ひとり第五男だけは、まだ幼いが、天性の光がみえ、末たのもしく思っていたところ、何たることじゃ。この頃また疥瘡かいそうを病んで、命もあやうい容態になってしもうた。……財宝万貨、なに一つ不足というものはないが、老いの寿命と子孫ばかりは、どうにもならぬものである」

　他国の使者が、佇立ちょりつしているのも忘れて、袁紹は、ただ子の病を嘆いてばかりいた。

　田豊も、なぐさめかねて、

「それはどうも……」

　と、しばらく用件を云いだしかねていたが、やがて、一転の機を話中につかんで、

「時にいま絶好な便りを手にしました。それはこれにおる劉玄徳の臣が、早馬で告げにきたことですが」と、袁紹の英気を励まし、

「──曹操はいま大軍を率いて、徐州へ向っているとあります。必定、都下は手薄とならざるを得ません。わが君、この時に起たれて、天機に応じ、虚をついて、一せいに都へ攻め入り給わば、必勝は火をみるよりも明らかであり、上かみは天子を扶け、下は万民の大幸と、謳歌されるでありましょう」

「……ほう」

　と、袁紹の返辞は、依然、生ぬるい。どこか呆気ほうけた面持おももちしか見えない。

　田豊は、なお説いて、

「諺ことわざにも、天の与うるを取らざれば、かえって天の咎めを受く、といいます。いかがです。天下はいま、進んでわが君の掌中にころげ込もうとしていますが」

「いや、それもよいが」

　袁紹は重たげに、頭を振ってそれに答えた。

「何となくいまは心がすすまん。わしの心が楽しまねば、自然戦っても利があるまい」

「どうしてですか」

「五男の病気が気がかりでの。……ゆうべも泣いてばかりいて、ひと晩中、よう睡りもせなんだ」

「お子さまのご病気は、医者と女にまかせておかれたらどうですか」

「珠たまを失ってから悔いてもおよぶまい。そちはわが児が瀕死ひんしの日でも、狩猟かりの友が誘いにきたら共に家を出るか」

　田豊は、黙ってしまった。

　熱心に支持してくれた田豊の好意はふかく心に謝していたが、孫乾そんけんもつらつら袁紹の人物ときょうの容子をながめて、（──これ以上強いるのは無益）と、諦めてしまった。

　で、田豊の眼へ目顔で合図しながら、退出しようとすると、袁紹もすこし悪い気がしたとみえて、

「立ち帰ったら劉玄徳へはよろしく伝えてくれい。そしてもし、曹操の大軍にささえ難く、徐州も捨てるのほかないような場合になったらいつでも我が冀州きしゅうへ頼って参られるがよいとな。……呉々くれぐれ、悪く思わないように」と、重ねていった。

　城門を退出してから、田豊は足ずりして、

「惜しい！　実に惜しい。小児の病気ぐらいに恋々として、遂に天機を見のがすとは」

　と、長嘆した。

　孫乾は、馬を求めて、

「いやどうも、いろいろお世話になりました。いずれまた、そのうちに」

　と、半日の猶予もしていられない身、すぐ鞭を打って徐州へ引返した。




玄徳冀州きしゅうへ奔はしる
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　小沛しょうはいの城は、いまや風前の燈火ともしびにも似ている。

　そこに在る玄徳は、痛心を抱いて、対策に迫られている。

　孫乾そんけんは冀州から帰ってきたものの、その報告は何のたのみにもならないものである。彼は明らかに周章していた。

「家兄このかみ。そうふさいでいては、名智も策も出やしません。味方の士気にも影響する。同じ戦うなら、もっと陽気にやろうじゃありませんか」

「お、張飛か。そちのことばももっともだが、いかんせんこの小城、敵は二十万と聞えている」

「二十万だろうが、百万だろうが、憂いとするには足りません。なぜならば、曹操は短気なので兵馬はみな許都からの長途を、休むひまなく馳け下ってきたにちがいありません。陣地に着いても四、五日ほどは、疲労しきっていて物の用に立ちますまい」

「──が、いずれ敵は、長陣を覚悟のうえで、十重二十重とえはたえにこの城をとり巻こう」

「ですから、その用意の調わぬうち──また長途のつかれも癒いえぬうちに──それがしが部下の猛卒をひッさげて奇襲を行い、まず敵の出鼻に、大打撃を加え、しかるのち下邳城かひじょうの関羽と掎角きかくの形をとって、一縮一伸、呼応して敵に変化のいとまなからしめる時は、彼の大軍は、かえって、彼の弱点となり、やがて破綻はたんを来たすことは明らかではありませんか」

　張飛の言を聞いているとまったく陽気になってくる。彼は憂鬱を知らない男だし、玄徳はあまりに石橋をたたいて渡る主義で、憂いが多すぎる。

「豎子じゅし曹操。なにほどのことやあらんです。拙者におまかせなさい。いまの妙策はいけませんか」

「いや、感心した。そちという者は、武勇一点ばりで変哲もない男かと多年思っていたが、先ごろは、良計を用いて、劉岱りゅうたいを生捕ったし、いままた、兵法にかなった妙計をわしへ告げおる。──よかろう、汝の存分に、曹操の先鋒を討ち砕け」

　肚をきめれば、大腹な玄徳である。それに近ごろ張飛をすこし見直していたところなので、直ちに彼の策をゆるした。

　張飛は、手具脛てぐすねひいて、

「いざ来い。眼にもの見せてくれん」と、用意おさおさ怠りなく、奇襲の機をうかがっていた。

　敵二十万の大軍は、まもなく近々と小沛の県界まで押してきた。

　ところがその日、一陣の狂風が吹いて、中軍の牙旗がきがポキッと折れた。

　あまり御幣ごへいはかつがない曹操だが、着陣したその日なので、「はてな？」と、しばし馬上に瞑目し、独り吉凶を占うていたが、なお試みに、

「これは吉兆か凶兆か」と、諸将をかえりみて訊ねた。

　荀彧がすすみ出て、

「風はどう向いて吹きましたか」

「東南たつみからであった」

「折れた旗の色は」

「真紅の旗」

「紅の旗が、東南風で折れましたか。さらばご懸念にはおよびません。これ、兵法の天象篇てんしょうへん占風訣せんふうけつの一項に見えるとおり、敵に夜陰のうごきある兆しるしです」

　と彼はいった。

　先鋒の毛玠もうかいも、わざわざ駒を返してきて、同じ意見を曹操に達した。

「──紅旗、東南風に仆るるは、夜襲の敵意なりと、むかしから兵家は云い伝えています。ご用心あるように」

　曹操は天に謝して、

「われを警いましめたもうは、天、われを扶たすくるのである。怠ってはなるまい。九陣にわかれ、八面に兵を埋伏まいふくし、各〻、英気をふくんで、夜陰を待ちかまえろ」

　と、必殺の捕捉陣をしいて、陽の没するのを合図に、全軍くろぐろと影を沈めていた。
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「家兄このかみ。──お支度は」

「ととのうた。張飛、兵馬の用意はいいか」

「もとより抜かりはありません。孫乾も行きたがっていますが、彼には守りを頼みました。そう皆、城を空にして出かけてもいけませんから」

「あいにくと、夜襲には不向きな月夜だな……。敵に悟られるおそれはないか」

「闇夜をえらぶのが、夜襲の定法じょうほうになっています。ですから今宵のような月明りに、敵はひとしお安心していましょう」

「それも一理だ」

「ことに敵は、きょう着いたばかりですから、人馬みなくたくたになって眠りこんでいましょう。いざ、出かけましょう」

　初めの計画では、張飛一手で奇襲するはずだった。が、いかに奇策を行うにせよ、眼にあまる大軍なので、玄徳も自身出向くことになり、兵を二手にわけて城を出た。

　張飛は、自分の計りごとが、用いられ、自分の思うまま戦えるので、愉快でならない。ひそかに必勝を信じ切っている。折から月明煌々こうこうの下、枚ばいをふくんで敵陣に近づいた。

「どうだ？」

　物見を放ってうかがわせると、

「哨兵しょうへいまで眠りこけています」

　との答え。

「そうだろう、おれの神算しんさんは図にあたった！」

　気負いぬいていた彼。

　それっと、合図の諸声もろごえあげながら、一団になって、まっしぐらに敵中へ駈け入った。

　何処いずこぞ敵の中軍、曹操の陣や何処にある？ ──と見まわしたが、四林のうちは、ただひろい空沢くうたくで零々落々れいれいらくらく、草もねむり、木も眠り沈み、どこかにせせらぐ水音の聞えるばかりで、敵の一兵だに見当らない。

「はてな？　こいつは、いぶかしい？」

　張飛も部下も、拍子ぬけしてうろたえた。すると林の木々や、四沢たくの山がいちどにどっと笑いだした。

「や、や？　……。さては、敵は地を変えているぞ」

　すでに遅し！　木も草もみな敵兵と化し鯨声ときのこえは地をゆるがして、むらむらと十方をおおいつつんで叫んだ。

「張飛を生け捕れ」

「玄徳をのがすなッ」──と。

　かくて、仕掛けた奇襲は、反対に受け身の不意討ちと化した。隊伍は紛裂ふんれつし、士気はととのわず、思い思いの敵と駈けあわすうち、敵の東のほうからは張遼ちょうりょうの一陣、西のほうからは許褚きょちょ、南からは于禁うきん、北からは李典。また東南たつみよりは徐晃じょこうの騎馬隊、西南よりは楽進がくしんの弩弓隊どきゅうたい、東北よりは夏侯惇かこうじゅんの舞刀隊、西北いぬいよりは夏侯淵の飛槍隊など、八面鉄桶てっとうの象かたちをなしてその勢無慮むりょ十数万──その何十分の一にも足らない張飛、玄徳の小勢をまったく包囲して、

「一匹も余すな」と、ばかり押しつめてきた。

　さしもの張飛も鐙あぶみに無念を踏んで、

「南無三」

　右に突き、左をはらい、一生の勇をここにふるったがとうてい無理な戦いだった。

　味方は討たれ、或いは敵へ降参をさけんで、武器を捨て、彼自身も数箇所の手傷に、満身朱あけにまみれてしまった。

　徐晃に追われ、楽進に斬ってかかられ、炎のような息をついてようやく一方に血路をひらき、つづく味方をかえりみると、何たる情けなさ、わずかに二十騎ほどもいなかった。

「者ども！　もう止せ、馬鹿げた戦だ。死んでたまるか、こんな所で、──さあ、おれについて来い」

　遂に、帰路をも遮断されてしまい、むなしく彼は㟐蕩山ぼうとうざん方面へ落ちのびて行った。

　玄徳もまた、いうまでもない運命に陥ちていた。

　大軍にうしろを巻かれ、夏侯惇、夏侯淵に挟撃きょうげきされ、支離滅裂に討ち減らされて、わずか三、四十騎と共に、小沛しょうはいの城へさして逃げてくると、もう河をへだてた彼方に、火の手がまッ赤に空を焦がしていた。──根城のそこも、すでに曹操に占領されていたのである。
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　玄徳は道を変えて、夜の明けるまで馳けつづけた。すでに小沛の城は敵手に陥されてしまったので、

「このうえは徐州へ」と、急いだのである。

　ところがその徐州城へ近づいてみると、暁天にひるがえっている楼頭の旗はすべて曹操軍の旗だったので、

「──これは？」と、玄徳はしばし行く道も失ったように、茫然自失していた。

　陽ののぼるにつれて、四顧に入る山河を見まわすと、濛々と、どこも彼処かしこも煙がたちこめていた。そしてそこには必ず曹操の人馬がはびこっていた。

「ああ過あやまった。──智者でさえ智に誇れば智に溺れるというものを、図にのった張飛ごときものの才策をうかと用いて」

　玄徳は臍ほぞを噛んだ──痛烈にいま悔いを眉ににじませている──が彼はすぐその非を知った。

「わしは将だ。彼は部下。将器たるわしの不才が招いた過ちだ」

　さしずめ玄徳は、落ちてゆく道を求めなければならない。

　いかにしてこの危地を脱するか？ ──またどこへさして落ちて行くか？

　当面の問題に、彼はすぐ頭を向けかえた。

「そうだ、ひとまず冀州きしゅうへ行って、袁紹えんしょうに計ろう」

　いつぞや使いした孫乾に言伝ことづけして──もし曹操に敗れたら冀州へ来給え、悪いようにはせぬから──といっていたという袁紹の好意をふといま玄徳は思い出していた。

　途中、ゆうべからつけまわしている楽進や夏侯惇の軍勢に、さんざん追いまわされて、彼も馬も、土にのめるばかりな苦しみにあえぎつつも、ようやく死地から脱れたのは、翌日、青州の地を踏んでからであった。

　それからも、野に臥し、山に寝いね、野鼠の肉をくらい、草の根をかみ、あらゆる危険と辛酸に試されたあげく、やっと青州府の城下にたどりついた。

　城主袁譚えんたんは、袁紹の嫡男であったから、

「かねて父から聞いています。もうご心配には及ばぬ」

　と、旅舎を与えられ、一方、彼の手から駅伝の使いは飛んで、父の袁紹のところへ、

徐州、小沛は、はや陥落かんらくす。

玄徳、妻子にもはなれ、身をもって、青州まで落ちまいる。いかが処置いたすべきや。


　と、さしずを仰いでいた。

「かねての約束、たごうべからず──」

　と袁紹はただちに一軍を迎えに差向けて、玄徳の身を引取った。

　しかも、冀州城外三十里の地──平原というところまで、袁紹自身、車馬をつらねて出迎えにでていた。

　よほどな優遇である。

　やがて、城門にかかると、玄徳は馬を降りて、

「流亡りゅうぼうの敗将が、何の功によって、今日このような礼遇をいただくのでしょうか。あまりな過分です」と、地に拝伏して、それからは下馬して歩いた。

　城内に入ると、袁紹はあらためて、彼に対面し、過ぐる日、孫乾の使いをむなしく帰したことを、こう云いわけした。

「子煩悩とわらわれようが、子どもの病気はかなわんものでな。あの前後、わしも心身つかれ果てていたので、ついにお救いにも行けなかった。しかしここは河北数州の府、大船にのったお心で、幾年でもおいでになられるがよい」

「まことに面目もありませぬ。一族を亡ぼし、妻子をすて、恥もかえりみず、孤窮、門下に身を寄せてきたそれがし、過分なご好遇は却っていたみいります。ただ何分のご寛仁を……」

　玄徳は肩身がせまい。ひたすら謙虚に、身を低く、頼むばかりであった。




恋の曹操そうそう
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　小沛しょうはい、徐州の二城を、一戦のまに占領した曹操の勢いは、旭日のごときものがあった。

　徐州には、玄徳麾下の簡雍かんよう、糜竺びじくのふたりが守っていたが、城をすててどこかへ落ち去ってしまい、あとには陳大夫ちんたいふ、陳登ちんとうの父子おやこが残っていて、内から城門をひらき、曹操の軍勢を迎え入れたものであった。

　曹操は、陳父子に対して、

「さきにはわが恩爵をうけ、後には玄徳に随身し、今はまた門をひらいて予を迎う。──咎とがめれば咎める罪状は成り立つが、もし力をつくして、領内の百姓を宣撫するなら、前日の罪はゆるしてやろう」

　と、いった。

　陳父子は慴伏しょうふくして、

「違背いはいなく仕りますれば」と、ひたすら彼の寛仁を仰ぎ、その日から力を城内民の鎮撫にそそいで、治安の実績をあらわした。

　ふかく玄徳になついていたので、一時は不安にかられてさわいでいた城内民も曹操の政令と宣撫にようやく落着いて、常態に復しかけてきた。

「まず、徐州はこれでいい」

　曹操の考えは次の作戦に移っていた。

　戦争と政治は、併行する。二本の足を、交互に運ぶようなものである。

「──残るは下邳かひの一城」

　と、彼はもうその地方まで呑んでいる気概であったが、大事をとって一応、事情に明るい陳登に下邳の内情をたずねてみた。

「下邳の城は丞相もご承知の関羽かんう雲長うんちょうが、守り固めております。──かねて玄徳はかかる場合を案じてか、二夫人と老幼のものを、関羽にあずけ、丞相の軍が発向する前に、疾とく下邳のほうへ移していたものであります」

　陳登はなお云い足して、

「なぜ玄徳が妻子を下邳へうつしたかといえば、申すまでもなく、かつては猛将呂布りょふがたて籠って、さんざんに丞相の軍をなやましたことのある難攻不落な地ですから、それでこのたびも、特に、関羽をえらんで大事な家族を託したものと思われます」と、語った。

　曹操は往年の戦を思い出しながら、

「なにさま、予にとって、下邳は宿縁あさからぬ古戦場だ。──しかし呂布を攻めた時とちがって、このたびは長びくことは禁物である。なぜならば袁紹というものが、すでに大軍を北にうごかしているからだ。──作戦は一いつに急を要する」

　荀彧じゅんいくをかえりみて、急に下邳を陥す名案はないかとたずねた。

　荀彧は、しばらく、半眼のまま口をとじていたが、

「関羽を城中においては、百たび攻めても陥ちますまい。策の妙諦は、ただいかにして、関羽を城外へおびきだすかにありましょう」と、いった。

「それには？」と、たたみかけて、曹操が問うとまた、

「押しつめて、わざとゆるみ、敵を驕おごらせて味方は潰走かいそうして見せる。その間、ひそかに大軍をまわし、中道を遮断すれば、関羽は十方に道を失い、孤旗をささえて悲戦の下に立つしかありません」

「なるほど、関羽さえ擒人とりこにすれば、不落の城も、不落ではないからな」

　曹操は、荀彧の策をとって、あらまし用兵の方向をさだめ、議が終ると、こう自分の意中をかたわらに告げた。

「実をいうと、予は遠い以前から、関羽の男ぶりに恋しておる。沈剛内勇、まことに寛濶かんかつな男で、しかも武芸は三軍に冠たるものがある。……こんどの戦こそ、日頃の恋をとげるにはまたとない好機。なんとかして彼を麾下に加えたいものである。怪我なく生け捕って、許都のみやげに連れもどりたい。──各〻、予が意を酌んで、充分に策をねってくれよ」
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　むずかしい注文である。諸将は顔を見あわせていた。

　郭嘉かくかは、曹操の前へすすんで、そのむずかしさを正直にいった。

「関羽の勇は、万夫不当と、天下にかくれもないものです。討ち殺すさえ、容易ではありません。しかるにそれを手捕りにせよとのご命令では、どれほどの兵を犠牲にするやも計られず、また下手をすれば、却って彼に乗じられるおそれがないとも限りませんが」

　すると、張遼ちょうりょうが、右列を出て、

「お案じあるな。拙者が関羽を説いてお味方へ降らせましょう」と、いった。

　程昱ていいく、郭嘉かくか、荀彧じゅんいくなどの諸将はみな、なかば疑って、

「君はその自信があるのか」と、口をそろえて反問した。

「ある！」

　張遼は、ひるみなく答えた。

「諸氏は関羽の勇だけをおもんぱかっておられるようだが、拙者のもっとも至難と考えるところは、彼が人いちばい、忠節と信義にあつい点である。しかし幸いにも、拙者と彼とは、──形の交わりはないが、つねに戦場の好敵手として、相見るたび、心契しんけいの誼よしみに似たものを感じ合っている。おそらく彼も拙者のことを記憶しておるにちがいないと思う」

「よかろう。張遼にひとつ、説かせようではないか」

　曹操は、かれの乞いを容れようとした。英雄、英雄を知る。張遼と関羽のあいだに心契があるということは、いかにもあり得べきことと同感をもったからである。

　だがなお、程昱、郭嘉などは、うなずかなかった。勧降かんこうの使いとして、説客を向けてみるもいいがもし効がなければ、敵の決意をよけい強固にさせるだけで、速戦即決をとらんとする方針にはむしろ害を生じる可能性のほうが多いのではあるまいか──と。

「いや、その儀なら拙者に、いま陣中にある徐州の捕虜二百ほどをおあずけ下されば、違算なく下邳の城を奪い、荀彧どのが先に申されたとおり関羽を野外におびきだして、まず彼の位置を孤立させてお目にかける」

　張遼の自信は相当つよい。

　玄徳を離れた徐州の捕虜を用いて一体どうするのかと、その計を問うと、

「わざと、捕虜を放して、下邳の城へ追いこむのです。もとより味方と味方とが合流すること、関羽も当然、城へ入れるであろう。──つまり風の吹く日まで火ダネをそこへ埋いけこんでおくような計略であるが」と、説明した。

　曹操は手を打って、

「それぞ、敵土埋兵てきどまいへいの巧妙なる一手だ。まず、張遼にやらせてみよう」

　参謀部の方策はきまる。

　降参人二百ばかり、利をさとされて、陣地から潰乱して走りだした。もちろん夜が選ばれた。

　夜明けから朝にかけて、彼らは下邳の城へまぎれこんだ。正真正銘の味方にちがいないので、関羽以下の部将もみななんの疑いも抱かなかった。

「徐州へは、曹操の直属軍がかかってきたので、ひとたまりもなく落城しましたが、曹操とその中軍は、勝ち誇って、そこに止まっています。われわれを追いかけてきたのは夏侯惇かこうじゅん、夏侯淵かこうえんの一部隊にすぎません。それも長途の急行軍でつかれぬいていますから、城を出て、逆寄せをくわせれば、それを平野に捕捉して、殲滅せんめつを与え得ることは、間違いなしと、保証していえます」

　そんな声が、城内にまきちらされた。関羽は、雑兵たちのことばなので、すぐは受けとらなかったが、次々の物見の報らせにも、

「敵は存外、少数です」

「下邳へ向ってきた兵力は、敵全軍の五分の一にも過ぎません」

　と、あるので、遂に城門をひらかせて、英姿颯爽えいしさっそうと、一軍をひきいて、蒼空青野そうくうせいやの戦場へ出て行った。
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　手をかざして望むと夏侯惇、夏侯淵の二軍は、鳥雲の陣をしいて旌旗せいきしずかに野に沈んでいた。

　──と見るうち、甲盔こうかいさんらんたる隻眼の大将が、馬をすすめて関羽のまえに躍りかけ、

「やあ、髯長ひげながの村夫子そんぷうし、なんじ何とて柄にもなき威容を作り、武門のちまたに横行なすか。すでに不逞の頭目玄徳も無頼漢の張飛もわが丞相の威風に気をうしない、風をくらって退散したのに、なんじまだ便々と下邳にたて籠って何んするものぞ。──早々故郷へ立ち帰って、村童の鼻汁をふいておるか、髯ひげの虱しらみでも取っておれ」と、舌をふるって悪罵あくばした。

　関羽は、沈勇そのものの眉に口を緘かんし、爛らんたる眼を向けていたが、

「おのれ、そういう者は曹操の部下夏侯惇であるな」

　やはり彼にも感情はあった。心では烈火のごとく怒っていたものとみえる。──そのすがたにぶんと風を生じたかと思うと、漆艶うるしつやの黒鹿毛くろかげと、陽にきらめく偃月えんげつの青龍刀は、

「うごくな！　片眼」

　と、ひと声吼ほえておどりかかって来た。

　もとより計る気の夏侯惇、善戦はしながらも、逃げては奔り、返しては罵ののしりちらした。

　関羽は大いに怒って部下三千を叱咤し、自分も二十里ばかり追いかけた。

　しかし彼の獅子奮迅ししふんじんぶりに、味方もつづききれなかった。

　関羽は気がついて、

「ちと、深入り」

　急に引っ返しかけたが、それと共に、左に敵の徐晃、右には許褚きょちょの伏軍がいちどに起って、彼の退路をふさいだ。

　蝗いなごの飛ぶような唸りは百張ちょうの弩いしゆみが弦つるを切って放ったのであった。

　さすがの関羽も、その矢道は通りきれない。道をかえんと駒を返すとそこからもわっと伏兵の旋風つむじかぜが立つ。

　こうして彼は次第に、気の長い猛獣狩りの土蛮が豹ひょうを柵へ追いこむように追いつめられて、ついに曹操の大軍のうちに完封された。

　日もはや暮れて野は暗い。彼が逃げあがったのはひくい小山の上だった。夜に入ると、下邳のほうに、焔々えんえんたる猛火が空をこがし始めた。

　さきに城内へまぎれこんだ反間の埋兵が内から火を放って夏侯惇の人数を入れ、苦もなく、さしもの難攻不落、下邳の城を曹操の手へ渡してしまったものであった。

「計られたり、計られたり。このうえは、なんの面目あって主君にまみえようぞ。そうだ……夜明けと共に」

　彼は、討死を決心した。

　そして、明日をさいごの働きに、せめては少し身を休めておこう。馬にも草を喰わせておこう──そう心しずかに用意して、あわてもせず、夜の白むのを待っていた。

　──朝露がしっとりと降りる。東雲しののめは紅くれないをみなぎらしてきた。手をかざして小山のふもとを見れば、長蛇が山を巻いたように、無数の陣地陣地をつないで霞も黒いばかりな大軍。

「ものものしや……」

　関羽は苦笑した。

　山上の一石に、ゆったり腰をすえ、甲かぶとよろいの革紐かわひもなどを締め、草の葉露をなめてやおら立ちかけた。

　すると、そこへ。

　麓のほうから誰か登ってきた。

　関羽はひとみを向けた。

　自分の名を呼びかけてくるのである。

「……何者？」と、疑わしげに待ちかまえていると、やがて近く寄ってきたのは口に鞭むちをくわえ頬に微笑をたたえた張遼ちょうりょうであった。




四



　ふたりは旧知の仲である。

　平常の交わりはないが、戦場往来のあいだに、敵ながら何となくお互いに敬慕していた。

　士は士を知るというものであろう。

「おう、張遼か」

「やあ、関羽どの」

　ふたりは、胸と胸を接するばかり相寄って、ひとみに万感をこめた。

「ご辺はこれへ、何しに参られたか。──察するに曹操から、この関羽の首を携えてこいと命ぜられ、やむなくこれへ参られたか」

「いや、ちがう。平常の情を思い、貴公の最期を惜しむのあまり……」

「しからば、この関羽に、降伏をすすめにこられた次第か」

「さにもあらず。以前、それがしが貴公に救われたこともある。なんで今日、君の悲運をよそにながめておられようか」

　張遼は石を指して、

「まず、それへかけ給え。拙者も腰をおろそう」と、ゆったり構え、「……すでにお覚りであろうが、玄徳も張飛も、共に敗れ去って行方もしれない。ただ玄徳の妻子は、下邳城かひじょうの奥にいるが、そこも昨夜わが軍の手に陥ちてしまったから、二夫人以下の生殺与奪せいさつよだつは、まったく曹丞相のお手にあるものといわねばならぬ」

「……無念だ。……この関羽をお見込みあって、ご主君よりお預け給わったご家族をむなしく敵の手にまかすとは」

　関羽は、首をたれて、長大息した。──自分の死は、眼前の朝露を見るごとくだったが無力な女性方や、幼い主君の遺子などを思うと、さしもの英豪も、涙なきを得なかった。

「……が、関羽どの。そのことについてなら、いささかご安心あるがよい。曹丞相は、下邳の陥落とともに、ご入城になったが、第一に玄徳の妻子を、べつな閣に移して、門外には番兵を立たせ、一歩でもみだりに入る者はたちどころに誅殺ちゅうさつせよとまで──きびしく保護なされておる」

「おう、そうか」

「実は、その儀をお伝えしたいと思って、曹丞相のおゆるしのもとにこれへ参ったわけでござる」

　聞くと関羽は、屹きっと眼光をあらためて、

「さてはやはり、恩を売りつけて、われに降参をすすめんとする意中であろう。笑うべし、笑うべし。曹操もまた、英雄の心を知らぬとみえる。……たとい今、この絶地に孤命を抱くとも、死は帰するにひとし、露ほども、生命いのちの惜しい心地はせぬ。──この関羽に降伏をすすめにくるなど、ご辺もちとどうかしておる。はやはや山を降り給え。後刻、快く戦おう」

　苦々しげに云い反そむく関羽の横顔をながめて張遼は、わざと大きくあざ笑った。

「それを英雄の心事と、自負されるに至っては、貴公もちと小さいな。……あはははは、貴公のいう通りに終ったら、千載せんざいのもの笑いだ」

「忠義をまっとうして討死いたすのが、なんで笑いぐさになるか」

「されば、ここで貴公が討死いたせば、三つの罪があとで、数えられよう。忠義も潔いさぎよいも、その罪と相殺になる」

「こころみに訊こう。三つの罪とは何か」

「死後、玄徳がまだ生きておられたら如何いかが？ 孤主こしゅにそむき、桃園とうえんのちかいを破ることに相なろう。──第二には、主君の妻子一族を託されながら、その先途せんどをも見とどけず、ひとり勇潔にはやること、これ短慮不信なりといわれても、ぜひあるまい。もう一条は、天子を思い奉り、天下の将来を憂えぬことである。一身の処決を急ぎ、生きて祖宗のあやうきを扶翼ふよくし奉らんとはせず、みだりに血気の勇を示そうとするは──けだし真の忠節とは申されまい。……貴公は、武勇のみでなく学識もある士とうけたまわっておるが、このへんの儀は、どう解いておられるか。関羽どの、あらためてそちらへ伺いたいものだが」




五



　関羽は頭をたれたまま、やや久しく、考えこんでいた。

　張遼の言には、友を思う真情がこもっていた。また、道理がつくされている。

　理と情の両面から責められては、関羽も悶もだえずにいられなかったとみえる。

　張遼は、ことばを重ねて、

「ここで捨てるお命を、しばし長らえる気で、劉玄徳の消息をさぐり、ふたつには、玄徳から託された妻子の安全をまもり、義を完うなされたらどうですか。……もしそのお心ならば、不肖悪いようには計らいませんが」と、説いた。

　関羽は、好意を謝して、

「かたじけない。もしご辺の注意がなければ、関羽はこの一丘の草むらに、匹夫の墓をのこしたでござろう。思えば浅慮な至りであった。──しかし、なにを申すも敗軍の孤将、ほかに善処する道も思案もなかったが、いまご辺の申されたように、義に生きられるものならば、どんな苦衷くちゅうや恥を忍ぼうとも、それに越したことはないが」

「そのためには、一時、曹丞相へ降服の礼をとり給え。そして堂々貴公からも条件を願い出られては如何？」

「望みを申そうなら三つある。──そのむかし桃園の義会に、劉皇叔りゅうこうしゅくと盟をむすんだ初めから、漢の中興を第一義と約したことゆえ、たとい剣甲を解いて、この山をくだるとしても、断じて曹操に降服はせん。漢朝に降服はいたすが、──曹操には降らん！ これが第一」

「して、あとの二つの条件は」

「劉皇叔の二夫人、御嫡子、そのほか奴婢ぬひどもにいたるまで、かならずその生命と生活の安全を確約していただきたいことでござる。しかも鄭重なる礼と俸禄ほうろくとをもって」

「その儀も、承りおきます。次に、さいごの一条は」

「いまは劉皇叔の消息も知れぬが、一朝お行方の知れた時は、関羽は一日とて、曹操のもとに晏如あんじょと留まっておるものではござらん。千里万里もおろか、お暇いとまも告げず、直ちに、故主のもとへ立ち帰り申すであろう。……以上、三つの事、しかとお約束くださるならば、おことばに任せて山を降ろう。──さもなければ、百世末代、愚鈍の名をのこすとも、斬り死にして、今日を最期といたすのみでござる」

「心得ました。即刻、丞相にお旨をつたえて、ふたたびこれへ参るとします。──暫時ざんじのご猶予を」

　張遼は、山を駆け下りて行った。至情な友の後ろすがたに、関羽は瞼まぶたを熱くした。

　馬にとびのると、張遼は一鞭あてて、下邳かひへ急いだ。──そしてすぐ曹操の面前にありのままな次第を虚飾なく復命した。

　もちろん関羽の希望する三条件も、そのまま告げた。剛腹な曹操も、この条件の重さに、おどろいた顔色であったが、

「さすがは関羽、果たして、予の眼鑑めがねにたがわぬ義人である。──漢に降るとも、曹操には降らぬというのも気に入った。──われも漢の丞相、漢すなわち我だ。──また二夫人の扶養などはいと易いこと。……ただ、玄徳の消息が分り次第、いつでも立ち去るというのは困るが」

　と、その一箇条には、初め難色があったが、張遼がここぞと熱意をもって、

「いや、関羽が、ふかく玄徳を慕うのも、玄徳がよく関羽の心をつかんだので、もし丞相が親しく彼をそばへ置いて、玄徳以上に、目をおかけになれば、──長いうちには必ず彼も遂に丞相の恩義に服するようになりましょう。士はおのれを知るものの為に死す──そこは丞相がいかに良将をお用いになるかの腕次第ではございませぬか」

　と、説いたので、曹操も遂に、三つの乞いをゆるし、すぐ関羽を迎えてこいと、恋人を待つように彼を待ちぬいたのであった。




大歩たいほす臣道しんどう



一



　一羽の猛鷲もうしゅうが、翼をおさめて、山上の岩石からじっと、大地の雲霧をながめている。──

　遠方から望むと、孤将こしょう、関羽のすがたはそんなふうに見えた。

「お待たせいたしました」

　張遼はふたたびそこへ息をきって登ってきた。そして自分の歓びをそのまま、

「関羽どの、歓ばれよ。貴公の申し出られた三つの条件は、ことごとく丞相のご快諾を得るところとなった。さあ、拙者と同道して、山を降りたまえ」と、告げた。

　すると、関羽は、

「あいや、なお少々、ご猶予を乞いたい。さきに申した条件は、関羽一個の意にすぎない。この関羽としては、ついに、そうするしか道はないと覚悟したが、なお二夫人のお心のほどははかられぬ……」

「それまでご斟酌しんしゃくにはおよぶまいに」

「いやいやそうでない。お力のない女性方にょしょうがたとはいえ、ご主君に代るご主筋──一応はおふた方の御意ぎょいをも仰がずには、曹操の陣門へ駒をつなぐわけには参らぬ。それがし、これより城中に入って、親しく二夫人の御前にまみえ、事の次第をお告げして、ご承諾をうけて参るほどに、まず曹操から下知げちをくだして、麓の軍勢を、この上より三十里外に退かせ給え」

「では、その後で、かならず丞相の陣門へ、降服して参られるか」

「きっと、出向く」

「しからば、後刻」と、武士と武士のことばをつがえて、張遼は速やかに立ち去った。

　曹操は、やがて張遼から、その要求を聞いて、実げにもとうなずき、すぐ、

「諸軍、囲みを解いて、速やかに三十里外に退くべし」と、発令した。

　謀将荀彧はおどろいて、

「まだ関羽の心底はよくわかりません。もし、変を生じたらどうしますか」

　と、伝令をとめて、曹操に諫言かんげんした。

　曹操は、快然一笑して、

「関羽がもし約束を詐いつわるような人物ならば、なんで予がこれほど寛大な条件を容れよう。──またそんな人間ならば、逃げ去っても惜しくない」

　といって、ためらいなく全軍を遠く開かせた。

　小手をかざして山上から兵霞へいかの退ひくのをながめていた関羽は、やおら黒鹿毛をひいて麓にくだり、無人の野を疾駆して、間もなく下邳城に着き、城内民安穏あんのんを見とどけてから城の奥へかくれた。

　深院しんいんの後閣こうかく、哀禽あいきんの音ねが昼をひとしお寂せきとしていた。

　番兵が秘ひ扉ひをひらいて、彼を簾外れんがいへいざなうと、玄徳の妻室甘夫人かんふじんと、側室の糜夫人びふじんは、

「オオ、関将軍か」と、幼児の手をひいてまろび出てきた。

「和子さまにも、おふた方にも、おつつがなくお在わせられましたか」

　関羽は、階をへだてて平伏し、二夫人の無事をながめた安心やら……こもごもな感慨につつまれて、しばらくは面も上げなかった。

　糜夫人びふじんは涙ながら、

「夕べ、落城となって、死を決めていましたが、思いのほか、殺されもせず、このとおり曹操から手厚く守られています。……将軍、お身もよう無事でもどってくれましたね。どうか生命をいとしんで、皇叔こうしゅくのお行方をたずねて下さい」と、甘夫人も共々、袖を面にあてて、玄徳の生死を案じ、この先、どうしていいか、それすらまったく見失っていた。

　一時、曹操に降って、主君のお行方をさがすつもりで──と関羽が交渉の仔細を告げると二夫人とも泣きはれた眼をみはって、

「でも、曹操に随身ずいしんしてしまったら、もう皇叔の居どころが分っても、お側へは行かれますまい。関将軍とておなじこと、その時はどうなさるおつもりですか」

　と、さすがにやや気色けしきばんで難詰なじった。




二



　一夫多妻を伝統の風習としているこの民族の中では、玄徳の室など、至極さびしいほうであった。

　甘夫人は、糜夫人より若い。沛県はいけんのひとで、そう美人というほどでもない。単に、清楚せいそな婦人である。

　美人のおもかげは、むしろ年上の糜夫人のほうに偲ばれる。

　それも道理で、もう女の三十路みそじをこえているが、青年玄徳に、はじめて恋ごころを知らしめた女性なのである。

　実に今を去る十何年か前。

　まだ玄徳が、沓くつを売り蓆むしろを織っていた逆境の時代──黄河のほとりにたって、洛陽船らくようぶねを待ち、母のみやげにと茶を求めて帰る旅の途中、曠野でめぐり逢った白芙蓉はくふようという佳人が、いまの糜夫人であった。

　五台山の劉恢りゅうかいの家に養われて、久しく時を待っていた彼女は、その後玄徳に迎えられて、室に侍したものであった。

　一子がある。六歳になる。

　けれど病弱だった。

　今日のような境遇になってみると、むしろ平和な日に安心して逝ったので、心のこりのない気がするものは、玄徳の母であった。

　長命したほうである。

　それに、玄徳としては、まだ不足だったが、老母としては、充分に安心して逝ったであろうほど、子が世に出たのも見て逝った。

　その老母は、徐州の城にいたころ、世を去ったのである。

　──で、二夫人と、病弱な一児のほかは、奴婢ぬひ、召使いたちしかいない。

　玄徳もどんなにか、他国の空でこの二夫人と、一児の身を、案じ暮していることだろうか。二夫人が、玄徳を慕って、すでに敵の擒人とりことなっている境遇も思わず、今にでもすぐ会えるように思っているのは男と男との戦いの世界などにはうとい深苑しんえんの女性として、無理もないことであった。

「……その儀は、決してご心配にはおよびませぬ。降服と申しても、ただの降服ではありません。三つの条件を、曹操とかたく約してのことです。──もしご主君の居所がわかったときは、暇も乞わず、すぐ劉皇叔のもとへ馳せ参りますぞと──約束の一条に加えてありまする。ですから、その折には、関羽がお供いたして、かならずご一同さまと皇叔とを、ご対面おさせ申しましょうほどに、じっと、それまでは、敵地でのご辛抱をおねがい申しあげまする」

　彼の至誠に、二夫人は、

「よいように……ただそちのみを、頼みに思いますぞ」

　と、涙にくれていうばかりだった。

　関羽はやがて、残兵十騎ばかりを従えて、悠々と、曹操の陣門を訪れた。

　曹操は、自身轅門えんもんまで出て、彼を迎えた。

　あまりの破格に、関羽があわてて地に拝伏すると、曹操もまた、礼を施した。

　関羽は、いつまでも地から起たず、

「それではご挨拶のいたしようがありません」と、いった。

「将軍、なにを窮するのか」

　曹操が、気色うるわしく訊ねると、

「すでに、この関羽は、あなたから不殺ふさつの恩をうけました。なんで慇懃いんぎんなご答礼をうけられましょう」

「将軍に害を加えなかったのは将軍の純忠によることです。また相互の礼は予は漢の臣、おん身も漢の臣、官位はちがってもその志操しそうに対する礼である。ご謙譲には及ばんことだ。いざ予の帷幕いばくへ来給え」

　曹操は、先に大歩して、案内に立つ。

　通ってみるとすでに一堂には花卓玉盞かたくぎょくさんをととのえて盛宴の支度ができている。

　そして中堂をめぐって整列していた曹操の親衛軍は、関羽のすがたを見ると一斉に迎賓げいひんの礼をとった。




三



　降将とはいえ、さながら賓客の礼遇である。曹操は関羽を堂にむかえて、すこしも下風に見る容子はなく、おもむろに対談しはじめた。

「きょうは実に愉快な日だ。曹操にとっては、日頃の恋がかなったような──また一挙に十州の城を手に入れたよりも大きな歓びを感じる。しかし羽将軍には、どう思われるか」

「面目もない──その一言につきております」

「さりとは似あわしからぬことば、それは世のつねの敗軍の将のことで、羽将軍のごときは、名分ある降服というべきで辱はずるどころではない。堂々臣道しんどうの真まことを践ふまれておる」

「さきに張遼を通じて、お約束を乞うた三つの箇条は、とくとおきき届けくだされた由、丞相の大恩としてふかく心に銘記します」

「案じ給うな、武人と武人の約束は金鉄である。予も徳のうすい人間であるが、四海を感ぜしめんためには、誓って違背いはいなきことを改めて、もう一度いっておく」

「かたじけない。さるお誓いのあるうえは、やがて故主玄徳の行方がわかり次第にこの関羽は直ちにお暇も乞わずに立ち去るものとお思いください。火を踏み、水を越ゆるともその時には、あなたの側にとどまっておりますまい」

「ははは、羽将軍は、なお曹操の心事をお疑いとみえるな。ご念には及ばん……」

　曹操はいったが、笑いにまぎらした中に、おおい得ない感情が圧しつぶされていた。その苦味を打ち消すように、

「さあ、あちらの閣に、盛宴のしたくができておる。わが幕僚たちともお紹介ひきあわせしよう。来給え」と、先に立って、酒宴のほうへみちびいた。

　万歳の杯をあげて、諸将もみな酔ったが、平常でも朱面の関羽が、たれの顔よりも朱かった。

　酔に乗じて、曹操は、

「羽将軍、君が会わんと願っているひとは、おそらく乱軍のなかでもう屍になっているかも知れんな。むしろ霊を祭って、ひそかに弔とむらってあげたほうがよいだろう」と、ささやいた。

　関羽は、酔うとよけい、酒の脂あぶらで真っ黒な艶つやをみせる長髯ちょうぜんを撫しながら、

「それと分った時でも、それがしはきっと、丞相の側に居なくなるでしょう」

　と、髯の中で笑った。

「どうしてか。玄徳が討死にしてしまったら、もう君の行く先はあるまい」

「いや、丞相」と、幅のひろい胸を向け直して、「──この髯が、鴉からすになって故主の屍を探しに飛んで行きましょう」と、いった。

　冗談などいうまいと思っていた関羽が、計らずも、戯れたので、曹操は手をたたいて、

「そうか。あははは、なるほど、その髯が、みんな翼になったら、十羽ぐらいな鴉になろうな」と、哄笑した。

　かくてまず、徐州地方に対する曹操の一事業はすみ、次の日、かれの中軍は早くも凱旋の途についた。

　関羽は、主君の二夫人を車に奉じ、特に、前から自分の部下であった士卒二十余人と共に、車をまもって、寸時も離れることなく、──

　やがて許都きょとへのぼった。

　許都へ来ては、諸将は各〻の営寨えいさいにわかれ帰って、平常の服務につき、関羽は、洛内らくないに一館をもらって、二夫人をそこへ住まわせた。

　一館の第宅ていたくを、内外両院にわけて、深院には夫人たちを奉じ、外院には士卒と自分などが住まい、両門のわきには、日夜二十余人の士卒を交代で立たせた。

　そして関羽も、時々、無事閑日の身を、そこの門番小屋の中において、書物など読みながら、手不足な番兵の代りなど勤めている日もあった。




四



　帰洛きらくして、ひとまず軍務もかたづくと、こんどは、山積している内外の政務が、彼の裁断を待っている。

　曹操は政治にたいしても、人いちばいの情熱をもって当った。許都を中心とする新文化はいちじるしく勃興ぼっこうしている。自己の指導ひとつで、庶民生活の様態があらたまってきたり、産業、農事の改革から、目にみえて、一般の福利が増進されてきたりするのを見ると、

「政治こそ、人間の仕事のうちで、最高な理想を行いうる大事業だ」

　と信じて、年とるほど、政治に抱く興味と情熱はふかくなっていた。

　この頃──

　ようやくそのほうも一段落して、身に小閑を得ると、彼はふと思い出して、

「そうだ──時に例の関羽は、都へきてから、なにして暮しておるか」と侍臣にたずねた。

　それに答えて近衆きんじゅが、

「相府へはもちろんのこと、街へも出た様子はありません。二夫人の御寮を護って、番犬のように、門側の小屋に起居し、時々院の外を通る者が、のぞいて見るとよく読書している姿を見うけるそうで」と、彼の近況を語ると、曹操は打ちうなずいて心から同情を寄せるように、

「さもあらん、さもあらん。──英雄の心情、悶々もんもんたるものがあろう」と、独りつぶやいていた。

　その同情のあらわれた数日の後、曹操は急に関羽を参内さんだいの車に誘った。

　そして朝廷に伴って、天子にまみえさせた。もとより陪臣ばいしんなので、殿上にはのぼれない。階下に立って拝謁はいえつしたにとどまるが、帝も関羽の名は疾とくご存じであるし、わけて御心のうちにある劉皇叔りゅうこうしゅくの義弟と聞かれて、特に御目をそそがれ、

「たのもしき武人である。しかるべき官位を与えたがよい」と、勅せられた。

　曹操のはからいで、即座に、偏将軍へんしょうぐんに任じられた。関羽は終始黙々と、勅恩ちょくおんを謝して退がってきた。

　まもなく曹操は、また、関羽のために、勅任の披露宴ひろうえんをかねて、祝賀の一夕を催し、諸大将や百官をよんで馳走した。

　席上、関羽は、上賓の座にすえられ、

「羽将軍のために」と、曹操が、音頭をとって乾杯したが、その晩も、関羽は黙々と飲んでいるだけで、うれしいのか迷惑なのか分らない顔していた。

　宴が終ると、曹操はわざわざ近臣数名に、

「羽将軍をお送りしてゆけ」

　と、いいつけ、綾羅りょうら百匹、錦繍きんしゅう五十匹、金銀の器物、珠玉の什宝じゅうほうなど、馬につけて贈らせた。

　だが、関羽の眼には、珠玉も金銀も、瓦のようなものらしい。そのひとつすら身には持たず、すべて二夫人の内院へ運ばせて、

「曹操がこんなものをよこしました」と、みな献じてしまった。

　曹操は、後に、それと聞いて、

「いよいよゆかしい漢おとこだ」と、かえって尊敬をいだいた。同時に、彼が関羽に対する士愛と敬愛は、異常なほど高まるばかりだった。

　三日に小宴、五日に大宴、といったふうに饗応きょうおうの機会をつくって、関羽を見ることを楽しみとしていた。

　武将が良士を熱愛する度を云い現わすことばとしてこの国の古くからの──馬にのれば金を与え、馬を降れば銀を贈る──というたとえがあるが、曹操の態度は、それどころでなかった。

　都の内でも、選りすぐった美女十人に、

「羽将軍を口説き落したら、おまえたちの望みは、なんでもかなえてやる」

　と、云いふくませて、嬌艶きょうえんな媚こびをきそわせたりした。関羽も美人は嫌いでないとみえ、めずらしく大酔して十名の美姫にとり巻かれながら、

「これは、これは、花園の中にでもいるようだぞ。きれいきれい。目がまわる──」

　と、呵か々か大笑したが、帰るとすぐ、その十美人もみな二夫人の内院へ、侍女こしもととして献じてしまった。




破衣錦心はいきんしん



一



　或る日、ぶらりと、関羽のすがたが相府に見えた。

　二夫人の内院が、建築も古いせいか、雨漏りして困るので修築してもらいたいと、役人へ頼みにきたのである。

「かしこまりました。さっそく丞相に伺って、ご修理しましょう」

　役人から満足な返事を聞いて、ゆたりゆたり帰りかけてゆく彼のすがたを、ちらと曹操が楼台から見かけて、「あれは、羽将軍ではないか」と、侍臣をやって、呼びもどした。

「なにか御用ですかな」

　関羽は、うららかな面をもってやがてそれへ来た。

　曹操は手ずから秘蔵の瑠璃杯るりはいをとって、簡単に一杯すすめ、

「将軍の着ておられる緑の袍ひたたれは緑錦りょっきんの地色も見えないほど古びておるな。陽もうららかになるとあまりに襤褸ぼろが目につく。これを着たまえ。──君の身丈にあわせて仕立てさせておいたから」

　と、見事な一領の錦袍きんぽうをとって彼に与えた。

「ほ。……これは豪奢ごうしゃな」

　関羽はもらい受けると、それを片手に抱えて帰って行った。ところが、その後、何かの折に、曹操がふと関羽の襟元を見ると、さきに自分の与えた錦の袍は下に着て上には依然として虱しらみの住んでいそうな緑色のボロ袍をかさね着して澄ましこんでいた。

「羽将軍、君は武人のくせに、えらい倹約家だな。なぜそんなに物惜しみするのかね」

「え。どうしてです？　特に贅沢ぜいたくしたくもないが、また特に倹約している覚えもありませんが」

「いや、やはりどこか、遠慮があるのだろう。曹操が賄まかのうている以上は、何不自由もさせないつもりでおるのに──なにも、新しい衣裳を惜しんで古袍ふるぎをわざわざ上に重ね着しているにもあたるまい」

「あ。このことですか」

　関羽は自分の袖を顧みて、

「これはかつて、劉皇叔こうしゅくから拝領した恩衣おんいです。どんなにボロになっても、朝夕、これを着、これを脱ぐたび、皇叔と親しく会うようで、うれしい気もちを覚えます。故に、いま丞相から新たに、錦繍の栄衣えいいをいただいたものの、にわかに、この旧衣を捨てる気にはなれません」と、答えた。

　聞くと、曹操は感に打たれたものの如く、心のうちで、（ああ麗うるわしい人だ。さても、忠義な人もあるものだ……）と、しみじみ、彼のすがたに見惚れていたが、折ふしそこへ、寮の二夫人に仕えている者が迎えにきて、

「すぐお帰りください。おふた方が今、何事か嘆いて、羽将軍を呼んでいらっしゃいます」

　と、関羽へ告げると、

「え。何か起ったのか」

　と、関羽は、それまで話していた曹操へ、あいさつもせず馳け去ってしまった。

　本来、こんな無礼をうけて、黙っている曹操ではないが、曹操は置き捨てられたまま茫然ぼうぜんと彼のあとを見送って、

「……実に、純忠の士だ。衒てらいもない。飾りもない。ただ忠義の念それしかない。……ああなんとか、彼のような人物から、心服されたいものだが」と、独りつぶやいていた。

　曹操は、心ひそかに、自分と玄徳を比較してみた。そしてどの点でも、玄徳に劣る自分とは思われなかったが──ただひとつ、自分の麾下に、関羽ほどな忠臣がいるかいないか──と、みずから問うてみると、

（それだけは劣る）と、肯定せずにいられなかった。彼の意中のものは、いよいよ熱烈に、

（きっと関羽を、自分の徳によって、心服させてみせる。自分の臣下とせずにはおかん）

　と、人知れぬ誓いに固められていた。




二



　二夫人の使いをうけた関羽は、わき目もせず寮へ帰って行った。そして内院へ伺ってみると、二夫人は抱き合って、なお哭なき濡れていた。

「どうなされたのでござる。何事が起ったのですか」

　関羽がたずねると、糜夫人びふじんと甘夫人は、初めて相擁していた涙の顔と胸を離し合って、

「オオ関羽か。……どうしましょう。もう生きているかいもない。いっそのこと死のうかと思うたが、将軍の心に諮はかってみてからと、そなたを待っていたところです」

　と、共々に、慟哭どうこくした。

　関羽は、おどろいて、

「死のうなどとは、滅相めっそうもないご短慮です。関羽がおりますからには、いかなる大難が迫ろうとも、お心やすく遊ばしませ。まずその仔細をおはなし下されい」と、なだめた。

　ようやく、すこし落着いて、糜夫人がわけを語りだした。聞いてみると、なんのことはない、糜夫人が今日うたた寝しているうち、夢に、玄徳の死をありありと見たというのであった。

「あははは、何かと思えば夢をごらんになって劉皇叔りゅうこうしゅくのお身の上に、凶事きょうじがあったものと思いこんでいらっしゃるのですか。どんな凶夢でも夢はどこまでも夢に過ぎません。そんなことで嘆き悲しむなど、愚ぐの骨頂こっちょうというものです。およしなさいおよしなさい」

　関羽は打ち消して、しきりと陽気な話題へわざと話をそらした。

　いかに鄭重に守られ、不自由なく暮していてもここは敵国の首府、二夫人の心を思いやると、夢にもおびえ泣く嬰児えいじのような弱々しさと、無碍むげに笑えないここちがして、関羽はあとでこう慰めた。

「長いこととは申しません。そのうちにかならず皇叔にご対面の日がまいるように、誓って関羽が計らいまする。それまでのご辛抱と思し召して、おふた方とてただご自身のおからだを大事に遊ばしますように」

　すると、内院の苑へ、いつのまにか曹操の侍臣が来ていた。関羽の帰り方があわただしかったし、二夫人の使いというので、曹操も猜疑さいぎをいだいて様子をうかがわせによこしたものである。

　関羽に見つかると、曹操の侍臣はすこし間が悪そうに、

「御用がおすみになったら、またすぐお越しくださるようにと、丞相はご酒宴のしたくをして、再度のお運びを、待っておられます」と、いった。

　関羽はふたたび相府の官邸へもどって行った。酒をのんでも心から楽しめないし、曹操と会っている間も、故主玄徳を忘れ得ない彼であったが、

（いまここで彼の機嫌を損じては──）

　と、胸にひとり忍辱にんじょくのなみだをのんで、何事にも、唯々諾々いいだくだくと伏していた。

　先刻とはべつな閣室に、花を飾り、美姫をめぐらし、善美な佳肴かこうと、紅酒黄醸こうしゅこうじょうの瓶をそなえて、曹操は、彼を待っていた。

「やあ、御用はもうおすみか」

「中座して、失礼しました」

「きょうはひとつ、将軍と飲み明かしたいと思っていたのでな」

「冥加みょうがのいたりです」

　さりげなく杯に向ったが、曹操は、関羽の瞼に泣いたあとがあるのを見て意地わるくたずねた。

「将軍には、何故か、泣いてきたとみえるな。君も泣くことを初めて知った」

「あははは。見つかりましたか。それがしは実はまことに泣き虫なのです。二夫人が日夜、劉皇叔をしたわれてお嘆きあるため、実はいまも、貰い泣きをしてきたわけでござる」

　つつまずにそういった関羽の大人的な態度に、曹操はまた、惚々ほれぼれ見入っていたが、やがて酒も半ばたけなわの頃、戯れにまたこんなことを訊ねだした。

「君の髯は、実に長やかで美しいが、どれほどあるかね、長さは」




三



　関羽の髯は有名だった。

　長やかで美しい顎髯がくぜんというので、この許都でも評判になっていた。

「おそらく都門随ずい一の見事な髯だろう」と、いわれていた。

　いま曹操から、その髯のことを訊かれると、関羽は、胸をおおうばかり垂れているその漆黒しっこくを握って悵然ちょうぜんと、うそぶくように答えた。

「立てば髯のさきが半身を超えましょう。秋になると、万象と共に、数百根の古毛が自然にぬけ落ち、冬になると草木と共に毛艶けづやが枯れるように覚えます。ですから極寒の時は、凍らさぬよう嚢ふくろでつつんでいますが、客に会う時は、嚢を解いて出ます」

「それほど大切にしておられるか。君が酔うと髯もみな酒で洗ったように麗しく見える」

「いやお恥かしい。髯ばかり美しくても、五体は碌々ろくろくと徒食して、国家に奉じることもなく、故主兄弟の約にそむいて、むなしく敵国の酒に酔う。……こんな浅ましい身はあろうと思えませぬ」

　なんの話が出ても、関羽はすぐ自身を責め、また玄徳を思慕してやまないのであった。そのたび曹操はすぐ話をそらすに努めながら、心のうちで、関羽の忠義に感じたり、反対に、ほろ苦い男の嫉妬しっとや不快を味わいなどして、すこぶる複雑な心理に陥るのが常であった。

　つぎの日。

　朝ちょうに参内することがあって、曹操は関羽を誘い、そのついでに、錦の髯嚢ひげぶくろを彼に贈った。

　帝は、関羽が、錦のふくろを胸にかけているので、怪しまれて、

「それは何か」と、ご下問された。

　関羽は嚢を解いて、

「臣の髯があまりに長いので、丞相が嚢を賜うたのでござる」と、答えた。

　人なみすぐれた大丈夫の腹をも過ぎる漆黒の長髯をながめられて、帝は、微笑しながら、

「なるほど、美髯公びぜんこうよ」と、仰っしゃった。

　それ以来、殿上から聞きつたえて、諸人もみな、関羽のことを、

「美髯公。美髯公」と、呼び慣わした。

　朝門を辞して帰る折、曹操はまた、彼がみすぼらしい痩馬やせうまを用いているのを見て、

「なぜもっと良い飼糧をやって、充分に馬を肥やさせないのか」と、武人のたしなみを咎めた。

「いや、何せい此方のからだが、かくの如く、長大なので、たいがいな馬では痩せおとろえてしまうのです」

「なるほど、凡馬では、乗りつぶされてしまうわけか」

　曹操は急に、侍臣をどこかへ走らせて、一頭の馬を、そこへ曳かせた。

　見ると、全身の毛は、炎のように赤く、眼は、二つの鑾鈴らんれいをはめこんだようだった。

「──美髯公、君はこの馬に見おぼえはないかね」

「うウーム……これは」

　関羽は眼を奪われて、恍惚としていたが、やがて膝を打って、

「そうだ。呂布が乗っていた赤兎馬せきとばではありませんか」

「そうだ。せっかく分捕った駿壮しゅんそうだが、くせ馬なので、誰ものりこなす者がない。──君の用い料には向かんかね？」

「えっ、これを下さるか」

　関羽は再拝して、喜色をみなぎらした。彼がこんなに歓ぶのを見たのは曹操も初めてなので、

「十人の美人を贈っても、かつてうれしそうな顔ひとつしない君が、どうして、一匹の畜生をえて、そんなに歓喜するのかね」と、たずねた。

　すると関羽は、

「こういう千里の駿足が手にあれば、一朝、故主玄徳のお行方が知れた場合、一日のあいだに飛んで行けますからそれを独り祝福しているのです」と、言下に答えた。
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　悠々ゆうゆう、赤兎馬にまたがって家路へ帰ってゆく関羽を──曹操はあと見送って、

「しまった……」と、唇を噛みしめていた。

　どんな憂いも長く顔にとどめていない彼も、その日は終日ふさいでいた。

　張遼ちょうりょうは侍側の者から、その日の仔細を聞いて深く責任を感じた。

　で、曹操にむかい、

「ひとつ、私が、親友として関羽に会い彼の本心を打診してみましょう」

　と申しでた。

　曹操の内諾を得て張遼は数日ののち関羽を訪ねた。

　世間ばなしの末、彼はそろそろ探りを入れてみた。

「あなたを丞相に薦めたのはかくいう張遼であるが、もう近頃は都にも落着かれたであろうな」

　すると関羽は答えて、

「君の友情、丞相の芳恩、共にふかく心に銘じてはおるが、心はつねに劉皇叔の上にあって、都にはない。ここにいる関羽は、空蝉うつせみのようなものでござる」

「ははあ、……」と、張遼は、そういう関羽をしげしげ眺めて、

「大丈夫たる者は、およそ事の些末さまつにとらわれず、大乗的に身を処さねばなりますまい。いま丞相は朝廷の第一臣、敗亡の故主を恋々とお慕いあるなど愚かではありませんか」

「丞相の高恩は、よく分っているが、それはみな、物を賜うかたちでしか現わされておらぬ。この関羽と、劉皇叔との誓いは、物ではなく、心と心のちぎりでござった」

「いや、それはあなたの曲解。曹丞相にも心情はある。いや士を愛するの心は、決して玄徳にも劣るものではない」

「しかし、劉皇叔とこなたとは、まだ一兵一槍もない貧窮のうちに結ばれ、百難を共にし、生死を誓ったあいだでござる。さりとて、丞相の恩義を無に思うも武人の心操がゆるさぬ。何がな、一朝の事でもある場合は身相応の働きをいたして、日ごろのご恩にこたえ、しかる後に、立ち去る考えでおりまする」

「では。……もし玄徳が、この世においでなき時は、どう召さる気か」

「──地の底までも、お慕い申してゆく所存でござる」

　張遼はもうそれ以上、武人の鉄石心に対して、みだりな追及もできなかった。

　門を辞して帰るさも、張遼はひとり煩悶はんもんした。

「丞相は主君、義において父に似る。関羽は心契しんけいの友、義において、兄弟のようなものだ。……兄弟の情にひかれて父を欺あざむくとせば、不忠不義。ああどうしたものか」

　しかし彼は、関羽の忠節を鑑かがみとしても、自分の主君に偽りはいえなかった。

「──行って参りました。四方山よもやまばなしの末、いろいろ探ってみましたが、あくまで留まる容子は見えません。丞相の高恩はふかくわきまえていますが、さりとて、心をひるがえし、二君に仕えんなどとは、思いもよらぬ態に見えます」

　歯に衣きぬ着せず、張遼はありのままを復命した。曹操もさすがに曹操であった。あえて怒る色もない。ただ長嘆していった。

「君ニ事ツカエテソノ本モトヲ忘レズ。関羽はまことに天下の義士だ。いつか去ろう！ いつか回かえり去るであろう！ ああ、ぜひもない」

「けれどまた、関羽はこうもいっておりました。何がな一朝の場合には、ひと働きしてご恩を報じ、そのうえで立ち去らんと……」

　張遼がいうのを聞いて、かたわらから荀彧じゅんいくが、つぶやくように献言した。

「さもあろう、さもあろう。忠節の士はかならずまた仁者である。だからこの上は、関羽に功を立てさせないに限ります。功を立てないうちは、関羽もやむなく、許都に留まっておりましょう」




白馬はくばの野の



一



　劉備玄徳は、毎日、無為むいな日に苦しんでいた。

　ここ河北の首府、冀州城きしゅうじょうのうちに身をよせてから、賓客ひんきゃくの礼遇をうけて、なに不自由もなさそうだが、心は日夜楽しまない容子に見える。

　なんといっても居候の境遇である。それに、万里音信の術すべも絶え、敗亡の孤を袁紹えんしょうに託してからは、

「わが妻や子はどうなったか。ふたりの義弟はどこへ落ちたのか……」

　思い悩むと、春日の長閑のどかな無事も悶々もんもんとただ長い日に思われて、身も世もないここちがする。

「上は、国へ奉じることもできず、下は、一家を保つこともできず、ただこの身ばかり安泰にある恥かしさよ……」

　ひとり面をおおって、燈下に惨心を噛む夜もあった。

　水は温ぬるみ、春園の桃李とうりは紅唇こうしんをほころばせてくる。

　──ああ、桃の咲くのを見れば、傷心はまたうずく。桃園の義盟が思い出される。

「関羽関羽、まだこの世にあるか？ 張飛はいずこにあるか？」

　天空無心てんくうむしん。

　仰ぐと、一朶だの春の雲がふんわりと遊んでいる。

　玄徳は、仰視していた。

　──と、いつのまにか、うしろへ来て、彼の肩をたたいた者がある。袁紹であった。

「ご退屈であろう。こう春暖を催してくると」

「おおこれは」

「其許そこもとにちとご相談があるが、忌憚きたんない意見を聞かしてもらえるかの」

「なんですか」

「実は、愛児の病も癒いえ、山野の雪も解けはじめたから、多年の宿志たる上洛じょうらくの兵を催して、一挙に曹操を平たいらげようと思い立った。──ところが、臣下の田豊でんほうが、儂みを諫いさめていうには、今は攻めるよりも守る時期である。もっぱら国防に力をそそぎ、兵馬を調練し、農産を内にすすめて、坐りながらに待てば許都の曹操はここ二、三年のうちにかならず破綻はたんをおこして自壊する。その時を待って一挙に決するが利じゃ──と申すのだが」

「なるほど、安全な考えです。けれど田豊は学者ですから、どうしても机上の論になるのでしょう。私ならそうしません」

「其許ならどうするか」

「時は今なりと信じます。なぜならば、なるほど曹操の兵馬は強堅ですし、彼の用兵奇策は侮あなどりがたいものですが、ここようやく、彼も慢心をきざし、朝野の人々にうとまれ、わけて先頃、国舅こっきゅうの董承とうじょう以下、数百人を白日の都下に斬ったことなど、民心も離反しているにちがいありません。儒者の論に耳をとられて、今を晏如あんじょとして過ごしていたら、悔いを百年にのこすでしょう」

「……むむ、そうか。そういわれてみると、田豊はつねに学識ぶって、そのくせ自家の庫富こふを汲々きゅうきゅうと守っている性たちだ。彼はもう今の位置に事足りて、ただ余生の無事安穏を祈っておるため、そんな保守的な論を儂みにもすすめるのかもしれん」

　ほかにも何か気に入らないことがあったのであろう。袁紹はその後、田豊を呼びつけて、彼の消極的な意見を痛罵つうばした。

「これは誰か、主君をそそのかした蔭の者があるにちがいない」

　田豊は直感したので、日頃の奉公はこことばかり、なお面おもてを冒して反論を吐いた。──曹操の実力と信望は決して外からうかがえるような微弱ではない。うかつに軍を出したら大敗を喫するであろうというのである。

「汝は、河北の老職にありながら、わが河北の軍兵をさまで薄弱なものとあなどるか」

　袁紹は怒って田豊を斬ろうとまでしたが、玄徳やそのほかの人々がおし止めたので、

「不吉なやつだ！　獄へ下せ」と、厳命してしまった。

　些細ささいな感情から、彼は大きな決心へ移っていた。まもなく河北四州へわたって檄文げきぶんは発しられ、告ぐるに曹操の悪罪十箇条をあげ、

「おのおの一族の兵馬弩弓どきゅうをすぐッて、白馬の戦場へ会せよ」と、令した。
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　白馬はくばの野のとは、河北かほく河南かなんの国境にあたる平野をいう。

　四州の大兵は、続々、戦地へ赴いた。

　さすが富強の大国である。その装備軍装は、どこの所属の隊を見ても、物々しいばかりだった。

　こんどの出陣にあたっては、おのおの一族にむかって、

「千載せんざいの一遇ぐうだぞ」と、功名手柄を励ましたが、ひとり沮授そじゅの出陣だけは、ひとと違っていた。

　沮授は田豊と共に、軍部の枢要にある身だった。そして田豊とは日頃から仲がいい。その田豊が、主君に正論をすすめて獄に下ったのを見て、

「世の中は計りがたい」と、ひどく無常を感じ、一門の親類をよんで、出立の前夜、家財宝物など、のこらず遺物かたみわけしてしまった。

　そしてその別辞に、

「こんどの会戦は、千に一つも勝ち目はあるまい。もし僥倖ぎょうこうにめぐまれてお味方が勝てば、それこそ一躍天下を動かそう。敗れたら実に惨たるものだ。いずれにせよ、沮授の生還は期し難いと思う」と述べ、出立した。

　白馬の国境には、少数ながら曹操の常備兵がいた。しかし袁紹の大軍が着いてはひとたまりもない。馬蹄にかけられてみな逃げ散ってしまった。

　先陣は、冀州きしゅうの猛将として名ある顔良がんりょうにも命じられていた。勢いに乗じて、顔良はもう黎陽れいよう（河南省・俊県附近）方面まで突っこんでいた。

　沮授そじゅは、危ぶんで、

「顔良の勇は用うべしですが、顔良の思慮は任ずべきでありません、それに先陣の大将を二人へ任じられるのもいかんと思いますが」と、袁紹に注意した。

　袁紹は、耳をかさない。

「こんな鮮やかに勝っている戦争をなんで変更せよというのか。あのとおり獅子奮迅ししふんじんのすがたを見せている勇将へ、退けなどといったら、全軍の戦意も萎えてしまう。そちは口を閉じて見物しておれ」

　──一方。

　国境方面から次々と入る注進やら、にわかに兵糧軍馬の動員で、洛中の騒動たるや、いまにも天地が覆くつがえるような混雑だった。

　その中を。

　例の長髯ちょうぜんを春風になびかせて、のそのそと、相府の門へいま入ってゆくのは関羽の長躯であった。

　曹操に会って、関羽は、

「日頃のご恩報じ、こんどの大会戦には、ぜひ此方を、先手に加えてもらいたい」と、志願して出た。

　曹操は、うれしそうな顔したが、すぐ何か、はっと思い当ったように、

「いやいや何のこの度ぐらいな戦には、君の出馬をわずらわすにはあたらん。またの折に働いてもらおう。もっと重大な時でもきたら」と、あわてて断った。

　余りにもはっきりした断り方なので、関羽は返すことばもなく、すごすごと帰って行った。

　日ならずして、曹軍十五万は、白馬の野をひかえた西方の山に沿うて布陣し、曹操自身、指揮にあたっていた。

　見わたすと、渺々びょうびょうの野に、顔良がんりょうの精兵十万余騎が凸形とつがたにかたまって、味方の右翼を突きくずし、野火が草を焼くように押しつめてくる。

「宋憲そうけん宋憲。宋憲はいるか」

　曹操の呼ぶ声に、

「はっ、宋憲はこれに」とかけ寄ると、曹操は何を見たか、いとも由ゆ々ゆしく命じた。

「そちは以前、呂布の下にいた猛将。いま敵の先鋒を見るに、冀州第一の名ある顔良がわが物顔に、ひとり戦場を暴れまわっておる。討ち取ってこい、すぐに」

　宋憲は欣然きんぜんと、武者ぶるいして、馬を飛ばして行ったが、敵の顔良に近づくと、問答にも及ばずその影は、一抹まつの赤い霧となってしまった。




報恩ほうおん一隻手せきしゅ
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　顔良の疾駆するところ、草木もみな朱あけに伏した。

　曹軍数万騎、猛者もさも多いが、ひとりとして当り得る者がない。

「見よ、見よ。すでに顔良一人のために、あのさまぞ。──だれか討ち取るものはいないか」

　曹操は、本陣の高所に立って声をしぼった。

「てまえに仰せつけ下さい。親友宋憲そうけんの仇あだ、報いずにおきません」

「オオ、魏続ぎぞくか、行けっ」

　魏続は、長桿ちょうかんの矛ほこをとって、まっしぐらに駆けだし、敢然顔良へ馬首をぶつけて挑いどんだが、黄塵煙るところ、刀影わずか七、八合、顔良の一喝に人馬もろとも、斬り仆された。

　つづいて、名乗りかける者、取囲む者、ことごとく顔良の好餌こうじとなるばかりである。さすがの曹操も胆を冷やし、

「あわれ、敵ながら、すさまじき大将かな」と、舌打ちしておののいた。

　彼ひとりのため、右翼は潰滅かいめつされ、余波はもう中軍にまで及んできた。丞相旗をめぐる諸軍すべて翩翻へんぽんとただおののき恐れて見えたが、その時、

「オオ、徐晃じょこうが出た。──徐晃が出て行った」

　と、口々に期待して、どっと生気せいきをよみがえらせた。

　見れば、いま、中軍の一端から、霜毛馬そうもうめにまたがって、白炎の如き一斧ぷをひっさげ、顔良目がけて喚きかかった勇士がある。これなん曹操の寵士ちょうしで、また許都随一の勇名ある弱冠の徐晃じょこうだった。

　両雄の刀斧とうふは、烈々、火を降らして戦ったが、二十合、五十合、七十合、得物も砕けるかと見えながらなお、勝負はつかない。

　しかし、顔良の猛悍もうかんとねばりは、ついに弱冠徐晃を次第次第に疲らせて行った。いまは敵せずと思ったか、さしもの徐晃も、斧を敵へなげうって、乱軍のうちへ逃げこんでしまった。

　時すでに、薄暮に迫っていた。

　やむなく曹操は、一時、陣を十里ばかり退いて、その日の難はからくもまぬがれたが、魏続ぎぞく、宋憲そうけんの二大将以下おびただしい損害と不名誉をもって、ひとりの顔良に名をなさしめたことは、何としても無念でならなかった。

　すると翌朝、程昱ていいくが、彼に献言した。

「顔良を討つだろうと思える人は、まず関羽よりありません。こんな時こそ、関羽を陣へ召されてはどうです」──と。

　それは、曹操も考えていないことではない。けれど関羽に功を立てさせたら、それを機会に、自分から去ってしまうであろう──という取越し苦労を抱いていた。

「日ごろ、恩をおかけ遊ばすのは、かかる時の役に立てようためではありませんか。もし関羽が顔良を討ったら、いよいよ恩をかけてご寵用なさればいいことです。もしまた顔良にも負けるくらいだったら、それこそ、思いきりがいいではありませんか」

「おお、いかにも」

　曹操は、すぐ使いを飛ばし関羽に直書じきしょを送って、すぐ戦場へ馳せつけよ、と伝えた。

　歓んだのは関羽である。

「時こそ来れり」

　とすぐ物具もののぐに身をかため内院へすすみ、二夫人に仔細しさいを語って、しばしの別れを告げた。

　しばしの暇をと聞くだに、二夫人はもう涙をためて、

「身を大事にしてたもれ。また、戦場へ参ったら、皇叔のお行方にも、どうか心をかけて、何ぞの手がかりでも……」と、はや錦袖きんしゅうで面をつつんだ。

「ゆめ、お案じあそばすな。関羽のひそかに心がけるところも、実はそこにありまする。やがてきっとご対面をおさせ申しましょうほどに。──どうぞお嘆きなく。……では、おさらば」

　青龍の偃月刀えんげつとうを掻いよせて立つと、二夫人は外門のほとりまで送ってでた。関羽は赤兎馬せきとばに打ちまたがって、一路、白馬の野へ急いで行った。
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　いま、曹操のまわりは、甲鎧燦爛こうがいさんらんたる諸将のすがたに埋められていた。

　なにか、布陣図のようなものを囲んで謀議に鳩首きゅうしゅしているところだった。

「ただ今、羽将軍が着陣されました」

　うしろのほうで、卒の一名が高く告げた。

「なに、関羽が見えたか」

　よほどうれしかったとみえる。曹操は諸将を打捨てて、自身、大股に迎えに出て行った。

　関羽はいま営外に着いて、赤兎馬をつないでいた。曹操の出迎えに恐縮して、

「召しのお使いをうけたので、すぐ拝領のこれに乗って、快足を試してきました」

　馬の鞍を叩きながら云った。

　曹操はここ数日の惨敗を、ことばも飾らず彼に告げて、

「ともかく、戦場を一望してくれ給え」

　と、卒に酒を持たせ、自身、先に立って山へ登った。

「なるほど」

　関羽は、髯のうえに、腕をくんで、十方の野を見まわした。

　野に満ち満ちている両軍の精兵は、まるで蕎麦殻そばがらをきれいに置いて、大地に陣形図を描いたように見える。

　河北軍のほうは、易えきの算木さんぎをおいたような象かたち。魚鱗ぎょりんの正攻陣を布しいている。曹操の陣はずっと散らかって、鳥雲の陣をもって迎えていた。

　その一角と一角とが、いまや入り乱れて、揉もみ合っていた。折々、喊声かんせいは天をふるわし、鎗刀の光は日にかがやいて白い。どよめく度に、白紅はっこうの旗や黄緑こうりょくの旆はいは嵐のように揺れに揺れている。

　物見を連れたひとりの将が馳けあがってきた。そして、曹操の遠くにひざまずき、

「またも、敵の顔良が、陣頭へ働きに出ました。──あの通りです。顔良と聞くや、味方の士卒も怯気おじけづいて、いかに励ましても崩れ立つばかりで」

　息をあえぎながら叫んだ。

　曹操はうめくように、

「さすがは強大国、いままで曹操が敵として見た諸国の軍とは、質も装備も段ちがいだ。旺さかんなるかな、河北の人馬は」と、驚嘆した。

　関羽は笑って、

「丞相、あなたのお眼には、そう映りますか。それがしの眼には、墳墓ふんぼに並べて埋葬まいそうする犬鶏けんけいの木偶でくや泥人形のようにしか見えませんが」

「いや、いや、敵の士気の旺さかんなことは、味方の比ではない。馬は龍の如く、人は虎のようだ、あの一旒りゅうの大将旗の鮮やかさが見えんか」

「ははは。あのような虚勢に向って、金の弓を張り、玉の矢をつがえるのは、むしろもったいないようなものでしょう」

「見ずや、羽将軍」

　曹操は指さして、

「あのひらめく錦旛きんばんの下に、いま馬を休めて、静かに、わが陣を睨めまわしておる物々しい男こそ、つねにわが軍を悩ましぬく顔良である。なんと見るからに、万夫不当な猛将らしいではないか」

「そうですな。顔良は、背に標ふだを立てて、自分の首を売り物に出している恰好かっこうではありませんか」

「はて。きょうのご辺は、ちと広言が多過ぎて、いつもの謙譲な羽将軍とはちがうようだが」

「その筈です。ここは戦場ですから」

「それにしても、あまりに敵を軽んじ過ぎはしまいか」

「否……」と、身ぶるいして、関羽は凛りんと断言した。

「決して、広言でない証拠をいますぐお見せしましょう」

「顔良の首を予のまえに引ッさげてくるといわれるか」

「──軍中に戯言ざれごとなしです」

　関羽は、士卒を走らせて、赤兎馬をそこへひかせ、盔かぶとをぬいで鞍に結びつけると、青龍の偃月刀を大きく抱えて、たちまち山道を馳け降りて行った。
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　時しも春。

　河南の草も萌もえ、河北の山も淡青うすあおい。江風は温ぬるく、関羽の髯をなぶり、赤兎馬の鬣たてがみをそよ吹いてゆく。

　久しく戦場に会わない赤兎馬は、きょうここに、呂布りょふ以来の騎のり人てを得、尾ぶるいしていなないた。

「退ひけや。関羽雲長の道をはばんで、むだな生命をすてるな」

　やおら、八十二斤という彼の青龍刀は鞍上から左右の敵兵を、薙なぎはじめていた。

　圧倒的な優勢を誇っていた河北軍は、

「何が来たのか？」と、にわかに崩れ立つ味方を見て疑った。

「関羽。関羽とは何だ」

　知るも知らぬも、暴風の外にはいられなかった。

　関羽が通るところ、見るまに、累々るいるいの死屍が積みあげられてゆく。

　その姿を「演義三国志」の原書は、こう書いている。

　──香象こうぞうの海をわたりて、波を開あけるがごとく、大軍わかれて、当る者とてなき中を、薙ぎ払いてぞ通りける……。

　顔良は、それを眺めて、

「ややや、面妖めんような奴かな。玄徳が義弟おとうとの関羽だと。──よしッ」

　さっと、大将幡ばんの下を離れ、電馳でんちして駒を向けた。

　──より早く、関羽も、幡を目あてに近づいていた。それと、彼のすがたを見つけていたのである。

　赤兎馬の尾が高く躍った。

　一閃せんの赤電が、物を目がけて、雷撃してゆくような勢いだった。

「顔良は、汝なんじかっ」

　それに対して、

「おっ、われこそは」

　と、だけで、次を云いつづける間はなかった。

　偃月えんげつの青龍刀は、ぶうっん、顔良へ落ちてきた。

　その迅さと、異様な圧力の下から、身をかわすこともできなかった。

　顔良は、一刀も酬いず、偃月刀のただ一揮きに斬り下げられていたのである。

　ジャン！　とすさまじい金属的な音がした。鎧よろいも甲かぶとも真二つに斬れて、噴血ふんけつ一丈、宙へ虹を残して、空骸むくろはばさと地にたたきつけられていた。

　関羽はその首を取って悠々駒の鞍に結びつけた。

　そして忽ち、敵味方のなかを馳けてどこかへ行ってしまったが、その間、まるで戦場に人間はいないようであった。

　河北勢は旗を捨て、鼓こもとり落して潰乱かいらんを起していた。

　もちろん機を見るに敏な曹操が戦機を察してただちに、

「すわや、今だぞ」と、総がかりを下知し、金鼓鉄弦きんこてつげん地をふるって、攻勢に転じたからであった。

　張遼ちょうりょう、許褚きょちょなども、さんざんに働き、ここ数日来の敗戦を思うさま仕返しした。

　関羽はたちまち、以前の山へ帰ってきていた。顔良の首は、曹操の前にさし置かれてある。曹操はただもう舌を巻いて、

「羽将軍の勇はまことに人勇ではない。神威しんいともいうべきか」と、嘆賞してやまなかった。

「何の、それがし如きはまだいうに足りません。それがしの義弟に燕人えんじん張飛という者があります。これなどは大軍の中へはいって、大将軍の首を持ってくることまるで木に登って桃をとるよりたやすくいたします。顔良の首など、張飛に拾わせれば嚢ふくろの中の物を取りだすようなものでしょう」

　と、答えた。

　曹操は、胆きもを冷やした。そして左右の者へ、冗談半分にいった。

「貴様たちも覚えておけ。燕人張飛という名を、帯おびの端、襟えりの裏にも書いておけ。そういう超人的な猛者もさに逢ったら、ゆめゆめ軽々しく戦うなよ」




黄河こうがを渡わたる



一



　顔良がんりょうが討たれたので、顔良の司令下にあった軍隊は支離滅裂しりめつれつ、潰走かいそうをつづけた。

　後陣の支援によって、からくも頽勢たいせいをくい止めたものの、ために袁紹えんしょうの本陣も、少なからぬ動揺をうけた。

「いったい、わが顔良ほどな豪傑を、たやすく討ち取った敵とは、何者だろう。よも凡者ただものであるまい」と、袁紹は、安からぬ顔色で周囲の者へたずねた。

　沮授そじゅが答えて、

「おそらくそれは、玄徳の義弟おとうとの関羽かんうという者でしょう。関羽のほかには、そうやすやすと、顔良を斬るような勇士はありません」と、いった。

　しかし、袁紹は、

「そんなはずはあるまい。いま玄徳は、一身をこの袁紹に頼んで、ここへも従軍しておるのに」

　と、疑って信じなかったが、念のため、前線から敗走してきた一兵を呼んで、

「顔良を討ったのは、どんな大将であったか、目撃したところを語れ」と、ただしてみた。

　その刹那せつなを見たという一兵は、ありのままにいった。

「おそろしく赤面で、髯ひげの見事な大将でした。大薙刀おおなぎなたでただ一撃に顔良将軍を斬ってしまい、落着きはらって首を赤い馬の鞍に結びつけて引っ返しながら──雲長関羽の道をさまたげるなと、広言を払って馳け去りましたんで」

　袁紹は何ともいえぬ相貌そうぼうをして聞いていたが、たちまち怒気を表に発して、

「玄徳を引ッぱってこい！」と、左右へ怒号した。

　諸士は争って、玄徳の陣屋へ馳け、有無をいわせず、彼の両手をねじあげて、袁紹のまえに拉らっしてきた。

　袁紹は、彼を見るなりいきりたって、頭から罵った。

「この恩知らずめ！　よくも曹操と内応して、わが大事な勇将を義弟の関羽に討たせおったな。──顔良の生命はかえるよしもないが、せめて汝の首を刎はねて、顔良の霊を祭るであろう。者どもっ、忘恩の人非人を、わしの見ている前で斬りすてろ」

　玄徳は、あえて畏れなかった。身に覚えのない出来事だからである。

「お待ちください。平常、ご思慮ある将軍が、何とて、きょうばかりさように激怒げきどなされますか。曹操は年来、玄徳を殺さんとしているんです。なんで、その曹操をたすけて、いま身を置く恩人の軍に不利を与えましょう。……また赤面美髯せきめんびぜんの武者だったそうですが、関羽によく似た大将も世間にいないと限りません。曹操は著名な兵略家ですから、わざとそういう者を探して、お味方の内訌ないこうを計らんとしたかも知れません。……いずれにせよ、一兵士の片言をとりあげて、玄徳の一命を召されんなどということは、余りに、日頃のご温情にも似げないご短慮ではございますまいか」

　そういわれると、「むむ……それも一理あること」と、袁紹えんしょうの心はすぐなだめられてしまった。

　武将の大事な資格のひとつは、果断に富むことである。その果断は、するどい直感力があってこそ生れる。──実に袁紹の短所といえば、その直感の鈍いところにあった。

　玄徳は、なお弁明した。

「徐州にやぶれて、孤身をご庇護ひごのもとに託してからまだ自分の妻子はもとより一族の便りすら何も聞いておりません。どうして関羽と聯絡をとる術すべがありましょう。私の日常は、あなたも常に見ておいででしょう」

「いや、もっともだ。……だいたい、沮授そじゅがよくない。沮授がわしを惑わせたため、こんなことになったのだ。賢人、ゆるし給え」

　と、玄徳を、座上に請じて、沮授に謝罪の礼をとらせ、そのまま敗戦挽回ばんかいの策を議し始めた。

　すると、侍立の諸将のあいだから、一名の将が前へすすんで、

「兄顔良に代る次の先鋒せんぽうは、弟のそれがしに仰せつけ下されたい」と、呶鳴った。

　見れば、面は蟹かにの如く、犬牙けんがは白く唇をかみ、髪髯はつぜん赤く巻きちぢれて、見るから怖ろしい相貌をしているが、平常はむッつりとあまりものをいわない質たちの文醜ぶんしゅうであった。
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　文醜は、顔良の弟で、また河北の名将のひとりであった。

「おお、先陣を望みでたは文醜か。健気けなげ健気、そちならで誰か顔良の怨みをそそごう。すみやかに行け」

　袁紹は激励して、十万の精兵をさずけた。

　文醜は、即日、黄河まで出た。

　曹操は、陣をひいて、河南に兵を布いている。

「敵にさしたる戦意はない、恟々きょうきょうとただ守りあるのみだ」

　旌旗せいき、兵馬、十万の精鋭は、無数の船にのり分れて、江上を打渡り、黄河の対岸へ攻め上って行った。

　沮授は心配した。

　袁紹を諫めて、

「どうも、文醜の用兵ぶりは、危なくて見ていられません、機変も妙味もなく、ただ進めばよいと考えているようです。──いまの上策としては、まず官渡かんと（河南省・開封附近）と延津えんしん（河南省）の両方に兵をわけて、勝つに従って徐々に押しすすむに限りましょう。それなら過あやまちはありません。──それをば軽忽けいこつにも黄河を打渡って、もし味方の不利とでもなろうものなら、それこそ生きて帰るものはないでしょう」

諄々じゅんじゅんと、説いた。

　人の善言をきかないほど頑迷な袁紹でもないのに、なぜかこの時は、ひどく我意をだして、

「知らないか。──兵ハ神速シンソクヲ貴タットブ──という。みだりに舌の根をうごかして、わが士気を惑わすな！」

　沮授は、黙然と外へ出て、「──悠ユウタル黄河、吾レ其ソレヲ渡ラン乎カ」と、長嘆していた。

　その日から、沮授は仮病けびょうをとなえて、陣務にも出てこなかった。

　袁紹もすこし云い過ぎたのを心で悔いていたが、迎えを重ねるのも癪しゃくなので不問にしていた。

　その間に玄徳は、

「日頃、大恩をこうむりながら、むなしく中軍におるは本望ではありません。かかる折こそ、将軍の高恩にこたえ、二つには顔良を打った関羽と称する者の実否をたしかめてみたいと思います。どうか私も、先陣に出していただきたい」と、嘆願した。

　袁紹は、ゆるした。

　すると、文醜ぶんしゅうが、単身、軽舸けいかに乗って、中軍へやって来た。

「先陣の大将は、それがし一名では、ご安心ならぬというお心ですか」

「そんなことはない。なぜそんな不平がましいことをいうか」

「でも玄徳は、以前から戦に弱く、弱い大将というのでは、有名な人間でしょう。それにも先陣をお命じあったのは、いかなるわけか、近ごろ御意を得ぬことで」

「いやいやひがむな。それはこうだ。玄徳の才力を試そうためにほかならん」

「では、それがしの軍勢を、四分の一ほども分け与えて、二陣に置けばよろしいでしょうな」

「むむ。それでよかろう」

　袁紹は、彼のいうがままに、その配置は一任した。

　こういうところにも、袁紹の性格は出ている。何事にも煮えきらないのである。戦に対して、彼自身の独創と信念がすこしもない。

　ただ彼は、父祖代々の名門と遺産と自尊心だけで、将士に対していた。彼の儀容風貌ぎようふうぼうもすこぶる立派なので、平常はその欠陥けっかんも目につかないが、戦場となると、遺産や名門や風采ふうさいでは間に合わない。ここでは人間の正味そのものしかない。総帥そうすいの精神力による明断や予察が、実に、全軍の大きな運命をうごかしてくることになる。

　文醜は、帰陣すると、「袁えん将軍の命であるから」と称し、四分の一弱の兵を玄徳に分けて、二陣へ退がらせてしまった。そして自身は、優勢な兵力をかかえ、第一陣ととなえて前進を開始した。




燈花占とうかせん
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　関羽が、顔良を討ってから、曹操が彼を重んじることも、また昨日の比ではない。

「何としても、関羽の身をわが帷幕いばくから離すことはできない」

　いよいよ誓って、彼の勲功を帝に奏し、わざわざ朝廷の鋳工ちゅうこうに封侯ほうこうの印を鋳いさせた。

　それが出来上ると、彼は張遼ちょうりょうを使いとして、特に、関羽の手許へ持たせてやった。

「……これを、それがしに賜わるのですか」

　関羽は一応、恩誼を謝したが、受けるともなく、印面の文を見ていた。

　寿亭侯之印じゅていこうのいん

　と、ある。

　すなわち寿亭侯に封ずという辞令である。

「お返しいたそう。お持ち帰りください」

「お受けにならんのか」

「芳誼ほうぎはかたじけのうござるが」

「どうして？」

「ともあれ、これは……」

　なんと説いても、関羽は受け取らない。張遼はぜひなく持ち帰って、ありのまま復命した。

　曹操は、考えこんでいたが、

「印を見ぬうちに断ったか。印文を見てから辞退したのか」

「見ておりました。印の五文字をじっと……」

「では、予のあやまりであった」

　曹操は、何か気づいたらしく、早速、鋳工を呼んで、印を改鋳させた。

　改めてできてきた印面には、漢の一字がふえていた。

　──漢寿亭侯之印かんのじゅていこうのいん──と六文字になっていた。

　ふたたびそれを張遼に持たせてやると、関羽は見て、呵か々かと笑った。

「丞相は実によくそれがしの心事を知っておられる。もしそれがし風情ふぜいの如く、ともに臣道の実を践む人だったら、われらとも、よい義兄弟になれたろうに」

　そういって、こんどは快く、印綬を受けた。

　かかる折に、戦場から早馬が到来して、「袁紹の大将にして、顔良の弟にあたる文醜ぶんしゅうが、黄河を渡って、延津えんしんまで攻め入ってきました」と、急を報じてきた。

　曹操は、あわてなかった。

　まず行政官を先に派遣して、その地方の百姓をすべて、手ぎわよく、西河という地に移させた。

　次に、自身、軍勢をひきいて行ったが、途中で、

「荷駄にだ、粮車ろうしゃすべての輜重隊しちょうたいは先へ進め。──戦闘部隊はずっと後につづいてゆくがいい」

　と、変な命令を発した。

「こんな行軍法があろうか？」

　人々は怪しんだが、ぜひなく、その変態陣のまま、延津えんしんへ馳せ向った。すると案のじょう、戦闘装備を持たない輜重隊は、まっ先に敵に叩かれた。おびただしい兵糧を置き捨てて、曹軍の先頭は、四方に潰走かいそうしてしまった。

「案ずるに及ばん」

　曹操は、立ち騒ぐ味方をしずめ、

「兵糧など捨て置いて味方の一隊は、北へ迂回し、黄河に沿って、敵の退路を扼やくせ、──また一隊は、逃げるが如く、南の阜おかへ馳けのぼれ」と、下知した。

　戦わぬうちから、すでに曹軍は散開を呈して、兵の凝集力を欠き、士気もあがらない様子を見たので、文醜は、

「見ろ、すでに敵は、わが破竹の勢いに恐れをなして、逃げ腰になっている」と、誇りきった。

　そして、この図をはずすな、とばかり彼の大兵は、存分に暴れまわった。

　盔かぶとや甲よろいも脱いで、悠々と阜おかのうえにもぐりこんでいた曹操の部下も、すこし気が気ではなくなってきた。

「どうなることだ。今日の戦は。……こんなことをしていたら、やがてここも」

　と、ほんとの逃げ腰になりかけてきた。

　すると荀攸じゅんゆうが、物陰から、

「いや、もっけの幸いだ。これでいいんだ！」と、あたりの者へ呶鳴った。

　すると曹操が、ジロリと、荀攸の顔を白眼で見た。

　筍攸は、はっと、片手で口をおさえ、片手で頭をかいた。
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　荀攸は、曹操の計略をよく察していたのだった。

　で、浮き腰立つ味方へ、ついに自分の考えを口走ったのであるが、いまや大事な戦機とて、

（要らざることをいうな！）と、曹操から眼をもって叱られたのも当然であった。

　まず味方から計はかる──曹操の計略は、まもなく図にあたって来た。

　文醜を大将とする河北軍は、敵なきごとく前線をひろげ、いちどは、七万の軍隊が後方に大きな無敵圏むてきけんを抱いたが、

「戦果は充分にあげた。勝ち誇って、単独に深入りするのは危ないぞ」

　と、文醜も気づいて、日没頃ふたたび、各陣の凝結を命じた。

　後方の占領圏内には、まっさきに潰滅した曹操の輜重隊が、諸所に、莫大な粮米ろうまいや軍需品を置き捨ててある。

「そうだ、鹵獲品ろかくひんは、みなこっちの隊へ運んでこい」

　後方に退がると、諸隊は争ってこんどは兵糧のあばき合いを始めた。

　山地はとっぷり暮れていた。曹操は、物見の者から、敵情を聞くと、

「それっ、阜おかをくだれっ」

　と、指揮を発し、全軍の豹虎ひょうこが、ふもとへ降りたと見ると、阜おかの一端から狼煙のろしをあげさせた。

　昼のうち、敗れて、逃げるとみせて、実は野に阜に河に林に、影を没していた味方は、狼煙を知ると、大地から湧き出したように、三面七面から奮ふるい起った。

　曹操も、野を疾駆しながら、

「昼、捨ておいた兵糧は敵を大網にかける撒餌まきえの計だ。網をしぼるように、雑魚ざこ一尾のがすな」

　と、さけび、また叱咤しったをつづけて、

「文醜ぶんしゅうを生捕れ、文醜も河北の名将、それを生捕らば、顔良を討った功に匹敵ひってきしようぞ！」

　と、励ました。

　麾下の張遼やら徐晃じょこうやら、先を争って追いかけ、遂に文醜のすがたを乱軍の中にとらえた。

「きたなし文醜。口ほどもなく何処へ逃げる」

　うしろの声に、文醜は、

「なにをッ」と、振向きざま、馬上から鉄の半弓に太矢ふとやをつがえて放った。

　矢は、張遼の面へきた。

　はッと、首を下げたので、鏃やじりは盔かぶとの紐を射切ってはずれた。

「おのれ」

　怒り立って、張遼が、うしろへ迫ろうとした刹那、二の矢がきた。こんどはかわすひまなく、矢は彼の顔に突き立った。

　どうっと、張遼が馬から落ちたので、文醜は引っ返してきた。首を掻いて持ってゆこうとしたのである。

「胆太い曲者くせものめ」

　徐晃が、躍り寄って、張遼をうしろへ逃がした。徐晃が得意の得物といえば、つねに持ち馴れた大鉞おおまさかりであった。みずから称して白焔斧びゃくえんぷといっている。それをふりかぶって文醜に当って行った。

　文醜は、一躍さがって鉄弓を鞍にはさみ、大剣を横に払って、苦々にがにがと笑った。

「小僧っ、少しは戦に馴れたか」

「大言はあとでいえ」

　若い徐晃は、血気にまかせた。しかし弱冠ながら彼も曹幕の一驍将ぎょうしょうだ。そうむざむざとはあしらえない。

　大剣と白焔斧は、三十余合の火華をまじえた。徐晃もつかれ果て、文醜もみだれだした。四方に敵の嵩まるのを感じだしたからである。

　一隊の悍馬かんばが、近くを横切った。文醜はそれを機しおに、黄河のほうへ逸走した。──すると一すじの白い旗さし物を背にして、十騎ほどの郎党を連れた騎馬の将が彼方から歩いてきた。

「敵か？　味方か？」

　と、疑いながら、彼のさしている白い旗を間近まで進んで見ると、何ぞはからん、墨黒々、

　漢寿亭侯雲長関羽かんのじゅていこううんちょうかんう

　と、書いてある。
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　謎の敵将関羽？

　兄の顔良がんりょうを討った疑問の人物？

　──文醜はぎょっとしながら駒をとめて、なお河べりの水明りを凝視した。

　すると、肩に小旗をさした彼方の大将は、早くも、文醜の影を認めて、

「敗将文醜。何をさまようているか。いさぎよく、関羽に首を授けよ」

　と、一鞭して馳け寄ってきた。

　馬は、逸足いっそくの赤兎馬せきとば。騎のり人ては、まぎれもない赤面長髯の人、関羽だった。

「おおっ、汝であったか。さきごろわが兄の顔良を討った曲者は」

　喚おめきあわせて、文醜も、ただちに大剣を舞わして迫った。

　閃々せんせん、偃月えんげつの青龍刀。

　晃々こうこう、文醜の大剣。

　たがいに命を賭して、渡りあうこと幾十合、その声、その火華は黄河の波をよび、河南の山野にこだまして、あたかも天魔と地神が乾坤けんこんを戦場と化して組み合っているようだった。

　そのうち、かなわじと思ったか、文醜は急に馬首をめぐらして逃げだした。これは彼の奥の手で、相手が図に乗って追いかけてくると、その間に剣をおさめ、鉄の半弓を持ちかえて、振向きざまひょうっと鉄箭を射てくる策てであった。

　だが、関羽には、その作戦も効果はなかった。二の矢、三の矢もみな払い落され、ついに、追いつめられて後ろから青龍刀の横なぎを首の根へ一撃喰ってしまった。文醜の馬は、首のない彼の胴体を乗せたまま、なお、果てもなく黄河の下流へ駈けて行った。

「敵将文醜の首、雲長関羽の手に挙げたり」

　と呼ばわると、百里の闇をさまよっていた河北勢は、拍車をかけて、さらに逃げ惑った。

「今ぞ、今ぞ。みなごろしに、追いつめろ」

　曹操は、かくと伝え聞くや、中軍の鼓隊こたい鑼隊らたいに令して、金鼓を打たせ鉦を鳴らし、角笛を吹かせて、万雷風声、すべて敵を圧した。

　討たれる者、黄河へおちて溺れ死ぬ者、夜明けまでに、河北勢の大半は、あえなく曹軍の餌になってしまった。

　時に玄徳は、この戦のはじめから、文醜に邪魔もの扱いにされて、ずっと後陣に屯していたが、ようやく逃げくずれてくる先鋒の兵から、味方の第一陣の惨敗を聞き取って、

「こことても油断はならぬ」と、きびしく陣容を守りかためていた。

　そして、ほうほうの態で逃げこんでくる敗兵がみな、口々に、

「文将軍を討ったのも、さきに顔将軍を討った髯ひげの長い赤面の敵だ」

　というので、夜明けとともに、玄徳は一隊を率いて前線の近くまで馬をすすめて見た。

　黄河の支流は、ひろい野に、小さい湖や大きな湖を、無数に縫いつないでいる。ふかい春眠の霞をぬいで、山も水も鮮やかに明け放れてはいるが、夜来の殲滅戦せんめつせんは、まだ河むこうに、大量な人物を撒まいて咆哮ほうこうしていた。

「オオ、あの小旗、あの白い小旗をさしている男です」

　案内に立った敗兵のひとりが支流の対岸を指した。百獣を追いまわす獅子王のような敵の一大将が遠く見える。

「……？」

　玄徳はややしばらく眸をこらしていた。小旗の文字がかすかに読まれた。「漢寿亭侯雲長関羽」──陽にひるがえるとき明らかにそう見えた。

「ああ！　……義弟おとうとの関羽にちがいない」

　玄徳は瞑目して、心中ひそかに彼の武運を天地に祈念していた。

　すると、後方の湖を渡って、曹操の軍が退路を断つと聞えたので、あわてて後陣へ退き、その後陣も危なくなったので、またも十数里ほど退却した。

　その頃、袁紹の救いがようやく河を渡って来た。で、合流して一時、官渡の地へひき移った。




四



　郭図かくと、審配しんぱいの二大将は、憤々ふんぷんと、袁紹の前に告げていた。

「怪けしからん沙汰です。このたび文醜を討ったのも、やはり玄徳の義弟おとうと関羽だということですぞ」

「それは、まったくか」

「こんどは漢寿亭侯雲長関羽としるした小旗を負って、戦場へ出たそうですから、事実でしょう」

「玄徳を呼べ。いつぞやは巧言をならべおったが、今日はゆるさん」

　度たびかさなる味方の損害に、気の腐っていた折でもある。袁紹は、やがて面前に玄徳を見ると、嫌味たッぷり詰問きつもんした。

「大耳君だいじくん、弁解の余地もあるまい。袁紹もなにもいわん。ただ君の首を要求する」

　斬れ──と彼が左右の将に命じたので、玄徳はおどろいてさけんだ。

「お待ちなさい。あなたは、好んで曹操の策に、乗る気ですか」

「汝の首を斬ることが、なんで曹操の策に乗ることになろうや」

「いや、曹操が関羽を用いて、顔良、文醜を討たせたのは、ひとえに、あなたの心を怒らせて、この玄徳を殺させるためです。考えてもご覧なさい。この玄徳はいま、将軍の恩養をうけ、しかも一軍の長に推され、何を不足にお味方の不利を計りましょうや。ねがわくばご賢察ください」

　玄徳の特長はその生真面目きまじめな態度にある。彼の言葉は至極平凡で、滔々とうとうの弁でもなく、なんらの機智もないが、ただけれんや駈引きがない。醇朴じゅんぼくと真面目だけである。内心はともかく、人にはどうしてもそう見える。

　袁紹は形式家だけに、玄徳のそういう態度を見ると、すぐ一時の怒りを悔いた。

「いや、そうきけば、自分にも誤解があった。もし一時の怒りからご辺を殺せば袁紹は賢を忌いむもの──と世の嘲笑をうけたろう」

　気色がなおると、彼はまた、甚だ慇懃鄭重いんぎんていちょうであった。つつしんで、玄徳を座上に請しょうじ、

「こう敗軍をかさねたのも、ご辺の義弟おとうとたる関羽が敵の中にあるため。……なんとか、そこにご辺として、思慮はあるまいか」と、諮はかった。

　玄徳は、頭を垂れて、

「そう仰せられると、自分も責任を感ぜずにはおられません」

「ひとつ、ご辺の力で、関羽をこっちへ招くことはできまいか」

「私が、今ここに来ていることを、関羽に知らせてやりさえすれば、夜を日についでも、これへ参ろうと思いますが」

「なぜ早くそういう良計を、わしに献策してくれなかったのか」

「義弟とそれがしの間に、まったく消息がなくてさえ、常に、お疑いをうけ勝ちなのに、もしひそかに、関羽と書簡を通じたりなどといわれたら、たちまち禍いのたねになりましょう」

「いや、悪かった。もう疑わん。さっそく消息を通じ給え。もし関羽が味方にきてくれれば、顔良、文醜が生きかえってくるにもまさる歓びであろう」

　玄徳は拝諾はいだくして、黙々、自分の陣所へ帰った。

　幕営のそと、星は青い。

　玄徳はその夜、一穂すいの燈火を垂れ、筆をとって、細々こまごまと何か書いていた。

　──もちろん関羽への書簡。

　時おり、筆をやめて、瞑目めいもくした。往事今来、さまざまな感慨が胸を往来するのであろう。

　燈火は、陣幕をもる風に、パチパチと明るい丁子ちょうじの花を咲かせた。

「あ……。再会の日は近い！」

　彼は、つぶやいた。燈火明るきとき吉事あり──という易経えききょうの一辞句を思いだしたからである。一点、彼の胸にも、希望の灯がともった。




風の便り



一



　大戦は長びいた。

　黄河沿岸の春も熟し、その後袁紹えんしょうの河北軍は、地の利をあらためて、陽武（河南省・原陽附近）の要害へ拠陣を移した。

　曹操もひとまず帰洛して、将兵を慰安し、一日慶賀の宴をひらいた。

　その折、彼は諸人の中で、

「延津えんしんの戦では、予がわざと兵糧隊を先陣につけて敵を釣る計略を用いたが、あれを覚っていたのは荀攸じゅんゆうだけだった。しかし荀攸も口の軽いのはいけない」と思い出ばなしなど持ちだして大いににぎわっていたが、そこへ汝南じょなん（河南省）から早馬が到来して一つの変を報じた。

　汝南には前から劉辟りゅうへき、龔都きょうとという二匪賊ひぞくがいた。もと黄巾の残党である。

　かねて曹洪そうこうを討伐にやってあったが、匪賊の勢いは猛烈で洪軍は大痛手をうけ、いまなお、退却中という報告であった。

「ぜひ有力な援軍を下し給わぬと、汝南地方は黄匪こうひの猖獗しょうけつにまかせ、後々大事にいたるかも知れません」と、早打ちの使者はつけ加えた。

　ちょうど、宴の最中、人々騒然と議にわいたが、関羽が、

「願わくは、それがしをお遣りください」と、申し出た。

　曹操は、歓びながら、

「おお、羽将軍が行けば、たちどころに平定しようが、先頃からご辺の勲功はおびただしいのに、まだ予は、君に恩賞も与えてない。──しかるにまたすぐ戦野に出たいとは、どういうご意志か」

　と、すこし疑って訊ねた。

　関羽は、答えていう。

「匹夫ひっぷは玉殿ぎょくでんに耐えずとか、生来少し無事でいると、身に病が生じていけません。百姓は鍬くわと別れると弱くなるそうですが、こなたにも無事安閑は、身の毒ですから」

　曹操は、呵か々かと大笑しながら、膝をたたいて、──壮なるかな、さらば参られよと、五万の軍勢を与え、于禁うきん、楽進がくしんのふたりを副将として添えてやった。

　あとで、荀彧じゅんいくは、曹操に意見した。

「よほどお気をつけにならんと、関羽は行ったまま、遂に帰ってこないかも知れません。始終容子を見ているに、まだ玄徳を深く慕っておるようです」

　曹操も、反省して、

「そうだ、こんど汝南から帰ってきたら、もうあまり用いないことにしよう」と、うなずいた。

　汝南に迫った関羽は、古刹こさつの一院に本陣をおいて、あしたの戦に備えていたが、その夜、哨兵の小隊が、敵の間諜らしい怪しげな男を二名捕まえてきた。

　関羽が前に引きすえて、二名の覆面をとらせてみると、そのひとりは、なんぞ計らん、共に玄徳の麾下にいた旧友の孫乾そんけんなので、

「やあ、どうしたわけだ」と、びっくりして、自身彼の縛いましめを解き、左右の兵を退けてから、二人きりで旧情を温め合った。

　関羽はなによりも先ずたずねた。

「其許そこもとは、家兄玄徳のお行方を知っているだろう。いま何処におられるか」

「されば、徐州離散の後、自分もこの汝南へ落ちのびてきて、諸所流浪していたが、ふとした縁から劉辟りゅうへき、龔都きょうとの二頭目と親しくなり、匪軍ひぐんのなかに身を寄せていた」

「や。では敵方か」

「ま、待ちたまえ。──ところがその後、河北の袁紹からだいぶ物資や金が匪軍へまわった。曹操の側面を衝けという交換条件で──。そんなわけで折々河北の消息も聞えてくるが、先頃、ある確かな筋から、ご主君玄徳が、袁紹を頼まれて、河北の陣中におられるということを耳にした。それは確実らしいのだ。安んじ給え。いずれにせよ、ご健在は確実だからな」




二



　故主玄徳はいま、河北に無事でいると聞いて、関羽は爛々らんらんたる眼に、思慕の情を燃やしながら、しばらく孫乾そんけんの顔を見まもっていたが、やがて大きな歓びを、ほっと息づいて、

「そうか。……ああ有難い。だがまさかおれを歓ばすために、根もない噂を聞かすのではあるまいな」

「なんの、汝南じょなんへきた袁紹の家臣から聞いたことだから、万まちがいはない」

「天のご加護とやいわん」

　関羽は、瞼をとじて、何ものかへ、恩を謝しているふうだった。

　孫乾は、さらに声をひそめて、

「汝南の匪軍と、袁紹とは、いま云ったようなわけで、一脈の聯絡があるのだ。……だから明日の戦では、劉辟りゅうへき、龔都きょうとの二頭目も、みな偽いつわって逃げるから、そのつもりで手心よろしく攻め給え」

「何で、彼らが、偽って逃げるのか」

「匪軍の将ながら、劉辟も龔都もかねて心のうちで、ふかく其許そこもとを慕っておった。で、このたび羽将軍が攻め下ってくると聞くと、むしろ歓びをなしたほどなのだ。しかし一面、袁紹と結んでいる関係もあるから、戦わぬわけにもゆかぬ」

「わかった。彼らがその心ならば、手心をしよう。それがしは平定の任を果たせばそれでよい」

「そして、一度、都へ帰られた上、二夫人を守護してふたたび汝南へ下って参られい」

「おお、一日も急ごう。……すでにご主君の居どころが分ったからには、一刻半日もじっとしていられない心地はするが、そのお居所が、袁紹の軍中だけに、もしそれがしが不意に行ったら、どんな変を生じようもはかり難い。──なにせい先に顔良、文醜などの首をみなこの関羽が手にかけておるからな」

「では、こうしましょう。……この孫乾が、先に河北へ行って、あらかじめ袁紹とその周囲の空気を探っておきます」

「む、む。それなら万全だ。身に変事のかかることは怖れぬが、彼に身を寄せ給うているご主君が心がかり……。頼むぞ、孫乾」

「お案じあるな、きっと、そこを確かめて、あなたが二夫人を守護してくるのを、半途まで出て待っていましょう」

「おお、一刻もはやく、主君のご無事なおすがたを見たいものだ。ひと目、その思いを果たせばそれだけでも、関羽は満足、いつ死んでもよい」

「なんの、これからではありませんか、羽将軍にも似あわしくない」

「いや、気持のことだ。それほどまで待ち遠いというたまでのこと」

　陣中すでに更ふけている。

　関羽は、裏門からそっと、孫乾ともう一名の間諜を送りだした。

「怪しげな密談を？　……」と、宵から注意していた副将の于禁うきん、楽進がくしんのふたりは物陰からそれを見ていた。しかし関羽を怖れてそこでは何の干渉もなし得なかった。

　あくる日、匪軍との戦は、予定どおりの戦となった。

　賊将の劉辟りゅうへき、龔都きょうとのふたりは、颯爽さっそうと陣頭へあらわれたが、またすぐすこぶる大仰に関羽に追われて退却しだした。首を取る気もないが逃げるを追って、関羽も物々しくうしろへ迫った。

　すると龔都がふり向いて、

「忠誠の鉄心、われら土匪にすら通ず、いかで天の感応かんのうなからん。──君よ、他日来たまえ。われかならず汝南の城をお譲りせん」と、いった。

　関羽は苦もなく州郡を収めて、やがて軍をひいて都へ還った。

　兵馬の損傷は当然すくない。

　しかも、功は大きかった。曹操の歓待はいうまでもない。于禁、楽進はひそかに曹操に訴える機を狙っていたが、曹操の関羽にたいする信頼と敬愛の頂点なのを見てはへたに横から告げ口もだせなかった。




三



　祝盃また大杯を辞せず、かさねて、やや陶然となった関羽は、やがて、その巨躯をゆらゆら運んで退出して来た。

　大酔はしていたが、帰るとすぐ、彼は、二夫人の内院へ伺候しこうして、

「ただ今、汝南より凱旋いたしてござる。留守中なんのお恙つつがもなくいらせられましたか」

　と、久しぶり拝顔して、四方山よもやまばなしなどし始めた。

　すると甘かん夫人は、

「将軍、妾わらわの待ちわびていたのは、そのような世間ばなしではありません。戦いの途次、なんぞわが夫つま玄徳の便りでも聞かなんだか。お行方を知る手がかりでも耳にしなかったか……」

　と、もう涙ぐんで訊ねた。

　関羽は、大々だいだいした腹中から、大きな酒気を吐いて、憮然ぶぜんと、

「その儀については、まだ手がかりもありませぬ。さりながら、この関羽がついておりますゆえ、余りにお心を苦しめたもうな。何事も、関羽におまかせあって、時節をお待ち遊ばすように」

　──と。甘夫人も、糜び夫人も、珠簾しゅれんのうちに伏し転まろんで、声を放って泣き悲しんだ。

　そして恨めしげに、関羽へいうには、

「さだめし、わが夫つまは、もうどこかでお討死を遂げているのでしょう。それと話しては、妾わらわたちが、嘆き悲しむであろうと将軍の胸だけに包んでいるにちがいない。……そうです、そうに違いない。……ああどうしたらよいであろう」

　こうも思い、ああも思い、女性の感傷は、纒綿てんめんの涙と戯れているようだった。糜夫人も、共に慟哭どうこくしながら、こよいの関羽の酒気をひがんで云った。

「羽将軍も、むかしと違って、いまは曹操の寵遇ちょうぐうも厚く、恩にほだされて、妾たちが足手まといになって来たのでございましょう。……それならそれと云ってください。いっそのこと、将軍の剣で……妾たちのはかない生命をひと思いに」

「何を仰せられますか」

　酔も醒めて、関羽は胸を正した。そして改まって二夫人へこう諭した。

「それがしの苦衷くちゅうも少しはお酌みとりくだされい。曹操の恩に甘えるくらいなら何でこんな忍苦をしておりましょう。皇叔こうしゅくのお行方についても、曙光が見えかけておりますが、もしあなた様がたにお告げして、それがふと内走ないそうの下女から外にでももれては、これまでの苦心も水泡に帰するやも知れずと、実は深く秘している次第でございまする」

「えっ、何といやるか。……では、皇叔のお行方がすこしは分りかけているのですか」

「されば、河北の袁紹に身を寄せられて、先頃は黄河の後陣までご出馬と、ほのかに聞き及んでおりますものの、それとてもまだ風の便り、もっと確かめてみなければわかりません」

「将軍、それは、誰に聞きましたか」

「孫乾そんけんに出会い、かれの口から聞いたことです。やがてしかとしたことがわかれば、孫乾が、途中まで迎えに出ている約束になっております」

「そ、それでは、内院を捨てて、許都から脱れ出るおつもりか……」

「しっ……」

　関羽は不意にふり向いて、内院の苑にわをじっと見ていた。風もないのに、そこらの樹木がさやさやと揺れたからである。

「……まだ、まだ、滅多なことを、お口に出してはいけません。再び、皇叔とご対面ある日まではじっとお身静かに、ただこの関羽をおたのみあって、何事も素知らぬふうにお暮しあれ。壁にも耳、草木にも眼がひそんでおるものと、お思い遊ばして」




避客牌ひかくはい



一



　玄徳が河北にいるという事実は、やがて曹操の耳にも知れてきた。

　曹操は、張遼ちょうりょうをよんで、

「ちか頃、関羽の容子は、どんなふうか」と、たずねた。張遼は、答えて、

「何か、思い事に沈んでおるらしく、酒もたしなまず、無口になって、例の内院の番兵小屋で、日々読書しております」と、はなした。

　曹操の胸にはいま、気が気でないものがある。もちろん張遼もそれを察して、ひどく気を傷いためているところなので、

「近いうちに、一度てまえが、関羽をたずねて、彼の心境をそれとなく探ってみましょう」

　と、いって退がった。

　数日の後。

　張遼はぶらりと、内院の番兵小屋を訪れた。

「やあ、よくお出で下すった」

　関羽は、書物をおいて、彼を迎え入れた。──といっても、門番小屋なので、ふたりの膝を入れると、いっぱいになるほどの狭さである。

「何を読んでおられるのか」

「いや、春秋しゅんじゅうです」

「君は、春秋を愛読されるか。春秋のうちには、例の有名な管仲かんちゅうと鮑叔ほうしゅくとの美しい古人の交わりが書いてある条くだりがあるが、──君は、あそこを読んでどう思う」

「べつに、どうも」

「うらやましいとはお思いにならぬか」

「……さして」

「なぜですか。たれも春秋を読んで、管仲と鮑叔の交わりを羨望せんぼうしないものはない。──我ヲ生ムモノハ父母、我ヲ知ルモノハ鮑叔ナリ──と管仲がいっているのを見て、ふたりの信をうらやまぬものはないが」

「自分には、玄徳という実在のお人があるから、古人の交わりも、うらやむに足りません」

「ははあ。……では貴公と玄徳とのあいだは、いにしえの管仲、鮑叔以上だというのですか」

「もちろんです。死なば死もともに。生きなば生をともに。管仲、鮑叔ごとき類たぐいとひとつに語れませぬ」

　奔流のなかの磐石ばんじゃくは、何百年激流に洗われていても、やはり磐石である。張遼はかれの鉄石心にきょうも心を打たれるばかりだったが、自分の立場に励まされて、

「──では、この張遼と貴公との交わりは、どうお考えですか」

　と、斬りこむように、一試問を出してみた。すると、関羽は、はっきりと答えた。

「たまたま、御身を知って、浅からぬ友情を契ちぎり、ともに吉凶を相救あいたすけ、ともに患難をしのぎあって参ったが、ひとたび君臣の大義にもとるようなことにでも立ちいたれば、それがしの力も及びません」

「では、君と玄徳との、君臣の交わりとは、較べものにならぬ──というわけですな」

「訊くも愚かでしょう」

「しからばなぜ君は、玄徳が徐州で敗れた折、命をすてて戦わなかったか」

「それを止めたのは、貴公ではなかったか」

「……むむむ。……だが、さまで一心同体の仲ならば」

「もし、劉皇叔りゅうこうしゅく死し給えりと知らば、関羽はきょうにも死にましょう」

「すでにご存じであろうが、いま玄徳は河北にいます。──ご辺もやがて尋ねてゆくお考えでござろうな」

「いみじくも仰せ下さった。昔日そのかみの約束もあれば、かならず約を果たさんものと誓っています。──ちょうどよい折、どうかあなたから丞相じょうしょうに告げてそれがしのためにお暇いとまをもらってください。このとおりお願いいたす」と関羽は莚むしろに坐り直して張遼を再拝した。

（──さてはこの人、近いうちに都を去って故主の許へかえる決心であるな）

　と、張遼も、いまは明らかに観ぬいて心に愕おどろきながらその足ですぐ曹操の居館へいそいだ。




二



　関羽の心底は、すでに決まっている。彼の心はもう河北の空へ飛んでいます。──

　張遼が、そうありのままに復命することばを、曹操は黙然と聞いていたが、

「ああ、実に忠義なものだ。しかし、予の真まことでもなお、彼をつなぎ止めるに足らんか」

　と、大きく嘆息して、苦悶を眉にただよわせたが、

「よしよし。このうえは、予に彼を留める一計がある」

　と、つぶやいて、その日から府門の柱に、一面の聯れんをかけて、みだりに出入しゅつにゅうを禁じてしまった。

　──いまに何か沙汰があろう。張遼がなにかいってくるだろう。関羽はその後、心待ちにしていたが、幾日たっても、相府からは何の使いもない。

　そのうちに、ある夜、番兵小屋をひきあげて、家にもどろうとすると、途中、物陰からひとりの男が近づいてきて、

「羽将軍。羽将軍……。これをあとでご覧ください」

　と、何やら書簡らしい物を、そっと手に握らせて、風のように立ち去ってしまった。

　関羽はあとで愕おどろいた。

　彼は幾たびか独房の燈火ともしびをきって、さんさんと落涙しながらその書面をくり返し読んだ。

　なつかしくも、それは玄徳の筆蹟であった。しかも、玄徳は縷々綿々るるめんめん、旧情をのべた末に、

君ト我トハ、カツテ一度ハ、桃園ニ義ヲ結ンダ仲デアルガ、身ハ不肖フショウニシテ、時マタ利アラズ、イタズラニ君ノ義胆ヲ苦シマセルノミ。モシ君ガソノ地ニ於テ、ソノママ、富貴ヲ望ムナラバ、セメテ今日マデ、酬ムクイルコト薄キ自分トシテ、備ビ（自分のこと）ガ首級ヲ贈ッテ、君ノ全功ヲ陰ナガラ祷リタイト思ウ。

書中言ヲツクサズ、旦暮タンボ河南カナンノ空ヲ望ンデ、来命ライメイヲ待ツ。


　と、してあった。

　関羽は、劉備の切々な情言を、むしろ恨めしくさえ思った。富貴、栄達──そんなものに義を変えるくらいなら、なんでこんな苦衷くちゅうに忍ぼう。

「いやもったいない。自分の義は自分のむねだけでしていること。遠いお方が何も知ろうはずはない」

　その夜、関羽はよく眠らなかった。そして翌る日も、番兵小屋に独坐して、書物を手にしていたが、なんとなく心も書物にはいらなかった。

　すると、ひとりの行商人がどこから紛まぎれこんできたか、彼の小屋の窓へ立ち寄って、

「お返辞は書けていますか」と、小声でいった。

　よく見ると、ゆうべの男だった。

「おまえは、何者か」と、ただすと、さらに四辺をうかがいながら、

「袁紹の臣で陳震ちんしんと申すものです。一日もはやくこの地をのがれて、河北へ来給えとお言伝ことづてでございます」

「こころは無性にはやるが、二夫人のお身を守護して参らねばならん……身ひとつなれば、今でもゆくが」

「いかがなさいますか。その脱出の計は」

「計も策もない。さきに許都きょとへまいる折、曹操とは三つの約束をしてある。先頃から幾つかの功をたてて、よそながら彼への恩返しもしてあることだから、あとはお暇いとまを乞うのみだ。──来るときも明白に、また、去るときも明白に、かならず善処してまいる」

「……けれど、もし曹操が、将軍のお暇をゆるさなかったらどうしますか」

　関羽は、微笑して、

「そのときは、肉体を捨て、魂魄こんぱくと化して、故主のもとにまかり帰るであろう」と、いった。

　関羽の返事を得ると、陳震は、すばやく都から姿を消した。

　関羽は次の日、曹操に会って、自身暇を乞おうと考えて出て行ったが、彼のいる府門の柱を仰ぐと、

　謹謝訪客叩門つつしんでほうきゃくのこうもんをしゃす

　と書いた「避客牌ひかくはい」がかかっていた。




三



　主あるじがすべての客を謝して門を閉じている時は、門にこういう聯をかけておくのが慣ならいであった。

　また客も門にこの避客牌がかかっているときは、どんな用事があっても、黙々、帰ってゆくのが礼儀なのである。

　曹操は、やがて関羽が、自身で暇を乞いにくるのを察していたので、あらかじめ牌をかけておいたのだった。

「……？」

　関羽はややしばらく、その前にたたずんでいたが、ぜひなく踵をめぐらして、その日は帰った。

　次の日も早朝に、また来てみたが依然として避客牌は彼を拒んでいた。

　あくる日は夕方をえらんで、府門へ来てみた。

　門扉は、夕べの中に、唖おしのごとく、盲のごとく、閉じられてある。

　関羽はむなしく立ち帰ると、下邳かひこのかた随身している手飼いの従者二十人ばかりを集めて、

「不日、二夫人の御車みくるまを推して、この内院を立ち去るであろう。物静かに、打立つ用意に取りかかれ」

　と、いいつけた。

　甘夫人は、狂喜のいろをつつんで、関羽にたずねた。

「将軍、ここを去るのは、いつの日ですか」

　関羽は、口すくなく、

「朝夕ちょうせきのあいだにあります」と、漠然ばくぜん答えた。

　彼はまた、出発の準備をするについて、二夫人にも云いふくめ、召使いたちにも、かたく云い渡した。

「この院に備えてある調度の品はもちろんのこと、日頃、曹操からそれがしへ贈ってきた金銀緞匹きんぎんだんひつ、すべて封じのこして、ひとつも持ち去ってはならない」

　なお彼は、その間も、毎日、日課のように、府門へ出向いてみた。そしては、むなしく帰ることが七、八日に及んだ。

「ぜひもない。……そうだ、張遼ちょうりょうの私邸をたずねて、訴えてみよう」

　ところがその張遼も、病気と称して、面会を避けた。何と訴えても、家士は主人に取次いでくれないのである。

「このうえはぜひもない！」

　関羽は、長嘆して、ひそかに意を決するものがあった。真っ正直な彼は、どうかして曹操と会い、そして大丈夫と大丈夫とが約したことの履行によって、快く訣別けつべつしたいものだと日夜苦しんでいたのであるが、いまはもう百年開かぬ門を待つものと考えた。

「何とて、この期ごに、意をひるがえさんや」

　その夜、立ち帰ると、一封の書状をしたためて、寿亭侯じゅていこうの印と共に、庫くらの内にかけておき、なお庫内いっぱいにある珠玉金銀の筥はこ、襴綾種々らんりょうくさぐさ、緞匹だんひつの梱こり、山をなす名什宝器めいじゅうほうきなど、すべての品々には、いちいち目録を添えてのこし、あとをかたく閉めてから、

「一同、院内くまなく、大掃除をせよ」と、命じた。

　掃除は夜半すぎまでかかった。その代りに、仄白ほのじろい残月の下には、塵一つなく浄められた。

「いざ、お供いたしましょう」

　一輛りょうの車は、内院の門へ引きよせられた。二夫人は簾れんのうちにかくれた。

　二十名の従者は、車に添ってあるいた。関羽はみずから赤兎馬をひきよせて打ちまたがり、手に偃月えんげつの青龍刀をかかえていた。そして、車の露ばらいして北の城門から府外へ出ようとそこへさしかかった。

　城門の番兵たちは、すわや車のうちこそ二夫人に相違なしと、立ちふさがって留めようとしたが、関羽が眼をいからして、

「指など御車に触れてみよ、汝らの細首は、あの月辺まで飛んでゆくぞ」

　そして、からからと笑ったのみで、番兵たちはことごとく震い怖れ、暁闇ぎょうあんのそこここへ逃げ散ってしまった。

「さだめし、夜明けとともに、追手の勢がかかるであろう、そち達は、ひたすら御車を守護して先へ参れ。かならず二夫人を驚かし奉るなよ」

　云いふくめて、関羽はあとに残った。そして北大街ほくだいがいの官道を悠々、ただひとり後からすすんでいた。


孔明の巻






関羽千里行かんうせんりこう



一



　時刻ごとに見廻りにくる巡邏じゅんらの一隊であろう。

　明け方、まだ白い残月がある頃、いつものように府城、官衙かんがの辻々をめぐって、やがて大きな溝渠こうきょに沿い、内院の前までかかってくると、ふいに巡邏のひとりが大声でいった。

「ひどく早いなあ。もう内院の門が開いとるが」

　すると、ほかの一名がまた、

「はて。今朝はまた、いやにくまなく箒目ほうきめ立てて、きれいに掃ききよめてあるじゃないか」

「いぶかしいぞ」

「なにが」

「奥の中門も開いている。番小屋には誰もいない。どこにもまるで人気ひとけがない」

　つかつか門内へ入っていったのが、手を振って呶鳴った。

「これやあ変だ！　まるで空家だよ！」

　それから騒ぎだして、巡邏たちは奥まった苑内まで立ち入ってみた。

　するとそこに、十人の美人が唖おしのように立っていた。

「どうしたのだ？　ここの二夫人や召使いたちは」

　巡邏がたずねると、美姫のひとりが、黙って北のほうを指さした。

　この十美人は、いつか曹操そうそうから関羽へ贈り、関羽はそれをすぐ二夫人の側仕そばづかえに献上してしまい、以来、そのまま内院に召使われていた者たちであった。

　関羽は曹操から贈られた珍貴財宝は、一物も手に触れなかったが、この十美人もまたほかの金銀緞匹だんひつと同視して、置き残して去ったものである。

　──その朝、曹操は、虫が知らせたか、常より早目に起きて、諸将を閣へ招き、何事か凝議していた。

　そこへ、巡邏からの注進が聞えたのである。

「──寿亭侯の印をはじめ、金銀緞匹の類、すべてを庫内に封じて留めおき、内室には十美人をのこし、その余の召使い二十余人、すべて関羽と共に、二夫人を車へのせて、夜明け前に、北門より立退いた由でございます」

　こう聞いて、満座、早朝から興をさました。猿臂将軍えんぴしょうぐん蔡陽さいようはいった。

「追手の役、それがしが承らん。関羽とて、何ほどのことやあろう。兵三千を賜らば、即刻、召捕えて参りまする」

　曹操は、侍臣のさし出した関羽の遺書をひらいて、黙然と読んでいたが、

「いや待て。──われにこそ無情つれないが、やはり関羽は真の大丈夫である。来ること明白、去ることも明白。まことに天下の義士らしい進退だ。──其方どもも、良い手本にせよ」

　蔡陽さいようは、赤面して、列後に沈黙した。

　すると程昱ていいくは、彼に代って、

「関羽には三つの罪があります。丞相じょうしょうのご寛大は、却って味方の諸将に不平をいだかせましょう」

　と、面を冒おかして云った。

「程昱。なぜ、関羽の罪とは何をさすか」

「一、忘恩ぼうおんの罪。二、無断退去の罪。三、河北の使いとひそかに密書を交わせる罪──」

「いやいや、関羽は初めから予に、三ヵ条の約束を求めておる。それを約しながら強しいて履行を避けたのは、かくいう曹操であって、彼ではない」

「でも今──みすみす彼が河北へ走るのを見のがしては、後日の大患、虎を野へ放つも同様ではありませぬか」

「さりとて、追討ちかけて、彼を殺せば、天下の人みな曹操の不信を鳴らすであろう。──如しかず！ 如かず！ 人おのおのその主ありだ。このうえは彼の心のおもむくまま故主のもとへ帰らせてやろう……。追うな、追うな。追討ちかけてはならんぞ」

　最後のことばは、曹操が曹操自身へ戒いましめているように聞えた。彼のひとみは、そういうあいだも、北面したままじっと北の空を見つめていた。




二



　ついに関羽は去った！

　自分をすてて玄徳のもとへ帰った！

　辛いかな大丈夫の恋。──恋ならぬ男と男との義恋。

「……ああ、生涯もう二度と、ああいう真の義士と語れないかもしれない」

　憎悪。そんなものは今、曹操の胸には、みじんもなかった。

　来るも明白、去ることも明白な関羽のきれいな行動にたいして、そんな小人しょうじんの怒りは抱こうとしても抱けなかったのである。

「…………」

　けれど彼の淋しげな眸は、北の空を見まもったまま、如何いかんともなし難かった。涙々、頬に白いすじを描いた。睫毛まつげは、胸中の苦悶をしばだたいた。

　諸臣みな、彼の面を仰ぎ得なかった。しかし程昱ていいく、蔡陽さいようの輩は、

「いま関羽を無事に国外へ出しては、後日、かならず悔い悩むことが起るに相違ない。殺すのは今のうちだ。今の一刻を逸しては……」

　と、ひそかに腕を扼やくし、足ずりして、曹操の寛大をもどかしがっていた。

　曹操はやがて立ち上がった。

　そして、あたりの諸大将に云った。

「関羽の出奔しゅっぽんは、あくまで義にそむいてはいない。彼は七度ななたびも暇を乞いに府門を訪れているが、予が避客牌ひかくはいをかけて門を閉じていたため、ついに書をのこして立ち去ったのだ。大方の非礼はかえって曹操にある。生涯、彼の心底に、曹操は気心の小さいものよと嗤わらわれているのは心苦しい。……まだ、途も遠くへはへだたるまい。追いついて、彼にも我にも、後々までの思い出のよい信義の別れを告げよう。──張遼ちょうりょう供をせい！」

　やにわに彼は閣を降り、駒をよび寄せて、府門から馳けだした。

　張遼は、曹操から早口にいいつけられて路用の金銀と、一襲ひとかさねの袍衣ひたたれとを、あわただしく持って、すぐ後から鞭を打った。

「……わからん。……実にあのお方の心理はわからん」

　閣上にとり残された諸臣はみな呆っ気にとられていたが、程昱、蔡陽の輩はわけても茫然、つぶやいていた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　山はところどころ紅葉して、郊外の水や道には、翻々へんぺん、枯葉が舞っていた。

　赤兎馬せきとばはよく肥えていた。秋はまさに更ふけている。

「……はて。呼ぶものは誰か？」

　関羽は、駒をとめた。

「……おおういっ」

　という声──。秋風のあいだに。

「さては！　追手の勢」

　関羽は、かねて期したることと、あわてもせず、すぐ二夫人の車のそばへ行った。

「扈従こじゅうの人々。おのおのは御車をおして先へ落ちよ。関羽一人はここにあって路傍の妨げを取り除いたうえ、悠々と、後から参れば──」

　と、二夫人を愕おどろかさぬように、わざとことば柔らかにいって駒を返した。

　遠くから彼を呼びながら馳けてきたのは、張遼であった。張遼はひっ返してくる関羽の姿を見ると、

「雲長。待ちたまえ」と、さらに駒を寄せた。

　関羽はにこと笑って、

「わが字あざなを呼ぶ人は、其許そこもとのほかにないと思っていたが、やはり其許であった。待つことかくの如く神妙であるが、いかにご辺を向けられても、関羽はまだご辺の手にかかって生捕られるわけには参らん。さてさてつらき御命をうけて来られたもの哉かな──」

　と、はや小脇の偃月刀えんげつとうを持ち直して身がまえた。

「否、否、疑うをやめ給え」と、張遼はあわてて弁明した。

「身に甲よろいを着ず、手に武具をたずさえず──拙者のこれへ参ったのは、決して、あなたを召捕らんがためではない。やがて後より丞相がご自身でこれに来られるゆえ、その前触れにきたのでござる。曹丞相そうじょうしょうの見えられるまで、しばしこれにてお待ちねがいたい」




三



「なに。曹丞相みずからこれへ参るといわれるか」

「いかにも、追ッつけこれへお見えになろう」

「はて、大仰おおぎょうな」

　関羽は、何思ったか、駒をひっ返して覇陵橋はりょうきょうの中ほどに突っ立った。

　張遼は、それを見て、関羽が自分のことばを信じないのを知った。

　彼が、狭い橋上のまン中に立ちふさがったのは、大勢を防ごうとする構えである。──道路では四面から囲まれるおそれがあるからだ。

「いや。やがて分ろう」

　張遼は、あえて、彼の誤解に弁明をつとめなかった。まもなく、すぐあとから曹操はわずか六、七騎の腹心のみを従えて馳けてきた。

　それは、許褚きょちょ、徐晃じょこう、于禁うきん、李典りてんなんどの錚々そうそうたる将星ばかりだったが、すべて甲冑をつけず、佩剣はいけんのほかは、ものものしい武器をたずさえず、きわめて、平和な装いを揃えていた。

　関羽は、覇陵橋のうえからそれをながめて、

「──さては、われを召捕らんためではなかったか。張遼の言は、真実だったか」

　と、やや面の色をやわらげたが、それにしても、曹操自身が、何故にこれへ来たのか、なお怪しみは解けない容子ようすであった。

　──と、曹操は。

　はやくも駒を橋畔まで馳け寄せてきて、しずかに声をかけた。

「オオ羽将軍。──あわただしい、ご出立ではないか。さりとは余りに名残り惜しい。何とてそう路を急ぎ給うのか」

　関羽は、聞くと、馬上のまま慇懃いんぎんに一礼して、

「その以前、それがしと丞相との間には三つのご誓約を交わしてある。いま、故主玄徳こと、河北にありと伝え聞く。──幸いに許容し給わらんことを」

「惜しいかな。君と予との交わりの日の余りにも短かりしことよ。──予も、天下の宰相たり、決して昔日せきじつの約束を違たがえんなどとは考えていない。……しかし、しかし、余りにもご滞留が短かかったような心地がする」

「鴻恩こうおん、いつの日か忘れましょう。さりながら今、故主の所在を知りつつ、安閑と無為の日を過して、丞相の温情にあまえているのも心ぐるしく……ついに去らんの意を決して、七度まで府門をお訪ねしましたが、つねに門は各〻とざされていて、むなしく立ち帰るしかありませんでした。お暇も乞わずに、早々旅へ急いだ罪はどうかご寛容ねがいたい」

「いやいや、あらかじめ君の訪れを知って、牌はいをかけおいたのは予の科とがである。──否、自分の小心のなせる業わざと明らかに告白する。いま自身でこれへ追ってきたのは、その小心をみずから恥じたからである」

「なんの、なんの、丞相の寛濶かんかつな度量は、何ものにも、較くらべるものはありません。誰よりも、それがしが深く知っておるつもりです」

「本望である。将軍がそう感じてくれれば、それで本望というもの。別れたあとの心地も潔いさぎよい。……おお、張遼、あれを」

　と、彼はうしろを顧みて、かねて用意させてきた路用の金銀を、餞別せんべつとして、関羽に贈った。が関羽は、容易にうけとらなかった。

「滞府中には、あなたから充分な、お賄まかないをいただいておるし、この後といえども、流寓落魄りゅうぐうらくはく貧しきには馴れています。どうかそれは諸軍の兵にわけてやってください」

　しかし曹操も、また、

「それでは、折角の予の志もすべて空しい気がされる。今さら、わずかな路銀などが、君の節操を傷つけもしまい。君自身はどんな困窮にも耐えられようが、君の仕える二夫人に衣食の困苦をかけるのはいたましい。曹操の情として忍びがたいところである。君が受けるのを潔しとしないならば、二夫人へ路用の餞別として、献じてもらいたい」と強たって云った。
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　関羽は、ふと、眼をしばだたいた。二夫人の境遇に考え及ぶと、すぐ断腸だんちょうの思いがわくらしいのである。

「ご芳志のもの、二夫人へと仰せあるなら、ありがたく収おさめて、お取次ぎいたそう。──長々お世話にあずかった上、些少の功労をのこして、いま流別の日に会う。……他日、萍水ひょうすいふたたび巡りあう日くれば、べつにかならず、余恩をお報い申すでござろう」

　彼のことばに、曹操も満足を面にあらわして、

「いや、いや、君のような純忠の士を、幾月か都へ留めておいただけでも、都の士風はたしかに良化された。また曹操も、どれほど君から学ぶところが多かったか知れぬ。──ただ君と予との因縁いんねん薄うすうして、いま人生の中道に袂たもとをわかつ。──これは淋しいことにちがいないが、考え方によっては、人生のおもしろさもまたこの不如意ふにょいのうちにある」

　と、まず張遼の手から路銀を贈らせ、なお後の一将を顧みて、持たせてきた一領の錦の袍衣ひたたれを取寄せ、それを関羽に餞別はなむけせん──とこういった。

「秋も深いし、これからの山道や渡河の旅も、いとど寒く相成ろう。……これは曹操が、君の芳魂をつつんでもらいたいため、わざわざ携えてきた粗衣に過ぎんが、どうか旅衣として、雨露のしのぎに着てもらいたい。これくらいのことは君がうけても誰も君の節操を疑いもいたすまい」

　錦の抱を持った大将は、直ちに馬を下りて、つかつかと覇陵橋はりょうきょうの中ほどへすすみ、関羽の駒のまえにひざまずいて、うやうやしく錦袍を捧げた。

「かたじけない」

　関羽はそこから目礼を送ったが、その眼まなざしには、もし何かの謀略でもありはしまいかとなお充分警戒しているふうが見えた。

「──せっかくのご餞別せんべつ、さらば賜袍しほうの恩をこうむるでござろう」

　そういうと、関羽は、小脇にしていた偃月えんげつの青龍刀をさしのべてその薙刀形なぎなたなりの刃さきに、錦の袍を引っかけ、ひらりと肩に打ちかけると、

「おさらば」と、ただ一声のこして、たちまち北の方へ駿足赤兎馬せきとばを早めて立ち去ってしまった。

「見よ。あの武者ぶりの良さを──」

　と、曹操は、ほれぼれと見送っていたが、つき従う李典りてん、于禁うきん、許褚きょちょなどは、口を極めて、怒りながら、

「なんたる傲慢ごうまん」

「恩賜おんしの袍ほうを刀のさきで受けるとは」

「丞相のご恩につけあがって、すきな真似をしちらしておる」

「今だっ。──あれあれ、まだ彼方に姿は見える。追いかけて！ ……」

　と、あわや駒首をそろえて、馳けだそうとした。

　曹操は、一同をなだめて、

「むりもない事だ。関羽の身になってみれば、──いかに武装はしていなくとも、こちらはわが麾下の錚々そうそうたる者のみ二十人もいるのに、彼は単騎、ただひとりではないか。あれくらいな要心はゆるしてやるべきである」

　そしてすぐ許都きょとへ帰って行ったが、その途々も左右の諸大将にむかって、

「敵たると味方たるとをとわず、武人の薫かんばしい心操しんそうに接するほど、予は、楽しいことはない。その一瞬ときは、天地も人間も、すべてこの世が美しいものに満ちているような心地がするのだ。──そういう一箇の人格が他を薫化くんかすることは、後世千年、二千年にも及ぶであろう。其方たちも、この世でよき人物に会ったことを徳として、彼の心根に見ならい、おのおの末代にいたるまで芳よき名をのこせよ」と、訓戒したということである。

　このことばから深くうかがうと、曹操はよく武将の本分を知っていたし、また自己の性格のうちにある善性と悪性をもわきまえていたということができる。そして努めて、善将にならんと心がけていたこともたしかだと云いえよう。




五



　思いのほか手間どったので、関羽は二夫人の車を慕って、二十里余り急いで来たが、どこでどう迷ったか、先に行った車の影は見えなかった。

「……はて。いかが遊ばしたか」と、とある沢のほとりに駒をとめて、四方の山を見まわしていると、一水の渓流を隔てた彼方の山から、

「羽将軍、しばらくそこにお停りあれ」と、呼ばわる声がした。

　何者かと眸をこらしていると、やがて百人ばかり歩卒をしたがえ、まっ先に立ってくる一名の大将があった。

　打ち眺めれば、その人、まだ年歯ねんし二十歳がらみの弱冠で、頭は黄巾こうきんで結び、身に青錦せいきんの袍ほうを着て、たちまち山を馳けおり、渓河をこえて、関羽の前に迫った。

　関羽は青龍刀をとり直して、

「何者ぞ、何者ぞ。はやく名字を申さぬと、一颯さつのもとに、素首すこうべを払い落すぞ」

　と、まず一圧を加えてみた。

　すると、壮士はひらりと馬の背をおりて、

「それがしはもと襄陽じょうようの生れ、廖化りょうかと称し、字あざなは元倹げんけんという者です。決して将軍に害意をふくむ者ではありませんから、ご安心ください」

「して、何のために、卒をひきいて、わが行く道をはばめるか」

「まず、私の素志を聞いていただきたい。実は私は、少年の客気、早くも天下の乱に郷きょうを離れて、江湖のあいだを流浪し、五百余人のあぶれ者を語らい、この地方を中心として山賊を業としている者です。ところが、同類の者に、杜遠とえんという男がいます。これがつい今しがた、街道へ働きにでて、二夫人の車を見かけ、よい獲物を得たりと、劫掠ごうりゃくして山中へ引き連れてきたわけです」

「なに。──では二夫人の御車は汝らの山寨さんさいへ持ち運ばれて行ったのか」

　すぐにも、そこへと、関羽が気色ばむのを止めて、

「が、お身には、何のお障さわりもありません。まず、私の申すことを、少しお聞き下さい。……私は簾中れんちゅうの御方を見て、これは仔細ありげなと感じましたので、ひそかに、車についた従者の一名に、いかなるわけのお人かとたずねたところ、なんぞ知らん、漢の劉皇叔りゅうこうしゅくの夫人なりと伺って、愕然がくぜんといたしました。……で早速、仲間の杜遠とえんに迫り、かかるお人を拉らっし来って何とするぞ、すぐもとの街道へ送って放し還そうではないかと、切にすすめましたが杜遠は、頑としてきき入れません。のみならず、怪しからぬ野心すらほのめかしましたから、不意に、剣を払って、杜遠を刺し殺し、その首を取って、将軍に献ぜんために、これにてお待ちしていた次第でございます」

　と、一級の生首を、そこへ置いて再拝した。

　関羽は、なお疑って、

「山賊の将たる汝が、何故、仲間の首を斬って縁もない自分に、さまでの好意を寄せるか、何とも解げし難いことである」と容易に信じなかった。

「ごもっともです──」と、廖化りょうかは、山賊という名に卑下ひげして、

「二夫人の従者から将軍が今日にいたるまでのご忠節をつぶさに聞いて、まったく心服したためであります。緑林りょくりんの徒ととても、心まで獣心ではありません」

　といったが、たちまち、馬に乗ったかと思うと、ふたたび以前の山中へ馳けもどった。

　しばらくすると、廖化りょうかはまた姿を見せた。

　こんどは百余人の手下に、二夫人の車をおさせて、大事そうに山道を降りてきたのである。

　関羽は初めて、廖化の人物を信じた。何よりも先に、車の側へ行って、かかるご難儀をおかけしたのは臣の罪であると、甘かん夫人に深く謝した。

　夫人は簾れんの裡からいった。

「もし、廖化がいなかったら、どんな憂き目をみたかしれぬ。その者に将軍からよく礼をいうてたもれ」
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　車を護っている従者たちも、口々に廖化の善心を賞めて関羽に告げた。

「仲間の杜遠とえんが、二夫人を分けてお互いの妻にしようじゃないかというのを、廖化は断然こばんで、杜遠を刺し殺したのでした。どうしてあんな正義心の強い男が、山賊などしているのでしょうか」

　関羽は、あらためて廖化りょうかの前にすすみ、

「二夫人のご無事はまったく貴公の仁助じんじょである」と深く謝した。

　廖化は、謙遜けんそんして、

「当り前なことをしたのに、あまりなご過賞は、不当にあたります。ただ願うらくは、私もいつまで緑林の徒と呼ばれていたくありません。これを機しおに、御車の供をお命じくだされば、幸いここに百十余の歩卒もおりますから、守護のお役にも立つかと思われますが」と、あわせて希望をのべた。

　しかし、関羽は、その好意だけをうけて、扈従こじゅうの願いは許さなかった。かりそめにも山賊を供に加えて歩いたと聞えては、故主玄徳の名にもかかわるという潔癖からである。

　廖化はまた、せめて路用のたしにもと、金帛きんぱくを献じたが、それも強たって断ったけれど、その志には深く感じて、関羽は別るるに際して、この緑林の義人へこう約した。

「今日のご仁情は、かならず長く記憶しておく。いつか再会の日もあろう。関羽なり、わが主君なりの落着きを聞かれたら、ぜひ訪ねて参られよ」

　車は、ふたたび旅路へ上った。

　道は遠く、秋の日は短い。

　三日目の夕方、車につき添うた一行は、疎林そりんの中をすすんでいた。

　片々と落葉の舞う彼方に、一すじの炊煙がたちのぼっている。隠士の住居でもあるらしい。

　訪うて宿をからんためであった。関羽が訪うと、ひとりの老翁が、草堂の門へ出てきてたずねた。

「あんたは、何処の誰じゃ」

「劉玄徳りゅうげんとくの義弟おとうと、関羽というものですが」

「えっ……関羽どのじゃと。あの顔良がんりょうや文醜ぶんしゅうを討ったるお人か」

「そうです」

　老翁は、かぎりなく驚いている。そして重ねて、

「あのお車は」と、たずねた。

　関羽はありのまま正直に告げた。老翁はますます驚き、そして敬い請しょうじて門のうちに迎えた。

　二夫人は車を降りた。翁おうは、娘や孫娘をよんで、夫人の世話をさせた。

「たいへんな貴賓きひんじゃ」

　翁は清服に着かえて、改めて二夫人のいる一室へあいさつに出た。

　関羽は、二夫人のかたわらに、叉手さしゅしたまま侍立していた。

　老翁は、いぶかって、

「将軍と、玄徳様とは、義兄弟のあいだがら、二夫人は嫂あによめにあたるわけでしょう。……旅のお疲れもあろうに、くつろぎもせず、なぜそのような礼儀を守っておいでかの？」

　関羽は、微笑をたたえて、

「玄徳、張飛、それがしの三名は、兄弟の約をむすんでおるが、義と礼においては君臣のあいだにあらんと、固く、乱れざることを誓っていました。故に、ふたりの嫂の君とともに、かかる流寓艱苦りゅうぐうかんくの中にはあっても、かつて君臣の礼を欠いたことがありません。家翁のお目には、それがおかしく見えますか」

「いや、いや、滅相めっそうもない。いぶかったわしこそ浅慮あさはかでおざった。さても今どきにめずらしいご忠節」

　それから老翁はことごとく関羽に心服して自分の小斎こべやに招き、身の上などうちあけた。この老翁は胡華こかといって、桓帝かんていのころ議郎ぎろうまで勤めたことのある隠士だった。

「わしの愚息は、胡班こはんといって、いま滎陽けいようの太守王植おうしょくの従事官をしています。やがてその道もお通りになるでしょうから、ぜひ訪ねてやってください」と、自分の息子へ、紹介状をしたためて、あくる朝、二夫人の車が立つ折、関羽の手にそれを渡していた。




五関かん突破とっぱ



一



　胡華こかの家を立ってから、破蓋はがいの簾車れんしゃは、日々、秋風の旅をつづけていた。

　やがて洛陽らくようへかかる途中に、一つの関所がある。

　曹操の与党、孔秀こうしゅうというものが、部下五百余騎をもって、関門をかためていた。

「ここは三州第一の要害。まず、事なく通りたいものだが」

　関羽は、車をとどめて、ただ一騎、先に馳けだして呶鳴った。

「これは河北へ下る旅人でござる。ねがわくは、関門の通過をゆるされい」

　すると、孔秀自身、剣を扼やくして立ちあらわれ、

「将軍は雲長関羽にあらざるか」

「しかり。それがしは、関羽でござる」

「二夫人の車を擁して、いずれへ行かれるか」

「申すまでもなく、河北におわすと聞く故主玄徳のもとへ立ち帰る途中であるが」

「さらば、曹丞相の告文をお持ちか」

「事火急に出で、告文はつい持ち忘れてござるが」

「ただの旅人ならば、関所の割符わりふを要し、公おおやけの通行には告文なくば関門を通さぬことぐらいは、将軍もご承知であろう」

「帰る日がくればかならず帰るべしとは、かねて丞相とそれがしとのあいだに交わしてある約束です。なんぞ、掟おきてによろうや」

「いやいや、河北の袁紹えんしょうは、曹丞相の大敵である。敵地へゆく者を、無断、通すわけにはまいらぬ。……しばらく門外に逗留とうりゅうしたまえ。その間に、都へ使いを立て、相府の命を伺ってみるから」

「一日も心のいそぐ旅。いたずらに使いの往還を待ってはおられん」

「たとい、なんと仰せあろうと、丞相の御命に接せぬうちは、ここを通すこと相ならん。しかも今、辺境すべて、戦乱の時、なんで国法をゆるがせにできようか」

「曹操の国法は、曹操の領民と、敵人に掟されたもの。それがしは、丞相の客にして、領下の臣でもない。敵人でもない。──強たって、通さぬとあれば、身をもって、踏みやぶるしかないが、それは却って足下の災いとなろう。快く通したまえ」

「ならんというに、しつこいやつだ。もっとも、其方の連れている車のものや、扈従こじゅうのものすべてを、人質としてここに留めておくならば、汝一人だけ、通ることをゆるしてやろう」

「左様なことは、此方としてゆるされん」

「しからば、立ち帰れ」

「何としても？」

「くどい！」

　言い放して、孔秀は、関門を閉じろと、左右の兵に下知した。

　関羽は、憤然と眉をあげて、

「盲夫もうふっ、これが見えぬか」

　と、青龍刀をのばして、彼の胸板へ擬ぎした。

　孔秀は、その柄を握った。あまりにも相手を知らず、おのれを知らないものだった。

「猪口才ちょこざいな」と、罵りながら、部下の関兵へ大呼して、狼藉者を召捕れとわめいた。

「これまで」と、関羽は青龍刀を引いた。

　うかと、柄を握っていた孔秀は、あっと、鞍から身を浮かして、佩剣はいけんへ片手をかけたが、とたんに、関羽が一吼くすると、彼の体躯は真二つになって、血しぶきとともに斬り落されていた。

　あとの番卒などは、ものの数ではない。

　関羽は、縦横になぎちらして、そのまま二夫人の車を通し、さて、大音にいって去った。

「覇陵橋上はりょうきょうじょう、曹丞相そうじょうしょうと、暇いとまをつげて、白日ここを通るものである。なんで汝らの科とがとなろう。あとにて、関羽今日、東嶺関とうれいかんをこえたり、と都へ沙汰をいたせばよい」

　その日、車の蓋おおいには、ばらばらと白い霰あられが降った。──次の日、また次の日と、車のわだちは一路、官道を急ぎぬいて行く。

　洛陽らくよう──洛陽の城門ははや遠く見えてきた。

　そこも勿論、曹操の勢力圏内であり、彼の諸侯のひとり韓福かんふくが守備していた。
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　市外の函門かんもんは、ゆうべから物々しく固められていた。

　常備の番兵に、屈強な兵が、千騎も増されて付近の高地や低地にも、伏勢がひそんでいた。

　関羽が、東嶺関とうれいかんを破って、孔秀を斬り、これへかかってくるという飛報が、はやくも伝えられていたからである。

　──とも知らず、やがて関羽は尋常に、その前に立って呼ばわった。

「それがしは漢の寿亭侯じゅていこう関羽かんうである。北地へ参るもの、門をひらいて通されい」

　聞くやいなや、

「すわ、来たぞ」と、鉄扉てっぴと鉄甲はひしめいた。

　洛陽の太守韓福かんふくは、見るからにものものしい扮装いでたちで諸卒のあいだからさっと馬をすすめ、

「告文を見せよ」とのっけから挑戦的にいった。

　関羽が、持たないというと、告文がなければ、私ひそかに都を逃げてきたものにちがいない。立ち去らねば搦からめ捕るのみと──豪語した。

　彼の態度は、関羽を怒らせるに充分だった。関羽は、さきに孔秀を斬ってきたことを公言した。

「汝も首を惜しまざる人間か」と、いった。

　そのことばも終らぬまに、四面に銅鑼どらが鳴った。山地低地には金鼓きんこがとどろいた。

「さてはすでに、計をもうけて、われを陥さんと待っていたか」

　関羽はいったん駒を退いた。

　逃げると見たか、

「生擒いけどれ。やるなっ」

　とばかり、諸兵はやにわに追いかけた。

　関羽はふり向いた。

　碧血紅漿へっけつこうしょう、かれの一颯一刃じんに、あたりはたちまち彩られた。

　孟坦もうたんという韓福かんふくの一部将はすこぶる猛気の高い勇者だったが、これも関羽のまえに立っては、斧にむかう蟷螂かまきりのようなものにしか見えなかった。

「孟坦が討たれた！」

　ひるみ立った兵は、口々にいいながら、函門のなかへ逃げこんだ。

　太守韓福かんふくは門のわきに馬を立てて、唇を噛んでいたが、群雀ぐんじゃくを追う鷲のように馳けてくる関羽を目がけて、ひょうっと弓につがえていた一矢を放った。

　矢は関羽の左の臂ひじにあたった。

「おのれ」と、関羽の眼は矢のきた途をたどって、韓福のすがたを見つけた。

　赤兎馬せきとばは、口をあいて馳け向ってきた。韓福は怖れをなして、にわかに門のうちへ駒をひるがえそうとしたがその鞍尻くらじりへ、赤兎馬が噛みつくように重なった。

　どすっ──と、磚かわらのうえに、首がころげ落ちた。韓福の顔だった。あたりの部下は胆をひやして、われがちに赤兎馬の蹄ひづめから逃げ散った。

「いでや、このひまに！」

　関羽は、血ぶるいしながら、遠くにいる車を呼んだ。くるまは、血のなかを、ぐわらぐわらと顫おののきめぐって、洛陽へはいってしまった。

　どこからともなく、車をめがけて、矢の飛んでくることは、一時は頻りだったが、太守韓福の死と、勇将孟坦もうたんの落命が伝わると、全市恐怖にみち、行く手をさえぎる兵もなかった。

　市城を突破して、ふたたび山野へ出るまでは、夜もやすまずに車を護って急いだ。簾中れんちゅうの二夫人も、この一昼夜は繭まゆの中の蛾のように、抱きあったまま、恐怖の目をふさぎ通していた。

　それから数日、昼は深林や、沢のかげに眠って、夜となると、車をいそがせた。

　沂水関ぎすいかんへかかったのも、宵の頃であった。

　ここには、もと黄巾の賊将で、のちに曹操へ降参した弁喜べんきというものが固めていた。

　山には、漢の明帝が建立した鎮国寺という古刹こさつがある。弁喜は、部下の大勢をここに集めて、

「──関羽、来らば」と、何事か謀議した。
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　夜あらしの声は、一山の松に更けて、星は青く冴えていた。

　折ふし、いんいんたる鐘の音が、鎮国寺の内から鳴りだした。

「来たっ」

「来ましたぞっ」

　山門のほうから飛んできた二人の山兵が廻廊の下から大声で告げた。

　謀議の堂からどやどやと人影があふれ出てきた。大将弁喜以下十人ばかりの猛者や策士が赤い燈火ともしびの光をうしろに、

「静かにしろ」と、たしなめながら欄らんに立ちならんで山門の空を見つめた。

「来たとは、関羽と二夫人の車の一行だろう」

「そうです」

「山麓の関門では、何もとがめずに通したのだな」

「そうしろという大将のご命令でしたから、その通りにいたしました」

「関羽に充分油断を与えるためだ。洛陽でも東嶺関とうれいかんでも、彼を函門で拒こばもうとしたゆえ、かえって多くの殺傷をこうむっておる。ここでは計をもって、かならず彼奴を生捕ってくれねばならん。……そうだ、迎えに出よう。坊主どもにも、一同出迎えに出ろといえ」

「いま、鐘がなりましたから、もうみな出揃っているはずです」

「じゃあ、各〻」

　弁喜は左右の者に眼くばせをして、階を降りた。

　この夜、関羽は、麓の関所も難なく通されたのみか、この鎮国寺の山門に着いて、宿を借ろうと訪れたところ、たちまち一山の鐘がなり渡るとともに、僧衆こぞって出迎えに立つという歓待ぶりなので、意外な思いに打たれていた。

　長老の普浄和尚ふじょうおしょうは車の下にぬかずいて、

「長途の御旅、さだめし、おつかれにおわそう。山寺のことゆえ、雨露のおしのぎをつかまつるのみですが、お心やすくお憩いこいを」と、さっそく、簾中の二夫人へ、茶を献じた。

　その好意に、関羽はわがことのように歓んで、慇懃いんぎん、礼をのべると、長老の普浄ふじょうはなつかしげに、

「将軍。あなたは郷里の蒲東ほとうを出てから、幾歳いくとせになりますか」と、たずねた。

「はや、二十年にちかい」

　関羽が答えると、また、

「では、わたくしをお忘れでしょうな。わたくしも将軍と同郷の蒲東で、あなたの故郷の家と、わたくしの生家とは、河ひとつ隔てているきりですが……」

「ほ。長老も蒲東のお生れか」

　そこへ、ずかずかと、弁喜が佩剣はいけんを鳴らして歩いてきた。そして普浄ふじょう和尚へ、

「まだ堂中へ、お迎えもせぬうちから、何を親しげに話しておるか。賓客にたいして失礼であろう」

　と、疑わしげに、眼をひからしながら、関羽を導いて、講堂へ招じた。

　その折、長老の普浄が、意味ありげに、関羽へ何か眼をもって告げるらしい容子をしたので、関羽は、さてはと、はやくも胸のうちでうなずいていた。

　果たして。

　弁喜の巧言こうげんは、いかにも関羽の人格に服し、酒宴の燭は歓待をつくしているかのようであったが、廻廊の外や祭壇の陰などには、身に迫る殺気が感じられた。

「ああ。こんな愉快な夜はない。将軍の忠節と風貌をお慕いすることや実に久しいものでしたよ。どうか、お杯さかずきをください」

　弁喜の眼の底にも、爛々らんらんたる兇悪の気がみちている。この佞獣ねいじゅうめ、と関羽は心中すこしの油断もせずにいたが、

「一杯の酒では飲み足るまい。汝にはこれを与えよう」

　と、壁に立てておいた青龍刀をとるよりはやく、どすっと、弁喜を真二つに斬ってしまった。

　満座の燭は、血けむりに暗くなった。関羽は、扉を蹴って、廻廊へおどり立ち、

「死を急ぐ人々は、即座に名乗り出でよ。雲長関羽が引導いんどうせん」

　と、大鐘の唸るが如き声でどなった。
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　震いおそれた敵は十方へ逃げ散ってしまったらしい。ふたたび静かな松籟まつかぜが返ってきた。

　関羽は、二夫人の車を護って、夜の明けぬうち鎮国寺を立った。

　別れるにのぞんで慇懃いんぎんに、長老の普浄に礼をのべて、ご無事を祈るというと、普浄は、

「わしも、もはやこの寺に、衣鉢いはつをとどめていることはできません。近く他国へ雲遊しましょう」

　と、いった。

　関羽は、気の毒そうに、

「此方のために、長老もついに寺を捨て去るような仕儀になった。他日、ふたたび会う日には、かならず恩におこたえ申すであろう」

　つぶやくと、呵か々かと笑って、普浄はいった。

「岫しゅうに停とどまるも雲くも、岫を出ずるも雲、会かいするも雲、別るるも雲、何をか一定じょうを期せん。──おさらば、おさらば」

　彼に従って、一山の僧衆もみな騎と車を見送っていた。かくて、夜の明けはなれる頃には、関羽はすでに、沂水関ぎすいかん（河南省・洛陽郊外）をこえていた。

　滎陽けいようの太守王植おうしょくは、すでに早打ちをうけとっていたが、門をひらいて、自身一行を出迎え、すこぶる鄭重に客舎へ案内した。

　夕刻、使いがあって、

「いささか、小宴を設けて、将軍の旅愁をおなぐさめいたしたいと、主人王植が申されますが」

　と、迎えがきたが、関羽は、二夫人のお側を一刻も離れるわけにはゆかないと、断って、士卒とともに、馬に秣糧まぐさを飼っていた。

　王植は、むしろよろこんで、従事胡班こはんをよんで、ひそかに、謀計をさずけた。

「心得て候」とばかり、胡班はただちに、千余騎をうながして、夜も二更の頃おい、関羽の客舎をひそやかに遠巻きにした。

　そして寝しずまる頃を待ち、客舎のまわりに投げ炬火たいまつをたくさんに用意し、乾いた柴に焔硝えんしょうを抱きあわせて、柵門の内外へはこびあつめた。

「──時分は良し」と、あとは合図をあげるばかりに備えていたが、まだ客舎の一房に燈火ともしびの影が見えるので、何となく気にかかっていた。

「いつまでも寝ない奴だな。何をしておるのか？」

　と、胡班は、忍びやかに近づいて房中をうかがった。

　すると、紅蝋燭べにろうそくの如く赤い面おもてに漆黒しっこくの髯をふさふさとたくわえている一高士が、机案きあんに肱ひじをついて書を読んでいた。

「あっ？　……この人が関羽であろう。さてさてうわさに違たがわず、これは世のつねの将軍ではない。天上の武神でも見るような」

　思わず、それへ膝を落すと、関羽はふと面おもてを向けて、

「何者だ」と、しずかに咎めた。

　逃げる気にも隠す気にもなれなかった。彼は敬礼して、

「王太守の従事、胡班こはんと申すものです」と、云ってしまった。

「なに、従事胡班とな？」

　関羽は、書物のあいだから一通の書簡をとり出して、これを知っているかと、胡班へ示した。

「ああこれは、父の胡華こかよりわたくしへの書状」

　驚いて、読み入っていたが、やがて大きく嘆息して、

「もしこよい、父の書面を見なかったら、わたくしは天下の忠臣を殺したかもしれません」

　と王植の謀計を打ち明けて、一刻もはやくここを落ち給えとうながした。

　関羽も一驚して、取るものも取りあえず、二夫人を車に乗せて、客舎の裏門から脱出した。

　あわただしい轍わだちの音を聞き伝え、果たして八方から炬火たいまつが飛んできた。客舎をつつんでいた枯れ柴や焔硝はいちどに爆発し、炎々、道を赤く照てらした。

　その夜。王植は城門を擁してきびしく備えていたが、却って関羽のため、忿怒ふんどの一刃を浴びて非業ひごうな死を求めてしまった。
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　胡班は、彼を追うと見せて、城外十数里まで、追撃してきたが、東の空が白みかけると、遠く、弓を振って、それとなく関羽へ別れを告げた。

　日をかさねて、関羽たちは、滑州かっしゅう（河南省・黄河の河港）の市城へはいった。

　太守たいしゅ劉延りゅうえんは、弓槍の隊伍をつらねて、彼を街上に迎えて、試問した。

「この先に大河がある。将軍は、何によって渡るおつもりか」

「もちろん船で」

「黄河の渡口とこうには夏侯惇かこうじゅんの部下秦琪しんきが、要害を守っておる。かならず、将軍の渡るをゆるすまい」

「願わくは、足下そっかの船をからん。それがしらのために、便船を発せられい」

「船は多くあるが、将軍に貸す船はない。何となれば、曹丞相からさようなお沙汰はとどいていないからである」

「無用の人かな」

　と、関羽は、一笑のもとにつぶやいて、そのまま車を押させ、直接、秦琪しんきの陣へおもむいた。

　河港の入口に、猛兵を左右にしたがえ、駒を立てていた豹眉犬牙ひょうびけんがの荒武者がある。

「止れっ。──来れるものは何奴であるか」

「秦琪しんきは、足下か」

「そうだ」

「われは漢の寿亭侯関羽」

「どこへ参る」

「河北へ」

「告文を見せろ」

「なし」

「丞相の告文がなくば、通過はゆるさん」

「曹丞相も、漢の朝臣、それがしも漢の一臣たり、なんで曹操の下知を待とうぞ」

「翼があるなら飛んで渡れ。さような大言を吐くからには、なおもって、一歩もここを通すことはまかりならぬ」

「知らずや、秦琪！」

「なんだと」

「途々みちみち、此方をさえぎったものは、ことごとく首と胴とを異ことにしておる事実を。名もなき下将げしょうの分際をもって、顔良、文醜ぶんしゅうにも立ち勝れりと思いあがっておるこそ不愍ふびんなれ。むだな死は避けよ。そこを退どけ」

「だまれ。おのれ手なみを見てから吐ほざけ」

　秦琪は、そう吠えると、やにわに刀を舞わして躍りかかり、彼の従兵も、関羽の前後から喚きかかった。

「ああ、小人、救うべからず！」

　偃月えんげつの青龍刀は、またしても風を呼び、血を降らせた。

　秦琪の首は、地に落ちている。そしてその首は、赤兎馬のひづめにかけられたり、逃げまどう部下の足に踏まれたりして、血と砂で真っ黒にまぶされていた。

　埠頭ふとうの柵さくを破壊して、関羽は、繋船門けいせんもんを占領してしまった。刃向かう雑兵群を追いちらし追いちらして一艘の美船を奪い、二夫人の車をそれへ移すやいなや、纜ともづなをとき、帆を張って、満々たる水へただよい出した。

　ついに、河南の岸は離れた。

　北の岸は、すでに河北。

　関羽は、ほっと、大河と大空に息をついた。

　顧みれば──都を出てから、五ヵ所の関門を突破し、六人の守将を斬っている。

　許都きょとを発してからは、踏破してきたその地は。

　襄陽じょうよう（漢口より漢水上流へ二百八十粁）

　覇陵橋はりょうきょう（河南省・許州）

　東嶺関とうれいかん（河南省許州より洛陽への途中）

　沂水関ぎすいかん（洛陽郊外）

　滑州かっしゅう（黄河渡口）

「よくも、ここまで」

　われながら関羽はそう思った。

　しかもまだ行くての千山万水がいかなる艱苦かんくを待つか、歓びの日を設けているか？ ──それはなお未知数といわなければならない。

　けれど、共に立った二夫人は、もうここまで来ればと──はやくも劉玄徳との対面を心に描いて、遠心的な眸をうっとりと水に放っていた。
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　船が北の岸につくと、また車を陸地に揚げ、簾れんを垂れて二夫人をかくし、ふたたび蕭々しょうしょうの風と渺々びょうびょうの草原をぬう旅はつづいてゆく。

　そうした幾日目かである。

　彼方からひとりの騎馬の旅客が近づいてきた。見れば何と、汝南で別れたきりの孫乾そんけんではないか。

　互いに奇遇を祝して、まず関羽からたずねた。

「かねての約束、どこかでお迎えがあろうと、ここへ参るまでも案じていたが、さてかく手間どったのはどうしたわけです」

「実は、袁紹えんしょうの帷幕いばくにいろいろ内紛が起って、そのために、汝南の劉辟りゅうへき、龔都きょうとのむねをおびて河北へ使いしたてまえの計画が、みな喰いちがってしまったのです。──さもなければ、袁紹を説き伏せて劉皇叔りゅうこうしゅくを汝南に派遣するように仕向け、てまえは途中にご一行を待って、ご対面のことを計るつもりでしたが」

「では、劉皇叔には、ともあれご無事に、いまも袁紹の許においで遊ばすか」

「いや、いや。つい二、三日ほど前、てまえが行って、ひそかに諜しめしあわせ、河北を脱出あそばして汝南へさして落ちて行かれた」

「して、その後のご安否は」

「まだ知れぬが、──一方、貴殿とのお約束もあり、二夫人のお身の上も心がかりなので、とりあえず、てまえはこの道をいそいできた次第です。──将軍もお車も、このまま何も知らずに河北へ行かれたら、みずから檻の中へはいってゆくようなもの。危険は目前にあります。すぐ道をかえて、汝南へ向けておいそぎ下さい」

「よくぞ知らせてくれた。しからば劉皇叔だにおつつがなくのがれ遊ばせば、汝南において、ご対面がかなうわけだな」

「そうです。玄徳様にも、どれほどお待ちかわかりません。何しろ、河北の陣中におられるうちには、たえず周囲の白眼視をうけ、袁紹えんしょうには、二度まで斬られようとしたことさえおありだった由ですから」と、なお玄徳のきょうまでの隠忍艱苦いんにんかんくのかずかずを物語ると、簾れんの裡で聞いていた二夫人もすすり泣き、関羽も思わず落涙した。

「そうだ。心せねばならん。汝南はもう近いが、何事も、もう一歩という手まえで、心もゆるみ、思わぬ邪さまたげも起るものだ。──孫乾そんけん、道の案内に先へ立ち給え」

　関羽は、自分を戒めるとともに、扈従こじゅうの人々へも、おしえたのである。

「心得申した」

　急に、道をかえて、汝南の空をのぞんで急ぐ。

　すると、行くことまだ遠くもないうちであった。うしろのほうから馬煙うまけむりあげて追っかけてくる三百騎ほどな軍隊があった。たちまち追いつかれたので、関羽は、孫乾に車を守らせ、一騎引っ返して待ちかまえた。

　まっ先に躍ってくる馬上の大将を見ると、片眼がつぶれている。さてこそ、曹操の第一の大将夏侯惇かこうじゅんよなと、関羽も満身を総毛だてて青龍刀を構え直していた。

「やあ、いるは関羽か」

　夏侯惇から呼ばわると、

「見るが如し」

　と、関羽はうそぶいた。

　虎をみれば龍は怒り、龍を見れば虎はただちに吠える。双方とも間髪かんはつをいれない殺気と殺気であった。

「汝みだりに、五関を破り、六将を殺し、しかもわが部下の秦琪しんきまで斬ったと聞く。つつしんで首こうべをわたすか、しからずんば、おれの与える縛ばくをうけよ」

　聞くと、関羽は大笑して、それに答えた。

「その以前、座談のなかではあったが、われ帰らんとする日、もしさえぎるものあれば、一々殺戮さつりくして、屍山血河を渉わたっても帰るであろうと──曹丞相と語ってゆるされたことがある──いまそを履行してあるくのみ。貴公もまた、関羽のために、血の餞別はなむけにやってきたか」




二



「あな、面憎つらにくや。天下、人もなげなる大言を、吐ほざきおる奴」

　夏侯惇かこうじゅんは、片眼をむいて、すばらしく怒った。

　はやくも彼のくりのばした魚骨鎗ぎょこつそうは、ひらりと関羽の長髯ちょうぜんをかすめた。

　戛然かつぜん──。関羽の偃月えんげつの柄と交叉して、いずれかが折れたかと思われた。逸駿赤兎馬は、主人とともに戦うように、わっと、口をあいて悍気かんきをふるい立てる。

　十合、二十合、彼の鎗と、彼の薙刀とは閃々烈々、火のにおいがするばかり戦った。

　ところへ、彼方から、

「待たれよ！　双方戦いは止めたまえ」

　と、声をからして叫びながらかけてくる一騎の人があった。曹操の急使だったのである。

　来るやいな、馬上のまま、丞相直筆の告文を出して、

「羽将軍の忠義をあわれみ、関所渡口とこうすべてつつがなく通してやれとのおことばでござる。御直書おじきしょかくの如し」と、早口にいって制したが、夏侯惇はそれを見ようともせず、

「丞相は、関羽が六将を殺し、五関を破った狼藉ろうぜきを知ってのことか」

　と、かえって詰問きつもんした。

　告文はそれより前に、相府から下げられたものであると、使者が答えると、

「それ見ろ。ご存じならば、告文など発せられるわけはない。いでこの上は、彼奴を生擒いけどって都へさし立て、そのうえで丞相のお沙汰をうけよう」

　豪気無双むそうな大将だけに、あくまで関羽をこのまま見のがそうとはしなかった。

　なお、人まぜもせず、両雄は闘っていた。すると二度目の早馬が馳けてきて、

「両将軍、武器をおひきなされ。丞相のお旨でござるぞ」

　と、さけんだ。

　夏侯惇は、すこしも鎗の手を休めずに、

「待てとは、生擒いけどれという仰せだろう。分ってる分ってる」と、どなった。

　近づき難いので、早馬の使者は遠くをめぐりながら、

「さにあらず、道中の関々にて、割符わりふを持たねば、通さぬは必定ひつじょう、かならず所々にて、難儀やしつらんと、後にて思い出され、次々と三度までの告文を発せられました」

　大声でいったが、夏侯惇は耳もかさない。関羽も強いて彼の諒解を乞おうとはしない。

　馬もつかれ、さすがに、人もつかれかけた頃である。また一騎、ここへ来るやいな、

「夏侯惇！　強情もいいかげんにしろ、丞相のご命令にそむく気か」

　と、叱咤した人がある。

　それも許都からいそぎ下ってきた早馬の一名、張遼ちょうりょうであった。

　夏侯惇は、初めて、駒を退き、満面に大汗を、ぽとぽとこぼしながら、

「やあ、君まで来たのか」

「丞相には一方ならぬご心配だ……貴公のごとき強情者もおるから」

「なにが心配？」

「東嶺関とうれいかんの孔秀こうしゅうが関羽を阻はばめて斬られた由を聞かれ、さて、わが失念の罪、もし行く行く同様な事件が起きたら、諸所の太守をあだに死なすであろうと──にわかに告文を発しられ、二度まで早打ちを立てられたが、なおご心配のあまり、それがしを派遣された次第である」

「どうしてさようにご愍情びんじょうをかけられるのやら」

「君も、関羽のごとく、忠節を励みたまえ」

「やわか、彼ごときに、劣るものか」

　と、負けず嫌いに、唾つばをはきちらして、なお憤々ふんぷんと云いやまなかった。

「関羽に殺された秦琪しんきは、猿臂将軍えんぴしょうぐん蔡陽さいようの甥で、特に蔡陽が、おれを見込んで、頼むといってあずけられた部下だ。その部下を討たれて、なんでおれが……」

「まあ待て。その蔡陽へは、それがしから充分にはなしておく。ともあれ、丞相の命を奉じたまえ」

　なだめられて、夏侯惇もついに渋々、軍兵を収めて帰った。




三



　張遼はあとに残って、関羽へ、

「にわかに道をかえられ、いったいどこへ行くおつもりか」と、解げせぬ顔できいた。

　関羽は、あからさまに、

「玄徳の君には、袁紹のもとを脱し、もうそこには居給わぬと途中で聞いたもので」

「おう、そうですか。もしかの君の所在が、どうしても知れなかったら、ふたたび都へかえって、丞相の恩遇をうけられたがいい」

「武人一歩を踏む。なんでまた一歩をかえしましょうや。舌をうごかすのさえ、一言金鉄の如しというではありませんか。──もしご所在の知れぬときは、天下をあまねく巡ってもお会いするつもりでござる」

　張遼は黙々と都へ帰った。別れる折、関羽は言伝ことづてに、曹操の信義を謝し、また大切な部下を殺あやめたことを詫びた。

　孫乾に守られて、車はもう先へ行っていた。しかし赤兎馬の脚で追いつくことは容易であった。

　さきの車も、あとの彼も、冷たい通り雨にあって濡れた。──

　で、その晩、泊めてもらった民家の炉で、人々は衣類を火にかざし合った。

　ここの主あるじは、郭常かくじょうという人の良さそうな人物だった。羊を屠ほふって焙あぶり肉にしたり、酒を温めて、一同をなぐさめたりしてくれた。

　田舎家ながら後堂もある。

　二夫人はそこにやすんだ。

　衣服も乾いたので、関羽、孫乾は、屋外へ出て、馬に秣まぐさを飼ったり、扈従こじゅうの歩卒たちにも、酒をわけてやったりしていた。

　──と。この家の塀の外から、狐のような疑い深い眼をした若者が、しきりに覗いていたが、やがて無遠慮に入ってきて、

「なんだい、今夜の厄介者は」と、大声で云い放っていた。

「しっ……。高貴なお客人にたいして、なんたる云いぐさだ。ばか」

　主の郭常かくじょうはたしなめていたが、あとでその若者のいない折、炉辺を囲みながら、涙をながして、関羽と孫乾に愚痴をこぼした。

「さきほどのがさつ者は、実は、伜せがれでございますが、あのとおり明け暮れ狩猟かりばかりして、少しも農耕や学問はいたしません。どうも手におえない困り者で」

「なに、そう見限ったものでもないよ。狩猟も武のひとつ、儒学や家事の手伝いも、いまに励みだそうし」

　ふたりが、慰めてやると、

「いえいえ狩猟かりだけなら、まだようございますが、村のあぶれ者とばくちはするし、酒、女、何でも止めどのない奴ですから。……時には、わが子ながら、あいそが尽きることも、一度や二度ではございません」

　その晩、みな寝しずまってから、一つの事件が起った。

　五、六人の悪党が忍びこんで、厩うまやの赤兎馬を盗みだそうとしたところ、悍気かんきのつよい馬なので、なかの一人が跳ねとばされたらしく、その物音に、みな眼をさまして大騒ぎとなったのだった。

　しかも、孫乾や、車の扈従こじゅうたちが包囲して捕まえてみると、その中のひとりは宵にちらと見たこの家ののら息子だった。数珠じゅずつなぎに縛りあげて、

「斬ってしまえ」

　と、孫乾が息まいているとき、主の郭常かくじょうは、関羽のところに慟哭どうこくしながら転げこんできた。

「お慈悲です。あんな出来損できそこないではございますが、てまえの老妻には、あれがいなくては、生きがいもないくらい、可愛がっている奴でございます。どうぞお慈悲をもって、あれの一命だけは」

　と、十ぺんも莚むしろへ額ひたいをすりつけて詫びた。

　関羽の一言で、泥棒たちは、放された。

　郭常夫婦はわが子の恩人と、あくる朝も、首をならべて百拝した。

「こんな良い親をもちながら、勿体ないことを知らぬ息子だ。これへ呼んでくるがいい、置き土産にそれがしが訓戒を加えてやろう」

　関羽のことばに、老夫婦はよろこんで連れに行ったが、のら息子は、家の中にいなかった。召使いのことばによると、早暁また悪友五、六人と組んで何処へともなく、出かけてしまったということであった。




四



　翌日の道は、山岳にはいった。

　ひとつの峠へきた時である。百人ばかりの手下をつれた山賊の大将が、馬上から、

「おれは黄巾の残党、大方だいほう裴元紹はいげんしょうというものだ。この山中を無事に越えたいと思うなら、その赤兎馬をくれてゆけ」

　と、道のまん中をふさいで名乗った。おかしさに、関羽は自分の髯を左の手ににぎって見せ、

「これを知らぬか」と、ただ云った。

　すると、裴元紹はいげんしょうは、はっとした容子で、

「髯ひげ長く、面つら赤く、眼の切れのびやかな大将こそ、関羽というなりとは、噂だけに聞いていたが……もしやその関羽は？」

「そちの眼のまえにいる者だ」

「あっ、さては」

　驚いて馬から跳び下りたと思うと、裴元紹は、ふいに後ろの手下の中から、ひとりの若者を引きずりだして、その髻もとどりをつかむやいな、大地へねじ伏せた。

　関羽には、何をするのか、彼の意志がわからなかった。

「羽将軍、この青二才にお見覚えありませんか、麓に住む郭常のせがれで……」

「おお、あののら息子か」

「実は、てまえの山寨さんさいへきて、きょう峠へかかる旅客は天下無双の名馬、赤兎馬というのにまたがっている。金も持っている。女もつれている。そう告げにきて、儲けの分け前を求めました。……こういっては、賊のくせに、口ぎれいなことをと、おわらいでしょうが、金銀や女などに、そう目をくれる自分ではありません。しかし天下の名駿と聞いては見のがせない気がしました。羽将軍とは思いもよらなかったために……」

「それで読めた。その息子は、昨夜から此方の馬を狙っていたのだ。だが、力が足らないので、そちの山寨へケシかけに行ったものと見える」

「太ふてえ奴」と、裴元紹は、のど首を締めつけて、いきなり短剣でその首を掻き落そうとした。

「あ。待て、待て、その息子を、殺してはならん」

「なぜですか。せっかく、こいつの首を献じて、お詫びを申そうとするのに」

「放してやってくれい。そののら息子には、老いたる両親がある。またその両親には二夫人以下われわれどもが、一夜の恩をこうむっておれば……」

「ああ、あなた様は、やはり噂に聞いていた通りの羽将軍でした」

　そういうと、裴元紹は、のら息子の襟がみをつかんで、道ばたへほうり出した、のら息子は、生命からがら、谷底へ逃げこんだ。

　関羽は、山賊の将たる彼が、いちいち自分に推服の声をもらしているので、どうして自分を知っているかと問いただした。

　裴元紹は、答えて、

「ここから二十里ほど先の臥牛山がぎゅうざん（河南省・開封附近）に、関西の周倉しゅうそうという人物が棲んでいます。板肋虬髯はんろくきゅうぜん、左右の手によく千斤をあぐ──という豪傑ですが、この者が、将軍をお慕いしていることは、ひと通りではありません」

「いかなる素姓の人か」

「もと黄巾の張宝ちょうほうに従っていましたが、いまは山林にかくれて、ただ将軍の威名を慕い、いつかは拝姿の日もあろうにと、常々、その周倉からてまえもお噂を聞かされていたのです」

「山林のなかにも、そんな人物がおるか。そちも周倉に昵懇じっこんなれば、邪を抑え、正をふるい、明らかな人道を大歩して生きたらどうだ」

　裴元紹は、つつしんで、改心をちかった。そして山中の道案内をつとめて、およそ十数里すすむと、かなたの地上、黒々と坐して拝跪はいきしている一団の人間がある。

　近づいてみると、中にも一人の大将は、路傍にうずくまって、関羽、孫乾、車のわだちへ、拝礼を施ほどこしていた。

　裴元紹は、馬をとどめて、

「羽将軍、そこにお迎えしておるのが、関西の周倉です。どうかお声をかけてあげて下さい」

　と、彼の注意を求めた。




古城窟こじょうくつ



一



　何思ったか、関羽は馬を下り、つかつかと周倉のそばへ寄った。

「ご辺が周倉といわれるか。何故にそう卑下ひげめさるか。まず地を立ち給え」と、扶たすけ起した。

　周倉は立ったが、なお、自身をふかく恥じるもののように、

「諸州大乱の折、黄巾軍に属して、しばしば戦場でおすがたを見かけたことがありました。賊乱平定ののちも、前科のため、山林にかくれて、ついに盗賊の群れに生き、いまかくの如き境遇をもって、お目にかかることは、身を恨みとも思い、天にたいしては、天の賜たまものと、有難く思います。将軍どうかこの馬骨を、お拾いください、お救い下さい」

「拾えとは？　救えとは？」

「将軍に仕えるなら、ご馬前の一走卒でも結構です。邪道を脱して、正道に生きかえりたいのでござる」

「ああ、ご辺は善性ぜんしょうの人だ」

「おねがいです。然るうえは、死すともいといません」

「が、大勢の手下は、どうするか」

「つねに皆、将軍の名を聞いて、てまえ同様お慕いしています。自分が従うてゆけば、共々、お手についてゆきたい希望にござりまする」

「待ちたまえ、ご簾中れんちゅうに伺ってみるから」

　関羽は静かに車のそばへ寄って、二夫人の意をたずねてみた。

「妾わらわたちは、女子のこと、将軍の胸ひとつで……」と、甘夫人はいったが、しかしここへ来るまでの間、たとえば東嶺の廖化りょうかなどでも、山賊を従えては故主のお名にかかわろう──と、かたく断った例もあるし、世上のきこえがどんなものであろうかと、そのあとで云いたした。

「ごもっともでござる」

　と、関羽も同意だったので、周倉のまえに戻ってくると、気の毒そうに云い渡した。

「ご簾中には、云々しかじかのおことばでござる。──ここはひとまず、山寨へ帰って、またの時節を待ったがよかろう」

「至極な仰せ。──身は緑林りょくりんにおき、才は匹夫ひっぷ、押して申しかねますなれど、きょうの日は、てまえにとって、実に、千載ざいの一遇ぐうといいましょうか、盲亀もうきの浮木ふぼくというべきか、逸しがたい機会です。もはや一日も、悪業の中には生きていられません」

　周倉は、哭なかんばかりにいった。真情をもって訴えれば、人をうごかせないこともあるまいと、縷る々る、心の底から吐いてすがった。

「……どうか、どうか、てまえを人間にして下さい。いま将軍を仰ぐこと、井の底から天日を仰ぐにも似ております。この一筋のご縁を切られたら、ふたたび明らかな人道に生きかえるときが、あるや否やおぼつかなく思われます。……もし大勢の手下どもを引き具してゆくことが、世上にはばかられての御意なれば、手下の者は、しばらく裴元紹はいげんしょうにあずけ、この身ひとつ、馬の口輪をとらせて、おつれ願いとう存じまする」

　関羽は、彼の誠意にうごかされて、ふたたび車の内へ伺った。

「あわれな者、かなえてつかわすがよい」

　夫人のゆるしに、関羽もよろこび、周倉はなおのこと、欣喜雀躍きんきじゃくやくして、

「ああ、有難い！」と、天日へさけんだほどだった。

　だが、裴元紹は、周倉が行くなら自分にも扈従こじゅうをゆるされたいと、彼につづいて、関羽に訴えた。

　周倉は、彼をさとして、

「おぬしが手下を預かってくれなければ、みなちりぢりに里へおりて、どんな悪行をかさねるかもしれない。他日かならず誘うから、しばらく俺のため山に留まっていてくれ」

　やむなく裴元紹は手下をまとめて、山寨へひきあげた。

　周倉は本望をとげて、山また山の道を、身を粉にして先に立ち、車を推しすすめて行った。

　ほどなく、目的の汝南に近い境まで来た。

　その日、一行はふと、彼方の嶮しい山の中腹に、一つの古城を見出した。白雲はその望楼や石門をゆるやかにめぐっていた。
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「はて、あの古城には、煙がたちのぼっている。何者が立て籠っているのであろうか」

　関羽と孫乾そんけんが、小手をかざしている間に、周倉は気転よくどこかへ走って行って、土地の者を引っ張ってきた。

　その土民は猟夫りょうしらしい。人々に問われてこう話した。

「三月ほど前のことでした。名を張飛とかいう恐ろしげな大将が四、五十騎ほどの手下を連れてきて、にわかにあの古城へ攻めかけ、以前からそこを巣にして威を振るっていた千余のあぶれ者や賊将をことごとく退治してしまいました。そしていつの間にか壕ほりを深くし、防柵を結び、近郷から兵糧や馬をかりあつめ人数もおいおいと殖やしてきて、今では、三千人以上もあれに立て籠っているそうで……何にしても土地の役人や旅の者でも、震ふるい怖れて、あの麓へ近づく者はありません。旦那方も、道はすこし遠廻りになりますが、こっちの峰の南を廻って、汝南へお出でになったほうがご無事でございましょうよ」

　さりげない態を装って聞いていたが、関羽は心のうちで飛び立つほど歓んでいた。

　土民を追い放すと、すぐ孫乾をかえりみて、

「聞いたか、いまの話を。まぎれもない義弟おとうとの張飛だ。徐州没落ののち、おのおの離散して半年あまり、計らずもここで巡り会おうとは。──孫乾、貴公すぐに、あの古城へはせ参って、仔細を告げ、張飛に会って、二夫人の御車をむかえに出よと伝えてくれい」と、いった。

　孫乾も勇み立って、「心得て候そうろう」とばかり直ちに駒をとばして行った。

　飛馬は見るまに渓谷けいこくへ駈けおりて、また彼方の山裾をめぐり、ほどなく目的の古城の下に近づいた。

　その昔かみ、いかなる王侯が居を構えていたものか、規模広大な山城であるが、山嶂さんしょうの塁壁るいへき望楼ぼうろうはすべて風化し、わずかに麓門ろくもんや一道の石階せっかいなどが、修理されてあるかに見える。刺を通じると、番卒から部将に、部将から張飛にと、孫乾の来訪が伝えられた。

「孫乾が来るわけはない。偽者にせものだろう」

　張飛の大声が中門に聞えた。孫乾は思わず、

「俺だよ、俺だよ」と、麓門の側でどなった。

「やあ、やはりおぬしか。どうしてやって来た」

　彼の元気は相変らずすばらしい。高い石段の上から手をあげて呼び迎える。やがて通されたのは山腹の一閣で、張飛はここに構えて王者を気取っているようである。

「絶景だな。うまい所を占領したものじゃないか。これで一万の兵馬と三年の糧食があれば一州を手に入れることは易々たるものだ」

　孫乾がいうと、張飛は、呵か々かと笑って、

「住んでからまだ三月にしかならないが、もう三千の兵は集まっている。一州はおろか、十州、二十州も伐り従えて故主玄徳のお行方が知れたら、そっくり献上しようと考えておるところだ。おぬしも俺の片腕になって手伝え」

「いや、劉皇叔りゅうこうしゅくのためには、手伝うも手伝わんもない。われらはみな一体のはずだろう。実は、今日これへ参ったのも、その皇叔の二夫人を護って、汝南へ赴く途中の関羽どののことばによって拙者が先触さきぶれにきた次第である。──すぐ古城を出て二夫人の車を迎えに出られたい」

「なに、関羽が来ているとの？」

「許都きょとを立って、これより汝南の劉辟りゅうへきのもとへ行くご予定だ。そこには、河北の袁紹えんしょうにしばらく身をよせていたご主君も、先に落ちのびていられるはずだから……」

　と、なおこまごまと、前後のいきさつを物語ると、張飛は何思ったか、にわかに城中の部下へ陣触れを命じ、自身も一丈八尺の蛇矛じゃぼこをたずさえて、

「孫乾、あとから来いよ」

　と、急な疾風雲はやてぐものように、山窟さんくつの門から駆けだして行った。

　その様子がどうも、穏やかでないので、置き去りを喰った孫乾も、あわてて馬にとび乗った。
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　ひろい沢を伝わって、千余の兵馬が此方へさして登ってくる、二夫人の車を停めていた扈従の人々は、

「あれあれ、張飛どのが、さっそく勢を率いて迎えにくる──」

　と、喜色をあらわしてどよめき合っていた。

　ところが、やがてそこへ駈け上ってきた張飛は、奔馬の上に蛇矛を横たえ、例の虎髯とらひげをさかだてて、

「関羽はどこにいるか。関羽、関羽っ」

　と、吠えたてて、近寄りもできない血相だった。

　関羽は、声を聞いて、

「おう、張飛か。関羽はこれにおる。よくぞ無事であったな」

　と、何気なく進んでくると、張飛は、やにわに矛ほこを突ッかけて、落雷が木を裂くように、

「いたかっ、人非人にんぴにん！」と、奮いかかってきた。

　関羽は驚いて、猛烈な彼の矛さきをかわしながら、

「何をするっ張飛。人非人とは何事だ」

「人非人でわからなければ、不義者といおう。何の面目あって、のめのめ俺に会いにきたか」

「怪しからぬことを。この関羽がいかなる不義を働いたか」

「だまれっ。曹操そうそうに仕えて、寿亭侯に封ぜられ、さんざ富貴をむさぼって、義を忘れ果てながら、許都の風向きが悪くなったか、これへ落ちてきてぬけぬけ俺をも欺あざむこうとするのだろう。ひとたびは義兄弟けいていの誓いはしたが、犬畜生にも劣るやつを、兄貴とは立てられない。さあ勝負をしろ、勝負を！ 汝を成敗したら俺は生きているが、汝が生きているくらいなら俺はこの世にいたくないんだ。さあ来い関羽！」

「あははは、相変らず粗暴な男ではある、此方の口からいいわけはせぬ。二夫人の御簾ぎょれんを拝して、とくと、許都の事情をうけたまわるがよい」

「おのれ、笑ったな」

「笑わざるを得ない」

「盗ぬすッ人との小謡こうたというやつ。もう堪忍ならぬ」

　りゅうりゅうと矛ほこをしごいて、ふたたび関羽に突きかかる様子に、車上の二夫人は思わず簾れんを払って、

「張飛、張飛。なんで忠義の人に、さは怒りたつぞ。ひかえよ」と、さけんだ。

　張飛は、振向いただけで、

「いやいやご夫人、驚きたもうな。この不義者を誅罰ちゅうばつしてから、それがしの古城へお迎えします。こんな二股膏薬ふたまたこうやくにだまされてはいけませんぞ」と、云い放った。

　甘夫人は悲しんで、出ない声をふりしぼり、張飛の誤解であることを早口になだめたが、落着いてほかのことばに耳をかしているような張飛ではない。

「関羽がどう云い飾ろうと、真の忠臣ならば、二君に仕える道理はない」と、きかないのである。

　ところへ、後からきた孫乾は、この態を見て、あれほど自分からも説明したのにと、腹を立てて、

「わからずやの虎髯とらひげめ。粗暴もいい加減にいたせ。関羽どのが一時、曹操に降ったのは、死にもまさる忍苦と遠謀があってのことだ。汝の如き短慮無策にはわかるまいが、謹んで矛をうしろにおき羽将軍のことばを落着いて聞くがいい」と傍らから呶鳴った。

　張飛は、よけい赫怒かくどして、

「さては、汝ら一つになって、われらを生捕らんものと、曹操の命をおびて来たものだろう。よしその分ならば」と、いきり立つを、関羽はあくまでなだめて、

「おぬしを生捕るためならば、もっと兵馬を引き具して来ねばなるまい。見よ、それがしの従えている士卒は、二夫人の御車を推す人数しかおらんではないか。何という邪推ぶかさよ。ははは」

　と、笑ったが、時も時、後方から一彪ぴょうの軍馬が、地を捲いてこれへ襲よせてきた。さてはとばかり張飛はいよいよ疑って、本格的に身構えをあらためた。
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　身構える張飛のまえをひらと避けて、関羽は赤兎馬の背から振向いた。

「──あれ見ろ、張飛。いま此方があれへ来る追手の大軍を蹴ちらして、おぬしに詐いつわりなき証拠を見せてやるから」

「さては。彼方へ寄せてきたのは曹操の部下だな、貴様と諜しめしあわせて、この張飛を討ちとらんためだろう」

「まだ疑っているか。その疑いは、眼のまえで晴らしてみせる。しばらくそこで待っておれ」

「よしっ、しからば、見物してやろう。だが、俺の部下が三通つうの鼓こを打つあいだに、追手の大将の首をこれへ持ってこないときは、俺はただちに、俺の意志によって行動するからそう思え」

「よろしい」

　関羽はうなずいて、約半町ほど駒をすすめ、見まもる張飛や二夫人の車をうしろに、敵勢を待ちかまえていた。

　彪々ひょうひょうと煙る馬車のうえに、三旒りゅうの火焔旗かえんきをなびかせて、追撃の急速兵はたちまち関羽のまえに迫った。

　関羽は、なお不動のすがたを守ったまま、

「来れるは、何者かっ」

　と、二度ほど、大音をあげただけだった。

　すると、鉄甲にきびしく鎧よろった一名の大将が、真っ先に出て、

「われはこれ猿臂将軍えんぴしょうぐんの蔡陽さいようである。汝、各地の関門をやぶり、よくもわが甥の秦琪しんきまで殺しおったな。汝の首を取って、丞相に献じ、功として、汝の寿亭侯は此方にもらいうける所存で参った。覚悟せよ、流亡の浮浪人」

「笑うべし。豎子じゅしっ」

　関羽が、云うやいな、うしろのほうで、張飛の部下が、高らかに一鼓こを打ち鳴らした。

　二鼓、三鼓──

　三通の鼓声がまだ流れ終らないうちに、関羽はもうどよめく敵の中から身を脱して、張飛のまえに駈けもどっていた。

　そして、

「それ、蔡陽さいようが首！」

　と、張飛の足もとへ、首をほうり投げると、ふたたび敵を蹴ちらしに駈けて行った。

　張飛は、あとを追いかけて、

「見とどけた。やはり関羽はおれの兄貴。おれも助勢するぞ」

　と、蔡陽の軍を、めちゃくちゃに踏みつぶした。

　さなきだに、大将を失って浮き足立つ残軍、なんでひと支えもできよう。羽、飛両雄の馬蹄の下に、死骸となる者、逃げ争う者、笑止なばかりもろい潰滅かいめつを遂げてしまった。

　張飛は、一人の旗持ちを生け捕りにして、引っ吊るしてきたが、その者の自白によって、なおさら関羽にたいする疑念は氷解した。

　旗持ちの自白によると、蔡陽さいようは甥の秦琪しんきが黄河の岸で討たれたと聞いて、関羽にたいする私憤やるかたなく、たびたび曹操へむかって復讐を願い出たが、曹操はゆるさなかった。──だが、折から汝南の劉辟りゅうへきを討伐に下る軍勢が催されたので、蔡陽にもその命が下った。

　蔡陽は命をうけると、即刻、許都を発したが、汝南へは向わず、途中へ来てから、われは関羽を討つため追撃してきたのだと公言した。

（関羽を生かしておくのは、将来とも丞相のお為にならない。丞相は一時の情で関羽を放してしまったが、やがてすぐ後悔するにきまっている）と、いう独断からであった。

　それらの仔細を知ると、張飛は間まが悪そうに、関羽の前へきて、しきりと顔ばかりなでまわしていた。

「どうも、相済まん。兄貴、悪く思ってくれるな。……ともかく、おれの古城へ来てくれ。落着いてゆっくり話そう」

「わかったか、それがしに二心ふたごころのないことが」

「わかった、わかった。もういうな」

　張飛は大いにてれた顔して、三千の手下に向い、二夫人の御車を擁して、谷間を越え渡れと大声で下知しはじめた。




兄弟再会
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　その晩、山上の古城には、有るかぎりの燭しょくがともされ、原始的な音楽が雲の中に聞えていた。

　二夫人を迎えて張飛がなぐさめたのである。

「ここから汝南へは、山ひとこえですし、もう大船に乗った気で、ご安心くださるように」

　ところが、その翌日。望楼に立っていた物見が、

「弓箭ゆみやをたずさえた四、五十騎の一隊がまっしぐらに城へ向って寄せてくる」

　と、城中へ急を告げた。張飛は聞いて、

「何奴？　何ほどのことかあらん」

　と、自身で南門へ立ち向った。騎馬の弓箭隊きゅうせんたいは、ことごとくそこで馬をおりていた。見れば、徐州没落のとき別れたきりの味方、糜竺びじく、糜芳びほうの兄弟が、そのなかに交まじっている。

「やあ、糜兄弟ではないか」

「オオやはり張飛だったか」

「どうしてこれへは？」

「されば、徐州このかた皇叔のお行方をたずねていたが、皇叔は河北にかくれ、関羽は曹操に降服せりと、頼りない便りばかり聞いて、いかにせんかと、雁かりの群れの如く、こうして一族の者どもと、諸州を渡りあるいていたところ、近ごろこの古城に、虎髯こぜんの暴王が兵をあつめしきりと徐州の残党をあつめておると聞き、さては足下にちがいあるまいと、急にこれへやって来たわけだが」

「そいつは、よく来てくれた。関羽はすでに都を脱して、昨夜からこの城中におる」

「えっ、関羽もおるとか」

「皇叔の二夫人もおいで遊ばす」

「それは意外だった」

　糜竺びじく兄弟は、さっそく通って、二夫人に謁えっし、また、関羽に会って、こもごも、久濶きゅうかつの情を叙じょした。

　二夫人は、人々にたいして、許都逗留中の関羽の忠節をつぶさに語った。

　張飛は今さら面目なげに、感嘆してやまなかった。

　そして羊を屠ほふり山菜を煮て、その夜も酒宴をひらいた。

　けれど関羽は、

「ここに家兄皇叔がおいであれば、どんなにこの酒もうまかろう。家兄を思うと、酒も喉のどを下らない」と、時おり嘆息していた。

　孫乾がいった。

「もう汝南は近いのですから、明日でも、早速あなたと行って、皇叔にお目にかかりましょう」

　関羽としては、何よりそれを望んでいたのである。夜が明けるか明けぬうちに、彼はもう孫乾と連れ立って、汝南へ道を急いでいた。

　そして、汝南城へ行って、劉辟りゅうへきに対面したところ、劉辟がいうには、

「いや、その劉玄徳りゅうげんとくどのなら、四日ほど前までここにおられたが、城中の小勢を見て、この勢力では事を成すに至難だと仰せられ──また各〻の消息も、皆目かいもく知れないので、ふたたび河北の方へもどって行かれた。まったく一足ちがい──」

　しきりと惜しがって劉辟はいうのである。

　一歩の差が時によると千里の距へだてとなる例もままある。関羽は憂いを面にみなぎらし、怏々おうおうと汝南を去った。

　むなしく古城へ帰ってきたが、孫乾はなぐさめて、

「この上は、拙者がもう一度、河北へ行ってみましょう。ご心配あるな。かならずお伴つれ申しますから」

　すると張飛が、河北へなら自分が行こう、と進んで云いだした。けれど関羽は、

「いま、この一つの古城は、われわれ家なき義兄弟にとっては、重要な拠点だから君は断じてここを動いてはいかん」と、遂に孫乾そんけんを案内とし、わずかの従者をつれて、関羽は遠く河北まで、玄徳をさがしに立った。

　その途中、臥牛山の麓までくると、彼は周倉しゅうそうを呼んで、

「いつぞや、ここで別れた裴元紹はいげんしょうのところへ、使いに参ってくれい」

　と、一言を託した。
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　周倉はひとり関羽に別れて、臥牛山の奥へはいって行った。そこには、さきに機会を待てと止めてある裴元紹が、約五百の手勢と五、六十匹の馬をもってたて籠っている。関羽はその裴元紹にむかって、

「近いうちに自分が皇叔をお迎えして帰りにはここを通るから、その折に、一勢を引き具して、途中でお迎えしたがよかろう」と、伝言してやったのである。

　孫乾はそばでそれを聞いていたので、関羽が誰にたいしても、かならず約束をたがえないのに感心していた。

　日を経て関羽と孫乾は、やがて冀州きしゅうの堺さかいまできた。

　明日からの道は、もう袁紹えんしょうの領土である。孫乾は大事をとって、

「あなたは、この辺で仮の宿をとって、待っていて下さい。拙者はただひとり、冀州に入って、ひそかに皇叔にお会いし、計をめぐらして脱れてきますから」と、告げて別れた。

　関羽はわずかな従者と共に、近くの村へ入ってただの旅人のごとく装い、村のうちでもたたずまいのいい一軒の門をたたいた。

　主あるじは、快く泊めてくれた。数日いるうちに、その心根も分ったので、何かのはなしの折、主の問うまま、自分は関羽であると姓氏を打明けた。

　主は、驚きもしたり、また非常な歓びを示して、

「それはそれはなんたる奇縁でしょう。てまえの家の氏うじも関氏かんしで、わたくしは関定かんていというものです」

　と、二人の子息を呼んで、ひきあわせた。

　どっちも秀才らしい良い息子だった。兄は関寧かんねいといって、儒学に長じ、弟のほうは関平かんぺいとて、武芸に熱心な若者だった。

　二十騎の従者をこの家にかくして、関羽はひたすら孫乾の便りを待っていた。──その孫乾は、冀州へまぎれ入って、やがて首尾よく玄徳の居館をさぐり当て、ようやく近づくことができた。

　その後の一部始終しじゅうから一族の健在を聞いて、玄徳のよろこびは何にたとえんようもなかった。しかし今にして悔ゆることは、この冀州の領内へわざわざ帰ってしまったことである。

「もう一度の脱出を、どうして果たそうか。何せい、わしの行動はいま、袁紹や藩中の者どもから、注目されている折ではあるし……」

　玄徳の心は、飛び立つほどだったが、身は鉄鎖てっさに囲まれていた。

「……そうだ、簡雍かんようの智恵をかりてみよう。簡雍は近ごろ、袁紹にも信頼されて、おるらしいから」

　と急に使いをやって、呼びよせた。

「えっ、簡雍もここに来ていたのですか」

　孫乾は、初耳なので、驚きの目をみはった。

　その簡雍も、以前の味方だ。聞けば近ごろ玄徳を慕って、この冀州へきていたが、そう見えては袁紹の心証がよくあるまいと察して、わざと玄徳には冷淡にして、つとめて袁紹の気に入るよう城中に仕えているということだった。

　そういう間がらなので、簡雍はちょっと来てすぐ帰ったが、目的はその短時間に足りていた。

　簡雍から授けられた策を胸に秘して、玄徳は次の日、冀州城に上がり、袁紹に会ってこう説いた。

「曹操とお家との戦いは、否応いやおうなく、ついに長期にわたりそうです、強大両国の実力は伯仲していずれが勝まされりともいえません。……けれどここに外交と戦争とを併行して、荊州けいしゅうの劉表りゅうひょうを味方に加えるの策に成功したら、もはや曹操とて完敗の地に立つしかありますまい」

「それはそうだとも。……しかし劉表も、ここは容易にうごくまい。龍虎ともに傷つけば、かれは兵を用いずして、漁夫の利をうる位置にある」

「いや、それが外交です。九郡の大藩荊州を見のがしておくなど愚かではありませんか」

「それは貴公がいわなくても、とくに気づいて、数度の使者をつかわしたが、劉表あえて結ぼうとせんのじゃ。この上の使いは、わが国威を落すのみであろう」

「いえいえ、不肖玄徳が参れば、期してお味方に加えて見せます。なんとなれば、私と彼とは、共に漢室の同宗で、いわば遠縁の親族にあたりますから」




三



　袁紹は考えこんだ。大いに意のうごいた容子である。玄徳はかさねて云った。

「それに近頃また、関羽も許都を脱出して、諸所をさまようておるやに伝えられております、私をして、荊州へおつかわし下さるならかならず関羽にも会い、お味方に伴つれもどりましょう」

「なに関羽を」

　袁紹は急に面をあらためて、

「彼は、顔良がんりょう、文醜ぶんしゅうを討った讐かたきではないか。わしにその関羽を献じて、首を刎ねよと申すのか」

「いえいえ、そんなわけではありません。顔良、文醜のごときは、たとえば二匹の鹿です。二つの鹿を失っても、一匹の虎をお手に入れれば、償つぐのうて余りあるではございませんか」

「あははは、いや今のは、いささか戯たわむれをいうてみたまでのこと。わしも実は深く関羽を愛しておる。真実、其許そこもとが荊州に赴いて劉表を説き、併せて関羽を連れてくるなら、何でわしが不同意をいおう。すぐ出発してくれい」

「承知しました。……が、大策は前に洩れると行えません。私が荊州に行き着くまでは、お味方に極めてご内分になしおかれますように」

　玄徳はそういって、一夜に身支度をととのえ、翌日ひそかに袁紹えんしょうの書簡をうけ、風の如く関外へ走り去った。

　そのあとで、すぐ簡雍かんようは袁紹の前へ出た。そして袁紹を不安に陥れた。

「彼を荊州へお遣わしになったそうですが、実に飛んでもないことをなされました。玄徳はあのような温和な人物ですから、反対に劉表に説き伏せられて、荊州へついてしまう惧おそれがありはしませんか。劉表も遠大な野心を抱いていますし、彼と彼とは、ともに宗族そうぞくで親類も同様ですからな」

「木乃伊取ミイラとりが木乃伊になっては何もならん。いや後日の大害だ。どうしたらいいだろう」

「てまえが追いかけて呼び返して参りましょう」

「それもあまりにわしの面目にかかわるが」

「では、てまえが随員として、玄徳について行きましょう。断じて、ご使命を裏切らぬように」

「そうだ、それが上策。すぐ追ってゆけ」と、関門の割符わりふを与えてしまった。

　簡雍が馬を飛ばして、どこかへ急いで行ったというのを、郭図かくとが耳にしたのは夕方だった。部下に調べさせてみると、その前に玄徳は荊州の旅へ立って行ったという。

「しまった！」

　愴惶そうこうとして、郭図は冀州城きしゅうじょうにのぼり、袁紹に謁してこう忠言した。

「何たる不覚をなされたのですか。さきに玄徳が汝南から帰ってきたのは、汝南はまだ兵力も薄く、自分の事を計るには足らないから見限ってきたのです。こんどはそうは行きません。荊州へ行ったら必ず二度と帰ってはきますまい。それがしに追い討ちをおゆるしあれば、長駆追撃して、彼を首とするか、生捕ってくるか、どっちかにします。どうかご決断ください」

　しかし袁紹はゆるさなかった。玄徳のことばだけでは、まだ惑ったかも知れないが、簡雍が二重の計にかけてあるので、深く信じこんでおり、疑ってみようともしないのである。

　郭図は、長嘆したが、黙々退出するしかなかった。

　簡雍はすぐ玄徳に追いついていた。うまく行ったな、と相顧かえりみて一笑した。

　冀州の堺も無事に脱けた。

　孫乾はさきに廻って、ふたりを待ちうけ、道の案内をしてやがて関定の家へついた。見れば──

　関定の家の門前には、主の関定やら関羽以下の面々が立ち並んで出迎えている。久しやと、相見かわす眼は、彼もこなたも、共にはやいっぱいな涙であった。




四



「おう」

「オー……」

　瞬間ふたりの唇くちから洩れたものは、それでしかない。関羽も玄徳も、無言は百言にまさる思いだった。

　関定は二人の子息とともに、門を開いて玄徳を奥に招じた。住居はわびしい林間の一屋ながら、心からな歓待は、これも善美な贅ぜいにまさるものがある。

　やや人なき折を見て玄徳と関羽は、はじめて手を取りあって泣いた。関羽は、玄徳の沓くつに頬を寄せ、玄徳はその手を押しいただいて額ひたいにつけた。

　そのささやかな歓宴の座で、玄徳は、関定の子息関平のどこやら見どころある為人ひととなりを愛めでて、

「関羽にはまだ子もないから、次男の関平を養子に乞いうけてはどうか」と、いった。

　ふたりある息子のひとりである。関定は願ってもないことと歓よろこんだ。関羽もひそかに関平の才を愛していたし、談はたちどころにまとまった。

「袁紹の討手が向わぬうちに」と、一同は次の朝すぐここを出発した。

　急ぎに急いで、旅は日ごとにはかどった。やがて雲表うんぴょうに臥牛山の肩が見えだす。次の日にはその麓路へさしかかっていた。

　すると、かねて関羽のさしずで、この付近へ手勢をひきいて出迎えに出ているはずの裴元紹はいげんしょうの手下が、彼方から猛風におわれたように逃げ散ってきた。

「何故の混乱か」と、関羽は、その中にいた周倉しゅうそうを見つけてただすと、周倉がいうには、

「誰やら為体えたいが分りませぬ。われわれどもが、今日のお迎えのため、勢揃いして山上からおりてまいると、途中一名の浪人者が、馬をつないで路上に鼾睡かんすいしています。先頭の裴元紹が、退どけと罵ると、山賊の分際で白昼通るは何奴かと、はね起きるやいな裴元紹を斬り伏せてしまったのでござる。──それっと手下の者ども、総がかりとなって、相手の浪人を蔽おおいつつみましたが、その者の膂力りょりょく絶倫ぜつりんで、当れば当るほど猛気を加え、如何とも手がつけられません。およそ世の中にあんな武力の持ち主というものは見たこともありません」

　関羽は、聞き終ると、

「さらば、その珍しい人物の戟ほこと、この青龍刀とを、久しぶり交じえてみよう」

　と、一騎でまっ先に立って、山麓の高所へ馳け上って行った。

　玄徳も鞭をあててすぐその後につづいた。すると、彼方の岩角に、鷲の如く、駒を立てていた浪人者は、玄徳のすがたを見ると、たちまち鞍からおりて、関羽が来てみた時は、もう地上に平伏していた。

「やあ、趙雲ちょううんではないか」

　玄徳も関羽も、ひとつ口のように叫んだ。浪人者は面をあげて、

「これは計らざる所で、……」とばかり、しばしはただなつかしげに見まもっていた。

　これなん真定常山しんていじょうざんの趙雲ちょううん、字あざなは子龍しりゅうその人であった。

　趙子龍ちょうしりゅうはずっと以前、公孫瓚こうそんさんの一方の大将として、玄徳とも親交があった。かつては玄徳の陣にいたこともあるが、北平の急変に公孫瓚をたすけ、奮戦百計よく袁紹軍を苦しめたものである。が、力ついに及ばず、公孫瓚は城とともに亡び、以来、浪々の身によく節義をまもり、幾度か袁紹にも招かれたが袁紹には仕えず、諸州の侯伯から礼をもって迎えられても禄や利に仕えず、飄零風泊ひょうれいふうはく、各地を遍歴しているうち、汝南州境の古城に張飛がたて籠っていると聞いてにわかにそこを訪ねてみようものと、ここまできた途中である。──と語った。

　玄徳はここで君に会うとは、天の賜たまものであると感激して、さらにいった。

「君を初めて見た時から、ひそかに自分は、君に嘱す思いを抱いていた。将来いつかは、刎頸ふんけいを契ちぎらんと」

　すると、趙子龍もいった。

「拙者も思っていました。あなたのような方を主と仰ぎ持つならば、この肝脳かんのうを地にまみれさせても惜しくはないと──」




五



　関羽にあい、また、ゆくりなくも趙子龍に出会って、玄徳の左右には、兵馬の数こそとぼしいが、はやくも将星の光彩が未来をかがやかしていた。

　やがて、古城は近づいた。

　待ちかねていた望楼の眸は、はやそれと遠くから発見して、

「羽将軍が劉皇叔をお迎えして参られましたぞ」と、大声で下へ告げた。

　喨々りょうりょうたる奏楽がわきあがった。奥の閣からは二夫人が楚々たる蓮歩れんぽを運んで出迎える。服装こそ雑多なれ、ここの山兵もきょうはみな綺羅きらびやかだった。大将張飛も最大な敬意と静粛をもって、出迎えの兵を閲えっし、黄旗青旗金繍旗きんしゅうき日月旗じつげつきなど、万朶ばんだの花の一時にひらくが如く翩翻へんぽんと山風になびかせた。

　玄徳以下、列のあいだを、粛々しゅくしゅくと城内へとおった。

「あの君が、これからの総帥そうすいとなるのか。あの人が、関羽というのか」

　通過のあいだに、ちらと見ただけで、兵卒たちの心理は、その一瞬から変った。もう古城の山兵でも烏合うごうの衆でもなかった。

　楽器の音は、山岳を驚かせた。空をゆく鴻おおとりは地に降り、谷々の岩燕は、瑞雲ずいうんのように、天に舞った。

　まず何よりも、二夫人との対面の儀が行われた。関羽は、堂下に泣いていた。

　夜は、牛馬を宰して、聚議しゅうぎの大歓宴が設けられた。

「人生の快、ここに尽くる」

　関羽、張飛がいうと、

「何でこれに尽きよう。これからである」と、玄徳はいった。

　趙雲、孫乾、簡雍かんよう、周倉、関平などみな杯を交歓して、

「これからだっ！　これからだっ！」と、どよめき合った。

　使者をうけて、汝南の劉辟りゅうへきと龔都きょうともやがて馳けつけ、賀をのべてさていった。

「この狭隘きょうあいな地では、守るによくとも、大志は展のべられません。かねてのお約束、汝南を献じます。汝南を基地として、次の大策におかかりください」

　古城には、一手の勢をのこして、玄徳は即日、汝南へ移った。徐州没落このかた、実に何年ぶりだろうか。こうして君臣一城に住み得る日を迎えとったのは。

　顧かえりみれば──

　それはすべて忍苦の賜だった。また、分散してもふたたび結ばんとする結束の力だった。その結束と忍苦の二つをよく成さしめたものは、玄徳を中心とする信義、それであった。

　さて、日の経つほどに。

　ようやく、焦躁と不安に駆られていたのは袁紹えんしょうである。

「荊州からなんの消息おとずれもくるわけはありません。玄徳は関羽、張飛、趙雲などを集めて、汝南にたて籠っておる由です」

　そう聞いたときの彼の憤激はいうまでもない。

　河北の大軍を一度にさし向けようとすら怒ったほどである。

　郭図かくとが、うまいことをいった。

「愚です。玄徳の変は、いわばお体にできた疥癬かいせんの皮膚病です。捨ておいても、今が今というほど、生命とりにはなりません。何といっても、心腹の大患は、曹操の勢威です。これを延引しておいては、ご当家の強大もついには命脈にかかわりましょう」

「そうか。……ううム、しかしその曹操もまた急には除けまい。すでに戦いつつあるが、戦いは膠着こうちゃくの状態にある」

「荊州の劉表を味方にしても、大局は決しますまい。何となれば、彼には大国大兵はあっても、雄図がありません。ただ国境の守りに怯々きょうきょうたる事なかれ主義の男です。──あんな者に労を費やすよりは、むしろ南方の呉国ごこく孫策そんさくの勢力こそ用うべきでありましょう。呉は、大江の水利を擁し、地は六郡に、威いは三江こうにふるい、文化たかく産業は充実し、精兵数十万はいつでも動かせるものとみられます。いま国交を求むるとせば、新興の国、呉を措おいてはありません」と、熱心に説いた。

　袁紹の重臣陳震ちんしんが、書を載せて、呉へ下ったのはそれから半月ほど後のことだった。




于吉仙人うきつせんにん



一



　呉の国家は、ここ数年のあいだに実に目ざましい躍進をとげていた。

　浙江せっこう一帯の沿海を持つばかりでなく、揚子江の流域と河口を扼やくし、気温は高く天産は豊饒ほうじょうで、いわゆる南方系の文化と北方系の文化との飽和によって、宛然えんぜんたる呉国色をここに劃し、人の気風は軽敏で利に明るく、また進取的であった。

　彗星すいせい的な風雲児、江東の小覇王孫策そんさくは、当年まだ二十七歳でしかないが、建安四年の冬には、廬江ろこうを攻略し、また黄祖、劉勲りゅうくんなどを平げて恭順を誓わせ、予章よしょうの太守もまた彼の下風について降を乞うてくるなど──隆々たる勢いであった。

　彼の臣、張紘ちょうこうは、いくたびか都へ上り、舟航して、呉と往来していた。

　孫策の「漢帝に奉たてまつるの表ひょう」を捧げて行ったり、また朝延への貢みつぎ物を持って行ったのである。

　孫策の眼にも漢朝はあったけれど、その朝門にある曹操は眼中になかった。

　孫策はひそかに大司馬の官位をのぞんでいたのである。けれど、容易にそれを許さないものは、朝廷でなくて、曹操だった。

　甚だおもしろくない。

　だが、並び立たざる両雄も、あいての実力は知っていた。

「彼と争うは利でない」

　曹操は、獅子の児と噛みあう気はなかった。

　しかし獅子の児に、乳を与え、冠かんむりを授けるようなことも、極力回避していた。

　ただ手なずけるを上策と考えていた。──で、一族曹仁そうじんの娘を、孫策の弟にあたる孫匡そんきょうへ嫁入らせ、姻戚いんせき政策をとってみたが、この程度のものは、ほんの一時的な偽装平和を彩ったまでにすぎない。日がたつと、いつとはなく、両国のあいだには険悪な気流がみなぎってくる。乳を与えなくても、獅子の児は牙きばを備えてきた。

　呉郡の太守に、許貢きょこうという者がある。その家臣が、渡江の途中、孫策の江上監視隊に怪しまれて捕われ、呉の本城へ送られてきた。

　取調べてみると、果たして、密書をたずさえていた。

　しかも、驚くべき大事を、都へ密告しようとしたものだった。

（呉の孫策そんさく、度々、奏聞そうもんをわずらわし奉り、大司馬の官位をのぞむといえども、ご許容なきをうらみ、ついに大逆を兆きざし、兵船強馬をしきりに準備し、不日都へ攻めのぼらんの意あり、疾とくよろしくそれに備え給え）

　こういう内容である。

　孫策は怒って、直ちに、許貢きょこうの居館へ詰問きつもんの兵をさし向けた。そして許貢をはじめ妻子眷族けんぞくをことごとく誅殺ちゅうさつしてしまった。

　阿鼻叫喚あびきょうかんのなかから、あやうくも逃げのがれた三人の食客があった。当時、どこの武人でも、有為な浪人はこれをやしきにおいて養っておく風があった。その食客三人は、日頃ふかく、許貢の恩を感じていたので、

「何とかして、恩人の讐かたきをとらねばならぬ」

　と、ともに血をすすりあい、山野にかくれて、機をうかがっていた。

　孫策はよく狩猟かりにゆく。

　淮南わいなんの袁術えんじゅつに身を寄せていた少年時代から、狩猟は彼の好きなものの一つだった。

　その日も──

　彼は、大勢の臣をつれて、丹徒たんとという部落の西から深山にはいって、鹿、猪などを、おっていた。

　するとここに、

「今だぞ、復讐は」

「加護あれ。神仏」

　と、かねて彼を狙っていた例の食客浪人は、箭やに毒をぬり、槍の穂を石でみがいて、孫策の通りそうな藪かげにかくれ、一心天を念じていたのであった。




二



　孫策の馬は、稀世の名馬で「五花馬かば」という名があった。多くの家臣をすてて、彼方此方、平地を飛ぶように馳駆ちくしていた。

　彼の弓は、一頭の鹿を見事に射とめた。

「射たぞ、誰か、獲物えものを拾え」

　振向いた時である。孫策の顔へ、ひゅっと、一本の箭やが立った。

「あっ」

　顔を抑おさえると、藪のかげから躍りだした浪人三名が、

「恩人許貢きょこうの仇、思い知ったか」と、槍をつけてきた。

　孫策は、弓をあげて、一名の浪人者を打った。しかし、また一方から突いてきた槍に太股をふかく突かれた。五花馬の背からころげ落ちながらも、孫策はあいての槍を奪っていた。その槍で自分を突いた相手を即座に殺したが、同時に、

「うぬっ」と、うしろから、二名の浪人もまた所きらわず、彼の五体を突いていた。

　うう──むッと、大きなうめきを発して、孫策が仆たおれたとき、残る二名の浪人もまた、急を見て馳けつけてきた呉将ごしょう程普ていふのために、ずたずたに斬り殺されていた。その附近は、おびただしい血しおで足の踏み場もないほどだった。

　何にしても、国中の大変とはなった。応急の手当を施して、すぐ孫策の身は、呉会の本城へ運び、ふかく外部へ秘した。

「華陀かだを呼べ。華陀がくればこんな瘡きずはなおる」

　うわ言のように、当人はいいつづけていた。さすがに気丈であった。それにまだ肉体が若い。

　いわれるまでもなく、名医華陀のところへは、早馬がとんでいた。すぐ呉会の城へのぼった。けれど華陀は眉をひそめた。

「いかんせん、鏃やじりにも槍にも、毒が塗ってあったようです。毒が骨髄こつずいにしみとおっていなければよろしいが……？」

　三日ばかりは、昏々こんこんとただうめいている孫策であった。

　けれども二十日も経つと、さすがに名医華陀の手をつくした医療の効はあらわれてきた。孫策は時折、うすら笑みすら枕頭の人々に見せた。

「都に在任していた蒋林しょうりんが帰りましたが、お会いなされますか」

　すっかり容体が快よいので、侍臣がいうと、孫策はぜひ会って、都の情勢を聞きたいという。

　蒋林は病牀の下に拝跪はいきして、何くれとなく報告した。

　すると孫策が、

「曹操は近ごろおれのことをどういっているか」と、訊ねた。蒋林は、

「獅子の児と喧嘩はできぬといっているそうです」と、噂のまま話した。

「そうか。あははは」

　めずらしく、孫策は声をだして笑った。非常なご機嫌だと思ったので、蒋林は訊かれもしないのに、なおしゃべっていた。

「──しかし、百万の強兵があろうと、彼はまだ若い。若年の成功は得て思い上がりやすく、図に乗ってかならず蹉跌さてつする。いまに何か内争を招き、名もない匹夫の手にかかって非業ひごうな終りを遂げるやも知れん。……などと曹操は、そんなこともいっていたと、朝廷の者から聞きましたが」

　見る見るうちに孫策の血色は濁ってきた。身を起して北方をはったと睨み、やおら病牀をおりかけた。人々が驚いて止めると、

「曹操何ものぞ。瘡きずの癒いえるのを待ってはいられない。すぐわしの戦袍せんぽうや盔かぶとをこれへ持て、陣触れをせいっ」

　すると張昭ちょうしょうが来て、

「何たることです。それしきの噂に激情をうごかして、千金の御身を軽んじ給うなどということがありますか」と、叱るが如くなだめた。

　ところへ、遠く河北の地から、袁紹えんしょうの書を持って、陳震ちんしんが使いに来た。




三



　ほかならぬ袁紹の使いと聞いて、孫策は病中の身を押して対面した。

　使者の陳震は、袁紹の書を呈してからさらに口上をもって、

「いま曹操の実力と拮抗きっこうし得る国はわが河北か貴国の呉しかありません。その両家がまた相結んで南北から呼応し、彼の腹背を攻めれば、曹操がいかに中原ちゅうげんに覇はを負うとも、破るるは必定でありましょう」と、軍事同盟の緊要を力説し、天下を二分して、長く両家の繁栄と泰平を計るべき絶好な時機は今であるといった。

　孫策は大いに歓んだ。彼も打倒曹操の念に燃えていたところである。

　これこそ天の引き合わせであろうと、城楼に大宴をひらいて陳震を上座に迎え、呉の諸大将も参列して、旺さかんなもてなし振りを示していた。

　すると、宴も半ばのうちに、諸将は急に席を立って、ざわざわとみな楼台からおりて行った。孫策はあやしんで、何故にみな楼をおりてゆくかと左右に訊ねると、近侍の一名が、

「于吉仙人うきつせんにんが来給うたので、そのお姿を拝さんと、いずれも争って街頭へ出て行かれたのでしょう」

　と、答えた。

　孫策は眉毛をピリとうごかした。歩を移して楼台の欄干により城内の街を見下ろしていた。

　街上は人で埋まっていた。見ればそこの辻を曲っていま真っすぐに来る一道人がある。髪も髯も真っ白なのに、面は桃花のごとく、飛雲鶴翔ひうんかくしょうの衣をまとい、手には藜あかざの杖をもって、飄々ひょうひょうと歩むところ自おのずから微風が流れる。

「于吉うきつさまじゃ」

「道士どうし様のお通りじゃ」

　道をひらいて、人々は伏し拝んだ。香を焚たいて、土下座する群衆の中には、百姓町人の男女老幼ばかりでなく、今あわてて宴を立って行った大将のすがたも交まじっていた。

「なんだ、あのうす汚い老爺おやじは！」

　孫策は不快ないろを満面にみなぎらして、人をまどわす妖邪の道士、すぐ搦からめ捕ってこいと、甚だしい怒りようで、武士たちに下知した。

　ところが、その武士たちまで、口を揃えて彼を諫いさめた。

「かの道士は、東国に住んでいますが、時々、この地方に参っては、城外の道院にこもり、夜は暁にいたるまで端坐してうごかず、昼は香を焚いて、道を講じ、符水ふすいを施ほどこして、諸人の万病を救い、その霊顕れいげんによって癒なおらない者はありません。そのため、道士にたいする信仰はたいへんなもので、生ける神仙とみな崇あがめていますから、めったに召捕ったりしたら、諸民は号泣して国主をお怨みしないとも限りませぬ」

「ばかを申せっ。貴様たちまで、あんな乞食老爺にたばかられているのかっ。否やを申すと、汝らから先に獄へ下すぞ」

　孫策の大喝だいかつにあって、彼らはやむなく、道士を縛って、楼台へ引っ立ててきた。

「狂夫っ、なぜ、わが良民を、邪道にまどわすかっ」

　孫策が、叱っていうと、于吉うきつは水のごとく冷やかに、

「わしの得たる神書と、わしの修めたる行徳ぎょうとくをもって、世人に幸福をわかち施すのが、なぜ悪いか、いけないのか、国主はよろしく、わしにたいして礼をこそいうべきであろう」

「だまれっ。この孫策をも愚夫あつかいにするか。誰ぞ、この老爺の首を刎はねて、諸民の妖夢を醒さましてやれ」

　だが、誰あって、進んで彼の首に剣を加えようとする者はなかった。

　張昭は、孫策をいさめて、何十年来、なに一つ過ちをしていないこの道士を斬れば、かならず民望を失うであろうといったが、

「なんの、こんな老いぼれ一匹、犬を斬るも同じことだ。いずれ孫策が成敗する。きょうは首枷くびかせをかけて獄に下しておけ」と、ゆるす気色もなかった。




四



　孫策の母は、愁うれい顔をもって、嫁の呉夫人を訪れていた。

「そなたも聞いたでしょう。策さくが于道士うどうしを捕えて獄に下したということを」

「ええ、ゆうべ知りました」

「良人おっとに非行あれば、諫めるのも妻のつとめ。そなたも共に意見してたもれ。この母もいおうが、妻のそなたからも口添えして下され」

　呉夫人も悲しみに沈んでいたところである。母堂を始め、夫人に仕える女官、侍女など、ほとんど皆、于吉仙人の信者だった。

　呉夫人はさっそく良人の孫策を迎えに行った。孫策はすぐ来たが、母の顔を見ると、すぐ用向きを察して先手を打って云った。

「きょうは妖人ようじんを獄からひき出して、断乎だんこ、斬罪に処するつもりです。まさか母上までが、あの妖道士に惑わされておいでになりはしますまいね」

「策、そなたは、ほんとに道士を斬るつもりですか」

「妖人の横行は国のみだれです。妖言妖祭ようげんようさい、民を腐らす毒です」

「道士は国の福神です、病を癒すこと神のごとく、人の禍いを予言して誤ったことはありません」

「母上もまた彼の詐術さじゅつにかかりましたか、いよいよ以って許せません」

　彼の妻も、母とともに、口を極めて、于吉仙人の命乞いをしたが、果ては、

「女童おんなわらべの知るところでない」と、孫策は袖を払って、後閣から立ち去ってしまった。

　一匹の毒蛾どくがは、数千の卵を生みちらす。数千の卵は、また数十万の蛾と化して、民家の灯、王城の燭、後閣の鏡裡きょうり、ところ、きらわず妖舞して、限りもなく害をなそう。孫策はそう信じて、母のことばも妻のいさめも耳に入れなかった。

「典獄。于吉うきつをひき出せ」

　主君の命令に、典獄頭てんごくのかみは、顔色を変えたが、やがて獄中からひき出した道士を見ると、首枷くびかせがかけてない。

「だれが首枷をはずしたか」

　孫策の詰問に典獄はふるえあがった。彼もまた信者だったのである。いや、典獄ばかりでなく、牢役人の大半も実は道士に帰依きえしているので、いたくその祟たたりを恐れ、縄尻を持つのも厭いとう風であった。

「国の刑罰をとり行う役人たるものが、邪宗を奉じて司法の任にためらうなど言語道断だ」

　孫策は怒って剣を払い、たちどころに典獄の首を刎ねてしまった。また于吉仙人を信ずるもの数十名の刑吏を武士に命じてことごとく斬刑ざんけいに処した。

　ところへ張昭以下、数十人の重臣大将が、連名の嘆願書をたずさえて、一同、于吉仙人の命乞いにきた。孫策は、典獄の首を刎ねて、まだ鞘にも納めない剣をさげたまま嘲笑あざわらって、

「貴様たちは、史書を読んで、史を生かすことを知らんな。むかし南陽の張津ちょうしんは、交州の太守となりながら、漢朝の法度はっとを用いず、聖訓をみな捨ててしまった。そして、常に赤き頭巾を着、琴を弾じ、香を焚き、邪道の書を読んで、軍に出れば不思議の妙術をあらわすなどと、一時は人に稀代な道士などといわれたものだが、たちまち南方の夷族いぞくに敗られて幻妙の術もなく殺されてしまったではないか。要するに、于吉もこの類だ、まだ害毒の国全体に及ばぬうちに殺さねばならん。──汝ら、無益な紙筆をついやすな」

　頑がんとして、孫策はきかない。すると、呂範りょはんがこうすすめた。

「こうなされては如何です。彼が真の神仙か、妖邪ようじゃの徒か、試みに雨を祈らせてごらんなさい。幸いにいま百姓たちは、長い旱ひでりに困りぬいて、田も畑も亀裂している折ですから、于吉に雨乞いのいのりを修させ、もし験しるしあれば助け、効のないときは、群民の中で首を刎ね、よろしく見せしめをお示しになる。その上のご処分なら、万民もみな得心するでしょう」




五



「よかろう」

　孫策は快然と笑って即座に吏に命じた。

「さっそく、市中に雨乞いの祭壇をつくれ、彼奴きゃつが化けの皮を脱ぐのを見てやろう」

　市街の広場に壇が築かれた。四方に柱を立て彩華をめぐらし、牛馬を屠ほふって雨龍や天神を祭り、于吉は沐浴して壇に坐った。

　麻衣まいを着がえるとき、于吉はそっと、自分を信じている吏にささやいた。

「わしの天命も尽きたらしい。こんどはもういけない」

「なぜですか、霊験れいげんをお示しあればいいでしょう」

「平地に三尺の水を呼んで百姓を救うことはできても、自分の命数だけはどうにもならんよ」

　壇の下へ、孫策の使いがきて、高らかに云いわたした。

「もし、今日から三日目の午うまの刻までに、雨が降らないときは、この祭壇とともに、生きながら焼き殺せとの厳命であるぞ。よいか、きっと心得ておけよ」

　于吉はもう瞑目していた。

　白髪のうえからかんかん日があたる。夜半は冷気肌を刺す。祭壇の大香炉こうろは、縷る々るとして香煙を絶たず、三日目の朝となった。

　一滴の雨もふらない。

　きょうも満天は焦こげて、烈々たる太陽だけがあった。ただ地上には聞き伝えて集まった数万の群集が、それこそ雲のごとくひしめいていた。

　すでに午うまの刻となった。陽時計ひどけいを睨んでいた吏は、鐘台へかけあがって、時刻の鐘を打った。数万の百姓は、それを聞くと、大声をあげて哭ないた。

「見ろ！　およそ道士だの神仙だのというやつは、たいがいかくの如きものだ。ただちにあの無能な老爺おやじを焚殺やきころせ」と、孫策が城楼から下知した。

　刑吏は、祭壇の四方に、薪や柴を山と積んだ。たちまち烈風が起って、于吉のすがたを焔の中につつんだ。

　火は風をよび、風はまた砂塵を呼んで、一すじの黒気こっきが濃い墨のように空中へ飛揚して行った。──と見るまに、天の一角にあたって、霹靂かみなりが鳴り、電光がはためき、ぽつ、ぽつ、と痛いような大粒の雨かと思ううち、それも一瞬で、やがて盆をくつがえすような大雷雨とはなってきた。

　未ひつじの刻まで降り通した。市街は河となって濁流に馬も人も石も浮くばかりだった。それ以上降ったら万戸ばんこ洪水にひたされそうに見えたが、やがて祭壇の上から誰やらの大喝が一声空をつんざいたかと思うと、雨ははたとやみ、ふたたび耿々こうこうたる日輪が大空にすがたを見せた。

　刑吏が驚いて、半焼の祭壇のうえを見ると、于吉うきつは仰向けに寝ていた。

「ああ、真に神仙だ」

　と、諸大将は駈け寄って、彼を抱きおろし、われがちに礼拝讃嘆してやまなかった。

　孫策は轎くるまに乗って、城門から出てきた。さだめし赦免しゃめんされるであろうとみな思っていたところ彼の不機嫌は前にも増して険悪であった。武将も役人もことごとく衣服の濡れるもいとわず于吉のまわりに拝跪はいきしたざまが、彼の眼には見るに耐えなかった。

「大雨を降らすも、炎日のつづくも、すべて自然の現象で、人間業にんげんわざで左右されるものではない。汝ら諸民の上に立つ武将たり市尹しいんたりしながら、なんたる醜状か。妖人に組して、国をみだすも、謀叛むほんしてわれに弓をひくも、同罪であるぞ。斬れッ、その老爺を！」

　諸臣、黙然と首をたれているばかりで、誰も、于吉を怖れて進み出る者もなかった。

　孫策はいよいよ憤いきどおって、

「なにを臆おくすかッ、よしっ、このうえは自ら成敗してくれん。見よわが宝剣の威を」

　と、戛然かつぜん、抜き払った一閃の下に、于吉の首を刎ねてしまった。

　日輪は赫々と空にありながら、また沛然はいぜんと雨が降りだした。怪しんで人々が天を仰ぐと、一朶だの黒雲のなかに、于吉の影が寝ているように見えた。

　孫策はその夕方頃から、どうもすこし容子が変であった。眼は赤く血ばしり、発熱気味に見うけられた。




孫権そんけん立つ



一



「あっ、何だろう？」

　宿直とのいの人々は、びっくりした。真夜半まよなかである。燭が白々と、もう四更に近い頃。

　寝殿の帳裡ちょうりふかく、突然、孫策の声らしく、つづけさまに絶叫がもれた。すさまじい物音もする。

「何事？」と、典医や武士も馳けつけて行った。──が、孫策は見えなかった。

「オオ、ここだ。ここに仆れておいでになる」

　見れば、孫策は、牀しょうを離れて床のうえに俯伏うつぶしていた。しかも、手には剣の鞘さやを払って。

　その前にある錦の垂帳すいちょうはズタズタに斬りさかれていた。

　宿直の武士がかかえて牀にうつし、典医が薬を与えると、孫策はくわっと眼をみひらいたが、昼間とは、眸のひかりがまるでちがっていた。

「于吉うきつめ！　妖爺めッ。どこへ失せたか」

　口走るのである。明らかに、ただならぬ症状であった。

　しかし夜が明けると、昏々こんこんと眠りに落ち、日が高きころ目をさまして、平常に回かえってきた。

　彼の母とともに夫人も見舞にきていた。老母は涙をうかべて云った。

「そなたはきのう神仙を殺したそうじゃが、なんでそんなことをしてくれたか。どうぞきょうから祭堂に籠こもって仙霊に懺悔ざんげし、七日のあいだ善事を修行してくだされ」

「ははは──」孫策は哄笑して──「母上、この孫策は、父孫堅にしたがって、十六、七歳から戦場に出で、今日まで名だたる敵を斬ることその数も知れません。なんで妖法をなす乞食老爺おやじひとりを殺したからといって、祭堂に籠って天に詫びることをする要がありましょう」

「いえいえ、于吉は、凡人ではない。神仙です。神霊の祟たたりをそなたは恐れぬのか」

「恐れません。わたくしは、呉の国主です」

「まあ、いくら諫めても、そなたは強情ごうじょうな……」

「もう仰おっしゃって下さるな、人には人の天命ありです。いくら妖人が祟ろうと、人命を支配するなどという理はうなずけません」

　やむなく老母と夫人は、愛児のため、良人のため、自身が代って修法の室に籠り、七日のあいだ潔斎けっさいして祷いのりを修めていた。

　けれどその効もなく、毎夜、四更の頃となると、孫策の寝殿には怪異なる絶叫がながれた。

　于吉のすがたが現れて、彼の寝顔をあざ笑い、彼の牀をめぐり、彼が剣を抜いて狂うと、忽然こつぜん、夜明けの光とともに掻き消えてしまうらしい。

　目に見えるほど痩せてきた。そして孫策は、昼間も昏々とつかれて眠り落ちている日が多かった。

　母は、枕元へきて、頼むようにまたいった。

「策。どうぞ、おねがいですから玉清観ぎょくせいかんへお詣りに行ってください」

「寺院に用はありません。父の命日でもありますまい」

「わたくしから、玉清観の道主におすがりしたのじゃ。天下の道士を請しょうじて香を焚き、行を営んで、鬼神のお怒りをなだめていただくように」

「孫策は幼少からまだ、父が鬼神を祭ったのは、見たこともありませんが」

「そんな理窟はもういわないでおくれ。英魂も怨みをのこしてこの土に執着すれば鬼神になる。まして罪もなく殺された神仙の霊が祟りをなさずにいましょうか」

　老母はよよと泣く。夫人も泣きすがって諫める。孫策もそれには負けて、遂に轎くるまの用意を命じ、道士院の玉清観へおもむいた。

「ようこそ」

　と、国主の参詣をよろこんで、道主以下、大勢して彼を出迎え、修法の堂へ導いた。

　気のすすまない顔をして、孫策は中央の祭壇に向い、まるで対峙たいじしているように睨みつけていたが道主にうながされて、やむなく香炉へ香を焚いた。

「──おのれッ！」

　何を見たか、とたんに孫策は、帯びたる短剣を、投げつけた。剣は侍臣のひとりに突刺さったので、異様な絶叫が、堂に籠った。
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　縷る々るとのぼる香のけむりの中に于吉うきつのすがたが見えたのである。

　投げた剣は侍臣を仆し、その者は、七穴けつから血をながして即死しているのに、孫策の眼には、なお何か見えているらしく、祭壇を蹴とばしたり、道士を投げたりして暴れ狂った。

　そのあとはまた、いつものように疲れきって、昏々と眠るが如く、大息をついていたが、われにかえると急に、

「帰ろう」と、ばかりに玉清観の山門を出ていった。

　──と、路傍に沿って、飄々ひょうひょうと一緒についてくる老人がある。孫策が轎くるまの内からふと見ると、于吉だった。

「老いぼれっ、まだいるかっ」

　叫んだとたんに、彼は、簾れんを斬り破って轎くるまから落ちていた。

　城門を入るときにも、狂いだした。瑠璃瓦るりがわらの楼門の屋根を指さして、そこに于吉がいる。射止めよ槍を投げよと、まるで陣頭へ出たように、下知してやまないのであった。

　暴れだすと、大勢の武士でも、手がつけられなかった。寝殿は毎夜、不夜城のごとく灯をともし、昼も夜も、侍臣は眠らなかったが一陣の黒風がくると、呉城全体があやしく揺れおののくばかりだった。

「この城中では眠れない」

　遂に孫策もそう云いだした。で──城外に野陣を張り、三万の精兵が帷幕いばくをめぐって警備についた。彼の眠る幕舎の外には、屈強な力士や武将が斧おの鉞まさかりをもって、夜も昼も、四方を守っていた。

　ところが、于吉のすがたは、眦まなじりを裂き、髪をさばいて、それでも毎夜彼の枕頭に立つらしかった。そして彼に会う者はみな、彼の形容が変ってきたのに驚いた。

「……そんなに痩せ衰えたろうか」

　孫策は或る折、ひとり鏡を取寄せて、自分の容貌をながめていたが、愕然がくぜんと、鏡をなげうって、

「妖魔め」と、剣を払い、虚空を斬ること十数遍、ううむ──と一声うめいて悶絶もんぜつしてしまった。典医が診ると、せっかく一時なおっていた金瘡きんそうがやぶれ、全身の古傷から出血していた。

　もう名医華陀かだの力も及ばなくなった。孫策も、ひそかに、天命をさとったらしく、甚だしい衰弱のなおつづくうちにもその後はやや狂暴もしずまって、或る日、夫人を招いておとなしくいった。

「だめだ……残念ながらもうだめだ……こんな肉体をもって何でふたたび国政をみることができよう。張昭ちょうしょうをよんでくれ。そのほかの者どももみなここへ呼びあつめてくれ。……云いのこしたいことがある」

　夫人は、慟哭どうこくして、涙に沈んでいるばかりだった。典医や侍臣たちは、

「すこし、ご容子が……」と、すぐ城中へ報らせた。

　張昭以下、譜代の重臣や大将たちが、ぞくぞくと集まった。

　孫策は、牀しょうに起き直ろうとしたが、人々が強しいてとめた。わりあいに彼の面色は平静であったし、眸も澄んでいた。

「水をくれい」と求めて、唇の渇かわきをうるおしてから、静かに彼はいいだした。

「いまわが中国は、大きな変革期にのぞんでいる。後漢の朝はすでに咲いて凋落ちょうらくにおののく花にも似ている。黒風濁流は大陸をうずまき、群雄いまなおその土に処ところを得ず、天下はいよいよ分れ争うであろう。……ときに、わが呉は三江の要害にめぐまれ、居ながらにして、諸州の動向と成敗を見るに充分である。とはいえ、地の利天産にたのむなかれ。……あくまで国を保つものは人である。汝ら、われ亡きあとは、わが弟を扶たすけ、ゆめ怠るな」

　そういって、細い手を、わずかにあげて、

「弟、弟……孫権そんけんはいるか」と見まわした。

「はい、はい、孫権はここにおりまする」

　群臣のあいだから、あわれにもまだ年若い人の低い声がした。
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　それは弟の孫権だった。

　孫権は、泣きはらした眼をふせながら、兄孫策の枕頭へ寄って、

「兄上、お気をしっかり持って下さい。いまあなたに逝かれたら、呉の国家は、柱石を失いましょう。そこにいる母君や、多くの臣下を、どうして抱えてゆけましょう」

　と、両手で顔をつつんで泣いた。

　孫策は、いまにも絶えなんとする呼吸であったが、強いて微笑しながら、枕の上の顔を振った。

「気をしっかり持てと。……それはおまえに云いのこすことだ。孫権、そんなことはないよ。おまえには内治の才がある。しかし江東の兵をひきいて、乾坤一擲けんこんいってきを賭けるようなことは、おまえはわしに遠く及ばん。……だからそちは、父や兄が呉の国を建てた当初の艱難かんなんをわすれずに、よく賢人を用い有能の士をあげて、領土をまもり、百姓を愛し、堂上にあっては、よく母に孝養せよ」

　刻々と、彼の眉には、死の色が兆きざしてきた。病殿の内外は、水を打ったように寂として、極めてかすかな遺言の声も、一様にうなだれている群臣のうしろの方にまで聞えてくるほどだった。

「……ああ不孝の子、この兄は、もう天命も尽きた。慈母の孝養をくれぐれ頼むぞ。また諸将も、まだ若い孫権の身、何事も和し、そして扶たすけてくれるように。孫権もまた、功ある諸大将を軽んじてはならんぞ。内事は何事も、張昭ちょうしょうにはかるがよい。外事の難局にあわば周瑜しゅうゆに問え。……ああ周瑜。周瑜がここにいないのは残念だが、彼が巴丘はきゅうから帰ってきたらよう伝えてくれい」

　そういうと、彼は、呉の印綬いんじゅを解いて、手ずからこれを孫権に譲った。

　孫権は、おののく手に、印綬をうけながら、片膝を床について、滂沱ぼうだ……ただ滂沱……涙であった。

「夫人おく。……夫人……」

　孫策は、なお眸をうごかした。泣き仆れていた妻の喬氏きょうしは、みだれた雲鬢うんびんを良人の顔へ寄せて、よよと、むせび泣いた。

「そなたの妹は、周瑜しゅうゆに娶合めあわせてある。よくそなたからも妹にいって、周瑜をして、孫権そんけんを補佐するよう……よいか、内助をつくせよ。夫婦、人生の中道に別れる、これほどな不幸はないが、またぜひもない」

　次に、なお幼少な小妹しょうまいや弟たちを、みな近く招きよせて、

「これからはみな、孫権を柱とたのみ、慈母をめぐって、兄弟相背あいそむくようなことはしてくれるなよ。汝ら、家の名をはずかしめ、義にそむくようなことがあると、孫策のたましいは、九泉せんの下もとにいても、誓ってゆるさぬぞ。……ああ！」

　云い終ったかと思うと、忽然、息がたえていた。

　孫策、実に二十七歳であった。江東の小覇王が、こんなにはやく夭折ようせつしようとは、たれも予測していなかったことである。

　印綬いんじゅをついで、呉の主あるじとなった孫権は、この時、まだわずか十九歳であった。

　けれど、孫策が臨終にもいったように、兄の長所には及ばないが、兄の持たないものを彼は持っていた。それは内治的な手腕、保守的な政治の才能は、むしろ孫権のほうが長じていたのである。

　孫権、字あざなは仲謀ちゅうぼう、生れつき口が大きく、頤あごひろく、碧眼紫髯へきがんしぜんであったというから、孫家の血には、多分に熱帯地の濃い南方人の血液がはいっていたかもしれない。

　彼の下にも、幼弟がたくさんあった。かつて、呉へ使いにきた漢の劉琬りゅうえんは、よく骨相を観るが、その人がこういったことがある。

「孫家の兄弟は、いずれも才能はあるが、どれも天禄てんろくを完うして終ることができまい。ただ末弟の孫仲謀そんちゅうぼうだけは異相である。おそらく孫家を保って寿命長久なのはあの児だろう」

　この言は、けだし孫家の将来と三児の運命を、ある程度予言していた。いやすでに孫策にはその言が不幸にも的中していたのである。
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　呉は国中喪もに服した。空に哀鳥あいちょうの声を聞くほか、地に音曲おんぎょくの声はなかった。

　葬儀委員長は、孫権の叔父孫静そんせいがあたって、大葬の式は七日間にわたってとり行われた。

　孫権は喪もにこもって、ふかく兄の死をいたみ、ともすれば哭ないてばかりいた。

「そんなことでどうしますか。豺狼さいろうの野心をいだく輩が地にみちているこの時に。──どうか前王のご遺言を奉じて、国政につとめ、外には諸軍勢を見、四隣にたいしては、前代に劣らぬ当主あることをお示し下さい」

　張昭は、彼を見るたびに、そういって励ました。

　巴丘はきゅうの周瑜しゅうゆは、その領地から夜を日についで、呉郡へ馳けつけてきた。

　孫策の母も、未亡人も、彼のすがたを見ると、涙を新たにして、故人の遺託をこまごま伝えた。

　周瑜は、故人の霊壇に向って拝伏し、

「誓って、ご遺言に添い、知己ちきのご恩に報いまする」と、しばし去らなかった。

　そのあとで、彼は孫権の室に入って、ただ二人ぎりになっていた。

「何事も、その基もとは人です。人を得る国はさかんになり、人を失う国は亡びましょう。ですからあなたは、高徳才明な人をかたわらに持つことが第一です」

　周瑜しゅうゆのことばを、孫権は素直にうなずいて聞いていた。

「家兄このかみも息をひく時そういわれた。で、内事は張昭に問い、外事は周瑜にはかれとご遺言になった。きっと、それを守ろうと思う」

「張昭はまことに賢人です。師傅しふの礼をとって、その言を貴ぶべきです。けれど、私は生来の駑鈍どどん、いかんせん故人の寄託きたくは重すぎます。ねがわくは、あなたの補佐として、私以上の者を一人おすすめ申しあげたい」

「それは誰ですか」

「魯粛ろしゅく──字を子敬しけいというものですが」

「まだ聞いたこともないが、そんな有能の士が、世にかくれているものだろうか」

「野やに遺賢いけんなしということばがありますが、いつの時代になろうが、かならず人の中には人がいるものです。ただ、それを見出す人のほうがいません。また、それを用うる組織が悪くて、有能もみな無能にしてしまうことが多い」

「周瑜しゅうゆ。その魯粛ろしゅくとやらは一体どこに住んでいるのか」

「臨淮りんわいの東城とうじょう（安徽省あんきしょう・東城）におります。──この人は、胸に六韜三略りくとうさんりゃくを蔵し、生れながら機謀に富み、しかも平常は実に温厚で、会えば春風に接するようです。幼少に父をうしない、ひとりの母に仕えて孝養をつくし、家は富んでいるものですから東城の郊外に住んで、悠々ゆうゆう自適しています」

「知らなかった。自分の領下に、そういう人がおろうとは」

「仕官するのを好まないようです。魯粛の友人の劉子揚りゅうしようというのが、巣湖そうこへ行って鄭宝ていほうに仕えないかとしきりにすすめている由ですが、どんな待遇にも、寄ろうとしません」

「周瑜、そんな人が、もしほかへ行ったら大変だ。ご辺が参って、なんとか、召し出してきてくれないか」

「さっきもいった通り、いかなる人材でも、それをよく用いなければ、何にもなりません。あなたに真の熱情があるなら、私がかならず説いて連れてきますが」

「国のため、家のため、なんで賢人を求めて、賢人を無用にしよう。いそいで行ってきてくれい、ご苦労だが」

「承知しました」

　周瑜しゅうゆはひきうけて、次の日、東城へ立った。そして魯粛の田舎を訪ねるときは、わざと供も連れず、ただ一騎で、そこの門前に立った。

　ちょうど田舎の豪農というような家構えだった。門の内には長閑のどかに臼うすをひく音がしていた。
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　その家の門をくぐれば、その家の主人の嗜たしなみや家風は自ら分るものという。

　周瑜しゅうゆは、門の内へはいって、まず主人魯粛ろしゅくの為人ひととなりをすぐ想像していた。

　門を通ってもとがめる者なく、内は広く、そして平和だった。あくまでこの地方の大百姓といった構えである。どこやらで牛が啼いている。振向くと村童が二、三人、納屋の横で水牛と寝ころんで嘻き々きと戯れている。

「ご主人はおいでかね」

　近づいて、周瑜が問うと、村童たちは、彼の姿をじろじろと見まわしていたが、

「いるよ、あっちに」と、木の間の奥を指さした。

　見るとなるほど、田舎びた母屋とはかけ離れて一棟の書堂が見える。周瑜は童子たちに、

「ありがとう」と、愛想をいって、そこへ向う、疎林そりんの小径こみちを歩いて行った。

　すると、立派な風采をした武人が供を連れて、鷹揚おうように歩いてきた。魯粛ろしゅくの訪客だなと思ったので、すこし道をかわしていると、客は周瑜に会釈えしゃくもせず、威張って通りすぎた。

　周瑜は気にもかけなかった。そのまま書堂の前まで来ると、ここには今、柴門さいもんをひらいて、客を見送ったばかりの主がちょうどまだそこにたたずんでいた。

「失礼ですが、あなたは当家のお主魯粛どのではありませんか」

　周瑜がいんぎんに問うと、魯粛は豊かな眼をそそいで、

「いかにも、てまえは魯粛ですが、してあなたは」

「呉城の当主、孫権のお旨をうけて、突然お邪魔に参ったもの。すなわち巴丘はきゅうの周瑜ですが」

「えっ、あなたが瑜君ゆくんですか」

　魯粛は非常におどろいた。巴丘の周瑜といえば知らぬ者はなかったのである。

「ともあれ、どうぞ……」と、書堂に請しょうじて、来意をたずねた。

　うわさにたがわぬ魯粛の人品に、内心すっかり感悦していた周瑜は、辞を低うしてこう説いた。

「今日の大事は、もちろん将来にあります。将来を慮おもんぱかるとき、君たる者はその臣を選ばねばならず、臣たらんとする者も、その君を選ぶことが、実に生涯の大事だろうと存ぜられる。──それがしは夙つとにあなたの名を慕っていたが、お目にかかる折もなかったところ、ご承知のとおり呉の先主孫策のあとを継がれて、まだお若い孫権が当主に立たれた。こう申しては、我田引水がでんいんすいとお聞きかも知れぬが、主人孫権はまれに見る英邁篤実えいまいとくじつのお方で、よく先哲の秘説をさぐり、賢者を尊び、有能の士を求めること、実に切なるものがある」

　と、まえおきして、

「どうです、呉に仕えませんか。あなたも一箇の書堂におさまって文人的な閑日かんじつに甘んじたり、終生、大百姓でいいとしているわけでもありますまい。世が泰平ならば、或いはそれも結構ですが、天下の時流はあなたのような有能の士を、こんな田舎におくことは許しません。──巣湖そうこの鄭宝ていほうに仕えるくらいなら……あえてそれがしは云いきります。あなたは、呉に仕えるべきであると」

　周瑜しゅうゆは力弁した。

　魯粛ろしゅくはにこやかにうなずいて、

「いまここから帰って行った客と、お会いでしたろう」

「お見かけしました。やはりあなたを引き出しにきた劉子揚りゅうしようでしょう」

「そうです。再三再四、これへ参って鄭宝へ仕官せよと、根気よくすすめてくれるのですが」

「あなたの意はうごきますまい。良禽りょうきんは樹をえらぶ。──当然です。それがしとともに呉にきてください」

「……？」

「おいやですか」と、切りこむと、

「いや、待って下さい」

　と、魯粛はふいに立つと、客をそこへのこして、ひとり母屋のほうへ行ってしまった。
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「失礼しました──」と魯粛はまもなく戻ってきて、

「自分には一人の老母がおるものですから、老母の意向もたずねてきたわけです。ところが老母もそれがしの考えと同様に、呉に仕えるがよかろうと、歓んでくれましたから、早速お招きに応じることにしましょう」と、快諾の旨を答えた。

　周瑜はこおどりして、

「これでわが三江の陣営は精彩を一新する」

　と、直ちに駒を並べて、呉郡に帰り、魯粛をみちびいて、主君孫権にまみえさせた。

　彼を迎えて、孫権がいかに心強く思ったかはいうまでもない。以来、喪室そうしつの感傷を一擲てきして、政務を見、軍事にも熱心に、明け暮れ魯粛の卓見をたたいた。

　ある日は、ただ二人酒を飲んで、臥ふすにも床を一つにしながら夜半また燭をかかげて、国事を談じたりなどしていた。

「御身は漢室の現状をどう思う？ また、わが将来の備えは？」

　若い孫権の眸はかがやく。

　魯粛は答えていう。

「おそらく漢朝の隆盛はもう過去のものでしょう。かえって寄生木やどりぎたる曹操そうそうのほうが次第に老いたる親木を蝕くい、幹を太らせ、ついに根を漢土に張って、繁茂はんもしてくること必然でしょう。──それに対して、わが君は静かに時運をながめ、江東の要害を固うして、河北の袁紹えんしょうと、鼎足ていそくの形をなし、おもむろに天下の隙げきをうかがっておられるのが上策です。一朝、時来れば黄祖こうそを平げ、荊州けいしゅうの劉表を征伐し、一挙に遡江そこうの態勢を拡大して行く。曹操はつねに河北の攻防に暇なく、呉の進出を妨げることはできません」

「漢室が衰えたあと、朝廟ちょうびょうはどうなるであろう」

「ふたたび、漢の高祖のごとき人物が現れ、帝王の業が始りましょう。歴史はくり返されるものです。この秋ときに生れ、地の利と人の和を擁ようし、呉三江を継がれたわが君は、よくよくご自重なさらねばなりますまい」

　孫権はじっと聞いていた。彼の耳朶じだは紅かった。

　その後、数日の暇を乞うて、魯粛が田舎の母に会いに行く時、孫権は、彼の老母へといって、衣服や帷帳いちょうを贈った。

　魯粛はその恩に感じ、やがて帰府するとき、さらにひとりの人物を伴ってきて、孫権に推薦した。

　この人は、漢人にはめずらしい二字姓をもっていたから、誰でもその家門を知っていた。

　姓を諸葛しょかつ、名を瑾きんという。

　孫権に、身の上をたずねられて、その人は語った。

「郷里は、瑯琊ろうやの南陽（山東省・泰山の南方）であります。亡父は諸葛珪しょかつけいと申して、泰山の郡丞ぐんじょうを勤めていましたが、私が洛陽らくようの大学に留学中亡くなりました。その後河北は戦乱がつづいて、継母の安住も得られぬため、継母をつれて江東に避難いたし、弟や姉は、私と別れて、荊州の伯父のところで養われました」

「伯父は、何をしておるか」

「荊州の刺史劉表りゅうひょうに仕え重用されていましたが、四、五年前乱に遭って土民に殺され、いまはすでに故人となっています」

「御身の年齢は」

「ことし二十七歳です」

「二十七歳。すると、わが亡兄の孫策と同年だの」

　孫権は非常になつかしそうな顔をした。

　魯粛はかたわらから、

「諸葛兄けいは、まだ若いですが、洛陽の大学では秀才の聞えがあり、詩文経書通ぜざるはありません。ことに自分が感服しているのは継母に仕えること実の母のようで、その家庭を見るも、瑾きん君の温雅な情操がわかる気がします」と、その為人ひととなりを語った。

　孫権は、彼を呉の上賓じょうひんとして、以来重く用いた。

　この諸葛瑾しょかつきんこそ、諸葛孔明しょかつこうめいの実兄で、弟の孔明より年は七つ上だった。




霹靂車へきれきしゃ
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　呉を興おこした英主孫策を失って、呉は一たん喪色もしょくの底に沈んだが、そのため却って、若い孫権を中心に輔佐の人材があつまり、国防内政ともに、いちじるしく強化された。

　国策の大方針として、まず河北の袁紹えんしょうとは絶縁することになった。

　これは諸葛瑾の献策で、瑾は長く河北にいたので袁紹の帷幕いばく内輪もめをよく知っていたからである。

　しばらく曹操にしたがうと見せ、時節がきたら曹操を討つ！

　それが方針の根底だった。

　そうきまったので、河北から使者にきて長逗留していた陳震ちんしんはなんら得るところなく、追い返されてしまった。

　一方、曹操のほうでも。

　呉の孫策死す！　──という大きな衝動をうけて、にわかに評議をひらき、曹操はその席で、

「天の与えた好機だ。ただちに大軍を下江げこうさせて、呉を伐うち取らんか」

　と提議したが、折ふし都へ来ていた侍御史じぎょし張紘ちょうこうがそれを諫めて、

「人の喪もに乗じて、軍を興すなどとは、丞相にも似あわしからぬことでしょう。古いにしえの道にも、聞いた例がありません」といったので、曹操もその卑劣をふかく恥じたとみえ、以後、それを口にしないばかりでなく、上使を呉へ送って後継者の孫権に恩命をつたえた。

　すなわち孫権を討虜将軍とうりょしょうぐん、会稽かいけいの太守に封じ、また張紘ちょうこうには、会稽の都尉を与えて帰らせた。

　彼の選んだ方針と、呉がきめていた国策とは、その永続性はともかく孫策の死後においては、端はしなくも一致した。

　──だが、おさまらないのは、河北の袁紹えんしょうであった。

　使者は追い返され、呉はすすんで曹操に媚こび、曹操はまた、呉の孫権に、叙爵昇官じょしゃくしょうかんの斡旋あっせんをとって、両国提携の実を見せつけたのであるから、孤立河北軍の焦躁や思うべしであった。

「まず、曹操を打倒せよ」

　令に依って。

　冀州、青州、并州へいしゅう、幽州、など河北の大軍五十万は官渡かんと（河南省・開封附近）の戦場へ殺到した。

　袁紹も、曠はれのいでたちを着飾って、冀北城きほくじょうからいざ出陣と馬をひかせると、重臣の田豊でんほうが、

「かくの如く、内を虚にして、みだりにお逸はやりあっては、かならず大禍を招きます。むしろ官渡の兵を退かせ、防備をなさるこそ、最善の策と存じますが」と、極力その不利を説いた。

　かたわらにいた逢紀ほうきは、日頃から田豊とは犬猿の間がらなので、この時とばかり、

「出陣にあたって不吉なことをいわれる。田豊には、主君の敗北を期しているとみえるな。何を根拠に、大禍に会わんなどと、この際断言されるか」と、ことさら、大仰おおぎょうに咎めだてした。

　出陣の日は、わずかなことも吉凶を占って、気にかけるものである。不吉な言をなしたというのは大罪に値あたいする。まして重臣たるものがである。

　袁紹も怒って、田豊を血祭りにせんと猛ったが、諸人が哀号あいごうして、助命を乞うので、

「──首枷くびかせをかけて獄中にほうりこんでおけ。凱旋ののちきっと罪を正すであろう」

　と云い払って出陣した。

　ところが途中、陽武（河南省・原陽附近）まで進むと、また沮授そじゅがきて諫言を呈した。

「曹操は速戦即決をねらっています。後の整備や兵糧が乏しいためです。しかるに、その図に乗って急激にこの大軍で当られるのは心得ません。味方は大軍ですが、その勇猛と意気にかけてはとても彼に及ぶものではないに」

「だまれ。汝もまた、田豊をまねて、みだりに不吉の言を吐くか」

　袁紹は、彼の首にも首枷くびかせをかけて、獄へほうってしまった。

　かくて、官渡の山野、四方九十里にわたって、河北の軍勢七十余万、陣を布いて曹操に対峙した。
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　この日、馬煙うまけむりは天をおおい、両軍の旗鼓きこは地を埋めた。なにやら燦々さんさんと群星の飛ぶような光を、濛々もうもうのうちに見るのだった。

　午ひる。陽はまさに高し。

　折から、三通の金鼓きんこが、袁紹の陣地からながれた。

　見れば、大将軍袁紹えんしょうが、門旗をひらいて馬をすすめてくる。黄金こがねの盔かぶとに錦袍きんぽう銀帯を鎧よろい、春蘭しゅんらんと呼ぶ牝馬ひんばの名駿めいしゅんに螺鈿らでんの鞍をおき、さすがに河北第一の名門たる風采堂々たるものを示しながら、

「曹操に一言申さん」と、陣頭に出た。

　西軍の鉄壁陣は、許褚きょちょ、張遼ちょうりょう、徐晃じょこう、李典りてん、楽進がくしん、于禁うきんなどの諸大隊をつらねて、あたかも人馬の長城を形成している。──その真ん中をぱっと割って、

「曹操これにあり、めずらしや河北の袁紹なるか」と、乗りだしてきたもの、いうまでもなく、いま天下の動向この人より起るとみられている曹操である。

　曹操はまずいった。

「予、さきに、天子に奏して、汝を冀北きほく大将軍に封じ、よく河北の治安を申しつけあるに、みずから、叛乱はんらんの兵をうごかすは、そも、何事か」

　彼が敵に与える宣言はいつもこの筆法である。袁紹は当然面を朱に怒った。

「ひかえろ曹操。天子のみことのりを私して、みだりに朝威をかさに振舞うもの、すなわち廟堂びょうどうの鼠賊そぞく、天下のゆるさざる逆臣である。われ、いやしくも、遠祖累代るいだい、漢室第一の直臣たり。天に代って、汝がごとき逆賊を討たでやあるべき。またこれ、万民の望む総意である」

　宣言の上では、誰が聞いても、袁紹のほうがすぐれている。

　だから曹操はすぐ、

「問答無用」と、駒を返して、「──張遼ちょうりょう、出でよ」と、高く鞭を振った。

　弩弓どきゅう、鉄砲など、いちどに鳴りとどろく、飛箭ひせんのあいだに、

「見参！」

　と、張遼は馳けすすんできて、袁紹へ迫ろうとしたが、袁紹のうしろから突として、

「罰当りめ。ひかえろ」

　と、叱りながら、河北の勇将張郃ちょうこうがおどり出して、敢然、戟ほこをまじえた。

　二者、火をちらして激闘すること五十余合、それでも勝負がつかない。

　曹操は、遠くにあって、驚きの目をみはりながら、

「そも、あの化け物はなんだ」と、つぶやいた。

　差し控えていた許褚きょちょは、こらえかねて大薙刀なぎなたを舞わし、奮然、突進して行った。河北軍からは、それと見て、

「われ高覧こうらんなるを知らずや」と、槍をひねって向ってくる。

　──その時、将台の上に立って、軍いくさの大勢をながめていた袁紹えんしょう方の宿将審配しんぱいは、いま曹軍の陣から、約三千ずつ二手にわかれて、味方の側面から挟撃してくるのを見て、

「それっ、合図を」と、軍配も折れよと振った。

　かかることもあろうかと、かねて隠しておいた弩弓隊どきゅうたいや鉄砲隊の埋伏まいふくの計が、果然、図にあたったのである。

　天地も裂くばかりな轟音ごうおんとなって、矢石しせき鉄丸を雨あられと敵の出足へ浴びせかけた。側面攻撃に出た曹軍の夏侯惇かこうじゅん、曹洪そうこうの両大将は、急に、軍を転回するいとまもなく、さんざんに討ちなされて潰乱かいらんまた潰乱の惨さんを呈した。

「いまぞ追いくずせ」

　袁紹は、勝った。まさにこの日の戦は、河北軍の大捷たいしょうであり、それにひきかえ、曹操の軍は、官渡かんとの流れを渡って、悲壮なる退陣をするうちに、日ははや暮れていたのであった。
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　元来この官渡かんとの地勢は、河南北方における唯一の要害たる条件を自ら備えていた。

　うしろには大山たいざんがそびえ、その麓をめぐる三十余里の官渡の流れは、自然の濠ごうをなしている。曹操は、その水流一帯に、逆茂木さかもぎを張りめぐらし、大山の嶮に拠って固く守りを改めていた。

　両軍はこの流れをさし挟んで対陣となった。地勢の按配と双方の力の伯仲しているこの軍いくさは、ちょうどわが朝ちょうの川中島における武田上杉の対戦に似ているといってもよい。

「いかに、河北の軍勢でも、これでは近づき得まい」

　と、曹軍はその陣容を誇るかのようだった。

　さすがの袁紹も、果たして、

「力攻めは愚だ」と、さとったらしく、ここ数日は矢一つ放たなかった。

　ところが、一夜のうちに、官渡の北岸に、山ができていた。そも、袁紹は何を考えだしたか、二十万の兵に工具を担になわせて、人工の山を築かせたのである。十日も経つと、完全な丘になった。

「これは？」と知った曹操のほうでは、陣所陣所から手をかざして、なにか評議をこらしていたが、ついに施す策もなかった。

「……やあ、こんどはあの築山の上に、幾つも高櫓たかやぐらを組み立てているぞ」

「なるほど、仰山なことをやりおる、どうする気だろう？」

　その解答は、まもなく袁紹のほうから、実行で示してきた。

　細長い丘の上に、五十座の櫓やぐらを何ヵ所も構築して、それが出来あがると、一櫓に五十張りの弩弓手どきゅうしゅがたて籠り、いっせいに矢石を撃ち出してきたのである。

　これには曹操も閉口して、前線すべて山麓の陰へ退却してしまうしかなかった。

「渡河の用意！」

　当然、袁紹の作戦は次の行動を開始していた。夜な夜な河中の逆茂木を伐りのぞき、やがて味方の掩護えんご射撃のもとに敵前上陸へかかろうものと機をうかがっていた。

　曹操も、内心、恐れを覚えてきたらしい。

「官渡の守りも、この流れあればこそだが？ ……」

　すると幕僚の劉曄りゅうようが、

「まず敵の築丘ちくきゅうや櫓をさきに粉砕してしまわなければ味方はどうにも働くことができません。それには発石車はっせきしゃを製せいして虱しらみつぶしに打ち砕くがよいでしょう」と献策した。

「発石車とは何か」

「それがしの領土に住む、名もない老鍛冶屋ろうかじやが発明したもので、硝薬しょうやくを用い、大石を筒にこめて、飛爆させるものであります」と、図に描いてみせた。

　曹操はよろこんで、直ちに、その無名の老鍛冶屋を奉行にとりたて、鍛冶、木工、石屋、硝石作りなど、数千人の工人を督励して、図のように発石車を数百輛作らせた。

　まさに科学戦である──近代兵器のそれとは比較にならないがその精神や戦法は、たしかにそこを目ざして飛躍している。

　車砲は口をそろえて烈火を吐いた。大石は虚空にうなり、河をこえて、人工の丘に、無数の土けむりをあげ、また、敵の櫓をみな木こっぱ微塵みじんに爆破してしまった。

「何だろう。あの器械は」

　敵はもとより、味方のものまで目に見た科学の威力に、ひとしく畏怖いふした。

「霹靂車へきれきしゃだ……。あれは西方の海洋から渡ってきた夷蛮いばんの霹靂車という火器だ」

　物識りらしくいう者があって、いつかそのまま霹靂車とよびならわされた。

　それはともかく。河北軍はまた新しい一戦法を案出して、曹操を脅かした。
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　掘子軍くっしぐんというものを編成したのである。

　これは土龍もぐらのように、地の底を掘りぬいて、地下道をすすみ敵前へ攻め出るという戦法である。河北軍が得意とするものとみえて、さきに北平城の公孫瓚こうそんさんを攻め陥した時も、この奇法で城内へ入りこみ、放火隊の飛躍となって、首尾よく功を奏した前例がある。

　こんどの場合は、城壁とちがい、官渡の流れが両軍のあいだにあるが、水深は浅い。深く掘りすすめば至難ではなかろう。

　こう審配しんぱいが献策けんさくしたので、

「よかろう」と、袁紹は直ちに実行させたのである。二万余の土龍は、またたくうちに、一すじの地道を対岸の彼方まで掘りのばして行った。

　曹操は早くもそれを察していた。なぜならば、坑あなの口から外へだした土の山が、蟻地獄ありじごくのように、敵陣の諸所に盛られ始めたからである。

「どうしたら防げるか」

　彼はまた、劉曄りゅうようにたずねた。

　劉曄は笑って、

「あの策てはもう古いです。これを防ぐには、味方の陣地の前に、横へ長い壕を掘切っておけばいい。──またその壕へ、官渡の水を引きこんでおけば更に妙でしょう」と、いった。

「なるほど」

　苦もなく防禦線はできた。

　物見によって、それと知った袁紹は、あわてて掘子軍くっしぐんの作業を中止させた。

　こんなふうに、対戦はいたずらに延び、八月、九月も過ぎた。

　輸送力に比して、大軍を擁しているため、長期となると、かならず双方とも苦しみだすのは、兵糧であった。

　曹操は、そのため、幾度か官渡かんとをすてて、一度都へ引揚げようかと考えたほどだったが、ともあれ、荀彧じゅんいくの意見をたずねてみようと、都へ使いを立てたりしていた。

　すると、徐晃じょこうの部下の史渙しかんという者が、その日、一名の敵を捕虜としてきた。

　徐晃が、この捕虜を手なずけて、いろいろ問いただしてみると、

「袁紹の陣でも、実は、兵糧の窮乏に困りかけています。けれど、近頃、韓猛かんもうというものが奉行となって、各地から穀物こくもつ、糧米なんどおびただしく寄せてきました。てまえは、その兵糧を前線へ運び入れる道案内のために行く途中を、運悪く足の裏に刃物を踏んで落伍してしまったのです」

　と、嘘でもなさそうな自白であった。

　で──徐晃はさっそく、その趣を、曹操へ報告した。曹操は、聞くと手を打って、

「その兵糧こそ、天が我軍へ送ってくれたようなものだ。韓猛かんもうという男は、ちょっと強いが、神経のあらい男で、すぐ敵を軽んじるふうのある部将だ。……誰か行って、その兵糧を奪ってくるものはないか」

「誰彼と仰せあるより、それがしが史渙を連れて行ってきましょう」

　徐晃は、その役を買って出た。

　壮なりとして、曹操はゆるしたけれど、敵地に深く入りこむことなので、徐晃の先手二千人のあとへ、さらに、張遼と許褚の二将に五千余騎を授けて立たせた。

　その夜。

　河北の兵糧奉行たる韓猛は、数千輛の穀車や牛馬に鞭を加えて、山間の道を蜿蜒えんえんと進んできたが、突然、四山の谷間から、鬨ときの声が起ったので、

「さては？」と、急に防戦のそなえをしたが、足場はわるし道は暗いし、牛馬は暴れだすし、まだ敵を見ぬうちから大混乱を起していた。

　徐晃の奇襲隊は、用意の硫黄いおうや焔硝えんしょうを投げつけ、敵の糧車へ、八方から火をつけた。

　火牛は吠え、火馬は躍り、真っ赤な谷底に、人間は戦い合っていた。




五



　真夜中に、西北の空が、真っ赤に焦やけだしたので、袁紹は陣外に立ち、

「何事だろう？」と、疑っていた。

　そこへ韓猛の部下がぞくぞく逃げ返ってきて、

「兵糧を焼かれました」と告げたから袁紹は落胆もしたし、韓猛の敗退を、

「腑ふがいなき奴」と憤いきどおった。

「張郃ちょうこうやある！ 高覧こうらんも来れ」

　彼は、俄に呼んで、その二将に精兵をさずけ、兵糧隊を奇襲した敵の退路をたって殲滅せんめつしろと命じた。

「心得ました。味方の損害は莫大のようですが、同時に、兵糧を焼いた敵のやつらも、一匹も生かして返すことではありません」

　二大将は手分けして、大道をひた押しに駈け、見事、敵路を先に取った。

　徐晃は使命を果たして、意気揚々ようようと、このところへさしかかって来た。

　待ちかまえていた高覧、張郃の二将は、

「賊は小勢だぞ。みなごろしにしてしまえ」

　と、無造作に包囲して、馬を深く敵中へ馳け入れ、

「徐晃は汝か」と、彼のすがたを探しあてるやいな、挟み撃ちにおめきかかっていた。

　ところが。

　背後の部下はたちまち蜘蛛くもの子みたいに逃げ散った。怪しみながら両将も逃げだすと、何ぞ計らん敵には堂々たる後詰ごづめがひかえていたのである。

　すなわち一軍は許褚、一軍は張遼、あわせて五千余騎が、いちどに喊声かんせいをあげて、逃げる兵を虱しらみつぶしに殲滅しているではないか。

　高覧は仰天ぎょうてんして、

「これは及ばん」と、戦わずして逃げ去り、張郃も、

「むだに命は捨てられん」とばかり、逃げ鞭たたいて逸走してしまった。

　徐晃は、後詰の張遼、許褚と合流して、悠々、官渡の下流をこえて陣地へ帰ったが、曹操が功をたたえると、

「いやご過賞です。せっかくご使命を買って出ながら、功は半ばしか成りませんでした」

　といって自ら恥じた。

「なぜ恥じるか」と、曹操が訊くと、

「でも、敵の兵糧を焼いて帰ってきただけでは味方の腹はくちくなりませんから」と、答えた。

「ぜひもない。そこまでは慾が張りすぎよう」

　曹操が慰めたので、諸将はみな苦笑したが、まったくこの戦果によっては、少しも兵糧の窮乏は解決されなかった。

　しかし、これを袁紹のほうに比較すると、士気をあげただけでも、やはり充分に、徐晃の功は大きかったといっていい。

　袁紹は、期待していた兵糧の莫大な量をむなしく焼き払われたので、

「韓猛かんもうの首を陣門に曝さらさせい」と、赫怒かくどして命じたが、諸将があわれんで、しきりに命乞いしたため、将官の任を解いて、一兵卒に下してしまった。

　この難に遭ってから審配しんぱいは、

「烏巣うそう（河北省）の守りこそは実に大事です。敵の飢餓してくるほど、そこの危険は増しましょう」

　と、大いに袁紹へ注意するところがあった。

　烏巣、鄴都ぎょうとの地には、河北軍の生命をつなぐ穀倉がある。いわれてみるとなおさら袁紹は心安からぬ気がしてきたので、審配をそこへ派遣して、兵糧の点検を命じ、同時に淳于瓊じゅんうけいを大将として、およそ二万余騎を、穀倉守備軍として急派した。

　この淳于瓊というのは、生来の大酒家で、躁狂広言そうきょうこうげんのくせがある人物だったから、その下に部将としてついて行った呂威りょい、韓筥子かんきょし、眭元けいげんなどは、

「また失態をやりださねばよいが」と、内心不安を抱いていた。

　けれど烏巣そのものの地は天嶮の要害であった。それに安心したか、果たして、淳于瓊は毎日、部下をあつめて飲んでばかりいた。




六



　ここに、袁紹の軍のうちに、許攸きょゆうという一将校がいた。年はもう相当な年配だが、掘子軍くっしぐんの一組頭だったり、平常は中隊長格ぐらいで、戦功もあがらず、不遇なほうであった。

　この許攸が、不遇な原因は、ほかにもあった。

　彼は曹操と同郷の生れだから、あまり重用すると、危険だとみられていたのである。

　酒を飲んだ時か何かの折に、彼自身の口から、

「おれは、子供の頃から、曹操とはよく知っている。いったい、あの男は、郷里にいた時分は、毎日、女を射当いあてに、狩猟には出る、衣装を誇って、村の酒屋は飲みつぶして歩くといったふうで、まあ、不良少年の大将みたいなものだったのさ。おれもまた、その手下でね、ずいぶん乱暴をしたものだ」

　などと、自慢半分にしゃべったことが祟たたりとなって、つねに部内から白眼視されていた。

　ところが、その許攸きょゆうが、偶然、一つの功を拾った。

　偵察に出て、小隊と共に、遠く歩いているうち、うさん臭い男を一名捕まえたのである。

　拷問ごうもんしてみると、計らずも大ものであった。

　さきに曹操から都の荀彧じゅんいくへあてて書簡を出していたが、以後、いまもって、荀彧から吉報もなし、兵糧も送られてこないので、全軍餓死に迫る──の急を報じて、彼の迅速じんそくな手配を求めている重要な書簡を襟に縫いこんでいたのである。

「折入ってお願いがあります。わたくしに騎馬五千の引率をおゆるし下さい」

　許攸は、ここぞ日頃の疑いをはらし、また自分の不遇から脱する機会と、直接、袁紹を拝してそう熱願した。

　もちろん証拠の一書も見せ、生擒いけどった密使の口書きもつぶさに示しての上である。

「どうする。五千の兵を汝に持たせたら」

「間道の難所をこえ、敵の中核たる許都の府へ、一気に攻め入ります」

「ばかな。そんなことが易々として成就じょうじゅするものなら、わしをはじめ上将一同、かく辛労はせん」

「いや、かならず成就してお見せします。なんとなれば、荀彧が急に兵糧を送れないのは、その兵糧の守備として、同時に大部隊をつけなければならないからです。しかし、早晩その運輸は実行しなければ、曹操をはじめとして、前線の将士は飢餓に瀕ひんしましょう。──わたくしが思うには、もうその輸送大部隊は、都を出ている気がします。さすれば、洛内の手薄たることや必ひっせりでありましょう」

「そちは上将の智を軽んじおるな。左様なことは、誰でも考えるが、一を知って二を知らぬものだ。──もしこの書簡が偽状にせじょうであったらどうするか」

「断じて、偽筆ぎひつではありません。わたくしは曹操の筆蹟は、若い時から見ているので」

　彼の熱意は容易に聞き届けられなかったが、さりとて、思いとどまる気色もなく、なお懇願をつづけていた。

　袁紹は途中で、席を立ってしまった。審配から使いがきたからである。すると、その間に、侍臣がそっと彼に耳打ちした。

「許攸の言はめったにお用いになってはいけません。下将げしょうの分際で、嘆願に出るなど、僭越せんえつの沙汰です。のみならず、あの男は、冀州きしゅうにいた頃も、常に行いがよろしくなく、百姓をおどして、年貢の賄賂わいろをせしめたり、金銀を借りては酒色に惑溺わくできしたり、鼻つまみに忌いまれているような男ですから」

「……ふム、ふム。わかっとる、わかっとる」

　袁紹は二度目に出てくると、穢むさいものを見るような眼で、許攸を見やって、

「まだいたのか、退がれ。いつまでおっても同じことじゃ」と、叱りとばした。

　許攸は、むっとした面持で、外へ出て行った。そしてひとり憤懣ふんまんの余り、剣を抜いて、自分の首を自分の手で刎ねようとしたが、

「豎子じゅし、われを用いず。いまに後悔するから見ていろ。──そうだ、見せてやろう、おれが自刃する理由は何もない」

　急に、思い直すと、彼はこそこそと塹壕ざんごうのうちにかくれた。そしてその夜、わずか五、六人の手兵とともに、暗にまぎれて、官渡の浅瀬を渡り、一散に敵の陣地へ駈けこんで行った。




溯巻さかまく黄河こうが



一



　槍の先に、何やら白い布をくくりつけ、それを振りながらまっしぐらに駈けてくる敵将を見、曹操の兵は、

「待てっ、何者だ」と、たちまち捕えて、姓名や目的を詰問した。

「わしは、曹丞相そうじょうしょうの旧友だ。南陽の許攸きょゆうといえば、きっと覚えておられる。一大事を告げにきたのだからすぐ取次いでくれい」

　その時、曹操は本陣の内で、衣ころもを解きかけてくつろごうとしていたが、取次の部将からそのことを聞いて、

「なに、許攸が？」と、意外な顔して、すぐ通してみろといった。

　ふたりは轅門えんもんのそばで会った。少年時代の面影はどっちにもある。おお君か──となつかしげに、曹操が肩をたたくと、許攸は地に伏して拝礼した。

「儀礼はやめ給え。君と予とは、幼年からの友、官爵かんしゃくの高下をもって相見るなど、水くさいじゃないか」

　曹操は、手をとって起した。許攸はいよいよ慙愧ざんきして、

「僕は半生を過まった。主を見るの明めいなく、袁紹えんしょうごときに身をかがめ、忠言もかえって彼の耳に逆らい、今日、追われて故友の陣へ降を乞うなど……なんとも面目ないが、丞相、どうか僕を憐れんで、この馬骨を用いて下さらんか」

「君の性質はもとよりよく知っている。無事に相見ただけでもうれしい心地がするのに、さらに、予に力を貸さんとあれば、なんで否む理由があろう。歓んで君の言を聞こう。……まず、袁紹を破る計があるなら予のために告げたまえ」

「実は、自分が袁紹にすすめたのは、今、軽騎の精兵五千をひっさげて、間道の嶮をしのび越え、ふいに許都きょとを襲い、前後から官渡の陣を攻めようということでござった。──ところが、袁紹は用いてくれないのみか、下将の分際で僭越なりと、それがしを辛く退けてしまった」

　曹操はおどろいて、

「もし袁紹が、君の策を容れたら、予の陣地は七花か八裂れつとなるところだった。ああ危うい哉。──して、君は今、この陣へ来て、逆に彼を破るとしたら、どう計を立てるか」

「その計を立てるまえに、まず伺いたいことがある。いったい丞相のご陣地には今、どれくらいな兵糧のご用意がおありか？」

「半年の支えはあろう」

　曹操が、即答すると、許攸きょゆうは面を苦にがりきらせて、じっと曹操の眼をなじッた。

「嘘をお云いなさい。せっかく自分が、旧情を新たにして、真実を吐こうと思えば、あなたは却っていつわりをいう。──われを欺あざむこうとする人に真実はいえないじゃありませんか」

「いや、いまのは戯れだ。正直なところをいえば、三月ほどの用意しかあるまい」

　許攸はまた笑って、

「むべなる哉。世間の人が、曹操は奸雄かんゆうで、悪賢い鬼才であるなどと、よく噂にもいうが、なるほど、当らずといえども遠からずだ。あなたはあくまで人を信じられないお方と見える」

　と、舌打ちして、嗟嘆さたんすると、ややあわて気味に、曹操は彼の耳へいきなり口を寄せて、小声にささやいた。

「軍の機秘きひ。実は味方に秘しているが、君だからもうほんとのことをいってしまう。実は、すでに涸渇こかつして、今月を支えるだけの兵糧しかないのだ」

　すると許攸きょゆうは、憤然、彼の口もとから耳を離して、ずばりと刺すようにいった。

「子どもだましのような嘘はもうおよしなさい。丞相の陣にはもはや一粒の兵糧もないはずです。馬を喰い草を噛むのは、兵糧とはいえませんぞ」

「えっ……どうして君は、そこまで知っているのか」

　と、さすがの曹操も顔色を失った。




二



　許攸は、ふところへ手を入れた。

　そして、封のやぶれている書簡を出して、曹操の眼の前へつきだした。

「これは一体、誰の書いたものでしょう」

　許攸は鼻の上に皮肉な小皺こじわをよせて云った。それは先に曹操から都の荀彧じゅんいくへ宛てて、兵糧の窮迫を告げ、早速な処置をうながした直筆のものであった。

「や。どうして予の書簡が、君の手にはいっているのか」

　曹操は仰天してもう嘘は効きかないとさとった容子だった。

　許攸は、自分の手で、使いを生け捕ったことなど、つぶさに話して、

「丞相の軍は小勢で、敵の大軍に対し、しかも兵糧は尽きて、今日にも迫っている場合でしょう。なぜ敵の好む持久戦にひきずられ、自滅を待っておいでになるか、それがしに分りません」

　と、いった。

　曹操はすっかり兜かぶとをぬいで、速戦即決に出たいにも名策はないし持久を計るには兵糧がない。如何にせば、ここを打開できるだろうかと、辞を低うして訊ねた。

　許攸は初めて、真実をあらわして云った。

「ここを離るること四十里、烏巣うそうの要害がありましょう。烏巣はすなわち袁紹の軍を養う糧米がたくわえある糧倉の所在地です。ここを守る淳于瓊じゅんうけいという男は、酒好きで、部下に統一なく、ふいに衝けば必ず崩れる脆弱ぜいじゃくな備えであります」

「──が、その烏巣へ近づくまでどうして敵地を突破できよう」

「尋常なことでは通れません。まず屈強なお味方をすべて北国勢に仕立て、柵門さくもんを通るたびに袁将軍の直属蒋奇しょうきの手の者であるが、兵糧の守備に増派され、烏巣へ行くのだと答えれば──夜陰といえども疑わずに通すにちがいありません」

　曹操は彼の言を聞いて、暗夜に光を見たような歓びを現した。

「そうだ、烏巣を焼討ちすれば袁紹の軍は、七日と持つまい」

　彼は直ちに、準備にかかった。

　まず河北軍の偽旗にせはたをたくさんに作らせた。将士の軍装も馬飾りも幟のぼりもことごとく河北風俗にならって彩いろどられ、約五千人の模造軍が編制された。

　張遼は、心配した。

「丞相、もし許攸きょゆうが、袁紹のまわし者だったら、この五千は、ひとりも生き還れないでしょうが」

「この五千は、予自身が率いてゆく。なんでわざわざ敵の術中へ墜ちにゆくものか」

「えっ、丞相ご自身で」

「案じるな。──許攸が味方へとびこんできたのは、実に、天が曹操に大事を成さしめ給うものだ。もし狐疑逡巡こぎしゅんじゅんして、この妙機をとり逃したりなどしたら、天は曹操の暗愚を見捨てるであろう」

　果断即決は、実に曹操の持っている天性の特質中でも、大きな長所の一つだった。彼には兵家の将として絶対に必要な「勘かん」のするどさがあった。他人には容易に帰結の計りがつかない冒険も、彼の鋭敏な「勘」は一瞬にその目的が成るか成らないか、最終の結果をさとるに早いものであった。

　──が、彼にとって、恐いのは行く先の敵地ではなく、留守中の本陣だった。

　もちろん許攸はあとに残した。態ていよく陣中にもてなさせておいて、曹洪そうこうを留守中の大将にさだめ、賈詡かく、荀攸じゅんゆうを助けに添え、夏侯淵かこうえん、夏侯惇かこうじゅん、曹仁そうじん、李典りてんなどもあとの守りに残して行った。

　そして、彼自身は。

　五千の偽装兵をしたがえ、張遼、許褚きょちょを先手とし、人は枚ばいをふくみ馬は口を勒ろくし、その日のたそがれ頃から粛々しゅくしゅくと官渡をはなれて、敵地深く入って行った。

　時、建安五年十月の中旬なかばだった。




三



　袁紹えんしょうの臣沮授そじゅは、主君袁紹に諫言かんげんして、かえって彼の怒りをかい、軍の監獄に投じられていたが、その夜、獄中に独坐して星を見ているうちに、

「……ああ。これはただごとではない」と、大きくつぶやいた。

　彼の独り言を怪しんで、典獄がそのわけを問うと、沮授はいった。

「こよいは星の光いとほがらかなのに、いま天文を仰ぎ見るに、太白星たいはくせいをつらぬいて、一道の妖霧ようむがかかっている。これ兵変のある凶兆きょうちょうである」

　そして彼は、典獄を通して、主君の袁紹に会うことをしきりに──しかも、火急に嘆願したので、折から酒をのんでいた袁紹は、何事かと、面前にひかせて見た。

　沮授は、信念をもって、

「こよいから明け方までの間に、かならず敵の奇襲が実行されましょう。察するに、味方の兵糧は烏巣にありますから、智略のある敵ならきっとそこを脅おびやかそうとするに違いありません。すぐさま猛将勇卒を急派して、山間の通路にそなえ、彼の計を反覆はんぷくして、凶を吉とする応変のお手配こそ必要かと存ぜられます」と進言した。

　袁紹は聞くと、苦りきって、

「獄中にある身をもって、まだみだりに舌をうごかし、士気を惑わそうとするか。賢才けんさいを衒てらう憎むべき囚人め。退がれっ」と、ただ一喝かつして、退けてしまった。

　それのみか、彼の嘆願を取次いだ典獄は、獄中の者と親しみを交わしたという罪で、その晩、首を斬られてしまったと聞いて、沮授は独り哭ないて、獄裡に嘆いていた。

「もう眼にも見えてきた。味方の滅亡は刻々にある。──ああ、この一身も、どこの野末の土となるやら……」

　──かかる間に、一方、曹操の率いる模擬もぎ河北軍は、いたるところの敵の警備陣を、

「これは九将蒋奇しょうき以下の手勢、主君袁紹の命をうけて、にわかに烏巣の守備に増派されて参るものでござる」と呶鳴って、難なく通りぬけてしまった。

　烏巣の穀倉守備隊長淳于瓊じゅんうけいは、その晩も、土地の村娘など拉らっしてきて、部下と共に酒をのんで深更まで戯れていた。ところが、陣屋の諸所にあたってバリバリと異様な音がするので、あわてて、飛びだしてみると、四面一体は、はや火の海と化し、硝煙の光、投げ柴の火光などが火の襷たすきとなって入り乱れているあいだを、金鼓、矢うなり、突喊とっかんのさけび、たちまち、耳も聾ろうせんばかりだった。

「あっ、夜討だっ」

　狼狽ろうばいを極めて、急に防戦してみたが、何もかも、間に合わない。

　半数は、降兵となり、一部は逃亡し、踏みとどまった者はすべて火焔の下に死骸となった。

　曹操の部下は、熊手をもって淳于瓊じゅんうけいをからめ捕った。

　副将の眭元けいげんは行方知れず、趙叡ちょうえいは逃げそこねて討ち殺された。

　曹操は存分に勝って淳于瓊の鼻をそぎ耳を切って、これを馬の上にくくりつけ、凱歌をあげながら引返した。──夜もまだ明けきらぬうちであった。

　ときに袁紹は、本陣のうちで、無事をむさぼって眠っていたが、

「火の手が見えます！」と不寝ねずの番に起され、はじめて烏巣の方面の赤い空を見た。

　そこへ、急報が入った。

　袁紹は驚愕して、とっさにとるべき処置も知らなかった。

　部将張郃ちょうこうは、

「すぐに烏巣の急を救わん」

　とあせり立ち、高覧はそれに反対して、

「むしろ、曹操の本陣、官渡の留守を衝ついて、彼の帰るところをなからしめん」と主張した。

　火の手を見ながらこんなふうに袁紹の帷幕いばくでは議論していたのであった。




四



　焦眉しょうびの急をそこに見ながら、袁紹には果断がなかった。帷幕いばくの争いに対しても明快な直裁を下すことができなかった。

　彼とても、決して愚鈍な人物ではない。ただ旧態きゅうたいの名門に生れて、伝統的な自負心がつよく、刻々と変ってくる時勢と自己の周囲に応じてよく処することを知らなかった日頃の科とがが、ここへ来てついに避けがたい結果をあらわし、彼をして、ただ狼狽を感じさせているものと思われる。

「やめい。口論している場合ではない」

　たまらなくなって、袁紹はついに呶鳴った。

　そして、確たる自信もなく、

「張郃ちょうこう、高覧のふたりは、共に五千騎をひっさげて、官渡の敵陣を衝け。また、烏巣うそうの方面へは、兵一万を率いて、蒋奇しょうきが参ればよい。はやく行け、はやく」

　と、ただあわただしく号令した。

　蒋奇は心得てすぐ疾風陣しっぷうじんを作った。一万の騎士走卒はすべて馳足かけあしでいそいだ。烏巣の空はなお炎々と赤いが、山間の道はまっ暗だった。

　すると彼方から百騎、五十騎とちりぢりに馳けてきた将士が、みな蒋奇の隊に交じりこんでしまった。もっとも出合いがしらに先頭の者が、

「何者だっ？」と充分に糺ただしたことはいうまでもないが、みな口を揃えて、

「淳于瓊じゅんうけいの部下ですが、大将淳于瓊は捕われ、味方の陣所は、あのように火の海と化したので逃げ退いてきたのです」というし、姿を見れば、すべて河北軍の服装なので、怪しみもせず、応援軍のなかに加えてしまったものであった。

　ところが、これはみな烏巣から引っ返してきた曹操の将士であったのである。中には、張遼ちょうりょうだの許褚きょちょのごとき物騒な猛将も交じっていた。馳足の行軍中、蒋奇の前後にはいつのまにかそういう面々が近づいていたのであった。

「やっ、裏切者か」

「敵だっ」

　突然混乱が起った。暗さは暗し、敵か味方かわからない間に、すでに蒋奇は何者かに鎗で突き殺されていた。

　たちまち四山の木々岩石はことごとく人と化し、金鼓は鳴り刀鎗はさけぶ。曹操の指揮下、蒋奇の兵一万の大半は殲滅せんめつされた。

「追い土産まで送ってくるとは、袁紹も物好きな」

　と、大捷たいしょうを博した曹操は、会心の声をあげて笑っていた。

　その間に、彼はまた、袁紹の陣地へ、人をさし向けてこういわせた。

「蒋奇以下の軍勢はただ今、烏巣についてすでに敵を蹴ちらし候えば、袁将軍にもお心を安じられますように」

　袁紹はすっかり安心した。──が、その安夢は朝とともに、霧の如く醒めてふたたび惨憺さんたんたる現実を迎えたことはいうまでもない。

　張郃ちょうこう、高覧も、官渡へ攻めかかって、手痛い敗北を喫していたのである。彼に備えがなかったら知らないこと、あらかじめかかることもあろうかと、手具脛てぐすねひいていた曹仁や夏侯惇かこうじゅんの正面へ寄せて行ったので敗れたのは当然だった。

　そのあげく、官渡から潰乱してくる途中、運悪くまた曹操の帰るのにぶつかってしまった。ここでは、徹底的に叩かれて、五千の手勢のうち生き還ったものは千にも足らなかったという。

　袁紹は茫然自失していた。

　そこへ淳于瓊じゅんうけいが、耳鼻を削そがれて敵から送られてきたので、その怠慢たいまんをなじり、怒りにまかせて即座に首を刎ねてしまった。
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　淳于瓊が斬られたのを見て、袁紹の幕将たちは、みな不安にかられた。

「いつ、自分の身にも」と、めぐる運命におののきを覚えたからである。

　中でも、郭図かくとは、

「これはいかん……」と、早くも、保身の智恵をしぼっていた。

　なぜならば、ゆうべ官渡の本陣を衝けば必ず勝つと、大いにすすめたのは、自分だったからである。

　やがてその張郃、高覧が大敗してここへ帰ってきたら、必定、罪を問われるかも知れない。今のうちに──と彼はあわてて、袁紹にこう讒言ざんげんした。

「張郃、高覧の軍も、今暁、官渡において、惨敗を喫しましたが、ふたりは元から、味方を売って曹操に降らんという二心が見えていました。さてこそ、昨夜の大敗は、わざとお味方を損じたのかも知れませぬぞ。いかになんでも、ああもろく小勢の敵に敗れるわけはありません」

　袁紹は、真っ蒼になって、

「よしっ、立ち帰ってきたら、必ず彼らの罪を正さねばならん」

　と、いうのを聞くと、郭図はひそかに、人をやって、張郃、高覧がひき揚げてくる途中、

「しばし、本陣に還るのは、見合わせられい。袁将軍はご成敗の剣を抜いて、貴公たちの首を待っている」と、告げさせた。

　二人が、それを聞いているところへ、袁紹からほんとの伝令がきて、

「早々に還り給え」と、主命を伝えた。

　高覧は、突然剣を払って、馬上の伝令を斬り落した。驚いたのは張郃である。

「なんで主君のお使いを斬ったのか。そんな暴を働けば、なおさら君前で云い開きが立たんではないか」と絶望して悲しんだ。

　すると高覧は、つよくかぶりを振って、

「われら、豈あに、死を待つべけんや。──おい、張郃。時代の流れは河北から遠い。旗をかえして、曹操に降ろう」と、共に引っ返して、官渡の北方に白旗をかかげ、その日ついに、曹操の軍門に降服してしまった。

　諫める者もあったが、曹操は容いれるにひろい度量があった。

　降将こうしょう張郃を、偏将軍都亭侯へんしょうぐんとていこうに、高覧を同じく偏将軍東莱侯とうらいこうに封じ、

「なお、将来の大を期し給え」と、励ましたから、両将の感激したことはいうまでもない。

　彼の二を減じて、味方に二を加えると、差引き四の相違が生じるわけだから、曹操軍が強力となった反対に、袁将軍の弱体化は目に見えてきた。

　それに烏巣焼打ち以後、兵糧難の打開もついて、丞相旗のひるがえるところ、旭日昇天の概がいがあった。

　許攸きょゆうも、その後、曹操に好遇されていた。彼はまた、曹操に告げて、

「ここで息を抜いてはいけません。今です。今ですぞ」と励ました。

　昼夜、攻撃また攻撃と、手をゆるめず攻めつづけた。しかし何といっても、河北の陣営はおびただしい大軍である。一朝一夕に崩壊するとは見えなかった。

「──敵の勢力を三分させ、箇々殲滅せんめつしてゆく策をおとりになっては如何ですか。まずそれを誘導するため、味方の勢を実は少しずつ──黎陽れいよう（河南省逡県東南）鄴都ぎょうと（河北省）酸棗さんそう（河南省）の三方面へ分け、いつわって、袁紹の本陣へ、各所から一挙に働く折をうかがうのです」

　これは荀彧じゅんいくの献策だった。こんどの戦いで、荀彧が口を出したのは初めてであるから、曹操も重視してその説に耳を傾けた。
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　鄴都、黎陽、酸棗の三方面へ向って、しきりに曹操の兵がうごいてゆくと聞いて、袁紹は、

「すわ、また何か、彼が奇手を打つな」

　と、大将辛明しんめいに、五万騎をつけて、黎陽へ向わせ、三男袁尚えんしょうにも、五万騎をさずけて、鄴都へ急派し、さらに酸棗へも大兵を分けた。

　当然、彼の本陣は、目立って手薄になった。探り知った曹操は、

「思うつぼに」と、ほくそ笑んで、一時三方へ散らした各部隊と聯絡をとり、日と刻を諜しめし合わせて、袁紹の本陣へ急迫した。

　黄河は逆巻さかまき、大山は崩れ、ふたたび天地開闢かいびゃく前の晦冥かいめいがきたかと思われた。袁紹は甲よろいを着るいとまもなく、単衣帛髪たんいきんはつのまま馬に飛び乗って逃げた。

　あとには、ただ一人、嫡子ちゃくしの袁譚えんたんがついて行ったのみである。

　それと知って、

「われぞ、手擒てどりに！」

　と張遼ちょうりょう、許褚きょちょ、徐晃じょこう、于禁うきんなどの輩ともがらが争って追いかけたが、黄河の支流で見失ってしまった。

　一すじや二すじの河流なら見当もつくが、広茫の大野に、沼やら湖やら、またそれをつなぐ無数の流れやらあって、どっちへ渡って行ったか──水に惑わされてしまったからであった。

　なお諸所を捜索中、捕虜とした一将校の自白によると、

「嫡子袁譚えんたんのほかに、約八百ほどの旗下はたもとの将士がついて、北方の沼を逃げ渡られた」

　と、いうことだった。

　そのうちに集結の角笛つのぶえが聞えたので、一同むなしく引揚げた。この日の戦果は予想外に大きかった。敵の遺棄死体は八万と数えられ、袁紹の本陣付近から彼の捨てて行った食料、重大の図書、金銀絹帛の類たぐいなどぞくぞく発見されたし、そのほか分捕りの武器馬匹など莫大な額にのぼった。

　また、それらの戦利品中には、袁紹の座側にあった物らしい金革きんかくの大きな文櫃ふばこなどもあった。曹操が開いてみると、幾束いくたばにもなった書簡が出てきた。

　思いがけない朝廷の官人の名がある。現に曹操のそばにいて忠勤顔している大将の名も見出された。そのほか、日頃、袁紹に内通していた者の手紙は、すべて彼の眼に見られてしまった。

「実にあきれたもの、この書簡を証拠に、この際、これらの二心ある醜類をことごとく軍律に照して断罪に処すべきでしょう」

　荀攸じゅんゆうがそばからいうと、曹操はにやにや笑って、

「いや待て。──袁紹の勢いが隆々としていたひと頃には、この曹操でさえ、如何にせんかと、惑ったものだ。いわんや他人をや」

　彼は、眼のまえで、革櫃かわびつぐるみ書簡もすべて、焼き捨てさせてしまった。

　また、袁紹の臣沮授そじゅは、獄につながれていたので、当然、逃げることもどうすることもできず、やがて発見されて、曹操の前にひかれてきた。曹操は見るとすぐ、

「おう、君とは、一面の交わりがある」

　と、自身で縄をといてやったが、沮授は声をあげて、その情けを拒んだ。

「わしが捕われたのは、やむを得ず捕われたのだ。降参ではないぞ。早く首を斬れ」

　しかし曹操は、あくまでその人物を惜しんで陣中におき、篤くもてなしておいた。ところが、沮授は隙を見て、兵の馬を盗みだし、それに乗って逃げだそうとした。

「……あっ」

　沮授が、鞍につかまった刹那、一本の矢が飛んできて、沮授の背から胸まで射ぬいてしまった。曹操は自分のしたことを、

「ああ。われついに、忠義の人を殺せり」

　と悲しんで、手ずから遺骸を祭り、黄河のほとりに墳つかを築いて、それに「忠烈ちゅうれつ沮君之墓そくんのはか」と碑ひにきざませた。




十面めん埋伏まいふく



一



　袁紹えんしょうはわずか八百騎ほどの味方に守られて、辛くも黎陽れいようまで逃げのびてきたが、味方の聯絡はズタズタに断ち切られてしまい、これから西すべきか東すべきか、その方途にさえ迷ってしまった。

　黎山の麓ふもとに寝た夜の明け方ごろである。

　ふと眼をさますと。

　老幼男女の悲泣哀号ひきゅうあいごうの声が天地にみちて聞えた。

　耳をすましていると、その声は親を討たれた子や、兄を失った弟や、良人を亡くした妻などが、こもごもに、肉親の名を呼びさがす叫びであった。

「逢紀ほうき、義渠ぎきょの二大将が、諸所のお味方をあつめて、ただ今、ここに着きました」

　旗下の報らせに、袁紹は、

「さては、あの叫びは、敗残のわが兵を見て、その中に身寄りの者がありやなしやと、案じる者どもの声だったか……」と、思いあわせた。

　しかし逢紀、義渠の二将が追いついてくれたので、彼は蘇生の思いをし、冀州きしゅうの領へ帰って行ったが、その途々にも、人民たちが、

「もし田豊でんほうの諫いさめをお用いになっていたら、こんな惨みじめは見まいものを」

　と、部落を通っても、町を通っても、沿道に人のあるところ、必ず人民の哀号と恨みが聞えた。

　それもその筈で、こんどの官渡の大戦で、袁紹の冀北軍は七十五万と称せられていたのに、いま逢紀、義渠などが附随しているとはいえ、顧みれば敗残の将士はいくばくもなく、寥々りょうりょうの破旗悲風に鳴り、民の怨嗟えんさと哀号の的まとになった。

「田豊。……ああそうだった。実に、田豊の諫めを耳に入れなかったのが、わが過ちであった。なんの面目をもって彼に会おうか」

　袁紹がしきりと悔くいわびるのを聞いて、田豊と仲のよくない逢紀は、冀北城に近づくと、やがて彼が袁紹に重用されようかと惧おそれて、こう讒言ざんげんした。

「城中からお迎えのため着いた人々のはなしを聞くと、獄中の田豊は、お味方の大敗を聞いて、手を打って笑い、それ見たことかと、誇りちらしているそうです」

　またしても袁紹は、こんな讒言の舌にうごかされて、内心ふたたび田豊を憎悪し、帰城次第に、斬刑に処してしまおうと心に誓っていた。

　冀州城内の獄中に監せられていた田豊は、官渡の大敗を聞いて沈吟ちんぎん、食もとらなかった。

　彼に心服している典獄の奉行が、ひそかに獄窓を訪れてなぐさめた。

「今度という今度こそ、袁大将軍にも、あなたのご忠諫ちゅうかんがよく分ったでしょう。ご帰国のうえは、きっとあなたに謝して、以後、重用遊ばすでしょう」

　すると田豊は顔を振って、

「否いなとよ君。それは常識の解釈というもの。よく忠臣の言を入れ、奸臣かんしんの讒ざんをみやぶるほどなご主君なら、こんな大敗は求めない。おそらく田豊の死は近きにあろう」

「まさか、そんなことは……」と、典獄もいっていたが、果たして、袁紹が帰国すると即日、一使がきて、

「獄人ごくじんに剣を賜たもう」と、自刃を迫った。

　典獄は、田豊の先見に驚きもし、また深く悲しんで、別れの酒肴さけさかなを、彼に供えた。

　田豊は自若じじゃくとして獄を出、莚むしろに坐って一杯の酒を酌み、

「およそ士たるものが、この天地に生れて、仕える主を過つことは、それ自体すでに自己の不明というほかはない。この期に至って、なんの女め々めしい繰言くりごとを吐かんや」

　と、剣を受けて、みずから自分の首に加えて伏した。黒血大地をさらに晦くろうし、冀州の空、星は妖しく赤かった。田豊死すとつたえ聞いて、人知れず涙をながした者も多かった。




二



　本国に帰ってからの袁紹は、冀州城内の殿閣にふかくこもって、怏憂おうゆう、煩憂はんゆうの日を送っていた。

　衰退が見えてくると、大国の悩みは深刻である。

　外戦の傷手いたでも大きいが、内政の患わずらいはもっと深い。

「あなたがお丈夫なうちに、どうか世嗣よつぎを定めてください。それを先に遊ばしておけば、河北の諸州も一体となって、きっとご方針が進めよくなりましょう」

　劉りゅう夫人はしきりにそれを説いた。──が、実は自分の生んだ子の三男袁尚えんしょうを、河北の世嗣に立てたいのであった。

「わしも疲れた。……心身ともにつかれたよ。近いうちに世嗣を決めよう」

　つねに劉夫人からよいことだけを聞かされているので、彼の意中にも、袁尚が第一に考えられていた。

　だが、長男の袁譚えんたんは、青州にいるし、次男の袁煕えんきは、幽州を守っている。

　その二人をさしおいて、三男の袁尚を立てたら、どういうことになるだろうか？

　袁紹はそこに迷いを持ったのであった。つねにそばにおいて可愛がっている袁尚だけに、悩むまでもない明白な問題なのに、彼は迷い苦しんだ。

　重臣たちの意向をさぐると、逢紀ほうき、審配しんぱいのふたりは、袁尚えんしょうを擁立したがっているし、郭図かくと、辛評しんひょうの二名は、正統派というか、嫡子ちゃくし袁譚えんたんを立てようとしているらしい。

　だが、自分から自分の望みをほのめかしたら、そういう連中も、一致して袁尚を支持してくれるかも知れぬ──と考えたらしく袁紹は或る日、四大将を翠眉廟すいびびょうの内に招いて、

「時に、わしもはや老齢だし、諸州に男子を分けて、それぞれ適する地方を守らせてあるが、宗家の世嗣としては、もっとも三男袁尚がその質と思うている。──で、近く袁尚を河北の新君主に立てようと考えておるが、そち達はどう思うな？」

　と、意見を問いながら暗に自分の望みを打ち明けてみた。

　すると、誰よりも先に郭図かくとが口をひらいて、

「これは思いもよらぬおことばです。古いにしえから兄をおいて弟を立て、宗家の安泰を得たためしはありますまい。これを行えば乱兆らんちょうたちまち河北の全土に起って、人民の安からぬ思いをするは火をみるよりもあきらかです。しかもいま一方には、曹操の熄やまざる侵略のあるものを。……どうか、家政を紊みだし給わず、一意、国防にお心を傾け給わるよう、痛涙、ご諫言申しあげまする」

　と、面を冒おかしていった。

　沮授そじゅや田豊でんほうなどという忠良の臣を失って、そのことばが時折、悔いの底に思い出されていたところなので、袁紹もこんどは、

「左様か……。む、む」

　と、気まずい顔いろながらも、反省して、考え直しているふうであった。

　すると、それから数日の間に。

　并州へいしゅうにいる甥の高幹こうかんが、官渡の大敗と聞いて、軍勢五万をひきいて上ってきたところへ、長男の袁譚えんたんも、青州から五万余騎をととのえて駈けつけ、次男袁煕えんきもまた前後して、六万の大兵をひっさげ、城外に着いて、野営を布しいた。

　ために冀州城下の内外は、それらの味方の旗で埋められたので、一時は気を落していた袁紹も大いに歓んで、

「やはり何かの場合には、気づよいものは子どもらや肉親である。かく、新手の兵馬がわれに備わるからには、長途を疲れてくる曹操の如きは何ものでもない」と、安心をとり戻していた。

　一方、曹操の軍勢は、どう動いているかと、諸所の情報をあつめてみると、さすがに急な深入りもせず、大捷をおさめたのち、彼はひとまず黄河の線に全軍をあつめ、おもむろに装備を改めながら兵馬に休養をとらせているらしかった。




三



　或る日、曹操の陣所へ、土民の老人ばかりが、何十人もかたまって訪ねてきた。髪の真白な者、山羊やぎのような鬚ひげを垂れた者、杖をついた者、童顔の翁など、ぞろぞろつながって、

「丞相じょうしょうへお祝いをのべにきましたのじゃ」と、卒へいう。

　卒の取次を聞くと、曹操はすぐ出てきた。そして一同に席を与え、

「おまえ達は、幾歳になるか」と、訊ねた。

　一人は百四歳と答える。一人は百二歳という。最低の者でも八十、九十歳だった。

「めでたい者達だ」と、曹操は、酒を飲ませたり、帛きぬを与えたりした。

　そしてなお、いうには、

「予は老人が好きだ、また老人を尊敬する。なぜなら、多難な人生を、おまえ達の年齢まで生きてきただけでも大変なものじゃないか。生きてきたというだけでも充分に尊敬に値あたいするが、また、悪業あくごうをやってきた者では、そこまで無事でいるわけがない。だから高齢者はすべて善民であり、人中の人である」

　老人達はすっかり歓んでしまった。百何歳という中の一翁が、謹んで答えた。

「いまから五十年前──まだ桓帝かんていの御宇ぎょうの頃です。遼東の人で殷馗いんきという予言者が村へきたとき申しました。近頃、乾いぬいの空に黄星こうせいが見える。あれは五十年の後、この村に稀世の英傑が宿する兆しらせじゃと。……その後、村は袁紹の治下になって悪政に苦しめられ、いつまでこんな世がつづくのかと思っていましたところ、まさに今年は、殷馗の予言した五十年目にあたりますのじゃ。そこで一同打ち揃って、お歓びに参ったわけでござりまする」

　と、たずさえてきた猪いのこや鶏を献物に捧げ、箪食壺漿たんしこしょうして、にぎやかに帰った。

　曹操は、軍令を出して、

一、農家耕田コウデンヲ荒アラス者ハ斬キル

一、一犬一鶏ケイタリト盗ム者ハ斬

一、婦女ニ戯ルル者ハ斬

一、酒ニミダレ火ヲ弄モテアソブ者ハ斬

一、老幼ヲ愛護シ仁徳ヲ施ホドコスハ賞ス


　と、諸軍に法札を掲げさせた。

「善政来ぜんせいらい！」

「泰平来たいへいらい！」

　土民が彼を謳歌したことはいうまでもない。ために彼の軍はその後、兵糧や馬糧にも困らなかったし、しばしば土民から有利な敵の情報を聞くこともできた。

　敵の袁紹えんしょうは、捲土重来けんどちょうらいして、四州三十万の兵を催し、ふたたび倉亭そうてい（山東省陽谷県境）のあたりまで進出してきたと早くも聞えた。

　曹操も全軍を押し進め、戦書を交わして、堂々と出会った。

　開戦第一の日。

　袁紹は一人の甥おいと、三人の子をうしろに従え、陣前へ出て曹操へ呼びかけた。

　曹操は、颯爽さっそうと、鼓声に送られて、姿を示し、

「世に無用なる老夫。なお、曹操の刃やいばをわずらわさんとするか」と、罵った。

　袁紹は怒って、直ちに、「世に害をなすあの賊子を討てッ」と、左右へ叱咤しったした。

　三男の袁尚えんしょうが、父の眼に、手柄を見せようものと、声に応じて、曹操へ討ってかかる。

　曹操は、その弱冠なのに、眼をみはって、

「あわれ、この青二才は、何者か」

　と、うしろへ訊いた。

「袁紹の子三男袁尚です。それがしが承らん」

　と、鎗をひねって、躍りでた者がある。徐晃じょこうの部下、史渙しかんだった。

　彼の鋭い鎗先に追われて、袁尚はたちまち逃げだした。のがさじと、史渙は追いまくる。すると袁尚はしり眼に振向いて、矢ごろをはかり、丁ちょうと弓弦ゆづるを切って、一矢を放った。

　矢は、史渙の左の目に立った。

　どうっと、転び落ちる土煙とともに、袁紹以下、旗下はたもと達も、声をあわせて、御曹司おんぞうし袁尚の手柄をどっと賞めたたえた。




四



　我が子の武勇を眼まのあたり見て、袁紹も大いに意を強めた。

　その装備においても、兵数の点でも、依然、河北軍は圧倒的な優位を保持していた。接戦第一日も、二日目も、さらにその以後も、河北軍は連戦連捷の勢いだった。

　曹操は敗色日増しに加わる味方を見て、

「程昱ていいく、何としたものだろう」とかたわらの大将にはかった。

　程昱は、この時、十面めん埋伏まいふくの計をすすめたといわれている。

　曹操の軍は、にわかに退却を開始し、やがて黄河をうしろに、布陣を改めた。

　そして部隊を十に分け、各〻、緊密な聯絡をもって、迫りくる敵の大軍を待っていた。

　袁紹はしきりに物見を放ちながら、三十万の大軍を徐々に進ませてきた。

　──敵、背水はいすいの陣を布しく！

　と聞いて、河北軍も、うかつには寄らなかったが、一夜、曹操の中軍前衛隊の許褚きょちょが、闇に乗じて、味方を奇襲してきたので、

「それッ、包囲せよ」と、五寨さいの備えは、ここに初めて行動を起して、許褚の一隊を捕捉せんものと、引っ包んで、天地をゆるがした。

　許褚は、かねて計のあることなので、戦っては逃げ、戦っては逃げ、ついに黄河の畔ほとりまで、敵を誘い、敵の五寨の備えをある程度まで変形させることに成功した。

「うしろは黄河だ。背水の敵は死物狂いになろう。深入りすな」

　と袁紹父子おやこが、その本陣から前線の将士へ、伝騎を飛ばした時は、すでに彼らの司令本部も、五寨の中核からだいぶ位置を移して、前後の連絡はかなり変貌へんぼうしていたのであった。

　突如として、方二十里にわたる野や丘や水辺から、かねて曹操の配置しておいた十隊の兵が、鯨波ときのこえをあげて起った。

「大丈夫だ」

「なんの、さわぐことはない」

　袁紹父子は、最後に至るまで総司令部と敵とのあいだに、分厚な味方があり、距離があることを信じていた。

　──何ぞ知らん。彼の信じていた五寨の備えは、すでに間隙だらけであったのである。

　またたく間に、味方ならぬ敵の喊声かんせいはここに近づいていた。しかも、十方の闇からである。

「右翼の第一隊、夏侯惇かこうじゅん」

「二隊の大将、張遼ちょうりょう」

「第三を承るもの李典りてん」

「第四隊、楽進がくしんなり」

「第五にあるは、夏侯淵かこうえん」

「──左備え。第一隊曹洪そうこう」

「二隊、張郃ちょうこう、三、徐晃じょこう。四、于禁うきん。五、高覧こうらん」

　と、いうような声々が潮のように耳近く聞かれた。

「すわ。急変」と、総司令部はあわてだした。

　どうしてこう敵が急迫してきたのか、三十万の味方が、いったいどこで戦っているのか。皆目かいもく、知れないし、考えている遑いとまなどもとよりなかった。

　袁紹は、三人の子息と共に、夢中で逃げだしていた。

　うしろに続く旗下はたもとの将士も、途中敵の徐晃や于禁の兵に挟まれて、さんざん討死を遂げてしまった。

　いや彼ら父子の身も、いくたびか包まれて、雑兵の熊手にかかるところだった。

　馬を乗り捨て、また拾い乗ること四度、辛くも倉亭そうていまで逃げ走ってきて、味方の残存部隊に合し、ほっとする間もなく、ここへも曹洪、夏侯惇の疾風隊が、電雷でんらいのごとく突撃してきた。

　次男の袁煕えんきは、ここで深傷ふかでを負い、甥の高幹こうかんも、重傷を負った。

　夜もすがら、逃げに逃げて、百余里を走りつづけ──翌る日、友軍をかぞえてみると、何と一万にも足らなかった。




五



　逃げては迫られ、止まればすぐ追われ、敗走行はいそうこうの夜昼ほど、苦しいものはないだろう。

　しかも一万の残兵も、その三分の一は、深傷ふかでや浅傷あさでを負い、続々、落伍してしまう。

「あっ？　父上、どうなされたのですか」

　遅れがちの父の袁紹をふと振返って、三男の袁尚が、仰天しながら駒を寄せた。

「兄さん！　大変だっ、待ってくれい」

　ふたたび彼は大声で、先へ走ってゆく二人の兄を呼びとめた。

　袁譚えんたん、袁煕えんきの二子も、何事かとすぐ父のそばへ引返してきた。全軍も、混乱のまま、潰走を止めた。

　老齢な袁紹は、日夜、数百里を逃げつづけてきたため、心身疲労の極きょくに達し、馬のたてがみへうつ伏したまま、いつか、口中から血を吐いていたのであった。

「父上っ」

「大将軍っ」

「お気をしっかり持って下さい」

　三人の子と、旗下の諸将は、彼の身を抱きおろして懸命に手当を加えた。

　袁紹は、蒼白な面をあげ、唇の血を三男にふかせながら、

「案じるな。……何の」と、強しいて眸をみはった。

　すると、はるか先に、何も知らず駆けていた前隊が、急に、雪崩なだれを打って、戻ってきた。

　強力な敵の潜行部隊が、早くも先へ迂回して、道を遮断し、これへ来るというのである。

　まだ充分意識もつかない父を、ふたたび馬の背に乗せて、長男袁譚えんたんが抱きかかえ、それから数十里を横道へ、逃げに逃げた。

「……だめだ。苦しい。……おろしてくれい」

　袁譚の膝で、袁紹のかすかな声がした。いつか白い黄昏たそがれの月がある。兄弟と将士は、森の木陰に真黒に寄り合った。

　草の上に、戦袍せんぽうを敷き、袁紹は仰向けに寝かされた。──にぶい眸に、夕日が映っている。

「袁尚。袁譚も……袁煕もおるか。わしの天命も、尽きたらしい。そちたち兄弟は、本国に還り、兵をととのえて、ふたたび、曹操と雌雄しゆうを決せよ。……ち、ちかって、父の怨みを散ぜよ。いいか、兄弟ども」

　云い終ると、かっと、黒血を吐いて、四肢を突張った。最後の躍動であった。

　兄弟は号泣しながら、遺骸を馬の背に奉じて、なお本国へ急いだ。そして冀州城きしゅうじょうへ入ると、袁紹は陣中に病んで還ったと触れ、三男袁尚えんしょうが、仮に執政しっせいとなり、審配その他の重臣がそれを扶けた。

　次男の袁煕は幽州へ、嫡子袁譚は青州に、それぞれ守るところへ還り、甥の高幹も、

「かならず再起を」と約して、ひとまず并州へいしゅうへと引揚げた。

　──かくて大捷たいしょうをえた曹操は、思いのまま冀州の領内へ進出してきたが、

「いまは稲の熟した時、田を荒らし、百姓の業わざをさまたげるのは、いかがなものでしょう。ことに味方も長途に疲れ、後方の聯絡、兵糧の補給は、いよいよ困難を加えますし、袁紹病むといえども、審配、逢紀などの名将もおること、これ以上の深入りは、多分に危険もともなうものと思慮せねばなりません」と、諸将みな諫いさめた。

　曹操は釈然しゃくぜんと容れて、

「百姓は国の本だ。──この田もやがて自分のものだ。憐れまないで何としよう」

　一転、兵馬をかえして、都へさして来る途中、たちまち相次いで来る早馬の使いがこう告げた。

「いま、汝南じょなんにある劉玄徳りゅうげんとくが、劉辟りゅうへき、龔都きょうとなどを語らって、数万の勢をあつめ、都の虚をうかがって、にわかに攻め上らんとするかの如く、動向、容易ならぬものが見えまする！」




泥魚でいぎょ



一



　途中、しかも久しぶりに都へかえる凱旋の途中だったが──曹操はたちどころに方針を決し、

「曹洪は、黄河にのこれ。予は、これより直ちに、汝南へむかって、玄徳の首を、この鞍に結いつけて都へ還ろう」と、いった。

　一部をとどめたほか、全軍すべて道をかえた。彼の用兵は、かくの如く、いつもとどこおることがない。

　すでに、汝南を発していた玄徳は、

「よもや？」と、思っていた曹操の大軍が、あまりにも迅く、南下して来たばかりか、逆寄せの勢いで攻めてきたとの報に、

「はや、穣山じょうざん（河北省）の地の利を占めん」と、備えるに狼狽ろうばいしたほどであった。

　劉辟りゅうへき、龔都きょうとの兵をあわせ、布陣五十余里、先鋒は三段にわかれて備えを立てた。

　東南たつみの陣、関羽かんう。

　西南ひつじさるには張飛ちょうひ。

　南の中核に玄徳、脇備わきぞなえとして趙雲ちょううんの一隊が旗をひるがえしていた。

　地平線の彼方から、真黒に野を捲いてきた大軍は、穣山を距さること二、三里、一夜に陣を八卦はっけの象かたちに備えていた。

　夜明けとともに、弦鳴鼓雷げんめいこらい、両軍は戦端を開始していたが、やがて中軍を割って、曹操自身すがたを現し、

「玄徳に一言いわん」と、告げた。

　玄徳も、旗をすすめ、駒を立てて、彼を見た。

　曹操は大声叱咤しったして云った。

「以前の恩義をわすれたか。唾棄だきすべき亡恩の徒め。どの面さげて曹操に矢を射るか」

　玄徳は、にこと笑い、

「君は、漢の丞相じょうしょうというが帝の御意でないことは明らかだ。故に、君がみずから恩を与えたというのは不当であろう。記憶せよ、玄徳は漢室の宗親であることを」

「だまれ、予は、天子の勅をうけて、叛そむくを討ち、紊みだすを懲こらす。汝もまた、その類でなくて何だ」

「いつわりを吐き給うな。君ごとき覇道はどうの奸雄かんゆうに、なんで天子が勅を降そう。まことの詔詞みことのりとは、ここにあるものだ」と、かねて都にいた時、董国舅とうこっきゅうへ賜わった密書の写しを取りだし、玄徳は馬上のまま声高らかに読みあげた。

　その沈着な容子と、朗々たる音吐おんとに、一瞬敵味方とも耳をすましたが、終ると共に、玄徳の兵が、わあっと正義の軍いくさたる誇りを鯨波ときのこえとしてあげた。

　いつも、朝廷の軍たることを、真っ向に宣言してのぞむ曹操の戦いが、この日はじめて、位置をかえて彼に官軍の名を取られたような形になった。

　彼が憤怒ふんぬしたこというまでもない。鞍つぼを叩いて、

「偽詔ぎしょうをもって、みだりに朝廷の御名を騙かたる不届き者、あの玄徳めを引掴んで来いっ」

　眦まなじりを裂いて命じた。

「おうっ」と、吠えて、許褚きょちょがすすむ。

　迎えたのは趙雲。

　戟げき、剣、馬蹄から立つ土けむりの中に、戛々かつかつと火を発し、閃々せんせんとひらめき合う。

　勝負──つくべくも見えなかった。

　関羽の一陣、横から攻めかかる。

　張飛の手勢も、猛然、声をあわせて、側面を衝いた。

　曹操の八卦陣はっけじんは、三方からもみたてられて、ついに五、六十里も退却してしまった。

「幸先さいさきはよいぞ」

　その夜、玄徳がよろこびを見せると、関羽は首を振って云った。

「計の多い曹操のことです。まだまだ歓ぶところにはゆきません」

「いや、彼の退却は、長途の疲れを、無理してきたためで、計ではなかろう」

「では、試みに、趙雲を出して、挑いどんでごらんなさい」

　次の日、趙雲が進んで、挑戦してみたが、曹操の陣は、唖おしの如く、鳴りをしずめたきり動かない。

　──七日、十日と過ぎても、一向戦意を示さなかった。
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「はて。──曹操の備えとしてはいつにない守勢だ。彼はそんな消極的な戦法を好む性格ではないが？」

　ひとり関羽は怪しんでいた。曹操を知るもの、関羽以上の者はない。

　果たせるかな、変があらわれた。

「汝南から前線へ、兵糧の運輸中龔都きょうとの隊は、道にて曹操の伏勢に囲まれ、全滅の危うきに瀕ひんしています！」と、いう後方からの飛報だった。

　すると、また、次の早馬の伝令には、

「──強力な敵軍が、遠く迂回してきて、汝南の城へ急迫し、留守の守りは、苦戦に陥っている！」と、ある。

　玄徳は、色を失って、

「留守の城には、われを始め、人々の妻子もおること」

　と、関羽をして、救いのため、そこへ急派し、同時に張飛には、兵糧輸送隊の救援を命じた。

　だが、その張飛の手勢も、現地まで行かないうちに、またも敵に包囲されたと聞えてきたし、関羽のほうとは、それきり連絡も絶えて、玄徳の本軍は、ようやく孤立こりつの相を呈してきた。

「進まんか。退しりぞかんか？」

　玄徳は、迷った。

　趙雲は、討って出て、前面の敵と雌雄を決すべきだと、悲壮な覚悟をもって云ったが、

「いや、それは捨て身だ。軽々しく死ぬときではない」

　と、玄徳は自重して、ひとまず穣山じょうざんへ退却しようと決めた。

　しかし、万全な退却は、進撃よりも難しい。昼は、陣地を固く守って、士気を養い、ひそかに準備をしておき、翌晩、闇夜を幸いに、騎馬を先とし、輸車歩兵をうしろに徐々と退却を開始して、そして約五、六里──穣山の下までさしかかった時である。突然断崖のうえで声がした。

「劉玄徳を捕り逃がすなっ！」

　それに答える喊声かんせいと共に、山の上から太い火の雨が降ってきた。無数の松明たいまつが焔の尾をひいて、兵馬の上へ浴びせかかってきたのである。

　山は吠え、鼓は鳴り、岩石はおちてくる。

　逃げまどう玄徳の兵は明らかに次の声を耳に知った。

「曹操は、ここにある。降る者はゆるすであろう。弱将玄徳ごときに従ついて、犬死する愚者は死ね。生きて楽しもうとする者は、剣をすてて、予の軍門に来れ」

　火の雨の下、降る石の下に、阿鼻叫喚あびきょうかんして、死物狂いに退路をさがしていた兵は、そう聞くと争って剣を捨て、槍を投げ、曹操の軍へ投降してしまった。

　趙雲は、玄徳の側へ寄りそって、血路を開きながら、

「怖れることはありませんぞ。趙雲がお側にあるからは」と、励まし励まし逃げのびた。

　山上からどっと、于禁うきん、張遼ちょうりょうの隊が襲よせてきて、道をふさぐ。

　趙雲は、槍をもって、さえぎる敵を叩き伏せ、玄徳も両手に剣を揮ふるって、しばし戦っていたが、またまた、李典の一隊が、うしろから迫ってきたので、彼はただ一騎、山間へ駈けこみ、ついにその馬も捨てて身ひとつを、深山へ隠した。

　夜が明けると、峠の道を、一隊の軍馬が、南のほうから越えてきた。驚いて、隠れかけたが、よく見ると、味方の劉辟りゅうへきだった。

　孫乾そんけん、糜芳びほうなども、その中にいた。聞けば、汝南の城も支えきれなくなったので、玄徳の夫人や一族を守護して、これまで落ちのびてきたのであるという。

　汝南の残兵千余をつれて、まず関羽や、張飛と合流してから、再起の計を立てようものと、そこから三、四里ほど山伝いに行くと、敵の高覧こうらん、張郃ちょうこうの二隊が、忽然こつぜん、林の中から紅の旗を振って突撃してきた。

　劉辟は、高覧と戦って、一戟げきのもとに斬り落され、趙雲は高覧へ飛びかかって、一突きに、高覧を刺し殺した。

　しかし、わずか千余の兵では、ひとたまりもない。玄徳の生命は、暴風の中にゆられる一穂すいの燈火ともしびにも似ていた。
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　勇にも限度がある。

　趙雲子龍ちょううんしりゅうも、やがては、戦いつかれ、玄徳も進退きわまって、すでに自刃を覚悟した時だった。

　一方の嶮路から、関羽の隊の旗が見えた。

　養子の関平かんぺいや、部下周倉しゅうそうをしたがえ、三百余騎で馳せ降ってきた。

　猛然、張郃ちょうこうの勢を、うしろから粉砕し、趙子龍と協力して、とうとう敵将張郃を屠ほふってしまった。

　玄徳ははからぬ助けに出会って、歓喜のあまり、この時、天に両手をさしのべて、

「ああ、我また生きたり！」と、叫んだという。

　そのうちに、おとといから敵中に苦戦していた張飛も、麓の一端を突破して、山上へ逃げのぼってきた。

　玄徳に出会って、

「味方の輸送部隊にあった龔都きょうとも惜しいかな、雄敵夏侯淵かこうえんのために、討死をとげました」

　と、復命した。

「ぜひもない……」

　玄徳は、山嶮に拠って、最後の防禦にかかった。けれど、にわか造りの防寨ぼうさいなので、風雨にも耐えられないし、兵糧や水にも困りぬいた。

「曹操自身、大軍を指揮して、麓から総がかりに襲よせてきます」

　物見はしきりと、ここへ急を告げた。──玄徳は、怖れふるえた。夫人や老幼の一族を、如何にせん？ ──と憂い悩んだ。

「孫乾を、夫人や老少の守護にのこし、その余の者は、のこらず出て、決戦しよう」

　これが大部分の意見だった。

　玄徳も決心した。関羽、張飛、趙子龍など、挙げて、麓の大軍へ逆落しに、突撃して行った。

　半日の余にわたる死闘、また死闘の物凄ものすさまじい血戦の後、月は山の肩に、白く冴えた。

　その夜、曹操は、

「もはや、これ以上、痛めつける必要もあるまい」

　と、敗将玄徳の無力化したのを見とどけて、大風の去るごとく、許都きょとへ凱旋がいせんしてしまった。

　わずかな残軍を、さらに散々に討ちのめされた玄徳、わずかな将士をひきつれて、ここかしこ流亡の日をつづけた。

　ひとつの大江に行きあたった。

　渡船をさがして対岸へ着き、ここは何処かと土地の名を漁夫に訊くと、

「漢江かんこう（湖北省）でございます」と、いう。

　その漁夫が知らせたのであろう、江岸の小さい町や田の家から、

「劉皇叔りゅうこうしゅく様へ──」と、羊の肉や酒や野菜などをたくさん持ってきて献じた。

　一同は河砂のうえに坐って、その酒を酌み、肉を割いた。

　汀みぎわのさざ波は、玄徳の胸に、そぞろ薄命を嘆かせた。

「関羽といい、張飛といい、また趙雲子龍といい、そのほかの諸将も、みな王佐おうさの才あり、稀世の武勇をもちながら、わしのような至らぬ人物を主と仰いで従ってきたため、事ごとに憂き目にばかり遭わせてきた。それを思うと、この玄徳は、各〻に対してあげる面もない心地がする。──にもかかわらず、各〻はほかに良き主を求め、富貴を得ようともせず、こうして労苦を共にしてくれるのが……」

　杯の酒にも浮かず、玄徳がしみじみいうと、諸将みな沈湎ちんめん、頭を垂れてすすり泣いた。

　関羽は杯を下において、

「むかし漢の高祖は、項羽と天下を争って、戦うごとに負けていましたが、九里山の一戦に勝って、遂に四百年の基礎をすえました。不肖、われわれも皇叔と兄弟の義をむすび、君臣の契ちぎりをかため、すでに二十年、浮沈興亡、極まりのない難路を越えてきましたが、決してまだ大志は挫折しておりません。他日、天下に理想を展のべる日もあらんことを想えば、百難何かあらんです。お気弱いことを仰せられますな」と切に励ました。
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「勝敗は兵家のつね。人の成敗みな時ありです。……時来れば自ら開き、時を得なければいかにもがいてもだめです。長い人生に処するには、得意な時にも得意に驕おごらず、絶望の淵ふちにのぞんでも滅失に墜ちいらず、──そこに動ぜず溺れず、出所進退しゅっしょしんたい、悠々たることが、難しいのではございますまいか」

　関羽は、しきりと、言葉をつづけた。ひとり玄徳の落胆らくたんを励ますばかりでなく、敗滅の底にある将士に対して、ここが大事と思うからであった。

　彼はふと、乾き上がっている河洲かわすの砂上を見まわして、

「──ごらんなさい」と、指さして云った。「そこらの汀に、泥にくるまれた蓑虫みのむしのようなものが無数に見えましょう。虫でも藻草もぐさでもありません。泥魚でいという魚です。この魚は天然によく処世を心得ていて、旱天ひでりがつづき、河水が乾ひあがると、あのように頭から尾まで、すべて身を泥にくるんで、幾日でも転がったままでいる。餌をあさる鳥にもついばまれず、水の干ひた河床でもがき廻ることもありません。──そして、自然に身の近くに、やがて浸々しんしんと、水が誘いにくれば、たちまち泥の皮をはいで、ちろちろと泳ぎだすのです。ひとたび泳ぎだすときは、彼らの世界には俄然がぜん満々たる大江あり、雨水ありで、自由自在を極め、もはや窮することを知りません。……実におもしろい魚ではありませんか。泥魚と人生。──人間にも幾たびか泥魚の隠忍にならうべき時期があると思うのでございまする」

　関羽の話に人々は現実の敗戦を見直した。そこに人生の妙通を悟った。

　孫乾そんけんはにわかに云いだした。

「荊州けいしゅうの地は、ここから遠くないし、太守劉表りゅうひょうは九郡を治めて、当世の英雄たり、一方の重鎮たる存在です。──ひとまず、わが君には荊州へおいであって、彼をお頼み遊ばしては如何ですか。劉表は喜んでかならずお扶けすると存じますが」

　玄徳は、考えていたが、

「なるほど、荊州は江漢の地に面し、東は呉会ごかいに連なり、西は巴蜀はしょくへ通じ、南は海隅かいぐうに接し、兵糧は山のごとく積み、精兵数十万と聞く。ことに劉表は漢室の宗親そうしんでもあるから、同じ漢の苗裔びょうえいたる自分とは遠縁の間がらでもあるが……たえて音信を交わしたこともないのに、急に、この敗戦の身と一族をひき連れて行ってどうであろうか？」

　と、先方の思惑おもわくをはばかって、ためらう容子ようすだった。孫乾は進んで自分がまず荊州へ行かんといい、一同の賛意を得ると、すぐその場から馬をとばして使いに立った。

　劉表は、彼を城内に引いて、親しく玄徳の境遇を聞きとると、即座に、快諾してこういった。

「漢室の系図によれば、この劉表と劉備りゅうびとは、共に宗親のあいだがらであり、遠いながら彼は予の義弟にあたる者である。いま九郡十一州の主たる自分が、一人の宗親を見捨てて扶けなかったとあれば、天下の人が笑うだろう──すぐ荊州へ参られよと、伝えてくれい」

　すると、侍側の大将、蔡瑁さいぼうがそばから拒んだ。

「無用無用。その儀は、お見合わせがよいでしょう。──玄徳は義を知らず恩を忘れる男です。はじめは呂布りょふと親しみ、のち曹操に仕え、近頃また、袁紹えんしょうに拠よって、みな裏切っています。それを以てその人を知るべしで、もし玄徳を当城に迎えたら、曹操が怒って、荊州へ攻め入ってくる惧おそれもありましょう」

　聞くと、孫乾は色を正して、

「呂布は、人道の上において、正しき人であったか。曹操は真の忠臣か。袁紹は、世を救うに足る英雄か。ご辺はなぜ、ことばを歪曲わいきょくして、無用な讒言ざんげんをなさるか」と、つめ寄った。

　劉表も叱りつけて、

「要らざるさし出口はひかえろ」

　と一喝したので、蔡瑁も顔あからめて黙ってしまった。




自壊闘争じかいとうそう
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　玄徳が、その一族と共に、劉表を頼って、荊州へ赴いたのは、建安六年の秋九月であった。

　劉表は郭外三十里まで出迎え、互いに疎遠そえんの情をのべてから、

「この後は、長く唇歯しんしの好誼よしみをふかめ、共々、漢室の宗親たる範を天下に垂れん」

　と、城中へ迎えて、好遇すこぶる鄭重であった。

　このことは早くも、曹操の耳に聞えた。

　曹操はまだ汝南から引揚げる途中であったが、その情報に接すると、愕然として、

「しまった。彼を荊州へ追いこんだのは、籠の魚をつかみそこねて、水沢すいたくへ逃がしたようなものだ。今のうちに──」

　と、直ちに、軍の方向を転じて、荊州へ攻め入ろうとしたが、諸将はひとしく、

「今は、利あらずです。来年、陽春を待って、攻め入っても遅くありますまい」

　と、一致して意見したので、彼も断念して、そのまま許都へ還ってしまった。

　──が、翌年になると、四囲の情勢は、また微妙な変化を呈してきた。建安七年の春早々、許都の軍政はしきりに多忙であった。

　荊州方面への積極策は、一時見合わせとなって、ただ夏侯惇かこうじゅん、満寵まんちょうの二将が抑えに下った。

　曹仁そうじん、荀彧じゅんいくには、府内の留守が命ぜられ、残る軍はこぞって、

「北国へ。──官渡へ」

　と、冀北きほく征伐の征旅が、去年にも倍加した装備をもって、ここに再び企図もくろまれたのであった。

　冀州の動揺はいうまでもない。

「ここまで、敵を入れては、勝ち目はないぞ」

　と、青州、幽州、并州へいしゅうの軍馬は、諸道から黎陽れいようへ出て、防戦に努めた。

　けれど曹軍の怒濤は、大河を決するように、いたる所で北国勢を撃破し、駸々しんしんと冀州きしゅうの領土へ蝕くいこんで来た。

　袁譚えんたん、袁煕えんき、袁尚えんしょうなどの若殿輩わかとのばらも、めいめい手痛い敗北を負って、続々、冀州へ逃げもどって来たので、本城の混乱はいうまでもない。

　のみならず、袁紹えんしょうの未亡人劉りゅう氏は、まだ良人の喪もも発しないうちに、日頃の嫉妬を、この時にあらわして、袁紹が生前に寵愛していた五人の側女そばめを、武士にいいつけて、後園に追いだし、そこここの木陰で刺し殺してしまった。

「死んでから後も、九泉きゅうせんの下で、魂と魂とがふたたび巡り合うことがないように」

　という思想から、その屍まで寸断して、ひとつ所に埋いけさせなかった。

　こんな所へ、三男袁尚が先に逃げ帰ってきたので、劉夫人は、

「この際、そなたが率先して父の喪を発し、ご遺書をうけたととなえて、冀州城の守におすわりなさい。ほかの子息が主君になったら、この母はどこに身を置こうぞ」と、すすめた。

　長男の袁譚が、後から城外まで引揚げてくると、袁紹の喪が発せられ、同時に三男の袁尚から大将逢紀ほうきを使いとして、陣中へ向けてよこした。

　逢紀は印を捧げて、

「あなたを、車騎将軍に封ずというお旨です」と、伝えた。

　袁譚は、怒って、

「何だ、これは？」

「車騎将軍の印です」

「ばかにするな。おれは袁尚の兄だぞ。弟から兄へ官爵を授けるなんて法があるか」

「ご三男は、すでに冀州の君主に立たれました。先君のご遺言を奉じて」

「遺書を見せろ」

「劉夫人のお手にあって、臣らのうかがい知るところではありません」

「よし。城中へ行って、劉氏に会い、しかと談じなければならん」

　郭図かくとは、急に諫めて、彼の剣の鞘さやをつかんだ。

「いまは、兄弟で争っている時ではありません。何よりも、敵は曹操です。その問題は、曹操を破ってから後におしなさい。──後にしても、いくらだって取る処置はありましょう」
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「そうだ、内輪喧嘩は、あとのことにしよう」

　袁譚えんたんは、兵馬を再編制して、ふたたび黎陽れいようの戦場へ引返した。

　そして健気けなげにも、曹軍にぶつかって、さきの大敗をもり返そうとしたが、兵を損じるばかりだった。

　逢紀は、どうかしてこの際、袁譚、袁尚えんしょうの兄弟を仲よくさせたいものと、独断で、冀州きしゅうへ使いをやり、「すぐ、援けにおいでなさい」と、袁尚の来援をうながした。

　しかし、袁尚の側にいる智者の審配しんはいが反対した。──そのまに袁譚はいよいよ苦戦に陥ってしまい、逢紀が独断で、冀州へ書簡を送ったことも耳にはいったので、

「怪しからん奴だ」と、その僭越をなじり、自身、手打ちにしてしまった。そして、

「この上は、ぜひもない。曹操に降って、共に冀州の本城を踏みつぶしてやろう」

　と、やぶれかぶれな策を放言した。

　冀州の袁尚へ、早馬で密告したものがある。袁尚も愕おどろき、審配も愕然とした。

「そんな無茶をされてたまるものではない。大挙すぐ援軍にお出向き遊ばせ」

　審配のすすめに、彼と蘇由そゆうの二人を本城にとどめて、袁尚自身、三万余騎で駈けつけた。それを知ると袁譚も、

「なにも好んで曹操へ降参することはない」

　と、意をひるがえして、袁尚の軍と、両翼にわかれ、士気をあらためて曹軍と対峙した。

　そのうち、二男の袁煕えんきや甥の高幹こうかんも、一方に陣地を構築し、三面から曹操を防いだのでさしもの曹軍も、やや喰いとめられ、戦いは翌八年の春にわたって、まったく膠着こうちゃく状態に入るかと見えたが、俄然二月の末から、曹軍の猛突撃は開始され、河北軍はなだれを打って、その一角を委ゆだねてしまった。

　そしてついに曹軍は、冀州城外三十里まで迫ったが、さすがに北国随一の要害であった。犠牲をかえりみず、惨憺さんたんたる猛攻撃をつづけたが、この堅城鉄壁はゆるぎもしないのである。

「これは胡桃くるみの殻からを手で叩いているようなものでしょう。外殻は何分にも堅固です。けれど中実なかみは虫が蝕くっているようです。兄弟相争い、諸臣の心は分離している。やがてその変が現れるまで、ここは兵をひいて、悠々待つべきではありますまいか」

　これは曹操へ向って、郭嘉かくかがすすめた言葉であった。曹操も、実げにもと頷いて、急に総引揚げを断行した。

　もちろん黎陽れいようとか官渡とかの要地には、強力な部隊を、再征の日に備えて残して行ったことはいうまでもない。

　冀州城は、ほっと、息づいた。──が、小康的な平時に返ると、たちまち、国主問題をめぐって、内部の葛藤かっとうが始まった。

　袁譚えんたんはいまなお、城外の守備にあったので、

「城へ入れろ」

「入るをゆるさん」と、兄弟喧嘩だった。

　すると一日、その袁譚から、急に折れて、酒宴の迎えがきた。兄のほうからそう折れて出られると、拒むこともできず、袁尚が迷っていると、謀士審配しんはいが教えた。

「あなたを招いて、油幕ゆまくに火を放ち、焼き殺す計であると──或る者からちらと聞きました。お出向き遊ばすなら、充分兵備をしておいでなさい」

　袁尚は、五万の兵をつれて、城門からそこへ出向いた。袁譚は、そう知ると、

「面倒だ、ぶつかれ」と、急に、鼓を打ち鳴らして、戦いを挑んだ。

　陣頭で、兄弟が顔を合わせた。一方が、兄に刃向いするかと罵れば、一方は、父を殺したのは汝だなどと、醜い口争いをしたあげく、遂に、剣を抜いて、兄弟火華を散らすに至った。

　袁譚は敗れて、平原へ逃げた。袁尚はさらに兵力を加え、包囲して糧道を断った。

「どうしよう、郭図かくと」

「一時、曹操へ、降服を申入れ、曹操が冀州を衝いたら、袁尚はあわてて帰るにちがいありません。そこを追い討ちすれば、難なく、囲みはとけ、しかも大捷たいしょうを得ること、火を見るより明らかでしょう」

　郭図は袁譚へそうすすめた。
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「たれか使いの適任者はいるだろうか。曹操に会ってそれを告げるに」

「あります。平原へいげんの令、辛毘しんびならきっといいでしょう」

「辛毘ならわしも知っている。弁舌さわやかな士だ。早速運んでくれい」

　袁譚のことばに、郭図はすぐ人を派して辛毘を招いた。

　辛毘は欣然きんぜんと会いにきて、袁譚から手簡を受けた。袁譚は使いの行を旺さかんにするため、兵三千騎を附してやった。

　その時、曹操はちょうど、荊州へ攻め入る計画で河南の西平せいへい（京広線西平）まで来たところだったが、急に陣中へ袁譚の使いが着いたとのことに、威容を正して辛毘を引見した。辛毘は、書簡を呈して、袁譚の降参の旨を申入れた。

「いずれ評議の上で」と軽くうけて、曹操は、辛毘を陣中にとどめ、一方諸将をあつめて、

「どうするか」を議していた。

　諸説区々に出たが、曹操は衆論のうちから、荀攸じゅんゆうの卓見を採用した。荀攸が説くには、

「劉表は四十二州の大国を擁ようしているが、ただ境を守るだけで、この時代の大変革期に当りながら何ら積極的な策に出たという例がない。要するに規格の小さい人物で大計のない証拠である。だからそこは一時さしおいても大したことはないでしょう。むしろ冀北きほく四ヵ国のほうが厄介物やっかいものです。袁紹没し、敗軍たびたびですが、なお三人の男あり、精兵百万、富財山をなしています。もしこれに良い謀士がついて、兄弟の和を計り、よく一体になって、報復を計ってきたら、もう手だてを加えようも勝つ策もありますまい。──今、幸いにも兄弟相争って、一方の袁譚えんたんが打負け、降服を乞うてきたのは、実に天のお味方に幸いし給うところです。よろしく袁譚の乞いをいれ、急に袁尚を亡ぼして、その後、変を見てまた袁譚その他の一族を、順々に処置して行けば万ばん過あやまちはありますまい」というにあった。

　曹操はまた、辛毘しんびを招いて、

「袁譚の降服は、真実か詐いつわりか。正直にのべよ」

　と、いって、その面を、炯々けいけいと見つめた。

　辛毘のひとみは、よく彼の凝視にも耐えた。虚言のない我の顔を見よといわぬばかりである。やがて涼すずやかに答えていう。

「あなたは実に天運に恵まれた御方である。たとい袁紹は亡くても、冀北の強大は、普通ならここ二代や三代で亡ぶものではありません。しかし、外には兵革に敗れ、内には賢臣みな誅せられ、あげくの果て、世嗣せいしの位置をめぐって骨肉たがいに干戈かんかをもてあそび、人民は嘆き、兵は怨嗟えんさを放つの有様、天も憎しみ給うか、昨年来、飢餓蝗害こうがいの災厄も加わって、いまや昔日の金城湯池きんじょうとうちも、帯甲たいこう百万も、秋風に見舞われて、明日も知れぬ暗雲の下におののき慄えているところです。──ここをおいて、荊州へ入らんなどは、平路を捨てて益なき難路を選ぶも同様です。直ちに、一路鄴城ぎょうじょうをお衝きなさい。おそらくは秋の木の葉を陣風の掃はらって行くようなものでしょう」

「…………」

　終始、耳を傾けて、曹操は黙然と聞いていたが、

「辛毘。なんでもっと早く君と会う機会がなかったか恨みに思う。君の善言、みな我意にあたる。即時、袁譚に援助し、鄴城へ進むであろう」

「もし、丞相が冀北全土を治められたら、それだけでも天下は震動しましょう」

「いや曹操は何も、袁譚の領土まで奪り上げようとはいわんよ」

「ご遠慮には及びますまい。天があなたに授けるものなら」

「むむ、間違えば予の生命を人手に委いしてしまうかもしれぬ大きな賭け事だからな。遠慮は愚かであろう、すべては行く先の運次第だ。誰か知らん乾坤けんこんの意こころを」

　その夜は、諸大将も加えて盛んなる杯をあげ、翌日は陣地を払って、大軍ことごとく冀州へと方向を転じていた。




邯鄲かんたん
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　冬十月の風とともに、

「曹操来る。曹軍来る」の声は、西平のほうから枯野を掃いて聞えてきた。

　袁尚は愕いて、にわかに平原の囲みをとき、木の葉の如く鄴城へ退却しだした。

　袁譚えんたんは城を出て、その後備えを追撃した。そして殿軍しんがりの大将呂曠りょこうと呂翔りょしょうのふたりをなだめて、味方に手懐てなずけ、降人として、曹操の見参にいれた。

「君の武勇は父の名を恥かしめないものだ」と、曹操は甘いところを賞めておいた。

　その後また、曹操は、自分の娘を、袁譚えんたんに娶めあわせた。

　都の深窓に育って、まだ十五、六になったばかりの花嫁を妻にもって、袁譚はすっかり喜悦していた。

　郭図かくとはすこし将来を憂えた。ある時、袁譚に注意して、

「聞けば曹操は呂曠と呂翔のふたりさえ、列侯位階れっこういかいを与え、ひどく優待している由です。思うにこれは、河北の諸将を釣らんためでしょう。──またあなたへ自身の愛娘まなむすめを娶めあわせたのも、深い下心あればこそで、その本心は、袁尚を亡ぼして後、冀北全州をわが物とせん遠計にちがいありません。ですから、呂曠、呂翔の二人には、あなたから密意を含ませておいて、いつでも変あれば、内応するように備えておかなければいけますまい」

「大きにそうだ。しかしいま、曹操は黎陽れいようまで引揚げ、呂曠と呂翔もつれて行ってしまったが、何かよい工夫があるかの」

「二人を将軍に任じ、あなたから将軍の印を刻きざんでお贈りになったらいいでしょう」

　袁譚は、げにもとうなずいた。印匠に命じて早速、二顆かの将軍印を造らせた。

　あどけない新妻は、彼が掌てにしている金印をうしろからのぞいて訊ねた。

「あなた、それは何ですの？」

「これかい──」と、袁譚は掌のうえにもてあそびながら、新妻に笑顔を振向けた。

「使いに待たせて、舅御しゅうとごの陣地まで贈るものだよ」

「翡翠ひすいか白玉はくぎょくなら、わたしの帯の珠に造らせるのに」

「冀州の城へ還れば、そんなものは山ほどあるよ」

「でも、冀州は、袁尚のお城でしょう」

「なあに、おれの物さ。父の遺産を、弟のやつが、横奪りしているのだ。いまに舅御が奪り返してくれるだろう」

　将軍の金印は、ほどなく、黎陽にある呂曠りょこう、呂翔りょしょうの兄弟の手に届いた。

　二人とも、すでに曹操に心服して、曹操を主と仰いでいたので、

「袁譚からこんな物を贈ってきましたが」と、彼へ披露してしまった。

　曹操は、あざ笑って、

「贈ってきたものなら、黙って受けておくがいい。袁譚の肚はらは、見えすいている。折がきたら、其方たちに内応させて、この曹操を害さんとする下準備なのだ。……あははは、浅慮者あさはかものがやりそうなことだろう」

　この時から曹操も、心ひそかに、いずれ長くは生かしておけぬ者と、袁譚に対する殺意をかためていた。

　冬のうち戦いもなく過ぎた。

　しかし曹操はこの期間に、数万の人夫を動員して、淇水きすいの流れをひいて白溝はっこうへ通じる運河の開鑿かいさくを励ましていた。

　翌、建安九年の春。

　運河は開通し、おびただしい兵糧船は水に従って下ってきた。

　その船に便乗して都からきた許攸きょゆうが、曹操に会うといった。

「丞相には、袁譚、袁尚が今に雷かみなりにでもうたれて、自然に死ぬのを待っているのですか」

「ははは、皮肉を申すな、これからだ」
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　袁尚は、いま鄴城ぎょうじょうにあった。

　彼の輔佐たる審配しんはいは、たえず曹軍の動静に心していたが、淇水と白溝をつなぐ運河の成るに及んで、

「曹操の野望は大きい。彼は近く冀州全土を併呑へいどんせんという大行動を起すにちがいない」

　と、察して、袁尚へ献言し、まず檄げきを武安の尹楷いんかいに送って、毛城もうじょうに兵を籠め、兵糧をよび寄せ、また沮授そじゅの子の沮鵠そこうという者を大将として、邯鄲かんたんの野に大布陣をしいた。

　一方、袁尚自身は、あとに審配をのこして本軍の精鋭をひきい、急に平原の袁譚へ攻めかけた。

　袁譚から急援を乞うとの早打ちをうけると曹操は、許攸に向って、

「これからだと、いつか申したのは、こういう便りのくる日を待っていたのだ」

　と、会心の笑みをもらした。

「曹洪は、鄴城へ出よ」

　と、一軍を急派しておき、彼自身は毛城を攻めて、大将尹楷いんかいを討ち取った。

「降る者は助けん。いかなる敵であろうと、今日降こうを乞うものは、昨日の罪は問わない」

　曹操一流の令は、敗走の兵に蘇生そせいの思いを与えて、ここでも大量な捕虜をえた。

　大河の軍勢は戦うごとに、一水また一水を加えて幅をひろげて行った。

　そして、邯鄲かんたんの敵とまみえて、大激戦は展開されたが、沮鵠そこうの大布陣も、ついに潰乱かいらんのほかはなかった。

「鄴城へ、鄴城へ」

　逆捲く大軍の奔流は、さきにここを囲んでいた味方の曹洪軍と合して、勢いいやが上にもふるった。

　総がかりに、城壁を朱あけに染め、焔を投げ、万鼓ばんこ千喊かん、攻め立てること昼夜七日に及んだが、陥ちなかった。

　地の下を掘りすすんで、一門を突破しようとしたが、それも敵の知るところとなって、軍兵千八百、地底で生き埋めにされてしまった。

「ああ、審配は名将かな」

　と、攻めあぐみながらも曹操は敵の防戦ぶりに感嘆したほどだった。

　平時の名臣で、乱世の棟梁とうりょうでもある雄才とは、彼の如きをいうのかも知れない。彼はまた、前線遠く敗れて、帰路を遮断されていた袁尚とその軍隊を、怪我なく城中へ迎え入れようという難問題にぶつかって、その成功に苦心していた。

　その袁尚の軍隊はもう陽平ようへいという地点まで来て、通路のひらくのを待っていた。その通路は城内から切り開いてやらなければならなかった。

　主簿しゅぼの李孚りふは、審配しんはいへ向って、こういう一案を呈した。

「この上、外にある味方の大兵が城内に入ると、たちまち兵糧が尽きます。けれども、城内には、何の役にも立たない百姓の老若男女が、何万とこもっています。それを外へ追いだして、曹操へ降らせ、そのあとからすぐ、城兵も奔出します。兵馬が出きったとたんに、城中の柴や薪まきを山と積んで、火の柱をあげ、陽平にある袁尚えんしょう様へ合図をなし、内外呼応して血路を開かれんには、難なくお迎えすることができましょう」

「そうだ、その一策しかない」

　審配は直ちに用意にかかった。そして準備がなると、城内数万の女子どもや老人を追い立て、城門を開いて一度に追いだした。

　白いぼろ布きれ、白い旗など、手に手に持った百姓の老幼は、海嘯つなみのように外へ溢れだした。

　そして、曹丞相、曹丞相と、降こうをさけんで、彼の陣地へ雪崩なだれこんできた。

　曹操は、後陣を開かせて、

「予の立つ大地には、一人の餓死もさせぬぞ」と、すべてを容いれた。

　数ヵ所の大釜に粥かゆが煮てあった。餓鬼振舞がきぶるまいにあった飢民の大群は、そばへ矢が飛んできても前方で激戦のわめきが起っても、大釜のまわりを離れなかった。
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　曹操は審配の計はかりごとを観破していたので、数万の飢民が城門から押出されてくると、すぐ大兵を諸所に伏せて、飢民のあとをついて奔河ほんがの如く出てきた城兵を直ちに挟撃してこれに完全なる殲滅せんめつを加えた。

　城頭では合図の篝かがりを、天も焦がすばかり赤々とあげていたが、城門を出た兵はたちまち壕ほりを埋める死骸となり、生けるものは、狼狽をきわめて城中へ溢れ返ってきた。

「今だぞ。続けや」

　曹操は、その図に乗って、逃げる城兵と一緒に、城門の内へはいってしまった。彼はその際盔かぶとのいただきへ、二条ふたすじまで矢をうけて一度は落馬したが、すぐとび乗って、物ともせず将士の先頭に立った。

　しかし、審配は毅然として、防禦の采配を揮ふるった。ために、外城の門は陥ちたが内城の壁門は依然として固く、さしもの曹操をして、

「まだかつて、自分もこんな難攻の城に当ったことがない」と嘆ぜしめた。

「手をかえよう」

　彼は、転機に敏さとい。──頭を壁にぶつけて押しくらするような愚をさけた。

　一夜、彼の兵はまったく方向を転じて、滏水ふすいの境にある陽平の袁尚を攻めた。

　まず弁才の士をやって、袁尚の先鋒たる馬延ばえんと張顗ちょうぎのふたりを味方へ誘引した。二将が裏切ったので、袁尚はひとたまりもなく敗走した。

　濫口らんこうまで退去して、ここの要害に拠よろうと布陣していると、四方から焼打ちをうけて、またも進退きわまってしまったので、袁尚はついに、降伏して出た。曹操は快くゆるして、

「明日、会おう」と、全軍の武装を解かせ、降人の主従を一ヵ所に止めさせておいたが、その晩、徐晃と張遼の二将を向けて、袁尚を殺害してしまおうとした。

　袁尚は、間一髪かんいっぱつの危機を辛くものがれて、中山ちゅうざん（河北省保定）方面へ逃げ走った。その時印綬いんじゅや旗幟はたじるしまで捨てて行ったので、曹操の将士からよい物笑いにされた。

　一方を片づけると、大挙して、曹操はふたたび城攻めにかかった。こんどは内城の周囲四十里にわたって漳河しょうがの水を引き、城中を水攻めにした。

　さきに袁譚の使いとして、曹操のところに止まっていた辛毘しんびは、袁尚の捨てて行った衣服、印綬、旗幟などを、槍の先にあげて、

「城中の人々よ、無益な抗戦はやめて、はやく降伏し給え」と、陣前に立ってすすめた。

　審配は、それに答えて、城中へ人質としておいた辛毘の妻子一族四十人ほどを、櫓に引きだして首を斬り、一々それを投げ返して云った。

「汝、この国の恩を忘れたか」

　辛毘は悶絶して、兵に抱えられたまま、後陣へひき退がった。

　けれど彼は、その無念をはらすため、審配の甥にあたる審栄しんえいへ、矢文を送って、首尾よく内応の約をむすび、とうとう西門の一部を、審栄の手で中から開かせることに成功した。

　冀州の本城は、ここに破れた。滔々とうとう、濁水だくすいをこえて、曹軍は内城にふみ入った。審配は最後まで善戦したが力尽き捕えられた。

　曹操は、彼に苦しめられたことの大きかっただけに、彼の人物を惜しんで、

「予に仕えぬか」と、いった。

　すると辛毘が、この者のために、自分の妻子一族四十何名が殺されている。ねがわくは、この者の首を自分に与えられたいと側からいった。

　審配は、聞くと、その二人に対して、毅然とこう答えた。

「生きては袁氏えんしの臣、死しては袁氏の鬼たらんこそ、自分の本望である。阿諛軽薄あゆけいはくの辛毘ごときと同視されるさえけがらわしい。すみやかに斬れッ」

　云い放ちながら、歩むこと七歩──曹操の眼くばせに、刑刀を払った武士が飛びかかる。

「待て！」

　と一喝し、静かに、袁氏の廟地びょうちを拝して後、従容しょうようと首を授けた。




野やに真人しんじんあり
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　亡国の最後をかざる忠臣ほど、あわれにも悲壮なものはない。

　審配の忠烈な死は、いたく曹操の心を打った。

「せめて、故主の城址しろあとに、その屍かばねでも葬ってやろう」

　冀州の城北に、墳つかを建て、彼は手厚く祠まつられた。

　建安九年の秋七月、さしもの強大な河北もここに亡んだ。冀州の本城には、曹操の軍馬が充満した。

　曹操の嫡子曹丕そうひは、この時年十八で、父の戦に参加していたが、敵の本城が陥るとすぐ随身の兵をつれて城門の内へ入ろうとした。

　当然、落城の直後とて、そこは遮断されている。番の兵卒が、

「待てっ、どこへ行くか。──丞相のご命令だ。まだ何者でも、ここを通ってはならん」

　と、さえぎった。

　すると曹丕そうひの随臣は、「御曹司おんぞうしのお顔を知らんか」と、あべこべに叱りとばした。

　城内はまだ余燼よじん濛々もうもうと煙っている。曹丕は万一、残兵でも飛びだしたらと、剣を払って、片手にひっさげながら、物珍しげに、諸所くまなく見て歩いていた。

　すると、後堂こうどうのほの暗い片隅に、一夫人がその娘らしい者を抱いてすくんでいた。紅の光が眼をかすめた。珠や金釵きんさいが泣きふるえているのである。

「──誰だっ？」

　曹丕も足をすくめた。

　かすかな声で、

「妾わらわは、袁紹えんしょうの後室こうしつ劉りゅう夫人です。むすめは、次男の袁煕えんきの妻……」

　と、眸に、憐れを乞うように告げた。

　なお問うと、袁煕は遠くへ逃げたという。──曹丕はつと寄って、むすめの前髪をあげて見た。そして自分の錦袍ひたたれの袖で、娘の容顔かんばせをふいてやった。

「ああ！　これは夜光の珠だ」

　曹丕は、剣を拾いとって、舞わんばかりに狂喜した。そして自分は曹操の嫡男であると二女に明かして、

「助けてやる！　きっと一命は守ってやる！ もう慄えなくともいい」と云いわたした。

　その時、父の曹操は、威武堂々、ここへ入城にかかっていた。すると、彼の郷里の旧友で、黄河の戦いから寝返りしてついていた例の許攸きょゆうが、いきなり前列へ躍りだして、

「いかに阿瞞あまん。もしこの許攸が、黄河で計はかりごとを授けなかったら、いくら君でも、今日この入城はできなかっただろう」

　と、鼻高々、鞭をあげて、いいつけられもしないのに一鼓こ六足そくの指揮をした。

　曹操は非常に笑って、

「そうだそうだ。君のいう通りである」と、彼の得意をなお煽あおった。

　城門からやがて府門へ通るとき、曹操は何かで知ったとみえ、番兵に詰問した。

「予の前に、ここを通過した者は誰だ！ 何奴か！」

　番の将士は戦慄して、

「世子せいしでいらせられます」

　と、ありのまま答えると、曹操は激色すさまじく、

「わが世子たりとも軍法をみだすにおいては、断乎だんこ免じ難い。荀攸じゅんゆう、郭嘉かくか、其方どもはすぐ曹丕そうひを召捕ってこい。斬らねばならん」

　郭嘉は諫めて、世子でなくて誰がよく城中を踏み鎮めましょうといった。曹操は救われたように、

「むむ、それも一理ある」

　と不問に付して馬をおり、階を鳴らして閣内へ通った。

　劉夫人は、彼の脚下に拝して、曹丕の温情を嬉し泣きしながら告げた。曹操はふと、娘の甄氏しんしを見て、その天麗の美質に愕おどろきながら、

「なに。曹丕が。そんな優しい情を示したというか。それは怖らくこの娘が嫁に欲しいからだ。曹丕の恩賞には、これ一つで足りよう。他愛のないやつではある」

　粋な父の丞相は、冀州陣の行賞として、甄氏を彼に賜わった。
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　冀州攻略もひとまず片づくと、曹操は第一着手に、袁紹と袁家累代るいだいの墳墓ふんぼを祠まつった。

　その時、彼は亡家の墓に焚香ふんこうしながら、

「むかし洛陽で、共に快談をまじえた頃、袁紹は河北の富強に拠って、大いに南を図はからんといい、自分は徒手空拳としゅくうけんをもって、天下の新人を糾合きゅうごうし、時代の革新を策さんといい、大いに笑ったこともあったが、それも今は昔語りとなってしまった……」と述懐して涙を流した。

　勝者の手向けた一掬きくの涙は、またよく敵国の人心を収攬しゅうらんした。人民にはその年の年貢をゆるし、旧藩の文官や賢才は余さずこれを自己の陣営に用い、土木農田の復興に力をそそがせた。

　府堂の出入りは日ごと頻繁を加えた。一日あるひ、許褚きょちょは馬に乗って東門から入ろうとした。すると例の許攸きょゆうがそこに立っていて、

「おい、許褚。ばかに大きな面をして通るじゃないか。はばかりながらかくいう許攸がいなかったら、君らがこの城門を往来する日はなかったのだぜ。おれの姿を見たら礼儀ぐらいして通ったらどうだ」と、広言を吐いた。

　いつぞや曹操が入城する時も、同様な高慢を云いちらして、諸将が顰蹙ひんしゅくしていたのを思い出して、許褚はぐっと持ち前の癇癪かんしゃくを面上にみなぎらせた。

「匹夫ひっぷっ。わきへ寄れ！」

「なに。おれを匹夫だと」

「小人の小功に誇るほど、小耳にうるさいものはない。往来の妨げなすと蹴ころすぞ」

「蹴ころしてみろ」

「造作もないことだ」

　まさかとたかをくくっていると、許褚はほんとに馬の蹄ひづめをあげて、許攸の上へのしかかってきた。

　それのみか、とっさに剣を抜いて、許攸の首を斬り飛ばし、すぐ府堂へ行って、この由を曹操へ訴えた。

　曹操は、聞くと、瞑目めいもくして、しばらく黙っていたが、

「彼は、馭ぎょしがたい小人にはちがいないが、自分とは幼少からの朋友だ。しかもたしかに功はある者。それを私憤にまかせてみだりに斬り殺したのは怪しからん」

　と、許褚を叱って、七日の間、謹慎すべしと命じた。

　許褚が退くと、入れ代りに、一名の高士が、礼篤く案内されてきた。河東武城かとうぶじょうの隠士、崔琰さいえんであった。

　先頃から家へ使いを派して、曹操は再三この人を迎えていたのである。なぜならば、冀州国中の民数戸籍を正すには、どうしても崔琰さいえんに諮問しもんしなければ整理ができなかったからである。

　崔琰は乱雑な民簿をよく統計整理して、曹操の軍政経済の資に供えた。

　曹操は、彼を別駕従事べつがじゅうじの官職に封じ、一面、袁紹の子息や冀州の残党が落ちのびて行った先の消息も怠らず探らせていた。

　その後、長男の袁譚えんたんは、甘陵かんりょう、安平、渤海ぼっかい、河間かかん（河北省）などの諸地方を荒らして、追々、兵力をあつめ、三男袁尚えんしょうが中山ちゅうざん（河北省・保定）にいたのを攻めて、これを奪った。

　袁尚は中山から逃げて、幽州へ去った。ここに二男袁煕えんきがいたので、二弟合流して長兄を防ぐ一面、

「亡ち父ちの領地を奪とりかえさねば」と、弓矢を研といで、冀州の曹操を遠くうかがっていた。

　曹操は、それを知って、試みに袁譚えんたんを招いた。袁譚は気味悪がって、再三の招きにもかかわらず出向かずにいた。

　口実ができた。──曹操はすぐ断交の書を送って、大軍をさし向けた。袁譚は怖れて、たちまち中山も捨て平原も捨て、ついに劉表へ使いを送って、

「急を救い給われ」と、彼の義心を仰いだ。

　劉表は、使いを返してから、玄徳にこれを計った。玄徳は、袁兄弟がみな、日ならずして曹操に征伐される運命にある旨を予言して、

「まあ、見て見ぬ振りしておいでなさい。他人事よりは、ご自身の国防は大丈夫ですか」

　と、注意をうながした。
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　荊州へ頼ろうとしたが、劉表から態ていよく拒否された袁譚は、ぜひなく南皮なんひ（河北省南皮）へ落ちて行った。

　建安十年の正月。曹操の大軍は氷河雪原を越えて、ここに迫った。

　南皮城なんひじょうの八門をとざし、壁上に弩弓どきゅうを植え並べ、濠には逆茂木さかもぎを結ゆって、城兵の守りはすこぶる堅かったが、襲よせては返し、襲せては返し、昼夜新手を変えて猛攻する曹軍の根気よさに、袁譚えんたんは夜も眠られず、心身ともに疲れてしまった。

　その上、大将彭安ほうあんが討たれたので、辛評しんひょうを使いとして、降伏を申し出た。

　曹操は、降使へいった。

「其方は、早くから予に仕えておる辛毘しんびの兄ではないか。予の陣中に留まって、弟と共に勲いさおしを立て、将来、大いに家名をあげたらどうだ」

「古語にいう。──主シュ貴タットケレバ臣栄エ、主憂ウル時ハ臣辱メラルと。弟には弟の主君あり、私には私の主君がありますから」

　辛評は空しく帰った。降をゆるすとも許さぬとも、曹操はそれに触れないのだ。いうまでもなく、曹操はすでに冀州きしゅうを奪ったので、袁譚を生かしておくことは好まないのである。

「和議は望めません。所詮、決戦のほかございますまい」

　ありのままを、辛評が告げると、袁譚は彼の使いに不満を示して、

「ああそうか。そちの弟は、すでに曹操の身内だからな。その兄を講和の使いにやったのはわしのあやまりだったよ」

　と、ひがみッぽく云った。

「こは、心外なおことばを！」

　一声、気を激して、恨めしげに叫ぶと、辛評は、地に仆れて昏絶こんぜつしたまま、息が絶えてしまった。

　袁譚はひどく後侮して、郭図かくとに善後策をはかった。郭図は強気で、

「なんの、彭安ほうあんが討たれても、なお名を惜しむ大将は数名います。それと南皮なんひの百姓をすべて徴兵し、死物狂いとなって、防ぎ戦えば、敵は極寒の天地にさらされている遠征の窮兵、勝てぬということがあるものですか」と、励まして、大決戦の用意にかかった。

　突如、城の全兵力は、四方を開いて攻勢に出てきた。雪にうずもれた曹軍の陣所を猛襲したのである。そして民家を焼き、柵門を焼き立て、あらゆる手段で、曹軍を掻きみだした。

　飛雪を浴びて、駆けちがう万騎の蹄ひづめ、弩弓どきゅうのうなり、鉄箭てっせんのさけび、戛々かつかつと鳴る戟ほこ、鏘々しょうしょう火を降らしあう剣また剣、槍はくだけ、旗は裂け、人畜一つ喚おめきの中に、屍は山をなし、血は雪を割って河となした。

　一時、曹軍はまったく潰乱かいらんに墜ちたが、曹洪、楽進などがよく戦って喰い止め、ついに大勢をもり返して、城兵をひた押しに濠ぎわまで追いつめた。

　曹洪は、雑兵には目もくれず、乱軍を疾駆して、ひたすら袁譚の姿をさがしていたが、とうとう目的の一騎を見つけ、名乗りかけて、馬上のまま、重ね打ちに斬り下げた。

「袁譚の首を挙げたぞ。曹洪、袁譚の首を打ったり」

　という声が、飈々ひょうひょう、吹雪ふぶきのように駆けめぐると、城兵はわっと戦意を失って、城門の橋を逃げ争って駆けこんだ。

　その中に、郭図の姿があった。曹軍の楽進は、

「あれをこそ！」

　と、目をつけ、近々、追いかけて呼びとめたが、雪崩なだれ打つ敵味方の兵にさえぎられて寄りつけないので、腰の鉄弓をといて、やにわに一矢をつがえ、人波の上からぴゅっと弦つるを切った。

　矢は、郭図の首すじをつらぬき、鞍の上からもんどり打って、五体は、濠の中へ落ち込んで行った。楽進は首を取って、槍先にかざし、

「郭図亡なし、袁譚えんたん亡し、城兵ども、何をあてに戦うか」と声かぎりに叫んだ。

　南皮一城もここに滅ぶと、やがて附近にある黒山こくざんの強盗張燕ちょうえんだとか、冀州の旧臣の焦触しょうしょく、張南などという輩やからも、それぞれ五千、一万と手下を連れて、続々、降伏を誓いに出てくる者が、毎日ひきもきらぬほどだった。
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　楽進、李典の二手に、降将の張燕ちょうえんを加えて、新たに十万騎の大隊が編制されると、

「并州へいしゅうへ入って、高幹こうかんに止めを刺せ」と、曹操はそれに命令を下した。

　そして自身はなお幽州へ進攻して、袁煕えんき、袁尚えんしょうのふたりを誅伐ちゅうばつすべく準備に怠りなかったが、その間にまず袁譚の首を、城の北門に梟かけて、

「これを見て歎く者があれば、その三族を罰すであろう」と、郡県にあまねく布令ふれた。

　ところが或る日、布冠ぬのかんむりをいただいて、黒い喪服を着た一処士が番の兵に捕まって、府堂へ引っ立てられてきた。

「丞相のお布令にもかかわらず、こやつは袁譚の首を拝し、獄門の下で慟哭どうこくしておりました」というのである。

　人品じんぴんの常ならぬのを見て、曹操は自身で糺ただした。

「汝はどこの何者か」

「北海営陵えいりょう（山東省・濰県いけん）の生れ王修、字あざなを叔治しゅくちという者です」

「郡県の高札を見ていないのか」

「眼は病んでおりません」

「しからば、自身のみならず、罪三族に及ぶことも承知だろうな」

「歓びを歓び、悲しみを悲しむ、これ人間の自然で、どうにもなりません」

「汝の前身、何していたか」

「青州の別駕べつがを務め、故袁紹の大恩をうけた者です」

「わが前で口をはばからぬ奴。小気味のいい云い方だ。しかしその大恩をうけた袁紹となぜ離れていたか」

「諫言をすすめて、主君に容れられず、政務に忠ならんとして、朋人に讒ざんせられ、職を退いて、野に流れ住むこと三年になるが、何とて、故主の恩を忘れ得ましょうや。いま国亡んで、嫡子の御首を市に見、哭なくまいとしても、哭かずにはいられません。──もしこの上、あの首こうべを私に賜わり、篤あつく葬ることをお許し下さるなら、身の一命はおろか、三族を罪せられようとも、お恨みはつかまつりません」

　王修ははばかる色なくそういった。

　どんなに怒るかと思いのほか、曹操は堂中の諸士をかえりみて、嘆たん久しゅうした。

「この河北には、どうして、かくも忠義な士が多いのか。思うに袁紹は、こういう真人しんじんを用いず、可惜あたら、野へ追いやって、ついに国を失ってしまったのだ」

　即ち、彼は王修の乞いを許し、その上、司金中郎将しきんちゅうろうしょうに封じて、上賓じょうひんの礼を与えた。

　幽州（冀東）の方面では、早くも、曹軍の襲来を伝えて、大混乱を起していた。

　所詮、かなわぬ敵と怖れて、袁尚はいち早く、遼西りょうせい（熱河ねっか地方）へさして逃げのび、州の別駕、韓珩かんこう一族は、城を開いて、曹操に降った。

　曹操は、降を容れ、韓珩かんこうを鎮北将軍に任じて、さらに、并州へいしゅう面の戦況を案じ、みずから大兵を率いて、楽進、李典などの加勢におもむいた。

　袁紹の甥おい高幹は、并州の壺関こかん（河北省境）を死守して、なお陥ちずにあった。

　すると、わずか数十騎をつれた二人の大将が、城門まぢかまで来て、

「高君、高君。開け給え」と、救いを呼んでいた。

　高幹が櫓から見おろすと、旧友の呂曠りょこうと呂翔りょしょうだった。

　ふたりが大声でいうには、

「一度は故主にそむいて、曹操に降ったが、やはり降人あつかいされて、ろくな待遇はしてくれない。もと木に勝るうら木なしだ。今後は協力して曹操に当らん。旧誼を思い出し給え」

　高幹は、なお疑って、兵は門外にとどめ、二人だけを城中に迎え入れた。

「曹操はたったいま幽州から着いたばかりだ。今夜、討って出ればまだ陣容もととのわず遠路の疲れもある。きっと勝てる」

　浅慮にも、高幹は、二人の策に乗ってしまった。堅城壺関こかんも、その夜ついに陥落し、高幹は命からがら北狄ほくてきの境をこえて、胡えびすの左賢王さけんおうを頼って行ったが、途中家来の者に刺し殺されてしまった。




遼西りょうせい・遼東りょうとう
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　いまや曹操の勢いは旭日の如きものがあった。

　北は、北狄ほくてきとよぶ蒙古もうこに境し、東は、夷狄いてきと称する熱河の山東方面に隣するまで──旧袁紹治下の全土を完全に把握してしまった。彼らしい新味ある施政と威令とは、沈澱ちんでん久しかった旧態を一掃して、文化産業の社会面まで、その相貌そうぼうはまったく革あらたまってきた。

　しかも、曹操は、まだ、

「──これでいい」と、しなかった。

　彼の胸中は、大地の広大のごとく、果てが知れなかった。

「いま、袁煕えんき、袁尚えんしょうの兄弟は、遼西りょうせいの烏丸うがん（熱河ねっか地方）におるという。この際、放棄しておいては、後日の禍いになろう。遼西、遼東の地をあわせ定めておかなければ、冀北きほく、冀東の地も永久に治まるまい」

　彼の壮図のもとに、ふたたび大軍備が命ぜられたが、もとよりこれには曹洪以下、だいぶ異論も多かった。

　ここはすでに遠征の地である。遠征からまた遠征へ、そうした果てなき制覇せいはに邁進している間に、遠い都に変が起ったらどうするか。また荊州の劉表、玄徳などが、留守をうかがって、虚を衝いたらどうするか。

　実に当然な憂いであった。

　──が、ひとり郭嘉かくかは、曹操の大志を支持して、

「冒険には違いないが、千里の遠征も、制覇の大事も、そう二度三度はくり返されません。すでに都を去ってここまできたものを千里征ゆくも、二千里征くも大差はない。ことに、袁紹えんしょうの遺子を流浪させておけば、連年、どこかで叛乱を起すにちがいありません」

　議事は決した。

　遼西、遼東は、夷狄いてきの地とされている。かつて体験のない外征であった。ために、軍の装備や糧食の計には万全が尽された。戦車、兵粮車だけでも数千輛という大輜重隊だいしちょうたいが編制された。

　そのほか、純戦闘隊数十万、騎馬あり徒歩かちあり、輿こしあり、また弩弓隊どきゅうたいあり軽弓隊あり、鉄槍隊あり、工具ばかり担ってゆく労兵隊などまで実に物々しいばかりな大行軍であった。

　廬龍寨ろりゅうさい（河北省・劉家営りゅうかえい）まで進んだ。

　すでに夷境へ近づくと、山川の気色も一変し、毎日狂風が吹き荒れて──いわゆる黄沙こうさ漠々ばくばくの天地が蟻のようなこの大行軍の蜿蜒えんえんをつつんだ。

　そして易州えきしゅうまで来ると、曹操にとって、不慮の心配事ができた。それは彼を扶けて常に励ましてきた郭嘉かくかが、風土病にかかって、輿こしにも乗っているにたえなくなったことである。

　郭嘉は、大熱をこらえながら、なお曹操に献策していた。

「どうも、行程がはかどらないようです。かくては、千里の遠征に、功は遂げても、年月を費やしましょう。また敵の備えも固まりましょう。──如しかじあなたは、軽騎の精猛のみを率い、道の速度を三倍して、夷狄の不意を衝きなさい。その余の軍勢は、不肖がお預りして病を養いながら、お待ちしております」

　曹操は彼の言を容れて、初めの大軍を改編し、雷挺隊らいていたいと称する騎馬と車ばかりの大部隊をひいて、遮しゃ二無む二、遼西の境へ侵入した。

　道の案内には、もと袁紹の部下だった田疇でんちゅうという者が立った。

　泥河あり、湖沼あり、断崖あり──あらゆる難路が横たわっているので、もし田疇がいなかったら、地理の不案内だけでも、曹軍は立往生したかも知れなかった。

　かくて、ようやく夷狄の大将冒頓ぼくとつの柳城りゅうじょう（遼寧省）へ接近した。

　時、建安の十一年、秋七月だった。
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　柳城の西、白狼山はくろうざんを陥し、曹操はこれに立って、敵を俯瞰ふかんした。そしていうには、

「おびただしい夷族の整備ではある。けれど悲しいかな、夷族はやはり夷族。あの配陣はまるで兵法を知らないものの児戯じぎだ。一戦に蹴破ってよろしい」

　すなわち張遼ちょうりょうを先鋒に、于禁うきん、許褚きょちょ、徐晃じょこうなどを、三面から三手に分け、城外の敵を一塁一塁踏み破り、ついに夷将いしょう冒頓ぼくとつを討ち取って、七日のうちに柳城を占領してしまった。

　袁煕えんきと袁尚えんしょうは、ここにひそんで督戦していたが、またも拠るところを失ったので、わずか数千の兵をつれて遼東のほうへ逃げ足早く落ちて行った。

　そのほかの夷兵は全部、降参して出た。曹操は、田疇の功を賞して、柳亭侯に封ほうじたが、田疇はどうしても受けない。

「それがしは以前、袁紹に仕えて、なお生きている身なのに、旧主の遺子を追う戦陣の道案内に立って、爵禄しゃくろくを頂戴するなど、義において忍びません」というのである。

「苦衷くちゅう。もっともなことだ」

　曹操は思いやって、代りに議郎の職を命じ、また柳城の守りをいいつけた。

　律令正しい彼の軍隊と、文化的な装備やまた施政は、いちじるしく辺土の民を徳化した。近郡の夷族は続々と、貢ぎ物をもたらして、柳城市に群れをなし、みな曹操に恭順を示した。

　なかには駿馬一万匹を献納した豪族もある。曹操の軍力はかくて大いに富強された。けれど彼は、日々、易州えきしゅうに残してきた愛臣郭嘉の病態を思うことを忘れなかった。

「……どうも捗々はかばかしくなく、九分まではむずかしいそうです」

　易州の便りでそれを知った彼の秘書は憂わしげに告げた。曹操は急に、

「ここは田疇にまかせて還ろう」と、云いだした。

　すでに冬にかかっていた。車騎大兵の行路は、困難を極めた。時には二百余里のあいだ一滴の水もなくて、地下三十丈を掘って求めなければならなかったし、青い物は一草もないので、馬を斃たおして喰い、病人は続出する有様だった。

　ようやく、易州にかえり着いて、曹操はまずなにを第一になしたかというと、先に、夷境への遠征を諫言した大将たちに、

「よく、善言をいってくれた」と、恩賞をわけ与えたのである。そしてなお云うには、

「幸いに、勝つことを得、身も無事に還ってきたが、これはまったく奇蹟か天佑というほかはない。獲るところは少なく、危険は実に甚だしかった。この後、予に短所があれば、舌に衣きぬを着せず、万よろず、諫めてもらいたい」

　次に彼は、郭嘉の病床を見舞った。郭嘉は彼の無事なすがたを見ると、安心したか、その日に息をひきとった。

「予の覇業は、まだ中道にあるのに、せっかく、ここまで艱苦かんくを共にして来た若い郭嘉に先立たれてしまった。彼は諸将の中でも、一番年下なのに」

　と、彼は骨肉のひとりを失ったように、涙をながして悲しんだ。喨々りょうりょう、哀々、陣葬の角笛や鉦かねは、三日にわたって、冬空の雲を哭なかしめていた。

　祭が終ると、郭嘉の病床に始終仕えていた一僕が、そっと、一封の書面を、曹操に呈した。

「これは、亡くなられたご主人のご遺言でした。死期を知ると、ご主人はみずから筆をとって認したため、自分が死んだら、あとでご主君に渡してくれよ、ここに書いたようになされば、遼東の地は、自然に平定するであろうと仰っしゃいました」

　曹操は、遺書を額ひたいに拝した。

　数日の後には、早くも、諸将のあいだに、

「遼東をどうするか？」──が、紛々ふんぷんと私議論争されていた。

　袁煕、袁尚の二名は、その後、遼東へ奔って、太守公孫康こうそんこうの勢力をたのみ、またまた、禍いの兆きざしが見えたからである。

「捨てておいても大事ない。やがて近いうちに、公孫康から、袁兄弟の首を送ってくるだろう」

　曹操は今度に限ってひどく落着きこんでいた。
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　逃亡から逃亡へ、今は身のおき所もなく、遼東へ頼ってきた袁煕、袁尚の兄弟に対して、太守公孫康こうそんこうは、

「扶たすけたがいいか、いっそ、殺すべきだろうか」を、今なお迷っていた。

　──というのは、一族の者から、扶ける必要はないと、異論が出たからである。

「彼らの父袁紹が在世中には、つねにこの遼東を攻略せんと計っていたものである。しかし実現に至らぬうち、自分が敗れ去ったのだ。怨みこそあれ恩顧おんこはない」

　そして、なおこう極言する者もあった。

「──鳩は、鵲かささぎの巣を借りて、いつのまにか鵲を追って巣を自分の物にしてしまう。亡ち父ちの遺志を思い出して、袁兄弟も、後には鳩に化けないこともない。むしろこの際、彼らの首を曹操へ送ってやれば、曹操は遼東を攻める口実を失い、遼東もこのまま安泰なるばかりでなく、翻然ほんぜん、ご当家を重んじないわけにゆかなくなる」

　公孫康は、その儀もっともなり──と決心して、一方人を派して、曹操の動静をうかがわせ、曹軍の攻め入る様子もないと見極めると、一日あるひ、城下にある袁兄弟へ使いをやって、酒宴に迎えた。

　袁煕と、袁尚は、

「さてはそろそろ出軍の相談かな？ 何といっても曹操の脅威をうけている折だから、吾々の協力もなくてはかなうまい」

　などと談じ合いながら登城してきた。

　ところが、一閣の室に通されて見ると、この寒いのに、暖炉の備えもなく榻とうの上に裀しとねも敷いてなかった。

　ふたりは面をふくらせて、

「われわれの席はどこですか」と、尊大ぶった。

　公孫康は、大いに笑って、

「今から汝ら二つの首は、万里の遠くへ旅立つのに、なんで温き席がいろうや」

　と、いうや否や、帳とばりの陰を振りかえって、それっと合図した。

　十余名の力者りきしゃは一斉におどり出して、二人へ組みつき、左右から脾腹ひばらに短剣を加え、袁煕、袁尚ともども無造作に首にしてしまった。

　易州に陣取ったまま、曹軍は依然、動かずにあったが、夏侯惇かこうじゅん、張遼ちょうりょうなどは、その間、しばしば曹操へ諫めた。

「もし、遼東へ攻め進むお心がないならば、はやく都へご凱旋あっては如何です。なすこともなく、こんな所に滞陣しているのは無意味でしょう」

　すると曹操は、

「決して無為に過しているわけではない。今に遼東から、袁煕、袁尚の首を送ってくるであろうから、それを待っているのだ」と、答えた。

　諸将は、彼の心事を怪しみ、また嘲笑を禁じ得なかった。ところが半月ほどすると、太守公孫康の使者は、ここに到着し、書を添えて、匣はこに入れた塩漬の首二顆かを正式に献じた。

　さきに嘲あざけり笑っていた諸人は驚いた。曹操は限りなく笑い興じて、

「郭嘉かくかの計はかりごとにたがわず、故人の遺書の通りになった。彼も地下で満足したろう」

　と、種明しをして聞かせた。

　それによると、郭嘉は、遺書のうちに、「遼東ハ兵ヲ用イズシテ攻ムベシ。動カザレバ即チ、坐シテ袁二子ノ首級オノズカラ到ラン」と極力、進攻をいましめていた。

　つまり彼は、遼東の君臣が、袁家の圧力に対して、多年伝統的に、反感や宿怨こそ持っているが、何の恩顧も好意も寄せていないことを、疾とくに洞察どうさつしていたからである。

　こういう先見の明もありながら、ここ易州の軍旅のうちに病死した郭嘉は、年まだ三十八歳であった。

　さて曹操は、遼東の使者を厚くねぎらい、公孫康へ報ゆるに襄平侯じょうへいこう左将軍の印を以てした。そして郭嘉の遺髪を手厚く都へ送り、やがて自身も、全軍を領して、冀州まで帰った。




食客しょっかく
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　北方攻略の業はここにまず完成を見た。

　次いで、曹操の胸に秘められているものは、いうまでもなく、南方討伐であろう。

　が、彼は、冀州城の地がよほど気に入ったとみえて、ここに逗留していること久しかった。

　一年余の工を積んで、漳河しょうがの畔ほとりに銅雀台どうじゃくだいを築いた。その宏大な建物を中心に、楼台高閣をめぐらして、一座の閣を玉龍と名づけ、一座の楼を金鳳きんほうととなえ、それらの勾欄こうらんから勾欄へ架するに虹のように七つの反橋そりばしをもってした。

「もし老後に、閑を得たら、ここに住んで詩でも作っていたい」

　とは、父としての彼が、次男の曹子建そうしけんにもらした言葉だった。

　曹操の一面性たる詩心──詩のわかる性情──をその血液からうけついだ者は、ほかに子も多いが、この次男だけだった。

　で、曹操は、日ごろ特に、彼を愛していたが、自分はやがて都へ還らなければならない身なので、「よく兄に仕えて、父が北方平定の業を、空しくするなよ」と訓え、兄の曹丕そうひと共に鄴城ぎょうじょうへとどめて、約三年にわたる破壊と建設の一切を完了し、兵雲悠々ゆうゆうと許都へひきあげた。

　まず久しぶりに参内して、天子に表を捧げ、朝廟の変りない様をも見、つづいて大規模な論功行賞を発表した。また郭嘉の子郭奕かくえきを取り立てなどして、帰来、宰相としての彼は、陣中以上、政務に繁忙はんぼうであった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　食客は天下いたる処にいる。

　主あるじは好んで客を養い、客は卑下ひげなく大家に蟠踞ばんきょして、共に天下を談じ、後日を期するところあらんとする。──そうした風潮は、当時の社会の慣わしで、べつに異とするほどなことではなかった。

　三千の兵、数十の将、二名の兄弟、そのほか妻子眷族けんぞくまで連れていても、国を失って、他国の庇護ひごのもとに養われれば、これもまた「大なる食客」であった。

　いま荊州にある玄徳は、そうした境遇であった。けれど、食客もただ徒食してはいない。国も遊ばせてはおかない。

　江夏こうかの地に、乱がおこった。張虎ちょうこ、陳生ちんせいという者が、掠奪、暴行から進んで叛乱の火をあげたのである。

　玄徳は、自ら望んで、その討伐に向った。そして地方の乱を鎮定し、その戦で、賊将張虎が乗っていた一頭の名駿を手に入れて帰った。

　張虎、陳生の首を献じて、

「もうあの地方には、当分、ご心配の必要はないでしょう」

　と、報告をすました。劉表は彼の功を賞して、甚だしく歓んだが、幾日か過ぎると、また、

「憂いのたねは尽きないものだ」と、嘆息して、玄徳にはかった。

「ご辺のような雄才が、わが荊州にいる以上、大安心はしているが、漢中の張魯ちょうろと、呉の孫権そんけんはいつも頭痛のたねだ。ことに南越の境には、のべつ敵の越境沙汰がたえない。この患いを除くにはどうしたものであろう？」

「さあ、人間の住む地には、万全というものはあり得ないものですが、やや安泰をお望みあるなら、私の部下の三名をお用いあって、張飛を南越の境に向け、関羽に固子城こしじょを守らせて漢中に備えさせ、趙雲に兵船を支配させて、三江の守備を厳になされたら如何です。彼らはかならず死守して荊州の寸土も敵に踏ませることではありません」と、思うままのべた。

　劉表は同意した。玄徳の雄将たちを、自国のためそこまで有効に使えれば──と、その歓びを大将蔡瑁さいぼうに語ったところが、

「ははあ、なるほど」と、いう程度で蔡瑁はあまり感服しない顔色だった。

　彼は、劉表の夫人蔡氏の兄である。それかあらぬか、彼はさっそく後閣を訪ねて、何か夫人と囁きあっていた。もちろん問題は玄徳のことらしい。
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　主君の夫人たりまた自分の妹でもある彼女へ、蔡瑁さいぼうはこう囁いた。

「御身からそれとなく諫めたほうがよかろう。此方から申し上げれば、表立って、自然、角かども立つからな」

　蔡夫人はうなずいた。

　その後、良人の劉表と、ただ二人きりの折、彼女は女性特有な細かい観察と、針をふくむ綿のような言葉で、

「すこしはご要心遊ばして下さいませ。あなたはあなたご自身のお心で、世間の者もみな潔白だと思って、すぐご信用になりますけれど、どうして、玄徳などという人には、油断も隙すきもありはしません。──あの人は以前沓くつ売りだったというじゃありませんか。義弟おとうとの張飛は、ついこの間まで、汝南の古城に籠って強盗をしていたというし。……何だか、あの人がご城下へきてから、とても藩中の風儀が悪くなったような気がします。ご譜代の家臣たちも、みな胸を傷いためているそうでございますし」と、有ることないこと、さまざまに誹そしった。

　それをみな真にうけるほど、劉表も妻に甘くはないが、なんとなく玄徳に対して、一抹の不安を持ったことは否めない。

　閲兵えっぺいのため、城外の馬場へ出た日である。劉表は、ふと、玄徳の乗っている駿壮の毛艶とそのたくましい馬格を見て、

「すばらしい逸足ではないか」と、嘆賞してやまなかった。

　玄徳は、鞍からおりて、

「そんなにお気に召したものなら、献上いたしましょう」と自ら口輪をとって進めた。

　劉表はよろこんで受けた。すぐ乗換えて城中へ帰ってくると、門側に立っていた蒯越かいえつという者が、

「おやッ、的盧てきろだ」と、つぶやいた。

　劉表が聞きとがめて、

「蒯越かいえつ、なにをおどろくか」

　と、たずねた。蒯越は拝伏して、理由をのべた。

「私の兄は、馬相を見ることの名人でした。ですから自然、馬相について教わっていましたが、四本の脚が、みな白いのを四白といい、これも凶馬とされていますが、額に白点のある的盧てきろは、もっと凶わるいといわれています。それを乗用する者に、必ず祟たたりをなすと古来から忌まれているもので、ために、張虎もこの馬に乗って討死しました」

「……ふウむ？」

　劉表はいやな顔してそのまま内門深く通ってしまった。

　次の日。酒宴の席で、彼は玄徳に杯を与えながらいった。

「きのうは、心にもない無心をした。あの名馬は、ご辺に返そう。城中の厩うまやに置かれるよりは、君の如き雄材に、常に愛用されていたほうが、馬もきっと本望だろうから」

　と、さり気なく、心の負担を返してから、彼はまた、

「──時にご辺も、館にいては市街に住み、出ては城中の宴に列し、こう無事退屈の中におられては、自然、武芸の志も薄らごう。わが河南の襄陽じょうようのそばに新野しんや（河南省かなんしょう・新野しんや）という所がある。ここには武具兵糧も籠めてあるから、ひとつ一族部下をつれて、新野城に行ってはどうか。あの地方をひとつ守ってくれんか」

　もちろん否やはない。玄徳は即座に命を拝して、数日の後、新野へ旅立った。

　劉表は城外まで見送った。一行は荊州の城下に別れを告げ、やがて数里を来ると、ひとりの高士が彼の馬前に長揖ちょうゆうして告げた。

「先頃城内で、蒯越かいえつが劉表に説いていました。──的盧てきろは凶馬と──乗る人に祟たたりをなすと。──どうかそのご乗馬はお換えください」

　何びとか？　と見ると、それは劉表の幕賓ばくひんで、伊籍いせき字あざなを機伯きはくという者だった。

　玄徳は馬をおりて、

「先生、おことばは謝しますが、憂いはおやめ下さい。──死生命アリ、富貴天ニアリ──何の馬一匹が私の生涯をさまたげ得ましょう」

　と、手を取って笑い、爽さわやかに別れを告げて、ふたたび新野の道へ向った。
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　新野は一地方の田舎城いなかじろである。

　けれど、河南の春は平和に、ここへ来てから、玄徳に歓び事があった。

　正室の甘夫人が、男児を産んだのである。

　お産の暁方には、一羽の鶴が、県衙けんがの屋根にきて、四十余声啼いて西へ翔け去ったという。

　また、妊娠中に夫人が、北斗星を呑んだ夢を見たというので、幼名を「阿斗あと」とつけ、すなわち劉禅りゅうぜん阿斗あとと称した。

　時は、建安十二年の春だった。

　ちょうどその前後、曹操の遠征は、冀州から遼西にまで及んで、許昌きょしょうの府は、ほとんど手薄とうかがわれたので、玄徳は再三再四、劉表に向って、

「今こそ、志を天下に成す時ですが」と、すすめたが、劉表の答えはきまってこうであった。

「いや自分は、荊州九郡を保ってさえいれば、家は富み国は栄えるばかりだ。この上に何を望もう」

　玄徳は失望した。

　むしろこの人は、天下の計よりも、内心の一私事にわずらっているのではないか。

　かつて、劉表から打明けられた家庭上の問題を、玄徳は思い出してみた。

　劉表には二子があった。

　劉琦りゅうきは、前の妻陳ちん夫人の腹であり、次男劉琮りゅうそうは、蔡さい夫人の産なした子である。

　長男の琦きは、賢才の質だが柔弱だった。そこで次男の琮そうを立てようとしたが、長子を廃するのは国乱の始めなりと、俄然、紛論が起って、沙汰止みとされ、やむなく礼にしたがって、次男を除こうとしたところ、蔡夫人、蔡瑁などの勢力が隠然とものをいって、背後から彼を苦しめ惑わすのであった。

　折々、登城しては、その劉表に向って、天下の機微や風雲を語ってみても、こんな女め々めしい愚痴ばかり聞かされるので、玄徳もひそかに見限っていた。すると或る折、酒宴の半ばに、玄徳は厠かわやへ立って、座に帰ると、しばらくのあいだ黙然と興もなげにさしうつ向いていた。

　劉表はいぶかって、

「どう召されたか。何ぞ、わしの話でも、気にさわられたか」と、たずねた。

　玄徳は面を振って、

「いえいえご酒宴を賜りながら、愁然しゅうぜんとふさぎこみ、私こそ申しわけありません。仔細はこうです。ただ今、厠かわやへ参って、ふとわが身をかえりみると、久しく美衣美食に馴れたせいでしょう、髀ももの肉が肥えふくれて参りました。──かつては、常に身を馬上におき、艱苦辛酸かんくしんさんを日常としていた自分が──ああ、いつのまにこんな贅肉を生じさせたろうか。日月の去るは水の流るる如く、かくて自分もまた、なすこともなく空しく老いて行くのか……と、ふとそんなことを考えだしたものですから、思わずわれとわが身を恥じ、不覚な涙を催したわけでした。どうか、お心にかけないで下さい」と、詫びて、瞼をかろく指の腹で拭った。

　劉表は、思い出したように、

「そうそう、ずっと以前、許昌の官府で、君と曹操と、青梅の実をとり酒を煮て、共に英雄を論じた時、どちらが云ったか知らないが、天下の群雄もいま恐れるに足るものはない、まず真の英雄とゆるされる者はご辺と我ぐらいなものであろう──と語ったそうだが、その一方の御身が、先頃からこの荊州に来ていてくれるので、この劉表もどんなに心強いか知れぬ」と、いった。

　玄徳もその日は、いつになく感傷的になっていたので、

「曹操如き何かあらんです。もし私が貧しくも一国を持ち、それに相応する兵力さえ持てば……」

　と、つい口をすべらせかけたが、ふと劉表の顔色が変ったのに気づいて、後は笑いにまぎらして、わざと杯をかさねて大酔したふりをしてそこに眠ってしまった。
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　横になると、手枕のまま、玄徳はもう大いびきをかき始めた。寝よだれを垂らして眠っている。

「……？」

　劉表は、猜疑さいぎに囚われた眼で、その寝顔を見まもっていた。自分の住居の中に、巨大な龍が横たわっているような恐怖をおぼえたのである。

「やはり怖ろしい人間だ！」

　彼もあわてて座を立った。

　すると、衝立ついたての陰にたたずんでいた妻の蔡夫人が、ふと寄り添って囁いた。

「あなた、いまの玄徳のことばを、何とお聞きになりましたか。常には慎んでおりましても、酔えば性根は隠せません。本性を見せたのです。わたしは、恐ろしさにぞくぞくしました」

「……ううむ」

　劉表は、呻いたきり、黙然と奥の閣へかくれてしまった。

　良人の煮えきらない容子に蔡夫人は焦々いらいらしく思った。だが、良人はもう充分、玄徳に疑いを抱いていることは確かなので、急に兄の蔡瑁さいぼうを呼んで、

「どうしたものであろう」と、はかった。

　蔡瑁は自分の胸を叩いて、

「此方にお任せ下さい」と、あわてて退がった。

　夕方までに、彼は極秘裡に一団の兵をととのえ、夜の更けるのを待っていた。翌日となれば、玄徳は新野へ帰る予定である。大事の決行は急を要したが、その客舎を襲撃するには、宵ではまずい。夜半か、夜明けか、寝込みを襲うが万全と考えていたのである。

　──ところが。

　日頃から玄徳に好意をもっている幕賓の伊籍いせきがちょうど城下に来ていて、ふとこのことを耳にはさんだので、

「これは、捨てておけない」

　と早速、彼の客舎へ贈り物として果物くだものを届け、その中へ密封した一書をかくしておいた。

　玄徳はそれを見ておどろいた。夜半に蔡瑁の兵がここを取囲むであろうとある。彼は、夕方の食事も半ばにして、客舎の裏から脱出した。従者もちりぢりに後から逃げて彼に追いついた。

　蔡瑁は、そんなこととも知らず、五更の頃を見はからって、一斉に鉦かねを鳴らし、鼓を打ち、ここへ殺到した。

　もちろん、藻抜もぬけの殻から。彼は、

「不覚っ」と、地だんだを踏み、追手をかけてみたが、獲るところもなかった。

　そこで彼は、一計を案じて、自分の作った詩を、部下のうちで偽筆の巧みな者に命じ、墨黒々、客舎の壁に書かせておいた。

　そして、急遽、

「一大事でござる」と城へ行って、劉表に会い、真まことしやかにこう告げた。

「常々、玄徳とその部下の者どもが、この荊州を奪わんとし、ご城下に参るたび、地形を測り攻め口を考究し、不穏な密会あると聞き及びおりますため、昨夜、小勢の兵をうかがわせ、様子をさぐらせておりましたところ、早くも事の発覚と見、一詩を壁に書き残したまま、風を喰らって新野へ逃げ失せましてございます。──ご当家のご恩もわすれて、まことに言語道断な振舞いで」

　劉表はみなまで聞かないうち蒼白になっていた。急いで駒を命じ、自身、客舎へ行って、彼が書きのこして行ったという壁の詩を見つめた。

困コンシテ荊襄ケイジョウヲ守ルスデニ数年

眼前空ムナシク旧山川ニ対ス

蛟龍コウリョウ豈アニコレ池中ノ物ナランヤ

臥フシテ風雷フウライヲ聴キ飛ンデ天ニ上ル


「……？」

　劉表の鬢髪びんぱつはふるえを見せていた。蔡瑁は今こそと、馬をすすめて、

「兵の用意はできています。いざ新野へご出陣を」

　と、云ったが、劉表はかぶりを振って、

「詩などは、戯れに作ることもある。もう少し彼の様子を見てからでも……」

　と、そのまま城中へ戻ってしまった。




檀渓だんけいを跳とぶ
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　蔡瑁さいぼうと蔡夫人の調略ちょうりゃくは、その後もやまなかった。一度の失敗は、却ってそれをつのらせた傾きさえある。

「どうしても、玄徳を除かなければ──」と、躍起になって考えた。

　けれども肝腎かんじんな劉表りゅうひょうがそれを許さない。同じ漢室の裔えいではあるし、親族にもあたる玄徳を殺したら、天下に外聞が悪いというのである。

　まだ、口には出さないが、そのため、継嗣けいしの争いや閨閥けいばつの内輪事が、世間へもれることも極力さけようと努めているらしい。総じて、彼の方針は、事勿ことなかれ主義をもって第一としていた。

　蔡夫人は、良人のそうした態度にじりじりして、兄の蔡瑁に、事を急ぐことしきりだった。閨門と食客とは、いつも不和をかもすにきまったものだが、彼女が玄徳を忌み嫌うことは、実に執拗しつようであった。

「まあ、おまかせあれ」

　蔡瑁は、彼女をなだめて、しきりと機を測っていたらしかったが、或る時、劉表にまみえて、謹んで献言した。

「近年は五穀よく熟して、豊作が続いています。ことにことしの秋はよく実みのり、国中豊楽を唱えておりますれば、この際、各地の地頭官吏をはじめ、田吏でんりにいたるまでを、襄陽じょうようにあつめて、慰労の猟かりを催し大宴を張り、もってご威勢を人民に示し、また諸官吏を賓客として、ご主君みずからねぎらい給えば荊州の富強はいよいよ万々歳と思われますが、ひとつお気晴らしに、お出ましあっては如何なもので」

　劉表はすぐ顔を振った。左の髀ももをなでながら、顔をしかめて、

「案はいいが、わしは行かぬ。劉琦りゅうきか劉琮りゅうそうでも代理にやろう」といった。近頃、劉表は神経痛に悩んで、夜も睡眠不足であることを、蔡瑁は夫人から聞いてよく知っている筈だった。

「困りましたな。ご嫡子方は、まだご幼年ですから、ご名代としても、賓客に対して礼を欠きましょうし……」

「では、新野しんやにおる玄徳は、同宗どうそうの裔えいだし、わしの外弟おとうとにもあたる者。彼を請じて、大宴の主人役とし、礼をとり行わせたらどんなものだろう」

「至極結構と存じます」

　蔡瑁は、内心仕すましたりと歓んだ。早速「襄陽の会」の招待を各地へ触れるとともに、玄徳へ宛てて劉表の意なりと称し、主人役を命じた。

　あれから後、玄徳は新野へ帰っても、怏々おうおうとして楽しまない容子だったが、この飛状に接すると、ふたたび、

「ああ。また何かなければよいが」と、先頃の不愉快な思い出が胸に疼うずいてきた。

　張飛は、仔細を知ると、「ご無用ご無用、そんな所へ行って、何の面白いことがあろう。断ってしまうに限る」と、無造作に止めた。

　孫乾そんけんもほぼ同意見で、

「お見合わせがよいでしょう。おそらくは、蔡瑁の詐計さけいかも知れません」と、観破してしまった。

　けれど関羽、趙雲のふたりは、

「いま命にそむけば、いよいよ劉表の疑心を買うであろう。如かず、ここは眼をつぶって、軽くお役目だけを勤めてすぐお立ち帰りあるほうが無事でしょう」

　と、すすめた。玄徳もまた、

「いや、わしもそう思う」

　と、三百余騎の供揃いを立て、趙雲一名を側に連れて、即日、襄陽の会へ出向いて行った。

　襄陽は、新野しんやをさること遠かった。約八十里ほどくると、すでに蔡瑁以下、劉琦、劉琮の兄弟だの、また王粲おうさん、文聘ぶんぺい、鄧義とうぎ、王威おういなどという荊州けいしゅうの諸大将まで、すべて旺さかんな列伍を敷いて、玄徳を出迎えるため立ち並んでいた。
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　この日、会するもの数万にのぼった。文官軍吏の賓客、みな盛装をこらし、礼館の式場を中心に、宛えんとして秋天の星の如く埋まった。

　喨々りょうりょうたる奏楽裡、玄徳は国主の代理として、館中の主座に着席した。

　この平和な空気に臨んで、玄徳は心にほっとしていたが、彼のうしろには、爛らんたる眼をくばり、大剣を佩はいて、

「わが主君に、一指でも触るる者あればゆるさんぞ」

　と、いわんばかりな顔して侍立じりつしている趙雲子龍ちょううんしりゅうがあり、またその部下三百人があって、かえって、玄徳の守備のほうが、物々しげに見え過ぎていた。

　式は開かれた。玄徳は、劉表に代って、国主の「豊饒ほうじょうを共に慶賀するの文」を読みあげた。

　それから諸賓をねぎらう大宴に移って、管鼓琴絃かんこきんげん沸くばかりな音楽のうちに、料理や酒が洪水の如く人々の華卓に饗きょうされた。

　蔡瑁は、この間に、そっと席をはずして、

「君。ちょっと、顔を貸してくれぬか」と、大将蒯越かいえつに耳打ちした。

　ふたりは人なき一閣を閉め切って、首を寄せていた。

「蒯越。足下も玄徳の毒にあてられるな。あれが真の君子なら世の中に悪党はない。彼は腹ぐろい梟雄きょうゆうだ」

「……左様かなあ？」

「まず嫡男の劉琦りゅうき君をそそのかして、後日、荊州を横奪おうだつせんと企んでおるのを知らんか。彼を生かしておくのは、われわれの国の災いだと思う」

「では貴君は、今日、彼を殺さんというお心なのか」

「襄陽の会は、実にそれを謀はかるために催したといってもよろしい。彼を除くことのほうが、一年の豊饒を歓ぶよりも、百年の安泰を祝すべきことだと信じる」

「でも、玄徳という人物には、不思議にも隠れた人望がある。この荊州にきてからまだ日も浅いが、しきりと彼の名声は巷間に伝えられておる。──それを罪もなく殺したら、諸人の輿望を失いはすまいか」

「討ち取ってしまいさえすれば、罪は何とでも後から称えられる。すべては、この蔡瑁さいぼうがご主君より任せられているのだから、ぜひ足下にも一臂の力を貸してもらわねばならん」

「主命とあれば黙止もだしがたい。ご念までもなく、助太刀いたすが、して、貴君にはどんな用意があるのか」

「実はすでに──東の方は峴山けんざんの道を、蔡和さいかの手勢五千余騎で塞がせ、南の外門路一帯には、蔡仲さいちゅうに三千騎をさずけて伏兵とさせてある。なお、北門には、蔡勲さいくんの数千騎が固めて蟻の這いでる隙もないようにしているが……ただ西の門は、一路檀渓だんけいの流れに行きあたり、舟でもなければ渡ることはできないから、ここはまず安心して、ざっと、以上の通り手配はすべてととのっておる」

「なるほど、必殺のご用意、この中に置かれては、いかな鬼神でも、遁れる術すべはござるまい。──けれど、貴君は主命をおうけかも知らぬが、此方には直接おいいつけないことゆえ、後日に悔いのないよう、なるべく彼を生け擒どりにして、荊州へひかれたほうがよろしくはあるまいか」

「それはいずれでもよいが」

「それと、注意すべき人間は、玄徳のそばに始終立っている趙雲という大剛な武将。あれが眼を光らしているうちは、うかつに手は下せませぬぞ」

「彼奴がいては、恐らく手にあまるかも知れぬ。その儀は、自分も思案中だが」

「趙雲を離す策を先にすべきでしょう。味方の大将、文聘ぶんぺい、王威おういなどに、彼を歓待させて、別席の宴楽へ誘い、その間に、玄徳もまた、州衙しゅうが主催の園遊会へのぞむ予定がありますから、そのほうへ連れだして討ち取れば、難なく処分ができましょう」

　蒯越かいえつの同意を得、また良策を聞いて、蔡瑁は、事成就じょうじゅと歓んで、すぐ手筈にかかった。
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　州の主催にかかる官衙かんがの園遊会は、要するに、知事以下の官吏や州の有力者が、この日の答礼と歓迎の意を表したものである。

　玄徳は迎えられて、そこへ臨んだ。

　馬を後園につながせて、定められた堂中の席につくと、知事、州吏、民間の代表者など、こもごも、拝礼を行って満堂に列坐し、さまざまに酒をすすめて玄徳をもてなした。

　酒三巡の頃にいたると、かねて肚はらに一物のある王威と文聘は、玄徳のうしろに屹きっと侍立している趙雲の側へ寄って、

「いかがです、一献」と、杯をすすめ、「そう厳然と立ち通しでは大変です。今日は上下一体、和楽歓游わらくかんゆうの日で、はや公式の席はあちらで相済んだことでもありますから、足下もひとつくつろいで下さい。ひとつ別席へ参って、われわれ武骨者は武骨者同士で大いに飲やりましょう」と促した。

「いや、ご辞退申す」

　趙雲はにべもない。

「──折角だが断る」とのみで、どう誘っても、そこから動こうとはしない。

　けれど文聘ぶんぺいや王威が怒りもせず、あくまで根よく慫慂しょうようしている様子を、玄徳は見るに見かねて、

「これこれ、趙雲」と、振向いて──

「そちはよかろうが、そちの侍立しているうちは、部下の者どもも動くことができまい。それに折角のおもてなしに対してあまり固辞するも礼を欠く。──諸君のおことばに甘え、しばし退がって休息いたすがよい」と、いった。

　趙雲は、甚だぶっきら棒に、

「主命とあれば……」

　是非がない！　といわんばかりな顔して、文聘や王威らと共に、別館へ退がった。

　部下三百の者も、同時に、自由を与えられて、おのおの遠く散らかった。

　蔡瑁さいぼうは、心のうちで、

「わが事成れり」と、早くも座中の空気を見廻していた。すると、大勢の中にあった伊籍いせきが、玄徳にそっと目くばせして、

「まだご正服のままではありませんか。衣をお着かえなされては如何」と、囁いた。

　意を悟さとって、玄徳は、厠かわやへ立つふりをして後園に出て見ると、果たして、伊籍が先に廻って木陰に待っていた。

「今やあなたの一命は風前の燈火ともしびにも似ている。すぐお逃げなさい！ 一瞬を争いますぞ」

　伊籍のことばに、さてはと、玄徳も直観して、すぐ駒をといて引き寄せた。

　伊籍はかさねて、

「東門、南門、北門、三方すべて殺地さつち。ただ西の門だけには、兵をまわしてないようです」

　と、教えた。

「かたじけない、後日、生命あればまた」

　云いのこしたまま、玄徳は後ろも見ずに走りだした。西門の番兵が、あッとなにか呶鳴ったようだが、飛馬の蹄ひづめは、一塵いちじんのもとに彼の姿を遠くしてしまった。

　鞭も折れよと、馳け跳ぶこと二里余り、道はそこで断たれていた。ただ見る檀渓だんけい（湖北省こほくしょう・襄陽じょうようの西、漢水の一支流）の偉観が前に横たわっている。断層をなした激流の見渡すかぎりは、白波天にみなぎり奔濤ほんとうは渓潭けいたんを噛み、岸に立つや否、馬いななき衣は颯々さっさつの霧に濡れた。

　玄徳は馬の平首を叩いて、

「的盧てきろ的盧。汝、今日われに祟りをなすか、またわれを救うや。──性あらば助けよ！」

　と叫び、また心に天を念じながら、いきなり奔流へ馬を突っこんだ。激浪は人馬をつつみ、的盧は首をあげ首を振って濤なみと闘う。そしてからくも中流を突き進むや、約三丈ばかり跳んで、対岸の一石へ水けむりと共に跳び上がった。
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　玄徳も、またその乗馬も、共に身ぶるいして、満身の水を切った。

「ああ！　我生きたり」

　無事、大地に立って檀渓だんけいの奔流を振返ったとき、玄徳は叫ばずにはいられなかった。そして、

「どうして越え得たろう？」と、後からの戦慄に襲われて、茫然ぼうぜん、なおも身を疑っていた。

　すると渓たにをへだてて、おうーいっと、誰やら呼ぶ声がする。誰かと見れば、蔡瑁さいぼうであった。

　蔡瑁は、玄徳が逃げたあとで、番兵から急を聞くと、すぐ悍馬かんばを励まして追いかけてきたが、すでに玄徳の姿は対岸にあって、眼前の檀渓にただ身を寒うするばかりだった。

「劉使君りゅうしくん。劉使君。何を怖れて、そのように逃げ走るか」

　蔡瑁の呼ばわるに、玄徳も此方から高声で答えた。

「われと汝と、なんの怨恨えんこんかある。しかるに、汝はわれを害せんとする。逃ぐるは君子くんしの訓おしえに従うのみ」

「やあ、何ぞこの蔡瑁が御身に害意を抱こうや。疑いを去りたまえ」

　と、云いながら、ひそかに弓をとって、馬上に矢をつがえている容子らしいので、玄徳はそのまま南漳なんしょう（湖北省・南漳）のほうをさして逃げ落ちて行った。

「ちえっ……みすみす彼奴きゃつを」

　蔡瑁は歯ぎしりをかむだけだった。切って放った一矢も、檀渓の上を行くと、一すじの藁みたいに奔濤の霧風にもてあそばれて舞い落ちてしまうに過ぎない。

「残念。何とも無念な……」

　幾度か悔やんだが、またひそかに思うには、この檀渓の嶮を、やすやすと無事に渡るなど、到底、凡人のよくなしあたう業ではない。玄徳には、おそらく神明の加護があるからだろう。神力には抗しがたし、──如しかずここは引っ返して他日を待とう。そう彼は自分をなだめて、空しく道をもどった。

　と──彼方から馬煙うまけむりあげてこれへくる一陣の兵馬があった。見ると真っ先に趙雲子龍、あとには三百の部下が彼と共に眼のいろ変えて喘あえぎ喘ぎ馳け続いてくる。

「やっ、趙雲ではないか。どこへ参られる？」

　蔡瑁は、先手を打ってとぼけた。

「──何処へといって、わが主君のお姿が見えぬ。そのためこうして、八方おさがし申しておる。足下はご存じないか」

「実は自分も、それを案じて、ここまで見に参ったが、いっこう見当らん。いったい、何処へ行かれたのやら？」

「不審だ！」

「まったく不思議だ」

「いや、汝の態度をいったのだ」

「此方に何の不審があるか」

「今日、襄陽の会に、何を目的に、あんなおびただしい軍兵を、諸門に備えたか」

「此方は、荊州九軍の大将軍、また明日は、大宴に続いて、国中の武士を寄せ、狩猟かりを催すことになっておる。大兵はその勢子せこだ。何の不審があるか」

「ええ、こんな問答はしておられぬ！」

　趙雲は、渓に沿って、馳け去った。部下を上流下流に分け、声も嗄れよと呼んでみたが、答えるものは奔潭ほんたんの波だけだった。

　いつか日は暮れた。

　趙雲はかさねて襄陽の城内へ戻ってみたが、そこにも玄徳の姿は見えない。──で、彼は悄然と、夜を傷みつつ、新野の道へ帰って行った。




琴ことを弾ひく高士こうし



一



　澄み暮れてゆく夕空の無辺は、天地の大と悠久を思わせる。白い星、淡い夕月──玄徳は黙々と広い野をひとりさまよってゆく。

「ああ、自分も早、四十七歳となるのに、この孤影、いつまで無為飄々むいひょうひょうたるのか」

　ふと、駒を止めた。

　茫乎ぼうとして、野末の夕霧を見まわした。そして過去と未来をつなぐ一すじの道に、果てなき迷いと嘆息を抱いた。

　すると、彼方から笛の音が聞えた。やがて夕霧の裡うちから近づいてきたのは、牛の背にまたがった一童子である。玄徳はすれちがいながら童子の境遇をうらやましく思った。

　──と、童子はふり返って、

「将軍将軍。もしやあなたは、そのむかし黄巾こうきんの賊を平げ、近頃は荊州にいるという噂の劉予州りゅうよしゅう様とちがいますか」と、いきなり訊ねた。

　玄徳は驚きの目をみはって、

「はて、かく草深い里の童わらべが、どうしてわが名を存じておるのか。いかにも自分は劉備玄徳であるが……」

「あっ、やはりそうでしたか。私の仕えている師父が、常に客と話すのを聞いていたので、劉予州とは、どんな人かと、日頃、胸に描いていましたところ、いまあなたの耳をみると、人並み優すぐれて大きいので、さては、大耳子だいじしと綽名あだなのある玄徳様ではないかと思いついたんです」

「して、そちの師父とは、如何なる人か」

「──司馬徽しばき、字あざなは徳操とくそう。また道号を水鏡すいきょう先生と申されます。生れは潁川えいせんですから黄巾の乱なども、よく見聞しておいでになります」

「平常、交わる友には、どんな人々があるか」

「襄陽じょうようの名士はみな往来しております。就中なかんずく、襄陽の龐徳公ほうとくこう、龐統子ほうとうしなどは特別親しくして、よくあれなる林の中に訪うて参ります」

　童子の指さす方へ、玄徳も眼を放ちながら、

「──では、あれに見える一叢の林中に、そちの仕える師父の庵いおりがあるとみえるな」

「はい」

「龐徳公、龐統子とは、よく知らぬが、どういう人物か」

「この二人は、叔父甥おいの間がらで、龐徳公は字あざなを山民さんみんといい、師父よりも十歳ほど年上です。また龐統子は士元しげんと称し、この人は、私の師父よりまだ五歳ほど若く、この間もふたりして、先生の庵にやって来ました。──ちょうど師父は裏へ出て柴を採っていましたが、その柴を焚いて、茶を煎に、酒をあたためて、終日、世間の盛衰を語り、英雄を論じ、朝から晩まで倦うむことがありませんでした。よほど、話し好きな人とみえます」

「そうか。……そちの言葉を聞いて、儂みもどうやら先生の庵を訪うてみたくなった。童子、わしを案内して参らぬか」

「おやすいこと。師父もきっと思わぬ珍客とお歓びになるでしょう」

　童子は牛をすすめて行く。導かれて、およそ二里ほど行くと、ちらと、林間の燈が見えた。幽雅ゆうがな草堂の屋根が奥のほうに望まれ、潺湲せんかんたる水音に耳を洗われながら小径こみちの柴門さいもんを入ると、内に琴を弾く音がもれ聞えた。

　牛屋へ牛をつないで、

「大人。あなたの駒も、奥へつないでおきましたよ。さあ、こちらへおすすみ下さい」

「童子。まずその前に、先生にわしのきたことを取次いでくれ。無断で入っては悪あしかろう」

　草堂の前にたたずんで、彼が遠慮していると、はたと、琴の音がやんで、たちまちひとりの老人が、内から扉を排して外へとがめた。

「たれじゃ、それへ参ったのは。……いま琴を弾じておるに、幽玄清澄ゆうげんせいちょうの音いろ、にわかに乱れて、殺伐さつばつな韻律いんりつとなった。かならず、窓外へきたものは、血なまぐさい戦場からさまようてきた落武者かなんぞであろう。……名を申せ。たれじゃ、何者じゃ……」

　玄徳はおどろいて、ひそかにその人をうかがうに、年は五十余りとおぼしく、松姿鶴骨しょうしかっこつ、見るからに清々すがすがしい高士の風ふうを備えている。




二



　ああさては──これが司馬徽しばき、道号を水鏡先生という人か。

　玄徳は身をすすめて、

「お召仕えの童子の案内に従い、はからずご尊顔を拝す。私としては、歓びこの上もありませんが、ご静居をさわがせた罪は、どうぞおゆるし下さい」と、慇懃いんぎん、礼をほどこして詫びた。

　すると、童子が傍らから、

「先生、この方が、いつも先生やお友達がよく噂しておいでになる劉玄徳というお人ですよ」

　と、告げた。

　司馬徽は非常におどろいた態ていである。うやうやしく礼を返して、草堂の内に迎え入れ、改めて賓主の席をわかち、さて、

「ふしぎなご対面ではある」と、こよいの縁をかこち合った。

　塵外の住居とはこういうものかと、玄徳はそのあたりを見廻してそぞろ司馬徽の生活を床ゆかしく思った。架上には万巻の詩書経書を積み、窓外には松竹を植え、一方の石床せきしょうには一鉢の秋蘭が薫り、また一面の琴がおいてある。

　司馬徽は、玄徳の衣服が濡れているのを見て、やがて訊ねた。

「今日はまた、どうしたご災難にお遭いなされたのじゃ。おさしつかえなくば聞かせて下さい」

「実は檀渓だんけいを跳んで、九死のうちにのがれて来ましたので、衣服もこんなに湿うるおうてしまいました」

「あの檀渓を越えられたとすれば、よほどな危険に追いつめられたものでしょう。うわさ通り、今日の襄陽の会は、やはり単なる慶祝の意味ではなかったとみえますな」

「あなたのお耳にも、すでにそんな風説が入っておりましたか……実はこういう次第でした」

　玄徳がつつまず物語ると、司馬徽は幾度かうなずいて──さもあらんといわぬばかりの面持であったが、

「ときに、将軍にはただ今、どういう官職におありですかな」

「左将軍宜城亭侯ぎじょうていこう、予州の牧を兼ねておりますが」

「さすれば、すでに立派な朝廷の藩屏はんぺいたる一人ではおざらぬか。しかるに、なんで区々たる他人の領に奔命し、つまらぬ小人の好言に追われていたずらに心身を疲らせ、空しく大事なお年頃を過したもうか」

　しみじみ、司馬徽はいって、

「……惜しいかな」と、あとは口うちで呟いた。

　玄徳は、面目なげに、

「──時の運は如何ともいたし難い。事志と違うために」と、答えた。

　すると司馬徽は、顔を振って打ち笑いながら、

「否々、運命のせいにしてはいけない。よくかえりみ給え。わしをして忌憚きたんなくいわしめるなら、将軍の左右に、良い人がいないためだと思う」

「こは意外な仰せです。玄徳は不肖の主ながら、生死を一つに誓う輩には、文に孫乾、糜竺びじく、簡雍かんようあり、武には関羽、張飛、趙雲あり。決して人なしとは思われません」

「あなたは元来、家来思いなご主君じゃ。故に、家臣に人なしといわれると、すぐその通り家臣をかばう。君臣の情においてはまことにうるわしゅう見ゆるが、主君として、それのみで足るものではない。──箇々その文事や勇気の長を愛めでるに止まらず、自分自身も加えて、一団体としてよく自己をご覧ぜられよ。なお何らか、不足している力はないか」と、問いつめて、さらに、

「関羽、張飛、趙雲の輩ともがらは、一騎当千の勇ではあるが、権変けんぺんの才はない。孫乾、糜竺、簡雍たちも、いわば白面の書生で、世を救う経綸の士ではない。かかる人々を擁して、豈あに王覇おうはの大業が成ろうか」と、極言した。
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　玄徳は、黙考していた。司馬徽の言に、服する如く、服せざるが如く、しばしさし俯向うつむいていたが、やがて面をあげて、

「先生の言は至極ごもっともではありますが、要するに、あまりに先生の理想であって、現実を離れているきらいがありはしないでしょうか。不肖わたくしも、身を屈して、山野に賢人を求めること多年ですが、今の世に、張良、蕭何しょうか、韓信かんしんのような人物を望むほうが無理だと思います。そんな俊傑が隠れているはずはありませんから」と、真摯しんしな態度で酬いた。

　すると、司馬徽は、聞きもあえず、面おもてを振って、

「否々。いつの時代でも、決して人物が皆無ではない、ただそれを真に用うる具眼者ぐがんしゃがいないのじゃ。孔子もいっているではないか。──十室シツノ邑ムラニハ必ズ忠信ノ人アリ──と。何でこの広い諸国に俊傑がいないといえよう」

「不肖、愚昧ぐまいのせいか、それを識しる眼がありません。ねがわくば、ご教示を垂れたまえ」

「ちかごろ諸方でうたう小児の歌をお聞きにならぬか。童歌はこういっている……

八九年間ハジメテ衰オトロエント欲ス

十三年ニ至ッテ孑遺ケツイ無ナケン

到頭トウトウ天命帰ス所アリ

泥中デイチュウノ蟠龍ハンリュウ天ニ向ッテ飛ブ


　これをあなたはどう判じられるか？ ……」

「さあ、分りませんが」

「建安の八年、太守劉表りゅうひょうは、前の夫人を亡くされた。荊州の亡兆ここに起り、家はじめて乱れだしたのです。十三年に至って孑遺無けん──とあるのは、劉表の死去を予言しているものでしょう。そして天命帰する所ありです。──天命帰するところあり！」

　司馬徽はくりかえして、玄徳の面を正視し、かさねて云った。

「──帰するところ何処いずこ？ すなわちあなたしかない。将軍、あなたは天命に選ばれた身であることを、自身、自覚されておいでかの？」

　玄徳は大きな眼をしてさも驚いたように、

「滅相めっそうもない仰せ。いかでか私のような者が、そんな大事に当ることができましょう」

「そうでない。そうでない」

　司馬徽しばきはおだやかに否定して、

「いま天下の英才は、ことごとくこの地に集まっておる。襄陽の名士また、ひそかに卿きょうの将来に期待しておる。この機運に処し、この人を用い、よろしく大業の基礎を計られたがよい」

「いかなる人がおりましょうか。その名を、お聞かせ下さい」

「臥龍がりょうか、鳳雛ほうすうか。そのうちの一人を得給えば、おそらく、天下は掌たなごころにあろう」

「臥龍、鳳雛とは？」

　思わず、身を前にのり出すと、司馬徽はふいに手を打って、

「好々よしよし、好々」と、いいながら笑った。

　玄徳は、彼の唐突な奇言には、とまどいしたが、これはこの高士の癖であることを後で知った。

　日常、善悪何事にかかわらず司馬徽は、きまって（好々よしよし）と、いうのが癖だった。

　或る時、知人が来て、悲しげに、自分の子の死んだ由を告げると、司馬徽は相変らず、好々とのみ答えていた。知人の帰ったあとで、彼の妻が、

（いくらあなたのお癖とはいえ、お子さんを亡くした人にまで、好々とは、余りではございませんか）

　と、たしなめた。すると司馬徽も、われながらおかしくなったとみえ、好々、おまえの意見も、大いに好々。

　といったそうである。
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　童子がきて、質素な酒食を玄徳に供えた。司馬徽も、食事をともにし、やがて、

「お疲れであろう。まあ、こよいは臥房ふしどへ入っておやすみなさい」と、すすめた。

「では、おことばに甘えて」

　と、玄徳は、別の部屋へはいったが、枕に頭かしらをつけても、なかなか寝つかれなかった。

　そのうちに、深夜の静寂しじまを破って、馬のいななきが聞え、屋いえの後ろのほうで人の気はいや戸の音がする。

「……はてな？」

　風の音にも心をおく身である。思わず耳をすましていた。

　屋は手ぜまなので、裏口から主あるじの部屋へ入って行く沓音までよく聞える。

「やあ、徐元直じょげんちょくではないか。いま頃、どうして来たのか」

　主の司馬徽が声であった。

　それに答えたのは、壮年らしいさびのある声色の持ち主で、

「いや先生。実は荊州へ行っていました。荊州の劉表は近頃の名主なりと、或る者から聞いたので、行って仕えていましたが、聞くとみるとは、大きな違い、から駄目な太守です。すぐ嫌気がさしてきましたから、邸へ遺書かきおきをのこして逃げてきたわけです。あははは。夜逃げですな」

　磊落らいらくに笑ったが、しばらく間まをおいて、また司馬徽の声がした。その壮気の持ち主を、厳格な語気で叱っているのである。

「なに、荊州へ参ったとか。さてさて、汝にも似げない浅慮あさはかな。──いまのような時代には、賢愚混乱して、瓦が珠と化けて仕え、珠は瓦礫がれきの下にかくされ、掌てにのするも、人に識別なく、脚に踏むも、世はこれを見ないのが通例じゃ。──汝、王佐おうさの才をいだきながら、深く今日の時流も認識せず、自然に出づべき時も待たず、劉表ごときへ身を売り込んで、かえって己れを辱め、仕官を途中にして逃げ去るなどとは何事だ。どう贔屓目に見ても褒められたことではない。もう少し自分を大事にせねばいかん」

「恐れ入りました。重々拙者の軽率に相違ございません」

「古人子貢しこうの言葉にもある──ココニ美玉アリ、匱ヒツニオサメテ蔵カクセリ、善価ヨキアタイヲ求メテ沽ウラン哉カナ──と」

「大事にします。これからは」

　間もなく、客は帰ったらしい。

　玄徳は夜の明けるのを待って、司馬徽にたずねた。

「昨夜の客は、何処の者ですか」

「むむ、あれか。──あれは多分、良い主君を求めるため、もう他国へ出かけたろう」

「そうですか。……時に、昨日先生の仰せられた臥龍がりょう鳳雛ほうすうとは一体どこの誰のことですか」

「いや、好々よしよし」

　玄徳は、やにわに彼の脚下へひざまずいて、再拝しながら、

「玄徳、不才ではありますが、望むらくは、先生を請じ、新野へ伴ともない参らせて、共に、漢室を興し、万民を扶け、今日の禍乱を鎮めんと存じますが……」

　云いもあえず、司馬徽はからからと笑って、

「愚叟ぐそうは山野の閑人かんじんに過ぎん。わしに十倍百倍もするような人物が、いまに必ず将軍を、お扶けするじゃろう。いや、そういう人物をばせいぜい尋ねられたがよい」

「では、天下の臥龍を？」

「好々」

「それとも鳳雛をですか？」

「好々」

　玄徳は必死になって、その人の名と所在を訊きただそうとしたが、そのとき童子が馳けこんできて、

「数百人の兵をつれた大将が、家の外を取り囲みましたよ！」と、大声して告げた。

　玄徳が出てみるとそれは趙雲の一隊だった。ようやく、主君玄徳の行方を知って、これへ迎えにきたものであった。




吟嘯浪士ぎんしょうろうし
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　主従は相見て、狂喜し合った。

「おう、趙雲ではないか。どうして、わしがここにいるのが分った」

「ご無事なお姿を拝して、ほっと致しました。この村まで来ると、昨夜、見馴れぬ高官が、童子に誘われて、水鏡先生のお宅へ入ったと百姓から聞きましたので、さてはと、まっしぐらにお迎えにきたわけです」

　主の司馬徽しばきも、そこへ来て、共に歓びながら、こう注意した。

「百姓たちの噂にのぼっては、ここに長居も危険です。部下の方々の迎えに見えられたこそ幸い、速やかに新野へお立ち帰りあれ」

　実げにもと、玄徳はすぐ暇を告げて、水鏡先生の草庵を去った。そして十数里ほどくると、飛ぶが如く一手の軍勢のくるのに出会った。

　趙雲と同じように、夜来、玄徳の身を案じて、狂奔していた張飛と、関羽の一軍であった。

　かくて、新野へ帰ると、玄徳は城中の将士を一堂に集めて、

「皆の者に、心配をかけてすまなかった。実は昨日、襄陽の会で、蔡瑁さいぼうのため、危うく謀殺されようとしたが、檀渓だんけいを跳んで、九死に一生を拾って帰ったような始末……」

　と、ありし顛末てんまつをつぶさに物語った。

　愁眉しゅうびをひらいた彼の臣下は、同時に、蔡瑁を憎み憤った。

「おそらく、劉表は、何も知らないことに違いありません。あなたを殺す計画に失敗した蔡瑁は、自己の罪を蔽うために、こんどはいかなる讒訴ざんそを劉表へするかも知れたものではない。こちらからも早く、ありし次第を、明白に訴えておかなければ、いよいよ彼奴の乗ずるところとなりましょう」

　孫乾そんけんの説であった。

　大いに理由がある。一同も彼の言を支持したので、玄徳は早速一書をしたため、孫乾にさずけて荊州へつかわした。

　劉表は、玄徳の書簡を見て、襄陽の会が蔡瑁の陰謀に利用され終ったことを知り、もってのほかに立腹した。

「蔡瑁を呼べっ」

　いつにない激色である。そして蔡瑁が階下に拝をなすや否、頭から襄陽の会の不埓ふらちをなじって武士たちに、彼を斬れと命じた。

　蔡夫人は、兄の蔡瑁が召し呼ばれたと聞いて、後閣から馳け転ぶようにこれへ来た。そして良人の劉表へ極力、命乞いをした。妹の涙で蔡瑁は助けられた。孫乾もまた、

「もし、ご夫人の兄たるお方を、お手討ちになどされたら、主君玄徳は、かえって二度と荊州へ参らないかも知れません」と、そばから口添えしたので、劉表も彼を免ゆるすに免しよかった。

　けれど、劉表は、なお心がすまなかった。孫乾の帰るとき、嫡子の劉琦りゅうきを共に新野へやって、深く今度のことを謝罪した。

　玄徳は、かえって痛み入るおことばと、劉琦に厚く答礼した。その折、劉琦はふと、日頃の煩悶はんもんを彼にもらした。

「継母の蔡夫人は、弟の琮を世継ぎに立てたいため、なんとかして、私を殺そうとしています。一体、どうしたらこの難をのがれることができましょうか」

「ただよく孝養をおつくしなさい。いかにご継母であろうと、あなたの至孝が通じれば、自然禍いは去りましょう」

　あくる日、琦きが荊州へ帰る折、玄徳は駒をならべて、城外まで送って行った。琦は、荊州へ帰るのを、いかにも楽しまない容子であった。それを玄徳がやさしく慰めれば慰めるほど、涙ぐんでばかりいた。

　琦を送って、その帰り途、玄徳が城中へ入ろうとして、町の辻まで来ると布の衣に、一剣を横たえ頭かしらに葛の頭巾をいただいた一人の浪士が白昼、高らかに何か吟じながら歩いてきた。
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　ふと、駒をとめて、市の騒音の中に、玄徳は耳を澄ましていた。孤剣葛巾こけんかつきんの浪士は、飄々乎ひょうひょうことして辻を曲がってこなたへ歩いてくる。

　その歌うのを聞けば、──

天地反覆ハンプク火ひ殂ソセント欲ス

大廈タイカ崩クズレントシ一木扶タスケガタシ

四海ニ賢ケンアリ明主ニ投ゼントス

聖主ハ賢ケンヲ捜サグルモ却ッテ吾ヲ知ラズ


「……はてな？」

　玄徳は何か自分の身を歌われているような気がした。そして、司馬徽しばきが云った、臥龍がりょう、鳳雛ほうすうの一人がもしやその浪士ではないかしらなどと思った。

　彼は馬からおりて、浪士が側を通るのを待っていた。布衣草履ほいぞうり少しも身は飾っていないが、どこかに気概の凛たるものを備え、赭顔疎髯しゃがんそぜん、まことに渋味のある人物だ。

「あいや、ご浪人」

　玄徳は呼んで話しかけた。浪士は怪しんでじろじろ彼を視つめる。もの云えばさびのある声で、眼光はするどいが、底にたまらない情味をたたえていた。

「何ですか。──お呼びになったのは拙者のことで？」

「そうです。まことに唐突ですが、何ですか、あなたと私とは、路傍でこのまま相へだたってしまう間がらではないような気がしてなりません」

「ははあ……？」

「いかがでしょう。私と共に、城中へお越し下さるまいか。一献いっこん酌みわけて、さびのあるあなたの吟嘯ぎんしょうを、清夜、さらに心腸を澄まして伺いたいと思うが」

「ははは、拙者の駄吟などは、お耳を汚すには足りません。けれど路傍の人でない気がすると仰っしゃったお言葉に感謝する。──お伴ともしましょう」

　浪士は気軽であった。

　城中へ来てみると、小城ながら新野の城主と分って、気軽な彼もやや意外な顔をしていたが、玄徳は上賓の礼をもって、これを迎え、酒をすすめながら、さて名をたずねた。

「拙者は、潁上えいじょう（安徽省あんきしょう・潁上）の単福たんふくと申し、いささか道を問い、兵法を学び、諸国を遊歴している一介の浪人にすぎません」

　単福は、それ以上、素姓も語らず、たちまち話題を一転して、こう求めた。

「さいぜん、あなたの乗っていた馬をもう一度、庭上へ曳きだして、拙者に見せて下さいませんか」

「おやすいことです」

　玄徳は、直ちに、馬を庭上へひかせた。単福は、つぶさに馬相を眺めて、

「これは千里の駿足ですが、かならず主あるじに祟たたりをなす駒です。よく今まで何事もありませんでしたな」

「されば、人からも、たびたび同じ注意をうけましたが、祟りどころか、先頃、檀渓の難をのがれ、九死に一生を得たのはまったくこの馬の力でした」

「それは、主を救うたともいえましょうが、馬が馬自身を救ったのだともいえましょう。ですから祟りは祟りとして、一度はきっと、飼主に禍いします。──が、その禍いを未然にのぞく方法も決してないではありません」

「そういう方法があるならば、是非、お教えを仰ぎたいが」

「お伝えいたそう。その方法とは、すなわちかの馬を、しばらくの間近習の士に貸しておくのです。そしてその者が祟りをうけて後、君の手に取り戻してご乗用あれば、まずもって心配はありません」

　聞くと、玄徳は急に、不愉快な色を面にあらわして、家臣を呼び、

「湯を点てんぜよ」

　と、素っ気なくいいつけた。

　湯を点ぜよ──ということは、ちょうど、酒客に対して茶を出せとか、飯にしろとか、主人が給仕の家族へ促すのと同じことである。つまり主人から酒の座を片づける意味を表示したことになる。

「お待ちなさい。わざわざ拙者を呼び迎えながら、湯を点ぜよとは、何事であるか、何で急に客を追い立て給うか」

　単福としてはなお、面白くないに違いない。杯を下において、こう開き直った。
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　──すると玄徳も、容かたちをあらためて単福たんふくへ云った。

「君を伴ともなって、ここへ客として迎えたのは、君を志操の高い人と見たからであった。しかるに今、汝の言を聞けば、仁義を教えず、かえって、不仁の佞智ねいちをわれにささやく。玄徳はそういう客へ礼遇はできない。早く立ち帰ったがよかろう」

「ははは、なるほど、劉玄徳は、うわさに違わぬ仁君だ……」と、単福はさも愉快そうに手を打って、

「お怒りあるな。実はわざと心にもない一言を呈して、あなたの心を試してみたまでです。どうか水に流して下さい」

「いや、それなら歓ばしい限りです。願わくは、真実の言を惜しまれず、玄徳のために、仁政を論じ、善き経綸をお聞かせたまわりたい」

「拙者が潁上えいじょうからこの地方へ遊歴してくる途中、百姓のうたうのを聞けば──新野シンヤノ牧ボク劉皇叔リュウコウシュク、ココニ到リテヨリ地ニ枯田コデンナク天ニ暗日アンジツナシ──といっていました。故に、ひそかにお名を心に銘じ、あなたの徳を慕っていた拙者です。もし菲才ひさいをお用いくださるなら何で労を惜しみましょう」

「かたじけない。人生の長い歳月のうちでも、賢に会う一日は最大の吉日とかいう。今日は何という幸いな日だろう」

　玄徳の歓びようといったらなかった。彼は今、新野にあるとはいえ、その兵力その軍備は、依然、徐州の小沛しょうはいにいた当時とすこしも変りない貧弱さであった。けれどその弱小も貧しさも嘆きはしなかった。ただ、絶えず心に求めてやまなかったものは「物」でなく、「人物」であった。司馬徽しばきに会ってからは、なおさら、その念を強うし、明けても暮れても、人材を求めていたことは、その日の彼の歓び方をもっても察することができる。

　そうした玄徳であるから、

（この人物こそ）と見込むと、実に思いきった登用をした。すなわち単福をもって、一躍軍師に挙げ、これに指揮鞭べんを授けて、

（わが兵馬は、足下に預ける。足下の思うまま調練し給え）と、一任した。

　そして黙って見ていると、単福は練兵調馬の指揮にあたるや、さながら自分の手足を動かすように自在で、しかも精神的にこれを鍛錬し、科学的に装備してゆくので、新野の軍隊は小勢ながら目立って良くなってきた。

　この日頃──曹操そうそうはもう北征の業をひとまず終って、都へ帰っていたが、ひそかに次の備えとして、荊州けいしゅう方面をうかがっていた。

　その瀬ぶみとして、一族の曹仁そうじんを大将とし、李典りてん、呂曠りょこう、呂翔りょしょうの三将をそえて、樊城はんじょうへ進出を試み、──そこを拠点として、襄陽じょうよう、荊州地方へ、ぼつぼつ越境行為を敢てやらせていた。

「いま、新野に玄徳がいて、だいぶ兵馬を練っています。後日、強大にならない限りもないし、荊州へ攻め入るには、いずれにしても足手まとい。まず先に、新野を叩きつぶしておくのは無駄ではありますまい」

　呂曠、呂翔が献策した。

　曹仁は二人の希望にまかせて、兵五千を貸し与えた。呂軍はたちまち境を侵して、新野の領へ殺到した。

「単福、何とすべきか？」

　玄徳は、軍師たる彼に計った。とうてい、まだ他と戦って勝てるほどな軍備はできていなかった。

「お案じ召さるな。弱小とはいえお味方をのこらず寄せれば、二千人はあります。敵は五千と聞きますから、手ごろな演習になりましょう」

　実戦に立って、単福が軍配をとったのは、この合戦が初めてであった。

　関羽、張飛、趙雲なども、よく力戦奮闘したが、単福の指揮こそ、まことに鮮やかなものだった。

　敵を誘い、敵を分離させ、また個々に敵団を剿滅そうめつして、はじめ五千といわれた越境軍も、やがて樊城はんじょうへ逃げ帰ったのは僅々二千にも足らなかったという。何しても、単福の用兵には、確乎かっこたる学問から成る「法」があった。決して偶然な天佑や奇勝でないことは、誰にも認められたところであった。




軍師ぐんしの鞭むち
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　樊城はんじょうへ逃げ帰った残兵は、口々に敗戦の始末を訴えた。しかも呂曠りょこう、呂翔りょしょうの二大将は、いくら待っても城へ帰ってこなかった。

　すると程経てから、

「二大将は、残りの敗軍をひきいて帰る途中、山間の狭道に待ち伏せていた燕人えんじん張飛と名乗る者や、雲長関羽と呼ばわる敵に捕捉されて、各〻、斬って捨てられ、そのほかの者もみなごろしになりました」との実相じっそうがようやく聞えてきた。

　曹仁は、大いに怒って、小癪こしゃくなる玄徳が輩、ただちに新野へ押し寄せて、部下の怨みをそそぎ、眼にもの見せてくれんといきり立ったが、その出兵に当って、李典にはかると、李典は断じて反対を称えた。

「新野は小城であるし彼の軍隊は少数なので、つい敵をあなどったため、呂曠、呂翔も惨敗をうけたものです。──何でまた、貴殿まで同じ轍てつを踏もうとなさるか」

「李典。ご辺はそれがしもまた、彼らに敗北するものと思っておるのか」

「玄徳は尋常よのつねの人物ではない。軽々しく見ては間違いでござる」

「必勝の信念なくしては戦に勝てぬ。ご辺は戦わぬうちから臆病風に吹かれておるな」

「敵を知る者は勝つ。怖るべき敵を怖るるは決して怯気きょうきではない。よろしく、都へ人を上せて、曹丞相そうじょうしょうより精猛の大軍を乞い、充分戦法を練って攻めかかるべきであろう」

「鶏を割さくに牛刀を用いんや。そんな使いを出したら、汝らは藁人形かと、丞相からお嗤わらいをうけるだろう」

「強たって、進撃あるなら、貴殿は貴殿の考えで進まれるがよい。李典にはそんな盲戦はできぬ。城に残って、留守をかためていよう」

「さては、二心を抱いたな」

「なに、それがしに二心あると？」

　李典は、勃然ぼつぜんといったが、曹仁にそう疑われてみると、あとに残っているわけにも行かなかった。

　やむなく、彼も参加して、総勢二万五千──先の呂曠、呂翔の勢より五倍する兵力をもって、樊城を発した。

　まず白河に兵船をそろえ、糧食軍馬をおびただしく積みこんだ。檣頭しょうとう船尾には幡旗はんき林立して、千櫓いっせいに河流を切りながら、堂々、新野しんやへ向って下江してきた。

　戦勝の祝杯をあげているいとまもなく、危急を告げる早馬はひんぴん新野の陣門をたたいた。

　軍師単福たんふくは立ちさわぐ人々を制して、静かに玄徳に会っていった。

「これはむしろ、待っていたものが自ら来たようなもので、あわてるには及びません。曹仁自身、二万五千余騎をひきいて、寄するとあれば、必定、樊城はがら空きでしょう。たとえ白河をへだてた地勢に不利はあろうとも、それを取るのは、掌てのうちにあります」

「この弱小な兵力をもって、新野を守るのすら疑われるのに、どうして樊城など攻め取れようか」

「戦略の妙諦みょうてい、用兵のおもしろさ、勝ち難きを勝ち、成らざるを成す、すべてこういう場合にあります。人間生涯の貧苦、逆境、不時の難に当っても、道理は同じものでしょう。かならず克服し、かならず勝つと、まず信念なさい。暴策を用いて自滅を急ぐのとは、その信念はちがうものです」

　悠々たる単福の態度である。その後で彼は何やら玄徳に一策をささやいた。玄徳の眉は明るくなった。

　新野をへだたるわずか十里の地点まで、曹仁、李典の兵は押してきた。これ、わが待つところの象かたち──と、単福は初めて味方をあやつり、進め、城を出て対陣した。

　先鋒の李典と、先鋒の趙雲のあいだにまず戦いの口火は切られた。両軍の戦死傷はたちまち数百、戦いはまず互角と見られたがそのうち趙雲自身深く敵中へはいって李典を見つけ、これを追って、さんざんに馳け立てたため、李典の陣形は潰乱かいらんを来し、曹仁の中軍まで皆なだれこんで来た。

　曹仁は、赫怒かくどして、

「李典には戦意がないのだ。首を刎ねて陣門に梟かけ、士気をあらためねばならん」

　と、左右へ罵ったが、諸人になだめられてようやくゆるした。
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　曹仁は次の日、根本的に陣形を改めてしまった。自身は中軍にあって、旗列を八荒こうに布き、李典の軍勢は、これを後陣において、

「いざ、来い」と、いわぬばかり気負い立って見えた。

　新野軍の単福は、その日、玄徳を丘の上に導き、軍師鞭ぐんしべんをもって指しながら、

「ご覧あれ、あの物々しさを。わが君には、今日、敵が布しいた陣形を、何の備えというか、ご存じですか」

「いや、知らぬ」

「八門金鎖きんさの陣です。──なかなか手ぎわよく布陣してありますが、惜しむらくは、中軍の主持しゅじに欠けているところがある」

「八門とは」

「名づけて休きゅう、生せい、傷しょう、杜と、景けい、死し、驚きょう、開かいの八部をいい、生門、景門、開門から入るときは吉なれど、傷、休、驚の三門を知らずして入るときは、かならず傷害をこうむり、杜門、死門を侵すときは、かならず滅亡すといわれています。──いま諸部の陣相を観るに、各〻よく兵路を綾なし、ほとんど完備していますが、ただ中軍に重鎮の気なく、曹仁ひとりあって李典は後陣にひかえている象かたち──こここそ乗ずべき虚であります」

「──が、その中軍の陣を乱すには」

「生門より突入して、西の景門へ出るときは全陣糸を抜かれてほころぶごとく乱れるに相違ありません」

　理論を明かし、実際を示し、単福が用兵の妙を説くこと、実につまびらかであった。

「御身の一言は、百万騎の加勢に値する」

　と玄徳は非常な信念を与えられて直ちに趙雲をまねき、授けるに手兵五百騎をもってし、

「東南たつみの一角から突撃して、西へ西へと敵を馳けちらし、また、東南へ返せ」

　と命じた。

　蹄雲ていうん一陣、金鼓、喊声かんせいをつつんで、たちまち敵の八陣の一部生門へ喚きかかった。いうまでもなく趙雲子龍を先頭とする五百騎であった。

　同時に、玄徳の本軍も遠くから潮のような諸声や鉦鼓しょうこの音をあげて威勢を助けていた。

　全陣の真只中を趙雲の五百騎に突破されて、曹仁の備えは、たちまち混乱を来した。崩れ立つ足なみは中軍にまで波及し、曹仁自身、陣地を移すほどなあわて方だったが、趙雲は、鉄騎を引いて、その側をすれすれに馳け抜けながら敢て大将曹仁を追わなかった。

　西の景門まで、驀走ばくそうをつづけ、さえぎる敵を蹴ちらすと、またすぐ、

「元の東南たつみへ向って返れ」と、蹂躙じゅうりんまた蹂躙をほしいままにしながら、元の方向へ逆突破を敢行した。

　八門金鎖の陣もほとんど何の役にも立たなかった。ために、総崩れとなって陣形も何も失った時、

「今です」と、単福は玄徳に向って、総がかりの令をうながした。待ちかまえていた新野軍は、小勢ながら機をつかんだ。よく善戦敵の大兵を屠ほふり、存分に勝軍かちいくさの快を満喫した。

　醜態なのは、曹仁である。莫大な損傷をうけて、李典にすこしも合わせる顔もない立場だったが、なお、痩意地やせいじを張って、

「よし、今度は夜討ちをかけて、度々の恥辱をそそいでみせる」と、豪語をやめなかった。

　李典は、苦笑をゆがめて、

「無用無用。八門金鎖の陣さえ、見事それと観破して、破る法を知っている敵ですぞ。玄徳の帷幕いばくには、かならず有能の士がいて、軍配をとっているにちがいない。何でそんな常套手段に乗りましょうや」

　忠言すると、曹仁はいよいよ意地になって、

「ご辺のように、そういちいち物怯ものおじしたり疑いにとらわれるくらいなら、初めから軍いくさはしないに限る。ご辺も武将の職をやめたらどうだ」と、痛烈に皮肉った。
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　彼の揶揄やゆに、李典は一言、

「自分がおそれるのは、敵が背後へまわって、樊城はんじょうの留守を衝くことだ。ただ、それだけだ」

　と、あとは口を緘かんして、何もいわなかった。

　曹仁は、その晩、夜襲を敢行した。けれど、李典の予察にたがわず、敵には備えがあった。

　敵の陣営深く、討ち入ったかと思うと、帰途は断たれ、四面は炎の墻かきになっていた。まんまと、自らすすんで火殺かさつの罠わなに陥ちたのである。

　さんざんに討ち破られて、北河の岸まで逃げてくると忽然、河濤かとうは岸をうち、蘆荻ろてきはみな蕭々しょうしょうと死声を呼び、曹仁の前後、見るまに屍山血河しざんけつがと化した。

「燕人張飛、ここに待ちうけたり、ひとりも河を渡すな」と、伏勢の中で声がする。

　曹仁は立往生して、すでに死にかかったが、李典に救われて、からくも向う岸に這い上がった。

　そして樊城まで、一散に逃げてくると、城の門扉もんぴを八文字に開いて、

「敗将曹仁、いざ入り給え。劉皇叔が弟臣、雲長関羽がお迎え申さん」

　と、金鼓きんこを打ち鳴らして、五百余騎の敵が、さっと駈けだしてきた。

「あっ？」

　仰天した曹仁は、疲れた馬に鞭打ち、山にかくれ、河を泳ぎ、赤裸同様な姿で都へ逃げ上ったという。その醜態を時人じじんみな「見苦しかりける有様なり」とわらった。

　三戦三勝の意気たかく、やがて玄徳以下、樊城へ入った。県令の劉泌りゅうひつは出迎えた。

　玄徳はまず民を安んじ、一日城内を巡視して劉泌の邸へ入った。

　県令の劉泌は、もと長沙の人で玄徳とは、同じ劉姓であった。漢室の宗親そうしん、同宗どうそうの誼よしみという気もちから特に休息に立ち寄ったものである。

「こんな光栄はございません」

　と、劉家の家族は、総出でもてなした。

　酒宴の席に、劉泌りゅうひつはひとりの美少年をつれていた。玄徳がふと見ると、人品尋常よのつねでなく、才華玉の如きものがある。で、劉泌にそっと訊ねてみた。

「お宅のご子息ですか」

「いえ、甥ですよ──」

　と、劉泌はいささか自慢そうに語った。

「もと寇氏こうしの子で、寇封こうほうといいます。幼少から父母をうしなったので、わが子同様に養ってきたものです」

　よほど寇封を見込んだものとみえて、玄徳はその席で、

「どうだろう、わしの養子にくれないか」と、云いだした。

　劉泌は、非常な歓びかたで、

「願うてもない倖せです。どうかお連れ帰り下さい」

　と、当人にも話した。寇封こうほうの歓びはいうまでもない。その場で、姓も劉りゅうに改め、すなわち劉封りゅうほうと改め、以後、玄徳を父として拝すことになった。

　関羽と張飛は、ひそかに眼を見あわせていたが、後玄徳へ直言して、

「家兄このかみには、実子の嫡男もおありなのに、なんで螟蛉めいれいを養い、後日の禍いを強しいてお求めになるのですか。……どうもあなたにも似合わないことだ」と諫めた。

　けれど父子の誓約は固めてしまったことだし、玄徳が劉封を可愛がることも非常なので、そのままに過ぎているうちに、

「樊城は守るに適さない」

　という単福の説もあって、そこは趙雲の手勢にあずけ、玄徳はふたたび新野へかえった。




徐庶じょしょとその母



一



　河北の広大をあわせ、遼東りょうとうや遼西りょうせいからも貢みつぎせられ、王城の府許都きょとの街は、年々の殷賑いんしんに拍車をかけて、名実ともに今や中央の府たる偉観と規模の大を具備してきた。

　いわゆる華はなの都である。人目高いその都門へ、赤裸同然な態ていたらくで逃げ帰ってきた曹仁そうじんといい、またわずかな残兵と共にのがれ帰った李典といい、不面目なことはおびただしい。

「呂曠りょこう、呂翔りょしょうの二将軍は帰らぬ」

「みな討死したそうだ」

「三万の兵馬が、いったい何騎帰ってきたか」

「あまりな惨敗ではないか」

「丞相のご威光を汚けがすもの」

「よろしくふたりの敗将を馘くびきって街門に曝さらすべしだ」

　などと都雀みやこすずめは口やかましい。

　ましてや丞相の激怒はどんなであろうと、人々はひそかに語らっていたが、やがて曹仁、李典のふたりが、相府の地に拝伏して、数度の合戦に打ち負けた報告をつぶさに耳達じたつする当日となると、曹操は聞き終ってから、一笑のもとにこういった。

「勝敗は兵家の常だ。──よろしい！」

　それきり敗戦の責任については、なにも問わないし、咎めもしなかった。

　ただ一つ、彼の腑ふに落ちなかったことは、曹仁という戦巧者いくさこうしゃな大将の画策をことごとく撃砕して、鮮やかにその裏をかいた敵の手並のいつにも似ない戦略ぶりにあった。

「こんどの戦には、始終玄徳を扶けてきた従来の帷幕いばくのほかに、何者か、新たに彼を助けて、計はかりごとを授けていたような形跡はなかったか」

　彼の問いに曹仁が答えて、

「されば、ご名察のとおり、単福たんふくと申すものが、新野の軍師として、参加していたとやら聞き及びました」

「なに、単福？」

　曹操は小首を傾けて、

「天下に智者は多いが、予はまだ、単福などという人間を聞いたことがない。汝らのうちで誰かそれを知る者はいるか」

　扈従の群星を見まわして訊ねると、程昱ていいくがひとり呵か々かと笑いだした。

　曹操は視線を彼に向けて、

「程昱。そちは知っておるのか」

「よく知っています」

「いかなる縁故で」

「すなわち潁上えいじょうの産ですから」

「その為人ひととなりは？」

「義胆直心ぎたんちょくしん」

「学は？」

「六韜りくとうをそらんじ、よく経書を読んでいました」

「能のうは？」

「この人若年から好んで剣を使い、中平年間の末、人にたのまれて、その仇を討ち、ために詮議にあって、面おもてに炭の粉をぬり、わざと髪を振り乱し、狂者の真似して町を奔はしっていましたが、ついに奉行所の手に捕わるるも、名を答えず、ために、車の上に縛られて、市に引きだされ──知る者はなきか──と曝さらし廻るも、みな彼の義心をあわれんで、一人として奉行に訴える者がなかったといわれております」

「うむ、うむ……」

　曹操は、聞き入った。非常な興味をもったらしく、程昱のくちもとを見つめていた。

「──しかもまた、日ごろ交わる彼の朋友たちは、一夜、結束して獄中から彼を助けだして、縄をといて、遠くへ逃がしてやったのです。これによって、以後苗字みょうじをあらため、一層志を磨き、疎巾単衣そきんたんい、ただ一剣を帯びて諸国をあるき、識者につき、先輩に学び、浪々幾年かのあげく、司馬徽しばきの門を叩き、司馬徽をめぐる風流研学の徒と交わっているものと聞きおよんでおりました。──その人は、すなわち潁上の産れ徐庶じょしょ字あざなは元直げんちょく──単福とは、世をしのぶ一時の変名にすぎません」
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　徐庶じょしょの生い立ちを物語って、程昱のはなしは、まことにつまびらかであった。曹操は、それの終るのを待ちかねていたように、すぐ畳みかけて質問した。

「では、単福というのは、徐庶の仮名けみょうであったか」

「そうです、穎上の徐庶といえば、知る人も多いでしょうが、単福では、知る者もありますまい」

「聞けば聞くほど、ゆかしいもの。士道──借問しゃもんするが、程昱、そちの才智と徐庶とを比較したら、どういえるか」

「到底、それがしの如きは、徐庶の足もとにも及びません」

「謙遜ではないのか」

「徐庶の人物、才識、その修業を十のものとして、たとえるならば、それがしの天稟てんぴんはその二ぐらいにしか当りますまい」

「ウーム。そちがそれほどまで称たたえるところを見れば、よほどな人物に違いない。曹仁、李典が敗れて帰ってきたのはむしろ道理である。……ああ」と、曹操は嘆声を発して、

「惜しい哉、惜しい哉、そういう人物を今日まで知らず、玄徳の帷幕に抱えられてしまったことは。かならずや、後に大功を立てるであろう」

「丞相。そのご嘆声はまだ早いかと存ぜられます」

「なぜか」

「徐庶が玄徳に随身したのは、ごく最近のことと思われますから」

「それにしても、すでに軍師の任をうけたとあれば」

「かれが、玄徳のために大功をあらわさぬうちに、その意こころを一転させることは、さして、至難ではありません」

「ほ。その理由わけは？」

「徐庶は、幼少のとき、早く父をうしない、ひとりの老母しかおりません。その老母は、彼の弟徐康じょこうの家におりましたが、その弟も、近ごろ夭折わかじにしたので、朝夕親しく老母に孝養する者がいないわけです。──ところが徐庶その人は、幼少より親孝行で評判だったくらいですから、彼の胸中は、今、旦暮たんぼ、老母を想うの情がいっぱいだろうと推察されます」

「なるほど──」

「故にいま、人をつかわして、ねんごろに老母をこれへ呼びよせ、丞相より親しくおさとしあって、老母をして子の徐庶を迎えさせるようになすったら、孝子徐庶は、夜を日についで都へ駈けて参るでしょう」

「むむ。いかにも、おもしろい考えだ。さっそく、老母へ書簡をつかわしてみよう」

　日を経て、徐庶の母は、都へ迎えとられて来た。使者の鄭重、府門の案内、下へも置かない扱いである。

　けれど、見たところ、それは平凡な田舎の一老婆でしかない。まことに質朴そのものの姿である。幾人もの子を生んだ小柄な体は、腰が曲がりかけているため、よけい小さく見える。人に馴れない山鳩のような眼をして、おどおどと、貴賓閣に上がり、あまりに豪壮絢爛ごうそうけんらんな四壁の中におかれて、すこし頭痛でも覚えてきたように迷惑顔をしていた。

　やがてのこと、曹操は群臣を従えて、これへ現れたが、老母を見ると、まるでわが母を拝するようにねぎらって、

「ときに、おっ母さん、あなたの子、徐元直じょげんちょくはいま、単福と変名して、新野の劉玄徳に仕えておるそうですな。どうしてあんな一定の領地も持たない漂泊ひょうはくの賊党などに組しておるのですか。──可惜あたら、天下の奇才を抱きながら」

　と、ことばもわざと俗に噛みくだいて、やんわりと問いかけた。
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　老母は、答を知らない。相かわらず、山鳩のような小さい眼を、しょぼしょぼさせて、曹操の顔を仰いでいるだけだった。

　無理もない──

　曹操は、充分に察しながら、なおもやさしく、こういった。

「のう、そうではないか、徐庶ほどな人物が、何を好んで、玄徳などに仕えたものか。まさか、おっ母さんの同意ではあるまいが。──しかも玄徳は、やがて征伐される運命にある逆臣ですぞ」

「…………」

「もし、あなたまでが同意で奉公に出したなら、それは掌中の珠をわざわざ泥のうちへ落したようなものだ」

「…………」

「どうじゃな、おっ母さん。あんたから徐庶へ手紙を一通書かれたら？ ……。わしは深くあなたの子の天質を惜しんでおる。もしあなたが我が子をこれへ招きよせて、よき大将にしたいというなら、この曹操から、天子へ奏聞そうもんいたして、かならず栄職を授け、またこの都の内に、宏壮な庭園や美しい邸宅に、多くの召使いをつけて住まわせるが……」

　すると、──老母は初めて唇くちをひらいた。何かいおうとするらしい容子に、曹操はすぐ唇をとじて、いたわるようにその面を見まもった。

「丞相さま。この媼おうなは、ごらんの通りな田舎者、世のことは、何もわきまえませぬが、ただ劉玄徳というお方のうわさは、木を伐きる山樵やまがつでも、田に牛を追う爺でも、よう口にして申しておりまするが」

「ほ。……何というているか」

「劉皇叔りゅうこうしゅくこそ、民のために生れ出て下された当世の英雄じゃ、まことの仁君じゃと」

「はははは」──曹操はわざと高く笑って、

「田野でんやの黄童こうどうや白叟はくそうが何を知ろうぞ。あれは沛郡はいぐんの匹夫ひっぷに生れ、若くして沓くつを売り、莚むしろを織り、たまたま、乱に乗じては無頼者あぶれものをあつめて無名の旗をかざし、うわべは君子の如く装って内に悪逆を企たくらむ不逞ふていな人物。地方民をだましては、地方民を苦しめて歩く流賊の類たぐいにすぎん」

「……はてのう。媼が聞いている世評とは、たいそう違いすぎまする。劉玄徳さまこそ、漢の景帝が玄孫におわし、尭舜ぎょうしゅんの風を学び、禹湯うとうの徳を抱くお方。身を屈して貴をまねき、己を粗にして人を貴ぶ。……そうたたえぬものはありませぬがの」

「みな玄徳の詐術さじゅつというもの。彼ほど巧みな偽ぎ君子はない。そんな者にあざむかれて、万代に悪名を残さんよりは、今もいうた通り、徐庶へ手紙を書いたがよかろう。のう老母、ひと筆書け」

「さあ？　……それは」

「何を迷う。わが子のため、また、そなた自身の老後のために。……筆、硯すずりもそこにある。ちょっと認したためたがいい」

「いえ。いえ」

　老母は、にわかにきつくかぶりを振った。

「わが子のためじゃ。──たといここに生命いのちを落そうと、母たるこの媼は、決して筆はとりませぬ」

「なに。嫌じゃと」

「いかに草家の媼とて、順逆の道ぐらいは知っておりまする。漢の逆臣とは、すなわち、丞相さま、あなた自身ではないか。──何でわが子を、盟主から去らせて、暗きに向わせられようか」

「うむ、婆！　この曹操を逆臣というたな」

「云いました。たとい痩やせ浪人の母として、世を細々としのごうとも、お許のごとき悪逆の手先にわが子を仕えさすことはなりませぬ」

　きっぱりと云いきった。そして、さっきから目の前に押しつけられていた筆を取るやいな、やにわに庭へ投げ捨ててしまった。当然曹操が激怒して、このくそ婆を斬れと、呶号して突っ立つと、とたんに、老母の手はまた硯すずりをつかんで、はっしと、曹操にそれを投げつけた。
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「斬れっ、婆の細首をねじ切って取り捨てろっ」

　曹操の呶号に、武士たちは、どっと寄って、老母の両手を高く拉らっした。

　老母は自若じじゃくとしてさわがない。曹操はいよいよ業ごうを煮やして、自ら剣を握った。

「丞相、大人げないではありませんか」

　程昱ていいくは、間に立って、なだめた。

　彼はいう。

「ごらんなさい。この老母の自若たる態を。──老母が丞相をののしったのは、自分から死を求めている証拠です。丞相のお手にかかって殺されたら、子の徐庶は、母の敵と、いよいよ心を磨いて、玄徳に仕えましょうし、丞相は、かよわき老母を殺せりと、世上の同情を失われましょう。──そこに老母は自分の一命を価値づけ、ここで死ぬこそ願いなれと、心のうちでホホ笑んでいるにちがいありません」

「ううム、そうか。──しからばこの婆をどう処分するか」

「大切に養っておくに限ります。──さすれば徐庶も、身は玄徳に寄せていても、心は老母の所にあって、思うまま丞相に敵対はなりますまい」

「程昱、よいように計らえ」

「承知しました。老母の身は、私が大切に預かりましょう。……なお一策がありますが、それはまた後で」

　彼は自分の邸へ、徐庶の母をつれて帰った。

「むかし同門の頃、徐庶と私とは兄弟のようにしていたものです。偶然あなたを家に迎えて、何だか自分の母が還ってきたような気がします」

　程昱は、そういって朝夕の世話も実の母に仕えるようだった。

　けれど、徐庶の母は、贅美ぜいびをきらい、家族にも遠慮がちに見えるので、別に近くの閑静な一屋へ移して、安らかに住まわせた。

　そして折々に珍しい食物とか衣服など持たせてやるので、徐庶の母も、程昱ていいくの親切にほだされて、たびたび、礼の文など返してきた。

　程昱は、その手紙を丹念に保存して、老母の筆ぐせを手習いしていた。そしてひそかに主君曹操としめし合い、ついに巧妙なる老母の偽にせ手紙を作った。いうまでもなく、新野にある老母の子徐庶へ宛てて認めた文章である。

　単福たんふく──実は徐元直じょげんちょくはその後、新野にあって、士大夫らしい質朴な一邸を構え、召使いなども至って少なく、閑居の日は、もっぱら読書などに親しんで暮していた。

　すると或る日の夕べ、門辺を叩く男がある。母の使いと、耳に聞えたので、徐庶は自身走り出て、

「母上に、何ぞ、お変りでもあったのか」と、訊ねると、使いの男は、

「お文にて候や」と、すぐ一通の手紙を出して徐庶の手にわたし、

「てまえは他家の下僕しもべですから、何事も存じません」と、立ち去ってしまった。

　自分の居間にもどるやいな、徐庶は燈火ともしびをかきたてて、母の文をひらいた。孝心のあつい彼は母の筆を見るともう母のすがたを見る心地がして、眼には涙が溜ってくる──

庶しょよ、庶よ。つつがないか。わが身も無事ではいるが、弟の康は亡くなってしもうたし、孤独の侘しさといってはない。そこへまた、曹丞相の命で、わが身は許都へさし立てられた。子が逆臣に与くみしたという科とがで、母にも縲紲るいせつの責めが降りかかった。が、幸いにも程昱の情けに扶けられ安楽にはしているが、どうぞ、そなたも一日も早く母の側に来てたもれ。母に顔を見せて下され──


　ここまで読むと徐庶は、潸然さんぜんと流涕りゅうていして燭も滅めっすばかり独り泣いた。




立つ鳥の声
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　次の日の朝まだき。

　徐庶は小鳥の声とともに邸を出ていた。ゆうべは夜もすがら寝もやらずに明かしたらしい瞼まぶたである。今朝、新野の城門を通った者では、彼が一番早かった。

「単福ではないか。いつにない早い出仕。何事が起ったのか」

　玄徳は、彼をみて、その冴さえない顔色に、まず、憂いをともにした。

　徐庶は、面を沈めたまま、黙拝また黙拝して、ようやく眉をあげた。

「ご主君。あらためて、今日、お詫びしなければならないことがございます」

「どうしたのか」

「実は、単福と申す名は、故郷の難をのがれてきたときの仮名かりなです。まこと私は、潁上えいじょうの生れ徐庶じょしょ、字あざなを元直げんちょくと申すものです。初め、荊州けいしゅうの劉表は当代の賢者なりと聞いて、仕官に赴きましたが、ともに道を論じても、実際の政治を見ても、無用の凡君なりと知りました。で、一書をのこして、同地を去り、悶々もんもん、司馬徽しばきが山荘に行って、事の次第を語りましたところ、水鏡すいきょう先生には、拙者を叱って、──汝、眼をそなえながら、人を見るに何たる不明ぞや。いま新野に劉予州あり、行いて予州に仕えよ──とのおことばでした」

「…………」

　玄徳は心のうちで、さてはと、過ぐる夜の水鏡山荘を思いうかべ、その折、主と奥で語っていた深夜の客をも思い合わせていた。

「──で、拙者は、狂喜しました。さっそく新野に行きましたが、なんの手づるとてない素浪人、折もあれば、拝姿の機会あるべしと、日々、戯歌ぎかをうたって、町をさまようておりました。そのうちに、念願が届いて、ついにわが君に随身の機縁を得、なお素姓も定かならぬそれがしを、深くお信じ下されて、軍師の鞭べんを賜わるなど、過分なご恩は忘れんとしても忘れることはできません。──士は己を知る者の為に死す、以来、心ひそかに誓っていた心は、それ以外にないのでした」

「…………」

「ところが。……これ、ご覧下さりませ」と、徐庶は母の文を取りだして、玄徳に示しながら、

「かくの如く、昨夜、老母より手紙が参りました。愚痴には似たれど、この老母ほど、世に薄命なものはございません。良人には早く別れ、やさしき子には先立たれ、いまは拙者ひとりを、杖とも力ともしておるのでした。しかるに、この文面によれば、許都きょとに囚とらわれて、明け暮れ悲嘆にくれておるらしゅうございます。元来、自分は幼年から武芸が好きで、郷里におれば郷党と喧嘩ばかりし、罪を得ては流浪するなど、母親に心配ばかりかけてきました。──それ故つねに心のうちでは、不孝を詫びておりまする。母を思うといても立ってもいられないのです。……実に実に……申し上げにくい儀にはござりますが、どうぞ拙者に、しばらくのお暇をおつかわし下さい。許都へ行って母をなぐさめたいのです。母に老後の安心を与え、母の行く末を見終りましたら、かならず再び帰ってきます。──わが君さえ棄て給わずば、きっと帰参いたしますゆえ、それまでのお暇をいただきたいのでございまする」

「ああ、よいとも……」

　玄徳は快く承諾した。彼ももらい泣きして、眼には涙をいっぱいたたえていた。

　玄徳にもかつては母があった。世の母を思うとき、今は亡きわが母を憶わずにいられない。

「なんで御身の孝養を止めよう。母います日こそ尊い。くれぐれ恩愛の道にそむき給うな」

　終日、ふたりは尽きぬ名残を語り暮していた。

　夜に入っては、幕将すべてを集めて、彼のために餞行せんこうの宴えんを盛んにした。餞行の宴──つまり送別会である。




二



　一杯また一杯、別れを惜しんで、宴は夜半に及んだ。

　けれど徐庶は、酔わない。

　時折、杯をわすれて、こう嘆じた。

「ひとりの母が、許都に囚われたと知ってからは、粟あわにも粟の味わいなく、酒にも酒の香りはありません。金波玉液きんぱぎょくえきも喉にむなしです。人間、恩愛の情には、つくづく弱いものだと思いました」

「いや、無理もない。まだ主従の日も浅いのに、いまご辺と別れるにのぞんで、この玄徳ですら、左右の手を失うような心地がする。龍肝りゅうかん、鳳髄ほうずいも舌に甘からずです……」

　いつか、夜が白みかけた。

　諸大将も、惜別せきべつのことばを繰返しながら、最後の別杯をあげて、各〻、休息に退がった。

　まどろむほどの間もないが、牀しょうに寄って、玄徳もひとり居眠っていると、孫乾そんけんがそっと訪ねて、

「わが君。どう考えても、徐庶を許都へやるのは、大きな不利です。あのような大才を、曹操の所へわざわざ送ってやるなど、愚の至りです。何とか彼をお引きとめになったら、如何ですか。今のうちなら、いかなる策も施せましょう」と、囁いた。

　玄徳は、黙然としていた。

　孫乾は、なお語を強めて、

「それのみならず、徐庶は、味方の兵数、内状、すべてに精通していますから、その智を得て、曹操の大軍が襲よせてきたら、如何とも防ぎはつきますまい」

「…………」

「禍かを転じて、福となすには、徐庶をこの地に引きとどめ、益〻、防備を固めるにあります。必然、曹操は、徐庶に見切りをつけて、その母を殺すでしょう。しかる時には、徐庶にとって、曹操は母の仇となりますから、いよいよ敵意を励まして、彼を打ち敗ることに、生涯を賭けるにちがいありません」

「だまれ」

　玄徳は、胸を正した。

「いけない。そんな不仁なことは自分にはできない。──思うてもみよ。人にその母を殺させて、その子を、自分の利に用いるなど、君たるもののすることか。たとい、玄徳が、この一事のため、亡ぶ日を招くとも、そんな不義なことは断じてできぬ」

　彼は、身支度して、早くも帳裡ちょうりから出て行った。馬をひけ、と侍臣へ命じる。小禽は朝晴を歌っていた。けれど玄徳の面は決して今朝の空のようではない。

　関羽、張飛などが騎従した。玄徳は城外まで、徐庶の出発を見送るつもりらしい。人々はその深情に感じもし、また徐庶の光栄をうらやみもした。

　郊外の長亭まで来た。徐庶は恐縮のあまり、

「もう、どうぞここで」と、送行を辞した。

「では、ここで別れの中食をとろう」と、一亭のうちで、また別杯を酌んだ。

　玄徳は、しみじみと、

「御身と別になっては、もう御身から明らかな道を訊くこともできなくなった。けれど、誰に仕えても、道に変りはない。どうか新しい主君にまみえても、よく忠節を尽され、よく孝行をして、士道の本分を完うされるように」と、繰返していった。

　徐庶はなみだを流して、

「おことば有難う存じます。才浅く、智乏しい身をもって、君の重恩をこうむりながら、不幸、半途でお別れのやむなきに至り、慚愧ざんきにたえません。母を養うねがいは切々にありますが、曹操にまみえて、どう臣節を保てましょうか、自信は持ち得ません」

「自分も、ご辺という者を失っては、何か、大きな気落ちを、どうしようもない。いっそ、現世の望みを断って、山林にでも隠れたい気がする」

「かいなきことを仰せられますな、それがし如き菲才ひさいを捨てて、より良き賢士をお招きあれば、ご武運はさらに赫々かっかくたるものです」

「ご辺に優まさる賢士など、おそらく当代には求められまい。絶対に、ないといえよう」

　玄徳は沈痛な語気でいった。──それくらいなら何もこのように落胆はしないという風に。
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　亭の外にひかえていた関羽、張飛、趙雲などの諸将も、みな一面は多感の士である。涙を抑えてことごとくうつ向いていた。

　徐庶は、亭上からその人々を顧みて、

「拙者の去った後は、諸公におかれても、今日以上、一倍結束して、互いに忠義を磨き、名を末代におのこしあるよう、許都の空より祷いのっておりますぞ」と、いった。

　玄徳はついに嗚咽おえつし、しばしは涙雨の如くだった。そしてなお、ここでも別れるに忍びないで、

「……もう四、五里ほど」と、ともに轡くつわをならべて徐庶を送って行った。

「もう、この辺で……」

　徐庶は、固辞したが、

「いや、もう少し送ろう。互いに天の一方にわかれては、またいつの日か会えよう」

　と、思わず十里ほどきてしまった。

　徐庶の馬もつい進まず、

「ご縁だにあれば、これも一時のお別れになりましょう。お体をお大事にして、徐庶が再び帰る日をお待ちあそばし下さい」と、なぐさめた。

　かくてまた、いつか七、八里もきていた。城外をへだつことかなり遠い田舎である。諸将は帰途を案じて、

「いくら行っても、お名残は尽きますまい。もはやここで」と、一同して馬を控えた。

　玄徳は馬上から手をさしのべた。徐庶もまた手を伸ばした。かたく握りあって、ふたりの眸はしばし無言の熱涙を見交わしていた。

「……では、健すこやかに」

「あなた様にも」

「おさらば」

　しかも玄徳の手はなお、徐庶の手をかたく握っていてはなさなかった。

　滂沱ぼうだたる涙とともに、手もまたふるえ哭なくかのようだった。

「──おさらばです」

　ついに、徐庶はもぎはなして、駒のたてがみに、面を沈めながら馳け去った。

　諸将は、一斉に、手を振って、そのうしろ影へ、

「さらば」

「さらば──」

　を告げながらどやどや駒をかえし始めた。そして玄徳を包んで元の道へ忙がわしく引っ返した。

　未練な玄徳は、なお時々、駒をたたずませて、徐庶の影を遠く振り向き、

「おお、あの林の陰にかくれ去った。徐庶の影をへだてる林の憎さよ。ままになるならあの林の木々をみな伐きり捨てたい！ ……」と、声を放って泣いた。

　いかに君臣の情の切なる溢れにせよ、あまりな愚痴をと思ったか、諸将は声を励まして、

「いつまで、詮なきお嘆きを。──いざいざ疾とくお帰りあれ」と、促した。

　そして六、七里ほど引っ返してきた頃である。後ろのほうから、

「おうーい。おういっ」と、呼ぶ声がする。

　見れば、こはいかに、彼方から馬に鞭打って追いかけてくるのは、徐庶ではないか。徐庶が帰ってきたではないか。

（さては彼も、別れ切るに忍びず、ついに志を変えて戻ってきたか）

　人々は、直感して、どよめき迎えた。

　すると徐庶は、そこへ近づいてくるやいな、玄徳の鞍わきへ寄って、早口にこう告げた。

「夜来、心みだれて麻のごとく、つい、大事な一言をお告げしておくことを忘れました。──彼方、襄陽じょうようの街を西へへだつこと二十里、隆中りゅうちゅうという一村落があります。そこに一人の大賢人がいます。──君よ。いたずらなお嘆きをやめて、ぜひぜひこの人をお訪ねなさい。これこそ、徐庶がお別れの置き土産です」

　云い終ると、徐庶はふたたび元の道へ、駒を急がせた。
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　隆中。

　襄陽の西二十里の小村落。

　そんな近いところに？

　玄徳は、疑った。

　茫然──つい茫然と聞き惑っていた。

　そのまに、徐庶の姿はもう先へ遠ざかりかけていた。

　玄徳は、はっと、われに返って、思わず手とともに大声をあげた。

「徐庶っ、徐庶っ。もうしばし待て。待ってくれい」

　徐庶はまた、駒を返してきた。玄徳のほうからも馬をすすめて、

「隆中に、賢人ありとは、かつてまだ聞いていなかった。それは真実ほんとのことか」と、念を押した。

　徐庶は答えて、

「その人は、極めて、名利に超越し、交わる人たちも、限られていますから、彼の賢を知るものは、ごく少数しかないわけです。──それに、君には、新野しんやの地にもまだ日浅く、周囲には荊州の武弁ぶべん、都県の俗吏しか近づいていませんから、ご存じないのは当然です」

「その人と、ご辺との縁故は」

「年来の道友です」

「経綸済世の才、ご辺みずから、その人と比しては？」

「拙者ごときの類ではありません。──それを今日の人物と比較することは困難で、古人に求めれば、周の太公望たいこうぼう、漢の張子房ちょうしぼうなどなら、彼と比肩ひけんできるかもしれませぬ」

「ご辺と友人のあいだならば、願うてもないこと、旅途を一日のばして、玄徳のために、その人を新野へ伴とものうてはくれまいか」

「いけません」

　にべもなく、徐庶は、顔を横に振った。

「どうして、彼が、拙者の迎えぐらいで出て参るものですか。──君ご自身、彼の柴門さいもんをたたいて、親しくお召し遊ばさねばだめでしょう」

　聞くとなお、玄徳は喜色をたたえて云った。

「ねがわくば、その人の名を聞こう。──徐庶、もっとつまびらかに語り給え」

「その人の生地は瑯琊ろうや陽都ようと（山東省さんとうしょう・泰山南方）と聞き及んでおります。漢の司隷校尉しれいこうい、諸葛豊しょかつほうが後胤こういんで、父を諸葛珪しょかつけいといい、泰山の郡丞ぐんじょうを勤めていたそうですが、早世されたので、叔父の諸葛玄しょかつげんにしたがって、兄弟らみなこの地方に移住し、後、一弟と共に、隆中に草廬そうろをむすび、時に耕し、時に書をひらき、好んで梁父りょうほの詩をよく吟じます。家のあるところ、一つの岡をなしているので里人これを臥龍岡がりゅうこうとよび、またその人をさして臥龍先生とも称しています。──すなわち、諸葛亮しょかつりょう字あざなは孔明こうめい。まず当代の大才といっては、拙者の知る限りにおいて、彼をおいては、ほかに人はありません」

「……ああ。いま思い出した」

　玄徳は肚の底から長息を吐いて、さらにこう訊ねた。

「それで思い当ることがある。いつか司馬徽しばきの山荘に一夜を送った時、司馬徽のいうには、いま伏龍ふくりゅう鳳雛ほうすう、二人のうちその一人を得れば、天下を定めるに足らんと。──で、自分が幾度か、その名を訊ねてみたが、ただ好々よしよしとばかり答えられて、明かされなかった。──もしや、諸葛孔明しょかつこうめいとはその人ではあるまいか」

「そうです。伏龍ふくりゅう、それがすなわち孔明のことです」

「では、鳳雛ほうすうとは、ご辺のことか」

「否！　否！」

　徐庶はあわてて、手を振っていった。

「鳳雛とは襄陽の龐統ほうとう、字あざなを士元しげんという者のこと。われらごときの綽名あだなではありません」

「それではじめて、伏龍、鳳雛の疑いも晴れた。ああ知らなかった！ 現在、自分も共に住むこの山河や市村の間に、そんな大賢人が隠れていようとは」

「では、かならず孔明の廬ろをお訪ねあそばすように」

　徐庶は、最後の拝をして、一鞭べん、飛ぶが如く、許都の空へと馳け去った。




諸葛氏しょかつし一家か
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　孔明こうめいの家、諸葛氏しょかつしの子弟や一族は、のちに三国の蜀しょく、呉ご、魏ぎ──それぞれの国にわかれて、おのおの重要な地位をしめ、また時代の一方をうごかしている関係上、ここでまず諸葛家の人々と、孔明そのものの為人ひととなりを知っておくのも、決してむだではなかろうと思う。

　が、何ぶんにも、千七百余年も前のことである。孔明の家系やその周囲については、正確にわからない点も多分にある。

　ほぼ明瞭なのは、さきに徐庶じょしょが玄徳へも告げているように、その祖先に、諸葛豊しょかつほうという人があったということ。

　また、その諸葛豊は、前漢の元帝の頃、時の司隷校尉しれいこういの役にあり、非常に剛直な性で、法律にしたがわない輩は、どんな特権階級でも、容赦ようしゃしなかった警視総監らしい。

　それを証するに足るこんなはなしがある。

　元帝の外戚がいせきにあたる者で、許章きょしょうという寵臣ちょうしんがあった。これが国法の外の振舞いをしてしかたがない。諸葛豊は、その不法行為をにらんで、

「いつかは」と、法の威厳を示すべく誓っていたところ、或る折、またまた、国法をみだして、恬てんとしてかえりみないような一事件があった。

「断じて、縛る」と、警視総監みずから、部下をひきつれて捕縛に向った。ちょうど許章は宮門から出てきたところだったが、豊総監のすがたを見て、あわてて禁門の中へかくれこんでしまった。

　そして、彼は、天子の寵をたのみ、袞龍こんりゅうの袖にかくれて哀訴あいそした。しかも、豊は国法の曲ぐべからざることを説いてゆるさなかったので、天子はかえって彼を憎み、彼の官職をとり上げて、城門の校尉という一警手に左遷させんしてしまった。

　それでも、彼はなお、しばしば怪しからぬ大官の罪をただして仮借かしゃくしなかったため、ついにそういう大官連から排撃されて、やがて免職をいい渡され、ぜひなく郷土に老骨をさげて、一庶民に帰してしまった人だとある。

　その祖先の帰郷した地が、瑯琊ろうやであったかどうか明瞭でないが──孔明の父、諸葛珪しょかつけいのいた頃は、正しく今の山東省──瑯琊郡の諸城県から陽都ようと（沂水ぎすいの南）に移って一家をかためていた。

　諸葛という姓は初めは「葛かつ」という一字姓だったかも知れない。諸国を通じての漢人中にも、二字姓は至ってまれである。

　もとは単に「葛氏」であったが、諸城県から陽都へ家を移した時、陽都の城中にはばかる同姓の家がらがあったので、前の住地の諸城県の諸をかぶせ、以来「諸葛」という二字姓に改めたという説などもある。

　孔明の父珪けいは、泰山の郡丞をつとめ、叔父の玄げんは、予章よしょうの太守であった。まずその頃も、家庭は相当に良かったといっていい。

　兄妹きょうだいは四人あった。

　三人は男で、ひとりは女子である。孔明はその男のうちの二番目──次男であった。

　兄の瑾きんは、早くから洛陽の大学へ入って、遊学していた。

　そのあいだに彼の生母はこの世を去った。父には後妻がきた。

　ところが、その後妻をのこして、こんどは彼らの父の珪が死去したのである。孔明はまだ十四歳になるかならない頃であった。

「どうしよう？」

　腹ちがいの子三人の幼い者を擁して、後妻の章氏しょうしも途方にくれていた。

　ところへ、大学をほぼ卒業した長男の瑾きんが、洛陽から帰ってきた。

　そして洛陽の大乱を告げた。

「これから先、世の中はまだまだどんなに混乱するかわかりません。黄巾こうきんの乱は諸州の乱となり、とうとう洛陽まで火は移ってきました。この北支の天地も、やがて戦乱の巷でしょう。ひとまず南のほうへ逃げましょう。江東こうとう（揚子江流域ようすこうりゅういき、上海シャンハイ、南京ナンキン地方）の叔父さんを頼って行きましょう」

　瑾は義は母はを励ました。

　この長男も世の秀才型に似あわず至って謹直で、よく継母に仕えその孝養ぶりは、生みの母に仕えるのと少しも変りはないと、世間の褒められ者であった。
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　戦乱があれば、戦乱のない地方へ、洪水や飢饉があれば、災害のなかった地方へ──大陸の広さにまかせて、大陸の民は、流離漂泊りゅうりひょうはくに馴れている。

「南へ行きましょう」と、諸葛氏の一家が、北支から避難したときも、黄巾の乱後の社会混乱が、どこまでつづくか見通しもつかなかった頃なので、

「南へ」

「南の国へ」と、北支や山東の農民は、水の低きへつくように、各〻、世帯道具や足弱を負って、江東地方（揚子江の下流域、南京、上海）へ逃散して行くものが大変な数にのぼっていた。

　まだ十三、四歳でしかない孔明の眼にも、このあわれな流離の群れ、飢民の群れの生活が、ふかく少年の清純なたましいに、

（──あわれな人々）として烙やきついていたにちがいない。

（どうして、人間の群れは、こんなにみじめなのか。苦しむために生れたのか。……もっと、生を楽しめないのか）

　そんなことも考えたであろう。

　いや、もう十三、四歳といえば、史書、経書も読んでいたであろうから、

（こんなはずではない。この世の中のうえに、ひとりの偉人が出れば、この無数の民は、こんなおどおどした眼や、痩せこけた顔を持たないでもいいのだ。──天に日月があるように、人の中にも日月がなければならないのに、そういう大きな人があらわれないから、小人同士が、人間の悪い性質ばかり出しあって、世の中を混乱させているのだ。──かわいそうなのは、何も知らないで果てなく大陸をうろうろしている何億という百姓だ）

　と、いう程度の考えは、もう少年孔明の胸に、人知れず醗酵はっこうしていたにちがいない。

　なぜならば、彼の一家も、大学を卒業したばかりの兄の瑾きんひとりを杖とも柱とも頼み、家財道具と継母とを車に乗せて、孔明の弟の均きんや妹たちを励ましながら──わずかな奴僕ぬぼくらに守られつつ、それらの飢民の群れにまじって、毎日毎日曠野や河ばかりの果てなき旅をつづけている境遇にあったからである。

　旅は苦しい。つらい。

　いやしばしば生命いのちの危険すらあった。また大自然の暴威──大陸の砂塵や豪雨や炎熱にも虐しいたげられ、野獣、毒虫の恐怖にも襲われた。

　二十歳はたちだいの長男。まだ十三、四歳の孔明。その下の弟妹たちは、このあいだにこそ、たしかに大きな「生きぬく力」を学んだにちがいない。

　それは、流離の土民の子も、同じように通ってきた錬成の道場だったが、出す素質がなければ艱難かんなんはただ意味なき艱難でしかない。──幸いにも、諸葛家しょかつけの子たちには、天与の艱難を後に生かす質があった。

　──かくて、ようやく。

　叔父の諸葛玄しょかつげんを頼って、そこへたどりついたのが、初平四年の秋──ちょうど長安の都で、董卓が殺された大乱の翌年であった。

　そこへ、半年ほどいるうち、叔父の玄は、劉表の縁故があるので、荊州けいしゅうへゆくことになった。

　孔明と、弟の均とは、叔父の家族とともに、荊州へ移住したが──それを機に、長男瑾きんは別れを告げて、

「わたくしも何か、一家の計を立てますから」

　と、継母の章氏を伴って、暮帆遠く、江を南に下って、呉の地方へ、志を求めて行った。
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　当時すでに、想いを将来に馳はする若人にも、南方支那の開発こそ、好個の題目として、理想の瞳に燃え映うつっていたにちがいない。

　北支の戦禍を避けて、南へ南へ移住してくる漢民族は、その天産と広い沃地へわかれて、たちまち新しい営みをし始めていた。

　流民の大部分は、もとより奴婢ぬひ土民が主であったが、その中には、諸葛氏一家のような士大夫や学者などの知識階級もたくさんいた。彼らは、おのおの、選ぶ土地に居を求めて、そこで必然、新しい社会を形成し、新しい文化を建設して行った。

　その分布は。

　南方の沿海、江蘇方面から、安徽あんき、浙江せっこうにおよび、江岸の荊州（湖南、湖北）より、さらにさかのぼって益州えきしゅう（四川省しせんしょう）にまでちらかった。

　継は母はをつれた諸葛瑾しょかつきんが、呉の将来に嘱目しょくもくして、江を南へ下ったのは、さすがに知識ある青年の選んだ方向といっていい。

　そして、やがてそれから七年目。

　呉の孫策そんさくが没した年、継いで呉主として立った孫権に見出されて、それに仕える身となったことはさきに書いたとおりである。

　けれど一方──叔父の玄やその家族につれられて荊州へ移った孔明と末弟の均きんの方は、そのときこそ、保護者の手で安全な方向を選ばれたかのように思われたが、以後の運命は、兄の瑾と相反していた。世路の波瀾は、はやくも少年孔明を鍛えるべく、試すべくあらゆる形で襲ってきた。

「荊州は、大きな都だよ。おまえたちの見たこともない物がたくさんにある。叔父さまは荊州の劉表さまとお友だちで、ぜひ来てくれとお招きをうけて今度行くんだから、都の中に、お城のようなお住居を持つんだよ。おまえ達も、大勢の家来から、若さまといわれるのだから、品行をよくしなければいけませんよ」

　叔母や叔父の身寄りから、そんな前ぶれを聞かされて、少年孔明の胸はどんなにおどったことだろう。

　そして、荊州の文化に、如何に眼をみはったことか。

　ところが、居ることわずか一年足らずで、叔父の玄はまた、劉表の命で、

「予章よしょうを治めてくれ。いままでやっておった周術しゅうじゅつが病死したから」

　と、その後任に、転任をいい渡された。

　こんどは、太守の格である。栄転にはちがいないが、任地の南昌なんしょうへ行ってみると、ずっと文化は低いし、土地には、新任の太守に服さない勢力が交錯こうさくしているし──もっと困った問題は、

「彼は、漢の朝廷から任命された太守ではないんだ。われわれはそういう朦朧もうろう地方官に服する理由をもたない」と、弾劾だんがいする声の日にまして高くなってきたことである。事実、中央からは、漢朝の辞令をおびた朱皓しゅこうというものが、公然任地へ向ってきたが、もう先に、べつな太守がきて坐っているため、城内へ入ることができなかった。

　当然、戦争になった。

（おれが予章の大守だ）

（いや、おれのほうこそ正当な太守だ）

　という変った戦いである。

　朱皓しゅこうのほうには、窄融さくゆうだの劉繇りゅうようなどという豪族が尻押しについたので、玄はたちまち敗戦に陥り、南昌の城から追いだされてしまった。

　少年の孔明や弟の均は、このとき初めて、戦争を身に知った。

　叔父の一家とともに、乱軍のなかを落ちて、城外遠くに屯たむろして、再起を計っていたが、或る夜、土民の反乱に襲われて、叔父の玄は、武運つたなく、土民たちの手にかかって首を取られてしまった。

　孔明は、弟の均きんを励ましつつ、みじめな敗兵と一緒に逃げあるいた。──叔母も身寄りもみな殺されて知らない顔の兵ばかりだった。
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　その頃、潁川えいせんの大儒たいじゅ石韜せきとうは、諸州を遊歴して荊州にきていた。

　由来、荊州けいしゅう襄陽じょうようの地には、好学の風が高く、古い儒学に対して、新しい解義が追求され、現下の軍事、法律、文化などの政治上に学説の実現を計ろうとする意図が旺さかんであった。

　林泉りんせんあるところ百禽集まるで、自然、この地方に風を慕ってくる学徒や名士が多かった。潁上えいじょうの徐庶じょしょ、汝南の孟建もうけんなども、その輩ともがらだった。

　叔父の玄を亡うしない、頼る者とてなく、年少早くも世路の辛酸をなめつつあった孔明が初めて、石韜せきとうの門をくぐって、

「学僕にして下さい」と、訪れたのは、彼が十七の頃だった。

　石韜は翌年、近国へ遊学にあるいた。その時、師に従って行った弟子のなかに、白面十八の孔明があり、一剣天下を治むの概をもつ徐庶があり、また温厚篤学な孟建もうけんがいた。

　だから孟建や徐庶は、孔明より年もずっと上だし、学問の上でも先輩であったが、ふたりとも決して、孔明をあなどらなかった。

「あれは将来、ひとかどになる秀才だ」

　と、早くも属目していたのである。ところがそれは二人の大きな認識不足だった。

　なぜならば、その後の孔明というものは、ひとかどどころではなかった。石韜せきとうをめぐる多くの学徒の中にあって、断然群を抜いていたし、その人物も、年とるほど、天質をあらわして、いわゆる世間なみの秀才などとは、まったく型がちがっていた。

　だが彼は、二十歳を出るか出ないうちに、もう学府を去っていた。学問のためにのみ学問する学徒の無能や、論議のために論議のみして日を暮している曲学阿世きょくがくあせいの仲間から逃げたのである。

　では、それからの彼は、どうしていたかというと、襄陽の西郊にかくれて、弟の均きんと共に、半農半学者的な生活に入ってしまったのだった。

　晴耕雨読せいこううどく──その文字どおりに。

「いやに、老成ぶったやつではないか」

「いまから隠棲いんせい生活を気どるなんて」

「彼は、形式主義者だ」

「衒てらいに過ぎん」

　学友はみな嘲笑した。多少彼を認め彼を尊敬していた者まで、月日とともにことごとく彼を離れた。

　ただ、その後も相かわらず、彼の草廬へよく往来していたのは、徐庶じょしょ、孟建もうけんぐらいなものだった。

　襄陽の市街から孔明の家のある隆中りゅうちゅうへ行くには、郊外の道をわずか二十里（わが二里）ぐらいしかない。

　隆中は山紫水明さんしすいめいの別天地といっていい。遠く湖北省の高地からくる漢水の流れが、桐柏とうはく山脈に折れ、淯水いくすいに合し、中部支那の平原をうねって、名も沔水べんすいと変ってくると、その西南の岸に、襄陽を中心とした古い都市がある。

　孔明の家から、晴れた日は、その流れ、その市街がひと目に見えた。彼の宅地は隆中の小高い丘陵の中腹にあり、家のうしろには、楽山らくざんとよぶ山があった。

──歩みて斉せいの城門を出いづ

遥かにのぞむ蕩陰里とういんり

里中、三墳ふん、塁として相似たり

問うこれ、誰が家の塚ぞ

田疆でんきょう・古冶氏こやし

力はよく南山を排し

文はよく地紀ちきを絶たつ


　畑の中で、真昼、よくこんな歌が聞える。

　歌はこの辺の民謡でなく、山東地方の古い昔語りをうたうものだった。

　孔明の故郷ふるさと──斉国せいこくの史歌である。

　声の主は、鍬をもって畑を打つ孔明か、豆を苅かって、莢さやを莚むしろに叩く弟の均であった。
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　隆中の彼の住居へ、或る日、友人の孟建もうけんが、ぶらりと訪ねてきて云った。

「近日、故郷くにへ帰ろうと思う。きょうはお別れにやって来た」

　孔明は、そういう先輩の面おもてを、しばらく無言で見まもっていたが、

「なぜ帰るのです？」と、さも不審そうに訊いた。

「なぜということもないが、襄陽はあまりに平和すぎて、名門名族の士が、学問に遊んだり政治批評を楽しんで生活しておるにはいいかも知れんが、われわれ書生には適さない所だ。そのせいか、近頃しきりと故郷の汝南が恋しくなった。退屈病を癒しに帰ろうと思うのさ」

　聞くと、孔明は、静かに顔を横に振って、

「こんな短い人生を、まだ半途も歩まないうちに、君はもう退屈しているのか。襄陽は平和すぎるといわれるが、いったいこの無事が百年も続くと思っているのかしら？ ──ことに、君の郷里たる中国（北支）こそ、旧来の門閥もんばつは多いし、官吏士大夫の候補者はうようよしているから、何の背景もない新人を容れる余地は少ない。むしろ南方の新天地に悠々ゆうゆう時を待つべきではないかな」

　と、いって止めた。

　孟建は孔明よりも年上だし、学問の先輩でもあったが大いに啓蒙けいもうされて、

「いや、思い止まろう。なるほど君のいう通りだ。人間はすぐ眼前の状態だけにとらわれるからいかんな。──閑に居て動を観、無事に居て変に備えるのは難かしいね」と、述懐じゅっかいして帰った。

　孟建などが噂するせいか、襄陽の名士のあいだには、いつか、孔明の存在とその人物は、無言のうちに認められていた。

　いわゆる襄陽名士なる知識階級の一群には、崔州平さいしゅうへい、司馬徽しばき、龐徳公ほうとくこうなどという大先輩がいたし、中でも河南の名士黄承彦こうしょうげんはすっかり孔明を見込んで、

「自分にも娘があるが、もし自分が女だったら隆中の一青年に嫁ぐだろう」とまでいっていた。

　するとまた、ぜひ媒酌ばいしゃくしようという者が出てきて、黄承彦のことばは、ついに実現した。──といっても、勿論、黄承彦が嫁入りするわけはない。孔明へ嫁いだのは、その娘である。

　ところが花嫁は、父の黄承彦の顔を、もう少し可愛らしくした程度の不美人であった。貞淑温雅ていしゅくおんがで、名門の子女としての教養は申し分なくあるが、天質の容姿は至って恵まれていなかった。

「瓜田かでんの変屈子へんくつしには、お似合いの花嫁さま──」

　と、孔明を無能の青年としか見ていない仲間は、ひどく興がってよろこんだ。

　しかし、孔明とその新妻とは、実にぴったりしていた。相性というか、琴瑟きんしつ相和してという文字どおり仲がよい。

　かくて彼の隆中における生活もここ数年を実に平和に過してきた。
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　彼の身丈みのたけは、人なみすぐれていた。肉はうすく、漢人特有な白皙はくせき長身であった。

　その長い膝を抱えて、居眠るごとく、或る日、孔明は友達の中にいた。

　彼をめぐる道友たちは、各〻、時局を談じ、将来の志を語りあっていた。

　孔明は、微笑しながら、黙々とそれを聞いていたが、

「そうだ、君がたが、こぞって官界へ出て行けば、きっと刺し史し（州の知事）か郡守ぐんしゅ（郡の長官、即ち太守たいしゅ）ぐらいには登れるだろう」と、いった。

　友の一名が、すぐ反問した。

「じゃあ、君は。──君はどんなところまでなれるつもりか」

「僕か」

　笑而不答わらってこたえず──孔明はにやにやしていたきりであった。

　彼の志は、そんな所にあるのではなかった。官吏、学者、栄達の門、みな彼の志を入れるにはせまかった。

　春秋の宰相管仲かんちゅう、戦国の名将軍楽毅がっき、こうふたりを心に併せ持って、ひそかに、

（わが文武の才幹は、まさにこの二人に比すべし）

　と、独り矜持きょうじを高くもっていたのである。

　楽毅は春秋戦国の世に、燕えんの昭王しょうおうをたすけて、五国の兵馬を指揮し、斉せいの七十余城を陥したという武人。──また管仲かんちゅうは、斉の桓公を輔佐して、富国強兵政策をとり、春秋列国のなかに、ついに覇を称となえしめて、その主君桓公から、一にも仲父ちゅうほ（管仲の称）二にも仲父とたのまれたほどな大政治家である。

　いまは、時あたかも、春秋戦国の頃にも劣らぬ乱世ではないか。

　若い孔明は、そう観ている。

　管仲、楽毅、いま何処にありや！ と。

　また彼は想う。

「自分をおいてはない。不敏ふびんといえども、それに比すものは自分以外の誰がいよう」

　不断の修養を怠らなかった。

　世を愛するために、身を愛した。世を思うために、自分を励ました。

　口にこそ出さないが、膝を抱えて、黙然、うそぶいている若い孔明の眸にはそういう気概が、ひそんでいた。

　時にまた、彼は、家の裏の楽山へ登って行って、渺々びょうびょう際涯さいがいなき大陸を終日ながめていた。

　すでに、兄の瑾きんは呉に仕え、その呉主孫権そんけんの勢いは、南方に赫々かっかくたるものがある。

　北雲の天は、相かわらず晦くらい。袁紹えんしょうは死し、曹操そうそうの威は震雷しんらいしている。──が、果たして、旧土の亡民は、心からその威に服しているかどうか。

　益州──巴蜀はしょくの奥地は、なおまだ颱風たいふうの圏外そとにあるかのごとく、茫々ぼうぼうの密雲にとざされているが、長江の水は、そこから流れてくるものである。

　水源、いつまで、無事でいよう。かならずや、群魚の銀鱗が、そこへさかのぼる日の近いことは、分りきっている。

「ああ、こう観ていると、自分のいる位置は、まさに呉、蜀しょく、魏の三つに分れた地線の交叉こうさしている真ん中にいる。荊州はまさに大陸の中央である……が、ここにいま誰が時代の中枢をつかんでいるか。劉表はすでに、次代の人物ではないし、学林官海、ともに大器と見ゆるひともない。……突としてここに宇宙からおり立つ神人はないか。忽として、地から湧いて立つ英傑はないか」

　やがて、日が暮れると、若い孔明は、梁父りょうほの歌を微吟びぎんしながら、わが家の灯を見ながら山をおりて行く──。

　歳月のながれは早い。いつか建安十二年、孔明は二十七歳となっていた。

　劉備玄徳りゅうびげんとくが、徐庶じょしょから彼のうわさを聞いて、その草廬を訪う日を心がけていたのは、実に、この年の秋もはや暮れなんとしている頃であったのである。




臥龍がりょうの岡おか
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　さて。

　ここで再び、時と場所とは前にもどって、玄徳と徐庶じょしょとが、別離を告げた道へ還るとする。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

「骨肉の別れ、相思の仲の別れ。いずれも悲しいのは当然だが、男子としては、君臣の別れもまた断腸の一つだ。……ああ、きょうばかりは、何度思い止まろうかと迷ったか知れぬ」

　徐庶じょしょは、駒を早めていた。

　今なお、玄徳の恩に、情に、うしろ髪を引かれながら──。

　だが、都に囚とらわれている母の身へも、心は惹ひかれる。矢のように急がれる。

　徐庶の心は忙せわしかった。

　また、そんな中でも、後に案じられるもう一つのことは、別れぎわに自分から玄徳へ推薦しておいた諸葛孔明しょかつこうめいのことである。かならず主君玄徳は、近日、孔明を訪れるであろうが、果たして、孔明が請いを容れるかどうか？

「彼のことだ、恐らく、容易にはうごくまい」

　徐庶は、責任を感じた。また、玄徳のために、途々、苦念した。

「そうだ……隆中りゅうちゅうへ立寄っても、さして廻り道にはならぬ。──別辞かたがた孔明にもちょっと会って行こう。そして主君玄徳の懇望があったら、ぜひ召しに応じてくれるよう、自分からもよく頼んでおこう」

　そう考えつくと、彼は、にわかに道をかえて、襄陽じょうようの西郊へ廻って行った。

　臥龍がりょうの岡は、やがて彼方に見えてくる。龍が寝ているような岡というのでその名がある。

　徐庶の馬は、やがてそこの岡をのぼって行く。久しく無沙汰していたので、そこらの木々も石もみな旧友の如くなつかしく見える。

　折から晩秋なので、満山は紅葉していた。めったに訪う人もない孔明の家の屋根は、落葉の中に埋まっていた。門前に馬をおりて、徐庶はその柴門さいもんを叩く。訪れの声をかける──。

　が、園内は寂せきとして、木の葉の落ちる音ばかりだ。

　しばらくたたずんでいると、童子の歌う声がする。

蒼天は円蓋えんがいの如し

陸地、碁局ききょくに似たり

世人黒白こくびゃくして分れ

往来に栄辱えいじょくを争う


「おうい、童子。ここを開けてくれ。先生はいらっしゃるか。──わしだよ。徐庶が来たと取次いでくれ」

　外の客は、しきりと訪れていたが、童子はなお気づかないものの如く、

栄さかうる者は自ら安々あんあん

辱はずかしめらるる者は定めて碌々ろくろく

南陽に隠君いんくん有り

高眠臥ふして足らず


　と、歌いながら、梢の鳥の巣を仰いでいた。

　すると、どこやらで、童子童子と呼ぶ声がして、門外に客のあることを教えていた。

「え。誰か来たのかい」

　童子は、飛んできた。──そして内から柴門をあけて、客のすがたを見ると、

「ああ、元直げんちょくさまか」と、馴々しく云った。

　徐庶は、傍らの木へ、駒をつないで、

「先生はいられるかね？」

「おいでになります」

「お書斎か」

「ええ」

「おまえはなかなか歌がうまいな」

「元直さまは、急にこの頃、美々しくなりましたね。剣も、着物も、お馬の鞍まで」

　園の小径こみちを、奥へ歩いてゆく徐庶のあとから、童子は口達者にそういった。徐庶は、そういわれて、心にかえりみた。──かつての破衣孤剣はいこけんの貧しい自分のすがたを。──そしてここの簡素な家の主あるじに対して、何か、会わないうちから気恥かしい心地をおぼえた。
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　童子は、茶を煮る。

　客と主は、書斎のうちに、対話していた。

「秋も暮れますなあ」

　徐庶がいう。

　孔明は、膝を抱いて、

「冬を待つばかりだ。すっかり薪まきも割ってある」

　と、いった。

　徐庶は、いつまでも、云いだせずにいた。すると孔明のほうから、訊ねた。

「徐兄。きょうのお越しは、何か用ありげらしいが、そも、なんのために、孔明の廬いおりへお立ち寄りか」

「されば」と、ようやく、緒口いとぐちを得て、

「──実はまだ、先生にもお告げしてないが、拙者は先頃から、新野しんやの劉玄徳りゅうげんとくに仕えていました」

「はあ。そうでしたか」

「ところが、田舎にのこしておいた老母が、曹操の部下にひかれて、いまはひとり都に囚われの身となっている。……その老母より綿々めんめんとわびしさを便りして参ったので、やむなく、主君にお暇をねがい、これより許都きょとへ上ろうという途中なのです」

「それは、よいことではないですか。身の仕官など、いつでもできる。ご老母をなぐさめておあげなさい」

「ついてはです。──お別れにのぞんで、この徐庶から折入って、おねがいしておきたい儀があります。お聞き入れ賜わらぬか」

「まあ、仰っしゃってごらんなさい」

「ほかではありませんが、今日、ご主君自身、遠く途中まで見送って下されたが、その別れぎわに、実は、平素から心服しているため、隆中の岡に、かかる大賢人ありと、口を極めて、先生の大方を、ご推薦しておいたわけです。──で、まことにご迷惑でしょうが、やがて玄徳公からお沙汰のあった節は、枉まげても、召しに応じていただきたい。かならず、ご辞退なきように、旧友の誼よしみにすがっておねがい申し上げる」

　徐庶は、学歴や年齢からも、はるかに孔明よりは先輩だったが、今では孔明を先生と称して、心から尊敬を払っているのである。しかもこの事たるや、容易ならぬ問題でもあるし、一朝一夕に孔明が承諾しようとも考えられないので、衷情ちゅうじょうを面にあらわして、なお縷る々るその間かんの経緯いきさつやら自己の意見をも併せのべた。

　すると、終始、半眼に睫毛まつげをふさいで、静かに聞いていた孔明は、語気勃然ぼつぜんと起って、

「徐兄。──ご辺はこの孔明を、祭の犠牲にえに供えようというおつもりか」

　そう云い捨てるやいな、袖を払って、奥の室へかくれてしまった。

　徐庶は、はっと、色を変じた。

　祭りの犠牲──

　思い当ることがある。

　むかし、某君あるきみが、荘子そうしを召抱えたいと思って、使者をさしむけたところ、荘子は、その使いに答えていったという。

（子しよ、犠牲になる牛を見ずや。首に錦鈴きんれいを飾り、美食を飼わしているが、曳いて大廟たいびょうの祭壇に供えられるときは、血をしぼられ、骨を解かれるではないか）

　徐庶は、孔明のことばに、慚愧ざんきした。もとより畏敬いけいする友を牛として売る気などは、毛頭もないが、折角の交友に、ふと、気まずいものを醸しただけでも、すくなからず後悔させられた。

「いつか詫びる日もあろう」

　彼はぜひなく席を去った。外に出て見れば、黄昏たそがれの空に落葉飄々ひょうひょうと舞まって、はや冬近いことを想わせる。

　泊りを重ねて、徐庶が、都へ着いたときは、まったく冬になっていた。──建安十二年の十一月だった。

　すぐ相府に出て、着京の由を届けると、曹操は、荀彧じゅんいく、程昱ていいくのふたりをして、鄭重ていちょうに迎えさせ、翌日、曹操自身、彼を引いて対面した。

「ご辺が、徐庶元直じょしょげんちょくか。老母は息災であるから、まずその儀は安心したがよいぞ」




三



「ご恩をふかく謝します──」と徐庶はまず拝礼して、

「して、母はどこにおりましょうか。願わくは、一刻も早く、遠路より来た愚子に対面をおゆるし下さい」と、いった。

　曹操は、幾度もうなずいて見せたが、

「お身の老母は、つねに程昱に守らせて、朝夕、何不自由なくさせてあるが、今日はご辺がこれに参るとのことに、彼方の一堂に迎えてある。後刻ゆるりと会うもよし、またこれからは、長く側に仕えて、子たるの道をつくせ。予もまたそちの側に在って、日々、有義な教えを聞きたい」

「丞相の慈念じねんをこうむり、徐庶は愧感きかんにたえません」

「だが、ご辺のような、孝心に篤い、そして達見高明の士が、なんで身を屈して玄徳などに仕えたのか」

「偶然なる一朝の縁でございましょう。放浪のうち、ふと新野で拾い上げられたに過ぎません」

　さりげなく、二、三の雑談を交わして後、やがて、徐庶は曹操のゆるしを得て、奥の一堂にいる老母のところへ会いに行った。

「あの内においでなされる」

　と、案内の者は、指さしてすぐ戻って行く。──徐庶は清らかな園の一方に見える一棟を見るよりもう胸がいっぱいになっていた。彼は、そこの堂下にぬかずいて、

「母上！　徐庶です。徐庶が参りました」と、声をかけた。

　すると、彼の老母は、さも意外そうに、わが子のすがたを見まもって訊ねた。

「おやっ？　元直ではないか。そなたは近頃、新野にあって、劉玄徳さまに仕えておると聞き、よそながら歓んでいたものを。……なんでこれへ来やったか？」

「えっ。不審いぶかしいことを仰っしゃいます。母上よりのお手紙に接し、主君よりおいとまを乞うて夜を日についでこれへ駈けつけて参りましたものを」

「何をうろたえて。……この母の胎はらから生れ出ながら、年三十有余にもなって、まだこの母が、そのような文を子に書く母か否かわからぬか」

「でも、……このお手紙は」と、出発の前に、新野で受け取った書簡を出してみせると、老母は、もってのほか怒って、顔の色まで変じ、

「これ！　元直」と、身を正して叱った。

「そなたは、幼いとけなき頃から儒学をおさめ、長じては世上を流浪しやることも十数年、世上の艱苦かんく、人なかの辛苦も、みな生ける学びぞと、常にこの母は、身の孤独も思わず、ただただそなたの修業の積むことのみ、陰で楽しみにしていたに──、このような偽文にせぶみを受け取って、その真偽も正さず、大切なご主君を捨てて来るとは何ごとか」

「あっ……では……それは母上のお筆ではありませんでしたか」

「孝に眼をあけているつもりでも、忠には盲目めしい。そちの修業は片目とみゆる。いま玄徳さまは、帝室の冑ちゅうたり、英才すぐれておわすのみか、民みなお慕い申しあげておる。そのような君に召しつかわれ、そちの大幸、母も誉れぞと、ひそかに忠義を祈っていたものを……ええ……匹夫のような」

　と身をふるわせて、よよと泣いていたが、やがて黙然と、帳とばりの陰へかくれたきり姿も見せなかった。

　徐庶も、慚愧ざんきに打たれて、母の厳戒を心に噛み、自身の不覚を悔い悩んで、ともに泣き伏したまま悩乱のうらんの面も上げずうっ伏していたが、ふと帳のうしろで、異様な声がしたので、愕然、駈け寄ってみると、老母はすでに自害して死んでいた。

「母上っ……。母上っ」

　徐庶は、冷たい母の空骸なきがらをかかえて、男泣きにさけびながら、その場に昏絶してしまった。

　はや冬風のすさぶ中、許都郊外の南原なんげんに、立派な棺槨かんかく（墓地ぼち）が築かれた──。老母の死後、曹操が徐庶をなぐさめて贈ったものの一つである。




孔明を訪う
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　徐庶に別れて後、玄徳は一時、なんとなく空虚うつろだった。

　茫然ぼうぜんと、幾日かを過したが、

「そうだ。孔明。──彼が別れる際に云いのこした孔明を訪ねてみよう」

　と、側臣を集めて、急に、そのことについて、人々の意見を徴していた。

　ところへ、城門の番兵から、取次がきた。

「玄徳に会いにきたと、その翁おきなは、ひどく気軽にいうのですが……？」

　と、取次は怪しむのであった。

「どんな風采ふうさいの老翁か」と、訊くと、

「峩たかい冠をいただいて、手に藜あかざの杖をついています。眉白く、皮膚は桃花のごとく、容貌なんとなく常人とも思われません」と、ある。

「さては、孔明ではないか」と、推量する者があった。──玄徳もそんな気がしたので、自身、内門まで出迎えに行ってみると、何ぞはからん、それは水鏡すいきょう先生司馬徽しばきであった。

「おう、先生でしたか」

　玄徳は歓んで、堂上に請しょうじ、その折の恩を謝したり、以後の無沙汰を詫びて、

「いちど、軍務のひまを見て、仙顔を拝したいと存じていたところ、さきにお訪ねをたまわっては、恐縮にたえません」と、繰返していった。

　司馬徽は、顔を振って、

「なんの、わしの訪問おとずれは、礼儀ではない。気まぐれじゃ。近頃、この所に、徐庶じょしょが仕えておると聞き、一見せんと、町まで来たついでに立ち寄ったのじゃが」

「ああ、徐庶ですか。──実は数日前に、この所を去りました」

「なに、また去ったと」

「田舎の老母が、曹操の手に囚とらわれ、その母より招きの手紙が参ったので」

「何、何。……囚われの母から書簡がきたと。……それは解げせん」

「先生、何を疑いますか」

「徐庶の母なら、わしも知っとる。あの婦人は、世にいう賢母じゃ。愚痴な手紙などよこして子を呼ぶような母ではない」

「では、偽書でしたろうか」

「おそらくは然らん──。ああ惜しいことをした。もし徐庶が行きさえしなければ、老母も無事だったろうに、徐庶が行っては、老母もかならず生きておるまい」

「実は、その徐庶が、暇を乞うて去る折に、隆中りゅうちゅうの諸葛孔明しょかつこうめいなる人物をすすめて行きましたが、何分、途上の別れぎわに、詳つぶさなことも訊くいとまがありませんでしたが……先生には、よくご存じでしょうか」

「は、は、は」と、司馬徽しばきは笑いだして──

「己れは他国へ去るくせに、無用な言葉を吐いて、他人に迷惑をのこして行かなくてもよさそうなものじゃ。やくたいもない男かな」

「迷惑とは？」

「孔明にとってじゃよ。また、わしらの道友にとっても、彼が仲間から抜けてはさびしい」

「お仲間の道友とは、いかなる方々ですか」

「博陵はくりょうの崔州平さいしゅうへい、潁州えいしゅうの石広元せきこうげん、汝南じょなんの孟公威もうこうい、徐庶じょしょそのほか、十指に足らん」

「おのおの知名の士ですが、かつて孔明の名だけは、聞いておりません」

「あれほど、名を出すのをきらう男はない。名を惜しむこと、貧者が珠を持ったようじゃ」

「道友がたのお仲間で、孔明の学識は、高いほうですか、中くらいですか」

「彼の学問は、高いも低いもない。ただ大略を得ておる。──すべてにわたって、彼はよく大略をつかみ、よく通ぜざるはない」と、云いながら、杖を立てて、「どれ……帰ろうか」と、つぶやいた。




二



　玄徳はなお引きとめて、何かと話題を切らさなかった。

「この荊州襄陽を中心として、どうしてこの地方には、多くの名士や賢人が集まったものでしょうか」

　司馬徽は、杖を上げて、起ちかけたが、つい彼の向ける話題につりこまれて、

「それは偶然ではありますまい。むかし殷馗いんきというて、よく天文に通じていた者が、群星の分野を卜ぼくして、この地かならず賢人けんじんの淵叢えんそうたらん──と予言したことは、今も土地の故老がよく覚えていることだが、要するに、ここは大江の中流に位し、蜀、魏ぎ、呉の三大陸の境界と、その中枢に位置しているため、時代の流れは自らここに人材を寄せ、その人材は、過去と未来のあいだに静観して、静かに学ぶもあり、大いに期するもあり、各〻現在に処しているというのが実相に近いところであろう」

「なるほど、おことばによって、自分のいる所も、明らかになった気がします」

「──そうじゃ、自分のいる所──それを明らかに知ることが、次へ踏みだす何より先の要意でなければならぬ。御身をこの地へ運んできたものは、御身自体が意志したものでもなく、また他人が努めたものでもない。大きな自然の力──時の流れにただよわされてきた一漂泊者に過ぎん。けれどお身の止った所には、天意か、偶然か、陽ひに会って開花を競わんとする陽春の気が鬱勃うつぼつとしておる。ここの土壌にひそむそういうものの生命力を、ご辺は目に見ぬか、鼻に嗅かがぬか、血に感じられぬか」

「──感じます。それを感じると、脈々、自分の五体は、ものに疼うずいて、居ても立ってもいられなくなります」

「好々よしよし」

　司馬徽は、呵か々かと笑って、

「それさえ覚っておいであれば、あとは余事のみ──やれ、長居いたした」

「先生、もう暫時、お説き下さい。実は近いうちに隆中の孔明を訪れたいと思っていますが──聞説きくならく、彼はみずから、自分を管仲かんちゅう楽毅がっきに擬して、甚だ自重していると聞きますが、やや過分な矜持きょうじではないでしょうか。実際、彼にそれほどな素質がありましょうか」

「否々。あの孔明が何でみだりに自己を過分に評価しよう。わしからいわせれば、周の世八百年を興した太公望たいこうぼう、或いは、漢の創業四百年の基礎をたてた張子房ちょうしぼうにくらべても決して劣るものではない」

　司馬徽はそう云いながらおもむろに階をおりて一礼し、なお玄徳がとどめるのを一笑して、天を仰ぎ、

「──ああ、臥龍がりょう先生、その主しゅを得たりといえども、惜しい哉、その時を得ず！ その時を得ず！」

　と、ふたたび呵か々か大笑しながら、飄然ひょうぜんと立ち去ってしまった。

　玄徳は深く嘆じて、あの高士があれほどに激賞するからには、まさしく深淵しんえんの蛟龍こうりゅう。まことの隠君子にちがいない。一日もはやく孔明を尋ね、親しくその眉目に接したいと、左右の人々へくり返して喞かこった。

　一日、ようやく閑を得たので、玄徳は、関羽、張飛のほか、従者もわずか従え、行装も質素に、諸事美々しからぬを旨として、隆中へおもむいた。

　静かな冬日和だった。

　道すがら田園の風景を愛めで、恵まれた閑日を吟愛し、ようやく郊外の村道を幾里か歩いてゆくと、冬田の畦あぜや、菜園のほとりで、百姓の男女が平和にうたっていた。

蒼天おおぞらは円まるい、まん円い

地上は狭い、碁盤ごばんの目のように。

世間はちょうど、黒い石、白い石

栄辱えいじょくを争い、往来して戦う。

さかえる者は、安々たり

敗やぶるるものは、碌々ろくろくとあえぐ。

ここ南陽はべつの天地

高眠こうみんして臥がすは誰ぞ

誰ぞ、臥してまだ足らない

顔をしているのは。


　玄徳は馬をとめて、試みに、一農夫にたずねてみた。その謡うたは、誰の作かと。

「はい、臥龍がりょう先生の謡でがす」と、百姓はすぐ答えた。




三



「先生の作と申すか」

「へい。先生の作った謡うたじゃと申しまする」

「その臥龍先生のお住居は、どの辺にあたるか」

「あれに見える山の南の、帯のような岡を、臥龍がりょうの岡と申しますだ。そこから少し低いところに、一叢ひとむらの林があって、林の中に、柴の門、茅葺かやぶきの廬いおりがありますだよ」

　農夫は、答えるだけを答えてしまうと、わき目もふらず、畑にかがんで働いている。

「この辺の民は、百姓にいたるまで、どこか違っている……」

　玄徳は、左右の者に語りながら、また駒をすすめて三、四里ほど来た。道はすでに、岡の裾にかかっていた。

　冬の梢は、青空を透かして見せ、百禽ももどりの声もよく澄みとおる。淙々そうそうとどこかに小さい滝の音がするかと思えば、颯々さっさつと奏かなでている一幹の巨松に出会う。──坂道となり山陰となり渓橋けいきょうとなり、遠方此方おちこちの風景は迎接げいせつに遑いとまなく、かなり長い登りだが道の疲れも忘れてしまう。

「おお、あれらしい」

　関羽は、指さして、玄徳をふり向いた。玄徳はうなずいて、はや駒をおりかけている。

　清楚な編竹あみだけの垣をめぐらした柴門さいもんのほとりに、ひとりの童子が猿と戯れていた。小猿は見つけない人馬を見て、にわかに声を放ち、墻かきの上から樹の枝へ攀よじて、なおもキイキイ叫びつづける。

　玄徳は、歩み寄って、

「童子。孔明先生のお住居はこちらであるか」と、たずねた。

　童子は不愛想に、

「うん」と、一つうなずいたきり、後ろに続く関羽、張飛などの姿へ、棗なつめのような眼をみはっている。

「大儀ながら、廬中へ取次いでもらいたい。自分は、漢の左将軍、宜城亭侯ぎじょうていこう、領りょうは予州の牧ぼく、新野皇叔しんやこうしゅく劉備りゅうび、字あざなは玄徳げんとくというもの。先生にまみえんため、みずからこれへ参ったのであるが」

「待っておくれ」

　童子は、ふいにさえぎって云った。

「──そんな長い名は、おぼえきれやしない。もう一度いってください」

「なるほど。これはわしが悪かった。ただ、新野の劉備が来ました──と、そう伝えてくれればよい」

「おあいにくさま。先生は今朝早天に出たまま、まだ帰っておりません」

「いずこへお出でなされたか」

「どこへお出かけやら、ちっとも分りません。──行雲踪蹟不定こううんそうせきさだまらず──で」

「いつ頃、お帰りであろうか」

「さあ。時によると三、五日。あるいは十数日。これもはかり難しですね」

「…………」

　玄徳は、落胆して、いかにも力を失ったように、惆悵ちゅうちょう久しゅうして、なおたたずんでいたが、そう聞くと、そばから張飛が、

「いないものは仕方がない。早々帰ろうじゃありませんか」といった。

　関羽も共に、

「また他日、使いでも立てて、在否を訊かせた上、改めてお越しあってはいかがです」

　と、駒を寄せてうながした。

　孔明の帰ってくるまでは、そこにたたずんででもいたいような玄徳であったが、是非なく、童子に言伝ことづてを頼んで悄然しょうぜん、岡の道を降りて行った。

　秀雅しゅうがにして高からぬ山、清澄にして深からぬ水、茂盛した松や竹林には、猿や鶴が遊んでいる。玄徳は、ここの山紫水明にも、うしろ髪を引かれてならなかった。

　すると、岡のふもとから身に青衣せいいをまとい、頭に逍遥頭巾しょうようずきんをいただいた人影が、杖をひいて登ってきた。

　近づいてみると、眉目清秀な高士である。どこか幽谷ゆうこくの薫蘭くんらんといった感じがする。玄徳は心のうちで、

（これなん、諸葛亮しょかつりょうその人であろう）

　と、思い、急に馬からおりて、五、六歩あるいた。




四



　ふいに馬をおりてきて、自分へ慇懃いんぎんに礼をする玄徳を見て──烏巾うきん青衣のその高士は、

「なんです？　どなたですか、いったい？」

　と、さもうろたえ顔に、杖をとめて、訊ね返した。

　玄徳は、謹んで、

「いま先生の廬いおりをお訪ねして、むなしく戻ってきたところです。計らずもここでお目にかかり、大幸、この上もありません」と、いった。

　青衣の高士は、なお愕おどろいて、

「何か、人違いではありませんか。いったい将軍は、いずこの御人ごじんですか」

「新野の劉備玄徳ですが」

「えっ、あなたが？」

「孔明先生は、其許そこもとでしょう」

「ちがいます！　ちがいます！ ……霊鳥と鴉からすほど違います」

「では、何びとでおわすか」

「孔明の友人、博陵はくりょうの崔州平さいしゅうへいともうす者です」

「おう、ご友人か」

「将軍のお名まえも、夙つとに伺っておりますが、かくはご軽装で、にわかに彼の廬いおりをお訪いになるとは、そも、いかなる理ですか」

「いや、それについては、大いにおはなし申したい。まず、そこらの岩へでもおかけなさい。予も、席をいただく」と、路傍の岩に腰をおろして、

「──自分が、孔明を尋ねてきたのは、国を治め民を安んずる道を問わんがためで、そのほかには何もない」と、いった。

　すると、崔州平は、大いに笑って、

「善いことですな。けれど、あなたは治乱の道理を知らないとみえる」

「或いは──然らん。ねがわくは治乱の道を、説いて聞かせたまえ」

「山村の一儒生じゅせいが烏滸おこなる言とお怒りなくば、一言申してみましょう。──一体、治乱とは、この世の二つの相そうかまた一相か。古いにしえから観るに、治ちきわまれば乱を生じ、乱きわまるとき治に入ること、申すもおろかでありますが、現代はいかにというに、光武の治より今にいたるまで二百余年、平和をつづけて、近頃ようやく、地に干戈かんかの音、雲に戦鼓せんこの響き、いわゆる乱に入り始めたものではありませんか」

「そうです。……乱兆が見え始めてからここ二十年にわたるでしょう」

「人の一生からいえば、二十年の乱は長しと思えましょうが、悠久なる歴史の上からみれば、実はほんの一瞬です。大颱風だいたいふうを知らせる冷風が、そよめきだしてきた程度にすぎますまい」

「ゆえに、真の賢人を求め、万民の災害を、未然に防ぐこと、或いは、最小最短になすべく努めることを以て、劉備は自分の使命なりと信じているわけですが」

「善い哉かな、理想は。──けれど、天生天殺いつの日か終らんです。ごらんなさい、黄土の人族じんぞく起って以来の流れを。また秦漢しんかんの政体や国々の制が立って以来の転変を。──歴史は窮きわまりなくくり返してゆくらしい。──万生万殺──一殺多生──いずれも天理の常でしょう。自然の天心からこれを観れば、青々と生じ、翻々へんぺんと落葉する──それを見るのとなんの変りもない平凡事にすぎますまい」

「われわれは凡俗です。高士のごとく、冷観はできません。ひとしく生き、ひとしく人たる万民が、塗炭とたんの苦しみにあえぐを見ては。また、果てなき流血の宿命をよそには」

「英雄の悩みはそこにありましょう。──けれど、あなたが孔明を尋ねて、いかに孔明をお用いあろうと、宇宙の天理を如何になし得ましょうか。たとい孔明に、天地を廻旋かいせんするの才ありとも、乾坤けんこんを捏造ねつぞうするほど力があろうとも、到底、その道理を変じて、この世から戦をなくすることはできないにきまっている。いわんや、あの人も、そう丈夫な体でもないし、限りのある生命と知れている人間ではありませんか。……はははは」




五



　玄徳は終始、つつしんで聞いていたが、崔州平さいしゅうへいのことばが終ると、

「ご高教、まことにかたじけない」と、ふかく謝して、

「──時に、今日は思いがけないお教えをうけ、一つの幸いであったが、ただ孔明に会えずに帰ることだけは、何とも残念に心得る。もしや、彼の行く先を、ご存じあるまいか」

　と、話を戻してたずねた。

「いや実は、私もこれから孔明の家を訪ねようと思って、これまで来たところです。留守とあれば、自分も帰るしかありません」と、崔州平さいしゅうへいは腰をあげた。

　玄徳も共に起ち上がりながら、

「如何です、玄徳と共に、新野へ来ませんか。なおいろいろ貴公について、善言を伺いたいと思うが」と、誘った。

　崔州平は、かぶりを振って、

「山野の一儒生、もとより世上に名利を求める気はありません。ご縁があればまた会いましょう」

　と、長揖ちょうゆうして立ち去った。

　玄徳も馬に乗って、やがて臥龍の岡をうしろに帰った。

　途中、関羽は、玄徳のそばへ駒を寄せてそっと訊ねた。

「最前の隠士がいった治乱の説を君には真理と思し召すか？」

「──否」

　玄徳は、にことして答えた。

「彼のいうところは、彼らの中の真理であって、万民俗衆の真理ではない。この地上の全面を占めるものは億兆の民衆で、隠士高士のごときは、何人と数えられるほどしかおるまい。そういう少数の中だけでもてあそぶ真理なら、どんな理想でも唱えていられよう」

「それほど、治乱の理を、明らかにご承知でいながら、なんで長々と、崔州平の言などをつつしんで聞いておられたのですか」

「もしや？　……一言半句でも、そのうちに、世を救い万民の苦悩に通じることばでもあろうかと、あくまで語らせておいたのだが」

「ついに、ありませんでしたな」

「ない。……なかった。……それを聞かせてくれる人にわしは渇かっしている。まだ見ぬ孔明に自分が求めてやまないのも、その声だ。その真理だ」

　かくて、その日は、むなしく暮れたが、新野に帰城してから、数日の後、玄徳はまた人をやって、孔明の在否をうかがわせていた。

　やがて、その者から報らせてきた。ここ一両日は、たしかに孔明は家に帰っているようです。すぐお出ましあれば、こんどこそ草廬そうろに籠っておりましょう──と。

「さらば、今日にも」と、玄徳は急に、馬の具そなえや供の支度を命じた。

　張飛は、馬の側へきて、やや不平そうに、鞍上あんじょうの玄徳へいった。

「いやしい田夫の家へ、ご自身で何度も出かけるなどは、領民のてまえも、変なものでしょう。使いをやって、孔明を城へ呼び寄せてはどんなものですか」

「礼に欠ける。そんなことで、どうして、彼の如き稀世きせいの賢人を、わが門へ迎えられよう」

「孔明とやら、いかに学者か賢人か知らぬが、多寡たかが狭隘きょうあいな書斎と十畝せの畑しか知らない奴、実社会はまたちがう。もしお高くとまって、来るの来ないのといったら、張飛がひっさげて参るとも、なんの造作はあるまいに」

「みずから門を閉じるものだ。書物をひらいて、すこし孟子もうしの言葉でも噛みしめてみるがいい」

　この前と同じぐらいな供の数だった。城門を出て、新野の郊外へかかる頃から、霏ひ々ひとして、灰色の空から雪が降りだしてきた。

　ちょうど十二月の中旬なかばである。朔風さくふうは肌をさし、道はたちまちおおわれ、雪は烈しくなるばかりだった。




雪千丈ゆきせんじょう



一



　一行が、隆中の村落に近づいたころは、天地の物、ことごとく真白になっていた。

　歩一歩と、供の者の藁沓わらぐつは重くなり、馬の蹄ひづめを埋めた。

　白風びゃくふうは衣をなげうち、馬の息は凍り、人々の睫毛まつげはみな氷柱つららになった。

「ああ、途方もない寒さだ。──馬鹿げているわい」

　張飛は、顔をしかめながら、雪風の中で聞えよがしに呟いていたが、玄徳のそばへ寄って、またこういった。

「家兄このかみ、家兄。いい加減にしようじゃありませんか、軍いくさもせず、こんな思いを忍んで、無益な人間を尋ねて一体どうするんです？ しばしそこらの民家へ立ち寄って寒気をしのぎ、新野へ引き返されては如何ですか」

　聞くと、玄徳は、

「ばかなことを申せ」と、叱って、

「おまえは、厭いやか、寒いか」

　と、常になく烈しい眉を雪風にさらしながら云った。張飛も負けずに、赤い面をふくらせて、

「戦をするなら、死ぬのも厭いといはしないが、こんな苦労は意味がない。なんのために、こんな馬鹿げた苦労をしてゆくのか、誰にだって分りやしません」

「予の訪う孔明に対し、予の熱情と慇懃いんぎんを知らしめんためである」

「それは、家兄このかみだけの独り合点というものでさ。冗談でしょう。こんな大雪の日に、どやどや客に来られたひには、先だって大迷惑する」

「──誰か知らん千丈の雪。おまえは黙ってついて来い。また、歩くのが嫌なら一人で新野へ帰れっ」

　もう村の中らしい。道の両側、ところどころに家が見える。雪に埋もれた土の窓から、土民の女房が眼をまろくして一行をながめていた。また貧しい煙の這う壁の奥から嬰児あかごの声が道へ聞えてくる。

　こういう寒村の窮民を見ると、玄徳は、自分の故郷涿県たくけんの田舎と、その頃の貧乏生活を思い出す……。同時に、この地上に満ち満ちている幾億の貧乏人の宿命を思いやらずにいられない。

　彼はそこに、自分の志に大きな意義と信念を見出すのであった。きょうばかりではない。二十年来のことである。

壮士の高名、尚いまだ成らず

ああ久しく、陽春に遇あわず

君見ずや

東海の老叟ろうそう荊榛けいしんを辞す

石橋せっきょうの壮士誰かよく伸びん

広施こうし三百六十釣ちょう

風雅遂に文王と親し

八百の諸侯、期せずして会す

黄龍こうりゅう舟ふねを負うて孟津もうしんを渉わたる……


　何処だろう？

　何者が歌うのであろう？

　凛々りんりん、心腸をしぼるばかり、高唱してやまない者がある。

「はて。あの声は」

　玄徳は思わず駒をとめた。

　道の雪、降る雪、そこらの屋根の雪が、白毫びゃくごうの旋風つむじかぜとなって眼をさえぎる。──ふと、かたわらを見ると、傾いた土の家の門かどに、一詩を書いた聯れんと、居酒屋のしるしの小旗が立っていた。

　歌う声は、その中から聞えてくるのだった。さびのある声調と、血のかよっている意気が聞きとれる。

牧野ぼくやの一戦、血、杵きねを漂ただよわす

朝歌一旦、紂君ちゅうくんを誅ちゅうす

また見ずや

高陽こうようの酒徒、草中に起こる

長揖ちょうゆう山中さんちゅう隆準公りゅうせつこう

高く大覇たいはを談じて人耳じんじを驚かす

二女足を濯あろうて何れの賢けんに逢わん……


　玄徳は、そのまま、雪に埋もれかけてゆくのも忘れて、じっと、聞き惚ほれていた。
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　するとまた、別人の声が、卓をたたいて高吟しだした。ひとりは、それに合わせて、箸で鉢をたたく。

漢皇剣をひっさげて寰宇かんうを清め

一たび強秦きょうしんを定む四百載さい

桓霊かんれいいまだ久しからず火徳衰おとろう

乱臣賊子鼎鼐ていだいを調え

群盗四方にあつまる蟻の如し

万里の奸雄みな鷹揚おうよう

吾ら大嘯たいしょう、空しく手を拍つのみ

悶もだえ来って村店そんてんに村酒を飲む……


　歌い終ると、

「あははは」

「わははは」

　梁うつばりの塵ちりも落すような笑い声である。

「さては、──」と、玄徳は、歌の意味から察して、

「どちらか一方は、かならず孔明にちがいあるまい」

　と、急に馬をおりて、居酒屋のうちへずかずかはいって行った。

　ただの板を打った、細長い卓つくえによって、二人の処士が飲んでいた。ふいに門口からはいってきた、玄徳のすがたを見──唖然として──どっちも眼をまろくする。

　向う側の老人は、木瓜ぼけの花みたいに真っ赤な顔はしているが、容貌は奇古きこ清潔で、どこか風格がある。

　幅のある背を向けて、老人と対しているのは、白皙黒鬢はくせきこくびんの壮士で、親子か友人か、よほど親しい仲らしい。

　玄徳は慇懃いんぎんに、酒興を醒ました無礼をわびて、

「それに在おわすは、臥龍先生とはちがいますか」と、老人へ向って云った。

「ちがう……」

　老人は顔を振って苦笑する。

　玄徳はさらに、若いほうの人物にむかって、

「もしや孔明先生は、其許そこもとではありませんか」と、訊いてみた。

「ちがいます」と、若いほうも、明晰めいせきに否定する。

　老人はいぶかしげに、次に自分のほうから訊ねた。

「かかる雪中、臥龍がりゅうをおたずねあるは、そも、何事ですか。また将軍こそ、如何なるお人か？」

「申しおくれた。自分は漢の左将軍、予州の牧ぼく、劉玄徳というもの。──孔明先生を訪うわけは、乱世の現状を治め、済民さいみんの道を問わんがためです」

「えっ、では新野のご城主ではありませんか」

「そうです。今、戸外おもてを通るに、旺さかんな声をして、慷慨こうがいの歌を吟ずる声がしました。察するに必ず先生ならんと──われを忘れてこれへはいって来たわけですが」

「それはどうも」

　二人は、顔を見合わせて、

「折角でしたが、われわれはいずれも、孔明ではありません。ただ臥龍の友だちどもです。それがしは、潁州えいしゅうの石広元せきこうげんと申し、てまえの前におる壮士わかものは、汝南じょなんの孟公威もうこういという者でござる」

　玄徳は、失望しなかった。なぜなら石広元といい、孟公威といい、いずれも襄陽じょうようの学界で著名な人士である。ここで会ったのは何よりの幸せ、相伴って臥龍先生の廬いおりを訪おうではないか──と彼がすすめると、石広元は、かぶりをふって、

「いやいや、われらは山林に高臥こうがし、懶惰らんだになれた隠者ですから、いかで治国安民の経策になどかかわれましょう。資格のない人間どもです。まずまず、臥龍をお訪ねあるが何よりでしょう」

　と、巧みに避けた。

　やむなく玄徳は二人にわかれて、居酒屋の戸外そとへ出た。雪は相変らずひょうひょうと降りしきっている。供の関羽、張飛たちも、きょうばかりは黙々と雪を冒おかしてゆくばかりだった。

　やがて岡の家──孔明の廬たる柴門さいもんへようやくたどりついた。柴を叩いて、先生ありやと、先日の童子に在否を訊ねると、

「はい、何だか、きょうは書堂の内にいるようです。あの堂です。行ってごらんなさい」

　と、奥を指した。
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　供や馬を柴門の陰に残して、関羽、張飛のふたりだけを連れ、玄徳は雪ふみ分けて、園えんの奥へ通って行った。

　書斎らしい一堂がある。

　縁も廂ひさしも、雪に埋もれ、堂中はひそとしている。

　破れ芭蕉の大きな葉が、雪の窓をおおっていた。玄徳はひとり階下へ寄って、そっと室内をうかがってみた。

　──と、そこに。

　寂然せきぜんと膝を抱いて、炉によっている若者がある。若者は眉目秀明であった。堂外にたたずむ人のありとも知らぬ容子で、独り口のうちで微吟していた。

鳳凰おおとりは、千里を翔かけても

珠たまなき樹には棲すまずという

われ困こうじて一方を守り

英主にあらねば依らじとし

自ら隴畝ろうほを耕して

いささか琴書きんしょに心をなぐさめ

詩を詠じて鬱うつを放ち

以て天の時を待つ

一朝明主に逢うあらば

何の遅きことやあらん……


　玄徳はそっと階をのぼって、廊の端にたたずんでいた。だが、興きょうをさまたげるも心ない業と、なおしばらく耳をすましていたが、微吟の声はそれきり聞えない。

　おそるおそる堂中をうかがってみた。炉によったまま、その人は膝を抱いて居眠っているのである。さながら邪心のない嬰児あかごのように。

「先生。お眠りですか」

　試みに、玄徳がこう声をかけてみると、若者は、ぱっと眼をみひらいて、

「あっ。……どなたですか」と、おどろきながらも、静かにたずねた。

　玄徳は、それへうずくまって、礼を施しながら、

「久しく先生の尊名を慕っていた者です。実はさきに徐庶じょしょのすすめにより、幾たびか仙荘へきましたが、いつも拝会の縁にめぐまれず、空しく立ち帰っておりましたが、今日、風雪を冒おかして参ったかいあって、親しく尊顔を拝し、こんな歓びはありません」

　──すると、彼の若者は、急にあわてて、身を正し、答礼していった。

「将軍は新野の劉皇叔りゅうこうしゅくでしょう。きょうもまた、私の兄をばお訪ね下すったのですか」

　玄徳は、色を失って、

「では、あなたもまた、臥龍先生ではないのですか」

「はい。私は臥龍の弟です。──われらには同腹の兄弟が三人あります。長兄は諸葛瑾しょかつきんと申し、呉に仕えて孫権の幕賓ばくひんたり。二番目の兄が、諸葛亮しょかつりょう、すなわち孔明で──私は臥龍の次にあたる三番目の弟、諸葛均しょかつきんでございます」

「ああ、そうでしたか」

「いつもいつも遠路をお訪ねたまわりながら失礼ばかり……」

「して、臥龍先生には」

「あいにく、今日も不在です」

「何処へお出かけでしょう？」

「今朝ほど、博陵の崔州平さいしゅうへいが参って、どこかへ誘い、飄然と出て行きましたが」

「お行き先は分りませんか」

「或る日は、江湖に小舟をうかべて遊び、或る夜は、山寺へ登って僧門をたたき、また、僻村へきそんの友など訪ねて琴棋きんきをもてあそび、詩画に興じ、まったく往来のはかり難い兄のことですから……今日も何処へ行きましたことやら？」と、均は気の毒そうに、外の雪を見ながら答えた。

　玄徳は、長嘆して、

「どうしてこう先生と自分とは、お目にかかる縁が薄いのだろう」と、思わず呟いた。

　均は黙って、次の室へ立って行った。小さな土炉へ火を入れて、客のために茶を煎にるのであった。

「家兄このかみ、家兄、孔明が留守とあれば、仕方がないでしょう。さあ、帰ろうじゃありませんか」

　堂外そとはひどい吹雪。張飛は階下から、こう喚わめいてせきたてた。
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　茶が煮えると、諸葛均しょかつきんは、うやうやしく玄徳に、一碗の薫湯くんとうを献じて、

「そこは雪が吹きこみます。少しこちらの席でご休息を」と、すすめた。

　しきりに帰りをうながす張飛の声をうしろに、玄徳は、落着きこんで、茶をすすりながら、

「孔明先生には、よく六韜りくとうを諳そらんじ、三略に通ずと、かねがね伺っていますが、日々、兵書をお読みですか」

　などと雑談を向け始めた。

　均は、つつましく、

「存じません」と、答えるのみ。

「兵馬の修練はなされておいでですか」

「知りません」

「ご舎弟のほか、ご門人は」

「ありません」

　吹雪の中で、張飛は、さもさも焦じれ切っているように、

「家兄このかみっ。無用の長問答は、もうよい程にして下さい。雪も風もつのるばかり、日が暮れますぞ、ぐずぐずしていると」

　玄徳は、振り向いて、

「野人。静かにせい」と、叱った。

　そして、均にむかい、

「かく、お妨さまたげ申していても、この吹雪では、今日のお帰りは期し難いでしょう。他日、あらためてまた、推参することにします」

「いえ、いえ。たびたび駕がを枉まげ給うては、恐縮の至りです。そのうち気が向けば、兄のほうからお伺いするでしょう」

「なんぞ先生の回礼を待たん。また日をおいて、自身おたずねするであろう。ねがわくは、紙筆を貸したまえ。せめて先生に一筆のこして参りたく思う」

「おやすいこと」

　諸葛均は、立って、几上きじょうの文房四具を取り揃え、玄徳の前にそなえた。

　筆の穂も凍っている。玄徳は雲箋うんせんを手にして、次の一文を認めた。

漢の左将軍宜城ぎじょうの亭侯司隷校尉ていこうしれいこうい領予州の牧ぼく劉備りゅうび。

歳とし両番りょうばんを経て相謁あいえっして遇あわず、空しく回かえっては惆悵ちゅうちょう怏々おうおうとして云うべからざるものあり。切に念おもう、備や漢室の苗裔びょうえいに生れ忝かたじけなくも皇叔に居、みだりに典郡の階に当り、職将軍の列に係かかわる。

伏して観る、朝廷陵替りょうたい、綱紀こうき崩擢ほうさい、群雄国に乱るの時、悪党君をあざむくの日にあたりて、備、心肺ともに酸すく、肝胆かんたんほとんど裂く。


　玄徳はここで筆を按じ、瞳を、外の霏ひ々ひたる雪に向けていた。

　張飛は、聞えよがしに、

「ううっ、たまらぬ。家兄このかみは詩でも作っているのか。さりとは、風流な」

　それを耳にもかけない玄徳であった。さらに、筆を呵かして──

匡済きょうさいの忠はありといえども、経綸の妙策なきを如何にせん。仰いで啓けいす。

先生の仁慈じんじ惻隠そくいん、忠義慨然、呂望りょぼうの才を展のべ子房の大器を施ほどこすを。備、これを敬うこと神明の如く、これを望むや山斗さんとの如し。一見を求めんとして得べからず、再び十日じゅうじつ斎戒さいかい薫沐くんもくして、特に尊顔を拝すべし。乞う、寛覧かんらんを垂れよ。鑒察かんさつあらば幸甚。

　　建安十二年十二月吉日再拝


「帋筆しひつをお下げあれ」

「おすみになりましたか」

「先生がお帰りになられたらはばかりながらこの書簡を座下に呈して下さい」

　云いのこして、玄徳は堂をおり、関羽、張飛をつれて、黙々、帰って行った。

　門外に出て、馬を寄せ、すでにここを去ろうとした時である、送ってきた童子は客も捨てて彼方へ高く呼びかけていた。

「老先生だ。──老先生！ 老先生！」
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　童子は待ちきれず、彼方へ馳けだして行った。

　玄徳の一行もやや進んでいた。

　孔明の家の長い籬まがきのきれたところに、狭い渓へかかっている小橋がある。

　見ると今、そこを渡ってくる驢馬ろばの上に、暖かそうな頭巾をかぶった老翁のすがたがある。身には狐の皮衣かわごろもをまとい、酒をいれた葫蘆ふくべを、お供の童子に持たせてくる。

　籬の角から渓たにへのぞんで、寒梅の一枝が開きかけていた。

　老翁はそれを仰ぐと、興きょうをもよおしたらしく、声を発して、梁父りょうほの詩を吟じた。

一夜北風寒し

万里彤雲とううん厚く

長空雪は乱れ飄ひるがえる

改め尽す山川の旧ふるきを




白髪の老衰翁ろうすいおう

盛んに皇天の祐たすけを感ず

驢ろに乗って小橋を過ぎ

独り梅花の痩せを嘆ず


　玄徳は、詩声を聞いて、その高雅その志操を察し、かならずこの人こそ、孔明であろうと、橋畔に馬を捨てて、

「待つこと久し。先生、ただ今、お帰りでしたか」と、呼びかけた。

　老翁は、びっくりした容子で、すぐさま馬をおり、礼をかえして、

「てまえは、臥龍の岳父しゅうとの黄承彦こうしょうげんというものじゃが……して、あなた様は？」と、怪訝いぶかった。

　またしても、人違いだったのである。孔明の妻、黄氏の父だった。玄徳は、卒爾そつじを謝して、

「そうでしたか。私は新野の玄徳ですが、臥龍の廬いおりを訪うこと二回、今日もむなしく会えずに帰るところです。いったい、あなたの賢婿むこさんは何処へ行ったのでしょう？」

「さあ。てまえもこれからその婿をたずねに行く途中ですが、……それでは今日も留守ですかい」

　やれやれといわぬばかりに、老翁は眉を降りしきる雪に上げて考えていたが、

「ここまで来たこと、てまえは娘にでも会いましょう。ひどい雪じゃ、途中の坂道をお気をつけなされ」と、ふたたび驢馬に乗って立ち別れた。

　意地悪く、雪も風もやまない。道の難渋なんじゅうはいうまでもなかった。来がけに立ち寄った例の居酒店いざかやのある村まで来たときは、すでに日も暮れかけていた。

　いくら長尻ながじりでも大酒でも、昼の石広元せきこうげんや孟公威もうこういはもうそこにはいないだろう。その代りに、ほかのお客がこみあっているらしい。飲んだり騒いだり盛んにがやがややっている。そして鉢を叩きながら、その客達がうたうのを聞けば──

莫レ学孔明択レ婦まなぶなかれこうめいのふをえらぶを

止レ得二阿承醜女一あしょうのしゅうじょをうるにとどまる


　これをもっと俗歌的にくだいて、おまけにこの辺の田舎訛なまりを加え、

嫁えらみも、たいがいに

孔明さんがよい手本

択えりに択ったその末が

醜女しゅうじょのあしょうを引きあてた。


　と、笑い囃はやしているのであった。

　孔明の新妻が、不縹緻ぶきりょうなことは、この俚謡りようもいっているとおり、村では噂のたねらしい。

　さっき小橋で出会ったのが嫁さんの父親である。その黄承彦こうしょうげんさえ、娘をやる時、

（われに一女あり、色は黒く、髪は赭あかく、容色はなけれど、才は君に配するに堪たえたり）

　と、断って嫁がせたというほどであるから、親でも自慢できなかった不美人だったにちがいない。

　居酒店の前を通りながら、その俚謡を耳にした張飛は、玄徳へいった。

「どうです、あの謡うたは。およそ彼の家庭も、あれで分るじゃありませんか。新妻にあきたらないので、孔明先生、時々よそへ、美しいのを見に行くのじゃありませんかな？」と、戯れた。

　玄徳は返辞もしなかった。満天の雪雲のように、彼の面は怏々と閉じていた。




立春大吉りっしゅんだいきち
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　年はついに暮れてしまった。

　あくれば建安十三年。

　新野しんやの居城に、歳暮や歳旦さいたんを迎えているまも、一日とて孔明を思わぬ日のない玄徳は、立春の祭事がすむと、卜者ぼくしゃに命じて吉日をえらばせ、三日の潔斎ものいみをして身をきよめた。

　そして、関羽、張飛をよび、

「三度、孔明を訪れん」と、触れだした。

　ふたりとも歓ばない顔をした。口を揃えて諫めるのである。

「すでに両度まで、駕がを枉まげたまい、このうえまた、君よりお訪ねあるなどは、あまりに礼の過ぎたるもの。それがしどもの思うには、孔明はいたずらに虚名を売り、実は内容のない似非えせ学徒に相違なく、それ故、わが君に会うのをおそれ、とやかく、逃げのがれているものかと存じられます。──そんな人物に惑まどわされて、無用なお心をつかうなど、巷ちまたの嘲笑も思いやらるるではございませぬか」

「否！」

　玄徳の信はかたかった。

「関羽は春秋も読んでいよう。斉せいの景公は、諸侯の身で、東郭とうかくの野人に会うため、五度も尋ねているではないか」

　関羽は、長嘆して、

「あなたが賢人を慕うことは、ちょうど太公望たいこうぼうのところへ通った文王のようです。ご熱意にはほとほと感じいるほかありません」

　すると張飛は、横口をさし入れて、こう大言した。

「いやいや、文王が何だ。太公望が何者だ。われら三人が、武を論ぜんに、誰か天下に肩をならべる者やある。それを、たった一人の農夫に対して、三顧さんこの礼れいを尽すなど、実に、愚の至りというべきだ。孔明を招くには、一条の麻縄があれば足りる。それがしにお命じあれば、立ちどころに縛ばくしあげてきて、家兄のご覧に入れるものを！」

「張飛は、近頃また、持ち前の狂躁病きょうそうびょうが起っておるらしいな」と、玄徳は、叱って、

「むかし、周の文王が、渭水いすいに行って、太公望をたずねたとき、太公望は釣糸を垂れていて、かえりみもしなかった。文王はそのうしろにたったまま、釣を邪さまたげず、日の暮れるまで待っていたという。──太公望もその志に感じ、ついに文王を佐たすける気になって、その功はやがて、周代八百年の基を開いたのである。──古人の賢人を敬うことは、みなこのようであった。思い見よ、汝自身の天性と学問を。──もし先方へ参って、今のような無礼を放言したら、玄徳の礼も、空しきものとなる。関羽一名を供にして行くから、汝は留守をしておるがいい」

　云い捨てて、玄徳は早、城中から馬をすすめていた。

　ひどく叱られて、張飛は、一時ふくれていたが、関羽も供についてゆくのを見ると、

「一日たりとも、家兄このかみのそばを離れているのは、一日の不幸だ。おれも行く」

　と、後から追いかけて、供のうちに加わった。

　春は浅く、残んの雪に、まだ風は冷たかったが、清朗の空の下、道は快こころよくはかどった。

　やがて、臥龍の岡につく。

　駒をおりて、玄徳は、歩行してすすむこと百歩、

「臥龍先生はご在宅か」と、慇懃いんぎん、叩門こうもんして、内へ云った。

　飄ひょうとして、ひとりの書生が、奥から馳けてきて、門をひらいた。

「おお……」

　相見れば、それはいつぞやの若者──諸葛均しょかつきんであった。

「ようこそ、お越しなされました」

「きょうは、お兄上には？」

「はい。昨日の暮れ方、家に帰って参りました」

「おお。おいでですか！」

「どうか、お通りあって、ご随意にお会いくださいまし」

　均は、そういうと、ただ長揖ちょうゆうして、立ち去ってしまった。

　張飛は見送って、

「案内にも立たず、勝手に会えとは、何たる非礼。小面こづらの憎い青二才め」

　と、何かにつけて、腹ばかり立てていた。
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　柴門さいもんを入って、園を少しすすむと、また、かたわらに風雅な内門が見える。

　いつもは開いているそこの木戸が、今日のみは閉まっていた。ほとほと訪れて叩くと、墻かきの梅が繽紛ひんぷんとこぼれ落ちてくる。

「どなたですか」

　内から開けて、顔をだしたのは、いつも取次に出る童子だった。

　玄徳は、笑顔をたたえ、

「おお仙童。たびたび労をわずらわして、大儀ながら、先生に報じくれぬか。新野の玄徳が参ったと」

　すると童子も、きょうは日頃とちがって、ことばつきまで丁寧に、

「はい。先生は家においでなさいますが、いま草堂で午睡ひるねしていらっしゃいます。まだお眼ざめになりませんが」

「お午睡中か。……では、そのままにしておいて下さい」

　そして関羽と張飛に、

「そち達は、内門の外に控えておれ。──お眼ざめになるまでしばしお待ちしよう」

　と、独り静かに入って行った。

　草堂の周りは早春の光なごやかに幽雅な風色につつまれている。ふと、堂上を見れば、几席きせきのうえにのびのびと安臥あんがしている一箇の人がある。

　これなん、孔明その人ならんと、玄徳は階下に立ち、叉手さしゅして、彼が午睡のさめるのを待っていた。

　白い、小蝶が、牀しょうのあたりにとまっていたが、やがて書斎の窓の下へ舞ってゆく。

　中天にあった陽は、書堂の壁を、一寸二寸とかげってきた。──玄徳は倦うまず動かず、なお凝然と、さめる人を待っていた。

「あーっ。眠くなった。家兄このかみはいったいどうしたんだい」

　こう大あくびを放って、無作法にいう声が、墻かきの外で聞えた。あまり長いので退屈してきた張飛らしい。

「……おや。家兄は、階下にたったままじゃないか」

　張飛は、墻の破れ目から、中をのぞきこんでいたが、たちまち、面に朱をそそいで、関羽へ喰ってかかるように云った。

「ふざけた真似をしていやがる。まあ、中をうかがってみろ。われわれの主君を、一刻余りも階下に立たせておいたまま、孔明は牀の上で、ゆうゆうと午睡していやがる。……なんたる無礼、傲慢ごうまん、もう勘弁相ならぬ」

「しっ。しっ……」

　関羽は、また彼の虎髯とらひげが、逆立ちかけてきたのを見て、眼で抑えた。

「墻かきの内へ聞えるではないか。静かに、もうしばらく、容子を見ていろ」

「いや、聞えたってかまわん。あの似非えせ君子が、起きるか起きないか、試しに、この家へ火をつけてみるんだ」

「ばかな真似をするな」

「いいよ。離せ」

「また悪い癖を出すか。さような無茶をすると、貴様の髯に火をつけるぞ」

　ようやくなだめているうちにも、書窓の廂ひさしに、陽は遅ち々ちと傾きかけながら、堂上の人の眠りは、いつさめるとも見えなかった。

「…………」

　ふと、孔明は寝がえりをうった。

　起きるかと見ていると、また、そのまま、壁のほうへ向って、昏々と眠ってしまう。

　童子がそばへ寄って、呼び起そうとするのを、玄徳は階下から、黙って、首を振ってみせた。

　そしてまた、半刻ほど経った。

　すると、寝ていた人は、ようやく眼をさまし、身を起しながら、低声微吟して曰いうらく、

大夢誰かまず覚さむ

平生我れ自ら知る

草堂に春睡しゅんすい足たって

窓外に日は遅ち々ちたり


　吟じおわると、孔明は、身をひるがえして、几席きせきを離れた。

「童子、童子」

「はい」

「たれか、客が見えたのではないか。そこらに人の気はいがするが」

「お見えです、劉皇叔りゅうこうしゅく──新野の将軍が、もう久しいこと、階下にたって、お待ちになっておられます」

「……劉皇叔が」

　孔明は切れの長い眼を、しずかに玄徳のほうへ向けた。
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「なんで早く告げなかったか」

　孔明は、童子にいうと、つと、後堂へ入って行った。口をそそぎ、髪をなで、なお、衣服や冠もあらためて、ふたたび出てくると、

「失礼しました」と、謹んで、客を迎え、なおこういって詫びた。

「一睡のうちに、かかる神雲が、茅屋ぼうおくの廂下しょうかに降りていようなどとは、夢にもおぼえず、まことに、無礼な態をお目にかけました。どうか、悪しからず」

　玄徳は、たえず微笑をもって、悠揚ゆうようと、座につきながら、

「なんの、神雲は、この家に常にただようもの。わたくしは、漢室の鄙徒ひと、涿郡たくぐんの愚夫。まあ、そんな者でしかありません。先生の大名は、耳に久しく、先生の神韻縹渺しんいんひょうびょうたるおすがたには、今日、初めて接する者です。どうかこの後は、よろしくご示教を」

「ご謙遜でいたみ入る。自分こそ、南陽の一田夫。わけて、かくの如く、至って懶惰らんだな人間です。あとで、あいそをお尽かしにならないように」

　賓主ひんしゅは、座をわかって、至極、打ちとけた容子である。そこへ、童子が、茶を献じる。

　孔明は、茶をすすりながら、

「旧冬、雪の日に、お遺のこしあったご書簡を見て、恐縮しました。──そして将軍が民を憂い国を思う情の切なるものは、充分に拝察できましたが、如何せん、私はまだ若年、しかも菲才ひさい、ご期待にこたえる力がないことを、ただただ遺憾に思うばかりです」

「…………」

　玄徳はまず彼の語韻ごいんの清々すがすがしさに気づいた。低からず、高からず、強からず、弱からず、一語一語に、何か香気のあるような響きがある。余韻がある。

　すがたは、坐していても、身長みのたけことにすぐれて見え、身には水色の鶴氅かくしょうを着、頭には綸巾りんきんをいただき、その面は玉瑛ぎょくえいのようだった。

　たとえていえば眉に江山の秀をあつめ、胸に天地の機を蔵し、ものいえば、風ゆらぎ、袖を払えば、薫々くんくん、花のうごくか、嫋々じょうじょう竹そよぐか、と疑われるばかりだった。

「いやいや。あなたをよく知る司馬徽しばきや徐庶じょしょのことばに、豈あに、過あやまりがありましょうか。先生、愚夫玄徳のため、まげてお教えを示して下さい」

「司馬徽や徐庶は、世の高士ですが、自分はまったく、ありのままな、一農夫でしかありません。何で、天下の政事まつりごとなど、談じられましょう。──将軍はおそらく玉を捨てて石を採るようなお間違いをなされている」

「石を玉と見せようとしてもだめなように、玉を石と仰せられても、信じる者はありません。いま、先生は経世の奇才、救民の天質を備えながら、深く身をかくし、若年におわしながら、早くも山林に隠操いんそうをお求めになるなどとは──失礼ながら、忠孝の道に背そむきましょう。玄徳は惜しまずにいられません」

「それは、どういうわけですか」

「国みだれ、民安からぬ日は、孔子でさえも民衆の中に立ちまじり、諸国を教化して歩いたではありませんか。今日は、孔子の時代よりも、もっと痛切な国患の秋ときです。ひとり廬にこもって、一身の安きを計っていていいでしょうか。──なるほど、こんな時代に、世の中へ出てゆけば、たちまち、俗衆と同視せられ、毀誉褒貶きよほうへんの口の端にかかって、身も名も汚けがされることは知れきっていますが──それをしも、忍んでするのが、真に国事に尽すということではありませんか。忠義も孝道も、山林幽谷のものではありますまい。──先生、どうか胸をひらいて、ご本心を語ってください」

　再拝、慇懃いんぎん、態度は礼をきわめているが、玄徳の眼まなこには、相手へつめ寄るような情熱と、吐いて怯ひるまない信念の語気とをもっていた。

「…………」

　孔明は、細くふさいでいた睫毛を、こころもち開いて、静かな眸で、その人の容子を、ながめていた。


赤壁の巻



出廬しゅつろ
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　十年語り合っても理解し得ない人と人もあるし、一夕せきの間に百年の知己ちきとなる人と人もある。

　玄徳と孔明とは、お互いに、一見旧知のごとき情を抱いた。いわゆる意気相許したというものであろう。

　孔明は、やがて云った。

「もし将軍が、おことばの如く、真に私のような者の愚論でもおとがめなく、聴いて下さると仰っしゃるなら、いささか小子しょうしにも所見がないわけでもありませんが……」

「おお。ねがわくは、忌憚きたんなく、この際の方策を披瀝ひれきしたまえ」

　と、玄徳は、襟えりをただす。

「漢室の衰兆すいちょう、蔽おおいがたしと見るや、姦臣かんしん輩出はいしゅつ、内外をみだし、主上はついに、洛陽を捨て、長安をのがれ給い、玉車に塵ちりをこうむること二度、しかもわれら、草莽そうもうの微臣どもは、憂えども力及ばず、逆徒の猖獗しょうけつにまかせて現状に至る──という状態です。ただ、ただ今も失わないのは、皎々こうこう一片ぺんの赤心のみ。先生、この時代に処する計策は何としますか」

　孔明は、いう。

「されば。──董卓とうたくの変このかた、大小の豪傑は、実に数えきれぬほど、輩出しております。わけても河北の袁紹えんしょうなどは、そのうちでも強大な最有力であったでしょう。──ところが、彼よりもはるかに実力もなければ年歯も若い曹操そうそうに倒されました」

「弱者がかえって強者を仆す。これは、天の時でしょうか。地の利にありましょうか」

「人の力──思想、経営、作戦、人望、あらゆる人の力によるところも多大です。その曹操は、いまや中原ちゅうげんに臨んで、天子をさしはさみ、諸侯に令して、軍、政二つながら完まったきを得、勢い旭日のごときものがあり、これと鉾ほこを争うことは、けだし容易ではありません。──いや。もう今日となっては、彼と争うことはできないといっても過言ではありますまい」

「……ああ。時はすでに、去ったでしょうか」

「いや。なおここで、江南から江東地方をみる要があります。ここは孫権そんけんの地で、呉主すでに三世を歴けみしており、国は嶮岨けんそで、海山の産に富み、人民は悦服えっぷくして、賢能の臣下多く、地盤まったく定まっております。──故に、呉の力は、それを外交的に自己の力とすることは不可能ではないにしても、これを敗って奪とることはできません」

「むむ。いかにも」

「──こうみてまいると、いまや天下は、曹操と孫権とに二分されて、南北いずれへも驥足きそくを伸ばすことができないように考えられますが……しかしです……唯ここにまだ両者の勢力のいずれにも属していない所があります。それがこの荊州けいしゅうです。また、益州えきしゅうです」

「おお」

「荊州の地たるや、まことに、武を養い、文を興すに足ります。四道、交通の要衝にあたり、南方とは、貿易を営むの利もあり、北方からも、よく資源を求め得るし、いわゆる天府の地ともいいましょうか。──加うるに、今、あなたにとって、またとなき僥倖ぎょうこうを天が授けているといえる理由は──この荊州の国主劉表りゅうひょうが優柔不断ゆうじゅうふだんで、すでに老病の人たる上に、その子劉琦りゅうき、劉琮りゅうそうも、凡庸ぼんよう頼むに足りないものばかりです。──益州（四川省）はどうかといえば、要害堅固で、長江の深流、万山のふところには、沃野よくや広く、ここも将来を約されている地方ですが、国主劉璋りゅうしょうは、至って時代にくらく、性質もよくありません。妖教ようきょう跋扈ばっこし、人民は悪政にうめき、みな明君の出現を渇望しております。──さあ、ここです。この荊州に起り、益州を討ち、両州を跨有こゆうして、天下に臨まんか、初めて、曹操とも対立することができましょう。呉とも和戦両様の構えで外交することが可能です。──さらに、竿頭かんとう一歩、漢室の復興という希望も、はや、痴人ちじんの夢ではありません。その実現を期することができる……と、私は信じまする」

　孔明は、細論して余すところなかった。かくその抱負を人に語ったのは、おそらく今日が初めてであろう。
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　孔明の力説するところは、平常の彼の持論たる

　＝支那三分の計＝であった。

　一体、わが大陸は広すぎる。故に、常にどこかで騒乱があり、一波万波をよび、全土の禍いとなる。

　これを統一するは容易でない。いわんや、今日においてはである。

　いま、北に曹操があり、南に孫権ありとするも、荊州、益州の西蜀せいしょく五十四州は、まだ定まっていない。

　ちと、遅まきながら、起つならば、この地方しかない。

　北に拠った曹操は、すなわち天の時を得たものであり、南の孫権は、地の利を占めているといえよう。将軍はよろしく人の和をもって、それに鼎足ていそくの象かたちをとり、もって、天下三分の大気運を興すべきである──と、孔明は説くのであった。

　玄徳は、思わず膝を打って、

「先生の所説を伺い、何かにわかに、雲霧をひらいて、この大陸の隈くまなき果てまで、一望に大観されてきたような心地がします。益州の精兵を養って、秦川しんせんに出る。ああ、今までは、夢想もしていなかった……」と、その眸は、将来の希望と理想に、はや燃えるようだった。

　この時、孔明は、童子を呼んで、

「書庫にあるあの大きな軸を持ってきて、ご覧に入れよ」と、命じた。

　やがて童子は、自分の背丈せいよりも長い一軸を抱えてきて、壁へかけた。

　西蜀五十四州の地図である。

　それを指して、

「どうです、天地の大は」

　と、孔明は世上に血まなことなっている人々の、瞳孔の小ささをわらった。

　──が、玄徳は、ここに唯ひとつのためらいを抱いた。それは、

「荊州の劉表りゅうひょうといい、益州の劉璋りゅうしょうといい、いずれも、自分と同じ漢室の宗親ですから、その国を奪うにしのびません。いわゆる同族相せめぐの誹そしりも、まぬがれますまい」という点であった。

　孔明の答は、それに対して、すこぶる明確なものだった。

「ご心配には及びません」と、彼は断じるのである。

「劉表の寿命は、早晩、おのずからつきるでしょう。かれの病はかなり篤いと、襄陽じょうようのさる医家から、耳にしています。痼疾こしつがなくても、すでに年齢としが年齢ではありませんか。その子たちは、これまた、いうに足りません。一方、益州の劉璋は、なお健在なりとはいえ、その国政のみだれ、人民の苦しみ、誰か、それを正すを、仁義なしといいましょう。むしろ、そういう塗炭とたんの苦しみを除いて、民土に福利と希望を与えてやるこそ、将軍のご使命ではありませんか。──然らずして、あなたが、天下に呼号し、魏ぎ・呉を向うにまわして、鼎立ていりつを計る意義がどこにありまするか」

　一言のもとに、玄徳は心服して、その蒙もうを謝し、

「いや、よく分りました。思うに、愚夫玄徳の考えは、事ごとに、大義と小義とを、混同しているところから起るものらしい。豁然かつぜんと、いま悟られるものがあります」

「総じて、みな人のもっている弱点です。将軍のみではありません」

「ねがわくは、どうか、朝夕ちょうせき帷幕いばくにあって、遠慮なく、この愚夫をお教え下さい」

「いや」と、孔明は、急にことばをかえて云った。

「今日、いささか所信を述べたのは、先頃からの失礼を詫びる寸志のみです。──朝夕お側にいるわけにはゆきません。自分はやはり分を守って、ここに晴耕雨読せいこううどくしていたい」

「先生が起たれなければ、ついに漢の天下は絶え果てましょう。ぜひなきこと哉かな」

　と、玄徳は落涙した。
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　至誠は人をうごかさずにおかない。玄徳は天下の為に泣くのであった。その涙は一箇のためや、小さい私情に流したものではない。

「…………」

　孔明は、沈思しているふうだったが、やがて唇を開くと、静かに、しかし力づよい語韻でいった。

「いや、お心のほどよく分りました。もし長くお見捨てなくば、不肖ながら、犬馬の労をとって、共に微力を国事に尽しましょう」

　聞くと、玄徳は、

「えっ。では、それがしの聘へいに応じて、ご出廬しゅつろくださいますか」

「何かのご縁でしょう。将軍は私にめぐり会うべく諸州をさまよい、私は将軍のお招きを辱かたじけのうすべく今日まで田野の廬ろにかくれて陽の目を待っていたのかも知れません」

「余りにうれしくて、何やら夢のような心地がする」

　玄徳は、関羽と張飛を呼んで仔細を語り、また供に持たせてきた金帛きんぱくの礼物を、

「主従かための印しるしばかりに」と、孔明へ贈った。

　孔明は辞して受けなかったが、大賢たいけんを聘へいすには礼儀もある。自分の志ばかりの物だからといわれて、

「では、有難く頂きましょう」

　と、家弟の諸葛均しょかつきんにそれをおさめさせた。

　孔明は、それと共に、弟の均きんへ、こう云いふくめた。

「たいして才能もないこの身に対して、劉皇叔りゅうこうしゅくには、三顧この礼をつくし、かつ、過分な至嘱ししょくをもって、自分を聘せられた。性来の懦夫だふも起たざるを得ぬではないか。──兄はただ今より即ち皇叔に附随して新野しんやの城へゆくであろう。汝は、嫂あによめをいつくしみ、草廬そうろをまもって、天の時をたのしむがよい。──もし幸いに、功成り名をとげる日もあれば、兄もまたここへ帰ってくるであろう」

「はい。……その日の来るのを楽しみに、留守をしております」

　均は、つつしんで、兄の旨を領諾りょうだくした。

　その夜、玄徳は、ここに一泊し、翌る日、駒を並べて、草庵を立った。

　かくて岡を降ってくると──前の夜にこの趣を供の者が新野に告げに行ったとみえて、──迎えの車が村まできていた。

　玄徳は孔明とひとつ車に乗り、新野の城内へ帰る途中も、親しげに語り合っていた。

　このとき孔明は二十七歳、劉備玄徳は四十七であった。

　新野に帰ってからも、ふたりは寝るにも、室を共にし、食事をするにも、卓をべつにしたことがない。

　昼夜、天下を論じ、人物を評し、史を按あんじ、令を工夫していた。

　孔明が、新野の兵力をみると、わずか数千の兵しかない。財力もきわめて乏しい。そこで劉備にすすめた。

「荊州は、人口が少ないのでなく、実は戸籍にのっている人間が少ないのです。ですから、劉表にすすめて、戸簿を整理し、遊民を簿冊ぼさつに入れて、非常の際は、すぐ兵籍に加え得るようにしなければいけません」といった。

　また自分が、保券ほけんの証人となって、南陽の富豪大姓黽氏たいせいぼうしから、銭ぜに千万貫を借りうけ、これをひそかに劉備の軍資金にまわして、その内容を強化した。

　とまれ、孔明の家がらというものは、その叔父だった人といい、また現在呉に仕えている長兄の諸葛瑾しょかつきんといい、彼の妻黄氏こうしの実家といい、当時の名門にちがいなかった。しかも、孔明の誠実と真摯しんしな人格だけは、誰にも認められていたので──彼を帷幕いばくに加えた玄徳は──同時に彼のこの大きな背景と、他方重い信用をも、あわせて味方にしたわけである。

　遠大なる「天下三分の計」なるものは、もちろん玄徳と孔明のふたりだけが胸に秘している大策で、当初はおもむろに、こうしてその内容の充実をはかりながら、北支・中支のうごき、また、江西・江南の時の流れを、きわめて慎重にながめていたのであった。




呉ごの情熱
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　眼を転じて、南方を見よう。

　呉は、その後、どういう推移と発展をとげていたろうか。

　ここ数年を見較べるに──

　曹操は、北方攻略という大事業をなしとげている。

　玄徳のほうは、それに反して、逆境また逆境だったが、隠忍よく生きる道を見つけては、ついに孔明の出廬をうながし、孔明という人材を得た。

　広大な北支の地を占めた曹操の業と、一箇の人物を野から見出した玄徳の収穫と、いずれが大きく、いずれが小さいか、この比較は、その結果を見るまでは、軽々しく即断はできない。

　この間にあって、呉の発展は、あくまで文化的であり、内容の充実にあった。

　何しろ、先主孫策のあとを継いで立った孫権は、まだ若かった。曹操より二十八も年下だし、玄徳とくらべても、二十二も若い当主である。

　それと、南方は、天産物や交通にめぐまれているので期せずして、人と知識はここに集まった。文化、産業、ひいては軍需、政治などの機能が活溌な所以である。

　時。──建安の七年頃だった。──すなわち孔明出廬のときよりさかのぼること六年前である。

　美しい一艘の官船が檣頭しょうとうに許都きょと政府の旗をかかげて、揚子江ようすこうを下ってきた。

　中央からの使者であった。

　使者の一行は、呉会の賓館ひんかんにはいって、のち城中に登り、曹操の旨をつたえて、

「まだご幼少にいらせられる由ですが、孫閣下のご長男を、このたび都へ召されることになりました。朝廷においてご教育申しあげ、成人の後は、官人となされたいお心からです。──もちろん帝の有難い思し召も多分にあることで」と、申し入れた。

　ことばの上から見ると非常な光栄のようであるが、いうまでもなく、これは人質を求めているのである。

　呉のほうでも、そこは知れきっていることだが、うやうやしく恩命を謝して、

「いずれ、一門評議のうえ、あらためて」

　と、答えて、問題の延引策を取っていた。

　その後も、度々、長子を上洛のぼらせよと、曹操のほうから催促がくる。朝廷を擁しているだけに、彼の命は、すでに彼の命にとどまらない絶対権をおびていた。

「母君。いかがしたものでしょう」

　孫権はついに、老母の呉夫人の耳へも入れた。

　呉夫人は、

「あなたにはもう良い臣下がたくさんあるはずです。なぜこんな時こそ、諸方の臣を招いて衆智に訊いてみないのか」と云った。

　考えてみると、問題は、子ども一人のことではない。質子ちしを拒めば、当然、曹操とは敵国になる。

　そこで、呉会の賓館ひんかんに、大会議をひらいた。

　当時、呉下の智能はほとんど一堂に集まったといっていい。

　張昭、張絋ちょうこう、周瑜しゅうゆ、魯粛ろしゅくなどの宿将をはじめとして、

　彭城ほうじょうの曼才まんさい、会稽かいけいの徳潤とくじゅん、沛県はいけんの敬文、汝南じょなんの徳枢とくすう、呉郡の休穆きゅうぼく、また公紀、烏亭うていの孔休こうきゅうなど。

　かの水鏡先生が、孔明と並び称して──伏龍ふくりゅう、鳳雛ほうすうといった──その鳳雛とは、襄陽じょうようの龐統ほうとうのことだが、その龐統も見えている。

　そのほか、汝陽じょようの呂蒙りょもうとか、呉郡の陸遜りくそんとか、瑯琊ろうやの徐盛じょせいとか──実に人材雲のごとしで、呉の旺さかんなことも、故なきではないと思わせられた。

「いま曹操が、呉に人質を求めてきたのは、諸侯の例によるものである。質子を出すは、曹操に服従を誓うものであり、それを拒むことは、即敵対の表示になる。いまや呉は重大な岐路に立ち至った。いかにせばよいか、どうか、各位、忌憚きたんなくご意見を吐露していただきたい」

　張昭が議長格として、まず席を起ち、全員へこう発言を求めた。
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　こもごもに起って、各自が、説くところ論じるところ、種々いろいろである。

　質子ちし、送るべし。

　となす者。

　質子、送るべからず。

　と、主張する者。

　ようやく、会議は、二派にわかれ、討論果てしなく見えたが、

「周瑜しゅうゆに一言させて下さい」と、初めて彼が発言を求めた。

　呉夫人の妹の子である周瑜は、先主孫策そんさくと同い年であったから、孫権よりは年上だが、諸大将のうちでは、最年少者であった。

「そうだ、周瑜のことばを聞いてみよう。説きたまえ」

　人々は、しばらく彼に耳をかした。

　周瑜は、起立していう。

「僭越ですが、私は、楚国そこくの始めを憶いおこします。楚ははじめ、荊山けいざんのほとり、百里に足らない土地を領し、実に微び々びたるものでしたが、賢能の士が集まって、ついに九百余年の基もとをひらきました。──いまわが呉は、孫将軍が、父兄の業をうけて、ここに三代、地は六郡の衆を兼ね、兵は精にし、粮ろうは豊山ほうざんを鋳いて銅あかがねとなし、海を煮て塩となす。民たみ乱らんを思わず、武士は勁勇けいゆう、むかうところ敵なしです」

「…………」

　彼の演舌を聞くのは初めての人々もあったらしく、多くは、その爽やかな弁と明白な理論に、意外な面持を見せていた。

「……しかるに、何を恐れて、いま曹操の下風かふうに媚びる必要がありましょう。質子を送るは、属領を承認するも同じです。招かれれば、呉将軍たりと、いつでも都へ上らねばならぬ、然るときは、相府に身をかがめ、位階は一侯を出いでず、車数乗、馬幾匹定さだめ以上の儀装もできません。いわんや、南面して、天下の覇業はぎょうを行わんなど、思いもよらぬ夢でしょう。──まずここは、あくまで、無言をまもり質子も送らず、曹操のうごきを見ている秋ときではないでしょうか。曹操が真に漢朝の忠臣たる正義を示して天下に臨むなら、その時初めて、国交を開いても遅くはありません。またもし、曹操が暴逆をあらわし、朝廷に忠なる宰相でないようなら、その時こそ、呉は天の時を計って、大いに為なすある大理想をもたねばなりますまい」

「……然り矣い」

「そうだ。その時だ」

　述べおわって、周瑜が、席へついても、しばらくは皆、感じ合ったまま、粛しゅくとしていた。

　意見は、完全に、一致を見た。無言のうちに、ひとつになっていた。

　この日、簾中れんちゅうに、会議のもようを聴いていた呉夫人も、甥の周瑜の器量をたのもしく思って、後に、近く彼を招き、

「おまえは、孫策と同年で、一月おそく生れたばかりだから、わが子のように思われる。これからも、よく孫権を扶けて賜たも」と、ねんごろなことばであった。

　かくて、この問題は、呉の黙殺により、そのままになってしまった。が中央の威権は、いたく傷つけられたわけである。

　曹操も、以来、使いを下してこなかった。──或る重大決意を、呉に対して抱いたであろうことは想像に難くない。

　宣戦せざる宣戦──無言の国交断絶状態にはいった。

　が、長江の水だけは、千里を通じている。

　そのうちに。

　建安八年の十一月ごろ。

　孫権は、出征の要に迫られた。荊州の配下、江夏こうか（湖北省・武昌）の城にある黄祖こうそを攻めるためだった。

　兵船をそろえ、兵を満載して、呉軍は長江をさかのぼってゆく。

　その軍容はまさに、呉にのみ見られる壮観であった。
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　この戦では、初め江上の船合戦で、呉軍のほうが、絶対的な優勢を示していたが、将士共に、

「黄祖の首は、もう掌てのうちのもの」

　と、あまりに敵を見くびりすぎた結果、陸戦に移ってから、大敗を招いてしまった。

　もっとも大きな傷手いたでは、孫権の大将凌操りょうそうという剛勇な将軍が、深入りして、敵の包囲に遭い、黄祖の麾下きか甘寧かんねいの矢にあたって戦死したことだった。

　ために、士気は沮喪そそうし、呉軍は潰走を余儀なくされたが、この時、ひとり呉国の武士のために、万丈の気を吐いた若者があった。

　それは将軍凌操の子凌統りょうとうで、まだ十五歳の年少だったが、父が、乱軍の中に射たおされたと聞くや、ただ一名、敵中へ取って返し、父の屍かばねをたずねて馳せ返ってきた。

　孫権は、いち早く、

「この軍いくさは不利」と、見たので、思いきりよく本国へ引揚げてしまったが、弱冠凌統の名は、一躍味方のうちに知れ渡ったので、

「まるで、凌統を有名にするために、戦いに行ったようなものだ」と、時の人々はいった。

　翌九年の冬。

　孫権の弟、孫翊そんよくは、丹陽たんようの太守となって、任地へ赴いた。

　なにしろ、まだ若い上に、孫翊の性格は、短気で激越だった。おまけに非常な大酒家で、平常、何か気に入らないことがあると、部下の役人であろうと士卒であろうと、すぐ面罵めんばして鞭打つ癖があった。

「殺やってしまおう」

「貴様がその決意ならば、俺も腕をかす」

　丹陽の都督ととくに、嬀覧ぎらんという者がある。同じ怨みを抱く郡丞ぐんじょうの戴員たいいんと、ついにこういう肚を合わせ、ひそかに対手あいての出入りをうかがっていた。

　しかし、孫翊そんよくは、若年ながら大剛の傑物である。つねに剣を佩いて、眼気がんきに隙すきも見えないため、むなしく機を過していた。

　そこで二人は、一策を構え、呉主孫権に上申して、附近の山賊を討伐したい由を願った。

　すぐ、許しが出たので、嬀覧はひそかに、孫翊の大将辺洪へんこうという者を同志に抱きこんで、県令や諸将に、評議の招きを発した。評議のあとは、酒宴ということになっている。

　孫翊も、もちろん欠かせない会合であるから、時刻がくると、身仕度して、

「じゃあ、行ってくるぞ」と、妻の室へ声をかけた。

　彼の妻は、徐氏じょしという。

　呉には美人が多いが、その中でも、容顔世に超えて、麗名の高かった女性である。そして、幼少から易学を好み、卜うらないをよくした。

　この日も、良人の出るまえに、ひとり易を立てていたが、

「どうしたのでしょう。今日に限って、不吉な卦けが出ました。なんとか口実をもうけて、ご出席は、お見合わせ遊ばして下さいませ」

　しきりと、ひきとめた。

　けれど孫翊は、

「ばかをいえ、男同士の会合に、そうは行かないよ。ははは」

　気にもかけず出かけてしまった。

　評議から酒宴となって、帰館は夜に入った。大酒家の孫翊は、蹌踉そうろうと、門外へ出てきた。かねてしめし合わせていた辺洪へんこうは、ふいに躍りかかって、孫翊を一太刀に斬り殺してしまった。

　すると、その辺洪をそそのかした嬀覧、戴員たいいんのふたりが、急に驚いた態をして、

「主を害した逆賊め」と、辺洪を捕え、市まちへ引きだして、首を斬ろうとした。

　辺洪は、仰天して、

「約束がちがう。この悪党め。張本人は、貴様たちでないか」

　と、喚わめいたが、首は喚いている間に、地へ落ちていた。




四



　嬀覧の悪は、それだけに止まらない。なお、べつな野望を抱いていたのである。

　一方、孫翊の妻の徐氏じょしは、良人の帰りがおそいので、

「もしや、易に現れたように、何か凶事があったのではないか」

　と、自分の卜うらないが的中しないことを今はしきりに祷いのっていた。気のせいか、こよいに限って、燈火ともしびの色も凶わるい。

「どうして、こんなに胸騒ぎが……？」

　ふと、帳とばりを出て、夜の空を仰いでいると、中門のほうから歩廊へかけて、どやどやと一隊の兵が踏みこんできた。

「徐氏じょしか」

　先頭のひとりがいう。

　見ると、刀を横たえた都督ととく嬀覧ぎらんだった。

　兵をうしろに残して、ずかずかと十歩ばかり進んでくると、

「夫人。あなたの良人孫翊そんよくは、こよい部下の辺洪へんこうのため、会館の門外で斬り殺された。──が下手人辺洪は、即座にひッ捕えて、市へひきだし首を打ち落して、讐かたきを取った。──この嬀覧があなたに代って仇を打ってあげたのだ」

　恩きせがましく、こういって、

「もう悲しまぬがよい。何事もこれからは、嬀覧がお力になってあげる。この嬀覧にご相談あるがよい」と、腕をとらえて、彼女の室へはいろうとした。

「…………」

　徐氏は一時茫然としていたが、軽く、腕を払って、

「いまは、何も、ご相談を願うこともありません」

「では、また参ろう」

「人の眼もあります。月の末の──晦日つごもりにでも」

　徐氏が涙を含まないのみか、むしろ媚こびすら見える眸に、嬀覧は独りうなずいて、

「よろしい、では、その時に」と、有頂天になって帰った。

　底知れぬ悪党とは、嬀覧のごときをいうのだろう、彼は疾とくから徐氏の美貌をうかがって毒牙を磨いていたのである。

　徐氏は、悲嘆のうちに、良人おっとの葬儀を終って、後、ひそかに亡夫の郎党で、孫高そんこう、傅嬰ふえいという二人の武士を呼んだ。

　そして、哭ないていうには、

「わが夫つまを殺した者は、辺洪ということになっているが、妾わらわは信じません。真の下手人は、都督ととく嬀覧です。卜うらないのうえでいうのではない、証拠のあることです、そなた達へ向って、口にするも恥かしいが、嬀覧は妾に道ならぬ不義をいどみかけている。妻になれと迫るのです。……で、虫をころして、晦日の夜に来るように約束したから、そのときは、妾の声を合図に、躍りかかって、良人の仇を刺して賜たも。どうかこの身に力をかして賜もれ」

　忠義な郎党と、彼女が見抜いて打明けた者だけに、二人は悲涙をたたえて、亡君の恨み、誓って晴らさんものと、その夜を待っていた。

　嬀覧は、やって来た。──徐氏は化粧して酒盞しゅさんを清めていた。

　すこし酔うと、

「妻になれ、否か応か」

　嬀覧は、本性をあらわして、徐氏の胸へ、剣を擬して強迫した。

　徐氏は、ほほ笑んで、

「あなたのでしょう」と、いった。

「もちろん、俺の妻になれというのにきまっている」

「いいえ、良人おっとの孫翊を殺させた張本人は」

「げっ？　な、なんだ」

　徐氏は、ふいに、彼の剣の手元をつかんで、死物狂いに絶叫した。

「良人の仇っ。──傅嬰ふえいよ！ 孫高そんこうよ！ この賊を、斬り伏せておくれっ」

「──応っ」

　と、躍りでた二人の忠僕は、嬀覧のうしろから一太刀ずつあびせかけた。徐氏も奪い取った剣で敵の脾腹を突きとおした。そして初めて、朱あけの中にうっ伏しながら哭なけるだけ哭いていた。




鈴音れいおん



一



　孫高そんこう、傅嬰ふえいの二人は、その夜すぐ兵五十人をつれて、戴員たいいんの邸を襲い、

「仇の片割れ」と、その首を取って主君の夫人徐氏へ献じた。

　徐氏はすぐ喪服もふくをかぶって、亡夫の霊を祭り、嬀覧、戴員二つの首を供えて、

「お怨みをはらしました。わたくしは生涯他家へは嫁ぎません」と、誓った。

　この騒動はすぐ呉主孫権の耳へ聞えた。孫権は驚いて、すぐ兵を率いて、丹陽に馳せつけ、

「わが弟を討った者は、われに弓を引いたも同然である」

　と、一類の者、ことごとく誅罰ちゅうばつした後、あらためて、孫高、傅嬰のふたりを登用し、牙門督兵がもんとくへいに任じた。

　また、弟の妻たる徐氏には、

「あなたの好きなように、生涯を楽しんでください」と、禄地を添えて、郷里の家へ帰した。

　江東の人々は、徐氏の貞烈ていれつをたたえて、

「呉の名花だ」と、語りつたえ、史冊しさつにまで名を書きとどめた。

　それから三、四年間の呉は、至極平和だったが建安十二年の冬十月、孫権の母たる呉夫人が大病にかかって、

「こんどは、どうも？」と、憂えられた。

　呉夫人自身も、それを自覚したものとみえる。危篤の室へ、張昭ちょうしょうや周瑜しゅうゆなどの重臣を招いて遺言した。

「わが子の孫権は、呉の基業をうけてからまだ歳月も浅く年齢も若い。張昭と周瑜のふたりは、どうか師傅しふの心をもって、孫権を教えてください。そのほかの諸臣も、心をあわせて、呉主を扶け、かならず国を失わぬように励まして賜たもれ。江夏の黄祖は、むかしわが夫つまの孫堅を滅ぼした家の敵ですから、きっと冤あだを報じなければなりませぬ……」

　また、孫権にむかっては、

「そなたには、そなただけの長所もあるが、短所もある。お父上の孫堅そんけん、兄君の孫策そんさく、いずれも寡兵かへいをひっさげて、戦乱の中に起ち、千辛万苦の浮沈をつぶさにおなめ遊ばして、はじめて、呉の基業をおひらきなされたものじゃが、そなたのみは、まったく呉城の楽園に生れて楽園に育ち、今、三代の世を受けついで君臨しておられる。……ゆめ、驕慢きょうまんに走り、父兄のご苦労をわすれてはなりませんぞ」

「ご安心ください」

　孫権は、老母の手を、かろく握って、その細さにおどろいた。

「──それから張昭や、周瑜などは、良い臣ですから、呉の宝ぞと思い、平常、教えを聞くがよい。……また、わたくしの妹も、後堂にいる。いまから後は、そなたの母として、仕えなければいけません」

「……はい」

「わたくしは、幼少のとき、父母に早くわかれ、弟の呉景ごけいと、銭塘せんとうへ移って暮しているうち、亡き夫つまの孫堅に嫁したのでした。そして四人の子を生んだ。……けれど、長男の孫策も若死してしまい、三男の孫翊そんよくも先頃横死してしもうた。……残っているのは、そなたと、末の妹のふたりだけじゃ、……権よ。あのひとりの妹も、よく可愛がってやっておくれ。……よい婿むこをえらんで嫁がせてくださいよ。……もし、母のことばを違たがえたら、九泉きゅうせんの下で、親子の対面はかないませんぞ」

　云い終ると、忽然こつぜん、息をひきとった。

　枕頭をめぐる人々の嗚咽おえつの声が外まで流れた。

　高陵の地、父の墓のかたわらに、棺槨衣衾かんかくいきんの美を供えて、孫権はあつく葬った。歌舞音曲の停とまること月余、ただ祭祠まつりの鈴音と鳥の啼く音ばかりであった。
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　喪もの冬はすぎて、歳は建安十三年に入った。

　江南の春は芽ぐみ、朗天は日々つづく。

　若い呉主孫権は、早くも衆臣をあつめて、

「黄祖を伐うとうではないか」と評議にかけた。

　張昭はいう。

「まだ母公の忌年きねんもめぐってこないうちに、兵を動かすのは如何なものでしょう」

　周瑜しゅうゆはそれに対して、

「黄祖を伐てとは、母君のご遺言の一つであった。何で喪にかかわることがあろう」と酬いた。

　いずれを採るか、孫権はまだ決しかねていた。

　ところへ、都尉とい呂蒙りょもうがきて、一事件を披露した。

「それがし龍湫りゅうしゅうの渡口わたしを警備しておりますと、上流江夏こうかのほうから、一艘の舟がただよい来って、二十名ほどの江賊が、岸へ上がって参りました」

　呂蒙はまず、こう順を追って、次のように話したのである。

「──すぐ取囲んで、何者ぞと、取糺とりただしましたところ、頭目らしき真っ先の男がいうには──自分ことは、黄祖の手下で、甘寧かんねい字あざなを興覇こうはとよぶ者であるが、もと巴郡はぐんの臨江に育ち、若年から腕だてを好み、世間のあぶれ者を集めては、その餓鬼大将となって、喧嘩を誇り、伊達だてを競い、常に強弓、鉞まさかりを抱え、鎧を重ね、腰には大剣と鈴をつけて、江湖を横行すること多年、人々、鈴の音を聞けば……錦帆きんぱんの賊が来たぞ！ 錦帆来きんぱんらい！ と逃げ走るのを面白がって、ついには同類八百余人をかぞうるに至り、いよいよ悪行を働いていたなれど、時勢の赴くを見、前非を悔いあらため一時、荊州に行って劉表りゅうひょうに仕えていたけれど、劉表の人となりも頼もしからず、同じ仕えるなら、呉へ参って、粉骨砕身、志を立てんものと、同類を語らい、荊州を脱して、江夏まで来たところが、江夏の黄祖が、どうしても通しません。やむなく、しばらく止まって、黄祖に従っておりましたが、もとより重く用いられるわけもない。……のみならずです、或る年の戦いに、黄祖敵中にかこまれて、すんでに一命も危ういところを、自分がただ一人で、救い出してきたことなどもあったが、かつて、その恩賞すらなく、あくまで、下役の端に飼われているに過ぎないという有様でした。──しかるにまた、ここに黄祖の臣で蘇飛そひという人がある。この人、それがしの心事にふかく同情して、或る時、黄祖に向い、それとなく、甘寧かんねいをもっと登用されては如何にと──推挙してくれたことがあったのです。すると黄祖のいうには、──甘寧はもと江上の水賊である。なんで強盗を帷幕いばくに用うべき。飼いおいて猛獣の代りに使っておけば一番よろしい。──そう申したので、蘇飛そひはいよいよそれがしを憐れみ、一夜酒宴の折、右の事情を打明けて──人生いくばくぞや、早く他国へ去って、如しかじ、良主をほかに求め給え。ここにいては、足下はいかに忠勤をぬきん出ても、前科の咎とがを生涯負い、人の上に立つなどは思いよらぬことと教えてくれました。……ではどうしたらいいかを、さらに蘇飛に訊くと、近いうちに、鄂県がくけんの吏りに移すから、その時に、逃げ去れよとのことに、三拝して、その日を待ち、任地へいく舟といつわって、幾夜となく江を下り、ようやく、呉の領土まで参った者でござる。なにとぞ、呉将軍の閣下に、よろしく披露したまえと──以上、甘寧つぶさに身の上を物語って、それがしに取次ぎを乞うのでございました」

「むむ。……なるほど」

　孫権を始め、諸将みな、重々しくうなずいた。

　呂蒙りょもうは、なおこう云い足して、報告を結んだ。

「甘寧といえば、黄祖の藩にその人ありと、隣国まで聞えている勇士、さるにても、憐れなることよと、それがしも仔細を聞いて、その心事を思いやり……わが君がお用いあるや否やは保証の限りではないが、有能の士とあれば、篤く養い、賢人とあれば礼を重うしてお迎えある明君なれば、ともあれ御前にお取次ぎ申すであろうと、矢を折って、誓いを示したところ、甘寧はさらに江上の船から数百人の手下を陸へ呼びあげて──否やお沙汰の下るまで慎んでお待ちおりますと──ただ今、龍湫りゅうしゅうの岸辺に屯たむろして、さし控えておりまする」
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「時なるかな！」と、孫権は手を打ってよろこんだ。

「いま、黄祖を討つ計を議するところへ、甘寧が数百人を率いて、わが領土へ亡命してきたのは、これ潮満ちて江岸の草のそよぐにも似たり──というべきか、天の時がきたのだ。黄祖を亡ぼす前兆だ。すぐ、甘寧を呼び寄せい」

　こう孫権の命をうけ、呂蒙りょもうも大いに面目をほどこして、直ちに、龍湫へ早馬を引っ返して行った。

　日ならずして、甘寧は、呉会の城に伴われてきた。

　孫権は、群臣をしたがえて彼を見た。

「かねて、其方の名は承知しておる。また、出国の事情も呂蒙から聞いた。この上は、ただわが呉のために、黄祖を破るの計は如何に、それを訊きたい。忌憚きたんなく申してみよ」

　孫権はまずいった。

　拝礼して甘寧は答える。

「漢室の社稷しゃしょくは今いよいよ危うく、曹操の驕暴きょうぼうは、日とともにつのりゆきます。おそらく、簒奪さんだつの逆意をあらわに示す日も遠くありますまい」

「荊州は呉と隣接しておる。荊州の内情をふかく語ってみよ」

「江川こうせんの流れは山陵を縫い、攻守の備えに欠くるなく、地味はひらけて、民は豊かです。──しかしこの絶好な国がらにも、ただ一つ、脆弱ぜいじゃくな短所があります。国主劉表の閨門けいもんの不和と、宿老の不一致です」

「劉表は、温良博学な風をそなえ、よく人材を養い、文化を愛育し、ために天下の賢才はみな彼の地に集まると、世上では申しているが──」

「まさにその通りです。けれどそれはもっぱら劉表の壮年時代の定評で、晩年、気は老い、身に病の多くなるにつれ、彼の長所は、彼の短所となり、優柔不断、外に大志なく、内に衰え、虚に乗じて、閨門のあらそいをめぐり、嫡子ちゃくし庶子しょしのあいだに暗闘があるなど、──ようやく亡兆のおおい得ないものが見えだしました。討つなら今です」

「その荊州に入るには」

「もちろん江夏の黄祖を破るのを前提とします。黄祖は怖るるに足りません。彼もはや老齢で、時務には昏昧こんまいし、貨利をむさぼることのみ知って、上下、心から服しておりませぬ」

「兵糧武具の備えはどうか」

「軍備は充実していますが、活用を知らず、法伍ほうごの整えなく、これを攻めれば、立ちどころに崩壊するだろうと思います。──君いま、勢いに乗って、江夏、襄陽を衝き、楚関そかんにまで兵をおすすめあれば、やがて、巴蜀はしょくを図はかることも難しくはございますまい」

「よく申した。まことに金玉の論である。この機を逸してはなるまい」

　孫権はすぐ周瑜しゅうゆに向って、兵船の準備をいいつけた。

　張昭は、憂えて、

「いま、兵を起し給わば、おそらく国中の虚にのって、乱が生じるでしょう。せめて母公の喪ものおすみになるまで、国内の充実にお心を傾けられてはどうですか」と、敢て苦言した。

　甘寧は、さえぎって、

「それ故に、国家は今、蕭何しょうかの任を、ご辺に附与するのである。乱を憂えられるなら、よく国を守って、後事におつくしあるようねがいたい」

「すでにわが心は決まった。張昭も他事をいうな。一同して、盃を挙げよう」

　孫権は、一言をもって、衆議を抑えた。

　そして、また甘寧にむかい、

「其方をさし向けて、黄祖を討つことは、例えばこの酒の如しじゃ。一気に呑みほしてしまうがよい。もし黄祖を破ったら、その功は、汝のものであるぞ」

　と、盃になみなみと酒をたたえて与えた。

　かくて、周瑜を大都督に任じ、呂蒙りょもうを先手の大将となし、董襲とうしゅう、甘寧を両翼の副将として、呉軍十万は、長江をさかのぼって江夏こうかへおしよせた。
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　鴻こうはみだれて雲にかくれ、柳桃りゅうとうは風に騒いで江岸の春を晦くろうした。

　舳艫じくろをそろえて、溯江そこうする兵帆何百艘、飛報は早くも、

「たいへん！」

　と、江夏に急を告げ、また急を告げてゆく。

　黄祖の驚きはひと通りではない。

　が、──先に勝った覚えがある。

「呉人の青二才ども、何するものぞ」

　蘇飛そひを大将として、陳就ちんじゅ、鄧龍とうりゅうを先鋒として、江上に迎撃すべく、兵船をおし出し、準備おさおさ怠りない。

　大江の波は立ち騒いだ。

　呉軍は、沔口べんこうの水面をおもむろに制圧し、市街の湾口へとつめてきた。

　守備軍は、小舟をあつめて、江岸一帯に、舟の砦とりでを作り、大小の弩弓どきゅうをかけつらね、一せいに射かけてきた。

　呉の船は、さんざん射立てられ、各船、進路を乱して逃げまどうと、水底には縦横に大索おおなわを張りめぐらしてあることとて、櫓を奪われ、舵かじを折り、

「大勢、ふたたび不利か」と、一時は、周瑜しゅうゆをして、眉をくもらせたほどだった。

　時に、甘寧は、

「いで。これからだ」と、董襲とうしゅうにもうながし、かねてしめし合わせておいたとおり、決死、敵前に駆け上がるべく、合図の旗を檣頭しょうとうにかかげた。

　百余艘の早舟は、たちまち、江上に下ろされて、それに二十人、三十人と、死をものともせぬ兵が飛びのった。

　波間にとどろく金鼓きんこ、喊声かんせいにつれて、決死の早舟隊は、無二無三、陸へ迫ってゆく。

　或る者は、水中の張り綱を切りながし、或る者は、氷雨ひさめと飛んでくる矢を払い、また、舳みよしに突っ立った弓手は、眼をふさいで、陸上の敵へ、射返して進んで行った。

「防げ」

「陸へ上げるな」

　敵の小舟も、揉みに揉む。

　そして、火を投げ、油をふりかけてくる。

　白波は、天に吼ほえ、血は大江を夕空の如く染めた。

　黄祖の先鋒の大将、陳就ちんじゅは岸へとび上がって、

「残念、舟手の先陣は、破られたか。二陣、陸くがの柵さくをかためろ」

　声をからして、左右の郎党に下知しているのを、呂蒙りょもうが見つけて、

「うごくなっ」と、近づいた。

　岸へとび上がるやいな、槍をふるって突きかけた。──陳就は、あわてて、

「やっ、呉の呂蒙りょもうか」と、剣をふるって、防ぎながら、

「気をつけろ。もう敵は上陸あがっているぞ」

　と、部下へ注意しながら逃げ惑った。

　こうまで早く、敵が陸地に迫っていようとは思っていなかったらしい。呂蒙は、

「おのれ、名を惜しまぬか」と、陳就を追って、うしろから一槍を見舞い、その仆れたのを見ると、大剣を抜いて、首をあげた。

　舟手の崩滅ほうめつを救わんものと、大将の蘇飛そひは、江岸まで馬をすすめてきた。──それと見た呉軍の将士は、

「われこそ」と、功にはやって、蘇飛そひのまわりへむらがり寄ったが、燈ひにとびつく夏の虫のように、彼のまわりに、死屍を積みかさねるばかりだった。

　すると、呉の一将に、潘璋はんしょうという剛の者があった。立ち騒ぐ敵味方のあいだを駆けぬけ、真っ直ぐに、蘇飛のそばへ近づいて行ったかと思うと、馬上のまま引っ組んで、さすがの蘇飛をも自由に働かせず、鞍脇くらわきにかかえて、たちまち、味方の船まで帰ってきた。

　そして、孫権に献じると、孫権は眼をいからして、蘇飛を睨みつけ、

「以前、わが父孫堅を殺した敵将はこいつだ。すぐ斬るのは惜しい。黄祖の首と二つ並べて、凱旋ののち父の墓を祭ろう。檻車かんしゃへほうりこんで本国へさし立てろ」

　と、いって、部下に預けた。




蜂はちと世子せいし



一



　呉はここに、陸海軍とも大勝を博したので、勢いに乗って、水陸から敵の本城へ攻めよせた。

　さしも長い年月、ここに、

（江夏こうかの黄祖こうそあり）

　と誇っていた地盤も、いまは痕あとかたもなく呉軍の蹂躙じゅうりんするところとなった。

　城下に迫ると、この土地の案内に誰よりもくわしい甘寧かんねいは、まッ先に駆け入って、

「黄祖の首を、余人の手に渡しては恥辱だ」と、血まなこになっていた。

　西門、南門には、味方が押しよせているが、誰もまだ東門には迫っていない。黄祖はおそらくこの道から逃げだして来るだろうと、門外数里の外に待ち伏せていた。

　やがて、江夏城の上に、黒煙があがり、望閣楼殿ぼうかくろうでんすべて焔と化した頃、大将黄祖は、さんざん討ちくずされて、部下わずか二十騎ばかりに守られながら東門から駆けだして来た。

　すると、道の傍らから、鉄甲五、六騎ばかり、不意に黄祖の横へ喚きかかった。甘寧は先手を取られて、

「誰か？」と見ると、それは呉の宿将程普ていふとその家臣たちであった。

　程普が、きょうの戦いに、深く期して、黄祖の首を狙っていたのは当然である。

　黄祖のために、むなしく遠征の途において敗死した孫堅以来、二代孫策、そしていま三代の孫権に仕えて、歴代、武勇に負ひけをとらない呉の宿将として──

「きょうこそは」と、晴れがましく、故主の復讐を祈念していたことであろう。

　けれど、甘寧としても、指をくわえて見てはいられない。

　出遅れたので、彼はあわてて、腰なる鉄弓をつかみとり、一矢をつがえて、ちょうッと放った。

　矢は、見事に、黄祖の背を射た。──どうと黄祖が馬から落ちたのを見ると、

「射止めた！　敵将黄祖を討った！」

　と、どなりながら駆け寄って、程普ていふとともに、その首を挙げた。

　江夏占領の後、二人は揃って黄祖の首を孫権の前に献じた。

　孫権は、首を地になげうって、

「わが父、孫堅を殺した仇かたき。匣はこにいれて、本国へ送れ。蘇飛そひの首と二つそろえて、父の墳墓を祭るであろう」と、罵った。

　諸軍には、恩賞をわかち、彼も本国へひき揚げることになったが、その際、孫権は、

「甘寧の功は大きい。都尉といに封ほうじてやろう」といい、また江夏の城へ兵若干をのこして、守備にあてようとはかった。

　すると、張昭が、「それは、策を得たものではありません」と、再考をうながして、

「この小城一つ保守するため、兵をのこしておくと、後々まで、固執せねばならなくなります。しかも長くは維持できません。──むしろ思い切りよく捨てて帰れば劉表りゅうひょうがかならず、兵を入れて、黄祖の仕返しを計ってきましょう。それをまた討って、敵の雪崩なだれに乗じて、荊州まで攻め入れば、荊州に入るにも入りやすく、この辺の地勢や要害は味方の経験ずみですから二度でも三度でも、破るに難いことはありますまい」

　と、江夏を囮おとりとして劉表を誘うという一計を案出して語った。

「至極、妙だ」

　孫権も、賛成して、占領地はすべて放棄するに決し、総軍、凱歌を兵船に盛って、きれいに呉の本国へ還ってしまった。

　さてまた。

　檻車かんしゃにほうり込まれて、さきに呉へ護送されていた黄祖の臣──大将蘇飛そひは、呉の総軍が、凱旋してきたと人づてに聞いて、「そうだ、以前、自分が甘寧を助けてやったこともあるから……甘寧に頼んでみたら、或いは助命の策を講じてくれるかもしれない」と、ふと旧誼きゅうぎを思い出し、書面を書いて、ひそかにその手渡しを人に頼んだ。
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　凱旋の直後、孫権は父兄の墳墓へ詣って、こんどの勝軍かちいくさを報告した。

　そして功臣と共に、その後で宴を張っていると、

「折入って、お願いがあります」と、甘寧が、彼の足もとに、ひざまずいた。

「改まって、何だ？」と、孫権が訊くと、

「てまえの寸功に恩賞を賜わるかわりとして、蘇飛の一命をお助けください。もし以前に、蘇飛そひがてまえを助けてくれなかったら、今日、てまえの功はおろか一命もなかったところです」

　と、頓首して、訴えた。

　孫権も考えた。──もし蘇飛がその仁じんをしていなかったら、今日の呉の大勝もなかったわけだと。

　しかし、彼は首を振った。

「蘇飛を助けたら、蘇飛はまた逃げて、呉へ仇をするだろう」

「いえ、決して、そんなことはさせません。この甘寧の首に誓って」

「きっとか」

「どんな誓言せいげんでも立てさせます」

「では……汝に免じて」と、ついに蘇飛の一命はゆるすといった。

　それに従って、甘寧の手引きした呂蒙りょもうにも、この廉かどで恩賞があった。以後──横野中郎将おうやちゅうろうしょうととなうべしという沙汰である。

　するとたちまち、こういう歓宴の和気を破って、

「おのれッ、動くな」

　と怒号しながら、剣を払って、席の一方から甘寧へ跳びかかってきた者がある。

「あっ、何をするかっ」

　叱咤しつつ、甘寧も仰天して、前なる卓を取るやいな、さっそく相手の剣を受けて、立ち向った。

「ひかえろっ！　凌統りょうとうっ」

　急場なので、左右に命じているいとまもない。孫権自身、狼藉者ろうぜきものをうしろから抱きとめて叱りつけた。

　この乱暴者は、呉郡ごぐん余杭よこうの人で、凌統りょうとう字あざなを公績こうせきという青年だった。

　去さんぬる建安八年の戦いに、父の凌操りょうそうは、黄祖を攻めに行って、大功をたてたが、その頃まだ黄祖の手についていたこの甘寧のために、口惜しくも、彼の父は射殺されていた。

　そのとき凌統は、まだ十五歳の初陣ういじんだったが、いつかはその怨みをすすごうものと、以来悲胆をなだめ、血涙をのみ、日ごろ胸に誓っていたものである。

　彼の心事を聞いて、

「そちの狼藉を咎とがめまい。孝子の情に免じて、ここの無礼はゆるしおく。──しかし家中一藩、ひとつ主あるじをいただく者は、すべて兄弟も同様ではないか。甘寧がむかしそちの父を討ったのは、当時仕えていた主君に対して忠勤を尽したことにほかならない。今、黄祖は亡び、甘寧は、呉に服して、家中の端に加わる以上──なんで旧怨をさしはさむ理由があろう。そちの孝心は感じ入るが、私怨に執着しゅうじゃくするは、孝のみ知って、忠の大道を知らぬものだ。……この孫権に免じて、一切のうらみは忘れてくれい」

　主君からさとされると、凌統は剣をおいて、床にうっ伏し、

「わかりました。……けれど、お察し下さい。幼少から君のご恩を受けたことも忘れはしませんが……父を奪われた悲嘆の子の胸を。またその殺した人間を、眼の前に見ている胸中を」

　頭を叩き、額ひたいから血をながして、凌統は慟哭どうこくしてやまなかった。

「予にまかせろ」

　孫権は、諸将と共に、彼をなぐさめるに骨を折った。──凌統はことしまだ二十一の若年ながら、父に従って江夏へおもむいた初陣以来、その勇名は赫々かっかくたるものがある。その為人ひととなりを、孫権も愛めで惜しむのであった。

　後。

　凌統には、承烈都尉じょうれつといの封を与え、甘寧には兵船百隻に、江兵五千人をあずけ、夏口かこうの守りに赴かせた。

　凌統の宿怨を、自然に忘れさせるためである。
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　呉の国家は、日ましに勢いを加えてゆく。

　南方の天、隆昌の気がみなぎっていた。

　いま、呉の国力が、もっとも力を入れているのは、水軍の編制であった。

　造船術も、ここ急激に、進歩を示した。

　大船の建造は旺さかんだった。それをどんどん鄱陽湖はようこにあつめ、周瑜が水軍大都督となって、猛演習をつづけている。

　孫権自身もまた、それに晏如あんじょとしてはいなかった。叔父の孫静そんせいに呉会を守らせて、鄱陽湖に近い柴桑郡さいそうぐん（江西省こうせいしょう・九江西南きゅうこうせいなん）にまで営をすすめていた。

　その頃。

　玄徳は新野しんやにあって、すでに孔明こうめいを迎え、彼も将来の計にたいして、準備おさおさ怠りない時であった。

「──はてな。一大事があるといって、荊州けいしゅうから、迎えの急使がみえた。行くがよいか。行かぬがよいか？」

　その日、玄徳は、劉表りゅうひょうの書面を手にすると、しきりに考えこんでいた。

　孔明が、すぐ明らかな判断を彼に与えた。

「お出向きなさい。──おそらく、呉に敗れた黄祖の寇あだを討つためのご評議でしょう」

「劉表に対面した節は、どういう態度をとっていたがよいだろうか」

「それとなく、襄陽じょうようの会や、檀渓だんけいの難のことをお話しあって、もし劉表が、呉の討手を君へお頼みあっても、かならずお引受けにならないことです」

　張飛、孔明などを具して、玄徳はやがて、荊州けいしゅうの城へおもむいた。

　供の兵五百と張飛を、城外に待たせておき、玄徳は孔明とふたりきりで城へ登った。

　そして、劉表の階下に、拝をすると、劉表は堂に迎えて、すぐ自分のほうから、

「先ごろは襄陽の会で、貴公に不慮の難儀をかけて申しわけない。蔡瑁さいぼうを斬罪に処して、お詫びを示そうとぞんじたが、当人も諸人も慚愧ざんきして嘆くので心ならずもゆるしておいた。どうかあのことは水にながして忘れてもらいたい」と、いった。

　玄徳は、微笑して、

「なんの、あのことは、蔡将軍さいしょうぐんの仕業ではありません。おそらく末輩まっぱいの小人輩ばらがなした企みでしょう。私はもう忘れております」

「ときに、江夏の敗れ、黄祖の戦死を、お聞き及びか」

「黄祖は、自ら滅びたのでしょう。平常心のさわがしい大将でしたから、いつかこの事あるべきです」

「呉を討たねばならんと思うが……？」

「お国が南下の姿勢をとると、北方の曹操が、すぐ虚にのって、攻め入りましょう」

「さ。……そこが難しい。……自分も近ごろは、老齢に入って、しかも多病。いかんせん、この難局に当って、あれこれ苦慮すると、昏迷してしまう。……ご辺は、漢の宗族、劉家りゅうけの同族。ひとつわしに代って、国事を治め、わしの亡いあとは、この荊州を継いでくれまいか」

「おひきうけできません。この大国、またこの難局、どうして菲才ひさい玄徳ごときに、任を負うて立てましょう」

　孔明はかたわらにあって、しきりと玄徳に眼くばせしたが、玄徳には、通じないものか、

「そんな気の弱いことを仰せられず、肉体のご健康につとめ、心をふるい起して、国治のため、さらに、良策をお立て遊ばすように」

　とのみ云って、やがて、城下の旅館に退ってしまった。あとで、孔明が云った。

「なぜお引受けにならなかったのですか」

「恩をうけた人の危ういのを見て、それを自分の歓びにはできない」

「──でも、国を奪うわけではありますまいに」

「譲られるにしても、恩人の不幸は不幸。自分にはあきらかな幸い。……玄徳には忍びきれぬ」

　孔明は、そっと嘆じて、

「なるほど、あなたは仁君でいらっしゃる」と、是非なげに呟いた。
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　そこへ、取次があった。

「荊州のご嫡子、劉琦りゅうきさまが、お越し遊ばしました」

　玄徳は驚いて出迎えた。

　劉表の世子劉琦が、何事があって、訪ねてきたのやら？ と。

　堂に迎えて、来意を訊くと、劉琦は涙をうかべて告げた。

「御身もよく知っておられるとおり、自分は荊州の世継ぎと生れてはいるが、継は母はの蔡氏さいしには、劉琮りゅうそうがあるので、つねにわしをころして琮を跡目あとめに立てようとしている。……もう城にいては、わしはいつ害されるかわからない。玄徳、どうか助けてください」

「お察し申しあげます。──けれど、ご世子、お内輪のことは、他人が容喙ようかいして、どうなるものでもありません。苦楽種々、人の家には誰にもあるもの。それを克服するのは、家の人たるものの務めではありませんか」

「……でも。ほかのことなら、なんでも忍びもしようが、生命いのちが危ないのです。わしは、殺されたくはない」

「孔明。なにかよい思案はないだろうか。ご世子のために」

　孔明は、冷然と、顔を横に振って答えた。

「一家の内事、われわれの知ることではありません」

「…………」

　劉琦は、悄然と、帰るしかなかった。玄徳は気の毒そうに送って出て、

「明日、ご世子のお館やかたまで、そっと孔明を使いにやりますから、その時、こういうようにして、彼に妙計をおたずねなさい」と、なにか耳へささやいた。

　翌日、玄徳は、

「きのう世子のご訪問をうけたから、回礼かいれいに行かねばならぬが、どうしたのか、今朝から腹痛がしてならぬ。わしに代って、ご挨拶に行ってくれぬか」と、孔明にいった。

　で──孔明は、劉琦の館へ出向いた。すぐ帰ろうとしたが、劉琦が礼を篤くして、酒をすすめるので、帰ろうにも帰れなかった。

　酒、半酣はんかんの頃、

「先生にお越しを賜わったついでに、ぜひご一覧に供えて、教えを仰ぎたい古書があります。重代の稀書きしょだそうです。ひとつご覧くださいませぬか」

　彼の好学をそそって、ついに閣の上に誘った。孔明は、室を見廻して、

「書物はどこですか」と、不審顔をした。

　劉琦は、孔明の足もとに、ひざまずいて、涙をたれながら百拝していた。

「先生、おゆるし下さい。あなたをここへ上げたのは、きのうおたずね致した自分の危難を救っていただきたいからです。どうか、死をまぬがれる良計をお聞かせ下さい」

「知らん」

「そんなことを仰っしゃらずに」

「なんで、他家の家庭の内事に立ち入ろう。そんな策は持ち合わせません」

　袂たもとを払って、閣を下りようとすると、いつのまにか、そこの梯かけはしを下からはずしてあった。

「あ？　……ご世子には、孔明をたばかられたな」

「先生をおいては、この世に、訊く人がありません。琦きにとっては、生死のさかいですから……」

「いくらお訊ねあろうと、ない策は教えられません。難をのがれ、身の生命を完まっとうなされたいと思し召すなら、ご自身、智をふるい、勇をおこして、危害と闘うしかないでしょう」

「では、どうしても、先生のお教えは乞えませんか」

「疎うときは親しきを隔へだつべからず。新しきは旧ふるきを離間すべからず。このことばの通りです」

「ぜひもございません」

　琦は、ふいに剣を抜いて、自分の手で自分の頸くびを刎ねようとした。

　孔明は、急に、押しとどめて、

「お待ちなさい」

「離してください」

「いや、良計を教えましょう。それほどまでのご心底なら」

「えっ、ほんとですか」

　琦は、剣をおいて、孔明の前にひれ伏し、急に眼をかがやかした。
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　孔明は、ねんごろに話した。

「むかし、春秋の時代に晋しんの献公けんこうの夫人には、二人の子があった。兄を申生しんせいといい、弟を重耳ちょうじという」

　例話をひいて、劉琦りゅうきに教えるのである。劉琦は、全身を耳にして熱心に聞いていた。

「──ところが、やがて献公の第二夫人の驪姫りきにもひとりの子が生れた。驪姫はその子に国を継がせたく思い、つねに正室の子の申生や重耳を悪くいっていた。けれど献公が見るに、正室の子はいずれも秀才なので、驪姫りきが讒言ざんげんしても、それを廃嫡はいちゃくする気にはなれずにいた……」

「その申生は、さながら、私のいまの境遇とよく似ております」

「──で、驪姫は、春あたたかな一日、献公を楼上に迎えて、簾のうちから春園の景をうかがわせ、自分はひそかに、襟えりに蜜みつを塗って申生を園に誘いだしたものです。──すると、多くの蜂が当然、甘い蜜の香をかいで、驪姫の髪や襟元へむらがってきました。……あなやと、なにも知らない申生は驪姫の身をかばいながらその襟を打ったり背を払ったりしました。楼上から見ていた献公はそれを眺めて、怖しく憤いきどおりました。驪姫にたわむれたものと疑ったのです。──以来申生を憎むことふかく、年々に子を邪推するようになりました」

「ああ。……蔡夫人さいふじんもそんな風です。いつかしら、理由なく、私も父の劉表りゅうひょうにはうとんじられておりまする」

「一策が成功すると、驪姫の悪は勇気づいて、また一つの悪策をたくらみました。先后せんこうの祭のときです。驪姫はそっと供え物に、毒を秘めておいて、後、申生にいうには母上のお供え物を、そのまま厨房ちゅうぼうにさげてはもったいない。父君におすすめなさいと。申生は驪姫にいわるるまま父の献公へそれをすすめた。ところへ驪姫が入ってきて、外からきた食物を試みず召上がってはいけません──そういって一箇を犬へ投げ与えた。犬は立ちどころに血を吐いて死んだ。献公はうまうま驪姫の手にのって申生を殺してしまわれた」

「ああ、そして弟の重耳ちょうじのほうは、どうしましたか」

「次には、わが身へくる禍いと重耳は未然に知りましたから、他国へ走って、身をかくしました。そして十九年後、初めて世に出た晋しんの文公は──すなわちそのむかしの重耳であったのです。……今、荊州の東南、江夏の地は、呉のために黄祖が討たれてから後守る人もなく打捨ててあります。ご世子、あなたが、継母の禍いをのがれたいと思し召すなら、父君に乞うて、そこの守りへ望んで行くべきです。重耳が国を出て身の難をのがれたのと同じ結果を得られましょう」

「先生。ありがとう存じます。琦は、にわかになお、生きてゆかれる気がしてきました」

　彼は、幾度も拝謝して、手を鳴らして家臣を呼び、降り口に梯子をかけさせて、孔明を送り出した。

　孔明は立ち帰って、このことを、ありのままに、玄徳に告げると、玄徳も、

「それは良計であった」と、共に歓んでいた。

　間もなくまた、荊州から迎えの使いが来た。玄徳が登城してみると、劉表はこう相談を向けた。

「嫡男の琦が、なにを思い出したか、急に、江夏の守りにやってくれと申すのじゃ、どういうものであろうか」

「至極、結構ではありませんか、お膝もとを離れて、遠くへ行くことは、よいご修行にもなりましょうし、また、江夏は呉との境でもあり、重要な地ですから、どなたかご近親をひとり置かれることは、荊州全体の士気にもよいことと思われます」

「そうかなあ」

「総じて、東南の防ぎは、公きみと御嫡子とで、お計りください。不肖劉備は、西北の防ぎに当りますから」

「……むむ。聞けば近ごろ、曹操も玄武池げんぶちに兵船を造って、舟手の教練に怠りないという噂じゃ。いずれ南征の野心であろう。切にご辺の精励をたのむぞ」

「どうか、ご安心下さい」

　玄徳は新野へ帰った。
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　この当時である。曹操そうそうは大いに職制改革をやっていた。つねに内政の清新をはかり、有能な人物はどしどし登用して、閣僚の強化につとめ、

（事あれば、いつでも）という、いわゆる臨戦態勢をととのえていた。

　毛玠もうかいが東曹掾とうそうのえんに任じられ、崔琰さいえんが西曹掾せいそうのえんに挙げられたのもこの頃である。わけて出色な人事と評されたのは、主簿しゅぼ司馬朗しばろうの弟で、河内温かだいうんの人、司馬懿しばい、字を仲達ちゅうたつというものが、文学掾ぶんがくのえんとして、登用されたことだった。

　その司馬仲達しばちゅうたつは、もっぱら文教方面や選挙の吏務にあったので文官の中には、異色を認められていたが、軍政方面には、まだ才略の聞えもなかった。

　やはり軍部に重きをなしているのは依然、夏侯惇かこうじゅん、曹仁そうじん、曹洪そうこうなどであった。

　一日、南方の形勢について、軍議のあった時、その夏侯惇は、進んでこう献議した。

「いま劉玄徳は、新野にあって、孔明を師となし、しきりに兵馬を調練しておるとか、捨ておいては後日の大患。まず、この邪魔石を取りのぞいて、しかる後、次の大計にのぞむのが順序でしょう」

　諸大将のうちには、異論を抱くらしい顔色も見えたが、曹操がすぐ、

「その儀、よろしかろう」といったので、即座に、玄徳討伐のことは、決定を見てしまった。

　すなわち、夏侯惇を総軍の都督とし、于禁うきん、李典りてんを副将とした十万の軍団は編制され、吉日をえらんで発向することとなった。

　その間に、荀彧じゅんいくは、二度ばかり曹操の前で、異論を立てた。

「──聞説きくならく、孔明というものは、尋常一様な軍師ではないようです。かたがた、いま軽々しく、玄徳に当ることは、勝っても、利は少なく、敗れれば、中央の威厳を陥し、失うところが大きいでしょう。よくよくここはお考えあっては如何ですか」

　夏侯惇は、そばで笑った。

「玄徳、孔明など、いずれも定まった領地もない野鼠やその輩ともがらでしかない。そのお説はあまりに取越し苦労すぎる」

「いやいや、将軍、決して玄徳は侮あなどれませんぞ」

　ふいに、横あいから、荀彧に加勢していった者がある。見ると、先頃まで新野にいて親しく玄徳の近況を知っている徐庶じょしょであった。

「おお、徐庶か──」と、曹操は彼の存在を見出して急にたずねた。

「新たに、玄徳の軍師となった孔明とは、そも、どんな人物か」

「諸葛亮しょかつりょう、字あざなは孔明こうめい、また道号を臥龍先生と称して、上かみは天文に通じ、下しもは地理民情をよくさとり、六韜りくとうをそらんじ、三略さんりゃくを胸にたたみ、神算鬼謀しんさんきぼう、実に、世のつねの学徒や兵家ではありません」

「其方と較べれば……？」

「それがしなどは、較べものになりません。それがしを蛍とすれば孔明は月のようなものでしょう」

「それほどか」

「いかで彼に及びましょう」

　すると、夏侯惇は、徐庶のことばを叱って、さらに、大言した。

「孔明も人間は人間であろう。そう大きな違いがあってたまるものではない。総じて、凡人と非凡人との差も、紙一重というくらいなものだ。この夏侯惇の眼から見れば若輩孔明のごときは、芥あくたにひとしい。第一、あの黄口児こうこうじはまだ実戦の体験すら持たないではないか。もしこの一陣で、彼を生捕ってこなかったら、夏侯惇はこの首を自ら丞相の台下に献じる」

　曹操は、彼のことばを壮なりとして、欣然、出陣の日は、自身、府門に馬を立てて、十万の将士を見送った。
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　一方。新野しんやの内部には、孔明がそこに迎えられてきてから、ちょっと、おもしろくない空気が醸かもされていた。

「若輩の孔明を、譜代の臣の上席にすえ、それに師礼をとらるるのみか、主君には、彼と起居を共にし、寝ては牀しょうを同じゅうして睦み、起きては卓を一つにして箸を取っておるなど、ご寵用ちょうようも度が過ぎる」という一般の嫉視しっしであった。

　関羽かんう、張飛ちょうひの二人も、心のうちで喜ばないふうが、顔にも見えていたし、或る時は、玄徳へ向って、無遠慮にその不平を鳴らしたこともある。

「いったいあの孔明に、どれほどな才があるのですか。家兄このかみには少し人に惚れこみ過ぎる癖がありはしませんか」

「否、否」

　玄徳は、ふっくらと笑いをふくんで、

「わしが、孔明を得たことは、魚が水を得たようなものだ」と、いった。

　張飛は、不快きわまる如き顔をして、その後は、孔明のすがたを見かけると、

「水が来た。水が流れてゆく」

　などと嘲あざけった。

　まことに、孔明は水の如くであった。城中にいても、いるのかいないのか分らない、常に物静かである。

　或る時、彼はふと、玄徳の結髪を見て、その静かな眉をひそめ、

「何ですか、それは」と、訊ねた。

　玄徳には一種の容態を飾つくる好みがあるらしい。よく珍しい物で帽ぼうを結い、珠をかざる癖があるので、それをとがめたらしいのである。

「これか。……これは犁牛りぎゅうの尾だよ。たいへん珍しい物だそうだ。襄陽じょうようのさる富豪から贈ってよこしたので、帽にして結わせてみた。おかしいかな」

「よくお似合いになります。──が、悲しいではありませんか」

「なぜ」

「婦女子の如く、容姿の好みを遊ばして、それがなんとなりますか。君には大志がないしるしです」

　孔明がやや色をなしてそう詰問なじると、玄徳はいきなり犁牛りぎゅうの帽をなげうって、

「なんで、本心でこんな真似をしよう。一時の憂うさを忘れるために過ぎぬ」と、彼も顔容を正した。

　孔明は、なおいった。

「君と劉表とを比べてみたらどうでしょう？」

「自分は劉表に及ばない」

「曹操と比べては」

「及ばぬことさらに遠い」

「すでに、わが君には、この二人にも及ばないのに、ここに抱えている兵力はわずか数千に過ぎますまい。もし曹操が、明日にでも攻めてきたら、何をもって防ぎますか」

「……それ故に、わしは常に憂いておる」

「憂いは単なる憂いにとどめていてはなにもなりません。実策を講じなければ」

「乞う、善策を示したまえ」

「明日から、かかりましょう」

　孔明はかねてから新野しんやの戸籍簿を作って、百姓の壮丁そうていを徴募ちょうぼしておいた。城兵数千のほかに、農兵隊の組織を計画していたのである。

　次の日から、彼はみずから教官となって、三千余人の農民兵を調練しはじめた。歩走ほそう、飛伏ひふく、一進一退、陣法の節を教え、克己こっきの精神をたたき込み、刺撃しげき、用剣の術まで、習わせた。

　ふた月も経つと、三千の農兵は、よく節を守り、孔明の手足のごとく動くようになった。

　かかる折に、果たして、夏侯惇を大将とする十万の兵が、新野討滅を名として、南下してくるとの沙汰が聞えてきたのである。

「十万の大兵とある。如何にして防ぐがよいか」

　玄徳は恐怖して、関羽、張飛のふたりへもらした。すると張飛は、

「たいへんな野火ですな。水を向けて消したらいいでしょう」

　と、こんな時とばかり、苦々しげに面当つらあてをいった。
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　些末さまつな感情などにとらわれている場合ではない。玄徳は二人へいった。

「智は孔明をたのみ、勇は二人の力にたのむぞ。よいか。くれぐれも」

　張飛と関羽が退がって行くと、玄徳はまた孔明を呼んで、同じように、この急場に処する対策を依嘱した。

「ご心配は無用です」

　孔明はまずそういってから、

「──ただ、この際の憂いは、外よりも内にあります。おそらくは関羽、張飛のふたりが私の命に伏しますまい。軍令が行われなければ、敗れることは必然でしょう」

「実に困ったものだ。それにはどうしたらいいだろう」

「おそれながら、わが君の剣と印とを孔明にお貸しください」

「易やすいこと、それでよいか」

「諸将をお召しください」

　孔明の手に、剣と印を授けて、玄徳は諸将を呼んだ。

　孔明は、軍師座に腰をすえ、玄徳は中央の床几しょうぎに倚よっていた。孔明は、厳然立ちあがって、味方の配陣を命じた。

「ここ新野を去る九十里外に、博望坡はくぼうはの嶮がある。左に山あり、予山よざんという。右に林あり、安林あんりんという。──各〻ここを戦場と心得られよ」と、まず地の理を指摘して、「──関羽は千五百をひきいて予山にひそみ、敵軍の通過、半ばなるとき、後陣を討って、敵の輜重しちょうを襲い、火をかけて焚殺ふんさつせられよ。張飛は、同じく千五百の兵を、安林に入れて、後ろの谷間へかくれ、南にあたって、火のあがるを見るや、無二、無三、敵の中軍先鋒へ当ってそれを粉砕し給え。──また、関平かんぺいと劉封りゅうほうとは各五百人を率して、硫黄いおう焔硝えんしょうをたずさえ、博望坡の両面より、火を放って敵を火中につつめ」

　次に、趙雲を指命して、

「ご辺には先手を命じる」と、いった。

　趙雲が、よろこび勇むと、孔明はたしなめて、

「ただし、一箇の功名は、きっと慎み、ただ詐いつわり負けて逃げてこられよ。勝つことをもって能とせず、敵を深く誘いこむのが貴公の任である。ゆめ、全軍の戦機をあやまり給うな」と、さとした。

　そのほか、すべての手分けを彼が命じ終ると、張飛は待っていたように、いきなり孔明へ向って大声でいった。

「いや、軍師のおさしず、いちいちよく相分った。ところで一応伺っておきたいが、軍師自身は、いずれの方面に向い給うか」

「わが君には、一軍をひきい、先手の趙雲と、首尾のかたちをとって、すなわち敵の進路に立ちふさがる──」

「だまれ、わが君のことではない。ご辺みずからは、どこで合戦をする覚悟かと訊いておるのだ」

「かく申す孔明は、ここにあって新野を守る」

　張飛は、大口あいて、不遠慮に笑いながら、

「わははは、あははは。さてこそさてこそ、この者の智慧のほどこそ知られけり──だ、聞いたか、方々」と、手をうって、

「主君をはじめ、われわれにも、遠く本城を出て戦えと命じながら自分は新野を守るといっておる、──安坐して、おのれの無事だけを守ろうとは……うわ、は、は、は。笑えや、各〻」

　孔明は、その爆笑を一喝かつに打ち消して、涼然りょうぜん、こう叱りつけた。

「剣印ここにあるを、見ぬか。命にそむく者は、斬るぞっ。軍紀をみだす者も同じである！」

　眸は、張飛を射すくめた。奮然張飛は反抗しかけたが、玄徳になだめられて、不承不承ふしょうぶしょう、出ていった。嘲笑いながら、出陣した。
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　表面、命令に従って、それぞれ前線へ向っては行ったが、内心、孔明の指揮をあやぶんでいたのは関羽、張飛だけではなかった。

　関羽なども、張飛をなだめていたが、

「とにかく、孔明の計はかりごとがあたるか否か、試みに、こんどだけは、下知に従っていようではないか」

　と、いった程度であった。

　時、建安十三年の秋七月という。夏侯惇かこうじゅんは十万の大軍を率いて、博望坡はくぼうは（河南省かなんしょう・新野しんやの北方）まで迫ってきた。

　土地の案内者をよんで、所の名をたずねると、

「うしろは羅口川らこうせん、左右は予山、安林。前はすなわち博望坡です」と、答えた。

　兵糧輜重しちょうなどを主とした後陣の守りには、于禁うきん、李典の二将をおき、自身は副将の夏侯蘭、護軍ごぐんの韓浩かんこうの二人を具して、さらにすすんだ。

　そしてまず、軽騎の将数十をつれて、敵の陣容を一眄べんすべく、高地へ馳けのぼって行ったが、

「ははあ。あれか。わははは」と、夏侯惇は、馬上で大いに笑った。

「何がそんなにおかしいので」と、諸将がたずねると、

「さきに徐庶じょしょが、丞相のご前で、孔明の才をたたえ、まるで神通力でもあるようなことをいったが、今、彼の布陣を、この眼に見て、その愚劣を知ったからだ。──こんな貧弱な兵力と愚陣を配して、われに向わんとは、犬羊をケシかけて虎豹こひょうと闘わせようとするようなもの──」

　と、なお笑いやまず、自分が曹操の前で、玄徳と孔明を生捕って見せると大言したことも、これを見れば、もう掌たなごころにあるも同様だと云い足した。

　すでに敵を呑んだ夏侯惇は、先手の兵にむかって、一気に衝き崩せと号令をかけ、自身も一陣に馳けだした。

　時に、趙雲もまた彼方から馬を飛ばして、夏侯惇のほうへ向ってきた。夏侯惇は、大音をあげていう。

「鼠将そしょう玄徳の粟あわを喰って、共に国をぬすむ醜類しゅうるい、いずこへ行くか。夏侯惇これにあり、首をおいてゆけ」

「何をっ」

　趙雲は、まっしぐらに、鎗を舞わしてかかってくる。丁々十数戟すうげき、いつわって、たちまち逃げ出すと、

「待てっ、怯夫きょうふっ」と、夏侯惇は、勝ち誇って、あくまで追いかけて行った。

　護軍韓浩かんこうは、それを見て、夏侯惇に追いつき、諫いさめていった。

「深入りは危険です。趙雲の逃げぶりを見ると、取って返して誘い、誘ってはまた逃げだす様子、伏兵があるにちがいありません」

「何を、ばかな」

　夏侯惇は一笑に付して、

「伏勢があれば伏勢を蹴ちらすまでだ、これしきの敵、たとえ十面埋伏まいふくの中を行くとも、なんの恐るるに足るものか。──ただ追い詰め追い詰め討ちくずせ」

　かくて、いつか彼は博望の坡つつみを踏んでいた。

　すると果たして、鉄砲のとどろきと共に、金鼓の声、矢風の音が鳴りはためいた。旗を見れば玄徳の一陣である。夏侯惇は大いに笑って、

「これがすなわち、敵の伏勢というものだろう。小ざかしき虫けらども、いでひと破りに」

　と、云い放って、その奮迅に拍車をかけた。

　気負いぬいた彼の麾下きかは、その夜のうちにも新野へ迫って、一挙に敵の本拠を抜いてしまうばかりな勢いだった。

　玄徳は一軍を率いて、力闘につとめたが、もとより孔明から授けられた計のあること、防ぎかねた態をして、たちまち趙雲とひとつになって潰走かいそうしだした。
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　いつか陽は没して、霧のような蒸雲じょううんのうえに、月の光がかすかだった。

「おうーいっ、于禁うきん。おういっ──しばらく待て」

　うしろで呼ばわる声に、馬に鞭打って先へ急いでいた于禁は、

「李典か。何事だ」と、大汗を拭いながら振向いた。

　李典も、あえぎあえぎ、追いついてきて、

「夏侯都督には、如何なされたか」

「気早の御大将、何かは猶予ゆうよのあるべき。悍馬かんばにまかせて真っ先に進まれ、もうわれらは二里の余もうしろに捨てられている」

「危ういぞ。図に乗っては」

「どうして」

「あまりに盲進しすぎる」

「蹴ちらすに足らぬ敵勢、こう進路のはかどるのは、味方の強いばかりでなく、敵が微弱すぎるのだ。それを、何とて、びくびくするのか」

「いや、びくびくはせぬが、兵法の初学にも──難道行くに従って狭く、山川相せまって草木の茂れるは、敵に火計ありとして備うべし──。ふと、それを今、ここで思い出したのだ」

「むむ。そういわれてみると、この辺の地勢は……それに当っている」

　と、于禁も急に足をすくめた。

　彼は、多くの兵を、押しとどめて、李典にいった。

「ご辺はここに、後陣を固め、しばらく四方に備えてい給え。……どうも少し地勢が怪しい。拙者は大将に追いついて、自重するよう報じてくる」

　于禁は、ひとり馬を飛ばし、ようやく夏侯惇に追いついた。そして李典のことばをそのまま伝えると、彼もにわかにさとったものか、

「しまったっ。少し深入りしたかたちがある。なぜもっと早くいわなかったのだ」

　そのとき──一陣の殺気というか、兵気というものか、多年、戦場を往来していた夏侯惇なので、なにか、ぞくと総身の毛あなのよだつようなものに襲われた。

「──それっ、引っ返せ」

　馬を立て直しているまもない。四山の沢べりや峰の樹かげ樹かげに、チラチラと火の粉が光った。

　すると、たちまち真っ黒な狂風を誘って、火は万山の梢こずえに這い、渓たにの水は銅あかがねのように沸き立った。

「伏兵だっ」

「火攻め！」

　と、道にうろたえだした人馬が、互いに踏み合い転げあって、阿鼻叫喚あびきょうかんをあげていたときは、すでに天地は喊ときの声にふさがり、四面金鼓のひびきに満ちていた。

「夏侯惇は、いずれにあるか。昼の大言は、置き忘れてきたか」

　趙雲子龍ちょううんしりゅうの声がする。

　さしもの夏侯惇も、渓川たにがわにおちて死ぬものやら、馬に踏まれて落命するなど、おびただしい味方の死傷を見ては、ひっ返して、趙雲に出会う勇気もなかったらしい。

「馬に頼るな。馬を捨てて、水に従って逃げ落ちよ」

　と、味方に教えながら、自身も徒歩となって、身一つを遁れだすのがようやくであった。

　後陣にいた李典は、

「さてこそ」

　と前方の火光を見て、急に救いに出ようとしたが、突如、前に関羽の一軍があって道をふさぎ、退いて、博望坡の兵糧隊を守ろうとすれば、そこにはすでに、玄徳の麾下きか張飛が迫って、輜重しちょうをことごとく焼き払ったあげく、

「火の網の中にある敵、一匹ものがすな」と、後方から挟撃してきた。

　討たるる者、焼け死ぬ者、数知れなかった。夏侯惇、于禁、李典などの諸将は輜重の車まで焼かれたのをながめて、

「もう、いかん」と、峰越しに逃げのびたが、夏侯蘭は張飛に出会って、その首を掻かれ、護軍韓浩かんこうは、炎の林に追いこまれて、全身、大火傷おおやけどを負ってしまった。
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　戦は暁になってやんだ。

　山は焼け、渓水たにみずは死し屍しで埋もれ、悽愴な余燼よじんのなかに、関羽、張飛は軍をおさめて、意気揚々、ゆうべの戦果を見まわっていた。

「敵の死骸は、三万をこえている。この分では無事に逃げた兵は、半分もないだろう」

「まず、全滅に近い」

「幸先さいさきよしだ。兵糧その他、戦利品も莫大な数にのぼろう。かかる大捷たいしょうを博したのも、日頃の鍛錬があればこそ──やはり平常が大事だな」

「それもあるが……」と、関羽は口をにごらしながら、駒を並べている張飛の顔を見て云った。

「この作戦は、一に孔明の指揮に出たものであるから、彼の功は否みがたい」

「むむ。……計はかりごとは、図にあたった。彼奴きゃつも、ちょっぴり、味をやりおる」

　張飛はなお幾らかの負け惜しみを残していたが、内心では、孔明の智謀を認めないわけにはゆかなかった。

　やがて、戦場をうしろに、新野のほうへ引きあげて行くと、彼方から一輌の車をおし、簇擁ぞくようとして、騎馬軍旗など、五百余の兵が近づいてくる。

「誰か？」

　と見れば、車のうえには悠然として軍師孔明。──前駆の二大将は糜竺びじく、糜芳びほうのふたりだった。

「オオ、これは」

「軍師か」

　威光というものは争えない。関羽と張飛はそれを見ると、理屈なしに馬をおりてしまった。そして車の前に拝伏し、夜来の大捷たいしょうを孔明に報告した。

「わが君の御徳と、各〻の忠誠なる武勇によるところ。同慶の至りである。」

　孔明は車上から鷹揚にそういって、大将たちをねぎらった。自分よりはるかに年上な猛将たちを眼の下に見て、そういえるだけでも、年まだ二十八歳の弱冠とは見えなかった。

　やがて、またここへ、趙雲ちょううん、関平かんぺい、劉封りゅうほうなどの諸将も各〻の兵をまとめて集まった。

　関羽の養子関平は、敵の兵糧車七十余輛を分捕って、初陣の意気軒昂たるものがあった。

　さらに、白馬にまたがった玄徳のすがたが、これへ見えると、諸軍声をあわせて、勝鬨かちどきをあげながら迎えた。

「ご無事で」

「めでたく」

「しかも、大捷を占めてのご帰城──」と、人々はよろこび勇んで、新野へ凱旋した。旗幡翻々へんぺんと道を埋うめ、土民はそれを迎えて拝舞雀躍はいぶじゃくやくした。

　孫乾そんけんは、留守していたので、城下の父老をひきいて、郭門かくもんに出迎えていた。その老人たちは、口をそろえて、

「この土地が、敵の蹂躙じゅうりんから免れたのは、ひとえにわがご領主が、賢人を厚くお用いなされたからじゃ」と、玄徳の英明をたたえ、また孔明を徳として仰いだ。

　しかし孔明は誇らなかった。

　城中に入って、数日の後、玄徳が彼に向って、あらゆる歓びと称讃を呈しても、

「いやいや、まだ決して、安心はなりません」と、眉をひらく風もなかった。

「いま、夏侯惇の十万騎は、残り少なに討ちなされて、ここしばらくは急もありますまいが、必定、この次には、曹操自身が攻め下って来るでしょう。味方の安危如何はその時かと思われます」

「曹操がみずから攻めてくるようだったら、それは容易ならぬことになる。北方の袁紹えんしょうですら一敗地に滅び、冀北きほく、遼東りょうとう、遼西りょうせいまで席巻せっけんしたあの勢いで南へきたら？」

「かならず参ります。故に、備えておかなければなりますまい。それにはこの新野は領堺も狭く、しかも城の要害は薄弱で、たのむには足りません」

「でも、新野を退いては」

「新野を退いて拠るべき堅固は……」

　と、孔明は云いかけて、そっとあたりを見まわした。




許都きょとと荊州けいしゅう
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「ここに一計がないでもありません」

　と、孔明は声をはばかって、ささやいた。

「国主の劉表りゅうひょうは病重く、近頃の容態はどうやら危篤のようです。これは天が君に幸いするものでなくてなんでしょう。よろしく荊州けいしゅうを借りて、万策をお計りあれ。それに拠よれば、地は広く、嶮けんは狭く、軍需財源、すべて充分でしょう」

　玄徳は顔を横に振った。

「それは良計には違いなかろうが、わしの今日あるは、劉表の恩である。恩人の危うきにつけこんで、その国を奪うようなことは忍び得ない」

「このさい小乗的なお考えは捨て、大義に生きねばなりますまい。いま荊州を取っておかなければ、後日になって悔ゆるとも及びませぬ」

「でも、情にもとり、義に欠けるようなことは」

「かくいううちにも、曹操の大軍が襲来いたしたなら、何となさいますか」

「いかなる禍いにあおうと、忘恩の徒と誹そしられるよりはましである」

「ああ。まことに君は仁者でいらせられる！」

　それ以上、強いることばも、諫いさめる辞じもなく、孔明は口をつぐんだ。

　さてまた夏侯惇は、口ほどもない大敗を喫して、命からがら都へ逃げ上り、みずから面縛して──死を待つ意味で罪人のように眼隠しをほどこし──畏おそる畏る相府の階下にひざまずいた。

（面目なくて会わせる顔もありません）といわぬばかりな姿である。

　曹操は出座して、それを見ると苦笑した。

「あれを解いてやれ」と、左右の者へ顎でいいつけ、階かいを上がることをゆるした。

　夏侯惇は、庁上に慴伏しょうふくして、問わるるまま軍いくさの次第を報告した。

「何よりの失策は、敵に火計のあることをさとらず、博望坡はくぼうはをこえて、渓林けいりんのあいだへ深入りしすぎた一事でございました。ために丞相の将士を数多あまたうしない、罪万死に値します」

「幼少より兵学を習い、今日まで幾多の戦場を往来しながら、狭道には必ず火攻めのあることぐらい気づかないで軍の指揮ができるか」

「今さら、何の言い訳もございません。于禁うきんはそれをさとって、それがしにも注意しましたが、後悔すでに及ばなかったのであります」

「于禁には大将軍たる才識がある。汝も元来の凡将ではない筈。この後の機会に、今日の恥をそそぐがよい」と叱ったのみで、深くも咎めなかった。

　その年の七月下旬。

　曹操は八十余万の大軍を催し、先鋒を四軍団にわかち、中軍に五部門を備え、後続、遊軍、輜重しちょうなど、物々しい大編制で、明日は許都を発せんと号令した。中太夫孔融こうゆうは、前の日、彼に諫めた。

「北国征略のときすら、こんな大軍ではありませんでした。かかる大動員をもって大戦にのぞまれなば、おそらく洛陽らくよう、長安ちょうあん以来の惨禍を世に捲き起しましょう。さる時には、多くの兵を損い、民を苦しめ、天下の怨嗟えんさは挙げて丞相にかかるやも知れません。なぜならば、玄徳は漢の宗親、なんら朝廷に反そむいたこともなく、また呉の孫権たりといえど、さして不義なく、その勢力は江東江南六郡にまたがり、長江の要害を擁しているにおいては、いかにお力をもってしても……」

「だまれ。晴れの門出に」

　曹操は叱って、「なお申さば、斬るぞ」と、一喝かつに退けてしまった。

　孔融こうゆうは、慨然がいぜんとして、府門を出ながら、

「不仁を以て仁を伐うつ。敗れざらんや。ああ！」

　と、嘆いて帰った。

　附近にたたずんでいた厩うまやの小者が、ふと耳にして、主人に告げ口した。その主人なる男は日頃、孔融と仲のわるい郄慮げきりょだったから、早速、曹操にまみえて、輪に輪をかけて讒言ざんげんした。
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　些細ささいなことをとらえて、棒ほどに訴える。

　そして、主しゅたる位置にある人の誇りと弱点につけこむ。

　讒者ざんしゃの通有手段である。

　そんな小人の舌に乗せられるほど曹操は甘い主君では決してない。けれど、どんな人物でも、大きな組織のうえに君臨していわゆる王者の心理となると、立志時代の克己や反省も薄らいでくるものとみえる。人間通有の凡小な感情は、抑えてのないまま、かえって普通人以上、露骨に出てくる。

　無能な小人輩は、甘言と佞智ねいちをろうすことを、職務のように努めはじめる。曹操のまわりには、つねに苦諫くかんを呈して、彼の弱点を輔佐する荀彧じゅんいくのような良臣もいたが、その反対も当然多い。

「どうも孔融こうゆうは、丞相じょうしょうにたいして、お怨みを抱いているようです。……昨夕も退庁の際、ひとり言に、不仁を以て仁を伐つ、敗れざらんや──などと罵ののしって帰りましたし、日頃の言行に照らしても、不審のかどがいくらもありますし」

　讒者ざんしゃは、弁をふるって、日頃から胸にたたんでおいた材料を、舌にまかせて並べたてた。

「──いつでしたか、丞相が禁酒の法令を発しられましたときも、孔融は笑って、天に酒旗の星あり、地に酒郡あり、人に喜泉きせんなくして、世に何の歓声かんせいあらん。民に酒を禁じるほどなら、今に婚姻も禁じるであろう、などと途方もない暴説を吐いておりましたし」

「…………」

「また。あの孔融はですね。ずっと以前ですが、朝廷の御宴ぎょえんの折、赤裸になって丞相を辱めた禰衡ねいこう──あの奇舌学人とは──古くから親交がありまして、禰衡にあんな悪戯わるさをさせたのも、後で聞けば、孔融の入れ智慧だったということです」

「…………」

「いえ、まだまだ、それのみではありません。彼は荊州の劉表とは、ずいぶん以前から音信を交わしております。また玄徳とは、わけても昵懇じっこんと聞いておりますゆえ、この辺の虚実は彼の邸を、突然襲って家探ししてごらんになれば、きっと意外な証拠が現れるのではないかと思われます。──明日、荊州へご発向の前に、ぜひその一事は、明らかに調べてご出陣ありますように」

「…………」

　かなり長いあいだしゃべらせておいた。曹操は一語も発せずにいたが、非常にいやな顔つきをしていた。そして聞くだけ聞き終るといきなり、

「うるさい、あっちへ行け」

　と、顎あごをあげて、蠅のように、その家臣を目さきから追い払った。

　さすがに、讒者ざんしゃの肚はらを、観破したのかと思うと、そうでもない。いや、その反対だったのである。

　たちまち廷尉ていいを呼んで、

「すぐ行け」と、何かいいつけた。

　廷尉は、一隊の武士と捕吏をひきつれ、不意に孔融こうゆうの邸を襲った。

　孔融は、なんの抵抗をするまもなく、召捕られた。

　召使いのひとりが奥へ走って、

「たッ、大変ですっ。ご父君にはいま、廷尉に捕縛されて、市へひかれて行きました！」

　と、そこにいる孔融の息子たちへ、哭なき声で知らせた。

　二人の息子は、碁を囲んで遊んでいたが、すこしも驚かず、

「──巣すでに破れて、卵の破れざるものあらんか」

　と、なお二手ふたて三手みてさしていた。

　もちろん、たちまち踏みこんできた捕吏や武士の手にかかって、兄弟とも斬られてしまった。

　邸は炎とされ、父子一族の首は市に梟かけられた。

　荀彧じゅんいくは、後で知って、

「どうも、困ったものです」と、苦々しげに云ったきりで、いつもの如く、曹操へ諫言はしなかった。諫言も間に合わないし、また無言でいるのも、一つの諫言になるからであろう。




三



　曹操みずから、許都の大軍をひきいて南下すると、頻々ひんぴん、急を伝えてくる中を、荊州の劉表は、枕も上がらぬ重態をつづけていた。

「御身と予とは、漢室の同宗、親身の弟とも思うているのに……」

　病室に玄徳を招いて、彼は、きれぎれな呼吸いきの下から説いていた。

「予の亡い後、この国を、御身が譲りうけたとて、誰が怪しもう。奪ったなどといおう。……いや、いわせぬように、予が遺言状をしたためておく」

　玄徳は、強たって辞した。

「せっかくの尊命ですが、あなたにはお子達がいらっしゃいます。なんで私がお国を継ぐ必要などありましょう」

「いや、その孤子みなしごの将来も、御身に託せば安心じゃ。どうかあの至らぬ子らを扶け、荊州の国は御身が受け継いでくれるように」

　遺言にひとしい切実な頼みであったが、玄徳はどうしても受けなかった。

　孔明は後にその由を聞いて、

「あなたの律義は、かえって、荊州の禍いを大にしましょう」と、痛嘆した。

　その後、劉表の病は重おもるばかりな所へ、許都百万の軍勢はすでに都を発したと聞えてきたので、劉表は気魄もおののき飛ばして、遺言の書をしたためて後事を玄徳に頼んだ。──御身が承知してくれないならば、嫡子の劉琦りゅうきを取立てて荊州の主に立ててくれよというのであった。

　蔡さい夫人は、穏やかならぬ胸を抱いた。彼女の兄蔡瑁さいぼうや腹心の張允ちょういんも、大不満を含んで、早くも、

「いかにして、琦君きくんを排し、劉琮りゅうそうの君を立てるか」を、日夜、ひそひそ凝議ぎょうぎしていた。

　──とも知らず、劉表の長男劉琦は、父の危篤を聞いて、遠く江夏の任地から急いで荊州へ帰ってきた。

　そして旅舎にも憩いこわず、直ちに城へ入ってくると、内門の扉はかたく彼を拒んで入れなかった。

「父の看護みとりにつこうものと、はるばる江夏から急いできた劉琦なるぞ。城門の者、番の者、ここを開けい。通してくれよ」

　すると、門の内から蔡瑁は声高に答えた。

「父君のご命をうけて、国境の守りに赴かれながら、無断に江夏の要地をすてて、ご帰国とは心得ぬお振舞い。いったい誰のゆるしをうけてこれに来られたか。軍務の任の重きことをお忘れあったか。たとえご嫡子たりともここをお通しするわけには参らん。──疾とく疾とくお帰りあれ、お帰りあれ」

「その声は、瑁伯父ぼうおじではないか。せっかく遠路を参ったのに、門を入れぬとは無情であろう。すぐ江夏へ帰るほどに、せめて父君にひと目会わせてくれい」

「ならぬ！」と、伯父の権けんを、声に加えて、蔡瑁はさらにこッぴどくいって、追い払った。

「病人にせよ、会えばお怒りときまっている。病を重らすだけのことだ。さすれば孝道にも背くことに相成ろう。不孝をするため、わざわざ来られたわけでもあるまい！」

　劉琦はややしばらく門外にたたずんで哭なき声をしのばせていたが、やがてしおしおと馬をかえして立ち去った。

　秋八月の戊申つちのえさるの日、劉表りゅうひょうは、ついに臨終した。

　蔡夫人、蔡瑁さいぼう、張允ちょういんなどは、偽の遺言書を作って、

　＝荊州けいしゅうの統とうは、弟劉琮りゅうそうを以て継がすべし

　と披瀝ひれきした。

　蔡夫人の生んだ二男劉琮は、その時まだ十四歳であったが、非常に聡明な質だったので、宿将幕官のいるところで、或る折、

「亡父君ちちぎみのご遺言とはあるが、江夏には兄上がいるし、新野には外戚がいせきの叔父しゅくふ劉玄徳りゅうげんとくがいる。もし兄このかみや叔父しゅくふがお怒りの兵を挙げて、罪を問うてきたら何とするぞ」

　と、質問しだしたので、蔡夫人も蔡瑁も、顔いろを変えてあわてた。
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　すると、末席にいた幕官ばっかんの李珪りけいという者が、劉琮りゅうそうの言へ即座にこたえて、

「おう若君、よくぞ仰せられました。実げに天真爛漫てんしんらんまん、いまの君のおことばこそ、人間の善性というものです。君臣に道あり、兄弟に順あり、お兄君をしのいでお継ぎになるなど、もとより逆の甚だしいものです。いそぎ使いを馳せて江夏より兄君を迎えられ、琦君きくんを国主とお立て遊ばし、玄徳を輔佐としてまず内政を正し、しかる後、北は曹操を防ぎ、南は孫権にあたり、上下一体となるのでなければ、この荊州の滅乱めつらんはまぬかれません！」と、はばかる色もなく直言した。

　蔡瑁は、赫怒かくどして、

「みだりに舌をうごかして、故君のご遺言を辱はずかしめ、部内の人心を攪乱する賊臣め。黙れっ、黙りおろうっ」と、大喝しながら、武士と共に、李珪りけいのそばへ馳け寄って、「これへ出ろ」と、引きずりだした。

　李珪は悪びれずになおも、

「国政にあずかる首脳部の方々からして、順をみだし、法をやぶり、何とて他国の侵攻を防ぎ得ましょうや。この国の亡ぶは眼に見えている」と、叫んでやまなかったが、とたんに蔡瑁が抜き払った剣の下に、あわれその首は斬り落されていた。

　死屍は市まちの不浄墳ふじょうづかに取り捨てられたが、市人は伝え聞いて、涙を流さぬはなかったという。

　襄陽じょうようの東四十里、漢陽の荘麗なる墓所に、故劉表の柩ひつぎは国葬された。蔡氏の閥族は、劉琮りゅうそうを国主として、これから思うままに政をうごかしたが、時まさに未曾有の国難の迫っている折から、果たしてそんな態勢で乗り切れるかどうか、心あるものは危ぶんでいた。

　蔡夫人は、劉琮を守護して、軍政の大本営を襄陽城に移した。

　時すでに、曹操の大軍は刻々南下して、

「はや宛城えんじょうに近し！」

　とさえ聞えてきたのである。

　幼主と蔡夫人を主座に仰ぎ、蔡瑁、蒯越かいえつ以下、宿将群臣たちは日々評議に余念なかった。

「一戦いなみ難し」とする軍の主戦論は、濃厚であったが、文官側になお異論が多い。

　就中なかんずく、東曹とうそうの掾公悌えんこうていは、

「三つの弱点がある」と、国内の不備をかぞえて、非戦論を主張した。

　その一は、江夏の劉琦が、国主の兄でありながら、まったく排のけ者にされている不満から、いつ荊州けいしゅうの背後を突くか知れないという不安。

　二には、玄徳の存在である。しかも玄徳のいる新野は、この襄陽と江水こうすいひとつをへだてた近距離にある。おそらく玄徳の向背はこの際、はかり知れないものがあろうという点。

　三つには、故太守の歿後、まだ日も経っていないので、諸臣の不一致、内政の改革、あらゆる備えが、まだ完まったき臨戦態勢に至っていない──というのであった。

「その説に自分も同感である。自分をもっていわせれば、さらに三つの不利がある」

　と、続いて山陽高平さんようこうへいの人、王粲おうさん字あざなは仲宣ちゅうせんが起って戦に入る三害を力説した。

　一、中国百万の軍は、朝廷をひかえ、抗するものは、違勅いちょくの汚名をうける。

　一、曹操は威雷電いらいでんのごとく、その強馬精兵は久しく名あるところ。荊州の兵は、久しく実戦の体験がない。

　一、たとえ玄徳をたのみとするも、玄徳のふせぎ得る曹操ではない。もしまた、曹操に当り得るほどな実力を彼に附与すれば、なんで玄徳が、わが君の下風かふうに屈していよう。

　公悌こうていのいう三弱、王粲おうさんのあげた三害、こう数えたてれば、荊州は到底、中国百万の軍と雌雄を決して勝てる強味はどこにもない。

　結局、降服の道しかなかった。即ち、和を乞うの書をたずさえて、襄陽の使いは南進中の曹操の軍へ、急遽派遣されたのであった。




新野しんやを捨すてて



一



　百万の軍旅は、いま河南の宛城えんじょう（南陽）まで来て、近県の糧米や軍需品を徴発し、いよいよ進撃に移るべく、再整備をしていた。

　そこへ、荊州から降参の使いとして、宋忠の一行が着いた。

　宋忠は、宛城の中で、曹操に謁して、降参の書を奉呈した。

「劉琮りゅうそうの輔佐には、賢明な臣がたくさんいるとみえる」

　曹操は大満足である。

　こう使いを賞めて、「劉琮を忠烈侯ちゅうれつこうに封じて、長く荊州の太守たる保証を与えてやろう。やがてわが軍は、荊州に入るであろうから、その時には、城を出て、曹操の迎えに見えるがいい。──劉琮に会って、その折、なお親しく語ることもあろう」と、いった。

　宋忠は、衣服鞍馬を拝領して、首尾よく荊州へ帰って行った。

　その途中である。

　江を渡って、渡船場から上がってくると、一隊の人馬が馳けてきた。

「何者だっ、止れっ」

　と、誰何すいかされて、馬上の将を見ると、この辺の守りをしていた関羽である。

「しまった」

　と思ったが、逃げるにも逃げきれない。宋忠は彼の訊問にありのままを答えるしかなかった。

「何。降参の書をたずさえて、曹操の陣へ使いした帰りだと申すか？」

　関羽は、初耳なので、驚きに打たれた。

「これは、自分だけが、聞き流しにしているわけには参らぬ」

　有無をいわせず、後は、宋忠を引ッさげて、新野へ馳けた。

　新野の内部でも、この政治的な事実は、いま初めて知ったことなので、驚愕はいうまでもない。

　わけて、玄徳は、

「何たることか！」

　と、悲涙にむせんで、昏絶こんぜつせんばかりだった。

　激しやすい張飛のごときは、

「宋忠の首を刎ねて血祭りとなし、ただちに兵をもって荊州を攻め取ってしまえ。さすれば無言のうちに、曹操へやった降参の書は抹殺され、無効になってしまう」

　と、わめきちらして、いやが上にも、諸人を動揺させた。

　宋忠は生きた心地もなく、おどおどして、城中にみなぎる悲憤の光景をながめていたが、

「今となって、汝の首を刎はねたところで、何の役に立つわけもない。そちは逃げろ」

　と、玄徳は彼をゆるして、城外へ放ってやった。

　ところへ、荊州の幕賓ばくひん、伊籍いせきがたずねてきた。宋忠を放った後で、玄徳は、孔明そのほかを集めて評議中であったが、ほかならぬ人なのでその席へ招じ、日頃の疎遠そえんを謝した。

　伊籍は、蔡さい夫人や蔡瑁が、劉琦をさしおいて、弟の劉琮を国主に立てたことを痛憤して、その鬱懐うっかいを、玄徳へ訴えに来たのであった。

「その憂いを抱くものは、あなたばかりでありません」と、玄徳はなだめて後、

「──しかも、まだまだあなたの憂いはかろい。あなたのご存じなのは、それだけであろうが、もっと痛心に耐えないことが起っている」

「何です？　これ以上、痛心にたえないこととは」

「故太守が亡くなられて、まだ墳墓の土も乾かないうち、この荊州九郡をそっくり挙げて、曹操へ降参の書を呈したという一事です」

「えっ、ほんとですか」

「偽りはありません」

「それが事実なら、なぜ貴君には、直ちに、喪もを弔とむらうと号して、襄陽に行き、あざむいて幼主劉琮をこちらへ、奪い取り、蔡瑁、蔡夫人などの奸党閥族かんとうばつぞくを一掃してしまわれないのですか」

　日頃、温厚な伊籍すら、色をなして、玄徳をそう詰問なじるのであった。




二



　孔明も共にすすめた。

「伊籍のことばに、私も同意します。今こそご決断の時でしょう」

　しかし玄徳は、ただ涙を垂るるのみで、やがてそれにこう答えた。

「いやいや臨終の折に、あのように孤子みなしごの将来を案じて、自分に後を託した劉表のことばを思えば、その信頼に背そむくようなことはできない」

　孔明は、舌打ちして、

「いまにして、荊州も取り給わず遅疑逡巡ちぎしゅんじゅん、曹操の来攻を、拱手きょうしゅしてここに見ているおつもりですか」と、ほとんど、玄徳の戦意を疑うばかりな語気で詰問なじった。

「ぜひもない……」と、玄徳は独りでそこに考えをきめてしまっているもののように──

「この上は新野を捨てて、樊城はんじょうへ避けるしかあるまい」と、いった。

　ところへ、早馬が来て、城内へ告げた。曹操の大軍百万の先鋒はすでに博望坡はくぼうはまで迫ってきたというのである。

　伊籍は倉皇と帰ってゆく。城中はすでにただならぬ非常時色に塗りつぶされた。

「とまれ、孔明あるからには、御心みこころをやすんじ給え」

　玄徳をなぐさめて、孔明はただちに、諸将へ指令した。

「まず、防戦の第一着手に、城下の四門に高札こうさつをかかげ──百姓商人老幼男女、領下のものことごとく避難にかかれ、領主に従って難を避けよ、遅るる者は曹操のためかならずみなごろしにならん──としるして布令なす事」と、手配の順に従って、なお、次のように云いわたした。

「孫乾そんけんは西河さいかの岸に舟をそろえて避難民を渡してやるがよい。糜竺はその百姓たちを導いて、樊城へ入れしめよ。また関羽は千余騎をひきいて、白河はくが上流に埋伏まいふくして、土嚢どのうを築いて、流れをせき止めにかかれ」

　孔明は、諸将の顔を見わたしながら、ここでちょっと、ことばを休め、関羽の面おもてにその眸をとどめて云い足した。

「──明日の夜三更の頃、白河の下流しもにあたって、馬のいななきや兵のさけびの、もの騒がしゅう聞えたときは、すなわち曹軍の潰乱なりと思うがよい。上流にある関羽の手勢は、ただちに土嚢の堰せきを切って落し、一斉に、激水とともに攻めかかれ。──さらに、張飛は千余騎をひっさげて、白河の渡口わたしに兵を伏せ、関羽と一手になって曹操の中軍を完膚かんぷなきまで討ちのめすこと」

　孔明のひとみは、関羽から張飛の面へ移って云いつける。張飛はらんとした眼をかがやかして、大きくそれへうなずく。

「趙雲ちょううんやある！」

　孔明が、名を呼んだ。

　諸将のあいだから、趙雲は、おうっと答えながら、一歩前へ出た。

「ご辺には、兵三千を授ける」

　孔明はおごそかにいって、

「──乾燥した、柴、蘆よし、茅かやなど充分に用意されよ。硫黄焔硝いおうえんしょうをつつみ、新野城の楼上へ積みおくがよい。明日の気象を考えるに、おそらく暮れ方から大風が吹くであろう。勝ちおごった曹操の軍は、風とともに、易々やすやすと、陣を城中にうつすは必然である。──時にご辺は、兵を三方にわけて、西門北門南門の三手から、火矢、鉄砲、油礫あぶらつぶてなどを投げかけ、城頭一面火焔と化すとき、一斉に、兵なき東の門へ馳け迫れ。──城内の兵は周章狼狽しゅうしょうろうばい、ことごとくこの門から逃げあふれて来るであろう。その混乱を存分に討って、よしと見たらすぐ兵を引っ返せ。白河の渡口わたしへきて関羽、張飛の手勢と合すればよい。──そして樊城はんじょうをさして急ぎに急げ」

　あらましの指令は終った。命をうけた諸将は勇躍して立ち去ったが、なお糜芳びほう、劉封りゅうほうなどが残っていた。

「二人には、これを」と孔明は、特に近く呼んで、糜芳びほうへは紅くれないの旗を与え、劉封には青い旗を渡した。いかなる計を授けられたか、その二将もやがておのおの千余騎をしたがえて、──新野をさること約三十里、鵲尾坡じゃくびはの方面へ急いで行った。
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　曹操はなおその総軍司令部を宛城えんじょうにおいて、情勢を大観していたが、曹仁、曹洪を大将とする先鋒の第一軍十万の兵は、許褚きょちょの精兵三千を加えて、その日すでに、新野の郊外まで殺到していた。

　一応、そこで兵馬を休ませたのが、午ひるの頃であった。

　案内者を呼びつけて、

「これから新野まで何里か」と、訊くと、

「三十余里です」と、いう。

「土地の名は」と、いえば、

「鵲尾坡じゃくびは──」と、答えた。

　そのうちに、偵察に行った数十騎が、引返してきていうには、

「これからやや少し先へ行くと、山に拠り、峰に沿って陣を取っている敵があります。われわれの影を見るや、一方の山では、青い旗を打ち振り、一方の峰では、紅の旗をもってそれに答え、呼応の形を示す有様、何やら充分、備えている態がうかがわれます。どうもその兵力のほどは察しきれませんが……」

　許褚きょちょは、その報を、受けるやいな、自身、当って見ると称して、手勢三千を率いて、深々と前進してみた。

　鬱蒼うっそうとした峰々、岩々がんがんたる山やその尾根、地形は複雑で、容易に敵の態を見とどけることができない。しかし、たちまち一つの峰で、颯々さっさつと、紅の旗がうごいた。

「あ。あれだな」

　凝視していると、また、後ろの山の肩で、しきりに青い旗を打ち振っているのが見える。何さま信号でも交わしている様子である。許褚は迷った。

　山気は森しんとして、鳴りをしずめている敵の陣容の深さを想わせる。──これはうかつにかかるべきでないと考えたので、許褚は、味方の者に、

「決して手出しするな」と、かたく戒め、ひとり駒を引返して、曹仁に告げ、指令を仰いだ。

　曹仁は一笑に付して、

「きょうの進撃は、このたびの序戦ゆえ、誰も大事を取るであろうが、それにしても、常の貴公らしくもない二の足ではないか。兵に虚実あり、実と見せて虚、虚と見せて実。いま聞く紅旗青旗のことなども、見よがしに、敵の打ち振るのは、すなわち、我をして疑わしめんがためにちがいない。何のためらうことがあろう」と、いった。

　許褚は、ふたたび鵲尾坡じゃくびはから取って返し、兵に下知して、進軍をつづけたが、一人の敵も出てこない。

「今に。……やがて？」と、一歩一歩、敵の伏兵を警戒しながら、緊張をつづけて進んだが、防ぎに出る敵も支えに立つ敵も現れなかった。

　こうなると、張合いのないよりは一層、無気味な気抜けに襲われた。陽はいつか西山に沈み、山ふところは暗く、東の峰の一方が夕月にほの明るかった。

「やっ？　……あの音は」

　三千余騎の跫音あしおとがはたと止まったのである。耳を澄まして人々はその明るい天の一方を仰いだ。

　月は見えないが水のように空は澄みきっていた。突兀とっこつと聳そびえている山の絶頂に、ひとりの敵が立って大擂だいらいを吹いている。……ぼ──うっ……ぼうううっ……と何を呼ぶのか、大擂の音は長い尾をひいて、陰々と四山にこだましてゆく。

「はてな？」

　怪しんでなおよく見ると、峰の頂上に、やや平らな所があり、そこに一群の旌旗せいきを立て、傘蓋さんがいを開いて対座している人影がある。ようやく月ののぼるに従って、その姿はいよいよ明らかに見ることができた。一方は大将玄徳、一方は軍師孔明、相対して、月を賞し、酒を酌んでいるのであった。

「やあ、憎ッくき敵の応対かな。おのれひと揉みに」

　許褚きょちょは愚弄されたと感じてひどく怒った。彼の激しい下知に励まされて、兵は狼群の吠えかかるが如く、山の絶壁へ取りすがったが、たちまちその上へ、巨岩大木の雨が幕を切って落すようになだれてきた。
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　一塊かいの大石や、一箇の木材で、幾十か知れない人馬が傷つけられた。

　許褚も、これはたまらないと、あわてて兵を退いた。そして、ほかの攻め口を尋ねた。

　彼方の峰、こなたの山、大擂だいらいの音や金鼓のひびきが答え合って聞えるのである。

「背後うしろを断たれては」と、許褚はいたずらに、敵の所在を考え迷った。

　そのうちに曹仁、曹洪などの本軍もこれへ来た。曹仁は叱咤して、

「児戯に類する敵の作戦だ。麻酔ますいにかけられてはならん。前進ただ前進あるのみ」

　と、遮しゃ二無む二、猛進をつづけ、ついに新野の街まで押し入ってしまった。

「どうだ、この街の態ていは。これで敵の手のうちは見えたろう」

　曹仁は、自分の達見を誇った。城下にも街にも敵影は見あたらない。のみならず百姓も商家もすべての家はガラ空きである。老幼男女はもとより嬰児あかごの声一つしない死の街だった。

「いかさま、百計尽きて、玄徳と孔明は将士や領民を引きつれて、いち早く逃げのびてしまったものと思われる。──さてさて逃げ足のきれいさよ」と曹洪や許褚も笑った。

「追いかけて、殲滅戦せんめつせんにかかろう」という者もあったが、人馬もつかれているし、宵の兵糧もまだつかっていない。こよいは一宿して、早暁、追撃にかかっても遅くはあるまいと、

「やすめ」の令を、全軍につたえた。

　その頃から風がつのりだして、暗黒の街中は沙塵さじんがひどく舞った。曹仁、曹洪らの首脳は城に入って、帷幕いばくのうちで酒など酌んでいた。

　すると、番の軍卒が、

「火事、火事」

　と、外で騒ぎ立ててきた。部将たちが、杯をおいて、あわてかけるのを、曹仁は押し止めて、

「兵卒どもが、飯を炊かしぐ間に、あやまって火を出したのだろう。帷幕いばくであわてなどすると、すぐ全軍に影響する。さわぐに及ばん」と、余裕を示していた。

　ところが、外の騒ぎは、いつまでもやまない。西、北、南の三門はすでにことごとく火の海だという。追々、炎の音、人馬の跫音など、ただならぬものが身近に迫ってきた。

「あっ、敵だっ」

「敵の火攻めだっ」

　部将のさけびに曹洪、曹仁も胆きもを冷やして、すわとばかり出て見たときは、もう遅かった。

　城中はもうもうと黒煙につつまれている。馬よ、甲よろいよ、矛ほこよ、とうろたえ廻る間にも、煙は眼をふさぎ鼻をつく。

　さらに、火は風をよび、風は火をよび、四方八面、炎と化したかと思うと、城頭にそびえている三層の殿楼やそれにつらなる高閣など、一度に轟然ごうぜんと自爆して、宙天には火の柱を噴き、大地へは火の簾すだれを降らした。

　わあっと、声をあげて、西門へ逃げれば西門も火。南門へ走れば南門も火。こはたまらじと、北門へなだれを打ってゆけば、そこも大地まで燃えさかっている。

「東の門には、火がないぞ」

　誰いうとなく喚わめきあって、幾万という人馬がわれ勝ちに一方へ押し流れてきた。互いに手脚を踏み折られ、頭上からは火の雨を浴び、焼け死ぬ者、幾千人か知れなかった。

　曹仁、曹洪らは、辛くも火中を脱したが、道に待っていた趙雲にはばまれて、さんざんに打ちのめされ、あわてて後へ戻ると、劉封りゅうほう、糜芳びほうが一軍をひきいて、前を立ちふさいだ。

「これは？」と仰天して、白河のあたりまで逃げ去り、ほっと一息つきながら、馬にも水を飼い、将士も争って、河の水を口へすくいかけていたが、──かねて上流に埋伏していた関羽の一隊は、その時、遠く兵馬のいななきを耳にして、

「今だ！」

　と、孔明の計を奉じて、土嚢どのうの堰せきを一斉にきった。さながら洪水のような濁浪は、闇夜あんやの底を吠えて、曹軍数万の兵を雑魚ざこのように呑み消した。




亡流ぼうりゅう
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　渦まく水、山のような怒濤どとう、そして岸うつ飛沫しぶき。この夜、白河はくがの底に、溺れ死んだ人馬の数はどれ程か、その大量なこと、はかり知るべくもない。

　堰せきを切り、流した水なので、水勢は一時的ではあった。しかしなお、余勢の激流は滔々とうとうと岸を洗っている。

　僥倖ぎょうこうにも、曹仁そうじん、曹洪そうこうの二大将は、この大難から辛くもまぬかれて、博陵はくりょうの渡口わたしまで逃げてきたが、たちまち一彪ぴょうの軍馬が道を遮断して呼ばわった。

「曹軍の残兵ども、どこへ落ちてゆくつもりだ。燕人えんじん張飛がこれに待ち受けているのも知らずに」

　ここでもまた、潰滅をうけて、屍山血河を作った。曹仁の身もすでに危うかったが、許褚きょちょが取って返し、張飛と槍を合わし、万死のうちから彼を救った。

　張飛は、大魚を逸したが、

「ああ愉快、久しぶりで胸がすいたぞ。これくらい叩きのめせば、まずよかろう」

　と、兵を収めて江岸をのぼり、かねてしめし合わせてある玄徳や孔明と一手になった。

　そこには劉封りゅうほう、糜芳びほうなどが、船をそろえて待っていた。

　玄徳以下の全軍が対岸へ渡り終ったころ、夜は白みかけていた。

　孔明は、命を下して、

「船をみな焼き捨てろ」と、いった。

　そして、無事、樊城はんじょうへ入った。

　この大敗北は、やがて宛城えんじょうにいる曹操の耳に達した。曹操は、すべてが孔明の指揮にあったという敗因を聞いて、

「諸葛匹夫しょかつひっぷ、何者ぞ」と、怒髪どはつをたてて罵った。

　すでに彼の大軍は彼の命を奉じて、新野しんや、白河、樊城はんじょうなど、一挙に屠ほふるべく大行動に移ろうとした時である。帷幕いばくにあった劉曄りゅうようが切にいさめた。

「丞相じょうしょうの威名と、仁慈は、河北においてこそ、あまねく知られておりますが、──この地方の民心はただ恐れることだけを知って、その仁愛も、丞相を戴いただく福利も知りません。──故に玄徳は、百姓を手なずけて、北軍を鬼の如く恐れさせ、老幼男女ことごとく民のすべてを引き連れて樊城へ移ってしまいました。──この際、お味方の大軍が、新野、樊城などを踏み荒し、その武威を示せば示すほど、民心はいよいよ丞相を恐れ、北軍を敬遠し、その徳になつくことはありません。──民なければ、いかに領土を奪っても、枯野に花を求めるようなものでしょう。……如しかず、ここはぜひご堪忍あって、玄徳に使いをやり、彼の降伏を促うながすべきではありますまいか。玄徳が降伏せねば、民心のうらみは玄徳にかかりましょう。そして荊州けいしゅうのお手に入るのは目に見えている。すでに荊州の経略が成れば、呉の攻略も易い々いたるもの。天下統一のご覇業は、ここに完まったきを見られまする。──何をか、一玄徳の小悪戯こいたずらに関かかわって、可惜あたら、貴重な兵馬を損じ、民の離反を求める必要がございましょうか」

　劉曄りゅうようの献言は大局的で、一時いきり立った曹操にも、大いにうなずかせるところがあった。しかし曹操は、

「それなら一体誰を、玄徳のところへ使いにやるか」

　ということになお考えを残しているふうだった。

　劉曄は一言のもとに、

「それは、徐庶じょしょが適任です」と、いった。

　ばかをいえ──といわぬばかりに曹操は劉曄の顔をしり目に見て、

「あれを玄徳のもとへやったら、再び帰ってくるものか」

　と、唇をむすんで、大きく鼻から息をした。

「いやいや、玄徳と徐庶との交情は、天下周知のことですが、それ故に、もし徐庶がご信頼を裏切って、この使いから帰らなかったりなどしたら、天下の物笑いになります。彼以外に、この使いの適任者はありません」

「なるほど、それも一理だな」

　彼はすぐ幕下の群将のうちから、徐庶を呼びだして、おごそかに、軍の大命をさずけた。
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　徐庶じょしょは、命を奉じて、やがて樊城はんじょうへ使いした。

「なに、曹操の使いとして、徐庶が見えたと」

　玄徳は、旧情を呼び起した。孔明と共に、堂へ迎え、

「かかる日に、ご辺と再会しようとは」と嘆じた。

　語りあえば、久濶きゅうかつの情は尽きない。けれど今は敵味方である。徐庶はあらためていった。

「今日、それがしを向けて、あなたに和睦わぼくを乞わしめようとする曹操の本志は、和議にあらず、ただ民心の怨嗟えんさを転嫁てんかせんための奸計かんけいです。これに乗って、一時の安全をはかろうとすれば、おそらく悔いを百世に残しましょう。不幸、自分はあなたの敵たる陣営に飼われる身となり、今は老母も死してこの世にはありませんが、もしこの使いから帰らなければ、世人はそれがしの節操を疑い、かつ嘲あざけり笑うでしょう。──ぜひもない宿命、ただ今の一言を、呈したのみで立ち帰りまする」

　と、すぐ暇いとまを告げ、なお帰りがけにもくり返していった。

「逆境また逆境、さだめし今のお立場はご不安でしょう。しかし以前と事ちがい、唯今では、君側の人に、諸葛しょかつ先生が居られます。かならずあなたの抱く王覇おうはの大業を扶たすけ、やがて今を昔に語る日があることを信じております。それがしは老母も死し、何一つ世のために計ることもできない境遇に置かれていますが、ただひとつ、あなたのご大成を陰ながら念じ、またそれを楽しみにしていましょう。……では、くれぐれもご健勝に」

　徐庶が帰って、曹操に返辞をするまでのあいだに、玄徳は、ふたたび、城を捨て、ほかに安らかな地を求めなければならなかった。

　せっかく誘降ゆうこうの使いをやったのにそれを拒絶したという報告を聞けば、曹操はたちまち、

（民を戦禍に投じたものは玄徳である）

　と、罪を相手になすって百万の軍にぞんぶんな蹂躙じゅうりんを命じ、颱風の如く攻めて来ることはもう決定的と見られたからである。

「襄陽じょうように避けましょう。この城よりは、まだ襄陽のほうが、防ぐに足ります」

　孔明のすすめに、もちろん、玄徳は異議もなかったが、

「自分を慕って、自分と共に、ここへ避難している無数の百姓たちをどうしよう」

　と、領民の処置を案じて、決しきれない容子だった。

「君をお慕い申し上げて、君の落ち行く先なら、何処までとついて来る可憐な百姓どもです。たとえ足手まといになろうと、引き具してお移りあるべきでございましょう」

　孔明のことばに、玄徳も、

「さらば──」と、関羽に渡江の準備を命じた。

　関羽は、江頭に舟をそろえ、さて数万の百姓をあつめて、

「われらと共に、ゆかんとする者は江を渡れ。あとに残ろうと思う者は、去って旧地の田を耕すがいい」と、云い渡した。

　すると、百姓老幼、みな声をそろえて、共に哭ないて、

「これから先、たとえ山を拓ひらいて喰い、石を鑿うがって水を汲むとも、劉皇叔りゅうこうしゅくさまに従って参りとうございます。ついに生命を失っても使君しくん（玄徳のこと）をお恨みはいたしません」と、いった。

　そこで関羽は、糜竺びじく、簡雍かんようなどと協力して、この膨大ぼうだいなる大家族を、次々に舟へ盛り上げては対岸へ渡した。

　玄徳も、舟に移って、渡江しにかかったが、折もあれ、この方面へ襲よせてきた曹軍の一手──約五万の兵が、馬けむりをあげて樊城はんじょう城外から追いかけてきた。

「すわや、敵が」と聞くなり岸に群れ惑う者、舟の中に哭なきさけぶ者、あやまって河中に墜ちいる者など、男女老幼の悲鳴は、水に谺こだまして、思わず耳をおおうばかりだった。

「あわれや、無辜むこの民ぐさ達、我あらばこそ、このような禍いをかける。──我さえなければ」

　と、玄徳はそれを眺めて、身悶えしていたが、突然、舷ふなべりに立って、河中に身を投げようとした。
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　左右の人々はおどろいて玄徳を抱きとめた。

「死は易やすく、生は難かたし。もともと、生きつらぬく道は艱苦かんくの闘いです。多くの民を見すてて、あなた様のみ先へ遁れようと遊ばしますか」

　と、人々に嘆き諫いさめられて、玄徳もようやく死を思い止まった。

　関羽は、逃げおくれた百姓の群れを扶たすけ、老幼を守って後から渡ってきた。かくてようやく皆、北の岸へ渡りつくや、休むまもなく、玄徳は襄陽じょうようへ急いだ。

　襄陽の城には、先頃から幼国主劉琮りゅうそう、その母蔡さい夫人以下が、荊けい州から移住している。玄徳は、城門の下に馬を立て、

「賢姪けんてつ劉琮りゅうそう、ここを開けたまえ、多くの百姓どもの生命いのちを救われよ」と、大音をあげた。

　すると、答えはなくて、たちまち多くの射手が矢倉の上に現われて矢を酬いた。

　玄徳につき従う数万の百姓群の上に、その矢は雨の如く落ちてくる。悲鳴、慟哭どうこく、狂走、混乱、地獄のような悲しみに、地も空も晦くらくなるばかりだった。

　ところが、これを城中から見てあまりにもその無情なる処置に義憤を発した大将があった。姓は魏延ぎえん、字あざなは文長ぶんちょう、突如味方のなかから激声をあげて、

「劉玄徳りゅうげんとくは、仁人じんじんである。故主の墳墓の土も乾かぬうちに、曹操へ降を乞い、国を売るの賊、汝らこそ怪けしからん。──いで、魏延が城門をあけて、玄徳を通し申さん」と云い出した。

　蔡瑁さいぼうは仰天して、張允ちょういんに、

「裏切り者を討て」と命じた。

　時すでに、魏延は部下をひきいて、城門のほうへ殺到し、番兵を蹴ちらして、あわや吊橋つりばしをおろし、

「劉皇叔りゅうこうしゅく！ 劉皇叔！ はやここより入り給え」

　と、叫んでいる様子に、張允、文聘ぶんぺいなどが、争ってそれを妨さまたげていた。

　城外にいた張飛、関羽たちは、すぐさま馬を打って駆け入ろうとしたが、城中の空気、鼎かなえの沸く如く、ただ事とも思われないので、

「待て、しばし」と急に押し止め、

「孔明、孔明。ここの進退は、どうしたらいいか」と、訊ねた。

　孔明は、うしろから即答した。

「凶血が煙っています。おそらく同士打ちを起しているのでしょう。しかし、入るべからずです。道をかえて江陵こうりょう（湖北省・沙市さし、揚子江ようすこう岸）へ行きましょう」

「えっ、江陵へ？」

「江陵の城は、荊州第一の要害、銭糧せんろうの蓄たくわえも多い土地です。ちと遠くではありますが……」

「おお、急ごう」

　玄徳が引っ返して行くのを見ると、日頃、玄徳を慕っていた城中の将士は、争って、蔡瑁さいぼうの麾下きかから脱走した。折ふし城門の混乱に乗じて、彼のあとを追って行く者、引きも切らないほどだった。

　そうした玄徳同情者のうちでも最も堂々たる名乗りをあげた魏延ぎえんは、張允ちょういん、文聘ぶんぺいなどに取囲まれて、部下の兵はほとんど討たれてしまい、ただ一騎となって、巳みの刻こくから未ひつじの刻の頃まで、なお戦っていた。

　そして遂に、一方の血路を斬りひらき、満身血となって、城外へ逸走してきたが、すでに玄徳は遠く去ってしまったので、やむなくひとり長沙ちょうさへ落ちて、後、長沙の太守韓玄かんげんに身を寄せた。

　さて、玄徳はまた、数万の百姓をつれて、江陵へ向って行ったが何分にも、病人はいるし、足弱な女も多く、幼を負い、老を扶け、おまけに家財をたずさえて、車駕しゃが担輿たんよなど雑然と続いて行く始末なので道はようやく一日に十里（支那里）も進めば関の山という状態であった。

　これには、孔明も困りはてて、遂に対策もないかのように、

「身をかくす一物もないこの平野で、もし敵につつまれたら、ほとんど一人として生きることはできますまい。もうご決断を仰がなければなりません」

　と、眉に悲壮なものをたたえて玄徳にこう迫った。
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　落ちて行く敗残の境遇である。軍自体の運命すら危ういのに、数万人の窮民をつれ歩いていたのでは、所詮、行動の取りようもない。

「背に腹はかえられません」

　孔明は諭さとすのであった。玄徳の仁愛な心はよく分っているが、そのため、敵の殲滅せんめつに会っては、なんの意味もないことになる。

「ここは一時、涙をのんでも、百姓、老幼の足手まといを振り捨て、一刻もはやく江陵へ行き着いて、処置をお急ぎなさらなければ、ついに曹軍の好餌となるしかありますまい」

　というのであった。

　が──玄徳は依然として、

「自分を慕うこと、あたかも子が親を慕うようなあの領民を、なんで捨てて行かれようぞ。国は人をもって本もととすという。いま玄徳は国を亡うしなったが、その本はなお我にありといえる。──民と共に死ぬなら死ぬばかりである」と云ってきかなかった。

　このことばを孔明から伝え聞いて、将士も涙を流し、領民もみな哭ないた。

　さらばと、──孔明もついに心をきめて、領民たちに相互の扶助と協力の精神を徹底させ、一方、関羽と孫乾そんけんに、兵五百を分けて、

「江夏こうかにおられる嫡子劉琦君りゅうきくんのところへ急いで、つぶさに戦況を告げ、江陵の城へお出会いあるべしと、この書簡をとどけられよ」と、玄徳のてがみを授けて、援軍の急派をうながした。

　さてまた。

　曹操はその中軍を進めて、宛城えんじょうから樊城はんじょうへ移っていた。

　入城を終るとすぐ、書を襄陽へ送って、

「劉琮りゅうそうに対面しよう」と、申し入れた。

　幼年の劉琮は怖ろしがって、「行くのはいやだ」と、云ってきかない。そこで名代として、蔡瑁さいぼう、張允ちょういん、文聘ぶんぺいの三人が赴くことになったが、その際、劉琮へむかって、そっと、すすめたものがある。

「いま曹軍を不意に衝けば、きっと曹操の首を挙げることができます。すでに荊州は降参せりと、心に驕おごりきって油断しておりますから。──そこで、天下は荊州になびきましょう。こんな絶好な機会などというものは、二度とあるものではありません」

　これが蔡瑁の耳に入ったので、調べてみると、王威おういの進言だと分った。

　蔡瑁は怒って、

「無用な舌を弄ろうして、幼少の君を惑わすもの」

　と、斬罪にしようとしたが蒯越かいえつのいさめによって、ようやく事なく済んだ。

　こんな内輪もめがあったのも、過日来、玄徳同情者の裏切りや脱走が続いて以来その後も、藩論区々まちまちにわかれ、武官文官の抗争があり、それに閨閥けいばつや党派の対立もからまって、荊州は今や未曾有な動揺をその内部に蔵していたからである。

　しかし蔡瑁は強引に、この内部混乱を、曹操との講和によって、率いて行こうと考えていた。──で、彼が曹操にまみえて、降服の礼を執ることや、実に低頭百拝、辞色諂佞じしょくてんねいをきわめたものだった。

　曹操は、高きに陣座して蔡瑁以下のものを、鷹揚おうように見おろしながら、

「荊州の軍馬、銭糧せんろう、兵船の量は、およそどのくらいあるのか」と、たずねた。

　蔡瑁は、答えて、

「騎兵八万、歩卒二十万、水軍十万。また兵船は七千余艘もあり、金銀兵糧の大半は、江陵城に蓄え、そのほか各地の城にも、約一年余ずつの軍需は常備してあります」

　と、つつむ所もなかった。

　曹操は満足して、

「劉表は存命中、荊州王になりたがっていたが、ついに成らずに死んだ。自分から天子に奏請して、子の劉琮りゅうそうは、いつかかならず王位に封じてやるぞ」と、約束した。
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　この日、曹操はよほど大満悦だったとみえ、さらに、蔡瑁を封じて、平南侯へいなんこう水軍大都督とし、また張允ちょういんを助順侯じょじゅんこう水軍副都督に任命した。

　ふたりは深く恩を謝して、自国の降服を、さながら自己の幸運のごとく欣然きんぜんとして帰って行った。

「丞相はあまりに人を識しらなすぎる。あんな諂佞てんねいの小人に、高官を授けて、水軍をまかせるおつもりだろうか」

　彼らの帰ったあとで、慨然と、はばからずこう放言していた者は、荀攸じゅんゆうであった。

　曹操は、それを遠くで聞くと、ニヤと唇を歪めながら、荀攸のほうを見て、

「われ豈あに人を識らざらんや！」と、耳あらば聞けといわぬばかりに云い返した。

「わが手の兵つわものは、すべて北国そだちの野兵山兵ではないか。水利水軍の法、兵舷の構造改修などくわしく知るものはほとんどない。いまかりに彼らを水軍の大都督副都督とするも、用がすめばいつでも首にしてしまえばいい。──さりとは、荀攸も、人の肚の見えないやつだ」

　面と向っていわれたのとちがって、これはかえって耳に痛い。荀攸は閉口して、顔を赤らめながら姿をかくしてしまった。

　一方、蔡瑁と張允は、襄陽へ帰るやいな、蔡さい夫人と劉琮りゅうそうのまえに出て、

「上々の首尾でした。やがてはかならず、朝廷に奏請して、あなた様を王位に封じようなどと──曹丞相は上機嫌で申されました」などと細々こまごま話した。

　翌日、曹操は、襄陽へ入城すると布令ふれて来た。蔡夫人は劉琮をつれて、江こうの渡口わたしまで出迎え拝礼して、城内へみちびいた。

　この日、襄陽の百姓は、道に香華こうげをそなえて、車を拝し、荊州の文武百官もことごとく城門から式殿の階下まで整列して、曹操のすがたを拝した。

　曹操は、中央の式殿に、悠揚と陣座をとって、腹心の大将や武士に、十重二十重とえはたえ、護られていた。

　蔡夫人は、子の劉琮に代って、故劉表の印綬と兵符へいふとを、錦の布につつんで、曹操の手へあずけた。

「神妙である。いずれ、劉琮には、命じるところがあろう」

　曹操は、それを納め、諸員、万歳を唱えて、入城の儀式はまず終った。式がすむと彼は、まず荊州の旧臣中から蒯越かいえつをよび出して、

「予は、荊州を得たことを、さして喜ばんが、いま足下を得たことを衷心からよろこぶ」

　といって──江陵の太守樊城侯はんじょうこうに封じた。

　以下、旧重臣の五人を列侯に封じ、また王粲おうさんや傅巽ふそんを関内侯に封じた。

　それから、ようやく、劉琮にむかって、

「あなたは、青州せいしゅうへ行くがよい。青州の刺史にしてあげる」と至極、簡単に命じた。

　劉琮は、眉を悲しませて、

「わたくしは、官爵に望みはありません。ただいつまでも亡ち父ちの墳墓のあるこの国にいたい」

　と、哀訴した。

　曹操は、にべもなく、かぶりを振って、

「いやいや、青州は都に近い良い土地がら、ご成人ののちは、朝廷へすすめて、官人にしてあげる用意じゃ。黙ってゆかれるがいい」と、突っ放した。

　ぜひなく、劉琮は母の蔡夫人と共に、数日の後、泣く泣くも生れ故郷の国土をはなれた。そして青州への旅へ立ったが、変りやすい人ごころというものか、つき従う供の者とて幾人もなく、ただ王威という老将が少しばかり郎党を連れて、車馬を守って行ったきりだった。

　そのあとである。曹操はひそかに于禁うきんをよんで、なにか秘密な命令をさずけた。于禁は屈強なものばかり五百余騎をひッさげて、直ちにあとを追いかけた。

　ここ何川か、何とよぶ曠野か、名知らぬ草を、朱あけにそめて、凄愴な殺戮さつりくは、彼らの手によって決行された。──蔡夫人や劉琮の車駕しゃがへ、五百騎の兵が狼群のごとく噛みついたと思うと、たちまち、昼間の月も血に黒ずんで、悲鳴絶叫が、水に谺こだまし、野を馳けまわった。

　老将王威もまた、大勢に囲まれて、敢あえなく討死し、そのほか随身すべて、ひとりとして、生き残った者もなかった。




母子草ははこぐさ
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　于禁は四日目に帰ってきた。

　そのあいだ曹操は落着かない容子に見えた。しきりに結果を待ちわびていたらしい。

「ただいま立ち帰りました。遠く追いついて、蔡夫人、劉琮ともに、かくの如く、首にして参りました」

　于禁の報告に接して、初めてほっとした態ていである。劉表の血族は、これでほぼ絶えたに近い。運の末こそ哀れである。──曹操は一言、

「よし」と、云ったきりであった。

　また彼は、多くの武士を隆中りゅうちゅうに派して、孔明の妻や弟などの身寄りを詮議せんぎさせていた。

　曹操が孔明を憎むことはひと通りでなかった。

「草の根を分けても、彼の三族を捕えてこい」

　という厳命を発している。命をうけた部将たちは、手下を督励して、かの臥龍岡がりゅうこうの旧宅をはじめ近村あまねく捜し求めたが、どうしても知れなかった。すでに孔明はこのことあるを知って、家族を三江の彼方へくらまし、里人も皆、彼の徳になついているので、曹操の捕手にたいして、何の手がかりも与えなかった。

　こんなことに暇どっている一方、曹操は毎日、荊州の治安やら旧臣の処置やら、また賞罰の事、新令発布の事など、限りもない政務に忙殺されていた。

「丞相。──お茶など献じましょうか」と、或る折、侍側の荀攸じゅんゆうは、わざと彼の繁忙を妨げて云った。

「茶か。そうだな、一ぷく喫しようか」

「忙裏ぼうりの小閑は命よりも尊し──とか。こういう時、一喫きつの茶は、生命をうるおします」

「ときに税務の処理は、片づいたか」

「税務よりは、もっと急がねばならないことがおありでしょう」

「何じゃ、そんなに急を要することとは」

「玄徳以下の者が、ここを逃げ去ってから、もう十日余りとなります。彼らがもし江陵の要害に籠り、そこの金銀兵糧などを手に入れたら如何なさいますか」

「あっ、そうだ！」

　曹操は、突然、卓を打って突っ立ちながら、

「忙ぼうにおわれ、些末さまつに拘泥こうでいしておって、つい大局を見失っていた。荀攸！ なぜ其方は、もっと早く予に注意しなかったのだ」

「──でも、当の敵を、お忘れある筈はないと思っていましたから」

「ばかをいえ。こういそがしくては、誰しも、つい忘れることだってある。早く軍馬の用意を命じ玄徳を追撃させい」

「ご命令さえ出れば、決してまだ手おくれではありません。玄徳は数万の窮民を連れているので、一日の行程わずか十里という歩み方です。鉄騎数千、疾風のごとく追わせれば、おそらく二日のうちに捕捉することができましょう」

　荀攸はすぐ諸大将を城の内庭に集めた。令を下すべく曹操が立って見わたすところ、荊州の旧臣中では、ひとり文聘ぶんぺいの姿だけが見えなかった。

「なぜ文聘はこれへ来ないか」

　と、呼びにやると、ようやく文聘はあとから来て、列将の端に立った。

「何ゆえの遅参か。申しひらきあらばいえ」

　曹操から譴責けんせきされて、文聘は、愁然とそれに答えた。

「理由はありません。ただ恥かしいのです。故劉表に託されて、自分は常に漢川かんせんの境を守り、もし、外敵の侵攻あるとも、一歩も敵に主君の地は踏ませじ──と誓っていたのに、事志とたがい、遂に、今日の現実に直面するに至りました。──その愧はじを思えば、なんで人より先に立って人なかへ出られましょう」

　さしうつ向いて、文聘は涙をたれた。曹操は感動して、

「いまの言葉は、真に国へ報じる忠臣の声である」

　といって、即座に彼の官職をひきあげて、江夏の太守関内侯かんないこうとした。

　そして、まず、玄徳追撃の道案内として、文聘にそれを命じ、以下の大将に鉄騎五千をさずけて、「すぐ行け！」とばかり急きたてた。




二



　数万の窮民を連れ歩きながら、手勢はわずかに二千騎に足らなかった。

　千里の野を、蟻ありの列が行くような旅だった。道の捗はかどらないことはおびただしい。

「江陵の城はまだか」

「まだまだ道は半ばにすぎません」

　襄陽を去ってから、日はもう十幾日ぞ。──こんな状態でいったらいつ江陵へ着くだろうと、玄徳も心ぼそく思った。

「さきに江夏へ援軍をたのみにやった関羽もあれきり沙汰がない。──軍師、ひとつ御身が行ってくれないか」

　玄徳のことばに、孔明は、

「行ってみましょう。どんな事情があるかわかりませんが、この際は、それしか恃たのむ兵力はありませんから」と、承知した。

「ご辺が参って、援軍を乞えば、劉琦君りゅうきくんも決して嫌とは申されまい。──ご辺の計らいで、継母蔡夫人の難からのがれたことも覚えておられるだろうから……」

「では、ここでお別れしましょう」

　孔明は兵五百をつれ、途中から道をかえて、江夏へいそいだ。

　孔明と別れてから二日目の昼である。ふと、一陣の狂風に野をふりかえると、塵埃じんあい天日をおおい、異様な声が、地殻の底に鳴るような気がされた。

「はて、にわかに馬のいななき躁さわぐのは──そも、何の兆しるしだろう」

　玄徳がいぶかると、駒をならべていた糜芳びほう、糜竺びじく、簡雍かんようらは、

「これは大凶の兆しらせです。馬の啼き声も常とはちがう」と呟いて、みな怖れふるえた。

　そして、人々みな、

「はやく、百姓どもの群を捨て先へお急ぎなさらねば、御身の危急」

　と、口を揃えてすすめたが、玄徳は耳にも入れず、

「──前の山は？」と、左右に訊いた。

「前なるは、当陽県とうようけんの水、うしろなる山は景山けいざんといいます」

　ひとりが答えると、さらばそこまでいそげと、婦女老幼の群れには趙雲ちょううんを守りにつけ、殿軍しんがりには張飛をそなえて、さらに落ちのびて行った。

　秋の末──野は撩乱りょうらんの花と丈長き草におおわれていた。日もすでに暮れかけると、大陸の冷気は星を研みがき人の骨に沁みてくる。啾々しゅうしゅうとして、夜は肌の毛穴を凍らすばかりの寒さと変る。

　真夜中のころである。

　ふいに、人の哭なきさけぶ声が、曠野の闇をあまねく揺るがした。──と思うまに、闇の一角から、喊声かんせい枯葉を捲き、殺陣は地を駆って、

「玄徳を逃がすな」

　と、耳を打ってきた。

　あなや！　とばかり玄徳は刎はね起きて、左右の兵を一手にまとめ、生命いのちをすてて敵の包囲を突き破った。

「わが君、わが君。──はやく東へ」

　と、教えながら、防ぎ戦っている者がある。見れば、後陣の張飛。

「たのむぞ」

　あとを任せて、玄徳は逃げのびたが、やがて南のほう──長坂坡ちょうはんはの畔ほとりにいたると、ここに一陣の伏兵あって、

「劉予州、待ちたまえ、すでにご運のつきどころ、いさぎよくお首をわたされよ」

　と、道を阻はばめて、名乗り立った一将がある。

　見れば、荊州の旧臣、文聘ぶんぺいであった。彼は、義を知る大将と、かねて知っていた玄徳は、

「おう足下は、荊州武人の師表といわれる文聘ではないか。国難に当るや直ちに国を売り、兵難に及ぶやたちまち矛ほこを逆しまにして敵将に媚こび、その走狗いぬとなって、きのうの友に咬かみかかるとは何事ぞ。その武者振りの浅ましさよ。それでも足下は、荊州の文聘なるか」と、罵ののしった。

　──と、文聘は答えもやらず、面を赤らめながら遠く駆け去ってしまった。次に、曹操の直臣許褚きょちょが玄徳へ迫って来たが、その時はすでに張飛があとから追いついていたので、辛くも許褚を追って、一方の血路を切りひらき、無二無三、玄徳を先へ逃がして、なお彼はあとに残って、奮戦していた。




三



　しかし、張飛の力も、無限ではない。結局、一方の敵軍を、喰い止めているに過ぎない。

　その間に、なおも、玄徳を目がけて、

「遁のがさじ」

「やらじ」

　と、駆け追い、駆け争って来る敵は、際限もなかった。逃げ落ちて行く先々を、伏兵には待たれ、矢風は氷雨ひさめと道を横ぎり、玄徳はまったく昏迷に疲れた。睫毛まつげも汗に濡れて、陽も晦くらい心地がした。

「ああ。──もう息もつけぬ」

　われを忘れて、彼は敢て馬からすべり降りた。五体は綿のごとく知覚もない。

「……おお」

　見まわせば、つき従う者どもも、百余騎しかいなかった。彼の妻子、老少を始め、糜竺、糜芳、趙雲、簡雍そのほかの将士はみな何処で別れてしまったか、ことごとく散々ちりぢりになっていたのである。

「百姓たちはどうしたか。妻子従者の輩ともがらも、一人も見えぬは如何にせしぞ。たとい木石の木偶でくなりと、これが悲しまずにおられようか」

　玄徳はそういって、涙を流し、果ては声をはなって泣いた。

　──ところへ……糜芳びほうが満身朱あけにまみれて、追いついてきた。身に立っている矢も抜かず、玄徳の前に膝まずいて、

「無念です。趙雲子龍までが心がわりして、曹操の軍門に降りました」

　と、悲涙をたたえて訴えた。

「なに、趙雲が変心したと？」玄徳は、鸚鵡おうむ返しに叫んだが、すぐ語気をかえて、糜芳を叱った。

「ばかなことを！　趙雲とわしとは、艱難かんなんを共にして来た仲である。彼の志操は清きこと雪の如く、その血は鉄血のような武人だ。わしは信じる。なんで彼が富貴に眼をくらまされて、その志操と名を捨てよう！」

「いえいえ、事実、彼が味方の群れを抜けて、まっしぐらに、曹軍のほうへ行くのを、この眼で見届けました。確かに見ました」

　すると、横合いから、

「さてこそ。ほかにもそれを、見たという声が多い」

　と、呶鳴って、糜芳のことばを、支持したものがある。

　殿軍を果たして、今ここへ、追いついてきた張飛だった。

　気の立ッている張飛は、眦まなじりを裂いていう。

「よしっ。もう一度引っ返して、事実とあれば、趙雲を一鎗やりに刺し殺してくれねばならん。君にはどこぞへ身をかくして、しばしお体をやすめていて下さい」

「否々いないな。それには及ばぬ、趙雲は決してこの玄徳を捨てるような者ではない。やよ張飛、はやまったこと致すまいぞ」

「何の！　知れたものではない」

　張飛はついにきかなかった。

　二十騎ばかりの部下をひきつれ、再びあとへ駆けだして行く。すると一河の水に、頑丈がんじょうな木橋が架かっていた。

　長坂橋ちょうはんきょう──とある。

　橋東の岸に密林があった。張飛は部下に何かささやいて、二十騎を林にかくした。部下は彼の策に従って、おのおの馬の尾に木の枝を結ゆいつけ、がさがさと林の中をのべつ往来していた。

「どうだ、この計りごとは。まさか二十騎とは思うまい。四、五百騎にも見えようが」

　ほくそ笑みして、彼はただ一人、長坂橋の上に馬を立てた。そして大矛おおほこを小脇に横たえ、西のほうを望んでいた。

　──ところで、噂の趙雲ちょううんは、どうしたかというに。

　彼は襄陽じょうようを立つときから、主君の眷属けんぞく二十余人とその従者や──わけても甘かん夫人だの、糜び夫人だの、また幼主阿斗あとなどの守護をいいつけられていたので、その責任の重大を深く感じていた。

　ところが、前夜の合戦と、それからの潰走中に、幼主阿斗、二夫人を始め、足弱な老幼は、あらかた闇に見失ってしまったのである。

　趙雲たるもの、何で、そのまま先を急がれよう、彼は、血眼ちまなことなって、

「君にお合せする顔はない」

　と、夜来、敵味方の中を、差別なく駈けまわって、その方々の行方をさがしていたのだった。
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　面目めんぼく──面目──何の面目あってこのまま主君にまみえん？

「生命いのちのある限りは」

　と、趙雲は、わずか三十余騎に討ちへらされた部下と共に、幾たびか敵の中へ取って返し、

「二夫人は何処？　幼君はいずれにおわすぞ」

　と、狂気のごとく、尋ねまわっていた。

　そうして、四方八面、敵味方の境もなく、馳けめぐっている野にはまた、数万の百姓が、右往左往、或いは矢にあたり、石に打たれ、または馬に蹴られ、窪くぼに転び落ちなど、さながら地獄図のような光景を描いていた。親は子を求め、子は親を呼び、女は悲鳴をあげて夫つまを追い、夫は狂奔して一家をさがし廻るなどと、その声は野に満ち、天をおおうばかりである。

「──やっ？　誰か」

　草の根に血は溝をなして流れている。趙雲はふと見たものに、はっとして駒を下りた。

　うっ伏している武者がある。近づいて抱き起してみると、味方の大将、簡雍かんようであった。

「傷は浅いぞ、おうッいッ、簡雍っ──」

　簡雍は、その声に、意識づいて、急にあたりを見廻した。

「あっ、趙雲か」

「どうした？　しっかりせい」

「二夫人は？　……。幼主、阿斗あとの君は、どう遊ばされたか？」

「それは、俺から聞きたいところだ。簡雍、おぬしはここまでお供してきたのか」

「むむ、これまで来ると、一彪ぴょうの敵軍につつまれ、俺は敵の一将を討ち取って、お車の側へすぐ引っ返してきたが、時すでに遅しで」

「や。生擒いけどりとなられたか」

「いや二夫人には、阿斗の君を抱き参らせて、お車を捨て、乱軍の中を、逃げ走って行かれたと──部下のことばに、すわご危急と、おあとを追って行こうとした刹那せつな、流れ矢にあたったものか、後ろから斬りつけられたのか……その後は何もわからない、思うに、気を失っていたとみえる」

「こうしてはおられぬ。──簡雍かんよう、おぬしは君のおあとを慕って急げ」

　と、趙雲は彼を扶たすけて、駒の背に掻い上げ、部下を付けて先へ送らせた。

　そして、彼自身は、

「たとえ、天を翔け、地に入るとも、ご眷族の方々を探し当てぬうちは、やわか再び、君のご馬前にひざまずこうぞ」と、いよいよ、鉄の如き一心をかためて、長坂坡ちょうはんはのほうへ馬を飛ばしていた。

　一隊の兵がうろうろしていた。手をあげて、

「趙将軍。趙将軍」と、彼を見かけて呼ぶ。

　それは、車をおす役目の歩卒たちである。趙雲は、振り向きざま、

「夫人のお行方を知らぬか」と、たずねた。

　車兵しゃへいはみな指を南へさして、

「二夫人には、お髪をふりさばき、跣足すあしのままで、百姓どもの群れにまじり、南へ南へ、人浪にもまれながら逃れておいでになりました」と、悲しげに訴えた。

「さては」と趙雲は、なおも馬を飛ばすこと宙を行くが如く、百姓の群れを見るごとに、

「二夫人はおわさぬか。幼君はおいでないか」と、声を嗄からしながら馳けて行った。

　するとまた、数百人の百姓老幼の一群に会った。趙雲が馬上から同じことばを声かぎりくり返すとわっと泣き放ちながら、馬蹄の前に転まろび伏した人がある。

　甘夫人であった。

　趙雲は、あなやと驚いて、鎗やりを脇に挟んで鞍から飛びおりざま、夫人を扶け起して詫びた。

「かかる難儀な目にお遭わせ申しましたのも、まったく臣の不つつかが致したこと、何とぞお怺こらえくださいまし。してしてまた、糜び夫人と阿斗の君のお二方には、何処においで遊ばしますか」

「若君や糜夫人とも、初めはひとつに逃げのびていたが、やがて一手の敵兵に駈け散らされ、いつかはぐれてしもうたまま……」

　涙ながら甘夫人が告げているまに、辺りの百姓たちはまた、騒然と群れを崩して、蜘蛛くもの子のように逃げ出した。




宝剣ほうけん
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　曹仁そうじんの旗下きかで、淳于導じゅんうどうという猛将があった。

　この日、玄徳を追撃する途中、行く手に立ちふさがった糜竺びじくと戦い、遂に糜竺を手捕りにして、自身の鞍わきに縛りつけると、

「きょう第一の殊勲は、玄徳をからめ捕ることにあるぞ。玄徳との距離はもう一息」

　と、淳于導はなおも勢いに乗って、千余の部下を励ましながら、驟雨しゅううの如くこれへ殺到してきたものだった。

　逃げまどう百姓の群れには眼もくれず、淳于導は、趙雲のそばへ駆け寄ってきた。玄徳の一将と見たからである。

「やあ、生捕られたは、味方の糜竺ではないか」

　趙雲は、その敵と鎗をまじえながら、驚いて叫んだ。

　猛将淳于導も、こんどの相手は見損っていた。かなわじと、あわてて馬の首をめぐらしかけた刹那、趙雲のするどい鎗は、すでに彼の体を突き上げて、一旋せん！ 血を撒まきこぼして、大地へたたきつけていた。

　残る雑兵輩ばらを追いちらして、趙雲は糜竺を扶たすけおろした。そして敵の馬を奪って、彼を掻き乗せ、また甘夫人も別な駒に乗せて、長坂橋のほうへ急いだ。

　──と。

　そこの橋の上に、張飛が馬を立てていた。さながら天然の大石像でも据えてあるような構えである。ただ一騎、鞍上に大矛を横たえ、眼は鏡の如く、唇は大きくむすんで、その虎髭とらひげに戦々と微風は横に吹いていた。

「やあっ。それへ来たのは、人間か獣か」

　いきなり張飛が罵ったので、趙雲もむッとして、

「退さがれっ。甘夫人の御前を──」と、叱りとばした。

　張飛は、彼のうしろにある夫人の姿に、初めて気がついて、

「おお、趙雲。貴様は曹操の軍門に降伏したわけじゃなかったのか」

「何をばかな」

「いや、その噂があったので、もしこれへ来たら。一颯さつのもとに、大矛の餌食えじきにしてやろうと、待ちかまえていたところだ」

「若君と二夫人のお行方をたずね、明け方から血眼に駆けまわり、ようやく廿夫人だけをお探し申して、これまでお送りしてきたのだ。して、わが君には？」

「この先の木陰にしばしご休息なされておる。君にも、幼君や夫人方の安否をしきりとお案じなされておるが」

「さもあろう。では張飛。ご辺は甘夫人と糜竺を守って、君の御座所まで送りとどけてくれ。それがしは、またすぐここから取って返して、なお糜夫人と阿斗あとの君をおたずね申してくる」

　云い残すや否や、趙雲は、ふたたび馬を躍らせて、単騎、敵の中へ駆けて行った。

　すると彼方から十人ほどの部下を従えた若い武者が、ゆったりと駒をすすめて来た。背に長剣を負い、手に華麗な鎗をかかえている容子、然るべき一方の大将とは、遠くからすぐ分った。

　趙雲はただ一騎なので、近づくまで、先では、敵とも気がつかなかったらしい。不意に名乗りかけられて若武者はひどく驚愕した。従者もいちどに趙雲をつつんだが、もとより馬蹄の塵にひとしい。たちまち逃げ散ってしまい。その主人たる若武者は、あえなく趙雲に討たれてしまった。

　その際、趙雲は、

「や。いい剣を持っている」と、眼をつけたので、すぐ死骸の背から剣を奪とりあげてあらためてみた。

　剣の柄には、金を沈めて、青釭せいこうの二字が象嵌ぞうがんされている。──それを見て、初めて知った。

「あ。この者が、曹操の寵臣ちょうしん、夏侯恩かこうおんであったか」──と。

　伝え聞く、侯恩は、かの猛将夏侯惇かこうじゅんの弟であり、曹操の側臣中でも、もっとも曹操に愛されていた一名といえる。──その証拠には曹操が秘蔵の剣「青釭せいこう・倚天いてん」の二振りのうち、倚天の剣は、曹操みずから腰に帯していたが、青釭の剣は、侯恩に佩かせて、

「この剣に位負くらいまけせぬほどな功を立てよ」

　と、励ましていたほどである。




二



　青釭の剣。青釭の剣。

　趙雲は狂喜した。

　かかる有名な宝剣が、はからずも身に授かろうとは。

「これは、天授の剣だ」

　背へ斜めにそれを負うやいな、趙雲はふたたび馬へ跳びのって、野に満つる敵の中へ馳駆して行った。

　そのとき曹操の軍兵はすでに視野のかぎり殺到していた。逃げおくれた百姓の老幼や、離散した玄徳の兵を、殺戮して余すところがない。趙雲は義憤に燃ゆる眦まなじりをあげて、

「鬼畜め」

　むらがる敵を馬蹄の下に蹂躙じゅうりんしながら、なおも、声をからして、

「お二方あっ。お二方はいずこに」

　と、糜夫人と幼主阿斗の行方を尋ねまわっていた。

　すでに八面とも雲霞の如き敵影だったが、彼は還ることを忘れていた。すると、傷を負って、地に仆れていた百姓の一人が、むくと首を上げて、彼へ叫んだ。

「将軍将軍。その糜夫人かも知れませんよ。左の股ももを敵に突かれ、彼方の農家の破墻やれがきの陰へ、幼児を抱いて、仆れている貴夫人があります。すぐ行ってごらんなさい。つい今し方のことですから」

　指さして教え終ると、そのまま百姓は息が絶えた。

　趙雲は、飛ぶが如く、彼方へ駆けて行った。なかば兵火に焼かれたあばら家が、裏の墻と納屋とを残して焦げていた。馬をおりて、そこかしこを見まわしていると、破墻の陰で、幼児の泣き声がした。

「おうっ、和子わこ様っ」

　彼の声に、枯草をかぶって潜んでいた貴夫人は、児を抱いたまま逃げ走ろうとした。しかし身に深傷ふかでを負っているとみえて、すぐばたりと仆れた。

「糜夫人ではありませんか。家臣の趙雲です。お迎えに来ました。もうご心配はありません」

「……おお、趙雲でしたか。……うれしい。どうか、和子のお身をわが良人つまのもとへ、つつがなく届けて下さい」

「もとよりのこと。いざ、あなた様にも」

「いいえ！　……」

　彼女は、強くかぶりを振った。そして阿斗あとの体を、趙雲の手へあずけると、急に、張りつめていた気もゆるんだか、がくとうつぶして、

「この痛手、この痛手。……たとえふたたび良人つまのもとへ還っても、もう妾わらわの生命はおぼつかない。もし妾のために、将軍の馬を取ったら、将軍は和子を抱いて、敵の中を、徒歩で行かねばならないでしょう。……もうわが身などにかまわず、少しも早く和子のお身をこの重囲の外へ扶け出して下さい。それが頼みです。臨終いまわの際きわのおねがいです」

「ええ！　お気の弱い！ たとえ馬はなくとも、趙雲がお護りして行くからには」

「オオ……喊ときの声がする。敵が近づいて来るらしい。趙雲、何でそなたは、大事な若君を預りながら、なお迷っているか。早くここを去ってたも。……妾わらわなどは見捨てて」

「どうして、あなた様おひとりを、ここに残して立去れましょう。さ、その馬の背へ」

　駒の口輪を取って引き寄せると、糜夫人は突如身をひるがえして、傍らの古井戸の縁ふちへ臨みながら、

「やよ趙雲。その子の運命は将軍の手にあるものを。妾に心をかけて、手のうちの珠たまを砕いてたもるな」

　云うやいな、みずから井戸の底へ、身を投げてしまった。

　趙雲は、声をあげて哭ないた。草や墻かきの板を投げ入れて、井戸をおおい、やがて甲よろいの紐をといて、胸当の下に、しっかと、幼君阿斗のからだを抱きこんだ。

　阿斗は、時に、まだ三歳の稚おさなさであった。
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　阿斗を甲の下に抱いて、趙雲が馬にまたがると、墻の外、附近の草むらなどには早、無数の歩兵が這い寄って、

「この内に、敵方の大将らしいのがいる」

　と、農家のまわりをひしひしと取巻いていた。

　──が、趙雲は、ほとんど、それを無視しているように、馬の尻に一鞭加え、墻の破れ目から外へ突き出した。

　曹洪そうこうの配下で晏明という部将がこれへきた先頭であった。晏明はよく三尖せん両刃りょうじんの怪剣を使うといわれている。今や趙雲のすがたを目前に見るやいな、それを揮ふるって、

「待てっ」と、挑みかかったが、

「おれをさえぎるものはすべて生命を失うぞ」

　と、趙雲の大叱咤だいしったに、思わず気もすくんだらしく、あっとたじろぐ刹那、鎗は一閃に晏明を突き殺して、飛電のごとく駆け去っていた。

　しかし行く先々、彼のすがたは煙の如く起っては散る兵団に囲まれた。馬蹄のあとには、無数の死骸が捨てられ、悍馬かんば絶叫ぜっきょう、血は河をなした。

　時に、一人の敵将が、背に張郃ちょうこうと書いた旗を差し、敢然、彼の道をふさいで、長い鎖の両端に、二箇の鉄球をつけた奇異な武器をたずさえて吠えかかってきた。それは驚くべき腕力と錬磨の技をもって、二つの鉄丸をこもごも抛げつけ、まず相手の得物をからめ取ろうとする戦法だった。

「しまった」と、さしもの趙雲も、この怪武器には鎗を奪とられ、さらに応接の遑いとまもないばかり唸り飛んでくる二箇の鉄丸にたじたじと後ずさった。

（──今は強敵と戦って、功を誇っている場合ではない。若君のお身をつつがなく主君へお渡し奉るこそ大事中の大事）

　そう気づいたので趙雲は、急に馬を返して、張郃ちょうこうの猛撃を避けながら馳け出した。

　と、見て、張郃は、

「口ほどもない奴、それでも音に聞ゆる趙雲子龍か。返せっ」

　と、悪罵を浴びせながらいよいよ烈しく追ってきた。

　趙雲の武運がつきたか、ふところにある阿斗あとの薄命か。──あッと、趙雲の声が、突然、埃ほこりにつつまれたと思うと、彼の体は、馬もろとも、野の窪坑くぼあなにおち転んでいた。

「得たりや」と、張郃はすぐ馬上から前かがみに、一端の鉄丸を抛りこんだ。ところが、鉄丸は趙雲の肩をそれて坑口あなぐちの土壁にぶすッと埋まった。

　次の瞬間に、張郃の口から出た声は、ひどく狼狽した叫びだった。粘土質の土壁に深く入ってしまった鉄丸は、いかに彼の腕力をもって鎖を引っ張っても、容易に抜けないからであった。

　その隙に、趙雲は躍り立って、

「天この若君を捨てたまわず、われに青釭せいこうの剣を貸す！」

　と、歓喜の声をあげながら、背に負う長剣を引き抜くやいな、張郃の肩先から馬体まで、一刀に斬り下げて、すさまじい血をかぶった。

　後に、語り草として、世の人はみなこういった。

（──その折り、坑あなのうちから紅くれないの光が発し、張郃の眼がくらんだ刹那に趙雲は彼を仆した。これみな趙雲のふところに幼主阿斗の抱かれていたためである。やがて後に蜀しょくの天子となるべき洪福と天性の瑞兆であったことは、趙雲の翔かける馬の脚下あしもとから紫の霧が流れたということを見てもわかる）

　しかし、事実は、紫の霧も、紅くれないの光も、青釭の剣があげた噴血であったにちがいない。けれどまた、彼の超人的な武勇と精神力のすばらしさは、それに蹴ちらされた諸兵の眼から見ると、やはり人間業とは思えなかったのも事実であろう。紅の光！ ──それは忠烈の光輝だといってもいい。紫の霧！ ──それは武神の剣が修羅の中にひいて見せた愛の虹にじだと考えてもいい。

　ともあれ、青釭の剣のよく斬れることには、趙雲も驚いた。この天佑てんゆうと、この名剣に、阿斗はよく護られて、ふたたび千軍万馬の中を、星の飛ぶように、父玄徳のいるほうへ、またたくうちに翔け去った。




長坂橋ちょうはんきょう
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　この日、曹操は景山けいざんの上から、軍いくさの情勢をながめていたが、ふいに指さして、

「曹洪、曹洪。あれは誰だ。まるで無人の境を行くように、わが陣地を駆け破って通る不敵者は？」

　と、早口に訊ねた。

　曹洪を始め、そのほか群将もみな手を眉にかざして、誰か彼かと、口々に云い囃はやしていたが、曹操は焦じれッたがって、

「早く見届けてこい」と、ふたたび云った。

　曹洪は馬をとばして、山を降くだると、道の先へ駆けまわって、彼の近づくのを見るや、

「やあ。敵方の戦将。ねがわくば、尊名を聞かせ給え」と、呼ばわった。

　声に応じて、

「それがしは、常山の趙子龍ちょうしりゅう。──見事、わが行く道を、立ちふさがんとせられるか」

　と、青釭せいこうの剣を持ち直しながら趙雲は答えた。

　曹洪は、急いで後へ引っ返した。そして曹操へその由を復命すると、曹操は膝を打って、

「さては、かねて聞く趙子龍であったか。敵ながら目ざましい者だ。まさに一世の虎将といえる。もし彼を獲えて予の陣に置くことができたら、たとえ天下を掌に握らないでも、愁うれいとするには足らん。──早々、馬をとばして、陣々に触れ、趙雲が通るとも、矢を放つな、石弩せきどを射るな、ただ一騎の敵、狩猟かりするように追い包み、生け擒どってこれへ連れてこいと伝えろ！」

　鶴の一声である。諸大将は、はっと答えて、部下を呼び立てた。──たちまち見る、十数騎の伝令は、山の中腹から逆落しに駆けくだると、すぐ八方の野へ散って馬けむりをあげて行く。

　真の勇士、真の良将を見れば、敵たることも忘れて、それを幕下に加えようとするのは、由来、曹操の病といっていいほどな持ち前である。

　彼の場合は、士を愛するというよりも、士に恋するのであった。その情熱は非常な自己主義でもあり、盲目的でもあった。さきに関羽へ傾倒して、あとではかなり深刻に後悔の臍ほぞを噛んでいるはずなのに、この日また常山の子龍と聞いて、たちまち持ち前の人材蒐集慾しゅうしゅうよくをむらむらと起したものであった。

　趙雲にとって、また無心の阿斗にとって、これもまた天佑てんゆうにかさなる天佑だったといえよう。

　行く先々の敵の囲みは、まだ分厚いものだったが、趙雲は甲よろいの胸当の下に、三歳の子をかかえながら、悪戦苦闘、次々の線を駆け破って──敵陣の大旆おおはたを切り仆すこと二本、敵の大矛おおほこを奪うこと三条みすじ、名ある大将を斬り捨てることその数も知れず、しかも身に一矢一石をうけもせず、遂に、さしもの曠野をよぎり抜けて、まずはほっと、山間やまあいの小道までたどりついた。

　するとここにも、鍾縉しょうしん、鍾紳しょうしんと名乗る兄弟が、ふた手に分かれて陣を布しいていた。

　兄の縉しんは、大斧をよくつかい、弟の紳しんは方天戟ほうてんげきの妙手として名がある。兄弟しめし合わせて、彼を挟み討ちに、

「のがれぬ所だ。はやく降くだれ」と喚おめきかかった。

　さらに、張遼ちょうりょうの大兵、許褚きょちょの猛部隊も、彼を生け擒りにせんものと、大雨のごとく野を掃いて追ってきた。

「──あれに追いつかれては」

　と、趙雲も今は、死か生かを、賭するしかなかった。

　おそらく彼にしても、この二将を斃たおしたのが最後の頑張りであったろう。前後して縉と紳の二名を斬りすてたものの、気息は奄々とあらく、満顔全身、血と汁にまみれ、彼の馬もまたよろよろに成り果てて、からくも死地を脱することができた。

　そしてようやく長坂坡ちょうはんはまで来ると、彼方の橋上に、今なおただ一騎で、大矛を横たえている張飛の姿が小さく見えた。

「おおーいっ。張飛っ」

　思わず声を振りしぼって彼が手をあげた時である。執念ぶかい敵の一群は、もう戦う力もない趙雲へふたたび後ろから襲いかかった。
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「救えっ、救えっ張飛。おれを助けろっ──」

　さすがの趙雲も、声あげて、橋のほうへ絶叫した。

　馬は弱り果てているし、身は綿のように疲れている。しかも今、その図に乗って、強襲してきたのは、曹軍の驍将ぎょうしょう文聘ぶんぺいと麾下きかの猛兵だった。

　長坂橋の上から、小手をかざして見ていた張飛は、月にうそぶいていた猛虎が餌を見て岩頭から跳びおりて来るように、

「ようしっ！　心得た」

　そこに姿が消えたかと思うと、はや莫々ばくばくたる砂塵一陣、駆けつけてくるや否、

「趙雲趙雲。あとは引受けた。貴様はすこしも早く、あの橋を渡れっ」と、吠えた。

　たちまち修羅と変るそこの血けむりを後にして、趙雲は、

「たのむ」

　と一声、疲れた馬を励まし励まし、長坂橋を渡りこえて、玄徳のやすんでいる森陰までやっと駆けてきた。

「おうっ、これに──」

　と、趙雲は、味方の人々を見ると、馬の背からどたっとすべり落ちて、その惨澹たる血みどろな姿を大地にべたと伏せたまま、まるで暴風のような大息を肩でついているばかりだった。

「オッ、趙雲ではないか。──して、そのふところに抱えているのは何か」

「阿斗公子あとこうしです……」

「なに、わが子か」

「おゆるし下さい。……面目次第もありません」

「何を詫びるぞ。さては、阿斗は途中で息が絶えたか」

「いや……。公子のお身はおつつがありません。初めのほどは火のつくように泣き叫んでおられましたが、もう泣くお力もなくなったものとみえまする。……ただ残念なのは糜夫人のご最期です。身に深傷ふかでを負うて、お歩きもできないので、それがしの馬をおすすめ申しましたが、否とよ、和子を護ってたもれと、ひと声、仰せられながら、古井戸に身を投げてお果て遊ばしました」

「ああ、阿斗に代って、糜は死んだか」

「井には、枯れ草や墻かきを投げ入れて、ご死骸を隠して参りました。その母の御霊みたまが公子を護って下されたのでしょう、それがしただ一騎、公子をふところに抱き参らせ、敵の重囲を駆け破って帰りましたが、これこのとおりに……」

　と、甲よろいの胸当を解いて示すと、阿斗は無心に寝入っていて、趙雲の手から父玄徳の両手へ渡されたのも知らずにいた。

　玄徳は思わず頬ずりした。あわれよくもこの珠の如きものに矢瘡やきずひとつ受けずにと……われを忘れて見入りかけたが、何思ったか、

「ええ、誰なと拾え」

　と云いながら、阿斗の体を、毱まりのように草むらへほうり投げた。

「あっ、何故に？」

　と、趙雲も諸大将も、玄徳のこころをはかりかねて、泣きさけぶ公子を、大地からあわてて抱き取った。

「うるさい、あっちへ連れて行け」

　玄徳は云った。

　さらにまた云った。

「思うに、趙雲のごとき股肱ここうの臣は、またとこの世で得られるものではない。それをこの一小児のために、危うく戦死させるところであった。一子はまた生むも得られるが、良き国将はまたと得がたい。……それにここは戦場である。凡児の泣き声はなおさら凡父の気を弱めていかん。故にほうり捨てたまでのことだ。諸将よ、わしの心を怪しんでくれるな」

「…………」

　趙雲は、地に額ひたいをすりつけた。越えてきた百難の苦も忘れて、この君のためには死んでもいいと胸に誓い直した。原書三国志の辞句を借りれば、この勇将が涙をながして、

（肝脳かんのう地にまみるとも、このご恩は報じ難し）

　と、再拝して諸人の中へ退さがったと誌しるしてある。




三



　曹操は景山を降りた。

　旗や馬幟うまじるしの激流は、雲が谿間たにまを出るように、銅鑼金鼓どらきんこに脚を早め、たちまち野へ展ひろがった。

　そのほか。

　曹仁、李典、夏侯惇かこうじゅん、楽進がくしん、張遼、許褚きょちょ、──などの陣々騎歩もすべてその方向を一にして、長坂坡ちょうはんはへ迫って来た。

「趙雲の逃げて行った方角こそ、すなわち玄徳のいる所にちがいない」と、それに向って、最後の殲滅を加え、存分な戦果を捕捉すべく、ここに全軍の力点が集中されたものらしい。

　すると彼方から文聘ぶんぺいとその手勢が、さんざんな態ていになって逃げ乱れてきた。仔細を問うと、

「長坂橋の畔ほとりまで、趙雲を追いかけて行ったところ、敵の張飛という者が、ただ一騎で加勢に駆けつけ、丈八の蛇矛じゃぼこをもって、八面めん六臂ぴにふせぎ立て、ついに趙雲をとり逃がしたばかりか、味方の勢もかくの如き有様──」

　と、いう文聘の話に、許褚、楽進などみな歯がみをして、

「さりとは腑ふがいなき味方の弱腰。いかに張飛に天魔鬼神の勇があろうと、この大軍と丞相の威光を負いながら、追い崩されて帰るとは何事だ。いで、われこそ彼奴きゃつを──」

　と、諸将は争って、橋のこなたまで殺到した。

　そこの一橋こそ、河をへだてた敗敵にとっては、恃たのみの一線である。いかにここを防がんかと、さだめしひしめき合っているであろうと予想してきてみると──こは抑そもいかに、楊柳は風もなく垂れ、水は淙々と奏かなで、陽ざしもいとうららかな長橋の上に、ただ一騎の人影が、ぽつねんと、そこを守っているきりだった。

「……はてな？」

　疑いながら、諸将は駒脚をなだめて、徐々じょじょと橋口へ近づいて行った。──見れば、丈八の矛ほこを横たえ、盔を脱いで鞍にかけ、馬足をしっかと踏み揃えた大武者が、物もいわず、動きもせず、くわっと、睨みつけていた。

「あっ、張飛だ」

「張飛」

　思わず口々をもれる声に──馬は怖れをなしたか、たじたじと、蹄つめを立てて後ろへ退がった。

「…………」

　張飛はなお一語も発しない。双そうの眼まなこは百錬の鏡というもおろかである。怒れる鬼髯きぜんは左右にわかれ、歯は大きな唇を噛み、眉、眦まなじり、髪のさき、すべて逆しまに立って、天も衝かん形相である。

「あれか、燕人張飛とは」

「知れたもの。いかに張飛であろうと」

「敵は一騎だ」

「それっ」

　と、諸将は互いに励ましあって、あわやどっと、その馬蹄を踏み揃えて橋板へかかろうとしたとき、

「待てっ」と、うしろで止めた者がある。一人の声ではない。李典、曹仁、夏侯惇かこうじゅんなど、ことごとく軍勢の中にもまれて、その中に雄姿を見せていた。

「丞相のご命令だ。待てっ。はやまるなっ──」

　続いて後ろのほうに聞える。諸将はさっと橋畔の左右へ道を開いた。どうどうと押し流れてくる軍馬も旗もみな橋口をあまして河の岸を埋めた。

　やがて、中央の一軍団は林のような旄旗ぼうきと五彩幡さいばんをすすめてきた。中にも白旄黄鉞はくぼうこうえつの燦々さんさんたる親衛兵にかこまれている白馬金鞍の大将こそ、すなわち曹操その人であろう、青羅せいらの傘蓋さんがいは珠玉の冠かんむりのうえに高々と揺らいで、威風天地の色を奪うばかりだった。

「うかと、孔明の計にのるな、橋上の匹夫は敵の囮おとりだ。対岸の林には兵がかくしてあるぞ」

　と、曹操はまず、はやりたつ諸将を制してから、くわっと、張飛をねめつけた。
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　張飛は動じる態もなかった。

　かえって、全身に焔々えんえんの闘志を燃やし、炬きょの如き眼を爛らんと射向けて、

「それへ来たものは、敵の総帥たる曹操ではないか。われこそは、劉皇叔りゅうこうしゅくの義弟おとうと、燕人張飛である。すみやかに寄って、いさぎよく勝負を決しろ」

　と、呼ばわった。

　声は長坂ちょうはんの水に谺こだまし、殺気は落ちかかる雷いかずちのようであった。そのすさまじさに、曹操の周囲を守っていた者どもは、思わず傘蓋さんがいを取り落したり、白旄黄鉞はくぼうこうえつなどの儀容を崩して、あッとふるえおののいた。

　いや、その雷圧は、曹軍数万の上にも見られた。濤なみのような恐怖のうねりが動いたあと全軍ことごとく色を失ったかのようであった。

　さわぎ立つ諸将をかえりみながら曹操は云った。

「今思い出した。そのむかし関羽がわれにいった言葉を。──自分の義弟おとうとに張飛というものがある。張飛にくらべれば自分の如きはいうにたらん。彼がひとたび怒って百万の軍中に駆け入るときは、大将の首を取ることも嚢ふくろの中の物をさぐって取り出すようなものだ──予にそういったことがある。さだめし汝らも張飛の名は聞いていたろう。いや怖ろしい猛者もさではある！」

　そういって、驚嘆している傍らから、突然、夏侯覇かこうはという一大将が、

「何をばさように恐れ給うか。曹軍の麾下きかにも張飛以上の者あることを、今ぞ確しかとご覧あれ」

　と喚おめきながら、馬の蹄をあげて、だだだだっと、橋板を踏み鳴らして、張飛のそばへ迫りかけた。張飛はくわっと口をあいて、

「孺子じゅしっ。来たかっ」

　蛇矛じゃぼこ横にふるって一颯の雷光を宙にえがいた。

　夏侯覇は、とたんに胆魂きもだましいを消しとばして、馬上からころげ落ちた。その有様を見ると、数十万の兵はなお動揺した。曹操も士気の乱れを察し、にわかに諸軍へ、

「退ひけっ」

　と、令して引っ返した。

　退け──と聞くや軍兵はみな山の崩れるように先を争い合った。ふしぎな心理がいやが上にも味方同士を混乱に突きおとしてゆく。誰の背後にも張飛の形相が追い駆けてくるような気がしていた。鉾ほこを捨て、鎗やりを投げ、或いは馬に踏みつぶされ、阿鼻叫喚あびきょうかんが阿鼻叫喚を作ってゆく。

　そうなると、実際、収拾はつかないものとみえる。曹操自身すら、その渦中に巻きこまれ、馬は狂いに狂うし、冠の釵かんざしは飛ばすし、髪はみだれ、旗下はたもとどもは後先になり、いやもうさんざんな態であった。

　ようやく、追いついてきた張遼が、彼の馬の口輪をつかみ止めて、

「これは一体、どうしたということです。たかがただ一人の敵にこれほどまで、狼狽なさる必要はありますまいに」と、歯がみをしながらいった。

　曹操は初めて、夢のさめたような顔して、全軍の立て直しを命じた。そしてやや間が悪そうに、

「予が怖れたのは決して一人の張飛ではない。橋の彼方の林中に敵の埋兵まいへいがたえず騒ざわめいていたので、また何か孔明が策を設けているのではないかと、きょうは大事を取って退却を命じたまでだ」

　と、いった。

　その時、彼のてれ隠しを救うにちょうどよい煙が揚った。敵は長坂橋を焼き払って退ひいたというのである。そう聞くと曹操は、

「橋を焼いて逃げるようでは、やはり大した兵力は残っていないに相違ない。しまった、すぐ三ヵ所に橋を架け、玄徳を追いつめろ」と、号令をあらためた。

　玄徳主従とその残兵は、初め江陵こうりょうへさして落ちてきたのであるが、こんな事情でその方角へはとうてい出られなくなったので、にわかに道を変更して、沔陽べんようから漢津かんしんへ出ようと、夜も昼も逃げつづけていた。




一帆ぱん呉ごへ下くだる



一



　玄徳の生涯のうちでも、この時の敗戦行は、大難中の大難であったといえるであろう。

　曹操も初めのうちは、部下の大将に追撃させておいたが、

「今をおいて玄徳を討つ時はなく、ここで玄徳を逸したら野に虎を放つようなものでしょう」

　と荀彧じゅんいくらにも励まされてか、俄然数万騎を増派して、みずから下知に当り、

「どこまでも」と、その急追をゆるめないのであった。

　ために玄徳は、長坂橋ちょうはんきょう（湖北省・当陽、宜昌の東十里）附近でもさんざんに痛めつけられ、漢江の渡口わたしまで追いつめられてきた頃は、進退まったくきわまって、

「わが運命もこれまで──」と、観念するしかないような状態に陥っていた。

　ところが、ここに一陣の援軍があらわれた。さきに命をうけて江夏へ行っていた関羽が、劉琦りゅうきから一万の兵を借りることに成功して夜を日についで馳けつけ、漢江の近くでようやく玄徳に追いついてきたものであった。

「ああまだ天は玄徳を見捨て給わぬか」

　こうなると人間はただ運命にまかせているしかない。一喜一憂、九死一生、まるで怒濤と暴風の荒海を、行くても知れずただよっているような心地だった。

「ともあれ、一刻も早く」と、関羽の調えてくれた船に乗って、玄徳たちは危うい岸を離れた。──その船の中で、関羽は糜夫人の死を聞いて、大いに嘆きながら、

「むかし許田きょでんの御狩みかりに会し、それがしが曹操を刺し殺そうとしたのを、あの時、あなた様が強たってお止めにならなければ、今日、こんな難儀にはお会いなさるまいものを」

　と、彼らしくもない愚痴をこぼすのを、玄徳はなだめて、

「いや、あの時は、天下のために、乱を醸かもすまいと思い、また曹操の人物を惜しんで止めたのだが──もし天が正しきを助けるものなら、いつか一度は自分の志もつらぬく時節がくるだろう」

　と、いった。

　するとその時、江上一面に、喊ときの声や鼓この音が起って、河波をあげながらそれは徐々に近づいてくる様子だった。

「さては、敵の水軍」と玄徳も色を失い、関羽もあわてて、船のみよしに立って見た。

　見れば彼方から蟻ありのような船列が順風に帆を張って来る。先頭の一艘はわけても巨大である。程なく近々と白波をわけて進んでくるのを見ると、その船上には、白い戦袍ひたたれへ銀の甲鎧よろいを扮装いでたったすがすがしい若武者が立っていて、しきりと此方こなたへ向って手を打ち振っている。

「叔父しゆくふ、叔父。ご無事ですか。さきにお別れしたきり小姪しょうてつの疎遠そえん、その罪まことに軽くありません。ただ今、お目にかかってお詫び申すつもりです」

　彼の声もやがて聞えてきた。すなわち江夏城から来た劉琦りゅうきなのである。

　玄徳、関羽のよろこびはいうまでもない。舷々げんげん相ふれると、玄徳は琦の手をとって迎え入れ、

「よくこそ、私の危急に、馳けつけて下すった」と、涙にくれた。

　また、数里江上を行くと、一簇むれの兵船が飛ぶが如く漕ぎよせてきた。──一艘の舳みよしには、綸巾鶴氅りんきんかくしょうの高士か武将かと疑われるような風采の人物が立っていた。すなわち諸葛亮しょかつりょう孔明こうめいだった。

　ほかの船には、孫乾そんけんも乗っていた。──一体どうしてここへは？ 人々が怪しんで問うと、孔明は微笑して、

「およそこの辺にいたら、各〻と落合えるであろうかと、夏口の兵を少し募って、お待ちしていただけです」と、あまり多くを語らなかった。




二



　危急に迫って、援軍をたのんでも、援軍の間に合う場合は少ないものであるが、それの間に合ったのは、やはり孔明自身行って、関羽や劉琦りゅうきをよく動かしたからであろう。

　しかし、それをつぶさに語るとなると、自分の口から自分の功を誇るようなものになるので、孔明は、

「さし当って、次の策こそ肝腎かんじんです。夏口（漢口附近）の地は要害で水利の便もありますから、ひとまず彼処かしこの城にお入りあって、曹操の大軍に対し、堅守して時節を待たれ、また劉琦君にも江夏こうかの城へお帰りあって、わが君と首尾相助けながら、共に武具兵船の再軍備にお励みあるが万全の計でしょう」と、まず将来の方針を示した。

　劉琦は、同意したが、

「それよりも、もっと安全なのは、ひとまず玄徳どのを、私の江夏城へおつれして、充分に装備をしてから、夏口へお渡りあっては如何ですか。──いきなり夏口へ入られるよりもそのほうが危険がないと思われますが」と、一応自分の考えも述べた。

　玄徳も孔明も、

「それこそ、然るべし」と、意見は一致し、関羽に手勢五千をつけて、先に江夏の城へやった。そして何らの異変もないと確かめて後、玄徳や孔明、劉琦などは前後して入城した。

　こうして、すでに長蛇ちょうだを逸し去った曹操は、ぜひなく途中に軍の行動を停止して、各地に散開した追撃軍を漢水の畔ほとりに糾合きゅうごうしたが、

「他日、玄徳が江陵に入っては一大事である」

　と、さらに湖南へ下ってそこを奪い、一部の兵を留めて、すぐ荊州へ引っ返してきた。

　荊州には、鄧義とうぎとか劉先りゅうせんなどという旧臣が守っていたが、もう幼主劉琮りゅうそうは殺され、襄陽じょうようはおち、軍民すべて曹操の下に服してしまっているので、

「もはや誰のために戦おう」と、城門をひらいてことごとく曹操に降服してしまった。

　曹操は荊州に居すわって、いよいよ対呉政策に乗り出した。

　──呉を如何にするか。

　これは多年の懸案である。しかもこの対策に成功しなければ、絶対に統一の覇業は完成しないのである。

「檄文げきぶんを作れ」

　荀攸じゅんゆうに命じて、檄を書かせた。もちろんそれは呉へ送るものである。

いま、玄徳、孔明の輩ともがらは、その余命をわずかに江夏、夏口に拠よせて、なお不逞な乱を企くわだておる。予、三軍をひきいて、疾とくこれに游漁す。君も呉軍をひきいて、この快游かいゆうを共にし給わずや。漁網の魚は、これを採って一盞さんの卓にのぼせ、地は割譲わけて、ながく好誼よしみをむすぶ引出物としようではないか。


　という意味のものだった。

　ただし曹操としても、こんな一片の文書だけで、呉が降参してこようなどとは決して期待していない。いかなる外交もその外交辞令の手もとに、

（これがお嫌なら、またべつなご挨拶を以て）といえる「実力」が要いる。彼は呉へ檄げきを送ると同時に、その実力を水陸から南方へ展開した。

　総勢八十三万の兵を、号して百万ととなえ、西は荊陜けいせんから東は蘄黄きこうにわたる三百里のあいだ、烟火えんか連々と陣線をひいて、呉の境を威圧した。

　この時、呉主孫権も、隣境の変に万一あるをおそれて、柴桑城さいそうじょう（廬山、鄱陽湖はようこの東南方）まで来ていたが、事態いよいよただならぬ形勢となったので、

「今こそ、呉の態度を迫られる時が来た。曹操についたが得策か、玄徳と結んだがよいか。ここの大方針は呉の興亡を決するものだ。乞う、そちの信じるところを忌憚きたんなく聞かしてくれい」

　呉の大賢といわるる魯粛ろしゅくは、孫権から直々にこう問われた。




三



　魯粛ろしゅくは慎重に、孫権の諮問しもんにこたえた。

「劉表の喪もを弔とむらうという名目をもって、私が荊州へお使いに立ちましょう」

「……そして？」

「帰途ひそかに江夏へおもむき、玄徳と対面して、よく利害を説き、彼に援助を与える密約をむすんで来ます」

「玄徳を援助したら、曹操は怒って、いよいよ鋭鋒を呉へ向けてくるだろう」

「いや、ちがいます。玄徳の勢いが衰退したので、曹操はたちまち呉へ大軍を転じて来たものです。故に、玄徳が強力となれば、背後の憂いがありますから、曹操は決して、思い切った侵攻を呉へ試みることはできません」

　魯粛ろしゅくは、なお説いて、

「私がお使いに立てば、それらの大策の決定は後日に譲るまでも、とにかく荊州から江夏にわたる曹操、玄徳、両方の実状をしかとこの眼で見てくるつもりです。それも重要な前提ですから」

　と、いった。

　呉の国のうごきは今、呉自身の浮沈を決する時であると共に、曹操の大軍にも、江夏の玄徳の運命にも、こうして重大な鍵かぎをもっていた。

　江夏の城中にあっても、その事について、度々、評議するところがあったが、孔明はいつも、

「呉は遠く、曹は近く、結局われわれの抱く天下三分の理想──すなわち三国鼎立ていりつの実現を期するには、あくまで遠い呉をして近い曹操と争わせなければなりません。両大国を相搏あいうたせて、その力を相殺させ、わが内容を拡充する。真の大策を行うのはそれからでしょう」

　と、至極、穏当な論を述べていた。

「だが、そううまく、こちらの望みどおりにゆけばよいが？」

　と、これは、玄徳だけの懐疑ではない。誰しも一応はそう考える。

　これに対して、孔明は、

「ごらんなさい。今にきっと呉から使者が来るにちがいありません。然るときは、わたくし自身、一帆ぱんの風にまかせて、呉国へ下り、三寸不爛ふらんの舌をふるって、孫権と曹操を戦わせ、しかも江夏の味方は、そのいずれにも拠よらず、一方のやぶれるのを見てから、遠大にしてなお万全な大計の道をおとりになるようにして見せます。──戦わば必ず勝つ戦いを戦うこと、三歳の児童も知る兵法の初学です」

　──こう聞いても、人々はなお釈然となれなかった。むしろ不安にさえなった。

「孔明は何か非常な奇蹟でもあらわれるのをそらだのみにして、あんな言を吐いているのではないか」

　そう思われる節ふしがないでもないからである。

　ところが、その奇蹟は、数日の後、ほんとうに江夏を訪れて来た。

「呉主孫権の名代として、故こ劉表りゅうひょうの喪もを弔とむらうと称し、重臣魯粛ろしゅくと申される方の船が、いま江頭に着きました」と、いう知らせが、江岸の守備兵から城中へ通達されてきたのである。

「どうして軍師には、この事あるを、ああはやくからお分りになっておられたのか？」

　ざわめく人々の問いに、孔明は、

「いかに強大な呉国でも、常勝軍と誇る曹兵百万が、南下するに会っては、戦慄せざるを得ないにきまっている。加うるに呉は富強ではあるが実戦の体験が少ない。境外の兵備の進歩やその実力をはかり知っておらぬ。──で、ひとまずは、使者を派して、君玄徳を説きつけ、あくまで曹操の背後を衝かせておくの策を考えるものと私は観た」と語り──また劉琦りゅうきをかえりみて、呉の孫策が死んだ時、荊州から弔問の使者が会葬に行ったか否かをたずねて、琦がその事なしと答えると、

「それごらんなさい。呉と荊州とは、累代るいだいの仇あだ。今それをも捨てて使者をよこしたのは、喪を弔うの使いではなく、実は虚実をさぐるための公然たる密命大使であることが、その一事でも明らかでしょう」と、笑って説明した。




四



　やがて魯粛は賓閣ひんかくへ迎えられた。彼は、劉琦に弔慰を述べ、玄徳には礼物を贈って、

「呉主孫権からも、くれぐれよろしく申されました」

　と、まずは型の如き使節ぶりを見せた。

　後、後堂で酒宴となり、こんどは玄徳から遠来の労をねぎらった。

　魯粛は、酔い大いに発すると、玄徳へ向ってずけずけ訊たずね出した。

「あなたは年来、曹操から眼の仇かたきにされて、彼と戦いをくり返しておいでだから、よくご存じであろうが──いったい曹操という者は、天下統一の大野心を抱いているのでしょうか、それとも慾心はただ自己の繁栄に止まっている程度でありましょうか」

「さあ？　……どうであろう」

「彼の帷幕いばくではいま、誰と誰とが、もっとも曹操に用いられておりましょうな」

「よく知らぬが」

「では──」と、魯粛はたたみかけて、

「曹操の持つ総兵力というものは、実際のところ、どのくらいでしょう」

「その辺も、よくわきまえぬ」

　何を問われても、玄徳は空とぼけていた。これは孔明の忠告によるものだった。

　魯粛は少し色をなして、

「新野しんや、当陽そのほか諸所において、曹操と戦ってきたあなたが、敵について、何の知識もないわけはないでしょう」と、詰問なじると、玄徳はなお茫漠ぼうばくたる面をして、

「いや、いつの戦いでも、こちらは、曹操来ると聞けば、逃げ走ってばかりいたので、くわしいことはまったく不明です。ただ孔明なら少しは心得ているであろうが」

「諸葛亮しょかつりょうはどこにおられますか」

「いま呼んでおひきあわせ致そうと考えていたところだ。誰か、孔明を召し連れてこい」

　玄徳の命にひとりが立ち去って行くと、やがて孔明もここへ姿をあらわして、物やわらかに席に着いた。

「亮りょう先生。──自分は先生の実兄このかみとは、年来の親友ですが」と魯粛は、個人的な親しさを示しながら、彼に話しかけた。

「……ほ。兄の瑾をよくご存じですか」と、孔明もなつかしげに瞳を細めた。

「されば、このたびの門出にも、お会いしてきました。何やらお言伝でも承って参りたいと存じたが、公おおやけのお使い、わざと差し控えてきましたが」

「いや、余事はおいて、時に、わが主玄徳におかれては、かねてより呉の君臣に交友を求め、相たずさえて曹操を討たんと欲しられていますが、貴下のお考えでは如何であろうか」

「さあ、重大ですな」

「自惚うぬぼれではありませんが、呉もまたわれわれと結ばなければ、存立にかかわりましょう。もしわが主玄徳が、一朝に意気地を捨てて、曹操につけば、これ自己の保身としては、最善でしょうが、呉にとっては脅威でしょう。南下の圧力は倍加するわけですから」

　ことばは鄭重だがその言外に大国の使臣を強迫しているのである。魯粛ろしゅくは恐れざるを得なかった。孔明のいうような場合が実現しない限りもないからである。

「自分は呉の臣ですが──劉皇叔りゅうこうしゅくのために──個人としてここだけのことをいえば、貴国の交渉如何によっては、わが主孫権も決して動かないことはなかろうと信じられます。ただ、その使節は大任ですが」

「では、脈があるというわけですな」

「まあ、そうです。幸い、亮先生の兄上は、呉の参謀であり、主君のご信頼もふかいお方ですから、ひとつ先生自身、呉へ使いされたらどうかと思いますが」

　そばで聞いていた玄徳は顔のいろを失った。呉の計略ではないかと考えたからである。魯粛がすすめれば勧めるほど、彼は許す気色もなかった。

　孔明は、なだめて、

「事すでに急を要します。信念をもって行ってきます。どうかお命じください」

　と、再三、許しを仰いだ。そして数日の後には、ついに魯粛と共に、下江の船に乗ることを得た。




舌戦ぜっせん



一



　長江千里、夜が明けても日が暮れても、江岸の風景は何の変化もない。水は黄色く、ただ滔々とうとう淙々そうそうと舷ふなべりを洗う音のみ耳につく。

　船は夜昼なく、呉の北端、柴桑郡さいそうぐんをさして下っている。──その途中、魯粛はひそかにこう考えた。

「痩せても枯れても、玄徳は一方の勢力にちがいない。その軍師たり宰相さいしょうたる重職にある孔明が、身に一兵も伴わず、まったくの単身で、呉へ行くという意気はけだし容易な覚悟ではない。──察するに孔明は一死を胸にちかい、得意の弁舌をもって、呉を説かんとする秘策をもっているものであろう」

　同船して、幾日かの旅を共にしているうち、彼は悲壮なる孔明の心事に同情をよせていた。けれどまた、

「もし、孔明に説かれて、主君孫権が玄徳のために曹操と戦うような場合に立ち到るときは──勝てばよいが、負けたらその罪は？」

　と、責任が自分に帰してくることをも、多分におそれずにいられなかった。

　で、魯粛は、船窓の閑談中に、それとなく孔明に入れ智慧を試みたりした。

「先生。──先生が孫権とお会いになったら、かならずいろいろな質問が出ましょうが、曹軍の内容については、何事も知らぬ態をしておられたほうが得策かも知れませんな」

「どうして？」

　孔明は、魯粛の肚を読みぬいているように、にやにや笑っていた。

「いや、どうといって、べつに深い理由はありませんが、あまり詳しいことを述べると、そう敵の内容をつまびらかに知っているわけはないから、曹操と同腹して、呉を探りに来たのではないか──などと疑われるおそれもありますからな」

「ははは。そんなお人ですか、孫将軍は」

　魯粛はかえって赤面した。とうてい他人の入れ智慧などにうごかされる人物ではないとみて、魯粛もその後は口をつつしんだ。

　やがて船は潯陽江じんようこう（九江）の入江に入り、そこから陸路、西南に鄱陽湖はようこを望みながら騎旅をすすめた。

　そして柴桑さいそう城街につくと、魯粛は孔明の身をひとまず客館へ案内して、自身はただちに城へ登った。

　府堂のうちでは折しも文武の百官が集まって、大会議中のところだった。魯粛帰れり！ とそこへ聞えたので孫権は、

「すぐ、これへ」と、呼び入れて、彼にも当然、一つの席が与えられた。

　孫権は、さっそく訊ねた。

「荊州の形勢はどうだった？」

「よく分りません」

「なに、分らぬ。──はるばる、江をさかのぼって、その地を通過しながら、何も見てこなかったのか」

「いささか、所感がないでもありませんが、それがしの視察は別にご報告申しあげます」

「むむ……そうか」

　と、孫権も敢て追及しなかった。そして手もとにあった檄文の一通を、

「これ見よ」といって、魯粛へ渡した。

　曹操からの「最後通牒つうちょう」である。われに降くだって共に江夏の玄徳を討つや。それとも、わが百万の大軍と相まみえて、呉国を強しいて滅亡へ導くつもりなりや否や、即刻、回報あるべし──という強硬なる半面威嚇いかく、半面懐柔かいじゅうの檄文だった。

「このためのご評議中でございましたか」

「そうだ。……早朝から今にいたるまで」

「して、諸員のご意見は」

「いまなお、決しないが……満座の大半以上は、戦わぬがいいということに傾いておる」

　そういって、孫権がふたたび沈吟ちんぎんすると、張昭そのほかの重臣は皆、口を揃えて、

「もし、呉の六郡と、呉の繁栄とを安穏あんのんに保ち、いよいよ富強安民を計らんとするなれば、ここは曹操に降って、彼の百万の鋭鋒を避け、他日を期すしかありません」

　と、不戦論を唱えた。




二



　百万の陸兵だけならまだ怖れるに足らぬとしても、曹操の手には今、数千艘の水軍も調ととのっている。水陸一手となって、下江南進して来た場合、それを防ぐには、呉の兵馬軍船も大半以上損傷されるものと覚悟しなければならない。

　不戦論を主張する人々は、こぞってその非を鳴らした。

「たとえ勝ったところで、その消耗からくる国の疲弊は、三年や四年では取り返しつきますまい、降伏に如しくなしです」

　評議は長くなるばかりだ。孫権の肚はなお決まらないのである。彼はやや疲れを見せて、

「衣服をかえてまた聴こう」

　と席を立って殿裡へ隠れた。衣をかえるとは、休息の意味である。

　魯粛はひとり彼について奥へ行った。孫権は意中を察して、

「魯粛。そちは最前さいぜん、別に意見があるといったが、ここでならいえるであろう。そちの考えではどうか」と、親しく訊ねた。

　魯粛は、重臣間に行われている濃厚な不戦論に接して、反感をそそられていた。その気持は、孔明に抱いていた同情とむすびついて、勃然ぼつぜんと、主戦的な気を吐くに至った。

「宿将や、重臣の大部分が、云い合わせたように、わが君へ降参をおすすめする理由わけは、みな自己の保身と安穏をさきに考えて、君のお立場も国恥こくちも大事と考えていないからです。──彼らとしては、主君をかえて、曹操に降参しても、すくなくも位階は従事官を下らず、牛車に乗り、吏卒をしたがえ、悠々、士林に交遊して、無事に累進を得れば、州郡の太守となる栄達も約束されているわけです。それに反して、わが君の場合は、よく行っても、車一乗、馬数匹、従者の二十人も許されれば、降将の待遇としては関の山でしょう。もとより南面して天下の覇業を行わんなどという望みは、もう死ぬまで持つことはできません」

　当然、若い孫権は動かされた。彼はなお多分に若い。消極論には迷いを抱くが、積極性のある説には、本能的にも、血が高鳴った。

「なお詳しいことは、臣が江夏からつれてきた一客を召して、親しくそれにお訊ね遊ばしてごらんなさい」

「一客とは誰か」

「諸葛瑾しょかつきんの弟、孔明です」

「お。臥龍がりゅう先生か」

　孫権も彼の名は久しく聞いている。しかも自分の臣諸葛瑾の弟でもある。さっそく会いたいと思ったが、しかし、その日のこともあるので評議は一応取止め、明日また改めて参集すべし──と諸員へ云いわたした。

　次の日の早朝、魯粛は、孔明をその客館へ誘いに行った。前の夜から報らせがあったので、孔明は斎戒沐浴さいかいもくよくして、はや身支度をととのえていた。

「きょう呉君にお会いになって、曹操の兵力を問われても、あまり実際のところをお云いにならないほうがよいと思います。何ぶん、文武の宿老には、事なかれ主義の人物が大半以上ですから」

　魯粛は、親切にささやいたが、孔明には、別に確たる自信があるものの如く、ただうなずいて見せるだけだった。

　柴桑城さいそうじょうの一閣には、その日、かくと聞いて、彼を待ちかまえていた呉の智嚢ちのうと英武とが二十余名、峩冠がかんをいただき、衣服を正し、白髯はくぜん黒髯、細眼さいがん巨眼、痩躯そうく肥大、おのおの異色のある威儀と沈黙を守って、

（さて。どんな人物？）と、いわぬばかりに居並んでいた。

　孔明は、すがすがしい顔をして、魯粛に導かれて入ってきた。そして居並ぶ人々へ、いちいち名を問い、いちいち礼をほどこしてから、

「いただきます」

　と、静かに客位の席へついた。

　その挙止は縹渺ひょうびょう、その眸は晃々こうこう、雲をしのぐ山とも見え、山にかくされた月とも思われる。

（さてはこの人、呉を説いて、呉を曹操に当らせんため──単身これへ来たものだな）

　さすが呉国第一の名将といわれる張昭ちょうしょうは、じろと瞬間に、そう観やぶっていた。




三



　一同こもごもの挨拶がすむと、やがて張昭は、孔明に向って云った。

「劉予州りゅうよしゅうが、先生の草廬そうろを三度まで訪ねて、ついに先生の出廬しゅつろをうながし、魚の水を得たるが如し──と歓ばれたという噂は、近頃の話題として、世上にも伝えられていますが、その後、荊州も奪とらず、新野も追われ、惨めな敗亡をとげられたのは一体どういうわけですか。われわれの期待は破られ、人みな不審がっておりますが」

　皮肉な質問である。

　孔明はじっと眸をその人に向け直した。

　張昭は、呉の偉材だ。この人を説服し得ないようでは、呉の藩論をうごかすことは至難だろう。──そう胸には大事を期しながら、孔明はにこやかに、

「されば、──もしわが君劉予州が荊州を奪ろうとなされば、それは掌てのひらを返かえすよりたやすいことであったでしょう。けれど君と故劉表とは同宗の親しん、その国の不幸に乗って、領地を横奪するがごとき不信は、余人は知らず、わが仁君玄徳にはよくなさりません」

「これは異なことを承る。それでは先生の言行に相違があるというものだ」

「なぜですか」

「先生はみずから常に自分を春秋の管仲かんちゅう、楽毅がっきに比していたそうですが、古の英雄が志は、天下万民の害を除くにあり、そのためには、小義私情を捨てて大義公徳により、良く覇業統一を成しとげたものと存ずるが──いま劉予州をたすけて、今日の管仲たり楽毅たらんと任ずるあなたが、出廬しっつろたちまち前後の事情や私心にとらわれ、曹操の軍に遭うては、甲よろいを投げ矛ほこをすてて、僻地へ敗走してしまうなど、どう贔屓目ひいきめに見てもあまり立派な図とは思われぬが」

「はははは」

　孔明は昂然と笑って、

「いや、あなた方のお眼に、そう映るのは無理もありません。大鵬たいほうという鳥がある。よく万里を翔破しょうはします。しかし大鵬の志は燕雀の知る限りではない。古人もいっている──善人が邦くにを治めるには百年を期して良く残ざんに克かち殺さつを去って為なす──と。たとえば重い病人を治すには、まず粥かゆを与え、やわらかな薬餌やくじから始める。そして臓腑ぞうふ血気の調ととのうのを待って、徐々、強食をすすめ、精薬を以てその病根をきる。──これを逆にして、気脈もととのわぬ重態に、いきなり肉食猛薬を与えたら、病人の生命はどうなりましょう。いま天下の大乱は、重病者の気脈のごとく、万民の窮状は、瀕死の者の気息にも似ている。これを医し癒いやさんに、なんで短兵急にまいろうか。──しかも天下の医たるわが劉予州の君には、汝南じょなんの戦にやぶれ、新野の僻地に屈かがみ、城郭堅かたからず、甲兵完まったからず、粮草ろうそうなおとぼしき間に、曹操が百万の強襲をうけ給う。これに当るはみずから死を求めるのみ。これを避けるは兵家の常道であり、また百年の大志を後に期し給うからである。──とはいえ、白河の激水に、夏侯惇かこうじゅん、曹仁の輩ともがらを奔流の計にもてあそび、博望の谿間たにまにその先鋒を焼き爛ただらし、わが軍としては、退ひくも堂々、決して醜い潰走はしていません。──ただ当陽の野においては、みじめなる離散を一時体験しましたが、これとて、新野の百姓老幼数万のものが、君の徳を慕いまいらせ、陸続ついて来たために──一日の行程わずか十里、ついに江陵こうりょうに入ることができなかった結果です。それもまた主君玄徳の仁愛を証するもので、恥なき敗戦とは意義が違う。むかし楚その項羽こううは戦うごとに勝ちながら、垓下がいかの一敗に仆るるや、高祖に亡ぼされているでしょう。韓信かんしんは高祖に仕え、戦えど戦えど、ほとんど、勝ったためしのない大将であるが、最後の勝利は、ついに高祖のものとしたではありませんか。これ、大計というもので、いたずらに晴の場所で雄弁を誇り、局部的な勝敗をとって功を論じ、社稷しゃしょく百年の計を、坐議立談するが如き軽輩な人では、よく解することはできますまい」

　ことばこそ爽さわやかなれ、面おもてこそ静かなれ、彼の態度は、微塵みじんの卑下ひげも卑屈もなかった。
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　張昭ちょうしょうは沈黙した。さしもの彼も心を取りひしがれたような面持に見えた。

　一座やや白けたかと見えた時である。突として立った者がある。会稽郡かいけいぐん余姚よようの人、虞翻ぐほん、字あざなは仲翔ちゅうしょうであった。

「率直にお訊ねするの不遜をおゆるしありたい。いま曹操の軍勢百万雄将千員、天下を一呑みにせんが如き猛威をふるっておるが、先生には何の対策かある。乞う、吾々のために聴かせ給え」

「百万とは号すが、実数は七、八十万というところでしょう。それも袁紹えんしょうを攻めては、その北兵を編入し、荊州をあわせては、劉表の旧臣を寄せたもの、いわゆる烏合うごうの勢です。何怖れるほどなものがありましょう」

「あははは。いわれたりな孔明先生。あなたは新野を自燼じじんし、当陽に惨敗し、危うく虎口をのがれたばかりではないか。その口で、曹操如きは怖るるに足らんというのは、ちとおかしい。耳をおおうて鈴を盗むの類たぐいだ」

「いや、わが劉予州の君に従う者は、少数ながら、ことごとく仁義の兵です。何ぞ、曹操が残暴きわまる大敵に当って、自ら珠を砕くの愚をしましょう。──これを呉に較べてみれば、呉は富強にして山川沃地広く、兵馬は逞しく、長江の守りは嶮。然るにです、その国政にたずさわる諸卿らは、一身の安きを思うて国恥を念とせず、ご主君をして、曹賊の軍門に膝を屈せしめようとしておられるではないか。──その懦弱だじゃく、卑劣、これをわが劉予州の麾下の行動と較べたら、同日の談ではありますまい」

　孔明の面は淡紅たんこうを潮さしている。言語は徐々、痛烈になってきた。

　虞翻ぐほんが口を閉じると、すぐまた、一人立った。淮陰わいいんの歩隲ほしつ、字あざなは子山しざんである。

「孔明──」こう傲然ごうぜん呼びかけて、

「敢て訊くが、其許は蘇秦そしん、張儀ちょうぎの詭弁きべんを学んで、三寸不爛ふらんの舌をふるい、この国へ遊説しにやってきたのか。それが目的であるか」

　孔明は、にことかえりみて、

「ご辺は蘇秦、張儀を、ただ弁舌の人とのみ心得ておられるか。蘇秦は六国の印をおび、張儀は二度まで秦の宰相たりし人、みな社稷を扶け、天下の経営に当った人物です。さるを、曹操の宣伝や威嚇に乗ぜられて、たちまち主君に降服をすすめるような自己の小才をもって推しはかり、蘇秦、張儀の類などと軽々しく口にするはまことに小人の雑言ぞうごんで、真面目にお答えする価値もない」

　一蹴に云い退けられて、歩隲ほしつが顔を赤らめてしまうと、

「曹操とは、何者か？」と、唐突に問う者があった。

　孔明は、間髪をいれず、

「漢室の賊臣」と、答えた。

　すると、質問した沛郡はいぐんの薛綜せっそうは、その解釈が根本的に誤謬ごびゅうであると指摘して、

「古人の言にも──天下は一人の天下に非ず、すなわち天下の天下である──といっておる。故に、尭ぎょうも天下を舜しゅんに譲り、舜は天下を禹うに譲っている。いま漢室の政命尽き、曹操の実力は天下の三分の二を占むるにいたり、民心も彼に帰せんとしておる。賊といわば、舜も賊、禹も賊、武王、秦王、高祖ことごとく賊ではないか」

「お黙りなさい！」

　孔明は、叱っていう。

「ご辺の言は、父母もなく君もない人間でなければいえないことだ。人と生れながら、忠孝の本もとをわきまえぬはずはあるまい。曹操は相国しょうこく曹参そうさんの後胤こういんで、累世るいせい四百年も漢室に仕えてその禄を食はみながら、いま漢室の衰えるを見るや、その恩を報ぜんとはせず、かえって、乱世の奸雄たる本質をあらわして簒虐さんぎゃくをたくらむ。──思うにご辺は天数循環の歴史を、現実の一人間の野望に附加して、強しいて理由づけようとしておられるらしい。そういうお考え方もまた逆心といえる。借問しゃもんす、貴下は、貴下の主家が衰えたら、曹操のように、たちまち主君の孫権をないがしろになされるか」
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　呉郡の陸績りくせき、字あざなは公紀こうき。

　すぐ続いて、孔明へ論じかけた。

「いかにも、先生のいわるる通り、曹操は相国曹参の後胤、漢朝累代の臣たること、まちがいない。──しかし劉予州は如何に。これは自称して、中山靖王ちゅうざんせいおうの末裔まつえいとはいい給えど、聞説きくならく、その生い立ちは、蓆むしろを織り履くつを商あきのうていた賤夫という。──これを較ぶるに、いずれを珠とし、いずれを瓦とするや。おのずから明白ではあるまいか」

　孔明は、呵か々か大笑して、

「オオ君はその以前袁術えんじゅつの席上において、橘をふところに入れたという陸郎であるな。まず安坐してわが論を聞け。むかし周の文王は、天下の三分の二を領しながらも、なお殷いんに仕えていたので、孔子も周の徳を至徳だとたたえられた。これあくまで君を冒さず、臣は臣たるの道である。──後、殷の紂王ちゅうおう、悪虐のかぎりを尽し、ついに武王立って、これを伐つも、なお伯夷はくい、叔斉しゅくせいは馬をひかえて諫めておる。見ずや、曹操のごときは、累代の君家に、何の勲いさおだになく、しかも常に帝を害し奉らん機会ばかりうかがっていることを。家門高ければ高きほど、その罪は深大ではないか。見ずやなおわが君家劉予州を。大漢四百年、その間の治乱には、必然、多くの門葉ご支族も、僻地に流寓し、あえなく農田に血液をかくし給うこと、何の歴史の恥であろう。時来って草莽そうもうのうちより現われ、泥土去って珠金の質を世に挙げられ給うこと、また当然の帰趨きすうのみ。──さるを履を綯なえばとて賤しみ、蓆を織りたればとて蔑さげすむなど、そんな眼をもって、世を観、人生を観、よくも一国の政事まつりごとに参じられたものではある。民にとって天変地異よりも怖ろしいものは、盲目な為政者だという。けだし尊公などもその組ではないか」

　陸績は胸ふさがって、二の句もつげなかった。

　昂然こうぜん、また代って立ったのは、彭城ほうじょうの厳畯げんしゅん、字は曼才まんさい。

「さすがは孔明、よく論破された。わが国の英雄、みな君の弁舌におおわれて顔色もない。そも、君はいかなる経典に依ってそんな博識になったか。ひとつその蘊蓄うんちくある学問を聴こうではないか」

　と、揶揄やゆ的にいった。

　孔明は、気を揮ふるって、それへ一喝した。

「末梢を論じ、枝葉をあげつらい、章句に拘泥こうでいして日を暮すは、世の腐れ儒者の所為しわざ。何で国を興し、民を安んずる大策を知ろう。漢の天子を創始した張良、陳平の輩ともがらといえども、かつて経典にくわしかったということは聞かぬ。不肖孔明もまた、区々たる筆硯のあいだに、白を論じ黒を評し、無用の翰墨かんぼくと貴重の日を費やすようなことは、その任でない」

「こは、聞き捨てにならぬことだ。では、文は天下を治むるに、無用のものといわれるか」

　駁ばくしてきたのは、汝南の程秉ていへいであった。孔明は面おもてを横に振りながら、

「早のみ込みをし給うな。学文にも小人の弄文ろうぶんと、君子の文業とがある。小儒はおのれあって邦くになく、春秋の賦ふを至上とし、世の翰墨を費やして、世の子女を安きに惑溺わくできさせ、世の思潮をいたずらににごすを能とし、辞々句々万言あるも、胸中一物の正理もない。大儒の業は、まず志を一国の本もとにおき、人倫の道を肉づけ、文化の健全に華をそえ、味なき政治に楽譜を奏かなで、苦しき生活にうるおいをもたらし、暗黒の底に希望をもたらす。無用有用はおのずからこれを導く政治の善悪にあって、腐文盛んなるは悪政の反映であり、文事健調なる──その国の政道明らかなことを示すものである。──最前から各〻の声音を通して、この国の学問を察するに、その低調、愍然びんぜんたるものをおぼゆる。この観察はご不平であるや、如何に」

　すでに満座声もなく、鳴りをひそめてしまったので、ここに至って、こう孔明のほうから一問した。

　けれど、それに対して、もう起って答える者のなかった時、沓音高く、ここへ入ってきた一人物があった。




火中かちゅうの栗くり



　──一同、その一沓音にふりかえって、誰かと見ると、零陵れいりょう泉陵せんりょうの産、黄蓋こうがい、字は公覆こうふくといって、いま呉の糧財奉行、すなわち大蔵大臣の人物だった。

　ぎょろりと、大堂を見わたしながら、天井をゆするような声で、

「諸公はいったい何しとるんかっ。孔明先生は当世第一の英雄じゃ。この賓客にたいし、愚問難題をならべ、無用な口を開いていたずらに腸はらわたを客に見するなど、呉の恥ではないか。主君のお顔よごしでもある。慎つつしまれいっ」

　そして孔明に向っては、きわめて慇懃いんぎんに、

「最前からの衆臣の無礼、かならずお気にかけて給わるな。主君孫権には、はやくより清堂を浄めて、お待ちしておりまする。せっかくな金言玉論、どうかわが主君にお聴かせ下さい」

　と、先に立って、奥へ案内して行った。

　ばかな目を見たのは、むきになって討論に当った諸大将であった。もとよりこれは黄蓋こうがいが叱ったわけではない。誰か孫権へ告げた者があって、孫権の考えから、賓客のてまえ、こう一同にいわざるを得なくなり、黄蓋が旨をふくんできたものにちがいない。何にせよ、それからの鄭重なことは国賓を迎えるようであった。黄蓋と共に、魯粛ろしゅくも案内に立ち、粛々しゅくしゅく、中門まで通ってくると、開かれたる燦碧金襴さんぺききんらんの門扉のかたわらに、黙然、出迎えている一名の重臣があった。

「おお……」

「おお……」

　孔明は、はたと足をとめた。

　その人も、凝然ぎょうぜんと、彼を見まもった。

　これなん、呉の参謀、孫権が重臣、そして孔明にとって実の兄たる諸葛瑾しょかつきんであった。

　久しいかな、兄弟相距あいへだち、また相会うこと。

　幼い者が手をつなぎあって、老いたる従者や継は母はなどと一緒に、遠く山東の空から南へ流れ流れて来た頃の、あの時代のお互いのすがたや、惨風悲雨の中にあった家庭のさまが、瞬間、ふたりの胸にはこみあげるように思い出されていたにちがいない。

「亮りょう。この国へ見えられたか」

「主命をおびてまかり越しました」

「見ちがえる程になった」

「家兄このかみにも……」

「呉へ来たなら、なぜ早く、わしの邸へ訪ねてくれなかったか。旅舎からちょっと沙汰でもしてくれればよかったのに」

「このたびの下江は、劉りゅう予州のお使いとして来ましたので、わたくしの事は、すべて後にと控えていました。ご賢察くださいまし」

「それも道理。──いやいずれ後でゆるりと会おう。呉君にもお待ちかねであらせられる」

　諸葛瑾きんは、呉の臣に返って、うやうやしく賓客を通し、飄ひょうとして、立ち去った。

　豪壮華麗な大堂がやがて孔明の目前にあった。珠欄玉階、彼の裳もすそは、一歩一歩のぼってゆく。

　やおら身を掻い起して、それへ立ち迎えに出てきたのは、呉主孫権であるこというまでもない。

　孔明は、ひざまずいて再拝した。

　孫権は鷹揚おうように、半礼を返し、

「まず……」

　と、座へ請しょうじた。

　その上座をかたく辞して、孔明は横の席へ着いた。

　そして玄徳からの礼辞を述べた。声音すずやかで言葉にもむだがない。対する者をして何かしら快い感じを抱かせるような風が汲みとられる。

「遠路、おつかれであろう」

　孫権はねぎらう。

　文武の大将は遠く排列して、ただひそやかに一箇の賓客を見まもっている。

　孔明の静かなひとみは、時折、孫権の面にそそがれた。

　孫権の人相をうかがうに碧瞳紫髯へきどうしぜん──いわゆる眼は碧にちかく髯ひげは紫をおびている。漢人本来の容貌や形態でない。

　また腰かけていると、その上躯は実に堂々と見えるが、起つと腰から下がはなはだ短い。これも彼の特徴であった。

　孔明は、こう観ていた。

（これはたしかに一代の巨人にはちがいない。しかし感情昂たかく、内は強情で、精猛なかわりに短所も発し易い。この人を説くには、わざとその激情を励ますのがよいかも知れぬ）
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　香の高い茶が饗された。

　孫権は、孔明にすすめながら、共に茶をすすって、

「新野の戦はどうでした。あれは先生が劉予州を扶たすけて戦った最初のものでしょう」

「敗れました。兵は数千に足らず、将は五指に足りません。また新野は守るに不適当な城地ですから」

「いったい曹操の兵力は──実数はです──どのくらいのところが本当でしょう」

「百万はあります」

「そう号しているのですな」

「いや、確実なところです。北の青州、兗州えんしゅうを亡ぼした時、すでに四、五十万はありました。さらに、袁紹を討って四、五十万を加え、中国に養う直属の精鋭は少なくも二、三十万を下るまいと思われます。私が百万と申しあげたのは、この国の方々が、曹操の実力百五、六十万もありといったら驚かれて気も萎なえてしまうであろうと、わざと少なく評価してお答えいたしたのです」

「それにのぞむ帷幕いばくの大将は」

「良将二、三千人。そのうち稀代の智謀、万夫不当の勇など、選りすぐっても四、五十人は数えられましょう」

「先生の如き人は？」

「私ごときものは、車に積み、桝ますで量はかるほどいます」

「いま、曹操の陣容は、どこを攻めるつもりであろうか」

「水陸の両軍は、江こうに添って徐々南進の態勢にあります。呉を図らんとする以外、どこへあの大量な軍勢の向け場がありましょうや」

「呉は、戦うべきか、戦わないがよいか」

「は、は、ははは」

　ここで孔明は軽く笑った。

　ぽいと、かわされたかたちである。孫権は気がついたもののごとく、急に慇懃いんぎんの辞をかさねて、

「──実は、魯粛ろしゅくが先生の徳操をたたえること非常なもので、予もまた、久しくご高名を慕うていたところなので、ぜひ今日は、金玉の名論に接したいと考えていたのです。願わくば、この大事に当ってとるべき呉の大方向をご垂示にあずかりたい」

「愚存を申しあげてもよいと思いますが、しかしおそらく将軍のお心にはかないますまい。お用いなき他説をお聴きになっても、かえって迷う因ではありませんか」

「ともあれ拝聴しましょう」

「では忌憚きたんなく申しあげる。──四海大いに乱るるの時、家祖、東呉を興したまい、いまや孫家の隆昌は、曠世こうせいの偉観といっても過言ではありません。一方、わが劉予州の君におかれても、草莽そうもうより身を起し、義を唱え、民を救い、上江遠からず曹操の大軍と天下をあらそっています。これまた史上未曾有の壮挙にあらずして何でしょう。然るに、恨むらくは、兵少なく、地利あらず、いま一陣にやぶれて、臣孔明に万恨ばんこんを託され、江水の縁を頼って、呉に合流せんことを衷心ちゅうしんねがっているわけであります。──もし閣下が、偉大なる父兄の創業をうけて、その煌々こうこうたるお志をもつがんと欲するなれば、よろしくわが劉予州と合して、呉越の兵をおこし、天下分け目のこの秋ときにのぞんで、即時、曹操との国交をお断ちなさい。……またもしそのお志なく、到底、曹操とは天下を争うほどな資格はないと、ご自身、諦めておいでになるなら、なおほかに一計がなきにしもあらずです。それは簡単です」

「戦わずに、しかも国中安穏あんのんにすむ、良い計策があるといわるるか」

「そうです」

「それは」

「降服するのです」

「降服」

「そのお膝をかがめて、曹操の眼の下に、憐あわれみを乞えば、これは呉の諸大将が閣下へすすめている通りになる。甲よろいを脱ぎ、城を捨て、国土を提供して、彼の処分にまかせる以上、曹操とても、そう涙のないことはしないでしょう」

「…………」

　孫権は、黙然と首を垂れていた。父母の墳はかにぬかずく以外には、まだ他人へ膝をかがめたことを知らない孫権である。──孔明はじっとその態を見つめていた。




三



「閣下。おそらくあなたのお心には」──孔明はなおいった。孫権のうつ向いている上へ、云いかぶせるようにいった。

「大きな誇りをお持ちでしょう。またひそかには、男児と生れて、天下の大事を争うてみたいという壮気も疼うずいておられましょう。……ところが呉の宿将元老ことごとく不賛成です。まず安穏第一とおすすめ申しあげておる。閣下の胸中も拝察できます。──けれど事態は急にしてかつ重大です。もし遅疑逡巡ちぎしゅんじゅん、いたずらに日をすごし、決断の大機を失い給うようなことに至っては、禍いの襲いくること、もう遠い時期ではありませんぞ」

「…………」

　孫権はいよいよ黙りこむ一方であった。孔明はしばらく間をおいてまた、

「何よりも、国中の百姓が、塗炭とたんの苦しみをなめます。閣下のお胸ひとつのために。──戦うなら戦う、これもよし。降参するならする、これもまたよしです。いずれとも、早く決することです。同じ降参するなら、初めから恥を捨てたほうが、なお幾分、あなたに残されるものが残されるでしょう」

「……先生っ」と、孫権は面をあげた。内に抑えつけていた憤懣ふんまんが眼に出ている、唇くちに出ている、色に出ている。

「先生の言を聞いておると、他人ひとの立場はどうにでもいえる──という俗言が思い出される。いわるる如くならば、なぜ先生の主、劉予州にも降服をすすめられぬか。予以上、戦っても勝ち目のない玄徳へ、その言そのままを、献言されないか」

「いみじくも申された。むかし斉せいの田横でんおうは、一処士の身にありながら、漢の高祖にも降らず、ついに節操を守って自害しました。いわんやわが劉予州は、王室の宗親。しかもその英才は世を蓋おおい、諸民の慕うこと、水に添うて魚の遊ぶが如きものがある。勝敗は兵家のつね、事成らぬも天命です。いずくんぞ下輩曹操ごときに降りましょうや。──もし私が、閣下へ申しあげたような言をそのままわが主君へ進言したら、たちどころに斬首されるか、醜きたなき奴と、生涯さげすまれるにきまっております」

　云い終らないうちである。

　孫権は急に顔色を変えて、ぷいと席を起ち、大股に後閣へ立ち去ってしまった。

　小気味よしと思ったのであろう。屏立へいりつしていた諸大将はぶしつけな眼や失笑を孔明に投げながらぞろぞろと堂後へ隠れた。

　ひとり魯粛ろしゅくはあとに残って、

「先生。何たることです」

「何がですか」

「あれほど私が忠告しておいたのに、私があなたに寄せた同情はだいなしです。あんな不遜ふそんな言を吐かれたら孫将軍でなくても怒るにきまっています」

「あははは。何が不遜。自分はよほど慎つつしんで云ったつもりなのに。──いやはや、大気な人間を容れる雅量のないおひとだ」

「では別に何か先生には、妙計大策がおありなのですか」

「もちろん。──なければ、孔明のことばは、空論になる」

「真に大計がおありならば、もう一応、主君にすすめてみますが」

「気量のものを容れる寛度をもって、もし請い問わるるならば、申してもよい。──曹操が百万の勢も孔明からいわしめれば、群がれる蟻のようなものです。わが一指をさせば、こなごなに分裂し、わが片手を動かさば、大江の水も逆巻いて、立ちどころに彼が百船も呑み去るであろう」

　烱々けいけいたる眸は天の一角を射ていた。魯粛は、その眸を、じっと見て、狂人ではないことを信念した。

　孫権のあとを追って、彼は後閣の一房へ入った。主君は衣冠をかえていた。魯粛はひざまずいて、再度すすめた。

「ご短慮です。まだ孔明は真に腹蔵を吐露してはおりません。曹操を討つ大策は、軽々しくいわぬといっています。そしてまた、何ぞ気量の狭いご主君ぞと、大笑していました。……もう一度、彼の胸を叩いてごらん遊ばしませ」

「なに、予のことを、気量の狭い主君だといっていたか」

　孫権は、王帯おびを佩はきながら、ふと面おもての怒気をひそめていた。




四



　重大時期だ。国土の興亡のわかれめだ。孫権は、努めて思い直した。

「魯粛ろしゅく。もう一度、孔明にその大策を質ただしてみよう」

「ああ、さすがは。──よくぞご堪忍がつきました」

「どこにおる」

「賓殿ひんでんにあのままでいます」

「誰も来るな」

　随員をみな払って、孫権はふたたび孔明の前へ出た。

「先生、ゆるし給え。弱冠の無礼を」

「いや自分こそ、国主の威厳を犯し、多罪、死に値します」

「ふかく思うに、曹操が積年の敵と見ているものは、わが東呉の国と、劉予州であった」

「お気づきになりましたか」

「しかし、わが東呉十余万の兵は、久しく平和に馴れて、曹操の強馬精兵には当り難い。もし敢然、彼に当るものありとすれば、劉予州しかない」

「安んじたまえ。劉予州の君、ひとたび当陽に敗れたりとはいえ、後、徳を慕うて、離散の兵はことごとくかえっております。関羽がひき連れてきた兵も一万に近く、また劉琦君りゅうきくんが江夏の勢も一万を下りません。ただし、閣下のご決意はどうなったのですか。乾坤けんこん一擲てきのこの分れ目は、区々たる兵数の問題でなく、敗れを取るも勝利をつかむも、一にあなたのお胸にあります」

「予の心はすでに決まった。われも東呉の孫権である。いかで曹操の下風かふうにつこうか」

「さもあらば大事を成すの機今日にあり！ です。彼が百万の大軍もみな遠征の疲れ武者、ことには、当陽の合戦に、あせり立つこと甚だしく、一日三百里を疾駆したと聞く。これまさに強弩きょうどの末勢まっせい。──加うるにその水軍は、北国そだちの水上不熟練の勢が大部分です。ひとたび、その機鋒を拉ひしがんか、もともと、荊州の軍民は、心ならずも彼の暴威に伏している者ばかりですから、たちまち内争紛乱を醸かもし、北方へ崩れ立つこと、眼に見えるようなものです。この賊を追わば、荊州へ一挙に兵を入れ給うて、劉予州と鼎足ていそくのかたちをとり、呉の外郭がいかくをかため、民を安んじ、長久の治策を計ること、それはまず後日に譲ってもよいでしょう」

「そうだ。予はふたたび迷わん。──魯粛魯粛」

「はっ」

「即時、兵馬の準備だ。曹操を撃砕するのだ。諸員に出動を触れ知らせい」

　魯粛は、駈け走った。

　孔明に向っては、ひとまず客舎へもどって、休息し給えと云いのこして、孫権は力づよい跫音を踏みしめながら東郭とうかくの奥へ入った。

　おどろいたのは、各所に屯たむろしていた文武の諸大将や宿老である。

「開戦だっ。出動。出動の用意」という触れを聞いても、

「嘘だろう？」と、疑ったほどであった。

　それもその筈で、つい今し方、賓殿の上で、孔明の不遜に憤った主君は、彼を避けて、奥へかくれてしまったと、愉快そうに評判するのを聞いていたばかりのところである。

「間違いだろう、何かの」

　がやがやいっている所へ、魯粛は意気ごみぬいて、触れて廻ってきた。やはり開戦だという。人々は急にひしめきあった。色をなして、開戦反対の同志をあつめた。

「孔明に出しぬかれた！ いざ来い、打ち揃って、直ぐさま君をご諫止かんしせねばならん」

　張昭を先に立て、一同気色けしきばんで、孫権の前へ出た。──孫権も、来たな、という顔を示した。

「臣張昭、不遜至極ながら、直言お諫いさめしたい儀をもって、これへ伺いました」

「なんだ」

「おそれながら、君ご自身と、河北に亡んだ袁紹えんしょうとを、ご比較遊ばしてみて下さい」

「…………」

「あの袁紹においてすら、あの河北の強大をもってすら、曹操には破られたではございませぬか。しかもその頃の曹操はまだ、今日のごとき大をなしていなかった時代です」

　張昭の眼には涙が光っていた。




五



「伏して、ご賢慮を仰ぎまする。──ゆめ、孔明ごとき才物の弁に、大事を計られ、国家を誤り給わぬように」

　張昭のあとについて、顧雍こようも諫めた。ほかの諸大将も極言した。

「玄徳はいま、手も足も出ない状態に落ちている。孔明を使いとしてわが国を抱きこみ、併せて、曹操に復讐し、時至らば自己の地盤を拡大せんとするものでしかない」

「そんな輩やからに語らわれて、曹操の大軍へ当るなど、薪たきぎを負うて猛火の中へ飛びこむようなものです」

「君！　火中の栗をひろい給うなかれ！」

　この時、魯粛は堂外にいたが、様子を見て、

「これはいかん」と苦慮していた。

　孫権はやがて、諸員のごうごうたる諫言に、責めたてられて、耐えられじと思ったか、

「考えておく。なお考える」といって、奥なる私室へ急ぎ足にかくれた。

　その途中を、廊に待って、魯粛はまた、自分の主張を切言した。

「彼らの多くは文弱な吏と、老後の安養を祈る老将ばかりです。君に降服をおすすめするも、ただただ、家の妻子と富貴の日を偸ぬすみたい気もち以外に何もありはしません。決して、左様な惰弱な徒の言に過あやまられ給わぬように、しかと、ゆるがぬ覚悟をすえて下さい。家祖孫堅そんけんの君には、いかなるご苦労をなされたか。また御兄君孫策様のご勇略はいかに。おふた方の血は正しくあなた様の五体にも脈々ながれているはずではございませぬか……」

「離せ」

　ふいに、孫権は袂たもとを払って、室の中へ身をひるがえしてしまった。後堂前閣の園をここかしこに、

「戦うべしだ」

「いや、戦うべからず」

　と喧々囂々けんけんごうごう、議論のかたまりを持って流れ歩いてくる一組が、すぐ近くの樹陰にも見えたからであった。

　何せよ、議論紛々だった。一部の武将と全部の文官は、開戦に反対であり、一部の少壮武人には、主戦論が支持されていた。それを数の上から見れば、ちょうど七対三ぐらいにわかれている。

　私房にかくれた孫権は、病人のように手を額に当てていた。寝食も忘れて懊悩おうのう悶々もんもんと案じ煩わずらっていた。東呉の国、興ってここに三代、初めての国難であり、また人間的には、彼という幸福に馴れた世継ぎが、生れて初めてここに与えられた大きな試煉でもあった。

「……どうしたのです？」

　食事もとらないというので、呉夫人が心配して様子を見に来た。

　孫権は、ありのまま、つぶさに話した。当面の大問題。そして藩内の紛乱が、不戦主戦、二つに割れていることも告げた。

「まだまだ、そなたは坊っちゃまですね、そんなことでご飯もたべなかったのですか、何でもないではありませんか」

「この解決案がありますか」

「ありますとも」

「ど、どうするんですか」

「忘れましたか。そなたの兄孫策が、死にのぞんで遺言されたおことばを」

「……？」

「──内事決せずんばこれを張昭に問え。外事紛乱するに至らばこれを周瑜しゅうゆに計るべし──と仰っしゃったではなかったか」

「ああ……そうでした。思い出せば、今でも兄上のお声がする」

「それごらんなさい。日頃も父や兄を忘れているからこんな苦しみにいたずらな煩悶をするのです。──内務はともかく、外患外交など、総じて外へ当ることは、周瑜の才でなくてはなりますまい」

「そうでした！　そうでした！」

　孫権は夢でもさめたように、そう叫んで、急にからりと面を見せた。

「早速、周瑜を召して、意見を問いましょう。なぜ今日までそれに気がつかなかったのだろう」

　たちまち彼は一書を認めた。心ききたる一名の大将にそれを持たせ、柴桑さいそうからほど遠からぬ鄱陽湖はようこへ急がせた。水軍都督周瑜はいまそこにあって、日々水夫軍船の調練にあたっていた。




酔計すいけい二花か



一



　周瑜は、呉の先主、孫策と同じ年であった。

　また彼の妻は、策の妃ひの妹であるから、現在の呉主孫権と周瑜とのあいだは、義兄弟に当るわけである。

　彼は、盧江ろこうの生れで、字あざなを公瑾こうきんといい、孫策に知られてその将となるや、わずか二十四歳で中郎将となったほどな英俊だった。

　だから当時、呉の人はこの年少紅顔の将軍を、軍中の美周郎びしゅうろうと呼んだり、周郎周郎と持てはやしたりしたものだった。

　彼が、江夏の太守であったとき、喬公という名家の二女を手に入れた。姉妹ふたりとも絶世の美人で、

　──喬公の二名花

　と、いえば呉で知らない者はなかった。

　孫策は、姉を入れて妃とし、周瑜はその妹を迎えて妻とした。──が間もなく策は世を去ったので、姉は未亡人となっていたが、妹は今も、瑜ゆのまたなき愛妻として、国もとの家を守っていた。

　当時、呉の人々は、

（喬公の二名花は、流離して、つぶさに戦禍を舐なめたが、天下第一の聟むこふたりを得たのは、また天下第一の幸福というものだ）といって祝福した。

　わけて、青年将軍の周瑜は、音楽に精くわしく、多感多情の風流子でもあった。だから宴楽の時などでも、楽人の奏かなでる調節ふしや譜に間違いがあると、どんなに酔っているときでも、きっと奏手の楽人をふりかえって、

（おや。いまのところは、ちょっとおかしいね）

　と、注意するような眼をするのが常だった。

　だから当時、時人のうたう中にも、

曲ニ誤リアリ

周郎、顧カエリミル


　という歌詞すらあるほどだった。

　こういう周瑜も、今は孫策亡きあとの呉の水軍提督たる重任を負って、鄱陽湖はようこへ来てからは、家にのこしてある愛妻を見る日もなく、好きな音楽に耳を洗ういとまもなく、ひたすら呉の大水軍建設に当っていた。

　しかもその水軍がものいう時機は迫っていた。魏ぎの水陸軍百万乃至八十万というものが南下を取って、

我ニ質子チシヲ送リ、

我軍門ニ降ルカ

我ニ兵ヲ送リ、

我粉砕ヲ受ケルカ


　と、すこぶる高圧的に不遜な最後通牒を呉へ突きつけてきているという。

　もとより周瑜がそれを知らないはずはない。しかし、彼の任は政治になく、水軍の建設とその猛練習にある。──今日も彼は、舟手の訓練を閲えっして、湖畔の官邸へひきあげて来ると、そこへ孫権からの早馬が来て、

「すぐさま柴桑城さいそうじょうまでお出向きください。国君のお召しです」

　と、権の直書を手渡して帰って行った。

「いずれは……」と、かねて期していたことである。周瑜は、ひと休みすると、すぐ出立の用意をしていた。ところへ、日頃、親密な魯粛ろしゅくがたずねて来て、

「いま、お召しの使いがあったでしょう。実は、その儀について、あらかじめ提督にお告げしておきたいことがあって参ったのです」と、孔明の来ている事情から、国臣の意見が二つに分れている実情などをつぶさに話し、──それに加えて、ここで呉が曹操に降伏したら、すでに地上に呉はないも同様であると、自分の主張をも痛論した。

「よろしい。ともかく、孔明と会ってみよう。──柴桑城へ伺うのは、孔明の肚を訊ねてみてからでも決して遅くはあるまいからともかく彼をつれて来給え。それまで登城をのばして待っているから」

　周瑜のことばに、魯粛は力を得て、欣然、馬をかえして行った。──すると、同日の午ひる過ぎ、またもや、張昭ちょうしょう、顧雍こよう、張紘ちょうこう、歩隲ほしつなどの非戦派が、打ち揃ってここへ訪れ、

「魯粛が来たのでしょう。実に怪しからん漢おとこだ。何の故か、彼は孔明のために踊らされて、国を売り、民を塗炭の苦しみに投げこもうと、ひとりで策動しておる。──この危機と岐路に立って、提督はいったいどういうご意見を抱いておられますか」

　と、周瑜を囲んで、論じ立てるのであった。




二



　四名の客を見くらべながら周瑜はいった。

「各〻のご意見はみな、不戦論に一致しているわけかな？」

「もちろん吾々の議決はそこに一致しています」

　顧雍の答を聞いて、周瑜は大きくうなずきながら、

「同感だな。実は自分も疾くから、ここは戦うべきに非ず、曹操に降って和を乞うのが呉のためだと考えていたところだ。明日は柴桑城さいそうじょうにのぼって、呉君にも申しのべよう。きょうはひとまずお帰りあるがいい」と、いった。

　四名は喜んで立ち帰った。しばらくするとまた、一群れの訪客が押しかけてきた。黄蓋こうがい、韓当かんとう、程普ていふなどという錚々そうそうたる武将連である。

　客間に通されるやいな、程普、黄蓋などこもごもに口をひらきだした。

「われわれは先君破虜はりょ将軍にしたがって呉の国を興して以来、ひとえに一命はこの国に捧げ、万代鎮護ちんごの白骨となれば、願いは足る者どもです。然るにいま、呉君におかれては、碌々ろくろく一身の安穏のみを計る文官たちの弱音にひかれて、遂に、曹操へ降伏せんかの御気色みけしきにうかがわれる。実に残念とも何ともいいようがありません」

「たとえ吾々の身が、ずたずたにされようとも、この屈辱には忍び得ない。誓って、曹操の前に、この膝は屈せぬつもりです。──提督はそも、この事態にたいし、いかなるご決心を抱いておらるるか。きょうはそれを伺いに来たわけですが」と、周瑜を囲んでつめ寄った。

　周瑜は、反問して、

「では、この座にある方々は、すべて一戦の覚悟を固めておるのか」

　黄蓋は主の言下に自分の首すじへ丁ちょうと手を当てて見せながら、

「この首が落ちるまでも、断じて、曹操に屈伏せぬ心底です」と、いった。

　ほかの武将も、異口同音に、誓いを訴え、即時開戦の急を、激越な口調で論じた。

「よしよし、この周瑜も、もとより曹操如きに降る気はない。しかし、きょうの所はひとまず静かに引揚げたがいい。事は明日決するから」と、なだめて帰した。

　夕方に迫って、また客が来た。刺しを通じて、

「──これは闞沢かんたく、呂範りょはん、朱治しゅち、諸葛嘆しょかつきんなどの輩ともがらですが、折入って、提督にお目にかかりたい」

　なお附け加えて、

「国家の一大事について」と申し入れた。

　この人々は、いわゆる中立派であった。主戦、非戦、いずれとも考えがつかないために来たのである。

　周瑜は、その中にある諸葛瑾を見て、まず問うた。

「あなたはどう考えているのですか。あなたの弟諸葛亮しょかつりょうは、玄徳のむねをうけて、呉との軍事同盟をはかり、共に曹操に当らんという使命をもって来ておる由だが」

「それ故に、てまえの立場は、非常に困っております。私は孔明の兄だとみられておりますから。──で、実は、わざと商議にも関かかわらず、心ならずも局外に立って、この紛論をながめているわけです」

「それは、どうかと思うな」と周瑜は唇くちもとをゆがめて、

「ご辺の立場は分るが、兄であるとか弟であるとか、そんなことは私事だ。家庭の問題とはちがう。孔明はすでに他国の臣。ご辺は呉の重臣。おのずから事理明白ではないか。呉臣として、貴公の信ずるところは、戦いにあるのか降伏にあるのか」

　瑾きんは、沈黙していたが、

「降参は安く、戦は危うし。呉の安全を考えるときは、戦わぬに限ると思います」

　と、やがて答えた。

　周瑜はゆがめていた唇もとから一笑を放って、

「では、弟の孔明とは、反対なお考えだな。なるほどご苦衷くちゅうだろう。──ともあれ大事一決の議は、明日、それがしが君前に伺った後にする。今日は帰り給え」

　かくてまた、夜に入ると、呂蒙りょもうだの、甘寧かんねいだのという名だたる将軍や文官たちが、入れ代り立ちかわり、ここの門へ入ってはたちまち出て行った。それは実におびただしい往来だった。
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　夜が更けても、客の来訪はやまない。そして、

「即時開戦せよ」

　という者があるし、

「いや、和を乞うに如しかず」

　と、唱えるものがあるし、何十組となく客の顔が変っても、依然、いっていることは、その二つのことをくり返しているに過ぎなかった。

　ところへ、取次ぎの者が、そっと主の周瑜に耳打ちした。

「魯粛ろしゅくどのが、仰せに従って、ただ今、孔明をつれて戻って見えられましたが」

　周瑜も小声でいいつけた。

「そうか。では、ほかの客にはそっと、べつな部屋へ通しておけ、奥の水亭の一室がよかろう」

　それから周瑜は、大勢の雑客に向って、

「もう議論は無用にしてくれ。すべては明日君前で一決する。各〻は立ち帰って明日のために熟睡しておくべきだろう。そのほうがどんなに意義があるかしれん」と、燭しょくを剪きって、

「わしも今宵はもう眠るから」と、追い返すように告げて別れた。

　詮方せんかたなく一同が帰ってゆくと、周瑜は衣をかえて、魯粛と、孔明とを待たせてある水閣の一欄へ歩を運んできた。──どんな人物であろう？

　これは主客双方で想像していたことであろう。周瑜のすがたを見ると、孔明は起って礼をほどこし、周瑜は、辞を低うして、初対面のあいさつを交わした。

　鄱陽湖はようこの水面は夜を抱いて眠っていた。ひそかな波音が欄下をうつ。雲をかすめて渡る鳥の羽音すら燭にゆれるかのようである。恍惚こうこつ──寂寞せきばくのなかに主客はややしばし唇くちをつぐみ合っていた。

　楚そ々そ──いとも楚々として嫋なよやかな佳嬪かひんが列をなしてきた。おのおの、酒瓶しゅへい肉盤をささげている。酒宴となった。哄笑、談笑、放笑、微笑。孔明と周瑜とはさながら十年の知己のように和やかな会話をやりとりした。

　そのあいだに、

　孔明は周瑜をどう観たか。

　周瑜は孔明の腹をどう察したか。

　傍人には知る限りでない。

　やがて、座をめぐる佳人もみな退いて、主客三人だけとなったのを見すまして、魯粛は単刀直入に彼の胸をたたいてみた。

「提督のお肚はもう決まっておりましょうな。最後の断が」

「決まっておる」

「戦いますか。いよいよ」

「……いや」

「では、和を乞うおつもりなので？」

　と、魯粛は眼をかがやかして、周瑜の面を見まもった。

「やむを得まい！　どう考えてみたところで」

「えっ、然らば、提督までが、すでに曹操へ降参するお覚悟でおられるのですか」

「そういえば、はなはだ屈辱のようだが、国を保つためには、最善な策じゃないかな」

「こは、思いがけないことを、あなたのお口から承るものだ。そもそも、呉の国業は、破虜将軍以来、ここに三代の基をかため、いまや完まったき強大を成しておる。この富強は、われわれ臣下の子孫をして、懦弱安穏だじゃくあんのんをぬすむために、築かれてきたものではありますまい。一世堅けん君のご創業の苦心、二世策君の血みどろなご生涯。それによって建国されたこの呉の土を、むざむざ敵将操の手にまかしていいものでしょうか。汲々きゅうきゅう、一身の安全ばかり考えていていいでしょうか。それがしは思うだに髪の毛が逆立ちます」

「──が、百姓のため、また、呉のためであるなら仕方がないではないか。そうした三世にわたるわれわれの主家孫一門のご安泰を計ればどうしても」

「いやいやそれは、懦弱な輩のすぐ口にする口実です。長江の嶮に拠って、ひとたび恥を知り恩を知る呉の精猛が、一体となって、必死の防ぎに当れば、曹軍何者ぞや、寸土も呉の土を踏ませることではありません」

　さっきから黙って傍らに聞いていた孔明は、ふたりが激越に云い争うのを見て、手を袖に入れ、何がおかしいのか、しきりと笑いこけていた。
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　周瑜は、孔明の無礼を咎めるような眼をして、敢てこう詰問なじった。

「先生。あなたは何がおかしくて先刻さっきからそうお笑いなさるのか」

「いや何も提督に対して笑ったわけではありません。余りといえば、魯粛どのが時務にうといので、つい笑いを忍び得なかったのです」

　傍らの魯粛は、眼をみはって、

「や、何をもって、この魯粛が時務にくらいと仰っしゃるか。近頃、意を得ないおことばだ」

　と、色をなして、共に、孔明の唇くちをみまもった。

　孔明はいった。

「でも、考えてもご覧なさい。曹操が兵を用いる巧みさは、古いにしえの孫子呉子にも勝まさりましょう。誰が何といったところで、当今、彼に匹敵するものはありません。──ただ独りわが主君劉予州は、大義あって、私意なく、その強敵と雌雄を争い、いま流亡して江夏こうかに籠っておりますが、将来のことはまだ未知数です。──然るに、ひるがえって、この国の諸大将を見るに、どれもこれも一身一家の安穏にのみとらわれていて、名を恥じず、大義を知らず、国の滅亡も、ほとんど成り行きにまかせているとしか観られない。……そういう呉将の中にあって、粛兄ただ一名のみ、呶ど々ど、烈々、主義を主張してやまず、今も提督にむかって、無駄口をくり返しておらるるから、ついおかしくなったまでのことです」

　周瑜しゅうゆはいよいよ苦りきるし、魯粛もまた甚だしく不快な顔をして見せた。孔明のいっていることは、まるで反戦的だからである。折角、周瑜へ紹介の労をとっているのに、まるでその目的も自分の好意も裏切っているような口吻こうふんに、憤りを覚えずにいられなかった。

「では、先生には、呉の君臣をして、逆賊操そうに膝を屈せしめ、万代に笑いをのこせと、敢ていわないばかりにおすすめあるわけですか」

「いやいや決して、自分は何も呉の不幸を祈っているわけではない。むしろ呉の名誉も存立も、事なく並び立つように、いささか一策をえがいて、その成功を念じておるものです」

「戦にもならず、呉の名誉も立派に立ち、国土も難なく保てるようになんて──そんな妙計があるものだろうか」

　魯粛が、案外な顔をして、孔明の心をはかりかねていると、周瑜もともに、その言に釣りこまれて、膝をすすめた。

「もし、そんな妙計があるなら、これは呉の驚異です。願わくは、初対面のそれがしのために、その内容を、得心とくしんの参るよう、つぶさにお聴かせ下さらんか」

「いと易いことです。──それはただ一艘の小舟と、ふたりの人間の贈物をすれば足ることですから」

「はて？　……先生のいうことは何だか戯たわむれのように聞えるが」

「いや、実行してご覧あれば、その効果の覿面てきめんなのに、かならず驚かれましょう」

「二人の人間とは？　……いったい誰と誰を贈物にせよといわれるのか」

「女性です」

「女性？」

「星の数ほどある呉国の女のうちから、わずか二名をそれに用いることは、たとえば大樹の茂みから二葉の葉を落すよりやさしく、百千の倉廩そうりんから二粒の米を減らすより些少な犠牲でしょう。しかもそれによって、曹軍の鋭鋒を一転北方へかえすことができれば、こんな快事はないでしょう」

「ふたりの女性とは、そも、何処の何ものをさすのか、はやくそれを云ってみたまえ」

「まだ自分が隆中に閑居していた頃のことですが──当時、曹軍の北伐ほくばつにあたって、戦乱の地から移ってきた知人のはなしに、曹操は河北の平定後、漳河しょうがのほとりに楼台を築いて、これを銅雀台どうじゃくだいと名づけ、造営落工までの費え千余日、まことに前代未聞の壮観であるといっておりましたが……」

　孔明は容易に話の中心に触れなかったが、しかも何か聴き人ての心をつかんでいた。
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「曹操ほどな英傑も、やはり人間は遂に人間的な弱点におち入りやすいものとみえます。銅雀台──。銅雀台のごとき大土木をおのれ一個の奢りのために起したということこそ、はや彼の増長慢のあらわれと哀れむべきではありませんか」

「先生。それよりは、何が故に、ここにふたりの女性さえ彼に送れば、魏の曹軍百万が、呉を侵おかすことなく、たちまち北方へかえるなどという予断が下せるのか。その本題について、はやくお話を触れていただきたいものだが」

　周瑜しゅうゆは二度も催促した。魯粛の聞きたいところもそこの要点だけだ。何を今さら、銅雀台の奢りぶりなどを、ここで審つぶさに聞く必要があろうか──といわんばかりな顔つきである。

「いや、北国の知人の話は、もっと詳しいものでしたが、では大略して、要をかいつまんで申しましょう。──その曹操は、銅雀台の贅ぜいに飽かず、なおもう一つ大きな痴夢を抱いているというのです。それは呉の国外にまで聞えている喬家きょうけの二女を銅雀台において、花の晨あした、月の夕べ、そばにおいて眺めたいという野心です。聞説きくならく、喬家の二名花とは、姉を大喬たいきょうといい、妹を小喬と呼ぶそうで、その傾国の美は、夙つとにわれわれも耳にしているものです。──思うに、古来英雄の半面には、こうした痴気凡情の例も、ままあるのが慣いですから、この際早速、提督には、人を派して、喬家の門へ黄金を積み、二女を求めて、曹操へお送りあれば、立ちどころに彼の攻撃は緩和され、衂ちぬらずして国土の難を救うことができましょう。──これすなわち范蠡はんれいが美姫西施せいしを送って強猛な夫差ふさを亡ぼしたのと同じ計になるではありませんか」

　周瑜は顔色を変じて、孔明のことばが終るや否、

「それは巷ちまたの俗説だろう。先生には、何か確たる根拠でもあって、そんな巷説を真にうけておられるのか」

「もとより確証なきことはいわん」

「ではその証拠をお見せなさい」

「曹操の第二子に、曹子建そうしけんというものがある。父の操に似てよく詩文を作るので文人間に知られています。この子建に向って、父の操が、銅雀台の賦ふを作らせていますが、その賦を見るに、われ帝王とならばかならず二喬を迎えて楼台の花とせんという操の野望を暗に歌っています。それがあたかも英雄の情操として美しい理想なるかの如く──」

「先生にはその賦を覚えておられるか」

「文章の流麗なるを愛して、いつとなく暗誦そらんじていますが」

「ねがわくはそれを一吟し給え。静聴しよう」

「ちょうど微酔の気はあり、夜は更けて静か。そぞろ私も何か低吟をそそられています。──どうかご両所とも盞さかずきをかさねながら、座興としてお聴きください」

　孔明は、睫毛まつげをとじた。

　細い眸を燈ひにひらく。そして、静かに吟じ出した。抑揚はゆるく声は澄んで、朗々、聴く者をして飽かしめないものがある。

明后ニ従ッテ嬉遊キユウし層台ソウダイニ登ッテ情ヲタノシム

中天ニ華観カカンヲ立テ飛閣ヲ西城セイジョウニ連ツラヌ

漳水ショウスイノ長流ニ臨ンデ園果エンカノ滋栄ジエイヲ望ミ

双台ソウダイヲ左右ニ列シテ玉龍ト金鳳キンホウトアリ

二喬ヲ東南ニ挟ハサンデ長空ノ螮蝀テイトウノ如ク

皇都ノ宏麗ニ俯フシ

雲霞ノ浮動ヲ瞰ミル

群材ノ来リアツマルヲ欣ヨロコンデ

飛熊ヒユウノ吉夢ニカナイ

春風ノ和穆ワボクヲ仰ギテ百鳥ノ悲鳴ヲ聴ク……。


　──ふいに、卓の下で、がちゃんと、何か砕ける音がした。周瑜しゅうゆが手の酒盞さかずきを落したのである。そればかりか彼の髪の毛はそそり立ち、面は石のごとく硬ばっていた。
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「あ。お酒盞さかずきが砕けました」

　孔明が、吟をやめて、注意すると、周瑜は憤然、酔面に怒気を燃やして、

「一箇の杯もまた天地の前兆と見ることができる。これはやがて魏の曹軍が地に捨て去る残骸のすがただ。先生、べつな酒盞をとって、それがしに酌さし給え」

「何か提督には、お気にさわったことでもあるのですか」

「操父子の作った銅雀台の賦ふなるものは、先生の吟によって今夜初めて耳にしたが、辞句の驕慢きょうまんはともかく、詩中にほのめかしてある喬家の二女に対する彼の野望は見のがし難い辱めだ。断じて、曹賊のあくなき野望を懲こらしめねばならん」

　一盞さんまた一盞、みずから酒をそそいで、彼の激色は火のような忿懣ふんまんを加えるばかりである。孔明はわざと冷静に、そしてさもいぶかしげな眉をして問い返した。

「むかし匈奴きょうどの勢いがさかんな頃、しばしば中国を侵略して、時の漢朝も悩まされていた時代があります。当時天子は御涙をのんで、愛いとしき御女おんむすめの君をもって、胡族えびすの主に娶めあわせたまい、一時の和親を保って臥薪嘗胆がしんしょうたん、その間に弓馬をみがいたという例もあります。また元帝が王昭君おうしょうくんを胡地こちへ送ったはなしも有名なものではありませんか。──なんで提督には、今この国家の危殆きたいにのぞみながら、民間の二女を送るぐらいなことを、そう惜しんだり怒ったりされるのですか」

「先生はまだ知らぬのか」

「まだ知らぬかとは……？」

「喬家の二女は、養われて民間にあったことは事実だが、姉の大喬たいきょうは疾とくより先君策の室にむかえられ、妹の小喬は、かくいう周瑜の妻となっておる。いまのわが妻はその小喬なのだ」

「えっ、ではすでに、喬家の門を出ていたので。これは知らなんだ。惶恐こうきょう、惶恐。知らぬこととは申せ、先ほどからの失礼、どうかおゆるし下さい。誤って、みだりに無用な舌の根をうごかし、罪、死にあたいします」

　と、孔明は打ち慄えて見せながら平あやまりに詫び入った。周瑜は、かさねて、

「いや、先生に罪はない。先生のいう巷ちまたの風説だけならまだ信じないかも知れぬが、銅雀台の賦にまで歌っている以上、曹操もそれを公然と揚言しているのであろう。いかで彼の野望に先君の後室や、わが妻を贄にえに供されよう。破邪の旗、膺懲ようちょうの剣、われに百千の水軍あり、強兵肥馬あり、誓って、彼を撃砕せずにはおかん」

「──が、提督、古人もいっております。事を行うには三度よく思えと」

「いやいや、三度はおろか、きょうは終日、戦わんか、忍ばんか、幾十度、沈思黙考をかさねていたかしれないのだ。──自分の決意はもううごかない。思うに、身不肖ながら、先君の遺言と大託をうけ、今日、呉の水軍総都督たり。今日までの修練研磨も何のためか。断じて、曹操ごときに、身を屈めて降伏することはできない」

「しかし、ここから柴桑さいそうへ帰った諸官の者は、口を揃えて、周提督は、すでに和平の肚ぐみなりと、諸人のあいだに唱えていますが」

「彼ら、懦弱だじゃくな輩に、何で本心を打明けよう。仔細は輿論よろんのうごきを察しるためにほかならない。或る者へは開戦といい、或る者へは降伏といい、味方の士気と異論の者の顔ぶれをながめていたのである」

「ああさすがは」

　と、孔明は、胸をそらして、称揚するような姿態をした。周瑜はなお云いつづけて、

「いま、鄱陽湖はようこの軍船を、いちどに大江へ吐き出せば、江水の濤なみもたちまち逆しまに躍り、未熟な曹軍の船列を粉砕することもまたたく間である。ただ陸戦においては、やや彼に遜色を感じるものがないでもない。ねがわくは先生にも一臂ぴの力をそえられい」

「そのご決意さえ固ければ、もとより犬馬の労も惜しむものではありません。けれど呉君を始め、重臣たちのご意志のほども」

「いやいや、明日、府中へ参ったら、呉君には自分からおすすめする。諸臣の異論など問題とするにはあたらない。号令一下。開戦の大号令一下あるのみだ」




大号令だいごうれい



一



　柴桑城さいそうじょうの大堂には、暁天、早くも文武の諸将が整列して、呉主孫権の出座を迎えていた。

　夜来、幾度か早馬があって、鄱陽湖はようこの周瑜しゅうゆは、未明に自邸を立ち、早朝登城して、今日の大評議に臨むであろうと、前触れがきているからである。

　やがて、真っ赤な朝陽あさひが、城頭の東に雲を破って、人々の面にも照り映えて見えた頃、

「周提督のお着きです」と、堂前はるかな一門から高らかに報らせる声がした。

　孫権は威儀を正して、彼の登階を待ちかまえていた。それに侍立する文武官の顔ぶれを見れば、左の列には張昭ちょうしょう、顧雍こよう、張紘ちょうこう、歩隲ほしつ、諸葛瑾しょかつきん、虞翻ぐほん、陳武ちんぶ、丁奉ていほうなどの文官。──また右列には、程普ていふ、黄蓋こうがい、韓当かんとう、周泰しゅうたい、蒋欽しょうきん、呂蒙りょもう、潘璋はんしょう、陸遜りくそんなどを始めとして、すべての武官、三十六将、各〻、衣冠剣佩をととのえて、

「周都督が肚にすえてきた最後の断こそ、呉の運命を決するもの」

　と、みな異常な緊張をもって、彼のすがたを待っていた。

　周瑜は、ゆうべ孔明が帰ると、直ちに、鄱陽湖を立ってきたので、ほとんど一睡もしていなかった。

　しかしさすがに呉の傑物、いささかの疲れも見せず、まず孫権の座を拝し、諸員の礼をうけて、悠然と席についた姿は、この人あって初めてきょうの閣議も重きをなすかと思われた。

　孫権は、口を開くなり直問した。

「急転直下、事態は険悪を極め、一刻の遷延せんえんもゆるさないところまで来てしまった。都督、卿の思うところは如何に。──忌憚きたんなく腹中を述べてもらいたいが」

「お答えする前にあたって、一応伺いますが、すでにご評定も何十回となくお開きと聞いています。諸大将の意見はどうなのですか」

「それがだ。和戦両説に分れ、会議のたび紛々を重ねるばかりで一決しない。ゆえに卿の大論を聞かんと欲するわけだ」

「君に降参をおすすめした者は誰と誰ですか」

「張昭以下、その列の人々だが」

「ははあ……」と、眸を移して、

「張昭がご意見には、この際、戦うべからず、降参に如しくなしとのご方針か」

「しかり！」

　と張昭は敢然答えた。すこし小癪こしゃくにさわったような語気もまじっていた。なぜならば、昨日、周瑜の官邸で面談したときの態度と、きょうの彼の容子とは、まるで違って見えたからである。

「なぜ曹操に降参せねばならんのだろうか。呉は破虜将軍よりすでに三世を経た強国。曹操のごとき時流に投じた風雲児の出来星できぼしとはわけがちがう。──ご意見、周瑜にはいささか解げしかねるが」

「あいや。提督のおことばではあるが、時流の赴おもむくところ、風雲の依って興るところ、決してばかにはなりますまい」

「もちろん。──しかし、東呉六郡をつかね、基業三代にわたるわが呉の伝統と文化は、決してまだ老いてはいない。いや隆々として若い盛りにあるのだ。呉にこそ、風雲もあれ、時流もあれ、豈あに、一曹操のみが、天下を左右するものであろうぞ」

「彼の強味は、何よりも、天子の勅命と号していることです。いかにわれわれが歯がみしてもこれに対しては」

「あははは」と、一笑して「──僭称せんしょうの賊、欺瞞ぎまんの悪兵。故にこそ、大いに逆賊操を討つべきではないか。彼が騙いつわりの名分を立てるなら、われらはもって朝命を汚す暴賊を討つべしとなし、膺懲ようちょうの大義を世にふるい唱えねばならん」

「さはいえ、水陸の大軍百万に近しと申す。名分はいずれにせよ、彼の強馬精兵に対するわれの寡兵と軍備不足。この実力の差をどうお考えあるか」

「優数常に勝たず。大船常に小船に優まさらず。要は士気だ。士気をもって彼の隙を破るのは、用兵の妙機にある。──さすがに、御身は文官の長。兵事にはお晦くらいな」

　と、苦笑を送った。
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　容貌ようぼうの端麗たんれいに似あわず、周瑜しゅうゆには底意地のわるい所がある。君前、また衆臣環視のなかで、張昭を躍起にさせておいて、その主張をことごとく弁駁べんばくし、嘲笑ちょうしょうし去って和平派の文官達の口を、まったく封じてしまったのである。

　その上で。

　彼は、やおら孫権に向って、自己の主張を述べ出した。

　何のことはない。今まで張昭を論争の相手にしていたのは、ここでいおうとする自己硬論を引っ立てるワキ役に引きだしていたようなものだった。

「曹軍の強勇なことは確かだが、それも陸兵だけのことだ。北国育ちの野将山兵に、何で江上の水軍があやつれよう。馬上でこそ口をきけ、いかに曹操たりとも、わが水軍に対しては、一籌ちゅうを輸ゆするものがあろう」

　まず和平派の一論拠を、こう駁砕ばくさいしてから、

「また、より以上、重要視すべきは、国そのものの態勢と四隣の位置でなければならん。わが呉は、南方は環海の安らかに、大江の嶮けんは東方をめぐり、西隣また何の患わずらいもない。──それに反して魏は、北国の平定もつい昨日のこと、その残軍離亡の旧敵などたえず曹操の破れをうかがっていることはいうまでもない。後ろにはそうした馬超ばちょう、韓遂かんすいの輩があり、前には玄徳、劉琦りゅうきの一脅威をひかえ、しかも許都きょとの中府を遠く出て、江上山野に転戦していることは──われら兵家の者が心して見れば、その危うさは累卵るいらんにひとしいものがある。……いわばこの際は彼みずから呉境へ首を埋める墳つかを探しにきたようなものだ。この千載一遇の機会を逸すばかりか、ひざまずいて、彼の陣前に国土をささげ恥を百世にのこすも是非なしと断じるなどは、まことに言語道断な臆病沙汰というほかはない。君公、願わくはまずそれがしに数万の兵と船とを授け給え。まずもって、彼の大軍を撃砕し、口頭の論よりは事実を示して、和平を唱える諸員の臆病風を呉国から一掃してごらんに入れます」

　和平派は色を失った。

　驚動を抑えながら、固く唇くちをとじ合ったまま今はただ一縷いちるの望のぞみを、呉主孫権の面につないでいた。

「おう周都督。いみじくもいわれたり。曹賊の経歴を見れば、朝廷にあっては常に野心勃々ぼつぼつ。諸州に対しては始終、制覇統一の目標に向って、夜叉羅刹やしゃらせつの如き暴威をふるっている。袁紹、呂布、劉表、およそ羅刹の軍に呪のろわれたもので完き者は一名もない。ただ今日まで、ひとりこの孫権が残されていたのみだ。豈あに、坐して曹賊の制覇にまかせ、袁紹、劉表などの惨めな前例にならおうぞ」

「では、君にも、開戦と、お心を決しられましたか」

「卿は、全軍を督し、魯粛は陸兵をひきい、誓って、曹賊を討て」

「もとより、呉のために、一命はかえりみぬ覚悟ですが、ただなおご主君が、微かでも、ご決心をにぶらすことはなきやと、臣のおそれるのはただそれだけです」

「そうか」

　孫権はいきなり立って、佩はいている剣を抜き払い、

「曹操の首を断つ前に、まずわが迷妄から、かくのごとく斬るっ！」

　と、前の几案つくえを、一揮いっきに、両断して見せた。

　そしてその剣を、高々と片手にふりあげ、

「今日以後、ふたたびこの問題で評議はすまい。汝ら、文武の諸大将、また吏卒にいたるまで、かさねて曹操に降伏せんなどと口にする者あらば、見よ、この几案と同じものになることを！」

　大堂の宣言は、階下にとどろき、階下のどよめきは中門、外門につたわって、たちまち全城の諸声となり、わあっ──と旋風のごとく天地に震った。

「周瑜。わしの剣を佩いて征ゆけ」

　孫権は、その剣を、周瑜にさずけて、その場で、彼を呉軍大都督とし、程普を副都督に任じ、また魯粛を賛軍校尉として、

「下知にそむく者あらば斬れ」と、命じた。




三



「断」は下った。開戦は宣せられたのである。張昭以下和平派は、ただ唖然たるのみだった。

　周瑜は、剣を拝受して、

「不肖、呉君の命をうけて、今より打破曹操の大任をうく。それ、戦いにあたるや、第一に軍律を重しとなす。七禁令、五十四斬ざん、違背あるものは、必ず罰せん。明暁天までに、総勢ことごとく出陣の具をととのえ、江の畔ほとりまで集まれ。所属、手配はその場において下知するであろう」

　と、諸員へ告げた。

　文武の諸大将は、黙々と退出した。周瑜は家に帰るとすぐ孔明を呼びにやり、きょうの模様と、大議一決の由を語って、

「さて。先生の良計を示し給え」

　と、ひそかにたずねた。

　孔明は、心のうちで「わが事成れり」と思ったが、色には見せず、

「いやいや、呉君のお胸には、なおまだ一抹の不安を残しおられているに違いありません。寡かは衆に敵せず──このことは、ご自身にも、深く憂いて、恟々きょうきょうと自信なく、如何にかはせんと、惑っている所でしょう。都督閣下には、労を惜しまず、暁天の出陣までに、もう一度登城して、つぶさに敵味方の軍数を説き示し、呉君に確たる自信をお与えしておく必要があるかと思われるが」

　と、すすめた。

　いやしくも呉の一進一退は、いまや玄徳の運命にも直接重大な関係を生じてきたとみるや、孔明が主家のために、大事に大事をとることは、実に、石橋を叩いて渡るように細心だった。

「──実げにも」

　と同意して、周瑜しゅうゆはふたたび城へ登った。もう夜半だったが、あすの暁天こそ、呉にとっては興亡のわかれを賭した大戦にのぞむ前夜なので、孫権もまだ寝もやらぬ様子だった。

　すぐ周瑜を引いて、

「夜中、何事か」と、会った。

　周瑜は、いった。

「いよいよ明朝は発向しますが、君のご決心にも、もうご変化はありますまいな」

「この期ごに至って、念にも及ばぬことではないか。……ただ、いまも眠りにつきかねていたのは、如何せん、魏に対して、呉の兵数の少ないことだけだが」

「そうでしょう。実は、その儀について、退出の後、ふと君にもお疑いあらんかと思い出したので、急に、夜中をおしてお目通りに出たわけですが。……そもそも、曹操が大兵百万と号している数には、だいぶ懸値かけねがあるものと自分は観ております」

「もちろん多少の誇大はあろうが、それにしても、呉との差はだいぶあろう。実数はどのくらいか」

「測るに……中国の曹直属の軍は十五、六万に過ぎますまい。それへ旧袁紹えんしょう軍の北兵の勢約七、八万は加えておりますが、もともと被征服者の特有つねとして、意気なく、忠勇なく、ただ麾下きかについているだけのもの。ほとんど怖るるに足りません」

「なお、劉表の配下であった荊州の将士も、多分に加わっているわけだが」

「それとて、まだ日は浅く、曹自身、その兵団や将には、疑心をもって、よく、重要な戦区に用いることはできないにきまっています。こう大観してくると、多く見ても、三十万か四十万、その質に至っては、わが呉の一体一色とは、較べものになりますまい」

「でも、それに対して、呉の兵力は」

「明朝、江岸に集まる兵は、約五万あります。君には、あと三万を召集して、兵糧武具、船備など充分にご用意あって、おあとからお進み下さい。周瑜五万の先陣は、大江をさかのぼり、陸路くがじを駈け、水陸一手となって、曹軍を突き破って参りますから」と、勇気づけた。

　そう聞いて孫権は初めて確信を抱いたものの如く、なお大策を語りあって、未明にわかれた。
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　まだ天地は晦くらかった。夜明けにはだいぶ間がある。周瑜は、家に帰る道すがら、

「さてさて孔明という人間は、怖ろしい人物である。常に呉君に接して間近に仕えているわれわれ以上、呉君の胸中を観ぬいて少しも過っていない。人心を読むこと鏡にかけてみる如しとは、彼の如きをいうのだろう。どう考えても、その慧眼けいがんと智慮は、この周瑜などより一段上と思わなければならん」

　嘆服するの余り、ひそかに後日の恐怖さえ覚えてきた。──如しかず、いまのうちに孔明を殺しておかないと、後には、呉の禍いになろうも知れぬ。

「……そうだ」

　自邸の館門をはいる時、彼はひとりうなずいていた。すぐ使いをやって、魯粛ろしゅくをよび、

「呉の大方針は確定した。これからはただ足下とわが輩とが、よく一致して、君侯と呉軍のあいだに立ち、敵を破砕するあるのみだから、──孔明のような介在は、あっても無益、かえって後日の癌がんにならないとも限らない──どうだろう？ いっそ今のうちに、彼を刺し殺しては」

　と、ひそかに計ってみた。

　魯粛は、眼をみはって、

「えっ、孔明を？」

　と、二の句もつげない顔をした。

「そうだ、孔明をだ」と、周瑜はたたみかけて──「いま殺しておかなければ、やがて玄徳を扶け、魏と呉との死闘に乗じて、将来、あの智謀でどんなことを企むかはかり知れない気がしてならん」

「無用です、絶対にいけません」

「不賛成か、足下は」

「もとよりでしょう。まだ曹操の一兵も破らぬうちに、すくなくもこの開戦の議にあずかって、たとえ真底からの味方ではないにしても、決して敵ではない孔明を刺してしまうなどは、どう考えても、大丈夫たる者のすることではありません。世上に洩れたら万人の物笑いとなりましょう」

「……そうかなあ？」

　さすがに、決しかねて、周瑜も考えこんでいる容子に、魯粛は、その懐疑を解くべく、べつに一策をささやいた。

　それは、孔明の兄諸葛瑾しょかつきんをさしむけて、この際、玄徳と縁を断ち、呉の正臣となるように、彼を説き伏せることが、最も可能性もあり、また呉のためでもあろう──という正論であった。

「なるほど、それはいい。ひとつ折をみて、諸葛瑾にむねを含ませて、孔明を説かせてみよう」

　周瑜もそれには異存はなかった。──が、かかるうちに早、窓外の暁天は白みかけていた。周瑜も魯粛も、

「では、後刻」

　と別れて、たちまち、出陣の金甲鉄蓋を身にまとい、馬上颯爽と、江畔へ駆けつけた。

　大江の水は白々と波打ち、朝の光耀こうようは三軍に映えている。勢揃いの場所たる江の岸には、はや旌旗林立のあいだに、五万の将士ことごとく集まって、部署、配陣の令を待ちかまえていた。

　大都督周瑜は、陣鼓のとどろきに迎えられて、やおら駒をおり、中軍幡ちゅうぐんばんや司令旗などに囲まれている将台の一段高い所に立って、

「令！」

　と、全軍へ向って伝えた。

「──王法に親しんなし、諸将はただよく職分に尽せ。いま魏の曹操は、朝権を奪って、その罪のはなはだしさ、かの董卓とうたくにもこえるものがある。内には、天子を許昌の府に籠め奉り、外には暴兵を派して、わが呉をも侵さんとしておる。この賊を討つは、人臣の務めたり、また正義の擁護である。それ戦いにあたるや、功あるは賞し、罪あるは罰す。正明せいめい依怙えこなく、軍に親疎しんそなし、奮戦ただ呉を負って、魏を破れ。──行軍には、まず韓当かんとう、黄蓋こうがいを先鋒とし、大小の兵船五百余艘、三江の岸へさして進み陣地を構築せよ。蒋欽しょうきん、周泰しゅうたいは第二陣につづけ。凌統りょうとう、潘璋はんしょうは第三たるべし。第四陣、太史慈たいしじ、呂蒙りょもう、第五陣、陸遜りくそん、董襲とうしゅう。──また呂範りょはん、朱治しゅちの二隊には督軍目付の任を命ず。以上しかと違背あるな」
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　その朝、諸葛瑾しょかつきんはひとり駒に乗って、街中にある弟孔明の客館を訪ねていた。

　急に周瑜しゅうゆから密命をうけて、孔明を呉の臣下に加えるべく説きつけに行ったのである。

「おう、よくお越し下された。いつぞや城中では、心ならず、情を抑えておりましたが、さてもその後は、お恙つつがもなく」

　と孔明は、兄の手をとって、室へ迎え入れると、懐かしさ、うれしさ、また幼時の思い出などに、ただ涙が先立ってしまった。

　諸葛瑾も共に瞼まぶたをうるませて、骨肉相擁あいようしたまま、しばしは言葉もなかったが、やがて心をとり直して云った。

「弟。おまえは、古人いにしえの伯夷はくい叔斉しゅくせいをどう思うね」

「え。伯夷と叔斉ですか」

　孔明は、兄の唐突な質問をあやしむと同時に、さてはと、心にうなずいていた。

　瑾は、熱情をこめて、弟に訓おしえた。

「伯夷と叔斉の兄弟ふたりは、たがいに位を譲って国をのがれ、後、周の武王を諫めて用いられないと、首陽山にかくれて、生涯周の粟ぞくを喰わなかった。そして餓死してしまったが、名はいまに至るまでのこっている。思うに、おまえと私とは、骨肉の兄弟でありながら、幼少早くも郷土とわかれ、生おい長じてはべつべつな主君に仕え、年久しく会いもせず、たまたま、相見たと思えば、公おおやけの使節たり、また一方の臣下たる立場から、親しく語ることもできないなんて……伯夷叔斉の美しい兄弟仲を思うにつけ、人の子として恥かしいことではあるまいか」

「いえ、兄上。それはいささか愚弟の考えとはちがいます。家兄の仰っしゃることは、人道の義でありましょう。また情でございましょう。けれど、義と情とが人倫の全部ではありません、忠、孝、このふたつは、より重いかと存ぜられます」

「もとより、忠、孝、義のひとつを欠いても、完まったき人臣の道とはいえないが、兄弟一体となって和すは、そもそも、孝であり、また忠節の本ではないか」

「否とよ、兄上。あなたも私もみなこれ漢朝の人たる父母の子ではありませんか。私の仕えている劉予州の君は、正しく、中山靖王ちゅうざんせいおうの後、漢の景帝の玄孫にあたらせられるお方です。もしあなたが志をひるがえして、わが劉皇叔りゅうこうしゅくに仕官されるなら、父母は地下において、どんなにご本望に思われるか知れますまい。しかも、そのことはまた、忠の根本とも合致するでしょう。どうか、末節の小義にとらわれず、忠孝の大本にかえって下さい。われわれ兄弟の父母の墳つかは、みな江北にあって江南にはありません。他日、朝廷の逆臣を排し、劉玄徳の君をして、真に漢朝を守り立てしめ、そして兄弟打揃うて故郷の父母の墳を清掃することができたら、人生の至楽はいかばかりでしょう。──よもや世人も、その時は、諸葛の兄弟は伯夷叔斉に対して恥じるものだともいいますまい」

　瑾は、一言もなかった。自分から云おうとしたことを、逆にみな弟から云いだされて、かえって、自分が説破されそうなかたちになった。

　その時、江こうの畔のほうで、遠く出陣の金鼓や螺声らせいが鳴りとどろいていた。孔明は、黙然とさしうつ向いてしまった兄の心を察して、

「あれはもう呉の大軍が出舷する合図ではありませんか。家兄も呉の一将、大事な勢揃いに遅れてはなりますまい。また折もあれば悠々話しましょう。いざ、わたくしにおかまいなく、ご出陣遊ばしてください」と、促した。

「では、また会おう」

　ついに、胸中のことは、一言も云いださずに、諸葛瑾は外へ出てしまった。そして心のうちに、

「ああ、偉い弟」と、よろこばしくも思い、また苦しくも思った。

　周瑜は、諸葛瑾の口からその事の不成立を聞くと、にがにがしげに、瑾へ向って、

「では、足下も、やがて孔明と共に、江北へ帰る気ではないか」と、露骨にたずねた。

　瑾は、あわてて、

「何で呉君の厚恩を裏切りましょう。そんなお疑いをこうむるとは心外です」と、いった。

　周瑜は冗談だよ、と笑い消した。しかし孔明に対する害意は次第に強固になっていた。




殺地さっちの客きゃく



一



　孔明の使命はまず成功したといってよい。呉の出師すいしは思いどおり実現された。孔明はあらためて孫権に暇いとまを告げ、その日、すこし遅れて一艘の軍船に身を託していた。

　同舟の人々は、みな前線におもむく将士である。中に、程普ていふ、魯粛ろしゅくの二将もいた。

　程普は由来、大都督周瑜しゅうゆと、余りそりのあわない仲だったし、こんどの出師にも、反対側に立っていたが、いまは口を極めて、周瑜の人物を賞揚していた。

「何といっても、まだ若いし、どうかと実は危ぶんでおったが、今朝、江岸の勢揃いに、将台に立って三軍の令を云い渡した態度と威厳は、実に堂々たるものだったそうな──伜せがれの程咨ていじもそう云いおりました。稀代な英傑が呉に生れたものだと」

　魯粛ろしゅくもそれへ相槌あいづちを打って、

「いやあのお方は、青年時代、ひどく風流子のようにいわれ過ぎていたが、どうしてどうして外柔内剛です。これから戦場に臨んでみたら、いよいよその本質が発揮されるでしょう」と、いった。

　程普ていふは、いかにもと、打ちうなずいて、

「自分なども今までは、周都督の人物にたいし、認識を欠いていた一人であったが、今日以後はいかに此方らが年長であろうと実戦の体験にくわしかろうと、問うところではない。ひたすら周都督の命令によって忠節をつくそうと思う。──実は慚愧ざんきにたえないので、出舷でぶねの前に、都督に会って、そう偽りのない気もちを語り、旧来の罪を謝して来たわけだ」と、しきりに懺悔していた。

　孔明もそこにいたが、二人のその話には、何もふれて行かなかった。独り船窓に倚って、恍然こうぜんと、外の水や空を見ていた。

　三江をさかのぼること七、八十里、大小の兵船は蝟集いしゅうしていた。江岸いたるところに水寨すいさいを構え、周瑜しゅうゆはその中央の地点に位する西山をうしろにとって水陸の総司令部となし、五十里余にわたって陣屋、柵門を構築し、天日の光もさえぎるばかり、翻々颯々、旗幡きはん大旆たいはいを植えならべた。

「孔明もあとから来ているそうだが……」

　と彼はその本陣で、魯粛に会うとすぐいった。

「誰か、迎えにやってくれないか」

「これへお召しになるのですか」

「そうだ」

「では、誰彼というよりも、自分で言って参りましょう」

　魯粛は、すぐ江岸の陣屋へ行って、そこに休息していた孔明を伴ってきた。

　周瑜は、雑談のすえ、

「ところで、先生にお教を乞いたいことがありますが」

「何ですか」

「白馬、官渡かんとの戦いについて」

「あれは袁紹えんしょうと曹操の合戦でしょう。私に何が分りましょう」

「いや、先生の蘊蓄ある兵法に照して、あの戦いに寡兵かへいを以てよく大軍を打破った曹操の大捷利だいしょうりは、何に起因するものなるかを──それがしのために説き明かしていただきたいので」

「士気、用兵の敏捷びんしょう、もとより操と紹しょうとの違いもありましょうが、要するに、曹軍の奇兵が、袁紹側の烏巣うそうの兵糧を焼き払ったことが、まずあの大捷を決定的なものにしたといっても過言ではありますまい」

「ああ、愉快」と、周瑜は膝を打って、

「先生のお考えもそうでしたか、自分もあの戦いの分れ目はその一挙にあったと観ておった。──思うに今、曹操の兵力は八十三万、わが軍の実数はわずか三万、当年の曹操はまさにその位置を顛倒して絶対優勢な側にある。これを破るには、われもまた、彼の兵糧運送の道を断つが上策と考えるが、先生以て如何となすか？」

「彼の糧地はどこか突きとめてありますか」

「百方、物見を派して探り得ておる。曹操の兵糧はことごとく聚鉄山じゅてつざんにあるという。先生は少年の頃から荊州に住み馴れ、あの辺の地理には定めしおくわしいであろう。彼を破るは、共に主君の御為、ひとつ決死の兵千余騎を貸しますから、夜陰、敵地に深く入って、彼の糧倉を焼き払って下さらんか。──あなたをおいては、この壮挙を見事成し遂げる人はいない」




二



　孔明はすぐさとった。これは周瑜しゅうゆが、敵の手をかりて、自分を害そうとする考えであるに違いない──と。

　が彼は、欣然、

「承知しました」と、ことばをつがえて帰って行った。

　そばにいた魯粛ろしゅくは、周瑜のためにも孔明のためにも惜しんで、後からそっと孔明の仮屋をうかがってみた。

　帰るとすぐ、孔明は鉄甲を着け、剣を佩はき、早くも武装して夜に入るのを待ちかまえている様子である。魯粛はこらえかねて、姿を見せ、気の毒そうにたずねた。

「先生、あなたは今宵のご発向に、必勝を期して行かれるのですか。それとも、やむなき破目と、観念されたのですか」

　孔明は、笑いを含んで、

「広言のようですが、この孔明は、水上の船戦ふないくさ、馬上の騎兵戦、輸車戦車の合戦、歩卒銃手の平野戦、いずれにおいても、その妙を極めぬものはありません。──何で、敗北と諦めながら出向きましょう」

「しかし、曹操ほどな者が、全軍の生命とする糧倉の地に、油断のあるはずはない。寡兵をもって、それへ近づくなど、死地に入るも同様でしょう」

「それは、貴公の場合とか、また周都督ならそうでしょう。そう二者が一つになっても、ようやくこの孔明の一能にしかなりませんからな」

「二者にして一能にしかならんとは、どういうわけですか」

「陸戦にかけては魯粛、水軍にかけては周瑜ありとは、よく呉の人から自慢に聞くことばです。けれど失礼ながら、陸の覇者たるあなたも、船戦にはまったく晦く、江上の名提督たる周閣下も、陸戦においては、河童かっぱも同様で、なんの芸能もありません。──思うに、完まったき名将といわるるには、智勇兼備、水陸両軍に精しく、いずれを不得手、いずれを得手とするが如き、片輪車かたわぐるまではなりますまい」

「ほう。先生にも似あわしからぬ大言。この魯粛はともあれ、周都督を半能の人と仰せらるるは、近頃ちとおことばが過ぎはしませんか」

「いや、試みに、眼前の事実をごらんあれば分ろう。この孔明に兵千騎を託して、それで聚鉄山じゅてつざんの糧倉が焼き払えるものと考えているなどは、まったく陸戦に晦くらい証拠ではありませんか。──われもし今宵討死せば、周都督の愚将たる名は一時に天下にとどろくでしょう」

　魯粛は驚いて、倉皇そうこうと立ち去ったが、すぐそのことを、周瑜の耳に入れていた。

　由来、周瑜も感情家である。時々、その激血が理性を蹴る。いまも魯粛から、孔明の大言したことを聞くと、

「なに、この周瑜を、陸地の戦いには、まったく暗い愚将だといったか。半能の大将に過ぎないといったのだな。……よしっ、すぐもう一度、孔明のところへ行って、孔明の出陣を止めてきてくれ。こよいの夜襲には、われ自ら進んで、かならず敵の糧倉を焼払ってみせる」

　孔明に侮られたのを心外とするのあまり、意を決して、自身の手並のほどを見せ示そうとする気らしい。直ちに幕下へ発向はっこうの触れをまわして、兵数も増して五千余騎となし、夜と共に出で立つ準備にとりかかった。

　かくと魯粛から聞いて、孔明はいよいよ笑った。

「五千騎行けば五千、八千騎行けば八千、ことごとく曹操の好餌となって、大将も生け捕られるであろう。周都督は呉の至宝、そうさせてはなるまい。足下は親友、よく理を説いて、思い止まらせてあげたがよい」

　そしてなお、魯粛に言を託して、

「いま、呉とわが劉予州の君とが、真に一体となって曹操に当れば、大事はきっと成るであろう。相剋そうこくし、内争し、相疑えば、かならず曹操に乗ぜられん。──またこのたびの出師すいしにその戦端を陸地くがちから選ぶは不利。よろしく江上の船戦をもって、第一戦の雌雄を決し、敵の鋭気をくじいて後、徐々陸戦の機をはかるべきであろう」と、云ってやった。




三



　すでに一帯の陣地は黄昏たそがれかけている。周瑜しゅうゆは馬を呼んでいた。五千の兵は、薄暮の中に勢揃いして、粛然、出立の令を待っているところであった。

　そこへ魯粛が駆けてきて、孔明のことばを周瑜に伝えた。周瑜は聞くと、耳をそばだてて、

「ああ。おれの才は、ついに孔明に及ばないか」と、痛嘆した。

　急に彼は、出立を取消した。聚鉄じゅてつ奇襲の計画をあきらめてしまったのである。彼も決して暗愚なる大将ではない。孔明にいわれないでも、そのことの危険は充分に知っていたからだった。

　しかし、その夜の挙は見合わせたにしても、孔明に対する害意に変更は来さなかった。むしろ孔明の叡智を恐れるのあまり、その殺意は、いよいよ深刻となり陰性となって、周瑜の胸の奥に、

（後日、またの機会に）

　と、独りひそかに誓われていたにちがいなかった。

　──こうした南方の情勢一変と、孔明の身辺に一抹の凶雲がまつわって来つつある間に、一方、江夏こうかの玄徳は、そこを劉琦りゅうきの手勢に守らせて、自身とその直属軍とは、夏口かこう（漢口）の城へ移っていた。

　彼は、毎日のように、樊口はんこうの丘へ登って、

「孔明は如何にせしか」と、長江の水に思慕を託し、また仰いでは、

「呉の向背や如何に？」と、江南の雲に安からぬ眸を凝こらしていた。

　ところへ、近頃、遠く物見に下江くだって行った一艘が帰帆してきて、玄徳に告げることには、

「呉はいよいよ魏軍へ向って開戦しました。数千の兵船が、舳艫じくろをならべて遡航そこうしつつあるとのこと。また、三江の江岸一帯、前代未聞の水寨すいさいを構築しています。さらに、北岸の形勢をうかがうに、魏の曹操は、百万に近い大軍をもって、江陵、荊州地方から続々と行動を起し、水陸にかけて真黒な大軍団が、夜も昼も、南へ南へと移動しつつあります」と、あった。

　玄徳はその報告の半ばまで聞かないうちに、もう脈々たる血のいろを面にあらわし、

「さては、わが策成れり」

　と歓び勇んだ。

　元来、玄徳は、よほどなことがあっても、そう欣舞雀躍きんぶじゃくやくはしない性である。時によると、うれしいのかうれしくないのか、侍側の者でも、張合いを失うほどすこぶるぼうとしていることなどある。

　だが、この時は、よほど内心うれしかったようである。すぐ夏口の城楼に、臣下をあつめて、

「すでに、呉は起ったのに、今もって、孔明からは何の消息もない。誰か、江を下って、呉軍の陣見舞いにおもむき、孔明の安否を探ってくる者はないか」と、いった。

　糜竺びじくがすすんで望んだ。

「不才ながら、てまえが行って来ましょう」

「そちが行ってくれるか」

　玄徳は、適任だと思った。

　糜竺はもともと外交の才があり臨機の智に富んでいる。彼は山東の一都市に生れ、家は郯城たんじょうきっての豪商であった。──いまは遠い以前となったが、玄徳が旗挙げ早々、広陵こうりょう（江蘇省・揚州市）のあたりで兵員も軍用金も乏しく困窮していた頃──商家の息子たる糜竺は、玄徳の将来を見こんで、その財力を提供し、兵費を賄まかない、すすんで自分の妹を、玄徳の室に入れ、以来、今日にいたるまで、もっぱら玄徳軍の財務経理を担当して来たという帷幕いばくの中でも一種特異な人材であった。

「そちが行ってくれれば申分はない。頼むぞ」

　安心して、玄徳は彼をやった。糜竺はかしこまって、直ちに、一帆の用船に、薫酒くんしゅ、羊肉、茶、そのほか沢山な礼物を積んで、江を下った。

　呉陣の岸について、番の隊将に旨をつたえ、すぐ本営に行って周瑜しゅうゆと会った。

「これは、ねんごろな陣見舞いを」

　と、周瑜は快く品々をうけ、また使い糜竺をもてなしはしたが、

「どうか、ご主君劉りゅう予公へ、よろしくお伝え賜りたい」

　と、どこかよそよそしく、孔明のうわさなどには、一切ふれてこなかった。
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　翌日、また次の日と、会談は両三回に及んだが、周瑜しゅうゆはいつも、話題の孔明に及ぶことを避けていた。

　糜竺びじくは三日目の朝、暇を告げに行った。すると、周瑜は初めて、

「孔明もいまわが陣中にあるが、共に曹操を討つには、ぜひ一度、劉予公も加えて、緊密なる大策を議さねばなるまいかと考えておる。──幸いに、玄徳どのが、これまで来会してくれれば、これに越したことはないが」と、いった。

　糜竺は、畏まって、

「何と仰せあるか分りませんが、ご意向の趣は、主君劉予州にお伝えしましょう」

　と約して帰った。

　魯粛はそのあとで、

「何のために、玄徳を、この陣中へお招きになるのですか」

　と、周瑜の意中をいぶかって訊ねた。すると、周瑜は、

「もちろん殺すためだ」と、平然と答えた。

　孔明を除き、玄徳を亡き者にしてしまうことが、呉の将来のためであると、周瑜はかたく信じているらしいのである。その点、魯粛の考えとは非常に背馳はいちしているけれど、まだ曹操との一戦も開始しないうちに、味方の首脳部で内紛論争を起すのもおもしろくないことだし、先は、大都督の権を以てすることなので、魯粛も、

「さあ、どういうものですかな」

　と、口をにごす程度で、あえて、強い反対もしなかった。

　一方、夏口にある玄徳は、帰ってきた糜竺の口から委細を聞いて、

「では自身、さっそく呉の陣を訪ねて行こう」

　と、船の準備をいいつけた。

　関羽をはじめ諸臣はその軽挙を危ぶんで、

「糜竺が行っても孔明に会わせない点から考えても、周瑜の本心というものは、多分に疑われます。態ていよく、返書でもおやりになっておいて、もう少し彼の旗色を見ていてはいかがですか」

　と、諫めたが、玄徳は、

「それでは、せっかく孔明が使いして実現した同盟の意義と信義にこちらから反そむくことになろう。虚心坦懐きょしんたんかい、ただ信をもって彼の信を信じて行くのみ」といってきかない。

　趙雲、張飛は、留守を命ぜられ、関羽だけが供をして行った。

　一船の随員わずか二十余名、ほどなく呉の中軍地域に着いた。

　江岸の部隊からすぐこの由が本陣の周瑜に通達された。──来たか！ というような顔色で、周瑜は番兵にたずねた。

「玄徳は、どれほどな兵を連れてやって来たか」

「従者は二十人ぐらいです」

「なに二十人」

　周瑜は笑って、

（わが事すでに成れり！）

　と、胸中でつぶやいていた。

　ほどなく、玄徳の一行は、江岸の兵に案内されて、中軍の営門を通ってきた。周瑜は出て、賓礼ひんれいを執り、帳中に請しょうじては玄徳に上座を譲った。

「初めてお目にかかる。わたくしは劉備玄徳。将軍の名はひとり南方のみではなく、かねがね北地にあっても雷のごとく聞いていましたが、はからずも今日、拝姿を得て、こんな愉快なことはありません」

　玄徳が、まずいうと、

「いやいや、まことに、区々たる不才。劉皇叔の御名こそ、かねてお慕いしていたところです。陣中、何のご歓待もできませんが」

　と、型のごとく、酒宴にうつり、重礼厚遇、至らざるなしであった。

　その日まで、孔明は何も知らなかったが、ふと、江岸の兵から、今日のお客は、夏口の劉皇叔であると聞いて、

「さては？」

　と、愕おどろきをなして、急に、周瑜しゅうゆの本陣へ急いで行った。──そして帳外にたたずみ、ひそかに主客の席をうかがっていた。




狂瀾きょうらん
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　本来、この席へ招かれていいわけであるが、孔明には、玄徳が来たことすら、聞かされていないのである。

　以て、周瑜の心に、何がひそんでいるか、察することができる。

「……？」

　帳とばりの外から宴席の模様をうかがっていた孔明の気持は、まさにわが最愛の親か子が、猛獣の檻おりに入っているのをのぞいているような不安さであった。

　──が、玄徳は、いかにも心やすげに、周瑜と話しているふうだった。

　──ただ、その背後うしろには、剣を把って、守護神の如く突っ立っている関羽が見える。──孔明はそれを見て、

「関羽があれに侍立しているからは……」

　と、少し安心して、そっと屋外へ出ると、飄然ひょうぜん、江岸にある自分の仮屋のほうへ立ち去った。

　よもや、孔明がついこの席の外にたたずんでいるとも知らない玄徳は、周瑜との雑談の末、軍事に及び、ようやく話も打ち解けてきたので、そばにいた魯粛ろしゅくをかえりみて、

「時に、臣下の孔明が、久しくご陣中に留っておるそうですが、ちょうどよい折、これへ呼んでいただけますまいか」と、いってみた。

　すると、周瑜がすぐ返事を奪とって、

「それは造作もないことだが、どうせ一戦は目前に迫っておること。曹操を破って後、めでたく祝賀の一会という時に、お会いになったらいいではないか」

　と、すぐ話をわきへそらし、ふたたび、曹軍を討つ軍略や手配などを、しきりに重ねて云い出した。

　関羽は、主君の袂たもとをひいて、うしろからそっと眼くばせした。──そのことに触れないほうがご賢明ですよ、と注意するのであった。玄徳もすぐさとって、

「そうですな。では今日の御杯も、これくらいでお預けしておきましょう。いずれ、曹操を討ち破った上、あらためて祝賀のお慶びに出直すとして──」

　と、うまく席を立つ機をつかんで別れた。

　余りにあざやかに立たれてしまったので、周瑜もいささかまごついた形だった。実は、玄徳を酔わせ、関羽にも追々酒をすすめて、この堂中を出ぬまに、刺殺しさつしてしまおうと、四方に数十人の剣士力者を忍ばせておいたのであった。

　それを、つい、うまく座をはずされてしまったので、合図するいとますらなく、周瑜も倉皇と、轅門えんもんの外まで見送りに出て、空しく客礼ばかりほどこしてしまった。

　駒に乗って、本陣を去ると、玄徳は、関羽以下二十余人の従者を具して、飛ぶが如く、江岸まで急いできた。

　──と、水辺の楊柳の蔭から手をあげて、

「ご主君、おつつがもなく、お帰りでしたか」と、呼ぶ人がある。

　見れば、懐かしや、孔明ではないか。玄徳は駒の背から飛び降りて、

「おお、孔明か」と、駈け寄り、相抱いて、互いの無事をよろこんだ。

　孔明は、その歓びを止めて、

「私の身はいま、その象かたちにおいては、虎口の危うき中にいますが、しかし安きこと泰山の如しです。決してご心配くださいますな。──むしろこの先とも、お大事を期していただきたいのは、わが君の行動です。来る十一月の二十日は、まさしく甲子きのえねにあたります。お忘れなく、その日は、ご麾下趙雲ちょううんに命じて、軽舸はやぶねを出し、江の南岸にあって、私を待つようにお備えください。いまは帰らずとも、孔明は必ず東南の風の吹き起る日には帰ります」

「先生、どうして今から、東南の風の吹く日が分りますか」

「十年、隆中の岡に住んでいた間は、毎年のように、春去り、夏を迎え、秋を送り、冬を待ち、長江の水と空ゆく雲をながめ、朝夕の風を測って暮していたようなものですから、それくらいな観測は、ほぼはずれない程度の予見はつきます。──おお、人目にふれないうちに、君には、お急ぎあって」

　と、孔明は、主君を船へせきたてると、自分も忽然こつねんと、呉の陣営のうちに、姿をかくしてしまった。
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　孔明に別れて、船へ移ると、玄徳はすぐ満帆を張らせて、江をさかのぼって行った。

　進むこと五十里ほど、彼方に一群の船団が江上に陣をなしている。近づいて見れば、自分の安否を気づかって迎えにきた張飛と船手の者どもだった。

「おおよくぞ、おつつがなく」

　一同は、無事を祝しながら、主君の船を囲んで、夏口へ引揚げた。

　玄徳の立ち帰った後──呉の陣中では、周瑜が、掌中の珠を落したような顔をしていた。

　魯粛は、意地わるく、わざと彼にこういった。

「どうして都督には、今日の機会を、みすみす逸して、玄徳を生かして帰してしまわれたのですか」

　周瑜は自分の不機嫌を、どうしようもない──といったように、

「始終、関羽が玄徳のうしろに立って、此方が杯へやる手にも、眼を離さず睨んでおる。下手をすれば、玄徳を殺さないうちに、こっちが関羽に殺されるだろう。何にしても、あんな猛犬が番についていたんでは、手が出せんさ」

　噛んで吐き出すような返事であった。魯粛はむしろ呉のために、彼の計画の失敗したことを歓んでいた。

　この事あってからまだ幾日も経たないうちのことである。

「魏の曹操から書簡をたずさえて、江岸まで使者の船が来ましたが？」とのしらせに、

「通せ。──しかし曹操の直書か否か、その書簡から先に示せといえ」

　と、周瑜は、帷幕にあって、それを待っていた。

　やがて、取次ぎの大将の手から、うやうやしく彼の前へ一書が捧げられた。書簡は皮革をもって封じられ、まぎれもない曹操の親書ではあった。

　──けれど周瑜は、一読するや否、面に激色をあらわして、

「使者を逃がすな」と、まず武士に云いつけ、書簡を引き裂いて、立ち上がった。

　魯粛が、驚いて、

「都督、なんとされたのです」

　と、訊くと、周瑜は、足もとへ破り捨てた書簡の断片を、足でさしながら罵った。

「それを見るがいい。曹賊め、自分のことを、漢大丞相かんのだいじょうしょうと署名し、周都督に付するなどと、まるで此方を臣下あつかいに認したためておる」

「すでに充分、敵性を明らかにしている曹操が、どう無礼をなそうと、怒るには足らないでしょう」

「だから此方も、使者の首を刎ねて、それに答えてやろうというのだ」

「しかし、国と国とが争っても、相互の使いは斬らないというのが、古来の法ではありませんか」

「なんの、戦争に入るに、法があろうか。敵使の首を刎ねて、味方の士気をふるい、敵に威を示すは、むしろ戦陣の慣いだ」

　云いすてて帳外へ濶歩して行った。周瑜は、そこへ使者を引き出させて、何か大声で罵っていたが、たちまち剣鳴けんめい一戛かつ、首を打ち落して、

「従者。使いの従者。この首はくれてやるから、立ち帰って、曹操に見せろ」と、供の者を追い返した。

　そして、直ちに、

「戦備にかかれ」と、水、陸軍へわたって号令した。

　甘寧かんねいを先手に、蒋欽しょうきん、韓当かんとうを左右の両翼に、夜の四更に兵糧をつかい、五更に船陣を押しすすめ、弩弓どきゅう、石砲を懸連かけつらねて、「いざ、来れ」と、待ちかまえていた。

　果たせるかな曹操は、使者の首を持って逃げ帰ってきた随員の口々から、云々しかじかと周瑜の態度を聞きとって、「今は」と、最後の臍ほぞをかため、水軍大都督の蔡瑁さいぼう、張允ちょういんを召し出して、

「まず、周瑜の陣を破れ、しかる後に、呉の全土を席巻せん」と、いいつけた。

　江上は風もなく、四更の波も静かだった。時、建安十三年十一月。荊州けいしゅう降参の大将を船手の先鋒として、魏の大船団は、三江をさして、徐々南下を開始していた。
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　夜は白みかけたが、濃霧のために水路の視野もさえぎられて、魏の艨艟もうどうも、呉の大船陣も、互いに、すぐ目前に迫りあうまで、その接近を知り得なかった。

「おうっ、敵の船だっ」

「かかれっ」

　突如として、魏の兵船は、押太鼓を打ち鳴らしながら、白波をあげて、呉船の陣列を割ってきた。

　時に、呉の旗艦らしい一艘の舳みよしに立って、海龍の盔かぶとをいただいた一名の大将が、大音をあげて魏船ぎせんの操縦のまずさを嘲った。

「荊州の蛙、北国の鼬いたちどもが、人真似して軍船に乗りたる図こそ笑止なれ。水上の戦とは、こうするものだぞ。冥土の土産にわが働きを見て行くがいい」

　と、まず船楼に懸け並べた弩弓どきゅうの弦つるを一斉に切って放った。

　曹軍の都督蔡瑁さいぼうは、人もなげな敵の豪語に、烈火のごとく怒って自ら舳に行こうとすると、すでに弟の蔡薫さいくんが、そこに立って、敵へ云い返していた。

「龍頭の漁夫、名はないのか。われは大都督の舎弟蔡薫だ。遠吠えをやめて、船を寄せてこい。一太刀に斬り落して、魚腹へ葬ってくれるから」

　すると、遠くで、

「甘寧かんねいを知らないのは、いよいよ水軍の潜もぐりたる証拠だ。腰抜けな荊州蛙の一匹だろう。大江の水は、井の中とはちがうぞ」

　罵るやいな、甘寧は自身、石弩せきどの弦つるを引きしぼって、ぶんと放った。

　数箇の石弾は、うなりを立てて飛んで行ったが、その一弾が、蔡薫の面おもてをつぶした。あっと、両手で顔をおおったとき、また一本の矢が、蔡薫の首すじに突っ立ち、姿は真逆さまに、舳を噛む狂瀾の中に呑まれていた。

　まだ舷々げんげん相摩あいましもせぬ戦の真先に、弟を討たれて、蔡瑁さいぼうは心頭に怒気を燃やし、一気に呉の船列を粉砕せよと声をからして、将楼から号令した。

　靄はようやくはれて、両軍数千の船は、陣々入り乱れながらも、一艘もあまさず見ることができる。真赤に昇り出ずる陽と反対に、大江の水は逆巻き、咬みあう黒波白浪、さけびあう疾風飛沫、物すさまじい狂濤石矢きょうとうせきしの大血戦はここに展開された。

　蔡瑁を乗せている旗艦を中心として、一隊の縦隊船列は、深く呉軍の中へ進んで行ったが、これは水戦にくらい魏軍の主力を、巧みに呉の甘寧が、味方の包囲形のうちに誘い入れたものであった。

　頃を計ると──

　たちまち、左岸から韓当の一船隊、右岸から蒋欽しょうきんの一船群、ふた手に、白い水脈をひきながら、敵の主力を捕捉し、ほとんど、前後左右から、鉄箭石弾てっせんせきだんの烈風を見舞った。

　蕭々しょうしょう、帆は破れ、船は傾き、魏の船団は一つ一つ崩れだした。船上いっぱい、朱あけとなって、船が人力を離れて、波のまにまに漂いだすのを見ると、

「それっ、あれへ」

　と、呉の船は、その鋭角を、敵の横腹へぶつけて、たちまち木こッ端ぱ微塵みじんとするか、或いは飛び移って、皆殺しとなし、それを焼き払った。

　こうして、主力が叩かれたため、後陣の船は、まったく個々にわかれて、岸へ乗りあげてしまうもあるし、拿捕だほされて旗を降ろすもあるし、そのほかは、帆を逆しまに逃げ出して、さんざんな敗戦に終ってしまった。

　甘寧は、鐘鼓しょうこを鳴らして、船歌高く引きあげたが、戦がやんでも、黄濁な大江の水には、破船の旗やら、焼けた舵かじやら、無数の死し屍しなどが、洪水のあとのように流れていた。

　そのたくさんな戦死者は、ほとんど魏の将士であった──かくとその日の戦況を耳にした曹操の顔色には、すこぶる穏やかならぬものがあった。

「蔡瑁を呼べ。副都督の張允ちょういんも呼んでこい」

　大喝だいかつ、何が降るかと、召し呼ばれた二人のみか、侍側の諸将もはらはらしていた。




群英ぐんえいの会かい
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　敗戦の責任を問われるものと察して、蔡瑁さいぼう、張允ちょういんの二人は、はや顔色もなかった。

　恟々きょうきょうとして、曹操の前へすすみ、かつ百拝して、このたびの不覚を陳謝した。

　曹操は、厳として云った。

「過ぎ去った愚痴を聞いたり、また過去の不覚を咎とがめようとて、其方たちを呼んだのではない。──要は、将来にある。かさねて敗北の恥辱を招いたら、その時こそ、きっと、軍法に正してゆるさんが、この度だけはしばらく免じておく」

　意外にも、寛大な云い渡しに、蔡瑁は感泣してこういった。

「もとより、味方敗軍の責めは、われらの指揮の至らないためにもありますが、もっとも大きな欠陥は、荊州の船手の勢が総じて調練の不足なのに比して、呉の船手は、久しく鄱陽湖はようこを中心に、充分、錬成の実をあげていたところにあります。──加うるにお味方の北国兵は、水上の進退に馴れず、呉兵はことごとく幼少から水に馴れた者どもばかりですから、江上の戦においても、さながら平地と異ならず、ここにも多分な弱点が見出されます」

　それは曹操も感じていることだった。しかし、この問題は、兵の素質と、長日月の訓練にあることなので、急場には如何ともすることができないのである。

「では、どうするか」との問いに、蔡瑁は次のような献策をもって答えた。

「攻撃を止めて、守備の態たいをとることです。渡口を固め、要害を擁し、水中には遠くにわたって水寨を構え、一大要塞としておもむろに、敵を誘い、敵の虚を突き、そして彼の疲れを待って、一挙に、下江を図はかられては如何いかがでしょう」

「ムム、よかろう。其方両名には、すでに水軍の大都督を命じてあるのだ。よしと信じることならいちいち計るには及ばん、迅速にとり行え」

　こういうことばの裏には、曹操自身にも、水上戦には深い自信のないことがうかがえるのである。両都督の責めを間わず、罪をゆるして励ましたのも、一面、それに代るべき水軍の智嚢がなかったからであるといえないこともない。

　いずれにせよ蔡瑁、張允のふたりは、ほっとして、軍の再整備にかかった。まず北岸の要地に、あらゆる要塞設備を施し、水上には四十二座の水門と、蜿蜒えんえんたる寨柵さいさくを結いまわし、小船はすべて内において交通、連絡の便りとし、大船は寨外に船列を布かせて、一大船陣を常備に張った。

　その規模の大なることは、さすがに魏の現勢力を遺憾なく誇示するものだったが、夜に入ればなおさら壮観であった。約三百余里にわたる要塞の水陸には篝かがり、煙火、幾万幾千燈が燃えかがやいて、一天の星斗せいとを焦こがし、ここに兵糧軍需を運送する車馬の響きも絡繹らくえきと絶えなかった。

「近頃、上流にあたる北方の天が、夜な夜な真赤に見えるが、あれは抑そも、何のせいか」

　南岸の陣にある呉の周瑜は、怪しんで或る時、魯粛ろしゅくにたずねた。

「あれは、曹操が急に構築させた北岸の要塞で、毎夜、旺に焚いている篝や燈火ともしびが雲に映じているのでしょう」

　魯粛が、さらに、くわしく説明すると、周瑜はこのところ甘寧かんねいの大捷たいしょうに甘んじて、曹軍怖るるに足らずと、大いに驕おごっていたところであったが、急に不安を抱いて、いちど要塞の規模を自身探ってみようと云いだした。

「敵を知るは、戦に勝つ第一要諦だ」

　と称して、一夜、周瑜はひそかに一船に乗りこみ、魯粛、黄蓋こうがいなど八名の大将をつれて、曹軍の本拠を偵察に行った。

　もちろん危険な敵地へ入るわけなので、船楼には、二十張ちょうの弩弓を張って、それぞれ弩弓手を配しておき、姿は、幔幕まんまくをめぐらしておおい隠し、周瑜や魯粛などの大将たちは、わざと鼓楽を奏して、敵の眼をくらましながら、徐々、北岸の水寨へ近づいて行った。
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　星は暗く、夜は更けている。

　船は、石の碇いかりをおろし、ひそかに魏の要塞を、偵察していた。

　水軍の法にくわしい周瑜しゅうゆも、四十二座の水門から寨柵、大小の船列、くまなく見わたして、

「いったい、こんな構想と布陣は、誰が考察したのか」

　と、舌を巻いて驚いた。

　魯粛は、その迂遠を嘲わらって、

「もちろん荊州降参の大将、蔡瑁、張允の二人です。彼らの智嚢は、決して見くびったものではありません」と、いった。

　周瑜は、舌打ちして、

「不覚不覚。今日まで、曹操のほうには、水軍の妙に通じた者はないと思っていたが、これはおれの誤認だった。蔡瑁、張允を殺してしまわないうちは、水上の戦いだからといって、滅多に安心はできないぞ」

　語りながら、なお船楼の幕とばりのうちで、酒を酌み、また碇いかりを移し、彼方此方あなたこなた、夜明けまではと、探っていた。

　──と、早くも、魏の監視船から、このことは、曹操の耳に急達されていた。何の猶予やあらんである。それ捕擒とりこにせよとばかり、水寨の内から一陣の船手が追いかけてきた。

　けれど、周瑜しゅうゆの船は、いち早く逃げてしまった。水流にまかせて下るので船脚はいちじるしく早い。遂に、取逃がしたと聞いて、翌朝、曹操はひどく鋭気を削そがれていた。

「敵に、陣中を見すかされては、またこの構想を一変せねばならん。こんな虚があるようなことで、いつの日か、呉を破ることができるものぞ」

　すると、侍列の中から、

「丞相、嗟嘆さたんには及びません。てまえが周瑜を説いて、お味方に加えてみせます」

　と、いった者がある。

　人々は、その大言に驚いて、誰かとみると、帳下の幕賓ばくひん、蒋幹しょうかん、字あざなは子翼しよくというものだった。

「おう、幹公か。足下は周瑜と親交でもあるのか」

「それがしは九江きゅうこうの生れなので、周瑜とは郷里も近く、少年時代から学窓の友でした」

「それはよい手がかりだな。もし呉から周瑜をはずせば、呉軍は骨抜きになる。大いに足下の労に嘱しょくすが、行くとすれば、何を携えてゆくか」

「何もいりません。ただ一童子と一舟を賜わらば充分です」

「説客の意気、そうなくてはならん、では、早速に」

　と、彼のため一夕、旺さかんなる壮行会を設けて、江に送った。

　蒋幹は、わざと、綸巾りんきんをいただき、道服をまとい、一壺この酒と、一人の童子をのせただけで、扁舟へんしゅう飄々ひょうひょう、波と風にまかせて、呉の陣へ下って行った。

「われは周都督の旧友である。なつかしさのあまり訪れて来た。──と称する高士風のお人が今、岸へ上がってきましたが？」

　と、聞いて、周瑜は、からからと笑った。

「ははあ、やって来たな、曹操の幕賓になっているとか聞いていた蒋幹だろう。よしよしこれへ通せ」

　彼は、その間に、諸大将へ計りごとをささやいて、

「さて、どんな顔をして来るか」と、蒋幹を待っていた。

　やがて蒋幹は、それへ案内されてきて、眼をみはった。いや面喰らったといったほうが実際に近い。華やかな錦衣をまとい、花帽かぼうをいただいた四、五百人の軍隊が、まずうやうやしく轅門えんもんに彼を出迎え、さて営中に入ると、同じように綺羅きらな粧いをした大将が、周瑜の座を中心に、星の如く居流れている。

「やあ、幹公か。めずらしいご対面、おつつがないか」

「周都督にもご機嫌よう、慶祝にたえません」

　蒋幹は、拝を終ると、特に、親しみを示そうとした。

　周瑜も、意識的にくだけた調子で、

「途中、よく矢にも弾にも狙われず来られたな。こんな戦時下、はるばる、江を渡って、何しに来られたのだ。……曹操から頼まれてお越しになったのじゃないかな。あはははは、いや冗談冗談」

　と、相手の顔色が変ったのを見ながら、すぐ自分で自分のことばを打消した。
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　蒋幹しょうかんは内心、どきとしたが、さあらぬ態で、

「これはどうも、迷惑なお疑いですな。近頃、閣下のご高名が呉に振うにつけても、よそながら慶祝にたえず、竹馬の友たりし頃の昔語りでもせんものと、お訪ねしてきたのに。──曹操の説客ならんとは、心外千万じゃ」

　と、わざと面つらふくらせて見せると、周瑜は笑って、その肩を撫で、かつなだめて、

「まあ、そう怒りたもうな。へだてなき旧友なればこそ、つい冗談も出るというもの。……何しろ、よく来てくれた。陣中、歓待もてなしもできないが、今夜は大いに久濶をのべて楽しもう」

　と、共に臂ひじを組んで、酒宴の席へ誘った。

　堂上堂下に集まった諸将はみな錦繍の袖をかさね、卓上には金銀の器うつわ、瑠璃るりの杯、漢銅の花器など、陣中とも思われない豪華な設けであった。

　主客、席につくと、喨々りょうりょう、得勝楽とくしょうがくという軍楽が奏された。周瑜は起って、幕下の人々へむかい、

「この蒋幹は、自分とは同窓の友で、今日、江北から訪ねてくれたが、決して、曹操の説客ではないから、心おきのないように」

　と、客を紹介したはいいが、変な云いまわしをして、いよいよ蒋幹の心を寒からしめた。

　のみならず、諸大将の中から、太史慈たいしじを呼び出して、自分の剣を渡し、

「こよいは懐かしい旧友と共に、夜を徹して、楽しもうと思うが、もし遠来の客に非礼があってはならぬ。お客が第一の迷惑とされることは、曹操の説客ならずやと、白眼視されることである。だからもしこの席上で、曹操とわが国との合戦のことなど、かりそめにも口にする者があったら、即座に、この剣をもって斬って捨てい」と、命じた。

　太史慈は、剣をうけて、席の一方に立っていた。蒋幹はまるで針の莚むしろに坐っているような心地だった。

　周瑜は、杯をとって、

「出陣以来、酒をつつしんで、陣中では一滴も飲まなかったが、今夜は、旧友幹兄のために、心ゆくまで飲むつもりだ。諸将も客にすすめて、共に鬱気うっきをはらすがいい」

　と、快飲し始めた。

　満座、酒に沸いて、興もようやくたけなわであった。佳肴杯盤かこうはいばんはめぐり、人々はこもごも立って舞い謡い、また囃はやした。

「長夜の歓かんはまだ宵のうち、すこし外気に酔をさまして、また飲み直そう」

　周瑜は、蒋幹と臂ひじを組んで、帳外へ拉らっして行った。そして陣中を逍遥しながら、武器兵糧の豊富にある所を見せたり、営中の士気の旺さかんなる有様をそれとなく見せて歩いた。

　そして、以前の席へ、戻って来たが、その途々みちみちにも、

「貴公とおれとは、同窓に書を読み、幼時から共に将来のことを語ったこともあるが、今日、呉の三軍をひきい、身は大都督の高きに在り、呉君は自分を重用して、自分の言なら用いてくれないことはない。こんなにまで、立身しようとは、あの頃も思わなかったよ。ゆえに今、古の蘇秦そしん、張儀のような者が来て、いかに懸河けんがの弁をふるってこの周瑜を説かんとしても、この心は金鉄のようなものさ。いわんやひと腐れ儒者などが、常套的な理論をもって、周瑜の心を変えようなんて考えてくる者があるとすれば、これほど滑稽なことはない」と、大笑した。

　蒋幹の体はあきらかにふるえていた。酔もさめて顔は土気いろになっている。周瑜はまた、宴の帳内へ彼を拉らっして、

「やあ幹兄けい。すっかり酒気が醒めたようじゃないか。さあ、大杯でほし給え」

　と、杯を強い、さらに諸大将にも促して、後から後からと杯をすすめさせた。

　杯攻めに会っている蒋幹の困り顔をながめながら、周瑜はまた、

「今夜、ここにいるのは、みな呉の英傑ばかりで、群英の会とわれわれは称している。この会の吉例として、それがしの舞いを一曲ご覧に入れよう。──方々、歌えや」

　そういうと、彼は剣を抜いて、珠と散る燭の光を、一閃また一閃、打ち振りながら舞い出した。
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大丈夫処世兮立功名よにしょしてこうみょうをたつ

功名既立兮王業成すでにたっておうぎょうなる

王業成兮四海清輝なってしかいせいきす

四海清兮きよくして天下泰平

天下泰平兮吾将酔にしてわれまさによわんとす

吾将酔兮舞霜鉾まさによわんとしてそうぼうをまわす


　周瑜は剣を振ってかつ歌いかつ舞い、諸将は唱和して、また拍手歓呼し、夜は更けるとも、興の尽くるを知らなかった。

「ああ、愉快だった。幹公、今夜はご辺と同じ床に寝て、語り明かそう」

　蹌踉そうろうとして、周瑜は蒋幹の首にかじりつき、ともに寝所へ転まろびこんだ。

　──と同時に、周瑜は、衣も脱がず帯も解かず、泥酔狼藉、牀しょうをよそに、床の上へ仆れて寝てしまった。

「都督、都督。……そんなところへ寝てしまわれてはいけません。お体の毒です。風邪かぜでもひいては」と、蒋幹は幾度かゆり起してみたが、覚めればこそ、いびきを増すばかりで、房中もたちまち酒蔵のような匂いに蒸れた。

　ただただ胆きもを奪われて、宵のうちから酔えもせず、ただ恟々きょうきょうとしていた蒋幹は、もちろんここへ入っても容易に眠りつくことができなかった。

　夜はすでに四更に近い。陣中を巡邏じゅんらする警板の響きがする。……周瑜はとみればなお前後不覚の態ていたらくだ。残燈の光淡く、浅ましい寝すがたに明滅している。

「……おや？」

　蒋幹はむくと身を起した。卓上に多くの書類や書簡が取り散らかっている。下にこぼれ落ちている五、六通を拾ってそっと見ると、みな陣中往来の機密文書である。

「……？」

　怪しく手がふるえた。──蒋幹の眼は細かに動いて、幾たびも、周瑜しゅうゆの寝顔にそそがれ、また、書簡の幾通かを、次々に、迅い眼で読んで行った。

　愕然、彼の顔色を変えさせた一片の文字がある。見おぼえのあるような手蹟と思って、ひらいてみると、果たして、それは曹操の幕下で日常顔を見ている張允ちょういんの手簡ではないか。

蔡瑁さいぼう、張允ちょういん啓白けいはく。

それがしら、一旦、曹に降るは、仕禄を図るに非ず、みな時の勢いに迫らるるのみ。今すでに北軍を賺なだめて寨中に籠めしむ。みな生らが復仇の意謀にもとづいてかく牽制けんせいするところの現われなり。

今し、南風に託し、一便の牒状ちょうじょうをもたらしたまわば、即ち、内に乱を発し、曹操の首を火中に挙げて呉陣に献ぜん。是れ、故国亡主の怨をすすぐ所にして、また天下の為なり。早晩人到り、回報疾風のごとくあらんことを。敬覆けいふく、深く照察しょうさつを乞い仰ぐ。


「う、う。……うーむ」

　ふいに周瑜が寝返りを打った。蒋幹はあわてて燈火ともしびをふき消した。そしてしばらく様子を見ていたが、また大いびきをかいて寝入ったらしいので、自分もそっと、衾ふすまを打ちかついで牀しょうのうえに横たわっていた。

　──すると、帳外の扉とを、誰かコツコツと叩く者がある。蒋幹は息をころしていた。やがて佩剣はいけんの音が入ってきた。周瑜の腹心の大将らしい。しきりにゆり起して、何かささやいている声がする。

　周瑜は、やっと起き上がった。そして蒋幹のほうを見て、

「この寝所へ、自分と共に寝こんだやつは、一体どこの何者だ」

　などと訊ねている。

　腹心の大将が、それは閣下のご友人とかいう蒋幹です、と答えると、非常に愕いた様子で、

「なに、蒋幹だと。それはいかん。……なぜもっと静かにものをいわんか」

　と、急に、相手の声をたしなめながら、帳の外へ出て行った。

　二人は、かなり長い間、何か立ち話をしているようであったが、時々、張允とか、蔡瑁とかいう名が、会話のうちに聞えてきた。
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　そのうちにまた、べつな声で、北国訛なまりの男が何かしゃべりだした。呉の陣中に北兵がいるのはいぶかしいと蒋幹はいよいよ聞き耳をそばだてていた。

　男はこの陣中の者ではない。江北から来た密使と見える。蔡大人さいたいじんとか、張都督とか、蔡瑁、張允のことを尊称していることばつきから見ても、彼の部下か、或いはそれに頼まれてきた人間ということは想像がつく。

「……さては何か諜しめし合わせに」と、先刻、拾った書簡を思いあわせて、蒋幹は身の毛をよだてた。さても、油断のならぬことよ、心もおどおどして、もう空寝入りしているのも気が気ではない。

　やがてのこと──密使の男と、ひとりの大将は、用談がすんだとみえて、跫音ひそかに立ち去った。周瑜もすぐ寝室へもどってきた。そして今度は、帳とばりを引いて、寝床の中へ深々ともぐりこんだ。──夜明けの待ち遠しさ。蒋幹は薄目をあいて窓外ばかり気にしていた。いい按配に、周瑜は再び大きな寝息をかき始めている。そして、窓の辺りが、ほのかに明るくなりかけた。

「……うーむ。ああ、よく眠った」

　蒋幹はわざと大きく伸びをしながらそう呟いてみた。周瑜は眼を覚まさない。しめたと、厠へ立つふりをして、内房から飛び出した。外はまだ暁闇、わずかに東天しののめの空が紅い。

　陣屋の轅門えんもんまで来ると、

「誰だっ？」

　番兵に見咎められて、一喝を浴びた。蒋幹はぎょっとしたが、強いて横柄に構えながら、

「周都督の客にむかって、誰だとは何事だ。わしは都督の友人蒋幹じゃが」

　と、肩を高くして振向いた。

　番兵らはあわてて敬礼した。蒋幹は悠々と背を向けたが、番兵たちの眼から離れると、風の如く駈け出して、江岸の小舟へ飛び乗った。

　曹操は彼の帰りを待ちかねていた。周瑜の降伏を深く期待していたのである。だが、立ち帰ってきた蒋幹は、

「どうもその事はうまく行きませんでした」と、まず復命した。

　あきらかに、曹操の面は失望の色におおわれた。しかし──と、蒋幹は唇を舐めてそれに云い足し、

「より以上な大事を、呉の陣中から拾ってきました。これをもって、いささかお慰めください」

　と、周瑜の寝室から奪ってきた書簡の一つを差し出した。

　味方の水軍都督蔡瑁さいぼう、張允ちょういんのふたりが、敵へ通謀して、しかも曹操の首を打つことは、逆意でも裏切りでもなく、故主劉表りゅうひょうの復讐であると、それには揚言しているではないか。

「すぐ、二人を呼べ」

　彼の忿怒ふんぬは、尋常でなかった。武士の群れはたちまち走って、二人を捕えて来た。──犬畜生でも見るように、曹操は、はッたと両名を睨ねめつけて、

「出しぬけに、先手を喰って貴様たちは、さぞ度胆どぎもをつぶしたろう。身のほどわきまえぬ悪計を企むと、運命というやつは、たいがい逆に転んでくるものだ。──誰でもよしっ、この剣をもって、そいつらの細首を打ち落せ」と、佩剣はいけんを武士に授けた。

　蔡瑁、張允は仰天して、

「何をご立腹なのか、それがしどもには考えもつきません。理由を仰せ聞かせ下さい」

　と、蒼白になっていった。

　曹操は耳をかさず、

「ふてぶてしい下司げすども、これを見ろ。これは誰の書簡だ」

　と、例の一通を、二人の眼の前に投げつけた。張允は見るやいなや、

「あっ、偽書だ。こんな、敵の謀略にのって」

　と、跳び上がったが、その叫びも終らないうちに、後ろにまわっていた武士の手から、戛然かつぜん、大剣は鳴って、その首すじへ振り落された。つづいて、逃げようとした蔡瑁の首も、一刀両断のもとに転がっていた。




陣中じんちゅう戯言ぎげんなし
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　その後すぐ呉の諜報機関は、蔡瑁、張允の二将が曹操に殺されて、敵の水軍司令部は、すっかり首脳部を入れ替えたという事実を知った。

　周瑜しゅうゆは、それを聞いて、

「どうだ、おれの計略は、名人が弓を引いて、翊かける鳥を射的いあてたようにあたったろうが」

　と、魯粛ろしゅくへ誇った。

　よほど得意だったとみえて、なお問わず語りに、

「あの蔡瑁さいぼう、張允ちょういんのふたりが、水軍を統率している間は油断がならぬと、先夜のこと以来、憂えていたが、これでもう魏の船手も怖るるに足らん。早晩、曹操の運命は、この掌たなごころのうちにあろう」

　と、いって、またふと、

「──だが、この深謀を、わが計と知るものは、今のところ、味方にもないが、或いは孔明だけはどう考えているかわからん。ひとつ、ご辺がさあらぬ顔して、孔明を訪れ、彼がこのことを、なんと批判するか探ってみぬか。それも後々の備えに心得ておく必要があるからな」と、つけ加えた。

　翌日、魯粛は、孔明の船住居を訪れた。一艘の船を江岸につないで、孔明は船窓の簾れんを垂れていた。

「この頃は、軍務に忙しく、ついご無沙汰していましたが、お変りありませんか」

「見らるる如く、至って無聊ぶりょうですが……実は、今日にも一度出向いて、親しく周都督へ賀をのべたいと思っていたところです」

「賀を？　……ほほう、一体、何のお慶びがあって？」

「あなたがご存じないわけがないが」

「いや、忙務におわれていたせいか、まだ何も聞いてません。賀とは、何事をさして、仰っしゃるのか」

「つまり周都督が、あなたをここにつかわして、私の胸をさぐらせようとなすったそのことです」

「えっ……？」

　魯粛は、色を失って、茫然、孔明の顔をしばらく眺めていたが、

「先生。……どうしてそれをご承知なのですか」

「おたずねは愚です。蒋幹をすら首尾よくあざむき得た周都督の叡智えいちではありませんか。今に自然おさとりになるにちがいない」

「いや、どうも、先生の明察には愕きました。そう申されては、一言もありません」

「ともあれ、蒋幹を逆に用いて、蔡瑁、張允を除いたことは、周都督として、まことに大成功でした。仄聞そくぶんするに、曹操は二人の亡きあとへ、毛玠もうかい、于禁うきんを登用して、水軍の都督に任じ、もっぱら士気の刷新と調練に旦暮たんぼも怠らず──とかいわれていますが、元来、毛玠も于禁も船軍の大将という器ではありません。やがて自ら破滅を求め、収拾にも窮せんこと火をみるより明らかです」

　何から何まで先をいわれて、魯粛は口をひらくこともせず、ただ呆れ顔していた。そして非常に間のわるい気もするので、無用な世間ばなしなどを持ち出し、辛くも座談をつくろってほうほうの態に立ち帰った。

　彼の帰りかけるとき、孔明は、船の外まで送って来て、こう彼の口を誡いましめた。

「本陣へお戻りになっても、すでに孔明がこのたびの計を知っていたということは、周都督へも、どうかいわないでおいて下さい。──もし、それと聞けば、都督はまた必ずこの孔明を害そうとなさるにちがいない。人間の心理というものはふしぎなものに作用されがちですからな」

　魯粛は、うなずいて彼と別れて来たが、周瑜しゅうゆの顔を見ると、隠していられなかった。──ありのままを復命して、

「孔明の烱眼けいがんには、まったく胆きもをつぶされました。あながち、きょうばかりではありませんが」

　と、つい周瑜に向って、すべてを仔細に語ってしまった。
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　魯粛の復命を聞いて、周瑜はいよいよ孔明を怖れた。烱眼けいがん明察、彼のごとき者を、呉の陣中に養っておくことは、呉の内情や軍の機密を、思いのまま探ってくれと、こちらから頼んで、保護してやっているようなものである──と思った。

　と、いって、今さら。

　孔明を夏口へ帰さんか、これまた後日の患わずらいたるや必定である。たとい玄徳を呉の翼下よくかにいれても、彼の如き大才が玄徳についていては、決して、いつまでそれに甘んじているはずはない。

　その時に到れば、孔明が今日、呉の内情を見ていることが、ことごとく呉の不利となって返って来るだろう。──如しかず、いかなる手段と犠牲を覚悟しても、いまのうちに孔明の息の根をとめてしまうに限る！

「……そうだ、それに限る！」

　周瑜が独りして大きく呟いたので、魯粛はあやしみながら、

「都督。それに限るとは、何のことですか」と、たずねた。

　周瑜は、笑って、

「訊くまでもあるまい。孔明を殺すことだ。断じて彼を生かしておけんという信念をおれは改めてここに固めた」

「理由なく彼を殺せば、一世の非難をうけましょう。呉は信義のない国であると謳うたわれては、呉のために、どうでしょうか」

「いや、私怨をもって殺すのはいけないだろう。しかし公道を以て、公然殺す方法がなくもあるまい」

　数日の後、軍議がひらかれた。呉の諸大将はもちろん、孔明も席に列していた。かねて企むところのある周瑜しゅうゆは、評議の末に、ふと話題をとらえて、

「先生、水上の戦いに用うる武器としては、何をいちばん多量に備えておくべきでしょうか」

　と、孔明をかえりみて質問した。

「将来は、船軍ふないくさにも、特殊な武器が発明されるかもしれませんが、やはり現状では、弩弓いしゆみに優るものはありますまい」

　孔明の答えを、思うつぼと、うなずいて見せながら、周瑜はなお言葉を重ねた。

「むかし周の太公望は、自ら陣中で工匠たくみを督して、多くの武器をつくらせたと聞きますが、先生もひとつ呉のために、十万の矢をつくっていただけまいか。もとより鍛冶、矢柄師やがらし、塗師ぬりしなどの工匠はいくらでもお使いになって」

「ご陣中には今、そんなに矢がご不足ですか」

「されば、江上の大戦となれば、いま貯蔵の矢数ぐらいは、またたく間に費つかい果たして、不足を来すであろうと考えられる」

「よろしい。つくりましょう」

「十日のうちにできますか」

「十日？」

「無理は無理であろうが」

「いや、あすの変も知れぬ戦いの中。十日などと長い期間をおいては、その間に、どんなことが突発しようも知れますまい。十万の矢は、三日の間に、必ずつくり上げましょう」

「えっ、三日のうちに」

「そうです」

「陣中に戯言なし。よもお戯たわむれではあるまいな」

「何でかかることに、戯れをいいましょう」
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　散会した後の人なき所で、魯粛ろしゅくはそっと周瑜へいった。

「どうもおかしい。孔明のきょうの言葉は、肚にもない詐いつわりではないでしょうか」

「諸人の前で、好んで不信の言を吐くはずはあるまい」

「でも、三日の間に、十万の矢がつくれるわけはありません」

「あまりに自分の才覚を誇り過ぎて、ついあんな大言を吐いてしまったのだろう。自ら生命いのちを呉へ送るものだ」

「思うに、夏口へ逃げ帰るつもりではないでしょうか」

「いかに生命が惜しくても、孔明たる者が、笑いをのこして、醜い逃げ隠れもなるまいが……しかし念のためだ、孔明の船へ行って、またそれとなく彼の気色をうかがって見給え」

　夜に入ったので、魯粛は、あくる朝、早目に起き出いでて、孔明の船を訪ねた。

　孔明は、外にいて、大江の水で顔を洗っていた──やあ、お早ようと、晴々いいながら近づき、楊柳の下の一石に腰かけて、

「きのうは、ひどい目にあいましたよ。粛兄けいとしたことが、どうもお人が悪い」

　と、平常の容子よりも、しごくのどかな顔つきに見える。

　魯粛も、強いて明るく、

「なぜですか。それがしが人が悪いとは」

「でも、大兄は、孔明があれほど固くお口止めしたのに、すぐありのまま、周都督へ私の意中をみなしゃべってしまったでしょう。ゆえに私は、周都督から油断のならぬ男と睨まれ、三日のうちに十万の矢をつくるべし──と難題を命じられてしまいました。もしできなかったら、軍法に照らされ、必ず斬罪に処せられましょう。何とかよい思案を授けて、私を助けてください」

「これは迷惑な仰せを承るもの。都督が初め十日以内にといわれたのを、先生自ら三日のうちにして見せんと、好んで禍いを求められたのではありませんか。今さら、それがしにも、どうすることもできはしませぬ」

「いや、都督へ向って、約を解いて欲しいなどと、取りなしをおねがいする次第ではない。ご辺の支配下にある士卒五、六百人ばかりと、船二十余艘とを、しばらく孔明のためにお貸しねがいたいのだが」

「それをどうするので？」

「船ごとに、士卒三十人を乗せて、船体はすべて、青い布と、束つかねた藁わらでおおい、この岸に揃えて下されば、三日目までに、必ず十万の矢をつくりあげ、周都督の本陣まで運ばせます。──ただしまた、このことも、決して周都督にはご内密にねがいたい。或いは、都督がお許しなきやも知れませんから」

　魯粛は立ち帰って、またもその通りに周瑜しゅうゆへ告げた。──余りにも孔明の云いぶんが奇怪でたまらないので、いったいどういう肚だろうかを、周瑜の意見に訊ねてみたい気もあったからである。

「……分らんなあ？」

　周瑜も首を傾けて考えこんだきりであった。こうなると、ふたりとも、孔明が何を考えて、そんな不可思議な準備を頼むのか、やらせてみたい気がしないでもない。

「どうしましょう」

「まあ、やるだけのことを、やらせて、見ていたらどうだ。──充分、警戒は要するが」

「では、ともかく、船二十艘に望みの兵を貸してみましょうか」

「むむ。……しかし、油断するな」

「心得ています」

　第二日目の日も過ぎて、三日目の夜となった。それまでに、二十艘の兵船は、孔明のさしず通り、藁と布ぬのですっかり偽装を終り、各船に兵三十人ずつ乗りこんで、むなしくなす事もなく、江岸につながれていた。

「先生、いよいよ日限は、こよい限りですな」

　魯粛が、様子を見に来ると、孔明は待っていたように、

「そうです、こよい一夜となりました。ついては、大儀ながら粛兄にも、一緒に来ていただけますまいか」

「どこへですか」

「江北の岸へ」

「何をしに？」

「矢狩りに参るのです。矢狩りに……」

　孔明は、笑いながら、怪訝けげんがる魯粛の手をとって、船の内へ誘い入れた。




覆面ふくめんの船団せんだん
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　夜靄よもやは深くたれこめていた。二十余艘の兵船は、おのおの、纜ともづなから纜を一聯に長くつなぎ合い、徐々と北方へ向って、遡航そこうしていた。

「とんと、分りません」

「何がです」

「この船団の目的と、先生の心持が」

「は、は、は。今に自然お分りになりますよ」

　先頭の一船のうちには、孔明と魯粛が、細い燈火の下に、酒を酌み交わしていた。

　微かな火光も洩らすまいと、船窓にも入口にも帳とばりを垂れているが、時折どうと船体をうつ波音に灯も揺れ、杯の酒も揺れる。

「まるでこれは、覆面の船ですな、二十余艘すべて、藁と布で、くまなく船体を覆いかくしたところは」

「覆面の船。なるほど、覆面の船とは、おもしろい仰せではある」

「どうお用いになる気ですか、一体、これを」

　魯粛はしきりに知りたがって訊ねたが、孔明はただ、

「この深い夜靄がはれたら分りましょう。まあ、ご心配なく」

　と、ばかりで、杯を舐なめては、独り楽しんでいるかのようであった。

　しかし、魯粛としては、気が気ではなかった。舳艫じくろを連ねて北進して行く船は、行けども行けどもさかのぼっている。

「もしやこのまま、二十余艘の軍船と兵と、この魯粛の身を土産に、夏口かこうまで行ってしまうつもりではあるまいか？」

　などと孔明の肚を疑って、魯粛はまったく安き思いもしなかった。

　その夜の靄は南岸の三江地方だけでなく、江北一帯もまったく深い晦冥かいめいにつつまれて、陣々の篝火かがりびすらおぼろなほどだったから、

「かかる夜こそは、油断がならぬ。諸陣とも、一倍怠るなよ」

　と、曹操は宵のうちから、特に江岸の警備に対して、厳令を出していた。

　彼のあたまには始終、（呉兵は水上の戦によく馴れている。それに比して、わが魏の北兵は、演習が足りていない）という戒心があった。

　敵の数十倍もある大軍を擁しながらも、なお驕おごらず、深く戒いましめているところは、さすがに曹操であり、驕慢が身を亡ぼした沢山な先輩や前人の例を見ているので、その轍てつを踏むまいと、常に反省していることもよくうかがわれる。

　──で、その夜のごときも、部下を督励したばかりでなく、彼自身も深更まで寝ていなかった。

　すると、案の定、夜も四更に近い頃、江上遠く、水寨のあたりで、喊ときの声がする。

「すわ！」

　と、彼と共に、不寝ねずの番をしていた徐晃じょこう、張遼ちょうりょうの二将が、すぐ本陣から様子を見に駆けだしてみると、呉の船団が、突忽とっこつと、夜靄を破って現れ、今し水寨へ迫ってきた──とのことに、張遼、徐晃は驚いて、

「呉軍の夜襲です」

　と、あわただしく曹操へ知らせた。

「あわてるに及ばぬ」

　かねて期したることと、曹操は自身出馬して、江岸の陣地へ臨み、張遼、徐晃をして、すぐさま各射手三千人の弩弓隊どきゅうたいを、三団に作らせ、水上の防寨や望楼に拠らせて一斉に射させた。
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　吠える波と、矢たけびに夜は明けて、濃霧の一方から紅々あかあかと旭日の光がさしてきた頃、江上にあった怪船団の影はもう曹操の陣営から見えなくなっていた。

「曹丞相じょうしょうよ、夜来のご好意を感謝する。贈り物の矢はもう充分である。──おさらば！」

　孔明は、江を下ってゆく船上から、魏の水寨を振向いていった。

　彼を乗せた一艘を先頭として、二十余艘の船は、満身に矢を負って、その矢のごとく下江していた。

　厚い藁と布をもって包まれた船腹船楼には、ほとんど、船体が見えないほど、敵の射た矢が立っていた。

「計られたり！」

　と、あとでは曹操も気がついたのであろう、無数の軽舸けいかをもって追撃させたが、孔明はさっそくゆうべから無数に獲た矢をもって射返した。しかも水は急なり、順風は帆を扶けて、たちまち、相距あいへだつこと二十余里、空しく魏船は、それを見送ってしまった。

「どうです粛兄。このたくさんな矢が、数えきれますか」

　孔明は、魯粛に話しかけた。──魯粛はゆうべから孔明の智謀をさとって、今はまったく、その神算鬼謀しんさんきぼうに、ただただ舌を巻いて心服するのみだった。

「とうてい、数えきれるものではありません。先生が三日のうちに、十万の矢をつくらんと約されたのは、つまりこのことでしたか」

「そうです。工匠を集めて、これだけのものをつくろうとすれば、十日でもむずかしいでしょう。なぜならば、周都督が工人どもの精励をわざと妨さまたげるからです。──都督の目的は、矢を獲るよりは、孔明の生命いのちを得んとなされているのですからな」

「あ、あ。それまでご存じでしたか」

「鳥獣とりけものすら殺手ころしてをのばせば、未然に感得して逃げるではありませんか。まして万物の霊長たるものが、至上の生命に対して、なんで無感覚におられましょうや」

「真に敬服しました。それにしても、夜来の大霧を、どうして前日からお知りになっておられたろうか。それとも偶然、ゆうべのような絶好な夜靄にめぐりあったのですか」

「およそ、将たる人は、天文に通じ、地理に精くわしく、陣団の奇門を知らずしては、いわゆる将器とはいわれますまい。雲霧の蒸発などは、大地の気温と、雲行風速を案じ合すれば、漁夫のごとき無智な者にすら、予測のつくことです。三日のうちと周都督へ約したのも、そうした気象の予感が自分にあったからなので、もう意地悪く周都督が、わざとこのことを、七日先や十日先に仰せだされたら、孔明もちと困ったにちがいありません」

　淡々として孔明は他人事ひとごとみたいに語るのである。すこしも智を慢じるふうは見えない。

　ただ今朝の雲霧を破って、洋々と中天にのぼる旭光を満顔にうけて独り甚だ心は楽しむかのように見えただけである。

　やがて、全船無事に、呉の北岸に帰り着いた。兵を督して、満船の矢を抜かせてみると、一船に約六、七千の矢が立っていた。総計十数万という量である。

　それを一本一本あらためて、鏃やじりの鈍角となったのは除き、矢柄の折れたのも取捨て、すぐ使用できる物ばかりを、一把ひとたば一把に束ねて、十万の矢は、きれいに山となって積みあげられた。
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　魯粛の語る始終を周瑜しゅうゆはさっきから頭を垂れて黙然と聞いていたが、やがて面をあげて、

「ああ……」

　と、長大息すると、ありありと慚愧ざんきの色をあらわして、慨然がいぜんとこういった。

「誤てり、誤てり。ふと小我にとらわれて、ひたすら孔明の智を憎み、孔明を害さんとばかり考えていたが、彼の神機明察、とうていわれらの及ぶところではない」

　さすがに周瑜も一方の人傑である。省かえりみて深く自分を羞はじ、魯粛を走らせて、すぐ孔明を迎えにやった。

　やがて、孔明が見えたと聞くと彼は自ら歩を運んで、轅門えんもんの傍らに出迎え、慇懃いんぎん、師の礼をとって上座へ請じたので、孔明はあやしんで、

「都督、今日の過分は何がゆえのご優遇ですか」と、問うた。

　周瑜は偽らず、

「正直にいう。それがしは遂にあなたの前に盔かぶとを脱ぎました。どうか今日までの非礼はおゆるしください。また、魯粛から承れば、敵地に入って敵の矢をあつめ、その十万本を見事、運んでこられた由。天来の妙計、ただただ驚嘆のほかはありません」

「はははは。そんな程度の詐術さじゅつ小計。なんで奇妙とするに足りましょうや。むしろ大器の者の恥ずるところです。いや、汗顔汗顔」

「お世辞ではありません。古の孫子呉子もおそらく三舎を避けましょう。きょうはお詫びのため、先生を正客にして一盞さしあげたい。魯粛とそれがしのために、願わくは、なお忌憚きたんないご腹中を聞かせ給わらぬか」

　席をあらためて、酒宴に移ったが、その酒中でも、周瑜はかさねて云った。

「実はきのうも呉君孫権からお使いがあって、一日も早く曹操をやぶるべきに、空しく大兵大船をとどめて何をしているぞとのお叱りです。とはいえまだ不肖の胸には必勝の策も得られず、確たる戦法も立っておりません。お恥かしいが、曹操の堅陣に対し、その厖大ぼうだいな兵力を眼のあたりにしては、まったく手も脚も出ないというのが事実ですから仕方がない。どうか我々のために先生の雄策を以て、かの大敵を打ち破る手段もあればお教えください。かくの通り、頭を垂れておねがいします」

「なんのなんの、足下は江東の豪傑、碌々ろくろくたる鈍才孔明ごときが、お教えするなどとは思いもよらぬ。僭越です。良策など、あろう筈もない」

「由来、先生はご謙遜にすぎる。どうかそういわないで胸襟きょうきんをおひらき下さい。──先頃、この魯粛を伴うて、暗夜、ひそかに江をさかのぼり、北岸の敵陣をうかがいみるに、水陸の聯鎖れんさも完く、兵船の配列、水寨すいさいの構築など、実に法度はっとによく叶かなっている。あれでは容易に近づき難い──と、以来、破陣の工夫に他念なき次第ですが、まだ確信を得ることができないのです」

「……しばらく、語るをやめ給え」と、制して孔明もややしばし黙考していたが、やがて、

「ここに、ただひとつ、行えば成るかと思う計がある。……が、都督の胸中も、まったく無為無策ではありますまい」

「それは、自分にも、最後の一計がないわけでもないが……」

「二人しておのおの掌のうちに書いて、あなたの考えと私の考えが、違っているか、同じであるか開き合ってみようではありませんか」

「それは一興ですな」

　直ちに硯をとりよせると、互いに筆を頒ち、掌てに何やら書いて、

「では」

　と、拳こぶしと拳を出し合った。

「いざご一緒に」

　孔明はそういいながら掌をひらいた。周瑜も共に掌をひらいた。

　見ると──

　孔明の掌にも、火の一字が書いてあったし、周瑜の掌にも、火の字が書かれてあった。

「おお、割符わりふを合わせたようだ」

　二人は高笑してやまなかった。魯粛も盃を挙げて、両雄の一致を祝した。ゆめ、人には洩らすなかれと、互に秘密を誓い合って、その夜は別れた。




風かぜを呼よぶ杖つえ
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　このところ魏軍江北の陣地は、士気すこぶる昂あがらなかった。

　うまうまと孔明の計はかりごとに乗って、十数万のむだ矢を射、大いに敵をして快哉かいさいを叫ばせているという甚だ不愉快な事実が、後になって知れ渡って来たからである。

「呉には今、孔明があり、周瑜しゅうゆもかくれなき名将。ことに大江をへだてて、彼の内情を知る便りもありません。ひとつお味方のうちから人を選んで、呉軍の中へ、埋伏まいふくの毒を嚥のませてはいかがでしょう」

　謀将の荀攸じゅんゆうは、苦念の末、こういう一策を、曹操へすすめた。

　埋伏の毒を嚥のます──という意味は、要するに、甘いものに包んだ劇毒を嚥み下させて、敵の体内から敵を亡ぼそうという案である。

「さあ。それは最上の計だが、しかし兵法では最も難しい謀略といわれておるもの。──まず第一にその人選だが、誰か、よい適任者がおるだろうか」

　曹操のことばに、荀攸は、考えを打ち明けた。

「先頃、丞相がご成敗になった蔡瑁さいぼうの甥おいに、蔡和さいか、蔡仲さいちゅうという者がいます。叔父蔡瑁がお手討ちになったため、いま謹慎中の身でありますが」

「おお。さだめし予を恨んでおるだろうな」

「そこです。当然誰もがひとしく、そう考えるであろうところこそ、この策謀の狙いどころであり、また重要な役割を果たしましょう」

「では、蔡和、蔡仲のふたりを用いて、呉へ入れるというのか」

「さればで。──まず丞相が二人を召されて、よく彼らの心をなだめ、また利と栄達をもって励まし、江南へ放って、呉軍へ騙いつわって降伏させます。──敵はかならず信じます。なぜなら、丞相に殺された蔡瑁の甥ですから」

「しかし、かえって、それをよい機しおに、ほんとに呉へ降って、味方の不利を計りはしまいか。予を、叔父の讐かたきと恨んで」

「大丈夫です。荊州には、蔡和、蔡仲の妻子が残っています。なんで、丞相に弓が引けましょう」

「あ。なるほど」

　曹操はうなずいて、荀攸の心にまかせた。翌る日、荀攸は、謹慎中の二人を訪うて、まず赦免しゃめんの命を伝えて恩を売り、やがて伴って曹操の前へ出た。

　曹操は二人に酒をすすめ、将来を励まして、

「どうだ、叔父の汚名をそそぐ気で、ひとつ大功を立ててみぬか」と、計画を話してみた。

「やりましょう」

「進んで御命を拝します」

　二人とも非常な意気込みを示した。曹操は満足して、このことが成功したあかつきには、恩賞はもちろん末長く功臣として重用するであろうと約した。

「お心を安んじて下さい。かならず周瑜しゅうゆ、孔明の首を土産に帰ってきます」

　大言をのこして、蔡兄弟は、次の日出発した。もちろん脱陣の偽装をつくってゆく必要がある。船数艘に、部下の兵五百ばかり乗せ、取る物も取りあえず、命がけで脱走してきたという風を様々な形でそれに満載した。

　帆は風をはらみ、水はこの数艘を送って、呉の北岸へ送った。──折ふし呉の大都督周瑜しゅうゆは、軍中を巡察中だったが、いま敵の陣から、二人の将が、兵五百をつれて、投降してきたと聞くと、明らかに喜色をあらわして、

「すぐ召しつれて来い」と、営中に待ちかまえていた。

　やがて蔡和さいか、蔡仲はきびしく護衛されながら引かれて来た。周瑜はまず二人へたずねた。

「足下たちは、なぜ、曹操のもとを脱して、わが呉へ降って来たか。武門の人間にも似合わん不徳な行為ではないか」




二



　悄然と、二人は頭を垂れて、落涙をよそおいながら答えた。

「われわれ両名は、曹操のために殺された魏の水軍司令、蔡瑁さいぼうの甥にございます。──叔父の瑁は、罪もなく討たれたものの、故主の成敗を、悪しざまにいい呪のろえば、これも反覆常なしと、人は眉をひそめましょう。家父かふとも頼む叔父に死なれ、主と仰ぐ人には忌いまれ疑われ、寄るに陣地なく、遂に江北を脱してこれへ参りましたもの。──願わくはそれがし両名の寸命を用いて、良き死場所をお与えください」

　周瑜は、即座に、

「よろしい。誓って、呉のために尽す気ならば、今日以後、わが陣中に留まるがいい」

　と、これを甘寧かんねいの配下に附属させた。

　ふたりは、心中に、

（仕済しすましたり）

　と、舌を吐きながらも、表面はいと悄々しおしおと、恩を謝して退出した。

　魯粛ろしゅくは、そのあとで、

「都督、大丈夫ですか」と、疑わしげに、彼の心事を確かめた。

　周瑜は、得々として

「さしも忠臣といわれた蔡瑁なのに、罪もなく殺されては、彼の親身たるもの、恨むまいとしても、恨まずにはおられまい。曹操を離れて、われに来たのは、けだし、南風が吹けば南岸へ水禽みずどりが寄ってくるのと同じ理である。何を疑う余地があろう」と笑うのみで、省かえりみる風もなかった。

　魯粛は、その日、例の船中で孔明に会ったので、周瑜の軽忽けいこつな処置を、嘆息して語った。

　すると、孔明もまた、にやにや笑ってばかりいる。何故、笑い給うかと、魯粛がなじると、

「余りに要らぬご心配をしておられるゆえ、つい笑いがこぼれたのです」

　と、孔明は初めて、周瑜の心に、計はかりごとのあることに違いないと、自分の考えを解いて聞かせた。

「蔡和、蔡仲の降参は、あきらかに詐術いつわりです。なんとなれば、妻子は江北に残しておる。周都督も、それはすぐ観破されたに相違ないが、互いに江こうをへだてて、両軍とも戦いによき手がかりもないところ──これは絶好の囮おとりと、わざと、彼の計に乗った顔して、実はこちらの計略に用いようと深く企んでおられるものと考えられる」

「ああ、なるほど！」

「どうです、ご自身でも笑いたくなりはしませんか」

「いや笑えません。どうしてそれがしは、こう人の心を見るに鈍どんなのでしょう。むしろ己れの不敏に哀れを催します」と、深く悟って帰った。

　その夜、呉陣第一の老将黄蓋こうがいが、先手の陣からそっと本営を訪ねて来て、周瑜しゅうゆと密談していた。

　黄蓋は孫堅以来、三代呉に仕えてきた功臣である。白雪の眉、烱々けいけいたる眸、なお壮者をしのぐものがあった。

「深夜、お訪ねしたのは、余の儀でもないが、かく対陣の長びくうちに、曹操はいよいよ北岸の要寨をかため、その船手の勢は、日々調練を積んで、いよいよ彼の精鋭は強化されるばかりとなろう。しかのみならず、彼は大軍、味方は寡兵かへい、これを以て、彼を討つには火計のほかに兵術はないと思う。……周都督、火攻めはどうじゃ、火術の計は」

「しっッ」と周瑜は、老将の激げきしこむ声音こわねを制して、

「おしずかに、ご老台。あなたは一体、誰からそんなことを教えられましたか」

「誰から？　……馬鹿をいわっしゃい。わしの本心から出た信念じゃ」

「ああ、ではやはり、ご老台の工夫とも一致したか。──ではお打明けするが、実は、降人の蔡仲、蔡和さいかの両名は、詐いつわって呉へ投じてきたが、それを承知で、味方のうちに留めてあります。敵の謀略の裏をかいて、こちらの謀略を行わんためにです」

「ふむ。それは妙だ。してその降人こうじんを、都督には、どう用いて、曹操の裏をかくおつもりか？ ……」




三



「その奇策を行うには、呉からも曹操の陣へ、詐いつわりの降人を送りこむ必要がある。……が、恨むらくは、その人がありません。適当な人がない」

　周瑜しゅうゆが嘆息をもらすと、

「なぜ、ないといわるるか」

　黄蓋こうがいは、せき込むように、身をすすめて、詰問なじった。

「呉国、建って以来、ここ三代。それしきのお役に立つ人もないとは、周都督のお眼がほそい。──ここに、不肖ながら、黄蓋もおるつもりでござるに」

「えっ。……ではご老台が、進んでその難におもむいて下さるとか」

「国祖孫堅将軍以来、重恩をこうむって、いま三代の君に仕え奉るこの老骨。国の為とあれば、たとい肝脳かんのう地に塗まみるとも、恨みはない。いや本望至極でござる」

「あなたにそのご勇気があれば、わが国の大幸というものです。……では」

　周瑜は、あたりを見まわした。陣中寂せきとして、ここの一穂すいの燈火ともしびのほか揺らぐ人影もなかった。

　何事か、二人はしめし合わせて、暁に立ち別れた。周瑜は、一睡してさめると、直ちに、中軍に立ち出で、鼓手こしゅに命じて、諸人を集めた。

　孔明も来て、陣座のかたわらに床几しょうぎをおく。周瑜しゅうゆは、命を下して、

「近く、敵に向って、わが呉はいよいよ大行動に移るであろう。諸部隊、諸将は、よろしくその心得あって、各兵船に、約三ヵ月間の兵糧を積みこんでおけ」と命じた。

　すると、先手の部隊から、大将黄蓋こうがいがすすみ出ていった。

「無用なご命令。いま、幾月の兵糧を用意せよと仰せられたか」

「三月分と申したのだが、それがどうした」

「三月はおろか、たとえ三十ヵ月の兵糧を積んだところで無駄な業わざ、いかでか、曹操の大軍を破り得よう」

　周瑜は、勃然ぼつぜんと怒って、

「やあ、まだ一戦も交じえぬに、味方の行動に先だって不吉なことばを！ 武士ども、その老いぼれを引っくくれ」

　黄蓋も眦まなじりを裂いて、

「だまれ周瑜。汝、日頃より君寵をかさに着て、しかも今日まで、碌々ろくろくと無策にありながら、われら三代の宿将にも議を諮はからず、必勝の的あてもなき命をにわかに発したとて、何で唯々諾々いいだくだくと服従できようか。──いたずらに兵を損ずるのみだわ」

「ええ、いわしておけば、みだりに舌をうごかして、兵の心を惑まどわす痴しれ者め。誓って、その首を刎ね落さずんば、何を以て、軍律を正し得ようか。──これっ、なぜその老いぼれに物をいわしておくか」

「ひかえろ、周瑜、汝ごときは、せいぜい、先代以来の臣ではないか。国祖以来三代の功臣たる此方に、縄を打てるものなら打ってみよ」

「斬れっ。──彼奴きゃつを！」

　面に朱をそそいで、周瑜の指は、閻王えんおうが亡者もうじゃを指さすように、左右へ叱咤した。

「あっ、お待ち下さい」

　一方の大将甘寧が、それへ転まろび出て、黄蓋に代って罪を詫びた。

　しかし黄蓋も黙らないし、周瑜の怒りもしずまらなかった。果ては、甘寧まで、その間から刎ね飛ばされてしまう。

「すわ、一大事」と諸大将も、今はみな色を失って、こもごもに仲裁に立った。いやともかく大都督周瑜に対して抗弁はよろしくないと、諸人地に額ひたいをすりつけて、

「国の功臣、それに年も年、なにとぞ憐みを垂れたまえ」と、哀願した。

　周瑜はなお肩で大息をついていたが、

「人々がそれほどまでに申すなれば、一時、命はあずけておく。しかし軍の大法は正さずにはおけん。百杖じょうの刑を加えて、陣中に謹慎を申しつける」と、云い放った。

　即ち、獄卒に命じて杖じょう百打だを加えることになった。黄蓋はたちまち衣裳甲冑かっちゅうをはぎとられ、仮借かしゃくもなく、棍棒を振りあげてのぞむ獄卒の眼の下に、無残、老い細った肉体を、しかも衆人監視の中に曝さらされた。
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「打て、打てっ、仮借いたすなっ。ためらう奴は同罪に処すぞ！」

　怒りにふるえ、猛たけりに猛って、周瑜しゅうゆの耳は、詫び入る諸将のことばなど、まるで受けつけなかった。

「一打！　二打　三打！」

　杖を持った獄卒は、黄蓋の左右から、打ちすえた。黄蓋は地にうッ伏して、五つ六つまでは、歯をくいしばっていたが、たちまち、悲鳴をあげて跳び上がった。

　そこをまた、

「十っ……。十一っ……」

　杖は唸って、この老将を打ちつづけた。血はながれて白髯に染み、肉はやぶれて骨髄こつずいも挫くだけたろうと思われた。

「九十っ。九十一っ……」

　百近くなった時は、打ちすえる獄卒のほうも、へとへとに疲れていた。もちろん黄蓋ははや虫の息となって、昏絶してしまった。周瑜もさすがに、顔面蒼白になって、睨ねめつけていたが、唾つばするように指して、

「思い知ったか！」

　云い捨てると、そのまま、営中へ休息に入ってしまった。

　諸将はその後で、黄蓋を抱きかかえ、彼の陣中へ運んで行ったが、その間にも、血は流れてやまず、蘇生してはまたすぐ絶え入ること幾度か知れないほどだったので、日頃、彼と親しい者や、また呉の建国以来、治乱のあいだに苦楽を共にしてきた老大将たちは、みな涙をながして傷いたましがった。

　この騒ぎを後に、孔明はやがて黙々と、自分の船へ帰って行った。そして独り船の艫ともにいて、船欄せんらんから下をのぞみ、何事か沈吟にふけりながら、流るる水を見入っていた。

　魯粛ろしゅくは、彼のあとを追ってきたらしく、孔明がそこに腰かけていると、すぐ前に現れて話しかけた。

「どうも、きょうのことばかりは、胸が傷みました。周都督は、軍の総司令だし、黄蓋は年来の先輩。諫いさめようにも、あのお怒りでは、かえって、火に油をそそぐようなものですし……ただはらはらするのみでした。──けれど、先生は他国の賓客であり、先頃から周都督も、心から尊敬を払っておられるのですから、もし先生が、黄蓋のために取りなして下さればとは、ひとり魯粛ばかりでなく、みなそう思っていたらしく見えました。……然るに、先生は終始黙々、手を袖にして、ついに一言のお口添えもなさらず、ただ見物しておられた。……それには何か深いお考えでもあったのですか」

「はははは、それよりもお訊きしたいのは、貴公こそ、何故、この孔明を欺あざむこうとはなさるるか」

「や？　これは異いな仰おおせ。あなたを呉へお伴れして参ってから以来、それがしはまだあなたを欺いたことなど一度もないつもりですが」

「──ならば、貴公はまだ、兵法に秘裏変表ひりへんぴょうの不測あることをご存じないとみえる。周瑜が今日、朱面怒髪しゅめんどはつして、黄蓋に百打の笞を刑し、憤然、陣中の内争を外に発してみせたのは、みな曹操をあざむく計である。何でそれを孔明が諫めよう」

「えっ、ではあれも計略ですか」

「明白な企たくらみ事です。──が、粛兄しゅくけい。孔明がそういったということは、周都督へは、必ず黙っていて下さいよ。問われても」

「……ははあ！　さては」

　魯粛は、気の寒うなるのを覚えた。けれどなお半信半疑なここちで、その夜、ひそかに帳中で、周瑜と語ったとき、周瑜から先にこう云い出したのを幸いに、糺ただしてみた。

「魯粛、きょうのことを、陣中の味方は皆、どう沙汰しているね」

「滅多に見ないお怒りようと、みな恟々きょうきょうとしておりますよ」

「孔明は？　……何といっておるかね」

「都督も、情けないお仕打ちをするといって、哀んでおりました」

「そうか！　孔明もそういっていたか」と手を打って、

「初めて孔明をあざむくことができた。孔明がそう信じるほどなら、このたびのわが計は、かならず成就しよう。いや、もう図にあたれりといってもいい」

　周瑜は会心の笑みをもらして、初めて魯粛に心中の秘を打ち明けた。




一竿翁かんおう



一



　ここ四、五日というもの黄蓋こうがいは陣中の臥床ふしどに横たわったまま粥をすすって、日夜呻うめいていた。

「まったくお気の毒な目にあわれたものだ」

　と、入れ代り立ちかわり諸将は彼の枕頭を見舞いに来た。

　或る者は共に悲しみ、或る者は共に傷いたみ、また或る者はひそかに周瑜しゅうゆの無情に対して共に恨みをもらした。

　日ごろ親しい参謀官の闞沢かんたくも見舞いに来たが、彼のすがたを見ると、暗涙をたたえた。黄蓋は、枕頭の人々を退けて、

「よく来てくれた。誰が来てくれたよりうれしい」と、無理に身を起して云った。

　闞沢は、傷ましげに

「将軍はかつて、何か、周都督から怨まれていることでもあったのか」と、訊ねた。

　黄蓋は顔を振って、

「何もない……。旧怨などは何もない」

「それにしては、余りに今度のことは理に合わないご折檻せっかんではありませんか。傍目はためにも疑われるほど……実に苛烈すぎる」

「いや、ご辺のほかには、真実を語るものはない。それ故に、見えられるのを心待ちにしていたのだ」

「将軍。察するところ、過日、衆人の中であの責苦せめくをうけられたのは、何か苦肉くにくの計ではないのですか」

「しッ。……静かにされよ。……して、それをば、如何にして察しられたか」

「周都督の形相といい、あの苛烈きわまる責め方といい、あまりに度を過ぎたりと思うにつけ……日頃のあなたと都督の交わりをも想い合わせて、実は九分までは察していました」

「ああ、さすがは闞沢かんたく。よく観られた。まさにその通りにちがいない。不肖、呉に仕えて、三代のご恩をうけ、いまこの老骨を捧げても、少しも惜しむところはない。……故に、自らすすんで一計を立て、まず味方を欺かんがためにわざと百打だの笞しもとをうけたものじゃ。この苦痛も呉国のためと思えば何でもない」

「さてはやはりそうでしたか。……が、それまで思いこまれた秘策をひとりこの闞沢にのみお打ち明け下すったのは、この闞沢をして将軍の懐刀ふところがたなとし、それがしに曹操へ使いする大役を仰せつけたいお心ではありませんか」

「そうだ。まことに、ご辺の察する通り、ご辺をおいて、誰にこの大事を打ち明け、さらに、大事の使いを頼めようか」

「よくこそ、お打ち明け下さいました。私を知って下さるものです」

「では、行ってくれるか？」

「大丈夫、ひとたび、信をうけて、なんで己れを知る人に反そむけましょうぞ。世に出て君に仕え、剣を佩はいて風雲に臨みながら、一功も立てずに朽ちるくらいなら、生きていても生きがいはありません。まして老将軍すら、一命を投げ出して、計りごとにかかっておられるのに、どうして小生らが、微生びせいを惜しみましょう」

「ありがたい」

　黄蓋は彼の掌てをとって、じぶんの額ひたいにあてながら、涙をながした。

「事、延引しては、機を誤るおそれがある。将軍、そうきまったら、直ちに、曹操へ宛てて一書をおかきなさい。それがしが、如何にもしてそれをたずさえて参りますれば」

「おお、その書簡はすでに人知れず認めて、これに隠してある」

　枕の下から厚く封じた一通を手渡した。闞沢かんたくはそれを受取ると、さりげなく暇を告げ、夜に入ると、いつか呉の陣中からすがたを消していた。

　それから幾夜の後とも知れず、魏の曹操が水寨すいさいのほとりで独り釣糸を垂れている漁翁があった。

　悠々千里の流れに漁すなどりして、江岸に住んでいる漁夫や住民は、もう連年の戦争にも馴れていて、戦いのない日には、閑々として網を打ち、鈎はりを垂れているなど、決してめずらしい姿ではなかった。

　──だがこのところ、ひどく神経の鋭くなっている曹軍の見張りは、あまりに漁翁が水寨に近づいて釣しているので、

「怪しい老ぼれ？」

　と見たか、たちまち走舸はやぶねを飛ばしてきて、有無をいわさず搦め捕り、そのまま陸へ引ッ立てて行った。
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　軍庁の一閣に、侍臣は燭をとぼし、曹操は寝房しんぼうを出て、この深夜というに、ものものしく待ちかまえていた。

（呉の参謀官闞沢かんたくが、一漁翁に身をやつし、何ごとか曹丞相に謁して、直言申しあげたいとのこと──）と、耳おどろかす報らせが、たった今、曹操の夢を醒ましたのであった。

　これに依ってみると、水寨の番兵に捕まった漁翁は、魏の陣中へ引かれてくるとすぐ、

（自分こそは、呉の参謀闞沢かんたくである）と、自ら名乗ったものとみえる。

　──程なく。

　曹操の面前には、みすぼらしい一竿翁かんおうが、部将たちに取り囲まれて引かれてきた。──が、さすがに一かどの者、端然と、階下に座をとり、すこしも周囲の威圧に動じるふうも見えなかった。

　曹操も厳おごそかにいう。

「汝は、敵国の参謀官とか聞いたが、何を血迷うて、予の陣営へ来たか」

「…………」

　黙然と、見つめていたが、やがて闞沢は、ふふふふと、唇を抑えて失笑した。

「見ると聞くとは大きな違い。曹丞相は、賢けんを愛し、人材を求むること、旱ひでりに雲霓うんげいを望むごとしと、世評には聞いていたが……。いやはや……これでは覚束おぼつかない。──ああ黄蓋こうがいも人を知らずじゃ！ こんな似非えせ英雄に渇仰かつごうして、とんでもないことをしてしまったものだ」

　独り嘆じるが如く、うそぶいた。

　曹操は、眉をひそめた。──変なことをいう漢おとこかなといぶかったのであろう。急に怒る色もなく、

「敵国の参謀たるものが、単身、しかも漁翁に身を変えて、これへ来る以上、その真意を糺ただすは、当然であろう。なぜ、それについて、しかと答えぬか」

「さればよ！　丞相。これに来る以上、それがしとても、命がけでなくては能かなわぬ。然るに、血迷うて何しにきたかなどと、決死の者に対して、揶揄やゆするような言を弄ろうさるるゆえ、思いつめてきた張合いも抜け、思わず思うまま嘆息したのじゃ」

「呉を滅ぼさんは、わが畢生ひっせいの希ねがいである。その目的に添うことならば、あらためて非礼を謝し、謹んで汝の言を聞こう」

「丞相にとっては天来の好事である。敬うやもうて聞かれよ。──呉の黄蓋こうがい、字あざなは公覆こうふく、すなわち三江の陣にあって、先鋒の大将をかね呉軍の軍粮総司ぐんろうそうしたり。この人、三代があいだ呉に仕え、忠節の功臣たること、世みな知る。──然るを、つい数日前、寸言、周都督に逆らえりとて、諸大将のまっただ中にていたく面罵せられたるのみか、すでに老齢の身に、百打だの刑杖を加えられ、皮肉裂け、血にまみれ、気は喪うしなうにいたる。諸人、面をそむけ、ひそかに都督の酷薄こくはくをうらまぬはない。それがしは、黄蓋と古くより親交あり、日頃、兄弟の交わりをなせるものから、蓋老がいろう、病床に苦吟しつつ、ひそかに一書を認め、それがしに託して、丞相に気脈を寄せらる。──もとより骨髄こつずいに徹する恨みを、はらさんがためでござる。幸いにも、黄蓋は武具兵粮ひょうろうを司つかさどる役目にあれば、丞相だに、諾だく！ とご一言あれば、不日、呉陣を脱して、呉の兵糧武具など、及ぶかぎり舷に積載してお味方へ投じるでござろう」

　眼をみひらき、耳を欹たてて、曹操は始終を聞き入っていたが、

「ふーむ。……して、黄蓋の書面なるものを、それへ持参したか」

「肌に秘して、持ち参りました」

「ともあれ、一見しよう」

「……いざ」

　と、闞沢かんたくは、侍臣の手を通して、書面を曹操の卓へ提出した。

　曹操は、几つくえの上にひらいて、十遍あまり読み返していたが、どんと拳こぶしで案つくえを叩きながら、

「浅慮あさはか浅慮。これしきの苦肉の計に、いかでこの曹操が詐いつわられようか。明白なる謀略だ。──それっ、部将輩ぶしょうばら、その船虫みたいなむさい老爺おやじを、営外へ曳きだして斬ってしまえ」

　云いすてるや否、黄蓋の書状は、その手に引き裂かれていた。
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　闞沢は、自若として、少しもさわがないばかりか、かえって、声を放って笑った。

「あははは。小心なる丞相かな。この首を所望なら、いつでも献上しようものを、さりとは、仰山ぎょうさん至極。音に聞く魏の曹操とは、かかる小人物とは思わなかった」

「だまれ。かような児戯にひとしい謀計をたずさえて、予をたばからんとなすゆえ、汝のそッ首を刎ねて、わが軍威を振い示さんは、総帥の任だというのに、汝こそ、何がおかしいか」

「いや、それを嗤わらうのではない。余りといえば黄蓋こうがいが、曹操などという人物を買いかぶっているのを愍笑びんしょうしたまでだ」

「無駄だ。巧言を止めろ。われも幼少から兵書を読み、孫子そんし呉子ごしの神髄しんずいを書に捜さぐっている。別人ならば知らぬこと、この曹操がいかで汝や黄蓋ごとき者の企てに乗ろうぞ」

「いよいよおかしい。いや笑止千万だ。それほど、蛍雪けいせつの苦を学びの窓に積み、弱冠より兵書に親しんできたという者が、何故、この闞沢のたずさえて来た書簡に対し、一見、真か嘘か、その実相すらつかみ得ないのか。世の中にこれほどばかばかしい自慢はあるまい」

「では、冥途めいどのみやげに、黄蓋の書簡をもって、予が詐術さじゅつなりと観破した理由をいって聞かせてやろう。しかと耳の垢あかを払って聞くがいい──書中、黄蓋がいっているように、我への降参が、本心からのものならば、かならず味方に来る時の日限を明約していなければならん。然るに書中にはその日時には何も触れておらぬ。これ、本心にない虚構の言たる証拠であろう」

「これは、異な説を聞くものだ。みだりに兵書を読めばとて、書に読まれて、書の活用を知らぬものは、むしろ無学より始末がわるい。そんな凡眼で、この大軍をうごかし、呉の周瑜しゅうゆに当るときは、たちまち、敵の好餌──撃砕されるにきまっている」

「何、敗れるにきまっていると」

「然り、小学の兵書に慢じ、新しき兵理を究きわめず、わずか、一書簡の虚実も、一使の言の信不信も、これを観る眼すらない大将が、何で、呉の新鋭に勝てようか」

「…………」

　ふと、曹操は唇くちをむすんで、何か考えこむような眼で、じっと、闞沢かんたくを見直していた。

　闞沢は、自身の頸を叩いて、

「いざ、斬るなら、早く斬れ」と、迫った。

　曹操は、顔を横に振って、

「いや、しばしその生命は預けておこう。この曹操がかならず敗戦するだろうということについて、もう少し論じてみたい。もし理に当るところがあれば、予も論じてみる」

「折角だが、あなたは賢人を遇する礼儀も知らない。何をいったところで無益であろう」

「では、前言をしばらく詫びる。まず高論を示されい」

「古言にもある。主ニ反ソムイテ盗ミヲナス安イズクンゾ期スベケンヤ──と。黄蓋いま、深恨断腸しんこんだんちょう、三代の呉をそむいて麾下きかに降らんとするにあたり──もし日限を約して急に支障を来し、来会の日をたがえたなら、丞相の心はたちまち疑心暗鬼ぎしんあんきにとらわれ、遂に、一心合体の成らぬのみか、黄蓋は拠るに陣なく、帰るに国なく、自滅の外なきに至ります。故にわざと日時を明示せず、好機を計って参らんというこそ、事の本心を証するもの、またよく兵の機謀にかなうもの、これをかえって疑いの種となす丞相の不明を、愍あわれまずにいられません」

「むむ、その言はいい」

　曹操は、大きくうなずいた。

「まことに、一時の不明、先ほどからの無礼は許せ」

　彼はにわかに、こう謝して、賓客の礼を与え、座に請しょうじて、あらためて闞沢の使いをねぎらい、酒宴をもうけて、さらに意見を求めた。

　ところへ、侍臣の一名が、外から来て、そっと曹操の袂たもとの下へ、何やら書状らしいものを渡して退がった。

「ははあ……。さては呉へまぎれ込んでいる蔡和さいか、蔡仲さいちゅうから、何かさっそく密謀が来たな」

　と感づいたが、闞沢かんたくは何げない態をつくろって、しきりと杯をあげ、かつ弁じていた。




裏うらの裏うら



一



　酒のあいだに曹操は、蔡和、蔡仲からの諜報を、ちらと卓の陰で読んでいたが、すぐに袂たもとに秘めて、さり気なくいった。

「さて闞沢かんたくとやら。──今はご辺に対して予は一点の疑いも抱いておらん。この上は、ふたたび呉へかえって、予が承諾した旨を黄蓋こうがいへ伝え、充分、諜しあわせて、わが陣地へ来てくれい。抜かりはあるまいが、くれぐれも周瑜にさとられぬように」

　すると、闞沢は、首を振って断った。

「いや、その使いには、ほかにしかるべき人物をやって下さい、てまえはこれに留まりましょう」

「なぜか」

「二度と、呉へ帰らんなどとは、期してもおりません」

「だが、ご辺ならば、往来の勝手も知る、もしほかの者をやったら、黄蓋も惑うだろう」

　再三、曹操に乞われて、闞沢かんたくは初めて承知した。──なお曹操が自分の肚をさぐるためにそういったのではないかということを闞沢は警戒していたのである。

　──が、今は曹操も、充分、彼の言を信じて来たもののようだった。闞沢は仕すましたりと思ったが、色にも見せず、他日、再会を約して、ふたたび帰る小舟に乗った。その折も曹操から莫大な金銀を贈られたが、

「大丈夫、黄金のために、こんな冒険はできませんよ」

　と、手も触れず、一笑して、小舟を漕ぎ去った。

　呉の陣所へもどると、彼はさっそく黄蓋と密談していた。黄蓋は事の成りそうな形勢に、いたく歓んだが、なお熟慮して、

「初めに疑っていた曹操が、後にどうして急に深く信じたのだろう？」と、糺ただした。

　闞沢は、それに答えて、

「おそらく、てまえの弁舌だけでは、なお曹操を信じ切らせるには至らなかったでしょうが、折も折、蔡和さいか、蔡仲さいちゅうの諜報が、そっと彼の手に渡されたのです。──てまえの言を信じない彼も腹心の者の密報には、すぐ信を抱いたものと見えます。しかもその密諜による呉軍内の情報と、てまえの語ったところとが、符節を合わせた如く一致していましたろうから、疑う余地もないとされたに違いありません」

「むむ……なるほど。ではご苦労だが足ついでに、甘寧かんねいの部隊へ行って、甘寧のもとにおる蔡和さいか、蔡仲さいちゅうの様子をひとつ見ておいてくれんか」

　闞沢は、心得て、甘寧の部隊を訪ねて行った。

　唐突な訪れに、甘寧は、彼のすがたをじろじろ見て、

「なにしに見えたか」と、訊ねた。

　闞沢が、いま本陣で、気にくわぬことがあったから、無聊ぶりょうをなぐさめに来たというと、甘寧は信じないような顔して、

「ふーム……？」と、薄ら笑いをもらした。

　そこへ偶然、蔡和、蔡仲のふたりが入ってきた。甘寧が、闞沢へ眼くばせしたので、闞沢も甘寧のこころを覚った。

　──で、わざと不興げに、

「近ごろは、事ごとに、愉快な日は一日もない。周都督の才智は、われわれだって充分に尊敬しているが、それに驕おごって、人をみな塵ちりか芥あくたのように見るのは実によくない」

　と、独り鬱憤をつぶやきだすと、甘寧もうまく相槌を打って、

「また何かあったのか、どうも軍の中枢ちゅうすうで、そう毎日紛争があっちゃ困るな」

「ただ議論の争いならいいが、周都督ときては、口汚なく、衆人稠坐ちゅうざの中で、人を辱めるから怪しからん。……不愉快だ。実に、我慢がならぬ」

　と、唇を噛んで憤いきどおりをもらしかけたが、ふと一方にたたずんでいる蔡和、蔡仲のふたりを、じろと眼の隅から見て、急に口をつぐみ、

「……甘寧。ちょっと、顔をかしてくれないか」

　と、彼の耳へささやき、わざと隣室へ伴って行った。

　蔡和さいかと蔡仲さいちゅうは、黙って、眼と眼を見合わせていた。
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　その後も、闞沢かんたくと甘寧は、たびたび人のない所で密会していた。

　或る夕、囲いの中で、また二人がひそひそささやいていた。かねて注目していた蔡和と蔡仲は、陣幕とばりの外に耳を寄せて、じっと、聞きすましていたが、さっと、夕風に陣幕の一端が払われたので、蔡和の半身がちらと、中の二人に見つけられたようだった。

「あっ、誰かいる」

「しまった」と、いう声が聞えた。

　──と思うと、甘寧と闞沢は、大股に、しかも血相変えて、蔡和、蔡仲のそばへ寄ってきた。

「聞いたろう！　われわれの密談を」

　闞沢がつめ寄ると、甘寧はまた一方で、剣を地に投げて、

「われわれの大事は未然に破れた。すでに人の耳に立ち聞きされたからには、もう一刻もここには留まり難い」と、足ずりしながら慨嘆した。蔡和、蔡仲の兄弟は、何か、うなずき合っていたが、急にあたりを見廻して、

「ご両所、決して決して絶望なさる必要はありませぬ。何を隠そう、われわれ兄弟こそ、実は、曹丞相の密命をうけ、詐いつわって呉に降伏して来た者。──今こそ実を打ち明けるが、本心からの降人ではない」と、いった。

　甘寧と闞沢は穴のあく程、兄弟の顔を見つめて、

「えっ、それは……真実ほんとなのか」

「何でかような大事を嘘いつわりにいえましょう」

「ああ！　……それを聞いて安堵あんどいたした。貴公らの投降が、曹丞相の深遠な謀計の一役をもつものとは、夢にも知らなかった。思えばそれもこれも、ひとつの機運。魏いよいよ興り、呉ここに亡ぶ自然のめぐり合わせだろう」

　もちろん、先頃から、甘寧と闞沢が、人なき所でたびたび密談していたことは──周都督に対する反感に堪忍の緒を切って──いかにしたら呉の陣を脱走できるか、どうしたら周都督に仕返しできるか、またいッそのこと、不平の徒を狩り集めて、暴動を起さんかなどという不穏な相談ばかりしていたのであった。わざと、蔡兄弟に、怪しませるようにである。

　蔡和、蔡仲の兄弟は、それが巧妙な謀計とは、露ほども気づかなかった。自分たちがすでに謀計中の主役的使命をおび、この敵地の中に活躍しているがために、かえって相手の謀計に乗せられているとは思いもつかなかった。

　裏をもって謀はかれば、またその裏をもって謀る。兵法の幻妙はこの極まりない変通のうちにある。神変妙通のはたらきも眼光もないものが、下手に術をほどこすと、かえって、敵に絶好な謀計の機会を提供してしまう結果となる。

　その晩、四人は同座して、深更まで酒を酌んでいた。一方は一方を謀りおわせたと思いこんでいる。

　が、共に打ち解け、胸襟をひらきあい、共に、これで曹丞相という名主のもとに大功を成すことができると歓びあって──。

「では、早速、丞相へ宛てて、一書を送っておこう」

　と、蔡仲、蔡和は、その場で、このことを報告する文を認め、闞沢もまた、べつに書簡をととのえてひそかに部下の一名に持たせ、江北の魏軍へひそかに送り届けた。

　闞沢の書簡には、

──わが党の士、甘寧もまた夙つとに丞相をしたい、周都督にふくむの意あり、黄蓋を謀主とし、近く兵糧軍需の資を、船に移して、江を渡って貴軍に投ぜんとす。──不日、青龍の牙旗をひるがえした船を見たまわば、即ち、われら降参の船なりとご覧ぜられ、水寨すいさいの弩いしゆみを乱射するを止めたまわんことを。


　と、いう内容が秘められてあった。

　しかし、やがてそれを受取った日、さすがに曹操は、鵜呑うのみにそれを信じなかった。むしろ疑惑の眼をもって、一字一句をくり返しくり返しながめていた。




鳳雛ほうすう・巣すを出いず



一



　いまの世の孫子呉子は我をおいてはなし──とひそかに自負している曹操である。一片の書簡を見るにも実に緻密ちみつ冷静だった。蔡和さいか、蔡仲さいちゅうはもとより自分の腹心の者だし、自分の息をかけて呉へ密偵に入れておいたものであるが、疑いないその二人から来た書面に対してすら慎重な検討を怠らず、群臣をあつめて、内容の是非を評議にかけた。

「……蔡兄弟からも、さきに呉へ帰った闞沢かんたくからも、かように申し越してきたが、ちと、はなしが巧過うますぎるきらいもある。さて、これへの対策は、どうしたものか」

　彼の諮問しもんに答えて、諸大将からもそれぞれ意見が出たが、その中で、例の蒋幹しょうかんがすすんで云った。

「面おもてを冒おかして、もう一度おねがい申します。不肖、さきに御命をうけて、呉へ使いし、周瑜しゅうゆを説いて降さんと、種々肝胆かんたんをくだきましたが、ことごとく、失敗に終り、なんの功もなく立ち帰り、内心、甚だ羞じておる次第でありますが──いまふたたび一命をなげうつ気で、呉へ渡り、蔡兄弟や闞沢の申し越しが、真実か否かを、たしかめて参るならば、いささか前の罪を償うことができるように存じられます。もしまた、今度も何の功も立てずに戻ったら、軍法のお示しを受けるとも決してお恨みには思いません」

　曹操はいずれにせよ、にわかに決定できない大事と、深く要心していたので、

「それも一策だ」と、蒋幹の乞いを容れた。

　蒋幹は、小舟に乗って、以前のごとく、飄々ひょうひょうたる一道士を装い、呉へ上陸あがった。

　そのとき呉の中軍には、彼より先に、ひとりの賓客が来て、都督周瑜と話しこんでいた。

　襄陽じょうようの名士龐徳公ほうとくこうの甥で、龐統ほうとうという人物である。

　龐徳公といえば荊州で知らないものはない名望家であり、かの水鏡先生司馬徽しばきですら、その門には師礼をとっていた。

　また、その司馬徽が、常に自分の門人や友人たちに、臥龍がりゅう・鳳雛ほうすうということをよくいっていたが、その臥龍とは、孔明をさし、鳳雛とは、龐徳公の甥の──龐統をさすものであることは、知る人ぞ知る、一部人士のあいだでは隠れもないことだった。

　それほどに、司馬徽が人物を見こんでいた者であるのに、

（臥龍は世に出たが、鳳雛はまだ出ないのは何故か？）

　と、一部では、疑問に思われていた。

　きょう、呉の中軍に、ぶらりと来ていた客は、その龐統だった。龐統は、孔明より二つ年上に過ぎないから、その高名にくらべては、年も存外若かった。

「先生には近頃、つい、この近くの山にお住いだそうですな」

「荊州、襄陽の滅びて後、しばし山林に一庵をむすんでいます」

「呉にお力をかし賜わらんか、幕賓として、粗略にはしませんが」

「もとより曹軍は荊州の故国を蹂躙じゅうりんした敵。あなたからお頼みなくとも呉を助けずにおられません」

「百万のお味方と感謝します。──が、いかにせん味方は寡兵、どうしたら彼の大軍を撃破できましょうか」

「火計一策です」

「えっ、火攻め。先生もそうお考えになられますか」

「ただし渺々びょうびょうたる大江の上、一艘の船に火がかからば、残余の船はたちまち四方に散開する。──ゆえに、火攻めの計を用うるには、まずその前に方術てだてをめぐらし、曹軍の兵船をのこらず一つ所にあつめて、鎖くさりをもってこれを封縛ふうばくせしめる必要がある」

「ははあ、そんな方術がありましょうか」

「連環れんかんの計といいます」

「曹操とても、兵学に通じておるもの。いかでさような計略におちいろう。お考えは至妙なりといえど、おそらく鳥網ちょうもう精緻せいちにして一鳥ちょうかからず、獲物のほうでその策には乗りますまい」

　──こう話しているところへ、江北の蒋幹が、また訪ねてきたと、部下の者が取次いできたのだった。




二



　それを機しおに、龐統ほうとうは暇いとまをつげて帰った。

　周瑜しゅうゆは、それを送って、ふたたび営中にもどると、天地を拝礼して、喜びながら、

「われにわが大事を成さしむるものは、いまわれを訪う者である」と、いった。

　やがて、蒋幹しょうかんは、案内されて、ここへ通ってきた。──この前のときと違って、出迎えもしてくれず、周瑜は、上座についたまま、傲然ごうぜんと自分を睥睨へいげいしている様子に、内心、気味わるく思いながらも、

「やあ、いつぞやは……」と、さりげなく、親友ぶりを寄せて行った。

　すると周瑜は、きっと、眼にかど立てて、

「蒋幹。また貴公は、おれを騙だまそうと思ってきたな」

「えっ……騙そうとして？ ……あははは、冗談じゃない。旧交の深い君に対してなんで僕がそんな悪辣あくらつなことをやるもんか。……それどころではない。吾輩は、実は先日の好誼にむくいるため、ふたたび来て、君のために一大事を教えたいと思っておるのに」

「やめたがいい」

　周瑜は噛んで吐き出すように、

「──汝の肚の底は、見えすいている。この周瑜に、降参をすすめる気だろう」

「どうして君としたことが、今日はそんなに怒りッぽいのだ。激気大事を誤る。──まあ、昔がたりでもしながら、親しくまた一献酌み交わそう。そのうえでとっくり話したいこともある」

「厚顔こうがんなる哉。これほどいっておるのにまだ分らんか。汝、──いかほど、弁をふるい、智をもてあそぶとも、なんでこの周瑜を変心させることができよう。海に潮うしおが枯れ、山に石が爛ただれきる日が来きたろうとも断じて、曹操如きに降るこの方ではない。──先頃はつい、旧交の情にほだされ、思わず酒宴に心を寛ゆるうして、同じ寝床で夢を共にしたりなどしたが、不覚や、あとになって見れば、予の寝房から軍の機密が失われている。大事な書簡をぬすんで貴様は逃げ出したであろうが」

「なに、軍機の書簡を……冗談じゃない、戯れもほどほどにしてくれ。何でそんなものを吾輩が」

「やかましいっ」

　と、大喝をかぶせて、

「──そのため、折角、呉に内通していた張允ちょういん、蔡瑁さいぼうのふたりを、まだ内応の計を起さぬうちに、曹操の手で成敗されてしまった。明らかに、それは汝が曹操へ密報した結果にちがいない。──それさえあるに、又候またぞろ、のめのめとこれへ来たのは、近頃、魏を脱陣して、この周瑜の麾下きかへ投降してきておる蔡和、蔡仲に対して、何か策を打とうという肚ぐみであろう。その手は喰わん」

「どうしてそう……一体このわしを頭から疑われるのか」

「まだいうか。蔡和、蔡仲は、まったく呉に降くだって、かたく予に忠節を誓いおるもの。豈あに、汝らの妨さまたげに遭って、ふたたび魏の軍へかえろうか」

「そ、そんな」

「だまれ、だまれっ。本来は一刀両断に斬って捨てるところだが、旧交の誼よしみに、生命だけは助けてくれる。わが呉の軍勢が、曹操を撃破するのも、ここわずか両三日のあいだだ。そのあいだ、この辺につないでおくのも足手まとい。誰かある！ こやつを西山せいざんの山小舎へでもほうりこんでおけ。曹操を破って後、鞭の百打を喰らわせて、江北へ追っ放してくれるから」

　と、蒋幹を睨みつけ、左右の武将に向って、虎のごとく云いつけた。

　武士たちは、言下に、

「おうっ」

　と、ばかり蒋幹を取り囲んで、有無をいわさず営外へ引っ立てて行った。そして、一頭の裸馬の背に掻き乗せ、厳しく前後を警固して西山の奥へ追い上げた。

　山中に一軒の小舎があった。おそらく物見小舎であろう。蒋幹をそこへほうり込むと、番の兵は、昼夜、四方に立って見張っていた。




三



　蒋幹は、日々煩悶はんもんして、寝食もよくとれなかったが、或る夜、番兵に隙があったので、ふらふらと小舎から脱け出した。

「逃げたいものだが？」

　山中の闇をさまよいながら、しきりと苦慮してみたが、麓へ降りれば、すべて呉の陣に満ちているし、仰げば峨々たる西山せいざんの嶮峰けんぽうのみである。折角、小舎は出てきたものの、

「どうしたものぞ」と、悄然、行き暮れていた。

　すると彼方の林の中にチラと燈火ともしびが見えた。近づいてみると、家があるらしい。林間の細道をなお進んでゆくと、朗々読書の声がする。

「はて？　……こんな山中に」

　柴の戸を排して、庵いおりの中をうかがってみるに、まだ三十前後の一処士、ただひとり浄几じょうきの前に、燈火をかかげ、剣をかたわらにかけて、兵書に眼をさらしている様子である。

「……あ。襄陽じょうようの鳳雛ほうすう、龐統ほうとうらしいが」

　思わず呟いていると、気配に耳をすましながら庵の中から、

「誰だ」と、その人物が咎とがめた。

　蒋幹は、駈け寄るなり、廂下しょうかに拝をして、

「先日、群英ぐんえいの会で、よそながらお姿を拝していました。大人たいじんは鳳雛先生ではありませんか」

「や。そういわるるなら、貴公はあの折の蒋幹か」

「そうです」

「あれ以来、まだ、呉の陣中に、滞留しておられたか」

「いやいやそれどころではありません。一度帰ってまた来たために、周都督からとんだ嫌疑をかけられて」

　と、山小舎に監禁された始末を物語ると、龐統ほうとうは笑って、

「その程度でおすみなら万々僥倖ぎょうこうではないか。拙者が周瑜しゅうゆなら、決して、生かしてはおかない」

「えっ……」

「ははは。冗談だ。まあお上がりなさい」

　──と、龐統は席を頒わけて燭ひを剪きった。

　だんだん話しこんでみると、龐統はなかなか大志を抱いている。その人物はかねて世上に定評のあるものだし、今、この境遇を見れば、呉から扶持されている様子もないので、蒋幹はそっと捜りを入れてみた。

「あなた程の才略をもちながら、どうしてこんな山中に身を屈しているんですか。ここは呉の勢力下ですのに、呉に仕えているご様子もなし……。おそらく、魏の曹丞相のような、士を愛する名君が知ったら、決して捨ててはおかないでしょうに」

「曹操が士を愛する大将であるということは、夙つとに聞いておるが……」

「なぜ、それでは、呉を去って、曹操のところへ行かないので？」

「でも、何分、危険だからな。──かりそめにも、呉にいた者とあれば、いかに士を愛する曹操でも、無条件には用いまい」

「そんなことはありません」

「どうして」

「かくいう蒋幹が、ご案内申してゆけば」

「何。貴公が」

「されば、私は、曹操の命をうけて、周瑜しゅうゆに降伏をすすめに来たものです」

「ではやはり魏の廻し者か」

「廻し者ではありません。説客として参ったものです」

「同じことだ。……が偶然、わしが先にいった冗談はあたっていたな」

「ですから、ぎょっとしました」

「いや、それがしは何も、呉から禄も恩爵もうけている者ではない。安心なさるがいい」

「どうですか、ここを去って、魏へ奔はしりませんか」

「勃々ぼつぼつと、志は燃えるが」

「曹丞相へのおとりなしは、かならず蒋幹が保証します。曹操にも活眼かつがんありです、何で先生を疑いましょう」

「では、行くか」

「ご決意がつけば、こよいにも」

「もとより早いがいい」

　二人は、完全に、一致した。その夜のうち、庵いおりを捨て、龐統ほうとうは彼と共に、呉を脱した。

　道は、蒋幹よりも、ここに住んでいる龐統のほうが詳しい。谷間づたいに、樵夫道そまみちをさがして、やがて大江の岸辺へ出た。




四



　舟を拾って、二人は江北へ急いだ。やがて魏軍の要塞に着いてからは、一切、蒋幹の斡旋に依った。

　有名なる襄陽じょうようの鳳雛ほうすう──龐統ほうとう来れり、と聞いて、曹操のよろこび方は一通りではなかった。

　まず、賓主の座をわけて、

「珍客には、どうして急に、予の陣をお訪ね下されたか」

　と、曹操は下へも置かなかった。龐統も、この対面を衷心から歓んで見せながら、

「私をして、ここに到らしめたものは、私の意志というよりは、丞相が私を引きつけ給うたものです。よく士を敬い、賢言を用い、稀代の名将と、多年ご高名を慕うのみでしたが、今日、幹兄のお導きによって、拝顔の栄を得たことは、生涯忘れ得ない歓びです」

　曹操は、すっかり打ち解けて、蒋幹のてがらを賞し、酒宴に明けた翌る日、共に馬をひかせて、一丘へ登って行った。

　けだし曹操の心は、龐統の口から自己の布陣について、忌憚きたんなき批評を聞こうというところにあったらしい。

　だが、龐統は、

「──沿岸百里の陣、山にそい、林に拠り、大江をひかえてよく水利を生かし、陣々、相顧み相固め、出入自ら門あり、進退曲折の妙、古いにしえの孫子呉子が出てきても、これ以上の布陣はできますまい」と、激賞してばかりいるので、曹操はかえって物足らなく思い、

「どうか先生の含蓄がんちくをもって、不備な点は、遠慮なく指摘してもらいたい」

　と、いったが、龐統は、かぶりを振って、

「決して、美辞甘言を呈し、詐いつわって褒ほめるわけではありません。いかなる兵家の蘊奥うんのうを傾けても、この江岸一帯の陣容から欠点を捜し出すことはできないでしょう」

　曹操はことごとくよろこんで、さらに、彼を誘って、丘を降り、今度は諸所の水寨港門や大小の舟行など見せて歩いた。

　そして、江上に浮かぶ艨艟もうどうの戦艦二十四座の船陣を、誇らしげに指さして、

「どうですか、わが水上の城郭は」と、意見を求めた。

　ああ──と龐統は感極まったもののごとく、思わず掌を打って、

「丞相がよく兵を用いられるということは、夙つとに隠れないことですが、水軍の配備にかけても、かくまでとは、夢想もしていませんでした。──憐あわれむべし、周瑜は、江上の戦いこそ、われ以外に人なしと慢心していますから、ついに滅亡する日までは、あの驕慢な妄想は醒さめますまい」

　やがて立ち帰ると、曹操は営中の善美を凝こらして、ふたたび歓待の宴に彼をとらえた。そして夜もすがら孫呉の兵略を談じ、また古今の史に照らして諸家の陣法を評したりなど、興つきず夜の更ふくるも知らなかった。

「……ちょっと失礼します」

　龐統はその間に、ちょいちょい中座して室外に出ては、また帰って席につき、話しつづけていた。

「……ちと、お顔色がわるいようだが？ どうかなされたか」

「何。大したことはありません」

「でも、どこやら勝すぐれぬように見うけらるるが」

「舟旅の疲れです。それがしなど生来水に弱いので四、五日も江上をゆられてくると、いつも後で甚だしく疲労します。……いまも実はちと嘔吐おうとを催してきましたので」

「それはいかん、医者を呼ぶから診みせたがいい」

「ご陣中には、名医がたくさんおられるでしょう。おねがいします」

「医者が多くいるだろうとは、どうしてお察しになったか」

「丞相の将兵は、大半以上、北国の産。大江の水土や船上の生活に馴れないものばかりでしょう。それをあのようになすっておいては、この龐統同様、奇病にかかって、身心ともにつかれ果て、いざ合戦の際にも、その全能力をふるい出すことができますまい」




五



　龐統の言は、たしかに曹操の胸中の秘を射たものであった。

　病人の続出は、いま曹操の悩みであった。その対策、原因について軍中やかましい問題となっている。

「どうしたらよいでしょう。また、何かよい方法はありませんか。願わくはご教示ありたいが」

　曹操は初め、驚きもし、狼狽気味でもあったが、ついに打ち割ってこういった。

　龐統は、さもあらんと、うなずき顔に、

「布陣兵法の妙は、水も洩らさぬご配備ですが、惜しいかな、ただ一つ欠けていることがある。原因はそれです」

「布陣と病人の続出とに、何か関聯がありますか」

「あります。大いにあります。その一短を除きさえすればおそらく一兵たりとも病人はなくなるでしょう」

「謹んでお教えに従おう。多くの医者も、薬は投じてもその原因に至っては、ただ風土の異なるためというのみで、とんと分らない」

「北兵中国の兵は、みな水に馴れず、いま大江に船を浮かべ、久しく土を踏まず、風浪雨荒ふうろううこうのたびごとに、気を労わずらい身を疲らす。ために食すすまず、血環ちめぐること遅ち、凝こって病となる。──これを治すには、兵をことごとく上げて土になずますに如しくはありませんが、軍船一日も人を欠くべからずです。ゆえに、一策をほどこし、布陣をあらためるの要ありというものです。まず大小の船をのこらず風浪少なき湾口のうちに集結させ、船体の巨おおきさに準じて、これを縦横に組み、大艦三十列、中船五十列、小船はその便に応じ、船と船との首尾には、鉄の鎖くさりをもって、固くこれをつなぎ、環をもって連ね、また太綱ふとづなをもって扶けなどして、交互に渡り橋を架けわたし、その上を自由に往来なせば、諸船の人々、馬をすら、平地を行くが如く意のままに歩けましょう。しかも大風搏浪はくろうの荒日こうじつでも、諸船の動揺は至って少なく、また軍務は平易に運び、兵気は軽快に働けますから、自然、病に臥すものはなくなりましょう」

「なるほど、先生の大説、思いあたることすくなくありません」

　と、曹操は、席を下って謝した。龐統は、さり気なく、

「いや、それも私だけの浅見かもしれません。よく原因を探究し、さらに賢考なされたがよい。お味方に病者の多いなどは、まず以て、呉のほうではさとらぬこと。少しも早く適当なご処置をとりおかれたら、かならず他日呉を打ち敗ることができましょう」

「そうだ、このことが敵へもれては……」と、曹操も、急を要すと思ったか、たちまち彼の言を容れて、次の日、自身中軍から埠頭ふとうへ出ると、諸将を呼んで、多くの鍛冶かじをあつめ、連環れんかんの鎖くさり、大釘など、夜を日についで無数につくらせた。

　龐統は、悠々客となりながら、その様子をうかがって、内心ほくそ笑んでいたが、一日、曹操と打ち解けて、また軍事を談じたとき、あらためてこういった。

「多年の宿志を達して、いまこそ私は名君にめぐり会ったここちがしています。粉骨砕身ふんこつさいしん、この上にも不才を傾けて忠節を誓っております。ひそかに思うに、呉の諸将は、みな周瑜に心から服しているのは少ないかに考えられます。周都督をうらんで、機もあればと、反かえり忠をもくろむもの、主なる大将だけでも、五指に余ります。それがしが参って三寸不爛ふらんの舌をふるい、彼らを説かば、たちまち、旗を反して、丞相の下へ降って来ましょう。しかる後、周瑜を生け捕り、次いで玄徳を平げることが急務です。──呉も呉ですが、玄徳こそは侮あなどれない敵とお考えにはなりませんか」

　そのことばは、大いに曹操の肯綮こうけいにあたったらしい。彼は、龐統がそう云い出したのを幸いに、

「いちど呉へかえって、同志を語らい、ひそかに計をほどこして給わらぬか。もし成功なせば、貴下を三公に封ほうずるであろう」と、いった。




竹冠ちっかんの友とも
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　ここが大事だ！　と龐統ほうとうはひそかに警戒した。まんまと詐いつわりおおせたと心をゆるしていると、案外、曹操はなお──間ぎわにいたるまで、こっちの肚を探ろうとしているかも知れない──と気づいたからである。

　で、彼は、曹操が、

（成功の上は、貴下を三公に封ずべし）というのを、言下に、顔を横に振って見せながら、

「思し召はありがとうございますが、私はかかる務めを、目前の利益や未来の栄達のためにするのではありません。ただ民の苦患くげんをすくわんがためです。どうか丞相が呉軍を破って、呉へ攻め入り給うとも、無辜むこの民だけは殺さないようにお計らい下さい。そればかりが望みです」

　と、ことばに力をこめて云った。

　曹操も、その清廉せいれんを信じて、彼の憂いをなぐさめ顔にいった。

「呉の権力は討っても、呉の民は、すぐ翌日あしたから曹操にとっても愛すべき民となるものだ。なんでみだりに殺戮さつりくするものか。そのことは安心するがいい」

「天に代って道をしき、四民を安んじ給うを常に旨とされている丞相のこと。丞相のお心は疑いませんが、何といっても、大軍が目ざす敵国へなだれ入るときは、騎虎の勢い、おびただしい庶民が災害に会っています。いま仰せをうけて江南に帰るに際し、なにか丞相のお墨付すみつきでも拝領できれば、小家の一族も安心しておられますが」

「先生の一族はいま何処いずこに居住しているのか」

「荊州けいしゅうを追われ、ぜひなく呉の僻地におります。もし丞相から一礼を下し置かれれば、兵の狼藉をまぬかれ得ましょう」

「いと易いこと」と、曹操はすぐ筆をとって、当手の軍勢ども、呉へ入るとも、龐統一家には、乱暴すべからず、違背いはいの者は斬ざんに処す──と誌しるし、大きな丞相印を捺おして与えた。

　龐統は心のうちで、彼がこれまでのことをする以上は、彼もまったく自分の言にすっかり乗ったものと思ってもいいなと思った。しかしそのほくそ笑みをかくして、あくまでさあらぬ態ていをまもり、

「では行ってきます」と、恩を謝して別れた。

「周瑜しゅうゆに気どられるなよ」と、幾たびも念を押しながら、曹操は自身で営門まで見送ってきた。龐統は別れを惜しむかの如く、幾たびも振り返りながら、やがて外陣の柵門をすぎ、江岸へ出て、そこにある小舟へ乗ろうとした。

　するとさっきから岸の辺に待ちうけていたらしい男が、この時、つと楊柳の陰から走り出して、

「曲者くせもの、待て」と、うしろから抱きついた。

　龐統は、ぎょっとして、両の脚を踏んばりながら振り向いた。

　その者は、身に道服を着、頭に竹の冠かんむりをいただいている。そして怖ろしい剛力だった。いかに身をもがいてみても、組みついた腕は、びくともしないのであった。

「曹丞相の客として、これに迎えられ、いま帰らんとするこの方にたいして、曲者くせものとは何事だ、狂人か、汝は！」

　叱りつけると、男は、満身から声をふりしぼって、

「白々しらじらしい勿体顔もったいがお。その顔、その弁で、丞相はあざむき得たかも知れんが、拙者の眼はだまされぬぞ。──呉の黄蓋こうがいと周瑜しゅうゆがたくみに仕組んだ計画のもとに、先には苦肉の計はかりごとをなして、闞沢かんたくを漁夫に窶やつして送り、また蔡仲、蔡和さいかなどに書面を送らせ、いままた、汝、呉のために来て、大胆不敵にも丞相にまみえ、連環の計をささやいたるは、後日の戦いに、わが北軍の兵船をことごとく焼き払わんという肚に相違ない。──何でこのまま、江南に放してよいものか。さあもう一度中軍へ戻れ」

　ああ、百年目。

　大事はここに破れたかと、龐統ほうとうはたましいを天外に飛ばしてしまった。
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　彼は観念の眼を閉じた。

　万事休す──いたずらにもがく愚をやめて、龐統は相手の男へいった。

「いったい何者だ、おぬしは？ 曹操の部下か」

「もとよりのこと」と男は、彼のからだを後ろから羽交はがい締めにしたまま、

「──この声を忘れたか。この俺を見わすれたか」と重ねて云った。

「何？　忘れたかとは」

「徐庶じょしょだよ、俺は」

「えっ、徐庶だと」

「水鏡先生の門人徐元直じょげんちょく。貴公とは、司馬徽しばきが門で、石韜せきとう、崔州平さいしゅうへい、諸葛亮しょかつりょうなどの輩ともがらと、むかし度々お目にかかっている筈──」

「やあ、あの徐君か」と、龐統はいよいよ驚いて、彼の両手から、その体を解かれても、なお茫然立ちすくんで、相手のすがたを見まもりながら、

「徐庶徐庶。君ならば、この龐統の意中は知っているはずだ。わが計を憐れめ。もし貴公がここでものをいえば、この龐統の一命はともかく、呉の国八十一州の百姓庶民が、魏軍の馬蹄に蹂躙じゅうりんされる憂き目におちるのだ──億兆の呉民のために、見のがしてくれ」と、哀願した。

　すると、徐庶は、

「それはそっちの云うことでしょう。魏軍の側に立っていえば、呉の民は救われるか知らぬが、あなたをここで見のがせば、味方八十三万の人馬はことごとく焼き殺される。殲滅的な憂き目に遭う。──豈あに、これも憐れと見ずにはおられまいが」

「ううむ。……ここで君に見つかったのは天運だ。いずれともするがいい。もともと、自分がこれへ来たのは、一命すらない覚悟のうえだ。いざ、心のままに、殺すとも、曹操の前へひいて行くともいたせ」

「ああさすがは龐統先生」と徐庶じょしょは、その顔色も全身の構えも、平常の磊落らいらくな彼にかえって、

「もう、ご心配は無用」と、微笑した。そして、「実を申せば、以前、それがしは新野において、劉皇叔りゅうこうしゅくと主従のちぎりを結び、その折うけたご厚恩は今もって忘れ難く、身は曹操の陣へおいても、朝暮、胸に銘記いたしておる。──ただこれ一人の老母を曹操にとらわれたため、やむなくその麾下きかに留まっていたものの、今はその老母も相果ててこの世にはおりません。……が皇叔とお別れの折、たとえ曹操のもとへ去るとも、一生のあいだ、他人の為には、決して計を謀はからずと、かたくお約束いたしてきた。故に、それがしこの陣にあって、先頃から曹操の許へ、ひそかに往来ある呉人の様子をうかがって、ははあ、さてはと、独り心のうちでうなずいてはいたが、誰にも、その裏に裏のあることは語らずにいたのです」

　と、初めて本心を打ち明け、龐統ほうとうの驚きをなだめたが、さて困ったように、その後で相談した。

「……ですから、拙者は、何も知らない顔をしているが、やがて貴兄が呉へかえって、連環の計、火攻めの計など、一挙にその功を挙ぐるにいたれば、当然、かくいう徐庶が、魏の陣中にあって、焼き殺されてしまう。何とか、これを未然に遁のがれる工夫はないものでしょうか」

「それはいと易やすいことだ」と、龐統は、耳に口をよせて、何事かささやいた。

「なるほど、名案！」

　徐庶は、手をうった。それを機しおに、龐統は舟へとび乗る。──かくて二人は、人知れず、水と陸とに、別れ去った。

　程なく、曹操の陣中に、誰からともなく、こういう風説が立ち始めた。それは、

「西涼せいりょうの馬超が、韓遂かんすいと共に、大軍を催して、叛旗をひるがえした。都の留守をうかがって、今や刻々、許都きょとをさして進撃している……」

　というまことしやかな噂で、遠征久しき人心に多大な衝動を与えた。




月烏賦つきよがらすのうた
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　都門をさること幾千里。曹操の胸には、たえず留守の都を憶おもう不安があった。

　西涼の馬超、韓遂の徒とが、虚をついて、蜂起したと聞いたせつな、彼は一も二もなく

「たれか予に代って、許都へ帰り、都府を守る者はないか。風聞はまだ風聞に過ぎず、事の実否は定かではないが、馳せ遅れては間にあわん。──誰ぞ、すぐにでも打ち立てる面々は名乗って出よ」と、群臣を前にしていった。

「拙者が赴おもむきましょう」

　すすんでその役目を買って出たのは徐庶じょしょであった。他の諸将は、この呉を前にしてのこの大戦に臨みながら、都へ帰るのはいさぎよしとしないような面持で誰も黙っていたところである。曹操は快然とうなずいて、

「徐庶か。よしっ、行け」と迅速に直命した。

「かしこまりました。身不肖ながら、叛軍はんぐんいかに気負うとも、散開さんかいに斬りふさぎ、要害に守り支え、もし急変があればふたたび速報申しあげます」

　と、頼もしげに云い放ち、即刻三千余騎の精兵をひきいて都へ馳せ上った。

「まず、彼が行けば」

　と曹操は、一応安心して、さらに、呉を打破ることへ思いを急にした。

　時。建安十三年の冬十一月であった。

　風しずかに、波ゆるやかな夜なればとて、曹操は陸の陣地を一巡した後旗艦へ臨んだ。その大船の艫ろには、「帥すい」の字を大きく書いた旗を立て、弩いしゆみ千張と黄鉞こうえつ銀鎗ぎんそうを舷側にたてならべ、彼は将台に坐し、水陸の諸大将すべて一船に集まって、旺さかんなる江上の宴を催した。

　大江の水は、素絹そけんを引いたように、月光にかすんでいた。──南は遠く呉の柴桑山さいそうざんから樊山はんざんをのぞみ、北に烏林うりんの峰、西の夏口かこうの入江までが、杯の中にあるような心地だった。

「ああ楽しいかな、男児の業。眸ひとみは四遠の地景をほしいままにし、胸には天空の月影を汲む。俯して杯をとれば、滾々こんこん湧わくところの吟醸ぎんじょうあり、起って剣を放てば、すなわち呉の死命を制す……じゃ。呉は江南富饒ふじょうの土地である。これをわが手に享うけるときは、かならず今日予とともに力を尽す諸将にも長くその富貴をわけ与えるであろう。諸員それ善戦せよ。この期をはずして悔いをのこすな」

　曹操は、大杯をかさねながら、こう諸大将を激励し、意気虹の如くであった。

　諸将もみな心地よげに、

「われわれが長き鍛錬を経、また、君のご恩沢に甘んじてきたのも一に今日に会して恥なからんためであります。何で、おくれをとりましょうや」

　と、武者ぶるいしながら、各〻杯の満をひいた。

　酔いが発すると、曹操は、久しく眠っていた彼らしい情感と熱とを、ありありと眸に燃やしながら、

「みな、彼方を見ないか」

　と、呉の国の水天を指さした。

「──あわれむべし、周瑜しゅうゆも魯粛ろしゅくも、天の時を知らず、運の尽きるを知らぬ。彼らの陣中からひそかに予に気脈を通じて来おる者すらある。そうしてすでに呉軍の内輪に心腹の病を呈しておるのだ。いかでわが水陸軍の一撃に完膚かんぷあらんや」

　曹操は、なおいった。

「これ、天の我を扶たすくるものである」

　と、もちろん彼は士気を鼓舞激励するつもりでいったのである。

　が、そばにいた荀攸じゅんゆうは、酔をさまして、

「丞相丞相。めったに、さようなことは、お口にはしないものです」

　と、そっと袖をひいて諫めた。

　曹操は、呵か々かと肩をゆすぶって、

「この一船中にあるものは、みな予の股肱ここうの臣たらざるはない。舷外げんがいは滔々とうとうの水、どこに異端の耳があろうぞ」と、気にとめる風もなかった。
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　興は尽きない。曹操の多感多情はうごいて止まないらしい。彼はまた、上流夏口かこうのほうを望みながら云った。

「呉を討った後には、まだもう一方に片づけなければならんちんぴらがおる。玄徳、孔明の鼠輩そはいだ。いや、この大陸大江に拠って生ける者としては、彼らの存在など鼠輩というもおろか、目高めだかのようなものでしかあるまい。いわんやこの曹操の相手としては」

　酒に咽むせんで、彼は手の杯を下におき、そのまましばし口をつぐんだ。

　皎々こうこうの月も更け、夜気はきわだって冷々ひえびえとしてきた。いかに意気のみはなお青年であっても、身にこたえる寒気や、咳しわぶきには、彼も自己の人間たることをかえりみずにはおられなかったのであろう。ふと声を落して、しみじみと語った。

「予もことしは五十四歳になる。連年戦陣、連年制覇。わが魏ぎもいつか尨大ぼうだいになったが、この身もいつか五十四齢れい。髪にも時々霜を見る年になったよ。だが諸君、笑ってくれるな。呉に討入るときには、予にも一つの楽しみがある。それはそのむかし予と交わりのあった喬公きょうこうの二娘じょうを見ることだ」

　こんな述懐を他人ひとにもらしたことは珍しい。こよいの彼はよほどどうかしていたものと思われる。すっかり興きょうにひたって心もくつろぎ、また彼自身の感傷を彼自身の詩情で霧のような酔心につつんで思わず出たことばでもあろう。

　喬家の二女といえば、呉で有名な美人。時来らば江北に迎えんと、曹操はかねて二娘の父なる人にいったことがある。その後、呉の孫策、周瑜しゅうゆが二女を室に迎えたとも聞えているが、彼はまだ未練を捨てきれなかった。もし呉を平げたあかつきには、かの漳水しょうすいの殿楼うてな──銅雀台どうじゃくだいに二女を迎えて、共に花鳥風月をたのしみながら自分の英雄的生涯の終りを安らかにしたいものだと、今なお心に夢みているのだった。

　諸将は、彼の述懐をきくと、われらの丞相はなお多分に青年なりと、口々に云ってしばしは笑いもやまず、

「加盞かさん加盞」

　と彼の寿じゅと健康を祝した。

　時に帆檣はんしょうのうえを、一羽の鴉からすが、月をかすめて飛んだ。曹操は左右に向って、

「いま鴉の声が、南へ飛んで行きながら啼くのを聞いたが、この夜中に、何で啼くのか」

　と、たずねた。

　侍臣のひとりが、

「されば、月のあきらかなるまま、夜が暁あけたかと思って啼いたのでしょう」と、早速に答えた。

「そうか」

　と曹操は、もう忘れている。そしてやおら身を起すと、船の舳へさきに立って、江の水に三杯の酒をそそぎ、水神を祭って、剣を撫ぶしながら、諸大将へさらに感慨をもらした。

「予や、この一剣をもって、若年、黄巾こうきんの賊をやぶり、呂布りょふをころし、袁術えんじゅつを亡ぼし、さらに袁紹えんしょうを平げて、深く朔北さくほくに軍馬をすすめ、ひるがえって遼東を定む。いま天下に縦横し、ここ江南に臨んで強大の呉を一挙に粉砕せんとし、感慨尽きないものがある。ああ大丈夫の志、満腔まんこう、歓喜の涙に濡る。こよいこの絶景に対して回顧の情、望呉ぼうごの感、抑えがたいものがある。いま予自ら一詩を賦さん。汝らみな、これに和せよ」

　彼は、即興の賦を、吟じ出した。諸将もそれに和して歌った。

　その詩のうちに、

月は明らかに星稀まれなり

烏鵲うじゃく南へ飛ぶ

樹じゅを遶めぐること三匝そう

枝の依るべきなし


　という詞があった。

　歌い終った後、揚州の刺史劉馥りゅうふくが、その詩句を不吉だといった。曹操は興をさまされて赫怒かくどし、立ちどころに剣を抜いて劉馥を手討ちにしてしまった。酔いがさめてからそれと知った彼はいたく沈痛な顔をしたが、その後悔も及ばず、子の劉煕りゅうきに死骸を与えて厚く故郷へ葬らせた。




鉄鎖てっさの陣じん
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　数日の後。

　水軍の総大将毛玠もうかい、于禁うきんのふたりが、曹操の前へ来て、謹んで告げた。

「江湾の兵船は、すべて五十艘六十艘とことごとく鎖をもって連ね、ご命令どおり連環れんかんの排列を成し終りましたれば、いつご戦端をおひらきあるとも、万端の手筈に狂いはございません」

「よし」

　すなわち曹操は、旗艦に上がって水軍を閲兵えっぺいし、手分けを定めた。

　中央の船隊はすべて黄旗こうきをひるがえし、毛玠もうかい、于禁のいる中軍の目印とする。

　前列の船団は、すべて紅旗を檣頭しょうとうに掲げ、この一手の大将には、徐晃じょこうが選ばれる。

　黒旗こっきの船列は、呂虔りょけんの陣。

　左備えには、翩々へんぺんと青旗が並んで見える。これは楽進のひきいる一船隊である。

　反対の右側へは、すべて白旗びゃっきを植え並べていた。その手の大将は夏侯淵かこうえん。

　また。

　水陸の救応軍には、夏侯惇かこうじゅん、曹洪そうこうの二陣がひかえ、交通守護軍、監戦使には、許褚きょちょ、張遼ちょうりょうなどの宗徒むねとの輩ともがらが、さながら岸々がんがんの岩を重ねて大山をなすがごとく、水上から高地へかけて、固めに固めていた。

　曹操は小手をかざして、

「今日まで、自分もずいぶん大戦に臨んだが、まだその規模の大、軍備の充溢じゅういつ、これほどまで入念にかかった例ためしはない」

　われながら旺さかんなる哉かなと思い、意中すでに呉を呑んでいた。

「時は来た」と、彼は、三軍に令した。

　即日、この大艦隊は、呉へ向って迫ることになった。

　三通つうの鼓つづみを合図に、水寨すいさいの門は三面にひらかれ、船列は一糸みだれず大江の中流へ出た。

　この日、風浪天にしぶき、三江の船路は暴れ気味だったが、連環の船と船とは、鎖のために、動揺の度が少なかったので、士気は甚だふるい、曹操も、

「龐統ほうとうの献言はさすがであった」と、歓びをもらしていた。

　だが、風浪がやまないので、全艦艇は江を下ることわずか数十里の烏林の湾口わんこうに碇泊した。この辺までも陸地は要塞たることもちろんである。そしてここまで来ると、呉の本営である南の岸は、すでに晴天の日なら指さし得るほどな彼方にあった。

「丞相。また不吉なりと、お気にさわるやも知れませんが、ふと、この烈風を見て、心にかかりだしたことがありますが」

　程昱ていいくがこう彼に云い出したのである。

「何が不安か」

　と、曹操が聞くと、

「なるほど、鎖をもって、船の首尾を相繋あいつなげばこういう日にも、船の揺れは少なく、士卒の間に船暈ふなよいも出ず、至極名案のようですが、万一敵に火攻めの計を謀られたら、これは一大事を惹起じゃっきするのではありますまいか」

「はははは。案ずるをやめよ。時いま十一月。西北いぬいの風はふく季節だが、東南たつみの風は吹くことはない。わが陣は、北岸にあり、呉は南にある。敵がもし火攻めなど行えば自ら火をかぶるようなものではないか。──呉に人なしといえ、まさかそれほど気象や兵理にくらいものばかりでもあるまい」

「あ。なるほど」

　諸将は、曹操の智慮にみな感服した。何といっても、彼に従う麾下きかの将士は、その大部分が、青州、冀州きしゅう、徐州、燕州などの生れで、水軍に不馴れな者ばかりだったから、この連環の計に不賛成をとなえるものは少なかった。

　かくて、風浪のやや鎮まるのを待つうちに、もと袁紹えんしょうの大将で、いまは曹操に仕えている燕えんの人、焦触しょうしょく、張南ちょうなんのふたりが、

「不肖、幼少から水には馴れている者どもです。ねがわくはわれわれに二十艘の船をかし給え、序戦の先陣を仰せつけ下されたい」と、自身から名乗って出た。
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「そちたちは皆、北国の生れではないか。船二十艘を持って、何をやるというのだ。児戯に類した真似をして、敵味方に笑われるな」

　と、叱っただけで、曹操は二人の乞いをゆるさなかった。

　焦触、張南は大いに叫んで、

「これは心外な仰せです。われらは長江のほとりに育ち、舟を操ること、水を潜くぐること、平地も異なりません。万一、打ち負けて帰ったら軍法に糺ただして下さい」

「意気は賞ほめてつかわすが、何もそう逸はやって生命を軽んじないでもいい。──それに大船、闘艦はすべて鎖をもってつなぎ、走舸そうか、蒙衝もうしょうのほかは自由に行動できぬ」

「もとより大船や闘艦を拝借しようとは申しません。蒙衝五、六隻、走舸十数艘、あわせて二十もあればよいのです」

「それで何とする気か」

「張南と二手にわかれて、敵の岸辺へ突入し、呉の気勢をくじいて、このたびの大戦の真先に立ちたいのです」

　焦触は熱望してやまない。それほどにいうならばと、ついに曹操も彼の乞いを容れた。

「しかし、二十艘では危ない」

　と、大事をとって、別に文聘ぶんぺいに三十艘の兵船をさずけ、兵五百をそれに附した。

　ここで一応、当時の船艦の種別や装備をあらまし知っておくのも無駄であるまい。大略、説明を加えておく。

闘艦＝これは最も巨おおきくまた堅固にできている。艦の首尾には石砲せきほうを備えつけ、舷側には鉄柵てっさくが結いまわしてある。また楼には弩弓どきゅうを懸連かけつらね、螺手らしゅ鼓手が立って全員に指揮合図を下す。ちょうど今日の戦闘艦にあたるものである。

大船＝と呼ぶふつう兵船型のものは、現今の巡洋艦のような役割をもつ。兵力軍需の江上運輸から戦闘の場合には闘艦の補助的な戦力も発揮する。

蒙衝もうしょう＝船腹を総体に強靱きょうじんな牛の皮で外装した快速の中型船。もっぱら敵の大船隊の中を駆逐し、また奇襲戦に用いる。兵六、七十人は乗る。

走舸そうか＝これは小型の闘艦とうかんというようなもの、積載力二十人あまり、江上一面にうんかの如く散らかって、大船闘艦へ肉薄、投火、挺身、あらゆる方法で敵を苦しませる。


　──このほかにもなお、雑多な船型や、大小の種類もあるが、総じて船首の飾りや船楼は濃厚な色彩で塗りたて、それに旌旗せいきや刀槍のきらめきが満載されているので、その壮大華麗は水天に映じ、言語を絶するばかりである。

　さて──。

　呉の陣営のほうでも、決戦の用意おさおさ怠りなかった。駈けちがい駈けちがい軽舸けいかのもたらしてくる情報はひきもきらない。

　また、附近の山のうえには、昼夜、物見の兵が江上に眼を光らし、芥あくたの流れるのも見のがすまいとしていた。

　今。──そこに監視していた部将と兵の一団が、突然、

「来たっ」

「おうっ、敵の船が」

　と、大きく叫んだかと思うと、だだっと駈け降りて来て、周都督の本陣のうちで呶鳴っていた。

「二列、二手にわかれた敵の蒙衝と走舸が、波をついて、こなたへ襲よせてきます。敵です！ 敵です！」

　それと共に、山の上からは、物見のあげた狼煙のろしのひびきが、全軍へわたって、急を報らせていた。

「すわ」

　周瑜しゅうゆもすぐ轅門えんもんに姿をあらわしたが、ひしめく諸将に向って、

「立ちさわぐには及ばん。たかの知れた小船隊だ。たれか進んで、江上に打砕き、序戦の祝いに手柄を立ててみる者はないか」といった。

　韓当かんとう、周泰しゅうたいのふたりが、

「仰せ、承りました」

　と、すぐ江岸から十数艘の牛革船ぎゅうかくせんを解き放ち、左右から鼓こを鳴らして敵船へ迫って行った。
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　周瑜は陣後の山へ駈けのぼって行った。望戦台から手をかざして見る。江上の接戦はもう飛沫しぶきの中に開かれている。

　快速の舟艇ばかり三、四十が入り乱れて矢を射交わしている様子。魏の焦触しょうしょく、張南のふたりは、遮二無二、岸へ向って突進をこころみ、

「第一に陸地を踏んだ者には、曹丞相に申しあげて、軍功帳の筆頭に推すぞ。怯ひるむな面々」

　と、声をからして奮戦を励ました。

　呉の大将韓当は、それを防ぎ防ぎ自身、長槍を持って一艇の舳みよしに立ち現れ、

「御座んなれ、みな好餌だ」と、横ざまに艇をぶつけて行った。

　焦触は、何をとばかり、矛ほこをふるって両々譲らず十数合ほど戦ったが、風浪が激しいため、舟と舟は揉みに揉みあい、勝負はいつ果てるとも見えない。

　ところへ、呉の周泰がまた、船を漕ぎよせて、

「韓当韓当。いつまでそんな敵に手間どるのだ」

　と、励ましながら、手の一槍を風に乗って、ぶうんと投げた。

　敵の焦触は、見事、投げ槍に串刺しにされて、水中へ落ちた。彼の副将張南は、それと見るや、

「おのれっ」と、弩いしゆみを張って、周泰の舟へ近づきながら、雨あられと矢を向けてきた。

　周泰は舷ふなべりの陰にひたと身を伏せたまま、矢面やおもてをくぐって敵艇へ寄せて行ったが、どんと、船腹と船腹のあいだに勢いよく水煙があがったせつなに、おうっと一吼くして、相手の船中へ躍りこみ、張南をただ一刀に斬りすてたのみか、その艇を分捕ってしまった。

　かくて水上の序戦は、魏の完敗に終り、首将ふたりまで打たれてしまったので、魏の船はみだれみだれて風波の中を逃げちらかった。

「──おう、おうっ、味方の大捷たいしょうだ。江上戦は有利に展開したぞ」

　望戦台の丘に立ってこれを見ていた周瑜しゅうゆの喜色はたいへんなものである。──が、戦況の変はたちまち一喜一憂だ。やがて彼のその顔も暗澹あんたんとして、毛穴もそそけ立つばかり不安な色を呈して来た。というのは、敗報をうけた曹操が、小癪こしゃくなる呉の舟艇、一気に江底の藻屑もくずにせん、と怒り立って、そのおびただしい闘艦、大船の艨艟もうどうをまっ黒に押し展ひらき、天も晦くろうし、水の面ももかくれんばかり、呉岸へ向って動き出してくる様子なのである。

「ああ、さすがは魏。偉なるかな、その大船陣。われ水軍を督すること十年なれど、まだこんな偉容を水上に見たことはない。いかにしてこれを破るべきか」

　眼に見ただけで、周瑜はすでに気をのまれたかたちだった。懊悩戦慄おうのうせんりつ、ほどこすべき術すべも知らなかった。

　すると突然、江上の波は怒り、狂風吹き捲いて、ここかしこ数丈の水煙が立った。そして曹操の乗っている旗艦の「帥すい」字の旗竿が折れた。

「──あれよ」と、立ち騒ぐ江上の狼狽ぶりが眼に見えるようだった。臨戦第一日のことだ。これは誰しも忌いむ大不吉にちがいない。間もなく連環の艨艟もうどうはことごとく帆をめぐらし舵かじを曲げて、烏林うりんの湾口ふかく引っ返してしまった。

「天の佑たすけだ。天冥の加護わが軍にあり」

　と、周瑜は手をたたいて狂喜した。しかるに、江水を吹き捲いた龍巻は、たちまち一天をかき曇らせ、南岸一帯からこの山へも、大粒の雨を先駆として、もの凄まじく暴れまわって来た。

「あッ」

　と、周瑜が絶叫したので、まわりにいた諸大将が仰天して駈けよってみると、周瑜のかたわらに立ててあった大きな司令旗の旗竿が狂風のため二つに折れて、彼の体はその下に圧しつぶされていたのだった。

「おおっ、血を吐かれた」

　諸人は驚いて、彼の体をかかえ上げ、山の下へ運んで行ったが、周瑜は気を失ってしまったものらしく途中も声すら出さなかった。




孔明こうめい・風かぜを祈いのる
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　よほど打ち所が悪かったとみえる。周瑜しゅうゆは営中の一房に安臥あんがしても、昏々こんこんとうめき苦しんでいる。

　軍医、典薬が駈けつけて、極力、看護にあたる一方、急使は、呉の主孫権の方へこの旨を報らせに飛ぶ。

「奇禍に遭って、都督の病は重態におちいった」

　と聞え、全軍の士気は、落莫らくばくと沮喪そそうしてしまった。

　魯粛ろしゅくはひどく心配した。呉魏ごぎ決戦の火ぶたはすでに開かれている折も折だ。早速、孔明の住んでいる船へ出かけ、

「はや、お聞き及びでしょうが、どうしたものでしょうか」と、善後策を相談した。

　孔明は、さして苦にする容子もなく、かえって彼に反問した。

「貴兄はこの出来事についてどう考えておられるか」

「どうもこうもありません。この椿事ちんじは、曹操には福音ふくいんであり、呉にとっては致命的な禍いといえるでしょう」

「致命的？　……そう悲観するには当りません。周都督の病たりとも、即時に癒えればよいのでしょう」

「もとよりそんなふうに早くご全快あれば、国家の大幸というものですが」

「いざ、来給え。──これから二人してお見舞してみよう」

　孔明は先に立った。

　船を下り、驢ろに乗って、二人は周瑜の陣営奥ふかく訪ねた。病室へ入って見ると、周瑜はなお衣衾いきんにふかくつつまれて横臥呻吟おうがしんぎんしている。──孔明は、彼の枕辺へ寄って、小声に見舞った。

「いかがですか、ご気分は」

　すると周瑜は、瞼まぶたをひらいて、渇いた口からようやく答えた。

「オオ、亮りょう先生か……」

「都督。しっかりして下さい」

「いかんせん、身をうごかすと、頭は昏乱し、薬を摂とれば、嘔気はきけがつきあげてくるし……」

「何がご不安なのです。わたくしの見るところでは、貴体に何の異状も見られませんが」

「不安。……不安などは、何もない」

「然らば、即時に、起たてるわけです。起ってごらんなさい」

「いや、枕から頭を上げても、すぐ眼まいがする」

「それが心病というものです。ただ心理です。ごらんなさい天体を。日々曇り日々晴れ、朝夕不測ふそくの風雲をくりかえしているではありませんか。しかも風かぜ暴あるるといえ、天体そのものが病み煩わずらっているわけではない。現象です、気晴るるときはたちまち真を現すでしょう」

「……ウムム」

　病人は呻うめきながら襟えりを噛み、眼をふさいでいた。孔明はわざと打ち笑って、

「こころ平らに、気順なるときは、一呼こ一吸きゅうのうちに、病雲は貴体を去ってゆきましょう。それ、さらに病の根を抜こうとするには、やや涼剤りょうざいを用いる必要もありますが」

「良き涼剤がありますか」

「あります。一ぷく用いれば、ただちに気を順にし、たちまち快適を得ましょう」

「──先生」

　病人は、起ち直った。

「ねがわくは、周瑜のため、いや、国家のために、良方を投じたまわれ」

「む、承知しました。……しかしこの秘方は人に漏れては効きません。左右のお人を払って下さい」

　すなわち、侍臣をみな退け、魯粛をのぞくほか、房中無人となると、孔明は紙筆をとって、それへ、

欲レ破二曹公一宜用二火攻一そうこうをやぶらんとほっすればよろしくひぜめをもちうべし

万事倶備只欠二東風一ばんじともにそなうただとうふうのかくを


　こう十六字を書いて、周瑜に示した。

「都督。──これがあなたの病の根源でありましょう」

　周瑜は愕然としたように、孔明の顔を見ていたが、やがてにっこと笑って、

「おそれ入った。神通のご眼力。……ああ、先生には何事も隠し立てはできない」

　と、いった。
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　季節はいま北東の風ばかり吹く時である。北岸の魏軍へ対して、火攻めの計を行なおうとすれば、かえって味方の南岸に飛火し、船も陣地も自ら火をかぶるおそれがある。

　孔明は、周瑜しゅうゆの胸の憂悶が、そこにあるものと、図ぼしをさしたのである。周瑜としては、その秘策はまだ孔明に打ち明けないことなので、一時は驚倒せんばかり愕おどろいたが、こういう達眼の士に隠しだてしても無益だとさとって、

「事は急なり、天象はままならず、一体、如何すべきでしょうか」

　と、かえって、彼の垂教すいきょうを仰いだのであった。

　孔明は、それに対して、こういうことをいっている。

「むかし、若年の頃、異人に会うて、八門遁甲もんとんこうの天書てんしょで伝授されました。それには風伯雨師ふうはくうしを祈る秘法が書いてある。もしいま都督が東南の風をおのぞみならば、わたくしが畢生ひっせいの心血をそそいで、その天書に依って風を祈ってみますが──」と。

　だが、これは孔明の心中に、べつな自信のあることだった。毎年冬十一月ともなれば、潮流と南国の気温の関係から、季節はずれな南風が吹いて、一日二日のあいだ冬を忘れることがある。その変調を後世の天文学語で貿易風ぼうえきふうという。

　ところが、今年に限って、まだその貿易風がやってこない。孔明は長らく隆中に住んでいたので年々つぶさに気象に細心な注意を払っていた。一年といえどもまだそれのなかった年はなかった。──で、どうしても今年もやがて間近にその現象があるものと確信していたのである。

「十一月二十日は甲子きのえねにあたる。この日にかけて祭すれば、三日三夜のうちに東風たつみが吹き起りましょう。南屏山なんびょうざんの上に七星壇せいだんを築かせて下さい。孔明の一心をもって、かならず天より風を借らん」

　と、彼は云った。

　周瑜は、病を忘れ、たちまち陣中を出て、その指図をした。魯粛、孔明も馬を早めて南屏山にいたり、地形を見さだめて、工事の督励にかかる。

　士卒五百人は壇を築き、祭官百二十人は古式にのっとって準備をすすめる。東南たつみの方かたには赤土を盛って方円二十四丈とし、高さ三尺、三重の壇をめぐらし、下の一重には二十八宿の青旗を立て、また二重目には六十四面の黄色の旗に、六十四卦けの印を書き、なお三重目には、束髪の冠をいただいて、身に羅衣うすものをまとい、鳳衣博帯ほうえはくたい、朱履方裙しゅりほうくんした者を四人立て、左のひとりは長い竿に鶏の羽を挟んだのを持って風を招き、右のひとりは七星の竿を掲げ、後のふたりは宝剣と香炉とを捧げて立つ。

　こうした祭壇の下にはまた、旌旗せいき、宝蓋ほうがい、大戟たいげき、長槍、白旄はくぼう、黄鉞こうえつ、朱旛しゅはんなどを持った兵士二十四人が、魔を寄せつけじと護衛に立つなど──何にしてもこれは途方もない大形おおぎょうな行事であった。

　時、十一月二十日。

　孔明は前日から斎戒沐浴さいかいもくよくして身を浄きよめ、身には白の道服を着、素足のまま壇へのぼって、いよいよ三日三夜の祈りにかかるべく立った。

　──が、その一瞬のまえに、

「魯粛ろしゅくは、あるや」と、呼ばわった。

　壇の下からただちに、

「これにあり」と、いう声がした。

　孔明はさしまねいて、

「近く寄りたまえ」と、いい、そして厳おごそかに、

「いまより、それがしは、祈りにかかるが、幸いに、天が孔明の心をあわれみ給うて、三日のうちに風を吹き起すことあらば、時を移さず、かねての計をもって、敵へ攻め襲よせられるように──ご辺はこの由を周都督に報じ、お手ぬかりのないように万端待機せられよ」と、念を押した。

「心得て候う」とばかり、魯粛はたちまち駒をとばして、南屏山から駈けおりて行った。




三



　魯粛の去ったあとで、孔明はまた壇下の将士に戒めて云いわたした。

「われ、風を祈るあいだ、各〻も方位を離れ、或いは私語など、一切これを禁ず。また、いかなる怪しき事ありとも、愕おどろき騒ぐべからず。行ぎょうをみだし、法に反そむく者は立ちどころに斬って捨てん」

　彼は──そう云い終ると、踵きびすをめぐらし、緩歩かんぽして、南面した。

　香を焚き、水を注ぎ、天を祭ることやや二刻とき。

　口のうちで、祝文しゅくもんを唱え、詛じゅを切ること三度みたび。なお黙祷やや久しゅうして、神気ようやくあたりにたちこめ、壇上壇下人声なく、天地万象また寂たるものであった。

　夕星ゆうずつの光が白く空にけむる。いつか夜は更けかけていた。孔明はひとたび壇を降りて、油幕ゆまくのうちに休息し、そのあいだに、祭官、護衛の士卒などにも、

「かわるがわる飯を喫し、しばし休め」と、ゆるした。

　初更からふたたび壇にのぼり、夜を徹して孔明は「行ぎょう」にかかった。けれど深夜の空は冷々ひえびえと死せるが如く、何の兆しるしもあらわれて来ない。

　一方、魯粛は周瑜しゅうゆに報じて、万端の手筈をうながし、呉主孫権にも、事の次第を早馬で告げ、もし今にも、孔明の祈りの験しるしがあらわれて、望むところの東南たつみの風が吹いてきたら、直ちに、総攻撃へ移ろうと待機していた。

　また、そうした表面的なうごきの陰には、例の黄蓋こうがいが、かねての計画どおり、二十余艘の兵船快舟を用意して、内に乾し草枯れ柴しばを満載し、硫黄いおう、焔硝えんしょうを下にかくし、それを青布の幕ですっかり蔽おおって、水上の進退に馴れた精兵三百余を各船にわかち載せ、

「大都督の命令一下に」

　と、ひそやかに待ち構えていた。

　もちろんこの一船隊は、初めから秘密に計はかりごとを抱いているので、そこでは黄蓋と同心の甘寧かんねい、闞沢かんたくなどが、敵の諜者たる蔡和さいか、蔡仲を巧みにとらえて、わざと酒を酌み、遊惰ゆうだの風を見せ、そしていかにもまことしやかに、

（どうしたら首尾よく味方を脱して、曹操の陣へ無事に渡り得るか）

　と、降伏行こうの相談ばかりしていたのである。

　次の日もはや暮れて、日没の冬雲は赤く長江を染めていた。

　ところへ、呉主孫権のほうからも、伝令があって、

「呉侯の御旗下、その余の本軍は、すでに舳艫じくろをそろえて溯江そこうの途中にあり、ここ前線をへだつこと、すでに八十里ほどです」と、告げてきた。

　その本陣も、ここ最前線の先鋒も中軍も、いまはただ周瑜大都督の下知を待つばかりであった。

　自然、陣々の諸大将もその兵も、固唾かたずをのみ、拳をにぎり、何とはなく、身の毛をよだてて、

「今か。今か」の心地だった。

　夜は深まるほど穏やかである。星は澄み、雲もうごかない。三江の水は眠れるごとく、魚鱗のような小波さざなみをたてている。

　周瑜しゅうゆは、あやしんで、

「どうしたということだ？ ……いっこう祈りの験しるしは見えてこないじゃないか。──思うにこれは、孔明の詐いつわり事だろう。さもなければ、つい広言のてまえ、自信もなくやり出したことで、今頃は、南屏山なんびょうざんの七星壇に、立ち往生のかたちで、後悔しているのではないかな」

　呟くと、魯粛は、側にあって、

「いやいや、孔明のことですから、そんな軽々しいことをして、自ら禍いを求めるはずはありません。もうしばらく見ていてご覧なさい」

「……けれど、魯粛。この冬の末にも近くなって、東南たつみの風が吹くわけはないじゃないか」

　ああ、その言葉を、彼が口に洩らしてから、実に、二刻ふたときとて経たないうちであった。一天の星色次第にあらたまり、水颯々、雲くも䬒々しゅうしゅう、ようやく風が立ち始めてきた。しかもそれは東南に特有な生暖かい風であった。




四



「やっ？　風もようだが」

「吹いて来た」

　周瑜も魯粛も、思わず叫んで、轅門えんもんの外に出た。

　見まわせば、立て並べてある諸陣の千旗万旗は、ことごとく西北いぬいの方へ向ってひるがえっている。

「オオ、東南風たつみかぜだ」

「──東南風」

　待ちもうけていたことながら二人は唖然としてしまった。

　突然、周瑜は身ぶるいして、

「孔明とは、そも、人か魔か。天地造化の変を奪い、鬼神不測きしんふそくの不思議をなす。かかる者を生かしておけば、かならず国に害をなし、人民のうちに禍乱を起さん。かの黄巾の乱や諸地方の邪教の害に照らし見るもあきらかである。如しかず、いまのうちに！」

　と、叫んで、急に丁奉ていほう、徐盛じょせいの二将をよび、これに水陸の兵五百をさずけて、南屏山へ急がせた。

　魯粛は、いぶかって、

「都督、今のは何です？」

「あとで話す」

「まさか孔明を殺しにやったのではありますまいね。この大戦機を前にして」

「…………」

　周瑜は答えもなく、口をつぐんだ。その面を魯粛は「度どし難がたき大将」と蔑さげすむように睨みつけていた。その爛らんたる白眼はくがんにも刻々と生暖かい風はつよく吹きつのってくる。

　陸路、水路、ふた手に分れて南屏山へ迫った五百の討手のうち、丁奉の兵三百が、真っ先に山へ登って行った。

　七星壇を仰ぐと、祭具、旗など捧げたものは、方位の位置に、木像の如く立ちならんでいたが、孔明のすがたはない。

「孔明はいずこにありや」と、丁奉は高声にたずねた。

　ひとりが答えた。

「油幕のうちにお休み中です」と、いう。

　ところへ、徐盛の船手勢も来て、ともに油幕を払ってみたが、

「──おらんぞ」

「はてな？」

　雲をつかむように、捜しまわった。

　不意に討手の一人が、

「逃げたのだ！」と、絶叫した。

　徐盛は足ずりして、

「しまった。まだ、よも遠くへは落ちのびまい。者ども、追いついて、孔明の首をぶち落とせ」

　と、喚わめいた。

　丁奉も、おくれじと、鞭打って馬を早めた。麓まで来て、一水の岸辺にかかると、ひとりの男に会った。かくかくの者は通らなかったかと質ただすと、男のいうには、

「髪をさばき、白き行衣ぎょうえを着た人なら、この一水から小舟を拾って本流へ出、そこに待っていた一艘の親船に乗って、霞のごとく、北のほうへ消えました」

　徐盛、丁奉はいよいよあわてて、

「それだ。逃がすな」

　と、相励ましながら、さらに、長江の岸まで駈けた。

　満々と帆を張った数艘が、白波を蹴って上流へ追った。

　そしてたちまち先へ行く怪しい一艘を認めることができた。

「待ち給え、待ち給え。それへ急がるる舟中の人は、諸葛しょかつ先生ではないか。──周都督より一大事のお言づけあって、お後を追って参った者。使いの旨を聞きたまえ」

　と、手をあげて呶鳴った。

　すると果たして、孔明の白衣のすがたが、先にゆく帆の船尾に立った。そして呵か々かと笑いながら此方へ答えた。

「よう参られたり、お使い、ご苦労である。周都督のお旨は承らずとも分っておる。それよりもすぐ立ち帰って、東南たつみの風もかく吹けり、はや敵へ攻めかからずやと、お伝えあれ。──それがしはしばらく夏口に帰る。他日、好縁もあらばまたお目にかからん」

　声──終るや否、白衣の影は船底にかくれ、飛沫しぶきは船も帆もつつんで、見る見るうちに遠くなってしまった。




南風北春なんぷうほくしゅん
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「逃がしては！」と、徐盛じょせいは、水夫かこや帆綱の番を励まして、

「追いつけ。孔明の舟をやるな」と、舷ふなべりを叩いて励ました。

　先へ舟を早めていた孔明は、ふたたび後から追いついて来る呉の船を見た。孔明は、笑っていたが、彼と船中に対坐していた一人の大将が、やおら起って、

「執念ぶかい奴かな。いで、一睨みに」

　と、身を現して、舷端ふなばたに突っ立ち、徐盛の舟へ向って呼ばわった。

「眼あらば見よ、耳あらば聞け。われは常山じょうざんの子龍趙雲しりゅうちょううんである。劉皇叔りゅうこうしゅくのおいいつけをうけて、今日、江辺に舟をつないで待ち、わが軍の軍師をお迎えして夏口に帰るに、汝ら、呉の武将が、何の理由あって阻はばむか。みだりに追い来って、わが軍師に、何を働かんといたすか」

　すると、徐盛も舳みよしに立ち上がって、

「いやいや、何も諸葛亮しょかつりょうを害さんためではない。周都督のお旨をうけ、いささか亮先生に告ぐる儀あり。しばらく待ち給えというに、なぜ待たぬか」

「笑止笑止。その物々しい武者どもを乗せて、害意なしなどとは子どもだましの虚言である。汝らこれが見えぬか」と、趙子龍は、手にたずさえている強弓に矢をつがえて示しながら、

「この一矢を以て、汝を射殺すはいとやすいが、わが夏口の勢と呉とは、決して、対曹操のごときものではない。故に、両国の好誼よしみを傷つけんことをおそれて、敢て、最前から放たずにいるのだ。この上、要らざる舌の根をうごかし、みだりに追いかけて来ぬがよいぞ」

　と、大音を収めたかと思うと、とたんに、弓をぎりぎりとひきしぼって、徐盛のほうへ、びゅっと放った。

「──あっ」と、徐盛も首をすくめたが、もともとその首を狙って放った矢ではない。矢は、彼のうえを通り越して、うしろに張ってある帆の親綱をぷつんと射いきった。

　帆は大きく、横になって、水中に浸ひたった。そのため、船はぐると江上に廻り、立ち騒ぐ兵をのせたまま危うく顛覆てんぷくしそうに見えた。

　趙雲は、からからと笑って、弓を捨て、何事もなかったような顔して、ふたたび孔明とむかい合って話していた。

　水びたしの帆を張って、徐盛がふたたび追いかけようとした時は、もう遠い煙波の彼方に、孔明の舟は、一鳥ちょうのように霞んでいた。

「徐盛。むだだ。やめろやめろ」

　江岸から大声して、彼をなだめる者があった。

　見れば、味方の丁奉である。

　丁奉は、馬にのって、陸地を江岸づたいに急ぎ、やはり孔明の舟を追って来たのであるが、いまの様子を陸おかから見ていたものと見え、

「とうてい、孔明の神機は、おれ達の及ぶところでない。おまけに、あの迎えの舟には、趙雲ちょううんが乗っているではないか。常山の趙子龍といえば、万夫不当の勇将だ。長坂坡ちょうはんは以来、彼の勇名は音に聞えている。この少ない追手の人数をもって、追いついたところで、犬死するだけのこと。いかに都督の命令でも、犬死しては何もならん。帰ろう、帰ろう、引っ返そう」

　手合図して、駒をめぐらし、とことこと岸をあとへ帰って行く。

　徐盛もぜひなく、舟をかえした。そして事の仔細を、周瑜しゅうゆへ報告すると、

「また孔明に出し抜かれたか」と、彼は急に、臍ほぞをかむように罵ののしった。

「これだから自分は、彼に油断をしなかったのだ。彼は決して、呉のために呉の陣地へ来ていたのではない。──ああ、やはり何としてでも殺しておけばよかった。彼の生きているうちは、夜も安らかに寝られん」

　一度は、深く孔明に心服した彼も、その心服の度がこえると、たちまち、将来の恐怖に変った。いっその事、玄徳を先に討ち、孔明を殺してから、曹操と戦わんか。──などと云い出したが、

「小事にとらわれて、大事を棄つる理がありましょうか。しかも眼前に、あらゆる計画はもうできているのに」と、魯粛に諫いさめられて、迂愚ではない彼なので、たちまち、

「それは大きにそうだ！」

　と、曹操との大決戦に臨むべく、即刻、手分けを急ぎだした。


望蜀の巻
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「この大機会を逸してどうしましょうぞ」

　という魯粛ろしゅくの諫いさめに励まされて、周瑜しゅうゆもにわかにふるい起ち、

「まず、甘寧かんねいを呼べ」と令し、営中の参謀部は、俄然、活気を呈した。

「甘寧にござりますが」

「おお、来たか」

「いよいよ敵へお蒐かかりになりますか」

「然り。──汝に命ずる」

　周瑜は厳かに、軍令をさずけた。

「かねての計画に従って、まず、味方の内へまぎれこんでいる蔡仲さいちゅう、蔡和さいかのふたりを囮おとりとし、これを逆用して、敵の大勢をくつがえすこと。……その辺はぬかりなく心得ておろうな」

「心得ておりまする」

「汝はまず、その一名の蔡仲を案内者として、曹操に降参すと称となえ、船を敵の北岸へ寄せて、烏林うりんへ上陸あがれ。そして蔡仲の旗をかざし、曹操が兵糧を貯えおく粮倉ろうそうへ迫って、縦横無尽に火をつけろ。火の手の旺さかんなるを見たら、同時に敵営へ迫って、側面から彼の陣地を攪乱こうらんせよ」

「承知しました。して残る一名の蔡和はいかがいたしますか」

「蔡和は、べつに使いみちがあるから残して行くがよい」

　甘寧が退がって行くと、周瑜はつづいて、太史慈たいしじを呼び、

「貴下は、三千余騎をひっさげて、黄州の堺に進出し、合淝がっぴにある曹軍の勢に一撃を加え、まっしぐらに敵の本陣へかかり、火を放って焼き討ちせよ。──そして紅くれないの旗を見るときは、わが主呉侯の旗下勢きかぜいと知れかし」

　第三番目に、呂蒙りょもうを呼んだ。

　呂蒙に向っては、

「兵三千をひいて、烏林へ渡り、甘寧と一手になって、力戦を扶たすけろ」

　と命じ、第四の凌統りょうとうへは、

「夷陵いりょうの境にあって、烏林に火のかかるのを見たら、すぐ喚おめきかかれ」

　と、それへも兵三千をあずけ、さらに、董襲とうしゅうへは、漢陽から漢川かんせん方面に行動させ、また潘璋はんしょうへも同様三千人を与えて、漢川方面への突撃を命じた。

　こうして、先鋒六隊は、白旗を目じるしとして、早くも打ち立った。──水軍の船手も、それぞれ活溌なうごきを見せていたが、かねてこの一挙に反間の計をほどこさんものと手に唾つばして待っていた黄蓋こうがいは、早速、曹操の方へ、人を派して、

「いよいよ時節到来。今夜の二更に、呉の兵糧軍需品を能あたうかぎり奪とり出して、兵船に満載し、いつぞやお約束のごとく、貴軍へ降参に参ります。依って、船檣せんしょうに青龍の牙旗がきをひるがえした船を見給わば、これ呉を脱走して、お味方の内へすべり込む降参船なりと知りたまえ」

　と、云い送った。

　ひそやかに、誠しやかに、こう曹操の方へは、諸事、しめし合わせを運びながら、黄蓋は着々とその夜の準備をすすめていた。まず、二十艘の火船を先頭にたて、そのあとに、四隻の兵船を繋つけた。つづいて、第一船隊には、領兵軍官韓当がひかえ、第二船隊には同じく周泰、第三の備えに蒋欽しょうきん、第四には陳武と──約三百余艘の大小船が、舳みよしをならべて、夜を待ちかまえた。

　すでに宵闇は迫り、江上の風波はしきりと暴あれていた。今暁からの東南風たつみかぜは、昼をとおして、なおもさかんに吹いている。

　何となく生温かい。そして気だるいほど、陽気はずれな晩だった。

　そのためか、江上一帯には、水蒸気が立ちこめていた。幸先さいさきよしと、黄蓋は、纜ともづなを解いて、一斉に発動を命令した。

　三百余艘の艨艟もうどうは、淙々と、白波を切って、北岸へすすんで行った。──そのあとについて、周瑜しゅうゆ、程普ていふの乗りこんだ旗艦の大躯も、颯々、満帆をはためかせながら動いてゆく。

　後陣として続いてゆく一船列は、右備え丁奉ていほう、左備え徐盛じょせいの隊らしかった。

　魯粛ろしゅくと龐統ほうとうは、この夜、あとに残って、留守の本陣を守っていた。
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　その夕。

　呉主孫権の本軍は、旗下の勢とともに、すでに黄州の境をこえて、前進していた。

　兵符へいふをうけて、その発向を知った周瑜は、すぐ一軍を派して、南屏山なんびょうざんのいただきに大旗をさしあげ、まず先手の大将陸遜りくそんを迎え、続いて孫権の許へも、

「いまはただ夜を待つばかりにて候う」と、報じた。

　かくて、刻々と、暮色は濃くなり、長江の波音もただならず、暖風しきりに北へ吹いて、飛雲団々、天地は不気味な形相を呈していた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　ここに夏口の玄徳は、以来、孔明の帰るのを、一日千秋の思いで待ちわびていたところ、きのうから季節はずれな東南風たつみかぜが吹き出したので、かねて孔明が云いのこして行ったことばを思い出し、にわかに、趙雲ちょううん子龍をやって、

「孔明を迎えて来い」

　と、ゆうべその船を立たせ、今朝も望楼にあがって、今か今かと江を眺めていた。

　すると、一艘の小舟が、鱖魚けつぎょのごとくさかのぼって来た。

　近づいて見ると、孔明にはあらで、江夏こうかの劉琦りゅうきである。

　楼上に迎えて、

「何の触れもなく、どうして急に参られたか」と、問うと、劉琦りゅうきは、

「昨夜来、物見の者どもが、下流から続々帰って来て告げることには、呉の兵船、陸兵など、東南たつみの風が吹くとともに、物々しく色めき立ち、この風のやまぬうちに、必ず一会戦あらんということでござります。皇叔のお手もとにはまだ何らの情報も集まってまいりませんか」

「いや、夜来頻々ひんぴん、急を告げる報ほうはきているが、いかんせん、呉へ参っている軍師諸葛亮しょかつりょうの帰らぬうちは……」と、語り合っている折へ、番将の一人が、馳け上がってきて、

「ただ今、樊口はんこうのほうから、一艘の小舟が、帆を張ってこれへ参る様子。舳へさきにひるがえるは、趙子龍ちょうしりゅうの小旗らしく見えまする」と、大声で告げた。

「さては、帰りつるか」

　と、玄徳は劉琦と共に、急いで楼を降り、埠桟ふさんにたたずんで待ちかまえていた。

　果たして、孔明を乗せた趙雲の舟であった。

　玄徳のよろこび方はいうまでもない。互いに無事を祝し、袂たもとをつらねて、夏口城の一閣に登った。

　そして、呉魏両軍の模様を質ただすと、孔明は、

「事すでに急です。一別以来のおはなしも、いまはつまびらかに申しあげているいとまもありません。君には、味方の者の用意万端、抜かりなく調えておいでになられますか」

「もとより、出動とあらば、いつでも打ち立てるように、水陸の諸軍勢を揃えて、軍師の帰りを待つこと久しいのじゃ」

「然らば、直ちに、部署をさだめ、要地へ向け、指令を下さねばなりません。君にご異議がなければ、孔明はそれから先に済ましたいと思います」

「指揮すべて、軍師の権と謀はかりを以て、即刻にするがいい」

「僭越せんえつ、おゆるし下さい」と、孔明は、壇に起って、まず趙雲を呼び、

「御身おんみは、手勢二千をひきつれ、江を渡って、烏林の小路に深くかくれ、こよい四更の頃、曹操が逃げ走ってきたなら、前駆の人数はやりすごし、その半ばを中断して、存分に討ち取れ。──さは云え、残らず討ちとめんとしてはならん。また、逃げるは追うな。頃あいを計って、火を放ち、あくまで敵の中核に粉砕を下せ」

　と、命じた。

　趙雲は、畏まって、退がりかけたが、また踵くびすをかえして、こう質問した。

「烏林には、二すじの道があります。一条は南郡なんぐんに通じ、一条は荊州へ岐わかれている。曹操は、そのいずれへ走るでしょうか」

「かならず、荊州へ向い、転じて許都へ帰ろうとするだろう。そのつもりでおれば間違いはない」

　孔明はまるで掌ての上をさすように云った。そして、次には張飛を呼んだ。




三



　張飛に向っては、

「ご辺は、三千騎をひきつれ、江を渡って、夷陵いりょうの道を切りふさがれよ」と、孔明は命じた。

　そして、なお、

「そこの葫蘆谷ころこくに、兵を伏せて相待たば、曹操はかならず南夷陵なんいりょうの道を避けて、北夷陵をさして逃げくるであろう。明日、雨晴れて後、曹操の敗軍、この辺りにて、腰兵糧を炊かしぎ用いん。その炊煙をのぞんで一度に喚おめきかかり給え」と、つぶさに教えた。

　張飛は、孔明のあまりな予言を怪しみながらも、

「畏まった」と、心得て、直ちにその方面へ馳せ向う。

　次に、糜竺びじく、糜芳びほう、劉封りゅうほうの三名を呼び、

「ご辺三人は、船をあつめて、江岸をめぐって、魏軍営、潰乱かいらんに陥ちたと見たら、軍需兵糧の品々を、悉皆しっかい、船に移して奪いきたれ。また諸所の道にかかる落人おちゅうどどもの馬具、物具なども余すなく鹵獲ろかくせよ」と、いいつける。

　また、劉琦りゅうきに向っては、

「武昌は、緊要の地、君かならず守りを離れたもうなかれ。ただ江辺を固め、逃げくる敵あらば、捕虜として味方に加えられい」

　最後に、玄徳を誘って、

「いで、君と臣とは、樊口はんこうの高地へのぼって、こよい周瑜が指揮なすところの大江上戦を見物申さん。──はや、お支度遊ばされよ」と促すと、

「かくまでに、戦機は迫っていたか。儂みもこうしてはおられまい」

　と、玄徳も取急いで、甲冑かっちゅうをまとい、孔明と共に、樊口はんこうの望台へ移ろうとした。

　すると、それまで、なお何事も命ぜられずに、悄然と、一方に佇立ちょりつしたひとりの大将がある。

「あいや、軍師」と、初めて、この時、ことばを発した。

　見れば、そこにただ一人取残されていたのは、関羽であった。

　知ってか、知らずか、孔明は、

「おう、羽将軍、何事か」と、振返って、しかも平然たる顔であった。

　関羽は、やや不満のいろを、眉宇びうにあらわして、

「先程から、いまに重命もあらんかと、これに控えていたが、なおそれがしに対して、一片のご示命もなきは、いかなるわけでござるか。不肖、家兄このかみに従うて、数十度の軍いくさに会し、いまだ先駈けを欠いたためしもないのに、この大戦に限って、関羽ひとりをお用いなきは、何か、おふくみのあることか」と、眦まなじりに涙をたたえて詰め寄った。

　孔明は、冷ひややかに、

「さなり。御身を用いたいにも、何分ひとつの障さわりがある。それが案じらるるまま、わざと御身には留守をたのんだ」

「何。障りあると。──明らかに理由を仰せられい。関羽の節義に曇りがあるといわるるか」

「否。ご辺の忠魂は、いささか疑う者はない。けれど、思い出し給え。その以前、御身は曹操に篤う遇ぐうせられて、都を去る折、彼の情誼にほだされて、他日かならずこの重恩に報ぜんと、誓ったことがおありであろうが──今、曹操は烏林に敗れ、その退路を華容道かようどうにとって、かならず奔亡ほんぼうして来るであろう。ゆえに、ご辺をもって、道に待たしめ、曹操の首を挙げることは、まことに嚢ふくろの物を取るようなものだが、ただ孔明の危ぶむところは、今いうた一点にある。ご辺の性情として、かならず、旧恩に動かされ、彼の窮地に同情して、放し免ゆるすにちがいない」

「何の！　それは軍師の余りな思い過ぎである。以前の恩は恩として、すでに曹操には報じてある。かつて彼の陣を借り、顔良、文醜ぶんしゅうなどを斬り白馬の重囲を蹴ちらして彼の頽勢たいせいを盛り返したなど──その報恩としてやったものでござる。なんで、今日ふたたび彼を見のがすべきや、ぜひ、関羽をお向け下さい。万一、私心に動かされたりなどしたらいさぎよく軍法に服しましょう」
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　関羽の切なることばを傍らで聞いていた玄徳は、彼の立場を気の毒に思ったか、孔明に向って、

「いや、軍師の案じられるのも理由なきことではないが、この大戦に当って、関羽ともある者が、留守を命じられていたと聞えては、世上へも部内へも面目が立つまい。どうか、一手の軍勢をさずけ、関羽にも一戦場を与えられたい」と、取りなした。

　孔明は、是非ない顔して、

「然らば、万一にも、軍命を怠ることあらば、いかなる罪にも伏すべしという誓紙を差出されい」と、いった。

　関羽は、即座に、誓文を認したためて軍師の手許へさし出したが、なお心外にたえない面持を眉に残して、

「仰せのまま、それがしはかく認めましたが、もし軍師のおことばと違い、曹操が華容道へ逃げてこなかったら、その場合、軍師ご自身は、何と召されるか」と、言質げんちを求めた。

　孔明は、微笑して、

「曹操がもし華容道へ落ちずに、べつな道へ遁のがれたときは、自分も必ず罪をこうむるであろう」

　と、約した。

　そして、なお、

「足下は、華容山かようざんの裡にひそみ、峠のほうには、火をつけ、柴を焼かせ、わざと煙をあげて、曹操の退路に伏せておられよ。曹操が死命を制し得んこと必定であろう」と、命じた。

「おことばですが」と、関羽は、その言をさえぎって、

「峠に火煙かえんをあげなば、せっかく、落ちのびて来た曹操も、道に敵あることを覚り、ほかへ方角を変えて逃げ失せはいたすまいか」

「否々」

　孔明は、わらって、

「兵法に、表裏と虚実あり、曹操は元来、虚実の論にくわしき者。彼、行くての山道に煙のあがるを見なば、これ、敵が人あるごとき態を見せかくるの偽計なりと観破し、あえて、冒おかし来るに相違ない。敵を謀るにはよろしく敵の智能の度を測るをもって先とす──とはこのこと。あやしむなかれ。羽将軍、疾くゆき給え」

「なるほど」

　関羽は、嘆服して、退くと、養子の関平かんぺい、腹心の周倉などを伴って、手勢五百余騎をひきい、まっしぐらに華容道へ馳せ向った。

　そのあとで玄徳は、かえって、孔明よりも、心配顔していた。

「いったい、関羽という人間は、情けに篤く義に富むこと、人一倍な性質であるからは、ああはいって差向けたものの、その期に臨んで、曹操を助けるような処置に出ないとは限らない。……ああ、やはり軍師のお考え通り、留守を命じておいたほうが無事だったかもしれない」

　孔明は、その言を否定して、

「あながち、それが良策ともいえません。むしろ関羽を差向けたほうが、自然にかなっておりましょう」と、いった。

　玄徳が、不審顔をすると、理を説いて、こうつけ加えた。

「なぜならば──です。私が天文を観じ人命を相するに、この度の大戦に、曹操の隆運とその軍力の滅散するは必定でありますが、なおまだ、曹操個人の命数はここで絶息するとは思われません。彼にはなお天寿がある。──ゆえに、関羽の心根に、むかし受けた曹操の恩に対して、今もまだ報じたい情があるなら、その人情を尽くさせてやるもよいではありませんか」

「先生。……いや軍師。あなたはそこまで洞察して、関羽をつかわしたのですか」

「およそ、それくらいなことが分らなければ、兵を用いて、その要所に適材を配することはできません」

　云い終ると、孔明は、やがて下流のほうに、火焔かえんが天を焦こがすのも間近であろうと、玄徳を促して、樊口の山頂へ登って行った。
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　東南風たつみは吹く。東南風は吹く。

　生温い異様な風だ。

　きのうからの現象である。──さてこの前後、曹操の起居は如何に。魏の陣営は、どう動いていたろうか。

「これは不吉な天変だ。味方にとって歓ぶべきことではない」

　こういっていたのは、程昱ていいくであった。曹操に向ってである。

「丞相よろしく賢察し給え」と、あえて智を誇らなかった。

　すると曹操はいった。

「何でこの風が味方に不吉なものか。思え。時はいま冬至とうじである。万物枯れて陰いん極きわまり、一陽よう生じて来復らいふくの時ではないか。この時、東南の風競きそう。何の怪しむことがあろうぞ」

　こんな所へ、江南の方から一舟が翔かけて来た。波も風もすべて、南からこの北岸へと猛烈に吹きつけているので、その小舟の寄って来ることも飛ぶが如くであった。

「黄蓋こうがいの使いです」と、小舟は一封の密書をとどけて去った。

「なに、黄蓋から？」

　待ちかねていたらしい。曹操は手ずから封を切った。読み下すひとみも何か忙せわしない。

　書中の文にいう。

かねての一儀、周瑜しゅうゆが軍令きびしきため、軽率にうごき難く、ひたすら好機を相待つうち、時節到来、先頃より鄱陽湖はようこに貯蔵の粮米ろうまいそのほかおびただしき軍需の物を、江岸の前線に廻送のことあり、すなわち某それがしを以てその奉行となす。天なる哉かな、この冥護めいご、絶好の機逸すべからず。万計すでに備われり。かねがねご諜報いたしおきたる通り、今夜二更の頃、それがし、江南の武将の首をとり、あわせて、数々の軍需の品、粮米を満載して、貴陣へ投降すべし。降参船にはことごとく檣頭しょうとうに青龍の牙旗を立つ。ねがわくは丞相の配下をして、誤認なからしめ給わんことを。

　　建安十三年冬十一月二十一日


「いかがいたしたかと案じていたが、さすが老巧な黄蓋こうがいである。よい機会をつかんだ。折ふしこの風向き、呉陣を脱して来るのも易かろう。各〻、抜かりあるな」

　と、曹操は大いに歓んで、各部の大将に旨を伝え、自身もまた多くの旗下と共に水寨すいさいへ臨んで、その中にある旗艦に坐乗していた。

　この日、落日は鉛色の雲にさえぎられ、暮るるに及んで、風はいよいよ烈しく、江上一帯は波高く、千億の黄龍が躍るかとあやしまれた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　さるほどに、宵は迫り、呉の陣営にも、ただならないものがあった。

　すでに、黄蓋や甘寧も、陣地を立ち、あとの留守には、蔡和さいかがひとり残っていた。

　突然、一隊の兵が来て、

「周都督のお召しである。すぐ来い」

　有無をいわせず、彼を囲んで、捕縛してしまった。

　蔡和は、仰天して、

「それがしに何の罪やある！」と叫んだが、

「仔細は知らん。云い開きは、都督の前でいたせ」と、兵は仮借かしゃくなく引っ立てた。

　周瑜しゅうゆは、待っていた。

　彼を見るやいな、

「汝は、曹操の間諜であろう。出陣の血まつりに、軍神いくさがみへ供えるには、ちょうどよい首と、今日まで汝の胴に持たせておいたが、もう好かろう。いざ祭らん」と、剣を抜き払った。

　蔡和は、哀号あいごうして、甘寧かんねいや闞沢かんたくも自分と同腹なのに、自分だけを斬るのはひどいと喚いたが、周瑜は笑って、

「それはみな、自分がさせた謀略はかりごとである」

　と、耳もかさず、一閃の下に屠ほふった。




赤壁せきへきの大襲撃だいしゅうげき
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　時すでに初更に近かった。

　蔡和さいかの首を供えて水神火神に祷いのり、血をそそいで軍旗を祭った後、周瑜しゅうゆは、

「それ、征ゆけ」と、最後の水軍に出航を下知した。

　このときもう先発の第一船隊、第二船隊、第三船隊などは、舳艫をそろえて、江上へすすんでいた。

　黄蓋の乗った旗艦には、特に「黄こう」の字を印した大旗をひるがえし、その余の大船小艇にも、すべて青龍の牙旗がきを立てさせていた。

　宵深まるにつれて、烈風は小凪こなぎになったが、東南たつみの風向きに変化はない。そして依然、大波天にみなぎり、乱雲のあいだからほのかな月光さえさして、一瞬は晃々と冴え、一瞬は青白い晦冥かいめいとなり、悽愴の気、刻々とみちていた。

三江の水天、夜いよいよ深く

万条の銀蛇ぎんだ、躍るが如し

戦鼓せんこ鳴めいを止やめて、舷々げんげん歌う

幾万の夢魂、水寨にむすぶ


　魏の北岸の陣中で、誰か吟詠ぎんえいしている者があった。旗艦に坐乗していた曹操はふと耳にとめて、

「誰だ、歌っているのは」とかたわらの程昱ていいくにたずねた。

「艦尾に番している哨兵です。丞相が詩人でいらっしゃるので、おのずから部下の端にいたるまで、詩情を抱くものとみえます」

「ははは。詩はまずいが、その心根はやさしい。その哨兵をこれへ呼んでこい。一杯の酒を褒美にくれてやろう」

　旗下の一人が、すぐ席を起って、艦尾へ走りかけたが、それとほとんど同時に、

「──やっ？　船が見える。たくさんな船隊が、南のほうからのぼって来る！」

　と、檣楼しょうろうの上からどなった。

「なに、船隊が見える？」と、諸大将、旗本たちは、総立ちとなって、船櫓ふなやぐらへ登るもあり、舳みよしへ向って駈け出して行くものもあった。

　──見れば、荒天の下、怒濤の中を続々と連なって来る船の帆が望まれる。月光はそれを照らして、鮮やかにするかと思えば、またたちまち、雲は月をおおうと、黒白あやめもつかぬ闇としてしまう。

「旗は見えんか。──青龍の牙旗がきを立ててはいないか」

　下からいう曹操の声だった。

　船楼の上から、諸大将が、口をそろえて答えた。

「見えます、龍舌旗りゅうぜつきが」

「すべての船の帆檣ほばしらに！」

「青旗のようですっ。──青龍の牙旗。まちがいはありません」

　曹操は、喜色満面に、

「そうかっ。よしっ」

　と、うなずいて、自身、舳みよしのほうへ向って、希望的な大歩を移しかけた。

　するとまた、そこにいた番の大将が、

「遠く、後方から来る一船団のうちの大船には、『黄こう』の字を印した大旗が翩翻へんぽんと立ててあるように見えまする」と、告げた。

　曹操は、膝を打って、

「それそれ。それこそ、黄蓋こうがいの乗っている親船だ。彼、果たして約束をたがえず、今これへ味方に来るは、まさしく、わが魏軍を天が助けるしるしである」と、いい、さらに自分の周囲へむらがって来た幕僚の諸将に向って、

「よろこべ一同。すでに呉は敗れたり。わが掌ては、もはや呉を握り奪とったも同様であるぞ」と、語った。

　東南風たつみかぜをうけて来るので、彼方の機船隊が近づいて来る速度は驚くほど迅はやかった。すでに団々たる艨艟もうどうは眼のまえにあった。──と、ふいに異様な声を出したのは程昱で、

「や、や？　……いぶかしいぞ。油断はならん」と、味方の人々を戒いましめた。

　曹操は、聞き咎めて、むしろ不快そうに、

「程昱。何がいぶかしいというのか？」と、その姿を振向いた。
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　程昱は、曹操の問に対して、言下にこう答えた。

「兵糧武具を満載した船ならば、かならず船脚ふなあしが深く沈んでいなければならないのに、いま眼の前に来る船はすべて水深すいしん軽く、さして重量を積んでいるとは見えません。──これ詐いつわりの証拠ではありませんか」

　聞くと、さすがは、曹操であった。一言を聞いて万事を覚ったものとみえる。

「ううむ！　いかにも」と、大きく唸って、その眼を、風の中に、爛々らんらんと研といでいたが、くわっと口を開くやいな、「しまった！ この大風、この急場、もし敵に火計のあるならば、防ぐ手だてはない。誰か行って、あの船隊を、水寨すいさいの内へ入れぬよう防いでおれ」

　後の策は、後の事として、取りあえずそう命令した。

「おうっ」と答えて、

「それがしが防ぎとめている間に、早々、大策をめぐらし給え」

　と、旗艦から小艇へと、乗り移って行ったのは、文聘ぶんぺいであった。

　文聘は、近くの兵船七、八隻、快速の小艇十余艘をひきつれて、波間を驀進ばくしんし、たちまち彼方なる大船団の進路へ漕ぎよせ、

「待ち給え。待たれよ」

　と、舳みよしに立って大音に呼ばわった──

「曹丞相の命令である。来るところの諸船は、のこらず水寨の外に碇いかりをおろし、舵かじを止め、帆綱をゆるめられい！」

　すると、答えもないばかりか、依然、波がしらを噛んで疾走して来た先頭の一船から、びゅんと、一本の矢が飛んできて文聘の左の臂ひじにあたった。

　わっと、文聘は船底へころがった。同時に、

「すわや。降参とは詐いつわりだぞ」

　と、船列と船列とのあいだには、まるで驟雨しゅううのような矢と矢が射交わされた。

　このとき、呉の奇襲艦隊の真中にあった黄蓋こうがいの船は、颯々さっさつと、水煙の中を進んで来て、はや水寨の内へ突入していた。

　黄蓋は、船楼にのぼって、指揮に声をからしていたが、腰なる刀を抜いて、味方の一船列をさしまねき、

「今ぞっ、今ぞっ、今ぞっ。曹操が自慢の巨艦大船は眼のまえに展列して、こよいの襲撃を待っている。あれ見よ、敵は混乱狼狽、なすことも知らぬ有様。──それっ、突込め！ 突込んで、縦横無尽に暴れちらせ！」と、激励した。

　かねて、巧みに偽装して、先頭に立てて来た一団の爆火船隊──煙硝えんしょう、油、柴などの危険物を腹いっぱい積んで油幕ゆまくをもっておおい隠してきた快速艇や兵船は──いちどに巨大な火焔を盛って、どっと、魏の大艦巨船へぶつかって行った。

　ぐわうっと、焔ほのおの音とも、濤なみの音とも、風の声ともつかないものが、瞬間、三江の水陸をつつんだ。

　火の鳥の如く水を翔かけて、敵船の巨体へ喰いついた小艇は、どうしても、離れなかった。後で分ったことであるが、それらの小艇の舳へさきには、槍のような釘が植えならべてあり、敵船の横腹へ深く突きこんだと見ると、呉兵はすぐ木の葉のような小舟を降ろして逃げ散ったのであった。

　なんで堪たまろう。いかに巨きくとても木造船や皮革船である。見るまに、山のような、紅蓮ぐれんと化して、大波の底に沈没した。

　もっと困難を極めたのは、例の連環れんかんの計によって、大船と大船、大艦と大艦は、ほとんどみな連鎖交縛れんさこうばくしていたことである。そのために、一艦炎上すればまた一艦、一船燃え沈めばまた一船、ほとんど、交戦態勢を作るいとまもなく、焼けては没し、燃えては沈み、烏林湾うりんわんの水面はさながら発狂したように、炎々と真赤に逆巻く渦、渦、渦をえがいていた。
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　なにが炸裂さくれつするのか、爆煙の噴きあがるたび、花火のような焔が宙天へ走った。次々と傾きかけた巨船は、まるで火焔の車輪のようにグルグル廻って、やがて数丈の水煙をかぶっては江底に影を没して行く。

　しかも、この猛炎の津波と火の粉の暴風あらしは、江上一面にとどまらず、陸の陣地へも燃え移っていた。

　烏林うりん、赤壁せきへきの両岸とも、岩も焼け、林も焼け、陣所陣所の建物から、糧倉、柵門、馬小屋にいたるまで、眼に映るかぎりは焔々たる火の輪をつないでいた。

「火攻めの計は首尾よく成ったぞ。この機をはずさず、北軍を撃滅せよ」

　呉の水軍都督ととく周瑜しゅうゆは、この夜、放火艇の突入する後から、堂々と、大船列を作って、烏林、赤壁のあいだへ進んできたが、味方の有利と見るや、さらに、陸地へ迫って、水陸の両軍を励ましていた。

　優勢なる彼の位置に反して、ここに無残な混乱の中にあったのは、曹操の坐乗していた北軍の旗艦とその前後に集結していた中軍船隊である。

「小舟を降ろせ。右舷へ小舟をっ──」

　と、黒煙の中で叫んでいたのは程昱か、張遼ちょうりょうか徐晃か。

　曹操を囲んで、炎の中から逃げようとする幕将にはちがいないが、その何人なるやさえも定かでなかった。

「迅くッ。迅く！」と、舷へ寄せた一小艇は、焔の下から絶叫する。揺々ようようたる大波は沸にえ立ち、真っ赤な熱風はその舟も人も、またたく間に焼こうとする。

「おうっ」

「おうっ。いざ丞相も」

　ばらばらと、幕将連はそれへ跳びおりた。曹操も躍り込んだ。各〻、身ひとつを移したのがやっとであった。

　けれど、それを見つけた呉の走舸はやぶねや兵船は、

「生捕れっ、曹操を！」

「のがすな、敵の大将を」

　と、四方から波がしらと共に追ってくる。

　波の上には焦こげた人馬の死体や、焼打ちされた船艇の木材や、さまざまな物が漂っていた。曹操の一艇は、その中を、波にかくれ、飛沫しぶきにつつまれ、無二無三、逃げまわっていた。

　すると一艘の蒙衝もうしょう（皮革艇）に乗って、こよいの奇襲船隊の闘将、呉の黄蓋が、曹操を討ちとる時は今なり、是が非でも、彼の首を挙げんものと、自身、快速なそれへ乗り移って、曹操を追いかけてきた。

「逃ぐるは醜きたなし、魏の大丞相曹操たるものの名折れではないかっ。曹操、待てっ」

　と、熊手を抱えて、舳みよしに立ち、味方の数隻と共に、漕ぎよせて来た。

「推参な！」

　と、曹操の側から、張遼が突っ立って、手にせる鉄弓からぶんと一矢しを放った。矢は、黄蓋の肩に立ち、あッという声と共に、黄蓋は波間へ落ちた。

　あわてた呉兵が、黄蓋の姿を水中に求めているまに、からくも曹操は、烏林の岸へ逃げあがった。しかし、そことて、一面の火焔、どこを見ても、面も向けられない熱風であった。

　一時は、小歇こやみかと思われた風速も、この広い地域にわたる猛火にふたたび凄まじい威力をふるい出し、石も飛び、水も裂けるばかりだった。

「──夢じゃないか？」

　顧みて曹操は、茫然とつぶやいた。さもあろう。一瞬の前の天地とは、あまりな相違である。

　対岸の赤壁、北岸の烏林、西方の夏水かすいことごとく火の魔か敵の影ばかりである。そして、彼の擁していた大艦巨船小艇──はすべて影を没し、或いは今なお、猛烈に焼けただれている。

「夢ではない！　ああっ……」

　曹操は、一嘆、大きく空へさけんで、落ち行く馬の背へ飛び乗った。

　青史せいしにのこる赤壁せきへきの会戦、長く世に謳うたわれた三江こうの大殲滅だいせんめつとは、この夜、曹操が味わった大苦杯そのものをいう。そしてその戦場は、現今の揚子江流域の湖北省嘉魚県かぎょけんの南岸北岸にわたる水陸入り組んでいる複雑な地域である。




山谷さんこく笑わらう
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　八十余万と称えていた曹操の軍勢は、この一敗戦で、一夜に、三分の一以下になったという。

　溺死した者、焼け死んだ者、矢にあたって斃たおれた者、また陸上でも、馬に踏まれ、槍に追われ、何しろ、山をなすばかりな死傷をおいて三江の要塞から潰乱かいらんした。

　けれど、犠牲者は当然呉のほうにも多かった。

「救えっ。救うてくれっ」と、まだ乱戦中、波間に声がするので、呉将の韓当かんとうが、熊手で引上げてみると、こよいの大殊勲者、黄蓋だった。

　肩に矢をうけている。

　韓当は、鏃やじりを掘り出し、旗を裂いて瘡口きずぐちをつつみ、早速、後方に送った。

　甘寧かんねい、呂蒙りょもう、太史慈たいしじなどは、疾とくに、要塞の中心部へ突入して、十数ヵ所に火を放っていた。

　このほか、呉の凌統りょうとう、董襲とうしゅう、潘璋はんしょうなども、縦横無尽に威力をふるい廻った。

　誰か、その中の一人は、蔡仲を斬りころし、その首を槍のさきに刺して駈けあるいていた。

　こんな有様なので、魏軍はその一隊として、戦いらしい戦いを示さなかった。逃げる兵の上を踏みつけて逃げまろんだ。敵に追いつかれて樹の上まで逃げあがっている兵もある。それが見るみるうちに、バリバリと、樹林もろともに焼き払われてしまう。

「丞相、丞相。戦袍せんぽうのお袖に火がついていますぞ」

　後から駈けてくる張遼ちょうりょうが馬の上から注意した。先へ鞭打って落ちて行く曹操は、あわてて自分の袖をはたいた。

　駈けても駈けても焔ほのおの林だ。山も焼け水も煮え立っている。それに絶えず灰が雨の如く降ってくるので、悍馬かんばはなおさら暴れ狂う。

「おうーいっ。張遼ではないか。おおういッ」

　後から追いついて来た十騎ばかりの将士がある。味方の毛玠もうかいだった。さきに深傷ふかでを負った文聘ぶんぺいがその中に扶けられて来る。

「ここはどの辺だ」

　息をあえぎながら曹操は振向く。

　張遼がそれに答えた。

「この辺もまだ烏林うりんです」

「まだ烏林か」

「林のつづく限り平地です。さしずめ敵勢も迅速に追いついて来ましょう。休んでいる間はありません」

　総勢わずか二十数騎、曹操はかえりみて、暗澹あんたんとならずにいられなかった。

　たのむは、馬の健脚だった。さらに鞭打って、後も見ずに飛ぶ。

　すると、林道の一方から、火光の中に旗を打振り、

「曹賊っ。逃げるなかれ」

　と呼ばわる者がある。呉の呂蒙が兵とこそ見えた。

「あとは、それがしが殿軍しんがりします。ただ急いで落ち給え」と、張遼が踏みとどまる。

　しかしまた、一里も行くと、一簇ひとむれの軍勢が奔突ほんとつして、

「呉の凌統りょうとうこれにあり。曹賊、馬を下りて降参せよ」と、いう声がした。

　曹操は、胆きもを冷やして、横ざまに林の中へ駈けこんだ。

　ところが、そこにも、一手の兵馬が潜んでいたので、彼は、しまったと叫びながら、あわてて馬をかえそうとすると、

「丞相丞相。もう恐れ給うことはありません。ご麾下きかの徐晃じょこうです。徐晃これにお待ちしていました」と、さけぶ。

「おうっ、徐晃か」

　曹操は、大息をついて、ほっとした顔をしたが、

「張遼が苦戦であろう。扶けて来い」と、いった。

　徐晃は、一隊をひいて、駈け戻って行ったが、間もなく、敵の呂蒙りょもう、凌統りょうとうの兵を蹴ちらして、重囲の中から張遼を助け出して帰ってきた。
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　そこで曹操主従はまた一団になって、東北へ東北へとさして落ちのびた。

　すると、一彪ぴょうの軍馬が、山に拠って控えていた。

「敵か」と、徐晃、張遼などが、ふたたび苦戦を覚悟して物見させると、それはもと、袁紹えんしょうの部下で、後、曹操に降り、久しく北国の一地方に屈踞くっきょしていた馬延ばえんと張顗ちょうぎのふたりだった。

　ふたりは、早速、曹操に会いにきた。そしていうには、

「実は、われわれ両名にて、北国の兵千余を集め、烏林のご陣へお手伝いに参らんものと、これまで来たところ、昨夜来の猛風と満天の火光に、行軍を止め、これに差し控えて万一に備えていたわけです」

　曹操は大いに力を得て、馬延、張顗に道を開かせ、そのうち五百騎を後陣として、ここからは少し安らかな思いで逃げ落ちた。

　そして十里ほど行くと、味方の倍もある一軍が、真っ黒に立ちふさがり、ひとりの大将が、駒を乗り出して何かいっている。──馬延は、自分に較べて、それも多分味方ではないかと思い、

「何者か」と、先へ近づいて訊いた。

　すると、彼方あなたの者は、大音をあげて、

「われこそは呉に彼ありともいわれた甘寧かんねいである。こころよく我が刃やいばをうけよ」

　云いも終らぬうち、馬躍らせて近寄りざま、馬延を一刀のもとに斬り落した。

　後ろにいた張顗は、驚いて、

「さては呉の大将か」と、槍をひねって、突きかかったが、それも甘寧の敵ではなかった。

　眼の前で、張顗、馬延の討死を見た曹操は、甘寧の勇にふるえあがって、さしかかって来た南夷陵なんいりょうの道を避け、急に、西へ曲がって逃げ走った。

　幸いに、彼を探している残軍に出会ったので、

「あとから来る敵を防げ」と、馬も止めずに命じながら、鞭も折れよと、駈けつづけた。

　夜はすでに、五更の頃おいであった。振りかえると、赤壁の火光もようやく遠く薄れている。曹操はややほっとした面持で、駈け遅れて来る部下を待ちながら、

「ここは、何処か」と、左右へたずねた。

　もと荊州けいしゅうの士さむらいだった一将が答えていう。

「──烏林の西。宜都ぎとの北のほうです」

「宜都の北とな。ああそんな方角へ来ていたか」

　と曹操は、馬上から、しきりに附近の山容や地形を見まわしていた。山川さんせん峨が々がとして樹林深く、道はひどくけわしかった。

「あはははは。あははは」

　──突然、曹操が声を放って笑い出したので、前後の大将たちは奇異な顔を見合わせて彼にたずねた。

「丞相。何をお笑いになるのですか」──と。

　曹操は、答えていう。

「いや、べつだんな事でもない。今このあたりの地相を見て、ひとえに周瑜しゅうゆの浅才せんさいや、孔明の未熟が分ったから、ついおかしくなったのだ。もしこの曹操が周瑜か孔明だったら、まずこの地形に伏兵をおいて、落ち行く敵に殲滅せんめつを加えるところだ。──思うに赤壁の一戦は、彼らの怪我勝ちというもので、こんな地の利を遊ばせておくようでは、まだまだ周瑜も孔明も成っておらぬ」

　敗軍の将は兵を語らずというが──曹操は馬上から四林四山を指さして、なお、幕将連に兵法の実際講義を一席弁じていた。

　ところが、その講義の終るか終らないうちに、たちまち左右の森林から一隊の軍馬が突出して来た。そして前後の道を囲むかと見えるうちに、

「常山の子龍趙雲ちょううんこれに待てりっ。曹操っ、待て」

　という声が聞えたので、曹操は驚きのあまり、危うく馬から転げ落ちそうになった。
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　敗走、また敗走、ここでも曹操の残軍は、さんざんに痛めつけられ、ただ張遼、徐晃などの善戦によって、彼はからくも、虎口をまぬがれた。

「おう！　降ってきた」

　無情な天ではある。雨までが、敗軍の将士を苛さいなんで降りかかる。それも、車軸を流すばかりな大雨だった。

　雨は、甲よろいや具足をとおして、肌にしみ入る。時しも十一月の寒さではあるし、道はぬかり、夜はまだ明けず、曹操を始め幕下の者の疲労困憊ひろうこんぱいは、その極に達した。

「──部落があるぞ」

　ようやく、夜が白みかけた頃、一同は貧しげな山村にたどりついていた。

　浅ましや、丞相曹操からして、ここへ来るとすぐいった。

「火はないか。何ぞ、食物しょくもつはないか」

　彼の部下は、そこらの農家へ争って入りこんで行った。おそらく掠奪を始めたのだろう。やがて漬物甕つけものがめや、飯櫃めしびつや、鶏や、干菜ほしなや漿塩壺しょうえんつぼなど思い思いに抱えてきた。

　けれど、火を焚たいて、それらの食物を胃ぶくろへ入れる間もなかった。なぜなら部落のうしろの山から火の手があがり、

「すわ。敵だっ」と、またまた、逃げるに急となったからである。

「敵ではないっ。敵ではないっ」と、その敵はやがて追いかけて来た。何ぞ知らん、味方の大将の李典、許褚きょちょそのほか将士百人ばかり、山越えで逃げてきたものだった。

「やあ、許褚も無事か。李典もおったか」

　焼け跡から焼けのこった宝玉を拾うように、曹操は歓ぶのだった。やがて共々、馬を揃えて、道をいそぐ。──陽は高くなって、夜来の大雨もはれ、皮肉にも東南風たつみすらだんだんに凪ないでいた。ふと、駒をとめて、曹操は、眼の前にかかった二つの岐わかれ道を、後ろへたずねた。

「さればです」と、幕将のひとりがいう。

「──一方は、南夷陵なんいりょうの大道。一方は北夷陵ほくいりょうの山路です」

「いずれへ出たほうが、許都へ向うに近いのか」

「南夷陵です。途中、葫蘆谷ころこくをこえてゆくと、非常に距離がみじかくなります」

「さらば、南夷陵へ」と、すぐその道をとって急いだ。

　午ひるすぎた頃、すでに同勢は葫蘆谷へかかった。肉体を酷使していた。馬も兵も飢えつかれて如何とも動けなくなってきた。──曹操自身も心身混沌こんとんたるものを覚える。

「やすめっ。──休もう」

　下知をくだすや否、彼は馬を降りた。そして、先に部落から掠奪して来た食糧を一ヵ所に集め、柴を積んで焚火たきびとし、士卒たちは、盔かぶとの鉢や銅鑼どらを鍋に利用して穀類を炊かしいだり鶏を焼いたりし始めた。

「ああ、やっとこれで、すこし人心地がついた」と、将士はゆうべからの濡れ鼠な肌着や戦袍ひたたれを火に乾している。曹操もまた暖を取って後、林の下へ行って坐っていた。

　憮然ぶぜんたる面持で、彼は、天を凝視していたが、何を感じたか、

「ははは。あははは」

　と、独りで笑いだした。

　諸将は、何か、ぎょッとしたように、彼へ向って云った。

「さきにも丞相は、大いにお笑いになって、まさか、そのためでもありますまいが、趙雲子龍の追手を引き出しました。今また、何をそうお笑いになるのですか」

　曹操は、なお、笑っていう。

「孔明、周瑜しゅうゆ、共に大将の才はあるが、まだ智謀の足らぬのを予は嘲うのだ。もし曹操が敵ならば、ここに一手の勢を伏せ──逸ヲ以テ労ヲ待ツ──の計をほどこすであろうに、さてさて抜かったり」

　そのことばが、まだ終らぬうちに、たちまち、金鼓喊声きんこかんせい、四山にこだまし、あたりの樹林みな兵馬と化したかの如く、四方八面に敵のすがたが見えてきた。

　中に、声あって、

「曹操、よくぞ来た。燕人えんじん張飛これに待ったり。そこを去るな」

　あなやと思うまに、丈八の蛇矛じゃぼこ、黒鹿毛の逸足、燦々さんさんたる甲盔こうがいが、流星のごとく此方へ飛んできた。
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「張飛だっ」

　名を聞いただけでも、諸将は胆きもを冷やした。士卒たちは皆、甲よろいや下着を火に乾していたところなので、周章狼狽、赤裸のままで散乱するもある。

　許褚きょちょのごときも、

「丞相の危機。近づけては」と、あわてて、鞍もない馬へ飛び乗り、猛然、駈け寄ってきた張飛の前に立って戦い、ややしばし、喰い止めていた。

　その間に、

「すわこそ」と、張遼、徐晃など、からくも鎧を取って身にかぶり、曹操を先へ逃がしておいてから、馬を並べて、張飛へかかって行った。

　とはいえ、張飛のふりまわす一丈八尺の蛇矛には、当るべくもない。その敵を討つというよりは、彼の猛烈な突進を、少しの間でも防ぎ支えているのがやっとであった。

　曹操は、耳をふさぎ、眼をつぶって、数里の間は生ける心地もなくただ逃げ走った。やがてちりぢりに味方の将士も彼のあとを慕って追いついて来たが、どれを見ても、傷を負っていない者はない有様だった。

「また岐わかれ路へ出た。この二条の道は、どっちへ向ったがよいか」

　曹操の質問に、

「いずれも南郡なんぐんへ通じていますが、道幅の広い大道のほうは五十里以上も遠道になります」

　と、地理にくわしい者が答えた。

　曹操は聞くと、うなずいて、山の上へ部下を走らせた。部下は立ち帰ってきてから復命した。

「山路のほうをうかがってみますと、彼方の峠や谷間の諸所から、ほのかに、人煙がたち昇っております。必定、敵の伏兵がおるに違いございません」

「そうか」と、曹操は、眉根をきっと落着けて、

「しからば、山路を経て行こう。者ども、山越えしてすすめ」と、先手の兵へ下知した。

　諸大将は驚きかつ怪しんで、

「山路の嶮けんを擁ようして、みすみす伏兵が待つを知りながら、この疲れた兵と御身をひっさげて、山越えなさんとは、如何なるご意志によるものですか」と、駒を抑えて質した。

　曹操は、苦笑を示して、

「我れ聞く。この華容道かようどうとは、近辺に隠れなき難所だということを。──それ故に、わざと、山越えを選ぶのだ」

「敵の火の手をご覧ありながら、しかもその嶮へ向われようとは、あまりな物好きではありませんか」

「そうでない。汝らも覚えておけ。兵書にいう。──虚ナル則トキハ実トシ、実ナル則ハ虚トス、と。孔明は至って計の深いものであるから、思うに、峠や谷間へ、少しの兵をおいて煙をあげ、わざと物々しげな兵気を見せかけ、この曹操の選ぶ道を、大路の条すじへ誘いこみ、かえって、そこに伏兵をおいて我を討止めんとするものに相違ない。──見よ、あの煙の下には、真の殺気はみなぎっていない。かれが詐謀さぼうたること明瞭だ。それを避けて、人気なしなどと考えて大路を歩まば、たちまち、以前にもまさる四面の敵につつまれ、一人も生きるを得ぬことは必定である。あやうい哉かなあやうい哉、いざ疾とく、山道へかかれ」と、いって駒をすすめたので、諸人みな、

「さすがは丞相のご深慮」と、感服しないものはなかった。

　こうしている間にも、後から後から、残兵は追いつき、今は敗軍の主従一団となったので、

「はやく荊州へ行き着きたいものだ。荊州までたどり着けば、何とかなろう」

　と、あえぎあえぎ華容山麓から峰越えの道へ入った。

　けれど気はいくらあせっても、馬は疲れぬいているし、負傷者も捨てては行けず、一里登っては休み、二里登っては憩い、十里の山道をあえぐうち、もう先陣の歩みは、まったく遅々として停ってしまった。──折から山中の雲気は霏ひ々ひとして白い雪をさえまじえて来た。




功こうなき関羽かんう
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　難路へかかったため、全軍、まったく進退を失い、雪は吹き積もるばかりなので、曹操は焦いらだって、馬上から叱った。

「どうしたのだ、先鋒の隊は」

　前隊の将士は、泣かんばかりな顔を揃えて、雪風せっぷうの中から答えた。

「ゆうべの大雨に、諸所、崖はくずれ、道は消え失せ、それに至るところ渓川たにがわが生じてしまったものですから、馬も渡すことができません」

　曹操は、癇癪かんしゃくを起して、

「山に会うては道を拓ひらき、水に遭うては橋を架かす。それも戦いくさの一つである。それに対むかって、戦い難いなどと、泣き面をする士卒があるかっ」

　そして、彼自身、下知にかかった。傷兵老兵はみな後陣へ引かせ、屈強な壮士ばかりを前に出して、附近の山林を伐きって橋を架け、柴や草を刈って、道を拓ひらき、また泥濘でいねいを埋めて行った。

「寒気に怯ひるむな。寒かったら汗の出るまで働け。生命が惜しくば怠るな。怠ける者は、斬るぞ」

　剣を抜いて、彼は、土工を督した。泥と戦い、渓流と格闘し、木材と組み合いながら、まるで田圃たんぼの水牛みたいになって働く軍卒の中には、このとき飢餓きがと烈寒のため、斃たおれ死んだ者がどれほどあったか知れない程であった。

「あわれ、矢石しせきの中で、死ぬものならば、まだ死にがいがあるものを」と、天を恨み、また曹操の苛烈な命令に喚わめく声が、全軍に聞えたが、曹操は耳にもかけず、かえって怒り猛って、

「死生自ら命ありだ。なんの怨むことやある。ふたたび哭なく者は立ちどころに斬るぞ」と、いった。

　こうして、凄まじい努力とそれを励ます叱咤で、からくもようやく第一の難所は越えたが、残った士卒をかぞえてみるとわずか三百騎足らずとなり終っていた。

　ことに、その武器と得物えものなども今は、携えている者すらなく、まるで土中から発掘された泥人形の武者や木偶でくの馬みたいになっていた。

「もうわずかだ。目的の荊州までは、難所もない」

　曹操は、鞭を指して、将士のつかれた心を彼方あなたへ向けさせ、

「あとは、ただ一息だ。はやく荊州へ行き着いて、大いに身を休めよう。頑張れ、もう一息」

　と、励ました。

　そして、峠を越え、約五、六里ばかり急いで来ると、曹操はまた、鞍を叩いて独り哄笑していた。

　諸将は、曹操に向って、

「丞相。何をお笑いなさいますか」と、訊ねた。

　曹操は、天を仰いで、なお、大笑しながら、

「周瑜しゅうゆの愚ぐ、孔明の鈍どん、いまこの所へ来てさとった。彼、偶然にも、赤壁の一戦に、我を破やぶって、勢い大いにふるうといえども、要するに弓下手ゆみべたにもまぐれあたりのあるのと同じだ。──もしこの曹操をして、赤壁より一気に、敗走の将を追撃せしめるならば、この辺りには必ず埋兵潜陣まいへいせんじんの計を設けて、一挙に敵のことごとくを生捕るであろう。──さはなくて、無益な煙を諸所にあげ、われをして平坦な大道のほうに誘い、この山越えを避けしめんなど、まるで児こども騙だましの浅い計といっていい」と、気焔を吐き、さらに、

「これがおかしくなくてどうするか。あははは、わははは」と、肩を揺すぶりぬいた。

　ところが、その笑い声のやまないうちに、一発の鉄砲が彼方の林にとどろいた。たちまちに見る前面、後方、ふた手に分れて来る雪か人馬かと見紛みまごうばかりな鉄甲陣。そのまっ先に進んでくるのはまぎれもなし、青龍の偃月刀えんげつとうをひっさげ、駿足赤兎馬せきとばに踏みまたがって来る美髯びぜん将軍──関羽であった。
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「最期だっ。もういかん！」

　一言、絶叫すると、曹操はもう観念してしまったように、茫然戦意も失っていた。

　彼ですらそうだから、従う将士もみな、

「関羽だ。関羽が襲よせて来る──」とばかりおののき震えて、今は殲滅されるばかりと、生きた空もない顔を揃えていたのは無理もない。──が、ひとり程昱ていいくは、

「いや何も、そう死を急ぐにはあたりません。どんな絶望の底にあろうと、最後の一瞬でも、一縷るの望みをつないで、必死を賭としてみるべきでしょう。──それがし、関羽が許都にありし頃、朝夕に、彼の心を見て、およそその人がらを知っている。彼は、仁侠の気に富み、傲おごる者には強く、弱き下の人々にはよく憐れむ。義のために身を捨て、ふかく恩を忘れず、その節義の士たることすでに天下に定評がある。──かつて玄徳の二夫人に侍して、久しく許都にとどまっていた当時、丞相には、敵人ながら深く関羽の為人ひととなりを愛めで給い、終始恩寵おんちょうをおかけ遊ばされたことは、人もみな知り、関羽自身も忘れてはおりますまい」

「…………」

　曹操は、ふと瞑目めいもくした。追憶はよみがえってくる。そうだ！ ……と思い当ったように、その眸をくわっと見ひらいた時──すでに雪中の喊声かんせいは四囲に迫り、真先に躍って来る関羽の姿が大きくその眼に映った。

「おうっ……羽将軍か」

　ふいに、曹操は、自身のほうからこう大きく呼びかけた。

　そして、われから馬をすすめ、関羽の前へ寄るや否、

「やれ、久しや、懐かしや。将軍、別れて以来、つつがなきか」と、いった。

　それまでの関羽は、さながら天魔の眷族けんぞくを率いる阿修羅王あしゅらおうのようだったが、はッと、偃月刀を後ろに引いて、駒の手綱を締めると、

「おう、丞相か」と、馬上に慇懃いんぎん、礼をして、

「──まことに、思いがけない所で会うものかな。本来、久闊きゅうかつの情も叙のぶべきなれど、主君玄徳の命をうけて、今日、これにて丞相を待ちうけたる関羽は、私の関羽にあらず。──聞く、英雄の死は天地も哭なくと。──いざ、いざ、いさぎよくそれがしにお首を授けたまえ」と、改めていった。

　曹操は、歯を噛み合わせて、複雑な微笑をたたえながら云った。

「やよ、関羽。──英雄も時に悲敗を喫すれば惨たる姿じゃ。いま、われ戦いに敗れて、この山嶮、この雪中に、わずかな負傷ておいのみを率いて、まったく進退ここにきわまる。一死は惜しまねど、英雄の業、なおこれに思い止るは無念至極。──もしご辺にして記憶あらば、むかしの一言を思い起し、予の危難を見のがしてくれよ」

「あいや、おことば、ご卑怯に存ずる。いかにも、むかし許都に在りし日、丞相のご恩を厚くこうむりはしたものの、従って、白馬の戦いに、いささか献身の報恩をなし、丞相の危急を救うてそれに酬むくう。今日はさる私情にとらわれて、私に赦ゆるすことは相成らぬ」

「いや、いや。過去の事のみ語るようだが、将軍がその主玄徳の行方をなお知らず、主君の二夫人に仕えて、敵中にそれを守護されていたことは、私の勤めではあるまい。奉公というものであろう。曹操が乏しき仁義をかけたのは、ご辺の奉公心に感動したからだった。誰かそれを私情といおうや。──将軍は春秋の書にも明るしと聞く。かの庾公ゆこうが子濯したくを追った故事もご存じであろう。大丈夫は信義をもって重しとなす。この人生にもし信なく義もなく美というものもなかったら、実に人間とは浅ましいものではあるまいか」

　諄々じゅんじゅんと説かれるうちに、関羽はいつか頭こうべを垂れて、眼の前の曹操を斬らんか、助けんか、悶々、情念と知性とに、迷いぬいている姿だった。
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　──ふと見れば、曹操のうしろには、敗残の姿も傷いたましい彼の部下が、みな馬を降り、大地にひざまずき、涙を流して関羽のほうを伏し拝んでいた。

「あわれや、主従の情。……どうしてこの者どもを討つに忍びよう」

　ついに、関羽は情に負けた。

　無言のまま、駒を取って返し、わざと味方の中へまじって、何か声高に命令していた。

　曹操は、はっと我にかえって、

「さては、この間に逃げよとのことか」

　と、士卒と共に、あわただしくここの峠から駈け降って行った。

　すでに曹操らの主従が、麓のほうへ逃げ去った頃になって関羽は、

「それ、道を塞ふさぎ取れ」と、ことさら遠い谷間から廻り道して追って行った。

　すると、途中、一軍のみじめなる軍隊に行き会った。

　見れば、曹操のあとを慕って行く張遼ちょうりょうの一隊である。武器も持たず馬も少なく、負傷していない兵はまれだった。

「ああ惨たるかな」と、関羽は、敵のために涙を催し、長嘆ちょうたん一声せい、すべてを見遁みのがして通した。

　張遼と関羽とは、旧ふるくからの朋友である。実に、情の人関羽は、この悲境の友人を、捕捉ほそくして殺すには忍びなかったのである。──おそらく張遼もそれを知って、心のなかで関羽を伏し拝みながらこの死線を駈け抜けて行ったろうと思われる。

　こうして虎口の難をのがれた張遼は、やがて曹操に追いついて合体したが、両軍合わせても五百に足らず、しかも一条ひとすじの軍旗すら持たなかったので、

「ああ。かくも、悲惨な敗北を見ようとは……」と、相顧みて、しばし凋然ちゅうぜんとしてしまった。

　この日、夕暮に至って、また行く手の方に、猛気旺な一軍の来るのとぶつかったが、これは死地を設けていた伏勢ではなく、南郡なんぐん（湖北省こほくしょう・江陵こうりょう）の城に留守していた曹一族の曹仁が、迎えに来たものであった。

　曹仁は、曹操の無事な姿を見ると、うれし泣きに泣いて、

「赤壁の敗戦を聞き、すぐにも駈けつけんかと思いましたが、南郡の城を空けては、後の守りも不安なので、ただご安泰のみを祈っていました」と、曹操が生きて帰ってくれたことだけでも、無上の歓喜として、今はかえって怨むことも知らなかった。

　曹操もまた、「今度ばかりは、二度とこの世でそちに会うこともないかと思った」と、語りながら、共に南郡の城へ入って、赤壁以来、三日三夜の疲れをいやし、ようやく、生ける身心地をとり戻した。

　戦塵の垢あかを洗い、暖かい食物をとり、大睡たいすい一快をむさぼると曹操は忽然こつぜん、天を仰いで、

「……ああ。ああ」と、嗚咽おえつせんばかり、涙を垂れて哭いた。

　付添う人々は、怪しんで、彼に問うた。

「丞相、どうして、そんなにお哭なきになるんです。たとえ赤壁に大敗なされても、この南郡に入るからには、人馬も武器も備わっているし、いつか再挙の日もありましょうに」

　すると曹操は、かぶりを振りながら、

「夢に故人を見たのだ。──遼東りょうとうの遠征に陣没した郭嘉かくかが、もし今日生きていたらと思い出したのだ。予も愚痴をいう年齢としになったかと思うと、それも悲しい。諸将よ、笑ってくれ」

　と、胸を打って、

「哀しいかな郭嘉かくか。痛ましい哉、奉考ほうこう……ああ去って再びかえらず」

　それから、曹仁を近く呼んで、

「予に生命いのちのある限り、赤壁の恨みは必ず、敵国に報いずにはおかん、今は、しばらく都へ帰って、他日の再軍備にかかるしかない。汝はよく南郡を守っていてくれよ。やがて敵の襲撃に会ってもかならず守るを旨とし、城を出て戦ってはならんぞ」と、諭した。
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　この荊州の南郡から襄陽じょうよう、合淝がっぴの二城をつらねた地方は、曹操にとって、今は、重要なる国防の外郭線とはなった。

　で、曹操は、都に帰るに際して、ふたたび曹仁へこう云い残した。

「この一巻のうちに、こまごまと、計策はかりごとを書いておいたから、もしこの城の守りがいよいよ危急に迫った時は、これを開いて、わが言となし、すべて巻中の策に従って籠城いたすがよい」

　また、襄陽城の守備としては、夏侯惇かこうじゅんをあとに留め、合淝地方は、ことに、重要な地とあって、それへは、張遼を守りに入れた。さらに楽進がくしん、李典りてんの二名を副将としてそれに添えた。

　こう万全な手配りをすまして、曹操はやがてここを去ったが、左右の大将も士卒もあらかた後の防ぎに残して行ったので、その時、曹操に従って都へかえった数は、わずか七百騎ほどに過ぎなかったという。

　その頃──

　夏口城の城楼には、戦捷せんしょうの凱歌がいかが沸いていた。

　張飛、趙雲、そのほかの士卒は、みな戦場から立帰って、敵の首級や鹵獲品ろかくひんを展じて、軍功帳に登録され、その勲功いさおしを競っていた。

　閣の庁上では、玄徳を中心に、孔明も立って、戦勝の賀をうけていたが、折ふしここへ、関羽もその手勢と共に戻って来て、悄然しょうぜんと拝礼した。

「おお、羽将軍か。君にも待ちかねておわしたぞ。曹操の首を引っさげて来たものはおそらくあなたであろう」

「…………」

「将軍。どうして、そのように不興気な顔をしてうつ向いておらるるか。いざ、功を述べて、勲功帳に記録を仰ぎたまえ」

「いや、……べつに何も……」

　関羽は益〻、うな垂れているのみで、そのことばさえ、女のように低かった。

　孔明は、眉をひそめながら、

「どうなされたのか。べつに何も……とは？」

「実は。……それがしのこれに来たのは、功を述べるためではなく、罪を請うためでござる。よろしく軍法に照らして罰せられたい」

「はて。……では、曹操はついに華容かようの道へは逃げ落ちて来なかったといわるるか」

「軍師のご先見にたがわず、華容道かようどうへかかっては来ましたが、それがしの無能なるため、討ち洩らしてござる」

「なに、討ち損じたと……あの赤壁から潰走した敗残困憊こんぱいの兵でありながら、なお羽将軍の強馬精兵をも近づけぬほど、曹操はよく戦ったと申さるるか」

「……でも、ござらぬが。……つい、取り逃がしました」

「然らば、曹操は討たずとも、その手下の大将や士卒は、どれほど討ち取られたか」

「ひとりも生捕りません」

「挙げたる首級は」

「一箇もなし──でごさる」

「ウーム。……そうか」

　孔明は、口をつぐんで、あとはただその澄んだ眸をもって、彼をながめているだけだった。

「関羽どの」

「はい」

「さてはご辺には、むかし曹操よりうけた恩を思うて、故意に、曹操の危難を見のがされたな」

「今さら、何のことばもござりませぬ。ただご推量を仰ぐのほかは……」

「だまれっ」

　孔明は、その白皙はくせきな面に紅くれないを呈して、一喝いっかつ、叱るやいな、座後ざごの武士を顧みて、命じた。

「王法は、国家の典形てんけい。私情をもって、軍令を無視した関羽の罪はゆるされん。諸君っ！ 斬り捨ていッ、この柔弱漢にゅうじゃくかんを！」
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　孔明がこれほど心から怒ったらしい容子を見たのは、玄徳も初めてであった。

　めったに怒らない優しい人が怒ったのは、ふつうの者の間でも恐ろしい気がするものである。いわんや軍師の座にあって、謹厳おのれを持じしていやしくもせず、日頃はあまり大きな声すら出さない孔明が、断乎、斬れ！ と命じたのであるから、人々みな慄然りつぜんとすくみ立って、どうなることかと思っていた。

「軍師──」と、急に彼のまえに迫って、膝を曲げないばかりに愍あわれみを仰いだのは、当の関羽ではなくて、玄徳であった。

「わしと、関羽とは、むかし桃園に義を結んで、生死を倶にせんと誓ってある。いわば関羽の死はわしの死を意味する。きょうの罪は赦ゆるしがたいものに違いないが、わしに免じて──いやわしにその罪科とがをしばし預けてくれい。後日、かならずこの罪を償うほどの大功を挙げさせるから。……軍師、大法を歪曲わいきょくするのではなく、仮にしばらくその法断を待って欲しいのじゃ。たのむ」

　身、主君たる位置にありながら、玄徳は、臣下の一命のために、臣下に対して、ひれ伏さないばかりであった。

　何でそれまでを、孔明とて一蹴いっしゅうできよう。彼はわずかに面をそむけて、

「赦ゆるすことはできません。軍紀はあくまで厳然たる軍紀ですが、思し召のまま暫時、処断は猶予しましょう。関羽の罪は、おあずけしておきます」

　と遂にいった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　数万人の捕虜は、赤壁から呉へ運ばれて行った。

　呉軍は、そのすべてを包有して、一躍大軍となり、また整備を増強して、江北へ押し渡って来た。

「玄徳から賀使がしが見えました。家臣の孫乾そんけんという者が、贈り物を献じ、戦勝のお祝いを述べるためにと──玄徳の使いで」

　中軍にある周瑜しゅうゆのところへ、或る日、こういう取次があった。赤壁の大戦捷に、周瑜ばかりでなく、呉軍全体は、破竹の勢いを示し、士卒の端にいたるまで、無敵呉軍の誇りに燃えて、当るべからざるものがある。──この図に乗せてと、周瑜は、南郡へ攻略をすすめ、五ヵ所の寨とりでを粉砕して、いまやそこの南郡城に肉迫して陣を取った日であった。

「ほう、玄徳からとな？ ……そうか、すぐ通せ」

　周瑜のことばに、使者孫乾は、直ちに案内されて来た。

　四方山よもやまの話のすえに、周瑜は孫乾にこうたずねた。

「ご主君の玄徳や孔明は、目下どこにおられるか」

「されば、油江口ゆこうこうにおられます」

「えっ、油江口に？」

　何か、驚いたらしい顔である。それからは、話もはずまなかったが、宴の終る頃、

「いずれ、それがし自身、ご返礼に出向くであろう。よろしく申し伝えてくれ」

　と、追い帰すように、孫乾を帰した。

　あくる日。──魯粛ろしゅくが、

「都督、きのうは、何であんな意外なお顔をなすったのですか」

「ムム。玄徳が油江口におることでか。それは聞き捨てならんではないか」

「なぜです」

「彼が油江口へ陣を移したとすれば、それは明らかに、南郡を攻め取ろうという野心があるからだ。われわれ呉軍が、莫大な軍馬銭粮せんろうを消費して、赤壁に勝っても、まだその戦果はつかんでおらぬ。──それを玄徳に先んじられては何のために戦ったか、意味をなさぬことになる」

「その儀は、疾とくから私も、油断がならんと思っていました」

「さっそく、玄徳の陣を訪問したうえ、一本釘を打っておこう。──供の兵馬や贈り物の準備をしてくれい」

「承知しました。私も共に参りましょう」




一掴かく三城じょう
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　一方、孫乾そんけんは油江口にある味方の陣に帰ると、すぐ玄徳に、帰りを告げて、

「いずれ周瑜が自身で答礼に参るといっておりました」と、話した。

　玄徳は、孔明と顔見合わせて、

「これほどな儀礼に、周瑜が自身で答礼に来るというのはおかしい。何のために来るのであろう」

「もちろん、南郡の城が気にかかるので、こちらの動静を見に来るのでしょう」

「もし兵を率ひきいて来たらどうしようか」

「ご心配はありません。まずこんどは探りだけのことでしょう。ご対談のときには、かようにお答え遊ばされい」

　孔明は、何事かささやいた。

　先触れのあった日、油江口の岸には、兵船をならべ、軍馬兵旗を整々せいせいと立てて、周瑜の着くのを待っていた。

　周瑜は、随員と守護の兵三千騎を連れて、船から上陸した。──見るに、陸上にも江辺にも、兵馬や大船が整然と旗幟きしをそろえているので、

「案外、馬鹿にはならぬ兵力を持っておるな」

　といわんばかりな流し目をくばりながら、趙雲の一隊に迎えられて、陣の轅門えんもんへ入って行った。

　もちろん、玄徳、孔明、そのほかの部将は、篤く出迎え、大賓の礼をとって、会宴の上座へすすめた。

　酒、数巡。

　玄徳は杯をあげて、しきりに、赤壁の大勝を激賞しながら、

「ときに、引続いて、江北へご進撃と承り、いささか戦いのお手助けを申さんと、急遽、この油江口まで陣を進めて来ましたが、もし周都督のほうで、南郡をお取りになるご意志がなければ、玄徳の手をもって、攻め取りますが」と、軽くいった。

　すると、周瑜も、気軽に笑って、戯れた。

「どう致しまして──。とんでもない。呉が荊州けいしゅうを併呑へいどんせんと望んでいたことは実に久しいものです。いま、南郡はすでに、呉の掌たなごころにあるものを、決して、ご心配下さるに及ばん」

「けれど、世の諺ことわざにも、掌中ノモノ必ズシモ掌中ノ物ナラズ──ということもあります。曹操が残して行った曹仁は北国の万夫不当ばんぷふとう。おそらく周都督のお手にはやすやすと落ちないのではないかと案じられますが」

　周瑜は、眉のあいだに、憤然と憤炎ふんえんをあらわしたが、すぐ皮肉な嘲笑にそれを代えて、

「もし、それがしの手に奪とれなかったら、あなたの手で奪ったらよかろう」

「ほ。そうですか。それはかたじけない。──ここには、魯粛、孔明という生き証人もいること、都督の今のおことばをよく聞いておいてもらいたい」

「大丈夫の一言、何の、証人などが要ろう」

「あとでご後悔はありますまいな」

「ばかな」

　周瑜は、一杯を干して、また一笑した。

　そのそばから孔明はこういって、旺さかんに、周瑜の言を賞めあげた。

「さすがに、周都督の一言は、呉の大国たる貫禄を示すに余りある公論というものです。荊州の地は、当然まず呉軍からお攻めあるのがほんとです。そして万が一にも、呉の手にあまったときは、劉皇叔りゅうこうしゅくが試みにそれを攻め取ってみられるがよいでしょう」

　周瑜らが帰った後である。

　玄徳は、嘆かわしい顔して、孔明を責めた。

「──周瑜と対談の時は、ああ云え、こう答えよと、先生がこの玄徳に教えたので、予はその通りに応対していた。それなのに、先生自身、周瑜に向って、南郡を取れといわんばかり励まして帰したのは一体どういうつもりか」

「その以前、私が荊州をお取りなさいと、あんなにおすすめ申したのに、君にはさらに耳へお入れがなかった」

「わが一族、わが味方、拠よるに地もなく、ほとんど今は孤窮の境界。むかしを問うてくれるな。事情も変っている」

「ご心配には及びません。べつに孔明に一計があります。近いうちに必ず君を南郡城に入れてご覧にいれまする」
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　周瑜は、自軍の陣へ帰ると、すぐに南郡城へ向って、猛烈な行動を起すべく、指令を出していた。

　魯粛ろしゅくがその間に云った。

「玄徳とお会いなされた折、なぜ彼に対してもし呉軍の手にあまるときは、そっちで南郡を攻め取るも随意だ──などといわれたのですか」

「それは君、ことばの上だけのものさ。人情の余韻よいんを残すというものだ。すでに赤壁においてすらあの大捷たいしょうを博した我軍のまえに、南郡の城のごときは鎧袖がいしゅう一触しょく、あんなものを取るのは手を反かえすよりやさしいことじゃないか」

　先手五千の兵には、蒋欽しょうきんが大将として進み、副将丁奉ていほう、徐盛じょせいそれにつづき、周瑜の中軍も前進して、堂々城へ迫った。

　このときまで、城中の曹仁は、曹操の残して行った誡いましめを鉄則として、

「出るな。守れ」

　の一方でただ要害をきびしくするに汲々としていたが、部下の牛金ぎゅうきんはしきりに勧めた。

「要害の守りというものは或る期間だけのものです。古来、陥ちない城というものはない。いますでに呉軍が城下に迫っているのに、城を出てこれを撃つという変もなければ、城中の士気は、消極的になるばかりで、所詮、長く持てるものではありません」

「それも一理ある」

　曹仁は、牛金の乞いを容れて、兵五百をさずけ、機を計って奇襲を命じた。

　牛金は、城門から突出して、敵の先鋒、丁奉の軍を蹴散らした。丁奉は、牛金を目がけて、一騎打ちを挑んだが、たちまち後ろを見せて逃げ出した。

　牛金の五百騎は、逃げる丁奉を追いまくって、つい深入りした。にわかに、さっとかえした丁奉軍は、鼓こを鳴らして、味方を糾合きゅうごうし、追い疲れた牛金軍五百を袋の中の鼠としてしまった。

「戦況いかに？」と、城中の櫓から眺めていた曹仁は、牛金の危急を見て、自身手勢を率いて、救いに出ようとした。

　すると、長史ちょうし陳矯ちんきょうが、

「丞相がこの城を託して都へ帰らるる時、何と宣のたまわれましたか」

　と、口を極めて、軽率な戦いを諫いさめた。

　だが、曹仁は、

「牛金は大事な大将だし、部下五百は、城中で重きをなす精鋭ばかりだ。それを見殺しにするは、この城の自殺にひとしい」とばかり、耳もかさず、馬に打乗り、屈強な兵千余を率いて、城外へ渦まき出たので、陳矯もやむなく櫓へ駈けのぼり、太鼓を打って勢いを添えた。

　かくて、曹仁は、呉軍の真只中へ馳け入って、まず徐盛の一角を蹴破り、牛金と合流して、首尾よく彼を救い出した。

　けれどまだ、あと五、六十騎の者が、重囲の中に残されているのを知ると、

「よしっ、もう一度行って来る」

　と、ふたたび馳け入り、あとの者をも一人もあまさず救出して帰ってきた。

　すると、呉の先鋒の大将蒋欽が、道をさえぎって、曹仁を討ち止めようと試みた。けれど曹仁の勇は、それらの阻害を物ともせず、四角八面に奮戦し、また牛金もそれを助け、城中からも曹仁の弟の曹純が加勢に出て、むらがる敵へ当ったので、ついに、その日は首尾よく、目的を達して、

「曹仁ここにあり」

　の重きを敵へ知らしめた。

　で、城中では、その夜、

「まず、合戦の幸先はいいぞ」

　と、大いに勝ち戦いくさを賀して、杯をあげていたが、それに反して、序戦に敗れた呉軍の営内では、

「敵に数倍する勢を擁しながら、しかも城中から出てきた兵に不意を衝かれるとは何たる醜態ぶざまだ」

　と、蒋欽、徐盛のともがらは、都督周瑜しゅうゆの面前で、その責めを問われ、さんざん痛罵つうばされていた。




三



「この上は、自身、南郡の城を一もみに踏みつぶしてみせる」

　周瑜は、怒った後で、こう豪語した。

　ここ連戦連勝の勢いに誇っていたところなので、蒋欽の些細な一敗も、彼にはひどくケチがついたような気がしたものとみえる。

「ご自身、軽々しい戦いはまずなさらぬほうがよいでしょう」

　諫めたのは、甘寧かんねいである。

　甘寧は、説いた。

「南郡なんぐんと掎角きかくの形勢を作って、一方、夷陵いりょうの城も戦備をかためています。そしてそこには、曹仁と呼応して、曹洪がたて籠っていますから、うかつに南郡だけを目がけていると、いつ如何なる変を起して、側面を衝いてくるかもしれません」

「──では、どうしたがいいか」

「それがしが三千騎を拝借して、夷陵の城を攻め破りましょう」

「よし。そのまに、南郡の城は、わが手に片づける」

　手配はなった。

　甘寧は、江を渡って、夷陵城へ攻めかかった。

　南郡の城の櫓から、それを眺めた曹仁は驚いた。

「これはいかん。寄手の一部が夷陵へ迫った。夷陵の曹洪は困るだろう。何しろまだ防備が完全でないから」

　と、陳矯ちんきょうに、急場の処置を諮はかったところ、

「ご舎弟の曹純どのに、牛金を副将とし、直ちに急援をおつかわしになったらよいでしょう。夷陵の城が陥ちたら、この南郡城も瀕死になります」と、彼もあわてだした。

　そこで曹純と牛金は、にわかに夷陵の救いに馳せつけた。曹純は外部から城内の曹洪と聯絡をとって、

「力によらず、謀略を主として、敵を欺あざむこうではないか」と、一計を約束した。

　甘寧は、それとも知らず、前進また前進をつづけ、敗走する城兵を追い込んで、

「意外にもろいぞ」

　と、一挙、占領にかかった。

　曹洪も出て奮戦したが、実は、策なので、たちまち支え難しと見せかけて、城を捨てて逃げた。

　日暮れに迫って、甘寧の軍勢は、残らず城内へなだれ入り、凱歌をあげて、誇っていたが、なんぞ測はからん、曹純、牛金の後詰ごづめが、諸門を包囲し、また曹洪も引っ返してきて、勝手を知った間道から糧道まで、すべて外部から遮断してしまったので、寄手の甘寧と曹純はまったく位置をかえて、孤城の中に封じこまれてしまった。

　この報らせが、呉軍に聞えたので、周瑜しゅうゆは重ね重ね眉をしかめ、

「程普ていふ。何か策はないか」と、評議に集まった面々を見まわした。

　程普はいう。

「甘寧は、呉の忠臣、見殺しはできません。然りといえど、今、兵力を分けて、夷陵へかかれば、敵は南郡の城を出て、わが軍を挟撃して来ましょう」

　呂蒙りょもうがそれにつづいて、こう意見を吐いた。

「ここの抑えは、凌統りょうとうに命じて行けば、充分に頑張りましょう。やはり甘寧を救うのが焦眉の急です。てまえに先鋒をお命じあって、都督がお続きくださるなら、必ず十日以内に、目的は達せられるかと思われるが……」

　周瑜はうなずいて、さらに、

「凌統。大丈夫か」と、念を押した。

　凌統は、ひきうけたが、

「──ただし、十日間がせいぜいです。十日は必ず頑張ってご覧に入れますが、それ以上日数がかかると、それがしはここで討死のほかなきに至るかもしれません」と、いった。

「そんなに日のかかるほどな敵でもあるまい」

　と、周瑜は、兵一万に凌統をあとに残して、そのほかの主力をことごとく夷陵方面へうごかした。
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　途中で、呂蒙が献策した。

「これから攻めに参る夷陵の南には、狭くけわしい道があります。附近の谷へ五百ほどの兵を伏せ、柴薪しばたきぎを積んで道をさえぎり置けば、きっと後でものをいうと思いますが」

　周瑜は、容れて、

「その計もよからん」と、手筈をいいつけ、さらに、前進して夷陵いりょうへ近づいた。

　夷陵の城は桶おけの如く敵勢に囲まれている。誰かその鉄桶てっとうの中へ入って、城中の甘寧と聯絡をとる勇士はないか──と周瑜がいうと、

「それがしが参らん」と、周泰しゅうたいがすすんでこの難役を買って出た。

　彼は、陣中第一の駿足を選んでそれにまたがり、一鞭を加えて、敵の包囲圏けんへ駈けこんで行った。

　ただ一騎、弾丸のように駈けてきた人間を、曹洪そうこう、曹純の部下はまさか敵とも思えなかった。ただ近づくや否、

「何者だっ」

「待てっ待てっ」と、さえぎった。

　周泰は、刀を抜いて剣舞するようにこれを馬上でまわしながら、

「遠く都から来た急使だ。曹丞相の命を帯ぶる早馬なり、貴様たちの知ったことじゃないっ。近づいて蹴殺されるな」と、喚わめき喚き、疾走して行った。

　その勢いで、二段三段と敵陣を駈け抜けてしまい、遂に、夷陵の城下へ来て、

「甘寧、城門を開けてくれ」と、どなった。

　櫓からそれを見た甘寧は、どうして来たかと、驚いて迎え入れた。周泰は云った。

「もう大丈夫。安心しろ。周都督がご自身で救いに来られた。そして作戦はこう……」

　と、一切をしめし合い、ここに完全な聯絡をとった。

　きのう、おかしな男が、ただ一騎、城中へ入ったというし、それから俄然城兵の士気があがっているのを眺めて、寄手の曹洪、曹純は、

「これはいかん」と、顔見あわせた。

「周瑜の援軍が近づいた証拠だ。ぐずぐずしておれば挟撃を喰う。どうしよう？」

「どうしようといっても急には城も陥おちまい。甘寧をわざと城へ誘いこんで袋叩きにするという策は、名案に似て、実は下げの下策げさくだったな、こうなってみると」

「今さらそんな繰言くりごとをいってみても仕方はない。南郡へも使いが出してあるから、兄の曹仁から加勢に来るのを待つとするか」

「ともかくも一両日、頑張ってみよう」

　何ぞ無策なると心ある者なら歯がゆく思ったにちがいない。すぐ次の日にはもう周瑜の大軍がここへ殺到した。曹洪、曹純、牛金などあわてふためいて戦ったものの、もとより敵ではなかった。陣を崩してたちまち敗走の醜態を見せてしまう。

　のみならず、周瑜の急追をよけて、山越えに出たはいいが、途中のけわしい細道までかかると、道に積んである柴や薪に足をとられ、馬から谷へ落ちる者や、自ら馬をすてて逃げ出すところを討たれるやらで、さんざんな態になってしまった。

　呉の軍勢は、勝ちに乗って、途中、敵の馬を鹵獲ろかくすること三百余頭、さらに進撃をつづけて、遂に南郡城外十里まで迫って来た。

　南郡の城に入った曹洪、曹純などは、兄の曹仁を囲んで、暗澹たる顔つきを揃えていた。今にして、この一族が悔いおうていることは、

「やはり丞相のおことばを守って、絶対に城を出ずに、最初からただ城門を閉じて守備第一にしておればよかった」という及ばぬ愚痴だった。

「そうだ！　忘れていた」

　曹仁は、その愚痴からふと思い出したように、膝を打った。それは曹操が都へ帰る時、いよいよの危急となったら封を開いてみよ、といってのこして行った一巻の中である。その中にどんな秘策がしたためてあるかの希望であった。
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　ここ、周瑜しゅうゆの得意は思うべしであった。まさに常勝将軍の概がある。夷陵いりょうを占領し、無事に甘寧かんねいを救い出し、さらに、勢いを数倍して、南郡の城を取り囲んだ。

「……はてな？　敵の兵はみな逃げ支度だぞ。腰に兵糧をつけておる」

　城外に高い井楼せいろうを組ませて、その上から城内の敵の防禦ぶりを望見していた周瑜は、こうつぶやきながらなお、眉に手をかざしていた。

　見るに、城中の敵兵は大体三手にわかれている。そしてことごとく外矢倉そとやぐらや外門に出て、その本丸や主要の墻かきの陰には、すこぶる士気のない紙旗や幟のぼりばかり沢山に立っていて、実は人もいない気配であった。

「さては、敵将の曹仁も、ここを守り難しとさとって、外に頑強に防戦を示し、心には早くも逃げ支度をしておると見える。──よし。さもあらばただ一撃に」と、周瑜は、みずから先手の兵を率い、後陣を程普ていふに命じて、城中へ突撃した。

　すると一騎、むらがる城兵の中から躍り出て、

「来れるは周瑜か。湖北の驍勇ぎょうゆう曹洪そうこうとは我なり。いざ、出で会え」と、名乗りかけて来た。

　周瑜は、一笑を与えたのみで、

「夷陵を落ちのびた逃げ上手の曹洪よな。さる恥知らずの敗将と矛ほこを交えるが如き周瑜ではない。誰か、あの野良犬を撲殺ぼくさつせい」と、鞭をもって部下をさしまねいた。

「心得て候う」と、陣線を越えて、彼方へ馬を向けて行ったのは呉の韓当かんとうであった。

　人交ひとまぜもせず、二人は戦った。交戟こうげき三十余合、曹洪はかなわじとばかり引きしりぞく。

　するとすぐ、それに代って、曹仁が馬を駈け出し、大音をあげて、

「気怯きおくれたか周瑜、こころよく出て、一戦を交えよ」と、呼ばわった。

　呉の周泰しゅうたいがそれに向って、またまた曹仁を追い退けてしまった。ここに至って、城兵は全面的に崩れ立ち、呉軍は勢いに乗って、滔々とうとうと殺到した。

　喊鼓かんこ、天をつつみ、奔煙、地を捲いて、

「今なるぞ。この期をはずすな」

　と、周瑜の猛声は、味方の潮を率いてまっ先に突き進んでゆく。

　息もつかせぬ呉兵の急追に、度を失ったか曹仁、曹洪をはじめ、城門へも逃げ込み損ねた守兵は、みな城外の西北へ向って雪崩なだれ打って行った。

　すでに周瑜は城門の下まで来ていた。見まわすところ、ここのみか城の四門はまるで開け放しだ。──いかに敵が狼狽して内を虚にしていたかを物語るように。

「それっ、城頭へ駈け上って、呉の旗を立てろ」と、もう占領したものと思いこんでいた周瑜は、うしろにいる旗手を叱咤しながら、自身も城門の中へ駈けこんだ。

　すると、門楼の上からその様子をうかがっていた長史ちょうし陳矯ちんきょうが、

「ああ、まさにわが計略は図にあたった。──曹丞相が書きのこされた巻中の秘計は神に通ずるものであった！」と、感嘆の声を放ちながら、かたわらの狼煙筒のろしづつへ火を落すと、轟音ごうおん一声、門楼の宙天に黄いろい煙の傘がひらいた。

　とたんに、あたりの墻壁しょうへきの上から弩弓いしゆみ、石鉄砲の雨がいちどに周瑜を目がけて降りそそいで来た。周瑜は仰天して、駒を引っ返そうとしたが、あとから盲目的に突入してきた味方にもまれ、うろうろしているうちに、足下の大地が一丈も陥没かんぼつした。

　陥おとし穽あなであったのだ。上を下へとうごめく将士は、坑あなから這い上がるところを、殲滅的に打ち殺される。周瑜は、からくも馬を拾って、飛び乗るや否、門外へ逃げ出したが、一閃せんの矢うなりが、彼を追うかと見るまに、グサと左の肩に立った。

　どうっと馬から転げ落ちる。そこを敵中の一将牛金ぎゅうきんが、首を掻こうと駈けてくるのを、呉の丁奉ていほう、徐盛じょせいらが、馬の諸膝もろひざを薙なぎ払って牛金を防ぎ落し、周瑜の体をひっかついで呉の陣中へ逃げ帰った。
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　壕におちいって死ぬ者、矢にあたって斃れる者など、城の四門で同様な混乱におとされた呉軍の損害は、実におびただしい数にのぼった。

「退鉦ひきがねっ。退鉦をっ」と、程普ていふはあわてて、総退却を命じていた。

　そして、南郡の城から、思いきって遠く後退すると、早速、

「何よりは、都督のお生命いのちこそ……」

　と、軍医を呼んで、中軍の帳の内に横たえてある周瑜の矢瘡やきずを手当させた。

「ああ、これはご苦痛でしょう。鏃やじりは左の肩の骨を割って中に喰いこんでいます」

　医者はむずかしそうな顔をしかめて、患部をながめていたが、傍らの弟子に向って、

「鑿のみと木槌きづちをよこせ」と、いった。

　程普が驚いて、

「こらこら、何をするのだ」と、怪しんで訊くと、医者は、患者の瘡口きずぐちを指さして、

「ごらんなさい。素人しろうとが下手な矢の抜き方をしたものだから、矢の根本から折れてしまって、鏃が骨の中に残っているではありませんか。こんなのが一番われわれ外科の苦手にがてで、荒療治をいたすよりほか方法はありません」と、いった。

「ううむ、そうか」

　と、ぜひなく唾つばをのんで見ていると、医者は鑿のみと槌つちをもって、かんかんと骨を鑿ほりはじめた。

「痛い痛いっ。たまらん。やめてくれ」

　周瑜は、泣かんばかり、悲鳴を発した。医者は、弟子の男と、程普に向って、

「こう、暴れられては、手術ができません。手脚を抑えていてくれ」

　と、その間も、こんこん木槌を振っていた。

　荒療治の結果はよかった。苦熱は数日のうちに癒いえ、周瑜はたちまち病床から出たがった。

「まだまだ、そう軽々しく思ってはいけません。何しろ鏃やじりには毒が塗ってありますからな。なにかに怒って、気を激すと、かならず骨傷と肉のあいだから再び病熱が発しますよ」

　医者の注意を守って、程普はかたく周瑜を止めて中軍から出さなかった。また諸軍に下知して、「いかに敵が挑んできても、固く陣門を閉ざして、相手に出るな」と、厳戒した。

　城兵は以来ふたたび城中に戻って、いよいよ勢いを示し、中でも曹仁の部下牛金は、たびたびここへ襲せて来ては、

「どうした呉の輩やから。この陣中に人はないのか。中軍は空家あきやか。いかに敗北したからとて、いつまで、ベソをかいているのだ。いさぎよく降伏するなり、然らずんば、旗を捲いて退散しろ」と、さんざんに悪口を吐きちらした。

　けれど、呉陣は、まるでお通夜のようにひッそりしていた。牛金はまた日をあらためてやって来た。そして、前にもまさる悪口雑言を浴びせたが、

「静かに。静かに……」と、程普は、ただ周瑜の病気の再発することばかり怖れていた。

　牛金の来訪は依然やまない。来ては辱はずかしめること七回に及んだ。程普はひとまず兵を収めて、呉の国元へ帰り、周瑜の瘡きずが完全に癒ってから出直そうという意見を出したが、諸将の衆評はまだそれに一致を見なかった。

　かかる間に、城兵は、いよいよ足もとを見すかして、やがては曹仁自身が大軍をひきいて襲よせてくるようになった。当然、いくら秘しても周瑜の耳に聞えてくる。周瑜もさすがに武人、がばと病床に身を起き直して、

「あの喊ときの声はなんだ」と、訊ねた。

　程普が、答えて、

「味方の調練です」というと、なお耳をすましていた周瑜は、俄然、起ち上がって、

「鎧よろいを出せ。剣をよこせ」と、罵ののしった。そして、「大丈夫たる者が、国を出てきたからには屍かばねを馬の革かわにつつんで本国に帰るこそ本望なのだ。これしきの負傷に、無用な気づかいはしてくれるな」

　と、云い放ち、遂に帳外へ躍り出してしまった。
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　まだ癒いえきらない後うしろ傷きずの身に鎧甲がいこうを着けて、周瑜は剛気にも馬にとびのり、自身、数百騎をひきいて陣外へ出て行った。

　それを見た曹仁の兵は、

「やッ周瑜はまだ生きていたぞ」と、大いに怖れて動揺した。

　曹仁も、手をかざして、戦場を眺めていたが、

「なるほど、たしかに周瑜にちがいないが、まだ金瘡きんそうは癒っておるまい。およそ金瘡の病は、気を激するときは破傷して再発するという。一同して彼を罵り辱めよ」と、軍卒どもへ命令した。

　そこで、曹仁自身も先に立ち、

「周瑜しゅうゆ孺子じゅし。さき頃の矢に閉口したか。気分は如何。矛ほこは持てるや」

　などと嘲弄ちょうろうした。

　彼の将士も、その尾について、さんざん悪口を吐きちらすと、たちまち、怒面を朱泥しゅでいのようにして、周瑜は、

「誰かある、曹仁匹夫の首を引き抜け」

　と叫び、自身も馬首を奮い立てて進まんとした。

「潘璋はんしょうこれにあり。いでそれがしが」

　と、周瑜のうしろに控えていた一将が、駈け出そうとする途端に、周瑜は、くわっと口を開き、血でも吐いたか、矛を捨てて、両手で口をふさぎながら、どうと、馬の背から転げ落ちた。

　それと見て、敵の曹仁は、

「ざまを見よ。彼奴きゃつ、血を吐いて死したり」と、一斉に斬り入ってきた。

　呉軍は色を失って、総くずれとなり、周瑜の身を拾って、陣門へ逃げこんだ。この日の敗北もまた惨たるものであった。

　憂色深き中に周瑜は取巻かれていた。だが、彼は案外、元気な容子で、医者のすすめる薬湯など飲みながら、味方の諸将へ話しかけて、

「きょう馬から落ちたのは、わざとしたので、金瘡きんそうが破れたのではない。曹仁が漫罵まんばの計を逆用して、急に血を吐いた真似をして見せたのだ。さっそく陣々に喪旗もきを立て、弔歌ちょうかを奏かなでて、周瑜死せりと噂するがいい」と、いった。

　次の日の夕方ごろ、曹仁の部下が城外で、呉兵の一将隊を捕虜にして来た。訊問してみると彼らは、

「昨夜ついに、呉の大都督周瑜は、金瘡の再発から大熱を起して陣歿されました。で、呉軍は急に本国へ引揚げることに内々きまったようですから、所詮、呉に勝ち目はありません。勝ち目のない軍について帰っても、雑兵は、いつまで雑兵で終るしかありませんから、一同談合して降参に来たわけです。もしわれわれをお用い下さるなら、今夜、呉陣へ案内いたします。喪に服して意気銷沈しょうちんしている所へ押襲おしよせれば、残る呉軍を殲滅し得ることは疑いもありませぬ」

　曹仁、曹洪、曹純、陳嬉ちんき、牛金などは、鳩首して密議にかかった。その結果、深更に及んで、呉の陣へ、大襲を決行した。

　ところが、陣中は、旗ばかり立っていて、人影もなかった。寥々として、捨すて篝かがりが所々に燃え残っている。

「さては早、ここを払って、引揚げたか？」

　と疑っていると、たちまち、東門から韓当、蒋欽しょうきん、西門から周泰、潘璋はんしょう。南の門からは徐盛、丁奉。北の柵門からも陳武、呂蒙りょもうなどという呉将の名だたる手勢手勢が、喊ときを作り、銅鑼どらをたたき、一度に取籠とりこめて猛撃して来たため、空陣の袋に入っていた曹仁以下の兵は、度を失い、さわぎ立って、蜂の巣のごとく叩かれたあげく、士卒の大半を討たれて、八方へ潰乱した。

　曹仁、曹純、曹洪など、みな自分らの南郡へ向って逃げたが、途中、呉の甘寧かんねいが道をさえぎっていたので、城内へ入ることもできず、遂に、襄陽じょうよう方面へ遁走とんそうするのほかなかった。

　死せる周瑜しゅうゆは生きていた。この夜、周瑜は十分に勝ちぬいて、意気すこぶる旺さかんに、程普ていふをつれて、乱軍の中を縦横し、いでこの上は南郡の城に、呉の征旗を高々と掲げんものと、壕の辺まで進んでくると、こは抑そもいかに、城壁の上には、見馴れない旗や幟が、夜明けの空に、翩翻へんぽんと立ちならんでいる。

　そしてそこの高櫓たかやぐらの上には、ひとりの武将が突っ立って、厳に城下を見下していた。
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　怪しんで、周瑜が、

「城頭に立つは、何者か」と、壕ぎわから大音にいうと、先も大音に、

「常山の趙雲ちょううん子龍、孔明の下知をうけて、すでにこの城を占領せり。──遅かりし周瑜都督、お気の毒ではあるが、引っ返し給え」と、城の上から答えた。

　周瑜は仰天して、空しく駒を返したが、すぐ甘寧をよんで荊州の城へ馳せ向け、また凌統りょうとうをよんで、

「即刻、襄陽を奪い取れ」と、命じた。

　──われ、孔明に出しぬかれたり！

　周瑜の心中は、すこぶる穏やかでなかったのである。この上は、時を移さず、荊州けいしゅう、襄陽の二城を取って、その後に南郡の城を取り返そうと肚をきめたものだった。

　ところが、たちまち、早馬が来て、

「荊州の城にもすでに張飛の手勢が入っている」と、告げた。

「げッ、何として？」と疑っているところへ、またまた、襄陽からも早馬が飛んで来て、

「時すでに遅しです。襄陽城中には、関羽の軍がいっぱいに入って、城頭高く、玄徳の旗をひるがえしている」と、報らせてきた。

　周瑜が、その仔細を聞くと、こうであった。孔明は南郡の城を取るや否や、すぐ曹仁の兵符わりふ（印章）を持たせて人を荊州に派し、（南郡あやうし、すぐ救え）と云い送った。

　荊州城の守将は、兵符を信じて、すぐ救援に駈け出した。留守を測っていた孔明は、すぐ張飛を向けてそこを占領し、同時にまた、同様な手段で、襄陽へも人をやった。

（われ今あやうし。呉の兵を外より破れ）と、いう檄である。

　襄陽を守っていた夏侯惇かこうじゅんも、曹仁の兵符を見ては、疑っているいとまもなく、直ちに城を出で、荊州へ走った。

　かねて孔明の命をうけていた関羽は、すぐ後を乗っ取ってしまった。かくて南郡、襄陽、荊州の三城は、血もみずに、孔明の一握あくに帰してしまったものである。

　周瑜の驚きかたは、ひと通りや二通りではない。失神せんばかり面色を変えて、

「いったい、どうして、曹仁の兵符が、孔明の手になんかあったのか」と、叫んだ。

　程普が、首を垂れていった。

「孔明、すでに荊州を取る。荊州の城にいた魏の長史陳矯ちんきょうは、城に旗の揚がるよりも先に、孔明に生擒いけどられてしまったにちがいありません。兵符は常に、陳矯が帯びていたものです」

　聞くや否、周瑜しゅうゆは、

「──あっ」と床に仆れた。

　怒気を発したため、金瘡きんそうの口が破れたのだった。こんどは計はかりごとではない。ほんとに再発したものである。

　だが、人々の看護によって、ようやく蘇生の色をとりもどすと、周瑜はなお牙きばを噛んで、

「だから、だからおれは疾くから、孔明を危険視していたのだ。もし孔明を殺さずんば、いつの日かこの心は安んずべき。見よ、今に！」と、罵った。

　そしてひたすら南郡の奪回を策していると、一日、魯粛ろしゅくが来て、

「いかがです。ご気分は」と、見舞った。

　周瑜はもう寝てなどいなかった。意気軒昂を示して、

「近々のうち、玄徳、孔明と一戦を決し、かの南郡を手に入れた上はいちど呉へ帰って少し養生しようと思う」と、語った。すると、魯粛は、

「無用です、無用無用」と、首を振った。
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　魯粛はいう。

「いま、曹操と戦って赤壁せきへきに大捷たいしょうを得たといっても、まだ曹操そのものは仆しておりません。成敗の分れ目はこれからです。一面に、呉君ごくん孫権には、先頃からまた、合淝がっぴ方面を攻めておらるる由。──そんな態勢をもって、ここでまたも、玄徳と戦端を開いたら、これは曹操にとって、もっとも乗ずべき機会となりましょう」

　周瑜にも、その不利は、当然分っていたが、彼のやみ難い感情が、頑として、いうのであった。

「わが大軍が、赤壁に魏を打破るためには、いかに莫大なる兵力と軍費の犠牲を払ったか知れない。然るに、その戦果たる荊州地方を何もせぬ玄徳に横奪りされて黙止しておられるか」

「ごもっともです。それがしが玄徳に対面して、篤とくと、道理を説いてみましょう」

　魯粛はすぐ南郡城へ使いした。その姿を見るや、城頭のいただきから、守将趙雲が声をかけた。

「呉の粛公しゅくこう。何しに見えられたか」

「備公にお目にかからんがために」

「劉皇叔りゅうこうしゅくには、荊州の城においで遊ばされる。荊州へ行き給え」

　ぜひなく、彼はその足で、荊州へ急いだ。

　荊州の城を訪うてみると、旌旗せいきも軍隊も街の声も、今はすべて玄徳色にいろどられている。──ああと、魯粛は嘆ぜさるを得なかった。

「やあ、お久しゅうございました」

　迎えたのは、孔明である。礼儀はきわめて篤い。賓主の座をわかつやすぐ、魯粛は彼を責めた。

「曹軍百万の南征で、第一に擒人とりことなるものは、おそらくあなたのご主君備公であったろうと思う。それをわが呉の国が莫大な銭粮せんろうを費やし、兵馬大船を動員して、必死に当ったればこそ、彼を撃破し、お互いに難なきを得ました。その戦果として、荊州は当然、呉に属していいものと考えられるが、ご辺はどう思われるか」

　孔明は、笑って、

「これは異なおことば。荊州は荊州の主権のもので、曹操のものでもなし、呉に属さねばならぬ理由もない国です」

「とは、なぜか」

「荊州の主、劉表りゅうひょうは死なれた。しかし遺孤いこの劉琦りゅうき──すなわちその嫡子はなおわが劉皇叔のもとに養われている。皇叔と劉琦とは、もとこれ同宗の家系、叔父甥おじおいのあいだがら、それを扶けて、この国を復興するに、何の不道理がありましょうや」

　魯粛は、ぎくとした。

　ここまでの深謀が孔明にあったとは、さすがの彼も気づかなかったからである。

「いや。……その劉琦は、たしか江夏こうかの城にいると聞いておる。よも、この荊州の主あるじとしてはおられまい」

　孔明は、左右の従者に向って、

「──賓客には、お疑いとみえる。琦君きくんをこれへ」と、小声で命じた。

　やがて後ろの屏風が開くと、弱々しい貴公子が、左右の手を侍臣に取られて、数歩前に歩いて客に立礼した。見ると、まぎれなき劉琦である。

「ご病中なれば、失礼遊ばされよ」

　孔明のことばに、琦君は、すぐ屏をふさいで奥へかくれた。魯粛は、黙然と首をたれてしまう。孔明はなおいった。

「琦君、一日あれば、一日荊州の主です。あのご病弱ゆえ、もし夭折ようせつされるようなご不幸があれば、また別ですが」

「では、もし劉琦が世を辞し給う日となったら、この荊州は、呉へ還し給え」

「公論、明論。それなら誰も異論を立てるものはありますまい」

　それから大いに馳走を出して歓待したが、魯粛は心もそぞろに、帰りを急ぎ、すぐ周癒しゅうゆに会って仔細を話した。

「──長いことはありません。劉琦の血色をみるに、近々、危篤におちいりましょう。ここしばらく」

　と、なだめているところへ、折も折、呉主孫権から早馬が来て、総軍みな荊州を捨てて柴桑さいそうまで引揚げろ、という軍令であった。




白羽扇びゃくうせん
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　荊州けいしゅう、襄陽じょうよう、南郡三ヵ所の城を一挙に収めて、一躍、持たぬ国から持てる国へと、その面目を一新しかけてきた機運を迎えて、玄徳は、

「ここでよい気になってはならぬ──」と、大いに自分を慎つつしんだ。

「亮りょう先生」

「何ですか」

「労せずして取った物は、また去ることも易やすしとか。三ヵ所の城は、先生の計一つで、余りにやすやすとわが手に落ちたが、それだけに長久の策を思わねばならんと考えるが」

「ごもっとものお言葉には似ておりますが、決して然らずです。三ヵ所の城が一挙にお手に入ったのも、実にわが君が多年の辛苦から生れたもので、やすやすと転げこんで来たのではありません」

「でも、一戦も交えず、一兵も損せずに、この中央にわが所を得たのは、余りに好運すぎる」

「ご謙遜です。みな君の御徳おんとくと、積年の労苦がここに結集したものです。はやい話が、君にその積徳とご努力が過去になかったら、この孔明ひとりでも、今日、お味方の内にはいなかったでしょう」

「では先生、どうかさらに、玄徳が労苦をかさね、徳を積んでゆく長久の計をさずけて欲しい」

「人です。すべては人にあります。領地を拡大されるごとに、さらにそれを要としましょう」

「荊、襄の地に、なお遺賢いけんがいるだろうか」

「襄陽じょうよう宜城ぎじょうの人で、馬良ばりょう、字あざなを季常きじょうという、この者の兄弟五人は、みな才名高く、馬氏の五常と世間からいわれていますが、中で馬良はもっとも逸材で、その弟の馬謖ばしょくも軍書を明らかに究め、万夫不当の武人です」

「召したら来るだろうか」

「幕賓の伊籍いせきは親しいと聞いております。伊籍から迎えさせては如何です」

「そうしよう」

　早速、玄徳は、伊籍に諮はかって、迎えの使いをやった。

　馬良はやがて城へ来た。雪を置いたように眉の白い人であった。馬氏の五常、白眉はくびを良しと、世間に評があった。

　玄徳は、彼にたずねた。

「御身はこの地方の国情には詳しかろう。わしは近頃、三城を占めて、ここに君臨したものだが、この先の計は、どうしたが最も良いか」

「やはり劉琦君りゅうきくんをお立てになることでしょう。ご病体ですからこの荊州の城に置かれて、旧臣をよび迎え、また都へ表を上せて、琦君を荊州の刺し史しに封じておあげなさい。人心はみな、あなたのご仁徳と公明なご処置に随喜して懐なつきます。──それを強味に、それを根本に持って、あなたは南の四郡を伐り取ったがよろしいかと思われます」

「その四郡の現状は」

「──武陵ぶりょうには太守金旋きんせんがあり、長沙ちょうさには韓玄かんげん、桂陽には趙範ちょうはん、零陵れいりょうには劉度りゅうどなどが、おのおの地盤を占めております。この地方は総じて、魚米の運輸よろしく、地も中原に似て、肥沃ひよくです。もって長久を計るに足りましょう」

「それへ攻め入るには」

「湘江しょうこうの西、零陵れいりょう（湖南省こなんしょう・零陵）から手をつけるのが順序でしょう。次に桂陽、武陵と取って、長沙ちょうさへ進攻するのが自然かと思います。要するに、兵の進路は流れる水です。水の行くところ、自然の兵路といえるでしょう」

　賢者の言は、みな一つだった。玄徳は自信を得た。味方の誰にも異論はなかった。

　建安十三年の冬、彼の部下一万五千は、南四郡の征途に上った。

　趙雲は後陣につく。

　もちろん玄徳、孔明はその中軍にあった。

　この時も、関羽は留守をいいつかり、あとに残って、荊州の守りを命ぜられた。

　玄徳の軍来る！　──の報は、たちまち零陵れいりょうを震駭しんがいせしめた。戦革せんかくの世紀にあっては、どこの一郡一国であろうと、この世紀の外に安眠をむさぼっていることはできなかったのである。
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　零陵の太守劉度りゅうどは、嫡子ちゃくしの劉延りゅうえんをよんで、

「いかに玄徳を防ぐか」を、相談した。

　父の顔色には怯おびえが見えている。劉延は切歯して、

「関羽、張飛などの名がものものしく鳴り響いていますが、わが家中にも、邢道栄けいどうえいがあるではありませんか」と、励ました。

「邢道栄ならそれに当り得るだろうか」

「彼ならば、関羽、張飛の首を取るのも、さしたる難事ではありますまい。つねに重さ六十斤の大鉞おおまさかりを自由に使うという無双な豪傑ですし、胸中の武芸もまた、いにしえの廉頗れんぱ、李牧りぼくに優るとも劣るものではありません。日頃から豪勇の士を何のために養っておかれるのですか」

　劉延は、そういって父に一万騎を乞い、その邢道栄を先陣に立てて、城外三十里に陣取った。

　玄軍一万五千は、すでにこの辺まで殺到した。漠々ばくばくの戦塵はここに揚り、刻一刻、その領域は侵おかされた。

「反国の賊、流離の暴軍、なにゆえ、わが境を侵すか」

　乱軍の中へ馬を出し、邢道栄は大音に云って迫った。有名なる彼の大鉞は、すでに鮮血に塗られていた。

　すると、彼の前に、一輛の四輪車が、埃ほこりをあげて押し出されて来た。見ればその上に、年まだ二十八、九としか思われぬ端麗な人物が、頭に綸巾りんきんをいただき、身には鶴氅かくしょうを着、手に白羽扇びゃくうせんを持って、悠然と乗っている。──何かしらぎょッとしたものを受けたらしく、邢道栄が悍馬かんばの脚を不意に止めると、車上の人は、手の白羽扇をあげてさしまねきながら、

「それへ来たのは、鉞をよく振るとかいう零陵の小人か。われはこれ南陽の諸葛亮しょかつりょう孔明である。聞きも及ばずや、さきに曹操が百万の軍勢も、この孔明が少しばかりの計を用うるや、たちまち生きて帰る者はひとりもない有様であった。汝ら、湖南の草民ずれが、何するものぞ。すみやかに降参して、民の難を少なくし、身の生命いのちをひろえ」

「わははは。聞き及ぶ孔明とかいう小利巧者は貴様だったか。青二才の分際で、戦場に四輪車を用うるなどという容態振りからして嘔吐へどが出る。赤壁で曹操を破ったものは、呉の周瑜しゅうゆの智とその兵力だ。小賢こざかしいわれこそ顔、片腹いたい」

　喚わめき返すやいな、大鉞を頭上にふりかぶり、悍馬の足を、ぱっと躍らせてきた。

　孔明の四輪車は、たちまち、ぐわらぐわらッと一廻転した。後ろを見せて、逃げだしたのである。進むにも退くにも、それは大勢の力者りきしゃが押し、そして無数の刀槍でまわりを守り固めて行く。

「待てッ」

　邢道栄けいどうえいは、追いかけた。

　車は渦巻く味方をかき分けて深く逃げこみ、やがて柵門の中へ駈け入ってしまった。

「孔明孔明。首をおいて行け」

　邢道栄はあきらめない。大波を割るように、鉞の下に、敵兵を睥睨へいげいし、いつか柵門もこえて、なお彼方此方、四輪車の行方をさがしていた。すると、山の腰に黄旗を群れ立てて、じっとしていた一部隊が、むくむくと此方へうごいてきた。その真先に馬を躍らしてきた一人の大将は、偉大な矛ほこを横たえて、

「劉皇叔のもとに、人ありと知られたる、燕人張飛とは、すなわちわが事。おのれは果報者だぞ、おれの手にかかるとは」

　と、雷のようにかかって来た。

「何をっ。──この鉞が目に見えぬか」

　邢道栄は、自信満々、大きな表情をしてそれを迎えたが、一丈八尺の大矛と、六十斤の鉞では得物において互角だったが、力量にかけて邢道栄は張飛に及ばぬこと遠かった。

「かなわん」と、見きりをつけて、大鉞は逃げ出した。ところが、その先へ迫って、また一名の強敵が、彼の道へ立ちふさがった。

「常山の趙雲ちょううん子龍とはそれがしなり。道栄っ、無用の鉞を地に捨てよ」
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　邢道栄けいどうえいは、馬を下りた。馬を下りることは、降参を意味する。

　趙雲はすぐ彼を縛りあげて、本陣へ引っ立てた。

　玄徳は、ひと目見て、

「斬れ」と、いったが、孔明はそれを止めて、邢道栄にこう告げた。

「どうだ、汝の手で、劉延りゅうえんを生捕ってくれば、助命はもちろん、重く用いてつかわすが」

「いと易いこと。この縄目を解いて、それがしを放ち帰して下さるならば──」

「しかし、どういう方法で、劉延を生捕るか」

「夜を待って、こよい劉延の陣へ攻め入り給え。それがし内より内応して、かならず劉延を擒人とりことしてみせます。劉延が捕われれば、その父なる太守劉度りゅうども、ご陣門に降ってくるにきまっておる」

　傍らで玄徳は聞いていたが、彼の口うらの軽々しいのを察して、

「詐言さげんはおのずから色にあらわれる。軍師、こんな者を用いるのは無用である。早く首を刎はねられよ」と、重ねていった。

　孔明はなお、そのことばに反そむいて、顔を横に振りながら、

「いやいや、私が観るに、邢道栄の言に嘘はないようです。人物にも観どころがある。有能はこれを惜しみ、努めてこれを生かすことが、真の大将たるものの任です。よろしく彼の計にしたがい、今夜のことを決行しましょう」

　即座に、その縄を解いて、彼は邢道栄を放してやった。

　命びろいをして、邢道栄は味方の陣へ逃げ帰り、すぐ劉延の前へ出て、

「今夜が決戦の分れ目に相成ろう」と、仔細を告げた。

「すわ、油断ならじ」と、劉延は防ぎにかかった。しかし昼間の合戦で、玄徳軍の当るべからざる手並を見ているので、正防法によらず、奇防策を採った。

　陣中の柵内には、旗ばかり立てて、兵はみなほかに埋伏まいふくしていた。そして夜も二更の頃になると果たして、一団の軍勢が、手に手に炬火たいまつをもち、喊声かんせいをあげ、近づくやいな陣屋陣屋などへ火をかけた。

「来たぞ。引っ包め」

　劉延、邢道栄の兵は、あらぬ方角から二手に分れて殺到し、押し包んでこれを殲滅にかかった。

　寄手の兵は、隊を崩して、どっと逃げ退く。

　勝ちに乗って、劉延、邢道栄は、それを追い捲まくり、追い捲りて、十里の余も駈けた。

　──だが、案外、逃げた兵数は薄いのに気がついた。いくら追っても、それだけの兵で、後続も側面もなく、いわゆる軍の厚みがない。

「深入りすな」

　劉延は、邢道栄を呼びとめた。そして、

「陣屋の火も消さねばならん。これだけ勝てば、まず充分。この辺で引揚げよう」

　と、取って返した。その帰り途である。

「道栄道栄。どこをまごついているのだ。張飛ならこれにおるぞ」

　と、道の傍かたわらから殺出さつしゅつしてきた人影がある。それへつづく一隊は、逃げた敵とは全然士気を異にして、破竹のごとく、劉延、邢道栄の軍を中断して、不意をついた。

「や、や。さては敵にも、何か計があったか」

　あわてふためいて、彼らは自陣へ逃げこもうとした。すると、その火はもうあらかた消されていたが、その余燼よじんの内から、

「趙雲子龍。これにて、汝らの帰るを待てり」

　と、思わぬ一軍が、自分たちの陣中から現れたのみか、狼狽して逃げ戻ろうとした邢道栄は、ついにここで趙雲子龍の槍にかけられ、無残な死をとげてしまった。劉延も、生捕られた。

　夜の白々明けには、孔明の四輪車の前に、劉延の父劉度もまた、降伏を誓いに出ていた。
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　玄徳、孔明は轡くつわをならべて、零陵れいりょうへ入城した。

　前の太守劉度は、そのまま郡守としてここに置き、子の延は軍に加えて、さらに、桂陽（湖南省・榔県）へ進んだ。

　桂陽へ攻め寄せる日。

「たれがまず先陣するか」と、玄徳が諸将を見わたした。

「それがしが！」と、一人が手を挙げたとたんにすぐ、張飛もおどり出て、

「願わくは此方を！」と、希望した。

　先に手を挙げたのは趙子龍であった。孔明は、

「趙雲の答えが少し早かった。早いほうに命ぜられては」

　孔明が、迷っている玄徳へそういった。ところが、張飛は肯きかない。

「返事の早いか遅いかで決めるなど、前例がありません。何故、てまえをお用いなされぬか」

「争うな」

　孔明は、仕方なく前のことばを撤回した。そして、

「さらば、鬮くじをひけ」と責任をのがれた。

　趙雲が「先」という字の鬮に当った。張飛の引いたのは「後」である。

「冥加、冥加」

　と趙雲はよろこび勇んだが、張飛は甚だよろこばない。なおまだくずぐず云っていたが、

「未練というものだぞ」と、玄徳に叱られて、ようやく陣列へすがたを退いた。

　趙雲は、手勢三千を申し受けた。孔明から、

「それで足りるか」

　と念を押されて、

「もし敗戦したら軍罰をこうむりましょう」と、豪語した。

　このことばを誓紙として、趙雲子龍は、一挙に桂陽城奪取に馳せ向った。

　桂陽城には、世に聞えた二人の勇将がいた。ひとりは鮑龍ほうりゅうといい、よく虎を手擒てどりにするといわれ、もう一名は陳応ちんおうと称して、いわゆる力ちから山やまを抜くの猛者もさだった。

「いま、玄徳の軍を見てからでは、もう防塁を築くことも、強馬精兵を作る日のいとまもない。しかず、早く降参して、せめて旧領の安泰を縋すがろうではないか」

　太守の趙範ちょうはんは、すこぶる弱気だった。それを叱咤して、

「かいなきことを宣のたもうな。藩中に人なきものならいざ知らず──」

　と、強硬に突っ張っていたのは前に掲げた鮑龍、陳応の二将であった。

「敵の劉玄徳は、天子の皇叔なりなどと僭称していますが、事実は辺土の小民、その生い立ちは履売りの子に過ぎません。──関羽、張飛、また不逞の暴勇のみ、何を恐れて、桂城の誇りを、自ら彼らの足もとへ放擲ほうてきなさろうとしますか」

「でも、これへ向って来ると聞く趙雲子龍は、かつて当陽の長坂坡ちょうはんはで、曹軍百万の中を駈け破った勇者ではないか」

「その趙雲と、この陳応と、いずれが真の勇者であるか、とくと見届けてから降参しても遅くはありますまい」

　非常な自信である。

　太守趙範も、やむなく抗戦ときめた。陳応は四千騎をひっさげて、城外に陣を展ひらき、

「破れるものなら破ってみよ」と、強烈な抗戦意志を示した。

　寄手は近づいた。

　両軍接戦となるや、趙雲子龍は馬おどらせて、敵将陳応ちんおうに呼びかけ、

「劉皇叔。さきに世を去り給いし劉表の公子琦君きくんをたすけて、ここに安民の兵馬をすすめ給う。矛ほこを投げ、城門をひらいて迎えよ」といった。

　陳応はあざ笑って、

「われわれが主と仰ぐは、曹丞相よりほかはない。汝らはなぜ許都きょとへ行って、丞相のお履くつでも揃えないか」と、からかった。
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　この陳応という者は、飛叉ひしゃと称する武器を良く使う。二股またの大鎌槍とでもいうような凄い打ち物である。

　だが、趙雲に向っては、その大道具も児戯じぎに見えた。

　馬と馬を駈け合わせて戦うこと十数合。もう陳応は逃げ出していた。

「口ほどでもないやつ」と、追いかけると、陳応は、何をっと喚おめいて、飛叉ひしゃを投げつけた。趙雲は、それを片手に受けて、

「返すぞ」と、とっさに投げ返した。

　陳応の馬が、竿さお立ちになった。趙雲は猿臂えんぴをのばして、その襟がみを引っつかみ、陣中へ持ち帰って訓戒を与えた。

「およそ喧嘩をするにも、相手を見てするがいい。汝らのたのむ兵力と、劉皇叔の精鋭とは、ちょうど今日のおれと貴様との闘いみたいなものだ。今日のところは、放してやるから、城中へ戻って、よく太守趙範ちょうはんにも告げるがいい。何も求めて滅亡するにはあたるまい」

　と陳応は野鼠やそのように城へ逃げ帰った。

　太守の趙範は、

「それ見たことか」と、初めに強がった陳応をかえって憎み、城外へ追い出してしまった後、あらためて趙雲子龍へ、降参を申し入れた。

　趙雲は満足して、この従順な降将へ、上賓じょうひんの礼を与え、さらに酒など出してもてなした。

　趙範は、途方もなく喜悦して、

「将軍とてまえとは、同じ趙氏ですな。同姓であるからには、先祖はきっと一家の者だったにちがいない。どうか長く一族の好誼よしみをむすんで下さい」

　と、兄弟の盃を乞い、なお生れ年をたずねたりした。

　生れた年月を繰ってみると、趙雲のほうが四ヵ月ほど早く生れている。趙範は額をたたいて、

「じゃあ、貴方が兄だ」

　と、もう独りぎめに決めて、嬉しいずくめに包まれたような顔して帰った。

　次の日、書簡が来た。

　実に美辞麗句で埋っている。

　そんな物をよこさなくても、趙雲は堂々入城する予定であったから、部下五十余騎を引率して、城内へ向った。

　許都、襄陽、呉市ごしなどから較べれば、比較にならないほど規模の小さい地方の一城市だが、それでもこの日は、郡中の百姓みな香をたいて辻に出迎え、商戸や邸門はすべて道を掃いていた。城に入ると、趙雲はすぐ、

「四門に札を揚あげい」と命じた。

　四民に対して、政令を示すことだった。これは、一城市を占領すると、例外なく行われることである。

　終ると、趙範は、自ら迎えて、彼を招宴の席に導いた。

　そこで降参の城将が、この後の従順を誓う。

　趙子龍は大いに酔った。

「席をかえましょう。興もあらたまりますから」

　後堂へ請じて、また佳肴芳盞かこうほうさんをならべた。後堂の客は、家庭の客である。下へもおかないもてなしとはこの事だった。

　だいぶ酩酊して、

「もう帰る」と、趙子龍が云い出した頃である。まあまあと引き止めているところへ、ぷーんと異薫いくんが流れて来た。

「おや？」と、趙子龍が振り向いてみると、雪のような素絹そけんをまとった美人が楚々と入ってきて、

「お呼び遊ばしましたか」と、趙範へいった。

　趙範はうなずいて、

「ああ。こちらは、子龍将軍でいらっしゃる。しかもわが家と同じ趙姓だ。おちかづきをねがって、何かとおもてなしするがいい」と、席へ倚よらせた。

　趙子龍は改まって、

「こちらはどなたですか」

　と、その美貌に、眼を醒ましたように、趙範をかえりみて訊ねた。
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「私の嫂あによめです」

　と、趙範はにやにや紹介した。

　すると、趙子龍は、容かたちをあらためて、ことばも丁寧に、

「それは知らなかった。召使いと思うて、つい」と、失礼を詫びた。

　趙範は、傍らからその美人へ向って、お酌をせいとか、そこの隣りへ坐れとか、しきりに世話を焼きだしたが、趙子龍が、「無用、無用」と、疫病神やくびょうがみでも払うように手を振ってばかりいるので、せっかくの美人もつまらなそうに、立ち去ってしまった。

　趙雲は、その後で、趙範に咎とがめた。

「何だって嫂あによめともあるお方を、侍婢かなんぞのように、軽々しく、客席へ出されるのか」

「いや、──実はこうです。そのわけというのは、彼女はまだ若いのですが、てまえの兄にあたる良人に死別わかれ、寡やもめとなってから三年になります。もうしかるべき聟むこをとったらどうだと、それがしはすすめていますが、嫂には、三つの希望があるのです。一つは、世に高名を取り、二つには先夫と氏姓の同じな者、三つには文武の才ある人という贅沢なのぞみなので」

「うーむ」

　趙雲は、失笑をもらした。

　けれど趙範は熱心に、

「いかがでしょう。将軍」

「なにがだ」

「嫂あによめの日頃の希望は、さながら将軍の世にあるを予知して、これへ見えられる日を待っていたように、将軍のご人格とぴったり合っています。ねがわくは妻として将軍の室に入れて下さらんか」

　聞くと、趙雲は、眼をいからして、いきなり拳をふりあげ、

「不埓者ふらちものっ」

　ぐわんと、趙範の横顔を、なぐりつけた。

　趙範は、顔をかかえて、わっと、転がりながら、

「何をするのだ。無態な」と、喚わめいた。

　趙雲は起ち上がって、

「無態もくそもあるか。汝のような者を蛆虫うじむしというのだ」

　と、もう一つ蹴とばした。

「蛆虫とな。け、けしからんことを。──慇懃いんぎんに、かくの如く、礼を厚うしているそれがしに、蛆虫とは」

「人倫の道を知らぬやつは蛆虫にちがいなかろう。嫂をもって、客席へ侍はべらすさえ、言語道断だ。それをなお、此方の妻にすすめるとは女衒ぜげんにも劣る畜生根性。──貴様の背骨はよほど曲がっているな」と、さらに、趙範をぎゅうぎゅう踏みつけて、ぷいと、そこを出てしまった。

　趙範は起き上がって、うろうろしていたが、やがて陳応ちんおう、鮑龍ほうりゅうを呼んで、

「いまいましい趙子龍めが、何処へ行ったか」と、肩で息してみせた。

　二人は口を揃えて、

「ここを出るや、馬に飛び乗って城外へ馳けて行きました」と、告げた。そしてまた、「こうなったら徹底的に勝敗で事を決めるしかありますまい。われわれ両名は、詐いつわって、これから子龍の陣へ行き、彼をなだめておりますから、太守には夜陰を待って、急に襲撃して下さい。さすれば、われわれ両名が、陣の中から呼応して彼奴の首を掻き取ってみせます」

　しめし合わせて、二人は城外へ出て行った。

　一隊の兵に、美酒財宝を持たせ、やがて趙子龍の陣所へ訪れた。そして地上に拝伏して、

「どうか、主人の無礼は、幾重にもおゆるし下さい。まったく悪気で申しあげたわけではないと云っておりますから」と、額を叩いて詫び入った。

　趙子龍は、彼らの詐術さじゅつであることを看破していたが、わざと面をやわらげ、土産の酒壺を開かせて、「きょうは、せっかくの所を、酔い損ねてしまった。大いに酔い直そう」といって、使いの二人にも、大杯をすすめた。
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　陳応、鮑龍のふたりは、「わが事成る」と、すっかり油断してしまったらしい。趙雲のもてなしに乗って泥のように酔ってしまった。

　趙雲は、頃をはかって、至極簡単に二人の首を斬り落した。そして彼の部下らにも酒を振舞い、引出物を与えなどしておいて、

「此方の手勢について働けばよし、さもなくば、陳応、鮑龍のようにするがどうだ」

　と、首を示して説いた。

　五百の部下は、降伏して、たちまち趙雲の手勢に加わることを約した。趙雲はその夜のうちに、この五百名を先頭に立たせ、後から千余騎の本軍をひきいて、桂陽の城へ押し襲よせた。

　城主趙範は、使いにやった鮑龍ほうりゅう、陳応ちんおうが帰って来たものとばかり信じていた。門を開けて、

「首尾はどうだった？」と、味方の五百人へ訊ねた。

　すると、その後から、趙子龍以下、千余の軍勢がなだれこんで来たので、仰天したが、もう間に合わなかった。

　趙子龍は何の苦もなく、趙範を生捕りとし、城旗を蹴落して、新たに玄徳の旗をひるがえし、

「桂陽の占領はなり終んぬ」と、事の次第を、遥かなる玄徳、孔明のところへ早馬した。

　日を経て、玄徳は入城した。孔明は直ちに、虜将りょしょう趙範を趙雲にひかせて、階下に引きすえ、一応、その口述を聞いた。

　趙範は、哀訴して、

「もともとてまえは本心から降参してご麾下きかに加わることを光栄としていたのです。ところが、てまえの嫂あによめを子龍将軍に献じようと申したのが、なぜか将軍の怒りにふれて、再度城を攻撃され、それがしまで、このような縄目にかけられた次第でして、何ゆえの罪科をもってこんな目に遭うのか諒解に苦しみます」

　孔明はまた趙子龍に向って、

「美人といえば、愛さぬ人はないのに、御身はなぜ怒ったのか」と、訊いてみた。

　趙子龍はそれに答えた。

「そうです。私も美人は嫌いではありません。けれど、趙範の兄とは、遠い以前、故郷で一面識があるものです。今、それがしがその人の妻をもって妻としたら、世の人に唾つばされましょう。また、その婦人がふたたび嫁ぐときは、その婦人は貞節の美徳を失います。次にはそれを拙者にすすめた趙範の意中もただ真偽のほどは知れず、さらに考えさせられたことは、わが君が、この荊州を領せられても、まだ日は浅いということでした。新占領治下の民心は決してまだ安らかではありません。しかるにその翼臣よくしんたるそれがし輩はいが、いち早く驕おごりを示し人民の範たることを打ち忘れ、政治まつりごとを怠りなどしていたら、せっかく、わが君の大業もここに挫折するやも知れません。すくなくも、ここに民望をつなぎ得ることはできません。──以上の諸点を考えては、いくら好きな美人であろうとそれがしの意こころをとらえるには足りません」

　温顔に笑みを含んで聞いていた玄徳は、そのとき側から口を開いてまた、子龍にいった。

「──しかし、今はもうこの城も、わが旗の下に、確乎と占領されたのだから、その美人を娶めとって、溺れない程度に、そちの妻としても誰も非難するものはないだろう。玄徳が媒人なこうどしてとらせようか」

「いや、お断りします。天下の美人、豈あに、一人に限りましょうや。それがしは、唯それがしの武名が、髪の毛ほどでも、天下に名分が立たないようなことがあってはならん──と、それのみを怕おそれとします。何で妻子がないからといって、武人たるものが、憂愁を抱きましょう」

　玄徳も孔明も、黙然とふかくうなずいたまま、後は多くもいわなかった。趙子龍こそ真に典型的な武人であると、後には人にも語ったことであったが、その時はわざと一片の恩賞をもって賞したに止まった。




黄忠こうちゅうの矢や



一



　このところ髀肉ひにくの嘆たんにたえないのは張飛であった。常に錦甲きんこうを身に飾って、玄徳や孔明のそばに立ち、お行儀のよい並び大名としているには適しない彼であった。

「趙雲すら桂陽城を奪って、すでに一功を立てたのに、先輩たるそれがしに、欠伸あくびをさせておく法はありますまい」

　と、変に孔明へからんで、次の武陵城攻略には、ぜひ自分を──と暗に望んだ。

「しかし、もしご辺に、不覚があった場合は」

　孔明が、わざと危ぶむが如く、念を押すと、

「軍法にかけて、この首を、今後の見せしめに献じよう」

　張飛は、憤然、誓紙を書いて示した。

「さらば行け」と、玄徳は彼に兵三千をさずけた。張飛は勇躍して、武陵へ馳せ向った。

「大漢の皇叔玄徳の名と仁義は、もうこの辺まで聞えています。また張飛は、天下の虎将。──その軍に向って抗戦は無意味でしょう」

　こういって、太守金旋きんせんをいさめたのは、城将のひとり鞏志きょうしという者だった。

「裏切者。さては敵に内通の心を抱いているな」

　金旋は怒って、鞏志の首を斬ろうとした。

　人々が止めるので、その一命だけは助けてやったが、彼自身は即座に戦備をととのえて、城外二十里の外に防禦の陣を布しいた。

　張飛の戦法はほとんど暴力一方の驀進ばくしんだった。しかも無策な金旋はそれに蹴ちらされて、さんざんに敗走した。

　そして城中へ逃げてきたところ、楼門の上から鞏志が弓に矢をつがえて、

「城内の民衆は、みな自分の説に同和して、すでに玄徳へ降参のことにきまった」

　と、呶鳴りながら、びゅうんと弦つるを反そらした。

　矢は、金旋の面にあたった。鞏志は、首を奪って、城門をひらき、張飛を迎え入れて、元来、玄徳を景慕していた由を訴えた。

　張飛は、軍令を掲げて、諸民を安んじ、また鞏志に書簡を持たせて、桂陽にいる玄徳のもとへ、その報告にやった。

　玄徳は、鞏志を、武陵の太守に任じ、ここに三郡一括かつの軍事もひとまず完遂したので、荊州に留守をしている関羽のところへもその由を報らせて、歓びをわけてやった。

　すると、関羽からすぐ、返書がきて、

（張飛も趙雲も、おのおの一かどの働きをして実にうらやましく思います。せめて関羽にも、長沙ちょうさを攻略せよとの恩命があらば、どんなに武人として本望か知れませんが……）

　などと、独り留守城にいる無聊ぶりょうを綿々と訴えてきた。

　玄徳はすぐ、張飛を荊州へ返して、関羽と交代させた。そしてわずか五百騎の兵を貸して、

「これで長沙へ行け」と、関羽の希望にこたえた。

　関羽は、もとより人数の多寡たかなど問うていなかった。即日、長沙へ向うべく準備していると、孔明が、

「羽将軍には注意するまでもないと思うが、戦うにはまず敵の実質を知ることが肝要です。長沙の太守韓玄かんげんは取るにも足らん人物だが、久しく彼を扶たすけ、よく長沙を今日まで経営して来た良将がひとりおる。その人はもう年六十に近く、髪も髯ひげも真っ白になっているだろう。しかし、戦場に立てば、よく大刀を使い、鉄弓を引き、万夫不当の勇がある。すなわち湖南の領袖りょうしゅう、黄忠こうちゅうという──。ゆえに決して軽々しくは戦えない。もしご辺がそれに向うなれば、さらに、三千騎をわが君に仰いで、大兵を以て当らなければ無理であろう」と告げた。

　しかし、何と思ったか、関羽は孔明の忠告も、耳に聞いただけで、加勢も仰がず、たった五百騎を連れてその夜のうちに立ってしまった。

　孔明は、その後で、玄徳へ対して、こう注意した。

「関羽の心裡には、まだ赤壁以来の感傷が残っています。悪くすると黄忠のために討死するやも知れません。それに小勢すぎます。わが君自ら後詰ごづめして、ひそかに力を添えてやる必要がありましょう」




二



　げにもと、玄徳はうなずいて、すぐ関羽のあとから一軍を率いて、長沙へ急いだ。

　彼が、目的地に着いた頃、すでに長沙の城市には、煙が揚っていた。

　関羽の手勢は、短兵急に外門を破り、すでに城内で市街戦を起していた。

　楊齢というのは、長沙の太守韓玄かんげんの股肱ここうの臣で、防戦の指揮官を自分から買って出た大将だったが、この日、関羽がその楊齢を一撃に屠ってしまったので、長沙の兵は潰乱かいらんしてたちまち城地の第二門へ逃げこんでしまった。

　すると、城中からひとりの老将が、奔馬にまたがり、大刀をひっさげて出現して来た。

　関羽は、ひと目見るとすぐ、

（さては、孔明が自分にいった黄忠こうちゅうというのは、この老将だな）と感じたので、さっと、彼の前をさえぎって、呼びかけた。

「来る者は、黄忠ではないか」

「そうじゃ。汝は、関羽よな」

「然り。──その白髪首しらがくびを所望に参った」

「猪口才ちょこざいであろう。まだ汝らのような駈出しの小僧に首を持って行かれるほど、長沙の黄忠は老いぼれてはおらぬ」

　なるほど──と関羽も戦いに入ってから舌を巻いた。

　彼の偃月えんげつの青龍刀も、黄忠の大刀に逆らわれては、如何とも敵の体へ触れることができなかった。

　この決戦は、実に堂々たる一騎打ちの演出であったとみえ、両軍とも、あまりの見事さに、固唾かたずをのんで見とれてしまったといわれている。しかも、なお勝負のつく色も見えなかったが、城の上からそれを眺めていた太守韓玄かんげんは秘蔵の一臣を、ここで討たれては味方の大事と心配し出して、

「退ひき鉦がねを打て、黄忠を退ひかせろ」と、高矢倉から叫び出した。

　たちまち耳を打つ退き鉦の音に黄忠は、ぱっと馬をかえした。そして急速度に城中へ駈けこむ兵にまじって、彼の馬もその影を没しかけた。

「好敵、待ち給え」

　関羽は、追撃して、執拗しつように敵へ喰い下がった。ぜひなく、黄忠もまた馬をめぐらして二、三十合斬りむすんだが、隙を見て、濠ほりの橋を渡り越えた。

「卑怯なり。名ある武将のする業か」と辱はずかしめながら、関羽の馬蹄は、なお橋を踏み鳴らして、しかも今度は、前よりも近く、黄忠の姿を、偃月刀の下に見おろしたのであった。

　けれど、関羽は、折角、振りかぶった大青龍刀を、なぜか、敵の頭に下さなかった。

　そして、

「あら無残。早々、馬を乗り代えて、快こころよく勝負を決せられよ」といった。

　黄忠は、馬と一緒に、地上に転んでいたのである。何かにつまずいて彼の乗馬が前脚を挫くじき折ってしまったためだった。

　しかし、乗り代える馬もないので黄忠は味方の歩兵にまじって、危うくも、城壁の内へ駈けこんだ。この間にも、追えば追いつけるものを、関羽は彼方へ引っ返してしまった。

　太守韓玄かんげんは、冷や汗をながしていたらしく、黄忠を見ると、すぐいった。

「きょうの不覚は、馬の不覚。汝の弓は、百度放って、百度あたる。明日は、関羽を橋のあたりまでおびき寄せ、手練の矢をもって、彼奴きゃつを射止めて見せてくれ」

　と励まし、自分の乗馬の蘆毛あしげを与えた。

　夜が明けると、関羽はまた、手勢わずか五百ばかりだが、勇敢に城下へ迫って来た。

　黄忠は、きょうも陣頭に姿をあらわし、関羽と激闘を交えたが、やがて昨日のように逃げ出した。そして橋の辺まで来ると、振りかえって弓の弦つるをぶんと鳴らした。関羽は身をすぼめたが、矢はこなかった。

　橋を越えると、黄忠はまた、弓を引きしぼった。しかし今度も、弦は空鳴りしただけだった。

　ところが、三度目には、ひょうッと矢うなりがして、まさしく一本の矢が飛んできた。そしてその矢は、関羽の盔かぶとの纓おを、ぷつんと、見事に射止めていた。
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　関羽も胆きもを寒うした。黄忠の弓術は、いにしえの養由ようゆうが、百歩をへだてて柳の葉を射たという──それにも勝るものだと思った。

「さては、きのうのわが情けを、今日の矢で返したものか」

　そうさとったので、関羽は、なおさら舌をふるって、その日は兵を退さげてしまった。

　一方の黄忠は、城中へもどるとすぐ、太守韓玄の前へ理不尽に引っ立てられていた。

　韓玄はもってのほかの立腹だ。声を励まして、黄忠を罵り辱めた。

「城主たるわしに眼がないと思っているのか。三日の間、わしは高櫓たかやぐらから合戦を見ていたのだぞ。然るに、きょうの戦は何事だ。射れば関羽を射止め得たのに、汝は、弓の弦つるばかり鳴らして、射たと見せかけ、故意に助けたのではないか。言語道断。察するところ、敵と内通しているにちがいない。恩知らずめ。その弓は、やがて主へ向って引こうとするのだろう」

「ああ、ご主君！」

　黄忠は、涙をたれながら、なにか絶叫した──。早口に、その理由を、云い開こうとしたのである。

　だが、耳をかす韓玄ではなかった。即刻、刑場へ曳き出して斬れとどなる。諸将が見かねて、哀訴嘆願をこころみたが、

「うるさいっ。やかましい。諫いさめるものは同罪だぞ」と、いう始末。

　長沙の名将黄将軍も、今は刑場の鬼と化すかと、刑にあたる武士や吏員までがかなしんでいたが、たちまち、その執行直前に、周囲の柵を蹴破って、躍りこんで来た壮士がある。

　この人、面は丹にで塗った棗なつめの如く、目は朗らかにして巨きな星に似ていた。生れは義陽。魏延ぎえん、字あざなは文長ぶんちょうという。

　もと荊州の劉表に仕え、一方の旗頭はたがしらに推されていたが、荊州没落の後、長沙に身を寄せていたものである。

　しかし、日頃から韓玄は、彼の偉材を、かえって忌み嫌い、むしろ他国へ逐おいやってしまいたいような扱いをしていたので、魏延ぎえんはひそかに、今日の機会を、待っていたものと思われる。

「あれよ」と、人々のさわぐまに、彼は、黄忠の身を攫さらって、刑場から脱してしまった。それからわずか半刻の後には、自分の部下を引き具して、城中の奥へ駈け入り、太守韓玄の首を斬って、関羽の陣門へ降っていた。

「さらば、疾とく」

　と、関羽は一挙に長沙の城へ入って、城頭に勝旗をかかげ、城下一円に軍政の令を布しいた。

「黄忠は、どうしているか」

　その後ですぐ訊ねると、魏延は、

「それがしが韓玄を斬るべく奥へ向った時、眼をふさぎ耳を抑えて、自分の邸へ駈けこんで行きました」

「戦は熄やんだ。では、迎えをやろう」

　と、再三、関羽から使いを出したが、黄忠は病に托して出てこない。

　かかるうちに玄徳は、関羽の早馬をうけて、

「さすがは」と、彼の功を賞しながら、孔明と馬をならべて、長沙の市門へ急いでいた。

　その途中、先頭に立てていた青い軍旗の上に、一羽の鴉からすが舞い下がって啼くこと三度、北から南の空へ飛び去った。

「先生。何か凶兆ではないでしょうか」と、孔明に訊くと、

「いや、吉兆です」と、孔明は、衣の下で何か指をくりながら、卜うらないをたてて答えた。

「これは、長沙の陥落と共に、良将を獲たことを祝福して、鴉が天告てんこくをもたらして来たものです。かならず何かいい事がありましょう」

　果たせるかな、玄徳は、黄忠、魏延のことを、間もなく、出迎えの関羽から聞いた。

「──病に托して門を出ないのは、黄忠の旧主にたいする忠誠にほかならない。自分が行って迎えてこよう」

　と、玄徳は、直ちに駕を命じて、黄忠の閉ざせる門を訪れた。その礼に感じて、ついに黄忠も、私邸の門をひらいて降参し、同時に、旧主韓玄の屍かばねを乞うて、城の東へ手あつく葬った。
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　玄徳は、即日、法三章を掲げて、広く新領土の民へ布告した。

一、不忠不孝の者斬る

一、盗む者斬る

一、姦かんする者斬る


　また、功ある者を賞し、罪ある者を罰して、政まつりごとを明らかにした。

　関羽がひとりの壮士を携えて出頭したのは、そうした繁忙の中であった。

「だれだ、その者は」

　玄徳がたずねると、関羽は、自分の傍らに拝跪礼はいきれいをとっている男へ向って、

「劉皇叔りゅうこうしゅくでいらせられる。ご挨拶を申し上げなさい」と、いった。

　男は、叉手さしゅの礼をしたまま、黙然と面をあげた。朱面黒眉こくび唇くち大きく鼻はな秀ひいで、容貌見るべきものがある。

「これはかねて、お耳に入れておいた魏延ぎえんです。善政の初めに、魏延の功にも、ご一言なりと下し給わらば有難うぞんじまする」

　関羽のことばに、玄徳は、おおと膝を打って、

「黄忠を救い、真っ先に長沙の城門を開いた勇士魏延か。さすがに名ある武者の骨柄も見ゆる。賞せずにおこうや」と、まず敬うやまって、階きざはしの上に請じようとすると、突如、

「不義士っ。階かいを汚すなかれ！」

　勃然と叱った者がある。

　あっと驚いて、その人を見ると、孔明だった。孔明はまた玄徳へ向って直言した。

「魏延に賞を賜うなど以てのほかです。彼、もとより韓玄とは、何の仇あるに非ず。かえって、一日でもその禄ろくを食はみ、かりそめにも、主君とたのみ、仰いでいた人です。それを、一朝の変に際し、たちまち殺してご麾下きかに馳せ参ず。──これ味方にとっては大幸といえますが、天下の法を道に照らしては、免ゆるし難き不忠不義です。君いまこの不仁の徒を見給い、これを斬って諸人に示すほどなご公明がなければ、新領土の民も服しますまい」

　孔明は、武士を呼んで、即座に魏延を斬れと命じた。

　玄徳は、明らかに、その決断を欠いた。いやかえって、孔明の命をさえぎって、

「待て、待て」

　と、武士たちを制し、孔明をなだめて、魏延のために、命乞いをすらしたのである。

「味方に功を寄せ、また降順をちかい、折角、わが麾下へひざまずいて来た者を、たちまち、罪をかぞえて斬りなどしたら、以後、玄徳の陣門に降を乞う者はなくなるだろう。魏延はもと荊州の士、荊州の征旗を見て帰参したのは、決して不義ではない。韓玄に一日の禄をたのんだといえ、韓玄も実心をもって彼を召抱えたわけでもなく、魏延もそれに臣節を以て仕えたわけではなかろう。彼の心はもとから荊州へ復帰したい念願であったにちがいない。いかなる人間でも落度をかぞえれば罪の名を附すことができる。どうか一命は助けてとらすように」

　玄徳の弁護は、まるで骨肉をかばうようだった。孔明は、沈黙してしまったが、なおそれを免ゆるすにしても、こう彼自身の信念を注意しておくことを忘れなかった。

「露骨にいいますと、今、私が魏延の相を観るに、後脳部に叛骨が隆起しています。これ謀叛人むほんにんによくある相であります。ですから、いま小功を挙げて、これを味方にするも、後々、かならず叛くに違いありません。むしろ今、誅ちゅうを加えて、禍いの根を断ったほうがよろしいかと存じたのでありますが、わが君がそれほどまで、ご不愍ふびんをおかけ遊ばすものを、孔明とて、如何とも致し方はありません」

「……魏延、聞いたか。かならず今日のことを忘れずに、異心を慎めよ」

　玄徳にやさしく諭さとされて、魏延はただ感泣に咽むせていた。

　玄徳はまた、劉表の甥の劉磐りゅうはんという者が、荊州滅亡の後、野に隠れていることを黄忠から耳にして、わざわざこれを捜し求め、すなわち長沙の太守として、少しも惜しむところがなかった。




針鼠はりねずみ



一



　ほどなく玄徳は、荊州へ引揚げた。

　中漢九郡のうち、すでに四郡は彼の手に収められた。ここに玄徳の地盤はまだ狭小ながら初めて一礎石を据えたものといっていい。

　魏ぎの夏侯惇かこうじゅんは、襄陽から追い落されて、樊城はんじょうへ引籠った。

　彼についてそこへ行かずに、身を転じて、玄徳の勢力に附属して来る者も多かった。

　玄徳はまた北岸の要地油江口を公安と改めて、一城を築き、ここに軍需品や金銀を貯えて、北面魏をうかがい、南面呉にそなえた。風ふうを慕って、たちまち、商賈しょうこや漁夫の家が市をなし、また四方から賢士剣客の集まって来るもの日をおうて殖ふえていた。

　一方。

　呉の主力は、呉侯孫権の直属として、赤壁の大勝後は、その余勢をもって、合淝がっぴの城（安徽省あんきしょう・肥）を攻めていた。

　ここの守りには魏の張遼ちょうりょうがたてこもっていた。さきに曹操が都へ帰るに当って、特に、張遼へ託して行った重要地の一つである。

　赤壁に大捷たいしょうした呉軍も、合淝を攻めにかかってからは、いっこう振わなかった。

　それもそのはず張遼の副将にはなお李典、楽進という魏でも有名な猛将が城兵を督していたのである。寄手は連攻連襲をこころみたが、不落の合淝に当り疲れて城外五十里を遠巻きにし、

「そのうちに食糧がなくなるだろう」と空だのみに恃たのんでいた。

　ところへ、魯粛ろしゅくが来た。

　孫権が、馬を下りて、陣門に出迎えたので、

「粛公は大へんな敬いをうけたものだ」と、諸兵みな驚いた。

　営中に入ると、孫権は、魯粛に向って、意識的にいった。

「きょうは特に馬を下りて出迎えの礼をとった。この好遇は、いささか足下のなした赤壁の大功を顕あらわすに足りたろうか」

　魯粛は、首を振った。

「いうに足りません。その程度の表彰では」

　孫権は、眼をみはって、

「では、どれ程に優遇したら、そちの功を顕あらわすに足りるというのか」

「さればです」と、魯粛がいった。

「わが君が、一日も早く、九州のことごとくを統すべ治めて、呉の帝業を万代ばんだいにし給い、そのとき安車蒲輪あんしゃほりんをもって、それがしをお迎え下されたら、魯粛の本望も初めて成れりというものでしょう」

「そうか。いかにも！」

　二人は手を打って、快笑した。

　けれど魯粛はその後で、せっかく上機嫌な呉侯に、ちといやな報告もしなければならなかった。

　それは、周瑜しゅうゆが金創きんそうの重態で仆れたことと、荊州、襄陽、南郡の三要地を、玄徳に取られたことの二つだった。

「ふふむ……周瑜の容態は、再起もおぼつかない程か」

「いや、豪気な都督のことですから、間もなく、以前のお元気で恢復されることとは思いますが……」

　話しているところへ、今、合淝の城中から一書が来ましたと、一人の大将が、うやうやしく、呉侯の前に書簡をおいて行った。ひらいてみると、張遼からの決戦状であった。

呉の大軍は蠅はえか蛾がか。いったいこの城を取巻いて、何を求めているのであるか。


　文辞は無礼を極め、甚だしく呉侯を辱はずかしめたものだった。孫権は、赫怒して、

「よしっ、その分ならば、わが真面目しんめんぼくを見せてくれよう」

　と、翌早朝に陣門をひらいて、甲鎧こうがい燦爛さんらんと、自身先に立って旭あさひの下を打って出た。

　城からも、張遼をまん中に、李典、楽進など主なる武者は、総出となって押しよせて来た。

「呉侯、見参っ」

　と、張遼は一本槍に、その巨物おおものを目がけて行った。すると、馬蹄に土を飛ばして、

「下司げすっ、ひかえろ」

　と、一大喝だいかつしながら立ちふさがった者がある。呉の大将太史慈たいしじであった。
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　呉の太史慈といえばその名はかくれないものだった。呉祖孫堅以来仕えてきた譜代の大将であり、しかも武勇はまだ少しも老いを見せていない。

　魏の張遼とはけだし好敵手といってよかろう。双方、長鎗を交えて烈戦八十余合に及んだが、勝負は容易につかなかった。

　この間隙に、楽進、李典のふたりは、大音をあげて、

「あれあれ、あれに黄金の盔かぶとをいただいたる者こそ、呉侯孫権にまぎれもない。もしあの首一つ取れば、赤壁で討たれた味方八十三万人の仇を報ずるにも足るぞ。励めや、者ども」

　と下知して、自分たちもまっしぐらに喚おめきかかった。

　孫権の身は、今や危うかった。電光一撃、李典の鎗が迫った時である。

「さはさせじ！」と、敢然横合いからぶつかって行った者がある。これなん呉の宋謙そうけん。

　それと見て、楽進が、

「邪魔なっ」

　と、間近から、鉄弓を射た。矢は宋謙の胸板を射抜く。どうっと、宋謙が落ちる。とたんに、砂煙を後に、孫権は逃げ走っていた。

　張遼ちょうりょうと太史慈たいしじとは、まだ火をちらして戦っていたが、この中軍の崩れから、敵味方の怒濤に押され、ついにそのまま、引き分れてしまった。

　孫権は逃げる途中、なお幾度か危機にさらされたが、程普ていふに救われて、ようやく無事なるを得た。

　しかし、この日の敗戦が彼の心に大きな痛手を与えたことは争えない。帰陣の後、涙をながして、

「宋謙を失ったか」と、痛哀つうあいしてやまなかった。

　長史張紘ちょうこうは、よい時と考えて、

「こういう失敗は、良き教訓です。君はいま御年も壮さかんなために、ともすれば血気強暴にはやり給い、呉の諸君は、為にみな、しばしば、心を寒うしています。どうか匹夫ひっぷの勇は抑えて、王覇おうはの大計にお心を用いて下さい」

　と、諫めた。

　孫権も、理に服して、

「以後は慎む」と、打ちしおれていたが、翌日、太史慈が来てこういうことを耳に入れた。

「それがしの部下に、戈定かていという者がいます。これが張遼の馬飼うまかいと兄弟なのです。依って、密かに款かんを通じ、城中から火の手をあげて、張遼の首を取ってみせんといっております。で、それがしに今宵五千騎をおかし下さい。宋謙が仇を取ってみせましょう」

　孫権は、たちまち心をうごかして、

「その戈定かていはどこにいるのか」と、たずねた。

　太史慈は答えて、

「もう城中にいるのです。昨日の合戦に、敵勢の中にまぎれて、難なく城中に入りこんでいるわけで」

「では首尾はよいな」

「大丈夫です。こんどこそは」

　太史慈は自信にみちていった。

　孫権がこれを以て、昨日の敗辱をそそぐには好機おくべからざるものと乗り気になったことはいうまでもない。

　馬飼というのは、いわゆる馬廻り役の小者であろう。張遼の馬飼と、太史慈の部下戈定とは、その晩、城中の人なき暗がりでささやき合っていた。

「ぬかるな。……丑うしの刻こくだぞ」

「心得た。おれが、馬糧小屋まぐさごやをはじめ諸所へ火をつけて廻るから、おめえは、謀叛人むほんにんだ、裏切者だ、と呶鳴ってまわれ」

「よしよし。おれも一緒になって火をつけながら、呶鳴りちらす」

「火の手と共に、城外から太史慈様が攻めこむことになっている。どさくさまぎれに、西門を内から開くことも忘れるなよ」

「合点合点。忘れるものか。一代の出世の鍵は今夜にありだ」

「……しっ。誰か来た」

　ふたりは人の跫音に、あわてて左右にわかれてしまった。
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　守将の張遼ちょうりょうは、きのうの城外戦で、大きな戦果をあげたにもかかわらず、まだ部下に恩賞も頒わかたず、自分も甲よろいの緒すら解いていなかった。

　多少、不平の気を帯びた副将や部将たちは、暗に、彼の小心を嗤わらった。

「敵はきのうの大敗で、すでに遠く陣地を退さげてしまったのに、遼将軍にはなぜいつまで、甲も解かず、兵に休息もさせないのですか」

　張遼は、答えた。

「勝ったのは、昨日のことで、今日はまだ勝っていない。明日のこともまだ勝っていない。いわんや全面的な勝敗はまだまだ先が知れん。およそ将たるものは、一勝一敗にいちいち喜憂したりするものではない。こよいはことに夜廻りをきびしくし、すべて、物具もののぐを解かず、昼夜四交代の制をそのまま、かりそめにも防備の気をゆるませぬように励まれよ」

　すると果たしてその夜の深更に至って、妙に城中がざわめき出したと思うと、

「謀叛人があるぞっ」

「裏切者だ、裏切者だ」と、いう声が聞え出した。

　張遼には、狼狽はなかった。すぐ寝所から出て城中を見廻った。もうもうと何か煙っている。諸所にぼうと赤い火光も見える。

「おう、将軍ですか」

　楽進がそこへ駈けつけて来た。眼色を変えて、次にいった。

「城中に謀叛人が起ったようです。軽々しく外へお出にならんほうがよろしい」

「楽進か。何をあわてているのだ大丈夫、あわてるな」

「でも、あの喊声かんせい、あの火の手、由々しき騒動です」

「いやいや、わしは最初から眼を醒さましていたからよく聞いていた。裏切者と呶鳴る声も、出火だ、謀叛人だと告げ廻っている声も、ふた色ぐらいな声でしかない。おそらく、一両人の者が城中を攪乱こうらんするためにやった仕事だろう。それに乗せられて混乱する味方自身のほうがはるかに危険だ。──足下はすぐ城兵を取鎮めに行け。みだりに騒ぐ者は斬るぞと触れまわれ」

　楽進が去ると間もなく、李典が二人の男を縛って連れてきた。城中攪乱を目論もくろんでたちまち看破されてしまった張本人の戈定かていと馬飼の小者だった。

「こやつか。斬れっ」

　二つの首は、無造作に斬って捨てられた。──とも知らず、かねてその二人としめし合わせのあった寄手の一軍と、その首将太史慈たいしじは、

「しめた。火の手は上がった！」とばかり、城門へ殺到した。

　とっさに、この事あるをさとった張遼は、城兵を用いて、わざと、

「謀叛人があるぞ」

「裏切者だぞ」と、諸方で連呼させながら、西の一門を、故意に内から開かせた。

「──すわや」と、太史慈はよろこび勇んで、手勢の先頭に立って壕橋ほりばしを駈け渡り、西門の中へどっと喚おめき込んだ。とたんに、一発の鉄砲が、轟然と四壁や石垣をゆるがしたと思うと、城の矢倉の陰や剣塀つるぎべいの上から、まるで滝のように矢が降りそそいで来た。

「あっ！　しまった」

　太史慈は、急に引返したが、一瞬のまに射立てられた矢は全身に刺さってまるで針鼠のようになっていた。

　李典、楽進の輩ともがらは、この図にのって城中から大反撃に出た。ために、呉軍は大損害をこうむり、逆に、攻囲の陣を払って、南徐なんじょの潤州じゅんしゅう（江蘇省・鎮江市）あたりまで敗退するのやむなきに至ってしまった。

　しかもまた、譜代の大将太史慈をも遂にこの陣で失ってしまった。死に臨んで太史慈はこう叫んで逝いったという。

「大丈夫たるもの、三尺の剣を帯びて、この中道に仆る。残念、いうばかりもない。しかし四十一年の生涯、呉祖以来三代の君に会うて、また会心なことがないでもなかった。ああ、しかしなかなか心残りは多い」




柳眉りゅうび剣簪けんさん
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　その後、玄徳の身辺に、一つの異変が生じた。それは、劉琦君りゅうきくんの死であった。

　故こ劉表りゅうひょうの嫡子ちゃくしとして、玄徳はあくまで琦君を立ててきたが、生来多病の劉琦は、ついに襄陽じょうよう城中でまだ若いのに長逝した。

　孔明はその葬儀委員長の任を済まして、荊州けいしゅうへ帰ってくると、すぐ玄徳へ求めた。

「琦君の代りに、誰か、直ちに彼処の守りにおつかわし下さい」

「誰がよいか」

「やはり関羽でしょうな」

　孔明も心では、何といっても、関羽の人物を認めていた。

　劉琦の死後、玄徳の胸には、一つの不安が醸かもされていた。呉の孫権が待っていたとばかりに、荊州を返せといってくるにちがいないことである。

「それはやがて必ずいってくることでしょうな。琦君が死んだら荊州を返すと先に約束したことですから……が、ご心配には及びません。そのときは孔明がよろしきように応対します」

　孔明がそう慰めていると、それから二十日ばかり後、果たして、

「琦君の喪もを弔とむらうため、呉侯孫権のご名代に──」と称して、魯粛が使いに来た。

　魯粛は、城中の祭堂に、呉侯からの礼物を供え、悔みを述べた後、玄徳が設けの酒宴に迎えられて、四方山よもやまのはなしに時を移していたが、やがてこう切り出した。

「赤壁せきへきの大戦の後、わが呉侯から荊州の地を接収に参ったとき、劉皇叔には、琦君の世にあるかぎりは荊州は故劉表の遺子のものであると仰せられた。いまはその琦君も世を去ったことゆえ、もうこの荊州は、呉へお返しあるべきでしょう。──実は、弔慰ちょういをかねて、そのことも取りきめて参れと、主君から申しつけられて来たわけですが」

「いや、そのことは、いずれまたあらためて、談合しましょう」

「またとは、いつですか」

「まあ、ここは宴席ですから、国事は」

「後でもおよろしいが、かならず前約を違たがえ給わぬように」

　そう魯粛がしつこく念を押していると、突如、孔明がかたわらから言葉に気概をこめて云った。

「粛公、あなただけは、呉の群臣の中でも、物の分ったお人かと思っていたら、今の仰せでは、あまりにも世の本義と事理に没常識すぎるではないか。主君玄徳は、貴方を弔問ちょうもんの賓客として、懇ねんごろにもてなそうとしているのに、露あらわにいうを避けておいで遊ばすゆえ、私が代って一応の道理を申しのべよう。心をしずめてよく聞き給え」

　面色をあらためて孔明がそう云い出したので、魯粛は、気をのまれたのか、茫然、その顔を見まもっていた。

「天下は一人の天下にあらず、すなわち天下の人の天下である。高祖、三尺の剣をひっさげて、義を宇内うだいに唱え、仁を布き、四百余年の基もといを建てられしも、末世現代にいたり、中央は逆臣の府、地方は乱賊の巣と化し、紊みだれに紊れ、百姓の塗炭は連年歇やまざる状態にある。時に、わが君劉玄徳には、その血液に漢室の正脈をつたえ、その義においては、救世の実を天地に誓う。すなわち中山靖王ちゅうざんせいおうの後裔こうえいにおわし、現皇帝の皇叔にあたられる。いわんや、荊州の故主劉表とは、血縁の間柄にて、わが君の義兄このかみたり、いまその血統絶え、荊州に主なきにあたって、義弟おとととし義兄このかみの業を承け継ぐに、何の不義、何の不可とする理由があろう。──ひるがえって、呉侯孫権の素姓をたずぬれば、もとこれ銭塘の小吏の子たるに過ぎず、なんら朝廷に功もなく、ただ呉祖の暴勇に依って、江東六郡八十一州を横奪し得たるにとどまる──。今、孫権その遺産をうけて、何の能もなきに、さらに、慾心を驕おごり、荊州をも呑まんとするは、身のほど知らずも甚だしい。思え、君臣の統を論ずるなら、わが君の姓は劉、汝の主人の姓は孫、大漢は劉氏りゅうしの天下たるを知らないか。よろしく百歩の田地をわが君に乞うて、身を農夫と卑下へりくだるのが孫権の安全な途というものである。──さらに、赤壁の大捷たいしょうが誰の功によるか、という問題になれば、なお大いに議論があるが、それはいわぬことにする。敢て、ここではいわぬことにしておく」
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　弁は水の流るる如く、理は炎の烈々たるに似ている。

　その真理と雄弁のまえには、魯粛もさしうつ向いてしまうしかなかった。

　──が、彼は恨むがごとく、孔明に答えた。

「公論明白、そう仰っしゃられては、何の抗弁もありません。しかし、それでは先生も、あまりに利己主義だといわれても仕方がありますまい」

「なぜ、私が、利己主義か」

「思い給え」と、こんどは魯粛が攻勢になって──「その以前、劉皇叔が曹操のため大敗をこうむって、当陽にやぶれ果てた後、先生を一帆ぱんに乗せて呉の国へともない、切に、わが主孫権を説き、周瑜しゅうゆをうごかして、当時まだ保守的であった呉をして遂に全面的な出兵を見るに至らしめたのはいったい誰でしたろうか」

「それは云うまでもなくあなただ」

「その魯粛は、今日、ここに至って、主君には面目を失い、軍部には不信を問われ、おめおめ国へ帰ることもできぬ窮地におちています。先生には、私の立場には、何の同情もお持ちにならないとみえる」

「…………」

　魯粛の温厚なる抗議には、孔明もやや気の毒を覚えたらしい。しばらく考えこんでいたが、やがて新たにこう提議した。

「では、あなたの面目をたてて、荊州はしばらくわが劉皇叔がお預りしているということにしよう。後日、どこか適当な領地を攻略したら、その時、荊州は呉へ開け渡すということにして、証書を入れたら、あなたも主君にお顔が立つであろう」

「どこの国を取って荊州をお返し下さるというのですか」

「中国はすでに、どこへ向っても、魏か呉かに接触する。ひそかに図るに、長江千里の流れ起るところ、西北の奥域おくいき、蜀しょくの天地は、まだ時代の外におかれているといっていい」

「では、蜀の国を取らんとお望みになっておられるので」

「然り。蜀を得たあかつきには、荊州をお返しするであろう」

　孔明は、紙筆を取寄せて、玄徳にそれを進め促した。玄徳は黙々、呉侯への国際証書をしたためて、印章を加え、

「これでよいのか」と、孔明へ内示した。

　孔明もまた筆をとって、保証人として連署した。だが、君臣一家の連帯では、公約にならないから、あなたもこれに名字をのせたがいいと求められて、魯粛も遂に妥協するほかなかった。

　魯粛は、この一札さつを持って、呉へ帰った。途中、柴桑さいそうへ寄って、周瑜しゅうゆの病状を見舞いがてら、逐一ちくいち物語ると、

「ああ、また貴公は、孔明に出し抜かれたのか、何たるお人好しだ。孔明は狡猾の徒、玄徳は奸雄。こんな証文が何になろう。おそらくそのまま呉侯に復命されたら、たちどころに、貴公の首はあるまい。いや、罪九族にも及ぶだろう」と、痛嘆した。

　そういわれてみると、呉侯孫権の怒り方が眼に見えてくる。魯粛もその点は甚だ心許こころもとなかったのである。──が、今となっては、どうしようもない。途方に暮れるばかりだった。

　周瑜も、腹を立てたが、心では魯粛のお人好しに、充分、同情を抱いた。それに彼は、むかし困窮していた頃、魯粛の田舎の家から糧米三千石を借りて助けられたことがある。──それを思い出したので、共に、腕をこまぬいて、

（どうしたらいいか？）と、懸命に思案した。

　ふと、周瑜のあたまに浮んだのは、主君孫権の妹にあたる弓腰姫きゅうようきであった。──佳人かじん年はまだ十六、七。

　弓腰姫というのは、臣下がつけた綽名あだなである。深窓の姫君でありながら、この呉妹ごまいは、生れつき剛毅ごうきで、武芸をこのみ、脂粉霓裳しふんげいしょうの粧いも凛々りんりんとして、剣の簪かんざしをむすび、腰にはつねに小弓を佩はき、その腰元たちもみな薙刀なぎなたを持って室に侍じしているというまことに一風変った女性であった。
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　急に、周瑜は声を落して、魯粛に教えた。

「貴公は、呉侯のお妹君に、謁えっしたことがありはしないか」

「一、二度、お目通りしましたが」

「あの姫を、玄徳へ、嫁がすように、ひとつここで貴公は、その婚縁の媒人なかだちに、骨を折ってみられるがよい。──これは貴公の失敗を償つぐない、また荊州を取りかえすに、絶好な妙策であり、今がそのまたなき機会だ」

「えっ。……呉侯の御妹君を玄徳へですって？」

　鸚鵡おうむがえしに呟きながら、魯粛は、唖然たる顔つきを示した。

　周瑜は、笑って、

「いや、わしの云い方が唐突だから、貴公はびっくりしたかも知れんが、何もこれは決して、突飛な思いつきではない。きわめて合理的に相談はなしは運んで行けると思う」

「どうしてですか。玄徳には正室の甘かん夫人があるのに、まさか呉侯のお妹君を、彼の側室へなどと……第一そんな縁談を呉侯のお耳へ入れることだってはばかられるではありませんか」

「いやいやそうではない。貴公はまだ知らんのだ。玄徳の正室甘夫人は、病に斃れてなくなっている。赤壁の戦やらその後の転戦で、葬儀も延ばしていたが、間者の報らせでは、荊州城には白い弔旗ちょうきを掲げていたということだ」

「それは、劉琦りゅうきの死を悼いたんでいたのではありませんか」

「ちょうど、劉琦の死とつづいたので、そう思っている者もあるらしいが、わしが聞いたのは、その以前だ。まだ劉琦も死なぬうちに、荊州の城外に新しい墳墓を築いていたというから、よもや劉琦の葬儀ではないだろう」

「それは少しも知りませんでした。では今、玄徳に正室はないわけですか、それにしてもすでに彼は五十歳です。一方、妙齢の呉妹君ごまいくんはお十六かお十七でしょう。……どんなものでしょうな、この花嫁花婿の縁むすびは」

「どうも貴公は、何事もすぐそのまま、真正直に考えるので融通ゆうずうがきかん。もとよりこの婚儀は初めから謀略にきまっている。さきに玄徳は孔明を用いて呉を謀はかったから、こんどは此方から計を酬むくうてくれるのだ。すなわち、そういう斡旋に物馴れた人物をもって、この際、呉国との友好を、より以上親密にせんという理由を表面に立てて、同時に呉妹君との縁談を運ばせるにある」

「さあ？　どうでしょうか」

「何を不安な顔して喞かこたるるか」

「誰よりも、呉侯がご承知にならないでしょう。非常に可愛がっているお妹ですからな」

「だから何も、婚儀は取りむすんでも、輿入こしいれまでなさるには及ばんさ。式典は呉で挙げればいい。婚儀の挙式がすんだら荊州へおつれなさいというわけだ。玄徳に否やはあるまい。要するに、彼を呉へ招いて、花嫁の顔を見せただけで済む。いずれ挙式の前後に、機を計って、刺し殺してしまうのだから」

「ははあ。するとつまり彼を殺害するために、婚儀を行うわけですな」

「もちろん、その目的もなく、何でこんな縁談が云い出せるものか」

「それにしても、それがしから呉侯へおすすめ申すのは、どうも少しまずいと思いますが」

「よろしい。貴公はただ側面から、それとなく主君の御意ぎょいをうごかし給え。仔細のことや此方の謀略は、べつに詳しくしたためて、この周瑜しゅうゆから呉侯へ手紙を書くから」

「いや、そう願えれば、非常に助かります」

　魯粛は、彼の書簡を預かって、それを力に呉都へ帰った。そして早速、呉侯孫権にまみえ、ありのままを復命し、また帰路、周瑜から預かって来た手紙も共に差出した。
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　はじめに、玄徳の証文を見たときは、案のじょう、孫権は苦にがりきって、たちまち、魯粛の上へ大鉄槌でも下しそうだったが──次に周瑜からの書簡をひらいて一読し終ると、

「ウーム、なるほど、周瑜の考えは至極妙だ。これこそ天来の鬼謀というものだろう」

　と、しばらく、熟慮にふけり、やがて魯粛には、最初の気色とは打って変って、

「ご苦労だった。長途の旅、疲れたろう。きょうはまず休息せい」と、ねぎらった。

　数日の後、また召された。こんどは重臣呂範りょはんも同席だった。孫権を中心に、周瑜しゅうゆの献策が密々協議されたことはいうまでもない。

　その結果、呂範が、荊州へ使いに行くことにきまった。もちろん表面は呉の修交使節としてであるが、目的は例の呉妹君ごまいくんの婚縁にある。

　荊州に着いて、玄徳に会うと、呂範はまず両国友好の緊密を力説してから、おもむろに縁談をもちかけた。

「実は、皇叔こうしゅくの夫人甘氏には、疾とく逝去みまかられて、今ではお独りとのご事情をうけたまわり、ちと差出がましいが、媒人なかだちの労をとらしていただきたいと思うてこれへ来たわけです。どうです、子孫のため、ふたつの国家のため、若いご正室をおむかえになられては」

「ご親切は感謝します。仰せのとおり妻を亡うしのうて、玄徳はいま家庭的には孤独ですが、さりとて、妻とわかれてから、肉まだ冷やかというほどの月日も経っていないうちに、どうして後添えなど持つ気になれましょう。正直、まだ望んでもおりません」

「それはそうでしょうが、家庭に妻のないのは、家屋に梁うつばりがないようなものです。皇叔のご前途はなお洋々たるものですのに、何故、一家の事を中道に塞とざして、人倫を廃さるるのです。──私がおすすめ申したいのは、わが主呉侯のお妹君で、媒人口なこうどぐちではありません、必ず徳操才色ふたつながら兼備した佳人とはあのお方と存じます。もし皇叔にして、娶めとってもいいというお心ならば、すみやかに呉の国へお出で下さい。孫権は歓んでお迎えしましょうし、われわれ侍側の者も、挙こぞって、両国の平和のため、この実現に対して、どんな労でも取りますから」

「…………」

　玄徳はしばらく黙考していたが、やがてこう訊ねた。

「そのことは、あなた一箇のお考えですか。それとも周瑜しゅうゆあたりから云い出されたことですか。もしくはまた、呉侯のご内意でもあるか……」

「内々、呉侯の御命がなくて、どうして私一箇の思案などから、かような大事をおすすめできましょう。ただ素気すげないお断りでもうけると、呉妹君のお名にもさわることですから、それで実はそっと、ご意向をうかがってみるわけですが」

「……いや、そうでしたか。希ねごうてもない良縁ではありますが、玄徳も大丈夫を以て任じてはいるものの、年すでに五十、ご覧のごとく、鬢髪びんぱつにはやや白いものを呈しておる。聞説きくならく、呉侯のお妹は、なお妙齢佳春の人という。私とは余りにふさわしくない配偶ではありませんか」

「いや、いや」

　呂範は大きく手を振った。

「年の近いとか少ないとか、そんな数合わせみたいな問題ではありませんよ。これは結婚です。しかも二つの国の平和に関わる問題です。呉侯も実に大事をとっておられ、母公のお案じも、呉妹君のお望みも、一通りなものでないことは、くどくど申すまでもありません。……まげてもひとつ、皇叔のご来遊を願って、この祝い事を成功させたい所以ゆえんは、誰よりも呉妹君に実はご希望があるわけなのです。……というのは、あのお妹君は、女性におわしながら、志は男子より高く、日頃より、天下の英雄にあらずんばわが夫つまとはせじ──と仰っしゃっている程ですから、以てお察しがつきましょう。いま、皇叔をもって、あの女性にょしょうと配せば、それこそいわゆる──淑女ヲ以テ君子ニ配ス──という古語のとおりになると思うのです。ともあれ、ぜひいちど、呉の都へお遊びにお出まし下さいませんか」

　呂範はさすがこの使いに選ばれただけの才弁であった。

　この日、孔明は、そこに顔を見せず、次室の屏風の陰にいて、じっと、主客のはなしを聞いていた。彼の几つくえの上には、いまたてた易占うらないの算木さんぎが、吉か凶か、卦面けめんの変爻へんこうを示していた。
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　呂範はひとまず客館へ退がり、玄徳の返辞を待つこととした。

　その夜。玄徳は、孔明以下腹心の諸将をあつめて、呉妹を娶めとることの可否、また呉へ行くことの善悪などについて忌憚きたんなき意見を求めた。

「それはぜひご承諾をお与えなさい。そして呉へお出でなさい」

　率直にこう勧めたのは孔明であった。玄徳が呂範と対面中に、易えきをたてて占ってみたところ、大吉の卦けが出たというのである。

「──のみならず、ここは彼の策に乗って、かえって我が策を成すところでしょう。すみやかにご許容あって、呉の国に臨み、ご婚儀の典を挙げられるがよいかと思います」

　そういう孔明の説に対して、

「いや、これは周瑜しゅうゆの遠謀にちがいない」

　とか、

「求めて虎口に入るようなものだ」

　とか、それを危険なりとする議論ももとより百出したが、より以上、玄徳にも重視された問題は、折角いま克かち獲たところのこの荊州地方の地盤を、次の躍進に入る段階まで無事に持ちこらえるには、どうしても呉との衝突を避けなければならないと考えられることだった。

「万事は、私の胸に、おまかせ下さい。決して、諸将が憂えるような破滅に君を立ち到らせるような愚はしません」

　孔明のことばに信頼して、諸臣も、

「では、異議なし」と、一致した。

　玄徳はなお危ぶんでいたが、孔明はそれを力づけて、まず答礼の使いをやってみることにした。呂範と共に、その意味で、呉に下って行った者は家中の孫乾そんけんであった。

　月日を経て、その孫乾は、呉から帰ってきた。そしていうには、

「呉侯は、それがしを見ると、落胆しました。理由は、呂範と共に、わが君が、すぐにでも呉へお出でになるものと、独り決めに、予期していたらしいのです。それほどに、呉侯自身は、この縁談の成立を熱望しています。もし、この縁が結べれば、両国の平和のため、大慶この上もないことだ。ぜひ、一日も早く参られるよう劉皇叔りゅうこうしゅくにすすめて貰いたいと、ねんごろなご希望でした」

　とある。

　けれどなお、玄徳には、迷っているふうがあった。しかし、孔明は、着々と準備を運び、随員の大将をも、趙雲子龍ちょううんしりゅうに任命した。

　そして趙雲に、手ずから三つの錦嚢ふくろを授けた。呉へ行って事きわまる時は、この嚢ふくろを開けて見るがいい。あらかじめ、自分が肝胆を砕いた三ヵ条の計はかりごとは、この錦の嚢に秘めておいた。これを以て、孔明も共にわが君に随員しておるものと思い、惧おそるることなくお供して参るがよいとくれぐれも諭さとした。

　建安十四年の冬の初め、華麗なる十艘の帆船は、玄徳、趙雲以下、随行の兵五百人を乗せて、荊州を離れ、長江の大河に入り、悠々千里を南下して呉へ向った。

　呉の都門へ入るに先だって、趙雲は孔明から渡された錦の嚢を思い出し、その第一の嚢を開けてみた。すると中の一文には、

（まず、喬国老きょうこくろうを訪え）と、書いてあった。

　喬家の老主といえば、隠れもない呉の名家である。かつては、曹操までが想いを寄せていたといわれる姉妹の二美人──二喬の父であるばかりでなく、その姉は、呉侯の先代孫策の室に入り、妹は現に、周瑜しゅうゆの夫人となっているので、今ではおのずからこの国の元老と目され、しかもそれに驕おごらず、彼自身の人がらは昔どおり至って正直律義なところから、なおさら上下の信望は篤く、

　喬国老、喬国老。

　と、国宝的に一般から崇敬されている人だった。

　──まずこの人を訪え。

　という孔明が嚢中のうちゅうの言にしたがって、玄徳と趙雲は、相諮あいはかって、船中の佳宝や物産を掲げ、また兵士をして、羊をひかせ、酒を担になわせ、都街の人目をそばだたせながら、まず喬国老きょうこくろうの家へいきなり行った。




鴛鴦陣えんおうじん
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　喬国老の邸では、この大賓たいひんをふいに迎えて、驚きと混雑に、ごった返した。

「えっ。皇叔こうしゅくと呉妹君ごまいくんとの結婚の談はなしがあったのですって？」

　初耳とみえて、喬国老は、桃のような血色を見せながら、眼をまろくした。

「しかし、それは何にしても、大慶のいたりだ。この女性にょしょうなら皇叔の正室となされても、決して悔いはあるまい。……ところで、呉城の宮中へは、今日ご着船の由を、お届け召されたかの」

　玄徳が、上陸早々、ご訪問申したので、まだ呉城へは告げないというと、

「それは、いかん、早速にも」と、すぐ家臣を走らせ、また家族たちに命じては、玄徳の一行を心から歓待させて、「ともあれ、わしも一応、宮中へ伺ってくる」と白馬に乗って登城した。

　殿中でも大奥でも、国老は出入自在である。呉侯の老母、呉夫人に会って、すぐ慶びをのべた。

　すると呉夫人は、けげんな顔をして、

「なんじゃと、あの玄徳が、権けんの妹を娶もらいにきたのですって。……まああつかましい」

　と、舌を鳴らした。

　喬国老は、あわてて手を振りながら、

「ちがう、ちがう。呉侯のほうから呂範を婚姻の使いにやって、切に望んだので、はるばる、玄徳も呉へやって来たわけじゃ」

「嘘うそ、嘘。国老はわらわをかついで笑おうと召さるの」

「ほんとです。嘘と思し召すならば、街へ人をやってごらんなさい」

　呉夫人は、まだ信じない顔で、家士の一名に、城下の見聞けんもんをいいつけた。

　その者は、街を見て帰ると、すぐ呉夫人の前へ来て語った。

「なるほど、大変に賑やかです。河口には十艘の美船が着き、玄徳の随員だの、五百の兵士は、物珍しげに、市中を見物して歩きながら、豚いのこ、酒、土産物の種々くさぐさなど、しきりに買物しながら、わが主劉皇叔には、この度、呉侯のお妹姫と婚礼を挙げるのじゃと、彼方此方で自慢半分にしゃべったものですから、ご城下ではもう慶祝気分で寄るとさわるとそのお噂ですよ」

　呉夫人は、哭なき出した。

　たちまち彼女は、わが子の呉侯孫権のいる閣へと、顔を袖でおおったまま走って行った。

「母公、どうなさいましたか」

「おお権か。いかに老いても、わらわは御身の母ですぞ」

「何を仰っしゃいます、今さら」

「それ程、親を親と思うなら、なぜわらわに無断で、女子おなごの大事な生涯を決めました」

「わけが分りません。なんのことですか、いったい」

「それその通り、わらわを偽あざむこうとするではないか。汝の妹にせよ、彼女はわらわの子。玄徳へ嫁がすことなどいつ許しましたか」

「あっ。誰が、そんなことをお耳へ入れましたので」

「国老に訊いてご覧なさい」

　と、母公は眼できめつけた。

　呉夫人のうしろへ来て立っていた喬きょう国老は、

「そう御母子ごぼしのお仲で争うことはないでしょう。もう国中の人民も知っていることですから。わしもそのため、お慶びを申しあげに来たわけじゃ」

　と、うららかに胸を伸ばして万歳の意を表した。

　孫権は、難渋なんじゅうした顔いろで、

「いや、そのことなら、実はすべて周瑜しゅうゆの謀略なのだ。いま荊州を取らんには、またぞろおびただしい軍費と兵力を消費せねばならん。偽いつわって婚礼と号し、玄徳をわが国へ呼び入れて、これを殺せば、荊州は難なく呉のものとなる。それゆえに、呂範をやって……」

　云いかける口をおさえて、

「聞く耳は持ちません！」

　と、呉夫人は前にも増して怒り出した。そして口を極めてその計を誹そしった。

「憎にくや、周瑜ともある者が、匹夫にも劣る考え。おのれ、呉の大都督として、八十一州の兵を閲み、君の大禄をいただきながら、荊州を攻め取るぐらいなこともできず、わらわの最愛な息女むすめを囮おとりにして玄徳を誘いざない、騙だまし討ちに殺して事を成そうとは……ええ、なんたる無能ぞ。わらわの生きている間は、決して彼女をそんな謀略の囮おとりに用いることは許しません」
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　母公にとっては、孫権よりも、その妹のほうが、可愛くて可愛くて、たまらないものらしいのである。

　また、なんといっても、このわがままな老女性には、敵国を謀はかるなどという問題には興味もなかった。それよりは、ひとり息女むすめの盲愛のほうが、遥かに遥かに大きかった。

　だから、かりそめにも、その息女を生贄いけにえとして遂げようとする謀略と聞いては、それが呉国の為であるとかないとかなどは問題でなく、頭から老いの感傷と怒りをふるわせて、

「なりません、なりません。誰がなんといおうと、むすめの一生を誤まらすようなことは、わらわの眼の黒いうちは断じてなりません。そんなことをもし周瑜がすすめたのなら、周瑜は自分の功のために、主家のむすめを売る憎い人間じゃ。わらわが命じる。すぐ周瑜を斬っておしまい！」

　という権まくであった。

（手がつけられない──）

　と、痛嘆を嚥のんでいるものの如く、孫権はただ老母の血相に黙然としていた。

　しかも喬国老までが母公と同意見で、

「いやしくも呉侯呉妹のご兄妹が、婚礼に事よせて、玄徳を殺したなどと聞えては、たとい天下を取ろうと、民心は服しまい。呉の国史に泥を塗るだけじゃ」と、周瑜の計に反対し、それよりも、この際やはり玄徳を婿と定めて、彼の帝系たる家筋とその徳望を味方に加え、常に呉の外郭にその力を用いたほうが賢明ではあるまいかと、思うところを述べた。

　ところが、母公としては、それも気のすすまない顔で、

「聞けば、劉玄徳とやらは、年も五十路いそじというではないか。なんでまだ世の憂き風も知らぬあのむすめを、他国のそんな所へ、しかも後添えになどやれましょうぞ」

　と、いってみたが、喬国老が、しきりに、

「いやいや、よく考えてごらんあれ。年齢としの少ない者にも老人があるし、年はとっても壮者をしのぐ若さの人もある。劉皇叔は、当代の英雄、その気宇はまだ青春です。凡人なみに、年の数で彼を律することは当りません」と、説いたので、やや心をうごかし、それでは明日、その玄徳を一目見て、もし自分の心にかなったら、むすめの婿としてもいいが──と云い出した。

　孫権はもとより孝心の篤い人なので、心のうちでは煩悶したが、老母の意志には少しも逆らうことができない。その間に、母公と喬国老とは、明日の対面の場所や時刻まできめてしまった。

　場所は城西じょうせいの名刹めいさつ甘露寺。──喬国老はいそいそ邸へ帰ると、すぐ使いを出して、玄徳の客館へ旨を伝えにやった。

　事、志とちがってきたので、孫権は一夜煩悶したが、ひそかにこれを呂範へ相談すると、呂範は事もなげに片づけて云った。

「なにも、それならそれで、よろしいではありませんか。そっと、大将賈か華かへお命じなさい。甘露寺の回廊の陰に、屈強な力者りきしゃや剣客の輩を選りすぐって、三百人も隠しておけば大丈夫です。──そしてよい機しおに」

「む、む。絶好な場所だ。そうしよう。……だが呂範、もし母上と玄徳と対面中に、母上が、彼の人物を見て心にそまぬようだったら、すぐ殺やってくれ」

「もし、母公のお心にかなったようなご容子のときは」

「そんなことはないと思うが……もしそう見えたら……そうだな、時をおいて、母上のお気持が彼に対して変るまで待とう」

　次の日──早朝。

　呂範は、媒人役なこうどやくとして、当然、玄徳の客館へ、その日の迎えに出向いた。

　玄徳は、細やかな鎧の上に、錦にしきの袍ひたたれを着、馬も鞍も華やかに飾って、甘露寺へおもむいた。

　趙雲は、五百の兵をつれて、それに随行した。甘露寺では、国主の花聟はなむことして、一山の僧衆が数十人の大将と迎えに立ち、呉侯孫権をはじめ、母公、喬国老など、本堂から方丈に満ち満ちて待ちうけていた。
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　玄徳の態度は実に堂々としていた。温和にして諂へつらわず、威にして猛からず、儀ぎ表俗ひょうぞくを出て、清風の流るるごとく、甘露寺の方丈へ通った。

「さすがは」と、一見して、呉侯孫権も、畏敬の念を、禁じ得なかった。

　争えないものは、人間と人間との接触による相互の感情である。ひと目見て、孫権以上、彼に傾倒したのは母公であった。

　その喜悦のいろをうかがうと、喬国老は、母公へささやいた。

「どうです。人物でしょう。こんなよい婿が求めたってありましょうか」

　母公はただもうほくほく慶よろこびぬいている。孫権はわれとわが心を圧おしつぶして、玄徳に対して起る尊敬や畏れを強しいて戒めていた。

「さあ、くつろぎましょう。婿君よ、威儀いかめしいものの、内輪ばかりじゃ、心おきなく杯をあげられい。喬老、そなたも、佳賓におすすめ申しあげて賜たも」

　母公のご機嫌は一通りでない。きのうの彼女とは人がちがうようだった。やがて大宴となる。呉海呉山の珍味は玉碗銀盤に盛られ、南国の芳醇ほうじゅんは紅酒、青酒、瑪瑙酒めのうしゅなど七つの杯に七種なないろつがれた。

　喨々りょうりょうたる奏楽は満堂の酔をしてさらに色に誘った。母公はふと、玄徳のうしろに屹立きつりつしている武将に眼をそそいで、

「誰か」と、たずねた。

　玄徳が、これはわが家臣、常山の趙子龍ちょうしりゅうと答えると、母公はまた、

「では、当陽の戦いに、長坂ちょうはんで和子わこの阿斗あとを救ったというあの名誉の武将か」と、いった。

「そうです」とうなずくと、母公は、彼に酒を賜えとすすめた。趙雲は拝謝して杯をいただきながら、玄徳の耳へ、そっとささやいた。

「ご油断はなりませんぞ。廻廊の陰に、大勢の伏兵が隠れている気配です」

「…………」

　玄徳はしばし素知らぬ顔をしていたが、母公の機嫌のいよいよ麗わしい頃を見て、急に杯をおいて、憂い沈んだ。

　母公は怪しんで、理わけを訊くと、玄徳は鳳眼ほうがんにかなしみをたたえて、

「もし私の生命をちぢめんと思し召すなら、どうか明あからさまに剣をお与え下さい。廻廊の外や、縁の下には、ひしひしと、殺気をもった兵つわものが隠れているようで、恐ろしくて杯も手に触れられません」と、小声で訴えた。

　母公は、愕然がくぜんとして、

「呉侯。あなたですか。そんな企たくらみをいいつけたのは」

　と、孫権を顧みて、たちまちけんもほろろに叱った。

　孫権は、狼狽して、

「いや、知りません。呂範でしょう」

「呂範をこれへお呼び」

「はい」

　しかし、呂範も、強情を張って知らないで通した。そして、

「賈か華かかもしれません」と、云いのがれた。

　賈華は、母公の前に立たせられた。彼は、知らないといわなかったが、また、自分の所為であるともいわなかった。ただ黙然と首を垂れていた。母公の怒りは極度にたかぶった。

「喬老。武士たちに命じて、賈華を斬りすてておしまいなさい。わが佳婿むこがねの見ていらっしゃる前で」と、罵った。

　玄徳はあわてて命乞いをした。ここに血を見ては慶事の不吉と止めた。孫権は直ちに賈華を追い出した。喬国老は廻廊の外や縁の下の者どもを叱りとばした。鼠のように頭をかかえてそこから大勢の兵が逃げ散って行った。

　かくて酒宴は夜に及び、玄徳は大酔して外へ出た。ふと庭前を見ると、そこに巨おおきな岩がある。玄徳はじっと見ていたが、何思ったか、天に祈念きねんをこらし、剣を抜いて振りかぶった。

「……？」

　孫権は木蔭から見ていた。




四



　終日ひねもす、歓宴の中に酔っても、玄徳の胸には、前途の茫々たる悩みがあった。彼はふと、人なき庭園へ出て、酔よいを醒まさんとしながら、発作的に、天を仰いでから祈念したのであった。

「わが覇業成らぬものなら、この岩は斬れじ、わが生涯の大望、成るものならば、この岩斬れよ！」

　発矢はっし、振り下ろした剣は、火華をとばし、見事、その巨岩おおいわを両断していた。

　物蔭から人が歩いてきた。

「皇叔。何をされたのです？」

「おお、呉侯でおわすか。……実は、こうです。貴家の一門となって、共に曹操を亡ぼし得るなら、この岩斬れよ。然らずんば、この剣折れん──と天に念じて斬ったところ、この通り斬れました」

「ほ。……なるほど。では予も試みてみよう」

　孫権も、剣を抜いた。同じように天へ祈念をこらして、大喝一声すると、剣石ともに響いた。

「やっ……斬れた」

「オオ。斬れましたな」

　この奇蹟は、後世の伝説となって、甘露寺の十字じ紋石もんせきとよばれ、寺中の一名物になったという。

「どうです。皇叔、方丈へもどって、さらに杯を重ねようじゃありませんか。長夜の宴です」

「いや、座にたえません。あまり大酔したものですから」

「では、ひと醒まししてからまた」

　袖を連ねて、門外へ逍遥しょうように出た。

　月小さく、山大きく、加うるに長江の眺め絶佳なので、玄徳は思わず、

「ああ、天下第一の江山こうざん」と嘆賞した。

　後世、甘露寺の門に「天下第一江山」の額が掛けられたのは、彼の感嘆から出たものと云い伝えられている。

　玄徳はまた、月下の江上を上下してゆく快舸はやぶねを見て、

「なるほど、北人はよく馬に騎のり南人はよく舟を走らすと世俗の諺ことわざにもありましたが、実に、呉人は水上を行くこと平地のようですね」と、いった。

　孫権は、どう勘ちがいしたか、

「なに、呉の国にも、良い馬もあり、上手な騎手もいます。ひと鞍くら当てましょうか」

　たちまち、二頭の駿馬をひき、ふたり轡くつわをならべて、江岸の坡つつみまで駈けた。玄徳もよく走り、孫権もさすが鮮やかだった。そして、相かえりみて、快笑した。

　呉の土民がここを後に「駐馬坡ちゅうばは」と称んだわけは、この由緒いわれに依るものだとか。

　こんな事もあったりして、玄徳はつい逗留十数日を過した。その間、試されたり、脅おびやかされたり、しかも日々夜々歓宴、儀礼、見物、招待ずくめで、心身も疲れるばかりだった。

　趙雲子龍も心配顔だし、喬国老も案じてくれた。国老はそのためしばしば呉の宮中に通って母公をうごかし、孫権をなだめ、遂に吉日を卜ぼくして、劉玄徳と呉妹君との婚礼を挙げるところまで漕ぎつけてしまった。

　華燭の典の当日まで、趙子龍は主君の側を離れず喬国老に頼んで五百の随員──実は手勢の兵も呉城に入れることの許可を得、間断なく玄徳の身を護っていたが、婚礼の夜いよいよ後堂の大奥へ花婿たる玄徳が入ることになると、さすがにそこから先の禁門には入れもしなかったし、入れてくれとも頼めなかった。

　女宮にょきゅうの深殿に導かれた玄徳は、気も魂もおののいた。

　なぜなら閨室けいしつの廊欄ろうらんには燈火をつらね、そこに立ちならぶ侍女こしもとから局々の女たちまで、みな槍やり薙刀なぎなたをたずさえて、閃々せんせん眼もくらむばかりだったからである。

「ホ、ホ、ホ、ホ。貴人。何もそのように怖れ給うことはありません。呉妹君はお幼いとけなき頃から、剣技をお好み遊ばし、騎馬弓矢の道がお好きなのです。決して貴人に危害を加えるためではありません」

　房の内外を司る管家婆かんかばという役目の老女が、こういって、玄徳の小心を笑った。

　玄徳はほっとして、老女侍女など千余人の召使いに、莫大な金帛きんぱくを施した。




朝あさの月つき



一



　七日にわたる婚儀の盛典やら祝賀の催しに、呉宮の内外から国中まで、

「めでたい。めでたい」

　と、千載万歳を謳歌している中で、独りひそかに、

「何たることだ」と、予想の逆転と、計はかりごとの齟齬そごに、鬱憤うっぷんのやりばもなく、仮病をとなえて、一室のなかに耳をふさぎ眼を閉じていたのは呉侯孫権だった。

　すると、柴桑さいそうの周瑜しゅうゆから、たちまち早馬をもって、一書を送ってきた。

　うわさを聞いて、周瑜も仰天したらしい。

金瘡の病患がまだ癒えぬため、参るにも参られず、ただ歯がみをしておるばかりですが、かくてやはあると、自ら心を励まし病中筆をとって書中に一策を献ず。ねがわくは賢慮を垂れ給え──


　という書き出しに始まって、縷る々ると今後の方策がしたためてあった。

「周瑜からこういう謀を施せといってきたが、この計はどうだろう。また失敗に終ったら何もならぬが」

　張昭に相談すると、張昭は、書簡の内容を検討してから、

「さすがに都督の遠謀、感心しました。──元来、劉玄徳は、少年早くより貧賤ひんせんにそだち、その青年期には、各地を流浪し、まだ人間の富貴栄耀えいようの味は知りません。……ですから周瑜都督が示された計の如く、彼に、ほしいままなる贅沢を与え、大厦たいか玉楼に無数の美女をあつめ、錦繍きんしゅうの美衣、山海の滋味と佳酒、甘やかな音楽、みだらな香料など、あらゆる悪魔の歓びそうな物をもって、彼の英気を弱めにぶらせ、荊州へ帰ることを忘れさせれば、彼の国もとにある孔明、関羽、張飛らも、あいそをつかし、怨みをふくんで、自然、離反四散してしまうにちがいありません」

　と、案つくえを打って賛同した。

　孫権はよろこんで、

「では、玄徳の骨も腐るまで、贅沢の蜜漬みつづけにしてくれよう」

　と、ひそかにその方針へかかり始めた。

　すなわち呉の東府に一楽園を造築した。楼宮ろうきゅうの結構は言語に絶し、園には花木を植え、池畔には宴遊船をつなぎ、廊廂ろうしょうには数百の玻璃燈はりとうをかけつらね、朱欄しゅらんには金銀をちりばめ、歩廊はことごとく大理石や孔雀くじゃく石をもって張った。

「兄君もやはり心では妹が可愛いんですね。わたくしたち二人のために、こんなにまでして下さるなんて」

　呉妹──今では玄徳の妻たる新夫人は、そういって感謝した。

　この若い新妻を擁して、玄徳はここに住んだ。金珠珍宝、無いものはない。綺羅きら錦繍きんしゅう、乏しいものはない。

　食えば飽満の美味、飲めば強烈な薫酒くんしゅ、酔えば耳に猥歌甘楽わいかかんがく、醒さむれば花鳥また嬋娟せんけんの美女、──玄徳はかくて過ぎてゆく月日をわすれた。──いや世の中の貧乏とか、艱苦かんくとか、精進とか、希望とかいうものまでをいつか心身から喪失そうしつしていた。

「……ああ、困ったものだ」

　それを見て、毎日、溜息ばかりついていたのは、彼の臣、趙雲ちょううん子龍だった。

「そうだ……一難一難、思案にあまったら嚢ふくろをひらけと軍師にはいわれた。あの錦の嚢の第二は今開くときだろう」

　孔明から餞別はなむけに送られたその内の一つを、趙雲は急に開けてみた。すると果たして孔明の秘策が今の心配によく当てはまっていた。彼はさっそく侍女を通じて、玄徳に目通りを求めた。

「たいへんです。こうしてはおられません」

　いきなり告げたので、玄徳も驚かされた。

「何事が起ったのか？」

「赤壁せきへきの怨みをそそぐなりと号して、曹操みずから五十万騎を率い、荊州へ攻めこんで来たとあります」

「えっ、荊州へ……。た、たれが報らせてきた、そのようなことを」

「孔明が早舟を飛ばして、自身、呉の境まで注進に来たのです。荊州の危機、今に迫る。国もとへ君を迎えて、一刻もはやく対策を講ぜねば、荊州の滅亡は避け難し──とあって」

「それは、一大事」

「さ。すぐお帰り下さい」




二



「ううむ。そうか……」とのみで、しばらく沈思していたが、やがて玄徳は、肚を決めたもののように面をあげ、趙雲へいった。

「よし。帰ろう」

「では、直ちに？」

「いや少し待て。妻にもこのことを諮はかるから」

「それはいけません。ご夫人に相談遊ばせば、お引きとめあるは必定です」

「そんなことはない。予にも考えがある」

　玄徳は、奥へかくれた。

　そして妻の室を訪うと、夫人は良人を迎えながらすぐ云った。

「どうしても今度は荊州へお帰りにならねばなりませんか？」

「えっ……。誰にそれを聞きましたか」

「ホホホ。あなたの妻ですのに、そのくらいなことが分らないでどうしましょう」

「はや承知なれば、多くもいわぬ。玄徳はすぐ帰国せねばならん。荊州は滅亡の危うきに瀕ひんしている。そなたの愛に溺れて、国を失うたとあっては、世の物笑い、末代までの廃すたれ者になろう」

「もとよりです。武門の御身として、この期に、未練がましいことあっては、生涯人中に面は出せません」

「よくいうてくれた。戦場に臨むからにはいつ討死を遂げるやもしれん。そなたともまた再会は期し難い。長春数旬の和楽、それも短い一夢むになった」

「なぜそのような不吉を仰せ出されますか、夫婦の契ちぎりはそのように儚はかないものではありますまい。また短いものとも思いません。生ける限りは──いえいえ九泉の下までも」

「さは云え、別れねばならぬ身をどうしよう」

「わたしも共に参りまする」

「えっ、荊州へ」

「当然ではございませんか」

「呉侯が許すまい。母公も決して許されまいが」

「兄に知れたら大変でしょう。けれど母には別に説く途があります。必ずお心を苦しめ給うには及びません」

「どうしてこの呉城の門を出るか」

「もう今年も暮れます。元日の晨あしたまでお待ち遊ばせ。わたくしはその前に老母の許へ行って告げましょう。元日の朝あした、朝賀のため、江のほとりに出て、先祖をお祀まつりして参りますと──。母は信心家ですからそういうことをするのは大変歓びます」

「なるほど、それは名案だが、そなたはなお、それから先の途上の艱苦や、戦乱の他国へ行っても、後に呉を離れたことを悔いたり悲しんだりしないでいられるだろうか」

「お別れして、ひとり呉に残っていたとて、なんの楽しみがありましょう。良人の側にさえいるなら、炎の裡うち、水の中、どこにでも生き甲斐があると信じます」

　玄徳は嬉しさに涙を催した。彼はまたひそかに趙雲を人なき所へよんで、妻の真情を語り、また策をささやいて、

「元日の朝、人目に立たぬよう、長江の岸へ出て待っておれ」と、打合わせた。

　趙雲は、念を押して、

「昔日の事をお忘れなく。必ずとも、孔明の計と齟齬そご遊ばさぬように」といって去った。

　明くれば、建安十五年となる。その元旦は、まだ暁闇深く、朝の月を残していたが、東天の雲には早、旭日の光がさし昇りかけていた。

　吉例通り、呉宮の正殿には、除夜の万燈がともされたまま、堂には文武の百官がいならび、呉侯孫権に拝賀をなし、万歳を唱え、それから日の出とともに、酒を賜わることになっている。

　折もよし、人目は少ない。

　玄徳は夫人呉氏ごしとともに、母公の宮房をそっと訪うて、

「では、これから江の畔ほとりへ行って、先祖の祀まつりをして参ります」と告げた。

　玄徳の父母祖先の墳墓つかは、すべて涿郡たくぐんにあるので、母公は、婿の孝心を嘉よみし、それに従うのはまた、妻の道であると、機嫌よく夫婦ふたりを出してやった。




三



　宮門を出るには、女房車の備えがある。夫人はそれに乗った。玄徳は美しい鞍をおいた駒にまたがる。

　中門を出る。城楼門を出る。

　誰も怪しまない。

　番卒たちは、

「ほ、婿むこ様と呉夫人が、おそろいで、どこへお出ましか」

　と、羨望の眼を送るだけであった。

　元旦の朝まだきである。人はみな酔っていた。まだ明けきらぬ暁闇の空には、白い朝の月があった。

　外城門まで出ると、玄徳は、車を押す者や、供の武士たちをかえりみ、

「あの森の中に新泉がある。そち達はみな垢あかを浄きよめて来い。きょうは江の畔ほとり、先祖の祀まつりに行く。不浄は忌いむ」

　と、いってそこへ追い払った。

　かねてしめし合わせていたことなので、彼女はすでに車の中で身支度していた。平常でも腰に小剣を離さない夫人である。小さい弓を軽装に吊るし、頭から半身は被衣かつぎのような布で隠していた。

　車を降りると、彼女は、従者の置いて行った一頭の駒へ、ひらと蝶のようにすがりついた。玄徳もすぐ鞭を当てる。

「うまく行きましたね」

「いや、これからだよ、運のわかれ目は」

　しかし玄徳はニコと笑った。

　呉夫人も微笑んだ。朝の月を避けた被衣の陰でもその顔は梨の花より白かった。

　またたく間に、長江の埠頭ふとうまで来た。この頃、日はすでに登って揚子江の水はまばゆいばかり元朝の紅波を打っていた。

「あっ、わが君、オオ、ご夫人にも」

「趙雲か。とうとう来た。ここまでは上首尾だったが、すぐ追手が来ようぞ、急ごう」

「もとより覚悟のこと、趙雲がお供仕るからにはご心配には及びません」

　かねて五百の手勢は、趙雲と共にここに待ち受けていたので、玄徳と夫人を警固し、まっしぐらに陸路をとって国外へ急いだ。

　幸いにも、このことが、呉侯の耳に入るまでには、それから半日以上もひまがかかった。原因は、外城門まで、夫人の車を押して出た士卒や供の武士が、

「どこまでお出でになったのか」と、かかる出来事とも知らず、江辺を捜し廻ったり、後難をおそれていたずらに上訴の時を移していたためである。

　いよいよそれと真相が判明したのはすでに夕方に迫っていた。終日の宴に呉侯は大酔して眠っていたところであったが、聞くや否、冲天ちゅうてんの怒気をなして、

「おのれ履売くつうりめ、恩を仇で返すばかりか、わが妹を奪って逃げるとは」

　と、傍らの几つくえにあった玉硯ぎょっけんをつかんで床に砕いたという。

　それからのあわただしい評議。間もなく宵の城門を、五百余りの精兵が、元日の夜というのに、剣槍けんそう閃々せんせんと駈けだしてゆく。

　呉侯孫権の怒りはしずまらず、彼の罵る声が、夜になっても呉城の灯をおののかせていた。急を聞いて登城した程普ていふが、おそるおそる彼にたずねた。

「追手の将には、誰と誰をおつかわしになりましたか」

「陳武と潘璋はんしょうをやった」

「ご人数は」

「五百」

「ああ、それではだめです」

「なぜだ」

「すでに呉妹君ごまいくんには、一たん良人と契ちぎられた玄徳に深く同意あそばして、このご脱出とぞんじます。さすれば、女性にょしょうながら、日頃より尚武のご気質、あの男まさりな御剛気は、呉の将士とはいえ、みな深く怖れているところです。いわんや陳武、潘璋のごときでは」

　孫権はそう聞くと、いよいよ憤って、たちまち、蒋欽しょうきん、周泰の二将をよび立て、

「汝ら、この剣を持って、玄徳を追いかけ、必ず彼奴きゃつを両断し、また予の代りに、妹の首をも打って持ってこい。もし命に違うときは、きっと、其方どもを罪に問うぞ」

　と、身に佩はいたる剣を取りはずし、手ずから二将に授けて、早く行けと急せきたてた。




凛々りんりん細腰さいようの剣けん
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　夜も日も馬に鞭打ちつづけた。さる程にようやく柴桑さいそうの地へ近づいて来る。玄徳はややほっとしたが、夫人呉氏は何といっても女性にょしょうの身、騎馬の疲れは思いやられた。

　だが幸い、途中の一豪家で車を求めることができ、夫人は車のうちに移した。そしてなお道を急いで落ち延びた。

「やよ待て、玄徳の一行、呉侯のご命令なるぞ。縄をうけろ」

　山の一方から大声がした。約五百の兵がふた手になって追ってきたのだ。

　趙雲は騒ぐことなく、

「あとは、それがしが支ささえます。君には、遮二無二お先へ」

　と、玄徳と夫人を、なお奔はしらせた。

　この日の難は、一応のがれたかに見えたが、次の日、また次の日と、玄徳の道は、先へ行くほど、塞ふさがれていた。

　すなわち柴桑さいそうの周瑜しゅうゆと、呉の孫権の廻符かいふはもう八方に行きわたっていた。水路も陸路も、往来には木戸の検あらためが厳重を極め、要所には徐盛、丁奉の部下三千が遮断していた。

「ああ、いけない。この先には呉兵が陣している。今は進退きわまったか」

　玄徳が痛嘆すると、

「いや、孔明軍師は、あらかじめかかる場合にも、嚢ふくろの中うちから訓えられています。こう遊ばせ」

　趙雲がそれを彼の耳へささやいた。玄徳はいくらか希望を取り戻して、やがて夫人の車へ近づき、涙声るいせいをふるわせて彼女へ告げた。

「妻よ、わが妻よ。ここまでは共に来たが、玄徳はついにここで自害せねばならぬ。御身はない縁とあきらめて、ここより呉へもどられよ。九泉の下で後の再会を待つであろう」

　夫人は、簾をあげて、おどろきと涙の面をあらわした。

「再び呉へ帰るくらいなら、ここまでも参りません。どうして急にそんなことを仰っしゃるのですか」

「でも、呉侯の追手は前後に迫ってくるし、周瑜もそれを励まして、百方路をふさいでいる。所詮しょせん、捕われて曳かれるものなら、生き辱はじをかかないうちに、いさぎよく自害して果てたがましと思うからだ」

　ところへ早くも、徐盛と丁奉は、部下を率いてここへ殺到した。夫人はあわてて玄徳を車のうしろに隠し、簾を払って地上へ跳び降りた。

「それへ来たのは何者です。主君の妹に指でもさしてご覧、おまえたちの首は、わたくしの母君が、半日だってそのままにしておきはしませんから」

　と、鈴音れいおんを振り鳴らすように声を張っていった。

「おお、呉妹君におわすか」

　と、徐盛と丁奉とは、思わず地へひざまずいた。主筋ではあるし、この女性の凡ただの女性でないことは、呉の臣下はみな知っていた。いや知っているだけでなく、その男まさりな凛々りんりんたる気性や、母公だの兄孫権だのを動かす勢力にはある懼おそれすら抱いていたのだった。

「丁奉に徐盛ではないか」

「はっ。さようでございます」

「弓箭きゅうせんを帯し、兇兵を連れて、主人の車に迫るなど、謀叛人むほんにんのすることです。お退さがりっ」

「でも、呉侯の御命。また周都督のおさしずでもあります」

「周瑜しゅうゆが何ですか。周瑜のいいつけならおまえ方は謀叛もするというのですか。兄の孫権とわたしのことならば、兄妹きょうだいの仲です。家臣の差出るところではない」

「いや、あなた様に危害を加えるのではありませぬ。ただ玄徳を」

「おだまりっ。玄徳さまは大漢の皇叔、そして今はわが夫です。ふたりは母公のおゆるしを賜い、天下の前で婚礼したのです。おまえ方匹夫ひっぷずれが、指でもさしたら承知しませぬぞ」

　柳眉りゅうびを立て、紅くれないの眦まなじりをあげて、夫人はその細腰に帯している小剣の柄つかに手をかけた。徐盛、丁奉はふるえ上がって、

「しばらく。……しばらくお怒りをおしずめ下さい」

　と、あわてて手を振った。




二



　夫人は耳もかさない。また怒りの色も収めなかった。いよいよ叱っていうのである。

「おまえ方は、ひとえに周瑜ばかり怖れているのであろう。早く立ち帰って、いま私がいった通りに、周瑜に伝えるがよい。もし周瑜がおまえ方を命に従わぬ者として斬ったなら周瑜のごとき匹夫、立ちどころに私がこの剣で成敗してみせる」

　徐盛も丁奉も、夫人の烈しいことばの下に、まったく慴伏しょうふくしてしまった。夫人はそれと見るや、車のうちへひらりと身を移して、

「それ、駈けよ。車を早めよ」と、たちまち道を急がせた。

　玄徳も馬の背に伏して駈け通った。五百の兵もどかどかと足を早めた。丁奉、徐盛はみすみす眼の前にそれを見たが、趙雲子龍がすさまじい眼をかがやかせて、道ばたに殿軍しんがりしていたため、空むなしく一行をやり過し、やがて二、三里ばかりすごすごと戻ってきた。

「やあ、どうした？」

　彼方から来た馬上の二将軍は、ふたりを見かけて声をかけた。呉侯の命で後から大兵を率いてきた陳武と潘璋はんしょうであった。

「実は、これこれです。如何せん先は主君の御妹、こちらは臣下。頭から叱りつけられては、どうすることもできないので……」

「何、何。取逃がしたとか。さりとは気弱な。さあ続いてこい。妹君まいくんの叱咤など何か怖れん。こちらは呉侯の直命をうけて来たのだ。否やをいわばお首にしても！」

　と、馬煙を立てて追いかけた。

　先にゆく夫人の車と玄徳の一行は、長江の岸に沿って急いでいたが、またまた、呼び止める者があるので、騒然一団になって立ち淀んでしまった。

　夫人はふたたび車から降りて追手の大将どもを待つ。その姿を目がけ、陳武以下の四将は馬に鞭を加えてこれへ駈けこんで来た。

「何ですっ、その無礼な態ざまは。馬を降りなさい！」

　凛々りんりんたる夫人の一声を浴びて、四人は思わず馬から飛び降りた。そして叉手さしゅの礼をとって起立していると、夫人は真白な指をきっと四人の胸にさして、

「おまえ方は、緑林の徒か、江上の舟賊か。呉侯の臣ならばそんな不作法な真似をするわけがない。主君の妹に対してする礼儀を知らないのか。お坐りっ。ひざまずいて拝礼をするものです！」

　四人の大将は、彼女の威と、絶倫な美と、その理に打たれて、不承不承、大地に膝をつき叉手を頭の上にあげて最大な敬礼をした。

　ようやく、すこし面を和やわらげて、それから夫人が訊ねた。

「いったい、何しに、またこれへ来たんですか」

　潘璋がいった。

「お迎えのためにです」

　と、夫人は首を振った。

「呉へは帰りません」

「でも、呉侯の御命ですぞ」

「わたし達は、母のゆるしによって城を出たのです。孝行な兄孫権が、母の意こころに逆らうわけはない。おまえ方は何か聞きちがえて来たのでしょう」

「いやいや。呉侯の仰せには、首にしてもとの厳命でした」

「わたくしを、首に？」

「…………」

「首にしてもですって？」

「……いや、その、失言しました。玄徳のほうをです」

「おだまりなさい！」

「はっ」

「この身に刃やいばを擬ぎすも、わが夫つまに刃を擬すも、夫婦であるからには主筋に害意をさし挟む不敵は同じことですぞ。かりそめにも、そんな真似をしてごらんなさい。たとえ夫婦はここに死すとも、ここに居る趙雲がおまえ方をゆるしては帰しません。また無事に逃げ帰ったところで、呉にいますわが母が、何でおまえ方をただおきましょう」

「…………」

「さ。お起ち。それが覚悟なら矛ほこなり槍なり持って、わたくしの前に起ってご覧」

　四人の大将は、ひとりも起ち得なかった。それにいつのまにか、玄徳は辺りに見えず、例の趙雲だけが、眼をいからして、夫人の傍らから離れずにいた。
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　追手の大将四人は、空しく夫人の車を見送ってしまった。この時も趙雲は、一手の軍兵を持って、最後まで四人の前に殿軍しんがりしていたため、手出しはおろか、私語する隙間もなかったのである。

「残念だな」

「だが、あの女丈夫には、なんともかなわん」

　是非なく、四人は道をかえした。そして十数里も来た頃である。一彪ぴょうの軍馬と、颯爽たる大将が、彼方からきて呼びかけた。

「玄徳の行方は如何に」

「夫人はどこにおらるるか」

　見れば、呉の蒋欽しょうきん。またもう一人は周泰しゅうたいである。

　面目なげに、陳武が云った。

「だめです……どうも」

「何がだめだ？」

「追いついて捕えんとしましたが、夫人がいうには、母公のおゆるしをうけて城を出たのだから、母公のおいいつけでなければ帰らぬと仰せられます」

「何の。口巧者な。な、なぜいわん。こちらは呉侯の厳命であるぞ」

「呉侯はわが兄。兄妹はらからの間のことを、臣下の分際で、何を差出がましくいうぞとのみ、お耳にかけるふうもありません」

「えい、そんなことで、どうして追手の任が果せるか。かくなる上は、玄徳も、また主君の御妹たりとも、首にしてしまうまでのこと。見よ。この通り、仮借すなとて、主君孫権には、お手ずから我らに剣をおあずけになった！」

「やっ。御剣ですか」

「知れたこと。──思うに玄徳の一行は大半が徒歩武者かちむしゃ、馬を飛ばせば、ふたたびまたたく間に追いつこう。徐盛、丁奉のふたりは、早々先へはせ廻って周瑜都督にこの由を告げ、水上より早舟を下して江岸江上をふさがれい。われら四人は、陸路を追い詰め、かならず柴桑さいそうの附近において彼奴きゃつらをことごとく網中の魚とするであろう」

　刻々と迫るこういう危険な情勢の中を、玄徳と夫人の車は、なお逃げ落ちられる所まではと、ただ一念一道をひた奔はしりに急いでいた。

　いつか、柴桑の城市を横に見、その郊外を遠く迂回して、また道は江に沿ってきた。そして劉郎浦りゅうろうほとよぶ一漁村までたどりついた。

「舟はないか」

「舟は？　舟は？」

　玄徳も趙雲も、ここへ来てはたと、それに当惑した。

　漁村らしいのに、どうしたのか船は一つも見当らない。のみならず、一方は渺々びょうびょうたる江水こうすい天てんに漲みなぎり、前は自然の湾口をなして、深く彼方の遠い山裾まで続き、いずれへ渡るにも、舟便に依らなければ、もうどっちへも進めない地形だった。

「趙雲。趙雲」

「はい。ご主君……」

「遂に虎口に落ちた。最後へ来たな」

「いや、まだご失望は早過ぎます。今、例の錦の嚢ふくろの最後の一つを開いてみました。すると。──劉郎浦頭リュウロウホトウ蘆荻ロテキ答エン、博浪激波シバシ追ウモ漂タダヨイ晦クラムナカレ、破車汗馬ココニ業ヲ終エテ一舟ニ会セン……そんな文があらわれました。察するところ軍師孔明には、必ず何かよろしき遠謀があるにちがいありません。まずまず、あまりお案じなさいますな」

　趙雲はなぐさめた。しかし玄徳は黙然と灰色の空や水を見まわして、車のうちの夫人にものもいえず、暗然とたたずんでいるだけだった。するとたちまち、山ぎわのあたりの夕雲が、むくむくと動き、鼓つづみの声や銅鑼どらが水に響いた。いうまでもなく、ここに包囲を計った追手の大軍だった。

「おお如何にせん」

　玄徳は、身を揉んだ。

　夫人も今はと覚悟して、簾のうちから飛び降りる。

「すわ！」と、近づく喊ときの声、はや矢ばしりの響き。玄徳の少ない手勢は、すでに色を失って、四方へ逃げかけた。

　すると、たちまち、郎浦湾ろうほわんの汀なぎさ、数里にわたる蘆荻ろてきが、いちどにザザザザと戦そよぎ立った。見れば、葭よしや蘆あしのあいだから帆を立て、櫓ろを押出した二十余艘の快足舟はやぶねがある。こなたの岸へ漕ぎ寄せるや否、

「乗り給え。早く早く」

「皇叔。いざ疾とく」

　と、手を打振って口々に呼ぶ。その中に、いま舟底から這い出して、共々呼んでいた道服の一人物があった。一目に知れる頭かしらの綸巾りんきん、すなわち諸葛孔明しょかつこうめいだった。




周瑜しゅうゆ・気死きしす
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　孔明の従えてきた荊州の舟手の兵は、みな商人あきゅうどに姿を変えていた。玄徳と夫人、また随員五百を各〻の舟に収容すると、たちまち、櫓櫂ろかいをあやつり、帆を揚げて、入江の湾口を離れた。

「やあ、その舟返せ」

　呉の追手は、遅ればせに来て、あとの岸にひしめき合っていた。

　孔明は一舟の上からそれを指さして、

「すでにわが荊州は一国たり。一国が一国を謀はかるもよし攻めるもよいが、美人をもって人を釣るような下策は余りにも拙劣極まる。汝ら、呉へ帰ったら周瑜しゅうゆへ告げよ。ふたたびかかる錯誤はするなと」

　と、岸へ向って云った。

　多くの舟から、どっと嘲笑があがった。

　それに答えて岸からは、雨のように矢が飛んできたが、みな江波に落ちて藁わらのように流されてしまった。

　しかし、江上を数里進んで、ふと下流を望むと、追風に満帆を張った兵船が百艘ばかり見えた。中央に「帥すい」の字の旗をたてて、明らかにそれには大都督周瑜が坐乗しているらしい。そして左には黄蓋こうがいの旗じるしが見え、右には韓当の船が並び、その陣形は、あたかも鳳翼ほうよくを開くように迫ってきた。

「おおっ、呉の大船隊が」

　と、玄徳をはじめ人々がみな色を失うと、孔明は、舟手の者にすぐ進路を指揮し、

「かねて予測されていたこと。お愕おどろきには及びません」

　と、速やかに岸へ寄せ、そこからは陸地を取って逃げ奔った。

　当然、呉の水軍も、船をすてて陸地へ駈け上がってきた。黄蓋、韓当、徐盛など、皆飛ぶが如く馬を早めて来る。

　周瑜もその中にあって、

「ここはどの辺だ？」と、諸将にたずねていた。

「黄州の境にあたります」

　徐盛が答えた時である。忽然こつぜん、鼓の声が、四沢したくの静寂しじまを破った。

　一彪ぴょうの軍馬が、それと共に、山の陰から奔進してくる。見れば玄徳の義弟おとうと関羽である。たちまち、八十二斤の青龍刀は周瑜の身に迫ってきた。

「すわ。敵に何か、備えがあるらしいぞ」

　急に、退きかけると、

「われこそ、黄忠こうちゅう」

「魏延ぎえんを知らずや」

　左の沢からも、右手めてなる峰からも、待ちかまえていた猛兵が、乱れ立った彼の虚を衝いていよいよ駈け散らした。

　呉の将士は、存分な戦いもせずに、続々、討死を遂げた。周瑜は、上陸したもとの所まで、馬に鞭打って逃げのび、あわてて船へ身を移すと、その時、もう遠い先へ行っているはずの孔明が、忽然と、一隊の兵を率いて、江岸に姿を現わし、大音にいった。

　周郎ノ妙計ハ天下ニ高シ

　夫人ヲ添エ了オワッテ

　マタ、兵ヲ折クジク

　それを二度もくり返して、一斉にどっと笑い囃はやしたので、周瑜は、勃然ぼつぜんと怒って、

「おのれ。その儀なれば、陸くがへ戻って、もう一戦せん。諸葛亮しょかつりょう、そこをうごくな」

　と、地だんだ踏みながら、船を岸へ寄せろと呶鳴ったが、黄蓋、韓当などは、味方はあらまし討たれ、残る士卒も戦意をうしなっているのを見て、

「ここが我慢のしどころです」と、もがく周瑜を抱き止めながら、船手の者に、

「帆を張りあげろ。早く船を中流へ出せ」と、命じた。

　周瑜はなお、眦まなじりに血涙をたたえて、

「無念。実に無念。かかる恥をうけ、かかる結末をもって、なんで、大都督周瑜たるものが、再び呉国へ帰れよう。おめおめと呉侯にお目にかかれよう。──おれは恥を知っている！」

　と、叫びながら、歯をギリギリ咬み鳴らしたと思うと、その口からかっと真っ赤な血を吐いて、朽木仆くちきだおれに船底へ仆れてしまった。
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「都督っ。周都督」

「お気をたしかに持って下さい」

　呉の諸将は、周瑜の体を抱き起し、左右から悲痛な声をふり絞った。

　しばらくして、周瑜はようやく、うす目をひらいた。

「……船を。船を呉へ向けてくれ」

　かすかな声でいった。

　蒋欽と周泰は、病都督の身を守って、柴桑さいそうまで帰った。

　周瑜は恨みをのみながら、ふたたび病牀に親しむのほかなかった。

　けれど、やがてこの始末を知った呉侯孫権の鬱憤はやりばもなく、日夜、

「どうしてこの報復を」と、玄徳を憎んでいた。

　ところへまた、病中の周瑜から、長文な書簡がきた。

　──君。一日も早く、兵馬を強大にし、荊州を討ち懲こらし給え。と、ある。

　さらぬだに若い孫権、そう励まされなくても、鬱心うっしん勃々ぼつぼつであった孫権。忽ち、その気になって、軍議を会そうとした。

「急に、何のご軍議ですか」

　重臣張昭は、それと聞くや、すぐ彼の前に出て諫いさめた。

　彼は、最初からの平和論者──というよりも自重主義の文治派であった。

「いま、赤壁の恥をそそがんと、曹操が日夜再軍備にかかっていることをお忘れですか。曹操がすぐにも大兵の再編成をして来ないのは、力がないからではありません。また、呉を怖れているからでもありません。呉と玄徳との聯合を怖れているのです。それを今もし呉が玄徳を攻め、両者の間に完全な戦争を生じれば、曹操は時機到来と、魏の全軍をあげて襲来しましょう」

「では、どうしたらいいか」

「それを如何にするかという問題より前に、しておかなければならない懸案があります」

「それは？」

「玄徳が曹操と和を結ばないように、処置を講じておくことです」

　孫権はちょっと色を変えた。

「玄徳が──曹操と結ぶだろうか？」

「当然、ありうることでしょう。ありえないこととこちらが多寡たかを括くくっていればなおさら、その可能性は濃くなります」

「それは未然に警戒を要する」

「ですから──何よりもそれが当面の急です。てまえが思うには、この呉にも、曹操の隠密がかなり入りこんでいますから、すでにわが君が玄徳と面白からぬ感情にあることは、はや許都の曹操にも知れておりましょう。曹操は機を知ること誰よりも敏ですから、或いはもう使いを出して玄徳へ水を向けているかもしれません。早くなければなりません──この対策は」

「むむ。一朝、玄徳が魏と同盟するとなると、これは呉にとって、重大な脅威になる。──それをどう防ぐかだが、なんぞ、良策があるか」

「すぐにも都へ使いを上のぼせ、朝廷へ表をささげて、玄徳を荊州の太守に封じるのが何よりと思いますが」

「…………」

　孫権はおもしろくない顔をした。

　張昭はたたみかけて、若い主君を喩さとした。

「すべて外交の計は苦節です隠忍いんにんです。玄徳に出世を与える。勿論、お嫌でたまらないでしょうが、その効果は大きい。何となればそれによって曹操は、呉と玄徳との間に破綻を見出すことができません。玄徳もまたそれに感じて呉を恨む念を忘れましょう。……かかる状態に一応現状を訂正しておいてから、呉としては、間諜を用いて徐々に曹操と玄徳との抗争をさそい、玄徳のそれに疲弊ひへいしてきた頃を計って荊州を奪り上げてしまえばよいのです」

「敵地へ行って、そういう遠謀を巧みに植えつけるような間諜が、さし当って、おるだろうか」

「おります。平原の人で華欽かきん、字あざなを子魚しぎょという者。もと曹操に愛せられた男ですが、これを用いれば適役でしょう」

「呼べ。早速」

　孫権は、その気になった。




文武ぶんぶ競春きょうしゅん
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　冀北きほくの強国、袁紹えんしょうが亡びてから今年九年目、人文じんぶんすべて革あらたまったが、秋去れば冬、冬去れば春、四季の風物だけは変らなかった。

　そして今し、建安十五年の春。

　鄴城ぎょうじょう（河北省）の銅雀台どうじゃくだいは、足かけ八年にわたる大工事の落成を告げていた。

「祝おう。大いに」

　曹操は、許都を発した。

　同時に──造営の事も終りぬれば──とあって、諸州の大将、文武の百官も、祝賀の大宴に招かれて、鄴城の春は車駕しゃが金鞍きんあんに埋められた。

　そもそも、この漳河しょうがのながれに臨む楼台を「銅雀台」と名づけたのは、九年前、曹操が北征してここを占領した時、青銅の雀を地下から掘り出したことに由来する。

　城から望んで左の閣を玉龍台といい、右の高楼を金鳳台という。

　いずれも地上から十余丈の大厦たいかである。そしてその空中には虹のような反そり橋を架かけ、玉龍金鳳を一郭とし、それをめぐる千門万戸も、それぞれ後漢文化の精髄せいずいと芸術の粋すいをこらし、金壁銀砂は目もくらむばかりであり、直欄横檻ちょくらんおうかんの珠玉は日に映じて、

「ここは、この世か。人の住む建築か」と、たたずむ者をして恍惚と疑わしめるほどだった。

「いささか予の心に適かなうものだ」

　由来、英雄は土木の工を好むという。

　この日、曹操は、七宝の金冠をいただき、緑錦りょっきんの袍ひたたれを着、黄金こがねの太刀を玉帯に佩いて、足には、一歩一歩燦爛さんらんと光を放つ珠履しゅりをはいていた。

「規模の壮大、輪奐りんかんの華麗、結構とも見事とも、言語に絶して、申し上げようもありません」

　文武の大将は彼の台下に侍立した。そして万歳を唱し、全員杯を挙げて祝賀した。

「何かな、この佳よい日、興じ遊ぶことはないか」

　曹操は考えているふうであったが、やがて左右に命じて、秘蔵の赤地錦あかじにしきの戦袍ひたたれを取寄せ、それを広苑ひろにわの彼方なる高い柳の枝にかけさせた。そして武臣の列に向い、

「各〻の弓を試みん。柳を距へだつこと百歩。あの戦袍ひたたれの赤い心当むねあてを射たものには、すなわちあの戦袍を褒美にとらすであろう。われと思わん者は出て射よ」と、いった。

「心得て候う」とばかり、自ら選手を希望して出た人々は、二行に列を作って、柳に対した。曹氏の一族はみな紅袍を着し、外様とざまの諸将はすべて緑袍りょうほうを着ていた。

　選手はみな馬に乗り、手に彫弓ちょうきゅうをたずさえて、合図を待つ。

　曹操はふたたび告げた。

「もし、射損じたものは、罰として、漳河しょうがの水を腹いっぱい呑ますぞ。自信のないものは、今のうちに列から退がれ。そしてこれへ来て罰盃ばっぱいを飲め」

　誰も、退かなかった。

　馬は勇み、人々の意気は躍る。

「よし！」

　と曹操の言下に、合図の鉦鼓かねつづみが鳴り渡った。とたんに一人、馬を出し、馬上に弓矢をつがえた。

　諸人これを見れば、すなわち曹操の甥で、曹休そうきゅう字あざなは文烈ぶんれつという若武者。一鞭むちして広苑ひろにわの芝生を奔はしらすこと三遭そう、柳を百歩へだたって駒足をひたと停め、心ゆくばかり弦をひきしぼってちょうッと放った。

　見事。矢は的まとを射た。

「ああ！　射たり、射たり」

　と、感嘆の声は堂上堂下に湧いてしばし拍手は鳴りやまない。

　その間に、近侍のひとりは、柳の側へ走って、かけてある紅くれないの袍ひたたれをおろし、それを曹休に与えようとすると、

「待ち給え。丞相の賞は、丞相のご一族で取るなかれ。それがしにこそ与え給え」

　と呼ばわりながら、はや馬をすすめて、馬馴らしに芝生を駈け廻っている一将がある。

　誰かと見れば、すなわち荊州の人文聘ぶんぺい、字あざなは仲業ちゅうぎょうであった。
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　文聘は鐙に立った。弓手は眉を横に引きしぼる。

　矢はひょうッと飛んだ。

　とたんに、鉦鼓かねつづみは鳴り轟き、諸人の感称もわっとあがった。

「あたった、あたった。柳にかけたる紅くれないの袍ひたたれは、快くそれがしに渡し給え」

　大音あげて、文聘がいうと、

「何者ぞや、花盗人はなぬすびとは。袍ひたたれはすでに、先に小将軍が射られたり。わが手並を見てから広言を払え」

　と、また一騎、駈け出た。

　曹操の従弟いとこ、曹洪そうこうであった。

　握り太な彫弓ちょうきゅうの満まんを引いて、びゅッと弦つるを切って放つ。その矢も見事、彼方の袍の心当むねあてを射抜いた。

　陣々の銅鑼、陣々の鼓、打ち囃はやし、賞ほめ囃はやし、観る者も、射る者も、今や熱狂した。

　すると、また一人、

「笑うべし、文聘の児戯」と、馬おどらせて、あたりに威風を払って見せた大将がある。諸人これを見れば夏侯淵かこうえんであった。馬を走らすこと雷光の如く、首を回かえして、後ろ矢を射た。しかもその矢は三人が射立てた矢の真ん中をぴったり射あてた。

　夏侯淵こうえんは矢を追いかけて、柳の下へ駈け出した。そして、

「この袍ひたたれは有難く、それがしが拝領つかまつる」

　と、馬上から袍へ、手を伸ばそうとすると、遠くから、

「待った！　曲者くせもの」と、大声に叱って、彼方から一矢し、羽うなり強く、射てきた者がある。

　これなん徐晃じょこうの放った矢であった。

「──あっ」

　と、諸人は胆をつぶした。彼の矢は、あまりにも見事に、柳の枝を射切っていたからである。柳葉繽紛ひんぷんと散りしだき、紅錦の袍は、ひらひらと地に落ちてきた。

　同時に、徐晃じょこうは駈け寄りざま、馬袍うまひたたれをすくい取って、自分の背なかに打ちかけ、馬をとばして直ぐ馳せ戻り、楼の台上を仰いで、

「丞相の賜物たまもの、謹んで拝謝し奉る」

　と、呶鳴った。

「ひどいやつだ」と、諸人みな、呆あきれ顔して騒然と囃していると、台下に立っていた群将の中から駈け出した許褚きょちょが、物もいわず徐晃の弓を握って、いきなり馬の上から彼を引きずり下ろした。

「やっ。狼藉な」

「何の。まだ丞相のおゆるしはなし。その袍ひたたれの受領者は、いずれに行くか、腕のうちにありだ」

「無法無法」

「渡せ。いで渡せ」

　とうとう、二人は引っ組んで、四つになり、諸仆もろだおれになり、さんざん肉闘して、肝腎かんじんな錦の袍もために、ズタズタに引裂いてしまった。

「分けろ、引分けろ」

　曹操は台上から苦笑して命じた。

　物々しく、退鉦ひきがね打たせて、曹操はその二人をはじめ、弓に鍛えをあらわした諸将を一列に招き呼んで、

「いや、いずれ劣らぬ紅や緑。日頃のたしなみ、武芸の励み、見とどけたぞ。──なんで汝らの精励に対して、一裲の衣を惜しもうか」

　と、大機嫌で、一人一人の者へ蜀江しょっこうの錦一匹ぴきずつ頒わけ与え、

「さあ、位階に従って席に着け。さらに杯さかずきの満まんを引こう」と、促した。
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　その時、楽部がくぶの伶人れいじんたちは、一斉に音楽を奏し、天には雲を闢ひらき、地には漳河しょうがの水も答えるかと思われた。

　水陸の珍味は、列座のあいだに配され、酒はあふれて、台上台下の千杯万杯に、尽きることなき春を盛った。

「武府の諸将は、みな弓を競って、日頃の能をあらわした。江湖の博学、文部の多識も、何か、佳章を賦ふして、きょうの盛会を記念せずばなるまい」

　酒たけなわの頃、曹操がいった。

　万雷のような拍手が轟く。王朗おうろう、字あざなは景興けいこう、文官の一席から起って、

「鈞命きんめいに従って、銅雀台の一詩を賦ふしました。つつしんで賀唱いたします──」

銅雀台ドウジャクダイ高ウシテ帝畿テイキ壮サカンナリ

水明ラカニ山秀イデ光輝ヲ競ウ

三千ノ剣佩ケンパイ黄道コウドウヲ趨ハシリ

百万ノ貔貅ヒキユウハ紫微シビニ現ズ


　と朗々吟じた。

　曹操は、大いに興じて、特に秘愛の杯に酒をつぎ、

「杯ぐるみ飲め」

　と、王朗に与えた。

　王朗は、酒を乾して、杯は袂たもとに入れて退がった。文官と武官と湧くごとく歓呼した。

　すると、また一人、雲箋うんせんに詩を記して立った者がある。東武亭侯侍中尚書じちゅうしょうしょ、鍾繇しょうよう、字は元常げんじょうであった。

　この人は、当代に於て、隷書れいしょを書かせては、第一の名人という評がある。すなわち七言八絶を賦うたって──

銅雀台ハ高ウシテ上天ジョウテンニ接ス

眸メヲ凝コラセバ遍アマネクス旧山川キュウサンセン

欄干ランカンハ屈曲シテ明月ヲ留メ

窓戸ソウコハ玲瓏レイロウトシテ紫烟シエンヲ圧ス

漢祖ノ歌風ハ空シク筑チクヲ撃チ

定王ノ戯馬ギバ謾ミダリニ鞭ヲ加ウ

主人ノ盛徳ヤ尭舜ギョウシュンニ斉ヒトシ

願ワクハ昇平万々年ヲ楽シマン


　と、高吟した。

「佳作、佳作」

　曹操は激賞しておかなかった。そして彼には、一面の硯すずりを賞として与えた。拍手、奏楽、礼讃の声、台上台下にみちあふれた。

「ああ、人臣の富貴、いま極まる」

　曹操は左右の者に述懐した。彼はこういう中でも反省した。

「──とはいえ、もしこの曹操が出なかったら、国々の反乱はなお熄やまず、かの袁術の如く、帝王を僭称せんしょうするものが幾人も輩出したろう。幸いに、自分は袁紹えんしょう、劉表を討平とうへいし、身は宰相の重きにあるといえ、或いは疑いを抱いて、曹操も天下を纂奪さんだつする野心があるのでないかなどという者があるかもしれぬが、われ少年の日、楽毅之伝がっきのでんを読むに──趙王が兵を起して燕国えんこくを討とうとしたとき、楽毅は地に拝伏し、その昔日かみ、臣は燕王に仕えり、燕を去るも燕王を思うこと、なお今日、あなたに仕える真心と少しも変りはない。むしろ死すとも、不義の戦はすまじと哭ないて云ったという。──楽毅伝のあの一章は少年の日、頭にふかくしみこんで今日になっても、この曹操はそれを忘れることができない。自分が四隣の乱をしずめ、府にあっては宰相の権をにぎり、出ては兵馬を司るのも、こうしなければ、四方の暴賊はみな私権を張り、人民はいつまで戦禍の苦しみから救われず、秩序は乱れるばかりで、遂には無政府状態におち入り、当然、漢朝の天下も亡びるに至ることを憂えたからにほかならない。──わが文武の諸将は、みなよく曹操の旨を諒せよ」

　彼は、侍坐の重臣に、そう語り終ると、また数杯をかたむけて、面色大いに薫酔くんすいを発した。

「筆と硯をこれへ」

　彼もまた、雲箋うんせんを展べて、即興の詩句を書いた。そしてそれへ、

吾レ高台ニ独歩シテ兮

俯シテ万里ノ山河ヲ観ル


　という二句まで書きかけたところへ、たちまち、一騎の早打ちが、何事かこれへ報らせに飛んできた。
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　大宴満酔の折も折、席も席であったが、

「時務は怠れない」と、曹操は、早打ちの者を、すぐ階下によびよせて、

「何事やある？」と、許都からの報らせを訊いた。

「まず、相府の書を」と、使いは、官庁からのそれを曹操へ捧じてから、あとを口上で告げた。

「湖北へお出ましの後、江南の情報が、しきりと変を伝えてきました。それによると、呉の孫権は華欽かきんというものを使者に立て、玄徳を荊州の太守に推薦し、一方、天子に表をたてまつって、おゆるしを仰いでいます。それも、事後承諾のかたちです。──のみならずまた彼孫権は、どうしたのか旧怨を捨て、自分の妹を玄徳の夫人として嫁がせ、その婚姻の引出物に、荊州九郡の大半も、玄徳に属すものと成り終ったということです。要するに玄、孫、二者の結合は、当然、わが魏へ向って、何事か大きな影響を及ぼさずにはいないものと──許都の府においても、みな心痛のまま、かくは早打ちをもって、お耳にまで達しに参りました」

「なに。呉侯の妹が、玄徳へ嫁いだ……？」

　曹操は思わず、手に持っていた筆を取落した。

　その愕おどろきが、いかに大きく、彼の心をうったかは、とたんに手脚を張って、茫然と、空の雲へ向けていた放心的な眼にも明らかであった。

　程昱ていいくが、筆を拾って、

「丞相、どう遊ばしました。敵軍の重囲におち給うて、矢にあたり石に打たれても、なお顛倒されたことのない丞相が……？」

「程昱、これが驚かずにいられるか。玄徳は人中の龍だ。彼、平生に水を得ず、伸びんとして遂に伸び得ず、深く淵ふちにいたものが、いま荊州を獲たとあっては、これ龍が水に会うて大海へ出たようなもの……豈あに、驚かずにいられよう」

「まことに、晴天一朶だの雲です。けれど、彼の計を、さらに計るの策はありませぬか」

「水と龍と、相結んだものを、断り離つのは難しいだろう」

「程昱ていいくはさほどまでには思いません。なぜならば、元来、孫権と玄徳とは、水龍二つの如く、性の合ったものではありません。むしろ孫権としては、玄徳を憎むこと強く、これを謀ろう謀ろうとしている気振りが見える。およそこんどの婚儀も、何か底に底ある事情からでしょう。──ゆえに、水龍相搏うたせ、二者をして、争い闘わせる手段が、絶無とはいえません」

「聞こう。──その計は」

「愚存を申しますれば、なんといっても孫権がたのみとしているのは、周瑜しゅうゆです。また、重臣の雄なるは程普ていふでしょう。……ですから丞相には早速許都へお帰りあって、まず呉の使いの華欽かきんにお会い遊ばし、華欽を当分、呉へ帰さないことです」

「そして」

「別に勅を仰いで、周瑜を南郡なんぐんの太守に封じます。また程普を江夏の太守とします。──江夏、南郡ともに今なお玄徳の領有している所ですから、これを呉使華欽に伝えてもおそらくお受けしますまい。ですから華欽にはさらに官職を与えてしばし朝廷にとどめおき、別に勅使を下して、これを呉の周瑜、程普に伝えます。かならず拝受感激いたすに違いありません」

「……むむ。そうか」

　曹操は、程昱が考えたところのものを、もう結果まで読みとっていた。

　その夕、彼は、銅雀台の遊楽も半ばに、漳河しょうがの春にも心を残しながら、にわかに車駕をととのえて許昌の都へ帰って行った。

　そして、呉使華欽かきんに、大理寺少卿だいりじしょうけいという官爵を与え、彼を都へとどめておく一方、勅命を乞うて、程昱の献策どおり、勅使を呉の国へ馳せ下した。




荊州往来けいしゅうおうらい
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　周瑜しゅうゆは、その後も柴桑さいそうにいて瘡養生きずようじょうをしていたが、勅使に接して、思いがけぬ叙封の沙汰を拝すると、たちまち病も忘れて、呉侯孫権へ、次のような書簡をしたためて送った。

天子、詔みことのりを降して、いま不肖周瑜に、南郡の太守に封ずとの恩命がありましたが、南郡にはすでに玄徳あり、臣の得る地は一寸もありません。しかもその玄徳は今、主家のお妹君の婿たり。臣、朝命に忠ならんとすれば、主家の親族にそむく科とがを得べく、主家に忠ならんとすれば、朝命にもとることと相成ります。

ねがわくは、周瑜の心事を憐み給い、君公のご賢察を仰ぎ奉る──


　孫権は近頃、呉の南徐なんじょ（南京附近）に都していたが、すぐ魯粛を呼んでいった。

「困ったことになった。周瑜からはこう云ってくるし、玄徳はわが妹婿となったのを名として、いよいよ荊州を呉へかえす肚などあるまい」

「いえ、蜀しょくの国を取ったら、荊州はおかえし申すと、孔明も連判して、固い証約を取ってありますから」

「黙れ、黙れ。そんな反故ほごを信用して、彼が蜀の国を取るまで待つくらいなら、なにも心配はせん。もし玄徳が一生のうちに蜀へ入ることができなかったらどうするか」

「おそれ入ります。そこまでは」

「それみい。其方とて、必ずそういう時期があるとは保証できまい。ましてや彼には孔明という者がついている以上、素直に荊州を渡すわけはない」

「私の責任です。願わくはもう一度、荊州へ私をおつかわし下さい」

「きっと話をつけて来るか」

「あくまで、談じて参ります」

　ここ、各地の合戦は、すこし歇やんでいるようだが、四囲の情勢は依然わるい。とうてい、このまま天下が平和に入るような兆候は、何を観ても考えられない。

　荊州を中心に、今や玄徳は、孔明を師とし、関羽、張飛、趙雲などを翼尾として、日夜、軍馬を調練していた。軍事そのものばかりでなく、政策、経済、交通、あらゆる部門に、次の必然なるものの到来に備えていた。

「亮りょう軍師。また、魯粛が呉から使いに来たそうだが、会ったらどういおう」

　玄徳は、孔明に諮はかった。

　孔明はこう教えた。

「もし魯粛ろしゅくが、例の問題を持出して、荊州のことを云い出したら、君には、声を放って、お哭なげきになられたがよいでしょう」

「そして？」

「あとは私が、よいように、そこの所を計らいますから」

　やがて魯粛はこれへ着いて、堂上に迎えられ、かつ上席に請ぜられた。

「恐縮です。魯粛如きに、上座をお譲り遊ばすとは」

「なぜ、ご遠慮あるか」

「以前はともあれ、今はわが主君の婿君たるあなた様をおいて、臣下の私が上に坐るいわれはありません」

「いや、旧交を思うてのこと、左様に謙譲にせずともよい」

「でも、礼儀だけは」と、物堅い魯粛は、あくまで辞退して、横に席を取った。

　だが、答礼も終って、いよいよ用件の段階に入ると、さすがにその謙虚も払って、

「呉侯のご命をうけて、再度、それがしがこれへ参った仔細は、疾くご推察であろうが、もっぱら荊州譲渡の事を議せんためであります。すでに呉家と劉家とは、ご婚姻によって、まったく一和同族の誼よしみすらある今日、なお久しく借り給うてお還しなきは、世上の聞えにも、将来の御為おんためにも、おもしろからぬことかと存ぜられる。この度はぜひそれがしの顔もたてて、お快くご返却ねがいたいと思います」

　魯粛が、厳重な語気を裡うちにつつんで、そう切り出すと、劉玄徳は、彼のことばの半ばから面をおおって、よよと、声を洩らして哭なき出した。

　魯粛は愕おどろいて、

「……これは？」と、ばかり玄徳の哭く様子を見まもっていた。
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　孔明は、その機しおに、衝立ついたての後ろから歩いてきて、魯粛へいった。

「粛公。あなたは、皇叔がなんで嘆き悲しむか、仔細をご存じか」

「わかりません」

「蜀の劉璋りゅうしょうは、漢朝の骨肉、いわば皇叔とは、血において、兄弟も同じです。もし故なく兵を起して、蜀へ攻め入れば、世人は唾して不徳を罵ののしるであろう。──さりとて、もし荊州を呉侯へ返せば、身を置く国もありますまい」

「わかりました」

　魯粛は、座を起って、なお哭なき悶もだえている玄徳の肩へ顔をよせて慰めた。

「皇叔、皇叔……。さのみ嘆き給いそ。私と孔明とで、何か良い思案をめぐらしますから」

　魯粛が、情にうごいた容子を見て、孔明はここぞと、共に情をこめて玄徳へいった。

「わが君、そのようにご悲嘆ありましては、遂には、心身をそこねましょう。万事は魯粛どのの仁侠と義心にお頼みあそばして、心をひろくお持ち下さい。──また粛公には、呉侯に対して皇叔がこのように苦衷くちゅうしておられる仔細を、何とぞよろしきように、お伝え給われ。よも、呉侯とて、お怒りはなさるまい」

　魯粛は、急に我にかえって、大げさに手を振りながら、

「待って下さい。またしても、むなしく、そんなご返事をもたらして帰ったら、今度こそ呉侯も、どうおっしゃるか分りません」

「いやいや、すでにご自分の妹君を娶合めあわせられた呉侯が、その婿たるお方のかくばかりな苦境をば、何とて他に見ましょうぞ。臣下に対して、表向き、きびしく約束の履行をおっしゃるでしょうが、本心からご立腹なさるわけはありません」

　温厚寛仁な魯粛は、そういわれると、とかくの議論にも及ばず、ただ玄徳の立場に同情し、ひいては主君の意思の裏にも、一片の情けはある筈だと思いこんでしまった。

　ついに今度も、空手からてで帰国の途につくしかなかったが、途中、柴桑さいそうに船をよせて一泊したついでに、周瑜しゅうゆを訪ねて、この次第を話すと、周瑜は、またしても卿は孔明に一杯喰わされたのだと云い、魯粛のあまりにも善意的な見解をなじって、

「君の性質は、全然、外交官としては零ゼロだ。ただ篤実な長者でしかない」

　馬鹿といわないばかりに、腹を立てて云った。

「考えても見給え。劉表に身を寄せていた頃から、常に劉表の後釜あとがまをうかがっていた玄徳じゃないか。いわんや、蜀の劉璋などに、なんの斟酌しんしゃくを持っているものか。すべて彼と孔明の遷延策せんえんさくにほかならぬものだ。そして何とかかんとかいって荊州を呉へかえさない算段をめぐらしているにきまっておるさ！」

　魯粛は、青くなった。

　呉侯に取次ぐ言葉がないからである。

「もう一度、荊州へ行って来給え。そんな回答をたずさえて、呉侯の前でおめおめと当り前みたいな顔して申し上げたら、おそらく卿の首はその場でなくなるにきまっている」

　周瑜は一大秘策を授けた。

（君は篤実な長者とはいえるが、外交官としてはゼロだよ）と、彼にいわれた魯粛は、それを不名誉とも思わず、あくまで自己の性格の命ずるまま、周瑜の秘策を持ってそこから再び荊州へ引っ返した。

　そして玄徳に会うと、こう告げた。

「立ち帰って、あなたのご苦衷と、おなげきの態を、主君孫権へ、ありのまま、お伝えいたした所、主君も大いに同情の色を現し、群臣と共に、ご評議の結果、こういう一案をお立てになりました。おそらく、これには皇叔とても、よも異存はあるまいとの衆議からで……」と、ここに周瑜の智謀から出た退のっぴきさせぬ一要求を持ち出した。それは、玄徳の名で蜀へ攻め入るのがまずいならば、呉の大軍をもって、呉が直接、蜀を取る。──だが、その節には、荊州を通過することと、多少の軍需兵糧を補給するという確約をむすんでもらいたいという条件であった。
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　玄徳は、異議なく、協力を誓った。

　その前に、孔明からいわれていたので、むしろ歓びを現して、

「呉の兵力をもって、蜀を攻めていただければ、これに越したことはない。ご軍勢の領内通過は、当然なことで、許すも許さないもありません。こう好都合に談はなしがまとまったのも、みな足下のお骨折りと申さねばなるまい」と、魯粛ろしゅくに恩を謝した。

（このたびこそ上首尾に）

　魯粛も心ひそかに喜悦して、早速、柴桑さいそうへ帰って行った。玄徳はそのあとで孔明に訊ねていた。

「呉の軍勢をもって、蜀を攻め、それを取って、この玄徳に与えようとは、いったいどういう呉侯の肚はらだろうか」

「いや、呉侯の肚ではありますまい。またしても周瑜しゅうゆの策です。愍あわれむべし、自分の策のために、周瑜の死にぎわはいよいよ近づいてきたようです」

「なぜ、そういえるか」

「魯粛はまだ呉の南徐まで帰ったのではありません。途中柴桑に寄って、周瑜に会い、彼の策をそのまま持って、再びこれへ来たものです」

「なるほど。往来の日数から数えても、ちと早過ぎるとは思ったが」

「蜀を攻めるを名として、荊州の通過を申し入れてきたのは、明らかに周瑜の考えそうな謀略で、実は荊州を取るつもりです」

「それを知りつつ、なぜ軍師には彼の要求を容れよと、予にすすめたのか」

「時節到来です。お案じ遊ばすな」

　趙雲をその場に呼び、何事か策をさずけて走らす一方、孔明自身も、やがて来るべきものに対し、万端の備えをしていた。

　一方。

　魯粛の返辞を聞いて、柴桑の周瑜は、手を打ってよろこんだ。そして快然と、こういった。

「今度こそ、してやったり、初めて孔明をあざむき得たぞ！」

　魯粛は、船をいそがせて、南徐に下り、呉侯に会って云々しかじかと報告した。

「さすがは周瑜、これほどな智謀の持ち主は、呉はおろか、当代何処にもおるまい。玄徳、孔明の運命も、ここに極まったり」と、呉侯の共鳴もすばらしいものである。直ちに、早打ちをやって、周瑜を励まし、また程普ていふを大将として、彼を助けしめた。

　このとき周瑜は、瘡きずもあらかた平癒して、膿水のうすいも止まり、歩行には不自由ない程度になっていたので、彼は勇躍身を鎧よろって、みずから戦陣に臨むべく決心した。

　甘寧かんねいを先手に、徐盛じょせい、丁奉ていほうを中軍に、凌統りょうとう、呂蒙りょもうを後陣として、総勢五万、水陸軍に編制し、彼自身は、二万五千をひきいて柴桑を船で出た。

　時の記録には、彼の心事を描いて、

心ノウチ仕済シスマシタリト打チヨロコビ

笑イ楽シンデ、溯江ソコウ数百里、夏口カコウマデ来リケル。


　と、ある。

　おそらく彼の心境はそうだったろうと思われる。夏口へ着くと、彼は土地の役人に訊ねた。

「たれか荊州から迎えは来ていないか」

　役人は叩頭こうとうして答えた。

「劉皇叔の命をおび、糜竺びじくと仰せられる大官が来ていらっしゃいます」

　間もなく、江頭から小舟が漕いできた。糜竺であった。

「ご遠征、まことにご苦労にぞんじます。主人もすでに、御軍需の用に供える金銀兵糧の用意を済まし、また、諸軍のご慰労などもどうしたがよいかと、心をくだいておられます」

　船上に登って、糜竺が、こう拝伏して告げると、周瑜は尊大に構えて、

「劉皇叔には、今どこにおらるるか」

　と、質し、すでに荊州の城を出て、貴軍の到着を待っていると聞くと、周瑜は、

「こんどの出陣は、蜀を取って、皇叔に進上せんためであって、まったく貴国の為に働くのであるから遠路を来たわが将士には、充分なもてなしと礼をもって迎えられよ」

　と、特にいった。
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　唯々諾々いいだくだくである。糜竺びじくは命ぜられるまま、倉皇として帰って行った。

　そのあとから周瑜もすぐ上陸した。江上一帯に、兵船の備えを残して、陸路、荊州へおもむいた。

　ところが、公安まで来ても、劉玄徳の出迎えはおろか、小役人の迎えにも会わない。

「荊州までどのくらいあるか。あとの道のりは？」

　心に怪しみながら周瑜がたずねると、

「もうわずか十里しかありませぬ」と、彼の幕下たちも眉をひそめ合っている。

「はて。いぶかしい？」と、休息しているところへ、先手の斥候が馬をとばして来て、

「何か、様子が変です。はるか見渡すかぎり、人の影も見えず、荊州の城を望めば、まるで葬式のように、二旒ふたながれの白旗がしょんぼりなびいているだけなんです」

　周瑜は、聞くや否、

「甘寧、丁奉と来い」と、精兵千騎だけをつれて、まっしぐらに荊州城下まで駈け通した。

「孔明も、馬鹿ではない。或いは、こっちの肚を察して、いち早く、城を明けて逃げ出したのかも知れない」

　周瑜が八、九分まで信じていたものは、そういう見解だった。ところが城門へ来て、門を開けよと呼ばわると、中から、

「何者だっ」と、案外、気の強い声がした。

「呉の大都督周瑜である。なぜ劉皇叔には、出迎えに出ないかっ」

　大音に叱り返すと、とたんに城頭の白旗がばたんと仆れた。そしてたちまち、それに代って炎のような紅くれないの旗が高々と揚げられ、

「周都督、何しに来たか」

　と、いう者がある。

　仰いで天を見ると、櫓やぐらの上に、一人の大将の姿が小さく見えた。

「オオ趙雲ちょううんではないか。玄徳はいかがしたか」

「知らず！」と、噛んで吐き出すように、趙雲は下をのぞいていった。

「わが軍師孔明には、すでに足下が──道ヲ借リテ草ヲ枯ラス──の計を推量し、それがしをここの番につけ置かれた。他所よそをさがし給え。それとも、城中の趙雲に御用があるか」

　と、槍を頭上にかざして、今にも投げ落そうとする姿勢を示した。

　周瑜しゅうゆは愕おどろいて、馬を引っ返した。城下の町角から「令」の一字を書いた旗を背にした一騎が近寄って来て、

「いよいよ、怪しいことばかりです。いま諸方の巡警からしらせて来たところによると、関羽は江陵より攻め来り、張飛は柹帰しきより攻め来り、また、黄忠は公安の山陰から現れ、魏延ぎえんは孱陵せんりょうの横道から殺到しつつあるということです。兵数そのほか、事態はまだよく分りませんが、なにしろ喊の声は、遠近にひびき、さながら四方五十余里まるで敵に埋ったかのような空気で──そこらの部落や下民どもまで、口々に玄徳、孔明の叫びを真似て──呉客周瑜を生捕りにしろ、周瑜をころせ──と喚おめき伝えているそうです」

「ううむっ……」

　がばと、周瑜は、馬のたてがみに、うっ伏してしまった。

　せっかく癒りかけていた金瘡きんそうことごとくやぶれて、ぱっと、血を吐いたかと思うと、そのままくたっと、馬の背から落ちてしまった。

　諸将は、仰天して、周瑜の身をかかえ、辛くも救命薬を与えて蘇生させた。ところへまた、物見が来て、

「孔明と玄徳は、ついこの先の山上に、莚むしろをのべ、幕とばりをめぐらし、酒を飲んで、さながら遊山でもしているように、楽しみ興じている態です」

　と、告げたので、周瑜はいよいよ歯がみをして、無念の拳をにぎりしめた。
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　周瑜の侍医や近侍たちは、こもごもになだめて、安臥をすすめた。

「怒気をお抱き遊ばすほど、破傷のご苦痛は増すばかりです。なにとぞお心をしずめて、静かに、しばしご養生を」

　大軍を率いて遠く溯江そこうし、上陸第一日にこの凶事だったから、諸人の気落ちと狼狽は無理もなかった。

　ところへ、呉侯孫権の弟孫瑜そんゆが援軍を引いて到着したと報じて来た。周瑜が、

「会いたい」

　というので、早速、馬をとばして迎えにやると、孫瑜はすぐ駈けつけて、こう慰めた。

「都督、余りじりじりせぬがよい。予がこれへ来たからには、万事、呉侯に代って指揮いたすゆえ、御身はしばらく船中へ退いて、何よりも身の養生に努めるがいい」

　しかし、周瑜はなお、身の苦痛など口にも出さない。火の如き憤念を吐いて、

「誓って、荊州を取り、玄徳、孔明の首を見なければ、なんの顔かんばせをもって呉侯にまみえよう」

　血涙をたたえて云った。

　孫瑜そんゆは、その激越を気づかってわざと相手にならない。そして直ちに病輿びょうよを命じて彼を乗せ、ひとまず夏口の船場まで退くことにした。

　その途中である。巴丘はきゅうという所まで来ると、彼方に荊州の一軍が江頭の道を切りふさいだという。物見を放ってうかがわせると、関羽の養子関平かんぺいと劉封りゅうほうの二将が、

「周瑜来らば──」と、虎を狩るように、厳しく陣をめぐらしているとある。

　周瑜は聞くと、輿こしの中で、身をもがいて叫んだ。

「降ろせっ。輿の中よりわしを出せ。猪口才ちょこざいな孔明の手先、蹴ちらして通る」

　けれど病輿びょうよはどんどん道をかえてほかの方向へ走っていた。孫瑜の命令で、夏口にある船の一艘をべつな江岸へ呼び、そこから辛うじて周瑜の身を船へ移した。

　するとそこへ、荊州の軍使と称する者がきて、一書を、周瑜へ渡して去った。──見れば孔明の手蹟である。

　その文にいう。

漢ノ軍師中郎将諸葛亮ショカツリョウ、書ヲ大都督公瑾コウキン（周瑜）先生ノ麾下キカニ致ス。

亮、柴桑サイソウノ一別ヨリ、今ニ至ッテ恋々ト忘レズ。聞ク、足下ソッカ、西川セイセン（蜀）ヲ取ラント欲スト。

亮思エラク、不可ナリ。益州（蜀）民ハ強クシテ地ハ険。

劉璋リュウショウノ暗弱ヲ以テシテモ守ルニ足レリ。今、師イクサヲ挙ゲテ遠征シ転運万里、全功ヲ収メント欲シ、呉起タツトイエドモソノ規キヲ定ムルコト能アタワザラン。

抑ソモ、天下如何ナル愚人ゾ。曹操ガ赤壁ノ大敗ヲ見テ、亦マタ、ソノ愚轍グテツヲアエテ趁オワントスルトハ。今、天下三分シ、操ハソノ二分ヲ占メ、ナオ、馬ヲ蒼海ニ水飼イ呉会ニ兵ヲ観ンコトヲ望ム。時呉兵ヲシテ遠伐エンバツニ赴カシメ、自ラ守ルヲ虚シュウスルハ長計ニ非ザル也。操ガ兵一度至ラバ、江南粉滅サレ尽サン。

坐シテ視ルニ忍ビズ、ココニ告グ。幸イニ照覧ヲ垂レヨ。


　読み下してゆくうちに、周瑜は恨気こんき胸にふさがり、手はわななき、顔色も壁土のようになってしまった。

「ううむっ……」と、太く、苦しげに、長嘆一声すると、急に、

「筆、筆、筆。……紙を。硯すずりを」

　と、さけび、引ったくるように持つと、必死の形相をしながら、なにか懸命に書き出した。文字はみだれ、墨は散り、文は綿々と長かったが、遂に書き終るや否、筆を投げて、

「ああ、無念っ……無情や人生。皮肉なることよ宿命……。天すでに、この周瑜を地上に生ませ給いながら、何故また、孔明を地に生じ給えるや！」

　云い終ると、昏絶して、一たん眼を閉じたが、ふたたびくわっと見ひらいて、

「諸君。不忠、周瑜はここに終ったが、呉侯を頼む。忠節を尽して……」

　忽然、うす黒い瞼を落し、まだ三十六歳の若い寿としに終りを告げた。時、建安十五年の冬十二月三日であったという。




鳳雛ほうすう去さる



一



　喪旗もきを垂れ、柩ひつぎをのせた船は、哀々あいあいたる弔笛ちょうてきを流しながら、夜航して巴丘はきゅうを出て、呉へ下って行った。

「なに、周瑜しゅうゆが死んだと？」

　孫権は、彼の遺書を手にするまで、信じなかった。いや信じたくなかった。

　周瑜の遺書には、

瑜ユ死ニ臨ミ、泣血キュウケツ頓首トンシュシテ、書ヲ主君明公ノ麾下ニ致ス


　と書き始めて、縷る々るといま斃たおれる無念をのべ、呉の将来を憂い、その国策を誌し、そして終りには、

（自分の亡い後は、魯粛ろしゅくを大都督として職をお任せあれば、彼は篤実忠良な仁者ですから、外に過あやまたず、内に人心を獲ましょう）

　とも云いのこしてあった。

　孫権の悲嘆はいうまでもない。暗澹と、彼の将来を思って、

「周瑜のような王佐の才を亡くして、この後何を力とたのもう」

　と慟哭どうこくした。

　けれどいつまで嘆いている所ではないと、張昭そのほかの重臣たちに励まされて、周瑜の遺言を守り、魯粛を大都督に任命した。以後、呉の軍事はすべて、彼の手に委ゆだねられた。

　もちろん、国葬を以て、遺骸は篤く葬られた。国中、喪に服して、哀号の色もまだ拭われないうちに一船、江を下ってきて、

「元勲、瑜公の死を聞き、謹んで遠くよりおくやみに来ました」と告げた者がある。

　そう関門へ告げに来た者は、すなわち趙雲ちょううん子龍しりゅうであったが、正使は諸葛孔明その人であり、玄徳の名代として従者五百余をつれて上陸した。

　喪もを弔とむらう──と称してきた者を拒こばむわけにもゆかなかった。魯粛が迎えて対面した。しかし故人周瑜の部下や、呉の諸将も口々に、

「斬ってしまえ」

「これへ来たこそ幸いなれ、彼の首を、霊前に供え、故人の怨恨を今ぞ晴らさん」

　と、ひしめきあった。

　けれど、孔明のそばには、たえず趙雲が油断なく眼をくばっているので、容易に手が下せなかった。

　しかも孔明は塵ほどな不安も、姿にとめていなかった。

　殺気満ち盈みつ中を、歩々、水の如くすすんで、周瑜しゅうゆの祭壇に到るや、その前にぬかずいて、やや久しく黙拝していたが、やがて携えてきた酒、その他の種々くさぐさを供え、霊前に向ってうやうやしく自筆の弔文ちようもんを読んだ。

惟コレ、大漢ノ建安十五年。南陽、諸葛亮ショカツリョウ、謹ンデ祭サイヲ大都督公瑾周府君コウキンシュウフクンノ霊前ニ致シテ曰イウ。

嗚ア呼ア公瑾不幸ニシテ夭亡ヨウボウス、天人倶トモニ傷イタマザルハ非ズ……


　孔明の声は、一語一句、呉将の肺腑はいふにしみた。弔文は長い辞句と切々たる名文によってつづられ、聞く者、哭くまいとしても哭かずにいられなかった。

──亮リョウヤ不才、計ヲ問イ、謀ハカリゴトヲ求ム、皆君ガ神算ニ出イヅ。呉ヲ扶タスケ、曹ヲ討チ、劉ヲ安ンジ、首尾掎角、為ニ完マッタシ、嗚呼公瑾今ヤ永ク別ル。何ヲ慮オモンバカリ何ヲカ望マン。冥々メイメイ滅々、霊アラバ我心ヲ鑑ミラレヨ。此ヨリ天下再ビ知音チイン無カラン。嗚呼痛イタマシイ哉。


　読み終ると、孔明は、ふたたび地に伏して大いに哭なき、哀慟あいどうの真情、見るも傷ましいばかりだったので、並びいる呉の将士もことごとく貰い泣きして、心ひそかに、皆こう思った。

（周瑜と孔明とは、たがいに仲が悪く、周瑜はつねに孔明を亡き者にしようとし、孔明もまた周瑜に害意をふくんでいると聞いていたが、……この容子ではまるで骨肉の者と別れたような嘆き方だ。察するところ、周瑜の死は、まったく孔明のためではなく、むしろ周瑜自身の狭量が、みずから求めて死を取ったものだろう。どうもそれでは致し方もない……）

　初めの殺意は、かえって、後の尊敬となって、魯粛ろしゅく以下、みな引き留めたが、孔明は長居は無用と、惜しまれる袂たもとをふり切って、その日のうちにすぐ船へ帰って行った。

　ところが、ここにただ一人、城門の陰から見え隠れに、孔明のあとをつけて行った破衣竹冠ちっかんのみすぼらしい浪人者があった。




二



　魯粛は、江の岸まで孔明を送ってきた。

　別れて孔明が、船へ乗ろうとした時である。竹冠の浪人は、

「待てっ」

　いきなり馳け寄りざま、臂ひじを伸ばして、孔明の肩を引っつかんだ。そして、大声に、

「すでに周都督を、気をもて殺しながら、口を拭いて、自らその喪もを弔とむらうと称し、呉へ来るなどは、呉人を盲にした不敵な曲者しれもの、呉にも眼あきはいるぞ」

　と、片手に剣を抜いて、あわや孔明を刺そうとした。

　別れて十歩ほど、そこを去りかけた魯粛も、この声に仰天して、

「何をするかっ、無礼者」と、馳けもどるなり浪人の腕をつかんで振り飛ばした。

　すると浪人は、自身ひょいと飛びのいて、

「あははは、冗談です」

　と、もう剣を鞘さやに収めていた。

　見れば、背の低い、そして鼻の平たい、容貌といい風采といい、まことに人品のいやしげな男だった。

　孔明は、にこと笑って、

「やあ、誰かと思うたら、龐統ほうとうではないか」

　と、親しげに寄って、その肩を打ち叩いた。

「なんだ、貴君か」

　と、魯粛ろしゅくも気抜けしたり、ほっと胸をなでたりして、

「悪いお戯れをなさる。部下の血気者でも狼藉に及んだかと思って、ぎょッとしましたよ」

　一笑して、彼はそのまま、城内へ帰って行った。

　龐統ほうとう、字あざなは士元しげん、襄陽じょうよう名士のひとりで、孔明がまだ襄陽郊外の隆中に居住していた頃から、はやくも知識人たちの間には、

龐統ハ、鳳凰ホウオウノ雛ヒナ。

孔明ハ、臥フセル龍ニ似ル。


　──と、その将来を囑目しょくもくされていたのだった。

　荊州滅亡の後、その龐統は、呉の国に漂泊しているとは、かねて孔明も人のうわさに聞いていたが、ここで相見たのは、まことに意外であった。

　で、孔明は、船が纜ともづなを解くまでの寸間に、一書をしたためて、彼にこう告げて手渡した。

「おそらく、御身の大才は、呉の国では用いられまい。君も一生そう浪人しているつもりでもあるまいから、もし志を得んと思うなら、この書をたずさえて、いつでも荊州へやって来給え。わが主玄徳は寛仁大度、かならず君が補佐して、君の志も、共に達することができよう」

　孔明の船は、江をさかのぼって、遠く見えなくなった。

　船影が見えなくなるまで、龐統は岸にたたずんでいたが、やがて飄乎ひょうことして、何処へか立ち去った。

　その後、呉では、周瑜しゅうゆの柩ひつぎをさらに蕪湖ぶこ（安徽省・蕪湖）へ送った。蕪湖は周瑜の故郷ふるさとであり、そこの地には故人の嫡子や女むすめなどもいるし、多くの郷党もみな嘆き悲しんでいるので、名残りを篤うさせたのであった。

　けれどいくら死後の祭を盛大にしてやっても、なお恋々と故人の才を惜しんでは日夜痛嘆していたのは孫権自身であった。すでに乗り出してしまった大業に向って、まだ赤壁の一戦に大捷たいしょうを克かち獲たきりである所へ、たのむ股肱を失ったのであるから、その精神的な傷手の容易に癒いえないのも無理はなかった。

　それに代る柱石として、魯粛を大都督に任じたものの、魯粛の温厚篤実では、この時代をよく乗り切って呉の国威を完うし得るかどうかすこぶる疑わしい。──それは誰よりも魯粛自身がよく知っていた。

「私は元来、取るに足らない凡庸ぼんようです。周都督のご遺言といい、君命もだし難く、一応おうけ致したものの、決して天下人なきわけではありません。ぜひ、孔明にも勝るところの人物を挙げてその職にあたらせていただきとう存じます」

　彼の正直なことばを孫権もそのまま容れて、しかし一体、そのような人物がいるだろうかと反問した。もしおるならば推薦せよといわぬばかりに。




三



「おります。ただ一人」と、魯粛は、主君の言下に、こう推薦した。

「世々襄陽じょうようの名望家で、龐統ほうとう、字あざなは士元しげん、道号を鳳雛ほうすう先生ともいう者ですが」

「おお、鳳雛先生か。かねて名だけは聞いておる。周瑜と人物をくらべたら？」

「故人の評はいえません。しかし、孔明も彼の智には深く伏しています。また襄陽人士のあいだでも、二人を目して、兄けいたり難がたく弟ていたり難しといっています」

「そんな偉才か」

「上天文に通じ、下地理を暁さとり、謀略は管仲、楽毅がっきに劣らず、枢機すうきの才は孫子、呉子にも並ぶ者といっても過言ではないでしょう」

　孫権は渇望の念を急にした。すぐ召し連れよとある。魯粛が数日のあいだ龐統を市中に探している間も、

「まだか。まだか」

　幾度も催促したほどだった。

　けれどやがて魯粛がたずね当てて呉の宮中へつれて来たのを一見すると、孫権はひどくがっかりした顔をした。

　何分にも、風采があがらない。面は黒疱瘡くろぼうそうのあとでボツボツだらけだし、鼻はひしげているし、髯ひげは髯というよりも、短い不精髯ぶしょうひげでいっぱいだ。

（こんなまずい男様おとこざまも少ない）と孫権は、古怪こかいを感じながら、それでも二、三の問いを試みた。

「足下。何の芸があるか」

　龐統は答えた。

「飯を喰い、やがて死ぬでしょう」

「才は？」と、訊くと、

「ただ機に臨んで、変に応じるのみ」と、ぶっきら棒である。

　孫権はいよいよ蔑さげすみながら、

「足下と、周瑜とをくらべたら」

「まず、珠たまと瓦でしょうな」

「どっちが？」

「ご判断にまかせます」

　明らかに、この黒あばたが、自ら珠を以て任じている顔つきなので、孫権は、ぷっと怒りを含んで奥へかくれてしまった。そして、魯粛を呼び、

「あんな者はすぐ追い返せ」といった。

　魯粛は、彼の感情に曇った鑑識を極力、訂正につとめた。

「一見、狂人に似、風采もあがらない男ですが、その大才たる証拠には、かの赤壁の戦前に、周瑜に教えて、連環れんかんの計をすすめ、一夜にあの大功を挙げ得た陰には、実に龐統の智略があったのです。──故人の偉勲を傷つけるわけではありませんが」

「いやいや、予は虫が好かんのだ」

「御意にかないませぬか」

「天下人なきに非ずと、そちもいったではないか。何を好んで……」

「ぜひもございません」

　夜に入っていた。

　魯粛は、気の毒にたえないので、自ら城門の外まで彼を送ってきた。そして、人なき所まで来ると、声をひそめて慰めた。

「きょうの不首尾、まったく要らざる推挙をした私の罪です。先生もさぞ不快だったでしょう」

　龐統ほうとうはただ笑っている。

　魯粛はことばをかさねて、

「先生はこれを機に、呉を去るお意こころでしょう」

「去るかもしれない」

「国外へ出て、もし主君をお選びになるとしたら、誰に仕えますか」

「もちろん魏の曹操さ」

　もし曹操のもとへ彼に奔はしって行かれてはたまらないと魯粛は思っていた。で、一書を袂たもとから取り出して、

「荊州の玄徳にお仕えなさい。かならず貴君を重用しましょう」

　と極力、玄徳の徳をたたえて、紹介状を渡した。

「あははは。曹操につくといったのは戯れだよ。ちょっと君の心を量はかってみたまでさ」

「それで安心しました。先生が玄徳を扶たすけて、曹操を討つ日が早く来れば、呉にとっても大慶ですから。──では、ご機嫌よう」

「おさらば」

　ふたりは、相別れたが、なお幾度も振向き合った。




酔県令すいけんれい



一



　ここしばらく、孔明は荊州けいしゅうにいなかった。新領治下の民情を視み、四郡の産物など視察して歩いていた。

　彼の留守である。龐統ほうとうが荊州へ来たのは。

「予に会いたいというのか」

「おそらく仕官を求めにきたものと思われますが」

「名は」

「襄陽じょうようの龐統なりと申しました」

「さては、鳳雛ほうすう先生か」

　玄徳げんとくは驚いて、取次の家臣へ、すぐ鄭重に案内せよと命じた。

　かねて孔明からうわさを聞いていたからである。龐統はやがて導かれてきた。しかし堂に迎えられても、長揖ちょうゆうして拝すでもなく、すこぶる無作法に佇立ちょりつしているので、

「はて、このような男が、名声の高い鳳雛だろうか」と、玄徳は疑いを生じた。

　のみならず、風態ふうていは卑いやしげだし、容かおは醜みにくいときているので、玄徳もすっかり興ざめ顔に、

「遠くご辺のこれへ来られたのは、そも、いかなる御用があってのことか」

　と、通り一遍の質問をした。

　龐統はかねて孔明から貰ってある書状もあるし、魯粛ろしゅくの紹介状を携えていたが、わざとそれを出さなかった。

「されば、劉皇叔りゅうこうしゅくが、この地に新政を布しいて弘ひろく人材を求めらるる由をはるかに承り、もしご縁あらばと来てみたわけです」

「それはあいにくなことだ。荊州はすでに治安秩序も定まり、官職の椅子も今は欠員がない。──ただここから東北地方の田舎だが、耒陽県らいようけんの県令の職がひとつ空あいておる。もしそこでもと望むならば、赴任して見らるるがよい」

「田舎の県令ですか。それも暢気のんきでいいかも知れませんな」

　龐統は辞令を受けると、即日、任地へ立って行った。荊州東北、約百三十里の小都会である。

　だが彼はそこの知事として着任しても、ほとんど役所の時務は何も見なかった。地方時務の多くは民の訴え事であるが、訴訟などはてんでほうりだしておくため、書類は山積して塵に埋まっている。

　当然、地方民の怨嗟えんさや糾弾きゅうだんの声が起った。そして中府の荊州にもこの非難が聞えてきたので、温厚な玄徳も、

「憎い腐くされ儒者ではある」と、直ちに、張飛ちょうひと孫乾そんけんにいいつけ、耒陽県を巡視して、もし官の不法、怠慢たいまんのかどなど発見したら、きびしく実状を糺ただして来いといった。

「心得ました」

　二人は、数十騎の侍をつれ、吏務検察として赴いた。郡民や小吏は聞きつたえて、

「お待ちもうしておりました」とばかり、こぞって出迎えに立ったが、県令の顔は見あたらない。

「役所の者はおらんのか」

　張飛がどなると、一役人が、

「これに出ておりますが」

　と、恐惶頓首きょうこうとんしゅして答えた。

「お前たちじゃない。県令はどうしたか」

「それが、……その何とも」

「明らかにいえ。お前たちを罰しに来たのじゃない」

「何ぶんにも、県令龐統には、ご着任以来、今日のような場合に限らず、すべて公おおやけの事には、見向いたこともありませんので」

「そして、何しておるのだ。毎日……」

「たいがいは、酒ばかり飲んでいらっしゃいます」

「毎日、酒びたりか」

　張飛はちょっと、羨うらやましいような顔したが、すぐ、

「怪けしからん」と、云い放ちながら、その足で、県庁の官舎へ押しかけ、

「龐統ほうとうはおらんか」と、どなった。

　すると奥から衣冠もととのえぬ酔どれが、赤い蟹かにみたいな顔してよろよろ出てきた。そして、

「わしが龐統だが」と、昼から酒くさい息を吐はいて云った。
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「貴様か。県令の龐統とは」

「ふん。わしだよ」

「何だ。その態ざまは」

「まあ、掛けたまえ。耳の穴へ蜂がはいったようじゃないか。君か、張飛とかいう男は」

　龐統は驚かない。

　自分の眼光に会ってこんなに驚かない男を張飛はあまり知らない。

「一杯参らんか」

「酒どころではない、おれは家兄このかみ玄徳の命をうけて、吏道を正しに来たものだ。赴任以来、汝はほとんど官務を見ていないというじゃないか」

「ぼつぼつやろうと思っている」

「怪しからん怠慢だ。公事訴訟くじそしょうも山ほどつかえているというに」

「やる気になれば造作はない。政事まつりごとは事務ではないよ。簡単なるほどよろしいのだ。民の善性を昂たかめ、邪性じゃせいを圧おさえる。圧えるではまだまずい。ほとんど、邪悪の性さがを忘れしめる。どうじゃ、それでよろしいのじゃろう」

「口は達者らしいな」

「飲いけるほうだ」

「酒のことではないッ」と、張飛は虎が伸びするように身を起して呶鳴った。

「では、明日中に、その実をおれの眼に見せろ。その上で汝の広言に耳をかそう。しからずんば、引っくくって、汝を白洲しらすにすえるぞ」

「よろしい」

　龐統は手酌で飲んでいた。

　張飛と孫乾は、わざと民家に泊った。そして翌日、庁へ行ってみると、訴訟役所から往来まで行列がつづいている。

「何事だ、いったい？」

　訊いてみると、きょうは未明の頃から、県令龐統ほうとうが急に裁判を白洲に聴いて、いちいち決裁を与えているのだという。

　田地の争い、商品の取引違い、喧嘩、家族騒動、盗難、人事、雑多な問題を、龐統は二つの耳で訊くとすぐ、

「こういたせ」「こう仲直り」「それは甲が悪い、笞むちを打って放せ」「これでは乙が不愍ふびんである、丙はいくらいくらの損害をやれ」──などと、その裁決は水のながれるようで、山と積まれた訴訟も夕方までには一件も余さず片づけてしまった。その上で、

「いかがです。張飛先生」

　龐統は笑って晩餐ばんさんを共にとすすめた。

　張飛は、床に伏して、

「まだかつて、大兄の如き名吏を見たことがない」と、先の言を深く謝した。

　龐統は、張飛が帰るとき、一書を出して、

「主君に渡してくれ」と頼んだ。

　魯粛から貰っていた紹介状である。玄徳は、報告を聞き、またその書簡を見て、非常にびっくりした。

「ああ、あやうく大賢人を失うところだった。人は、風貌ばかりでは分らない……」

　そこへ四郡の巡視を終って孔明が帰ってきた。噂を聞いていたとみえ、

「龐統はつつがなくおりますか」

　玄徳は間まの悪い顔をしながら、実は耒陽らいよう県の知事にやってあるというと、孔明は、

「あのような大器を、そんな地方の小県になどやっておいたら、閑ひまに飽いて酒ばかり飲んでおりましょう」と、いった。

「いや、その通りである」と、玄徳が実状を告げると、孔明は、

「わたくしからも君へ推挙の一筆を渡してあるのに、それは出しませんでしたか」

「見せもせぬし、語りもしなかった」

「とにかく、県令には誰か代りをやって、早くお呼び戻しになるがよいでしょう」

　やがて、龐統は、荊州へ帰ってきた。

　玄徳は、不明を謝し、なお、孔明と龐統のふたりに、酒を賜わって、心からいった。

「──むかし司馬徽しばき徐庶じょしょ先生が、もし伏龍ふくりゅう鳳雛ほうすうふたりのうち一人でも味方にすることができたら、天下の事も成ろうと予にいわれたことがある。……こんな不明な玄徳に、その二人までが、ともに自分を扶たすけてくれようとは、ああ思えば玄徳は果報すぎる。慎つつしまねばならん。慎まねばならん」




馬騰ばとうと一族ぞく



一



　龐統はその日から、副軍師中郎将に任ぜられた。

　総軍の司令を兼ね、最高参謀府にあって、軍師孔明の片腕にもなるべき重職についたわけである。

　建安十六年の初夏の頃。

　魏ぎの都へ向って、早馬を飛ばした細作さいさく（諜報員）は、丞相府じょうしょうふへ右の新事実を報告かたがた、つけ加えてこうのべた。

「決してばかにできないのは荊州の勃興ぼっこう勢力です。孔明の下に、関羽、張飛、趙子龍の三傑があるところへ、今度は副軍師龐統を加え、参謀府に龍鳳りゅうほうの双璧そうへきが並び、その人的陣容は、完まったくここに成ったという形です。──ゆえに近頃は、もっぱら兵員拡充と、軍需の蓄積に全力をそそぎ、いまや荊州は毎日、兵馬の調練、軍需の増産や交通、商業などの活溌なこと、実に目ざましいものがあります」

　これはやがて、曹操の耳へ届いて、少なからず彼の関心をよび起した。

「果たせる哉かな。月日を経るほど、玄徳は、魏にとって最大な禍いとなってきた。──荀攸じゅんゆうそちに何か考えはないか」

「捨ててはおけず、といって、今すぐに、大軍を催もよおすには、いかんせん、わが魏にはなお、赤壁せきへきの痛手いたでの癒いえきらないものがありますから、にわかに無理な出兵も考えものです」

　さすがに、荀攸は、常に君側にいても、よく軍の内容を観ていた。

　曹操もうなずいて、

「それを実は、予も、敵国の勃興以上に、憂えているところだ」と、正直に云った。

「こうなさい──」荀攸は立ちどころに献策した。「西涼州せいりょうしゅう（甘粛省かんしゅくしょう・陝西せんせい奥地一帯）の太守馬騰ばとうをお召しになり、彼の擁している匈奴きょうどの猛兵や、今日まで無傷に持たれている軍需資源をもって、玄徳を討たせるのです。そしてなお大令を発し給えば、各地の諸侯もこぞって参戦しましょう」

「そうだ。辺境の奥地には、まだ人力も資材も無限に埋蔵されている」

　曹操はすぐ人を選んで西涼へ早馬を立て、二の使いとして、すぐ後からまた、有力な人物を向けて、軍勢の催促を云いやった。

　涼州の地は支那大陸の奥曲輪おくぐるわである。黄河の上流遠く、蒙疆もうきょうに境する綏遠すいえん、寧夏ねいかに隣接して、未開の文化は中原のように華やかでないが、多分に蒙古族の血液をまじえ、兵は強猛で弓槍馬技に長じ、しかも北方の民の伝統として、常に南面南出の本能を持っている。

　ところで、太守馬騰ばとうは、字あざなを寿成じゅせいといい身長八尺余、面鼻雄異めんびゆうい、しかし性格は温良な人だった。

　もと、漢帝に仕えた伏波ふくは将軍馬援ばえんの子孫で、父の馬粛ばしゅくの代に、官を退いて、馬騰を生んだのである。

　だから馬騰の血の中には、蒙古人がまじっている。嫡子ちゃくしを超ちょうといい次男を休きゅうといい、三男を鉄てつという。

「詔みことのりとあれば、行かなければなるまい」

　馬騰は一門の者に別れを告げて都へ上った。三人の子息は国に残し、甥の馬岱ばたいを連れて行った。

　許都きょとに来て、まず曹操に会い、荊州討伐の任をうけ、次の日朝廷に上って、天子を拝した。

　命は、曹操から出ても、名は勅命である。曹操の意志は決して、天子の御心ではなかった。

「このたびは老骨に、荊州討伐の大命を仰せつけられて……」と、馬騰が拝命のお礼を伏奏すると、帝は無言のまま彼を伴って、麒麟閣きりんかくへ登って行かれた。

　そして誰もいない所で、帝は初めて口を開かれ、

「汝の祖先馬援は、青史せいしにものこっている程な忠臣であった。汝も、その祖先を辱はずかしめることはあるまい。──思え。玄徳は漢室の宗親である。漢朝の逆臣とは、彼にあらず、曹操こそそれだ。曹操こそ朕ちんを苦しめ、漢室を晦くろうしている大逆である。馬騰！ そちの兵はそのいずれを伐うちにきたのか」
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　帝みかどの御目には、涙があふれかけていた。

　恐懼きょうくして、ひれ伏したまま、馬騰ばとうは御胸のうちを痛察した。

　ああ、朝廷のこの式微しきび。

　見ずや、許都の府は栄え、曹操の威は振い、かの銅雀台どうじゃくだいの春の遊びなど、世の耳目じもくを羨うらやますほどのものは聞くが、ここ漢朝の宮廷はさながら百年の氷室ひむろのようだ。楼台は蜘蛛の巣に煤すすけ、珠簾しゅれんは破れ、欄らんは朽ち、帝の御衣ぎょいさえ寒げではないか。

「……馬騰。忘れはおるまいな。むかし国舅こっきゅうの董承とうじょうと汝へ降した朕ちんの衣帯いたいの密詔を。……あの折は、未然に事やぶれたが、このたびそちが上洛の由を聞いて、いかに朕が心待ちしていたかを察せよ」

「かならず宸襟しんきんを安め奉りますれば、何とぞ、御心つよくお待ち遊ばすように」

　馬騰は泣いた眼を人に怪しまれまいと気づかいながら宮門を退出した。

　邸に帰ると、ひそかに一族を呼んで、帝の内詔を伝え、

「かくとも知らず、いま曹操はこの馬騰に兵馬をあずけて、南方を伐うてという。これこそ、実に天の与えた秋ときではないか」

　と、勤王討曹きんのうとうそうの旗挙げを密議した。

　それから三日目である。

　曹操の門下侍郎じろう黄奎こうけいというものが、馬騰を訪れて、

「丞相のご内意ですが、なにぶん、南伐なんばつの出兵は、急を要します。ご発向はいつに相成ろうか。それがしも行軍参謀として参加するが」と、催促した。

「直ちに立ちます。明後日には」

　馬騰は、酒を出して、黄奎をもてなした。

　すると黄奎は、大いに酔って、古詩を吟じ、時事を談じたりした挙句、

「将軍はいったい、真に伐つべきものは、天下のどこにいると思うておられるか」

　などと云いはじめた。

　馬騰は警戒していた。あぶない口車と感じたからである。すると黄奎は、その卑怯を叱るように眦まなじりをあげ唇をかんで、

「自分の父の黄琬こうえんは、むかし李傕りかく郭汜かくしが乱をなした時、禁門を守護して果てた忠臣です。その忠臣の子がいまは、心にもなく、僭上せんじょうな奸賊かんぞくの権門に屈して、その禄を食はんでいるとは実になさけない。しかし、将軍のごときは、西涼州の地盤と精猛な兵を多く持っているのに、何だって不忠な奸雄に頤あごで使われて甘んじておらるるのか」

　と、まるで馬騰を責めるような口ぶりになってきた。

　馬騰はいよいよ空とぼけて、

「奸賊の、不忠のと、それはそも、誰のことをいわれるのか」

「もちろん曹操のことだ」

「大きな声を召さるな。丞相は足下の主君ではないか」

「それがしは漢の名将の子、将軍も漢朝の忠臣馬援が後胤ではないか。そのふたりが漢朝の宗室たる劉玄徳を伐うちに向われるか。しかも逆臣の命に頤使いしされて」

「いったい、足下はそのような言を本気でいうのか」

「ああ、残念。将軍はそれがしの心底をなお疑っておられるとみえる」

　黄奎は指を咬かんで血をそそぎ、天も照覧あれと盟ちかいした。

　行軍参謀たるこの人物が同心ならば、いよいよ事は成就に近い。馬騰はついに本心を明かした。黄奎は聞くと、膝を打って、

「ほかならぬ将軍のこと。さもあらんと思っていたが、果たせるかな、密々みつみつ詔みことのりまで賜わっておられたか。──ああ、時節到来」と、狂喜した。

　そこでまず二人は、関西の兵をうながす檄文げきぶんを起草し、都下出発の朝、勢揃いと称して、曹操の閲兵えっぺいを乞い、急に陣鉦じんがねを鳴らすを合図に、曹操を刺し殺してしまおうと、すべての手筈まで諜しめし合わせた。

　黄奎こうけいは夜おそく家へ帰った。さすがに酒も発せず、すぐ寝房ねやへ入った。彼には妻がなく、李春香りしゅんこうという姪めいが彼の面倒を見ていた。

　李春香には自分から嫁とつぎたく想っている男があったが、心がらが良くないので叔父の黄奎が承知してくれない。今宵もそれが遊びにきたらしく、彼女はほの暗い廊の蔭で男と何か立ち話をしていた。
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　男は李春香の耳へささやいた。

「今夜にかぎって、黄奎の様子がどことなく変じゃないか」

「そんな事はないでしょう」

「いや、おれの弟が、馬騰の邸に、多年お留守居役をしているが、その弟から妙なことを報らせてきた。──春香、おまえが訊けば、たった一人の可愛い姪だ。黄奎は何か打明けるにちがいない。そっと訊いてごらん」

　春香はまだ世間の怖さも複雑さも知らなかった。いわるるままその夜叔父の心をそれとなく訊いてみた。すると黄奎は驚いた顔して、

「わしの様子がどことなく変だということが、おまえみたいな小娘にもわかるかい。ああ争われないものだ」

　彼は嘆息して、実は大事を計画しているため、その準備やら万一のことまで案じているせいだろうと、つい相手が身内の者ではあり、世間へも出ない小娘なので、心中の秘を語ってしまった。

　そしてなお、

「このことが成功すれば、わしは一躍、諸侯の列に入るが、もし失敗したらたちまち生きていないだろう。そうしたらおまえは、何もかも捨てて郷里の老人達のところへ逃げて、当分、嫁にもゆかないがいい」と、遺言めいたことまでいった。

　室外に立ち聞きしていた男は、春香がそこから出てきたときはもういなかった。彼は深夜の町を風の如く奔はしっている。そして丞相府の門を叩いた。

「たいへんです。お膝もとに恐ろしいことを計っている謀叛人がおりますっ」

　下役から部長へ、部長から中堂司へ、次々に伝申でんしんされて、深更ながら曹操の耳にまで入った。

「すぐその者を聴問閣ちょうもんかくの下へひけ」

　曹操はがばと起きた。

　ひとたび眠る如く消されていた相府の閣廊廻廊の万燈は、煌々こうこうと昼のように眠りをさました。

　馬騰ばとうの飛檄ひげきに依って、関西の兵や近くの軍馬は、続々、許都へさして動きつつあった。馬騰は書をもって曹操に、

「はや発向の準備もなり、近日勢揃い仕りますれば、その節は都門にお馬を立てられ、親しくご閲兵えっぺいの上、征途に上る将士にたいし、一言のご激励ねがわしゅう存ずる」との旨を告げてきた。

　曹操は、奥歯に苦笑を噛みしめながら、口のうちで罵ののしった。

「たれがそんな罠わなにかかるか」

　そして直ちに、密車二隊を奔はしらせ、一手は黄奎こうけいを捕縛し、一手は馬騰の家を襲って、即座に二人を召捕ってこさせた。

　相府の白洲しらすで、黄奎の顔をちらと見ると、馬騰は、口を裂き、牙をむいて、

「この腐れ儒者め！　何とてかかる大事を口外したかっ。ああ、止やんぬる哉かな、天も漢朝を捨て給うと見えたり。二度まで計って二度まで未然にやぶれ去るとは」

　曹操は、指をさして、その狂態を笑い、武士に命じて、一刃の下にその首を刎はねた。

　黄奎も首を打たれた。──また、馬騰の拉致らっちされたあと、大勢の密軍兵は、捕吏とともに、馬騰の邸を四面から焼きたてて、内から逃げ転び悲しみまどい、阿鼻叫喚あびきょうかんをあげて、溢れ出て来る家臣、老幼、下しもの召使の男女などことごとく捕えて、或いは首を切り、或いは市に曝さらし、惨状、無残、目をおおわずにいられないほどだった。

　その中には、父を慕って本国から着いた馬騰の子二人も殺害されたが、甥の馬岱ばたいだけは、どう遁のがれたか、関外へ逃走していた。

　ここに笑止なのは密告して褒美にありつこうとした苗沢びょうたくという男である。事件後、曹操に願いを出して、李春香を妻に賜わりたいと乞うと、曹操はあざ笑って、

「汝にはべつに与えるものがある」

　と城市の辻に立たせ、首を刎ねて、不義佞智ねいちの小人しょうじんもまたかくの如しと、数日、往来の見世物にしておいた。




不倶戴天ふぐたいてん
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　このとき丞相府には、荊州けいしゅう方面から重大な情報が入っていた。

「荊州の玄徳は、いよいよ蜀しょくに攻め入りそうです。目下、彼の地では活溌な準備が公然と行われている」

　曹操はかく聞いて胸をいためた。もし玄徳が蜀に入ったら、淵ふちの龍が雲を獲え、江岸の魚うおが蒼海あおうみへ出たようなものである。ふたたび彼を一僻地へ屈伏せしめることはもうできない。魏にとって重大な強国が新たに出現することになろう。彼は数日、庁の奥にとじ籠って対策をねっていた。

　ここに丞相府の治書侍御史ちしょじぎょし参軍事で陳群ちんぐん、字あざなを文長ぶんちょうというものがあった。彼が曹操に向っていうには、

「玄徳と呉の孫権とは今、心から親睦でないにせよ、形は唇と歯のような関係に結ばれています。ですから、玄徳が蜀へ進んだら、丞相は大軍をもって、反対に呉をお攻めになるがよいでしょう。なぜならば、呉はたちまち玄徳へ向って、協力を求め、援たすけを強しいるにちがいありません」

「ふむ。さすれば玄徳は、進むに進み得ず、退しりぞくに退き得ず、両難に陥るというわけか。──いやそうは参るまい。彼にも孔明がついている。軽々しく呉の求めにうごいたり、軍の方向に迷うようなことはせぬ」

「それこそ、わが魏にとって望むところではありませんか。もし玄徳の援助なく、玄徳は入蜀のことに没頭して、呉を顧かえりみるに暇いとまなければ、ここ絶好な機会です。さらに大軍を増派し、一挙に呉国をお手に入れてしまわれては如何です。玄徳なく、ただ魏と呉との対戦なら、ご勝利は歴々です」

「げにも。げにも」

　曹操は、眉をひらいた。

「余りむずかしくばかり考えこむものじゃないな。わしはちと重大と思い過ぎて思案が過あやまっておったよ。人間日々大小万事、ここにいつも打開があるな」

　即時、三十万の大軍は、南へうごいた。檄げきは飛んで、合淝城がっぴじょうにある張遼ちょうりょうに告げ、

　──汝、先鋒となって、呉を突くべし。

　とあった。

　大軍まだそこへ到らぬうち、呉の国界は大きな衝動に打たれ、急はすぐさま呉王孫権に報じられる。

　孫権は、急遽きゅうきょ、諸員を評定に召集して、それに応ずべき策を諮はかった。その結果、

「こういう時こそ、玄徳との好誼よしみを活いかし、お使いを派して、彼の協力をお求め遊ばすのがしかるべきでしょう」と、決った。

　すなわち魯粛の書簡を持って、使いは荊州へ急いでゆく。

　玄徳はそれを披見ひけんして、ひとまず使者を客館にもてなしておき、その間に、孔明が帰るのを待っていた。

　南郡地方にいた孔明は、召しをうけるや馬を飛ばして帰ってきた。そして、玄徳から、仔細を聞き、また魯粛の書簡を見ると、

「ご返辞は」と、玄徳の面をうかがった。

「まだ答えてない。御身に諮った上で、承諾とも拒絶するとも答えようと思って」

「では、この返書は、わたくしにお任せおき下さいますか」

　玄徳はうなずいた。

「よきように」と。

　孔明は一書をしたためた。それには、呉へ向ってこう告げてある。

乞う、安んじられよ。呉国の人々は枕を高うして可なり。もし魏軍三十万の来るあらば、孔明これにあり。直ちに彼を撃攘げきじょうせん。


　呉の使いは、書面を持って帰って行った。しかし玄徳は安からぬここちがした。

「軍師。あのような大言を申しやってよろしいのか」

「大丈夫です」

「許都の魏兵三十万のみでなく、合淝がっぴの張遼も合して来るだろう」

「大丈夫です」

「どういう自信があって？」

「西涼の馬騰ばとうが、つい先頃、都で殺されたそうです。その子二人も禍いに遭ったようですが、本国には馬氏の嫡男馬超ばちょうが残っていた筈です。この人へわが君から密使をおやりなさい。いま馬超を語らうことは至極たやすく、しかも馬超ひとりを動かせば、曹操以下三十万の精兵も魏一国に金縛かなしばりにしてしまうことができましょう」
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　西涼州の馬超は、ある夜、ふしぎな夢をみた。

「吉夢きちむだろうか。凶夢きょうむだろうか」

　あくる日、八旗の将に、この夢のことをはなした。

　八旗の将とは、彼をめぐる八人の優れた旗本組のことである。

　それは、

　侯選こうせん。程銀ていぎん。李湛りたん。張横ちょうおう。梁興りょうこう。成宜せいぎ。馬玩ばがん。楊秋ようしゅう。

　などの面々だった。

「さあ。わからんなあ。吉夢やら凶夢やら」

　みな武弁ぶべんばかりなので、彼の夢に判断を下し得る者もなかった。

　馬超のみた夢というのは、千丈もある雪の中に行き暮れて仆れているところへ、多くの猛虎が襲いかかって来て危うく咬かみつかれようとしたところで眼がさめたというのである。いい夢らしくもあり、悪夢らしくも考えられた。──するとこの座へ突然、

「いや、それは大悪夢だ」

　と云いながら帳とばりを排して入ってきた一人物がある。南安狟道なんあんかんどうの人で姓名を龐徳ほうとく、字あざなは令明れいめいというものであった。

「むかしから雪中に虎に遭うの夢は不祥の兆しらせとしてある。もしや上洛中の大殿騰とう将軍の君に、何か凶事でも起ったのではなかろうか」

　龐徳のことばに、馬騰の嫡男たる馬超は、当然、面を曇らせた。

　いや馬超ばかりでなく、この西涼に留守して、遠くにある主君の身を明け暮れ案じている八旗の将もみな浮かない顔をしてしまった。

「しかし、逆夢さかゆめということもあれば、若大将には、一途いちずにご心配なさらぬがようござる。なんの、夢などあてになるものですか」

　わざと酒宴をすすめて、馬超の心をまぎらわせていた。

　けれど、この夢は、やはり正夢であった。──その夜のこと、見る影もない姿となって、許都から逃げ落ちてきた従兄弟いとこの馬岱ばたいが、

「叔父しゅくふの将軍には、曹操の兇刃に害され給い、お子達二人も、ほかご一族、家中の者、老幼のはしにいたるまで八百余人、残らず一つ邸のうちにあって火をかけられ、あらかたは殺され、或いは首斬られ、目もあてられぬ災難でした。それがしはいち早く墻かきを跳びこえ、この通り身を乞食にやつしてこれまで逃げのびて来た次第。……語るも無念でたまりません」と、涙ながら報じた。

「えっ、父上が殺されたと」

　馬超は、愕然がくぜんとさけんだ。そして蒼白な顔を、うむと呻うめいて仰向けたと思うと、うしろへ仆たおれて昏絶してしまった。

　もちろん典医や大勢の介抱ですぐ意識はよみがえったが、終夜、寝房のうちから無念そうな泣き声が洩れてきた。

　こういう中に玄徳の書簡ははるばると荊州から来た密使によって、馬超の手に渡されたのである。その文章はおそらく孔明が起草したのであろう。まず漢室の式微をいい、馬騰ばとうの非業の死を切々と弔とむらい、曹操の悪逆や罪状を説くにきわめて峻烈な筆鋒ひっぽうをもってこれを糺ただし、そして馬超が嘆きをなぐさめかつ激励して、

──貴君にとっては倶ともに天を戴いただかざる父の仇敵、四民にとっては悪政専横の賊、漢朝にとっては国を紊みだし帝威を冒おかす姦党、それを討たずして武門の大義名分があろうか。ねがわくは君、涼州より攻め上れ、劉玄徳また北上せん。


　と、結んであった。

　次の日である。

　父馬騰と親友だった鎮西将軍韓遂かんすいからそっと迎えがきた。行ってみると、人払いした閑室へ馬超を通して、

「実は、こんな書面が曹操からきているよ」

　と、それを見せてくれた。

　もし馬超を生捕って檻送してよこせば、汝を封じて、西涼侯にしてやろう、という意味のものだった。

　馬超は自ら剣を解いて、

「あなたの手にかかるものなら仕方がない。いざ、都へ差立てて下さい」

　と、神妙にいった。

　韓遂は、叱って、

「それくらいなら何もわざわざここへ御身を呼びはしない。もし御身に、父の讐あだたる曹操を討つ気があるなら、義によって、わしも一臂の力を添えたいと思ったからだ。いったい御身の覚悟はどうなのだ」と、かえって、馬超の本心を詰問きつもんした。
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　馬超はふかく礼をのべて、

「そのご返辞は、後ほど邸から致します」といって帰った。

　彼は直ぐ曹操の使者を斬ってしまい、その首を、韓遂のところへ届けた。

「それでこそ、君は馬騰の子だ。君がその決心ならば」

　と、韓遂は即日やって来て、馬超軍に身を投じた。

　西涼の精猛数万、殺到して、ここに、潼関どうかん（陝西省せんせいしょう）へ攻めかかる。

　長安（陝西省・西安せいあん）の守将鍾繇しょうようは、驚死せんばかりに仰天して、曹操のほうへ、早馬をもって、急を告げる一方、防ぎにかかったが、西涼軍の先鋒馬岱ばたいに蹴ちらされて、早くも、長安城へ逃げ籠る。

　長安は、いま廃府となっていたが、むかし漢の皇祖が業を定めた王城の地。さすがに、要害と地の利は得ている。

「この土地の長く栄えない原因は、二つの欠点があるからです。土質粗あらく硬かたく、水はしおからくて飲むにたえません。もう一つの欠所は山野木に乏しく、常に燃料不足なことです。……ですからこういう謀計を用いれば、難なく陥おちいるにちがいありません」

　龐徳ほうとくの言であった。

　そのことばを容れたものか、馬超は急に包囲をといて、数十里、陣を退いた。

　守将の鍾繇しょうようは、

「寄手が囲みを解いたからといって、みだりに城外へ出てはならん。敵にどんな計があろうも知れない」と、軍民を戒めていた。

　しかし三日たち四日経つうちに、無事に馴れて、一つの城門が開くと、西も東も、各所の門で、城外との往来が始まった。

　みな水を汲みに行き、薪を採りに行く。その他の食糧なども、この間にと、争って運び入れた。

「何事もありませんね」

「敵はあんな遠くですからな」

「さよう。もしもの時は、敵を見てから城内へ逃げこんでも、結構、間に合いますよ」

　うららかなものだった。

　果ては、旅芸人や雑多な商人まで、自由に出入りし始めた。

　ところへ急に、西涼軍がまた攻めてきた。軍民は夕立に出会ったように城内へかくれこむ。馬超は、西門の下まで、馬を寄せて、

「ここを開けなければ、城内の士卒人民、ことごとく焼き殺すぞ」と罵ののしった。

　鍾繇しょうようの弟、鍾進しょうしんがここを守っていたが、からからと笑って、

「馬超。口先で城は陥おちるものじゃないよ」

　と、矢倉から嘲あざけった。

　すると、日没頃、城西の山から怪しい火が燃えだした。鍾進が先に立って消火に努めていると、夕闇の一角から、

「西涼の龐徳、すでに数日前より、城内に在って、今宵を待てり」

　という大音が聞え、敵やら味方やら知れない混雑の中に、鍾進は一刀両断に斬りすてられた。

　早くも、龐徳の部下は、西門を内から開いて、味方を招き入れた。馬超、韓遂の大軍はいちどに流れこみ、夜のうちに長安全城を占領してしまった。

　鍾繇しょうようは、東門から逃げ出し、次の潼関どうかんに拠って、急を早馬に託し、

「至急、大軍のご来援なくば、長くは支えきれない」

　と、許都へ向って悲鳴をあげた。

　曹操の驚愕は、いうまでもない。──急に、方針を変えて、

「ひとまず、征呉南伐なんばつの出兵は見合わせる」

　と、参謀府から宣言を発し、また直ちに、曹洪そうこうと徐晃じょこうを招いて、

「すぐ潼関へ行け」と、兵一万をさずけた。

　曹仁がそのとき、

「曹洪も徐晃も、若過ぎますから、血気の功に焦心あせって、大局を過あやまるおそれはありませんか」

　と、注意した。そして自分も彼らとともに先駆けせんと願ったが、

「そちは、予に従って、兵糧運輸のほうを司つかさどれ」

　と、ほかの役目を命じられてしまった。

　曹操は約十日の後、充分な軍備をととのえて出発した。彼も西涼の兵には、よほど大事を取っていることがこれを見ても分る。
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　潼関どうかんに着いた曹洪と徐晃は、一万の新手をもって鍾繇しょうように代り、堅く守って、

「われわれが参ったからには、これから先、尺地せきちも敵に踏みこませることではない」

　と、曹操の来着を待っていた。

　西涼の軍勢は、力攻めをやめてしまった。毎日、壕の彼方に立ち現れて、大あくびをしてみせる。手洟てばなをかむ。尻を叩く、大声たてて悪たれをいう。

　挙句の果てには、草の上に寝ころんだり、頬杖ついて、

敵はどこかね

潼関の関中だそうだ

櫓にいたのは鴉からすじゃないのか

なあに曹洪と徐晃さ

そんなら大して変りはない

腰抜け対手あいての戦争は退屈だ

いまに曹操が来るだろう

昼寝でもして待つとするか

乞う戦友、耳くそでも取ってくれ


　などと悪罵あくばにふしをつけて唄っている。

「待っていろ。目にもの見せてやるから」

　歯がみをした曹洪が、城門から押し出そうとするのを見て、徐晃がいさめた。

「丞相のおことばを忘れたか。十日の間は固く守れ。手だしはすなと仰せられた」

　しかし、若い曹洪は振り切って、駈け出した。

　関中の大軍は、いちどに溢れでて、鬱憤をはらした。あわてふためく西涼軍を追いまくって、

「思い知ったか」と、四角八面に分れ討った。

　徐晃の手勢も、ぜひなく後から続いて出たが、

「長追いすな、長追いすな」と、大声で止めてばかりいた。

　すると、長い堤の蔭から、突忽とっこつとして鼓つづみの声、銅鑼どらのひびき、天地を震わせ、

「西涼の馬岱ばたいこれにあり」と、一彪ぴょうの軍馬が衝いてくる。

　いささかたじろいで、陣容をかため直そうとする間もなく、

「たいへんだ、敵の龐徳ほうとくが、退路を断った」と、いう伝令。

「まずい！　引揚げろ」

　踵きびすをめぐらしたときは機すでに遅しである。どう迂回して出たか、西涼の馬超と韓遂かんすいが関門を攻めたてている。いや徐晃、曹洪が出払ったあとなので、守りは手薄だし、油断のあったところだし、精悍せいかん西涼兵は、芋虫いもむしのように、ぞろぞろ城壁へよじ登っているではないか。

　留守の鍾繇しょうようはもう逃げ出している始末、罵り合ってみたものの追いつかない。曹洪、徐晃も支え得ず、関の守りを捨てて走った。

　馬超、龐徳、韓遂、馬岱、万余の大軍は関中を突破すると、潼関どうかんの占領などは目もくれず、ひたすら潰走する敵を急追して、「殲滅せんめつを加えん」と、夜も日も、息をつかせず、後から追った。

　曹洪も徐晃も、途中多くの味方を失い、わずかに身ひとつのがれ得た有様である。──が、許都へさして落ちる途中まで来ると、許都を立ってきた本軍曹操の先鋒に出会い、からくもその中に助けられた。

　曹操は、聞くと、

「すぐ連れて来い」と、中軍へ二人を呼び、そして軍法にかけて、敗戦の原因を糾問きゅうもんした。

「十日の間は、かならず守備して、うかつに戦うなと命じておいたに、なぜ軽忽けいこつな動きをして、敵に乗ぜられたか。曹洪は若手だからぜひもないが、徐晃もおりながら、何たる不覚か」

　叱られて、徐晃は、ついこう自己弁護してしまった。

「おことばの如く、切にお止めしたのですが、洪将軍には、血気にまかせて、頑としてきかないのでした」

　曹操は、怒って、

「軍法を正さん」と、自身、剣を抜いて、従弟いとこの曹洪に、剣を加えようとした。

「──いや、それがしも同罪ですから、罪せられるなら手前も共に剣をいただきます」

　徐晃も、身をすすめて、神妙にそういうし、諸人も皆、曹洪のために命乞いしたので、曹操もわずかに気色を直し、

「功を立てたら宥ゆるしてやろう」

　と、しばらく斬罪を猶予した。




渭水いすいを挟はさんで
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　曹操の本軍と、西涼の大兵とは、次の日、潼関どうかんの東方で、堂々対戦した。

　曹軍は、三軍団にわかれ、曹操はその中央にあった。

　彼が馬をすすめると、右翼の夏侯淵かこうえん、左翼の曹仁は、共に早鉦はやがねを打ち鼓を鳴らして、その威風にさらに気勢を加えた。

「胡夷えびすの子、朝威を怖れず、どこへ赴ゆこうとするか。あらば出でよ、人間の道を説いてやろう」

　曹操の言が、風に送られて、彼方の陣へ届いたかと思うと、

「おう、馬騰の子、馬超ばちょう字は孟起もうき。親の讐かたきをいま見るうれしさ。曹操、そこをうごくなよ」

　とどろく答えとともに、陣鼓一声、白斑しろまだらな悍馬かんばに乗って、身に銀甲をいただき鮮紅せんこうの袍ほうを着、細腰青面さいようせいめんの弱冠な人が、さっと、野を斜めに駈けだして来た。

「若大将を討たすな」と案じてか、それにつづく左右の将には龐徳、馬岱。また八旗の旗本、鏘々しょうしょうとくつわを並べて駈け進んでくる。

「あれか。馬超とは」

　近づかぬうちから、曹操は内心一驚を喫した様子である。文化に遠い北辺の胡夷勢えびすぜいと侮っていたが、決して、彼は未開の夷蛮いばんではない。

「やよ。馬超」

「おうっ。曹操か」

「汝は、国あって、国々のうえに、漢の天子あるを知らぬな」

「だまれ、天子あるは知るが、天子を冒おかして、事ごとに、朝廷をかさに着、暴威をふるう賊あることも知る」

「中央の兵馬は、即ち、朝廷の兵馬。求めて、乱賊の名を受けたいか」

「盗人猛々しいとは、その方のこと。上かみを犯すの罪。天人倶ともにゆるさざる所。あまつさえ、罪もなきわが父を害す。誰か、馬超の旗を不義の乱といおうぞ」

　いうことも、しっかりしている。これは口先でもいかんと思ったか、曹操は馬を退いて、

「あの童わっぱを生捕れ」と、左右の将にまかせた。

　于禁うきんと張郃ちょうこうが、同時に、馬超へおどりかかった。馬超は、左右の雄敵を、あざやかにかわしながら、一転、馬の腹を高く覗かせて、うしろへ廻った敵の李通を槍で突き落した。

　そして、悠々、槍をあげて、

「おおういっ……」と一声さしまねくと、雲霞のようにじっとしていた西涼の大軍が、いちどに、野を掃いて押し襲よせてきた。

　その重厚な陣、ねばり強い戦闘力、到底、許都の軍勢の比ではない。

　たちまち駈け押されて、曹軍は散乱した。馬岱、龐徳は、

「この手に、曹操の襟えりがみを、引っつかんでみせる」

　と、乱軍をくぐり、敵の中軍へ割りこみ、血まなこになって、その姿を捜し求めた。

　そのとき、西涼の兵が、口々に、

「紅くれないの戦袍ひたたれを着ているのが、敵の大将曹操だぞ」

　と、呼ばわり合っているのを聞いて、当の曹操は逃げはしりながら、

「これは目印になる」と、あわてて戦袍を脱ぎ捨ててしまった。

　するとなお執拗に追いかけて来る西涼兵が、

「髯の長いのが曹操だ。曹操の髯には特長がある」と、叫んでいた。

　曹操は、自分の剣で、自分の髯を切って捨てた。

　今日こそは──と期して、味方の馬岱、龐徳よりも先んじて曹操を捜していたのはもちろん馬超で、父の讐あだたる彼の首を見ぬうちは退かじと馬を駈け廻していたが、ひとりの部下が、彼に告げて、

「髯の長いのを目あてに捜してもだめです。曹操は髯を切って逃げました」と、教えた。

　そのとき、曹操は、乱軍の中にまじって、すぐそばを駈けていたので、そのことばを小耳に挟むと、

「これはいかん」と、あわてたものとみえ、旗を取って面を包み、無二、無三、鞭を打った。

「首を包んだものが曹操だぞ」

　また、四方で声がする。曹操はいよいよ魂をとばして林間へ駈けこんだ。すると誰か、槍を伸ばして突いた者がある。運よく槍は樹木の肌を突いて、容易に抜けない。曹操はその間髪にからくも遠く逃げのびた。
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「きょうの乱軍に、絶えず予の後ろを守って、よく馬超の追撃を喰い止めていたのは誰だ」

　曹操は、味方の内へ帰ると、すぐこう訊ねた。

　夏侯淵かこうえんが答えて

「曹洪です」

　というと、曹操はさもありなんという顔して、うれし気に、

「そうか。たぶん彼だろうとは思ったが……。先日の罪は、今日の功をもって宥ゆるしおくぞ」

　やがてその曹洪は夏侯淵に伴われて恩を謝しに出た。曹操は、今日の危急を思い出して、幾度か死を覚悟したことなど語りだし、

「自分も幾度となく、戦場にのぞみ、また惨敗をこうむったこともあるが、およそ今日のような烈しい戦いに出合ったことはない。馬超という者は敵ながら存外見上げたものだ。決して汝らも軽んじてはならぬ」と戒めた。

　敗軍をひきまとめた曹操は、河を隔てて岸一帯に逆茂木さかもぎを結いまわし、高札を立てて、

「みだりに行動する者は斬る」と、軍令した。

　建安の秋十六年、その八月も暮れかけていたが、曹軍は、秋風の下に寂せきと陣して固く守ったまま、一戦も交えなかった。

「胡夷えびすの兵め。また対岸で悪口を放っているな。いまいましい奴らだ」

　業ごうを煮やした曹軍の諸将が、ある時、曹操をかこんで、

「いったい北夷ほくいの兵は、長槍の術に長たけ、また馬の良いのを持っているので、接戦となると、剽悍無比ひょうかんむひですが、弓、石火箭いしびやなどの技術は、彼らのよくするところでありません。ひとつ、もっぱら弩つよゆみをもって一戦仕掛けては如何でしょう」と、進言した。

　すると、曹操は苦りきって、

「戦うも、戦わぬも、みなその腹一つにあることで、何も敵の心にあるわけじゃない」と、云い、そしてまた、

「下知に反そむくものは、軍罰に処すぞ。ただ部署について、守りを固うし、一歩も陣外へ出てはならん」と、再度の布令を出した。

　曹操の肚をふかく察しない部将たちは、ささやき合って、首を傾げた。

「どうしたんだろう。いくら馬超に追いまくられて、お懲こりになったからといえ、今度に限って、ひどく消極戦法の一点張りじゃないか」

「そろそろ、お年齢としのせいかも知れんよ、銅雀どうじゃくの大宴を境として、お髪ぐしにもすこし白いものが見えてきたしな。……花にも人間にも、盛衰はある、春秋は拒こばまれぬ」

　果たして、曹操には、もうそのような老いが訪れだしたのだろうか。

　凡人の客観と、英雄自身の主観とにはおのずから隔たりもあり、信念のちがいもある。

　われ老いたり、などとは曹操自身、まだ、夢にも思っていないらしい。いやその肉体や精神のつかれ方などに、若い頃の自身とくらべて、多分な相違が自覚されても、おそらく、彼自身そんな気持がふとでも湧くときは、強いてそれを抑圧して、

　我なお若し！

　という血色をみなぎらそうと努めているのにちがいなかった。

　数日の後、味方の斥候がこう告げた。

「潼関どうかんの馬超軍に、またまた、新手の敵兵が、約二万も増強されたようです。しかも今度の新手もことごとく北の精猛な胡夷えびすばかりです」

　聞くと、曹操は、なぜか独り大いに笑った。

「丞相何でお笑いなさるのですか。敵が強力になったと聞かれて」

　ひとりが問うと、

「まず、酒宴して、祝おうか」と、のみで、その夕べ、大いに慶賀して、共に盃を傾けた。

　しかし、今度は、幕将たちのほうがくすくす笑った。

　曹操は酔眼を向けて、

「卿けいらは、予が、馬超を討つ計はかりごとがないのを笑うのであろう」

　みな恐れて口をつぐんでしまった。曹操は追求して、

「ひとを笑うほどな計策のある者は、大いにここで蘊蓄うんちくを語れ。予も聞くであろう」と、いった。
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　みな顔を見あわせた。

　ひとり徐晃じょこうは進んで、忌憚きたんなく答えた。

「このまま、潼関の敵と睨みあいしていたら、一年たっても勝敗は決しますまい。それがしが考えるには、渭水いすいの上流下流は、さしもの敵も手薄でしょうから、一手は西の蒲浦ほしんを渡り、また丞相は河の北から大挙して越えられれば、敵は前後を顧みるにいとまなく、陣を乱して潰滅を早めるにちがいないと思いますが……」

「徐晃の説は大いに良い」

　曹操は賞めて、

「では今、汝に四千の兵を与えるから、朱霊しゅれいを大将とし、それを扶たすけて、先に河の西を渡り、対岸の谷間たにあいにひそんで予の合図を待て。──予も直ちに、渭水の北を渡って、呼応の機を計るであろう」

　と、即座に手筈をきめた。

　それから間もなく、西涼の陣営馬超の手もとへ、すぐ早耳迅眼はやめの者が、

「曹操のほうでは、船筏ふないかだを作ってしきりと渡河の準備をしています」という情報をもたらした。

　韓遂かんすいは手を打って、

「若将軍、敵は遂に、自ら絶好な機会を作ってきましたぞ。兵法にいう。──兵半バヲ渉ワタラバ撃ツベシ──と」

「ぬかるな、諸将」

　八方に間者を放って、曹軍が河を渡る地点を監視していた。

　とも知らず、曹操は、大軍を三分して、渭水いすいのながれに添い、まず一手を上流の北から渡して、その成功を見とどけ、

「まず、首尾はよさそうだ」

　と、水ぎわに床几をすえながら、刻々と報らせて来る戦況を聞いていた。

「上陸したお味方は、すでに対岸の要所要所、陣屋を組み、土塁を構築しにかかっています」

　すると、第二第三とつづいてくる伝令が云った。

「今、南の方から、敵ともお味方とも分らぬ一隊が、馬煙うまけむりをあげて、これへ来ます」

　第五番目の伝令は、

「ご油断はなりません。ご用意あれっ」と呶鳴って、

「白銀しろがねの甲よろい、白の戦袍ひたたれを着た大将を先頭にし、約二千ばかりの敵が、どこを渡ってきたか、逆襲してきます。──いや、うしろのほうからです」と狼狽していう。

　その時、大軍は河を渡りつくして、曹操のまわりには、たった百余人しかいなかった。

「馬超ではないか」

　愕然がくぜんと、人々は騒ぎ立ったが、剛復ごうふくな曹操は、

「騒ぐな」と、のみで床几から起とうともしない。

　ところへ、許褚きょちょが船を引返してきて、その態さまを見るやいな、

「丞相じょうしょう丞相。敵は早くも、味方の裏をかいて、背後に廻っていますっ。早くお船へお移り下さい」と、呼ばわった。

　曹操はなお、

「馬超が来たとて、何ほどのことがあろう。一戦を決するまで」

　と、自若としていたが、もうそのとき彼方の馬煙は辺り間近に、土砂を降らせて、馬超、龐徳ほうとくをはじめ、西涼の八旗など、猛然、百歩のところまで迫っていた。

「すわ。一大事」と、許褚きょちょは躍り上がって、曹操のそばへ馳けつけ早く早くと促うながしたが、事の急に、いきなり曹操の体を背中へ負ってしまった。

　そして岸辺まで、一気に馳け出したが、船は漂い出して渚なぎさから一丈を離れていた。それを許褚は、曹操を背に負ったまま、

「おうっ」

　と叫んで、一跳とびに身を躍らせ、危うくも舟の中へ乗り移った。

　百余人の近侍、旗本たちは、ざぶざぶと水につかって、溺れるもあり、泳ぎだすもあり、そこらの小舟や筏いかだへすがりつき、或いは見境なく、曹操の舟へしがみついて来るのもある。

「たかるな。舟が傾く」

　許褚は、それらの味方を、棹さおで払い退けながら、逃げ出したが、水勢は急で、見るまに下流へ押しながされて行く。

「のがすな」

「あれこそ、曹操」

　西涼の兵は、弓を揃えて、雨の如く乱箭を送った。許褚は、片手に馬の鞍を持ち、片手に鎧の袖をかざして、曹操の身をかばっていた。
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　曹操ですら九死に一生を得たほどであるから、このほか、いたる所で、曹軍の損害はおびただしいものがあった。

　渭水いすいの流れがたちまち赤く変じたのでも分る。浮きつ沈みつ流れてくる人馬はほとんど魏ぎの兵であった。

　それでも、この損害は、まだ半分で済んでいたといってよい。なぜならば、曹軍の敗滅急なりと見て、ここに渭南いなんの県令丁斐ていひという者が、南山なんざんの上から牧場の牛馬を解放して、一散に山から追い出したのである。奔牛悍馬ほんぎゅうかんばは、止まる所を知らず、西涼軍の中へ駈けこんで暴れまわった。

　いや、暴れただけなら、何も戦闘力を失うほどでもなかったろうが、根が北狄ほくてきの夷兵であるから、

「良い馬だ。もったいない」と、奪いあい、牛を見ては、なおさらのこと、

「あの肉はうまい」と、食慾をふるい起して、思いがけない利得に夢中になってしまったものだった。

　そのために西涼軍は、せっかくの戦を半ばにして、角笛つのぶえ吹いて退いてしまった。

　その頃、曹操は北岸へ上がって、一息ついているというので、魏の諸将もおいおい集まってきた。許褚きょちょは満身に矢を負うこと、簑みのを着たようであったが、人々の介抱を拒んで、

「丞相はおつつがないか」と、そればかり口走っていた。

「貴体には何のご異状もない」と、人々は慰めて、ようやく彼を陣屋の中に寝かしつけた。

　曹操は、部下の見舞をうけながら、甚だしく快活に、終始きょうの危難を笑いばなしに語っていたが、

「そうそう、渭南の県令を呼んでくれ」と、丁斐を召し寄せ、

「今日、南山の牧まきを開いて、官の牛馬をみな追い出したのはおまえか」と、質ただした。

　丁斐は、当然、罪をこうむるものと思って、

「私です。ご処罰を仰ぎます」

　と、悪わるびれずにいった。

「処分してやる」

　と、曹操は祐筆ゆうひつをかえりみて何かいった。祐筆はすぐ一通の文をしたためて来て、丁斐に授けた。

「丁斐、披見してみろ」

　丁斐が畏おそる畏る開いてみると、今日ヨリ汝ヲ典軍校尉ニ命ズ、という辞令であった。

　校尉丁斐は、感泣して、

「長くこの渭南に県令としておりましたので、いささか地理には精通しています。鈍智の一策をお用い賜わらば、光栄これに過ぎるものはありません」

　と、恩に感じるのあまり、自分の考えている一計略を進言した。

　一方、西涼の馬超は、

「きょうばかりは、残念だった」と、韓遂に向って、無念そうに語っていた。

「もう一歩で、曹操を、手捕りにできた所を、何という男か、曹操を背なかに負って、船へ跳び移ってしまった。今でも目に見える心地がするが、敵ながらあの男の働きは、凡夫ぼんぷの業わざでない」

　韓遂は何度もうなずいて、

「それは道理です。あれは有名な魏の一将、許褚ですからね」

「許褚というか」

「お味方に、八旗きの旗本ある如く、曹操もその旗本の精鋭中の精鋭を選び、これを虎衛軍こえいぐんと名づけて、常に親衛隊としていました。その大将に二名の壮将を置き、ひとりは陳国ちんこくの人、典韋てんいと申し、よく鉄くろがねの重さ八十斤もある戟ほこを使って、勇猛四隣を震わせていましたが、この人はすでに戦歿して今はおりません。その残るひとりが譙国しょうこくの人、すなわち許褚です。強いわけですよ」

「なるほど、それでは──」

「その力は、猛たける牛の尾を引いてひきもどしたという程ですからな。──で世間のものは、彼を綽名あだなして、虎痴こちといっています。また、虎侯ここうともいうそうです」

　そしてまた、韓遂は、かたく馬超に忠告した。

「以後は、あの男を陣頭に見ても、一騎討ちはなさらないほうがよろしい」

　斥候の報告によると、曹操の軍は、それから後しきりと河を越えて、西涼の背後を衝つこうとする態勢にあるとあった。
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　韓遂は重ねて云った。

「味方にとって、ここに一つの悩みがあります。それはこの戦いが延引すると、曹操が今の陣地に塁壕るいごうを構築して、不落の堅城としてしまうことで、そうなると、容易に渭水いすいを抜くことはできません」

　馬超も同感だった。

「いかにも、攻めるなら今のうちだが」

「軽兵を率いて、この韓遂が、曹操の中軍へ突撃しましょう。あなたは、北岸を防いで、敵兵が河を越えてこないように、よくこの本陣を固めていてください」

「よし。防ぐには、自分一手で足りる。御身ひとりでは心もとない。龐徳ほうとくをも連れて行かれるがよかろう」

　韓遂と龐徳とは、直ちに、西涼の壮兵千余騎を選んで深夜から暁にかけて、曹操の陣を奇襲した。

　けれど、この計画は、まんまと曹操の思うつぼに落ちたものであった。かねてこの事あるべしと、曹操は、渭南の県令から登用した校尉こうい丁斐ていひの策を用いて、河畔の堤の蔭に沿うて仮陣屋を築かせ、擬兵ぎへい偽旗ぎきを植えならべて、実際の本陣は、すでにほかへ移していたのである。

　のみならず、附近一帯に、塹ほりをめぐらし、それへ棚をかけて、また上から土をかぶせ、陥おとし穽あなを作っておいたのを、西涼勢はそうとも知らず、

「わあっ」

　と喊声かんせいをあげながら殺到したのだった。

　当然、大地は一時に陥没し、人馬の落ちた上へ、また人馬が落ち重なった。

　阿鼻あび、叫喚きょうかん、救けを呼ぶ声、さながら桶の泥鰌どじょうを見るようだった。

「しまった」

　龐徳ほうとくは、手足にからむ味方を踏みつぶして、ようやく坑あなから這い出して、坑口あなぐちから槍の雨を降らしている敵兵十人余りを一気に突き伏せ、

「韓遂かんすいっ。韓遂っ」

　と、呼びながら、主将のすがたを捜していた。

　そのうちに、敵の曹仁の一家曹永そうえいというものに出合った。

　龐徳は、渡り合って、一刀のもとに、曹永を斬り伏せ、その馬を奪って、さらに、敵の中へ、猛走して行った。

　韓遂も、坑に墜ちて、すでに危なかったが、龐徳が一時敵を追いちらしてくれたので、その間に、土中から躍り出し、これも拾い馬に跳び乗って、辛くも死地をのがれることができた。

　何にしても、この奇襲は、大惨敗に終ってしまった。

　敗軍を収めてから、馬超が損害を調べてみると、千余騎のうち三分の一を失っていた。

　数としては、少なかったともいえるが、馬超の心をひどく挫くじいたものは、かの旗本八旗のうちの程銀ていぎんと張横ちょうおうのふたりが敢あえない死をとげたことだった。

　しかし壮気さかんな馬超は、

「こうなれば、なおさら、曹操が野陣しているうちに撃破してしまわねば、永久に味方の勝ち目はない」

　と、その日のうちに、第二次襲撃を企てて、今度は身みずから先手に進み、馬岱ばたい、龐徳ほうとくをうしろに備えて、ふたたび魏の野陣を夜襲した。

　ところが、さすがに曹操は、百錬れんの総帥そうすいだけあって、

「今夜、また来るぞ」と、それを予察していた。

　馬超の性格と、初度の敵の損害の少なかった点から観て、早くも、そう覚さとっていたから、馬超の第二次強襲も、なんの意味もなさなかった。

　六里の道を迂回して、西涼の夜襲隊が、曹操の中軍めがけて、不意に突喊とっかんしてみたところ、そこは四方に立ち並ぶ旗や幟のぼりばかりで、幕舎のうちには、一兵もいなかったのである。

「やや。空陣だ」

「さては」

　と、空を搏うってうろたえた悍馬かんばや猛兵が、むなしく退き戻ろうとするとき、一発の轟音ごうおんを合図に、四面の伏勢ふせぜいがいちどに起って、

「馬超を生かして還すな」と、ひしめいた。

　西涼軍の一将成宜せいぎはこのとき魏の夏侯淵に討たれ、そのほかの将士もおびただしく傷つけられた。馬超、龐徳、馬岱など、火花をちらして善戦したが、結局、敗退のほかなかった。

　かくて、西涼軍と中央軍とは、渭水を挟んで一勝一敗を繰り返し、勝敗は容易につかなかった。




火水木金土かすいもくきんど
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　渭水いすいは大河だが、水は浅く、流れは無数にわかれ、河原が多く、瀬は早い。

　所によって、深い淵もあるが、浅瀬は馬でも渡れるし、徒渉としょうもできる。

　ここを挟んで、曹操は、北の平野に、野陣を布しいて、西涼軍と対していたが、夜襲朝討ちの不安は絶え間がない。

「曹仁、早くせい」

　曹操は常に急せき立てていた。

　半永久的な寨とりでの構築をである。曹仁は、築造奉行となって、渭水の淵に船橋を架け、二万人の人夫に石材木を運搬させ、沿岸三ヵ所に仮城を建つべく、日夜、急いでいた。

　西涼の馬超は、知っていたが、

「まあ、造らせておけ」

　そして工事が八、九分ぐらいまでできたかと見えたところで、

「それ、焼討ちにかかれ」と、河の南北からわたって、焔硝えんしょう、枯れ柴、油弾ゆだんなどを仮城へ投げかけ、河には油を流して火をかけた。

　船筏ふないかだも浮橋も、見事に炎上してしまった。何で製したものか、梨子なしか桃の実みぐらいな鞠まりをぽんぽんほうる。踏みつぶしても消えない。ばっと割れると油煙が立ち、大火傷をする。そしてなお燃えさかる。

　こういう厄介な武器を持つ西涼軍に対して、さすがの曹操も、ほとんど頭を悩ましてしまった。

　智者荀攸じゅんゆうがいう。

「渭水の堤を利用し、土塁を高く築いて、蜿蜒えんえん、数里のあいだを、壕ほりと土壁との地下城としてしまうに限りましょう」

「地下城。なるほど。土の地下城では、焼討ちも計れまい」

　さらに、人夫三万を加え、孜し々しとして、地を掘らせた。

　坑から上げた土は、厚い土壁とし、数条の堤となし、壇となし、ここに蟻あり地獄のような土工業が約一ヵ月も続いた。

　さながら埃及エジプトのピラミッドを見るような土城どじょうが竣工しつつある。西涼軍のほうからも眺められていたにちがいない。しかし、手を下しかねているものか、しばらく夜襲も焼討ちもなかった。

　すると、渭水の水が一日増しに涸れて来た。かなり雨が降り続いても水が増えない。変だと思っていると、一夜、豪雨が降りそそいだ。その翌朝である。

「津浪だっ」

「洪水だっ」

　物見が絶叫した。

　人馬を高い所へ移すいとまもなく、遥か上流のほうから、真っ黒な水煙をあげて、奔々ほんぽんの激浪が押してきた。

　遠い上流のほうで、もう半月も前から、西涼軍が、堰せきを作って、河水を溜めていたものである。

　なんで堪たまろう。小石まじりの河原土なので、土城は一朝にして崩れてしまった。壕も坑あなも埋まって跡形もない。

　九月に入った。

　北国のならいで、もう雪が降りだしてくる。灰色の密雲がふかく天をおおって、ここ幾日も雪ばかりなので、両軍とも、兵馬をひそめたまま睨み合っていた。

「西涼の胡夷えびすどもは、寒さに強いし、また潼関へも引き籠れるが、味方はこの野陣のままでは、冬中吹雪にさらされておらねばならぬ。何とか、よい工夫はないか」

　曹操とその幕将が、その日もしきりに討議しているところへ、飄然ひょうぜん、名を告げて、この陣営へ訪れて来たものがある。

「これは、終南山の隠居、道号を夢梅むばいという翁おきなでござる」

　容かたちも凡ぼんではない。

　曹操が、見て、

「何しに来たか」

　と、問うと、夢梅は、

「この夏頃から、丞相には、渭水の北に城寨とりでを築こうとなされているらしいが、なぜ火水ひみずに潰ついえぬ城をお造りにならぬかと、愚案を申しあげに来ましたのじゃ」と、いう。

　なお、夢梅道人がいうには、

「これから必ず北風が吹きましょう。小石まじりの河原土でも、急に、それを構築し、築地ついじした後へすぐ水をかけておけば、一夜にして凍りつき、いちど凍った堅さは、これから春までは解けません。要するに、氷の城ですから、火に焼かれるおそれもなく、河水に流される心配もありますまい」

　告げ終ると、老翁はすぐ、飄乎として、どこかへ立ち去った。
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　一日、北風が吹き出した。曹操は、夢梅居士の教えを行う日と、昼から三、四万の人夫を動員しておいた。

　日が暮るるとすぐ、

「夜明けまでに、もう一度、土城を築け」と、命じた。

　この夜は、将士もすべて、総がかりに、それへかかった。

　基礎のあった上であるから、夜明け近くにはほぼ構築された。

「水を注そそげ。全城へ水をかけろ」

　数万の縑かとりの嚢ふくろや革かわの嚢が用意されてあった。河水を汲んでは手渡しから手渡しに運び、土門、土楼、土壁、土塁、土孔、土房、土窓、築くに従って水をかけ、また水をかけた。

　西涼の軍勢は、夜明けの光に、対岸をながめ、驚き合っていた。

「やあ、城ができている」

「いつの間に」

「たった一夜のうちだ」

「見ろ。あれは、この前の土城ではない。氷の城郭だ。氷城だ」

　馬超、韓遂かんすいなども出て、大いに怪しみながら、小手をかざしていたが、

「また何か、曹操の小策に違いあるまい。馳け破って、城郭の正体を見届けてくれん」

　と、にわかに、鼓こを打ち、大兵を集結して、河をわたった。

「来たか、北夷えびすの子」

　曹操は馬を進めて、待っていた。

　馬超は、例によって、

「おのれっ」と、牙きばを咬み、一躍して、曹操を突き殺そうとしたが、その側に、朱面虎髯こぜん、光は百錬れんの鏡にも似た眼を、じっとこちらへ向けている武将が身構えていて油断もない。

（これだな、虎痴こちの綽名あだなのある例の男は？）

　直感したので、馬超は、いつになく自重して、わざと試しにいってみた。

「西涼の大将たるものは、いえば必ず行い、行えば必ず徹底して実を示す。聞き及ぶ、曹操は、口頭こうとうの雄ゆうで、逃げ上手だというが、汝そこを動かず、必ず馬超と一戦するの勇気があるか」

　すると、曹操は、

「知らないか、田舎漢いなかもの、予の側には常に、虎痴許褚きょちょという猛将がおることを。──なんで天下の鼠をはばかろうや」

　云いもあえず、曹操のかたわらから馬を乗り出したその虎痴が、

「すなわち、譙郡しょうぐんの許褚とはおれのこと。汝、そこを動かず、一戦するの勇気があるのか」

　と、いった。

　その声は人臭いが、猛気が百獣の王に似ている。

　いつぞや韓遂かんすいにいわれたことばを思い出して、馬超も、心に怕おそれを生じたか、

「また、会おう」と云い捨てたまま馬をかえし、軍を退いてしまった。

　これを見ていた両軍の兵は、駭然がいぜんとして、

（馬超すら恐れる許褚というものはいったいどれほど強いのか）

　と、身の毛をよだてぬ者はなかったという。

　曹操は、氷城の陣営にかくれると諸将をあつめて、

「どうだ、きょうの虎侯ここう、皆見たか。真にわが股肱ここうというべしである」と、賞ほめ称えた。

　許褚は、大面目をほどこしたので、

「明日はかならず、馬超を生捕ってご覧に入れん」と、高言した。

　すなわち、その日彼は、敵へ宛てて決戦状を送り、

「明日、出馬しなかったら、天下に嗤わらってやるぞ」

　と、云い送った。

　馬超は怒って、

「確かに、出会わん」

　と返書して、夜が白むや、龐徳ほうとく、馬岱ばたい、韓遂など、陣容物々しく、押し寄せてきた。

「待っていた」とばかり、許褚は馬を躍らせて、馬超へ呼びかけた。おうっと、一言、馬超もきょうは敢然と出て戦った。

　戦うこと百余合、双方とも、馬を疲らせてしまったので、各〻陣中に引き分れ、ふたたび馬をかえて人まぜもせず戦い直した。
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　勝負は果てない。

　火華をちらし、槍を砕き、また戟ほこをかえて、鏘々しょうしょう、戛々かつかつ、斬り結ぶこと実に百余合。

「ああ……」

　と、両軍の陣は、ただ手に汗を握り、うつろにひそまり返って見ているだけだった。

（──虎痴こち許褚きょちょを相手に、あれほど戦い得る馬超も馬超なり、また西涼の馬超を敵にまわして、これ程に戦う者も、許褚をおいてはあるまい。実に、虎痴も虎痴なり）

　と、ことばに出す余裕もないが、誰とて、感嘆しないものはなかった。

　そのうちに、許褚は、

「ああ暑い。この大汗では眼をあいて戦えぬ。馬超、待っておれ」

　斬り合っているうち、ふいに、こう吐き捨てると、またまた、ぷいと味方の陣中へ引っ込んでしまった。

（どうしたのか？）

　怪しんでいると、許褚は、甲盔よろいかぶとも戦袍ひたたれも脱ぎ捨てて、赤裸になるやいな、

「さあ、来い」

　ふたたび大刀をひっさげて現れてきた。

　その間に、馬超も、汗を押しぬぐい、新しい槍を持ちかえて、一息入れていた様子。──たちまち、砂塵を捲いて、霹靂へきれきに似た喚おめきに狂う龍虎両雄の、三度目の一騎討ちが始まった。

　威震いしん八荒こうの許褚、

「おうっッ」

　と、吠えて、馬上、相手へ迫ると、馬超もまた、壮年悍勇かんゆう、さながら火焔を噴くような烈槍を、りゅうりゅう眼にもとまらぬ早業で突き捲くってくる。

　一刀、かつんと、槍の柄に鳴った。──馬超、さッと引く。許褚ふたたび振りかぶる。

「やおうッ」

　身をかわしざま、馬超は、敵の心板むないたを狙って、猛烈に突いた。

「くそっ」と牙きばを咬かんで、許褚はそれを横に払い、刀を地に投げるや否、退く槍の柄をつかんで、ぐいと、小脇に挟んでしまった。

　奪られじ。

　奪らん。

　ふたりの阿呍あうんは、雷と雷が黒雲を捲いて吠え合っているようだった。──奪られたほうがすぐその槍で突かれるのだ。渡せない。離せない。

　ばきッと、槍が折れた。だだだだっと、双方の駒がうしろへよろめく。いなないて竿立ちになる。すでにまた、ふたりは槍の半分ずつを持って猛烈な激闘を交えていた。

「退鉦ひきがね、退鉦打て」

　曹操はさけんでいた。大事な虎痴に万一があっては、全軍の士気にも関わると見たからである。

　が、この微妙な戦機に、龐徳ほうとく、馬岱ばたいの勢は、いちどに、曹軍の陣角へ、わっと強襲してかかった。

　その手の敵、夏侯淵かこうえん、曹洪など、面もふらず戦ったが、全体的には西涼軍の士気強く、ひた押しに圧され、乱軍中、許褚きょちょも肘ひじへ二本の矢をうけた程だった。

「守って出るな」

　曹操は、氷城をとざした。氷の城郭も、こうなるとものをいう。この日馬超も、軍を収めてから、

「自分も幼少からずいぶん手ごわい人間にも遭ったが、まだ許褚の如きものは見ない。真に彼は虎痴だ」と、舌を巻いていた。

　その後、曹操のほうにも、何ら、良計はなく、徐晃じょこうと朱霊しゅれいのふたりに四千騎をさずけて、渭水いすいの西に伏せ、自身、河をわたって、正面を衝こうとしたが、事前に、馬超のほうから軽兵数百騎をひきい、氷城の前に迫り、人もなげに、諸所を蹂躙じゅうりんして去った。

　土楼の窓から、それを眺めていた曹操は、かぶっていた盔をほうって、

「実に馬超という敵は尋常な敵ではない。彼の生きてあらん限りはこの曹操の生は安んじられない」といった。

　それを聞いていた夏侯淵は、

「これほどお味方に人もあるものを、ただ一人の馬超のため、それまで御心を傷いたましむるとは、何たることか。われ誓って、馬超と共に刺しちがえん」

　と、その夜、曹操が止めるもきかず、部下千騎をひきいて討って出た。
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　案のじょう、それから程なく夏侯淵の手勢、苦戦に陥つ、と報らせが来た。

　捨ててもおけず、曹操はすぐ自身救援におもむいたが、敵勢は、

「曹操が出てきたぞ」と伝えあうや、かえって、意気を旺さかんにした。

　のみならず、馬超は、曹操の中軍を割って、

「天下の賊。逃げるな」と、彼を追い馳け追い廻した。

　所詮、力ずくではかなわぬと思ったか、曹操はまた氷の城塞へ逃げこんでしまった。しかし、その間に、苦戦をしのんで、一方の兵力を割さき、渭水の西から、大兵を渡していた。

「出よ、曹操。──汝は蓑虫みのむしの性か、穴熊の生れ変りか」

　馬超は氷城の下まで迫って、罵っていた。

　ところへ、後陣の韓遂かんすいから伝令があって、

「後方に異状が見える」

　と、いう急報。

　暁あかつき早く、馬超は総勢を収めて、陣地へ帰った。その日、情報によると、

「昨夜、渭水の西をわたった大軍は早くもお味方の背後へまわって、陣地の構築を始めています」

　掌てから水が漏もれたように、韓遂かんすいは、

「うしろへ廻ったか。……遂にうしろへ？」

　駭然がいぜんとさけんだ。

　そこで韓遂は、万事は休すと思ったか、方針一転を馬超に献言した。如しかず、これまで斬り取った地を一時曹操に返し、和睦わぼくをして、この冬を休戦し、春とともにべつな計をお立てなさい、というのである。戦機を観ること、さすが慧眼けいがんだった。

　楊秋ようしゅう、侯選こうせんなどの幕将も、

「もっともなお説」

　と、みな馬超を諫いさめた。

　数日の後、楊秋は一書をたずさえて、曹操の陣へ使いした。和睦の申入れである。

　曹操は内心、渡りに舟と思ったが、まず使者を返して後、謀将の賈詡かくにこれを計った。

　賈詡はいう。

「明らかに偽降ぎこうです。が、突き放す策もよくありません。和睦をゆるし、こちらはこちらで、手を打てばよい」

「手を打つとは」

「馬超の強さは、韓遂の戦略があればこそです。韓遂の作戦は、馬超の勇があってこそ、生きてきます。ふたりを相疑わせて疎隔してしまえば、西涼勢とて、枯れ葉を掃くようなものじゃありませんか」

　次の日。

　馬超の手もとへ、曹操から返簡が来た。色よい返事である。しかし、馬超はなお数日疑っていた。

「曹軍は、この二、三日、後方の支流に浮橋を架かけて、都へ引き揚げる通路を作っているが、いかにもわざとらしい。曹操の部下徐晃じょこうと朱霊の軍は、なお渭水の西にあってうごかないじゃないか」

「奇き、正せい。こう二態は、軍隊の性格で怪しむに足りません。しかし要心は必要でしょう」

　と、韓遂も油断せず、一陣は西に備え、一陣は曹操の正面に向け、厳として気をゆるめなかった。

　敵方の警戒ぶりを聞くと、曹操は、賈詡かくをかえりみて笑った。

「まず、成就だな」

　やがて約束の日、曹操は盛装をこらして、おびただしい諸大将や武者をひきつれ、自身条約のため、場所へ出向いた。

　まだこのような豪壮絢爛けんらんな軍隊を見たこともなく、曹操の顔も知らない西涼の兵隊は、途々に堵列とれつして、

「あれは何だろ？」

「あれが曹操か」

　などと、物珍しげに、指さし合う。

　曹操は、駿馬にまたがり、錦袍金冠きんぽうきんかんのまばゆき姿を、すこし左右にうごかして、

「やよ、西涼の兵ども、予を見て、珍しと思うか。見よ、予にも、眼は四つはなく、口は二つないぞ。ただ異なるのは智謀の深さだけだ」と、戯れをいった。

　戯れにはちがいないが、西涼の軍勢は、その笑い顔に震ふるい怖れて、みな口を結んでしまった。




敵中作敵てきちゅうさくてき
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　韓遂かんすいの幕舎へ、ふいに、曹操の使いが来た。

「はて。何か？」

　使いのもたらした書面をひらいてみると曹操の直筆にちがいなく、こうしたためてある。

君ト予トハ元ヨリ仇アダデハナク、君ノ厳父ハ、予ノ先輩デアリ、長ジテハ、君ト知ッテ、史ヲ語リ、兵ヲ談ジ、天下ノ為、大イニ成スアランコトヲ、誓イアッタ友ダッタ。

端ハシナクモ、過グル頃ヨリ敵味方トワカレ、矢石シセキノアイダニ別ルルモ、旧情ハ一日トテ、忘レタコトハナイ。

イマ幸イニ、和議成ッテ、予ナオ数日、渭水イスイノ陣ニアリ。

乞ウ、一日、旧友韓遂カンスイトシテ来リ給エ。


「ああ、彼も、忘れずにいるか」

　韓遂は、旧情をうごかされて、翌日、甲よろいも着ず、武者も連れず、ぶらりと、曹操を訪れた。

「やあ、ようこそ」

　曹操はなぜか、内へ導かない。自分のほうから陣外へ出てきて、いとも親しげに、平常の疎遠を詫びた。

　そしてなお、いうには、

「お忘れではあるまい。あなたの厳父とは、共に孝廉こうれんに挙げられ、少壮の頃には、いろいろお世話になったものだ。後あなたも都の大学を出、共に官途へ進んでからは、いつともなく疎遠に過ぎたが、今は、お幾歳いくつになられるか」

「それがしも、すでに四十です」

「むかし、都にあって、共に、青春の少年であった時代は、よく書を論じ、家を出ては、白馬金鞍きんあん、花を尋ねて遊んだこともあったが、そのあなたも、はや、中老になられたか」

「丞相も、変りましたな。少し鬢びんにお白いものが見える」

「ははは。いつか、ふたたび太平の時を得て、むかしの童心に返ろうではないか。──おう今日は、折角、此方から書面しながら失礼ですが、幕中、折わるく諸将を会して要談中なので」

「いや、また会いましょう」

　韓遂は、気軽に戻った。

　この態を、見ていたものが、すぐ馬超へ、ありのままを話した。

　安からぬ顔色をしていたが、翌る日、馬超はほかの用事にことよせて、韓遂を呼び、

「時に、貴公は昨日、渭水いすいのほとりで、曹操と、何か親しげに、密談をしておられた由だが……」

「密談を」──韓遂は、眼をまろくしながら、顔の前で手を振った。

「青空の下の立ち話。密談などした覚えはない。また軍事については、爪の垢あかほども、語りはしません」

「いや、貴公が云いださなくとも、曹操のほうから何か」

「少年時代、共に都にあった事どもを、二、三話して別れただけです」

「そうか。そんなに古くから、彼とは、親しい仲であられたのか」

　馬超は、嫉ねたましげな眸ひとみをした。が、韓遂は、まったく、何の後ろ暗いこともないので、笑い話をして帰った。

　ひそやかな、陣中の一房へ、曹操はその晩、賈詡かくを呼びよせていた。

「どう見えた。きょうの計は」

「妙趣、ご奇想天外です」

「西涼兵の眼に、映ったろうな」

「もちろん、もう馬超の耳へ入っておりましょう。が、もう一つ足りません。あれでは、まだ韓遂を、心から疑わせるまでには行きますまい」

「それには、どうしたらよいか」

「丞相からもう一度、親書を韓遂にあててお書きなさい」

「そうそう、用もないのに、書簡をやるのもおかしかろう」

「かまいません。文章をもって、相手を動かすのが目的ではありませんから。──文字などもわざと朧おぼろにしたため、肝要らしい所は、思わせぶりに、失筆で塗りつぶし、また削り改めたりなどして、一見、おそろしく複雑で重要そうに見えさえすればよろしいのです」

「むずかしいのう」

「兵馬を費つかうことを考えれば、そのくらいな労は、何ほどでもありますまい。必定、受取った韓遂も、一体、何だろうと、おどろき怪しんで、きっとそれを、馬超の所へ見せに行くに違いありません。ここまで来れば、はや計略は、成就じょうじゅしたも同じことです」
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　その後、馬超は、腹心の男をして、ひそかに、韓遂の陣門に立たせ、出入りを見張させていた。

「今夕、またも、曹操の使いらしい男が、韓遂の営内へ、書簡を届けて立ち去りましたが？」

　腹心の者から、こう報らせがあったので、馬超は、

「果たして！」と、自分の猜疑さいぎを裏書きされたものの如く、夜食もとらぬまに、ぷいと出て、韓遂の陣門を叩いた。

「何事ですか、おひとりで」

　韓遂は、驚いて迎えた。休戦中ではあるし、幾分の寛くつろぎもあって、晩餐に向っていたところだった。

「いや、急に戦いもやんで、何やら手持ち不沙汰だから、一盞さん、馳走になろうかと思って」

「それならば、前もって、お使いでも下されば、何ぞ、陣中料理でもしつらえて、盞を洗ってお待ち申しておりましたのに」

「なに、こういうことは、不意のほうが興味がある。ひとつ貰おうか」

「恐縮です。このままの杯盤はいばんでは」

「いやいや、構わん」と、一杯ひとつうけて、

「ときに、その後は、曹操から何か云ってきたかね」

「あれきり会いませんが、たった今、妙な書簡をよこしたので、飲みながら独りここへ置いて、判じ悩んでいるところです」と、卓の上にひろげてある書面へ眼を落して答えた。

　馬超は、初めて、それへ気がついたような顔して、

「どれ、……」と、すぐ手を伸ばして取った。

「なんの意味やら、読解がおつきになりますまい。それがしにも分らないのですから」

　馬超は返事も忘れてただ見入っていた。

　辞句も不明だし、諸所に、克明な筆で、塗りつぶしたり、書入れがしてある。いかにも怪しげな書簡だ。馬超は袂たもとへ入れて、

「借りて行くぞ」

「どうぞ……」とは答えたものの韓遂は妙な顔をしていた。──そんな物を何にする気かと。

　すると翌日、使者が来た。馬超からの召出しである。もちろん、彼はすぐ出向いたが、馬超はすこし血相を変えていた。

「ゆうべ、立ち帰ってから、曹操の書簡を灯に透すかしてみると、どうも不穏な文字が見える。御身は、まさかこの馬超を、曹操へ売る気ではあるまいな」

「怪けしからぬお疑い」と、韓遂も、色をなしたが、

「それで先頃からの、変なご様子の原因が解けました。言い訳もお耳には入りますまい」

「いや、申し開きがあるならばいってみたがいい」

「それよりは、事実をもって、君に対する信を明らかにします。明日、それがしが、わざと曹操の城寨じょうさいを訪ね、過日のように、陣外で曹操と談笑に時を過しますから、あなたは附近に隠れて、不意に、曹操を討ち止めて下さい。曹操の首を挙げれば、それがしのお疑いなど、おのずから釈然と氷解して下さるでしょう」

「御身はきっと、それをしてみせるか」

「ご念には及びません」

　即ち、韓遂は翌る日、幕下の李湛りたん、馬玩ばがん、楊秋ようしゅう、侯選こうせんなどを連れて、ぶらりと、曹操の城寨を訪ねた。

　曹操は先頃から、例の氷城にもどっている。取次ぎのことばを聞くと、

「曹仁。代りに出ろ」

　と、居合わせた曹仁の耳へ、何かささやいた。

　曹仁は、衆将を従えて、うやうやしく陣門を出てくると、馬上のまま韓遂のそばへ寄り添って、

「いや、昨夜は、お手紙を有難う。丞相もたいへんよろこんでおられる。しかし、事前に発覚しては一大事、ずいぶんご油断なく、馬超の眼にご注意を」

　云いすてると、さっと立ち去って、何いうまもなく、陣門を閉めてしまった。

　物陰にいた馬超は激怒して、韓遂が帰るや否、彼を成敗すると猛たけったが、旗本たちに抱き止められて、悶々もんもんと一時剣をおさめた。
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　悄然しょうぜんと、韓遂かんすいは自分の営へ、戻ってきた。

　八旗の中の五人の侍大将たちが、早速やって来て慰めた。

「われわれは将軍の二心なき忠誠を知っています。それだけに心外でたまりません。馬超は勇あれど智謀たらず、所詮は曹操に敵しますまい。いっそのこと、今のうちに、将軍も曹操に降って、安身長栄の工夫をなすっては如何です」

「慎つつしめ、卿らは何をいうか。この韓遂が起ったのは、馬超の父馬騰に対して、生前の好誼よしみに酬う義心一片。何で今さら、彼を捨てて、曹操に降ろうぞ」

「いやいや、それは将軍の片思いというもの。馬超のほうでは、かえって、あなたを邪視しているのに、そんな節義を一体たれに尽すつもりですか」

　楊秋ようしゅう、李湛りたん、侯選こうせんなど、かわるがわる離反りはんをすすめた。かの五旗の侍大将は、すでに馬超を見限っているもののようであった。

　ここに至って、遂に、韓遂も変心を生じてしまった。楊秋を密使に立て、その晩、ひそかに曹操に款かんを通じた。

「成就、成就」

　曹操は手を打ってよろこんだにちがいない。懇篤こんとくな返書とともに極めて綿密な一計をさずけて来た。すなわち曰いう。

明夕、馬超ヲ招イテ、宴ヲナスベシ。油幕ユマクノ四囲ニ枯柴カレシバヲ積ミ、火ヲ以テマズ巨鼠キョソヲ窒息チッソクセシメヨ。火ヲ見ナバ曹操自ラ迅兵ジンペイヲ率シテ協力シ、鼓声コセイ喊呼カンコニツツンデ馬超ヲ生捕リニセン。


　韓遂は翌日、五旗の腹心をあつめて、協議していた。曹操からいってよこした策は必ずしも万全と思えないからであった。

「いま招いても、馬超のほうでこれへ参るまい」

　韓遂の心配はそこにある。

「いや、案外来るかもしれませんよ。将軍が、謝罪すると仰っしゃれば」

　楊秋がいうと、侯選も、

「何といっても、若いところのある大将だから、口次第ではやって来ましょう」と、いう。

　李湛もまた、

「弁舌をもって、きっと、馬超を案内して来ます。その点はわれわれにお任せ下さい」

　と自負して云った。

　では、時刻を待つとて、油幕ゆまくを張り、枯柴を隠し、宴席の準備をした。そして韓遂を中心に、まず前祝いに一献こん酌み交わして、手筈をささやいていると、そこへ突然、

「反逆人どもっ。うごくな」と、罵りながら入ってきた者がある。

　見ると、馬超ではないか。

「あっ。……これは」

　不意をつかれて、狼狽しているまに、馬超は剣を抜くや否、韓遂に飛びかかり、

「おのれっ、昨夜から、何を密議していたか」と、斬りつけた。

　韓遂は、戟ほこをとるまもなかったので、左の肘ひじをあげて、身を防いだ。馬超の剣は、その左手を腕のつけ根から斬り落し、なおも、

「どこへ逃げる」

　追い廻していると、五旗の侍大将が、左右から馬超へ打ってかかって来た。

　油幕の外は火になった。馬超は血刀をひっさげて、

「韓遂は、韓遂は」

　血まなこに捜している。

　彼の前をさまたげた馬玩ばがんは立ちどころに殺されたし、彼に従ってきた龐徳ほうとく、馬岱ばたいなども、韓遂の部下を手当り次第に誅殺ちゅうさつしていた。ところがたちまち渭水を渡ってきた一陣、二陣、三陣の騎兵部隊が、ものもいわず、焔の中へ駈けこんで来て、

「馬超を生捕れっ」

「雑兵に眼をくれず、ただ、馬超を討て」

　と、励まし合った。

　その中には、虎痴こち許褚きょちょをはじめとして、夏侯淵、徐晃、曹洪などの曹軍中の驍将ぎょうしょうはことごとく出揃っている。馬超は、ぎょッとして、

「さてはすでに、手筈はととのっていたか」

　と、急に陣外へ駈け出したが、はや龐徳ほうとくは見えず、馬岱ばたいも見あたらない。

　彼ですらそれ程あわてたくらいだから、西涼勢の混乱はいうまでもなく、各所の陣営からは濛々もうもうと黒煙があがっていた。

　日は暮れたが、焔は天を焦こがし、渭水のながれは真っ赤だった。




兵学談義へいがくだんぎ



一



　戒いましめなければならないのは味方同士の猜疑さいぎである。味方の中に知らず知らず敵を作ってしまう心なき業わざである。

　が、その反間苦肉はんかんくにくをほどこした曹操のほうからみれば、いまや彼の軍は、西涼の馬超軍に対して、完全なる、

　敵中作敵

　の計に成功したものといえる。

　味方割れ、同時に、和睦の決裂だ。──馬超は、自らつけた火と、自ら招いた禍いの兵におわれて、辛くも、渭水の仮橋まで逃げのびて来た。

　かえりみると、龐徳、馬岱ともちりぢりになり、つき従う兵といえば、わずか百騎に足らなかった。

「やあ、あれに来るは、李湛りたんではないか」

　西涼を出るときは、八旗の一人とたのんでいた旗本。もちろん味方と信じていると、その李湛は、手勢をひいてこれへ近づくや否、

「や、あれにおる。討ち洩らすな」

　と、自身も真っ先に、鎗をひねって、馬超へ撃ってかかった。

　馬超は驚いて、

「貴様も謀反人の片割れか」

　赫怒かくどして、これに当ると、李湛は、その勢いに恐れて、馬をかえしかけた。

　すると、一方からまた、曹操の部下于禁うきんの人数が、わっと迫り、于禁は軍勢の中にもまれながら、弓をつがえて、馬超を遠くから狙っていた。

　弦音つるおととともに、馬超は馬の背に屈みこんだので、矢はぴゅんと、それていった。

　皮肉にも、そのそれ矢は、李湛の背にあたって、李湛は馬から落ちて死んだ。

　馬超は、わき目もふらず、于禁の人数へ馳け入った。そしてさんざんに敵を蹴ちらし、渭水の橋の上に立って、ほっと大息をついていた。

　夜は更け、やがて夜が明けそめる。

　馬超は橋上に陣取って、味方の集合を待っていたが、やがて集まって来たのは、ことごとく敵兵の声と敵の射る箭ばかりだった。

　橋畔の敵勢は、刻々と水嵩みずかさを増す大河のように、囲みを厚くするばかりである。かくてはと、馬超は幾度も橋上から奮迅して、敵の大軍へ突撃を試みたが、そのたびに、五体の手傷をふやして、空しくまた、橋上に引っ返すほかなかった。

　のみならず、左右の部下は、ふたたび橋の上に帰らず、或る者は矢にあたって、ばたばた目の前に仆れてゆくので、

「ここで立往生を遂げるくらいなら、もう一度、最後の猛突破を試み、首尾よく重囲を斬り破れば、一方へ拠って再挙を計ろう。またもしそれも成らずに斃たおれるまでも、ここで満身に矢をうけて空しく死ぬよりまだ増しだぞ」

　残る面々をうち励まして、わうっと、猛牛が火を負って狂い奔るように、馬超はふたたび橋上を馳け出した。

「つづけ」

「離れるな」

　と、馬超の将士四、五十人も死物狂いに突貫した。人、人を踏み、馬、馬を踏み、曹軍の一角は、血を煙らせて、わっと分れる。

　けれど、馬超に従う面々は、随処にその姿を没し、彼はいつか、ただ一騎となっていた。

「近づいてみろ。この命のあらん限りは」

　鎗は折れたので、とうに投げ捨てている。敵の矛ほこを奪って薙なぎ、敵の弩弓いしゆみを取って、撲なぐりつけ、馬も人も、さながら朱で描いた鬼神そのものだった。

　──が、いくら馬超でも、その精力には限度がある。もうだめだと、ふと思った。

（もう駄目）

　それをふと、自分の心に出した時が、人生の難関は、いつもそこが最後となる。

「くそっ、まだ、息はある」

　馬超は気づいて、自分の弱音を叱咤しったした。そしてまた、目にも見あまる敵軍に押しもまれながら、小半刻も奮戦していた。

　折しも西北いぬいの方から一手の軍勢がこれへ馳けてきた。思いもよらず味方の馬岱、龐徳だった。曹軍の側面を衝いてたちまち遠く馳けちらし、

「それっ、いまの間に」とばかり、馬超の身を龐徳が鞍わきに抱きかかえると、雲か霞かすみかのように、遠く落ちて行った。
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　敵中作敵の計はかりごとが見事成功したのを望んで、曹操は馬を前線へ進めてきた。そして、馬超を逸したと聞くと、

「画龍がりょう点睛てんせいを欠く」

　と、つぶやいて、すぐ馬前の人々へいった。

「馬超に従ついて落ちて行った兵力はどのくらいだったか」

　ひとりの大将が答えていう。

「龐徳、馬岱などの、約千騎ばかりです」

「なに、千騎。──それならもう無力化したも同じものだ。汝ら、日夜をわかたず、彼を追いかけて、殊勲てがらを競え。もし馬超の首をたずさえて来たら、その者には、千金を賞するであろう。また馬超を生捕ってきた者には、身分を問わず、万戸侯ばんここうに封じて、いちやく、諸侯の列に加えてやろう」

　これは大きな懸賞である。いでやとばかり、下は一卒一夫まで、奮い立って、馬超追撃を争いあった。

　こういう慾望と情勢の目標にされては、いかに馬超でもたまるものではない。追い詰められ追い詰められ、また、取って返しては敵に当り、踏み止まっては追手と戦い、果ては、わずか三十騎に討ちへらされ、夜も寝ず、昼も喰わず、ひたすら西涼へさして逃げ落ちた。

　龐徳と馬岱とは、途中、馬超とも別れ別れになってしまい、遠く隴西ろうせい地方を望んで敗走したが、それと知って、曹操は自身、

「いま彼らを地方へ潜伏させては」

　と、禍いの根を刈るつもりで、あくまでも追撃を加えていた。

　そして、長安郊外まで来ると、都から荀彧じゅんいくの使いが、早馬に乗って、一書をもたらして来た。

「北雲急なりと見て、南江の水しきりに堤をきらんとす。すこしも早く、兵を収めて、許都に還り給わんことを」と、ある。

　そこで曹操は、全軍をまとめ、

「ひとまず引揚げよう」と、軍令を一下した。

　左の手を斬り落された韓遂かんすいを西涼侯に封じ、また彼と共に降参した楊秋ようしゅう、侯選なども、列侯に加えて、それには、

「渭水の口を守れ」と、命じた。

　ときに元、涼州の参軍で、楊阜ようふという者、すすんで彼にこう意見をのべた。

「馬超の勇は、いにしえの韓信かんしん、英布えいふにも劣らないものです。今日、彼を討ち洩らしてのお引揚げは、山火事を消しに行って、また山中に火だねを残して去るようなもので、危険この上もありません」

「いうまでもなく、それは案じている。せめて彼の首を見、予自身半年もいて、戦後の経略までして還れば万全だが、何せい、都の事情と南方の形勢は、それをゆるさぬ」

「以前、それがしと共に、涼州の刺し史しをつとめていた者で、韋康いこうという人物があります。よく涼州の事情に通じ民心を得ていますから、この者に、冀城を守らせ、一軍を領せしめておいたら、大きな抑えともなり、たとい馬超が再起を計っても、やがて自滅して行くものと考えられますが」

「では、その任を、其方に命じよう。汝と、その韋康と、よく心を協せて、ふたたび馬超が勢いの根をはびこらせぬように努めるがいい」

「それには、一部のお味方をとどめて、長安の要害だけは、充分お守り下さるように」

「もちろんだ。長安の堺さかいには、充分な兵力と、誰かしかるべき良将を残して行こう」

　すなわち夏侯淵かこうえんに対して、命は下った。

「旧都長安には、韓遂をとどめておくが、彼は、左腕を失って、身のうごきもままになるまい。汝は、予が腹心、予になり代ってよく堺を守れよ」

　すると、夏侯淵が、

「張既ちょうき、字あざなを徳容とくようという者がいます。高陵の生れです。これを京兆けいちょうの尹いんにお用い下さい。張既と力を協せて、必ず、丞相をして二度と西涼の憂ゆうをなからしめてみせます」

「よろしい。張既ものこれ」

　曹操は、乞いをゆるした。
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　あすは都へ還るという前夜、曹操は諸大将と一夕せきの歓かんを共にした。

　その席上で、一人の将が、曹操に訊いた。

「後学のため、伺いますが。──合戦の初めに、馬超の軍勢は、潼関どうかんに拠よっていましたから、渭水いすいの北は遮断された形でした」

「ムム」

「で当然、河の東を攻めて、お進みかと思いのほか、さはなくて、いたずらに野陣の危険にさらされたり、後また北岸に陣屋を作り、いつになく、戦法に惑いがあるように見えましたが……」

「それは、難きを攻めず、易やすきを衝つく、兵法の当然を行ったまでだ」

「それなら分りますが、今度はその反対のように動いたとしか思われませんでしたが」

「その条件を、敵方に作らせるよう、初めには、わざと敵の充実している正面に当ると見せ、敵兵力をことごとく味方の前に充実させておいてから、徐晃、朱霊などの別働隊を以て、敵兵力の薄い河の西からたやすく越えさせたわけじゃ」

「なるほど、では丞相の主目的は、むしろ別働隊のほうにあったわけですな」

「まず、そんなものか」

「後、わが主力は北へ渡り、堤にそって寨とりでを構築し、しばしば失敗したあげく、氷の城まで築かれましたが、丞相も初めには、こう早く戦が終ろうとはお思いなさらなかったものでしたか」

「いやいや、あれはわざと、味方の弱味を過大に見せ、敵を驕おごり誇らせるためと、もう一つは、西涼の兵は悍馬かんばの如く気短きみじかだから、その鋭角をにぶらすため、ことさらに、悠長と見せて彼を焦立いらだたせたまでのこと」

「敵中作敵の計は、疾く前から考えのあったことですか」

「戦機は勘かんだ。また天来の声だ。常道ではいえない。戦前の作戦は、大事をとるから、ただ敗けない主義になりやすい。それがいざ戦に入ると疾風迅雷しっぷうじんらいを要してくる。また序戦では、参謀の智嚢ちのうと智嚢とは敵味方とも、いずれ劣らぬ常識線で対峙たいじする。だがそのうちに、天来の声、いわゆるカンをつかみ、いずれかが敵の常道を覆くつがえすのだ。ここが勝敗のわかれ目になる。すべて兵を用いるの神変妙機は一概にはいい難い」

　かれの解説は、子弟に講義しているように、懇切であった。諸将はまた、口々に訊ねた。

「出陣の初め、丞相には、西涼軍の兵力が刻々と増し、その中には八旗の旗本、猛将なども多いと聞かれたとき、手を打ってお歓びになりましたが、あれは如何なるお気持であったのですか」

「西涼は、国遠く、地は険けんに、中央から隔てられている。その王化の届かぬ暴軍が、いちどに集まって来てくれれば、これは労せず招かず猟場に出てくれた鹿や猪ししと同じではないか」

「ははあ、なるほど」

「もし、彼らが、西涼を出ず、王威にも服せず、ただ辺境にいて、威を逞しゅうしているのを、遠征しようとするならば、莫大な軍費と兵力と年月を必要とする。おそらく一年や二年くらいでは、今度ほどな戦果を収めることはできなかったろう。……で思わず、西涼軍が大挙して来ると聞いたとき、嬉しさのあまり、歓びを発したが、それに不審を抱いたことは、そち達もようやく兵を語る眼がすこしあいてきたというものである。この上とも実戦のたびには、日頃の小智にとらわれず、よく大智を磨くがよい」

　語り終って、曹操は、杯をあげた。諸大将もみな嘆服して、

「丞相いまだ老いず」

　と、心から賀した。

　都に還ると、献帝けんていはいよいよ彼を怖れ給うて、自身、鸞輿らんよに召して、凱旋軍がいせんぐんを迎え、曹操を重んじて、漢の相国しょうこく蕭何しょうかの如くせよと仰せられた。すなわち彼は、履くつのまま殿上に昇り、剣を佩はいて朝廷に出入りするのも許される身となったのである。




蜀人しょくじん・張松ちょうしょう
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　近年、漢中（陝西省せんせいしょう・漢中）の土民のあいだを、一種の道教が風靡ふうびしていた。

　五斗米教ごとべいきょう。

　仮にこう称よんでおこう。その宗教へ入るには、信徒になるしるしとして、米五斗を持てゆくことが掟おきてになっているからである。

「わしの家はなぜか病人がたえない」とか、

「こう災難つづきなのは、何かのたたりに違いない」とか、それと反対に、

「うちの躄いざりが立った」などというのもあるし、

「五斗米教のお札を門かどに貼ってから、奇妙に盗賊が押しかけて来ない」

　などと、迷信、浮説、嘘、ほんと、雑多な声に醸かもされながら、いつのまにか漢中におけるこの妖教の勢力とその殿堂は、国主を凌しのぐばかりであった。

　教主は、師君と称している。その素姓を洗えば、蜀しょくの鵠鳴山こうめいざんにいてやはり道教をひろめていた張衡ちょうこうという道士の子で、張魯ちょうろ、字あざなを公棋こうきという人物だった。

　これが、漢中に来て、いわゆる五斗米教を案出し、

「あわれな者よ。みなわれにすがれ。汝らの苦患くげんはみな張魯がのぞいてやる」

　と、愚民へ呼びかけた。

　民衆の逆境は、このときほど甚だしい時代はない。どこを捜したって満足に家内揃ってその日を楽しんでいるなどという家はない。しかも教養なく、あしたの希望もない民衆は、

「これこそ天来の道士様」

　と、たちまち五斗米をかついで礼拝に来る者が、廟門びょうもんに市いちをなした。

　師君の張魯ちょうろをめぐって、治頭じとう、大祭酒だいさいしゅなどという道者がひかえ、その下に鬼卒きそつとよぶ祭官さいかんが何百人とある。

　不具、病人などが、祈祷をたのむと、

「懺悔ざんげせよ」と、暗室に入れ、七日の後、名を書いたお札を、一通は山の上に埋いけて、天神に奏するものだといい、一通は平地に埋けて地神に詫わびをするといい、もう一通は水底に沈めて、

「おまえの罪業は、水神にねがって、流してもらった」と、云い聞かせる。

　愚民は信ずるのだった。その妄信もうしんから時々、奇蹟が生ずる。すると、大祭を行う。漢中の街は、邪宗門のあくどい彩いろで塗りつぶされ、廟門には豚、鶏、織物、砂金、茶、あらゆる奉納品が山と積まれ、五斗入り袋は、十倉の棟にいっぱいになる。

　こうして、邪教の猖獗しょうけつは、年ごとに甚だしくなり、今年でもう三十年にもなるが、いかにせん、その悪弊は聞えてきても、中央に遠い巴蜀はしょくの地である。令を以て禁止することも、兵を向けて一掃することもできない。

　そこでかえって、教主張魯に対しては、卑屈な懐柔策を取ってきた。彼に鎮南ちんなん中郎将という官職を与え、漢寧かんねいの太守に封じて、そのかわりに、

「年々の貢みつぎを怠るなかれ」と誓わせて来たのである。

　従って、五斗米教は、中央政府の認めている官許の道教として、いよいよ毒を庶民に植えつけて、今や巴蜀地方は、一種の教門国と化していた。

　すると、ついこの頃のこと。

　漢中の一百姓が、自分の畑から、黄金の玉璽ぎょくじを掘り出し、びっくりして庁へ届けてきた。

　張魯の群臣は、みな口をそろえて、

「これこそ、天が、漢寧王かんねいおうの位くらいにつくべし、と師君へ授け給うたもの」

　と、彼に、王位につくことをすすめた。

　すると、閻圃えんほという者が、思慮ありげに、こう進言した。

「なるほど今は、中央の曹操、西涼の馬超を討って、気いよいよ驕おごり、人民としては、いわゆる天井をついた象かたち。たしかに撃つべきときに違いないが、まず我らは、蜀四十一州を内に併合統一して、しかる後、彼に当るのが、正しくないかと考えられますが。──師君のご賢慮はいかがでしょうか」
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　師君張魯ちょうろの弟に、張衛ちょうえいという大将がいる。

　いま、閻圃えんほの言を聞くと、その張衛は、

「然り、然り。閻圃の説こそ、大計というものである」

　と云いながら前へ進んで、彼の献策をさらに裏書して、こう大言した。

「先ごろ来、西涼の馬超が破れたことから、領内混乱に陥り、西涼州の百姓たちの逃散して、漢中に移り来るもの、すでに数万戸にのぼると聞く。──加うるに、従来、漢川かんせんの民、戸数十万に余り、財ゆたかに糧はみち足り、四山谿流、道は嶮岨けんそにして、一夫これを守れば万卒も通るを得ず、と古来からいわれておる。もしこれに蜀を加えて、統治を施し、よく武甲ぶこうと仁政を以て固め、上に帝王を定むるならば、これこそ千年の基業を開くことができるに相違ない。──家兄このかみ、願わくは不肖張衛に、入蜀にゅうしょくの兵馬を授けたまえ。誓って、この大理想を顕現してお目にかけん」

　両者の言に、張魯も意をうごかされて、

「よろしかろう。疾とく準備にかかれ」と、聴許した。

　かくて、漢中の兵馬が、ひそかに、蜀をうかがっているとき、その蜀は今、どんな状態にあったろうか。

　巴蜀はしょく。すなわち四川省しせんしょう。

　長江千里の上流、揚子江の水も三峡の嶮けんにせばめられて、天遠く、碧水へきすいいよいよ急に、風光明媚な地底の舟行を数日続けてゆくと、豁然かつぜん、目のまえに一大高原地帯が展ひらける。

　アジアの屋根、パミール高原に発する崑崙こんろん山系の起伏する地脈が支那西部に入っては岷山みんざん山脈となり、それらの諸嶺をめぐり流れる水は、岷江みんこう、金沱江きんだこう、涪江ふこう、嘉陵江かりょうこうなどにわかれては、またひとつ揚子江の大動脈へ注そそいでくる。

　四川の名は、それに起因おこる。河川流域の盆地は、米、麦、桐油、木材などの天産豊かであり、気候温暖、人種は漢代初期からすでに多くの漢民族が入って、いわゆる巴蜀文化の殷賑いんしんを招来していた。その都府、中心地は、成都せいとである。

　ただこの地方の交通の不便は言語に絶するものがある。北方、陝西省せんせいしょうへ出るには有名な剣閣の嶮路を越えねばならず、南は巴山はざん山脈にさえぎられ、関中に出る四道、巴蜀へ通ずる三道も嶮峻巍峨けんしゅんぎがたる谷あいに、橋梁をかけ蔦葛つたかずらの岩根を攀よじ、わずかに人馬の通れる程度なので、世にこれを、

「蜀の桟道さんどう」と呼ばれている。

　さて、こういう蜀も、遂に、時代の外の別天地ではあり得なかった。

　蜀の劉璋りゅうしょうは漢の魯恭王ろきょうおうが後胤といわれ、父劉焉りゅうえんが封を継いでいたが、その家門と国の無事に馴れて、いわゆる遊惰脆弱ゆうだぜいじゃくな暗君だった。

「漢中の張魯が攻めてくるとか。いかがすべきぞ。ああ、どうしたらいいか」

　彼は、生れて初めて、敵というものが、すぐ隣にいたのを知ったのである。

　蜀の諸大将も、みな怯おびえた。するとひとり、評議の席を立って、

「不肖ですが、それがし、三寸の舌をうごかして、よく張魯が軍勢を退けてご覧にいれる。乞う、お案じあるな」と、いった者がある。

　見れば、その人は、背丈せたけ五尺そこそこしかなく、短身長臂ちようひ、おまけに、鼻はひしげ、歯は出ッ歯で、額ひたいは青龍刀みたいに広くて生はえぎわがてらてらしている。

　ただ大きいのは声だけだ。声は鐘を撞つくように余韻と幅がある。

「やあ、張松ちょうしょうか。いかなる自信があって、さような大言を吐くか」

　劉璋りゅうしょう以下、諸大将が半ば危ぶみながら問うと、

「百万の兵も、一心に動く。一心の所有者に、それがしの一舌を以て説く。なんで、動かし得ぬことがありましょうか」と、許都に上って、曹操に会見し、将来の利害大計を述べて、この禍いを変じて、蜀の大幸として見せん──と、諄々じゅんじゅん、腹中の大方策を披瀝ひれきした。

　張松の考えているその内容とはどんなものか、とにかく、彼の献策は用いられることとなり、彼は早速、遠く都へ使いして行くことになった。

　その旅行の準備にかかる傍かたわら、彼は自分の家に、画工を雇って、西蜀四十一州の大鳥瞰図だいちょうかんずを、一巻の絵巻にすべく、精密に写させていた。
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　画工は五十日ほどかかってようやくそれを描き上げた。四十一州にわたる蜀の山川谿谷、都市村落、七道三道の通路、舟帆しゅうはん、駄馬の便、産物集散の模様まで、一巻数十尺の絵巻のうちに写されていた。

「これを開けば、いながらにして、蜀に遊ぶようなものだ。よしよし。上出来」

　張松は、画工をねぎらった。

　彼は直ちに、劉璋に謁して、出発の準備も調いましたればと、暇いとまを告げた。

　劉璋は、かねて用意しておいた金珠きんしゅ錦繍きんしゅうの贈物を、白馬七頭に積んで、彼に託した。もちろん曹操への礼物である。

　千山万峡、嶮岨けんそを越えて、使者の張松は都へ向った。

　時、曹操は銅雀台どうじゃくだいへ遊びに行って、都へ還ったばかりであった。

　江南の風雲は、なお測はかり難いものがあるが、西涼の猛威を、一撃に粉砕し、彼の意こころはいよいよ驕おごり、彼の臣下は益〻慢じ、いまや、曹操一門でなければ人でないような、我が世の春を、謳歌していた。

「さすがは、花の都」

　張松も、眼を驚かされた。魏ぎの文化の眩まばゆさに、白馬七頭に積んできた礼物も、曹操の前に出すには気恥ずかしいような気がした。

　ひとまず旅館に落着き、相府に入国の届を出し、また迎使部げいしぶの吏りを通じて、拝謁簿はいえつぼに姓氏官職などを記録し、

「やがて丞相からお沙汰のあるまで相待つように」

　という吏員のことばに従って、その日の通知を待っていた。

　ところが、幾日たっても、相府からの召しがないので怪しんでいると旅亭の館主が、

「それは、姓氏を簿ぼに書き上のぼすとき、賄賂まいないを吏員に贈らなかったからでしょう」

　と、注意してくれた。

　そこで、客舎の主人から莫大な賄賂わいろを相府の吏員に贈ると、ようやく五日目ごろに、沙汰があって、張松は、曹操に目通りすることができた。

　曹操は、一眄べんをくれて、

「蜀はなぜ毎年の貢ぎ物を献じないか」

　と、罪を責めた。

　張松は、答えて、

「蜀道は、嶮岨な上に、途中盗賊の害多く、とうてい、貢ぎを送る術すべもありません」

　と、いった。

　曹操は、甚だしく、自分の威厳を損ぜられたような顔をして、

「中国の威は、四方に遍あまねく、諸州の害を掃って、予は今やいながらに天下を治めておる。なんで、交通の要路に野盗乱賊が出没しようか」

「いやいや。決してまだ天下は平定していません。漢中に張魯ちょうろあり、荊州に玄徳あり、江南に孫権の存在あり。加うるに、緑林山野、なお無頼ぶらいの巣窟そうくつに適する地方は、どれほどあるかわからない」

　曹操は急に座を起って、ぷいと後閣へ入ってしまった。激怒した容子である。張松は、ぽかんと、見送っていた。

　階下に整列していた近臣も、興を醒さまして、張松の愚を嗤わらった。

「外国の使臣として、はるばる参りながら、あえて丞相の御心に逆らうとは、いやはや、不束ふつつか千万。再度のお怒りが降らぬうち、疾とく、疾く蜀へ帰り給え」

　すると張松は、その低い鼻の穴から、ふふふと、嘲笑をもらした。

「さてさて、魏ぎの国の人は嘘で固めているとみえる。わが蜀には、そんな媚言びげんやへつらいをいう佞人ねいじんはいない」

「だまれ。しからば、魏人は諂佞てんねいだというか」

「おや、誰だ？」

　声に驚いて、張松が振り向くと、侍立の諸臣のうちから、一人の文化的な感じのする青年が、つかつかと進んで、張松の前へ立った。

　年の頃まだ二十四、五歳。神貌じんぼう清白、眉ほそく、眼すずやかである。これなん弘農こうのうの人で、一門から六相三公を出している名家楊震ようしんの孫で、楊修ようしゅう、字あざなは徳祖という。いま曹操に仕えて、楊郎中ようろうちゅうといわれ、内外倉庫の主簿しゅぼを勤めていた。

「外国の使臣といえ、黙って聞いておれば、怪けしからんことをいう。すこし君に談じつける儀があるから、僕に従ってこっちへ来給え」

　楊修はそういって、張松を閣の書院へひっぱって行った。張松は、この青年の魅力に何か心をひかれたので、黙って彼のあとに従いて行った。




孟徳新書もうとくしんしょ
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「ここは奥書院、俗吏は出入りしませんから、しばし静談しましょう。さあ、お着席ください」

　楊修ようしゅうは、張松へ座をすすめ、自ら茶を煮て、遠来の労を慰めた。

「蜀道しょくどうは天下の嶮岨けんそとうけたまわる。都まで来るには、ひとかたならぬご辛苦だったでしょう」

　張松は頭を振って、

「君命をうけて使いするに、なんの万里も遠しとしましょう。火を踏み、剣を渡るも、厭いとうことではありません」と、答えた。

　楊修はかさねて訊いた。

「蜀の国情や地理は、老人のはなしとか、書物とかで知るのみで、直接蜀の人から伺ったことがない。ねがわくは、ご本国の概要を聞かせ給え」

「されば、蜀はわが大陸の西部に位し、路に錦江きんこうの嶮をひかえ、地勢は剣閣けんかくの万峰ばんぽうに囲まれ、周囲二百八程、縦横三万余里、鶏鳴けいめい狗吠くはい白日も聞え、市井点綴しせいてんてつ、土はよく肥え、地は茂り、水旱すいかんの心配は少なく、国富み、民栄え、家に管絃あり、社交に和楽あり、人情は密に、文をこのみ、武を尚とうとび、百年乱を知らずという国がらです」

「おはなしを承っただけでも、一度遊びに行ってみたくなりますね。して、あなたはその蜀で、どんな役目を勤めておられますか」

「お恥かしい微賤びせんです、劉璋の家中において、別駕べつがの職についております。失礼ながら其許そこもとは？」

「丞相府の主簿しゅぼです」

「名門楊家は、数代簪纓しんえいの誉れ高くご父祖はみな宰相や大臣の職にあられたのではないか。その子たる者が、何故、丞相府の一官吏となって、賤しき曹操の頤使いしに甘んじておらるるか、なぜ、廟堂に立って、天子を佐たすけ、四海の政事まつりごとに身命をささげようとはなさらぬか」

「…………」

　楊修は、身を辱はずるかの如く、顔あからめたまま、しばしうつ向いていたが、

「いや、丞相の門下にあって、軍中兵粮の実務を学び、また平時にはご書庫を預かって、庫中万巻の書を見る自由をゆるされているのは、自分にとって大きな勉強になりますからね」

「ははは、曹操について学ぶことなどがありますかな。聞説きくならく、曹丞相は、文を読んでは、孔孟の道も明らかにし得ず、武を以ては、孫呉そんごの域いきにいたらず、要するに、文武のどちらも中途半端で、ただ取得とりえは、覇道強権はどうきょうけんを徹底的にやりきる信念だけであると。──こうわれわれは聞いておるが」

「松君しょうくん。それは君の認識がちがう。蜀の辺隅にいるため、如何せん、君の社会観も人物観も、ちと狭い。丞相の大才は、とうていおわかりになるまい」

「いやいや、僕の偏見よりは、かえって、中央の都府文化に心酔し、それを万能として、天下を見ている人の主観には、往々、病的な独善がある。曹操の大才とは、一体どれ程なものか、何か端的にお示しあるなら、伺いたいものだが」

「よろしい、たとえば、これをご覧なさい」

　楊修は起って、書庫の棚から、一巻の書を取出し張松の手に渡した。

　題簽だいせんには、孟徳新書もうとくしんしょとある。

　張松は、ざっと内容へ目を通した。全巻十三篇、すべて兵法の要諦ようていを説いたものらしい。

「これは、誰の著ですか」

「曹丞相がご自身、軍務の余暇に筆をとられて、後世兵家のために著された書物です」

「ははあ、器用なものだな」

「古学を酌くんで、近代の戦術を説き、孫子十三篇に擬なぞらえて、孟徳新書と題せらる。この一書を見ても丞相の蘊蓄うんちくのほどがうかがえましょう」

　張松はわらって、楊修の手へ、書物を返しながら、

「わが蜀の国では、これくらいな内容は、三尺の童子も知り、寺小屋でも読んでおる。それを孟徳新書などとは……あははは、新書とは、人をばかにしたものだ」

「聞き捨てにならぬおことば、然らばこの書の前に類書があるといわるるか」

「戦国春秋の頃、すでにこれとそっくりな著書が出ておる。著者が誰とも知れぬものゆえ、丞相はそのまま、書き写して、自分の頭から出たもののように、無学の子弟に自慢しているものでござろう。いやはや、とんだ新書もあるものだ」

　哄笑こうしょうまた哄笑して、張松はわらいを止めなかった。
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　多少、張松に好意をもっていたらしい楊修も、彼の無遠慮なわらい方と、その大言に、反感をおぼえたらしく、眼に蔑さげすみをあらわして云った。

「いくら何でも、まさか三尺の童子が、このような難解な書を、暗誦そらんじているなどということはありますまい。法螺ほらもおよそにおふきにならんと、ただ人に片腹痛い気持を起させるだけですよ」

「嘘だとお思いなさるのか」

「たれも真にうける者はないでしょう。試みに、御身がまず自分で暗誦そらよみしてごらんなさい。できますか」

「三尺の童子でもなすことを、なんでそれがしにお試しあるか」

「まあまあ、事実を示してから、お説は聞くとしようではありませんか」

「よろしい。お聞きなさい」

　張松は、胸を正し、膝へ手をおくと、童子が書物を声読するように、孟徳新書の初めから終りまで、一行一字もまちがいなく誦よんだ。

　楊修はびっくりした。

　急に、席を下って、うやうやしく、張松を拝し、

「まったく、お見それ申しました。私もずいぶん著名な学者や賢者にも会いましたが、あなたのような人物に会ったのは初めてです、……しばらくこれにお待ちください。曹丞相に申しあげて、もう一度、改めて、ご辺と対面なさるように、お勧め申して来ますから」

　楊修は青年らしい興奮を面にもって、すぐ曹操のところへ行った。そして、なぜ蜀の使いにあんな冷淡な態度をお示しになったのか、とその理由をなじった。

　曹操がいうには、

「一見して分るではないか。あの矯短長臂わいたんちょうひな体つきは、まるで手長猿だ。予は歓ばん」

「容かたちや貌かおをもって、人物を選りわけていたら、偽者ばかりつかんで、真人ほんものを逸しましょう。そうそう、むかし禰衡ねいこうという畸人きじんがいましたが、丞相は、あの人間さえ用いたではありませんか」

「それは、禰衡には、一代の文才と、その文の力を以て、民心をつかんでいた能があったからだ。いったい張松などになんの能があるか」

「どうして、どうして、決して端倪たんげいするわけにゆきません。海を倒さかしまにし、江を翻す弁才があります。丞相の著あらわされたかの孟徳新書をたった一度見ただけで、経をよむごとく、暗誦そらんじてしまいました。のみならず、博覧強記、底が知れません。あの書は、戦国時代の無名の著書で、おそらく丞相の新著ではない。蜀の国では、三尺の童子も知っているなどともいっていました」

　楊修はやや賞めすぎた。青年だから是非もないが、曹操がどんな顔して最後のほうのことばを聞いていたか、気もつかずに、賞めちぎってしまった。

「中国の文化にうとい遠国の使者だ。わが大国の気象も真の武威も知らんのでそんな囈言たわごとを申すとみえる。──楊修」

「はい」

「明日、衛府の西教場で、大兵調練の閲兵えっぺいをなすことになっておるから、汝は、張松を連れて、見物に来い。あれに、魏の軍隊のどんなものかを見せてやれ」

　畏かしこまって、楊修は次の日、張松をつれて、練兵場に赴いた。

　この日、曹操は、五万の軍隊を、衛府の練兵場に統率し、甲鎧燦爛こうがいさんらん、龍爪りゅうそうの名馬にまたがって、閲兵していた。

　虎衛軍こえいぐん五万、槍騎隊三千、儀仗一千、戦車、石砲、弩弓手どきゅうしゅ、鼓手、螺手らしゅ、干戈隊かんかたい、鉄弓隊など四団八列から鶴翼かくよくにひらき、五行に列し、また分散して鳥雲の陣にあらたまるなど、雄大壮絶な調練があった後、曹操は、桟敷さじきの下へ馬を返してきた。

　そして、少し汗ばんだ面には紅を呈し、さも得意そうに、張松を見つけて呼びかけた。

「どうだな、蜀客しょっかく。蜀にはこういう軍隊があるか」

　張松はさっきから眼を斜めにして見物していたが、にこと笑って、

「ありません。──が蜀はよく文治と道義によって治まり、今日までのところ、兵革の必要はなかったのです。貴国の如くには」

　と、答えた。

　またしても、曹操の心を損じはしないかと、楊修はそばで気をもんでいた。




西蜀せいしょく四十一州図しゅうず
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　覇者は己れを凌しのぐ者を忌いむ。

　張松の眼つきも態度も、曹操は初めから虫が好かない。

　しかも、彼の誇る、虎衛軍こえいぐん五万の教練を陪観ばいかんするに、いかにも冷笑している風がある。曹操たる者、怒気を発せずにはいられなかった。

「張松とやら。いま汝は、蜀は仁政を以て治めるゆえ、兵馬の強大は要いらんとか申したが、もし曹操が西蜀を望み、この士馬精鋭をもって押しよせたときは如何。蜀人みな鼠の如く、逃げ潜む術わざでも自慢するか」

「はははは。何を仰せられる」

　張松は口を曲げて答えた。

「聞説きくならく。魏の丞相曹操は、むかし濮陽ぼくように呂布りょふを攻めて呂布にもてあそばれ、宛城えんじょうに張繍ちょうしゅうと戦うて敗走し、また赤壁に周瑜しゅうゆを恐れ、華容かように関羽に遭って泣訴きゅうそして命を助かり、なおなお、近くは渭水いすい潼関どうかんの合戦に、髯ひげを切り、戦袍ひたたれを捨てて辛くも逃げのがれ給いしとか。さるご名誉を持つ幕下の将士とあれば、たとい百万、二百万、挙げて西蜀に攻め来きたろうとも、蜀の天嶮、蜀兵の勇、これをことごとく屠ほふるに、なんの手間暇が要りましょうや。丞相もし蜀の山川風光の美もまだ見給わずば、いつでもお遊びにおいでください。おそらくふたたび銅雀台どうじゃくだいにお還りの日はないでしょう」

　どっちが威圧されているのか分らない。ずいぶん他国の使臣には会ったが、曹操のまえでこれほど思いきったことをいった男はかつて一人もない。

　当然、曹操は赫怒かくどした。楊修に向って、

「言語道断な曲者しれもの。その首を、塩桶しおおけに詰めて、蜀へ送り返せ」と、身をふるわせて罵った。

　楊修は極力弁護した。不遜ふそんな言は吐くが、張松の奇才は実に測り知れない。どうか寛大なご処置を垂れてください。私の身に代えてもと嘆願した。

「いかん。断じてならん」

　曹操はきかない。しかし、荀彧じゅんいくまで出て、かかる奇能の才を殺すことは、やがて天下に聞えると、必ず丞相の不徳を鳴らす素因の一つに数えられましょう。殺すことだけはお止めになったほうがよろしい。そういってともども諫いさめた。

「しからば、百棒を加えて、場外へ叩き出せ」

　こんどは、兵に命じた。

　張松はたちまち大勢の兵に囲まれて遮二無二、練兵場の外に引きずり出された。そして鉄拳を浴び、足蹴あしげをうけ、半死半生にされて突き出された。

「無念」

　張松はすぐに本国へ帰ろうと思った。しかし、つらつら思うに、自分が魏ぎに来た心の底には、蜀はとうてい、いまの暗愚な劉璋りゅうしょうでは治まらない。いずれ漢中に侵略される運命にある。で、こんどの使命を幸いに、もし曹操の人物さえよかったら、魏の国に蜀を合併させるか、属国となすか、いずれにせよ、蜀は曹操に取らしてもよい考えでいたのである。

「よしっ。この報復には、きっと彼に後悔をさせてみせるぞ。自分も、国を出るとき、諸人の前で大言を放って来たてまえ、空しくこんな辱はじを土産にしては帰れない」

　彼は、腫れあがった顔に、療治を加えると、すぐ翌る日、相府にも断わらず、従者を連れて許都を去ってしまった。

「蜀の小男が、よけい小さくなって、蜀へ帰って行った」

　都の者は、笑っていたが、なんぞ知らん、彼は途中から道をかえて、荊州けいしゅうのほうへ急いでいたのだった。そして、郢州えいしゅうの近くまで来ると、彼方から一隊の軍馬が、整然と来て、

「そこへ参られたは、蜀の別駕べつが張松ちょうしょうどのではなきや」

　と、先なるひとりの大将がいう。張松が、然り、と答えると、その武将はひらりと馬を降りて、礼をほどこし、

「それがしは、荊州の臣、趙雲ちょううん子龍しりゅう。主人玄徳の命をうけ、これまでお出迎えに参りました。遠路、難所を越えられ、さだめしお疲れでしょう。いざあれにてご休息を」

　導いた一亭には、酒を整え、茶を煮、洗浴せんよくの設けまでしてあった。
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　魏に使いして、使いを果たさず、失意と辱を抱いて落ちてきた客が、かくばかり鄭重な出迎えをうけようとは、張松も、意外であったらしい。

「どうして、劉皇叔りゅうこうしゅくには、このように張松を篤くお迎え下さるのか」

　訊くと、趙雲は、

「いや、ご辺のみに、こうなされるのではありません。総じて、わが主君は客を愛すお方ですから」と、答えた。

　そこからは趙雲の案内で、途中の不自由も不安もなく進んだ。

　日をかさねて、荊州の境に入る。そして黄昏たそがれごろ、駅館へ着いた。

　すると、門外に、百余人の兵が、二行にわかれて整列していた。

　張松のすがたを見ると、一斉に鼓を打ち鉦かねを鳴らして歓迎したので、張松が、びっくりして立ち止まると、たちまち、長髯ちょうぜん長躯ちょうくの大将が、彼の馬前に来て、

「賓客、ようこそご無事で」

　と、にこやかに、出迎えの礼をなし、自身、馬の口輪をとって導いた。

　張松はあわてて馬を降り、

「あなたは、関羽将軍ではありませんか」と、たずねた。

「さよう。此方は羽うです。どうぞお見知りおきを」

「恐縮恐縮。知らぬこととは申せ、つい馬上にて受礼。おゆるし下さい」

「なんの、此方はあなたの出迎えを命ぜられた皇叔の一臣に過ぎません。国賓たるご辺に、さようなご遠慮を抱かせては此方の役目不つつかに相成る。どうか、何なりと御用あれば仰せ下さるように」

　館中に入ると、関羽は、客のために、夜もすがらもてなし、その接待は懇切を極めた。

　次の日はいよいよ荊州城市へ入った。見ると、城市の門まで、道は塵もとめず掃き清められ、たちまち、彼方から錦幡きんばん五色旗をひるがえして、一簇ひとむれの人馬がすすんで来る。

　嚠喨りゅうりょうとして喇笛らてきが吹奏され、まっ先にくる鞍上の人を見れば、これなん劉玄徳。左右なるは、伏龍ふくりゅう孔明、鳳雛ほうすう龐統ほうとうの二重臣と思われた。

　張松は驚いて、馬を降り、あわてて路上に拝跪はいきの礼をとろうとすると、すでに玄徳も馬を降りて、その手を取り、

「かねて、大夫のご高名は、雷らいのごとく承っていましたが、雲山はるかに隔てて、教えを仰ぐこともできなかった。しかるに今日、お国へ還りたもうと聞き、慈母を待つごとく、お待ちしていました。しばしなと、渇仰かつごうの情をのべさせて下さい。私の城へ来て」

「垢あかじみたこの貧客に、ご家中まで遣つかわされ、かつ今日は、過分なお出迎え。張松ただただ恐縮のほかございません」

　曹操のまえでは、あのように不遜を極めた張松も、玄徳のまえには、実に、謙虚な人だった。

　人と人との応接は、要するに鏡のようなものである。驕慢きょうまんは驕慢を映うつし、謙遜は謙遜を映す。人の無礼に怒るのは、自分の反映へ怒っているようなものといえよう。

　城中の歓迎は、豪奢ごうしゃではないが、雲山万里の旅客にとっては、温か味を抱かせた。

　その際玄徳は、世上一般の四方山ばなしに興じているだけで、蜀の事情などは少しも訊ねなかった。

　かえって、張松のほうから、話題に飽いて、こんな質問をし出した。

「いま、皇叔の領せられる土地は、荊州を中心に、何十州ありますか」

　孔明がそばから答えた。

「州都もすべて借り物です。われわれはご主君に、これを奪って領有することが、何の不義でもないことを力説していますが、わがご主君は物堅く、呉の孫権の妹君を夫人にしておられる関係に義を立てて、いまなお真にご自身の国というものをお持ちになっておりません」

　龐統ほうとうも、口をそろえて、

「わが主玄徳は、人みな知るとおり、漢朝の宗親でありながら、少しも自分というものを強く主張しようとなさらんのです。……今、その漢朝にあって、位くらい人臣を極め、専政をほしいままにしている者のごときは、もともと、匹夫下郎にもひとしいのですが」

　と、いかにも歯がゆそうに云って、張松へ杯をさした。
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「そうです。そうです」と何度もうなずいて、張松は杯を受けながら、共鳴を誇張した。

「ただ徳ある人に依ってのみ、天下はよく保たれる。すなわちまた、諸民の安心楽土もそこにしかない。不肖思うに劉皇叔りゅうこうしゅくは、漢室の宗親。仁徳すでに備わり、おのずから四民もその高風を知っていますから、一荊州を領し給うにとどまらず、正統を受け継いで、帝位につかれたところで、誰も非難することはできないでしょう」

　玄徳は、耳なきごとく、あるごとく、ただ、手を交叉こうさしたまま、穏やかに顔を横に振っていた。そして、

「先生のご過賞は、ちと当りません。なんで玄徳にそのような天資と徳望がありましょう」

　とのみいって笑った。

　逗留とうりゅう三日、張松はこの城中にもてなされて、しかも一日でも一刻でも、不愉快なことは覚えなかった。

　四日目、張松は別れを告げて、蜀へ立った。玄徳は名残りを惜しみ、十里亭まで、自身送ってきた。

　ここに少憩してささやかな別宴をひらき、共に杯を挙げて、前途の無事を祈りながら、玄徳は眼に涙をふくんで、

「先生と交わりをむすぶこと、わずか三日、またいつの日か、お教えを仰ぐことができましょう。人生多事、蜀へ帰られてはお忙しいでしょうが、折にふれ、荊州に玄徳ありと思い出して下さい。鴻雁こうがん西へ行くときには、仰いで玄徳も、西蜀に先生あることを胸に呼びかえしているでしょう」

　と、いった。

　張松はこのとき胸に誓った。蜀に迎えて、蜀の新天地を創造する人は、正にこの人以外にはないと。

「いや、この度は、三日の間、朝暮ご恩に甘え、何らのお報いもなさず、今お別れに際して慚愧ざんきにたえません。ただ、皇叔のために、ここで一言申しのこすならば、荊州の地は決してあなたの永住に適する領土でありますまい。南に孫権があって、常に鯨呑げいどんの気を示し、北に曹操があって、虎踞こきょの象かたちを現しています」

「先生。玄徳もそれを知らぬのではありませんが、如何にせん、他に身を安んずる所がないのです」

「乞う。眼を転じて、西蜀の地を望み給え。そこは、四方みな嶮岨けんそといえ、ひとたび峡水きょうすいをこゆれば、沃野よくや千里、民は辛抱づよく国は富む。いまもし荊州の兵をひきい、ここを占むれば、大事を興さんこと目前にありといえましょう」

「いうをやめよ先生。それも知らないではないが、蜀の劉璋は、これもまた、漢室のながれを汲む家。血すじにおいて、わが同族。なんでその国家を犯してよいものぞ」

「いやいや。そのお考えは、小義を知って大義に晦くらいものと申さねばならん。元来、劉璋は暗弱の太守、無能の善人、いかにこの時代の大きな変革期を乗りきれましょうや。現状のままでは、明日にも漢中の張魯ちょうろに侵おかされて五斗米ごとべいの邪教軍に蹂躙じゅうりんされてしまうしかありません。──如しかず、魏の曹操に蜀を取らせ、張魯の侵略を防いで、蜀の民を守らんにはと──このたび張松が上洛の心中には、そうした決意があったのです。いわば蜀の国をわざわざ彼に献じに出向いたものなのでした」

「…………」

「しかるにです。ひとたび、許都の府に足を入れるや、私は眉をひそめました。そこの都市文化はあまりに早、爛熟らんじゅくを呈し、人は驕おごり、役人は賄賂わいろを好み、総じて唯物的風潮がみなぎっている。果たせる哉かな。曹操の人物を見るに及んでも、その軍隊の教練を見ても、事大主義で恫喝どうかつ的で、私はいたずらに、反感をそそられるばかりでした。──思うに、将来久しからずして、彼曹操かならず漢朝に大きな禍いをするでしょう。……皇叔、決して、おだてるのではありません。媚こびるのでもありません。どうかご自重、また大志を抱き、かつ天下万民のため、小義にとらわれないで下さい」

　張松は従者を呼んだ。

　そして馬の背の荷物のうちから一箇の筥はこを取寄せた。

　蓋ふたを開いて、これを展じれば、千山万水、峨々たる山道、沃野よくや都市部落、一望のうちに観ることができる。すなわち、彼が蜀を立つときから携え歩いていた「西蜀四十一州図」の一巻だった。




四



「ごらんなさい。蜀の図です」

「ああ。これは精密なもの。行程の遠近、地形の高低、山川の険要けんよう、府庫、銭粮せんろう、戸数にいたるまで……まるでいながら観るようである」

　玄徳は眸ひとみを離さなかった。

「皇叔。速やかに思し召をここに立て給え」と張松はそばから熱心に彼の意をふるい促した。

「──私に深く交わる心友がふたりいます。法正ほうせい、字あざなは孝直こうちょく。もう一名は孟達もうたつ、字を子慶しけいといいます。他日、そのふたりが訪ねて参ったときは、諸事わたくし同様に、ご相談あっても、たしかな人物ですから、どうかご記憶にとめておいて下さい」

「青山セイザン老オイズ緑水長ク存ス。いつか先生の芳志に報うことができるかも知れない」

「この西蜀四十一州図の一巻は、他日、入蜀の道しるべ。また、今日のお礼として、お手許に献上します。どうかお納めおき下さるように──」

　かくて、彼は、先へ立った。

　玄徳は十里亭から戻ったが、関羽、趙雲などは、なお数十里先まで張松を送って行った。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　益州えきしゅう。それは巴蜀はしょく地方の総称である。漢代から蜀は益州、或いは巴蜀とひろく呼ばれていた。

　実に遠い旅行だった。張松は日を経て、ようやく故国益州へ帰ってきた。

　すでに首都の成都せいと（四川省・成都）へ近づいてきた頃、道のかたわらから、

「やあ、ようこそ」

「ご無事で何よりだった」

　と、二人の友が早くも迎えに出ていて、その姿を見るなり近づいてきた。

「おお、孟達か。法正も来てくれたのか」

　張松は馬を降りて、こもごも、手を握り合った。

「久しく、蜀の茶の味に渇かわいていたろう。そう思って、彼方の松下しょうかに、小さい炉ろをおいて、二人で茶を煮て待っていた。すこし休息して行き給え」

　友は彼をさそって、松の下へ来た。茶を喫し、道中の話などにふけったが、そのうちに、張松は、

「君たちも、現状のままでは、必然、蜀が亡ぶしかないことは知っているだろうが、もしそうとしたら、この蜀に、たれを起死回生の主君と仰ぎたいかね」と、ふたりに訊ねた。

　法正は、怪訝けげんな顔して、

「そのために君は、遠く使いして、魏の曹操に会ってきたのじゃないか。曹操との交渉に、何かまずいことでもあったのかね」

「まずい。甚だまずい結果になった。で、実は、君達だけに打明けるが、おれは途中から気持が変った。蜀へ曹操などを入れたら、蜀の破滅を意味するだけで、蜀の民の幸福にはならん」

「では、誰を迎えるのか」

「だから今、君たちに、そっと意中を訊いてみたわけさ。忌憚きたんないところをいってくれ給え」

「それはほんとか」

「たれが君らを欺あざむこう」

「ふーむ……」と、法正はうめいて、「わしならば、荊州の劉玄徳とむすびたいと思うが」

　孟達の顔を見ると、孟達も、ひとみをかがやかして、

「そうだ、曹操へ蜀を献じるくらいなら、玄徳を主と仰いだほうがはるかにいい。本来、初めから玄徳へ使いすべきであったよ」

　聞くと、張松は、莞爾かんじとして「実は……」と、あたりを見まわした。そして二人の顔へ、顔を寄せて、許都を去ってから荊州へ立ち寄った事情やら、玄徳とある黙契もっけいをむすんで来た事実を打明けた。

「そうか。では偶然、三人の考えが、一致したわけだ。よし、そうなれば大いに張合いもある。張兄、抜かるな」

「万事は胸にある。もし、この儀について、劉璋りゅうしょうから君たちに召出しがあったら、君らこそ抜からずに頼むぞ」

「よいとも」

　三人は、血盟して別れた。

　次の日張松は、成都に入り、劉璋に謁えっして、使いの結果をつぶさに復命した。

　もちろん、曹操のことは、極力悪あしざまにいった。彼には早くから蜀を奪う下心があったので、こちらの交渉など耳にもかけないばかりか、かえって張魯の先を越して、蜀へ攻め入ってくるような気配すら見えたと告げた。




進軍しんぐん
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　劉璋は面に狼狽のいろを隠せなかった。

「曹操にそんな野心があってはどうもならん。張魯ちょうろも蜀を狙う狼。曹操も蜀をうかがう虎。いったいどうしたらいいのじゃ」

　気が弱い、策がない。劉璋はただ不安に駆られるばかりな眼をして云った。

「お案じには及びませぬ」

　張松は語を強めた。そしていうには、

「この上は、荊州の玄徳をおたのみなさい。ご当家とは漢朝の同流同族。のみならず、こんどの旅行中、諸州のうわさを聞いても、彼は仁慈、寛厚、まれに見る長者であると、一世の人望を得ています」

「だが、その劉玄徳とは、今日までなんの交渉も持っていない。彼も漢の景帝の流れを汲む同族とはかねて聞いていたが」

「ですから、この際、鄭重なる書簡をいたせば、玄徳としても、欣然友交国の誼よしみを結ぶにちがいありません」

「では、その使いには、誰をつかわしたらよいと思う」

「孟達、法正。この二人に超えるものはないでしょう」

　するとこの時、帳とばりの外から大声して呼ばわった者がある。

「ご主君っ、耳に蓋ふたし給え。張松の申すことなどに引かされたら、この国四十一州は他人の物になりますぞ」

　驚いて振り向くと黄権こうけん、字あざなは公衡こうこうという者、額ひたいに汗しながら入ってきた。

　劉璋は眉をしかめて、

「なぜ、そんなことを云う。たしなめ」

　と、一喝した。

　黄権は屈せず、面を冒おかしてなお云った。

「君、知り給わずや。当時玄徳といえば、曹操だも恐るる人物。寛仁よく人を馴なずけ、左右に鳳龍ほうりゅう二軍師あり、幕下に関羽、張飛、趙雲の輩ともがらあり、もしこれを蜀に迎え入れたら、人心たちまち彼にあらんも知らず。国に二人の主あるじなし。累卵るいらんの危機を招くは必然でしょう。──それに張松は魏に使いしながら、帰途は荊州をまわって来たという取沙汰もある。旁〻かたがた、ご賢慮をめぐらし給え」

　こうなると、張松も黙っていられない。国家の危機とは、これからのことではない、今やすでにその危機にある蜀である。もし漢中の張魯と魏の曹操が結んで今にも国内へ進撃してきたらどうするか。ただ強がるばかりが愛国ではないぞ、ほかに良策があるならここで聞かせよ、と詰問なじり寄った。

　と、ふたたび帳外から、

「無用無用。わが君。張松の弁舌にうごかされ給うな」

　云いつつ大歩して君前にまかり出てきた人物がある。従事官王累おうるいであった。

　王累は、頓首して、

「たとえ漢中の張魯が、わが国に仇あだをなすとも、それは疥癬かいせん（皮膚病）の疾やまいにすぎぬ。けれど玄徳を引き入れるのは、これ心腹の大患です。不治の病を求めるも同じことです。断じて、その儀は、お見合わせあるように」

　──だが、劉璋の頭には、もう先に聞いた張松のことばが、頑として、先入主になっている。張松は実地に諸州の情勢を見てきた者だし、王累や黄権は、国外の実情にうとい。そう単純に区別してでもいるのか、おそろしく感情を損そこねて叱りだした。

「うるさくいうな。人望もなく実力もないような玄徳なら、なにも求めて提携する必要もないではないか。わが家とは血縁もあり、旁〻かたがた曹操すら一目も二目もおく者と聞けばこそ、予も頼もしく思うて彼の力を借るのじゃ。汝らこそ二度と要らざる舌をうごかすまい」

　かくて遂に、張松のすすめは劉璋の容れるところとなってしまった。使いを命じられた法正は、前日の諜し合わせもあり、張松とはどこまでも主義を同じくしているので、劉璋の書簡を持つと、道を早めて荊州へ赴いた。

「なに、蜀の法正とな？」

　玄徳は、使者の名を聞いて、すぐ張松と別れた日のことばを胸に想いうかべた。

　直ちに、法正を見、かつ書簡をうけて、その場でひらいた。

族弟ゾクテイ劉璋、再拝。一書ヲ

宗兄ソウケイタル将軍ノ麾下キカニ致ス


　書面の冒頭にはこう書き出してあった。
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　その夜、玄徳は独りで、一室に考えこんでいた。

　龐統ほうとうが来ていった。

「孔明はどうしましたか」

「蜀の使者法正を、客館まで送って行ってまだ戻らぬ」

「そうですか。して、君より法正へは、すでにご返辞をお与えになりましたか」

「なお考え中である」

「張松が去るとき、あれほど申しのこして行ったのに、まだお疑いとは」

「疑いはせぬが」

「では、なにをそのように、無用にお心を煩わずろうておられるのですか」

「思うてもみい。いま予と水火の争いをなす者は誰か」

「曹操こそ最大の敵です」

「その曹操を敵として戦うに、これまではすべて彼の反対をとって我が方略としていた。彼が急を以てすれば、われは緩かんを以てし、彼が暴を行えば、我は仁を行い、彼が詐いつわりをなせば、我は誠を以てして来た。それを自ら破るのがつらい」

「はて。意を得ませぬが」

「張松、法正、孟達たちのすすめにまかせて、蜀に伐きり入らんか、当然、劉璋は亡び去ろう。彼は、いつもいうように、わが族弟ぞくてい。玄徳、同族の者をあざむいて蜀を取れりといわれては、予が今日まで守ってきた仁義はなくなる。小利のため、大義を天下に失うはつらいというのだ」

　龐統は一笑に附していう。

「火事場の中で、日頃の礼法をしていたら、寸歩もあるけますまい。あなたのおことばは天理人倫にかなっていますが、世はいま乱国、いわば火事場です。晦くらきを攻め、弱きを併せ、乱るるは鎮め、逆は取って順に従わす、これ兵家の任です。また民の安息を守るものです。蜀の状態はいまやそれに当っている。天に代って事を定め、事定まった上、報ゆるに義を以てしてもよいでしょう。今日もしわが君が蜀に入るを避けても、明日は他人が奪っているかも知れません──。族弟の縁をたいへん気にかけておられるようですが、劉璋には今申したとおり、ほかに方法を以て、仁愛を示されれば、あえて信義に背そむくことにはなりますまい。むしろそうした小義にとらわれておらるるこそ、兵家の卑屈と申さねばなりません」

　諄々じゅんじゅんとして、彼は説いた。道をあきらかにする、これは大きな行動のまえに大切なことにはちがいない。

　玄徳もようやくうなずいた。蜀へ入りたいのは彼とて山々のところである。何せい荊州は戦禍に疲弊している。地理的には東南に孫権、北方に曹操があって、たえず恟々きょうきょうと守備にばかり気をつかわなければならない。ただ一方、門戸のあるのが西蜀であった。しかも張松が置き残して行った図巻を見れば、その国の富強、地理の要害、とうていこの荊州の比ではない。

「よう分った。先生の啓示は、まさに金玉の教えと思う。それに張松たちが、かくまで手を尽して、予を迎えようとするのも、いわゆる天意というものであろう」

「では、ご決心なさいますか」

「孔明が帰って見えたら、早速それについて評議いたそう」

　程なくその孔明も姿をあらわした。三名は鳩首きゅうしゅして、軍議にふけった。

　翌日、法正にも、この旨をつたえ、同時に陣触れを発して、いよいよ入蜀軍の勢揃いをした。

　玄徳はもちろんその中軍にある。

　龐統を軍中の相談役とし、関平かんぺい劉封りゅうほうも中軍にとどめ、黄忠と魏延とは、一を先鋒に、一を後備に分け、遠征軍の総数は精鋭五万とかぞえられた。

　しかし、何より大事なのは、荊州の守りである。万一にも、この遠征軍がやぶれた時、あるいは、南に孫権がうごくか、北の曹操が留守の間隙をうかがうなど不測な事態が生じたとき、万全な備えがなくてはならない。──また征旅に上る玄徳にしても、その安心がなくては、腰をすえて蜀へ入れない。

　で、荊州には、孔明が残ることになった。

　その配備は。

　襄陽じょうようの堺さかいに関羽。

　江陵城に趙雲子龍。

　江辺こうへん四郡には張飛。

　といったように、名だたる者を要所要所にすえ、孔明がその中央荊州に留守し、四境鉄壁の固めかたであった。




鴻門こうもんの会かいに非あらず
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　建安十六年冬十二月。ようやくにして玄徳は蜀へ入った。国境にかかると、

「主人の命によって、これまでお迎えに出た者です」

　と、道のかたわらに四千余騎が出迎えていた。将の名を問えば、

「孟達です」

　と、ことば短かにいう。

　玄徳はにことして孟達の眼を見た。孟達も、眼をもって意中の会釈をした。

　さきに法正がもたらした返辞によって、玄徳が来援を承諾したと聞き、大守劉璋りゅうしょうは無性に歓よろこんでいたらしく、道々の地頭や守護人に布令ふれて、あらゆる歓待をさせた。

　そのうえ彼自身、成都を出て、涪城ふじょう（四川省・重慶の東方）まで出迎えると、車馬、武具、幔幕など、ここを晴と準備していた。

「危険です。見ず知らずな国から来た五万の軍中へ、自らお出であるなどとは」

　黄権がまた諫いさめた。

　侍側にいた張松は、劉璋が口をあかないうちに、

「黄権。足下は何をもって、みだりに盟国の兵を疑い、主君の宗族を離間しようとするのか」

　と、詰問なじった。

　劉璋もともに、

「そうだとも。玄徳はわが宗族だ。故にはるばる、蜀の国難を扶けんと来てくれたのだ。ばか、ばかを申せっ」

　黄権はかなしんで、

「平常、恩禄を喰はみながら、今日君のご恩に報いることができないとは何事か」

　と、頭を地にぶつけ、面に血をながして、なお諫言した。

「うるさいっ」

　劉璋は、袂たもとを振り払った。黄権は離さじと、主人の袂を噛んでいたので、前歯が二本へし折れた。

　城門から出ようとすると、また声をあげて、彼の車にとりすがった家臣がある。李恢りかいという者で、泣かんばかり訴えた。

「むかしから、天子を諫いさめる良臣七人あれば、天下失われず、諸侯に諫める善臣五人あれば、国みだるるも国失われず、大夫に諫いさめる忠僕三人あれば、その主無道なりとも家失われずとか聞き及びます。いま黄権の諫めをお用いなく、玄徳を国にお入れあるは、求めて御身を滅ぼすようなものですっ」

　劉璋は耳をふさいだ。

「車を進めい。車の輪を離さぬならば、轢ひき殺してゆけ」

　そこへまた、一人の下僕が、狂わしげに訴えてきた。泣き喚わめいていうのを聞けば、

「わたくの主人王累おうるいが、どうかしてわが君のお心をひるがえそうと、自分の身を縄でくくり、楡橋門ゆきょうもんの上から身をさかさまにして吊り下がりました。お願いです。どうか助けて下さいっ」

　張松は、車を護る前後の人々にむかい、

「なにを猶予あるか、はやはや進まれよ」

　と叱咤し、また車の側へ行って、劉璋にささやいた。

「彼らはみな、忠義ぶったり、狂態を見せて、君を脅かさんなど企たくらんでいますが、要するに本心は、漢中との戦端を避けて、一日でも安逸を偸ぬすんでいたい輩やからなんです。妻子愛妾の私情にもひかれているに違いありません」

　そのうち楡橋門ゆきょうもんへかかった。仰ぐと、驚くべき決意を示した人間がひとり宙にぶら下がっている。さきに下僕が泣き狂って訴えていた王累だ。その王累にちがいない。

　右手に剣を持ち左の手には諫めの文をつかんでいる。縄に吊られて、両足を天にし、首を地に垂れて、睨んでいた。

　驚いて、車が停まると、王累はくわっと口を開いていった。

「わが君、お待ち下さい」

　そして、諫言の文を、哭なくが如く、訴うるが如く、また怒るが如く読みだした。もしお聞き入れなければ、この剣を以て、自らこの縄を切り、地に頭を砕いて死なんと怒鳴った。

　劉璋は、さっき張松から、卑怯な家臣がみな自分を脅迫するのだと聞いていたので、

「だまれっ。汝らのさしずはうけん」

　と、一喝かつすると、王累は、

「惜しい哉、蜀や！」

　と一声叫んで、右手の剣を宙に振り、自ら縄を切って、地上の車の前に脳骨を打砕いてしまった。




二



　扈従こじゅうの人数三万、金銀兵糧を積んだ車千余輛、ついに成都を距ること三百六十里、涪城ふじょうまで迎えに出た。

　一方の玄徳は、みちみち沿道の官民のさかんな歓迎をうけながら、すでに百里の近くまで来ていた。

　と。その案内に立っている法正のところへ、張松から早馬で密書が来た。法正はそれをそっと龐統に見せて、

「この時をはずすなと、張松のほうから云ってよこしました。お抜かりないように」

　と、諜しめしあわせた。

　龐統も、大事を成すは、今にありと云って、

「その機に臨むまで、足下も部下のものに気取られるな」と注意した。

　かくて、涪城城内、劉璋りゅうしょうと玄徳との対面の日は来た。

　両者の会見は、和気藹々あいあいたるものであった。

「世は遷り変るとも、おたがい宗族の血はこうして世に存し、また巡り会って、今日をよろこぶことができる。力を協せて、ふたたび漢朝の栄えを見ることに兄弟ひとつになろうではありませんか」

　情を叙べるに玄徳は涙し、劉璋も力を得て、彼の手を押し戴き、

「これで蜀も外から侵される心配はない」と、かぎりなく歓んだ。

　歓宴歓語、数刻に移って、玄徳はあっさり帰った。彼のつれて来た五万の軍勢は、城外の涪江江畔ふこうこうはんにおいてあるからである。

　玄徳が帰ると、劉璋は左右のものへすぐ云った。

「どうだ。聞きしにも優る立派な人物ではないか。王累、黄権などは、人を見る明がなく、世の毀誉褒貶きよほうへんを信じて予を諫め、自ら死んだからいいようなものの、生きていたら予にあわせる顔もあるまい」

　蜀中の文武の大将は、これを聞いて、なおさら案じた。鄧賢とうけん、張任ちょうじん、冷苞れいほうなどこもごもに出てはそれとなく、

「人は見かけに依らぬというたとえもあること。まして外柔がいじゅうなのは内剛ないごうなり。万一の変あるときは取返しがつきません」と、用心を促したが、劉璋りゅうしょうは笑って、

「そういちいち人を疑っていたら、人の中には住めまいが」

　彼は自身いうが如き好人物であった。もし庶民のあいだに生れていたら、少くも家産はつぶし、人にものべつ欺だまされていたろうが、その代りに、

（彼はよい男だよ）と、愛されもしたろう。

　けれど、蜀の主権者であり万民に臨む太守としては、ほとんど、その資格なきものといっていい。

「どうでした。劉璋とお会いになってみた感じは」

　玄徳が帰るとすぐ龐統ほうとうがたずねた。玄徳は一言、

「真実のある人だ」

　といった。しかし、龐統はそのことばの裏を読んで、

「愚誠の人物ともいえましょう」と、答えた。

　玄徳はだまって眼をしばたたいた。劉璋に対して愍然びんぜんたるものを抱いているような眸である。

「ああ。お気の弱い」──龐統は彼の胸をすぐ看破した。そして、

「君。何のために、この山川の嶮けわしきをこえ、万里の遠くへ、将士をつれて来ました」

　と、直言し、さらに、

「明日、答礼の酒宴にことよせて劉璋をお招きなさい。決断が大事です。小さい情にとらわれているときではありません」と、切々説いた。

　そこへ法正も来て、

「成都に留守している張松も、疾とく書簡をよこして、この期を失わず、事を計れと、内応の諜しあわせを云いよこしています。……あなたが蜀をお取りにならなければ、結局、この蜀は、漢中の張魯ちょうろか、魏ぎの曹操に奪られるものです。なにを今さら、お迷いになることがありましょうぞ」

　と、口を極めて励ました。

　もとより入蜀の目的はそれにある。玄徳とてここに来て思い止ったわけではない。彼はただ自己の心の中の情念と闘っているだけだ。すなわち建安十七年の春正月、こんどは彼が主人になって、劉璋を招待することにきめた。




三



「長夜の宴」とか「酒国長春」とかいうことばは、みな支那のものである。この民族の歴史ほど宴楽に始まって宴楽に終る歴史を編んできた民族は少ない。平時はもちろん戦争の中でも実に宴会する。別離歓迎、式典葬祭、権謀術策けんぼうじゅっさく、生活兵法、ことごとく宴会の間まと卓たくとによって行われる。

　ことし壬辰みずのえたつの初春、さきに招かれた答礼として、こんどは玄徳が席をもうけて太守劉璋を招待した宴会は、けだし西蜀開闢かいびゃく以来といってもよい盛大なものだった。

　はるばる、荊州から携えてきた南壺なんこの酒、襄陽の美肴びこうに、蜀中の珍膳ちんぜんをととのえ、旗幡林立きばんりんりつの中に、会場をいろどって、やがて臨席した劉璋以下、蜀の将軍文官たちに、心からなるもてなしを尽した。

　やがて宴もたけなわに入った頃、龐統ほうとうはちらと法正に眼くばせして外へ出た。

　人なきところへ行って、ふたりは声をひそめ合っていた。

「うまく運んだ。大事はすでに掌たなごころにありだ。面倒な手段はいらん。ただ席上に於て一気に斬殺せばいい」

「かねてのおさしずは、魏延ぎえんどのにとくと申し含めてあります。きっとうまくやるでしょう」

「場内に血を見ると同時に、劉璋の兵が、外で騒ぎだすにちがいない。その方も手抜かりないようにたのむ」

「心得ております」

　ふたりはさり気ない顔して、元の席へ返っていた。

　宴席は歓語かんご笑声にみち、主賓劉璋の面にも満足そうな酔が赤くのぼっていた。

　ときに、荊州の大将たちの席から、突如、魏延が立ち上がって、酔歩蹌踉そうろうと、宴の中ほどへ進み出で、

「せっかくの台臨を仰ぎながら、われわれ長途の軍旅にて、今日のもてなしに、恨むらくは音楽の饗応を欠いておる。依ってそれがし、剣の舞をなして、太守の一笑に供え奉る。──」

　いうかと思えば、はや腰なる長剣を抜いて、舞いだしていた。

「あ、あぶない」

　こはただ事の馳走に非ずと、劉璋の左右にあった文武の大将は、みな顔色を変えたが、咎とがめる術もなかった。

　すると、従事官張任ちょうじんという蜀の一将、やにわにまた、剣を抜いて、魏延のまえに躍り出で、

「古来、剣を舞わすには、かならず相手が立つと承る。武骨、不風流者ながら、君にならって、お相手をいたさん」と、魏延の舞に縺もつれて、共に舞い始めた。

　閃々、たがいに白虹はっこうを描き、鏘々しょうしょう、共に鍔つばを震おののき鳴らす。──そして魏延の足が劉璋へ近づこうとすれば張任の眼と剣は、きっと、玄徳へ向って、殺気をはしらせた。

（剣の舞の相手よ。汝がもしわが主人に危害を加えるならば、われは直ちに汝の主人玄徳を刺すぞ）

　無言のうちに張任は舞いつつ魏延を牽制けんせいしていた。

　龐統ほうとうは、それを眺めて、「ちいっ」と、この測らざる邪魔者に舌打ち鳴らしながら、かたわらにいた劉封へきっと眼くばせした。

　心得たりと、劉封もすぐ身を起し、剣を抜いて、ふたりの間へ。

「あら、おもしろや」と、舞うて入る。

　とたんに、ざわざわと、劉璋の周囲が一斉に立った。冷苞れいほう、劉璝りゅうかい、鄧賢とうけんなどという幕将たち、手に手に剣を抜きつれて、

「いざ、舞わんか」

「それ舞わんか」

「舞わんか、舞わんか」

「いざ来れ」

　と、満座ことごとく剣に満つるかと思われた。

　玄徳は愕おどろいて、自分も、剣を抜いて、高く掲げ、

「無礼なり、魏延、劉封、ここは鴻門こうもんの会ではない。われら宗親の会同に、なんたる殺伐さつばつを演ずるか。退さがれっ、退がれっ」と叱った。

　劉璋も、家臣の非礼を叱って、玄徳と自分とは、同宗の骨肉、無用な猜疑さいぎをなすは、汝らこそ、兄弟の仲を裂くものであると、たしなめた。

　しかし、この夜の宴は、失敗に似て、かえって成功だった。劉璋はいよいよ玄徳に信頼の念を深めた。




珠たま
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　その後も、蜀の文武官は、劉璋に諫めること度々であった。

「玄徳に二心はないかもしれません。しかし玄徳の幕下は皆、この蜀に虎視眈々こしたんたんです。何とか口実を設けて今のうちに荊州軍を引き揚げさせるご工夫をなされては如何ですか」

　劉璋は依然、うなずかない。

「さのみ疑うことはない。強たってのことばは、宗族の間に、強しいて波瀾を起こさせようとする気か」

　そういわれてはもう衆臣も二の句がない。唯ひたすら家臣結束して、荊州軍のうごきに警戒の眼を払っているだけだった。

　かかるうちに国境の葭萌関かぼうかんから飛報が来た。

「漢中の張魯ちょうろが、ついに大兵をあげて攻めよせて来た！」とある。

「それみよ、禍いはそこだ」

　劉璋はむしろ得意を感じたらしい。早速にこの由を玄徳へ伝え、協力を乞うと、玄徳はすこしも辞すところなく、直ちに、兵を率いて国境へ馳せ向った。

　蜀の諸将はほっとした。

「いざ、この間に、蜀は自国の守りを鉄壁になし給え。内外、万全のご用意を」

　と、劉璋へ再三再四、献言した。

　劉璋も、あまりに諸臣が憂えるので、さらばと彼らの意にしたがい、即ち、蜀の名将白水之都督はくすいのととく楊懐ようかい、高沛こうはいのふたりに涪水関ふすいかんの守備を命じて、自分は成都へ立ちかえった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　蜀境の戦乱は、まもなく、長江千里の南、呉へ聞えてきた。

「玄徳の野心は、ついに鋒鉦をあらわした。汝ら何と思うか」

　孫権は、呉の重臣を一堂に集めて、こう穏やかでない顔して云った。

　顧雍こようが答えていう。

「彼はついに、火中の栗を拾いに出たものです。自ら手を焼くにちがいありません。情報なおつまびらかでありませんが、荊州の兵力を二分して、その一をもって蜀に入り、長途のつかれを持つ兵をして、強いて国境の嶮岨けんそに拠よらしめ、今や漢中の張魯ちょうろと、血みどろの戦をなしていると聞えまする。思うに、呉の無事なる兵をもって、荊州の留守を突かば、一鼓して、彼の地盤はくつがえりましょう」

「予もそう考えていたところだ。諸卿よろしく出師すいしの準備にかかれ」

　すると、議堂の屏風びょうぶの蔭から、誰かひとり進み出て、甲高い声していった。

「誰じゃ、わが女むすめに、危害を加えようとするものは」

　おどろいて、その人を見れば、これは孫権の母公、呉夫人であった。

　母公は猛たけりたって、

「そちたちは、江東八十一州の遺領を、いながらにうけて、父祖の恩に、今日を豊かに送りながら、なお荊州を望んで、どうするというのじゃ。荊州には、可愛い娘を嫁がせてある。玄徳はこの老母が婿むこではないか」

　孫権は沈黙して、ただ老母のまえに、叱りをうけているだけだったために、評議は、一決せずに終ってしまった。

　──今、荊州を収めなければまたいつの日機会があろうと、孫権は爪をかみながら、一室に沈吟していた。

　張昭が、そっと来て彼の前にささやいた。

「べつに計はかりごとをおたてになればよいでしょう。母公のお叱りは、ただただ、遠国におわすあなたの妹君をいじらしき者、可愛いものと、情にひかれておいでになるだけのことですから」

「では、どうして母をなだめるか」

「一人の大将に五百騎ほどをさずけ、急遽、荊州へさし向けられ、玄徳の御内方たる妹君へ、そっと密書を送って、母公の病篤し、命めい旦夕たんせきにあり、すぐかえり給えとうながすのです」

「む、む」

「その折、玄徳の一子、阿斗あとをも連れて、呉へ下ってこられたなら、あとはもう此方のものです。それを人質ひとじちに、荊州を返せと迫れば」

「その策は実に妙計だ。して誰をやろうか」

「周善なれば、仕損じますまい。彼は、力ちから鼎をあげ、胆斗たんとの如き大将で、しかも忠烈ならびなき大将です」

「すぐ、ここへ呼べ」

　孫権ははや、筆墨をよせて、妹に送る密書をしたため出した。
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　その日、孫権に召された周善は、張昭にも会って、審つぶさに密計を授けられ、勇躍して、夜のうちに揚子江を出帆した。

　五百の兵はみな商人あきゅうどに仕立て、上流へ交易に行く商船に偽装し、船底には武具をかくしていた。

　やがて目的地の荊州に着く。

　周善は伝手つてを求めて、首尾よく荊州城の大奥へ入りこんだ。そして多くの賄賂わいろをつかい、ようやく玄徳の夫人に会うことができた。

　夫人は、寝耳に水の愕おどろきに打たれ、

「えっ。母公には、明日も知れぬご危篤ですって？」

　兄孫権の手紙を読むうちに、もう紅涙こうるい潸々さんさん、手もわななかせ、顔も象牙彫ぞうげぼりのように血の色を失ってしまった。

「一刻もお早く、呉へお下りください。せめて息のあるうちに、ひと目なと、お姿を見たいと、御母公におかせられては、苦しき御息おんいきのひまにも、夜となく昼となく、うわ言にまで御名を呼んでおられまする」

　周善のことばを聞くと、玄徳夫人は、いよいよ身をもんで、

「会いたい、行きたい、周善、どうしようぞ……」と、泣き沈んだ。

　ここぞと、周善は、

「翼ある御身なれば、すぐにもご対面はかないましょうが、いかにせん長江の水速しといえども、船旅では幾日もかかります。すぐご用意あって、それへお召し遊ばさねば、ついにご臨終には間にあいますまい」

「……というて、いまは良人玄徳は蜀へ入って、この城においで遊ばさず」

「それは御兄上の孫将軍から後にお詫わびをして貰えばよいでしょう。親への大孝。よもお叱りはありますまい」

「でも、孔明が何というかしれない。留守の出入りは孔明がきびしく守っているのですから」

「あの人に告げたら、断じて、呉へ下ることなど、許すはずはありません。自身の責任のみ大事に思いましょうから」

「飛んでも行きたい思いがする……。周善、よい智慧をかして賜たも」

「されば、いずれこのことは尋常ではかなわじと考え、張昭のさしずにより帆足ほあし速き一艘そうを江岸へ着けておきました。ご決意だにあらば、すぐご案内いたしましょう」

　なにものも要らない気になった。ついに彼女は身支度した。周善は諸方の口を見張りながら、その間に早口に告げた。

「そうそう、和子わこ様もお連れ遊ばせよ。御母公には、日頃から劉皇叔の家には、愛らしい一子ありとお聞きになって、一目見たいと口癖に仰っしゃっておられました。和子様は懐にでもお抱きになって──ようございますか和子様も」

　彼女の心はもう呉の空へ飛んでいる。なにをいわれても唯い々いとしていわれるままにうごいていた。嬋娟せんけんにして男まさりな呉妹君ごまいくんといわれ、その窈窕ようちょうたる武技も有名な夫人であったが、国外遠く嫁いで、母の危篤と聞いては、やはり弱い女に過ぎなかった。

　黄昏たそがれごろ。

　ことし五歳の阿斗をふところに、夫人は、車にかくれて、城中から忍び出た。

　呉以来、側近くかしずいている三十余人の侍女は、みな小剣を腰に佩はき、弓をたずさえて夜道をいそいだ。

　沙頭鎮さとうちんの埠頭ふとうに、車はつく。船の燈ひは暗く波間にゆれていた。

　ざわめく蘆荻ろてきのあいだから船は早くも離れかけた。帆車がきしる。怪鳥けちょうのつばさのように帆は風をはらむ。

「待てっ。その船待てっ」

　岸の暗がりに、馬のいななきやら剣槍のひびきが聞えた。

　周善は艫ともに立って、

「いそげ、振り向くな」

　と、水夫かこたちを叱咤した。

　江頭の人影は、刻々、多くなって、騒ぎ立っている。中にひとり目立っているのは、常山の趙子龍ちょうしりゅう、即ち江辺こうへん守備の大将であった。




三



「おういっッ。待て」

　船の影を追いながら、趙雲ちょううんは岸に沿って馬を飛ばした。部下の兵も口々に、

「のがすな。あの船を」と、十里も駆けた。

　一漁村へかかった。

　趙雲は駒をすてて、漁夫の一舟へ飛び乗り、

「あの船へ漕ぎ寄せろ」と、先に廻っていた。

　呉の船は帆うなりをあげながら下ってきた。趙雲の小舟がそれへ近づこうとすると、船上の周善は、長い戈ほこを持って、

「射殺いころせ、突き殺せ」

　と、必死の下知に声をからした。

　舷ふなべりに並んだ呉の兵は、弓を引きしぼり、戟ほこを伸ばして、小舟を寄せつけまいと防ぎながら、その船脚はなお颯々と大江たいこうの水を切って走ってゆく。

「やわか。通すべき」

　趙雲は、槍をなげすてた。

　腰なる青釭せいこうの剣は、たちまち雨と降る矢を切り払う。そして小舟のへさきが、敵船の横へ勢いよくぶつかった瞬間に、

「おおうッ。おのれ」

　喚わめきながら、身をもって、舷へ飛びつき、無二無三、よじのぼって、ついに船中へ躍りこんで来た。

　呉の兵は、彼の形相に怖れて、わっと逃げかくれる。趙雲はあたりを睥睨へいげいしながら、大股おおまたに船屋形の内へ入って、

「夫人っ、何処へおいでになるのですっ」

　と、鏡のような眼をいからせて咎とがめた。

　その声に、夫人のふところに眠っていた幼君の阿斗あとが泣きだした。侍女たちは怖れてみな片隅に打ち慄えている。しかし、さすがに夫人は気位きぐらいが高い。

「無礼でしょう趙雲。なんですかその血相は」

「お留守をあずかる孔明にも何のお断りすらなく、城中を出られるのみか、呉船に召されて江を下るなど、あなたこそ劉皇叔のご夫人として穏やかならぬご行動ではありますまいか」

「呉にいます母公が、あすも知れぬご重態との知らせに、軍師へ相談している暇いとまもなく、急いで便船に乗ったのです。わが母の危篤に駈けつけるのがなぜいけないか」

「しからば、何故、阿斗の君をおつれ遊ばすか。皇叔にとっても、わが国にとっても、たったお一方の大事な珠玉。かつて当陽とうようの戦には、趙雲が、命にかけて、長坂ちょうはんにむらがる敵大軍の中より救いまいらせたこともある。──さ、お返しなさい、阿斗の君を」

「おだまりなさい」

　夫人は、蘭花らんかの眦まなじりをあげて、

「そちは唯これ陣中の一武士。劉家の家事に立入るなど僭越せんえつであろう」

「いやいや、あなたが呉へお還りあるのを止めはいたさぬ。ただ幼君の御身は、誰がなんといおうが、国外へやるわけには参りませぬ」

「国外とは何事ぞ。呉と荊州とは境こそあれ、この身と皇叔とによって契ちぎられている間ではないか」

「なんと仰せあろうと、幼君はおあずけできません。お渡しなさい」

「あ。何をしますかっ」

　夫人は、悲鳴をあげながら、侍女たちを振り向いて、

「この無礼者を、追い出して賜たも」

　と、さけんだ。

　だが、趙雲は苦もなく、夫人の膝から、阿斗あとを取返して、自分の腕に抱えてしまった。

　そしてさっと、船上を走って、艫ともまで出たが、小舟はすでに流されているし、夫人や侍女は、船中の兵を呼びたてながら悲鳴を浴びせて、すぐ後ろへ迫っている。

　かかる間も、大船たいせんの帆はいっぱいな風をうけて風の速さと速力を競っている。

「近づく者は、一刀両断にするぞ。生命いのちの要らぬ者は寄ってこい」

　青釭せいこうの剣を片手にふりかぶり、片手に阿斗の身を抱えたまま趙雲はそこに立往生していた。

　弓と槍と戈ほこと、あらゆる武器はみな彼の身一つに向って、遠巻きに取囲んでいたが、そのすさまじい姿には敢て誰ひとり近づく者もなかった。

　すると、いつのまにか近づいていた田舎町の河港の口から、十数艘の早舟の群れが扇なりに展開しながら近づいてきた。
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　近づくに従って、その早舟の群れからは、鼓の音や喊ときの声が聞えた。

「さては、呉の水軍」

　趙雲は愕然がくぜん、色を失った。

　この上は、幼君を抱いだきまいらせたまま、水中に身を投ぜんか。斬って斬って斬り死せんかと、さいごの肚をきめていた。

　ところが、水中から声があって、

「呉の船待てっ。わが君の留守をうかがって、幼君阿斗をいずこへ伴い参らすぞ。燕人張飛これにあり、船を止めろっ」と、龍神が吼えるかと疑われるばかり聞えた。

「おお、張飛か」

　呼びかけると、一舟の中から、

「趙雲そこにいたか」

　と、下からも呼び返しながら、はやその張飛をはじめ、荊州の味方は、たちまち、八方から鈎縄かぎなわを飛ばして、呉船のまわりに手繰たぐりついた。

　張飛が船上へとび上がると、出合い頭に、周善が戈ほこをもって斬りかけてきた。龍車に向う蟷螂とうろうの斧にひとしい。張飛が、

「くわっ」

　と云ったとたんに、彼の一振した一丈八尺の蛇矛じゃぼこは、周善の首を遠くへ飛ばしていた。

「虫けらどもが」

　張飛の眼にふれたらさいご、その者の命はない。呉の兵は人の跫音あしおとを聞いた蝗いなごのように船じゅうを逃げまわった。

「一匹も生かすな」

　殺伐するに仮借のない張飛は、歩むところに朱あけをのこしながら胴の間を濶歩かっぽした。

　すると一隅に、侍女たちに囲まれたまま、立ちすくんでいた玄徳夫人のすがたがあった。

「…………」

「…………」

　夫人は必死な気位を持って彼を見下ろそうとした。

　しかし張飛のらんらんと燃える眼は、決して、夫人の眸を避けなかった。

　やがて、彼がいう。

「夫人つまたる御方は、良人の留守を守るのが道であるのに、いま荊州を去るとは何事か。それが呉の婦道か」

「……家臣たるものが、主にたいして、そのようなことばを吐はいてよいものか。それがそち達の士道か」

「……君家を護るは、いうまでもなく、士道のひとつ。たとえ主君の夫人であろうと、それがしはあえていう。お帰んなさい。帰らなければ、引っ吊るしても、荊州城の奥へほうりこみますぞ」

　夫人は白くわなないた。

「……ゆ、ゆるしておくれ。ゆえなく城を出たのではない。母公のご危篤に前後もなくお枕もとへゆくのですから。……もしそち達が、強たってわたくしを荊州へ連れもどるというならば、長江へ身を投げて、この悲しみからのがれるばかりです」

「なに、入水じゅすいする？」

　これには張飛も脅おびやかされた。

「おうい、趙雲、ちょっと来てくれ」

「なんだ」

「こういう次第だが、どう処置したらいいか。もし夫人が入水して死んだら、やはりわれらは、臣道にそむくだろうか」

「もちろん、かりそめにも、主君の夫人、また皇叔のお嘆きを考えてもむざむざ、夫人の死を見ているわけにもゆくまい」

「では、幼君だけ取りかえして、夫人はこのまま呉へやるとするか」

「そうするしかあるまい」

「よし、もう一言、いい分をいっておこう」

　張飛は、夫人の前へ戻って、

「あなたの良人は、いやしくも大漢の皇叔。ゆえに、われわれは、臣節を尊んで、あえてあなたを辱はずかしめず、ここでお別れ申すとする。しかし、御用がおすみになったら、早々、ふたたび良人の国へお立ち帰りあれよ」

　告げ終ると、

「おい、趙雲。行こうか」

　と、早舟へ跳び移った。

　趙雲も阿斗あとを抱いて、一艘のうちへ跳び下りる。

　そしてその余の早舟十数艘を漕ぎ連れて、近くの油江口ゆこうこうへ上陸し、馬に乗って荊州へ帰った。

「よかった。──実によかった。阿斗の君の無事を得たのは、真に二人の働きである」

　孔明は、仔細の報告を、そのまま詳しく書簡にしたため、すぐ蜀の葭萌関かぼうかんにある玄徳のもとへ早馬をたてて報告しておいた。


図南の巻






日輪にちりん
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　呉侯の妹、玄徳の夫人は、やがて呉の都へ帰った。

　孫権はすぐ妹に質ただした。

「周善はどうしたか」

「途中、江の上で、張飛や趙雲に阻はばめられ、斬殺されました」

「なぜ、そなたは、阿斗あとを抱いてこなかったのだ」

「その阿斗も、奪とり上げられてしまったのです……それよりは、母君のご病気はどうなんです。すぐ母君へ会わせて下さい」

「会うがよい、母公の後宮こうきゅうへ行って」

「ではまだ……ご容体は」

「至極、お達者だ」

「えっ。お達者ですって」

「女は女同士で語れ」

　いぶかる妹を、膠にべもなく後宮へ追い立て、孫権はすぐ政閣へ歩を移して、群臣に宣言した。

「予の妹は、玄徳の留守に、その家臣どもから追われ、今日、呉へ立ち帰った。かくなる上は、呉と荊州とは、事実上、なんらの縁故もないことになった。即時、大軍を起して、荊州を収め、多年の懸案を一挙に解決してしまおうと思う。それについて、策あらば申し立てよ」

　すると、議事の半ばに、江北の諜報ちょうほうがとどいて、

「曹操四十万の大軍を催し、赤壁の仇を報ぜんと、刻々、南下して参る由」と、あった。

　俄然、軍議は緊張を呈した。

　ところへまた、内務吏から、

「重臣の張紘ちょうこう、先頃から病中にありましたが、今朝、息をひきとるにあたり、遺言の一書を、わが君へと、認したため終って果てました」

「なに、張紘が死んだ」

　折も折である。呉の建業以来の功臣。孫権は涙しながらその遺書を見た。

　張紘の遺書には縷る々るとして、生涯の君恩の大を謝してあった。そして、自分は日頃から、呉の都府は、もっと中央に地の利を占めなければならぬと考え、諸州にわたって地理を按じていたが、秣陵まつりょう（南京ナンキン附近）の山川こそ実にそれに適している。万世の業礎ぎょうそを固められようとするなら、ぜひ遷都せんとを実現されるように。これこそいま終りに臨んでなす最後のご恩報じの一言であると結んであった。

「忠義なものである。この忠良な臣の遺言をなんで反古ほごにしてよいものではない」

　孫権は、一方には、刻々迫る戦機を見ながら、一面直ちに、その居府を、建業（江蘇省こうそしょう・南京）へ遷うつした。

　かくてその地には、白頭城が築かれ、旧府の市民もみな移ってきた。

　また、呂蒙りょもうの意見を容れて、濡須じゅしゅ（安徽省あんきしょう・巣湖そうこと長江ちょうこうの中間）の水流の口から一帯にかけて、堤つつみを築いた。これに使役される人夫は日々数万人、呉の国力の旺さかんなることは、こうした土木建築にも遺憾なくあらわれた。

　もちろんこれは、やがて来るべきものに対する国防の一端である。来るべきもの、それは曹操の南下だ。

　曹操はそれよりもずっと早くから宿望の南征と呉への報復にもっぱら軍備の拡充を計っていた。

　すでに四十万の大編制は、

「いつでも」と、いう態勢を整えたので、いよいよ許都を発しようとすると、長史董昭とうしょうが諂おもねって彼にこうすすめた。

「およそ古来から、臣として、丞相のような大功をあげられた御方は、これを歴史に見ても、求めることはできません。周公も呂望りょぼうも、比較にはならないでしょう。乱世に立って、群盗乱臣を平らげ、風に梳くしけずり雨に浴ゆあみし給うなど、三十余年、万民のために、また漢朝のために、身をくだかれて来たことは、ひとしく天人ともに知るところです。今はよろしく、魏公ぎこうの位に登って、九錫きゅうしゃくを加え、その威容功徳を、天下に見せ示すべきでありましょう」
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　どんな英傑でも、年齢としと境遇の推移とともに、人間のもつ平凡な弱点へひとしく落ちてしまうのは是非ないものとみえる。

　むかし青年時代、まだ宮門の一警手にすぎなかった頃の曹操は、胸いっぱいの志は燃えていても、地位は低く、身は貧しく、たまたま、同輩の者が、上官に媚こびたり甘言につとめて、立身を計るのを見ると、（何たるさもしい男だろう）と、その心事を愍あわれみ、また部下の甘言をうけて、人の媚こびを喜ぶ上官にはなおさら、侮蔑ぶべつを感じ、その愚をわらい、その弊へいに唾棄だきしたものであった。

　実に、かつての曹操は、そういう颯爽たる気概をもった青年だった。

　ところが、近来の彼はどうだろう。赤壁の役の前、観月の船上でも、うたた自己の老齢をかぞえていたが、老来まったく青春時代の逆境に嘯うそぶいた姿はなく、ともすれば、耳に甘い近側のことばにうごく傾向がある。

　彼もいつか、むかしは侮蔑ぶべつし、唾棄だきし、またその愚を笑った上官の地位になっていた。しかも、今の彼たるや人臣の栄爵を極め、その最高にある身だけに、その巧言令色こうげんれいしょくにたいする歓びも受けいれかたも、とうてい、宮門警手の一上官などの比ではない。

　いま重臣董昭とうしょうから、

（この際、魏公の位に登って九錫を加えられては如何ですか）

　と、すすめられると、曹操はなにをはばかる考えもなくすぐに、

（そうだ、なぜ自分は、今まで九錫を持たなかったろう）

　と、すぐその気になって、朝廷にそのゆるしを求めた。もちろんその意のままになる。彼は以後、魏公と称し、出るも入るも、九錫の儀仗に護られる身となった。

　九錫の礼というのは、

一　車馬　大輅タイロ、戎輅ジュウロ。大輅ハ金車、戎輅ハ兵車ノ事。黄馬八匹。

二　衣服　王者ノ服。袞冕赤舄コンベンセキセキ。朱シュノ履クツタル事。

三　楽県ガッケン　軒県ケンケンの楽ガク、堂下ノ楽。昇降必ズ楽ヲ奏ス。

四　朱戸シュコ　門戸ハ紅門コウモンヲ以テ彩イロドル。

五　納陛ノウヘイ　朝陛チョウヘイヲ登ル自由。

六　虎賁コホン　常時門ヲ衛ル軍三百人、虎賁軍コホングントイウ。

七　鈇鉞フエツ　鈇鉞各〻一、鈇ハスナワチ金斧キンプ、銀斧ナリ。

八　弓矢　彤弓トウキュウ一、彤矢トウシ百、玈弓ロキュウ十、玈矢ロシ一千、朱弓、黒弓コッキュウナリ。

九　秬鬯キョチョウ 祭祀サイシヲ行ウタメノ酒。


　これをみた荀彧じゅんいくはかなしんだ。以前の曹操とは次第に変ってくるのを冷静に彼のそばで眺めていたのは、彼よりは年下のこの荀彧という忠良な一忠臣だった。

「丞相。すこしあなたも、お年をお召しになり過ぎはしませんか」

「なぜだ」

「愚に返ったところがお見うけされます」

「予が九錫の礼を持ったことをいうのか」

　勃然ぼつぜんと、曹操は、色をうごかした。荀彧は、静かに、

「そうです。功いよいよ高きほど、ご自身は、退謙たいけんをお示しあるべきです。しからずんば、せっかく、三十余年、旗に漢室への忠誠をかざし、口に万民のためと称しながら、結局、あなたご自身の慾望に過ぎなかったということになりましょう。弱冠、生死の迷妄めいもうを捨て、百戦苦闘、今日を築いてきながら、その精神と節操を、門の飾りや往来の見得などと取替えるなどは、実につまらぬ人生の落ちではありませんか」

　涙をふくんで諫いさめると、曹操はぷいと席を去って、

「おいおい、董昭とうしょうをよべ」と、近侍へいいつけながら、大歩して去ってしまった。

　以来、荀彧は、病と称して、自邸にひき籠ってしまった。建安十七年冬十月、いよいよ南下の大軍は都を出ることになったが、彼はなお、曹操から呼びに来ても、

「このたびはお供できません」

　と、参加を辞した。

　ついに、使者が来た。

「魏公ぎこうからのお見舞いである」

　と、使者は、食物の入っている一器を彼の前に贈った。

　見ると、器の上には、「曹操親ミズカラ之ヲ封フウス」という紙がかけてある。あとで開いてみると、器の中には何も入っていなかった。

「お気持は分った。……ああ」

　荀彧じゅんいくは、その夜、自ら毒をのんで死んだ。
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　すでに南征の大軍は、水陸から続々と呉へ下っていた。

　途中、曹操へ、都から知らせがあった。

「荀彧が毒をのみました」

「……自害したか」

　曹操は瞼をとじた。ほろ苦い眉をひそめて。

　しばらく黙っていたが、やがて、

「荀彧は、ちょうど五十歳だったな。不愍なことをした、敬侯けいこうと諡おくりなしてやれ」

　それきり何もいわなかった。多少、悔ゆる色がないでもない。

　日をかさねて、行軍は安徽省あんきしょうに入り、濡須じゅしゅの堤を前にして、二百余里にわたる陣を布しいた。

「まず、敵の大勢を見よう」

　曹操は、山へ登った。そして遥かに、呉の陣を見わたすと、長江の支流は百腸ちょうのように曠野こうやを縦横にうねり、その一つの大きな江には数百艘の兵船が望まれる。

　敵はその辺りを中枢ちゅうすうとして水陸に充満していた。船櫓せんろの鳴るところ旗ひらめき、剣槍のかがやくところ士馬の声こえ震ふるい、草木もこぞって、国を防ぐために戦おののいているかと思われた。

「ああさすがに呉は南方の強国だ。この士気では油断はできぬ。汝らも努めてふたたび赤壁の不覚をくりかえすなよ」

　左右の大将を戒めながら彼が山を降りかけた時である。轟然ごうぜん、どこかで一発の石砲がとどろいた。その砲声からしてすでに北国にはない強力な硝薬しょうやくの威力を示している。

「すわ」

　と、さわぎたつ間もない。山の麓近くの江から忽然こつぜんと喊声かんせいが起った。いつのまにか附近の蘆荻ろてきの陰から無数の小艇があらわれ、呉の精猛が煙のように堤をこえて突貫して来る。まさに、魏の中軍へいきなり楔くさびを打ちこんできたかたちだ。

「退ひくな。奇襲の敵は少数ときまっている」

　曹操は、山を降りると、敢然、陣頭に出て乱れ立つ味方をととのえた。

　すると彼方の堤の上に、青羅せいらの傘蓋さんがいをかざし、星の如き群将に守られていた呉侯孫権が曹操を認めると、馬をとばして馳けてきた。

「赤壁の亡将、まだ生命をぬすんでいたか」

　その声に、曹操は振り向いた。

　碧眼へきがん、紫髯しぜん、胴長く、脚短く、しかも南人特有な精悍せいかんの気満々たる孫権。槍をふるって、石弾の如く突いてきた。

「何者だっ」

　わざと曹操は大喝した。自分よりはるかに若い孫権と、剣槍をもって闘う気はない。威だけを示して逃げようとした。

「逃ぐるなかれ。魏賊」

　と、その気を察して、孫権の左右から、韓当かんとう、周泰しゅうたいのふたりが分れて、曹操のうしろへ迫った。

　危地に陥ったかと曹操の身が困難に見えたとき、彼の味方もまた、鼓を鳴らして、孫権のうしろを突きくずし、乱軍の相そうを呈しかけた機しおに、魏の許褚きょちょは、刀を舞わして周泰、韓当を退け、辛くも曹操を救い出して、中軍へ帰った。

　この晩、いちど退いたかとみえた呉軍が夜半よなかにまた、四面の野や小屋に火をはなって、夜襲して来た。

　遠征の疲労にあった魏の兵は、不覚にも不意をくって、呉の勢に馳け破られ、おびただしい死者をすてて総軍五十里ほど陣を退くのやむなきに立ち至った。

「われながら、まずい戦いくさ」

　曹操は悶々もんもん、自己を責めた。幾日かを空しく守りながら陣小屋の内にかくれて、じっと軍書にばかり眼をさらしていた。

　なにか、天来の妙計を、それから求めようとしている悶えがわかる。跫音あしおとをしのばせて、そっと入ってきた程昱ていいくが、

「丞相。おつかれではありませぬか」と、声ひくく慰めた。

「……おお、程昱か。呉の堅陣に対して打つ手がない。初手しょての戦も、彼の攻勢に、味方はようやく防いだのみだ」

「そもそも。このたびのご出陣は遷延せんえんまた遷延をかさね、ちと遅すぎました。ゆえに呉は国防に全力を賭とし、その期間に濡須じゅしゅの堤まで築いてしまった程です。如しかず、一応引揚げて、ふたたびご出征を図られてはどうですか」

　その晩、曹操は、ふしぎな夢を見た。焔々えんえんたる日輪が雲を捲いて、空中から大江の波間に落ちたとみて眼がさめたのである。
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　あくる日。

　五、六十騎をつれて、彼は陣中を見まわり、何気なく江こうの畔ほとりを歩いてきた。

　ちょうど真っ赤な夕陽が、江の上流の山に沈みかけていたので、曹操はゆうべの夢を憶い出して、

「昨夜ふしぎな夢を見たが、吉夢だろうか、凶夢だろうか」

　と、左右の将に語っていた。

　すると、夕陽の光線と、江の波光とが相映じて、まばゆいばかりぎらぎら燃えている彼方の赤い靄もやの中から、一旗、二旗、三旗、無数の旗が見え始めた。

「や。敵？」

　いうまもない。

　黄金の盔かぶとに、紅の戦袍ひたたれを着、真っ先に進んできた大将が、鞭をあげて、曹操をさしまねきながら揶揄やゆしていう。

「国を侵おかす賊は何者だ」

「孫権か。予は、曹操である。王室の順に従わぬ者は討てとの、勅を奉じて下った天子の軍である」

「あら、笑止」

　孫権は、哄笑こうしょうした。

「天子の尊きは、誰も知る。故に、天子の御名を詐かたるものは、人ゆるさず、地ゆるさず、天ゆるさず。孫権もまたゆるさぬ。人中第一の悪人曹操、首をさしのべよ」

　これを聞くと曹操の気は怒るまいとしても怒らざるを得なかった。彼はまたも、敵の仕掛けた戦に誘われて戦った。この日の戦闘も、惨烈をきわめたが、結果は、魏の大敗に帰してしまった。

「どうも、こんどの遠征は、いつもの丞相らしい冴えがない」

　諸将はいぶかった。

　許都を発するとき荀彧じゅんいくが毒をのんで死んだことなどが、なにか、丞相の心理に影響しているのではあるまいか、などとささやく者もいた。

　いずれにせよ、連戦連敗をかさねて、その年の暮れてしまったことは現実だった。

　翌建安十八年、正月となっても、はかばかしい戦況の展開はなく、二月に入ると、毎日、ひどい大雨がつづいて、戦争どころでなくなってしまった。

　人類がこの地上で遭遇した大雨の記録を破ったろうと思われるほどな雨量だった。日夜大雨はやまず、陣小屋も馬つなぎも、ことごとく流され、曹操の中軍すら、筏いかだを組んで、遥かな北方の山上へ移って行ったような有様だった。

　次には当然、食糧難が起ってきた。兵はうらみを含み郷愁を思う。

　諸将の意見もまちまちだった。硬論を主張するものは、陽春の候もやがて近し、死馬を喰って頑張っても、その時を待って一戦を決せずんば、遥かに南下した効かいもないという。

　こういう状態の中へ、呉侯孫権から一書が来た。文に曰いわく。

予モ君モ共ニ漢朝ノ臣タリ、マタ民ヲ泰ヤスンズルヲ以テ徳トシ任トスル武門ノ棟梁トウリョウデハナイカ。仁者相争ウヲ嘲ワラッテカ天ハ洪々コウコウノ春水ヲ漲ミナギラシ、君ノ帰洛ヲ促シテイル。賢慮セヨ君、再ビ赤壁ノ愚ヲ繰返スコトナキヲ。

建安十八年春二月呉侯孫権書。


　ふと、書簡の裏を見ると、また、

足下不死ソッカシナズンバ

孤不得安ワレヤスキヲエズ


　と、書いてある。

　曹操は苦笑して、次の日、

「帰ろう」

　あっさりと、引揚げを命令した。

　呉軍も、それを見て、みな秣陵まつりょうの建業（南京）へ帰った。

　孫権はすっかり自信を得て、

「曹操すら恐れて帰った。いま玄徳は蜀境に動いている。この時をおかず荊州へ進もうではないか」と、群臣に諮はかった。

　宿老の張昭は、いつも若い孫権に歯止めの役割をしていたが、このときも次のようにいった。

「蜀しょくの劉璋りゅうしょうへ、一書をおつかわしあって、玄徳は呉へ後詰ごづめを頼んできている。必ずや蜀を横奪おうだつする考えにちがいない、とまず劉璋を疑わせ、また漢中の張魯ちょうろへも、物資軍需の援助を云いやり、しばらく玄徳を苦しませて、後おもむろに荊州を取るのが一番の良策でしょう」




上じょう・中ちゅう・下げ
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　葭萌関かぼうかんは四川しせんと陝西せんせいの境にあって、ここは今、漢中の張魯軍と、蜀に代って蜀を守る玄徳の軍とが、対峙たいじしていた。

　攻めるも難なん、防ぐも難。

　両軍は悪戦苦闘のままたがいに譲らず、はや幾月かを過していた。

「曹操が呉へ攻め下ったという報らせが来た。濡須の堤をはさんで、魏呉、死闘の大戦を展開中であるという。……龐統ほうとう、いかがしたらよいか」

　玄徳がたずねた。答える者は、龐統。孔明に代って従ってきた唯一ゆいつの軍師である。

「遠い遠い江南の大戦。ここの戦局には、何もかかわりはないでしょう」

「いや、大いにある」

「なぜです？」

「もし曹操が勝てば、ひるがえって、荊州も併あわせ呑んでしまうであろうし、また呉の孫権が勝利を得れば、その勢いにのって、進んで荊州をも占領するであろうことは、火をみるよりも明らかである。いずれにせよ、わが本国の荊州にとっては、滅亡もまぬかれぬ危機ではないか」

「孔明がおります。荊州の留守について、そんなご心配を征地で抱かれるなどと聞いたら、孔明は嘆きましょうよ。──自分はまだそんなにも君のお力となるに足らない者かと」

「そうかな……」

「むしろこの際、その聞えを利用して、蜀の劉璋りゅうしょうへ一書をお送り下さい。いま曹軍が南下したので、呉の孫権から、荊州へ救いを求めにきている。呉と荊州とは、唇歯しんしの関係にあるし、姻戚いんせきの義理もある。──依って駈けつけねばならないが、魏の曹軍に対しては、いかんせん兵力も兵粮ひょうろうも足らない。精兵三、四万に兵粮十万石を合力されたい。……こう云ってやってごらんなさい」

「ちと、求めるのが、莫大すぎはしないか」

「同宗のよしみと、こんどのことを恩にきせて、ともあれそれくらいな要求をしてみると、劉璋の心底も見当がつきましょうし、巧く望みどおりの力を貸してくれれば、そのあとで龐統ほうとうにもいささか策がありますから」

「それもよかろう」

　使者は、成都へ向って行った。

　途中、涪水関ふすいかん（重慶じゅうけいの東方）にかかると、その日も、山上の関門から手をかざして、麓の道を監視していた番兵が、

「玄徳の部下らしく、小旗を持った荊州の使者が、今これへかかって来ます。通しますか、拒みますか」と、蜀の二将、楊懐ようかいと高沛こうはいの前に告げた。

　山中の退屈まぎれに、二人は碁を囲んでいたが、玄徳と聞くと、すぐ眼角めかどをたてて、

「待て待て。滅多めったに通すな」と、番兵を戒め、何か、首をよせて、相談していた。

　成都におもむく使者は、玄徳の書簡を、関門役人に内示した。見せなければ通さん、というのでぜひなく証拠として示したのである。高沛と楊懐は陰で読んでしまった。

「お通りなさい」

　ゆるされて、書簡も返されたが、大将楊懐が兵をつれて、

「成都までご案内申す」と、ついて来た。

　いまや蜀の内部には、反玄徳気勢がたかまっていた。楊懐もそのひとりで、早速、劉璋の前へ出て、こう進言した。

「玄徳から莫大な兵と粮食ろうしょくを借り求めてきたようですが、決してお貸しになってはいけません。彼の野望の火へ、わざわざ乾いた柴を積んでやるようなものでしょう」

　劉璋は相かわらず煮えきらない顔いろである。恩義もあるし、同宗の誼よしみもあるし、などと口のなかで繰り返している。それを見て、侍将じしょうのひとり劉巴りゅうは、字あざなは子初ししょというものが、

「わが君。私情にとらわれて国を亡し給うな。彼に粮かてを与え、兵をかすは、虎に翼よくを添えて、わざとこの国を蹂躙じゅうりんせよというようなものです」

　居合せた黄権こうけんもまた進み出て、

「楊懐ようかい、劉巴りゅうはのことばこそ、真に国を憂うる忠誠の声とぞんずる。何とぞ、ご賢慮をたれ給え」

　と、口をすっぱくして諫いさめた。

　こう重臣のすべてが反対では劉璋もそれに従わざるを得ない。

　しかしただ断るのもわるいというので、戦線には用いられないような老朽の兵ばかり四千人と穀物一万石、それに廃物にひとしい武具馬具などを車輛に積んで、使者と共に、玄徳へ送りとどけた。

　玄徳はその冷淡に怒った。
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　彼が怒ったのはめずらしい。

　劉璋の返簡を、使いの前で裂き捨てて見せた。

「わが荊州の軍は、はるばるこの蜀境に来て、蜀のために戦い、多くの人命と資材を費やしているのに、わずかな要求を惜しんで、粮かても兵も、こんな申し訳ばかりのものを送ってくるとは何事か、これを眼に見た士卒に対し、どういう辞ことばをもって、よく戦えと励ますことができるかっ。──立ち帰ってよく劉璋に告げるがいい」

　輸送に当ってきた奉行はほうほうの態で成都へ帰った。

　そのあとで、龐統ほうとうが、

「由来、皇叔というお方は仁愛に富まれ、怒ることを知らない人といわれていましたのに、今日のご立腹は近ごろの椿事ちんじでした。あと味はどうですか」

「たまにはよいものと思った。──が先生、このあとの策は予にないのだ。何ぞ賢慮はないかな」

「策は三つあります。どれでもわが君の意に召した計をお採りになるがよいでしょう。一策は、今からすぐ昼夜兼行で道をいそぎ、有無うむなく成都を急襲する。このこと必ず成就じょうじゅします。故にこれを上策とします」

「む、む」

「第二は、いま詐いつわって、荊州へ還ると触れ、陣地の兵をまとめにかかる。すると楊懐ようかい、高沛こうはいなどは、かねてより希望していることですから、かならず面に歓びをかくし口に惜別せきべつを述べて送りにきましょう。そのときこの蜀の名将二人を一席に殺して、たちまち兵馬を蜀中へ向け、一挙、涪水関ふすいかんを占領してしまう。これは中策と考えられます」

「む、む。もう一計は」

「ひとまず、兵を退いて、白帝城にいたり、荊州の守備を強固となし、心しずかに、次の段階を慮おもんぱかることこれです。……が、これは下策に過ぎません」

「……下策はとりたくない。また第一の案も急に過ぎて、一つ躓つまずけば、一敗地にまみれよう」

「では、中計を」

「中庸ちゅうよう。それは予の生活の信条でもある」

　日を経て、成都の劉璋の手許へ、玄徳の一書がとどいた。それには、呉境の戦乱がいよいよ拡大して来たことを告げ、荊州の危急はいま援たすけにゆかなければ絶望になる。まこと本意ないが、葭萌関かぼうかんには誰か良い蜀の名将をさし向けられたい。自分は急遽、荊州へかえると──認したためてあった。

「それみい、玄徳はかえるというて来たではないか」

　劉璋はかなしんだ。

　しかし、反玄徳勢力は、ひそかに胸で凱歌がいかを奏している。

　ひとり悶えたのは、大勢たいせいをここまで引っ張ってきた張松である。彼の立場は当然苦境に落ちる。

「そうだ」

　邸に帰ると、張松は、筆をとって、玄徳へ激励の文を書いた。折角、ここまで大事をすすめながらいま荊州へ引揚げては、百事水泡に帰すではないか。何ぞ一鞭して、あなたはこの成都へやって来ないか。実に遺憾だ。成都の同志は首を長くしてあなたの兵馬を待っているものを。

　そう書いているところへ「お客さまです」と、家人が告げにきた。

　張松はあわてて手紙を袂たもとへかくして、客間へ出てみた。見ると酒好きな兄の張粛ちょうしゅくが、もう酒の瓶かめをあけて飲んでいた。

「なんだ。あなただったのか」

「顔いろが悪いじゃないか」

「つかれですよ、公務がいそがしいので」

「つかれなら薬を飲め。さあ、酌ついでやろう」

　張松も思わず酒をすごした。兄はなかなか帰らない。長尻ながじりにつられて彼も酔った。そのうちに二度厠かわやへ立ったが、急に、兄の張粛は帰るといって出て行った。間もなく、入れ代りに、成都の兵がどやどやと入ってきた。有無をいわせず張松を搦からめ捕り、家人召使い、一人のこらず拉致らっちして行った。

　翌る日、市街の辻に、首斬りが行われた。みな張松の一家であった。罪状書の高札には、売国奴たる大罪が箇条書してある。直訴人はその兄だったと街のうわさは喧やかましい。その兄と飲んでいるうち張松が酔中に袂たもとから落した自筆の手紙が証拠になったものだという。




酒中しゅちゅう別人べつじん
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　葭萌関かぼうかんを退いた玄徳は、ひとまず涪城ふじょうの城下に総軍をまとめ、涪水関ふすいかんを固めている高沛こうはい、楊懐ようかいの二将へ、

「お聞き及びのとおり、にわかに荊州へ立ち帰ることとなった。明日、関門をまかり通る」

　と、使いをやって開門を促しておいた。

　高沛こうはいは手を打って、

「楊懐ようかい、絶好な時が来たぞ。明日、玄徳がここを通過したら、軍旅の労をねぎらわんと、酒宴を設けてその場で刺し殺してしまおう。──蜀の憂患うれいを除くためだ。抜かり給うな」

　と、ここでは二人が手に唾して夜の明けるのを待っていた。

　翌る日、玄徳は大行軍の中にあって、龐統ほうとうと駒をならべ、何か語りながら涪水関ふすいかんへ向って来た。

　すると、一陣の山風に、旗竿はたざおの竿が折れた。玄徳は、眉を曇らせて、

「や、や。これは何の凶兆か」

　と、駒を止めた。

　龐統は、一笑して、

「これは天が前もって凶事を告知してくれたものです。故に、凶ではありません。むしろ吉兆というべきでしょう。──思うに楊懐、高沛がきょうこそ君を刺殺せんと待ちうけているものと考えられる。わが君、ご油断あそばすな」

「そのことならば」

　と、玄徳は、身に鎧よろいを重ね、宝剣を佩はき、悪鬼あっき羅刹らせつも来れと、心をすえて更に駒をすすめた。

　龐統は、幕将の魏延ぎえん、黄忠こうちゅうなどに、何事かささやいて、一歩一歩のあいだにも、戦態せんたいを作りながら前進していた。

　すでに、関門の大廈たいかが、近々と彼方の山峡やまあいに見えた頃である。

　楽を奏しながら、錦繍きんしゅうの美旗をかかげて、彼方から来る一群の軍隊がある。

　真先に来た大将がいった。

「今日、荊州へご帰還あるという劉皇叔りゅうこうしゅくにおわさずや。遠路の途中をおなぐさめ申さんがため、いささか粗肴そこうと粗酒を献じたく、これまでお迎えに出たものです。何とぞお納めをねがいたい」

　龐統が出て挨拶した。

「これはこれは過分な礼物。皇叔にもいかばかりお歓びあるやしれません。高沛、楊懐の二兄にもよしなにお伝えおき下さい」

「いずれ後刻、陣中お見舞に伺う由ですが、とりあえず、酒肴をお目にかけよとのことに、あれへ品々を担になわせて来ました」と、おびただしい酒の瓶かめ、小羊、鶏の丸焼きなどを、それへ並べて帰った。

　一行はそこに幕舎を張って、酒の瓶を開き、山野の風物に一息いれながら、杯を傾けて休息していた。そこへ高沛と楊懐が、兵三百を供につれて、

「お名残り惜しいことです。せめて今日は、親しくお杯を賜わりたいもので」

　と、素知らぬ顔をもって陣中見舞に訪れた。

「さあ、どうか」

　迎え入れて、幕舎の酒宴は賑わった。──玄徳が常に似合わずよく飲むので、龐統は心配していたが、そのあいだに、かねて云い含めておいた通り、関平かんぺい、劉封りゅうほうの二人は、席を抜けて、外にいた三百余の関門兵を、遠くへ引退がらせてしまった。

　そして引返すと二人は幕の陰からおどり出て、

「刺客っ。神妙にしろ」

　と、不意に、楊懐ようかいを蹴とばし、高沛こうはいに組みついて、うしろ手に縛りあげてしまった。

「何をするかっ。客に対して」

　楊懐が、威猛高いたけだかに吼えると、関平は彼のふところを探って、秘していた短剣を取りあげた。高沛のふところからも短剣があらわれた。

「これを何に使うつもりで来たか」

　と、突きつけると、

「剣は武人の護りだっ」

　と、屈せずにいう。

　関平、劉封は共に腰なる長剣を抜いて、

「武人の護りとは、こういう正々堂々の剣をいうのだ。この護りは、以て、卑劣なる汝ら害獣を天誅てんちゅうするために研とがれている。さ、斬れ味をみろ」

　と、幕外へひき出して、有無をいわせず、二つの首を落してしまった。




二



「わが君。何を無言にふさぎこんでおられますか」

「今、ここでともに酒をのんでいた高沛、楊懐がもう首になったかと思うと、あまり快い気がしない」

「そんなお気の弱いことで、よく今日まで、百戦を経ておいでになりましたな」

「戦場はまたちがう」

「ここも戦場です。まだ涪水関ふすいかんは占領していません」

「高沛、楊懐が供につれて来た三百の関門兵はどうしたか」

「そっくり捕虜にしてあります。いま一網にして酒をのませ、肴さかなを喰らわせているので、彼らは狂喜している様子で」

「なぜ擒人とりこの兵にそんな馳走するのか」

「黄昏たそがれまで、歓楽させておきましょう。その後、彼らを用いる一計がありますから」

　龐統が小声に何かささやくと、玄徳はうなずいて、妙案妙案と呟いた。

　日の暮るるまで、幕舎のまわりでは、歌曲の声が湧き、時々歓声があがり、酒宴はやまずに続いているような態であった。

「星が出た」

　一吹すいの角笛つのぶえとともに、龐統は一軍をあつめて、徐々じょじょ、涪水関の下へ近づいて行った。

　先頭には、捕虜の関門兵三百を立たせていた。この者どもはもう完全に寝返って、龐統の薬籠中やくろうちゅうのものになっているらしい。岩乗絶壁がんじょうぜっぺきのような鉄門の下に立ってこう呶鳴った。

「楊将軍、高将軍のお戻りであるぞ。開門開門」

　昼間の出来事は何も知らない関門の蜀兵は、声に応じて、

「おうっ」

　と、鉄扉てっぴを八文字に開いた。

「すすめっ」

　喊声かんせいをあげながら、怒濤の兵は関門へ突入した。ほとんど、衂ちぬらずに、涪水関は占領された。

　玄徳は直ちに、諸軍をわけて要害の部署につかせ、

「蜀すでにわが掌にあり」

　と、三度みたびの凱歌をあげさせた。

　山谷のどよめく中に、庫中こちゅうの酒は開かれ、将士は祝杯をほしいままにした。

　玄徳も昼から酒に親しんでいたので、夜半から暁にかけて、幕僚の将を会して杯をかさねると、泥のように酔ってしまった。

　大きな酒瓶にもたれて、彼は前後も知らず眠り始めた。ふと、眼をさましてみると、龐統はまだ独り残って痛飲している。

「まだ、夜は明けぬか」

　龐統は笑って、

「とうに小鳥がさえずっていますよ。どうです、もう一献こん」

「いや、夜が明けたら、酒どころではない」

「でも、人生の快味は、こういう時ではありませんか」

「そうだ。ゆうべは実に愉快だったな。酒を飲みつつ一城を奪とったようなものだ」

「ヘエ、そんなに愉快でしたか」

　と、龐統は例のひしげた鼻に皮肉な小皺こじわをよせて、

「──人の国を奪って、楽しみとするは、仁者の兵にあらず、あなたらしくもありませんな」

　玄徳は酔後の顔を逆さまになであげられたような気がしたのだろう。むっとして色をなしてすぐ云った。

「昔武王は、紂ちゅうを討って、初めに歌い、後に舞ったという。武王の兵は、仁義の兵でなかったか。ばか者っ、退しりぞけ」

　龐統は恐れをなして、匆々そうそうに退出した。玄徳はまだ酔っていたとみえる。左右の者に介添えされて、ようやく後堂の寝所へはいった。

　大睡の後、眼をさまして、衣を着かえていると、近侍の者から、

「今朝ほどは、大へんなご剣幕で、さすがの龐統も、胆きもをちぢめて引退がりましたよ」

　と、酔態を語られて、

「えっ、そんなに彼を叱ったか」

　と玄徳は急に、衣を正して、龐統をよんだ。そして辞を低うして、

「先生。今暁の無礼は、酔中の不覚、ゆるしてください」

　といった。

　龐統は耳のない人間みたいに黙っていたが、玄徳が重ねて詫びると、初めて口を開き、

「君臣ともに、酔中の浮魚ふぎょ。戯歌水游ぎかすいゆう、みな酒中のこと。酒中別人です、酒中別人です。わたくしの皮肉もお気にかけて下さるな」

　と、共々、手をたたいて、朗らかに笑った。




魏延ぎえんと黄忠こうちゅう



一



　玄徳、涪城ふじょうを取って、これに拠よる。──と聞えわたるや、蜀中は鳴動した。

　とりわけ成都の混乱と、太守劉璋りゅうしょうの愕おどろきかたといったらない。

「料はからざりき、今日、かくの如きことあらんとは」

　と、痛嘆する一部の側臣を尻目にかけ、劉璝りゅうかい、冷苞れいほう、張任ちょうじん、鄧賢とうけんなどは、

「それ見たことか」

　と、自分たちの先見を誇ってみたものの、いまは内輪もめしていられる場合でもない。

「お案じあるな、われわれ四将が、成都の精鋭五万をひっさげ、直ちに馳せおもむいて、雒県らくけんの嶮に彼らを防ぎ止めますから」

　劉璋もいまは、迷夢からさめたように、

「よいように」

　と、それらの人々に防ぎを一任するしかなかった。

　大軍の立つ日である。四将のひとり劉璝りゅうかいが他の三将に諮った。

「前々から聞いていたことだが、錦屏山きんびょうざんの岩窟いわあなにひとりの道士がいるそうな。紫虚上人しきょしょうにんといわれ、よく占卜せんぼくを修め、吉凶禍福の未来を問うに、掌をさすようによくあたるという。いま玄徳に向って成都の大軍をうごかすにあたり、勝か敗かひとつ卜うらなわせてみるのも無駄ではあるまい。易によって、また大利を得るかもしれん。どうだろう諸公」

　張任は笑って、

「ばかを云いたまえ、一国の興亡を負って、その軍を指揮するものが、山野に住む一道士の言を訊かねば、戦う自信が持てないようなことでは、士気を昂揚することもできはしない」

「いやいや、何も戦に臆して、吉凶を卜うらなわせようというわけではない。この一戦こそ蜀の運命を左右するものだから、万全を期して、凶を招くようなことは、少しでも踏むまいと念ずるからだ。これも国を思えばこそで、決して単なる迷いや臆病からいうのではない」

「それほどに仰せあるなら、何も強いて止めはせん。貴公ひとりで訪ね給え」

「よろしい、行ってくる」

　部下数十騎をつれて、劉璝りゅうかいはすぐ錦屏山へ登った。

　一窟の前に、紫虚上人は、霧を吸って、瞑想めいそうしていた。

　劉璝がひざまずいて、

「上人。何が見えますか」

　と、たずねた。

　紫虚上人は、ぶあいそに、

「蜀中が見えるよ」

　と、いった。

　かさねて、劉璝りゅうかいが、

「西蜀四十一州だけですか。天下は見えませんか？」

　すると、紫虚上人は、

「よけいなことを訊かいでもいいじゃろう。御身の知りたがって来たことだけに答えてやる。童子」

　と、うしろにいた子供に命じて、紙と筆をとりよせ、一文を書いて、劉璝へさずけた。

　読んでみると、

左龍さりゅう右鳳うほう

飛入二西川一とんでせいせんにいる

鳳雛墜レ地ほうすうちにおちて

臥龍昇レ天がりょうてんにのぼる

一得とく一失しつ

天数如然てんすうかくのごとくしかり

宜帰二正道一よろしくせいどうにきすべし

勿レ喪二九泉一きゅうせんにほろぶるなかれ


「上人しょうにん。……蜀は勝つでしょうか」

「定業じょうごうのがれ難し、じゃよ」

「われわれ四将の気数運命はどうでしょう」

「定業の外ではあり得ない」

「というと？」

「それだけだよ」

「では、玄徳の軍は、蜀において成功しますか、それとも失敗しますか」

「一得一失。それに書いてあるのを見ないか。くどい。もう問うな」

　眼をふさぐと、石みたいに、もう何を訊いても、返辞をしなかった。

　劉璝は、山を降りて、

「慎まねばいかん。どうも蜀にとって良い予言ではないようだ」

　と、三将へ伝えると、張任はひどくおかしがって、

「いやはや、劉璝は迷信家だ。山野の狂人の譫言たわごとをそれほどに尊重するなら、馬のいななきにも、狗いぬの啼き声にも、いちいち進退を問わねばなるまい。──外敵に当るまえに、まず心中の敵を退治るのが肝要。いざ、迷わずに」

　と、即日、軍をすすめた。




二



　雒県らくけんの山脈と、往来の咽喉のどを扼やくしている、雒城らくじょうの要害とは、ちょうど成都と涪城ふじょうのあいだに在る。

　涪城から玄徳が放しておいた斥候ものみの一隊は、倉皇と立ち帰ってきてこう報しらせた。

「蜀の四将が、全軍五万を、二手にわけて、一は雒城をかため、一は雒山の連峰をうしろにして、強固な陣地を構築しております」

　玄徳はすぐ諸将に諮はかった。

「敵の先陣は、蜀の名将、冷苞れいほう、鄧賢とうけんの二将と聞く。これを破るものは、成都に入る第一の功名といえよう。誰かすすんでそれを撃破してみせるものはないか」

　すると、幕将のうちでもいちばん老いぼれて見える老将黄忠こうちゅうが、身をゆるがして、

「此方にお命じください」と、いった。

　云い終るか終らぬうちに、それとはまるで声からしてちがう若者が、

「あいや、老黄忠のお年では、ちと敵が強過ぎよう。その先陣は、それがしにお命じ賜わりたい」

　と、横からその役を買って出た。

　誰かと見れば、魏延ぎえんである。序戦の勝敗は大局に影響する。なんぞ老将の手を借らんやと、魏延は気を吐いて、切に自身先鋒たらんことを希ねがった。

「これは異いな仰せかな」

　と、老黄忠も黙っていない。

「ご辺が魁さきがけの功名をねがわるるはご随意だが、この黄忠を無用のごとくいわるるは聞きずてならん。何故、此方には勤まらぬといわれるか」

　詰め寄ると、魏延、

「あらためて申すまでもない。老いては血気弱く、あなたばかりではなく、誰にせよ、強敵を破るはまず難しいというのが常識であろう」

「お黙りなさい。老骨は必ず若い者に敵せぬという定則はない。むしろご辺のように、ただ若きにのみたのむ者こそ危ないといわねばなるまい」

「お年寄とゆるして程よく答えておれば口幅ったい広言。しからばいま君前において、いずれの志力腕力が秀でておるか勝負に及ばん。黄忠どの、起てっ」

「おう、否いなみはいたさぬ」

　と、黄忠も階をおり、魏延も堂をおりて、すんでに、若虎老龍じゃっころうりゅうが戈ほこをとって闘おうとする様子に、玄徳は驚いて堂上から一喝かつに制した。

「ふたりとも控えぬか。ここに私闘を演じてわが軍に何の利があるぞ。敵を前に両名とも大人げない争い。断じて汝らには、わが先鋒の大役は命ぜられぬ」

　叱られて、黄忠も魏延も、共に地へひざまずき、面目なげに、うつ向いてしまった。

　──と、龐統ほうとうが、玄徳の気色をとりなして、かくまでに熱望するものを他人に命ぜられては、せっかくの英気をいたく挫くじきましょう。かくなされては如何と、一策を出して、玄徳の許容を求めた。

　もとより玄徳も本心から怒ったのではない。むしろ幕下の大将がかくまで旺盛な戦意を抱いていることは彼としてよろこばしいほどであったから、

「龐統にまかせる。よいように裁け」といいつけた。

　で、龐統が二人へいうには、

「いま蜀の冷苞れいほう、鄧賢とうけんの二将は、雒山らくざん山脈を負うて左右二翼にわかれて陣取る。御身らも二手にわかれて各〻その一方に当れ。いずれでも早く敵陣を粉砕して味方の旗を掲かかげたものを第一の功名とするであろう」

　黄忠、魏延は勇躍して進軍した。龐統はまた玄徳にいった。

「あのふたりは必ず途中で味方喧嘩をしますよ。君にも即刻、兵をつれて彼らの後陣におつづき下さい」

「涪城の守りは」

「龐統が承ります」

「さらば」と、玄徳もまた用意して、関羽の養子関平と、劉封の二将をつれ、その日ただちに雒県へ急いだ。




三



　黄忠勢、魏延の勢、ほとんど一軍のように、やがて敵前に、先鋒の備えを立てた。

　魏延は、物見の兵に訊ねた。

「どうだ。黄忠の軍勢も、もう布陣を終ったか」

「整然と終っています。夕刻を過ぎてから、ふたたび兵糧を炊かしぐ煙があがっていましたから、察するに、深更、陣を払い、左の山路をとって夜明けに敵へ攻めかかろうとしているのではないかと思われます」

「そいつは、油断がならぬ。ぐずぐずしていると、黄忠にだし抜かれよう」

　魏延の眼中には早、敵はない。ただ味方の黄忠に先んじられて、味方の者に面目を欠くことのみいたくおそれた。

　いや、黄忠を押しのけて、独り功名を誇ろうとする気ばかり募つのった。

「わが隊は、二更こうに兵糧をつかい、三更にここを立つぞ」

　魏延の命令は、士卒たちの予想をこえて、ひどく急だったから、一同は大いにあわてた。

　元来、涪城ふじょうを発するとき、二将は玄徳の前で、あらかじめ作戦の方針を聞き、

（黄忠は敵の冷苞れいほうに当り、魏延は鄧賢とうけんの陣を突破する）

　と約束してきたのであるが、ここに来てから魏延の思うらく、

（それだけでは、さまでの功ともいえない。自分一手で、冷苞の陣も破り、続いて、鄧賢の軍も粉砕して、老黄忠の鼻をあかしてくれねばならん）──と。

　そこで彼は、にわかに、陣払いの時刻を早め、道もかえて、黄忠の進むべき左の山へ進路をとった。

　夜どおし山を踏み越えてゆくと未明に敵陣が見えた。

「見ろ。敵は霧の底にまだ眠っている。一気に蹴やぶれ」

　どっと、山を離れて、敵営へ迫った。

「来たか、魏延」

　思いがけなくも、敵は八文字に営門をひらいて、堂々、彼の軍を迎え一斉に弓鉄砲を撃ちだした。

　冷苞はその中から馬をすすめて魏延に決戦を挑む。望むところと魏延は大いに戦ったが、そのうちに後方から崩れだした。

「はて？」と、気をくばってみると、不覚不覚、山路のほうから敵の伏兵が現れたらしい。いつのまにか魏延の隊は腹背ともに攻せめ鼓つづみにつつまれていた。

「南無三」

　魏延は冷苞を捨てて野の方、五、六里も逃げ退いた。

　ところが、野末の森や山ぎわからむらむらと起ってきた一軍が、

「魏延魏延。どこへ行く気か」

「快く降参してしまえ」

　と、口々に呼ばわりながら鼓を鳴らし喊声かんせいを震わせておおいつつんで来た。

「やや。鄧賢とうけんの兵か」

　魏延は、狼狽して、また逃げ道をかえた。

「卑怯ッ」

　誰か、追ってくる。

　振り向いてみると、これなん蜀の猛将鄧賢だった。

「待て、魏延ッ」

　鄧賢は、大槍を頭上に持って、悍馬かんばの背にのびあがった。

　あわや、槍は飛んで、魏延の背を串刺くしざしにするかと思われた。

　そのとき一本の白羽箭びゃくうぜんが風を切ってどこからか飛んできた。あッと、虚空へ絶叫をあげたのは鄧賢だった。白い矢は彼の喉ぶえ深く喰いついていたのである。長槍を持ったままその体は勢いよく地上へ転げている。

　鄧賢の戦友冷苞れいほうは、それと見るや鄧賢に代って、さらに、魏延を追いまわした。魏延の周囲にはもう味方の一兵も見えなかった。

　するとたちまち、堂々の金鼓、颯々の旗、一彪の軍馬は、野を横ぎって、冷苞勢の横を打ってきた。

「黄忠ここにあり、怯ひるむなかれ魏延」

　真先にあるは老将黄忠であった。弓を持っている。矢を放って、先に彼の危急を救ったのも、彼だった。

　この奇襲に、冷苞の勝色は、たちまち変じて、敗色を呈し、算をみだして、劉璝りゅうかいの陣地へ退却して行ったが、おどろくべし、そこの営内にはすでに見馴れない他人の旗が翩翻へんぽんとたなびいていた。
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　先に廻って、ここを占領していたのは、玄徳の命をうけた関平の一軍だった。

「や、や。いつのまに」

　冷苞は帰るに陣もなく、狼狽の極、馬をめぐらして山間やまあいへ逃げこんだ。

「かかったぞ。網の中に」

　たちまち、熊手や投げ縄が、八方の叢林そうりんから飛び出して、彼を馬の背から搦からめ落した。

「大物を捕ったぞ」

　ここに彼を待って奇功を獲たのは、魏延であった。魏延の得意なことはいうまでもない。

　実は、彼としては、軍法を犯してまで黄忠を抜駈けしたものの、序戦には大敗を喫し、多くの兵を損じたので、（何か一手柄たてねば味方の者にあわせる顔もないが）と、独り焦躁していたところに敵の一大将を捕虜にしたのであるから、その満足感はなおさら大きかった。

　蜀兵の捕虜は、このほかにもおびただしく玄徳の後陣へ送られてきた。とまれ第一戦はまず味方の大勝に帰したわけであるから、玄徳は将士に恩賞を頒わかち、降兵はことごとくゆるして、それぞれの部隊に配属させた。

　ときに、老黄忠は、玄徳の前に出てこう訴えた。

「抜駆けは軍法の大禁。魏延はまさに公然それを犯したものです。ご処分を下し給わねば軍紀の紊みだれとなりましょう」

「魏延を呼べ」

　玄徳の使いに、魏延は直ちに、虜将りょしょう冷苞れいほうを自身でひいて来た。

　それを見ると玄徳は、この若い勇将を軍法に処す気になれなかった。その愛を内に秘めて彼はこう魏延を叱った。

「聞けばそちは、すでに危ういところを、黄忠の矢に救われたというではないか。予のまえで黄忠に恩を謝せ」

　魏延は、黄忠に向って、

「貴公の一矢しがなければ、鄧賢とうけんのために討たれていたかも知れない。つつしんで高恩を謝します」と、ひざまずいて頓首した。

　玄徳はそれを見ながら、もう一言詫びよといった。魏延は抜駈けのことだと察したので、

「それがし、若輩のため、気のみはやって、時刻や進路をあやまり、自ら危地へ陥おちいったこと、面目もありません。しかしこれもみな一途いちず君恩に応こたえんためのみ、どうかご寛容ねがいたい」

　黄忠はもう何もいえなくなった。玄徳は老黄忠の年にめげなき働きを賞して、

「目ざす成都に入城したあかつきには必ず重く賞すであろう」と、約した。

　玄徳はまた捕虜の大将冷苞を説いて、

「君に鞍馬あんばを与えよう。雒城らくじょうへ帰って、君の友を説き、城をひらいて無血に予へ渡されい。しかる後には、かならず重く用い、卿らの一門にも、以前にまさる繁栄を約束するが」

　縄を解かれた上、ねんごろに陣外へ放されたので、冷苞は大よろこびで雒城へ飛んで行った。──魏延は見送って、

「あいつ、きっと、帰ってきませんぞ」

　と、いまいましげに呟いたが、玄徳は、

「帰らなければ、彼が信義を失うので、予の仁愛の主義に傷はつかない」

　と、いった。

　果たせるかな、冷苞は帰らない。雒城へ入ると、味方の劉璝や張任ちょうじんに会って、

「いちどは敵に生け捕られたが、番の兵を斬り殺して逃げてきた」

　と偽り、序戦は敗れたかたちだが、玄徳の如き、何ものでもない。などと敗将の気焔はかえって旺盛なものだった。

「何よりは、もっと兵力を」

　と、この三将から成都へ頻々ひんぴんと援軍が求められた。

　ほどなく、劉璋の嫡子劉循りゅうじゅん、その祖父呉懿ごい、二万余騎をひきいて、雒城へ援けにきた。この軍のうちには、蜀軍の常勝王といわれた呉蘭ごらん将軍、雷同らいどう将軍なども加わっていた。

　だが総帥そうすいは、その年齢からいっても、太守劉璋の舅たる格からいっても当然、呉懿ごいその人であった。

「いま、涪江ふこうの水嵩みずかさは高い。敵の陣地を一水すいに洗い流してしまえ」

　呉懿はここへ着くとこういう命令を出した。そこで五千の鋤鍬すきくわ部隊は、夜陰を待って、涪江ふこうの堤防を決潰けっかいすべく、待機を命じられた。
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　奪取した二ヵ所の陣地に、黄忠と魏延の二軍を入れて、涪水ふすいの線を守らせ、玄徳はひとまず涪城へかえった。

　折からまた、遠くへ行った細作ものみが帰ってきて、蜀外の異変をもたらした。

「呉の孫権が、漢中の張魯ちょうろへ、謀略の密使をさし向けました。呉は満腔の同情をもって、貴国へ対し、兵力軍需の援助を惜しまぬものであると。──煽おだてに乗って張魯はたちまち力を得、かねての野望を達せんと、漢中軍をもって葭萌関かぼうかんへ攻めかかりました」

　玄徳は驚倒せんばかり顔いろを変えた。すぐ龐統ほうとうをよび、

「もし葭萌関を張魯に扼やくされてしまったら、蜀と荊州の連絡は断たれ、退くも進むもできなくなる。誰を防ぎにやったらよかろう」

「孟達もうたつがよいでしょう」

　すぐ孟達は呼ばれた。けれど彼はこう献策して、もう一人の大将を求めた。

「もと荊州にいて、劉表の中郎将だった霍峻かくしゅんというものが、ご陣中に従っております。地味な人物で、これまでも余り華やかな軍功はありませんが、この人と共に行くなら、万全を期せられるかと思います」

「望みにまかせる」

　ゆるされて、霍峻にも同様の命が下り、即日ふたりは葭萌関かぼうかんの守備に急いだ。

　その出立を励まして、龐統が仮の自邸やしきへ帰ってきた日である。居室に落着いていると、門衛の者が、あわてて、

「変なお客が見えましたが」と、主人の意を伺いにきた。

「変な客？　……いったいどんな風采をした男かね」

「身長みのたけ七尺もありそうです。おかしいのは、髪を短く切って、襟の辺に垂らしていることで、容貌はまず、雄偉とでもいいましょうか。まあ、壮士でございますよ、ひと口にいえば」

「どれ、どれ」

　無造作な主あるじは、ずかずか自分で出て行ってみた。

　見ると、玄関を上がって、そこの床の上に、仰向けに寝ている男がある。浪人生活は自分も長年体験している龐統も、この不作法な壮士には、あきれ顔に、眼をみはった。

「おい。先生」

「やあ、君が主人か」

「主人かもないもんだ。いったい足下は、どこの何者だ」

「汝は客を敬うことを知らんか。まず礼を尽せ。その後に天下の大事を語ろう」

「おどろいたな」

「何を愕おどろく。龐統ともあろうものが」

「はははは。まず起き給え」

「まず酒食の支度をさきにしろ」

「もうできている」

「では通ろう。どこだ」

「こちらへ来給え」

　室へ導いて、上座を与え、酒食をすすめると、遠慮などはしない。実によく喰う。また痛飲する。

　だが、天下の大事はなかなか云いださない。そのうちに、飲むだけ飲むと、ごろりと横になって寝てしまった。

「ひどい奴もあるものだ」

　その不敵さに、舌を巻いていると、法正ほうせいが急ぎ足にやって来た。法正なら蜀の事情にも人物にも通じているにちがいないから、客の飲んでいるあいだに、使いを走らせて、招いたのである。

「やあ、ご足労をわずらわして申しわけない。実は、そこに大酔して眠っている人間だが、いったいこれは何者ですかな」

　法正は、その寝顔をのぞきこむと、手を打って、

「永年えいねんだ。これは、永年という愉快な男ですよ」と、いった。

　その声に眼をさまして、永年はむくむくと起き出した。

　そして顔を見合うと、

「なんだ、法正か」と、おたがいにまた、手をたたいて笑った。

　龐統は、呆っ気にとられて、

「親友か、おふたりは」と、たずねた。

「そうです」と、法正は誇るように肯定して、かつ紹介した。

「この人は、彭義ほうぎ、字あざなを永年といい、蜀中の名士です。ところが、主君劉璋りゅうしょうに直言を呈し、あまり強く諫いさめたため、官職を剥がれた上に、髪を短く切られ、奴やっこの仲間へ落されてしまったのですよ。あはははは」

「わははは」

　他人事ひとごとみたいに、永年も一緒になって笑っている。
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　蜀に入る前は、蜀は弱しと聞いていた。国に人物なしという評も信じていた。ところが、案外である。士卒は強く、人材は多い。

　真の国力は、その国に事が起ってみないと分らない。

　龐統はふとそんなことを感じながら、客の永年にあらためて礼をほどこし、また法正をも誘って、

「せっかく先生の来臨らいりん。劉りゅう皇叔にもおひき合せしたいが」

　と、いうと、法正は、

「どうだね永年。涪城ふじょうまで行ってくれるか」と、友に訊く。

　永年はきっぱりと、

「行くとも、云いにきたのだ。玄徳に会えるならなお張り合いがある」と、いう。

　三名は連れ立って、早速、涪城へ上った。玄徳に会うと、永年はたちまち胸をひらいて云った。

「この眼で小生がみるところでは、涪水の線にあるお味方は、実に、危ない死地に曝さらされてある。あれはご承知の上のことか」

「黄忠、魏延の二陣をさして仰せあるか」

「もちろん」

「危ないとは、何故ですか」

「あの辺一帯の平地は、広袤こうぼうとして、一目にちょっと気づかれぬが、仔細に地勢を察するなら、湖の底にいるも同じだということがわかるはずだ」

「え。湖の底に」

「されば、涪江ふこうの流れは、数十里の長堤に防がれておるが、ひとたび堤を切らんか、水は低きに従って、あの辺り一円深さ一丈余の湖底と化し、一人も助かるものはあるまい」

　玄徳は驚いた。龐統もさすがにすぐ覚った。

「よくぞご忠言下された」

　敬って、彼を幕賓ばくひんとなし、すぐ早馬をやって、魏延、黄忠の陣へ、

「堤防に心せよ」

　と警報した。

　こういう注意があったため、魏延の陣地でも、黄忠のほうでも、連絡を密にして、昼夜巡見を怠らずにいた。

　そのため、雒城らくじょうの鋤鍬すきくわ部隊は、毎夜のように堤防をうかがうが、どうしてもこれの決潰けっかいに手を下すことができない。

　とかくするうち一夜、雨風が烈しく吹きすさんだ。

「こよいこそは」と、五千の鋤鍬部隊は、墨のような夜をひそかに出て、涪江の堤に接近し、無二無三堤を決きって、濁水を地にみなぎらせんと働いた。

　ところが、思いもよらず、うしろのほうから、突如として伏兵が起った。暗さは暗し、敵の行動も人数もわからずで、鋤鍬部隊の五千は、同士討ちを起すやら、方角をちがえて後戻りしてくるやら、大混乱の中に、この夜の大将であった冷苞も見失ってしまった。

　冷苞は、逃げ走る途中、魏延に待たれて、またまた彼の手に生捕られてしまったのだった。

　蜀の呉蘭、雷同の二将は、それと知って、彼を奪り返すべく、雒城らくじょうを出て追いかけたが、道に黄忠の待つものあって、これまた散々に追い退けられてしまった。

　で、冷苞は、翌る日ふたたび捕虜として、涪城へ送られた。

　玄徳は、彼の不信を責めて、

「予は、足下に武人として礼を与え、また足下に仁義をもって宥ゆるした。しかるに、汝はその反対なものをもって予に酬いた。いまは汝の首を斬るも、一匹の蠅をたたくほどな憐愍れんびんも感じ得ない」

　云い渡すと、すぐ将士に渡して城外で、首を刎ねさせた。

　魏延、黄忠へは、賞状を送り、幕賓ばくひんの永年には、結果を告げて、

「実に、あなたの一言は、わが軍に幸いした」

　と、あつく礼遇した。

　この前後、荊州から馬良が使いに来た。馬良は、荊州の留守をまもる孔明の命をうけ、その書簡を肌深く秘めて遥々はるばるもたらして来たのであった。
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「あら、なつかしの文字」

　玄徳は、孔明の書簡をひらくと、まずその墨の香、文字の姿に、眸を吸われてから、読み入った。

　龐統ほうとうはその側にいた。

　側に人のいるのも忘れて、玄徳は繰り返し繰り返し、孔明の書簡に心をとられている。

　その真情の濃さ。遠く離れているせいもあろうが、何たる君臣の仲の美しさか。

「…………」

　龐統は胸のうちでため息をおぼえた。ふしぎなため息ではある。彼自身でさえ、自分のうちにこんな性格があったろうかと怪しまれるような気持が抑えきれなかった。それは嫉妬しっとに似た感情だった。

「先生。孔明は留守にあっても絶えず予の身の上を案じているらしい。荊州は至極無事とは書いてあるが、近頃、天文を按じてみると、西方になお恒星こうせいかがやき、客星の光芒こうぼう弱く、今年はなお征軍に利あらず、大将の身には凶事の兆きざしすらあり、くれぐれ身命をつつしみ給えと認したためてある」

「ほ。そうですかな」

　龐統は気のない返辞をした。

「──で、つらつら思うに、大事は急を思ってはならない。ひとまず使いの馬良は先に返し、予も荊州へ一度立ち還って、孔明と会った上よく協議してみたいと思う。それが万全と思うがどうだろう」

「さあ……？」

　龐統はしばらく答えない。

　彼は彼自身と胸のなかで闘っていた。抑えようもなく心の底にむらむら起ってくるふしぎな嫉ねたみ心を自ら辱はじて、打ち払おうと努めていたが、結果は、われにもなくその理性と反対なことを口にだしていた。

「これは意外な御意。命は天にあり、豈あに、人にありましょうや。いま征馬をここまですすめながら、孔明の一片の書簡にお心を惑わされ給うなどとは、何たることですか」

　ここまでいうと、龐統はもう真まっ向こうに孔明の説に反対を唱える者になっていた。おそらく孔明は蜀において、この龐統が大功を納めてしまいそうな形勢をみて、ひそかにそれをそねんでいるにちがいない。で、何のかのと、意見を提出して、留守にいても玄徳の心をつかみ、西蜀征伐の功の一半を逸すまいという心があるにきまっている。

　龐統は、こう取っていた。いつになく彼は舌にねばりをもって、なお玄徳へいった。

「不肖ふしょう、それがしもまた、少しは天文を心得ています。暦数を考えるに、必ずしも今年は皇叔にとって大吉ではありませんが、さりとて悪年では決してない。また恒星西方にあることも知っていますが、それはやがて皇叔が成都に入るの兆きざしです。むしろ速やかに、兵をおすすめあれ。いつまで魏延、黄忠を涪水ふすいの線に立たせておくは下策です」

　励まされて、玄徳は、次の日涪城ふじょうを発し、前線へ赴いた。

「雒城らくじょうの要害はまさに蜀第一の嶮。いかにせばこの不落の誇りを破り得ようか」

　以前、張松から彼に贈った西蜀四十一州図をひろげて、玄徳はそれと睨みあっていた。

　法正がまた一本の絵図を携えてきて、

「雒山らくざんの北に、一すじの秘密路かくしみちがあります。それを踏み越えれば、雒城の東門に達すということです。──またあの山脈の南にも一道の間道があって、それを進めば同じく雒城の西門に出るという。──この絵図と、張松の絵図とを、照し合せてごらん下さい」

　仔細に見くらべると、まさにその通りであった。

　玄徳は、信念を得て、

「軍を二つに分ち、統先生には北方の道をすすむがいい。予は一手をひきいて南から山を越えてゆき、目ざす雒城で落ち会おう」と、いった。

　龐統は不足な顔した。なぜなら北山の道は広くて越えやすいが、南山の道は狭く甚だしく嶮岨であるからだ。彼の顔いろを見て玄徳はこう云い足した。

「ゆうべ、夢に怪神けしんがあらわれて、予の右の臂ひじを、鉄の如意にょいで打った。今朝までも痛む気がした。故に、軍師の身が気づかわれるのだ。いっそのこと、涪城へかえって、御身はあとを守っておらぬか」

　もとより龐統は一笑に附して出発にかかった。ところが陣払いして立つ朝、彼の馬が妙に狂って、右の前脚を折った。そのため不吉にも彼は落馬の憂き目をみた。
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　龐統が落馬したのを見て、玄徳は馬から降りて、彼を扶たすけ起した。

「軍師、なぜこんな癖の悪い馬に乗られるのか。馬をかえては如何いかが」

　龐統は腰をなでて起きあがりながら、

「年久しく乗り馴れている馬で、かつてこんな悪癖を出したことはないのですが」

　と、首を傾けた。

　玄徳はふと眉を曇らせた。出陣に臨んでこんなことのあるのは決して吉兆ではない。自身の乗用していた素直な白馬の手綱をひいて、

「軍師。これへ乗ってゆくがいい。これなら過ちはない」と、彼に贈った。

　君恩のありがたさに、龐統もこの時ばかりは眼のうちに涙をためていた。拝謝して、白馬に乗換え、ここで玄徳と別れて道を北の大路おおじへとった。

　後に思いあわせれば、進撃にやさしい大路へ向ったのが、かえって龐統一代の大禍の道を選んでいたのであった。

　蜀軍随一の名将張任ちょうじん、蜀中の勇将呉懿ごい、劉璝りゅうかいなどの将軍たちは、さきに味方の冷苞れいほうを討たれて、遺恨やるかたなく、雒城の内に額をあつめて、一意報復を議していたが、折から前衛の斥候隊から、玄徳の大軍が南北二道にわかれて前進してくると伝えてきたので、

「御座んなれ。この時」と、ばかり、張任は各将軍と手筈をさだめ、自身は何か思うところあるか、屈強な射手三千人を選りすぐって、山道の嶮岨に伏せ、斥候ものみの第二報を待ちかまえていた。

「見えました。確かに」

　やがて、斥候頭ものみがしらが喘あえぎ喘ぎ、ここへ来て張任へ告げた。

「ご推察にたがわず、これへ向ってくる敵軍の大将らしき者は、まさしく鮮やかな月毛の白馬に乗っています。今しも、その大将の指揮の下に、敵全軍は、炎熱をおかして、えいやえいやとこれへ攀よじ登ってくる様子で──」

　聞くと、張任は、

「さてこそ！」

　膝を打って歓んだ。

「その白き馬に乗りたる者こそまぎれもなき劉玄徳。これへかからば、白馬を目じるしに狙いをあつめ、矢数やかず石弾いしだまのあるかぎりあびせかけろ」と、三千の射手に命じた。

　射手は、心得たりと、弩弓どきゅうを懸かけつらね、鉄弓の満を持し、敵の来るも遅しとばかり待っていた。

　──時は、夏の末。

　草も木も猛暑に萎なえて、虻あぶや蜂のうなりに肌を刺されながら、龐統の軍隊は、燃ゆるが如き顔を並べて、十歩攀よじては一息つき、二十歩しては汗をぬぐい、喘あえぎ喘ぎ踏み登ってきた。

　そのうちに、ふと前方を仰ぐと、両側の絶壁は迫り合って、樹木の枝は相交叉あいこうさし、天もかくれるばかり鬱蒼たる嶮隘けんあいな道へさしかかった。

　陽かげに入って、龐統は、ほっと肌に汗の冷えをおぼえながら、

「おそらく、こんな嶮しい山道は、蜀のほかにはあるまい。ここはそも、何という地名の所か」

　と、途中で捕虜にした敵の兵にたずねた。

　降参の兵は、言下に、

「落鳳坡らくほうはとよび申し候」と、答えた。

「なに、落鳳坡？」

　龐統は、なぜか、さっと面色を変えて、急に馬をとめた。

「わが道号は鳳雛ほうすうという。落鳳坡らくほうはとは、あら忌いまわし」

　彼は馬を向け直した。そしてにわかに全軍へ向って、

「もどれ。もどれっ。道をかえて、ほかから越えろ」

　と、鞭をさしあげて振った。

　その鞭こそ、彼自身、死を呼ぶ合図となってしまった。

　突然、峰谷も崩るるばかり石砲や火箭ひやの轟きがこだました。

「あっ」

　身をかくす隙ひまもあらばこそ、矢風の中にいなないた彼の白馬はたちまち紅くれないに染まり、雨よりしげき乱箭らんせんの下に、あわれむべし鳳雛ほうすう先生──龐統は、稀世の雄才をむなしく抱いて、白馬とともに斃たおれ死んだ。時、年まだ三十六歳の若さだった。
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　蜀の張任は、白馬の主を、玄徳とばかり思いこんでいたので、絶壁の上から遠く龐統の死を見とどけると、

「敵の総帥は射止めたぞ。すでに首将を失った荊州の残兵ども一兵ものこさず蹴ちらして谷を埋めよ」と、歓喜して号令した。

　山もゆるがす勝鬨かちどきをあげながら蜀兵はうろたえ惑う龐統軍へ喚おめきかかった。何かはたまるべき、荊州の兵は、釜中ふちゅうの魚みたいにただ逃げ争って蜀兵の殺戮さつりくにたいし、手向う意志も失っていた。山を攀よじ、谷へのぞんで逃げ出した兵も、猿ましらのように敏捷な蜀兵に追われ、その戈や槍から遁れることはできなかった。

　このとき、魏延は龐統の中軍に先んじて、すでに遥かな前方へ進んでいたが、

「後続部隊に戦闘が起った──」

　という伝令を受取って、

「さては、先鋒と主隊との連絡を断とうとする敵の作戦だろう」

　ぐらいに考えて、進路を後へ引っ返してきた。

　ところが、途中、聳そびえ立つ岩山の横をくり抜いた洞門のてまえまで来ると、張任の一手が上から岩石や矢をいちどに注ぎ落した。

「だめだ。伏兵がいる」

「人馬の死骸と岩石のために、洞門の口も塞ふさがってしまい、所詮、あとへ戻ることもできません」

　前隊の者が押し返してきてのことばに、魏延もいまは進退きわまってしまった。

「よし、この上は、単独で雒城らくじょうまで押し通り、南路から越えてゆかれた皇叔の本軍と連絡をとろう」

　ふたたび考え直すと、魏延は馬をめぐらして、さらに予定の前進をつづけた。

　ようやく、雒山らくざんの背をこえ、西方の麓をのぞんで降りてゆくと、真下に雒城の西曲輪にしくるわが見え、蛾眉門がびもん、斜月門しゃげつもん、鉄鬼門、蕀冠門らかんもんなどが、さらに次の山をうしろにして鋭い反そり屋根やねの線を宙天にならべていた。

　当然、それらの門々は、敵を見るや、警鼓戦鉦けいこせんしょうをうち鳴らし、煙のごとく軍兵を吐き出して、

「みなごろしにせよ」

　と、魏延をかこんだ。

　指揮するものは呉蘭、雷同、音に聞えた蜀の大将である。中軍をあとに残して、頭部だけで敵地に入った魏延はもとより討死を覚悟した。ただ、

「死出のみやげ」と、当るにまかせて血闘奮力の限りを尽した。

　ときに突然、背面の山から、またまた、金鼓を鳴らし、喊声かんせいをあげて、この大血河へ、さらに、剣槍の怒濤を加えてきたものがある。

「うれしや、劉皇叔か」と思えば、何ぞはからん、張任の軍隊だった。

「全滅、ぜひなし」

　魏延も、いまは観念した。

　ところへ、南路の山道から、

「黄忠これに来る。魏延安んぜよ」

　と呼ばわりながら、玄徳の先鋒が駆けつけて来た。玄徳の中軍も来た。ために、双方の戦力は伯仲して、いよいよ激戦の相をあらわしたが、玄徳は、龐統が見えないのを怪しんで、

「退ひけ。涪城へ」と、帰りには、街道の関門を突破して、引く潮のようにひきあげた。

　関平、劉封などの留守隊は、涪城を出て、玄徳を迎え入れた。時早くも、

「軍師龐統は、山中の落鳳坡とよぶ所にて、無惨な討死をとげた」という事実が、逃げかえってきた残兵の口から伝えられた。

　玄徳の悲嘆はいうまでもない。

「虫の知らせであったか」

　と、後になっては、かずかずの兆しらせを思い当るのだ。

　夕星ゆうずつ白き下、祭の壇をきずいて、亡き龐統の魂魄こんぱくを招き、遠征の将士みなぬかずいて袖をぬらした。

　魏延、劉封などの若武者は、

「雒城をふみ潰つぶさずには」

　と、雪辱に逸はやり立ったが、玄徳は愁いを共に城門を閉じて、

「決して出るな」と、ただ堅きを守った。

　そして関平かんぺいを荊州へ急がせ、一刻もはやく蜀に来れ、と孔明にあてた書簡を持たせてやった。




破軍星はぐんせい
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　七夕たなばたの宵だった。

　城内の街々は、紅燈青燈に彩いろどられている。

　荊州の城中でも、毎年の例なので、孔明は、主君玄徳の留守ながら、祭を営いとなみ、酒宴をもうけて、諸大将をなぐさめていた。

　すると、夜も更ふけてきた頃、一つの大きな星が、怪あやしい光芒こうぼうをひいて、西の空へ飛んだと思うと、白い光煙をのこして、ぱっと砕けるごとく、大地へ吸いこまれた。

「ああ、破軍星」

　孔明は、杯を落して、哀しいかなと、ふいに叫んだ。

　満座の人々は、酔をさまして、

「軍師、なにをそのように、悲しまれるのですか」と、皆杯を下にした。

「諸公。今日からは皆、かならず遠くへ出給うな。凶報かならず数日のうちに到らん」

　と、予言した。

　果たして、それから七日の後、玄徳の使いとして、関羽の養子関平が征地から帰ってきた。

「軍師龐統ほうとうは戦死し、わが君以下は、涪城に籠って、四面皆敵、いまは進退きわまっておられます」

　さらに、玄徳の書簡を出した。

　孔明はそれを読んで泣いた。そしてすぐ主君の救援におもむくべく準備を令したが、案ぜられるのは、自分が出たあとの荊州の守りである。

「関羽、貴公と関平とで、あとの留守を固め、東は呉に備え、北は曹操を防ぎ、君公のご出征中を、寸地もゆずらず守っていてくれまいか。この大任は、蜀に入って戦う以上の大役である。貴公に嘱しょくするほか他に人はない。むかし、桃園とうえんの義ぎを、ここに思い、この難役に当ってくれい」

　孔明から説かれて、関羽は、

「桃園の義を仰せられては一言の否いなみもありません。安んじて、蜀へお急ぎください。あとはひきうけました」

「では」

　と、孔明は、玄徳から預けられていた荊州総大将の印綬いんじゅを彼に渡した。

　関羽は、拝受して、

「大丈夫、信をうけて、しばしなりと、一国の大事を司つかさどるうえは、たとい死んでも、惜しみはない」と、感激していった。

　孔明はよろこばない顔をした。関羽に、死を軽んずるような口ぶりがあったからである。一国を司どる者が、そのように一死を軽んずるようでは留守が案ぜられる。で彼は、関羽に、試問を呈してみた。

「貴公のことだ。万に一も過りはあるまいが、もし呉の孫権と、北の曹操とが、同時にこの荊州を攻めてきたときはどう防ぐか」

「もちろん兵を二分して、二手にわかれ、一を撃破し、また一を討ちます」

「危ない、危ない。それがしが、八字を以て、貴公に教えておく」

「八字の兵法とは」

「北ハ曹操ヲ拒フセギ、東ハ孫権ト和ス。お忘れあるな」

「なるほど……。肺腑はいふに銘じて忘れぬようにいたします」

「たのむ」

　すなわち印綬の授受はすんだ。

　関羽を輔佐する者としては文官に、伊籍いせき、糜竺びじく、向朗こうろう、馬良などをとどめ、武将には、関平、周倉、廖化りょうか、糜芳びほうなどをあとに残して行った。

　そして、孔明のひきいて行った荊州の精兵といえば、わずか一万に足らなかった。

　張飛をその大将とし、峡水きょうすいの水路と、嶮山の陸路との、二手になってすすんだ。

「まず張飛は、巴郡はぐんをとおり、雒城らくじょうの西に出でよ。自分は趙雲を先手とし、船路をとって、やがて雒城の前にいたらん」と、告げた。

　二道に軍を分って立つ日、野宴を張って、

「どっちが先に雒城へ着くか、先陣を競おう。いずれも、健勝に」

　と、杯を挙げて、おたがいの前途を祝しあった。
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　別れにのぞんで、孔明は、張飛に忠言した。

「蜀には、英武の質が多い。貴下のごとき豪傑は幾人もいる。加うるに地は剣山刀谷けんざんとうこくである。軽々しく進退してはならない。またよく部下を戒いましめ、かりそめにも掠かすめ盗らず虐しいたげず、行くごとに民を憐れみ、老幼を馴なずけ、ただ、徳を以て衆にのぞむがいい。なおまた、軍律はおごそかにするとも、みだりに私憤をなして士卒を鞭打つようなことはくれぐれ慎まねばならぬ。そして迅速に雒城らくじょうへ出で、めでたく第一の功を克かち取られよ」

　張飛は拝謝して、勇躍、さきへ進んだ。

　彼の率いた一万騎は、漢川かんせんを風靡した。しかし、よく軍令を守って、少しも略奪や殺戮さつりくの非道をしなかったので、行く先々の軍民は、彼の旗をのぞんでみな降参して来た。

　やがて巴郡はぐん（重慶）へ迫った。

　蜀の名将厳顔げんがんは、老いたりといえど、よく強弓をひき太刀を使い、また士操凛々りんりんたるものがあった。

　張飛は、城外十里へ寄せて、使いを立て、

「厳顔げんがん老匹夫ひっぷ。わが旗を見て、何ぞ城を出て降くだらざるや。もし遅きときは、城郭をふみ砕いて、満城を血にせん」

　と云い送った。

「笑止なり。放浪の痩狗やせいぬ」

　厳顔は、使いの耳と鼻を切って、城外へつまみ出した。張飛が赫怒かくどしたことはいうまでもない。

「みろ。きょうの中にも、巴城を瓦礫がれきと灰にしてみせるから」

　まっ先に馬をとばし、空壕からぼりの下に迫った。

　けれど、城内は、城門を閉じ、防塁を堅固にして、一人も出て戦わなかった。のみならず、矢倉から首を出して、さんざんに張飛を悪罵したので、張飛は、

「その舌の根を忘れるな」と日没まで猛攻をつづけた。

　しかし、頑として、城は墜ちない。無二無三、城壁へとりついて、攀じ登ろうとした兵も、ひとり残らず、狙い撃ちの矢石にかかって、空壕の埋め草となるだけだった。

　張飛は、そこに野営して、翌日も早天から攻めにかかった。すると矢倉の上に、老雄厳顔が初めて姿をあらわして、

「先頃、使いの口上で、満城を血にせんといったのは、さては、寄手の血漿けっしょうをもって彩いろどることでありしか。いや見事見事。ご苦労ご苦労」と、からかった。

　張飛の顔は朱漆しゅうるしを塗ったように燃えた。その虎髯とらひげの中から大きく口をあいて、

「よしっ。汝を生捕って、汝の肉を啖くらわずにはおかんぞ」

　云った途端である。

　厳顔の引きしぼった強弓の弦音が朝の大気をゆすぶって、ぴゅっと、一矢を送ってきた。張飛が、

「あっ」

　と、馬のたてがみへ、身を伏せたので、矢は彼の甲かぶとの脳天にはね返った。

　幸いにも、鉢金は射抜けなかったが、じいんと烈しい金属的な衝撃が脳髄のうずいから鼻ばしらを通って、眼から火となって飛びだしたような気がした。

　さすがの張飛も、ふらふらと眩めまいを覚えて、

「きょうはいかん」と、匆々そうそう、後陣へかくれてしまった。

「なるほど、蜀には相当な者がいる」

　張飛が敵に感心したことはめずらしい。しかし、敵を尊敬することによって、彼も、ただ力ずくな攻城がいかに労して効の少ないものかを教えられた。

　城の一方にかなり高い丘陵がある。ここに登って彼は城内をうかがった。城兵の部署隊伍は整然としていて甚だ立派だ。張飛は、声の大きな部下を選んで、ここからさまざまな悪口を城中へ放送させた。

　けれど、城の者は、一人も出てこないし、相手にもならない。

　誘いの兵を少しばかり近づかせて、偽って逃げる態ていをなし、城兵が追ってきたら、たちまちこれを捕捉し、またそこの門から一気に突入しようなどという計画も行ってみたが、

「彼の戦法は、まるで児童の戦いくさ遊び、抱腹絶倒に値あたいする」

　と、厳顔げんがんは、一笑のもとに、その足掻あがきを見ているだけで、張飛の策にはてんで乗ってこないのであった。




草くさを刈かる
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　百計も尽きたときに、苦悩の果てが一計を生む。人生、いつの場合も同じである。

　張飛は、一策を案出した。

「集まれ」

　七、八百の兵をならべて命じた。

「貴様たちはこれから鎌を持って山路を尋ね、馬糧ばりょうの草を刈かってこい。なるべく巴城はじょうの裏山に面した所の奥深い山の草を刈って参れ」

　鎌をたずさえた草刈り部隊は、おのおの、城の裏山へ分け入った。

　次の日も、次の日も、草刈り隊はさかんに草を本隊へ運んだ。城中の厳顔は、これを知って、

「はて、張飛のやつ、何のつもりで、にわかに山の草を刈りだしたのか？」

　いかに城外から挑んでも、城を閉じて、相手にしなかったので、張飛もこの城へ手を下しようがなく、先頃から怏々おうおうとして、作戦に窮していた状さまはよくうかがわれたが、急に攻め口の活動も怠って、山路に兵を入れているのは、なんのためか、厳顔にも察しがつかなかった。

「鎌を持て。そして城の搦手からめてに集まれ」

　厳顔は、十名の物見を選んで、こういいつけた。

　密偵の者は、鎌を携えて夕方搦手門に集まった。厳顔が出てきて、こう密命をくだした。

「夜のうちに、裏山へ入りこみ、夜明けとなって、張飛の兵がやってきたら、巧みに、彼の草刈り隊にまぎれこみ、終日、草を刈って馬に積んだら、そのまま張飛の兵になりすまして、敵の本陣へついて行け。そして、彼らが何のために働いているか探り知ったら、早速、脱け出してその真相を城へ告げい。早く正しい報告を持って来た者へ順に恩賞を与えるであろう」

　草刈り兵になりすました厳顔の密偵たちは、心得て、おのおの夜のうちに山へかくれていた。

　翌日の夕方。

　例のとおり張飛の兵は、馬に草を積んでぞろぞろ本陣へ帰って行ったが、そのうちの組頭が、張飛の顔を見るといった。

「大将、決して労を惜しむわけではありませんが、雒城らくじょうへ通るには、何もあんな道なき所を伐きり拓ひらかなくても、べつに、巴城はじょうの搦手の上から巴郡の西へ出る間道かんどうがありました。なぜあの隠し道をおすすみにならないのですか」

　すると、張飛は初めて知ったように、眼をみはって、

「何、何。そんな間道があったのか。馬鹿野郎っ。そのような道のあることを存じながら、なぜ今日まで黙っていたのだ」

　張飛の大喝は、獅子の吼ほえるように、草刈り兵ばかりでなく、全軍を震えあがらせた。

「猶予はならん。すぐ進発の準備をしろ。ここの巴城などは打ち捨て、一路雒城へ通らんことこそ、おれの狙いだ。兵糧を炊たけ、輜重しちょうを備えろ」

　にわかの軍令に、宵闇は一時大混雑を起した。

　二更、兵糧をつかう。

　三更、兵馬の隊伍成る。

　四更、月光を見ながら、枚ばいを銜ふくみ、馬は鈴を収め、降る露を浴びながら、粛々と山の隠し道へすすんで行く。

　厳顔の廻し者はかくと知るや、宵の間に、ここを脱出して、城中へ前後して走り帰った。

　一番に戻ってきた者も、二番に帰ってきた者の言葉も、次々の者のいう報告も、すべて一致していたので、

「さてこそ」と、厳顔は手を打っていった。

「あくまで、城方が出て戦わぬに気を悩まし、遂にここを避けて、間道より雒城へ押し通らん彼の所存とみゆる。──愚や、愚や張飛。それこそわが望むところ」

　厳顔もまた城中の勢をことごとく手分けして、勝手を知る間道の要所要所に、兵を伏せて待っていた。

　おそらくは、張飛の先陣、中軍が山を越える頃、輜重しちょう兵糧の車馬はなお遅れて遠く後陣にあろう。その頃、合図の鼓とともに、いちどに繰り出して、敵陣を寸断せよ。個々撃滅して、みなごろしにすべし──と厳顔は味方の武将につたえていた。

　やがて、木々のしげる間を、黒々と敵の先鋒中軍は通って行った。まぎれもない張飛の姿も見えた。それをやりすごして、輜重部隊の影を見た頃、

「今ぞ」

　と、厳顔は、合図の鼓を高らかに打たせた。




二



　四面の伏兵は、喊声かんせいをあげながら、まず敵行軍を両断し、後尾の輜重しちょう隊を包囲した。

　すると、おどろくべし。すでに先刻、中軍にあって先へ通って行ったはずの張飛が、その輜重隊から躍りでて、

「厳顔老匹夫げんがんろうひっぷ、よく来た」

　と、大声にいった。

　厳顔は仰天して、馬からころげ落ちそうになった。

　振り向けば、豹頭炬眼ひょうとうきょがん、その虎髯とらひげも張飛にまちがいはない。

「おうっ、出会うたは、幸いである。張飛うごくな」

　部下のてまえぜひなく彼は、敢然、馬をとばして、張飛の大矛へ、甲体を投げこんで行った。

「年よりの冷や水」

　あざ笑いながら、張飛は、丈八の矛も用いず、片手をのばして、厳顔の上帯うわおびをつかみよせてしまった。そして、

「それっ、受取れ」

　と、自分の部隊の中へほうり投げた。

　さすが、武芸のたしなみ深い老将なので、投げられても、醜みにくく腰は打たなかった。よろめく足を踏み止めて、直ちに四囲の雑兵と戦った。けれどいかにせん老齢だ。力尽きて、高手小手に縛りあげられてしまった。

　さきに中軍を率いて通った張飛らしいのは、部下の似ている者を偽装させた影武者だった。その先鋒も、またたちまち、取って返してきて城兵を蔽いつつんだ。

「厳顔はすでにわが軍の捕虜とりことなったぞ。降る者はゆるさん。刃向うものは八ツ裂きにして猪しし狼おおかみの餌にするぞ」

　張飛の声を聞くと、城兵は争って甲よろいや戈ほこを投げ捨て、その大半以上、降人になった。こうして張飛は、ついに巴城はじょうに入って、郡中を治めた。

　法三条を出して、

　民ヲ犯オカスナ

　旧城文物ヲ破壊スナ

　旧臣土民ヲ愛撫セヨ

　と掲げたので、巴城の土民は、

（張飛という大将は、聞くと見るとは、大きなちがいだ）

　と、みな彼になついた。

　張飛は、厳顔をひかせて、庁上から彼を見た。

　厳顔はひざまずかない。

　張飛は、眼をいからして、

「汝、礼を知らぬか」と、叱咤した。

　あざ笑って、厳顔は、

「われ、敵にする礼を知らず」と、冷やかに嘯うそぶいた。

　張飛は、階きざはしをとび降りた。そして佩剣はいけんに手をかけて、

「老匹夫、たわ言をやめろ。今のうちに、降参するといわぬと、もうその首が前に落ちるぞ」

「そうか。……首よ。わが多年の首よ。おさらばであるぞ。……張飛、猶予すな、いざ、斬れっ」

　みずから頸うなじをのばした。

　張飛はふいに彼のうしろへ寄ってその縄を解いた。そして手を取って庁上へいざない、みずから膝を折って再拝した。

「厳顔。あなたは真の武将だ。人の節義を辱めるはわが節義に恥じる。さっきからの無礼はゆるしたまえ」

「君。節義を知るか」

「聞かずや厳顔。皇叔と関羽とこの張飛との桃園の誓いを」

「ああ、聞いておる。君ですらかくの如し。関羽や玄徳はどんな立派な人だろう」

「どうか、その人々と、ともに交わって、蜀の民を安んじてやって下さい」

「君も味なことをいう男だ」

　厳顔は張飛の恩に感じて、ついに降伏をちかい、成都に入る計を教えた。

「ここから雒城らくじょうまでの間だけでも、途中の関門には、大小三十七ヵ所の城がある。力業ちからわざで通ろうとしたら百万の兵をもって三年かかっても難しいであろう。しかし、この厳顔が先に立って、我すらかくの如し、況いわんや汝らをや──と諭さとしてゆけば、風をのぞんで帰順するでしょう」

　事実、彼を先鋒に立てて進むほどに、関は門を開き、城は道を掃はいて、血を見ずにすべての要害を通ることができた。




金雁橋きんがんきょう
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　孔明が荊州を立つときに出した七月十日附づけの返簡の飛脚は、やがて玄徳の手にとどいた。

「おう、水陸二手にわかれ、即刻、蜀へ急ぐべしとある。──待ち遠しや、孔明、張飛のここにいたるは何日いつ」

　涪城ふじょうに籠って、玄徳は、行く雲にも、啼き渡る鳥にも、空ばかり仰いでいた。

「皇叔。この頃、寄手のていをうかがってみますと、蜀兵も、この涪城を出ぬお味方に攻めあぐね、みな長陣に倦み飽いて、惰気だき満々のていたらくです。──これへ孔明の援軍が来れば、たちまち敵も士気をふるい陣容を正しましょう。むなしく援軍の到着を待つのみでなく、彼の虚きょと紊みだれを衝いて、一勝を制しておくことは、大いに成都せいとの入城を早めることになろうと存じますが」

　これは、ある日、黄忠が玄徳に呈した言であった。

　思慮ふかい玄徳も、

「一理ある」と、意をうごかされた。

　偵察ものみの者も、黄忠のことばを裏書きしている。果断をとって、ついに涪城の軍は、百日の籠居を破って出た。

　もちろん、夜陰奇襲したのである。案のじょう野陣の寄手はさんざんに混乱して逃げくずれた。面白いほどな大快勝だ。途中、莫大な兵糧や兵器を鹵獲ろかくしつつ、ついに雒城らくじょうの下まで追いつめて行った。

　潰走かいそうした蜀兵はみな城中にかくれて、ひたと四門をとじてしまった。蜀の名将張任ちょうじんの命はよく行われているらしい。

　この城の南は二条の山道。北は涪水の大江に接している。玄徳はみずから西門を攻めた。黄忠、魏延の二軍は、東の門へ攻めかかる。

　けれど、陥ちない。びくともしない。まる四日間というもの、声も嗄かれ、四肢も離ればなれになるばかり、東西両門へ力攻したが、さしたる損害も与え得なかった。

　蜀の張任は、

「もうよかろう」と、呉蘭、雷同の二将軍へいった。二将軍もよかろうという。

　すなわち、ここまでは、本心の戦をなしていたのではない。要するに誘引の計を以てひき出し、さらに、玄徳軍の疲労困憊こんぱいを待っていたのである。

　南山の間道から、蜀兵はぞくぞく山地に入り、遠く野へ降りて迂回していた。また、北門は江へ舟を出して、夜中に対岸へあがり、これも、玄徳の退路を断つべく、枚ばいをふくんで待機する。

「城内の守りは百姓だけでよい。一部の将士のほかは、みな城を出て、玄徳の軍をこの際徹底的に殲滅せんめつせよ」

　張任は、こう勇断を下して、やがて一発の烽火のろしをあいずに、銅鑼どら、鼓つづみの震動、喊声かんせいの潮、一時に天地をうごかして、城門をひらいた。

　時刻は黄昏たそがれであった。ここ数日のつかれに、玄徳の軍馬は鳴りをひそめ、今しも夕方の炊煙をあげていたところ。当然、間に合わない。

　あたかも黄河の決潰に、人馬が濁流にながされるのを見るようだった。まったくひと支えもせず、八方へ逃げなだれた。

「それ撃て」

「すすめ」

　と、その先には、山と江から迂回していた蜀兵が、手に唾つばして、陣を展開していた。呉蘭、雷同の二将軍とその旗本は、ほとんど、血に飽くばかり勇をふるった。

「あな、あわれ。こんなことが、いったいなぜ昨日にも覚さとれなかったろう」

　玄徳は、悲痛な顔を、馬のたてがみに沈めながら、魂も身に添わず、無我夢中で逃げていた。

　見まわせば、一騎とて自分のそばにはいなかった。

　啾々しゅうしゅう、秋の風に、星が白い。──幸いにも、夜だった。

　彼は、鞭打って、疲れた馬を、からくも山路へ追いあげた。

　だが、うしろから蜀兵の声がいつまでも追ってくる。

　谷や峰にも、蜀兵の声がする。

「天もわれを見離したか」

　玄徳は哭ないた。

　しかし、たちまち、山上から駆け下ってくる一軍のあるを知って、きっと涙をはらい、静かに最期の心支度をととのえた。
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「名ある敵の大将とみえるぞ。生捕れっ」

　はや、殺到した軍馬の中からそういう声が、玄徳の耳にも聞えた。

　すると、聞きおぼえのある声で、

「待て待て。手荒にするな」と、将士を制しながら、玄徳のそばへ馬乗り寄せてきた者がある。見れば、何事ぞ、それは張飛ではないか。

「おうっ、そちは」

「やあ、皇叔こうしゅくにておわすか」

　張飛は馬を飛び降りた。そして玄徳の手をとって、この奇遇に涙した。

　蜀兵は山のふもとまで迫っている。事態は急なり、仔細のお物語はあとにせんと、張飛はたちまち全軍を配備し、蜀兵を反撃してさんざんに追い討ちした。

　蜀将張任ちょうじんは、ふしぎな新手が忽然こつぜんとあらわれて、精勇溌剌はつらつ、当るべくもない勢いを以て城下まで追ってきたので、

「濠橋ほりばしを引け、城門を閉じよ」

　と、全軍を収容して、見事に鳴りをしずめてしまった。後に、人々は云った。

（あの日の敗戦には、当然、劉皇叔もすでにお命はないはずであったのに、巴郡を越えて、山また山を伝い、厳顔げんがんを案内として雒城らくじょうへさして来た張将軍の援軍と日を約したように出会うて、九死一生の危難を救われ給うなどということはただの奇蹟や奇遇ではない。まったく、後に天子になられるほどな洪福こうふくを、生れながら身に持っておられたからだろう）──と。

　ともかく玄徳は、無事涪城ふじょうにもどって、張飛から厳顔の功労を聞くと、金鎖きんさの甲よろいをぬいで、

「老将軍。これは当座の寸賞です。あなたのお力がなければ、とうてい、この義弟もかく早く、途中三十余ヵ城の要害を踏破して来ることはできなかったでしょう」と、ななめならず歓んだ。

　事実、厳顔が説いて、途中三十余ヵ城を無血招降むけつしょうこうしてきたために、張飛の兵力は、これへ来るまでにその新しい味方を加えて数倍になっていた。

　涪城はにわかに優勢になった。それを計らずに、それから数日の後、雒城を出てここへ強襲して来た蜀の呉蘭と雷同の二将軍は、その日の一戦に、張飛、黄忠、魏延などの策した巧妙なる捕捉作戦にまんまと陥って、ふたりとも捕虜となり、ついに玄徳のまえで降伏をちかうというような情勢に逆転してきた。

　雒城の内では、

「腑甲斐ふがいなき二将軍かな」と、同僚の呉懿ごい、劉璝りゅうかいたちが歯ぎしり噛んで、

「しかず、この上は、のるかそるかの一戦をこころみ、一方、成都に急を告げて、さらに大軍の増派を仰ごう」と、いきりぬいた。

　名将張任は、沈痛にいった。

「それもよいが、まず、こうしてみては」

　筆をとって作戦図を書きながら、何事かささやいた。

　翌日、張任は、一軍の先に馬を飛ばして城門から繰り出した。張飛が見かけて、

「張任とは汝よな」

　丈八の大矛おおほこをふるい、初見参と呶鳴ってかかった。戦うこと十数合、

「あなや。あなや」

　叫びながら張任は逃げ奔はしる。

　城北は、山すそから谷へ、また涪水ふすいの岸へもつづき、地形はひどく複雑である。張飛はいつか張任を見失い、味方の小勢と共に遠方此方おちこち馳けあるいていたが、そのうちに四山旗と化し、四谷鼓を鳴らし、

「あの虎髯とらひげを生捕れ」

　と、蜀兵の重囲は張飛の部下をみなごろしにしてしまった。ひとり辛くも、張飛は血の中を奔って涪水のほうへ逃げのびた。──卑怯卑怯と罵ののしりながら追っていた蜀将の呉懿ごいは、そのとき一方の堤をこえて躍り馳けてきた大将に、横合いから槍をつけられ、戦い数合のうちに得物を奪られて生捕られてしまった。

「おういっ、張飛。おれだ、おれだ。引っ返して、共に雑兵を蹴ちらしてしまえ」

　その大将の声に、味方の誰かと怪しみながら戻ってみると、それは荊州を共に立って、途中、孔明とひとつになって別れた常山の子龍趙雲ちょううんであった。
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　長江から峡水きょうすいに入り、舟行千里をさかのぼって、孔明の軍は、ようやく、涪水のほとりへ着いたのであった。

　敵の雑兵を蹴ちらして後、趙雲が、そう語ると、

「では、軍師には、もう涪城へ入ったのか」と訊ね、然りと聞くや、

「急ごう」

　と、急に連れ立って、涪城へ帰った。

　趙雲は、入城の手土産に、途中で生捕った蜀の呉懿をひっさげていた。

　玄徳がやさしく、

「予に従わないか」

　というと、呉懿は、彼のただならぬ人品を仰いで、心から降参した。

　孔明も、そこに来ていた。この降将に上賓の礼をあたえて、

「雒城らくじょうのうちの兵力は何ほどか。劉璋の嫡子劉循りゅうじゅんを扶たすけておるという張任とはどんな人物か」などと質問した。

　呉懿はいう。

「劉璝はともかく、張任は智謀機略、衆をこえています。まず蜀中の名将でしょう。容易に、雒城は抜けますまい」

「ではまず、その張任を生捕ってから、雒城を攻めるのが順序ですな」

　孔明が、座談的に、まるで卓上の椀わんでも取るようなことをいったので、呉懿は、

（この人、大言癖たいげんへきがあるのか、それとも気が変なのか）

　と、あやしむような眼でその面を見まもった。

　あくる日、呉懿を案内に、孔明は附近の地勢を視察にあるいた。

　帰ってくると、魏延、黄忠をよんで、

「金雁橋きんがんきょうの畔ほとり、五、六里のあいだは、蘆あしや葭よしがしげっているから、兵を伏せるによい。──戦の日、魏延は鉄鎗てっそう部隊千人をあの左にかくして、敵がかかったら一斉に突き落せ。また黄忠は右にひそみ、総勢すべてに薙刀なぎなたを持たせて、ただ馬の足と人の足を薙ぎつけるがいい。張任は不利と見るとき、かならず東方の山地へ向って逃げるであろう」と、さながら盤のこまでもうごかすようにいって、さらに、張飛と趙雲へも、べつに策をさずけた。

　雒城の前に、金鼓が鳴った。城兵への挑戦である。

　望楼から兵機をながめていた張任は、寄手の後方に連絡がないのを見て、

「孔明兵法に暗くらし」

　と思った。

　能あたうかぎり手近にひきよせておいて、大殲滅を計ったのである。寄手はひたと、濠へ近づき、城壁へたかりだした。

「よしっ。出ろ」

　八門をひらいて、城外へ出る。同時に、南北の山すそに埋伏まいふくしておいた城兵も、鵬翼ほうよくを作って、寄手を大きく抱えてきた。

　潰乱かいらん、惨滅さんめつ、玄徳軍は討たれ討たれ後へ退く。

「時は、今ぞ」

　張任は、ついに陣前へあらわれた。荊州兵を根絶する日、このときをおいて他日なしと、みずから指揮し、みずから戦い、金雁橋をこえること二里まで奮迅してきた。

「しまった」

　そのとき振り向くと、うしろに敵の一団が見える。しかも金雁橋はめちゃめちゃに破壊されている。

「油断すな。敵の趙子龍がうしろにいるぞ」

　あわてて回かえろうとすると、左右の蘆荻ろてきのしげみから、槍の穂が雨と突いてくる。なだれ打って、避け合おうとすれば、また一方から薙刀なぎなたの群れが、馬の脛を払い、人の足を斬る。

「残念、南へ退け」

　しかし、そこもすでに荊州の兵が占めていた。

　ぜひなく、涪水ふすいの支流に沿って、東方の山地へ逃げた。

　浅瀬をこえて、ようやく対岸の広野へわたる。──ところが、そこも怪しげなる一陣の兵がまんまんと旗を立てて一輛の四輪車を護っていた。

「や。あの車上に坐し、羽扇うせんをもって、わしを招いているのは誰だ？」

　張任が、部下へきくと、あれこそ新たに玄徳の陣に加わったと聞く軍師の孔明でしょうと、誰かうしろで答えた。

「あははは。あれが孔明か」

　張任は肩をゆすって笑った。




四



　──なぜならば、孔明の四輪車を囲んでいる兵は、みな弱そうな老兵であり、そのほかの兵もみなぶよぶよに肥えて、見るからに脆弱ぜいじゃくな士卒ばかりだったからである。

「いやはや、目前に見る孔明と、かねて耳に聞いていた孔明とは、大きなちがいである。用兵神変、孫子以来の人だなどと、取沙汰とりざたされておるが、あの陣容とあの兵気は何事か。芥あくたの山を踏むより易いぞ、蹴ちらせ、あの塵芥ちりあくたを」

　張任の一令に、なお背後にのこっていた数千の兵は、どっと喚おめきかかって行った。

　四輪車は逃げだした。

　右往左往のていで。

「車上の片輪者待て」

　手づかみにして、生捕ることも易しと、張任は馬を打ってとびこみ、雑兵には目もくれず、あわや車蓋しゃがいのうえから巨腕をのばそうとしかけた。

「捕ったっ」

　それは足もとの声だった。何事ぞ、いきなり下から馬の脚をかついで引っくりかえした猛卒がいる。

　ずでんと、見事な落馬だった。たちまち、またひとりが跳びかかる。これも雑兵にしてはおどろくべき怪力の持ち主だった。

　それもそのはず、この二人は、雑兵の中にかくれていた魏延と張飛だった。

　破壊したと見せた金雁橋きんがんきょうも、実は完全破壊はしていなかった。張任があきらめて、上流の支川しせんへ避け、浅瀬をわたって城のほうへ迂回したと見るや、蘆茅あしかやの中にいた全軍は四輪車をつつんで対岸へ越え、ここに先廻りして待っていたものだ。

　山地へ谷間へ逃げこんだ蜀兵もあらまし討たれるか降伏した。

　その中には、つい前日成都から援軍に来たばかりの卓膺たくようという大将などもまじっていた。

　張飛、黄忠、魏延などの諸隊も、各〻、功をあげて、ここに圧縮してきた。開いた花のつぼむように、総勢一軍となった後の陣容行軍はいかにも鮮やかだった。

「ああ、蜀の革あらたまる日は来た」

　捕虜として檻送かんそうされてゆく途中、張任は天を仰いで長嘆していた。涪城について後、玄徳が、

「蜀の諸将はみな降った。貴公ひとり降伏せぬ法もなかろう」

　というと張任は、

「不肖ながら、自ら蜀の忠臣をもって任ずるものである。豈あに、二君にまみえよう」

　と、昂然こうぜんと拒んだ。

　玄徳はその人物を惜しんで、いろいろ説いたがどうしても、肯きかない。ただ声をはげまして、

「疾とく首を打て」と、いうのみである。

　孔明は見るに見かねて、

「余りにくどく強しいるは、真の忠臣を遇する礼でありません。大慈悲の心をもって疾く首を刎はね、その忠節を完うさせておやりなさい」

　と、玄徳にすすめた。

　すなわち、張任の首を斬り、その屍を収めて、金雁橋のかたわらに、一基の忠魂碑をたててやった。鴻雁こうがん群れて、暮夜ぼや、碑をめぐって啼いた。

　かくて雒城らくじょうは、本格的な包囲の中に置かれた。

　降参の大将、呉懿ごい、厳顔の輩ともがらが、陣前に出て、城中の者へ説いた。

「無益な籠城は、いたずらに城内の民を苦しめるばかりであろう。我らすら降ったものを、汝らの手で如何いかんとする気か。犬死すな」

　すると、矢倉の上に、残る一将の劉璝りゅうかいがあらわれて、

「蜀の恩顧をわすれた人間どもが何をいうか」と、罵った。

　とたんに彼は、矢倉の窓から下へ蹴落されていた。何者かが後ろから弱腰を突いたものとみえる。同時に、城門は内から開いた。

　たちまち、城頭に、玄徳の旗がひるがえった。城中の者、ほとんど七割まで、降伏した。

　劉璋の嫡子劉循りゅうじゅんは、この急変におどろいて、北門の一方からわずかな兵と共に、取る物もとりあえず、逃げ出していた。一目散いちもくさん、成都をさして。

「劉璝を矢倉から蹴落したものはたれか」

　占領後、玄徳がただすと、

「──武陽の人張翼、字あざなは伯恭はっきょうというものです」

　と、侍側から申達しんたつした。

　すなわち謁えつを与えて、玄徳は、張翼を重く賞した。




五



　雒城らくじょうの市街は、平静にかえった。避難した民も城下へぞくぞく帰ってきて、

「やれやれ、ありがたいお布令ふれが出ている」

　と、高札を囲んで、新しい政道を謳歌した。

　孔明は、微行して、一巡城下の空気を視察してもどると、

「ご威徳はよく下まで行き渡ったようです。この上は、成都の攻略あるのみですが、功を急いで、足もとを浮かしてはなりません。まず雒城を中心として、附近の州郡にある敵性を馴なずけ、悠々成都に迫るもおそくないでしょう」と、玄徳へいった。

「いかにも」

　と、玄徳も同じ気もちであったとみえ、すなわち隊を分って、各地方へ宣撫せんぶにおもむかせた。

　すなわち、厳顔、卓膺たくようには張飛をつけて、巴西はせいから徳陽地方へ。

　また張翼、呉懿には、趙雲を添えて、定江ていこうから犍為けんい地方へやった。

　それらの諸隊が、地方宣撫の効こうをあげている間に、孔明は、降参の一将を招いて、成都への攻進を工夫していた。

「この雒城から成都までのあいだに、どういう要害があるかね」

　降参の将がいう。

「まず、要害といっては、綿竹関めんちくかんが第一の所でしょう。そのほかは、往来を検あらためる関所の程度で、取るに足りません」

　そこへ、法正が来た。法正も早くから内応して、玄徳の帷幕いばくに参じている者なので、蜀の事情には精通している。

「いずれ後には、成都の人民はご政下につくものです。その民を驚かし、苛烈な戦禍におびえさせることは好ましくありません。まず、四方に仁政を示し、徐々恩徳をもって、民心を得ることを先とすべきでしょう。一方それがしから書簡をもって、よく成都の劉璋を説きます。劉璋も、民の離れるのをさとれば、自然に来て降るにちがいありません」

「貴下の言は大いによい」

　孔明は法正の考えを、非常に賞揚し、その方針によることにきめた。

　一方、成都のうちは、いまにも玄徳が攻めてくるかと、人心は動揺してやまず、府城の内でも恟々きょうきょうと対策に沸騰ふっとうしていた。

　太守劉璋を中心に、

「いかに、防ぐか」の問題が、きょうも軍議され、その席上で従事鄭度ていどは、熱弁をふるって演説した。

「国家の急なるときは、自然、防禦の力も数倍してくる。官民一致難に当るの決意をもてば、長途遠来の荊州軍など何の怖れるほどのことがあろう。いかにここまでは、彼の侵略が功を奏してきたにしても、占領下の蜀の民は、まだ心から玄徳に服しているのではない。今、巴西はせい地方からすべての農民を追って、ことごとく、涪水以西の地方へ移してしまい、それらの部落部落には鶏一羽のこすことなく、米穀は焼きすて、田畑は刈り、水には毒を投じ、以て彼らがこれに何を求むるも、一飯の糧かてもないようにしておけば、おそらく彼らは百日のうちに飢餓困憊きがこんぱいをさまようしか道を知らないであろう。──そして成都、綿竹関めんちくかんの二関をかため、夜となく昼となく、奇策奇襲をもって、彼を苦しめぬけば、おそらくこの冬の到来とともに、玄徳以下の大軍は絶滅を遂げるにちがいないと考える。いやそう信じる。諸公のお考え如何あるか」

　たれも黙っていた。すると、太守劉璋りゅうしょうが、

「むかしから、国王は、国をふせいで民を安んずるということは聞いておるが、まだ、民を流離させて敵を防ぐということは聞いたことがない。それはすでに敗戦の策だ。おもしろくない」

　と、いつもに似げない名言を吐いて、鄭度の策を否決した。

　するとそこへ、法正から正式の書簡が来た。書中には、大勢を説いて、いまのうちに玄徳と講和するの利を弁じ、また、そうして、家名の存続を保つことの賢明なことをすすめてあった。

「国を売って敵へ走った忘恩の徒が、何の面目あって、わしにこの醜墨しゅうぼくをみずから示すか」

　劉璋は怒って、法正の使いを斬ってしまった。

　直ちに、綿竹関めんちくかんの防禦へ、増軍を決行し、同時に、家臣董和とうかのすすめをいれて、漢中の張魯ちょうろへ、急使を派遣した。背に腹はかえられぬと、ついに、危険なる思想的侵略主義の国へ泣訴きゅうそして、その援助を乞うという苦しまぎれの下策に出たのであった。




西涼せいりょうふたたび燃もゆ



一



　忽然こつぜんと、蒙古もうこ高原にあらわれて、胡夷えびすの猛兵をしたがえ、隴西ろうせい（甘粛省かんしゅくしょう）の州郡をたちまち伐きり奪って、日に日に旗を増している一軍があった。

　建安十八年の秋八月である。この蒙古軍の大将は、さきに曹操に破られて、どこへか落ちて行った馬騰ばとう将軍の子馬超ばちょうだった。

「父の仇、曹操を亡なくさぬうちは」と、馬超はあれ以来、蒙古族の部落にふかくかくれて、臥薪嘗胆がしんしょうたん、今日の再興に励んできたのであった。

「何度でも再起する。曹操の首を見るまでは、倒るるもやまじ」

　とする意気があるので、征ゆくところ草を薙なぐように、敵を風靡ふうびし、この軍団は、強大になった。

　ところが、ここに冀県きけんの城一つだけが、よく支えて、容易に抜けない。

　城の大将は韋康いこうという者だった。韋康は、長安の夏侯淵かこうえんへ使いをとばし、その援軍を待っていたが、

「中央の曹丞相そうじょうしょうのおゆるしを待たずには、兵をうごかし難い」

　という夏侯淵の返書に、韋康は落胆して、

「それではとうてい、この小勢でこの城は保ち難い。見ごろしに見ている味方をたのむよりは」

　と、ついに降伏を思った。

　同僚に参軍の楊阜ようふという将校がある。楊阜は反対して、極力諫めた。けれど韋康はついに門をひらいて、寄手の馬超へ膝を屈してしまった。

「よしっ」

　馬超は、降を容れて、城中へなだれこむとともに、韋康以下、その一類四十余人を搦からめ捕って、数珠つなぎにその首を刎ねて、

「この時になって、降伏するなどという人間は、義において欠けるし、味方に加えても、どうせ使いものにはならんやつらだ」

　と、悔いも惜しみもしなかった。

　侍臣が、図に乗って云った。

「楊阜はお斬りにならないのですか。彼は韋康を諫いさめて、降参に反対した曲者くせものですが」

「それが義だ。弓矢の道だ。楊阜は斬らん」

　馬超は、かえって、楊阜を助けたばかりか、用いて参事となし、冀城きじょうの守りをあずけた。

　楊阜ようふは心のうちに深く期すものがあるので、表面は従っていたが、ある時、馬超に告げて、数日の休暇を願った。

「わたくしの妻は、もうふた月も前に、故郷の臨洮りんとうで死にましたが、このたびの戦乱で、まだその葬いにも行っておりません。郷土の縁者や朋友のてまえ、一度は行ってこなければ悪いのですが」

　馬超は即座に、

「よしよし。行ってこい」

　楊阜は、帰郷した。しかし目的は、歴城れきじょうの叔母を訪ねることにあった。この叔母は、近国までも、

「貞賢ていけんの名婦」と、聞えているひとだった。

「──面目もありませぬ」

　叔母なる人に会うと、楊阜は床に伏して拝哭はいこくした。

「残念です。いま私は、甘んじて敵に飼われています。けれど心まで馬超にゆるしてはいません。今日、これへ来たのは、ほかに心外なことがあるからでした」

「楊阜、なぜそんなに女め々めしく哭くのかえ。人間は最後に真まことをあらわせばいいのです。生きているうちの毀誉褒貶きよほうへんなど心におかけでない」

「有難うぞんじます。──が、私が哭いたのは、自分の辱はじをめそめそしたわけではありません。あなたの息子たる者のために、憤慨にたえないのです」

「おや。どうしてだえ？」

「この歴城にありながら、乱賊馬超の蹂躙じゅうりんにまかせ、一州の士大夫したいふことごとく辱はじをうけている今日をよそに、何を安閑としているのでしょう。あの若さで。……私はそれを憤いきどおりに参ったのです。あれでも貞賢な叔母上の息子かと疑って」

「……たれかいませんか。姜叙きょうじょをお呼び、姜叙を」

　彼女が、侍女の部屋へ、こう告げると、一方の帳とばりを払って、

「母上。姜叙はこれにおります。お起ちには及びません」

　と、ひとりの青年が入ってきた。これなん歴城の撫夷ぶい将軍姜叙だった。




二



　いうまでもなく姜叙きょうじょと楊阜ようふとは従兄弟いとこのあいだがらになるし、また、姜叙と韋康いこうとは、主従の関係にある。

　当然、歴城の兵をひきいて、韋康を赴援ふえんすべきであったが、その滅亡の早かったため、兵をととのえて馳けつけるに間に合わなかったものである。

「さきほどから帳とばりの蔭でおはなしを伺っていると、阜兄ふけいはこの姜叙きょうじょが安閑としているのを、ひどくご憤慨のようですが、そういうあなたこそ、一戦にも及ばず馬超に降伏して、冀城きじょうを渡してしまったではありませんか。それをいまとなって、世上のことは何も知らぬ私の母などへ、私の怠慢か卑怯みたいに誹そしられるのは、自分のことを棚へ上げて、人のあらをさがす下司げすの根性というものではありませんか」

　若い姜叙きょうじょは、母の前もわすれて、客の従兄弟を罵倒した。

　すると楊阜はかえってその意気を歓び、自分の降伏は、一時の辱はじをしのんで、主君の仇あだを打たんがためであると説明し、

「もし叙君じょくんが、郷党の兵をひきいて、冀城へ攻めてこられるなら、自分は城中から内応しよう。何をかくそう、郷里の妻の葬とむらいと偽って、馬超から暇をもらい、これへ君を訪ねて来たのは、そのためにほかならないのだ」と、いった。

　姜叙、もとより多感な青年である。義のためには一身を亡ぼすも惜しみはないと、ここに義盟を結び、ひそかに兵備にかかった。

　歴城のうちに、姜叙が信頼している二名の士官がいる。統兵校尉の尹奉いんほうと趙昂ちょうこうとであった。

　趙昂の子の趙月は、冀城落城このかた、馬超のそば近くに小姓として仕えている。趙昂は家に帰ると、妻へ嘆いた。

「きょう姜叙の君から命をうけて、馬超を討つ兵備をせよと命じられたが、いかにせん、わが子は敵の城に在る。もしその父が姜叙に味方していると知れたら、たちまち、趙月は殺されてしまうだろう。いったいどうしたらよいか。そなたに何か名案はないか」

　趙昂ちょうこうの妻は、聞くと涙をうかべたが、その涙をみずから叱るように、声を励まして、良人へいった。

「ひとりの子を顧みて、主命を過あやまち、郷党を裏切りなどしたらあなたの武士が立たないのみか、ご先祖をけがし、子孫に生き恥をさらさせるものではありませんか。何を迷っていらっしゃるのですか。もしあなたが大義をすてて不義へ走るようなことがあったら、わたくしとて生きてはおりません」

　多年連れ添ってきた妻ながら、彼女の良人は、自分の妻の立派なことばに今さらの如く驚いた。

「よし。もう惑わぬ」

　姜叙、楊阜は歴城に屯たむろし、尹奉いんほうと趙昂ちょうこうは、郷党の兵をひきいて、祁山きざんへ進出した。

　すると、趙昂の妻は衣服や髪飾りを、のこらず売り払って、祁山の陣へ行き、

「門出の心祝いです。どうかこれを収めて、士卒のはしにいたるまで、一盞さんずつわけてあげて下さい」と、途中、酒賈さかやから購あがなってきた酒壺しゅこをたくさんに陣中へ運ばせた。

「これは、昂校尉こうこういの奥さんが髪かざりや衣服を売り払って、われわれの餞別はなむけに持ってきて下すったお酒だぞ」

　そういい聞かされて、兵隊たちへ酒をわかつと、みな感激して、涙とともに飲み、士気は慨然がいぜんとふるい昂った。

　一方、このことはすぐ冀城に聞えたので、馬超の怒りはいうまでもない。

「趙昂ちょうこうの子、趙月の首を刎ねて、血まつりにしろ」

　一令、全軍を血ぶるいさせた。

　龐徳ほうとく、馬岱ばたいはすぐ発向した。馬超ももちろん猶予していない。殺気地を捲いて歴城へかけてきた。

　するとあたかも白鷺しらさぎの大群のような真白な軍隊が道を阻はばめて待っていた。見れば、姜叙、楊阜以下、すべて白い戦袍せんぽうに白い旗をかかげて、

「亡主の仇あだ馬超を討ち、もって泉下の霊をなぐさめん」

　と、弔い合戦を決意した郷兵軍が、悲壮な陣を布いていたものであった。

「洒落しゃらくさい匹夫ひっぷらめが」

　馬超は一笑して、雪を蹴立つがごと、白色軍を蹴ちらし始めた。




三



　馬超の勇は万夫不当だ。当然のように歴城の兵はふみつぶされてしまった。姜叙、楊阜もその敵ではなく、さんざんに敗れてひき退く。

　しかし、祁山きざんに陣していた尹奉いんほうと趙昂ちょうこうとは、

「このためにわれここにあり」

　と、いわんばかり、突如、鼓をならして、馬超の側面へかかった。

　姜叙きょうじょ、楊阜は急に取って返して、

「馬超、罠わなに落つ」

　と、郷兵の士気をはげましつつ側面へ出た味方と呼応して挟撃のかたちをとった。

　馬超の軍勢も一時は苦境に立った。けれど、装備の悪い地方郷党軍と、完全な装備を持った胡北えびすの猛兵とは、とうてい、比較にならなかった。

　たちまち馬超軍は、その陣形の不利をもり返して、反撃に出てきた。またも、姜叙の歴城軍は、算をみだし、死屍を積み、いまや潰滅に瀕ひんしていた。

　ところへ、思わざる新手の大軍が、山をこえて、馬超軍のうしろからひた押しに攻めてきた。これなん長安の夏侯淵かこうえんであって、

「今や、曹丞相のお下知によって乱賊馬軍の征伐に下くだる。生命いのちを保ちたいと願うならば、中央政府の旗幟きしのもとに拝跪はいきせよ」と、諸将の口をもって、陣頭に呼ばわらせた。

　もとよりこの手勢は訓練もあり装備もすぐれている中央軍なので、さしもの馬超軍もさわぎ乱れ、

「よし、その分ならば出直して──」と大将馬超も逃げるしかなくなった。

　馬超は冀城きじょうまで引揚げてきた。ところが城へ近づくと、味方であるはずの城中から雨あられと矢を射てくる。

「ばか者っ。うろたえるな。よく眼をあいて我を見ろ」

　叱りながらなお城門の前へかかると、壁上から彼の眼のまえへ、いくつもの亡骸なきがらをほうり投げてきた。

「や。やっ？」

　見ればその一つは、わが妻の楊氏ようしであった。また、ほかの三つは馬超の三人の子であった。

　なお、限りなく、城の上から死骸をほうり落してくる。そのすべてが、馬超の縁につながる肉親や一族たちであった。

「ううむっ……」

　胸ふさがって、さすがの馬超も馬から転げ落ちんとした。そこへ、馬岱ばたいと龐徳ほうとくが追いついてきて、

「城中の梁寛りょうかん、趙衢ちょうくのふたりが、留守を奇貨として、反旗をかかげ、夏侯淵に内応したものと思われます。ここにいてはご一身も危ないでしょう。いざ疾くほかへ」

　と、促して途々みちみちむらがる敵を払いながら、終夜、馳けとおした。

　忽然と、朝霧の中に、一城の門が見えた。馬超は大いに恐れて、

「ここはどこか」

　すると龐徳ほうとくが云った。

「敵の歴城ですよ」

「えっ、歴城？」

　馬超はたじろいだ。つき従う味方の兵は、零々落々れいれいらくらく、わずか五、六十騎。いかに励んでも勝算はないと思ったからである。

　こういう窮極の壁を突破することによって、龐徳は一つの打開をつかむ機智をもっていたらしい。馬超、馬岱を励まして、自ら先に立ち、

「姜叙の旗本である」と、怒鳴りながらどんどん城門内に入ってしまった。

　夜来、続々、勝ち戦の報を聞いて誇りぬいていた城兵は、突然、自分たちの懐の内から、大混乱が起ったので、上を下へと騒動した。

　城中へ入った馬超の一党は、姜叙の住居を襲って、その母を殺した。

　また尹奉いんほう、趙昂ちょうこうの邸を包囲し、その妻子召使いまで、みなごろしにしてしまった。ただ、かの貞節な趙昂の妻だけは、祁山きざんの陣へ行っていたので、その難をのがれた。

　手薄な城兵も、みな逃げるか討たれるかして、歴城はわずか五、六十名の馬超軍によって占領されたが、しかし、それはたった一夜の安眠でしかなかった。

　あくる日になると、夏侯淵、姜叙きょうじょ、楊阜ようふの軍が攻めてきて、たちまちこれを奪回し、馬超は乱軍のなかをよく戦いつつ、一族の馬岱、龐徳などと共に、国外遠く、何処ともなく逃げ落ちて行った。




馬超ばちょうと張飛ちょうひ



一



　彗星すいせいのごとく現われて彗星のようにかき失うせた馬超は、そも、どこへ落ちて行ったろうか。

　ともあれ、隴西ろうせいの州郡は、ほっとしてもとの治安をとりもどした。

　夏侯淵は、その治安の任を、姜叙に託すとともに、

「君はこのたびの乱に当ってよく中央の威権を保った勲功第一の人だ」

　と、楊阜を敬って、車に乗せ、強しいて都へ上洛させた。そのとき楊阜は、身に数ヵ所の戦傷を負っていたので。

　やがて、車が許都へつくと、曹操はその忠義をたたえ、

「以後、関内侯かんだいこうに封ぜん」と、いった。

　楊阜は、かたく辞して、

「冀城に主を失い、歴城に一族を鬼と化し、なお馬超は生きている今、何の面目あって、身ひとつに栄爵を飾れましょう。恥かしい極みであります」

　と、恩爵をうけなかったが、かさねて曹操から、

「ご辺の進退、その謙譲けんじょう。西土せいどの人々、みな美談となす。もしその忠節を顕わさなければ、曹操は暗愚なりといわれよう。栄爵はひとりご辺を耀かがやかすものではなく、万人の忠義善行の心を振い磨く励みとなすものであることをよく察せよ」

　と、いうことばに、楊阜もついに否いなみがたく、恩を拝して、一躍、関内侯の大身になった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　さて、馬超とその部下、馬岱、龐徳などの六、七名は、流れ流れて漢中にたどりつき、この国の五斗米教ごとべいきょうの宗門大将軍張魯ちょうろのところへ、身をよせた。

　張魯に年頃のむすめがある。張魯の思うには、

「馬超は世にならびなき英傑といってよい。年も若いし、彼女あれを馬超にめあわせて、張家の婿とするときは、漢中の基業はまさに確固なものとなろう。そして、将来の対蜀政策にも強味を加えることはいうをまたない」

　これを、一族の大将楊柏ようはくに相談すると、楊柏は、

「さあ、どうでしょうか？」と、すこぶる難色ある顔つきだ。

「いけないかね」

「考えものでしょうな」

「どうして」

「勇はあっても、才略のない人ですからな。それに馬超その人の性行をみるに、父母妻子をかえりみず、ただ世に功名をあせっているんじゃないでしょうか。自分の父母妻子にすらそのような人間が、どうして、他人を愛しましょう」

　これで縁談は止んでしまった。

　ところが、それを馬超が小耳にはさんで、楊柏ようはくに恨みをふくんだ。要らざることをいって水をさすやつだ──というわけである。楊柏は彼に殺されるかもしれないと思って恐れだした。で、兄の楊松を訪ねて、

「助けて下さい。何とか考えて下さい」と、泣訴した。

　ところへ蜀の太守劉璋の密使として、黄権こうけんがこの国へ来た。ちょうどその日楊松は黄権と密談する約束だったので、弟を邸に待たせておいて、彼の客館を訪問した。

　黄権がいうには、

「先頃から正式に使いをもって、たびたび張魯将軍へ援たすけをおねがいしてあるが、容易に蜀を援けんとはおっしゃらない。今もし玄徳のために蜀が敗れたら、必然、そのあとは漢中の危機となることは、両国唇歯しんしの関係にある地勢歴史の上から見てもあきらかなことですのに」

　そしてさらに黄権は、もし漢中の兵をもって、玄徳を退治してくれるなら、蜀の二十州を頒わけて、漢中の領土へ附属せしめる用意がこちらにはあると、外交的な熱意と弁を尽した。

「よろしい。もういちど、張魯将軍の御前で評議してみましょう」

　楊松は、尽力を約して、張魯の法城へのぼった。そしてこの懸案を再度議していると、折から見えた馬超が、

「それがしに一軍をお貸しあれば、葭萌関かぼうかんを破って、一路蜀に入り、玄徳を伐うって、今日の厚恩におむくいして見せん」と、断言した。

　馬超が征ゆけば、成功疑いなしと思った。張魯はここに意を決して、一軍を彼にさずけ、楊柏を軍奉行いくさぶぎょうとして、ついに援蜀政策を実行に移した。
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　日は没しても戦雲赤く、日は出でても戦塵に晦くらかった。

　玄徳軍と、蜀軍と。

　いまや成都は指呼しこのあいだにある。綿竹関めんちくかんの一線を境として。

　ここが陥おちれば、蜀中はすでに玄徳の掌たなごころにあるもの。ここに敗れんか、玄徳の軍は枯葉こようと散って、空しく征地の鬼と化さねばならぬ。

「や。あれは？」

　玄徳は今、その本陣にあって、耳を聾ろうせんばかりな鉦鼓かねつづみを聞いた。しかし彼の眉は晴々とひらいた。そこへ麓から使者が馳せてきて大声に披露した。

「綿竹関第一の勇将李厳りげんを、お味方の魏延ぎえんが縛からめ捕りました」

「おお、その凱歌か」

　玄徳は、伸び上がって待ち受けていた。

　魏延が、捕虜の李厳をひいて来た。玄徳は魏延の功を称するとともに、李厳の縄を解いて敬った。

「平時ならば、人の亀鑑きかんともいわれる士大夫を、いかに勝敗の中とはいえ、辱はずかしめるにしのびない」

　李厳は、恩に感じて、随身の誓いを入れ、同時に暇を乞うて、綿竹関へひとたびかえった。

　綿竹関の大将費観ひかんと彼とは、莫逆ばくぎゃくの友である。すなわち李厳は、この友に、玄徳の高徳を説いた。

「君がそれほど賞めるくらいなら、玄徳はまさしく真の仁君じんくんかもしれない。もとよりお互いに生死を共に誓った仲だ。君のすすめにまかせて城をあけ渡そう」

　費観は伴われて、城を出た。かくて綿竹関も、ついに玄徳の入城をゆるした。

　この前後のことである。地理的にみて、ほとんど、遠い異境の英雄とのみ思われていた西涼せいりょうの馬超という名が、忽然とこの蜀にまで聞えてきたのは。

　しかも、頻々ひんぴん、早馬の急報によれば、その馬超が、漢中の兵馬を率いて、葭萌関かぼうかんへ殺到しつつあるという。

「さては、成都の劉璋りゅうしょうが、窮する余りに、国を割さいて漢中に附与し、張魯へ膝を屈した結果とみえる」

　玄徳は孔明に対策をたずねた。孔明は意を体して、張飛をよびよせ、「時に、相談があるが」といった。

「何事ですか」

「関羽のことだが」

「関羽がどうかしましたか。荊州の留守中に」

「いや、どうもせぬが、関羽をよばねばならないことが起った。ご辺と、留守を交代してもらおうかと思って」

「それがしを留守に廻して関羽を召し呼ばれるとはどういうわけでござるか」

　もう張飛は顔色に出している。不平なのだ。理由によってはと、開き直りそうな構えである。

　孔明は、あっさり話した。葭萌関へ新たにかかって来た敵は馬超という西涼第一の豪雄である。

　関羽ならでは、よくその馬超に敵し得まい。故に、ご辺と代ってもらおうかと考慮中であるが──という。

「こは、亮りょう軍師には、怪しからんことをいわれる。何故、この張飛を軽んじ給うか。馬超匹夫、何ほどのことかあらん。むかし長坂橋ちょうはんきょうに百万の曹軍をこの両眼で睨み返した者は誰であるかご存じないか」と、眦まなじりを昂あげた。

　孔明は、なお微笑して、

「しかし馬超の勇は、おそらくその長坂橋の豪傑以上と自分には思われるが」と、首をかしげた。

　張飛は、指を噛んで、

「もし、この張飛が、馬超にやぶれたら、いかなる軍罰にも処したまえ」

　と、誓約書をかいて、血をそそぎ、哭ないて、孔明と玄徳の前にさしだした。

「それまでに云うならば」と、すなわち張飛に参加をゆるしたが、孔明は、入念にも、その先鋒には魏延ぎえんを附し、後陣には、玄徳を仰いだ。この編制を見ても、いかに彼が葭萌関かぼうかんの防ぎを重視したかがわかる。
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　葭萌関は四川しせんと陝西せんせいの省境にあたる嶮要けんようで、もしこれへ玄徳の援軍が入ったら、いよいよ破ることは難しいと察していたので、漢中軍をひきいた馬超は、

「玄徳の新手が着かないうちに」と、連日、猛攻撃をつづけていたのだった。

　しかし、すでにその先手も中軍も、関内へ到着して、この日、城頭には、新たな旌旗せいきが目ざましく加わっていた。

「急変にあわてて、長途を駆けつけて来た玄徳以下、何の怖るることがあろう」

　馬超の勢は、猛攻の手をゆるめず、いよいよ急激に関門へ迫っていた。

　すると、関上から一彪ぴょうの兵が、一人の大将を先にして、漢中軍の先鋒へ、決戦を挑んできた。

「知らぬか、玄徳の麾下きかに魏延がおることを」

　魏延と聞いて、漢中の楊柏ようはくは、

「よき敵」と、駆け寄って、十合あまり戦ったが、もろくも薙立なぎたてられて部下もろとも逃げだした。

「卑怯、卑怯っ」

　勝ちに乗って、追いかけると、魏延はつい止まるのを忘れて、敵の中へ深く入ってしまった。

　すでにそこは西涼の馬岱ばたいがひかえている陣地だった。馬岱の姿を見かけると、魏延は、

「これこそ馬超だろう」と思いこんで、閃々せんせん、刀を舞わして、喚おめきかかった。

　馬岱は、紅槍こうそうをひねって、それを迎え、戦うことしばし、敵の力量を察して、

「強敵。油断ならじ」と思ったものか、とっさ、馬をめぐらして、楯の蔭へ逃げこもうとした。

「待てッ」

　魏延の声に振り向きながら、

「これかっ」

　と、答えて、馬岱は、紅くれないの槍をさっと投げた。

　魏延が身を沈めた。

　そのまに、馬岱は、腰の半弓をはずして、丁ちょうとつがえ、一矢送った。

　矢は、魏延の右の臂ひじにあたった。魏延はあやうく鞍輪をつかんで落馬をまぬかれたが、鮮血はあぶみを染めて朱あけにした。

　これを機しおに、魏延は、駒をかえして、葭萌関かぼうかんの内へ駆けこんでしまった。馬岱は、ひとたび崩れだした味方を立て直して、また、関門の下へ潮うしおの如く襲よせ返した。

　すると関上から、改めて、さらに一人の猛将が駆け下りてきた。──自ら大声に名乗るを聞けば、

「桃園に義をむすんだる燕人の張飛！」

　という。

　聞くや、馬岱は、

「長年、出会いたいと思っていた張飛とは汝か。願うてもない好敵。いざ」

　と、大剣を鳴らして迫った。

　すると張飛は、

「貴様は馬超か」と、訊いた。

「いや。俺は馬超の一族、馬岱というものだ」

「なに、馬岱。そんな者では相手にならん。馬超を出せ」

「だまれ。おれの手並を見てからものをいえ」

　馬岱はもう斬りかけていた。

　しかし、一丈八尺の大矛おおほこは、すぐ馬岱の剣をたたき落してしまった。馬岱が恐れて逃げかけると、

「こらっ馬岱。その首を置いてゆけ」

　と張飛は、ほとんどからかい半分に呶鳴りながら追おうとした。

　すると、関門の上から、張飛を呼びとめる人がある。戻ってみると、主君玄徳だった。玄徳はいう。

「あまりに敵を軽んじてはいけない。きょうはここへ着いたばかり。兵馬も疲れておる。関門を閉じて、兵にも馬にも休息を与えよ」

　それから玄徳は矢倉へのぼって、敵陣を瞰望かんぼうしていた。すると、麓の近くに、静かなこと林のような一群の旌旗せいきが見える。やがて、その陣前に馬をおどらせて、悠々、戦気を養っているひとりの大将をながめるに、獅子の盔かぶとに白銀しろがねの甲よろいを着、長鎗を横たえて、威風ことにあたりを払ってみえる。

「ああ。馬超馬超。いま世上の人々が、馬超の英姿をたたえて、西涼の錦きん馬超というとか。──あれにみゆるは、まさにその者にちがいない。好い武者振りかな」

　玄徳が賞めちぎっているのを聞くと、張飛は牙きばを咬かんで、身をうずかせていた。
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　馬超は、関門の下へ来て、

「張飛はどこへ隠れたか。わが姿を見て逃げ怖おじたか。蜂の巣の蜂よ。門をひらいて出てこぬか」

　と呼ばわっていた。

　張飛は、矢倉の上から、

「おのれ、その口を」と、全身を瘤こぶにし、腕を扼やくして、覗いていたが、傍らにある玄徳が、

「きょうは出るな」と、どうしても許さなかった。

　翌日も馬超の軍は、これへ来て前日のように、城門へ唾つばをした。

「いまは行け」

　と、ついに玄徳のゆるしを得、そこを八文字に開くやいな、丈八の矛を横たえて繰りだし、

「われこそ、燕人張飛なり。見知ったるか」と、立ちはだかった。

　馬超は、哄笑した。

「わが家は、世々、公侯の家柄だ。なんで汝のような田舎出の匹夫など知るものか」

　ここに両雄の凄まじい決戦が行われだした。その烈しさは、見る者の胆きもをちぢめさせた。まさに猛鷲もうしゅうと猛鷲とが、相搏あいうって、肉を咬かみあい、雲に叫び合うようだった。

　百合余り戦っては、馬を換えてまた出会い、五、六十合火をふらしては、水を求めてまた戦闘した。

　このあいだ両軍の陣は遠くに退いて、ただ鉦かねを鳴らし鼓こを打ち、自己の代表者を励ますべく、折々わあっ、わあっ、と声海嘯こえつなみを揺るがしているだけなのである。

　時間にすると、中天の陽ひが西の空へ傾くまで、さらに勝負もつかず、馬超も張飛も、いよいよ精気と神力をふるっていた。

　そろそろ陽が昏くらくなりかけた。両軍のあいだに、使者の交換が行われ、

「篝かがりを焚たくあいだ、しばし軍を収めて、敵味方の二将軍にも、休息をねがい、さらに、精気をあらためて決戦しては如何」と、なった。

　そこで、双方同時に、退ひき鉦をならす──馬超も張飛も、満面から湯気をたてて自陣へさがった。

　時をおいて、ふたたび張飛が、関門を出ようとすると、玄徳が、

「夜に入った、戦いくさは明日あしたにいたせ」と関中に止めて放さなかった。

　万一、張飛が負けて、馬超に討たれでもしてはと、きょうの合戦を見てから、にわかに、心配になったからである。

　ところが寄手は、夜に入っても退かず、明々の松明たいまつをつらね、篝火かがりびを焚き、

「張飛、もう出てくる精はないのか」と、あざ笑った。

「何をっ」

　ついに、玄徳の命に反そむいて、無断、関門をひらき、馬超へ向っておどりかかった。

　馬超は、もろくも逃げだした。もとより詐術さじゅつである。それとは張飛もさとっていたが、彼の性格として、

「きたないぞ、馬超。最前の広言はどこへ置き忘れた」

　と、追いかけ、追いかけ、つい深入りしてしまった。

　急に、駒をとめたと思うと、馬超は振り向いて、矢を放った。張飛は身をかがめたまま、馬の鼻を突進させてゆく。

　弓を捨てると、馬超は、銅あかがねづくりの八角棒を持って、張飛を待った。張飛の蛇矛じゃぼこは、彼の猿臂えんびを加えて、二丈あまりも前へ伸びた。

「待て。張飛」

　うしろの声だった。

　玄徳が追ってきたのである。玄徳は、馬超へ向って云った。

「自分は天下へ向って、仁義を旗じるしとし、きょうまで、まだ一度もあざむいたことはない。──自分を信じて、きょうは退ひき給え、それがしも退くであろう」

　終日の戦に、さすが疲れていた馬超は、それを聞くと、

「さらば」

　と、玄徳に一礼を投げ、きれいに陣を退き去った。

　その夜、軍師孔明が、ここに着いた。

「戦況如何に」と案じて来たものであろう。つぶさにその日の状況を聞きとると、やがて玄徳の前に出て忠言した。




五



「馬超と張飛と、このまま、幾たびも戦わせておいたら、かならず一方は討死するにきまっています。両方とも、稀世の英傑。これを殺すことは畏おそれながらあなたのご徳望を損そこねましょう」

　孔明はまず、その愚を止めた。玄徳ももとより同じ気持だった。しかし、敵の英傑を助けるには、その人を、味方に招く以外に方法はない。さもなければ、味方の禍いであり、あらゆる手段を以てしても、これを除く工夫をしないわけにゆかない。

「──天恵です、それに一案があるのです。かならず馬超はお味方へ招いてみせます。私がにわかにこれへ来たのもそのためにほかならないのです」

　孔明はいう。そして、疑う玄徳にむかい、その理由ある所以ゆえんを次のように説明した。

「このところ、馬超が、つねにも増して、強いわけは、今や彼の立場は、進んでも敵、退いても敵、進退両難に陥っているためで、いわゆる捨身すてみの奮迅ふんじんだからです」

　こう冒頭して──

「なぜ馬超が、そんな苦しい立場に陥っているかというに、実は、それもかくいう臣孔明が、手をまわして、そのたねを蒔まいておいたものでした。元来、漢中の張魯ちょうろという野心家は、どうかして漢寧王かんねいおうの称号を得たいと常々から希ねがっておるので、その腹心の人楊松へ私から密書をやっておきました。楊松はまた慾に目のない男ですから、多額な金品をあわせ賄賂まかのうてくれたことも申すまでもありません。──そこで私の書中には──わが主玄徳が蜀を収めたら、天子に奏して、きっと張魯をして、漢寧王に封ずるように運動しよう。このことは確約してもよろしい。……しかしそのかわりに、馬超を葭萌関かぼうかんから呼び返し給え。そう申しつかわしたわけです」

「なるほど」

　玄徳は孔明の遠謀に、今さらながら愕おどろきの目をみはっていた。

「──交渉数回、もともとそれに野望のある張魯ですし、楊松へもいろいろ好条件をつけてやりましたから、私と漢中との、秘密外交はまとまっているのです。で、漢中の方針は、急角度に一変し、ここへ攻めてきている馬超に対して、即時引き揚げよと、張魯から幾たびも早馬が来ておるはずです」

「ほう。そうであったか」

「しかしです。──馬超が素直にそれを肯きくわけはありません。彼は国のない者です。この機会に自己の地盤なり兵力なりを持たなければ生涯の機を逸するものと深く思っているにちがいない。旁〻かたがた、諸州への外聞もある。──漢中の命令を耳にも入れず、かえっていよいよ急にここを攻めているものなのです」

「──む、む」

「張魯の心証は、俄然、馬超に対して悪化しました。弟の張衛ちょうえいもまた、楊松と親密なので、大いに馬超を讒言ざんげんし始め、馬超は漢中の兵を借りたのを奇貨として、私に蜀を攻め取り、後には漢中へ弓をひく料簡だろう──と、そんなことを云い触ふらし始めたのです」

「張魯のこころは？」

「同様に怒り立って、ついに張衛に兵を与えて国境に立たせ、たとえ馬超が帰るも、漢中に入るるなかれと命令し、かつ、使者をもって、馬超の陣へ臨ませ──汝、命にそむいて、ここを引き揚げぬからには、一ヵ月のあいだに三つの功を遂げよ。一、蜀を取る。二、劉璋りゅうしょうの首を刎ね、三、玄徳以下荊州軍をことごとく蜀外に追い払え。──と申し渡したとか。以上は、馬超の身を包んでいる事情です。その窮地を私は救ってやろうと考えます。どうか私の三寸の舌におまかせ下さい」

「軍師みずから行って馬超を説かんといわれるのか」

「そうです。それくらいな誠意をこちらも示さねば……」

「危ない。万一、不慮の事が生じたら取り返しがつかぬ」

「いや、ご心配はありません。明日、朝の光を見たら、直ちに行って、馬超に面会を求めましょう」

「まあ、今夜一晩、考えてからにしよう」

　玄徳は容易にゆるさない。しかし次の日となると、はからずもここへ、ひとりの適当な人物が、天の配剤かのごとく、玄徳を訪ねて来た。
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　その人は、李恢りかい、字あざなは徳昂とっこうといい、蜀中の賢人といわれ、士民の尊敬も浅くないので、綿竹めんちくの城にある趙雲からわざわざ書簡をそえて紹介して来たものであった。

　李恢りかいは玄徳にいった。

「孔明軍師がこちらへお出でになったでしょう」

「昨夜、関中に着いた」

「馬超を招き降くださんがためではありませんか」

「どうしてわかる」

「俗に、傍目おかめ八目もくというではありませんか。第三者として傍観しておれば、孔明軍師がきょうまでのあいだに、漢中の張魯にたいして、どんな手だてを打っておるかは、楽屋から舞台を覗いているようによくわかるものです」

「待て待て。それはおいて、ご辺はここへ何しに来たか」

「馬超を説かんとして来ました」

「ふうむ。……馬超を説いて、予の帷幕いばくに招いてくる自信があるか」

「あります。孔明軍師を除いては、おそらく、その使いをなすものは、私のほかにありますまい」

「しかし、ご辺はさきに、劉璋りゅうしょうを諫いさめた人と聞いておる。いままた、この玄徳に言をなして、予のために働こうという。いったいご辺は、劉璋に忠ならんとするのか、玄徳に仕えんとするのか」

「良禽りょうきんは木を撰えらぶ。そんなことは訊くだけ野暮ではありませんか。皇叔、あなたも蜀を喰いつぶしに来たのではないでしょう。蜀中に仁じんを施しにきたのではありませんか」

　孔明は衝立ついたてのかげに聞いていたが、このとき現れて、

「李恢りかい、私に代って、馬超の陣へ行ってくれ。御身なら必ず使命を果たすだろう」と、いって、玄徳にゆるしを求め、かつ、書簡を仰いだ。

　玄徳の一書を持って、李恢はやがて、関外へ出て行った。

　馬超は、その本陣で、彼の訪問をうけると開口一番に、

「汝は、玄徳に頼まれてきた説客であろう」といった。

　李恢は悪びれもせず「そうだ」と、うなずき、

「しかし、頼まれてきたのは、玄徳ではないよ」

「では、誰だ」

「御身の亡き父親から」

「なに」

「不孝の子をよく訓おしえてくれとな。……夢でだよ」

「この風来人め、詭弁きべんをやめよ。あの匣はこの中には、つい近頃、磨とがせたばかりの宝剣があるぞ」

「幸いに、その剣が、そういうご自身の首を試みるものにならなければよいが」

「まだいうか」

「前途ある青年馬超を惜しむのあまりわしはいう！ 聞き給え馬超、いったいおぬしの父親は誰に殺されたのだ。──そもそも、西涼の兵馬をあげて、倶ともに天をいただかずと、神明に誓った当の仇敵は、魏の曹操ではなかったか」

「…………」

「その曹操のため、敗れて漢中に奔はしり、張魯のため、よい道具につかわれたあげく、一族の楊松などに讒ざんせられ、腹背に禍いをうけ、名もなき暴戦をして、可惜あたら、有為の身を意義もなく捨て果てようとは。……さてさて、呆れた愚者。辱はじ知らず。父の馬騰もあの世で哭ないているだろう」

「……ううむ」

「何が、ううむだ。思え、泉下の父の無念を。……たとえ御身が玄徳に勝ったところで、歓ぶものは誰だか知っておるか。それは曹操ではないか」

「賢士。目がさめた。ゆるしたまえ。ああ誤った」

　馬超は、がばと、身をくずして、李恢のまえに哭なき仆たおれた。

　このとき李恢は満身から声を発して、

「悪いと気がついたら、なぜ幕外に潜めておる兵を退けんかっ」と、あたりを睨まえた。

　隠れていた武士たちは胆をつぶして、こそこそ消えた。李恢は、馬超の腕をとって確しかと自分の腕に拱くみ、

「さあ、行こう。劉玄徳は御身を待っている。決して、辱はずかしめはしないよ。わしがついている。わしにまかせておくがいい」




成都陥落せいとかんらく



一



　馬超は弱い。決して強いばかりの人間ではなかった。理に弱い。情にも弱い。

　李恢りかいはなお説いた。

「玄徳は、仁義にあつく、徳は四海に及び、賢を敬うやまい、士しをよく用いる。かならず大成する人だ。こういう公明な主をえらぶに、何でうしろ暗い憚はばかりをもつことがある。第一、玄徳に力を添えて曹操を討つは、大きくは四民万象のため、一身には、父母の仇を報じる大孝ではないか」

　唯い々いとして、彼はもう李恢と駒をならべて、関中へ向っていた。

　伴われて、玄徳に会った。

　この英気ある青年の良心的な降伏に対して、間の悪いような思いをさせる玄徳でもない。

「ともに大事をなし、他日の曠世こうせいを楽しもうではありませんか」

　ほとんど、上賓じょうひんの礼をもって、彼を遇した。

　青年馬超の感激はいうまでもなかった。恩を謝して、堂を降るとき、

「いま初めて、雲霧を払って、真の盟主を仰いだここちがする」

　心からそういった。

　そこへ腹心の馬岱ばたいが、一箇の首級をもたらして来た。すなわち漢中軍の軍監楊柏ようはくの首だった。

「以て、それがしの心証としてごらんください」

　馬超はそれを玄徳に献じた。

　こうして、葭萌関かぼうかんの守備も、いまは憂いも除かれたので、玄徳は最初のとおり霍峻かくしゅんと孟達もうたつの二将にあとの守りをまかせて、その余の軍勢すべてをひきい、ふたたび綿竹の城へ帰った。

　綿竹へ着いた日も、ここは合戦で、蜀の劉晙りゅうしゅん、馬漢の二将がさかんに攻めている最中だった。

　にもかかわらず、留守していた黄忠や趙雲ちょううんは、常と変らず出迎えに出たのみか、城中には、盛宴を張って、

「おめでとう存じます」と、玄徳に凱旋の賀をのべた。

　そのうちに趙雲が、

「ちょっと、中座いたします」

　と、杯をおいて、城外へ出て行ったと思うと、やがて敵将馬漢と劉晙の首をひッさげて来て、

「賀宴のおさかなに」と披露した。

　一堂の将はみな手をたたいた。馬超もこの中にいたので、

「ああ、さすがに英傑がいる」と、ひそかに舌をまいて愕おどろきもし、また、こういう英雄たちの仲間に加わった自分の生きがいも大きくした。

　そこで、馬超は、玄徳に向って、

「ご奉公の手始めに、私と、私の従弟の馬岱ばたいと、ふたりして成都におもむき、劉璋に会って、張魯の野心を語り、また漢中の内情を告げ、劉皇叔の兵と戦うことの愚かなることをよく説いてみたら──と思いますがどうでしょうか」と、進言した。

　玄徳は、孔明に諮はかれという。孔明は、賛成した。そして教えた。

「もし劉璋が、君の言に服さなかったときは、こうこうし給え」と。

　それから十数日の後。馬超と馬岱は、蜀の府城、成都門の壕ぎわに、駒をたてて、

「太守劉璋に、一言せん」と、呼ばわっていた。

　城楼の遥かに、劉璋が立った。

　馬超は、声を張って、

「公は、漢中の援けを待って、籠城しておられるのだろうが、百年お待ちになっても、張魯の援軍などは参りませんぞ」と、冒頭まえおきして、

「たとい、来たところで、それは蜀を救いにくるのでなく、蜀を横奪に来るのです。漢中の内情と、張魯一族の野望とは、公がお考えになっているようなものではない。現に、この馬超すら、彼らにあいそをつかし、楊柏を討って、劉玄徳に従ったほどです」とその経緯いきさつをことごとくはなした。

　劉璋は、落胆のあまり、昏倒しかけた。侍臣にささえられて、楼台の内へかくれた様が、馬超と馬岱にも見えた。

　ふたりは、馬を回かえして、城外に陣し、劉璋の返答を待っていた。

　城中では、主戦派、籠城派、また和平派など幾つにもわかれて、二日二晩の評定に大論争がもつれていた。しかし結局は、玉砕か降伏か、その二つを出なかった。




二



　この間にも、劉璋を見限って、城中を抜け出す投降者は続出していた。蜀郡の許靖きょせいまでが城を踰こえたと聞いて、劉璋は、

「成都も今が終りか」と、一晩中、慟哭どうこくした。

　あくる日、簡雍かんようと名乗って、一輛の車が、城門の下へ来た。劉璋が門を開かせて、

「ともあれ迎えよ」というので、案内すると、簡雍は車のまま城中へ通ったのみか、ひどく尊大ぶって、迎えの将士を睥睨へいげいしてゆくので、ひとりなお気概のある大将が、

「こらっ、ここをどこと心得る。蜀の本城に人はいないと思うかっ」

　と、剣を抜いて、車上の者の鼻面はなづらへつきつけた。

　簡雍かんようはあわてて車から飛び降り、無礼をわびて、急に慇懃いんぎんになった。

「先生のこれへ来られたのは何事ですか」

　しかし劉璋は、彼を軽んじることなく、堂上に請じて、大賓たいひんの礼をとった。

「謹んで太守の賢慮を仰ぎ、蜀中の民を救わんがためです」

　簡雍は、口を極めて、玄徳の人間をたたえ、その性は寛弘温雅かんこうおんが、心をもって結べば、決して相害するような奸人かんじんではないと告げた。

　劉璋は、一晩、簡雍を泊めて、次の朝、翻然ほんぜんと悟ったもののごとく、印綬、文籍を簡雍に渡し、ともに城を出て降参の意を表した。

　玄徳はみずから迎え立ち、劉璋の手をとって云った。

「私交としては、人情にうごかされるが、時の勢いと、公おおやけなる立場から、きのうまで、成都を攻め、今日、あなたの降こうを容いれることとなった。かならず個人同志の情誼と、公人的な大義とを混同して、この玄徳を恨みたもうな」

　玄徳の眼には、熱い涙すらみえたので、劉璋は、むしろ降伏の時を遅くしたことを、自身の罪と思ったほどであった。

　成都の民は、平和を謳歌した。香を焚き、花を剪きって、道を清めた。玄徳と劉璋は、馬をならべて城中へ入った。

「蜀は、あらたまって新しい統治の下に、きょうを以て、その更生第一日とする。なお昨日にひとしい錯覚をいだいて、この一新に不平あるものは去れ」

　府堂にのぼって、玄徳はこう宣言した。

　蜀中の大将文官は、ほとんど階下に集まって、異存ない旨を誓ったが、ただ黄権と劉巴りゅうはだけが、自邸に籠って、門を閉じたまま、ここに姿を見せていなかった。

「憎むべき反骨」

「なお異心あるにちがいない」

　騒然と、その二人に対して、非難の声が起ったが、玄徳は、険悪な空気を予察して、

「もし私的に、二人へ危害を加えなどしたら、その者は大罪に処して、三族をも亡ぼすであろう」

　と、かたく盲動を禁じた。

　式が終ると、彼は自身足を運んで、劉巴りゅうはの門前に立ち、また黄権の家の門にも立った。そして諄々じゅんじゅんと、時代の一転を説き、新政の意義を諭さとし、さらに、これに逆行しようとする小さい反抗の、小我に過ぎないことを云い聞かせた。

「ああ、われ誤る」

　と、まず黄権が出て、門外に額ぬかずき、つづいて劉巴も恭順をちかった。

　成都は収められた。こうして、蜀中は平定した。

　孔明は、玄徳へすすめた。

「いまはもうよい時です。劉璋を荊州へお送りなさい」

「蜀の実権は、すでに劉璋にないのだから、あえて、遠くへ送る必要もないのではなかろうか。不愍ふびんに思われる」

「一国に二人の主なし。そんな婦人の仁にとらわれてはいけません」

「……げにも」

　玄徳はうなずいた。しかし彼としては、勇気を要した。

　孔明がすべてを取り計らった。即ち劉璋を振威しんい将軍に封じ、妻子一族をつれて、荊州へ赴くようにという令をくだしたのであった。

　ここに劉璋は蜀を去って、荊州の南郡に移り、まったくその地位と所をかえて余生する身となった。

　玄徳は次に、恩爵授与の大令を発した。譜代の大将部将幕賓ばくひんはもちろん、降参の諸将にまでその封爵ほうしゃくと行賞はあまねくゆきわたった。




三



　封爵、栄進の恩に浴した将軍たちの名はいちいち挙げきれないが、玄徳は、この栄を留守の関羽に頒わかつことも忘れなかった。

　関羽のみでなく、その下にあって、よく後方を守ってくれた将士軽輩にいたるまで、恩典から洩れないようにした。そのために成都から黄金五百斤きん、銭ぜに五干万、錦にしき一万匹を荊州へ送った。

　なお、蜀中の窮民には、倉廩そうりんをひらいて施し、百姓の中の孝子や貞女を頌徳しょうとくし、老人には寿米じゅまいを恵むなど、善政を布しいたので、蜀の民は、劉璋時代の悪政とひきくらべて、新政府の徳をたたえ、業を楽しみ、歓びあう声、家々に満ちた。

　何にしても、蜀の国始まって以来の盈光えいこうが全土にみなぎった。新しい文化の光、人文の注入も、あずかって力がある。

「予は初めて、予の国をもった」

　玄徳も万感を抱いたであろう。国ばかりでなく、このときほどまた、彼の左右に人物の集まったこともない。

　軍師孔明。

　盪冦とうこう将軍寿亭侯じゅていこう関羽。

　征虜せいりょ将軍新亭侯張飛。

　鎮遠ちんえん将軍趙雲。

　征西将軍黄忠。

　揚武将軍魏延。

　平西へいせい将軍都亭侯とていこう馬超。

　そのほか、孫乾、簡雍かんよう、糜竺びじく、糜芳びほう、劉封、呉班ごはん、関平、周倉、廖化りょうか、馬良、馬謖ばしょく、蒋琬しょうえん、伊籍──などの中堅以外には、新たに玄徳に協力し、或いは、戦後降参して、随身一味をちかった輩にて、

　前将軍厳顔げんがん。

　蜀郡太守法正。

　掌軍中郎将董和とうか。

　長史許靖きょせい。

　営中司馬龐義ほうぎ。

　左将軍劉巴りゅうは。

　右将軍黄権。

　などという錚々たる人物があるし、なお、呉懿ごい、費観ひかん、彭義ほうぎ、卓膺たくよう、費詩、李厳、呉蘭、雷同、張翼、李恢りかい、呂義りょぎ、霍峻かくしゅん、鄧芝とうし、孟達、楊洪あたりの人々でも、それぞれ有能な人材であり、まさに多士済々の盛観であった。

「自分が国を持ったからには、それらの将軍たちにも、田宅でんたくをわけ与えて、その妻子にまで、安住を得させたいが」

　ある時、玄徳がこう意中をもらすと、趙雲はそれに反対した。

「いけません、いけません。むかし秦しんの良臣は、匈奴きょうどの滅びざるうちは家を造らず、といいました。蜀外一歩出れば、まだ凶乱を嘯うそぶく徒、諸州にみちている今です。何ぞわれら武門、いささかの功に安んじて、今、田宅を求めましょうか。天下の事ことごとく定まる後、初めて郷土に一炉ろを持ち、百姓とともに耕すこそ身の楽しみ、また本望でなければなりません」

「善い哉かな、趙雲の言」と、孔明もともに云った。

「蜀の民は、久しい悪政と、兵革へいかくの乱に、ひどく疲れています。いま田宅を彼らに返し、業を励ませば、たちまち賦税ふぜいも軽しとし、国のために、いや国のためとも思わず、ただ孜し々しとして稼ぎ働くことを無上の安楽といたしましょう。その帰結が国を強うすること申すまでもありません」

　なおこの前後、孔明は、政堂に籠って、新しき蜀の憲法、民法、刑法を起算していた。

　その条文は、極めて厳であったので、法正が畏おそる畏る忠告した。

「せっかく蜀の民は今、仁政をよろこんでいる所ですから、漢中の皇祖のように法は三章に約し、寛大になすってはいかがですか」

　孔明は笑って教えた。

「漢王は、その前時代の、秦の商鞅しょうおうが、苛政、暴政を布しいて、民を苦しめたあとなので、いわゆる三章の寛仁な法をもって、まず民心を馴ずませたのだ。──前蜀の劉璋は、暗弱、紊政ぶんせい。ほとんど威もなく、法もなく、道もなく、かえって良民のあいだには、国家にきびしい法律と威厳のないことが、淋しくもあり悩みでもあったところだ。民が峻厳を求めるとき、為政者が甘言をなすほど愚なる政治はない。仁政と思うは間違いである」




四



　孔明はなおいった。

「民に、恩を知らしめるは、政治の要諦であるが、恩に狎なれるときは、民心が慢じてくる。民に慢心放縦ほうじゅうの癖がついた時、これを正そうとして法令をにわかにすれば、弾圧を感じ、苛酷を誹そしり、上意下意、相もつれてやまず、すなわち相剋そうこくして国はみだれだす。──いま戦乱のあと、蜀の民は、生色をとりもどし、業についたばかりで、その更生の立ち際に、峻厳な法律を立てるのは、仁者の政まつりごとでないようであるが、事実は反対であろう。すなわち、今ならば、民の心は、どんな規律に服しても、安心して生業を楽しめれば有難いという自覚を持っているし、前の劉璋時代とちがって賞罰の制度が明らかになったのを知れば、国家に威厳が加わって来たものとして、むしろ安泰感を盛んにする。これ、民が恩を知るというものである。──家に慈母があっても、厳父なく、家の衰えみだれるを見る子は悲しむ。家に厳父あって、慈母は陰にひそみ、わがままや放埓ほうらつができなくとも、家訓よく行われ、家栄えるときは、その子らみな楽しむ。……一国の政法も、一家の家訓も、まず似たようなものではあるまいか」

「おそれ入りました。深いおこころもわきまえず、無用なことを申上げ、かえって、恥入りました」

　法正は心から拝服して、以来、孔明を敬うこと数倍した。

　数日の後、国令、軍法、刑法などの条令が布告され、西蜀四十一州にわたって、兵部が設けられた。内は民を守り、外は国防にあたり、再生の「蜀」はここに初めて国家の体をそなえた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　千里の上流から、江を下って、漢中、西蜀あたりの情報はかなり迅く、呉へも聞えてくる。

「玄徳はすでに成都を占領した」

「着々治安を正し、蜀中に新政を布告したという」

「もとの太守劉璋は、後方へ送られて、荊州の公安へ移ってきたというではないか」

　呉の諸臣は、政堂に会するたび、おたがいの早耳を交換していた。

　一日、呉主孫権は、衆臣の中でこういった。

「蜀の国を取れば、かならず荊州は呉へ返す。──これは玄徳が、かねがね呉に向って、口癖にいっていた約束である。然るに、今、蜀四十一州を取りながら、まだ何らの誠意も示してこない。予の忍耐にもかぎりがある。いっそのこと、大軍をさしむけて、荊州をこっちへ収めてしまおうと考えるが、各〻の所存はどうか」

　すると、宿将張昭ちょうしょうが、

「まだ、まだ」と、独り頭こうべを振っていた。

　孫権がみとめて、

「昭老はこのことに不同意であるか」と、問いかけた。

　彼は、うなずいた。

「蜀、魏、呉の三国のうちで、いま最も恵まれている国は呉です。呉の位置です。国は安寧で、民は富を積み、兵は充分に英気を養っていられるところです。求めて大軍を起すにあたりますまい」

「しかし、このままにしておいたらいつの日、荊州が呉にかえるぞ」

「手を袖にして、荊州を取り返してご覧にいれましょう」

「そんな名案があるのか？」

「あります。──玄徳のたのみとする人物は諸葛しょかつ孔明一人といっていいでしょう。その孔明の兄諸葛瑾しょかつきんは、久しく君に仕えて、呉にいるではありませんか。いま罪を称えて、彼を蜀へ使いに立て、もし荊州を還さなければ、孔明の兄たる筋をもって、この瑾をはじめ妻子一族は残らず斬罪に処されます──と彼にいわせてごらんなさい」

「なるほど。……孔明は情に悶え、玄徳は義理に悩もう。……その計は大いによい。しかし瑾は、この孫権に仕えてからまだ一ぺんの落度すらない誠実な君子。なんでその妻子を獄に下せようか」

「いや。君のお旨を、よく申し聞かせ、計はかりごとのためなりと、得心とくしんの上で、仮の獄舎ひとやへ移しておくなら、なんのさまたげもないでしょう」

　次の日、諸葛瑾は、君命をうけて、呉宮の内へ召されていた。




臨江亭会談りんこうていかいだん



一



　蜀の玄徳は、一日、やや狼狽ろうばいの色を、眉にたたえながら、孔明を呼んで云った。

「先生の兄上このかみが、蜀へ来たそうではないか」

「昨夜、客館に着いたそうです」

「まだ会わんのか」

「兄にせよ、呉の国使として参ったもの。孔明も蜀一国の臣。私に会うわけにはまいりません」

「何しに見えたのであろう」

「もとより荊州の問題でしょう」

　孔明は、座へ寄って、玄徳の耳もとへ、何かささやいた。

「……そういうお気持で」

「む、む。わかった」

　玄徳はいささか眉をひらいた。

　その晩、孔明はふいに、客舎にある兄を訪ねた。孔明に会うと、諸葛瑾しょかつきんは、声を放って、大いに哭ないた。

「兄上。いったい、どうなすったのです」

「聞いてくれ、亮りょう。わしの妻子一族がみな呉で投獄された」

「荊州を還さぬという問題をとらえてですか」

「そうじゃ。亮……察してくれよ」

「お気づかいには及びません。荊州さえ還せばみな獄から解かれましょう。兄上の妻子にまでご災難の及んでゆくのを、なんで孔明が坐視しておりましょう。君へ申しあげて、きっと荊州は呉へ還します」

「おお……そうしてくれるか」

　諸葛瑾しょかつきんは、涙を喜色にかえて、弟に謝し、次の日ひそかに玄徳へ会った。そして、

「これは、呉侯からのご書簡ですが」

　と、孫権からの一書を呈すると、玄徳はそれを披見ひけんして、たちまち色を作なした。

　諸葛瑾は、はっとした。側にいた孔明も、眼をみはった。玄徳の手にその書簡は引き裂かれ、その眸は、天の一方を見て、独ひとり語ごとにこう叫んだ。

「無礼なり孫権。──もとより荊州はいつか呉へ還さんとは思っていたが、汝、いたずらに小策を弄ろうし、わが夫人つまを欺あざむいて、呉へ呼び返すなど、玄徳の面目を無視し、夫婦の情を虐しいたげ、いつかはこの恨みをと、骨髄に刻んでいた玄徳の心を知らないかっ。──むかし一荊州にありし時だに、汝ごときは物の数としていたわれでない。いわんや今、蜀四十一州を併あわせて、精兵数十万、肥馬無数、糧草は山野に蓄えて、国人くにびとみな時にあたるの覚悟をもつ。汝、いかに狡智こうちを弄ろうすとも、力をもって荊州を取ることを得んや」

　胸中の憤怒を一時に吐いたような玄徳の激色に、ふたりは打たれたように一瞬沈黙していたが、そのうちに孔明が卒然そつぜんと面おもてをおおって哭なきかなしんだ。

「もし兄上このかみをはじめ、妻子一族まで、呉侯のために誅ちゅうせられたら、孔明はどんな面をして、独り世に生き残っておられましょう……哀しいかな、この絆きずな。ああ苦し、この事の処置」

　仰いでは、涙をのみ、伏しては肩を打ちふるわせた。

　玄徳は、なお怒気忿々ふんぷんと、色を収めなかったが、次第に感情を抑制して、孔明の心も不愍ふびんと察しやるかのように、

「そう嘆かれては、予の胸もつらい。さりとて荊州は還し難し、軍師の悲嘆は黙し難し。……そうだ、ではこうしてつかわす。荊州のうち長沙ちょうさ、零陵れいりょう、桂陽の三郡だけを呉へ還してくれる。それなら呉の面目も立ち、瑾きんの妻子も助けられよう」

「かたじけのう存じます」と孔明は拝謝し、また感激して、

「では、その趣おもむきを、ご書簡にしるして、兄上へおさずけ下さい。──兄上はそれをたずさえて荊州へ赴き、関羽と談合の上、移譲の手続きを運びましょうから」と、いった。

　玄徳はすぐ書簡を書いて、瑾きんへ渡したが、

「予の義弟おとうとの関羽は、心性率直、情熱は烈火に似に、われすらなお懼おそるるほどの男だから、衝突しないように、よく気をつけて語るがいいぞ」

　と注意してやった。

　諸葛瑾は、成都を去って、山覊舟行さんきしゅうこう数十日、荊州へ着くや、すぐ城を訪れて関羽に対面した。




二



　関羽のそばには、養子の関平が侍立じりつしていた。

　諸葛瑾は、玄徳の書簡を示して、さて、

「このたび荊州の内、三郡だけを呉へお還し給わることになりましたから、早速、そのお手配をねがいたい」と、いった。

　関羽は、うんもすんもいわない。瑾を睨ねめつけているのだ。瑾がかさねて、

「もし将軍がおきき入れなく、三郡すらお還し下さらぬときは、瑾の妻子は立ちどころに誅せられ、私も呉へ帰る面目はありません。どうか、苦衷を察してください」と、泣訴した。

　関羽は、剣の柄つかを叩いて、

「ならんっ。断じて還さん。それはみな呉の計略というもの。ふたたび無用な口を開くと、この剣が答えるぞ」

　と、大喝した。

　関平は父をなだめた。

「このお方は、孔明軍師の兄上このかみです。およしなさい」

「知っておる。孔明の兄でもなければ、生かして帰すところじゃない」

　と、関羽はなお恐ろしい形相をおさめないのである。

　諸葛瑾は、とりつくしまもなく、ここを去って再び蜀へもどり、玄徳へ訴えようとしたが、その玄徳は折から病中とあって典医が面会を許さず、弟の孔明に会おうとすれば、その孔明は郡県の巡察に出張して、しばらくは成都に帰るまいという。

　千里の往来も空しい旅となって、瑾はぜひなく一応、呉へ帰って来た。呉主孫権は、それもこれもみな策士孔明のからくりにちがいないと、足ずりして怒ったが、

「さりとて、汝にも、汝の妻子にも罪があるわけではない」

　と、仮に獄中へつないでおいた瑾の家族はみな家へ帰した。

　孫権はまた、諸官吏を、荊州へ派して、

「すでに玄徳が還すといった長沙、零陵、桂陽の三郡は、臣下の関羽が、なんと拒もうと、まさしく呉が接受すべきものである。強硬に交渉して、関羽の下の地方官吏を追い払い、汝らの手で郡の政庁を奪って代れ」と、厳命した。

　もちろん軍隊もついて行った。しかしほど経てからそれらの官吏はみな逃げ帰ってきた。反対に関羽の部下に追い払われてきたのだという。しかも軍隊などはほとんどひどい目に遭わされて、生きて帰ってきた兵は三分の一しかなかった。

「とても、尋常一様な手段では荊州は還りますまい。私にご一任賜るなら、遠く溯のぼって、陸口りっこう（漢口の上流）の塞外さいがい、臨江亭に会宴をもうけ、一日、関羽を招いてよく談じ、もしきかなければ、即座に彼を刺し殺してしまいますが……いかがでしょう、お任せ下さいますか」

　これは魯粛ろしゅくの進言である。

　呉中一といっても二と下らない賢臣の言だ。反対者もあったが、孫権は然るべしと、その計を採用することに決し、

「いまをおいて、いつの日か荊州をわが手に取り還さん。はや行け」と、励ました。

　船に兵を積み、表には、親睦の使いととなえて、魯粛は、揚子江を遠く溯って行った。そして陸口城市の河港に近い風光明媚の地、臨江亭に盛大な会宴の準備をしながら、一面、呂蒙りょもうだの甘寧などの大将に、「もし関羽が見えたときは、かくかくにして」と、すべての計をととのえていた。

　臨江亭は湖北省にある。荊州はいうまでもなく湖南の対岸。──魯粛の使いは、舟行して江を渡った。しかもその使いは、ことさら華やかに装い、従者に麗しい日傘をかざさせて、いかにも悠暢ゆうちょうに、会宴の招待にゆく使いらしく櫓音も平和に漕いで行った。

　彼はやがて、荊州の江口から城下に入り、謹んで、書を関羽に呈した。書面の内容はもとより魯粛の名文をもって礼を尽し、蜜の如き交情をのべ、どうしても断れないように書いてあった。




三



「参る。よろしくいってくれ」

　簡単に承諾して、関羽は使いを返した。

　関平は驚いた。かつ危ぶんで、父に諫いさめた。

「魯粛ろしゅくは、呉でも、長者の風のある人物とは聞いていますが、時局がこんな場合、いかなる陥穽かんせいを構えているか知れたものではありません。千金の重き御身を、そう軽々けいけいにうごかし遊ばすのは、如何と思いますが」

「案じるな」

　関羽はあくまで簡単にいう。

「供は、周倉一名をつれて行く。そちは精兵五百人に快舟はやぶね二十艘をそろえ、こなたの岸に遠く控えておれ。──そしてもし父が彼方の岸で旗をあげて招くのを見たら、初めて船を飛ばして馳せつけて来い」

「かしこまりました」

　関平は、父の命に従うしかなかった。

　その日になると、関羽は、緑の戦袍せんぽうを着、盛冠花鬚せいかんかびん、一きわ装って小舟にのった。供の周倉は、面は蛟みずちのごとく青く、唇は牙をあらわし、腕は千斤も吊るべしと思われる鉄色の肌をしている。その周倉が、桃園の義盟以来、関羽が常に離すことなき八十二斤の青龍刀を持って、主人のうしろに控えていた。

　また、小舟には、紅くれないの旗を一すじ立てていた。「関」の一大文字が書いてある。江風はゆるやかに、波は凪ないで、舟中の関羽は眠くなりそうな眼をしていた。

「……や、ひとりで来る」

「あれが関羽か？」

　対岸では、呉の人々が、眩まぶしげに手をかざし合っていた。てッきり関羽は、大勢の兵をつれて来るだろう。──そう予期していたものらしい。もし大兵を連れてきたら、鉄砲を合図に、呂蒙りょもうと甘寧かんねいの二軍でふくろ包みにしてしまおう。これが、魯粛の備えておいた、第一段の計であった。

　ところが案に相違して、関羽は常にもなく華やかに装い、供ひとりを従えてきたので、

「さらば、第二段の計で」

　と、はやくも眼くばせを交わし合っていた。

　会場臨江亭の庭後には、屈強な武士ばかり五十人を伏せて、ここへ関羽を迎えたのである。もちろん沿道の林間、園内随所の林泉の陰にも、雑兵は充満している。ひとたびここへ入ったからには、天魔鬼神でも生きて出ることはできないようになっている。とはいえもちろん客の視野には、一すじの素槍すやりの光だに、眼にふれないように隠してあった。

　亭は花や珍器に飾られ翠蔭すいいんしきりに美鳥が啼いていた。はるばる呉から舶載してきた南方の美味薫醸くんじょうは、どんな貴賓を饗するにも恥かしいものではなかった。

　魯粛ろしゅくは、拝伏して、関羽を上賓の席に請しょうじ、さて、酒をすすめ、歌妓楽女かぎがくじょをして、歓待させたが、話になると、眸を伏せた。関羽の眼をどうしても正視できなかった。

　しかし酒半酣はんかんの頃、ようやく、やや打ちくつろいだ態を仕向けて云った。

「将軍もよくご存じでしょう。むかし荊州の問題で、呉侯の命をうけ、たびたび劉皇叔の御許へ、交渉の使いにまいりましたが、いやはや、えらい目に遭いました。あればかりは忘れられませんよ」

「どうしてです」

「すっかり翻弄ほんろうされたようなものでしたからね」

「そんなことはないでしょう。わが主劉皇叔はかりそめにも信義には背かないお方です」

「けれどついに、今もって荊州はお返しして下さらないではありませんか」

「あはははは」

「笑いごとではありません。ために、呉侯からこの問題について使いを命じられたものはみな実に面目を欠いています。──やがて蜀四十一州を取ったら返すなどと宣のたまいながら、いま蜀をお手に入れても実行なさらず、わずかに荊州の内三郡だけを返すといわれたかと思えば、羽将軍が妨さまたげて、故意にそれすらお返しなさらない」

「考えてもごらんなさい。わが皇叔以下、われわれ臣下は、かの烏林うりんの激戦に、みな命をなげうち矢石を冒おかして、血をもって奪った地ではないか。地下の白骨に対してもそうおいそれと他国へ譲れるものかどうか。──もし足下がわれらの立場としたらどうでしょう」

「待って下さい。……過去をいうならば、この当陽の戦に、将軍たちをはじめ皇叔一族も、惨澹たる敗北をとげ、帰るに国もなく、拠るに味方もなく、百計尽き果てたところを助けてあげたのは、どこの誰でしたろう、呉の恩ではなかったでしょうか」




四



　魯粛も呉の大才である。こう口を開いて、この会談の目的にふれてくると、その舌鋒ぜっぽうは、相手の急所をつかんで離さなかった。

「いや、恩着せがましく申しては、ご不快かも知れぬが、あの折、敗亡遁竄とんざんの果て、ご一身を容るる所もなき皇叔に、愍あわれみをかけた御方は、天下わが主おひとりであった。後なお、莫大な国費と軍馬を賭として、曹操を赤壁せきへきに破ったればこそ、皇叔にも、ふたたび時に遭うことができたというもの。──しかるに、蜀も取りながら、まだ荊州をお返しなきは、いわゆる飽くなき貪慾、凡下ぼんげだに恥ずる所業といわれても仕方がありますまい。ましてや人の師表に立つ御方ではないか。将軍はどうお考えになりますか」

「…………」

　理の当然に、関羽も答えにつまって、頭こうべを垂れていたが、なお、急所を押されると、苦しまぎれに、

「家兄このかみの皇叔には、べつに正当なご意見があることでしょう。それがしの与あずかり知ることではない」

　と、云いのがれた。

　魯粛はすかさず、なお語気に攻勢をとって、

「皇叔とあなたは、むかし桃園に義をむすんで、心もひとつぞ、生死も共にと、お誓い合った仲と承る。なんで、与あずかり知らぬで世間が通しましょうぞ」と、たたみかけた。

　すると、関羽の側に立っていた周倉が、主人の旗色悪しとみたので、突然、

「天上地下、ただ徳ある者が、これを保ち、これを政まつりするは当然、豈あに、荊州を領する者、汝の主孫権でなくてはならぬという法があろうかっ」

　家鳴やなりするような声でどなった。

　はっと、色を変じながら、関羽は席から突っ立った。そして周倉に持たせておいた偃月えんげつの青龍刀を引ったくるように取ると、

「周倉、だまれっ。これは国家の重大事である。汝ごときが、みだりに舌をうごかすところではない！」と、叱りつけた。

　騒然と、亭中は色めき立った。関羽がやにわに巨腕を伸ばして、魯粛の臂ひじをつかんで歩きだしたのみでなく、周倉が亭の欄まで走って、そこから江上へ向って、しきりに、赤い旗を振ったのを見たからである。

「さあ、来給え」

　関羽は、大酔したふうを装いながら、次第に大股を加え、

「すくなくも一国の大事を、軽々と酒間に談じるのは、よろしくない。かつは甚だしく久濶きゅうかつの情をやぶり、せっかくの酒興を傷つける。ご返礼には、他日また、それがしが湖南に一会を設けてご招待するが、きょうはひとまずお別れとしよう。酔客のために、江岸の舟まで送って来給え」

　人々が、あれよと立ちさわぐ間に、もう亭を降り、園を抜け、門外へ出ていた。魯粛の肥えた体も、関羽の手にはまるで小児を提げて行くようであった。

　魯粛は、酒もさめ果て、生きた空もない。耳のそばを、ぶんぶん風が鳴ったと思うと、たちまち、江岸の波打ちぎわが見えた。

　ここには呂蒙と甘寧かんねいとが、大兵を伏せて、関羽を討ち漏らさじと鉄桶の構えを備えていたのであるが、関羽の右手に、見る眼もくらむばかりな大反おおぞりの偃月刀えんげつとうが持たれていることと、また片手に魯粛がつかまれているのを見て、

「待て」

「迂濶うかつに出るな」

　と、制し合っていた。

　そのまに、周倉が寄せた小舟へ、関羽はひらりと飛び乗ってしまった。そして初めて、魯粛を岸へ突っ放し、

「おさらば」

　と、一語、岸を離れてしまった。

　甘寧、呂蒙の兵が、弓をならべて、矢を江上へ射ったが、一舟は悠々帆を張って、順風を負いながら、対岸から出迎えにきた数十艘の快舟はやぶねのうちへ伍して去った。

　交渉、ここに破れ、国交の断絶は、すでに避け難い。

　魯粛のつぶさな書状を捧じて、早馬は呉の秣陵まつりょうへ急ぎに急ぐ。

　呉の国都には、これと同時に、べつな方面から、魏ぎの曹操が、三十万の大軍をもって、南下しつつあるという飛報が入っていた。




冬葉啾々とうようしゅうしゅう



一



　魏の大軍が呉へ押襲おしよせてくるとの飛報は、噂だけにとどまった。

　嘘でもなかったが、早耳の誤報だったのである。

　この冬を期して、曹操が宿望の呉国討伐を果たそうとしたのは事実で、すでに南下の大部隊を編制し、各部の諸大将の任命も内々決定していたのであるが、参軍の傅幹ふかんという者が、長文の上書をして、

　一、今はその時でない事

　一、漢中の張魯、蜀の玄徳などの動向の重大性

　一、呉の新城秣陵まつりょうの堅固と長江戦の至難

　一、魏の内政拡充と臨戦態勢の整備

　等の項目にわたって諫言かんげんしたので、曹操も思い直して出動を見あわせ、しばらくはなお、内政文治にもっぱら意をそそぐこととした。

　新たに、文部の制を設け、諸所に学校を建てて、教学振興を計った。

　彼がこうして少し、善政を布しくと、すぐそれを誇大にたたえて、お太鼓をたたく連中もできてくる。

　宮中の侍郎じろう王粲おうさん、和洽かごう、杜襲としゅうなどという軽薄輩で、

「曹丞相はもう魏王の位に即かるべきだ。魏王になられたところで、何のふしぎもない」

　と、運動をしはじめた。

　うわさを聞いて、荀攸じゅんゆうが固く止めた。さすがに曹操を扶たすけてきた賢臣である。お太鼓連をたしなめてこういった。

「さきに九錫きゅうしゃくの栄をうけて、魏公の金璽きんじを持たれたのは、いわゆる人臣の位を極めたというもの。その上なお、魏王の位に進まれたら、俗にいう、天井を衝いて、人心の反映は、決して、曹丞相によい結果はもたらさないでしょう。あなた方にしても、それでは贔屓ひいきのひき倒しということになろう」

　これが人伝てに、曹操の耳へ入ったのである。もちろんその間に、為にする者の肚も入っているから、曹操は非常な不快を感じた。

「荀攸もまた、荀彧じゅんいくに倣ならおうとするのか。ばかなやつだ」

　非常に立腹して、そう罵ったと聞えたから、それをまた、人伝てに耳にした筍攸は、いたく気に病んで、門を閉じて自ら謹慎したまま遂に、その冬、病死してしまった。

「五十八歳で世を去ったか。……彼も功臣のひとりだったが」

　死んでみると、曹操は、痛惜つうせきにたえないように呟いて、盛んな葬祭をとり行った。

　で、魏王に即つく問題は、しばらく沙汰止みになっていたが、このことは、宮廷の諫議郎かんぎろう趙儼ちょうげんから、帝のお耳へも入っていた。

「……趙儼が、市へひきだされて、斬られたそうです。おそろしい曹操」

　玉座へこう告げにきた。

　帝も、玉体を震わせ給うて、

「つい今朝までも、禁裡に仕えていたものが、夕べにはもう市で命を失うていたか。朕ちんも后きさきも、いつかは同じ運命に遭うであろう。曹操の増上慢が極まることを知らない限りは」

　幽宮の秘窓に、おふたりの涙は渇かなかった。事実曹操の威と、許都の強大が、旺さかんになればなるほど、朝廷の式微しきびは、反比例に衰えを増し、ここに献帝のおわすことすら魏の官民は忘れているようだった。

「こうして朝夕、針の莚むしろにあえなく生きているよりは、わたくしの父伏完ふっかんに、ご決意のほどを、そっとお降しあれば、父はきっと、曹操を刺す謀をめぐらしましょう……。穆順ぼくじゅんなれば確かです。あれをおつかわし遊ばしませ」

　伏皇后は、ついに思いきって帝の御意をこう動かした。

　もとより献帝のご隠忍は年久しいことだったので、胸中の埋うずみ火は、たちまち、理性の灰を除いてしまった。きびしい監視の眼をしのんで秘勅の一文をしたためられた。

　これを穆順ぼくじゅんという一朝臣にあずけて、そっと、伏皇后の父君にあたる伏完のやしきへ持たせてやったのである。忠節無二な穆順は、御詔書を、髻もとどりの中にかくして、この命がけの使いに、一夜禁門から出て行った。




二



　朝臣のうちにも、曹操のまわし者たるいわゆる「視みる目嗅かぐ鼻」はたくさんいる。

　すぐ密告して、曹操の耳へこう伝えた者がある。

「何かそそくさした様子で、穆順が内裏だいりを出て、伏完の宅へ使いに行ったようです」

　勘のよい曹操には、すぐ何かぴんと響くものがあったに違いない。彼は、わずかな武士をつれて、自身、内裏の門にたたずみ、穆順がもどって来るのを待っていた。

　もう深更だった。

　穆順は何も知らずに、帰ってきた。門の衛士には、出るとき賄賂をやってある。あたりに人影はない。すたすたと内裏の門へさしかかった。

「待て待て」

　ふいに物蔭から呼び止める声がした。ふと横を見れば、曹操が立っているのだ。穆順はゾッとして毛孔けあなをよだてた。

「何処へ参った」

「は。……はい」

「はいではない。返辞を求めるのだ。今頃、何処へ使いに出たか」

「実はその、お后きさきさまが、夕刻からにわかにご腹痛をお催しあそばしたので、てまえに医師をつれてこいとの仰せに、医師を求めに参りました」

「うそをつけ」

「いえ。ほ、ほんとです」

「宮中にも典医はおる。なにしに市いちへ医を捜しにゆく要があろう。ほかの医者だろう、汝が、求めに行ったのは」

　闇のほうへさしまねいて、武士達を呼び、「こいつの体を検あらためろ」と、曹操は命じた。

　武士達は、穆順の衣服を剥はいで、足の先まで調べたが、一物も出ないので、科とがめるかどもなく、遂に、彼を放した。

　虎の口をのがれたように、穆順は衣服を着直すとすぐ走りかけた。

　すると、頭にかぶっていた帽子が、夜風に落ちた。

　あわてて拾いかけると、

「こらっ、待て」

　曹操は、自分でその帽子を取って、仔細に検あらためた。

　帽子の中からも、何も出なかった。汚い物を捨てるように、

「行け」

　と、投げ返してやると、穆順は、両手に受けて、真蒼になった顔の上に、それをかぶった。

「いやいや、まだ行くな」

　曹操は、三度呼びとめた。そして今度は、穆順がかぶり直した帽子を引きちぎって、その下の髻もとどりを、髪の根まで掻きわけた。

「果たして！」

　曹操は舌を鳴らした。一通の紙片があらわれたのだ。細字で綿密に書いてある。伏完の筆蹟で、むすめの伏皇后にあてたものであった。

　──こよい秘ひそかな内詔を拝して涙にくれた。何事も時節であるから、もうしばらく時を待つがよい。自分には期するところがある。遠き慮おもんばかりを以て、蜀の玄徳と語らい、漢中の張魯を誘いざない、魏へ侵略の鉾ほこを向けしむれば、曹操はかならず国外へ出て、兵事政策もすべて一方へ傾く。その虚を計って、内に密々同志を結び、一挙に大義を唱えて大事をなすならば、きっと成功を見るは疑いもない。帝のご宸襟しんきんもそのときには安んじ奉ることができよう。それまではかならず人に色を気どられ給うな。

　文意はあらまし右のようなものだった。怒りの極度というものはかえって氷塊の如く冷やかである。曹操は一笑をたたえて、伏完の返簡を袖に納めると、

「そいつを拷問ごうもんにかけろ」と、命じて、府へ立ち帰った。

　夜明け頃、獄吏が、階下にひざまずいて、

「穆順を拷問にかけて、夜どおし責めましたが、一言も吐きません」

　と、吟味に疲れた態ていで云った。

　一方、伏完の宅を襲った兵達は、帝の内詔を発見して持ってきた。曹操は冷然と、武将に命をさずけた。

「伏完以下、彼の三族を召し捕って、獄につなげ。縁故の者は一名も余すな」

　さらに、御林ぎょりん将軍の郗慮ちりょに命じては、内裏へ入って、皇后の璽綬じじゅを奪りあげ、平人ひらびとに落して罪をあきらかにせよといった。




三



「魏公の命だ──」

　ということは彼らにとって絶対だった。世はまさに逆さかしまである。鎧よろうた御林の兵（近衛軍）は大将の郗慮ちりょを先頭に禁園犯すべからざる所まで、無造作になだれこんで行った。

　折ふし、帝は外殿に出御しておられたが、物音におどろかれて、

「何事ぞ」と、侍従たちを顧みられた。

　郗慮が、ずかずかとそこへ来た。そして無礼極まる態度をもって、

「仔細これあり、今日、魏公曹操のお旨により、皇后の璽綬じじゅを奪とり収めらる。さようお心得ください」と、いった。

　愕然がくぜん、帝は色を失われた。

「さては」と、早くもお胸のうちに、穆順ぼくじゅんの捕われたことを覚られたからである。

　すでに内裏のほうではただならぬ震動のうちに女官たちの悲鳴がながれていた。土足で後宮を馳けまわる暴兵たちは、口々に、

「皇后きさきはどこへ隠れたか」と、罵り罵り捜していた。

　伏皇后は、いちはやく、宮女に扶けられて、内裏の朱庫の内へかくれておられた。ここには二重壁があって、壁の中へ身を塗りかくしてしまう仕掛けがしてあった。

　郗慮ちりょも来て、

「この中が怪しい。尚書令しょうしょれいの華歆かきんを呼んでこい」

　と、協力をうながし、共に朱庫の扉を破って、内部へおどりこんだ。

　けれどもここにも見えなかった。郗慮は外へ戻ろうとしたが、尚書令はその職掌がらこの構造を知っているので、剣を抜いて壁を切り開いた。たちまち壁は鮮血を噴き、その中から伏皇后には悲鳴をあげて転まろび出られた。

　忌いむべし、眼まなこをおおうべし。朝廷とか臣道とかの文字はあっても、自ら「道の国」と称しても、ひとたび覇者の自我が振うときはこの国にはこんな非道が平然と行われたのであった。華歆かきんは、后きさきの黒髪をつかんでひきすえ、后が、

「助けよ」と、呼ばると、華歆は、

「直接、魏公に会って哭なけ」とばかり取り合わなかった。そして素足のまま引っ立てて、曹操のまえに連れてゆくと、曹操は、はッたと后を睨みつけて、

「われかつて、汝を殺さざるに、かえって、汝われを殺さんと謀はかる。この結果は、いまに思い知らしてやる」と、いった。そして、武士に命じて、鞭や棒で乱打を加えたから、皇后はもだえ苦しみながら遂に息絶えてしまった。

　その悲鳴や曹操の罵る声は、外殿の廊まで聞えてきたほどだった。帝はお髪ぐしをつかみ、身を慄わせて、天へ叫び、地へ昏絶された。

「こんなことが、天日の下もとに、あってもいいものか、この地上は、人間の世か、獣の世か」

　血も吐かんばかりな有様に、郗慮は武士の手を借りて、むりやりに帝を抱えまいらせ、秘宮のうちへ閉じこめた。

　曹操は、毒に酔える人みたいに、もうどんなことでも平然とやってのけた。伏完の一門から穆順の一族縁類の端まで、総計二百何十人という男女老幼を、この日たった半日のまに残らず捕えて、宮衙門きゅうがもんの街辻で、首斬ってしまった。

　とき建安十九年十一月の冬、天もかなしむか、曇暗許都の昼を閉じ、枯葉の啾々しゅうしゅうと御林に哭ないて、幾日も幾日も衙門がもんの冷霜は解けなかった。

「陛下。承れば供御くごの物も、連日おあがりにならない由ですが、どうかもう宸襟しんきんを安んじていただきたい。臣も、なにとてこれ以上、情けのない業わざをしましょう。本来、無情は曹操の好んですることではないのですが、ああいう問題が表面化しては、捨ておくわけには参らないではありませんか」

　曹操は、一日、朝へ出て、幽愁そのものの裡に閉じ籠っておられる帝へ奏した。

　そしてまた、自身の女むすめを、強しいて皇后きさきにすすめ参らせた。帝も拒むお力はなく、彼の言に従われて、ついに翌春の正月、晴れて曹操の一女は、宮中に入り、皇后の位に即ついた。当然、それとともに曹操もまた、国舅こっきゅうという容易ならぬ身分を加えた。




漢中併呑へんどん
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（──急に、魏公が、あなたと夏侯惇かこうじゅんのおふたりに内々密議を諮はかりたいとのお旨である。すぐ府堂までお越しありたい）

　賈詡かくからこういう手紙が来た。使いをうけたのは、曹操の一族、曹仁である。

「なんだろう？」

　曹仁は、洛中の邸から、すぐ内府へ急いだ。

　ここの政庁の府でも、曹仁は魏公の一門に連なる身なので、肩で風を切るような態度で、どこの門も、大威張りで通った。

　すると、曹操のいる中堂の入口まで来ると、

「こらっ、待て」と、何者かに誰何すいかされた。

　見ると、許褚きょちょが、狛犬こまいぬのように、剣をつかんで、番に立っている。咎とがめるのはもちろん彼である。

「なんだ、許褚」

「なんだではない。閣下には、どこへお通りあるつもりか」

「魏公にお目にかかりに来たのだ。わしの顔を知らぬ貴様でもあるまいに、なんで咎めるか」

「魏公にはただ今、お昼寝中である。通ってはならん」

「余人よじんなら知らぬこと、わしが通るに、なんでさしつかえがあろう。お昼寝中でもかまわん」

「いや、いかん」

「何だ。上官に対して。──おれは魏公の肉親だぞ」

「たとい、どれほど親しいお方であろうと、断じて、君のおゆるしを仰がぬうちは、ご身辺へ寄せることは相ならぬ。許褚、身は微賤なりとはいえ、君の内侍ないじを承り、ご身辺の警固を仰せつけられて、ここに在るからには、その職権を以て、固く拒む。……魏公がお目ざめ遊ばしたら、内意を伺って、ご案内する。それまでは外でお控えなさい」

　どうしても通さない。頑として曹仁を入れなかった。

　やむなく、待っているうちに、ようやく曹操は昼寝から起きたとある。曹仁はやっと通されて、魏公に会うと、

「いや、きょうはひどい目にあった。許褚というやつは、実に頑固な男ですな」

　と、ありのまま話した。曹操は聞くと、

「それは、虎侯ここう（許褚）らしい。彼のような男がいればこそ、予も枕を高くして臥すことができる」と、かえって、彼の忠誠を大いに賞ほめた。

　間もなく、夏侯惇も来た。賈詡かくも顔をだした。

「ほかでもないが」と、曹操は、三名を揃えてから、きょうの用向きを語りだした。

「近ごろ、よくよく考えると、どうも蜀をあのまま放っておくのは、将来の大患だと思う。何とか、いまの内に、玄徳を蜀から切り離す方法はないだろうか」

　夏侯惇がすぐ答えた。

「それをなすには、まず問題は、漢中ということになるでしょう。漢中は西蜀の扉のようなものですから」

「大きにそうだが、漢中の状況はどうだ」

「いまならば、一鼓こして打ち破れましょう。漢中には、どこといって、支持する国がほかにありませんから」

「では、西征の大旅団を、至急編制して、まず張魯ちょうろを討つとするか」

「あそこを取れば蜀の兵は、扉との口を封じられた糧倉の鼠みたいなもので、中で居喰いをつづけていても、その運命は知れたものです」

　それは賈詡の言だった。

　漢中は、まもなく、騒動した。就中なかんずく、張魯とその一門は、連日、軍議に追われた。

「──魏の大軍が、三手にわかれて来るとある。一手は夏侯惇、一手は曹仁、一手は夏侯淵と張郃ちょうこう。そして曹操は自身、その中軍にあるという」

「どうして防ぐか」

「まず、漢中第一の嶮要、陽平関ようへいかんを中心に、守るしかあるまい」

　張衛を大将に、楊昂ようこう、楊任ようじんなど、続々、漢中から前線へ発した。

　陽平関は、その左右の山脈に森林を擁し、長い裾野には、諸所に嶮岨けんそもあり、一望雄大な戦場たるにふさわしかった。

　関をへだつこと十五里。すでに魏の西征軍の先鋒は、陣地を構築しはじめていた。
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　この陽平関の序戦では、魏の先鋒が、大敗を喫した。

　敗因は、魏の兵が地勢に暗かったことと、漢中軍がよく奇襲を計って、魏の先鋒を、各所で寸断し、その孤立した軍を捉えては殲滅せんめつを加えるという戦法に出たことが、奏功したものと見えた。

「若い若い。汝らの攻撃を見ていると、まだまるで児戯じぎにひとしい」

　曹操は、自己の中軍へ、前線からなだれ打って逃げてきた先鋒の醜態に怒って、その大将夏侯淵と張郃ちょうこうにそういった。

　そして自身、先陣を編制し、許褚と徐晃を従えて、一高地へ上った。

　陽平関の敵が見える。曹操は鞭をさして、

「あれが張衛の陣か、程の知れた布陣、何ほどのことがあろう」と、いった。

　そのことばと同時に、背後の一山から、驟雨しゅううのように矢が飛んできた。愕おどろいて急に振りかえると、敵の楊昂、楊任、楊平などの旗じるしが、攻め鼓つづみに士気を振って、

「網中の大鵬おおとりを逃がすな」と、麓の退路を断ちにかかった。

　この日から次の日の戦争にかけて、魏軍はまたしても莫大な兵を損じた。三日目にも挽回がつかず、曹操も苦戦に陥ちて、万死のうち一生を拾って逃げ帰ったほどである。

　陣を七十里ほど退いて、対峙すること五十余日、曹操も、容易に抜き難いことをさとったか、

「ひとまず許都へ還って、さらに出直そう」

　と、布令ふれた。

　一夜のうちに、魏の旌旗せいきは、忽然とかき消えた。漢中軍の帷幕いばくでは、

「いまこそ退く魏兵を追って、徹底的に殲滅すべし」となす楊昂ようこうの説と、

「いやいや、曹操は謀計の多い人物だ。うかとは追えない」

　という楊任の説とが対立していたが、結局、楊昂は我説を張って、遂に、五寨さいの軍馬を挙げて、追撃に出てしまった。

　漢中の破滅はこれが重大な一因を成した。せっかくこれまで勝ちつづけていたものを、曹操の計に乗って一ぺんに無にしたものであった。

　なぜならば、その日、霧風むふうといって、大陸的な気流の烈しい中に、咫尺しせきもわかたぬほど濃霧がたちこめていたのである。楊昂の軍勢が出た夕方、

「開門っ、開門っ」

　と、陽平関の下で、軍馬がひしめき叫ぶので、必定、味方が帰ったものと考え、門をひらくとともに、何ぞはからん、魏の夏侯淵が三千の精鋭をつれて、どっと突き入ってきたのだった。

　奇襲好きな漢中軍へ、こんどは逆手を取って、奇襲したものである。魏兵は城内へ混み入るなり八方へ火をかけた。夜に入るし、留守は手薄であったため、焔の城頭たかく、たちまち、魏の旗が立てられてしまった。

　総司令の張衛ちょうえいは、いち早く、南鄭なんてい（陝西省せんせいしょう・漢中の一部）へ逃げ落ちてしまい、楊昂は、後方の火の手に愕いて、追撃を止め、あわてて引っ返してくるとその途中、

「待っていた」とばかり穏れていた許褚の手勢に捕捉されて、完膚かんぷなきまでに粉砕され、楊昂自身も、敢なく屍かばねを野にさらしてしまった。

　残る楊任も、張衛のあとを追って南鄭関なんていかんへと逃げのびて行ったが、このみじめな敗戦に、漢中の張魯は激怒して、

「それ以上、退く者は、即座に首を刎ねる」

　と、厳重な督戦令を出した。そのため楊任ようじんは、ふたたび陽平関さして、戦いに帰って行ったが、途中、猛進してきた夏侯淵と出会って、これもまた敢なく路傍に戦死してしまった。

　曹操の大軍は、切りひらく先鋒の快足につづいて、陽平関を抜き、続いて、南鄭関までひと息に来てしまった。

　漢中の府は、すでに指呼しこのあいだにある。張魯は、事態の重大に、震えあがって、

「いまや存亡の最後に迫った。誰かこの危急に当って、漢中を救うものはないか」

　と、文武の百官に大呼した。

「それは龐徳ほうとくしかありますまい。馬超がこの国へ連れてきたあの龐徳、字あざなを令明というあの人物しかありません」

　漢中の一将、閻圃えんほはさけんだ。
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「馬超はすでにこの国にいないのに、馬超の一族の龐徳だけが、どうしてひとり漢中に残っているのか」

　人々の中では、いぶかる者もあったが、張魯はもちろん知っていた。

　馬超が、蜀の葭萌関かぼうかんへ征ゆくとき、龐徳だけは、病のために、行を共にしなかったのである。その後、病も癒えて、近頃は元気だとも聞いている。

「なるほど、彼ならば！」

　と、張魯は膝を打って、閻圃の進言を容れ、すぐ呼びにやった。

　龐徳は、これへ来て、重大な命をうけるや、

「この国へ来て、一日の恩養をこうむる以上、この国の難を傍観しては義に反そむく」

　と、一言のもとに伏して、張魯の手から将旗を受領し、兵一万余騎を併せうけて、直ちに前線へおもむいた。

　──龐徳来る！

　と、聞くと曹操は、

「彼は、西涼の勇将でまた、馬超の股肱ここうであった者。何とかして手捕りになし、魏の味方にしたいものだ。各〻その心得あれよ」と、全軍の諸将へ内示した。

「さらば彼を気労きづかれさせん」と、諸軍はもっぱら神経戦をたくらんで、一番二番三番四番──と数段に備えを立て、いわゆる車掛りとなって、順番に接戦してはたちまち退き、また新手が出てはすぐ次へ代る──という戦法をとった。

　しかし龐徳は疲れない。就中なかんずく、この間にさえ、許褚きょちょと馬を馳け合せ、烈戦五十余合に及んで、勝負なしに引き分れながら、なお余裕しゃくしゃくとして、次の備えに当っていた。

「さすがは、西涼の龐徳。近ごろ見ない絶倫な武芸者だ」

　敵ながら天晴れなと、魏の全軍中で、大きな評判になった。

「さもあらん」と、曹操もほくそ笑んで、あたかも森林の中で、美しい小禽ことりでも追い廻している少年のような心理に似て、

「何とか、生捕れんか」と、爪を噛んだ。

　賈詡かくが一計をさずけた。

　そのせいか、翌る日の戦では、魏軍は崩れ立って、十数里退いた。

　龐徳は魏の陣屋を占領したが、いつになく敵の勢いに手ごたえがないので、決して油断はしていない。

　果たせるかな、その夜半、魏の大軍が四方から起ってきた。龐徳は、「その策には乗らぬ」とばかり、鮮やかに、南鄭なんてい城内へ引揚げた。

　占領した陣屋には、たくさんな兵糧や軍需品があったので、それらの鹵獲品ろかくひんはみな先に城内へ搬入させ、漢中の張魯へは、「莫大なる戦利品を獲、かつ曹操の一陣営を占領す」と、吉報を知らせておいた。

　ところが、この戦利品搬入の雑軍の中に、魏の間諜が変装してまじっていたものとみえ、城内に住む楊松の邸へ、その男がそっと訪ねてきた。

「てまえは、魏公曹操の腹心の者ですが──」と、男は怯ひるみもなく正面を切って、さて、自分の肌に着けてきた黄金の「心当むねあて」と、曹操直筆の書簡とを取りだして、

「まず、ご一覧ください」と、いった。

　楊松は漢中の重臣だが、つねに賄賂わいろを好み、悪辣な貪慾家としては有名な者だったから、黄金の「心当」を見るとまず眼を細めて、（……ほう。大した物）と、垂涎すいぜんせんばかりな顔いろを示した。

　のみならず曹操の文には、彼が夢想もしなかった恩爵おんしゃくの好餌をもって、裏切りをすすめてある。

「よろしい。畏まった」

　一も二もなく、楊松は、内応を約した。

　彼は、漢中へ行って、すぐ張魯へ讒言ざんげんを呈した──すなわち龐徳の行動をである。

「馬超の身内は、やはり馬超の身内でしかありません。彼は本気で戦っていないのです。せっかく、魏の陣屋を占領しながら、たちまち、それを敵に返し、態ていよく南鄭城へ引っこんでいるという調子です。察するところ、曹操と内通しているかも知れません。ひとつお調べになる必要がありましょう」

　張魯はこの佞弁ねいべんにのせられて、すぐ龐徳を呼び返した。
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　何事かと、取るものも取りあえず帰ってみると、張魯は、龐徳のすがたを見るや否や、

「この忘恩の徒め。よくも曹操と内通して、わが軍を売ったな」

　と、思いもよらぬ怒り方で、果ては首を刎ねんと罵った。

「まず、まず、そうお怒り遊ばしては、実みも蓋ふたもありません。一応、龐徳の陳弁を聞いて、身の潔白をとなえるなら、再度、功を立てさせてみたら如何なものでしょう」

　これは、かたわらに在った閻圃のとりなしであった。

　結局、張魯は、閻圃の諫いさめに従って、

「──では、一命をあずけておくが、再び前線へ出て、大功を立てぬときは、必ず軍律に照らして、その首こうべを陣門に梟かけるであろうことを、よく胸に銘記しておけよ」

　と、ひとまずゆるした。

　龐徳の胸中には察すべきものがある。彼は、怏々おうおうと楽しまぬものを抱いて、ぜひなく再び戦場へ出た。

「つらいかな一日の恩！」

　彼は、あえて無謀な戦闘へ突入した。悲壮な自滅を覚悟したものとみえる。単騎、敵陣へ深く斬り入って帰ろうとしなかった。

　そのとき一つの丘の上に、曹操のすがたが見えた。曹操は、そこから呼びかけた。

「龐徳龐徳。どうして急に犬死を焦あせるか。なんで我に降伏して大丈夫の生命を完うしようと思わないのだ」

「なにを！」

　龐徳は、丘へ向って、馬を躍らせた。まさしく、またなき死出の道づれと眼をつけたものであろう。

　しかるに、彼は忽然と、丘のふもとで、その影を地上から失ってしまった。深さ二十尺もある陥おとし穽あなの底へ、馬もろとも落ちてしまったのである。

　美禽はついに曹操の籠に入ったのだ。龐徳は、降伏して、その日から曹操の一臣に列した。

　──伝え聞いた張魯は、

「楊松のいったとおりだ」と、いよいよ楊松を信頼して、何事も彼に諮はかったが、もう南鄭なんていも落城し、漢中市街は、曹軍の鉄環てっかんにつつまれんとしていた。

　すでに外郭の防禦も抛棄して、味方は四散しだしたと知ると、張魯の弟の張衛ちょうえいは、

「全市全城を焼き払おう」と、焦土戦術を主張し、楊松は反対して、

「すみやかに降伏し給え」と、無血譲渡をすすめた。

　張魯は、顛倒てんとうの中にも、

「国財は、民の膏血こうけつから産れた国家の物である。私にこれを焼棄しょうきするは、天を怖れぬものだ」

　と、よく事理を分別して、城内の財宝倉廩そうりんに、ことごとく封を施し、一門の老幼をつれて、その夜二更の頃、南門から落ちのびた。

　占領後、曹操は、

「官庫の財宝を封印して、兵火や掠奪から救い、そのまま、次代の司権者に渡すとなした張魯の行いは、けだし張魯一代の善行といえよう。神妙な仕方というべきだ」

　人を巴中はちゅうに派して、もし降参するなら、一族は保護してやろうと云い送った。

　楊松は、すすめたが、張衛は何としてもきかない。勝ち目のない抗戦をつづけ、我から求めて討死してしまった。

　残敵を掃蕩しながら、曹操が巴中へ出馬して来たおりに、張魯は城を出て、ついにその馬前に拝伏した。

　もちろん楊松が側についていた。楊松は内心、自分の功を、非常に高く評価している顔つきである。

　それには眼もくれず、曹操は馬を降って、張魯の手を取った。そして慰めていった。

「倉廩そうりんを封じて、兵燹へいせんから救われたことは、まさに天道の嘉よみすところである。曹操は、そのお志に対し、足下を鎮南将軍に封じるであろう」

　なお、旧臣のうち、五人を選んで、列侯に加えたが、その中に、閻圃の名はあったが、楊松の名は洩れていた。

　楊松は、ひそかに自負すらく、

「おれには、もっと大きな恩爵おんしゃくが、やがて沙汰されるにちがいない」──と。

　漢中平定の祝賀日。

　街の辻に、首斬りが行われた。罪人の首は細々と痩せている。見物人は物を喰いながら、早く細首を落せと面白そうに騒いでいた。うらめしげに罪人は、見物人を見まわした。なんぞはからん、それが楊松であった。




剣けんと戟ほこと楯たて
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　司馬懿しばい仲達ちゅうたつは、中軍の主簿しゅぼを勤め、この漢中攻略のときも、曹操のそばにあって、従軍していた。

　戦後経営の施政などにはもっぱら参与して、その才能と圭角をぽつぽつ現わし始めていたが、一日、曹操にこう進言した。

「魏ぎの漢中進出は、西蜀を震駭しんがいさせ、玄徳をおそれ惑わせているようです。彼の性は、遅にして鈍重、もし丞相がこの時に、疾風迅雷しっぷうじんらいのごとく蜀に入り給えば、玄徳の緒業しょぎょうは、瓦を崩すが如く砕け去るにちがいありません」

　重臣の劉曄りゅうようも、

「仲達の意見は、まったくわれわれの考えを代表しています。年月を経ては、文治に孔明あり、武門に関羽、張飛、趙雲、黄忠、馬超などの五虎こあり、以前とちがって、錚々そうそうたる勇将を揃えているので、もうめったに玄徳を破ることは難しくなると思います。討つなら、今のうちでしょう」

　と、しきりに云った。

　これが以前の曹操だったら、一議に及ばぬことであろうが、赤壁の頃から、すでに彼も老齢に入る兆きざしが見えていた。この時も、

「隴ろうを得て、またすぐ何か、蜀を望まん。わが軍の人馬も疲れている。まあ、もうすこし休息させる必要もあろう」と、急に動く気色もなかった。

　一面。蜀の実情は、魏軍の目ざましい進出に対して、たしかに深刻な脅威をうけ、流言蜚語ひごは旺さかんに、今にも曹操が、蜀境を突破してくるようなことを流布るふしていた。

　何分にも、更生の蜀は、玄徳によって、新秩序が立てられてから、まだ日も浅いので、玄徳自身、多大の危惧きぐを感ぜずにいられなかった。

　その対策について、相議する時、孔明は明確に、方針を説いた。

「魏が膨脹ぼうちょうを欲するのは、たとえば伸びる生物の意欲みたいなものですから、その意欲をほかへ向けかえて、ほかへ伸展し、ほかへその精気をそそがしめれば、即ち当分のうちは、蜀は無事を保ち得ましょう。そのあいだに国防を充実することです」と、前提してから、「それには今、能弁な士を呉へ使いに立てて、先に約した荊州三郡を、確実に呉へ返し、かつ、時局の険悪と、利害を説き、孫権をして、合淝がっぴの城（安徽省あんきしょう・合肥）を攻めさせるのです。──ここは魏にとって重要な境なので、さきに曹操が張遼を入れて守らせてあるほどですから、魏はたちまち、そこに神経をあつめ、必然、蜀よりはまず南方へ伸びて行こうとするに違いありません」

「計は甚だ遠大だが、さて、そんな外交的手腕を、誰が任じてゆくか」

　玄徳が、座中を見まわした時、ふと一人の者と眼を見あわせた。その者はすぐ起って、

「私が行きましょう」

　と、神妙にいった。諸人が、誰かと見ると、それは伊籍いせきであった。

「伊籍ならば」と、孔明もうなずいたし、満座もみな彼に嘱しょくした。即ち玄徳の書簡をのせて、伊籍は遠く長江を下った。

　呉へ着く前、伊籍は、荊州へ上陸して、ひそかに関羽に会った。もちろん玄徳の内意と孔明の遠謀を語って打合せをすましておくためである。

　呉では、この交渉をうけて、諸論区々まちまちにわかれた。ある者は、過日の関羽の無礼をなお憤っていて、

「断じて受けるな」といい、ある者は、

「それを拒こばんだら、荊州全体の領有まで、呉から棄権したこととなろう。三郡だけでも受取っておくべきだ」と主張する者も多い。

　また、使者の伊籍が説くには、

「──それと共に、呉が合淝をお攻めになれば、曹操は漢中にいたたまれず、急遽、都へ引揚げましょう。玄徳は、直ちに、漢中を取ります。そして関羽を召し返して、漢中に入れ、荊州全土は、そっくり呉へ返上申す考えである」というのだった。

　だから、三郡を受取るには、条件付のようなものだった。結局、張昭や顧雍こようなどの意見も、みなそれに傾いたので、孫権もついに肚をきめて、伊籍からの交渉を全部容認し、ふたたび魯粛ろしゅくを荊州接収のため現地へ派遣した。
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　荊州の領土貸借問題は、両国の国交上、多年にわたる癌がんであったが、ここにようやく、その全部とまではゆかないが、一部的解決を見ることができた。

　そこで、三郡の領土接収が無事にすむと、呉と蜀とは、初めて修交的な関係に入り、呉は、大軍を出して、陸口りっこう（漢口上流）附近に屯たむろし、

「まず、魏の𤾂城えんじょうを取って、つづいて合淝がっぴを攻めん」

　と、大体の作戦方針をそうきめた。

　しかし𤾂城の攻略は、決して楽でなかった。

　呉としては、呂蒙りょもう、甘寧かんねいの二大将を先手とし、蒋欽しょうきん、潘璋はんしょうの二軍を後陣に、しかも中軍には、孫権みずから、周泰、陳武ちんぶ、徐盛じょせい、董襲とうしゅうなんどの雄将と智能を網羅した優勢をもってそれに臨んだのであるが、それにしても𤾂城えんじょうひとつ落すために払った犠牲はかなりなものであった。

　満城の血潮もまだ乾かぬ中で、孫権は、占領の日、旺さかんな宴をひらき、

「戦はこれからだ。しかも幸先さいさきはいい」と、士気を鼓舞していた。

　ところへ、余杭よこうの地から、遅れ馳せに、凌統りょうとうが着いて、中途から宴に加わった。

「残念なことをした。もう二日も早く着いていたら、この一戦に間に合ったものを」

　と、凌統が左右の人々に語っていると、

「いやいや、まだ先には、合淝がっぴの城がある。合淝を攻めるときは、それがしの如く、一番乗りをし給え」と、上座のほうから慰め顔にいった者がある。

　見ると、甘寧であった。

　甘寧は、こんどの𤾂城陥落の際、一番乗りをしたので、きょう祝賀の宴に、呉侯孫権から錦の戦袍ひたたれを拝領し、座中第一の面目をほどこして、いちばん酔いかがやいていたのである。

「……ふふん。甘寧か」

　凌統は、鼻さきで笑った。さっきから上機嫌な甘寧の容子ようすは、たれの眼にも武功自慢に見えた。──のみならず凌統は、彼と眸を見あわせたとたんに、亡ち父ちのことを思い出していた。むかし甘寧に討たれて死んだ父のことがふと胸を掠かすめた。

（……うぬ）と思ったせいか、甘寧のほうでも、

（この青二才が）

　といわぬばかりな眼光を与えて、

「凌統。何を嘲わらうか」

　と、色を変えた。──いや、凌統が無意識に手をかけた剣の柄つかを、咎とがめるように睨めつけた。

　凌統はハッとした。まったく時も場所がらも忘れて、剣にかけていた自分の手に、気がついたからだった。

「──あいや、私にはまだ武勲がないので、せめて座興に、剣の舞でも舞って、諸兄の労をお慰め申さんかと存じまして」

　いいながら彼はすぐ起って、剣舞をしはじめた。甘寧もさてはと、うしろの戟ほこをとるや否、

「いや面白い。君が剣をもって舞うなら、それがしは戟をもって興を添えん」

　と、両々たがいに閃々たる光を交え、舞うと見せて、実は、心中の遺恨を刃やいばにふくんで、隙すきあらば父の仇を果たさん、隙あらば返り討ちに斬り捨てんと──虚実を尽くし合っていた。

「やあ、ちと面白すぎる。まるで炎と炎のようだ。俺が水を差してやろう」

　すわ、大事と見たので、呂蒙りょもうが楯を持って、ふたりの間へ飛びこんだ。そして巧みに、戟の舞と、剣つるぎの舞を、あしらいつつ、舞い旋めぐり舞い旋り、ようやく事なくその場を収めた。

　初めは、何気なく見えていたが途中から孫権も気づいて、酔も醒めんばかりな顔していた。しかし呂蒙の機転に、ふたりとも血を見ずに、座へもどったので、彼はほっとしながら、

「さてさて、鮮やかに舞ったな。ふたりとも優雅なものだ。杯を与える。揃って、わが前へ来い」

　と、さしまねき、両手の杯を、同時にふたりの手に授けて、

「いまや、呉は初めて、魏の敵地を踏んだところだ。呉の興亡を担にのうている御身らには、毛頭私心などあるまいと思うが、わたくしの旧怨などは、互いに忘れてくれよ。いいか、ゆめ思うな」

　と、くれぐれ諭さとした。




遼来々りょうらいらい
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　合淝がっぴの城をあずかって以来、張遼ちょうりょうはここの守りを、夢寐むびにも怠った例ためしはない。

　ここは、魏の境、国防の第一線と、身の重責を感じていたからである。

　ところが、呉軍十万の圧力のもとに、前衛の𤾂城えんじょうは一支ひとささえもなく潰ついえてしまった。洪水のような快足をもって、敵ははや、この合淝へ迫ると、急を告げる早馬は、櫛くしの歯をひくようだった。

　また、漢中に出征中の曹操からも、変を聞いて、薛悌せっていという者を急派してきた。これは曹操の作戦指導を、匣はこに封じて、もたらして来たものだった。

「丞相の作戦には、守備とあるか、籠城せよとお示しあるか。はやくお開き」

　同じ城にある副将の楽進と李典は、固唾かたずをのんで、張遼の開ける匣を見ていた。

「では聞き給え、読み聞かせよう。……呉ノ積極ニ出デ来レル所以ユエンハ、要スルニ予ヨノ遠ク漢中ニ在ルノ虚ヲ窺ウカガウモノナリ。故ニ、呉ノ勢ミナ魏城ヲ軽ンズ。戦ワズシテタダ守ラバ、イヨイヨ彼等ヲ誇ラスノミ。マタ、出テ十万ノ寄手ト野戦ヲ構ウルハナオ拙ナリ。即チ、敵近ヅカバ、ソノ序戦ニ於テ、彼等ノ鋭気ヲ一撃シテ挫クジキ、味方諸人ノ心ヲマズ安泰ニ固メ置キテ後、固ク城ヲ閉ジ、防備第一トシテ、必ズ出テ戦ウ勿ナカレ。おわかりか。こういうご指令であるが」

「…………」

　李典は、日頃、張遼と仲がわるい。そのせいか、黙りこんだまま返辞もしない。

　一方の楽進は、すぐ云った。彼の意見は反対である。

「由来、守る戦で、勝てた戦はない。ましてこんな小勢で」

　張遼はみなまで聞いていなかった。この際、議論は無用と肚はきまっていたからである。

「議論がやりたいなら、一人で議論してい給え。余人は知らず張遼には、私心をもって君の言をやめることはできない。──漢中からのご指揮どおり、我はまず城を出て、一戦に敵の出鼻をたたき、その後は、静かに籠城にかかるのみだ」

　云い捨てて馬を呼び、はや戦場へ馳せ向おうとした。

　すると、それまで黙然としていた──日頃は彼と不和な李典が、ぬっくと起って、

「そうだ、これは国家の大事、豈あに、わたくしの心にとらわれんや」

　と決然、張遼につづいて、城門から馳け出して行くのを見て、楽進もひとりで議論しているわけにもゆかず、続いて城外へ馬を出した。

　呉の大軍は、すでに逍遥津しょうようしん（安徽省・合肥附近）まで来ていた。先鋒の甘寧軍と、魏軍の楽進とのあいだに、小戦闘が行われたが、魏兵はたちまち潰走したので、呉侯孫権は、

「われに当る者あらんや」

　といよいよ勝ち驕おごって前進をつづけていた。

　そして、逍遥津の地を離れかけた頃、突然、蘆荻ろてきのあいだから連珠砲を轟かして、右からは李典、左からの軍は張遼ちょうりょうの旗が現れ、ふた手が渦巻いて、孫権の中軍へ不意討ちして来た。

　先手の呂蒙りょもうや甘寧の軍は、あまりに敵を急追して、その快足にまかせたまま、中軍とへだたり過ぎている。

　後陣の凌統りょうとうは、まだ逍遥津の一水を、全部渡河しきっていないらしい。

　だが、はるかに、中軍の旗が、裂かれる如く、乱れ立ったのを見て、凌統は、

「すわ、何事か、凶事か？」と、部下をも置き捨て、単騎、これへ馳けつけて来た。

　見れば、孫権以下、中軍の旗本七百ばかりは、敵の奇襲に包囲されて、まったく殲滅せんめつ寸前の危機にあった。

　凌統は、声をあげて、乱軍のなかの孫権へ叫んだ。

「君っ、君っ、わが君。雑兵ごときを相手となし給わず、ひとまず小師橋しょうしきょうを渡って、お退きあれ」

　耳へとどいたか、孫権はふり向いて、

「おお、凌統か。案内せよ」

　と云いながら、こちらへ向って、一目散に馳けてきた。

　だが、二人して小師橋まで遁のがれてきたはいいが、すでに橋の南一丈ばかりは、敵の手に破壊されていた。
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「やあ。しまった」

　馬は、水におどろいて、竿立ちになっていななく。

　うしろからは、張遼の兵、三千ほどが、ふたりの影を認めて、雨のごとく、箭やを射てくる。

「凌統りょうとう。何としたものぞ」

　孫権は、馬と共に、鞍上で身を揉んだ。

「いや、おさわぎになるには当りません。てまえのするようにして、後から続いておいでなさい」

　凌統は、水ぎわから遠くへ、馬をかえして、改めて、勢いよく馳け出した。そして破壊された橋の水ぎわへ近づくや否、鞭も折れよと、馬のしりを打った。

　馬は高く跳び上がって、水面を飛びこえ、後方の橋の端へ立った。孫権も、その技わざにならって、難なくそこを飛び越した。

　河の上に、後陣の徐盛や董襲の船が見えた。凌統は、半分になっている橋の上から、

「主君をここへ置いてゆくから確しかとお守りをたのむぞ」と、声をかけて、ふたたび前の所を飛び、岸へ上がったと思うと、敵の矢風へ向って、まっしぐらに馳け向ってゆく。

　遠く先へ出過ぎた甘寧と呂蒙もにわかに後へもどって、魏軍と接戦していたが、何分にも、虚を衝かれたため、その備えは、中軍や後陣と一致せず、各所で魏軍に包囲されたり、寸断されたりして、おびただしい戦死者を出してしまった。

　わけて、惨たる潰滅をうけたのは、凌統の隊だった。孫権の急場を救うために、まったく隊形を失い、主将を見失っている間に、魏の李典軍の包囲下に圧縮されて、これはほとんど一人の生存者もなかったほど、ひどい屍山しざんを築いてしまった。

　隊長の、凌統も、二度目に引返してきたときは、すでに部下の大半以上討たれていたので、その苦戦ぶりは言語に絶し、ついに全身数ヵ所の鑓瘡やりきずを負い、満身朱あけにまみれて、よろよろと、小師橋附近までのがれて来た。

　もう彼には、馬に鞭を加えて、そこを一跳びに越すような気力などがとうていなかったし、流れ入る血しおに、眼もかすんで、河も水も見えないような姿だった。

　河中の舟から孫権が、その姿を見つけた。孫権は舟べりを叩いて、

「あれ助けよ。凌統に違いない」と、声も嗄かるるばかり叫んだ。

　ようやく一つの舟が、岸へ寄って、彼を拾ってきた。そのほか敗残の味方も、次々に河の北へ収容した。敵に追われて、舟を待ついとまもなく、無慙むざんに討たれる者や、河へ飛びこんで溺れ去ってゆく者を見ても、どうにもならないような状態だった。

「不覚、不覚。なんたるまずい戦をしたものか」

　孫権は、敗軍をまとめて、その損傷の莫大なのに、胆をすくめながら、無念そうにくり返してばかりいた。

　重傷の凌統は、全身の瘡きずをつつんで、なお君前にいたが、

「思い合せれば、𤾂城えんじょうの勝ち軍いくさが、すでに今日の敗因を醸かもしていたものです。部下の端までが、あまりに勝ちに驕おごって、敵を甘く見くびり過ぎた結果でしょう。わけてこの際、君には、よいご教訓となったことと思われます。御身すなわち呉の万民の主たることを、くれぐれお心に、ご銘記あるようおねがいします。今日、お体だけでも無事だったのは、まったく天地神明のご加護というもの。むしろ歓ぶべきことと存じます」と、歯に衣きぬ着せずいった。

「慚愧ざんきにたえない。一生の戒いましめとする」

　孫権も涙を流してつぶやいた。

　しかし、大事はここに一頓挫をきたした。呉軍は、新手を加えて、再装備の必要に迫られ、ついに大江を下って、呉の濡須じゅしゅまで引返してしまった。

　遼来々りょうらいらい。遼来々。

　呉の国では、幼い子どもまでが、魏の張遼ちょうりょうの名を覚えて、子が泣くと、母はそういって、泣く子をすかした。

　以ていかに、張遼の勇と、その智が、呉兵の胆にふかく刻みこまれたかがわかる。

　張遼は、みずから、

「これは、望外な奇捷きしょうだ」と、いっていた。

　すぐ急使を漢中に送り、ひとまず戦況を報告して、なお他日のために、大軍の増派を要請した。

「このまま、蜀へ進まんか。ひとたび還って、呉を討つがよいか」

　曹操も、この二大方向の去就きょしゅうに、迷っていたところだった。




鵞毛がもうの兵へい
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　いま漢中は掌てのうちに収めたものの、曹操が本来の意慾は、多年南方に向って旺さかんであったことはいうまでもない。

　いわんや、呉といえば、あの赤壁の恨みが勃然ぼつぜんとわいてくるにおいてはである。

「漢中の守りは、張郃ちょうこう、夏侯淵かこうえんの両名で事足りなん。われは南下して、直ちに呉の濡須じゅしゅにいたらん」

　曹操は決断した。壮図なお老いずである。江を下る百帆の兵船、陸を行く千車万騎、すでに江南を呑むの概を示して、大揚子江の流れに出で、呉都秣陵まつりょうの西方、濡須の堤つつみへ迫った。

「来れ、遠路の兵馬」と、呉軍は待ち構えていた。彼が長途のつかれを討つべく。

　その先陣を希望して、われに、自分にと、争った者は、またしても、宿怨ある甘寧かんねいと凌統りょうとうだった。

「ふたりで行け、凌統を第一陣に、甘寧を二陣として」

　孫権も、他の諸大将と、輪陣を作って、堂々、あとから押出した。

　濡須一帯は、戦場と化した。曹操の先鋒は、泣く子も黙る張遼ちょうりょうと見えた。功にはやった凌統は敵の見さかいもなくそれに当った。巌いわに砕ける浪のように、ぶつかったほうの陣形が微塵みじんになって分離するのが、遠く、孫権の本陣からも見えた。

「凌統が危ない。呂蒙りょもう呂蒙、馳せ行って、凌統を救い出せ」

「おうっ」

　と、呂蒙は一軍を率いて駈け出した。

　そのあとへ、甘寧が来て、

「案外、敵は堅固です。総勢約四十万、さすがにどの陣も、疲労を見せておりません。これに、長途の疲労あるものと、正面からかかっては、大きな誤算となりましょう。てまえに、屈強の兵百人をおさずけ下さい。今夜、曹操の本陣を脅かしてごらんに入れます」

「わずか百人で」

「仕損じたらお嘲わらい下すってもかまいません」

「おもしろい」と孫権は彼の希望を容れた。特に直属の精鋭中から百人を選んで与えた。

　甘寧は夕方、その百勇士を自分の陣所に招いて、一列に円くなって坐り、酒十樽、羊の肉五十斤きんを供え、

「これは呉侯からの拝領物だから、存分に飲やってくれ」

　と、まず自身、銀しろがねの碗わんで一息にほして、順々にまわした。

　肉を喰い、酒をあおり、百名は遺憾なく近来の慾をみたした。そこで甘寧は、

「もっと飲め、もっと喰え。今夜この百人で、曹操の中軍へ斬込むのだ。あとに思い残りのないようにやれ」と告げた。

　一同は顔を見あわせた。酔った眼色も急にうろたえている。こんな百人ばかりの勢でどうして？ ──といわんばかりな顔つきだ。

　甘寧は、さッと、剣を抜き、起って、慨然がいぜんと、叱咤しったした。

「呉の大将軍たる甘寧すら、国のためには、生命を惜しまぬのに、汝ら身を惜しんでわが命令にひるむかっ」

　違背する者は斬らんという前触れである。ここで死ぬよりはと、百勇士はことごとく、剣の下に坐り直して、

「ねがわくは将軍に従って死をともにしたいと思います」

　と、ぜひなく誓った。

「よし。ではめいめい、合印あいじるしとして、これを盔かぶとの真向へ挿してゆけ」

　と、白い鷲あひるの羽を一本ずつ手渡した。

　夜も二更を過ぎると、この一隊は筏いかだにのって水路を迂回し、堤にそい、野をよぎり、忍びに忍んで、ついに曹操の本陣のうしろへ出た。

「それっ、銅鑼どらを打て、鬨ときの声をあげろ」

　柵へ近づくや、立ちどころに哨兵しょうへいを斬り捨て、わっと一斉に、陣中へ入った。

　たちまち、諸所に火の手があがる。

　暗さは暗し、曹操の旗本は、右往左往、到る所で、同士討ちばかり演じた。

　甘寧は、思う存分、あばれ廻った。時分はよしと、百人を一ヵ所にあつめ、一兵も損ぜず、風のごとく引返してきた。

「将軍の胆は、さだめし曹操の魂を挫ひしいだであろう。痛快、痛快」

　孫権は、刀百口ふり、絹千匹を贈って、彼を賞した。甘寧はそれをみな百人に頒わけた。

　魏に張遼あるも、呉に甘寧あり──と、呉の士気は、ために大いに振るった。
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　昨夜の雪辱を期してであろう。夜が明けるとともに、張遼ちょうりょうは一軍を引いて、呉の陣へ驀然ばくぜん、攻勢に出てきた。

「きょうこそは、華々はなばなと」

　呉の凌統も、手に唾つばしてそれをむかえた。甘寧が昨夜すばらしい奇功を立てて、君前のお覚えもめでたいことは、もう耳にしている。で、勃然、（彼如きに負けてなろうか）という日頃の面目も、今日の彼には、充分意中にある。漠々とけむる戦塵の真先に、張遼のすがた、その左右に、李典、楽進など、呉の兵を蹴ちらし蹴ちらし馳け進んできた。

　凌統は、馬上、刀をひっさげて、疾風のように斜行し、

「来れるは、張遼か」

　と、斬りつけた。

「おれは、楽進だ」

　とその者は、槍をひねって、直ちに応戦してきた。

　人違いか──と、舌打ちしたが、もうほかを顧みるいとまもない。楽進を相手に、五十余合も戦った。

　すると、彼方の張遼のうしろから、曹操の御曹司曹丕が、鉄弓を張って、ぶんと矢を放った。

　凌統を狙ったのだが、すこし外それて、その馬にあたった。

「しめたっ」

　と楽進は、槍を逆しまにして、地上へ向けた。凌統が勢いよく落馬していたからである。

　ところが、その時また、どこからか一本の矢がひょうッと飛んできた。楽進の真眉間まみけんに立ったので、楽進は、槍を投げて、鞍上あんじょうからもんどり打った。

　呉の将も倒れ、魏の将も傷ついたので、両軍同時にわっと混み合って、互いに味方を助けて退ひいた。

「またしても、不覚をとりました。残念でなりません」

　孫権の前に出て、凌統が面目なげに詫びると、孫権は、

「兵家のつねだ」と慰めて、「きょう汝を救った者は誰ぞと思うか」といった。

　凌統は、座の左右を見まわした。甘寧が黙ってひかえている。はっと思うと、孫権はかさねて、「楽進の眉間を射たものはそこにいる甘寧だ。日頃の友誼をさらに篤く思うだろう」といった。

　凌統は、涙をたれて、甘寧の前に手をつかえた。以来ふたりは、まったく旧怨をわすれ、生死の交わりをむすんだという。

　次の日、魏の軍は、前日に倍加した勢いで、水陸から、呉陣へ迫った。

「さては曹操も、焦躁あせり立って、総攻撃にかかって来たな」

　呉陣も、それに応ずる大軍を展列して、濡須じゅしゅに兵船の墻かきを作った。

　この日、目ざましかったのは、徐盛、董襲とうしゅうなどの呉軍だった。そのため、魏陣の一角──李典の兵は馳けくずされ、そのまま、曹操の中軍まで、すでに危険に陥るかとすら思われたが、たちまち、大風が吹き起って、白浪天を搏うち、岸辺の砂礫されきは飛んで面を打ち、陽もまだ高いうちなのに、天地も晦くらくなってしまった。

　しかも董襲の兵船は、河の中で沈没し、そのほかの兵船も、帆を裂かれ、彼方此方の岸にぶつけられ、さんざんな目に遭ったところへ、新手の魏軍が、徐盛の兵を包囲して、その半ばを、殲滅してしまった。

「あれ、救え」

　と孫権の指揮をうけて、陳武が呉陣から馳け出して来ると、魏の一軍が、堤の蔭からつと起って、

「ひとりも余すな」と、またまた、ここに小鉄環しょうてっかんを作って、みなごろしを計った。この手の大将は、漢中から従ってきた魏軍の中では新参の龐徳ほうとくだ。

　かくて、この荒天の下、呉の旗色は、急に悪くなって、今は、総敗軍のほかなきに至ったが、若い孫権は、

「何事かあらん」

　と、自身、中軍を引いて、濡須の岸へ、繰りだしてきた。ところがここには、張遼、徐晃の二手が待ちかまえていた。




休戦
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　曹操は百戦練磨の人。孫権は体験少なく、ややもすれば、血気に陥おちいる。

　いまや、濡須じゅしゅの流域をさかいとして、魏の四十万、呉の六十万、ひとりも戦わざるなく、全面的な大激戦を現出したが、この、天候が呉に利さなかったといえ、呉は主将孫権の軽忽けいこつなうごきによって、その軸枢じくすうをまず見失い、彼自身もまた、まんまと張遼ちょうりょう、徐晃じょこうの二軍に待たれて、その包囲鉄環のうちに捉とらわれてしまった。

　曹操は小高い阜おかの上から心地よげに見ていた。

「今ぞ。孫権を擒とりこにするのは」

　それは自分を励ました声と、許褚きょちょは彼のそばを去るや否、馬をとばして、そこへ馳けつけ、叫喚きょうかん一声、血漿けっしょうけむる中へ躍り入った。

　呉兵の死屍はいやが上にも累々るいるいと積まれて行った。ために、濡須の流れも紅くれないになるかと怪しまれ、あまりの惨状に、主将孫権のすがたすら、どこにいるのか誰が誰なのか見分けもつかぬばかりだった。

　呉の一将周泰は、その中をよく奮戦して、一方に血路をひらき、河流の岸までのがれて来たが、顧みると、主君孫権はなお囲みから出ることができず、彼方にあって揉みつつまれている様子。

「周泰はここにいますっ。周泰はこれにありっ。早く此方へ来給え」

　呼ばわりつつ、周泰は敵の背後へまわって、その包囲を脅かし、一角の崩れを見ると、

「いざ、いざ、こうなっては、何事もあとに任せて」

　と、孫権と駒を並べ、ほとんど、わき目もふらず、敵の矢道を走り抜けた。

　そこへ折よく、呂蒙の一軍が、中軍の大敗を案じて引っ返して来た。周泰は、

「舟をっ。舟をっ」と水へ向って声を嗄からし、ともあれ孫権を、舟へ移した。

　けれど、あとの戦場は、なお土煙や血煙に、濛々としている。孫権は、悲痛な声してさけんだ。

「徐盛じょせいはどうしたろう！ 徐盛は……？」

「見て来ましょう」

　周泰は、ふたたび戻って、むらがる魏の人馬の中へ、没していった。孫権は、思わず、ああと、嘆賞たんしょうして、

「自分を救い出すため、血路をひらいては、またあとへ戻ること三度。さらにまた、徐盛を助けるために、敢然、死地へ入って行った。──天よ、わが忠勇の士に、加護をたれ給え」

　眉をふさいで、祷いのるが如く、しばしそこに待っていた。

　周泰は帰ってきた。しかも徐盛を扶たすけて。

　けれど二人とも、満身朱あけにまみれ、そこの水際みぎわまで来ると、「残念」といいながら、はや歩む力もなく坐ってしまった。

　呂蒙はその間に、射手百人の弓陣を布いて、追い迫ってくる敵を喰いとめ、さらに、その弓陣を、船上に移し、孫権の身を守りながら、徐々と下流へ退陣した。

　ここに悲壮な討死をとげたのは、呉の陳武だった。彼は龐徳ほうとくの勢につつまれて、退路を失い、次第に山間の狭隘きょうあいへ追いこまれた末、ついに龐徳と闘って首をとられた。それも鎧よろいの袖を灌木の枝にからまれて、あなやという間に、最期の善戦も充分にせず、龐徳の一撃に討たれたのであった。

　曹操は、前夜、自己の中軍を攪乱かくらんされた不愉快な思いを、きょうは万倍にもして取り返した。孫権がわずかな将士に守られて、濡須の下流へ落ちて行くと見るや、

「あれ見失うな」と、自身江岸に沿って、士卒を励まし、数千の射手に、絶好な的まとを競わせたが、この日の風浪は、この時には孫権の僥倖ぎょうこうとなって、矢はことごとく黒風白沫こくふうはくまつにもてあそばれ、ついに彼の身にまでとどく一矢もなかった。

　その上、いよいよ広やかな河の合流点まで来ると、本流長江のほうから呉の兵船数百艘がさかのぼって来た。これなん一族の陸遜りくそんがひきいて来た十万の味方だった。

　孫権は初めて蘇生の思いをなした。
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　十万の味方を見ても、孫権以下の諸将は、みな重軽傷を負っているので、

「きょうの戦もこれまで」

　と、退ひくことしか考えていなかったが、陸遜は、断じて、その唸うめきに活を入れた。

「このまま総退軍しては、曹操は呉に対して、いよいよ必勝の信念を持つ。また味方の兵も、魏は強しと、ふかく彼を恐れ、勝ちを忘れるにいたるであろう。──退くにせよ、呉にもなお後備の実力のあることを示してからでなければならん」

　陸遜は壮語して、孫権や重傷者は船中にのこし、その余の残兵にこれを守らせておき、新手の十万をすべて岸へ上げて、呉のために死せよと命令した。

　まず、曹操は、この新手の堅陣が射る確かな矢風に射立てられ、

「こはそも如何に」

　形勢の悪化に、狼狽せざるを得なかった。

「敵はみだれ出したぞ」

　陸遜は、彼の怯ひるみ立った一刹那、総突撃を敢行した。果然、十万の兵は、背を見せる魏兵へ咬かみついた。突く、蹴る、刺す、撲る、踏みつぶす、折重なる、組み合ったまま水へ溺れる。

　何しても、その兵数において、その新手の精気において、陸遜軍は圧倒的にすぐれていた。打ち取った盔首かぶとくびだけでも七百余級、雑兵に至ってはかぞえるにもかぞえきれない。分捕りの馬匹だけでも千余頭あった。

　かくて陸遜は、魏の勢を遠く追って、完全なる呉の勝利を取りかえしたばかりでなく、きょう孫権が大敗した戦場まで行って、味方の死体や旗やおびただしい陣具まできれいに収容して来た。

　その結果、部下の陳武は討たれ、董襲とうしゅうは水中に溺れ、そのほか日頃の寵臣も無数に亡き数に入ったのを知って、孫権は声をあげて哭き、

「せめて、董襲の死骸なりともさがし求めよ」

　と、水練に長じた者を入れて、その屍かばねを求め、篤く船中に祭って、引揚げたという。

　さて、濡須城じゅしゅじょうに帰るや、彼はまた一日、営中に宴をもうけて、みずから盃を取り、

「周泰。汝は呉の功臣だぞ。今日以後、われは汝と栄辱えいじょくを倶ともにし、生命のあるかぎりこの度の働きは忘れない」

　と云い、その盃を彼の手に持たせた。

　そしてまた、

「先頃の傷はどんなか」と、肌を脱がせて、その痕あとを見た。周泰は、大勢の中なのではばかったが、主命のままに肌を脱いで示した。見れば満身縦横に腫はれている創口きずぐちは、まだ熱と紅色をふくんで、触るるもいたましいばかりである。

「ああ、この創痕きずあとの一つ一つがみな汝の忠魂と義心を語っている。みなも見よ。武人の亀鑑きかんを」

　と、孫権は周泰の背をなでて、果てしなく彼の誠まことをたたえた。

　彼は、周泰の功を平常にも耀かがやかすべく、羅うすものの青い蓋がいを張らせ、「陣中に用いよ」と与えた。

　もちろん陸遜以下そのほかの諸将にも、各〻、恩賞は行われ、依然、濡須じゅしゅの堅塁を誇って、

「呉の強さはかくの如し。北国の魏賊、何かあらん」

　と、全軍の末輩にいたるまで、意気いよいよ昂たかかった。

　対陣一ヵ月の余になった。

　曹操は、そのあいだみだりに動かなかったが、黙々と、戦備を充実し、兵力を加え、さらに大規模な次期の作戦をえがいているように思われた。

　呉の老臣、張昭がいった。

「決して、楽観をゆるしません。何といっても、曹操は曹操です。如しかず、歩ぶのよいところで、和議をおはかりあっては」

　孫権のほうから、やがて歩隲ほしつが、その使いに立った。曹操も、この辺がしおどきと考えたか、

「中央の府に対し、毎年、貢みつぎを献じるというならば」と案外、受けやすい条件を出して答えたので、和睦はたちまちまとまった。

　けれど、真の平和の到来でないことは、魏にも呉にも分っていた。曹操は全軍を引いて都へ帰り、孫権は秣陵まつりょうへ引揚げたものの、その前線濡須の口も、魏の境界、合淝がっぴの守りも、双方ともいよいよ堅固に堅固を加え合うばかりだった。




柑子こうじと牡丹ぼたん
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　呉に年々の貢みつぎ物をちかわせて来たことは、遠征魏軍にとって、何はともあれ、赫々かっかくたる大戦果といえる。まして、漢中の地が、新たに魏の版図はんとに加えられたので、都府の百官は、曹操を尊んで、「魏王の位に即いていただこうじゃないか」と、寄々よりより、議していた。

　侍中の王粲おうさんは、曹操の徳を頌しょうした長詩を賦つくって、これを侍側の手から彼に見せたりした。

「そう皆がいうなら……」

　と、曹操も王位に昇ろうという色を示していた。ところが諸人の議場で、尚書の崔琰さいえんが、

「ご無用になさい。そんなばかなことをおすすめするのは」と、媚態派の人々を諫いさめた。

　諸官は怒って、

「ばかなこととはなんだ。貴様も丞相から睨まれて、荀彧じゅんいくや荀攸じゅんゆうみたいな終りを遂げたいのか」

　崔琰さいえんも、負けていずに、

「およそ、媚こびへつらう輩やからほど、主を害するものはない。むかしから君を亡ぼす者は、敵でなくて──」

「何だと」

　大喧嘩になった。

　曹操の耳に聞えた。もちろん媚態派の佞臣ねいしんからである。曹操は憤怒して、

「舌でも噛め」と、獄へほうり込ませた。

　崔琰は、曳かれながらも、

「漢の天下を奪う逆賊は、ついに曹操ときまった」

　と、大声で罵りちらした。

　それを聞くと曹操は、さっそく廷尉ていいに命じて、

「やかましいから黙らせろ」と、いいつけた。

　崔琰の声はもう聞えなくなった。廷尉が棒をもって獄中で打ち殺してしまったのである。

　建安二十一年五月。もろもろの官吏軍臣は、帝に奏して、詔みことのりを仰いだ。

──魏公曹操、功高ク、徳ハ宏大ニシテ、天ヲ極メ、地ヲ際カギル。伊尹イインノ周公モ及バザルコト遠シ。ヨロシク王位ニススメ、魏王ノ位ヲ賜ワランコトヲ。


　と、いうのである。

　帝はやむなく、鍾繇しょうように詔書の起草を命じ、すなわち曹操を冊立さくりつして、魏王に封じ給うた。

　詔みことのりに接すると、曹操は固辞して、辞退の意を上書する。帝はまた、かさねて別の一詔をおくだしになる。そこで初めて、

「聖命もだし難がたければ」

　と、曹操は王位をうけた。

　十二旒の冠かんむり、金銀の乗用車、すべて天子の儀を倣ならい、出入には警蹕けいひつして、ここに彼の満悦なすがたが見られた。

　さっそく、鄴都ぎょうとには、魏王宮が造営された。ここにはすでに玄武池げんぶちがある。曹操の親衛隊は、ここで船術を練り、弓馬を調練していた。雄大な魏王宮は、玄武池のさざ波に映じて、この世のものと思えなかった。

　曹操には四人の子がある。みな男子だった。曹丕そうひ、曹彰そうしょう、曹植そうしょく、曹熊そうゆうの順だ。けれども大妻丁てい夫人の子ではなかった。側室から出た者ばかりである。

　このうちで、曹操が、（わが世嗣よつぎは、彼に）と、ひそかに思っていたのは三番目の曹植だった。曹植は子建しけんと字あざなし、幼少から詩文の才に長たけ、頭脳はあきらかで、また甚だ上品な風姿をもっている。

　嫡男の曹丕そうひは、

（……怪しからん）と、不満に思った。曹家は自分が嗣つぐべきであるときめているからだ。中大夫ちゅうたいふの賈詡かくをそっと招いて、何かと相談した。

「……こうなさいませ」

　賈詡はささやいた。その後、曹操が遠い軍旅に立つ時がきた。三男の曹植は、詩を賦ふして、父との別れを惜しんだ。

　だが曹丕は、賈詡にいわれたとおり、ただ城外まで見送りに立って、涙をふくみ、黙然、父が前を通るとき、眸をこらして見送った。

　曹操は、あとで考えた。

「詩は巧み、珠玉の字をつらねているが、曹植のその才よりも、曹丕の無言のほうが、もっと大きな真情をもっているのじゃないかな？」

　それから彼の子をみる眼がまたすこし変った。
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　曹丕はその後も、父曹操の近習たちへ、特に目をかけて、金銀を与えたり、徳を施したり、歓心を得ることにぬかりなく努めたので、

「ご嫡男にはもう仁君の徳を自然に備えておいで遊ばされる」

　と、もっぱら彼の評判はよかった。

　曹操もやがて、すでに魏王の位にも昇ると世嗣のことが、彼の意中にさし迫る問題となっていた。そこである時、思いあまって、賈詡を召した。

「──曹丕をあとに立てるべきだろうか。それとも曹植がよかろうか」

　賈詡は、黙然たるままで、敢て明答を欲しないような顔色だった。が、再三、曹操から問われるに及んで、ただこう答えた。

「それは、私にお質ただしあるよりは、さきに亡んだ袁紹えんしょうだの劉表りゅうひょうなどがよいお手本ではありませんか」

　劉表も袁紹も、世子問題では、大きな内政の癌がんを作っている。いずれも正統の嫡男を立てていない。曹操は大いに笑い、

「いや、そうか。人間というものは、案外、分りきっていることに分別を迷うものだ。はははは、よし、よし」

　心は決したのである。その後間もなく、

　──嫡子曹丕ソウヒヲ以テ我ガ王世子オウセイシト定ム

　と、発表した。

　冬十月。魏王宮の大土木も竣工した。その完成を祝う祝宴のため、府から諸州へ人を派して、

「各州、おのおの、特色ある土産どさんの名物菓木かぼく珍味を、何くれとなく献上して、賀を表し候え」

　と布達した。

　呉の福建は、茘枝れいしと龍眼の優品を産し、温州うんしゅうは柑子こうじ（蜜柑みかん）の美味天下に有名である。魏王の令旨とあって、呉では温州柑子四十荷を、はるばる人夫に担わせて都へ送った。

　舟行馬背しゅうこうばはい、また人の背、四十荷の柑子は、ようやく、鄴都ぎょうとの途中まできた。そしてある山中で、その人夫の一隊が荷をおろして休んでいると、そこへ忽然と、片目は眇すがめ、片足はびっこという奇異な老人がやってきて話しかけた。

「ご苦労さまだな。みな疲れたろうに」

　片輪の老人は、白い藤の花を冠かんむりにさし、青い色の衣を着ていた。

　人夫のひとりが冗談にいった。

「爺さん。助けてくれ。これからまだ千里もあるんだ」

「よしよし」

　老人は本気になって、一人の人夫の荷を担になった。そして数百人のほかの仲間へ、

「おぬしらの荷は、みなわしが担ってやるぞ。わしのおる限り空身からみも同様じゃ。さあ続いてこい」

　風のように先へ走りだした。

　一荷でも失っては大変と、あとの者は、あわてて続いた。ところが、老人のいったとおり、荷を担いでも、ほんとうに身軽のようで、少しも重さを感じないので、疑い怪しまぬ者はなかった。

　別れ際に、人夫の宰領が、老人に素性をたずねた。老人は、答えていう。

「わしは、魏王曹操とは、同郷の友で、左慈さじ、字あざなを玄放といい、道号は、烏角うかく先生とも呼ばれておる。曹操に会ったら、話してごらん。覚えているかもしれないから」

　やがて鄴都の魏王宮に着いた。温州柑子うんしゅうこうじが届いたと聞いて、曹操は久しくその甘味を忘れていたので、歓んで早速、大いなる一箇を盆から取って割った。ところが、柑子の実みは空からだった。怪しみながら三つ四つ取って裂いてみたが、どれもみな殻ばかりで空しい。

「呉の奉行を質ただしてみろ。これは何故かと」

　奉行は調べられてもただ慄おののくばかりで、その何故かを知らなかった。ただ思い当ることとして、途中、左慈という奇異な老人に出会ったことを語った。曹操は聞いて、

「はてな？」と、首を傾けている。同郷の友といえば少年時代のことだ。あまりに渺びょうとして思い出すに骨が折れるらしい。

　ところへ、王宮の門へ、

「大王にお目にかかりたい」

　といってきた一老人があるという。召し入れて見れば、その左慈だった。曹操は、彼を見るや否や、柑子の科とがを責めた。すると、左慈は一、二本しかない前歯を出して笑いながら、

「そんな筈はない。どれどれ」

　と、自身で柑子を取って割ってみせた。芳香の高い果肉は彼の掌から甘い雫しずくをこぼした。
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「大王。まあこの柑子を一つ、召上がってごらんなさい。いま木からもいだように水々としていますから」

　曹操は、驚いたが、油断ならずと思ったか、左慈に向って、

「まず、毒味をせよ」と、いった。

　左慈は笑って、

「柑子の美味を満喫するなら、てまえは一山の柑子の樹の実を、みな喰べなければおさまりません。ねがわくは、酒と肉をいただきたいもので、柑子は口直しに後でいただきます」と、答えた。

　酒五斗に、大きな羊を、丸焼きのまま銀盤に供えて喰くらわせた。左慈は、ぺろんと平げて、まだ物足らない顔していた。

「これは凡人でない」

　と思ったか、曹操も、やや辞ことばをやわらげて、ご辺は、仙術でも得た者ではないかとたずねた。

　左慈は、答えて、

「郷を出てから、西川せいせんの嘉陵かりょうへさまよい、峨眉がび山中に入って、道を学ぶこと三十年。いささか雲体風身うんたいふうしんの術を悟り、身を変じ、剣を飛ばし、人の首を獲ることなど今はいと易きまでになり得ました。ところで、大王の今日を見るに、はや人臣の最高をきわめ、これ以上の人慾は、人間の地上では望むこともないでしょう。──どうじゃな、ここでひとつ、一転して身を官途から退き、この左慈の弟子となって、ともに峨眉山に入って、無限に生きる修行をなさらんか」

「……ふむ。それも一理ある言だな。しかし、まだ天下はほんとに治まっていないし、朝廷におかれても、この曹操にかわって、扶翼ふよくし奉る人がおらぬ。朝野の安危を見とどけずに、身ひとつ閑地に楽しむのは、曹操の心にそむくことだ」

「その辺は、ご心配ないでしょう。劉玄徳は、天子の宗親。彼にまかせれば、大王がおられるよりも、万民は安んじ、朝廷もご安心になろう」

　見る見るうちに曹操の顔は激色に焦やきただれた。老来、これほど露骨に青すじを立てたことは珍しい。

「よく吐ほざいた左慈。果たして汝は劉玄徳の廻し者であったことよ」

　有無をいわせず、武士たちは左慈を縛いましめて、獄へほうりこんだ。数十名の獄卒は、かわるがわるに左慈を拷問ごうもんした。酷烈な拷問のたび獄庭に聞えるのは、左慈の笑い声だった。

「この上は眠らせるな」

　鉄の枷かせで、首をはめて両の足首を鎖くさりで縛り、そして牢屋の柱に立縛たてしばりに立たせておいた。

　ところが、すこし時経つと、すぐこころよげな高鼾たかいびきが洩れてくる。怪しんで覗いてみると、鎖も鉄の枷もこなごなに解きすて、左慈は、悠々と身を横にしていた。

　曹操は、聞いて、

「食水しょくすいを与えるな」と、一切の摂とり物を禁じた。しかし七日たっても十日経っても、左慈の血色は衰えるどころか、かえって日々元気になってゆく。

「いったい、汝は魔か人間か」

　ついに、獄から出して、曹操がたずねると、左慈は、呵か々かと哄笑して、

「一日に千疋の羊を食べても飽くことは知らないし、十年喰わずにいても飢えることは決してない。そういう人間をつかまえて、大王のしていることは、まったく天に向って唾つばするようなものですよ」

　魏王宮落成の大宴の日が来た。国々の美味、山海の珍味、調わざるなく、参来の武人百官は、雲か虹のごとく、魏王宮の一殿を埋めた。

　ときに、高い木履ぽくりをはいて、藤の花を冠にさした乞食のような老人が、場所もあろうに、宴の中へ突忽とっこつとして立ち、

「やあ、お揃いだね」

　と、なれなれしく諸官を見まわした。

　曹操は、きょうこそこの曲者くせものを、困らしてやろうと考え、また客の座興にもしてやろうと、

「こら、招かざる客。汝は、きょうの賀に、何を献じたか」

　と、いった。左慈は、直ちに、

「されば、季節は冬、百味の珍饌ちんせんあるも、一花の薫色くんしょくもないのは、淋しくありませんか。左慈は、卓の花を献じようと思います」

「花なら牡丹ぼたんが欲しい。即座に、そこの大花瓶に、牡丹を咲かせてみよ」

「てまえも、そう思っていました」

　左慈は、ぷっと、唇から水を噴いた。嬋娟せんけんたる牡丹ぼたんの大輪が、とたんに花瓶の口にゆらゆら咲いた。




藤花とうかの冠かんむり
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　王宮の千客は、みな眼をこすり合った。眼のせいか、気のせいかと、怪しんだのであろう。

　ところへ、各人の卓へ、庖人ほうじんが魚の鱠なますを供えた。左慈は、一眄べんして、

「魏王が一代のご馳走といってもいいこの大宴に、名も知れぬ魚の料理とは、貧弱ではないか。大王、なぜ松江しょうこうの鱸すずきをお取り寄せにならなかったか」

　と、人もなげにいった。

　曹操は、赤面しながら、

「温州うんしゅうの果実はともかく、鱸といっては生きていなければ値打ちがない。何で千里の松江から活いけるまま持ってこられよう」と、客の百官に言い訳した。

「はて、さて、造作もないのに」

「左慈、あまりに、戯れをいって客の興をみだすまいぞ」

「いや、ほんとですよ。釣竿つりざおをおかしなさい」

　左慈は、一竿かんを持って、欄らんの外へ、糸をたれた。玄武池げんぶちの水は、満々とそよぎ立ち彼の袖がひるがえるたびに、たちまち、大きな鱸すずきが何尾も釣りあげられた。

「大王、何尾ほど、ご入用ですか。松江の鱸は」

「左慈、汝の釣ったのは、みな予が池に放しておいた鱸だ。その鱸ならば、料理番でも釣っておる」

「嘘をおいいなさい。松江の鱸は、かならず腮えらが四つあります。そのほかの鱸は二つしかありません。見てごらんなさい」

　試みに、客が、鱸の腮を調べてみると、どれもこれも、まさしくエラが四枚あった。

　曹操も、客も、愕然がくぜんたらざるはなかったが、なお何かで困らせてくれんものと、

「いにしえから、松江の鱸すずきを鱠なますにして賞味するときには、かならず紫芽しげの薑はじかみをツマに添えるという。薑はあるか」

「おやすいこと」

　左慈は、左の袂へ手を入れた。そして幾つかみもの薑を黄金の盆へ盛ってみせた。

「怪しげな？」と呟きながら、曹操は、近侍の者に、盆をこれへと命じた。近侍が、盆を捧げた。しかるに、いつのまにか、薑は一巻の書物に変っていた。

　見ると「孟徳新書」という題簽だいせんがついている。曹操は、皮肉を感じて、むッとしたが、いずれは、打ち殺さんという肚があるので、さりげなく、

「左慈。これは誰の書いた書物か」と、空とぼけて訊いてみた。

「は、は、は、は。さて誰の著書でしょうな、どうせ大したものじゃありますまい」

　試みに、曹操は手に取ってひらいてみると、自分の書いたものと一字一句も違わないので、いよいよ心中に、この怪士、生かしおくべからずと誓った。

　左慈は、側へすすんできて、

「大王に、不老の千載酒せんざいしゅをさしあげよう」

　と、冠の上の玉を取って、盃の中ほどに一線を描き、その半分をまず自分が飲んで、曹操に献じた。

　曹操が、その酒をふくんでみると、まるで水ッぽくて、飲めたものではない。思わず盃を下に置いて、癇癪かんしゃくを破裂させようとした刹那、さっと、左慈は手をのばして、盃を奪い取り、堂の天井へ向ってほうりあげた。

　人々は、あッと、眼をあげた。愕おどろくべし、盃は一羽の白鳩と変じ、羽ばたきして殿中を飛びまわっている。或いは、低く降りて、酒をこぼし、花をたおし、客の肩に、顔に、戯れまわって、果てしがない。

　あれよ、あれよ、とばかり満座みな怪しみうろたえている間に、左慈のすがたは、いつのまにか消えていた。それと気づいて、曹操が、

「しまった。宮門を閉じろ」

　あわただしく、近侍から諸門へ布令ふれさせると、何事ぞ、

「青い衣を着、藤の花を冠にさした怪奇な老人は、もう靴を鳴らして、城外の街をうろついている由です」

　と、外門の将からいって来た。

「とらえて来い。いかなる犠牲を払っても」

　曹操の峻烈な命は、すなわち許褚きょちょへ下った。大袈裟にも、許褚は万一を思って、親衛軍中の屈強五百騎をひきいてそれを追いかけた。

　左慈のすがたに追いついた。

　飄乎ひょうことして、彼方へ、びっこをひいてゆくのが見える。──にもかかわらず、いかに悍馬に鞭打っても、少しもその後ろ姿に近づくことができなかった。
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　やがて、山の麓へ来た。

　とうてい、追いつくべくも見えないので、許褚きょちょは、部下の五百騎に、

「射止めろ。弓で」と、大汗で励ました。

　五百弓の弦つるがいちどに鳴った。ところが、彼方の左慈の姿は矢のさきに消えて、悠々と、地上に遊んでいる白雲の如き羊の群れだけがあった。

「てッきり、この中にいる」と、許褚は、そこへ来るや否、数百の羊を、一匹のこらず打ち殺した。

　そして、引っ返してくるとその途中、おいおいと泣いている一人の童子に会った。

「こら、子供。何を悲しむか」

　許褚が訊ねると、童子は恨めしそうに、

「おらの飼っている羊を、自分の手下にみな殺させておきながら、何を悲しむかもないもんだ。ばかやろう」

　童子は、罵って、逃げだした。一人の部下は、あれも怪しいと、矢をつがえて、うしろから放った。

　いくら射っても、矢はヘロヘロと地に落ちてしまった。その間に、童子はわが家へとびこんで、もっと大きな声して泣きぬいていた。

　翌る日、童子の親が、王宮へ謝まりにきた。──きのう家の腕白が、お城の大将にむかって、羊を殺されたいまいましさの余り、悪口をたたいて逃げたそうですが、今朝起きてみると、一夜のうちに、死んだ羊がみな生きかえって、いつものように牧場で群れ遊んでいる。ふしぎでたまりませんが、事実なので、何はともあれ、小せがれの罪をおわびに参りました──というのである。

　今朝、許褚の報告を聞いていたところへ、またこの奇怪な訴えだった。曹操は、悪寒さむけがしてきた。

「どうあっても探しだせ。どうあっても打ち殺してしまわねばならん」

　王宮の画工を招いて、左慈の肖像を画かせた。その人相書を原本として、各地へわたり、数千の同じ図を配布した。

「召し捕りました」

「捉とらえました」

　三日もするうちに、各県郡から四、五百人も同じ左慈を差し立ててきた。王宮の獄は、左慈だらけになってしまった。なぜならば、そのどれを見てもびっこで、眇目すがめである。そして藤の花を冠にさし、青い衣を着ている。

「よいよい。いちいち調べるのもわずらわしい」

　曹操は命じて、城南の練兵場に、破邪の祭壇をしつらえさせた。そして羊や猪いのこの血をそそぎ、四、五百人の左慈を珠数じゅずつなぎにひいて来て、一斉に、首を刎ねてしまった。

　すると、屍かばねの山から一道の青気せいきがのぼって、空中に、霧の如く、ひとりの左慈が姿を見せた。左慈はそのとき、白い鶴に乗っていた。そして魏王宮の上を、悠々と飛翔ひしょうしながら、やがて掌を打ちたたき、

　──玉鼠ギョクソ金虎キンコニ随シタガッテ、奸雄一旦タンニ休ヤマン。

　と、宇宙から呼ばわった。

　曹操は、諸将に下知して、雲も裂けよと、弓鉄砲を撃ちかけた。すると、たちまち狂風吹き起って、沙いさごを飛ばし、石を奔はしらせ、人々は地に面をおおい、天に眼をふさいだ。

　この日、太陽は妙に白っぽく、雲は酔人の眼のように、赤い無数の虹を帯びていた。市人も、耕田こうでんの農夫も、

「これはいったい何の兆きざしだろう？」と、おそれ怪しみながら、茫然、天地を仰いでいたが、そのあいだに、城南の練兵場から、黄いろい砂塵が漠々と走って、王宮の門を入って行ったのを見た者があるという。

　あとで聞けば。

　練兵場に積みあげられた四、五百の屍が、またたく間に、みなむくむく起きだして、それが一かたまりの濛気もうきとなり、王宮の内へ流れ入ると、やがて池畔ちはんの演武堂にはしり上がり、四、五百体の左慈そのままな姿をもった妖人が、あやしげな声を張り、奇なる手ぶり足ぶりをして、約一刻のあいだも、舞い狂っていたということだった。

　さしも豪胆な魏の諸大将も、これにはみな慄えあがり、曹操もまた、諸人に扶たすけられて、後閣に狂風を避けたが、その夜から彼は、近侍の者に、

「何となく悪寒さむけがする」だの、

「風邪気味のせいか、物の味がわるい」

　などと云い始めていた。




神卜しんぼく



一



　太史丞の許芝きょしは、曹操の籠る病室へ召された。

　曹操は、起きていたが、以来、何となくすぐれない容態である。

「許都に、卜うらないの上手がいたな。どうも今度の病気はちとおかしい。ひとつ卜者うらないしゃに見てもらおうと思うのだが」

「大王、卜の名人ならば、許都にお求めになるよりは、この近くにおりますが」

「それは倖せだ。何というものか」

「管輅かんろと申せば、世上、神卜しんぼくの達人として、知らない者はありません」

「徒然つれづれだ。なぐさみに先ず聞こう。いったい、その易者の卜は、どれほど神通なのか。何か、例を聞いていないか」

「たくさん聞いております」

　許芝は、語りだした。

「──まず、素姓からいうならば、管輅かんろ、字あざなを公明といい、平原の人です。容貌は醜く、風采はあがらず、酒をのみ、性せい疎狂そきょうなりと申しますから、ほかに取柄はない人間ですが、ただ幼にして、神童の聞えがありました」

「神童。──神童に、長じてまで神童だった者はないぞ」

「ところがです。管輅は、今もって、その名を辱はずかしめません。──八、九歳の頃から天文が好きで、夜も星を見ては考え、風を聞いては按じ、ちと気ちがいじみていたので、両親が心配して、そんなことばかりしていて一体おまえは何になる気か、といったところ、管輅は言下に、

──家鶏カケイ野鵠ヤコクモオノズカラ時ヲ知リ風雨ヲ知リ天変ヲ覚サトル。イカニ況イワンヤ人タルモノヲヤ。豈アニ、天文グライヲ知ラナイデ人間トイエマスカ。


　そう答えたそうです。また長ずるに及んでは、周易しゅうえきを究きわめ、十五、すでに四方の学者もかなわなかったということです」

「そんなのは、世間、いくらもあるじゃないか。学究というものだ。しかもこの学究、案外、学究のほかではつかいものにならん」

「いや、管輅かんろは左に非ずで、早くから天下を周遊し、日に百冊の古書を読んで、日に千語の新言を吐くという人です」

「すこしは学者らしいところがあるな。しかし、易えきのほうでは」

「それが大したもので。──ある折、旅の宿を求めると、家の主が、易者と知って、いまし方、わが家の屋根に、山鳩が来て、いつになくあわれな声で啼き去った。卜うらない給えと乞うと、管輅、易を案じて、

──午ウマノ刻ニ、主アルジノ親シキ者、猪イノコノ肉卜酒トヲタズサエテ、訪オトナイ来ラン、ソノ人、東ヨリ来テ、コノ家ニ、悲シミヲモタラス。


　と予言したそうです。果たしてその時刻に、主の叔母聟おばむこなる者が、肉と酒とを土産みやげにもたらし、主と飲むうち、夜に入って、なお酒肴を求めるため、奴僕ぬぼくに、鶏を射てころせと、命じました。ところが奴僕の射た矢が、隣家の娘にあたったので、大へんな悲嘆やら騒動になったそうです」

　曹操はまだそう感心したような顔を見せなかった。

　許芝きょしは、かまわず語りつづけて、

「安平の太守王基おうきがそんな噂を聞きましてね、その妻子に病人の多いのを卜わせ、その禍いを除いたこともあり、また館陶かんとうの令、諸葛原しょかつげんはわざわざ彼を招いて、衆臣とともに、彼の卜占ぼくせんの神凡しんぼんを試したこともありました」

「ふうむ……どんなふうに」

「まず燕の卵と、蜂の巣と、蜘蛛くもとを、三つの盒はこにかくして、卦けを立てさせたのです。──もとより厳秘の下もとにそれは行われました。さて管輅は、卦を立てて、個々の盒はこの上に、答えを書付けてさし出しました。

　その一には、

気ヲ含ンデスベカラク変ズ。堂宇ドウウニ依ル。雌雄容カタチヲ以テ、羽翼ヲ舒ノベ張ル。コレ燕ノ卵ナリ。


　その二には、

家室カシツ倒サカシマニカカリ。門戸衆多シュウタ。精ヲ蔵カクシ、毒ヲ育ヤシナイ、秋ヲ得テスナワチ化ス。コレ蜂ノ巣ナリ。


　その三には、

觳觫コクソクトシテ脚ヲ長ウシ、糸ヲ吐イテ網ヲナス。羅アミヲ求メテ食ヲ尋ネ、利ハ昏夜コンヤニアリ。コレ、蜘蛛クモナリ。


　一つもはずれていないのでした。これにはみな驚嘆したということです」

「……それから？」

　曹操は、いくらでも、例話を聞きたがった。病中のつれづれには、またなく興味をひいたらしい。




二



「──管輅かんろの郷土に、牛を飼っていた女がいました。ある折、牛を盗まれたので、管輅のところへ泣いて卜うらないを乞いにきたそうです。そこで管輅が一筮ぜいしていうには、

──北渓ノ西ヘ行ッテミナサイ。下手人ガ七人オル。皮ト肉トハ、未ダアルダロウカラ。


　と。──そこで女が行ってみると、果たして一軒の茅屋に、七人の男が車座で、牛を煮て喰いながら酒もりしていたそうです。すぐ所の役人へ訴えたので、七人の泥棒は捕まり、皮と肉は、女の手へ戻されたそうです」

「おもしろいものだな。易えきというものは、そんなにもあたるものかの」

「今申し上げた牛飼の女のことが、太守に聞えたので、管輅を召し、山鶏の毛と、印章の嚢ふくろを、べつべつな筥はこにかくして卜うらなわせてみたところ、寸分たがわず、あてたと申しまする」

「ふふむ……」

「それから趙顔ちょうがんの話は、もっと有名です。ある春の夕べ管輅が道を歩いていると、ひとりの美少年が通りかかりました。管輅は、人を見ると、すぐ人相を観みることが習癖のようになっているので、思わず口走ったものとみえます。──ああ、少年、惜しいかな、三日のうちに死せんと。──それが凡人の言なら、戯れとも聞き流しましょうが、評判な卜うらないの名人の言でしたから、少年は泣き泣き走り去って、父親に告げました。父親も蒼くなって、何とかして三日のうちに、死ぬことのないように、禍いをまぬがれる工夫はないものでしょうかと、管輅の家へ泣きついて来たのですな」

「それだ」と、曹操は、待っていたように、

「過ぎ去ったことだの、筥はこの中にかくしてある物をあてたところで、何の世人せじんの益にもならない。未然の禍いを防ぐということができるものか否か、わしはさっきから聞きたかったのだ。で、管輅は何といった？」

「人命はすなわち天命、人事及びがたし。──断ったのです。けれど老父も美少年も泣いてやみません。あわれを覚えて、つい管輅が教えました。一樽たるの佳酒と、鹿の脯ほじしを携えて、あした南山を訪おとなえと。そして、南山の大きな樹の下に、碁盤ごばんをかこんで、碁を打っている二人があろう。ひとりは北へ向って坐し、紅衣を着、容姿もうるわしい。またひとりは、その貌かお、極めて醜いけれど、共に、貴人であるから謹んで近づき、酒をささげて、希ねがいを乞うがよい。ただし管輅が教えたなどということは、おくびにも出してはいけないぞ。──そうかたく戒いましめられた上、老父と少年は翌日、酒を携たずさえて、南山へ行きました。幽谷ゆうこくをさまようこと五、六里、果たして一樹の下に、碁を打っている二仙がいました。これなりこれなりと思ったので、静かに傍に侍り、二人の興に乗じているところへ、酒をすすめました。二人とも夢中になって飲みかつ語り、また碁に熱していましたが、やがて打ち終った様子に、老父が初めて、ねがいの趣を泣いて訴えると、紅衣こういの仙も、白衣の仙も、急にびっくりして、これはきっと、管輅かんろの仕業しわざだろう、困ったものだと、呟いていましたが、やがてふところから各〻の簿を取出し、──相かえりみて──すでに人間の私的な施しをいま受けてしまったのだからもう仕方がない。この少年は本年で人生を終ることになっていたが、十九の上に、九の一字を加えてとらせん。いかにというと一方も、うなずき笑って、九の字を書き加え、たちまち中天から鶴を呼んで、それに乗って飛び去ってしまったということです。──後に、少年の老父が、管輅に謝して、一体、あの碁を打っていた二人は誰ですかと訊ねたところ、管輅がいうに。……紅き衣を着たひとは南斗なんと、白い衣を着て容貌の醜いほうが北斗だよといったそうです。……何しても、そのため、十九歳で死ぬところだった少年が、九十九までは生きることになったというので、たいへん人々に羨まれていますが、そのことあって以来管輅は、われ誤って天機を人界に洩らすの罪大なりと、自らふかくおそれつつしみ、以来、誰が何といっても、決して卜筮ぼくぜいを取らないことにしているそうです」

　──誰が何といっても今は観ないと聞くと、曹操は急に、眼を爛らんとかがやかして、

「呼んでこい、ぜひ、その管輅を魏宮へつれて来い。どこにいるのか、今は」

「平原の郷里にかくれています」

「おまえが行ってこい。迎えの使いに」

「かしこまりました」

　許芝きょしは、倉皇と退出した。




三



　管輅はかたく召しを拒んだ。けれど許芝が再三の懇望と、魏王の命というのにもだし得ず、ついに伴われて、曹操の前に出た。

　曹操は、まずいった。

「卜聖ぼくせい。ひとつ予のために、予の人相を卜うらなって観てくれぬか」

　管輅は笑って答えた。

「大王はすでに位くらい人臣を極めたお人。何の今さら、相を観る余地がありましょう」

「しからば、予の病について卜え。何か妖者の気でも祟たたっているのではないか。そのへんのことをひとつ」

　と、彼は近頃しきりに気になっている左慈の事件を仔細にはなした。

　すると管輅はなお笑って、

「それはみな世にいう幻術というものです。幻語幻気を吐いて、巧みに人の心眼を惑わし、即妙の振舞をして見せるものですが、もとより実相のものには非ず、大王何ぞ御心に病むことやある。奇妙というにも足らないではありませんか」と、いった。

　曹操は急に気のはれ上がったような顔をした。本来の彼の知識も彼を醒さました。

「いや、そうか。そういわれてみると、濛気もうきの開けるような心地がする。──さらば、小さな私事を離れて、さらに大きな問題についてたずねたいが、いったい将来の天下はどうなるだろう」

「茫々たる天数、何で、小さい人智を以て、測り得ましょう。訊くほうがご無理です」

　管輅はあえて天眼を誇らない。むしろ凡々と装って、そういう大事に語を避けた。

　けれど曹操が、世間ばなしの如く、打ちとけた態をもって、諸州の形勢をものがたり、玄徳、孫権などの噂に及び、それとなく各国の軍備や兵力、また文化の進展などについて、飽くなく話しかけると、管輅もそれにつられて、自己の見解をのべ、天数運行の理をもって、事ごとに、判断を下した。

　曹操はすっかり傾倒してしまった。彼も天文や陰陽学には並ならぬ興味をもっているので、管輅が世の常のいわゆる売卜ばいぼくの徒でないことを早くも認めて、

「汝を太史官たいしかんに補ほして、つねに魏宮に置きたく思うが、どうだ、予に仕えないか」

　と、心をひいてみた。

　管輅は、首を振って、

「折角ですが、私の人相は、官吏になる相ではありません。額に巠骨けいこつなく、眼に守睛しゅせいなく、鼻に梁柱りょうちゅうなく、また、脚に天根てんこんなく、腹に三壬じんなし。もし私が官吏になったら身を敗るのみです。如しかず、泰山にあって、鬼を治ちすべし。生ける人を治する器うつわではありません」

「さすがによく己おのれを識るものだ」と、曹操はいよいよ彼を信じて、その人を治すものは、どういう器だろうか。たとえばわが臣下のうちでは、誰と誰であろうかなどと問うたが、管輅は、

「それは、大王のお眼鑑めがねのほうが、はるかに確かでおいででしょう」

　とのみで、あえて、明答しなかった。

　曹操はかさねて、

「このところ、呉の国の吉凶はどうだろう」

　と、敵の運命を質ただした。

　管輅は言下にいった。

「呉では、誰か有力な重臣が死ぬと思われます」

「蜀は？」

「蜀は兵気さかんです。察するに、近日、界を侵おかして、他を犯すこと必然です」

　すると、幾日もたたないうちに合淝がっぴの城から早馬が来て、

「呉の功臣魯粛ろしゅくが、病にかかって、過ぐる日、病死いたした由」と、報らせてきた。

　さらに、曹操を驚かせたものは、漢中からの使者による、

「蜀の玄徳、すでに内治の功をあげ、いよいよ馬超、張飛の二軍を先手として、漢中へ進攻の気勢を示す」

　という情報であった。

　管輅の予言は、二つとも、的中していた。曹操はすぐ出馬を計ったが、管輅はふたたび予言して、

「来春早々、都のうちに、かならず火の禍いがありましょう。大王はめったに遠くへ征ゆくべきでありません」

　と、告げたため、彼は、曹洪に五万騎をさずけてさし向け、身は、鄴郡ぎょうぐんにとどまっていた。




正月十五夜



一



　漢中の境を防ぐため、大軍を送りだした後も、曹操は何となく、安からぬものを抱いていた。

　管輅かんろの予言に。──明春早々、都のうちに、火の災いあらん──とあるそのことだった。

「都というからには、もちろん、この鄴都ではあるまい」

　夏侯惇かこうじゅんをよんで、兵三万を附与した。そして、

「許都に入らず、許都の郊外に屯たむろして、不慮の災いに備え、また長史王必おうひつを府内に入れて、御林の兵馬は、すべて彼の手に司つかさどらせよ」と命じた。

　司馬懿仲達が、側で眉をひそめた。

「王必を御林軍の師団長に任ずるのはいかがなものでしょうか。彼は酒を好み、弛ゆるみのある男ですから、悪くすると、軍の統率を誤るかもしれません」

「いや、王必の短所は、予も知っているが、あれも長らく麾下きかにあって、予と艱難を共にし、まずまず忠実に勤めてきた者。今日、御林軍の師団長ぐらいに挙げてつかわしても、そう破格なこともあるまい」

　曹操には、曹操にもあるのかしらと思われるような、こういう一面の寛度と情味もあった。ここらが、彼に仕える人物が長く彼を離れないでいる一つの理由というよりはうま味というものであったろう。

　ともあれ、命をうけた夏侯惇は、兵をひきいて、許都の府外に宿営し、王必はそういうわけで、御林軍の長となって、日々、禁門や市街の警備にあたり、その営を東華門の外においていた。

　これは曹操にしてみれば災いを未然に防ぐ消極的な一工作に過ぎなかったが、皇城を中心として、彼の魏王僭称せんしょう以来、とみに激化していた純粋な朝臣たちには、かなり大きな刺戟を与えた。

「近衛の司令を、王必に替え、府外に三万の兵を待機させておくは、何か容易ならぬ企みがあるに違いない」

「おそらく、曹操がこの次に望んでいるものは、魏王以上のものだろう。近いうちに、不逞な実行をあえてして、おのれ漢朝の世代を継いで皇帝を名乗らんとする下心にちがいない」

　早くもこういう見解が、一派の漢朝の忠臣間にささやき伝えられた。さなきだに曹操が魏王を称して、天子にひとしい車服儀仗を用いるを眺めて、切歯扼腕せっしやくわんしていた一派の輩ともがらは、

「捨ておくべきでない」と、同志のあいだに、密々、連絡をとっていた。

　ここに、耿紀こうき字あざなを季行きこうという者があった。侍中少府じちゅうのしょうふに奉仕し、つねに朝廷の式微を嘆き、同志の韋晃いこうと血をすすり合って、

「いつかは」と、時節を期していたところが、この情勢なので、当然、大きな衝動をうけ、

「われら漢朝の旧臣たるもの、豈あに、曹操と共に大悪をなすべけんや」

　と、ひそかに友の韋晃いこうに心中を洩らしていた。

　韋晃もいった。

「坐して、その大悪を見ているにも忍びない。むしろ、彼らの機先を制し、かねての大事をこの時に挙げるに如しくはあるまい。──それには、もう一名、有力な味方も見つけておいた」

「それは頼もしいが、魏王に媚こびざれば、人でないかのような今、そんな人がいるだろうか」

「漢の金日磾きんじつていの末裔──あの金褘きんいだ。実はその金褘と自分とは、友人以上の情をもって交わっている」

「そりゃあ、あてにならん」

　耿紀こうきは失望したばかりでなく、かえって、同志のひとりがそんな者と親しいのを、非常に不安がるような顔をしていった。

「金褘きんいといえば、王必の親友じゃないか。その王必は、曹操の股肱ここうだ。──君ひとりが金褘にとって無二の友だなんてうぬぼれていると、大きな間違いの因もとになりはせんか」




二



「いやいや。王必の交わりと、自分との交わりとは、まったく意味がちがう」──と、韋晃は自信をもって、

「試みに、君と僕と、ふたりして金褘きんいを訪問し、彼の心をひいてみるのが一番いい」と、いった。

「さらば、金褘の志を、試したうえで」と、二人は早速、その邸へ出向いた。家園は郊外に近い閑静なところにあり、主の風雅と、清楚な生活ぶりがうかがわれる。

「これはおめずらしい。せっかくのお越しでも、何もないが、ゆるりと茶でも煮て語りましょう」

「いやご主人。きょうは友人の耿紀こうきと一緒に、ちと俗なお頼みで来たので。詩画の談はなしはあとにして下さい」

「わしに、お頼みとは？」

「余の儀でもありませんが、近いうちに、魏王曹操には、いよいよ漢朝の大統をみずからお継ぎになろうとするのではありませんか。──何となく情勢から推してそんな気がするのですが」

「ふむ。……そうかの」

「──と、なれば、きっと、尊台にも、ご栄職につかれ、いよいよ官位もお進みになりましょう。その折には、ぜひわれら両名にも、何か役儀を仰せつけ下すって、日頃のよしみにお引立てくださるよう。今からお願い申しに来たわけです」

　ふたりが揃って頭かしらを下げると、金褘きんいはその間に、黙って席を立ってしまった。そして、ちょうどそこへ、召使いが茶を運んでくると、

「こんな客に茶など出さなくてもよい」

　と、盆ぐるみとり上げて、庭園へほうり捨てた。

　むっとした色を見せて、韋晃いこうも立ち上がり、耿紀こうきも席を蹴った。

「こんな客とは何だっ、こんな客とは！」

「客というもけがらわしい。疾とく帰り給え。人なりと思えばこそ、客として室に迎えたものの、君らは人間ですらない」

「怪しからぬ暴言を。──ははあ読めた。やがて自分の出世も約束されているので、もう高位顕官を気どり込み、われわれ如き末輩とは同席もならんというわけか。はてさて日頃の誼みなどというものは頼りにならんものだ。おい耿紀こうき、こんな所へ引立てを頼みに来たのが誤りだ、帰ろう」

　すると今度は、主の金褘が、扉の口に立ちふさがって通さなかった。

「待てっ、虫けらどもっ」

「虫けらとは、聞き捨てならん。汝こそ、常日頃の友達がいも知らぬ犬畜生。いてくれといっても、もういてやるものか。そこを退どけ」

「たれが、引止めるものか。しかし一言いって聞かせることがある。よく聞け。そもそも、汝の如き若輩でも心の友よと、ひそかにわしがゆるしていたのは、ただただ互いに漢朝の旧臣たり、また、年久しき帝の御悩みやら、朝儀の御式微を相嘆いて、いつかはこの浅ましき世を建て直し、ふたたび回天の日を仰ぎ見んものという志を同じゅうする者と思えばこそであった。──しかるに何ぞや、いま黙って聞いていれば、魏王がやがて漢朝の代を奪とることも近いであろうから、そのときには、よき官職に取立ててくれと？ ……よくそんなことが漢朝の臣としていえたものだ。実に聞くだに胸がむかついてくる。卿らの祖先はいったい、曹操の下僕しもべだったのか。いやしくも歴代朝門に仕えてきた人々の末裔すえではないか。泉下の祖先たちはおそらく慟哭どうこくしているだろう。──そしてこの金褘きんいがかく罵ることばを、よくいってくれたと、せめて慰めているにちがいない。ああ、いうだけのことをいって胸がすうっとした。もう用はない。絶交だ。とっとと裏口からでも何処からでも出て行くがいい」

「…………」

　耿紀こうき、韋晃いこうのふたりは、思わず眼を見あわせた。

　そして、うなずきあうと、

「今のおことばはご本心ですか」

　と、左右からすり寄った。

　金褘は、なお怒りを醒まさず、

「あたりまえだ。本心でなくてこんなことがいえるか。さあ、文句をいわずに出て行き給え」

　と、身をひらいて、扉と口を指さした。




三



「先刻からの無礼はおゆるし下さい。実は、あなたのお心を試したのです。鉄石の如き忠胆ちゅうたん、いつに変らぬ義心、よく見とどけました」

　韋晃も、また耿紀も、そういって、彼の足もとへひざまずいた。

　金褘は茫然としていた。

　そこで初めて、二人は意中を打明けた。今にして日頃の素志を貫かなければ、ついに曹操の大野望は、難なくここに実現を見ることになろうと、近時の形勢から推論して、

「まず、彼に先んじて、王必おうひつを刺し殺し、御林の兵権をわれわれの手に収めてから、天子を擁ようして、急使を蜀へはしらせ、蜀の玄徳に天子を扶たすけよと、綸旨りんしを伝えるならば、この際、曹操を伐うつことは決して難事ではないと考えられます。どうか、あなたはわれわれの上に立って、禁門方を指揮して下さい」と、涙をたれて赤心を吐いた。

　金褘きんいはもとよりそれにも勝まさる憂いを抱いていたので、互いに手を取って朝廷のために哭なき、

「誓って国賊を除かん」

　と、恨気こんき天を衝つくものがあった。

　以来、日々夜々、同志は人目をしのんでは、金褘の家に会していたが、ある折、金褘が二人に諮はかった。

「卿らも、或いはご承知だろうが、亡き太医たいい吉平きっぺいに二人の遺子がある。兄を吉邈きっぽうといい、弟を吉穆きつぼくという。父の吉平は、知ってのとおり、国舅こっきゅうの董承とうじょうと計って、曹操をのぞかんとし、かえって事あらわれて、曹操に斬られた者だ。──いま、その兄弟をよんで、われらの企たくらみを話してやれば、おそらく、彼らは、勇躍して、父の仇を報ぜんというであろう。そしてかならず味方の一翼となること疑いないが、卿らはどう思われるか」

「それはぜひ呼んで下さい」

「異存なければ」と、金褘きんいはすぐ使いを出した。

　若い凛り々りしい男が二人、夜に入ってやってきた。太医吉平の子である。父を曹操に殺され、世にも出ず、人の情けで育てられてきたこの多感な若者たちが、金褘、韋晃いこうなどから大事を打明けられて、「時こそ来れり」と、感奮したことはいうまでもない。

　かかるうちにその年も暮れた。そして正月十五日の夜は、毎歳まいとし、上元の佳節として、洛中の全戸は、紅い燈籠や青い燈ともしびを張りつらね、老人も童児も遊び楽しむのが例になっている。

　一同は、この夜を、大事決行の時と、手ぬかりなく、諜しめしあわせていた。

　その手筈は。

　東華門の王必おうひつの営中に、火がかかるのを合図に、内外から起って、先ず彼を伐うち、すぐ一手になって、禁裡へ馳せつけ、帝に奏して、五鳳楼ごほうろうへ出御を仰ぎ、そこへ百官を召し集めて、劃期的な宣言をする。同時に、帝の綸旨りんしを、請う。

　一面、吉邈きっぽう兄弟は、城外に火を放って、声々に、

（天子の勅命によって、こよい国賊を伐つ。民は安んじて、ただ朝廷をお護りし奉れ。若き者は、錦旗のもとに馳せつけ、一かたまりとなって、鄴都ぎょうとへすすめ、鄴都には悪逆無道、多年、天子を悩まし奉り、汝らを苦しめたる曹操があるぞ。蜀の玄徳も、すでに曹操を討つべく、西より大軍をさし向けつつあるぞ。行けや、行けや、時を移すな）

　と呼ばわらせ、御林軍のほかに、民兵も大いに集めて、気勢を昂げようというのであった。

　各〻、秘密をちかい、天地に祈って、血をすすり、待つほどに、その日は来た。正月十五日の黄昏たそがれどき。

　耿紀こうき、韋晃いこうたちは、前の日から休暇を賜わって、各〻の邸にいた。手飼いの郎党から召使いの奴やつこまでを加えると四百余人はいる。また吉邈兄弟も、親類一族をかりあつめ、約三百余人の同勢を作って、

「郊外へ狩猟かりに行く」

　と称し、ひそかに武具を揃え、馬をひきだし、物見を放って、街の空気をうかがわせていた。

　さて、もう一名の同志金褘きんいは、王必と交わりがあるので、夕方から彼の招待をうけて、東華門の営へ出かけていた。




御林ぎょりんの火ひ



一



　街は戸ごとに燈火ともしびをつらね、諸門の陣々も篝かがりに染まり、人の寄るところ、家のあるところ、五彩の燈ひにいろどられているため、こよい正月十五日の夜、天上一輪の月は、なおさら美しく見えた。

　王必の営中では、宵の口から酒宴がひらかれ、将士はもとより、馬飼の小者にいたるまで、怪しげな鳴物を叩いたり、放歌したり、踊ったり、無礼講というので、いやもうたいへんな賑いだった。

「もう、もう……飲いけません。ぼつぼつ、おいとまを」

　金褘きんいは、大酔を装って、酒席を退がりかけた。王必が、眼ばやく見つけて、

「いつになく、早いじゃないか。酒宴はこれからだ。まあ座に戻り給え。おいおい、金褘を帰してはいかんぞ」

　盃を持った手を高くあげて、遠くから声をかけていると、そのとき営中の二ヵ所から火が出たと告げる者があって、酒席は一瞬のまに暗黒となった。

「どこだ」「何事か」「過失か、放つけ火か」「喧嘩だろ」「いや、謀叛人むほんにんだ」

　騒然たる口々の声もすでにむせるような煙につつまれだした。火はまさしく営内のすぐ裏と南門の傍から燃えだしている。

　金褘のすがたはいつの間にか見えなくなった。さては企たくらむ敵こそあれと、王必は、あわてふためいて、馬に打ち乗り、南門の火の手を望んで、奔はしり出して行ったかと思うと、その肩へ、矢があたって、彼は馬上から勢いよくころげ落ち、馬はそのまま、煙の中へ馳けこんでしまった。

　そのとき西門、南門から営中へ斬り込んできた一隊の叛乱軍がある。王必を射たのは、その先頭に立ってきた耿紀こうきだった。ところが耿紀は、自分の射た敵が、まさか王必とは思わなかった。王必はもっと営中の奥深くにいると信じていたために、

「余人や雑兵に眼をくるるな」

　と、見す見す落馬していたものを馬蹄の下にして、先へ奔迅ほんじんしてしまった。

　王必は、そのため、命びろいしたようなものである。混乱の中に馬をひろい、燃えている南門の外から市街へ逃げ出した。彼の想像では何万という敵が足もとから起ったように感ぜられたに違いない。

　わっわっと、後ろから黒い人影が追ってくる。彼の部下なのだ。しかし彼はそれすら、敵ではないかと、生きたそらもないらしい。

　郊外にある夏侯惇かこうじゅんの陣地まで急を告げに行くつもりだったろう。ところが、道を間違えて、彼方此方、馳けまわるうち、肩の痍きずからあふれ出る血しおに、眩暈めまいをおぼえて、また馬を捨ててしまった。

「そうだ、金褘の邸は、たしかにこの辺……。金褘の家で痍の手当をして行こう」

　蹌踉そうろうと訪ねあてて、あわただしく、門を叩いた。

　すると、邸のうちには、門番もいなければ、奴僕ぬぼくもいないらしい。程なく答えがあって、奥のほうから、燭の光がうごいてきた。金褘の妻が自身そこを開けに近づいてくるようだった。

　金褘の妻は、心のうちで、門を叩いているのは、良人が帰ってきたものとのみ思っていたのである。近づいて、扉との閂かんぬきを内側からはずしながら、

「オオ。お帰り遊ばせ。今すぐに開けまする。……王必は首尾よくお討ち取りになりましたか」

「えっ？」

　王必は仰天した。

　さては、こよいの叛乱は、金褘きんいが張本人だったかと、初めてさとったので、

「いや、門違いした。ご免」

　と云い捨てるや否、倉皇と馳け出して、こんどは、曹休の邸へ行った。

　曹休の郎党は、みな物具もののぐをつけて、戸外に整列し、火の手を見ながら、主人の命を待っていたところである。

「王必が、血まみれになって来ました」

　と、家人の取次ぎに、曹休はすぐ彼に会った。そして仔細を聞き取ると、

「それは容易ならぬ計画のもとに行われた仕事に違いない。すぐ宮中へ行って、帝の御座を護れ」

　と、居合わす一族と郎党をひきいて、火の粉の降りしきる下を禁門へ向って馳け出した。
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　市中といわず、禁門の中といわず、火の狂うところには、

「逆ぎゃく、曹賊を殺して、順、漢室の復古を扶たすけよ」

　という声があった。

　また、諸声もろごえあわせて、

「死ねや死ねや。漢朝のために──」

　と、悲壮な叫びが聞えた。

　けれど、曹休をはじめ、曹氏の一族は、市街に戦い、禁門に争い、これもまた、命を惜しまず、叛乱兵と斬りむすび、よく宮中を守っていた。

　かかるうちに、火は東華門から五鳳楼ごほうろうへ燃えてきたので、帝は御座所を深宮に遷うつされ、ひたすら成行きを見まもっておられた。

　そのうち城外五里の地に屯している夏侯惇かこうじゅんの三万騎も、

「ただならぬ空の赤さ。何事か洛内らくないに異変があるぞ」

　と、早くも出動を開始して、続々、市街へ入ってきた。

　こうなってはもう金褘きんい、韋晃いこう、耿紀こうきなどの計画も、その成功を期することは覚束おぼつかなかった。何よりは、帝の御動座を促して──と、禁中へ入ろうとしたが、すでに曹休が軍馬を並べており、王必を討ち取って、これへ合流する筈の金褘、耿紀などはいつまでも来ない。

　当然、韋晃は苦戦に陥ったのみならず、こういう手違いと情勢の不振を見たため、御林軍の多くは、二の足を踏んでしまい、予定のとおり錦旗の下に集まって、反魏王、反曹一族の声明をすることすら避けてしまった。

　あわれを止めたのは、太医吉平の子、吉邈きっぽう兄弟である。民衆に檄を伝えて街頭から義兵を糾合きゅうごうするつもりで、大いに活躍していたが、たちまちこれへ殺到した夏侯惇の大軍に出会うや、ひとたまりもなく剿滅そうめつされ、吉邈も吉穆きつぼくも、兄弟枕をならべて討死してしまった。

　騒擾そうじょうは、暁まで続いた。しかし余燼のいぶる朝空に、陽が昇った頃には、

「昨夜、洛内を騒がした反かえり忠の者ども、首謀者以下、あらまし召捕り終んぬ。ねがわくは、ご安堵あらせ給え」と、夏侯惇の口上をうけた急使やら、戦況を告げにゆく早馬やらが、鄴都ぎょうとへ向って頻繁に立っていた。

　曹操は、この訴えに、

「さてこそ、管輅かんろの予言はこのことであったか」

　と、思い当ると共に、朝廷の内深くひそんでいる漢朝旧臣派の根づよい結束に身の毛をよだてて、

「こういう時は、根を刈らねばならん。およそ漢朝の旧臣と名のつく輩は、その位官高下を問わず、一束ひとたばにして、鄴都へ送りよこせ」と、厳達した。

　もちろんそれは、今度の魏王顛覆てんぷく計画の実際運動には加盟していない者だけであったが、いやしくも金褘きんいや耿紀こうきの徒と、少しでも交渉があったとか、日頃の言動がくさいと睨まれている者は、ことごとく、市に引出して、その首を刎ねてしまった。

　熱血児耿紀は、うしろ手に縛されて、大路をひかれて行きながら、天を睨んで、

「曹操曹操。今日、生きて汝を殺すあたわずとも、死して鬼となり、かならず数年のうちに、汝を鬼籍に招いてやるぞ。待っておれっ」

　と、罵ってやまなかったという。

　同志の韋晃は、刑場に坐って、すでにその頭こうべへ、刃の下らんとする刹那、

「待てっ」

　と、刑吏をにらみつけて、からからと自嘲を洩らしたと思うと、

「恨むべし、恨むべし。天にあらず、微忠のなお至らざるを」

　と、大きく叫んで、頭上の一閃も待たず、自らその頭を大地へ叩きつけて、歯牙も頭蓋骨もこなごなに砕いて死んでしまった。

　金褘きんいの三族も、すべて死をこうむった。燈籠祀とうろうまつりのあとは昼も晦くらく、燃えいぶった宮門禁裡の奥深く、冬木立に群るる寒鴉の声もかなしげだった。

　わずかに、心から市人の胸を慰めたものは、御林軍の大将王必が、矢痍やきずがもとで、これも間もなく死んだということだけであった。
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　代々漢朝の臣であり、累代るいだいの朝廷に仕えてきた公卿だという理由だけで、たくさんな官人たちは車に盛られ、馬の背に乗せられ、まるで流民のように、許都から、鄴都ぎょうとへさし立てられた。

　ここへ来て、彼らは初めて曹操の魏王宮を見、その華麗壮大なのに、呆あっ気けにとられた。

　そして、心ひそかに、

「ああ、もう都は、許都にはなく、鄴都にあるようなものだ……」

　と、つぶやき合った。

　曹操は、この汚い百官の群れを、その壮麗な魏宮の庭園に立たせ、

「先頃の乱のとき、汝らのうちには、門を閉じて、ただ慄えあがっていた者もあろうし、また、敢然出て火を鎮めんと、働いた者もあるであろう。いちいち調べるのは、面倒くさい。あれに紅白二旒の旗が立ててあるから、火を防ぎに出た者は、紅くれないの旗の下に立て、また、門を閉じて、出なかった者は、白い旗の下にかたまれ」と、云いわたした。

　まるで児童こどもあつかいである。あわれや、衰えたりといえ、朝夕、禁裡に仕える身なるものをと、悲涙をのみ、憤怒を抑えていた者もあろうが、色にでも、そんな気ぶりを現わしたら、すぐ首が飛んでしまう。

「……？」

　官人たちは、お互いに右をみ、左をみ、どっちへ行こうかと、迷っているふうだったが、期せずして、全人員の八割までが、ぞろぞろと、紅い旗の下へ馳け集まった。

　これは、各〻が、

「もし、門を閉じて、出なかったといえば、きっと過怠なりといって、咎めを受けるにちがいない。都下の騒擾そうじょうとともに、火を防ぎに出たといえば、何の罪科にも触れはしまい」

　という心理であった。

　ところが、曹操は、高台の上からそれを見届けるや、叱呼して、武将に命じた。

「よしっ。紅くれないの旗の下に集まった輩は、残らず、異心ある者と見てよろしい。一人のこらず引っくくって、漳河しょうがの岸へ引っ立てろ。もちろんみな打ち首だ」

　驚いたのは、四百余名の官人たちである。彼のいる高き台うてなを仰いで、悲鳴を放った。

「罪なし、罪なし。われらに、何の罪があってぞ」

「非道ではないか」

「無情ぞや、魏王」

　しかし曹操は、耳のない人のように、いや涙すらない巨像のように漳河しょうがの水のほうを見ていた。

　残るわずかな官人──白旗の下に立った者だけは、これを赦ゆるして、許都へ返させた。

　同時に宮廷の侍側、閣員、内外の諸官人などに、大更迭だいこうてつが行われた。

　鍾繇しょうようを相国に。

　華歆かきんをして御史大夫に。

　また曹休を、王必亡きあとの、御林軍総督に任じ、さらに侯位勲爵の制を、六等十八級にさだめて、金印、銀印、亀紐きちゅう、鐶紐かんちゅう、紫綬しじゅなどの大法を、勝手に改めたり、それを授与したり、ほとんど、朝廷を無視して、魏王の意のままとなした。

　従って、曹操の一族とか、その一族に附随する者どもとかの専横、独善、依怙えこ、驕慢きょうまんぶりなどは、推して知るべきものがあった。まことに、曹氏の縁につながりなくんば、人と生れても人にはあらず、と誰やら慨嘆したことはそのまま、許都の常識とまでなりつつあった。

　その曹操も管輅かんろの卜うらないにはひどく、傾倒もし、感謝もしていたらしく、

「実に、よくあたった。実に汝の予言に従わず、予が漢中に遠征していたら、大事はもっと大事と化し、それこそ一夜に消せない火の災いとなっていたろう。──褒美をやる。管輅、何なりと望め」と、いった。

　すると、管輅は、

「私には、火を防ぐ力も、水を支える力もありません。大王が鄴都ぎょうとにとどまったのも天の定数です。許都の乱も約束事です。また私が大王に見出されて、予言申し上げたのも、おそらく天意でしたろう。こう考えると、私が大王から恩爵をいただく理由はちっともない。拝謝いたします。ご褒美の儀はごかんべん下さい」

　どうしても彼はそれを受けなかった。




陣前公用じんぜんこうようの美酒びしゅ



一



　四川の巴西はせい、下弁かべん地方は、いまやみなぎる戦気に、雲は風をはらみ、鳥獣も声をひそめていた。

　魏兵五万は、漢中から積極的に蜀の境へ出、その辺の嶮岨けんそに、霧のごとく密集して、

「寸土も侵おかさせるか」と、物々しくも嘯うそぶいていた。

　正面の敵は、馬超だった。──馬超は下弁方面に、張飛は巴西から漢中をうかがって来たのだ。

　そして、魏のほうの総大将は曹洪、その下に張郃ちょうこう、兵力と装備においては、圧倒的に、魏のほうが優すぐれてみえる。

　序戦は、その主力と馬超の部下、呉蘭ごらん、任双じんそうの兵とから開始され、その第一戦に、任双は討たれ、呉蘭は敗走した。

「なぜ、敵を軽んじるか。以後は嶮を守って、めったに動くな」

　馬超は、呉蘭の軽忽けいこつな戦を大いに叱った。彼は、魏兵のあなどり難い強さを、骨身に沁しみるほどよく知っていた。

　曹洪は、怪しんで、

「どうしたのだろう。いくら攻めても、馬超は動かん。あの精悍せいかんな男が、こうじっとしたままでいるのは、何か謀略かも知れぬぞ」

　緒戦の戦果を、後の大きな損害の代償にすまいと、曹洪は大事をとって、一応、南鄭なんていまで兵を退さげた。

　張郃ちょうこうは面白くない顔をした。

「将軍、何だって、せっかくの勝運を、図に乗せないで、退がったのですか」

「都を出るとき、管輅かんろに卜うらないを観てもらったら、彼がいった。──このたびの戦場では、ひとりの大将を失うであろうと。故に、あえて入念に作戦しているわけだ」

「あははは。これは意外。閣下もすでに、五十に近いご年齢。しかるに、卜などに心を惑わし給うとは。しかも鬼神も避けしめるという武将でありながら。──あははは、どうも人にはどこか弱いところがあるものですな」

　それから後、張郃はまた、

「てまえに、兵三万をお頒わかち下さい。巴蜀はしょくのほうに、のこのこ頭を出してきた張飛の軍を、一叩き叩いて後の憂いを断ってきますから」と、いった。

　曹洪は、彼が、張飛をあなどっている様子を、かえって危うく思い、

「めったにはなるまい」と、容易にゆるさなかった。しかし張郃は、自信満々で、

「人はみな張飛をひどく恐れますが、てまえの眼には、小児のようにしか見えない。もし将軍が少しでも彼を恐怖するようだと、士卒までが、張飛と聞いただけで、負けるものときめてしまいますよ。それでもよろしいのでござるか」

　と、嫌味まじりに、なお執しつこく、自説の実行を求めるのだった。

　曹洪も、そこまでいわれては、自分が戦って見せるか、彼の乞いを許すしかない。しかし、なお一抹いちまつの不安を抱いて、

「そんなにいうが、もしそういう貴公が敗れを取ったらどうするか」

「ご念には及びません。もし張飛を生捕ってこなかったら、軍法に正して、どう罰せられても、恨みとは存じ申さん」

「よろしい。軍誓状ぐんせいじょうを書き給え」

「もちろんどんな誓紙でも書きます」

　ついに、張郃は、三万の兵を乞いうけた。自分が総指揮官となって、意のままに作戦し、思うように戦ってみたかったのである。意気揚々、巴西はせいへ向った。

　この巴西方面から閬中ろうちゅう（重慶じゆうけいの北方）のあたりは、山みな峨々として、谷は深く、嶮峰けんぽうは天にならび、樹林は千仭じんの下にうずもれ、いったいどこに陣し、どこに兵馬を歩あゆますか？ ──ちょっと見定め難いような地勢ばかりだった。

　張郃ちょうこうは、三ヵ所に、陣地を構築した。──というよりも、天嶮へ拠よって、巣を作るようにたて籠った。

　一ノ陣を、宕渠寨とうきょさいとよび、二ノ陣を蒙頭寨もうとうさいと号し、三ノ陣を、蕩石寨とうせきさいととなえた。

「いかにやいかに。敵も見よ」

　と、まずその布陣を誇って、兵力の半数をそこに置き、あとの一万五千をひきいて、みずから敵の巴西間近はせいまぢかへつめよせた。




二



　張飛は、部下へ諮はかった。

「どうだ雷同。──来たそうだが」

「来たのは、張郃ちょうこうだそうで」

「一万五千。蟻ありのように、踏みつぶしてみたいな。守って戦うか。出て行くか」

「地勢のけわしい所です。出かけて行って、不意をついたほうが、面白いかもしれません」

「よかろう。出陣だ」

　各〻、五千ずつの兵力をひッさげて、張飛、雷同の二隊は、巴西を発していた。

　はからずも、この軍と、魏の張郃の兵とは、閬中ろうちゅうの北三十里の山間で、約束したようにぶつかった。

「見たぞ、張郃の姿を」

　張飛は、獅子を飛ばすように、馬を使って、渓谷や山間の敵を蹴ちらし始めた。

　張郃は、予期しなかった敵にぶつかったのと、峰みね谷々のすさまじい鬨ときの声に、

「はてな？」と、自分の位置を、危惧きぐし出した。

　振りかえってみると、後方の山にも、蜀の旗が立っているし、はるか下のほうにも、蜀の旗が見える。彼は、退路に、危険を感じた。

　こういう心理が首脳にうごいたとき、もう全軍は支離滅裂であった。いや張郃自身すら、

「おおういッ、待たんか」と、呼ばわり呼ばわり追いかけてくる張飛にうしろを見せていた。

　つい先頃、曹洪の前で吐いた大言を、彼はとたんにどこかへ忘れ飛ばしていた。それに張飛が飲み友達でも呼ぶように、暢気のんきに呼ばわってくる声が、雷鳴に似た烈しさよりも、かえって不気味に聞えるのだった。

「退けや、退けや。ひとまず退け」

　部下にも、逃げることのみ励ました。そして、蜀の旗が見える山は避けて廻ったが、それはみな擬兵ぎへいに過ぎなかったことがあとで判った。先廻りした雷同が、諸所へ兵を登らせて、やたらに旗ばかり立てていたのである。

　──が、そう知ったときは、すでに遅い。いちど崩れた陣形は、すぐ立て直しがつかなかった。ことに嶮岨な山岳地帯では。

「寨門さいもんを閉じろ」

　辛くも、たどりついた一寨さい──宕渠寨とうきょさいのうちへ味方を収めると、彼は、きびしく岩窟いわあなの門をふさぎ、渓谷の柵門を固め、また絶壁の堅城にふかく隠れて、

「戦うなかれ」

　を、旗じるしにしてしまった。

　張飛もまた、彼方の一山にまで来て、山陣を張り、ここに山と山と、人と人と、相対して、

「いざ、来い──」の態勢をとった。

　ところが、張郃は、絶対に戦わない。こっちの山陣から小手をかざして見ていると、宕渠寨とうきょさいの高地へのぼって、毎日、莚むしろをのべ、帷幕いばくの連中と共に、笛を吹いたり、鼓を打ったり、酒をのんだりしている様子である。

「味な真似をしおるぞ」

　張飛は、むずがゆい顔して、その態ていを、遠望していた。

「──おい、雷同。見たか」

「癪ですな。御大将」

「ひとつ、思い知らして来い。だが、いずれあんなことを誇示するときは、敵に計略があるときときまっている。下手な手に乗るな」

「心得ました」

　雷同は、一手の勢をひきいて、向うの山の下へ迫った。そして、声かぎり、口のかぎり、張郃を悪罵し、魏兵に悪たれ口をたたいた。

「──いかんわい。何の手ごたえもありはしない。出直そう」

　いたずらに、口ばかりくたびれさせてしまった。──戦うなかれ、の敵の鉄則はひどく固い。

　次の日も、繰り返した。

　そして、前の日にも勝るほど、声をそろえて、彼を罵ののしり辱めた。けれど、宕渠とうきょの一山は、頑固な唖のごとく、うんもすんも答えない。

「かかれっ！　攻め登れッ」

　とうとう雷同は癇癪かんしゃくを起して、まず渓流を踏みこえ、沢辺さわべの柵門へかかった。ばりばりとそこらを踏み破る。声をあわせて、山の肌に取っつく。

　そのときたちまち万雷の一時に崩れてくるかのような轟きがした。巨木、大岩石、雨のごとき矢、石鉄砲など。

「待っていた」と、ばかり浴あびせかけて来たのである。蜀兵の死者数百人、過日の勝ちを、この日に埋め合されて、戦は五分と五分となり、またまた山と山は睨み合いに入ってしまった。




三



　張飛の心は甚だ安らかでない。この上はみずから乗り出すよりないと、翌る日、向うの山の下へ部下を伴って迫り、雷同に命じたように、自分でもまた、声かぎりにさまざまな悪罵をあびせた。

　張飛の悪口となると、なかなか雷同などの比ではなく、辛辣しんらつをきわめたものであったが、依然、敵は緘黙かんもくを守りつづけている。

「敵もさるもの。よく辛抱する。これでは壁に唾つば、馬に説法。……どうもならん。少し推移をみてやろう」と、張り合い抜けの形で、彼はすごすごもとの山陣に戻った。

　幾日かすると──。

　何としたことか、今度は、張郃ちょうこうの陣から、こちらの山に向って、悪罵が飛んできた。

　遥かに望めば、魏兵が山上にうち揃い、一せいに大声を発し、悪たれをついているのだ。雷同はこれを眺めて切歯した。

「なかなか憎い致し方、この上は一挙に……」

　と、真っ赤になっていきまくのを、張飛は、

「いまこちらが動いては、まんまと敵の術中に陥るというもの、しばらく待て」と、おさえた。

　しかし、こんな状態が五十日余りも続いては、部下の兵士も安らかではない。不穏な形勢さえ見えてきたので、張飛は一策を案じてまた山を下って敵前に陣を構えた。そしてそこへ酒を運ばせ部下とともに酒宴を張り、大いに酔っては、山上に向って悪罵すること、前よりもはげしかった。いい気持になって部下どもも、大いに声を張り上げて、張飛に和して罵りつづけた。

　だが、張郃はこのさまを見て、

「張飛も遂に自暴やけになったわい。必ず手だしをすな」

　と、命じたので、山中はかえって静まりかえってしまった。

　成都にあって、軍勢如何いかんを案じていた玄徳は、使者を張飛のもとに送り、復命を待った。

　やがて、使者のもたらした報告は、

「張飛の軍、閬中ろうちゅうの北方に於て、張郃の兵とぶつかり、双方対陣のまま五十余日に及びますが、張郃いかに謀はかれども出でて戦わず、ために張飛は敵を欺くと称し、山を下って敵前に構え、毎日酒を飲んで、敵を罵りおります」というのである。

　玄徳は驚いて、早速、孔明をよび、張飛が悪い癖をだしている様子であるが、どうしたものかと問うた。

　委細を聞いて、孔明はカラカラと笑い、

「閬中ろうちゅうにはおそらく良い酒はありますまい。成都の美酒をあつめ、五十樽たるほどを、車にのせて、早速送り届け、張飛に飲ませたらばよろしかろうと存じまする」と、いった。

「とんでもないこと、大体、張飛は今までも、酒のために色々と失敗をしている。その上、成都の美酒を送れとは、解げせぬことを申すものかな。彼美酒に酔うて、ついには張郃に害いためられるに至ろうも知れぬ」と、忿懣ふんまんの色を顔にみなぎらせた。

　孔明は、またニコリとして、

「あなたは、張飛とはずいぶん長い年月、兄弟のように交わっていられながら、彼の本当の胸のうちをまだご存じないと見えます。張飛が、いつぞや、蜀に入る時に、厳顔げんがんをゆるして味方としたことを覚えておいででしょう。その折の計の深さは、とても、ただの勇武だけではできないことでした。いままた、宕渠とうきょの山前で、張郃と対陣し、しかも五十余日に及び、ちか頃は酒を飲んで張郃を罵り、辱はずかしめているということですが、こんな傍若無人ぶりは、彼の本心ではありますまい」

　孔明の言葉は、玄徳を見つめたまま、熱をおびていた。

「必ずや、張郃をあざむくための、深慮遠謀あってのことと信じます。ただちに援けられたほうがよろしいと思います」と、一気に云った。

　玄徳はうなずいて、

「そうは思うが、どうも不安でならないのじゃ。言葉にしたがって、魏延ぎえんを派遣して、援けるとしようぞ」と、孔明の説に動かされた。




四



　孔明は玄徳の命をうけると、魏延を呼びよせて、

「成都の名酒五十樽を早速に調達せよ」と命じた。魏延は何事があるかといぶかりながらも、ただちに集めて、孔明に示せば、孔明は黄色の旗に「陣前公用の美酒」と書きつけ、

「これを三輛の車に立て、ただちに宕渠の陣にある張飛がもとに届けよ、とく行け」と、急がせた。

　魏延はかしこまって、酒の輸送にあたった。

　沿道の住民は、この異様な車輛に、目をみはって、何のおめでたかと噂し合った。

　宕渠の陣に着いた魏延から、この贈物をうけた張飛は、大いに喜んで、その酒樽を拝した。

「わが事、これにて成就疑いなし」

　といって、魏延と雷同を呼び、

「魏延は、わが右翼にあれ、また雷同は同じく左翼に陣せよ、軍中紅き旗振るを合図として、その折は、全力をもって討って出よ」

　と命じ、陣中に美酒を迎え、肴さかなをあつめて、前にもました大酒宴をはじめた。

　久しく軍旅にあって、口にしたくもできなかった、成都の銘酒、宴ははずむばかりで、笑声山間に鳴るの感があった。

　この様子をつぶさに眺めた張郃の見張りは、これを張郃に報じた。

「珍しきこともあるかな、どれ」

　と、張郃は山上に現れ、遥かに張飛の軍を眺めやれば、張飛は中軍に陣して平坐、痛飲している様子。そして、二人の童子に相撲をとらせては、しきりと喜んでいるのが分った。

　対陣も久しきにわたっているし、心もそろそろ安らかでなくなっていた張郃は、

「張飛のやつ、いい気になって、あまりにも小馬鹿にした振舞い、よし、今夜は山を下り、一気に敵陣を蹴散らして、目にもの見せてくれようぞ」と、蒙頭もうとう、盪石とうせきの二将に戦闘用意を命じ、これを左右とし、月明を利して、山を下り、張飛の軍に迫った。

　敵前に近づいてから、なお眺めれば、依然として張飛は酒を飲んでいる。

　折もよし、

「突っこめ！」の命とともに二ヵ所の勢、喊ときをつくって雪崩なだれ、鼓をうち、銅鑼どらを鳴らして、突っ込んで行った。

　張郃は馬上にあって、目ざすは張飛、今宵こそはといきまいて迫って行けば、酔いしれてわれを失ったか、目ざす張飛の影は動こうともしない様子、馬を躍らせて手もとにとびこみ、

「やあ！」と、一鎗に突き通した。

　しかし、その手応えに、張郃は、はっとしてしまった。たしかに張飛と思ったのは、人に非ず草で作った人形だった。

「しまった」と、あせり気味で後に退こうとすると、突然、鉄砲が響いた。それと同時に、一人の大将を先頭に、一群の兵が道をふさいだ。

　先頭の大将は、と見れば、虎鬚とらひげさかさまに立ち、目は百錬れんの鏡に朱しゅをそそいだごとく、その叫ぶ声は雷にも似て一丈八尺の大矛をふり廻し、

「やあ張郃。世にきこえた燕人張飛、ここにまかり出た。勝負ッ」

　と云いざま、張郃の驚く鼻先へ切ってかかった。

　張郃もとっさにこれをうけ、必死にうち合うこと四、五十合に及んだ。

　その間に、雷同、魏延の左右の軍も、それぞれ蒙頭、盪石とうせきの二手の勢と闘い、またたく間にこれを追いまくってしまった。

　味方の崩れを見ながらも張郃はなお鋭い張飛の矛とうち合っていたが、かくするうちに、山上に、火がかかり、蜀の軍勢は勢いを得て、ますます数を増し、彼の周囲はすべて敵となってゆくのが分る。

　その上、退路も絶たれる様子に、このまま手間取っては、一命も危うしと感じたか、寸隙をねらって、馬に一鞭をあたえて逃げてしまった。

　張飛は、この優位逃すべからずと、全軍になおも追撃をゆるめるなと号令して、遮二無二突進した。




敗将はいしょう



一



　張飛の軍勢はすさまじい勢いで進撃した。魏延ぎえん、雷同を両翼とした態勢もよかったのだ。逃げ足立った敵を追いまくり、切りふせ、蹴ちらして、凱歌は到るところにあがった。

　張郃ちょうこうが自信満々に構えた三ヵ所の陣は、またたく間に打ち破られ、三万余騎の兵力も、遂に二万余人を失って、張郃自身、かろうじて瓦口関がこうかん（四川省）にまで落ちのびて行った。

　痛快極まる勝ち戦は、張飛の鬱積うっせきを吹きとばして、なおあまりがあった。早速に早馬を仕立てさせ、使者を成都の玄徳に送った。

　玄徳の喜悦もまたひとしおで、

「孔明の明や深遠、清澄。閬中ろうちゅうの勝報、わが想外にあり。善よい哉かな、善い哉」と、膝をうった。

　瓦口関にまで逃げた張郃ちょうこうは、悲鳴をあげ、曹洪に救援をもとめた。

　曹洪はこの報しらせをうけると、烈火の如く怒って、

「張郃わが命を用いず、なまじ自信をもった戦をして、要害を奪われたのだ。今はわれに救援に送る兵なし、すべからく逆襲して、もとの本陣を奪取すべし」

　と、峻烈な命を返してよこした。

　曹洪の怒りを聞いて、張郃の驚き、怕おそれはひと通りでなく、新たに計をたてて、まず残兵を集めて二手に分け、瓦口関の前に伏せ、本陣はなおも退却と見せかければ、張飛必ず追いくるに違いなし、そのとき一せいに打って出で、敵の退路を遮断すれば、挽回ばんかいの端緒たんしょを得べしとなした。

「ものども、ぬかるなッ」と、厳命して、自ら一隊を率い、敵前に進み出た。

　これを見た蜀の大将雷同、馬を飛ばして来て張郃にうってかかった。

　御参ござんなれ、と二、三合うち合った上、予定の如く張郃は逃げにかかった。雷同は猛って、逃がさじと追ってくる様子に、張郃ひそかに喜び、ころもよしと合図をすると、魏の伏勢一度に起って、雷同の退路を断った。

「図はかられたかっ」と、気づいて、馬をかえそうとするところを、張郃はにわかに追いかかって雷同を斬ってしまった。

　このさまを見ていた張飛は、怒髪どはつ天をつき、馬を走らせて張郃に迫った。張郃は味をしめ、張飛としばしわたり合っては、逃げて誘おうとしたが、今度はこの計略もきかず、追ってこない。やむなく、張郃は戻りかえって刃を合わせては、一間でも二間でも引込もうと骨を折ったが、張飛は限度をこえて深追いせず、そのうち馬首をめぐらして本陣に帰ってしまった。

　引上げた張飛は、早速魏延を呼びよせ、

「張郃め、まんまと計りおって、雷同の勢い立って深入りしたを、伏兵をもってあざむき殺してしまった。いま一戦を交えて、雷同の仇を討とうとしたが、敵に計はかりごとのあるを見て引返した。敵の計には計を以てせねばならぬと考えるが」

「して、そのお考えは」

　魏延は友将を失って、気色けしきばんで訊ねた。

「うむ、われは一軍を率いて、明日、また正面より張郃にいどむ、汝は精兵をすぐり、敵の伏兵が、われの深入りを機会に、わが退路を断たんとするとき、山間に伏せて急に兵を二手に分け、敵の伏兵にあたり、一手は車輛に乾ほし草を山と積んで小路をふさぎ、これに火をつけよ。張郃を擒とりこにして必ず雷同が仇を討ってみせる」

　魏延は喜び勇み、配下の精鋭をすぐって、配備についた。

　翌日。

　張飛堂々と軍を進めて魏軍の正面を攻めた。

　張郃はこれを見て、こりずにまたやって来おったかとばかり、みずから馬を進め、交戦十合ほどにして、きょうも、逃げの手をつかった。しかるに、来まいと思った張飛は、兵と一緒になって追ってくる様子である。張郃はひそかに喜んで、伏兵の配陣よろしき地勢まで逃げた。

　ここは山の腰のあたり、路は一筋、退路を断てば、敵の首筋を握ったと同然の地の利である。

「よし」と、思わず息をはずませ、馬首をめぐらし、追い寄せきた張飛の軍めがけて、一度に逆襲の形をとった。




二



　雷同を討って、全軍気をよくしている矢先である。きょう目ざすは張飛だ。張郃ちょうこうの下知は、水ももらさず行きわたって、見事にみえる。

　本軍と意気を合わせ、伏兵もたちまち左右から起って、張飛の後ろをさえぎろうとしたが、なんぞはからん、目の前に立ちふさがったのは蜀の兵であった。逆に虚をつかれた張郃の兵は、たちまち乱れ、さんざんに打ち破られ潰ついえ、谷の中に追い込まれてしまった。

　その上に、柴の車をもって細道をふさぎ、一斉にこれに火をかけたので、火焔は天に冲ちゅうし、草木に燃えうつって、黒煙は土をおおい、張郃の兵は山中を逃げまどったが、森林地帯ではあり、思うに任せず、遂に一人も残らず焼死してしまった。

　この一戦は、終始張飛の圧倒的な優勢裡にすすめられて、残り少ない敗残の手兵をあつめ、張郃は、命からがら瓦口関がこうかんにのがれ、よじ登って、あたふたと門を閉じて、ここを死守すべく厳重に守った。

　魏延を率いて、ここまで追いつめた張飛は、一気にこの関も破るべく、数日にわたって攻めたが、さすが、名ある瓦口関である。要害は堅固で、また地勢嶮岨けんそを極めて、揺ぎもしない。

　張飛は正面攻撃をあきらめ、二十里後方に退しりぞいて、陣を構え、みずから手兵数十騎を選び伴い、山路の偵察を行った。

　ある日。

　山道からふと見ると、百姓らしい男や女が幾人か、背に荷を負い、藤蔓ふじづるにしがみつき、あるいは葛かずらにとびついたりして、山を越えてゆく姿が張飛の眼にとまった。

　張飛はこれを見て、魏延を側に招き、馬上に鞭をあげて、

「魏延、あれを見たか。瓦口関を破る策は、あの百姓たちが訓えてくれるに違いない。それよりほかに破り得ることは不可能だ」と、確信にあふれた言葉。

　魏延は直ぐには、この意味が解し得ない様子で、

「…………」

　遥かに山上に姿を消してゆく人影を見送るばかりであった。

「誰か、直ちにあの百姓を追いかけ、驚かさぬようにして、ここへ連れてこい」と張飛は命じた。

　間もなく、兵は六名ほどの百姓を連れてきた。若い者も、老人もまじっていて、いずれも何かおびえた顔を土につけた。

　張飛は、静かに、つとめて優しく、

「お前たちは、どうして、こんな嶮しい山路をたどって、この山を越えようとしているのか」

　と、訊ねた。

　年のいった百姓は、代表の格で幾分たじろぎながら、

「はい、わたくしたちは、みんな漢中のものでございますが、いま、故郷へ帰ろうと此処まで参りますと、なんでも、本道には激しい合戦があると聞きましたために、蒼渓そうけいをすぎて、梓潼山しどうざんの檜釿川かいきんせんから漢中へ出ようと相談致しまして、この山へかかった訳でございます」と答えた。

「うむ」

　大きくうなずきながら、張飛は再び質問を発した。

「この路は、瓦口関とよほど離れているか」

「いや、それ程ではございません。梓潼山の小路は、瓦口関の背後に通じております」

　老人の答えは、思ったよりはっきりしていた。この答えに、張飛はいかばかり喜んだか知れなかった。百姓たちを本陣に連れて帰り、それぞれ褒美を与え、酒をふるまってねぎらった。

　張飛は魏延を呼び寄せ、

「早速に兵を率い、瓦口関正面に攻めかかれ、われは、あの百姓を案内とし、精兵五百あまりをひきつれ、小路を走って敵が背後に廻り、一気に張郃の軍の残余を潰滅かいめつせしめよう」

　と、全軍に下知し、張飛はすぐりの兵をつれ、魏延と瓦口関に勝利の再会を約して、左右に別れて発足した。




三



　瓦口関に構えて一息ついていた張郃は、幾度かの敵襲も、堅固な関の救いに小揺るぎもなく、事なくすんだが、さて援軍が来なければ、此処から一歩も動きがとれない。ひたすら援軍を待つばかりであった。

　しかし、待てど、暮せど、友軍の来そうな気配が見えない。

　日の経つにつれて、追々と心細くなってくるのを、どうすることもできない。物見を四方に立て、一刻も早く援軍来るの報を得ようと焦あせっている矢先。

「只今、関の正面に軍馬らしきもの近づいて参りました」と、物見の報告である。

「何、友軍か？」

「しかとは分りませんが、魏延の兵とおぼえます」

「何っ！」

　張郃は顔色を変えたが、魏延の軍、いかに攻めようとも、また過日の悔いを再び味わうのみ、と努めて平然と、

「敵であれば、厳重に関を固めよ、そして、一部の兵はわれとともに来れ、堅塁を盾たてに、なおも一撃を加えてくれよう」

　と、魏延の兵と一戦を交えようと、みずからも関を下って攻めかえそうとした。

　その時、瓦口関の背後、八方から火の手があがり、たちまち燃えひろがる様子。

　その煙の中を使者が駆け来って張郃に報告するには、

「いずこの兵か分りませんが、突如火を放ち、背後から攻めてきて、関の兵は残念ながら乱れたっております」

　張郃は馬首をかえして、瓦口関に戻り、敵はと見れば、旗をすすめて馬上にあるは、まぎれもない張飛の姿である。

　彼は色を失った。

　闘志はとうになくなっている。逃げることだけが彼のすべてであった。

　関の横を通じている小路をめがけ、馬を走らせたが、歩いて通るのもやっとの道であり、岩石が多く、馬は蹄ひづめを痛め、脚をすべらせ、思うようには動けない。もどかしくも鞭をあげて逃げる。

　そこを逃しはせじと、張飛はひたむきに追いかけてくる。

　これまで、と、馬を乗り捨て、張郃は転ぶように、木の根にすがり、岩にかじりつき、生きた心地もなく、すり傷だらけになって逃げに逃げた。

　やっと、追手をのがれてあたりを見ると、自分とともに助かったものは、情けなくも十四、五人、すごすごと南鄭なんていにたどりついた時は、われながら、哀れな姿であった。

　曹洪は張郃の敗戦を聞き、火の如く怒って、

「われ再三、出ることなかれと命じたるに、汝は、勝手に軍令状を書いて、無用なる戦をなし、あまっさえ敗戦あまたたび、貴重なる兵三万を失い、しかもなお汝のみ生きて帰るとは言語道断である。引出して首を刎ね、この罪を謝さしめん」という。

　曹洪の怒りを聞いて、行軍司馬の官にあった太原陽興たいげんようこうの出身で郭淮かくわい字あざなを伯済はくせいと称していた者が曹洪を諫めて、

「三軍は得やすく、一将は求め難し、と古人のことばにもございます。張郃がこの度の罪は、まことに許しがたいものがありましょうけれど、しかし、魏王が前から愛されていた大将でございます。しばらく一命を助けられ、もう一度、ご寛大な心から、五千余騎を彼に与え、葭萌関かぼうかんを攻めさせられたならば、蜀の軍勢は、この重要な関を守り固めるため、ことごとく引返して参るに違いありません。さすれば、漢中はおのずから平安になるでありましょう」

　郭淮かくわいの理をつくした言葉に、曹洪の怒りも幾分かやわらいできた様子だ。彼はなおも、

「もし、この度のご命令もまた失敗するようでありましたならば、その時になってやむを得ぬことでございます。二つの罪によって、彼を誅ちゅうすればよろしいでございましょう」

　曹洪はこの言を容れ、張郃の一命は特に助けとらし、五千の兵を分ち与えて、蜀の葭萌関の攻撃を命じた。




老将ろうしょうの功こう



一



　郭淮かくわいの進言に面目をとどめた張郃ちょうこうは、この一戦にすべての汚名を払拭ふっしょくせんものと、意気も新たに、五千余騎を従えて、葭萌関かぼうかんに馬を進めた。

　この関を守るは、蜀の孟達、霍峻かくしゅんの両大将であった。

　張郃軍あらためて攻めきたるの報を得て、軍議を開いた。

　霍峻の説は、

「天然の要害にある葭萌関を、わざわざ出でて戦うは愚である。関をたのんでよく守るが良策と思う」であった。

　孟達はこれに反し、敵の来攻を待つは戦略の下げである、すべからく関を出でて、即決進撃をはばむべしと称して退かなかった。

　いく度かの議は凝こらされた結果、ついに孟達の議をとり、蜀兵は葭萌関を出陣して、張郃の軍と戦闘を交えた。孟達もみずから張郃にいどんだが、これはさんざんに敗れてしまった。

　孟達が逃げ戻ってきたのを見て、霍峻は驚き、成都に向って救いの早馬を送った。

　玄徳はこれを聞き、孔明を呼んで、策を議した。

　孔明は全軍の大将を集めて、

「只今、葭萌関から急使があった。一刻も早く誰か閬中ろうちゅうに馳せ、張飛にこの旨を告げ知らせ、張飛の軍を葭萌関に回らせては如何」と口を切った。

　これに対し、法正が立って、

「お説ではありますが、私の思いますに、張飛はいま瓦口関に兵をとどめ、閬中をすべて守っています。閬中はもちろん大切なところです。もし張飛を召しかえされると、必ず何か変事が起るに違いありません。閬中は只今のまま厳しく守らせ、誰かほかの大将をして葭萌関の危機を救援せしめ、張郃を防がるるが良かろうと思います」

　と、説をのべた。孔明はこれを聞いて笑いを浮べ、

「張郃は張飛のため敗れたりといえ魏の名将です。尋常の男ではない。私の思うには、張飛でなくては彼と太刀打ちできるものはありますまい」

　この言葉の終るか終らぬうち、激しく気色ばんだ老将の一人が立ち、声も荒々しく、

「軍師、貴殿は何ゆえあって人を芥あくたの如く軽んじられるのか、我ら、不才とは申せ、命あらば断じて征ゆきて戦い、張郃の首を斬って参る覚悟があります。お言葉、非常に残念です」

　と、一気にいった。

　一座の瞳めは、思わず彼に集まった。老将は即ち、黄忠であった。

　孔明は、ゆっくりとうなずき、

「あなたのお言葉、まことに勇壮です。しかしながら、あなたは年すでに老い、とても張郃の相手にはなりますまい」と、いってのけた。

　黄忠は怒りに燃え、白髪さかしまに立てて、

「それがし、年老いたりとは申せ、臂力ひりょくいまだ衰えは見せぬ。三本の弓一度に引き得べく、身は千斤の力をもっています。どうして老いたりと称してお用いにならぬのですか」

「いや、貴殿はすでに七十に近いのです。誰が老いていないと申せようか」

　頑とした孔明の返事に、黄忠は業ごうをにやし、つかつかと堂を下って、長刀を手にとり、これを水車の如く右に左に、上に下に、いと鮮やかに振り廻し、つづいて壁に掛けてあった強弓二張をはずし、一息にこれを折って見せた。

　黄忠のこの意気を眺め、覇気をみとめて孔明は、

「よろしい、では貴殿を救援に差し向けましょう。しかし、必ず副将をつれてゆくことを命じます」

　黄忠はいたく喜び、

「かたじけなし。厳顔はそれがしと共に、年老いています。共に参って、必ず敵を破り、万一あやまちあれば、老将二名、いのちに未練はありません。白髪の首を奉りましょう」

　と、覚悟のほどを申しのべた。

　終始、孔明と黄忠の論をうかがっていた玄徳は、老将の言葉にいたく満足して、黄忠の進発を許した。




二



　玄徳の英断を、意外に思ったのは並いる諸将であった。わけても趙雲ちょううんたちは面白からず思って、

「いま張郃は兵を集め、葭萌関を攻めようとしている。まことに危急の時、何を好んでこんな老人を用いられ、子供の火遊び如きをなされますか、葭萌関にもしものことがあれば、蜀中に災いを起し、またもし幸いに張郃を破った場合は、彼らは図にのって、きっと漢中を攻めとるに違いありません。危険なことです。軍師、どうか熟考なさっていただきたい」

　と、縷る々ると述べた。孔明の考えは決まっていた。

「御身たちはみな、この二人の老人を見て軽んじているが、よろしくない。張郃を破って、漢中を取るのをこの二人の思うに任せたらよろしかろう」

　孔明の言を聞いて、いうこともなく、冷笑して退散してしまった。

　黄忠、厳顔の二将は、兵を率いて葭萌関に到着した。これを見た孟達、霍峻は年老いた将の救援軍を大いに笑い、

「孔明は人を見る明がない。こんな老人は、戦争に出なくとも間もなく死んでしまうものを」

　と、嘲あざけって関守の印を渡した。

　黄忠、厳顔は、二人の旗を山上に立て、敵にその名を知らしめた。そして黄忠がひそかに厳顔にいうには、

「諸所での噂を聞きましたかな、いずこでも、われら二人の老年を嘲笑しておりますぞ。ひとつ力を合せて、大なる功をあげ、奴らを驚かせてくれよう」

　と、誓いも堅く、兵を揃えて出馬した。

　この状さまを見て張郃も馬を出し、黄忠の陣に向って叫んだ。

「汝、その年まで生をむさぼり、なお恥をも知らず、陣前に出て戦わんとするか、笑止、笑止！」

　黄忠大いに怒り、

「汝、わが年の老いたるを笑うといえども、手の中の刃は、いまだ年をとらぬ。わが利刃りじんを試みてから広言を吐け」と罵り返し、馬をすすめて張郃にあたった。張郃も鎗やりをひねって、戦うこと約二十余合、すると突如、張郃勢の背後から、厳顔の兵が小路を迂回して現れ、挟撃したため張郃勢は一度に崩れ、喊ときの声に追われながら、遂に八、九十里退却してしまった。

　曹洪は、この度もまた張郃が敗れたと知って、いそぎ罪を糾たださんと怒ったが、郭淮が、

「只今罪を問われるならば、張郃はきっと蜀の軍門に下ってしまうでしょう。かくては取り返しのつかぬこととなります。別に大将を派遣され、張郃を助け、ともに敵をふせぐことが上策と考えます」と諫めて、曹洪をして、夏侯惇の甥おいにあたる夏侯尚に、韓玄かんげんの弟の韓浩かんこうを副そえ、五千余騎を与えて、張郃援助の軍として差向けさせた。

　張郃は、新手の勢を見て大いに喜び、諸将を集めて軍議を開き、

「黄忠、年老いたりといえども、思慮深く、勇気もあり、その上厳顔も必死に協力しているので、軽々しくは戦えません」

　といえば、韓浩が口を開き、

「われ長沙にある折、よく黄忠が人となりに接していた。彼は、魏延ぎえんと心を合せ、わが兄を殺した憎い奴、今日、ここに会うたは天の御心、必ず仇を報ぜずにはおられません」

　覚悟のほどを眉間みけんにあふれさせた。

　韓浩は、夏侯尚とともに新手の兵を率い、陣を構えて敵を待った。

　黄忠は毎日、あたりの地理を調査しつつあった。きょうも、地勢を調べに歩いていると、厳顔が思い出したように、

「この近くに天蕩山てんとうざんと申す山があります。そこは曹操が兵粮ひょうろうを貯えて、遠大な計をめぐらした所です。もしこの山を攻め取ったならば、魏軍は粮食りょうしょく補給の路を断たれ、すべて漢中にとどまることができなくなる筈です」

　と申し出で、天蕩山攻略についての計を、つぶさに黄忠に語った。




三



　厳顔は黄忠と攻略手段を打合せ、一軍を率いていずこかに進発して行った。

　居残った黄忠は、夏侯尚の軍が寄せてきたと聞いて、陣容を整えてこれを待つと、魏の軍中より、韓浩かんこう先頭に立ち現れ、

「逆賊黄忠いずこにありや、見参！」と鎗をかまえて打ってかかった。

　黄忠が刀をまわし、立ち出でれば、夏侯尚は彼が背後へ、背後へとまわらんとする。

　情勢不利と見て、黄忠は折を測はかっては逃げ、立ち直っては戦い、また逃げして二十里あまり退がった。

　彼の誘導作戦である。

　夏侯尚は追いまくって、黄忠の陣を奪取した。

　次の日も、同じような戦が行われて、またも二十里ほど進み、夏侯尚の意気は当るべからざるものがある。韓浩も気勢をあげ、これにつづき、先に奪いとった黄忠の陣に着くと、すぐ張郃ちょうこうを呼び、跡の陣屋を守るよう頼んで、なおも進もうとした。

　張郃は、この二将がいい気になって前進するのが危なく思われるので、

「黄忠ほどの剛の者が、やすやすと二日にわたって負けているのは解せない。必ず彼に何かの計があるに違いない。軽々と深追いせぬ方がよろしいと思うが」

　と注意したが、夏侯尚かこうしょうはかえって怒り、

「汝がごとき、臆病者は、敵をおそれるばかりゆえ、宕渠山とうきょざんの陣を破られ、数多あまたの人馬を失い、見苦しき恥をさらすのだ。黙って、我らが武功を見物していればよろしいわい」

　と、張郃の恥入って顔赧あからめるを、小気味よげに見送りながら前進してしまった。

　次の日も、敵は二十里退去した。

　こうして、次々と敗走した形で、とうとう葭萌関に逃げ込んだまま、今度はどうしても出てこなくなった。

　夏侯尚は、関前に陣を構えた。

　この様子を見た孟達は、大事出来しゅったいとばかり、玄徳のもとに早馬を飛ばし、黄忠が一戦ごとに負け、五ヵ所もの陣を敵に奪われたと告げた。玄徳も驚いて孔明にこの由を告げると、

「お驚きになることはありますまい。これは黄忠が驕兵きょうへいの計に違いありません」

　と、平然たる答えである。

　しかし、趙雲ちょううんらも、孔明の言を信じられず、玄徳の不安もあって、ひそかに劉封りゅうほうに一軍をつけて黄忠救援におもむかしめた。

　劉封の兵が葭萌関に着くと聞いて、黄忠はいぶかり、

「なにゆえに、兵を伴ってここに来たか」と、問うた。

　劉封は答えて、

「わが父、将軍の苦戦を知り、わたくしに援軍の命が下ったのです」

　黄忠は笑って、

「これは、わしが驕兵の計じゃ。今宵の一戦に、見事敵を叩きのめすであろう。五ヵ所の陣を捨てたは、暫時敵にこれを貸し与え、つとめて兵粮などを貯えさせ、数日間の敗を一日にして取り戻さんためだ。よく見物してゆくがよい」といい、全軍に戦闘準備を命じていそがした。

　その夜半。

　黄忠はみずから五千余騎を従え、直ちに門を開いて攻撃の火蓋を切った。

　この時、魏の軍勢は、ここ数日敵は静まりかえっていることとて、すっかり心をゆるめ、ことごとく眠っていたので、思いもかけぬ喊ときの声とともに、五千余騎の攻撃をくらい、武器のありかも分らず奪い合い、馬を乗り違えるなど、大混乱を起し、みじめにも黄忠の軍に踏みにじられてしまった。

　夏侯尚も、韓浩も、ともに乗馬さえ見当らず、辛うじて徒歩で逃げて、一夜のうちに、せっかく取った陣のうち、三ヵ所まで奪取され、死傷の数もおびただしく生じた。
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　黄忠は、敵の遺棄していった、兵粮、兵器等を孟達に運搬を命じ、息もつかずなお猛攻を続けた。劉封は、

「配下の兵は、大変に疲れた模様に見受けられます。しばらく、ここで休息を与えられたらいかがです」と進言したが、黄忠は首を振り、

「古より、虎穴に入らずんば虎児を得ずといわれている。身を捨ててこそ、手柄も高名もあがる。息ついてはならぬ。者ども進めッ」と、みずから真ッ先に立って鼓舞こぶした。

　五千の精兵、真に飛ぶが如く、追撃に追撃である。勢いにのった鋭さは乱れ立った魏の勢のよく及ぶところではない。

　一ヵ所といえど、よく支ささえる地点もなく、ひたすらな敗走は、自軍の兵の動きにもおびえる始末で、遂に漢水の辺りまで退却のやむなきに至った。

　漢水に入って、我に還った張郃は、ふと気づいて、夏侯尚、韓浩に、

「天蕩山てんとうざんは、味方の兵粮を貯蔵しあるところ、米倉山べいそうざんに続き、みなこれ漢中の軍が生命とたのむところである。万一、かの山に敵手が廻っては一大事である。漢中はたちまちにして破れるは必定だが、さて心配なことだ」と尋ねた。

　夏侯尚は答えて、

「米倉山には、わが叔父の夏侯淵が大軍を率いて陣取り、定軍山ていぐんざんに続いておりますから、少しもご心配はいらぬと思います。また、天蕩山には、わが兄の、夏侯徳が大分前からおる筈です。われわれも参って一緒になり、あすこを守ったがよかろうと思います」

　と、張郃、韓浩とともに天蕩山に至り、夏侯徳に会見し、

「……黄忠、驕兵の計を用い、われを関の前におびき寄せ、勢いにのって逆襲し来り、終夜追われたため、兵粮、武具を捨ててこれまで逃げて参った」

　と敗戦のさまを語れば、夏侯徳はうなずき、

「よろしい。全山に十万の兵あれば、汝これを分けて、再び押し寄せ、その陣屋を奪取したがよかろう」

　といえば、張郃は案じ、

「いや、攻めてはならぬ、ただあくまでも、此処を守って、敵の行動を看視するがよろしいと思う」

　その言葉の終るか終らぬうち、突如として、鼓の音響き、喊ときの声が遠く近く聞えだして、陣中は騒然となった。

「黄忠の軍が攻めてきたぞ」

　口々に叫び合う声もする。

　夏侯徳は、悠然と笑って、

「黄忠、ここに攻め寄せてくるとは兵法を知らざるも甚だしい。勢いにのった蛮勇ばんゆうのみ……」

　張郃は誡いましめて、

「いや、さに非ず、必ず侮あなどり給うな、黄忠は、智勇ともに備わった武将ですぞ」

「なんの、蜀軍は遠路を戦いつづけ、終夜軍を進めて疲労甚だしい筈である。それを、軽々しくなお進めて、この重地に攻め入るなどは、兵法を知らざるも甚だしいと思う」

　張郃ちょうこうはなおも、

「早計に、そう決められるは如何かと思われる。必ず敵に大なる計ありと見て、この陣を固め、必ず守勢を持して、出撃せぬが良策と存ずる」と強硬な態度を示した。

　韓浩には、折角のこの言葉も無駄であった。

「われに、三千余騎を与え給え、これより突きすすみ、老将が首をひっさげて帰りましょう」

　と、いえば、夏侯徳は健気けなげなりと喜んで、兵を与えた。

　韓浩は武者振いして三千余騎を従え、山を下って行った。

　一方、黄忠は、ひたむきに馬を進めて、止るところを知らず、日もすでに西山に没し、天蕩山の嶮けんは、いよいよはげしく前をはばむばかりである。劉封りゅうほうはこの情勢を見て、黄忠に向い、

「日もすでに暮れ落ち、軍勢の疲労もますますつのるばかりです。長追いは無用かと思いますれば、このあたりにて、一応軍を留めては如何ですか」といった。
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　劉封のいさめを、黄忠はあざ笑って云った。

「昔、哲人は時に順したがって動き、智者は機を見て発す。今、天われを助け、不思議の功を与え給う、受けざるは、これ天に逆らうものぞ」

　まっしぐらに上り、鼓を打たせ、喊をつくって勢いをあげた。

　韓浩はこれをむかえ、坂路の途中に防ぎ、みずから馬を出して黄忠に挑みかかったが、かえって黄忠の水車の如く廻す刀にかかり、一刀にして斬り伏せられた。

　夏侯尚は、韓浩斬らるの報を聞いて急に兵を率いて、黄忠の軍に迫れば、山上より俄にわかの喊の声、天地を砕くが如く聞え、陣所陣所とおぼしきところより、火の手があがった。

　そのうちより一団の軍勢が討って出た。陣中にあった夏侯徳、大いに驚き、手兵に下知して消火につとめていた。これを見た厳顔は、刀をまわして討ってかかり、夏侯徳を馬より下に斬って落した。

　かくするうち、諸所より上がった火焔は、みるみるうち、峰を焦し、谷に満ち、凄絶限りがなかった。

　計の順調に運びたるを見て、黄忠、厳顔は心を合せ、前後より攻め立てた。張郃、夏侯尚は防ぐことができず、ことに夏侯徳、韓浩が討たれたのを見て力を失い、天蕩山を捨ててわれ先にと逃げ、定軍山に落ちて集まり、夏侯淵と一手になった。

　黄忠、厳顔はこの大勝を喜び合い、成都に早速この勝報を伝えた。玄徳は早馬をうけて限りなく喜び、諸大将を招して祝勝の宴を張った。

　この席上、法正は進み出て、

「昔、曹操が一鼓の進撃に張魯ちょうろを破り、漢中を平定した折に、その勢いにのり、蜀を攻めることをせず、夏侯淵、張郃二人をその地にとどめて漢中を守らしめ、みずからは都に帰ったことがございます。これは、その志及ばざるに非ず、力の足らざるを知って、よくせざるのみです」

　声は堂中にひびき、居並ぶ将星も彼の言葉に聴き入っている。

「……今、曹操は、都のうちにあり、内変のためみずから外征に赴くことができず、いわんや、夏侯淵、張郃の才略にては、まことに一国の将帥としては器量不足を免れませぬ。もし蜀の大軍を起し、君みずから攻め給わば、漢中を攻め取らんこと、掌たなごころを反かえすよりも易いかと存じます」

　一座は、かすかながらこの言に動いた。

「漢中攻略の後は、兵粮を貯え、士卒の整備訓練に重点を置き、なお王室を尊んで、固く険阻けんそを守り、曹操打倒の永遠の計をなすべきだと存じます。今日、全く天のわれらに与え給うた好機、必ず失うべからずです」と、熱した頬を振ってのべた。

　玄徳は、この法正の言の真なるを感じた。

　即刻、十万の兵に動員は下り、よき日を選んで出撃すべく、手配はぬかりなく指令された。

　時に建安二十三年秋七月。

　玄徳十万の軍は、趙雲を先手とし、葭萌関に出でて、陣を据え、使者を立てて、黄忠、厳顔を天蕩山より呼びよせ、重き恩賞を賜い、

「諸人、汝ら両名を老武者とあなどりたるも、孔明はよくその能を知り、敵軍に向わしめた。果たして世にまれなる勲功を立てたるはわが最も喜ぶところなり。漢中の定軍山はすなわち南鄭なんていの要害、敵の兵站へいたん基地である。もしこの山を奪わば陽平の一道は、心にかかるところなし、汝らゆきて、これを攻略すべきか、如何」と問われた。

　黄忠は欣然として命をうけ、早速に兵を率いて出発せんとすれば、孔明これをとどめていうに、

「ご辺はまことに勇ありといえど、所詮、夏侯淵が相手ではありますまい。彼は深く韜略とうりゃくに通じ、兵を用うるに卓絶し、機を見ること敏なり。曹操この故にこそ、彼を西涼の鎮守となし、今、漢中に出でしめ陣をとらしめてあるも、曹操が彼の大将の才を知れるからにほかならない。ご辺はすでに張郃に勝ちたれど夏侯淵には及ぶまい。早く荊州に帰り給え。関羽を招いて、夏侯淵と戦わすであろう」




絶妙好辞ぜつみょうこうじ
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　思いがけぬ孔明の言葉に、老将黄忠の忿懣ふんまんはやるかたなく、色をなして孔明に迫るのだった。

「昔、廉頗れんぱは年八十に及んで、なお米一斗、肉十斤きんを食い、天下の諸侯、これをおそれ、あえて趙ちょうの国境を犯さなかったといいます。まして私は、未だ七十に及ばず、何ゆえに老いたりとて、さように軽んじられるのですか、それがしただ一人、三千余騎を率い、必ず、夏侯淵の首を取って参るでしょう」

　孔明は、なお聴かない。黄忠は幾度となく、執念深く許しを乞うので、ついに孔明も折れて、

「強しいて行かれるならば、法正を監軍として同伴なさい。そして万事合議して、慎重に事を行うがよろしい。決して軽々になさってはなりません。我もまた兵を以て援助しましょう」

　と条件を附して許した。

　黄忠は文字通り勇躍、兵を率いて出発した。その後、孔明はひそかに玄徳に向い、

「老将黄忠、ただ簡単に許しては駄目なのです、ああして言葉をもって励まして、初めて責任も一層強く感じ、相手の認識も新たにすると申すものです。ただいま出発致しましたが、別に援兵を送る必要がありましょう」といって、許しを乞い、早速趙雲ちょううんをよびよせ、

「ご辺、一手の兵を率い、小路より奇兵を出し、黄忠に力を添えて欲しい。しかしながら、黄忠の軍勝ちにあらば、決して出ることなかれ、彼が敗色濃きおりを見て援けよ」と命じ、また劉封、孟達は、ともに三千余騎をひきいて、山中の険阻けんそなる所に、堂々と旗を立て、味方の勢いの壮んなるところを示して、敵の心を惑わすべしと申しつけた。そして厳顔には、巴西はせい、閬中ろうちゅうにゆかせ、張飛、魏延と交代して難所を守り固め、張飛、魏延は還って漢中攻略をなさんとし、また下弁かべんへ人を派して、馬超に孔明の計を伝える、という完璧の攻略手配を、秩序よく行った。

　孔明がひとたび断を下してからの進行ぶりは見事にも鮮やかなものである。

　こちらは、天蕩山を追われ、定軍山に逃げのびて来た張郃、夏侯尚の両名は、夏侯淵に見まみえ、

「味方は大将を討たれ、多くの兵を損じたり。その上、玄徳みずから蜀の大軍を配し、漢中を攻めんとの説あらば、即刻、魏王に救援の兵をもとめ給え」

　と進言。夏侯淵大いに驚き、この旨を曹洪に向って報じ、曹洪はまた早馬を飛ばして都の曹操に通じた。

　曹操はこの報に接し、いそぎ文武の大将を召集して、緊急会議を開いた。

　席上、長史劉曄りゅうようは、

「漢中は土壌肥沃ひよくにして生産物多く、民はまた盛んにして、まことに国の藩屏はんぺいと申すべきところ。万一敗れて、これが敵の手中におちては魏のうち震動するに違いありません。願わくは大王みずから労をはばからず、駕をすすめて全軍を指揮なさるべきでしょう」と、決意をうながした。

　曹操は実げにもとうなずき、

「さきごろも、汝が言を用いずして、今これを後悔している」

　と称し、一議もなく、即時四十万の大軍を起し、七月都を発って、九月には長安に入った。

　ここで陣容を整え、先ず全軍を三手に分った。

　即ち、主力の中軍に曹操。

　先手陣、夏侯惇。

　後陣、曹休。

　曹操は白馬にまたがり、黄金の鞍をそなえ、玉ぎょくをもってつくられた轡くつわをとる。

　錦の袍ひたたれを着した武士、手に紅羅の傘蓋さんがいをささげて、左右には、金瓜きんか、銀鉞ぎんえつ、戈矛かぼうをさしあげ、天子の鑾駕らんがの偉容を整えさせている。

　また、龍虎になぞらえた近衛兵二万五千、これを五手に分け、いずれも五色の旗を持って、龍鳳りゅうほう日月の旗を中心に控えた有様は、まばゆきばかりの美しさと、天下を睥睨へいげいする威容をつくって、見事なものであった。




二



　絢爛たる軍容粛々とあたりを払って、潼関どうかんにまで進んだ。

　曹操は、遥かに樹木の生い繁った所を見て、

「あれは、いずくぞ」と、従者に問う。

「藍田らんでんと申すところです。あの樹林のうちが、すなわち蔡邕さいようの山荘でございます」

　近侍の答えに、曹操は往事を思い出して、山荘を訪れようといった。

　むかし、蔡邕と交わりを深めていた頃の話であるが、蔡邕に蔡琰さいえんという娘があった。縁あって、衛道玠えいどうかいに嫁いだが、韃靼だったんに生虜いけどられ、胡えびすのために無理に妻とせられてしまった。

　蔡琰の悲嘆は、天地も崩れるばかりであったが、ついに胡えびすの子二人までも生んだ。しかし明けるにつけ、暮るるにつけ、この沙漠不毛の国に囚れては、故郷恋しく、涙に袖の乾く間もなかった。

　とりわけ、胡えびすが好んで吹く、笳かという笛を聴くたびに、郷愁はますばかりで、ついには、思慕の悲しさから、みずから十八曲を作曲した。

　この曲が、いつしか伝え伝わって、中国に流布るふされたのを、偶然曹操が聴き、その心情の哀れさに、韃靼国へ人をつかわして、千両の黄金をもって蔡琰を渡すよう交渉した。

　胡の左賢王も、曹操が勢いの盛んなるを知っていたので、渋々ではあったが、蔡琰を還してよこした。

　曹操はよろこんで、董紀とうきに、その妻として蔡琰をめあわせた。

　いまはからずも、蔡邕の荘と聞き、大軍を先に進ませ、みずからは近習のもの百騎ほどを連れて、董紀の宅を訪れた。

　ちょうど主人の董紀は所用で留守であったが、曹操がわざわざの来駕と聞き、蔡琰は驚いてみずから鄭重に迎えた。

　曹操は、堂に坐して、健勝をよろこび、堂内をうち眺め、壁に一つの碑文を書した画軸のあるのに気づき、

「これは、いかなるものか」

　と訊ねた。蔡琰はかしこまって、

「これは、曹娥そうがと申すものの碑文でございます。昔、和帝かていの朝、会稽かいけいの上虞じょうぐというところに、曹旴そうくと申す一人の師巫かんなぎがおりました。この人は神楽の上手な人で、ある年の五月五日、したたか酒に酔いまして、舟の上で舞いますうち、あやまって川に落ち、水に溺れて、とうとう死にました。その人に十四歳になる娘がありましたが、これを哭なき哀しみまして、毎日毎夜川のふちをめぐっておりましたが、七日七夜目、とうとう娘も淵に飛び込んでしまったのです」

　曹操は、感じ入ったごとく、まじろぎもせず、蔡琰が語るを聴き入っていた。

「……それから五日目のことでございます。その娘が、父の屍かばねを負うて、水面に浮び出ましたので、里の人々は父を思う娘の一念に驚きましたが、この心を憐れに思いまして、岸の辺にねんごろに葬りました。程なく、このことが、上虞じょうぐの令度尚どしょうと申す人から帝に奏され、孝女なりと仰せられ、邯鄲淳かんたんじゅんに文章を草すべく命ぜられ、石にそのことを刻まれました。邯鄲淳はこのとき年歯としわずかに十三歳で、筆を揮とってこの文を作し、一字も訂正しなかったと申します。父蔡邕はこのことを聞きまして、碑のもとに行き、その文を見ようとしましたが、日すでに没し、読むことができませんので、指で石を撫で、筆画を探って読み、感じて、碑背ひはいに八字を書きつけましたが、後になって里人が、その八字を刻みつけました。そちらにございますのが、父の筆の跡でございます」

　蔡琰の指すほうの軸を見れば、

「黄絹幼婦こうけんようふ。外孫韲臼がいそんさいきゅう」

　と八字が書かれてあった。

　曹操は、この文を読み下して、蔡琰さいえんにむかい、

「汝、この八字の書の意味を知るか」と訊ねた。

　蔡琰は、頬を染め、

「父が書きました書、その意こころを知りたくは思っておりましたけれど、未だにその意味を解しかねております」と答えた。
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　曹操は席にあった大将たちに向って、

「誰か、この文意を解したものがあるか」

　と見廻したが、誰も解き得ないと見え、揃ってただ首をうなだれて答える者はない。

　すると、そのうちから一人、

「それがし、解き得たように存じます」

　と立ち上がった者があった。見れば、主簿しゅぼの役にある楊修ようしゅうであった。

　曹操は楊修が、その文意を語りだそうとするのを押えて、

「さようか、しかし、しばらくそれをいわずにおるように、予も考案して見よう」

　と馬にまたがり、山荘を出て行ってしまった。

　しばらくして、莞爾かんじとした顔を現し、楊修に向い、

「汝の考えを申して見よ」

　という。楊修がかしこまって、

「これは確かに隠し詞に違いございません。黄絹こうけんと申すは即ち色の糸、文字にしますれば『絶』の字にあたります。幼婦は即ち少わかき女『妙』の字です。外孫は即ち女の子、これ『好』でありましょう。韲臼さいきゆうは即ち辛きを受ける器で『辞』の字に当ると考えます。これを連ねて『絶妙好辞』これは邯鄲淳の文を賛して、絶すぐれて妙たえなる好よき辞ことばと褒めたものと存じますが」

　よどみなく説明した。

　曹操大いに愕おどろいて、予の考えも全く同じであった、と楊修を賞した。山荘を出でて本軍を追い、日ならずして漢中に着いた。

　漢中にあった曹洪はうやうやしくこれを出迎え、まず張郃がたびたびの戦に敗れたことを語った。

　曹操は、

「これは張郃の罪ばかりではない、勝敗は、武士の常の道、とがむることはあるまい」

　と、温かい心を示した。

　曹洪は目下の情勢を、

「敵は玄徳みずから大軍を指揮致し、黄忠に命じて定軍山を攻めさせた様子ですが、夏侯淵はどうしたことか、大王がおいでになると聞いて、固く守るのみで、戦闘を致さぬ模様でございます」

　と報告した。曹操はこれを聞き、

「いや、そんなことをしていてはならぬ。戦を挑まれながら、出でて戦わざるは、臆していると見られる。早く使者をつかわして予が令を伝え、いさぎよく出でて戦うよう計らえ」と命じた。

　劉曄はそばから、

「夏侯淵は性急の上に剛直ですから、おそらく敵の計略にかかって痛い目に逢うに違いありません、おやめになったほうがよろしいでしょう」

　と諫いさめたが、曹操は取上げず、手ずから王命を書して、定軍山の夏侯淵のもとに使いを派した。

　夏侯淵は、いつか必ず王命のあることと期待していた折であったので、喜んで親書を開いた。それには、

詔ミコトノリシテ夏侯淵ニコレヲ知ラシム。オヨソ将タルモノハ、当マサニ剛柔ヲ以テ相済アイスクウベク、イタズラニソノ勇ヲノミ恃タノムベカラズ。シカレドモ将トシテハ、マサニ勇ヲモッテ本トナシ、コレヲ行ウニ智計ヲ以テスベシ。モシ只ニ勇ニ任ズル時ハ、コレ一愚夫ノ敵ノミ。吾イマ大軍ヲ南鄭ナンテイ（漢中）ニ屯タムロシ、卿ガ妙才ヲ観ント欲ス。二字ヲ辱ムルナクンバ可也（妙才ハ夏侯淵ノ字アザナ）


　とあった。彼は勇躍した。早速に兵を調ととのえ、張郃を呼んでいうには、

「只今、魏王の大軍は漢中に到着、予に命じて、敵を討たしめんとす。予、久しくこの所を守って、一度も会心の勝負をなさず、髀肉ひにくの嘆たんをかこちいたり、明日、みずから出でて、思うさま戦い、まず黄忠を生捕って見しょう」

　張郃はこれを危なかしく聞き、

「どうぞ軽々しく出撃なさらぬよう。黄忠は智勇ともに備え、加うるに法正と申すは、戦略にたけたる者、この地は幸いにして要害堅固なのですから、進まずに、堅く守られるが賢明と存じます」

　と極力思いとどまらせようとした。




一股傷折いっこしょうせつ



一



　張郃ちょうこうの言葉を不服そうに聞いていた夏侯淵は、自分の決意はまげられぬというように、

「予がこの地を守り、陣をなすこと久しい。この度の決戦に、万一他の将に功を奪わるるが如きことあらば、なんの面目あって魏王に見まみえん。御身、よろしくこの所を守り給え、予は山を下りて、決戦せん」と云いきって、さて、

「誰ぞ、制先の勢となって、敵の様子をうかがい来れ」

　と下知すれば、夏侯尚は勇んで立ち、

「それがし、先鋒となって進みましょう」

「うむ、汝先陣となるか。されば黄忠と鋒ほこを交え、詐いつわり負けて退却せよ、われに深き計あれば、必ず黄忠を擒にして見せよう」と勇み励ました。

　夏侯尚は命の通り、三千余騎を率いて山を下って行った。

　その頃、黄忠は兵を従えて、法正とともに、定軍山の麓ふもとまで押し寄せ、数度となく攻め挑んだが、魏の軍は固く閉じて現れないため、直ぐにも攻め上ろうとの試みも、山道はなかなか嶮岨けんそであるし、或いは敵に思わぬ計はかりごともあるかも知れぬと警戒して、山麓に陣を布き、随所に斥候の兵を出した。

　間もなく、その斥候から、山上より魏兵来る、と報告してきたので、黄忠はみずから出陣しようとすると、大将の陳式ちんしきがこれをとどめ、

「老将軍みずから、なんで敵に当る必要がありましょう。私に千騎を任せられるならば、背後の細道より山上に向い、両方より挟みうちに致して討ち果たしましょう」

　という。黄忠は実げにもと、これを許した。

　陳式は山の後ろに廻って、喊ときをつくってどっとばかり攻め上げれば、夏侯尚も御参ござんなれとこれを迎えた。

　しばらくするうち、夏侯尚は計略通り、わざと負けたふりをして、逃げ上った。陳式はこれを見ていよいよ勢い立ち、逃さじと追って行った。

　黄忠はこの様子を見て、敵に計ありと気づき、陳式を救うべく軍を動かしたが、山上から大木を投げ落し、あるものは鉄砲を撃ち出したりしてきたため、進路をはばまれてしまった。

　陳式も敵の気配を感じて、途中から引返そうとしたが、この機をうかがっていた夏侯淵が猛烈に進撃をはじめ、ついに生捕られてしまった。陳式の部下も、意気地なく、魏軍に降ってしまった。

　黄忠はこれを聞いて驚愕した。早速法正と協議すると、

「夏侯淵は性急で、ただ蛮勇ばかりの男です。意気を沮喪そそうした味方の軍を、今一度励まして、急がず、次々と陣屋を造り、ゆるりと山上に押してゆけば、夏侯淵は必ず山を下って攻めて参るでしょう。これ反レ客為レ主きゃくをはんしてあるじとなすの兵法です。およそ、居ながらにして敵をふせぐということは、はやった兵をもって、疲つかれた軍を討つことになり、寄手は弱く、防ぐ力は強いとされています。夏侯淵がもし参らば、必ず生捕ってみせます」

　黄忠はこの言に従って、早速諸軍に恩賞を与えて大いに励まし、みずから陣屋をつくり、数日そこに屯たむろしては、また進んで陣屋を構築、一営一営と次第に進んで、山麓に近づいて行った。

　夏侯淵はこれを眺めて、敵の近接を知り、そのままにいることはならぬと、すぐにも出撃しようとするのを、張郃は引留め、

「これは反レ客為レ主の計に違いありません。必ず軽々しく出てはなりませぬ。出てゆけばきっと敗れましょう」といったが、夏侯淵は耳をかさず、夏侯尚を呼んで、敵にかかれと命令した。夏侯尚は直ちに数千の兵を引きつれ、夕闇をついて黄忠の陣に攻め入った。

　しかし、張郃のいった通り、まんまと敵の計にのって、夏侯尚は黄忠と一戦を交えたまま、すぐ生捕られてしまった。

　魏の兵は乱れて逃げ帰り、夏侯淵に、

「大将夏侯尚どの、敵の擒とりこになられました」と報告した。

「しまった」と夏侯淵は顔色を失った。




二



　甥おいの夏侯尚が敵に捕えられたとあっては、夏侯淵としても放って置くこともならず、さりとて一気に攻めて、かえって夏侯尚を殺あやめられては何にもならず、彼は夜も眠らずに、苦慮した。

　そして考えた案は、陳式と夏侯尚との俘虜交換であった。まず黄忠のもとに、

「陳式いまだ生きてわが陣にあり、願わくは夏侯尚と換えんことを」

　と申し送った。黄忠からも、

「われもまた望むところなり。すなわち明日、陣前において快くこれを交換せん」

　と返事があって、妥協は成立した。

　翌日。

　両軍ともに、山間やまあいの広き場所に出でて、それぞれ陣を張り、黄忠と夏侯淵はみずから馬にまたがって出合い、

「魏の将、夏侯尚をつれ申した」

「蜀の将、陳式、虜とりことなりしをお返し申す」

　と、問答の上、武装解除された二人を、素速く交換すると、

「やッ」

　とばかり声を合せて、自陣に引上げたが、夏侯尚がまさに、軍列に入ろうとする時、どこからか、一本の矢が飛んできて、彼の背にあたり、ばたりと地上に倒れた。

　黄忠の策で、彼の射た矢であった。

　夏侯淵は大いに怒り、黄忠めがけて馬を飛ばし、討ってかかって、十余合戦ううち、魏の陣に突如退陣の鉦かねが鳴り響き、一せいに兵を収おさめはじめた。

　何事か、と夏侯淵は驚きあわてて黄忠との刃合せの隙を見て戻ろうとすれば、黄忠は敵の動揺に感づき、勢いこめてうってかかり、魏の勢もまたさんざんに傷いためられて逃げ戻った。

　本陣に辛うじて着いた夏侯淵は語気も荒々しく怒り、

「ばかめ、何で鉦など鳴らしたのだ」

　と詰問した。すると、

「あの時、四方の山の間より、にわかに蜀の兵が起り、蜀の旗が無数に現れたので、おそらく伏兵であろうと思い、軍を収めたのです」

　との返事なので、怒りのやりばもなくなってしまった。

　それから、夏侯淵は固く守って、出ようともしない用心ぶりを示した。

　黄忠は、おもむろに定軍山に迫り、法正としきりに軍議を重ねた。

　きょうも、法正を伴って地形を調べていると、法正は遥かな山を指し示して、

「定軍山の西に、巍然ぎぜんとして聳そびえた山がありましょう。あの山容を見ますと、四方みな嶮岨で、容易には上り得ないところと思います、もしあの山を攻め取れば、定軍山の敵陣は、一望にあり、配備、陣容は手にとるように知れましょう。さすれば、定軍山の攻略も易やすきことと存じます」

　という。黄忠もこれを聴きながら、その山を仰げば、相当な高さの山で、頂上はいくぶん平らかに見え、頂上附近にわずかの兵が守っているらしいのが分る。

　その夜二更、黄忠は兵を引いて、鉦かねを鳴らし、鼓を打ち、喊をつくって気勢をあげてこの山に攻め上った。

　この山は、魏の副将杜襲としゅうが、数百の兵をもって守っていたが、突如蜀の大軍が攻め寄せると知って、戦を交えることもなく、逃げてしまった。

　簡単に攻略を終った黄忠は、定軍山と並び占めた位置を利して、敵状偵察に余念がない。

　法正はその資料に基いて兵略を立てた。

「敵がもし攻め寄せて来ましたなら、味方の兵を制して動かず、かれが退いてゆくところを見定めて白旗をかかげ、それを合図として、将軍みずからも山を下って討ってかかり、敵の陣構えの崩れたところを攻め給わば、これ即ち、逸いつを以て労を待つの計となりましょう。必ず大将を討ちとることも可能です」

　黄忠もこの言にうなずいて、早速に明日を期して、まず敵軍の来襲をうながすようにと、山中の随所に旗を立てさせ、兵を動かしたりして、しきりに誘導戦法をはじめた。
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　山を逃げ下った杜襲としゅうは、敗軍の状を夏侯淵に報告した。夏侯淵は、対山に敵が陣を張った以上、即刻これを攻めねば、味方の不利であると、出軍の用意を命じた。

　張郃はこれを知って諫めて云った。

「あの山を敵が攻略したのは、きっと法正が計でありましょう。将軍よ必ず出給うなかれ」

　夏侯淵はこれを駁ばくして、

「なにを申す、黄忠いま対山の頂にあり、日々わが陣の虚実をうかがう。荏苒じんぜんこれを打ち破らざれば、わが軍の頽勢たいせいを如何せん」と。張郃はなおも、口を極めて諫めたが、ついに甲斐なく、夏侯淵は半数の兵を本陣に置いて守護を命じ、自らは残りの半数を率いて、黄忠の陣する山に向った。

　山麓に押し寄せ、敵陣めがけて罵声ばせいをさんざんに浴びせてみたが、黄忠の軍はひっそりと鳴りを静めて、出撃して来る気配もない。

　山上からひそかにこの様子を望み見た法正は、魏軍の疲労甚だしく、大半は馬上で居眠りなどしている様子に、折もよしと、さっと白旗をもって合図をすれば、待機の黄忠勢、山上より一度にどっと進撃を開始、鼓を鳴らし、角を吹き喊ときをあげ、潮うしおの如く大挙して下って行った。

　黄忠もこの一戦を乾坤けんこんと思っていた。

　眦まなじりを決して陣頭に馬首を立て、奮迅ふんじんの勢いをもって進めば、魏の兵、乱れて打ちかかるものもなく、大刀一閃、夏侯淵が手もとにおどりかかって、首から肩にかけて真二つに斬って落した。

　魏の勢これを見て、ますます崩れ立ち、右往左往に逃げのびてゆく。黄忠は勝ちに乗じ、さらに攻撃の手をゆるめず、定軍山に攻め上った。

　張郃は諫言の容れられなかったのを残念には思ったが、かくなる上は悔いても及ばず、兵を整えて迎え討ったが、黄忠は、陳式を背後に廻し、二手に別れて攻めまくったので遂に支ささえきれず、本陣に逃げ戻ろうとした。

　すると忽然こつぜんとして、山の傍らから、大将を先頭にした一軍の勢が現れた。驚いた張郃が先頭に掲げた大旗を見れば、趙雲と大書してある。

　趙雲がここに合して攻めてくるようでは、退路をも失うかも知れぬ。一刻も早く、定軍山の本陣へ戻って、陣容を整え、新たな作戦に出なければならぬと、別の路から退こうとした所へ、杜襲としゅうが敗軍を率いて逃げてきて、

「定軍山の本陣、ただいま蜀の大将劉封、孟達どもに奪われてしまいました」と報じた。

　張郃は気を失うばかりに落胆して、これまでとばかり杜襲を伴って漢水へ命からがら逃げのびて陣を張った。

　敗将両名、見るも気の毒な姿である。

　杜襲は張郃に向い、

「夏侯淵が討たれた今、この陣に大将軍なきことになります。このままでは人心も動揺する憂いがありましょう。あなたが仮に都督を名乗って、人民の心を安んじたがよろしいと思います」

　と忠言した。

　張郃もなるほどと賛成し、早速に早馬をもって、急を曹操に告げた。

　曹操は報を受けて憮然ぶぜんとし、夏侯淵の死を大いに哭ないた。

　それにしても戦の初めに、管輅かんろが卜うらないを立てた詞を考えれば、

「三八縦横といったのは、すなわち建安二十四年にあたり、黄猪こうちょ虎に遇うと申したのは、歳すなわち己亥つちのといにあたる。定軍の南一股こを傷折しょうせつせんというは、曹操と夏侯淵とは兄弟の如く結ばれていたことを指したに違いない」

　曹操は深く感じ入って、

「まことに稀有けうの神卜しんぼくであった。管輅に人を派して今一度よびよせよ」

　と彼を訪ねしめたが、すでに管輅はその地になく、行方も杳ようとして知れぬという報告であった。




趙子龍ちょうしりゅう



一



　夏侯淵の首を獲たことは、なんといっても老黄忠が一代の誉れといってよい。

　彼はそれを携えて葭萌関かぼうかんにある玄徳にまみえ、さすがに喜悦きえつの色をつつみきれず、

「ご一見を」と、見参に供えた。

　玄徳がその功を称揚してやまないこともいうまでもない。即座に彼を、征西大将軍に封じ、

「老黄忠のために賀をなさん」と、その夜、大酒宴を張った。

　ところへ、前線の大将張著ちょうちょから注進があった。急使のことばによると、

「夏侯淵が討たれたと聞いた曹操の憤恨は、ひと通りなものでありません。自身二十万騎をひきい、先陣には徐晃じょこうを立て、濛々たる殺気をみなぎらして、漢水まで迫ってきましたが、何思ったか、そこで兵馬をとどめ、米倉山べいそうざんの兵粮を北山のほうへ移しておる様子です」

　孔明は、すぐ情勢を判断して、玄徳に対策を洩らした。

「察するに、曹操は、二十万という大兵を持ってきたため、その兵粮が続かなくなるのをおそれて、あらかじめ食糧の確保に心を用いているものと思われる。要するに、彼の弱点がそこにあることを自ら曝露ばくろしているものでしょう。いま味方の一軍を深く境外へ潜行させ、敵が虎の子にしているその輜重しちょうを奪うことに成功したら、それは今次の戦において第一の勲功といってもさしつかえありますまい」

　傍らで聞いていた黄忠は、

「軍師。わしに命じられい。ふたたび行って、わしがその事を実現してみせる」と、望んだ。

　孔明は冷静な面おもてを横に振った。

「老将軍。──こんどの敵の張郃ちょうこうは、夏侯淵とはちと桁けたがちがいますよ。夏侯淵は単なる勇将。張郃はそう単純でない」

　黄忠は老いの眼をぎらと光らした。そして、強たって、自分にその難命を与えよと云い張った。孔明は彼にさんざん大言を吐かせておいてからようやく承知したが、

「では副将として趙雲をつれておいでなさい。何事も趙雲と、協議のうえで作戦するように」

　と、なお黄忠を危ぶむかのような口ぶりでゆるした。

　それでも黄忠は勇躍して、席を退いた。趙雲は、漢水まで来ると、黄忠に訊いた。

「将軍、あなたは今度のことを、何の苦もなく引請けてしまわれたが、一体、ご胸中には、いかなる妙計がおありなので？」

「妙計。そんなものはない。ただ事成らねば、死を期しているだけだ。この度ばかりでなく、それが常に老黄忠の戦に臨む心事でござる」

「いや、あなたにそんな危地を踏ませることはできない。先陣はそれがしがする」

「何の、強いて命を乞うた黄忠が先に立つのが当然。足下は副将、後陣につけ」

「同じ君に仕え、同じ忠義を尽さんとするのに、何の主将副将の差別があろう。では、先陣後陣のことは鬮くじを引いてそれに従おうではないか」

「鬮で？　それはおもしろい」

　そこで二人は鬮を引いた。黄忠が「先」を引き、趙雲は「後」を引いてしまった。

「もし自分が、午うまの刻までに、敵地から帰らなかったら、その時には、援軍を繰りだしてくれ」

　黄忠はそう云い残すと、一軍をひきいて敵境深く入って行った。趙雲はそれを見送った後、心もただならぬように、部下の張翼へこう告げていた。

「老将軍が午の刻までに帰らなかったら、自分は直ちに漢水を渡って遮二無二敵の中へ深く駈けこむであろう。その時には、汝はしかと本陣を守り、滅多にここを動いてはならぬぞ」

　一方──老黄忠はわずか五百の部下をつれて未明に漢水を渡り、夜明け頃には、敵の糧倉本部たる北山のふもとへ粛々と迫って、山上の兵気をうかがっていた。

「柵はきびしいが、守備は手薄と思われたり。それっ、駈け上って、満山の兵粮へ火を放て」

　錆びたる声で、老黄忠は、一令を下した。それを耳にするや否、蜀の兵は朝霧をついて諸所の柵を打ち破り、まだ眠っていたらしい魏兵の夢を驚かした。




二



　はるか漢水の東に陣していた張郃は、その朝、北山の煙を見て、

「すわ一大事」

　と、仰天した。

　にわかに兵を下知して、自身、真っ先に立ち、北山に駈けつけて来てみた頃は、すでに全山の糧倉は、炎につつまれ、諸所の山道や坂路では、黄忠の部下と、ここの守備の兵とが、入り乱れて戦いの最中であった。

「しまった」──と張郃は足ずりして「この上は、小癪こしゃくな蜀の雑兵を踏み殺し、せめてはその首将たる黄忠の首でも挙げねば魏公に申しわけがない。さなくとも彼黄忠は、夏侯淵の讐かたき、討ちもらすな」と、部下を励ました。

　山上山下、木も草も燃ゆるなかに、組む者、突きあう者、血みどろな白兵戦は、陽の高くなるまで続けられた。

　早くもこのことは、曹操の本陣にも達したし、またそこからも、北山の黒煙がよく見えた。

「徐晃、行け」

　曹操はさらに増援を送った。

　このとき、すでに巳みの刻こくは過ぎていた。漢水の彼方、今朝から固唾かたずをのんでいた蜀の趙雲は、

「──まだ午の刻にはすこし間があるが、あの黒煙が空に見えだしてから時も経つ。いでこの上は、老黄忠の安否を見届けん──」と腹をすえて、部下の張翼に、

「さきにも云った通り、汝は砦とりでの狭間はざま狭間に弩いしゆみを張り、敵が迫るまで、みだりに動くな」

　云い残すや否、三千の兵をさし招き、野を馳せ、数条の流れを越えて、ひたぶるに北山の黒煙へ近づいた。

「見つけたり。どこへ行く」

　とばかり、魏の文聘ぶんぺいが手下の慕容烈ぼようれつというもの、大剛を誇って、彼の道をさえぎった。

「うい奴だ。迎えにきたか」

　と趙雲は、ただ一突きに、突き殺して、血しぶきの中を、駈けぬけて行く。

「やあ、味方かと思えば、敵の新手か。大将、これへ出よ」

　北山の麓まぢかく、重厚な一軍を構えて、こう呼ばわり阻はばめる者があった。自ら名乗るを聞けば、

「われこそ魏の大将焦炳しょうへいなり」と、いう。

　趙雲は前へすすんで、

「先にきた蜀の一軍はどこにいるか」

　と、いった。焦炳は、呵か々かと打ち笑いながら、

「なにを寝ぼけておるか。黄忠を始め、蜀の木ッ端どもは、一兵のこらず討ち殺した。汝もまた、わざわざ骨を埋めに来たか」

　云いつつ馬上から鋭い三尖刀せんとうをさしのべた。

「ほんとか！」と趙雲は、ありッたけな声で、相手へ吼えかかったかと思うと、

「では、弔とむらい合戦の手始めだ」

　とばかり、焦炳の胸いたへ、ぶすと槍を突きとおし、大空へ刎ねあげて、

「知らないか、趙子龍がこれへ来たことを」

　と魏軍のまん中へ馬を突っ込んだ。

　兵か煙か、渦巻く中に、ただひとつ、彼の影のみは、堂々無数の群刃簇槍ぐんじんぞくそうを踏みつぶしつつ、血しおの虹を撒いて、駈け廻っていた。

　そのうちに、張郃や徐晃の囲みも、意識せずに突破していたが、誰あって、趙雲の前に馬を立てることはできなかった。

「趙将軍だ。趙将軍だ」

　北山のここかしこで、敵の重囲に陥ち、殲滅せんめつの寸前にまで追い込まれていた黄忠軍は、彼が救いにきたと知ると、思わず歓呼をあげて、集まってきた。

　五百の兵は、三分の一に討ちへらされていた。それでもその中に黄忠の顔が見えた。趙雲は黄忠の身を抱えんばかり鞍を寄せて、

「お迎えにきた。もう安心されい」と一散に走りだした。

　黄忠はなお振り向いてばかりいて、部下の張著ちょうちょが見えないと嘆いた。趙雲はこれを聞くとまた取って返し、べつな囲みからさらに張著を救い出して走りだした。

　曹操は高きに登って、その日の戦況を見ていたが、大いに愕おどろいて、

「あれは常山の趙子龍であろう。子龍以外にあんな戦いぶりをする者はない。軽々しく前に立つな」と、急に、陣鼓を打たせて、味方の大衆に、無用の命をすてるなかれと戒いましめた。




三



　たち騒ぐ味方をまとめて、曹操は漢水のこなたに、陣容を革あらためた。彼自身、陣頭に出た。そして、散々な部下の敗北を、自身の采配によって、取り返そうとするものらしく見えた。

　すでに首尾よく黄忠や張著を救いだして、わが城砦じょうさいへ帰っていた趙雲は、互いの無事をよろこび、きょうの戦捷せんしょうを賀して、

「思えば、危うい一戦だった」と、祝杯の用意を命じていた。

　ところへ、後詰ごづめの張翼が、馬煙を捲いて逃げ帰ってきた。それはいいが、その同勢のあわて方といったらない。われがちに逃げこむや否、

「すわや、たいへんだぞ。諸門を閉めろ。吊橋つりばしをあげてしまえ」

　と、まるで雷鳴の下に耳をふさぐ女子のように打ち震えていう。

　趙雲はまだ杯を持たない間に、この騒動を耳にしたので、

「何事か」と部下に問わせた。

　張翼はそこへ来て、祝杯どころではないといわんばかりな顔をして告げた。

「一大事です。曹操が来ました。自身大軍をひきいてやがてこれへ来ます。いやその軍容の物々しさ、何万騎やらただ真ッ黒になって漢水を越えてきます」

　すると趙雲は炬きょのごとき眼をして、張翼の卑怯を叱った。──知らずや汝、むかし長坂ちょうはんの戦に、曹軍八十万の兵を草芥そうかいのように蹴ちらし去ったのは誰であったか──と。そして、すぐ張翼のほかの者をも激励した。

「すべての陣門を敵へ開け。射手いてはみな壕ごうの中に身を伏せろ。旗は潜ひそめ、鼓は休やめよ。そして、林のように、寂せきとして、たとい敵が眼に映るところまで来てもかならず動くな」

　かくて、しばらくすると、まったく鳴りをしずめた城内から壕橋へかけて、戛々かっかつと、ただ一騎の蹄の音が妙に高く聞えた。

　見れば、趙雲ただ一騎、槍を横たえてそこに突っ立っている。手をかざして彼方を眺めれば、里余にわたる黄塵の煙幕をひいて、魏の大軍がひたひたとこれへつめよせて来る。

　──が、その雲脚くもあしの如き勢も、城の間近まで来たかと思うと、ぴたと止って、ただ遠く潮騒しおさいに似た喊声かんせいが聞えて来るのみだった。

「いぶかしいものがあるぞ、敵の城には」

「人もないようにしんとしておる。大手の門を開け放して」

「誰かひとり濠橋の上に立っているようだが──よもや人形でもあるまいに」

「何か深く謀はかっているにちがいない。めったには近づけぬぞ」

　魏兵の先鋒は、疑心暗鬼にとらわれてそこから進み得なかった。

　中軍にいた曹操は、

「何をためらっているか」と、みずから陣前へ出て、かかれかかれとばかり、下知した。

　日は暮れかけていた。暮靄ぼあいを衝いて、徐晃じょこうの一隊がわッと突進する。張郃ちょうこうの兵もどっと進む。

　だが、橋上の趙雲は、なおびくとも動かないので、徐晃も張郃もいよいよ気味悪く思ったか、急にまた、途中から駒を返そうとした。

　すると初めて、趙雲が、

「やあ、魏の人々。せっかく、これまで来ながら、ものもいわぬまに逃げ帰る法やある。待ち給え、待ち給え」と、呼びかけた。

　はや曹操までが後から続いてきたので、張郃や徐晃も、ふたたび勇を鼓して、濠ぎわへと馳け向ってきた。──今や、矢頃と見たか、趙雲が下へ向って何か呶鳴ると、とたんに濠の蔭から無数の矢が大地とすれすれに射放して来た。

　魏の人馬は、嘘のように、バタバタ仆れた。曹操は肝きもを冷やして逃げ出した。すでに遅し、蜀の別働部隊は、米倉山の横道に迂回し、また一手は北山のふもとへ出た。振り返れば、魏の陣々はいたるところ火の手である。曹操はいよいよ退却に急だったが、当然、城内から趙雲以下の全軍が追撃して来たため、漢水の流れにかかるや、ここかしこに溺るる者、討たるる者、その数も知れぬほどだった。




次男じなん曹彰そうしょう



一



　横道から米倉山の一端へ出て、魏ぎの損害をさらに大にしたものは、蜀の劉封りゅうほうと孟達もうたつであった。

　これらの別働隊は、もちろん孔明のさしずによって、遠く迂回し、敵も味方も不測な地点から、黄忠こうちゅうと趙雲ちょううんたちを扶たすけたものである。

　それにしても、二人の功は大きい。わけて趙雲のこんどの働きには、平常よく彼を知る玄徳も、

「満身これ胆きもの人か」

　と、今さらのように嘆称した。

　その後、敵状を探るに、さしもの曹操も、予想外な損害に、すぐ立ち直ることもできず、遠く南鄭なんていの辺りまで退陣して、

（この敗辱をそそがでやあるべき）と、ひたすら軍の増強を急ぎつつあるという。

　ここに巴西はせい宕渠とうきょの人で、王平字あざなを子均しきんという者がある。この辺の地理にくわしいところから曹操に挙げられて、牙門がもん将軍として用いられ、いま徐晃じょこうの副将として、共に漢水の岸に立って、次の決戦を計っていたが、徐晃が、

「河を渡って陣を取らん」というのに、王平は反対して、

「水を背にするは不利だ」と、互いに、意見を異にしていた。

　けれど徐晃は、

「韓信にも背水の陣があったことを知らぬか。孫子もいっている。死地ニ生アリ──と。ご辺は、歩兵をひきいて岸に拒ふせげ。おれは馬武者をひきいて、敵を蹴破るから」

　と、ついに浮橋を渡して、漢水を越えてしまった。

　一歩対岸を踏んだらば、必ず蜀の勢ぜいが鼓こを鳴らして来るだろうと予測していたところ、一本の矢すら飛んで来ないので、徐晃は拍子抜けしながらも、敵の柵を破壊し、壕を埋め、さんざんに振舞って、やがて日没に近づくと、蜀の陣地へ対して、ある限りの矢を射た。

　玄徳のそばにいて、この日、敵のなすままにさせていた黄忠や趙雲は、

「ははあ、夜に入る前に、徐晃の手勢も退ひく気とみえます。あのようにむだ矢を射捨てている様子では」と、呟いて、その退路をおびやかすのは今だが、と身をむずむずさせていた。

　玄徳も、その機微を察したか、急に令を下して、二人を急き立てた。勇躍した黄忠と趙雲は、やがて薄暮の野に兵をうごかし始めた。

「臆病者めが、ようやく今頃になって、居たたまれずに出てきたな」

　徐晃じょこうは、蜀兵を見ると、終日の血の飢えを一気に満たさんとする餓虎のように喚おめきでた。

「まさしく黄忠。老いぼれ、またしても逃げるか」

　敵の旗じるしを見て、彼は奮迅した。黄忠の部下は、一時、鼓を鳴らし、喊声をあげ、甚だ旺んに見えたが、もろくも潰えて、蜘蛛の子のように夕闇へ逃げなだれた。

「逃げ上手め、魏の徐晃が、それほど怖ろしいか」

　徐晃はわざと敵を辱はずかしめながら、どうかして黄忠を捕捉しようと試みたが、そのうちに、いつか背後うしろのほうで、敵のどよめく気配がする。

　はっと、驚いて、振り向くと、漢水の浮橋が、炎々と燃えているのだった。不覚不覚、退路を敵に断たれている。徐晃は急に引っ返し、全軍へ向って、

「渡渉退却としょうたいきゃく！」と喚わめいたが、そのとき河原の草や木は、ことごとく蜀の兵と化し、まっ先に、趙雲子龍。うしろからは黄忠。ひとしく包囲して来て、

「ひとりも生かして帰すな」と、叫びに叫ぶ。

　徐晃はようやく危地を切り抜け、ほとんど身一つで、漢水の向うまで逃げてきた。その敗戦の罪を、あたかも副将の罪でもあるかのごとく当りちらして、味方の王平へ罵った。

「なんだって足下は、おれの後詰ごづめもせず、浮橋を焼かれるのを見ていたのだ。この報告は、つぶさに魏王へ申しあげるぞ」

　王平は黙然と、彼の罵言ばげんにこらえていた。けれど彼は、その意見を異にした時から、すでに徐晃の無能を蔑さげすみ、魏軍に見限りをつけていたものとみえて、その夜深更自分の陣地に火を放つや、ひそかに脱して漢水を越え、部下と共に、蜀へ投降してしまった。

「招かずして、王平が降くだってきたのは、われ漢水を取る前表ぜんぴょうである」

　と、玄徳は彼を容れて、偏へん将軍に封じ、もっぱら軍路の案内者として重用した。
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　徐晃のしたまずい戦は、すべて王平の罪に嫁かされた。曹操は、忿懣ふんまんに忿懣を重ね、再度、漢水を前面に、重厚な陣を布いた。

　一水をへだてて、玄徳は孔明と共に、冷静にそのうごきを眺めていた。

　孔明がいう。

「この上流に、七丘きゅうをめぐらして、一山をなしている山地があります。蓮華れんげの如く、七丘の内は盆地で、よく多数の兵を匿かくすことができる。銅鑼どら鼓つづみを持たせ、あれへ兵六、七百を埋伏させておけば、必ず後に奇功を奏しましょう」

「誰をやればよいか」

「万一、敵に見つかると、一兵のこらず、殲滅せんめつの憂き目にあうおそれもあれば、やはり趙雲ちょううんをやるしかありますまい」

　次の日、孔明はまた、べつな一峰へ登って、魏の陣勢をながめていた。この日、魏の一部隊は、渡渉してきて、しきりに、矢を放ち、鉦かねをたたき、罵詈ばりを浴びせたが、蜀は一兵も出さなかった。

　魏兵も、より以上、軽々しく進出はしなかった。夜に入るとことごとく陣に収まり、篝火かがりびもかすかに、自重していた。

　すると突然真夜半まよなかの静寂しじまを破って、一発の石砲がとどろいた。銅鑼どら、鼓、喊呼かんこなどを一つにして、わあっッという声が一瞬天地を翔かけ去った。

「すわっ、夜襲だぞ」

「いや、敵は見えぬ」

「近くもなし、遠くもない？」

　上を下への騒動である。曹操は安からぬ思いを抱いて、四方の闇を見まわしていたが、彼にも何の発見もなかった。

「いたずらに騒ぐをやめよ。立ち騒ぐ兵どもを眠らせろ」

　曹操も枕についたが、またまた、爆音がする。鬨ときの声がする、それが一体、どこでするものか、見当がつかなかった。

　三日のあいだ、毎晩である。曹操は士卒がみな寝不足になった容子を昼の彼らの顔に見て、

「これはいかん」

　急に、三十里ほど退いて、曠野のただ中に、陣を営み直した。

　孔明は笑って、

「曹操も怪けにとり憑つかれた」といった。夜ごとの砲声や銅鑼は、もちろん上流の盆地にひそんだ趙雲軍の仕業であったこというまでもない。

　四日目の夜が明けてみると、蜀の軍は、その先鋒から中軍もみな河を渡り、漢水をうしろに取って陣容を展開していた。

「なに、背水の陣をとったと」

　曹操は、疑いもし、かつ敵の決意のただならぬものあるを覚って、今は、乾坤けんこん一擲てき、蜀魏の雌雄しゆうをここに決せんものと、

「明日、五界山の前にて会わん」と、玄徳へ戦書を送った。

　戦書、すなわち決戦状である。玄徳もこころよく承知した。次の日、総軍の威風をあらゆる軍楽と旌旗に誇示しながら、蜀は前進した。

　たちまち、真紅金繍しんくきんしゅうの燃ゆるごとき魏の王旗を中心に、龍鳳りゅうほうの旗を立て列ね、一鼓こ六足そく、堂々とあなたから迫ってくるもの──いうまでもなく魏の大軍だった。

「玄徳。あるや」

　鞭をあげて、曹操が馬上からさしまねいている。蜀の陣から玄徳は、劉封、孟達の二人を左右に従えて、騎をすすめた。

「久しや曹操。君はむなしく、今日を以て、死なんとするのか」

　曹操は怒って云い返した。

「だまれ。予は汝の忘恩を責め、逆罪をただしに来たのだ」

「この玄徳は、大漢の宗親そうしん。笑うべし、汝何者ぞ。みだりに天子の儀を僭おかす曲者くせもの。きょうこそ大逆を懲こらしめん」

　戦線数里にわたる大野戦はここに展開された。午うまの刻過ぎるまで、魏の大捷たいしょうをもって終始した。蜀の兵は、馬ものの具を捨てわれがちに潰走しだした。

「追うな、退ひき鉦がね打て」

　曹操は急に、軍を収めた。なぜかと、魏の諸将は疑ったが、曹操は、蜀兵の潰走が、ほんとでないとみたので、大事をとったものだった。

　ところが、魏が軍を退くと、果然、蜀は攻勢に転じてきた。どうも事ごとに、曹操は、自分の智慧と戦ってその智に敗れているかたちだった。
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　智者はかえって智に溺おぼれるとかいう。──孔明が曹操に対しての作戦は、すべて、曹操自身の智をもって、曹操の智と闘わせ、その惑まどいの虚を突くにあった。

　かくて、曹操が自負していた智謀も、かえって曹操の黒星を増すばかりとなって、ここ甚だしく生彩を欠いた魏軍は、南鄭なんていから褒州ほうしゅうの地も連続的に敵の手へ委まかして、一挙、陽平関にまで追われてしまった。

　蜀の大軍は、すでに南鄭、閬中ろうちゅう、褒州の地方にまで浸透して来て、宣撫や治安にまで取りかかり、遺漏のない完勝ぶりを示していた。

　時に、陽平関の魏軍へ、またしても、味方の兵粮ひょうろう貯蔵地の危急がきこえた。曹操は、許褚きょちょを呼んで、

「この際、彼処かしこの兵粮まで、蜀兵に奪われたら一大事である、汝よく兵粮奉行の手勢と力を協せて、危地にある兵粮全部を、後方の安全な地点へ移してこい」といいつけた。

　千余騎は、許褚に引かれて、陽平関を出て行った。目的地につくと、兵粮奉行は歓喜して彼を迎え、

「このご来援がなかったら、おそらくあと二日か三日の間には、ここにある兵粮軍需品、すべて蜀の手へ奪られていたに違いありません」と、いった。

　嬉しさのあまりか、奉行はすこし許褚を歓迎しすぎた。許褚は宴に臨んで大酔してしまったのである。だが、気概は反対に凜々たるものがあり、奉行が、褒州の境さかいにある敵について注意すると、

「安心しろ。万夫不当の許褚がついて行くのだ。今夜は月もよいから山道を歩くにいい。早々、馬匹車輛を押し出せ」と、促した。

　宵に出て、夜半よなか頃、この蜿蜒えんえんたる輜重しちょうの行軍は、褒州の難所へかかった。すると谷間から、一軍の蜀兵が、突貫して来た。

「敵は下の渓にいる。岩石を落してみなごろしにしろ」

　地の利をとって戦う気でいるといずくんぞ知らん、自分たちの頭の上から先に岩や石ころが落ちてきた。

　伏兵は、山の上下にいる。寸断された百足虫むかでのように、輜重車は、なだれくだって、谷間のふところへ出た。ここにも待っていた一隊の敵があった。許褚の影を見かけるや否、その敵将は、迅雷じんらい一電、

「許褚っ。さあ来いっ」

　大矛おおほこをさしのべて、許褚の肩先を突いた。

　不覚にも許褚は、戦わないうちに、痛手をうけたのみか、どうと馬からころげ落ちた。

　張飛の二の矛ほこが、飛龍のごとくそれへ向って、止めを刺そうとした時、張飛の鞍の腰へも、大きな石が一つあたった。馬ははねる。とたんに許褚の部下たちが、切っ先をそろえて立ちふさがる。

　危うい中を、許褚は、手下の部将たちに助けられ、辛くも一命は拾い得たが、ために輜重の大部分は、張飛の手勢に奪われて、ほうほうの態で陽平関へ逃げもどって来た。

　時すでに陽平関は炎につつまれていた。敗れては退き、敗れては退き、各前線からなだれ来る味方は、関の内外に充満し、魏王曹操の所在も、味方にすら不明だった。

「すでに、北の門を出、斜谷やこくをさして、退却しておられる」

　と味方の一将に聞いて、許褚は事態の急に愕おどろきながら、ひたすら主君を追い慕った。

　曹操は、その扈従こじゅうや旗本に守られて、陽平関を捨ててきたが、斜谷に近づくと、彼方の嶮は、天をおおうばかりな馬煙をあげている。

　彼は馬上にそれを見、

「やや、あれも孔明の伏兵か。もしそうであったら、我も生きる道はない」と、色を失った。

　ところがそれは、彼の次男曹彰そうしょうが、五万の味方をひきつれて、これへ駈けつけて来たものだった。曹彰は父とはべつに代州たいしゅう烏丸うがん（山西省・代県）の夷えびすの叛乱を治めに行っていたのであるが、漢水方面の大戦、刻々味方に不利と聞き、あえて父の命もまたず、夜を日についで加勢に向ってきたのだった。

「なに、北国の乱も平げた上、さらに、父の加勢にきたというか。ういやつ、ういやつ。勇気はそれだけでも百倍する。もう玄徳に負けるものか」

　よほどうれしかったとみえ、曹操は馬上から手をさしのべてわが子の手を握り、しばらくその手を離さなかった。




鶏肋けいろく
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　ここまでは敗走一路をたどってきた曹操も、わが子曹彰に行き会って、その新手五万の兵を見ると、俄然、鋭気を新たにして、急にこういう軍令を宣した。

「ここに斜谷やこくの天嶮てんけんあり、ここに北夷ほくいを平げて、勇気凜絶りんぜつの新手五万あり、加うるに、わが次男曹彰は、武力衆にすぐれ、この父の片腕というも、恥かしくない者である。こう三つの味方を得た以上は、盛りかえして、玄徳をやぶることも、掌中の卵をつぶすようなものだ。いざ斜谷に拠よって、このあいだからの敗辱を一戦にそそごうではないか」

　かくて、戦の様相は、ここにまたあらたまって、両軍とも整備と休養を新たにし、第二次の対戦となった。

　玄徳は、諸将と共に、陣前に出て云った。

「おそらく曹操は、こんどの序戦に、わが子曹彰を自慢にして出すだろう。そのとき曹彰を迎えて、一撃に討ち、彼の気をくじくならば魏の雑兵何万をころすよりも、この戦局を一変し得るが……。たれが曹彰の首を完全に挙げられるだろうか」

「それがしこそ」

「いや、わたくしが」

　ひとしく進み出たのは、孟達と劉封りゅうほうだった。

　が──孟達は、劉封も望んで出たので、ちょっと、遠慮する容子を示した。劉封は、玄徳の養子。曹彰は曹操の実子。──これは劉封としてはぜひとも買って出たい名誉の一戦であろうと斟酌しんしゃくしたからである。

　しかし玄徳は、将に対しても士に対しても、公平を期しているものの如く、劉封がわが家の養子だからといって特に彼ひとりを選ぶようなことはしなかった。

「では、二人に命じる。おのおの五千騎をひきいて、先鋒の左右にひかえ、曹彰が出てきたら思い思いに功名をせい。その働きによって恩賞するであろう」

「ありがとう存じます」

　若い二人は勇躍して、おのおの五千騎を擁して、先頭の左右両翼に陣していた。

　果たせるかな、やがて陣鼓堂々、斜谷に拠っている敵方の一軍が平野へ戦列を布いたかと思うと、ただ一騎、その陣列を離れて、

「玄徳はいるか。魏王の次男曹彰とは我である。父に代って一戦せん。玄徳、これへ出よ」

　と、大声あげて、さしまねいている若武者がある。遠目に見ても眩まばゆいばかりな扮装いでたちは、いうまでもなく曹家の御曹司おんぞうし曹彰そうしょうにちがいはない。

　孟達は、左翼から出ようとしたが、まず養子の劉封にここは譲るべきだと思ってひかえていた。すると右陣の劉封は、父玄徳の威をうしろに負って、これも華やかな鎧甲がいこうを誇りながら、たちまち駒を飛ばして出た。

　だが、曹彰の前に近づいて、十合とも戦わないうちに、その一騎討ちは、誰の眼にも、曹彰の勝利と分った。劉封の武芸は、とうてい、曹彰の相手ではなかったのである。

　孟達は、急に駈け出して、

「封君ほうくん。その敵は、それがしが引きうけた。お退きあれ」

　と、入れ代って、自身、曹彰にぶつかった。

　劉封は、一言もいわず、うしろを見せて、逃げ走っていた。曹彰は、孟達の邪魔を、振りのけながら、

「逃げるのか劉封。養父の玄徳を嘲わらってやるぞ。親の顔へ泥を塗ってもいいのか」

　と辱はずかしめながら追いかけた。

　ところが、彼のひきいる魏の手勢が、うしろのほうから崩れだした。驚いて引っ返すと、蜀の呉蘭ごらん、馬超などが、いつのまにか斜谷のふもとへ出て、退路を断とうとしているらしい。

　曹彰は、父に似て、兵機をみるに敏だった。すでに多少の損害をうけたが、その禍いのまだ致命とならない間に、さっと軍をまとめ、敵将呉蘭の陣中を突風のごとく蹴ちらして、首尾よく斜谷の本陣へ引揚げてしまった。しかもその途中、道をさえぎる敵将の呉蘭を、馬上のまま一閃せんに薙ぎ払い、悠々迫らず帰ってきた武者ぶりは、さすが豹ひょうの子は豹の子、父曹操の若い頃を偲しのばせるほどのものがあった。
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　劉封は面目を失った。養ち父ちの玄徳にあわせる顔もない気がした。しかし孟達に対しては、

「自分の負けが、よけいぶざまに見えたのは、彼が横から出しゃ張って、曹彰を追いのけたせいもある」と、変な妬ねたみを抱いた。

　以来、劉封と孟達とは、なんとなく打ち解けない仲になった。劉封は武勇に乏しいのみか器量においても玄徳の養子というには多分に欠けているものがあった。

　しかし曹操のほうでも、序戦以後は、日ごとに士気が衰えて行った。一曹彰が一劉封に勝ったと一時は歓んでみても全面的には、刻々憂うべき戦況にあったのである。蜀の張飛、魏延ぎえん、馬超、黄忠、趙雲ちょううんなどという名だたる将は、陣をつらねて、斜谷やこくの下まで迫っていた。

　曹彰も、劉封には勝ったが、それ以後の合戦に出るたびごとに、蜀の猛将たちから目のかたきに追いまわされ、手も足も出せなかった。

　ここは都に遠い斜谷（陝西省漢中と西安との中間）の地。もしこれ以上の大敗を喫して、多くの将士を失うときは、本国まで帰ることすら甚だ覚つかないことになろう。──曹操も重なる味方の敗色につつまれて、心中悶々たるものがあった。

「兵を収めて、鄴都ぎょうとへ帰らんか、天下のもの笑いになるであろうし、止まって、この斜谷を死守せんか、日ごとに蜀軍は勢いを加え、ついにわが死地とならんもはかり難い……」

　こよいも彼は、関城かんじょうの一室に籠って、ひとり頬杖ついて考えこんでいた。

　ところへ、膳部の官人が、

「お食事を……」と、畏る畏る膳を供えてさがって行った。

　曹操は思案顔のまま喰べはじめた。温かい盒ごうの蓋ふたをとると、彼のすきな鶏のやわらか煮にが入っていた。

　喰くらえども味わいを知らずであろう。彼は鶏の肋あばらをほぐしつつ口へ入れていた。

　すると、夏侯惇が、帳とばりを払って、うしろに立ち、

「こよいの用心布令ぶれは、何と布令ふれましょうか」と、たずねた。

　これは毎夕定刻に、彼の指令を仰ぐことになっている。つまり夜中の警備方針である。曹操は何の気なしに、

「鶏肋けいろく鶏肋」と、つぶやいた。

　鶏の骨をしゃぶっていたので、無意識に云い違えたものだろう。だが、夏侯惇は、曹操の言なので、何か含蓄がんちくのある命令にちがいないと呑みこんでしまい、

「はっ」と、そこを退がるや、城中の要所要所を巡って警固の大将たちへ、

「こよいの用心布令は鶏肋との仰せである。鶏肋鶏肋」

　と、布令廻った。

　諸将は怪しみ合った。鶏肋とはいったいなんのことか？ 誰にも解けない。諸人は疑義まちまち、当惑するばかりだった。ときに行軍主簿の楊修ようしゅうだけは、部下をあつめて、

「都へ帰る用意をせい。荷駄行装をととのえて、お引揚げの命を待て」と、急にいいつけた。

　夏侯惇はおどろいた。自分が布令たことであるが、実は自分にも分っていないので、早速、楊修に向って訊いた。

「どういうわけで、貴公の隊ではにわかに引揚げの用意にかかられたか」

「されば、鶏肋というお布令を案じてのことでござる。それ鶏の肋わきぼねは、これを食らわんとするも肉なく、これを捨てんとするも捨て難き味あり、いま直面している戦は、あたかも肉なき鶏の肋を口にねぶるに似たりとの思し召かと拝察いたす。それにお気づきあるからには、わが魏王も益なき苦戦は捨てるに如かずと、はやご決心のついたものと存ずる」

「なるほど」

　夏侯惇は感服して、おそらく魏王の肺腑はいふを見ぬいた言であろうと、ひそかにその旨をまた諸将へ告げた。
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　その夜も曹操は、心中の煩乱はんらんに寝もやられず、深更、みずから銀斧ぎんぷを引っさげて、陣々の要害を見廻っていた。

「夏侯惇かこうじゅんはいないか」

　彼はもってのほか愕いた顔している。馳けつけて来た夏侯惇のすがたを見るや否やこう訊ねた。

「諸将の部下どもは、なんでにわかに引揚げの支度をしておるのか。いったい誰が、軍旅の荷駄をまとめよなどと命令したか」

「主簿の楊修が、わが君の御心を察して、かくは一同、用意にかかりました」

「なに、楊修が。──楊修をこれへ呼べ」

　斧おのの柄えを杖に立てて、曹操はけわしい眉をしていた。楊修はやがてその前に平伏して、

「こよいの用心布令は鶏肋けいろくとの仰せ出しなりと伺い、諸人お心の中を測りかねて難儀しておりましたゆえ、それがしがおことばのご意中を解いて、人々に引揚げの用意あってしかるべしと申しました」

　と、憚はばかりなくいった。

　自分の胸奥きょうおうを鏡にかけたように云いあてられて、曹操はひどく惧おそれた。かつ不機嫌甚だしく、

「鶏肋とは、その意味で申したのではない。慮外者め」

　と、一喝したのみか、直ちに夏侯惇をかえりみて、軍律を紊みだせる者、即座に首を打てと命じた。

　暁寒き陣門の柱に、楊修はすでに首となって梟かけられていた。昨夜の才人も、今朝は鳥の餌に供えられている。

「ああ、儚はかない哉」

　さすが武骨の将たちも、慄然りつぜんとして、曹操の冷虐な感情におぞ毛けをふるい、また楊修の才を悼いたんだ。

　実に、楊修の一代は、才をもって彩られていた。しかしその豊かな才も、あまりに曹操の才能をも越えて、常に曹操をして、怖れしめていたため、かえって、彼の忌いみ憎むところとなっていた。

　かつて、こういう事もあった。──鄴都ぎょうとの後宮こうきゅうに一園を造らせ、多くの花木を移し植えて、常春とこはるの園ができあがった。……というので曹操は、一日その花園を見に出かけた。

　曹操は、善いとも悪いともいわなかった。ただ帰る折に、筆を求めて、門の額をかける横木へ「活」の一字を書いて去った。

（どういう思し召だろう）

　造庭師にわしも諸官の者も、ただ首を傾けて、曹操の意中を惧おそれあうばかりだった。

　そこへ楊修が通りかかった。人々が彼に当惑を告げると、楊修は笑って、

「何でもない事ではありませんか。魏王のお胸は、花園にしては余りにひろすぎるからもっとちんまり造り直せというご註文にちがいない──なぜかとお訊ねか。はははは。門の中に活という文字をかけば、即ち闊ひろしとなるでしょう」

（なるほど）

　皆、感心してすぐ庭を造り直し、再度曹操の一遊を仰ぐと、曹操もこんどはひどく気に入ったらしく、

（たれが自分の心を酌んでこう直したのか）

　と、たずねた。──で、庭造りの役人が、

（楊修にて候）

　と答えると、曹操は急に黙って、喜ぶ色を潜ひそめてしまった。

　なぜというに、楊修の才には、曹操もほとほと感心しながら、余りに、自分の意中をよく読み知るので、その感嘆もいつか妬みに似た忌避きひとなり、遂には彼の才能にうるさいような気持を抱くようになっていたからである。

　魏王の位についてからの曹操は当然、次の太子は誰に譲ろうかと、わが子をながめていた。ある時、彼は侍側の臣に命じて、

（明日、長男の曹丕そうひと、三男の曹子建とを、鄴城ぎょうじょうへ招き呼ぶが、ふたりが城門へ来たら、決して通すな）といいつけておいた。

　曹丕そうひは、門で拒こばまれた。兵隊たちに峻拒しゅんきょされて、やむなく後へ帰ってしまった。

　次に曹子建が来た。同じように関門の将士が、通過を拒むと、

（王命を奉じて通るに何人か我を拒まん。召しをうけて行くは弦を離れた箭やの如きもので、再び後へかえることを知らぬ）と、云い捨てて通ってしまった。

　曹操は聞いて、さすがは我が子だと、大いに子建を賞めたが、後になって、それは子建の学問の師楊修が教えたものだとわかり、がっかりすると共に、

（よけいな智慧をつけおる）と、彼の才に、その時も眉をひそめた。
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　また楊修は「答教とうきょう」という一書を作って曹子建に与え、

（もし父君から何か難しいお訊ねのあったときは、これをご覧なさい）

　と、いっていた。答教のうちには、父問三十項に対する答がかいてあった。

　こういう風に、曹子建には、楊修のうしろ楯だてがあったので長男の曹丕そうひよりは、何事にまれ勝すぐれて見えたが、やがて自分こそ、当然、太子たらんとしている曹丕は、心中大いに面白くなく、事ごとに楊修を父に讒ざんしていた。

（父子、世嗣よつぎの問題にまで、才気をさし挟むはいかに才ありとも、奸佞かんねいの臣たるをまぬかれぬ。いつかは、誅ちゅうすべきぞ）と曹操の胸には、ひそかに誓っていたものがあったのかも知れない。何にしても、才人才に亡ぶの喩たとえにもれず、楊修の死は、楊修の才がなした禍いであったことに間違いはない。要するに、彼の才能は惜しむべきものであったが、もう少しそれを内に包んで、どこか一面は抜けている風があってもよかったのではあるまいか。

　けれど、楊修の言は、楊修が死んでから三日とたたないうちに、そのことばの理由ある所以ゆえんを現わし、魏の諸将をして、「鶏肋」の解釈をふたたび想い起させた。

　蜀軍は、その日も次の日も、斜谷の陥落もはや旦夕たんせきにありとみて、息もつかず攻めたてていたのである。

　ことに、最後の日は、両軍の接戦、惨烈を極めて、曹操自身も、乱軍の中に巻きこまれ、蜀の魏延と刃やいばを交まじえているうちに、

「斜谷の城中から、裏切者が火の手をあげた」

　という混乱ぶりであった。

　だが、魏の陣中からあがった火の手は、裏切りがあってのことではなく、蜀の馬超が、斜谷の嶮けんをよじ登って、ふいに搦手からめてから関内へ攻めこみ、後方攪乱こうらんの策に出た結果だった。

　しかし城を出て戦っていた魏軍の狼狽はひと通りでない。

「すわ、総くずれだ」と、後方の騒動に前軍も混乱して、まったく統一を失い、収拾もつかぬ有様に、曹操は剣を抜いて味方の上に擬し、

「誰にもあれ、みだりに陣地を捨て、背を見せて退ひく者は、立ちどころに斬るぞ」と、督戦した。

　しかしその姿を見て、蜀の魏延、張飛などが、

「我こそ、彼の首を」と、喚おめきかかるし、退こうとすれば、部下を督戦して叫んでいる自己の言を裏切るものだし、曹操もまた自縄自縛に陥ってしまうような苦戦だった。

　かくと見て、曹操のそばへ、馬をとばして助けにきたのは龐徳ほうとくだった。剛雄魏延を身にひきうけて、

「いざ、今のうちに、一方の血路をひらいて、早々落ちたまえ」と主の前に立ちふさがり、魏延の手勢、張飛の部下など、入れ代り立ち代り寄りたかって来る敵を、わき目もふらず防いでいた。

　すると後ろであッという声がした。まさしく曹操の発したものである。龐徳はむらがる敵を蹴ちらして、

「如何なされましたぞ」と、曹操のいるところへ駈け戻ってきた。

　曹操は落馬していた。のみならず両手をもって、口を抑えていた。

　遠矢に面おもてを射られて、二枚の前歯を欠いたのである。ために顔半分から両の手まで鮮血にまみれていた。

「軽傷です。お気をたしかにおもちなさい」

　龐徳は、彼を馬上に抱えて、乱軍の中から落ちて行った。

　すでに斜谷の関城は、全面、焔につつまれ、山々の樹木まで焼けつづけている。

　魏軍は完敗した。今さらのごとく楊修のことばを思い出し、

（あのとき引揚げていたら──）と、思うもの、ただ魏の将士のみではなかった。

　曹操の面部は腫はれあがり、金瘡きんそうは甚だ重かった。彼は、その病躯を氈車せんしゃのなかに横たえ、敗戦の譜いたましく、残余の兵をひいて帰った。

　その途中、

「……そうだ。楊修の屍かばねは捨ててきたが、何か遺品かたみはあるだろう。どこかへ篤く葬ってやりたいものだ」

　氈車の中で、うわ言のように呟いていた。

　さらに、また来ると、途中を邀して待ちかまえていた蜀軍が、曹操の首をとらんと、猛烈に包囲して来た。車はようやく京兆府けいちょうふまで逃げ走ったが、一時は曹操も、ここに死すかと、観念の眼をふさいでいたようであった。




漢中王かんちゅうおうに昇のぼる
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　魏の勢力が、全面的に後退したあとは、当然、玄徳の蜀軍が、この地方を風靡ふうびした。

　上庸じょうようも陥ち、金城きんじょうも降くだった。

　申耽しんたん、申儀などという旧漢中の豪将たちも、

「いまは誰のために戦わん」といって、みな蜀軍の麾下きかへ、降人こうじんとなって出た。

　玄徳は、布告を発して、よく軍民の一致を得、政治、軍事、経済の三面にわたって、画期的な基礎をきずいた。

　こうして彼の領有は、一躍、四川しせん漢川かんせんの広大な地域を見るにいたり、いまや蜀というものは、江南の呉、北方の魏に対しても、断然、端倪たんげいすべからざる一大強国を成した。

　時を観ていた孔明は、折々、諸大将と意見を交わして、

「いまや東西両川りょうせんの民は、ことごとく君の徳になつき、ひそかにわが皇叔こうしゅくが、名実ともに王位に即かれて、内は民を定め、外には騒乱の賊を鎮しずめ給わんことを、心から希ねがっておる」

　と、即位進言のこころを漏もらすと、人々も異議なく、

「そうなくてはならない。ぜひ折を見て、亮りょう軍師から皇叔へおすすめを仰ぎたい」

　と、同意を表した。

　孔明は、諸臣の代表として、法正を伴い、ある時、改まって、玄徳に謁えっした。そして、

「君にもはや、御齢おんよわい五十をすぎ給い、威は四海に震ふるい、徳は四民にあまねく、東除西討、いまや両川の地に君臨されて、名実ともに兼備かねそなわる。これは単なる人力のみの功績ではありません。天の理法、天の意というものも、思わねばなりません。よろしく君にはこの時に、天に応じて王位にお即きあるべきです」

　というと、玄徳は、さもさも驚いたように、その面を左右に振った。

「何をいうぞ、軍師。予は漢室の一族にはちがいないが、なお許都には、皇帝がおわす。いついかなる所にあっても、身は臣下の分を忘れたことはない。もし王位を僭称し、曹操の驕おごりに倣ならうような真似をしたら、何をもって、国賊を討つ名分となすぞ」

「いやいや、帝位を称となえ給うには非ず。漢中王に即つかるる分には、何のさしつかえがありましょう。いま宇内うだい二分して、呉は南に覇をとなえ、魏は北に雄飛し、また君のご威徳によって、西蜀漢中の分野ここに定まるとはいえ、なお前途の大統一を思う同気の輩ともがらは、我が君が、あまりに世間の誹そしりを気にかけて、いわゆる謙譲の美徳のみを唯一の道としておいでになると、ついには君の大器を疑い、三軍の心、ために変ずるの憂いがないとはいえません。天ゆるし、地もすすめる時は、隆々の盛運に乗って、君ご自身、さらに雲階うんかいを昇って栄位に進み、歓びを、帷幕いばくや三軍の将士に頒わかつこそ、また国を旺さかんにする大策たること疑いもありません。ねがわくは皇叔一個のご潔癖にのみとらわれず、御心を大にして、天地の欲するままに順応せられんことを」と、極力すすめた。

　玄徳はなお容易に肯がえんじなかった。いかに臣下や両川の民がそれを望んでも、あきらかに天子から勅命がない以上は、自称し僭称するものである。そういうことは自分は嫌いだといって、飽くまでしりぞけた。

　けれど孔明以下、法正も張飛も趙雲もたびたび、進言して、玄徳の積極性をうながしたため、ついに彼もそれを許容することになり、ここに文官の譙周しょうしゅうが表ひょうを作った。そして使いは、許都の天子のもとへその表を呈し、玄徳が漢中王に即くことを正式に奏した。

　建安二十四年の秋七月。

　沔陽べんよう（陝西省・漢中の西方）に式殿と九重の壇をきずいて、五色の幡旗ばんきをつらね、群臣参列のうえ、即位の典は挙げられた。

　同時に、嫡子劉禅りゅうぜんの王太子たるべき旨も宣せられた。

　許靖きょせいをその太傅たいふとし、法正は尚書令しょうしょれいに任ぜられた。

　軍師孔明は、依然、すべての兵務を総督し、その下に、関羽、張飛、馬超、黄忠、趙雲の五将をもって、五虎大将軍となす旨が発布され、また魏延は、漢中の太守に封ぜられた。
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　即位の後、玄徳は、ふたたび表をもって、その趣を天子に奏した。

　先に都へ使いを立てて、捧げた表は、諸葛しょかつ孔明以下、蜀臣百二十人の連署をもって奉上したものであり、後のは、劉備玄徳の認めたものである。

　表はいずれも長文で、辞句荘重を極めている。朝廷はその秋ただちに、劉備玄徳にたいして、

「漢中王領大司馬」の印綬いんじゅを贈った。

「なに、むかし蓆むしろを織っていた凡下ぼんげが、ついに漢中王の名を冒したというか。憎むべき劉備の不遜ふそん、あくまで、この曹操と互角に対峙たいじせん心よな」

　魏王曹操が、ために大きく衝動をうけたことは、いうまでもない。

「起てよ、わが百万の鉾刃ぼうじん。──何ぞ、蜀の傍若無人なる。彼をして無事に、漢中王の名を僭称させておいては、身禁門を擁護する曹操として、何の面目やある」

　魏王は、獅子吼ししくした。

　時に大議事堂に満つる群臣の中から起って、

「否とよ大王、一旦のお怒りに駆らるるは、上乗に非ず、すべからく蜀の内部に衰乱の兆きざすを待って、大挙、軍を向け給え」と、いさめた者がある。

　諸人が、何人なんぴとかと見れば、司馬懿しばい、字あざなは仲達、近ごろ曹操の側臣中、彼ありと、ようやく認められてきた英才である。

　曹操はじろと見て、

「──うむ、それもよかろう。しかし仲達、蜀の衰亡を、ただ拱手きょうしゅして待つわけでもあるまい。汝にいかなる計があっていうか」

「さればです。臣の察するに、呉の孫権は、先に妹を玄徳に嫁し、のち取り返して、以後、絶縁のままになっているものの、その心中には、歯をくいしばるの恨みをのんでおりましょう。──いま魏王の御名をもって、使いを呉に立て、呉が荊州を攻むるならば、魏は呼応して、呉を援たすけ、また玄徳の側面を突かん──と、利害をあきらかにおすすめあれば、孫権のうごくこと、百に一つも間違いはありません」

「呉を。……そうか、呉をしてまず、戦わせるか」

「荊州の危うきときは、漢川かんせんも危殆きたいに瀕し、漢川を失えば蜀もまた窒息ちっそくのやむなきに至りましょう。いずれにせよ、長江波高き日は、玄徳が一日も安らかに眠られない日です。彼は両川の兵をあげても、荊州の急を救わんとするでしょう。かかる状態を作っておいてから、わが魏の大軍がうごくにおいては、兵法の聖ひじりがいっているごとく、必勝を見て戦い、戦うや必ず勝つ、の図にあたりましょう」

「善言善言」

　仲達の考えは容れられた。使者には満寵まんちょうが選ばれた。彼はたびたび、呉へも行っているし、外交官として聞えがある。

　さてここに、呉の孫権も、遠く魏蜀の大勢をながめ、呉の将来も、決して今日の安泰を、明日の安泰としていられないものを自覚していた。

　ところへ、魏使が着いた。

　孫権はまず張昭ちょうしょうにたずねた。張昭は答えていう。

「おそらく修交を求めてきたのでしょう。ともあれ会ってごらんなさい」

　孫権はそれに従った。満寵を引いて、主賓の座を分ち、礼おわって、来意をたずねた。満寵はつつしんで使いの旨をのべ、

「魏と呉とはもとより何の仇もなく、ただ孔明の弄策ろうさくに災いされ、過去数年の戦いを見たものです。その結果、利を獲たものは、実に、呉でもなく魏でもなく、いまや蜀漢二川せんの地を占めている玄徳ではありますまいか。──魏王曹操も、非をさとり、貴国と長く唇歯しんしの誼よしみを結んで、共に玄徳を討たんという意思を抱いておられます。ねがわくは、相侵あいおかすなく、両国の修交共栄の基礎がここに定まりますように」と、魏王の書簡を孫権の座下に呈した。




三



　使者の満寵まんちょうは、やがて歓迎の宴に臨んだ。曹操の書簡を見てからの孫権は甚だ気色が麗うるわしい。満寵はひそかに、

（この外交は成功する）と、信じていた。

　彼は酔って客館にさがった。だが、呉宮の殿堂は、深更まで、緊張を呈していた。重臣はみな残って、孫権を中心に、

（魏の申し出にどう答えるか）と、その修交不可侵条約の求めにたいして、検討評議にかかったのである。

「もちろん魏の大望は、天下を統一して、魏一国となすにあるので、これは曹操の詐いつわりにきまっておるが、さればといって、明らかに彼の申し出を拒こばみ、魏の重圧を一方にひきうけて、蜀の立場を有利にさせ、呉の兵馬を消耗しては面白くない」

　これは顧雍の説だった。

　そのほか有力な呉人の国際観も、たいがい同じ見解をもっている。

　要するに、不和不戦、なるべく魏との正面衝突は避け、他をもって戦わせ、そのあいだにいよいよ国力を充実し、起つ機会を充分にうかがうべし──という意見である。

　諸葛瑾しょかつきんが、一策を唱えた。

「ひとまず使者の満寵はお帰しあって、呉よりも改めて、一使を魏に派遣されたらいかがです。そのあいだに別な使者を荊州へ送るのです。いま荊州の守りは、例の関羽ですが、これに我が君より書簡をつかわし、大勢を説いて、呉に協力させまする。もし関羽だに承知して、呉に与くみするなら、断然、魏を拒んで、曹操と一戦なすも、決して、呉は敗るるものではありません」

　張昭が中途で訊ねた。

「もし関羽が断ったら？」

「そのときは、直ちに魏の申し入れを容れ、相携えて荊州を攻め取るばかり」

「妙変、臨機、大いによろしい。けれど諸葛兄、それはほとんど、後者にきまっていよう。玄徳の信任も篤く、忠誠無比といわれる関羽が、一片の書簡に変じて、呉に協力しようとは思われん」

「さよう。単なる外交では望みはありますまい。けれど彼は情にもろい豪傑です。私の計とは、婚姻政策です。関羽には一男一女がありますから、呉の世子にその娘を迎えたいがといったら、親心として、大よろこびで応じてくると考えますが」

　孫権は諸葛瑾しょかつきんの案にうなずいた。さしずめ、瑾を使者として、荊州へつかわそう。そして一方、魏の曹操にも、使いを立て、まず双方の機変を打診してみた上としても、呉が態度を定めるのは遅くもあるまい──ということに議をまとめて、次の日、満寵にはしかるべき礼物と答書を与えて、魏へ送り帰した。

　魏の船が出ると、すぐ後から瑾の乗っている船が出た。その船は荊州へ着いた。

　孔明の兄とは知っているが、呉の使者として来たと聞くと、関羽は出迎えもせず、悠然、これを待って対面し、

「何です。ご辺の用向きは」と、応対まことに武骨だった。

　瑾は不快とも思わない。むしろ武弁で正直な関羽の人柄に敬慕をおぼえながら話した。

「将軍のお娘御も、もう妙齢とうかがいましたが、主人孫権にも一男あり、呉の人はみな、好世子とたたえております。いかがでしょう、ご愛嬢を、呉の世子に嫁がせるお心はありませんか」

　聞くと、関羽は、毛ぶかい顔をゆがめて、さも卑いやしむように、瑾きんの口もとをながめ、

「ないなあ、そんな気は」と、膠にべなく、いった。

　瑾がかさねて、

「なぜですか」とたたみかけると、関羽は勃然と、髯ひげの中から口を開き、

「なぜかって、犬ころの子に、虎の娘を誰がやるかっ」と、吐き出すように云った。

　瑾は頸くびをすくめた。それ以上、口をあくと、関羽の剣がたちまち鞘さやを脱して来そうな鬼気を感じたからであった。




烽火台のろしだい



一



　瑾きんの使いは失敗に帰した。ほうほうの態ていで呉へ帰り、ありのままを孫権に復命した。

「推参なる長髯獣ちょうぜんじゅうめ。われに荊州けいしゅうを奪とるの力なしと見くびったか」

　孫権は、荊州攻略の大兵をうごかさんとして、その建業城の大閣に、群臣の参集を求めた。

　参謀の歩隲ほしつがその議場で反対をのべた。

「荊州進攻は、断じてご無用です。それは魏ぎの思うつぼで、わが呉の兵馬を、曹操のために用いられるも同様ではありませんか」

　然りとする者、否とする者、議場は喧騒した。隠忍久しき呉も、いまや自信満々である。諸将の面上には、かつてのこの国には見られなかった覇気はき闘志がみなぎっている。

　歩隲はかさねて云った。

「反対に、魏の兵馬を、呉の用に供せしめてこそ、上策と申すべきに、さる深慮もめぐらさず、ただひしめいて手ずから荊州を奪らんとするなど、一州を奪るにもどれほどな兵力と軍需を消耗するものか、国力の冗費じょうひを思わぬものだ」

　すると、主戦的な人々は、声をそろえて、

「そんな巧いわけにゆくものか。犠牲なくして、国運の進展なし。また、国防なし」

　と、あちこちで呶号した。

　歩隲は、衆口を睥睨へいげいして、

「まず黙って聞き給え。いま曹操の弟曹仁は、襄陽じょうようから樊川はんせん地方に陣取っている。これ、隙あらば荊州に入らんと、機をうかがっているものであるが、彼もさるもの、まず呉に戦わせ、その後、好餌を喰らわんと、唾つばをのんでひかえておる。──で、呉は今こそ、かねて懸案の対魏方策を一決して、彼の望みどおり同盟の好誼よしみをむすび、その代りに、直ちに、曹仁の軍勢をもって荊州へ攻め入ることを条件とするならば、魏も否やをいう口実なく、われらの思い通りな形勢に導くことになろうではないか」と、万丈の気を吐いた。

　孫権は、歩隲の策を容いれた。そう運べば、多年の宿志も一鼓こして成るべしと、すぐさま呉の代表を送って、曹操に書簡を呈し、魏呉不可侵条約、ならびに軍事同盟の締結をいそいだ。

　呉の外交官の一行が、入府したとき、曹操は歯医者を招いて入れ歯をさせていた。斜谷やこくの乱軍中に口へ鏃やじりをうけて、その折欠けた二本の前歯の修繕ができた日だったのである。

「できたできた。これでもう声も漏れないし、なんでも噛める」

　そういいながら、彼は用の終った歯医者を捨てて、大股に礼賓閣れいひんかくへ歩み、呉使を引見して、すぐ条約の文書に調印を与えたのであった。

　要するに、曹操の肚では、何よりも玄徳と孫権との提携をおそれていたのである。いまその蜀呉合作がっさくを未然に打破して、蜀を孤立させただけでも、大いなる成功であるとなし、呉の附帯条件も、文句なしに容れたものと思われる。

　呉から提示していた条件というのは、もちろん魏の即時荊州進攻の実行にある。曹操は、調印直後、満寵まんちょうを樊川軍はんせんぐん参謀に任じ、曹仁のいる前線拠地──樊城はんじょうへ派遣して、彼を扶たすけさせた。

　蜀はこの間に、もっぱら内治と対外的な防禦に専念し、漢中王玄徳は、成都に宮室を造営し、百官の職制を立て、成都から白水はくすい（四川省広元県西北。蜀の北境）まで四百余里という道中の次々には駅舎を設け、官の糧倉を建て、商工業の振興と交通の便を促進するなど、着々その実をあげていた。

　もとよりこういう治民経世の策はその一切が孔明の頭脳から出ていたといってよい。孔明はかかる忙しい中に、荊州からの急使をうけたのである。即ち、魏の曹仁が、突如、堺を侵おかして、荊州へ行動を起してきた──と。

「関羽がおります。ご心配には及びますまい」

　漢中王の驚愕をなだめて、彼は常とかわりなく、沈着にその事を処置した。




二



　司馬費詩ひしは、孔明の旨をうけて、荊州へ急行した。

　関羽に会うと、彼は、漢中王の王旨であるといって、

「荊州の運命は、いまや将軍の一肩にある。よろしく州中の兵を起して、ただ守るにとどまらず、敵の樊城をも攻め奪られよ」と、伝えた。

　関羽は、自分を信頼してくれる玄徳の依然として篤あつい知遇に感泣した。けれど、その任の重大にしてかつ困難なことにも思い到らざるを得なかった。

　費詩はまた言を重ねて、

「ついてはこの機しおに、閣下をも、五虎こ大将軍の一人に列せられました。ありがたく印綬いんじゅをおうけ下さい」と、いった。

　関羽は例の朴訥ぼくとつな気性からむっとした容子で、

「五虎大将軍とは何ですか」

「王制の下に、新たに加えられた名誉の職です。つまり蜀の最高軍政官とでも申しましょうか」

「誰と誰とがそれに任ぜられたのか」

「閣下のほかには張飛、馬超ばちょう、趙雲ちょううん、黄忠の四将軍です」

「ははは。児戯じぎにひとしい」と関羽は満心の不平を笑いにまぎらせて云った。

「馬超は亡命の客将。黄忠はすでに老朽の好々爺こうこうや。それらの人士と、われにも同列せよとのお旨であるか」

「羽将軍には、ご不満らしいが、五虎大将軍の職制は、要するに、王佐おうさの藩屏はんぺいとして、国家の必要上設けられたものであって、漢中王とあなたとの情義や信任の度をあらわしたものではありません。おそらくあなたは、むかし桃園に義をむすんだ劉玄徳という人を思い出して、自分と黄忠などを同視するのかと、ふと淋しい気がしたのでしょうが、それは大いなる国家の職制とわたくしの交情とを、混同されたお考えとぞんじますが」

　関羽は急に費詩の前に拝伏して慚愧ざんきした。

　──然り、然り、もし足下のあきらかな忠言を聞くのでなかったら、自分はここにおいて、君臣の道のうえに、ついに取返しのつかぬ過誤を抱いだいてしまったであろう──と。

　即ち、彼は卒然と、自分の小心を恥じて、その印綬をうけ、涕涙ているい再拝して、

「小弟の愚かな放言をおゆるしください」と、はるか成都のほうへ向って詫びた。

　荊州城の内外には、一夜のうちに彼の麾下きかなる駿足が集まった。関羽の令が常に厳としてよく守られていることがわかる。関羽は将台に登って、今や樊川はんせんの曹仁が、駸々しんしんと堺に迫りつつある事態を告げ、出でてこれを迎撃し、さらに敵の牙城がじょう樊川を奪り、もって、蜀漢の前衛基地としてこの荊州を万代の泰やすきにおかねばならないと演説した。

　彼の将士は、万雷のような拍手をもってそれに答え、各〻の出陣に歓呼した。

　先陣は廖化りょうか。その副将には関平かんぺい。──参謀として馬良、伊籍いせき。──留守の大将には誰々をと、その場で、各隊の部将や所属も任命された。

　満城、その夜は篝かがりを焚たき、未明の発向というので、腰に兵粮をつけ馬にも飼葉かいばを与え、陣々には少量の門出酒かどでざけも配られて、東雲しののめの空を待っていた。

　関羽もすっかり身を鎧って「帥すい」の大字を書いた旗の下に、楯に倚よって居眠っていた。──すると、どこからか、全身まっ黒な大猪おおいのししが奔はしってきて、いきなり具足の上から関羽の足に咬かみついた。

「……あっ」

　と、愕きざま、抜き打ちに猪を斬ったかと思うと──眼がさめていた。夢だったのである。

「どうなさいました」

　父の声に、養子の関平が来てたずねた。夢ではあったが、猪に咬まれたあとが、まだズキズキ痛むような気がするといって──関羽は苦笑した。

「猪いのこは龍象のうちと申しますからきっと吉夢でしょう」と、関平はいったが、幕僚のうちには凶夢ではあるまいかと、ひそかに案じる者もあった。しかし関羽は、

「人間五十に達すれば、吉夢もなし、凶夢もなし。ただ清節と死所にたいして、いささか煩悩ぼんのうを余すのみ」と、いって笑った。




三



　曹仁の大兵は、怒濤となって、すでに襄陽じょうようへ突入したが、

（関羽が全軍をひきいて、荊州を出た）

　という情報に、にわかにたじろいで、襄陽平野の西北に物々しく布陣して敵を待っていた。

　魏の進撃が、思いのほか遅かったのは、曹仁が樊城をたつときから、参謀の満寵と夏侯存かこうぞんなどのあいだに、作戦上の意見に齟齬そごがあって、容易に出足が一決しなかったためである。

　で、たちまち関羽軍は、襄陽郊外に来て、彼と対陣した。

　魏の翟元てきげんは、荊州の廖化りょうかへ挑いどんで、この戦いくさの口火をひらいた。

　一鼓一進、たがいに寄って、歩兵戦は開始され、やがてやや乱軍の相を呈してきた頃、廖化は偽って、敗走しだした。

　その頃、夏侯存と戦っていた関平もくずれ立ち、荊州軍は全面的な敗色につつまれたかに見えたが、やがて二十里も追われてきた頃、こんどは逆に、追撃また追撃と狂奔してきた曹仁や夏侯存などの魏軍が、突然、乱脈にさわぎ始めて、

「どこだ、どこだ？」

「あの鼓は。喊声かんせいは？」と、前の敵はおいて、うしろの埃ほこりに惑い合った。

　濛々たる塵煙の中に、味方ならぬ旗さし物や人馬が見えだした。わけて鮮やかなのは「帥」の一字をしるした関羽の中軍旗であった。

「すわ、退路を断たれるぞ」

　あわてて引っ返してゆく大将曹仁のまえに、さながら火焔のような尾を振り流した赤毛の駿馬しゅんめが、莫ばくと、砂塵を蹴って横ぎった。

　これなん赤兎馬せきとばであり、馬上の人は関羽であった。

「──あっ、関羽」

　と、思わず声を発して、胆きもをとばしたまま逃げてゆく曹仁の姿に気がつくと、関羽は振り向いて、

「やよ、魏王ぎおうの弟てい。あまりあわてて馬より落ちるな。きょうはあえて汝を追うまい。悠々逃げよ」

　と、手の青龍刀を遊ばせながら高々と笑った。

　偽って敗走した関平、廖化の二軍は、はるかうしろに味方の鼓を聞くと、にわかに踵きびすをかえして、圧倒的な攻勢に出た。

　作戦は成功したのである。魏軍は網中の魚にひとしい。けれどその朝、関羽からいわれている旨もあるので、

（序戦はまず敵の胆きもを挫ひしげば足る）という程度に、長追いもせず、悪戦もせず、ただ退路を失って四方に潰乱した敵を、手頃に捉とらえては潰滅を加えた。

　で、荊州軍としては、ほとんど、損害という程度の兵も失わず、しかも敵に与えた損害と、心理的影響とは、相当大きなものだった。

　なぜならば、曹仁は辛からくも生きて帰ったが、夏侯存は、関平に討たれ、翟元てきげんは廖化りょうかに追いつめられて、乱軍中に仆たおれ、いわゆる先陣の二将を、序戦にうしなったからである。

　第二日、第三日も曹仁は、不利な戦ばかり続け、ついに襄陽市中からも撤退のやむなきにいたり、襄陽を越えて遠く退いてしまった。

　関羽軍は、襄陽に入った。

　城下の民衆は、旗をかかげ、道を掃き、酒食を献じたりして、

「羽将軍来る、羽将軍来る」と、慈父を迎えるような歓迎ぶりを示した。

　司馬の王甫おうほが、このとき一案を関羽に話した。

「幸いに、大捷たいしょうを博しました。けれどこの勝利に酔っては危険です。いくら魏に打ち捷かってもです。──なぜならば呉というものがありますからな。按ずるに、いま陸口りっこう（湖北省、漢口の上流）には、呉の呂蒙りょもうが大将となって、一軍団を屯たむろさせています。これが虚を見て、うしろから荊州へ出動してくると、ちょっと防ぐ術すべはありません」

「よく気づいた。自分の憂いも実はそこにある。陸口に変あらばたちまちそれを知るような工夫はなかろうか」

「要所要所に烽火台のろしだいを築いて、いわゆるつなぎ烽火の備えをしておくに限ります」

「ご辺に命じる。奉行となって、すぐその築工に取りかかれ」

「承知しました」

　王甫はまず設計図を示してから関羽の工夫も取りいれ、急速にその実現を計った。




四



　王甫はいちど荊州へ帰って、人夫工人を集め、地形を視察したうえ、烽火台工築に着手した。

　烽火台は一箇所や二箇所ではない。陸口の呉軍に備えるためであるから、そこの動静を遠望できる地点から、江岸十里二十里おきに、適当な阜おかや山地をえらび、そこに見張り所を建て、兵五、六十ずつ昼夜交代に詰めさせておくのである。

　そして、ひとたび、呉のうごきに、何か異変があると見るや、まず第一の監視所の阜おかから烽火を揚げる──夜ならば曳光弾えいこうだんを揚げる──第二の監視所はそれを知るやまたすぐ同様に打ち揚げる。

　第三、第四、第五、第六──というふうに、一瞬のまにその烽火が次々の空へと走り移って、数百里の遠くの異変も、わずかなうちにそれを本城で知り得るという仕組なのである。

　この「つなぎ烽火」の制は、日本の戦国時代にも用いられていたらしい。年々やまぬ越後上杉の進出に備えて、善光寺平野から甲府までのあいだを、その烽火電報によって、短時間のまに急報をうけ取っていたという川中島戦下の武田家の兵制などは、その尤ゆうなる一例であったということができる。

「着々、工事は進んでいます。──あとは人の問題ですが」

　王甫はやがて襄陽へ戻ってきて、関羽に告げた。

「江陵方面の守備は、糜芳びほう、傅士仁ふしじんのふたりですが、ちと、如何と案じられます。荊州の留守をしている潘濬はんしゅんも、とかく政事まつりごとにわたくしの依怙えこが多く、貪欲どんよくだといううわさもあって、おもしろくありません。烽火台はできてもそれを司る人に人物を得なければ、かえって平時の油断を招き、不時の禍いを招く因もととならぬ限りではありませんからな」

「……うむ。……人は大事だが」

　関羽は生返事だった。自ら選んで留守をあずけ、或いは江岸の守備に当らせた以上、その者を疑う気にはなれない彼である。考えておこうという程度に王甫の言は聞き流してしまった。

「まず、後の憂いもない」

　として、彼は、襄陽滞陣中に、充分英気を養った士卒をして、襄江の渡河を決行させた。

　もちろんこの間に、船筏ふないかだの用意そのほか、充分な用意はしてある。──当然、この渡河中には、手具脛てぐすねひいている敵の猛烈な強襲があるものと覚悟して。

　ところが、大軍は難なく、舟航をすすめ、何の抵抗もうけず、続々、対岸へ上陸してしまった。

　ここでも、樊城はんじょうの魏軍は、その内部的な不一致を、暴露している。

　さきに逃げ帰った曹仁は、その生命を保ってきただけに、以後、関羽の武勇を恐れること一通りでない。

　すでに荊州軍が、歴然と、渡河の支度をしているのを眺めながらも、

「どうしたらよいか」と、参謀の満寵に、ひたすら策を求めているような有様だったのである。

　満寵は初めから関羽を強敵と見て、曹仁が襄陽へ陣を出すのをさえ極力いさめていたほどな守戦主義の参謀だったから、二言なく、

「城を堅固に、守るが第一です。出て戦っては、勝ち目はありません」と、いった。

　ところが、城中一方の大将たる呂常りょじょうなどの考えは、まったくそれと背馳はいちしていた。城に籠るは最後のことだ。まして、軍書にも明らかに、

　──敵、半バヲ渡ルトキハ、即チ討ツ。

　と用兵の機微を教えてある。そこをつかまないで、どこをつかむか。機微の妙を知らないような大将と共に城を同じゅうするとは、何たる武運の尽きか、と痛嘆した。

　前の夜、その激論に暮れてしまった。翌る朝には、もう関羽の旗が、こちらの岸へのぼっていた。

　呂常はなお自説を曲げず、

「このうえは、われ一人でも出て戦ってみせる」

　と豪語し、勇ましく一門を押しひらいて、なお上陸中の荊州軍を襲ったはよいが、関羽の雄姿を目に見ると呂常の部下は、

「あれが有名な長髯公ちょうぜんこうか」

　と、戦いもせず、彼をおいて、われ先にみな城門のうちへ逃げこんでしまうといったような有様だった。




生いきて出でる柩ひつぎ



一



　樊城はんじょうは包囲された。弱敵に囲まれたのとちがい、名だたる関羽とその精鋭な軍に包囲されたのであるから、落城の運命は、当然に迫った。

（──急遽、来援を乞う）

　との早馬は、魏王宮中を大いに憂えさせた。曹操は評議の席にのぞむと、列座を見まわして、

「于禁うきん。そちがいい。すぐ樊川へ急行軍して、曹仁の危機を助けろ」

　と、その一大将を指さした。

　魏王の指名をうけるなどということは、けだし大いなる面目といわねばならぬ。けれどそれだけに于禁は重責を覚えた。わけて曹仁は魏王の弟でもある。彼は、命を受くるとともに、こう願った。

「誰ぞもう一名、先手の大将たるべき豪勇の人を、お添え給われば倖せにぞんじますが」

「おう、よかろう。たれか先陣に立って、関羽の軍を踏みやぶるものはいないか」

　すると、声の下に、

「いまこそ国恩に報ずる時かと存ずる。ねがわくはそれがしにお命じ下さい」

　人々の目は、期せずしてその偉丈夫にあつまった。面は灰色をおび髪は茶褐色をしている。西涼の生れというから、胡夷えびすの血をまじえているにちがいない。その皮膚の色や髪の毛がそれを証拠だてている。すなわち、龐徳ほうとく、字あざなは令明。漢中進攻のとき魏に囚とらわれて以来、曹下そうかの禄ろくを喰はんでいた者である。

　曹操が思うに、龐徳なら関羽の良い相手になるであろう。勇略無双の聞えある関羽に対して、恥なき戦いをするには于禁では実力が足らない。

「うむ、龐徳も征ゆけ。さらに、予の七手組ななてぐみの者どもを加勢に添えてやろう」

　曹操は念に念を入れた。七手組とは、彼の親衛軍七手の大将で、魏軍数百万のうちから選び挙げた豪傑たちであった。

　面々、印綬いんじゅをうけて退出した。ところがその夜、七人のうちの董衡とうこうが、ひそかに于禁をたずねて云った。

「われわれ一同も、あなたを大将にいただいて征くことは、この上もない光栄ですが、副将として龐徳が先陣にあたることはいささか不安がないでもありません。いや実をいえば一抹の暗雲を征旅の前途に感じますので」

「ほほう？　それはいかなる仔細かの」

「龐徳は元来、西涼の産で、かの馬超の腹心であった者です。しかるに、その馬超はいま蜀にあって、玄徳に重用され、五虎将軍の一人に加えられているではありませんか。のみならず、現在、龐徳の兄龐柔ほうじゅうも、蜀におります。そういう危険な陰影を持っている人物を先陣に立てて、蜀軍とまみえることは、何とも複雑な神経をわれわれまでが抱かせられる──という点を、ひとつ将軍からそっと魏王のお耳に入れてご再考を仰ぎたいと存ずる次第ですが……」

「いや、いかにも。七手組の不安は、無理ではない。早速、大王にお目通りして、ご意見を伺ってみよう」

　夜中だし、発向の準備に、忙せわしない中であったが、于禁は倉皇そうこうと、魏王宮に上って、その由を、曹操に告げた。

　つぶさに聞くと、曹操も安からぬ気持に駆られた。でひとまず于禁には、

「聞きおく」として、急遽、べつに使いを出して、龐徳ほうとくを呼びよせた。

　そして、軍令の変更を告げ、ひとたび彼にさずけた印綬を取上げた。龐徳は、仰天して、

「いったい、どういうわけですか。大王の命を奉じて、明朝は打ち立たんと、今も今とて、一族や部下を集合し、馬や甲鎧よろいをととのえて、勇躍、準備中なのに、このお沙汰は」

　と、面色を変えて訴えた。

「されば──予としては毫ごうも汝を疑ったこともないが、汝を先手の大将に持つことには、総軍から反対がでた。理由は、そちの故主馬超は、蜀にあって、五虎の栄官についておる。──おそらく汝とも何か脈絡を通じているであろう──と申すにある。つまり二心の疑いをかけておるわけだな」




二



　さもさも心外でたまらないような面持をたたえて、龐徳は凝然ぎょうぜんと口を緘かんしていた。それをなだめるため、曹操はまた云い足した。

「汝に二心ないことは、予においては、充分わかっておるが、衆口はなんとも防ぎようがない。悪く思うな」

「…………」

　龐徳は冠を解いて床に坐し、頓首して自己の不徳を詫び、かつ告げた。

「それがし漢中以来、大王のご厚恩をうけて、平常、いつか一身を以て、ご恩に報ぜんことのみを思っておりました。しかるに今日、かえって、衆口の疑いを起し、お心をわずらわし奉るとは、何たる不忠、何たる武運の拙つたなさ……。ご推察くださいまし」

　巌いわおのような巨きな体をふるわして嘆くのだった。彼はなお激しく語りつづけた。いま蜀にいる兄の龐柔とは多年義絶している仲であること。また馬超とは、別離以来一片の音信も通じていないこと。ことに馬超のほうから自分をすてて単独、蜀へ降ったものであるから、今日その人に義を立てて、蜀軍に弓を引けないような筋合いはまったくないのである。──と言々吐くたびに面へ血をそそいでいる。

　──と。曹操は、みずから手を伸ばして彼の身を扶たすけ起し、いと懇ねんごろにその苦悶をなだめた。

「もうよい。もうよい。汝の忠義は誰よりもこの曹操がよく知っておる。一応、諸人の声を取上げたのも、わざとそちに真実の言を吐かせて、諸人にそれを知らせんためにほかならぬ。いまの言明を聞けば、于禁の部下も、七手組の諸将も、釈然として疑いを消すであろう。──さあ征ゆけ。心おきなく征地に立って、人いちばいの功を立てよ」

　印綬はかくて鷹徳の手にまた戻された。龐徳は感涙にむせび、誓ってこの大恩にお応えせん、と百拝して退出した。

　彼の家には、出陣の餞別はなむけを呈するため、知己朋友が集まっていた。帰るとすぐ、龐徳は召使いを走らせて、死人を納める柩ひつぎを買いにやった。

　そして、女房の李氏りしを呼び、

「お客はみな賑やかに飲んでいるか」

「宵から大勢集まって、あのようにあなたのお帰りを待っていらっしゃいます」

「そうか、ではすぐ席へ参るから、その前に、この柩を、酒席の正面に飾っておいてくれ」

「ま、縁起でもない。これは葬式に用いるものではありませんか」

「そうだよ。女の知ったことじゃない。おれの云うとおりにしておけばよい」

　龐徳は衣服を着かえ、やがて後から客間へのぞんだ。客はみな正面の柩をいぶかって、主人の意こころをあやしみ、お通夜のようにひそまり返っていた。

「やあ、失礼いたした。──実は、明朝の出陣をひかえて、突然、魏王からお召しがあったので、何事かと伺ってみると、実に思いもよらぬおことばで──」と、逐一ちくいちこよいの顛末てんまつを話し、なお魏王の大恩に感泣して帰ってきた心事を一同へ告げたうえ、

「──明日、樊川はんせんへ向って立つからには、敵の関羽と勝負を決し、大きくは君恩にこたえ、一身にとって、武門の潔白を証あかし立てんと存ずるのである。所詮、このたびの出陣こそは、生還を期しては立てぬ、それ故、生前の親しみを、一夜に尽して、お別れ申しておきたいと思う。どうか、夜の明けるまで、賑やかに飲んでもらいたい」

　それから、女房の李氏へは、

「われもし関羽を討ち得なければ、われかならず関羽のため討ち果されん。われ亡きのちは子を護り、父に勝まさる者を育てて、父の遺恨をすすがせよ。よいか、たのむぞ」と、云いのこした。

　悲壮な主の決心を知って、満座みな袖をぬらしたが、妻の李氏は、かいがいしく侍女や僕しもべをさしずして、夜の白むまで主人や客の酒間に立ち働き、ついに涙を見せなかった。




三



　夜が白むと、鄴都ぎょうとの街には、鉦太鼓かねたいこの音がやかましかった。于禁うきん一族や七手の大将が、それぞれ出陣する触れである。

　貝の音もする、銅鑼どらも聞える。龐徳の邸でも、はや門を開かせ、掃き浄めた道を、やがて主人が郎党を従えてきた。

　見れば、彼の兵は、列の真っ先に、白錦襴しろきんらんで蔽おおいをした柩を高々と担っている。門外に堵列とれつしていた五百余人の部将や士卒はびっくりした。葬式が出てきたと思ったからである。

「一同、怪しむをやめい」

　馬上ゆたかな姿をそこに現した龐徳ほうとくは、鞍の上から部下へ告げた。生きて還らぬ今度の決心と、そして魏王の大恩とを。

　語をつづけてさらに陳のべた。

「日頃、その方どもの心根にも、おれは深く感じておる。もしこの龐徳が、関羽に討たれ、空しき屍となったときは、この柩に亡骸なきがらを収め、かえって魏王の見参に入れてくれい。──とはいえおれも一代武勇に鍛えた龐徳だ、むざとは討たれん。ただかくの如く、生死を天に帰して、今朝の出陣をいたすまでである」

　思い極めた大将の覚悟は、部下の心にも映らずにいない。かくて龐徳の出陣ぶりは、すぐ曹操の耳へ入った。

「うム、そうか、よし、よし」

　曹操は聞くと、喜悦をあらわした。賈詡かくが、側にあって、

「大王、何をお歓びですか」と、いった。曹操は、問うも野暮といわぬばかりに、われ龐徳の出陣の壮さかんなるを悦ぶなり──と云った。

　すると、賈詡は、

「おそれながら、大王には、ちとご推測を過っておられるようです。関羽は世の常の武将ではありません。すでに天下に彼の名が轟いてから三十年、未だいちどの不覚を聞かず、不信の沙汰なく、無謀のうわさを知りません。いま、その武勇にかけて、関羽と対立し、よく互角の勝負をする者は、おそらく驍勇無比ぎょうゆうむひなる龐徳をおいては、ほかに人物はおりますまい。この点は大王のお眼鑑めがねに、私も心服しておるものでございます。さりながらそれは武勇だけの問題です。智略は如何となると、これはとうてい、関羽の巧者には及ばないことあきらかです。──それを龐徳が悲痛なる決意と血気にまかせて、あのようにして出て行ったのは、実に、敵を知らざるもの、暴虎の勇、私には、危なくて見ていられませんでした。──諺ことわざにも、両剛闘えば一傷しょうありで、魏にとっては、又なき大将を、むざむざ死なせにやるようなことは、国家のため、決して良計とは思われません。いまのうちに、少し彼の気持を、弱めたほうが、将来の計かと思われますが……」

「や。実にそうだ」

　曹操はすぐ使いを派した。──龐徳の途中を追いかけさせてである。

　使者は、追いついて、告げた。

「王命です。──戦場に着いても、かならず軽々しく仕懸しかけるな、敵を浅く見るな。敵将関羽は、智勇兼備の聞えある者。くれぐれも大事をとって仕損じるなかれ──とのおことばでありまする」

「かしこまって候う」

　謹んで答えたが、使者が帰ったあとで、龐徳は非常に笑った。

「何をお笑いになるので？」と、諸人が訊くと、

「いや、大王のご入念が余りにも過ぎると、かえって、この龐徳の心を弱め給うようなことになる。それ故、われはわざと一笑して、この意志を弱めずと、誓い直しているのである」

　と、いった。

　于禁うきんは元来が弱気なので、それを聞くや、眉をひそめ、

「概すでに敵を呑む将軍の意気は大いによろしいが、魏王の戒いましめも忘れ給うな。中道によく敵を見て戦われよ」と、忠告した。

「三軍すでに征旅に立つ。何の顧かえりみやあらん。関羽関羽と、まるで呪符じゅふのように唱えるが、彼とてよも鬼神ではあるまい」

　龐徳はあくまで淋漓りんりたる戦気を帯びて、三軍の先鋒に立ち、一路樊川はんせんへ猛進した。




関平かんぺい



一



　樊城はんじょうの包囲は完成した。水も漏らさぬ布陣である。関羽はその中軍に坐し、夜中ひんぴんと報じてくる注進を聞いていた。

　曰いわく、

　魏の援軍数万騎と。

　曰く、

　大将于禁、副将龐徳、さらに魏王直属の七手組七人の大将も、各〻その士馬精鋭をひっさげ、旋風のごとく、進軍中と。

　またいう。

　先鋒の龐徳は、関羽の首をあげずんば還らずと、白き旗に、「必殺関羽」と書き、軍卒には柩ひつぎをかつがせ、すでにここから三十里余の地に陣し、螺鼓銅鉦らこどうしょうを鳴らして、気勢ものすごきばかりにて候う──と。

　この報告を聞くと、関羽は、勃然と面色を変じ、その長い髯ひげに風を呼んで云った。

「匹夫、われを辱はずかしめるか、よしその儀なれば、まず龐徳の望みにまかせ、彼を持参の柩に納めてやろう」

　直ちに、駒を寄せてまたがり、また養子の関平かんぺいを呼んで云った。

「父が、龐徳と戦うあいだ、汝は油断なく、樊城を衝つけ、魏の援軍、城外三十余里のあなたに来れりと知れば、城兵の気はとみに昂たかまり、油断していると反撃してくるぞ」

　関平は、父の乗馬の口輪をつかんだ。そしてその前に立ちふさがり、

「こは父上らしくもないことです。たとえ龐徳がどんな豪語を放とうと、珠を以て雀に抛ち、剣を以て蠅はえを追うような、もったいないことはなさらないでください。彼が如き鼠輩そはいを追うには、私でたくさんです。私をおつかわし下さい」

「うむ。……まず試みに、おまえが行って当ってみるか」

　関羽は子の忠言に、よろこびを示した。父をいさめるようにまで、わが子関平も成人したかと思うのであろう。

「行ってきます。吉左右きっそうをお待ち下さい」

　若い関平は、たちまち馬上の人となり、部下一隊を白刃でさしまねくと、凛々りんりん、先に立って駈けだした。

　やがて前方に、雲か霞かすみをひいたように、敵の第一陣線が望まれた。手をかざして見れば、皀くろい旗には「南安之龐徳なんあんのほうとく」と印し、白い旗には「必殺関羽」と書いてあるのが見える。

　関平は、駒をとどめて、

「西羗せいきょうの匹夫、節操なき職業的武将。これへ出て、真の武将たるものに面接せよ」

　と、大音で呼んだ。

　遠く眺めていた龐徳は、

「あの青二才は何者か」と、左右にたずねた。

　誰も知る者はいなかった。

　けれど、云っていることは、一人前以上である。ついに怒気を発したか、

「小僧、一ひとひねりにしてくれん」

　と、陣列を開かせて、颯々、関平の前にあらわれた。

「小輩しょうはい、小輩、いったい汝はどこのちんぴらなるか」

　龐徳がいうと、関平は、

「知らないか。われこそは五虎大将軍の首席関羽の養子、関平という者だ」

「あはははは。道理で乳くさい小せがれと遠目にも見ていたが、関羽の養子関平か。──帰れ帰れ。われはこれ、魏王の命をうけて、汝の父の首を取りにきた者で、汝のようなまだ襁褓おしめのにおいがするような疥癩かいらいの小児を、馘くびきりに来たのではない。──われ汝を殺さず、汝この旨を父に伝え、父の卑怯をいさめて、父をこれへ出してこい」

「──なッ、なにを！」

　関平は馬もろとも、いきなり龐徳へ跳びかかった。

　閃々、刀を舞わし、龐徳に迫って、よく戦ったが、勝負はつかない。

　ついに相引きの形で引きわかれたが、さすがに若くて猛気な関平も、肩で大息をつきながら、満身に湯気をたてていた。

　関羽は合戦の様子を聞いて、次にはかならず関平が負けると思ったらしく、にわかに、その翌朝、部下の廖化りょうかに城攻めの方をあずけ、自分は、関平の陣へ来てしまった。

　そして、きょうは自分が、龐徳を誘うから、父の戦いぶりを見物しておれと告げて、愛馬赤兎せきとを、悠々両軍のあいだへ進めた。




二



　戦場の微風は、関羽の髯をそよそよとなでていた。

「龐徳はなきか」

　と一声せい敵陣へ向って、彼が呼ばわると、はるかに、月を望んで谷底から吼える虎のように、

「おうっ」

　という答えが聞え、それを機しおに、わあっという喊声かんせい、そして陣鼓戦鉦じんこせんしょうなど、一時に喧しく、鳴り騒いだ。

　渦巻く味方の物々しい声援に送られて、ただ一騎、龐徳はこなたへ馬を向けてきた。その姿が関羽の前にぴたと止ると、魏の陣も蜀の陣も、水を打ったようにひそまり返ってしまった。

　まず龐徳が大音をあげた。

「われはこれ、天子の詔しょうをうけ、魏の直命を奉じて、汝を征伐に来た者である。汝、わが威を恐れてか、卑劣にも、養子の弱輩を出して、部下の非難をのがれんとするも、天道豈あにこの期ごになって、兇乱の罪をゆるすべきか、それほど命が惜しくば、馬を下って、降人となるがいい」

　関羽は苦笑してそれに答えた。

「西羗せいきょうの鼠賊そぞくが、権者の鎧甲がいこうを借りて、人に似たる言葉を吐くものかな。われはただ今日を嘆く。いかなれば汝のごとき北辺の胡族えびすの血を、わが年来の晃刀こうとうに汚さねばならぬか──と。やよ龐徳、はや棺桶をここへ運ばせずや」

「なにをっ」

　馬蹄の下からぱっと黄塵が煙った。旋風つむじかぜのなかに龐徳の得物と関羽の打ち振る偃月刀えんげつとうとが閃々と光の襷たすきを交わしている。両雄の阿呍あうんばかりでなくその馬と馬とも相闘う如く、いななき合い躍り合い、いつ勝負がつくとも見えなかった。

　戦えば戦うほど、両雄とも精気を加えるほどなので、双方の陣営にある将士はみな酔えるが如く手に汗をにぎっていたが、猛戦百余合をかぞえた頃、突然、蜀の陣で金鼓かねを鳴らすと、それを機しおに、魏のほうでも引揚げの鼓を叩き、龐徳も関羽も、同時に矛ほこを収めて、各〻の営所へ引き退いた。

　これは養子の関平が、いかに英豪でも年とった父のこと、長戦になっては万一の事もあろうか──と急に退ひき鉦がねを打たせたのであった。

　関羽は、本陣へ引いて、休息をすると、諸将や関平に向って、話していた。

「なるほど龐徳という者は、相当な豪傑だ。彼の武芸力量は尋常なものではない。わが相手として決して恥かしくない敵だ」

「父上。諺ことわざにも、犢こうしはかえって虎を恐れずとか申します。あなたが夷国の小卒を斬ったところでご名誉にはなりません。反対にもし怪我でもあったら漢中王の御心を傷ましめましょう。もう一騎打ちには出ないで下さい」

　関平は諫いさめたが、関羽は笑っているのみである。彼もはや老齢にちがいないが、自身では年齢としを忘れている。

　一方の龐徳も、魏の味方のうちへ帰ると、口を極めて、関羽の勇を正直にたたえていた。

「今日までは、人がみな関羽と聞くと、怯おじ怖れるのを、何故かと嗤わらっていたが、真に、彼こそ稀代の英傑であろう。人のことばは、実げにもと、つくづく感じ入った。死すにせよ、生きるにせよ、思えばおれは武門の果報者、この世にまたとない好い敵に出会ったものだ」

　于禁うきんが陣中見舞に来て、そのはなしを聞き、とうてい、関羽に勝つことは尋常では難しい、生命いのちを粗末にし給うな、と諫めた。

　けれど、龐徳は、

「これほどの敵に会って、晴れの決戦を避けるくらいなら、初めから、武人にならないほうがましだ。明日こそ、さらにこころよく一戦して、いずれが勝つか斃たおれるか、生死を一決するから見物していたまえ」と、耳にもかけなかった。

　あくる日、龐徳はふたたび、中原ちゅうげんへ馬を乗りだして、

「関羽、出でよ」

　と、敵へ挑みかけた。
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　きょうは龐徳から先に出て呼ばわっている。もとより関羽も待ちかまえていた所だ。直ちに駒をすすめ、賊将うごくなかれと喚おめきながら駈け合せた。

　戦い五十余合に至って、龐徳は急に馬をめぐらして逃げかけた。関羽はそれを偽計と察しながら、

「偽って、刀を引くは、大将らしからぬ戦いではないか。羗奴きょうど！ かえせっ」

　と、追いすがった。

　すると不意に、陣地の内から馬を飛ばして駈け出してきた関平が、

「父上っ、彼の罠わなにかかり給うな。──あっ、龐徳ほうとくが弓を引きますぞ」

　父の危機と見てうしろから注意した。

　とたんに早くも龐徳の放った矢が、びゅっと、関羽の顔を狙って飛んできた。関羽は左の臂ひじを曲げてこれを受けた。矢は臂に立って、面部はそのはねた血にまみれたに過ぎなかった。

「父上っ」

　関平は馬を寄せて父を抱いた。そして父を救うて戻ろうとしたが、かく見るや、龐徳はまた、弓を投げ、刀とうを舞わして躍りかかって来た。

　すわとばかり蜀の陣は鼓を打って動揺した。魏の陣も突貫してきた。双方はたちまち乱軍状態になる。そのあいだをくぐって、関平は無二無三に、父を扶けて味方のうちへ駈け込んだ。

　そのとき魏の中軍では、さかんに退ひき鉦がねを打ち叩いていた。龐徳は意外に思ったが、何か後方に異変でも起ったのではないかと、ともかくあわてて軍を収め、中軍司令の于禁に向って、

「どうしたのです。何が起ったのであるか」と、訊ねた。

　ところが于禁の答えは、彼にとって実に心外きわまるものだった。彼はいう。

「いや別に何が起ったというわけではないが、都を立つ時、特に魏王から戒いましめのお使を派せられ、関羽は智勇の将、尋常よのつねの敵と思うて侮あなどるなと、くれぐれ念を押されたことであった。ゆえに、万一彼の奸計かんけいにおち入ってはと存じ、部下の者の深入りを止めたまでのことである」

　龐徳は歯ぎしりを噛んでいた。于禁のため今日の勝機を逸しなければ、関羽の首を挙げ得たものをと、くり返して止まなかった。

　また一部の将の間には、それは于禁が自分の功を龐徳に奪われんことを怖れて、急に退き鉦を鳴らさせたものだと、穿うがった説をなす者もあった。

　ともあれこの一日に、関羽は一箭せんの傷をうけたわけであるから、

「次には、われの一刀を、龐徳に酬むくいずにおかん」と、臂ひじの治療に手を尽していた。

　傷口は浅いようだったが、薬の効ききめはなかなか顕あらわれない。関平や幕僚たちは、努めて彼をなだめ、関羽が短慮に逸はやらないように、陣外の矢たけびなども、なるべく耳に知れないように、注意していた。

　それをよいことにして、敵は毎日のように襲よせてきた。龐徳の下知によるものらしい。龐徳はなんとかして関羽を誘いださんものと、日々兵をして敵を罵り辱はずかしめた。

「どうしても誘いに乗らん。このうえは策を変えて、わが先鋒の中軍は一手となり、彼の陣を突破して、一挙に樊城はんじょうの味方と連絡をとげてはどんなものでしょう」

　龐徳から于禁へこう献策をしてみたが、于禁はそれに対しても、魏王の訓戒をくり返して、

「関羽ほどの者が、正面から敵に突破されるような陣構えをしているわけはない。足下の言は策というものではなく、ただ自己の勇に信念がお強いというだけのものだ。ところが戦争そのものは、一人の勇よりも万夫の結束と、それを用いる智によって勝敗のわかれるものだからな。まずまずおもむろに機を待つとしよう」と、容易に龐徳のすすめに賛成する気色もない。のみならず、その後、例の七手組の諸将を樊城はんじょうの北十里の地点に移し、于禁自身は、中軍をもって、正面の大路に進撃を構え、龐徳の手勢は、しごく出足のわるい山のうしろへ廻してしまった。──こういう指令を出した点から考えると、やはり彼の内心には、龐徳ひとりに功をとられてしまうことを、ひどく警戒しているものと思われる。




七軍ぐん魚鼈ぎょべつとなる
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　父の矢創やきずも日ましに癒えてゆく様子なので、一時はしおれていた関平も、

「もう心配はない。この上は一転して、攻勢に出で、魏の慢心を挫ひしぎ、わが実力の程を見せてくれねばならん」と、帷幕いばくの人々と額ひたいをあつめて作戦をねっていた。

　ところが魏軍はにわかに陣容を変えて、樊城の北方十里へ移ったという報告に、

「さては早くも蜀の攻勢を怖れて、布陣を変えたとみえる」

　と、軽忽けいこつを戒め合って、すぐその由を関羽に告げた。

「どう陣立てを変えたか？ ──」を見るべく、関羽は高地へ登って、遥かに手をかざした。

　まず、樊城の城内をうかがえば、すでにそこの敵は外部と断たれてから、士気もふるわず旗色も萎靡いびして、未だに魏の援軍とは連絡のとれていないことが分る。

　また一方、城外十里の北方を見ると、その附近の山陰や谷間や河川のほとりには、なんとかして城中の味方と連絡をとろうとしている魏の七手組の大将が七軍にわかれて、各所に陣を伏せている様子が明らかに遠望された。

「関平。土地の案内者をここへ呼べ」

「──連れて参りました。この者が詳しゅうございます」

　しきりと、地勢をながめていた関羽は、案内者へ向ってたずねた。

「敵の七軍が旗を移したあの辺りは、何という所か」

「罾口川そうこうせんと申しまする」

「なお、附近の河は」

「白河はくがの流れ、襄江じょうこうの激水、いずれも雨がふると、谷々から落ちてくる水を加えて、もっと水嵩みずかさを増してまいります」

「谷は狭く、うしろは嶮岨だが、ほかに平地は少ないのか」

「されば、あの山向うは、樊城の搦手からめてで、無双な要害といわれておりますから、人馬も容易には越えられません」

「そうか、よし」と案内者を退けてから、関羽は何事かもう勝戦の成算が立ったもののように、

「敵将于禁うきんを擒とりこにすることは、すでにわが掌たなごころにあるぞ」と、いった。

　諸将は、彼の意をはかりかねて、その仔細をたずねたが、関羽は一言ひとこと、

「罾口そうこうに入るもの生きて能く出でず──という語が何かの兵書にあったが、于禁はまさにその死地へみずから入ったものだ。見よ、やがてかの七陣が死相を呈してくるに違いないから」と、云ったのみで、その日以後は、もっぱら兵を督して、附近の材木を伐り、船筏ふないかだを無数に作らせていた。

「陸戦をするのに、何だってこんなに船や筏ばかり作らせているのだろう」と、将卒はみなこの命令を怪しんでいたが、やがて秋八月の候になると、明けても暮れても、連綿と長雨が降りつづいた。

　襄江じょうこうの水は、一夜ごとに、驚くばかり漲みなぎりだしてくる。白河の濁流もあふれて諸川みな一つとなり、やがては満々と四方の陸を沈めて、見るかぎり果てなき泥海となって来た。

　関羽は、高きに登って、敵の七陣を毎日見ていた。岸に近いところの陣も、谷間の陣も次第に増してくる水におわれて、毎日毎日少しずつ高いところへ移ってゆく。……しかし背後の山は嶮峻けんしゅんである。もうそれ以上は高く移せない所へまで、敵の旗は山ぎわに押し詰められていた。

「関平関平」

「はい」

「もうよかろう。かねて申しつけておいた上流の一川。そこの堰を切って押し流せ」

「心得ました」

　関平は、一隊をひきつれて、雨中をどこかへ駈けて行った。襄江の水上みなかみ七里の地に、さらに岐わかれている一川があった。関羽は一ヵ月も前からそこに数百の部下と数千の土民を派して、ここの水を築堤で高く堰せき止め、先頃からの雨水を襄野じょうや一面に蓄えていたのであった。
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　その日、于禁うきんの本陣へ、督軍の将、成何せいかが訪れていた。成何は先ほどから口を酸すくして、

「いつ晴れるか知れないこの長雨です。万一、襄江の水がこれ以上増したら諸陣は水底に没してしまいましょう。一刻も早く、この罾口川そうこうせんを去ってほかへ陣所をお移しあるように」

　とすすめていた。就中なかんずく、成何が探ったところでは、蜀軍のほうでは営を高地に移して、しかも船や筏いかだをおびただしく造らせている。これは何か敵方に考えがあってのことにちがいないから、わが魏軍も、こうしているべきでないという点を力説した。

「よろしい、よろしい。もう分っておる。足下はちと多弁でしつこすぎる」

　于禁は苦りきって、無用な説を拒むような顔を示した。

「いくら降ったところで、襄江の流れが、この山を浸ひたしたような歴史はあるまい。つまらぬ危惧に理窟をつけて、督軍の将たる者が不用意な言を発しては困る」

　成何は恥じ怖れて本陣を辞去した。けれど彼の憂いと不満は去らなかった。彼はその足で龐徳ほうとくの陣所をたずねた。そして自分の考えと于禁のことばをそのまま友に訴えた。

　龐徳はたいへん驚いた。眼をそばだて膝を叩いて、

「貴公もそこに気がついていたか、貴説、まさに当れりである。しかし于禁は総大将という自負心が強いから、とうてい、我らの意見を用いるはずはない。この上は軍令に反そむいても、我々は思い思いにほかへ陣を移してしまおう」

　瀟々しょうしょうと外は間断なき雨の音だった。こんな時は鬱気うっきを退治して大いに快笑するに限ると、龐徳は友を引きとめて酒など出した。そして二人とも陶然とうぜんと雨も憂いも忘れかけていると、にわかにただならぬ雨風が吹き荒すさび、浪の音とも鼓の音ともわからぬ声が、一瞬天地をつつむかと思われた。

　愕然がくぜん、龐徳は杯をおいて、

「やっ、何事だ？」

　帳とばりを払って面おもてを向けて見ると、驚くべし、山のような濁流の浪が、浪また浪を重ねて、すぐ陣前へ搏うち煙っている。

「や、や。洪水こうずいだ」

　成何せいかもそこを飛び出した。そして馬へ乗って帰ろうとすると、彼方の兵営や陣小屋が、どうと一つの大浪にぶつけられた。見るまに、建物も人馬も紛々と波上へ漂い出し、さらに、次の浪、また次の浪が、それを大空へ揺りあげながら、当る物を打ち砕いて、濁浪の口に呑まんとしてくる。

　しかし、その奔濤ほんとうの中にも、溺れず沈まず、この凄じい洪水の形相をむしろ楽しんでいるかのような影もあった。それは関羽の乗っている兵船や、蜀兵が弓槍を立て並べているたくさんな筏いかだだった。

「筏にすがり、船へ漂ただよいついてくる敵は、降人と見て、助けてつかわせ。激流に溺れてゆく者は、いずれ助からぬ命、無駄矢を射るな」

　関羽は兵船の上から悠々下知していた。

　この日関平が上流の一川の堰せきを切ったため、白河と襄江じょうこうのふたつが一時に岸へ搏うってきたのだった。罾口川そうこうせんの魏軍は、ほとんど水に侵おかされ、兵馬の大半は押し流され、陣々の営舎は一夜のうち跡形もなくなってしまった。

　関羽は夜どおし洪水の中を漕ぎ廻り、多くの敵を水中から助けて降人の群れに加えていたが、やがて朝の光に一方の山鼻を見ると、そこにまだ魏の旗がひるがえって、約五百余の敵が一陣になっている。

「おう、あれにおるは、魏の龐徳、董起とうき、成何せいかなどの諸将と見ゆるぞ。好い敵が一つ所におる。取り囲んでことごとく射殺してしまえ」

　蜀の軍卒は、その兵船や筏をつらねて、旗の群れ立つ岬みさきを囲んだ。

　矢は疾風となってそこへ集まった。五百の兵は見るまに三百二百と減って行った。董起や成何は、所詮逃げる途はないと諦あきらめて、

「この上は、白旗をかかげて、関羽に降を乞うしかあるまい」

　と云ったが、ひとり龐徳は、弓を離さず、

「降る者は降れ、おれは魏王以外の他人に膝を屈かがめることは知らん」

　と云って、矢数のある限り、射返し射返し、奮戦していた。
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「わずかな敵を、持てあまして、いつまで手間取ってるか」

　と、関羽の一船もそこへきて短兵急に矢石を岬みさきの敵へ浴びせかけた。

　魏の将士は、ばたばた仆れては水中へ落ちてゆく。しかもなお龐徳ほうとくは、不死身のように、関羽の船を目がけて弦鳴つるなりするどく、矢を射ては、生き残りの部下を励まし、また傍かたわらの成何せいかへも叫んだ。

「勇将ハ死ヲ怯オクレテ苟イヤシクモ免レズ──という。今日こそは龐徳の死ぬ日と覚えた。ご辺も末代まで汚名をのこされるなよ」

　成何も今は死を決し、おうっとそれへ答えるや否や、槍を揮って、崖下へ駈け出した。敵の一つの筏いかだがそこから岸へ上がろうとしていたからである。

　だが、近づくが早いか、成何は大勢の敵に、滅多斬りにされてしまった。蜀の兵は喊声かんせいをあげながら龐徳の足下まで上がってきた。龐徳はそれと見るや、弓を捨て、岩石を抱え、

「汝ら、何を望むか」

　と、頭上へ落した。血と肉と岩石は、粉になって飛んだ。

　彼は手近な岩石をあらかた投げ尽した。いかに巨おおきな岩も彼の手にかからない物はなかった。死力というか、鬼神の勇というか言語に絶した働きだった。

　人も筏もその下にはみな影を没し去っていた。龐徳はまた弓を握った。しかし彼の周囲には累々るいるいたる部下の死骸があるだけで、もう生きている味方はなかった。

　なお、ばしゃばしゃと四辺あたりへ矢石が降り注がれてくる。さしもの龐徳も力尽きたか矢にあたったか、ばたっと仆れた。──近づきかねていた蜀勢のうちから、すばやく一艘の河船が漕ぎよせてきた。そしてそこの岬を占領したかと思うと、死を装うていた龐徳が、やにわにはね起きて、蜀兵を蹴ちらし、その得物を奪い、ひらりと敵の船中へ飛び乗った。

　またたくまに船中の兵七、八名を斬殺すると、彼は悠々岬を離れて、濁流の中へ棹さして遁のがれた。船は血に染っている。余りの迅さと不敵さに、蜀軍の船や筏は、ただただ胆きもを奪われていた。

　すると、まるで征矢そやの如く漕ぎ流して行った一船が、いきなり龐徳の河船の横腹へ、故意に舳へさきをつよくぶっつけた。そして熊手や鉤槍かぎやりをそろえて、いきなり彼の舷ふなばたへ引っ掛け、瞬時にその河船を覆くつがえしてしまった。

「やったな、見事」

「誰だ、あの大将は」

　蜀軍はそれを見て、みな声をあげ、手を振って賞めた。不死身の龐徳も船もろとも水煙の底へ葬られたからだ。

　ところが、彼を葬った蜀の一将は、それをもって満足せず、直ちに、自分も濁流の中へ身を躍らした。そして渦巻く波を切って泳ぎ、当の相手龐徳と水中に格闘して、遂にその大物を生捕ってしまったのである。

　戦いすでに終ったので、関羽は船を岸に返し、その勇士が龐徳をひいてくるのを待っていた。勇士の名は、蜀軍随一の水練の達者周倉しゅうそうであったことがもう全軍へ知れ渡っていた。

　関羽の前には、魏の総司令于禁うきんも捕虜になって引っ立てられて来た。于禁は哀号して、助命をすがった。関羽は愍笑びんしょうして、

「犬ころを斬っても仕方がない。荊州の獄へ送ってやるから沙汰を待て」と、云った。

　次に龐徳が来た。

　龐徳は傲然と突立ったまま、地へ膝をつけなかった。関羽はこの男の勇を惜しんで、

「汝の兄の龐柔ほうじゅうも漢中王に仕えている。わしが取りなしてつかわすから、汝も蜀へ仕えて長く生きたらどうだ」

　と諭すと、龐徳は、不敵な口をあいて、呵か々かと大笑しながら、

「誰がそんなことを頼んだ。要らざるおせっかいはせぬがいい。おれは魏王のほかに主というものを知らん。久しからずして玄徳もおれのような姿になって魏王の前に据えられるだろう。そのとき汝は、玄徳に向って、魏の粟あわを喰ろうて生きよと、主にもすすめる気か」

　関羽は激怒して、

「よろしい。汝の望み通り、汝の用意した柩ひつぎを役立たせてやる。坐れッ」

　と大喝した。

　龐徳は黙って、地に坐った。その首を前へのばすや否や、戛然かつぜん、剣は彼の頸うなじを断った。




四



　雨はやんでも、洪水は容易に減水を示さなかった。龐徳が奮戦した岬には、その後、一基の墳墓が建てられた。彼の忠死をあわれんで関羽が造らせたものだという。

　一方、その地方の大洪水は、当然、樊川にもつづいて、樊城の石垣は没し、壁は水びたしの有様となった。さなきだに籠城久しきにわたって、疲れぬいていた城中の士気はいやが上にうろたえて、

「天なんぞこの城にかくも酷むごきか」

　と、ただ自然を恨み、明日を儚はかなみ、まるで戦意を喪失してしまった。

　けれどただ一つの僥倖ぎょうこうは、この洪水のために、関羽側の包囲陣もいきおい遠く退いて、それぞれ高地に陣変えしなければならなくなったことで、ために実際の攻防戦は休止のすがたに立ち到った。

　その間に、城将の多くは、首将の曹仁をかこんで、評議の末、

「今はもう餓死か落城かの二途しかありません。むしろこの隙に夜中ひそかに舟を降ろし、城をすてて何処へなりとも一時御身を隠さるるが賢明かと思います」

　と勧め、曹仁もその気になって、脱出の用意をしかけていた。

「腑ふがいないことを！」と、それを知って憤慨したのは満寵まんちょうである。

「この洪水は、長雨の山水が嵩かさんだものゆえ、急にはひかぬにせよ、半月も待てば必ずもとにかえる、情報によれば、許昌きょしょう地方もこの水害に侵おかされ、飢民は暴徒と化し、百姓は騒ぎ乱れ、事情は刻々険悪な状態にあると承る。──しかも関羽の軍が、その鎮定におもむかず、乱にまかせているのは、もし軍を割いて、それへ向えば、たちまちこの樊城はんじょうから後を追撃されるであろうと、大事をとって動かずにいるのです」

　そう説明して、彼はまた曹仁のために、この際、処すべき道をあきらかにした。

「いやしくも将軍は魏王の御舎弟。そのあなたという者のうごきは魏全体に大きな影響をもちましょう。よろしくここは孤城を守り通すべきです。もしこの城を捨て給わば、関羽にとっては思うつぼで、たちまち、黄河以南の地は、荊州の軍馬で平定されてしまうにちがいない。しかる時は、なんの顔かんばせあって、魏王にまみえ、故国の人々にお会いなされますか」

　満寵のことばは、曹仁の蒙もうをひらくに充分であった。彼は正直に自己の考えちがいを謝し、

「もし足下の教えがなければ、おそらく自分は大事を誤ったろう」

　と、それまでの敗戦主義を城中から一掃するため、諸将をあつめて訓示した。

「正直にいう。自分は一時のまちがった考えにいま恥じておる。国家の厚恩をうけ、一城の守りを任ぜられ、かかる一期の時となって、城を捨てて遁のがれんなどという気持をふとでも起したのは慚愧にたえない。ご辺たちもまた同様である。もし今日以後も、城を出て一命を助からんなどと思う者があれば、かくの如く処罰するからさよう心得るがいい」

　曹仁は剣を抜いて、日頃自分の乗用していた白馬を両断にして、水中へ斬り捨てた。諸将はみな顔色を失って、

「かならず、城と運命を共にし、生命いのちのあらんかぎり防ぎ戦ってごらんに入れる」

　と、異口同音に誓った。

　果たしてその日頃から、徐々に水はひいてきた。城兵は生気をとりもどし、壁を繕つくろい、石垣を修築し、さらに新しい防塁を加えて、弩弓どきゅう石砲せきほうをならべ、

「いざ、来れ」

　と、大いに士気を昂あげた。

　二十日足らずののちに、洪水はまったく乾いた。関羽は、于禁うきんを生捕り、龐徳ほうとくを誅ちゅうし、魏の急援七軍の大半以上を、ことごとく魚鼈ぎょべつの餌として、勢い八荒に震い、彼の名は、泣く子も黙るという諺ことわざのとおり天下にひびいた。

　時に、次男の関興かんこうが、荊州からきたので、関羽は、諸将のてがらと戦況をつぶさに書いて、

「これを漢中王におとどけせよ」

　と、使いを命じて、成都へやった。


出師の巻






骨ほねを削けずる



一



　まだ敵味方とも気づかないらしいが、樊城はんじょうの完全占領も時の問題とされている一歩手前で、関羽軍の内部には、微妙な変化が起っていたのである。

　魏ぎの本国から急援として派した七軍を粉砕し、一方、樊城城下に迫ってその余命を全く制しながら、あともう一押しという間際へきて、何となく、それまでの関羽軍らしい破竹の如き勢いも出足が鈍にぶったような観がある。

　この理由を知っているのは、関平そのほか、ごく少数の幕僚だけだった。

　今も、その関平や王甫おうほなどの諸将が、額ひたいをあつめて、

「……何にしても、全軍の死命に関かかわること、なおざりには致しておけぬ」

「一時の無念は忍んでも、ひとたび軍を荊州へかえし、万全を期して、出直すことがよいと考えられるが」

「……どうも困ったことではある」

　沈痛にささやき交わしていた。

　ところへ一名の参謀があわただしく営の奥房から走ってきて、

「羽大将軍のお下知である。──明日暁天より総攻撃を開始して、是が非でも、あすのうちに、樊城を占領せん。自身出馬する。各〻にも陣々へ旨を伝え、怠りあるなかれ──との仰せです」

　と、伝えてきた。

「えっ、総攻撃を始めて、戦場へ立たれると？」

　人々は愕然がくぜんと顔見合わせ、それは一大事であるといわぬばかりに、一同して営中の奥まった一房へ出向き、

「今日はご気分いかがですか」

　と、恐る恐る帳中を伺った。

　関羽は席に坐していた。骨たかく顔いろもすぐれず、眼のくぼに青ぐろい疲れがうかがわれるが、音声は常と少しも変ることなく、

「おう、大したことはない。打ち揃って、何事か」

「只今、お下知は承りましたが、皆の者は、さなきだに、ご病体を案じていたところとて、意外に打たれ、もうしばしご養生の上になされてはと、お諫めに出た次第ですが」

「ははは。わしの矢瘡やきずを案じてか。──案ずるなかれ。これしきの瘡に何で、関羽が屈するものか。また何で天下の事を廃されようぞ。あすは陣頭に馬をすすめ、樊城を一揉みに踏みつぶさずにはおかん」

　王甫おうほは膝を進めて、

「お元気を拝して、一同、意を強ういたしますが、いかなる英傑でも、病には勝てません。先頃からご容態を拝察するに、朝暮ちょうぼのお食慾もなく、日々お顔のいろも冴えず、わけてご睡眠中のお唸うめきを聞くと、よほどなご苦痛にあらずやと恐察いたしておりまする。なにとぞ、蜀にとって唯一無二なるお身でもあり、かたがた、将来の大計のため、ここはひとたび荊州へお引き揚げあって、充分なるご加養をしていただきたいと存ずるのであります。……いま大将軍の御身に万一のことでもあっては、ただに荊州一軍ばかりでなく、蜀全体の重大なる損失ともなることですから」

「…………」

　黙然と聞いていた関羽は、やおら座をあらためて、王甫のことばを抑えた。

「王甫王甫。また関平もそのほかの者も、無用な時を費やしまた無用な心をつかわなくてもよい。わが生命はすでに蜀へささげてあるものだ。武人の一命は常に天これを知るのみ。樊城はんじょう一つを攻めあぐねて荊州へ引き揚げたりと聞いては以後、関羽の武名はともあれ、蜀の国威にかかわる。──一矢しの瘡きずなど何かあらん。戦場に立てば十矢百矢も浴びるではないか。黙って、わしの下知に伏ふくせ」

　人々は、一言もなく、そこを退がったが、憂いはなお深い。その夜、関羽はまた、大熱を発し、終夜、痛み苦しんだ。龐徳ほうとくに射られた左の臂ひじの瘡きずである。あの鏃やじりに、死んだ龐徳の一念がこもっているかのようだった。

　総攻撃も、ために自然沙汰やみになった。

　王甫や関平は、諸方へ人を派して、

「名医はないか」と、遍あまねく求めさせた。

　するとここに風来の一旅医士が童子一名をつれ、小舟にのって、呉の国のほうから漂い着いた。沛国はいこく譙郡しょうぐんの人、華陀かだという医者だった。




二



　江岸監視隊の一将が、華陀を連れて、関平の所へ来た。

「この旅医者は、呉の国から来たと申しますが、先頃より諸州へ医師をお求めになっておる折から、或いはお役に立つかも知れぬと存じて連れ参りましたが」

　関平はよろこんで、ともあれ自分の幕舎へ迎え、まず鄭重にたずねた。

「先生の尊名は？」

「華陀かだ、字あざなは元化げんか」

「さては、呉の大将周泰しゅうたいの傷を治したと聞く名医でおわすか」

「かねがね景仰する天下の義士が、いま毒矢にあたってお悩みである由を承り、遠く舟をあやつって駈けつけたわけでごさる」

「父は蜀の大将軍たり。先生は呉国の医たるに、そも何の故あって、はるばる渡られたか」

「医に国境なし。ただ仁に仕えるのみです」

「おお、では早速、父の毒傷を診みて下さい」

　華陀を伴って、彼は父の帳中へ行った。折しも関羽は馬良をあいてに碁ごを囲んでいた。大熱のため口中は渇かわいて棘いばらを含むがごとく、傷口は激痛して時々五体をふるわすほどだったが、豪毅な精神力はそれを抑えて、人には何気なく見えるほど平然と囲碁にまぎらわしているのだった。

「父上。呉の名医華陀かだがはるばる見えました。ひとつ瘡きずの治療を請われてはいかがですか」

「む。む。……待て待て。馬良、こんどはわしの番か」

　衣服を袒かたぬぎながら、関羽は瘡きずを病んでいる片臂かたひじを医師の手にまかせ、なお右手では碁盤に石を打っていた。

「どうじゃ馬良。名手であろうが」

「何の……その一石は、やがて馬良の好餌でしかありませんぞ」

　二人とも碁に熱中していて、華陀の顔すら振り向かない。──が華陀は、関羽のうしろへ寄って、肌着の袖口をめくりあげ、じっと臂の傷口を診みていた。

　侍側の諸臣はみな眼をみはった。瘡口はさながら熟うれた花梨かりんの実みぐらいに膨ふくれあがっている。華陀は嘆息をもらした。

「これは烏頭うずという毒薬が鏃やじりに塗ってあったためで、その猛毒はすでに骨髄にまで通っています。もう少し放っておかれたら片臂は廃物となさるしかなかったでしょう」

　関羽は初めて華陀の顔を振り向きながら、

「今のうちなら治る法があるか」と、たずねた。

　華陀は自信をもって、

「あることはありますが、ただ将軍が愕おどろき給わんことを畏れます」

「ははは。死をだに顧みぬ大丈夫が、医師の手に弄なぶられるぐらいなことで愕きはせぬ。よいように療治してくれ」と、片臂を委まかせたまま、ふたたび盤上の対局に余念なかった。

　華陀かだは、薬嚢やくのうを寄せて、中から二つの鉄の環かんを取り出した。一つの環を柱に打ち、一つの環に関羽の腕を入れて、縄をもって縛りつける準備をした。関羽は、異いなことをするものかなといわぬばかりに、わが腕を見て、

「華陀とやら、どうするのか」

　と、訊いた。華陀は答えて、

「医刀をもって肉を裂き、臂ひじの骨を取り出して、烏頭うずの毒で腐蝕したところや変色した骨の部分をきれいに削り取るのです。おそらくこの手術で気を失わぬ病人はありません。いかに将軍でも必ず暴れ苦しむに違いありませんから、動かぬように、しばらくご辛抱をねがうわけで」

「何かと思えば、そんな用意か。大事ない、存分に療治してくれい」

　鉄環を除とって、そのまま、手術を請うた。

　華陀は瘡きずを切開しにかかった。下に置いた銀盆に血は満ち溢れ、華陀の両手もその刀もすべて血漿けっしょうにまみれた。その上、臂ひじの骨を鋭利な刃ものでガリガリ削るのであった。関羽は依然として碁盤から眼を離さなかったが、まわりにいた関平や侍臣はみな真っ蒼になってしまい、中には座に耐えず面をそむけて立って行った者すらある。

　ようやく終ると、酒をもって洗い、糸をもって瘡口を縫う。華陀の額にもあぶら汗が浮いていた。




建業会議けんぎょうかいぎ
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　手術をおえて退がると、華陀かだはあらためて、次の日、関羽の容体を見舞いにきた。

「将軍。昨夜は如何でした」

「いや、ゆうべは熟睡した。今朝さめてみれば、痛みも忘れておる。御身は実に天下の名医だ」

「いや、てまえも随分今日まで、多くの患者に接しましたが、まだ将軍のような病人には出会ったことがありません。あなたは実に天下の名患者でいらっしゃる」

「ははは。名医と名患者か。それでは病根も陥落せずにおられまい。予後の養生はいかにしたらよいか」

「怒らないことですな。怒気どきを発するのは禁物です」

「かたじけない。よく守ろう」

　関羽は百金を包んで華陀に贈った。華陀は手にも取らない。

「大医は国を医し、仁医は人を医す。てまえには国を医するほどな神異もないので、せめて義人のお体でも癒してあげたいと、遥々これへ来たものです。金儲けに来たわけではありません」

　飄然とまた小舟に乗って、江上へ去ってしまった。

　その頃、魏王宮を中心とし、許都きょと、鄴都ぎょうとの府は、異様な恐慌に戦おののいていた。

　早馬、また早馬。それがみな樊川はんせん地方の敗戦を伝え、七軍の全滅、龐徳ほうとくの戦死、于禁うきんの投降などが、ひろく国中へ漏れたため、庶民まで上を下へと騒動して、はやくも関羽軍が攻め入るものとおびえ、逃散する百姓さえあった。

　魏王宮ではきょうもその事について大会議が開かれていた。この会議でも、関羽の名を恐れおびえた人々は、早くも魏王宮の遷都説まで叫んだが、司馬懿しばい仲達ちゅうたつが立って、その不可を論じ、

「要するに、こんどの大敗は、魏軍が弱かったのではなく、洪水の力が関羽に味方したためといってよい。関羽の勢いがあまりに伸びるのを欲しないのは呉の孫権である。いま呉を説いて、関羽のうしろを突けといえば、孫権はかならず呼応するにちがいない」と、獅子吼ししくした。

　司馬懿仲達と共に、丞相府の主簿をしている蒋済しょうさいも哭ないて云った。

「自分と于禁とは、三十年来の友であったが、何ぞはからんこの期ごにおいて、龐徳にすら劣ろうとは。いま仲達の申された策は金玉の言と思う。一刻も早く呉へ急使を派し、この大屈辱をわれらも一致して拭ぬぐわねばならん」

　曹操は考えていたが、ただ弁舌の士のみ遣やっても、或いは呉が動かないかも知れない。あくまで、難には魏が当る事実を示しておいて、しかる後に、呉を説こうといった。

　すなわちそのために、徐晃じょこうは大将に選ばれて、兵五万をさずけられ、急行軍して陽陵坡ようりょうはまで出陣した。

（呉が呼応するときまったら、すぐ関羽軍へ攻めかかれ）

　徐晃軍は、命をふくんでそこに待機し、満を持すの形をとっていた。

　魏の急使は、呉の主都、建業に着いて、いまや呉の向背こうはいこそ、天下の将来を左右するものと、あらゆる外交手段や裏面工作に訴えて、その吉左右きっそうを待っていた。

　建業城中の評議はなかなか一決しない。呉にとっても重大な岐路である。のみならず呉はひそかに先頃から魏の繁忙をうかがって、このときに江北の徐州を奪ってしまうべきでないかと考えていた所である。──が、曹操から内示してきた条件もなかなかいい。

（関羽を攻めて荊州を奪とらんか。魏の要求を突っぱねて、徐州を奪るべきか）

　そこに大きな迷いがある。

　ところへ、上流陸口りっこうの守備をしていた呂蒙りょもうが急に帰国して来た。時局の急を察し、一大献策のために帰ってきたと彼はいう。

　孫権は招いてすぐ訊ねた。

「汝。いかなる策があるというのか」

「さればです。いまこそわが呉は長江の天与を利し、荊州をとって、蜀魏の侵略に、永遠の国境を展ひらいておかねばなりません。上流長江の嶮をもって境とし、強馬精兵を内に蓄たくわえてさえおけば、徐州のごときはいつでも奪れる機会がまたありましょう」

　呂蒙は作戦上にも、なお固く必勝の信念を抱いているらしく陳じた。
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　呂蒙りょもうの発言は、会議の方針を導くに充分な力があった。なぜならば、彼の守備している任地の陸口りっこう（漢口上流）は、魏、蜀、呉三国の利害が交叉している重要な地域だ。彼はその現地防衛司令の重任にあるのみでなく智慮才謀にかけても断然、呉では一流級の人物である。

「大策の決った上は、現地のことすべて汝の思慮にまかす。適宜てきぎに対処せよ」

　孫権は後でいった。すなわちこの間に呉の対魏問題も、時局方針も一決したものとみられる。

　呂蒙は再び速船はやぶねで現地の陸口へ帰った。そしてすぐ荊州方面へ隠密を放って探ってみると、意外な備えのあることが発見された。

　──というのは、沿岸二十里おき三十里おきの要所要所に、烽火台のろしだいが築かれてあり、ひとたび呉との境に変があれば、瞬時にその「つなぎ烽火」は荊州本城へ急を告げて、応援の融通や防禦網の完備にも、整然たる法があって、水も洩らさぬ仕組になっているとある。

　予想外な関羽の要心なので、呂蒙はそれを探り知ると、ひどく舌打ち鳴らして、

「これはいかん」と、その日から仮病けびょうをつかい始め、宿痾しゅくあの再発に悩んで近頃引き籠り中と、味方にまで深く偽っていた。

　動くべき筈の陸口の兵が、依然うごかずにいるのみか、呂蒙が病にかかって一切人に顔も見せないでいる──という噂に、建業にある孫権も甚だしく心配した。

「この重大時局に？」と、焦躁のあまり、呉郡の陸遜りくそんを見て、

「火急、陸口へ赴いて、呂蒙の容体を見てこい」

　と、いいつけた。陸遜は命をうけると、

「ご心配には及びません。おそらく呂蒙の病は仮病でしょう」

　と、云って出た。彼はすでに呂蒙の心を読みぬいていたのである。

　が、陸口に着いてみると、呂蒙はほんとに病閣を閉じていた。陣中、寂として、将士も憂いに沈んでいる。

　陸遜は、呂蒙に会うと、にやにや笑いながら云った。

「将軍。もう病床からお起きなさい。ご病気は、それがしが直ぐ癒してあげる」

「遜君。ご辺は病人をからかいに来たのか」

「いや君命に依って、閣下を診察にきたのだ。それがし不才なりといえども、先頃、将軍が建業に来られた時に、すでに胸中を察しておった。以後、現地に帰るとすぐ、呉侯のご期待を裏切って、急にご病気になったのは、思うに、荊州の防衛が全然将軍の予想に反していたためではありませんか」

　呂蒙はむくむくと起き出して、急にあたりを見まわした。

「陸遜。静かに云い給え。帳外にたれか聞いておるといかん」

「大丈夫。衛兵も退けてある。荊州の関羽は一方で樊城と戦いながらも、呉との境には、寸毫すんごう油断していない。むしろ平時より防衛の兵力を強めていましょう。そしてすでに諸所の烽火台の工も完成しておりましょう。蒙閣下の病はまさにそこにあると存ずるが、私の診断は誤っていましたか」

「うーむ……。さすがは炯眼けいがん、恐れ入った。実はその通りだ」

「では、いよいよ大病なりと称して、ふたりで建業へ帰ろうではありませんか。私が病人を迎えにきたという恰好になるのでちょうどよい」

「そして？　それから？」

「すでに閣下の胸三寸にもおありでしょうが、要するに、関羽が油断しないのは、陸口の堺に、あなたのような呉でも随一といわれる将軍が虎視眈々こしたんたんと控えておるからです。仮病をとなえて、閣下が職を退き、名もない将を交代させて、ひたすら荊州の鼻息を恐れるが如き様子を見せれば、関羽の心もいよいよ驕おごって、遂にはここの兵を樊城のほうへ廻すにちがいありません。──呉の大進出はまさにその時ではありませんかな」




呂蒙りょもうと陸遜りくそん
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　陸遜りくそんは呂蒙より十幾歳も年下だった。当時まだ呉郡の一地方におかれ、その名声は低く、地位は佐官級ぐらいに止まっていた。

　だが彼の才幹は呉侯も日頃から愛していたところだし、呂蒙はなおさら深く観てその将来に嘱目しょくもくしていた。

　ふたりは同船して、ふたたび呉の建業へ帰り、呉侯孫権にまみえて、荊州の実状を詳しく告げた。あわせて呂蒙は、自分の仮病は敵方に対する当面の一謀ぼうに過ぎない旨を語って、主君に心を煩わずらわせたことを詫びた。

「この機会に、陸口の守りには、ぜひ誰か別人をご任命ください。それがしがおっては、関羽は防禦の手をゆるめません」

「その方の謀はかりごととあれば、今そちが病を称となえて職を退くには至極よいが、しかし、陸口は呉にとって重要な地。ご辺をおいて、ほかに一体誰を任命したらよいか」

「陸遜がよろしいでしょう。彼をおいて適任はないかと思います」

「陸遜を？　……」と孫権は面に難色を示しながら、

「むかし周瑜しゅうゆは呉の第一の要害は陸口なりとして、守備の大将に魯粛ろしゅくをえらび、その魯粛はまたご辺を推薦した。こんどはその三代に当る守将であるから、もうすこし人望才徳、機略遠謀兼ね備わった人物をそちも推挙すべきであろう」

「ですから、それを兼備したものが、陸遜であると私は申し上げます。ただ陸遜に足らないものは地位、名声、年齢などでありますが、彼の名がまだ内外に知られていないことがむしろ好条件というべきで、陸遜以上に有能の聞えある大将が代って行ったのでは、関羽を欺あざむくことはできません」

　呉侯と彼のあいだにそんな内輪ばなしがあってから間もなく、陸遜は一躍、偏へん将軍右都督うととくに昇った。そしてすぐ陸口への赴任を発令されたので誰よりも当人が驚いてしまった。

「若輩不才じゃくはいふさいの私。到底、蒙閣下のあとをうけて、そんな大任には耐え得ません。おそらく職に背そむいて、尊命を汚しましょう。どうかほかの先輩にお命じ下さい」

　陸遜はいくたびも辞したが、孫権は聴許せず、馬一頭、錦二段、酒肴を贈って、

「はや赴ゆけ」と、餞別はなむけした。

　ぜひなく陸遜は任へ着いた。任地へ到ると彼はすぐ礼物に書簡をのせて、関羽の陣へ使いを立て、

（以後よろしく）と、新任の挨拶を申し送った。

　使者を前において、関羽はたいへん笑った。──呂蒙りょもう病んで、いま、黄口こうこうの小児に陸口を守らしむ、時なるかな。

　以後荊州の守りは安し。祝着祝着、と独り悦に入りながらしきりに笑っていたというのである。帰ってきた使者の口からそのときの模様をそう聞いて、陸遜もまた、同じように、

「祝着祝着。それでよし」と、かぎりなく歓んだ。

　その後、陸遜は、わざと軍務を怠り、ひたすらじっと関羽の動静をうかがっていると果たして、関羽はようやく臂ひじの矢瘡も癒えてくると共に、不落樊城はんじょうの占領に意をそそぎ始め、先頃から目立たぬように、陸口方面の兵力をさいて、樊城のほうへぼつぼつ動かし出した様子である。

「時到る」と、陸遜はその由を、すぐ建業へ急報した。

　孫権はまた、その報を手にするや、時を移さず呂蒙を招いて、

「機は熟した。陸遜と協力して、荊州を攻め取れ。すぐ発向せい」

　と命じ、後陣の副将として、自身の弟、孫晧そんこうを特に添えてやった。

　三万の精兵は、一夜のうちに、八十余艘の速船はやぶねや軍船に乗りこんだ。参軍の諸将には、韓当かんとう、蒋欽しょうきん、朱然しゅぜん、潘璋はんしょう、周泰、徐盛、丁奉ていほうなど名だたる猛者もさのみ択えらばれた。

　そのうち十艘ほどは、商船仕立てに装い、商人態ていに変装した者ばかりが、山なす商品を上に積んで、高々と帆を張りつらね、半日ほど先に江をさかのぼって行った。
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　日を経て、呉の擬装船団は、潯陽江じんようこう（九江）の北岸へ漂いついた。漆うるしのような闇を風浪の荒すさぶ夜であったが、帆をやすめるいとまもなく、

「何者だっ、どこの船かっ」と、一隊の兵にすぐ発見され、すぐ船を出た七名の代表者は、そのまま彼らの屯営とんえいへ拉致らっちされて行った。

　番兵はみな関羽の麾下きかである。この象山ぞうざんには例の烽火のろし台があり、陸路荊州まで斜めに数百里のあいだ同じ備えが諸所の峰にあった。

　屯営はその烽火山の下にある。七人の代表者は厳重な調べをうけた。もちろんみな呉の武人であるが、ことば巧みに、

「てまえどもは年々、北の産物を積んでは南へ下江し、南の物資を求めては北へ溯のぼり、ここの嘉魚かぎょのように季節次第で河を上下している商人どもに相違ございません。実はいつものように、むこう岸の潯陽江じんようこうへ入って、明後日の市いちへ商品を出すつもりでしたのが、あいにくとこの烈しい浪と、この風向きのために、どうしても彼方の岸へ寄せることができません。夜が明け次第に、風向きも変りましょうから、さっそく退散いたしまする。ひとつお慈悲をもって、夜明けまで、ここの岸辺にいることをお許し願いたいもので」

　こもごもに嘆願した上、船中から携えてきた南方の佳酒やら珍味を取り出して、まず番将へ賄賂わいろすると、吟味もにわかに柔らいで、

「──ではまず大目に見ておくがここは烽火台もある要塞地帯じゃ、夜明け早々、潯陽のほうへ船を移せよ」と、ある。

「はいはい。それはもう……」

　と、七名はもみ手を揃えて、

「有難いおことばを、船の者にもよく云い聞かせて置きますれば」

　と、中の一人は岸へ戻った。

　するとやがてその男が、さらに十数名の船夫ふなこを連れてきた。手に手に酒の壺や食物をさげ、船中一同の感激を陳のべ、さらにこれを献上したいと申し出た。

「よかろう。取っておいてやれ」

　番将は先に受けた酒を開けてすでにほろ酔い気分である。部下たちもたちまち酔いだした。船中から上がってきた面々は、蛮歌ばんか民謡みんようなどの隠し芸まで出して、彼らに興を添えた。

　そのうちに、番兵のひとりが、

「はてな？」と、耳をそばだてた。

「風？」

「いや、おかしいぞ」

　外へ飛び出して、烽火台の上を仰いだ。そこに、わっと声旋風こえつむじが聞えたからである。

「──あっ。敵だっ」

　絶叫したとたんに、一陣の騎馬武者がもうここを取り巻いていた。別働隊は山の裏から這い上がって、すでに烽火台を占領していたのだった。

　夜が明けてみれば、昨夜の商船ばかりか、八十余艘の艨艟もうどうが江上を圧している。荊州の守備兵はみな呆然とした顔つきで生捕られた。

「愕おどろくな、恐れるな。おまえ達の生命は取りはしない。むしろ汝らは、今日以後、手柄次第では、将来の大きな出世を約束されているものだ」

　呂蒙は、上陸して捕虜を見ると、懇ねんごろに諭さとした。そして金品を与え、実際に優遇を示して後、その中からさらに確実な降人と見られるものを選んで、

「次の烽火台を守っている番将を説け。もし説き伏せて功を挙げたら、取り立ててやる」と放した。

　この策は、次々に功を奏し、呂蒙の大軍は日々荊州へ近づいた。そして敵が非常に備えていた「つなぎ烽火」をほとんど効なきものとして、やがて荊州城下へなだれこんだ。

　呂蒙はその前に、莫大な恩賞を賭けて、降人の一群を城下へまぎれ込ませ、流言を放って敵を攪乱こうらんしに出た。

　またべつな降人の一隊は、荊州城の下へ来て、

「門を開けろ。一大事がある」

　と喚わめき、城中の者が、味方と見て、そこを開けると、たちまち呉軍を招いてなだれ入り、八方へ放火して、ここも混乱のるつぼと化してしまった。
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　荊州の本城は実に脆もろく陥おちた。関羽は余りに後方を軽んじ過ぎた。戦場のみに充血して、内政と防禦の点には重大な手ぬかりをしていた嫌いがある。

　烽火台のろしだいの備えにたのみすぎていたこともその一つだが、とりわけまずいのは、国内を守る人物に人を得ていなかった点である。留守の大将潘濬はんしゅんも凡将であったし、公安の守将たる傅士仁ふしじんも軽薄な才人に過ぎない。

　選りに選ってなぜこんな凡将を残して征いったかといえば、樊城はんじょうへ出陣の前、この二将に落度があった。関羽は軍紀振粛しんしゅくのため、その罪をいたく責めて、懲罰の代りに、出征軍のうちからはぶいてしまった。留守に廻されるということは、武門として軍罰を蒙るよりも不名誉とされていたからである。

　潘濬はんしゅんが真の人物なら、この不名誉はむしろ彼を発奮させたろうが、潘濬も傅士仁も内心それを恨みに抱いて、もう関羽の麾下では将来の出世はおぼつかないと、商機を測るような考えを起していた。そして内政も軍事も全く怠っていたところへ──つなぎ烽火のろしもなんの前触れもなく、いきなり攻めてきた呉の大軍であった。結果からみれば、実に当然な陥落だったともいえる。

　一、みだりに人を殺すもの

　一、みだりに物を盗むもの

　一、みだりに流言を放つもの

　以上。その一を犯す者も斬罪に処す。

呉軍大都督呂蒙りょもう
　占領直後、まだ呉侯孫権も入城しないうちに、早くも町々にはこういう掲示が立ち、人民はみな帰服した。

　荊州城にあった関羽の一族は、呂蒙のさしずによって鄭重にほかのやしきへ移され、不安なく不自由なく呉軍に保護されているのを見て、荊州の人民は、

「ありがたいことだ」と、呂蒙の名を口から口へささやきつたえた。

　呂蒙は日々、五、六騎の供をつれて、みずから戦後の民情を視て歩いた。一日、途中でにわか雨にあったが、雨に濡れながらもなお巡視をつづけて来ると、彼方から一人の兵が、百姓のかぶる箬笠たけがさを持って、盔かぶとの上にかざしながら、一目散に馳けてくるのを見かけた。

「捕えろ。あの兵を捕えてこい」

　呂蒙は鞭をさし向けた。

　二頭の騎馬武者が雨中を馳けて、すぐその兵を引っ吊して来た。見るとその兵は呂蒙もよく顔を知っている同郷の男だった。

　──が、呂蒙はその兵を睨にらまえて云った。

「自分は日頃から、同郷同姓の者は殺さずという誓いを持っていたが、それは私事で公務の誓いではない。汝はこのにわか雨にあって百姓の笠を盗んだ。高札の表に掲げてある一条を犯した以上は、たとえ同郷の者たりとも法を紊みだすわけにゆかん。首にして街へ梟かけるから観念するがよい」

　兵は仰天して、雨中に哀号しながら、呂蒙を伏し拝んで、

「命だけはお助け下さい。出来心でございます。何気なく、つい箬笠ぐらいと存じまして」

　と、悲しみ訴えたが呂蒙はただ顔を横に振るだけだった。

「いかん、断じていかん。出来心はわかっている、また、一個の箬笠に過ぎないことも分っておる。しかしゆるすことはできない。それが法の厳正というものだ」

　その兵の首と箬笠とが、獄門となって街に曝さらされた。市人は噂をつたえ聞いて、

「何たる公平な大将だろう」

　と、その徳に感じ、呉の三軍はふるい恐れて、道に落ちている物も拾わなかった。

　江上に待っていた呉侯孫権は、諸将を率ひき従えて入城した。そして直ちに降参の将潘濬はんしゅんを見、その乞いを容れて呉軍に加え、また獄中にあった魏の虜将りょしょう、于禁うきんをひき出して、

「呉に仕えよ」

　と、その首枷くびかせを解いて与えた。




荊州変貌けいしゅうへんぼう



一



　呉は大きな宿望の一つをここに遂げた。荊州を版図はんとに加えることは実に劉表りゅうひょうが亡んで以来の積年の望みだった。孫権の満悦、呉軍全体の得意、思うべしである。

　陸口りっこうの陸遜りくそんも、やがて祝賀をのべにこれへ来た。その折、列座の中で呂蒙は、

「荊州の中府はすでに占領したが、これで荊州の版図がわが掌てに帰したとはいえない。公安地方にはなお傅士仁ふしじんがあり、南郡には糜芳びほうの一軍がうごかずにいる。貴兄にそれを討つ良計はないか」

　と、陸遜に問うた。

　すると傍かたわらの人がたちまち立って、

「その儀なれば、弓を張り、矢をつがえるにも及びません」

　と、豪語した。誰かと見れば、会稽かいけい余姚よようの人虞翻ぐほんである。孫権は、莞爾かんじと見て、

「虞翻、いかなる計やある。遠慮なくいえ」と、いった。

　虞翻は一礼して、

「さればそれがしと傅士仁ふしじんとは、幼少からの友だちです。かならずそれがしの説く利害には彼も耳をかしましょう。故に、公安の無血占領は信じて疑いません」

「おもしろい。行って説いてみろ」

　孫権は彼に五百騎をさずけた。虞翻は自信にみちて公安へ赴いた。事実、彼は胸中にこの使いの成功を信じている。なぜならば傅士仁の日頃の人間をよく知っていたから。

　しかし一方の傅士仁たるや、このところ戦々兢々せんせんきょうきょうたるものがあった。壕ほりを深め城門を閉じ、物見を放って鋭敏になっていた。

　ところへ友人の虞翻が五百騎ほど連れてくると聞いたが、なお疑心にとらわれて城中に鳴りをしずめていた。虞翻は近々と城門の下へ寄り、書簡を矢にはさんで城中へ射こんだ。

「何、矢文が落ちたと。……どれ、どう云ってきたか？」

　傅士仁はそれをひらいて、虞翻の文言を読み下した。幾たびもくり返して、蚤のみを見るように文字を見ていたが、彼の猜疑さいぎもついに怪しむ辞句を見出せなかった。

「そうだ、たとえここを守り通しても、いずれ関羽が帰れば、戦前の罪を問われ、罪と功てがらが棒引きになるぐらいが上の部だ。もし呉軍に囲まれて、関羽の来援が間に合わなかったら、完全にここで自滅だ。虞翻の説くところは心から俺を思ってくれることばに違いない」

　彼は駈け出して、卒に門をひらかせた。そして虞翻を迎え入れると、

「会いたかった」と、まず旧情を訴え、

「よろしく頼む」と、次に一切を委まかした。

「自分が来たからには、諸事安心し給え」

　虞翻は彼を伴って、さっそく荊州へ帰った。孫権はもちろんこの結果を上機嫌でうけ容れた。虞翻には大賞を与え、また傅士仁に告げては、

「汝の心底を見たからには決して旧臣とわけへだてはせぬ。立ち帰った上は、よく部下を諭さとし、呉に以後の忠誠を誓わせろ。そして前の通り公安の守将たることをゆるす」と寛度を示した。

　恩を謝して傅士仁が退城しようとすると、呂蒙が呉侯の袖をひいた。

「あれをあのまま、お帰しになるつもりですか」

「今さら、殺すわけにもゆかんではないか」

「手ぶらで帰してしまうことこそ、折角の人間をころしているというものです。なぜ、彼にこういう使命を背負わせておやりにならないので……」

　呂蒙に何かささやかれると、孫権は急に侍臣を走らせて、傅士仁をよび戻した。

　そしてたちまち一問を発し、また命令した。

「南郡の糜芳びほうとは親交があるだろう。当然、きのうまでの味方だから」

「はっ……。交わりがありますが」

「では、友情をもって、糜芳を説くことは、汝の義務だともいえるな。もし彼を説いて、予の面前へつれてきたら、糜芳は厚く用い、汝にはさらに恩賞を加えるだろう。どうだ」

「さっそく南都へ赴きましょう」

　傅士仁は倉皇そうこうと帰ってゆく。孫権は呂蒙をかえりみてにやりと笑った。




二



「たいへんな難役を背負ってしまった」

　傅士仁は浮かない顔で、友の虞翻のところへ相談に行った。そして愚痴まじりに、

「どうも今になってみると、貴公のいうことをきいたのは、大きな過ちだったような気がする。呉侯の命に対して、──ご難題です。糜芳を説きつけるなんて無理です。ご免こうむりましょう、といったら、たちまち俺は二心ありと首にされ、公安の城はただ取りにされてしまうだろう。……といって、何しろ糜芳は、蜀のうちでも余人とちがい、玄徳が微賤をもって旗上げした頃からの宿将だ。俺の舌三寸でおめおめ降るわけはないし」

　と、困惑を訴えると、虞翻はその小心を笑って、彼の背を一つ打った。

「おいっ、しっかりせい。自己の浮沈の岐わかれ目じゃないか。いかに糜芳でも石仏ではあるまい。いや彼の一族は元来、湖北の豪商で大金持であった。たまたまその退屈な財産家が、玄徳という風雲児の事業に興味をもち、そっと裏面から軍資金を貢いでやったのが因もとで、いつか糜竺びじく、糜芳びほうの兄弟とも、玄徳の帷幕いばくに加わってしまった。──というのが彼の経歴ではないか。それをもって察すれば、糜芳の胸は、今とてかならず数字算用ははっきりと持っているに違いない。名も生命もいらんという人間では手におえぬが、利害の明瞭な人物ほど説きよいものだ。……まあ信念をもって、ひとつこう出て見たまえ」

「こう出てみろとは？」

「すなわち、こう出るのだ」

　有合う紙片のうえに、虞翻は何か筆を走らせる。傅士仁は首を寄せて黙読していたが、急に悟ったような顔をして、

「あっ、そうか。なるほど」と、ひどく感心したかと思うと、たちまち勇気づいた様子で、

「では、行ってくる」と、立ち去った。

　十騎ばかりを従えて、彼は南都へ立った。糜芳は城を出て、友を出迎え、まず関羽の消息を問い、荊州の落城を嘆じて、悲涙を押し拭う。

「いや……実はその、そのことで今日は、あなたへも相談に来たわけだが」

「相談とは、軍議について？」

「なに、それがしとて、忠義は知らぬわけではない、荊州が敗れては、もはや万事休すだ。いたずらに士卒を死なせ、百姓に苦しみをかけるよりはと深思して、実はすでに、呉へ降伏を誓った」

「えっ。降参したと」

「足下も旗を巻いて、それがしと共に、孫権に謁えっし給え。呉侯はまだ若くて将来があるし、しかもなかなか名君らしい」

「傅士仁。人を見てものをいえ。この糜芳と漢中王との君臣の契りを何と見ているか」

「……だが」

「だまれ。多年、厚恩をうけた漢中王をこの期ごになって裏切るごとき自分ではない」

　ところへあわただしく、糜芳の臣が告げにきた。戦場の関羽から早馬打っての使者だとある。

「通せ」

　糜芳は云った。使者はそこへ来て、火急の事ゆえ、口上をもって述べますと断り、次のような関羽の要求を伝えた。

「樊川はんせん地方の大洪水のため、戦況は有利にすすんだなれど、兵粮の欠乏は言語に絶しており、全軍疲弊の極に達しておる。ついては、南都公安の両地方から至急、粮米十万石を調達され、関羽の陣まで輸送していただきたい。もし怠おこたりあらば、成都に上申し、厳罰に処すべしとの令でござる」

　糜芳と傅士仁は顔見合わせた。まったく無理な注文である。粮米十万石も困難だし、荊州の陥ちた今、輸送方法もありはしない。

「どうしたものであろう」

　糜芳は腕うで拱こまぬいて面を埋めてしまった。変心した傅士仁はもう相談あいてにならないし、関羽の命にそむけば、後々いかなる禍いになるか測り知れない。

「──ぎゃッ！」

　突然、血しぶきの下に、使者が仆れた。糜芳も驚いて跳び上がった。剣を抜いて、いきなり使者を斬ったのは傅士仁であった。その血刀を提げたまま、彼はさらに糜芳へ迫ってきた。




三



　糜芳は喪心したように、蒼白になって顫わなないていたが、やがて、

「乱暴にも程がある。いったい貴公は、何故に、関羽の使者を斬り殺したのか……」

　傅士仁ふしじんも真っ青になっていう。

「ご辺の決断を促すためだ。またわれわれの生命を保つためだ。足下には関羽の心が読めないのか。関羽はその不可能を知りながら無理難題をいいつけて、後に荊州の敗因をわれらの怠慢にありとする肚黒い考えでおるのだ。──糜芳びほうっ。さあ呉侯のもとへ行こう。いずくんぞ手を束ねて犬死せんやだ。さあ城を出よう！」

　彼は剣を収めて、糜芳の手を引っ張った。もちろんこれは虞翻ぐほんがさずけた策で、関羽の伝令も嘘だし、その使いも偽使者であることはいうまでもない。

　糜芳はなお迷っていた。多少の疑いをそれにも抱いたからである。ところがこの時、喊ときの声や鼓の音が地を震わすばかり聞えてきた──愕然、城壁の上に走り出て見ると、呉の大軍がはや城を囲んでいた。

「なぜ足下は、生きることを歓ばないのだ」

　と、傅士仁は、茫然自失している糜芳の腕を組んで、無理やりに城を出た。そして虞翻を介して呂蒙りょもうに会い、呂蒙はまた糜芳を伴って孫権にまみえた。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　魏の首府へ、呉の特使が情報を持って入った。

　特使はいう。──呉すでに荊州を破る。魏はなぜこの機会をつかんで関羽を討たないかと。

　もちろん曹操は、この形勢を無為に見ているものではない。ただ呉の態度の確然とするまで機をうかがっていたものだ。

「今はよし」と、彼はうごき出した。魏の大軍をひきいて、洛陽の南へ出た。そこからさらに南方の陽陵坡ようりょうはには、すでに先発していた徐晃じょこう軍五万が敵に対峙たいじしている。

「魏王御みずから出陣されて、このたびこそは敵関羽を完滅せしめんと御意遊ばされておる。不日、さらに数十里、ご前進あらん。徐晃軍にはまずその先鋒をもって、敵の先鋒陣に、一当て加えられよ」

　軍使は、徐晃の陣へ臨んで、曹操の旨をそう伝えた。

「心得て候」と、徐晃は直ちに、徐商と呂建りょけんの二隊に、自身の大将旗をかかげさせて正攻法をとらせ、彼自身は五百余騎の奇襲部隊を編制して、沔水べんすいのながれに沿い敵の中核と見られる偃城えんじょうの後方へ迂廻した。

　ときに関羽の子関平は、偃城に屯たむろしており、部下の廖化りょうかは四冢しちょうに陣していた。その間、連々と十二ヵ所の寨塁とりでを曠野の起伏につらね、一面樊城を囲み、一面魏の増援軍に備えていた。

「陽陵坡の魏軍がにわかに活動を起しました。徐晃の大将旗をふりかざして」

　偃城えんじょうの兵はどよめき告げた。関平は手具脛てぐすねひいて、その近づくを待ち、

「徐晃みずから来るとあれば、敵にとって不足はない」と、精兵三千を引き具して城門を出、地の利をとって陣列を展開し、鼓をそろえて鉦を鳴らし、旌旗せいき天を震うの概があった。

　──が、魏の大将旗は、偽りである。その下から駈け出して来たのは、徐商であり呂建であった。ふたりは槍を揃え、

「帰さぬぞよ、小童こわっぱ」と、関平を挟撃した。

　けれど関平の勇は、徐商を追い、呂建りょけんを斬り立て、かえって彼らをあわてさせた。そして遂に逃げ走る二人を追いかけ追いかけ、十余里も追撃した。

　すると全く予測していなかった方面から、一彪ぴょうの軍馬が旋風となって側面へかかって来た。そして一人の大将が、

「知らずや関平。荊州はすでに呉の孫権に奪られておるぞ。──汝、家なき敗将の小伜こせがれ。何を目あてに、なお戦場をまごまごしておるかっ」と、罵ののしった。

　それが真まことの徐晃じょこうであった。




鬢糸びんしの雪ゆき



一



「えっ、荊州が陥ちた？」

　関平は戦う気も萎なえ、徐晃をすてて一散に引っ返した。混乱するあたまの中で、

「ほんとだろうか？　まさか？」

　と、わくわく思い迷った。

　そして堰城えんじょう近くまで駈けてくると、こはいかに城は濛々と黒煙を噴いている。そして炎の下から蜘蛛くもの子のように逃げ分かれてくる味方の兵に問えば、

「いつのまにか搦手からめてへ迫ってきた徐晃の手勢が、火焔を漲みなぎらして攻め込んだ」と、口々にいう。

「さては今日の戦こそ、彼の思うつぼにはまった味方の拙戦であったか」

　地だんだ踏んで叫んだが、事すでに及ばない。関平は駒を打って、四冢の陣へ急いだ。

　廖化は、彼を迎えて、営中へ入るとすぐ、

「きょう何処からともなく、荊州が陥ちた、荊州は呉に占領されたと、しきりに沙汰する声が聞えてきましたが、あなたもお聞きになりましたか」と、たずねた。

　関平は剣を抜いて、味方の軍勢の中へ立ち、廖化へする返事を全軍へ向ってした。

「流言はすべて、敵の戦意をくじく謀はかりごとだ。猥みだりに嘘言を伝え、嘘言に興味を持つ者は斬るぞ」

　数日のあいだは、もっぱら守って、附近の要害と敵状を見くらべていた。四冢は前に沔水べんすいの流れをひかえて、要路は鹿垣ししがきをむすび、搦手からめては谷あり山あり深林ありして鳥も翔かけ難いほどな地相である。

「いま徐晃は勝ちに乗って、急激な前進をつづけ、彼方の山まで来ておると、偵察の者の報告だ。思うにあの裸山は地の利を得ていない。反対にわが四冢しちょうの陣地は、堅固無双、ここは手薄でも守り得よう。ひとつご辺と自分とひそかに出て、彼を夜討ちにしようではないか」

　偃城えんじょうを失った関平は、勢いその雪辱にあせり気味だった。ついに、廖化を誘って、本拠を出た。もちろん連れてゆく兵は精鋭中の精鋭を択りすぐって。

　曠野の一丘きゅうに、一の陣屋がある。いわゆる最前線部隊である。この小部隊は、点々と横に配されて、十二ヵ所の長距離に連っている。

　この線を敵に突破されることは恐い。一ヵ所突破されれば十二の部隊がばらばらになるからである。関平の血気に従って廖化りょうかのうごいた所以ゆえんも、要するにその重要性があるからだった。

「今夜、敵の裸山へは、自分が攻め上ってゆく。ご辺はこの線を守り、敵の乱れを見たら、十二陣聯珠れんじゅとなって彼を圧縮し、四散する敗兵をみなごろしになし給え」

　云いのこして、廖化をあとに、関平だけが、深夜、裸山を急襲した。

　ところが山上には、旗影だけで、人はいなかった。

「しまった」

　急に駈けくだろうとすると、諸所の窟あなや岩の陰や、裏山のほうから、いちどに地殻も割れたかと思うような喊声かんせい、爆声、罵声ばせい、激声──さながら声の山海嘯やまつなみである。

　呂建、徐商の二将は、

「小伜、汝の父は、逃げることばかり教えたのか」

　と、関平を追いまわした。

　山を離れて、野に出ても、魏軍はふえるばかりだった。草みな魏兵と化して関平を追うかと思われた。

　廖化りょうかの守っていた線も、この怒濤をさえぎり切れず、いちどに崩壊してしまった。いやいや、そこはまだしも、四冢の陣からも、炎々たる火焔が夜空を焦やき始めた。あえぎあえぎ沔水べんすいのながれまで来てみれば、まっ先に徐晃が馬を立てて、

「ひとりも渡すな」

　と、手落ちなき、殲滅陣をめぐらしている。

　今は挽回ばんかいの工夫もない。全面的な敗北だ。関平と廖化はやむなく樊城はんじょうへ奔った。そして関羽の前へ出るや、

「面目もありません」

　と、拳で悲涙を拭った。

「兵家の常だ」

　関羽は叱らなかった。けれど関平が荊州方面の噂を告げると、

「ばかな！」と叱って──「陸口の将は小児しょうに、烽火台のろしだいの備えもあるし、荊州の守りは泰山の安きにある。そちまでが敵の流言に乗せられてどうするか」

　と、語気あらく戒いましめた。




二



　曹操の中軍も、徐晃じょこうの先鋒も、目ざましく進出した。何十万とも知れぬ大軍はいまや山野に満ちてひたひたと関羽の陣に迫っている。

「見えたるか、徐晃」

　関羽が左の臂ひじの矢瘡やきずは、いまは全く癒えたかに見えるが、その手に偃月えんげつの大青龍刀を握るのは、病後久しぶりであった。

「徐晃はお避けなさい」

　関平は諫めたが、何の──と関羽は長髯を横に振って、

「徐晃はむかしの友だ。一言申し聞かせて、われ未だ老いず──を見せ示しておかねばならん」

　いよいよ、両陣の相接した日、関羽は馬を出して徐晃と出会った。徐晃はうしろに十余人の猛将をつれていた。

　馬上、礼をほどこし、さて、彼はいう。

「一別以来、いつか数年、想わざりき将軍の鬢髪びんぱつ、ことごとく雪の如くなるを。──昔それがし壮年の日、親しく教えをこうむりしこと、いまも忘却は仕らぬ。今日、幸いにお顔を拝す。感慨まことに無量。よろこびにたえません」

「おお、徐晃なるか。ご辺も近来赫々かっかくと英名を成す。ひそかに関羽も慶賀しておる。さはいえ何故、わが子関平に、苛烈なるか。昔日の親密を忘れずとあらば、人に功は譲っても、自身は後陣に潜むべきではないか」

「否とよ将軍、すでにお忘れありしか。むかし少年の日、あなたが我に教えた語には、大義たいぎ親しんを滅めっすとあったではないか。──それっ諸将。あの白髪首しらがくびを争い奪れっ。恩賞は望みのままぞ！」

　大声一呼、馬蹄ひづめに土を蹴るやいなや、うしろの猛将たちと共に、彼も斧をふるって、関羽へ撃ってかかった。

　われ老いず！　われ老いず！ と関羽は自己を叱咤しつつ、雷閃雷霆らいせんらいていのなかに数十合の青龍刀を揮った。

　──が矢瘡やきずはまだ完く癒えたとはいいきれない。わけて老来病後の身である。危ういこと実に見ていられない。わけて親子の情に駆らるる関平に於てをやだ。関平はたちまち退ひき鉦がね鳴らして兵を収めた。

　この退き鉦は、まさに虫の知らせだった。同じ頃、久しく籠城中の樊城はんじょうの兵が、門を開いて突出してきた。これは死にもの狂いの兵なので、包囲は苦もなく突破され、そこにあった関羽軍は、襄江じょうこうの岸へとなだれを打って追われた。

　この二方面の頽勢たいせいから、関羽軍は全面的の潰ついえを来し、夜に入ると続々、襄江の上流さして敗走しだした。

　道々、魏の大軍は、各所から起って、この弱勢の分散へ拍車をかけた。わけて呂常りょじょうの一軍の奇襲には、寸断の憂き目をうけて、江こうに溺れ死ぬもの、数知れぬほどだった。

　ようやく江を渡って、襄陽に入り、味方を顧みれば、何たる少数、何たる酸鼻さんび、さしもの関羽も悲涙なきを得なかった。

　のみならず、ここに着いて、初めて荊州陥落の嘘伝でないことが分った。呉の大将呂蒙りょもうの手にかかってわが一族妻子も生かされている有様と聞き、関羽は慨然また長嘆、天を仰いだまましばしことばもない。

　魏軍はすぐ江上から市外にわたって満ち満ち、襄陽にも長くいられなかった。──さらば公安の城へとさして行けば、途中、味方の一将が落ちてきて、その公安も傅士仁ふしじんが城を開いて呉へ渡してしまい、南都の糜芳びほうも彼に誘われて孫権へ降伏したという悲報をもたらした。

「ううむ、いかなれば、かくは……」と、牙きばを咬かみ、恨気こんき天を突いて、眦まなじりも裂けよと一方を睨んでいたと思うと、如何にしけん関羽はがばと、馬のたてがみへうっ伏してしまった。

　臂ひじの瘡口きずぐちが裂けたのである。

　抱きおろして、人々は介抱を加えたが、関羽は、自己の不明を慚愧ざんきしてやまず、呂蒙の策や烽火のろし台の変を聞いては、

「われ過あやまって、豎子じゅしの謀はかりごとにあたる。何の面目あって、生きて家兄このかみ（玄徳）にまみえんや」

　と、鎧の袖に面をつつんで声涙ともに咽むせんでいた。

　一方、樊城はんじょうを出て、一夜に攻守転倒、追撃に移っていた曹仁は、その臣、司馬趙厳ちょうげんの、

「もうこれ以上、関羽を窮地へ追うのは愚です。呉に害を残しておくために──」という深謀に諫いさめられ、いかにもと兵を収めて、曹操の中軍にことごとく集まった。

　曹操は徐晃をこのたびの第一級の勲功とたたえ、平南将軍に封じて、襄陽を守らせた。




月つき落おつ麦城ばくじょう



一



　進まんか、前に荊州の呉軍がある。退しりぞかんか、後には魏の大軍がみちている。

　眇々びょうびょう、敗軍の落ちてゆく野には、ただ悲風のみ腸はらわたを断つ。

「大将軍。試みに、呂蒙りょもうへお手紙を送ってみたら如何ですか。かつて呂蒙が陸口にいた時分は、よく彼のほうから密書をとどけ、時来らば提携して、呉を討ち、魏を亡ぼさんと、刎頸ふんけいの交まじわりを求めてきたものです。或いは今もその気持をふかく抱いているやも知れません……」

　家来の趙累ちょうるいがすすめた。

「そうも致してみるか」

　暗夜行路にひとしい。一点の灯なと見つけようと思う。

　関羽は書簡をしたためた。

　それを携えて、使いは荊州へ行った。──と聞いて呂蒙はわざわざ城外まで迎えに出、駒をならべて自身案内した。

「羽将軍のお使いが来たというぞ。関羽様のご家臣なら、樊川はんせんへ従軍したわしらの子の便りも知っていよう」

　聞き伝えて、荊州の領民は、わが子の消息はどうか、わが良人つま、わが親ども、わが弟、わが叔父、わが甥おいどもは、生きているやら、戦死したことやら、その後の様子を知らせてよと、使者のまわりへ群れ集まった。

「帰りに。帰りに」と、使者はなだめて、ようやく城中へ入った。

　呂蒙は書簡を見て、

「関将軍のお立場は察し入る。また旧交も忘れていません。しかし交わりは私のこと。今日の事は国家の命である。おからだをお大切に、ただよろしく申したとお伝えあれ」

　使者には充分な馳走をし、土産には金帛きんぱくを送って、懇ろに城門へ送った。

　帰る使者の姿を見ると、荊州の民は、かねて書いておいた手紙やら慰問品を手に手に持って、

「これを子に届けて給われ、これをわが良人つまへ」と、使者に托した。

　そしてなお口々にいうには、

「わしらはみな、呂蒙様のご仁政のおかげで、以前に増して温く着、病む者には薬を下され、難に遭った者は救っていただくなど、少しも心配のない暮しをしておりまするで、そのことも、伜せがれや良人に伝えてくだされ」

　使者は辛かった。耳をふさいで逃げたかった。

　やがて蕭条しょうじょうたる曠野の中の野陣へ帰ってきて、関羽に、ありのままを告げると、関羽は長嘆久しゅうして、

「ああ、われはとうてい、呂蒙りょもうの遠謀には及ばない。今思うに、すべて呂蒙の遠い慮おもんぱかりであった。荊州の民をも、それまで帰服せしめてしまうとは、恐るべき人物……」

　あとは口を閉じて何もいわなかった。ただ眼底の一涙がきらと光ったのみである。

　野営は長く留まれない。大雨がくるとたちまち附近は沼となり河となる。このうえは玉砕主義をとって、荊州へ突き進もう。呂蒙と一戦を交えるも快である。

　命令を出して、明日は野陣を払って立つときめた。ところが、夜が明けてみると、兵の大半はいつの間にか逃げ落ちてしまい、いよいよ残り少ない軍力となってしまった。

「ああしまった。こんなことになるなら、荊州の民に頼まれた手紙や品物や、また言伝ことづてなども兵に聞かすのではなかったものを」

　使者に行った将は、ひそかに悔くいたが、もう間にあわない。残っている兵の顔にも、慕郷や未練のかげが濃く、戦意はまったくあがらなかった。

「去る者は去れ。一人になっても我は荊州に入る」

　関羽は断乎として進んだ。

　けれど途中に、呉の蒋欽しょうきん、周泰の二将が、嶮路けんろを扼やくして待っていた。河辺にたたかい、野に喚わめきあい、闇夜の山にまた吠え合った。──しかもそこではさらに、呉の徐盛が、雷鼓らいこして伏兵を起し、山上山下から襲ってきた。

「百万の敵も何かは」

　日頃と変らない沈着の中に、関羽の武勇は疲れを知らなかった。けれど、山峡やまあいのあいだに、皎々こうこうとして半月の冴える頃、こだまする人々の声を聞いては、さすがの彼も戦う力を失った。

　親は子を呼び、子は親を呼ぶ。或いは良人の名を、或いは妻の名を、互いに呼び交わす声が悲風の中に絶え絶え聞える。そしてここかしこ、関羽の兵は、白旗を振って、荊州の方へ馳けこんでゆく。

「ああ。これも呂蒙の計か」

　関羽は憮然ぶぜんとして、月に竦すくみ立っていた。




二



　飛び去る鳥の群れは呼べども返らない。行く水は手をもて招いても振り向かない。およそ戦意を失い未練に駆られて離散逃亡し始めた兵の足を、ふたたび軍旗の下に呼び帰すことはどんな名将でもできないことである。もう手を拱こまぬいて見ているしかない。

「万事休す」

　関羽のすがたは冷たい石像のように動かなかった。残る将士は四、五百に足らない有様だ。しかし関平と廖化りょうかとは、

「何とかして活路を見出したいもの」

　と、わずかな手勢をまとめては敵の囲みを奇襲し、ようやく一方の血路をひらいて、

「ひとまず、麦城ばくじょうまで落ちのびましょう」と、関羽を護って、麓へ走った。

　麦城はほど近い所にあった。けれどそこは今、地名だけに遺のこっている前秦ぜんしん時代の古城があるに過ぎない。もちろん久しく人も住まず壁石垣も荒れ崩れている。

「時にとって、五百の精霊しょうりょうが一体となって立てこもれば、これでも金城鉄壁といえないことはない」

　ここへ入って、廖化りょうかがそう士気を鼓舞すると、関平もまず自ら気を旺さかんに示して、

「そうだとも。未練な弱兵はことごとく落ち失せて、ここに残った将士こそ篩ふるいにかけられた真の大丈夫ばかりである。一騎よく千騎に当る猛卒のみだ。兵力の寡少かしょうは問題でない」

　と、あえて豪語した。

　さはいえその関平も廖化も内心では事態の最悪を充分に覚悟している。ふたりは関羽の前へ出てはまたこう進言した。

「ここから上庸じょうようの地はさして遠くありません。上庸の城には蜀の劉封りゅうほう、孟達もうたつなどがおります。救いを求めて、彼の蜀軍を呼び、力を新たにして、魏を蹴散らすぶんには、荊州を奪りかえすことは十中九まで確信してよいかと思われますが」

「まさにその一策しかない」

　関羽は、矢倉へ上のぼった。そして古城の外をながめた。愕くべし満地の山川ことごとく呉旗呉兵と化している。いわゆる蟻も通さぬ鉄桶てっとうの囲いである。しかも隊伍斉々せいせい、士気は高く、馬のいななきも旺さかんである。

　関羽は顧みて云った。

「誰かよくこの重囲を破って上庸へ使いし得よう。出ればたちまち死の道だが」

　聞くやいな廖化が答えた。

「誓って、それがしがお使いを果してみせます。もし能あたわぬときは、一死あるのみ。すぐ第二のご使者を出して下さい」

　その夜、廖化は関羽の一書を衣ころもに縫いこみ、人々に送られて、古城の一門から外へまぎれ出た。

　たちまち、暗夜の途は金鼓きんこ鉄槍に鳴りひびいた。呉の大将丁奉ていほうの部下が早くも見つけて追ってくる。それを城中から関平の一隊が出てさんざんに駈け乱した。廖化はようやく死線を越えた。

　彼はあらゆる辛酸をなめ、乞食のような姿になって、ついに目的の上庸に行き着いた。そして城を訪れるや直ぐ、劉封に会って仔細しさいを告げ、

「さしもの関将軍もいまや麦城のうちに進退全くきわまっておられる。もし救いが遅延すれば関将軍は最期を遂げるしかありません。一日いや一刻も争うときです。すぐ援軍をお向けねがいたい」

　と、一椀の水すら口にしないうちに極言した。

　劉封はうなずいた。──が何と思ったか、

「ともかく孟達に相談してみるから」

　と、彼を待たせておいて、にわかに孟達を呼びにやった。

　やがて孟達は、べつな閣へ来ていた。劉封はそこへ行って、ただ二人きりで問題を凝議しだした。──何分この上庸でも今、各地の小戦争に兵を分散しているところであった。この上にも本城の自軍を割いて遠くへ送るなどということは、二人にとって決して好ましい問題ではない。




三



　孟達は難しい顔して劉封を説いた。

「断りましょう。折角だが、関羽の求めに応じるわけにはゆきません。なぜというまでもなく荊州九郡にはいますくなくも四十万の呉軍があり、江漢には曹操の魏軍がこれも四、五十万はうごいておる。──そこへわずか二千や三千の援軍を送ってみた所でどうなるものですか。かえって、この上庸じょうようをも危うくするものです」

　孟達の言は常識だ。しかし劉封には苦悶があった。なぜならば関羽は彼の叔父だからである。

　孟達はその顔色を読んで、

「あなたは劉家のご養子ですから、本来、漢中王の太子たるに、それを邪さまたげた者は関羽でした。始め、その儀について、漢中王が孔明に訊ねたところ、孔明は悧巧者ですから、一家の事は関羽か張飛にご相談なさい──と巧く逃げた。で、関羽へお訊ねが行ったところ関羽は──太子には庶子を立てないのが古今の定法である。劉封はもと螟蛉めいれいの子、山中の一城でも与えておかれればよいでしょう──と、まるであなたを芥あくたのようにしか視ていない復命をしたものです」

「……とはいえ、いま関羽を見殺しにしたら、世の誹そしりは如何あろう？」

「誰が、一杯の水で薪車しんしゃの炎を消し得なかったと咎めましょう」

　劉封も遂にその気になり廖化りょうかに会って断わった。廖化は愕然がくぜんとして頭をたたき、面を床にすりつけて、

「もしお援け下さらねば、関将軍は麦城に亡びますぞ。見殺しになさる気か」

　と、痛哭つうこくした。

「──一杯ノ水、安イズクンゾ能ヨク薪車シンシャノ火ヲ救ワン」

　劉封はそう云い捨てて奥へ逃げてしまった。

　廖化はさらに孟達へ面会を求めたが、仮病をつかってどうしても会わない。彼は地だんだ踏んで上庸を去った。そして罵ののしり罵り馬に鞭打って、はるか成都へさして馳けた。千山万水、道はいかに遠くても、この上は漢中王へ直々に救いを仰ぐしかないと決意したからである。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　麦城は日に日に衰色を示した。関羽、関平以下五百の将士は首を長くして、

「きょうか、明日か」

　と廖化の帰りを待ち、援軍の旗を待っていたが、折々、空をゆく渡り鳥の群れしか見えなかった。

　糧かても尽き、心も疲れ、人馬ともに生色なく、墓場にも似た古城の内にただ草ばかり伸びてゆく。

　関羽は幽暗な一室に瞑目していた。趙累ちょうるいが前にひれ伏して、

「城中の運命はもうここ旦夕たんせきのうちです。如何にせばよいでしょうか」

「ただよく守れ。最後まで」

　関羽は一言しかいわなかった。

　時に。──城門をたたく者があった。呉の督軍参謀でまた蜀の孔明が兄でもあるという。すなわち諸葛瑾しょかつきんだった。

「まことにお久し振りでした」

　瑾きんは関羽に会うと、呉侯の胸として伝えた。

「時務を知るは名将の活眼。大勢はすでに決しました。荊州九郡の内、残るは麦城の一窟くつのみ、今やことごとく呉軍でないものはありません。しかも内に糧かてなく、外に救いなき以上、いかに将軍が節を持じしても無駄ではありませんか。主人孫権はそれがしを差し向け、慇懃いんぎんに将軍を迎えて来いと仰せられました。いかがです私と共に栄華長生の道へ、すなわち呉の陣門へ降りませんか」

　関羽は肩で苦笑した。

「呉侯は人をみる明めいがない。懦夫だふに説くような甘言はよせ。窮したりといえど、関羽は武門の珠だ。砕けても光は失わず白きは変えぬ。不日ふじつ、城を出て孫権といさぎよく一戦を決するであろう。立ち帰ってそう告げられよ」

「何故将軍はそのように好んで自滅を求め給うか」

　すると一隅から、黙れッと大喝して、鞘さや走る剣と共に、諸葛瑾へ跳びかからんとする若者があった。関羽は叱咤して、その関平の臂ひじを抑え、

「待てまて。孔明の兄だ、孔明に免じて、放してやれ」

　そして瑾を城外へ追い返すと、関羽はふたたび寂じゃくとして瞼をとじた。




蜀山しょくざん遠とおし



一



　閑話休題──

　千七百年前の支那にも今日の中国が見られ、現代の中国にも三国時代の支那がしばしば眺められる。

　戦乱は古今を通じて、支那歴史をつらぬく黄河の流れであり長江の波濤である。何の宿命かこの国の大陸には数千年のあいだ半世紀といえど戦乱の絶無だったということはない。

　だから支那の代表的人物はことごとく戦乱の中に人と為なり戦乱の裡うちに人生を積んできた。また民衆もその絶えまなき動流の土に耕し、その戦々兢々せんせんきょうきょうたるもとに子を生み、流亡も離合も苦楽もまたすべての生計も、土蜂つちばちの如く戦禍のうちに営んできた。

　わけて後漢の三国対立は、支那全土を挙げて戦火に連なる戦火の燎原りょうげんと化せしめ、その広汎な陣炎は、北は蒙疆もうきょうの遠くを侵おかし、南は今日の雲南から仏印地方（インドシナ半島）にまでわたるという黄土大陸全体の大旋風期であった。大乱世の坩堝るつぼであった。

　このときに救民仁愛を旗として起ったのが劉備玄徳であり、漢朝の名をかり王威をかざして覇道を行くもの魏の曹操であり、江南の富強と士馬精鋭を蓄えて常に溯上そじょうを計るもの建業（現今の南京）の呉侯孫権だった。

　建安二十四年。

　曹操が本来の野望を実現して、自ら魏王の位につき、天使の車服を冒おかすにいたり、劉備玄徳もまた、孔明のすすめに従って蜀の成都に漢中王を称となえた。そして魏呉両国に境する荊州には関羽をおいて、しばらくは内政拡充に努めていたのである。

　果然、蜀の大不幸は、その時に、その荊州から起った。関羽の死と、荊州の喪失とである。

　後の史家は、紛議して、これを玄徳の順調と好運がふと招いた大油断であるといい、また王佐の任にある孔明の一大失態であるとも論じて、劉備と孔明のふたりを非難したりした。

　けれど。

　大局からみると、蜀にとって、中原の大事は、荊州よりも、むしろ漢中にある。そしてその漢中には、魏の曹操が自ら大軍を率そっして、奪回を計っていた。──この際、当然、蜀の関心は曹操にそそがれていた。

　その曹操と呉の孫権とは、赤壁せきへき以来の宿敵である。まさか一夜にしてその積年の障壁が外交工作によってとりのぞかれ、魏呉友好をむすんで、呉の大艦船が長江を溯のぼり、荊州を圧そうなどとは夢想もできない転変だったにちがいない。

　加うるに、劉備も孔明も、いささか関羽の勇略をたのみすぎていた。忠烈勇智、実に関羽は当代の名将にちがいなかった。けれどそれにしても限度がある。ひとたびその荊州の足場を失っては、さすがの関羽も、末路の惨さん、老来の戦い疲れ、描くにも忍びないものがある。全土の戦雲今やたけなわの折に、この大将星が燿ようとして麦城ばくじょうの草に落命するのを境として、三国の大戦史は、これまでを前三国志と呼ぶべく、これから先を後三国志といってもよかろうと思う。「後三国志」こそは、玄徳の遺孤いこを奉じて、五丈原頭に倒れる日まで忠涙義血に生涯した諸葛孔明が中心となるものである。出師すいしの表を読んで泣かざるものは男児に非ずとさえ古来われわれの祖先もいっている。誤りなく彼も東洋の人である。以て今日の日本において、この新釈を書く意義を筆者も信念するものである。ねがわくは読者もその意義を読んで、常に同根同生の戦乱や権変けんぺんに禍いさるる華民の友国に寄する理解と関心の一資しともしていただきたい。




二



　孔明の兄、諸葛瑾きんは、いつも苦しい立場にあり、またいつも辛い使いにばかり向けられた。

　温厚にして博識、彼も一かどの人物だったが余りにずば抜けている弟孔明の偉さに消されて、とかく彼の名も振わず、その存在も忘れられ勝ちである。

　何しろ自分は呉に仕え、弟の孔明は蜀にいるのだ。呉侯を始め呉の将士から疑われもせず、呉の陣中にいるだけでも、彼がいかに正直で節操のある人物かということはわかる。

　──にもかかわらず、彼が用いられたり、使者として選ばれる時は、対蜀外交の策謀とか、関羽を味方へ抱き込む工作とか、どっちにしても、間接に肉親へ弓を引くような苦しいそして至難な役目をいいつかる場合にのみ限られていた。

　以前、荊州へ使いしたときも苦い思いをなめたが、こんどもまた、麦城に入って、関羽を説くのに、心のうちでは、どんなに辛い気がしたか知れなかった。

「玄徳とは若い頃に桃園で義兄弟の義をむすび、弟の孔明もつねに尊敬しておかないほどな将軍である。どんな好餌こうじや甘言をもって説いたところで、あの人が節を変えて呉へ降るなどということはありえない」と、会わないうちから分りきっていたからである。

　だが、一縷るの望みは、

「麦城の運命はもう知れている。糧かてもない、兵力もない、後方の援けもない、飢餓に迫っている部下五百を救うために、或いは、人情もろい関羽のことだから、遂に降伏する気になるかもしれぬ」

　ということだけであった。

　けれどこれも諸葛瑾きんの空想だけにとどまっていた。毅然きぜんたる関羽の前に、彼はそんな使者に立って行ったことすら恥かしく思わずにいられなかった。何を説いても一笑に付せられたのみか、関羽の養子には剣をもって脅おびやかされ、いわゆるほうほうの態ていで追い返されるの憂き目をあえて見てしまった。

「……惜しい。実に惜しい人物だ」

　それでも彼はしみじみ独りつぶやいて帰った。

　呉侯孫権は、寄手の本陣に、待ちわび顔であったが、瑾の帰りを見ると、

「どうだった？」

　と、すぐ早口にたずねた。

「耳もかしません」

　瑾はありのままを復命して、さらに、

「関羽の心は鉄石そのものです。所詮しょせん、凡人を説くような利害で招こうなどとしても、徒労に過ぎないのみか、かえってわが君のご心事を、彼の嘲笑に供えるだけのものにしかなりません」

　と、つけ加えた。

　すると側にいた呂範りょはんが、

「私が占うらなってみましょう」

　と、孫権の顔を仰いだ。関羽が蜀へ寄せている忠烈を知れば知るほど、何とかして、関羽を殺したくない、そして呉の帷幕に招き入れたいと、種々さまざまに手を尽し心をくだいているらしい主君の胸が、呂範にもよく見えたからである。

「む、む。占ってみるか」

　呂範は君前をさがるとすぐ浄衣じょういに着かえて祭壇のある一房へ籠った。伏犠神農ふっきしんのうの霊に祷いのり、ひれ伏すこと一刻、占うこと三度みたび、地水師ちすいしの卦けを得た。

　もう夜に入っていたが、ふたたび君前へもどって卦を披露に出ると、孫権と碁ごを囲んでいた呂蒙りょもうが、

「まさにその易えきはあたっている。──敵人遠くへ奔るという卦の象かたちだ。それがしが思う所とよく一致する。おそらく関羽は麦城からのがれ出んものと今や必死に腐心しておる。それも大路は選ばず、城北へ細く険しい山道を目がけ、夜陰に乗じて、突破を試みるに違いない」

　と、掌たなごころをさすようにいった。

　孫権は手を打って、

「そのときだ。伏兵をして、彼を狭い山道に生捕るのは」

　と、あわてて軍令に立ちかけたが、呂蒙はまだ碁盤に向って、独りにやにやと笑っていた。




三



「さあ、さしかけの局を、片づけてしまいましょう。今度はわが君の番ですが」

　呂蒙りょもうは、碁盤をへだてて、孫権へ次の手をうながした。

　孫権はもう心もそぞろに、

「それどころではない。碁をもうやめて、麦城の間道へ手配をせねば」

　というと、呂蒙は、

「ご心配には及びません。たとえ関羽に地をくぐり空をかける術ありとも、もう絶対にあの中から逃げることはできないまでに、作戦の手順は行き届いておりますから」

「では、城の搦手からめてにも、裏山の方面にも、すでに伏兵が向けてあるのか」

「もちろんです。──さあ、次の手をどうなさいますか」

　と、また盤をつきつけた。孫権もそう聞いて落着きを得、ふたたび局面にむかって碁をさしているとこんどは呂蒙が急に、

「……そうだ、北の門の寄手がすこし手強てごわすぎる。誰か、潘璋はんしょうを呼んでくれぬか」

　と、独り言をつぶやいて、うしろにいる武士へいいつけた。

　すぐ潘璋が呼ばれてきた。呂蒙は碁をうちながら振り向いて、

「麦城の北門には、三千の寄手が向けてあるが、それを弱兵ばかり七、八百に減らして、ほかはすべて西北いぬいにあたる山中に埋伏するように、至急、君が行って指図してくれ」と、指令した。

　潘璋が去ると、また、

「朱然しゅぜんを呼んでくれ給え」

　と、近侍へたのみ、その朱然が見えると、

「新手あらて四千騎を加えて、敵城の南、東、西の三方へいよいよ圧力を加え給え、そして足下はべつに千騎をひきい、北方の小道や山野など隈くまなく遊軍として見廻っているように」と、いった。

　それからすぐ呂蒙は、碁盤の前を離れて、

「どうです、わたくしがやはり勝ったでしょう。せっかくですがまだ君公のお手のうちでは、呂蒙を降すことはできませんな」と、愉快そうに笑った。

　負け碁となったが、孫権も共に哄笑した。囲碁には破れてもいまや敵城は余命旦夕よめいたんせき、関羽を生擒いけどることも神算歴々と、心に大きな満足がべつにあったからである。

　──それにひき代えて。

　昨日今日の、麦城の内こそ、実に惨たるものだった。

　五百の兵は、三百人に減っていた。傷病者は殖え、脱走者は絶えない。夜に入ると、古城の外から呉の陣にある荊州兵が、

「邱きゅうよ、出てこい」

「李よ。李よ。逃げてこい」

　などと声をひそめて呼び出しにくる。その誘惑は力があった。

　さすがの関羽もいまは百計尽きたかの如くであった。王甫おうほや趙累ちょうるいにむかっても、

「もう最後である。顧みるに、この大敗を招いたのは、一に関羽の才が足らなかったというしかない。廖化りょうかも途中で討たれたかどうしたか、所詮、援軍を待つ望みも絶えた」

　と、絶望を洩らした。

　義胆忠魂、一代に鳴らした英傑も、いまは末路を覚さとるかと、王甫は思わず涙をながして、

「いやいや、まだ決して、百計が尽きたとはいえません。まだ活路はあります。先頃からうかがうに北門の搦手からめては、敵も手薄、そこを破って、北方の山中へ馳せ入り、蜀へさして、お落ちあれば──何ぞきょうの悲運を敵に与え返すことのできぬわけがありましょうか。……あとは王甫が生命がけで固めています。城もろとも微塵になるまで殿軍しんがりしています。どうか少しも早く蜀へ」

　と、落去をすすめた。

　すでに糧かてもなく矢弾やだまもない。関羽はついに涙をのんで王甫に別れた。すなわちわずか百余人を城中へ残し、あと二百足らずの兵をひきいて、一夜無月の闇を見さだめ麦城の北から不意に打って出たのであった。




四



　関平と趙累ちょうるいの二将が、関羽の先に立って、まず北門附近の呉兵を蹴ちらし、主従二百騎、ひたすら山へ向って走った。

　麦城の北に連なる峨が々がたる峰の背さえ越えれば、道は蜀に通じ、身は呉の包囲の外に立つ。

「そこまでの辛抱ぞ」

「そこまでは敵の伏兵に出合っても目をくれるな。ただ追い散らせ、ただ急げ」

　合言葉のように云い交わしながら関羽を守り囲んだ同勢は、やがて初更の真っ暗な山の細道へ登りかけた。

　──がしばらくは、出いで合う敵もなく、草木を揺がす伏兵の気ぶりもなかった。

　一山を越えて、また次の一山を迎えた。その間は西方の沢が裾すそをひいて、まるで漆壺うるしつぼのような闇の盆地を抱いている。淙々そうそうとして白きは水、岸々がんがんとして高きは岩、関羽や関平の駒は幾たびも石ころや蔓草つるくさにつまずきかけた。

　すると突然、前面の沢からチラチラと無数の火が見えた。左の山からも一団の炬火たいまつが馳け下ってきた。右の峰からも、さらに後ろのほうからも、火光はここに集まって、やがて天を焦がすばかりの火となった。

「呉兵だ」

「伏兵だぞ」

　すでに矢風は急雨のごとく身辺をかすめていた。

　かねての覚悟、関羽は偃月刀えんげつとうを馬上に持ち直して、

「関平、道をひらけ」

　といった。

「父上、こうお進みなさい」

　と先に立って、関平はむらがる伏勢の中へ斬って入った。続いて関羽も駒をすすめかけると、

「羽将軍、待ち給え」

　と、呉の大将朱然しゅぜんが横あいから呼びかけた。

　関羽は、ちらと振り向いたが、戦うを好まず、そのまま駈け出した。朱然は追い慕って、

「かつて羽将軍が、敵にうしろを見せた例ためしは聞かないのに、こよいは如何召されたか」

　と執拗に槍をつけた。

「おうっ、それまでに、わが刃を首こうべに欲するか」

　関羽は馬をめぐらして、一颯、大青龍刀をうしろに送った。朱然は、面を伏せ、念力を凝らして、猛然突いてかかったが、もとより関羽の敵ではなく、やがて恐れ震えて逃げだした。

「──追うまじ」

　と戒めていたが、騎虎の勢いというものか、関平の姿もいつか見失い、味方の小勢も散りぢりなので、彼はつい朱然を追って、いよいよ山の隘路あいろまで行ってしまった。

　そこは臨沮りんしょの小道といって、樵夫さえよくまごつく迷路だった。

　突然、四山の岩は雪崩なだれて、駒の脚も埋めるかと思われた。彼のまわりを離れずにいた七、八名の旗本もことごとく岩にあたって圧しつぶされた。

「おう、ここはこの世か、地獄か」

　関羽はしまったと呟きながら急に馬を戻しかけたが、呉の大将潘璋はんしょうの伏勢が、松明たいまつを投げて、彼の前後を阻はばみ、いよいよ関羽が孤立して、そこに進退きわまっていることを確かめると、一斉に鼓を打ち鉦を鳴らし、獣王を狩り立てている勢子せこのように、わあっと、友軍を呼び、またわあっと、友軍へこたえた。

「父上っ、父上っ……」

　どこかで関平の声がする。関羽は心がみだれた。子は何処？ 趙累ちょうるいその他の味方は如何にと。

「羽将軍羽将軍。すでに趙累の首も打った。いつまで未練の苦戦をなし給うぞ。いさぎよく盔かぶとをぬいで天命を呉に託されい」

　呉将潘璋は、やがて馬をすすめて関羽へ云った。長髯ちょうぜんに風を与えて、関羽は駈け寄るや否、

「匹夫ひっぷっ。何ぞ真の武魂を知ろうや」

　と、ふりかぶる大青龍刀の下に彼を睨んだ。十合とも太刀打ちせずに潘璋は逃げ奔はしった。追いまくって密林の小道へ迫りかけた時、四方の巨木から乱離らんりとして鈎かぎのついた投縄なげなわや分銅ふんどうが降った。関羽の駒はまた何物かに脚をからまれていなないた。天命ここに終れるか、同時に関羽は鞍から落ちた。そこで潘璋の部下の馬忠というものが、熊手を伸べ、刺股さすまたを懸けて、遂に関羽を捻じ圧おさえ、むらがり寄って高手小手に縛いましめてしまった。




草くさ喰くわぬ馬うま



一



　関平も父の姿をさがし求めているうちに、朱然、潘璋の軍勢に生捕られた。そして荒縄にかけられて呉侯孫権の陣へひかれてゆく間も、父関羽の名を叫び、無念無念をくり返していた。

　報を聞いて孫権は、翌る日、早暁に帳とばりを出て、馬忠に関羽をひかせ、清々すがすがしげに彼をながめて云った。

「自分はかねてより将軍を慕って、将軍の娘をわが子息へ迎えようとすらしたことがある。何で足下はあの時わが懇志こんしをしりぞけたか」

　関羽は黙然たるのみであった。孫権は語をつづけて、

「また将軍は、常に天下無敵の人と思っていたが、なんで今日、わが軍の手に捕われたのか。われに降って、呉に仕えよと、天がご辺に諭さとしているものと思われる」

　関羽はしずかに眸を向けて、

「思いあがるを止やめよ、碧眼へきがんの小児、紫髯しぜんの鼠輩そはい。まず聞け、真まことの将のことばを」

　と、容かたちを正した。

「劉皇叔りゅうこうしゅくとこの方とは、桃園に義をむすんで、天下の清掃を志し、以来百戦の中にも、百難のあいだにも、疑うとか反そむくなどということは、夢寐むびにも知らぬ仲である。今日、過って呉の計に墜ち、たとえ一命を失うとも、九泉の下、なお桃園の誓いあり、九天の上、なお関羽の霊はある。汝ら呉の逆賊どもを亡ぼさずにおくべきか。降伏せよなどとは笑止笑止。はや首を打て」

　それきり口をつぐんで再びものをいわない。さながら巌いわおを前に置いているようだった。孫権は左右を顧みて、

「一代の英雄をわしは惜しむ。何とかならんか」

　と、ささやいた。

　主簿しゅぼの左咸さかんが意見した。

「おやめなさい。おやめなさい。むかし曹操もこの人を得て、三日に小宴、五日に大宴を催し、栄誉には寿亭侯の爵しゃくを与え、煩悩には十人の美女を贈り、日夜、機嫌をとって、引き留めたものでしたが、ついに曹操の下に留まらず、五関の大将を斬って、玄徳の側へ帰ってしまった例もあるではありませんか」

「…………」

「失礼ですが、あの曹操にしてすらそうでした。いわんや呉の国へどうして居着くものですか。苦杯をなめた曹操も後に大きな悔いを抱きました。今彼を殺さなければ後には呉の大害となるにきまっています」

「…………」

　孫権はなお唇をむすんでしばらく鼻腔びこうで息をしていたが、やがて席を突っ立つや否や、われにも覚えぬような大声でいった。

「斬れっ。斬るのだっ。──それっ関羽を押し出せ」

　武士はかたまり合って関羽を陣庭広場までひき立てた。そして養子関平と並べてその首を打ち落した。時、建安二十四年の十月で、この日、晩秋の雲はひくく麦城ばくじょうの野をおおい、雨とも霧ともつかぬ濛気が冷やかにたちこめた。

「馬忠への褒美には、関羽の乗っていた馬をとらせるであろう。関羽に恥じぬ手柄をあらわすがいい」

　関羽の愛馬は世にも名高い駿足赤兎せきとである。孫権は、馬忠にそれを与え、また潘璋にはこれも関羽の遺物かたみとなった青龍の偃月刀えんげつとうを与えた。

（名将にあやかりたい）は誰もの心理とみえて、敵人ながら関羽の遺物はその片袖その一すじの紐まで呉の将士に欲しがられた。その意味で馬忠は皆から羨望の的まとになったが、

「……これはいかん。どうしたのだろう？」

　四、五日すると、彼はひどく悄気しょげてしまった。

　なぜならば拝領の赤兎馬は、関羽の死んだその日から草を喰わなくなったからである。秋日の下に曳きだして、いかに香かぐわしい飼料をやっても、水辺に覗のぞかせても、首を振っては悲しげに麦城のほうへ向っていななくのみであった。麦城にはまだ百余人が籠城していた。けれど、その後、呉軍が迫ると、すでに王甫おうほも関羽の死を知ったとみえ矢倉の上から飛び降りて死んだ。また関羽の片腕といわれた周倉も自ら首を刎はねて憤死した。




二



　関羽の死後にはいろいろな不思議が伝えられた。彼の武徳と民望が、それを深く惜しみ嘆く庶民の口々に醸かもされて、いつか神秘を加え説話をつくり、それが巷ちまたに語られるのであろう。とにかく種々な噂が生れた。

　荊州の玉泉山に、普静ふじょうという一老僧がいる。これはもと、汜水関しすいかんの鎮国寺ちんこくじにいた僧で、関羽とは若い時代から知っていた師であり心友であったという。

　近頃。この普静和尚が、月の白い晩、庵のなかで独り寂坐じゃくざしていると、

「普静ふじょう普静」

　と空中から人の声がして、

還我頭来わがくびをかえしきたれ。還我頭来。


　と二度まで明らかに聞えた。

　仰いでみると、雲間に関羽の顔がありありと現れ、右に周倉、左に関平、そのほかの将士も従っていた。普静は声をあげて、

「雲長関羽、いま何処にあるか」と訊ねた。

　すると空中の声は、いとも無念そうに、

「呂蒙りょもうの奸計に陥ちて、呉の殺さつに遭えり。和尚、わが首を求めて、わが霊を震ふるわしめよ」

　と答えた。

　普静は起って庭に出で、

「将軍、何ぞそれ迷うの愚ぐを悟らざるか。将軍が今日まで歩み経てきた山野のあとには将軍と恨みをひとしゅうする白骨が累々るいるいとあるではないか。桃園の事はすでに終る。いまは瞑めいして九泉に安んじて可なりである。喝かつ！」

　と、払子ほっすで月を搏うつと、たちまち関羽の影は霧のように消え失せてしまった。

　しかしその後も、月の夜、雨の夜、庵を叩いて、

「師の坊、高教おしえを垂れよ」

　とたびたび人の声がするというので、玉泉山の郷人さとびとたちは相談して一宇の廟びょうを建て、関羽の霊をなぐさめたという。

　また。

　呉の孫権は荊州戦ののち大宴をひらいて将士をねぎらったが呂蒙りょもうが見えない。彼は呂蒙へその席から使いをやって、

「このたび、荊州を得たのはみな汝の深慮遠謀に依るものだ。汝がすがたの見えないのは淋しい。予は汝の来るまで杯をとらずに待つであろう」と、云い送った。

　呂蒙は過分なるおことばと恐縮してすぐ席へ来た。孫権は杯をあげて、

「周瑜しゅうゆは赤壁に曹操を破ったが不幸早く世を去った。魯粛ろしゅくも帝王の大略を蔵していたが荊州を取るには到らなかった。けれどこの二人はたしかに予の半生中に会った快傑であった。ところが今日、荊州はわが物となり、しかもわが呂蒙は眼前になお健在だ。こんな愉快なことはない。まさに御身は周瑜、魯粛にも勝るわが呉の至宝である」と、その杯を彼にとらせた。

　すると呂蒙は、やにわに杯をなげうって、孫権をはったと睨ねめつけ、

「碧眼へきがんの小児、紫髯しぜんの鼠賊そぞく、思いあがるを止めよ」

　と大喝して、なお何か罵りだした。

　満座の人々は総立ちになって、彼のまわりに集まり、ほかへ連れて行こうとしたが、呂蒙は怖ろしい力で振り放ち、愕おどろき騒ぐ人々を踏みつけて、ついに上座を奪ってしまった。そして物の怪けに憑つかれた眼を怒らして、

「われ、戦場を縦横すること三十年、一旦、汝らの詐いつわりに落ちて命を失うとも、かならず霊は蜀軍の上にあって呉を亡ぼさずにはおかん、かくいう我はすなわり漢の寿亭侯関羽である」

　と、吠ゆるが如く云った。

　孫権も諸人もみな震えあがってほかの閣へ逃げてしまった。だが燈ひは消えて真っ暗になったそこから呂蒙は出てこなかった。後、諸人がそっと灯をともしてそこへ行ってみると、呂蒙は自分の髪の毛をつかんで、悶もだえ死んでいた。

　これも当時流布るふされた巷の話の一つである。もとより真相に遠いことはいうまでもなかろう。けれど荊州占領の後、幾ばくもなくして呂蒙が病で世を去ったことだけは事実であった。




国葬
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　呉侯は、呂蒙の死に、万斛ばんこくの涙をそそいで、爵を贈り、棺槨かんかくをそなえ、その大葬を手厚くとり行った後、

「建業から呂覇りょはを呼べ」と、いいつけた。

　呂覇は呂蒙の子である。やがて張昭に連れられて荊州へ来た。孫権は可憐な遺子をながめて、

「父の職をそのまま襲つぐがよい」

　と、なぐさめた。その折、張昭が訊ねた。

「関羽の葬いはその後いかがなさいましたか」

「斬ざんに処したまま取り捨ててある。首は塩漬けにして保存してあるだろう」

「それは何とかしなければなりますまい」

「葬儀をか？」

「いや後日の備えをです。──彼と玄徳と張飛とは、生きるも死ぬもかならず倶ともにせんと桃園に誓いを結んできた仲です。その関羽が斬られたことを知れば、蜀は国をあげて、この仇を報いずにいないでしょう。孔明の智、張飛の勇、馬超、黄忠、趙雲などの精猛が命を惜しまず呉へ震ふるいかかってきたら、呉はいかにしてそれを防ぎますか」

「…………」

　孫権は色を失った。孫権とてそれを考えていないではないが、張昭が心の底から将来の禍いを恐れているのを見ると、彼も改めて深刻にその必然を思わずにいられなかった。

　張昭はさらに云った。

「呉にとって、なお恐るべき問題は、もう一つあります。それは蜀が目的のためには一時の不利をかえりみず魏へ接近を計るに相違ないと思われることです。蜀が一部の地を割いて曹操に与え魏蜀提携ていけいして呉へ南下して来たら、呉は立ち所に、四分五裂の敗を喫し、ふたたび長江に覇を載せて遡さかのぼることはできないでしょう」

「……張昭。それを未然に防ぐにはどうしたらよいだろう」

「故にです。──死せりといえど関羽の処置はこれを重大に考えなければなりません。関羽の死は、もともと曹操のさしずであり、曹操の所業しわざであると、この禍いの鍵を魏へ転嫁してしまうに限る。張昭はさように考えるのです。──で、関羽の首を使いに持たせて、それを曹操のほうへ送り届けるとしますか、曹操は、もとより先に呉へ書簡を送って、関羽を討てといってきたことですから、嘉賞してそれを受取るでしょう」

「なるほど」

「そして呉は盛んに、天下に向って、関羽を亡ぼしたものは魏であると、彼の功をたたえる如く吹聴する。──さすれば玄徳の怨みは当然、魏の曹操へ向けられて、呉は第三者の立場に立って、その先を処してゆかれます」

　こういう国際的な対策に微妙な計を按あんずるものは、さすがに張昭をおいてほかにはない。孫権はこの宿老の言を珍重してすぐ使者を選び、関羽の首を持たせて、魏へ派遣した。

　そのとき曹操はすでに凱旋がいせんして洛陽にかえっていたが、呉の使いが、関羽の首を献じてきたと聞き、

「ついに彼は首級となり、我は生きて、ここに会見する日が来たか」

　と、遠い以前の事どもを追想しかたがた、孫権の態度も神妙なりと嘉よみして、群臣と共に使者を引いて、関羽の首を実検した。

　すると、その席で、

「大王大王。ご喜悦の余りに、呉が送ってきた大きな禍いまでを、共に受け取ってはなりませんぞ」

　と、諸人の中から呶鳴った者がある。

　人々の眼はその顔を求めた。曹操が、何故かと、それへ向って訊ねると、彼は、

「これは呉が禍いを転じて、蜀のうらみを魏へ向けさせんとする恐ろしい謀計です。関羽の首をもって魏蜀の相剋そうこくを作り、二国戦い疲れるを待つ呉の奸智たることに間違いはありません」

　と、はばかりなく断言した。すなわち司馬懿しばい、字あざなは仲達ちゅうたつであった。
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　呉の深謀も、ついに魏を欺あざむけなかった。魏にも活眼の士はある。司馬仲達の言は、まさに完膚かんぷなきまで、呉の詐術さじゅつを暴露したものであった。

　曹操もおぞ毛を震って、仲達の言は、真に呉の意中を看破したものだとうなずいた。そして、関羽の首はそのまま呉へ返そうかとまで評議したが、

「いや、それでは、大王のご襟度きんどが小さくなります。ひとまず収めて、何気なく使者をお帰しになった上でまたべつにお考えを施せばよろしいでしょう」

　と、それも仲達の意見だった。

　やがて呉使が引き揚げると、曹操は喪もを発して、百日のあいだ洛陽の音楽を停止ちょうじさせた。そして沈香の木をもって関羽の骸むくろを刻きざませ、首とともにこれを洛陽南門外の一丘に葬らせた。その葬祭は王侯の礼をもって執行され、葬儀委員長には司馬懿しばい仲達がみずから当った。大小の百官すべて見送りに立ち、儀杖数百騎、弔華ちょうか放鳥、贄にえの羊、祀まつりの牛など、蜿蜒えんえん洛陽の街をつらぬいた。そしてなおこの盛大な国葬の式場へは、特に、魏王曹操から奏請した勅使が立って、地下の関羽へ、

「荊王けいおうの位を贈り給う」

　と、贈位の沙汰まであった。

　呉は、禍いを魏へうつし、魏は禍いを転じて、蜀へ恩を売った。

　三国間の戦いは、ただその屍山血河しざんけつがの天地ばかりでなく、今は外交の駈引きや人心の把握はあくにも、虚々実々の智が火華を散らし始めてきた。これを曹操や玄徳が、世に出始めた序戦時代に較くらべると、もう戦争そのものの遂行も性格も全然違ってきたことが分る。すなわちかつてのように部分的な戦捷や戦果を以ては、われ勝てりと、祝杯に酔ってはいられなくなったのである。いまや蜀も魏も呉もその総力をあげて乾坤けんこんを決せねばならぬ時代に入ると共に、この三国対立の形が、一対一で戦うか、変じてその二者が結んで他の一へ当るか、そういう国際的なうごきや外交戦の誘導などに、より重大な国運が賭けられてきたものといってよい。で、大戦展開の舞台裏にはなお戦争以上の戦争がつねに人智のあらゆるものを動員して戦っているものだという表裏の相すがたを、この時代の戦争にもまた観ることができるのである。

　時はすこしさかのぼるが──

　成都にある玄徳は、これより以前に、劉瑁りゅうぼうの未亡人で呉氏という同宗の寡婦やもめを後宮にいれ、新たに王妃としていた。

　呉氏は、貞賢で顔色も優すぐれていた。玄徳が荊州にいた時代、呉国の孫権の妹を娶めとったこともあるが、この呉妹と別れ去ってからは、久しく寂寞せきばくな家庭におかれていた彼も、その後、若い王妃呉氏とのあいだに、ふたりの男子をもうけていた。

　兄は劉永りゅうえい、字は公寿こうじゅ。

　弟は劉理りゅうり、字は奉孝ほうこうという。

　その頃──

　荊州方面から蜀へ来た者のはなしに、

「この頃、呉の孫権が関羽を抱きこもうとして、関羽のむすめを呉侯の嫡子ちゃくしへ迎えようと、使者をやったところ、関羽は、虎の子を犬の児の嫁にはやれんと、断ったそうですよ」

　と、面白おかしく伝えた。

　孔明の耳へ、噂が入ったのは、だいぶ後だったので、孔明が、荊州に変が起こることを直覚して、

「たれか代りをやって、関羽と交代させないと、荊州は危うくなりましょう」

　と、玄徳へ注意した頃には、すでに荊州から戦況をもたらす早馬が日夜蜀へ入ってきた。けれど、それは皆、勝ち戦の報ばかりだったので、玄徳もむしろ歓んでいると、やがて秋十月の一夜、彼は机に倚よってうとうとと居眠っているところを、王妃おうひの呉氏に呼び起され、今ふと見た夢に、慄然りつぜんとあたりを見まわした。




成都鳴動せいとめいどう
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　宮殿の廂ひさしをこえて、月の光は玄徳の膝の辺まで映している。妃は、燭が消えているのに気づいて、侍女を呼んで明りをつけさせながら、

「どうなさいましたか」

　と、玄徳の側へ寄った。

「いや、几つくえに倚よって、独り書を読んでいたのだが……」

　と、玄徳は呟いたが、すぐ自分の言葉を自分で否定するように、

「何か、わしの唸うめき声でも聞いたか」

　と、反問した。

「ええ、うなされておいでになりました」

　と、妃ひは微笑ほほえんで、二度までも大きなお声がしたので、何事かと見にきたのですと云った。

「そうか。ではいつか居眠って、夢でもみていたのだろう」

　玄徳もようやくわれに返ったような笑顔を燭に見せた。そして和子たちを呼んで妃と共にしばらく興じていたが、やがて寝所に入った。

　ところがその夜の明け方、彼はまたも、宵にみた夢と同じ夢を見た。

　夢の中には、一痕こんの月があった。墨のごとき冷風は絶え間なく雲を戦そよがせ、その雲の声とも風の声ともつかない叫喚さけびがやむと、寝所の帳とばりのすそに、誰か平伏している者がある。

　愕然がくぜん、夢の中で、玄徳はその者へ呶鳴った。

（や。わが義弟おとうとではないか。──関羽、関羽。こんな夜更けに、そも、何しに来たか）

　まさしくそれは関羽の影にちがいないのだが、いつもの関羽に似もやらず、容易に面もあげず、ただ凝然ぎょうぜんと涙を垂れている容子。──そして一言ひとこと、

（桃園の縁もはかなき過去と成り果てました。家兄このかみ、はやく兵のご用意あって、義弟おとうとのうらみをそそぎ賜われ……）

　と、いったかと思うと、黙然一礼して、水の如く、帳の外へ出て行くのだった。

（待て、待て。義弟おとうと）

　玄徳は夢中にさけびながらその影を追って、前殿の廻廊まで走り出したが、そのとき宙天ちゅうてん一痕こんの月が鞠まりのように飛んで西山へ落ちたと見えたので、あっと面おもてをおおいながらそれへ倒れてしまった。

　夢は夢に過ぎなかったが、彼が前殿の廊で仆れていたのは事実であった。孔明はその朝、常より早めに軍師府へ姿を見せていたが、舎人とねりから噂を聞いて、すぐ漢中王の内殿を訪れた。

「すこしお顔色がわるいようではございませんか。昨夜はよく御寝にならなかったのですか」

「オオ軍師か」と、玄徳は彼を待っていたように──「実はゆうべ二度まで同じ夢をみたので、ご辺を迎えにやろうかと思うていたところじゃ」と、ありのままを語った。

　孔明は笑って、

「それはわが君がつねに、遠くある関羽の身を、朝となく夜となくお思い遊ばしておられるので、いわゆる煩悩ぼんのう夢を為なすで、御心みこころの疲れに描かれた幻想に過ぎません。まず今日は、秋園の麗うららかな下へ玉歩を運ばれて、妃ひや若君たちと終日嬉き々きとお遊びになられたがよいでしょう」

　孔明はすぐ退がった。

　そして中門廊まで来ると、太傅たいふの許靖きょせいが、彼方から色を変えて急いでくる。彼は呼び止めて、

「太傅、何事かある？」と、たずねた。

　許靖は早口に告げた。

「荊州けいしゅうが破れました。──今暁の早打ちに依ると」

「なに。荊州が」

「呉の呂蒙りょもうに計られ、関羽は荊州を奪われ、麦城へ落ちのびたとかで」

「……ウウム。恐らくは事実であろう。夜々、天文を観るに、荊州の天に、一抹いちまつの凶雲がただようているように思うていた。そうか。……だが太傅、まだその儀は、漢中王にご披露せぬがよかろう。にわかに驚かれると、或いはお体をそこねるやも知れぬ」

　すると、廊の角に、玄徳が姿を見せて、

「軍師、さばかりは案じるな。予は健康である。また荊州の破れも関羽の変も、あらましは案じて、もう覚悟は致しておる」と、遠くからいった。

　ところへ馬良や伊籍が来て、またおのおのの口から、荊州陥落の悲報を伝えた。さらに、その日の午ひる過ぎには関羽の幕下廖化りょうかが、まるで乞食のような姿をして、はるか麦城からこれへたどりついた。
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　廖化の到着によって、事態はいよいよ明瞭になった。玄徳の悲痛な色は、この時から憤りに変った。

　なぜならば、上庸じょうようにある劉封りゅうほうと孟達が、荊州の破れを見ても、関羽の窮状を知っても、また廖化がそこへ援兵を頼みに行ってさえ、頑がんとして援兵を出さず、この大事態を、傍観しているという真相を、親しく、廖化の口からいま聞いたからである。

「やわか、義弟おとうとの関羽を、見殺しになすべきぞ、旁〻かたがた憎むべき劉封、孟達の輩ともがら。断じて、罪せねばならぬ」

　彼は、三軍に令し、自ら出陣せんといって、閬中ろうちゅうにある張飛へ向けても、

「変あり。すぐ来り会せよ」

　と、早馬をやった。

　孔明は、彼の悲心ひしんと怒りを、極力なだめて、

「まずまず御心を静かに保ちたまえ。臣みずから一軍をひきいて、必ず孤立の関羽を救いだしましょう。劉封の君、孟達などのご処分は、後にして然るべきかと存じます」

　やがて張飛も駈けつけ、蜀中の兵馬も、続々と成都に入り、ここ両三日、三峡の密雲も風をはらみ、何となく物々しかった折も折、国中を悲嘆の底へつきおとすような大悲報は、遂に、最後の早馬によって、蜀宮の門に報じられた。

（一夜、関羽軍は、麦城を出て、蜀へ走らんとし、途中、臨沮りんしょという所で、とうとう呉の大将潘璋の身内の馬忠という者の手で捕われました。そして即日、呉陣において、父子とも御首を打たれ、敢あえなきご最期を遂げられて候う）という趣おもむきであった。

　それを聞くと、かねて期していたことながら、玄徳は愕然と叫びを発した。

「おおっ、関羽はついに、この世の人でなくなったか」

　と、慟哭どうこくのあまり、昏絶して、以来三日のあいだ、食もとらず、臣下にも会わなかった。──が、孔明だけは、強しいて帳内に入ることを乞い、まるで婦人のように悲嘆してのみいる玄徳を仰いで叱るが如く諫いさめた。

「死生命アリ富貴天ニアリ。桃園の誓いも約束なら、人の死や別離も当然な約束事ではありませんか。もしわが君までお体をそこねたら何といたしますか」

「軍師、嗤わろうてくれ。女め々めしいとは知りながら、凡情いかんともなし難い」

「お察し申しあげます。けれどお嘆きあるばかりで、ご無念の容子がないのは不思議です」

「無念やる方なければこそ、人に面おもてを会わせずにいるのに、軍師にはなぜそのような咎とがめをなすか。見よ、誓って、呉と日月をともにせず、呉にこの報復を与えずにはおかん」

「その御心さえしかと肚はらにお据えなれば、いつまで綿々嫋々じょうじょうと、婦女子の涙を真似ている秋ときではございますまい。──以後次々と、また今朝も、府内に早馬が新しい報をもたらして来ていますが、帳とばりを閉して深くお籠り遊ばしているため、情報官もそれを御前へ披露に及ぶ由もなく、みな困っておりまする」

「悪かった。改めよう」

「今朝の情報では、呉は関羽の首を魏へ送り、魏ではそれを王侯の礼をもって国葬に附したということです」

「呉の意は何にあるのか」

「わが蜀の怨みを怖れ、魏へ禍いを転嫁して、蜀の鉾ほこを魏へ向けさせんとする企みです」

「たれか、そのような、欺瞞ぎまんに乗せられようぞ。予は速やかに出陣する。そして呉を討ち、関羽の霊をなぐさめよう」

「甚だよろしくありません」

「なぜだ？　たった今、予の涙を、婦女子のようだと叱ったご辺が、そのことばを為すは、矛盾むじゅんであろう」

「時を待つべきです。関羽がなお生存ならばどんな犠牲も厭いとうものではありませんが、もう焦心あせっても無益です。──この上はしばらく兵を収めてじっと時の移りを観、呉と魏のあいだに、何らかの不和を醸かもし、両者が争いの端を発したとき、蜀は初めて起つべきでしょう。それまではご無念も胸に畳んでおかれますように……」

　この日、漢中王の名をもって、蜀中に喪もは発せられ、成都宮の南門には、関羽を祭る壇が築かれ、そして雪積む冬中も弔旗ちょうきは寒天に凍っていた。




梨なしの木き
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　戦陣に在る日は、年を知らない曹操も凱旋がいせんして、すこし閑になずみ、栄耀贅沢えいようぜいたくをほしいままにしていると、どこが痛む、ここが悪いと、とかく体のことばかり訴える日が多かった。

　いかんせん彼もすでに今年六十五という老齢としである。体のままにならないのは自然だったが、自分ではまだそう思わないらしい。「どうもこう近頃のように勝すぐれないのは、関羽の霊でも祟たたっているのではあるまいか──」などと時々気に病んでいたりした。

　ある時、側臣たちが、

「この洛陽の行宮あんぐうも、もうずいぶん殿宇が古くなっていますから、自然怪異けいのことが多うございます。居は気をかえると申しますから、べつに新殿を一宇お建てになられては如何ですか」

　と、すすめた。

　その前から曹操は、建始殿けんしでんと名づける大楼を建造したいという望みを抱いていたが、ただ彼の求めるような良工がまだ見つからなかった。で、今もそのことをいうと侍側のひとりが、

「洛陽に蘇越そえつという建築の名工がいます。これならきっとお気に入るにちがいありません」

　と、いった。

　賈詡かくに命じて、すぐ蘇越へその儀を達せよ、となった。蘇越は召されて後、賈詡の手を経て、設計図をさし出した。曹操が見ると、九間けんの大殿が中心となって、南楼北楼を連ね、奥の建始殿の構想など最も気に入ったらしかった。

　けれど九間の大殿には、おそらくそんな長い棟木むなぎがあるまいと思われたので、蘇越をよんで、

「そちの図はまことに良いが、画いた良さだけでは仕方がない。どこから、そんな巨きな材木を探してくるか」と、問うた。

　蘇越は答えていう。

「洛陽から三十里、躍龍潭やくりょうたんの淵ふちに、一つの祠やしろがあります。そこにある梨の木は高さ十余丈、千古の神木です。これを伐きって棟梁はりといたしましては如何でしょうか」

「なに、梨の木。それは珍しい。天下に二つとない建築物になろう」

　老いても奇を好む習癖は失せないらしい。曹操は直ちに大勢の人を派して伐らせた。ところがその神木の幹は、鋸のこぎりの刃も斧もてんで受けつけないということで、幾日経っても、材木は運ばれてこなかった。

　曹操は聞いて、必定ひつじょうそれは、人夫どもが祠ほこらの神木だという伝説に恐怖を抱いているせいだろう。自分がそこへ臨んで、彼らの迷信の蒙をひらいてやる、車の用意をせよ、と命じて、急に数百騎の供をつれ、躍龍潭へ出かけて行った。

　車をおりて、梨の木を仰ぐと、梢こずえは雲に接し、根は百龍のごとく淵ふちに蟠わだかまっている。

　曹操は根もとへ寄って、

「普天の下もと、われに怪をなすものはない。いま汝を伐って、わが建始殿の棟梁とする。汝、精あらば後生ごしょうの冥加を歓んでよかろうぞ」

　剣を抜いて、ちょうっと一颯いっさつ、梨の幹へ、一伐いちばつを加えた。

　するとそれを眺めていた土地の老翁や神官などが、みなあッと、声を放って哭ないた。その声と共に、震々しんしん、梨の木は葉をふりこぼし、幹は血のごとき樹液をほとばしらせた。

「すでに予が斧初めの刃を入れた。もし木の精が祟るなら曹操へ祟るだろう。もう心配はないから恐れずに伐れ」

　彼は、工匠たくみの蘇越や人夫どもへそう告げて、すぐ洛陽へ立ち帰った。

　しかしその車を宮門で降りたときは、すでに彼の顔色は常でなかった。すこし気分が悪いと呟いてすぐ寝殿へ入ってしまったのである。

　間もなく、あたふたと、侍医がそこから退がってきて、

「どうも、お熱が高い」と、眉をひそめながら薬寮へ入って行った。

　時々、寝殿の帳とばりから、譫語うわごとが洩れてきた。そのたびに、侍臣が駈けこんで、枕頭をうかがっていると、曹操は眦まなじりをあげて、

「梨の木の怪神はどこへ行った」とじろじろ見まわした。

　侍臣が、そんな者はおりませんというと、曹操はつよく首を振って、

「いや、真っ白な衣を着た怪神が、梨の精だと名乗って、幾たびも予の胸を圧した。探してみろ」

　と、云い張って肯きかなかった。
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　翌る日はなお頭痛を訴えてやまない曹操であった。時折、梨の木の怪を口走ることも前夜と同じなのである。

　侍医はあらゆる薬餌やくじを試みたが、病人の苦悩は少しも減じない。そして日の経ふるに従って、曹操の面には古い壁画の胡粉ごふんが剥落はくらくしてゆくように、げっそりと窶やつれが見えてきた。

　めずらしく今朝はすこし気分が快よいらしく、曹操は、見舞に来た華歆かきんとはなしこんでいた。華歆は、

「侍医の百計も、験しるしがないと御意遊ばすなら、いま金城に住居すると聞く華陀かだをお召しになってごらんなさい。華陀は天下の名医です」

　と、しきりにすすめているのだった。

　病人も意こころをうごかして、

「名医華陀かだの名はつとに聞いていた。沛国はいこく譙郡しょうぐんの産うまれで、以前、呉の周泰を療治した者ではないか」

「よくご存知でいらっしゃいます。仰せの通りの人物で、彼の手にかかって癒らない病人はない程にいわれておりまする。臓ぞうを患わずらい、腹腑ふくふを腐らしたような重病人も、麻肺湯まはいとうを飲ますと、須臾しゅゆの間に昏睡して、仮死の状態になります由で、すなわち彼は、刀とうをとって、腹を解剖ひらき、臓腑を薬洗やくせんして、たちまち元のように収め、糸をもって傷口を縫うに、二十日を経ずして、まったく快癒した例ためしなどもあるそうでございまする」

「ふふむ……そんな荒療治をいたすのか」

「いやいや、その間、病人は少しも痛みを覚えないと申しまする。またこんな例も聞きました。甘陵かんりょうの相夫人しょうふじんですが、妊娠して六月目の頃、どうしたのかひどく腹痛がして苦悶三日三晩に及んだのを、華陀かだに診てもらったのです。華陀は脈をみるとすぐ、ああこれは惜しい、孕はらまれたのはせっかく男子らしいが、食毒にあたってすでに腹中で絶命している。いま癒さなければ母命も危ういところだろうと、すなわち、調薬して病人に与えると、果たして男胎なんたいが下り、夫人は七日を経てもとの体にかえったそうです」

「そんなに神効があるものなら呼んでみよう。早速、計らってくれい」

　病人は眸に希望をかがやかしてそう命じた。華歆かきんは早速使いを走らせ、魏王の名とその勢力をもって、遠く金城の地から夜を日に次いで華陀を洛陽へ招きよせた。

　華陀は到着すると、その日のうちに登殿して、曹操の病間へ伺候した。そして慎重に眼瞼や脈をしらべて、

「これは風息ふうそくの病にちがいございません」と、診断した。

　曹操はうなずいて、

「そうあろう、予の持病は、偏頭風へんずふうとか申して、それが発作すると、無性に頭が痛み、数日は飲食もできなくなるのが常だ。せっかく名医に来て貰ったことだから、なんとか、その持病を根治する方法はないだろうか」

「さよう……」

　と、華陀はちょっと難しい顔をして考えこんでいたが、ややあって、

「ないこともありません。けれど非常に難しい手術を要します。ご持病の病根は、脳袋のうたいのうちにあるので、薬を召しあがっても、所詮、病やまいに何の効かいもないのです。ただ一つの方法は、麻肺湯まはいとうを飲んで、仮死せるごとく、昏々と意識も知覚もなくしておいてから、脳袋を解剖きりひらき、風涎ふうぜんの病根を切り除くのでござります。さすれば十中の八、九は、根治するやも知れません」

「もし、十中の一でも、巧くゆかなかったら、どうなるか」

「畏れながら、ご命数と、お諦あきらめ遊ばすしかございませぬ」

　曹操は勃然ぼつぜんと怒って、

「これ、やぶ医者。汝は予のいのちを、医刀の試みに用いるつもりか」

「はははは。私には自信がありますが、あえて謙遜けんそんして申しあげたのです。かつて荊州の関羽が毒矢にあたって苦しまれていた時も、手前が行って、その臂ひじを切り、骨を削り、さしもの毒も取り除いて、全治させておりまする。何で大王には、それしきの手術を恐れて、華陀の医術をお疑い遊ばすか」

「だまれ、胃と脳袋のうたいと、同じにいえるか。ははあ、さては汝は、関羽と親しい間がらの者であるな、察するに、予の病を絶好の機として近づき、関羽の仇を報ぜんとするのであろう。──者ども、者どもっ。この曲者くせものを搦め捕って、獄へほうりこめ」

　病人はがばと起き、阿修羅あしゅらのごとく指さして罵ののしった。




曹操そうそう死しす
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　せっかく名医に会いながら、彼は名医の治療を受けなかった。のみならず華陀かだの言を疑って、獄へ投じてしまったのである。まさに、曹操の天寿もここに尽きるの兆しるしというほかはない。

　ところが、典獄の呉押獄ごおうごくは、罪なき華陀の災難を気の毒に思って、夜具や酒食を入れてやったり、拷問ごうもんにかけよと命ぜられても、ひそかに庇かばって、ただ報告だけをしていた。

　華陀はふかく恩を感じて、ある日、人目のない折、

「呉押獄ごおうごく。情けはありがたいが、もし上司に知れたら、御身はたちまち免職になるであろう。わしもすでに老齢じゃ。長からぬ命といまはさとっておる。以後はどうかほうっておいて欲しい」

　と、落涙して云った。

「いやいや、先生に罪があるなら私も決して庇かばいませんが、自分は呉にいた頃から先生の人格と神技に深く敬慕を寄せていた者です。どうかそんなご心配なく」

「では、其許そこもとは呉の産うまれか」

「ええ。姓も呉氏です。若い時分、医学が好きで、医者の書生となって勉強したこともありましたが、そのほうでは遂に志を得ず、司法の役人になってしまったのです」

「……ふふむ、そうか。しからば恩返しの一端に、わしが秘伝の書として家に蔵しておる医書を御身へ譲ってやろう。わしの亡き後は、その神効をことごとく学び取って、世の病者を救ってやってくれい」

「えっ。先生、それはほんとですか」

「いま、郷里の家人へ宛ててわしが書簡を書くから、金城のわしの家まで行って、その医書を貰って参るがよい。書簡の内へも書いておくが、それは青嚢せいのうの書といって、書庫の奥深くに秘して、今日まで他人ひとに見せたことはないものじゃ」

　華陀は留守のわが家へ宛てて手紙を書いた。そしてそれを呉押獄ごおうごくへ授けたが、折ふし曹操の病が重態を伝えられ、宮門の内外も各役所も何となく繁忙はんぼうと緊張を加えていたので、彼は華陀から貰った手紙を深く肌身に秘して十日余りつい過していた。

　すると、ある日の早暁、突然、剣を提げた七名の武士がどやどやと獄府へ来て、

「魏王のご命令である。ここを開けろ」

　と、牢番に命じて、華陀のいる獄の扉とをひらかせ、中へ躍りこんだと思うと、一声、唸うめき声が外まで聞えた。

　呉押獄がそこへ来て見た時は、ちょうど血刀を提げた七名が、悠々と帰って行くところであった。武士らは彼のすがたをかえりみて、

「呉押獄、魏王のご命令で、ただ今、華陀は成敗したぞ、あいつめが、毎晩のように、お夢の中にあらわれるゆえ、斬殺して来いとのおいいつけに依ってだ」と云い捨てて行ってしまった。

　呉押獄はその日のうちに、役をやめて金城へ旅立った。そして華陀の家を尋ねて手紙を渡し、青嚢せいのうの書を乞いうけて郷里へ帰った。

「おれは典獄をやめて、これからは医者で立つ。しかも天下の大医になってみせる」

　久し振り、酒など飲んで、妻にも語り、その晩はわが家に寝た。

　翌朝、ふと庭面を見ると、妻は庭の落ち葉を積んで、焚火たきびをしていた。呉押獄は、あっと驚いて、

「ばかっ。何をするか」

　と、焚火を踏み消して叫んだが、青嚢の書はもう落葉の火と共に灰になっていた。

　彼の妻は、血相を変えて怒り立つ良人へ、灰の如く、冷やかに云い返した。

「たとえあなたの身が、どんなに流行はやるお医者になってくれても、もしあなたの身が、この事から捕われて獄へひかれたら、それまでではありませんか。私は禍いの書を焼き捨てたのです。いくら叱られてもかまいません。良人を獄中で死なすのを、妻として見ているわけには参りませんから」

　──ために華陀かだの「青嚢せいのうの書」は、遂に世に伝わらずにしまったものだということである。そして曹操の病も、その頃いよいよ重り、洛陽の雲は寒々と憂いの冬を迎えていた。
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　冬の初め、ひとたび危篤を伝えられたが、十二月に入ると、曹操の容態はまた持ち直して来た。

　呉の孫権から、見舞の使節が入国した。書簡のうちに、呉はみずから臣孫権と書いて、

（魏が蜀を討つならば臣の軍隊はいつでも両川へ攻め入り、大王の一翼となって忠勤を励むでしょう）

　と、媚こびを示していた。

　曹操は病褥びょうじょくのうちであざ笑って、

「青二才の孫権が、予をして火中の栗を拾わしめようと謀はかりおる」

　と、つぶやいた。

　老龍ようやく淵ふちに潜ひそまんとする気運を観て、漢朝の廷臣や彼の侍中、尚書などの職にある一部の策動家のあいだに、この秋ときをもって、曹操を大魏皇帝の位にのぼせ、有るか無きにひとしい漢朝を廃して、自分たちも共に栄燿えいようを計ろうとする運動がひそかにすすんでいた。

　──が、曹操は、

「予はただ周の文王たればよし」

　と、いうのみで、自身が帝位に即つこうとはいわなかった。けれどそれを以て言外のものを察しるならば、わが子を帝位に即かせて、自分は歴朝の太祖として崇あがめられてゆけば満足である、という意は充分にあるらしくうかがわれた。

　またある折、司馬懿しばい仲達がそっと、枕辺に伺候して、

「せっかく、呉使が来て、みずから臣と称え、魏の下風かふうに屈して参ったものですから、この際、孫権へ何か加恩の沙汰を加え、それを天下に知らしめておくのが良策ではありますまいか」

　と、将来のために一言した。

　曹操は、至極とうなずいて、

「そう、そう、よく気づいた。孫権へ驃騎ひょうき将軍、南昌侯の印綬いんじゅを送ってやろう。そして荊州の牧ぼくを命ずと、発表するがよい」と、手続きを命じた。

　その晩、彼は夢を見た。

　三頭の馬が、一つの飼桶かいおけに首を入れて、餌えさを争い喰っているそんな夢を見たのである。朝になって、賈詡かくへそのことを話すと、賈詡は笑って、

「馬の夢は吉夢ではありませんか。ですから、馬の夢を見ると、民間では、お祝いをするくらいですよ」といって、しきりに気に病む病人をよろこばせた。

　いずくんぞ知らん、この一夢は、やがて曹家に代って、司馬氏が天下をとる前兆ではあった、と後になっては、附会ふかいして語る人々もあった。冬雲の凍る十二月半ばの頃から、曹操の容態はふたたび険悪に落ちた。一代の英雄児も病には克かてない。彼は昼夜となく、悪夢にうなされた。洛陽の全殿大廈たいかも震ふるい崩るるような鳴動を時々耳に聞くのだという。そしてそのたびに、みなぎる黒雲の中から、かつて彼の命の下にあえなき最期をとげた漢朝の伏ふく皇后や、董とう貴妃や、また国舅こっきゅう董承とうじょうなどの一族があらわれて、縹渺ひょうびょうと、血にそみた白旗はっきをひるがえして見せ、また雲の中に金鼓きんこを鳴らし、鬨ときの声をあげたり、そうかと思うと、数万の男女が、声をあわせてどっと笑ったかと思うと、たちまち掻き消えてしまったりするのだという。

「みなこれ、怪異けいのなす業わざ、ひとつ天下の道士をあつめて、ご祈祷を命ぜられてはいかがですか」

　と侍臣がいうと、曹操はなお苦笑して、

「日々千金を費ついやすとも、天命ならば一日の寿も購あがなうことはできまい。況いわんや、英雄が死に臨んで、道士に祓はらいをさせたなどと聞えては、世のもの笑いであろう。無用無用」

　と、退けて、その後で、重臣すべてを枕頭によびあつめ、

「予に、四人の子があるが、四人ともが、みな俊英秀才というわけにもゆかない。予の観るところは、平常のうちに、おまえたちにも語っておる。汝らよくわが意こころを酌み、忠節を継ぎ、予に仕える如く、長男の曹丕そうひを立てて長久の計をはかれよ。よろしいか」

　おごそかに、こういうと、曹操はその瞬間に六十六年の生涯を一望に回顧したのであろう、涙雨のごとく頬をぬらし、一族群臣の嗚咽おえつする眸の中に、忽然こつぜんと最期の息を終った。──時、建安二十五年の春正月の下旬、洛陽の城下には石のような雹ひょうが降っていた。




武祖ぶそ



一



　曹操の死は天下の春を一時寂闇せきあんにした。ひとり魏一国だけでなく、蜀、呉の人々の胸へも云わず語らず、人間は遂に誰であろうとまぬがれ難い天命の下にあることを、今さらのように深く内省させた。

「故人となって見れば彼の偉大さがなお分る」

「彼の如き人物はやはり百年に一度も出まい、千年に一人もどうだか」

「短所も多かったが、長所も多い。もし曹操が現れなかったら、歴史はこうなって来なかったろう。何しても有史以来の風雲児だった。華やかなる奸雄かんゆうだった。彼逝ゆいて寂寥せきりょうなき能あたわずじゃ」

　ここしばらくの間というもの、洛陽の市人は、寄るとさわると、操の死を悼いたみ、操の逸話を語り、操の人物を評し、何かにつけて、その生前を偲しのび合っていた。

　われは漢の相国しょうこく曹参の末裔まつえいたり。──とは、曹操みずからの称えていたことだが、事実はだいぶ違うようである。

　彼の養祖父の曹騰そうとうは、漢朝の中常侍ちゅうじょうじであるから、いわゆる宦官かんがんであり、宦官なるが故に、当然、子はなかった。──で、彼の父の嵩すうは他家から養子にきた者だし、いずれにしても余り良い家柄ではなかったらしい。

　袁紹えんしょうと戦ったとき、袁紹のために檄文げきぶんを作った陳琳ちんりんが、その文中に操をさして、

　＝姦奄かんえんの遺醜いしゅう。

　と、彼の痛いところを突いているのでも分る。

　少年から笈きゅうを負うて、洛陽に遊学し、大学を出てからも、放蕩任侠、後にやっと、宮門の警吏になって、久しく薄給で、虱しらみのわいているような一張羅の官服で、大言ばかり吐いていたのだから、誰も相手にする者がなかったのは無理もない。その時代に、彼を一見した子将ししょうが、

「君は、治世の能臣、乱世の奸雄だよ」

　と、一言で喝破したのは、たしかに操の性格と生涯を云いあてた名言であった。当時、操もまた、子将のその評に対して、

「それは本懐です」と、答えて去ったというから、薄給弱冠の一小吏の胸には、すでにその頃から天下の乱雲を仰いで、独りかたく期していたものがあったことは疑いもない。

　彼の風采や趣向について、古書の記述を綜合してみると、玄徳の如く肥満してもいないし、孫権の如く胴長どうながで脚の短い躯からだつきでもなかった。痩やせ型で背が高く、これを「曹瞞伝そうまんでん」の描くところに従っていえば、

──佻易チョウイニシテ威ナク、音楽ヲ好ミ、倡優ショウユウ、側カタワラに在リ、被服軽絹ケイケン、常ニ手巾シュキン細物サイブツヲ入レタル小嚢コブクロヲ懸ケ、人ト語ルニハ戯弄ギロウ多ク、歓ヨロコンデ大笑スルトキハ、頭ヲ几ツクエニ没スルマデニ至リ、膳ゼンノ肴コウヲ吹キ飛バスガ如キ態テイヲナス。


　およそ彼の日常はこれで想像できるし、また彼が痩せッぽちであった証拠には、「英雄伝」の所載に、呂布が捕われて操の前へひかれて来たとき呂布が、

「公。何ぞ痩せたる」

　と、揶揄やゆしたのに対して、操が言下に、

「靖乱反正せいらんはんせい。わが痩は、すなわち国事の為なり」

　と、むしろ痩やせを誇っているような答えをなしているのでも分る。

　夜は経書を読み、朝あしたには詩を詠よんだ。わけて群書を博覧し、郷党のために学業の精舎を建て、府内には大文庫を設け、また古今の兵書を蒐蔵しゅうぞうし、自分でも著あらわすなど、彼は、決して、武のみの人ではなかった。

　ただ彼のために惜しむものは、彼の奸雄的性格が、晩年にいたって、忠良の臣の善言に耳もかさず、ついに魏王を僭称し、さらに、漢朝の帝位をもうかがうまでに増長したことにある。彼が若年から戦うごとに世の群雄へ臨む秘訣としていた「尊朝救民」の大旆たいはいは、為にまったく自己が覇権を握るための嘘言きょげんに過ぎなかったことを、その肝腎かんじんな晩節の時へきてみずから暴露していることだった。──英雄も老ゆればまた愚にかえるか、と長嘆直言した良臣も、いまは多く九泉の下へ去っている。

　かくて魏は、次の若い曹丕そうひの世代に入った。曹丕は父の死の時、鄴都ぎょうとの城にいた。そしてやがて洛陽を出た喪もの大列をここに迎えるの日、彼は哀号をあげて、それを城外の門に拝した。




二



　曹丕は、曹家の長男である。

　いま鄴都の魏王宮に、父の柩ひつぎを迎えた彼は、そもそもどんな当惑と悲嘆を抱いたろう。余りに偉大な父をもち、余りに巨おおきな遺業を残された子は、骨肉の悲しみと共に、一時は為なす術すべも知らなかったであろう。

──魏宮ノ上、雲ハ憂イニ閉ジ、殿裡デンリノ香煙、朝アシタヲ告ゲズ、日モ夜モ祭ヲナシテ、哭ク声タダ大イニ震ウ


　とある古書の記述もあながち誇張ではなかったに違いない。

　時に、侍側の司馬孚しばふは、

「太子には、いたずらに悲しみ沈んでおられる時ではありません。また左右の重臣たちも、なぜ嗣君しくんを励まして、一日も早く治国万代の政策を掲げ、民心を鎮め給わぬか」

　と、さも腑甲斐ふがいなき人々よと云わんばかりにたしなめた。

　重臣たちはそれに答えた。

「さようなことは、ご注意がなくても分っておるが、何よりも、魏王の御位へ太子を冊かしずき立て奉ることが先でなければならぬ。けれど如何せん、未だにそれを許すとの勅命が朝廷からくだっていない」

　すると兵部尚書ひょうぶのしょうしょ陳矯ちんきょうがまたすすみ出て、やにわに声を荒らげ、

「やあ、いつもながら重臣方の優柔不断、聞くも歯がゆい仰せではある。国に一日の主なきもゆるさず。いま魏王薨こうぜられ、太子御柩みひつぎのかたわらに在り、たとえ勅命おそくとも、直ちに太子を上のぼせて王位へ即つけ奉るに、誰かこれに従わぬ者があろうや。──もしまた、それを不可とし、阻はばめ奉らん意志を抱く者があるなら、すすんでわが前にその名を名乗り給え」

　と、剣を払って、睨ねめまわした。

　重臣たちは、みな愕おどろきの眼をすえて、二言と説を吐く者もなかった。

　ところへ、故曹操の股肱ここうの一人たる華歆かきんが、許昌から早馬をとばしてきた。華歆来れりという取次ぎに、諸人はみな色を変じて、

「何事が勃発したのか」と、さらに固唾かたずをのみ合っていた。

　華歆はこれへ来ると、まず先君の霊壇に額ぬかずき、太子曹丕そうひに、百拝を終ってから、満堂の諸臣を見まわして、

「魏王の薨去こうきょが伝わって、全土の民は、天日を失ったごとく、震動哀哭しんどうあいこく、職も手につかない心地である。御身ら、多年高禄を喰はみながら、今日この時、無為茫然、いったい何をまごまごしておられるのか。なぜ一日も早く太子を立てて新しき政綱を掲げ、天下に魏の不壊ふえを示さないのか」

　と、罵った。

　諸人はまた口を揃えて、すでにその事は議しているが、まだ漢朝から何らのご沙汰がくだらないので、さしひかえているところであると陳弁した。

　すると華歆かきんはあざ笑って、

「漢の朝廷には今、そんな才覚のある朝臣もいないし、第一政事まつりごとをなす機能すらすでに許都にはなくなっているのに、手をつかねて、勅命のくだるのを待っていたとて、いつのことになるか知れたものではない。故に、自分は直接、漢朝へ迫って、天子に奏し、ここに勅命をいただいて来た」

　と、華歆は懐中から詔書を取り出して、一同に示したうえ、

「謹んで聴かれよ」

　と、声高らかに読みあげた。

　詔書の文は魏王曹操の大功を頒しょうし、嗣し子し曹丕そうひに対して、父の王位を即つぐことを命ぜられたもので──建安二十五年春二月詔みことのりすと明らかにむすんである。

　重臣始め、諸人はみな眉をひらいて歓んだ。もとよりこれは漢帝のご本意でなかったこと勿論であろうが、その空気を察して、この際大いに魏へ私威を植えておこうとする華歆が、許都の朝廷へ迫ってむりに強請きょうせいしてきたものなのである。

　が、名分はできた。形式はととのった。

　曹丕はここに、魏王の位に即き、百官の拝賀をうけ、同時に、天下へその由を宣示した。

　時に、一騎の早馬は、

（鄢陵侯えんりょうこう曹彰そうしょうの君。みずから十万の軍勢をしたがえ長安よりこれへ来給う）

　という報をもたらした。曹丕は、大いに疑って、

「なに。弟が？」

　と、会わないうちからひどく惧おそれた。曹彰は操の次男で、兄弟中では武剛第一の男である。察するに、王位を争わんためではないかと、曹丕は邪推して兢々きょうきょうと対策を考え始めた。




三



　曹家には四人の実子があった。

　生前曹操が最も可愛がっていたのは、三男の曹植そうしょくであったが、植は華奢きゃしゃでまた余りに文化人的な繊細せんさいさを持ち過ぎているので、愛しはしても、

（わがあとを継ぐ質ではない）

　と、夙つとに観ていた。

　四男の曹熊そうゆうは多病だし、次男の曹彰は勇猛だが経世の才に乏しい。で、彼が後事を託するに足るとしていたのは、やはり長男の曹丕そうひでしかなかった。曹丕は親の目から見ても、篤厚とっこうにして恭謙、多少、俗にいう総領の甚六的なところもあるが、まず輔弼ほひつの任に良臣さえ得れば、曹家の将来は隆々たるものがあろうと、重臣たちにもその旨は遺言されてあった。

　けれど王位継承のことは、兄弟同士の仲でもかねて無言のうちに自分を擬ぎしていた空気があるし、ことに遺子おのおのに付いている傅役もりやくの側臣中には歴然たる暗闘もあったことなので、今、兄弟中でも最も気の荒い曹彰が十万の兵をひいて長安から来たと聞いては、曹丕も安からぬ気がしたに違いなかった。

「お案じ遊ばすな。あの方のご気質はてまえがよく呑みこんでいます。まず私が参って、ご本心を糺ただしてみましょう」

　そういって、彼をなぐさめた諫議かんぎ大夫の賈逵かきは、急いで魏城の門外へ出て行った。そして、曹彰を出迎えると、曹彰は彼を見るとすぐ云った。

「先君の印璽いんじや綬じゅはどこへやったかね？」

　賈逵かきは色を正して答えた。

「家に長子あり、国に儲君ちょくんあり、亡君の印綬はおのずから在るべき所に在りましょう。あえて、あなたがご詮議せんぎになる理由はいったいどういうお心なのですか」

　曹彰は黙ってしまった。

　進んで、宮門へかかると、賈逵はそこでまた釘をさした。

「今日、あなたがこれへ参られたのは、父君の喪もに服さんためですか、それとも王位を争わんためですか。さらに、忠孝の人たらんと思し召すか、大逆の子にならんとお思い遊ばすか」

　曹彰は勃然と云った。

「なんでおれに異心などあるものか。これへ来たのは父の喪を発せんためだ」

「それなら十万人の兵隊をつれてお入りになることはありますまい。すべて、この所から退しりぞけて下さい」

　かくて曹彰はただ一人になって宮門に入り、兄の曹丕そうひに対面すると、共に手をとって、父の死を愁いたみかなしんだ。

　曹丕が魏王の位をついだ日から改元して、建安二十五年は、同年の春から延康えんこう元年とよぶことになった。

　華歆かきんは功によって相国となり、賈詡かくは大尉に封ぜられ、王朗は御史大夫ぎょしのたいふに昇進した。

　そのほか大小の官僚武人すべてに褒賞ほうしょうの沙汰があり、故曹操の大葬終るの日、高陵の墳墓には特使が立って、

──以後、諡おくりなして、武祖と号し奉る。

　という報告祭を営んだ。

　さて。葬祭の万端も終ってから、相国の華歆は、一日、曹丕そうひの前へ出て云った。

「ご舎弟の彰君には、さきに連れてきた十万の軍馬をことごとく魏城に附与して、すでに長安へお立ち帰りなされましたから、かの君にはまず疑いはありませんが、三男曹植の君と、四男の曹熊君そうゆうぎみには、父君の喪もにも会し給わず、いまだに即位のご祝辞もありません。故に、令旨れいしを下して、その罪をお責めになる必要がありましょう。不問に附しておくべきではありません」

　曹丕はその言葉に従って、すぐ令旨を発し、二人の弟へ、おのおの使いを派して、その罪を鳴らした。

　曹熊の所へ赴いた使者は、帰ってくると、涙をながして告げた。

「常々、ご病身でもあったせいでしょうが、問罪の状をお渡しすると、その夜、自らお頸くびを縊くくって、あわれ自害してお果て遊ばしました」

　曹丕はひどく後悔したが、事及ばず、篤く葬らせた。そのうちに、三男の曹植のもとへ赴いた使者も帰ってきたが、この使いの報告は、前のとは反対に、いたく曹丕を憤らせた。




七歩の詩



一



　曹丕そうひが甚だしく怒った理由というのはこうであった。

　以下、すなわち令旨をたずさえて、曹植のところから帰ってきた使者の談話である。

「──私が伺いました日も、うわさに違わず、臨淄りんし侯曹植様には、丁儀、丁廙ていいなどという寵臣を侍はべらせて、前の夜からご酒宴のようでした。それはまアよいとしても、かりそめにも御兄上魏王の令旨をもたらして参った使者と聞いたら、口を含嗽うがいし、席を清めて、謹んでお迎えあるべきに、座もうごかず、杯盤はいばんの間へ私を通し、あまつさえ臣下の丁儀が頭から使者たる手前に向って……汝、みだりに舌を動かすな。そもそも、先王ご存命のとき、すでに一度は、わが殿、曹植の君を太子に立てんと、明らかに仰せ出されたことがあったのだ。しかるに、讒者ざんしゃの言に邪さまたげられ、ついにその事なく薨去せられたが、その大葬のすむや否、わが曹植の君に、問罪の使いを向けてよこすとは何事だ。いったい曹丕そうひという君はそんな暗君なのか。……左右に良い臣もいないのか……。と、いやはや口を極めて罵ののしりまする。するとまた、もうひとりの丁廙という家臣も口をそろえて。……知らずや汝、わが主曹植の君には、学徳世に超えたまい、詩藻は御ゆたかに、筆をとればたちまち章をなし、たちまち珠玉を成す。しかも生れながら王者の風を備えられておる。汝の侍く曹丕などとは天稟てんぴんがちがう。わけて汝ら廟堂の臣ども、みなこれ凡眼の愚夫、豈あに、賢主暗君の見分けがつこうや。……と、まるでもうてんから頭ごなしで、二の句もいわせぬ権まくですから、ぜひなくただ令旨をお伝えしただけで、ほうほうの態ていにて立ち帰って参りましたような次第で──」

　かくて曹丕の一旦の怒りは、ついに兄弟けいてい墻かきにせめぐの形を取ってあらわれた。彼の厳命をうけた許褚は、精兵三千余をひっさげて、直ちに、曹植の居城臨淄りんしへ殺到した。

「われらは王軍である」

「令旨の軍隊だぞ」

　許褚の将士は、口々にいって、門の守兵を四角八面に踏みちらし突き殺し、拒ふせぎ闘うひまも与えず閣中へ混み入って、折ふし今日も遊宴していた丁儀、丁廙を始め、弟君の植をも、ことごとく捕縛して車に乗せ、たちまち、鄴ぎょうの魏城へ帰ってきた。

　憎悪の炎ほむらを面に燃やして、曹丕は一類を階下にひかせて、一眄べんをくれるや否、

「まず、その二人から先に誅殺を加えろ」

　と、許褚に命じた。

　剣光のひらめく下に、二つの首は無造作に転がった。階欄かいらんは朱あけに映はえ、地は紅くれないの泉をなした。

　そのとき曹丕のうしろにあわただしい跫音が聞え、魂たまげるような老女の泣き声が彼の足もとへすがった。──ふたりの家臣が目のまえに斬られて、血しおの中に喪心そうしんしていた曹植が、その蒼ざめた顔をあげてふと見ると、それは自分たち兄弟を生んだ実の母たる卞氏べんしであった。

「あっ……わが母公」

　植は思わず伸び上がって嬰児あかごの如く哀れを乞う手をさし伸べると、老母は涙の目できっと睨ねめつけて、

「植……なぜ先王の御大葬にも会さなかったんですか。おまえのような不孝者はありません」

　と、烈しく叱って、そして曹丕の裳すそを持った手は離さずに、

「丕ひよ、丕よ。ちょっと、妾のはなしを聞いておくれ。後生、一生のおねがいだから」

　と、強たってわが子を引っ張って、偏殿へんでんの陰へ伴い、どうか同胞はらからの情をもって、植の一命は助けてあげておくれと、老いの眼もつぶれんばかり泣き濡れて曹丕へ頼んだ。

「もう、もう……そんなにお嘆きなさいますな。なあに、もとより弟を殺す気なんかありません。ただ懲らしめのためですから」

　曹丕はそのまま奥へ隠れて数日は政を執る朝ちょうにも姿を見せなかった。

　華歆かきんがそっと来て、彼の機嫌を伺った。そしてはなしのついでに、

「先日、母公が何か仰っしゃったでしょう。──曹植を廃すなかれ、と御意遊ばしはしませんか」

「相国はどこでそれを聞いておったのか？」

「いえ、立ち聞きなどは致しませんが、それくらいなことは分りきっています。が、大王のご決心は、いったいどうなのか、それは未だ私には分っておりません」




二



　華歆はなおことばを続けた。

「あのご舎弟の才能は、好いわ好いわでほうっておくと、周囲の者が担かつぎあげて、池中の物としておかんでしょう。今のうちに、除いておしまいにならないと、後には大きな患いですぞ」

「……でも。予は母公に、もう約束してしまったからの」

「何とお約束なさいました」

「かならず弟の曹植を廃すようなことはせぬと……」

「なぜそんなことを」と、華歆は舌打ちして、

「でなくてさえ、曹家の才華は植弟君にある、植弟君が口を開けば、声は章ふみをなし、咳唾がいだは珠を成すなどと、みな云っています。恐れながら、その衆評はみな暗に兄君たるあなたの才徳を晦くろうするものではありませんか」

「でも、ぜひがあるまい」

「いやいや。ひとつかように遊ばしては如何……」と、華歆は主君の耳へ口をよせた。曹丕の面は弟の天分に対して、嫉妬しっとの情を隠しきれなかった。佞臣ねいしんの甘言は、若い主君の弱点をついた。

　彼の入れ智慧は、こうであった。今この所へ曹植を呼びだし、その詩才を試してみて、もし不出来だったらそれを口実に殺しておしまいなさい。また噂のとおりな才華を示したら、官爵かんしゃくを貶おとして、遠地へ追い、この天下繁忙の時代に、詩文にのみ耽っている輩やからの見せしめとしたらよろしいでしょう。一挙両得の策というものではありませんか。

「よかろう。すぐ呼び出せ」

　曹丕の召しに、植は恐れわななきながら兄の室へひかれて来た。丕は、強いて冷やかに告げた。

「こら弟、いや曹植。──平常の家法では兄弟だが国法においては君臣である。そのつもりで聞けよ」

「はい」

「先王も詩文がお好きだったので、汝はよく詩を賦ふして媚こびへつらい、兄弟中でも一番愛せられていたが、その頃からひそかに他の兄弟たちも云っていた。植の詩は、あれは植が作るのではない、彼の側に詩文の名家がいて代作しているのだと。──予も実は疑っておる。嘘か実まことか、今日はここでその才を試してみようと思う。もし予の疑いがはれたら命は助けてやるが、その反対だった場合は、長く先王を欺あざむき奉った罪を即座に糺ただすぞ。異存はないか」

　すると曹植は、それまでの暗い眉を急ににこと開いて、

「はい。ありません」

　と、神妙に答えた。

　曹丕は、壁に懸っている大幅古画を指さした。二頭の牛の格闘を描いた墨画で、それへ蒼古な書体をもって何人かが、

二頭とう闘二檣下一しょうかにたたこうて牛墜レ井死ぎゅういにおちてしす


　と賛してあったが、その題賛だいさんの字句を一字も用いないで、闘牛の詩を作ってみよという難題を、植に与えた。

「料紙と筆をおかし下さい」

　と乞いうけて、植はたちどころに一詩を賦して兄の手もとへ出した。牛という字も、闘たたかいという字も用いずに、立派な闘牛之詩が賦されてあった。

　曹丕も大勢の臣も、舌をまいてその才に驚いた。華歆はあわてて几つくえの下からそっと曹丕の手へ何か書いたものを渡した。曹丕は眼をふと俯せてそれを見ると、たちまち声を高めて次の難題を出した。

「植っ。起て──そして室内を七歩あゆめ。もし七歩あゆむ間に、一詩を作らなければ、汝の首は、八歩目に、直ちに床へ落ちているものと思え」

「はい……」

　植は、壁へ向って、歩み出した。一歩、二歩、三歩と。そして歩と共に哀吟あいぎんした。

豆ヲ煮ルニ豆ノ萁マメガラヲ燃タク

豆ハ釜中フチュウニ在ッテ泣ク

本是コレ同根ヨリ生ズルヲ

相煎アイニルコト何ゾ太ハナハダ急ナル


「…………」

　さすがの曹丕もついに涙を流し、群臣もみな泣いた。詩は人の心琴しんきんを奏かなで人の血を搏うつ。曹植の詩は曹植のいのちを救った。即日、安郷あんきょう侯に貶へんされて、孤影を馬の背に託し、悄然しょうぜん兄の魏王宮から別れ去ったのである。




私情しじょうを斬きる



一



　漢中王の劉玄徳りゅうげんとくは、この春、建安二十五年をもって、ちょうど六十歳になった。魏の曹操より六ツ年下であった。

　その曹操の死は、早くも成都に聞え、多年の好敵手を失った玄徳の胸中には、一抹いちまつ落莫らくばくの感なきを得なかったろう。敵ながら惜しむべき巨人と、歴戦の過去を顧みると同時に、

「我もまた人生六十齢」

　と、やがては自分の上にも必然来るべきものを期せずにいられなかったに違いない。

　年をとると気が短くなる──という人間の通有性は、大なり小なりそういう心理が無自覚に手伝ってくるせいもあろう。劉玄徳も多分に洩れず、自身の眼の黒いうちに、呉を征し、魏を亡ぼして、理想の実現を見ようとする気が、老来いよいよ急になっていた。

　折ふしまた魏では、曹丕そうひが王位に即ついて、朝廷をないがしろにする風は益〻はなはだしいと聞き、玄徳はある日、成都の一宮に文武の臣を集めて、大いに魏の不道を鳴らし、また先に亡うしなった関羽を惜しんで、

「まず呉に向って、関羽の仇をそそぎ、転じて、驕おごれる魏を、一撃に討たんと思うが、汝らの意見は如何に」と、衆議に計った。

　人々の眼はかがやいた。いまや蜀の国力も充分に恢復し、兵馬は有事の日に備えて鍛錬たんれんおこたりない。それは誰も異存なき意志を示している眸ひとみであった。

　ときに廖化りょうかが進んで云った。

「関羽を敵に討たせたのは、味方の劉封りゅうほう、孟達もうたつの二人でした。呉に仇を報う前に、彼らのご処分を正さなければ、復讐戦の意義が薄れましょう」

　玄徳は大きくうなずいて、その儀は我も一日も忘れずといった。そして直ちに、劉封、孟達へ召状を発して処断せんと言を誓うと、孔明が側にあって、

「いや、火急に召状を発せられては、かならず異変を生じましょう。まず両名を一郡の太守に転封し、後、緩々ゆるゆるお計り遊ばすがよいかと思います」と、諫めた。叛乱の動機は、つねにそうした弾はずみから起る。実げにもと、人々は孔明の明察に感心した。

　ところがその日の群臣のなかに彭義ほうぎという者がいた。彼と孟達とは日頃から非常に親しかった。会議が終ると、何かそそくさと急いで下城したようだったが、我が家へ帰るとすぐ書簡をしたためて、

（君の命は危ない。転封のお沙汰が届いても、油断するな。関羽の問題が再燃したのだ）

　と、密報を出した。

　しかし、この密書を持った使いの男は、南城門の外で、馬超の部下の夜警兵に捕まってしまった。

　馬超は、手紙の内容を見て、一驚いっきょうしたが、念のため彭義ほうぎの家を訪れて、彼の容子を見届けることにした。なにも感づかない彭義ほうぎは、

「よく遊びにきてくれた」

　と、酒を出して引き留め、深更まで快飲したが、そのうちに馬超の口につりこまれて、

「もし上庸じょうようの孟達が旗挙げしたら、足下も成都から内応し給え。不肖ふしょう、彭義にも、充分勝算はある。足下の如き大丈夫が、いつまでも碌々ろくろく蜀門の番犬に甘んじておるわけでもあるまいが」

　などと慨然、胸底の気を吐いてしまった。

　馬超は次の日、漢中王にまみえて、彭義の密書とともに前夜のことをことごとく告げた。玄徳は、直ちに彭義の逮捕を命じ、獄へ下して、なお余類を拷問ごうもんにかけて調べた。

　彭義は大いに後悔して、獄中から悔悟かいごの書を孔明へ送り、どうか助けてくれと、彼の憐愍れんびんに訴えた。玄徳もその陳情を見て、

「軍師どうするか」と半ば、心を動かされた風であるが、孔明は冷然と、顔を振って、

「かかる愚痴は狂人の言と見ておかねばなりません。叛骨はんこつある者は、一時恩を感じても、後またかならず叛骨をあらわしますから」

　と、かえって急に断を下し、その夜、彭義に死を与えた。

　彭義が誅ちゅうされたことによって、遠隔の地にある孟達も、さてはと、身に危急を感じだした。彼にはもともと、離反の心があったものとみえ、その部下、申耽しんたんと申儀の兄弟は、

「魏へ走れば、曹丕そうひが重く用いてくれるに違いありません」と、主に投降をすすめ、同じ城にいる劉封りゅうほうにも告げず、わずか五、六十騎を連れて夜中、脱走してしまった。




二



　劉封は夜が明けてから孟達の脱走を聞いたが、なお信じきれない顔して、

「彼の部下はそっくり残っているし、昨日も変った容子はなかった。狩猟かりにでも出かけたのだろう」

　と、左右の臣が、不審な実証をあげても、まさか？ とのみで悠々としていた。

　すると、国境の柵門さくもんから、早打ちが飛んできた。約五十騎ほどの将士が関所を破って魏へ入ったという報らせである。さてはと慌あわてて兵馬を糾合きゅうごうし、劉封自身、追手となって急追したが、時すでに遅しで、空むなしく帰ってきた。

「なんだって、孟達は、この地位と軍隊をすてて、魏へ入国してしまったのだろう？」

　まだ何も覚さとらない劉封りゅうほうは、ただ彼の心事をいぶかるにとどまっていたが、やがて成都の急使は、漢中王の命をここに伝えて、

「孟達の反心は歴然。なぜ拱手きょうしゅして見ているか。直ちに上庸じょうよう、綿竹めんちくの兵をあげて、彼の不義を鳴らし、彼の首を討ち取るべし」と、沙汰した。

　これは孔明の深謀で、玄徳としては成都の蜀軍を派して、始末するつもりであったが、孔明はそれを上策でないとして、孟達の追討を劉封に命じれば、その軍いくさに勝っても敗れても劉封は成都へ帰ってくるしかないから、その時に処断することが、対外策としても最良の方法であると説いたのであった。

　一方、魏へ投降した孟達は、曹丕の前に引かれて、一応、訊問をうけた。曹丕は、内心この有力な大将の投降は歓迎していたが、なお半信半疑を抱いて、

「玄徳が特に汝を冷遇していたとは思われんが、一体、なんの理由で魏へ来たか」と質問した。

　孟達は、それに答えて、

「関羽の軍が全滅にあったとき、麦城ばくじょうへ救いに行かなかった点を、旧主玄徳はあくまで責めてやみません。関羽を見殺しになしたるは孟達なりと、害意を抱いておらるる由を、成都の便りに知ったからです」

　ちょうど襄陽じょうよう方面から急報が入った。劉封が五万余の兵を擁して、国境を侵おかし、諸所焼き払いながら進攻してくるという注進であった。曹丕は、孟達を試すには適当な一戦と思ったので、

「襄陽には、わが夏侯尚かこうしょうや徐晃じょこうなどが籠っているから、決して不安はないが、試みに、足下はまず同地の味方に加勢して、劉封の首をこれへ持って来給え。ご辺を如何に待遇するかは、その上でまた考えるから」と取りあえず、散騎常侍、建武将軍の役に任じて、襄陽へ赴かせた。

　孟達が襄陽へ着いたとき、劉封の軍勢はすでに郊外八十里まで来ていた。彼は一通の書簡をしたためて、軍使を仕立てて、「返辞を求めてこい」と、劉封の陣へそれを持たせてやった。

　劉封が受けてそれを開いてみると、次のような意味が友情的な辞句を借りて書いてあった。

思ウ所アッテ自分ハ魏ノ臣ニナッタ。君モ魏ヘ降クダッテ将来ノ富貴ヲ約束シテハドウカ。君ト漢中王トハ、養父子ノ間ニナッテイルガ、元々、君ハ羅侯子ラコウシノ子デアル。劉氏ノ統トウハ既ニ漢中王ノ実子ガ継グコトニナッテイル。君モ足モトノ明ルイウチニ、魏ヘ移ッテ、旧モトノ羅侯子ヲ興スベキデハナイカ。


　劉封は読み終るとすぐ引き裂いて捨てた。

「今日までは未だ彼にいささかの友誼ゆうぎをのこしていたが、こんな不忠不孝を勧める悪人と分ればかえって思い切りがよい」

　軍使の首を刎ねて、直ちに、兵を襄陽城へすすめた。

　だが、劉封の戦いは、その日も次の日も、敗北を招いた。敵の陣頭にはいつも孟達が現れて、強したたかに劉封を痛めつけた。

　加うるに襄陽城には魏の勇将として聞えの高い徐晃じょこうがいるし、夏侯尚があるし、とうてい太刀打ちにならなかった。

　惨敗をかさねた劉封りゅうほう軍は、敵の三将に包囲されて、殲滅的な打撃にあい、遂に、上庸じょうようへ潰走してきたが、そこもいつの間にか魏軍に占領されているというようなみじめな有様であった。

　彼はとうとう百余騎の残兵をつれて、成都へ逃げ帰るのほか途がなくなってしまった。孔明の先見はあたっていた。




三



　劉封が敗れて帰ってきたと侍臣から聞くと、玄徳は、

「堂上へ上げるな。階下に止めておけ」

　と、侍者へいいつけ、孔明と顔見合わせて、そっと嘆息した。

　彼は重い足を運んで、表の閣へ臨み、階下にひれ伏している養子の劉封をじろと見て云った。

「豎子じゅし。なんの面目があって、ここへ帰ってきたか」

　劉封は、ようやく面をあげて、

「叔父（関羽かんう）の危難を救わなかったのは、まったく私の意志ではなかったのです。その折、孟達が頑強に拒こばんだため、つい彼のことばにひかれ、心にもなく自分も援軍に行かなかったので」

　と、そのことをいわれぬ先に弁解しだした。

　玄徳は眉を怒らして、

「うるさい。そのような言い訳を今さら聞く耳はもたぬ。そちも定めて、人の喰うものを喰い、人の着る衣を着ている人間であろうに、孟達の詭弁きべんに同意し、みすみす恩ある叔父を見殺しになすとは犬か畜生か、蔑みさげ果てたやつではある。起てっ、去れっ。見るもけがらわしい」

　いよいよ、烈しく叱ったが、多年育てた子と思えば、私情はまたべつと見える。眼に涙をたたえ、面を横にしたきり、再び階下の子を正視しなかった。

「……まったく私の不敏です。いえ、大落度でした。なにとぞこの度たびだけは、おゆるし下さいまし。この通りです」

　劉封は涙を流して、何十遍も、額ひたいを地にすりつけていた。しかし、玄徳は横を向いたままである。自己を木石の如く、私情を仇の如く、じっと抑えていた。

　そのうちに劉封は、わっと嬰児あかごのようにむせび哭ないた。その声には、さすがの玄徳も胸を掻きむしられた。ついに彼の怒れる眉は、慈父の面に変ろうとしかけた。

「…………」

　すると、それまで、口をつぐんで玄徳の容子を見ていた孔明は、眼を以て、彼の崩れかかる心をじっと支えた。意志の不足へ意志を補おぎなったのである。玄徳は急に起って、

「武士ども。この豎子じゅしを押し出して、早く首を斬れ」と、左右の臣へ云い捨てるや否、ほとんど逃げ込むように面を沈めて奥の一閣へかくれてしまった。

　閉じ籠ったまま、彼は独り悵然ちょうぜんと壁に対していた。すると一名の老侍郎ろうじろうが畏る畏るそれへ来ていうには、

「劉封の君について、襄陽の戦場から落ちてきた部下たちに、手前がいろいろ訊いてみますと、すでに劉封様には、上庸じょうようにおられた時からいたく前非を悔い、孟達が魏へ奔はしった後はなおさら慚愧ざんきにたえぬご容子であったそうです。そして襄陽の陣でも、孟達からきた勧降の書を引き破り、その軍使も即座に斬って、戦をすすめられた由ですから、以て、その後のご心中はよく分りまする。なんとか、ご憐愍れんびんを垂れ給わんことを、我々臣下よりも切におねがい申し奉りまする」

　さなきだに玄徳としては、助けたくてならなかったところである。彼は、誰かに、そういって貰いたい折に、こういう言葉を聞いたので、

「おお、彼にも、一片の良心はあったか。忠孝の何たるかは、少しでもわきまえていたとみえる。不愍ふびんなやつ、殺すまでには及ぶまい」

　転まろぶが如く、廊下へ出た。そして急に、助命を伝えよと、老侍郎を走らせた。

　ところが、出合い頭に、数名の武士はすでに劉封の首を斬って、それへ持ってきた。玄徳は一目見るや、

「な、なに。もはや斬ざんに処してしまったとか。われとしたことが、軽々しくも、怒りにまかせて、遂に一人の股肱ここうを死にいたらしめてしまった。ああ、悲しいかな」

　と、痴者のごとく呟つぶやいて、腰もつかないばかりに嘆いた。

　そこへ孔明が来て、嘆きやまぬ彼を一室へ抱き入れた。そしてことば静かに、

「お心もちはよく分ります。孔明とて木石ではありませんから。……けれど国家久遠の計を思うならば、ひとりの豎子じゅし、なんぞ惜しむに足らんやです。これしきの悲しみに会って、たちまち凡夫にかえるようなことで、どうして大業の基が建てられましょう。女童おんなわらべの情です。自らのお涙を自らお嗤わらいなさい。あなたは漢中王でいらせられますぞ」

「…………」

　玄徳はうなずいた。しかし老齢六十の彼には、このことも、後の病の一因にはなった。




改元
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　魏ぎでは、その年の建安二十五年を、延康えんこう元年と改めた。

　また夏の六月には、魏王曹丕そうひの巡遊が実現された。亡父曹操の郷里、沛はいの譙県しょうけんを訪れて、先祖の墳はかを祭らんと沙汰し、供には文武の百官を伴い、護衛には精兵三十万を従えた。

　沿道の官民は、道を掃はいて儀仗の列にひれ伏した。わけて郷里の譙県では、道ばたに出て酒を献じ、餅を供え、

「高祖が沛はいの郷里にお帰りになった例もあるが、それでもこんなに盛んではなかったろう」

　と、祝し合った。

　が、曹丕の滞留はひどく短く、墓祭ぼさいがすむ途端に帰ってしまったので、郷人たちは何か張り合い抜けがした。老夏侯惇ろうかこうじゅんが危篤という報を受けたためであったが、曹丕が帰国したときは、すでに大将軍夏侯惇は死んでいた。

　曹丕そうひは、東門に孝を掛けて、この父以来の功臣を、礼厚く葬った。

「凶事はつづくというが、正月以来この半歳は、どうも葬祭ばかりしておるようだ」

　曹丕もつぶやいたが、臣下も少し気に病んでいたところが、八月以降は、ふしぎな吉事ばかりが続いた。

「石邑せきゆう県の田舎へ鳳凰ほうおうが舞い降りたそうです。改元の年に、大吉瑞だいきちずいだと騒いで、県民の代表がお祝いにきました」

　侍者が、こう取次いで曹丕をよろこばせたと思うと、幾日か経って、

「臨淄りんしに麒麟きりんがあらわれた由で、市民は檻おりに麒麟を入れて城門へ献上したそうです」

　するとまた、秋の末頃、鄴郡ぎょうぐんの一地方に、黄龍が出現したと、誰からともなく云い伝えられ、ある者は見たといい、ある者は見ないといい、やかましい取り沙汰だった。

　おかしいことには、その噂と同時に、魏の譜代ふだいの面々が、日々、閣内に集まって、

「いま、上天吉祥きっしょうを垂る。これは魏が漢に代って、天下を治めよ、という啓示にほかならぬものである。よろしく魏王にすすめ、漢帝に説き奉らせて受禅じゅぜんの大革を行うべきである」

　と、勝手な理窟をつけて、しかも帝位を魏に奪う大陰謀を、公然と議していたのである。

　侍中の劉廙りゅうい、辛毘しんび、劉曄りゅうよう、尚書令の桓楷かんかい、陳矯ちんきょう、陳群などを主として、宗徒の文武官四十数名は、ついに連署の決議文をたずさえて、重臣の大尉賈詡かく、相国の華歆かきん、御史大夫王朗の三名を説きまわった。

「いや、諸員の思うところは、かねてわれらも心していたところである。先君武王のご遺言もあること、おそらく魏王におかれてもご異存はあるまい」

　三重臣のことばも、符節を合わせたように一致していた。麒麟の出現も、鳳凰の舞も、この口ぶりからうかがうと、遠い地方に現れたのではなく、どうやらこれら重臣たちの額と額の間から出たものらしく思われる。

　が、瓢箪ひょうたんから駒が出ようと、閣議室から黄龍が出現しようと、支那においては不思議でない。民衆もまた奇蹟を好む。鳳凰などというものはないという説よりも、それは有るのだという説のほうをもっぱら支持する通有性をもっている。朝廷を仰ぐにも、帝位についての観念も、この大陸の民は黄龍鳳凰を考えるのと同じぐらいなものしか抱いていなかった。それのはっきりしている上層中流の人士でもかつての自国の歴史に徴ちょうして、その時代時代に適応した解釈を下し、自分たちの人為をすべて天象や瑞兆ずいちょうのせいにして、いわゆる機運を醸かもし、工作を運ぶという風であった。

　王朗、華歆かきん、中郎将李伏りふく、太史丞許芝きょしなどという魏臣はついに許都の内殿へ伺佐しさして、

「畏れ多いことですが、もう漢朝の運気は尽きています。御位を魏王に禅ゆずり給うて、天命におしたがいあらんことを」

　と、伏奏した。いや、冠かむりをつらねて、帝の闕下けっかに迫ったというべきであろう。




二



　献帝はまだ御齢おんよわい三十九歳であった。九歳の時董卓とうたくに擁立されて、万乗の御位について以来、戦火乱箭らんせんの中に幾たびか遷都し、荊棘けいきょくの道に飢えをすら味わい、やがて許昌に都して、ようやく後漢の朝廟に無事の日は来ても、曹操の専横はやまず、魏臣の無礼、朝臣の逼塞ひっそく、朝ちょうはあってなきが如きものだった。

　およそ天の恵福の薄かったことは、東漢の歴代中でも、この献帝ほどの方は少ないであろう。そのご生涯は数奇すうきにして薄幸そのものであったというほかはない。

　しかも今また、魏の臣下から、臣下としてとうてい口にもすべきでないことを強しいられたのである。お胸のうちこそどんなであったろうか。

　帝ももとより、そのようなことを、即座に承諾になるわけはない。

「朕の不徳は、ただ自らをうらむほかはないが、儂み不才なりといえ、いずくんぞ祖宗の大業を棄つるに忍びん。ただ公計に議せよ」

　と、一言仰せられたまま、内殿へ起たれてしまった。

　華歆かきん、李伏の徒は、その後ものべつ参内して麒麟きりん、鳳凰ほうおうの奇瑞きずいを説いたり、また、

「臣ら、夜天文を観るに、炎漢えんかんの気すでに衰え、帝星光をひそめ、魏王の乾象けんしょう、それに反して、天を極め、地を限る。まさに魏が漢に代るべき兆ちょうです。司天台の暦官たちもみなさように申しておりまする」と、暦数れきすうから迫ってみたり、ある時はなお、

「むかし三皇、五帝も、徳をもって御位を譲り、徳なきは徳あるに譲るを常とし、たとえ天理に伏ふくさずとも、必ず自ら滅ぶか、或いは次代の帝たる勢力に追われておりましょう。漢朝すでに四百年、決して、陛下の御不徳にも非ず、自然にその時期に際会されておられるのです。ふかく聖慮をそこに用いられて、あえて迷いをとったり、求めて、禍いを招いたり遊ばさぬようご注意申しあげる」

　などと言語道断な得手勝手と、そして半ば、脅迫に似た言をすらもてあそんだ。

　しかし、帝はなお頑として

「祥瑞しょうずい、天象のことなどは、みな取るにも足らぬ浮説である。虚説である」と、明確に喝破かっぱし、

「高祖三尺の剣をさげて、秦楚しんそを亡ぼし、朕に及ぶこと四百年。なんぞ軽々しく不朽の基もといを捨て去らんや」と、あくまで彼らの佞弁ねいべんを退しりぞけ、依然として屈服遊ばす色を示さなかった。

　だがこの間に、魏王の威力と、その黄金力や栄誉の誘惑はしんしんとして、朝廟の内官を腐蝕ふしょくするに努めていた。さなきだにもう心から漢朝を思う忠臣は、多くは亡なき数に入り、或いは老いさらばい、または野やに退けられて、骨のある人物というものは全くいなかった。

　滔々とうとうとして、魏の権勢に媚こび、震ふるい怖れ、朝臣でありながら、魏の鼻息のみうかがっているような者のみが残っていた。

　それかあらぬか、近ごろ帝が朝へ出御しても、朝廷の臣は、文武官なども、姿も見せない者が日にまし殖えてきた。或いは病気と称し、或いは先祖の祭り日と称し、或いは届けもなしに席を欠く者が実におびただしい。いや遂には、帝おひとりになってしまわれた。

「ああ。いかにせばよいか」

　帝はひとり御涙を垂れていた。すると、帝のうしろから后きさきの曹そう皇后がそっと歩み寄られて、

「陛下。兄の曹丕そうひからわたくしに、すぐ参れという使いがみえました。玉体をお損そこね遊ばさぬように」

　意味ありげにそう云いのこして、楚々と立ち去りかけた。

　帝は、皇后がふたたび帰らないことを、すぐ察したので、

「お身までが、朕ちんをすてて、曹家へ帰るのか」

　と、衣の袖を抑えた。

　皇后は、そのまま、前殿の車寄せまで、足をとめずに歩んだ。帝はなお追ってこられた。すると、そこにたたずんでいた華歆かきんが、

「陛下。なぜ臣の諫いさめを用いて、禍いをおのがれ遊ばさぬか。御后おんきさきのことのみか、こうしていれば、刻々、禍いは御身にかかって参りますぞ」

　と、今は拝跪はいきの礼もとらずに傲然ごうぜんという有様であった。
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　なんたる非道、無礼。つねにお怺こらえ深い献帝も、身をふるわせて震怒しんどせられた。

「汝ら臣子の分として、何をいうか。朕ちん、位に即ついてより三十余年、兢々業々きょうきょうぎょうぎょう、そのあいだかりそめにも、かつて一度の悪政を命じた覚えもない。もし天下に今日の政まつりを怨嗟えんさするものがあれば、それは魏という幕府の専横にほかならぬことを、天人共によく知っておろう。たれか朕をうらみ、漢朝の変を希ねがおうや」

　すると、華歆かきんもまた、声をあららげて、御衣ぎょいのたもとをつかみ、

「陛下。お考え違いを遊ばすな。臣らとて決して不忠の言をなすものではありません。忠なればこそ、万一の禍いを憂いておすすめ申しあげるのです。今は、ただ御一言をもって足りましょう。ここでご決意のほどを臣らへお洩らし下さい。許すとも、許さぬとも」

「…………」

　帝はわななく唇をかみしめてただ無言を守っておられた。

　すると華歆かきんが、王朗へきっと眼くばせしたので、帝は御衣ぎょいの袖を払って、急に奥の便殿へ馳け込んでしまわれた。

　たちまち、宮廷のそこかしこに、常ならぬ跫音あしおとが乱れはじめた。ふと見れば、魏の親族たる曹休、曹洪のふたりが、剣を佩はいたまま殿階へ躍り上がって、

「符宝郎ふほうろうはどこにいるかっ。符宝郎、符宝郎っ」と、大声で探し求めていた。

　符宝郎とは、帝室の玉璽ぎょくじや宝器を守護する役名である。ひとりの人品の良い老朝臣が、怖るる色もなく二人の前へ近づいた。

「符宝郎祖弼そひつはわたくしですが……？」

「うム。汝が符宝郎の職にある者か。玉璽を取りだしてわれわれに渡せ」

「あなた方は正気でそんなことを仰せあるのか」

「拒こばむ気か？」

　曹洪は剣を抜いて、祖弼そひつの顔へつき出した。──が祖弼はひるむ色もなく、

「三歳の童子も知る。玉璽はすなわち天子の御宝みたからです。何で臣下の手に触れしめてよいものぞ。道も礼も知らぬ下司ども、沓をぬいで、階下へ退れっ」と、叱咤した。

　洪、休のふたりは、憤怒して、やにわに祖弼そひつを庭上に引きずり出し、首を斬って泉水へほうり捨てた。

　すでに禁門を犯してなだれこんだ魏兵は、甲よろいを着、戈ほこを持って、南殿北廂ほくしょうの苑にわに満ちみちていた。帝は、いそぎ朝臣をあつめて、御眦おんまなじりに血涙をにじませ、悲壮な玉音をふるわせて一同へ宣のたもうた。

「祖宗以来歴代の業を、朕の世にいたって廃せんとは、そも、何の不徳であろうか。九泉の下にも、諸祖帝にたいし奉り、まみゆべき面目もないがいかにせん、事ついにここへ来てしもうた。この上は、魏王に世を禅ゆずり、朕は身をかくして唯ひたすら万民の安穏をのみ祈ろうと思う……」

　玉涙、潸さんとして、頬をながれ、嗚咽おえつする朝臣の声とともに、しばしそこは雨しげき暮秋の池のようであった。

　すると、ずかずかここへ立ち入ってきた魏臣賈詡かくが、

「おう、よくぞ御心をお定め遊ばした。陛下！ 一刻もはやく詔書みことのりを降して、闕下けっかに血をみるの難を未然におふせぎあれ」と、促うながした。

　綸言りんげんひとたび発して、国禅くにゆずりの大事をご承認なされたものの、帝はなお御涙おんなみだにくるるのみであったが、賈詡はたちまち桓楷かんかい、陳群などを呼んで、ほとんど、強制的に禅国ぜんこくの詔書を作らせ、即座に、華歆を使いとして、これに玉璽を捧げしめ、

「勅使、魏王宮に赴ゆく」と、称となえて禁門から出たのであった。もちろん朝廷の百官をその随員とし、あくまで帝の御意を奉じて儀仗美々しく出向いたので、沿道の諸民や一般には、宮中における魏の悪逆な行為は容易に洩れなかった。

「来たか」

　曹丕そうひは定めしほくそ笑んだであろう。詔書を拝すや、直ちに禅ゆずりをお受けせん、と答えそうな容子に、司馬懿しばい仲達があわてて、

「いけません。そう軽々しくおうけしては」と、たしなめた。
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　たとえ欲しくてたまらないものでもすぐ手を出してはいけない。何事にも、いわゆる再三謙辞して、而しこうして受く、というのが礼節とされている。まして天下の誹そしりを瞞くらますには、より厳かに、その退謙たいけんと辞礼を誇大に示すのが、策を得たものではないでしょうか。──司馬仲達は眼をもってそう主君の曹丕へ云ったのである。

　曹丕は、すぐ覚って、

「儂みはとうてい、その生れにあらず、万乗を統つぐはただ万乗の君あるのみ」

　と、肚とはまったく反対なことばを勅使に答えて、うやうやしくも王朝に表ひょうを書かせ、一たん玉璽を返し奉った。

　勅使の返事を聞かれて、帝はひどくお迷いになった。侍従の人々を顧みられて、

「曹丕は受けぬという。どうしたものであろう？」

　と、いささかそれに依って御眉を開かれたようにすら見えた。

　華歆かきんは、お側を離れない。彼はすぐこう奏上した。

「むかし堯ぎょうの御世みよに、娥皇がこう、女英にょえいという二人の御娘がありました。堯が舜しゅんに世を禅ゆずろうというとき、舜はこばんで受けません。そこで堯帝はふたりの御娘を舜王に娶めあわせて、後に帝位を禅ゆずられたという例がございます。……陛下。ご賢察を垂れたまえ」

　献帝はまたしても無念の御涙おんなみだをどうすることもできない面持ちを示された。ぜひなく、次の日ふたたび高廟使張音ちょういんを勅使とし、最愛の皇女おふた方を車に乗せ、玉璽を捧げて、魏王宮へいたらしめた。

　曹丕はたいへん歓んだ。けれど今度もまた謀臣賈詡かくが側にいて、

「いけません。まだいけません」というような顔をして首を振った。

　空しく勅使を返したあとで、曹丕は少しふくれ顔して彼を詰問なじった。

「堯舜の例もあるのに、なぜこんども断れといったのか」

「もうそんなにお急ぎになる必要はないではございませんか。賈詡の慮おもんぱかりは、唯々世人の誹そしりを防がんためで、曹家の子、ついに帝位を奪えりと、世の智者どもが、口をそろえて誹そしりだしては、怖ろしいことでございますからな」

「では、三度勅使を待つのか」

「いやいや、こんどはそっと、華歆かきんへ内意を通じておきましょう。すなわち、華歆をして、一つの高台うてなを造営させ、これを受禅台じゅぜんだいと名づけて、某月吉日をえらび、天子御みずから玉璽を捧げて、魏王にこれを禅ゆずるという、大典を挙げ行うことをお薦め申すべきです」

　実に、魏の僭位せんいは、これほど念に念を入れた上に行われたものであった。

　受禅台は、繁陽はんようの地を卜ぼくして、その年十月に、竣工を見た。三重の高台と式典の四門はまばゆきばかり装飾され、朝廷王府の官員数千人、御林の軍八千、虎賁こほんの軍隊三十余万が、旌旗せいきや旆旛はいばんを林立して、台下に立ちならび、このほか匈奴きょうどの黒童や化外かがいの人々も、およそ位階あり王府に仕えるものは挙こぞって、この祭典を仰ぐの光栄に浴した。

　十月庚午かのえうまの日。寅とらの刻こく。

　この日、心なしか、薄雲がみなぎって、日輪は寒々とただ紅かった。

　献帝は台に立たれた。

　そして、帝位を魏王に禅ゆずるという冊文さくもんを読まれたのである。玉音はかすれがちに時折はふるえておられた。

　曹丕は、八盤ばんの大礼という儀式の後、台にのぼって玉璽をうけ、帝は大小の旧朝臣を従えて、御涙をかくしながら階下に降くだられた。

　天地の諸声をあざむく奏楽が同時に耳を聾ろうすばかり沸きあがった。万歳の声は雲をふるわした。その夕方、大きな雹ひょうが石のごとく降った。

　曹丕、すなわち魏帝は、

「以後国名を大魏たいぎと号す」

　と宣し、また年号も、黄初元年とあらためた。

　故曹操にはまた「太祖たいそ武徳皇帝」と諡おくりなされた。

　ここにお気のどくなのは献帝である。魏帝の使いは仮借なく居を訪れて、

「今上きんじょうの仁慈、汝をころすに忍び給わず、封じて山陽公となす。即日、山陽に赴おもむき、ふたたび都へ入るなかれ」

　という刻薄な沙汰をつたえた。公はわずかな旧臣を伴って、一頭の驢馬ろばに召され、悄然として、冬空の田舎へ落ちて行かれた。




蜀しよくまた倣ならう
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　曹丕が大魏皇帝の位についたと伝え聞いて、蜀の成都にあって玄徳は、

「何たることだ！」と、悲憤して、日夜、世の逆さかしまを痛恨していた。

　都を逐おわれた献帝は、その翌年、地方で薨去せられたという沙汰も聞えた。玄徳はさらに嘆き悲しんで、陰ながら祭をなし、孝愍こうびん皇帝と諡おくりなし奉って、深く喪もに籠ったまま政務も見ない日が多かった。すべてを孔明に任せきって、近頃は飲食もまことにすすまない容子ようすだった。

「困ったものではある」

　内外の経策から蜀の前途にたいする憂いまで、孔明の胸には案じても案じきれないほどな問題が積っていた。

　だが玄徳は六十一。彼はまだ四十一の若さであった。加うるに隠忍よく耐える人である。百忍ニン自ラ憂ウレイナシ、としていた。彼は彼みずから、

（こういう生れ性なのだ）と、苦労の中に独りなぐさめているふうだった。

　彼はあまり動かない人である。口かずもきかないし、どっちかといえば少し陰気くさいところすらあった。だから玄徳でも閉じ籠っていると、彼も苦労負けして鬱ふさいでいるように見える。無能の如くちょっと見には見えるのであった。

　──が、ほんとうの彼は一刻として休むを知らない頭脳の持ち主なので、誰よりもよくその性しょうを知っている彼自身が、

（……こういう生れ性なのだ）と、自らを慰める理由もそこにあるのであった。

　後漢の朝廷が亡んだ翌年の三月頃である。襄陽の張嘉ちょうかという一漁翁ぎょおうが、

「夜、襄江じょうこうで網をかけておりましたところ、一道の光とともに、河底からこんなものが揚がりましたので」と、遥々、その品を、蜀へたずさえてきて、孔明に献じた。

　黄金の印章であった。

　金色こんじき燦爛さんらんとして、印面には、八字の篆文てんぶんが刻こくしてある。すなわちこう読まれた。

　受命于天めいをてんにうけて 既寿永昌きじゅえいしょう

　孔明はひと目見るやたいへん驚いて、

「これこそ、ほんとうの伝国の玉璽ぎょくじである。洛陽らくよう大乱のみぎり、漢家から持ち出されて、久しく行方知れずになっていると聞いておるあの宝章にちがいない。曹丕に伝わったものは、そのため、仮に朝廷で作られた後の物に相違なかろう」

　彼は、太傅たいふ許靖きょせいや、光禄大夫譙周しょうしゅうなどを、にわかにあつめて、故典事例を調べさせた。人々は伝え聞いて、

「それこそ、漢朝の宗親たるわが君が、進んで漢の正統を継ぐべきであると、天の啓示されたものにちがいない」と云い囃はやし、また何事につけ天象てんしょうを例にひく者たちは、

「そういえば近頃、成都の西北の天に、毎夜のごとく、瑞気ずいきある光芒こうぼうが立ち昇っている」

　と、説いたりした。

　要するに、孔明の思う気運というものが、大体蜀中に盛り上がって来たので、ある日、彼は諸臣とともに、漢中王の室へ伺候して、

「今こそ、皇帝の御位について、漢朝の正閏せいじゅんを正し、祖廟そびょうの霊をなぐさめ、またもって、万民を安んずべき時でありましょう」

　と、帝立の議をすすめた。

　玄徳は、愕おどろいて、

「そちたちは、予をして、末代までの不忠不義の人とするつもりか」と、ひどく怒った。

　孔明は、襟を正して、

「逆子ぎゃくし曹丕そうひと、わが君とを、同一視するものではございません。彼の如き弑逆しぎゃくの大罪を、いったい誰がよく懲こらしますか。景帝のご嫡流たるあなた様以外にはないではございませんか」

「でも、ひとたび臣下の群れに落ちた涿郡たくぐんの一村夫である。普天の下もと、率土そっとの浜ひん。まだ一つの王徳も施さないうちに、たとえ後漢の朝は亡んだにせよ、予がそのあとを襲ったら、やはり曹丕のような悪名をうけるであろう。ふたたび云うな。予にはそんな望みはない」

　どうしても玄徳はききいれないのであった。

　孔明は黙然と退出した。

　そして、そのことから後、病と称して、政議の席にも、一切、顔を出さなくなった。

「よほど、重態のようか」

　玄徳は心配しだした。ついに耐え難く思ったものか、一日、彼はみずから孔明の邸を訪うて、その病を親しく見舞った。
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　孔明は恐懼きょうくして病褥びょうじょくを出、清衣せいいして、玄徳を迎えた。彼の病室へ入ってくるなり玄徳はあわてて云った。

「横臥しておればよいに、無理をして病を重くしては、せっかく見舞いにきたのが、かえって悪いことになる。軍師、遠慮せずに、横になっておれ」

「もったいないことです。君侯御自ら臣下の家へお越し給わるさえ恐懼にたえませんのに、みぐるしい病人の枕頭へ親しくお見舞いくださるとは、何と申してよいかわかりません」

「すこし痩せたのう。食餌しょくじはどうか」

「余りすすみませぬ」

「いったいどういう病か」

「心の煩わずらいです。肉体には病はないつもりです」

「心の病とは」

「ただご賢察ねがうほかありません」

　孔明は、目をふさいだ。そして玄徳がいくら訊ねても、肉体に病はないが、心の病はいまや胸を焚やくようです。としか答えなかった。

「軍師。先頃の進言を予が拒んだので、それが煩いの因もとじゃと申すのか」

「さればです。臣、草廬そうろを出てよりはや十余年、菲才ひさいを以て君に仕え、いま巴蜀はしょくを取ってようやく理想の一端は実現されたかの感があります。しかしなおここに万代の基礎をたてて、さらに、この鴻業こうぎょう、この耀かがやきを、不朽ならしめんとするに当って、如何なる思召しやら、あなた様にはこの期ごに至って、世の俗論をおそれ、一身の名分にばかりこだわり、ついに天下の大宗たるお志もないようであります。一世の紛乱の暗黒を統すべ闢ひらき、万代にわたる泰平の基をたつるは、天に選ばれた人のみがよく為しとげることで、志さえ立てれば誰でも為し能うものではありません。──不肖ふしょう臣亮りょうが廬を出てあなた様に仕えたのは全くその人こそあなた様をおいてはほかにないと信じたからでした。またあなた様におかれても当年の大志は明らかに百世万民のために赫々かっかくと燃えるような意気を確かにお持ちでした。……しかるに、ああ、ついに劉皇叔ともあるお方も、老いては小成に安んじて、一身の無事のみが、ただ希ねがうところになるものかと、あれこれ思うものですから、臣の病も日々重くなるものとみえまする」

　孔明のことばは沈痛を極めた。また彼のことばには裏にも表にも微塵みじんの私心私慾はなかった。玄徳は服せざるをえなかった。

　元来、彼は非常に名分を尊ぶ人である。世の毀誉褒貶きよほうへんを気にする性であった。それだけにこの問題については、当初から孔明の意見にも容易に従う色は見せなかったが、周囲の事態形勢、また蜀中の内部的なうごきも、遂に、玄徳の逡巡しゅんじゅんを今はゆるさなかった。

「よくわかった。予の思慮はまだ余りに小乗的であったようだ。予がこのまま黙っていたら、かえって、魏の曹丕そうひの即位を認めているように天下の人が思うかも知れない。軍師の病が癒ったらかならず進言を容れるであろう」

　玄徳はそう約して帰った。

　数日のうちに、孔明はもう明るい眉を蜀営の政務所に見せていた。太傅たいふ許靖きょせい、安漢将軍糜竺びじく、青衣侯せいいこう尚挙しょうきょ、陽泉侯劉豹りゅうひょう、治中従事楊洪ようこう、昭文博士伊籍いせき、学士尹黙いんもく、そのほかのおびただしい文武官は毎日のように会議して大典の典礼故実を調べたり、即位式の運びについて、議をかさねていた。

　建安二十六年の四月。成都は、成都が開けて以来の盛事に賑わった。大礼台は武担ぶたんの南に築かれ、鸞駕らんがは宮門を出、満地を埋むるごとき軍隊と、星のごとく繞めぐる文武官の万歳を唱える中に、玄徳は玉璽ぎょくじをうけ、ここに蜀の皇帝たる旨を天下に宣したのであった。

　拝舞はいぶの礼終って、直ちに、

（章武元年となす）

　という改元のことも発布され、また国は、

（大蜀たいしょくと号す）

　と定められた。

　大魏に大魏皇帝立ち、大蜀に大蜀皇帝が立ったのである。天に二日じつなしという千古の鉄則はここにやぶれた。呉は、果たして、これに対してどういう動きを示すだろうか。
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　蜀皇帝の位についてからの玄徳は、その容顔までが、一だん変って、自然に万乗の重きを漢中王の頃とはまた加え、何ともいえぬ晩年の気品をおびてきた。

　もっと異ってきたのは彼の気魄であった。一時は非常に引っ込み思案で、名分や人道主義にばかりとらわれて、青春から壮年期にわたって抱いていた大志も、老来まったくしぼんでしまったかと思われたが、孔明の家を見舞って、彼の病中の苦言を聞いてから後は、何か翻然ほんぜんと悟ったらしい人間の大きさと幅と、そして文武両面の政務にもつかれを知らない晩年人の老熟とを示してきた。

「朕ちんの生涯にはなおなさねばならぬ宿題がある。それは呉を伐つことだ。むかし桃園に盟をむすんだ関羽の仇を討つことである。わが大蜀の軍備はただその目的のために邁進まいしんして来たものといっても過言ではない。朕、いま傾国の兵をあげ、昔日の盟を果たさんことを、あえて関羽の霊に告ぐ。汝ら、それを努めよ」

　一日。

　蜀帝の力ある玉音は群臣のうえにこう宣せんした。朝に侍す百官は粛として咳声がいせいもない。綸言りんげん豈あに疑ぎ義ぎあらんやと人はみな耀かがやく目を以て答え、血のさしのぼる面をもって決意をあらわしていた。

　すると趙雲子龍が、

「無用無用」と、ひとり反対してはばかる色もなく諫めた。

「呉はいま伐うつべからずです。魏を伐てば呉は自然に亡ぶものでしょう。もし魏を後にして、呉へかからば、かならず魏呉同体となって蜀は苦境に立たざるを得ないだろうと思われます」

「何をいうぞ、趙雲」

　玄徳はその切れ長い眦まなじりから彼を一眄べんして、むしろ叱るが如くいった。

「呉は倶ともに天を戴いただかざるの仇敵だ。朕ちんの義弟を討ったばかりでなく、朕の麾下を脱した傅士仁、糜芳びほう、潘璋はんしょう、馬忠らの徒がみな拠って棲息しておる国ではないか。その肉を啖くらい、九族を亡ぼし、以て悪逆の末路を世に示さなければ、朕が大蜀皇帝として立った意義はない」

「あいや、骨肉のうらみも、不忠の臣の膺懲ようちょうも、要するに、それは陛下の御私憤にすぎません。蜀帝国の運命はもっと重うございます」

「関羽は国家の重鎮、馬忠、傅士仁ふしじんの徒はことごとく国賊。その正邪を正し、怨みをそそぐは、当然、国家の意志ではないか。なんで私情の怒りというか。民もみな怒りきるほどの敵愾心てきがいしんと、戦いの名分が明らかにあってこそ、初めて戦いには勝つものだ。汝の言は、理としては聞えるが、尊ぶには足らん」

　蜀帝の決意は固かった。

　その後、蜀帝の勅使は、ひそかに南蛮なんばん（雲南・昆明）へ往来した。

　そして南蛮兵五万余を借り出すことに成功を見た。

　その間に、張飛の一身に一奇禍が起った。張飛はその頃、閬中ろうちゅう（四川省閬中）にいたが、車騎将軍領司隷校尉りょうしれいこういに叙封され、また閬州ろうしゅう一円の牧ぼくを兼任すべしとの恩命に接したのであった。

「わが家兄このかみは、万乗の御位についても、なおこの至らない愚弟をお忘れないとみえる」

　感情のつよい彼は、そういって勅使の前で哭ないた。

　関羽の死が聞えて以来、張飛はことに感情づよくなっていた。酔うては怒り、醒さめては罵ののしり、または独り哭ないて、呉の空を睨み、

（いつかきっと、義兄貴あにきのうらみをはらしてくるるぞ）と剣をたたき、歯をくいしばっていたりすることがままあった。陣中の兵は、この激情にふれて、よく撲られたり、蹴られたりした。故に、将士のあいだには、ひそかに張飛に遺恨を抱く者すらあるような空気だった。

　恩爵おんしゃくの勅に接した日も、張飛は勅使をもてなした後で、

「なぜ、蜀の朝臣どもは、帝にすすめて、一日もはやく、呉を伐たんのか」

　と、まるで勅使のせいのように激論をふっかけた。




桃園とうえん終春しゅうしゅん
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　斗酒を傾けてもなお飽かない張飛であった。こめかみの筋を太らせて、顔ばかりか眼の内まで朱くして、勅使に唾つばを飛ばして云った。

「いったい、朝廷の臣ばかりでなく、孔明なども実に腑抜ふぬけの旗頭はたがしらだ。聞けば、孔明はこんど皇帝の補佐たる丞相じょうしょうの任についたそうだが、彼を始め、蜀朝の文武は、栄爵えいしゃくに甘んじて、もう戦争の苦しみなどは、ひそかに厭いとっておるんじゃないか。……実に、嘆かわしい小人どもではある。不肖、張飛の如きにまで、今日、有難い恩爵を賜わって、不平どころか、有難いと思うことは人一倍も感じておるが、それにつけても、関羽が世にいないことを思うと、呉に対して、いよいよ報復の軍いくさを誓わずにおれん。……無念だ、残念だ、呉を亡ぼさぬうちに、自分たちのみが、こんな恩命に温まって無事泰平に暮しておるのは、相済まなくて仕方がない。地下の関羽が、どんなに歯ぎしりしているかと思うと……」

　張飛は哭きだした。

　酔いと感情が、極点に達すると、彼はいつも、悲憤して哭くのが癖であった。

　けれど、彼のことばは、決して一場の酔言ではなく、そうした気持は、常に抱いているものに違いない。

　その証拠には、やがて勅使が帰ると、すぐその後で、蜀の蹶起けっきをうながさんと、彼も直ちに成都へ上っている。

　ふかく桃園の盟を守って、ともに誓っていることは、皇帝玄徳といえども今も同じであった。身の老齢を思い、一たん人生の晩節を悟って、

（我れ呉と倶ともに生きず）と、宣言してからの彼は、以来毎日のように練兵場へ行幸みゆきして、みずから兵を閲えっし、軍馬を訓練し、ひたすらその日を期していた。

　けれど、孔明を始め、社稷しゃしょくの将来を思う文武の百官は、

（陛下には、まだ九五きゅうごの御位について日も浅いのに、ふたたびここで大戦を起すなどは、決して、宗廟そうびょうの政を重んずるゆえんでない）と、反対の説が多く、ために、玄徳も心ならずも、出兵を遷延している状態であった。

　折ふし張飛は成都へ出てきた。

　その日も玄徳は朝廷を出て、練兵場の演武堂におると聞き、彼は禁門に入るまえにすぐそこへ行って帝に拝謁した。

　その時張飛は、玉座の下に拝伏するや、帝の御足を抱いて、声を放って哭ないたということである。

　玄徳もまた張飛の背を撫でて、

「よく参った。関羽はすでに世に亡く、桃園に会した義兄弟も今はそちとただ二人ぞ。体は壮健か」と濃こまやかに彼の悲情を慰めた。

　張飛が、拳こぶしを握って、

「陛下には、なおその昔かみの盟をお忘れありませんか。不肖も、関羽の仇を報ぜぬうちは、いかなる富貴も栄爵も少しも心の楽しみとはなりません」

　と涙を払っていうと、玄徳もともに悲涙をたたえて、

「朕ちんの心も同じである。いつの日にか必ず汝と共に呉へ攻め行くであろう」と、いった。

　張飛は雀躍こおどりして、

「陛下にそのご勇気があるならば、いつの日かなどといっていないで、すぐにも張飛はお供いたしたいと思います。はや平和の日になれて、ひたすら小我の安逸へ奔はしろうとする文官や一部の武人にさえぎられていたら、生あるうちに、この恨みを胸からそそぐ日はないでしょう」

「然なり、然なり」

　と玄徳はこの一瞬に勇断を奮ふるって、ついに張飛へ直接大命を降してしまったのである。

「直ちに、そちは軍備して閬中ろうちゅうから南へ出でよ。朕、また大軍をひきいて、江州に出で、汝と合し、呉を伐つであろう」

　張飛は、頭かしらを叩いて歓び、階を跳び下りて、すぐ閬中へ帰って行った。

　けれども、帝の軍備には、たちまち内部の反対が燃え、学士秦宓しんふくのごときは、直言して、その非を諫奏かんそうした。

「朕と関羽とは一体である。いまやその関羽なく、呉は驕おごり誇っている。なんで坐視するに忍ぼうや、汝らこれ以上、朕を阻はばむにおいては獄へ投じ、首を斬らん」

　頑として、玄徳は耳もかさなかった。彼の温和で保守的な性格からいえば、晩年のこの挙はまったく別人のような観がある。
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　孔明もまた、表ひょうを奉った。

　──呉を伐つもよいが、いまはその時でありません。

　と、極力諫奏したが、ついに玄徳を思い止まらすことはできなかった。

　蜀の章武元年七月の上旬、蜀軍七十五万は、成都を発した。

　このうちには、かねて南蛮から援軍に借りうけておいた赤髪黒奴せきはつこくどの蛮夷隊ばんいたいもまじっていた。

「御身は、太子を傅もりして、留守しておれ」と、孔明は成都に残した。

　馬超、馬岱ばたいの従兄弟も、鎮北将軍魏延ぎえんとともに、漢中の守備にのこされた。ただし漢中の地は、前線へ兵糧を送るためにも、重要な部署ではあった。

　で、発向した出征軍は、先陣に黄忠こうちゅう、副将に馮習ふうしゅう、張南。中軍護尉に趙融ちょうゆう、廖淳りょうじゅん。うしろ備えには直臣の諸大将。宗徒むねとの旗本など、堅陣雲の如く、蜀の峡中きょうちゅうから南へ南へと押し流れて行った。

　──ところが。

　ここに蜀にとって悲しむべき一事件が突発した。それは張飛の一身に起った不測の災難である。

　あれから閬中ろうちゅうの自領へ急いで帰った張飛は、すでに呉を呑むごとき気概で、陣の将士に、

「すぐ出陣の用意をしろ」と令し、また部下の将、范疆はんきょう、張達のふたりを招いて、

「このたび討呉の一戦は、義兄あに関羽の弔とむらい合戦だ。兵船の幕とばりから武具、旗、甲、戦袍ひたたれの類まで、すべて白となし、白旗白袍はっきはくほうの軍装で出向こうと思う。ついては、おまえ達が奉仕して、三日のあいだにそれを調えろ。四日の早天には閬中ろうちゅうを出発するから、違背なくいたせよ」と、いいつけた。

「……は」とはいったが、ふたりは眼をまろくした。無理な日限である。どう考えたってできるわけではない、とすぐ思ったからだった。

　けれど、張飛の性質を知っているので、一たん引退がって協議してみた。そしてふたたび張飛の前に来て、

「少なくも十日のご猶予を下さい。とうてい、そんな短時日には、できるわけがございません」

　と、事情を訴えた。

「なに、できない」

　張飛は、酒へ火が落ちたように、かっと青筋を立てた。側には、参謀たちもいて、すでに作戦にかかり、彼の気もちは、もう戦場にある日と変りないものになっていたのである。

「出陣を前に、便々と十日も猶予しておられようか。わが命に違反なす奴、懲らしめてやれ」

　武士に命じて、ふたりを縛り、陣前の大樹にくくりつけた。

　のみならず、張飛は、鞭むちをもって二人を撲なぐった。味方の者の見ている前で、このことを与えられた范疆はんきょう兄弟は、絶対なる侮辱を覚えたにちがいない。

　けれども二人は、やがて悲鳴の中から、罪を謝してさけんだ。

「おゆるし下さい。やります。きっと三日のうちに、ご用命の物を調達いたします」

　至極単純な張飛は、

「それみろ、やればできるくせに。放してやるから、必死になって、調えろ」

　と、縄を解いてやった。

　その夜、彼は諸将と共に、酒を飲んで眠った。平常もありがちなことだが、その晩はわけても大酔したらしく、帳中へはいると床のうえに、鼾いびきをかいて寝てしまったのである。

　すると、二更の頃。

　ふたりの怪漢が忍びこんで、やや久しく帳内の壁にへばりついていた。范疆はんきょう、張達ちょうたつの兄弟だった。張飛の寝息を充分にうかがいすまし、懐中ふところの短剣をぎらりと持つや否、

「うぬ！」

　と一声、やにわに寝姿へおどりかかって張飛の寝首を掻いてしまった。

　首をさげて、飛鳥の如く、外の闇へ走ったかと思うと、閬江ろうこうのほとりに待たせてあった一船へ跳びこみ、一家一族数十人とともに、流れを下って、ついに呉の国へ奔はしってしまった。

　実に惜しむべきは、張飛の死であった。好漢惜しむらくは性情せいじょう粗そであり短慮であった。まだまだ彼の勇は蜀のために用うる日は多かったのに、桃園の花燃ゆる日から始まって、ここにその人生を終った。年五十五であったという。




雁かりのみだれ



一



　大暑七月、蜀七十五万の軍は、すでに成都を離れて、蜿蜒えんえんと行軍をつづけていた。

　孔明は、帝に侍して、百里の外まで送ってきたが、

「ただ太子の身をたのむ。さらばぞ」

　と玄徳に促されて、心なしか愁然しゅうぜんと、成都へ帰った。

　すると次の日。

　野営を張って、途中に陣していると、張飛の部下、呉班ごはんという者が、馬も人も汗にぬれて、追いついてきた。

「ごらん下さい。これを」

　息を喘きって、ただ一通の表をさし出した。侍側の手から受取って、玄徳は一読するや否や、

「あっ？　張飛が！」

　ぐらぐらと眩めまいを覚えたらしく、あやうく昏絶こんぜつしそうになった額ひたいを抑えて、その後、

「ううむ……」

　と、ただ唸うめいていた。

　手脚はおののき、顔色は真っ蒼に変り、額から冷たい汗をながしていたが、やがて、

「むしの知らせか、昨夜は、二度も夜半よなかに眼がさめて、何となく、魂こころが愕おどろいてならなかったが……」

　と、つぶやき、やがてさんさんと涙して、

「ぜひもない宿命。せめてこよいは祭をせん。壇を設けよ」

　と、白い唇から力なく言った。

　翌朝。この地を立とうとすると、ひとりの若い大将が、白い戦袍ひたたれをつけ、白銀しろがねの盔甲かぶとよろいを着て、一隊の軍馬をひきいて、これへ急いで来た。

「張飛の嫡子、張苞ちょうほうです」

　と名乗ったので、直ちに、玄徳の前へ導くと、玄徳は見て、

「オオ、父に似て、勇ましい若者。呉班ごはんとともに、朕の先陣に立つか」

　と、悲しみのうちにも一つの歓びと、大いに気をとり直した様子であった。

　張苞は答えていう。

「どうぞ先手せんての端にお加え下さい。そして父に代って、父に勝まさるてがらを立てなければ、父も九泉の下で浮かばれまいと思われます」

　ところが同じ日に、関羽の次男関興かんこうも、一手の兵をつれて、この軍に会した。

　玄徳は、関羽の子を見て、また涙を新たにした。

　この大戦の門出かどでに、余りに涙することばかり多いので、近側の大将は、

「──龍涙りゅうるい地ちに落つるは亢旱こうかん三年、という古言もあります。陛下、社稷しゃしょくの重きを思い給わば、何とぞ玉体をお損そこね遊ばさぬように。そして努めて、士気の昂揚をご宸念しんねんあそばして下さい」

　と、奏した。

「──いかにも」

　玄徳もすぐ悟った。

　年六旬をこえた身で、千里の境外に、七十余万の大軍をひきいて、今やその征途にあるのである。まだ戦いに入らぬうちに、心をいため、身をそこねてどうして呉に勝つことができよう。──そう彼自身も思い直すのであった。

　また彼の一喜一憂がすぐ全軍の士気に大きく影響することももちろんで、将士のあいだには何となく、前途の吉凶にたいして、天文や地変をしきりと気にする声もあった。

　陳震ちんしんが或るとき、玄徳にこう告げた。

「この附近に、青城山せいじょうざんという霊峰があります。そこに棲む李意りいという一仙士は、天文地利をくわしく占うらない、当世の神仙と世人にいわれております。勅をもって、彼を招き、このたびの事の吉凶をいちど占わせてみては如何でしょうか」

　玄徳はあまり気のすすまない態であったが、他の諸将にもすすめる者が多かったので、さらばと陳震を使いにして、李意を陣中へ招いてみることにした。

　陳震はさっそく青城山へ上って行った。やがて山路へさしかかると、なるほど世人のうわさの如く、清雲縹緲せいうんひょうびょうとして、まことに神仙の住居はこんな所にこそあるであろうと思われた。




二



　行くほどに、登るほどに、道はいよいよせばみ、水は渓たにをなし滝をなし、木々には瑞気ずいきの霧がゆるやかに渦巻いて、嶺みねのあらし、禽の声、耳も心も洗われて、陳震は自分の使命も忘れてしまった。

　すると彼方からひとりの童子が歩いてきて、彼の前へくると足を止めてにこりと笑った。

「あなたは陳震先生でしょう」

　いきなりいわれたので、彼は大いに愕おどろいて、

「どうしてわしの名を知っているのか」と目をまるくした。

「きのう私の師が仰っしゃっていました。あしたあたり蜀帝のお使いで陳震という人が山へ登ってくるだろうって……」

「えっ。ではお前の師というのは、李意仙士りいせんしか」

「そうです。……けれど私の師は、誰が来たって、会わないよ」

「そんなことをいわずに、ぜひ案内してくれ。たのむ。……ほかならぬ天子のお使いじゃ。もし仙士がお会い下さらねば、わしは帰ることができない」

「じゃあ、お取次ぎしてみるから、来てごらん」

　童子は先に立って歩いた。

　行くこと数里、平たいらかな一仙境があった。童子は庵いおりへ入って、師の李意に告げた。李意はやむなく出て勅使を迎え、

「帝のお使いとは、何事ですか」と、たずねた。

　陳震は、いま南征の途上にある蜀帝の旨むねを仔細に語って、

「ぜひ、仙翁をわずらわして、お問いいたしたいと仰せられます。それがしがお供いたしますから、一日、下山して、蜀の陣までご足労願われますまいか」

　慇懃いんぎん、礼を尽して云った。

　李意は渋っていたが、

「詔みことのりとあれば、ぜひもない」と、黙々、陳震について、山を降りて行った。

　玄徳は、やがてこの仙翁を前に、忌憚きたんなく述懐して質問した。

「すでに存じておろうが、朕ちんは、弱冠のときより関羽、張飛と刎頸ふんけいの交まじわりを結び、戎馬奔命じゅうばほんめいの中に生きること三十余年、ようやく蜀を定めて後、諸人は、朕が中山靖王ちゅうざんせいおうの裔えいであるところから帝位に推しすすめ、ここに基業を創たてたが、計らずも、朕の義弟二人は害せられて、その讐しゅうたる者はことごとく呉の国に在る。ゆえに、朕は意を決し、呉を伐うつため、これまで進発して来た途中であるが、前途の吉凶いかがあろうか。忌憚きたんなく、仙翁の卜うらなう旨を聞かせてもらいたい」

　李意は、膠にべもなく云った。

「それは分りません。すべて天数──すなわち天運ですから」

「翁は、その天数にくわしいと承る。ねがわくば易えきを垂れよ」

「山中の賤人せんじん。何ぞ、そのような大宇宙のことをよく知り得ましょうや」

「いやいや、それは翁の謙遜にちがいない。どうか、一言なりと、朕に教えてくれ」

　再三の下問に、李意もとうとう否みかねたか、

「では、紙と筆をこれへ」と求め、やがて黙然と、何か描きだした。

　見ると、児どもの画のように、兵馬武器の類たぐいを描いて、それをまた、片っぱしから破いては捨てた。画いては捨て、画いては捨て、百帖の紙をみな反古ほごにした。

　そして、最後の一枚には、一個の人形が仰向けに臥して、そばに一人の人物が土を掘ってその人形を埋めようとしている態ていを図に描いた。李意は少し筆をやすめて自分の絵を見ていたが、やがてその図の上に一字「白はく」と書いて筆を投じ、

「どうも畏れ多いことで」と、何やら意味のわからないことを呟いて玄徳を百拝し、霧の如くすうと帰ってしまった。彼の去ったあとを眺めて、玄徳はよろこばない顔色をしていた。そして近側の大将たちへ、

「つまらぬ者を迎えて、無用な暇をつぶした。おそらくは狂人であろう。はやくこの紙屑を焼きすててしまえ」と、いいつけた。

　ときに、張飛の子張苞ちょうほうが、帝座の下に来て、かく告げた。

「すでに前面へ呉の軍があらわれたようです。どうか、私に先陣をお命じください」




三



「オオ、壮さかんなるかな、その志。張苞、はや行って、功を立てよ」

　玄徳は、先鋒の印綬を取って、手ずから張苞へ授けようとした。すると、階下の諸将の中からやにわにこういう者があった。

「陛下。しばしお待ち下さい。先鋒の印は、かく申す私にこそ、曲げてお授け賜わるように」

　誰かと、諸人目をそばだてて声の主ぬしを見ると、関羽の次男関興かんこうであった。

　関興は進み出て、地に拝伏し、涙をながして、なお帝に向って訴えた。

「それがしの亡き父こそ、実に今日の戦を──また私の働きをば、地下において、刮目かつもくして待っているものです。なんで、先鋒の一陣を、余人に任せてよいものですか。ぜひとも先鋒の役は、それがしに命じ賜わりますように……」

　すると張苞が、

「やよ関興。ご辺は何の能があって、あえて自ら先鋒を望むか」と、横から云いかけた。

　関興はにことして、

「我いささか箭やをたしなむ」

　と答えた。張苞もまた、

「武芸なら余人におくれをとる張苞ではない。この方とて張飛の子だ」

　と、ひかない色を示した。

　玄徳はあいだにあってこの裁きには難儀な容子を示していたが、

「では、二人して、互いの武技を競うてみよ。勝すぐれたる者へ、印綬を降さん」と、云いわたした。

「さらば、見給え」と張苞は気負って、まず三百歩の彼方に、旗を植えならべ、その旗の上に、紅の小さい的まとをつけて、弓を放つに、一箭せん一箭、紅的こうてきを砕いて、一つとして過あやまらなかった。

「さすがは、張飛の子よ」

　と、諸人は万雷の如き喝采を送った。──と、関興もまた次に、弓をとって前に進み、

「張苞の弓勢ゆんぜいごときは、何も奇とするには足りない。広言に似たれど、わが箭やのゆく先を見よかし」といいながら、身を半月の如くそらし、引きしぼった箭を宙天に向けた。

　折々、雁の声が、雲をかすめていた。しばらく息をこめて、空をにらんでいるうちに、一列の雁行が真上にかかるや、関興は、弦音つるおとたかく一矢しを放った。

　一羽の雁は、矢うなりと共に、その矢を負って、ひらーと地に落ちてきた。余りの見事さに、文武の諸官声をそろえて、

「射たりや、射たり」

　と賞ほめたたえ、嘆賞のどよめきがしばし絶えなかった。

　張苞は、躍起となって、

「やい関興。弓ばかりでは戦陣の役に立たんぞ。汝は、矛ほこをあつかう術を知っているか」

　と、呶鳴った。

　関興も負けてはいず、すぐ馬に跳び乗って、

「たくさんは知らぬが、まずこのくらい」

　と、剣を払って、張苞の頭上に擬した。

「なにを、猪口才ちょこざい」

　と、張苞もまた、父の遺愛たる丈八の矛ほこを持って、あわや一戦に及ぼうとした。

「ひかえろ！　子どもら」

　玄徳は上から叱って、

「そちたちは、父の喪もまだ明けたばかりなのに、何で味方同士の喧嘩をするか。そもそもお前達の父と父とは、義を血にすすり、親しんを魂に結んでいた仲ではないか。もし一方に傷でも負わせたら、泉下の父は、どのように嘆くことか」

「はっ」と、ふたりは矛をすて馬をとび降りて、共に、その頭を、階下の地にすりつけた。

「これからは亡き関羽と張飛も同様に、汝らも仲よくせよ。そして年上のほうを兄と定め、父に劣らぬ交わりをしてゆくがよい」

　帝のことばに、二人は再拝して違背なき旨を誓った。関興は張苞より一ツ年上なので、兄となって、兄弟のちかいを立てた。

　敵軍はすでにだいぶ近づいて来たと、警報頻々であった。すなわち先陣水陸軍のふた手に、二人を立てて、玄徳自身、すぐその後から後陣としてつづいた。その日以後、行軍はもう臨戦隊形になって、怒濤のごとく、呉の境へいそいだのであった。




呉ごの外交がいこう



一



　──それより前に。

　張飛の首を船底に隠して、蜀の上流から千里を一帆に逃げ降った范疆はんきょう、張達のふたりは、その後、呉の都建業に来て、張飛の首を孫権に献じ、今後の随身と忠節を誓ったあげく、

「蜀軍七十余万が、近く呉に向って襲よせてきます。一刻もはやく国境へ大兵をお送りにならないことには、玄徳以下、積年のうらみに燃ゆる蜀の輩ともがら、堤を切った怒濤のごとく、この江南、江東を席巻してしまうでしょう」と、声を大にして告げた。

　聞く者みな色を失った。孫権も寝耳に水であったから、即日、衆臣をあつめて、

「ついに玄徳は、蜀の力をあげて、乾坤一擲けんこんいってきの気概をもって攻めてきた。思うに、関羽を討たれた恨みは、彼らの骨髄に徹しているだろう。どうしたらその猛攻を拒ふせぎ得るか」

　彼の言は終っても、座中しばらく答える者がなかった。敵の決死的の意気の容易ならないものであることが誰にも戦慄をもって想像されたからである。

　すると諸葛瑾しょかつきんが、

「一命を賭して、私が和睦の使いに参りましょう」と、云った。

　人々は冷笑の眼まなこをもって彼をながめた。およそ諸葛瑾が行って使命に成功したためしはないからだ。けれど、たとい不成功に終るにせよ、その間に逸はやる敵の鋭気をなだめ、味方の軍備を万全となす効力はある。孫権はゆるした。

「そうだ、まず、和睦を試みろ」

　命をうけると、諸葛瑾はすぐ江船の奉行に帆支度をいいつけ、書簡を奉じて長江を溯のぼった。

　とき、章武元年の秋八月であった。

　その頃、蜀帝玄徳は、すでに大軍をすすめて、虁関きかん（四川省・奉節）に着き、その地の白帝城を大本営として、先陣は川口の辺りまで進出していた。

　ところへ呉の使者として諸葛瑾きんが来たのである。玄徳にはもう会わないうちに呉の肚は読めていた。しかし黄権こうけんがしきりと、

「お会い遊ばさずに追い返してはかえって敵に狭量と見られましょう。むしろ彼を通して、こちらの云い分を、思うさま告げてお返しあれば、戦の名分も明らかに、またご威光もさらに振うというものではございますまいか」

　と、会見をすすめたので、さらばと、瑾を面前に通した。瑾は、伏して云った。

「臣の弟孔明は、陛下に仕えて、久しく蜀にあります。故に、余人より幾分か、陛下のご眷顧けんこも仰がれようかと、主人孫権が、特に不肖を使いとなして、呉の衷心ちゅうしんを申しあげる次第でございます」

「簡単に聞こう。使いの主旨は、どういうことか」

「まずご諒解を仰ぎたい儀は、関羽将軍の死であります。呉はもとより蜀にたいし何のうらみもありません。荊州の問題も、さきに主人孫権の妹君を陛下の室にお娶めあわせしてからは、陛下の兵に依って治められるならば呉の領地も同じようなものだとまで、呉では超然とあきらめておりましたが、そこの守りたる関羽将軍には、呉の出先の呂蒙りょもうと事ごとに不和を醸かもし、平地に波瀾をまねいて、ついにあんな事に立ち到ってしまいました。実にこの事は主人孫権も、遺憾としておるところで、もし魏の圧迫さえなかったら、決して、関羽どのを討たすではなかったにと、その後も常に繰り返しているほどであります」

　帝は目をふさいで、一語も発しない。諸葛瑾は、なお語をつづけて、

「関羽将軍の死も、蜀呉の葛藤かっとうも、つき詰めてみれば、みな魏の策略におどらされているに過ぎない。両大国が戦って、魏に漁夫の利を占めさせるなどは、実に愚の骨頂というものである。どうか、矛ほこを収めて、以前の親善を呼びもどし、呉に帰っている呉妹夫人を、もういちど蜀の後宮へ容いれられて、長く唇歯しんしの国交を継続していただきたい。主人孫権の望みはそれ以外の何ものでもありません──」と、弁をふるって説きつづけた。




二



　しかもなお、玄徳は、無言を守りきっている。諸葛瑾しょかつきんは、畢生ひっせいの弁舌と智をしぼって、もう一言つけ加えてみた。

「陛下にも夙つとに、ご承知でありましょう。魏の曹丕の悪事を。──ついに漢帝を廃し、自身、帝位に昇って、億民を悲憤に哭なかしめているではありませんか。いま、漢室の裔えいたる陛下が、仇を討つなら、魏をこそ討つべきで、その簒逆さんぎゃくの罪も正し給わず、呉へ戦いを向けられては、大義を知らず、小義に逸はやる君かなと、一世のもの笑いにもなりましょう。そこをも深くご賢慮遊ばして……」

　ここで玄徳は、くわっと眼をひらいて、瑾の能弁を手をもって制した。

「呉使、大儀であった。もうよい。席を退がって呉へ立ち帰れ。そして孫権にかたく告げおけよ。朕ちんちかって近日まみえん。頸くびを洗うて待ちうけよと」

「……はっ」

　と、威にうたれて、瑾は頭をさげた。

　沓音があらく玉座に鳴った。面をあげてみると、もう玄徳はそこにいなかった。

　温厚仁慈、むしろ引っ込み思案のひとといわれている玄徳が、かくまでの壮語を敵国の使者へ云い放ったためしはない。瑾も、ここまで努力してみたが、とたんに心中で、

（これはだめだ……）と、見きりをつけずにいられなかった。そしてこの陣に、弟の孔明が参加していないことも、いかに玄徳の決意が固いものであるかを証拠だてていると思った。

　彼の帰国に依って、呉はさらに大きな衝撃を感じた。

　対戦一途。未曾有の決戦。そうした空気が急激にみなぎった。

　すでに江水また山野から、前線に出る兵馬は続々送られていた。そのあわただしい中を、中大夫趙咨ちょうしという者が魏へ向って出発していた。

　もちろんこれも呉の使節として赴いたものである。精馬強兵は北国の伝統であり、外交才能の優は南方人たる呉の得意とするところだ。いかなる変に臨んでも機に応じてまず側面の外交を試みる熱と粘りは怠らない。

「なに。呉の国が使節をもって、朕に表を捧げてきたとか」

　大魏皇帝曹丕そうひは、にやりと笑ってその表をざっと読んだ。

　近頃、閑暇に富んでいるとみえ、曹丕は、使者の趙咨ちょうしに謁見を与えた後、なおいろいろなことを訊ねた。半ばからかい半分に、半ば呉の人物や内情を、談笑のうちに探ろうとするような、口吻こうふんだった。

「使節に問うが、汝の主人孫権は、ひと口にいうと、どんな人物か」

　趙咨ちょうしは鼻のひしげた小男であったが、毅然として、

「聡明仁智勇略のお方です」

　と答え、それから臆面もなく、曹丕を正視して、眼をぱちぱちさせながら、

「陛下、何をくすくすお笑い遊ばしますか」と、反問した。

「されば、朕は笑うまいとするに苦しむ。なぜなれば、自分の主君というものは、そんなにも過大に見えるかと思うたからだ」

「これは心外な仰せを」

「なぜ心外か」

「てまえにすれば、陛下の御前なので、甚だ遠慮して申し上げたつもりなのです。遠慮なくそのわけを述べよと仰っしゃって下されば、陛下がお笑い遊ばさないようにお話しできると思います」

「申してみよ、存分に、孫権の豪えらさを」

「呉の大才魯粛ろしゅくを凡人の中から抜いたのは、その聡そうです。呂蒙りょもうを士卒から抜擢ばってきしたのはその明です。于禁うきんをとらえて殺さず、その仁です。荊州を取るに一兵も損ぜなかったのは、その智です。三江に拠って天下を虎視す、その雄です。身を屈して魏にしたがう、その略です。……豈あに、聡明智仁勇略の君といわずして何といいましょうか」

　曹丕そうひは笑いを収めて、この鼻曲りの小男を見直した。──身を屈して魏に従うこれ略なり、とはよくも思いきっていえたもの哉と、魏の群臣もその不敵さに皆あきれていた。
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　曹丕はくわっと眼をこらして彼を見くだしていた。大魏皇帝たる威厳を侵おかされたように感じたものとみえる。

　やがて曹丕は、趙咨にむかって、あえてこういう言葉を弄した。

「朕はいま、心のうちに、呉を伐うたんかと考えておる。汝はどう思うか」

　趙咨は額をたたいて答えた。

「や。それも結構でしょう。大国に外征をする勢力があれば、小国にもまた守禦しゅぎょあり機略あり、何ぞ、ただ畏怖しておりましょうや」

「ふーむ。呉人はつねにも魏を怖れておらないというか」

「過大に恐れてもいませんが、過大に莫迦ばかにしてもおりません。わが精兵百万、艦船数百隻、三江の嶮けんを池として、呉はただ呉を信じているだけであります」

　曹丕は内心舌を巻いて、

「呉の国には、汝のような人物は、どれほどおるか」と、また訊ねた。

　すると趙咨は腹をかかえて笑い出し、

「それがし程度の人間なら桝ますで量って車にのせるほどあります」と、いった。

　ついに曹丕は三嘆してこの使者を賞めちぎった。

「四方ニ使シテ君命ヲ辱ハズカシメズというのは実にこの男のためにできていることばのようだ。うい奴、うい奴、酒をとらせよ」

　趙咨はすっかり男を上げた。たいへんな歓待をうけたばかりでなく、彼の与えた好印象と呉の国威とは深く曹丕の心をとらえたとみえて、外交的にも予想以上の成功を収めた。

　すなわち、大魏皇帝は、使者の帰国に際して将来の援助を確約し、また呉侯孫権にたいしては、

（封じて呉王となす）

　と、九錫きゅうしゃくの栄誉を加え、臣下の太常卿たいじょうけい邢貞けいていにその印綬をもたせて、趙咨ちようしとともに呉へ赴かせた。

　皇帝みずから定められたので、魏の朝臣はどうすることもできなかったが、呉使が都を去るや否、疑義嘆声、こもごもに起って、

「あの小男めに一杯くわされたかたちだ」

　となす者が多かった。

　劉曄りゅうようの如きは、面おもてを冒おかして、皇帝に諫奏かんそうし、

「いま呉と蜀とが相戦うのは、実に天が彼らを滅ぼすようなもので、もし陛下の軍が呉蜀のあいだに進んで、内に呉を破り、外に蜀を攻めるなら、両国もたち所に崩壊を現すでしょう。それを余りにはっきりと呉に援けを約されたのは、この千載一遇の好機を可惜あたら、逃がしたようなものかと存ぜられます。このうえは、呉へ味方すると称して呉の内部から攪乱こうらんし、一面、蜀を伐つ計を急速おめぐらし遊ばしますように」

「否々。それはいかん。信を天下に失うであろう」

「とはいえ今、呉の譎詐きっさに乗ぜられて、彼に呉王の位を贈り給い、また九錫の重きをお加え遊ばしたのは、わざわざ虎に翼をそえてやったようなもので、ほうっておいたら呉は急激に強大となり、将来事を醸かもしたときはもう如何とも手がつけられなくなるでしょう」

「すでに彼は、朕に臣礼をとっておる。叛そむかぬ者を伐うつ名分はない」

「それはまだ孫権の官位も軽く、驃騎ひょうき将軍南昌侯という身分に過ぎないからでした。けれどもこれからは呉王と称して、陛下ともわずか一階を隔つる身になってくれば、自然心は驕おごり、勢威はつき、何を云い出してくるかわかりません。そのとき陛下が逆鱗げきりんあそばして討伐の軍を発せられましょうとも、世人はそれを見て、魏は江南の富や美女を掠かすめんとするものであると口を揃えて非を鳴らすでしょう」

「否とよ。まあしばらく黙って見ておれ。朕は、蜀もたすけず、呉も救わず、ただ正統にいて、両者が戦って力の尽きるのを待っておる考えじゃ。多くをいうな」

　そこまでの深慮遠謀があってのことなら、何をかいわんやと、劉曄りゅうようは慙愧ざんきして、魏帝の前を退いた。
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　外交の大成功と、孫権が呉王に封ぜられた吉報とは、早くも内報的に建業城へ伝えられていた。

　やがて、魏の勅使邢貞けいていが船で着いたと聞えた。到着の日を待ちかねていた孫権は、

「お迎えに出なければ悪かろう」と、あわてて支度しかけた。

　建業にも骨ッぽい臣はいる。孫権がいそいそ浮かれ気味の容子を見て、さっきからにがりきっていた顧雍こようがついにこう云った。

「何も魏の臣下などをお迎えに出るに及ばないでしょう。わが君にはすでに江東江南の国主ではありませんか。豈あに、今さら他人の官爵などを有難がって受ける必要があるものですか」

「いや顧雍こよう。それは気が小さいことばだぞ。むかし漢の高祖は項羽こううから封を受けたこともあったが、後には漢中の王になられたではないか。みな時世ときよ時節じせつと申すものだ」

　群臣を従えて、孫権は建業の門を出た。遠く出て迎えの礼を篤くするためである。

　邢貞けいていは上国の勅使というのですこぶる傲然とそれへ臨んだ。しかも彼はあえて車を降りずに城門を通ろうとした。すると呉の宿将張昭は、甚だしく怒って、

「待て。車上の人間は、礼を知らぬ野人か、偽使者か。或いは呉に人なしと思うての無礼か、呉に剣なしと侮あなどっての所業しわざか」と、大喝を加えた。

　すると、堵列とれつの群臣も、声をあわせて、

「呉国三代、まだ他国に屈したことはない。しかるに、この非礼なる使者を迎えて、わが君に、他人の官爵をいただかせることの口惜しさよ、無念さよ！」

　中には、激して、哭なき声を発する者さえあった。

　邢貞はあわてて車からとび降りて詫びた。そして堵列の将士にむかい、

「いま、哭き声で叫んだのは、誰でしたか」と、たずねた。

　すると、言下に、

「それは、此方だが、何とした？」

　と、名乗って出た大将がある。見れば偏将軍徐盛じょせいだった。

「……あなたか」

　邢貞はもう一ぺんその者に非礼を謝して通った。そして心ひそかに、

（呉、侮るべからず）と、痛感したようであった。

　しかし孫権はあらゆる礼遇と歓待とをもって使節に接した。そして大魏皇帝の名によって贈られた呉王の封爵も、

「ありがたく拝受いたします」

　と、心からよろこんで受け、また即日、建業城中にこれを告げて、文武百官の拝賀をもうけた。

　邢貞はまずよかったと心を安んじた。そして近く魏へ帰国する日となると、呉王は江南の善を尽し美を尽した別宴をひらき、席上、おびただしい土産ものを山と積んで、

「どうかお持ち帰りください」と、披露した。

　大魏の宮中にいて豪華に馴れている邢貞も、その土産物の莫大なのに思わず目をまろくしたほどだった。

　珠玉、金銀、織物、陶器、犀角さいかく、玳瑁たいまい、翡翠ひすい、珊瑚さんご、孔雀くじゃく、闘鴨とうおう、鳴鶏めいけい、世の七宝百珍にあらざる物はない。そしてそれは金鞍きんあんの白馬百頭の背に美しく積まれて、江岸の客船まで送りとどけられた。

　あとで宿老の張昭はつぶやく如く呉王を難詰なじった。

「魏帝はきっと思い上がりましょうよ。いくら何でも、あのような礼物は余りに過大です。媚態すぎました」

　孫権は軽く笑った。

「いやいや、慾には飽くことを知らないのが人間だ。先に取ってはさほど過大とは思わないだろう。要するに、彼とは利を以て結ぶしかない。だが後には、あんな礼物はみな石瓦に過ぎんさ」

「なるほど」

　張昭は急に顔を解いてうれしそうにうなずいた。呉三代の主君に仕えてきた宿老として、とかく幼稚に思われてならなかった孫権がいつのまにかかくの如き大腹中の人となってきたことが、涙のこぼれるほど有難かったに違いない。

　並居るほかの臣下も皆、孫権の深慮に嘆服した。
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　その後、蜀の大軍は、白帝城もあふるるばかり駐屯ちゅうとんしていたが、あえて発せず、おもむろに英気を練って、ひたすら南方と江北の動静をうかがっていた。

　ときに諜報があって、

「呉は魏へ急遽援軍を求めたらしいが、魏はただ呉王の位を孫権へ贈ったのみで、曹丕そうひの態度は依然、中立を固持しています」と、伝えてきた。

「朕ちんの予測に過あやまたず、曹丕は漁夫の利を獲えんとするのであろう。よし、さらば立て」

　帝玄徳は、断乎として、ここに初めて、帷幕いばくから令を降した。

　ところへ、南蛮の沙摩柯しゃまかが、蛮土の猛兵数万をしたがえて参加するし、洞渓とうけいの大将杜路とろ、劉寧りゅうねいのふたりも手勢を挙げて加わったので、全軍の戦気すでに呉を呑み、水路の軍船は巫口ふこう（四川省・巫山）へ、陸路の軍は秭帰しき（湖北省・秭帰）あたりまで進出した。

　逆まく長江の波、頻々、伝わる上流の戦雲に対し、呉は、

　──国難来る。

　と、異常な緊迫感に襲われつつも、一方、魏のうごきと睨み合せる心理を多分に持っていた。

　この際、他を恃たのむことの、いかに危険でまた愚かなことかを、孫権はすぐ覚さとった。魏は依然兵を出さない。

　──で孫権はいよいよ一国対一国の大勝負を決意し、群臣にこれを諮はかったが、閣議は粛然と無言の緊張を持つのみで、たれひとり自らこの一戦に当らんと意気を昂あげる者もなかった。

　すると、一隅から起って、慨然とさけんだ者がある。

「君が千日兵つわものを養い給うのは、ただ一日の用に備えんためである。僕はまだまだ黄口こうこうの若年ですが、こんな時こそ、日頃の机上の兵学を、この敵愾心てきがいしんと誠忠の心を以て、君に酬わんと思う者であります。どうか小生をまっ先に派遣してください」

　誰かと見れば、孫権の甥おいにあたる武衛都尉の孫桓そんかんだった。年歯わずか二十五歳の青年である。

「おお、わが甥か」

　孫権は眼まなざしを注いで、いかにもよろこばしげに、彼の願いを許容した。

「そちの家には、李異りいと謝旌しゃせいという万夫不当な勇将も二人養っているそうだ。大いによかろう、征って来い、なお副将には、老練な虎威こい将軍朱然しゅぜんをつけてやる」

　かくて呉軍五万は、宜都ぎと（湖北省・宜都）までいそいだ。朱然は右都督、孫桓は左都督として、各〻二万五千を両翼に分って、蜀に対峙した。

　白帝城を出、秭帰しきを経、この宜都までのあいだ、蜀軍は進むところを席巻して、地方地方の帰降兵を収容し、ほとんど、颱風の前に草木もないような勢いだった。

「聞くならく呉の孫桓そんかんもまだ青眉せいびの若武者だそうです。この第一陣には、それがしを出して、彼と戦わせて下さい」

　帝玄徳が敵をながめている日、関興かんこうはこう願い出た。

　さきに先陣を争って、喧嘩になりかけた例があるので、帝玄徳は、

「義弟おとうとの張苞ちょうほうもつれて行け」と、条件付きでゆるした。

　関羽の子、張飛の子、ふたりは勇躍して、手勢をわけ、まるで黒旋風くろつむじの如く、呉軍のなかへ駈け入った。

　玄徳はすぐ馮習ふうしゅう、張南の二大将を呼び、

「心もとない。いずれもかかる大戦に臨むのは初めての若者輩わかものばらだ。すぐ強兵をすぐって彼らの後につづけ」

　と、命じた。

　結果は、実に蜀の大勝利となった。呉の大将孫桓も若いし初陣でもあったので、関興、張苞に完膚かんぷなきまで全陣地を蹂躙じゅうりんされた。しかも左右の旗本とたのんでいた謝旌しゃせいは張苞に討たれてしまうし、李異は矢にあたって逃げるところを、うしろから迫った関興のために、その大青龍刀で真っ二つにされてしまうという惨敗を蒙ったのであった。

　ただ、張苞はあまり深入りしたので、気がついて、引っ返そうとすると、関興の姿が見えない。もしやと、さらに敵中へ駈け入って、

「義兄。義兄よ」

　と声かぎり探していた。父関羽も父張飛も、ふたりの勇とこの情誼に、霊あらば地下で哭ないていただろう。
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　曠野に陽ひも落ちて、あたりが真っ暗になっても、まだ張苞は帰らない。関興も帰ってこない。

「きょうの戦は、味方の大捷たいしょう」

　と、続々引き揚げてくる将士の声をきいても、帝玄徳はさらに歓ばない容子で、

「ふたりはどうしたか」と、野辺の陣に立って、ひたすら待ちこがれていた。

　ようやく、その二人は、馬を並べて引き揚げてきた。見れば一人の敵将を捕虜として連れている。呉でも有名な譚雄たんゆうという猛者だった。これを追って生捕るために、関興は味方を遠く離れてしまい、やっと張苞に会って共に帰ってきたのだと、帝へ語った。

「どっちも、父の名を辱はずかしめない者だ」

　帝玄徳は二つの手で、二人の肩をたたいて賞めた。そして譚雄たんゆうの首を刎ね、篝火かがりびを焚いて、人馬の魂魄こんぱくをまつり、一同へ酒を賜った。

　序戦に大敗を喫したのみか、三人の大将まで討たれ、呉の孫桓そんかんは慚愧ざんきした。とりあえず陣を一歩退いて、

「この辱はじを雪すすがずんば」と、備えを立て直し、兵は多く損じても、戦意はいやが上にも熾烈しれつだった。

　蜀軍は、徐々と次の戦機をうかがいながらも、

「あの意気では、ふたたび同じ戦法で行っても、先頃のような快勝はつかめまい」

　馮習ふうしゅう、張南、張苞、関興、すべて同意見だったので、一計をめぐらし、ひそかに手配にかかった。

　呉の左翼たる陸軍は破れても、近き江岸にある右翼の水軍はまだ無傷だった。その江岸の哨戒隊しょうかいたいがある日、蜀の一兵を捕えて、水軍の都督部へ引っぱって来た。

「どうして捕まったか」

「道に迷いましたので」

「何で味方の陣を離れてこんな所へ迷ってきたのだ」

「主人馮習の密命で、今夜、孫桓の陣へ火を放って、夜討ちをかけるから、昼の間に、附近へひそんでいろと、五十人ばかり出てきましたが、後から油を運んでくるあいだに、部隊の者とはぐれてしまったのです」

　この調べを、都督の朱然しゅぜんが聞いて、手を打ってよろこんだ。

「兵を陸へ揚げて、蜀軍が夜討ちに進む退路を断ち、逆に孫桓としめし合せて挟み撃ちにしてやろう」

　すぐ書簡をしたためて、使いを孫桓の陣へやった。

　ところが、その使いは、途中で待ち伏せしていた蜀の兵に斬られてしまった。これはまったく馮習や張南のめぐらした計略なので、未然に、使いの通るのを察していたためである。

　とも知らず、その夕方、朱然は大軍を船から上げて、すでに進もうとした。しかし大将崔禹さいうは、

「どうも、少しおかしい。一士卒のことばを盲信して、これだけの行動を起すのは、ちと軽率です。都督にはやはり水軍を守ってここにいてください。それがしが行きますから」と注意した。

　朱然も、げにもと思い直し、自身は水軍にひかえて、崔禹に計をまかせ、一万足らずの兵をあずけた。

　案の如く、二更の頃、孫桓の陣に、猛烈な火の手が揚がった。火攻めのあることは、昼のうちに朱然から通じてあるものとしていたが、その使いが、その途中で斬られていることまでは崔禹も思い到らなかった。

「それ援たすけに行け」と、にわかに急ぐと、途中の森林や低地から待っていたとばかり伏兵が起った。張苞、関興ふた手の軍勢だった。

　崔禹は生捕られ、部下は大打撃をうけて、なだれ帰ってきた。朱然は周章して、その晩のうちに船手の総勢を、五、六十里ほど下しもへさげてしまった。

　一度ならず二度まで敗北した孫桓は、陣営ことごとく敵に焼かれて、無念のまなじりをあげながらやむなく夷陵いりょうの城（湖北省・宜都ぎと、宜昌の東北）へ退却した。

　蜀は仮借なくこれを追い込み、崔禹の首を刎ねて、いよいよ威を示した。そして序戦二回の大敗報は、やがて呉の建業城中を暗澹とさせた。

「王、さまで御心をいためることはありません。呉建国以来の名将はすでに世を辞して幾人もありませんが、なお用うべき良将は十余人ありましょう。まず甘寧かんねいをお招きなさい」

　宿老張昭は励ました。




冬将軍ふゆしょうぐん
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　冬が来た。

　連戦連勝の蜀軍は、巫峡ふきょう、建平けんぺい、夷陵いりょうにわたる七十余里の戦線を堅持して、章武二年の正月を迎えた。

　賀春の酒を、近臣に賜うの日、帝玄徳も微酔して、

「雪か、わが鬢髪びんぱつか。思えば朕ちんも老いたが、また帷幕いばくの諸大将も、多くは年老い、冬の陣も耐うるに徹こたえてきた。しかし関興、張苞ちょうほうの若いふたりが役立ってきたので、朕も大いに気づよく思うぞ」

　などと述懐した。

　するとその日の午ひる過ぎ、

「黄忠がわずか十騎ばかり連れて呉へ投降してしまった」という風聞が伝わった。

　帝玄徳は告げる者に笑って、

「いや黄忠は今朝ここにおった。さだめし老気を励まして呉へ討ち入ったものであろう。朕の述懐こそ心なき呟きであった。──あわれや彼も七十の老武者、過あやまちさせては不愍ふびんである。関興、張苞、すぐ行って彼を救え」と、いった。

　玄徳の推察は過っていない。実に黄忠はその通りな気もちで、わずか十騎をつれて、敵中に一働きして見せんと、途中、味方の夷陵いりょうの陣地を通った。

　馮習、張南が、見かけて、

「老将軍、どこへ行くのか」と、たずねた。

　黄忠は、慨然と、帝の述懐を物語って、

「帝は賀春の席で帷幕みな多くは老い、物の用に立つものが少ないと宣のたもうた。それがし、年七十にあまれど、なお十斤の肉を啖くらい、臂ひじに二石の弓をひく、故に、これから呉軍に一泡ふかせて、帝の御心を安んじ奉ろうと思うのでござる」と、馬からおりもせず答えた。

「老人。それは無茶だ」

　張南は極力なだめた。それこそ年寄りの冷や水といわないばかりに。

　彼は諫いさめていう。いまや呉の陣は去年とは内容が一変している。若い孫桓を後方に下げて、前線は、新たに建業から大軍をひきいてきた韓当かんとう、周泰など老練を配し、先手には潘璋はんしょう、うしろ備えには凌統りょうとう、そして呉随一の戦上手いくさじょうずといわれる甘寧が全軍をにらんで遊軍という位置にある。しかもその数、十万という新鋭。そんな所へわずか十騎をつれて何しに参られるか、と教えかつ大いに笑った。

　しかし黄忠は耳にもかけず、其許そこもとたちは見物してござれ、と一言云い捨てて行ってしまった。張南、馮習はあきれ顔に見送っていたが、

「さてさて、死神にでもとりつかれたか。というて見殺しにもできず──」と、あわてて一群を追い慕わせた。

　黄忠はやがて呉の潘璋の陣中へかかった。わずか十騎で平然と中軍まで通ってしまったのである。変に思って番兵が味方を呼び立てたときは、彼はすでに主将潘璋と戦っていたのである。

「関羽が仇を報ぜんと、単騎ここに来る。かくいうは蜀第一の老骨黄忠なり」

　と、そこの帷幕へ迫って大声に名のりかけたからである。

　戦線に異変なく、中軍の内から起った戦である。潘璋の外陣はみな前をすてて、中心へかたまって来た。

　そこへ張南の一軍が、黄忠を援けにきた。また少しおくれて関興、張苞が、数千騎をつれて吹雪のように翔け暴れてきた。乱軍となって、藩璋は討ちもらしたが、合戦としては十二分の捷かちを占めて、いちど蜀は野を隔てた。

「ご無事でよかった。さあ老将軍、帰りましょう」

　張苞、関興などが引き揚げをうながすと、

「ばかな」

　と、老人はうごかない。

「あすも戦うのだ。次の日も。──関羽のかたき奴めを討ち果さんうちは」

　そして翌日はまた、この七十余齢の武者は、突撃の先に立って、

「潘璋、出でよ」と、四角八面にあばれ廻っていた。

　けれど、きょうは呉にも、備えがあった。彼は地の利の悪い危地へ取り籠められた。血路をひらいて遁のがれようとすると、四方から石が飛び黒風が捲いてきた。そして右の山から周泰、左の渓流から韓当、うしろの谷から馬忠、潘璋というふうに、呉の軍勢は霧のごとく彼の退路をふさいでしまった。
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　豪気な黄忠も、いまはどうすることもできない。身には幾すじも矢を負い、馬は石に当って斃たおれた。精は尽き、眼はかすみ、

「いまはこれまで」と、自ら首を刎ねて死のうとした。

　呉の大将馬忠は、そのとき馬を飛ばして、砂礫されきとともに駈けおりて来た。それを知るや黄忠は、

「死出の道づれに、望むところの敵」

　と、断末魔の勇を鼓して、馬忠のまえに幽鬼の如く立ちふさがった。

「そのような白髪首しらがくびをまだ惜しむか」

　馬忠の突いてくる槍の柄にしがみついて、黄忠は離さなかった。そのうちに四方の呉軍が何事か騒ぎ出したので、馬忠はいよいよ持て余し、かえって老黄忠のために槍を奪われ、その槍でりゅうりゅうと突きまくられた。

　関興、張苞のふたりは、この山間やまあいに黄忠が追い込まれているのをようやく知って、それを救うべくこれへ急襲して来たのである。馬忠は身の危険をさとるとにわかに相手を捨てて谷ふところへ逃げ去ってしまった。

「老将軍。もうご安心なさい」

　耳もとでいわれたが、黄忠はそれから後のことは何も覚えなかった。彼が気づいてみたときは、味方の陣中に安臥して、関興や張苞の手で看護されていた。

　いや、誰かうしろで、自分の背を撫でてくれる人があるので、苦痛をこらえて、ふと振り向いて見ると、それは帝玄徳だった。

「老将軍。朕ちんが過ちをゆるしてくれよ」

「あ……」と、愕おどろいて、黄忠は起き上がろうとしたが、おびただしい出血と老衰とに、ただ苦しげな悶えをその表情に見せるだけだった。

「否とよ陛下。……陛下のような高徳の御方のそばに、七十五歳のこの年まで、久しくお仕えすることができたのは、実に人と生れた冥加みょうがこの上もありません。この命、なんで惜しむに足らん。ただ、龍体を守らせ給え」

　いい終ると、忽然こつぜん、息が絶えた。

　陣外には、白天地びゃくてんちの夜を、吹雪が吹き暴あれていた。

「ああまた一虎こは逝ゆいた。五虎の大将軍、すでに逝くもの三人」

　成都へ彼の棺槨かんかくを送るの日、玄徳は曠野に立って灰色の雪空を長く仰いでいた。

「かくては」と、玄徳は自ら心を励まし、御林の軍をひきいて、凍こおる帝旗を、さらに、猇亭こてい（湖北省・宜都の西方）まで進めた。

　はからずもこの附近で、呉の韓当軍と会戦した。張苞は韓当の唯一の部下夏恂かじゅんを打ち破り、関興は周泰の弟周平の首をあげた。帝はこれを眺めて、

「虎の子に犬の子なし」と、手を打って感嘆した。

　一戦一進、蜀陣は屍かばねの山を越え、血の流れを渡って進んだ。帝座のあたりを守る白旄はくぼう黄鉞こうえつ、また黄羅こうらの傘蓋さんがいまで、ことごとく凍って、水晶の珠簾しゅれんが揺ぎ進むようだった。

　呉の水軍を統率していた甘寧は建業を立ってくる時から体がほんとでなかったので冬に入ってはいよいよ持病に悩み、味方の頽勢たいせいすこぶる憂うれうべきものがあったが、ぜひなく陸上軍の退却とともに、彼も江岸を馬に乗って落ちて行った。

　すると途中、待ち伏せしていた蜀軍の南蛮部隊が、いちどに起ってこれを猛襲した。彼の軍はその大半以上が船中にあるので従えていた部下はごく少数だった。それに蛮軍の大将沙摩柯しゃまかの勇猛さはまるで悪鬼か羅刹らせつのようだったので、ほとんど、生き残る者もないほどな大殺戮だいさつりくに会ってしまった。

　甘寧は、病床のうえに、沙摩柯の射た矢に肩を射られ、富池口ふちこう（湖北省・公安の南）までひとり逃げたが、最期をさとったとみえて、馬を大樹の下に捨て、その樹の根元に坐ったままついに落命していた。

　二月に入った。

　猇亭こてい方面ではなお激戦がくり返されていた。蜀軍の兵にはもう必勝の信念がついていたし、呉兵には戦えば必ず負けるものという臆心がこびりついていた。

　ところが、その日の戦に、全軍凱歌して、引き揚げてきたのに、どうしたのか夜に入っても関興だけが一人帰ってこなかった。

「見て参れ。気がかりな」

　と、帝は張苞にもいいつけ、その他の将にも、手分けして探せよと命じ、深夜まで眠りにつかなかった。




尉霊大望いれいたいぼう
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　奮迅奮迅、帰るも忘れて、呉の勢を追いかけた関興は、その乱軍のなかで、父関羽を殺した潘璋はんしょうに出会ったのである。

　やわか遁のがすべき──逃げ走る潘璋を追ってついに山の中まで入ってしまった。が、その仇は惜しや見失ってしまい、道に迷って闇夜の山中をさまよっていたのだった。

　一軒の山家から灯がもれていたので、立ち寄って一飯一宿の恩を乞うと、

「さあ、どうぞ」と、ひとりの老翁が柴の戸をあけて内なる一堂へ導いた。あっと、関興はそこに立つや否、愕おどろいて拝伏した。正面の小さい壇に明々と燈火ともしびを照らし、亡父関羽の画像が祀まつられてあるではないか。

「老翁。わしの父とこの家と、どういう縁故があったのか」

「では、あなた様は、関将軍のご子息でございますな」

「されば、その関興だが」

「この地は、かつて関将軍が治め給うた領地でした。将軍の生けるうちすら、わたくしどもはご恩徳を頌たたえて、家ごとに朝夕ちょうせき拝はいしておりました。いわんや今、神明と帰し給うをや」

　老翁は、そういって、関興をねぎらい、この奇縁をよろこび、床下に蓄えていた酒瓶を開いて夜もすがら歓待した。

　すると深夜、外から扉を烈しく叩く者があって、

「開けろ。ここを開けろ。それがしは呉の大将潘璋だが、道に迷って困却いたした。朝まで母屋おもやを貸してくれ」と、大声して訪れた。

　関興は突っ立って、

「あらふしぎ。これぞ亡ち父ちの引き合わせであろう」と、外へ躍り出るや否、

「父の仇、潘璋、逃げるなかれ」と、組みついた。

　不意をくった潘璋は、組敷かれて、ついに首を掻かれてしまった。関興は歓喜して、その首を馬の鞍わきにくくりつけ、老翁に別れを告げて立ち去った。

　すると麓のほうから潘璋の部下の馬忠が上がってきた。見ると、主人の首を鞍につけた若武者が降りてくる。しかもその手に抱えているのは、主人潘璋が、関羽を討ったとき功によって呉王から賜った、関羽が遺愛の有名なる偃月えんげつの青龍刀だ。

「やあ、何奴なれば」と、怒髪を逆だてるなり馬忠は打ってかかった。関興はオオッと迎えて、これも父の仇の片割れ、いざ来いと、力を尽して闘った。

　ときに一彪ぴょうの軍馬が炬火たいまつを振って登ってきた。玄徳の命をうけて、関興を探しにきた張苞の一軍だった。

「すわ、大敵」と、馬忠は逃げてしまった。張苞、関興のふたりは手をたずさえて味方の本陣へ帰り、帝にまみえて潘璋の首を献じた。

　会戦このかた、連戦連敗の呉軍は、また潘璋を亡うしなってから、士卒のあいだには、

「とても蜀にはかなわぬ」

　という空気がどことなく漂ってきた。

　もともとこの軍には、さきに関羽を離れて、呉の呂蒙へ降参した荊州兵けいしゅうへいが多かったので、蜀帝にたいしては戦わないうちから一種の畏怖を抱いていたし、中には二心の者も相当にあった。

　それらの兵は、この負け続きの虚に乗って、

「蜀の天子が憎んでいるものは、蜀を裏切って、関将軍を敵に売った糜芳びほう、傅士仁ふしじんの二人だ。だからあの二人の首を取って、蜀帝の陣に献上申せば、きっと重き恩賞を下さるにちがいない」

　と、寄り寄りささやいて、不穏な兆候をあらわした。

　糜芳、傅士仁は、身の危険を感じだすと、

「これは油断がならん。味方のうちからいつ暴動が起るかもしれない。蜀帝の憎み給うものは、むしろ馬忠にちがいない。いま、われらして馬忠の首を持ち、蜀帝のまえに赴いて前非を悔ゆるなら、きっとお許しあるは疑いもないことだ」

　と相談して、自分たちの首を取られない前に、一夜彼らは馬忠の寝首を掻いた。そしてその首を取るや否、脱走して蜀の陣へ駈け込んでしまった。




二



　糜芳と傅士仁のふたりを脚下に見ると、帝玄徳は怒龍どりゅうのごとき激色げきしょくをなして罵った。

「見るも浅ましき人非人にんぴにんども、なんの面目あってこれへ来たか。ひとたび窮すれば、関羽を呉へ売り、ふたたび窮すれば、呉を裏切って馬忠の首を咥くわえ来る。その心事の醜悪、行為の卑劣、犬畜生というもなお足らぬ。もし汝らをゆるさば百世の武門を廃すたらし、世の節義は地に饐すえるであろう。さらに関羽の霊位に対しても、断じて生かしておくことはできない。──関興関興、この仇二人は汝に授ける。首を刎ねて、父の霊を祭るがよい」

　関興は、雀躍こおどりして、

「ありがとうございまする」

　と両手にふたりの襟がみをつかんで、関羽の霊前まで引きずって行き、首を斬ってそこに供えた。

　本望をとげた彼のよろこびに引き代えて、張苞は、ひとりしおれていた。帝はその心事を察して、

「まだ汝の亡ち父ちを慰めてやれぬが、やがて呉の国に討入り、建業城下に迫る日は、必ず張飛の仇もそそがずにはおかぬ。張苞よ、悲しむなかれ」と、いたわった。

　ところがこの頃すでに、その仇なる范疆はんきょう、張達の両人は、身を鎖で縛いましめられ、檻車かんしゃに乗せられて、呉の建業から差し立てられ、道中駅路駅路で庶民の見世物に曝さらされていたのであった。

　なぜかというに。

　相次ぐ敗戦の悲報で、呉の建業では、常に保守派とみられる一部の重臣側から、急激に和平論が擡頭していた。この一派の意見としては、

（もともと、蜀は呉と結びたがっていたものだ。それが今日のように国を挙げて敵愾心てきがいしんを奮い起して攻めてきたのは呂蒙りょもう、潘璋、傅士仁、糜芳などに対する憤怒で、今はそれらの者もみな亡んでしまった。残っているのは、范疆はんきょう、張達の二名に過ぎない。しかしあんな人物のために、呉がおびただしい代償を払う理由などは毫ごうもない。早々召捕って、張飛の首と共に、蜀の陣へ返してやるべきである。──そして荊州の地も玄徳へもどしてやり、呉妹ごまい夫人ももとの室へお送りあるように、表ひょうを以て和を求めたなら、蜀軍はたちまち旗を収おさめ、これ以上、呉が天下に威信を墜おとすことはないであろう。現状の推移にまかせていたら、ついにこの建業の城下に蜀の旗を見るような重大事に立ちいたるやも測り知れぬ）

　というのであって、それには勿論、主戦派の猛烈な論争も火の如く駁ばくされたが、結局、一日戦えば一日呉の地が危なく見えてきたので、孫権もそれに同意する結果となってしまったのである。

　で、程秉ていへいを使者として、書簡をささげて、猇亭こていへいたらしめた。すなわち彼は、檻車の中に囚えてきた范疆、張達の二醜しゅうに添うるに、なお沈香の銘木で作った匣はこに塩浸しおびたしとした張飛の首を封じ、併せて、蜀帝玄徳の前にさし出した。

　玄徳はこれを収めた。

　そして、二醜しゅうは、

「孝子へ与えん」

　と、張苞の手にまかせた。

　張苞は、額をたたいて、

「これぞ、天の与えか」

　と、躍りかかって、檻車の鉄扉を開き、ひとりひとりつかみ出して、猛獣を屠殺とさつするごとく斬り殺した。

　そして、二つの首を、父の霊に供えて、おいおい声をあげて哭いた。呉の使いの程秉はそれをながめておぞ気をふるった。

　玄徳は沈黙している。そこで程秉が、

「主君の仰せには、呉妹君をもとの室へお返しして、ふたたび長く好誼よしみをむすびたいと、切にご希望しておられる次第ですが」

　と回答をうながした。

　玄徳は、明瞭に、その媚態外交を、一蹴した。そして、

「朕のねがいはこれしきの事にとどまらん。呉を討ち、魏を平げ、天下ひとつの楽土を現じ、光武の中興に倣ならわんとするものである」

　と明らかに宣した。




一書生



一



　程秉ていへいは逃げ帰るように急いで呉国へ引き揚げた。その結果、ふたたび建業城中の大会議となって、閣員以下、呉の諸将は、今さらの如く蜀の旺盛な戦意を再認識して、満堂の悽気、恐愕きょうがくのわななき、おおうべくもなかった。

「諸員。何をか恐れるか。呉には、幸いにも、国家の柱ともいうべき大才が生れておる。なぜ各位は、かかる時、この人を王にすすめて、以て蜀を破ろうとしないのか」

　ときに一議席からこう提唱した者がある。闞沢かんたく、字あざなは徳潤とくじゅんであった。

　孫権はにわかに眼まなこをかがやかして、

「わが呉下に、そのような大器量な人物がいようとは、予もまだ知らなかった。いまや呉は危急存亡の境にある。もし呉を興すほどな真の大才にして野におるならば、我はその人の履くつを取って迎えることでもするであろう」と、その誰なるかを、闞沢に質ただした。

　闞沢がそれに答えて、

「余人でもありません。それはいま荊州にいる陸遜りくそんです」

　というと、議場はたちまちがやがやし出して、中には、嘲笑ちょうしょうの声すら聞えた。

「……？」孫権は首をかしげている。諸人は騒然と非をささやく。そして張昭、顧雍こようなどの重臣連も、苦笑をたたえて、こもごも反対した。

「呉の国柱と仰がれた人は、その初めを周瑜公しゅうゆこうとなし、次いで魯粛公ろしゅくこうがこれを享うけ、先頃までは、呂蒙公りょもうこうを以て、国家の大事も、この人あればと、衆みな信望していたものでした。──ところが、いま呂蒙も亡なく、国中この難局に心をいため、これらの故人を、仰ぎ慕うこと、まことに切なるものがありますが、まだ以て、黄口こうこうの一儒生じゅせいにすぎない陸遜を目して、護国の英傑と恃たのむものは一人もないでしょう。闞沢はなにを勘ちがいされたか」

　張昭がいうと、顧雍こようも、

「陸遜は元来、文字の人で、軍事には何の才もありはしない。それに年は若いし、世の儒生と同じように柔弱で、どう贔屓目ひいきめに見ても、取り立ててこれという程な秀才とも思われぬから、おそらくは用もちいてみても、部下の諸将が彼に服すまい。上将に服せざるは乱の兆しるしという。要するに、彼を用いて、蜀を破らんなどとは、痴人の夢にすぎないものだ」

　と、痛烈にこき下ろした。

　そのほか反対者はずいぶん多かったが、孫権は一同の反論を退けて、

「陸遜を呼べ」と、すぐ荊州へ早馬をもって命を伝えた。彼にその英断を下させたものは、闞沢が、

（もし私の言に誤りがあったら私の首をお取りになってもよい）

　とまで、責めを一身に負って推挙に努めたにもよるが、もっと心をうごかしていたのは、死んだ呂蒙が生前に陸遜を賞めていたことばであり、また、

（あの呂蒙が、自分の代りに荊州の境の守りに抜擢ばってきしたほどの者とすれば、年は若くても、何か見どころのある人物にちがいあるまい）と、考えたからであった。陸遜は、召しに依って、急遽、建業へ帰って、呉王に謁えっした。そして呉王から、この大任をうけて、汝よくそれに応こたうる自信ありや、と問われると、陸遜は、

「国家存亡の時、辞すべきではありませんから、謹んで大命を拝します」

　と、言外に自信をほのめかしてから、こう云い足した。

「御口ずから大命を降くだしたもう以上、これで充分ですが、願わくは文武の諸大将をことごとく召して、厳かな儀式を営まれ、その上で御命の剣を臣にお授けください」

　孫権は、承知した。

　そこで建業城の北庭に、夜を日についで台を築かせ、百官を列し、式部、楽人を配して、陸遜を壇に登らせた。

　そして呉王孫権手ずから剣を授け、また白旄はくぼう、黄鉞こうえつ、印綬いんじゅ、兵符などすべてを委まかして、

「いま足下を封じて大都督護軍鎮西ごぐんちんぜい将軍とし、拝して婁侯るこうの称を贈る。以後、六郡八十一州ならびに荊州諸路の軍馬を総領せよ」

　と、陸遜に大権をゆだねた。




二



　陸遜が新たに総司令官として戦場へ臨むという沙汰が聞えると、呉の前線諸陣地にある諸将は、甚だしく不満をあらわして、口々に、

「あんな黄口こうこうの小児しょうにが、大都督護軍将軍に任ぜられるとはいったい何事だ」

「あんな文弱の徒に、軍いくさの指揮ができると思うておられるのか」

「呉王のお旨むねが解げし難い。これは何か周囲の者の策謀によるものだろう」

　などと、早くも呉の全面的崩壊ほうかいを口にいう者すらあった。

　そこへ陸遜は着任した。

　荊州諸路の軍馬を集め、丁奉ていほう、徐盛じょせいなどの諸将を新たに加えて、堂々と新鋭の旗幟きしを、総司令部に植えならべた。

　けれど従前から各部署にいる大将連は、昂然こうぜんとして、みな敢えて服さない色を示していた。賀を陳のべてくる者すらない。

　陸遜はすこしも気にかけるふうもなく、日を量はかって、

（軍議をひらくにより参集あるべし）と通告を発し、その日、やむなく集まってきた諸将を下に、彼は一段高い将台に立って、こう云い渡した。

「自分が建業を発するとき、呉王は親しくこの身に宝剣印綬いんじゅを授けたまい、閾しきいの内は王これを司つかさどらん、閾の外の事は将軍これを制せよ。もし配下に紊みだす者あらば、まず斬って後に報ずべしとまで仰せられた。──自分は王のこのご信任に感泣して、一身を顧みるいとまもなくかくは赴任してきたわけである」

　と、まず抱懐の一端をのべて味方のうちにある根拠なき妄説もうせつの一つを粉砕し、また、

「軍中つねに法あり。王法に親なしともいう。各部隊は層一層、軍律を厳に守られたい。もし肯きかずんば、敵を破るまえに、内部の賊を斬らん」と、語尾つよく宣言した。

　諸人は黙然としてただ仏頂面ぶっちょうづらをそむけていた。するとその不満組の一人たる周泰がすこしすすんで将台の上へ呼びかけた。

「さきに前線へ来て悪戦苦闘を続けておられたわが呉王の甥君おいぎみたる孫桓そんかんは、先頃から夷陵いりょうの城に取り籠められ、内に兵糧なく、外は蜀兵に遮断されておる。いま大都督の幸いにこれに臨まれた上は、一日もはやく妙計をめぐらして、まず孫桓を救い出し、もって呉王のお旨を安め奉り、あわせてわれらの士気を昂揚されたい。──借問しゃもんす、大都督には、かかる大計をお持ちなりや」

　陸遜はほとんど問題にしなかった。

「夷陵の一城などは、枝葉にすぎない。それに孫桓はよく部下を用いる人だから必ず力を協せてよく守るだろう。急に救わなくても落城する気づかいはない。むしろ自分が破ろうとするのは蜀軍の中核にある。敵の中核が崩れれば、夷陵の如きはひとりでに囲みが解けてしまうのである」

　聞くと諸将はみな、どっとあざ笑って、

「果たせるかな、この人、無策」と侮蔑ぶべつのささやきを交わしながら退散した。

　韓当かんとう、周泰のふたりなどは、

「かかる大都督を上にいただいていては滅ぶしかない」と、面色を変えたほどだった。

　すると次の日、大都督の名をもって、各部署へ、

（攻め口をかたく守り、敢えて進まんとするなかれ。一人出でて戦うもこれを禁ず）

　という軍令が下った。

「ばかな。もう黙ってはいられない」

　諸将は、憤懣、不平の眦まなじりをそろえて、大都督部へ難詰なんきつに押しかけた。

「われわれは戦に来ているものだ。すでに命を捨ててここに来ている。しかるに、これ以上、手を拱こまねいて、自滅を待つような命を発せられるとは、如何なるお考えであるか。よも、わが呉王としても、そんな消極的なお旨で貴公を任じられたわけではあるまい」

　韓当、周泰などを先にして、各〻、口を極めて反対すると、陸遜は手に剣をとって、

「自分は一介の書生にすぎぬが呉王に代って諸君に令を下すものである。これ以上、異論をさしはさむにおいては、何者たるを問わず、斬って軍律を明らかにするぞ」

　と声を励まして叱咤した。




三



　諸将は黙った。恐れを抱いてみな帰ってしまった。しかし誰ひとり陸遜に服しはしない。むしろ来た時よりも、憤懣ふんまんを内にふくんで、

「青書生めが、急に権力をもつと、ああしてやたらに威張ってみたくなるのだろう」

　などと帰路でめいめい口ぎたなく嘲笑を交わしていた。

　こういう間に、士気いよいよ高い蜀の大軍は、猇亭こていから川口にいたる広大な地域に、四十余ヵ所の陣屋と壕塁ごうるいを築き、昼は旌旗せいき雲くもと紛まがい、夜は篝火かがりびに天を焦がしていた。

「呉軍の総司令は、こんど陸遜りくそんとかいう者に代ったそうだが、聞いたことのない人物である。たれか彼を知っておらぬか」

　敵の組織に改革が行われたと伝えられてきた日、蜀帝はすぐ左右に問うた。

　答えたのは、馬良である。

「敵は思い切った人物を登用したものです。陸遜は江東の一書生でまだ若年ですが、呉の呂蒙りょもうすら、先生と敬って、決して書生扱いにはしなかったと聞いています。深才遠計、ちょっと底が知れない男です」

「それほどな才略を、なぜ今日まで呉は用いずにきたのであろう」

「おそらく彼の親しい友人でも、彼にそんな器量があろうとは、誰も知らなかったのではないでしょうか。さすがに呂蒙は目が高かったとみえ、はやくから彼を用い、呉軍が荊州を襲ったのも、関羽を一敗地に介したのも、呂蒙の奇略といわれていますが、実はすべて、陸遜の智嚢ちのうから出たものでした」

「では、陸遜こそ、わが義弟を討った仇ではないか」

「そう云ってもよろしいでしょう」

「なぜはやく告げなかった。さる仇敵ならば一日とて、朕が旗の前に誇らしてはおかなかったものを。すぐ兵を進めよ」

「まず、ご熟慮を仰ぎます。陸遜の才は、呂蒙に劣らず、周瑜しゅうゆの下でもありません」

「汝は、朕の兵略が、黄口の豎子じゅしにすら及ばんというか」

　馬良はこれ以上いさめる語を知らなかった。帝玄徳は、諸将に令して、陣を押し進めた。

　とかく一致を欠いていた呉の陣営も、蜀の猛陣をまぢかに見ては、もう私議私憤をとり交わしてはいられない。俄然、団結して総司令部の帷幕いばくにかたまり、いかに迎え撃つべきかの指令を、陸遜の眉に求めた。

「現状固守、みだりに動くなかれ。それだけだ」

　陸遜はそれだけいうと、

「や。あの山上は、韓当かんとうの持ち場ではないか。鋭気があり過ぎる」

　心もとなく思ったか、自身馬をとばして、そこへ馳せて行った。そして、

「韓当。軽々しく山を下るな」

　と、今しも、兵馬を揃えて、敵前へ駈け下ろうとする彼を押し止めた。

　韓当はいきり立って、

「大都督、あれを見ないか、野にひるがえる黄羅こうらの傘蓋さんがいこそ、まさしく蜀帝の陣坐するところだ。目前、それを見ながら、内に屈かがんでいるほどなら、もう戦いくさなどはせぬがいい」

「敵の奇変を見ず、ただ形を見れば、そう思うのはむりもない。蜀の玄徳ともある者が目に見えるだけの布陣を以て、身を呉の陣前にさらすわけはない。──浅慮あさはかに彼の罠わなへ士卒を投じるの愚をなすな。幸いなるかな、ときは今、大夏のこの炎天。われ出でず戦わず、ひたすら陣を守って日を移しておるならば、彼は、曠野の烈日に、日々気力をついやし、水に渇かっし、ついには陣を引いて山林の陰へ移るであろう。そのときに至れば、かならず陸遜は号令一下、諸将の奮迅をうながすであろう。将軍、これも呉国のためだ。乞う、涼風すずかぜを懐中ふところに入れて、敵の盲動と挑戦を、ただ笑って見物して居給え」

　全線どこの部署も、うごかないので、韓当もやむなく、拳を握って、陸遜の命のままに、じっとしていた。

　蜀軍はさんざん悪口嘲弄ちょうろうを放って、呉の怒りをしきりに誘った。




白帝城はくていじょう



一



　敵を誘うに、漫罵愚弄まんばぐろうして彼の怒りを駆ろうとするのは、もう兵法として古すぎる。

　で、蜀軍はわざと虚陣の油断を見せたり、弱兵を前に立てたり、日々工夫して、釣りだしを策してみたが、呉は土龍もぐらのように、依然として陣地から一歩も出てこなかった。

　一木の日陰もない曠野だった。夜はともかく昼の炎暑は草も枯れ土も燃えるようだった。それに水は遠くに求めなければならないし、病人は続出するし、士気はだれて、どうにも収拾がつかなくなった。

「いかん。一応、ほかへ陣を移そう。どこか涼しい山陰か水のある谷間たにあいへ」

　帝玄徳も、ついにこの布令ふれをなさずにはいられなくなった。

　すると馬良が注意して、

「いちどにこれだけの軍を退いては大変です。かならず陸遜の追撃を喰いましょう」と、いった。

「案じるなかれ、弱々しい老兵を殿軍しんがりにのこし、いつわり負けて逃ぐるをば、敵がもし図に乗って追ってきたら、朕ちんみずから精鋭を伏せて、これを討つ。敵に計ありと覚れば、うかと長追いはして来ないだろう」

　諸将は、それこそ帝の神機妙算なりとたたえた。けれど、こう説明を聞いてもまだ馬良は不安そうに、

「この頃、諸葛孔明しょかつこうめいはお留守のいとまに、折々、漢中まで出てきて、諸所の要害を、いよいよ大事と固めている由です。漢中といえば遠くもありませんから、大急ぎでこの辺りの地形布陣を図に写して使いにもたせ、軍師の意見をご下問になられてみた上、然るべしとあれば、その後で陣をお移し遊ばしても遅くはないかと思われますが」

　と、なお止めたい顔をしていた。玄徳は微笑して、

「朕も兵法を知らない者ではない。遠征の途に臨んで、何でいちいち孔明に問合わせを出しておられよう。しかし折よく孔明が漢中まで来ておる時であるから、汝が行って、朕の近況を伝え、また戦の模様を語っておくのもよかろう。そして何か意見あらば聞いてまいれ」

　と、馬良にその使いをいいつけた。

　馬良は承って、敵味方の布陣から地形など、克明に写して行った。こう紙の上に描き取ってみると、それは四至八道という対陣になっていた。

　次の日である。

　呉の物見は、ひとつの山の上から鞠まりの転がるように駈け下りて、

「蜀の大軍が、次々と、遠い山林の方へ、陣を移しだしました」

　と、韓当、周泰の前に急報した。

「やっ。そうか」

　と、ふたりはまた、大都督陸遜りくそんの陣まで馬を飛ばして、

「只今、かくかくの報らせがあった」と、告げた。

　このときの陸遜の顔はちょうど旱天かんてんに雨雲を見たように、何ともいえぬ歓びを明るい眉にあらわしていた。

「オオ。そうか！」

「大都督。すぐ全軍へ。追撃の令を発して下さい」

「いや、待った。──来給え我輩と一緒に」

　馬を並べて、高地へ馳けた。

　報告だけでは、まだうかつに行動できないとするもののように、彼はその目で、曠野を一眸ぼうに見た。

「……なるほど鮮やか」

　陸遜は、感嘆の声を放った。兵を退くのは進む以上の技術を要するという。今見れば蜀の大軍は掃いたようにもうあらかた引き揚げていた。そして、呉の陣線の前には、殿軍しんがりの一隊が、一万たらず、残っていた。

「しまった。兵機は一瞬に過ぎるというに、大都督の悠長さが、またしても、絶好なときを逸してしまったではないか。この上は、韓当とそれがしとで、あの一万だけでも、殲滅せんめつしてくれねば気がすまん」

　周泰が地だんだ踏んでいうと、陸遜はそれすら抑えて、

「いや、もう三日待ち給え」

　と、鞭をあげて、あらぬ方角を指しながら、あえて、逸はやり立つふたりの言は、耳にもいれなかった。




二



　周泰は、憤然として、

「一刻を過ったために、この勝機を逸したのに、三日も待っていたら、一体どうなるのだ」

　相手にするもばかばかしいといわんばかり横を向いて地に唾つばした。

　しかし陸遜は、なお鞭をあげたまま彼方を指して、

「そこの谷間、先の山陰などに、陰々たる殺気がある。思うに蜀の伏兵であろう。さるを殿軍しんがりに、弱体の老兵ばかり一万も残して、敵が遠く退いたのは、われを誘わんとする、見えすいた謀はかりごとにちがいない」と説明した。そしてかたく一同の出撃を禁じ、本陣へ帰ってしまった。

「何たる懦弱だじゃくさ」

「書生論の兵学だ。いやはや……」

　人々は陸遜の怯懦きょうだを嘲わらって、もう成るようにしかならない戦と──匙さじ投げ気味に部署についていた。

　その足もとをつけ込んでか、蜀の老兵は、呉の陣前で、わざと甲よろいを解いて昼寝したり、大あくびをしてみせたり、またさんざんに悪口を放ったりして、

「出てこい。来られまい」

　と、揶揄やゆしつづけた。

「もう我慢ができない」

　と周泰、韓当などの諸将は、三日目にまた陸遜のところへ詰めかけてきた──が、陸遜は依然としてゆるさず、

「匹夫ひっぷの勇に逸はやるなどは、各〻の任ではあるまい」と、ほろ苦い顔して圧えた。

　周泰は喰ってかかるように、

「もし蜀勢がことごとく、遠く退陣してしまったら何となさる？」

　と、たたみかけた。陸遜は一言の下に、

「それこそ我輩わがはいのねがう所で、大慶この上もない」と、いった。

　人々は大いに笑った。なるほど、それを唯一の願いとしているのでは無理もない。呆れ果てた大都督よと、その人の目の前で手を叩くという有様であった。

　するとここへまた、物見隊の一将が来て、

「今朝がた、霜ふかきうちに、敵の老兵ども一万も、いつのまにか殿軍しんがりの地を退いて消え失せ、間もなくまた、谷間の底地から、約七、八千の蜀勢があらわれ、黄羅こうらの傘蓋さんがいを囲んで、悠々、遠くへ退いてゆくのが見えました」と、報告した。

「ああ、それこそ玄徳だ。討ち洩らしたり」

　と諸将はまた口惜しがったが、陸遜は、次のような解釈を下してなだめた。

「玄徳は一世の英雄。いかに各〻が切歯せっししたところで、彼が正陣を布いているうちは、打ち破ることはできない。ただ長陣となっては、この炎暑と病人の続出と、士気の惰だすることは、如何ともすることができず、ために、水辺へ陣を移したのだが、それにも入念に計を設け、わざと弱々しい老兵軍をのこして我を誘い、自身は精鋭をそろえて、谷間にかくれていたものだろう。しかし、三日を待つといえども、わが呉軍がうごかないので、ついにしびれを切らして立ち去ってしまった。──順風徐々と我に利あり、見給え諸君、もう十日も出ないうちに、こんどこそ蜀軍は四分五裂の滅亡を遂げるから」

　諸人は、またかという顔して、鼻先で聞いていた。ことに韓当はいまいましげに、

「なるほど。わが大都督は、立派な理論家でいらっしゃる」と、嘲言を弄ろうした。

　それらの者を目にも入れず、陸遜は即座に一書簡をしたためた。呉王孫権へ上のぼすものであった。その書中にも彼は、

（蜀軍の全滅は近きにあります。大王以下、建業城中の諸公も、もはや枕を高うして可なりと信じます）と、書いていた。

　蜀軍のほうでは、その主力を水軍に移し始めていた。陸路には猇亭こていの要害があり、陸遜の重厚な陣線がある。いずれも粘ねばりづよく頑張るのでいたずらに日を費やすのみと、玄徳はやや急を求め始めたのだった。そして呉国の本土へ深く攻め入り、有無なく、呉王孫権との決戦を心に期していたものと思われる。

　それかあらぬかここ数日間、蜀の軍船は続々と長江を下り、江岸いたるところの敵を追ってはすぐそのあとに基地とする水寨すいさいを築いていた。




三



　蜀と呉の開戦は、魏をよろこばせていた。いまや魏の諜報機関は最高な活躍を示している。

　大魏皇帝曹丕そうひは、或るとき、天を仰いで笑った。

「蜀は水軍に力を入れて、毎日百里以上も呉へ前進しているというが、いよいよ玄徳の死際しにぎわが近づいてきた」

　側臣は怪しんで訊ねた。

「そのおことばは如何なる御意によるものですか」

「わからんか、お前たちには。すでに蜀軍は陸に四十余ヵ所の陣屋をむすび、今また数百里を水路に進む。この蜿蜒えんえん八百里にわたる陣線に、その大軍を配すときは、蜀七十五万の兵力も、極めて薄いものとなってしまう。加うるに、陸遜の陣を措おいて、水路から突き出したのは、玄徳が運の極まるものというべきだ。古語にもいう──叢原ソウゲンヲ包ンデ屯タムロスルハ兵家ノ忌イミ──と。彼はまさにその忌を犯したものだ。見よ、近いうちに蜀は大敗を招くから」

　だが、群臣はなお信じきれず、かえって蜀の勢いを怖れ、

「国境の備えこそ肝要ではありませんか」

　と云ったが、曹丕は否と断言して──

「呉が蜀に勝てば、その勢いで、呉が蜀へ雪崩なだれこむだろう。この時こそ、わが兵馬が、呉を取るときだ」と、掌を指すごとく情勢を説き、やがて曹仁に一軍をさずけて濡須じゅしゅへ向わせ、曹休に一軍を付けて洞口方面へ急がせ、曹真に一軍を与えて南郡へやった。かくて三路から呉をうかがって、ひたすら待機させていたのは、さすがに彼も曹操の血をうけた者であった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　蜀の馬良は、漢中に着いた。ときに孔明は漢中に来ていた。

「ご意見もあらば伺ってこいとの帝の仰せでありました。わが軍は、八百余里のあいだ、江こうに添い、山に拠り、いまや四十数ヵ所の陣地をむすび、その先陣は舟行続々呉へ攻め下っている勢いにあります」

　自分で写してきた例の絵図をも取り出して、つぶさに戦況を伝えた。

　しまったといわぬばかりに、孔明ははたと膝を打って嘆じた。

「ああいけない！　誰がそんな作戦をおすすめしたのか」

「他人の容喙ようかいではありません。帝御自ら遊ばした布陣です」

「ううむ……漢朝の命数すでに尽きたか」

「なぜさように落胆なされますか」

「水流にまかせて攻め下るは易やすく、水を溯さかのぼって退くは難い。これ一つ。また叢原をつつんで陣屋をむすぶは兵家の忌いみ、これ二つ。陣線長きに失して力の重厚を欠く、これ三つ。……そうだ、馬良、足下はすぐ大急ぎで戦場へ帰れ。そして孔明の言を奏して、禍いを避け給えと、極力お諫いさめ申しあげてくれ」

「もしその間に、陸遜の軍にお敗れ遊ばしたときは？」

「否々。陸遜は深くは追ってこない。何となれば、彼は魏が機会を狙っていることを、知らないでいるはずはない。──もし事急に迫った場合は、帝を白帝城に入れ奉るがよい。先年、自分が蜀に入るとき、後日のため、そこの魚腹浦ぎょふくほに、十万の兵を伏せておいた。もし陸遜がうかうか追ってくれば、彼は生捕られるばかりだろう」

「魚腹浦なら何度も往来していますが、ついぞ一兵も見たことはありません。嘘でしょう、今のおことばは」

「いや、今に分る」

　一章をしたためて、孔明は成都へ帰り、馬良はふたたび呉の戦場へ馬をとばした。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　呉の陸遜はすでに行動を開始していた。──機到れりと、諸軍をわけて、まず江南第四の蜀軍を捕捉にかかったのである。

　そこは蜀の一将傅彤ふとうが守っていた。これへの夜襲に、呉の凌統りょうとう、周泰、韓当などが、われこそと挙って先鋒を志願したが、陸遜は何か思う旨があるらしく、

「淳于丹じゅんうたんに命じる」

　と、特に指名して五千騎をさずけ、徐盛、丁奉を後詰ごづめにさし向けた。
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　特に選ばれた奇襲の任を名誉として、その夜、蜀の第四陣へ襲よせた淳于丹は、思いもかけぬ南蛮勢や敵将傅彤の武勇に撃退されて、ひどい損害をうけたのみか、一命まで危ういところを、辛くも後詰の丁奉と徐盛の二軍に救われて帰ってきた。

「面目もありません。軍律に照して、敗戦の罪をお訊ただし下さい」

　満身にうけた矢を抜きもあえず、彼は陸遜りくそんの前に出て詫び入った。

「少しもご辺の罪ではない」

　陸遜はあえて科とがめない。むしろ自分の罪だといって、

「まこと昨夜の奇襲は、蜀の虚実を知るため、淳于丹をもって、ちょっと当らせてみただけに過ぎない。しかしそのため、我輩は蜀を破るの法を悟った」

　徐盛がすかさず質問した。

「昨夜のようなことをくり返していたらいたずらに兵を損じましょう。破る法とは？」

「それは今、天下に孔明よりほか知るものはないだろう。幸いに、この戦陣に孔明はいない。これ天が我輩に成功を与えるものだ」

　螺手らしゅを呼んで、彼は貝をふかせた。陣々大小の将士はそれによってたちまち彼の前に集合した。すなわち陸遜は軍令壇だんに立って諸大将に大号令を下した。

「われ戦わぬこと百数十日、天雨あめを注がぬこと月余。いまや機は熟し、天の利、地の利、人の利ことごとく我にあり矣。──まず朱然しゅぜんは、茅かや柴しばの類を船手に積み、江上に出て風を待て、おそらくは明日の午うまの刻を過ぎる頃から東南の風が波浪を捲くだろう。風起らば江北の敵陣へ寄せ、硫黄いおう焔硝えんしょうを投げて、彼の陣々を風に従って焼き払え。──また韓当は一軍を率ひきいて、同時に江北の岸へ上陸する。周泰は江南の岸へ攻めかかれ。そのほかの手勢は臨機に我輩のさしずを待て。かくて明夜をいでず、玄徳のいのちは呉の掌てのうちのものとなろう。いざ征ゆけ」

　大都督の就任以来、このように積極的な命令が発せられたのは初めてであるから、朱然、韓当、周泰などもみな勇躍して準備についた。

　果たせるかな、翌日午の刻の頃おいから、江上一帯に風波が立ちはじめた。その折、蜀の中軍に高々と翻ひるがえっていた旗が折れた。

「そも何の兆しるしか」

　玄徳が眉をひそめると、程畿ていきが奉答した。

「これ、夜襲ようちの兆と古くからいわれています」

　するとそこへ江岸を見張っている番の一将が来て知らせた。

「昨夜から江の上に、無数の舟が漂って、この風浪にも立ち去りませんが」

　玄徳はうなずいて、

「それはもう聞いておる。擬兵の計であろう。令なきうちは、みだりに動くなと、舟手へも厳戒しておけよ」

　次にまた一報があった。

「呉軍の一部が、東へ東へと、移動してゆくそうであります」

「しきりに誘いを試みておるものと思われる。まだうごく時機ではない」

　やがて日没の頃、江北の陣地から煙があがった。失火だろうと眺めていると、少し下流の陣からもまた火があがった。

「この強風に心もとない。関興かんこう、見廻って来い」

　宵になっても火は消えない。いや北岸ばかりでなく、南岸にも火災が起った。玄徳はすぐ張苞を走らせて、万一の救けにさし向けた。

「いぶかしい火である」

　夜空はいよいよ真っ赤に焦こげただれるばかりだった。波の音か、人間の叫喚きょうかんか、すさまじい烈風が飛沫しぶきを捲き、砂をとばした。

「や、や。ご本陣の近くにも」

　誰やらがふいに絶叫した。

　乾ききッている木の葉がちりちり焼け出している。それは帝玄徳の陣坐するすぐ附近の林からであった。

「すわ」

　と、彼の帷幕いばくが狼狽を起したときは、敵か味方か、見分けもつかぬ人影が、右往左往、煙の中を馳け乱れていた。

「敵だっ。呉兵だっ」

　玄徳の眼の前で、もう激しい戦闘が描きだされた。彼は、諸人に囲まれて、馬の背へ押し上げられていた。けれど、そこから味方の馮習ふうしゅうの陣まで走るあいだに、戦袍せんぽうの袖にも、馬の鞍にも、火が燃えついていた。いや走る大地の草も空の梢も火となっている。
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　──ところが、辿たどりついた馮習の陣も、真っ黒な混乱の最中だった。ここでは火ばかりでなく、呉の大将徐盛が襲って、猛烈な炎を味方として、攻め立てていたのである。

「こは、何事？」と、玄徳は茫然としかけた。敵の計の渦中に墜ちているときは、自身の位置が的確に分らないものだった。玄徳の心理はそれに似ていた。

「だめです。ここも危険です。この上は、白帝城へ、一刻も早く白帝城へ」

　誰か、扈従こじゅうのうちで叫ぶ。その声はわななき、それに答える声は、煙にむせぶ。

　夢中で、彼は駒をとばした。焔の中を。煙の中を。それを見て、馮習は、

「お供せん」と、十数騎つれて、追い慕ってきたらしかったが、途中、徐盛に出合って、部下もろとも討たれてしまった。

「それ、玄徳を生捕れ」

　と馮習の首をあげた徐盛は、勢いを加えて、道を急いだ。

　玄徳の前にはまた、呉の丁奉が一軍を伏せて待っていた。

　当然、挟撃されて、進退きわまってしまった。

　もしここへ、味方の傅彤ふとうや張苞ちょうほうなどが馳けつけて来なかったら、彼の運命は呉の大将どもに託されていただろう。しかし折よく彼を慕ってきた味方の救いが間に合ったので、だんだんと厚い囲みに守られ、馬鞍山ばあんざんをさして逃げ落ちた。

　山の頂いただきまで逃げ上って、玄徳は初めて人心地をよびもどした。さあれそこの高きから一方の闇を見渡せば、驚くべし、蜿蜒七十里にも連なる火焔の車輪陣が、地をやき空を焦がしている。ここに立って初めて、玄徳は陸遜の遠大な火計の全貌を知ったのであった。

「恐るべきは陸遜だ」

　時すでに遅く、彼が天を仰いで痛嘆したとき、その陸遜の軍は、馬鞍山のふもとを厚く取り巻いていた。そしてこの一山も火と化してしまうつもりか、諸方の山道から火をかけた。百千の大火龍は、宙をのぞんで、攀よじのぼって来る。

　金鼓のあらし、声のつなみ、玄徳を囲む一団は、立往生のほかなかった。しかし血気な関興、張苞などが側にある。

「お気づかい遊ばすな」

　と、火炎のうすい一道から江岸へ出る麓へ向って遮二無二かけ降って行った。

　ところが、焔の見えないこの道には陸遜軍の伏兵が待っていた。突破して、危地は抜けたものの、伏兵は数を加えてどこまでも追撃してくる。

「火攻めの敵は火で防げ」

　誰やらが、とっさの機智で、道芝へ火をつけた。だが急場の支えに足りない火勢なので、蜀軍はみな矢を折り、甲よろいを投げこみ、旗竿まで焼いて、火勢の助けとした。

　そのため、火は樹々の枝へのぼって、いちどに猛烈な火力をあらわし、追撃してくる呉兵をようやく喰いとめた。

　しかしそうして江岸へ出るや、また新手の敵に出会った。呉の大将朱然がひかえていたのである。

　引き返して、谷へ避けると、鬨ときの声とともに、谷の底から陸遜の旗が湧いてきた。いまは、ここに死なんと、玄徳が絶望のさけびを放ったとき、ふたたび思いがけない援軍が彼の前にあらわれた。

　常山の趙雲子龍ちょううんしりゅうであった。

　どうして、趙雲がこれへ来たかといえば、彼の任地江州は漢中よりもどこよりも最も戦場に近かったので、孔明が馬良と別れて、成都へ帰る際に、

（即刻行って、帝を助けよ）

　と、一書を飛ばしておいたものと思われる。

　いずれにせよ、趙雲の来援は、地獄に仏であった。が、それにしても何と変ったことだろう。かつて玄徳が初めてこの白帝城に入ったときは、七十五万の大軍が駐屯していたものなのに、今はわずか数百騎の供しか扈従こじゅうしていなかったという。

　もっとも趙雲子龍や関興、張苞などの輩は、帝が城に入るのを見とどけると敗軍の味方を糾合きゅうごうすべく、すぐ城外からもとの路へ引き返していた。




石兵せきへい八陣じん
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　全軍ひとたび総崩れに陥おちてからは、七百余里をつらねていた蜀の陣々も、さながら漲みなぎる洪水に分離されて浮島のすがたとなった村々と同じようなもので、その機能も連絡も失ってしまい、各個各隊思い思いに、呉の滔々とうとうたる濁水の勢いと闘うのほかなかった。

　そのため、わずか昨日から今日にかけて討死をとげた蜀の大将は、幾人か知れなかった。

　まず傅彤ふとうは、呉の丁奉軍に包囲されて、

「勝ち目のない戦いに益なき死力を振うよりは、呉に降参して、長く武門の栄誉を担になわんか」

　と、敵からすすめられたのに対して、傅彤は、最後の姿を陣頭にあらわして、

「いやしくも我は漢の大将。何ぞ呉の犬に降らんや」

　と、大軍の中へ駈け入って、華々しく玉砕を遂げた。

　また蜀の祭酒さいしゅ程畿ていきは、身辺わずか十数騎に討ち減らされ、この上は、舟手の味方に合して戦おうと江岸の畔ほとりまで走ってきたところが、そこもすでに呉の水軍に占領されていたので、たちまち、進退きわまってしまった。

　すると、呉軍の一将が、

「程祭酒ていさいしゅ、程祭酒。水陸ともにもう蜀の一旗も立っているところはない。馬を降りて降伏せよ」

　と、いった。

　程畿は髪を風に立てて、

「われ君に従って今日まで、戦いに出て逃ぐるを知らず、敵に会っては敵を打ち砕く以外を知らない」と怒号して答え、四角八面に馬を躍らせて、これまた、自ら首を刎ねて見事な最期を遂げてしまった。

　蜀の先鋒張南は、久しく夷陵いりょうの城を囲んで、呉の孫桓を攻めたてていたが、味方の趙融ちょうゆうが馬を飛ばしてきて、

「中軍が敗れたので、全線崩れ立ち、帝のお行方もわからない」と、告げて来たので、

「すわ」とにわかに囲みを解き、玄徳のあとをたずねて、中軍に纏まとまろうとしたが、

「時こそ来れ」

　と、城中の孫桓が追撃に出て、各所の呉軍とむすびあい、張南、趙融の行く先々をふさいだので、二人も、やがて乱軍の中に、敢あえなく戦死してしまった。

　こういう蜀軍の幹部が相次いで討たれたのみか、遠く南蛮から援軍に参加していた例の蛮将沙摩柯しゃまかにいたるまで、呉の周泰軍に捕捉されて、遂にその首をあげられ、さらに、蜀将の杜路とろ、劉寧りゅうねいの輩は、手勢を引いて、呉の本営へ降人となって、余命を託すというあわれな始末だった。

「わが事成る、わが事成れり。いまは蜀帝玄徳を生捕りにする一事あるのみだ」

　と、呉の総帥陸遜りくそんは、今こそ本来の面目を示し、この大捷を機に、自ら大軍を率いて、敵に息つく間も与えず、玄徳の逃げた方向へ、ひた押しに追いつめて行った。

　すでに、魚腹浦ぎょふくほのてまえまで迫ってきた。ここに古城の一関がある。陸遜は、野営して兵馬を休め、その夕、関上から前方をながめていたが、

「何事だろう。これは」

　彼は非常に愕おどろいた容子ようすで、左右の大将を顧みて云った。

「はるか、山に添い、江に臨んで、一陣の殺気が天を衝くばかりに立ち昇っている。必定、敵の伏兵が、殺さつを含んで待ち受けているものと察せられる。進むべからず、進むべからず──」

　にわかに、十里あまり陣を退いて、入念に行く先をうかがわせた。

　ほどなく、物見の兵が次々に帰ってきたが、云い合わしたように、同じような報告ばかりもたらした。

「おりません。敵らしい者は、一兵も見えません」

　陸遜りくそんは怪しんで、

「はてな？」

　ふたたび山へ登って、彼方の天をじっと見ていた。そして唸うめくようにつぶやきながら降りてきた。

「濛々たる鬼気、凛々りんりんたる殺雲。どうして伏兵でない筈があるものか。物見の未熟にちがいない。老練な隠密を選りすぐってさらに入念に見とどけさせろ」
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　日も傾いて、夜に入ったが、陸遜はなお気にかかるとみえ、幾度も陣前に出て、魚腹浦ぎょふくほの夜空をながめていた。

「ふしぎや、夜に入れば、昼よりもなお、殺気陰々たるものがある。そも、彼処かしこの伏兵は、いかなる神変の兵であろうか」

　さしもの陸遜も、懐疑逡巡かいぎしゅんじゅんして、夜もすがら心の平静を得なかったようである。

　未明の頃ようやく、老練な物見の上手が、

「見届けて来ました」と、立ち帰ってきて話した。

「いくら仔細に探っても、彼処かしこに敵兵がいないことは確実です。けれど江岸の磯から山と山の隘路あいろにわたって、大小数千の石が、あたかも石人せきじんのように積んであります。そこに立つと蕭殺しょうさつたる風を生じ、鬼気肌に迫るものが覚えられまする」

　陸遜はついに意を決して、自身十数騎をつれて、まだ暁闇の頃を、魚腹浦へ向って、彼方此方、視察して歩いた。

　四、五名の漁夫がいたので、陸遜は駒をとめて、

「これこれ。土地ところの者。おまえ達なら知っているだろう。この辺の磯から山に沿って、諸所にうずたかく石の積んであるのはどういうわけだ。何か由謂いわれがあるのか」と、たずねた。

　中でも年老としとった漁夫が答えて、

「先年、この土地へ、諸葛孔明という人が、蜀の国に入る途中船を寄せて、多くの兵をおろし、幾日も合戦の調練や陣組をしておりましたが、やがて船に乗って帰ったあとを見ると、いつのまにか、この附近一帯に、石の門やら石の塔やら、人間に見えるような石組がおびただしく出来上っておりました。それ以来、江の水も、妙な所へ流れ込み、時々、旋風が起ったりするので、誰もあの石陣の内には立ち入らないようになってしまいました」

　陸遜は、これを聞いて、

「さては、孔明の悪戯わるさか」と、ふたたび馬を打って、坡つつみの上へ馳け上がってみた。

　高きにのぼって見渡すと、一見乱立岸々たる石陣にも自ら整々たる布石の相すがたがあり、道に従って四方八面に門戸があった。

「擬兵ぎへい、偽陣。これはただ人を惑わす詐術さじゅつに過ぎない。こんなものに昨日からいらざる惑いを抱いていたことの恥かしさよ」

　陸遜は、呵々と大笑して、やがて水に沿い、山に沿い、石陣の中を一遊して帰ろうとした。

「はてな。ここも行き止りか」

「いや、こちらでしょう」

「いかん、いかん、こう来てはまたもとの道へ出てしまう」

　主従十数騎は、狐に憑つままれたように、彼方此方迷い歩いた。どうしても、乱石の八陣から出られなくなってしまったのである。

　そのうちに、陽はかげって、狂風砂を飛ばし、白波乱岸を搏うって、天地は須史しゅゆのまに、険しい兇相をあらわして来た。

「や、や。軍鼓の音ではないか」

「いや、波の音です。雲の叫び声です」

「過あやまてり。われ擬兵と侮あなどって、ついに孔明の計に陥つ。夜に入っていよいよ風波が加われば、空しくここに水漬みづく屍かばねとなり終ろうも知れぬ」

「日の暮れぬうちに、どこか出口を」

　人々の眼は、しだいに血走ってきた。しかしなお石陣の外へは出られなかった。

　すると、一人の白髪の翁おきなが、ふと前に立って、にやにや笑った。何者かと訊けば、

「自分は諸葛亮しょかつりょうの舅しゅうと黄承彦こうしょうげんの友で、久しくこの先の山に住んでいる者なり」という。

　陸遜が礼を篤うして道を問うと、

「多分、お迷いになっているものであろうと思い、山を降りてこれへ来ました。さあこうお出でなさい」

　杖をひいて、老翁は先に立った。

　苦もなく陸遜とその部下は八陣の外へ出た。

「さようなら。──てまえが八陣の内からあなた方を出してあげたことは、誰にもいわないで下さい。孔明の舅にあたる黄承彦にわるうございますからね」

　白髪の翁は、そういうと、飄々ひょうひょう杖を風にまかせて、暮靄ぼあいの山へ帰ってしまった。

「獲物を追う猟師山を見ず、陸遜たる者が、これまで深入りして来たのは大なる過ちであった。そうだ、わが軍はこれ以上進むべきではない」

　どう考えたか、陸遜は急に、全軍へ令して、飛ぶが如く、呉へ引き揚げてしまった。




孔明を呼ぶ
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　蜀を破ったこと疾風迅雷しっぷうじんらいだったが、退くこともまた電馳奔来でんちほんらいの迅さであった。で、勝ち驕おごっている呉の大将たちは、陸遜りくそんに向って、

「せっかく白帝城へ近づきながら石の擬兵ぎへいや乱石の八陣を見て、急に退いてしまったのは、一体いかなるわけですか、ほんものの孔明が現れたわけでもありますまいに」

　と、半ばからかい気味に訊ねた。

　陸遜は、真面目に云った。

「然り、我輩が孔明を怖れたことは確かだ。けれど引き揚げた理由はべつにある。それは今日明日のうちに事実となって諸公にも分ってくるだろう」

　人々は、一時のがれの遁辞とんじだろうとおよそに聞いていたが、一日おいて二日目。この本営には、櫛くしの歯をひくような急変の報らせが、呉国の諸道から集まってきた。すなわちいう、

「魏ぎの大軍が、三路にわかれ、一道は曹休軍が洞口に進出し、曹真は南郡の境に迫り、曹仁ははや濡須じゅしゅへ向って、雲霞うんかの如く南下しつつあります」──と。

「果たして！」と、陸遜は手を打って、自分の明察の過あやまたなかったことを自ら祝し、また呉国のために、大幸なりしよと、すぐさま対戦の姿勢をとった。

　一方。──彼のために再起し能あたわぬ大敗をうけた帝玄徳は、白帝城にかくれて後、まったく往年の意気もどこへやら、

「成都に帰って群臣にあわせる顔もない」

　と、深宮の破簾はれん、ただこの人の傷心をつつんでいた。そのうちに、漢中で孔明に会った馬良が帰ってきて、孔明のことばを伝えたが、帝は、

「今さらいっては愚痴になるが、丞相のことばに従っておれば、今日のような憂き目には立つまいに」と、いたく嘆いて、遠く彼を慕ったが、依然、成都帰還の事はなく、白帝城をあらためて永安宮とよんでいた。

　その頃、蜀の水軍の将黄権こうけんが、魏に入って、曹丕そうひに降ったという噂が聞えた。

　蜀の側臣は、玄徳に告げて、

「黄権の妻子一族を斬ってしまうべきでしょう」

　と、すすめたが、玄徳は、

「いやいや黄権こうけんが魏に降ったのは、呉軍のためまったく退路を遮断されて、行くにも戻るにも道がなくなったからであろう。黄権われを捨つるに非ず、朕が黄権を捨てた罪だ」

　といって、かえって彼の家族を保護するようにいいつけた。

　その黄権は魏に降って、曹丕にまみえたとき、鎮南ちんなん将軍にしてやるといわれたが、涙をながすのみで少しも歓ばなかった。で、曹丕が、

「いやか」

　と、問うと、

「敗軍の将、ただ一死を免れるを得ば、これ以上のご恩はありません」

　と、暗に仕えるのを拒んだ。

　そこへ一名の魏臣が入って、わざと大声で、

「いま蜀中から帰った細作さいさくの報らせによると、黄権の妻子一族は、玄徳の怒りにふれ、ことごとく斬刑に処されたそうであります」と、披露した。

　聞くと、黄権は苦笑して、

「それはきっと何かのお間違いか、為にする者の虚説です。わが皇帝はそんなお方では決してありません」と、かえってそれらの者の無事を信ずるふうであった。

　曹丕は、もう何もいわずに、彼を退しりぞけた。そしてその後ですぐ三国の地図を拡げ、ひそかに賈詡かくを招き入れた。

「賈詡、朕ちんが天下を統一するには、まず蜀を先に取るべきか、呉を先に攻めるべきだろうか」

　賈詡は、黙考久しゅうして、

「蜀も難し、呉も難し……。要は両国の虚を計るしかありません。しかし陛下の天威、かならずお望みを達する日はありましょう」

「いま、わが魏軍は、その虚を計って、三道から呉へ向っておる。この結果はどうか」

「おそらく何の利もありますまい」

「さきには、呉を攻めよといい、今は不可という。汝の言には終始一貫したものがないではないか」

　曹丕の頭脳はなかなかするどい。謀士賈詡といえど、彼には時々やりこめられることがあった。
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　──だが、賈詡はなお面を冒おかして云った。

「そうです。さきに呉が蜀軍に圧されて敗退をつづけていた時ならば、魏が呉を侵すには絶好なつけ目であったに相違ございません。しかるにいまは形勢まったく逆転して、陸遜は全面的に蜀を破り、呉は鋭気日頃に百倍して、まさに不敗の強味を誇っております。故に、今では呉へ当り難く、当るは不利だと申しあげたわけであります」

「もういうな。御林の兵はすでに呉の境へ出ておる。朕の心もすでに定まっておるものを」

　曹丕は耳もかさなかった。そして三路の大軍を補強して、さらに、彼自身、督戦に向った。

　一面蜀を打ち、一面魏を迎え、この間かん、神速円転、用兵の妙を極めた陸遜の指揮のために、呉は何らのうろたえもなく、堂々、三道の魏軍に接して、よく防ぎよく戦った。

　就中なかんずく。──呉にとってもっとも枢要な防禦線は、主都建業に近い濡須じゅしゅの一城であった。

　魏は、この攻め口に、曹仁をさしむけ、曹仁は配下の大将王双おうそうと諸葛虔しょかつけんに五万余騎をさずけて、濡須を囲ませた。

「ここだに陥とせば、敵府建業の中核へ、まさに匕首ひしゅを刺すものである。全軍それ励めよ。大功を立つるは今ぞ」

　魏帝曹丕が督戦に臨んだ陣もまさにここであった。──で、魏の士気はいやがうえにも振い、江北江東の天、ために晦冥かいめい、戦気紅日を蔽おおい、殺気地軸をゆるがした。

　ときに、濡須の守りに当った呉の大将は、年まだ二十七歳の朱桓しゅかんであった。

　朱桓は若いが胆量たんりょうのある人だった。さきに城兵五千を割さいて、羨渓せんけいの固めに出してしまったので、城中の兵は残り少なく、諸人がみな、

「この小勢では、とても眼にあまる魏の大軍を防ぎきれまい。今のうちにここを退いて、後陣と合するか、後陣をここへ入れて、建業からさらに新手の後うしろ備まきを仰がねば、互角の戦いをすることはできまい」

　恟々きょうきょうと、ふるえ上がっているのを見て、朱桓しゅかんは、主なる部下を会して告げた。

「魏の大軍はまさに山川さんせんを埋めている観がある。しかし彼は遠く来た兵馬であり、この炎暑にも疲労して、やがてかえって、自らの数に苦しむときが来るだろう。陣中の悪疫あくえきと食糧難の二つが彼を待っておる。それに反して、寡兵かへいなりといえ、われは山上の涼地に籠り、鉄壁の険に加うるに、南は大江をひかえ、北は峩が々がたる山険を負う。──これ逸いつをもって労を待つ象かたち。兵法にもこういっておる。──客兵倍ニシテ主兵半バナルモノハ、主兵ナオヨク客兵ニ勝ツ──と。平川曠野へいせんこうやの戦いは兵の数よりその掛合いにあること古来幾多の戦いを見てもわかる。ただ士気乏しきは凶軍である。貴様たちはこの朱桓の指揮を信じて、百戦百勝を信念せよ。われ明日城を出て、その証しるしを明らかにその方たちの眼にも見せてやるであろう」

　次の日、彼はわざと、虚を見せて、敵勢を近く誘った。

　魏の常雕じょうちょうは、短兵急に、城門へ攻めかけて来た。──が、門内は寂せきとして、一兵もいないようであった。

「敵に戦意はない。或いはすでに搦手からめてから逃散したかもしれぬぞ」

　兵はみな不用意に城壁へつかまり、常雕じょうちょうも壕ごうのきわまで馬を出して下知していた。

　轟音一発。数百の旗が、矢倉、望楼、石垣、楼門の上などに、万朶ばんだの花が一ぺんに開いたように翻ひるがえった。

　弩いしゆみや征矢そやが、魏兵の上へいちどに降りそそいできた。城門は八文字にひらかれ、朱桓は単騎乱れる敵の中へ入って、魏将の常雕を、ただ一太刀に斬って落とした。

　前隊の危急を聞いて、中軍の曹仁は、即座に、大軍をひきいて進んできたが、何ぞはからん振り返ると、羨渓せんけいの谷間から雲のごとく湧き出した呉軍が、退路を切って、うしろからとうとうと金鼓を打ち鳴らしてくる。

　実に、この日の敗戦が、魏軍にとって、敗まけ癖ぐせのつき始まりとなった。以後、連戦連敗、どうしても朱桓の軍に勝てなかった。

　ところへまた、洞口、南郡の二方面からも、敗報が伝わった。悪くすると、曹丕皇帝の帰り途すら危なくなって来たので、曹丕もついにここを断念し、無念をのみながら、敗旗を巻いて、ひとまず魏へ引き揚げた。




遺孤いこを託たくす
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　この年四月頃から蜀帝玄徳は永安宮の客地に病んで、病状日々に篤あつかった。

「いまは何刻なんどきか？」

　枕前の燭しょくを剪きっていた寝ずの宿直とのいや典医が、

「お目ざめでいられますか。いまは三更でございます」と、奏した。

　白々と耀かがやき出した燭を見つめながら病床の玄徳は独り言に、

「では、夢だったか……」と、つぶやいた。

　そして夜の明くるまで、亡き関羽や張飛の思い出ばなしを侍臣に語った。

　臣下はみな折あるごとに、

「成都へお帰りあそばして、ゆるゆるご養生あそばしては」

　と、すすめたが、彼は、

「この敗戦をなして、何で成都の臣民にあわせる面おもてがあろうぞ」

　と呉にやぶれたことを、今なおふかく辱はじているらしく、そのたび眉をひそめられた。

　病はようやく危篤にみえた。彼もすでに命を悟ったものか、

「丞相じょうしょう孔明に会いたい」

　と、云い出した。

　すでに危篤の急使はそのとき成都についていたのである。

　孔明は、この報しらせに、すぐ旅装をととのえ、太子たいし劉禅りゅうぜんを都にのこして、まだ幼いとけない劉永りゅうえい、劉理りゅうりの二王子だけを伴うて、旅の道も夜を日に継ぎ、やがて永安宮に来きたりまみえた。

　彼は、かわり果てた玄徳のすがたを見て、その床下に、拝哭はいこくした。

「……近う。もっと、近う」

　帝は、近臣に勅して、龍床の上に座を与え、孔明の背へほそい御手をのばして、こう宣のらせられた。

「丞相よ、ゆるせ。朕ちん、浅陋せんろうの才をもって、帝業をなし得たのは、ひとえに丞相を得た賜たまものであったのに……。ついに御身の諫いさめを用いずかかる敗れを招き、また身の病もいますでに危うきを知る。……朕なき後は、この上にもなお内外の大事すべて御身に託しおくしかない。……朕なき後も、孔明世に在りと、それのみ唯一のたのみとし玄徳は逝くぞよ」

　滂沱ぼうだ、また滂沱、病顔をたるるものは、孔明の頸うなじを濡らすばかりであった。

「陛下。どうか龍体を保たんと、せめて太子がご成人の頃までは」

　と、孔明が咽むせびながらなぐさめると、帝は、かろく面おもてを横に振って、あたりの近臣をみな室の外へ遠ざけた。

　その中に、馬良の弟、馬謖ばしょくもいた。瞼を紅く泣きはらした馬謖のすがたは傷々いたいたしく見えた。

　玄徳は、ふと問うた。

「丞相は、馬謖の才を、日頃からどう観ておるか」

「末たのもしい若者。将来の英雄と見ておりますが」

「いや、病中親しく見ておるに、ことば実に過ぎ、胆量たんりょう才に劣り、行く末、難しい者と思われた。心して用いられよ」

　と、平常のごとくそんなことを語ったりしていた。しかし黄昏れ近く、にわかに容態が改まったと思うと、

「諸臣はみな詰めておるか」

　と問い、孔明が臣下みな一睡もせず詰めております──と答えると、

「では、病帳を開け」

　と命じて、龍床から一同のものへ最後の謁えつを与えた。そしてまた、

（太子劉禅りゅうぜんに与うるの遺詔いしょう）

　を諸臣にあずけ、かならず違背あるなかれと告げよと云い終ると、ふたたび眼をとじていたが、やがて孔明にむかい、

「朕ちん、賤土せんどに育ち、書は余り読まなかったが、人生の何たるやは、この年までにほぼ解したつもりである。もういたずらに歎くをやめよ」

　といい、何か最期の一言を告げんとするらしく、その唇はおごそかに息をととのえていた。




二



　玄徳と孔明の仲も、今や両者の幽明の境は、わずか幾つかの呼吸をする間しかなかった。

　われを忘れて、孔明は帝の龍床にすがり、面を寄せて、涙のうちに云った。

「何か仰せ遺のこす詔みことのりがありましたら、どうぞおつつみなくお命じ下さい。孔明、不才ですが、余命のあらんかぎりは、胆きもにお言葉を銘じて、必ずお心残りはないように仕りましょう」

「よくいうてくれた。玄徳はいまを以て世を去るであろう。わが為すことは尽きた。ただ丞相の誠忠を信じて、大事の一言を託しおけば、もう何らの気がかりもない」

「……一言の大事と仰せ遊ばすのは」

「丞相よ。人将まさに死なんとするやその言よしという。朕の言葉に、いたずらに謙譲であってはならぬぞ。……君の才は、曹丕に十倍する。また孫権ごときは比肩ひけんもできない。……故によく蜀を安んじ、わが基業をいよいよ不壊ふえとなすであろう。ただ太子劉禅は、まだ幼年なので、将来は分らない。もし劉禅がよく帝たるの天質をそなえているものならば、御身が輔佐してくれればまことに歓ばしい。しかし、彼不才にして、帝王の器うつわでない時は、丞相、君みずから蜀の帝となって、万民を治めよ……」

　孔明は拝泣して、手足の措おくところも知らなかった。何たる英断、何たる悲壮な遺詔であろう。太子が不才ならば、汝が立って、帝業を完うせよというのである。孔明は、龍床の下に頭を打ちつけ、両眼から血を流さんばかり哭ないていた。

　玄徳はさらに幼少の王子劉永りゅうえいと劉理のふたりを側近くまねいて、

「父のない後は、おまえたち兄弟は、孔明を父として仕えよ。もし父の言に反そむくときは不孝の子であるぞ。よいか……」

　と、諭さとして、しばし人の親として名残り惜しげの眼まなざしをこらしていたが、ふたたび孔明に向って、

「丞相、そこに坐し給え。朕の子らをして、父たる人へ、誓拝をさせるであろう」

　と、云った。

　ふたりの王子は、孔明のまえに並んで、反かざることを誓い、また再拝の礼をした。

「ああこれで安心した」

　と玄徳はふかい呼吸を一つして、傍らの趙雲子龍ちょううんしりゅうをかえりみ、

「御身とも、百戦万難の中を久しく共歓共苦してきたが、ついにきょうがお別れとなった。晩節を香かんばしゅうせよ。また丞相とともに、あとの幼き者たちをたのむぞ」

　と、一言し、また李厳にも、同じ言をくりかえし、そのほかの文武百官にたいしては、

「すでに命めいのせまるを覚ゆ。一々汝らに言を付嘱ふしょくするを得ない。それみな一致して社稷しゃしょくを扶け、おのおの保愛せよ」

　云い終ると、忽然、崩じた。とき寿齢六十三歳。蜀の章武三年、四月二十四日であった。

　永安宮中、なげきかなしむ声のうちに、孔明はやがてその霊柩れいきゅうを奉じて、成都へかえった。

　太子劉禅りゅうぜんは、城を出て迎え、哀痛して、日々夜々の祭を営んだ。

　そして、父の遺詔いしょうをひらき、読み拝して、

「かならず泉下の御心を安んじ奉りまする」

　という旨を、祭壇にこたえ、また群臣に誓った。

　蜀の臣下もまた、先帝の遺詔を、暗誦するばかりくり返しくり返し読んで、かならず違背いはいなきことを孔明に約した。

「国は一日も、君なくんばあらず」と、孔明は百官に議して、その年、太子劉禅を皇帝の位に上せて、漢の正統を継ぐの大式典を執り行った。

　同時に改元して、章武三年は、建興元年とあらためられた。

　新帝劉禅、字あざなは公嗣こうし。ときまだ御年は十七歳であったが、父の遺詔を奉じて、よく孔明を敬い、その言を尊んだ。

　帝のお旨によって、孔明は武卿侯ぶきょうこうに封ぜられ、益州の牧ぼくを領した。また、その年八月、恵陵けいりょうの大葬がすむと、国議は、先帝劉玄徳に、昭烈しょうれつ皇帝と諡おくりなした。

　大赦たいしゃの令が発せられ、国中みな、昭烈皇帝の遺徳をたたえ、また新帝の治世に、その余光あれと祈った。




魚紋



一



　玄徳の死は、影響するところ大きかった。蜀帝崩ず、と聞えて、誰よりも歓んだのは、魏帝曹丕そうひで、

「この機会に大軍を派せば、一鼓して成都も陥おとすことができるのではないか」

　と虎視眈々たんたん、群臣に諮はかったが、賈詡かくは、

「孔明がおりますよ」といわぬばかりに、その軽挙にはかたく反対した。

　すると、曹丕の侍側から、ひとりつと起って、

「蜀を伐うつは、まさに今にあり、今をおいて、いつその大事を期すべきか」

　と、魏帝の言に力を添えた者がある。

「何ぴとか？」と、人々が見れば、河内温城かだいうんじょうの人、司馬懿しばい、字は仲達ちゅうたつだった。曹丕は、ひそかに、会心の面持で、

「司馬懿。その計は」と、流し目にたずねた。

　仲達は一礼して、

「ただ中原に軍を起してみても、事容易には、お味方の有利とは参りますまい。さりながら五路ろの大軍をもって、孔明に、首尾相救うこと能あたわざらしめれば、なんぞ、蜀の嶮も、破り得ぬことがありましょう。まして今、玄徳亡く、遺孤いこ劉禅りゅうぜんをようやく立てたばかりの敵の情勢においてはです」

「五路とは、いかなる戦法か」

「まず、遼東りょうとうへ使いをはせて、鮮卑せんひ国王へ金帛きんぱくを送り、遼西りょうせいの胡夷勢えびすぜい十万をかり催して、西平関せいへいかんへ進出させること。これ一路であります」

「うむ。第二路は」

「遠く、南蛮国へ密簡を送り、国王孟獲もうかくに、将来大利ある約束を与え、蛮兵十万を催促して、益州の永昌、越雋えっしゅんなどへ働かせ、南方より蜀中を脅かさしめる──これ二路であります」

　仲達の雄弁は、陳のべるに従って懸河けんがのごときふうがあった。

「第三路は、すなわち隣好の策を立てて、呉をうごかし、両川、峡口きょうこうに迫らせ、第四路には、降参の蜀将孟達もうたつに命じ、上庸じょうようを中心とする十万の兵をもって涪城ふじょうを取らしめます。さらに、第五路には、ご一族の曹真そうしん将軍を、中原ちゅうげん大都督となして、陽平関より堂々蜀に伐うち入るの正攻、大編隊を率いさせ給えば、たとい孔明が、どう智慧をめぐらしてみても、五路五十万という攻め口を防ぐことはできますまい」

　規模の遠大、作戦の妙。言々信念をもっていうその荘重な声にも魅せられて満堂異議を云い立てる者もなく、わけて曹丕は絶大な満足をもって、

「直ちにその方針をとれ」

　と、決定を与えた。

　使者はたちまち五方に急ぎ、魏都の兵府はいまや、異様な緊張を呈した。ただ一抹まつのさびしさは、この頃すでに、曹操時代の功臣たる張遼ちょうりょう、徐晃じょこうなどという旧日の大将たちは、みな列侯に封ぜられて、その領内に老後を養っている者が多かったことである。

　さはいえ、また新進の英俊も決して少なしとはしない。曹操以来、久しく一文官として侍側するに止まっていた仲達が、嶄然ざんぜん、その頭角をあらわして来たことなども、まさに時代の一新を物語っているものであろう。

　一方、蜀の成都は、その後、どういう情勢にあったかといえば、政務すべて孔明の裁断にまかせられ、旧臣みな結束して、玄徳の歿後も微動だにしないものを示していた。

　そのあいだに、故車騎将軍張飛のむすめは、ちょうどことし十五になっていたので、幼帝劉禅りゅうぜんの皇后として、正宮にかしずき入れることとなった。

　ところが、この祝典があってからまだ幾日も経ないうちに、魏の大軍が五路より蜀に進む──という大異変が報ぜられた。しかもかんじんな丞相孔明は、どうしたのかここ数日、朝廟ちょうびょうにもそのすがたすら見せなかった。




二



　国境五方面から危急を告げてくる早馬は櫛くしの歯をひくように成都の関門を通った。

　事態の重大性と、朝野の不安は、そのたびに濃厚になった。伝えられる五路の作戦による魏の大侵略の相貌は、次のようなものだと一般のあいだにも喧伝けんでんされた。

　第一路は。──遼東鮮卑国せんひこく（遼寧省）の兵五万が、西平関せいへいかん（甘粛省・西寧）を犯して四川しせんへ進攻して来るもの。

　第二路は。──南蛮王（貴州・雲南・ビルマの一部）の孟獲もうかくが、約七万をもって益州の南部を席巻して来ようとするもの。

　第三路は。──呉の孫権が長江をのぼって峡口きょうこうから両川へ攻め入るもの。

　また第四路は。──反将孟達を中心に上庸じょうようの兵力四万が漢中を衝く。

　さらに第五路としては。──大都督曹真の魏軍の中堅を以てし、陽平関を突破し、東西南北四境の味方と呼応して、大挙、蜀に入って、成都をふみつぶさんとするもので──これら五路の総軍を合するとその兵力は五、六十万をこえるであろうと想像された。

　幼帝劉禅の怯おびえられたことはいうまでもない。父帝とわかれたのもつい昨日、蜀の皇帝に立ったのもわずか昨今である。

「孔明はどうして見えぬか。疾とく孔明を召しつれよ」

　と、ひたすら丞相ひとりを力にされて幾度も問われた。

　もちろん宮門からは何度となく孔明に使いが通っていた。けれど孔明は門を閉じて、

「近頃、病のために、朝ちょうにも参内し得ぬ始末」

　とのみで、いかに事態の大変を取次がせても、顔すら見せないというのであった。

　後主こうしゅ劉禅は、いよいよ怖れかなしみ、勅使として、黄門侍郎こうもんのじろう董允とういんと諫議大夫かんぎたいふ杜瓊とけいのふたりをまたさしむけられた。

　ふたりは、早速、丞相の府を訪ねた。ところが、噂のとおり、門は閉ざされ、番人はかたく拒んで、何といっても、通さない。やむなく二人は、門外から大音をあげて、

「魏の曹丕そうひ、五路の兵を起し、わが国防はいま五面ことごとく危うきに瀕しておる。さるを、丞相ともある御方が病に託して、朝にもお出でなきは、一体いかなるお気持であるか。先帝孤みなしごを丞相に託されてより幾日も経ず、恵陵けいりょうの墳墓の土もまだ乾いていない今日ではないか」

　と、腹立ちまぎれに罵った。

　すると、内苑を走ってきた人の跫音あしおとが、門を閉めたまま、内から答えた。

「丞相には、明朝早天、府を出られて、朝廟に会し、諸員と議せんと仰せられています。今日はおもどりあれ」

　やむなく、二人は立ち帰って、ありのままを、帝に奏し、なお百官は、明日こそ丞相の参内ありと朝から議堂に集まっていた。

　ところが午ひるも過ぎ、日は暮れても、ついに孔明は来なかった。紛々ふんぷんたる怨みや、非難の声を放って、百官はみな薄暮に帰り去った。

　帝の心痛は一通りでない。次の日明けるや否、杜瓊とけいを召されて、

「事は急なり、孔明はさらに朝ちょうせず、そも、このときをいかにせばよいか」と、諮はかられた。

「やむを得ません。この上は、帝おんみずから、孔明の門に行幸みゆきされ、親しく彼の意中をお問い遊ばすしかないでしょう」

　後主劉禅は、西宮に入って、母なる太后にまみえ、

「行って参ります」と、仔細を告げた。

　太后も仰天されて、

「どうしてあの孔明が、先帝の遺勅に反そむくようなことをもうするのであろうか」

　と、自身駕を向けて、孔明に問わんといわれたが、太后の出御を仰ぐのは、あまりに畏れ多いと、帝は直ちに丞相府へ行幸された。

　愕おどろいたのは、市吏や門吏の輩である。突然の行幸に、身のおくところを知らず、拝跪はいきして、御車を迎えた。

「丞相はいずこに在るか」

　帝は車を降りて、三重の門まで、歩行してすすみ、吏に問われると、吏は恐懼きょうくして拝答した。

「奥庭の池のほとりで、魚の遊ぶのを根気よく眺めておられます。多分、いまもそこにおいでかと思われますが」




三



　帝はただおひとりでつかつかと奥の園へ通って行かれた。見ると果たして池の畔に立ち、竹の杖に倚よって、じっと、水面を見ている者がある。

「丞相、何しておられるか」

　帝がうしろから声をかけると、孔明は杖を投げて、芝の上に拝伏した。

「これは、いつの間に？ ……お迎えもいたさず、大罪おゆるし下さいまし」

「そのような些事さじはともあれ、魏の大軍が、五路に進んで、わが境を犯そうとしている。丞相は知らないのか」

「先帝、崩ぜられんとして、不肖なる臣に、陛下を託され、また国事を嘱しょくし給う。何で、昨今の大事を知らずにいてよいものですか」

「ではなぜ朝議にすがたを見せないのか」

「ただ宰相たるのゆえをもって、無為無策のまま臨んでも、かえって諸員に迷妄を加えるのみですから、暫しじっと、孤寂こじゃくを守って、深思していたわけであります。そしてこうして、日々池の畔ほとりに立ち、魚の生態をながめ、波紋の虚と、魚游の実とを、この世の様さまに見立てて思案しているうちに今日ふと、一案を思い泛かべました。……陛下、もうお案じ遊ばされますな」

　と、孔明は、帝を一堂に請しょうじて、かたく人を遠ざけ、次のごとき対策をひそかに奏上した。

「わが蜀の馬超は、もと西涼せいりょうの生れで、胡夷えびすの間には、神威天将軍と称となえられ、今もって、盛んな声望があります。故に、彼を向けて、西平関を守らせ、機に臨み、変に応じて、胡夷の勢をよく馴致じゅんちするときは、この一路の守りは、決して憂うるに足りません」

　また二路の防ぎに対しては、さらに説いて、

「由来、南蛮の将兵は、猛なりといえども、進取の気はうすく、猜疑さいぎふかく、喧騒けんそう多く、智をもって計るに陥おちいりやすい弱点をもっています。で、すでに臣檄文げきぶんをとばして魏延ぎえんに擬兵の計をさずけ、益州南方の要所要所へ配備させてありますから、これまた、宸襟しんきんを悩まし給うには及びませぬ」

　と云い、

「──なお、上庸じょうようの孟達もうたつが、漢中へ進攻してくる形勢ですが、彼は元来蜀の一将であり、詩書には明るく、義においては、お味方の李厳りげんとすこぶる心交のあった人物です。義を知り、詩書を読むほどの人間に、良心のないわけはありませぬ。依って、生死の交わりをなした李厳を、その方面の防ぎに当て、私が文章を作って、それを李厳の書簡として書かせたものを、彼の手から孟達へ送らせるのです。──さすれば孟達の良心は自らの苛責かしゃくに、進むも得ず、退くも難く、結局、仮病けびょうをつかって、逡巡しゅんじゅん日を過してしまうでしょう。……次には、魏の中軍たる曹真の攻め口、陽平関の固めですが、彼処は屈強な要害の地勢、加うるに、趙雲ちょううん子龍が拠よって守るところ、めったに破られる怖れはありません。──かく大観してくれば、以上の四路は憂うるに足らずで、この同時作戦は、いかにも大掛りではありますが、我にとっては、懸け声だけのものに過ぎぬと断じてもよい程であります。しかし、なお念のために、臣さきに密命をくだして、関興、張苞ちょうほうの二人に各〻兵二万をさずけ、遊軍として、諸方の攻め口に万一のある場合、奔馳ほんちして救うべしといいつけてありますから、どうか御心を安められますように」

　と、初めてこのことを、帝劉禅りゅうぜんの奏聞そうもんに入れて、万端のそなえを打ち明け、最後に、

「ただ、ここに問題は、何といっても、呉のうごきでありましょう」

　と、彼はここにいたると、眸ひとみをつよめ、語気をあらためて、要するに全対策の主眼は、一に呉にあるものであるという胸中の確信を、その容子ようすにあらわして云った。

「臣、はかるに、呉は魏が軍勢を催促しても、従来の感情、国交の阻隔そかくなどからも、決して軽々しく、その命に従うものではありますまい。……ただここに、ひとつの危険を予想されるのは、蜀境四路の戦況が、魏の有利にうごいて、蜀の敗れが見えた場合のみです。歴然、それと見えたときは、呉も雷同して、潮うしおの如く、峡口きょうこうから攻め入ってくるでしょう。けれど蜀の守りが不壊鉄壁ふえてっぺきと見えるあいだは、呉はうごきません。魏の下風かふうに立つものではありません。……で今、私が思案中のものは、この際の重大な使命をおびて、その呉へ使いにゆく人物です。誰がよいか、その人を、しきりに求めているところですが……さて？」
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　孔明とともに、深苑しんえんの一堂に入られたまま、時経っても、帝のおもどりがないので、門外に佇立ちょりつして、待ちくたびれていた侍従以下の供人たちは、

「どう遊ばしたのであろう？」

　と、あやしみ疑い、はや還幸をおすすめ申さんかなどと、寄り寄りささやき合っていた。

　ところへ孔明が帝のうしろに従ってようやく此方へ歩いてくるのが拝された。帝の御気色みけしきは、これへ来る前とは別人のように晴々として明るい笑くぼすらたたえておられる。百官はその御容子を仰ぐとみな、

（これは何か孔明にお会い遊ばしてよい事があったにちがいない）

　と推察し、御車に扈従こじゅうの面々まで、にわかに陽気になって、還幸の儀伎ぎじょうは甚だ賑わった。

　するとそのお供のうちで、天を仰いで笑いながら、独りよろこびをなしている者があった。孔明はちらと注意していたが、やがて御車が進みかけると、

「君だけ後に残っておれ」

　と、その男を止め、お見送りをすましてから、

「こっちへ来い」

　と、門内へ導いた。

　そして一亭の牀しょうに席を与えて質問した。

「君はどこの生れか」

「義陽ぎよう新野しんやのものです」

「姓名は」

「鄧芝とうし字あざなは伯苗はくびょう」

「いまの官職は」

「戸部尚書こぶしょうしょで、蜀中の戸籍をいま調査しておりますが」

「戸籍の事務などは君の適任であるまい」

「そんなことは思っておりません」

「なぜ最前、お供の列のうちで、ひとり笑っていたか」

「実に愉快でたまりませんから」

「何がそんなに楽しい？」

「何がって、魏五路進攻にたいして、確然たる大策をお示しになられたでしょう。蜀の一民として、これを歓ばずにおられましょうか」

「君は、油断のならぬ奴だ」

　孔明は睨むような眼をした。しかしそれはむしろ鄧芝とうしの才を愛するような眼だった。

「かりに君がその策を立てるとしたら、この際、いかなる方策をとるか」

「私はそんな大政治家ではありませんが、四路の防ぎは、やさしいと思います。問題は呉に打つ手一つだと思いますが」

「よし。汝に命じる」

　孔明はにわかに厳かにいって、さらに彼を一堂に入れ、密談数刻に及んでいたが、やがて酒を饗応きょうおうして帰した。

　あくる日、孔明は、初めて朝ちょうにのぼった。そして後主劉禅りゅうぜんに奏して、

「呉へ使いにやる男を見出しました。破格な抜擢ですが、勅許を賜りますように」

　すなわち、鄧芝を推薦したのであった。鄧芝は感激して、

「この使命を全うし得なければ生還を期さない」

　ととなえて、即日出発した。

　このとき、呉は、黄武元年と改元し、いよいよ強大をなしていたが、魏の曹丕から、（共に蜀を伐って、蜀を二分せん。われに四路進攻の大計あり、よろしく呉貴国も大軍をもって、江を溯り、同時に蜀へなだれこめ）という軍事提携の申し入れにたいして、可とする者、非とするもの、両論にわかれて、閣議は容易に一決を見なかった。

　孫権も、断乎たる命をくだしかねて、

（この上は、陸遜りくそんを呼んで、彼の意中をきいてみよう）

　と、使いを派して、急遽、彼の建業登城をうながしていた際であった。

　建業の閣議に臨むと、陸遜は抱負をのべて、両途に迷っている国策に明瞭な指針を与えた。

「いま魏の申し入れをはねつければ、魏はかならず遺恨をむすび、或いは、蜀と一時的休戦をして矛ほこを逆さかしまにするやもしれない。さりとて彼の頤使いしに甘んじて、蜀を伐つには、その戦費人力の消耗には、計り知れぬものがあり、これに疲弊ひへいすれば、禍いはたちまち次に呉へ襲ってくるであろう。また魏には賢才は多いが、蜀にも孔明がいる以上、そう簡単に敗れ去ろうとは思われぬ。──如しかず、この際は、進むと見せて進まず、戦うと見せて戦わず、遷延せんえんこれ旨として、魏軍の四路の戦況をしばらく観望しているに限る。もし魏の旗色が案外よければ、それはもう問題はない。わが軍も直ちに蜀へ攻め入るまでのことである」
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　要するに、陸遜の献策は。

　一つには魏の求めに逆らわず、二つには蜀との宿怨しゅくえんを結ばず、三つにはいよいよ自軍の内容を充実して形勢のよきに従う。

　ということであった。

　呉の方針は、それを旨として、以後、軍は進めて、あえて戦わず、ただ諸方へ細作さいさくを放って、ひたすら情報をあつめ、蜀魏両軍の戦況をうかがっていた。

　──と、果たせるかな、四路の魏軍は、曹丕そうひの目算どおり有利には進展していない。まず、遼東勢は西平関せいへいかんを境として、蜀の馬超に撃退されている模様だし、南蛮勢は、益州南方で蜀軍の擬兵の計に遭あって潰乱かいらんし、上庸の孟達はうそかほんとか病と称して動かず、中軍曹真もまた敵の趙雲に要害を占められて、陽平関も退しりぞき、斜石やこくからも退き、まったく総敗軍の実状であると伝えられた。

「……ああ、実によかった。もし陸遜りくそんのことばを容れずに、呉が進んでいたら、わが呉の苦境に至ったことは想像にも余りあるものだった。まさに、陸遜の先見は、神算というものであった」

　孫権も、今となっては、心から僥倖ぎょうこうを祝して、その善言を献じた陸遜に対して、いよいよ信頼を加えた。

　ところへ、蜀の国から鄧芝とうしという者が使者として来たことが披露された。

　張昭は、孫権に云った。

「これはかならず孔明の意中をふくんで来た者にちがいありません」

「どう待遇するか」

「まず、その使者を、試みてごらんなさい。どんな人物か。彼の申し出でに、どう答えるかは、その上でよいでしょう」

　孫権は、武士に命じて、殿前の庭に、大きな鼎かなえをすえさせた。それへ数百斤の油をたたえ、薪まきを積んで、ふつふつと沸たぎらせた。

「蜀使を通せ」

　孫権は群臣と共に、階を隔てて傲然ごうぜんと待ちかまえる。千余人の武士は、階下から宮門にいたるまで、戟げき、戈ほこ、鎗、斧おのなどを晃々こうこうと連ねて並列していた。

　この日、客館を出て、初めて宮門へ導かれた鄧芝は、至極粗末な衣冠をつけ、元来風采もあがらない男なので、供の者かと間違われるほど、威儀も作らず簡単に案内のあとからついて来た。

　が、この男、呉宮城内に満つる剣槍にも、少しもおそれる色がないし、大釜に煮え立っている油の焔を見ても、ほとんど何らの感情もあらわさない。ただ、階下へ来るとニコとして、孫権の座壇を振り仰いでいた。孫権は、簾を巻かせて、見おろすや否、大喝だいかつして、

「わが前に来て、拝を執らないやつは、どこの何者だ」

　と、叱った。

　鄧芝は昂然と、なお突っ立ったままで、

「上国の勅使は、小邦の国主に拝をしないのが慣いである」

　孫権は、その顔を、油の鼎かなえのようにして、

「小癪こしゃくなやつ。汝、三寸の舌をもって、酈食其れきいきが斉王せいおうを説いた例にでもならおうとするのか。あわれむべき奴。たとえ汝にいにしえの随何ずいかや陸賈りっかのごとき弁ありとも、やわかこの孫権の心をうごかし得べきか。帰れ帰れ」

「ははは。あははは」

「匹夫、何を笑う？」

「呉には豪傑も多く賢人も星の如しと聞いていたが、何ぞ知らん、一人の儒者を、これほど怖れようとは」

「だまれ、誰が汝ごときを怖るるか」

「ではなぜそれがしの舌を憂い給うか」

「汝を用いるは孔明である。はかるに孔明は、使いをもって、わが呉と魏のあいだを裂き、代るに、呉と蜀との旧交をあたためんとするものであろうが」

「臣はかりそめにも蜀帝国の御使おんつかいであり、また蜀中より選ばれたる第一の使臣たり儒者たるもの。迎うるに、剣槍の荊路けいろを以てし、饗きょうするに、大釜の煮え油を以てするとは、何事であるか。呉王を初め建業城中の臣下には、よくこの一人の使いを容れる器量をお持ちなきか。まことに、案外なことであった……」

　憮然としていうと、さすがに衆臣も恥じ、孫権もやや自分の小量を顧みたものか、にわかに厳いかめしい武士はみな退けて、初めて彼を殿上の座に迎え上げた。
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「あらためて問うが、足下そっかは蜀の説客として、この孫権に、何を説こうとして来たか」

「最前、大王が仰っしゃった通り、蜀呉両国の修交を求めに来ました」

「それならば、予は大いに危ぶむ。すでに蜀主玄徳亡く、後主は幼少であるから、よく今後も国家の体面を保ち得るかどうか」

　ここまで孫権が切り出してくると、鄧芝とうしはわがものだと胸のうちで確信をもった。

「大王も一世の英賢、孔明も一代の大器。蜀には山川の嶮あり、呉には三江こうの固めありです。これを以て、唇歯しんしの提携をなすのに、なんの不足不安がありましょう。大王はこの強大な国力をもちながら、魏にたいして臣と称しておられますが、いまに見ていてご覧なさい。魏は口実をみつけて、かならず王子を人質に求めてきましょう。そのときもし魏の命に従わなければ魏は万鼓ばんこして呉を攻め、併せてわが蜀には好条件を掲げて軍事同盟を促うながしてくるにきまっている。──長江の水は下るに速し、かりに蜀軍の水陸軍が魏の乞いを容れるとしたときは、呉は絶対に安全であり得ましょうか」

「…………」

「大王にはいかが思われますか」

「…………」

「ああ。やんぬる哉かな。大王には初めからそれがしを説客と見ておられる。そして詭弁きべんに詐あざむかれまいというお気持が先になっている。それがしは決して私一箇の功のためにこの言を吐くものではありません。一に両国の平和をねがい、蜀のため、呉のために、必死となって申し上げたのです。ご返事はお使いをもって蜀へお達しください。もう申しあげるべき使者の言は終りましたから、この身は自ら命を絶ってその偽りでないことを証明してお目にかけます」

　鄧芝とうしはこう云い切るや否、やにわに座から走り出して、階欄の上から油の煮え立っている大鼎おおかなえの中へ躍り込もうとした。

「やあ、待ち給えっ、先生」

　孫権がこう大呼したので、堂上の臣は馳け寄って、あわやと見えた鄧芝を後ろから抱き止めた。

「先生の誠意はよく分った。他国に使して君命を辱はずかしめぬ臣あり、またその人を観てよく用いる宰相のあるあり、蜀の前途は、この一事を見ても卜ぼくするに足る。──先生、まず上賓じょうひんの席につかれい。貴国のご希望は充分考慮するであろうから」

　俄然、孫権は態度をかえた。たちまち侍臣に命じて、後堂に大宴を設け、上賓の礼をとって、鄧芝を迎えあらためた。

　鄧芝の使命は大成功を収めた。彼の熱意が孫権をして翻然ほんぜんと心機一転させたものか、或いはすでに孫権の腹中に、魏を見捨てる素地したじができていたに依るものであろうか。いずれにせよ呉蜀の国交回復はここにその可能性が約されて、鄧芝は篤くもてなされて十日も建業に逗留していた。

　その帰るにあたっては、呉臣張蘊ちょううんが、あらためて答礼使に任ぜられ、鄧芝とともに、蜀へ行くことになった。

　だが、この張蘊は、鄧芝にくらべると、だいぶん人物が下らしく、

（まだまだ易々やすやすと調印はゆるさぬ。この眼で蜀の実状を観た上のことだ。条約の成るか成らぬかはおれの復命一つにある）といわぬばかりな態度で蜀へ臨んだ。

　蜀では、対呉政策の一歩にまず成功を認めたので、後主劉禅りゅうぜん以下、国を挙げて歓びの意を表し、張蘊が都門に入る日などはたいへんな歓迎ぶりであった。

　ために張蘊はよけいに思い上がって、蜀の百官をしり眼に見くだし、殿に上っては、劉禅りゅうぜん皇帝の左に坐して、傲然ごうぜん、虎のような恰好をしていた。

　三日目には彼のための歓迎宴が成都宮の星雲殿にひらかれた。この晩も、張蘊は傍若無人に振る舞っていたが、孔明はいよいよ重く敬って、その意のままにさせていた。
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　酒、半酣はんかんの頃、孔明は張蘊ちょううんに向って、

「先帝の遺孤劉禅の君も、近ごろ宝位につかれ、陰ながら呉王の徳を深くお慕い遊ばされておる。どうかご帰国の上は、呉王に奏してわが蜀と長久の好誼よしみをむすび、共に魏をうって、共栄の歓びをわかたん日の近きに来るように、あなたからも切におすすめ下さるよう、ご協力のほど、かくの如くお願い申しあげる」と、あくまで辞を低く、礼を篤く、くり返していった。

「ウむ。……まあ、どういうことになるか」

　張蘊は眼を斜めにして、そういう孔明を見やりながら、わざとほかへ話をそらしては、大人たいじんを気どって、傲慢ごうまんな笑い方をしていた。

　いよいよ帰る日となると、朝廷からはおびただしい金帛きんぱくが贈られ、孔明以下、文武百官もみな錦や金銀を餞別はなむけた。

　張蘊はほくほく顔だった。そして孔明の邸宅における最後の晩餐会にのぞんだところが、酒宴の中へ、ひとりの壮漢がずかずか入ってきて、

「やあ、蘊うん先生、明日はお帰りだそうですな。どうでした？ あなたの対蜀観察は。ははは。まあ一杯いただきましょうか」と、主賓の近くに坐していきなり手を出した。

　張蘊は自分の尊厳を傷つけられたように、不快な顔をして、亭主の孔明にむかい、

「何者です。彼は」と、たずねた。

　孔明が答えて、──益州の学士で秦宓しんふく、字あざなは子勅しちょくです、と紹介すると、張蘊ちょううんはあざ笑って、

「学士か。いや、どうも近頃の若い学士では」

　すると秦宓しんふくは、色を正して、屹きっと、彼に眸を向けた。

「若いと仰せられたが、わが蜀の国では、三歳の童子もみな学ぶの風があります。ゆえに年二十歳はたちをこえれば、学問にかけてはもう立派な一人前のものを誰もそなえておる」

「では、汝は、何を学んだ？」

「上かみは天文から下しもは地理にいたるまで、三教九流、諸子百家、古今の興廃、聖賢の書およそ眼を曝さらさないものはない」と秦宓はあえて大言を放った後で、

「──呉の国ではいったい、何歳になったら学士として世間に通るのですか。六十、七十になってから、やっと学問らしいものを身に持っても、それでは世に貢献する年月は幾らもないではありませんか」と、反問した。

　せっかくご機嫌の良かった張蘊は、面を逆さに撫でられたような顔をした。そして小憎い青二才、と思ったか、或いは自己の学問を誇ろうとしたのか、

「然らば、試みに問うが」

　と、天文、地理、経書、史書、兵法などにわたって、次から次へと難問を発した。

　ところが、学士秦宓は、古今の例をひき、書中の辞句文章を暗誦そらよみして一々それに答えること、滔々とうとうとしていささかの淀みもなく、聴く者をして、惚れぼれさせるばかりだった。

　張蘊はまったく酒もさめ果てた顔をして、

「蜀にはこんな俊才が何人もおるのかしら」

　と、ついに口をつぐみ、また自ら恥じたもののように、いつの間にか退席してしまった。

　孔明は、彼に恥を負わせて蜀を去らしては、と大いに心配して別室にいざない、

「足下はすでに、天下を安んじ、国家を経営する実際の学識に達しておられるが、秦宓しんふくのごときはまだ学問を学問としか振り廻せない若輩で、いわば大人と子供のちがいですから、まあおゆるし下さい。酒間の戯談じょうだんは、たれも一時の戯談としか聞いておりませんから」

　と、ふかく謝して慰めた。

　で、張蘊も、

「いや、若い者のこと、私も何とも思ってはおりませんよ」

　と、機嫌を直した。そして次の日、帰国したが、そのときまた、蜀からふたたび回礼使として、鄧芝とうしが同行した。

　程なく、蜀呉同盟は成立を見、両国間に正式の文書が取りかわされた。




建艦総力
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　魏ではこのところ、ふたりの重臣を相次いで失った。大司馬曹仁と謀士賈詡の病死である。いずれも大きな国家的損失であった。

「呉が蜀と同盟を結びました」

　折も折、侍中辛毘しんびからこう聞かされたとき、皇帝曹丕そうひは、

「まちがいであろう」と、ほんとにしなかった。

　しかし次々の報告はうごかすべからざる事実を彼の耳に乱打した。曹丕は怒った。

「よしっ、そう明瞭になればかえって始末がいい。峡口きょうこうの進攻にぐずぐずしていたのもこのために依るか。この報復は断じて思い知らせずにはおかん」

　一令、直ちに南下して、大軍一斉に呉を踏みつぶすかの形勢を生んだ。

　辛毘は、諫止かんしした。

「蜀境へ当った五路の作戦も不成功に終った今日、ふたたび征呉の軍を起さるるは、国内的におもしろくありますまい」

「腐れ儒者、兵事に口をさしはさむな。蜀呉の結ぶは何のためぞ。すなわちわが魏都を攻めるためではないか。安閑とそれを待てというのか」

　逆鱗げきりんすさまじいものがある。ときに司馬仲達は、

「呉の守りは、長江を生命としています。水軍を主となして、強力な艦船を持たなければ、必勝は期し得ますまい」と、献言した。

　この用意は、大いに曹丕の考えと一致するものだった。魏の水軍力はそれまでにも約二千の船と百余の艦艇があったが、さらに、数十ヵ所の造船所で、夜を日に継いで、艦船を造らせた。

　特にまたこんどの建艦計画では、従来にない劃期的な大艦を造った。龍骨の長さ二十余丈、兵二千余人をのせることができる。これを龍艦と呼び、十数隻の進水を終ると、魏の黄初こうしょ五年秋八月、他の艦艇三千余艘を加えて、さながら「浮かべる長城」のごとく呉へ下った。

　水路は長江によらず、蔡さい・潁えいから湖北の淮水わいすいへ出て、寿春、広陵にいたり、ここに揚子江ようすこうをさしはさんで呉の水軍と大江上戦を決し、直ちに対岸南徐へ、敵前上陸して、建業へ迫るという作戦の進路を選んだのであった。

　一族の曹真は、このときも先鋒に当り、張遼、張郃ちょうこう、文聘ぶんぺい、徐晃などの老巧な諸大将がそれを輔佐し、許褚きょちょ、呂虔りょけんなどは中軍護衛として、皇帝親征の傘蓋さんがい旌旗せいきをまん中に大軍をよせていた。

　呉のうけた衝動は大きい。

「かくも急に彼が襲よせて来ようとは──」

　と、孫権も狼狽し、群臣も色を失った。ときに顧雍こようは、

「この軍は、蜀呉同盟が生んだものであるから、当然、蜀は国を挙げて、呉を扶たすける義務がある。孔明に告げて、すぐ蜀軍をして長安方面を衝つかせ、一方、呉は南徐の要害を固めなければなりません」と、説いたが、事態はとうてい、そんな小策では、如何とも防ぎ難く思われた。

「陸遜りくそんを呼ぼう、陸遜を。──彼ならでは、良策も立つまい」

　孫権は、急遽、荊州から彼を呼びもどそうとしたが、その日の議席にいた徐盛じょせいが、

「大王、大王の臣下はみな御手足と思っておるのに、何とて大王御自らの手足をさように軽んじ遊ばされますか」と、敢えて恨めしげに称えた。

　徐盛は字あざなを文嚮ぶんきょうといい、瑯琊莒県ろうやきょけんの人、夙つとに武略の聞えがあった。孫権は彼のほうをながめて、

「おおそこに徐盛こそいたか。もし汝が江南の守りに身をもって当るというなら、何をか憂えんやである。建業南徐の軍馬をあずけ、汝を都督に任ずるがどうか」

　と、その信念の度を窺うかがうようにじっと正視した。

　徐盛は、明答した。

「不肖徐盛にその大任を仰せつけ給わるならば、一死かならず、魏の大軍を粉砕してお目にかけます。もし成らざるときは、九族を誅ちゅうして、罪を糺ただし給うとも、決してお恨みとは存じませぬ」
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　魏が全力をあげて来た征呉大艦隊は、すでに蔡さい・潁えい（河南省・安徽省）から淮水わいすいへ下って、その先鋒は早くも寿春（河南省・南陽）へ近づきつつあると伝えられた。そしてこの飛報の至るごとに、いまや呉の全将士は国防の一線に生死を賭けて、

「ここに勝たずんばこの国なし。この国なくして我あるなし」と、総力を結集していた。

　ところが新任の国防総司令徐盛じょせいの下知に対して、事ごとに反抗的に出る困り者がひとり現われた。孫権の甥おいにあたる若い将軍で、孫韶そんしょう字あざなを公礼こうれいという青年だった。

　この孫韶そんしょうは、持論として、

「一刻もはやく、軍馬をそろえて、江北へ渡り、魏の水軍を淮南わいなん（河南・淮水の南岸）で撃破すべきだ。国防国防と騒いで、空むなしく敵を待っていては、いまに魏の大軍がこれへ上陸した場合、国中の人民が震動して、収拾つかない結果になろう」ということを常に主張していた。

　徐盛は大反対で、

「大江を渡って戦うということが、すでに味方の大不利である。魏の先手はことごとく老巧な名将を揃えておる。何で軽々しい奇襲などに破れるものではない。──彼が勢いに乗って、江を渡り、これへ集まってきたときこそ、魏を殲滅する時だ」

　と、唱えて、万端の備えを、その方針のもとにすすめていた。

　すでにして魏の艨艟もうどうは淮水わいすいに押し寄せ、附近の要地はその陸兵の蹂躙じゅうりんに委されていると聞えた。孫韶そんしょうは切歯して、

「これが坐視しておられるか」と、再三再四、徐盛に迫った。そして彼の消極戦術の非を鳴らし、もし自分に一軍をかすならば江北へ押し渡って、魏帝曹丕そうひの首級しるしをあげて見せる。この決死行を許してもらいたい、もし許さなければ同志を作って暗夜に脱走しても征ゆく──などと駄々をこねた。

　徐盛もしまいには堪忍袋の緒を切って、

「軍律を紊みだす不届き者」と、叱りつけ、武士に命じて、

「孫韶の首を斬れっ。かくの如き我儘者をさしおいては、諸将に対して、わが命令を行うことはできん！」と、断乎たる処置に出た。

　武士たちは、孫韶を引いて、轅門えんもんの外へ押し出した。そして刑を行おうとしたが、何せい呉王孫権が可愛がっている甥なので、

「お前が斬れ」

「いや貴様が斬れ」

　と、執刀を譲り合って、がやがやと時を過していた。

　その間に誰か、呉宮へこのことを告げた者があったとみえて、愕おどろきの余り呉王自身、馬をとばして助けにきた。

　孫韶は叔父の手に救われると、この時とばかりさらに訴えた。

「私は前に広陵にいたことがありますから、あの辺の地理は手にとる如く暗誦そらんじています。で、徐盛に私の考えをすすめ、一軍をかしてくれと頼みましたが、彼は自分の尊厳を損われたように思って、かえって私を斬罪に処そうとしました」

　孫権はこの甥が好きだったので、その健気けなげな志を大いに買って、

「うむ、うむ……。では何か、汝は敵の曹丕が大艦を連ねて長江を渡ってこないうちに、こちらから駈け向って彼を伐たんという意見を主張したのか」

「そうです。安閑と魏の大軍を待っていれば、呉は亡ぶと思いますから」

「よし、よし。徐盛はどういう考えでいるか、共に陣中へ行って問うてやる。予に従ってこい」

　と、刑吏や武士も供に加えて歩み出した。

　徐盛は、王を迎えて、その来訪に驚きもしたが、また色を正して、王を責めた。

「臣を封じて、大都督とし給うたのは、あなたではございませんか。今、それがしが軍紀の振粛しんしゅくを断行するに当って、その大王ご自身が、軍法をおやぶりになるとは何事ですか」

　呉王も正しい理の前には、一言もなく、ただ孫韶の若年と、血気の勇を理由にして、

「ゆるせ。まあ、まあ、このたびだけは、ゆるしてやってくれ」

　と、くり返すのみだった。




淮河わいがの水上戦すいじょうせん
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　孫権にとって甥おいの孫韶そんしょうは義理ある兄の子でありまた兄の家、愈氏ゆしの相続人であった。だから彼が死罪になれば、兄の家が絶えることにもなる。

　身は呉王の位置にあっても、軍律の重きことばかりは、如何ともし難いので、孫権はそんな事情まで語って徐盛じょせいに甥の命乞いをした。

「大王の龍顔に免じて、死罪だけはゆるしましょう。しかし戦後あらためて罰するかもしれません。それだけはお含みおきを」

　王の言葉に対して、徐盛も譲歩せざるを得なかった。孫権は、そばにいる甥に云った。

「都督にお礼をいえ。拝謝せい」

　すると、孫韶そんしょうは、昂然として、

「いやです！」

　と、首を振った。そしてなお、反対に声をあららげて、

「懦弱だじゃくきわまる都督の作戦には、今後とも服しません。私が従わないのは、軍律に反そむくかも知れませんが、呉国のためには最大の計であると信じています。この忠魂、なんぞ死を怖れんやです。まして初志をまげることなんか嫌なこッてす」と、唾つばするように云い放った。この強情には、呉王もあきれ果てたものとみえ、

「この我儘者め。徐盛、もうふたたび、こんな我儘者は陣中で使ってくれるな」

　と、居たたまれなくなったように急に馬へ乗って宮門へ帰ってしまった。

　すると、その晩、

「孫韶が部下三千を連れ、勝手に兵船を出し、江を渡ってしまいました」

　という知らせが、徐盛の眠りを愕おどろかした。

「ちぇッ。遂に、脱け出したか」

　徐盛は憤怒したが、さりとて見殺しにもできない。でにわかに、丁奉ていほう軍四千を、救援として、追いかけさせた。

　その日、魏の大艦船隊は、広陵まで進んでいた。

　先鋒の偵察船は、河流を出て揚子江をうかがったが、水満々たるのみで、平常の交通も絶え、一小船の影も見えない。曹丕そうひは、聞くと、

「或いは南岸の呉軍に、企図するものがあるのかも知れない。朕ちん、親しく大観せん」

　と云って、旗艦の龍艦を、河口から長江へ出し、船楼に上って江南を見た。

　旗艦の上には、龍鳳りゅうほう日月五色の旗をなびかせ、白旄黄鉞はくぼうこうえつの勢威をつらね、その光は眼もくらむばかりであったし、広陵の河沿いから大小の湖には、無数の艨艟もうどうが燈火を焚たいて、その光焔は満天の星を晦くろうするばかりだったが、江南呉の沿岸はどこを眺めても、漆うるしのような闇一色であった。

　侍側の蒋済しょうさいがすすめた。

「陛下。この分では、一挙に対岸へ攻めよせても、大した反撃はないかもしれません」

「否々！」

　と、あわてて制したのは劉曄りゅうようである。彼は戒いましめた。

「実々虚々、鬼神もはかるべからずという。そこが兵法であろう。功をあせらず、まず数日はよくよく敵の気色をうかがうべきであろう」

「そうだ、あせることはない」

　曹丕そうひも同意した。彼はすでに呉を呑んでいた。

　やがて月光が映さした。数艘の速舸はしけが矢のごとく漕いでくる。敵地深く探ってきた偵察船であった。その復命によると、

「呉の領一帯に、いずこの岸をうかがってみても、寂せきとして、人民もいません。町にも一面の灯なく、部落も墓場のようです。お味方の襲来をつたえ、早くも避難してしまったのかもしれません」

　曹丕そうひも大いに笑った。

「さもあろうか」と、うなずいていた。

　五更に近づくと、江上一帯に濃霧がたちこめてきた。しばらくは咫尺しせきも見えぬ霧風と黒い波のみ渦巻いていた。しかしやがて夜が明けて陽が高く昇ると、霧は吹き晴れて、対岸十里の先も手にとるようによく見える快晴であった。

「おお」

「あれは如何に？」

　舷ふなべりの将士はみな愕おどろき指さし合っていた。ひとりの大将は船楼を馳け上って、曹丕の室へ、何事か大声でその愕きを告げていた。
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　呉の都督徐盛も決して無為無策でいたわけではない。彼が固く守備を称となえていたのもやがて積極的攻勢に移る前提であったことが、後になって思い合わされた。

　いま夜明けと共に船上の将士が口々に愕きを伝えている中へ、曹丕もまた船房から出て、手をかざして見るに、なるほど、部下が肝きもを冷やしたのも無理はない。呉の国の沿岸数百里のあいだは一夜に景観を変えていた。

　ゆうべまで、一点の燈ひもなく、一旒りゅうの旗も見られず、港にも部落にも、人影一つ見えないと、偵察船の者も報告して来たのに、いま見渡せば、港には陸塁水寨りくるいすいさいを連ね、山には旌旗せいきがみちみちて翻ひるがえり、丘には弩弓台どきゅうだいあり石砲楼あり、また江岸の要所要所には、無数の兵船が林のごとく檣頭しょうとうを集めて、国防の一水ここにありと、戦気烈々たるものがあるではないか。

「ああ、こは抑そもいかなる戦術か。呉には魏にもない器量の大将がおるとみえる」

　曹丕は思わず長嘆を発して、敵ながら見事よと賞めたたえた。

　要するにこれは、呉の徐盛が、江上から見えるあらゆる防禦施設に、すべて草木や布をおおいかぶせ、或いは住民をほかへ移し、或いは城廓には迷彩をほどこしたりして、まったく敵の目をくらましていたのだった。そして曹丕の旗艦以下、魏の全艦隊が、いまや淮河わいがの隘路あいろから長江へと出てくる気配を見たので、一夜に沿岸全部の偽装をかなぐり捨て、敢然、決戦態勢を示したものである。

「彼にこの信念と用意がある以上、いかなる謀はかりごとがあるやも測り難い」と、曹丕はにわかに下知して、淮水わいすいの港へ引っ返そうとしたところ、運悪くせまい河口の洲すに旗艦を乗りあげてしまったため、日暮れまでその曳きおろしに混乱していた。

　ようやく、船底が洲を離れたと思うと、今度は昨夜以上の烈風が吹き出してきて、諸船もろぶねはみな虚空に飛揺ひようし、波は船楼を砕き人を翻倒ほんとうし、何しろ物凄い夜となってきた。

「危ない危ない。また乗のしあげるぞ」

　暗黒の中に戒いましめ合いながら、疾風にもまれていたが、そのうちに船と船とは衝突するし、舵かじを砕かれ、帆檣ほばしらを折られ、暴れ荒すさぶ天地の咆哮ほうこうの中に、群船はまったく動きを失ってしまった。

　曹丕そうひは船に暈よって、重病人のように船房の中に臥していた。それを文聘ぶんぺいが背に負って、小舟に飛び移り、辛くも淮河わいがのふところをなしている一商港に上陸あがった。

　船暈ふなよいは土を踏むとすぐ忘れたように癒なおる。ここには魏の陸上本営があるので、そこへ入ったときはもう平常の曹丕らしい元気だった。

「いやひどい目に遭おうた。しかしこの荒天も暁までには収まるだろう」と、諸大将と共に語り合っていたが、それまた束つかの間まであった。深夜に至ってからこの暴風雨あらしの中を二騎の早打ちが着いて、

「蜀の大将趙雲ちょううんが、陽平関から出て、長駆わが長安を攻めてきました」

　という大事を告げたので、曹丕はまた色を失ってしまった。

「長安は魏の肺心はいしんに位くらいする要地。わが遠征の長日にわたるべきを察して、孔明が敏さとくも虚を衝かんとする兆きざしたりや必ひっせりである。それは一刻も捨ておかれまい」

　突如、夜のうちに、水陸両軍へ向って、総引き揚げの命は発せられ、皇帝曹丕もまたやや風のおさまるのを待ってもとの龍艦へ立ち帰ろうとした。

　すると、どこから江を渡ってきたのか、約三千ほどの兵が、魏の本営に火を放って、これを一撃に殺滅し、さらに魏帝のあとを追撃してきた。

「味方か？」「失火か？」

　と思っていたのが、呉軍だったので、魏帝と左右の諸大将は狼狽ろうばいをきわめ、みるまに討たれては屍の山をなす味方をすてて、辛くも龍艦に逃げもどり、淮河の上流へ十里ほど漕ぎつづけると、たちまち、左岸右岸、前方の湖も、一瞬に火の海となった。

　この辺は、大船の影もかくれるほどな芦萱あしかやのしげりであったが、呉軍はこれへ大量な魚油をかけておいて、こよい一度に火を放ったものであった。

　魏の大艦小艇などの何千艘は、両方の猛焔、波上を狂いまわる油の火龍に、彼方に焼け沈み、此方こなたに爆発し、淮河数百里のあいだは次の日になっても黒煙濛々としてこの帰結を見ることもできなかった。




南蛮行なんばんこう
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　壮図そうとむなしく曹丕そうひが引き揚げてから数日の後、淮河わいが一帯をながめると縹渺ひょうびょうとして見渡すかぎりのものは、焼け野原となった両岸の芦萱あしかやと、燃え沈んだ巨船や小艇の残骸と、そして油ぎった水面になお限りなく漂っている魏兵の死骸だけであった。

　実にこのときの魏の損害は、かつて曹操時代にうけた赤壁の大敗にも劣らないものであった。ことに人的損傷はその三分の一以上に及んだであろうといわれ、航行不能になって捨てていった船や兵糧や武具など、呉の鹵獲ろかくは莫大な数字にのぼり、わけても大捷たいしょうの快を叫ばせたものは、

「魏の名将張遼ちょうりょうも、討死をとげた一人の中に入っている」

　ということであった。

　かくて呉の国防力にはさらに不落の自信が加えられた。その論功行賞にあたって、戦功第一に推された者は、孫権の甥おいの孫韶そんしょうだった。

「果敢、敵地に入って、よく兵機をとらえ、魏の本営をつき、曹丕の左右を混乱に陥れ、敵の名だたる勇将を討つことその数を知らず──」

　という都督徐盛からの上表であったが、孫権は、

「否々。魏軍を驕り誇らせて、淮河の隘口あいこうに誘い、周密に、この大捷たいしょうを成すの遠謀をそなえていた都督の大計には比すべくもない。軍功第一は徐盛でなければなるまい」

　と、称揚し、彼を一に、孫韶を二に、第三以下、丁奉やそのほかの者に順次恩賞が沙汰された。

　翌年、蜀は建興三年の春を平和のうちに迎えていた。蜀の興隆は目に見えるものがあった。孔明はよく幼帝を扶け、内治と国力の充実に心を傾けてきた。両川りょうせんの民もよくその徳になつき、成都の町は夜も門戸を閉ざさなかった。加うるに、ここ両三年は豊作がつづき、官の工役には皆すすんで働くし、老幼腹を鼓うって楽しむというような微笑ましい風景が田園の随処に見られた。

　けれどこういう楽土安民のすがたも四隣の情勢に依っては、またたちまち軍国のあわただしさにかえらざるを得ない。時に、南方から頻々たる早馬が成都に入って、

「南蛮なんばん国の王孟獲もうかくが、辺境を犯して、建寧けんねい、牂牁しょうか、越雋えっしゅんの諸郡も、みなこれと心を合わせ、ひとり永昌郡の太守王伉おうこうだけが、忠義を守って、孤軍奮闘中ですが、いつそれも陥ちるか知れない情勢です」と、急を伝えた。

　このときの孔明は実に果断速決であった。その日に朝へ出て、後主こうしゅ劉禅りゅうぜんに謁えっし、

「南蛮はどうしても一度これを討伐して、帝威をお示しにならなければ、永久に国家の患わずらいとなるものでした。臣久しくその折を量はかっていましたが、今は猶予しておられません。陛下はまだご年少ですからどうか、成都にあって私のいないあいだ政務においそしみ遊ばしますように」

　と、別れを告げた。

　後主はいとも心細げに、

「南蛮は風土気候もただならぬ猛暑の地と聞く。たれかほかの大将をつかわしてはどうか」

　と、別れともない容子をされたが、孔明は、否と顔を振って、

「私がおらなくても、四境の守りは大丈夫です。ことに、白帝城には、李厳をこめておきましたから、あの者ならば、呉の陸遜りくそんの智謀もよく防ぐでしょう。また、魏は昨年、呉へ迫って、いたく兵力大船を損じていますから、にわかに、野望を他へ向ける気力はないものと見てさしつかえありません」

　それからいろいろ慰めて、しばしの暇いとまを仰ぐと、後主もついに頷うなずかれたが、傍らにいた諫議大夫かんぎたいふの王連がまた、

「丞相は国家の柱ともたのむ存在であるのに、風土気候の悪い南方の蛮地へ遠征されるとは、われわれにとっても心もとないことだ。蛮境の乱は、たとえば癬疥せんかいという腫物できもののようなもので、気にすればうるさい病だが、ほうっておけばまたいつのまにか癒るものである。──何とかお考え直しはなりませぬか」と、しきりに止めた。




二



　王連の忠言に対して、孔明はその好意を謝しながらも、なおこう云って初志をかえなかった。

「仰せはごもっともですが、南蛮の地は、不毛瘴疫ふもうしょうえき、文明に遠く、わけて土民は王化に浴せず、これを統治するには、ただ武力だけでも難く、また利徳に狎なれしめてもいけません。剛に柔に、武と仁と、時に応じて万全を計るには、やはり私自身が征ゆかねばなりますまい。決して、孔明が小功を誇らんために望む次第ではありませぬ」

　王連もなお再三諫いさめたが、孔明は敢えてしたがわず、即日、数十名の大将を選んで、各部に分け、総軍五十余万、益州南部へ発向した。

　その途中で、関羽の三男で、関興の弟にあたる──関索かんさくがただ一騎で参加した。

「今までどこにおられしか」

　と、孔明は怪しみもし、また涙をたたえて云った。なぜならば、荊州陥落のとき、父関羽の手についていたので、今日まで、戦死と確認されていた者だからである。

「荊州の敗れた折、私は身に深傷ふかでを負い、鮑氏ほうしの家に匿かくまわれておりました。今日丞相が南蛮へご進発あるという噂を聞いて、昼夜わかちなくこれまで馳せつけて来たわけです」

「では、先鋒に加わって、お父上の名に恥じぬ功を立てられい。ここへ来られたのも、関羽どのの導きであろう。何にしても、すでに死んだと思っていた其許そこもとがふたたび蜀旗の下に立たるるとは幸先がよい」

　と孔明のよろこびもひとかたでないし、再生の関索も勇躍して先陣の軍についた。

　すでにして、益州の南部に入った。山川は嶮けわしく気候は暑く、軍旅の困難は、到底、中原の戦とは較べものにならない。

　建寧けんねい（雲南省・昆明）の太守は雍闓ようがいという者であったが、彼はすでに反蜀聯合の一頭目をもって自負し、背後には南蛮国の孟獲もうかくとかたく結び、左右には越雋郡えっしゅんぐんの高定こうてい、牂牁郡しょうかぐんの朱褒しゅほうと一環の戦線を形成して、

「孔明が自ら来るとは望むところだ」

　と、まず六万の軍を、その通路へ押し出してもみ潰つぶさんと待ちかまえていた。

　この六万の大将は鄂煥がっかんといって、面は藍墨あいずみで塗った如く、牙きばに似た歯を常に唇くちの外に露わし、怒るときは悪鬼の如く、手に方天戟ほうてんげきを使えば、万夫不当、雲南随一という聞えのある猛将だった。

　序戦第一日に、これに当ったのは、蜀の魏延ぎえんであった。魏延は孔明から策を授けられていたので、いたずらに勇を用いず、もっぱら智略を以て彼を疲らせ、その第七日目の戦いに、盟軍の張翼、王平の二手と合して、猛将鄂煥がっかんをうまうまと重囲の檻おりに追い陥とし、これを擒人とりこにしてしまった。

　が、孔明は縄を解いて、彼を放し、その帰る間際に、こう諭した。

「君の主人は、越雋えっしゅんの高定こうていであろう。高定は元来、忠義な人だ、野心家の雍闓ようがいにだまされて、謀反むほんに与くみしたものにちがいない。立ち帰ったらよく君からも高定に忠諫ちゅうかんしてあげるがいい」

　命びろいをした鄂煥は、自軍の陣地へ帰るとすぐ、主人高定に会って蜀軍の強さや、孔明の徳を話していた。すると折悪しくそこへ雍闓が訪ねてきた。雍闓は眼をまるくして鄂煥を見た。

「汝はきょうの戦いに、敵の俘虜ふりょになったと聞いたが、どうしてこれへ戻ってきたのか」

　高定がそれに答えて、

「孔明は実に仁者らしい、情理あわせて鄂煥に諭さとし、一命をゆるして帰してくれた」

　すると雍闓は、吹き出して嗤わらった。

「それが彼奴きゃつの詐術さじゅつというもんじゃよ。蜀人の仁なんていうものからしてそもそも俺たちの敵性じゃないか」

　云っているところへ、夜襲があったので、話もそのまま雍闓は自分の城へ逃げ帰ってしまった。

　翌日になると雍闓は城を出て、味方の高定と固く聯携し、しきりに、蛮鼓貝鉦ばんこばいしょうを打ち鳴らして、戦いを挑んできたが、孔明は笑って見ているのみで、

「しばらく傍観しておれ」

　と三日戦わず、四日も出撃せず、およそ七日ほどは、柵の内に鎮まり返っていた。




三



「蜀軍は弱いぞ」とあまく見たらしい。八日目の頃南蛮軍は大挙して迫ってきた。

　地上に図を画いたように、的確な謀はかりごとをもって、孔明はそれを待っていた。そして大量な俘虜を獲た。

　俘虜は二分して、二ヵ所の収容所に入れた。一方には雍闓の兵ばかり入れ、一方には高定の兵のみ押しこめた。

　そしてわざと、孔明はそこらに風説を撒かせた。

「高定はもともと、蜀に忠義な者だから、高定の手下は放されるらしいが、雍闓の部下はことごとく殺されるだろう」

　一つの収容所は歓喜した。一つの収容所では泣き悲しんだ。

　日をおいて、孔明は、まず雍闓ようがいの手下から先に曳きだして、一群れずつ訊問した。

「汝らは、誰の部下だ」

「高定の兵です」

「相違ないか」

「高定の兵に相違ありません」

　ひとりとして、雍闓の部下だと答えるものはない。

「よし、高定の兵なら、特に免じてやる。高定の忠義は誰よりもこの孔明が知っておる」

　みな縄を解いて放した。

　次の日。こんどはほんとの高定の部下を引き出して、これも縄を解いてやった揚句、酒まで振る舞ってやった。そして孔明は彼らの中に立ちまじって、

「汝らの主人高定は、実に愛すべき正直者だ。あんな律義な人間が蜀に謀叛むほんするわけはない、まったく雍闓や朱褒しゅほうに欺されているのだ。その証拠には、きょう雍闓から密使が来て、蜀帝にねがって、所領の安全と、恩賞を約束してくれるなら、いつでも高定と朱褒の首を持ってくると告げて帰った。──わしは高定の律義と忠節を信じておるから追い返したが、そのひとつでも汝らの主人が雍闓のお先棒に使われているということがわかるではないか」

　と、雑談のように話して聞かせた。

　単純な南蛮兵は、放されて自分たちの陣地へ帰ると、みな孔明の寛大を賞めちぎり、主人の高定に向っても、

「雍闓に油断なすってはいけませんぞ」

　と忠告した。

　高定も疑って、ひそかに雍闓の陣中へ、人をやってうかがわせてみた。するとそこでも、雍闓の部下が、寄るとさわると、孔明を賞めているので、いったい孔明は敵か味方か分らなくなりましたよ──というその者の復命だった。

「……するとやはり雍闓と孔明とは内通しておるのかしら？」

　彼はなお念のために、腹心の者をやって、孔明の陣中を探らせた。

　ところがその男は、途中、蜀の伏兵に発見されてしまい、

「怪しい奴だ」

　と、孔明の前に曳かれてきた。──それを孔明は一目見ると、

「いや、そちはいつぞや、雍闓の使いに来た男ではないか。その後、待ちに待っておるに、沙汰のないのは、如何いたしたものだ。疾く帰って、主人雍闓に、吉左右きっそうを相待ちおると、申し伝えい」

　そして一通の書簡をしたため、それを託して部下に危険のない地点まで送らせた。男は生命びろいしたと、雀躍こおどりして、高定の陣へ帰ってきた。待ちかねていた高定が、「首尾は如何に？」

　と訊ねると、男は腹をかかえて笑いながら、

「途中、捕まったので、しまったと思いましたところ、孔明のやつは、手前を雍闓ようがいの使いと思いちがえたらしく、こんな手紙をしたためて雍闓へ渡してくれと託しました。まずご覧ください」

　と、主人の前に差し出した。

　高定は見て愕おどろいた。──高定、朱褒の首を取って降伏を誓うならば、蜀の天子に奏して重き恩賞を贈らん──という意味に加えて、それを一刻も早くにと督励している催促状である。高定は大きく呻うめいて、考えこんでいたが、やがて部将の鄂煥がっかんを呼んで、その手紙を示し、

「その方はこれをどう思う？ また雍闓の本心を何と観るか」

　と、息あらく相談した。




四



　鄂煥がっかんときては彼よりももっと神経の粗あらいほうである。たちまち牙きばをむいて憤慨した。

「こういう証拠のある以上、何も迷っていることはない。なお万一を顧慮されるなら、陣中に一宴を設けて、雍闓を試しに招いてごらんなさい。彼が公明正大ならやって来ようし、邪心があれば二の足を踏んで来ないだろう」

　なお、第二条として、こうも勧めた。

「もし来なかったら、彼奴きゃつの二心は明白ですから、ご自身、こよいの夜半よなかに、不意討ちをおかけなさい。てまえは別軍を引いて、陣の後ろを襲いますから」

　高定はついに意を決してその通り運んだ。案のじょう雍闓は軍議を口実にしてやって来ない。

　高定は夜襲を決行した。これは雍闓にとってまったく寝耳に水である。おまけに雍闓の部下は、先頃から何となく怠戦気分であった上、中には高定の兵と一緒になって、その潰乱かいらんを内部から助けた者も出たため、雍闓は一戦の支えも立たず、ただ一騎で遁走を企てた。

　裏門へかかった鄂煥は、たちまち得意の戟げきを舞わして、一撃の下に彼の首を挙げてしまった。

　夜明けと共に、高定は首を携えて、孔明の陣へ降った。孔明は首を実検すると、急に左右の武士を振り向いて、

「この曲者しれものを斬り捨てろ」

　高定は仰天した。かつ哀号し、かつ恨んで云った。

「丞相はこの合戦中、折あるごとに、不肖高定を惜しんで下さるとのことに、深く恩に感じ、いま降参を誓って参ったのに、即座に殺せとはいかなる仔細ですか。あなたは仁者の仮面めんをかぶった魔人か」

「いや、何と申そうと、汝の降参はいつわりにちがいない。われ兵を用いることすでに久しい、何で汝ごとき者の計に乗ぜられようか」

　匣はこの中から一封の書簡を取り出して、これを見よ！ と高定の前へ投げやった。まぎれもない朱褒しゅほうの手蹟であった。彼はもう逆上していて、それを読む手もふるえてばかりいた。

「よく見たがよい、朱褒の書中にも、高定と雍闓とは刎頸ふんけいの友ゆえ、油断あるなと、忠言してあろうが。──それを以てもこの首の偽首なること、また汝の降伏が、彼としめし合わせた謀計ということも推察がつく。──かくいえば何で朱褒の片言のみ信じるかと汝はさらに抗弁するかも知れんが、朱褒が降伏を乞うことは、すでに再三ではない。ただまだ彼は自分を証拠だてる功がないためにあせっておるだけに過ぎぬ」

　聞くと、高定は歯を咬み、躍り上がってさけんだ。

「丞相丞相！　数日の命を高定にかして下さい。憎んでもあきたらぬ奴は朱褒です。初め、雍闓の謀反へ此方を引き入れたのも、彼奴なのに、今となって、この高定を売って、自己の反間の野心をなし遂げんとは、肉を啖くらい、骨を踏みつけても、飽きたらない犬畜生です。彼奴の反間にかかって、このままここで斬られては、高定、死んでも死にきれません」

「数日の命をかしたらどうするというのか」

「もちろんです。朱褒の首を引っさげて身のあかしを立て、しかる後に、正当なご処分をうけるものなら死んでも本望です」

「よし。行き給え」

　孔明は励ました。

　三日ほどすると、高定は、前にも勝る手勢をつれて、ここの軍門へ帰ってきた。

　そして孔明の前に朱褒の首を置いて、

「これは偽首ではございませんぞ。よく眼をあいて見て下さい」

　と、云った。

　孔明、一目見るとすぐ、

「然り、然り」

　と、膝をたたいてまた、

「前の首も、あれは雍闓に相違ないよ。わしはただ君のために、大功を立てさせたいために、あんな一時の放言をなしたのだ。悪く思わないでくれ」

　と、一笑して、労をねぎらった。

　この高定はほどなく益州三郡の太守に封ぜられた。




南方指掌図なんぽうししょうず



一



　益州の平定によって、蜀蛮しょくばんの境をみだしていた諸郡の不良太守も、ここにまったくその跡を絶った。

　従って、孔明の来るまで、叛賊はんぞくの中に孤立していた永昌郡の囲みも、自ら解けて、太守王伉おうこうは、

「冬将軍が去って、久しぶりに春の天日を仰ぐような心地です」

　と、感涙に顔を濡らしながら城門をひらいて、孔明の軍を迎え入れた。

　孔明は、城に入ると、王伉おうこうの孤忠をたたえて、同時にこうたずねた。

「ご辺には良い家臣がおると思われる。そも、誰がもっぱら力になって、ご辺にこの小城をよく守らせたのであるか」

「それは呂凱りょがいという者です。おゆるしがあれば、すぐこれへ呼びますが」

「招いてくれ」

　呂凱、字あざなは季平きへい。やがて孔明の前に拝伏した。

　孔明は、高士として、彼を迎え、後、蛮国征伐について彼の意見をたたいた。

　呂凱は携たずさえてきた一巻の絵図を、それへひらいて云った。

「愚見を申し上げるよりも、これをお手もとにお納め置き下されば、迂生うせいの万言にも勝まさるかとぞんじます」

「これはいずこの絵図か」

「名づけて、平蛮へいばん討治図とも、南方指掌図ししょうずともいっております。南方蛮界の黒奴こくどは、王化を知らず、文明になじまず、しかも自分たちの蛮勇と野性とその風習に驕おごり恃たのむこと強く、これを帰服させるには一朝のことには参りません。──で、迂生うせいは多年の間、ひそかに蛮地へ人を遣って、その風俗習性や武器戦法を調べおき、かたがた、南蛮国の地理をつぶさに考察して、遂にこの一図を成したものにござります。図中、細々と書き入れてある註ちゅうがいま申し上げた蛮地の事情やら気象風土などであります」

　孔明は感心して、

「平時にこういう備えを黙々としてきた者の功を戦時にも忘れてはならない」

　と三嘆し、あらためて彼を征蛮行軍せいばんこうぐん教授の要職に推した。

　かくて、永昌の城に在るうちに、充分な装備と、蛮地の研究をして後、孔明はやがてその大軍をいよいよ南へ進めた。

　日々百里、また数百里と、行軍の輸車労牛ゆしゃろうぎゅうは、炎日えんじつの下を、蜿蜒と続いてゆく。孔明は一隊ごとに、軍医を配し、糧食飲料のことから、夜営の害虫や風土病などについて、全軍の兵のうえに細心な注意をそそいだ。

「天子のお使いが見えられました」

　部将の言葉に、孔明は、

「なに、勅使とか」

　自身、出迎えて、中軍へ請しょうじた。

　見ると、その使いに来たのは、馬謖ばしょくだった。

　孔明は彼のすがたを見たとたんにはっとしたらしい。なぜならば馬謖は無色の素袍ひたたれを着し、白革しろかわの胸当をつけ、いわゆる喪服もふくしていたからである。

　敏にして賢い馬謖は、孔明の顔にうごいた微かなそれをも見のがさなかった。──で、言葉を急いで、

「ご陣中へ、喪服して臨み、失礼はおゆるし下さい。実は、出立の前に、兄の馬良が亡くなりましたので──」と、逆さまながら私事を先にのべて、まず孔明の心をなだめてから、

「天子が、それがしを、ご陣中へお遣わしなされたのは、何の異変も都にあるわけでなく、夷蛮えびすの熱地を征く将士の労をおしのび遊ばされ、成都の佳酒かしゅ百駄を軍へご下賜あらせられました。──荷駄はやがて後より着きましょう。右までをお伝えいたします」

　と、使いの要旨を述べた。

　その夕、下賜の酒が着いた。孔明はこれを諸軍に頒わかって、星夜の野営に、蛮土の涼を共に楽しみながら、また馬謖と対して、彼も一杯を酌んだ。

　四方山よもやまのはなしの末に、彼は馬謖へ向って試みにたずねた。

「いま蛮国を討治するに当って、ひとつ君の高見を訊きたいものだ。忌憚きたんのないところをいってくれ」

　馬謖は、黙然としていたが、やがて、

「それは実に難しいことですね。功を立てることは易しいが、実果を収めるのは難中の難事です」

　と、若者らしく率直な言葉でいった。
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「難しいとは、どう難しいのか」

　孔明が、鸚鵡返おうむがえしに訊くと、馬謖は、

「古来、南蛮を討つに、成功した例ためしはありません」と、冒頭して、

「──しかし、丞相のことですから、今大軍を率いて、それに向われる以上、必ず大功を収めて、征伐を果されるでしょう。けれどまた、ひとたび都へかえる時は、たちまちもとの状態に戻って、蛮族どもは、乱を思い、虚をうかがい、決して王化に服しきるものではありません」

　と、はばかりなく断言した。

　孔明はうなずいて見せながら、

「しかもなお、そういう未開の夷族いぞくをして、王化の徳を知らしめ、心から畏服せしめるには、如何にせばよいと思う？」

「難中の難事たる所以ゆえんは実にそこにあります。兵を用いるの道は、心を攻むるを以て上とし、武力に終るは下げなりと承っています。ねがわくは丞相の軍が、よく彼を帰服せしめて、恩を感じ、徳になつき、蜀軍が都へ引き揚げた後も、永劫とこしえに王化はあとに遺のこって、二度と背そむくことのないようにありたいものと存じます」

　孔明は長嘆して、君の高論はまさに自分の思うところと一致したものだと云い、斜めならず彼の才志を愛めでた。で、朝廷へは使いを派して、馬謖ばしょくはそのまま陣中に留め、参軍の一将として常に自分の側においた。

　馬謖の才は、夙つとに彼も認めているものであるが、彼のような若輩に対しても、南方経略の要諦を諮問しもんしているところに、宰相孔明がみずから率いて向った今度の南蛮征討に、いかに彼が腐心しているかをうかがうことができる。

　五十万という大軍の運命をその指揮に担になっている重任はいうまでもない。かつはまた、従来の戦場とちがって、風土気候も悪いし、輸送の不便は甚だしいし、嶮山けんざん密林、ほとんど人跡未踏の地が多い。

　ひとたび敗れんか、魏や呉は、手を打って、奔河ほんがの堤を切るように蜀へなだれ込むだろう。帝はまだ幼くして、蜀都を守るには余りにまだお力がない。先帝玄徳からの直臣じきしんや忠良の士もすくなくないとはいえ、遠隔の蛮地で、五十万が屍かばねと化し、孔明すでにあらずと聞えたら、成都の危うきは、累卵るいらんのごときものがある。内に叛臣あらわれ、外に魏呉の兵を迎え、どうして亡びずにいられるものではない。前途も多難、うしろも多事。征旅の夜にも、孔明の夢は、一夕いっせきたりとも、安らかではあり得なかったのである。

　しかも、南蛮征服の軍は絶対に果しておかなければ、魏呉と対しても、たえず蜀の地は、後顧の不安を絶つことができなかった。今をおいてその国患を根絶する時はないのだ。孔明は例の四輪車に乗り、白羽扇びゃくうせんを手に持って、日々百里、また百里、見るものみな珍しい蛮土の道を蜿蜒えんえん五十万の兵とともに、果てなく歩みつづけた。

　密林の猛獣も、嶮谷けんこくの鳥も、南へ南へと、逃げまわった。かくて蛮国の南夷には、

「孔明が攻めて来た」

　ということが、天変のごとく、声から声に伝えられ、南蛮国王の孟獲もうかくは、すでに大軍を集結して、

「中国の奴輩やつばらに一泡ふかせてやる」

　と、かえって、その蛮都から遠く、出撃してきた。

　はやくも、蜀の偵察が探ってきたところによると、蛮軍の総勢は約六万とわかった。そして各二万を三手に分かち、三洞どうの元帥と称する者──金環結きんかんけつを第一に、董荼奴とうとぬを第二に、阿会喃あかいなんを第三に備えて、待ちかまえているという。

　それに対して、孔明は、

「王平は左軍へ、馬忠は右軍へ当れ。自分は趙雲ちょううん、魏延ぎえんを率ひきいて、中央へすすむ」

　と、令した。

　この令に、趙雲や魏延はすこし不平顔だった。左右両軍は、先鋒であり、自分たちは後ろに置かれたからである。

　しかし孔明は、

「王平、馬忠はご辺たちよりも、地の理に詳くわしい。それに年もとっているから、奇道を行っても過ちが少ない」と、ふたりの血気を制して、両翼がふかく進んだ後から中軍は出動した。そして帷幕いばくの諸将に囲まれた四輪車の上に、孔明は悠々と羽扇うせんをうごかして、異境の鳥や植物の生態などを眺めていた。




三



　蛮軍は五渓峰けいほうの頂に防塞ぼうさいを築いて、三洞どうの兵を峰つづきに配し、ひそかに、

「中国の弱兵には、この嶮峻けんしゅんさえ登ってこられまい」と、驕おごっていた。

　月明を利してその下の渓道たにみちまで寄せてきた王平、馬忠の先手は、途中で捕えた蛮兵の斥候ものみを道案内として、間道を伝い、道なき道を攀よじ、夜半、不意に敵の幕舎を東西から襲った。

　喊ときの声と共に、各所から花火のような火が噴いた。流星の如く炬火たいまつが飛ぶ。蛮陣の内は上を下への大混乱を起している。

　蛮将の金環結きんかんけつは、手下を叱咤しながら、炎の中から衝いて出た。その影を見ると、蜀軍のうちからも、誰やら一将が現われて、猛闘血戦の末、遂にその首を取って、槍先につらぬき、

「手抗てむかう者はみなこうだぞ」

　蛮軍の兵に振り廻して見せた。

　逃げるわ逃げるわ、土蛮の群れは、さながら枯葉を巻くように四散してゆく。そして董荼奴とうとぬや阿会喃あかいなんの陣へかくれこんだ。

　魏延、趙雲などの蜀の中軍は、その頃、ここを攻め喚おめいていた。南蛮勢は、前後に蜀軍を見て、いよいよ度を失い、谿たにへ飛びこんで頭を砕く者、木へよじ登って焼け死ぬ者、また討たれる者や降る者や、数知れない程だった。

　夜が明けた。蛮地の奇峰怪山のうえに、なお戦火の余燼よじんが煙っている。孔明は快こころよげに、朝の兵糧を喫し、さて夜来の軍功を諸将にたずねた。

「三洞の蛮兵は敗乱して、今朝すでに一個の影だに見えぬ。まことに諸公の大勇によるものであるが、敵の大将は捕え得たであろうか」

「それがしが討った首は、敵将のひとり金環結と思われます。ご実検ください」

「おお、趙雲ちょううんか。いつもながらのお働き、めでたい。して、そのほかの敵将は」

「遺憾ながらみな逃げたようであります」

「いや、実はここに生擒いけどっておる」

　と、背後の帳とばりへ向って、曳いてこいと命じた。

　人々は信じられなかったが、やがて帳を排して、数名の武士が、阿会喃と董荼奴の縄尻をとって、これへ現れ、

「蛮族。下に居ろ」と、ひきすえた。

「や。どうして？」

　驚かぬ者はなかったが、やがて孔明の説明に依って、ようやく仔細は解けた。

　孔明はかねて帷幕いばくのうちに伴ともなっている呂凱りょがいについてこの辺の地形を詳細に研究していたのである。で、中軍両翼が正攻法をとって前進する三日も前に、すでに張嶷ちょうぎ、張翼のふたりに間道潜行隊をさずけ、これを遠く敵塞てきさいの後方に迂回うかいさせ、その道路に埋伏まいふくさせておいたものだという。

「兵機の妙、鬼神も測り難しというのは、このことでしょう。さてさて、おかしげなる無智の蛮将ども、並べておいてすぐ首を刎ねましょうか」

　諸将が称となえいうと、孔明はその処断を制して、かえって、彼らの縄を解いてやれと命じた。そして、

「酒を与えよ」と、酒肴を出して慰め、さらに、

「これはわが成都で産する蜀錦しょっきんの戦袍である。お前たちにも似合うであろう。この恩衣おんいを纏まとうて、常に王化の徳を忘れるなかれ」

　と、諭さとして、やがて夜に入ると、小道からそっと二人を追放してやった。

　董荼奴も阿会喃も、

「ご恩は忘れません」と、涙を流して去った。

　孔明はその後で、諸人に告げた。

「見よ、明日はかならず国王孟獲もうかくが自身でこれへ攻め寄せてくるにちがいない。──おのおの手に唾つばして、これを生擒いけどりにせよや」

　その折にはかくかくと孔明は計策をさずけていた。何処へ向って行くのか、趙雲、魏延ぎえんは各五千騎を持ち、そのほか、王平や関索かんさくなども一手の兵をひきいて、翌朝はやく本陣から別れて行った。




孟獲もうかく



一



　南蛮国における「洞どう」は砦とりでの意味であり、「洞の元帥」とはその群主をいう。

　いま国王孟獲もうかくは、部下の三洞の大将が、みな孔明に生擒いけどられ、その軍勢も大半討たれたと聞いて、俄然、形相を変えた。

「よし、讐かたきをとってやる」

　この孟獲という者の勢威と地位とは、南方蛮界の国々のうちでは、最も強大なものらしい。彼が率いてきた直属の軍隊は、いわゆる蛮社の黒い猛者もさどもだが、弓馬剣鎗を耀かがやかし、怪奇な物の具を身につけ、赤幡せきばん、紅旗をなびかせ、なかなか中国の軍にも劣らない装備をもっているものだった。

　これが、端はしなくも、蜀の王平の先陣と、烈日の下に行き会った。王平は、馬を出して、

「野蛮王孟獲、ありや？」

　と呼ばわった。

　獅子の如く猛然と、声に応じて駈け寄ってきたのが、その孟獲と見えた。そのときの彼の扮装いでたちを原著にはこう描写している。

──孟獲、旗ノ下に、捲毛ケンモウ赤兎セキトノ馬ヲオドラセ、頭カシラニ羽毛ウモウ宝玉冠ホウギョッカンヲ載キ、身に瓔珞ヨウラク紅錦コウキンノ袍ヲ着、腰ニ碾玉テンギョクノ獅子帯ヲ掛ケ、脚ニ鷹嘴ヨウシ抹緑マツリョクノ靴ヲ穿ウガツ。昂然コウゼントシテ左右ヲ顧カエリミ、松紋ショウモン廂宝ソウホウノ剣ヲ手ニカケテ曰イウ。


「中国の人間どもは、孔明孔明とみな怖れるが、この孟獲の眼から見れば、一匹の象、一匹の牝豹めひょうにも足りない。いわんやその下の野狐城鼠やこじょうそどもをや。──やい、忙牙長ぼうがちょう、あいつを圧おし潰つぶせ」

　と彼は振り向いて、部下の一将へ頤あごをさした。

　忙牙長ぼうがちょうはおうっと吠えて、またがっている怪獣の尻をぴしっと革かわでなぐった。馬ではなく、それは大きな角を振り立てて来る水牛であった。

　王平と五、六合戦ったが、尋常な剣技では比較にならない。忙牙長はたちまちにして追い立てられた。

　部下の血を見ると孟獲は本来の蛮人性をあらわして、おのれと喚おめきざま、王平へ跳びかかってきた。王平は詐いつわって逃げだした。

「ざまを見ろ、古廟ふるでらの番人め（武神の木像をさしていう）引っ返せ」

　捲毛ちぢれげの赤馬に、旋風つむじを立てながら、孟獲は追いかけてきた。

（頃はよし──）と眺めた関索の一軍は、突として、彼のうしろを中断し、その背後を脅おびやかすと、またたちまち、張翼は右から、張嶷ちょうぎは左から、蛮軍をおおいつつんだ。

　無智の軍と、兵法ある軍との優劣は、余りにも明らかな結果を現わした。寸断された蛮軍は蜂の巣を叩かれたように混騒し、その逃げる方角すら一定の方向も持たない。

　孟獲はうかと熱湯へ手を突っこんだように狼狽した。急に一方の囲みを破って、錦帯山きんたいざんの方へ奔はしったが、そこの谷間へかかると、谷の中からとうとうと金鼓きんこや銅鑼どらの声がするし、道をかえて、峰へ登りかけると、岩の陰、木の陰から、彪々ひょうひょうとして、蜀の勇卒が、鼓を打ちつつ攻めてくる。

　中に、蜀の大将趙雲がいた。孟獲は胆を消して、渓流を跳び、沢を駈け、さながら美しき猛獣が最期を知るときのように逃げまわったが、すでに四山は蜀兵の鉄桶てっとうと化し、遁のがるべくもない有様であった。

　さも残念そうに、独り唸うめきながら、彼は馬を捨てて渓流のそばへ寄った。そして身をかがめて水を飲もうとすると、四方からまた喊ときの声と金鼓がこだまして鳴りひびく。

「……？」

　脅おびえの中に必死を持った形相は、何とも物凄い。彼は馬をそこへ捨てたまま、木の根、岩かどにしがみついて、道なき所を越えはじめた。そして嶺の上に出て、ほっと一息ついているところを、趙雲の手によって、難なく囚とらえられてしまった。

　縄目も、ただの縄をかけたのでは、ぷつぷつ断きってしまうし、暴れる、吠える、ほとんど手がつけられない。で革紐かわひもをもってきびしく縛いましめ、屈強な力士が十重二十重に囲んでこれを孔明の本陣まで引っ立てて行ったが、陣内へ押し込むときも一暴れして、三、四人の兵が蹴殺されたほどだった。

　しかし、営中まで引きずってくると、御林の旗幡きはんは整々と並び、氷雪をあざむく戟ほこや鎗は凛々りんりんと篝火かがりびに映え、威厳いげん森々しんしんたるものがあるので、さすがの蛮王も身をすくめてただ爛らんたる眼ばかりキョロキョロうごかしていた。
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　営内の裏には、さきに俘虜ふりょとした大量の蛮兵が、真っ黒にかたまっていた。いま孔明はそこへ出て、戒諭かいゆを与えていた。

「汝らといえども、虫むし獣けだものではあるまい。父母もあろう、妻子もあろう。生擒いけどられたと聞いたら、それらの者は血をながして悲泣するであろうに、何で無益にその生命いのちを争って捨てに来るのか。ふたたび孟獲の如き兇悪を助けて、あたら生命を捨てるではないぞ」

　もちろん、孔明は全部の者を解き放す考えである。のみならず、酒を飲ませ、糧かてを与え、負傷者には、薬治をして、追い放してやった。

　無智な土蛮の者といえども、その恩にはみな感じた。いや中国の兵よりも正直に感銘して、振り返り振り返り立ち去った。

　彼が営中の一房へもどって来ると、ちょうどそこへ武士たちが孟獲もうかくを引っ立ててきた。孟獲は孔明のすがたを見ると、牙きばをむいて跳びかかりそうな顔をした。

「どうした？　孟獲」

　孔明はすこし揶揄やゆをもてあそびながら、温容なごやかに訊問した。

「わが蜀の先帝には、常々、蛮王蛮王と汝を称よばれて、汝に目をかけ給うたこと、一通りでなかった。さるを恩を忘れて魏と通じ、魏が屏息へいそくするや、また自ら無謀の乱をなすとは何事か」

　孟獲はせせら笑った。何か咬かんでいるようにもぐもぐ口の端から泡を出して独ひとり語ごとをいっていたが、やがて、猩々しょうじょうが腹を掻くときのように、ぬうと胸を反らすと、ぎょろりと孔明をにらみつけて、

「ばかをいえ。たわごとを吐ぬかせ。もともと、両川りょうせんの地は、旧蜀のもので、今の蜀のものじゃない。益州の南だってそうだ。この俺のものだ。玄徳の領分でもなかったし、劉禅りゅうぜんの土地でもない。そこで俺が何をしようと、俺の勝手ではないか。境さかいを侵おかしたの、謀叛むほんをするのと、俺の耳に通用しない文句を並べたところで、この孟獲もうかくにはちゃんちゃらおかしくなるばかりだ。あはッははは」

「気のどくだが孟獲、真面目になって、お前と理論を闘わす気にはなれぬよ。──そこで武力をもって教えたのだが、いかに歯ぎしりしても、汝はすでに、孔明に捕われている者だぞ、俘虜には何をいう権能もない。なぜわが軍に生擒られたか」

「錦帯山きんたいざんの道が狭くて思うまま俺の力が出せなかったからだ」

「そうか、地の利を得なかったためか」

「誤まって生擒られたが、たとえ身は縛し得ても、俺の心は縛し得まい」

「汝も時には、うまいことをいう。心から服さぬものは是非もない。縄を解いて放してつかわそう」

　そういったら、たちまち情に打たれて面もやわらげ、急に生命をも惜しむか──とながめていると、孟獲の場合はまったく正反対であった。

「ようし。もし俺の縄を解いて放して帰すなら、きっと兵力を立て直して、ふたたびうぬと雌雄を決してみせる。尋常に戦えば、うぬらに負ける孟獲じゃあない」

「おもしろい。ふたたび来て、ぜひ戦え。孔明も汝が心から服するまで戦うであろう」

　彼は、武士に告げて、孟獲を解いてやれといった。これを知って営中の諸大将は動揺した。せっかく捕とったものを──と残念がる者、いいのかしら？ ──と不安がる者、さまざまな感情がそこへ反映したが、孔明は少しも意にかける容子とてなく、酒を取り寄せて、

「飲んで帰れ」と、孟獲にすすめていた。

　初めは、非常に疑っている顔いろだったが、同じ酒壺しゅこの酒を孔明も共に飲んで他事なく話しかけるので、孟獲も果ては大盃でがぶがぶ飲み乾した。そして営門の裏から送り出されるや、罠わなを脱した猛虎が洞へ急ぐように、後も見ずに何処かへ消えて失くなった。

　拳こぶしを握りながら、それを見送っていた諸将は、口をそろえて、

「わからぬ。丞相のお心は我らにはとんと合点がまいらぬ」

　不満と嘲笑を半ばにして云い合った。

　孔明は笑った。

「何の、彼ごとき者を生擒るのは嚢ふくろの中から物を取りだすも同じことではないか」




輸血路
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「大王が帰ってきた」

「大王は生きている」

　と、伝え合うと、諸方にかくれていた敗軍の蛮将蛮卒は、たちまち蝟集いしゅうして彼をとり巻いた。そして口々に、

「どうして蜀の陣中から無事に帰ってこられたので？」

　と、怪訝顔けげんがおして訊ねた。

「何でもないさ」

　孟獲は事もなげに笑って見せながら、部下にはこういった。

「運悪く難所に行き詰って、一度は蜀軍に生擒られたが、夜に入って、檻おりを破り、番の兵を十余人ほど打ち殺して走ってくると、また一隊の軍馬が来て、俺の道をさえぎったが、多寡たかの知れた中国兵、八方へ蹴ちらした末、馬を奪って帰ってきたというわけだ。ははは、お蔭で蜀軍の内部はすっかり覗いてきたが、なあに大したものじゃない」

　もちろん、部下の南蛮兵は、彼の言を絶対に信じた。ただ阿会喃あかいなんと董荼奴とうとぬは、先に孔明に放されて、自分たちの洞中に引っ込んでいたが、孟獲から呼び出しがくると、この二人だけは、

「どうもやむを得ない」

　というような顔つきで、渋々やって来た。

　孟獲は、新たにまた諸洞しょどうの蛮将へ触れを廻して、たちまち十万以上の新兵力を加えた。蛮界の広さと、その蛮界における彼の威力は底知れないものがある。

　集まった諸洞の大将連は、その風俗服装、武器馬具、ほとんど区々まちまちで、怪異絢爛かいいけんらんを極めた。孟獲はその中に立って、向後こうごの作戦方針をのべた。

「孔明と戦うには、孔明と戦わないに限る。彼奴きゃつは魔法つかいだ。戦えばきっと彼奴の詐術さじゅつにひッかかる。そこで俺は思う。蜀の軍勢は千里を越えて、この馴れない暑さと土地の嶮けわしさに、かなりへたばッている様子だ。俺たちはこれから瀘水ろすいの向う岸に移り、あの大河を前にして、うんと頑丈な防寨ぼうさいを築こう。削けずり立った山にそい崖にそい、長城を組んで矢倉矢倉にそれを連つなげば、いくら孔明でもどうすることもできまい。そして奴らがへとへととなった頃を見て、みなごろしにする分には何の造作もない」

　一夜のうちに蛮軍は風の如くどこかへ後退してしまった。蜀軍の諸将は、

「はて？」と、怪しんだり、或いは、孔明の大仁に服して、みな戦場を捨てて洞へ帰ってしまったのではないか、などと私語しご区々まちまちであったが、孔明は、

「ただ前進あるのみ」と、即日、進発を命令した。

　蛮地の行軍は、その果てなさに、ふたたび人々を飽かしめた。わけて輜重しちょうの困難はいうばかりでない。

　ときすでに五月の末に及んで、先陣は行くてに瀘水の流れを見た。河幅は広く、水勢は急で、強雨のたびに、白浪天に漲みなぎった。

　強雨といえば、この地方では、日に何回か、必ず盆をくつがえすような大雨が襲ってきた。猛烈な炎暑に喘あえぐとき、それは兵馬をほっと救ってくれるが、同時に、甲の下も濡れ、兵糧も水に浸ひたされ、時には道を失って、漲る雨水の中に立往生してしまうことなどもままあった。

「や？　……対岸に敵がいる」

「何という厳しさだ。あの蜿蜒えんえんたる防寨ぼうさいは」

　先鋒の兵は、胆きもを奪われた。対岸の嶮岨けんそと、その自然を利用した蛮族一流の防寨を見た刹那にである。それは中国地方の科学的構造とは甚だ趣を異ことにしているが、堅固な点では、必要以上にも堅固にうかがわれる。

　当然、遠征軍は、瀘水ろすいを前にして、はたと、その進軍を阻はばめられた。

　日々の強雨、一日中の悪暑、夜は夜で、害虫や毒蛇やさまざまな獣に苦しめられつつ、滞陣半月を越えんとしていた。

　孔明は、令を出した。

「瀘水の岸から百里ほど退陣せよ。して各隊は、高所、或いは林中など、眠るによく、居るに涼しい地を選んで幕営を張れ。敢えて、戦いに焦躁しょうそうするな。しばらく人馬を休め、病にかからぬよう、身の強健にもっぱら努めておるがいい」




二



　こういう時、参軍の呂凱りょがいは大いに役に立った。かねて孔明の手に献じてある「南方指掌図」に依って、地理を按じ、各部隊のために滞陣たいじんの地を選定した。

　各部将は、それぞれの位置に、陣小屋を構え、椰子やしの葉を葺ふいて屋根とし、芭蕉ばしょうを敷いて褥しとねとし、毎日の炎天をしのいでいた。

　監軍の蒋琬しょうえんは、一日孔明に向ってこういった。

「山に依り、林にそい、蜿蜒十数里にわたるこの陣取りは、かつて先帝が呉の陸遜に敗られたときの布陣とさながらよく似ています。もし敵が瀘水を渡って火攻めをして来たら防ぎはつきますまい」

「然り、然り」と孔明は否定もせずただ笑って──

「この渫陣せつじんの形は、決して善いと思っているわけでもないが、さりとて何の計はかりごとがないわけでもない。まあ推移を見ておれ」

　ところへ蜀の都から、傷病兵のために多くの薬種くすりと糧米とを輸送して来た。指揮官には誰がついてきたかと訊ねると、

「馬岱ばたいとその部下三千名が任に当って参りました」とのことに、孔明は直ぐに彼を呼びよせて、遠来の労をいたわり、かつ云った。

「君のつれてきた新手の兵を最前線へ用いたいと思うが、ご辺は指揮して行くか」

「一兵も私の兵などというものはありません。みなこれ朝廷の軍馬ですから、先帝のご恩に報じられるものなら、死地の中へも歓んで参ります」

「ここから約百五十里の瀘水の岸に、流沙口りゅうさこうという所がある。そこの渡口のみは流れもゆるく渡るによい。対岸に渡ると山中に通ずる一道がある。それこそ蛮軍が糧食を運んでいる唯一の糧道だ。もしここを遮断すれば阿会喃、董荼奴とうとぬの輩が内変を起すだろう。君に命ずるのはそうした任務だが」

「必ずやって見せます」

　欣然きんぜん、馬岱は下流へ向った。

　流沙口へ来て見ると、案外、河底は浅く、船筏ふないかだも要らない程度なので渡渉した。ところが、河流の半ばまでゆくと馬も人もたちまち溺れ流された。馬岱は驚いて急に兵をかえし、土人に訊くと、ここは毒河といって、炎天のうちは、水面に毒が漂っているので、これを飲めば必ず死ぬ。しかし夜半の冷やかな頃わたるぶんには決して毒にあたることはないとのことだった。

　深夜を待つまでに、木を伐り竹を編んで無数の筏を造った。約二千余騎つつがなく渡るを得た。対岸は山地で、進むほど峻嶮となってくる。土人にきけば「夾山きょうざんの羊腸ようちょう」とよぶ所だとある。

　馬岱軍は、大山たいせんの谷を挟んで陣を取り、その日のうちに、ここを通行する蛮人輸送隊の車百輛以上、水牛四百頭を鹵獲ろかくした。次の日にも獲物があった。たちまちこのことは、険阻けんそのうちに結集している蛮軍十余万の胃ぶくろに影響した。

　糧道を守る蛮将のひとりが、孟獲の本陣へ行って急を告げた。

「平北将軍馬岱が、一軍の新手をひきいて、流沙口りゅうさこうを渡ってきました」

　孟獲は酒をのんでいたが、聞くと笑って、

「河の半ばで半分以上は死んだろう、ばかな奴らだ」

「いや、夜中に越えてきたらしいので」

「誰が敵にそんな秘事を教えたか、土地ところの奴なら斬ってしまえ」

「もう間に合いません。敵は夾山きょうざんの谷に屯たむろして、こっちの輸送隊を襲い、毎日の兵糧はみんな奴らに奪われているので」

「なに、糧道を断ったと。何のために、汝われはその守りに立っているのか。木像め、──忙牙長ぼうがちょうを呼べ、忙牙長を」

　これは蛮将中でも異様な槍を使う猛力無双な男である。呼ばれるや、その長槍を引ッ抱えて、

「大王、何です」とさながら仮面めんのような顔をつき出した。

「三千ばかり引きつれて、夾山にいる馬岱の首を持ってこい」

「行ってきます」

　忙牙長は、颯爽として、一軍の先に立って向って行ったが、程なく、その手下だけが、列を乱して逃げ帰ってきた。そして口々に告げていう。

「忙牙長は敵の馬岱と渡り合って、ただ一刀に斬られてしまいました。いったい、どうしてあの隊長があんな脆もろく殺やられたのか訳がわかりません」




心縛
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「──そんな筈はないが？」

　と孟獲もうかくは疑ったが、夜になると土人が、忙牙長の首を拾って届けてきた。

　彼は、日夜離したことのない杯をほうり捨てた。

「やい。誰か行って、この仇かたきを取ってこい。忙牙長に代って、馬岱の首を討ってくる奴はいないか」

「行きましょう、てまえが」

「董荼奴とうとぬか。よかろう。さきの辱を雪そそいでこいよ」

　励まして、さらに、猛卒二千を加え、五千の勢で、夾山きょうざんへ向わしめた。

　そして、一方、阿会喃あかいなんには、

「孔明の本軍が、河を渡ってくると大ごとだ。てめえは河流一帯を守っていろ」

　と、べつに大軍をあずけた。

　蜀軍が疲れるまで、じっと守って不戦主義をとっていた孟獲も、糧道の急所を衝かれては、あわて出さずにいられなかった。

　夾山の馬岱は、董荼奴が新手をひっさげて、陣地を奪回に来たと聞くと、自身、蛮軍の前へ出て、

「董荼奴董荼奴。王化を知らぬ蛮族といえ、よも禽獣きんじゅうではあるまい。耳あらば聞け。汝はさきにわが丞相に捕われて、すでに命のない所を放された者ではないか。蛮土の人種も恩を知るというに、その将たる者が、恩をわきまえぬか。それともなお、戦うとあらば、これへ出よ、汝もさきの忙牙長の如く首にして帰してやらん」

　と、大声で諭さとした。

　孔明に放されて以来、もとより戦意を失っていた董荼奴は、それを聞くと、大いに恥じて、旗を巻いて逃げ帰った。

「どうした？」

　孟獲は目をむいて彼を糺ただした。

　そして董荼奴とうとぬが、馬岱は聞きしにまさる英雄で、とうてい、自分たちには、歯がたちませんと云い訳するのを聞くと、孟獲の青面赤髪はみな毛根毛穴から血をふき出しそうな形相になった。

「この裏切者。孔明に恩を売られているので、二心を抱いていやがるな。よろしい。見せしめにかけてやる」

　蛮刀を引き抜いて、即座に彼の首を刎ねようとした。まわりにいた諸洞しょどうの蛮将たちは、何か口々に騒いで、孟獲を抱きとめ、董荼奴のために、哀あいを乞うことしきりであった。だが、

「いまいましい奴だが、命だけは免ゆるしてやる。洞将たち、百杖の罰はゆるされないぞ」

　土兵に命じて、大勢の中で、董荼奴を裸にし、その背へ棍しもとをもって百杖の刑打けいだを加えた。五体血まみれになった上、面目を失って、董荼奴は自分の屯たむろへ帰って行ったが、無念でたまらないらしい。遂に、腹心の部下をあつめて、仔細を語り、

「おれたちは生れながら蛮国にいるが、ついぞ理由なく中国の軍が侵略してきたためしはない。それを孟獲のやつが、なまじ智慧の利きくところから、魏と申し合わせたり、自力を恃たのんで強がったりして、蜀の境に好んで乱を起したからこそこんなことになったのだ。──おれの見るところ孔明は実に立派な人だ。しかも自身の智謀や力に誇らず、よく蜀の帝王を敬うやまって、王者の仁を施すに口先だけの人でない」

　こういう心中を打ち明けて、

「いっそのこと、孟獲を殺して、孔明に降伏し、蛮土の民を、一様に幸福にしてくれるように頼もうと思うが……お前たちの考えはどうか」

　と、一同の真意を糺ただした。

　部下の大半以上は、いちどはみな孔明に息をかけられた者どもなので、

「洞長。それこそわしらも考えていたところだ」

　と、みな同音に賛成し、直ちに決行しようとなった。ちょうど孟獲は本陣の帳中に昼寝をしていたところだった。そこへ百余人の董荼奴とうとぬの部下が入ってきて、不意に枕を蹴とばし、

「起きろ」

　と、いうや否、高手小手に縛ってしまったので、さすがの孟獲も、うぬッと、一声せい吠えたのみで、どうすることもできなかった。
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「や、や。何だ」

「何事が起ったのか？」

　蜂の巣を突いたような騒動である。ほかの蛮将や土人の衛兵なども、事の不意に、ただ呆あッ気けにとられていた。

「瀘水ろすいへ。瀘水へ」

　董荼奴は、その隙に、部下百余人の先頭に立ち、孟獲もうかくを引ッ担かつがせて、蛮軍の中営から首尾よく駈け出していた。

　そして瀘水の岸まで来ると、かねて待たせておいた刳貫舟くりぬきぶねの内へ、まず孟獲をほうりこみ、部下も共々、数艘の舟へ飛び乗って、対岸へ逃げ渡ってしまった。

　蜀軍の哨兵が、すぐ孔明の中軍へ、変を知らせてきた。孔明は、待っていたように、

「来たか」と、云った。そして轅門えんもんから営内にわたるまで、兵列を整えさせ、槍旗そうき凛々りんりんたる所へ、董荼奴以下を呼び入れた。

　孔明はまず董荼奴から仔細を聞き取って、大いにその功を賞し、部下一同にも、充分な恩賞をとらせた。

「ひとまず洞中へ帰っておれ」と、引き揚げさせた。

　次に、

「孟獲をこれへ」と引き出させ、高手小手に縛いましめられて来た彼のすがたを見るや、一笑して、

「蛮王。また来たか」

　と、呼びかけた。

　孟獲は憤怒の眼を血走らせて、

「来たとはいえ、汝の手に生擒いけどられて来たのじゃない。偉そうな面つらをするな」

　とやり返す気か、満身で喚わめき立てた。

　孔明は、逆らいもせず、

「そうか、そうか。しかし誰の手にかかろうと、全軍の総帥たるものが、縄目にかけられて、敵の陣中へ送られたりなどしては、はや汝の威厳も墜ち、その命令もよく行われまい。むしろこの時においていさぎよく降伏いたしてはどうだ」

「糞ウくらえ！」唾をしてその首を獅子のごとく左右に振り猛った。

「きょうの不覚は、まったく俺の油断から飼犬に手を咬まれただけで、俺の恥でもなければ、俺の戦法が悪くて負けたわけでもない。従って俺の部下は、なおのこと、この復讐しかえしを誓っても、この孟獲を見捨てるようなことは断じてないのだ」

「なるほど、汝はよい手下を持っている。しかし、次々に諸洞の配下が、みな董荼奴や阿会喃のようになって行ったらどうするか」

「俺ひとりでも戦ってみせる」

「ははは。何をいうぞ孟獲。その汝は、すでに擒人とりことなって、わが面前に、指も動かせぬ身となっているではないか」

「…………」

「いま孔明が、首を刎ねろと、一言放てば、汝の首は、たちどころに、胴を離れる。──わが蜀軍は、王道の兵である。心から服する者を、なんでほしいままに虐誅ぎゃくちゅうしよう。いわんや汝は蛮界に王を称える者だけあって、中国の文明も多少は知り、文字も読み、また夷蛮に似あわずよく用兵にも通じておる。──殺すは惜しい。孔明は惜しむ。心から汝を惜しんでやまないのだ」

「丞相、もう一度、俺を放してくれないか」

「放したらどうする心か」

「寨とりでにかえって、檄げきをとばし、諸洞の猛者をあつめて、正しく戦法を練り、ふたたび蜀軍と一合戦ひとかっせんする」

「ふうむ。そして」

「きっと、俺が勝つ。だが間違って、こんどもまた、蜀軍に敗れたら、洞族一統をひきつれて、いさぎよく降参する」

　孔明は笑った。そして、兵に命じて、すぐ彼の縄を解かせ、

「次には、心ゆくまで、戦ってみせい。だが、重ねてわが前に醜い姿を見せぬようにしたがいいぞ」

　と、酒を呑ませ、また、馬を与えて、これを瀘水ろすいの岸まで送って放した。

　孟獲は、舟の中から、二度ほど振り向いたが、対岸に着くや否や、豹ひょうのように、山寨さんさいへ駈け登って行った。




孔明こうめい・三擒きん三放ほうの事こと



一



　孟獲は山城に帰ると、諸洞の蛮将を呼び集めて、

「きょうも孔明に会って来た。あいつは俺が縛られて行っても、俺を殺すことができないのだ。なぜかといえば、俺は不死身ふじみだからな。奴らの刃を咬かみ折り、奴らの陣所を蹴破って帰るぐらいな芸当は朝飯前のことだ」

　と、例によって、怪気焔を吐きちらし、無智な蛮将連を煙に巻いて、

「──だが、もし俺でなかったら、今日なんざ、とても生きては還れるどころではなかった。太え奴は董荼奴とうとぬと阿会喃あかいなんのふたりだ。すぐ手分けして、奴らの首を持ってこい」と、命じた。

　翌晩。──寨門さいもんを出ていった蛮将は、幾手にも分れて、待ち伏せていた。昼間のうちに、孔明の偽使者をつかって、董荼奴と阿会喃へ呼びだしをかけていたのである。

　二人は、計はかりごとに乗せられて、自分たちの洞中から、山越えで瀘水の道へ向ってきた。たちまち、合図の角笛が鳴ると、四方に隠れていた土蛮が、董荼奴を殺し、阿会喃を取りかこみ、二つの首を取ると、死骸は谷間へ蹴落して、わあと、狼群ろうぐんのように本陣へ帰ってきた。

「よくも俺に煮え湯をのませやがったな。ざまを見たか」

　孟獲は、首へ向って罵った。そして終夜、鬱憤ばらしの酒宴さかもりをつづけていた。

　一睡して醒めると、

「腕が鳴ってたまらない。さあこれからだ。蜀軍を蹴ちらし、孔明の肉を啖くらい血をすすってくれなけりゃあならん。この孟獲にも劣るまいと思うものはみんな俺について来い」

　と、突如、銅鈴どうれいを振り、鉄笛をふかせ、鼓盤こばんを打ち叩いて、出陣を触れると、寨中の蛮将はみな血ぶるいして、

「それ行け」

　と各〻、一隊をひきいて、孟獲のあとから駈けて行った。

　孟獲は夾山きょうざんへ向った。そしてまずここに屯たむろしている敵の馬岱を殲滅しようと考えて来たのであったが、何ぞ計らん、すでに蜀兵の影は一箇も見えなかった。

「どこへ動いて行ったか？」と、土地の者に訊ねると、一昨日おとといの夜、急に河を渡って、北岸へ退いてしまったということだった。

「いけねえ。こいつは一足遅かった」

　拍子抜けして、孟獲はひとまず本陣へ引っかえしたが、帰って見ると、弟の孟優もうゆうという者が、兄孟獲の苦戦を聞いてはるか南方の銀坑山ぎんこうざんから新手二万をひきつれて、留守のうちに加勢に来ていた。

　蛮族間でも兄弟の情はあるらしい。いや中国人よりもその密なることは露骨で、よく来た、よく来てくれたと、抱擁したり頬ずりしたりしていた。そして夜半まで酒酌み交わしていたが、その間に、充分な秘策を練り合ったとみえて、翌日、孟優は部下百人に、鳥の毛や南蛮染の衣きぬを飾らせ、瀘水を越えて対岸の敵地へ渡った。

　船から上がる時、その一人一人の兵を見ると、足はみな裸足だが獣骨の足環あしわをはめ、半身の赤銅のような皮膚を剥むき出しているが、腕くびに魚眼や貝殻の腕環うでわをなし、紅毛碧眼へきがんの頭には、白孔雀しろくじゃくや極楽鳥ごくらくちょうの羽根を飾って、怪美なこと、眼を疑わすほどだった。

　加うるにその百余人の蛮卒は手に手に金銀珠玉或いは麝香じゃこうだの織物だの、持ちきれぬほどな財宝を持って、孟優の統率の下に、孔明の陣へ静々歩いてきた。

　やがて、その列が、陣門に近づくと、たちまち、見張りの櫓やぐらからひょうひょうと鼓角こかくが鳴り、たちまち、鼓に答えて、一彪ぴょうの軍馬が前をさえぎった。

「待て、どこへ行く」

　馬上の人を見れば、これなんきのう孟獲がすでにその姿なしと、地だんだを踏んでいた蜀の馬岱である。

　孟優は地に拝伏し、わざと恐れおののいて云った。

「兄に代って、正式に降参の申入れに来ました。私は弟の孟優です」

「ひかえていろ」

　馬岱は、陣門の内へその由を伝えた。

　ときに孔明は、諸将と何か議していたが、この報らせを聞くと、そばにいた馬謖ばしょくをかえりみて、

「……わかるか？」

　と、微笑して訊ねた。




二



　馬謖は「はい」と頷うなずいたが、あたりの人をはばかってまた、

「口では申されません」

　と、紙筆を持ち、何か書いて、孔明にそっと見せた。

　孔明は、一読、ニコと笑って、膝をうちながら、

「然り。君の思うところ、孔明の意中にもよくあたっている。孟獲を三たび擒人にするの計、それ一策である」

　と、次に趙雲をそば近くさしまねいて、何か計をさずけ、また魏延ぎえん、王平、馬忠、関索かんさくなどにも、一人一人に行動の方針を授けて、

「いざ、疾とく」

　と、そこからすぐ諸方へ立たせた。

　そうした後、孟優を呼び入れて、何故に、にわかに降伏して来たかと、わざと怪しみいぶかって見せた。

　孟優は地にひれ伏して、

「兄孟獲もうかくは、南国随一といわれている強情者です。ために、二度まで捕われて、丞相の恩情によって命を保ちながら、なお反抗せんと、私どもへ軍兵を催促して来ましたが、本国の一族や、諸洞しょどうの長老は、みな大反対で、兄の頑迷をさとし、長く蜀帝に服し奉れと、懇々こんこん、意見しましたところ、遂に、兄もとうてい、丞相の武威と温情に敵し難いことを悟って、自分がゆくのは間まが悪いからまず私に代って、降伏をお容いれ賜わるように、丞相へおすがりしてくれという言葉でございます」

　孟優は蛮界に珍しい能弁の男だった。涙を流さぬばかりに告げて、連れてきた蛮卒百余人の手でそれへ貢みつぎものを山と積ませた。

　そしてなお、いうには、

「兄孟獲も、いちど銀坑山ぎんこうざんの宮殿へ帰り、多くの財宝を牛馬に積み、天子へのご献上を仰ぐため、やがて日を経てこれへ降参にまいる予定でございます」

　──始終を聞き取ってから孔明ははじめて彼に親しみを見せた。そして心からその恭順を歓迎し、また贈り物を眺めては、あらゆる随喜と満足を表明した。かつ席をあらためて、酒宴をひらき、成都の美酒、四川の佳肴かこう、下へもおかずもてなした。

　昼からである。暮れれば楽人楽を奏し蜀兵は舞って興を添えた。南国の夜、ようやく更ふけるも、風は暖かに星みな大きく、歓喜尽きるのを忘れしめる。

　その宵。いやその頃すでに──瀘水ろすいの上流をこえ、山谷森林をくぐり、蜀陣の明りを目じるしに、蛮夷の猛兵万余の影が、狡猾こうかつなる獣けもののごとくかさこそと、蜀陣のうしろへ忍び寄っていた。

　彼らは手に手に硫黄いおう、焔硝えんしょう、獣油、枯れ柴など、物騒な物のみ持ち込んでいた。頃はよしと、孟獲は躍り上がって、

「あれが孔明の中営だ。今夜こそ遁のがすな」

　と、合図の手を振った。

　猛獣軍の影はまっしぐらに駈け出した。孟獲も飛びこんだ。──が、こはいかに、そこには燈火の光が白日の如く晃々こうこうと耀かがやいてはいたが、人はみな酔い伏しているだけで、一人として起って振り向く者もいない。

　しかも仆れている人間は、ことごとく孟優の手下である。いやその孟優も、座の中央に打ち仆れて、苦しげに、のた打ちまわりながら、味方の蛮兵を見て、自分の口を指さしていた。

「弟っ。どうしたっ？」

　孟獲は、抱き起してみたが、返事もできない孟優であった。計らんとして計られたのである。いうまでもなく、一人のこらず毒酒の毒にまわされていたのだった。

「──しまった──」

　とも知らず、味方の蛮兵は、諸方から焔硝えんしょうや油壺を投げて、ここを必死で火攻めにかけている。孟獲は孟優の体を抱えて、飛び出した。

「待て待て。外から火をかけると、中の味方が焼け死んでしまう。おれは孟獲だ。おれを通せ」

　すると火炎の下から、蜀の大将魏延ぎえんが、

「通れるものなら通れ」

　と、鼓こを鳴らし、槍ぶすまを向けてきた。あわてて反対なほうへ逃げてゆくと趙雲ちょううんの軍が待ちかまえていて、

「孟獲。天命尽きたぞ」

　と、追ってくる。

　弟の体もいつか投げ捨てて、孟獲はただひとり瀘水ろすいの上流へ逃げ奔はしっていた。




三



　岸に一艘そうの蛮船が見えた。二、三十人の蛮卒も乗っている。息をきって逃げてきた孟獲は、

「おういっ、俺をのせて、すぐ河を渡れ」

　と、命じるや否、宙を駈けてきた勢いでそれに飛び乗った。同時に、舟中の人数はこぞり起って、

「得たり！」とばかり艫ともや舳みよしへ立ち別れ、前後から孟獲の上へまたわッと圧し重なった。

「あっ。うろたえるな。俺だ。孟獲だっ」

　喚わめきもがくのを、遮二無二、がんじがらみに縛って、

「浅慮者あさはかものめ、われわれは馬岱軍の一手だ。いざ丞相の陣所へ来い」

　と、陸上へ担ぎ上げた。

　孔明の本陣は、その夜も、捕虜で充満していた。彼は兇悪なる者を十人斬って、そのほかは皆、酒を飲ませ、或いはこらしめに尻を打ち叩き、或いは、物など恵んで、ことごとく追い放してしまった。

「孟獲はどうしましょう」

　幕僚たちが、最後に訊いた。孔明はやおら、彼の前に、床几しょうぎを取って、

「また来たか。孟獲」

　と、揶揄やゆした。

　孟獲は、二回の体験で、いくらかこつを心得てきたらしい。憤然と答えて、

「こよいの敗れは、愚かな弟の奴めが、がつがつと酒食をむさぼりおったので、この孟獲の計を味方から壊こわしてしまったためだ。だから戦に負けたとは思わない」と、嘯うそぶいた。

「しかし孟獲。剣には負けなくても、策には負けたろう。汝が舟中のざまはどうだ」

「あれは失策しくじった……」と、孟獲もここは正直に肯定して、「──だが、人間だから、暗い所では石にもつまずくよ」と、まだ負けおしみをいった。

　孔明はすこし厳げんを示して、

「すでに今、三度まで、予は汝を生擒いけどった。この上は約束を履ふんで、汝の首を斬って放たん。孟獲何か云い置くことはないか」

「待て待て」と、前の二回とは大いに容子が変ってきて、彼はひどく生命いのちを惜しんで慌てた。

「もう一度放してくれ」

「仏の面かおも三度という。わが仁義にも程度がある」

「もう一遍でいい」

「その一遍で何をしたいか」

「快く一戦したい」

「重ねて生擒られたら」

「こんどは打ち首になっても悔いない」

「は、は、は、は」

　孔明は大笑した。とたんに、自身剣を抜いて、彼の縛いましめを切り放した。

「孟獲、次の折には、よく軍書を考えて、二度と悔いを残さぬように、よく陣容を立て直して参れよ。──時に、汝の弟は、どうしたか」

「えっ、弟？」

「骨肉を忘れるとは、如何いかがしたものだ。それでも蛮界の王として、土民を服してゆけるのか」

「火中から助け出したが、途中より別れて生死も分らぬ」

「誰か。──孟優をこれへ連れてこい」と、左右にいいつけると、幕将たちは、帳とばりの内へ入って、どやどやと一人の蛮将を取り囲んで連れてきた。

「ば、ばか野郎っ。いくら日頃から酒好きだって、敵の毒酒まで飲む馬鹿があるかっ」

　孔明は笑って、二人の仲を押しへだてた。

「味方破れに懲りながら、またすぐここで兄弟喧嘩をするなどは、すでに軍書の教えに反そむいているではないか。さあ仲よく帰れ。そして兄弟ひとつになって攻めて来い」

　ふたりは拝謝して立ち去った。

　舟を乞うと、瀘水を渡り、自分たちの山城へ帰ろうと登ってゆくと、山寨の上から蜀の大将馬岱が旗を負い、剣を杖とし、

「孟獲、孟優、何を望む。矢か槍か剣か石砲か」

　と、呶鳴りつけた。

　仰天して、一方の峰へ逃げてゆくと、そこにも蜀旗林立して、翩翻へんぽんたる旗風の波をうしろに、蜀の趙雲が姿を現わして云った。

「汝ら。丞相の大恩を忘るるなよ」

　また逃げた。しかし行く谷間、行く山々、蜀の旗の見えない所はないので、遂に彼らは遠く蛮地の南へ奔はしってしまった。




王風おうふう羽扇うせん



一



　蛮界幾千里、広さの果ても知れない。孔明の大軍は瀘水ろすいもうしろにして、さらに、前進をつづけていたが、幾十日も敵影を見なかった。

　孟獲もうかくは、深く懲りたとみえる。蛮国の中心へ遠く退いて、入念に再起を計っていた。

　蛮邦八境九十三甸でんの各洞長どうちょうへ向って、彼は檄げきを飛ばし、使いを馳せ、かつ金銀や栄位を贈って、こう触れ廻した。

「孔明の大軍が攻めてきた。全南界を征伐して、この国に蜀都を建て俺たち土着の人間を殺しつくすと称となえている。奴らは詐術さじゅつに富み、文明の武器を持ち、相当手ごわいが幾千里を来て、気候や風土にも馴れないため、大半はへたばッている。恐れるには足らない。諸洞の軍勢が力を協あわせて叩きつぶせば、蜀帝も懲々こりごりして、二度と俺たちの国へ指もさすまい」

　この飛檄は成功した。諸洞の蛮王の中には、芳醇ほうじゅんな酒にも飽き、熟れたる果実や獣肉にも飽き、余りに事なき生活に体をもて余している連中もある。これらが蛮国王孟獲もうかくの打ち揚げた狼煙のろしによって、久しぶりに大きな刺戟を得、諸邦から軍勢をひきつれて、続々と糾合きゅうごうに応じ、たちまち雲霞うんかのごとき大軍団を成したのであった。

「ようし、これだけ集まれば──」

　と、孟獲はすっかり喜悦して、

「ときに孔明は今、どこに陣しているか」と、偵察させた。

「西洱河せいじがに、竹の浮橋を架け、南の岸にも、北の岸にも布陣している按配です。北岸には、河を濠として、城壁まで築いているんで……」という手下の報告だ。

「ははあ。俺が瀘水ろすいでやった布陣をそのまま真似していやがるな」

　野性は驕おごるに早い。そして従前の敗北はすぐ忘れている。それに新しく連邦九十三甸でんの加勢を得ているので、闘志満々だった。

「どれ。ひと泡あわ吹かせてくれようか」

　軍を進めて、すなわち孔明の築陣していた西洱河せいじがの南をうかがった。

　赤毛の南蛮牛の背に、緬甸金襴ビルマきんらんを布しいて花梨鞍かりんぐらをすえ、それにまたがった孟獲は、身に犀さいの革かわの甲よろいを着、左に楯をもち、右手には長剣を握っていた。正に威風凛々りんりんである。

　たまたま、南岸にある蜀兵の各隊を、四輪車に乗って巡閲していた孔明は、

「孟獲が大軍をひきいて近づきつつあります」

　と、部下から聞くと、

「すわ疾風雲はやてぐもだ。濡れないうちに早く逃げろ」

　と、急に道をかえして、本陣へ急ぎ帰った。

　嗅かぎつけた孟獲は、

「しめた。追いつけるぞ」と、間道を通って、突如間ぢかへ、追撃して来た。

　──が、危うい一歩で、孔明の軍は陣門の内へ奔はしり込み、あとは厳しく閉めて、敢えて戦わなかった。

「弱いぞ、敵は」

　蛮軍は見くびって来た。前々から蜀軍の大半はすでに疲れていると聞かされているのでなおさらである。日が重なると、赤裸になって陣門の近くに群れ、尻振しりふり踊りをしたり、瞼めをむいてあかんべえをしたりして、蜀兵を憤らせた。

　蜀の諸将は、歯がみして、孔明に迫り、

「猿どもが、人を小馬鹿にすること、一通りでありません。いちど陣門を開いて、蹴散らしに出てはいけませんか」

　と、願ったが、孔明は、

「王化に服した後は、あの踊りも、むしろ愛すべきものになろう。まあしばらく虫を抑えていよ」

　と、依然ゆるしてくれない。

　猿の驕慢きょうまんはいよいよ募ってゆく、もとより軍律のない仲間なのでその狂態はあきれるばかりである。孔明は一日、高所から見物して、

「もうよいな」と、帷幕いばくの人々へ云った。

　腹中の計はできていた。趙雲ちょううん、魏延ぎえん、王平、馬忠などへ何事かささやいて秘を授け、また馬岱ばたいと張翼もこれへ呼んで、

「怠るな、各〻」

　と云い残して去った。すなわち彼は四輪車に乗り、関索かんさくをひきつれて、にわかに竹の浮橋を渡って、西洱河せいじがの北へ移ってしまったのであった。




二



　角笛つのぶえを吹き、大鉦おおがねを鳴らし、時には蛮鼓ばんこを打ち鳴らしなどして、南蛮勢は以後毎日のように、陣門の外まで寄せてきた。

　が、蜀軍の内はひそとしていた。旗風ばかり翻ひるがえって、武者声もしなければ、矢一筋射てこない。

　孟獲は戒めた。

「孔明は計の多い奴だから、うかと中へ陥おちいるなよ」

　しかし、余りに変化がないし、朝夕の炊煙すいえんすら立ち昇らない態なので、遂に一朝、思い切って一門を突破し、どっと中へ駈け込んでみると、数百輛の車に兵糧を積んだまま捨ててあるし、武具や馬具なども取り散らし、寝た跡、食べた跡も狼藉ろうぜきに放ったらかしてあるだけで、広い陣中のどこを眺めても、馬一匹人一人見あたらなかった。

「やっ？　引き揚げている、いつの間に退却したのだろう？」

　孟優が怪しんでいうと、孟獲はあざ笑って、

「この様子ではよほど慌あわてて去ったようだ。これほど堅固な陣屋を捨て、あの孔明が一夜に退いた所を見ると、これは何か本国に急変が起ったに違いあるまい。察するに蜀の本国へ呉が攻め入ったか、魏が攻め込んだか、この二つのうちの一つだろう。──そうだ、追いかけて一騎も余さず討ち取ってしまえ」

　水牛の鞍上から味方へ号令して、にわかに全軍をして、西洱河の南の岸まで追いかけさせた。

　ところがここへ来て北の岸を見ると、あたかも長城の如き城壁ができている。矢倉の数だけでも数十ヵ所、ことごとく旗を並べ、鎗戟そうげきを耀かがやかせ、近寄ることもできなかった。

「驚くには当らない。あれも孔明の擬勢だ。ああして置いては北へ北へと退却してゆく計略と思われる。見ておれ弟、二、三日するとまた、あそこも旗だけ残して、蜀の奴はひとりもいなくなるから」

　孟獲は孟優にそう語って、手下の勢に、竹を伐きって竹筏たけいかだを作らせておけといいつけた。

　数千の蛮兵は、大竹を伐って、筏いかだを組みだした。その間、朝夕対岸を注意していると、果たして蜀軍の数が目に見えて減ってゆく。四日目頃には、一兵もいなくなった。

「どうだ、俺の活眼は」

　彼は、左右の洞将たちにも誇って、河を渡ろうとしたが、その日は、狂風吹きつのって、石を飛ばすばかりだったので、しばし天候を見ようと、人馬を岸からさげていた。

「風は止まないし、あの高波では仕方がないでしょう。先頃、蜀軍が捨てて行ったあの空陣屋へ入って夜明けを待ったほうが悧巧りこうじゃありませんか」

「そうしよう。弟、全軍に退さがれと号令しろ」

　孟獲は云い残して、真っ先に後退を開始し、例の陣営へ入って休んだ。

　宵になると、狂風はいよいよ勢いを加え、夜空に砂が舞っていた。馬も兵もみな眼をふさぎ、四方の陣門から入って、さしも広い営内も真っ黒に埋まるほどだった。やがて眠ろうとする頃である。風音ならぬ金鼓の音が四方に響いた。すわと人馬が、中で騒ぎだした時は四面ともに焔ほのおの壁、焔の屋根となっていた。

　踏み殺され、焼き殺され、阿鼻叫喚あびきょうかんが現出した。

「しまった」

　孟獲もうかくは一族の少数の者に囲まれて、危うくも一方の口から猛火をのがれた。しかし外へ出るや否、

「蜀の大将趙雲ちょううん」と、呼ばわる者に追いかけられた。

　西洱河せいじがに残してある諸洞しょどうの軍勢の中へ逃げ込もうとすると、その味方もほとんど蹴ちらされて、後には蜀の馬岱軍が入れ代っている。胆をつぶして、中途から引き返そうとすると、すでに退路も蜀兵の影に占められている。

　山へ逃げ、谷へかくれ、一晩中逃げまわった。しかも道のある所かならず蜀軍の金鼓きんこが響き、鎗戟そうげきが殺出さっしゅつした。

　わずか十数人の部下と共に、孟獲はへとへとになって、西方の山の腰へ降りてきた。夜が明けている。見ると彼方に一叢むらの椰子林やしりんがあった。一隊の兵と数旒りゅうの旗が、一輛の四輪車を押し出してくる。孟獲は悪夢の中でうなされたようにあッと叫んで引っ返しかけた。
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　四輪車の上の孔明は、綸巾りんきんをいただき鶴氅かくしょうを着て、服装も常と変らず、手に白羽扇びゃくうせんをうごかしていたが、孟獲が仰天して逃げかけるや、大いに笑って、

「なぜ逃げる孟獲。汝はいつも捕わるるごとにいうではないか。武勇なれば負けはしないと。いま後ろを見せるほどでは、尋常に戦っても、この孔明に勝てる自信はないと見えるな」

　羽扇をあげて呼びかけた。

　──と、孟獲は、憤然と、踵きびすをかえし、

「だまれ。俺がいつ後ろを見せたか」と味方を振り向いて、「やい、諸洞の部下ども、あれにいるのが孔明だ、この人間の計におうて、俺は三度まで辱はじをかさねた。彼奴きゃつに出会ったのは幸い、俺と共にみんなも力を尽して、人も車も微塵になせ。彼奴の首一つ取ったら南蛮国中で祭典まつりができるぞ」

　と、獣王のように猛吼もうくした。

　十数人の部下はみな諸洞の中でも指折りの猛者もさばかりだし、弟の孟優も重なる怨みに燃えているので、「おうっ」「わあっ」と、喚おめき合って、どっと、四輪車へ向ってきた。

　蜀兵はたちまち四輪車を押して逃げ出した。追うも迅はやし逃げるも迅かったがその距離がつまる間まもあらばこそ、孟獲、孟優そのほかの一団は、天地も崩れるような土煙と共に、いちどに陥し穽へ落ちてしまった。

　するとその音響を合図として、魏延ぎえんの手勢数百騎が木の間木の間から駈け現われ、坑あなの下から一人一人引きだして、手ぎわよく数珠じゅずつなぎにしてしまった。四輪車はもう涼しげに蜀の本陣へ向っていた。孔明は帰ると直ちにまず孟優を引きすえて、

「お前の兄は一体どうかしているのじゃあないか。生擒いけどられてはこれへ来ることすでに今日で四度よたびになる。未開の蛮国といえ、人間ならば恥ということもあるだろう。お前からよく意見するがいい」

　と、物柔らかに諭さとして、酒をのませた上、先に縄を解いて部下一同とともに放してやった。

　次に孟獲を面前に引かせ、これに向っては、かつてなかった大喝だいかつをもって、

「匹夫、何の面目あって、再び孔明の前にのめのめ縄にかかって来たかっ」

　と、叱りつけ、なおも、

「中国では、恩を知らぬものを人非人といい、廉恥れんちのない者を恥知らずとも犬畜生ともいって、鳥獣より蔑いやしむが、汝はまさに、その鳥獣にも劣るものだ。それでも南蛮の王者か。はてさて珍しい動物である」と、極度に罵ののしった。

　孟獲もこの日に限って何も吼え猛たけらず、さすがに恥を知るか、瞑目したまま、ただ白い牙きばをだして唇を咬んでいた。

「もはや免ゆるさん。今日は斬るぞ」

　と、孔明が云っても、その眼が開かないのである。孔明はやにわに羽扇をあげて武士たちに下知した。

「陣後へひきだして、この獣王の首を打てっ」

　武士たちは大勢して、孟獲の縄尻を取り、立てと促すと、孟獲は無言のまま突っ立った。そして歩みだすときはじめて炬眼をひらいて、孔明の顔を睨みつけた。

　そしてなかなか泰然自若と刑の莚むしろへ坐ったが、武士を顧みて、もう一度孔明をこれへ呼んでくれといい、武士たちが承知する気色もないと見るや、突然大声で吼えた。

「孔明、孔明。もしもう一度、俺の縄を解いてくれれば、俺はきっと、五度目に四度の恥を雪すすいでみせる。死んでもいいが恥知らずといわれては死にきれない。やいっ、やいっ孔明、もう一遍戦えっ」

　孔明は起ってきて、

「死にたくなければなぜ降伏せぬか」といった。

　やにわにかぶりを振った孟獲は、哭なかんばかりな眼をしながらも口に火を吐く如く罵った。

「降参はしないっ。死んでも降伏などするか。俺は詐いつわりに負けたのだ。やいっ、詐術師さじゅつし、尋常にもう一度俺と戦え」

「よろしい。それ程にいうならば。──武士たち、縄を解いて帰してやれ」

　孔明はにこと笑って、房中へ姿をかくした。




毒泉どくせん



一



　孟獲は自陣に帰った。だが数日はぼんやり考えこんでばかりいる。弟の孟優が、

「兄貴、とても孔明にはかなわないから、いっそ降参したらどうかね」

　と意見すると、彼は俄然、魂が入ったようにくわっと眼をむいた。

「ばかをぬかせ。貴様までそんなことをいうか。二度とぬかすと承知しねえぞ」

「だって兄貴は、この頃ぼんやり鬱ふさぎこんでいるよ」

「俺が四度も生擒いけどられたのは、計略に負けたのだ。だから今度は、俺のほうから孔明を計略にかけてやろうと思って、ぐっと智慧をしぼっているところだ」

「南蛮国での智慧者ならばあの朶思王だしおうだがなあ」

「そうだ。なぜ俺は朶思王を思い出さなかったろう。弟、朶思王のところへ使いに行ってくれ」

　急に孟優に旨をふくめて、禿龍洞とくりょうどうの朶思王へ遣やった。

　孟獲からの頼みを聞くと、朶思王は一議に及ばず、洞兵を集合して、蛮王孟獲を自領に迎えた。そして孟獲から度重なる敗戦の状と、孔明の智謀に長じていることを聞くと、朶思王は噴笑して、

「心配ない心配ない。孟王、お心安く思わるるがよい。わが洞界は不落の嶮要けんよう、ここに兵をお集めあれば、おそらく孔明といえど、蜀軍の将士たりと、生きて還ることはできない」

　といった。そして、彼が語るには、

「孟王が今これへ来られた一道の通路は平常だから開いてあるが、いざという時になれば、あの途中の絶壁と絶壁の倚より合った隘路あいろは巨木大石をもって塞ふさぎ、たちまち洞界の入口を遮断しゃだんしてしまうことができるようになっている。また西北いぬいの一方は岩石聳え、密林しげり、毒蛇や悪蝎あっかつの類たぐい多く、鳥すら翔かけぬ嶮しさで──ただ一日中の未ひつじ、申さる、酉とりの時刻だけしか往来できぬ」

　とのことであった。

「それはどういうわけで？」

　と、孟獲が聞くと、朶思王だしおうはなおつぶさに語っていう。

「どういうわけか自分らにも分らないが、未ひつじ、申さる、酉とりの時刻以外は、濛々もうもうと瘴烟しょうえんが起り、地鳴りして岩間いわま岩間から沸にえ立った硫黄が噴くので、人馬は恐れて近づけない。ために、そこらはすべて草木も枯れ、見る限り荒涼な焼け地獄みたいな所だが、一山越えて密林の谷間へ入るとまた、四ヵ所に毒の泉があって、その一つを唖泉あせんとよび、飲めば一夜のうちに口も爛ただれ腸はらわたも引きちぎられ、五日を出ず死んでしまう」

「ほう。ほかの泉は」

「二の泉を滅泉めっせんといい、これはその色あくまで青く、泉流は温かでまるで湯のようだ。またもしこれに浸って沐浴ゆあみすれば、皮肉はたちまち崩れて死んでしまい、後に底をのぞけば白骨があるだけのものだ」

「三は」

「黒泉こくせんという。水きよく美しいが、手足をつければ、手足はみな黒くなって、激痛がなかなかやまない」

「四は」

「四の柔泉じゅうせんは、氷の如く冷やかで、炎暑を越えてきた旅人はみな飛びついて飲むが、これを飲んで助かった人間はむかしから一人もなかった」

「じゃあ通れない。いくら孔明だってそこは越えきれまい」

「ただ後漢の時代に、伏波ふくは将軍馬援ばえんという者だけは、ここへ来たことがあるそうだが、以来、いかなる英雄の軍でもこの洞界を通りきった者はないのだ」

「いや有難い。この洞界に陣取れば、蜀軍はもう立ち往生のほかはあるまい」

　孟獲は額ひたいをたたいて喜ぶこと限りなく、

「いざ、来て見ろ孔明。来られるものならやって来い」

　と、北の天へ向って罵った。

　その頃、孔明はすでに、西洱河せいじが地方を宣撫し終って、炎気焦やくが如き南国の地を、さらに南へ南へ行軍し続けていた。

「この先、数百里の間、まったく蛮軍なく、一兵の旗も見えません。土人を捕えて糺ただすと、孟獲、孟優はもっと奥の禿龍洞とくりょうどうと呼ぶ山岳地方にみな兵を集めてしまったそうです」

　偵察隊の報告に、孔明は絵図を取りだしてみたが、例の指掌図にそんな洞界は書いてなかった。
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「──呂凱りょがい」と、傍らの呂凱にその地図を示して訊ねた。

「禿龍洞などという地方は、これにも見当らないが、そちの知識でも何も知らないか」

「指掌図ししょうずにもないような地方では、よほど不便な蛮界でしょう。てまえも何も知りません」

　すると、後ろから地図をのぞいていた幕僚の蒋琬しょうえんが、思わず嘆息して諫いさめた。

「もう充分に蜀の武威をお示しになり、また原住民を宣撫して、遍あまねく王風をお布きになったのですから、このへんで帰還せられては如何です。あまり奥地に入りすぎて、遂に三軍空しく蛮地の鬼となろうやも知れません」

　孔明はひょいと、その顔を振り仰いで云った。

「それは孟獲も大いに希望しているだろうな」

　蒋琬は赤面して口をつぐんだ。孔明はまず王平の手勢に先行を命じ、西北の山地へ分け入らせたが、数日経つも戻ってこないので、さらに関索かんさくに一千騎を与えて連絡をとらせた。

　関索はやがて引き返してきて前途の大変を告げた。王平の兵はほとんど九分どおり四泉の毒水にあたって病み苦しみ或いは死んでいる。すでに自分の隊の人馬も行路の炎暑に渇して戒いましめるいとまもなく泉に近づき、たちまち数十名の犠牲を出し、その苦悶と死状は酸鼻さんび見るにたえないものであると告げた。

　孔明は驚いた。彼の該博がいはくなる知識をもっても解決はつかない。で、遂に意を決し、三軍に出発を令した。そして身は四輪車に押され、兵馬は相扶けつつ、おうおう、えいえいの喘あえぎ物すさまじく、あえて未曾有の難所へかかった。

　一木一草なき岸々がんがんたる焼け山や焼け河原を越え、ようやく峰また峰をめぐって、密林地帯に入ると、王平が迎えにきて、直ちに、孔明の車を四泉の畔ほとりへ案内した。

　見れば水気凛々りんりんとして、彼すらすぐ飛びついて口づけたい誘惑を泉はたたえていた。仰げば、四山は屏風びょうぶのごとく屹立きつりつし、一鳥啼かず、一獣駈けず、まことに妖気肌を刺すものがある。

「や……あの岩頭に見ゆる一廟いちびょうは何であろうか」

　彼はふと一峰の中腹に、人工の色ある廂屋しょうおくを見たので、徒歩絶壁を攀よじ藤葛にすがって登って行った。

　岩盤をくりぬいた窟いわやがある。それを廟として一人の将軍の石像が祀まつられてあった。傍らに建ててある碑銘ひめいを読んで見ると、これなん漢の伏波ふくは将軍の石像であって、遠き昔、将軍南蛮を征してこの地にいたり、土人その徳を慕ってこれを祀る──と刻んである。

　孔明は石像の前にひれ伏し、祈念久しゅうして、生ける人にいうが如く烈々訴えた。

「不肖、先帝より孤みなしごを託すの遺命をうけ、後主の詔みことのりを奉じていまここに来り、はからずも祖業の跡を踏み、将軍の偉魂に会す。思うに天の巡めぐり会わせ給うところと信じる。将軍霊あらば、孔明の不才を扶たすけ、漢朝の末流たるわが三軍の困兵こんぺいに擁護ようごの力を副そえ給え」

　すると一人のあやしげな老翁が杖にすがって彼方の岩に腰をすえ、丞相これへ来給えと呼んでいる。

「あなたは誰か？」

　孔明が問うと、老翁は、

「土地の者です」とのみ答えて──「これから二、三十里ほど谷の奥へ奥へ分け入ると、さらに五峰のふところに万安渓ばんあんけいというやや広い谷間がある。そこに人呼んで万安隠者という隠士いんしがおりまする。この人、谷を出でぬこと数十年、庵の裡に一水を持ち、これを安養泉あんようせんと称となえて、四毒にあたれる旅人や土地の人々を救うてきたこと今日まで何千人か分りません。──今、丞相の軍も定めしお困りでしょう。丞相の徳によって、わしどももいささか王化の何たるかを解し、今日生れたかいがあるように思っております。ま、とにかく万安渓へ行ってご覧なさいまし」

　いうかと思うと飄ひょうとして名も告げず、立ち去ってしまった。

「神廟しんびょうのお告げに相違ない」

　孔明は信じた。次の日、彼は扈従の人々と、教えられた五峰の奥谷を尋ねてみた。




蛮娘ばんじょうの踊おどり



一



　海を行くような蒼あおさ暗さ、また果てない深林と沢道をたどるうちに、忽然こつねん、天空から虹の如き陽がこぼれた。ひろやかな山ふところの谷である。おお、万安渓はここに違いないと、孔明は馬をおりて、隠士の家を探させた。

「あれです。あの山荘でしょう」

　導かれてそこに到れば、長松大柏ちょうしょうたいはくは森々しんしんと屋おくをおおい、南国の茂竹もちく、椰子樹やしじゅ、紅紫の奇花など、籬落りらくとして、異香を風にひるがえし、おもわず恍惚と佇たたずみ見とれていた。

　一疋の犬が吠えたてた。

　孔明一行の見つけない装いを見て喧々けんけんと吠えかかる。

　──と、山荘の内から、ちょうど真っ黒な金属の誕生仏たんじょうぶつそっくりの裸の童子が飛びだして来て、犬を追い叱りながら、

「小父さんは蜀の丞相だろう。こちらへお入りなさい」

　と、先に立っていう。

「童子。どうしてわしを漢の丞相と知っていたか」

　導かれながら訊ねると、童子は白い歯を出して笑った。

「あんなに大勢で南蛮を攻めてきているのに、南蛮の者が知らないわけはないじゃないか」

　すると一堂の竹扉ちくひを内から開いて現われた碧眼へきがん黄髪の老人が、

「これこれ、お客様に何を戯ざれ口をたたいているか」

　と、童子を叱り、慇懃いんぎん、堂中へ迎えて、挨拶をほどこした。

　老人は朱絹の衣ころもをまとい、竹冠をかぶり、肥えたる耳に金環きんかんを垂れ、さながら達磨禅師だるまぜんじのような風貌をしている。

　礼おわり、座定まって、孔明の来意を聞くと、隠士は呵々と笑って、

「この老夫は、山野の世捨て人で、何も世の中の人へ尽すことはできないと思うていたところへ、丞相が駕をまげ給わんなど、望外のよろこび、いや畏れ多い次第です。どうぞその四泉の毒に斃たおれた傷病兵を、すぐこれへお運び下さい。お易いことです。老夫の力でお救いはできないが、天然自然の薬泉やくせんが近くにありますから」

　孔明は大いに歓んで、すぐ扈従こじゅうの者に命じ、王平、関索をして、全部の病人や傷害者を続々とこれへ運ばせた。

　童子は、隠士と共に、力を協あわせて、人々を万安渓の一泉へ案内した。この薬泉に沐浴ゆあみして、薤葉かいようの葉を噛み、芸香うんこうの根を啜り、或いは、柏子はくしの茶、松花の菜さいなど喰べると、重き者も血色をよび返し、軽き者は、即座に爽快となって、歓語かんご、谷に満ちた。

　隠士はまた孔明に注意した。

「この洞界地方には、毒蛇どくじゃや悪蝎さそりがたいへんいますからお気をつけなさい。また何よりも、行軍に悩むものは水ですが、およそ桃の葉が落ちて渓水たにみずに入り久しく腐るものは必ず激毒をもっていますから馬にも飲ませてはいけません。行く先々、面倒でもただ地を掘って、地下水のみを求めて飲むようにすれば安全でしょう」

　孔明は、拝謝して、さて、隠士の姓名をたずねると、隠士はにたりと笑って、

「丞相、驚いてはいけませんよ」と、断って後、

「何を隠しましょう。私は、南蛮王孟獲もうかくの兄にあたる者です」と、いった。

「えっ？　孟獲の……」

「そうです。実は、われわれの父母には生んだ子が三人いました。私が長男で、次が孟獲、次が孟優です。父母は早く死に、二人の弟が物慾が旺さかんで、権栄を好み、強悪をよろこび、あえて王化に従わず、ほとんど手もつけられない無道を続けてきました。諫いさめても諫めても直る様子は見えません。で私は、弟二人に別れ、王城を捨て、二十余年前に、この谷へ隠れ、以来世間に顔も出しません。そういうお恥かしい人間です」

「ああ、そうでしたか」

　孔明は感嘆して、

「むかしにも、柳下恵りゅうかけいと盗跖とうせきのような兄弟があったが、今の世にも、あなたのようなお方がいたか。天子に奏して、ぜひあなたを南蛮王にしましょう」

「いやいやご免です。富貴を望むくらいならこんな谷住いはしません」

　と、孟節もうせつは手を振った。彼の名は孟節というのであった。
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　帰路、孔明は嗟嘆さたんして止まなかった。未開の蛮地にも、隠れた者のうちには、孟節のような人物もあるかと、今さらのように、「人有ル所ニ人ナク、人ナキ所ニ人有リ」の感を深うした。

　かくて三軍は百難を克服して、ようやく目ざす洞界に近づいたが、なおしばしば困難したのは、飲料水を得ることだった。時には二十余丈の岩盤がんばんを掘り下げたり、或いは一水を得るために、千仭じんの谿谷けいこくへ水汲みの決死隊を募って汲ませたこともある。

　途中、千箇の水桶を造らせて、雨が降ればこれに蓄え、牛馬の背にのせて大切に持って進んだ。そのほかの衣食もようやく遠征の窮乏を加え、困難言語に絶するものがあった。

　しかし孜々営々ししえいえい、この大遠征軍は、やがて遂に、禿龍洞とくりょうどうの地へ入った。そして洞界の一方に陣し、しばし兵馬に良き水を飲ませ、野営の幕舎をつらねて動かなかった。

　──と見せつつ実は、関索、王平、魏延ぎえんなどの幾隊かはすでに正面の敵地を措おいて、その隣接地方へ迂回進撃していた。これがどういう目標を持つ作戦であるかは孔明のほか知ることはできなかったが、すでにその方面の功を上げて、幾組もの酋長や部族がここへ生捕られてきた。

　一方。

　禿龍洞とくりょうどうの首部では、孔明の大軍がすでに洞界まで来たと知って、大動揺を起していた。

　初めのうちは、朶思大王だしだいおうも孟獲兄弟も、

「そんな筈はない」

　と、信じられない顔つきだったが、ひんぴんたる部下の知らせに、山へ登って遥か彼方を眺めると、蜀軍の屯営する幕舎が数十里にわたって、翩翻へんぼんと旌旗せいきをつらねている有様に、

「これは一体、どこを通ってきた軍勢か。尋常よのつねのことではない」

　と、朶思大王のごときは、髪わななき、顔色を変えて、昏絶せんばかりだった。

　だが、その朶思大王も、

「もうこうなっては、わが洞界も蜀軍にふみにじられ、一族妻子も助かるまい。部族と洞兵のすべてを挙げて、奴らをみなごろしにするか、俺たちがみなごろしになるか、命かぎり戦うしかない」

　と、覚悟の臍ほぞをきめて、孟獲兄弟と同生同死の血をすすりあい、蛮軍数万の土兵にまでこれを宣したので、孟獲も大いに励まされ、

「たとえ此処までたどり着いても奴らは疲れている兵だ。何で負けるものか。大王さえその気になってくれれば、必ず勝てる。こんどこそ蜀勢数万は一匹も生かして帰さない」

　と、豪語した。そしていよいよ闘志を磨き、また牛を屠ほふり馬を殺して軍中大酒を振舞い、

「蜀軍は贅沢な装備と莫大な軍需を持っている。あの良い槍、良い剣、良い戟ほこ、良い甲かぶと、良い戦袍せんぽう、良い馬、そしておびただしい車馬に積んできた食糧や宝は、すべて皆、汝たちに与えられる物だ。蜀軍をみなごろしにすれば、恩賞として頒わけてやる。奮えや奮え」

　と、士卒の蛮性を鼓舞激励していた。ところへ、快報が入った。

「隣洞の酋長、楊鋒ようほう一族が、三万余人をつれて、味方しに来た」

　と、いうのである。

　朶思だし大王は、額を叩いて、歓び躍った。

「ここが敗れれば当然、隣の銀冶洞ぎんやどうも危ないというので加勢にやって来たか、これは俺たちの勝つ前兆だ」

　早速、陣中に迎え入れると、楊鋒は五人の男の子と一家眷族けんぞくを皆つれて、華々しくこれへ乗りこんで、

「やあ大王。貴洞の難は、わが洞界の難も同じこと。及ばずながらご加勢に来た。大言のようだが、おれには五人の男の子があって、それぞれ武勇を鍛えさせている。もう心配するには及ばんぜ」と、大いに気勢を添えた。

　そして自慢そうに五人の息子をひきあわせたが、見ればいずれも蛮勇無双な骨柄で、豹額虎躰ひょうがくこたい、猛気凛々たる者ばかりなので、

「ありがたい。軍いくさは勝ちだ」

　と、朶思大王も孟獲も、有頂天によろこんで、いよいよ大量に酒瓶さかがめを開き、肉を盤ばんに盛り、血を杯にそそいで夜に入るまで歓呼していた。
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　蛮歌や蛮楽ばんがく、酒はめぐり、興は燃え上がる。軍いくさは勝ちだと、みなきめていた。

　楊鋒ようほうも大いに飲み、大いに酔って、孟獲や孟優と杯を交わしていたが、ふと朶思大王を見て、

「わしの連れてきた眷族けんぞくの中には、年頃の娘も大勢いる。ひとつ余興として彼女あれたちに踊らせ、その後で酌をさせようではないか」と、諮はかった。

　大王は手を打って、

「どうだ、兄弟」

　と孟獲、孟優を振り向いた。

「それゃあいい」

　二人とも異議はない。いや、ないどころか、孟優が起ち上がって、これを座中の蛮将たちへ、道化どうけまじりに披露した。

「ただ今から美人連の踊りをご覧に入れるが、垂涎すいぜんのあまり気絶しないように」

　万雷のような拍手、また拍手だ。楊鋒は口笛を吹いて、彼方をさしまねいた。前もって、余興の効果を考えておいたものだろう。声に応じて一列の美人が身振り揃えて酒宴の中へ歩いてきた。

　蛮娘ばんじょうの皮膚、みな鳶色とびいろして黒檀こくたんのように光っている。髪をさばき、花を挿し、腰には鳥の羽根や動物の牙きばを飾っていた。そして短い蛮刀を吊り、ずらりと輪になったり、輪を崩したり、尻を振って跳ね踊るのだった。

　やんや、やんや、満座も共に浮かれ出しそうな騒ぎである。そのうちに、蛮娘連は手をつないで、踊りの輪の中へ、孟獲、孟優を囲み入れ、蛮歌を唄い出したと思うと、突然、躍り上がった楊鋒が杯を宙へ投げて、

「すわ、手を下せ」

　と大喝した。

　とたんに蛮娘はみな短剣を抜いて、白刃の輪をちぢめた。孟獲も孟優もわっと叫び、蛮娘連をその剣もろとも蹴とばして、輪の外へ躍り出たが、刹那に、楊鋒の五人息子やその一族が、どっと蔽おおいかぶさって、縄をかけてしまった。

　朶思だし大王も、逃げんとするところを、楊鋒に足をすくわれて、これも難なく、彼の手下に絡からめ捕られた。

　仰天したのは、へべれけに酔って、美人の踊りに気をとられていた蛮将たちだが、これも敵対するまでには行かず、楊鋒の手下にぐるりと囲まれて、手も足も出せなかった。

　合図の狼煙のろしはその前にここから揚がっていたものとみえ、喨々りょうりょうたる螺声らせい、金鼓の音は、すでに孔明の三軍が近づきつつあることを告げ、それを知るや禿龍洞とくりょうどうの大兵も、先を争って、山野の闇へ逃げ散ってしまった。

　孟獲は、楊鋒に向って、物凄い血相と大声を向けていた。

「やいっ楊鋒。てめえも蛮国の洞主じゃあねえか。仲間を罠わなに陥して孔明に渡す気かっ」

　楊鋒は笑っていった。

「実はおれも捕われて、孔明の前に曳かれたのだが、孔明の恩に感じたので、それに報いるため、この一役を買って出たんだ。貴様も降参してしまえよ」

「畜生っ。さては」

　暴れ狂っている間に、はや孔明は幕僚を従えて、これへ着いた。驚くべし、楊鋒の五人の息子といっていたのもみな蜀軍の武士たちで、蛮装ばんそうを解くや否、それぞれ甲鎧をあらためて、孔明を迎える列の端に加わっている。

　孔明は孟獲の前に歩を止めた。

「これで五度目ぞ、孟獲。こんどは心服するほかあるまい」

　いうと、彼は、捨鉢すてばちぎみになって、

「心服だと。笑わすな。おれはいつ汝に縛られたか。おれの縄目はおれの仲間の裏切者がかけたのだ」

「ひとりの匹夫を屈するため、総帥たる者が手をくだすわけはない。わしの指にでも触れたければ汝も王化の人になれ」

「王化王化というが、おれも南蛮国王だぞ。おれの都は先祖以来銀坑山ぎんこうざん（雲南省）にあって三江の要害と重関じゅうかんをめぐらしている。そこでおれを破ったらなるほどてめえも相当偉いといってよかろう。だが何だ、これしきの勝ちを取ったからといって、総帥面も片腹痛い」

　孟獲の悪口と反抗心は相変らず熾烈だった。
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　孔明は五度ごたび孟獲もうかくを放した。

　放つに際して、

「汝の好む土地で、汝の望む条件で、さらに一戦してやろう。しかしこんどは、汝の九族まで亡ぼすかも知れないぞ。心して戦えよ」といった。

　弟の孟優も朶思大王だしだいおうも、同時に免ゆるした。三名は馬を貰って、愧ずるが如く、逃げ帰った。

　そもそも、孟獲の本国、南蛮中部の蛮都ばんとは、雲南（昆明）よりはもっと遥か南にあった。そして、蛮都の地名を銀坑洞ぎんこうどうとよび、沃野よくや広く三江の交叉地に位置しているという。

　これを現今の地図で測ると、もとより千七百年前の地名は遺されていないが、南方大陸の河流から考察するに、仏領印度支那のメコン河の上流、また泰国タイこくのメナム河の上流、ビルマのサルウィン河の上流などは、共に遠くその源流を雲南省、西康省、西蔵東麓チベットとうろく地方から発して、ちょうど孔明の遠征した当時の蛮界をつらぬいているのではないかと思われる。

　それと当年の蛮都を写している原書三国志の記述を見ても──

　コノ地銀坑山ト曰イウハ、瀘水ロスイ、甘南水、西城水ノ三江繞メグリ、地平タイラカニシテ北千里ガ間ハ万物ヲ多ク産シ、東三百里ニシテ塩井エンセイアリ、南三百里ニシテ梁都洞リョウトドウアリ、南方ハ高山ニシテ夥オビタダシク白銀ヲ産ス。

　故ニ都ヲ銀坑洞ト称シ、南蛮王ノ巣トシ、宮殿楼閣悉コトゴトク銀映緑彩リョクサイ、人ハミナ羅衣ライニシテ烈朱レッシュ臙脂エンジ濃紫ノウシ黄藍オウランを翻ヒルガエシ、又好ンデ、橄欖ノ実ヲ噛ミ、酒壺シュコ常ニ麦醸果酵バクジョウカコウヲ蓄タクワウ。

　宮殿裡リ、一祖廟ソビョウヲ建テ、号シテ家鬼ト敬ウヤマイ、四時牛馬ヲ屠コロシテ、之ヲ祭ルヲ卜鬼ボッキト名ヅケ、年々外国人ヲ捕エテ牲イケニエニ供ソナウ。採生サイセイの類略〻ホボカクノ如シ。


　等としてある。

　要するに現今のビルマ、仏印、雲南省境のあたりと想像して大過なかろうかと思う。

　孟獲もうかくがその蛮都たる中部を離れて、孔明の遠征軍をわざわざ貴州・広西省境あたりから迎えて、悪戦劣戦を重ねたのも、要するに彼が示唆しさしてうごかした蜀境地方の太守や諸洞の蛮将たちに対して、自ら陣頭に立たざるを得なかった情勢に引かれたためで、本来の彼の彼たる実力の発揮は、孟獲も豪語して孔明にいった如く、ここの蛮都三江の要害に拠よって戦うこそ彼の本分でもあり望みでもあったことだろう。

　今やその孟獲はついに敗れ敗れて、望むところの蛮都まで帰ってきた。

　緑沙りょくさ銀壁の蛮宮ばんきゅうには、四方の洞主どうしゅや酋長が数千人集まって、まさに世界滅亡の日でも来たような異変を語っていた。ほとんど蛮土開闢かいびゃく以来の大評議で、日々、議を重ねていたが、ときに孟獲夫人の弟にあたる八番部長の帯来たいらいが、

「これは西南の熱国に威勢を振るっている八納洞長のうどうちょうの木鹿王もくろくおうに力を借りるしかない。木鹿王はいつも大象に乗って陣頭に立ち、立つやふしぎな法力を以て、風を起し、虎豹こひょう、豺狼さいろう、毒蛇、悪蝎あっかつなどの類たぐいを眷族けんぞくのように従え敵陣へ進む。また手下には、三万の猛兵があって、今やこの王の武威は隣界の天竺てんじくをもおそれさせている。──で久しく、わが蛮都とは対立していたが、こちらから礼をひくうし礼物を具そなえ、蛮界一帯の大難をつぶさに訴えれば、彼も蛮土の人、かならず加勢してくれるにちがいない」と提唱した。

　これには満堂双手を挙げて賛礼さんらいした。

「では、汝が使いに行け」と孟獲の命で、帯来たいらいは直ちに、西南の国へ使いに立った。おそらくは現今のビルマ印度地方の一勢力であったろう。

　銀坑山の蛮宮の前衛地として、三江の要地に、三江城がある。孟獲は、そこへ朶思だし大王を籠めて、前衛の総大将たることを命じた。
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　蜀の大軍は日を経て三江に着いた。実に長途を克服して来たことは戦い以上の戦いであったろう。

　三江の城は三面江水に続き、一面は陸に続いている。孔明はまず魏延ぎえんと趙雲ちょううんの兵に命じて城下へ迫らせ、一当て当ててみたが、さすがに城は固く、蛮軍とはいえここの兵もまた精鋭であった。

　城壁の上には無数の弩いしゆみを据えている。それは一弩どに十箭せんを射ることができ、鏃やじりには毒が塗ってあるので、これにあたると、負傷ということはない。みな皮肉爛ただれ五臓を露出して死ぬのである。

　攻撃三回に及んだが、四度目に孔明は、さっと十里ほど総陣地をひいてしまった。退くことの綺麗さと逃げることをなんとも思っていない点とは孔明の戦法の一性格といえる。

「蜀兵は毒弩どくどを怖れて陣を退いた」

　南蛮軍は誇り驕おごった。

　兵法は叡智えいちであり文化である。民度の高さもそれで分る。七日十日と日を経ふるに従って、彼らの単純な思い上がりは、

「孔明などといっても多寡たかの知れたものだ」と、いよいよ敵をみくびってきた。

　孔明は天候を見ていた。いかなる場合でも彼はなんらかの自然力を味方に持つことを忘れない。

　強風の日が続いた。この砂まじりの猛風は明日もまだ続きそうである。

　孔明の名をもって、諸陣地に布告がかかげられた。文にいう。

「明夕みょうゆう初更までに、各隊の兵は一人も残るなく、おのおの一幅ぷくの襟きん（衣服）を用意せよ。怠る者は首を斬らん」

　何か分らなかったが、厳令なので隊将から歩卒に至るまで、一衣の布を持って、

「いったいどうするのだ、これは？」と怪しみながら待っていた。

　不意に出陣の令が出た。次に陣揃いだ。それがちょうど初更の時刻だった。

　孔明は将台に立って三命を発した。

一、携たずさえたる各〻の襟きん（衣）に足もとの土を掻き入れて土の嚢ふくろとなせ。

二、兵一名に土嚢どのう一個の割に次々令に従って行軍せよ。

三、三江城の城壁下に至らば、土の嚢ふくろを積んで捨てよ。土嚢どのうの山、壁の丈たけと等ひとしからば、直ちに踏み越え踏み越え城内に入れよ。疾とくとはやく入りたる者には重き恩賞あるぞ。


　さてはと初めてこの時にみな孔明の考えを知った。その勢二十余万、蛮土の降参兵を加うること一万余、一兵ごとに一嚢のうを担にない、早くも三江の城壁へ迫った。

　乱箭毒弩らんせんどくどもものかは雲霞うんかのごとき大軍が一度に寄せたので、その勢力の千分の一も射仆いたおすことはできなかった。見る間に土嚢の山は数ヵ所に積まれた。その土嚢の数も兵員の数と等しく二十余万個という数である。いかなる高さであろうとたちまち届かぬはない。

　魏延、関索かんさく、王平などの手勢は、先を争って、城壁の間へ飛び降りた。担ぎ上げた土嚢を投げこみ投げこみここも難なく通路となった。

　蛮軍は釜中ふちゅうの魚みたいに右往左往して抗戦の術すべを知らなかった。多くは銀坑山方面へ逃げ、或いは水門を開いて江上へ溢あふれだすのもあった。

　生捕りは無数といってよい。例によってこれには諭告ゆこくを与え仁を施し、さて、城中の重宝を開いて、これをことごとく、三軍に頒わけ与えた。

　朶思だし大王はこの時乱軍の中で討たれたという噂がある。口ほどもない哀れな最期だった。

「なに、三江が破れた？ もう孔明の軍勢が入ったと？」

　銀坑山の蛮宮では、孟獲が色を失っていた。一族を集めて評議中も、顛動惑乱てんどうわくらん、為すことも知らない有様だ。

　すると、後ろの紗しゃの屏風びょうぶの蔭で、誰かクツクツ笑った者がある。

「無礼な奴、誰だ？」と一族の者が覗いてみると、孟獲の妻の祝融夫しゅくゆう人が、牀しょうに倚よって長々と昼寝していたのである。猫のように可愛がって、日頃夫人の部屋に飼い馴らされている牡獅子おじしもまた、夫人の腰の辺に頤あごを乗せて、とろりと睡眼を半ば閉じていた。
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　そのまま、ふたたび評議を続けていると、また隣室で祝融夫人がくつくつ笑った。人々が耳ざわりな顔を示したので、良人として孟獲も黙っていられず、ついに座から叱りつけた。

「妻っ、何を笑うか」

　すると夫人は、獅子と共に、がばと寝台から起ってきて、一族の者には眼もくれず、良人の孟獲へ頭から呶鳴り返した。

「なんですっ、あなたは。男と生れながら意気地もない。──蜀の勢の十万二十万蹴ちらせないで、この南蛮に王者だといっていられますか。女でこそあれ、私が行けば、孔明などにこの国を踏みにじらせてはおきません」

　この女性は上古の祝融氏の後裔こうえいだといわれる家から嫁いできて、よく馬に乗りよく騎射し、わけて短剣をつかんで飛ばせば百発百中という秘技を持っていた。

　その代りに細君天下とみえ、孟獲はそういわれると、ぺしゃんこになった顔つきで一言もない。一族も事実敗戦に敗戦を重ねているので、共に閉口沈黙していた。

「一軍をおかしなさい。私が陣頭に立って、蜀勢を片づけます。孔明などに威を振われてたまるもんですか」

　次の日、彼女は、巻毛の愛馬に乗り、髪をさばき足は素足で、絳あかき戦衣に、珠たまをちりばめた黄金の乳当を着け、背には七本の短剣を挟はさみ、手に一丈余の矛ほこをかかえ、炎の如く、戦火の中を馳け廻っていた。

　その矛に当って斃れる蜀兵はおびただしい。蜀の張嶷ちょうぎ、それを見て、

「不思議な敵」

　と、うしろから迫った。

　すると、突如、天空から一本の短剣が飛んできた。剣は張嶷の股ももに立ち、馬より逆さかしまに転げ落ちた。

「あれを縛からめよ」と手下へ云い捨てて夫人はまたも次の敵へ打ってかかっている。蜀の馬忠、またこれを追い、同じように二本の短剣を投げつけられ、一刀は馬の顔に刺さったため、彼もまた、落馬して蛮軍の手に捕虜となった。

　その日の戦況は、蛮軍が甚だしく振って、孟獲は急に、

「勝色見えたぞ」

　と、躍り立って歓びだした。

　夫人は、自分が擒人とりことした張嶷、馬忠のふたりを首にして、さらに士気を鼓舞しようと云ったが、良人の孟獲は、

「いやおれも五度捕われて孔明から放されている。すぐこいつらを殺すといかにも俺が小量のようだ。孔明を生捕って後、並べておいて首を斬ろう」

　と、いった。で、ふたりの虜将りょしょうはこれを生かしておいて、時々見ては笑い楽しんでいた。

　孔明は二将の身を案じていた。しかしおそらくは殺すまいと彼は語っていた。その救出策を按じ、趙雲ちょううんと魏延ぎえんに計をさずけておいた。

　炎熱下の交戦は日々つづいている。その中に炎の飛ぶを見れば必ず祝融しゅくゆう夫人のすがたである。趙雲は近づいて、彼女へ決戦を挑んだ。さすがに女である。この敵にはかなわぬと思うと、短剣を飛ばしてその隙にさっと逃げてしまう。

「まるで梢こずえの鳥を追いかけているようだ。どうも捕とれぬ」

　豪勇趙雲も嘆じていた。魏延は次の日、わざと陣前に出ず、雑兵を出して夫人を揶揄させた。夫人は怒って追いに追う。そして誘導しばらくして、時分はよしと躍りでた。

「駝鳥夫人だちょうふじん待て」

　夫人は振り返って、短剣を投げ、そのまま例によって帰り去らんとした。趙雲がまた、一方から鼓を鳴らして、

「あれは駝鳥か猩々しょうじょうの牝めすか」

　と囃はやした。

　髪逆かみさかだてた夫人は、遂に、感情のまま蜀軍の中へ馳けこんで来た。蜀軍はわざと逃げくずれる。そして止まるとまた、悪口三昧ざんまいを叩いた。

　次第に山間に誘いこんで、予定の危地を作るや、どっと八面からおおい包んで、遂に、祝融夫人を擒人とりことすることに成功した。

　孔明は孟獲の陣へ使いをやった。

「汝のおかみさんは予の陣に来ている。張嶷ちょうぎ、馬忠と交換せん」

　孟獲は驚いて、すぐ二将をかえしてよこした。孔明は祝融夫人に酒を呑まして送り返した。彼女は少ししおれていたが、一斗の酒を呑んだあげく縄を解かれると非常にはしゃぎ出して、孟獲と似たような大言壮語を残して帰った。




歩あるく木獣もくじゅう
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　隣国へ使いに行った帯来たいらいが帰ってきて告げた。

「われわれの申入れを承知して、数日の間に、木鹿王もくろくおうは自国の軍を率いて来ましょう。木鹿軍が来れば、蜀軍などは木こっ端ぱ微塵みじんです」

　彼の姉祝融しゅくゆう夫人も、その良人孟獲もうかくも、今はそれだけを一縷いちるの希望につないでいたところである。やがて八納洞のうどうの木鹿が数万の兵をつれて、市門へ着くと聞くや、夫妻は王宮の門を出て迎えた。

「やあ、お揃いで出迎えとはおそれ入るな」

　木鹿大王は白象に騎のってきた。象の頸えりには金鈴をかけ七宝しっぽうの鞍をすえている。また身には銀襴ぎんらんの戦袈裟いくさげさをかけ、金珠の首環くびわ、黄金の足環あしわ、腰には瓔珞ようらくを垂れて、大剣二振ふたふりを佩はいていた。

「安心するがよいよ。孟獲も、奥さんも」

　白象から降りると、木鹿王はそう語りながら、蛮旗の林の中を、悠々、王宮の奥ふかく案内されて行った。

　彼の連れてきた三万の軍隊の中には、千頭に近い猛獣がまじっていた。獅子、虎、大象、黒豹くろひょう、狼おおかみなど、その吠ゆる声もすさまじい程である。

　王宮の奥では深更まで歓迎の大宴が開かれたものらしく、終夜たいへんな篝火かがりびと蛮楽がさわいでいた。

　孟獲夫妻は善を尽し美を尽して三日間の饗宴を続け、あらゆる媚態びたいと条件を附して、木鹿もくろくの歓心を得るに努めた。大王のご機嫌は斜めならず、ようやく着城四日目に、

「どれ、明日はひとつ、蜀軍を蹴ちらしてご覧に入れるかな」と、軍備を命じ出した。

　何としたことか、その前夜から朝にかけては、猛獣部隊の猛獣が、終夜空を望んで咆哮ほうこうしていた。聞けば、戦に臨む前は一切餌断えだちをして、猛獣群の腹を乾ほしておくのだとある。

　翌日、大王はいよいよ陣頭に出た。例の白象に騎のり、二振りの宝剣を横たえ、手に蔕ほぞのある鐘を持っていた。

　蜀軍は愕いた。

「何だあれは？」

　戦わぬうちから怯ひるみ立って見えたので、趙雲、魏延などが、井楼せいろうの上に昇ってみると、なるほど、兵の怯むのも無理はない。木鹿軍の兵は、その顔も皮膚も真っ黒で、まるで漆塗うるしぬりの悪鬼羅刹らせつに異ことならない。しかも大王のうしろには、つながれた猛獣の群れが、尾を振り、雲を望んで咆ほえていた。

「魏延魏延、この年まで、おれはまだ、こんな敵に出会ったことがない。どういうことになるのだろう」

「いやそれがしも、初めてだ。ふしぎな軍隊もあるものだ」

　さすがの二将も怪しみおそれて、にわかに、策も作戦も下し得ずにいるうち、白象の鞍上高々と見えた木鹿もくろく大王は、たちまち手の蔕鐘ほぞがねを打ち鳴らして、まず前列の鑓隊やりたいを突っ込み、両軍乱れ合うと見るやさらに烈しく鐘を乱打した。

　機を計っていた猛獣隊は、一度に鎖くさりを解き、或いは檻おりを開いた。と共に木鹿大王は、口の内に呪じゅを念じ、なにか祷いのるような恰好をしだした。獅子、虎、豹、毒蛇、悪蝎あっかつなどの群れが、とたんに土煙を捲き、草を這い、或いは宙を飛ぶように、蜀軍の中へ襲いかかった。彼らの腹はみんな背中へつくほど細く捲き上がっていた。いわゆる餓虎餓狼がこがろうばかりである。牙きばを張り風を舞わし、血に飽かない姿である。

　逃げる逃げる、逃げ崩れる。蜀兵の足はいかに叱咤しようが止まらなかった。とうとう三江の堺まで総なだれに退いてしまった。蛮軍は面白いほど勝ち抜いて、これまた、猛獣以上の猛勇をふるって逃げおくれた蜀兵を殺しまわった。

　異様な妖鐘ようしょうが再びじゃんじゃん鳴りひびいた。木鹿王の白象の周りへ満腹した猛獣群が尾を振り勇んで帰ってくる。それを再び檻に入れ或いは鎖に繋ぎ、鼓角を鳴らして、王宮へ引き揚げて行った。

　趙雲、魏延の二将から、この日の敗戦を聞いて、孔明は笑った。

「書物はやはり嘘を書いていないものだ。むかし若年の頃、自分が草廬そうろのうちで読んだ兵書に、南蛮国には豺狼虎豹さいろうこひょうを駆使する陣法ありと見えたが、きょうのは即ちそれであろう。幸い、蜀を立つ時から万一のためその備えはして来ておるから、決して愕おどろき騒ぐには当らない」

　彼はすぐ兵一隊に命じて例の車輛をこれへ曳いてこいと命じた。
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　一個一個、被布おおいをかけて、軍中深く秘されて来た二十余輛の車がある。兵はやがてそれらを残らず押してきた。

「被布をとれ」

　孔明は命じた。

　まるで一軒の小屋ほどもある箱がどれにも載のっていた。なにが現われるかと、人々が好奇の眼をみはっていると、取り除かれた被布の下から大きな櫃ひつが見えた。

　十余輛の車は、黒塗りの櫃を載せ、あとの十余輛には、紅の櫃が載せてある。

　孔明は鍵を持って、自身、紅い櫃だけをことごとく解体した。驚くべき巨大な木彫の怪獣が、車を脚として、立ち並んだ。獅子の如き木獣、虎の如き木獣、角つののある犀さいの如き木獣など、どれもこれも怖ろしく大きくて魁偉かいいである。

「どうなさるのです、一体これを？」

「はるばる、成都から押させてきた二十余輛の車は、これであったのですか」

　諸将は孔明の意中を怪訝いぶかった。

　次の日、蜀陣は洞口の道に当って、重厚なる五段の備えを立てた。

　孟獲は前日の勝ちに驕おごって気負いきっていた。木鹿王もくろくおうと共に陣頭に現われて、

「あれ、あれに見ゆる四輪車の上なる者が、蜀の孔明という曲者くせものです。大王、願わくは昨日の如く、快こころよき大勝を示し給え」

　指さして教えた。木鹿は大きくうなずいて、例の如く蔕鐘ほぞがねを打ち鳴らし黒風を呼んで、後しりえなる猛獣群を敵軍へけしかけた。

　凄じい百獣の咆哮ほうこうに、砂は飛び猛風は捲く。孔明の四輪車は、たちまち、梶をめぐらして、二段の陣へ隠れかけた。

　大象に鞭をくれて、馳け寄った木鹿王は、その高い鞍の上から宝刀を振りかざして、

「孔明。今日こそ、その命を貰ったぞ」と、斬り下ろした。

　刃は四輪車の一柱を仆した。木鹿はさらに一閃せん、また一閃、呪を念じながら斬りつけたが、三度とも切ッ先は届かない。そしてかえって後ろへ廻った二人の徒歩かちの槍手そうしゅに、大象の腹を突き立てられた。

　が、槍は象の腹にとおらなかった。一槍は折れ、一槍はそれた。

　孔明は、羽扇をあげて、

「関索、なぜ人を突かぬ」

　と、叫びながらまた、

「木鹿王死せりッ」と、叱咤した。

「何を」

　四度目の太刀を振りかざしたとき、ぴゅんと、一箭せんは唸って、木鹿の喉のどに立った。同時に、下から突き上げた関索の槍もその頤を突きぬいていた。

　木鹿は地響きして落ちた。きょう孔明の四輪車を押していた徒歩かち武者は、関索以下、ことごとく蜀の錚々そうそうたる旗本だったのである。木鹿はみずから好んで蜀軍中の一番強いところへ当って落命したものであった。

　なお全面的に観れば、前日の百獣突貫も、この日はまるで用をなさなかった。なぜなれば、蜀の陣にも、木獣の備えがあったからである。この木製の大怪物は、脚に車を穿はき、口から火煙を噴き、異様な咆哮すら発して、前へ進み、横へまわり、縦横無碍むげに馳け廻って、生ける虎、豹、狼などをも、その魁偉かいいな姿に驚殺きょうさつを喫せしめたのであった。

　種を明かせば、木獣の中には、十人の兵が入っていた。火煙を吐くのも、咆哮するのも、また進退するも、すべて内部に仕掛けてある硝薬しょうやくと機械の働きだった。もちろん前代未聞の新兵器で、孔明の考案によるものである。

　蛮人も驚いたが、本物の虎や獅子もぎょっとした。生ける猛獣隊は俄然尾を垂れて潰乱した。蜀の鼓角こかくは、天地をゆりうごかし、逃げ崩るる蛮軍を追って、ついに銀坑山ぎんこうざんの王宮を占領した。

　孟獲、その妻の祝融しゅくゆう、帯来たいらい、ほか一族などみな、家宅を捨てて逃げ出す途中を待って、蜀軍は一網打尽にこれを捕えた。けれど孔明は、孟獲以下、一家眷族けんぞくを、すべて解いて、

「巣なき鳥、家なき人間が、どう生きてゆくか。いわんや、王風にそむいたところで、どれほどの力があろう。振舞えるかぎり振舞うてみよ」と、またも放してやった。

　今は大言毒舌を吐く気力もなく、孟獲は鼠の如く、頭を抱えて逃げ失せた。それを王と仰ぎ家長と慕う眷族けんぞくたちの意気地なさはいうまでもない。




藤甲蛮とうこうばん
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　すでに国なく、王宮もなく、行くに的あてもない孟獲もうかくは、悄然として、

「どこに落着いて、再挙を図ろうか」と、周囲の者に諮はかった。

　彼の妻の弟、帯来たいらいがいった。

「ここから東南たつみの方、七百里に、一つの国がある。烏戈国うかこくといって、国王は兀突骨ごつとつこつという者です。五穀を食はまず、火食せず、猛獣蛇魚だぎょを喰い、身には鱗うろこが生えているとか聞きます。また、彼の手下には、藤甲軍とうこうぐんと呼ぶ兵が約三万はおりましょう」

「藤甲軍というのは？」

「烏戈国うかこくの山野いたる所、山藤やまふじがはびこっているので、その蔓つるを枯らして後、油に浸ひたし、また陽にさらしては油に漬け、何十遍かこれをくり返して、それで甲よろいを編むのです。この甲を着こんだ兵を名づけて藤甲軍といい、まだこれに勝った四隣の国はありません」

「どうしてだろう」

「藤甲の特徴は、第一水に濡れても透とおしません。第二は非常に軽いので、身体軽敏です。第三には、江を渡るにも船を用いず、藤甲の兵はみなよく水に身を浮かして自由自在に浮游ふゆうします。第四には弓も刀も刃が立たないほど強靱きょうじんなんです」

「なるほど、それでは無敵だろう。ひとつ兀突骨ごつとつこつに会ってこの急場を頼んでみよう」

　自身、一族敗兵を従えて、烏戈国うかこくへ頼って行った。

　議にも及ばず、兀突骨は「よろしい」と大きくうなずいた。即座に三万の部下は藤甲を着こんで、洞市どうしに集まった。

　孟獲の残兵もおいおい寄って、合せて十万余、烏戈国を発して、桃葉江に陣した。

　この江は、水あくまで碧あおく、両岸には桃の樹が多く茂っている。年経としふれば葉は河水に落ちて、一種の毒水を醸かもし、その水を旅人が呑めば甚だしく下痢を病む。が烏戈国の土人には、かえって精力を加える薬水になると云い伝えられている。

　孔明は、銀坑の蛮都に入ってから、これを治めて掠かすめず、これを威服せしめて殺戮さつりくせず、克よくただ徳を布き、さらに軍をととのえて、王征を拡大して来た途にあった。

「魏延、一手を引いて、桃葉の渡口わたしを見てこい。ただ一当ひとあてして、彼の勢いを測ってくればよいぞ」

　孔明の旨をうけた魏延は、すぐ先発して、桃江へおもむいた。途中すでに、烏戈国の兵と孟獲の聯合軍にぶつかった。蛮軍は気負うこと満々、大胆にも、江を渡って攻勢を取ってきたものである。

　彼は新手の大軍、魏延の隊は小勢でもあったが、蛮軍は喊声かんせいをあげ、その猛威は、完全に昨日の気勢を盛り返していた。

　のみならず、序戦まず驚いたのは、蜀軍の射る矢が一つも功を奏さないことだった。あたってもあたっても矢は敵兵の体からはね返ってしまう。

　白兵戦となっても、彼の五体には、刀がとおらない。その自信もあるので藤甲軍の士気は猛烈で、噛みつくように蛮刀を揮ってくる。

　蜀兵はたちまち斬り立てられ追い立てられて、総潰乱を起した。

「ひとまず退け」

　角笛を吹き鳴らして、兀突骨は悠々兵を引きあげた。孟獲よりも兵法を知る者だった。

　その帰るや、江を渡って行くのに、藤甲の兵はみな流れに身を浮かせて、あたかも水馬みずすましの群れが泳ぐようにやすやすと対岸へ上がって行った。

　中には暑いので、藤蔓ふじづるの甲よろいを脱ぎ、水に浮かせて、その上に坐って渡ってゆく兵などもある。

　魏延ぎえんは見て愕おどろいた。ありのままを孔明に伝え、

「不思議な異蛮いばんです」

　と語ると、孔明も首をかしげていたが、やがて呂凱りょがいを呼び、

「どこの蛮国か」と訊ねた。

　呂凱は地図を按じて後、

「さては烏戈国うかこくの藤甲軍でしょう。とても人倫をもって律せられない野蛮の兵です。加うるに桃花水の毒は蛮外の人間には汲むべからざるものです。もはやこの辺でお引揚げになっては、どうです。あんな半獣半人の軍を敵にしていた日にはたまりません」と極力、引揚げをすすめた。
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　呂凱りょがいの諫いさめは諒りょうとしたが、孔明は面おもてを振って、左右の者にもいった。

「事を成しかけて終始を全まっとうしないほど大なる罪はない。その兵の無駄は幾何いくばくか。幾万の霊に何と謝すべきか。──ましてこの蛮界に王風を布くに、一隅いちぐうの闇をも余して引揚げてはすべてを無意味にする」

　次の日、彼は自ら四輪車を進ませて、桃葉江岸を一巡し、附近の地勢を視て廻った。

　さらに、車をおりて、徒歩、北方の一山へ登って、嶮けわしきを探り按じ、黙々陣地へ帰ってくると、すぐ馬岱ばたいを招いて、

「先頃用いた木獣車のほかに、なお黒い櫃ひつを載せた十余輛の戦車があるであろう。汝はそれを曳いて、一軍の兵と共に、桃葉江の北にある盤蛇谷ばんだこくの内に潜ひそめ。──そして戦車をこう用いるがよい」と、何事か小声で綿密なる秘策をさずけた。

　よほど秘密裡に行う必要があるとみえ、孔明は、いつになく厳として、

「もし事洩れて内より敗れたときは、軍法に問うて罰するぞ。抜かりあるな」と、戒いましめた。

　馬岱の軍は、十余輛の戦車とともに、その日の夜中から忽然影を消していた。

　翌朝、孔明はまた趙雲ちょううんを呼び、一軍を授けて、

「ご辺は、盤蛇谷の裏から三江へわたる大路へ出で、かくかくの用意をなせ。必ず日限を誤るな」

　と、云い渡した。

　また、次には魏延ぎえんが呼び出されて、

「御身は、精鋭を率い、敵の真正面に出で、桃江の岸に陣を構えろ。兵は望むままの数を連れてゆくがいい」と孔明からいわれたので、魏延は、我こそ先鋒の最前線を承る者なり、と大いに歓んでいると、

「だが──」と、孔明は、語を継いで彼の勇躍を押えるようにいった。

「くれぐれも勝ってはならんぞ。もし敵が江を渡って強襲して来たら程よく戦っては退け。陣屋も捨てて逃げろ。──その逃げる先には白旗を立てておく。敵がまた、そこへ襲よせてきたら、さらに潰走して、次の白旗の立っている陣まで奔はしれ。いよいよ、敵は勝ちに乗るだろう。汝は、さらに第四の白旗の見ゆる地、第五の白旗の見ゆる地と、次々陣屋を放棄して、醜く逃げ続けよ」

　魏延は面つらをふくらませた。

「いったい、何処まで逃げろと、仰せられるのですか」

「およそ十五日の内に、十五度の戦いに負けて、七ヵ所の陣地を捨て、ただ身をもって、白旗の見える所へのがれればよいのだ」

「ははあ、さようで」

　軍令なので否めないが、魏延は怏々おうおうと楽しまない顔をして退がった。

　そのほか張翼、張嶷ちょうぎ、馬忠なども、それぞれ命をうけて部署に赴き、

「このたびこそは蛮土の敵性を抜き尽すぞ」とある孔明の言明に、各〻、手具脛てぐすねひいて、戦機を測っていた。

　ときに兀突骨ごつとつこつと孟獲もうかくは、いちど江南に退いて、大いに驕りながらも、お互いに軽挙を戒め合っていた。

「何しても、孔明という奴、詐術さじゅつに富んで、何をやるか知れない。どうか突骨大王にも、そこをよく気をつけて、林の内、山の陰、およそ兵を隠す所があったら、よくご注意ねがいたい」

「なあに孟獲。そのへんは、心得ておるよ。おぬしこそ、とかく逸はやり気だから気をつけろ」

　見張りの蛮兵が、報告に来た。

「ゆうべから北岸に、蜀兵が陣屋を作りだしています。だいぶ沢山な軍勢です」

「どれ、どれ」

　二蛮王は、岸へ出て、手をかざした。

「あの要所に、堅固な陣屋を作られては、ちとうるさい。今のうちに揉もみつぶせ」

　命令一下、藤甲の蛮勢は、たちまち水を渡って、そこを襲撃した。

　戦い戦い魏延は逃げた。

　ところが、蛮軍は懲こりている。深くは追ってこないのだ。勝ちを収めると、あざやかに水を渡って、もとの対岸へ引揚げてしまう。

　魏延もまた、前の岸へ帰って、陣屋を構築しだした。孔明から新手の兵が追加された。それを見ると蛮軍もまた人数を増して、攻撃を再開してきた。




戦車せんしゃと地雷じらい
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　この日は、藤甲兵の全軍に、兀突骨ごつとつこつもみずから指揮に立って、江を渡ってきた。

　蜀兵は、抗戦に努めると見せかけながら、次第に崩れ立ち、やがて算をみだして、旗、得物、盔かぶとを打ち捨て、われがちに退却した。

　そして、一竿かんの白旗が、ひらひら見える地点に集結していた。

「敵は逃げ癖がついた。もう大丈夫。追いまくってみなごろしにかかれ」

　兀突骨は、勝ち誇って、味方の後陣にいる孟獲もうかくへも合図した。そしていよいよ、追撃を加え、ふたたび敵の集結を衝いた。

　魏延ぎえんは予定のことなので、戦っては敗れ、戦っては敗れと見せかけながら、第三の白旗、第四の白旗と、敗退地点をたどって、退却をつづけた。

　七日のうちに三ヵ所の陣屋を捨て、七ヵ所の集結を崩して逃げた。

「はてな？　少し脆もろすぎるぞ」

　兀突骨も疑いだしたのだろう。少し追撃がゆるくなった。で、魏延は急に気勢をあげ、新手を加えて、逆襲を試みた。

　逆襲戦では、先頭に進み、兀突骨へ一騎打ちを挑んだ。そして彼の戟先ほこさきから逃げ走ったので、兀突骨は、

「今こそ」と、拍車を加えて、追いかけにかかった。

　誘導作戦はむずかしい。逃げ過ぎても疑われる。魏延は折々、引き返して、敵を罵ののしり、また虚勢を示し、ついに、十五日の間、十五ヵ所の白旗をたどって、逃げに逃げた。

　ここに至ってはついに猜疑さいぎ深い兀突骨も、自身の武勲に思い上がらざるを得ない。部下をかえりみて、大象の上から豪語した。

「なんと見たか。連戦十五日のうちに、蜀の塁るいを踏み破ること七ヵ所、戦って勝ち抜くこと十五度。すでに桃江から三百余里の間に、一兵の敵もないじゃあないか。さしもの孔明も風を望んで逃げ奔はしり、大事すでに定まったも同様だ。いちど凱歌かちどきをあげろ！ 凱歌を！」

　あげた戦果と、分捕った酒に酔って、凄じい気焔を示し、無敵藤甲軍の自信いよいよ満々と、次の日の戦いへ臨んだ。

　この日、大将兀突骨は白象にのり、白月はくげつの狼頭帽ろうとうぼうをいただき、青金白珠をちりばめた鱗縅うろこおどしの胴を着込んで、四肢は黒々と露出し、さながら羅漢の怒れるような面おもてをして、蜀軍の中へ、鉄鎗を揮っていた。

　魏延はこれを迎えて、奮戦力闘を試みた後、わざと奔って一山を逃げめぐり、盤蛇谷ばんだこくのふところへ逃げこんだ。

　部下と共に、追撃してきた兀突骨は、一応、白象を止めて、

「伏兵はいないか」と、用心深い眼で見まわしていたが、四山に草木もなく、埋兵まいへいの気ぶりも見えないので、意を安んじ、全軍をこの谷に休めて、

「蜀軍はどこへ失せたか」と、一息入れていた。

　すると手下の蛮兵が、

「これから奥へかけて、巨おおきな箱車が、諸所に十何輛も置き捨ててあります」

　と、知らせて来たので、自身視察してみると、なるほど、兵糧を積んだ貨車かと思える車が諸所に散乱している。

「これはすばらしい鹵獲品ろかくひんだ。敵は狼狽ろうばいの余り、谷間へ貨車を引きこんでしまい、山路に出会って、退くも進むもならず、置き捨てて奔ったものだろう。貨車の内には、成都の珍味があるに違いない。あれを皆、谷の外へ曳きだしてまとめておけ」

　そして彼自身も、後へ戻って、谷道の峡口きょうこうを出ようとすると、突如、天地を鳴り轟かせて、巨岩大木が頭上へ降ってきた。

「あなや？」と、仰天して、退く間もなく、左右の蛮兵は、大石や大木の下になって、何百ともなく屍しかばねとなっている。その上にもなお、大木や岩が落ちてくるので、たちまち、谷口はふさがってしまった。

「山上にまだ敵がいるぞ。早く出ろ。早く道を拓ひらけ」

　狂気の如く、彼が叱咤していると、その側にあった一輛の車がひとりでに焔ほのおを噴き出した。

　いよいよ愕おどろいて、全軍われがちに、谷の奥へなだれ打ってゆくと、轟然ごうぜん大地が炸さけた。烈火と爆煙にはねとばされた蛮兵の手脚は、土砂と共に宙天の塵となっていた。
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　兀突骨は白象の背から跳びおりた。白象は火焔に狂って火焔の中へ奔はしりこんで自ら焼け死んだ。

　彼は断崖へしがみついて、逃げ登ろうとしたが、左右の山上から投げ炬火たいまつが雨の如く降り注いでくる。のみならず、岩間岩間や地の下に隠れていた薬線に火がつくと、さしも広い谷間も、須臾しゅゆにして油鍋に火が落ちたような地獄となってしまった。

　火の光は天に乱れ、炸音は鳴りやまず、濛々もうもうの煙は異臭をおびてきた。

　烏戈国の藤甲軍は、一兵ものこらず、焼け死んでしまった。その数は三万をこえ、火勢のやがて冷さめた後、これを盤蛇谷ばんだこくの上から見ると、さながら火に駆除された害虫の空骸なきがらを見るようであった。

　孔明は、翌日そこに立ち、はらはらと涙をながして、

「社稷しゃしょくの為には、多少の功はあろうが、自分は必ず寿命を損ずるであろう。いかにとはいえ、かくまで、殺戮さつりくをなしては」と、嘆息した。

　聞く者みな哀れを催したが、ひとり趙雲は、然らずと、かえってそれを孔明の小乗観であると難じた。

「生々流相せいせいるそう、命々転相めいめいてんそう。象かたちをなしては亡ほろび、亡びては象をむすぶ。数万年来変りなき大生命のすがたではありませんか。黄河の水ひとたび溢るれば、何万人の人命は消えますが、蒼落そうらくとしてまた穂ほは実みのり人は増してゆく。黄河の狂水には天意あるのみで人意の徳はありませんが、あなたの大業には王化の使命があるのではありませんか。蛮民百万を亡ぼすも、蛮土千載の徳を植えのこしておかれれば、これしきの殺業何ものでもございますまい」

「ああ。……よく云って下すった」

　孔明は趙雲の掌てを額ひたいにいただいてさらに落涙数行すうこうした。

　さるほどに、一方南蛮王孟獲もうかくは、後陣屋にあって、まだ烏戈国兵の全滅を夢にだも知らずにいた。

　ところへ約千人ばかりの蛮兵が迎えにきて、

「烏丈国王には藤甲軍をひきいて、さしもの蜀勢を追いつめ追いつめ、遂に、盤蛇谷ばんだこくへ孔明を追い込みました。大王にもすぐ来られて、ともに孔明の最期をご覧あれとのお伝えです」

　聞くや孟獲は、

「しめた。孔明も百年目だ」

　と、直ちに大象にのって、部下総勢と共に、盤蛇谷をさして急いできた。

「や、余りに先を急いで、道を間違えたのではないか」

　気づいた時は、案内として、先に馳けていた怪しげな蛮兵千人の一隊は、どこへ行ったか見当らなかった。

「ちとおかしいぞ」

　引っ返そうとすると、時すでに遅し。

　一方の疎林から張嶷ちょうぎ、王平、鼓こを打って殺出し、一面の山陰からは、魏延、馬忠、喊呼かんこをあげて迫ってきた。

「もどれっ、いや先へ行け」

　狼狽のあまり、山の根まで突き当るように奔ってゆくと、山上の旗鼓、いちどに雪崩なだれおりて来て、

「孟獲、覚悟」

　と、早くも関索かんさく、馬岱ばたいなどの蜀将の若手が、龍槍、蛇矛じゃぼこを揮ふるって馳け向ってきた。

「しまった」

　白象は鈍重すぎる。孟獲は跳びおりて、林の中の一路へ走りこんだ。

　すると前面から、りんりんと金鈴銀鈴をひびかせて、絹蓋涼しげに一輛の四輪車が押されてきた。孔明である。あのにこやかな笑みである。羽扇うせんをあげて一喝かつ、

「反奴はんぬ孟獲。まだ眼がさめぬかっ」

　と浴びせかけた。

　孟獲は眼がくらくらとなって、あ──と高く両の拳こぶしで天を衝いたと思うと、うーむっと、大きな唸きを発して、それへ気を失って倒れてしまった。

　難なく縄にかけて、馬岱がそれをひいて帰った。猛獣でも眼を眩まわすほどな神経があるものかと、蜀の諸大将は笑い合って、彼の仮檻房かりかんぼうを覗いて通った。




王風万里おうふうばんり
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　その夜、孔明は、諸将と会して、話の末に、

「趙雲ちょううんはたいへんいいことを云って、自分の戦策を慰めてくれたが、しかしなんといっても、今度の大殺戮さつりくを敢えて行ったことは、大いに陰徳を損じたものである」と、語って、またその戦略については、

「十五度の退却を重ね、敵の驕慢きょうまんを誘って、盤蛇谷ばんだこくへ導いた計はかりごとは、もうすでに諸氏にも読めていることであろう。ただ、こんどの大殲滅戦では、かねて若年の頃から工夫していた地雷、戦車、薬線などを使ってみたことが、従来の戦争に比して、やや趣が異なっている。──しかし、戦いというものは、あくまで『人』そのものであって『兵器』そのものが主ではない。故に、これらの新兵器を蜀が持つことによって、蜀の兵が弱まるようなことがあっては断じてならないと、それを将来のために今から案じられる」

　と云い、またさらに、

「初め、藤甲軍の現われた時は、ちょっと自分も策に詰ったが、それは彼の有利な行動のみ見せつけられていたからで、翻ひるがえって、彼の弱点を考えてみると、当然──水ニ利アルモノハ必ズ火ニ利ナシ──の原理で、油漬けの藤蔓甲ふじづるよろいは、火に対しては、何の防ぎにもならぬのみか、かえって彼ら自身を焼くものでしかないことに思い当った。──焔車えんしゃ、地雷の計はみなそれから実行を思い立ったものである」と、一場の兵法講義にも似た打ち明けばなしを聞かせた。

　諸将はみな、丞相の神智測るべからずと、三嘆して拝服した。孔明は翌日、陣中の檻房かんぼうから、孟獲もうかく、祝融しゅくゆう夫人、弟の帯来たいらい、また孟優にいたるまでを、珠数つなぎにして曳き出し、愍然びんぜんと打ちながめて、

「さてさて、性なき者には遂に天日の愛も透とおらぬものか。人とも思えぬ輩やから、見る眼も羞はず。早く解いて、山野へ帰せ」と、滇々てんてん水の去るが如く、愛憎を超えた面持で彼方かなたへ行きかけた。

　すると突然、異様な泣き声を発して、

「丞相っ……。待って、待ってくれ」

　孟獲がさけんだ。いや縄目のまま跳びついて、孔明の裳もすそをくわえた。

「何か？」

　眼の隅から見ていうと、孟獲は、額ひたいを地に打ちつけんばかり頓首とんしゅして、

「悪かった、寛ゆるされい」と、吐くような声をしぼった。そして嗚あ呼あ々あ々あと、しゃくり泣きしながら、「無学野蛮なわしらではありますが、いにしえからまだ、七たび擒人とりこにして、七たび放したという例は、聞いたこともありません。いかに化外かがいの人間たりと、どうしてこの大恩に感ぜずにおられましょうか。……ゆるして下さい。おゆるし下さい」

「ううむ……真まことにか」

「な、なんで。もう思うだに、前非のほど、空怖しゅうございます」

「よし。ともに歓ぼう。共に栄えよう」

　孔明は膝を打って、自ら彼の縄目──また祝融夫人、孟優、帯来など、眷族けんぞくの縄をみな解き免ゆるして、

「初めて、孔明の心が透とおった。否──王風万里、余すものなくなった。予もうれしく思う」

　孟獲の眷族けんぞくは口を揃えて、

　──丞相の天威、王風の慈いつくしみ、南人ふたたび反そむかじ、と称となえ誓った。

　孔明はまた語を改めて孟獲にいった。

「ご辺、いま真に、心服なしたか」

「ご念まではありませぬ」

「では、予と共に在れ」

　と、彼は畏るる孟獲の手をとって、帳上に請しょうじ、夫人一族にも席をあたえて、歓宴を共にし、また杯と杯とを以て、こう約した。

「ご辺の罪は、すべて孔明が負う。孔明の功はご辺に譲ってやろう。故にご辺は長く以前のとおり南蛮国王として、蛮土の民を愛してやれよ。そして、孔明に代って、王化に努めてくれ」

　聞くと孟獲は、両手で面おもてをおおって、しばしは……慚愧ざんきの涙を乾かさなかった。宗族たち一同の感涙と喜躍は事あらためていうまでもない。
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　遠征万里。帰還の日は来た。

　顧みれば、百難百戦、生命いのちある身が奇蹟な気がした。

　帳幕ちょうばくの人、長吏費褘ひいは、その総引揚げに当って、ひそかに孔明に諫いさめた。

「かくはるばる蛮土に入って、せっかく、功を樹たて給いながら、誰も、蜀の官人を留めて置かれないことは、草を刈って、雨を待つようなものではありませんか」

「否」

　孔明は面おもてを振った。

「それには、一面の利もあるが、べつに三つの不利もある。小吏しょうり王化の徳を誤ること一つ。吏務、王都を遠く離れて怠り私威を猥みだりにすること二つ。蛮民互いに廃殺の隠罪あれば、戦後心に疑いを相挟み、私闘を醸かもす怖れあること三つ。──なお王吏をして治を布かしむるより本来の蛮王蛮民、相親しむに如しくはない。しかも貢みつぎの礼だに守らせておけば、成都は意を労せず、物を費ついえず、よくこれを国家の外壁となし富産の地となしておくこともできるではないか」

「丞相の仰せは至極のご経策です」

　諸人、ことばに服した。

　蜀軍、北に還ると聞くと、蛮土の洞族も一般の土民も、われ劣らじと、金珠、珍宝、丹漆たんしつ、薬種、香料、耕牛、獣皮、戦馬などをぞくぞく陣所へ贈ってきて、さらに、

「以後、年々、天子へ御貢おんみつぎも欠かしません。叛そむきません」

　と、皆々、誓言を入れた。

　そしていつか、孔明を呼ぶに、

「慈父丞相、大父たいふ孔明」と、いいたたえ、その戦蹟の諸地方に、早くも生祠せいし（生き神様の祭り）を建て、四時の供物と祠まつりを絶たなかった。

　とき、蜀の建興三年、秋は九月。

　孔明とその三軍は、いよいよ帰途についた。

　中軍、左軍右軍は彼の四輪車を守りかため、前後には紅旗幡銀こうきばんぎんをつらね、貢物こうもつの貨車隊、騎馬隊、白象隊、また歩兵数十団など征下してくる時にもまさる偉観だった。

　その壮観に加えて、南蛮王孟獲もうかくもまた、眷族けんぞくをあげて、扈従こじゅうに加わり、もろもろの洞主どうしゅ、酋長しゅうちょうたちも、鼓隊こたいをつれ、美人陣を作って、瀘水ろすいのほとりまで見送ってきた。

　盤蛇谷ばんだこく三万の焚殺ふんさつと共に、この瀘水でも多くの味方を失い敵兵を殺していた。孔明は、夜、中流に船を浮かべ、諸天を祠まつる表ひょうを書いて、幾万の鬼霊に祈り、これを戦の魂魄こんぱくに捧げてその冥福を祈ると唱えて、供え物と共に河水へ流した。

　古来、この河の荒れて祟たたりをなすときには、三人を生きながら沈めて祭る風習があったと聞き、孔明は、麺めんに肉を混和して、人の頭の形を作り、これをその夜の供え物にした。

　名づけて「饅頭まんじゅう」とよび慣わしてきた遺法は、瀘水の犠牲いけにえより始まるもので、その案をなした最初のものは孔明であったという伝説もあるが、さて、どんなものか。

　ともあれ、帰還の途にあっても、なお彼が、そういう土地土地の土俗の風や宗教的心理を採りあげて、徳を布しき、情になずませることを、夢寐むびにも忘れずにあったということは、単なる征夷将軍の武威一徹とは大いに異なるものがある。

　浪静かに、祭文の声、三軍の情をうごかし、心なき蛮土の民を哭なかしめつつ、彼の三軍はすでにして永昌郡まで帰ってきた。

「ご辺らも、長らく大儀だった。いずれ帝よりも、恩賞のお沙汰があろう」

　と、ここで案内役たる呂凱りょがいの任を解き、王伉おうこうと共に、附近四郡の守りをいいつけた。

　また、別れを惜しんで、ここまで従ってきた孟獲にも、暇いとまをあたえ、

「くれぐれも、政まつりごとに精励して、居民の農務を励まし、家を治め、そちも晩節をうるわしくせよ」

　と、ねんごろに訓えをくり返した。

　孟獲は、泣く泣く南へ帰った。

「おそらく彼の生きているあいだ、蛮土はふたたび叛そむくまい」

　孔明は左右にいった。

　成都はすでに冬だった。南から還った三軍は、寒風もなつかしく、凱旋門がいせんもんに入った。
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　孔明還る、丞相還る。

　成都の上下は、沸わき返るような歓呼だった。後主劉禅りゅうぜんにも、その日、鸞駕らんがに召されて、宮門三十里の外まで、孔明と三軍を迎えに出られた。

　帝の鸞駕を拝すや、孔明は車から跳びおりて、

「畏れ多い」と、地に拝礼し、伏していうには、

「臣、不才にして、遠く征ゆき、よく速やかに平たいらぐるあたわず、多くの御林の兵を損じ、主上の宸襟しんきんを安からざらしむ。──まず罪をこそ問わせ給え」

「否とよ、丞相。朕ちんは、御身の無事を見るだに、ただもううれしい。あれ扶たすけてよ」

　侍従に命じて抱き起させ、また帝みずから御手をのばして、鸞駕らんがの内に孔明の座を分けあたえられた。

　幼帝と、丞相孔明と、同車相並んで、満顔に天日の輝きをうけ、成都宮の華陽門かようもんに入るや、全市の民は天にもひびくよろこびをあげ、宮中百楼千閣は、一時に、音楽を奏して、紫雲金城の上に降りるかと思われた。

　が、孔明は自己の功を忘れていた。吏に命じて、従軍中の戦死病歿の子孫をたずねさせ、漏るるなくこれを慰め、閑有っては、久しく見なかった農村へ行って、今年の実りを問い、村の古老、篤農を尋ね、孝子を顕賞し、邪吏じゃりを懲こらし、年税の過少を糺ただすなど、あらゆる政治にも心をそそいだので、都市地方を問わず、今やこの国こそ、楽土安民の相を、地上に顕観けんかんしたものと、上下徳を頌たたえない者はなかった。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　大魏皇帝曹丕そうひの太子、曹叡そうえいの英才は、近ごろ魏のうわさになっている。

　太子はまだ十五歳だった。

　母は、甄氏しんしの女むすめである。傾国の美人であるといわれて、初め袁紹えんしょうの二男袁煕えんきの夫人となったがそれを攻め破ったときから、曹丕の室に入り、後、太子曹叡を生んだのであった。だが、曹叡にも、一面の薄幸はつきまとった。母の甄氏しんしの寵ちょうはようやく褪あせて、郭貴妃かつきひに父曹丕そうひの愛が移って行ったためである。

　郭貴妃は、広宗の郭永かくえいの女むすめで、その容色は、魏の国中にもあるまいといわれていた。で、世の人が、女中の王なりと称となえたので、魏宮に入れられてからは、

「女王郭貴妃」と、尊称されていた。

　しかし心は容顔の如く美しくない。甄しん皇后を除くため、張韜ちょうとうという廷臣ていしんと謀って、桐の木の人形に、魏帝の生年月日を書き、また何年何月地に埋むと、呪文を記して、わざと曹丕の眼にふれる所へ捨てた。

　曹丕はその佞ねいを観破することができないで、とうとう甄氏皇后を廃してしまったのである。

　で──太子曹叡そうえいは、この郭女王に幼少から養われて、苦労もしてきたが、性は至極快活で、少しもべそべそしていない。とりわけ弓馬には天才的なひらめきがあった。

　この年の早春。

　曹丕そうひは群臣をつれ狩猟に出た。

　一頭の女鹿めじかを見出し、曹丕の一矢が、よくその逸走を射止めた。

　母の鹿が、射斃いたおされると、その子鹿は、横っ跳びに逃げて曹叡の乗っている馬腹の下へ小さくなって隠れた。曹丕は、声をあげて、

「曹叡そうえい、なぜ射ぬ。いやなぜ剣で突かぬか。子鹿はおまえの馬の下にいるのに」

　と、弓を揮って、歯がゆがった。

　すると、曹叡は、涙をふくんで、

「いま父君が、鹿の母を射給うたのさえ、胸がいたんでいましたのに、何でその子鹿を殺せましょう」

　と、弓を投げ捨てて、おいおい泣き出してしまった。

「ああ、この子は、仁徳の主となろう」

　と、曹丕そうひは、むしろ歓んで、彼を斉公せいこうに封じた。

　その夏五月。

　ふと傷寒しょうかんを病んで、曹丕は長逝した。まだ年四十という若さであった。
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　生前の慈いつくしみと、その遺詔いしょうに依って、太子曹叡そうえいは次の大魏皇帝と仰がれることになった。

　これは嘉福殿かふくでんの約によるものである。嘉福殿の約とは、曹丕が危篤に瀕した際、三人の重臣を枕頭に招いて、

「幼いとけなくこそあれ、わが子曹叡こそは、仁英の質、よく大魏の統とうを継ぐものと思う。汝ら、心を協あわせて、これを佐たすけ、朕が心に背そむくなかれ」

　との遺詔を畏み、重臣の三名も、

「誓って、ご遺託にそむきますまい」

　と、誓いを奏したその事をさすのであった。

　枕頭に招かれたその折の重臣というのは、

中軍大将軍曹真。

鎮軍大将軍陳群ちんぐん。

撫軍大将軍司馬懿仲達しばいちゅうたつ。


　の三名であった。

　これにもとづいて、三重臣は、曹叡そうえいを後主と仰ぎ、また曹丕に文帝と諡おくりなし、先母后せんぼこう甄氏しんしには、文昭皇后の称号を奉った。

　自然魏宮側臣の顔ぶれや一族の職にも改革を見ないわけにゆかない。まず、鍾繇しょうようを太傅たいふとし、曹真は大将軍となり、曹休を大司馬となした。そのほか、王朗の司徒、陳群の司空、華歆かきんの大尉などが重なるところであるが、なお文官武官の多数に対しても、叙爵じょしゃく進級が行われ、天下大赦たいしゃの令も布かれた。

　ここにひとり問題は、司馬懿仲達が騨騎ひょうき将軍に就任したことである。あえて破格でもないが、この人にして何となくその所を得たような観があった。のみならず彼は、その頃ちょうど、雍涼の州郡を守る人がなかったのを知っていたので、自ら表を奉って、

「わたくしに西涼州郡の守りをお命じください」と、願い出た。

　西涼州といえば、北夷の境に近く、都とは比較にならないほどな辺境である。かつては馬騰ばとう出で馬超現われ、とかく乱が多くて治めにくいところである。

　求めてこれを治領したいという司馬懿の眷願けんがんに、帝はもとより勅許されたし、魏中の重臣も、物好きな、とだけで、誰もさえぎる者はなかった。

　ために、朝廷は特に、彼の官職をも、

「西涼の等処とうしょ、兵馬提督ていとく」となして、印綬いんじゅを降した。

「やれやれ、ほっとした」

　司馬懿仲達は、北へ向って赴任の馬を進めながら、実に久々で狭い鳥籠から青空へ出たような心地を抱いた。吐く息吸う息までが広々と覚えた。

　宮中の侍臣、重臣間の屈在もすでに久しいものがあった。曹操時代からの宮仕えである。本来彼の真面目は、そういう池の中に長く、棲すめるものではなかったらしい。

　蜀の細作さいさくは、早耳に知って、すぐこの異動をも成都に報じた。蜀臣のうち誰もなんとも思う者はなかった。

「ああ仲達が西涼へやられたか」

　その程度の関心でしかない。しかしそれを聞くと、ひとり愕然がくぜんと、唇くちを結んだ人がある。ほかならぬ孔明であった。

　いやもう一人、彼とひとしい驚きをなして、早速、丞相府へやってきた者があった。

　若い馬謖ばしょくであった。

「お聞き及びになりましたか」

「きのう知った」

「河内温かだいうんの人、司馬懿しばい。字あざなは仲達。あれは魏一国の人物というよりは、当代の英雄と私はみておりましたが」

「後日、わが蜀に患うれいをなす者があるとすれば、おそらく彼であろうよ。──大魏皇帝の統を曹叡そうえいがうけたことなどは、心にかけるまでもないが」

「同憂を抱きます。仲達の西涼赴任は、看過できません」

「討つか。今のうちに」

「いや丞相。南蛮遠征の後、まだ日を経ておりません。ここは考えものでしょう。私におまかせ下さい。曹叡そうえいをあざむいて、兵を用いず。司馬懿しばいを死に至らしめてみます」

　若年のくせに実に大言である。孔明は馬謖ばしょくの面をみまもった。
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　馬謖ばしょくは云った。

「なぜか、司馬懿しばい仲達という者は、あの才略を抱いて、久しく魏に仕えながら、魏では重く用いられていません。彼が曹操に侍かしずいて、その図書寮に勤めていたのは、弱冠二十歳前後のことだと聞いています。曹操、曹丕、曹叡、三代に仕えてきた勲臣にしては、今の彼の位置は余りに寂寥せきりょうではありませんか」

　孔明は静かな眸ひとみで語る者の面を見ていた。馬謖はこう前提してから自分の心にある一計を孔明に献じた。

「──いや、司馬懿しばいは自ら封ほうを請うて西涼州へ着任しました。明らかに、彼の心には、魏の中央から身を避けたいものがあるのでしょう。当然、魏の重臣どもは、司馬懿の行動を気味悪く思って、狐疑していることも確かです。そこで、司馬懿仲達に謀反むほんの兆きざしありと、世上へ流布るふさせ、かつ偽りの廻文を諸国へ放てば、魏の中央は、たちまちこれに惑い、司馬懿を殺すか、職を褫奪ちだつして辺境へ追うかするに相違ありません」

　彼の説くところはよく孔明の思慮とも一致した。孔明は彼の献言を容れて、ひそかにその策を行った。いわゆる対敵国内流言策である。旅行者を用い、隠密を用い、或いは縁故の家から家へ、女子から女子へなど、それにはあらゆる細胞が利用される。

　一方、偽にせの檄文げきぶんを作って、諸州の武門へ発送した。案の如く、司馬懿しばいに対して、世間にいろいろな陰口が立ってきたところへ、この檄の一通が、洛陽鄴城ぎょうじょうの門を守る吏員の手に入り、それはまた直ちに魏の宮中へ上達された。

　檄文の内容は過激な辞句で埋まっている。魏三代にわたる罪状をかぞえ、天下の不平の徒へ向って、打倒魏朝を煽動したものである。

「これが真実、司馬懿の筆になった檄げきだろうか」

　曹叡は、色を失いながらも、なお迷うものの如く、重臣の秘密会でこう下問した。

　大尉華歆かきんが伏答して、

「さきに司馬懿が、西涼の地を領したいと願い出たのはいかなる肚かと思っていましたが、これに依って、臣らは、彼の意を知ることができたような気がいたしまする」

「しかし、朕ちんには、司馬懿しばいに叛そむかれるような覚えがない。そも、彼は何を怨んで魏に弓を引く心になったと卿らは考えるのか」

「それはすでに太祖たいそ武帝（曹操の諡おくりな）が疾とく観破して仰せられていたことです。──司馬懿は鷹のごとく視て、狼の如く顧みる──と。故に、武帝ご在世中は、書庫の文書などを整理する閑役に付けおかれ、兵馬のことにはお用いになりませんでした。もし彼に兵権を附与せば、かえって、国家の害をなす者であるとの深い深い思し召からであります」

　王朗も共に私見を述べた。

「いま華歆かきんの申しあげた如く、司馬懿は、弱冠の時から深く韜略とうりゃくを研究して、軍機兵法をさとりながら、しかも要心ぶかく、先帝の代にも碌々ろくろくと空とぼけ、今日、まだ幼くして、陛下が御即位あそばした折を見て、初めて鷹の如き性しょうをあらわし、狼の如く、西涼から檄を放って、多年の野望を仕遂げんと、謀りだしたものと考えられます。一刻もはやくこれはご征伐なさらなければ、遂に、燎原りょうげんの火となりましょう」

　魏王曹叡そうえいは幼いので、諸臣の説を聞いても、なお迷っていて決しきれなかった。そのうちに、一族の曹真が、

「まさかそんなこともあるまい。もし軽々しく征伐して、それが真実でなかったら、求めて君臣の間に擾乱じょうらんを醸かもすものではないか」という穏当な反対も出たりしたため、結局、漢の高祖が雲夢うんぽうに行幸した故智にならって、魏帝みずから安邑あんゆうに遊び、司馬懿が出迎えに出るとき、そっと気色をうかがって、彼に叛気が見えたら即座に縛からめ捕ってしまえばよかろう──という説に帰着した。

　やがて行幸は実現された。布達に依って、司馬懿しばい仲達は西涼の兵馬数万を華やかに整えて、魏帝の輦くるまを、安邑あんゆうの地に出迎えるべく当処とうしょを立ってきた。すると誰からともなく、

「すわや司馬懿が、十万の勢をひきいて、これへ押しよするぞ」

　とさわぎ出して、近臣は動揺し、魏帝も色を失って、沿道いたる処、恟々きょうきょうたる人心と、乱れとぶ風説の坩堝るつぼとなってしまった。
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　何も知らない司馬懿仲達は、数万の兵を従えて安邑あんゆうの町へ入ってきた。するとたちまち、鉄甲の装備も物々しく、曹休の一軍がこれを道に阻はばんで、

「通すことはならん」

　と、呼ばわり、かつ曹休自身、馬をすすめて、こう呶鳴った。

「聞け、仲達。汝は、先帝より親しく、孤みなしごを託すぞとの、畏き遺詔いしょうを承けた者の一人ではないか。何とて、謀叛むほんをたくらむぞ。ここより一歩でも入ってみよ、目にもの見せん」

　仲達は仰天して、それこそ蜀の間諜の計はかりごとに過ぎないと、声を大にして言い訳した。そして、馬をくだり、剣も捨て、数万の兵も城外へのこして、単身、

「仔細しさいは、天子にまみえて、直々に奏答しましょう」と、曹休に従ついて行った。

　そして、魏帝の輦の前にいたるや、彼は、大地に拝伏して、そのいわれなきことを、涙とともに弁解した。

「臣が、西涼の封ほうを望んだのは、決して私心私慾ではありません。その地の重要性にかんがみて、ひそかに蜀に備えんがためであります。どうかもう少しご静観ください。必ず蜀を討って、次に、呉を亡ぼし、以て三代の君恩に報ずるの日を誓って招来してお目にかけまする」

　その神妙な容子に、曹叡そうえいは心をうごかされたが、華歆かきん、王朗などは、容易に信じなかった。

「とにかく、彼は鷹であり狼である」という眼をもって彼を眺めたので、ともあれご沙汰を相待つべし──と仲達を控えさせておいて、幼帝を中心に密議した。もとより華歆、王朗の言が、それを決定するのであることはいうまでもない。即ちこう決まった。

「要するに司馬懿しばいに兵馬を持つ地位を与えたからいけないのだ。世間にいろいろな臆測おくそくが生じたり、こんな不穏な問題が起ったりする原因にもなる。爪のない鷹にして、野に放ってしまえばよい。これは漢の文帝が周勃しゅうぼつに報いた例ためしにある」

　勅命によって、司馬懿仲達は、官職を剥はがれ、その場から故郷へ帰されてしまった。そして、彼ののこした雍涼ようりょうの軍馬は、曹休が承け継いだ。

　このことは、蜀の細作からすぐ成都へ飛報された。孔明はいったい物事に対して余り感情を現わさない人であるが、これを聞いたときは「仲達が西涼にあるあいだは、如何いかんとも意こころを展のべがたしと観念していたが、今はなんの憂いかあらん」と限りなく喜悦したということである。

　彼は丞相府の邸に籠って、幾日かのあいだ、門を閉じ客を謝していた。魏の五路進攻による国難の前にも、やはりここの門を閉じていたことがあるが、こんどはその折のように、毎日、彼の姿を後園の池の畔ほとりに見ることもなかった。

　神思幾日、彼は一夜、斎戒沐浴さいかいもくよくの後、燭をかかげて、後主劉禅りゅうぜんに上のぼす文を書いていた。後に有名な前出師ぜんすいしの表ひょうは実にこのときに成ったものである。

　彼は今や北伐の断行を固く決意したもののようである。一句一章、心血をそそいで書いた。華文彩句を苦吟くぎんするのではなく、いわゆる満腔の忠誠と国家百年の経策を述べんとするのであった。

　文中にはまず帝として後主の行うべき王徳を説き、あわせて天下の今日を論じ、蜀の現状を述べ、忠良の臣下を名ざして、敢て信任を加えらるべきを勧すすめ惹ひいて、先帝玄徳と自分との宿縁、また情誼じょうぎとを顧みて、筆ここにいたるや、紙墨のうえに、忠涙の痕あと、滂沱ぼうだたるものが見られる。

　表は長文であった。

臣亮りょうもうす。

先帝、創業いまだ半ばならずして、中道に崩殂ほうそせり。今天下三分し益州は疲弊ひへいす。これ誠に危急存亡の秋ときなり。しかれども侍衛の臣、内に懈おこたらず、忠志の士、身を外に忘るるものは、けだし先帝の殊遇しゅぐうを負うて、これを陛下に報いんと欲するなり。誠に宜しく聖聴を開張し、以て先帝の遺徳をあきらかにし、志士の気を恢弘かいこうすべし、宜しくみだりに自ら菲薄ひはくし、喩ゆをひき義をうしない、以て忠諫ちゅうかんの道を塞ふさぐべからず──


　冒頭まず忠肝ちゅうかんをしぼって幼帝にこう訓おしえているのであった。
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　さらに筆をすすめては、

宮中府中は倶ともに一体たり、臧否ぞうひを陟罰ちょくばつし、宜しく異同すべきにあらず。もし姦をなし、科を犯し、及び忠善をなすものあらば、宜しく有司に付して、その刑賞を論じ、以て、陛下の平明の治を明らかにすべく、宜しく偏私へんしして、内外をして法を異ことにせしむべからず。


　と、国家の大綱を説き、また社稷しゃしょくの人材を列記しては、

侍中侍郎郭攸之かくゆうし・費褘ひい・董允とういんらは、これみな良実にして思慮忠純なり。これを以て、先帝簡抜して、以て陛下に遺せり。愚おもえらく、宮中のこと、事大小となくことごとく以てこれに諮はかり、しかる後施行せば必ずよく闕漏けつろうを裨補ひほして広益するところあらん。将軍尚寵しょうちょうは、性行淑均しゅっきん軍事に暁暢ぎょうちょうし、昔日せきじつに試用せられ、先帝これを能よしとのたまえり。これを以て衆議、寵ちょうをあげて督となせり。愚おもえらく、営中の事は事大小となく、ことごとくこれに諮はからば、かならずよく行陣をして和睦わぼくし、優劣をして、所を得しめん。

賢臣を親しみ、小人を遠ざけしは、これ先漢の興隆せし所以ゆえんにして、小人を親しみ、賢人を遠ざけしは、これ後漢の傾頽けいたいせる所以なり。先帝いまししときは毎つねに臣とこの事を論じ、いまだかつて桓霊かんれいに歎息痛恨したまわざるはあらざりき。侍中尚書、長史参軍、これことごとく貞亮ていりょう死節の臣、ねがわくは陛下これに親しみこれを信ぜよ。すなわち漢室の隆さかんなる、日をかぞえて待つべき也。


　転じて孔明の筆は、自己と先帝玄徳と相知った機縁を追想し、その筆は血か、その筆は涙か、書きつつ彼も熱涙数行を禁じ得ないものがあったのではなかろうか。

──臣はもと布衣ほい、みずから南陽に耕し、いやしくも性命を乱世に全うし、聞達ぶんたつを諸侯に求めざりしに、先帝臣の卑ひ鄙ひなるを以てせず、猥みだりにおんみずから枉屈おうくつして、三たび臣を草廬にかえりみたまい、臣に諮はかるに当世の事を以てしたもう。これによりて感激し、ついに先帝にゆるすに駆馳を以てす。後、傾覆けいふくにあい、任を敗軍の際にうけ、命を危難のあいだに奉ぜしめ、爾来じらい二十有一年矣。

先帝、臣が謹慎きんしんなるを知る、故に崩ずるにのぞみて、臣によするに大事を以てしたまいぬ。命をうけて以来、夙夜しゅくや憂歎し、付託の効こうあらずして、以て先帝の明を傷つけんことを恐る。故に、五月、濾を渡り、深く不毛に入れり。いま南方すでに定まり、兵甲すでに足る。まさに三軍を将率し、北中原を定む。庶ねがわくは駑鈍どどんを竭つくし、姦凶を攘除じょうじょし、漢室を復興して、旧都に還しまつるべし。これ臣が先帝に奉じて、而しかして、陛下に忠なる所以ゆえんの職分なり。


　孔明はこの条くだりで国家のゆくてを明示している。そして、その完遂をもって自己の臣業となし、蜀の大理想であるともいっている。すなわちそれは漢室の復興と、旧地への還都、その二つの実現である。そのためには臣らの粉骨はもちろんながら、陛下おんみずからも艱難かんなんに打ち克かち、いよいよ帝徳をあらわし給うお覚悟なくてはいけません──と、あたかも父のごとき大愛と臣情を傾けて訓おしえているのであった。

斟酌しんしゃく損益し、進んで忠言を尽すにいたりては、すなわち、攸之ゆうし・褘い・允いんの任なり。ねがわくは陛下臣に託するに、討賊、興復の効を以てせられよ。効あらざれば、すなわち臣の罪を治め、以て先帝の霊に告げさせたまえ。もし興徳の言なきときは、すなわち攸之・褘・允らの智を責め、以てその慢を顕あらわさせたまえ。陛下また宜しくみずから謀はかり以て善道を諮諏ししゅし、雅言がげんを察納し、ふかく先帝の遺詔いしょうを追わせたまえ。臣、恩をうくるの感激にたえざるに、今まさに遠く離れまつるべし。表に臨みて、涕泣なんだおち、云うところを知らず。


　表の全文はここで終っている。おそらく彼は筆を擱おくとともに文字どおり故玄徳の遺託にたいして瞑目めいもくやや久しゅうしたであろう。そしてさらにその誓いを新たにしたであろう。ときに彼は四十七歳、蜀の建興五年にあたっていた。
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　孔明は門を出た。久しぶりに籠居ろうきょを離れて、朝へ上ると、彼は直ちに、闕下けっかに伏して、出師すいしの表を奉った。

　後主劉禅りゅうぜんは、表を見て、

「相父しょうほ──相父が南方を平定して還られてから、その間、まだわずか一年余しか経っていない。さるを今また、前にも勝る軍事に赴くのは、いかに何でも、体に無理ではないか。すでに相父も五十になろうとする年齢、国のために、少しは閑かんを楽しみ、身を養ってくれよ」

　と、心から云った。孔明は感泣した。

「ありがたいおことばですが、臣が先帝より孤みなしごをたのむぞとの遺詔いしょうを拝しましてからは、臣の微衷びちゅうは、それを果さぬうちは、眠るとも安まらず、閑を得ても、心から閑を楽しむ気持にもなりません。──身はいまだ無病、年も五十路いそじの前、今にして、その任におこたえしなければ、やがて老いては、如何に思うとも、これを微忠にあらわすことはできなくなりましょう。──かならずご宸念しんねんをお煩わずらわし遊ばしますな」と、ただただ慰めて、ひとまず退がった。

　ところが、ひとり後主劉禅りゅうぜんの憂いに止まらず、出師すいしの表によって掲げられた孔明の「北伐の断行」は、俄然、蜀の廟堂びょうどうに大きな不安を抱かしめた。

　なぜならば、この蜀漢の地は、先帝玄徳が領治して以来、余りにもまだ国家としての歴史が若く、かつは連年の軍役に、まだとうてい魏や呉の強大と対立するだけの実力は内に蓄えられていない。

　一昨年、南方平定のため、その遠征に費やした資材、人員だけでも、実のところ、内政財務の吏も一時はひそかに、

（これはたまらない。どうなることか）

　と、国庫の疲弊ひへいとにらみ合わせて、はらはらしていた程なのである。幸いにも、それは遠征軍の大捷たいしょうによって償つぐなわれ、いわゆる耕牛、戦馬、金銀、犀角さいかくなどのおびただしい南方物資の貢みつぎの移入によっても、大いに国力を賑わし得ることは得たが、それもまだ以来一年半にしかなっていない。

「この際、この上にまた、魏を討たんなどという大野望は、ほとんど無謀の挙ともいうべきである」

　と、なす議論は、相当、蜀廷の内にもうごいていた。

　丞相じょうしょう孔明の決意に出るものなので、あきらかに出師の表に対して、反対を唱える者はなかったが、

「とうてい、勝ち目がない軍いくさだ」と、する者やまた、

「やむを得ず彼の侵略を防ぐためならばともかく、魏もいまは曹丕そうひが歿して、幼い曹叡そうえいが立ち、国外と事を構えるのを好んでもいない際に、こちらから出師するというのはその意を得ぬ」

　と、するような消極論は、後主劉禅をめぐって、かなり顕著であった。

　それらの人々の第一に懸念するところは、兵員の不足であり、また戦争遂行に要する財源の捻出ねんしゅつだった。蜀中の戸籍簿によって、蜀、魏、呉の戸数を比較して見ると、蜀は魏の三分の一、呉の半数しかないのである。

　さらに、人口の密度から見れば、魏の五分の一強、呉の三分の一ぐらいな人間しか住んでいない。以て、蜀の開発とその地勢とが、いかに守るにはよいが、文化には遅れがちであるか分るし、しかも常備の帯甲将士たいこうしょうしの数に至っては、魏や呉などの中原ちゅうげんを擁する二国家とは較くらぶべくもない貧弱さである。

　加うるに、後主劉禅は、登位以来すでに四年、二十一歳にもなっているが、必ずしも名君とはいわれないものがあった。父帝玄徳のような大才はなかったし、何よりも艱難を知らずに育てられてきている。

「これらの条件をつまびらかにせぬ丞相でもあるまいに──いかなる思し召でかくの如き大軍事をいま決行せられようとするのであろうか」

　人々はみな孔明に服してはいたが、なお孔明の真意をふかく知りたく思うのであった。
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　知る人ぞ知る。

　これが孔明の心であったろう。

　だが、一夜親しく彼を訪ねて、蜀臣全体の不安を代表するかのように、それとなく、彼を諫いさめにきた太史譙周しょうしゅうにたいして、彼の諭言ゆげんは懇切をきわめた。

「いまです。今をおいて、北魏を討つときはないのです。魏はもともと、天富の地にめぐまれ、肥沃ひよくにして人馬強く、曹操以来、ここに三代、ようやく大国家の態ていをととのえて来ました。早くこれを討たなければ、とうてい彼を覆くつがえすことは不可能であるばかりでなく、わが蜀は自滅するほかありません」

　と、まず天の時を説き、ひいて自国の備えに及んでは、

「なるほど、わが蜀はまだ弱小です。天下十三州のうちに、完全に蜀の領有している地は、益州一州しかないのですから、面積の上では魏とも呉とも比較にならない。従って兵員も不足、軍需資材も彼の比でないことはぜひもないことだ。けれど、乞う安やすんぜよ。多少の成算はある」

　彼は、簿ぼを取り寄せて、まだ誰にも打ち明けなかった、秘密の予備軍があることを初めて明らかにした。それは荊州以来、禄を送って、領外の随所に養っておいた浪人部隊と、南方そのほかの異境から集めて、趙雲や馬忠などに、ここ一年調練させていた外人部隊とであった。そしてそれらの兵員を五部に編制し、連弩隊れんどたい、爆雷隊ばくらいたい、飛槍隊、天馬隊、土木隊などの機動作戦に当てしむべく充分に訓練をほどこしてある。故に、これは敵側にとっては、予想外なものとなって、その作戦を狂わすに到るであろうと説明した。

　また財力については、

「北伐の大望は、決して今日の思いつきでなく、不肖ふしょうが先帝のご遺託をうけたときからの計画である。で自分は、その根本の力は、何よりも農にあるとなして、大司農、督農の官制をおき、農産振興に尽してきた結果、連年の軍役にもかかわらず、蜀中の農にはまだ充分な余力がある。かつ、田賦でんぷ、戸税のほかに、数年前から『塩』と『鉄』とを国営にした。わが蜀の天産塩と鉄とは、実に天恵の物といってよい。これによる国家の経済によって、蜀は中原ちゅうげんに進む日の資源をえている」

　と、その間の苦心をしみじみと述懐した。なおいかに彼が日頃において、国家の経済に細心な備えをしていたかという一例としては、成都や農村の婦女子に、蜀の錦を手織らせ、近年はことに、これを奨励増産して、南方の蛮夷ばんいへも西涼の胡夷えびすへも輸出し、蜀錦しょっきんに限っては、敵たる魏や呉へ売り出すことにも、多大な便宜を与えて、それに代るべき重要な物資をどしどし蜀内へ求めていたという事実に見ても、彼の苦心経営のほどがよくうかがわれるのであった。

　こういう苦心と用意と、つぶさなる説明を聞いては、諫いさめにきた譙周しょうしゅうも二言なく帰るのほかはなかった。ために、蜀朝廷の不安も反対も声なきに至ったのみか、かえって、

「丞相にそれ程までの備えがあるならきっと勝てよう。いやきっと勝てる」と、早くも、中原の旧都に還って、かつての漢朝のごとく、天下統一の盛時がやすやす実現するものと、楽観に傾き過ぎる空気さえ漂ってきた。

　何ぞ知らん──人々が楽観して軽躁けいそうに勝利を夢みるとき、孔明の心中には、惨さんたる覚悟が誓われていたのである。彼は決して、成功を期していない、誰よりも魏の強大を知っている。──それだけに、我亡なき後は誰が蜀朝を保たん、我なくして蜀なし、と信じていた。余命あるうちに、先帝玄徳からうけた遺託を果たさねばならないと、唯そのことを思うのみだった。

　人にこそ漏らさないが、現帝劉禅りゅうぜんの質が父帝に似たることの少ない点も、彼にはどれほどな寂寥せきりょうであったか知れない。

　また魏は曹操以来、今日もなお人材に富んでいる。経営の大才、陣営の巨雄、少なくないのである。これに反して蜀は今、関羽、張飛の武将もなく、帝は若く、朝臣は多く平凡であった。これらの点も孔明の惨心さんしんを一しお深刻ならしめているものであった。

　しかも彼は、蜀の大理想を不可能とはしない。玄徳の遺詔いしょうをむりだとはしなかった。出師の表一千余字、かりそめにも恨みがましい辞句などはない。ことばの裏にすらうかがわれないのである。
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　三軍の整備は成った。

　この間、蜀宮中の内部にこそ、多少複雑な経過はあったが、国外に対しては、ほとんど、何の情報もまだ漏れずにあった程、それは迅速にひそかに行われた。

　春三月、丙寅ひのえとらの日、いよいよ発向と令せられた。

「征いってまいります」

　最後のお別れとして孔明が朝ちょうに上った日、後主劉禅は眼に涙をためて、

「相父しょうほ。自愛に努めてよ」

　と、ねんごろに云った。

　劉禅の姿を仰いでいる時も、孔明の脳裡には、先帝玄徳の面影が常に描かれていた。劉禅のうしろにはいつもその人在りと意思していた。

「お案じ遊ばしますな。たとえ孔明が五年や十年留守にしておりましょうとも、陛下のお側には、かかる忠誠の人々が、豊かな才量をみな持って、内外の事をお扶たすけしておりますれば……」

　孔明は奏しながら、玉座の左右へ眸ひとみを移した。実に、彼のただ一つの心配は、自身の向う征途にはなくて、後にのこす劉禅の輔佐と内治だけが心懸りだったのである。

　ために、彼は、ここ旬日の間に、大英断をもって、人事の異動を行った。

　郭攸之かくゆうし・董允とういん・費褘ひいの三重臣を侍中として、これに宮中のすべての治を附与した。また御林軍の司には、尚寵しょうちょうを近衛大将として留守のまもりをくれぐれも託した。さらに自分に代るべき丞相府の仕事は、一切を長裔ちょうえいに行わしめ、彼を長史に任じ、杜瓊とけいは諫議かんぎ大夫に、杜微とび、楊洪ようこうは尚書しょうしょに、孟光、来敏らいびんを祭酒に、尹黙いんもく、李譔りせんを博士に、譙周しょうしゅうを太史に、そのほか彼の目がねで用いるに足り、頼むに足るほどな者は、文武両面の機構に配置して、留守の万全は充分に期してある。

　いま彼が、帝の周囲の者を見まわしたのは、その静かな眸をもって輔佐の人々へ、

（くれぐれも頼み参らすぞ）

　と心からいって別辞に代えたものだった。

　そしていよいよ成都を立つ日となると、後主劉禅は宮門を出て、街門の外まで彼を見送った。

　春風は三軍の旗を吹いた。すなわち丞相府の前に勢揃いして、鉄甲燦々さんさんと流れゆく兵馬の編制を見ると、次のような順列であった。

前督部ぜんとくぶ鎮北将軍領丞相司馬 魏延

前軍都督領扶風太守ふふうたいしゅ 張翼

牙門将裨がもんしょうひ将軍 王平

後軍領兵使　呂義りょぎ

兼管運粮けんかんうんりょう左軍領兵使 馬岱ばたい

副将飛衛将軍　廖化りょうか

右軍領兵使奮威将軍　馬忠

撫戎ぶじゅう将軍関内侯 張嶷ちょうぎ

行中軍師車騎大将軍　劉琰りゅうえん

中将軍揚武ようぶ将軍 鄧芝とうし

中参軍安遠将軍　馬謖ばしょく

前将軍都亭侯　袁綝えんりん

左将軍高陽侯　呉懿ごい

右将軍玄都侯　高翔こうしょう

後将軍安楽侯　呉班

領長史綏軍すいぐん将軍 楊儀

前将軍征南将軍　劉巴りゅうは

前護軍偏へん将軍 許允きょいん

左護軍篤信とくしん中郎将 丁咸ていかん

右護軍偏将軍　劉敏りゅうびん

後護軍興軍中郎将　官雝かんよう

行参軍昭武中郎将　胡済こさい

行参軍諫議かんぎ将軍 閻晏えんあん

行参軍裨ひ将軍　杜義とぎ

武略中郎将　杜祺とき

綏戎すいじゅう都尉 盛勃せいぼつ

従事武略中郎将　樊岐はんき

典軍書記　樊建はんけん

丞相令史　董厥とうけつ

帳前左護衛使龍驤りゅうじょう将軍 関興

右護衛使虎翼将軍　張苞ちょうほう


　このなかに一名、なくてはならない大将が洩れていた。それは玄徳以来の功臣、常山の趙雲子龍ちょううんしりゅうであった。
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　この日、趙雲の英姿が出征軍の中に見えなかったのは、こういう理由にもとづく。

　長坂橋以来の英傑も、ようやく今は老いて、鬢髪びんぱつも白くなっていた。孔明は、南征の際にも、彼がその老骨をひっさげて、終始よく戦ってきたことなども思い合わせ、わざと今度は、編制から除いて留守に残そうとしたのであった。

　ところが、趙雲は、その情けをかえってよろこばないのみか、編制の発表を見るや否や、

「どうしてそれがしの名がこの中にないのか。怪しからん」

　と丞相府へやってきて、孔明に膝詰めで談じつけたのである。

「自らいうのは口はばったいが、先帝のときより、陣に臨んで退いたことなく、敵におうては先に馳けずということなき趙子龍である。老いたりといえ、近頃の若者などには負けぬつもりだ。大丈夫と生れて、戦場に死ぬはこの上もない身の倖せ。──丞相はかくいう趙雲の晩節をあえて枯木の如く朽ちさせんおつもりであるか」

　これには孔明も辟易へきえきした。強しいて止めるならば、只今この所において、自ら首を刎ねて亡ぶべし、ともいうのである。

「それ程までにお望みなれば、お止めいたすまい。しかし、私の選ぶ一人の副将をお連れなさい」

「もとより副将を伴うには異存はない。──して、それは誰ですか」

「中鑒軍ちゆうかんぐんの鄧芝とうしです」

「鄧芝ならば」と、趙雲もよろこんだ。──で孔明は、編制の一部をかえて、趙雲と鄧芝に精兵五千をさずけ、べつに戦将十人を付与して、前部大先鋒軍となし、大軍の立つ一日さきに、成都を出発させていたものであった。

　何しても、このような大規模の軍隊が国外へ立つことは成都初めてのことなので、この日、市民は業を休んで歓送し、街門までの予定で見送りに出られた後主劉禅も、名残りを惜しんで、百官とともに、ついに北門の外十里まで見送った。

　すでにして三軍は、成都の市街を離れて、郊外へさしかかったが、郊外へ出ればここにも田園の百姓老幼が、箪食壺漿たんしこしょうして、王師の行こうをねぎらった。

　村々の道ばた、野や田の畔ほとりにも、彼らは土に坐って、孔明の四輪車へ拝をなした。村娘そんじょうは兵のために黍きびの甘水を汲み、媼おうなは蓬よもぎの餅を作って将に献じた。

　孔明はしみじみ眺めた。

「ここには何の後顧の憂いもない」──と。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　魏は大きな衝動を不意にうけた。蜀の出師すいしは国を傾けてくるの概ありと知ったからである。加うるに孔明の名は、いまや魏にとっても、聞くだに戦慄の生じるものであった。

「たれかよく彼を防ぐや」

　魏帝曹叡そうえいは、群臣に問うた。満堂の魏臣しばし声もない。

　ときに一名、ねがわくは臣これに当らん、と進んで起った者がある。諸人の眼はそれへそそがれて、

「おお、夏侯淵かこうえんの子なるか」

　と、眼をあらたにした。

　安西鎮東将軍兼けん尚書駙馬都尉、夏侯楙かこうも、字あざなは子休しきゅう。

　彼の父は、武祖曹操の功臣で、漢中の戦に死んでいる。いま蜀軍のさして来るところも漢中である。怨みあるその戦場において、父の魂魄をなぐさめ、国に報ずるは、子の勤めなりと、彼は今いうのであった。父亡き後、幼少、彼は叔父の夏侯惇じゅんに育てられてきた。後、曹操がそれを愍あわれんで自身の一女を娶合めあわせたので、諸人の尊重をうけてきたが、ようやくその為人ひととなりが現われてくるにつれて天性やや軽躁けいそう、そして慳吝けちな質たちも見えてきたので、魏軍のうちでもあまり声望はなかった。

　しかしその位置、その重職には、不足ない大将軍たる資格はあるので、衆議異論なく、叡帝えいていまたその志を壮なりとして、関西の軍馬二十万馬を与え、以て、孔明を粉砕すべしと、印綬いんじゅをゆるした。


五丈原の巻









中原ちゅうげんを指さして



一



　蜀しょくの大軍は、沔陽べんよう（陝西省せんせいしょう・沔県べんけん、漢中かんちゅうの西）まで進んで出た。ここまで来た時、

「魏ぎは関西の精兵を以て、長安（陝西省・西安）に布陣し、大本営をそこにおいた」

　という情報が的確になった。

　いわゆる天下の嶮、蜀しょくの桟道さんどうをこえて、ここまで出てくるだけでも、軍馬は一応疲れる。孔明は、沔陽に着くと、

「ここには、亡き馬超ばちょうの墳つかがある。いまわが蜀軍の北伐ほくばつに遭うて、地下白骨の自己を嘆じ、なつかしくも思っているだろう。祭を営いとなんでやるがよい」

　と、馬岱ばたいを祭主に命じ、あわせてその期間に、兵馬を休ませていた。

　一日、魏延ぎえんが説いた。

「丞相。それがしに、五千騎おかし下さい。こんなことをしている間に、長安を潰滅かいめつしてみせます」

「策に依ってはだが……？」

「ここと長安の間は、長駆すれば十日で達する距離です。もしお許しあれば、秦嶺しんれいを越こえ、子午谷しごこくを渡り、虚を衝いて、敵を混乱に陥れ、彼の糧食を焼き払いましょう。──丞相は斜谷やこくから進まれ、咸陽かんようへ伸びて出られたら、魏の夏侯楙かこうもなどは、一鼓こして破り得るものと信じますが」

「いかんなあ」

　孔明は取り上げない。雑談のように軽く聞き流して、

「もし敵に智のある者がいれば、兵をまわして、山際の切所せっしょを断たつにきまっている。そのときご辺の五千の兵は、一人も生きては帰れないだろう」

「でも、本道を進めば、魏の大軍に対して、どれほど多くの損害を出すか知れますまい」

　孔明はうなずいた。その通りであると肯定こうていしているものの如くである。そして彼は彼の考えどおり軍を進ませた。隴右ろうゆうの大路へ出でて正攻法を取ったものである。

　これは、魏の予想に反した。孔明はよく智略を用いるという先入観から、さだめし奇道を取ってくるだろうと信じて、ほかの間道へも兵力を分け、大いに備えていたところが、意外にも蜀軍は堂々と直進して来た。

「まず、西羗せいきょうの兵に、一当て当てさせてみよう」

　夏侯楙かこうもは、韓徳かんとくを呼んだ。これはこんど魏軍が長安を本営としてから、西涼の羗兵きょうへい八万騎をひきいて、なにか一手勲ひとてがらせんと、参加した外郭軍がいかくぐんの大将だった。

「鳳鳴山ほうめいざんまで出で、蜀の先鋒を防げ。この一戦は、魏蜀の第一会戦だから、以後の士気にもかかわるぞ。充分、功名を立てるがいい」

　夏侯楙に励まされて韓徳は勇んで立った。

　彼に四人の子がある。韓瑛かんえい、韓瑤かんよう、韓瓊かんけい、韓琪かんき、みな弓馬に達し、力衆しゅうに超えていた。

「八万の強兵、四人の偉児。もって、蜀軍にひと泡吹かすに足るだろう」

　自負満々、彼は戦場へ臨んだが、なんぞ知らん、これは夏侯楙が、なるべく魏直系の兵を傷いためずに、蜀の先鋒へまず当てさせた試しに乗ったものとはさとらなかった。

　望みどおり蜀軍の先鋒と、鳳鳴山の下で出会ったが、その第一会戦に、韓徳は四人の子を亡うしなってしまった。

　そのあいては、蜀の老将趙雲ちょううんであった。

　長男の韓瑛が、

「趙雲を見た」

　と、軍の中で告げたので、四子を伴ってその首をと、追撃してまわるうち、やがて趙雲のほうから駒をかえしてきて、

「豎子じゅし。望むのは、これか」

　と、一槍の下に韓瑛を突き殺した。

　韓瓊かんけい、韓瑤かんよう、韓琪かんきが三方から、

「老いぼれ」

　と、挟撃したが、またたく間に、韓瓊、韓琪も討たれ、趙雲ちょううんは悠々引揚げて行った。

　ひとり残った韓瑤は、急に追いかけて、そのうしろから斬りつけたが、趙雲は身をそばめて、韓瑤を馬の鞍へひき寄せ、

「ああ、殺すも飽いた」

　と、こんどは、引っつかんだまま、生捕って帰ってしまった。

　父韓徳は、心も萎なえ、大敗して、長安へ逃げくずれた。




二



　鄧芝とうしは、きょうの勝ち戦を賀したのち、趙雲に云った。

「お齢よわいもすでに七旬じゅんを越されているのに、きょうの戦場で三人の若い大将を討ち、一人の大将を生擒いけどってこられるなど、まったく壮者も及ばぬお働き、実に驚き入りました。……これでは成都を立つ前に、丞相が留守へ廻そうとしたのに対して、ご不満をのべられたのも無理ではありませんな」

　趙雲は快然と笑った。

「いや、その意地もあるので、きょうは少し働いた。しかしこんな程度を功として安んじる趙雲ではない。まだまだ腕に年は老とらないつもりだ」

　鄧芝は、つぶさに戦況を書いて、まず序戦の吉報を、後陣の孔明へ急送しておいた。

　それに反して、魏の士気はそそけ立った。わけて都督夏侯楙かこうもは、

「韓徳が一敗地にやぶれたのを見ても、これはやや敵を軽んじ過ぎた。大挙して、彼の先鋒を打ち挫くだかぬ分には、蜀の軍を勝ち誇らせるおそれがある」

　と、自身、長安の営府を離れ、大軍を擁して、鳳鳴山ほうめいざんへ迫った。

　彼は美しき白馬にまたがり、燦爛さんらんたる黄金こがねの盔かぶとをいただき、まことに魏帝の従兄弟いとこたる貴公子的な風采をもって、日々旗の下から戦場を見ていたが、常に、敵方の老将趙雲が、颯爽と往来するのを見て、

「よし、あしたは予が出て、あの老いぼれを討ちとめてみせる」と大言した。

　うしろにいた韓徳が、

「飛んでもないことです。あれはそれがしの子を四人も討った老子龍です。常山の趙雲です。何で、お手におえましょう」

「そちの子を四人も討たれたというか。ではなぜ親のお前は見ているのだ」

　韓徳は、さしうつ向いて、

「機会をうかがっているのですが」

　ひどく辱はじいった容子をした。

　翌日の戦場で、韓徳は大きな斧おのをひっさげて駈け巡っていた。そして、趙雲ちょううんと行き合うやいなや、名乗りかけて、一戦を挑んだが、十合とも戦わぬまに、趙雲の槍さきにかけられてしまった。

　副将鄧芝とうしも、趙雲に負けない働きをした。わずか四日間の合戦で、夏侯楙かこうもの軍容は、半身不随になりかけてきた。夏侯楙は頽勢たいせいを革あらためるために、総軍を二十里ほど後退させた。

「いや、実に強いものだな」

　夏侯楙は軍議の席で、まるで他人事ひとごとみたいに趙雲の武勇を賞ほめた。魏帝の金枝玉葉きんしぎょくようだけあって、大まかというのか、なんというのか、諸将は彼の顔をながめ合っていた。

「いや、ほんとに強い。むかし当陽とうようの長坂橋ちょうはんきょうで、天下に鳴らした豪勇は、とくに予も聞いていたが、いくら英雄でも、年すでに七旬の白髪だ。あんなではあるまいと思っていたが、韓徳の大斧おおおのも彼に遭っては用をなさなかったところなど見ると、げに怖おそるべき老武者だ。蜀の先鋒を砕くには、まず彼を仕止しとめる計からさきに立てなければなるまい」

　熟議は、それを中心とした。

　計策ととのって、魏軍はふたたび前進を示した。それを迎えて、

「乳臭児にゅうしゅうじ夏侯楙を一つかみに」と、趙雲は一陣に駈け向おうとした。

　鄧芝は、諫いさめて、

「すこし変ですぞ」と、止めたが、趙雲は、猪突ちょとつしてしまった。

　向うところ敵なき快勝は獲たが、さて顧みると、退路は断たれていたのである。すなわち、この日魏軍は、神威しんい将軍董禧とうき、征西せいせい将軍薛則せっそくの二手に、おのおの二万騎を付して、ふかく潜んでいたのだった。

　味方の鄧芝とも別れ、部下とも散り散りになり、趙雲は日の暮るるまで、敵に趁おわれ、矢風に追われ、なお包囲から脱することができなかった。

　高き丘に、夏侯楙の旗手が立っていて、彼が西へ奔れば西へ旗を指し、南へ駈ければ南へ旗を指していたのである。

「ああわれ老いに服せず、天ついに、ここに死を下し給うか」

　駒も疲れ、身も疲れ、趙雲は仆たおれるように、樹下の石へ腰をおろした。

　そしてさし昇る月を仰いで独り哭なげいた。
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　たちまち、石が降ってきた。雨とばかりに。

　大岩がごろごろ落ちてきた。雪崩なだれかとばかりに。

「敵か」と、趙雲は、息つく間もなく、ふたたび疲れた馬に鞭むちうって奔はしった。

　すると月明の野面のづらを黒々と一彪ぴょうの軍馬が殺奔さっぽんしてくる。白き戦袍ひたたれに白銀しろがねの甲よろいは、趙雲にも覚えのある大将である。彼はわれをわすれて、こなたから手を振った。

「おおいッ。張苞ちょうほうではないか」

「やあ、老将軍ですか」

「いかにしてこれへは？」

「丞相のご命めいです。過日、鄧芝とうしから勝ち軍いくさのご報告があるや否や、危うしとばかり、すぐ吾々に救急の命を発しられましたので」

「ああ、神察しんさつ。して、貴公が左の手に持つその首級しゅきゅうは」

「これへ来る途中、撃破して打ち取った魏の大将薛則せっそくの首です」

　月光へさしあげて、莞爾かんじとそれを示している所へ、さらに、反対の方角から、一軍隊が疾風のように馳せてきた。

「や、魏軍か」

「いや、いや関興かんこうでしょう」

　待っていると、果して関興のひきいる一軍だった。父関羽かんうの遺物かたみの青龍刀を横ざまに抱え、鞍には、彼もまた、一首級をくくりつけていた。

「老将軍を援たすけんため、これへくる途中、前を阻はばめた魏兵を蹴ちらし、その大将董禧とうきという者の首をもらってきました」

「やあ貴様もか」

「ご辺もか」

　ふたりは、二つの首を見せ合って、月下に呵か々かと大笑した。

　趙雲は、涙をたたえて、

「頼もし頼もし。この老骨の一命など、さしたる事ではない。董禧、薛則の二将が討たれたりと聞えれば、敵勢の陣はまさに潰滅かいめつ状態であろう。その虚をのがすべきでない。われにかまわずご辺らは、崩るる魏軍を追って、さらに、夏侯楙かこうもの首をも挙げ給え」と、励ました。

「さらば」

「ご免」

　と、ふたりは、手勢をひきつれて、まっしぐらに駈け去った。

　趙雲は、あとを見送っていたが、

「ああ大きくなったなあ。張飛も関羽も地下で満足しているだろう。思えば、あの二人はわしに取っても甥おいのようなものだ。時代は移ってきた。国家の上将じょうしょうたり朝廷の重臣たる自分も、老いてはやはりあの若者たちにもかなわない。辱はずべきだ。よい死場所こそ欲しいものよ」

　彼もまた、やがて鞭うって後に続き、なおその老躯を、追撃戦の中に働かせていた。

　副将鄧芝とうしも、何処いずこからか現われてきて、それに加わり、一時散り散りになった蜀兵も、この好転に、ここかしこから谺こだまをあげて集合してきた。

　夜明けから翌日にかけても、魏軍は止まることを知らず敗走しつづけた。

　夏侯楙はひと支えもできなかった。父夏侯淵かこうえんとは余りにも似ない貴族らしさを多分に持った彼とその幕下は、逃げ崩れてゆく姿まで絢爛けんらんだった。そして南安郡（甘粛省かんしゅくしょう・蘭州らんしゅうの東）の城中へ入り、これへ諸方の大軍を吸って堅固を恃たのんだ。南安は著名な堅城である。日ならずして、続々これへ寄せてきた趙雲ちょううん、関興かんこう、鄧芝とうし、張苞ちょうほうなどは、四方を囲んで力攻したが、昼夜十数日の喊声かんせいも、そこの石垣の石一つ揺ゆるがすことはできなかった。

　孔明は、後、ようやくこれへ着陣した。

　その軍勢も多くなかった。

　これへ臨む前に、沔陽べんようにも、陽平ようへいにも、石城方面へも、軍をわけて、自身はその中軍だけを率いてきたからである。

「自分が来てよかった。もし皆に委まかせておいたら、魏はかならず別に行動を起して、一面に漢中を衝つき、一面寄手のうしろを取るだろう。あやうくご辺らの軍と中軍とは、両断されるところであった」

　鄧芝は告げた。

「そうでしょう。なにしろ夏侯楙かこうもは魏の駙馬ふばですからね。それだけに彼一名を生擒いけどれば、爾余じよの大将を百人二百人縛からめ捕とるにも勝まさります。よい計はないものでしょうか」

「こよいは寝やすんで、明日、地の利を見てみよう」

　孔明は落着いていた。
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　南安は、西は天水郡に連つらなり、北は安定郡に通じている嶮峻けんしゅんにあった。

　孔明はそのあくる日、仔細に地理を見て歩き、後、関興と張苞を帷幕いばくに招いて、何事か計を授けていた。

　また、物馴れた人物を選んで、偽使者にせししゃに仕立て、これにも何やら言いふくめた。準備期間が終ると、南安城への攻撃を開始した。そしてもっぱら、流言を放って、

「柴を積み、硝薬を用いて、火攻めにして陥おとさん」

　と、敵へも聞えるようにいわせた。

　夏侯楙は大いに嘲笑あざわらって、

「孔明孔明というが、ほどの知れたものよ」と怕おそれるふうもなかった。

　南安の北に位置する隣郡、安定城のほうには、魏の崔諒さいりょうが籠っていた。崔諒は前からこの地方の太守として臨んでいた者であるが、一日、城門へ立った一使者が、

「それがしは夏侯楙駙馬ふばの一将にて、裴緒はいしょと申す者であるが、火急の事あって、お使いに参ったり、早々太守に告げ給え」と、呼ばわった。

　崔諒がすぐ会って、

「何事のお使いか」

　と、訊くと、使者の裴緒は、

「南安すでに危うく、事急です。依ってそれがしを使いとし、天水、安定の二郡へ対し、かく救いを求めらるる次第です。急遽、郡内の兵を挙げて、孔明のうしろを襲撃されたい。──そして貴軍が後詰ごづめ下さる日を期し、城中からも合図の火の手をあげ、内外より蜀軍を撃ち挟はさまんとの手筈ですから、何とぞ、お抜かりなくねがいたい」

「分りました。──が、夏侯駙馬かこうふばの親書でもご持参なされたか」

「もとよりのこと」と、裴緒はいしょは、汗みずくな肌着の下から、しとどに濡れた檄文げきぶんを出して手交し、

「これから天水郡の太守へも、同様な催促に参らなければなりませんから」

　と、饗応きょうおうも謝して、すぐ馬に鞭うって立ち去った。

　偽にせ使者とは夢にも気づかず、崔諒さいりょうは兵を集めて赴援ふえんの準備をしていると、二日の後、またまた、一使者が来て城門へ告げた。

「天水郡の太守馬遵ばじゅんは、瞬時に発して、はや蜀軍のうしろに後詰しておるのに、安定城はなにを猶予しておらるるぞ。──夏侯駙馬のご命令を軽んじておらるるか」

　駙馬は魏の帝族である。崔諒はふるえ上がって発向にあわてた。ところが城を出て七十里、夜に迫ると、前方に火炎が天を焦こがしている。

「何事か」

　と、斥候隊を放つと、その斥候隊の生死も知れず、ただ一陣、蜀の関興軍が猛進してきた。

「早くも、敵か」

　と、おどろいて退くと、後からは張苞ちょうほうの軍隊が鬨ときをあげてきた。崔諒の全軍は支離滅裂しりめつれつになり、彼はわずかの部下とともに、小路こうじを迂回うかいして、安定の城へ引っ返した。

「やあ？　あの旗は」

　仰げば、蜀の旌旗せいきばかりではないか。城頭には蜀の大将魏延ぎえんが、射よ射よと声をからして、乱箭らんせんを励ましている姿も見える。

「しまった」

　いまは敵の深い謀はかりごととさとって、彼は身を以て遁のがるるほかなく、天水郡へ向って落ちてゆくと、一彪ぴょうの兵馬が鼓こと共に道に展ひらき、たちまち見る一叢そうの森林からは、鶴氅綸巾かくしょうりんきんの人孔明、四輪車のうえに端坐して前へ進んできた。

　崔諒さいりょうは眼がくらんだ。落馬したように跳びおりてそのまま地に平伏してしまったのである。孔明は降こうを容れ、伴って陣地へ帰った。

　幾日かの後、孔明は彼をよんで、慇懃いんぎんにたずねた。

「南安には今、夏侯楙かこうもがはいって総大将となっているが、前からの太守とご辺とは、どんな交わりをなしていたか」

「隣郡でもあり甚だ親密です」

「その人は」

「楊阜ようふの族弟で、楊陵ようりょうといい、私とも兄弟のようにしていました」

「ご辺は彼に信用があるか」

「もちろん彼は信じていてくれると思いますが」

「では……」と、孔明は膝を寄せて、親しく説いた。

「城中に入って、楊陵ようりょうによく利害を説き、夏侯楙かこうもを生擒いけどって降くだり給え。それは貴公のみならず親友の為でもあろう」
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　崔諒さいりょうは首を垂れた。沈痛な面色でやや久しく考えこんでいたが、やがて決然と、

「参りましょう。高命を果してお目にかけます」

「難事だが、事成れば、ひとり御身だけの洪福こうふくではない」

「その代りに丞相。──ここの囲みを解いて下さい」

「よろしい」

　孔明は、直ちに、全軍を二十里外へ退けた。

　秘命を帯びて崔諒は城へ入った。そして南安の太守楊陵と会談した。ふたりは親友である。ありのままを、崔諒は友に告げた。

「ばかをいうな。今さら魏の恩に反そむいて、蜀に降服などできるものか。むしろ君がそういう秘命をうけてきたのを幸いに、謀はかりごとの裏を掻いて、孔明に逆手ぎゃくてを喰わせてやろうじゃないか」

　もとより崔諒もその気なのだ。ふたりは揃って夏侯楙の前に行った。

　夏侯楙はよろこんで、面白し面白し、どういう逆計で一泡ふかせるかと乗り気になった。

　楊陵がいう。

「ご苦労でも崔諒にもういちど孔明の陣中へ帰って貰うことですな。こういうのです。──楊陵に会って降参をすすめたところ、楊陵も蜀に降くだりたい気は大いにあるが、いかんせん城中では打ち明けて共に事をなす部下の勇士も少いので、警固のきびしい夏侯楙駙馬ふばを生擒いけどることができないと」

「ふむ、なるほど。そして」

「──で、もし一挙に成就じょうじゅを見んと思し召すなら、孔明自身、兵を引いて城中へ入り給え。内より門を開いて迎え、同時に城中を攪乱こうらんして、騒擾そうじょうのうちに駙馬をうかがわば、手捕りになること物をつかむ如しとすすめるのです。──もちろん彼を誘おびき入れてしまいさえすれば、煮て喰おうと、焼いて喰おうと、孔明の運命はもうわが掌てにありですから」

「妙々。天来の計だ」

　しめし合わせて、崔諒は城を出た。そして孔明をこの手に乗せようと大いに努めた。

　孔明はいかにも信じきったように、彼のいうことばへいちいち頷うなずいていたが、

「──では先に、ご辺と共に蜀軍へ来た百余名の降人がおるから、あれを連れて行ったらいいだろう。あれなら元からご辺の部下だから、ご辺のためには手足となって、命を惜しまず働くにちがいない」

「結構です。が、丞相も屈強な一隊を連れて、共に城中へまぎれ入られてはいかがですか。一挙に大事を決するには」

「虎穴に入らずんば虎児を獲えず。もちろん孔明たりともそれくらいな勇気はないではないが、まず、わが軍の大将、関興かんこう、張苞ちょうほうふたりを先にご辺の隊へ加えてやろう。その後、合図をなせば、直ちに孔明も城門へ駈け入るとするから」

　関興、張苞を連れてゆくのは少し工合が悪いがと、崔諒さいりょうはためらったが、それを忌避きひすれば疑われるにちがいない。如しかず、まず二人を城中で殺してから、次に孔明を誘おびき入れ、予定の目的を遂げるとしよう。──崔諒はそう肚を決めて、

「承知しました。では、城門から合図のあり次第に、丞相もかならず時を移さず、開かれてある門から突入して下さい」と、かたく念を押した。

　日暮れをはかって、一隊は南安の城下に立った。かねての約束どおり楊陵は櫓やぐらに現われて、何処いずこの勢ぞ、と呶鳴った。崔諒も声に応じて、

「これは、安定より駈けつけてきた味方の勢ぜいにて候。仔細は矢文にて」と、用意の一矢を射込んだ。

　楊陵がそれを解いて見ると、

（──孔明は用心深く、関興、張苞の二将を目付として、この隊の中につけてよこした。しかし、城中で二人を殺してしまうのは何でもない。かねての密計はその後で行えるゆえ、懸念なく、城門を開き給え）と、したためてある。

　夏侯楙かこうもに見せると、夏侯楙は手を打って、

「孔明すでにわが逆計に墜おちたり、すぐ二人を殺す用意をしておけ」

　と、屈強の兵数百人に剣槍をしのばせて、油幕ゆばくの陰に伏せておき、その上で崔諒、ならびに関興、張苞のふたりを待った。
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「いざ。お通りあれ」

　楊陵は中門まで出迎えた。すぐその先に本丸の堂閣があり、前の広庭に、戦時の油幕が設けてある。

「ご免」

　関興が先に入った。次に、張苞を通そうと思って、崔諒が体を避けると、

「さあ、お先に」と、張苞も如才じょさいなく身をかわして、彼の背を前へ押し出した。そして抜打ちに、

「崔諒っ。汝の役目は終った」と、叫んでとっさに斬り伏せた。

　──と共に関興も先に立ってゆく楊陵へ飛びかかって、不意に背から剣を突き通した。そして大音に、

「関羽の子、関興を易々やすやす入れたるこそ、この城の運のつきだ。者ども、犬死すな」

　と、呼ばわりつつ、縦横に血戦を展ひらき、膂力りょりょくのつづく限り暴れ廻った。

　崔諒が安心して連れて入った百余名の旧部下も、蜀陣に囚とらわれているうち、深く孔明の徳になずみ、加うるにこれへ臨む前に恩賞を約されていたので、この騒動が勃発ぼっぱつするや否や、いいつけられてきた通り、八方へ駈け分けて、混乱に乗じて火を放った。

　また、火の手を見ると、これを関興、張苞の殺害が終った合図と早合点して、城門の兵は、内から門を開き、すぐそこまで来て待機していた孔明の蜀軍をわざわざ招き入れてしまった。

　全城の魏兵が殲滅せんめつに遭ったことはいうまでもない。夏侯楙かこうもも防ぐに手だてなく、扈従こじゅう一隊を引き連れたのみで、からくも南の門から逃げ落ちた。

　──が、退のき口ありと思われた南門の一道こそ、かえって先のふさがっている坑あなだったのである。行く間もあらせず、蜀の一軍が、鼓声戟震げきしんして道をはばみ、

「孔明の麾下きか、牙門がもん将軍王平、待つこと久し」と呼ばわって掩おおい包んだ。──

　腹心旗本、ことごとく討ち滅ぼされ、夏侯楙駙馬ふばは手捕りになった。孔明は南安へ入城した。

　法を出して民を安んじ、夏侯楙は檻車かんしゃのうちに虜囚りょしゅうとしておき、また諸大将を一閣に寄せて、その戦功を彰した。

　宴となって、祝酒を分つと、その席上で鄧芝とうしが質問した。

「丞相には、どうして最初に、崔諒の詐いつわりを看やぶられたのですか」

「心を以て心を読む。さして難しい理由はない。直観して、この男、真に降伏したものではないと覚さとったので、それ幸いにすぐ計に用いたまでのことに過ぎない」

「われわれも崔諒の挙動を少し怪しいなと見ていたので、丞相が彼に命じて、彼の好む南安の城へやったときは、どうなることかと陰で心配していましたが、結果が分ってくると、さてはと皆思い当ったような次第でした」

「総じて、敵がわれを謀はからんとするときは、わが計略は行いやすい、十中八、九はかならずかかるものだ。崔諒に嘘が見えたので、わざと彼を城中へやってみた。するとまた帰ってきたので、いよいよその詐いつわりが城中で結ばれたことを知った。さらに、関興、張苞の同行を拒み得ず、渋々連れて行ったのも、彼が嘘を構えていた証拠だし、こちらからいえば、彼の言を信じ切ったように思わせて、かえって、彼の嘘を完全に利用するの謀計が、そう深く企たくまずに行い得た結果になったというものだ」

　そう打ち明けてから、孔明はまた、自己の戦を評して、

「──ただ、こんどの計で、一つ功を欠いたものがある。それは天水城の太守馬遵ばじゅんだ。彼にも同じような計を施してあるが、何としてか、城を出てこなかった。直ちに向って、天水もあわせ陥おとし、三郡の攻略を完璧にしなければならない」と、いった。

　南安には呉懿ごいをとどめ、安定の守りに劉琰りゅうえんを派して、魏延と交代させ、全軍の装備を新たにして、天水郡へ進発した。




美丈夫姜維きょうい



一



　それよりも前に、天水郡の太守馬遵ばじゅんは、宿将重臣を集めて、隣郡の救援について、議するところがあった。

　主記の梁虔りょうけんがその時云った。

「夏侯駙馬かこうふばは、魏の金枝玉葉。すぐ隣にありながら、南安の危急を救わなかったとあれば、後に必ず罪に問われましょう。即刻兵を調えて、然るべき援護の策を取るべきでしょう」

　ところへ魏軍の裴緒はいしょという者が、夏侯楙かこうもの使いと称してきた。いうまでもなく、この男は、さきに安定の城主崔諒さいりょうの所へも訪れていた例の偽使者である。──が、馬遵はそれと知る由もなく、折も折なので早速対面した。

　裴緒はいしよは、汗に濡れた書簡を出して、ここでも、

「早々、後詰うしろまきして、孔明の軍を衝き給え」

　と、安定城へ催促したのと同じ言葉で申し入れた。

　書簡をひらいてみると、これも同文である。だが、夏侯楙の親書にまぎれもなく思われたので、馬遵は拝承して、

「まず、客屋に入って休み給え」

　と、使者をねぎらい、重臣に諮はかっていると、裴緒は翌朝ふたたび城へ来て、

「事急を要する非常の場合に、悠々ご評議で日を送っているようでは心許こころもとない。ありのままを、夏侯楙駙馬へご報告申しておくゆえ、後詰あるもなきも、随意になさるがよい。それがしは先を急ぎますから、今朝こんちょうお暇を申す」と半ば、威嚇的に告げて、立ち去ろうとした。

　馬遵もあわて、重臣も驚いた。後の祟たたりを怖れるからである。で、直ちに兵を引いて急援に赴くことを裴緒に約して、

「どうか、夏侯駙馬へは、御前態ごぜんていよろしくお願い申しあげる」

　と、その場で、誓書をしたためて、彼の手に託した。裴緒は、尊大に構えて、

「よろしい。ではそのようにお伝えしておくが、安定郡の崔諒は、すでに兵を出している時分。おくるることなく、直ちに、全軍の兵を発して、孔明のうしろを脅おびやかされよ」

　と、念を押して帰った。

　廻文はその日に発せられた。天水郡の各地から、続々将兵が集まってくる。二日の後、勢揃いして、馬遵自身も、いよいよ城を出ようとした。

　すると、その朝、城中の武将閣に着いていた郷土の諸大将の中から、ただ一人、その姿、胡蝶こちょうの可憐な美しさにも似たる若い一将が、ばらばらと駈け出してきて、

「ご出陣無用、ご出陣無用」と、馬遵ばじゅんの駒を抑えて、懸命に遮った。

　人々は、驚きさわいで、

「や、や。姜維きょういが発狂したか」と見ていると、その若武者は、さらに、声を励まして、

「この城を出たがさいご、太守はふたたびこの城へお帰りになることができません。太守はすでに、孔明の計はかりごとに陥おとされておいでになる」と、身を挺して、諫いさめつづけている。

　年はまだ二十にも満たぬ紅顔の若武者である。その何者なるか、いかなる素姓の者かを知らぬ人々は、

「何者です？　あれは」と傍らの者に聞いていた。

　同郷の者は、それへ語るに、

「彼はこの天水郡冀城きじょうの人で、姜維きょうい、字あざなは伯約はくやくという有為ゆういな若者です。父の姜冏きょうけいはたしか夷狄いてきの戦で討死したかと思います。ひとりの母に仕えて、実に孝心の篤い子で、郷土の評判者でした。──また姜維の母もえらい婦人で、寒燈の夜おそく、物縫うかたわらにも、つねに孤みなしごの姜維をそばにおいて、針の運びのあいだに、子の群書を読むを聞き、古今の史を教え、また昼は昼で耕しつつ武芸を励まし、兵馬を学ばせていたということです。──子の姜維も天才というのでしょうか、年十五、六のときにはもう郷党の学者でも古老でも、彼の才識には、舌を巻いて、冀城きじょうの麒麟児きりんじだといっていたほどですよ」

　そんな噂なども交わされながら、人々が騒ざわめき見ているうちに、彼方の太守馬遵はついに出陣を見合わせたものか、駒をおりて、数多あまたの大将や一族の中に、姜維をも連れて、城閣の中へ戻ってしまった。
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　姜維は裴緒はいしょに会ってもいないのであるが、裴緒の偽にせの使者であることは、天水の城へくると、すぐ看破していたのであった。

「およそ戦局を大観して、その首脳部の指揮者を察し、兵の動かし方を見ていれば、田舎にいても、それくらいなことは分ります。──思うに孔明の計らんとするところは、太守を天水の城から誘い出して、途中に兵を伏せて撃滅を加え、一方、奇兵をこの城の留守へまわして、虚を襲い、内外同時に覆滅ふくめつして、この一郡を占領しようというつもりでしょう。真まことに見えすいた計略です」

　彼は、馬遵とその一族へ向って、掌てのひらを指すように、敵の偽計を説いて教えた。馬遵は、げにもと悟って、

「もし姜維が、出陣を止めてくれなかったら、わしは目をふさがれて、敵の陥おとし穽あなへ歩いて行ってしまうところだった」と、今さらの如く戦慄して、彼の忠言に、満腔の謝意を表した。

　年こそ若いが、姜維きょういに対する馬遵ばじゅんの信頼は、そのことによって、古参の宿将も変らない扱いを示して、

「きょうの危難はのがれたが、明日あすからの難には、いかに処したらいいであろう」

　かまでを、姜維に問うようになった。

　姜維は、城の背後うしろを指さして、

「目には見えませんが、あの搦手からめての裏山には、もう、蜀軍がいっぱいに潜んでいましょう。──太守の軍が城を出たらその留守を狙う用意をして」

「え？　伏兵がおるか」

「ご心配に及びません。──彼ノ計ヲ用イテ計ハカルハ彼ノ力ヲ以テ彼ヲ亡ホロボス也──です。願わくは太守には、何もご存じない態ていで、ふたたびご出陣と触れ、城外五十里ほど進み、すぐまた、急にお城へ取って返して下さい。──そして私は別に五千騎を擁して、要害に埋伏まいふくし、搦手からめての山にある敵の伏兵が、虚に乗ってきたところを捕捉殲滅ほそくせんめつします。──もしその中に孔明でもいてくれれば、こちらの思うつぼです。かならず生捕りにせずにはおきません」

　姜維の言は壮気凛々りんりんだった。さはいえまだ紅顔の美少年といってもいい若武者、いかにその天質が人よりすぐれて武技兵法に通達する者にせよ、一城一郡の興廃を、かかる弱冠の者の一言に託すのは無謀であるという意見も、一族や侍臣のうちにないこともなかったが、馬遵はふかく姜維に感じていたので、

「もし姜維の観察がまちがっていたところで、それが間違いなら何も味方にも損失はないことだ。ともあれ彼の献策を用いてみよう」と、ふたたび触れ出して、その日の午ひる過ぎから出陣を開始し、南安城の後詰ごづめに行くと称となえて、城外約三、四十里まで進んだ。一方、孔明の命をうけて、天水山のうしろの山に旗を伏せていた趙雲ちょううんの五千の兵は、馬遵が出陣した直後、

「城中は手薄、空家も同じなるぞ。そこを踏み破って、一気に城頭へ蜀旗をひるがえせ」

　と、搦手の門へかかった。

　すると、門の内で、全城を揺るがすばかりどっと笑う声がした。

「やや。城中にはまだだいぶ兵力が残っているぞ。留守と侮って不覚すな」

　趙雲が励ましていると、もう続いてくる味方はない岩の山上から、鬨ときの声が起り、あわやと、振り返っている間に、土砂、乱岩、伐木ばつぼくなどが、雪崩なだれの如く落ちてきた。

「敵だ？」と、備えを改めるいとまもない。またたちまち一方の沢からも、鉦鼓しょうこを鳴らして、一軍が奇襲してきた。さしもの趙雲も狼狽して、

「西の谷あいは広い。西の沢へ移れ」

　と号令したが、同時に城中から射出した雨の如き乱箭らんせんも加わって、早くも廃たおれる部下は数知れない。

「老朽の蜀将、逃げ給うな。天水の姜維きょういこれにあり」

　呼ばわりつつ追いかけて来る一騎の若武者があるので、趙雲が駒を止めてみると、まさに、花羞はなはずかしきばかりの美丈夫。

「討つも憐あわれだが、望みとあれば──」と、趙雲はほとんど一撃にと思ってこれを迎えたらしいが、この若者の槍法たるや、世の常の槍技やりわざではない。烈々火華を交えること四十余合、さすがに古豪趙子龍も敵かなわじと思ったか、ふいに後ろを見せて逃げてしまった。
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　詐いつわって城を出た馬遵は、城外三十里ほども来ると、後ろに狼烟のろしを見たので、すぐ全軍を引っ返してきた。

　すでに姜維の奇略に落ちて、さんざんに駈け散らされた趙雲の蜀兵は、平路を求めて潰走かいそうしてくると、ここにまた、馬遵の旋回して来るあって、腹背ふくはいに敵をうけ、完膚かんぷなきまでに惨敗を喫した。ただここに蜀の遊軍高翔こうしょうと張翼とが、救援に来てくれたため、辛からくも血路をひらき得て、趙雲はようやく敗軍を収めることができた。

「見事、失敗しました。負けるのもこれくらい見事に負けると、むしろ快然たるものがあります」

　孔明の顔を見るや否や、この老将は、衒気げんきでも負け惜しみでもなく、正直にそう云った。

　孔明は大いに驚いて、

「いかなる者がわが計略の玄機を知ったろうか」

　と、意外な容子を示し、敵の姜維という若年の一将であると聞くと、なおさらに、

「姜維とはいったい何者か」と息をひそめて訊いた。

　彼と同郷の者があって、即座に素姓をつまびらかにした。

「姜維は、母に仕えて至孝。智勇人にすぐれ、学を好み、武を練り、しかも驕慢きょうまんでなく、よく郷党に重んぜられ、また老人を敬うやまい、まことに優しい少年です」

「少年？　まさか童子ではあるまい。幾歳になるか」

「多分、二十歳はたちを出てはいないはずです」

　趙雲もそれを裏書して、

「さよう。二十歳をこえてはおるまい。身なりも小さく、胡蝶こちょうの如き華武者はなむしゃじゃった。それがしは年七十にも相成るが、まだ、今日まで、姜維のような槍の法を見たのは初めてである」

　といった。

　孔明は、舌を巻いて、

「天水一郡は、掌たなごころにあると思っていたが、測はからざりき。そのような英雄児が、この片田舎にもあろうとは」

　と、痛嘆して、自身、軍容をあらためて、他日、慎重に城へ迫った。

「およそ城攻めには、初めてかかる日をもっとも肝要とする。一日攻めて落ちず、二日攻めて落ちず、七日十日と日数を経れば経るほど落ち難くなるものだ。彼は信を増し、寄手は士気を減じ、その疲労の差も加わってくるからである。──これしきの小城、兵つわものどもの励みに乗せて、一気に踏みやぶれ」

　先手、中軍、各部の部将にたいして、孔明はかく訓示して押し寄せた。

　壕ほりをわたり、城壁にとりつき、先手の突撃はさかんなるものだった。けれど城中は寂じゃくとして抗戦に出ない。すでに一手の蜀軍は城壁高き所の一塁を占領したかにすら見えた。

　すると、轟音一声、たちまち四方の櫓やぐらから矢石しせきは雨のごとく寄手の上に降ってきた。なお壕の附近にある兵の上には、大木大石が地ひびきして降ってきた。

　昼の間だけでも、蜀軍はおびただしい死傷者を壁下に積んだ。さらに、夜半の頃に及ぶや、四方の森林や民家は炎々たる焔と化し、鬨ときの声、鼓の音は、横にも後にも、城中に湧きあがり、四面まったく敵の火の環わと鉦鼓しょうこのとどろきになったかの思いがある。

「心憎き軍立いくさだてではある。遺憾ながらわが兵は疲れ、彼の士気はいよいよ昂たかい。──如しかず、明日を期せん」

　ついに孔明も総退却を令せざるを得なかった。彼自身も急に車を後ろへかえした。

　ときすでに遅し矣。

　火蛇かだの如き焔の陣は、行く先々を遮さえぎった。それはことごとく敵の伏兵だった。今にして思えば、敵の大部分は城中になく、城外にいたのである。

　退くとなるや、蜀勢はいちどに乱れ、一律の連脈ある敵の包囲下に、随所に捕捉され、殲滅せんめつにあい、討たるる者、数知れなかった。

　孔明自身の四輪車すら、煙に巻かれ、炎に迷い、あやうく敵中につつまれ絡からまるところを、関興、張苞に救われて、ようやく死中に一路を得たほどであった。

　しかし、天まだ明けず、その行く先には、またまた、一面の火が長蛇の如く彼方の闇に横たわっていた。
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「何者の陣か、見て来い」

　と、孔明に命ぜられて、先へ駈けて行った関興は、やがて立ち帰ってくると、

「あれこそ、姜維きょういの勢ぜいです」と、告げた。

　遠くその火光の布陣を望んでいた孔明は、嗟嘆さたんしてやまなかった。

「さてこそ、凡ただの軍立いくさだてとは異なると思うていた。──おびただしき大軍のように見えるが、事実はさしたる兵数ではあるまい。ただ大将の軍配一つによってあのようにも見えるものだ」

　左右へ語っているうちに、早くも火光は環わを詰めて近づき、後ろからも、ばらばらと箭やが飛んできた。

「戦うな。わが備えはすでに破れた。ただ兵の損傷を極力少なくとどめて退却せよ」

　孔明もひたすら逃げて、ようやく敵の包囲から脱した。

　遠く陣を退いて、さて、味方の損害を糺ただしてみると、予想外な傷手いたでを蒙こうむっていたことが分った。

　戦えば必ず勝つ孔明も、ここに初めて、敗戦を知った。一方的勝利のみを克かち獲えていたのでは、真の戦争観もそれに奮ふるう力も生じてこない。

　孔明は、われ自身を侮蔑ぶべつするが如く、唇をかんで呟いた。

「──思うに、一人の姜維きょういにすら勝つことができない人間に、何で魏を破ることができようぞ」──と。

　深思一番。彼はにわかに、安定郡の人をよんで、

「姜維は非常に親孝行であると聞いたが、その母はいま何処にいるか」

「いまも冀城きじょうにおります」

「そうか。してまた、天水郡の金銀兵糧を貯蔵してある土地は何処か」

「おそらくそれは上邽じょうけいの城だろうと思いますが」

　後、孔明は、何か思う所あるらしく、魏延ぎえんの一軍をして冀城へ奔らせ、べつに趙雲に命じて、上邽を攻めさせた。

　この沙汰が天水の城中へ響いてゆくと、姜維はかなしんで、太守馬遵ばじゅんに向い、

「私の母は、冀城にのこしてあります。もし敵に犯さるる時は、子たるものの道にそむきます。一面、冀城の急を救い、あわせて母の身を守りたいと思いますから、どうか私に三千騎をさずけ、しばしこの本城を離るることをおゆるし下さい」と、ひれ伏して願った。

　もちろんそれは許された。急に道をいそいで行く途中、魏延の兵とぶつかったが、魏延は敢えて勝利を求めず逃げ散った。

　冀城に至るや、姜維きょういはすぐ家の母を守って、県城へたてこもった。また一方趙雲は、上邽の県城へ向ったが、ここへは天水から梁虔りょうけんが一軍をひきいて救いにきたので、これにもわざと負けて城へ通した。これらの予備作戦が、すべて孔明のさしずに依るものであることはいうまでもない。

　かくて孔明は、南安に使いをやって、さきに捕えておいた魏の帝族たる虜将りょしょう夏侯楙駙馬かこうもふばをこの地へ送らせた。

「駙馬、御身は、いのちを惜しむか」

　孔明に問われると、もとより宮中育ちで、父夏侯淵かこうえんとは似ても似つかぬ夏侯楙は、涙をたれて、

「丞相のお慈悲をもって、もし二つとない生命をお助け下さるなら、大恩は忘れません」

　と、いった。孔明はまた、

「実は、いま冀城にいる姜維きょういから、儂みへ書簡をよこして、夏侯楙かこうもをゆるし給わるなら、某それがしも蜀に降らんと云って参った。──で、いま御身を放つわけであるが、冀城へ行って、すぐ姜維を伴ってくるか」

「お放し下さるものならよろこんで行って参ります」

　孔明は彼に衣食を与え、また馬を供えて、陣地から放した。

　夏侯楙は籠かごの鳥が青空へ放たれたように一騎で急いだ。するとその途中で、大勢の避難民に出会った。馬をとめて、その中の一名に彼がたずねた。

「おまえ達は、どこの百姓だ」

「冀城の民でございます」

「なぜ避難するのか」

「でも、県城を守っていた姜維は、蜀に降伏してしまい、蜀の魏延の兵は、村々に火を放って、掠奪するし、乱暴はやるしで、土地にいたくもいられません」
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　もとより夏侯楙は蜀につく気は毛頭ない。放されたのを幸いに、魏へ逃げ帰る心だった。

「さては姜維はもう蜀へ降伏して出たか。それでは冀城へ行っても仕方がない」

　彼は急に道をかえて、天水城へ向って走った。その途中でも、たくさんな避難民を路傍に見かけた。それに訊いてみても皆、異口同音に、姜維の寝返りと、蜀兵の掠奪を訴えること、初めに聞いたとおりであった。

「いよいよ姜維の変心は事実だ」

　と信じて、夏侯楙は心も空に天水へ急ぎ、城下につくと、門を叩いて、

「われは駙馬ふば夏侯楙である。ここを開け」と、呼ばわった。

　太守馬遵ばじゅんは、驚いて彼を迎え入れ、いったいどうして無事にお帰りあったかと訊ねた。

　駙馬は、仔細を語った。

「憎むべきは姜維だ。彼の変心は疑いもない」と、憤いきどおった。

　すると、梁緒りょうしょは、断然、

「いま姜維が敵へ降るなどということは信じられない。何かの誤聞でしょう」

　と云い張ったが、夜に入ると、蜀の軍勢が四門を取り巻いて、柴を積み、火を放ち、かつ一人の将が先頭へ出て、

「城中の人々よ、よく聞け。この姜維は、夏侯駙馬かこうふばのお命を助けんものと、身を蜀に売って、命乞いをいたしたのだ。各〻もあたら命を無益に捨てず、われらと共に蜀へ降れ」

　と、声を嗄からして叫んでいた。

　馬遵と夏侯楙が、矢倉の上から望み見ると、その甲かぶとといい馬といい年頃といい、姜維にはちがいないが、どうもいっていることは合点がゆかなかった。

「やあ、矢倉の上におわすは、夏侯駙馬ではないか。御身より自分へ宛てて、蜀へ降くだれ、蜀へ降ってくれれば、予の一命が助かるのだと、再三の書面があったればこそ、かくいう姜維きょういは身を蜀へ投じたのに、何ぞはからん、その身一つ遁れて、すでにこの城に帰っていたか。──覚えていよ。この恨みは、弓矢で返すぞ」

　城下の姜維は、罵り罵り攻めていたが、やがて暁近くなると、攻めあぐねたか、兵をまとめて引揚げてしまった。

　もちろんこれは、真物ほんものの姜維ではない。年配骨格のふさわしい者を選んで孔明が仕立てた偽者であった。けれども夜中の乱軍中に壕を隔てて見たことなので、馬遵にも夏侯楙にも真偽の見分けはつかなかった。そして大きな疑いを姜維に対して強めたことだけは否まれない。

　一方、本物の姜維は、依然冀城きじょうにたてこもって、孔明の軍に囲まれていた。

　ただ彼として、籠城に際して、最も大きな苦痛だったのは、事急のために、糧米を搬入するいとまがなく、冀城の内にも、わずか十日に足りない食糧しかないことだった。

　ところが、城中から見ていると、毎日のように多くの車が、食糧を満載して、蜀の輜重隊しちょうたいに守られて城外の北道を通ってゆく。

「この上は、あれを奇襲して」

　と、ついに意を決して、兵糧を奪いに出た。──これこそ姜維が孔明の手に落ちる一歩だったのである。

　王平、魏延ぎえん、張翼などの伏兵に待たれて、姜維は二度と城へ帰ることができなかった。従えて出た手勢はことごとく討ちとられ、残る数十騎も、張苞ちょうほうの一陣を突破するうちほとんど死なせて、いまは彼ただ一騎となり、逃げるに道もなく、ついに天水城へ奔ってしまった。

「それがしは冀城の姜維だ。無念ながら冀城はやぶれた。ここをお開け下さい」

　城門の下に立って呼ぶと、意外にも矢倉の上から馬遵ばじゅんはこう罵った。

「だまれっ。汝のうしろには、遠く蜀の軍勢が見えるではないか。欺あざむいて、門を開かせ、蜀軍をひき入れん心であろう。──匹夫ひっぷめ、裏切者め、なんの顔容かんばせあって、これへ来たか」

　姜維は、仰天して、さまざまに事情を下から訴えたが、叫べば叫ぶほど、馬遵は怒って、

「昨夜はこれへ来て、旧主へ弓をひき、今朝はこれへ来て、口舌こうぜつの毒策を試むるか。あの曲者しれものを射ろ」

　呶号して、あたりの弓手を励ました。

「こは抑そも、いかなるわけか？」

　と、呆れ惑いながら、姜維は眼に涙をたたえ、ぜひなく乱箭らんせんを避けて、長安のほうへ落ちのびて行った。
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　兵なく、城なく、今は巣のない鳥にも似ている姜維きょういだった。ただ一人、長安をさして奔はしること数十里、行くての先に、たちまち数千の軍馬を布いて、道を阻はばめるものがあった。蜀の大将、関興かんこうの軍勢である。

「ややや。もうこの方面へも敵が迫ったか」

　身体は疲れ果て、心は悲愁ひしゅう。しかもただ一騎でもあるし、戦う術すべもなく、馬を回かえしてべつな道へ急ぐと、またまた、一林の茂りをひらいて、

「来れるや姜維。何処いずこへ行こうとするか」

　口々に云い囃はやし、鼓声をそろえて、彼をつつんだ。

　見れば、旗列を割って、一輛の四輪車が此方へ進んでくる。車上の綸巾鶴氅りんきんかくしょうの人も、羽扇うせんをあげて、しきりに呼びかけた。

「姜維姜維。なぜこころよく降参してしまわぬか。死は易やすし、生は難かたし、ここまで誠を尽せば、汝の武門には辱はじはあるまい」

　驚くべし、孔明のうしろには、いつのまにか、冀城にのこしていた彼の母が、輿こしに載せられて、大勢の大将に守られている。

　うしろには、関興の一軍の迫るあり、前にはこの大軍であった。かつは、敵にとらわれた母の姿を見、姜維は胸ふさがって、馬を跳びおりるや否や大地にひれ伏し、すべて天意にまかせた。

　すると孔明は、すぐ車をおりて、姜維の手をとり、姜維の母の側へつれて来た。そして母子おやこを前にして彼は云った。

「自分が隆中の草廬そうろを出てからというもの、久しい間、つねに天下の賢才を心のうちでさがしていた。それはいささか悟り得た我が兵法のすべてを、誰かに伝えておきたいと思う希ねがいの上からであった。──しかるにいま御身に会い、孔明の日頃の願いが足りたような気がされる。以後、わが側にいて、蜀にその忠勇を捧げないか。さすれば孔明もまた報ゆるに、自分の蘊蓄うんちくを傾けて、御身に授け与えるであろう」

　母子は恩に感じて泣きぬれた。すなわち姜維は、この日以来、孔明に師事し、身を蜀に置くことになったのである。

　伴って、本陣へ帰ると、孔明はあらためて姜維を招き、礼を厚うして訊ねた。

「天水てんすい、上邽じょうけいの二城を取るの法は如何に」

　姜維は答えていう。

「一本の矢を射れば足りましょう」

　孔明はにこと笑って、すぐかたわらの矢を取って渡した。姜維は筆墨を乞い、即座に、二通の書簡をしたためた。

　彼の知る尹賞いんしょうと梁緒りょうしょへ宛てたものである。姜維はそれを矢にくくって、天水城のうちへ射込んだ。

　城兵が拾って、馬遵ばじゅんに見せた。馬遵は文意を見ると、驚きあわてて、それを夏侯楙駙馬かこうもふばに示し、

「この通り、城内の尹賞いんしょう、梁緒りょうしょも姜維と通謀しています。どう処置いたしましょう」

「それは一大事だ。事の未然に知れたのは幸いだ。二人を刺し殺してしまえ」

　すぐ使いを向けて、まず尹賞を招いたが、尹賞に誼よしみのある者が、その前に彼の邸へ走ってこのことを告げた。

　尹賞は仰天して、すぐ友の梁緒を訪い、

「犬死をするよりは、いっそ城を開いて、蜀軍を呼び入れ、孔明に随身しようではないか」

　と、誘った。

　すでに馬遵の命をうけた軍士が、邸を包囲し始めたので、二人は裏門から逃げ出して、城門へ駈け出した。

　そして内から門を開き、旗を振って、蜀軍を招いた。待ちかまえていた孔明は一令の下に、精鋭をくり込ませた。

　夏侯楙と馬遵は、施す策もなく、わずか百余騎をひきいて、北門から逃げ出し、ついに羗胡えびすの国境まで落ちて行った。

　上邽じょうけいの守将は、梁緒の弟梁虔りょうけんなので、これはやがて、兄に説伏されて、軍門へ降ってきた。

　ここに三郡の戡定かんていも成ったので、蜀は軍容をあらためて、大挙、長安へ進撃することになったが、それに先だって孔明は諸軍をねぎらい、まず降将梁緒を天水の太守に推し、尹賞いんしょうを冀城の令とし、梁虔を上邽の令に任じた。

「なぜ夏侯楙駙馬を追わないのですか」

　諸将が問うと、孔明は云った。

「駙馬の如きは、一羽の雁かりに過ぎない。姜維を得たのは、鳳凰ほうおうを得たようなものだ。千兵は得易く、一将は得難し。いま雁を追っている暇はない」




祁山きざんの野や



一



　蜀軍の武威は大いに振った。行くところ敵なきその形容はまさに、原書三国志の記述に髣髴ほうふつたるものがうかがわれる。

──蜀ノ建興五年冬、孔明スデニ天水、南安、安定ノ三郡ヲ攻取セメトリ、ソノ威、遠近ヲ靡ナビカセ、大軍スデニ祁山キザンニ出デ、渭水イスイノ西ニ陣取リケレバ、諸方ノ早馬洛陽ラクヨウヘ急ヲ告ゲルコト、霏ヒ々ヒ雪ノ飛ブガ如シ。


　このとき魏はその国の大化元年にあたっていた。

　国議は、国防総司令の大任を、一族の曹真に命じた。

「臣は不才、かつ老齢で、到底その職を完うし得るものでありません」

　かたく辞退したが、魏帝曹叡そうえいはゆるさない。

「あなたは一族の宗兄、かつは先帝から、孤みなしごを託すぞと、親しく遺詔いしょうをうけておられるお方ではないか。夏侯楙かこうも、すでに敗れ、魏の国難迫る今、あなたがそんなことを仰せられては、誰が総大将になって赴ゆくものがいましょうぞ」

　王朗おうろうもともに云った。

「将軍は社稷しゃしょくの重臣。ご辞退あるときではありません。もし将軍が征ゆかれるならば、それがしも不才を顧みずお供して、命をすてる覚悟で共に大敵を破りましょう」

　王朗の言にうごかされて、曹真もついに決意した。副将には郭淮かくわいが選ばれた。

　曹真には、大都督の節鉞せつえつを賜い、王朗は軍師たれと命ぜられた。王朗は、献帝の世より仕えて、年七十六歳であった。

　長安の軍勢二十万騎、実に美々しい出陣だった。先鋒の宣武将軍曹遵そうじゅんは曹真の弟にあたる。その副先鋒の将は盪寇とうこう将軍朱讃しゅさんであった。

　大軍すでに長安にいたり、やがて、渭水いすいの西に布陣した。

　王朗がいった。

「いささか思うところがありますから、大都督には、明朝、大陣を展開して、旌旗せいきのもとに、威儀おごそかに、それがしのなすことを見ていて下さい」

「軍師には、何を計ろうとなされるか」

「白紙じゃ。何の計もない。ただ一舌のもとに、孔明を説破し彼の良心をして、魏に降伏させてみせる」

　年八十にちかい老軍師は、何か深い自信をもって、意気すこぶる高いものがある。

　翌朝。両軍は祁山きざんの前に陣を張った。山野の春は浅く、陽は澄み、彼我ひがの旌旗せいき鎧甲がいこうはけむり燦かがやいて、天下の壮観といえる対陣だった。

　──三通つうの鼓こが鳴った。

　しばし剣箭けんせんを休めて、開戦にさきだち、一言なさんとの約声やくせいである。

「さすがは魏の勢、雄壮を極めている。さきの夏侯楙かこうもの軍立いくさだてとは較べものにならない」

　孔明は四輪車の上から、さも感じ入ったように眺めていた。そしてさっと門旗をひらくや、その車は、関興、張苞ちょうほうなどに守られて、中軍を出で、敵陣の正面に止まった。

「約によって、漢の諸葛丞相しょかつじょうしょうこれに臨めり。王朗、疾とく出でよ」

　彼方かなたへ向って呼ばわった。

　魏軍の門旗は揺れうごいた。白髯はくぜんの人、黒甲錦袖こっこうきんしゅうをまとい、徐々、馬をすすめて近づいてくる。すなわち七十六歳の軍師王朗である。

「孔明。わが一言を聞け」

「王朗なるか。めずらしくなお生ける姿を見たり。われに一言あらんとは何か」

「むかし、襄陽じょうようの名士、みなご辺の名を口にいう。ご辺はもとより道を知る人、また天命の何たるかも知り、時の人の務つとめも所存あるはずだ。然るに、隆中に鍬くわを持ち読み齧かじれる白面の一書生が、多少、時流に乗ずるや、たちまち、雲を得たるかの如く、かく無名の師いくさをおこすとは何事ぞ」

「たれか無名の師という。われは勅をうけて、世の逆を討つ。漢の大臣、いずくんぞ、無用に民を苦しめんや」

「黄口児こうこうじの口吻こうふん、ただ嗤わううておこう。なお聞け孔明、なんじは魏の大帝をさして暗にそのことばをなすのであろうが、天数は変あり、徳ある人に帰す。桓帝かんてい、霊帝このかた、四海わかれて争い、群雄みな覇王はおうを僭称す。ひとりわが太祖武帝、民をいつくしみ、六合りくごうをはらい清め、八荒こうを蓆むしろのごとく捲いて、ついに大魏国を建つ。四方みなその徳を仰ぎ、今日にいたるは、これ権をもって取るに非ず、徳に帰し、天命の然らしめたところである。──然るに、汝の主、玄徳はどうであったか」




二



　由来、王朗は博学をもって聞え、大儒たいじゅの風もありといわれ、魏の棟梁とうりょうたる経世武略の人物として、名はあまねく天下に知れていた。

　いま、戦端に先だって、その王朗は、自負するところの弁をふるって、ここに陣頭の大論戦を孔明に向って挑んだのである。

　冒頭、彼のまず説く所は、魏の正義であった。また、その魏を興した太祖曹操と、蜀の玄徳とを比較して、その順逆を論破し、曹操が天下万邦の上に立ったのは、堯ぎょうが舜しゅんに世をゆずった例と同じもので、天に応じ人に従ったものであるが、玄徳にはその徳もないのにかかわらず、ただ自ら漢朝の末裔まつえいだなどという系図だけを根拠として、詭計偽善きけいぎぜんをもっぱらとして蜀の一隅を奪って今日を成したものに過ぎない。これは現下の中国の人心に徴ちょうしても明らかな批判である──というのであった。

　彼はなお舌戦の気するどく、大論陣をすすめて、その玄徳のあとをうけて、これに臨むところの孔明その者に向っては、舌鉾を一転して、

「──ご辺もまた、玄徳の偽善にまどわされ、その過あやまれる覇道はどうにならって、自己の大才を歪ゆがめ、みずから古いにしえの管仲かんちゅう、楽毅がっきに比せんなどとするは、沙汰のかぎり、烏滸おこなる児言じげん、世の笑い草たるに過ぎぬ。真に、故主の遺言にこたえ、蜀の孤みなしごを大事と思わば、なぜ伊尹いいん、周公にならい、その分を守り、自らの非を改め、徳を積み功を治世に計らぬか。──ご辺が遺孤を守る忠節は、これを諒とし、これを賞めるに吝やぶさかでないが、依然、武力を行使し、侵略を事とし、魏を攻めんなどとする志を持つに至っては、まさに、救うべからざる好乱こうらんの賊子、蜀の粟ぞくを喰くらって蜀を亡ぼす者でなくてなんぞ。──それ古人もいっている。天ニ従ウ者ハ昌サカンニシテ、天ニ逆サカラウ者ハ亡ブ──と。今わが大魏は、雄士百万、大将千員、むかうところの者は、たちまち泰山をもって鶏卵を圧すようなものである。量はかるに、汝らは腐草ふそうの蛍火けいか、明滅みな実なし、いかでわが皎々こうこうたる天上の月照に及ばんや」と、ほとんど息をつかずに論じたてて、最後に、

「身、封侯の位を得、蜀主の安泰を祈るなれば、はやはや甲よろいを解き、降旗をかかげよ。然るときは、両国とも、民安く、千軍血を見るなく、共に昭々の春日を楽しみ得ん。──また、否とあれば、天誅てんちゅうたちまち蜀を懲ちょうし、蜀の一兵たりと、生きて国には帰すまいぞ。その罪みな汝の名に受くるものである。孔明、心をしずめてこれに答えよ」

　と云い結んだところは、実げに噂にたがわず、堂々たるものであり、また魏の戦いの名分を明らかにしたものだった。

　敵味方とも鳴りをしずめ、耳をかたむけていたが、特に、蜀の軍勢までが、道理のあることかな──と、声には出さぬが、嗟嘆さたんしてやまない容子であった。

　心ある蜀の大将たちは、これは一大事だと思った。敵側の弁論に魅惑されて、蜀の三軍がこう感じ入っているような態では、たとい戦いを開始しても勝てるわけはない。

　──孔明がどういうか、何と答えるか。

　かたわらに立っていた馬謖ばしょくのごときも、心配そうな眼をして、車上の孔明の横顔を見ていた。

「…………」

　孔明は、山より静かな姿をしている。終始、黙然と微笑をふくんで。

　馬謖は思い出していた。むかし季布きふという口舌の雄が、漢の高祖を陣頭で論破し、ついにその兵を破り去った例がある。──王朗の狙っているのはまさにその効果だ。はやく孔明が何とか論駁ろんぱくしてくれればよいが──とひそかに焦躁しょうそうしていると、やがて孔明は、おもむろに口を開いて、

「申されたり王朗。足下の弁やまことによし。しかしその論旨は自己撞着どうちゃくと偽瞞ぎまんに過ぎず、聞くにたえない詭弁きべんである。さらばまず説いて教えん」と、声すずしく云い返した。

「汝はもと漢朝の旧臣、魏に寄食して、老朽の脂肉しにくを養うとも、心のそこには、なおいささかの良心でもあろうかと、はじめは敬老の念を以て対したが、はからざりき、心身すでに腐れ果て、今のごとき大逆の言を平気で吐こうとは。──あわれむべし。壮年の英才も、魏に飼われて遂にこの駄馬となり果てたか、ひとり汝にいうは張り合いもない。両国の軍勢も、しばししずかにわが言を聴け」
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　理は明晰めいせきに、声は朗々、しかも何らの奇矯ききょうなく、激するなく、孔明は論じつづけた。

「かえりみるに、むかし桓帝かんてい、霊帝はご微弱におわせられ、為に、漢統ようやく紊みだれ、奸臣はびこり、田野年々凶をかさね、ここに諸州騒乱して、ついに乱世の相すがたを現わした。──後、董卓とうたく出でて、ひとたび治まるも、朝野の議をみだりに私わたくしなし、四寇こうの乱、ついで起り、あわれ漢帝を民間に流浪させ参らせ、生民せいみんを溝壑こうがくに追い苦しむ」

　孔明はことばを休めた。

　内に情を抑え、外に平静を保たんとするものの如く、そっと両の袖を払い直し、羽扇うせんを膝に持ち直して、さらに語をついだ。

「──偲しのぶも涙、口にするも畏おそれ多い。その頃の有様といえば、廟堂びょうどう人あるも人なきに似、朽くち木を組んで宮殿となし、階陛かいへいすべて落ち葉を積み、禽獣きんじゅうと変りなき吏りに衣冠させて禄ろくを喰らわしめ、議廟ぎびょうもまた、狼心狗走ろうしんくそうのともがら、道を口に唱え、腹に利を運ぶための場所でしかなかった。──奴顔婢膝どがんひしつの徒、あらそって道にあたり、まつりごと私に摂とる。──かくて見よ、世の末を。社稷しゃしょくをもって丘墟きゅうきょとなし、万民の生霊を塗炭とたんとなして、それを傷いたむ真の人はみな野にかくれ──王朗よ、耳の垢あかをのぞいて、よく聞かれい」

　孔明は声を張った。

　その声は雲雀ひばりのように、高く天にまで澄んで聞えた。

「滔々とうとう、濁世だくせのとき、予は若き傷心を抱き、襄陽じょうようの郊外に屈居して、時あらん日を天に信じ、黙々、書を読み、田を耕しつつあったことは、さきに汝がいった通りにちがいない。──しかし当時の人、みなひそかに、切歯扼腕せっしやくわん、ときの朝臣と為政者の腐敗堕落を怒らざるはなかった。──我もとよりよく汝を知る。汝は世々東海の浜ひんにいて、家祖みな漢朝の鴻恩こうおんをこうむり、汝また、はじめ孝廉こうれんにあげられて朝ちょうに仕え、さらに恩遇をたまわりてようやく人と為なる。──しかも朝廟ちょうびょうあやうき間、献帝諸方を流浪のうちも、いまだ国を匡ただし、奸かんをのぞき、真に宸襟しんきんを安めたてまつれりという功も聞かず、ひとえに時流をうかがい権者に媚び、賢さかしげの理論を立てて歪曲わいきょくの文を作り、賊子が唱えて大権を偸ぬすむの具に供す。それを売って栄爵を購あがない、それに依って華殿美食の生を、今日七十六歳の高齢まで保ち来たれる一怪物。正にそれは汝王朗ではないか。たとえわれ蜀の総帥たらずとも、世の一民として、汝のその肉を啖くらい、血を犬鶏に与うるも、なおあきたらぬ心地さえする。──しかるに、幸いにも、天、孔明を世に出し給うは、天なお漢朝を捨て給わぬしるしである。われ今勅を畏かしこみ、忠勇なるわが蜀兵と、生死をちこうてここ祁山きざんの野やに出たり。汝はこれ諂諛てんゆの老臣、まこと正邪をあきらかにし、一世を光明にみちびくの大戦は、汝の得意とする世渡り上手の手先や口先で勝てるものではない。家にひそんで食をむさぼり老慾に耽ふけりてあるなら助けもおくべきに、何とて、似あわしからぬ鎧甲がいこうを粧よそおいて、みだりにこの陣前へはのさばり出たるか。それだけでも、あっぱれ天下の見世物なるに、この野に死屍しかばねをさらし、なんの面目あって、黄泉の下もと、漢皇二十四帝にまみえるつもりであるか。退すされっ、老賊」

　凛々りんりんたる終りの一喝かつは、矢のごとく、論敵の肺腑はいふをつらぬいたかのように思われた。

　結論的には、漢朝に代るべく立った蜀朝廷と魏朝廷とのいずれが正しいかになるが、要するに、その正統論だけでは、魏には魏の主張があり、蜀には蜀の論拠があって、これは水掛け論に終るしかない。

　で、孔明はもっぱら理念の争いを避けて衆の情念を衝いたのである。果たして、彼がことばを結ぶと、蜀の三軍は、わあっと、大呼を揚げてその弁論を支持し、また自己の感情を、彼の言説の上に加えた。

　それに反して、魏の陣は、唖おしのごとく滅入めいっていた。しかもまた、当の王朗は、孔明の痛烈なことばに、血ち激し、気き塞ふさがり、愧入はじいるが如く、うつ向いていたと思われたが、そのうちに一声、うーむと呻うめくと、馬の上からまろび落ちて遂に、そのまま、息絶えてしまった。




四



　孔明は羽扇をあげて、次に、敵の都督曹真出いでよ、と呼び出し、

「まず王朗の屍かばねを後陣へ収めるがよい。人の喪もにつけ入って、急に勝利を得んとするような我ではない。明日、陣を新たにして決戦せん。──汝よく兵をととのえて出直して来れ」

　と告げて、車をかえした。

　力とたのむ王朗を失って、曹真は、序戦にまず気をくじいてしまった。

　副都督郭淮かくわいは、それを励ますべく、必勝の作戦を力説してすすめた。

　曹真も心をとり直し、さらばと、その密なる作戦の備えにかかった。

　孔明はその頃、帷とばりの内へ、趙雲と魏延ぎえんを呼び入れて、

「ふたりして、兵をそろえ、魏陣へ夜襲をしかけよ」と、命じていた。

　魏延は、孔明の顔を見ながら、

「恐らく不成功に終るでしょう。曹真も兵法にかけては一かどの者ですから、自陣の喪もにあるを衝いて、蜀が夜襲に出てくるだろうぐらいな用意はしているにちがいありません」

　孔明はその言に対して訓おしえた。

「こちらの望みは、彼がこちらの夜襲あることを知るのをむしろ希ねがうものだ。──思うに曹真は、祁山きざんのうしろに兵を伏せ、蜀の夜襲をひき入れて、その虚にわが本陣を急突して、一挙に撃砕せんものと、今や鳴りをひそめているにちがいない。──で、わざとご辺たちを彼の望みどおりに差し向けるのである。途中、変あらばすぐこうこうせよ」と、何かささやいた。

　次いで、関興、張苞のふたりへ、おのおの一軍を与えて、祁山きざんの嶮岨けんそへさし向け、後また、馬岱ばたい、王平おうへい、張嶷ちょうぎの三名には、べつに一計をさずけて、これは本陣付近に埋伏まいふくさせておいた。

　かくとは知らぬ魏軍は、大将曹遵そうじゅん、朱讃しゅさんなどの二万余騎を、ひそかに祁山の後方へ迂回させておいて、蜀軍の動静をうかがっていた。

　──すると、たちまち、

「敵の関興、張苞の二軍が、蜀陣を出て、味方の夜討ちに向った」という情況が伝わったので、曹遵そうじゅんらは、しすましたりと、作戦の思うつぼに入ったことを歓びながら、いよいよその事実を知るや、突如山の蔭かげを出て、蜀の本陣を急襲した。

　敵の裏を掻いて、その手薄な留守を衝こうとしたものである。ところが、孔明は、すでに、その裏の裏を掻いていたのだった。

　わあっと、潮うしおの如き吠え鳴りを揚げて、魏の勢が、蜀本陣へ突入して見ると、柵さくの四門に旗風の見えるばかりで、一兵の敵影も見えない。のみならず、たちまち山と積んである諸所の柴がバチバチと焔を発し、火炎天をこがし地を沸たぎらせた。

　朱讃しゅさん、曹遵の輩ともがらは、

「すわ。敵にも何か計があるぞ。退ひけや、退けや」

　声を嗄からして叱咤したが、どうしたわけか、魏の勢はすこしも退かず、かえって逆に、好んで炎の中心へ押しなだれて来た。

　それもその筈、すでに魏兵のうしろには、いたるところ、蜀軍が馳かけ迫って、烈しくその隊尾から撃滅の猛威を加えていたのである。

　蜀の馬岱ばたい、王平などに加えて、夜襲に向った筈の張嶷ちょうぎ、張翼なども急に引っ返してきて、後方を断ち、そしてほとんど、全魏軍を袋の鼠としてしまったのである。

　曹遵、朱讃の勢は、したたかに討たれ、また炎の中に焼け死に踏みつぶされる者も数知れなかった。そしてこの二人の大将すらわずか数百騎をつれたのみで、からくも逃げ帰ったほどだった。

　しかもまた、その途中にも、趙雲ちょううんの一手が道を遮さえぎって、なお完膚なきまで、殲滅を期すものあり、さらに、魏の本陣へ戻って見れば、ここも関興、張苞の奇襲に遭って、総軍潰乱を来しているという有様である。何にしても、この序戦は、惨澹たる魏の敗北に始まって全潰状態に終り、大都督曹真もやむなく遠く退いて、おびただしい負傷者や敗兵を一たん収め、全編隊の再整備をなすのやむなきに立ち到った。




西部せいぶ第だい二戦線せんせん



一



　当時、中国の人士が、西羗せいきょうの夷族いぞくと呼びならわしていたのは、現今の青海省地方──いわゆる欧州と東洋との大陸的境界の脊梁せきりょうをなす大高原地帯──の西蔵チベット人種と蒙古民族との混合体よりなる一王国をさしていっていたものかと考えられる。

　さて。

　その西羗せいきょう王国と魏とは、曹操の世代から交易もしていたし、彼より貢物こうもつの礼をとっていた。異種族が最も光栄として喜ぶ位階栄爵いかいえいしゃくなどを朝廷の名をもって彼に贈与してあるので、それを恩としているものだった。

　時に、魏の叡帝えいていは、曹真が祁山きざんにおける大敗を聞いて、孔明の大軍の容易ならざる勢力を知り、遠く、使いを派して、西羗の国王徹里吉てつりきつに対し、

　──高原の強軍を起して孔明の、うしろを脅かし、西部の境に、第二戦線を張られたし。

　と、教書をもって、これに行動をうながした。

　同時に、曹真からも、同じ目的の使いが入国した。おびただしい重宝珍器の手土産が、羗きょうの武相ぶしょう越吉元帥えつきつげんすいと、宰相さいしょうの雅丹がたんなどに贈られた。

「曹操以来、恩のある魏国の大難です。嫌いやとは断われますまい」

　両相の建議によって、国王徹里吉てつりきつは、直ちに、羗軍きょうぐんの発向をゆるした。

　雅丹宰相、越吉元帥は、二十五万の壮丁を集合して、やがて東方の低陸へ向って進み出した。

　西羗せいきょうの高原を下るや、黄河、揚子江の上流をなす清流が山と山の間をうねり流れている。黄河の水も揚子江の水も、大陸へ流れ出ると、真黄色に濁にごっているが、このあたりではそう濁りもない清澄な谷川であった。

　平和に倦うんでいた高原の猛兵は、孔明の名を聞いても、どれほどな者か知らなかったし、その武器は、夷えびすには似ず精鋭だったので、ほとんどすでに蜀軍を呑んでいるような気概でそれへ臨んでゆくのであった。

　欧州、土耳古トルコ、埃及エジプト、などの西洋との交流が頻繁ひんぱんで、その文化的影響を、中国大陸よりも逆に早くうけていたこの羗族軍きょうぞくぐんは、すでに鉄くろがねで外套した戦車や火砲を持ち、またアラビヤ血種の良い馬を備え、弓弩きゅうど槍刀もすべて優すぐれていたといわれている。

　軍中の荷駄には駱駝らくだを用い、またその上に長槍をひっさげてゆく駱駝隊もあった。駱駝の首や鞍には、沢山な鈴をさげ、その無数の鈴の音と、鉄戦車の轍わだちの音は、高原兵の血をいやが上にも昂たかぶらせた。かくてこの大軍が、やがて蜀境の西平関せいへいかん（甘粛省かんしゅくしょう）へ近づいていた頃、寝耳に水、いま祁山きざんと渭水いすいのあいだに在る孔明の所へ、

「西部の動きただならず、急遽、援軍を仰ぐ」との早馬があった。

　孔明もこれには、はたと色をかえて考えこんだ。そして、

「誰をか向けん？」と、つぶやいたのを聞いて、関興、張苞のふたりは、

「われらをこそ」と、希望して出た。

　事は急だし、道のりはある。しかも電撃戦を以て、一挙に決し去らぬことには、総軍の不利いうまでもない。

　それには、この若手こそ屈強だが、二人とも西部地方の地理は不案内である。で、孔明は、西涼州出身の馬岱ばたいをこれに添えて、五万の兵を分ち、明日ともいわず出発させた。驟雨しゅううの低雲が曠野を馳はせてゆくように、援軍は西進してたちまち、羗軍きょうぐんの大部隊と相対した。

「羗軍は驚くべき装備をもっている。あれを破るのはたいへんだ」

　まず高地に立って、敵勢を一望して来た関興は、舌を巻いた容子で、馬岱ばたいと張苞にむかい、

「鉄車隊とでもいうか、鋼鉄をもって囲んだ戦車をつらねている。鉄車のまわりには、各箇、針鼠のように釘の如き棘とげを一面に植え、中に兵が住んでいる。どうしてあれを撃滅できようか。容易ならない強敵だ」と、溜息ためいきついて話した。




二



「関興にも似気にげないではないか」と、馬岱はかえってその言を嗤わらい、

「──まだ一戦もせぬうちから敵に気を呑まれてどうするか。ともあれ明日は一戦ひといくさして、彼の実力のほどを試みてみよう。評議はその上のことでいい」

　と、励ました。

　しかし翌日の合戦には、反対に蜀軍のほうがさんざんに敵の羗軍きょうぐんに試されたり翻弄ほんろうされてしまった。

　その敗因は、何といっても、羗軍の持っている鉄車隊の威力だった。その機動力の前には、軍の武勇もまったく歯が立たない。

　騎馬戦や歩兵戦では絶対に優勢だったが、羗軍は負け色立つと見るや鉄の針鼠を無数に繰り出して縦横に血の軌わだちをえがき、むらがる蜀兵を轢ひき殺しつつ、車窓から連弩れんどを射放って、敵中無碍むげに走り廻るのであった。

　そのとき羗きょうの越吉元帥えつきつげんすいは、手に鉄槌てっついをひっさげ、腰に宝鵰ほうちょうの弓をかけ、悍馬かんばをとばして陣頭にあらわれ、羗の射撃隊は弓をならべて黒鵰くろたかの矢を宙も晦くらくなるほど射つづけてくる。

　ために、蜀兵の潰滅は、全面に及んで、しかも随所個々に殲滅され、関興のごときは、わけて敵に目ざされて、終日、退路を走り惑い、あやうく越吉元帥の鉄鎚に砕かれるような目に幾度も遭った。

　さきに本陣へ帰っていた馬岱ばたいと張苞ちょうほうは、夜に入っても関興がもどって来ないので、

「ついに乱軍のなかで討死を遂げたか」と半ば、絶望していたほどである。すると関興は夜更けて、ただ一騎、満身血と襤褸つづれになって引き揚げてきたが、

「きょうほど恐ろしい目に遭ったことはない」

　と、肚の底から羗軍の猛威を述懐じゅっかいした。

　そして、途中、一つの澗たにのそばで、危うく敵の越吉元帥の部下に取り巻かれ、すでに討死をとげるところだったが、ふしぎにもその時、空中に父関羽の姿が見えるような気がして、にわかに百人力を得て、一方の血路を斬りひらき、あとは無我夢中でこれまで逃げてきた──と、平常の彼にも似あわず、心から自己の惨敗を認めて話した。

「いや、足下だけの敗戦ではない。われわれの隊もみな大敗をうけた。兵力の損傷は実に半数にものぼっているだろう。この責任は共に負うべきだ」

　馬岱ばたいは云ったが、張苞はただ口惜し涙をこすっている。しかもまた、明日の戦に、何らこの頽勢たいせいをくつがえすべき策も自信もなかった。

「所詮、かなわぬことを知って、なおこれ以上ぶつかってゆくのは勇に似て勇ではない。それがしは、敗軍をとりまとめ、要害の地に退いて、ひとまず敵を支えているから、貴公たち二人は、大急ぎで祁山きざんへゆき、諸葛しょかつ丞相にまみえて、いかにせばよろしいか、丞相のご意見を求めてきてくれ。……それまでは、守るを主として、一ヵ月や二ヵ月は、石にしがみついても頑張っておるから」

　馬岱ばたいはそういった。

　関興と張苞にも、今はそれしか考えられない、で二人は、夜を日についで、祁山へいそいだ。

　ここ祁山での序戦には、蜀軍の上に、赫々かっかくたる祝福があったものの、さきに多大の兵力を西部方面へ割き、いままた、その大敗を聞いて、孔明の眉には、ただならぬ不安と焦躁の陰がうごいた。

　かかるときこそ将帥の判断ひとつが将来にその大勢を決する重大なわかれ目となるものであろう。孔明は一夜をおいてすぐ次の日、

「いまこの祁山においては、曹真は守勢にあり、我は戦いの主導権を握っている。すなわち我戦わずんば彼も動かずという状態にあるところゆえ、諸将はよくわが留守を守れ。そして好んで策を用い敵を刺戟してはならぬ」

　そう云い渡して、自ら西平関せいへいかんへ向う旨を告げた。新たに調えた軍勢三万余騎のうちに、姜維きょうい、張翼の両将を加え、また関興、張苞も率ひき具して、急援に馳せたのであった。

　かくて西平関に着くや、孔明は、直ちに出迎えた馬岱を案内として、高地にのぼり、羗軍の軍容を一眄べんした。そしてかねて聞く無敵鉄車隊の連陣をながめると、呵か々かと一笑し、

「量はかるに、これはただ器械の力。これしきの物を持つ敵を破り得なくてどうしよう。姜維はどう思うか」

　と、傍らを見てたずねた。




三



　姜維きょういは、言下に答えて、

「敵には、勇があっても、智略がありません。また、器械力があっても、精神力はないものです。丞相の指揮とわが蜀兵の力で破れなかったらむしろ不思議でしょう」

　といった。

　孔明はわが意を得たるものとしてうなずいた。──そして山を降りて、陣営に入ると、諸将を会して、こう語った。

「いま彤雲とううん野やに起って、朔風さくふう天に雪をもよおす。まさにわが計を用うべき時である。姜維は一軍をひきいて敵近く進み、予が紅くれないの旗をうごかすのを見たら急に退け。……そのほかの将には、後刻なお告げるところがあろう」

　すなわち姜維きょういは誘導戦法の先手となって羗軍きょうぐんへ近づいたのである。──と見るや越吉元帥えつきつげんすいの中軍は、例の鉄車隊を猛牛の如く押しすすめ、姜維の勢を席巻せんとして来た。

　姜維の勢は、引っ返し、また踏みとどまり、また逃げ奔はしる。

　勝ち誇った羗族きょうぞくの大軍は、この日を期して、蜀軍を粉砕せよと、戦線を拡大して、ついに孔明の本陣まで突入して来た。

　戦い半ばの頃から大きな牡丹雪ぼたんゆきが降り出して、朔風さくふう凛々りんりん、次第にこの地方特有な吹雪となりだしていたが、今しも姜維の兵は、その霏ひ々ひたる雪片と異ならず、みな先を争って、陣門の内へ逃げ入り、防ぎ戦う者もなかった。

　鉄の猛牛は苦もなく柵門を突き破り、十台、二十台、三十台と、列をなして進み入った。それに続いて、騎馬二千、歩兵三、四千も喊声かんせいをあげてなだれ入った。

　ところが、兵営の彼方此方あちらこちらに、凍こおれる旗とおびただしい雪の吹きだまりが眺められただけで、陣内には、一兵も見えない。──のみならず、その雪風か、枯葉こようの声か、非ず、不思議な美音が、何処からともなく聞えてくるではないか。

「はてな？　……。待て待て。深入りするな」

　越吉元帥は味方を制した。そして馬上に耳を澄ましていたが、愕然がくぜんと身ぶるいして、

「琴の音だ？　……。琴の音がする」と、つぶやいた。

　さてこそ、深き計略があるにちがいない。孔明とかいう軍略に長たけたる者が、新たに、精鋭をひきいてこれへ来ていると聞く。──油断すな、前後を警戒せよ、と彼は高声に戒いましめつつ、心なお怪しみにとらわれて、退きもせず、進みも得ず、吹雪ふぶきの中に立ちよどんでいた。

　すると、うしろに続いてきた後陣の雅丹宰相がたんさいしょうが、それを聞くと、大いに笑って、

「孔明は詐いつわりを得意となすと聞く。ただそれ人の心を惑わしめんとする児戯じぎにひとしい計略。何をためらい、何をおそるる。──すでに曠野は雪つもること十尺。退くにはかえって難儀あらん。鉄車隊を先として、無二無三、陣内を駈けあらし、しかる後、ここを占領してこよいの大雪をしのぐに如しかず。もし孔明を見かけたらこの機をはずさず手捕りにせよ」

　と、厳命した。

　越吉えつきつ元帥もそれに励まされて、ふたたび鉄車の猛進を令し、兵を分けて、まず陣の四門を塞ふさぎ取って、平攻めに敵残兵の殲滅せんめつを計った。

　──と、奥深き一叢ひとむらの疎林のうちになお一廓かくの兵舎があった。今しそこから慌てて南の門へ逃げ出してゆく一輛の四輪車がある。扈従こじゅうの者も、五、六騎の将と百人ばかりの小隊によって守られゆくに過ぎない。あれよ、孔明にまぎれもなし、追いかけてわれこそ捕えんと、羗族きょうぞくの部将たちは、馬を揃えて馳け出そうとした。

「いや待て、愈〻、いぶかしいぞ」

　越吉元帥は、それを制したが、雅丹がたん宰相はあざ笑って、

「たとえ彼に多少の詐謀さぼうがあろうと、この軍勢をもって、この勝利の図にのせて追えば、何ほどのことやあろう。──敵の総帥を眼にみながら、これを見遁みのがすという法はない。断じて逸すべからずである」と自ら前に立って烈しく下知した。

　孔明の車は、その間に、南の柵門さくもんを出て、陣後につづく林の中へ隠々として逃げかくれてゆく。

「やるなっ」

　羗族きょうぞくの騎馬、戦車、歩兵などは、雪を蹴り、雪にまみれ、真っ白な煙を立ててそれを追った。
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　このとき姜維きょういの一手は、また南の柵外に現れて、羗族の大軍がそれから出て、孔明を追撃するのを、妨害するかのような態勢をとった。

「うるさき小将しょうしょう。あれから先へ片づけろ」

　これを合言葉として、羗軍はまず姜維へ当ってきた。彼はよく抗戦したがもとより比較にならない兵数である。ほとんど、怒濤の前の芥あくたの如く蹴ちらされた。

　いよいよ勢いに乗った羗軍数万は、疎林の一道を中心として、

「なお遠くは行くまい」

　と、孔明の車を追いかけた。そして林を馳け抜けると、たちまち、一眸ただ白皚々はくがいがいたる原野へ出た。

　ただこの丘と彼方の平野とのあいだが、帯のような狭い沢になっている。騎馬隊や歩兵の一部はたちまち馳けおりてまた向うへ登って行ったが、鈍々たる猛牛の鉄車隊は、やや遅れたため、車列一団になって、そこを越えかけた。すでにしてその一団の鉄車が、窪地くぼちの底部に達するや否や突然、雪しぶきをあげ、ごうッと、凄まじい一瞬の音響とともに、その影が見えなくなった。

「あっ、陥おちたっ」

「陥おとし穽あなだ」

　続々、後から降りかけていた鉄牛の車兵は、絶叫をあげて、車を止めようとしたが、傾斜の雪をすべってゆく車輪は止まるべくもない。

　あれよ、と騒ぎながらも、みすみすそれへすべり陥おち、またその上にすべり陥ちて、一つの道だけでも、何十台という鉄車が忽然地上から消え失せた。

　しかもここ一道だけでなく、至るところに、同じ惨害が起っていた。まさしくそこを見直せば、何ぞ知らん、このゆるやかな傾斜の窪くぼと見えていたのは、太古の大地震のときにでも亀裂きれつしていたかのような長い断層であって、その数里にわたる上へ板を敷きつめ土をかぶせ、さらに柴など蔽おおいつつんだ所へ今朝からの大雪だったので、誰が見てもそれとは知れなかったのみか、騎馬や歩兵などが馳け渡った程度では何のこともなかったので、羗族が力とたのむ鉄車群はまんまとその大半以上を、一挙にここへ擲なげうってしまったわけであった。

　計略図にあたったと見ると、蜀軍は鉦鼓しょうこを鳴らし、鬨ときの声をあわせ、野の果て、林の陰、陣営の東西などから、いちどに奮い起ってきた。

　馬岱ばたい軍は雅丹がたん宰相を生捕りにし、関興は恨みかさなる越吉元帥を馬上一刃のもとに斬って、鬱懐うっかいをはらした。

　姜維きょうい、張翼、張苞などの働きもまたいうまでもない。何せよ機動戦を主として、その力に驕おごりきっていた羗軍なので、こうなるとほとんど手応えなく蜀兵の撒血さんけつにまかせ、残る者は例外なく降伏してしまった。

　しかし孔明は、雅丹宰相の縄を解いて、懇ねんごろに順逆を諭さとし、

「蜀皇帝こそ大漢の正統である。われは勅をうけて、魏を討つといえども、決して、羗国きょうこくに対して、何らの野心もあるものではない。汝らは魏にだまされたのだ。立ち帰って羗国王によく伝えるがよい」と、その虜兵りょへいをもすべてゆるし、みな本国へ帰してやった。

　事成るやただちに、孔明は祁山きざんへ向って軍をかえした。途中、表をしたためて、成都へ使いを立て、後主劉禅りゅうぜんへ勝ち軍いくさのもようを奏した。ここに、大きな機を逸していたのは、渭水いすいに陣している曹真の大軍だった。

　彼の不敏は、魏にとって、取り返しがたい大不覚ともいえるものであった。なぜならば、その曹真が、孔明の不在を知って、祁山きざんへ行動しだしたのは、すでに孔明が西部の憂いを払って、引っ返してくる頃だったからである。

　しかも、祁山の留守にも、孔明の遺計が充分に守られていたため、かえって、いくたびも敗北を喫し、やがてまた、西部方面から帰ってきた蜀軍のために、左右からつつまれて、多角的に打ち叩かれ、ついに渭水から総退却のほかなき態になってしまった。

　大体、曹真は、初めからあまり自信のなかった大任であるから心ただ哀しみ、第二第三の良策とてもなく、洛陽へ早馬ばかり立て、ひたすら中央の援助と指令のみを仰いでいた。




鶏家全慶けいかぜんけい
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　渭水いすいの早馬は櫛くしの歯をひくように洛陽へ急を告げた。

　そのことごとくが敗報である。

　魏帝曹叡そうえいは、色を失い、群臣を会して、誰かいま国を救う者はなきや、と憂いにみちて云った。

　華歆かきんが奏した。

「この上は、ただ帝みずから、御輦みくるまを渭水へすすめ、以て、三軍の士気をふるわせ給うしかありますまい。ただ幾人もの大将をお代えあっても、それはいよいよ敵をして図に乗らせるばかりでありましょう」

　太傅たいふ鍾繇しょうようは、否と、反対して、

「──彼ヲ知リ、己オノレヲ知ルトキハ百度ヒャクタビ戦ッテ百度勝ツ──と古語にあります。曹真はすでに初めから孔明の相手としては不足でした。いま帝みずからご進発あられてもその短たんを補うほどの効果は期し難く、万一、さらにまた敗れんか、魏一国の生命にかかわりましょう。──むしろこの際、野やに隠れたる大人物を挙げ、これに印綬いんじゅを下し給うて、孔明をして窮せしめるに如しく策はありません」と、のべた。

　鍾繇しょうようは、魏の大老である。野に隠れたる大人物とは、いったい誰をさしていうのか。叡帝えいていは忌憚きたんなくそれを薦あげよといった。

「その人とはほかならぬかの司馬懿仲達しばいちゅうたつであります。先年、敵の反間に乗せられ給い、市井の流言を信じて彼をご追放になりましたことは、かえすがえすも惜しいことでした。──聞説きくならく、いま司馬懿は、郷里の宛城えんじょうに閑居しておるとか、あの大英才を国家が埋れ木にしている法はありません。よろしく、今日こそ、お召し出しあるべきでございます」

　叡帝は悔いをあらわした。日頃からの傷いたみである。いまそれを鍾繇に指摘されると、さらに面おもてに濃くして、

「朕ちん一代の過ちであった。しかし冤えんを恨んで深く郷藪きょうそうに隠れた彼、にわかに命を奉じるであろうか」

「いや、勅使をお降しあれば、元来憂国の人、かならず御命にこたえましょう」

　さらばと、勅使をして、平西へいせい都督の印綬を持たせ、また詔をもって、事にわかに、

（汝、国を憂い、南陽諸道の軍馬を糾合きゅうごうして、日を期し、長安に出るあらば、朕また鸞駕らんがを備えて長安へむかい、相会してともに孔明をやぶらん）と、伝えさせた。

　この日頃。

　一方、祁山きざんの陣にある孔明は、

「機運すでに熟す。この上は長安を乗っ取り、なお長駆して洛陽に入ろう」

　と、連戦連勝の機をはずさずに、一挙、魏の中核を衝かんものと準備していた。

　ところへ、白帝城の鎮守ちんじゅ李厳りげんの一子李豊りほうが、唐突にやって来た。

（さては、呉がうごき出したのではないか。凡事ただごとではあるまい）

　白帝城のある所の地理上から、孔明はそう考えたのであるが、呼び入れて、会ってみると、李豊はそんな気もなく、

「今日は、父に代って、よろこび事をお伝えにきました」と、いうのであった。

「はて、慶よろこび事とは」

「ご記憶でございましょう。むかし関羽将軍が荊州で敗れたとき、その禍因をなしたあの孟達もうたつを。──蜀に反そむいて魏へ降った孟達ですが」

「忘れはせぬ。その孟達がまた何としたか」

「かような仔細であります」

　李豊がいうことはこうだった。孟達は魏に降ってから、ひとたびは曹丕そうひの信寵もうけたが、曹丕歿後、新帝曹叡そうえいの代になってからは、ほとんど顧みられなくなり、近頃はことに、何かにつけ、軽んじられ、また以前蜀臣だった関係から猜疑さいぎの眼で見られるので、怏々おうおうとして楽しまない心境にある。彼の部下も今では、故国の蜀を恋う者が多く、祁山きざん渭水いすいの戦況を聞くにつけ、なぜ蜀を離れたかを、今ではいたく後悔している。

　──で遂に、孟達は、そうした心境を綿々めんめんと書中に託して、

（どうか、この趣おもむきを、諸葛丞相しょかつじょうしょうに取次いでくれ）

　と、帰参の斡旋方あっせんかたを、李豊の父、白帝城の李厳へすがって来たものであった。
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　李豊は、以上のいきさつを、あらまし伝えてから、

「──そこで実は、父の李厳がいちど孟達と会いました。孟達がいうには、自分の心根は、魏の五路の大軍を起して蜀へ入ろうとした折のことで、丞相がよく酌んでいて下さると思う。どうか帰参のかなうように取りなして欲しい。もしお聞き入れ下されば、このたび諸葛丞相が長安へ攻め入るとき、自分は新城、上庸じょうよう、金城の勢をあつめて、直ちに、洛陽を衝き、不日に魏国全土を崩壊させてお見せする。──と、さように父へ申したということなのでございますが」

　孔明は、手を打って、

「なるほど、近頃にない慶び事だ。よく伝えてくれた」と、かぎりなく歓び、

「いま孟達が本然の心に立ちかえって、わが蜀を援け、わが軍が外より攻め入る一方、彼が内より起って洛陽をつけば、天下の相すがたは即日あらたまろう」

　と、李を篤くねぎらって、幕将たちと共に酒宴を催していた。ところへ、早馬があって、

「魏王曹叡そうえいが、宛城えんじょうへ勅使を馳せつかわして、閑居の司馬懿しばい仲達を平西へいせい都督に封じ、強たって彼の出廬しゅつろを促しているもようにうかがわれます」

　と、告げた。聞くと、愕然がくぜん、

「……なに、司馬懿を」

　孔明は首を垂れて、その酔色すらいちどに褪あせてしまった。そばに在った参軍の馬謖ばしょくが、

「丞相、いかがなさいました。何をそんなにお驚き遊ばすのですか。多寡たかが、司馬懿ごときに」

　と、むしろ怪しむかのようにたずねた。

「いや、そうでない」と、孔明は重くかぶりを振って反対に諭さとした。

「わが観るところでは、魏で人物らしい者は、司馬懿しばい一人といってもよい。孔明のひそかに怖るる者も実にその司馬懿仲達一箇にあった。……いま孟達の内応をよろこび合っていたところだが、それすら悪くすると、司馬懿のために覆くつがえされるかもしれん。……実に悪い折に悪い者が魏に立った」

「では、急使を立てて、孟達にその旨を、心づけてやっては如何です」

「もとよりそれを急がねばなるまい。すぐ早馬の支度を命じ、使いの者を選んでおけ」

　と、孔明は、席を中座して孟達へ与える書簡をしたためた。急使は、その夜すぐ立って、孟達のいる新城へいそいだ。孔明からの手紙と聞き、孟達は、さては李厳が自分の意を伝えてくれたなと、喜色満面にこれをひらいてみると、その事は許容されてあったが、終りの章に、すこし気にくわない辞句があった。──それは、魏帝の命によって、司馬懿が宛城えんじょうから起ったことを告げたもので、それだけならよいが、司馬懿の智略をすくなからず称たたえ、それに対処する万全の策を、何くれとなくこまごま注意してあることだった。

「なるほど、うわさの如く、諸葛亮しょかつりょうは疑い深い仁ひとだ……」

　彼は、あざ笑って、ほとんど、歯牙にもかけず、書簡を巻いてしまった。そして自分の方から孔明へ返書をかき、すぐ使いの者に持たせて帰した。

　待ちかねていた孔明の手へやがて返書がとどいた。だが孔明は、一読するや否や、

「咄とつ。なんたる浅慮者あさはかものだろう」

　と、それを拳こぶしの中に握りつぶした。それでもまだ罵りきれないように、

「見よ汝孟達。そんな盲目にひとしい心構えでは、かならず司馬懿の手に死すであろう。……ああ、ぜひもない」と、暗涙をたたえたまま、しばし天井を仰いでいた。

「丞相、何をお歎きですか」

「馬謖ばしょくか。この手紙を見い。……孟達の書簡によれば、たとえ司馬懿が自分の新城へ襲よせてくるにしても、洛陽へ上って、任官の式を行い、それから出向いてくることゆえ、早くても一ヵ月の余はかかる。その間に守備は充分ととのうからご心配は無用と認したためてある。得々として、司馬懿仲達の如き何する者ぞと、ひとり暢気のんきに豪語をならべておるではないか。……もう駄目だ。もういかん」

「はて。なぜいけませんか」

「──ソノ備エザルヲ収オサメ、ソノ不意ニ出イヅ。これしきの兵法を活用できぬ仲達ではない。彼はおそらく洛陽に上のぼることを後とし、直線に宛城から孟達を衝くだろう。その日数は、ふたたび孟達へ、こちらから戒告の使いをやる暇よりは、ずっと速い。事すでに遅しだ──」
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　長嘆して──大事すでに去る──とはいったものの、孔明はなお諦あきらめかねたか、すぐまた、戒告の一書を封じて、

「昼夜馬を飛ばして行け」

　と、ふたたび新城へ使いを走らせておいた。

　ここに。

　郷里宛城えんじょうの田舎に引籠ひきこもっていた司馬懿しばい仲達は、退官ののちは、まったく閑居の好々爺こうこうやになりすまし、兄司馬師し、弟司馬昭しょうのふたりの息子あいてに、至極うららかに生活していた。この息子ふたりも、胆大たんだい智密、いずれも兵書を深く究きわめ、父の眼に見ても、末たのもしい好青年だった。

　きょうも二人して、父の書斎へ入ってきたが、父の顔いろが、どうもすぐれて見えない。そこで、弟の司馬昭がたずねた。

「お父上、何をふさいでいらっしゃるんです？」

「うーむ。何もふさいでやせんがな」

　仲達は、節の太い指を櫛くしにして、そのまばらな長髯ちょうぜんをしごいた。

　兄の司馬師が父の晴れない眉をうかがって云った。

「私には分っている。お父上のお胸にはいま鬱勃うつぼつたるものがわいているのだ」

「うるさいよ。お前たちに何がわかるもんではない」

「いいえ、きっとそうです。思うに、お父上は、天子からお招きがないのを嘆いておられるのでしょう」

「なんじゃ？」

　すると、弟の司馬昭も、

「それならば、くよくよする事はありませんよ。きっと来る。近いうちにきっとお召しが来る」

　と、大きな声で断言した。

　司馬懿は、刮目かつもくして、

「おおっ、わしの家からまたも、この麒麟児きりんじが生れ出たか」

　とわが子ながら見惚みとれて云った。

　それから幾日も経たないうちである。果たして、勅使が、この門を訪れた。

　もちろん司馬懿は、大命を拝受し、同時に一族、郎党を集めて、直ちに、檄げきを宛城諸道へ配布した。

　日頃、彼の名をしたい、彼の風ふうを望む者少なくない。郷関はたちまち軍馬でうずまる。しかも仲達は、その兵員が予定数に達することなどを悠々待ってはいなかった。

　その日から行軍を開始していたのである。募つのりに遅れた兵は、後からそれを追いかけて軍に投じた。だからその行軍は道を進んでゆけば行くほど軍勢を増大していた。なぜ、こう急いだか。──いえばそれには、重大原因がある。すでにして彼は田舎にいても魏蜀の戦況はつぶさにしていたし、また近頃、新城の孟達、叛意はんいの兆きざしある気ぶりを、ひそかに耳にしていたからである。

　それを司馬懿に密告してきたのは、金城の太守申儀しんぎの一家臣だった。孟達は、金城と上庸じょうようの両太守に、すでに秘事をうちあけて、洛陽攪乱こうらんの計をそろそろ画策し始めていたのであった。

　仲達は、重大視した。

　もしその謀略が成らんか、魏はいかに大国なりとも、内部から崩壊ほうかいせずにいられない。

　実に、彼が数日の懊悩おうのうは、そこに憂いがあったのである。退官以来かつてそんな憂鬱の色とてない父の日常に照らして、はやくもその原因と来るべき必然の機運を察知していた司馬家のふたり兄弟も、また父にまさるとも劣らぬ子だといわなければならない。

「未然これを知る。魏の国運、天子の洪福こうふく、ふたつながらまず目出度しというべきである。何にしても、もし今日、司馬一家が出なかったら、洛陽長安、一時に潰ついえたであろう」

　彼は、額ひたいをたたいて、この吉事に発したる軍隊であると称となえ、洛陽へは向わず、一路、新城へさして急いだ。

　息子たちは、少し案じて、

「お父上。いちど洛陽へ上って、親しく闕下けっかに伏し、正式の勅命を仰がなくてもよろしいのですか」

「よいのじゃよ。そんな遑いとまはない」

　と、彼らの父は答えた。司馬仲達の急ぎに急いでいた理由は、果たせるかな、孔明がおそれつつも予察していたところと、まったく合致がっちしていたのである。




洛陽らくように生色せいしょく還かえる
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　司馬懿しばい仲達軍のこのときの行軍は、二日行程の道のりを一日に進んで行ったというから、何にしても非常に迅速じんそくなものだったにちがいない。

　しかも仲達は、これに先だって、参軍の梁畿りょうきという者に命じ、数多の第五部隊を用いて、新城付近へ潜行させ、

「司馬懿の軍は、洛陽へのぼって、天子の勅をうけた後、孔明を打破ることになっている。このときに功を成し名を遂げんとする者は、募つのりに応じて、司馬軍につけ」と、云い触れさせた。

　もちろんこれは新城の孟達に油断をさせる謀略で、仲達の大軍は、その先触れのあとから一路新城へ急いでいた。

　途中、魏の右将軍徐晃じょこうが、国もとから長安へ赴くのとぶつかった。徐晃は、仲達に会見を求めて、

「いますでに、魏帝におかせられては、長安へ進発あらせ給い、曹真を督して、孔明を破らんとしておられるに、途々みちみちの風聞ふうぶんによれば、司馬都督には、洛陽へのぼるともっぱら沙汰いたしておるが、何故いま、帝みかどもおわさぬ都へわざわざお上りなさるのか」と、怪しんで訊ねた。

　仲達は、徐晃の耳へ口をよせて、

「沙汰は沙汰。それがしの急ぐ先は、ほかでもない、孟達の新城である」

　と、実を打ち明けた。

「さてこそ」と、徐晃は膝をたたいて、

「──さもあらば、それがしも貴軍に合して、往きがけの一働きを助勢つかまつりたいが」

　と、云い出した。

　希ねがってもないことであると、司馬懿しばいは彼に先鋒の一翼を委せた。

　すると、第五部隊の参軍梁畿りょうきから、

「かかる物が手に入りました」

　と、孔明から孟達へ送った意見書の盗み写したものを送付してきた。

　それを見ると仲達は、愕然がくぜんたる態をなして、

「危うし危うし。もし孟達が孔明の戒いましめに柔順であったら、事すべてが水泡すいほうに帰するであろう。まことや能者は坐して千里の先を観るという。わが玄機はすでに孔明にさとられておる。一刻も疾とく急がねば相成るまい」

　司馬師、司馬昭の二子をも励まして、さらに行軍へ拍車をかけ、ほとんど、昼夜もわかたず急ぎに急いだ。

　こういう情勢にありながらなお、少しもそれを覚らずにいたのは新城の孟達であった。

　金城の太守申儀しんぎや、上庸じょうようの申耽しんたんなどに、大事を打ち明けて、

「不日、孔明に合流せん」と、密盟をむすんでいたその事に安心して、実は申儀も申耽も、腹を合わせて、魏軍が城下へ来たら突如としてそれに内応し、孟達に一泡ふかせてくれん──としているものとは夢にも気づかずにいたのである。

「司馬懿は、洛陽へ出ずに、長安へ向うようです」

　新城の諜者ちょうじゃは、各地で耳へ入れてきた情報を、いちいち孟達へ報じていた。

「初めは、洛陽へ上ると触れていましたが、途中、徐晃じょこうの勢に出あい、魏帝がいま都にいないのを知って、次の日からは、道をかえて、長安へ進んでおるようです」

　そういう詳報も入った。

　孟達は聞くごとによろこんで、

「万端、こちらの思うつぼだ。いでや日を期して、洛陽へ攻め入らん」

　と、上庸じょうようの申耽しんたんと、金城の申儀へその旨を早馬でいい送り、何月何日、軍議をさだめ即日大事の一挙に赴かん──と、つぶさに諜しめし合わせにやった。

　ところが、一と朝。

　まだその日の来ないうちにである。暁闇をやぶって、城下の一方から旺さかんなる金鼓のひびきが寝ざめを驚かせた。何事かと、仰天して、物の具をまとうや否や、孟達は城のやぐらへ駈けのぼった。見れば、暁風あざやかに魏の右将軍徐晃の旗が壕ほり近くに見えたので、

「や、や、いつの間に」

　と、弓をとって、その旗の下に見える大将へひょうと一矢を射た。

　何たる武運の拙つたなさ。

　徐晃は、この朝、攻めに先だって、真額まびたいを射ぬかれ、馬からどうと落ちてしまった。
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　緒戦の第一歩に、大将を失った徐晃軍は、急襲してきたその勢いを、いちどに怯ひるませて、先鋒の全兵みな、わあと、浮き足たった。

　城のやぐらからそれを眺めた孟達は、いささか勇気を持ち返して、

「わが大事は、露顕ろけんしたらしいが、射手の勢ぜいは、多寡たかの知れた人数。しかも大将徐晃はただ一と矢に射止めた。蹴ちらす間には、やがて金城、上庸じょうようの援軍も来る。衆みな門を出て、怯ひるみ立った寄手どもを一兵のこらず屠ほふってしまえ」と、金城へ急命を出した。

　城兵は各門から突出して、魏兵を追いくずした。孟達も馬をすすめ、

「あな快こころよや」と、敵勢を薙なぎ伏せ、蹴ちらして、果てなく追撃を加えた。

　しかし追えば追うほど、敵兵の密度は増し、濛々の戦塵とともに敵陣はますます重厚を加えてくる。──はてな？ と孟達がふと後ろを見ると、何ぞはからん、翩翻へんぽんとして千軍万馬のうえに押し揉まれている大旗を見れば、「司馬懿しばい」の三文字が金繍きんしゅうの布ぬのに黒々と縫い表わされてあるではないか。

「しまった。徐晃勢だけではなかったか」

　あわてて引っ返しにかかった時は、彼の率いていた軍容は全く隊伍をみだしていた。あまつさえ、彼が自分の城へ帰って、そこの城門へ向って烈しく、

「はやく開けろ」と、呼ばわると、おうと答えて、門扉を押し開き、どっと突出して来たのは、申耽しんたん、申儀の二軍だった。

「反賊、運のつきだぞ」

「こころよく天誅てんちゅうをうけろ」

　猛然、迫ってきたものこそ、まさに味方とたのんでいたその二人にまぎれもない。

　孟達は仰天して、

「人ちがいするな」と呶鳴ったが、申耽、申儀の二将は、大いにあざ笑って、

「汝こそ、戸まどいして、これに帰って来る愚を醒さませ。あれみろ、城頭高くひるがえっているのは、蜀の旗か、魏の旗か、冥途めいどのみやげによく見てゆけ」と罵った。

　その城頭からは、李輔りほ、鄧賢とうけんなどという魏将が雨あられと、矢を放っていた。

　孟達は、きたなくもまた、逃げ奔ったが、申耽に追いつかれて、武将のもっとも恥とする後ろ袈裟げさの一刀を浴びて叫絶一声、ついに馬蹄の下の鬼と化してしまった。

　司馬懿しばいは、降兵を収め、味方をととのえ、一日にして勝ちを制し、一鼓こ六足そく、堂々と新城へ入った。

　孟達の首は洛陽へ送られた。

　司馬懿は、李輔と鄧賢に新城を守らせ、申耽、申儀の軍勢をあわせて、さらに長安へ向っていそいだ。

　孟達の首が洛陽の市に曝さらされて、その罪状と戦況が知れわたるや、蜀軍来らいにおびえていた洛陽の民は、にわかな春の訪れに会ったように、

「司馬懿が起たった」

「司馬仲達がふたたび魏軍を指揮するそうな」

　と、その生色をよみがえらせた。

　すでに長安まで行幸していた魏帝曹叡そうえいは、ここに司馬懿を待ち、彼のすがたを行宮あんぐうに見るや、玉座ちかく召しよせて、

「司馬懿なるか。かつて汝をしりぞけて郷里にわびしく過ごさせたのは、まったく朕ちんの不明が敵の謀略にのせられたものに依る。いまふかくそれを悔ゆ。汝また、うらみともせず、よく魏の急に駈けつけて、しかもすでに孟達の叛逆をその途とに打つ。──もし汝の起つなかりせば、魏の両京は一時にやぶれ去ったかもしれぬ。嘉うれしく思うぞ」

　と、優渥ゆうあくなる詔みことのりを降した。

　司馬懿は、感泣して、

「勅命をもうけず、早々、途上において戦端をひらき、僭上せんじょうの罪かろからずと、ひそかに恐懼きょうくしておりましたのに、もったいない御諚をたまわり、臣は身のおくところも存じませぬ」

　と、ひれ伏した。帝は、

「否、否。疾風の計、迅雷の天撃。いにしえの孫呉にも勝るものである。兵は機を尊ぶ。以後、事の急なる時は、朕に告ぐるまでもない。よろしく卿けいの一存において料はかれ」

　と、破格にもまた前例なき特権をあたえ、かつ、金斧きんぷ、金鉞きんえつ一対ついを賜わった。




高楼弾琴こうろうだんきん
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　魏の大陣容はととのった。

　辛毘しんび、あざなは佐治さじ、これは潁州えいしゅう陽翟ようてきの生れ、大才の聞え夙つとにたかく、いまや魏主曹叡の軍師として、つねに帝座まぢかく奉侍している。

　孫礼、字あざなは徳達は、護軍の大将として早くより戦場にある曹真の大軍へ、さらに、五万の精兵を加えて、その力をたすけ、また司馬懿しばい仲達は、総兵力二十万を、長安の関から外に押し並べて、扇形陣せんけいじんを展開した。壮観、実に眼もくらむばかりである。

　仲達軍の先鋒に大将として薦おされた者は、河南の張郃ちょうこう、あざなは雋義しゅんぎ、これは仲達から特に帝へ直奏して、

「張郃ちょうこうを用いたいと思います」

　と嘱望して、自軍へ乞いうけた良将である。その張郃を、帷幕へ招いて、仲達は、

「いたずらに敵をたたえるわけではないが、この仲達の観るかぎりにおいて、孔明はたしかに蓋世がいせいの英雄、当今の第一人者、これを破るは実に容易でない」

　と、今次の大戦を前に、心からそう語って、さてそのあとで云った。

「──もし自分が孔明の立場にあって、魏へ攻め入るとすれば、この地方は山谷険難さんこくけんなん、それを縫う十余条の道あるのみゆえ、まず子午谷しごこくから長安へ入る作戦をとるであろう。──だがじゃ、孔明はおそらく、それを為すまい。なぜならば従来の戦争ぶりを見ると、彼の用兵は実に慎みぶかい。いかなる場合も、絶対に負けない不敗の地をとって戦っておる」

　彼の言は、孔明の心を、掌てのひらにのせて解説するようだった。英雄、英雄を知るものかと、張郃は聞き恍ほれていた。

「──察するに、彼は斜谷やこく（郿県びけんの西南三十里・斜谷関）へ出て、郿城びじょう（陝西省・郡県）を抑え、それより兵をわけて、箕谷きこく（府下城県の北二十里）に向うであろう。──で、わが対策としては、檄げきをとばして、曹真の手勢に一刻も早く郿城びじょうのまもりを固めさせ、一面箕谷の路には奇兵を埋伏まいふくして、彼がこれへ伸びてくるのを破砕し去ることが肝要だ」

「そして、都督のご行動は」

「秘中の秘だが」と声をひそめ、

「秦嶺しんれいの西に街亭がいていという一高地がある。かたわらの一城を列柳城れつりゅうじょうという。この一山一城こそまさに漢中の咽喉のどにあたるもの。──さはいえ孔明は曹真がさして炯眼けいがんならざるを察して、おそらくまだそこまで兵をまわしておるまい。……のう張郃。ご辺とわしとは、一方急に進んで、そこを衝くのじゃよ。なんと愉快ではないか」

「ああ。神謀です。たしかにそれは一刃じん敵の肺腑はいふをえぐるものでしょう」

「街亭をとれば、孔明も漢中へ退くしかない。兵糧運送の途みちはここに絶えるでな」

「隴西ろうせいの諸郡も、食を断たれては、崩壊退却のほかありますまい。実に都督の好計、たれかよく思い及びましょう」

「──いやいや、計はかりごとだけを聞いて、そうにわかによろこぶなかれじゃ。あいては諸葛しょかつ孔明であるぞ。孟達などの類とは大いに違う。ゆめ、軽々しくすな」

「かしこまりました」

「一里進まば、十里の先に物見を出し、十里進まば、敵の伏兵を勘考し、胆大頭密たんだいずみつに、よくよく臍ほぞをすえてゆけよ」

「仰せまでもございません」

「さらば、支度をなせ」と、彼を先鋒へ返してから、仲達は祐筆ゆうひつに命じて、檄をしたためさせ、これを曹真の本陣へ告げて、作戦方針を示し、かたがた、

「孔明の誘いに吊られて、めったに動き給うな」とかたく戒めた。

　祁山きざん（甘粛省・鞏昌きょうしょう附近）一帯の山岳曠野を魏、蜀天下の分け目の境として、まさにその第一期戦はここに展開されようとしている。

　この地形、この広大な天地は、まさに孔明のほうから選んで取った戦場である。この大会戦に先んじて、蜀軍がまず地理的優位を占めていたことはいうまでもない。

　新城陥落の一報は、孔明の心に、一抹まつの悲調を投げかけた。彼はその報をうけた時、左右の者へいった。

「孟達の死ははや惜しむに足らない。けれど、司馬懿しばいがかく早く大軍をそろえて来たからには、街亭の一路が案じられる。彼は、直ちに街亭へ眼をつけるであろう。街亭は我が咽喉のどに等ひとしい。一日の猶予もならん。誰かをして、早速これを守らせねばならぬ……」
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　誰をか向けん──と孔明の眼は諸将を見まわして物色しているもののようだった。

　と、その面おもてを仰いで、参軍の馬謖ばしょくが、傍らから身をすすめ、

「丞相。それがしをお差し向け下さい」と、懇願した。

「……？」

　孔明は馬謖を顧みたが、初めはほとんど意中に置かないような容子であった。しかし馬謖はなお熱心に希望してやまない。──たとえ敵の司馬懿や張郃ちょうこうがいかほど世に並びなき名将であろうと、自分も多年兵法を学び、わけて年も弱冠の域をこえ、なお何らの功を持たないでは世に対しても恥かしいと云い、

「量はかるに、街亭一つ守り得ないくらいなら、将来、武門に伍して、何の用に足りましょう。どうか自分を派遣して下さい」

　と、多少日頃の親しみにも甘え、ほとんど縋すがらんばかり熱望をくりかえした。

　馬謖は孔明を父とも慕い師とも敬うやまっていた。孔明もまた慈父のごとく彼の成長を多年ながめてきたものである。

　もともと馬謖は、夷族いぞくの役えきに戦死した馬良の幼弟だった。馬良と孔明とは、刎頸ふんけいの交まじわりがあったので、その遺族はみな引き取って懇ねんごろに世話していたが、とりわけ馬謖の才器を彼はいたく鍾愛しょうあいしていた。

　故玄徳は、かつて孔明に、

（この子、才器に過ぐ、重機に用うるなかれ）といったが、孔明の愛は、いつかその言葉すら忘れていた程だった。そして長ずるや馬謖の才能はいよいよ若々しき煥発かんぱつを示し、軍計、兵略、解せざるはなく、孔明門第一の俊才たることは自他ともにゆるす程になってきたので、やがての大成を心ひそかに楽しみと見ているような孔明の気持だったのである。

　──で今。

　その馬謖ばしょくからせがまれるような懇望を聞くと、彼は丞相たる心の一面では、まだちと若いとも思い、まだ重任過ぎるとも考えられたのであるが、苦しい戦と強敵にめぐり合わせるのもまた、この将来ある人材の鍛錬であり大成への段階であろうとも思い直し、その機微な心理のあいだに、自己の小愛がふとうごいていたことは、さしもの彼も深く反省してみるいとまもなく、つい、

「行くか」

　と云ってしまったのである。

　馬謖は、華やかな血色を顔にうごかして、言下にすぐ、「行きます」と答え、

「──もし過ちがあったら私はいうに及ばず、一門眷属けんぞく、軍罰に処さるるも、決しておうらみ仕りません」と、きおいきって誓った。

「陣中に戯言ぎげんなし──であるぞ」と、孔明は重々しく念を押して、かつかさねた。

「敵の司馬懿しばいといい、副将張郃ちょうこうといい、決して等閑とうかんの輩やからではない。心して誤るなよ」

　と、くれぐれも戒めた。

　また牙門がもん将軍王平に向い、

「ご辺は平生もよく事を謹んで、いやしくも軽忽けいこつの士でないことを自分も知っておる。その故にいま馬謖の副将として特に副そえて差向ける。必ず街亭の要地を善守せよ」と、いいつけた。

　さらになお孔明は入念だった。すなわち要道の咽喉いんこうたる街亭附近の地図をひろげ、地形陣取りの法をくわしく説き、決して、進んで長安を攻めとると考えるな。この緊要の地を抑えて、ひとりの敵の往来も漏らさぬことが、長安を取る第一義になることである──と、噛んでふくめる如く教えた。

「分りました。尊命にたがわず死守いたします」

　馬謖は、副将王平と共に、二万余の兵力を与えられて、街亭へ急いだ。

　それを見送って、一日おくと孔明はまた、高翔こうしょうをよんで、一万騎をさずけ、

「街亭の東北、その麓ふもとのかたに、列柳城れつりゅうじょうという地がある。ご辺もそこへ進んで、もし街亭の危うきを見ば、すぐ兵つわものをあげて、馬謖をたすけよ」と、命じた。

　孔明にはなおどこやら安心し切れないものがあったのである。軍の大機を処す際に、ふとかすかにでも「私」の情がそれへ介在したことを、彼自ら今は意識してそこに安んぜぬものを抱いているやに思われる。




三



　街亭の要地を重視する孔明の用意は、それでもなお足らぬものを覚えたか、彼はさらに魏延を後詰ごづめとして出発させ、また趙雲、鄧芝とうしの二軍をもそこの掩護として、箕谷きこく方面へ急派した。

　そして彼自身の本軍は、姜維きょういを先鋒として、斜谷やこくから郿城びじょうへ向った。まず郿城を取って、一路長安への進攻路を切り拓かんとする態勢なることはいうまでもない。

　一方。馬謖ばしょくは街亭に着くと、すぐ地勢を視察して廻ったが、大いに笑って、

「どうも丞相はすこし大事をとり過ぎる。山といっても大した山ではないし、やっと人の通れるほどな樵夫道そまみちが幾つかあるに過ぎないこの街亭などへ、なんで魏が大軍を傾けて来るものか。由来、丞相の作戦はいつでも念入りの度が過ぎて、かえって味方に疑いを起さしめる」

　そして山上へ陣構えをいいつけたので、副将王平はきびしく戒いましめた。

「丞相の令し給えるご主旨は、山の細道の総口を塞ふさぎ、そこを遮断するにありましょう。もし山上に陣取るときは、魏軍に麓ふもとを囲まれて、その使命を果しきれますまい」

「それは婦女子の見けんで、大丈夫の採るところでない。この山低しといえど、三方は絶地の断崖。もし魏の勢来らば、引き寄せて討つには持ってこいの天嶮だ」

「丞相は大いに勝てとは命ぜられませんでした」

「みだりに舌の根をうごかすのはよして貰いたい。孫子もいっておる。──是ヲ死地ニ置イテ而シカシテ後ノチ生イク──と。それがしは幼より兵法を学び、丞相すら事にあたっては計はかりごとをこの馬謖に相談されておるのだ。だまって我が命令のようにすればよい」

「では、あなたは山上に陣をお構えなさい。てまえは五千騎をわかち、別に麓に陣取って、掎角きかくの勢いに備えますから」

　馬謖は露骨に不愉快な色を示した。大将の威厳を傷つけられた気がしたのだ。その反面の心理には特に選ばれて主将となって来たことや、日頃から孔明の寵ちょうをうけているという気分が満々と若い胸にあった。壮気というべきみえ、衒気げんき、自負があった。

　着陣早々、主将副将が、議論に時を移しているまに、早くも近郡の百姓たちが、この地方を逃散しながら、

「魏軍が来る。魏軍が来る」と、告げて行った。

　すわや。──猶予はできない。

　馬謖は、自説を固持して、

「山上へ陣取れ」

　と、指揮を発し、自身また、街亭の絶頂へのぼった。

　王平は手勢五千をひきい、頑として麓に陣した。その二人の布陣をくわしく絵図に写し、早馬をもって、

（直接のご命令を仰ぎたい）と、孔明のところへ訴えた。

　馬謖は、布陣を終って、

「王平の奴、遂におれの指図に従わんな。凱旋がいせんの後は、丞相の前へ出で、彼の僭上せんじょうと軍律にそむくの罪をきっと問わねばならん」と、麓を見て切歯していた。

　翌日、また翌日。

　ひきつづいて味方の高翔こうしょうや魏延ぎえんなどが、列柳城れつりゅうじょう付近からこの街亭のうしろへも後詰して、陰に陽に、ここを援け、魏軍を牽制けんせいしつつあると聞えたので、彼はなお大磐石だいばんじゃくをすえているここちをもって、

「魏勢が押し寄せてきたら、逆落さかおとしに一撃を喰らわせん」

　と、百万軍も呑むような概をもって待ちうけていた。

　このとき魏の司馬懿しばい仲達の考えでは、まだ街亭には、蜀軍は一兵も来ていまいと観ていたのだった。

　ところが先発した司馬昭が、先陣の張郃ちょうこうに会って、すでに街亭には、蜀旗翩翻へんぽんたるものがあると聞かされ、

「それでは、自分の一存で、うかと手出しはできない」

　と、急遽引っ返して、父の仲達に、その趣を話した。

「ああ、さすがは孔明。──神眼。迅速。……もう遅かったか」

　仲達は非常におどろいて、しばし茫然としていた。
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　司馬懿はその本陣をややうごかして、街亭、箕谷きこく、斜谷やこくの三面に遺漏なき触覚をはたらかせた。

「ひそかに来いよ」

　一夜、彼はわずか十騎ほど連れて、前線へ微行した。

　月明を利して、ひそかに敵近き四山を巡り、やがて一高地から蜀の陣容を望んで、

「こは何事だ」と一瞬、唖然あぜんとした後、左右をかえりみて、

「有難し有難し。天の助けか、蜀は絶地に陣をとり、自みずから敗北を待っている」

　と語り、本陣へ帰るやいな、帷幕いばくの参軍たちを呼び集めて、

「街亭を守る蜀の大将はいったい誰か」と、訊ねた。

　そして、馬謖なりと聞くと、彼はわらって、

「千慮の一失ということはあるが、孔明にも、人の用い方に過あやまることもあるか。山を守っている、蜀の大将はまさしく愚物だ。一鼓こして破ることができよう」

　と、よろこび斜めならずだった。

　彼は、張郃に命じて、

「山の西、十里の麓に、蜀の一陣がある。汝は、それへ攻めかかれ。われは申耽しんたん、申儀しんぎのふた手を指揮し、山上の命脈を、たち切るであろう」といった。

　仲達が「山上の命脈」と見たものは、実に、軍中になくてはならぬ「水」であった。

　その水を、山上の蜀軍は、山の下から兵に汲ませていたのである。魏の張郃は、仲達の旨をうけて、次の日の早天に、兵をひいて、王平軍の孤立を計った。すなわち山上の軍との聯絡を遮断しゃだんし、同時に、魏軍が山上兵の水を汲みに通う通路を断つ行動に対して、妨害に出ることができぬように、その途中を切り取ったのであった。

　須臾しゅゆの後。

　司馬懿しばいはみずから魏の大軍を引率して、街亭山麓を十重二十重にとりまいてしまった。そのあいだ、鬨ときの声と金鼓の音は雲をうごかし、地をふるわせた。

　山上の馬謖ばしょくは、

「紅くれないの旗がうごくと見たら、いちどにかかって攀よじのぼる魏兵をみなごろしになせ」

　と、麓をのぞんで、有利の地を占め、必勝の概、天を衝くものがあったが、何ぞはからん、魏軍は喊声鼓雷かんせいこらいのみあげて、山上へ攻め登っては来なかった。

「怯ひるんだとみえる。この上はわれから攻め下って、微塵みじんになせ」

　何しても馬謖は功に逸はやりきっていた。小道小道から逆落しに駈け下り、彼自身は、魏の大将の首二つを獲て山上へもどった。多数の味方は序戦に勝ったが、帰路は精を限きらし、また山道を登るので、追撃の新手におびただしく討たれた。

　しかも馬謖は、

「きょうの戦は勝っている」

　と、目前の勝負にとらわれていたが、たちまちその夜から水に窮した。

「なに、水の手を断たれた？」

　愕然、気づいたときは、時すでに遅く、以来、奪回をはかる度に、ほとんど算なきまでの損害をくり返した。日を経るに従って、山上の軍馬は渇かつに苦しみ出した。炊かしぐに水もない有様で兵糧すら生か火食のほかなく、意地わるく待てど待てど雨もふらない。そのうちに、

「水を汲みにゆく」と称しては、暗夜、山を降りてゆく兵は、みな帰らなかった。討たれたのかと思うと、続々、魏へ投降したものとわかった。

　ついには、大量の兵が一団となって、魏へ降り、山上の困憊こんぱいは司馬懿の知るところとなった。

「時分はよし。かかれ」

　魏は総攻撃を開始した。

「のがれぬところ」

　と、馬謖もいまは覚悟して、西南の一路からどっと下りた。司馬懿はわざと道をひらいてこの窮鼠軍きゅうそぐんを通したが、その大兵が山を離れるや初めて袋づつみとして殲滅せんめつにかかった。街亭の後詰にあった魏延ぎえん、高翔こうしょうは、すわと、五十里先から援けにきたが、その途中には、司馬昭の伏兵があり、また一面には蜀の王平も現われ、ここに蜀魏入り乱れての大混戦が展開されて、文字通り卍巴まんじともえの戦いとなった。いずれが勝ち、いずれが負けやら戦雲漠々、終日わからない程だった。
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　街亭の激戦は、帰するところ、蜀の大敗に終った。

　ふもとに陣した王平、後詰していた魏延、列柳城まで出ていた高翔こうしょうなど、一斉に奮い出て、馬謖ばしょくの軍を援けたが、いかんせん、馬謖軍そのものの本体が、十数日のあいだ、山上にあって水断ちの苦計にあい、兵馬ともにまったく疲れはてていたので、これは戦力もなく、ただ潰乱混走かいらんこんそうして、魏軍の包囲下に手頃な餌食えじきとなってしまった。

　しかし、野にかけ山へわたって、戦火は三日三夜のあいだ赤々と燃えひろがっていた。魏延が馬謖の救出にうごくことも察知していた司馬懿は、司馬昭に命じて、その横を衝き、張郃ちょうこうはおびただしい奇兵を駆って、

「蜀の名だたる大将首を」と、これもその大包囲鉄環のうちにとらえんとしたが、王平軍、高翔軍の側面からの援けもあって、遂に意を達するにいたらなかった。

　しかし魏延の軍も大損害をうけたし、王平軍もまた創痍そうい満身の敗れ方だった。四日目の朝、やっと敗残の兵をまとめて、

「この上は、列柳城へ集まって、善後の処置を図ろう」

　という高翔の意見にまかせて、そこへ急いだ。

　ところが、またまた、その途中で測らざる新手の敵に遭遇してしまった。──曹真の副都督郭淮かくわいの軍隊だった。

　郭淮は、大都督曹真とともに祁山きざんの前に陣し、孔明の本軍と対峙していたが、街亭陥おつとの報せを聞いて、

（司馬懿ひとりの功にさせるは癪しゃくだ）

　と、いうような卑劣な気持から、にわかに列柳城を取りにきたものだった。魏延や高翔は、

「この新手と戦うのは自殺するも同じである」

　となして、急に道をかえて、陽平関へ走り、一まずそこを守っていた。郭淮かくわいはそれを知って、難なく列柳城へ入れるものと思い、城下まで来ると、城頭から爆煙石砲の音をあげ、おびただしい旗がうごくのを見た。

「や、まだ蜀軍がいるのか」

　と、よく見ると、みな魏旗であり、一きわ目立つ紅くれないの大旗には、金繍きんしゅうの文字あざやかに、平西へいせい都督驃騎ひょうき将軍司馬懿しばいと読まれた。

「郭淮。何しに見えられたか」

　と、その辺りから声がするのでよく見ると、まぎれもない司馬懿仲達が、櫓やぐらの高欄こうらんに倚って、疎髯そぜんを風になぶらせながら、呵か々かと大笑しているではないか。

　郭淮は大いに驚き、心ひそかに、われ到底この人に及ばずと、内に入って対面を遂げ、心服をあらわして敬拝した。

「街亭の破れた上は、孔明も逃げ走るほかないであろう。貴下はすみやかに貴下の軍勢をもって孔明を追い崩し給え」

　仲達の言葉に、郭淮は唯々諾々いいだくだくふたたび城を出た。つづいて彼は麾下きかの張郃を招いて云った。

「敵の魏延ぎえん、王平の徒は、敗軍をひいて、陽平関を守るであろうが、それに釣られて、軽々しく追い攻めをかけると、たちまち孔明が後を取って、大勢の挽回を計るにちがいない。兵法にも──帰ル師イクサヲ掩オオウコト勿ナカレ、窮キワマル寇アダヲ追ウ勿レ──と戒めている。故に、われはかえって今、小路から蜀勢のうしろへ廻ろう。ご辺は山路を経て箕谷きこくへすすめ、そして蜀軍が滔々とうとうと崩れ立っても、これを全滅せんなどと急に追うな。武器、兵糧、馬、物具などを収めて、駸々しんしんと斜谷やこくを取りひろげ、やがて西城を占領して後、さらに次の作戦に入ろう。──西城は山間の小県ではあるが、あれには蜀の兵糧が蓄えてあるに相違ない。遠征流浪の蜀軍から糧食をとりあげてしまえば、彼らの敗退は必然的で、敢えて、わが軍が多くの犠牲をはらう必要もない」

　張郃ちょうこうは、命をうけて、おびただしい魏兵を箕谷きこくへ率いて行った。

　申耽しんたん、申儀しんぎのふたりを、列柳城にとどめて、司馬懿しばい自身も前進した。

　彼の戦法は、勝てば勝つほど、堅実を加えていた。

　この頃、孔明の立場と、その胸中の遺憾いかんはどうであったろうか。いや、それより前に、王平の急使が街亭の布陣の模様を、書簡と共に図面として添えてきたので、彼は一見するとともに、

「あっ。馬謖ばしょくのばか者」

　と、はたとばかり当惑の眉をひそめたのであった。




六



「あれほど申し含めたのに」

　と、事に悔いぬ孔明も、このときばかりは、

「馬謖匹夫ひっぷ。ついにわが軍を求めて陥穽かんせいに陥おちいらしめたか──」

　と、惨涙独語して、その下唇を血のにじむほど噛みしめていた。

　長史楊儀ようぎは、まだかつて見たこともない孔明の無念そうな容子に、畏おそる畏る、

「何をそのように悵嘆ちょうたんなされますか」

　と、慰める気で訊ねた。

「これを見よ」と、王平の書簡と、布陣図を投げてやって、

「若輩じゃくはい馬謖めは、要道の守りをすてて、わざわざ山上の危地に陣取ってしまった。何たる愚だ。魏軍が麓を取巻いて水の手を切り取ったらそれまでではないか。いくら若いにせよ、こうまで浅慮者とは思わなかった」

「いや、それならば直ちに、私が参って、丞相の命令なりと、急いで布陣を変えましょう」

「さ。──それが間にあえばよいが。──敵は司馬懿しばい仲達、おそらくは」

「でも、昼夜を通して急げば」

　と、楊儀が、軍をととのえているまに、すでに早馬また早馬が殺到し、街亭の敗れ、列柳城の喪失をつづいて告げた。

　孔明は天を仰いで痛哭つうこくした。

「──大事去れり矣。ああ、大事去る」

　と、そして、一言、

「わが過ちであった！」と、ひとり叫んだ。

「関興やある。張苞ちょうほうやある」

　あわただしく呼ばれて、二将は孔明のまえに立った。

「何事ですか」

「各〻、三千騎をひきい、武功山の小路こみちに拠よれ。魏軍を見ても、これを討つな。ただ鼓こを轟とどろかせ喊声かんせいを張れ。敵おのずから走るであろうが、なお追うな、また討つな。そしていよいよ敵の影なきを見とどけた後、陽平関へ入れ。陽平関へ」

「承知いたしました」

　孔明はつづいて、

「張翼、来れ」

　と、帷幕いばくへよびつけ、汝は一軍を引率して、剣閣けんかく（陝西せんせい・甘粛かんしゅくの省界）の道なき山に道を作れと命じ、悲調な語気で、

「──われこれより回かえらん」と、いった。

　彼はすでに総退却のほかなきを覚ったのである。密々、触れをまわして引揚げの準備をさせ、一面、馬岱ばたいと姜維きょういのふた手を殿軍しんがりに選び、

「そち達は、山間やまあいに潜み、敵来らば防ぎ、逃げつづいて来る味方を容れ、その後、頃を測って引揚げよ」

　と、悲痛な面おもてで云い渡した。

　また、馬忠の一軍には、

「曹真の陣を横ざまに攻め立てておれ。彼はその気勢に怖れて、よもや圧倒的な行動には出てきまい。……その間に、われは人を派して、天水、南安、安定の三郡の軍官民のすべてをほかへ移し、それを漢中へ入れるであろう」

　退却の手筈はここに調ととのった。

　かくて孔明自身は、五千余騎をつれ、真先に、西城県へ行った。そしてそこに蓄えてある兵糧をどしどし漢中へ移送していると、たちまち、報ずる者あって、

「たいへんです。司馬懿しばいみずから、およそ十五万の大軍をひきい、真直ぐにこれへ襲よせてくる様子です」と、声を大にして伝えた。

　孔明は愕然と色をうしなった。──左右をかえりみるに、力とたのむ大将の主なる者はほとんど諸方へ分けてこれという者もいない。残っているのはみな文官ばかりである。

　のみならず、さきに従えてきた五千余の兵力も、その半分は、兵糧移送の輜重しちょうにつけて、漢中へ先発させ、西城県の小城のうち、見わたせば、寥々りょうりょうたる兵力しか数えられなかった。

「魏の大軍が、雲霞うんかのように見えた。あれよ、麓から三道に潮うしおのごとく見えるものすべて魏の兵、魏の旗だ。……」

　城兵はうろたえるというよりは、むしろ呆あきれて、人心地もなく、顔の血も去喪きょそうしてただふるえていた。

「ああ、寄せも寄せたり。揃えも揃えたり。なんと、おびただしくも物々しい魏の軍立てよ」

　孔明は、櫓やぐらに立って、敵ながら見事と、寄手の潮を眺めていた。




七



　この小城、この寡兵かへい。

　いかに防げばとて、戦えばとて、眼にあまる魏の大軍に対しては、海嘯つなみの前の土塀ほどな支えもおぼつかない。

　孔明は櫓の高楼から身を臨ませて、喪心狼狽そうしんろうばい、墓場の風のごとく去喪している城兵に向って、こう凛りんと、命を下した。

「四門を開けよ。開け放て。──門々には、水を打ち、篝かがりを明々あかあかと焚き、貴人を迎えるごとく清掃せよ」

　そしてまた、いちだん声たかく、

「みだりに立騒ぐ者は斬らん。整々粛々、旗をそろえよ。部署部署、旗の下をうごくなかれ。静かなること林のごとくあれ。──門ごとの守りの兵は、わけて長閑のどかに団欒まどいして、敵近づくも居眠るがごとくしてあれ」

　命を終ると、彼は、日頃いただいている綸巾りんきんを華陽巾かようきんにあらため、また衣も新しき鶴氅かくしょうに着かえて、

「琴を持て」

　と、ふたりの童子を従えて、櫓の一番上へのぼって行った。

　そして高楼の四障も開け払い、香を燻たき、琴をすえて端然と坐した。

　はやくも、ひたひたと襲よせてきた魏の先陣は、遠くこれを望見して、怪しみ疑い、直ちに、中軍の司馬懿しばいに様子を訴えた。

「なに。琴を弾ひいている？」

　仲達は信じなかった。

　自身、馬をとばして、先陣へ臨み、近々と城の下まで来て眺めた。

「おお。……諸葛亮しょかつりょう」

　仰ぐと、高楼の一層、月あかるき処、香こうを燻たき、琴を調べ、従容しょうようとして、独り笑えめるかのような人影がある。まさに孔明その人にちがいない。

　清麗な琴の音は、風に遊んで欄らんをめぐり、夜空の月に吹かれては、また満地の兵の耳へ、露のごとくこぼれてきた。

「……？」

　司馬懿しばい仲達は、なぜともなく、ぶるぶると身を慄わせた。

　──いざ、通られよ。

　と誰か迎え出ぬばかり目の前の城門は八文字に開放されてあるではないか。

　しかもそこここと水を打って清掃してあるあたり、篝かがりの火も清らかに、門を守る兵までが、膝を組み合ってみな居眠っている様子である。

　彼は、やにわに、

「──退ひけっ。退けっ」

　と先陣の上に鞭を振った。

　驚いて、次男の司馬昭が云った。

「父上、父上。──敵の詭計きけいに相違ありません。何で退けと仰せられますか」

「否々」

　司馬懿はつよくかぶりを振った。

「四門を開き、あの態ていたらくは、我を怒らせ、我を誘い入れんの計と思われる。迂濶うかつすな。相手は諸葛亮。──測り難し測り難し、退くに如しくはない」

　遂に魏の大軍は夜どおし続々と引き退いてしまった。

　孔明は手を打って笑った。

「さしもの司馬懿も、まんまと自己の智に負けた。もし十五万の彼の兵が城に入ってきたら、一琴きんの力何かせん。天佑てんゆう、天佑」

　且つなお部下へいった。

「城兵わずか二千、もし恐れて逃げ走っていたら、今頃はもう生擒いけどられていたであろう。──さるを司馬懿は今頃、ここを退いて道を北山ほくざんに取っているにちがいないから、かねて伏せておいた我が関興、張苞ちょうほうらの軍に襲われ、痛い目に遭うているにちがいない」

　彼は即時、西城を出て、漢中へ移って行った。西城の官民も、徳を慕って、あらかた漢中へ去った。

　孔明の先見にたがわず、司馬懿軍は北山の峡谷きょうこくにかかるや蜀の伏勢に襲撃された。ここで一勝を博した関興と張苞は、敢えて追わず、ただ敵が捨て去ったおびただしい兵器糧食を収めて漢中へいそいだ。

　また祁山きざんの前面にあった曹真の魏本軍も、孔明ついに奔ると聞くや、にわかに揺るぎだして追撃にかかろうとしたが、馬岱ばたい、姜維きょういの二軍に待たれて、これも強したたか不意を討たれた。

　その折、魏は大将陳造ちんぞうを失った。




八



　漢中に入ると、孔明はすぐ伝令を派して、箕谷きこくの山中にある趙雲ちょううんと鄧芝とうしへ、

「予は、つつがなく漢中へ退いた。殿軍しんがりの労を謝す。卿けいらまたつつがなく此処に来らんことを祈る」と、云い送った。

　ここは国境第一の嶮路けんろである。加うるに友軍はみな漢中へ退いて、いわば掩護えんごのために、山中の孤軍となった二将であったが、趙雲子龍はさすがに千軍万馬の老将、おもむろに退却の準備にかかった。

　まず、鄧芝とうしの軍を先発させ、彼はとどまって谷のうちに潜んだ。魏の副都督郭淮かくわいは、

「祁山きざんの捨て児が退ひきだしたぞ。ひとりも漢中へかえすな」と、猛然追撃にかかり、部下の将、蘇顒そぎょうをして、軽騎三千ばかりひきい、さしもの細道を、飛ぶが如くいそがせた。

「趙雲はここにおる。来れるものは何奴なにやつか」

　突如として、神異の相をそなえた一老将が、槍を構えて、彼の前にあらわれた。

「や。趙雲がここにもいた」

　と、蘇顒はふるい恐れつつも兵を励まして戦ったが、ついに趙雲に打たれてしまった。

「口ほどもない」

　と、趙雲はしずしず後退をつづけていた。すると、また、郭淮の一手の大将万政ばんせいが、前にもまさる兵力で追いついてきた。

「足場は絶好だ」

　趙雲は、ひきいている部下に向って、

「汝らは、三十里先の峰で待っておれ。あとから行く」

　と、旗本数名を身辺にのこしたのみで、全部先へやってしまった。

　そして嶮けわしい細道の坂上に、作りつけの武者人形のように構えていた。

　万政はやって来たが、これを仰ぐと、近づき得なかった。で、郭淮に会って、

「趙子龍は、まだ以前の面影を失っていません。恐らくは、大なる損害を求めましょう」

　と訴えたが、郭淮は、

「麒麟きりんも老ゆれば、駑馬どばというではないか、そのむかしの豪雄とて何ほどのことがあるものか」

　と、強たって、それに当らせた。

　道の左右は砥との如き絶壁だし、彼は坂の上に立って、狭い口を塞ふさいでいるので、大兵もついに用をなさない。

　駈け上がる者、当る者、みな趙雲の槍に血を煙けぶらせて仆れた。

　日が暮れた。敵が怯ひるむのを見て、趙雲は、馬を先へすすめて行く。

「それうごいたぞ」

　万政は追いかけた。

　一林の中まで来ると、

「来たか」

　趙雲の影が、ふいに、跳とびかかってきた。万政はうろたえたあまり、馬もろとも、谷間へ落ちた。

「そこまで、命をとりにゆくのは面倒だ。陣へもどったら郭淮かくわいにいえ。またいつかきっと会うぞと」

　趙雲はついに味方の一兵も損せず、しずかに漢中へひきあげた。

　その後──

　司馬懿しばい仲達は、蜀軍すべて、旗を捲いて、漢中へ逃げ籠こもったのを見とどけてから、やがて西城へ軍を移して、なおその地に残っていた百姓たちを呼びあつめ、

「敵を慕って、漢中へ逃散した百姓どもは魏の仁徳を知らないのだ。おまえたちは先祖からの地をうごいてはならぬ」と、訓誡を与え、その後で孔明の施政しせいぶりや、また孔明がこの城にいたときの容子をいろいろ訊ねた。

　ひとりの老百姓がいった。

「都督様が大軍をひきいてこの西城をお攻めになろうとした時、孔明の下には、弱そうな蜀兵が、わずか二千ほどしかおりませんでした。どうして急にあのときお引揚げになってしまわれたのでしょう。てまえどもはふしぎに存じておりました」

　初めて、孔明の計と知った司馬懿は、その時には、何の顔いろも見せなかったが、後、独り天を仰いで長嘆し、

「我勝てり。併しついに、我孔明に及ばずであった」

　と、喞かこった。そしていよいよ各所の要害を厳重に守り固めさせ、やがて長安へ向って凱旋がいせんの途についた。




馬謖ばしょくを斬きる



一



　長安に還ると、司馬懿しばいは、帝曹叡そうえいにまみえて、直ちに奏した。

「隴西ろうせい諸郡の敵はことごとく掃討しましたが、蜀の兵馬はなお漢中に留っています。必ずしもこれで魏の安泰が確保されたものとはいえません。故にもし臣をして、さらにそれを期せよと勅し給わるならば、不肖、天下の兵馬をひきい、進んで蜀に入って、寇あだの根を絶ちましょう」

　帝は、然るべしと、彼の献言を嘉納かのうされんとしたが、尚書の孫資そんしが大いに諫いさめた。

「むかし太祖武祖ぶそ（曹操のこと）が張魯ちょうろを平げたもう折、群臣を戒いましめられて、──南鄭なんていの地は天獄たり、斜谷やこくは五百里の石穴せっけつ、武を用うる地にあらず──と仰せられたお言葉があります。いまその難を踏み、蜀に入らんか、内政の困難をうかがって、呉がわが国の虚を衝いてくることは必然だといえましょう。如しかず、なお諸境を堅守して、ひたすら国力を充実し、蜀呉の破綻はたんを待つべきではありますまいか」

　帝は、両説に迷って、

「司馬懿しばい。如何に」

　と、たずねた。仲達は、

「それもまた公論、易安いあんの一理です」

　と、あえて逆さからわなかった。

　そこで孫資の方針が採りあげられ、長安の守備には郭淮かくわい、張郃ちょうこうをとどめ、そのほか要路の固めも万全を尽して、帝は洛陽へ還幸した。

　ときに孔明は漢中にあり、彼としてはかつて覚えなき敗軍の苦杯をなめ、総崩れの後始末をととのえていた。

　すでに、各部隊のあらかたは、続々、漢中へ引揚げていたが、まだ趙雲ちょううんと鄧芝とうしの二部隊がかえって来ない。

　その無事を見るまでは、彼はなお一身の労つかれをいたわるべきでないと、日々、

「まだか……」と、待ち案じていた。

　趙、鄧の二部隊は、やがて全軍すべてが漢中に集まった最後になって、ようやく嶮路けんろをこえてこれへ着いた。その困難と苦戦を極めた様子は、部隊そのものの惨たるすがたにも見てとれた。

　孔明はみずから出迎えて、

「聞けば将軍は鄧芝の隊を先へ歩ませ、自軍は後にし、さらに自身はつねに敵と接し、以てよく最後の殿しんがりを果されて来たそうな。老いていよいよ薫かんばしき武門の華、あなた如き人こそ真の大将軍というものであろう」

　と、斜めならず、その労をねぎらい、なお庫内の黄金五十斤きんと絹一万疋びきを賞として贈った。

　けれど趙雲は固く辞してそれを受けない。そしていうには、

「三軍いま尺寸の功もなく、帰するところそれがしらの罪も軽くありません。さるをかえって恩賞にあずかりなどしては、丞相の賞罰あきらかならずなどと誹そしりの因もとにもなりましょう。金品はしばらく庫内にお返しをねがって、やがて冬の頃ともなり、なにかと物不自由になった時分、これを諸軍勢に少しずつでも頒わかち給われば、寒軍の中に一脈の暖気を催しましょう」

　孔明はふかく感嘆した。かつて故主玄徳が、この人をあつく重用し、この人にふかく信任していたことをさすがにといま新たに思い出された。

　このような麗しい感動に反して、彼の胸にはまたべつに、先頃からまだ解決をつけていない一つの苦しい宿題があった。馬謖ばしょくの問題である。

　馬謖をいかに処分すべきかということだった。

「王平を呼べ」

　ついに処断を決するため、彼は一日、重々しい語気を以て命じ、軍法裁きを開いた。

　王平がやがて見えた。孔明は、街亭がいていの敗因を、王平の罪とは見ていないが、副将として、馬謖ばしょくへつけてやった者なので、

「──前後の事情を申せ。つつまず当時のいきさつを申し述べよ」

　と厳かに、まず彼の陳述ちんじゅつからさきに訊いたのであった。




二



　王平はつつまず申し立てた。

「──街亭の布陣には、その現地へ臨む前から、篤とくと丞相のお指図もありましたゆえ、それがしとしては、万ばん遺漏いろうなきことを期したつもりであります。けれど、何分にも、てまえは副将の位置にあり、馬謖は主将たるために、自分の言も聞かれなかったのでありました」

　軍法裁判である。王平としては身の大事でもあったから、馬謖を庇かばっていられなかった。なお忌憚きたんなく述べ立てた。

「初め、現地に赴くと、馬謖は何と思ったか、山上に陣を取るというので、それがしは、極力、その非を主張し、ついに彼の怒りにふれてしまい、やむなくそれがしの軍のみ、山麓の西十里に踏みとどまりました。けれどひとたび魏の勢ぜいが雲霞うんかのごとく攻め来ったときは、五千の小勢は、到底、その抗戦に当り得ず、山上の本軍も、水を断たれて、まったく士気を失い、続々、蜀を脱して魏の降人こうじんに出る者があとを絶たない有様となりました。……まことに、街亭は全作戦地域の急所でした。一たんここの防ぎが破れだすと、魏延ぎえん、高翔こうしょう、その他の援たすけも、ほとんど、どうすることもできません。──以後の惨澹たる情況はなお諸将よりお訊きき願わしゅうぞんじます。それがしとしては唯、その初めより終りまで、丞相のお旨をあやまらず、また最善の注意を以て事に当ったつもりで、そのことだけは、誓って、天地に辱はじるものではございません」

「よし。退がれ」

　口書くちがきを取って、さらに、孔明は魏延や高翔を呼出して、一応の調べをとげ、最後に、

「馬謖をこれへ」

　と、吏に命じて、連れてこさせた。

　馬謖は、帳前に畏まった。見るからに打ちしおれている姿である。

「……馬謖」

「はい」

「汝は、いとけなき頃より兵書を読んで、才さい秀ひいで、よく戦策を暗誦そらんじ、儂みもまた、教うるに吝やぶさかでなかった。しかるに、このたび街亭の守りは、儂が丁寧にその大綱を授けつかわしたにかかわらず、ついに取り返しのつかぬ大過を犯したのはいかなるわけか」

「……はい」

「はい、ではないっ。あれほど、街亭はこれわが軍の喉のんどにもあたる所ぞ、一期いちごの命にかけても重任を慎しみ守れと、口のすっぱくなるばかり門出にもいい与えておいたではないか」

「面目次第もありません」

「咄とつ。乳臭児にゅうしゅうじ。──汝もはやもう少しは成人していたかと思っていたが、案外なるたわけ者であった」

　憮然ぶぜんとして痛嘆する孔明の呟きを聞くと、馬謖ばしょくは日頃の馴れた心を勃然ぼつぜんと呼び起して、その面にかっと血の色をみなぎらして叫んだ。

「王平は、何と申し立てたか知りませんが、あれ程な魏の大兵力が来たんでは、誰が当ってもとても防ぐことは難しいでしょう」

「だまれ」

　睨ねめつけて、

「その王平の戦いぶりと、汝の敗北とは、問題にならない程ちがう。彼は、麓に小塞しょうさいを築いて、すでに蜀軍が総崩れとなっても、小隊の隊伍を以て、整々とみだれず、よく進退していたため、敵も一時は彼に伏兵やある、なんらかの詭策きさくやある、と疑って敢えて近づかなかった程だったという。──これは蜀全軍に対して後の掩護えんごとなっておる。──それにひきかえ汝は備えの初めに、王平の諫めも用いず、我意を張って、山上に拠るの愚を敢えてしているではないか」

「そうです。けれど兵法にも……高キニ拠ヨッテ低キヲ視ルハ勢イスデニ破竹……とありますから」

「ばかっ」

　孔明は耳をふさぎたいような顔をしていった。

「生兵法なまびょうほう。まさに汝のためにあることばだ。今は何をかいおう。──馬謖よ。おまえの遺族は死後も孔明がつつがなく養ってとらせるであろう。……汝は。汝は。……死刑に処す」

　いい渡すと、孔明は、面おもてをそむけて、武士たちの溜りへ向い、

「すみやかに、軍法を正せ。この者を曳き出して、轅門えんもんの外において斬れ」

　と、命じた。




三



　馬謖ばしょくは声を放って哭ないた。

「丞相、丞相。私が悪うございました。もし私をお斬りになることが、大義を正すことになるならば、謖しょくは死すともお恨みはいたしません」

　死をいい渡されてから、彼は善性をあらわした。それを聞くと孔明も涙を垂れずにはいられなかった。

　仮借かしゃくなき武士たちは、ひとたび命をうくるや、馬謖を拉らっして轅門えんもんの外へ引っ立てたちまちこれを斬罪に処そうとした。

「待て。しばし猶予ゆうよせい」

　これは折ふし外から来合せた成都の使い、蒋琬しょうえんの声だった。彼はちょうどこの場へ来合せ、倉皇、営中へ入って、すぐ孔明を諫いさめた。

「閣下、この天下多事の際、なぜ馬謖ばしょくのような有能の士をお斬りになるのか。国家の損失ではありませんか」

「おお、蒋琬か、君のごとき人物がそんな事を予に質問するのこそ心得ぬ。孫子もいった。──勝チヲ天下ニ制スルモノハ法ヲ用ウルコト明ラカナルニ依ル──と。四海わかれ争い、人と人との道みな紊みだるとき、法をすて、何をか世を正し得べき……ふかく思い給え、ふかく」

「でも、馬謖は惜しい、実に惜しいものだ。……そうお思いになりませんか」

「その私情こそ尤ゆうなる罪であって、馬謖の犯した罪はむしろそれより軽い。けれど、惜しむべきほどな者なればこそ、なお断じて斬らなければならぬ。……まだ斬らんのか。何をしておる。早く、首をみせよ」

　孔明は、侍臣を走らして、さらに催促させた。──と、間もなく、変り果てた馬謖のすがたが、首となってそこへ供えられた。ひと目見ると、孔明は、

「ゆるせ、罪は、予の不明にあるものを」

　と、面おもてを袖におおうて、床ゆかに哭なき伏した。

　とき蜀の建興六年夏五月。若き馬謖はまだ三十九であったという。

　首はただちに、陣々に梟示きょうしされ、また、軍律の一文が掲げられた。

　その後、糸をもって、胴に縫いつけ、棺にそなえて、あつく葬られた。かつ、その遺族は、長く孔明の保護によって、不自由なき生活を約されたが、孔明の心は、決して、慰められなかった。

　──罪、我にあり。

　孔明の自責は、みずから刃やいばを身に加えたいほどだった。しかし蜀の危急はさし迫っている。なおかつ先帝の遺託もある。彼は身の重責を思うと死ぬにも死ねない思いを新たに持つ。そして遂に、こういう形をとるほかなかった。

　成都へ帰る蒋琬しょうえんに託して、彼は一文を表して、蜀帝に奏した。

　それは全章、慙愧ざんきの文ともいうべきものだった。このたびの大敗が、帰するところまったく自己の不明にあることを深く詫び、国家の兵を多大に損じた罪を謝して、

（──臣亮りょうは三軍の最高に在りますために、たれも臣の罪は罰するものがありません。故に、自分みずから臣職の位くらいを三等貶おとして、丞相の職称は宮中へお返し申しあげたいとぞんじます。ねがわくはしばし亮の寸命だけはおゆるしおき希ねがいます）

　という意味のものだった。

　帝は大敗の報に非常に胸をいためておられたところであるが、孔明の表を読むやなお心を悩まされ、勅使を派して、

「丞相は国の大老である。一失ありとて、何で官位を貶おとしてよいものぞ。どうか旧もとの職にとどまってさらに、士気を養い、国を治めよ」

　と、伝えさせたが、

「すでに、馬謖ばしょくを斬って、法の尊厳をあきらかにしたものを、私みずからそれを曖昧あいまいにするようなことでは、到底、このさきの軍紀を正し、蜀の国政にあずかることもできません」

　孔明はそう拝答するのみで、どうしても旧職に復さなかった。

　やむなく朝廷でも、ついに彼の希ねがいを容れ、同時に丞相の称を廃して、

「以後は、右将軍うしょうぐんとして、兵を総督せよ」

　と、任命した。

　孔明はつつしんで拝受した。




四



　いかなる強国でも、大きな一敗をうけると、その後は当然、士気も衰え、民心を銷沈しょうちんするのが常である。

　しかし蜀の民は気を落さなかった。士気もまた、

「見ろ、この次は」

　と、かえって烈々たる敵愾心てきがいしんを燃えあがらせた。

　孔明が涙をふるって馬謖ばしょくを斬ったことは、彼の一死を、万世に活かした。

（──時ニ二十万ノ兵、コレヲ聞イテミナ垂泣スイキュウス）と「襄陽記じょうようき」の内にも見える。

　そのため、敗軍の常とされている軍令紀律の怠りは厳正にひきしめられ、また孔明自身が官位を貶おとして、ふかく自己の責任をおそれている態度も、全軍の将士の心に、

「総帥そうすいの咎とがは、全兵の咎だ。わが諸葛亮しょかつりょうひとりに罪を帰してはおけない。今に見ろ」

　という敵愾心てきがいしんをいよいよ深めた。

　馬謖の死は、犬死でない、と共に、孔明はなお善行を顕賞した。さきには老将軍の趙雲をねぎらったが、王平が街亭の戦に、軍令に忠実であった点を賞して、彼を新たに参軍へ昇進させた。

　勅令をおびて漢中に来ていた費褘ひいが、ある時、彼をなぐさめる気でいった。

「西城せいじょうの多くの百姓が、閣下を慕って、漢中へ移ってきたと聞いて、蜀中の百姓はみなよろこんでおりますよ」

　孔明は、苦々にがにがしそうに、つぶやいた。

「普天ふてんの下もと、漢土でないところはない。あなたの言は、国家の威力がなお足らないことをいっているのと同じだ」

「姜維きょういという大将を獲られたそうではありませんか。帝にもたいへんおよろこびでした」

「お追従ついしょうは止して下さい。ひとりの姜維を得たとて、街亭の大敗は補おぎなえません。いわんや失った蜀兵をや。諂へつらいは軍中の禁物です」

　はたから見ると、度が過ぎると思われる程、彼はなお自責して慎しみを守っていた。

　また、ある人が、孔明にこういったこともある。

「神算ある閣下のこと、再び兵を出して魏に返報をすることはもうお胸にあるでしょう」

「いや、そうもいかん」

　孔明はかぶりを振った。

「そもそも、智謀ばかりでは戦に勝てない。また、先頃の大戦では、蜀は魏よりも兵力は多かったが、負けてしまった。量はかるに、智でもなく数でもない」

　彼はそこで眦まなじりをふさぎ、しずかな呼吸を幾つか数えてから次のような言をもらした。

「大兵を要しない。むしろ将兵の数を簡かんにして練磨を尊ぼう。また軍紀が第一だ。諸子はまた、もし予に過ちあったときは遠慮なく善言してくれい。それが忠誠である。……以上のことを鉄心一体に持てば、いつか今日の辱はじをぬぐえるであろう」

　漢中の軍民は、伝え聞いて皆、孔明とともに自己を責めた。そして練武研心、後図こうとを抱いて、毎日、魏の空を睨まえない日はなかった。

　もちろん孔明その人も、捲土重来けんどちょうらいをふかく期していたのである。彼は、そのまま漢中にとどまった。そして汲々きゅうきゅうとして明日のそなえに心魂を傾けた。

（──民タミミナ敗ハイヲ忘ワスレテ励ハゲム）

　当時、蜀の国情と士気とは、まさにこの語のとおりであった。其の敗れは、その国の内より敗れたときである。たとい一敗を外にうけても、敗れを忘れて、より強く結束した蜀国家には、なお赫々かっかくたる生命があった。




髪はつを捧ささぐ



一



　街亭の大捷たいしょうは、魏の強大をいよいよ誇らしめた。魏の国内では、その頃戦捷せんしょう気分に拍車をかけて、

「この際、蜀へ攻め入って、禍根を断て」

　という輿論さえ興ったほどである。司馬懿仲達しばいちゅうたつは、帝がそれにうごかされんことをおそれて、

「蜀に孔明あり、剣閣の難所あり、決してさような妄論もうろんにお耳をかし給わぬように」

　と、常に軽挙を押えていた。

　しかし、彼はただ安愉あんゆを求めているのではない。さきに孔明は街亭へ出て失敗しているから、次にはかならず陳倉道ちんそうどうへ出てくるであろうと予想した。で、帝にすすめて、不落の一城をその道に築き、雑覇ぞうは将軍郝昭かくしょうに守備を命じた。

　郝昭は太原たいげんの人、忠心凛々りんりんたる武人の典型である。その士卒もみな強く、赴ゆくに先だって、鎮西将軍の印綬いんじゅを拝し、

「不肖、陳倉を守りおる以上は、長安も洛陽も高きに在って洪水をご覧ぜられる如く、お心のどかにおわしませ」と、闕下けっかに誓って出発した。

　蜀境の国防方針がひとまず定まったと思うと、呉に面している揚州の司馬大都督曹休そうきゅうから上表があって、

（呉の鄱陽はようの太守周魴しゅうほうは、かねてから魏の臣に列したい望みをもらしていたが、今、密使をもって、七ヵ条の利害を挙げ、呉をやぶる計を自分の手許まで送ってきた。右、ご一閲えつを仰ぐ）

　と、奏達してきた。

　これは朝議に付せられて、

「果たして、周魴の言が、真実かどうか」が、入念に検討された。司馬懿しばいは、意見を求められると、

「周魴は呉でも智ある良将だから詐いつわりの内通ではないかとも思われる。しかしまたこれが真実だったら、この時節もまた捨て難い。──故に、大軍をもって三道にわかち、たとえ彼に詐いつわりがあるとも決して敗れぬ態勢をもって臨むならば、兵を派してもさしつかえはないし、事実に当った上で、さらに、如何ような策も取れましょう」といった。

　皖城かんじょう、東関、江陵の三道へ向って、洛陽の軍隊が続々と南下して行ったのは、それから約一ヵ月後だった。

　この動きは、すぐ呉に漏れていた。呉ではむしろ期して待っていたような観すらある。

　すなわち呉の建業もまた活溌なる軍事的のうごきを示し、輔国ほこく大将軍平北都へいほくと元帥に封ぜられた陸遜りくそんは、呉郡の朱桓しゅかん、銭塘せんとうの全琮ぜんそうを左右の都督となし、江南八十一州の精兵を擁して、三道三手にわかれて北上した。

　途中、朱桓が、思うところを、陸遜にのべた。

「曹休は魏朝廷の一門で、いわば金枝玉葉のひとりであるため揚州に鎮守していましたが、門地と天質とは別もので、必ずしも彼は智勇兼備ではありません。──聞く所によればすでに彼はわが周魴しゅうほうの反間に計られて、もうその進退を制せられている形勢とか。……さすれば彼が逃げ道はおよそ二条しかありません。一は、夾石道きょうせきどう、二は桂車けいしゃの路みちです。しかもその二路ふたみちとも嶮隘けんあいで奇計を伏せて打つには絶好なところですから、もしお許しを得るならばそれがしと全琮ぜんそうとで協力して、曹休を擒人とりこにしてお目にかけます。──それさえ成就すれば、寿春城じゅしゅんじょうを取ることも、手に唾つばして一気に遂げることができましょう」

　陸遜はよく聞いていた。

　けれど、答えたことばは、

「まあ待て、ほかに思案がないことでもないからな」

　であった。

　そして彼は、諸葛瑾しょかつきんの一軍をもって、べつに江陵地方へ向わせ、その方向へ下って来た司馬懿仲達の兵を防がせた。

　序戦──焦眉しょうびの危急はまず呉の周魴しゅうほうにあざむかれている、魏の都督曹休の位置にあるものと観られた。




二



　曹休とてそう迂濶うかつに敵の謀略にかかるわけはない。周魴は長い間にわたって、根気よく彼を信じさせたのであった。

　で、周魴の反謀に応じて、魏の大軍が南下することも中央で決定を見たので、彼もまた大軍をひきい、皖城かんじょうへ来て、周魴と会見した。

　そのとき彼は、なおわずかな疑いも一掃しておきたい気持から、周魴にこう念を押した。

「貴公から呈出した七ヵ条の計は、中央でも容れることになって、わが魏の大軍が三路から南下することになったが、よもや君の献言に間違いはあるまいな」

「もしお疑いならば、人質ひとじちでもなんでもお求め下さい」

「いや、疑うわけじゃないが、なににせよ問題は大きいからな。これがうまく図にあたって、呉を打破ることができたら君の功労は一躍、魏で重きをなすだろう。同時に、かくいう曹休も名誉にあずかるわけだから」

「都督には、なおまだいささかのお疑いを抱かれておられるとみえる」

「それは察し給え。もし君の言に少しの嘘でもあったら、吾輩わがはいの立場はどうなると思う？」

「ごもっともです」

　いったかと思うと、周魴はやにわに、小剣を抜いて、自分の髻もとどりをぶつりと切り落し、曹休の前にさし置いたまま、嗚咽おえつを嚥のんでうつ向いた。

　曹休は仰天して、

「あっ、飛んでもないことをしたではないか。なんだ？ 髪などを……」

「いや、てまえの気持では、みずから首を刎はね離し、一死をもって示したい程であります。この忠胆、この誠心、天も照覧あれ。……髪はつを捧げてお誓い奉りまする」

　周魴は、肩をふるわせて哭ないた。曹休もつい眼を熱くしてしまった。

「申し訳ない。つい、つまらん戯言ぎげんをなして、なんとも済まん。……どうか心を取り直してくれ」

　彼はすっかり疑いをはらして、ともに酒宴にのぞみ、東関へ進出の打ち合わせなどして、自陣へもどった。

　すると、友軍の建威将軍賈逵かきが訪ねてきて云った。

「どうもおかしい。髪を断って異心なきを示すなんていうのは、ちと眉唾まゆつばな心地がする。都督、うかつに出ないことですな」

「出るなとは？」

「彼が、先導となって、東関へ進もうというご予定でしょう」

「もちろんである」

「この辺にとどまって、もうすこし情勢をながめておいでになっては如何ですか」

　曹休は皮肉な皺しわを小鼻の片一方によせて、嘲わらう如く、揶揄やゆする如く、こういった。

「ふム。……その間に足下が東関へ出て功を挙げるか。それもよかろう」

　次の日、曹休は、断乎、

「東関へ進むのだ」

　と、諸将へ令して、続々、軍馬を押し出した。賈逵かきは、譴責けんせきをうけて、あとに残されてしまった。

　周魴しゅうほうも、家中の兵をひきいて途上に出迎え、先に立って攻め口の案内を勤めた。

　馬上で、曹休が訊ねた。

「彼方に見えだしてきた嶮けわしそうな山はどこかね？」

「石亭であります」

「東関は」

「あれを越えると、測茫そくぼうの果てに、かすかに指さすことができます。お味方の大軍をあれに分配すれば、東関は手に唾つばして取ることができましょう」

　曹休は満足な態ていを見せた。そして石亭の山上から要所に兵を配したが、二日の後、斥候の兵が、

「西南の麓ふもとあたりに、多少は分りませんが、呉の兵がいる様子です」

　と、報らせてきた。

　曹休は怪しんだ。周魴しゅうほうのことばによれば、この辺には呉勢は一騎もいないと聞いていたからである。ところが、また一報があった。

「昨夜、夜のうちに、周魴以下数十人が皆、行方知れずになりました」




三



「なに、周魴が見えないと？」

　曹休は大いに後悔して叫んだ。

「稀代な曲者くせものめ。この曹休を偽あざむくため、己おのれの髪はつまで切って謀略の具に用いたか……ウウム何の、たとい計るとて何ほどのことやあるべき。張普ちょうふ、麓に見える呉兵どもを蹴ちらして来い」

　すでに危地を覚りながら、彼はまだ事態の重大を正視していなかった。張普もまた、命をうけるや否、

「多寡の知れたもの」という意気込みで、直ちに、一軍をひきいて駈け下った。

　ところが、偵察の見てきたその呉軍というのは、予想以上、有力なものだった。しかも精鋭をもって鳴る呉の徐盛軍じょせいぐんだったのである。

「いけません。所詮小勢では歯も立ちません」

　張普ちょうふは間もなく散々に打ち負けて引揚げてきた。

　曹休の面色もその時からまるで日頃のものでなくなった。けれど彼はなお自軍の大兵力を恃たのんで、「われ奇兵を以て勝つべし」といい、「明日の辰たつの刻を期し、自身二千余騎でこの山を下って、わざと逃げ走るから、汝らは薛喬せっきょうの部隊そのほかと三万余人で、石亭の南北にわかれ、山添いに埋伏しておれ。──徐盛を捕えんこと掌たなごころであろう」と、その準備をしていた。

　ところが、明日ともいわず、その晩のうちに、呉軍のほうから積極的作戦に出てきたので、曹休の計は、それを行う前に、根本から齟齬そごを来してしまった。

　要するに、曹休軍をここへ引き入れたのは、呉の周魴しゅうほうが初めから陸遜りくそんと諜しめし合せていたことなので、呉はこの好餌を完全に捕捉殲滅ほそくせんめつし去るべく、疾とくから圧倒的な兵力をもって包囲環かんを作りつつあったのである。

　すなわち、陸遜は、

「魏軍の盲動近し」と覚さとるや、その前夜、兵を分配して、石亭のうしろへ廻し、南北の麓にも堅陣をつらね、自身采配さいはいを振って、その正面から攻め上のぼる態をなしたのである。

　それより少し前に、呉の朱桓しゅかんは、石亭の裏山に攀よじて、潜行していたが、折ふし魏の張普が附近の味方の伏兵を巡視して来るものと遭遇していた。

　張普は初め、味方の兵と思っていたらしく、夜中でもあり真暗な山腹なので、

「どこの隊だ。大将は何者だ」

　などと誰何すいかしていた。

「されば、この隊は、呉の精鋭、大将はかくいう朱桓だ」

　と、暗闇まぎれに近寄って答えるやいな、朱桓は一剣のもとに、張普を斬ってしまった。

　暗夜の奇襲戦は、この手から突然開始されたのであり、明日を待って行動を期していた魏本軍の混乱も同時に起った。

　ために、曹休も防ぐ術すべなく、雪崩なだるる味方と共に、夾石道きょうせきどう方面へ逃げ降った。

　しかし呉の備えは、この方面にも充分だったので、いわゆるお誂あつらえ向きな戦態をもってこの好餌をおおい包み、敵の首打つこと無数、投降者約一万を獲た。

　たまたま、重囲をのがれ得た魏兵も、馬、物の具を振り捨てて素裸すっぱだか同様なすがたとなり、辛くも主将曹休につづいていた。そして後に、

「ふしぎにも命が助かった」と、慄然りつぜんとしたが、実にこの危地から彼を救った者は、さきに彼の忌き諱きにふれて、陣後に残された賈逵かきであった。曹休の前途を案ずる余り、賈逵が一軍をひきいて後より駈けつけ、石亭の北山に来合せたため、あやうくも曹休を救出して帰ることができたのだ。

　この一角に魏が大敗を招いたので、他の二方面にあった司馬懿軍しばいぐんも万寵軍まんちょうぐんも、甚だしく不利な戦態に入り、ついに三方とも引き退くのやむなきに至った。

　陸遜りくそんは、多大な鹵獲品ろかくひんと、数万にのぼる降人をひきつれて、建業へ還かえった。孫権は自身宮門まで出て、

「このたびの功や大なり。呉の柱ともいうべきである」

　と傘蓋さんがいを傾けてこれを迎え入れたという。

　わが髪を切って謀計の功をあげた周魴しゅうほうも、

「汝の功は、長く竹帛ちくはくに記さん」

　と賞されて、のち一躍、関内侯かんだいこうに封ぜられた。




二次じ出師表すいしのひょう



一



　蜀呉の同盟はここしばらく何の変更も見せていない。

　孔明が南蛮なんばんに遠征する以前、魏の曹丕そうひが大船艦を建造して呉への侵寇しんこうを企てた以前において、かの鄧芝とうしを使いとして、呉に修交を求め、呉も張蘊ちょううんを答礼によこして、それを機会にむすばれた両国の唇歯しんしの誼よしみは、いまなお持続されている。

　これをもって観ると、

　魏が、街亭に勝って、蜀を退けた後、また直ちに反転して、呉と戦わざるを得なくなった理由は、ただ単に、曹休の献言や呉の周魴しゅうほうの巧みな誘計によって軍をうごかしたものとはいえない。

　もっと大きな原因は、蜀呉の盟約にある。

（魏が呉を侵おかすときは、蜀は直ちに、魏の背後を脅おびやかさん。もしまた、魏と蜀とが相たたかう場合は、呉は魏の側面からこれを撃つの義務を持つ）

　というその折の条文によって、祁山きざん、街亭の戦いが開始されるや、呉は当然、どういう形をとっても、魏の側面へ向って軍事行動を起さなければならない立場にあったのである。

　これに対して、魏もまた、充分なる警戒を払っていたにちがいない。そうした空気において、たまたま周魴しゅうほうの詭計きけいが行われたので、それを口火として、時を移さず魏呉の戦端がひらかれたものと、正しくは観るべきものであろう。

　だから曹休が敗れ去ると共に、呉軍の引揚げも早かった。蜀へ対する条約履行りこうはこれで果しているからである。さらになお、呉の孫権は、この戦果と、義務の完遂を、書簡のうちに誇張して、成都へ使いを派し、蜀の劉禅りゅうぜんにむかって、

「呉が、盟約を重んずることは、かくの如くである。貴国はなお安んじて、孔明をして、魏を攻めさせ給え。呉はつねに盟国の信義をもって、魏の諸境を脅おびやかし、ついに彼をして首尾両面の奔命に疲らせ、いかに魏が強大を誇るも敗るるほかなきまで撃ち叩くであろう」

　と、云い送った。

　その後、魏の動静を見ていると、曹休は、石亭の大敗を、ふかく辱はじ恐れて、洛陽へ逃げもどっていたが、間もなく癰疽ようそを病んで死んでしまった。

　彼は国の元老であり帝族の一人である。曹叡そうえいは、勅して厚く葬らせた。すると、その大葬を機として、呉の抑えとして、南の境にいた司馬懿しばい仲達が取るものも取りあえず都へ上のぼって来た。諸大将はあやしんで、

「都督は何故にそんなに慌あわてて上洛されたのか」と、彼に問う者が多かった。

　司馬懿は、それに答えて、

「お味方は、街亭に一勝はしたが、その代りに、呉に一敗をうけてしもうた、孔明はかならず、お味方のこの敗色をうかがって、ふたたび迅速な行動を起してくるにちがいない。──隴西ろうせいの地、急なるとき、誰がよく孔明を防ぎますか。かくいう司馬懿のほか人はないと思う。それ故にいそぎ上って参った」

　聞く者は嗤わらった。

「彼は案外、卑怯だぞ。呉は強い、蜀は弱い。そう見ておるのだ。さきの一戦に味をしめて、呉には勝てんが、蜀になら勝てるつもりでおるのだろう」

　しかしこういう毀誉褒貶きよほうへんを気にかける司馬懿でもない。彼は彼として深く信ずるものあるが如く、折々、悠々と朝に上り、また洛内らくないに自適していた。

　ときに孔明もまた、以来漢中にあって軍の再編制を遂げ、その装備軍糧なども、まず計画どおり進んだのでおもむろに魏の間隙をうかがっていた。

　呉の大捷たいしょうを伝えて、成都から三軍へ酒を賜った。孔明は、一夜盛宴を張って、恩賜を披露し、あわせて将士の忍苦精励をなぐさめた。

　すると、宴たけなわの頃、一陣の風がふいて、庭上の老松の枝が折れた。孔明はふと眉を曇らせたが、なお将士の歓かんを興醒きょうざめさせまいと、何気ない態で杯をかさねていると、侍中の一士が、

「ただ今、趙雲ちょううんの子趙統ちょうとうと趙広ちょうこうが、二人して参りましたが、これへ召しましょうか」

　と、取り次いできた。

　聞くと、孔明は、はっとした顔色をして、

「ああ、いけない。趙雲の子が訪ねきたか、……老松の梢こずえはついに折れたそうな」

　と、嗟嘆さたんしながら、手の盃を床へ投げてしまった。




二



　彼の予感はあたっていた。

　果たして、やがてそこへ導かれて来た趙雲の二人の子は、

「昨夜、父が亡くなりました」

　と、父趙雲子龍の病歿を報しらせにきたのであった。

　孔明は耳をそばだてて惜しんだ。

「趙雲は、先帝以来の功臣、蜀の棟梁とうりょうたる者であった。大きくは国家の損失であるし、小さくは、わが片臂かたひじを落されたようなここちがする」

　彼は、潸然さんぜんと涙した。

　直ちに、この悲しみは、成都へも報じられた。後主こうしゅ劉禅りゅうぜんも声を放って泣き、「むかし当陽の乱軍中に、趙雲の腕かいなに救われなかったら、朕ちんが今日のいのちはなかったものである。悲しいかな、いまその人は逝ゆく」

　勅して、順平侯と諡おくりなし、成都郊外の錦屏山きんぴょうざんに、国葬をもって厚く祭らしめた。また、その遺子趙統ちょうとうを、虎賁こほん中郎に封じ、弟の趙広を、牙門がもんの将に任じて、父の墳つかを守らせた。

　ときに、近臣は奏して、

「漢中の諸葛亮しょかつりょうから、ただ今、楊儀ようぎが使いとして、到着いたしました」

　という趣を上聞に達した。

　楊儀は闕下けっかに伏して、うやうやしく孔明の一書を捧呈した。これなん孔明がふたたび悲壮なる第二次北伐の決意を披瀝ひれきしたいわゆる「後出師表ごすいしのひょう」であった。

　帝は、御案の上にひらいた。

　表にいう。

（──漢と賊とは両立しない。王業はまた偏安へんあんすべきものでない。これを討たざるは、座して亡ぶを待つにひとしい。坐して亡びんよりは、むしろ出でて討つべきである。そのいずれがよいかなど、議論の余地はない）

　孔明は表の冒頭にまずこう大正案だいせいあんを下していた。彼の抱持ほうじする理想とその主戦論にたいし、いまなお、成都の文官中には、消極論がまま出るからであった。

　しかし彼は筆をすすめて、

（この業たるや、けだし一朝一夕に成るものでなく、魏を撃滅することの困難と百忍を要することはいうまでもない）

　と、慎重にしてかつ悲調なる語気をもって、魏の強大な戦力と、蜀の不利な地勢弱点を正論し、なお今日、自己が漢中にとどまって、戦衣を解かないでいる理由を六ヵ条にわけて記しるし、不撓不屈ふとうふくつ、ただ先帝の遺託いたくにこたえ奉るの一心と国あるのみの赤心を吐露とろし、その末尾の一章には、

今、民窮シ、兵疲ルルモ、事コト熄ヤムベカラズ、僅カニ一州ノ地ヲ以テ、吾レ二十倍ノ賊ト持久セントス。コレ臣ガマダ解トカザルノ（戦袍センポウノ意）一也ナリ。臣、タダ鞠躬尽力キッキュウジンリョク、死シテ後已ヤマンノミ。成敗セイハイ利鈍リドンニイタリテハ、臣ガ明メイノヨク及ブトコロニ非ザル也。謹ンデ表ヲタテマツッテ聖断ヲ仰グ。

　建興六年冬十一月


　と悲壮極まることばが読まれた。

　先頃。

　魏はおびただしい軍隊を呉の境に派して、しかも戦い利あらず、のち曹休も歿し、以後、魏の関中にはかつての如き勢いなくまた戦気も見えず、西域の守りも自然脆弱ぜいじゃくたるをまぬがれまい──と見て孔明が、この再挙の機をとらえて、表を上のぼせてきたものであることは、すでに言外にあふれている。

　もとより帝はこれをゆるした。

　楊儀は直ちに漢中へ急ぎ帰った。

　詔しょうを拝すと、孔明は、

「いざ、征ゆかん」

　約半歳余の慎重な再備と軍紀に結集された蜀の士馬三十万を直ちに起して、陳倉道ちんそうどうへ向って進発した。

　この年、孔明四十八歳。──時は冱寒ごかんの真冬、天下に聞ゆる陳倉道（沔県べんけんの東北二十里）の嶮けんと、四山の峨が々がは、万丈の白雪につつまれ、眉も息も凍いてつき、馬の手綱も氷の棒になるような寒さであった。




三



　魏の境界にある常備隊は、漢中のうごきを見るや、大いに愕おどろいて、

「孔明ふたたび侵寇しんこうす。蜀の大軍無慮数十万。いそぎ防戦のお手配あれ」

　と、この由を、都洛陽らくようへ伝令した。

　洛陽の空気もこのところ決して楽観的なものでなかった。呉からうけた一敗の打撃はたしかにこたえている。蜀に全力を傾けんか、呉のうかがうものあらんことが思われ、呉へ向わんか、蜀のうごきが見遁みのがしがたい。そういう精神的な両面戦への気づかいに加えて、先頃の曹休が招いた大敗とは、すくなからずその自信を失墜させていた。

「──果たして、孔明はまた襲ってきた。長安の一線を堅守して、国防の完まったきを保つにはそも、たれを大将としたらよいか」

　魏帝曹叡そうえいは、群臣をあつめて問うた。席には、大将軍曹真もいた。曹真は面目なげにこういった。

「臣、さきに隴西ろうせいに派せられ、祁山きざんにおいて孔明と対陣し、功すくなく、罪は大でした。ひそかに慙愧ざんきして、いまだ忠を攄のぶることができないのを辱はずかしく思っております。ところが、近ごろ一人のたのもしき大将を得ました。彼はよく六十斤にあまる大刀を使い、千里の征馬に乗ってもなお鉄胎てったいの強弓をひき、身には二箇の流星鎚ついを秘し持って、一放すればいかなる豪敵も倒し、百ももたび発して百ももたびはずすことがありません。──ねがわくはこの者こそ、このたびは臣の先鋒にお命じ賜わらんことを」

　善智の材、猛勇の質を求めること、今ほど急なるときはない。魏帝は勅してすぐその者を呼ばせた。殿上に一怪雄があらわれた。身の丈七尺、眼は黄、面おもては黒く、腰は熊のごとく背中は虎に似ている。しかもそれに盛装環帯せんそうかんたいして、傲岸ごうがん世に人なきが如き大風貌をしている。

「おお、偉なり偉なり」

　と曹叡そうえいは歓び眺めて、

「彼の産はどこか」

　と曹真へたずねた。曹真は、わがことのように誇って、

「王双おうそう、直答申しあげよ」

　と、促した。

　王双は伏して奉答した。

「隴西ろうせい狄道てきどうの生れ、王双おうそう、あざなは子全しぜんと申す者であります」

「すでにこの猛将を得、全軍の吉兆といわずしてなんぞ、蜀軍来るも、また患うれいはない」

　魏帝は、即座に、彼を前部大先鋒に任じ、また虎威こい将軍の号を以てその職に封じた。

　さらに、また、

「これは汝の偉躯いくに似合うであろう」

　と、鮮やかな錦の戦袍せんぽうと黄金の鎧よろいとを、王双に賜わった。

　そして、曹真になお、

「辱はじて辱はじに怯ひるむな。ふたたび大都督として戦場に征ゆき、さきの戦訓を生かして、孔明をやぶれ」

　と、前のとおり総司令官たるの印綬いんじゅをさずけた。

　曹真は、恩を謝して、洛陽の兵十五万をひきつれ、長安へ行って、郭淮かくわいや張郃ちょうこうらの軍勢と合した。そして前線諸所の要害に配し、防戦のそなえを万端ととのえ終った。

　すでに漢中を発した蜀軍は、陳倉道を進んでくるうちに、ここの隘路あいろと三方の嶮けんを負って、

（通れるものなら通ってみよ）

　といわんばかりに要害を構えている一城にぶつかっていた。これなん先に魏が孔明の再征を見越して、早くも築いておいた陳倉の城で、そこを守る者も、忠胆鉄心の良将、かの郝昭かくしょうなのであった。

「この大雪。この嶮路。加うるに魏の郝昭が要害に籠っていては、とても往来はなりますまい。如しかず、道をかえて、太白嶺たいはくれいの鳥道ちょうどうをこえ、祁山きざんへ打って出てはいかがでしょう」

　蜀の諸将は孔明にいった。

　孔明は容いれない。

「この一城をだに攻め陥おとせないようなことでは、祁山へ出た所で、魏の大軍には剋かてまい。陳倉道の北は街亭にあたる。この城を落して、味方の足溜だまりとなせ」

　すなわち魏延に攻撃の命を下し、連日これを攻めさせたが、城はゆるぎもしなかった。
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　ときに陣中に勤祥きんしょうという者があった。その勤祥は、城方の守将、郝昭かくしょうとは、もともと同郷の友であったと、自ら名乗り出て、孔明に献言した。

「ひとつ私を、城下まで出して下さい。郝昭とは、ずいぶん親しかった間がらでしたが、自分が西川せいせんに流落りゅうらくして以来、つい無沙汰のままに過ぎていました。懇々こんこん、利害を説いて、彼に降伏するように勧めてみます」

　孔明は、望むところと、その乞いをゆるした。

　勤祥は、城門の下へ行って、

「友人の勤祥である。久しぶりに郝昭に会いたくてやって来た」

　と城中へ申し入れた。

　郝昭は、櫓やぐらから一見して後、昔の友と見さだめると、門を開いて、なつかしげに迎え入れた。

「ずいぶん久しかったなあ」

「足下も達者で何よりだ」

「ときに君は、いったい何しにやって来たのかね？」

「ぜひ、足下に、ひき会わせたい人があるからだ」

「ほう。誰を」

「もちろん、それはわが諸葛孔明だがね」

　聞くと共に郝昭は、勃然ぼつぜんと色を変じて、

「帰ってくれ給え。帰れ」

「足下は何を怒るのか」

「我は魏に仕え、君は蜀に仕えておる。その語をあらわすなら、友として会うことはできない」

「いや、友なればこそ、こうして足下のために来たのじゃないか。一体、足下は、この城中に何千の兵を擁ようして、不落を誇っているのか、そしてわが蜀軍が何十万あるか、足下はその眼で見ないのか。勝敗はすでに知れておる。可惜あたら、足下ほどな英質を持って」

「だまれっ」

　郝昭はやにわに席を突っ立ち、城門のほうを指さした。

「帰り給え。足もとの明るいうちに」

「いや、このままでは帰らん。それがしも、この友情と、味方の嘱しょくをうけて来たものだ」

「よろしい。──おいっ、誰か来い」

　郝昭は、部下の将を呼んで、眼の前で命じた。

「お客様を馬の背に縛りつけてあげろ」

「はっ」

　部将は、馬をひいて来て、有無をいわせず、勤祥きんしょうを馬の背に押しあげた。そして、城門を開けさせると、郝昭自身、槍の柄でその馬の尻をなぐった。

　馬は城外へ向ってすっ飛んで行った。勤祥はありのままを孔明に復命し、

「いやどうも、むかしながら義の固い男です」

　と、懲々こりごりしたように云った。

　しかし孔明は、もう一度行ってさらに利害を説けと命じた。郝昭の人物が惜しまれていたのである。勤祥は、甲衣馬装を飾って、今度は堂々と城の壕ほりぎわに立った。

「郝伯道かくはくどうやある。ふたたび、われの忠言を聞け」

　こう城へ向っていうと、やがて郝昭は、櫓の上に姿をあらわして、

「孺子じゅし。何の用やある」と、いった。

　勤祥は、また説いた。

「量はかるに、この一孤城、いかんぞ蜀の大軍を防ぎ得べき。わが丞相は、足下の英才を惜しんでやまぬゆえに、ふたたびそれがしをこれへ差向けられたものだ。この機を逸せず、門を開いて、蜀に降り、また、この勤祥とも、長く交友の楽しみを保て」

「いうをやめよ。汝とそれがしとは、なるほど、かつては相識の友であったが、弓矢の道では、知り合いでもない。いったん魏の印綬いんじゅをうけ、たとえ一百の寡兵かへいなりと、この身を信じて預け賜ったからには、その信に答うる義のなかるべきや。われは武門、汝は匹夫ひっぷ。いま一矢を汝に与えぬのも、武士のなさけだ。戦の邪魔、疾とく疾く失うせよ」

　姿を櫓の上からかくすと、忽ちおびただしい矢弾やだまが空に唸った。勤祥はぜひなく立ち戻って、

「私の手にはおえません」

　と、ついに孔明の前で匙さじを投げてしまった。孔明は、一言に決した。

「よし、この上は、自身指揮して踏みやぶるまでのことだ」




二度ふたたび祁山きざんに出いづ
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　漢中滞陣の一ヵ年のうちに、孔明は軍の機構からその整備や兵器にまで、大改善を加えていた。

　たとえば突撃や速度の必要には、散騎隊武騎隊を新たに編制して、馬に練達した将校をその部に配属し、また従来、弩弓手どきゅうしゅとして位置も活用も低かったものを、新たに孔明が発明した偉力ある新武器を加えて、独立した一部隊をつくり、この部将を「連弩士れんどし」とよんだ。

　連弩というのは、まったく彼が発明した新鋭器で、鉄箭てっせん八寸ほどの短い矢が、一弩どを放つと、十矢しずつ飛ぶのである。

　また大連弩は、飛槍弦ひそうげんともいい、これは一槍よく鉄甲も透とおし、五人掛りで弦つるを引いて放つ。べつに、石弾を撃つ石弩せきどもある。

　輜重しちょうには、木牛流馬と称する、特殊な運輸車が考案され、兵の鉄帽（鉄かぶと）から鎧よろいにいたるまで改良された。

　そのほか、孔明の智嚢ちのうから出たと後世に伝わっている武器は数かぎりなくあるが、何よりも大きなものは、彼によってなされた兵学の進歩である。八陣の法そのほか、従来の孫呉や六韜りくとうにも著しい新味が顕わされ、それは後代の戦争様相にも劃期的な変革をもたらした。

　ところで。

　郝昭かくしょうのこもった陳倉ちんそうの小城は、わずか三、四千の寡兵かへいをもって、その装備ある蜀の大軍に囲まれたのであるから、苦戦なこというまでもない。

　にもかかわらず、容易に抜かせなかったのは、実に、主将郝昭の惑いなき義胆忠魂の働きであり、また名将の下に弱卒なしの城兵三千が、一心一体よくこれを防ぎ得たものというほかない。

「──かくて魏の援軍が来ては一大事である」

　孔明はついに自身陣頭に出て、苛烈かれつなる総攻撃を開始した。

　雲梯うんてい衝車しょうしゃの新兵器まで押し出して用いた。雲梯──雲の梯かけはし──とは、高さあくまで高い梯子櫓はしごやぐらである。

　櫓の上は、楯たてをもって囲み、その上から城壁の中を見おろして、連弩れんど石弩せきどを撃ちこみ、敵怯ひるむとみれば、その上からまた、べつの短い梯子を無数に張り出して、ちょうど宙に橋を架けるような形を作り、兵は、猿ましらの如く渡って、城中へ突入してゆく。──そういう器械であった。

　また、衝車というのは、それを自由に押す車である。この車にはまた、起重機のような鈎かぎがついている。台上の歯車を兵が三人掛りで廻すと、綱によって、地上の何でも雲梯の上に運び得る仕掛になっていた。

　これが何百台となく、城壁の四方から迫ってきたのを見て、郝昭は立ちどころに、火箭ひやを備えて待っていた。

　そして、鼓こを合図に、たちまち火箭を放ち、油の壺を、投げ始めた。

　そのため、雲梯も衝車も、ことごとく、焔の柱となってしまい、蜀兵の焼け死ぬこと酸鼻を極めた。

「この上は、壕ほりを埋めろ」

　孔明は、下知して、土を掘らせ、昼夜わかたず、壕埋めにかからせた。

　すると、城兵もまた、その方面の城壁を、いやが上にも高く築いた。

「さらば、地の底から」

　地下道を掘鑿くっさくさせて、地底から城中へ入ろうとすると、郝昭もまた、それを覚って、城中から坑道を作り、その坑を横に長く掘って、それへ水を流し入れた。

　さしもの孔明も攻めあぐねた。およそ彼がこれほど頭を悩ました城攻めは前後にない。

「すでに二十日になる」

　攻めこじれた城をながめ、われながらこう嘆声を発しているところへ、前方から早馬で急報してきた。

「魏の先鋒王双おうそうの旗が近づきつつあります」

　孔明は、足ずりした。

「早くも、敵の援軍が来たか。──謝雄しゃゆう。謝雄。汝行け」

　副将には、龔起きょうきをえらび、各三千騎を附して、にわかに、それへ差し向けると共に、孔明は、城兵の突出をおそれて、陣を二十里外へ退いた。




二



　ひとまず陣容をあらためて、自重していると孔明の危惧きぐは、果たしてあたっていた。──以後、刻々来る報は、ことごとく、事態の悪化を伝えるものでないものはない。

　そのうちに、さきに出向いた蜀勢はさんざんな姿となって逃げ帰ってきた。──そして、各〻、声もただならず伝えることには、

「わが大将謝雄も、敵の王双に斬って落され、二陣に続いて行ったわが龔起きょうき将軍も、王双のために一刀両断にされました。──魏の王双は抜群で、とても当り得る者はありません」

　孔明は大いに驚いて、

「猶予はならず、彼の軍と城中の兵力との聯絡がならば、わが大事は去らん」

　と、廖化りょうか、王平、張嶷ちょうぎに命じて、さらに新手の軍勢をさし向けた。

　その間にも、陳倉の一城を救うべく、大挙急いできた魏の援軍は、猛勇王双を先鋒として、折から真冬の猛寒も、悪路山嶮さんけんもものかは、昼夜、道をいそいで、刻々急行軍を続けつつあった。

　それを通さじと、防ぎに馳せ向った蜀軍は、第一回にまず撃攘げきじょうをうけ、第二回に衝突した廖化りょうか、王平などの軍勢も、ほとんど怒濤の前に手をもって戸を立て並べるが如き脆もろさでしかなかった。

　乱軍中、またしても、蜀将張嶷ちょうぎは、魏の王双に追いかけられ、彼が誇るところの重さ六十斤という大刀を頭上に見──あやうく逃げんとした背中へ、たちまち、流星鎚りゅうせいついを叩きつけられたのである。

　流星鎚というのは、重い鉄丸を鎖につけた一種の分銅なのだった。王双はこれを肌身に数個持っていて、ここぞと思うとき、突然、敵に投げつけるのだった。

　王平、廖化は、張嶷の身を救い出して退却したが、張嶷は血を吐いて、生命のほどもどうかと危ぶまれる容態だった。

　こうした有様なので、蜀軍はとみに振わず、魏軍は勢いに乗ることいよいよ甚だしい。

　前進、前進、王双軍二万の先鋒は、当るものなき勢いで、すでに陳倉城に近づき、のろしを揚げて城中の者へ、

（──援軍着いたぞ）

　と、連絡の合図を遂げ、蜀兵を一掃して、城外一帯に布陣を終った。

　その態ていを見るに──

　蜿蜒えんえん、大小の車を連ね、上に材木を積み、柵さくを結び、また塹壕ざんごうをめぐらし、その堅固なこと、比類もない。

　これを眺めては孔明も、手を下す術すべもなかったろう。いわゆる百計窮まるの日を幾日か空しく過ごした。

「丞相、ちとお気をお晴らし遊ばしませ、余りに拘泥こうでいするはよくありません」

「おお姜維きょういか、何の感やあって、その言をなすのか」

「それがしの思うに、かかるときは、むしろ『離り』ということが大事ではないかと考えられます。ご執着から離れることです。この大軍を擁しつつ空しく陳倉の一城に拘泥こうでいして心まで囚わるるこそ、まんまと敵の思うつぼに落ちているものではございますまいか」

「そうか、おお、離りこそ──離こそ──大事だった」

　姜維の一言に孔明も大いに悟るところがあった。一転、彼は方針をかえた。

　すなわち、陳倉の谷には、魏延の一軍をとどめて、対峙の堅陣を張らせ、また、近き街亭方面の要路には、王平と李恢りかいに命じて、これを固く守らせておいて、孔明自身は、夜ひそかに陳倉を脱し、馬岱ばたい、関興、張苞ちょうほうなどの大軍をつれて遠く山また山の間道を斜谷やこくを越え、祁山きざんへ出て行ったのである。

　一面。──魏の長安大本営では、大都督曹真が、王双からの捷報しょうほうを聞いて、

「孔明もその第一歩からつまずくようでは、もう往年のような勢威もないとみゆる。戦の先は見えたぞ」と、歓ぶこと限りなく、営中勝ち色に満ちていた。

　ところへ、先鋒の中護軍費耀ひようから、祁山の谷あいで、一名のうろついている蜀兵を生捕ってきた。曹真は、必定、敵の間諜であろうと、面前に引かせ、自身これを調べた。すると、その蜀兵は、

「自分は決して、細作しのびのものではありません。……実は」

　とおずおず、左右の人々を見まわして、

「一大事をお告げしたいのですが、人のおるところでは申し兼ねまする。どうか、ご推量くださいまし」と、平伏して云った。
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　乞いを容れて、曹真は左右の者をしりぞけた。蜀兵は、初めて、

「私は、姜維きょういの従者です」

　と、打ち明けて、懐中ふところから一書を取りだした。

　曹真がひらいてみると、まぎれなき姜維の文字だ。読み下すに、誤って、孔明の詭計きけいに陥ち、世々魏の禄を喰はみながら、いま蜀人のうちに在るも、その高恩と、天水郡にある郷里の老母とは、忘れんとしても忘るることができない──と言々句々、涙を以て綴つづってある。

　そして、終りには。

　──しかし、待ちに待っていた時は今眼前に来ている。もし姜維の微心びしんを憐あわれみ、この衷情を信じ賜るならば、別紙の計を用いて、蜀軍を討ちたまえ。自分は身をひるがえして、諸葛亮しょかつりょうを擒人とりことなし、これを貴陣へ献じておみせする。ただ願わくは、その功を以て、どうか再び魏に仕えることができるように、おとりなしを仰ぎたい。

──縷る々ると、陳のべてあるほかに、内応の密計が、べつの一葉に、仔細に記してあったのである。

　曹真はうごかされた。たとえ孔明までは捕えられないまでも、いま蜀軍を破って、あの姜維を味方に取り戻せば、一石二鳥の戦果である。

「よろしい。よく伝えよ」と、その使いをねぎらい、日を約して帰した。そのあとで彼は費耀ひようを呼んで、姜維の計を示した。

「つまり魏から兵を進めて、蜀軍を攻め、詐いつわり負けて逃げろと、彼はいうのだ。──そのとき姜維が蜀陣の中から火の手をあげるゆえ、それを合図に、攻め返し、挟はさみ撃とうという策略。何と、またなき兵機ではないか」

「さあ。如何なものでしょう」

「なぜそちはよろこばんか」

「でも、孔明は智者です。姜維も隅におけない人物です。恐らくは詐術さじゅつでしょう」

「そう疑ったら限りがない」

「ともあれ、都督ご自身、おうごきあることは、賛成できません。まず、それがしが一軍を以て試みましょう。もし功ある時は、その功は都督に帰し、咎とがめある時は、私が責めを負います」

　費耀は、五万の兵をうけて、斜谷やこくの道へ進発した。

　峡谷きょうこくで、蜀の哨兵しょうへいに出会った。その逃げるを追って、なお進むと、やや有力な蜀勢が寄せ返してきた。一進一退。数日は小競こぜり合いに過ぎた。

　ところが、日の経つに従って水の浸しむように、いつの間にか、蜀軍は増大していた。反対に、魏軍は、敵の奇襲戦略に、昼夜、気をつかうので、全軍ようやく疲れかけていた。

　するとその日、四峡の谷に、鼓角こかくのひびき、旗の嵐が、忽然と吹き起って、一輛の四輪車が、金鎧鉄甲きんがいてっこうの騎馬武者にかこまれて突出とっしゅつしてきた。

「すわや。孔明」と、魏はおそれ崩れた。

　費耀ひようは、はるかに、それを望んで、

「何で恐れることがある。彼にまみゆる日こそ待っていたのだ。やよ者ども」

　と、左右の部将をかえりみて、

「一当て強く押して戦え。そして頃合いよく詐いつわり逃げろ。その退くのはこちらの計略だ。やがて敵の後陣から、濛々と火の手があがるだろう。それを見たら、金鼓一声、猛然と引っ返して撃滅にかかれ。──敵の中には魏に応ずる者があるゆえ、わが勝利は疑いない」

　云いふくめて、すぐ応戦にかかった。

　費耀は馬をすすめて、孔明の四輪車にむかい、

「敗軍の将は兵を語らずというに、恥も知らず、これへ来たか」

　と、罵ののしった。

　孔明は、車上、一眄べんを投げて、

「汝なにものぞ。曹真にこそいうべきことあり」

　と、相手にもせぬ顔だった。

　費耀は、怒り猛って、

「曹都督は、金枝玉葉、なんぞ恥知らずの汝ごときに出会おうか」

　と、やり返した。

　孔明は、羽扇をあげて、三面の山を呼んで、たちまち、馬岱ばたい、張嶷ちょうぎなどの軍が、そこから雪崩なだれおりて来た。

　魏勢は、早くも、予定の退却にかかった。
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　戦っては逃げ、戦うと見せては逃げ、魏勢は、うしろばかり振り向いていた。

　いまに、蜀陣の後方から、火の手が揚るか、煙がのぼるかと。

　費耀も馬上そればかり期待しながら、峡山きょうざんのあいだを、約三十里ほども退却し続けていたが、そのうちに、蜀の後陣から、黒煙の立ち昇るのが見えた。

「しめた。すわや姜維きょういが内応して、合図の火を放ったとみえるぞ」

　鞍くらつぼ叩いて、費耀は馬上に躍り上がった。そして、一転、馬首を向け直すや否、

「それっ、取ってかえせ。引っ返して、蜀勢を挟撃しろ」

　と、大号令した。

　大将の予言が的中したので、魏の将士は、勇気百倍した。たちまち踵きびすをめぐらして、それまで追撃してきた蜀勢へ、急に、怒濤となって吠えかかった。

　蜀勢は喰い止められた。いや魏兵の猛烈な反撃に遭って、形勢はまったく逆転した。うしおのような声をあげて、われ先にと、逃げ始めたのである。

「孔明の車はどこへ失せたか」

　と、費耀ひようは剣をひっさげて、いよいよそれを急追した。このぶんでは馬の脚力次第で、孔明の車に追いつき、その首を一刃に切って落すも至難でないと考えたのである。

「追えや、急げ、雑兵などに眼をくるるな」

　五万の兵はまるで山海嘯やまつなみの如く谷を縫って流れた。すでにして姜維きょういが火をかけた山々の火気が身近く感じられてきた。枯木生木を焼く猛烈な炎はバリバリと天地に鳴って、四山の雪を解かし、それは濁流となって谷へそそいでくる。

　──だが、敵は遂に、その影を絶って、どこへ隠れたか見えなくなった。行き当った谷口は、岩石や巨材を積んで封鎖されている。

「はてな。第一、姜維の反軍はどう行動しているのだろう？」

　ふとこう疑ったとき、突如、彼は身ぶるいに襲われた。──計られたかと、感じたからである。

　けれど、すでに遅かった。大木、大石、油柴ゆしば、硝薬しょうやくなどが、轟々ごうごうと、左右の山から降ってきた。馬も砕け、人もつぶされ、阿鼻叫喚あびきょうかんがこだました。

「し、しまった。さては、敵の謀略」

　費耀のおどろきは絵にも描えがけないほどである。先を争う味方の中を押し揉まれながら、山間の細道を見つけて奔はしりこんだ。

　すると、その谷ふところから、一彪の軍馬が、金鼓の響きも正しく駈け出して来た。これなん彼の待っていた姜維である。費耀は、一目見るや、怒髪どはつをついて、遠くから罵った。

「不忠不孝の賊子め、かつよくもわれをあざむいたな。思い知れよ、青二才」

　姜維は満顔に、笑みを作りながら、はや近々馬を駈けよせて、

「誰かと思えば、費耀であったか。この腕に捻ねじ捕えたいと思っていたのは、曹真であったのに、鶴の罠わなに、鴉からすのかかる腹立たしさよ。戦うのも面倒なり、盔かぶとを脱いで、降参してしまえ」

「何を、忘恩の徒が」

　喚わめきかかったが、到底、姜維の前に刃の立つわけもない彼はふたたび、それからも、汚く逃げ出した。

　しかし、帰る道も、いつの間にかふさがっていた。山の上から沢山な車輛を投げおろし、それへ油や柴を投げ積んで、それへまた松明たいまつを抛ほうったので、その焔は山の高さほども燃え上がっているのである。

「残念」

　費耀は立往生したが、空しく焼け死にはしなかった。その剣を頸うなじに加えて、自ら首を刎はねたのだった。

「降伏するものはこれへすがれ」と、絶壁から幾筋もの助け綱が垂れていた。魏の兵は、われ先にと、その綱につかまったが、半数も助からなかった。

　後、姜維は、孔明の前に出て謝した。

「この計は、私の案でしたが、どうも少しやり損そこないました。かんじんな曹真を打ち洩らしましたから」

　孔明はそれを評していった。

「そうだな。惜しむらくは、大計を用いすぎた。大計はよいが、それを少し用いて、大なる戦果を獲ることが、機略の妙味だが」




食
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　呉の境から退いて、司馬懿しばいが洛陽らくように留っているのを、時の魏人は、この時勢に閑を偸ぬすむものなりと非難していたが、ここ数日にわたってまた、

（孔明がふたたび祁山きざんに出てきた。ために、魏の先鋒の大将は幾人も戦死した）

　という情報が、旋風のように聞えてくると、仲達への非難はぴったりやんでしまった。やはり司馬懿仲達は凡眼でないと、謂いわず語らず、その先見にみな服したかたちであった。

　どんな時にも、何かに対して、誹謗ひぼうやあげつらいの目標を持たなければ淋しいような一種の知識人や門外政客が洛陽にもたくさんいる。それらの内からは今度は向きをかえて、

「いったい総兵都督はいるのか、いないのか。曹真は何をしているか」

　という非難がごうごうと起ってきた。

　曹真は魏の帝族である。それだけに叡帝えいていは心を悩ました。帝は、司馬懿を召して、対策を下問した。

「怖るべきは蜀と呼ばんよりむしろ孔明そのものの存在である。どうしたらよいであろう」

「さほどご宸念しんねんには及ばないでしょう」

　仲達はおっとり答えた。

「──自然に、蜀軍をして、退くのほかなからしめればよいのですから」

「そんな最上な方法があるだろうか」

「ございます。臣が量はかるに、孔明の軍勢は、およそ一ヵ月ぐらいな兵糧しか持たないに違いござりませぬ。なぜならば、季節は雪多く、道は山嶮です。故に、彼の望むところは速戦即決にありましょう。我のとる策は長期持久です。朝廷から使いを派して、総兵都督へその由を仰せつけられ、諸所の攻め口を固くして、めったに曹真が戦わないようにお命じあることが肝要です」

「いかにも。さっそくさような方針をとらせよ」

「山嶮の雪解とける頃ともなれば、蜀兵の糧かても尽きて、いやでも総退却を開始しましょう。虚はそのときにあります。追撃を加えて大捷たいしょうを獲とることまちがいございませぬ」

「それほど卿けいに先見があるならば、なぜ卿みずから陣頭に出て計策をなさないのか」

「仲達はまだ洛陽に老いを養うほどな者でもありませんが、さりとてまた、生命を惜しんでいるわけでもござりませぬ。要は、呉のうごきがまだ見とおしをつきかねるからです」

「呉はなお変を計ろうか」

「もちろん、油断もすきもなりますまい。なぜならば、呉は呉に依ってうごくものに非ず、一に蜀の動静をにらみ合わせているものです」

　以後、数日のあいだにも、曹真の軍から来る報告は、ことごとく魏に利のないことのみであった。そしてようやく曹真は、その自信まで失ってきたものの如く、

「とうてい、現状のままでは、守りにたえません。ひとえに、聖慮を仰ぐ」

　と、暗に魏帝の出馬なり、司馬懿しばいの援助を求めてきた。けれど仲達は、何か思うところあるらしく容易に起たない。そして魏帝にむかっては、

「このときこそ、総兵都督の頑張るべきときです。お使いをもって、丁寧にいましめられ、孔明の虚実にかかるな、深入りして重地に陥るなと、くれぐれも、持久をおとらせなさるように」

　と、献言ばかりしていた。

　そうした仲達の態度には、自分が総都督たるならば大いに格別、さもなくては働けないとしているような腹蔵があるのではないかと考えられるふしもある。何しても孔明の正面に立った曹真の苦戦は思いやられるものがある。

　朝廷では、韓曁かんきを使いとして、曹真にそれらの方針を伝えさせることになった。すると司馬仲達はその韓曁をわざわざ洛外の城下はずれまで見送りに行って、その別れに臨み、

「云い忘れたが、これは曹真総兵都督の功をねがうために、ぜひ注意してあげておいてくれ。それは蜀勢が退くとき、決して、性質の短慮な者や狂躁きょうそうな人物に追わせてはいけない。軽々しく追えば必ず彼の計に陥る。──このことを、朝廷の命として、付け加えておいてもらいたい」

　と、いかにも真情らしく言伝ことづてを頼んだ。そのくせ、それほどの魏軍の苦境を知りながら、彼は車をめぐらして、悠々、洛陽へもどるのであった。
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　大常卿韓曁かんきは、やがて総兵都督本部に着き、曹真に、魏廷の方針をもたらした。

　曹真は謹んで詔詞を奉じ、韓曁の帰るを送ったが、後、この由を副都督の郭淮かくわいに語ると、

「それは朝廷のご意見でも何でもない。すなわち司馬懿しばい仲達の見けんですよ」

　と、穿うがって笑った。

「誰の見けんでもよいが、この見解の可否はどうだ」

「悪くはありません。よく孔明の兵を観ています」

「が、もし、蜀の勢が、こちらの思うように退かなかった場合は」

「王双に計をさずけ、小道小道の往来を封じさせれば、いやでも蜀軍の兵糧は途絶えて、退かざるを得なくなるにきまっています」

「そうゆけばしめたものだが」

「なお、それがしに、別に妙策がひとつあります」

　郭淮は、洛陽の使いがもたらした司馬懿の方針には、充分感心していたが、さりとてその通りに行っているのも、この総司令部に人なきようでいやだった。彼のささやいた彼自身の一策は、これまた曹真を動かすに足りた。曹真も何かで連戦連敗の汚名からまぬかれたいのである。──で、その計画は徐々に実行されだしていた。

　事実、蜀軍の大なる欠陥は、大兵を養う「食しょく」にあることは万目一致していた。いまや日を経ふるに従って彼が「食」の徴発に奔命しつつあるは必定であるから、敵の求めるそれを好餌に用いて、罠わなにかけようというのが郭淮の着想だった。

　それから一ヵ月ほど後。

　すなわち魏の孫礼そんれいは、兵糧ひょうろうを満載したように見せかけた車輛を何千となく連れて、祁山きざんの西にあたる山岳地帯を蜿蜒えんえんと行軍していた。

（陳倉の城と、王双の陣へ、後方から運輸してゆくもの）とは一見誰でもわかる。

　けれど車輛の上にはみな青い布がかぶせてあって、その下には硫黄いおう、焔硝えんしょう、また油や柴などがかくしてあった。これが郭淮の考えた蜀軍を釣る餌なのである。

　一面。その郭淮は、箕谷きこくと街亭の二要地へ大兵を配して、自身その指揮に臨み、また張遼ちょうりょうの子張虎、楽進の子楽綝がくりん、このふたりを先鋒として、あらかじめある下知を附しておいた。

　さらになお、陳倉道の王双軍とも聯絡をとって、蜀軍みだるるときの配置を万全にしておいたことはいうまでもない。

「隴西ろうせいから祁山きざんの西を越えて、数千輛の車が、陳倉道へ兵糧を運んでゆく様子に見えまする」

　蜀の物見は、鬼の首でも取ったように、これをすぐ孔明の本陣へ達した。

　蜀軍の将は、聞くとみな、

「なに、兵糧の車輛か」

　と、はやその好餌こうじに目色をかがやかした。

　蜀軍の糧かては、各方面の間道国道から、極めて微々たる量を、しかも艱難辛苦してこれへ寄せている状態だったし、その予備量もすでに一ヵ月分となかったところなので無理はない。

　だが、孔明は、まったく別なことを左右に訊ねていた。

「兵糧隊の敵将は、誰だといったな？」

「物見の言葉では、孫礼字あざなは徳達だといいましたが」

「孫礼の人物を知るものはないか」

「されば彼は、魏王にも重んぜられている上将軍です」と、むかし魏にいて精通していた一将が話した。

「かつて魏王が大石山だいせきざんに狩猟かりをなしたとき、一匹の大きな虎がたちまち魏王へ向って飛びかかって来たのを、孫礼が、いきなり楯たてとなって、大虎に組みつき、剣をもって、ついにその虎を刺し殺したことから非常に魏王の信寵しんちょうをうけて今日に至った人物です」

「そうか……」と孔明は謎のとけたように笑って、さて諸将へいうには、

「兵糧を運送するに、それほどな上将をつけるわけはない。思うに車輛の被おおいの下には、火薬、枯れ柴などが積んであるだろう。嗤わらうべし、わが胃へ火を喰わせんとは」

　彼はこれを全く無視したが、しかし、ただ無視し去ることはしなかった。たちまち帷幕いばくに将星を集め、敵の計を用いて敵を計るの機をつかみにかかった。
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　情報があつめられた。

　風のごとく物見が出入りした。

　その帷幕のうちから孔明の迅速な命令は次々に発せられていた。馬岱ばたいが真先に、三千の軽兵をひきいてどこかへ走った。次に、馬忠と張嶷ちょうぎが各〻五千騎を持って出動した。呉班ごはん、呉懿ごいらの軍も何か任を帯びて出た。そのほか関興、張苞ちょうほうなどもことごとく兵をひきいて出払い、しかも孔明自身もまた床几しょうぎを祁山きざんのいただきに移し、しきりと西の方面を望んでいた。

　魏の車輛隊の行軍は、すこぶる遅々であった。

　二里行っては、物見を放ち、五里行っては物見を放った。

　さながら、蜀魏の間諜戦でもあったわけだ。

　魏の物見は告げた。

「孔明の本陣は動きだしました」

「まぎれもなく、この兵糧輸送を嗅かぎつけて、これを奪えと、手分けにかかったようにうかがわれます」

「馬岱、馬忠、張嶷など、続々と蜀陣を出ました」

　等々の情報である。

　孫礼は、得たりと思って、直ちにこの旨を、曹真の陣へ急報した。曹真はまた張虎、楽綝がくりんの先鋒へ向って、

「こよい、祁山きざんの西方に炎々の火光を見る時こそ、蜀兵がわが火計にかかって、その本陣を空虚にした時である。空赤く染まる時を合図として、孔明の拠陣きょじんへ向って突っ込め」と、激励した。

　すでにその日も暮れようとして、祁山の西に停とどまった孫礼の運送部隊は、夜営の支度にかかるとみせて、実は千余輛の火攻め車を、あなたこなたに屯たむろさせて、蜀兵を焼き殺す配置をおえていた。

　発火、埋兵まいへい、殲滅せんめつの三段に手筈を定めて、全軍ひそと、仮寝のしじまを装っていると、やがて果たして、人馬の音が、粛々しゅくしゅくと夜気を忍んでくる様子だった。

　折節、西南の山風がつよい。孫礼は、

「──敵来たらば」

　と、手に唾つばして待っていた。

　ところが、未だ魏軍の起たないうちに、その風上から、火を放った者がある。何ぞはからん、敵の蜀兵だ。

　孫礼は初め味方の手ちがいかと狼狽ろうばいしたのであったが、さはなくて蜀兵自身が火を放ったものと知ると、しまったと叫んで、

「孔明はすでに看破しているぞ、我が事破る」

　と、躍り上がって無念がった。

　千余の車輛を焼き立て焼き立て、すでにして蜀兵は二手に分れて矢を送り石を飛ばして来た。鼓角こかく夜空にひびき、火光天を焦がし、魏兵の混乱ぶりは一方でない。

　風上から攻め来るもの、蜀の張嶷ちょうぎ、馬忠などである。風下から同じく馬岱ばたいの一軍が鼓噪こそうして攻めかかった。

　自ら設けた火車ひぐるまの死陣の中に魏兵は火をかぶって戦うほかなかった。のみならず魏勢は谷間や山陰の狭路に埋伏まいふくしていたので、その力は分裂しているし、主将の命令は各個に一貫していない。

　火の光の中に、討たれる数もおびただしかったが、踏み迷い、逃げまどい、自ら焼け死ぬ者や、火傷やけどを負って狂う者数知れなかった。──かくてこの一計は、見事、魏の失敗に終ったのみならず、自ら火を以て自ら焼け亡ぶの惨禍を招いたのであったが、当夜、かかる不測が起っているとも知らず、ただ空を焦がす火光を望んで、

「時こそ到る」

　と、いたずらに行動を開始してしまったのは、曹真から命ぜられていた楽綝がくりん、張虎の二隊だった。

　危ういかな、盲進して、孔明の本陣へ、突入してしまったのである。敵影はない。──これは予期したところだが、須臾しゅゆにして、陣営のまわりから、突然、湧いて出たような蜀軍の鬨ときの声が起った。蜀の呉班ごはん、呉懿ごいの軍だ。──釜中ふちゅうの魚はまさに煮られる如く逃げまどった。

　ここでも、魏勢は残り少なに討たれた上、さんざんの態で逃げ崩れてくる道を、さらに、関興、張苞の二軍に、完膚なきまで、痛撃された。

　夜明けと共に曹真の本陣に、西から南から北からと、落ち集まってきた残軍と敗将のすがたこそ見るかげもないものだった。
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　食うか食われるか、戦の様相はつねに苛烈である。この苛烈を肝きもに銘じていながら曹真の軽挙はふたたび重ね重ねの惨敗を自軍に見てしまった。

　彼の落胆は、恐怖に近づいた。いまは郭淮かくわいの献策をうらむこともできない。彼は総兵大都督である。

「以後は、かならずみだりにうごくな、敵の誘いにのるな。ただ守れ、固く守備せよ」

　以後の警戒は非常なものである。むしろ度の過ぎるほど堅固に堅固を取った。ために、祁山きざんの草は幾十日も兵に踏まるることなく、雪は解けて、山野は靉靆あいたいたる春霞をほの紅く染めて来た。

　霞かすみを横切る一羽の鳥がある。孔明は日々悠久なる天地をながめ、あたかも霞を喰うて生きている天仙か地仙のごとく物静かに日々を黙して送っていたが、一日、書をしたためて、ひそかに陳倉道にある魏延ぎえんの陣へ使いを出した。

　楊儀ようぎがあやしんで訊ねた。

「魏延の陣へ、お引揚げを命ぜられたそうですが、なぜですか」

「そうだ。陳倉道のほうばかりでなく、ここの陣地も引き払おうと思う」

「そして、どこへ進発なさいますか」

「いや、進むのではない、漢中へしりぞくのだ」

「はて。それがてまえには解げせません」

「なぜな？」

「でも、かくの如く、蜀は勝っているところを、しかも万山の雪は解け、いよいよ士気旺盛しきおうせいたろうとしている矢先ではございませんか」

「さればこそ今を退しりぞく時と思うのである。魏がいたずらに守って、戦わないのは、わが病やまいを深く知らないからだ。わが病とはほかでもない兵糧の不足。如何ともなし難い重患だが、幸いにも、敵はただその涸渇こかつを待っていて、積極的に、わが通路を断とうとしない。──これなおわが余命のある所以ゆえんだ。もし今のうちに療養に還らなければ、この大軍をして、救い難い重態に墜おとすであろう」

「その点は、われわれも絶えず腐心しているところですが、先頃の大捷たいしょうに、だいぶ戦利品も加えましたから、なおしばらくは支えられないこともありません。そのうちに勝ち続けて、自然活路に出れば、敵産をもって、長安に攻め入るまで、食い続けられないこともないと思いますが……」

「否とよ。草は食えるが、敵の死し屍しは糧かてにならない。ここ魏の陣気をはるかにうかがうに、おそらく大敗のこと、洛陽に聞えて、敵は思いきった大軍をもって、ここを援たすけにくるにちがいない。……さもあらばまた、彼は新手、彼は後方にいくらでも運輸の道を持つ大軍。いかにして、わが勝利をなお保ち得よう。──敗れて退くにあらず、勝って去るのである。退くとは戦いの中のこと、去るとは作戦による行動にほかならない。さように歯がみして無念がるな」

　楊儀ようぎの口をもって、諸将の不満へもいわせようとするのであろう、孔明の諭示ゆしは噛かんで含めるようだった。

「──しかし、魏延へやった使いも、一計をさずけてつかわしてあるから、引揚げるといっても、無為に退くわけではない。見よ、やがてあすこにある魏の王双の首は、魏延のよい土産となるであろう」

　孔明はそうも言った。

　関興、張苞ちょうほうなどの若手組は、案のごとく、この陣払いにたいして、不満を表示したが、それも楊儀になだめられて、着々ここを引揚げにかかりだした。

　とはいえ勿論、それはひそかに行われたものであることはいうまでもない。水の乾くように、徐々兵数を減じて、後退させていた。そして最後にいたるまで、鉦鼓かねつづみの者は残して、常と変るところなく、調練の螺らを吹き時の鉦を鳴らし、旗々はなお大軍そこにとどまるものの如く装っていた。

　──一方、魏の曹真は、その後、守るに専念して、とみに気勢も昂あがらずにいたが、折から、左将軍張郃ちょうこうが洛陽から一軍をひきいて来て味方の陣に参加した。

　曹真は、彼を見ると、訊ねた。

「貴所は都を立つとき、司馬懿しばいには、お会いにならなかったのか」

　すると彼は答えた。

「いや、会わないどころではありません。それがしが加勢に下ってきたのも、ひとえに司馬仲達の計らいによるものです」
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「ほほう。……では、やはり仲達のはからいで来られたわけか」

「いや、洛陽の上下でも、先頃以来、だいぶ当地の敗戦を心痛しています」

「まことに予の不徳のいたすところだ。国内に対して面目もない」

「勝敗は兵家のつね。敗るるも次の勝ちを期しておればご苦慮にも及びません。……が、この頃の戦況はどうですか」

　張郃にこう問われると、曹真は初めて少しにこっとして、

「この数日は、大いに戦況が味方の有利に転回してきた。以後まだ大合戦はないが、諸所において、いつも味方が勝ちつつある」

「……あっ。それはいかん」

「な、なぜだ？」

「そのことも、それがしが離京の際に、司馬仲達がくれぐれも警戒せよといっていました」

「なに。味方の勝つのはいけないといったのか」

「そうした意味ではありませんが。……つまり、こう申されたのです。……蜀軍はたとえ兵糧が欠乏しだしても、決して軽々しくは退くまい。だが、彼の兵がしばしば小勢で出没してそのたび負けて逃げるような時は、大いに機微を見ていないといけない。反対に、彼が大軍をうごかすか、大いに強味のあるときは、まだ退陣の時は遠いと見ていてまちがいない。この辺が、兵家の玄妙であるから、よくよく曹真閣下におつたえしておくがいいと附言された次第です」

「……ははあ、なるほど。すると過日からの味方の勝ち色はあまりあてにならんかしら」

　何か思い当るものがあるらしく、曹真は急に間諜の上手な者数名を放って、孔明の本陣をうかがわせた。

　間諜は帰ってきて報告した。

「祁山きざんの上にも下にも、敵は一兵もおりません。ただ備えの旗と囲いだけが残っているだけであります」

　次に帰ってきた者もいった。

「孔明は、漢中さして、総引揚げを行ったようです」

　曹真は頭を掻いて後悔した。

「また、彼奴きゃつに騙だまされていたのだ」

　聞くや否、張郃ちょうこうはすぐ新手の勢をもって、孔明のあとを急追してみたが、時すでに甚だ遅かった。

　また、陳倉道の口に残って、久しい間、魏の猛将王双をそこに支えていた魏延は、孔明の書簡に接すると、これもたちまち、陣払いを開始していた。

　当然、それはすぐ王双の知るところとなり、王双はいとまをおかず追撃した。

　そして、蜀兵に近づくや、

「魏延、いずこに帰るぞ、王双これにあり、返せ返せ」

　と馬の上から呼ばわりつつあくまで追った。

　蜀兵の逃げ足も早かった。王双の追うこと余りに急なので、彼の周囲には、ようやく旗本の騎馬武者二、三十騎しか続いて来られなかった。

　すると、後から駈けてきた一騎が、

「わが大将、ちと急ぎ過ぎましたぞ、敵将魏延はまだうしろのほうにいる」と、注意した。

「そんなはずはないが？」

　と、振り向くと、どうしたことか、陳倉城外にある自分の陣営から黒煙が上がっている。

「さては、うしろへ出たか」と、あわてて引っ返して、途中の有名な嶮路けんろ陳倉峡口きょうこうの洞門どうもんまで来ると、上から大岩石が落ちてきて、彼の部下、彼の馬、みな挫くじきつぶされた。

「王双、どこへ行く」

　突如、彼のうしろに、一彪ぴょうの軍が見え、その中に、魏延の声がした。

　いちど、馬上からもんどり打ったため、王双は逃げきれず、またその武力もあらわすにいとまなく、ついに魏延の大剣に、その首こうべを委まかしてしまった。

　魏延はその首を、高々と槍のさきに掲げさせて、悠々、漢中への引揚げを仕果した。

　──王双の死が、曹真の本営へ知らされてからいくばくもなく、陳倉城の守将郝昭かくしょうの死がまた報じられてきた。郝昭は病死であったが、曹真にとり、また魏にとっては、重ね重ねの凶事ばかりだった。




総兵之印そうへいのいん



一



　蜀魏両国の消耗しょうもうをよろこんで、その大戦のいよいよ長くいよいよ酷烈になるのを希ねがっていたのは、いうまでもなく呉であった。

　この時に当って、呉王孫権は、宿年しゅくねんの野望をついに表面にした。すなわち彼もまた、魏や蜀にならって、皇帝を僭称せんしょうしたのである。

　四月。武昌の南郊に盛大な壇をきずいて、大礼の式典を行い、天下に大赦たいしゃを令し、即日、黄武こうぶ八年の年号を、黄龍こうりゅう元年とあらため、先王孫堅そんけんに対しては、武烈ぶれつ皇帝と諡おくりなして、ここに、呉皇帝の即位は終った。

　嫡子ちゃくしの孫登そんとうももちろん同時に皇太子にのぼった。そしてその輔育の任には、諸葛瑾しょかつきんの子諸葛恪しょかつかくを太子左輔たいしさほとし、張昭の子張休が太子右弼うひつを命ぜられた。

　諸葛恪は、血からいえば、孔明の甥おいにあたるものである。資質聡明、声は甚だ清高であったといわれる。幼時から夙つとに、神異の才をたたえられ、その六歳の時に、こんなこともあった。

　或る折、呉王孫権が戯たわむれに、一匹の驢馬ろばを宮苑にひき出させ、驢の面おもてに、白粉はくふんを塗らせて、それへ、

　諸葛子瑜しょかつしゆ

　という四文字を書いた。

　けだし、それは、諸葛瑾きんの顔が、人いちばい長面なので、それを揶揄やゆして笑ったのである。だが、君公の戯れなので、当人も頭をかいて共に苦笑していた。

　すると父のそばにいたまだ六歳の諸葛恪かくが、いきなり筆を持って庭へとび降り、驢ろの前に背伸びして、その面の四文字の下へ、また二字を書き加えた。

　人々が見ると、すなわち、

　諸葛子瑜之驢しょかつしゆのろ

　と、読まれた。見事、からかわれている父の辱はじをそそいだのである。現今中国人のあいだでよくいわれる「面子メンツ」なることばの語源がこの故事からきているものか否かは知らない。

　この輔弼ほひつに加えて、さらに、丞相顧雍こよう、上将軍陸遜りくそんをつけて共に太子を守らせ、武昌城において、孫権はまた、建業に還った。

　かくて魏蜀戦えば戦うほど、呉の強大と国力は日を趁おうて優位になるばかりなので、宿老張昭はかたく、兵をいましめ、産業を興し、学校を創たて、農を励まし、馬を養って、ひたすら、他日にそなえながら、一面、特使を蜀へ派して、なおなお善戦を慫慂しょうようしていた。

　また、その特使の使命には、

「このたび、わが呉においても、前王孫権が登極とうきょくして、皇帝の位に即つかれました」

　という発表を伝えて、国際的にこれを承認させる副意義もあったこと、もちろんである。

　その特使は、成都へも、漢中の孔明の所へも同様に臨んだ。孔明は心のうちに安からぬものを抱いたにちがいない。なぜといえば、彼の理想は、漢朝の統一にあるからである。天に二つの日なしという信念が、彼の天下観だからである。しかし今はそれを唱となえていられない時であった。ひとたび呉が離脱せんか、魏と結ぶことは必然である。かくては永遠に蜀の興隆はない。蜀亡ぶときは、彼の理想もついに行い得ないことになる。

「それは実に慶祝にたえない。いよいよ呉蜀両帝国の共栄を確約するものです」

　孔明も直ちに、漢中の礼物を山と積ませて、呉へ賀使を送り、慶よろこびの表を呈した。

　そして、ついでに、

「いま貴国の強兵を以て魏を攻めらるれば、魏は必ず崩壊ほうかいを兆きざすであろう。わが蜀軍が不断に彼を打ち叩いて、疲弊ひへいに導きつつあるは申すまでもありません」

　と呉へ申し入れ、また朝野に向って、時は今なることを、大いに鼓欣こきん宣伝させた。

　陸遜は、にわかに建業へ召還された。彼の意見を徴すべく呉帝は待ちわびていた。

「どうしたものだろう、蜀の要請は」

「修好の約ある以上、容れなければなりますまい。けれど、多くを蜀に労させて、呉はもっぱら虚をうかがい、いよいよという時、洛陽へ入城するものは、孔明より一足先に、わが呉軍であれば最上でありましょう」

「そうありたいのだ」

　孫権はこころよげに笑った。




二



　孔明は三度目の祁山きざん出兵を決行した。

　その動機は、陳倉の守将郝昭かくしょうが、このところ病に罹かかって重態だという確報を得たからであった。

　郝昭は、洛陽へ急を報じ、自分に代る大将の援軍を仰いだ。

　長安にある郭淮かくわいは、

「それでは遅い。奏上はあとでするから、ご辺はすぐ向え」

　と、張郃ちょうこうに三千騎を附して、すぐ陳倉ちんそう城へ援けに向わせた。

　──が、この時はもう遅かったのである。郝昭は死し、陳倉は陥おちていた。

　どうしてこう迅速だったかといえば、しきりに孔明の来襲を伝えたものは、実は姜維きょうい、魏延ぎえんなどの一軍で、その本軍は疾とくひそかに漢中を発し、間道をとって、世上の耳目じもくも気づかぬうちに、陳倉城の搦手からめてに迫り、夜中、乱波らっぱを放って、城内に火をかけ、混乱に乗じて、雪崩なだれ入ったものだった。

　だから味方の姜維や魏延が城中へ来たときですらすでに落城のあとだった。いかに魏の張郃が急いで救援に来たところで、とうてい、間にあうわけはなかったのである。

「丞相の神算は、つねに畏服いふくしているところですが、かかる電撃的な行動は、われらも初めて見るところでした」

　姜維、魏延たちは城中に入って、孔明の車を拝すと、心からそういって、それに額ぬかずかずにいられなかった。

　孔明は、落去の跡を視察して、火中に死んだ郝昭の屍を捜させ、

「この人は敵ながら、その忠魂は見上げたものだ。死すとも朽ちさすべき人ではない」

　と、兵を用いて手篤く弔とむらえと命じた。

　孔明はまた、二人へむかい、

「ここは陥ちたが、両所ともにまだ甲よろいを解くな。直ちに、この先の散関さんかんへ馳けよ。もし時移さば、魏の兵馬充満して、第二の陳倉となるであろう」と、いった。

　姜維きょうい、魏延は、畏まって候、とばかり息つく間もなく散関へいそいだ。

　関は手薄だった。

　ために難なく乗っ取ることを得たが、蜀旗を掲かかげてわずか半日ともたたないうちに、士気すこぶる旺さかんな魏軍が、えいえいと武者声あわせて襲よせ返してきた。

「すわや、丞相の先見あやまたず、魏の大軍がはや来たとみえる」

　望楼にのぼって、これを望み見るに、軍中あざやかに、魏にその人ありとかねて聞く「左将軍張郃」の旗が戦気を孕はらんでひらめいていた。

　しかし、これまで来てみると、すでに散関すら蜀軍に奪られていたので、いたく失望したものであろう、やがて張郃の軍は、にわかに後へかえってゆく様子だった。

「追い崩せ」

　蜀勢は、関を出て、これを追った。ために張郃の勢は、若干の損害をうけたのみならず、むなしく長安へ潰走した。

「この方面の態勢は、まず定まりました」

　姜維きょうい、魏延から孔明へすぐ戦況をつたえた。

　孔明は、この報らせをつかむと、

「よし、機は熟す」となして、いよいよ総兵力をあげて、陳倉から斜谷やこくへすすみ、建威けんいを攻め取って、祁山きざんへ出馬した。

　ここは二度の旧戦場だ。しかもその両度とも蜀軍は戦い利あらず、退却のやむなきを見ているのである。孔明にとっては実に痛恨の深い地であるにちがいない。彼は、帷幕いばくの将星をあつめて告げた。

「魏は二度の勝利に味をしめて、このたびも旧時の例にならい、我かならず雍よう・郿びの二郡をうかがうであろうとなして、そこを防ぎ固めるにちがいない。……ゆえに我は、鉾を転じて陰平、武都ぶとの二郡を急襲せん」

　孔明の作戦は、その陰、武二郡を取って、敵の勢力をその方面へ分散させようとするにあったらしい。しかし敵の兵力を分けさせるためには、自己もまた兵力を分けねばならなかった。それにさし向けた蜀軍の兵力は、王平の一万騎と、姜維きょういの一万騎、あわせて二万の数だった。




三



　長安に引っかえした張郃ちょうこうの報告を聞き、また孔明の祁山きざん出陣を聞いて、郭淮かくわいは驚きに打たれた。

「さもあらば、蜀勢はまた雍よう・郿びの二郡へ攻めかかるだろう。張郃、足下そっかはこの長安を守れ、われは郿城びじょうを固め、雍城ようじょうへは孫礼をやって防がせよう」

　即座に彼は、兵を分けて、その方面へ急行した。

　張郃は、早馬に次ぐ早馬をもって、祁山きざん一帯の戦況を洛陽へ告げ、

「大兵と軍馬を、ぞくぞく下くだし給え、さもなくば、事態予測をゆるさず」と、要請した。

　魏朝廷の狼狽ろうばいはただならぬものがあった。何となれば、この時すでに、呉の孫権の帝位登極のことが伝わっていたし、続いて、蜀呉の特使交換やら、さらには蜀の要請に従って、武昌の陸遜りくそんが、大兵力をととのえ、今にも魏へ攻め入ろうとする空気が濃厚にみなぎっているなどという──魏にとって不気味きわまる情報がやたらに入っているからであった。

　蜀も強敵。呉もいうまでもなく大敵。こうなるといずれに重点をおいてよいのか。魏廷の軍政方針は紛々ふんぷん議論のみに終って、その実策を見失っているのであった。

「司馬懿しばいに問うしかない」

　重将宿将多しといえども魏帝もついにはひとりの仲達に恃たのみを帰するしかなかった。

「いそぎ参朝せよ」と、召せばいつでも、素直に出てくる司馬懿であったが、闕下けっかに伏しても、この頃の風雲にはまるで聾つんぼのような顔をしていた。

　けれど、帝が下問すると、

「そんなことは、深くお迷いになるまでもないことかと思います」

　と、その定見を、するすると糸を吐くように述べた。

「孔明が呉をけしかけたのは当り前な考えです。呉がこれに応じるのもまず修交上当然といえましょう。けれど呉には陸遜りくそんという偉物えらぶつが軍をにぎっています。また、呉が率先挺身そっせんていしんしなければ、条約に違たがうという理由はありませんから、攻めんといい、攻めるぞとみせ、実は軍備ばかりしていて、容易にうごかず、蜀の戦いと、魏の防ぎを、睨み合わせて、ひたすら機を測っているものにちがいありません。──故に、呉の態勢は虚きょです。蜀の襲攻しゅうこうは実です。まずもって、実に全力をそそぎ、後、虚を始末すればよろしいでしょう」

「なるほど、実げにも、そうであった」

　いわれてみると、こんな分りきっていることを、なんで迷っていたのかと魏帝は膝を打って嘆じた。

「卿けいはまことに大将軍の才だ。卿をおいては孔明を破るものはない」

　嘆賞のあまり魏帝はその場で彼を大都督に封じ、あわせて、総兵之印そうへいのいんをも取り上げて、汝にさずけんと詔みことのりした。

　仲達は甚だ迷惑そうな顔をした。なぜならばその総兵之印は、全軍総司令たる曹真が持っているものである。──が、勅命いなみ難しとおうけはしたものの、

「勅を以て取り上げらるるはお気の毒の限りですし、それでは当人の面子メンツもありませんから私が参ってみずから頂戴しましょう」

　と、長安へ立った。そして府中に病臥中の曹真に会い、病を見舞って四方山よもやまのはなしの後、

「時に、呉の陸遜、蜀の孔明が、緊密に機を結びあって、同時に、わが国の境へ攻め入ってきたのをご存じですか」

「えっ。そんな事態ですか」

　──曹真は愕然がくぜんとして、

「何しろ、この病体なので、誰もほんとのことを知らしてくれない」と、痛涙にむせんだ。

「からだにお毒ですよ」

　と仲達はなぐさめて──

「それがしがお扶たすけしますから帷幕いばくのことはあまりご痛心なさらぬがよい」といった。

「いや、いや、この病身では、ついに国家の大危局を救う力など到底わしにはない。どうかご辺がこれを譲りうけて、この大艱難だいかんなんに当ってくれい」

　と、総兵之印をとりだして、たって、司馬懿しばいに押しつけた。司馬懿は、再三辞退したが、

「朝廷へは、わしから後に奏聞そうもんしておく。決して、卿に咎とがはかけない」

　といって、どうしても肯きかないのである。仲達も断りあぐねた態ていをなして、それでは一応お預かりしておくと答えて受け取った。




司馬仲達しばちゅうたつ計はからる



一



　蜀の諸葛亮しょかつりょう孔明と、魏の司馬懿しばい仲達とが、堂々と正面切って対峙たいじするの壮観を展開したのは、実にこの建興七年四月の、祁山きざん夏の陣をもって最初とする。

　それまでの戦いでは仲達はもっぱら洛陽にあって陣頭に立たなかったといってよい。序戦の街亭がいていの役えきには、自身陽平関にまで迫ったが、孔明は楼上に琴を弾だんじて、彼の疑い退しりぞくを見るや、風の如く漢中へ去ってしまい、両々相布陣して、乾坤一擲けんこんいってきに勝敗を決せんとするような大戦的構想は、遂にその折には実現されずにしまった。

　孔明も仲達の非凡を知り、仲達ももとより孔明の大器はよくわきまえている。

　──その上での対陣である。しかも司馬懿軍十万余騎は、まだ傷つかざる魏の新鋭であるし、その先鋒の張郃ちょうこうも百戦を経た雄将だった。

「一望するところ、孔明は祁山の三ヵ所に陣を構え、旗旛きはん整々たるものが見えるが、貴公たちは、彼がここへ出て以来、幾度かその戦意を試みていたか」

　祁山に着いた日、仲達は、郭淮かくわいと孫礼のふたりにこう質問した。

「いや、ご下向を待って、親しくご指揮を仰いだ上でと考えて、まだ一度も戦っておりません」

「孔明としては、必ず速戦即決を希望しているだろうに、敵も悠々とあるは、何か大なる計があるものと観ねばならぬ。──隴西ろうせいの諸郡からは、何の情報もないか」

「諸所みな守り努めているようです。ただ武都、陰平の二郡へやった連絡の者だけ、今もって帰ってきません」

「さてこそ。孔明はその二郡を攻めようとしているのだ。貴公らは、間道からすぐ二郡へ救援に行け。そして守備を固めた後、祁山のうしろへ出よ」

　郭淮と孫礼は、即夜、数千の兵をひきいて、隴西ろうせいの小道を迂回うかいした。

　途中ふたりは、馬上で語り合った。

「貴公は、孔明と仲達と、いずれが優すぐれた英才と思うか」

「さあ？　どちらともいえないが、敵ながら孔明が少しすぐれておりはせぬかな？」

「しかし、こんどの作戦などは、孔明より仲達のほうが、鋭い所を観ているようだ。祁山のうしろへ出られたら、孔明とて狼狽するだろう」

　すると夜の明けがた頃。

　先頭の兵馬が急に騒ぎだしたので、何事かと見ると、一山の松林の中に、「漢の丞相諸葛亮しょかつりょう」としるした大旗がひるがえり、霧か軍馬か濛々もうもうたるものが山上からなだれて来る。

「や。おかしいぞ」

　云っているまに、一発の山砲が轟いた。それを合図に、四山金鼓きんこの声をあげ、郭淮かくわい、孫礼の四、五千人は、完全に包囲された形となった。

「夜来の旅人。もはや先へ行くは無用。隴西ろうせいの二郡はすでに陥おちてわが手にあり、汝らも無益な戦いやめて、わが前に盔かぶとを投げよ」

　孔明は四輪車のうえから呼ばわりつつ、むらがる敵を前後の旗本に討たせながら、郭淮、孫礼のほうへそれを押しすすめて来た。

「よし、この眼に孔明を見たからには、討ちもらしてなるものか」

　二将は喚おめき合って血の中へ挺身してきたが、王平、姜維きょういの二軍に阻まれ、かつ手勢を討ち減らされて、

「いまは、ぜひなし」と、無我夢中、逃げ出した。

「待てっ。なおここに、蜀の張苞ちょうほうあるを知らないか。張飛の子、張苞に面識をとげて行かぬは、冥加みょうがでないぞ」

　追いかけた者は、名乗るが如き張苞だった。しかし、敵の逃げるのも盲滅法めくらめっぽうだったし、彼の急追も余りに無茶だったので、松山の近い岩角いわかどに、その乗っていた馬がつまずいたとたん、馬もろとも、張苞は谷の底へころげ落ちてしまった。

　あとに続いていた蜀兵は、それを見ると、

「やや。張将軍が谷へ落ちた──」と、逃げる敵もさておいて、みな谷底へおりて行った。あわれ張苞、岩角に頭を打ちつけたため重傷を負い、流れのそばに昏絶していた。
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　郭淮と孫礼が惨たる姿で逃げ帰ってきたのを見ると、仲達は慙愧ざんきして、かえって、ふたりへ詫びた。

「この失敗はまったく貴公の罪ではない。孔明の智謀がわれに超えていたからだ。しかし、この仲達にもなおべつに勝算がないでもない。貴公たちは雍よう・郿びの二城へわかれて堅く守っておれ」

　司馬懿しばいは一日沈思していたが、やがて張郃ちょうこうと戴陵たいりょうを招いて、

「武都・陰平の二城を取った孔明は、さしずめ戦後の経策と撫民ぶみんのため、そのほうへ出向いているにちがいない。祁山きざんの本陣には依然、孔明がいるような族旗せいきが望まれるが、おそらく擬勢であろう。汝らはおのおの一万騎をつれて、今夜、側面から祁山の本陣へかかれ。儂みは正面から当って、一挙に彼の中核をつき崩さん」と、云った。

　張郃はかねて調べておいた間道を縫い、夜の二更から三更にかけて、馬は枚ばいをふくみ、兵は軽装捷駆しょうくして、祁山の側面へ迂回しにかかった。

　途中は峨が々がたる岩山のせまい道ばかりだった。行くこと半途にして、その道も重畳ちょうじょうたる柴や木材や車の山で塞ふさがっていた。敵が作っておいた防塞だろうが、これしきの妨さまたげは、物ともするな、踏みこえて進めと張郃ちょうこうが励ましていると、たちまち、四方から火が揚がって、魏兵の進路を危うくした。

「愚や、愚や。司馬懿しばいの浅慮者が、前にも懲こりず、ふたたび同じ敗戦を部下にくり返させている。──見ずや、孔明は武、陰にあらず、ここに在るぞ」

　山の上で高らかに云っているのは、まぎれもない孔明の声である。張郃は、怒って、

「わが大国を恐れず、度々境を侵おかす山野の匹夫ひっぷ。そこを動くな」

　と、ほとんど胸衝つきにひとしい嶮路へ、無理に馬を立てて馳け上がろうとすると、山上にもう一声、呵か々かと大笑する孔明の声がひびいて、

「匹夫の勇とは、それ汝自身の今の姿だ。求むるはこれか」と、左右に下知すると、同時に、巨木大石が流れを下るごとく落ちてきた。

　張郃の馬は脚を挫くじいて仆れた。彼は乗り換え馬を拾って麓へ逃げ退いたが、友軍の戴陵たいりょうが、敵の重囲に落ちているのを知ると、ふたたび取って返して戴陵を救い出し、ついにもとの道へ引っ返した様子である。

　孔明は、あとで云った。

「むかし当陽の激戦で、わが張飛とかの張郃とが、いずれ劣らぬ善戦をなしたので、当時、魏に張郃ありと、大いに聞えたものだが、その理由なきに非ざるものを、今夜の彼の態度にも見た。やがて彼は蜀にとって油断のならぬ存在になろう。折あらば、かならず討ってしまわねばならない害敵の一人だ」

　一方、魏の本陣では、この惨退を知った司馬懿しばい仲達が、手を額にあて、色を失って、

「またわが考えの先を越されていたか。──孔明の用兵は、まさに神通のものだ。凡慮を超えている」と、その敵たることを忘れて、ただただ嘆じていたということである。いわゆる肚の底から「負けた」という感じを抱いたものだった。

「──さもあらばあれ、彼も人なり、我も人なり、司馬懿仲達ともあるものが、いかでこれしきの敗れに屈せんや」と、彼は自らの気を振って、さらに心を落着け、昼夜、肝胆かんたんを練りくだいて、次の作戦を案じていた。

　序戦二度の大捷たいしょうに、蜀軍は大いに士気を昂あげたばかりでなく、魏軍の豊かな装備や馬匹武具などの戦利品も多く獲えた。けれど、司馬懿の軍は、それきり容易にうごかなかった。

　孔明もやむなく滞陣のまま半月の余を過した。孔明は託かこち顔に、

「うごく敵は計り易いが、全くうごかぬ敵には施す手がない。かかるうち味方は運送に、兵糧の枯渇こかつに当面しては、自然、形勢は逆転せざるを得まい。はて、何とすべきだろうか」

　幕々ばくばくの諸将と評議していると、そこへ成都から費褘ひいが勅使として下ってきた。




天てん血ちの如ごとし
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　さきに街亭がいていの責めを負うて、孔明は丞相の職を朝廷に返していた。今度、成都からの詔書は、その儀について、ふたたび旧の丞相の任に復すべしという、彼への恩命にほかならなかった。

「国事いまだ成らず、また以後、大した功もないのに、何で丞相の職に復することができよう」

　孔明は依然固辞したが、

「それでは、将士の心が奮ふるいません」

　という人々の再三なすすめに従って、ついに朝命を拝して、勅使費褘ひいの都へ還るを送った。それから後、間もなく、

「われわれもひとまず還ろう」と突然、漢中への総引揚げを発令した。

　敵の司馬懿しばいは、これを聞くや直ちに、

「追わばかならず孔明の計にあたろう。守って動くな」

　かえって堅く自戒していた。

　しかし、張郃ちょうこうなどの徒は、

「敵は兵糧につまったのだ。追撃して完滅を下すのはこの時ではありませんか」

　と、むずむずして云った。

「いやいや漢中は去年も豊作だったし、今年も麦は熟している。兵糧がないのではなく、ただ運輸の労に困難しているに過ぎない。──量はかるに孔明はみずから動いて、われを動かさんと、誘うものであろう。しばらく物見の報告を待て」

　仲達は諸将をなだめた。

　情報は、次々に聞え、

「──孔明の大陣、三十里往ゆいてしばらく駐とどまる」

　と、聞えたが、その以後は、約十日ばかり何の変化も伝えてこない。

　すると、やがて、

「蜀軍すべて、さらに遠く行く」と報らせて来た。

　司馬懿は、諸将にいった。

「見よ三十里ごとに、計をうかがい、変を案じ、ひたすらわれの追撃を誘っている。危うし危うし。めったに、孔明の好みに落ちるな」

　次の日も、また三十里退ひいたという報あり、さらに二日ほどおいて、

「蜀軍はまた三十里行軍して停とまっています」という物見のことばだった。

　幕将たちの観察と、司馬懿しばいの見方とは、だいぶ相違があった。幕将たちは躍起やっきとなって再び彼に迫った。

「孔明の退く手口を見ると、緩歩退軍かんぽたいぐんの策です。一面退却一面対峙たいじの陣形をとりながら、極めて平凡な代りに、また極めて損害のないような、正退法しょうたいほうによっているものでしかありません。──これを見過して撃たずんば、天下の笑い草になりましょう」

　そうまでいわれると、司馬懿もいささか動かされた。わけて張郃ちょうこうは極力、追撃を望んでやまない。で遂に、

「然らば、ご辺は、もっとも勇猛なる一軍をひきいて追え。ただし、途中、一夜を野営して、兵馬の足を充分に休ませ、然る後猛然と蜀軍へ突っこめ。──儂みもまた強兵をすぐって第二陣に続くであろう」と、にわかに考えを一転した。

　精兵三万、つづいて仲達の中軍五千騎、弦つるを離れた如く、急追を開始した。しかしその速度を、ぴたと止めると、全軍、その日のつかれを休め、明日の英気を養って、概がいすでに敵を呑むものがあった。

　かくと殿軍しんがりの物見から聞くと、孔明は初めて、うすい微笑ほほえみを面おもてに持った。生唾なまつばを呑むように、待ちに待っていたものなのである。

　孔明はその夜、諸将をあつめて、悲壮なる訓示をなした。

「この一戦の大事は、いうまでもない。蜀の運命を決するは、まさに今日にある。卿けいらみな命をすてて戦え。味方一人に敵数十人をひきうけて当るほどな覚悟をもて」

　孔明はさらに云った。この強敵の背後へ迂回うかいして、かえって、敵のうしろを脅おびやかす良将がここに欲しい。それには誰がよいか。みずからこの必死至難な目的に当ってよくなし遂げんと名乗って出る者はいないか。──と座中を見まわした。
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　誰も答える者もない。われこそと名乗りでて、その至難に赴ゆこうという者がない。

　それもその筈。──孔明は、この大事におもむく者は、智勇胆略の兼ね備わっている良将でなければ用い難い──と前提しているのである。

「…………」

　孔明のひとみは、魏延ぎえんの顔を見た。しかしその魏延ですら首を垂れて無言だった。

　──と、王平がつと進んで、

「丞相。それがしが赴きましょう」と思い切った語調でいった。

　孔明は、敢えて歓びもせず、

「もし仕損じたらどうするか」と、反問した。

　王平は悲壮な面色で、

「成功するや否やなどは考えておりません。ただ今、丞相のおことばには、この一戦こそ、蜀の興亡にも関わる大事と仰せられましたゆえ、不才を顧みるいとまなくただ一死を以て国に報ぜんとするあるのみです」

「王平は平時の良才、戦時の忠将。その一言でよし。しかし魏の大軍は、二段にわかれ、前軍張郃ちょうこう、後陣司馬懿しばいのあいだは、まさにおのずから死地そのものだ。わが命じるところはその死地の間に入って、戦えという無理な兵法なのである。いわゆる捨身の戦いだ。なお赴ゆくか」

「断じて赴きます」

「では、もう一軍添えてやろう。たれか王平の副将として赴く者はいないか」

「それがしにお命じ下さい」

「だれだ、名乗った者は」

「前軍都督張翼ちょうよくです」

「せっかくだが、敵の副将張郃は、万夫不当ばんぷふとうの勇、張翼では相手に立てまい」

　聞くと張翼は、残念がって、奮ふるい立った。

「丞相には何事を仰せある。それがしとて死をもって当れば恐るる者を知りません。もし、卑怯があったら、後、この首をお刎はね下さい」

「それ程いうならば、望みにまかせてやろう。王平と汝と、おのおの一万騎をつれて、今宵のうちにひそかに道を引っかえし、途中の山に潜ひそめ。そして明日あす、魏の前軍がわれを追撃にかかり、通り過ぎるを見たら、司馬懿の第二軍が続く前に──その間へ──突とつとして討って出で、王平は張郃軍のうしろへかかり、張翼は司馬懿の出ばなへぶっつかって戦え。……あとは孔明にべつの計りもあれば、味方を思わず、その一ヵ所を一期ごの戦場として死し志しを励め」

　令をうけると、二将は、孔明の前に立って、

「では、お別れいたします」

　と、暗に死別を告げて、すぐにその行こうについた。

　孔明は、うしろ姿を見送っていた。そしてすぐその後で、

「姜維きょうい、廖化りょうかを、これへ」と、さし招き、各自に各三千騎をひっさげて、王平、張翼の後を追い、その戦場となるべき附近の山上に登って、待機せよといい渡した。

　そして、二人が行く前に、

「ここぞと、戦機の大事を見極めたら策をこの嚢ふくろに聞け」

　と、錦にしきの嚢を渡した。いわゆる智嚢ちのうである。

　次に。

　呉班、呉懿ごい、馬忠、張嶷ちょうぎの順に呼ばれた。

「その方たちは、正陣をもって、寄せ来る敵の前面に当れ。壁となって防ぎ戦え。しかし明日の魏軍の猛気はおそらく必殺必勝の気で来るであろうゆえ、無碍むげに支ささえれば、必定、支えきれなくもなる。一突一退、緩急かんきゅうの呼吸をはかって、やがて関興かんこうの一軍が討って出るのを見たら、そのとき初めて、一斉に奮力をあげて死戦せい」

　孔明は、また、最後に関興へこういう命令を与えた。

「汝は、一軍をもって、この附近の山間にひそみ、明日、予が山上にあって、紅くれないの旗をうごかすのを見たら、一度に出て、敵とまみえよ。かならず日頃の戦いと思うな」

　かくてすべてに渡って手筈が整うと、孔明は、一睡すいをとって、黎明れいめい早くも山上へ登って行った。この日、朝雲は低く、日輪は雲表を真紅に染め、未だ万地の血にならない前に、天すでに血の如しであった。
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　両軍の決戦的意気といい、その精猛を挙げつくしている点といい、また戦場の地勢から観ても、終日にわたったその日の激戦は、まさに蜀魏の関ヶ原ともいえるものであった。

　蜀の馬忠、張嶷ちょうぎ、呉懿ごい、呉班などが、まず四陣を展ひらいて、

「来れ。──来らば」

　と、手具脛てぐすねひいて待つ所へ、魏軍三万の張郃ちょうこう、戴陵たいりょうはほとんど鎧袖がいしゅう一触しょくの勢いでこれへ当ってきた。

　時は大夏六月。人馬は汗にぬれ、草は血に燃え、一進一退、叫殺きょうさつ、天に満つばかりだった。

　蜀は、時に急に、時に緩かんに、やがて約二十里もくずれ、さらに五十里も追われた。

　朝から急歩調で、追迫をつづけ、かつ、攻勢をゆるめずにあった魏は、炎日と奮闘に、ようやく疲れを示した。刻とき、陽も中天の午うまの刻こくに近かった。

　すると、一峰の上で、突として紅の旗がうごいた。

　孔明の下せる大号令のしるしである。

「今か。今か──」と、それを待っていた関興かんこうの五千騎は、疾風はやてのごとく、谷の内から出て、魏勢の横を衝いた。

　いったん退いた蜀の四軍も、たちまちひるがえって、張郃、戴陵へ大反撃を捲き起してくる。

　凄愴なる血の雲霧が、眼のとどくかぎりの山野にみなぎった。

　屍山血河しざんけつが。馬さえ敵の馬を咬かんで闘い狂う。

　蜀の損害も甚だしいが、魏の精兵もこの一刻においておびただしく撃たれた。その上、蜀の張翼、王平の二手がうしろへまわって出たため、三万の兵ことごとく潰滅かいめつし去るかと危ぶまれた。

　ところへ、魏の主力、司馬懿しばい仲達の主力が着いた。

　蜀の王平と張翼とは、初めから進んでその危地に入っていたので、彼らは覚悟の前とし、直ちに、

「諸軍、命をすてて戦え」と、この新手へ向き直って奮迅した。

　鼓声叫喚こせいきょうかんは天地を晦くろうし、血はこんこん馬蹄ばていを浸ひたし、屍かばねは積んで累々るいるい山をなしてゆく。

　時に、蜀の姜維きょういと廖化りょうかは、

「今こそ、あれを」と、かねて孔明から授けられていた錦の嚢ふくろを解いて見た。令札に一行の命令がしたためてあった。曰いわく。

　──汝ラ二隊ハココヲ捨テテ司馬懿シバイガ後ニセル渭水イスイノ魏本陣ヲ衝ケ。

　山伝い、峰伝いに姜維と廖化の二隊は、逆に、渭水方面へ駈けた。

　司馬懿仲達は、これを知ると、色を失った。

「あ。──。長安の途が危うくなる！」

　魏はにわかに総退却の命をうけた。すなわち仲達の主力以下、眼前の惨敗を打ちすてて、急遽、渭水の固めに引っ返したのである。

　さしもの大戦も暮れた。

　夜に入るも月は赤く、草に伏す両軍の屍しかばねは、実に、万余の数を超えていたといわれる。

「勝った。わが軍の捷かちだ」

　魏は云った。蜀も唱えた。

　要するに、損害は互角だった。またその戦力も伯仲していたものといえよう。

　けれどこの一戦で魏将の討たれた数は蜀以上のものがあり、史上、記しるすにいとまなきほどであるといわれている。

　しかし、すぐこの後において、蜀にも一悲報が来た。それはさきに負傷して成都へ還っていた張飛の子張苞ちょうほうの死であった。破傷風はしょうふうを併発してついに歿したという知らせが孔明の手もとに届いた。

「ああ。……張苞も死んだか」

　孔明は声を放って哭ないたが、とたんに血を吐いて昏絶した。その後、十日を経て、ようやくすこし元気をとりもどしたが、年来のつかれも出たか、容易に以前のような健康にかえらなかった。

「かなしむな。予の憂いを陣上にあらわすな。われ病むことを、もし仲達が知ったら、大挙してふたたびこれへ来るだろう」

　孔明はそう戒いましめて、旌旗粛々せいきしゅくしゅく、漢中へ帰った。後で、知った仲達は、機を覚さとらなかったことを大いに悔い、また顧みて、「彼の神謀は、とうてい、人智を以て測りがたいものがある」と、以後いよいよ要害を固め、洛陽に還って委細を魏帝に奏した。その頃また孔明も久しぶりに成都へもどり、劉禅りゅうぜんを拝して、相府しょうふに退き、しばし病を養っていた。
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　秋七月。魏の曹真は、

「国家多事の秋とき。久しく病に伏して、ご軫念しんねんを煩わずらわし奉りましたが、すでに身も健康に復しましたゆえ、ふたたび軍務を命ぜられたく存じます」

　と、朝廷にその姿を見せ、また表ひょうを奉って、

　──秋すずしく、人馬安閑、聞くならく孔明病み、漢中に精鋭なしという。蜀、いま討つべし。魏の国患こっかん、いま除くべし。

　という意見をすすめた。

　魏帝は、侍中の劉曄りゅうように諮はかった。

「蜀を伐うたん乎か。それとも、止めたほうがよいか」

　劉曄りゅうようはすぐ答えた。

「伐たざれば百年の悔いです」

　その劉曄が、わが邸やしきに帰っていると、朝廷の武人や、大官が、入れ代り立ち代り来て彼へただした。

「この秋ときこそ、大兵を起して、年来の魏の患うれいたる宿敵蜀を伐つのだと、帝には仰せられている。その事はほんとうでしょうか」

　すると劉曄は一笑のもとに、

「君らは蜀の山川さんせんがいかなる嶮岨けんそか知らないとみえる。いったい蜀を過小評価していることが、魏の患いというべきだ。帝にはよくご存じあるはずである。なんでさような軽挙を敢えてして、この上軍馬の損傷をねがわれるものか」

　と否定し去って、まるで顔でも洗って来給え、といわぬばかりの返辞だった。

　楊曁ようきという一官人が、この矛盾むじゅんを訝いぶかって、こんどは直接、魏帝曹叡そうえいにこれをただしてみた。

「蜀を伐つ儀はご中止なされたのですか」

「汝は書生だ。兵法を語る相手ではない」

「でも劉曄が、そんなばか軍いくさはせぬといっていますから」

「劉曄がそういっておると？」

「はい。何せい、劉曄は先帝の謀士でしたから、みな彼の言を信じております」

「はての？」

　帝はさっそく劉曄を召して、さきには朕ちんに蜀伐つべしとすすめ、宮廷の外では反対に、伐つべからずと唱えているそうだが、汝の本心はいったい何処にあるのかと詰問された。と劉曄はけろりとして、

「何かのお聞き違いでございましょう。臣の考えは決して変っておりません。蜀山しょくさん蜀川しょくせんの嶮けんを冒おかし、無碍むげに兵馬を進めるなどは、我から求めて国力を消耗し、魏を危うきへ押しこむようなものです。彼から来るなら仕方がありませんが、我から攻めるべきではありません。蜀伐つべからずであります」

　帝は妙な顔して、彼の弁にまかせていた。やがて話がほかにそれると、侍座じざに佇たっていた楊曁ようきはどこかへ立ち去った。

　楊曁がいなくなると、劉曄りゅうようは声をひそめて、

「陛下はまだ兵法の玄機をお悟りになっていないと見えます。蜀を伐つことは大事中の大事です。何ゆえ楊曁や宮中の者にそんな秘事をおんみずからお洩らしになりましたか」

「あ、そうか。……以後は慎もう」

　曹叡そうえいは初めて覚さとった。

　荊州へ行っていた司馬懿しばいが帰ってきた。彼も同意見であった。荊州ではもっぱら呉の動静を視察してきたのである。司馬懿仲達の観るところでは、

「呉は蜀を助けそうに見せているが、それはいつでも条約に対する表情だけで、本腰なものではない」という見解が確かめられていた。

　号して八十万、実数四十万の大軍が、蜀境の剣門関へ押し寄せたのは、わずか十月とつきの後で、洛陽の上下は呆気あっけにとられたほど迅速かつ驚くべき大兵のうごきだった。

　このとき、幸いにも、孔明の病はすでに恢復していた。

「──血を吐いて昏絶す」というとよほどな重態か不治の難病にでも罹かかったように聞えるが、「血を吐く」も「昏絶」も原書のよく用いている驚愕の極致をいう形容詞であることはいうまでもない。

　孔明は、王平と張嶷ちょうぎを招き、

「汝らおのおの千騎をひっさげ、陳倉道ちんそうどうの嶮けんに拠って、魏の難所を支えよ」と、命じた。

　二将は唖然あぜんとした。いや哀しみ顫わなないた。──敵は実数四十万という大軍、わずか二千騎でどうして喰い止められよう。死にに行けというのと同じであると思った。
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　孔明のむごい命令に、ふたりとも悴然すいぜんとしたまま、その無慈悲をうらんでいるかのような容子なので孔明は自分の言にまた説明を加えた。

「この頃、天文てんもんを観ていると、太陰畢星たいいんひっせいに濃密な雨気がある。おそらくここ十年来の大雨がこの月中にあるのではないかと考えられる。魏軍何十万騎、剣門関をうかがうも、陳倉道の隘路あいろ、途上の幾難所、加うるにその大雨にあえば、とうてい、軍馬をすすめ得るものではない。──故に、われは敢えてその困難に当る要はない。まず汝らの軽兵をさし向けておいて、後、彼の疲労困憊こんぱいを見すましてからいちどに大軍をおしすすめて伐うつ。予も、やがて漢中へ行くであろう」

　そう聞くと、王平も張嶷ちょうぎも、

「お疑いして申し訳ありません。では、即刻これから」と勇躍して、陳倉道へいそいだ。そして彼らは軽兵二千をもって、高地を選び長雨の凌しのぎを考慮し、かつ一ヵ月余の食糧を持って滞陣していた。

　魏の四十万騎は、曹真を大司馬征西大都督にいただき、司馬懿しばいは大将軍副都督に、また劉曄りゅうようを軍師として壮観極まる大進軍をつづけて来た。

　ところが、陳倉の道に入ると、途々みちみちの部落は例外なく焼き払われていて、籾もみ一俵鶏一羽獲えられなかった。

「これも孔明の周到な手まわしとみゆる。心憎い用意ではある」と語らい合って、なお数日を進むうちに、一日、司馬懿は突然、曹真や劉曄にこう云い出した。

「これから先へは、もう絶対に進軍してはなりませぬ。昨夜、天文を案じてみるに、どうも近いうちに大雨が来そうです」

「そうかなあ？」

　曹真も劉曄も疑うような顔をしていたが、司馬懿仲達の言であるし、万一のことも考慮して、その日から前進を見あわせた。

　竹木を伐きって、急ごしらえの仮屋を作り、十数日ほど滞陣していると、果たして、きょうも雨、次の日も雨、明けても暮れても、雨ばかりの日がつづいた。

　その雨量も驚かれるばかりである。車軸しゃじくを流すという形容もおろか、馬も流され人も漂い、軍器も食糧もみな水漬みずついてしまう。いや仮屋もたちまち水中に没し、山の上へ上へと移って行った。

　しかも、道も激流となり、絶壁も滝となり、谷を覗のぞけば谷も湖うみと化している。ほとんど、夜も眠れない有様である。

　こうした大雨が三十余日もひっきりなしに続いた。病人溺死者は続出し、食糧は途絶え、後方への連絡もつかず、四十万の軍馬はここに水ぶくれとなってしまいそうであった。

　この事、洛陽に聞えたので、魏帝の心痛もひとかたでない。壇だんを築いて、

「雨、やめかし」

　と、天に祷いのったが、そのかいも見えない。

　太尉華歆かきん、城門校尉楊阜ようふ、散騎黄門侍郎王粛おうしゅくたちは、初めから出兵に反対の輩ともがらだったので、民の声として、

「早々、師いくさを召し還し給え」

　と、帝にいさめた。

　詔みことのりは、陳倉に達した。

　その頃、ようやく、雨はあがっていたが、全軍の惨状は形容の辞もないほどである。勅使は哭なき、曹真、劉曄も哭ないた。

　司馬懿は、慙愧ざんきして、

「天を恨むよりは、自分の不明を恨むしかありません。この上は、帰路に際して、ふたたびこの兵を損じないようにするしかない」と、やっと水の退ひいた谷々に、入念に殿軍しんがりを配し、主力の退軍もふた手に分けて、一隊が退いてから、次を退くというふうに、あくまで緻密ちみつにひきあげた。

　孔明は、蜀の主力を、赤坡せきはという所まで出して、この秋ばれに、心地よい報告をうけとっていたが、

「病みつかれ果て、ただ今、魏の全軍が、続々ひきあげて帰ります」

　と聞いても、

「追えば必ず仲達の計にあたるであろう。この天災による敗れを、蜀に報復して、面目を立てて帰らんとしている必勝の心ある者へ、われから追うのは愚ぐである。帰るにまかせておけばよい」

　そういって、すこしも意こころをうごかさなかった。




賭かけ
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　魏の総勢が遠く退いた後、孔明は八部の大軍をわけて箕谷きこくと斜谷やこくの両道からすすませ、四度よたび祁山きざんへ出て戦列を布しかんと云った。

「長安へ出る道はほかにも幾条いくすじもあるのに、丞相には、なぜいつもきまって、祁山きざんへ進み出られるのですか」

　諸将の問に答えて、

「祁山は長安の首である」と、孔明は教えた。

「見よ隴西ろうせいの諸郡から、長安へ行くには、かならず通らねばならぬ地勢にあることを、しかも、前は渭水いすいにのぞみ、うしろは斜谷に靠より、重畳の山、起伏する丘、また谷々の隠見する自然は、ことごとくみな絶好の楯であり壁であり石垣であり塹壕ざんごうであり塁るいである。右に入り、左に出で、よく兵を現わし得るところ、かくの如き戦場はすくない。──ゆえに長安を望むにはまず祁山の地の利を占めないわけにはいかないのだ」

「なるほど」と、人々ははじめて会得えとくした。また数次の苦戦を重ねながらも、地の利に惑ったり、地を変えてみたりしない孔明の信念に心服した。

　その頃、魏軍はようやく、難所を脱して遠く引き退き、ほっと一息ついていた。途々みちみち、残してきた伏勢も、追々ひきあげてきて、

「四日あまり潜ひそんでいましたが、いっこう蜀軍の追ってくる気配もありませんので、立ち帰りました」という報告であった。

　そこで約七日ほど滞在して、蜀軍の動静をうかがっていたが、いっこう何のおとずれもない。

　曹真は、司馬懿しばいに語った。

「察するに、先頃の長雨で、山々の桟かけはしも損じ、崖道がけみちも雪崩なだれのため蜀兵もうごくことならず、遂に、われわれの退軍したのもまだ知らずにおるのではあるまいか」

「いやいや、そんなはずはないでしょう。蜀軍はかならずわれわれの跡をしたって出てくるにちがいない」

「どうしてそういえるか」

「孔明が追撃を加えてこないわけは、われの伏兵を恐れたからです、思うに彼はこの晴天を望んで、一転、祁山きざん方面へすすんでいるのでしょう」

「さあ、その説にはちと服しかねるな」

「いや、きっと彼は、祁山へ出てきますよ。おそらく全軍を二手に分けて、箕谷きこく、斜谷やこくの両道から」

「はははは。どうかな？」

「決して、お疑いあるべからずです。──今からでも、箕谷、斜谷の途中へ、急兵をさしむけ、道に伏せておけば、彼の出鼻を叩くには充分間に合いましょう」

　司馬懿は力説したが、曹真は信じない。常識から判断しても、孔明たる者が、そんな迂愚うぐな戦法は取るまいというのである。やって来るほどなら、我方の退却は絶好の戦機だから、急追また急追、これへ迫ってくるのがほんとうだと主張して譲らない。

「では、こうしましょう」と、司馬懿も自説を固執してついにこう云いだした。

「いま閣下と私で、おのおの二軍を編制し、箕谷と斜谷にわかれて、おたがいに狭路を擁し、彼の通過を待ち伏せます。そしてもしこれから十日の後まで、孔明がそれへ来なかったら、仲達はいかなるお詫びでもいたしますが」

「どういう謝罪の法をとるかね」

「この面おもてに紅粉こうふんを塗り、女の衣裳を着て、閣下の前にお辞儀いたします」

「それはおもしろい」

「しかし、もし閣下のお説がまちがっていたらどうなさいますか」

「さよう。どうするかな」

「これは大きな賭かけですから、片方だけの罰則では意味をなしますまい」

「然らば、もし貴説があたったときには、予は魏帝から拝領した玉帯ぎょくたい一条ひとすじと名馬一頭をご辺に贈ろう」

「ありがとうございます」

「まだ、お礼は早いよ」

「いや戴いたのも同じことでしょう」と、仲達は呵か々かと笑った。

　その夕べ、彼は祁山きざんの東にあたる箕谷きこくに向い、曹真も一軍をひきいて、祁山の西方、斜谷の口に伏せた。
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　伏勢の任務は戦うときよりはるかに苦しい。来るか来ないか知れない敵に備えて、じっと昼夜すこしの油断もならないし、火気はもちろん厳禁だし、害虫毒蛇に襲われながら身動きもならない忍耐一点ばりである。

「なんたるこった。敵も来ないのに幾日も気力を費やしているなどとは。──一体、主将たる者が、無用の意地を張って、物賭ものかけなどして多くの兵をみだりに動かすということからして怪しからぬ沙汰だ」

　慨然がいぜんと、ひとりの部将が、部下に不平をもらしていた。

　折ふし陣地を見廻っていた司馬懿しばい仲達が、ふとその声を聞きとめた。仲達は営所に帰るやいなすぐ左右の者を派してその部将を床几しょうぎの前に求めた。

「汝だな。先ほど、不平を唱えていたのは」

「いや、そんな、不平などは」

「だまれ、予の耳にはいっておる」

「…………」

　部将は恐れ入って沈黙した。

　司馬懿は面おもてを改めて云った。

「賭事をなすために兵を動かしたと汝は曲解しておるらしいが、それは予の上官たる曹真を励ますためであり、またただ、魏の仇たる蜀を防がん希ねがいのほかに私心あるものでもない。もし敵に勝たば、汝らの功もみな帝に奏し、魏の国福を共によろこぶ存念であるのだ。──然るに、みだりに上将の言行を批判し、あまっさえ怨言えんげんを部下に唱えて士気を弱むるなど、言語道断である」

　直ちに、彼は、打首を命じた。

　部将の首が陣門に梟かけられたのを見て、多少、ほかにも同じ気持を抱いていた者もあったので、諸将みな胆きもを冷やし、一倍、油断なく、埋伏まいふくの辛さを耐えて、孔明軍が来るのを今か今かと待っていた。

　折しも、蜀の魏延ぎえん、張嶷ちょうぎ、陳式ちんしき、杜瓊とけいなどの四将二万騎は、この一道へさしかかって来たが、たまたま斜谷やこくの道を別に進軍している孔明のほうから聯絡があって、

「丞相の仰せには、箕谷きこくを通る者は、くれぐれも敵の伏勢に心をつけ、一歩一歩もかりそめに進まれるな、とのご注意でありました」と、伝言して来た。

　使者は鄧芝とうしである。聞いた者は陳式と魏延で、またいつもの用心深いお疑いが始まったことよと一笑に附して、

「魏軍は三十余日も水びたしになったあげく、病人もふえ、軍器も役立たず、ことごとく引き退いてしまったものなのに、何でこれへ出直してくる余力などあるものではない」と、二人して云った。

　鄧芝は、使いとして当然、

「いや丞相の洞察に、過あやまったことはありませぬぞ」

　と、戒めたが、魏延はなお、

「それほど達見の丞相ならば、街亭であんな敗れを取るわけもないではないか」

　と、皮肉を弄ろうした上、

「一気、祁山きざんに出て、人より先に陣を構えてみせる。そのとき丞相が羞はじるか羞じないでいるか、その顔を足下も見てい給え」と、いった。

　鄧芝はいろいろ諫いさめたが、この人の頑冥がんめいさを度しがたしと思ったので、大急ぎで斜谷の道へ引っ返し、これを孔明に復命した。孔明はそれを聞くと、

「さもあらんか」と、何事か思い当っているらしく、さしても意外とせず、こういった。

「魏延は近頃、予を軽んじている。魏と戦って幾度か利あらず、ようやくこの孔明にあいそをつかしておるものと思われる。……ぜひもない」と、自己の不徳を嘆じ、やがてまたこう託かこった。

「むかし先帝も仰せられたことがある。魏延は勇猛ではあるが、叛骨はんこつの士であると。予もそれを知らないではないが、つい彼の勇を惜しんで今日に至った。……いまはこれを除かねばならないだろう」

　ところへ、早馬が来た。

「昨夜、箕谷きこくの道で、真先に進んでいた陳式が、敵の伏勢に囲まれてその兵五千は殲滅され、残るものわずかに八百名、つづいて魏延の部隊も危ぶまれております」

　孔明はかろく舌打ちして、

「鄧芝。もう一度、箕谷へ急げ。そして陳式をよくなぐさめておけ。うっかりすると、罪を恐れて、かえって豹変するおそれがある」

　と、まず何よりも先に、彼はそれに対する一策を急いだ。
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　鄧芝を使いに奔はしらせた後、孔明はややしばし眉をよせて苦吟していた。

　やがて静かに、眼をひらくと、

「馬岱ばたい、王平。──馬忠、張翼ちょうよくにも、すぐ参れと伝えよ」

　伝令に云って、一同が揃うと、何事か秘策をさずけ、

「各〻。すぐ行け」と、急がせた。

　また関興、呉懿ごい、呉班、廖化りょうかなども招いて、それぞれ密計をふくませ、後、彼自身もまた大軍をひきいて堂々前進した。

　一方──魏の大都督曹真は、斜谷やこく方面の要路へ出て、ここ七日ばかり伏勢の構えを持していたが、いっこう蜀軍に出会わないので、「司馬懿しばいとの賭はもう自分の勝ちである」と、そろそろたかをくくっていた。彼の意思の対象は蜀軍よりも、むしろ司馬懿との賭にあった。いや自己の小さい意地や面子メンツにとらわれていたというほうが適切であろう。

「自分の勝ちになったら、司馬懿がどんなに恥じ入るか、ひとつ彼が面おもてに紅粉を塗って、女の着物を着てあやまる恰好を見てやらねばならん」

　などと小我の快感を空想していた。

　そのうちに、約束の十日近くである。物見の者が、

「兵数はよく分りませんが、蜀の兵がちらちらこの先の谷間に出没しているふうです」

　と、告げて来た。

「たかの知れたものだろう」

　と、曹真は秦良しんりょうという大将に約五千騎ほど授けて、谷口をふさがせ、

「十日の期が満つれば、賭はわが勝ちとなる。だからあと二日ほどは、旗を伏せ鼓をひそめ、ただそこを塞ふさぎ止めておれ」と、命じた。

　秦良は命令を守っていたが、広い谷あいを覗くと、四山の水が溜るように、刻々と蜀の軍馬がふえてくる。しかも侮あなどりがたい気勢なので、「これは」と、急に自分のほうからも、おびただしい旗風を揚げて、ここには備えがあるぞと、堅陣を誇示した。すると蜀勢は、その夜から翌日へかけて、続々と退いてゆく様子である。さては恐れをなして道を変更したなと見たので、秦良は、この図ずをはずすなと、にわかに、追撃をかけた。

　谷道を縫って五、六里も駆け、ひろやかな懐ふところへ出た。けれど蜀兵はどこへ去ったか影も形もなくなった。秦良はひと息入れて、

「何だ、容態ばかり物々しくやって来て、みえほどもない腰抜け軍隊だ」と、あざ笑っていた。

　その声も止まないうちである。四方から喊声かんせいが起った。急鼓きゅうこ地をゆるがし、激箭げきせん風を切って、秦良軍五千を蔽おおいつつんだ。

　馬煙と共に近づく旗々は、蜀の呉班であり、関興であり、また廖化りょうかであった。

　魏兵は胆をひやして四散したが、ここは完全な山ふところ、逃げ奔ろうとする道はことごとく蜀軍で埋まっている。秦良も囲みを突いて一方へ逃走を試みたが、追いしたった廖化のため一刀のもとに斬り落された。

「降伏する者は助けん。盔かぶとを捨てよ、甲よろいを投げよ」

　高き所から声がした。孔明とその幕将たちである。見るまに魏兵の捨てた武器や旗が山をなした。彼らは唯い々いとして降兵の扱いを待つのである。

　孔明は、屍かばねを谷へ捨てさせたが、その物ものの具ぐや旗印は、これを取って、自軍の兵に装わせた。つまり敵の具を以て全軍偽装したのである。

　かくとも知らない曹真は、それから後、秦良しんりょうの部下と称する伝令からこんな報告を聞いていた。

「昨日、谷間にうごめいていた敵は、奇計を以てみな討ち取りましたからご安心下さるように」

　その日の後刻。司馬懿しばい仲達からも使いが来た。これはほんものであった。口上でいう。

「箕谷きこくのほうでは、蜀軍の先鋒、陳式の四、五千騎がすでに現われ、これは殲滅せんめついたしましたが、閣下のほうは如何ですか」

　曹真は、嘘を答えた。

「いや、我が方には、まだ蜀軍は一兵も見ない。賭は予の勝ちであるぞと、司馬懿に申しておいてくれい」




四



　十日目が来た。曹真は、幕僚たちに向って、

「賭に負けるのは辛いので、司馬懿はあんなことをいって来たが、箕谷きこくの方面に事実蜀軍が出たかどうか知れたものではない。何としても、彼を賭に負かして、司馬懿仲達が紅白粉べにおしろいをつけ、女の着物を着て謝あやまる姿を見てやらなければならん」

　などとなお、興じ合っていた。

　そこへ鼓角こかくの声がしたので、何事かと陣前へ出てみると、味方の秦良しんりょう軍が旗さし物を揃えて静々と近づいてくる。そして、

「ただ今、引揚げて候う」

　と、彼方から手を振って合図していた。

　曹真はすこしも疑わず、同じく手を挙げてこれを迎えた。ところが、数十歩の前まで近づくや否、味方とのみ思っていたその軍隊は一斉に槍先を揃えて、

「あれこそ大都督曹真なれ。曹真をのがすな」と、突き進んできた。

　曹真は仰天して、陣中へ転げこんだ。するとほとんど同時に、営の裏手からも猛烈な火の手が揚がった。前から関興、廖化りょうか、呉班ごはん、呉懿ごい、裏からは馬岱ばたい、王平、馬忠、張翼などが、早鼓はやづつみを打って、火とともに攻め立てて来たのである。

　酸鼻、いうばかりもない。焦げる血のにおい、味方が味方を踏みあう叫喚、備えも指揮もあらばこそ、総帥曹真の生死すらわからない程だった。

　身ひとつ、辛くものがれて、曹真は無我夢中、鞭も折れよと、馬の背につかまって逃げ奔っていた。

　蜀勢は見落さない。あれを捕れ、あれを射よ、と猟師りょうしの如く追いまくった。しかしようやく彼は一命を拾った。それは突として、山の一方から馳け降ってきたふしぎな一軍が助けたのである。後にやっと人心地がついて曹真が見まわしてみると、自分は司馬懿仲達の軍に護られていた。

「大都督。どうなすった？」

　ひとの悪い仲達は、からかい気味に、彼を見舞った。曹真は面目なげに、

「箕谷きこくにある筈のご辺が、一体どうして予の危急を救ってくれたのじゃ。何が何やら夢のようで、さっぱり分らんが」

「よく分っている筈ではありませんか。……かならず蜀軍がこれへ来ることは」

「いや、謝あやまった。賭はたしかに予の負けであった」

「そんなことはどうでもよろしいのです。けれど私から使いをさし上げたところ、斜谷やこく方面には何らの異状もない、また蜀の一兵も見ないとのお言葉だったということなので、これはいかん、それが真底のお心なら一大事と、取るものも取りあえず、道なき山を横ざまに越えて、お救いに来たわけでありまする」

「玉帯と名馬はご辺へ進上する。もうこのことはいわないでくれ」

「閣下も賭物におこだわり遊ばしますな。そんな物は頂戴できません。それよりはどうか国事にいよいよご戒心ください」

　曹真はふかく恥じた。そして間もなく渭水いすいの岸へ陣地をうつしたが、以来慙愧ざんきにせめられて、病に籠り、陣頭にすがたを見せなくなってしまった。

　辛辣しんらつな仲達の舌が、どちらかといえば人の好い曹真をついに病気にさせたのだといえないこともない。元来仲達の皮肉と辛辣な舌は、ときに人を刺すようなところがある。孔明は、予定のように祁山きざんに布陣をなし遂げた。諸軍をねぎらい、賞罰をあきらかにし、全軍これで事なきかのように見えたが、彼はかねての宿題をやはり不問にはしておかなかった。

　陳式と魏延が呼び出された。

　孔明は、おごそかに、

「鄧芝とうしを使いとして、敵の伏勢をかたくいましめておいたのに、わが命をかろんじて、大兵を損じたるは何事か」と果然、罪を責めた。

　陳式は魏延に科とがをなすり、魏延は陳式に罪を押しつけた。孔明は双方の言分を聞いてから、

「陳式がなお一命を保ち、いくらかの兵でもあとに残すことができたのは、魏延が第二陣から援けたからではないか。咄とつ、卑怯者」と、罵ののしって、即座に、首を刎ねさせた。

　しかし魏延は責めなかった。叛骨ある男と知りながら、なお助けておいたのは、国運の重大に顧みて、彼の武勇を用うる日のいよいよ多きを考えていたからであろう。実に、そうした苦衷くちゅうを嚥のまねばならぬ程、魏にくらべて、蜀には事実良将が少なかったのである。




八陣じん展開てんかい



一



　魏は渭水いすいを前に。蜀は祁山きざんをうしろに。──対陣のまま秋に入った。

「曹真の病は重態とみえる……」

　一日、孔明は敵のほうをながめて呟いた。

　斜谷やこくから敗退以後、魏の大都督曹真が病に籠るとの風説はかねて伝わっていたが、どうしてその重態がわかりますか──と傍らの者が訊くと、孔明は、

「軽ければ長安まで帰るはずである。今なお渭水いすいの陣中に留まっているのは、その病、甚だ重く、また士気に影響するところをおそれて、敵味方にそれを秘しているからだろう」と、いった。

「自分の考えが適中していれば、おそらく彼は十日のうちに死ぬだろう。試みにそれを問うてみよう」

　彼は、曹真へ宛てて戦書（挑戦状）をしたため、軍使を派して、曹の陣営へ送りつけた。その辞句はすこぶる激越なものだったという。

　果たして、明答がない。梨のつぶてであった。──けれど、それからわずか七日の後、黒布につつまれた柩車きゅうしゃと、白い旗や幡はんを立てた寂しい兵列が、哀愁にみちた騎馬の一隊にまもられて、ひそかに長安のほうへ流れて行った──という知らせが物見の者から蜀の陣に聞えた。

「彼は遂に死んだ」

　孔明は明言した。そして、

「やがて今までにない猛烈な軍容をもって魏が攻撃を取ってくるにちがいない。夢々、油断あるな」

　と、諸軍へいましめていた。

　魏の中には、こういう言が行われていた。──孔明は書を以て曹真を筆殺した──というのである。事実、重病だった曹真は、彼の戦書を一読したせつなから極度に昂奮して危篤におちいり、間もなく果てたものだった。

　これが魏宮中に聞えるや、魏帝と門葉の激昂げっこうはただならぬものがあり、蜀に対する敵愾心てきがいしんは延ひいて現地の首班司馬懿しばい仲達への激励鞭撻げきれいべんたつとなって、一日もはやくこの恨みを報いよと、朝命ぞくぞく陣へ降った。

　仲達は、孔明に、さき頃の戦書の答えを送った。

（曹真亡なけれど、司馬懿あり。軍葬のこと昨日に終る。明日は出でて、心ゆくまで会戦せん）

　孔明は一読、莞爾かんじとして、

「お待ちする、よろしく」

　とのみ口上で答え、返書はかかず言伝ことづてだけで敵の軍使を帰した。

　祁山きざんの山は高く、渭水いすいのながれは悠々。

　時も秋八月、両軍はこの大天地に展陣した。

　河をはさんで、射戦を交まじえ、やがて両々鼓角こかくを鳴らして迫りあうや、魏の門旗をひらいて、司馬懿その人を中心に、諸大将一団となって、水のほとりまで進んでくるのが見えた。

　時を同じゅうして、孔明も蜀軍を分けて、四輪車をすすめ、羽扇をにぎって近々とその姿を敵にみせていた。

　司馬懿は大音に呼びかけた。

「もと南陽の一耕夫、身のほどを知らず、天渾てんこんの数をわきまえず、みだりに師いくさを出いだして、わが平和の民を苦しむることの何ぞ屡〻しばしばなるや。今にして覚さとらずんば、汝の腐屍ふしもまた、祁山きざんの鳥獣に饗きょうさるる一朝の好餌でしかないぞ」

「そういうは仲達であるか。かつて魏の書庫に住んでいささか兵書の端はしをかじった鼠官そかんの輩はいが、今日、戦冠をいただいてこの陣前に舌長したながの弁をふるうなど笑止に耐えぬ。──われ先帝より孤みなしごを託すの遺詔いしょうを畏かしこみ、魏と倶ともに天を戴いただかず、年来、暖衣を退け、飽食を知らず、夢寐むびにも兵馬を磨きて熄やまざるものは、ただただ反国の逆賊を誅滅ちゅうめつし、天下をして漢朝一定の本来のすがたに回かえさしめんとする希ねがいあるのみ。汝らごとき、一身の栄爵を競い、名利のために戦いを好む者とはおのずからちがうことを知れ。──故に、われは天兵、汝は邪兵、顧みてまず恥かしい気はしないか」

「吐ぬかしたり南陽の耕夫。さればいずれが正なりや競うて見ん」

「たやすいこと。戦いに表裏二様あり。正法の戦いをなさんとするか、奇兵を求むるか」

「まず正法を以て明らかに戦おう」

「正法の戦に三態あり。大将を以て闘わしめんか、陣法を以て戦わんか、兵を以て戦わんか」

「まず陣法を以て戦わん」

「そして、汝の敗れたときは？」

「ふたたび三軍の指揮は取るまい。もしまた汝が敗れたときは、汝もいさぎよく蜀へ帰り、以後二度と魏の境を侵おかさぬという約束をなせ」




二



「よろしい、誓っておく」

　孔明は、宣言して、

「まず、汝から一陣を布しけ」

　と促した。

　仲達は馬をかえして、中軍へ馳け入り、黄の旗を振って、兵をうごかし、各隊を分配して、すぐ戻ってきた。

「孔明、いまの陣立てを知ったるか」

「笑うべし、蜀軍の士は、大将ならずともそれくらいな陣形は誰も存じておる。即ち混元こんげん一気の陣と観みる」

「然らば、汝も一陣を布いてみよ。仲達が見物せん」

　孔明は車を中軍へ引かせ、羽扇をもって一たび招き、また車を進めてきた。

「仲達見たか」

「児戯にひとしい。いま汝の布いたのは八卦けの陣だ」

「なおよくこれを破り得るか」

「何の造作もない」

「さらばかかってみよ」

「すでにその陣組を知るものが、なんで打破の法を知らずにいようか。見よ、わが鉄砕てっさいの指揮を」

　仲達は直ちに、戴陵たいりょう、張虎、楽綝がくりんの三大将をさしまねき、その法を授けた。

「いま孔明の布しいた陣には八つの門がある。名づけて、休きゅう、生せい、傷しょう、杜、景けい、死し、驚きょう、開かいの八部とし、うち開と休と生の三門は吉。傷と杜と景と死と驚との五門は凶としてある。即ち東の方の生門、西南の休門、北の開門、こう三面より討って入れば、この陣かならず敗れ、味方の大勝を顕わすものとなる。構えて、惑わず、法のとおり打ってかかれ」

　と、きびしく命令した。

　魏の三軍は一せいに鼓こを鳴らし鉦かねを励まし、八陣の吉門きつもんを選んで猛攻を開始した。けれど、孔明の一扇せん一扇は不思議な変化を八門の陣に呼んで、攻めても攻めてもそれは連城の壁をめぐるが如く、その内陣へ突き入る隙が見出せなかった。

　このうちに魏軍は、重々畳々ちょうちょうじょうじょうと諸所に分裂を来し、戴陵たいりょう、楽綝がくりんとほか六十騎は挺身してついに蜀の中軍へ突入していたが、あたかも旋風の中へ飛び込んでしまったように、惨霧濛々さんむもうもうと、度を失い、ここかしこに射立てられて叫喊きょうかんする味方の騒乱を感じるのみで、少しも統一がとれなかった。

　のみならず気がついたときは、楽綝、戴陵以下六十騎は、完全に捕虜となっていた。重囲を圧縮されて、武装解除を受くるの地位に立っていたのである。

　孔明は、車から一眄べんして、

「これは当然の結果で、べつに奇妙とするにも足らん。解とき放して魏軍へ追い返してやれ。汝らはまた、司馬懿しばいによく申し伝えよ。──かかる拙なる戦法をもって、いずくんぞわが八陣を破り得べき。もう少し兵書を読み、身に学問を加えよ」と。

　戴陵、楽綝たちは恥じ入って、孔明の姿も仰げなかった。

　孔明はまた云った。すでに一人でもわが陣内を踏みにじったことは無興ぶきょうである。生命を取るのも大人気ないが、ただこのまま返すも戒いましめとならぬ。擒人とりこども六十余名の太刀物の具をはぎ取って赤裸になし、顔に墨を塗って陣前より囃はやしては追い、囃しては返すべし──と。

　司馬懿はこれを眺めて烈火のごとく怒った。楽綝、戴陵などに加えられた辱はずかしめは、いうまでもなく自分への嘲弄ちょうろうである。われこの所に出て隠忍持久、あえて軽戦小利をねがわず、今日孔明と会すや、まずこの絶大なる侮辱をうけ、何の面目あって魏の人にまみえん。この上はただ身も更さらなり諸軍もいのちを捨てて戦え。それあるのみと、彼はみずから剣を抜いて、左右百余騎の大将を督し、麾下数万の兵力を一手にあわせて、大山たいざんのおめき崩るるごとく蜀軍へむかって総攻撃の勢いに出た。

　ところが、このとき、はからざる後方から、味方の軍とも思われぬ旺さかんな喊声かんせいと攻め鼓を聞いた。ふりかえってみると、砂雲漠々として、こなたへ迫る二大隊がある。

「しまった」

　仲達は絶叫して、にわかに指揮をかえたが、迅雷はすでに魏の後方を撃っていた。いつのまにか迂回していた蜀の姜維きょうい、関興の二将が喚おめきこんで来たのである。




竈かまど



一



　この時の会戦では、司馬懿しばいは全く一敗地にまみれ去ったものといえる。魏軍の損害もまたおびただしい。以来、渭水いすいの陣営は、内に深く守って、ふたたび鳴りをひそめてしまった。

　孔明は、拠よるところの祁山きざんへ兵を収めたが、勝ち軍いくさに驕おごるなかれと、かえって全軍を戒いましめていた。そしていよいよ初志の目標にむかい、長安、洛陽へ一途進撃して、漢朝一統の大業を果さんものとかたく期していたが、ここに測らずも軍中の一些事さじから、やがて大きな蹉跌さてつを来たすにいたった。

　後方の増産運輸に力を入れていた李厳りげんが、永安城から前線へ兵糧を送らせて来た。その奉行は都尉苟安こうあんという男だったが、酒好きのため、途中でだいぶ遊興に日を怠り、日限を十日余りも遅れてやっと祁山きざんに着いた。

「はて、なんと弁解しようか」

　当然な譴責けんせきを恐れて、苟安こうあんは途々みちみち考えてきたらしい。孔明の前に出ると白々しく云った。

「渭水いすいを挟んで大会戦が行われていると途中で聞き、万一大事な兵糧を敵方に奪われてはと存じ、わざと山中に蟄伏ちっぷくして、戦いのを終るのを待って再び出かけました。そんなわけでありまして」

　孔明はみなまで聞かず、叱って云った。

「兵糧は戦いの糧かて。運輸の役も戦いである。だのに、戦いを見て戦いを休やめるというのは、すでに大なる怠りだ。しかも汝の言い訳は虚言きょげんに過ぎない。汝の皮膚は決して山野に蟄伏ちっぷくして雨を凌しのいできたものでなく、酒の脂あぶらに弛ゆるんでいる。すでに運輸に罰則あり、三日誤あやまれば徒罪に処し、五日誤れば斬罪を加うべしとは、かねて明示してある通りだ。今さら、いかにことばを飾るも無用であろう」

　苟安こうあんの身はすぐ断刑の武士たちへ渡された。長史楊儀ようぎは、彼が斬られることになったと聞いて、大急ぎで孔明のところへ来て諫めた。

「ご立腹はもっともですが、苟安は李厳りげんがたいへん重用している部下ですから、彼を処刑するときっと李厳がつむじを曲げましょう。いま蜀中から銭糧せんりょうの資を醵出きょしゅつして戦力増加に当っているのは李厳その人ですから、その当事者と丞相との間に確執が生じては、戦力の上に大きな影響がないわけには参りません。どうかここは胸を撫でて苟安の死はゆるしてやっていただきたいと思いますが」

　孔明は沈黙したまま、熱い湯を呑むような顔をしていた。さきには、あれほど惜しんでいた馬謖ばしょくをすら斬らせた程、軍律にはきびしい彼なのである。けれど今はそれをすら忍んだ。

「死罪はゆるす。しかし不問に付しておくわけにはゆかない。杖じょう八十を加えて、将来を戒めておけ」

　楊儀は、彼の胸を察して、深く謝して退がった。

　苟安こうあんはそのために、八十杖のむちを打たれて、死をゆるされた。けれど彼は、楊儀の恩も、孔明の寛仁も思わなかった。反対に怒りをふくみ、深く孔明を恨んで、夜半に陣地を脱走してしまった。

　家来、五、六騎と共に、そっと渭水いすいを越えて、魏軍へ投じてしまったのである。そして司馬懿しばいの前にひざまずいてさんざんに孔明を悪くいった。

「至極もっともらしいが、急には信用いたし難い。なぜならばそれも孔明の計かも知れないからな」

　仲達は要心深く彼をながめて、

「もし真実、魏に仕えて、長くわが国に忠誠を誓う気なら、ひとつ大きな働きをして来給え。もしそれが成功したら我輩から魏帝へ奏して、足下自身も驚くような重職に推挙してやろうじゃないか」と云った。苟安こうあんは、再拝して、

「それはぜひやらせて下さい。こうなる上は何でもやります」と、いった。

　司馬懿しばいは一策を彼に授けた。

　苟安こうあんは間もなく姿をかえて、蜀の成都へ入り込んだ。そして都中に諜報機関の巣をつくり、莫大な金を費つかって、ひたすら流言蜚語ひごを放つことを任務としていた。この悪気流はたちまちその効をあらわし、蜀中の朝野は前線の孔明に対して、次第に正しく視る目を失ってきた。とかく邪視、疑惑で見るように傾いてきた。




二



　たれ云うとなく蜀宮中に、孔明はやがて漢中に一国を建て自らその主となる肚はららしい、という風説が立ち始めた。

　甚だしきは、それにもっと尾鰭おひれをつけて、

「彼の兵馬の権を以てすれば、この蜀を取ることだってできる。彼がしきりに蜀君の暗愚をなじったり怨言えんげんを撒まいているのはその下心ではないか」

　などと流言してはばからぬ者すらあった。

　都下にも同じ声が行われたが、宮中の流言の出どころは内官であった。苟安に買収された徒が浅慮あさはかにも私利私慾に乗ぜられて、思うつぼへ落ちたものであった。

　この結果はやがて、蜀帝の勅使派遣となって具体化して来た。要するに帝の後主劉禅りゅうぜんもまたついにうごかされたのである。すなわち、節せつを持たせて、前線に勅命を伝え、

　──朕ちん、大機の密みつあり、直々じきじき、丞相に問わん、即時、成都に還かえれ。

　と、召喚を発したのであった。

　命に接するや孔明は天を仰いで大いに哭なげき、落涙長嘆してやまなかったという。

「主上はまだ御年おんとしもいとけなくおわすがゆえ、おそらくは佞官ねいかんのみだりなる言に惑わされたものであろう。いま戦況は我に有利に展開し、ようやく長安を臨む日も近からんとするときにこの事あるは、そも天意か、はた蜀の国運の未だ開けざる約束事か。──さりとて、もし勅にそむけば、佞人ねいじんの輩はいよいよ我説がせつを虚大に伝え、この身また君を欺あざむく不忠の臣とならざるを得ない。しかも今ここを捨ててかえるときは、再びまた祁山きざんへ出ることは難かたかろう。そのひまに魏の国防はいよいよ強化され、長安、洛陽はついに不落のものとなるはいうまでもない」

　かく悶々たる痛涙はながしたが、大命ぜひなく、孔明は即日、大軍を引き払った。

　その際、姜維きょういが憂えて、

「司馬懿しばいの追撃をいかにして防がれますか」と、いった。

　孔明は指令をさずけた。

「兵を五つ手に分け、それぞれ道を変えて退け。主力は、ここの陣を引くにあたり、兵一千をとどめて、二千の竃かまどをほらせ、次の日退陣して宿る所には、また四千の竈跡かまどあとを掘り残しておくがよい。かくて三日目の屯たむろには六、七千。五日目の野営には一万と、退くに従って倍加してゆくのだ」

「むかし孫臏そんびんは、兵力を加えるたびに竈かまどの数を減じて退却し、敵をあざむく計を用いて、龐涓ほうけんを計って大勝を得たということを聞いていますが、いま丞相は反対に、兵を減じるたびに、竈の数をふやしておけと仰せあるのは、いかなるお考えですか」

「孫臏の計を逆に行うに過ぎない。よく物を識っている人間を計るにはその人間の持っている知識の裏をゆくことも一策となる。──司馬懿しばいもおそらく疑ってよく深追いをなし得ないだろう」

　かくて蜀軍は続々五路にわかれて引揚げを開始したが、孔明の予察どおり、司馬懿仲達は、蜀兵の埋伏まいふくをおそれて、敢然たる急追には出なかった。

　しかし、物見の報告によると、さして伏兵の計もないらしいとのことに、徐々、軍を進ませて、蜀の駐屯した後々を見てゆくと、その場所と日を重ねるに従って、竈かまどの数が際立って増加している。竈の跡の多いのは当然、兵站へいたんの増量を示すものであるから、仲達はいちいちそれを検分して、

「さては、彼は、退くに従って殿軍しんがりの兵力を強化しているな、さまで戦意の昂たかい軍勢を、ただ退く敵と侮あなどって追い討ちすれば、どんな反撃をうけるやも知れない」

　と、要心ぶかく考え、

「──苟安こうあんを成都へやって行わせた、わが計画はもう大効果を挙げている。その結果、かく孔明の召還となったものを、それ以上の慾を求むるまでもあるまい」

　と、大事をとって遂に追撃を下さずにしまった。

　ために、孔明は一騎も損じることなくこれほどの大兵の総引揚げを悠々なしとげたが、後、川口せんこうの旅人が、魏へ来て洩らした噂から、竃かまどの数に孔明の智略があったこともやがて司馬懿しばいの聞くところとなった。

　けれど司馬懿は悔やまなかった。

「──相手がほかの者では恥にもなるが、孔明の智略にかかるのは自分だって仕方がない。彼の智謀は元来自分などの及ぶところではないのだから」




麦むぎ青あおむ
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　孔明は成都に還ると、すぐ参内さんだいして、天機を奉伺し、帝てい劉禅りゅうぜんへこう奏した。

「いったい如何なる大事が出来て、かくにわかに、臣をお召し還し遊ばされましたか」

　もとより何の根拠もないことなので、帝はただうつ向いておられたが、やがて、

「余り久しく相父しょうほの姿を見ないので、慕わしさのあまり召し還したまでで、べつに理由はない」

　と正直に答えた。

　孔明は色をあらためて恐らくはこれ何か内官の讒ざんに依るものではありませぬかと、突っこんでたずねた。帝は黙然たるままだったが、

「いま相父に会って、初めて疑いの心も解けたが、悔ゆれども及ばず、まったく朕ちんのあやまりであった」と深く後悔のさまを示した。

　孔明は、相府へ退がると、直ちに宮中の内官たちの言動を調べさせた。出師すいしの不在中孔明を誹謗ひぼうしたり、根もない流説を触れまわったりしていた悪質の者数人は前から分っていたのですぐ拉致らっちされて来た。

　孔明は彼らに詰問した。

「いやしくも卿けいらは、戦いの後ろにあって、国内の安定と民心の戦意を励ます重要な職にありながら、何で先に立って、不穏ふおんな流説るせつを行い、朝野の人心を惑わしめたか」

　ひとりの内官は懺悔ざんげしてまっすぐに自白した。

「戦いがやみさえすれば、暮し向きも気楽になり、諸事以前のような栄耀えいようが見られると存じまして。つい……」

「ああ、何たる浅慮あさはかな──」と、孔明は痛嘆して、彼らの小児病的な現実観をあわれんだ。

「もし蜀が卿らのような考え方でいたら、戦いはわれから避けようとしても、魏から押しつけてくるし、呉からも持ち込んできて、好むと好まざるとにかかわらず、蜀境の内において、今日の戦争をしていなければなるまい。しかもその戦いは敗るるにきまっており、その惨禍は、祁山きざんへ出て戦う百倍もひどいものを見ただろう。しかのみならず、汝らはじめ蜀の民は、今日の戦後に働くどころの苦しみではなく、魏や呉の兵に、家も国土も蹂躙じゅうりんされ掠奪凌辱りょうじょくのうき目にあうはいうまでもなく、永く呉の奴隷どれいに落され、魏の牛馬にされて、こき使わるるは知れたこと。──きょうの不平と、その憂き目と思い較べて、いずれがよいと欲しているか」

　内官たちは皆、ふかく頭こうべを垂れたまま、一言の言い訳もできなかった。

「──しかし、恐らくこれは、敵国の謀略だろう。いったい、わが軍、官、民の離反を醸かもすような風説は、誰から出たのか。卿らは誰から聞いた」

　その出所をだんだん手繰たぐってみると、結果、苟安こうあんという者であるということが明瞭になった。

　すぐ相府から保安隊の兵がその住居へ捕縛に向ったが、時すでに遅かった。苟安は風を喰らってとうに魏の国へ逃げ失せていた。

　孔明は、百官を正し、蒋琬しょうえん、費褘ひいなどの大官にも厳戒を加え、ふたたび意気をあらためて、漢中へ向った。

　連年の出師に兵のつかれも思われたので、今度は全軍をふたつに分けて、一半を以て、漢中にのこし、一半を以て、祁山きざんへ進発した。そしてこれの戦場にある期間を約三月と定め、百日交代の制を立てた。──要するに百日ごとに、二軍日月じつげつのごとく戦場に入れ代って絶えず清新な士気を保って魏の大軍を砕かんとしたものである。

　蜀の建興九年は、魏の太和たいわ五年にあたる。この春の二月、またも急は洛陽の人心へ伝えられ、魏帝はさっそく力と恃む司馬懿しばい仲達を招いて、

「孔明に当るものは、御身をおいてほかにはない。国のため、身命をつくしてくれよ」

　と、軍政作戦すべてを託した。

「曹真大都督すでにみまかる。この上は微臣の力を尽して、日頃のご恩におこたえ申し奉らん」

　司馬懿は早くも長安に出て、全魏軍の配備に当った。すなわち左将軍張郃ちょうこうを大先鋒とし、郭淮かくわいに隴西ろうせいの諸軍を守らせ、彼自身の中軍は堂々、右翼左翼、前後軍に護られて、渭水いすいの前に、大陣を布いた。
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　祁山きざんは霞み、渭水の流れも温ぬるんできた。春日の遅々たる天、久しく両軍の鼓こも鳴らなかった。

　仲達は一日あるひ、張郃ちょうこうと会って語った。

「思うに孔明は相変らず、兵糧の悩みに種々工夫をめぐらしているだろう。隴西ろうせい地方の麦もようやく実ってきた頃だ。彼はきっと静かに軍を向けて、麦を刈り取り、兵食の資たすけに当てようと考えるにちがいない」

「隴西の青麦は莫大な量です。あれを刈れば優に蜀軍の食は足りましょう」

「ご辺は渭水にあって、しかと祁山きざんへ対しておれ。司馬懿みずからこの軍を率いて、隴西に出で向う孔明の目的を挫くじいてみせん」

　彼はこう意図した。渭水の陣には張郃と四万騎をのこしたのみで、その余の大軍すべてを動かし、彼自身、これを率いて、隴西へ向った。

　仲達の六感は誤らなかった。時しも孔明は、隴西の麦を押える目的で、鹵城ろじょうを包囲し、守将の降こうを容れて、

「麦は今、どの地方がよく熟しているか」

　と、その降将に質問していた。

「ことしは隴上ろうじょうのほうが早く熟うれているようです。それに隴上のほうが麦の質も上等です」

　こう聞いたので、孔明は、占領した鹵城の守りには、張翼と馬忠をとどめ、自ら残余の軍をひきつれて、隴上へ出て行った。

　すると、先駆の小隊から、

「隴上には入れません。すでに魏の軍馬が充満しており、中軍を望むと、司馬懿しばい仲達の旗が見えます」と報じて来た。

　孔明は舌打ち鳴らして、

「あれほど密みつに祁山きざんを出てきたが、彼はもう我の麦を刈らんことを量はかり知ったか。──さもあらば仲達にも不敗の構えあることであろう。我とて世のつねの気ぐみではそれに打ち勝てまい」

　深く期して、彼はその夕べ沐浴もくよくして身を浄きよめ、平常乗用の四輪車と同じ物を四輛も引き出させた。

　やがて夜に入るや、孔明の帷幕いばくには、三名の将が呼ばれて、何事かひそやかに、遅くまで語らっていた。

　一番に姜維きょういがそこを出て、一輛の車を引かせて自陣へ帰った。二番目に馬岱ばたいがまた一つの車を持って帰った。三番目には魏延が同じように自分の陣へ一つの車を運んで行った。

　かくて残った一輛は、しばし星の下もとに置かれていたが、やがて営を出てきた孔明が、自身それに乗って、

「関興かんこう、用意はできたか」と、出陣を促した。

　おうっと、遠くから答いらえて、関興は妖あやしげな一軍隊をさし招いて、たちまち、車のまわりに配した。

　まず、車の左右に、二十四人の屈強な武者が立ち並んで、それを押した。みな跣足すあしであり、みな黒き戦衣を着し、みな髪を振りさばき、また皆、片手に鋭利な真剣を提さげている。

　さらに四人、同じ姿の者が、車の先に立ち、北斗七星の旗を護符ごふのごとく捧げていた。そしてなお五百人の鼓兵こへいが鼓を持ってこれに従い、槍隊千余騎は、前途幾段にもわかれて、孔明の車を衛星のように取り囲んだ。

　孔明の装束も、常とはすこし変っている。いつもの綸巾りんきんではなく、頭には華やかな簪冠さんかんをいただいている。衣はあくまで白く、佩剣はいけんの珠金しゅきんが夜目にも燦爛さんらんとしていた。

　また関興やそのほかの旗本は、みな天逢てんぽうの模様のある赤地錦あかじにしきの戦袍せんぽうを着、馬を飛ばせば、さながら炎が飛ぶかと怪しまれた。

　かくてこの天より降くだれる鬼神の陣かとも疑われるこの妖装軍ようそうぐんは、深更に陣地を発して、隴上ろうじょうへ向って行った。

　そのあとから約三万の歩兵が前進した。これは手に手に鎌を持っているのだ。おそらく戦いの隙を見ては麦を刈って、これを後方へ運搬する手筈のもとに組織された軍であろう。日頃の行軍編制とはまるで違う。なにしても異様なる有様であった。

　魏本軍の前隊を哨戒していた物見の兵は仰天した。こけ転まろんで、部将に告げ、部将はこれを、中軍へ急報した。

「なに。鬼神の軍が来たと」

　司馬懿しばいは嘲笑あざわらって、陣頭へ馬をすすめて来た。時はまさに丑うしの真夜中であった。




北斗ほくと七星旗せいき
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　青貝の粉こを刷はいたような星は満天にまたたいていたが、十方の闇は果てなく広く、果てなく濃かった。陰々たる微風は面を撫で、夜気はひややかに骨に沁む。

「なるほど、妖気が吹いてくる──」

　仲達は眸ひとみをこらして遠くを望み見ていた。陰風を巻いて馳け来る一輛の車にはそれを囲む二十八人の黒衣の兵が見える。髪をさばき、剣を佩はき、みな跣足はだしであった。北斗七星の旗はその先頭に馳け、また炎の飛ぶが如き赤装束の騎馬武者が全軍を叱咤してくる。

「孔明だ」

　仲達はなお見まもっていた。四輪の車は鳴り奔はしってくる。車上、白衣簪冠さんかんの人影こそ、まぎれなき諸葛亮しょかつりょう孔明にちがいなかった。夜目にも遠目にも鮮やかである。

「あはははは」

　突然仲達は大笑した。そして旗本以下屈強な兵二千をうしろからさしまねいて、直ちに号令した。

「鬼面人ひとを嚇おどすというやつだ──妖あやしむことはない。恐れることもない。破邪の剣を揮ふるって馳け崩してみろ。化けた孔明も跣足はだしになって逃げ出すだろう。汝らが迅速なれば、その襟がみをつかんで、彼奴あやつを捕虜とりことなすこともできる。──それっ、近づいてきた。かかれっ」

　二千の鉄騎は励み合って、わあっと、武者声を発しながら驀進ばくしんした。すると孔明の車は、ぴたりととまり、二十八人の黒衣兵も、七星の旗も、赤装束の騎馬武者もすべてにわかに後ろを見せて、しずしずと引き退いて行く様子である。

「早くも逃げ始めたぞ。のがすな」と、魏の鉄騎隊は鞭打った。

　ところが、不思議や、追えども追えども追いつかない。

　妖しき霧が吹き起って、白濛々はくもうもう黒迷々こくめいめい、彼方の車は目の前にありながら、馬は口に泡あわを噛み、身は汗に濡るるばかりで、少しも距離は短縮されないのであった。

「奇怪奇怪。おれたちはもう三十余里も馬を飛ばして来ているのに？」

「孔明の車はあのように急ぎもせず徐々しずしずと行くのに？」

「これで追いつけないとはどういうわけだろう」

　呆あきれ返かえって、魏の勢はみな馬をとどめ、茫然、怪しみに打たれていた。

　すると孔明の車とその一陣はまた此方へ向って進んでくる。魏兵はそれを望むと、

「おのれ、こんどこそは」

　喚わめいて攻めかかったが、こっちで奔ると、彼方の影は再び後ろを見せている。しかも悠々とさわがず乱れず逃げてゆく。

　またも追うこと二十余里。鉄騎二千はみな息をきらしたが、孔明の車との隔へだたりは、依然すこしも変っていない。

「これはいよいよ凡事ただごとではない」

　迷いにとらわれて、一つ所に人馬の旋風つむじを巻いていた。そこへ後ろから馬を飛ばしてきた仲達が、口々にいう嘆たんを聞いて、さてはと悟り顔に、

「察するにこれは、孔明のよくなす八門もん遁甲とんこうの一法、六甲天書りっこうてんしょのうちにいう縮地しゅくちの法を用いたものであろう。悪くすると冥闇めいあん必殺の危地へ誘いこまれ、全滅の憂き目にあうやも測り難い。もはや追うな。もとの陣地へ退け」と、にわかに下知をあらためて、急に馬首を向けかえた。

　すると不意に西方の山から鼓こが鳴った。愕然がくぜんと、闇をすかして望み見ると、星あかりの下を、一彪ぴょうの軍馬が風の如く馳けてきた。たちまちその中から二十八人の黒衣の兵と、北斗七星の旗と、火焔の如き騎馬の大将があらわれて、真先に進んでくる。

　近づくを見れば、黒衣の兵はみな髪をふり乱し、白刃をひっさげ、素はだしの態である。四輪車のうえの白衣簪冠さんかんの人もまた前に追いかけた者と少しもちがわない。

「や、や。ここにもまた孔明がいる？」

　仲達は味方の怯ひるむをおそれて、自身先に立って追いかけてみた。二十里、三十里と、追いかけ追いかけ鞭打ったが、どうしてもこれに近づき得ないことも、前の時と同じだった。

「奇怪だ。これは実に不思議極まる」

　と、彼すらへとへとになって引っ返してくると、また一方の山の尾根から、七星の旗と黒衣の怪兵二十八人が、同じ人を乗せた四輪車を押し進めてきた。




二



　人か鬼か、実か幻まぼろしか、魏の勢は駭然がいぜんと慄ふるえあがり、敢えて撃とうとする者もない。

「退けや、退けや」

　と、司馬懿しばいも今は、胆きもも魂も身に添わず、逃げ奔はしる一方だった。

　するとまたまた、行く手の闇の曠野に、颯々さっさつたる旗風の声と車輪の音がしてきた。仲達は驚倒して眼をみはった。車上の人はたしかに孔明であり、左右二十余人の黒衣白人の影も、北斗七星の旗も、初めに見たものと寸分の相違もない。

「いったい孔明は何人いるのか？ この分では蜀軍の数も量はかり知ることができない」

　彼と数千の鉄騎は、ほとんど、悪夢の中を夜どおし駈け歩いたように疲れ果てて、朝頃、ようやく上邽じょうけいの城へ逃げ帰ってきた。

　その日、ひとりの蜀兵が捕虜になって来た。調べてみると、青麦を刈って鹵城ろじょうへ運送していた者だという。

「さてはあの隙に、多量の麦を刈り取られていたか」

　とさとって、仲達がなおその兵を自身で吟味ぎんみしてみると、昨夜の怪しい妖陣のうちの一陣はたしかに孔明の車であったに違いはないが、あと三陣の隊伍と車は、姜維きょうい、魏延ぎえん、馬岱ばたいなどが偽装していたもので、孔明の影武者であったに過ぎないということが分った。

「ああそれで縮地の法の手段てだてが読めた。同装同色同物の隊伍を四つ編制しておいて、追われて逃げる時は、曲り道の山陰や、丈高たけたかき草の道などで、近きが隠れ、遠きが現われ、いわゆる身代りの隠顕いんけん出没によって、追う者の眼を惑わし惑わし逃げていたのだ。……さすがは諸葛亮しょかつりょう。さりとは智者なるかな」

　彼は正直に孔明を惧おそれた。そしていよいよ守るを主としていた。

「鹵城ろじょうにある蜀兵を、深く探ってみましたところ、案外少数です。大軍と見せていたは孔明の軍立いくさだてによる用兵の妙で、味方の兵力をもって包囲すれば、おそらく袋の鼠でしょう」

　郭淮かくわいはしきりに主張した。良策もなきまま以後、消極的に堕だし過ぎていたことを自身も反省していた仲達は、彼に説かれて、

「では、動かずと見せて、急に前進し、一挙に鹵城を包囲してしまおう。それが成功すれば、後の作戦はいくらでも立つ」

　夕陽せきよう西へ沈む頃、ここの大軍はいちどに発足した。鹵城はさして遠くない。夜半までには難しいが、未明には着ける予定である。

　途中の湿地帯と河原と山とを除くほかは、すべて熟れたる麦の畑だった。蜀の斥候兵は点々と一町おきにその中に隠れていた。

　一条の縄から縄が鹵城のすぐ下までつながっていた。一兵がその鳴子なるこを引くと、次の兵から次の兵へ鳴子を伝え、電瞬の間に、（魏の襲撃あり）──は蜀軍のうちへ予報されていた。

　で、孔明は、来るべき敵に対して、策を立て、配備をなし、なお充分、手具脛てぐすねひいているほどな暇を持っていた。

　もとより地方の一城なので、塀は低く、濠ほりは浅い。取りつかれては最後である。姜維きょうい、馬岱ばたい、馬忠、魏延ぎえんなどの諸隊はおおむね逸早く城外へ出ていた。

　城外は一望麦野ばくやであった。潜ひそむには絶好である。深夜の風は麦の穂を波立てていた。

　音なき怒濤のごとく魏の大軍は迫ってきた。──敵はまだ覚さとらず──と思ったか全軍を分散して、城の東西南北に分ち始めた。と思うまに城の上から数千の弩いしゆみがいちどに弦つるを切って乱箭らんせんを浴びせてきた。さては敵も知ったるぞ、この上は一揉みに踏みつぶせ──と濠ほりをこえて城壁へかかると大石巨木が雪崩なだれ落ちてきた。浅い濠はたちまち屍しかばねで埋まった。

「少々苦戦」と司馬懿しばいはなお励ましていたが、一瞬の後、その少々は大々的に変った。すなわち背後の麦畑がみな蜀兵と化したのである。いかに精鋭な魏軍も乱れざるを得なかった。

　暁の頃。司馬懿仲達は一つの丘に馬を立てて唇を噛んでいた。見事夜来の一戦も敗れたのである。損害を数えると、死傷約千余を出しているという。

　以来また彼は上邽じょうけい城の殻からに閉じ籠る臆病なやどかりになっていた。郭淮かくわいは無念にたえず、日夜智慧をしぼって、次の一策を仲達へすすめた。その計は奇想天外であって、ようやく仲達の眉を晴れしめるに足りた。
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　鹵城は決して守るにいい所ではないが、魏軍の動向は容易に測り難いものがあるので、孔明もじっと堅守していた。

　しかし彼は、この自重も決して策を得たものとはしていない。なぜならば近頃、司馬懿は雍涼ようりょうに檄文げきぶんを飛ばして、孫礼の軍勢を剣閣に招いているふうが見える。ひとたび魏がその尨大ぼうだいな兵力を分けて、蜀境の剣閣でも襲うことになろうものなら、帰路を断たれ、運輸の連絡はつかなくなり、ここの陣地にある蜀軍数万は孤立して浮いてしまう。

「──余りに動かざるは、かえって、大いなる動きあるに依るともいう。どうも近ごろ魏軍の静かなのは不審だ。姜維きょういと魏延とは、各一万騎をつれて、剣閣へ加勢に赴ゆけ。何となく心許ないのはあの要害である」

　姜維と魏延とは、彼の命をうけて、即日軍勢をととのえ、剣閣へ向って行った。

　それから後のことである。長史楊儀ようぎは孔明の前へ出て、

「さきに漢中を立たれる際、丞相は、軍を二つに分けて、百日交代で休ませると宣言なされたでしょう。どうも弱ったことであります」

「楊儀。何を困ったというか」

「もはやその百日の日限がきたのです。前線の兵と交代する漢中の軍はもう彼かの地を出発したといって参りました」

「すでに法令化した以上、一日も違たがえてはならん。早々この兵は漢中へ還せ」

「いまここに八万の軍があります。どう交代させますか」

「四万ずつ二度にわけて還すがいい」

　諸軍はこれを聞いて大いに歓び、それぞれ帰還の支度をしていた。

　ところへ剣閣から早馬が来た。魏の大将孫礼が、雍涼ようりょうの勢を新たに二十万騎募って、郭淮かくわいと共に剣閣へ猛攻してきたというのである。

　それさえあるにまたまた、司馬懿しばい仲達が時を同じゅうして、全魏軍に総攻撃の命を発し、今しもこの所へ押し襲よせてくるとも伝えてきた。

　全城の蜀軍が愕おどろきおそれたことはいうまでもない。楊儀は倉皇と孔明に告げていた。

「こうなっては交代どころではありません。帰還のことは、しばらく延期して、目前の敵の強襲を防がせねばなりますまい」

「いやいや、そうでない」孔明はつよく面おもてを横に振っていった。

「わが師いくさを出して、多くの大将を用い、数万の兵をうごかすも、みな信義を本もととしていることである。この信義を失うては、蜀軍に光彩もなく、大きな力は出せなくなる。また彼らの父母妻子も、すでに百日交代の規約を知っているゆえ、みな家郷にあって指折り数え、わが子、わが良人の帰りを門かどに待っているであろう。たとい今いかなる難儀におよぶとも、予はこの信義を捨てることはできない」

　楊儀は、早速、孔明のことばをそのまま蜀軍の兵に告げた。

　それまでは、種々いろいろに臆測して、多少動揺を見せていた兵も、孔明の心をこうと聞くと、みな涙をながして、

「丞相はそれほどまで、吾々を思っていて下されたのか」

「かくのごときご恩にたいして、何で吾々として、丞相の危急を見ながら、ここを去り得ようか」

　彼らはこぞって、楊儀を通じ、孔明に願い出てきた。

「願わくは命を捨てて、丞相の高恩に報ぜん」

　孔明はなお還れとすすめたが、彼らは結束して踏み止まった。そして目に余るほどな魏の大軍に反撃を加え、遂には、先を争って城外へ突出し、雍涼勢ようりょうぜいの新手をも粉砕して、数日の間に、さしもの敵を遠く退けてしまった。

　けれど一難去ればまた一難。全城凱歌に沸わき満ちているいとまもなく、永安城にある味方の李厳りげんから計らずも意外な情報を急に告げてきた。




木門道もくもんどう



一



　永安城の李厳は、増産や運輸の任に当って、もっぱら戦争の後方経営に努め、いわゆる軍需相ぐんじゅしょうともいうべき要職にある蜀の大官だった。

　今その李厳から来た書簡を見ると、次のようなことが急告してある。

近ゴロ聞ク東呉、人ヲシテ洛陽ラクヨウニ入ラシム。魏ト連和シ、呉ヲシテ蜀ヲ取ラシメント。幸イニ呉イマダ兵ヲ起サズ、今厳哨ゲンショウシテ消息ヲ知ル。伏シテ望ムラクハ、丞相ノ謀ハカリ遠キヲ慮オモンパカリテ、早ク良図リョウトヲ施シテ怠リヲ欲スルコトナカランコトヲ。


　孔明は大きな衝撃をうけた。事実、この書面に見えるような兆候があるとすればこれは真に重大である。魏に対しての蜀の強味は何といっても、一面に蜀呉相侵あいおかすことなき盟約下にあることが基幹をなしているのに、その呉が今、寝返りを打って、魏と連和するような事態でも起るとしたら、これは根本的に蜀の致命とならざるを得ない。

「決して遅疑逡巡ちぎしゅんじゅんしている問題ではない」

　ここにおいて、彼は、大英断を以て、直ちに全戦線の総退却を決意した。

「まず、すみやかに祁山きぎんを退くべきである」

　と鹵城ろじょうから使いを急派して、祁山に残して来た王平、張嶷ちょうぎ、呉班、呉懿ごいの輩に宛てて、

「自分がここにあるうちは、魏も迂濶うかつには追うまい。乱れず、躁さわがず、順次退陣して、ひとまず漢中に帰れ」と、命を封じて云い送った。

　一面、孔明はまた、楊儀、馬忠の二手を、剣閣の木門道もくもんどうへ急がせ、後、鹵城には擬旗ぎきを植え並べ、柴を積んで煙をあげ、あたかも、人のおるように見せておいて、急速に、彼とその麾下きかもことごとく木門道さして引き退いた。

　渭水いすいの張郃ちょうこうは、馬を打って、上邽じょうけいへやって来た。司馬懿しばいに諮はかるためである。

「何か起ったにちがいない。蜀軍の退陣、ただ事ではありません。今こそ急追殲滅せんめつを喰らわす時機ではないでしょうか」

「いや待て、孔明のことだ。迂濶うかつには深入りできぬ」

「大都督にはどうしてそう孔明を虎の如く恐れ給うか、天下の笑わらい種ぐさになろうに」

　時に、一兵が来て、鹵城の変を告げた。司馬懿は張郃を伴って、高きに登り、鹵城の旗や煙をややしばし眺めていたが、突然、哄笑して、

「何様なにさま、旗も煙も、たしかに擬勢ぎせいだ。鹵城は今や空城あきしろにちがいない。いざ追い撃たん」

　と、彼も今は疑う余地もなしと、にわかに、上邽から奔軍ほんぐんを駆って急進した。

　すでに木門道に近づくと、張郃はまた、司馬懿に云った。

「かかる大兵の行軍では、どうしても遅鈍ならざるを得ません。それがしが軽騎数千をひっさげて先駆し、まず敵を捉えて喰い下っておりますから、都督の本軍は後からおいで下さい」

「いや、軍の速度の遅いのは、大兵なるゆえばかりではない。孔明の詭計きけいを慎重に打診しながら進んでいるせいにもよるのだ」

「またしてもそのように孔明を恐れ恐れ進んでいられるのですか。それでは追撃する意義は失なくなってしまう」

「大なる禍いに陥おちいるよりはましである。もし貴公のごとく功を急がば、必ず悔いを求めるだろう」

「身を捨てて国家に報ずる時、大丈夫たる者、死すとも何の悔いがありましょうや」

「いや、貴公は性火の燃ゆるごときものあって、意気はまことに旺さかんではあるが、また非常に危険でもある。深く慎み給え」

「なんの、孝はまさに力をつくすべし、忠はまさに命を捨つべし。この期ごに当って、顧みることはありません。ただ、孔明を撃つあるのみです。ぜひおゆるし願いたい」

「それほどにいうならば、ご辺は五千騎をもってまず急げ。別に賈翔かしょう、魏平ぎへいに二万騎を附けて後から続かせる」

　張郃はよろこび勇んで、手兵五千騎、みな軽捷けいしょうを旨とし、飛ぶが如く、敵を追った。

　行くこと七十里。たちまち一叢そうの林のうちから、鼓鉦こしょう、喊ときの声があがって、

「賊将、どこへ急ぐか、蜀の魏延ならばここにおるぞ」

　と、呼ばわる声がした。




二



　天性火の如しという定評のある張郃ちょうこうだった。その張郃が、火そのものとなって、

（孔明の首級を見るはいまにある）

　と誓い、畢生ひっせいの勇猛をふるって、無二無三猪突ちょとつしてきた矢先である。

「何をっ──」と一声、喚わめき返すや否、魏延ぎえんの兵を追い散らした。魏延はちょっと出て、槍を合わせたが、すぐ偽り負けて逃げ奔った。

「口ほどもない木っ端ども」

　と、張郃は眼尻で嘲あざけりつつ、また先へ急いだ。そして約二十里ほど来ると、一山の上から蜀の関興かんこうと名乗って駈け下ってきた軍馬がある。

　張郃は憤怒して迎えた。

「かねて聞く関羽の小伜こせがれ。汝また非業の死を亡ち父ちに倣ならうか」

　関興はその勢いに恐れたかの如く逃げ出した。張郃は追い巻まきして行ったが、一方に密林が見えたので、ふと万一を思い、

「伏兵があるかも知れぬ。そこの林を掻き捜せ」

　と、兵に下知して、しばし息をついでいた。

　すると先に隠れた魏延ぎえんが後ろから襲ってきた。魏延に当って力戦していると、関興が引っ返してきて鼓躁こそうした。或いは逃げ、或いは挑いどみ、こうして張郃を翻弄ほんろうして疲れしめながら、魏延はついに目的どおり張郃を木門道の谷口まで強引に誘い込んできた。

　地形の険隘けんあいに気づいて、張郃もここまで来ると、盲進するなく、一応軍勢をととのえていたが、魏延はその暇を与えず、絶えず戦いを挑んできては彼を辱はずかしめた。

「張郃張郃。初めの勢いもなく早や臆病風おくびょうかぜにおそわれたか。帰り途を案じているのか」

　張郃はまた火となって、

「逃げ上手め。そこを去るな」

「逃げるのではない。我は漢の名将、汝は逆門の鼠賊そぞく。刃やいばの穢けがれを辱はじるのだ」

「うぬ。その吠面ほえづらにベソ掻くな」

　遂に彼は司馬懿の戒いましめもわすれて、木門道の谷まで駈け込んでしまった。

　しかも時はようやく薄暮に迫って、西山の肩に茜あかねを見るほか谷の内はすでに仄ほの暗い。魏の将士は口々に後ろから、

「将軍、帰り給え。将軍、引っ返し給え」と呼んでいたが、張郃は、憎き魏延を打ちとめぬうちはと、奔馬ほんばの足にまかせて鞭打つ敵を追っていた。

「卑怯者っ。恥知らず、最前の口をわすれたか」

　早や手も届かん間近にある魏延の背へ向って張郃は罵ののしりやまず、いきなり馬上から槍を投げつけた。

　魏延は馬のたてがみに首をうつ伏せ、槍は彼の盔かぶとの錣しころを射抜いて彼方へ飛んだ。

「あっ、将軍」

　味方の声に、思わず振り向くと、張郃の先途せんどを案じて、慕ってきた百余騎の将が、一斉に山を指さして叫んだ。

「怪し火が見えますぞ。あの山頂に」

「何かの合図やも知れません」

「夜に入ってはいよいよ大事、早々、あとへお帰りあって、明日を期せられたほうがよいでしょう」

　けれどこれらの忠告すらすでに遅きに失していた。

　突然、虚空に大風が起った。それは万弩ばんどの箭やうなりである。たちまち絶壁は叫び、谷の岩盤はみな吼ほえた。それは敵の降らしてくる巨木大石の轟きである。

「や、や。さては」

　気づいた時は、彼方此方に火が起っていた。低い灌木かんぼくも高い木も焼け始めた。張郃は、狂い廻る馬にまかせて谷口を探したが、そこの隘路あいろもすでにふさがれていた。

　性火の如しといわれていた張郃は、遂に炎の中に身をも焼いてしまった。

　孔明は、木門道の外廓をなす一峰に姿を現わして、うろたえ迷う魏の兵にこういった。

「きょうの狩猟かりに、我は、馬を得んとして、猪いのこを獲た。次の狩猟かりには、仲達という稀代な獣けものを生擒いけどるだろう。汝ら帰って司馬懿に告げよ。兵法の学びは少しは進んでおるかと」

　張郃を亡った魏兵は、我先に逃げ帰って、その実状を司馬懿に告げた。
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　張郃の戦死は惜しまれた。彼が魏でも屈指の良将軍たることは誰も認めていたし、実戦の閲歴えつれきも豊かで、曹操に仕えて以来の武勲もまた数えきれない程である。

「彼を討死させたのは、実に予の過ちであった。あくまでも彼の深入りを許さなければよかったのだ」

　こう痛嘆して、誰よりもその責めを感じていたのは、勿論、司馬懿その人だった。

　同時に司馬懿は、孔明の作戦が何を狙っていたものかを、今は明瞭に覚ることもできた。

　──敵を嶮けんに誘い、味方を不敗の地に拠よらせ、而して、計をうごかし、変を以て、これを充分に捕捉滅尽ほそくめつじんする。

　ここに孔明の根本作戦があるものと観破した。

　そう考えてくると、渭水いすいから邽城けいじょう、邽城からこの剣閣へと、いつか自分も次第に誘い出されて、危険極まる蜀山蜀水のうちに踏み入りかけていることも顧みられた。

「──危うい哉かな。知らず知らずに自分も彼の誘導作戦にかかっている」

　司馬懿は急に兵を返して、要所要所に諸将を配し、ただよく守れと境を厳にして、自身はやがて洛陽へ上った。

　戦況奏上のためだった。魏帝も張郃ちょうこうの死をかなしみ、群臣もみな落胆して、

「敵国のまだ亡ばぬうちに、われは国の棟梁とうりょうを失った。前途の難を如何にすべき」

　と、嘆きの声と、沈滅の色は、魏宮中を一時沈衰ちんすいの底へ落した。

　時に、諫議かんぎ大夫の辛毘しんびが、帝にも奏し、群臣にもいった。

「武祖文皇ぶんのう二代を経、今帝きんていまた龍のごとく世に興り給い、わが大魏の国家は、強大天下に比なく、文武の良臣また雨の如し。何ぞ、一張郃の戦死をさまで久しく悲しまるるか。──家人の死は一家の情を以て嘆くもよし惜しむもよろしいが、国民の死は国家の大を以てこれを悠久に崇あがめ、これを盛葬し、これを称たたえて、全土の人士を振わすべきではありませんか」

「まことに、辛諫議しんかんぎのことばは当っておる」

　やがて木門道から取り上げてきた屍しかばねに対して、帝は厚き礼を賜い、洛陽を人と弔旗ちょうきに埋むるの大葬を執り行って、いよいよ、討蜀の敵愾心てきがいしんを振起させた。

　一方、孔明は、軍を収めて、漢中の営に帰ると、すぐ諸方へ人を派して、魏呉両国間の機微きびをさぐらせていたが、そこへ成都から尚書費褘ひいが来て、率直に朝廷の意をつたえた。

「何の理由もなく漢中へ兵をおかえしなされたのは何故ですか。帝もご不審を抱いておられますぞ」

「近頃、呉と魏との間に、秘密条約が結ばれた形跡ありとのことに、万一、呉が矛ほこを逆しまにして、蜀境を衝くような事態でも起っては重大であると思うて、急遽、祁山きざんを捨てて万全を期したまでであるが」

「おかしいですな。兵糧運輸の線は、充分に活動しておりましたか」

「とかく後方からの運送はとどこおりがちで、ために、持久を保ち、糧食を獲るためにも、種々、作戦以外の作戦と経営をなさねばならなかった」

「それでは、李厳りげんのはなしと、まるであべこべです。李厳の申すには、このたびこそ兵糧にも困らぬほど、後方からの運輸も充分に行っているのに、孔明が突然退軍したのはいぶかしいことであるとしきりに申し触ふらしています」

「それは言語道断」

　と、孔明もちょっと呆れ顔をして──

「魏呉両国間に、秘密外交のうごきが見ゆると、われへ報らせてきた者は、その李厳であるのに」

「ははあ。それで読めました。李厳の督しておる軍需増産の実績がここ甚だあがらないので、科とがを丞相に転嫁てんかせんとしたものでしょう」

「もってのほかのことだ。もし事実とすれば、李厳たりとも、免ゆるしてはおかれない」

　孔明は赫怒かくどした。

　このため、彼は成都へ還って、厳密な調査を府員へ命じた。李厳の弄策ろうさくは事実とわかった。

「本来、首を刎ねても足らない大罪であるが、李厳もまた、先帝が孤みなしごをお託し遊ばした重臣のひとりだ。官職を剥はいで、一命だけは助けおく。──即日、庶人へ落して、梓滝郡しどうぐんへ遠流おんるせよ」

　孔明はかく断じたが、その子の李豊りほうは留めて、長史劉琰りゅうえんなどと共に、兵糧増産などの役に用いていた。




具眼ぐがんの士し
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　多年軍需相として、重要な内政の一面に才腕をふるっていた李厳の退職は、何といっても、蜀軍の一時的休養と、延ひいては国内諸部面の大刷新を促うながさずにはおかなかった。

　蜀道しょくどうの嶮岨けんそは、事実、誰がその責任者に当っても、克服することのできない自然的条件であり、加うるに、蜀廷の朝臣には、孔明のほかに孔明なく、外征久しきにわたるあいだには、きまって何かの形で、その弱体な内紛が現われずにいなかった。

　孔明の苦労は実にこの二つにあったといってよい。しかも帝劉禅りゅうぜんは、甚だ英邁えいまいの資でないのである。うごかされやすくまたよく迷う。

　しかし孔明がこの遺孤いこに仕えることは、玄徳が世にいた頃と少しも変らなかった。いやもっと切実な忠愛と敬礼を捧げきって骨も細りゆく姿だった。それだけに帝劉禅が彼を慕い彼を惜しむことも一通りでなかったが、如何せん、孔明がいないときというと群臣がうごく。群臣がうごくと帝も迷いにつつまれる。蜀朝廷は実にいつも遠きに孔明の後ろ髪がみを引くものであった。ここにおいて孔明は、

「三年は内政の拡充に力を注ごう」

　と決意した。三年師いくさを出さず、軍士を養い、兵器糧草りょうそうを蓄積して、捲土重来けんどちょうらい、もって先帝の知遇にこたえんと考えたのである。

　いかなる難事が重なろうと、中原進出の大策は、夢寐むびの間まも忘れることなき孔明の一念だった。そのことなくしては孔明もない。彼の望み、彼の生活、彼の日々、すべては凝ってそれへの懸命に生きていた。

　三年の間、彼は百姓を恤あわれみ宥いたわった。百姓は天地か父母のように視た。彼はまた、教学と文化の振興に努めた。児童も道を知り礼をわきまえた。教学の根本を彼は師弟の結びにありとなし、師たるものを重んじ、その徳を涵養かんようさせた。また内治の根本は吏りにありとなし、吏風を醇化じゅんかし吏心を高めさせた。吏にしてひとたび涜職とくしょくの辱はじを冒おかす者あれば、市に曝さらして、民の刑罰よりもこれを数等厳罰に処した。

「口舌を以ていたずらに民を叱るな。むしろ良風を興おこして風ふうに倣ならわせよ。風を興すもの師と吏にあり。吏と師にして善風を示さんか、克己こっきの範を垂れその下もとに獺惰らんだの民と悪風を見ることなけん」

　孔明はつねにそういっていた。かくて三年の間に、蜀の国力は充実し、朝野の意気もまったく一新された。

「──三年経ちました──。尺蠖しゃっかくの縮ちぢむは伸びんがため。いまようやく軍もととのいましたゆえ、六度征旗をすすめて中原へ出ようと思います。ただ臣しん亮りょうもはや知命の年齢ですから、戦陣の不常どんなことがあろうとも知れません。……陛下も何とぞ先帝の英資にあやかり給うてよく輔弼ほひつの善言を聞き、民を慈いつくしみ給い、社稷しゃしょくをお守りあって、先帝のご遺命を完まっとう遊ばさるるよう伏しておねがい致しまする。──臣は、遠き戦陣におりましても、心はつねに陛下のお側におりましょう。陛下もまた、孔明はここにあらずとも、常に成都を守っているものとお思い遊ばしてお心づよくおわしませ」

　後主劉禅りゅうぜんは、孔明がこう別れを奏してひれ伏すと、何のことばもなくしばし御衣ぎょいの袂たもとに面おもてをつつんでいた。

　なおこの際にも、成都人の一部では、宮門の柏樹はくじゅが毎夜泣くとか、南方から飛翔ひしょうしてきた数千の鳥群がいちどに漢水へ落ちて死んだとか、不吉な流言をたてて、孔明の出軍を阻はばめようとする者もあったが、孔明の大志は、決してそんな虚謬きょびゅうの説に弱められるものではなかった。

　彼は一日、成都郊外にある先帝の霊廟れいびょうに詣でて、大牢たいろうの祭をそなえ、涙を流して、何事か久しく祈念していた。

　彼が玄徳の霊にたいして、何をちかったかは、いうまでもないことであろう。数日の後、大軍は成都を発した。帝は、百官をしたがえて、城外まで送り給うた。

　蜀道の嶮けん、蜀水の危きも、踏み渉わたること幾度。蜿蜒えんえんとして軍馬はやがて漢中へ入った。

　ところが、まだ戦わぬうちに、孔明は一つの悲報に接した。それは関興かんこうの病歿だった。
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　さきに張苞ちょうほうを亡うしない、いままた、関興の訃ふに接して、孔明の落胆はいうまでもないことだが、その嘆きはかえって、この時の第六次出師すいしの雄図をしてさらにさらに、愁壮しゅうそうなものとしたことも疑われない。

　漢中に勢揃いをし、祁山きざんへ進発した蜀軍は、五大部隊にわかれ、総兵三十四万と号していた。

　ときに魏は改元第二年を迎えて、青龍二年春二月だった。

　去年、摩坡まひという地方から、青龍が天に昇ったという奇異があって、これ国家の吉祥なりと、改元されたものである。

　また、司馬懿しばいはよく天文を観みるので、近年北方の星気盛んで、魏に吉運の見えるに反し、彗星すいせい太白たいはくを犯し、蜀天は晦くらく、いまや天下の洪福こうふくは、わが魏皇帝に幸いせん──と予言していたところなので、

「孔明三年の歳月を備えに蓄えて六度祁山きざんに出づ」

　という報に接したときには、

「明めいなる哉かな。これ蜀の敗滅、魏の隆昌。天運果たしてこの事をすでに告ぐ」

　と、勇躍、詔しょうを拝して、かつて見ぬほどな大軍備をととのえた。

　出陣にさきだって、仲達は、

「かつて父を漢中に討たれた夏侯淵の子ら四人が、常に父を蜀のために亡うしなった恨みを嚥のんで切歯扼腕せっしやくわんしております。ねがわくは、今度の軍いくさに、その遺子四人を伴って行きたいと思いますが」

　と、曹叡そうえいに奏して、その許しをうけていた。これらの四子は、さきに失敗を招いた夏侯楙駙馬かこうもふばなどとは大いに質がちがっていて、兄の覇はは弓馬武芸に達し、弟の恵けいは六韜三略りくとうさんりゃくを諳そらんじてよく兵法に通じ、他の二兄弟もみな俊才の聞えがあった。

　長安に集結した魏下諸州の精鋭は四十四万といわれた。そして宿命の決戦場渭水いすいを前にして従前どおり布陣したが、祁山きざんの蜀勢も、この魏勢も、戦いの回を追うごとに、その経験から地略的な攻究もすすみ、また装備や兵力は逐次増強されて、これを第一回第二回ごろの対峙ごろから較くらべると双方の軍容にも僅かな年月のあいだに著しい進歩が見える。

　作戦上から今次の相違を見ると、魏はまず五万の工兵隊を駆使して、竹木を伐採させ、渭水の上流九ヵ所に浮橋を架し、夏侯覇かこうは、夏侯威かこういのふた手は、河を渡って、河より西に陣地を張った。

　これは従来に見られなかった魏の積極的攻勢を示したものであると共に、用意周到な司馬懿しばいは、本陣の後ろにある東方の曠野に、一城を構築して、そこを恒久的な基地となした。

　この恒久戦の覚悟はまた、より強く、今度は蜀軍の備えにも観取できる。祁山きざんに構えた五ヵ所の陣屋は、これまでの規模とそう変りはないが、斜谷やこくから剣閣へわたって十四ヵ所の陣屋を築き、この一塁一塁に強兵を籠めて、運輸の連絡と、呼応連環こおうれんかんの態勢を作ったことは、

「魏を撃たずんば還かえらじ」

　となす孔明の意志を無言に儼示げんじしているものにほかならない。

　時に、その一塁から一報があって、孔明に、敵陣に変化あることを告げた。

「──魏の大将、郭淮かくわい、孫礼の二軍が、隴西ろうせいの軍馬を領して、北原ほくげんへ進出し、何事か為なすあらんとするものの如く動いています」

　この情報に接した孔明は、

「それは司馬懿は、前に懲こりて、隴西の道をわれに断たれんことをおそれて手配をいそいだものと思わるる。──今、詐いつわって、蜀が彼のおそれる隴西を衝つく態をなすならば、司馬懿は驚いて、その主力を応援にさし向けるだろう。敵の備えなきを撃つ──その虚は後の渭水いすいにある」

　北原ほくげんは渭水の上流である。孔明は百余座の筏いかだに乾いた柴を満載させ、夜中、水に馴れた五千の兵をすぐって、北原を襲撃させ、魏の主力がうごくのを見たら直ちに筏に火をつけて下流へ押しながし、敵の浮橋を焼き立て、西岸の夏侯軍を捕捉し、また立ち所に、渭水の南岸へ兵を上げて、そこの魏本陣を乗っ取らんという画策を立てた。

　これが果たしてうまく魏軍を計り得るかどうかは、魏の触覚たる司馬懿その人の頭脳ひとつにあった。
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　さすがに、彼は観破した。

「いま孔明が、上流に多くの筏いかだを浮かべ、北原ほくげんを攻めそうな擬勢を作っているが、虚を見て、筏を切り流し、それに積んだ松柴と油をもって、わが数条の浮橋を焼き払うつもりに違いない」

　司馬懿しばいはこういって、夏侯覇かこうは、夏侯威に何事か命じ、郭淮かくわい、孫礼、楽綝がくりん、張虎などの諸将へもそれぞれ秘命を授けおわった。

　やがて戦機は、蜀軍の北原攻撃から口火を切った。

　呉懿ごい、呉班の蜀兵は、かねての計画どおり、無数の筏いかだに焚草やきぐさを積んで、河上に待機していた。

　──日が暮れてきた。

　北原の戦況は、初め、魏の孫礼がうって出たが、もろくも打ち負けて退却した。そこへかかった蜀の魏延ぎえん、馬岱ばたいは、

「負け振りがおかしい？」と見て、敢えて深追いしなかったが、それでもたちまち両岸の物陰から魏の旗がひらめき見え、喊声かんせい、雷鼓らいこの潮うしおとともに、

「司馬懿、待ちうけたり」

「郭淮。これにあり」

　と、両方から刹出せっしゅつして、半円陣を結び、敵と河とを一方に見て、圧縮して来た。

　魏延と馬岱は、命をかざして奮戦したが、到底、勝ち目のない地勢にあり、河流へせき落されて溺れる者、つつまれて討たれる者など、大半の兵を失ってしまった。

　ふたりは辛くも水上へ逃げたが、この頃、待ちきれずに、呉懿ごい、呉班の手勢も、大量な筏いかだを流し始めていた。

　しかしそれらの筏群が、魏陣の架けた浮橋まで流れてこないうちに、張虎、楽綝などの手勢がべつな筏で縄を張りめぐらし、蜀の筏をことごとく堰きとめて、それを足場に矢戦やいくさをしかけて来た。

　蜀兵はこの際なんらの飛道具も備えていなかったので、筏を寄せて、斬り結ぶしか手がなかったのである。それを寄せつけ寄せつけ魏は雨の如く矢を浴びせた。

　蜀将のひとり呉班もついに一矢をうけて水中に落命した。その上、火計はまったく失敗に帰し、蜀軍の敗亡惨たるものだった。

　ここの失敗は、当然別働隊たる王平、張嶷ちょうぎのほうへも狂いを生じていないはずはない。

　二軍は、孔明の命によって、渭水いすいの対岸をうかがい、浮橋の焼ける火を見たら、直ちに、司馬懿の本陣へ突入しようと息をこらしていたが、夜が更けても、いっこう上流に火光が揚がらないので、

「はて。どうしたものだろう？」としびれを切らしていた。

　張嶷は、待ちくたびれて、

「対岸をうかがうに、魏陣はたしかに手薄らしく思われる。いっそのこと、突っ込もうか」

　と逸はやったが、王平が、

「敵にどんな隙があろうと、ここだけの状況で作戦の機約をかえることはできない」

　と固く持して、なお根気よく、火の手を待っていた。

　するとそこへ、急使が来た。馬をとばして馳けてくるなり、大声でさしまねいていう。

「平へい将軍も、嶷ぎ将軍も、はやはや退き給え。丞相のご命令である。──北原も味方の敗れとなり、浮橋を焼く計もことごとく齟齬そごいたして、蜀勢はみな敗れ去った」

「なに。味方の大敗に終ったと」

　さすがの王平もあわてた。

　急に二軍が退き出したせつなである。それまで河波の音と芦荻ろてきの声しかなかった附近の闇がいちどに赤くなった。そして一発の轟音ごうおんが天地のしじまを破るとともに、

「王平。逃げ出すのか」

「張嶷ちょうぎ。いずこへ奔はしるか」

　と、魏の伏兵が四方八方から襲いかかって来た。

　はかると思いながら、事実はまったく敵の陥穽かんせいのなかにいたのである。かくては戦い得る態勢もとり得ない。王平、張嶷の二軍もさんざんにうたれて逃げ崩れた。

　上流下流の全面にわたって、この夜、蜀軍のうけた兵力の損害だけでも一万をこえていた。孔明は敗軍を収めて祁山きざんへ立ち帰ったが、彼がかくの如く計を誤ったことはめずらしい。日頃の自信にもすくなからぬ動揺を与えられたに違いあるまい。その憂いは面おもてにもつつめなかった。
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　一日、孔明の憂色をうかがって、長史楊儀ようぎがひそかに訴えた。

「近頃、魏延ぎえんが丞相の陰口を叩いて、とかく軍中の空気を濁にごしていますが、何か原因があるのですか」

　孔明は眉まゆ重くうなずいた──。

「彼の不平は今に始まったことではないよ」

　楊儀はいぶかしげに、

「そこまでご承知でありながら、人一倍、軍紀にきびしい丞相が、なぜ彼の悪態を放置しておかれるのです？」

「楊儀。さようなことは、みだりに云うものではない。予が胸も察するがいい。蜀の諸将と軍力をよく観て」

　楊儀は沈黙した。そして孔明の意中を酌くむにつけ断腸だんちょうの思いがあった。連戦多年、蜀軍の将星は相次いで墜ち、用いるに足る勇将といえば実に指折るほど少なくなっている。──ともあれその中にあって魏延の勇猛は断然衆を超えているものがある。

　いまその魏延をも除くならば、蜀陣の戦力はさらに落莫らくばくたらざるを得ない。孔明がじっと怺こらえているのは、そのためであろうと楊儀は察した。

　時に成都からの用命をおびて、尚書費褘ひいがこの祁山きざんへ来た。孔明は彼に会うと告げた。

「ここにご辺ならでは能かなわぬ大役がある。蜀のために、予の書簡を携えて、呉へ使いに赴いてくれまいか」

「丞相の命令なれば、辞す理由はありません。どこへでも参りましょう」

「快く承知してくれて有難い。ではこの書簡を孫権に捧げ、なお卿けいの才を以て、呉をうごかすことに努めてもらいたい」

　孔明が彼に託したものは、実に蜀呉同盟条約の発動にあった。書中、祁山きざんの戦況を縷る々ると告げて、いまや魏軍の全力はほとんどこの地に牽引けんいんされてある。この際、呉がかねての条約にもとづいて、魏の一面を撃つならば、魏はたちまち両面的崩壊ほうかいを来し、中原の事はたちまちに定まる。然る後は、蜀呉天下を二分して、理想的な建設を地上に興すことができよう。と切々説いているものであった。

　費褘ひいは、建業へ行った。

　孫権は、孔明の書簡を見、また蜀の使いを応接するに、礼はなはだ厚かった。

　そして、彼に云った。

「呉といえど、決して蜀魏の戦局に冷淡なものではない。しかしその時を見、また充分な戦力を養っていたもので、今や機は熟したと思われるゆえ、日を定めて、朕ちん自ら水陸の軍をひきい、討魏の大旆たいはいをかかげて長江を溯のぼるであろう」

　費褘は拝謝して、

「おそらく魏の滅亡は百日を出でますまい。して、どういう進攻路をとられますか」

　と、その口裡くちうらの虚実をうかがった。

　孫権は、言下に、

「まず、総勢三十万を発し、居巣門きょそうもんから魏の合淝がっぴ、彩城さいじょうを取る。また陸遜りくそん、諸葛瑾しょかつきんらに江夏こうか、沔口べんこうを撃たせて襄陽じょうようへ突入させ、孫韶そんしょう、張承などを広陵地方から淮陽わいようへ進ませるであろう」

　と、平常の怠りない用意をほのめかして掌たなごころを指すように語った。

　酒宴となって、くつろいだ時である。今度は孫権が費褘ひいへたずねた。

「いま、孔明の側にいて、功労を記し、兵糧その他の軍政を扶たすけている者は誰だな？」

「長史の楊儀であります」

「つねに先鋒に当る勇将では」

「まず、魏延でしょうか」

「内は楊儀、外は魏延か。ははは」

　と、孫権は意味ありげに打ち笑って、

「自分はまだ、楊儀、魏延の人物は見ていないが、多年の行状で聞き知る所、いずれも蜀を負うほどな人物ではなさそうだ。どうして孔明ほどな人が、そんな小人輩を用いているのか」

　費褘はことばもなく、その場はよいほどにまぎらわしたが、後、祁山きざんに帰って、復命したあとで、これをそのまま孔明に語ると、孔明は嘆息して、

「さすがに孫権も具眼ぐがんの士しである。いかに良く見せようとしても天下の眼はあざむかれないものだ。魏延、楊儀の小さいことは、われ疾とくに知るも、呉の主君までが観抜いていようとは思わなかった」

　と、なお独り託かこっていた。




木牛流馬もくぎゅうりゅうば
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「それがしは、魏の部将鄭文ていぶんという者です。丞相じょうしょうに謁えっしてお願いしたいことがある」

　ある日、蜀の陣へ来て、こういう者があった。

　孔明が対面して、

「何事か」

　と、質ただすと、鄭文ていぶんは拝伏して、

「降参を容れていただきたい」と、剣を解いて差し出した。

　理由を問うと、鄭文は、

「それがしは、もとから魏の偏将軍へんしょうぐんでした。然るに、司馬懿しばいの催しに応じて、参軍してから後は、自分より後輩の秦朗しんろうという者を重用して、それがしを軽んじるのみか、軍功を依怙贔屓えこひいきになし、あまっさえそれがしが不平を洩らしたと称して、殺さんとする気振りすらあるのです。犬死せんよりはと、丞相の高徳を慕って降伏にきた次第です。お用い下されば、この恨みを報ぜんためにも、きっと蜀のために忠を尽しましょう」と、述べた。

　すると、祁山きざんの下の野に、一騎の魏将が、鄭文を追ってきて、鄭文を渡せと、しきりに喚いていると、営外の物見が報らせてきた。

「誰か汝を追ってきたというが、汝に覚えのある者か」

　孔明が訊くと、

「それこそ、それがしのことを、つねに司馬懿に讒ざんしている秦朗しんろうでしょう。司馬懿にいいつけられて、追手に来たものでございましょう」

　と、鄭文は急にそわそわしだした。

「汝とその秦朗とは、いずれが武勇が上か。司馬懿が秦朗を重用するというのは、汝の武勇が彼より劣るためではないか」

「そんなことはありません。断じて秦朗ごときに劣るそれがしではない」

「もし汝の武勇が秦朗に勝るものならば、司馬懿は讒者ざんしゃの言に過あやまられたもので曲きょくは彼にありといってよい。同時に、汝の言も信ずるに足りよう」

「そうです。その通りです」

「では、すぐ馬をとばして、秦朗と一騎打ちを遂げ、その首をこれへ持ってこい。然る後、降こうを容れ、重き位置を与えよう」

「お易いこと。丞相も見て下さい」

　鄭文ていぶんは、馬をとばして、野へ駈け下りた。

　そこに待っていた魏の一将は、

「やあ、裏切者め。わが馬を盗んで、蜀陣へ逃げ込むとは、呆れ返った恥知らず、司馬懿大都督の命に依って誅殺ちゅうさつを下す。わが刃やいばをうけよ」

　大音にいって、鄭文へ斬ってかかった様子に見えたが、まるで腕がちがうとみえて、からみ合ったかと思うとたちまち鄭文のために返討かえりうちにされていた。

　鄭文はその首を掻っ切ってふたたび孔明の前へ戻ってきた。孔明はもう一度いいつけた。

「秦朗しんろうの屍かばねや衣裳も持ってこい」

　鄭文はまた駆け戻って、死骸を揃えた。孔明は篤とくと見ていたが、

「鄭文の首を斬れ」

　と左右の武士へ命じた。

「あっ。な、なんで。──それがしを？」

　と、鄭文は首を抱えて絶叫した。孔明は、笑った。

「この屍かばねは、秦朗ではない。秦朗は予も前から見知っている。似ても似つかぬ下郎をもって秦朗なりと欺あざむいても、その計には乗らん。思うに、仲達が申しつけた偽計にちがいあるまい」

　鄭文は震いおそれて、その通りですと自白した。孔明は思案していた。そして何か思い直したように、

「鄭文を檻車かんしゃに入れておけ」と、しばらく斬るのを見合わせた。

　翌日。孔明は自分の書いた原文を示して、

「命が惜しくば、司馬懿へ宛ててこの通りの書簡を書け」と、鄭文へ筆紙を持たせた。

　鄭文は檻おりの中でその通りの書簡を書いた。これを持った蜀の一兵は附近の住民に姿を変えて、魏の陣へまぎれ入った。そして、

「鄭文という人から頼まれて来た者ですが」

　と、司馬懿しばいの側臣に手渡した。

　司馬懿仲達は、書簡を熟視した。筆蹟は鄭文にまぎれない。彼はいたく歓よろこんだ様子で、使いの男に酒食を与え、誰にも洩らすなと口止めして帰した。
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　鄭文の書簡には、

　──明夜、祁山きざんの火を合図に、都督みずから大軍をひきいて攻め懸り給え。孔明不覚にもそれがしの降伏を深く信じて、この身彼の中軍にあり。時を合わせて呼応一掴いっかく、孔明を擒人とりこになさんこといま眼前に迫る。期してはずし給うな。

　というような文意であった。

　容易にひとの計略にはかからない司馬懿も、自分の仕掛けた計略にはつい懸かかった。翌日一日、密々準備して、夜に入るや、渭水いすいの流れをそっと渉わたらんとした。

「父上にも似気ないことを」

　息子の司馬師は父に諫いさめた。一片の紙片を信じて、これまで自重していた戦機を、我から動かすなどということは、日頃の父上らしくもない軽忽けいこつであると直言したのである。

「げにも」

　と、司馬懿は子の言を容れて、急に、自分は後陣へまわり、べつな大将を先陣に配した。

　その夜、宵のうちは、風清く、月明らかで、粛々しゅくしゅくたる夜行には都合が悪かったが、渭水いすいを渉る頃から、夜霧ふかく、空も黒雲にとざされて来たので、司馬懿はかぎりなく歓んで、

「これ、天われを助くるもの」

　と、人は枚ばいを喞ふくみ、馬は口を勒ろくし、深く蜀陣へ近づいた。

　一方。この夜を期して、

「かならず司馬懿を捕えん」

　と、計りに計っていた孔明も、剣に仗より、壇に歩して昼は必勝の祈祷をなし、夕べは血をそそいで諸将と決死の杯を酌み交わし、夜に入るや手分けを定めて、三軍、林のごとく待ちうけていた。

　夜は更けて、黒霧迷濛こくむめいもうたる頃、忽然こつぜん、堰せきを切られた怒濤のごときものが、蜀の中軍へなだれ入った。しかしそこの営内は空虚だった。魏勢は怪しみ疑って、

「敵の計に陥ちるな」と、戒いましめ合ったが、すでにそのとき魏勢は完全に出る道を失っていたのである。

　鼓角、鉄砲、喊ときの声は、瞬時の間に起って、魏の先鋒の大半を殲滅せんめつした。その中には、魏将の秦朗しんろうも討死を遂げていた。

　司馬懿は幸いにも後陣だったので、蜀の包囲鉄環てっかんからは遁れていたが、残る兵力を救わんため、一たんは強襲を試みて、彼の包囲を外から破らんとした。しかし、それも自軍の兵力をおびただしく損じたのみで、残る先鋒軍の約一万も敵の中に見捨てて、引き退くしかなかった。

「かくの如き平凡なる戦略にかかって、平凡なる敗北を喫したことはない」

　めったに感情を激さない司馬懿も、この時ばかりはよほど口惜しかったとみえて、退陣の途中も歯がみをした。

　しかもその頃になると、空はふたたび晴れて、晃々こうこうたる月天に返り、一時の黒雲は夢かのように考えられた。で、生き残って帰る魏将士の間には、誰いうとなく、「これは孔明が、八門遁甲とんこうの法を用いて、われらを黒霧のうちに誘い、また後には、六丁ちょう六甲こうの神通力を以て、黒霧をはらい除いたせいである」

　というような妖言ようげんを放って、しかも誰もそれを疑わなかった。

「ばかを申せ、彼も人、我も人。世に鬼神などあるべきでない」

　司馬懿は陣中の迷信に弾圧を加え、厳しく妄言もうげんを戒いましめたが、孔明は一種の神通力を持って、奇蹟を行う者だという考えは牢固ろうことして抜くべからざる一般の通念になってきた傾きすらあった。

　魏の兵がこういう畏怖いふにとらわれだしたので、司馬懿もその怯兵きょうへいを用いるのは骨であった。で、以後また、堅く要害を守り、一にも守備、二にも守備、ただこれ守るを第一として敢えて戦うことをしなかった。

　その間に孔明は、渭水いすいの東方にあたる葫芦谷ころこくに千人の兵を入れ、谷のうちで土木の工を起させていた。この谷はふくべ形の盆地を抱いて、大山に囲まれ、一方に細い小道があるだけで、わずかに一騎一列が通れるに過ぎない程だった。

　孔明も日々そこへ通って、何事か日夜、工匠たくみの指図をしていた。
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　魏が、敢えて戦わず、長期を持している真意は、あきらかに蜀軍の糧食涸渇こかつを待つものであるはいうまでもない。

　長史楊儀ようぎは、その点を憂えて、しばしば、孔明に訴えていた。

「いま蜀本国から運輸されて来た軍糧は、剣閣まで来て山と積まれている状態ですが、いかんせん剣閣から祁山きざんまでは悪路と山岳続きで、牛馬も仆れ、車も潰ついえ、輸送は少しもはかどりませぬ。この分ではたちまち兵糧に詰ってくると案じられますが」

　建興九年の第二次祁山きざん出陣以来、第三次、第四次と戦を重ねるごとに、つねに蜀軍の悩みとされていたのはこの兵糧と輸送の問題だった。

　今や約三年の休戦に農を勧め、士を休め、かつて見ぬほどな大規模の兵力と装備を擁ようして、六度祁山へ出た孔明が、その苦い経験をふたたびここに繰り返そうとは思われない。

「いや、そのことなら、近いうちに解決する。心配すな」

　孔明は楊儀に云った。

　その楊儀を始め蜀軍の諸将は、やがて或る日、孔明に導かれて、葫芦谷ころこくの内へ入ることを許された。

（ここ一ヵ月も前から何を工事しておられるのか？）と、前からいぶかっていた諸将は、その谷内がいつのまにか一大産業工場と化しているのを見てみな瞠目どうもくした。

　何が製産されていたかといえば、孔明の考案にかかる「木牛」「流馬」とよぶ二種の輸送機であった。

　これに似た怪獣形戦車は、かつて南蛮遠征のとき敵陣の前にならべられたことがある。今度発明のものは、それを糧運専用の輜重車しちょうしゃに改造されたものといえる。そしてそれは第二次、第三次出兵の折にも少しは試用されたが、効果が少ないので、その後三年の休戦中に、孔明がさらに鋭意工夫を加え、ここに大量製産にかかる自信を持つに至った新兵器であった。

「動物の牛馬を使役すれば、牛馬の糧食を要し、舎屋しゃおくや人手間ひとでまがかかる上、斃死へいし、悪病に仆れるおそれもあるが、この木牛流馬なれば、大量の物を積んで、しかも食うことなく疲れることも知らない」

　すでに無数に製造されていた実物を示して、孔明はその「分墨尺寸ぶんぼくしゃくすん」──つまり設計図についても、自身いろいろ説明を加えて、諸将へ話した。

　一体木牛流馬とは、どんな構造の物かを考えるに、後代に伝わっている寸法や部分的な解説だけでは、概念を知るだけでも、かなり困難である。「漢晋かんしん春秋」「亮集りょうしゅう」「後主伝こうしゅでん」等に記載されている所を綜合してみると、大略、次の如き構造と効用の物であることがほぼ推察される。

木牛トハ、四角ナル腹、曲マガレル頭カシラ、四本ノ脚、屈折自在、機動シテ歩行ス。頭カシラハ頸クビノ中カラ出ル、多クヲ載ノセ得ルモ、速度ハ遅シ。大量運搬ウンパンニ適シ、日常小事ノ便ニハ用イ難シ。一頭軽行スルトキハ一日数十里ヲ行クモ、群行スルトキハ二十里ニトドマル。


　また、べつな書には──

曲マガレルハ牛ノ頭カシラトシ、双ソウナルハ牛ノ脚トシ、横ナルハ牛ノ頸クビトシ、転ズルハ牛ノ背トシ、方ホウナルハ牛ノ腹トシ、立テルハ牛ノ角ツノトシ、鞅オウ（胸ノ綱）鞦シュウ（尾ノ綱）備ワリ、軸、双、轅エン（ながえ）ヲ仰グ。人行六尺ヲ牛行相歩ギュウコウアイホス。人一年分ノ糧食ヲ載セテ一日行クコト二十里。人大イニ労セズ。


　とも見える。

蜀中ニ小車アリ。能ヨク八石ヲ載ノセテ、一人ニテ推オスヲ得ベシ。前ハ牛頭ノ如シ。マタ、大車アリ、四人ヲ用イテ、十石ヲ推載ス。蓋ケダシ木牛流馬ニ倣ナラエルモノカ。


　これは「後山叢譚ござんそうだん」の誌している所であるが、もちろん後代の土俗運輸をそれに附説したものであることはいうまでもない。いずれにしてもその機動力の科学的構造は甚だ分明でないが、実用されて大効のあったことは疑われていない。

　さて、この輜重機しちょうきが沢山に造られだすと、蜀軍は右将軍高翔こうしょうを大将として、ぞくぞく木牛流馬隊をくり出し、剣閣から、祁山きざんへ、たちまち大量な兵糧の運輸が開始された。

　蜀兵はその量を眺めただけで、勇気百倍した。反対に、魏の持久作戦は、根本的にその意義を覆くつがえさるるに至った。




ネジ



一



「張虎ちょうこと楽綝がくりんか。早速見えて大儀だった。まあ、腰かけてくれ」

「懿都督。何事ですか」

「ほかでもないが、近頃、敵の孔明がたくさんにつくらせたという木牛流馬なるものを、貴公らは見たか」

「いやまだ目撃しません」

「剣閣と祁山きざんの間で、盛んに輸送に用いているというじゃないか」

「そうだそうです」

「彼につくれる物なら、その構造を見れば、わが陣でもつくれぬことはない。ひとつ貴公らが協力して、斜谷やこくの道に兵を伏せ、敵の輸送隊を襲撃して、その木牛流馬とかいう器械を四、五台捕獲して来ぬか」

「承知しました。ご命令はそれだけですか」

「ほかに戦果を望まんでもよい。急に行ってくれ」

「お易やすいことです」

　司馬懿しばいの中営を出た二将は、すぐ軽騎隊一軍と歩兵一千をつれて斜谷やこくへ赴いた。

　三日ほど経つと、楽綝がくりん、張虎は目的の輸送機を奪って帰ってきた。

　司馬懿はそれを解体してことごとく図面に写し取らせ、陣中の工匠たくみを呼んで模造させた。

　尺寸長短、機動性能、すこしも違わないものが製作された。で、これを基本に数千の工匠を集め、夜を日に継いで増産させたので、たちまち、魏にも数千台の木牛流馬が備わった。

　孔明はこれを聞くと、むしろ歓んで、

「それはわが思うつぼである。近日のうちに、大量の兵糧が魏から蜀へ贈り物にされて来よう」

　と、いった。

　七日ほど後、蜀の斥候が、一報をもたらした。

　千余輛にのぼる敵の木牛流馬が隴西ろうせいから莫大な糧米を積んでくるというのである。

「仲達のなすことは、やはり、我が思うところを出ていないものであった」

　孔明はすぐ王平を呼んだ。そしていうには、

「汝の持つ千騎の兵を、ことごとく魏の勢に変装させ、直ちに、北原ほくげんを通って隴西ろうせいの道すじへ向え。今から行けば、北原へかかるのは、ちょうど夜中になろう。さしずめ、北原を守る魏将が、何者の手勢ぞと、誰何すいかするにちがいない。その時は、魏の兵糧方の者と答えれば難なく通過できよう。──そして、魏の木牛流馬隊を待ち伏せ、それを殲滅せんめつして、ただ千余輛の器械のみを曳いて、ふたたび北原へ引っ返せ。──北原には、魏の大将郭淮かくわいの城もあることゆえ、今度は見のがさず邀撃ようげきして来るに相違ない」

　これはなかなか困難な作戦である。せっかく、鹵獲ろかくした木牛流馬が、この場合には、味方の足手まといになりはしまいか？ と王平が眉をひそめていると、孔明は、

「さて、その時は、木牛流馬の口をひらき、舌に仕掛けてあるネジを回転して、皆そこへ捨て去ればよい。敵はそれを奪りかえしたことによって、長追いもして来まい。──以後の作戦はなおべつの者に命じておくから」

　と云いふくめた。王平はそう聞くと充分確信を得たもののように出て行った。次に呼ばれたのは張嶷ちょうぎであった。張嶷に対しては、こういう奇策が授けられた。

「汝は、五百の兵をもって、六丁六甲の鬼神軍に仕立て兵にはみな鬼頭を冠かぶらせ、面おもてを塗って妖あやしく彩いろどらせよ。そしておのおの黒衣素足こくいすあし、手に牙剣がけんをひっさげ旗を捧げ、腰には葫芦ころをかけて内に硫黄いおう煙硝えんしょうをつめこみ、山陰にかくれていて、郭淮の部下がわが王平軍を追いちらし、木牛流馬を曳いてかえらんとする刹那に彼を襲え。必定ひつじょう敵は狼狽驚愕ろうばいきょうがく、すべてを捨てて逃げ去るにきまっている。で、その後に、全部の木牛流馬の口腔のネジを左にまわし、わが祁山きざんへさして曳いてこい」

　次には、姜維きょういと魏延が、彼の前に呼ばれ、何事かまたべつな計をうけて去り、最後に馬岱ばたい、馬忠も一方の命令をうけて、これは渭水いすいの南のほうへ馳け向った。

　すでにその日も暮れ、北原の彼方、重畳ちょうじょうたる山々は、星の下に、黒々と更ふけて行った。

　魏の鎮遠ちんえん将軍岑威しんいは、この夜、蜿蜒たる輜重隊しちょうたいを率いて、隴西の方から谷をめぐり山をかけて、真夜中までには、北原の城外まで行き着かんものと急いでいた。

　すると、途中でいぶかしい一軍に出会った。蜀の牙門がもん将軍王平隊なのである。けれどこの兵はみな魏勢に変装していたので、夜目ではちょっと判断がつかなかった。




二



　岑威しんいの軍は怪しんで、まず大声でたずねた。

「そこへ来た部隊は、どこの何者の手勢か」と。

　すると、王平の偽装隊は、なおのろく近づいてきながら、ようやくすぐ側へ来ると口々にいった。

「輸送方の者ですよ」

「輸送方とは即ちわれわれのことだ。汝らはどこの輸送方だ」

「きまっている。蜀の諸葛丞相しょかつじょうしょうの命をうけて運搬に来た者だ」

「何っ。蜀勢だと？」

　仰天して立ち直ったが、そのとき魚の泳ぐように馬をはやめて部隊の真ん中へ跳びこんで行った王平が、

「おれは蜀の牙門王平だ。岑威しんいの首と、木牛流馬は残らず貰いうけたからそう思え」

　と、ひときわ目立つ魏の大将へ斬ってかかった。

　彼が目がけた者は誤りなく敵将の岑威だった。岑威は狼狽して全隊へ何か号令を下していたが、王平と聞いて、さらに胆をつぶし、得物を揮ふるって抗戦したが、たちまち王平の一撃に遭って、馬上から斬って落された。

　不意であり、闇夜である。

　ことに、戦闘力に弱点のある輜重隊なので、指揮官たる岑威が討たれると、魏兵は四分五裂して、逃げ散った。王平はすぐ、「それっ。流馬を曳け、木牛を推せ」と部下を督した。千余輛の木牛流馬を分捕り、道を急いで、以前の北原へ引っ返して行った。

　北原は魏の一基地である。ここの塁壕るいごうを守る郭淮は、岑威の手下が敗走してきたことによって急変を知り、兵を揃えて、蜀勢の帰る道を扼やくしていた。

　王平は、そこまで来ると、

「ネジをまわして逃げろ」と、予定の退却を命じた。

　兵は一斉に、木牛流馬の口中にある螺旋らせん仕掛けのネジを右へ転じて逃げ去った。

　郭淮かくわいは、兵糧の満載してある千余輛のそれを奪回して、まずよしと、城塁へ曳かせて帰ろうとしたが、もとより木牛流馬の構造や操作の法を知らないので、舌根のネジ仕掛けに気がつかず、ただ押してみたり曳っぱっているので、いくらどう試みても一歩も動き出さないのであった。

「はて。これはどうしたものだろう？」と、ただ怪しみ疑っていると、たちまち一方の山陰から殷々いんいんたる鼓角こかくが鳴りひびき妖しげな扮装いでたちをした鬼神軍が飛ぶように馳けてきた。

「すわやまた、孔明が神異を現わしたぞ」

　と、魏勢はそれを見るや慄い恐れて皆逃げくずれた。鬼形きぎょうの一軍はもとより蜀の姜維、魏延などで、ふたたび兵糧満載の木牛流馬をことごとく手に収め、凱歌をあげて祁山きざんへ曳いて帰った。

　一方、渭水の司馬懿は、この急変を早打ちで知ると、

「安からぬことよ」と、急に軍勢を催して、自身救援に赴いた。

　ところがその途中には、蜀の廖化りょうかや張翼などが、手具脛てぐすねひいて待ち伏せていた。ためにその途中、彼の軍は手痛く不意を衝かれ、前後の旗本も散々に打ち滅ぼされてしまった。そして司馬懿はついにただ一騎となってしまい、闇夜を鞭打って方角も見さだめず、無我夢中で逃げ奔はしっていた。

　廖化りょうかが見つけた。

「天の与え。こよいこそ、司馬仲達の首はわが手の物」と揉みに揉んで追撃した。

　司馬懿は振り向いて、迫りくる敵影と、真っ先の廖化を見て、

「わが運の尽きは今か」と、身の毛をよだたせた。

　すでに、廖化りょうかの剣は、彼のうしろに迫っていた。司馬懿は目の前にある喬木きょうぼくの根をめぐって逃げた。それは十抱とかかえもある大木だった。

　廖化も大木をめぐって追いまわした。司馬懿の運が強かったものか、廖化が馬上から振り下ろした一刀は、相手の肩をはずれて、喬木の幹へ発矢はっしと切りこんでしまった。余りに勢いよく斬り込んだので、廖化が、

「しまった」と、喚わめきながら抜き戻そうとあせるうちに、司馬仲達は乗れる馬に一撃加えて、遠くの闇の裡へ逃げ去った。




三



「残念」

　廖化は地だんだを踏んだ。そしてようやく刀を抜きはずすと、再び、

「この機を逸して、いつの日か仲達の首を見ん」

　と、なお諦あきらめかねつ、その馬を乗りつぶすまで、司馬懿の行方を追いかけた。

　けれど、仲達の姿は、ついにまた見ることができなかった。

　ただ、途中、林の岐わかれ途みちで、一個の盔かぶとを拾った。黄金こがね作りの美々しいもので、紛まぎれもなく敵の大都督の戦冠せんかんである。

「さては、東へさして、落ちたな──」と、廖化は部下を糾合して、直ちに、その方角を追撃させ、自身も東の道へ向って行ってしまったが、いずくんぞ知らん仲達が逃げて行ったのは、反対の西の道だったのである。

　これは仲達がわざと落して行ったもので、とうとうまたなきこの機会を空しく取り逃がしてしまったのは、彼のためにも、蜀軍のためにも、実に惜しいことをしたものというほかはない。

　反対に、魏にとっては、この小さな一機智が、実に大きな倖しあわせだったといえる。もしこの時、廖化が仲達の機智を見破って、

（盔を、東の道へ落したのは、かえって、西の道こそ疑わしい）

　となして、その方角へ、敵を追求して行ったとしたら、全戦局は一変して、後の蜀も魏の歴史もまったくあのように遺のこされて来こなかったであろう。

　しかし、歴史のあとを、大きく眺めるときは、いつの時代でも、いかなる場合にも、これを必然なる力と、人力を超えた或るものの力──いわゆる天運、または偶然とよぶようなものとの二つに大別できると思う。

　魏国の国運というものや、仲達個人の運勢も強かったことは、このときの一事を見ても、何となく卜ぼくし得るものがあった。それにひきかえて、蜀の運気はとかく揮ふるわず、孔明の神謀も、必殺の作戦も、些細なことからいつも喰いちがって、大概の功は収め得ても、決定的な致命を魏に与え得なかったというのは、何としても、すでに人智人力以外の、何ものかの運行に依るものであるとしか考えられない。

　さて、司馬懿は、日頃、ふかく戒いましめながら、またも孔明の策略にかかって、おびただしい損傷を自軍にうけたが、

「これは、よくよく考えると、孔明の計に乗るというよりは、毎度、自分の心に惑って、自ら計を作っては、その計に乗っているようなものだ。孔明に致されまいとするなら、まず自分の心に変化や惑いを生じないように努めるに限る」と、まったく自戒の内に閉とじ籠こもって、ひたすら守勢を取り、鉄壁に鉄壁をかさねて、攻勢主義の敵に、手も足も出せないような策を立てた。

　一面、蜀軍のほうは、

「戦えばいつもこの通りだ」

　と、非常に気勢を昂げていた。廖化りょうかは、持ち帰った仲達の盔を孔明に示して、

「かくの通り、彼が盔を捨てて逃げ惑うほど、追いつめ追いつめ、こッぴどく懲こらしめてくれました」

　と、大いに功を誇れば、姜維きょうい、張嶷ちょうぎ、王平なども、それぞれその夜の功を称えて、

「木牛流馬一千余車。それに積んだ糧米だけでも二万二、三千石は鹵獲ろかくいたしました。これで当分、軍糧は豊かです」と、各〻、勇み矜ほこらぬはなかった。

「そうか。よくこそ」と孔明は、それから各自の者へ向って、賞辞と宥いたわりを惜しまなかった。けれど彼の心中には、拭ぬぐいきれない一抹のさびしさがあった。

　いまもしここの陣に、関羽の如きものがいたら、こんな小戦果を以て、誇りとするのはおろか、到底、満足はしなかったろう。かえって、

（丞相からこれほどの神謀を授かりながら、肝腎かんじんな司馬懿を取り逃がしたことは、なんとも無念であります、申し訳もありません）

　慙愧叩頭ざんきこうとうして、その罪を詫びて止まないに違いない。

（ああ、関羽亡し、張飛なし、また幾多の旧幕僚もいつか減じて、ようやく、蜀中人はいなくなった）

　口には出さないが、孔明の胸裡にある一点の寂寥せきりょうというのは実にそれであった。彼には科学的な創造力も尽きざる作戦構想もあった。それを以て必勝の信ともしていたのである、けれど唯、蜀陣営の人材の欠乏だけは、いかんともこれを補うことができなかった。




豆まめを蒔まく



一



　自国の苦しいときは敵国もまた自国と同じ程度に、或いはより以上、苦しい局面にあるという観察は、たいがいな場合まず過あやまりのないものである。

　その前後、魏都ぎと洛陽らくようは、蜀軍の内容よりは、もっと深刻な危局に立っていた。

　それは、蜀呉条約の発動による呉軍の北上だった。しかもそれはかつて見ないほど大規模な水陸軍であると伝えられたので、

「魏の安危はこのときにあり」となして、魏帝曹叡そうえいは急使を渭水いすいに派して、この際、万一にも、蜀に乗ぜられるような事態を招いたら、それは決定的に魏全体の危殆きたいを意味する。いよいよ守るを主として、必ず自ら動いて戦うなかれ──と、司馬懿しばいへ厳命した。

　一面、曹叡そうえいは、時局の重大性に鑑みて、

「いまは坐してこれが収拾を俟まっていてよいような事態ではない。先帝の経営と幾多の苦心に倣ならい、朕ちんも親しく三軍を率い、自ら陣頭に立って、呉を撃滅し尽さなければ止まないであろう」

　劉劭りゅうしょうを大将として、江夏こうかの方面へ急派し、田予でんよに一大軍をさずけて襄陽を救わせた。そして曹叡みずからは、満寵まんちょうそのほかの大将を従えて、合淝がっぴの城へ進出した。

　この防呉作戦については、叡帝えいてい親征の事が決る前に、その廟議でも大いに議論のあった所であるが、結局、先帝以来、不敗の例となっている要路と作戦を踏襲とうしゅうすることになったものである。

　先陣に立った満寵は、巣湖そうこの辺まできて、はるか彼方の岸を見ると、呉の兵船は、湖口の内外に、檣頭の旗をひるがえして、林の如く密集していた。

「ああ旺さかんなものだ。魏と蜀は、ここ連年にわたって、祁山きざんと渭水いすいに、莫大な国費と兵力を消耗してきているが、呉のみは独りほとんど無傷である。加うるに江南以東の富力を擁し、充分、両国の疲弊をうかがってこれへ大挙して来たものとすれば、これは容易なことでは撃攘げきじょうできまい」

　いささか敵の陣容に気を呑まれたかたちの満寵は、大急ぎで駒を引っ返し、曹叡の前にもどってこの由を復命した。

　曹叡はさすがに魏の君主だけあって大気たいきである。満寵の言を聞くとむしろ笑って云った。

「富家ふうかの猪いのこは脂あぶらに肥こえ、見かけは強壮らしいが、山野の気性を失って、いつの間にか鈍重になっている。──我には、西境北辺に、連年戦うて、艱苦の鍛きたえをうけた軽捷けいしょうの兵のみがある。何をか恐れん」

　と、直ちに、諸将をあつめて、軍議をこらし、その結果、

（敵の備えなきを打つ）と、奇襲戦法をとることになった。

　驍将ぎょうしょう張球は、もっとも壮さかんな軽兵五千をひっさげて、湖口より攻めかかり、背には沢山の投げ炬火たいまつを負わせて行った。また満寵も、同じく強兵五千を指揮し、その夜二更、ふた手にわかれて、呉の水寨すいさいへ近づいた。

　埠頭ふとうも、湖上も、波しずかに、月は白く、鴻こうの声しかしなかったが、やがて一時に、波濤はとう天を搏うち、万雷一時に雲を裂くような喊声かんせいが捲き起った。

「夜襲だ」

「魏勢が渡ってきた」

　呉軍はあわてふためいた。曹叡そうえいが観破したとおり、彼は余りにその重厚な軍容のうちに安心していたのである。刀よ、物ものの具ぐよ、櫓ろよ櫂かいよ、と騒ぎ合ううちに、火雨のごとき投げ炬火たいまつが、一船を焼きまた一船に燃えうつり、またたく間に、水上の船影幾百、大小を問わず、焔々えんえんと燃え狂わざるなき狂風熱水と化してしまった。

　この手の呉の大将は諸葛瑾しょかつきんであった。赤壁以来、船団の火攻は、呉が奥の手としているものなのに、不覚にも、呉はこの序戦において、かく大失態を演じてしまったのである。一夜の損傷は、武具、兵糧、船舶、兵力にわたって、実に莫大なものを失った。敗将諸葛瑾は、ついに残る兵力を沔口べんこうまで退いて、味方の後軍に救援を求め、魏軍は、

「幸先さいさきよし」と、勇躍して、さらに次の作戦に向って、満を持していた。




二



　蜀の孔明、魏の仲達、これに比する者を呉に求めるなれば、それは陸遜りくそんであろう。

　陸遜は、呉の総帥そうすいとして、その中軍を荊州まで進めていたが、巣湖そうこの諸葛瑾が大敗した報をうけて、「これはいかん──」と、早くも当初の作戦を一変して、新たな陣容を工夫していた。

　魏の出撃が、予想以上迅速で、かつその反抗力の旺盛なことも、彼のやや意外としたところであった。

「連年あれほど渭水いすいで、軍需兵力を消耗していながら、なおこれだけの余力を保有しておるか」

　と、底知れない魏の国力に、今さらながら愕おどろいた。

「序戦に敗れたのは、諸葛瑾の科とがというよりは、むしろ呉人の魏国認識が足らなかったものといえる」

　陸遜りくそんは、表ひょうを以て、呉帝に奏した。それは今、新城へ攻めかかっている味方をして、魏軍のうしろへ迂回うかいさせ、敵曹叡そうえいの本軍を、大きな包囲環のうちに取り囲もうという秘策だった。

　初め、陸遜も諸葛瑾も、魏の主力は、おそらく新城の急に釣られて、その方面へ全力を向けるだろうと思っていたのである。この予想はずれが、巣湖の一敗となり、陸遜の作戦変更を余儀なくしてきた一因でもある。

　ところが、どうしたことか、この第二段の新作戦も、その機密が、敵側へ洩れてしまった。

　諸葛瑾は、沔口べんこうの陣地から陸遜へ書翰を送って、

「いま、味方の士気は弱く、反対に、魏軍の気勢は、日々強く、勢い侮あなどりがたいものがある。かてて加えて、士気のみだれより、とかく軍機も敵側へ漏れ、事態、憂慮にたえぬものがある。ここは一応本国へ引き上げて、さらに陣容をあらため、時をうかがって、北上せられては如何」

　と、半ば困憊こんぱいを訴え、半ば自己の意見を献言して来た。

　陸遜りくそんは、使いの者に、

「諸葛瑾しょかつきんに伝えるがいい。余りに心を労さぬがよいと。そのうちおのずからわれに計もあれば」

　といった。

　しかし、それだけの伝言では、諸葛瑾はなお安んじきれない。使いの者にいろいろ訊ねた。

「陸都督の陣地では、軍紀正しく、進撃の備えをしておるのか」

「いや、申しては恐れありますが、軍紀ははなはだみだれ、上下怠おこたりすさんで、用心の態ていすら見えません」

「はて、進まず、防がず、いったい如何なる思し召だろう」

　正直な瑾は、いよいよ不安を抱いて、次には、自身出かけて陸遜へ会いに行った。

　見るとなるほど、諸軍の兵は、陣外を耕たがやして、豆など蒔まいているし、当の陸遜は、轅門えんもんのほとりで、諸大将と碁ごを囲んでいた。

「これは平和な風景だ」

　瑾きんはいささかあきれた。そして夜宴のあとで、陸遜と二人きりになったとき、切に、味方の態勢と、魏の勢いとを比較して、彼の善処を促した。

「いや、仰せの通りだ」

　陸遜は率直に彼のいうことを認めた。そして、

「自分もここは一度退くべきときと考えているが、退軍万全を要する。急に退くときは、魏はこの機会に呉楚ごそを呑まんと、大追撃を起して来るかも知れない。……さればとて、積極的に出ようとしたわが秘策は敵に漏れたゆえ、曹叡そうえいを包囲中に捕える手段も今は行われない」

　と、飾り気なく語った。

　しかし囲碁いごに閑日を消していることも、兵に豆を蒔まかせていることも、勿論、彼が魏をあざむく偽態であったことはいうまでもなく、魏は、それをうかがって、陸遜軍がなお年を越えるまで、この地方に長陣を決意しているものと観察していたところ、やがて、諸葛瑾が沔口べんこうに立ち帰ると間もなく、彼の水陸軍も、陸遜の中軍も、一夜のうちに、長江の下流へ急流の如く引揚げてしまった。

「陸遜はまことに呉の孫子だ」

　あとでそれを知った魏帝曹叡そうえいは舌を巻いて賞めた。魏はさらに、後続軍の新鋭を加えて、呉の脆弱面ぜいじゃくめんを徹底的に破砕すべく二次作戦を計っていたところだったのである。瞬前に、網からそれた鳥群を見送るように、曹叡は残念に思い、またその敏捷びんしょうな退軍ぶりを、敵ながら鮮やかなり、と嘆賞したのであった。




七盞燈さんとう



一



　呉は、たちまち出て、たちまち退いた。呉の総退却は、呉の弱さではなく、呉の国策であったといってよい。

　なぜならば、呉は、自国が積極的に戦争へ突入する意志をもともと持っていないのである。蜀をして魏の頸くびを咬かませ、魏をして蜀の喉のどに爪を立たせ、両方の疲れを見くらべていた。

　しかも、蜀呉条約というものがあるので、蜀から要請されると無礙むげに出兵を拒むこともできない。──で、出兵はするが、魏へ当ってみて、

「これはまだ侮あなどれぬ余力がある──」と観たので、陸遜は、巣湖へ捨てた損害の如きはなお安価なものであるとして、さっさと引揚げてしまったものであった。

　それにひきかえて蜀の立場は絶対的である。小安しょうあんをむさぼって守るを国是こくぜとなさんか、たちまち、魏呉両国は慾望を相結んで、この好餌こうじを二分して頒わかたんと攻めかかって来るや必せりである。

　坐ざして亡ぶを俟またんよりはと、出でて蜀の活路を求めんとせんか、それは孔明の唱える大義名分と現下の作戦以外には、絶対にほかに道はないのだった。

　かくて祁山きざん、渭水いすいの対陣は、蜀の存亡にとっても、孔明一身にとっても今は宿命的な決戦場となった。ここを退いて蜀の生きる道はない生命線であったのである。

　近頃、魏の陣営は、洛陽の厳命に依って、まったく守備一方に傾き──、みだりに敵を刺戟し、令なく戦線を越ゆる者は斬らん。

　という厳戒まで諸陣地へ布令ふれていた。

　うごかざるを討つは至難である。孔明も計のほどこしようがなかった。

　しかし彼は無為にとどまっていなかった。その間に、食糧問題の解決と、占領地の宣撫せんぶにかかった。

　屯田兵とんでんへい制度をつくり、兵をして田を作らせ、放牧に努めさせた。けれどその屯田兵は、すべて魏の百姓に立ちまじって、百姓の援たすけをなすものということを原則として、収穫は、百姓がまず三分の二を取り、軍はその一を取るという規則であった。

　一、法規以上を追求して、百姓に苛酷なる者。

　一、私権を振舞い、百姓の怨嗟えんさをかい、田に怠りの雑草をはやす者。

　一、総じて、軍農のあいだに、不和を醸かもす者はこれを斬る。

　この三章の下に、魏農と蜀兵の協和共営が土に生れだした。ひとつ田に、兵と百姓とは脛すねを埋うずめて苗なえを植えた。働く蜀兵の背中に負われている嬰あかン坊を見ると、それは魏の百姓の子であった。畦あぜや畑や開墾地で、共に糧を喰い湯を沸かして兵農一家の如く、睦むつみ合っている団欒だんらんも見られた。随処にこうしたほほ笑ましい風景が稲や麦の穂と共に成長してきた。

「近頃、祁山きざんのあたりでは、みな業を楽しんでいるそうだよ」

　各地へ逃散していた百姓は、孔明の徳を伝え聞いて、続々、この地方へ帰ってきた。

　こういう状況をつぶさに見てきた司馬懿しばいの長男の司馬師は、或る日、父の籠居ろうきょしている営中の一房をのぞいて、

「おいでですか」と、入ってきた。

　仲達は、読みかけていた書物を几きに置いて、息子の顔を仰いだ。

「おう師か。四、五日見えなかったが、風邪かぜでもひいたか」

「父上。ここは戦場でしょう」

「そうじゃったな」

「風邪ぐらいで寝込んでいられる今日でもなし場所でもありません。──土民に変装して、敵地の状況を視察して来たのです」

「それはよいことをした。どうだな、蜀勢の情況は」

「孔明は長久の策をたてています。魏の百姓はみな家に帰り、蜀兵と睦むつみ合うて、共に田を作っております。要するに、渭水いすいから向うの地方は日々、蜀の国土となりつつある実状。父上もそれはご存じでしょう。一体、なぜ魏軍はこれ程の大軍を擁ようしながら、空しく戦わずにいるのですか。私には解げせません。……きょうはそれをお伺いにきたわけです」

　若い司馬師は、こうつめ寄って、戦場では父子おやこの妥協もゆるされないというような顔いろを示した。




二



「いや、わしも思わぬことではないが……。如何せん、固く守って攻めるなかれ、という洛陽の勅命じゃ。勅に背そむくわけにゆかん」

　司馬懿しばいが苦しげに言い訳するのを、息子の司馬師はくすぐったいような微苦笑に受けて、

「しかし父上。麾下きかの将士は皆、さようには解しておりませんよ。洛陽の指令はいつでも保守的な安全主義ときまっておるのですからな」

「ではなんと解しておるか」

「やはり大都督たる父上自身が孔明に圧倒されて、手も足も出せない恰好になったものだと思っておりましょう」

「それも事実じゃ。わが智謀はとうてい、孔明に及ばん」

「智ある者は智を用い、智なき者は力を使う──とかいうではありませんか。魏軍百万は蜀軍に約三倍する兵力です。この大兵と装備と地利を擁ようしながら、日々呻吟籠居しんぎんろうきょして、将士を倦うみ怒らせているのは一体如何なるお心なので──」

「勝算がない。いかに心を砕いても、孔明に勝ち得る虚が見出せんのじゃ。正直、今のところ、わしは唯、負けぬことに努めるだけで精いっぱいだ」

「ははあ。父上もすこしご疲労気味とみえますな」

　司馬師もそれ以上は、父の懊悩おうのうを見る気になれない。胸中の不満は少しも減じなかったが、やむなくそのまま引きさがった。

　それから数日の後である。陣前の兵が何かわいわい騒いでいる。河岸の斥候ものみが何事か報らせて来たらしく、将士が陣を出て一方を眺めていた。

「何を見ているのか」

　司馬師も行って見た。なるほど、渭水いすいの向う岸に、一群の蜀兵が此方へ向って何事か喚わめいている。大勢の真ん中に、旗竿はたざおをさしあげているのだ。竿の先には、燦爛さんらんたる黄金の盔かぶとをさし懸け、それを振り廻して、児戯の如く、悪口を吐いているものもあった。

「魏の勢ども。これは何か知っておるか」

「汝らの都督、司馬仲達の盔かぶとであるぞ。先頃の敗北に、途みちに取り落して、命からがら逃げおったざまの悪さといったらない」

「口惜しくば、鼓こを鳴らして取り返しに来い」

「いや、来られまい、腰抜け都督の手下どもでは」

　曝さらし物の盔を打ち振り、手を打ち叩いて動揺どよめき笑う。

　司馬師は歯がみをした。諸将も地じだんだ踏んで、営中へ帰るや否、司馬懿の所へ押しかけた。そして蜀兵の悪口雑言を告げて、早々一戦を催し、敵を打ち懲こらさんと口々に迫った。

　司馬懿は笑っているだけだった。そして呟くようにいう。

「聖賢の言を思い出すがよい。──小サキヲ忍シノバザル時ハ大謀モ乱ル──とある。いまは守るを上計とするのだ。血気の勇を恃たのんではいけない」

　かくの如く彼は動かず逸はやらずまた乗じられなかった。これには蜀軍もほとほとあぐねたらしく見える。慢罵まんば挑発の策もそのうちに止めてしまった。

　ここ数ヵ月、葫芦谷ころこくに入って、孔明の設計にかかる寨さい、木柵もくさくなどの構築に当っていた馬岱ばたいは、ようやく既定工事の完了を遂げたとみえて、孔明の許へその報告に来ていた。

「おいいつけの通り、谷のうちには数条の塹壕ざんごうを掘り、寨さいの諸所には柴を積み、硫黄いおう煙硝えんしょうを彼方此方にかくし、地雷を埋め、火を引く薬線は谷のうちから四山の上まで縦横に張りめぐらして、目には見えぬように充分注意しておきました」

「そうか。すべて予が渡しておいた設計図に違いはあるまいな」

「遺漏いろうはございませぬ」

「よし。司馬懿を引き入れて百雷の火を馳走せん。汝は、葫芦谷ころこくのうしろの細道を切りひらいて隠れ、司馬懿が魏延ぎえんを追うて、谷間へ馳け入ったとき、伏勢を廻して、前なる谷の口を封鎖せい。ひとたび、一火を投じれば、万山千谷、みな火となって震ふるい崩れ、司馬懿全軍、地底のものとなるであろう」




三



　馬岱ばたいが退出すると、次に魏延を呼び入れ、また高翔こうしょうを招いて、何事か秘議し、そして命を授けては、各方面へさし向けるなど、孔明の帷幕いばくには、ようやく、活溌な動きが見られた。

　のみならず孔明の容子には、

（このたびこそ、司馬懿を必殺の地へ引き入れて、一挙に年来の中原ちゅうげん制覇を達成しなければならぬ）とする非常な決意がその眉にもあらわれていた。

　彼はようやく年は五十四。加うるにその痩身そうしんは生来決して頑健ではない。かつまた、蜀の内部にも、これ以上、勝敗の遷延せんえんを無限の対峙たいじにまかせておけない事情もある。盤石ばんじゃくのごとく動かない魏軍に対して、孔明がここにやや焦躁しょうそうの気に駆られていたことは否めない事実であったろう。

　やがて、彼自身も一軍を編制して、自ら葫芦谷ころこく方面へ向った。移動するに先だって、彼は残余の大軍にたいして、

「各位は、心を一つにして、ただよくこの祁山きざんを守れ。そして、司馬懿の麾下きかが攻めてきたときは、大いに詐いつわり敗れ、司馬懿自身が襲せてきたと見たら、力闘抗戦して、その間隙を測り、渭水いすいの敵陣へ迂回うかいして、かえって敵の本拠を衝け」

　こう訓示したのち、仔細に作戦を指令して去った。そして彼は、その本陣を葫芦谷の近くに移したのであるが、そこで布陣を終ると、谷の後ろへ廻れと、さきに急派しておいた馬岱を再び呼んで、こういう秘命をさずけた。

「やがて戦端が開かれたら、谷を囲む南の一峰に、昼は七星旗を立て、夜は七盞さんの燈火ともしびを明々あかあかと掲げよ、司馬懿を引き入れる秘策ゆえ、切に怠らぬようにいたせ。汝の忠義を知ればこそ、かかる大役も申しつけるのだ。我が信を過あやまたすなよ」

　馬岱は感激して帰った。

　魏軍は、これらの蜀陣のうごきを、見のがしはしなかった。

　夏侯恵かこうけい、夏侯和の二人は、さっそく司馬懿を説いていた。

「ぜひ、われら両名を、出撃させて下さい。今ならば、蜀陣の弱点をついて、彼の根拠を粉砕し得る自信があります」

「どうして？　……」と、相かわらず仲達は気乗り薄な顔つきである。

「しびれを切らして、蜀の陣地は、意味なき兵力の分散を行っています」

「あははは。それは計だよ」

「都督はどうしてそのように、孔明を恐れるのですか」

「怖るべき者には怖れる。わしはそれをべつに恥かしいとは思わん」

「しかし、天与の機会も見過してのべつ引き籠っておられては、そのお言葉の深さもご信念も疑わずにいられません」

「今が、それ程、絶好な機会だろうか」

「もちろんです。蜀軍が葫芦ころの天嶮てんけんに、久しい間、土木を起していたのは、不落の大基地を構築するためであったに違いない。また、蜀兵が祁山きざんを中心に、広く田を耕し、撫民ぶみんと農産に努めていたのは、自給自足の目的でなくて何でしょう。その自給と長久策が、今や完成しかけたので、孔明もその拠地を、徐々じょじょ祁山から移し始めたものに違いないのです」

「ム。なるほど」

「人工と天嶮で固めた葫芦ころ盆地へ移陣し、食糧にも困らなくなった後は、もう再び彼を撃とうとしても到底、不可能でしょう。祁山を以て、前衛陣地とし、葫芦を以て、鉄壁の城塞じょうさいとなした上は……」

「君たちは、予の側におれ。べつな者を向けてみよう」

　司馬仲達は、急にそういって、夏侯覇かこうは、夏侯威の二将を呼んだ。そして兵一万を、ふた手に分け、蜀陣へ向えと、攻撃を命じた。

　二将は、電撃的に、祁山へ進撃した。しかし、その途中で、蜀の高翔こうしょうが率いる輸送隊にぶつかったので、戦いは、曠野の遭遇戦に始まった。そして魏軍は多くの木牛流馬と蜀兵の捨てて逃げた馬具、金鼓、旗さし物などを沢山に鹵獲ろかくしたのち、凱歌賑やかに帰ってきた。




水火



一



　魏軍の一部は、次の日も出撃を試みた。その日も若干の戦果を挙げた。

　以来、機をうかがっては、出撃を敢行するたびに、諸将それぞれ功てがらを獲えた。その多くは、葫芦ころの口へ兵糧を運んでゆく蜀勢を襲撃したもので、糧米、輸車、そのほかの鹵獲は、魏の陣門に山積され、捕虜は毎日、珠数じゅずつなぎになって送られて来た。

「捕虜はみな放して返せ。かかる士卒を殺したところで、戦力を失う敵ではない。むしろ放ち返して、魏の仁慈を蜀軍のうちに云い触らしめたほうがよい」

　司馬懿しばいは惜し気なく捕虜を解いて放した。ここ久しく合戦もなく、長陣に倦うみ、功名に渇していた魏の諸将は、われもわれもと司馬懿のゆるしを仰いで戦場へ飛び出した。そしておのおのの功を競い、またかならず勝って帰った。そういう連戦連勝の日が約二十日余りもつづいた。

「──出て戦えば、勝たぬ日はない」

　近頃では、それが魏の将士の通念になっていた。実際、往年のおもかげもないほど蜀兵は弱くなっている。要するに、この原因は多くの兵を農産や土木や撫民ぶみんに用い過ぎた結果、軍そのものの本質が低下したにちがいない。また陣地移動による兵力分散も、弱体化の因をなしているものであろう──と魏軍では観ていた。

　この観測は、いつのまにか、司馬仲達の胸にも、合理化されていた。仲達がこの頃、甚だ心楽しげでいる容子を見ても、それと察せられるのである。

「戦況は有利に展ひらけてきた」

　彼は、或る日、捕虜の中に、蜀の一部将がいるのを見て、自身調べた結果、心から左右にそう語っていた。

　その虜将りょしょうの口述によって、孔明のいまいる陣地も明確になった。

　葫芦谷ころこくの西方十里ばかりの地点にいて、目下、谷の城塞じょうさいの内へ数年間を支えるに足る大量な食糧を運び込ませているわけであるという。

「量はかるに、祁山きざんには、孔明以外の諸将が、わずかに守っているに過ぎまい」

　彼は遂に戦いの主動性を握って自身奮い起たった。祁山総攻撃の電命は久しく閉じたる帷幕いばくから物々しく発せられたのである。

　時に息子の司馬師が父の床几しょうぎへ向って云った。

「なぜ孔明のいる葫芦を攻めずに、祁山を攻めるのですか」

「祁山は蜀勢の根本だ」

「しかし孔明は蜀全体の生命ともいえましょう」

「──だから大挙して祁山を襲い、わしは後陣として続くが、実は、不意に転じて、葫芦谷を急襲し、孔明の陣を蹴やぶり、谷中に蓄たくわえている彼の兵糧を焼き払う考えなのじゃ。兵機は密なる上にも密を要す。余りに問うな」

「さすがはお父上」と、息子達はみな服して、父の計をたたえた。司馬懿はまた張虎、楽綝がくりんなどを呼んで、

「自分は、後陣としてゆくが、汝らはなお我が後から続いてこい。なお硫黄いおう焔硝えんしょうを充分に携えて来るように」といいつけた。

　孔明は日々、葫芦の谷口に近い一高地に立って、遥かに、渭水いすいと祁山きざんの間を見ていた。約一ヵ月近くも、彼は味方の敗け戦のみを眺めていたわけである。

　その危険なる中間地帯を高翔こうしょうの輸送隊がのべつ往還して、わざわざ敵の好餌となっていたのも、祁山の兵が、戦えば敗れ、戦えば敗れている蜀勢も、もとより彼の意中から出ている現象で、彼の憂暗ゆうあんとなるものではなかった。

　その日。──かつて見ない大量なる魏の軍馬が、またかつて見ざる陣形を以て一団一団、さらにまた一軍また一軍と、祁山へさして、堂々と前進してゆくのが遠く眺められた。

「おうっ……。仲達が遂に行動しだした」

　孔明は思わずさけんだ。声は口のうちであったが語気はその面おもてを微紅びこうに染めた。待ちに待っていたものである。彼は直ちに左右のうちから一将を選んで伝令を命じ、かねて申し含めておいた事どもを怠るな、夢うたがうなかれと、祁山きざんの味方へ急速に云ってやった。
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　渭水いすいの流れも堰せかれるほど、魏の軍馬はいちどに浅瀬へ馳け入った。一ヵ所や二ヵ所ではない。蜀軍はもちろん逆茂木さかもぎを引き、要所要所は防寨ぼうさいで固めている。しかし、敵の上陸はそれを避けて行われる。一部を防げば、一部から馳せ上って来る。またたくうちに、渭水一帯の水煙みずけむりはことごとく陸地に移り、蜀兵は算を乱して、祁山きざんの裾からまたその山ふところの陣営へ潰走してゆく。

「多年、患いをなした蜀の根を断つは、今日にあるぞ」

　司馬懿しばいの指揮も常の彼とは、別人のようであった。天魔鬼神も何かあらんのすがただった。

　ために魏軍の士気は、実に旺盛をきわめた。鼓角こかくは天地を震わせ、千万の刃影じんえいは草木を伏せしめた。この日、風は強く、河水は霧となって舞い、その霧は迅い雲となって、祁山の山腹へぶっつかって行き、喚声雷呼かんせいらいこのうちに、はやくも、血を呼び、屍かばねを求めまわる。

　蜀軍は祁山に拠って以来の猛攻撃につつまれた。到る所、屍に屍を積むの激戦が行われた。魏は当然大量な犠牲も覚悟のうえの総がかりなので、馬の蹄ひづめも血しおですべるような難攻の道を、踏み越え踏み越え中核へ肉薄した。

「今だ。続いて来い」

　こういう乱軍を予想して、司馬仲達は中軍のうしろから突然方向を変えて葫芦谷ころこくのほうへ急いだ。仲達の目標は初めからここではない。彼の跡を慕って張虎、楽綝がくりんの二隊がつづいた。また彼の周囲には、中軍の精鋭約二百ばかりと、司馬師、司馬昭のふたりの息子がかたく父に寄り添っていた。

　祁山の蜀兵は、目に余る魏軍に肉薄されて、その防ぎに忙殺ぼうさつされ、かくとは少しも気づかぬもののようであったから、司馬父子とその奇襲部隊は、

「作戦は思うつぼに運んだぞ」と、疾風の如く目的の方角へ馳け向っていた。その途中幾回となく、蜀兵が阻はばめた。しかし何の備えもなく狼狽のまま立ち向って来るに過ぎなかった。二、三百の小隊もあり七、八百の中部隊もあった。もとよりその程度のものでは、鎧袖がいしゅう一触しょくの値あたいすらない。

　蹂躙じゅうりん、また蹂躙。司馬父子の前には、柵さくもなく兵もなく矢風もない。ここは敵地かと疑われるくらいである。まさに、無人の境を行くが如き迅さと烈しさであった。

　すると、やや強力な圧力が、南方から感じられた。鼓躁こそう、喊声かんせい、相当手ごたえのありそうな一軍だ。果たして、

「おのれ、何処へ」

　と、雷喝らいかつしながら、前方に立ちはだかった大将と一軍を見れば、蜀中に猛将の名ある魏延ぎえんであった。

「望むところの敵よ」と司馬懿の二子と、旗本の精鋭は、一団となって、彼の出鼻へ跳びかかって行った。司馬懿も、龍槍をしごいて、魏延の足もとへ喚わめき進んだ。

　魏延は奮戦した。さすがにこれは強い。一進一退がくり返されるかと見えた。けれど、司馬懿のうしろにはなお楽綝がくりん、張虎の二軍がつづいている。その重厚と、すさまじい戦意に圧されて、たちまち逃げ出した。

「追えや、遁のがすな」

　この日ほど、司馬懿が積極的に出たことは稀である。彼も、ここぞと、必勝の戦機を見さだめれば決して保守一点張りの怯将きょうしょうでないことはこれを見てもあきらかである。

　はや葫芦谷ころこくの特徴ある峨が々がたる峰々も間近に見えた。魏延は敗走する兵を立て直すと、ふたたび鼓躁こそうを盛り返して抗戦して来た。そしてその度に、若干の損害を捨てては逃げた。無念無念と、追いつめられてゆく姿だった。

　けれどこれも孔明の命に依ることであることはいうまでもない。遂に彼は、甲盔こうがいまで捨てて谷の内へ逃げこんだ。そして、かねて孔明からいわれていたところの、

（昼は、七星の旗、夜は七盞さんの燈火ともしびの見えるほうへ──）

　という指令の目印に従って奔はしった。

「待て。──ここの地形はいぶかしい」

　谷の口まで来ると、司馬懿は急に馬を止めて、逸はやる旗本どもや二人の子をうしろに制した。

　そして、左右の者に、

「誰ぞ二、三騎で、谷のうちを見とどけて来い」と急に命じた。
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　旗本数騎、すぐ谷の口へ馳け入った。大勢が馬首を並べては通れないような隘路あいろである。

「見て参りました」

　すぐ戻ってきた面々は、司馬懿にむかって、こう状況を告げた。

「谷のうちを見わたすに諸所に柵さくあり壕ごうあり、また新しき寨門さいもんや糧倉などは見えますが、守備の兵はことごとく南山の一峰へ逃げ退いているようです。はるか其処には、七星の旗も見えますから、おそらくは孔明も、いち早く谷外の本陣を彼方へ移したものと思われます」

　聞くと司馬懿は、鞍くらつぼを打ちたたいて、こう命令した。

「敵の兵糧を焼き尽すは今だ」

　蜀軍の致命はただ糧にある。孔明が久しく蓄えたここの穀穴こっけつだに焼き尽くせば、蜀軍数十万を殺すに何の刃やいばを要そうや。

「──馳け入って存分に火を放ち、直ちに疾風の如く引っ返せ」

　二子の司馬師、司馬昭も、父の叱咤を聞き、この英姿を見るや、

　勇躍して、

「それっ、続け」

　と一道の隘路あいろを混み合って続々谷のうちへ突進した。

「や、や。なおあれに、魏延が刀とうを横たえて控えておる。しばらく進むな」

　仲達はうしろに続く面々へ再び馬上から手を振って制した。

　彼方に魏延の一軍が見えたことも懸念になったし、なお彼をたじろがせたものは、近の穀倉や寨門さいもんに添うておびただしく枯れ柴の積んであることだった。

　本来ならば蜀軍自身、「火気厳禁」の制を布しいていなければならない倉庫の附近に、燃えやすい枯れ柴などが山となって見えるのは何故だろうか。さきに見届けに入った旗本たちにはその不審がすぐ不審と感じられなかったのは是非もないが、司馬懿の活眼はそれを見遁みのがしできなかった。

「何の怖るる敵でもなし、われわれが当って、魏延ぎえんを蹴ちらす間に、お父上は軍勢を督して、谷中へ火を放ち、すぐ外へお引き上げ下さい」

　司馬師と昭の兄弟が逸はやり切るのを仲達はなお抑えて、

「いや待て。いま通ってきた隘路あいろこそ危ない。谷のうちで動いておるうちに、万一、蜀の一手が、あの谷口をふさぎ止めたら我は出るにも出られない破滅に墜ち入ろう──。過った。師よ、昭よ、早く外へ引っ返せ」

「えっ、空しく？」

「早く戻れ。あれあれ、なお多くの兵が争うて続いてくる。大声あげて、返れと呼ばわれ。戻れと号令しろ」

　そして司馬懿自身も、声かぎり、後へ返せ、もとの道へと、鞭むち振りあげて制したが、とうてい、勢いづいて雪崩なだれこんで来る後続部隊までには、容易に指令が届かない。

　その混雑のうちに、何とはなく、急に異臭がつよく鼻をついてきた。

　眼にも沁しむ。喉のどにも咽むせる。

「やや。何の煙だ？」

「火を放つな。火を放ってはならぬぞ」

　しかし──火を放った者は魏軍のうちにはいない。それどころか、命令の混乱で、馳け込んでくる者、引っ返そうとする者、谷口の一道で渦巻いている騒ぎである。

　時こそあれ、一発の轟音ごうおんが谷のうちにこだました。──と思うと、隘路あいろの壁をなしている断崖の上から、驚くべき巨大な岩石が山を震わして幾つも落ちてきた。あわれや馬も人もその下になった者は悲鳴すら揚げ得ずに圧し潰ひしがれてしまう。そしてたちまち、その口は、累々るいるいたる大石に大石を重ねて封鎖されてしまった。

　いやその程度はまだ小部分の一事変でしかない。四方の山から飛んできた火矢は、いつのまにか、谷中を火の海となし、火におわれて逃げまわる司馬懿仲達以下、魏軍の馳け狂うところ、たちまち、地を裂いて、爆雷は天に冲ちゅうし、木という木、草という草、燃え出さないものはなかった。
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　魏の兵は大半焼け死んだ。火に狂う奔馬に踏まれて死ぬ者もおびただしかった。火焔と黒煙の谷の底から、阿鼻叫喚あびきょうかんが空にまでこだました。

　この有様を見て、

「計略は図にあたった。さあ、立ち退こう」

　と、心地よげに、谷口へ向って行ったのは、司馬懿軍をここへ誘い入れた魏延だった。ところが、すでに谷口はふさがれていたので、その魏延までも、逃げる道を失ってしまった。

「これはひどい。俺が出た合図も見ぬうちに、谷口をふさぐとは何事か」

　魏延はあわてた。彼の部下も火におわれて、次々に仆れた。彼の甲にも火がついてきた。

「さては、孔明の奴、日頃の事を根に持って、俺までを、司馬懿と共に殺そうと計ったにちがいない。無念、ここで死のうとは」

　彼は、髪逆だてて、罵りやまなかった。

　その頃、当然、谷中は熱風に満ちて、はや生ける人の叫びすら少なくなっていたが、司馬懿父子おやこは三人ひとつ壕ほりの中に抱き合って、

「ああ、われら父子もついに、ここで非命の死をうけるのか」となげきかなしんでいたが、なおこの父子の天運が強かったものだろうか、時しも沛然はいぜんとして大驟雨おおゆうだちが降ってきた。

　ために、谷中の大火もいちどに消えてしまった。そして、濛々たる黒霧がたちこめ、霧を吹き捲く狂風に駆られて、ふたたび紅い火が諸所からチロチロ立ち始めると、また、驚くべき雨量が地表も流すばかり降りぬいてくる。

「父上。父上」

「おお昭よ。師よ。夢か」

「夢ではありません。天佑てんゆうです。私達は生きています」

「やれ。助かったか」

　父子おやこ三人は壕の中から這いあがった。そして、何処をどう歩いたか、ほとんど、意識もなく、死の谷間から外へ出た。

　馬岱ばたいの小勢がそれを見つけ、まさか司馬懿父子とも思わず追いかけて行ったが、そのうちに魏の一部隊が来たので、つまらぬ者を追っても無用と引き返してしまった。かくて司馬懿父子は完全に命びろいをした。彼の出会った味方の部隊の中に張虎、楽綝がくりんの二将も救われていた。

　渭水いすいの本陣に帰ってみると、ここにも異変があって、東部の一陣地は蜀兵に占領されている。それを撃退せんものと、魏の郭淮かくわい、孫礼などの一軍が、浮橋を中心に、激戦の最中であった。

　しかし司馬懿を擁ようした一軍が、一方からこれへ帰ってきたので、蜀軍は、「うしろを取られては」と、にわかに退却して、遠く渭水の南に陣をさげた。司馬懿は、

「浮橋を焼き払って、敵の進路を断て」

　と命じ、直ちに、両軍間の交戦路を焼き落してしまった。もとよりこの浮橋は河流の他の地点にも幾条となくあるので、祁山きざんへ向った味方が引揚げに困るようなことはない。

　その方面から続々と帰ってくる魏軍もすべて敗北の姿を負っていた。魏陣は夜どおし篝かがりを焚たいて、味方の負傷者や敗走者を北岸に収容するに努めた。そして、

「この虚に乗って、蜀軍が下流を越え、わが本陣のうしろへ迂回するおそれもある」

　と、仲達はその方面にも心をつかって、かなりな兵力を後方にも向けていた。

　この日、魏が失った損害というものは、物的にも精神的にも、開戦以来、最大なものといえる程だった。──しかし、この戦果を見てもなお、蜀軍のうちには、ただ一人、

「──事ヲ謀ハカルハ人ニアリ。事ヲ成スハ天ニアリ、ついに長蛇ちょうだを逸せり矣。ああ、ぜひもない哉かな」

　と、天を仰いで、痛涙に暮れていた人がいる。いうまでもなく、孔明その人である。

　彼が、司馬懿父子を捕捉して、きょうこそと、必殺を期していた計も、心なき大雨のために、万谷ばんこくの火は一瞬に消え、まったく水泡に帰してしまった。孔明のうらみは如何ばかりであったろう。真に、事ヲ謀ルハ人、事ヲ成スハ天。──ぜひもないと独り涙をのみ独り遺憾いかんをなぐさめているしかなかったに違いない。
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　誰か知ろう真の兵家が大機を逸した胸底のうらみを。

　人はみな、蜀軍の表面の勝ちを、あくまで大勝とよろこんでいたが、独り孔明の胸には、遺憾やるかたないものがつつまれていた。

　加うるに、彼が、ひとまず自軍を渭南いなんの陣にまとめて後、陣中、しきりに不穏の空気がある。

　質ただしてみると、

「魏延ぎえんが非常に怒っておるようです」とのことだった。

　孔明は魏延を呼んで、

「ご辺がしきりに怒声を放っているということだが、何が不平なのか」と訊ねた。

　魏延は、勃然ぼつぜんと、怒気をあらわして云った。

「それは丞相自身のお胸に訊いてみるのが一番でしょう」

「はて。わからぬが」

「では、申しますぞ」

「いわれよ、つつまず」

「司馬懿しばいを葫芦谷ころこくへ誘おびきこめとお命じになりましたな」

「命じた」

「幸いにもあの時、大雨が降りそそいできたからよいようなものの、もしあの雨がなかったら、魏延の一命はどうなっておりましょう。それがしも司馬懿父子とともに、焼き殺さるるほかはありません。思うに丞相はそれがしを憎しみ、司馬懿と一緒に焼き殺さんと計られたのでありましょう」

「それを怒ったか」

「あたりまえでしょう」

「怪しからぬことだ」

「魏延が怪しからんのですか」

「いや、馬岱ばたいのことを申しておるのだ。かならずさような手違いのないようにと、火をかけるにも、合図をなすにも、すべてを固く馬岱に命じてあったはず。──馬岱を呼べ」

　孔明の怒りのほうがむしろ甚だしい程だったから、魏延もちょっと意外に打たれた。

　馬岱は孔明に呼びつけられて、面罵めんばされた。その上、衣ころもをはがれ、杖じょう五十の刑をうけて、その職も一軍の大将から、一組の小頭に落されてしまった。

　馬岱は、自陣へもどると、士卒に顔も見せず、痛涙悲憤していた。すると、夜に入って、孔明の側近、樊建はんけんという者が、そっと訪ねてきて、

「……実は、丞相のお旨をうけて参った」と、くれぐれもなだめた。

「まったくは、やはり魏延をお除きになるお心だったが、不幸、大雨のために、司馬懿をも取り逃がし、彼を亡きものにする計画も果されなかったのだ。とはいえ今、魏延に叛そむかれては、蜀軍の崩壊になる。そのため、何の科とがもない貴公にあのような辱はじと汚名を着せたが、これも蜀のためと、眼をふさいでくれよとの丞相のお言葉だ。どうかこらえて下さい。その代りに、他日、この功を第一の徳とし、諸人にむかって、必ずこれに百倍する叙勲じょくんを以て貴下の辱はじを雪そそぐであろうと約されておられる」

　馬岱ばたいはそう聞くと口惜しさも解け、むしろ孔明の苦衷が思いやられた。意地のわるい魏延は、馬岱の地位が平部将に落されたのを見てやろうとするもののように、

「馬岱を自分の部下にもらいたい」と、孔明に申し入れた。

　孔明はゆるさなかったが、今はその孔明の足もとをも見すかしている魏延なので、「どうしても」と、強情を張りとおした。それを聞いた馬岱は、

「いや、魏将軍の下につくならば、自分としても恥かしくない」

　と、進んで彼の部下になった。

　もちろん堪忍に堪忍をしてのことである。

　一方、その後の魏軍にも、多少穏やかならぬ空気が内在していた。

　ここにも残念だ、無念だ、という声がしきりにある。

　もちろん、それは度重なる大敗からきた蜀軍への敵愾心てきがいしんであって、内部的な抗争や司馬懿に対する怨嗟えんさではない。

　しかし、怨嗟はないまでも、不平はあった。満々たる不満が今やみなぎっていた。

　なぜかといえば、以後またも陣々に高札をかかげて、

　──一兵たりと、既定の陣線から出た者は斬る。また、陣中に激語を弄ろうし、みだりに戦いを敵に挑む者も斬罪に処さん。

　という徹底的な防禦主義、消極作戦の軍法が、彼らの行動を一切制圧していたからである。
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　渭水いすいの氷は解けても、陽春百日、両軍は依然、対陣のままだった。

「都督はつんぼになられたらしい」

　そういわれる程、司馬懿は味方の声にも、四囲の状況にも無感覚な顔をしていた。

　或る時、郭淮かくわいが来て、彼に語った。

「それがしの観るのに、どうも孔明はもう一歩出て、さらにほかへ転陣を策しておるように考えられますが」

「君もそう思うか。予もそう観ていたところだ」

　それから仲達は珍しくこんな意見を洩らした。

「──もし孔明が、斜谷やこく、祁山きざんの兵を挙こぞって、武功に出で、山に依って東進するようだったら憂うべきだが、西して五丈原ごじょうげんへ出れば、憂いはない」

　さすがに司馬懿は慧眼けいがんであった。彼がこの言をなしてから日ならずして、孔明の軍は果然移動を開始した。しかも選んだ地は、武功でなくて、五丈原であった。

　武功は今の陝西せんせい省武功に属する地方である。司馬懿の観る所──もし孔明がこれへ出てきたら、一挙玉砕か、一挙大勝かの大勇猛心の表現であり、魏軍にとっても容易ならぬ構えが要るものとひそかに怖れていたのである。

　──が、孔明はその冒険を避けて、なお持久長攻に便な五丈原へ移った。

　五丈原は宝鶏ほうけい県の西南三十五里、ここもなお千里を蜿うねる渭水いすいの南にある。そして従来数次の陣地に較べると、はるかに遠く出て、中原へ突出している。

　しかも、ここまで来ると、敵国長安の府も潼関どうかんも、また都洛陽らくようも、一鞭べんすでに指呼しこのうちだ。

（このたびこそ、ここの土と化するか、敵国の中核に突き入るか、むなしく再び漢中には還らぬであろう）

　となしている孔明の気魄は、その地点と軍容から観ても、顕然けんぜんたるものだった。

　しかもなお、司馬懿が、額ひたいを撫でて、

「まずまず、これで味方にとって大幸というべしだ」

　と、喜悦したわけは、持久戦を以て対するならば、彼にも自信があったからである。

　ただ困るのは、大局の見通しを持たぬ麾下きかが、ややもすると彼を軽んじて、

（卑怯な総帥そうすい、臆病な都督）と、あげつらい、陣中の紀綱をみだしがちなことであった。

　ために司馬懿は、わざと魏朝廷に上表して、戦いを請うた。朝廷は再度、辛毘しんびを前線にさしむけ、

「堅守自重、ただそれ、守るに努めよ」と、重ねて全軍を戒いましめた。

　蜀の姜維きょういは、さっそく孔明に告げた。

「またまた、辛毘が慰撫に下ってきたようです。魏軍の戦意も一頓挫でしょう」

「いや、ご辺の観方はちがう。将が軍にあっては、君命も俟またない場合がある。いやしくも仲達に我を制し得る自信があれば、何で悠々中央と往来して緩命かんめいを待っておるものか。──嗤わらうべし、実は彼自身、戦意もないのに、強いてその武威を衆に示そうための擬態ぎたいに過ぎない」

　また、或る日、魏の陣営で、「万歳」の歓呼がしきりにあがっていると報ずる者があった。孔明が、何故の敵の歓呼かと老練な諜者ちょうじゃに調べさせると、

「呉が魏廷に降伏したという報が、いま伝わったらしいのです」

　と老諜者は憂いをたたえて云ってきた。

　すると孔明は、笑いながら、

「いま呉が降伏するなどということはどこから観てもあり得ない。汝は年六十にもなるのに、まだそんなくだらぬことを信ずるほどの眼しか持たないか」と愍あわれむ如く叱った。
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　孔明は五丈原へ陣を移してからも、種々さまざまに心をくだいて、敵を誘導して見たが、魏軍は完まったくうごきを見せない。

　敵国の地深くへ進み出ながら、彼がなお自ら軍を引っ提さげて戦わずに、ひたすら魏軍の妄動もうどうを誘う消極戦法を固持している理由は、実にその兵力装備の差にあった。後方から補充をなすに地の利を得ている魏の陣営は、うごかざる間にも、驚くべき兵力を逐次ちくじ加え、今では、孔明の観るところ、蜀全軍の八倍に達する大兵を結集しているものと思われていたのである。

　その量と実力に当る寡兵かへい蜀陣しょくじんとしては、──誘ってこれを近きに撃つ。

　その一手しか断じてほかに策はなかったのだ。

　しかも、彼は孔明のその一活路をすら観破している。さすがの孔明も完く無反応な辛抱づよい敵にたいしては計の施しようもなかった。さきに祁山きざん、渭南いなんの地方にわたって、大いに撫民ぶみんに努め、屯田自給とんでんじきゅうの長計をたてて、兵糧にはさして困らないほどにはなっているものの、かくてまた、年を越え、また年を越えて、連年敵地に送っているまには、魏の防塁と装備は強化するばかりとなろう。

「──これを持って、魏陣へ使いし、確しかと、仲達に渡してこい」

　一日、孔明は、一使を選んで、自筆の書簡と、美しき牛皮の匣はことを託した。

　使者は、輿こしに乗って、魏陣へ臨んだ。輿に乗って通る者は射ず撃たずということは戦陣の作法になっている。

「なんの使者だろう？」

　魏の将士はあやしみつつ陣門へ通し、やがて、使者の乞うまま司馬懿しばい仲達に取り次いだ。司馬懿はまず匣はこを開いてみた。──と、匣の中からは、艶あでやかな巾幗きんかくと縞衣こういが出てきた。

「……何じゃ、これは？」

　仲達の唇くちをつつんでいる疎そ々そたる白髯はくぜんはふるえていた。あきらかに彼は赫怒かくどしていた。──がなお、それを手にしたままじっと見ていた。

　巾幗きんかくというのは、まだ笄こうがいを簪かざす妙齢にもならない少女が髪を飾る布ぬのであって、蜀の人はこれを曇籠蓋どんろうがいともいう。

　また縞衣こういは女服にょふくである。──との謎を解くならば、挑いどめども応ぜず、ただ塁壁るいへきを堅くして、少しも出て来ない仲達は、あたかも羞恥しゅうちを深く蔵かくして、ひたすら外気を恐れ、家の内でばかり嬌きょうを誇っている婦人のごときものであると揶揄やゆしているものとしか考えられない。

「…………」

　彼は次に書簡をひらいていた。

　彼が心のうちで解いた謎はやはりあたっている。孔明の文辞は、老仲達の灰の如き感情をも烈火となすに充分であった。いわく、

　──史上稀まれなる大軍をかかえながら、足下の態度は、腐った婦人のように女め々めしいのはどうしたものか。武門の名を惜しみ、身も男子たるを知るならば、出でていさぎよく決戦せずや。

「ははははは。おもしろい」

　やがて仲達の唇が洩らしたものは、内心の憤怒とは正反対な笑い声だった。

　蜀の使者はほっとして、その顔を仰いだ。

「大儀大儀。せっかくのお贈り物。これは納めておこう」

　仲達はそういって、なお使者をねぎらい、酒を饗して、座間ざかんに訪ねた。

「孔明はよく眠るかの」

　いやしくも自分の仕える孔明のうわさとなると、軍使は杯を下におき、一言の答えにも身を正していう。

「はい。わが諸葛しょかつ公には、夙つとに起き夜は夜半に寝いね、軍中のお務めに倦うむご容子も見えません」

「賞罰は」

「至っておきびしゅうございます。罰二十以上、みな自ら裁決なすっておられます」

「朝暮の食事は」

「お食はごく少なく、一日数升（升は近代の合）を召上がるに過ぎません」

「ほ。……それでよくあの身神しんしんがつづくものだの」

　そこでは、さも感服したような態だったが、使者が帰ると、左右の者にいった。

「孔明の命は久しくあるまい。あの劇務と心労に煩わずらわされながら、微量な食物しか摂とっていないところを見ると、或いはもういくぶん弱っているのかも知れない」
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　魏の陣から帰ってきた使者に向って、孔明は敵営の状と、司馬懿の反応を質ただしていた。

「仲達は怒ったか」

「笑っていました。そして折角のご好意だからとて、快く贈り物を納めました」

「彼は汝に何を問うたか」

「丞相の起居をしきりにたずねておりました」

「そして」

「お食事の量を聞くと、彼は左右にむかって、よく身神が続くものだと託かこっておりました」

　後、孔明は大いに嘆じた。

「我をよく知ること、敵の仲達にまさる者はいない。彼はわが命数まで量はかっている」

　ときに楊喬ようきょうという主簿の一員が進み出て、孔明に意見を呈した。

「わたくしは職務上、つねに丞相の簿書ぼしょ（日誌）を見るたびに考えさせられております。およそ人間の精力にも限度があり、家を治めるにも上下の勤めと分ぶんがあります。──もしわたくしの僭越せんえつをお咎とがめなくお聞きいただけるのでしたら、愚見を申しあげてみたいと思うのでありますが」

「わが為にいうてくれる善言ならば、孔明も童子のような心になって聞くであろう」

「ありがとうございます。──たとえば、一家の営みを見ましても奴婢ぬひがおれば、奴ぬは出でて田を耕し、婢ひは内にあって粟あわを炊かしぐ。──鶏は晨あしたを告げ、犬は盗人の番をし、牛は重きを負い、馬は遠きに行く。みな、その職と分でありましょう。──また家の主あるじは、それらを督して家業を見、租税を怠らず、子弟を教育し、妻はこれを内助して、家の清掃、一家の和、かりそめにも家に瑕瑾かきんなからしめ、良人に後顧のないように致しております。──かくてこそ一家は円滑に、その営みはよく治まって参りますが、仮に、その家の主が、奴ぬともなり婢ひともなり、独りですべてをなそうとしたらどうなりましょう。体は疲れ気根は衰え、やがて家亡ぶの因もととなります」

「…………」

「主あるじは従容しょうようとして、時には枕を高うし、心を広くもち、よく身を養い、内外を見ておればよいのであります。決してそれは、奴婢鶏犬ぬひけいけんに及ばないからではなく、主の分を破り家の法に背そむくからです。──坐シテ道ヲ論ズ之コレヲ三公ト言イ、作タッテ之ヲ行ウヲ士大夫シタイフト謂イウ──と古人が申したのもその理ではございますまいか」

「…………」孔明は瞑目めいもくして聞いていた。

「然るに、丞相のご日常をうかがっておりますと、細やかな指示にも、余人に命じておけばよいことも、大小となく自ら遊ばして、終日汗をたたえられ、真に涼すずやかに身神をお休めになる閑ひまもないようにお見受け致されます。──かくてはいかなるご根気も倦うみ疲れ、到底、神気のつづくいわれはございません。ましてやようやく夏に入って、日々この炎暑では何でお体が堪たまりましょう。どうかもう少し暢のびやかに稀れにはおくつろぎ下さるこそ、われわれ麾下きかの者も、かえって歓ばしくこそ思え、毛頭、丞相の懈怠けたいなりなどとは思いも寄りませぬ」

「……よくいうてくれた」

　孔明も涙をながし、部下の温情を謝して、こう答えた。

「自分もそれに気づかないわけではないが、ただ先帝の重恩を思い、蜀中にある孤君こくんの御行おんゆく末すえを考えると、眠りについても寝ていられない心地がしてまいる。かつは、人間にも自ら定まれる天寿というものがあるので、なにとぞ我が一命のあるうちにと、つい悠久な時をわすれて人命の短きにあせるために、人手よりはわが手で務め、先にと思うことも、今のうちにと急ぐようになる。──けれどお前達に心配させてはなるまいから、これからは孔明も折々には閑かんを愛し身の養生にも努めることにしよう」

　諸人もそれを聞いてみな粛然しゅくぜんと暗涙をのんだ。

　けれど、そのときすでに、身に病の発おこってきた予感は、孔明自身が誰よりもよく覚さとっていたにちがいない。間もなく彼の容態は常ならぬもののように見えた。




銀河ぎんがの祷いのり
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　彼の病気はあきらかに過労であった。それだけに、どっと打臥すほどなこともない。

　むしろ病めば病むほど、傍人ぼうじんの案じるのをも押して、軍務に精励してやまない彼であった。近頃聞くに、敵の軍中には、また気負うこと旺さかんなる将士が、大いに司馬懿しばいの怯惰きょうだを罵って、

「かかる都督を大魏国の軍の上にいただくには忍びぬ」

　と、激語憤動、ただならぬ情勢がうかがわれるとしきりに云ってくる。

　原因は、例の、孔明から贈った女衣巾幗にょいきんかくの辱はずかしめが、その後、魏の士卒にまですっかり知れ渡ったため、

（──司馬懿しばい大都督は孔明から書を送られて、腐った女のようだと辱められたが、それでもまだああして何らその敵に答える術すべを知らずにおる。──一体、われわれは木偶でくか藁わら人形か。なんのためにこんな大軍を結んで、蜀人にからかわれたり侮辱されたりしているのか）

　というような声がまたまた起り、そこから再燃した決戦論者の動揺であることが観取される。

　孔明は、病中ながら、その機微を知るや、

「出でよかし。敵動かば──」

　と、心ひそかに秘策をえがき、なお敏捷な諜者ちょうじゃを放って、

「魏勢が出軍するか否か、しかと様子を見とどけて来い」と、命じた。

　諜者はやがて帰ってきた。

　待ちかねていた孔明は、

「どうであった」と、われから訊ねた。

　諜者のいわく。

「敵の営中に騒然たる戦気はたしかに感じられました。──けれど営門に一老夫が立っているのです。白眉朱面はくびしゅめん、金鎧きんがいまばゆきばかり装って、毅然きぜんと突っ立ち、手に黄鉞こうえつを杖ついて、八方を睨まえ、かりそめにも軍門をみだりに出入なすを許しません。──ために、営中の軍も出ることができないでおりまする」

　孔明は思わず手の羽扇うせんを床へ取り落して云った。

「ああそれこそ、さきに魏廷から軍監として下った辛毘佐治しんびさじにちがいない。……それほどまで厳に戦うを戒めておるか」

　一身を軍国蜀に捧げ、すでに自覚される病もおいて、日々これ足らずと努めている孔明にとって、この事はまた大きな失意を彼に加えた。

　時に渭水いすいの流れは満ち、渭水の河床は涸かれ、風雨の日、炎熱の日、天象は日々同じでなかったが、戦局はいっこう革あらたまる様子もなく、秋はすでに満地の草の花に見えて、朝夕の風はようやく冷涼を帯びてきた。

「蜀の陣上には、一抹いちまつ、何やら淋しきものが見える」

　仲達はある夕、ひそかに人を放って孔明の陣をうかがわせた。そしてその返答に依っては、突如、奇襲して出でんとしたか、銀甲鉄冑てっちゅうに身をかため、燭光ひそやかに待っていた。

　すると、姿を変えて探りに行った将は、ようやく四更の頃、彼の前にもどって来て、額ひたいの汗を押し拭ぬぐいながら復命した。

「蜀陣の旌旗せいきは依然、粛しゅくとして寸毫すんごうの惰気だきも見えませぬ。また、深夜というのに、孔明は素輿そよ（白木の輿）に乗って陣中を見まわり、常のごとく、黄巾こうきんをいただき白羽扇びゃくうせんを持ち、その出入を見るや、衆軍みな敬して、進止しんし軍礼、一糸しのみだれも見ることができません、……実に、驚きました。森厳そのものの如き軍中の規律です。近頃、孔明が病気であるというような噂が行われておりますが、おそらくあれも敵がわざといわせている嘘言きょげんでしょう」

　仲達は歎じて、子の昭や師にいった。

「諸葛しょかつは真に古今の名士だ。──名士とは、彼の如きをいうものだろう」




二



　それより先に、孔明から呉へ要請していた蜀呉同盟条約による第二戦線の展開については、まだここには、なんの詳報も入っていなかった。それはすでに、この年の五月、呉の水陸軍が三道から魏へ攻撃を起したことによって、条約の表面的履行は果たされた形になっていたものである。

　孔明がその快捷かいしょうの報を、久しく心待ちにしていたであろうことは想像に難くない。

　昨年から幾多の風説は聞いていた。

　或る者は、呉の優勢をいい、或る者はまだ本格的戦争はないといい、また或る者は、呉の退散を伝えた。

　呉魏の戦場とここでは、余りに隔絶している。いたずらな諜報はすべて信じられなかった。

　秋の初めの頃である。

　突然、成都から、尚書しょうしょの費褘ひいが陣へ来た。

「呉のことで、お伝えに」

　と費褘はいう。孔明はさてこそと思い、その日も体の容態は何となくすぐれなかったが、平然常の如く応接した。

「あちらの戦況はどうですか」と、まず訊ねた。

　費褘ひいは唇に悲調をたたえて語った。

「──夏五月頃から、呉の孫権は、約三十万を動員して、三方より北上し、魏を脅おびやかすことしきりでしたが、魏主曹叡そうえいもまた合淝がっぴまで出陣し、満寵まんちょう、田予、劉劭りゅうしょうの諸将をよく督して、ついに呉軍の先鋒を巣湖そうこに撃砕し、呉の兵船兵糧の損害は甚大でした。ために、後軍の陸遜りくそんは表ひょうを孫権にささげて、敵のうしろへ大迂回だいうかいを計ったもののようでしたが、この計もまた、事前に魏へ洩れたため、機謀ことごとく敵に裏を掻かれ、呉全軍は遂に何らの功もあげず大挙退いてしまったのです。……どうもまことに頼みがいなき盟国というしかありませんが」

「…………」

「や？　丞相。どうなさいましたか。──急にご血色が」

「いや、さしたることはない」

「でも、お唇くちの色までが」

　費褘は驚いて、侍臣を呼びたてた。

　人々が駈け寄ってきてみたときは、孔明は袂たもとを以て自ら面おもてをおおい、榻とうの上にうっ伏していた。

「丞相、丞相」

「いかがなさいましたか」

「お心をたしかにして下さい」

　諸将も来て、共に掻い抱き、静室せいしつに移して、典医に諮はかり、あらゆる手当を尽した。半刻ほどすると、孔明の面上に、ぽっと血色が甦よみがえってきた。──人々はほっと眉をひらき、

「お心がつきましたか」と、枕頭をのぞき合った。

　孔明は大きく胸を波動させていた。そして、ひとつひとつの顔にひとみを注ぎ、

「……思わず病に負けて、日頃のたしなみも昏乱こんらんしたとみえる。これは旧病の興おこってきた兆しるしといえよう。わが今生の寿命も、これでは久しいことはない」

　語尾は独りごとのようにしか聞えなかった。

　しかし夕方になると、

「心地は爽やかだ。予よを扶たすけて露台に伴え」

　というので、侍者典医などが、そっと抱えて、外へ出ると、孔明はふかく夜の大気を吸い、

「ああ、美しい」

　と、秋夜の天を仰ぎ見ていたが、突然、何事かに驚き打たれたように、悪寒さむけが催してきたといって内にかくれた。

　そして侍者をして、急に姜維きょういを迎えにやり、姜維が倉皇としてそこに見えると、

「こよい、何気なく、天文を仰いで、すでに我が命が旦夕たんせきにあるを知った。……死は本然の相すがたに帰するだけのことで、べつに何の奇異でもないが、そちには伝えおきたいこともあるので早々招いた。かならず悲しみに取り乱されるな」

　いつもに似ず、弱々しい語韻ごいんであったが、そのうちにも、秋霜のようなきびしさがあった。

「……ご無理です。丞相にはどうしてそのようなお覚悟をなさいますか。悲しむなとおっしゃっても、そんなことを仰せられると、姜維きょういは哭なかないではいられません」

　病窓の風は冷ひややかに、彼の声涙もあわせて、燭は折々消えなんとした。




三



「何を泣く。定まれることを」

　孔明は叱った。子を叱るように叱った。馬謖ばしょくの亡い後、彼の愛は、姜維に傾けられていた。

　日常、姜維の才を磨いてやることは、珠を愛めでる者が珠の光を慈いつくしむようであった。

「はい。……おゆるし下さい。もう哭なきませぬ」

「姜維よ。わしの病は天文にあらわれている。こよい天を仰ぐに、三台の星、みな秋気燦さんたるべきに、客星は明らかに、主星は鈍にぶく、しかも凶色を呈し、異変歴々である。故に、自分の命の終りを知ったわけだ。いたずらに病に負けていうのではない」

「丞相、それならば何故、禳はらいをなさらないのですか。古くからそういう時には、星を祭り天を祷いのる禳の法があるではございませんか」

「おお、よく気がついた。その術はわれも習うていたが、わが命のためになすことを忘れていた」

「おいいつけ下さい。わたしが奉行ぶぎょうして、諸事調えまする」

「うむ。まず鎧よろうたる武者つわもの、七々四十九人を選び、みな皁くろき旗を持ち、みな皁き衣ころもを着て、祷いのりの帳外を守護せしめい」

「はい」

「帳中の清浄、壇だんの供えは、人手をかりることはできない。予自ら勤めるであろう。そして、秋天の北斗を祭るが、もし七日のあいだ、主燈が消えなかったら、わが寿命は今からまた十二年を加えるであろう。しかしもし祷りの途中において、主燈の消えるときは、今生ただ今、わが命は終ろう。──それゆえの帳外の守護である。ゆめ、余人に帳中をうかがわすな」

　姜維きょういは、謹んで命をうけ、童子二名に、万よろずの供え物や祭具を運ばせ、孔明は沐浴もくよくして後、内に入って、清掃を取り、壇だんをしつらえた。一切の事、祭司を用いず、やがて北斗を祭る秘室のうちに、帳ちようを垂れて閉じ籠った。

　孔明は食を断ち、夜は明けるまで、一歩もそこから出なかった。

　一日。二日。三日──と続いた。

　夜々、秋の気は蕭索しょうさくとして、冷涼な風は帳とばりをゆすり、秘壇の燈ともしびや紅帋金箋こうしきんせんの祭華をもそよそよ吹いた。

　外に立てば、銀河は天に横たわり、露は零おちて、旌旗せいきうごかず、更けるほどに、寂じゃくさらに寂を加えてゆく。

　姜維きょういは、四十九人の武者とともに、帳外に立って、彼も、孔明の祷いのりが終るまではと、以来、食も水も断って、石のごとく、屹立きつりつしていた。

　帳中の孔明はと見れば、祭壇には大きな七盞さんの燈明がかがやいている。その周りには四十九の小燈を懸けつらね、中央に本命の主燈一盞さんを置いて、千々種々ちぢくさぐさの物を供え、香を焚たき、咒じゅを念じ、また、折々、盤の清水せいすいをかえ、かえること七度、拝伏して、天を祈る。──その祷いのりの必死懸命となるときは、願文がんもんを誦じゅする声が、帳外の武者つわものの耳にも聞えてくるほどであった。

「──亮リョウ、乱世ニ生レテ、身ヲ農迹ノウセキニ隠インス所ニ、先帝三顧ノ恩ヲウケ、孤子ヲ託スルノ重キヲ被コウムル。是コレニヨリテ、不才、犬馬ノ労ヲ尽シ、貔貅ヒキュウノ大軍ヲ領シテハ、六度、祁山キザンノ陣ニ出ヅ。ソレ臣ノ希ネガウトコロ、唯誓ッテ反国ノ逆ヲ誅チュウシ、以テ先帝ノ遺詔イシヨウニコタエ、世々ノ大道ヲ明ラカニセンノミ。カカル秋トキニ意オモワザリキ、将星墜オチントシテ、我今生コンジョウノ命スデニ終ラントスルヲ天ノ告ゲ給ウアラントハ。──謹ンデ静夜ヲ仰ギ、昭アキラカナル天心ニ告モウス。北極元辰ゲンシンモマタ天慈ヲ垂レ地上ノ嘆タンヲ聞キ給エ。亮ノ命メイヤ一露ヨリ軽シト雖イエドモ任ハ万山ヨリ重シ。──憐アワレ十年ノ寿ヲカシテ亮ガ業ヲ世ニ遂ゲ得サセ給エ」

　──こうして、晨あしたになると彼は綿のごとく疲れ果てたであろう身に、また水をかぶって、病をなげうち、終日、軍務を見ていたという。

　その七日間における彼の行ぎょうを、古書の記すところに見ると、惨心、読むに耐えないものがある。

　──旦アシタヲ待チテハ、次ノ日マタ、病ヲ扶タスケラレテ、時務ヲ治ム。為ニ、日々血ヲ吐イテ止マズ。死シテハマタ甦ヨミガエル。

　カクテ昼ハ共ニ魏ヲ伐ウツノ計ハカリゴトヲ論じ、夜ハ罡コウニ歩シ、斗トヲ踏ンデ祷ハライヲナス。


　その一念、その姿、まさに文字どおりであったろうと思われる。




秋風しゅうふう五丈原ごじょうげん



一



　魏ぎの兵が大勢して仔馬のごとく草原に寝ころんでいた。

　一年中で一番季節のよい涼秋八月の夜を楽しんでいるのだった。

　そのうちに一人の兵が不意に、あっといった。

「やっ。何だろう？」

　また、ひとりが指さし、そのほかの幾人かも、たしかに、目で見たと騒ぎ合った。

「ふしぎな流れ星だ」

「三つもだ。そして、二つは還った。一つは、蜀しょくの軍営におちたきりだった」

「こんな奇異なことがあるものじゃない。黙っていると罰せられるぞ」

　兵はめいめい営内のどこかへ去って行った。上将へ告げたのだろう。間もなく、司馬懿しばいの耳にも入っていた。

　折ふし司馬懿の手もとには、天文方から今夕観測された奇象を次のように記録して報じて来たところだった。

──長星チョウセイアリ、赤クシテ茫ボウ。東西ヨリ飛ンデ、孔明ノ軍営ニ投ジ、三タビ投ジテ二フタタビ還カエル。ソノ流レ来ルトキハ光芒コウボウ大ニシテ、還ルトキハ小サク、其ソノウチ一星ハ終ツイニ隕オチテ還ラズ。──占センニ曰イワク、両軍相当アイアタルトキ、大流星アリテ軍上ヲ走リ、軍中ニ隕オツルニ及ベバ、其軍ソノグン、破敗ハハイノ徴チョウナリ。


　兵が目撃したという所と、この報告書とは、符節ふせつを合したように一致していた。

「夏侯覇かこうはにすぐ参れといえ」

　司馬懿しばいの眼こそ、俄然、あやしきばかりな光芒をおびていた。

　夏侯覇は、何事かと、すぐ走ってきた。司馬懿は、陣外に出て、空を仰いでいたが、彼を見るや、早口に急命を下した。

「おそらく孔明は危篤に陥ちておるものと思われる。或いは、その死は今夜中かも知れぬ。天文を観みるに、将星もすでに位を失っている。──汝、すぐ千余騎をひっさげて五丈原をうかがいみよ。もし蜀勢が奮然と討って出たら、孔明の病はまだ軽いと見なければならぬ。怪我なきうちに引っ返せ」

　はっと答いらえると、夏侯覇はすぐ手勢を糾合きゅうごうし、星降る野をまっしぐらに進軍して行った。

　この夜は、孔明が祷いのりに籠ってから六日目であった。あと一夜である。しかも本命の主燈は燈ともりつづいているので、孔明は、

（わが念願が天に通じたか）

　と、いよいよ精神をこらして、祷りの行ぎょうに伏していた。

　帳外を守護している姜維きょういもまた同様な気持であった。ただ惧おそれられるのは孔明が祷りのまま息絶えてしまうのではないかという心配だけである。──で折々彼は帳内の秘壇をそっと覗いていた。

　孔明は、髪をさばき、剣を取り、いわゆる罡こうを踏み斗とを布しくという祷いのりの座に坐ったままうしろ向きになっていた。

「……ああかくまでに」

　と、彼はうかがうたび熱涙を抑えた。孔明の姿は忠義の権化ごんげそのものに見えた。

　──すると、何事ぞ、夜も更ふけているのに突然陣外におびただしい鬨ときの声がする。姜維きょういは、ぎょっとして、

「見て来いっ」

　と、すぐ守護の武者つわものを外へ走らせた。ところへ入れ違いに、どやどやと駈け入ってきた者がある。魏延ぎえんだった。慌あわてふためいた魏延は、そこにいる姜維も突きのけて、帳中へ駈け込み、

「丞相ッ。丞相ッ。魏軍が襲よせてきました。遂に、こっちの望みどおり、しびれをきらして、司馬懿のほうから戦端を開いて来ましたぞ」

　喚わめきながら、孔明の前へまわって、ひざまずこうとした弾はずみに、何かにつまずいたとみえ、ぐわらぐわらと壇の上の祭具やら供物やらが崩れ落ちた。

「やや。これはしくじった」

　狼狽した魏延は、その上にまた、足もとに落ちてきた主燈の一つを踏み消してしまった。それまで、化石した如く祷いのりをつづけていた孔明は、あっと、剣を投げ捨て、

「──死生命あり！　ああ、われ終ついに熄やむのほかなきか」

　と、高くさけんだ。

　姜維きょういもすぐ躍り込んできて、剣を抜くや否、

「おのれっ、何たることを！」

　と、無念を声にこめて、いきなり魏延へ斬ってかかった。




二



「姜維きょうい。止さんかっ」──孔明は声をしぼって、彼を叱った。

　悲痛な気魄が姜維を凝然ぎょうぜんと佇立ちょりつさせた。

「──主燈の消えたのは、人為じんいではない。怒るを止めよ。天命である。なんの魏延の科とがであるものか。静まれ、冷静になれ」

　そういってから孔明は床に仆れ伏した。──がまた、陣外の鼓こや鬨ときの声を聞くと、すぐがばと面おもてを上げ、

「こよいの敵の奇襲は、仲達がはやわが病の危篤を察して、その虚実をさぐらせんため、急に一手を差し向けて来たに過ぎまい。──魏延、魏延。すぐに出て馳け散らせ」

　悄気しょげていた魏延は、こう命ぜられると、日頃の猛気を持ち返して、あっとばかり躍り直して出て行った。

　魏延が陣前に現われると、さすがに鼓の音も鬨ときの声もいちどにあらたまった。攻守たちまち逆転して、魏兵は馳け散らされ、大将夏侯覇かこうはは馬を打って逃げ出していた。

　孔明の病状はこの時から精神的にもふたたび恢復を望み得なくなっていた。翌日、彼はその重態にもかかわらず姜維を身近く招いていった。

「自分が今日まで学び得たところを書に著あらわしたものが、いつか二十四編になっている。わが言も、わが兵法も、またわが姿も、このうちにある。今、あまねく味方の大将を見るに、汝をおいてほかにこれを授けたいと思う者はいない」

　手ずから自著の書巻を積んでことごとく姜維に授け、かつなお、

「後事の多くは汝に託しておくぞよ。この世で汝に会うたのは、倖せの一つであった。蜀の国は、諸道とも天嶮てんけん、われ亡なしとても、守るに憂いはない。ただ陰平いんぺいの一道には弱点がある。仔細に備えて国の破れを招かぬように努めよ」

　姜維きょういが涙にのみ暮れていると、

「楊儀ようぎを呼べ」

　と、孔明は静かにいいつけた。

　楊儀に対しては、

「魏延ぎえんは、後にかならず、謀反むほんするであろう。彼の猛勇は、珍重すべきだが、あの性格は困りものだ。始末せねば国の害をなそう。わが亡き後、彼が反そむくのは必定であるから、その時にはこれを開いてみれば自ら策が得られよう」

　と、一書を秘めた錦にしきの嚢ふくろを彼に託した。

　その夕方からまた容態が悪化した。しかし昏絶しては甦よみがえること数度で、幾日となく、同じ死生の彷徨ほうこう状態が続いた。

　五丈原から漢中へ、漢中から成都へと、昼夜のわかちなく駅次ぎの早馬も飛んでいた。

　蜀は遠い、待つ身の人々には、いや遠いここちがする。

「勅使のお下くだりに間に合うかどうか」

　人々の願いも今はそれくらいに止まっていた。誰もみな或るものを観念した。

　成都からは即刻、尚書僕射しょうしょぼしゃ李福りふくが下っていた。帝劉禅りゅうぜんのおどろきと優渥ゆうあくな勅を帯して夜を日に継いで急いでいるとは聞えていたが、──なおまだここ五丈原にその到着を見なかった。

　しかし幸いに、費褘ひいがなお滞在している。孔明は、われ亡き後は彼に嘱しょくするもの多きを思った。一日、その費褘を招いて懇ねんごろにたのんだ。

「後主劉禅の君も、はやご成人にはなられたが、遺憾ながら先帝のごときご苦難を知っていられない。故に世をみそなわすこと浅く、民の心を汲むにもうとく在おわすのはぜひもない。故に、補佐の任たる方々が心を傾けて、君の徳を高うし、社稷しゃしょくを守り固め、以て先帝のご遺徳を常に鑑かがみとして政治せられておれば間違いないと思う。才気辣腕らつわんの臣をにわかに用いて、軽率けいそつに旧ふるきを破り、新奇の政を布しくは危うい因もとを作ろう。予が選び挙げておいた人々をよく用い、一短あり一部欠点はある人物とてみだりに廃すてるようなことはせぬがいい。その中で馬岱ばたいは忠義諸人に超え、国の兵馬を託すに足る者ゆえ、いよいよ重く扱うたがいい。諸政の部門は卿けいがこれを統轄総攬とうかつそうらんされよ。またわが兵法の機密はことごとく姜維きょういに授けおいたから、戦陣国防の事は、まだ若しといえども、彼を信じて、その重責に当らすとも、決して憂うることはなかろう」

　以上の事々を、費褘ひいに遺言し終ってから孔明の面にはどこやら肩の重荷がとれたような清々すがすがしさがあらわれていた。




三



　日々、そうした容態のくり返されている或る朝のこと。孔明は何思ったか、

「予を扶たすけて、車にのせよ」と、左右の者へ云い出した。

　人々はあやしんで何処へお渡り遊ばすかと、訊ねた。すると孔明は、

「陣中を巡見する」といって、すでに起って、自ら清衣にあらためた。

　命旦夕たんせきに迫りながら、なおそれまでに、軍務を気にかけておられるのかと、侍医も諸臣も涙に袖そでを濡らした。

　千軍万馬を往来した愛乗の四輪車は推されて来た。孔明は白い羽扇うせんを持ってそれに乗り、味方の陣々を視みて巡まわった。

　この朝、白露は轍わだちにこぼれ、秋風は面おもてを吹いて、冷気骨に徹とおるものがあった。

「ああ。旌旗せいきなお生気あり。われなくとも、にわかに潰ついえることはない」

　孔明は諸陣をながめてさも安心したように見えた。そして帰途、瑠璃るりの如く澄んだ天を仰いでは、

「──悠久。あくまでも悠久」

　と、呟き、わが身をかえりみてはまた、

「人命何ぞ仮かすことの短き。理想何ぞ余りにも多き」

　と独り託かこって、嘆息久しゅうしていたが、やがて病室に帰るやすぐまた打ち臥して、この日以来、とみに、ものいうことばも柔かになり、そして眉から鼻色びしょくには死の相があらわれていた。

　楊儀をよんで、ふたたび懇ろに何か告げ、また王平、廖化りょうか、張翼、張嶷ちょうぎ、呉懿ごいなども一人一人枕頭に招いて、それぞれに後事を託するところがあった。

　姜維きょういにいたっては、日夜、側を離れることなく、起居たちいの世話までしていた。孔明は彼にむかって、

「几つくえをそなえ、香を焚たき、予の文房具を取り揃えよ」

　と命じ、やがて沐浴もくよくして、几前きぜんに坐った。それこそ、蜀の天子に捧ぐる遺表であった。

　認したため終ると、一同に向って、

「自分が死んでも、かならず喪もを発してはいけない。必然、司馬懿しばいは好機逸すべからずと、総力を挙げてくるであろうから。──こんな場合のために、日頃から二人の工匠たくみに命じて、自分は自分の木像を彫らせておいた。それは等身大の坐像だから車に乗せて、周まわりを青き紗しゃをもっておおい、めったな者を近づけぬようにして、孔明なお在りと、味方の将士にも思わせておくがいい。──然る後、時を計って、魏勢の先鋒を追い、退路を開いてから後、初めて、わが喪もを発すれば、おそらく大過なく全軍帰国することを得よう」

　と、訓おしえ、しばらく呼吸をやすめていたが、やがてなおこう云い足した。

「──予の坐像を乗せた喪車もしゃには、座壇の前に一盞さんの燈明をとぼし、米七粒、水すこしを唇くちにふくませ、また柩ひつぎは氈車せんしゃの内に安置して汝ら、左右を護り、歩々粛々しゅくしゅく、通るならば、たとえ千里を還るも、軍中常の如く、少しも紊みだれることはあるまい」

　と云いのこした。

　さらに、退路と退陣の法を授け、語をむすぶにあたって、

「もう何も云いおくことはない。みなよく心を一つにして、国に報じ、職分をつくしてくれよ」

　人々は、流涕りゅうていしながら、違背なきことを誓った。

　たそがれ頃、一時、息絶えたが、唇に、水をうけると、また醒さめたかのごとく、眼をみひらいて、宵闇の病床から見える北斗星のひとつを指さして、

「あれ、あの煌々こうこうとみゆる将星が、予の宿星である。いま滅前の一燦さんをまたたいている。見よ、見よ、やがて落ちるであろう……」

　いうかと思うと、孔明その人の面は、たちまち白蝋びゃくろうの如く化して、閉じた睫毛まつげのみが植え並べたように黒く見えた。

　黒風一陣、北斗は雲に滲にじんで、燦さんまた滅、天ただ啾々しゅうしゅうの声のみだった。




四



　孔明の死する前後を描くにあたって、原書三国志の描写は実に精細を極めている。そしてその偉大なる「死」そのものの現実を、あらゆる意味において詩化している。

　この国にあるところの不死の観念と、やがて日本の詩や歌や「もののあわれ」に彩いろどられた人々の生死観とでは、もちろん大きな相違があるが、とまれ諸葛孔明しょかつこうめいの死に対しては、当時にあってもその蜀人たると魏人たるを問わず、何らか偉大なる霊異りょういに打たれたことは間違いなく、そして原三国志の著者までが、何としても彼を敢あえなく死なすに忍びなかったようなものが、随所その筆ぶりにもうかがわれるのである。

　たとえば、孔明が最後に北斗を仰いで、自己の宿星を指さし、はやその命落ちんと云い終って息をひきとった後にも、なお、その後から成都の勅使李福りふくが着いたことになっていて、勅使と聞くや、孔明はふたたび目をひらいて、次のようなことばを奉答しているというような条くだりも、そうした筆者の愛惜あいせきの余りから出ているものと思われるのである。──が、ここではむしろ、その不合理などを問わず原書のままを訳しておくことにする。そのほうが千七百年前から今日まで、孔明の名とともにこの書を愛しこの書を伝え来った民族のこころを理解するにも良いと訳者にも考えられるからである。

　──勅使と聞いて、ふたたび目をみひらいた孔明は、李福を見てこういったという。

「国家の大事を誤ったものは自分だ。慙愧ざんきするのほかお詫びすることばもない……」

　それからまた、こう訊ねたという。

「臣亮りょうの亡き後は、誰を以て丞相じょうしょうの職に任ぜんと……陛下には、それをば第一に、勅使を以て、ご下問になられたことであろう。われ亡き後は、蒋琬しょうえんこそ、丞相たるの人である」

　李福が、かさねて、

「もし蒋琬がどうしてもお受けしない時は誰が適任でしょう」

「費褘ひいがよい」

　と答え、李福がさらに、次のことを訊ねると、もう返辞がなかった。

　諸人が近づいてみると、息絶えて、まったく薨こうじていたというのである。

　時は蜀の建興十二年秋八月二十三日。寿じゅ五十四歳。

　これのみは、多くの史書も演義の類書もみな一致している。人寿五十とすれば、短命とはいえないかも知れないが、孔明の場合にあっては実に夭折わかじにであったようなここちがする。

　彼の死は、蜀軍をして、空しく故山に帰らしめ、また以後の蜀の国策も、一転機するのほかなきに至ったが、個人的にも、ずいぶん彼の死の影響は大きかったらしい。

　蜀の長水校尉ちょうすいこういをしていた廖立りょうりゅうという者は、前から自己の才名を恃たのんで、

（孔明がおれをよく用もちいないなんていうのは、人を使う眼のないものだ）

　などと同僚にも放言していたくらいな男だが、その覇気はきと自負が過ぎるので、孔明は一時彼の官職を取り上げ、汶山ぶんざんという僻地へ追って謹慎を命じておいた。

　この廖立は、孔明の死を聞くと自己の前途を見失ったように嘆いて、

　──吾ワレ終ツイニ袵エリヲ左ニセン

　といったということである。

　またさきに梓潼郡しどうぐんに流されていた前軍需相の李厳も、

「孔明が生きてあらん程には、いつか自分も召し還されることがあろうと楽しんでいたが、あの人が亡くなられては、自分が余命を保っている意味もない」

　といって、その後ほどなく、病を得て死んだといわれている。

　とにかく、彼の死後は、しばらくの間、天地も寥々りょうりょうの感があった。ことに、蜀軍の上には、天愁うれい地悲しみ、日の色も光がなかった。

　姜維きょうい、楊儀ようぎたちは、遺命に従ってふかく喪もを秘し、やがて一営一営静かに退軍の支度をしていた。




死しせる孔明こうめい、生いける仲達ちゅうたつを走はしらす
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　一夜、司馬懿しばいは、天文を観て、愕然がくぜんとし、また歓喜してさけんだ。

「──孔明は死んだ！」

　彼はすぐ左右の将にも、ふたりの息子にも、昂奮して語った。

「いま、北斗を見るに、大なる一星は、昏々こんこんと光をかくし、七星の座は崩くずれている。こんどこそ間違いはない。今夕こんせき、孔明は必ず死んだろう」

　人々は急に息をひそめた。敵ながらその人亡なしと聞くと何か大きな空うつろを抱かせられたのである。仲達もまさにその一人だったが、老来いよいよ健けんなるその五体に多年の目的を思い起すや、勃然ぼつぜんと剣を叩いて、

「蜀軍に全滅を加えるは今だ。──準備を伝えろ。総攻撃を開始する」

　司馬師、司馬昭の二子は、父の異常な昂奮に、却かえって二の足をふんだ。

「ま。お待ちなされませ」

「なぜ止めるか」

「この前の例もあります。孔明は八門遁甲とんこうの法を得て、六丁ちょう六甲こうの神しんをつかいます。或いは、天象に奇変を現わすことだってできない限りもありません」

「ばかな。愚眼を惑まどわして、風雨を擬ぎし、昼夜の黒白をあやまらす術はあっても、あのあきらかな星座を変じることなどできるものではない」

「でも、いずれにしろ、孔明が死んだとすれば、蜀軍の破れは必至でしょう。慌てるには及びません。まず夏侯覇かこうはにお命じあって、五丈原の敵陣をうかがわせては如何ですか」

　これは息子たちの云い分のほうが正しいように諸将にも聞えた。息子自慢の司馬懿しばいは、息子たちにやり込められると、むしろうれしいような顔つきをした。

「む、む。……なるほど。それも大きにそうだ。では夏侯覇、敵にさとられぬように、そっと蜀軍の空気を見さだめて来い」

　夏侯覇は、命を奉じて、わずか二十騎ほどを連れ、繚乱りょうらんの秋暗くらく更たけた曠野の白露はくろを蹴って探りに行った。

　蜀陣の外廓線がいかくせんは、魏延ぎえんの守るところであったが、ここの先鋒部隊では、魏延を始めまだ誰も孔明の死を知っていなかった。

　ただ魏延はゆうべ変な夢を見たので、今日は妙にそれが気になっていた。けれどちょうど午ひる頃ぶらりと訪ねてきた友達の行軍こうぐん司馬趙直ちょうちょくが、

「それは吉夢じゃないか。気にするに当らんどころか、祝ってもいいさ」

　と云ってくれたので、大いに気をよくしていた所である。

　彼が見た夢というのは、自分の頭に角つのが生えたという奇夢であった。

　それを趙直に話したところ、趙直は非常に明快に夢占ゆめうらを解いてくれた。

「麒麟きりんの頭にも角つのがある。蒼龍そうりゅうの頭にも角はある。凡下ぼんげの者が見るのは凶になるが、将軍のような大勇才度のある人が見るのは実に大吉夢といわねばならん。なぜならばこれを卦けについて観るならば、変化昇騰へんかしょうとうの象かたちとなるからだ。按ずるに将軍は今から後、かならず大飛躍なされるだろう。そして位くらい人臣を極めるにちがいない」

　ところが、この趙直は、そこから帰る途中、尚書の費褘ひいに出会っている。そして、費褘から、

「どこへ行ったか」と、訊かれたので、ありのまま、

「いま、魏延の陣所をちょっと覗いたところ、いつになく屈託顔くったくがおしているので、どうしたのかと訊くと、かくかくの夢を見たというので、夢判断をしてやって来たところだ」と答えた。

　すると費褘ひいは、重ねて訊ねた。

「足下の判断はほんとのことか」

「いやいや。実際は、はなはだ凶夢で、彼のためには憂うべきことだが、あの人間にそんな真実を話しても恨まれるだけのことだから、いい加減なこじつけを話してやったに過ぎない」

「では、どう凶わるいのか。その夢は」

「角という文字は、刀を用うと書く。頭に刀を用いるときは、その首が落ちるにきまっているじゃありませんか」

　趙直は笑って去った。




二



　立ち別れたが、費褘ひいはあわてて、趙直のほうへ戻って、もう一度、こういった。

「今のこと、誰にも云い給うな。たのむぞ」

「え。今のこととは」

「足下の語った魏延ぎえんの夢のはなしをだ」

「ああ、よいとも」

　趙直ちょうちょくに途中で会った顔はどこにも見せず、その夜、費褘ひいは魏延の陣所へ来て、彼と対談していた。

「今夕参ったのは、ほかでもない、昨夜ついにわが丞相は薨こうぜられました。そのご報告に来たわけです」

「えっ、ほんとか」

　日頃孔明を目の上の瘤こぶとしていた魏延も、さすがに驚愕してしばし茫然の態だった。

　──が、たちまち云い出した。

「いつ喪もを発するかね」

「喪はしばらく発するなかれとご遺言でありました」

「丞相に代って、軍権を執るものは誰となっておるな」

「楊儀に命ぜられました。また、兵法密書口伝くでんは、生前ことごとく姜維きょういに授けられたようで」

「あんな黄口児にか。……ま、それはいいが、楊儀はむしろ文官向きな人物ではないか。孔明亡なしといえども、なお魏延がおる。楊儀はただ柩ひつぎを守って国へ帰り、地を選んで葬りをなせばそれでいい。──五丈原頭の蜀軍は、かくいう魏延が統すべて、魏を打ち破ってみせよう。孔明ひとりがいなくなったからといって国家の大事を止むべきでない」

　たいへんな気焔きえんである。費褘ひいは少しも逆らわなかった。で、彼はいよいよ調子に乗って大言した。

「元来、初めから此方の献策を孔明が用いていれば、蜀軍は今頃はとうに長安を占領しているのさ。だが孔明は、由来俺が煙たくてならなかったのだ。葫芦谷ころこくではあやうく焼き殺される所だったからな。──しかしその彼が先に死んでしまった以上、恨みはいうまい。ただ、楊儀の下に従うことなどは魏延はいさぎよしとする所ではない。彼の如きは一長史ではないか。俺の官は、前軍征西大将軍南鄭侯なんていこうであった」

「ごもっともです。お気持はよくわかります」

「ご辺は俺を扶たすけるか」

「大いにお力になりましょう」

「百万の味方に勝まさる。では、誓書せいしょも書くな」

「もちろん書きましょう」

　欣然と、彼は盟書をかいて、魏延ぎえんに渡した。

「一献こん祝そう」

　魏延は、酒を出した。費褘は態ていよく杯をうけて、

「──が、お互いに、妄動もうどうは慎みましょう。司馬懿につけ込まれるおそれがありますから」

「それはもとより重要だ。しかし楊儀が不服を鳴らすだろうな」

「それは私から説きつけます」

「うまくやってくれ」

「お信じ下さい。首尾はいずれ後刻お沙汰します」

　費褘は本陣へ帰った。そしてなお悲愁の裡にある諸将を寄せて、

「丞相のおことばに違たがいなく、魏延は叛気はんき満々で、むしろこの時をよろこんでおるふうだ。この上は、ご遺言どおり姜維きょういを後陣として、われらもまた、制法に従って退陣にかかろうではないか」

　と、相談した。

　予定のことである。異議なくきまった。そこで極密ごくみつのうちに諸陣の兵を収め、万端ととのえおわって、翌夜しずかに総引揚げを開始した。

　一方の魏延は、首を長くして、費褘ひいの吉報を待っていたが、いっこう沙汰がないので、

「何としたことだ？　あの長袖ながそでは」と、その悠長にいらいらしていた。

　ふと、馬岱ばたいの顔を見たので、彼はその腹蔵のものを、馬岱に打ち明けた。すると馬岱は、

「いや、それは眉唾まゆつばですぞ。昨朝彼の帰るとき見ていたが、陣門から馬に飛びのるや否、ひどく大あわてに鞭をあてて行きましたからな」

「そんな挙動が見えたか」

「おそらく詐いつわりでしょう」

　ところへ、物見の者から、昨夜来、味方の本軍は総引揚げにかかって、すでに大半は退き、後陣の姜維きょういもはや退軍にかかっていると告げて来たので、魏延はいよいよ慌て出した。
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　もしこのままなお知らずにいれば彼は五丈原の前線に置き去りを喰うところであった。愕おどろきもし、憤いきどおりもして、魏延は拳こぶしを振った。

「費褘ひいの腐れ儒者め。よくもうまうまとおれを騙だまして、出し抜けを喰わせたな。うぬ。かならず素っ首を引き抜くぞ」

　まるで旋風つむじでも立つように、彼はたちまち号令して陣屋を畳ませ、馬具兵糧のととのえもあわただしく、すべてを打ち捨てて本軍のあとを追った。

　一面、魏陣のうごきはと見るに──さきに司馬懿しばいの命をうけて五丈原の偵察に出ていた夏侯覇かこうはは、馬も乗りつぶすばかり、鞭を打ち続けて帰ってきた。

　待ちかねていた司馬懿は、姿を見るやいなや訊ねた。

「どうであった？」

「どうも変です」

「変とは」

「蜀軍はひそかに引揚げの準備をしておるようです」

「さてこそ！」

　司馬懿は手を打って叫んだ。そしてそのふたつの巨おおきな眼にも快哉かいさいきわまるかの如き情をらんらんと耀かしながら、帷幕いばくの諸大将をぎょろぎょろ見まわしつつ、足をそばだててこう喚わめきまたこう号令を発した。

「孔明死す。孔明死せりか。──いまは速やかに残余の蜀兵を追いかけ追いくずし、鑓やりも刃も血に飽くまでそれを絶滅し尽す時だ。天なる哉かな、時なる哉、いざ行こう。いざ来い。出陣の鉦鼓しょうこ鉦鼓」

　と急せきたてた。

　銅鑼は鳴る。鼓こは響く。

　陣々、柵さくという柵、門という門から、旗もけむり、馬もいななき、あたかも堰せきを切って出た幾条いくすじもの奔流の如く、全魏軍、先を争って、五丈原へ馳けた。

「父上父上。壮者輩わかものばらにまじって、そんなにお急ぎになっても大丈夫ですか」

　ふたりの息子は、老父の余りな元気にはらはらしながら、絶えず左右に鐙あぶみを寄せて走っていた。

「何の、大丈夫じゃよ。司馬仲達はまだ老いん」

「いつもは、大事に大事をとられるお父上が、今度は何でこう急激なんですか」

「あたり前なことを問うな。魂こん落ちて、五臓みな損じた人間は、どんなことがあっても、再び生きてわが前に立つことはない。孔明のいない蜀軍は、これを踏みつぶすも、これを生捕るも、これを斬るも、自由自在だ。こんな痛快なことはない」

　夏侯覇がまた後ろでいった。

「都督都督。余りに軽々しくお進みあるな。先鋒の大将がもっと前方に出るまでしばらく御手綱おんたづなをゆるやかになし給え」

「兵法を知らぬ奴。多言を放つな」

　司馬懿は振り向いて叱りつけた。そして少しも奔馬の脚をゆるめようとしなかった。

　すでにして五丈原の蜀陣に近づいたので、魏の大軍は鼓躁こそうして一時になだれ入ったが、この時もう蜀軍は一兵もいなかった。さてこそあれと司馬懿はいよいよ心を急にして、師、昭の二子に向い、

「汝らは後陣の軍をまとめて後よりつづけ。敵はまださして遠くには退いておるまい。われ自ら捕捉して退路を断たん。後より来い」

　と、息もつかず追いかけて行った。

　するとたちまち一方の山間やまあいから闘志溌剌はつらつたる金鼓きんこが鳴り響いた。蜀軍あり、と叫ぶものがあったので、司馬懿が駒を止めてみると、まさしく一彪ぴょうの軍馬が、蜀江しょっこうの旗と、丞相旗じょうしょうきを振りかかげ、また、一輛の四輪車を真っ先に押して馳け向ってくる。

「や、や？」

　司馬懿は、仰天した。

　死せりとばかり思っていた孔明は白羽扇びゃくうせんを持ってその上に端坐している。車を護り繞めぐっている者は、姜維きょうい以下、手に手に鉄槍を持った十数人の大将であり、士気、旗色、どこにも陰々たる喪もの影は見えなかった。

「すわ、またも不覚。孔明はまだ死んでいない。──浅慮あさはかにもふたたび彼の計はかりごとにかかった。それっ、還れ還れっ」

　仲達は度を失って、馬に鞭打ち、にわかに後ろを見せて逃げ出した。
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「司馬懿、何とて逃げるか。反賊仲達、その首をさずけよ」

　蜀の姜維は、やにわに槍をすぐって、孔明の車の側から征矢そやの如く追ってきた。

　突然、主将たる都督仲達が、駒をめぐらして逃げ出したのみか、先駆の諸将も口々に、

　──孔明は生きている！

　──孔明なお在り！

　と、驚愕狼狽きょうがくろうばいして、我先に馬を返したので、魏の大軍は、その凄じい怒濤のすがたを、急激に押し戻されて、馬と馬はぶつかり合い、兵は兵を踏みつぶし、阿鼻叫喚あびきょうかんの大混乱を現出した。

　蜀の諸将と、その兵は、思うさまこれに鉄槌てっついを加えた。わけて姜維は潰乱する敵軍深く分け入って、

「司馬懿、司馬懿。どこまで逃げる気か。せっかく、めずらしくも出て来ながら、一槍もまじえず逃げる法はあるまい」

　と、鞍鐙くらあぶみも躍るばかり、馬上の身を浮かして、追いかけ追いかけ呼ばわっていた。

　仲達はうしろも見なかった。押し合い踏み合う味方の混乱も蹄ひづめにかけて、ただ右手めてなる鞭を絶え間なく、馬の尻に加えていた。身を鬣たてがみへ打ち俯ふせ、眼は空を見ず、心に天冥てんめいの加護を念じ、ほとんど、生ける心地もなく走った。

　だが、行けども行けども、誰か後ろから追ってくる気がする。そのうちおよそ五十里も駈け続けると、さしも平常名馬といわれている駿足もよろよろに脚がみだれて来た。口に白い泡ばかりふいて、鞭を加えられても、いたずらに一つ所に足掻あがいているように思われる。

「都督都督。我々です。もうここまで来れば大丈夫。そうおそれ遊ばすにはあたりません」

　追いついてきた二人の大将を見ると、それは敵にはあらで、味方の夏侯覇かこうは、夏侯威かこういの兄弟であった。

「ああ。汝らであったか……」

　と、仲達は初めて肩で大息をついたが、なおしたたる汗に老眼晦くらく霞かすんで半刻ほどは常の面色にかえらなかったと、後々まで云い伝えられた。

　実際、彼の顛倒てんとうした愕おどろきぶりは察するに余りあるものがある。彼においてすらそうであったから魏の大軍がうけた損傷は莫大だった。このとき夏侯覇兄弟は、

「蜀の勢は急激にまた退いたようですから、この際、お味方を立て直して、さらに猛追撃を試みられてはどうです」

　と、すすめたが、孔明なお在りと、一時に信じて恐怖していた司馬懿は、容易に意を決するに至らず、ついに全軍に対して引揚げを命じ自身も近道を取って、空しく渭水いすいの陣へ帰ってしまった。

　散走した諸将もやがて追々に集まり、逃散した近辺の百姓もぼつぼつ陣門に来ていろいろな説をなした。それらの者の報告を綜合してみると、大体次のような様子がようやく知れた。

　すなわち、蜀軍の大部分は、疾とく前日のうちに五丈原を去り、ただ姜維きょういの一軍のみが最後の最後まで踏み止まっていたものらしい。

　ことに、百姓達にいわせると、

「初めの日、蜀の軍が、夕方からたくさんに五丈原から西方の谷間に集まりました。そして白の弔旗ちょうきと黒い喪旗もきを立てならべ、一つの蓋霊車がいれいしゃを崇あがめて、人々の嘆き悲しむ声が夜明け頃まで絶えませんでした」と、目撃したその日の実情を口々に伝え、

「車の上の孔明も、青い紗しゃをめぐらしてありましたが、どうも木像のように思われました」

　とも語った。

　こう聞いて初めて司馬懿は孔明の死のやはり真実であったのをさとった。急に再び兵を発して長駆追ってみたが、すでに蜀軍の通ったあとには渺びょうとして一刷さつの横雲が山野をひいているのみだった。

「今は、追うも益はない。如しかず長安に帰って、予も久々で安臥あんがしよう」

　赤岸坡せきがんはから引っ返して、帰途、孔明の旧陣を見るに、出入りの趾あと、諸門衙営がえいの名残り、みな整々と法にかなっている。

　司馬懿は、低徊ていかい久しゅうして、在りし日の孔明を偲しのびながら、独りこう呟つぶやいたという。

「真に、彼や天下の奇才。おそらくこの地上に、再びかくの如き人を見ることはあるまい」




松まつに古今ここんの色いろ無なし
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　旌旗せいき色なく、人馬声なく、蜀山の羊腸ようちょうたる道を哀々あいあいと行くものは、五丈原頭のうらみを霊車に駕がして、空むなしく成都へ帰る蜀軍の列だった。

「ゆくてに煙が望まれる。……この山中に不審なことだ。誰か見てこい」

　楊儀ようぎ、姜維きょういの両将は、物見を放って、しばらく行軍を見合わせていた。道はすでに有名な桟道さんどうの嶮岨けんそに近づいていたのである。

　一報。二報。偵察隊は次々に帰ってきた。

　すなわち云う。この先の桟道を焼き払って、道を阻はばめている一軍がある。それは魏延ぎえんにちがいないと。

「さてこそ」

　姜維は扼腕やくわんしたが、楊儀は文吏ぶんりである。どうしようと色を失った。

「心配はない。日数はかかるが、槎山さざんの間道を辿たどれば、桟道によらず、南谷なんこくのうしろへ出られる」

　嶮岨、隘路あいろを迂回うかいして、全軍は辛くも南谷をふさいでいる魏延軍のうしろへ出た。

　途上から、楊儀はこの顛末てんまつを、成都へ報じた。ところが、その前に、魏延からも、上表がとどいていた。

（楊儀、姜維の徒が、丞相薨こうぜられるや、たちまち、兵権を横奪おうだつして、乱を企てておるので、自分は彼らを討つ所存である）

　というのが魏延からの上奏文であり、後から届いた楊儀の上表には、それとはまったく反対な実状が訴えられてきた。

　孔明の訃ふが報じられて、成都宮の内外は、哀号あいごうの声と悲愁の思いに閉じられ、帝劉禅りゅうぜんも皇后も日夜かなしみ嘆いていた折なので、この直後の変に対しても、いかに裁いてよいか、判断にも迷った。

　すると蒋琬しょうえんが、こう云ってなぐさめた。

「丞相遠く出られる日より、ひそかに魏延ぎえんの叛骨はんこつは憂いのたねとしておられました。平素その活眼ある丞相のことゆえ、必ずや死後のおもんぱかりをなして、何らかの策を楊儀らに遺のこして逝いったにちがいありません。しばらく、次の報らせをお待ちあそばしませ」

　蒋琬の言はさすがによく事態をみ、孔明の遺志を知るものでもあった。

　魏延は手勢数千をもって、桟道さんどうを焼き落し、南谷を隔てて、

「楊儀ようぎや姜維きょういに一泡吹かせてくれん」と、構えていたものだが、何ぞ知らん、その相手が間道づたいにうしろへ迫っていたことに気づかなかった。

　必然、彼の旺さかんなる覇気叛骨はきはんこつも、一敗地にまみれ去った。手勢の大半は、千仭じんの谷底へ追い落しを喰い、残余の兵をかかえて、命からがら逃げのびた。

　かかる中にも慌てず騒がず、彼に従ってしかもなお無疵むきずの精兵を部下に持っていたのはかの馬岱ばたいだった。

　魏延はかつて彼に加えた我意傲慢がいごうまんもわすれて今は馬岱をたのみにして諮はかった。

「どうしよう。いっそのこと、魏の国へ逃げこんで、曹叡そうえいに降ろうか」

「何たるお気の小さいことをいわるるか。東西両川りょうせんの人士はみな孔明なくんば魏延こそ蜀の将来を担う者と嘱目しょくもくしていたのではありませんか。またあなたもその自負信念があればこそ桟道を焼いたのでしょう」

「そうだ。もとよりそうであったが……」

「なぜ初志を貫徹なさらないのですか。及ばずながら馬岱ばたいもおりますのに」

「貴公もあくまで行動を共にしてくれるか」

「ひとたび一つ旗の下に陣夢を結んだ宿縁からもあなたを離れるようなことはいたしません」

「有難い。さらば南鄭なんていへ襲よせかけよう」

　と、兵備をあらためて、そこへ急襲に向った。

　南谷を渡って、魏延に一痛打を加え去った楊儀、姜維きょういらは、先を急いでその霊車を南鄭城なんていじょうの内に安んじ、さて殿軍しんがりが着くのを待って、魏延のうごきを訊いていたところであった。

「──なに。なおまっしぐらにこれへ攻めてくるとか。小勢とはいえ、蜀中一の勇猛、加うるに、馬岱も彼を助けておる。油断はなりませぬぞ」

　姜維がかく戒いましめると、楊儀の胸には、この時とばかり、思い出されたものがある。それは孔明が臨終の折、自分に授けて、後日、魏延に変あるとき見よ、と遺言して逝いった──あの錦の嚢ふくろであった。
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　嚢ふくろの中には一書が納められてあった。孔明の遺筆たるはいうまでもない。封の表には、

　──魏延、叛はんを現わし、その逆を伐つ日まではこれを開いて秘力を散ずるなかれ。

　と、したためてある。

　楊儀と姜維きょういは嚢中のうちゅうの遺計が教える所に従って、急に作戦を変更した。すなわち閉じたる城門を開け放ち、姜維は銀鎧ぎんがい金鞍きんあんという武者振りに、丹槍たんそうの長きを横にかかえ、手兵二千に、鼕々とうとうと陣歌を揚げさせて、城外へ出た。

　魏延は、はるかにそれを見、同じく雷鼓らいこして陣形を詰めよせて来た。やがて漆黒しっこくの馬上に、朱鎧しゅがい緑帯りょくたいし、手に龍牙刀りゅうがとうをひっさげて、躍り出たる者こそ魏延だった。

　味方であった間は、さまでとも思えなかったが、こうして敵に廻してみると、何さま魁偉かいいな猛勇に違いない。姜維も並ならぬ大敵と知って、心中に孔明の霊を念じながら叫んだ。

「丞相の身も未だ冷えぬうちに、乱を謀たくらむほどな悪党は蜀にはいない筈だ。日頃を悔いて自ら首を、霊車に供え奉りに来たか」

「笑わすな、姜維」

　魏延は、唾つばして軽くあしらった。

「まず、楊儀を出せ、楊儀からさきに片づけて、然る後、貴様の考え次第ではまた対手あいてにもなってやろう」

　すると、後陣の中からたちまち楊儀が馬をすすめて来た。

「魏延！　野望を持つもいいが、身の程を量はかって持て。一斗の瓶かめへ百斛こくの水を容れようと考える男があれば、それは馬鹿者だろう」

「おっ、おのれは楊儀だな」

「口惜しくば天に誓ってみよ。──誰が俺を殺し得んや──と」

「なにを」

「──誰が俺を殺し得んやと、三度叫んだら、漢中はそっくり汝に献じてくれる。いえまい、それほどな自信は叫べまい」

「だまれ、孔明すでに亡き今日、天下に俺と並び立つ者はない。三度はおろか何度でもいってやろう」

　魏延は馬上にそりかえって大音をくり返した。

「誰か俺を殺し得んや。──誰か俺を殺し得んや。──おるなら出て来いっ」

　すると、彼のすぐうしろで、大喝だいかつが聞えた。

「ここにいるのを知らぬか。──それっ、この通り殺してやる」

「あっ？」

　振り向いた頭上から、戛然かつぜん、一閃せんの白刃がおりてきた。どうかわす間も受ける間もない。魏延の首は血煙を噴いてすッ飛んだ。

　わあっ──と敵味方とも囃はやした。血刀のしずくを振りつつ、すぐ楊儀と姜維きょういの前へ寄ってきたのは、馬岱ばたいであった。

　孔明の生前に、馬岱は秘策をうけていた。魏延の叛意はその部下全部の本心ではないので、兵はみな彼と共に帰順した。

　かくて、孔明の霊車は、無事に成都へ着いた。四川しせんの奥地はすでに冬だった。蜀宮雲低く垂れて涙恨るいこんをとざし、帝劉禅りゅうぜん以下、文武百官、喪服もふくして出迎えた。

　孔明の遺骸は、漢中の定軍山ていぐんざんに葬られた。宮中の喪儀や諸民の弔祭ちょうさいは大へんなものだったが、定軍山の塚は、故人の遺言によって、きわめて狭い墓域に限られ、石棺中せっかんちゅうには時服一着を入れたのみで、当時の慣例としては質素極まるものだったという。

「身は死すともなお漢中を守り、毅魄きはくは千載ざいに中原ちゅうげんを定めん」となす、これが孔明の遺志であったにちがいない。

　蜀朝、諡おくりなして、忠武侯という。廟中には後の世まで、一石琴せっきんを伝えていた。軍中つねに愛弾あいだんしていた故人の遺物かたみである。一掻そうすれば琴韻清越きんいんせいえつ、多年干戈剣戟かんかけんげきの裡うちにも、なお粗朴なる洗心と雅懐がかいを心がけていた丞相その人の面影を偲しのぶに足るといわれている。

　渺茫びょうぼう千七百年、民国今日の健児たちに語を寄せていう者、豈あにひとり定軍山上の一琴きんのみならんやである。「松ニ古今ノ色無シ」相響き相奏かなで、釈然と醒さめきたれば、古往今来すべて一色、この輪廻りんねと春秋の外ではあり得ない。


篇外余録






諸葛菜しょかつさい
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　三国鼎立ていりつの大勢は、ときの治乱が起した大陸分権の自然な風雲作用でもあったが、その創意はもともと諸葛孔明しょかつこうめいという一人物の胸底から生れ出たものであることは何としても否いなみがたい。まだ二十七歳でしかなかった青年孔明が、農耕の余閑、草廬そうろに抱いていた理想の実現であったのである。時に、三顧こして迎えた劉玄徳りゅうげんとくの奨意しょういにこたえ、いよいよ廬ろを出て起たんと誓うに際して、

「これを以てあなたの大方針となすべきでしょう。これ以外に漢朝復興の旗幟きしを以て中原ちゅうげんに臨む道はありますまい」

　と、説いたものが実にその発足ほっそくであったわけだ。

　そして遂に、その理想は実現を見、玄徳は西蜀せいしょくに位置し、北魁ほくぎの曹操そうそう、東呉とうごの孫権そんけんと、いわゆる三分ぶん鼎立ていりつの一時代を画するに至ったが、もとよりこれが孔明の究極の目的ではない。

　孔明の天下の三分の案は、玄徳が初めからの志望としている漢朝統一への必然な過程として選ばれた道であった。

　しかし、この中道において、玄徳は世を去り幼帝みなしごの将来とともに、その遺業をも挙げて、

　──すべてをたのむ。

　と、孔明に託して逝いったのである。孔明の生涯とその忠誠の道は、まさにこの日から彼の真面目しんめんもくに入ったものといっていい。

　遺孤みなしごの寄託、大業の達成。──寝ても醒めても「先帝の遺詔いしょう」にこたえんとする権化ごんげのすがたこそ、それからの孔明の全生活、全人格であった。

　ゆえに原書「三国志演義」も、孔明の死にいたると、どうしても一応、終局の感じがするし、また三国争覇そのものも、万事休やむ──の観なきを得ない。

　おそらくは読者諸氏もそうであろうが、訳者もまた、孔明の死後となると、とみに筆を呵かす興味も気力も稀薄となるのを如何いかんともし難い。これは読者と筆者たるを問わず古来から三国志にたいする一般的な通念のようでもある。

　で、この迂著うちょ三国志は、桃園とうえんの義盟以来、ほとんど全訳的に書いてきたが、私はその終局のみは原著にかかわらず、ここで打ち切っておきたいと思う。即ち孔明の死を以て、完尾としておく。

　原書の「三国志演義」そのままに従えば、五丈原以後──「孔明計ハカリゴトヲ遺ノコシテ魏延ヲ斬ラシム」の桟道さんどう焼打ちのことからなお続いて、魏帝曹叡そうえいの栄華期と乱行らんぎょうぶりを描き、司馬父子の擡頭たいとうから、呉の推移、蜀破滅、そして遂に、晋しんが三国を統一するまでの治乱興亡をなお飽くまでつぶさに描いているのであるが、そこにはすでに時代の主役的人物が見えなくなって、事件の輪郭りんかくも小さくなり、原著の筆致もはなはだ精彩を欠いてくる。要するに、龍頭蛇尾りゅうとうだびに過ぎないのである。

　従って、それまでを全訳するには当らないというのが私の考えだが、なお歴史的に観て、孔明歿後ぼつごの推移も知りたいとなす読者諸氏も少なくあるまいから、それはこの余話の後章に解説することにする。

　それよりも、原書にも漏れている孔明という人がらについて、もっと語りたいものを多く残しているように、私には思える。それも演義本にのみよらず、他の諸書をも考合こうごうして、より史実的な「孔明遺事こうめいいじ」ともいうべき逸話や後世の論評などを一束いっそくしておくのも決して無意義ではなかろう。それを以てこの「三国志」の完結の不備を補おぎない、また全篇の骨胎こったいをいささかでも完まったきに近いものとしておくことは訳者の任でもあり良心でもあろうかと思われる。

　以下そのつもりで読んでいただきたい。
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　布衣ほいの一青年孔明の初めの出現は、まさに、曹操そうそうの好敵手として起った新人のすがたであったといってよい。

　曹操は一時、当時の大陸の八分までを席巻して、荊山楚水けいざんそすいことごとく彼の旗をもって埋め、

「呉の如きは、一水の長江に恃たのむ保守国のみ。流亡りゅうぼうこれ事としている玄徳の如きはなおさらいうに足らない」

　とは、その頃の彼が正直に抱いていた得意そのものの気概であったにちがいなかろう。

　それを彗星すいせいの如く出でて突如挫折ざせつを加えたものが孔明であった。また、着々と擡頭たいとうして来た彼の天下三分策の動向だった。

　曹操が自負満々だった魏の大艦船団が、烏林うりん、赤壁せきへきにやぶれて北に帰り、次いでまた、玄徳が荊州を占領したと聞いたとき、彼は何か書き物をしていたが、愕然がくぜん、耳を疑って、

「ほんとか？」

　と、筆を取り落したということは、魯粛伝ろしゅくでんにも記載されているし、有名な一挿話となっているが、それをみても如何に彼が、無敵曹氏の隆運を自負しきっていたかが知れる。

　しかも以後、

（劉備りゅうび麾下きかに青年孔明なるものがある）を、意識させられてからというものは、事ごとに、志とたがい、さしもの曹操もついに、身の終るまで、自己の兵を、一歩も江漢へ踏み入らせることができなかった。

　──とはいえ、曹操という者の性格には、いかにも東洋的英傑の代表的な一塑像そぞうを見るようなものがある。その風貌ばかりでなくその電撃的な行動や多感な情痴と熱においても、まことに英雄らしい長所短所の両面を持っていて、「三国志」の序曲から中篇までの大管絃楽は絶えず彼の姿によって奏されているというも過言でない。

　劇的には、劉備、張飛、関羽の桃園義盟とうえんぎめいを以て、三国志の序幕はひらかれたものと見られるが、真の三国史的意義と興味とは、何といっても、曹操の出現からであり、曹操がその、主動的役割をもっている。

　しかしこの曹操の全盛期を分水嶺として、ひとたび紙中に孔明の姿が現われると、彼の存在もたちまちにして、その主役的王座を、ふいに襄陽じょうよう郊外から出て来たこの布衣ほいの一青年に譲らざるを得なくなっている。

　ひと口にいえば、三国志は曹操に始まって孔明に終る二大英傑の成敗争奪の跡を叙じょしたものというもさしつかえない。

　この二人を文芸的に観るならば、曹操は詩人であり、孔明は文豪といえると思う。

　痴ちや、愚や、狂に近い性格的欠点をも多分に持っている英雄として、人間的なおもしろさは、遥かに、孔明以上なものがある曹操も、後世久しく人の敬仰けいぎょうをうくることにおいては、到底、孔明に及ばない。

　千余年の久しい時の流れは、必然、現実上の両者の勝敗ばかりでなく、その永久的生命の価値をもあきらかに、曹操の名を遥かに、孔明の下に置いてしまった。

　時代の判定以上な判定はこの地上においてはない。

　ところで、孔明という人格を、あらゆる角度から観ると、一体、どこに彼の真があるのか、あまり縹渺ひょうびょうとして、ちょっと捕捉できないものがある。

　軍略家、武将としてみれば、実にそこに真の孔明がある気がするし、また、政治家として彼を考えると、むしろそのほうに彼の神髄しんずいはあるのではないかという気もする。

　思想家ともいえるし、道徳家ともいえる。文豪といえば文豪というもいささかもさしつかえない。

　もちろん彼も人間である以上その性格的短所はいくらでも挙げられようが、──それらの八面玲瓏れいろうともいえる多能、いわゆる玄徳が敬愛おかなかった大才というものはちょっとこの東洋の古今にかけても類のすくない良元帥りょうげんすいであったといえよう。

　良元帥。まさに、以上の諸能を一将の身にそなえた諸葛しょかつ孔明こそ、そう呼ぶにふさわしい者であり、また、真の良元帥とは、そうした大器でなくてはと思われる。

　とはいえ、彼は決して、いわゆる聖人型の人間ではない。孔孟の学問を基本としていたことはうかがわれるが、その真面目はむしろ忠誠一図な平凡人というところにあった。
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　彼がいかに平凡を愛したかは、その簡素な生活にも見ることができる。

　孔明がかつて、後主こうしゅ劉禅りゅうぜんへささげた表ひょうの中にも、日頃の生活態度を、こう述べている。

──成都ニ桑ソウ百株シュ、薄田ハクデン十五頃ケイアリ。

子弟ノ衣食、自オノズカラ余饒ヨジョウアリ。臣ニ至リテハ、外ニ任アリ。別ノ調度ナク、身ニ随シタガウノ衣食、悉コトゴトク官ニ仰ゲリ。別ニ生ヲ治メテ以テ尺寸ヲ長ズルナシ。モシ臣死スルノ日ハ、内ニ余帛ヨハクアリ、外ニ贏財エイザイアラシメテ、以テ、陛下ニ背ソムカザル也。


　枢要な国務に参与する者の心構えの一つとして、孔明はこれを生活にも実践したものであろう。後漢以来、武臣銭ぜにを愛すの弊風は三国おのおのの内にも跡を絶たなかったものにちがいない。

　無私忠純の亀鑑きかんを示そうとした彼の気もちは表の辞句以外にもよくあらわれている。

　彼は清廉せいれんであるとともに、正直である。兵を用いるや神算鬼謀しんさんきぼう、敵をあざむくや表裏不測ふそくでありながら、軍いくさを離れて、その人間を観るときは、実に、愚ぐともいえるほど正直な道をまっすぐに歩いた人であった。

　子のように愛していた馬謖ばしょくを斬ったなども、そのあらわれの一つといえるし、また、劉玄徳が死に臨んで、

「遺孤みなしごの身も、国の後事も、一切をあげて託しておくが、もし劉禅が暗愚あんぐで蜀の帝王たるの資質がないと卿けいが観るならば、卿が帝位に即ついて、蜀を取れ」

　と、遺言したにかかわらず、彼は毛頭そんな野心は抱かなかった。

　だから晩年、年を次いでの北伐遠征には、ずいぶん孔明に従って行った将士が、他山の屍しかばねとなって帰らなかったが、蜀中の戦死者の遺族も、決して、彼にたいして怨嗟えんさしなかった。

　のみならず、孔明の死に会うや、蜀の百姓は、廟びょうを立て、碑ひを築き、彼の休んだ址あとも、彼の馬をつないだ木も、一木一石の縁、みな小祠しょうしとなって、土民の祭りは絶えなかった。

　また、彼は内政と戦陣にかかわらず、賞罰には非常に厳しかったので、彼のために左遷させんさせられたり逼塞ひっそくしたものもずいぶんあったが、すべて彼の「私なき心」には怨む声もなく、かえって孔明の死後には、そうした人々までが、

「──再び世に出る望みを失った」

　と、みな嘆いているほどである。

「いやしくも一国の宰相でありながら、夜は更けて寝いね、朝は夙つとに起きいで、時務軍政を見、その上、細かい人事の賞罰までにいちいち心を労つかい過ぎているのは、真の大器量でないし、また、蜀にも忠に似てかえって忠に非ざるものである」

　という彼への論評などもないではなく、後世の史家は、そのほかにもいろいろ孔明の短所をかぞえあげているが、要するに、国を憂いて痩躯そうくを削り、その赤心も病み煩わずらうばかり日々夜々の戦いに苦闘しつつあった古人を、後世のご苦労なしの文人や理論家が、暖衣飽食だんいほうしょくしながら是々非々ぜぜひひ論じたところで、それはことばの遊戯以外の何ものでもないのである。いわんや晩年数次にわたる北魏ほくぎ進撃と祁山きざん滞陣中の労苦とは、外敵の強大なばかりでなく、絶えず蜀自体の内にさまざまな憂うべきものが蔵されておったような危機に於てをやである。

　思うに、孔明はまったく、その体が二つも三つも欲しかったろう。或いは、その天寿を、もう十年とも、思ったであろうと察しられる。

　やはり彼の真の知己は、無名の民衆にあったといえよう。今日、中国各地にのこっている──駐馬塘ちゅうばとうとか、万里橋ばんりきょうとか、武侯坡ぶこうはとか、楽山らくざんとか称よんでいる地名の所はみな、彼が詩を吟じた遺跡だとか、馬をつないだ堤だとか、人と相別れた道だとかいう語り伝えのあるところである。そういう純朴な思慕の中にこそ、むしろ彼の姿はありのままに、また悠久に、春秋の時をも超えて残されていると思う。
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　──しかし、ただ困るのは、民間の余りな彼への景仰けいこうは、時には度がすぎて、孔明のすべてを、ことごとく神仙視してしまうことである。

　その二、三の例をあげると。

　──孔明の女むすめは雲に乗って天に上った。それが葛女祠かつじょしとして祭られたものだ。「朝真ちょうしん観記記事」

　──木牛流馬もくぎゅうりゅうばは入神の自動器械で、人の力を用いず自ひとりでに走った。「戎州志じゅうしゅうし」

　──彼は時計も作った。その時計は、毎更まいこうに鼓こを鳴らし、三更になると、鶏の声を三唱する。「華夷考かいこう」

　──孔明の用いた釜は今でも水を入れるとひとりでにすぐ沸わく。「丹鉛録たんえんろく」

　──孔明の墳つかのある定軍山に雲がおりると今でもきっと撃鼓げきこの声がする。漢中の八陣の遺蹟には、雨がふると、鬨ときの声が起る。「干宝晋記かんほうしんき」

　そのほか探せば数限りないほどこの類たぐいの口碑伝説こうひでんせつはたくさんある。純朴愛すべきものもあるが、中には滑稽でさえあるのもある。「三国志演義」の原著書は、史実と伝説とを、充分に知悉ちしつしていながら、しかも多分にそういう土語民情の中に伝えられている孔明の姿をも取り容れて、さらにそれを文学的に神仙化しているのである。彼の兵略戦法を語るに、六丁ちょう六甲こうの術を附し、八門遁甲とんこうの鬼変を描写している件くだりなどはみなそうであるし、わけて天文気象に関わることは、みな中国の陰陽いんよう五行ぎょうと星暦せいれきに拠ったものである。

　けれど五行観ぎょうかんも、宿星学しゅくせいがくも、これは根深く、黄土大陸の庶民に、久しい間信ぜられていた根本の宇宙観であり、それと結ばれていた人生観でもあったのだから、これを否定しては、「三国志演義」は成り立たないことになる。またかくの如く民衆のあいだに長く読み伝えられてもこなかったにちがいない。──で、私のこの新訳「三国志」も、そういう箇所にかかる度、すくなからず苦労が伴った。近代の読書人に対しては何としても余りに怪力乱神の奇異を語るに過ぎなくなるからである。ただその点において救われ得る道は、ただ一つ詩化あるのみであった。その点は原書も大いに意を用いたらしく思われるが、私の場合も、一種の民族的詩劇を描くつもりで書いていった。同時に、そうした妖あやしき粉彩ふんさいも音楽も、背景も一切削除するなく、原書のまま書きすすめた。

　ちと横道へそれたが、中国の民衆が、時経つほど、いかに孔明を神仙視したかという話では、唐代になってからでも、こんな挿話がひろく行われていたのを見てもわかる。

　──唐ノ頃、盗トウアリ、先主ノ墳ツカヲ発アバク。盗トウ数名。斉ヒトシク入リシニ、人アリ、燈下ニ対シテ碁ゴヲ囲ムモノ両人、側ニ侍衛ジエイスルモノ十数名ヲ見ル。

　盗、怖レテ拝ス。其時ソノトキ、座ノ一人、顧ミテ盗ニ曰ク。汝等、能ク飲ムカト。

　而シテ、各〻ニ美酒一杯ヲ飲マセ、マタ玉帯数条ヲ出シテ頒ワケ与アトウ。

　盗、畏震イシンシテ、速ヤカニ坑アナヲ出デ、相顧ミテ、モノヲ云ワントスレバ、唇クチハ皆、漆ウルシニ閉ジラレテ開カズ、手ノ玉帯ヲ見レバ、各〻、怖ロシゲナル巨蛇キョダヲ掴ツカミテアリシト。後ニ里人ニ問エバ、此陵コノリョウハ諸葛ショカツ武侯ガ造ル所ノモノナリト曰イウ。


　これは「談叢だんそう」という一書のうちに見える記事である。

　書物の話が出たついでに孔明の著作についていえば、兵書、経書、遺表の文章など、彼の筆になるものと伝えられるものはかなりある。しかし、多くは後人の編志、或いは代作が多いことはいうまでもない。

　そのうちでも代表的な孔明流の兵書と称する「諸葛亮しょかつりょう五法五巻」などは日本にも伝わって、後のわが楠流くすのきりゅう軍学や甲州流そのほかの兵学書などと同列しているが、もとより信じられるものではない。

　彼が、陣中でよく琴ことを弾じていたということから「琴経きんきょう」という琴の沿革や七絃の音譜おんぷを書いた本も残されている。真偽は知らないが、孔明が多趣味な風流子であったことは事実に近いようである。「歴代名書譜」にも、

　──諸葛武侯父子、皆画ガヲ能ヨクス。

　と見えるし、その他の書にも、孔明が画に長じていたことはみな一致して記載している。しかしその画と信じ得るようなものはもちろん一作も伝わってはいない。
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　何事にも、几帳面きちょうめんだったことは、孔明の一性格であったように思われる。

　孔明が軍馬を駐屯ちゅうとんした営塁えいるいのあとを見ると、井戸、竈かまど、障壁しょうへき、下水などの設計は、実に、縄墨じょうぼくの法にかなって、規矩きく整然たるものであったという。

　また、官府、次舎、橋梁、道路などのいわゆる都市経営にも、第一に衛生を重んじ、市民の便利と、朝門の威厳とをよく考えて、その施設は、当時として、すこぶる科学的であったようである。

　そして、孔明自身が、自らゆるしていたところは、

　謹慎きんしん

　忠誠ちゅうせい

　倹素けんそ

　の三つにあったようである。公おおやけに奉ずること謹慎、王室につくすこと忠誠、身を持じすること倹素。──そう三つの自戒を以て終始していたといえよう。

　こういう風格のある人に、まま見られる一短所は、謹厳自らを持す余りに、人を責める時にも、自然、厳密に過ぎ峻酷しゅんこくに過ぎる傾きのあることである。潔癖けっぺきは、むしろ孔明の小さい疵きずだった。

　たとえば日本における豊臣とよとみ秀吉の如きは、犀眼さいがん、鋭意、時に厳酷でもあり、烈しくもあり、鋭くもあり、抜け目もない英雄であるが、どこか一方に、開け放しなところがある。東西南北四門のうちの一門だけには、人間的な愚も見せ、痴ちも示し、時にはぼんやりも露呈している。彼をめぐる諸侯は、その一方の門から近づいて彼に親しみ彼に甘え彼と結ぶのであった。

　ところが、孔明を見ると、その性格の几帳面さが、公的生活ばかりでなく、日常私生活にもあらわれている。なんとなく妄みだりに近づき難いものを感じさせる。彼の門戸にはいつも清浄な砂が敷きつめてあるために、砂上に足跡をつけるのは何かはばかられるような気持を時の蜀人も抱いていたにちがいない。

　要するに、彼の持した所は、その生活までが、いわゆる八門もん遁甲とんこうであって、どこにも隙がなかった。つまり凡人を安息させる開放がないのである。これは確かに、孔明の一短といえるものでなかろうか。魏、呉に比して、蜀朝に人物の少ないといわれたのも、案外、こうした所に、その素因があったかもしれない。

　孔明の一短を挙げたついでに、蜀軍が遂に魏に勝って勝ち抜き得なかった敗因がどこにあったかを考えて見たい。私は、それの一因として、劉玄徳以来、蜀軍の戦争目標として唱えて来た所の「漢朝復興」という旗幟きしが、果たして適当であったかどうか。また、中国全土の億民に、いわゆる大義名分として、受け容れられるに足るものであったか否かを疑わざるを得ない。

　なぜならば、中国の帝立や王室の交代は、王道を理想とするものではあるが、その歴史も示す如く、常に覇道はどうと覇道との興亡を以てくり返されているからである。

　そこで漢朝というものも、後漢の光武帝が起って、前漢の朝位を簒奪さんだつした王莽おうもうを討って、再び治平を布しいた時代には、まだ民心にいわゆる「漢」の威徳が植えられていたものであるが、その後漢の治世も蜀帝、魏帝以降となっては、天下の信望は全く地に墜ちて、民心は完全に漢朝から離れ去っていたものなのである。

　劉玄徳が、初めて、その復興を叫んで起った時代は、実にその末期だった。玄徳としては、光武帝の故智に倣ならわんとしたものかもしれないが、結果においては、ひとたび漢朝を離れた民心は、いかに呼べど招けど──覆水フクスイフタタビ盆ボンニ返ラズ──の観があった。

　ために、玄徳があれほどな人望家でありながら、容易にその大を成さず、悪戦苦闘のみつづけていたのも、帰するところ、部分的な民心はつなぎ得ても、天下は依然、漢朝の復興を心から歓迎していなかったに依るものであろう。

　同時に、劉備の死後、その大義名分を、先帝の遺業として承け継いできた孔明にも、禍因かいんはそのまま及んでいたわけである。彼の理想のついに不成功に終った根本の原因も、蜀の人材的不振も、みなこれに由来するものと観てもさしつかえあるまい。




六



「三国志演義」のうちの本文にしばしば見るところの──身に鶴氅かくしょうを着、綸巾りんきんをいただき、手に白羽扇びゃくうせんを持つ──という彼の風采の描写は、いかにも神韻しんいんのある詩的文字だが、これを平易にいえば、

（いつも葛織きびらおりの帽をかぶり、白木綿しろもめんか白麻しろあさの着物をまとい、素木しらきの輿こし、或いは四輪の車に乗って押されてあるいた）

　という彼の簡易生活の一面を、それに依ってうかがうことができるのである。

　彼には初め子がなかった。

　で、兄の諸葛瑾しょかつきんの次男、喬きょうをもらって養子としていた。瑾きんは呉の重臣なので当然、その主孫権のゆるしを得たうえで蜀の弟へ送ったものであろう。

　この喬は、叔父や父のよい所にも似て、将来を嘱望され、蜀の駙馬ふば都尉に役付やくづきして、時には養父孔明に従って、出征したこともあるらしいが、惜しいかな、二十五で病死した。

　孔明の家庭はまたしばらく寂寥せきりょうだったが、彼が四十五歳の時、初めて実子の瞻せんをもうけた。晩年の初子だけに、彼がどんなによろこんだかは想像に余りあるものがある。

　かつ、瞻せんはたいへん才童であったとみえ、建興十二年、呉にある兄の瑾きんに宛てて送っている彼の書簡にもこう見える。

＝瞻セン今スデニ八歳、聡慧ソウケイ愛スベシ、タダソノ早成、恐ラクハ重器チョウキタラザルヲ嫌ウノミ


　彼は八歳の児を見るにさえ、国家的見地からこれを観ていた。

　その年、孔明は征地に歿したのである。遺愛の文房のうちから、「子を誡いましむる書」というのが出てきた。

　その後、瞻は十七の時蜀の皇妹と結婚、翰林かんりん中郎将に任ぜられた。

　父の遺徳は、みな瞻の上に幸いして、善政があるとみな瞻のなしたようにいわれた。しかし、その名声はすこし溢美いつびに過ぎていたようである。孔明が生前すでに観ていたように、

（この子、おそらくは大器にあらず）

　という所がやはり瞻の実質であったようである。

　蜀亡ぶの年、瞻は、三十七で戦死した。

　子の尚しょうもまだ十六、七歳であったが、長駆、魏軍のなかに突き入って奮戦の末、果敢な死をとげた。

　決して、国家の大器ではなかったにせよ、孔明のあとは、その子、その孫も、共に国難に殉じて、みな父祖の名を辱はずかしめなかった。

　尚の下にも、なお小さい弟があったといわれるが、この人の伝はわからない。また、孔明には他の母系もあったという説もあるが、それも真偽はさだかでない。

　孔明の家系は、こうしてもとの草裡そうりに隠れてしまったが、この諸葛氏しょかつしなる一門からは、この三国分立時代に、三人の将相を同族から出していたのみでなく、その各〻が、蜀、魏、呉と別れていたのは一奇観であった。

　すなわち、孔明は蜀に、兄の瑾きんは呉に、従兄弟いとこの誕たんは魏に。そして誕のことは余りいわれていないが、一書に、

──諸葛氏ノ兄瑾キン、弟誕タン、並ビテ令名アリ。各〻一国ニ在ルガ故、人以テ曰イウ、蜀ハ龍ヲ得タリ、呉ハ虎ヲ得タリ、而シカシテ、魏ハソノ狗イヌヲ得タリト。


　これは少し酷評こくひょうのようである。誕は分家の子で早くから魏に仕え一方の将をしていたが、孔明と瑾の間のように親交がなかったので、三国志中にもあまり活躍していないだけにとどまるのだ。ただ、後に魏を取った司馬晋しんに叛そむいて敗れ去ったため、晋人しんじんの筆に悪く書かれてしまったものとみえる。

　誕についても、語ることは多いが、余りに横道にそれるから略す。孔明死後の蜀のことは後に略説する。しかし彼の死後なお三十年間も蜀が他国に侵おかされなかったのはひとえに彼の遺法余徳が、死後もなお国を守っていたためであったといっても過言ではあるまい。




七



　頼山陽の題詩「仲達、武侯の営址えいしを観みる図に題す」に、山陽はこういっている。

　──公論ハ敵讐シュウヨリ出ヅルニ如シカズ、と。

　至言である。山陽は、仲達が蜀軍退却の跡に立って、

「彼はまさに天下の奇才だ」

　と、激賞したと伝えられている、そのことばをさしていったのである。これ以上、孔明を論じ、孔明を是々非々してみる必要はないじゃないか──と世の理論好きに一句止とどめをさしたものといえよう。

　だが、ここでもう一言、私見をゆるしてもらえるなら、私はやはりこう云いたい。仲達は天下の奇才だ、といったが、私は、偉大なる平凡人と称たたえたいのである。孔明ほど正直な人は少ない。律義実直である。決して、孔子孟子のような聖賢の円満人でもなければ、奇矯なる快男児でもない。ただその平凡が世に多い平凡とちがって非常に大きいのである。

　彼が、軍を移駐して、ある地点からある地点へ移動すると、かならず兵舎の構築とともに、附近の空閑地に蕪かぶ（蔓菁まんせいともよぶ）の種を蒔まかせたということだ。この蕪は、春夏秋冬、いつでも成育するし、土壌どじょうをえらばない特質もある。そしてその根から茎くきや葉まで生なまでも煮ても喰べられるという利便があるので、兵の軍糧副食物としては絶好の物だったらしい。

　こういう細かい点にも気のつくような人は、いわゆる豪快英偉な人物の頭脳では求められないところであろう。正直律義な人にして初めて思いいたる所である。とかく青い物の栄養に欠けがちな陣中食に、この蕪かぶはずいぶん大きな戦力となったにちがいない。戦陣を進める場合も、そのまま、捨てて行って惜し気もないし、また次の大地ですぐ採取することができる。で、この蔓菁まんせいの播植はしょくは、諸所の地方民の日常食にも分布されて、今も蜀の江陵地方の民衆のあいだでは、この蕪のことを「諸葛菜しょかつさい」とよんで愛食されているという。

　もうひとつ、おもしろいと思われる話に、こんなのがある。蜀が魏に亡ぼされ、後また、その魏を征して桓温かんおんが成都に入った時代のことである。その頃、まだ百余歳の高齢を保って、劉禅帝時代の世の中を知っていた一老翁があった。

　桓温は、老翁をよんで、

「おまえは、百余歳になるというが、そんな齢としなら、諸葛孔明が生きていた頃を知っているわけだ。あの人を見たことがあるか」と、たずねた。

　老翁は、誇るが如く答えた。

「はい、はい。ありますとも、わたくしがまだ若年の小吏の頃でしたが、よく覚えておりまする」

「そうか。では問うが、孔明というのは、いったいどんなふうな人だったな」

「さあ？　……」

　訊きかれると、老翁は困ったような顔をしているので、桓温かんおんが、同時代から現在までの英傑や偉人の名をいろいろ持ち出して、

「たとえば……誰みたいの人物か。誰と比較したら似ていると思うか」と、かさねて問うた。

　すると、老翁は、

「わたくしの覚えている諸葛しょかつ丞相は、べつだん誰ともちがった所はございません。けれども今、あなた様のいらっしゃる左右に見える大将方のように、そんなにお偉くは見えませんでした。ただ、丞相がおなくなりになってから後は、何となく、あんなお方はもうこの世にはいない気がするだけでございます」

　と、いったということである。

　仲達の言もよく孔明を賞したものであろうし、山陽の一詩も至言にはちがいないが、私は何となくこの老翁のことばの中にかえってありのままな孔明の姿があるような気がするのである。

丞相ノ祠堂シドウ　何イズレノ処ニカ尋タズネン

錦管キンカン城外　柏森々ハクシンシン

階カイニ映ズ　碧草ヘキソウ自オノズカラ春色シュンショク

葉ヨウヲ隔ツ黄鸝コウリ 空ムナシク好音コウイン

三顧頻繁ヒンパンナリ 天下ノ計ハカリゴト

両朝開濟カイサイス 老臣ノ心

師イクサヲ出シテ未ダ捷カタズ 身先マズ死ス

長ク英雄ヲシテ　涙襟エリニ満ミタシム


　孔明を頌しょうした後人の詩は多いがこれは代表的な杜子美としびの一詩である。沔陽べんようの廟前に後主こうしゅ劉禅りゅうぜんが植えたという柏かしわの木が、唐時代までなお繁茂していたのを見て、杜子美がそれを題して詠ったものだといわれている。




後蜀ごしょく三十年ねん



一



　孔明なき後の、蜀三十年の略史を記しておく。

　いったい、ここまでの蜀は、ほとんど孔明一人がその国運を担になっていたといっても過言でない状態にあったので、彼の死は、即ち蜀の終りといえないこともない。

　しかし、それは孔明自身が、以て大いに、自己の不忠なりとし、またひそかなる憂いとしていた所でもある。

　従って、自身の死後の備えには、心の届くかぎりのことを、その遺言にも遺風にも尽してある。

　以後、なお蜀帝国が、三十年の長きを保っていたというも、偏ひとえに、「死してもなお死せざる孔明の護り」が内治外防の上にあったからにほかならない。

　そこで孔明の歿した翌年すなわち蜀の建興十三年にはどんなことがあったかというに、蜀軍の総引揚げに際し、桟道さんどうの嶮けんで野心家の魏延ぎえんを誅伐ちゅうばつした楊儀も、官を剥はがれて、官嘉かんかに流され、そこで自殺してしまった。

　延は儀を敵視し、儀は延を邪視し、この二人は、すでに孔明の生前から、互いによからぬ仲であったが、孔明の大度がよくそれを表面に現わすなく巧みに使ってきたものに過ぎなかった。

　それというのが二人ともひそかに、孔明の死後は、われこそ蜀の丞相たらんと、おのおの、その後継をめぐって相争っていたからである。

　かつて、呉の孫権は、蜀の使いに、孔明の左右にある重臣はたれかと訊ね、

「さてさて、儀や延を両腕にして戦っているのでは、さだめし孔明も骨が折れるだろう」

　と、同情的な口吻こうふんのうちに、延や儀の人物を嘲評ちょうひょうしていたという話もあるが、たしかに、この二人物は、蜀陣営の中の、いわゆる厄介者やっかいものにちがいなかった。

「──延は矜高きょうこう。儀は狷介けんかい」

　とは、孔明が生前にも、呟いていた語であった。──で彼は、そのいずれにも後事を託さず、かえって、平凡だが穏健な蒋琬しょうえんと費褘ひいとに嘱しょくすところ多かったのである。

　楊儀の失脚も、結局、その不平から起ったもので、彼は、成都に帰って後、さだめし大命われに降るものと、自負していたところ、なんぞはからん、重命は琬えんに降り、自分は中将軍師を任ぜられたに過ぎないので、以後、しきりに余憤をもらし、あまっさえ不穏な行動に出んとする空気すらうかがわれたので、蜀朝は、これに先んじて、彼の官を剥ぎ、官嘉の地に流刑するの決断に出たものであった。

　これが、孔明死後の成都に起った第一の事件であった。支柱を失うと、必ず内争始まるという例は、一国一家も変りがない。蜀もその例外でなかった。

　けれど、蒋琬しょうえんはさすがに、善処して、過あやまらなかった。彼はまず尚書令となって、国事一切の処理にあたったが、衆評は、彼に対して、

「あの人は平凡だが、平凡を平凡として、威張らず衒てらわず、挙止、ありのままだから至極よい」

　と、みな云った。

　孔明が、彼を挙げたのも、その特徴なきところを特徴として、認めていたからであったろう。

　十三年四月。

　琬えんは、大将軍尚書令に累進したので、そのあとには費褘ひいが代って就任した。また、呉懿ごいが新たに車騎将軍となって、漢中を総督することになった。

　遠征軍の大部分は引揚げても、漢中は依然、蜀にとって、重要な前衛基地であった。なお多くの国防軍はそこに駐屯していた。呉懿ごいの赴任は、その為にほかならない。

　ここに、たちまち豹変ひょうへんを兆きざしはじめたのは、同盟国の呉であった。その態度は、孔明の死と同時に、露骨なものがあった。

「いま、蜀を救急しなければ、蜀は魏に喰われてしまうであろう」

　これを名目として、呉は、数万の兵を以て、蜀国境の巴丘はきゅうへ出て来た。この物騒きわまる救援軍に対して、蜀も直ちに、兵を派して、

「ご親切は有難いが、まず大した危機もこの方面にはないからお引揚げ願いたい」

　と、対峙たいじの陣を布しいた上、こう外交折衝に努めたので、呉もついに、火事泥的な手を出し得ずに、やがて一応、国境から兵を退いた。




二



　建興十五年、蜀は、延凞えんきと改元した。

　この年、蒋琬しょうえんは、討魏の軍を起して、漢中に出で、ひそかに、魏の情勢をうかがっていた。

　孔明なき後も、劉玄徳以来の、中原進出の大志は、まだ多くの遺臣のうちには、烈々と誓われていたことが分る。

　琬えんは、孔明がいつも糧道の円滑に悩んでいた例を幾多知っていたので、こんどは水路を利用して魏へ入ろうとして建議したが、蜀の朝廷では、

「北流する水を利して進むは、入るに易やすい道には違いないが、ひとたび退こうとするときは、流れを溯上さかのぼるの困難に逢着するであろう」

　といって、ついに彼の建議をゆるさなかった。これは、その作戦を否定したばかりでなく、すでに遠征を好まない空気が、ようやく、廟議の上にも顕著けんちょとなった一証だと見てよい。

「守らんか、攻めんか」

　蜀の輿論よろんは、ここ数年を、ほとんどそのいずれともつかずに過ごした。

　そのうちに、延凞七年の三月、魏は蜀の足もとを見て、

「いまは一撃に潰ついえん」

　となし、すなわち曹爽そうそうが総指揮となって、十数万の兵を率い、長安を出て、駱口らっこうを経、積年うかがうところの漢中へ、一挙突入せんとした。

　ところが、蜀軍いまだ衰えずである。蜀は、その途中に邀撃ようげきして、魏を苦戦に陥おちいらしめた。

　費褘ひいの援軍が早く来たのと、涪ばい方面に蜀兵の配置が充分であったため、たちまち、魏軍を諸所に捕捉して、痛打を加え、特有な嶮路を利用して、さんざんに敵を苦しめたのである。

「いけない、なお未だ孔明の遺風は生きている」

　曹爽そうそうはそういって退却した。

　その翌年、蜀の蒋琬しょうえんは死んだ。

　蜀の良将はこうして一星一星、暁あかつきの星のように姿を消して行った。何かしらん力を以ては及び難いものが蜀の年々に黒框くろわくの歴史事項を加えていた。

　蒋琬はついに丞相にはならなかったが、孔明の遺嘱いしょくを裏切らなかった忠誠の士であったことに間違いない。

　同年、十二月にはまた、尚書令しょうしょれいの董允とういんが死んだ。允いんは琬えんに次ぐ重臣であり、剛直をもって鳴っていたので、琬の死以上、これを惜しむ人もあった。

　この二者が亡ぶと、

「わが世の春が来た」

　といわぬばかりに擡頭たいとうしてきた一勢力がある。宦人かんじんの黄皓こうこうを中心とする者どもである。皓は日頃から帝の寵愛を鼻にかけていたが、政治に容喙ようかいし始めたのは、このときからである。骨のある忠臣は相次いで世を去るにひきかえ、こういう類たぐいの者が内政から外務にまで新たに面かおを出すにいたっては、もはやその国の運命は量はかり知るべきである。

　だが、ここになお、いささか蜀のために意を強うするに足るものはあった。それは、費褘ひい、姜維きょういの両人が健在なことだ。以後、彼らが鋭意国政に当って、この衰亡期にある国家を支え、故孔明の遺志にこたえんとする努力には、涙ぐましいほどなものがある。

　ただ──これは結果論となるが──姜維きょういのただ一つの欠点であったことは、孔明ほどな大才や機略にはとうてい及ばない自己であるを知りながらも、その誓うところ余りに大きく、その任あまりに多く、しかも功を急ぐの結果、彼の英身が、かえって蜀の瓦解がかいへ拍車をかけるの形をなしてしまったことである。

　さもあらばあれ、武人として、また唯一の遺法を、孔明手ずから授けられた彼としては、

（玉砕ぎょくさいか、貫徹かんてつか）

　まさにこの二途を賭して、あくまで積極的に出るしか生きがいはなかったであろう。

　で彼は、かねて、涼州地方の羗きょう族を懐柔していたので、この一勢力を用いて、魏へ進攻する策を企てた。

　それの実現を見たのは、延凞えんき十年の秋である。維いは、雍州ようしゅうへ攻め入った。

　魏の郭淮かくわい、陳泰ちんたいなどが、この防戦に当り、各地で激烈な戦闘を展開したが、結局、魏の諸郡を踏み荒した程度で、蜀は退却のやむなきに至った。魏に退路を断たれ、また部下から多くの脱走者を出したりしたためだった。




三



　ここにまた、蜀にとって一不幸が起った。費褘ひいの死である。

　孔明の衣鉢いはつをつぐ大器としては、まず費褘であろうとは、衆目の視ていたところであったが、突然、この訃ふが知れわたったので、蜀中は非常な哀愁につつまれた。

　死因も、その折は、秘密にされていたが、後に自然一般にも知れてしまった。一夕、蜀の将軍連と歓談している宴席において、突然、魏の降将、郭循かくじゅんという者に刺し殺されたのであった。

　費褘なき後、蜀の運命は、いよいよ姜維きょうい一人の双肩にかかった。

　維は、十八年八月、魏の王経おうけいと洮西とうせいに戦って、久しぶりの大戦果をあげた。この時の殲滅せんめつには、魏兵万余人を斬り尽して、洮西の山河をほとんど紅くれないにしたといわれている。

　ために、彼は大将軍に叙せられた。

　しかしすぐ次の戦いには、魏の名将鄧艾とうがいと段谷だんこくにまみえて、こんどは逆に惨敗を喫した。

　若きから孔明に私淑ししゅくして来たものの、孔明に似て孔明にとどかず、その人格に力量に、如何ともなし得ぬ先天的な器量の差は、こういう風に、軍をうごかすたび、歴然と結果に出てくる。

　延凞二十年。維は秦川しんせんを衝いた。

　魏軍が関中方面へ移動したのでその虚をついたものである。

　魏の鄧艾とうがい・司馬望しばぼうの軍は、彼の鋭鋒を避けて、敢えて当らなかった。維はさまざまに挑んだが、消耗するに止まって、大した戦果も獲られずに終った。

　彼が、孔明の遺志をついで、しきりに積極的となっていた背後には、内廷における黄皓こうこうらの反戦的空気が、ようやく濃厚になりかけていた。

　かくては維も思うように戦えなかった。国家として、まことに危険な状態にあったといわねばならない。

　延凞えんきの年号は、二十年を以てあらためられ、景燿けいよう元年となった。帝てい劉禅りゅうぜんは、この頃からようやく国政に倦うみ、日夜の歓宴に浸ひたりはじめた。時艱じかんに耐うる天質のいとど薄い蜀帝をして、この安逸へ歓楽へと誘導するに努めていたものが、黄皓こうこうなどの宦臣かんしんの一群であったことはいうまでもない。

「ああ、国は危うい」

「かくては、蜀の落日も、一燦さんのうちであろう」

　心ある者はみな歎いた。

　しかし、帝の寵威を誇る黄皓にたいして、歯の立つ者はいなかった。

　ひとり姜維きょういは、面おもてを冒して、諫奏かんそう幾度か、

「佞臣ねいしんを排されたい」

　と、劉禅の賢慮を仰いだ。

　饐すえたる果物籠の中にあって、一箇の果物のみ饐えないでいるわけもない。帝の心はすでに甘言のみを歓ぶものになっている。朝あしたに美姫びきの肩の柳絮りゅうじょを払い、夕ゆうべに佳酒かしゅを瑠璃杯るりはいに盛って管絃に酔う耳や眼をもっては、忠臣の諫言は余りにもただ苦い気がした。

「蜀は風前の燈火ともしびだ」

　維いは、慨嘆した。

　果たせるかな、魏は、

「時到る」

　とこれを見ていた。そして景燿けいよう六年の秋、一挙に蜀中に攻め入って、その覆滅ふくめつを遂とぐべしと、鄧艾とうがい、鍾会しょうかいを大将として、無慮数十万の大兵は、期して、魏を発し、漢中へ進撃した。

　蜀の前衛は、たちまち潰ついえた。

　姜維きょういは、剣閣の嶮けんに拠り、この国難に、身を挺して防いだ。

　さすがに、ここは容易に、抜けなかった。

　けれど一方、陰平いんぺいの険隘けんあいを突破した鄧艾とうがいの軍は、ときすでに蜀中を席巻し、直ちに成都へ突入していた。

　成都。ああ、成都。

　彼ら蜀人は、ここに魏兵を見ようなどとは、まったく夢想もしていなかったのである。殺到する魏の大軍を見て初めて、

「これは、この世のことか」

　と、狼狽ろうばいした程だったという。

　ためにこのとき、城郭の防備などは、少しもしていなかったといわれている。知るべし、跳梁ちょうりょうする敵人の残虐ぶりを。魏兵の蹂躙じゅうりんに悲鳴して逃げまどう婦女老幼のみじめさを。──かかるとき、なお毅然としてある都門第宅の輪奐りんかんの美も、あらゆる高貴を尊ぶ文化も、日頃の理論や机上の文章も、ついに何の役をもなさなかった。むなしく災わざわいの暴威と敵兵の濶歩かっぽにおののくだけであった。
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　蜀宮は混乱した。

　ここもまた、かつての、洛陽の府や長安の都そのままの日を現出した。

　帝劉禅には、何らの策も決断もない。妃きさきとともに哭なき、内官たちと共にうろたえているのみである。

　魏軍はすでに城下へ迫って歌っている。蜀亡びぬ、蜀すでに亡なし。有るはただ城門を開いて魏旗の下にひざまずく一事のみと。

「どうしたらよいか。汝らの意見に従おう。ただ朕ちんの為に善処せよ」

　劉禅りゅうぜんは、これを告ぐるのがやっとであった。夜来の重臣会議もまだ一決も見ずにある。沈湎蒼白ちんめんそうはく、誰の顔にも生気はない。

「呉を恃たのみましょう。陛下の御輦みくるまを守って、呉へ奔はしり、他日の再起を図らんには、またいつか蜀都に還幸の日が来るにちがいありませぬ」

「いや呉は恃たのみ難い。むしろ呉は、蜀の滅亡をよろこぶ者であっても、蜀のために魏と戦うような信義のないことは、丞相孔明の死去のときから分りきっている」

「いっそ、南方へ蒙塵もうじんあそばすのが、いちばん安全でしょう。南方はまだ醇朴じゅんぼくな風があるし、丞相じょうしょう孔明が布しいた徳はまだ民の中に残っています」

　衆論は区々まちまちである。帝はただ迷うばかりだった。

　ときに重臣の譙周しょうしゅうが、やっと不器用な口つきで、最後に私見を述べた。

「もの事にはすべて、始めがあり終りがあり、また中道があります。始めや途中のことなら一時の変ですから、挽回ばんかいの工夫もあり、立て直しもききますが、今日の変は、要するに、丞相孔明が逝ゆかれた後の万事の帰着です。天数の帰結です。もういけません。呉へ奔はしるも愚策、南方に蒙塵もうじんあるも、何もかも、唯、末路の醜態を加えることでしかありません。……願うらくはただ、努めて先帝の御徳おんとくを汚さぬよう、蜀帝国の最期として、世の嗤わらい草ぐさにならぬよう、それのみを祈りまする」

「では、汝は、蜀城を開いて、魏に降伏するのがよいというのか」

「臣として、口になし得ないことですが、天命にお従い遊ばすならば、それしかほかに途みちはありません」

　案外にも、劉禅はすぐ、

「そうしよう。譙周のいうことが、いちばん良いようだ」

　といって、むしろ一時の眉をひらくような容子にさえ見えた。

　重臣はみな痛涙に咽むせんだ。けれど誰も皆、譙周の意見が悪いものとは思わなかった。諦あきらめの底に沈黙した。

　この譙周については、有名な一挿話がある。

　彼が初めて蜀宮に召されたのは建興の初年頃で、まだ孔明の在世中であった。

　孔明は彼の学識と達見を夙つとに聞いていたので、帝にすすめて田舎出の一学者を、勧学従事の職に登用したのである。

　ところが、最初の謁見の日、蜀朝しょくちょうの諸官は、彼のすこぶる振わない風采と、また余りに朴訥ぼくとつすぎて、何を問うても吃どもっていっこう学識らしい話も場所柄に応じた答えもできないでいる容子をながめ、皆クツクツと失笑を洩らした。

「あのような不嗜ふたしなみなことは、朝廷の儀礼と尊容を甚だしく紊みだすものです。笑った者を処罰しようではありませんか」

　廟堂びょうどう監察の吏りは、問題として、これを取り上げ、一応、孔明のところへ相談に来た。

　すると、孔明はこういった。

「われなお忍ぶ能わず。いわんや左右の衆人をや」

　彼は、取り上げなかった。

　孔明は笑いはしなかったが、やはり心のうちで、おかしさを覚えていたのである。──自分の身にとってすら忍び得なかったことを、衆にたいして罪として問おうというのは法の精神に悖もとるとなしたものであろう。

　孔明が戦場で死んだと聞いたとき、この譙周しょうしゅうはその夜のうち成都を去って、はるばる途中まで弔問ちょうもんに駈けつけて行った。その以後、離京した者は、官吏服務規程に問われて、反則の咎とがをうけたが、真っ先に行った譙周だけは、何の問責もうけなかった。

　──衆論に囚とらわれず、劉禅に開城をすすめた彼は、まずそういう風な人物だったのである。
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　開城を宣すると、蜀臣はその旨を魏軍へ通告した。

　城外には、魏軍の奏する楽の音や万歳の声が絶えまなく沸わき立っている。蜀宮の上には降旗が掲かかげられ、帝は多くの妃きさきや臣下を連れて城外へ出た。そして魏将鄧艾とうがいの軍門に、降こうをちかう、の屈辱に服したのであった。

　かくて、蜀は、成都創府以来、二世四十三年の終りを、この日に告げたのであった。

　昭烈廟しょうれつびょう（玄徳を祀まつる所）の松柏森々しょうはくしんしんと深き処、この日、風はいかなる悲愁を調べていたろうか。

　定軍山の雲高き処、孔明の眦まなじりはいかにふさがれていたろうか。

　なおなお、関羽、張飛、そのほか幾多の父、幾多の子、また、無数の英骨、忠臣、義胆の輩ともがらはいかに泉下の無念をなぐさめていたろうか。

　かつて皆、この土のために、生命いのちをささげ、骨を埋め、土中に蜀の万代を祷いのっていたろうに、今や地表は魏軍の土足にとどろき、空は魏旗ぎきに染められている。

　そもそも誰の罪か。

　心なき蜀中の土民こそ嘆かぬはなかったであろう。

　ただここに、なお劉家りゅうけの血液を誇った一皇子がある。帝劉禅の五男北地王諶ほくちおうじんであった。皇子は初めから帝の蒙塵もうじんにも開城にも大反対で、

「蜀宮を墳つかとしても、魏と最後の最後まで戦うべきです」

　と主張していたが、ついに言は聴かれず、自分と共に討死しようという烈士もいないので、憤然ひとり祖父の昭烈廟へ行って、妻子をさきに殺して自分もいさぎよく自殺した。

　蜀漢の末路、ただこの一皇子あるによって、歴史は依然、人心の真美と人業じんぎょうの荘厳を失っていない。

　剣閣の嶮けんに拠って、鍾会しょうかいと対峙たいじしていた姜維きょういも、成都の開城を伝え聞き、また勅命に接して、魏軍に屈伏するのやむなきにいたった。

「武器を抛棄ほうきせよ」

　と姜維きょういに命ぜられて、魏の前に降兵として出ることになった彼の部下は、このとき皆、

「無念」

　と、剣を抜いて、石を斫きったということである。

　これを見ても、蜀人の意気戦志は、まだ必ずしも地に墜ちていたとはいえない。いやむしろ、孔明なき後の三十年も、年々、進攻的な気概を外敵にしめし、「攻むるは守るなり」の積極策を持ちつづけて来た気力にはむしろ愕おどろかれるものがある。

　とはいえ、姜維きょういらのこの意気は愛すべしだが、ために、費褘ひいの言なども多くは耳をかさず、求めて欠陥を生じ、急いで国家を危殆きたいへ早めて来たこともまた、否み得ない作用であったというしかない。

　費褘ひいは、存生中にも、姜維にむかって、しみじみ、こういっていた事実がある。

「自分などは、どう贔眉目ひいきめに見ても、とうてい、故丞相に及ばないこと甚だ遠い者だ。──その丞相ですらなお中夏ちゅうかを定め得なかったことを思うと、況いわんや、われら如きにおいてをやと、痛感しないわけにはいかない。だからしばらくはよく内を治め、社稷しゃしょくを守り、令を正し、国を富ましめるのが、われらのなし得る限度ではあるまいか。外の功業の如きは、やがて孔明のような能者を待って初めて望み得ることだ。僥倖ぎょうこうを思うて、成敗を一挙に決せんとするようなことは、くれぐれもおたがいに慎まなければなるまいと思う」

　これは一面の善言であった。

　しかし姜維はべつに姜維の抱負を持しつづけた。いずれが是であったか非であったか、これはかえって譙周しょうしゅうの最後のことばに傾聴するものが多いようだ。

　だが、過去を天地の偉大な詩として観るとき、姜維の多感熱情はやはり蜀史の華はなといえよう。彼はついに長く屈辱的武人たるに忍びきれず、後また、魏の鍾会しょうかいに反抗して、たちまちその手に捕えられ、妻子一族とともに、首を刎はねられた。彼の血液はやはり魏刀ぎとうに衂ちぬられるものに初めから約束されていたようである。
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　魏の成都占領とともに、蜀朝から魏軍の鄧艾とうがいに引き渡された国財の記録によると、

　領戸りょうこ二十八万

　男女人口九十四万

　帯甲たいこう将士十万二千人

　吏り四万人

　米四十四万まん斛ごく

　金銀二千斤

　錦綺綵絹きんきさいけん二十万匹

　──余物これにかなう。

　とあるからそのほかの財宝も思うべしである。

　しかし国力はかなり疲弊ひへいしていたものだろう。蜀将の意気もすでに昔日せきじつの比ではない。帝以下百官、城を出て魏門にひざまずき、城下の誓いを呈したのである。いかなる国家も亡ぶとなると実にあっけないものだ。

　この亡滅を招いた原因は、数えれば種々ある。帝てい劉禅りゅうぜんの闇弱あんじゃく、楊儀の失敗、董允とういん、蒋琬しょうえんの死去、費褘ひいの奇禍きか、等々、国家の不幸はかさなっていた。

　最後となっては、劉禅の親政と、宦人かんじん黄皓こうこうの専横などが、いよいよ衰兆すいちょうに拍車をかけていた。亡ぶものの末期的症状にかならず見られるのは、宦官的内訌かんがんてきないこうとこれに伴う暴政、相剋そうこく、私的享楽などである。蜀の終り頃もこの例外を出ていない。

　──特に、もっとも蜀を弱めたものは、蜀中の学者の思想分裂であった。彼らのうちには、三国鼎立策にも大陸統合にも、ほとんど何の興味も感じていない者が多かった。要するに思潮は戦に倦うみ戦を否定し始めていたのである。

　門を閉じて、高く取り澄ましていた杜瓊とけいなども、春秋讖中しんちゅうの辞句をひき出して、

「漢に代るのは当塗高とうとこうだろう」

　などと平気で放言していた。当塗高とは魏をさしていっているのである。魏という文字は「高閣」を意味する。──道に当りて高いもの──という伏字ふせじだ。蜀の粟ぞくを喰いながら、こんなことを平気で説いていたのである。

　また学府の学者でも、もっと甚だしい説を撒まいていたのがある。

「──先帝の名は備びなり。備は、備そなうるなり、また具そなうるを意味す。後主の諱いみなは禅にして禅ゆずるの意をもつ。すなわち禅り授くるなり。劉氏は久しからずして当まさに他へ具そなえ禅ゆずるべし」

　こういう学者を内に養っていた国家が内に病を起していないわけはない。いわゆる最後の「あっけなさ」は、すでに蜀の肉体のこういう危険な病症が平時に見のがされていたにほかならない。

　ところで降人に出た劉禅りゅうぜんの余生はどうなって行ったろう。魏へ移った旧蜀臣は、おおむね魏から新しい官職を与えられて、その隷属れいぞくに甘んじた。劉禅もまた、魏の洛陽に遷うつされ、後、魏から安楽公に封ぜられて、すこぶる平凡な日を過していた。

　──ある時、彼の心懐を思いやって、魏人の一人が、彼の邸を訪うて面接したとき、試みに、

「魏へ来ても、日常のご不自由はないでしょうか、何かにつけ、蜀のむかしを思い出されて、折には、ご悲嘆にくるることもおありでしょうな」と、たずねてみた。

　すると、凡庸な彼は、

「いやいや、魏のほうが、はるかに美味もあるし、気候もよいから、べつに蜀を思い出すようなこともありません」

　と、いっこう無感情に答えたということである。

　この無感情が、大悟たいごの無表現ででもあったなら偉えらいものであるが、彼の場合は、現れたとおりの、懸値かけねなしであるからまことに愍あわれというほかはない。




魏ぎから──晋しんまで



一



　孔明の歿後、魏は初めて、枕を高うして眠ることを得た。

　年々の外患もいつか忘れ、横溢おういつする朝野の平和気分は、自然、反動的な華美享楽かびきょうらくとなって現れだした。

　この兆候は、下よりまず上から先に出た。大魏皇帝の名をもって起工された洛陽の大土木の如きがその著いちじるしいものである。

　朝陽殿、大極殿たいきょくでん、総章観そうしょうかんなどが造営された。

　また、これらの高楼、大閣のほかに、崇華園すうかえん、青宵院せいしょういん、鳳凰楼ほうおうろう、九龍池などの林泉や別荘が人力と国費を惜しみなくかけて造られた。これに動員された人員は、天下の工匠こうしょう三万余、人夫三十万といわれている。

　まさに、国費の濫費らんぴである。曹叡そうえいほどな明主にして、なおこの弊へいに落ちたかと思うと、人間性の弱点の陥おちいるところみな軌きを一いつにしているものか、或いは、文化の自然循環と見るべきものか。

　いずれにせよ、彫梁ちょうりょうの美、華棟かとうの妍けん、碧瓦へきがの燦さん、金磚きんせんの麗、目も綾あやなすばかりである。豪奢雄大、この世に譬たとえるものもない。

　──が、たちまち一面に、民力の疲弊ひへいという暗い喘あえぎが社会の隅から夕闇のように漂ただよい出した。巷の怨嗟えんさ。これはもちろん伴ってくる。

　この上にも曹叡は、

「芳林閣ほうりんかくの改修をせよ」と、吏りを督して、民間から巨材を徴発し、石や瓦や土を引く牛のために、民の力と汗を無限に濫用した。

「武祖曹操様すら、こんな贅沢ぜいたくと乱暴はなさいませんでした」

　と、諫いさめた公卿くげもある。もちろん曹叡そうえいには肯きかれない。のみならず斬首された者もあった。

　反対に、こういう甘言を呈する者もある。

「人は、日精月華にっせいげっかの気を服せば、つねに若く、そして長命を保ちます。──いま長安宮中に柏梁台はくりょうだいを建て、銅人を据えて、手に承露盤しょうろばんを捧げさせるとします。すると盤には毎夜三更の頃、北斗から降る露が自然に溜たまります。これを天漿てんしょうとよび、また天甘露てんかんろと称となえています。もしそれ、その冷露に美玉の屑末しょうまつを混じて、朝な朝なご服用あらんか、陛下の寿齢じゅれいは百載さいを加え、御艶おんつやもいよいよ若やいでまいるにちがいありません」

　こういう言を歓よろこぶようになっては、曹叡の前途も知るべしである。

　が、魏の国運は、なお旺さかんだった。これはおそらく良臣や智識が多かったに依るであろうが、曹操以来の魏は、何といっても、士馬精鋭であり、富強であった。

　中でも、司馬懿仲達しばいちゅうたつは、魏にとっては、まず当代随一の元勲だった。自然、彼の一門は、隆々、勢威を張るにいたった。

　延凞十四年、魏の嘉平三年。その仲達は歿して、国葬の大礼をもって厚く祭られ、遺職いしょく勲爵くんしゃくは、そのまま息子の司馬師が継いだ。

　ところが、この師も、間もなく逝去した。弟、昭しょうが跡目をついだ。

　昭は一時、大いに威を振るい、大魏大将軍になり、また、晋しん王の九錫きゅうしゃくをうくるにいたって、ほとんど、帝位に迫るの勢威を示した。

　この昭が終ると、その子の、司馬炎しばえんが王爵をついで立った。魏の朝廷は、このときすでに元帝の代に入っていたが、炎は、この元帝を退位させて、自ら皇帝となり、新国家の創立を宣した。

　これが、晋しんの武帝である。

　かくて、魏は、曹操以来五世、四十六年目で亡んだことになる。──それはまた実に、蜀の滅亡後、わずかに三年目のことだった。

　魏蜀を併合して、晋しん一体となったこの国が、なお呉を余していたのは、呉に間隙がなかったによる。とき呉の孫権もすでに世を去り、次代の孫皓そんこうの悪政が、南方各地の暴動を醸かもすにいたるまでは、長江の嶮けんと、江東海南の地を占めるこの国の富強と、建業城中の善謀忠武の群臣は、なお多々健在であったといえる。

　しかし、敗るるや、急激だった。四世五十二年にわたる呉の国業も、孫皓そんこうが半生の暴政によって一朝に滅んだ。──陸路くがじを船路を、北から南へ北から南へと駸々しんしんと犯し来れるもののすべてそれは新しき国の名を持つ晋しんの旗であった。

　三国は、晋しん一国となった。
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